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序文 

慈悲 深 て 、 忠 み 違 く ア ッ ラ テー の 御名 に いて 。 

聖 ク ルアー ン は イス ラー ム 教 の 聖典 で ある 。 凡そ 1400 年 前 、 アラビア に お いて 、 全 能 な る 
神 ア ッ ラ ー が その 使徒 びあ る ムハンマド ( 彼 に 平安 あれ ) に 啓示 し た も の で ある 。 

この 牙 示 は 、 ム ハン マ ド が 四 十 才 の 時 に 始ま り 、 爾 来 23 年 間断 続 的 に 授け られ た 。 これ 等 
一 連 の 啓示 は 、 そ の 都度 、 使 徒 側近 の 者 た ちの 手 に よっ て 記録 きれ 、 後 に 聖典 と し て 編 軸 き 
れ だ た の で ある 。 筆記 者 し し て 、 こ の 聖なる 仕事 に 従事 し た 者 た ちの 中 に は 、 ア プー、 バ クル 
や アリ 、 ザ ィ ド ・ ビ ン ・ サ ー ベ ッ ド 、 ズ ベー ル ・ ビ ン ・ ア デル アワ ツ ム ( 役 等 に 恵み あれ) た 
ちがい る 。 こ の 外 、 多 てく の 弟 子 た ち が 使 徒 に 啓示 きれ た 通り 、 聖 音節 を 一 学 一 句 違え る こと 
な く 暗 褒 し て い だ の で ある 。 ち な み に 、 当 時 の アラ ビア 人 は 、 卓 越し た 記憶 力 の 持 主 ろ い 
で 、 ア ラブ の 詩 を 十 万 節 以 上 も 暗 計 し て いる 者 も 千 で は な か っ だ と いう 。 こ の よう に 加 クル 
アーン は 、 口 述 筆 記 と 暗 診 た と いう 二 つ の 方 法 の 集積 に よっ て 、 使 徒 に 啓示 され た 通り 、 一 庄 
だ り と も 追 漏 な E 温 され て いる 。 欧米 の 学者 た ち は 、 こ れ ま で に る ま ぎ ざま な る 角度 か ら 
聖 ク ルー アン の 改 穴 を 立証 すべ く 試み て みた だが 、 皆 こと ご と く 《 失 敗 し た 。 

ウイ リア ム ・ ム イー ル 卿 (Sir William Muir) は を の 著書 「 ム ハン マ ド の 生涯 」( ロ ンド ン 、 
1912 年 、 第 1 巻 ) の 中 で 、 次 の よう に 述べ て いる 。 

ムハンマド の 死後 、 二 十 数 年 後に に オス マン の 陵 尊 に 端 を 発し て 興 っ た 諸 宗派 は 、 争 い を 
繰り 返し 、 互 に 敵意 を つの ら せ た 結果 、 ム ハン マ ド が 苦労 し て うち 建て た イス ラー ム 共 同体 
を 分 裂き せ て し まっ た だ 。 し か し 、 彼 等 は 、 常に 一 つの クル アー ン を 用 いた 。 今 日 に 至る まで 、 
どの 時 代 の 人 々 も 同 ビ クル アー ン を 用 いた だ た と いう こと は 、 不運 な カリ フ の 命 の も と に 編 畠 $ 
れ た 啓典 と 全く 同じ 聖典 が 、 今 日 まで 伝え られ て いる と いう 動か し が だ い 証 拠 で ある 。 12 世 
紀 も の 長き に わた っ て 、 こ れ は ど 純 粋 に 伝え ん られ て いる 文献 は 、 他 に 例 を みな い 。 

また 、E・M・ ウ エー リー(E・M・Wherry)y は 、 そ の 著書 「 ク ルアー ン に つい て の 総合 的 考 
穴 ] (ロン ドン 、1986 年 、 第 一 券 P 349) の 中 で 、 次 の よう に 書い て いる 。 

クル アー ン の 文章 は 、 十 典 の 中 で も 最も 純粋 な も の で ある 。 

レー ン ・ グ プー レ (Lane Poole) も その 著書 「 精 選 ク ルアー ン 」 (ター ン バ ー、 ロ ンド ン 、1879 
年 、 序 章 C じ ペー ジ ) の 中 で 述べ て いる 。 

タル アー ン が 本 物 で ある と いう こと は 、 疑念 の 余地 な き 事 実 で ある 。 (中略 》 け すべ て の 言葉 
は 、1300 年 経た 今 で も 、 全 〈 変 ちぎ ざり し か 、 と の 確信 を も っ て 読む こと が で きる 。 

- ボ スワ ー ス ・ ス ミス (Bosworth Smith) ま た 然 5。 その 著書 「 ム ハン マ ド と イス ラー ム み 教 」 
(ロン ドン 、1974 年 、 P 22) の 中 で 書い て いる 。 

クル アー ン の 中 に ある も の は 、 ま る き しく ム ハン マ ド の 言葉 その も の で あり 、 全 て 加筆 も 削 
除 も きれ て いな い 。 

最後 に 、 エ ・W・ ア ー ノ ルド (T・W・Arnold) 教 授 が を の 著書 「 イ スラ ー ム 教 の 信仰 」(g 
ンド ン 、P 9) の 中 で 以下 の よう に 述べ て いる こと を 紹介 する 。 

この 改訂 版 の テ チキ スト に は 、 ム ハン マ ド 笛 身 が 実際 に 云っ た 言葉 が 書か れ て いる 。 こ の 厨 
跡 的 な 聖典 に つい て 、 を その 特徴 を すべ て 詳細 に 説明 する こと は 不可 能 で ある が 、 イ スラ ー ム 


教 に つい て の 知識 を ほとん と ど 持 ちあ わせ て いな い ぃ 読者 の た ゆ に 、 い 〈 つ か の 注目 すべ き 上 声 を 
挙げ て みた いと 思う 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は アラ ブ だ け を 対象 に し た も の で は な く 、 人 人 
類 す べ て を 対象 に し て いる 。 そ し て 、 使 徒 ム ハム ンマ ド は 全 人 類 の た め の 預 言 者 で ある と し て 
いる 。 

聖 ク ルアー ン は 神 の 控 の 最後 の 言葉 で あり 、 人 類 の 指針 と な る 完全 無欠 の 聖典 で ある 。 

まだ 、 ク ルアー ン は 、 項 言 と いう 現象 が 日 常 的 な 事 岳 で ある と 認め る 唯一 の 聖典 で ある 。 
きま ざま な る 人 人 種 、 る きま ぎ ま な る 国 に 属す る 人 々 が 、 人 間 の 歴史 の 中 で 幾度 も 神 の 啓示 を 援 
けら れ て 米 た だ 、 と 繰り 返し 述べ て いる 。 す な わ ち 、 聖 クル アー ン は 湊 の よう に 明白 に 説く 。 
原文 ( 吹 告 者 が 遣わ きれ ざり し 民 は な し 。) [35 : 25〕 
原文 (われ われ は それ ぞ れ の 民 の 中 か ら 一 人 の 使徒 を 選び 、 説 か し め ゅ だり 、「 ア ッ ラ ー を 虎 拝 

し 、 邪 神 を 避け よ 」 と 。) [16 : 37〕 

つま り 、 ク グル アー ン は 、 預 言 の 現象 が 、 新 約 並 びに 旧約 聖書 に 書か れ て いる 頒 言 に と ど ま 
る も の で は な いと し て いる 。 ま だ 、 王 ク ルアー ン は 、 公 正 で 、 慈 悲 深 て 、 恵 み 深い 並 遍 の 神 
と いう 概念 を 主張 し 、 すべて の 人 間 を 人 種 、 国籍 に か か わり な くく 公平 に 扱っ て いる 。 を し て 、 
繰り 返し 強調 し て いる こと は 、 神 は 分 か つこ と も 、 併 せ 礼 る こと も で き な い を の 独 一 性 で あ 
る 。 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 神 と 生き と し 生け る も の と の 間 に は 、 た だ 一 つの 関係 し か 存在 し 
な い 。 すなわち 、 創 造 主 と 仙 造 物 た の 関係 で ある 。 ど ん な 形 に 梓 造 きれ る と も 、 神 の 栄光 と 
催 大 き 並び に その 永遠 さき を 讃え る 書 は 、 ク ルアー ン を 惜 い て 他 に あろ うか 。 ま た 、 ク ルアー 
ン は 、 二 位 一 体 の 考え を 明確 に 否定 する 。 神 に は 配偶 者 も 子 も いな い の で ある 。 
原文 (云え 、「 彼 こそ は アッ ラー、 独 一 者 に し て 自 存 者 、 も ろ 人 の 依り 絶 る 御方 な 5。 彼 は 産 
み 給 わ ず 、 ま た 産ま れ 給 わ ず 。 彼 と 比肩 し 得る 者 、 何 処 に も 非 ず 。」 と 。[ 112: 2 一 5] 

聖 ク ルアー ン は 、 六 つの 基本 的 な 理念 を 信ずる こと を 説い て いる 。 すなわち 、 神 の 存在 を 
信ずる こと 、 天 使 の 存在 を 信ずる こと 、 神 の 啓示 され だ すべ て の 聖典 を 信ずる こと 、 す べ て 
の 預言 者 を 信ずる こと 、 復 活 の 日 と 審判 の 日 を 信ずる こと 、 す べ て を 包括 する 神 の 経 総 を 信 
ずる こと で ある 。 

まだ 、 回 ク ルアー ン は 性 患 説 を 否定 する 。 人 間 は すべ て 汚れ な 〈 く 生まれ 出 で 米 た と の 性 生 
説 を 採る 。 を し て 、 神 は 公正 で あり 、 席 感 深く 、 寛容 で あり 、 情 けけ 深く 、 方 物 の 主 で あり 、 
寄 谷 者 で あら せら れる 。 故に 、 も し 神 が 僕たち の 梅 税 を 受容 する な ら ば 、 その 上 漠 は 棒 司 の 涙 
に よっ て 洗い 流さ れる の で ある 。 a a 

望 タ クル アー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 購 罪 と は 、 己 が 赤 業 を 悔い 改め 、 真 団 な 心 で 神 に 総 
る うと し た だ 上 購 問 に それ は な る れる と きれ て いる 。 人間 は 過去 に 犯し た 罪 の 如何 に か か わら 
ず 、 こ の 瞬間 、 精 神 的 に 新しく 生まれ変わり 得る の で ある 。 

まだ た 、 聖 クル アー ン は 、 イ エス ・ キ リス ト を 、 高山 に し て 章 殴 せら る べき 頂 言 者 な り と は 
云う が 、 ユ ダ ヤ 教 待 や キリ スト 教徒 が 主張 する が 如く 、 神 の 御子 で あり 、 人 類 の 購 罪 の た め 
に 十字 和 架 の 上 で 死ん びと いう 考え 方 は 否定 する 。 キ リス ト に 敵対 する 者 ども は 、 十 字 架 上 で 
仮死 状態 に あっ た キリ スト を 見 て 、 す で に 死 せ り と 判断 し た の で ある 。 事実 ズ ダ ヤ 人 た ち は 、 
為政者 ボン ティ ウス ・ ピ ビラ ト に キリ スト の 騙 を 引き 渡し て ほし いし と 懇 請 し 、 許 きれ て 引き 


取っ た 時 、 わ き 腹 の 傷 か ら 新 た に 血 が 吐き 出 で る の を 見 て 、 死 に 玉 ら ざる こと を 確認 し て い 
る の で ある 。 ま だ 、 ク ルアー ン は 、 マ リア の 処女 受胎 に よっ て キリ スト は 生ま れ た と し 、 マ 
リア の 処女 性 を 疑う 主張 を 『 定 し て いる 

この 他 、 聖 クル アー ン は 講 聖 典 の 中 で も 、 他 の 宗教 に 対す る 見 解 の 点 で 、 独 特 な も の が 
ある 。 すなわち 、 聖書 に お ける 預言 を 認 gg め て いる ば か りか 、 何 処 に 降っ た 預言 で あろ うと 、 
信仰 の 基本 と し て 信じ る よ 2 イス ラー ム 教 徒 に 説い て いる 。 
原文 (不変 の 探 枯 を の 中 に ある 各 典 を 。) (98 : 4 1 

聖 ク ルアー ン に よれ ば 、 す べ て の 宗 宗教 の 根幹 と な る 神託 は も と も と 同じ ゃ の で あっ た 。 す 

な ちち 、 狐 一 の 神 を 信じ る こと は 、 導 替 の 誠 を 尽 し 、 神 の 嘉 賞 を 得 ん た め に 謙 っ て 、 管 信 た 
る こと で ある 。 し か る に 、 イ スラ ー ム 以 外 の 宗教 に よれ ば 、 その 道義 的 、 社 会 的 教え は 、 時 
代 と 共に 、 ま た 状況 に 応じ て 書き 的 え られ て いる 。 旧約 聖書 並び に 福音 書 は 、 他 の 聖典 同様 
神 の 啓 ボ せる も の と きれ て いる が 、 完 全 に も と の まま で ある と は 云い 難い 。 そ を れ 等 は 不幸 に 
も 、 歴 史 の 流れ の 中 で 、 加 筆 改 室 が な きれ て いる 。 ク ルアー ン は を の 証 損 に 、 こ れ 等 聖典 の 
中 に は ぉ る ま ざ ま な 不一致 や 矛盾 が 多 す ぎる と 看破 する 。 

クル アー ン は 、 信 間 創 造 の 究極 の 日 的 は 神 を 崇拝 する こと で ある と 説く 。 そ し て 、 神 を 上 央 
拝 す る と いう こと は 、 単 に 叩 頭 礼 拓 す る だ け で な く 、 神 の 特質 を 体得 し ょ うと 努力 し 、 神 の 
啓蒙 の 光 と 美徳 を 具現 化し 、 地 上 に お いて 神 の 代理 者 し な ろう と する こと で ある 。 

確か に 、 人 間 は 宇宙 に お ける 神 の 最も 高尚 な 創造 物 で ある 。 す べ て の 剣 造物 の 中 で も 、 威 
大 と 名 誉 ある 地位 を 占め て いる 。 人間 は 他 の 生物 に 優る 地位 を 与 を た られ て いる けれ ども 、 人 
間 同 志 の 間 に は いる る か も 優劣 は 存在 し な い 、 と クル アー ン は 教え る 。 創造 主 の 目 か ら 6 見 れ 
ば 、 身 分 の 上 下 と は 、 人 格 が 示す 人 徳 の 有る 無し 、 高 潔 か 耕 か に よっ て 決ま る の だ 、 と 更に 説 
《 2 

聖 ク ルアー ン の 教え は 、 普 遍 的 に 行え る 、 守 教 的 、 社 会 的 、 経 済 的 、 道 徳 的 体系 も し て 、 
人 間 の すべ て の 典 味 と 活動 の 領域 を 包括 し て いる 。 し か し 、 加 何 に 素晴らし い 体系 で あろ う 
と も 、 絶 対 的 な 道徳 的 価値 感 を 遵守 する こと な し に は 、 う まく 和 働 き 得 な いと 厳命 する 。 
更に 回 ク ルアー ン は 、 社 会 の 様々 な 階層 の 人 々 の 権利 と 義務 を 説き 、 社 会 的 秩序 と 調和 を 
$ だ らし 、 人 間 ど うし の 摩擦 の も ぉ と を すべ て 取り 除い て くれ る 。 従っ て 、 ク ルアー ン は 、 階 
NR 

また だ た 、 聖 クル アー ン は 、 す べ て の 聖典 の 中 で も 、 特 に 女性 の 権利 を 確立 し 、 女 性 に 対し 、 

社会 の 中 で 尊敬 され る べき 高い 地位 を 号 を た と いう 卓越 性 を 持っ て いる 。 だ た と えば 、 女性 が 
相続 する 権利 を 保護 し 、 そ の 相 統 法 を 明示 し て いる 。 

また 、 信仰 の 自由 は 、 ク ルアー ン の 教え の 中 で も 特に 重要 な 項目 で ある 。 人 間 は 、 神 に よっ 
て 、 信 ずる か 拒否 する か の 意志 の 選択 を ま か き され て いる 。 従っ て 、 信 仰 を 無理 強い する こと 
は 、 何 人 た だり と も これ は 認め られ な い 。 そ れ ば か りか 、 如 何 な る イデ オロ ギー も 5 無理 に 押し 
つけ る こと は で き な い し 、 そ の 人 の 信仰 を 捨て きせ る こと も で き な い 。 或 る 人 に 、 物 の 考え 
方 に 変化 を も た ら す 方 法 が 許 き れる と し た な ら 、 そ を それは 説得 し 、 役 を 納得 きす せる こと の みな 
の で ある 。 
原文 (宗教 は 強制 する も る の に 非 ず 。) 【2 : 257〕 


原文 (死ぬ 者 に アッ ラー の 表 証 を 見 きせ て 死な せ 、 生 き 残 る 者 に アッ ラー の H 証 を 見 きせ て 
生き 残ら し めん が だ た め な り 。) [8 : 43] a 

回 ク ルアー ン に よれ ば 、 人 聞 は 死後 、 を の 魂 は 復活 せしめ られ 、 そ れ か ら の 運命 は 生前 の 
所 業 に よっ て 決定 され る と いう 。 す な わ ち 、 人 の 善行 、 亜 行 に よっ て 、 死 後 の 新しい 生命 の 
状態 が 決ま る の で ある 。 

墨 ク ルアー ン の 説く と ころ に よれ ば 、 イ スラ ー ム 数 は 長い 慌 い の 末 、 必 ず 暑 開 を 打ち 破り 、 
勝利 を な きめ 、 如 何 な る 宗教 や イデ オロ ギー に も 増し て 世界 的 に 理解 きれ 、 全 人 類 の 指針 兆 
明 と な る で あろ う 。 聖 預言 者 ムハンマド の 伝承 に よれ ば 、「 我 が 弟子 と 目 き れる マハ ディ ー す 
な わ ち メシ ア に よっ て 、 論 理 、 道 理 、 説 得 を や 通し て イス ラー ム の 使命 は 大 願 成 就き れる で あ 
ろう 」 と 諸 り 伝え られ て 来 た 。 

1935 年 、 イ ンド の カー ディ アン に 生ま れ だ た ハズ ダラ ト ・ ミ ル ザ ・ グ ラー ム ・ ア ハマ ド は 1889 
年 神 の 啓示 に より 、 沈 滞 腐 敗 す る イス ラー ム 教 を 改革 すべ し と 命ぜ られ た 。 彼 は 次 ち に 神 命 
に 服 し 、「 プ ブラ ヒ ィ ー ン ・ ア ハマ ディ ア 」 の 名 の も と に 、 宗 教 改 革 運 動 に 漠 進 し た の で ある 。 
そし て 、 自 5 ら は 、「 メ シア 」]」 (救世 主 ) で あり 、「 マ ハデ ィ ー」 ( 神 に より 正 し く 導 か れ な た 者 ) 
で ある と 宣言 し た 。 今日 、 イ スラ ー ム 教 ア ハマ ディ ア 派 と し て 、 広 く 拒 界 に その 名 を 知ら れ 
て いる の は 、 こ の 運動 の 名 称 に 由来 する 。 

アハ マデ ィ ア 運動 は 、 当 初 よ り 、 平 和 的 に 説得 する こと 、 納 香 きせ る こと 、 世 界 の 各地 で 
ムスリム 見 第 だ ち に 奉仕 する こと を 通し て 、 イ スラ ー ム の 神託 を 店 く 世 界 に 知ら し ゅ ん と 審 
闘 努力 し た 結果 、 今 日 の 隆盛 を みた の で ある 。 現在 世界 100 ヶ国 に 運動 の 拠点 を 持つ 。 

此 の 度 、 日 本 語 に よる 聖 ク ルアー ン 翻 訳 と いう 僚 業 が 成 し 得 た の も 、 偏 に 、 日 本 に お ける 
アハ マデ イィ ア 兄 第 だ ちの 腔 力 の 結晶 の た ま も の に 外 な ら 5 な い 。 

神 よ 、 これ 等 僕ら に 一 層 の 御 加護 と 、 お 恵み を 降 し 賜 わ ら ん こと を 。 


1988 年 6 月 24 日 
アハ マデ ィ ア 出版 局 事業 部 長 ム バ ー ラ ク ・ ア ハマ ド ・ サ ー キ 





アル ・ フ ファー ティ へ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な 
1. 慈 悲 深 て 、 恵 人 く ( 注 1) ア デッラ ー の 御名 0 
に お いて 。( 注 2 ) De gar bled 


ロ 
デ 








注 1 アラ フ マ ャ ン 『 慈 混 深 く 」) 及び アッ ラ セ モー ム (人 (恵み 遇 《」) の 二 語 は 共に 、 彼 は 慈悲 を 示し 給 う だ 、 
彼 は 杏 情 漆 く 痢 で ある 、 彼 は 許し 給 う た だ た 、 と いう 事 を 高 味 す る ラ ヒ マ を 語源 と し て いる 。 

アラ フ マ ン と は すべ て の 創造 物 に 対し 、 を の 努力 の 如何 に か か わら ず 、 隅 々 まで 与え られ る 舞 償 の 慈悲 を 意 
味 す る の に 対し 、 も う 一 方 の アッ ラ ヒ ー ム は 人 間 の 行動 に 対す る 見 返り と し て 与え られ る 落 悲 で ある だめ 、 す 
べ さて の も の に 与え られ る わけ で は な い が 、 こ れ を 京 受 する 者 に は 、 く 5 り 返し 、 あ ふれ ん ば か り に 与え られ る 。 
前 者 は 神 の み が 示 さき れる 美徳 で ある が 、 後 者 は 人 間 も 持 ち 得 る こと の で きる 美徳 で ある 。 前 省 の 慈 受 は 信者 に 
も 不信 若 に も そし て あま ね 全て の 創造 物 に 与え た られ る が 、 後 者 の 慈愛 が 対象 し と する の は 、 大 体 に 肥 て その 信 
着 達 で ある 。 聖 な る 預言 者 の 言葉 に 従 が えば 、 前 者 の 美徳 は 一 般 的 に 現世 に 関し て で あり 、 神 から 与え られ る 
後者 の 英徳 は 来世 に 関し て いる 。 即ち 、 現 世 は 、 ほ ば 行動 の 世界 で あり 、 来 世 は 行動 に 対し て の 報い の 世界 で 
ある 為 、 神 の 美 徹 の アラ フ マ ン は 人 に 現 選 に お いて 恵み を 与え 、 軍 の 美徳 の アッ ラ ヒ ー ム は 人 に 来 だ る べき 世 
に お いて その 報い を 惜しみ な くも だ ら す の で ある 。 我 等 が 必要 と し 、 生 活 の 基盤 たよ する 全て は 、 神 の 思 恵 に 他 
な ら ず 、 我 等 が それ に 値 せ ず と も 、 又 、 我 等 が 生ま れる 以前 より 、 有 将 く も 吉 ま れ だ も の で あり 、 来 世に 約束 
さき れる 恩恵 は 、 我 等 の 行い の 報い ほし し て サ え た られ る も の な の で ある 。 こ の 事 か ら ア ラフ ィ ン は 生ま れる より 所 
ょ り 与 た られ る 思 恵 で あり 、 ア ッ ラ セー ム は 行為 の 結果 ょ し て 与え られ る 四 恵 で ある 事 が 解る 。 9 章 以 外 の ク 
ルアー ン の 全て の 章 は 第 一 節 の 「 慈 悲 深く 、 恵 み 選 てく -…] で 始め られ る が 、 こ れ は 、 9 意 は 独立 し た 将 で は な 
(8 芝 の 続き と な っ て いる だ めで ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ バス に 依 れ ば 、 新 し い草 が 始め られ る 時 は 必ず 第 一 節 f 慈 
吐 深 てく …」 で 始め られ 、 そ れ な し で は 、 下 な る 預言 者 は 章 を 始め る 事 は な か っ た と いう 事 を 送 味 する 言い 伝え 
が ある 。 こ の 言い 伝え か ら 判 る 事 は (1) 「 落 悲 深く …」 ほ と い う 節 は クル アー ン の 一 部 で あり 何ら 余分 な 部 分 で は 
な いと いう 再 、 そ し て (2)9 癌 は 独立 し た 剖 で は な いと いう 事 で ある 。 ま だ 、 こ の いわ れ は 、「 慈 悲 深 てく …」 は 、 
アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ の 章 (第 一 章 ) の 一 部 の み を 形成 し 全て の クル アー ン の 章 の 一 部 を 形成 する も の で は な い 


全て の クル アデ アーン 中 の 章 の 部 を 成す も の で ある と 言っ だ と 伝え られ て いる 。( プ ハリ と クッ トッ ニー) 全て の 
次 の 最初 に この 節 が 存在 する と いう 事 に は 以下 の 様 な 意味 を 持つ 。 

クル アー ン は 聖なる 知識 の 宝典 で あり 、 神 の 特別 な 御 加護 な くし て は 、 手 を や ふれ る 事 は 出来 な い 。 [清め られ 
し 者 以外 、 触 れる 事 な か れ | (56 : 80) その 場 、 ビ スミ ッ ラ ー (( 慈 竜 深く … ア ッ ラ テラー の 御名 に お いて ]) が 全て 
の 立 の 始め に 置か れ 、 イ スラ ム 教 徒 に 、 ク ルアー ン 中 の 神 の 知識 の 宝庫 に 近づく 才 に 又 そ の 益 を 受け る 人 為 に は 、 
純粋 な 心 で クル ナーン に 近づく だ け で な く 、 神 の 助け を 常に 祈念 せ ね ば な ら な い 事 を 思い 起き る せる 。 人 道徳 や 精 
神 的 事柄 に 関し た 全て の 問題 は 何 5 か の 形 で 基本 的 な 神 の 美徳 で ある 慈悲 」 と 「 恵 み ] に 関係 し て いる 為 、 
各々 の 独立 し た 斉 の 持つ 忘 味 へ の 鍵 ほ も な る 。 実際 に 在 て 、 こ の 節 に 述べ られ る 神 の 美徳 の 幾つ か の 面 を 詳細 
に 渡っ て 示し て いる の が 各 章 な の で ある 。 こ の 決ま り 文 何 の [慈悲 深 《…」 は 聖典 に 先立つ 詞書 より 取ら れ だ 
と いう 論争 が ある 。 セ ー ル は Zend Avesta を 出典 た し て いる と 王 張 し 、 ロ ッ ド ウェ ル は イス ラム 以前 の アラ グ 
人 達 が ユダ ヤ 人 の 真似 を し 、 そ れ が 最 准 的 に クル アー ン に 紐 み 込ま れ だ と の 意見 を 主張 し て いる が 、 両 者 の 見 
解 共 、 明 ら か に 正しく て ない 。 先ず 第 一 に イス ラム 教徒 騰 は 、 こ の 形式 、 或 は 類似 の 形式 中 の 文句 が クル アー 
ン の 相 示 以前 に 知ら れ て いな か っ だ と は 、 王 張 し て いな いし 第 二 に 、 を その 常 と う 句 が 、 同 一 或いは 類似 の 形式 
で 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ 人 達 に に た と え ク ルアー ン 中 に 示 き れる 以前 に 使わ れ だ た と し て も 、 そ の 事 が 理由 で 、 
神 よ り 出 で し 言葉 で ある 事 を 否定 する 事 は 出来 な い の で ある 。 実際 に クルアーン 中 で も 、 ソ ロモ ン が シバ の 女 
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に 。 クン ーッ タラ ンタ ン 

2。 護 え あ れ ア ッ ラ ー、 万 物 の 主 、 Og > ab ol 
3. 仁 慈 、 慈 悲 の 主 、( 注 3) Oi pa! 
の Io が bu ッ ン 1 

4 . 審判 の 日 の 主宰 者 。( 注 4 ) Eglen a 


王 宛 に 送っ た 手紙 の 中 に 、 こ の 文句 が 使わ れ て いる 。(27 : 3) イ スラ ム 教 徒 が 主張 する の は 、 ク ルアー ン こ を 、 
その 言葉 や を う あ る べき 形 で 使用 し た 、 初 め ゆ て の 啓示 され た 朗 典 で ある と いう 事 で この 主張 は 未だ か つて 凌 破 
- きれ た だ 事 が な い 。 ま だ た 、 イ スラ ム 以 前 の アラ ブ グ 人 の 問 に 、 こ の 言葉 が 流布 し て いた だ と いう の も 正しく な い 。 何 
故 な ら 、 ア ラプ ブ 人達 が 神 に 対し アラ フィン の 名 称 を 使用 する の を 嫌っ て いた 事 は 周知 の 事実 だ か ら で あ る 。 再 
度 絆 返す が 、 も し この 言葉 が 以前 より 知ら れ て いた だ と し て も 、 そ の 吾 実 は 、 ど ん な 民 に も 5 必 ら ず 指 尊 者 が 店 も 
る れ だ と いう 注 (35 1: 25) と 、 ク ルアー ン こ そ 、 そ れ 以 前 の 啓示 る れ た 理 壮 に 包括 きれ る 全て の 永遠 に 変わ ら 
ぬ 真 実 が 網 き ほれ て いる 書 で ある (98: 5) と いう タク タル アー ン の 教え の 真実 を 確証 する に すぎ な い の で ある 。 


注 2 アッ ラー と は 、 完 全 な 美徳 を 有 し 、 何 ら 誤 ちゃ を 持た 中 唯一 無比 の 存在 で ある 。 ア デラ ビア 語 で アッ ラー 
が 他 の 意味 で 使用 きれ る 事 は な い 。 他 の 言語 で これ に 該当 する 言葉 は 全て 修飾 的 日 つ 説明 的 で あり 、 往 々 に し 
て 複数 の 形 を 取る が 、 ア ラビ ア 語 の 1 アッラー」 が 複数 有形 を 取る 事 は 絶対 に な い 。 アッラー と は 、 単 一 の 実存 
で あり 、 派 生 し た も の で は な く 、 資 格 を 示す 言葉 で も な い 。 日 本 語 で は アッ ラー に 区 敵 す る 言葉 が な い 為 、 ア 
ラビ ア 語 の 専門 家 に 従い 、 翻訳 で は その まま アッ ラー の 訳 が あて られ る 。 ア ッ ラ ー の 最も 正確 な 解釈 と し て は 、 
アル と は 切り 本 す 事 が 出来 ず 、 全 て の 完全 な る 美徳 を 有する 必然 の 結果 た し て 何 に も 依存 し な い 存 在 に 対し 与 
えら れ だ た だ 名称 と いう こと で ある 。 


注 3 この 節 は 現世 の 進化 の 法則 を 指し て いる 。 即ち 、 全 て の 事物 は 発達 続け 、 こ の 発達 は 潤 進 的 で 段階 
を 経て も だ 6 る れ 、「 万物 の 王 」 こ を 吾 物 や 彼 座 的 に 発達 、 進 化 き せる 存在 で ある と の 癌 味 を 義 わし て いる 。 こ 
の 行 は 又 、 進 化 の 法則 は 神 へ の 信 仰 と 矛盾 し な い 事 を も 指摘 し て いる 。 し か し 、 こ こ で 言及 る れ て いる 進化 の 
過程 は 、 一 般 に 理解 る され て いる 進化 論 と 同一 ほ い う 訳 で は な い 。 進化 た いう 言葉 は 一 般 論 的 な 意味 で 使わ れ て 
いる の で ある 。 更に この 言葉 か ら 解 か る の は 、 人 は 限り な く てく 前 進 す る 為 に 創造 る れ た と いう 事実 で ある 。 何故 
な ら 「 ア ッ ラ ー、 万 物 の 主 」 と いう 事 現 は 、 神 は 森 貴 万象 を 低い 段階 か ら 高 い 段 紅 へ と 発達 させ る と いう 事 を 
意味 し て お り 、 こ れ は 全て の 段階 が 終わ っ た 後に 、 飛 て る 事 の な いも う 一 つの 段階 が ある 場合 の み に 可 能 な の 
で ある 。 


注 4 神 の 四 つ の 半 徳 、 胎 ち 、“ 全 世界 の 王 た る 事 "、" 愛 に 満ち も て いる 事 "、" 落 悲 深き 事 "、 そ し て “終末 の HH 
の 、 主 宰 者 た る 事 " は 、 神 の 神 た る 礁 の 美徳 で ある 。 その 他 の 美徳 は これ ら 四 つの 美徳 の 説明 或いは 注 秋 に す 
ぎ ず 、 四 つの 美徳 こそ を 、 全 能 の 玉座 が まし ます 四 本 往 な の で ある 。 

これ ら の 四 つ の 美 箱 が 述べ られ る 順序 で 、 人 間 に 与 た られ る 字 の 美徳 が 明らか に きれ る 。 即ち 、「 万物 の 主 、 
アッ ラー」 と は 、 神 が 人 間 を 造ら れ だ の と 同時 に 、 人 人 間 が 精神 的 に 前 進 し 発 信 す る の に 必要 な 環境 を も 創 られ 
た 事 を 意味 し 、 ア ラフ マン (慈悲 溢 る る 神 ) た る 美徳 は 次 に 米 る 段階 で あっ て 、 慈 愛 に 満ち た 美徳 を 通し て 神 
は 、 い わ ば 、 人 人 間 に 対 し その 道徳 的 又 精 神 的 前 進 に 必要 E き れる 手段 と 材料 を 手渡 きれ る の で ある 。 そし て 人 
が 手渡 る れ た 手段 を 正しく 使う 事 が 出来 れ ば 、 ア ッ ラ ヒー ム の 美徳 が 入 の 為 し た 事 に 対す る 報い を 与え て て くれ 
る 。 そし て 最後 に 「 審 判 の 日 の 主宰 者 ] が 人 の 為 し た 事 に 対す る 最終 の そし て 集団 と し て の 結果 を 生み だ し 、 
然 る さ べく し て を の 敵 程 が 完結 する の で ある 。 最後 の 完全 な る 報い は 最後 の 審 間 の 日 に 下 ら きれ る の で ある が 、- 
叶 的 な 報い に は 現世 で も 与え られ る 。 但し 現世 で の 人 間 の 行動 は し ば し ば 、 他 の 人 間 、 王 、 支 配 考 等 に よっ て 判 
断る きれ 、 報 い に が 与 を られ る と いう 違い が ある が 故に 、 常 に 間違い の 起こ る 可能 性 が ある 。 最 後 の 審 判 の 日 に 、 
神 が 戴 き に 出 で ま す 事 は 絶対 の 事 で あり 、 全 て は 神 の 手 に 委ね られ る 。 そこ で は 何 の 間 遅い も 、 不 当 な 還 も 、 
引当 な 親 い も ない 。 又 、 [主宰 者 ] と いう 語 を 使う の も 神 が 裁 き を 与 を られ る 時 は 、 定 ゆめ られ た 法律 に 従っ て 審 
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こい ね が よ 2 アア ルル 
5. 我 等 は 液 に の み 仕え 、 光 に の み 救 い を 稚 う 。 Oa Slo i 
( 注 5) 0 


6. 正しい 道 に 導き 給え 、( 注 6) 


7. 光 の 怒り を 豪 り し 人 々 や 踏み 所 え し 人 々 の の a 6 4 る 2 9 と で rm Cy YY 
道 で は な 〈《、 液 が 恵み を 垂れ 給え し ( 注 7) サッ 


人 々 の 道 に 。( 注 8) UE の 


CN 。 神 は 主宰 者 で ある が 故に 許し 給 い 神 の 望ま れる 方 法 

望ま れる 所 に 慈 章 あお 示し に な る 。 ディ ー ン とい う 語 を 信仰 を 意味 する 語 1 と 考え れ ば 、[ 審 判 の 日 の 主宰 者 ] 

よ 、 - 英 実 の 信仰 示 る れる 時 に は 、 人 類 は 類 い まれ な る 神 の 力 の 顕現 を 目のあたり に する が 、 信仰 が 壮 え る と 、 

6 る で 、 宇 宙 が その 創造 者 で ある 主 の 手 や は な れ 何 の きま り も な くだ だ 機械 釣 に 動く だ け に な っ て し まう と い 
う 事 を 意味 する 。 


注 5 「 我 等 は 流 に の み 仕 ん 」 と いう 言葉 は 、 人 が 神 の 偉大 な 美徳 に 気付 いた 後に 第 一 に 心 を 動か きる れ る の は 
押 へ の 礼 捧 で ある と いう 事 を 示す 閣 「 流 に の み 救 いじ を 希 い ね が う 」 と いう 言葉 の 前 に 置か れ て いる 。 神 の 助け 
を 祈念 する の は 信仰 の 街 動 の 後に 来る も の で 、 人 は 神 を 礼拝 する 事 を 記 セ が 、 そ うす る 為 に は 神 の 助け が 必要 
で ある 事 に 気付 く の で ある 。 又 、 こ の 言い まわ し の 中 の アラ ビア 語 に 複数 有形 が 用 いら れ て いる の に は 二 つ の 重 
要 な ポイ ント が ある 。 即ち (1) 和 人 は この 世に 具 一 人 の 存在 で は な く 自 分 を 取り 巻く 社会 の 一 部 で ある 、 そ の 為 、 
人 人 が 宰 へ の 道 を 歩む 時 に は 、 己 の み で は て 〈 他 の 者 と も 連れ 立つ さき で ある 事 。 そ し て (2) 人 は 自分 を 取り 巻く 
環境 を 改革 し な い 限 り 安 全 で は な いと いう 事 で ある 。 

又 、 神 が 了 最初 の 四 行 で は 三人称 で 表 わ あきれ て いる が 、 こ の 行 で 突然 二人称 に な っ て いる 事 は 注目 に 値する 。 
これ は 、 NE RS 事 で 人 に 創造 王 を 拓 す る と いう 押 き ぇ が だい 熱 望 が 生ま れ 、 心 か ら 神 に 責 
自 し だ いと 強 ( 願 う が 為 、 を し て その 心 の 満足 を 得 ん が 為 に 、 最 初 の 四 行 で の 三人称 が この 行 で は 二人称 と な 
る の で ある 。 


注 6 祈り は 人 の 物質 的 、 精 神 的 、 ま た 現在 及び 未来 の 必然 の 全て の 分 野 に 渡っ て いる 。 信 者 は 、 胡 直 な 道 
一 最も 近い 道 を 示し て くれ る 様 祈る 。 叶 々 、 人 は 真直 で 正しい 道 を 示 $ れ て も 、 そ の 道 ま で 導 び か れる 事 が な 
か っ た り 、 導 び か れ て も 、 正 し い 道 を 仙 り 最後 まで 行き つく 事 が 出来 な か っ だ た りす る 。 祈り は 人 に 、 道 を 示さ 
れ だ 事 で 、 或 い は 道 まで 導 び か れ だ た と し て も それ だ け で 満足 せ ず 、 最 後 の 目 的 地 に 到達 する まで 従い 続け る 吾 
を 要求 する 。 こ れこ を そ を 、 正 し き 道 を 示し 給え (90:11)、 正 し き 道 に 導き 給え を (29: 70) を し て 正しき 造 を 歩 ま 
せ 給 え (7 : 44) と いう 意味 を 表わす ヒダ ヤ の 信義 で ある 。 実際 人 は あら 6 ゆる 投 階 で 神 の 助け を 必要 と し て お 
a こ 表 わる れ て いる 祈 灰 を 神 に る る げ 続 け な け れ ば な ら な い の で あ 

。 政 に 常に 祈る 事 が 必要 で ある 。 望む 事 が 成就 も きれ ず 、 必 要 が 満足 され ず 、 目 様 が 達成 きれ な い 眼 り 、 我 々 
NH 要 な の で ある 。 


注 7 長 の 信者 は 、 止 し き 道 に 導 び か れ 、 幾 つか の 方 正 な る 行為 や 為す だ け で 、 滴 足す る も の で は な い 。 真 
の 信者 は 、 目 標 を より 高く 掲げ 、 神 が その 下僕 に 、 特 別 の 四 芝 を 贈り 始め られ る 地位 を 得 よ うと E 努 力 する 。 真 
の 信仰 者 は 、 神 が 選ば れ し 者 に 写 え 給 う た 神 の 皿 苑 の 例 を 崇め 、 彼 等 に 世 気 づけ られ る 。 し か し 単に を れ だ け 
に 停 ま きら ず ー- 司 の 努力 を し て 神 が 恩 冬 を 与え し 者 達 の 中 に 加え られ る 様 、 彼 等 の 内 の -- 人 と な る 様 、 祈 る の で 
ある 。 これ ら の 「 恩 各 を 賜 わ っ た 者 達 」 に つい て は 4 :70 で 触れ られ て いる 。 又 、 祈 り は 一 般 的 で あり 何 6 特 
定 の 加 管 に 対し 祈 ら れる も の で は て い 。 信 釧 者 は 、 神 が 彼 に 地 融 の 神 亜 な る 思 科 を ササ え て 下 きる 事 を 懇 破 し 、 
神 は 、 適 切 と 思わ れ 又 その 信者 が それ に 値する だ け の 思 窟 を 、 神 の 御 意志 に より 与え られ る の で ある 。 


第 一 章 デル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 
ーー 一 ャ ー ニ ーー ーー ニニ ーー ミー ミニ ニー 
注 8 アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ の 斉 (第 一 哀 ) の 言葉 と 文 奏 の 醒 列 の 順序 は 実に 美しい に 。 前 半 は 神 に つい て 、 後 
半 は 人 に つい て で ある が 、 互 い の 色 々 な 部 分 が 般 嘆 すべ き 形式 で 関わ お り 合 っ て いる 。 測 半 に 並 か れ て いる 條 て 
の 高 黄 な 美徳 を 有する 存在 を 味 する “テッ ラー" に 対応 し 、 後 半 に は 、 我 等 は 、「 流 に の み 仕え 」 と いう 文章 
が 配る れ て いる 。 問 心 な 信者 は 神 を 何 の 欠 点 も な く 〈 全て の 完全 な 美徳 を 所 有する 存在 と 思え ば 、 直 ち に 、 心 の 
庶 底 か ら 骨 ず か ら 、“ 御 身 の み を 崇拝 し ます " と いう 叫び が わき 出る の で ある 。 又 、“ 全 世界 の 主 " と いう 神 の 
英徳 に 対し て は 、「 液 に の み 救 い を 着い 願う 」 と いう 文章 が 対応 し て いる 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 神 こそ 、 世 界 の 創 
造 導 に し て 支持 者 、 を し て 全て の 発展 の 源 で ある 事 を 知れ ば 、 " 御 身 の み に 助け を 願い ます "し 言い 、 神 の 底 護 
を 直ちに 求め る の で ある 。 数 知れ ぬ 程 の 恵み と 我 等 の 日 の 米 を 惜しみ な く 与 を て 下 き る 主 で ある 、 ア ラフ マン 
の 美徳 に 対応 し て “ 我 等 を 正しき 道 に 導 び き 給 え " の 語句 が 配 き れ て いる 。 何故 な ら 人 に 与え られ る 神 よ り の 
最大 の 御 恵み は 、 神 の 使者 達 を 通し て の 天 啓 に よる 導き に 他 な ら な いか ら で あ る 。 人 の 為 し た 事 へ の 最上 の 報 
い を 与え る アッ ラ ヒ セー ム の 美徳 に 対応 する の は 、“ 御 身 が 恩 爵 を 与え 給 い し 者 達 の 道 " と いう 語句 で 、 こ れ は 、 
神 が 思 郊 を 与え 給 い し 下僕 に 報い の ある 提 福 を 授け られ る の は アッ ラ ヒ ー ム だ か ら で あ る 。 そし て 、 「 審 判 の 
の 主宰 者 ] と 対 を 為す の は 、 “ 御 身 の 即 り に ふれ ざる 者 、 そ し て 迷い を 生じ な か っ た 者 " の 行 で ある 。 人 人 は 行為 
を 人 為す 時 和 失敗 を 怒れ る 者 で ある 。 故に 人 は 、「 審 刊 の 日 の 主宰 者 ] た る 美徳 に 考え を めぐ らし 、 神 の 怒り に ふれ 
様 、 駐 、 正 し い 道 あふ み は ず さき 避 様 、 袖 に 祈り 始め る の で ある 。 

この 草 の 祈り の も う 一 つの 特徴 は 、 祈 り が 人 の 内 な る 本 能 に 、 全 て 自然 な 形 で 訴 を る と いう 事 で ある 。 人 に 
は 、 即 、 徒 が わざ ぎる を 得 な い 、 愛 と 恐 枯 と いう 二 っ つの 基本 的 な 動機 が ある 。 あ る 人 は 愛 に 心 を 動か きれ 、 又 、 
ある 人 は 設 全 に つき 動か され る 。 愛 に 佑 っ て 行動 も する 事 は 高 商 な 事 で ある が 、 実 際 に は 、 愛 が 何 の 影響 る 与 
えな い 人 人 々 も いる の で ある 。 そ うい っ だ 人 々 は 菅 れ か ら 6 行動 を 起こ す の で ある 。 第 一 立 で は 両方 の 人 の 心 の 動 
き に 訴え て いる 。 即ち 、 先 ず 最 初 に 「 万 能 の 主 」 で あり 「 慈 悲 深き 」「 恵 み 偽 てく 」 愛 を 心 に ふき こち 神 の 美徳 が 
述べ られ 、 折 る べき 後に 、「 審 判 の 日 の 主宰 者 ]」 が 続き 、 こ れ が 人 に 悔い 改め 愛 に こたえ な けれ ば 、 神 の 前 で 、 
己 の 行為 の 報い を 受け ね ば な ら な い 事 を 思い 起こ きせ て いる 。 こ の 様 に 、 設 怖 の 動機 づけ が 、 紗 の 動機 づけ と 
並べ て 導入 きれ る の で ある 。 し か し 、 神 の 慈悲 は 、 神 の 怒り より 、 は る か に 抜き ん 出 た 英徳 で ある 為 、 唯 一 巡 
怖 を 呼び 起こ す 様 意図 きれ た この 属性 で すら 、 神 の 慈悲 に つい て の 言及 を 伴っ て いる の で ある 。 実 際 、 こ こ で 
も 駐 、 神 の 慈悲 は 、 神 の 終り を 超越 し て いる 。 何 故 な ら 、 こ の 美徳 に は 、 我 々 人 間 は 裁き 王 の 前 で は な く 、 総 
対 的 な 前 の 必要 な 場合 の み に 肖 を 与え る 、 許 す 力 を 持つ 主宰 者 の 前 に 身 を 委ね る の で ある よい うこ と が 里 示 き 
れ て いる 。 

手短 か に 言え ば 、 第 一 章 は 、 形 岳 上 的 知識 の 素晴らし い 宝 庫 で ある 。 簡単 な セ つ の 節 か ら な る 短い 次 で は あっ 
て も 、 臭 実 の 知識 と 知恵 が つま っ て いる 。「 経 典 の 母 」 ほ 呼ば れる の も 、 こ の 意 が タル アー ン の 集大成 だ か ら で 
ある 。 全て の 皿 苑 の 源 衣 で ある アッ ラー の 名 前 で 始ま る この 章 は 、 神 の 神 た る 四 つ の 美徳 の 説明 へ と 移っ て ゆ 
く 。 尋 もち 、1) 提 界 の 創造 主 で 支持 者 た る 、(2】 和 人 の 努力 に か か わり な 〈 く 、 信 が 生ま れる 以前 より 、 人 の 求め る 全 
て を 与え る 慈愛 に 満ち も だ 、(3) 人 の 行動 へ の 一 番 よ い 結 果 を 決定 し 分 け 隔て な 報い を 与え る 慈悲 深き 、(④ 我 等 
が 珠 等 の 人 洛 し た 事 を その 目前 に きら る な けれ ば な . ら て て な い 。 また 、 その 被 造 物 に 対し 単なる 裁き 手 で は な く 、 
主宰 者 と し て 接 せ られ 、 基 相 を や も っ て 炉 き 、 証 す 事 が 良い 結果 E な る 場合 に は 常に 許し を 与え て 下 き る 審判 の 
日 の 主宰 者 で ある 、 と いう 皿 つ の 美徳 びあ る 。 こ れ が クル アー ン の 一 番 始め に 描か れ た だ た 、 無 限 の 力 と 王国 を 持 
ち 、 限 りな い 落 誤 と 皿 苑 や 与 を て 下る ゐる 、 イ スラ ム の 神 の 像 な の で ある 。 を そし て を その 後に 、 神 は 以上 に 述べ だ 
高 萌 な 美徳 や 有する が 故に 、 人 は 今や 、 心 より 吉 望 し 神 を 崇拝 し 、 絶 対 の 服従 を 約束 し て 足許 に ひれ ふ す と の 
人 間 の 側 か ら の 言明 が 続く の で ある 。 し か し 、 慈 基 深 き 神 は 入 が 級 い 存在 で 間違い を 犯し や すい 事 を 、 御 存 知 
の 為 、 神 の 御 国 に 近づく 途中 の あら 6 ゆる 段階 で 人 の 直面 する 困難 の 全て に 押 の 助け を 願う 様 熱 心 に 説 か れる の 
で ある 。 そ し て 最後 に 、 統 合 的 で 尊大 な 祈り が 示 き れる 。 こ の 祈り は 、 入 が 合造 主 に 、 精 神 的 で あれ 世俗 多 で 
あれ メ 、 四 在 で あこ れ 、 未 来 で あれ 、 全 て の 事柄 に つき 、 正 し い 道 を お 導き 下さ いと 嘆願 する 祈り で ある 。 人 
は 試 錬 に 首尾 よく 耐え を る の み で な く 《、 神 に 選ば れ し 者 達 と 同様 に 、 神 より の 槽 し みな い 大 窟 に 授 か れ る 様 に と 
心から 願う 折り な の で ある 。 一生 間 造 わ ちず に 正しい 道 を 歩 ゆ る 様 、 先 人 達 同様 、 主 で ある 字 に 途中 で つま づか 
ず に 神 に より 近づけ る 様 、 入 は 神 に 祈る の で ある 。 こ れ が 、 第 一 章 の 主題 で あり 、 型 クル アー ン の 中 で 色々 形 
を 変え な が ら も 、 常 に 繰り 返さ れる 主題 な の で ある 。 
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1. 慈悲 深く 、 恵 タ み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
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注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り 。 

アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム の よう な 略語 は アル ・ ム カッ ター ト (分 か もち 書き し て 切っ て 読む ) と し て 知ら れれ て 
いて 、28 次 まで の 初め に 書か れ て いる 。 ま だ この 略語 は アラ ビア 文字 の 一 語 か ら 五 語 ま で の 語数 か ら 成 っ て い 
る 。 こ の よう な 略語 を 作る 語 は 次 の 十 皿 語 で ある 。 プ リフ 、 ラ ー ム 、 ミ ー ム 、 サ ー ド 、 ラ ー、 カ ー プ 、 ハ ー マ ヤー、 
アイ ン 、 タ ー、 シ ー ン 、 ハ ァ ー、 ク ァ ー フ 、 ヌ ー ン 、 こ の うち ク ァ ー フ ょ ヌーン は 50 章 と 68 将 の 初め に だ け 
書か が れ て いる 。 その 他 の 語 は それ ぞ れ 決ま I は それ 以上 の 組合 せ で 書か れ て いる 。 ア ラ 
ビア 人 の 間 で ムカ ッ タ ー ト の 使用 が 流行 し て いる 。 詩 や 会 話 に 使用 きれ て いる 。 ム カッ ター ト は 押 の 美徳 に 対 

する 略語 で あり 、 各 剖 の 初め に 番 か れ て い et と も に 神 の 美徳 に 深い か か わり を も っ て い 
る 。 略 語 は 粗 意 味 に 各 間 つけ て いな いし 、 略 語 の 組合 せ に も 導 味 が ある 。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム は ここ に 書 
か れ て いる が 、 ク タル アー ン の 3、29、30、31、32 の 各 剖 で は 「 私 は 全 0 で ある 。」 の 意味 で ある 。 


注 2 「 疑 開 ] は 心 の 不安 、 獲 念 、 苦 悩 、 不 幸 、 惑 意 、 責 任 転嫁 、 中 傷 ち 意味 す る 。 こ の 文章 は 含ま で に ク 
ルアー ン に 疑念 や ちっ た 人 が ひと り も いな いと いっ て いる わけ で は な い 。 た だ この 教え は 道理 に か な っ て いる 
の で 曲解 せ ず に 正しく 考え ぇ れ ば 、 人 確か な 指針 と な り 、 平 客 が 与 を られ る と 言っ て いる 。 


注 3 ムッ タキ ([ 正 し い 者 ]) は ワカ ー と いう 語源 か ら 出 だ 言葉 で 、 秋 難 か ら 6 守る 意味 が ある 。 「 正 し い 者 へ 
の 科 癌 なり] と いう の は クル アーン に 記 る れ だ 導き は 際限 の な いい 導き で ある こと を 含 著 す る 。 クル アデ アーン は 、 
人 入 々 に 無限 の 精神 的 向上 へ の 導き を 与え 、 神 の 恩 遂 に より ふる わし い 者 と な る よう 人 違 く 。 


4 [見 る あ た わ ぎる も の | と いう の は 人 知 を 越え て いる が 、 そ れ に も か か わら ず 理 性 や 碑 炭 で 確証 され 

母 る も の で ある 。 誰 知 で き な い も の 、 知 賞 で き な い も の が 必ず し も 非合理 ほ は 限ら な い 。 イ スラ ム 教 徒 が 信じ 
「 見 る あ だ た わ ぎる も の 」 の 何一つ と し て 理 に 反する も の は な い 。 世界 に は 知 賞 で き な く 《 よ も を その 存在 を 
償 定 で き な い 未知 な る も の が だ くき ん ある 。 


注 5 「 礼 挫 を 居 守 し ] は 定め られ た 法則 に すべ て 従っ て 祈 麻 式 を 行う と いう 意味 で ある 。 和 礼拝 は 人 間 の 神 
に 対す る 内 な る 関係 を 外 に 向っ て 表現 する こと で ある 。 それ 以上 に 神 の 恩 息 が 心 ば かがり で な くく 身体 を も 包む こ 
と で ある 。 だ か ら 心 英 相 僚 っ て 完全 な る 礼拝 が 可能 と な る 。 心身 な くし て 真 の 圭 的 礼拝 は 守れ な い 。 霊魂 に よ 
る 礼拝 は 中 身 で あり 、 商 体 に よる 礼拝 は その 器 で わあ る 。 中身 は その 器 な くし て は 保存 きれ 得 な い 。 器 が 壊 きれ 
れ ば る その 中 身 る 同様 の 道 を 辿る 。 | 
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5. また 、 流 に 啓示 せ し も の 、( ま 7) 並び に 泊っ て る 8 2 
以前 に 啓示 せる も の を 信じ 、 ( 注 8) 見 つ 来 2 oy > 2 2 
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7. 信 ぜ ぎ る 者 も は 、 流 之 を 次 告 する も 、 せ 25618) 
ざる も 、 彼 等 は 信 ぜ ざる べし 。 ( 注 10) ea 

OU Vo 2 

8. アッ ラー は 彼 等 の 心 と 耳 を 封じ 眼 に は 旗 棋 2 ラン 2 
を は どこ せり 。( 注 11) 彼 等 に は 重き 司 あ 5 2 の び ン の 2 だ (ギブ 
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注 6 この 節 で は 三 つ の 事柄 を 人 間 の 霊 的 幸福 の 三 つ の 面 か ら 次 の よう に 述べ て いる 。(1) 人 は 目 に 見 を な い 
真実 一 末 感 で は わか ら な い 真 実 が ある こと を 信じ る べき で ある 。 た し に えば 、 人 間 は 正装 感 も も ちっ て いる と 信じ 
られ る こと で も わか る 。(2) 夫 地 創造 を 考え て も すばらし いい 秩序 上 と 訂 画 が ある 。 を の 思い が 創造 主 の 存在 を 確信 
きせ 、 人間 を 制 し て いる 神 と の 其 実 の 変わ り を 切望 きせ る 。 こ の 交わ り は 祈 講 の 成就 に よっ て な きれ る 。(3) 最 
後に 信者 が 自ら の 創造 主 ほ 中 の ふれ あい を 確立 で きだ なら 、 を その 人 は 進ん で 同胞 に 仕 を た く な る で ある ろう 。 


年 7 モハ ッ マ ド 預 言 者 も る 信じ る こと が 、 こ の 中 心 に な っ て いる 。 (2 261 4 66。13) 


注 8 激 一 神 は すべ て の 人 人々 に その 使者 を 送ら れ た の だ か ら 今 まで すべ て の 字 言 者 の 教え の 弄 な る 源 で ある 
モハ ッ マ ド 押 言 者 を 後に 続く 省 は 信じ ゐ べ き で ある 。 (13 : 8, 35:25) 


年 9 (1) 最終 地 す な わ ち あの 世 ま た (2) 従う で き 啓 示 の こと 、 を 意味 する 。 第 (2) の 意味 で は クル アー ン 

62: 3, 4 に 記述 る れ て いる 型 な る 人 岳 言 者 の 一 過 に わた だ る 降 際 に つい て の 箇所 で 詳 述 され て いる 。 …- 度 目 は 7 

世紀 お ける モハ ッ マ ド の 到来 で あり 、 そ の 時 クル アー ン が 神 か ら 難 な る 項 言 者 (モハ ッ マ ド ) に 誤 示 る れ だ 。 

二 度 日 は 、 近 年 に お ける 役 の 区 子 の ・- 人 の 到来 を 指す 。 即 ち ア ハマ ディ ア 巡 動 の 創設 者 で あり 約束 きれ だ た メシ 
ア で ある アハ マ ド そ の 人 で ある 


注 10 この 節 は 符 告 を 受け よう が 受け まい が 気 に ち も とめ な い 夏 実に 対し て 無関心 な 信仰 を 持た な い 省 に つ 
いて 語っ て いる 。 現状 が 続 く 眼 5 彼ら 6 は 信じ な い だ ろ うと 言明 し て いる 


11 ・ 鍛 家 は 長い 問 使 わ ず に いる と 羨 え て 使い も の に な ら 6 な く 〈 く な る 。 信仰 を 持た な い 者 は 真 実 を 理解 し よう 
よ す る 心 と 耳 を も つこ 上 を 反 ん で いる 。 を その 結果 彼ら の 聞い た り 、 理解 し た りす る 力 は 失わ れる と 可 べ て いる 。 
「 ア ッ ラ ー は 封印 を な され た だ 」 の 句 で 述べ さら れ て いる よう に わざ と 無関心 に な れ ば 当然 それ だ け の 結果 に な る 。 

すべ て の 法 は 神 に 由来 し 、 す べ て の 理由 は 当然 神 の 臣 志 に 従属 する の で 信仰 を 持た ぬ 者 の 心 と 本 を 閉ざす の も 

神 に 帰す る 。 








第 二 意 アル ・ バ クラ 
第 二 項 レン 4 に (の | の 6 5 ン の ンー ン 
中 dl bb 0, ul 
9. また 人 々 の 中 に は 「 我 等 は アッ ラー と 末日 2 の う A5 FO oeo) ンチ 
全 - お Sd5 宇和 補 公 三 - ンタ アッ あり 2 う タ レレ クン 
a i その 実 彼 等 は 全く 信者 OO 1 
て 
ンタ フレ ン ン で 2 タン リン ッ > 1 レッ 
10. 彼 等 は アッ ラー と 信者 を 甘み かん と し て 、 実 CyOag9 1 ME 401 OOeo 
は 己 れ 自身 を 欺く に すぎ ず 。 し か も 自ら ち フッ タタ ミン レフ ラン タク ンズ 
に 気づか ぎる な り 。 OO た ピチ 交 
11. 彼 等 の 心 に は 病 あ り 。 , ア ッ ラ ー は その 病 を 22 で ン 2 タメ ン 2 る 者 8 
重 か ら 6 しむ 。( 注 13) 面 し て その 距 ゆ え に 、 の 2 人 802232O ら る 6 3 
彼 等 は 戚 し い 聞 を 受け ん 。 oe 
12, i れ 」 と 云え ば 、 彼 等 は 去 0 
= と ?」 9 92 ・ 2 2 クイ スッ < 
ン ラ タク Fr 
13. 用 心 せよ 、 . 彼 等 こ を 篤 乱 者 に 非 ぎ る か 。 し oR 
か も 自ら 6 之 に 気づか ぎる な り 。 の 292227 を っ CU スン ウタ "9% CAE 
14. また 役 等 に 向っ て 「 信 ぜ よ 、 人 々 が 信 ぜ し 2 So ot YI 
如く 」 と 云え ば 、 彼 等 は 云う 、「 忠 か 者 の 如 9 555 
1 し っ 2 1 
く 我 等 に 信 ぜ よ と な ? | と 。 げ に 超 か な る クジ Eos の 
イー AT に is 4 タ 2 ST, ン ン ン 
MM され と 彼 等 は それ を 知ら 222 AA 6309 SS て の の 
gs 0 
15. 彼 等 は 信者 た ち に 会 えば 「 我 等 は 信 ず 」 と @ ORIY 
云う が 、 その 実 不 持 な 仲間 だ け に な れ ば 「 我 1 オン シン AO ン ン タン 5 タン 1 
等 は 前 た ちの 仲間 な り 。 我 等 は 信者 た ち OU AIPUOKIG の (HHR 
を だ だ 上 茂 弄 し だ まで 」 ょ 云う 。 2 る の 6 CO 
を 」 5 (CO 2 ン PIG 1 る 
注 12 神 と 終末 の 日 が 来る こと だ け を 信じ て その 他 の イス ラム の 信仰 を 記 れ て いる こと を 意味 し て いる 。 イ 


スラ ム の 信仰 形式 で は 神 を 信じ ちる 
で ある 。 


し ーー 


注 13 


こと が 最初 に 出 て くる 事柄 で あり 、 


以外 で も 終末 を 信じ る こと は 更 更 を 信じ る こと 同様 、 天 使 も も 信じ る こと で ある と クル デー ン は 述べ て い 
る 。 (6 : 93) 


神 は イス ラム 教徒 を 字 っ て いる と いう 御 印 を た くさ ん 示 ぉ れ て いる 。 その 御 印 は 次 第 に 力 を 増し て き 


だ の で 科 普 者 た ち は 次 第 に イス ラム 教徒 や 麗 れ は じ め て きた 。 を の 填 果 彼ら ば は ます ます 偽 療 の 度 を 増し た 。 


注 14 
げ る こと は 無 意 味 と 考え て いる 。 


確か で あ る 。 


し か し 、 和 彼ら こそ が 点 者 で あり 、 


偽善 者 は イス ラム 教徒 を と り 遇 か れ た 喜 首 の 一 団 と みな し て いる 。 道理 の な いも の に 生命 と 財産 を 捧 
イス ラム の 道理 が 繁栄 へ の 道 で ある こと は 


Lid uns 


終 林 を 信じ る こ ょ は 最後 に 出 て くる 事柄 
その 両者 を 信仰 告白 すれ ば 、 そ の こと 自体 で すでに イス ラム の 他 の 事柄 を 信仰 各 骨 し た こと に な る 。 


系 二 章 アル ・ バ クラ 





16. 人 は . し ば し 役人 等 P| rf ッ に 1 
誤 の 中 に 留め し ゅ ん 、 嗜 菩 を きま よう と 2 TT 
プ ラタン タッ 
て ( 注 15) OSE | 
Cs し < 2 * アッ 誠 lm 
17. 彼 等 は 御 導き の 代り に 間違い を 購 え し 者 、 0 
その 取引 は 役 等 を 何 $ 益 する こと な く 、 ま レン ラン レッ ンー 
た 決し て 正しく 導 か れる こと な し 。 ( 注 16) es lo し の こる 
と も a アデ アブ ラン ッ > アア ァ ク 2 アイ メン 
18、 彼 等 の こと を た と うれ ば 、 火 を 対し ( 注 17) MIN RCI EL 
辺り が 明る く 《 く な り だ た る 了 時 、 その 火 を アッ NUM フン ン ン イイ ッ ン 
ラー に 奪い 取ら れ 、 暗 間 に 取 り 残 きれ し 者 SA の うる あめ CS うみ いら 
し 。 な に 得 ぎ る な り 。 アン ラク 2 5 みる 
の 如 し 。 な に も 見 得 ぎる な LNG 
19, 彼 等 は 、 規 で 喘 で 家 な り 。 き れ ば 引き 返す 9 8 の 2 2 
こと か な わ ず 。 EE CAE 


20、 また た よう れれ ば 、 吐 千 た れこ め 、 雷 、 稲 妻 EN | 
を と も な いて 降り し きる 詩 雨 に も 似 た 59。 レレ し a 
彼 等 は 死 を 怖 れ て 、 雷 鳴 に な の の き 、 思 わ も 25S に C9 2 oyLo1 OR 
ず 両 耳 に 指 を 差し 込む p。 さ きれ ど アッ ラー は 


の 2 タ 。 5 2 の 

不信 心 者 ども を 取り 開 む 。 osk に うら が 

21. 稲妻 は 目 を 明 ま す ば か り 。 関 く た び に 歩み 1985 ee 8 
を 進め ども 、 開 に だ ち 戻 れ ば そこ に 立ち ご 2 と 


アン スン る バン 2 ン ファ ウッ ング 
まる 。 も し アッ ラー 欲し な ば 、 必 ず 彼 等 の 。 と AM 05 の 8 者 1323 
耳 日 を 准 わ ん 。 げ に アッ ラー は 万 能 に まし DS ンジ る 





ます 。 (の 52 タル S ee の を 
常 三 項 ンチ ん A 
22。 流 等 人 々 よ 、 お 前 た も 主 を 此 拝 せよ 。 お 前 義和 EA 
だ ち を 創り 9 り 、 お 前 た ちの 前 に 人 々 を 創り 給 リン 7 る ンタ レン ン 。 
え し 王 を 、 義 し い 人 だ らん だ め に 。 cr の 
注 15 ここ で は 、 神 が 猫 子 を 与え て 億 傾 者 の 罪 が 深まっ て ゆく の を 許し て いる と いっ て いる の で は な い 。 も 


し その よう に 詩 っ て 解 疲 すれ ば 35 章 38 節 と 矛盾 し て し まう 。 そこ で は 宰 は 信仰 を 持た だ ない 者 に 改心 する 猫 巴 
を 許し て いる 。 と 述べ られ て いる 。 


注 16 1) よ き 導 き を 捨て て 代わ り に 誤り を と る 。 と の 避 味 で ある 。(2) よ き 導 き と 上 誤り の 両方 が 与え られ る が 、 
i よき 導き や 拒む 。 と の 意味 で ある 。 


注 17 「 火 」 と いう 語 は 戦争 の 意 を も つこ と が ある 。 ここ で 「 火 を 好 し た 」 と いう の は 偽 療 者 が 信仰 を 持た 
ぬ 者 達 と 共謀 し て イス ラム 教徒 に 対し て 戦争 を し か ける と いう 世 味 で 使わ れ て いる 。 [ 火 を 灯す 」 は 、 他 に 聖 な 
る 人 の に よう 39 補 る 光 を 刀 下 と いう 字 味 で 使 あ れ で いる 午 困 で あぁ る 。.- 炊 の よう な 箇所 が ある 1 向 の 
場合 は 火 を 燃やす 人 の よう で ある 。』 ( ブ ハ リ ) 


第 一 難 デ 3 
店 アル ・ バ クラ 





| 


So こら し ど の > 
23. 主 は お 前 た ちの だ め に 遇 所 と し て 大 地 を つっ み じ UK NN GS 
* 5、 岩 根 と し て 大 空 を お き 、( 注 18) 水 を 人 ジル 9 
«kh ン rz cd 
雲 より 降ら せ 、 か くし て ぉ 前 た ちの 組 な る 2521 6 で 5 
果実 を 実ら せ 給 え し 御方 な り 。 きれ ば 、 故 0 2 ク ン ン ke で み 
意 に アッ ラー に 同位 者 を 配 す る な か れ 。 FR I 
24、 も し お 前 だ ち が 、 われ ら の 僕 に 降 せ し 北 示 ンー タン EC に 2 
を 疑わ ば 、 お 前 た も 逐 に 類する 一 章 を 作り 、 SG bc de sts; 
ーー 以外 に 前 た i NT Es 32 
2 っ いら の od Lg cob A 2 
こ に 喚 べ 、 も し お 前 た だ た ちの 言葉 が 真 と i 03 
on ( 注 19) ひざ JAo 。 2 3 dt 


25、 そ れ が な し 得 ず ば 、 絶対 に 出来 は し まい が 、 2 3 4 
その 時 は 不信 心 者 ど も に 用 意 せ ら る る 人 と MI RIS eS 


レッ ルク っ 
fi を 燃料 た する 業火 に 対し て その 身 を 守 OPPLEIEE き 
26. され ど 信 じ て 、 善行 を 積む 者 に は 、 河川 流 0 ESS 
れる 楽園 あり と の 朗報 を 伝え ょ 。 彼 等 そこ oo 
で 果実 を 賜 わ る たび に 、「 こ れ は 我 等 が 以前 る sb VE GE 


に 賜 わ れ る も の な り 」 と 云う 3。 彼 等 は えみ に クタ ョ ン る ニー ン 」 タレ as グ クノ る 
類する も の を 賜 わ る な り 。 ま た を こ で は 、 I ES GIN SS 


清浄 無垢 な る 配偶 者 に 連れ 漆 わ れ 、( 注 20) 4 イ の 人 ン >、 クタ ググ br エイン っ タタ 
末 久 し く 楽 園 に 住み 留まら ん 。( 注 21) か 4629 っ Eo も の 


@Oiak 9 


EE RE 
同様 に 宇宙 の 離れ な だ 部 分 が 私 夫 の 惑星 を 保護 し て くれ て いる 。 暴 、 1 の EE 
Ss 
CC 0 
界 が 完全 に な っ て いる こと を 暗示 し て いる 。 


注 19 。 クル アー ン の 比類 な いす ば らし る に つい て の 事柄 が 五 ヶ 所 で と りあ げ けれ ら て いる 。 それは 2 :24 

10 : 399、11 : 14 ; 17 : 89、52:34、35 で ある 。 こ れ ら 五 つ の 節 の 内 2 つ で は 、 問 いか け は 同一 で あり 、 残 9 三 
つの 第 で は 、 信 仰 を 持た 者 か ら の 三 つ の 別個 の 問い か け (要求 ) が 出る きれ て いる 。 それぞれ に 異な っ た 箇所 
で 、 問 いか け の 形 を と っ だ た この 相 異 は 、 一 見 つじ つま が 合わ ぬ 様 に 思わ れる が そう で は な い 。 実際 に 、 こ れ ら 6 
の 節 に は いつ の 時 を も 象徴 する 要求 が 含ま れ て お り 、 そ れ ら の 問い か け は 型 な る 頃 言 者 の 時 代 と 同様 に 、 今 日 
に 秦 て も クル アー ン 中 に それ ぞ れ 違っ た だ た 形 で 提示 きれ て いる の で ある 。 詳 しく は 、 英 版 痕 照 。 


注 20 _ クル デーン で は 、 全 て の 被 造物 に は 、 そ の 完全 な 発展 の 為 に 連れ 合い が 必要 で ある と 教え て いる 。 楽 
園 で は 、 品 行方 下 な 男子 と 女子 は 、 汚 れ の な ぃ い 連れ 合い と な 5 り 精神 的 に 発達 し 、 境 福 を 全う 5 する の で ある 。 ど 
の 様 な 達 れ 合い に な る か は 、 米 過 で の みわ か る 事 な の で ある 。 


注 21 この 節 で は 、 信 者 が 来世 に 報 わ れる 事 が 人 簡単 に 説明 き 析 て いる 。 イ スラ ム 教 を 批判 する 人々 は この 説 
明 に 対し あら ゆる 反対 を 喝 えて いる の で ある が 、 それは 役 等 が 、 天 か ら の 御 恵 み に つ いて の イス ラム の 教え を 


ー9 一 


ーー 
系 一 前 アル ・ バ クラ 





27. アッ ラー は 、 居 ほ ぼ の 小さ いも の 、 ま た そ を る くれ 閣 め の 2 る スィ イン まく 
バ 1 " いい) 

いよ り 更 に 小さ いも の で 1 例証 し て は ば か 。 アー の WRONG 
ら ず 。 信 ずる 者 は 、 そ れ が 主 の 了 せ し 真理 oe22I2LOwusS GG 
な る こと を 知る も 、 不 信心 者 は 云う 、「 か か 。 」 レ ノラ 0 

_ ンプ タッ タイ の シッ イエ クン の と る 
る 例証 を みせ て 、 ア ッ ラ ー は 何事 を 教え ん 02U も し Oo の 3 CN Ge 
と する か ?」 と 。( 注 22) か て し て EE は を 1 I と も タウ タン ス 。 
(の 人 々 を 迷 ち あせ 、 ま た 多く の 人 々 を 放 * = PB も Gu の 5 6 も 多い 


な ん た びと ペ 
給 う 。 き れ ど 主 は 、 不 信心 者 以外 は 何人 も 2。 マン ん 。 
ロ い 1 
迷わ せ 給 わ ず 。 OA も bas 


28. アッ ラー と 契約 し て な お き な が 5、 後 で み を 。 A 2 gE ya CO 
破り 、 ア ッ ラ ー が 提携 せよ と 命ぜ し も の か 。 フタ 59 タタ クイ フル タッ クン 5 フン クン レッ レシ 
ら 能 航 し 、 世 を 全 す 者 ども 、 彼 等 は みな 浅 29ol も あり 21 a 


4 の 27 20 タタ グリ ツタ トレ タイ チー・ 
び 行く 。 BO od NG 


完全 に 詩 解 し て いる 点 に 敵 を 発する 。 ク グル アー ン で は 、 神 の 恩 苑 の 本 換 を 把握 する 事 は 人 の 力 の 及ば ぬ ぬ 所 で あ 


る と 強く 《 王 苦し て お り (32・18)、 型 な る 頂 言 者 も 以下 の 如く 語っ た と 伝え られ て いる 。 外 も 、「 目 で 見 た 者 も 、 
耳 で 開い た 者 も いな い 、 ま し て 人 人 の 心 の は る か 及ぶ 所 で は な い 。」( ブ ハリ ) と 。 神 の 四 葵 に 、 何 政 現世 の 只 体 
的 な 事物 名 を は ゆる の か 疑問 は 当然 生じ る が 、 こ れ は クル アー ン を 読む 者 が 必ず し も 知 的 に 高い レベ ル の 人 々 
ば がかり で は な い 為 で ある 。 誰 に で も 判る 平 明 な 言葉 が クル アー ン で は 使わ れ て いる の で ある 。 神 の 思 科 を 説明 
する に あ だ た だり 、 ク グル アー ン で は 、 現 世 で 一 般 的 に 並 じ と みな る れる 事物 名 を 用 い 、 信 涯 に 米 世 に 訟 て より よい 
形 で これ ら の 物 を 全て 得る 事 が 出来 る と 説く 《 の で ある 。 身近 な 言葉 が 使わ れ て いる の は 、 こ の 重要 な 対比 を も 
だ た だら す 為 で も り 、 そ う で な けれ ば 、 現 世 の 喜 びと 来世 の 軸 坊 と の 間 に 共 通 物 な ど 何 も な い の で ある 。 更に イス 
ラム に 依 れ ば 、 米 紀 が 精 押 的 状態 の み で 成り 立っ て いる と いう 記 味 で な ら 、 寺 的 で ある と は いえ な い 。 来 世に 
診 て で も 、 人 問 の 張 は 、 一 種 の 肉体 は 持つ が 、 そ の 肉体 を 物質 的 な ちる の で は な い 。 これ は 夢想 い 起 こせ ば 下 
い 当 る 事 で 、 人 が 夢 で 見 る 場面 は 、 夢 遊 状態 で は 入 の 肉体 を 持ち 、 小 川 の 流れ る 園 に いた り 上 果実 を 食し た り 乳 
を 飲ん だ り し て いた だ りす る と いう 5 意味 か ら 、 純 粋 に 精神 的 或いは 霊 拘 で ある と は いえ な い の で ある 。 夢 の 中 の 
乳 は まぎれ も な く 実 際 の 経験 な の で ある が 、 誰 $ こ れ を 現世 で 人 が 実際 に 飲ん で いる 本 当 の 乳 で ある と は いわ 
な い 。 来 世に 診る 吉 的 思 仙 と は 現世 で 神 が 我 々 に お 与え 下る る 御 恵 み が 、 単 に 主観 的 に 実現 ma れ る も の で は な 
い 。 我々 が 含 こ こ で 手 に し て いる 物 は 、 来 世 で 人 が 気付 く 神 の 真実 の 天 皿 の - - 例 に すぎ な い 。 又 、“" 軸 "は 信仰 
を 表わし 、“ 小 川 " は 、 療 行 を 表わす 。 そ れ で 人々 は 、 信 仲 や 問 行 が 無駄 に な が ならない 事 を 知る の で ある 。 故に み 
ル デ ー ン の 中 の “これ は 前 世 で 我々 に 与え られ て いた だ た 物 で ある " と いう 語句 か ら 、 央 上 で は 、 信 仰 深 き 者 達 に 
は 、 こ の 世 で 手 に し た 果実 等 が 与え た られ る と いう 結論 を ひき 出す 事 は 間 人 違い で ある 。 何故 な ら 、 説 明 の あっ た だ 
通り 、 こ の 二 つ は 同一 の 物 で は な いか ら で あ る 。 来世 で 手 に する 果実 と は 、 自分 達 の 信仰 の あか し な の で ある 。 
人 が それ を 日 に する 時 、 即 座 に その 果実 は 現世 で の 彼 等 の 信仰 の 実り で ある 事 に 気付 く の で ある 。 こ の 喜び の 
為 、“ こ れ は 以前 、 我 符 に 与え られ し 物 で ある ”" と 言う の で ある 。 こ の 表現 は 又 、“ 我 等 に 約束 され し 物 " と の 
意味 を も 有する 。 


注 22 神 は クル アー ン 中 で 天国 と 地獄 を 周 呈 と 直 距 を 用 いて 説明 きれ て いる 。 直 中 と 暗 足 を 用 いな けれ ば 、 
深い 意味 を 適 確 に 表わす 事 が 出来 ず 、 愛 的 な 事柄 に つい て は 、 こ の 方 法 に よら ね ば 的 を 得 て 伝 わら ず 、 そ れ 以 
外 で 天 を 形容 すれ ば 、 暴 の よう に 取る に 足ら な く な っ て し まう 。 又 、 こ の 場合 に 岩 の 例 え を 使う の は アラ ブ 人 
の 間 で は 、 骨 は ひど 届い 生 き 者 と 考え られ る か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 比 明 か ら 天 の 像 を 浮か が びあ が ら す 
事 $ も で きる 。 信 者 は クル デー ン の 語句 が 吐 左 に すぎ ず そ の 深い 意味 を 技 え る 人 為 に 使わ れ て いる 吾 を 知っ て いる 
が 、 信 仰 を 持た ぬ 者 は その 事 が 間違っ て いる と 言っ て 、 誤 9 や 間違っ た 導き を 蔽 長き せる の で ある 。 


rs 


の 


第 二 章 デル ・ バ ク 
29. お 前 だ た ち ど う し て アッ ラー を 信 ぜ ず に いら IS NR 2 タタ シグ ニン ッ ク 
れ よ うか ? 彼 は 命 な き ぢ 前 た ち に 生命 を zt 540 DO 
与え 、( 注 23) 次 いで いつ か は 死に 至ら し 4 AL 33 2 2 SC 
め 、 再 び 難 ら せ 、 や が て お 前 た ち を 己 が 許 RS の 
に 連れ 戻る ん 。( 注 24) 0 
30, お 前 だ ちの だ め に 地上 に 一 切 の も の を 創造 ノラ タン 上 リグ デア ョ グン デビ ゅ * 〆 デ 
せる は 彼 な り 。 尋 る 後に 天 に 及び 、 之 を Be ON 
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層 の 天 と な せり 。( 注 25) 彼 は 万 事 を と の レッ る 2 

( 注 26) 知る 。 0 ゲッ 

第 珂 項 クム アノ 2 グラ ュ 直人 リノ 上 < ノラ 

31、 液 の 主 は 天使 た もち に 云え り 、( 注 27)「 わ し 2298 de EC RE 6 ッ プ 


は 地上 に 代理 者 を 置 か ん と 天使 た ち 2 1 えー と た 8 2 プレ 5。 8 
は 云え り 、「 世 を 楽し 、 流 血 の 災 を ( 注 28) の 2 う ン 6 RB 


厳 き 起す 如き 者 を 置か ん する か ? 衝 等 MIAUOW 切 Oo ク 6 


の し SD の の 





は 液 の 神 聖 る を 賞 揚 し 、 計 美 し て や まず ( 注 ジグ 
29) と いう に 」 と 。 主 は 答え て 又 えり 、「 わ OT Y 
し は お 前 だ た ちの 知ら ぎる こと を 知る 」 と 。 
( 注 30) 
注 23 この 人 節 で は 人 の 生命 が 物質 准 肉体 の 消 減 や 央 謀 で 終わ る も の で は な く 、 生 命 に は 余り に も 重 妥 な 意 評 


が ある 放 、 肉 体 の 消滅 で 終わ る 事 な く 、 物 質 的 消滅 後背 まれ る 事 を 表わし て いる 。 も し 生命 に 偉大 な る 日 的 
が な けれ ば 、 神 は 生命 な ど 創造 な さら な か っ だ た はず で ある し 、 来 世 が な けれ ば 死す べき も の と きれ な い は ず で 
ある 。 も し 死 が 全て の 生命 の 終り と すれ ば 、 人 入間 の 創造 と は 、“ 単 な る 娯楽 上 時間 つ ぶし "で 神 の 知恵 の 徐 大 き 
を 示す も の に すぎ な く な っ て し まう 。 全て の 知恵 と 英知 の 源 で ある 神 が 人 間 を お 剣 り に な っ だ と いう は 取り 
も 直る ず 、 人 が だ っ た 60 年 や 70 年 生き た た 後に 座 に 返る べく てく 創 ら れ て いる の で は な いと よい う 事 で ある 。 それ ど 
ころ か 、 人 は 、 そ の 超 現 の 倍 り の 窒 i て ある 肉体 がら 抜け 出 た 後に 生き な けれ ば な ら な い 、 よ り 良 に 、 よ うり 充 実 
し た 永遠 の 生命 の 為 に 創造 きれ だ の で ある 。 


注 24 人 人 の 到 は 死 の 後に す で 天 国 や 地獄 へ 行く の で は な く 、 バ パル ザ フ と いう 中 間 地 点 で 自分 の 行い の 良い 結 
果 と 悪 い 結果 の 幾 つか を 只 味 きせ 6 れる 。 然 る 後 、 完 全 な 報い の 前 ぶれ と な る 復活 に 到 る の で ある 。 


注 25 アラ ビア 語 で は 7 は 通常 、 完 全 で ある 事 の 象徴 上 し て 使わ れ "70" と か "700" を 用 いる 言葉 は 大 き な 
数 を 意味 し て いる 。 これ ら 三 つの 数 字 は 、 数 的 に 大 きい と いう 癌 味 で クル アデ アーン の 中 に 使わ れ て いる 。(9: 8 
15:45) 他 の 箇所 で は 23 将 18 節 に ち 記 る れ て いる 。 


注 26 大 陽 や 月 、 及 びそ の 他 の 大 体 は 入間 に 多大 な 益 を も だ ら す も の で あり 、 近 代 科 学 は そう いっ た 詞 味 で 
の 発見 を し て きだ し 現在 も 更に 解明 きれ て いる 。 これら 全て は 、 タ ルアー ン の 教え の 真実 と 普遍 性 を 証明 する 
事 に 他 な ら な い 。 科 学 は また 、 地 球 の 特性 に つい て も より 多く の 発 兄 を し 続け て お り 、 以 前 は 不用 と 思わ れ て 
いた 事物 が 今 で は 人 に と 5、 非 常に 有用 で ある と 気付 か れ て きた 。 


注 27 神 と 天使 の 会 話 の 描出 は 実際 に 晋 か れ て いる 言葉 画 》 に 理解 され る 必要 は な い 。 ここ に 使わ れ て いる 
「 均 た 9」| は 、 実 際 の 文字 通り で は な く 、 比 只 的 な 表現 で あり 、 言 葉 で 表 わ る れ て いる の と 等 し い 状 態 や 態度 
DO その 態度 や 状態 で 天使 達 は 、 こ こ で 言葉 で 示 & き れ て いる 返答 を 暗 玖 
の 内 に 示し た 事 を 意味 し て い 


ュ (G や 
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32. 主 は アダ ム に 万 物 の 名 前 を 教え 、( 注 31) し ッ シッ 4 スタ デン の 20 
tt ーー^ て 2 Nl 

か る 後に 天使 た ちの 前 に それ 等 を 示し 、「 も AIRG とら sls 

し 自分 た ちの 言葉 が 正しい と 思わ ば 、 こ れ @C ぷ ひら SAE ‘1 


等 の も の の 名 を 告げ ば ょ 」 と 云え 5。 





注 28 天使 着 は 、 神 の 為 き ん と する 事 に 反対 し た り 、 アダ ム は より 自分 達 の 方 が 優れ て いる ょ 主張 し た 訳 で は 
な い 。 こ の 問い か け は 神 が だ 代理 者 を 指名 する と 仰せ られ た 為 、 促 きれ た 結果 で ある 。 秋 序 を 維持 し 、 法 を 実行 
する の に は 地 二 の 代理 者 が 必要 で ある 。 天使 達 の 反対 は 、 地 上 に 無秩序 を 生み 、 血 を 流す 者 達 が 出現 する 事 へ 
の 落 令 か ら 出 た も る の で ある 。 人 は 、 事 の 葵 と 悪 を 放す 大 き な 力 を 与え られ て いる の で 、 天 便 は その 部 い 面 に つ 
いて 語っ た の で ある が 、 神 は 人 は 神 の 美徳 の 映し 鐵 た る べき 高い 据 徳 に 達し 得る 事 を 御存知 だ っ た の で ある 。 
この 人 間 の 素晴らし い 特 性 に つい て は 、 神 が “私 は お 前 達 の 知ら な い 事 を 知っ て いる "で 言及 きれ て いる 


注 29 天使 達 の 綿 問 は 神 の 御 菜 に 異議 を 唱え ん る も の で は な く 、 を の 指名 の 本 質 と 英知 に つい て より よく 解る 
2 と する 更に 、 投 げ か けら れ た の で ある 。57: 2 も 参照 の 事 。 


注 30 は ば 56000 年 前 に 生存 し た アダ ム は 、 神 が 地上 に 創 ら れ た 最初 の 和 問 で ある と 世間 で は 信じ られ て い 
る 。 し か し 、 ク グル アーン で は 、 こ の 考え を 確証 し て は いな い 。 世界 は 何 度 3 創造 と 文明 の 輪 環 を 繰り 返し 、 現 
在 の 人 類 の 先 神 と され る アダ ム は 、 現 在 の 輸 環 の 最初 の つなぎ め に すぎ ず 」 神 の 創造 し た 季 初 の 和 人間 で は な 
の で ある 。 国 が 典 り 、 そ し て 亡 び 、 文明 も 駐 然 り で あっ た 。 何人 も の 輪 環 に アダ ム が 存在 し 、 今 の アダ ム に 到 っ 
て いる の で ある 。 人 以外 の 種族 が 繁栄 し 消 減 し 、 を し て 違っ た 輪 環 の 文明 が 起こ り で に び た か も し れ な い の で あ 
る 。 佑 大 な イス ラム 教徒 の 神秘 学者 で ある ム ヒ エッ デ ィ ォ ー ン ・ イ デン ・ アラ ビ は か つて 、 カ ー バ の 包 礼 を 演じ 
て いる 自分 自身 も 細 に 見 た 事 が ある と 語っ た 事 が ある 。 その 夢 の 中 で 、 彼 の 祖先 の 一 人 で ある と いう 男 が 彼 の 
前 に 現われ だ 。 イ プン ・ ア ラビ が “次 方 が 死ん で か ら ど の 位 に な る の か "と 尋ね た だ た ら 6、 そ の 男 は “5 万 年 以上 
に も な る "と 符 え だ た 。“ し か し この 期間 は 、 我 々 と アダ ム の 隔たり より も 長い 。" と イプ ン ・ ア ラビ が 言う と 、“ ど 
の アダ ム の 事 を お 前 は 庄 し て いる の だ 。 お 前 に 一 番 近 い ア ダム な の か 、 そ れ と 5、 他 の 誰か に 一 番 近 い ア ダム 
な の か が 7” と 答え だ 。 "そこ で 私 は 思い 出し た の で す 。 型 な る 拓 言 者 が 、 神 は 少な くも も 何方 も の アダ ム を お 
削り に な っ た と 言っ た 事 を 。 を し て 私 は 、I 分 自身 に つぶ や いた の で す 。 多 分 この 男 は 私 の 禄 先 し いっ て いる が 、 
今 の アダ ム よ り 村 前 の アダ ム の 一 人 な の だ ろう と "と イブ ン ・ ア ラビ は 語っ た の で ある 。( フ トッ ハー ト 2 巻 ) 
アダ ュ ム 以 前 に 生き た 種族 が 、 ア ダム が 生ま れる 以前 に 、 倫 く 絶え て し まっ だ と は 主張 きれ て いな い 。 最も 可 
態 性 が ある の は 、 以 前 の 竹 族 が 哀 朋 し て し まい 、 僅 か に 生き 残っ た 省 の 内 の - 和信 が アダ ム と な っ だ の で ある ろう 
と いう 事 で ある 。 神 は 然 る 後 に 、 役 を 新しい 種族 の 先祖 、 を し て 新しい 文明 の 先駆 者 に 選ば ぼれ た の で ある 。 役 
は 、 あ だ たか も 死 せ る 者 達 の 中 か ら 食 造 き れ た 、 生 命 の 新しい 時 代 の 夜明け を 表わし て いる 。 カ リフ ァ ー は 後継 
莉 と いう 意味 や 表わす 員 か ら も 、 彼 が 引き 継い だ ア ダム 以前 に 地上 に 存在 し 生き だ た 人々 が いた 事 は 明確 で あり 、 
アメ リカ や オー スト ラリ ア 、 又 を の 他 の 国 の 元々 の 居住 民 が 、 一 番 近 い ア ダム か 、 念 の アダ ム 以 前 の アダ ム の 
欧 補 か どう か 、 確 信 を も っ て 言う 事 は 出来 な い 。 

アダ ム が どこ で 生ま れ 、 改 革 吉 と し て どこ で 育て られ た か に つい て は 、 諸 説 が ある が 、 最 も 受け 入れ られ て 

る の は 、 彼 は 元々 楽 闘 に いた が 、 後 に そこ か ら 出 る され 、 地 上 の どこ か に 置か れ た と いう 説 で ある 。 しかし" 地 
RE A A 
地球 で あっ た だ 事 を 示し て いる 。 可能 性 と し て は 彼 は 先ず イラ ク に 住ま わき され 、 然 る 後に 、 近 障 の 土地 に 移 き れ 
た と 考え る の が 最も 妥当 で あろ う 。 


注 31 神 は アダ ム に 言葉 の 仕組み を お 教え に な っ た 。 人 が 文明 化 き れる の に 言語 は 不可 欠 で あり 、 神 が アダ 
ム に 言語 の 仕組 み を 教え られ た 事 は まぎれ ぉ な い が 、 ク グル アー ン に は 、 人 が 、 そ の 道徳 を 完全 な 物 よ 上 する 考 に 
学ば ねば な ら ぬ アス マー (名 前 或いは 属性 ) が ある と 7 : 18 に 訳 き れ て いる 。 こ の た め 、 人 は 神 の 美徳 を 正 し 
認識 し 理解 し な けれ ば 、 神 の 知識 に 達する 事 が 出来 ず 、 旦 つ 、 神 の 美徳 は 神 に よっ て の み 教 えら れ 得 る 事 が 


Tr 
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33. 天使 た な ち は 云 えり 、「 湊 に 栄光 あれ ! 我 等 ン ッッ IHS ノン ン ン 2 ニン ラ ァ 5 ター タレ クン 
CU * 旧い * 
は 決 に 教え られ た る も の 以外 は 如何 な る 知 。 SE lo dis 
識 も な し 。 げ に 液 は 、 全 知 、 全 能 に まし ま の を と 1 
す 」 と 。( 注 32) ” 
34. 主 は 云え り 、[ こ れ ア ダム よ 、 彼 等 に を それ 等 


の 名 を 告げ ょ |」 と 。 そ を そこ で アダ ム が 彼 等 に 
その 名 前 を 告げ る と ( 注 33) 主 は 云え り 、 


ブー テン ンー 。g ア レア ッ プ テン タ ノ 
se 人 2236 


「 わ し は お 前 に 、 天 地 の 秘密 を 知り つく し 、 
ぉ 前 た ち が 密 に 見 せる こと も 隠す こと も 、 
すべ て を 知る 者 ぞ と 告げ ざり し か ?] と 上 。 
35. われ ら が 天使 た ち に 向っ て 、「 ア ダム に 服従 
せよ ( 注 34) と 命ぜ し 時 の こと を 思い 起 
せ 。 天使 な ち は 皆 従い し が 、 イ ブリー ス の 
み は 従 わざ りき 。( 注 35) 役 は 人 短 慢 に も る 
れ を 拒み 、 不 信心 者 の 仲間 と な れ り 。 
解る 。 それ 故に 、 そ を の 一 番 最 初 に 、 ア ダム が 神 を 知り 、 認 
まわ 只 様 、 ア ダム (人 ) に 神 の 美徳 に つい て の 知識 を お 与え に な る こと が 必要 どっ だ の で ある 。 クル アー ン に 
依 れ ば 、 人 と 天使 の 培い は 、 人 は 、 全 て の 完全 な 神 の 美徳 で ある アス マー (名 前 )、 フ スナ ー ( 美 ) の 形象 、 或 
い は 反映 で ある の に 対し 、 天 征 は 神 の 英徳 の 内 の 幾つ か を 表わし て いる に すぎ な い 点 に ある 。 太 全 i 達 は 自分 達 
の 高志 を 持た ず 、 受 動 的 に 、 神 の 与え られ た 機能 を 果す だ け で わあ る が (66: 7?)、 そ れ に 反し 、 人 は 自由 意志 
自由 な 選択 の 権利 や 与え られ て お り 、 自 分 を 神 の 美徳 の 完全 な 顕現 と し うる 能力 を や 有 し て いる と いう 点 に 訟 て 
天使 と 違っ て いる 。 簡 源 に 言 を ば 、 こ の 節 の 意味 し て いる の は 、 神 は 欧 ず ギア ダム に 、 色 々 な 押 の 美徳 を 理解 す 
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識 し 、 神 に 近づく 様 、 そ し て 神 か ら 離 れれ て いっ て し 


る の に 必要 な 、 自由 意志 と 必要 な 能力 を 植え つけ られ 、 然 る 後に これ ら 姜 徳 が 何だ る 物 で ある か の 知識 を 与え 
5 れ だ た と いう 事 な の で ある 。 ま だ 、 ア スマ ー と は 、 自 然 界 の 色々 な 事物 の 性 質 を も 惑 味 し て いる 。 人 人 は 自然 の 


カ を 刊 用 する べく 舎 づけ られ て いる 為 、 神 は 人 に 自然 の 性 質 と 特性 を 知る 能力 と 力 を 与え られ だ の で ある 。 
注 32 天使 上 療 は 自分 達 の 限界 を 認 開 し て いた だ の で 、 月 分 産 が 入 の 様 に 神 の 全て の 羨 徳 を 反映 する 事 が 出来 な 
いと 率直 に 告 四 し て いる 。 即ち 彼 等 は 、 神 が 、 押 の 水 遠 の 英知 に 披 て 、 天 使 達 に 定め られ た だ 神 の 美徳 を 反映 す 


る 力 を 賜 わ っ た の で ある 。 


注 33 天使 遂 が アダ ム の 共 現 出来 うる 神 の 全て の 美徳 を 、 彼 等 自身 の 内 に は 頸 現 出 来 な いと 告げ だ 時 、 ア ダ 

ム は 、 神 の 御 芝 志 に 徒 い 自分 の 中 に 生得 の 異な っ た 自然 の 能力 を 表わし 、 天 使 達 に を の 広大 な 特質 を 九 示 し た 
の で ある 。 それ に より アダ ム は 、 自 由 癌 志 と 決断 する 力 を 与え られ 、 そ れれ ら を 使う 事 で 、 神 の 栄光 と 偉大 き を 
啓示 する 事 の 出来 うる 人 間 の 創造 の 必要 性 を 証明 し た の で ある 。 


注 34 アダ ム ふ は 神 の 美徳 の 象徴 と な り 、 預言 者 の 位 を 得 た の で 、 神 は 大 使 科 に アダ ム に 服従 せよ と 命じ られ 
た だ 。 ア ラビ ア 語 の ウス ジュ ドゥ ー は “アダム の 前 に 平 供 せ よ " と いう 事 を 意味 する も る の で は な い 、 何 故 な ら ク 
ルアー ン で は 、 は っ き 2 UR 
に 下る れ て いな いか ら で あ る 。 命令 は “私 が アダ ム を 創造 し な 帯 へ の 感謝 の し る し と し て 、 液 ら 自身 を 神 の 前 
PR の CE の まさ の どり 


注 35 
イブ リー ス は 天 重 で は な か っ た 事 が 理解 きれ ね ば な か ならない 。 


イプ ブ リース は し ば し ば 、 サタ ン と 同一 に 考 た られ る が 、 幾つ か の 場合 そう で ある と は いえ な い 。 先ず 、 
天使 達 は 、 ず っ と “従順 "で “中 実 "で ある と 表 
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36. われ ら は 云え り 、「 ア ダム よ 、 液 は 妻 と 共に ーッ ニー クタ ノン イン 2 ノン 2 ンク 
楽園 に 住み 、( 注 36) い ず こ な り と 好き な Rd PE EA AR 
と ころ で 腹 い っ ぱい 食す が よい 。( 注 37) ンジ 5 ョ る イン タラ タッ ラノ 人 
9 CS 
きれ と ど 、 罪 人 と なら ざら ん が た だめ に 、 こ の AS ed い ゃ りう 
木 ( 注 38) に 近づく な か れ 」] と 。 eeu 和 の 





現 ち お れ て いる の に (66: 7)、 イ プリ ー ス は 神 に そ む い だ と 書か れ て いる か ら で あ る 。 彼 も アダム に つく す 様 命 
ぜ ら れ て いた の に 、 そ れ に そ む い だ (7 :13) の で 神 が ち 怒り に な っ た の で ある 。 その 上 、 イ プリ ー ス へ の 別 
個 の 戒め が な か っ だ た と し て も 、 天 使 は 宇宙 の 色々 な 場所 で の 保護 者 で ある 為 、 天 使 に 写 を られ た 或 め ゆ は 、 全 て 
の 生き と し 生け る 省 に も 自動 的 に 向け られ だ も の と な る の で ある 。 信 まで 述べ た 様 に 、 イ プリ ー ス と は 、 実 際 
に は その 語 の 語源 に 基づき 、 天 使 に 対し は むか っ た 悪し き 精 吉 に 対し て ちえ られ た 名 前 で ある 。 彼 は 、 名 記さ 
れ だ 属性 、 特 に 、 問 を 放棄 し 、 路 頭 に 迷い 、 神 の 慈 守 を 遺 夜 する と いう 属 性 を 有する が 故に 、 そ う 名 付け られ 
だ の で ある 。 クル アー ン で は 、 ア ダム の 話 の ある 所 で 常に こつ の 名 前 が 並ん で 述べ られ る が 、 イブ リー ス が 
2 ・37 で 言わ れ て いる 様 に サタ ン で は な いと いう 事 は どの 場合 に ぅ この 二 っ の 名 前 に は 明確 な 区 別 が み ら 
れる 事 か が から も わが か る 。 天 使 と 異な り 9、 ア ダム に 仕え る 事 を 拒否 し た 者 を 指す 叶 は 常に オプ リー ス で 、 ア ダム を 天 
き 、 園 " を 出さ れる 原因 と な っ た 者 を 指す 時 は 常に "サタン" と いう 名 が 示 き れる 。 非常 に 重要 で 、 タ ルプ ブー 
ン を 通し て 帝 に 変ら ぬこ の 区 別 は 、 少 がく と も 10 ヶ 所 に 現われ (2 1 35。 371 7 12, 21: 15:32 517: 62: 
18 : 51: 20: 時 38:75)、 は っ きり と 、 イ ブリ ー ス と サタ ン と は 別個 で あり 、 ア ダム 自身 と 同様 の 人 々 の …- 
人 で あっ だ サタ ン が アタ ダム を 欺 い だ 事 が 明らか で ある 。 クル アーン の 他 の 箇所 で は 、 イ ブリ ー ス は 神 の 秘密 な 
る 創造 で あり 、 天 使 と 有吉 っ て 、 神 に 仕え る 事 も そ む く 事 を 出来 る と 示 る & れ て いる 。 (7 :12: 13) 


注 36 この 節 に 現われ る 「 楽 彫 ] と いう 言葉 は 、 天 或いは 天国 で は な く 、 単 に 、 ア ダム が 最初 に 住ま わき れ 
だ 園 の 様 な 場所 を 意味 し て いる 。 この 言葉 が 天 を 表 わ き な い 理 由 は 、 先 ず ア ダム が 最初 に 住ま わき る れ た の は 地 
上 で あっ た 事 (2 :37)、 第 2 に 、 天 と は 、 一 是 を そこ に 入る と 決し て 出る れる 事 の な い 場 所 で ある 事 (15 : 49) 
で ある 。 何故 な ら 、 ア ダム は ほ は この節 で 楽 彫 を や 出 き れ だ た と 言っ て いる か ら 6 で ある 。 こ れ は 、 ア ダム が 最初 に 住ん 
だ 園 は 、 そ の 土地 の 肥 汰 き と 、 潜 れる ば か り の 新緑 の 草木 故に を う 呼 ば れ た 事 を 表わし て いる 。 最 近 の 研究 で 
は 、 イ ラク か アッ シリ ア の バビ ロン の 近く の エデン の 園 で ある と 言わ れ て いる 。(Enc. Brit “"Ur" を 参照 ) 


注 37 "好き な 所 で 存 分 に 食べ よ " と の 表現 か ら 、 ア ダム の 住ん で いた 場所 は 誰が 治め て いる 所 で も な く 、 
I OR A * 神 の 土地 " と 言え よう 。 


注 38 下 書 に 偽 れ ば 、 禁 断 の 木 は 善 亜 の 知識 の 木 で あっ た ( 創 生 記 2 : 17)9。 し か し クル アー ン で は 、 禁断 の 
実 を 食べ て し まっ た アダ ム よ イブ は 拉 と な っ た と いう 事 か ら 、 こ の 本 は 美 の 流 で ある 知識 で は な く 、 ア ダム に 
その 弱き を 禁 堅 きせ た 悪 の 木 で あっ な だ 事 を 意味 し て いる 。 クル アー ン の 見解 は 明 6 か に 正しい 。 何故 な ら 、 人 人 
か ら 知 識 を 取り 去っ て し まう と いう 事 は 人 が 存在 する に いた る 、 ま る に その 目的 を 駄 月 に する 事 で ある 事 に 他 
な ら な いか ら で あ る 。 し か し な が ら ク ルアー ン と 下 書 は この 木 が 実際 の 木 で は な か っ た と いう 点 で は 同一 の 見 
解 の 様 で ある 。 人 を 裸 に し た り 、 信 に 普 と 悪 を 教え た りす る 特徴 を 持っ た 木 な ど ぼ 、 こ の 地上 に は 存在 し て いな 
い の だ か ら 、 こ れ は 何 か を 象徴 し て いる と 考え られ る 。 シャ ジャ ラ ( 木 上 いう アラ ビア 語 ) は 日 論 や いき か い 
を も 意味 し て いる 。 そ し て クル アー ン の 他 の 筒 所 で は 二 種 類 の シャ ジャ ラ ( 木 ) の 事 が 述べ られ て いる 中 わ ち (1) 
美しく 純粋 な 善 の 木 (2) 汚れ だ 悪 の 木 で ある 。 これ に 関し て は 、 14 : 25 E 27 を 参照 する と よい 。 純粋 な 事 と 純 
粋 な 教え は 前 者 に な ぞ ら れ 、 不 順 な 事柄 や 考え は 後者 に な ぞ ら えら れる 。 こ れ ら 6 の 説明 か ら 6 考 ん 、 こ の 飼 の 意 
味 し て いる の は (1) アダ ム は 日 論 (けん か ) を さけ る 様 命ぜ どら れ た ⑫ 彼 は 悪 に 対し 、 注 意 を 促 き れ た と いう 事 
で ある 。 


> 
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37. し か る に 、 悪 廃 が 彼 等 両 人 を 踏 踏み は ず き せ 、 322tG。C4< po Ni MA 


その 住め る と こ ろ よ り 乏 われ る 身 に 至ら し 


め り 。( 注 39) きれ ば われ ら は 云え り 、[ 出 き 3398 Os 7 


て 行け 。 お 前 だ ち 互 に 英 と な れ 。 地上 に . 


すま い 5 4 ノノ ンタ ウン ン "9 ょ うど の う 

( 注 40) な 前 た ちの 住居 あり 、 か り そ め の oodles os 
楽し み の た め に 」 と 。 , の 
38. その 時 アダ ム は 、 主 よ te 2 5 に の 3 こう の | a 
軍 し て 主 は 、 ア ダム に 情け を 垂れ 給え 2 
げに 主 は た ぴた ぴ び 憐 れ み に 転じ 、 a oN OE 
御方 に まし ます 。 ンク A ンタ 

39、 われ ら は 云え り 、[ お 前 た ちこ こ か ら 出 て 行 ER GE RS CYS 


けり 。 他 が 箇 導 が 前 た ち に 隆 る 時 、 之 RON 
従う 者 は 恐怖 も 悲嘆 も な か らん 」 と 。 2 の 02 


40. され 偽 せ ず し て 、 われ ら の 神 光 を 虚偽 な UM CS 3 


り と 云 う 者 は 、 業 火 の 住 人 と なり て 、 そ の nt 
中 に 久しく 住み 留まら ん 。( 注 41) Dos る 22 
第 五 項 


こども ら 
41. イス ラ エ ル の 子孫 ょ 、( 注 42) わし が お 前 た イン タッ ンタ 1 えみ ・ ブ 2・ イッ シン 5 ダン 
1 いい の SI EAA 
ち に 授け し 軸 恵 や 思い 起 し 、 わ し と の 契約 8 * 
99 ノ 3 レ エラ ヶ 22 3% < 


を 履行 せよ 。( 注 43) きす れ ば わし も お 前 OE CL | に の 

た ちと の 契約 を 果 き る ん 。 わ し の み を 明 れ 区 

え 。 . 
注 39 この節 の 最初 の 二 つ の 文 は す タ ン の 存在 が アダ ム と その を 彼 等 が それ まで 件 ん で いた 場所 か ら 誘 
問 し 、 そ れ に よっ て 二 人 が 今 ま で 楽し ん で いた 心地 よる を 失わ きれ た だ 亭 を 各 味 し て いる 。 2 :35 で 説 胃 きれ て 
いる 様 に 、 ア ダム を 頑 き 、 苦 悩 や も だ らし だ た の は 、 サ タン で あっ て 、 ア ダム に 仕え る 事 に 従わ な か っ だ と 言わ 
れ て いる イブ リー ス で は ほな い 。 故に ここ で は イブ リー ス を 指す の で は な く 、 ア ダム の 時 代 に いた 人 人 々 の 中 で ア 
ダム の 敵 で あっ た 他 の 誰か を 指し て いる 。 こ の 推論 は 、 イ プリー ス が アダ ム に 対し て は 何 の 力 も 持た に な か っ た だ 
と いう 事 を 示す 17 : 66 で も 支持 る され る 。 サタ ン と いう 言葉 は イブ リー ス よ り 、 ず っ と 広い 意味 を 持つ 。 と いう 3 
の は イブ リー ス は 神 需 に 属し 、 ア ダム に 仕え る 事 に 従わ な か っ た だ 、 悪 の 霊 鬼 に 与え られ た 名 前 で あり 、 そ の 為 、 
宇 市 の 悪 の 力 の 旗頭 で 代表 と な っ た 者 で ある 。 し か し サタ ン は 、 そ 和 れ が 波 で あろ うと 、 人 人 、 動 物 、 病 気 、 或 い 
は その 他 の どん な も の で あっ て も あら ゆる 悪 又は 普 の ある 存在 或いは 事物 に 対し 使わ れる の で ある 。 故に イプ 
リー ス は "サタン" で あり 、 イ ブリ ー ス の 仲間 や 結託 震 は "サタ ン 達 で あり 、 真 実 の 敵 、 有 害 な 動物 、 有 害 な 病 
気 も 全て “サタン 達 " な の で ある 。 クル アー ン 、 ハ ディ ー ス を し て アラ ビア の 文学 で は 、 サ タン と いう 言葉 が 、 
これ ら 6 の 一 つ 又 は 全て に つい て 自由 に 使わ れ て いる 例 が 、 至 る 所 に み ら れ る 。 








注 40 クル アー ン で は 生き だ た きま 天 に 1 る 者 は いな いと 王 張 きれ て いる 。 この節 で 、 は っ きり と 、 地 上 を 人 
の 生涯 の 住家 と 定め ゆめ 、 イ エス 履い は 、 そ の 他 の 誰 $、 生 きだ た まま で 大 に 只 っ て は いな いと 主張 し て いる 。 


注 41 イス ラム で は 、 地 獄 が 水 六 に 統 く と は 信じ て お ら ず 、 地 獄 を 、 罪 人 が 、 定 め ら れ た 期間 、 精 神 を 治 疹 
し 回 復 ふ せる 為 に 居る 一 種 の 偉 悟 の 場 上 と みな し て いる 。 (11 : 109 


注 42 “イス ラ エ ル " と は 、 イ サク の 皿 子 ど あ る ヤ ュ ブ の 別名 で ある 。 イ スラ エル と は 神 が 後 に ヤセ コグ に 与 
- えら れ た 名 で ある ( 創 生 記 32 : 28) 。 元 々 の へ プラ イ 語 で は イス ラー と エイ ル か ら 成 る 複合 語 で で 、(⑧) 神 の 王子 、 


= 


っ だ で っ 
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42. お 前 た ち 、 聖 書 の 確証 の た め に わし が 降 せ 6? と >。 EE 
CC | 
し も の を 信じ 、 こ れ を 笑う 最初 の 痢 と な る > a PD 
な か れ 。 ま だ た わずか な 価 で わし の 神 区 を 売 GDBCSGoU62S35 も 
る な か れ 。 こ の わし の み を 守護 者 も せよ 。 っ タ る 
OH 


43. 虚偽 を 以 っ て 真理 を 混乱 きせ 、 故 意 に 真理 を ウジ ン 本 > 
を 隠す な か れ 。 A bE SASS 





I 


© Orss 


44. 礼拝 を 遵守 し 、 喜 捨 を 惜しま ず 、 駒 拝 する の 2 人 の る 5 レ 
人 々 と 共に 庄 拝 せよ 。 BI I aS 


45. 経典 を 読み て 、( 注 44) 他人 に 療 行 を 励 め 2s532 Atoo2 和 て Eo32 人 


な がら 、 自ら は 逐 を 行う こ と を 忘れ た る ン ぅ 9 うど アノ ン ロレ ~3 
か ? それ と も 、 理 解 し 得 ざ る か ? UN RE 
46. 奴 耐 と 礼拝 も に よっ て 佑 助 を 求め よ 。 さ きれ SE, 8 2 a RE 

ど 謙 虚 者 な ら で は 、 を そ は 得 難 し 、 

O is 
47。 や が て その 主 に 見 え 宇 の 御 話 に 帰り 行く こ 4 2 る 3 
ょ を 固く 信ずる 人 々 な ら で は 。 2 
CVRD 








男 士 駐 は 兵 上 を 芝 味 し て いる 。(Concordance by Cruden & Hebrew-English Lexicon: 著者 W. Gesenius) イ ス 
ラ エ ル と いう 言葉 は (1) ヤ ュ プ 自身 ( 創 革 記 32 : 28)、(2) ヤ ュ ブ の 後 育 (中 命 記 6 : 3、 4) そし て 、(3③) 全 て の 方 
正 で 神 を 投 れ る 人 々 と いう 、 そ れ ぞ れれ 異な っ だ 三 つ の 意味 を 表し て し 2. (Hebrew-English Lexicon) 


注 43 アブラハム 以降 、 "契約" は 、 ユ ダ ヤ 人 達 に よっ て 喝 新 き れ た だ 。 こ こ で の "契約 "は 聖 理 の 数 ケ所 で ( 出 
エジプト 記 20 理 、 申 命 記 5 、18、26 誤 ) 触れ られ て いる 。 "契約 " 得る れ シ ナイ 山 に 神 の 栄光 が * 題 現し た 叶 、 
ユダ ヤ 人 達 は これ に 併 な っ た " 和 軍 と 稲 厩 た と トラン ペッ ト の 音 に 、 山 か ら 煙 が 立つ "( 出 エ ジ プ ト 記 20 : 18) の を 
見 て 、 信 り に も ち も 英 れ を お ぼ え だ た の で 、 モ ー ゼ に 「 直 方 が 話し て くれ れ ば 開き ます が 、 我 々 が 死な ぬ 様 、 神 が 我々 
に 語 き な いよ うに し て 下 き い 。| 上 時 ん だ 。( 出 エ ジ グ ト 記 20 : 19) NN 
を 技 過 し て し まい 、 そ の 為 神 は モー ゼ に 、 こ れ よ り 後 に は 、 ユ エ ユダヤ 人 の 中 か ら は モー ゼ ぞ の 欄 な 、 律 法 を ち ぢ 

質 言 者 は 現れ な い 事 を 告げ ば られ だ た の で ある 。 その 様 な 押 言 者 は 、 後 に ユタ パム 人 RI イシ ュー キル の 
商 か ら 出 現す る の で ある 。 0 この 節 で は 、 神 は イス ラ エ ル の 子供 達 に 、 神 が イオ サク と" 胡 約 "を し 、 
イサ タク の 子孫 が 、 押 と の “契約” を 果たし 、 押 の 十戒 に 従う の な ら 、 時 も し 果たさ 
な い の で あれ ば 、 四 恵 を は 〈 奪 る れる 事 を 思い 起き せ て いる の で ある 。 分 で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 "契約 " を 守っ 
て いな い 人 為 、 神 は 、 既 に 約 東 きれ だ 通り イシ ュ マ エル の 後 座 より 約束 きれ た 預言 者 を 出現 きせ た の で 、" 契 約 " 
は 、 新 し い 預 言 著 に 従う 人 々 に 譲渡 きれ だ の で ある 。 


注 44 に i 人 し て いる 。 し か し 経由 を 読み て 」 と いう 文 は 、 聖 書 の 全て の 内 容 が 長 実 で 
ある と 認め られ る 事 を 送 味 する も る の で は な い 。 


ら ド やら 
に が コリ 


ce アル ・ バ タラ 
第 六 項 タン ン ン タン シタ es タタ アン | | 
みれ いう らい 9 1 
48. イ スラ エル の 子孫 よ 、 わし が お 前 だ ち に 授 m ゆう Fe の 
けし 恩恵 と お 前 た ち を 万 民 に 優 り て 高め し BE | 2 りす 


こと を 思い 起こ せ 。( 注 45) i 
49. 何人 も 、 他 信 の 身 代 り に は な り 得 ず 、 執 9 YE DD ES GPOY OM の 


成 し も ( 注 46) 容れ られ ず 、 購 いも きか ず 、 2 ん 9 。 る ん 59 ん ダ ンス タン クタ 
W 
如何 な る 助け も 得 ら れ ざ る その 日 を 恋 DJ PP の 


2 


2 
ま a 
50. また 、 わ れ ら が ファ ラオ の 民 ょ より ( 注 47) 2 本 ウ ッ シン ッッ リュ ョ スイ クン 
UI le 9 
お 前 た ち を 救い た る 時 の こと を 思い 起 せ 。 タン 292 の と うり とう う 9 
彼 等 は お 前 た ち を 閑 酷 な 資 昔 で 苦し め 、 お 689 ワイ シ の で Po ター スタ 
{ Cu 
前 た ちの 息子 を 殺害 し 、 女 た ち を 必 め た り 。 了 か 2 DP! 
( 注 48) あれ は 主 の 隆 し た る 大 いな る 試 ec の 2 
練 な りき 。 


注 45 この 節 の 忘 味 す る の は 、 ユ ダ ヤ 人 が 優 っ て いた の は 、 役 等 の 時 代 の 他 の 和信 々 に 対し て だ け で あり 、 ク ク 
ルアー ン で は 、 全て の 民 の 中 で 永久 的 に 優越 で ある 民 を 伝え を よう と する 人 為 、3 :111 の 様 に 、 イ スラ ム 教 徒 が " 最 
も 秀 れ た 人 々 "で ある と の 表現 を し て いる 。 


注 46 球 り 成 し は 次 の 条件 で と り 行 な われ る 。 先 づ (1) と りな し を する 和信 は 、 と りな し て や り だ いと 思う 人 と 
特別 な が つなが り が な く て は な ら 6 ら ず 、 そ の 人 か ら 特 別 の 四 恵 を 受け て いる 事 を そう で な いと 、 と りな し を する 人 人 は 
あえ て と りな し を する こと は せ ず 、 と りな し 自体 も 実り 多き も の と な りえ な いか ら で あ る 。 (2) と た と うり な し を う 
ける 人 は 、 と りな し て くれ る 人 人 と 真実 の 関係 む 有 し て いな けれ ば ぼ ば な ら な い 。 後者 が 、 前 者 と 直実 の 関係 に な け 
れ ば 、 誰 も 他 の 人 人 の 學 に し りな し を し よう な と 思わ な いか ら で あ る 。(3) と りな し を 施 こ し て も 65 う 人 人 は 、 警 
遂 神 の 喜び を 勝ち た ん る の に 正直 な 和 努力 を し だ 人 で な く て は な ら な い (21:29) (4 と りな し は 、 神 の 明白 な 許 芽 
な し に は 光る きれ な い 。 (2:29565:10: 4) イス ラム 教 で 表現 8 れる 「 執 り 成 し ] と は 、 実 際 に は 、 つ で な い の 
形 を 変え た た も の に すぎ な い 。 何故 な ら 「 つ で な い 」 と は 、 こ われ た だ 絆 を 直す と か 、 ほ どけ か か っ だ 絆 を し ゆめ る 
ょ の 意味 を 表わす か ら で あ る 。 それ 故 、 横 い の 話 が 死に よっ て 閉 ざ ば き る れ て も 、「 執 り 成 し ] の 扉 は 開か れれ て いる 
の で ある 。 そ し て 「 執 り 成 し 」 は 神 の 落 悲 の 顕現 の 方 法 で あり 、 神 は 裁き 手 で は な く 主 宰 者 で ある 為 、 神 が を 
うさ れ よ うし と 思わ れ た 省 に 、 慈 悲 の 手 を 指し の で られ る の を 阻む 物 は 何 も ちな い の で ある 。 


注 47 ファ ラオ と は 特定 の 王 の 名 前 で は な 《 く 、 ナ イル 有川 流域 と アレ キサ ンド リア を 治め る 者 が 、 フ ァ ラ オ と 
呼ば れ て いた の で ある 。 モ ー ぜ では ファ ラオ で ある ラム セス TI ル 揚 の 統治 する 時 代 に 生ま れ 、 彼 の 息子 メン フェ タ 
II 世 の 台 区 時 に 、 ユ ダ ヤ や 人達 を 連 れ て 、 エ ジグ ト を 出 な けれ ば な ら な か っ だ た 。 ラム セス I 所 は 圧政 め ブ ファ ラオ 
と 呼ば れ 、 彼 の 後継 者 で ある メン フェ タ 1H ほ 提 が [ 出 テ ジグ プ ト の ファ ラオ 」 と し て 知ら 和 質 て いる ファ ラオ で ある 。 
(Enc. BibE 上 ピー ク に よる Commentary on (he Bible を 参照 ) 


注 48 ファ ラオ は 、 ユ ダ ヤ 人 に 、 つ らく 屈 里 的 な 労働 を させ て 、 某 隊 な 苦 役 を 課 し た.|-、 ユ ダ ヤ 人 の 息子 は 


唐 殺 し 、 妨 達 は 生か し て お てく と の 命令 も ドド し だ た 。 こ うい っ た 方 法 で 彼 は ユダ ヤ 人 の 人 間 性 を 破壊 きせ よう と し 
た だ け で な く 、 彼 等 の 気高く 細 壮 な 特質 の 抹殺 まで 企 て だ の で ある 。 


第 二 並 アル ・ バ クラ 





51, あの 時 われ ら は 海 を 分 け て お 前 た ち を 救 アッ ン 2 ェ ・ の RAE ンタ イン て CS 1 


い 、 お 前 た ちの 目前 に て ファ ラオ の 民 を 治 oedIUS うめ ゆう! 5 
注 タッ ン Nl 
死 せ し め だ り 。 ( 注 49) の 5 が も 
52、 ま だ た 、 わ れ ら が モー ゼ と ( 注 50) 四 十 日 に a 2 タッ ン ん IN i 
わた る ( 注 51) 契約 を 結び し 時 の こと を 思 ジ シ の oO A 9)| ge es ls 
= 2 
い 起 せ 。 . を の 間 、 モー ゼ の 不在 に 乗じ 、 お NM 


前 た も は 積 を ( 注 52) 拝 し 、 罪 を 犯し た り 。 
539. それ で も われ ら は その 時 、 お 前 た ち を 落し 8e95 MG or os 2 


だ た る は 、 お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ん が だ た 

め な り 。 
注 49 この 事件 は 、 モ ー ゼ が 神 の 命 に より ユダ ヤ 人 を エジプト か ら カ ナン の 地 へ 脱出 きせ た 時 の 事 で ある 
ユダ や 人達 は 秘密 青 に 夜 脱出 し 、 フ ヲ ァ ラオ が これ を 知り 家 来 達し 後 を 追っ た 時 、: EC で ほ に の まれ だ の その る 。 
この 僅 大 な 神 の 啓示 の 持つ 本 質 的 意味 を 理解 する に ば 、 類 似 し た 節 で ある 20 : 78:26:62 一 64:44:25 を も 併 
せ て 読む 必要 が ある 。 これら の 記述 か ら 判 る 事 は 、 ク ルアー ン が 述べ る 様 に (1) モー ゼ が 杖 で 海 を うっ た 野茂 い 
は 地番 が 述べ る 様 に モー ゼ が 海 に ず を か ざし た 時 、 丁 度 引 き 清 で あり 、 海 は その 海 床 を 表わし 、 後 退 し て ゆく 
時 で あっ た 。⑫) モ ー ゼ は 神 に 、 向 か う 岸 まで 急い で 渡る 様 、 神 に 命じ られ た 。(3) し か し ファ ラオ の 一 族 が 海 に 
Ee OR iam 眼 い つく さく 事 に 夢中 で 、 何 の を えも な く 海 に と び こ ん 

4) 戦車 の 重 装 備 や 、 重 い 武 具 等 を つけ て いな た 為 、 フ ァ ラ オ の 軍隊 の 進み 具合 が 非常 に 遅く 、 ま だ 海中 に い 
EON ゼ が 杖 で 海 の 水 を うっ だ た 事 と 海 が 
分 か れ た だ 事 に は 何 の 因果 関係 も な い の で ある 。 MR ユダ や ヤ 人達 は 大 急ぎ で 海 を 渡れ と いう 
事 が 、 モ ー ゼ へ の 神 兆 、 或 い は 神 か ら 6 の お 告げ け び あっ た か ら に すぎ な い 、 軍 が そう な る べく 図ら われ た か ら 、 
NE RN Rg 
め エ ユダ ヤマ ヤ 人 達 が 滋 る 為 の 道 が 出来 た の で ある 。 引 き 漠 と モー ゼ の 打ち お ぉ みろ し だ 杖 は 偶然 重なっ た の で あり 、 神 
の み が り 引き 湖 も な る 事 を 御存知 で モー ゼ に 丁度 その 時 水 を うつ 様 命 ぜ ら れ て いた 意 、 大 跡 と な っ た の で ある 。 

モー ゼ が エジプト か ら 6 カナ ン に 脱出 する 為 に 渡っ た 、 紅 海 の 正確 な 地点 に つい て は 、 礎 史家 達 の 意見 は 異な っ 

て いる 。 ある 歴 史 学者 は 、 そ の 場所 が タム スイ ィ ラ ー ト の 谷 緊 い は トゥ ミラ ー ト の 谷 よ も 呼ば れ た 、 フ ファラ オ 族 
の 首都 の あっ た ( 班 書 百科 辞典 、 第 4 巻 4012 項 "ラム セス "の 項 ) ゴ シ ェ ン 地 域 で ある と 指摘 し て いる し 、 他 
の 学者 は 、、 モ ー ぜ は も っ と 北 へ 上 り 、 地 中 海 の 近 く の カ ナン と 向かい あっ た ゾ ヅ ア ン の まわ り を まわ っ て いっ た 
と 考え て いる 。( 理 書 百科 辞 更 、1438 項 ) し か し 一 番 高い 可能 性 と し て は 、 モ ー ゼ の 時 代 の ファ ラオ ォ 族 の 者 の あっ 
だ タル ・ ア ビー・ ス レイ マー ン か ら 出 て ユダ ヤ 人 達 は 先ず チ ティム サハ 洲 の 北西 部 まで 行っ た が 、 湾 が 綱 の 日 状 
に 行 手 を 明 ん で し た 人 為 南 に 戻り 、 幅 が 2 一 3 マイ ル し か な い ス エズ の 街 の 近く の 紅海 を 渡り 、 カ ダ ス へ か っ 
だ た と 考え られ る 。( 聖 晋 百科 辞典 、1437 項 ) 

















注 50 ユダ ヤ 教 の 始 福 で ある モー ゼ は 、 ユダ ヤ の 民 を ファ ラオ の 独裁 か ら 逃 れる きせ た 、 ユ ダ ヤ 人 の 最も 億 大 
な 預言 者 で ある 。 型 半 の 記載 に 依 れ ば 、 ア ブラ ハム の 死後 光 年 程 の 後 、 を し て イエ ス に 先 だ つ 事 1400 年 の 頃 生 
きだ た と 言わ れ て いる 。 役 は 律 法 や 与え た 頂 言 者 で あり 、 そ の 他 の ユダ や の 預言 者 は 彼 の 確立 し た シス テム の 後 
継 独 に すぎ な い 。 


注 51 7:148 を 参照 の 事 


注 52 人 は 上 分 の まわ り を 取り 巻く 環境 に 隷属 し て いる 、 こ れ は 特に 、 支配 を うけ る 入 々 に 特有 で 、 彼 等 は 
自分 達 の 文 配 者 の や り 方 や 習慣 を 大 体 に 於 いて 真似 eg。 ユ エダ ヤ や 人達 は 長い 間 、 フ ァ ラ オ 族 の 奴隷 で あっ た 為 、 
自殺 に エジプト 人 達 の 偶像 崇拝 を 受け 入れ て いた 。 彼 等 は 、 モ ー ゼ に 連れ られ て エジプト を 出 て か ら 途 中 で 個 
像 典 拝 を する 人 々 に 出会っ た 時 、 モ ー ゼ に 、 似 た 様 な 礼 拓 を する 事 を 許し て くれ と 、 頼ん だ の で ある 。(7 :139) 
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94 


99、 


56. 


57。 


58. 


注 53 
に 経典 或 い は 石神 に 書か れ た 十戒 を 与え を られ だ た のみ で な 


ーー っ 


- 草 


別 の 基準 を 授与 し た る は 、 セ 前 だ たち が 正 し 
く 癌 か れん が だ め な り b。 

その 時 、 モー ー ゼ は その 民 に 云え り 、「 我 が 
同胞 ょ 、 お 前 た ち は 策 を 拝 し 、 自ら に 罪 を 
犯し た り 。 き され ば 悔い 改め ゆ て お 前 だ た ちの 創 
5 主 に 慈 悲 を 請 い 、 そ の 邪 欲 を 断 て 。 を の 
方 が な 前 だ ちの 創 9 主 の 御 心 に か な う 」 と 。 
その 後 主 は 、 ぢ お 前 だ たち へ 憐れみ の 顔 を 向け 
た りり 。 げ に 主 は た だ たびたび 憐れみ に 転じ 、 慈 
悲 深 くま し ます 。 

その 時 、 お 前 だ た ち は 云 た えり 、「 モ ー ゼ ぜ よ 、 我 
等 は アッ ラー を この 目 で 見 ず ば 、 流 を 信 ゼ ぜ 
ず 」 と 。 す る と 、 お 前 た ち が 見 て いる 前 で 、 
落雷 が お 前 だ ち を 襲い た 5 

われ ら が お 前 た ち を 死 ( 注 54) か ら 6 中 らし 
め た る は 、 お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ゅ ん が 
だ め な り 。 
面 し て われ ら は 、 前 た ちの 頭上 を 雲 で 
( 注 55) 首 い 、 マン ナ ( 注 56) と サル ワリ を 
( 注 57) 降 し 、「 わ れ ら が 用 意 せ る 佳 きも の 
を 喰 へ 」 と 云え り 。 彼 等 は われ ら を 害し た 
に 非 ず 、 害 し た る は 、 彼 等 肌 ら な り 。 


モー ゼ に 与え られ だ 十戒 の 書か れ て いた だ た" 鹿 "。 


て 規 絶 を お 号 え に な っ た だ 事 が 述べ られ て いる 。 


注 54 


そん 
この 節 は 、 不 遥 に 示 き 


感じ る 力 の 損失 (19:24) : 解明 する 


何 の 苦労 や 問題 も な 《 手 に 人 る 物 、 


デラ タグ 2 ン イン ン A 


. ま だ われ ら が モー ゼ に 、 経 典 と ( 注 53) 識 


@G500 FAUT PA UIE 

の 31 OO PP 
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rr レア a タン イン る 
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2 る 8 KC 3952 CE る タン ン 
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: 146、151、155 を 参照 の 事 。 こ の 第 で は 、 神 は モー ゼ 
善悪 を は っ きり 区 別 で きる 様 な 天 啓 や 神 兆 、 を し 


れ た だ 不当 な ユダ や ヤ 人 達 の 要求 が 、 彼 等 の 肉体 的 な 死 で は な く 精 神 了 向 な 死 を も だ 
らし た 帯 を 意味 し て いる 。 こ の 意 味 は 次 の 人 節 で 神 か 押せ られ る 、 
分 達 の 失っ て し まっ た 前 成 上 名 準 を 再び 与 
息 、(57 : 18) ・ 


“一 日 死 ん だ 流 ら を よみ が えら せ だ "即ち 、 自 


- え 65 れ た の 世 味 を 持つ 節 で 確証 きれ て いる 。 「 死 ] と は 成長 の 力 の 終 
力 の 損失 (6 :123) : 


人 人 間 の 生活 を みじめ に する 想 し み 


は ち み つ 或 い は 訓 を 意味 し て 


[サル ワ 」 上 と は (1) ア ラビ ア の 地域 や 近隣 の 国々 に いる うず ら に 似 た 白色 の 鳥 、(⑫) を それ が 何で あれ 、 人 人 


(14 :18) : 肉体 的 死 (レー ン に よる 語 い 辞典 ) を 意味 し て いる 。 
注 55 出 エ ジ プ ト 記 、40: 34 一 38 を 参照 の 事 

注 56 [マン ナ 』 と は 好意 或いは 贈り 物 、 

いる 。 

注 57 

を 満足 させ 率 せ に する 物 


; は ち み つ な と ど を 表し て いる 。 マ ン ナ と サル ワ を 天 か ら 授 か っ だ と の 表現 は クル アー 


第 ご アル ・ バ クラ 





る ラッ » る ッ プ ラ 円 の ラッ レラ 
DR RDO 320 PAD ECE 3 


入り 、 ( 征 59) い ず こ な り た と 好き な と こ る で 2 る の ノレ 2 る プ クノ re タッ ン クン ン 
腹いっぱい 食 せ よ 。 頭 を た れ て 門 を 入り 、 * 6 OS CE 
「 我 等 の 罪 を 許し 給え 」 と 唱え よ 。 われ ら っ 92 9 テラ CA < 
は お 前 た ちの 罪 を 落し 、 善 行者 に は 報 差 を @ dios 
増 き ん 」 と 。 

60. し か る に 不義 な す 徒 融 が 、 身分 だ た ち に 告げ ” A ば 人 Sb グラ ェ AUC 


デ 


られ し 言葉 を 他 の 言葉 に 変 ん だり 。 さ れ ば 
われ ら は 、 錯 を 犯 せ し 者 ども に 天 賠 を 加え CC か 0 4 56 
だ り 、 命 に 背 き し 故に 。 ンタ シン 
第 七 需 COs lb 
61. また モーゼ が 己 が 民 の だ た め に 水 を 求め て 祈 イター ラー レタ テー 2 の 12 の は 5 と る 
5 し 時 、 NO 「 流 の 秋 で その 岩 2 ろり の 2 あのー 
を う て 」 と 。 す る と 、 を こよ り 十 二 の 泉 が EES3I 4 > 人 た UCS 
湧き 出 で 、 ED の DSO 旧 所 を 9 - 
知り た り 。( 注 59) 「 ア ッ ラ ー が 葛 え る も の Sacc 
を 食い 且つ 飲め 。 き れ ど 地上 に 騒乱 を 起 し 、 


邪悪 な 行い を する な か れ 」。 PS RP 
62.、 思い 起す が よい 、 お 前 だ ちの 言葉 を 。 「 モー フラ タッ クー 12 4 の 
ゼ よ 、 我 等 は 唯一 種 の 食物 で は 満足 で きぬ 。 eb de a gr ol 351 


"a A 1 ~ る ン ノ 2 2 アン ン ノ 
太 地 で 育つ も の を 我 等 に 授け 賜 わ ら ん こ は CC CE PN 
を 、 主 に 祈 れ 。 す な わ ち 、 青 楽 、 胡瓜 、 衣 、 


ター ゥ アン ン ン アン ン メア と 
を そら豆 、 玉 者 な ど 」 モ ー ゼ は それ に 答え て 、 MS st イン ン も 6 











ン で は ニケ 所 に 兄 う けら れる 。 当 節 は その 一 つ で ある 。 (7 :1 も 参照 ) その つの 館 全 て に 「 我 等 が 授け た よ 
き 物 を や 食べよ 」 と の 訓令 が 続い て いる 。 こ の 事 か 6 シナイ 缶 の 荒地 で 幾 種類 か の 健康 に 良く 美味 な 食べ 物 が ユ 
AA 


注 58 「 品 」 は 特定 の 街 を 指す 必要 は な い 。 シ ナイ 山 か ら カナ ン に 向かう 途中 に あっ た 近く の 街 、 或 じ は 最 
も 近く に あっ だ た だ どの 街 で あっ て も よい 。 ユダ ヤ 人 達 は 自分 達 の 送っ て いた 生活 レベ ル に 央 す る 施設 や 快適 な 環 
境 や 、 以 前 の 生活 様式 を 持つ 街 に 住み た いと いう 欲望 が 強かっ た の で 、 私 有 権 の な い 砂 漢 で は ご さく 当り 前 な 、 
好き な 所 で 食べ る 事 が で き 、 住 宅地 の 生活 と 砂漠 の 生活 と を 融合 し た 様 な どこ か 返 隣 の 村 に 入る 事 を 試み た 。 
し か し この 変化 は 自分 達 む 他 の 人 々 と 接触 る きせ る 事 と な り 、 ひ いて は 自分 達 の 道徳 律 に も 影響 が 生じ る 為 、 自 
分 送 ] 中 映 に 関し て 注意 深く 、 又 神 に 対し て る 従順 で あろ うぅ と 努力 し た 。 


注 59 GRA A ー ゼ に 役 が 杖 
で た たけ ば すぐ 溢れ で る 様 に な っ て いる 特定 の 位置 を 啓示 な きっ た と いう 事 な の で ある 。 地質 学 者 に 知ら れ て 
いる 事 で ある が 、 時 々 、 小 高い 土地 や 岩のり の 下 の 浅 い 所 か ら 水 が 消 き 、 温か 何 か 重 い 物 で 、 9 OH 
だ りす る 上 と 瞬 時 に 水 が ほ と ば し る 事 が ある の で ある 。 


云え り 、「 お 前 た ち は 優れ る も の の 代り に 劣 2 

Ls b 1 
れる も の を 求む る か ? な ら 6 ば 、 エ ジ プ ト ご < 22DBaos CNIS 8 
に 降り 行け 。 し か ら ば 前 た ち が 求む る 6 を 232 所 引 je に 


の を 得 ん 」 と 。 ( 注 60) か く て 役 等 は 屈辱 と の ン タッ 9 る て 
困 究 を 補 り 、 ま た アッ ラー の 激怒 に 道 え り 。 Co きい 

こ は 彼 等 が アッ ラー の 神 落 を 拒否 し 預 営 | 4 mu る コタ シン 内 it 
者 だ たち を 不当 に も 殺せ る が 故 な り 。 こ は 彼 0 FS ON oi ais 


ピコ 


OH 分 (つろ し ろり の 9 ょ v ら 


等 が 才 い て 、 罪 を 犯し た る が 故 な り E レッ タン シン C22 
” [eh] ow | oar 
第 項 ⑲ の 1 lyar 


63. げに 信ずる 人 々 、 ユ ダ ヤ 教 徒 、 キ リス ト 教 。 3 e120 
徒 、 並び に サー ビア 人 た だ ち 、 ( 注 61) を の い ン [0 9 アーン ッ 2 
ずれ た る を 間 わ ず 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 最 後 ひめ 89 Py 


の 審判 の 日 を 信じ 、 閣 行 を 積む 人 々 は 、 主 GI 
ょ り 必 ず 報 装 を 賜 わ ら ん 。 耐 し て 彼 等 に は 、 Pe, od 
吉 ろ し きこ と 悲し きこ と 起 ら ざる べし 。 





注 60 長い 問 の 奴隷 生活 と 、 款 届 の H 々 が 続い た 為 、 RR 
ユダ や ヤ 人 達 が 自分 達 の 獲 病 る と 芯 背 さき を うち す て る 事 が 出来 る 様 に し ば らく の 間 、 砂 漢 で 野草 と 猟 獣 に 頼 
NE CE 
スチ ナ の 統治 者 と し な っ た だ の で ある 。 し か し ユダ や 人 人 達 は 神 の 本 当 の 御 心 を 理解 で きず メ 、 理 解 し た し し て も る を 
の 意味 を 深く て 考え る 事 を せ ず 、 街 に 住む 事 を 王 張 し た 。 神 は 彼 等 が 約 東 き 和 れ た 土地 を 支配 出来 る 様 に 進 偽 さ せ 
た か っ た の に 、 こ れ ら の 御 心 を 損ね た 不運 な 人 々 は いろ いろ な 作物 を 耕作 する 事 に 回 幸 し た 為 、 望 むる の の 得 
られ る 街 へ 戻る 様 に 告げ られ た 。 


注 61 す ビ と いう 言 葵 は ちもと も と 自分 の 信 促 を 新しい 信仰 の 為 に 捨て る 者 を 指す 。 し か し ここ で の サー ビア 
人 と いう の は サ す ぜ 教徒 を 指し 、 ア ラビ ア の 一 部 の 地域 上 その 周辺 の 国々 に 存在 する 特定 の 宗教 グ ゲル ー プ を 意味 
し て いる 。 その 名 称 は 、(1) メ ソ ポ タ ミ ア に 住ん で いた 星 を 拝む 人 々 (ギボン の “ロー で 帝国 " ムル ー ジ ュ ・ ア 
ル ・ デ ハーブ と 倫理 宗教 吾 科 辞典 、 8 巻 の "MIandaeans" の 項 参 照 ) 2) イラ タ の ム サ ー ル の 近 て (に 住み 単 …- 神 と 
人 金 て の 神 の 預 言 者 を 信じ て いた が 、 経 典 を 所 有 し な か っ だ た 人々 に 対し て 用 いら れる 、 彼 等 は クア の 信 多 に 従 が 
うと 主 央 し て いる 。 し か し 彼 等 と 、 聖 書 の 注釈 者 が 、 古 代 イ エメ ン に 住ん で い だ と し て 説明 する サー ビア 人 と 
混同 し な い 事 。 この 彼 は 、 神 と 終末 の 日 を 信じ る 事 の み で 救 わ れる 、 上 と 間違え を て 理解 きる れ て いる こと が ある 
が 、 そ うい う 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 クル アー ン が 強く 主張 し て いる の は 、 墨 な る 預言 者 を 固く 信ずる 
事 が 本 質 的 な 必須 の 事 で あり (4:151、 基 6 :93)、 そ の 信 抑 が 神 へ の 信仰 の 肝要 を 為 し 、 来 る べき 世 を 信 ず 
る 上 いう 事 は 、 神 の 落 示 を 併せ 信ずる 事 を も 意味 し て いる (4 て 151、52: 6:93)。 他 で も 、 イ スラ ム こ そ が 疾 
いも な く 、 宗 教 と し て 神 に 認め られ て いる と 基 言 きれ て いる (3:20、86)。 こ こ で 、 ク ルアー ン は 、 抽 と 終末 . 
の 日 を 信じ る 事 の 言明 に 局 刀 し て いる 。 こ れ は 啓示 と 聖なる 預言 者 を 信じ る 事 が 必須 で は な いと いう 理由 で は 
な く 、 補 と 終 来 の 日 を 信じ る 事 に は 神 の 啓示 と 聖なる 預言 省 を 信じ る 事 が 内 多き る れ て いる か ら で あ る 。 こ の 4 
つ は 本 質 的 に 切 雌 す 事 が 出来 な い の で ある 。 実際 に は 、 この 節 は ユダ ヤ 人 人 の"“ 我 等 こそ 神 に 選ば れ し 者 達 で あ 
る " そし て それ 故 救い の 対象 と な る 選 良 で ある 、 と いう 間 條 っ た 信仰 を うち こわ す 様 意図 きれ て いる 。 こ の 節 
の 叶わ ん も し て いる の 匠 われ る べき 者 9、 ユ ダ ヤ A、 キリ スト 半 サ 人 い は イス タム 赤 信 で め 
ろう と 括 わ な いと いう 事 な の で ある 。 信仰 が 口 だ け の も の で ある の な ら 、 そ れ は 生命 や 人 を つき 動か す 力 の な 
い 死 し た も の と な っ て し まう 。 そ を し て この 人 節 は 、 頂 言 を 具体 的 に 表わす 為 、 イ スラ ム の 真実 を 試す 安全 な 規準 
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ょ 所 や ょ 


第 二 : 


64. 


65. 


66. 


67. 


68、 


と し て も ぅ 取り 上 げ ば られ て いる 。 預言 は 、 即 ち も イ スラ ム が 真実 の 信仰 ( 款 
規準 は 、 預 言 が 、 イ スラ ム が まる に その 生存 も か け て 戦っ て いる 時 に 為 き れ だ た よい う 事 実に 基づい て いる 。 こ 
の 節 の 言わ ん に し て いる 事 は 、 ユダ ヤ 人 、 キ リス ト 教 徒 、 サ ぜ 信 徒 等 、 
人 
る 敬い 行ない を 為す の で あれ ば 、 


依 一 


まだ われ ら が 、 お 前 た ちと 契約 を 結び 、 お 


前 だ ちの 前 に 山 を 省 え 立た せ 、( 注 62) 「 ゎ 
れ ら が お 前 だ ち に 授け し も の を 座 持 し 、 そ 

の 中 に 記さ る れ だ る こと を 銘 記 せよ 」| と 云い 
し 言葉 を 思い 起 せ 。 

し か る に を その後 、 お 前 た ち は ま た 背け り 。 
も し アッ ラー の 思 恵 と 慈悲 な か り せ ば 、 お ゼ 

前 た ち は 必 ず 失 敗者 の うち に 入り し な り 。 


お 前 だ たち は 、 お 前 た ちの うち 安息 日 の 控 を 
破り し 者 ある を 知る 。 きれ ば われ ら は その 
Eb [ 猿 に 墜ち ょ 
( 注 63)、 茂 まれ よ 」 と 。 

か くし て われ ら は 、 彼 等 並び に 彼 等 の 後に 
来る 人 々 の だ た だめ に 、 神 を 思 れ る 和信 々 へ の 戒 
め と な せり 5。 

モー ゼ が 己 れ の 民 に 「 ア ッ ラ テラー が お 前 だ ち 
に 牝 牛 を 一 頭 戦 牲 に 供 を ん こと を 命 ず 」 と 
告げ た る 時 、 彼 等 は 云え り 、「 液 は 役 等 を か 
ら か うか 7? |] と 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー 
よ ょ 我 を 守り 給え 、 我 や 上 怠 者 の 一 人 だ らし せ 
る な か れ ] と 。 





深 て 正直 
1 イス ラ ふ 」 の 外 血 で 


を と いう こと で ある 。 


注 62 
の PS 


が ふ 
場合 


注 63 


この 弟 名 は シナ イ 山 が 実際 に ユダ ヤ 人 の 頭上 に 


も ょ で 野党 し て いた 時 、 シ ナイ 山 に 地震 が 起こ っ か が 1 


な 信仰 を 持つ の な ら 、 


こっ た 事 を 意味 し て いる に すぎ な い 。 
青 景 と も 考 た られ る ( 出 エ ジ プ ト 記 19) 2) そう いう 
に は 、 高 い 山 の 申 頂 が の れる と 頭上 に まる で か ぶさ きっ て いる 様 に も みえ ん る で あろ 2 う 。 


「 提 ] と いう 言葉 が 比 喉 的 に イス ラ エ ル 人 の 中 屈 き と 覗き を 表わす 為 に 使わ れ て いる が 、 


アル ・ バ クラ 
NR 2 る ノッ? タグ レレ アッ ン LJ 
0 Rt ら JSC CM !5 
ウン ルン As し 人 ドル ウン 
DURE NL 3 CC 
” re tk < EK 
AA UCOM oS 3 


12 uw シン ど タ ン ッ アグ 
YWP dy 
ラプ クノ っ が 的 MM ン 0 


el CIC QA ぅ 
る 2 
の PT 


ン 2(228 (235 2 の 6 II (23 
CA ン 5 

oe 
AP 移る EP re 
レン ジッ ン は 』 の ンタ スル ノー クレ 2 
NCE 
oes 


教 ) と し て 勝利 を 得る と ょ の 字 言 で ある 。 





宗教 に 関し て は それ が どの 宗教 で あろ 
を し て 、 長 の 宗教 (信仰 ) 則 ち 、 絶 対 的 な 帰 


彼 等 が 嘆く 事 も 、 彼 等 に 恐怖 が 訪れ る 事 $ も ない 。 


そり 立っ だ 事 を 斉 味 し て いる 訳 で は な い 。 これ は ユ 
メ 、 ユ ダ ヤ 人 


これ は 形状 


的 な ちの で は な く 性 格 と 精神 の 携 造 が 首 の よう で ある と の 意味 で ある 。 彼ら の 心 が 着 の 様 に な っ て し まっ た だ の 
で ある 。 を それ を 示す の に 神 は 比 際 的 な 表現 を お 使い に な る の で ある 。 も し クル アー ン で 病 体 的 な 争 へ の 変形 を 


意味 し て いる の で あれ ば アラ ビア 語 て で ハセ ヤ と いう 言葉 を 使う は ず で あり 、 


合理 的 な 存在 に 対し て の ハモ イン 


と いう 語 は 使用 し な い の で ある 。 こ の 言葉 を 使う 事 で 、 イ スラ エル 人 が いて ら 富 や 教育 が あっ て も 猿 同 様 世 間 


で る げす まれ 、、 


地上 で 強大 な 力 を 得る 事 が な い 事 が 指摘 る れ て いる 。「 舞 ] と いう 語 の 持つ 原義 は 、 


ご み の 中 


に 屈 供する と いう 内 容 の 他 に 、 卑 届き と き げ すみ と いう 各 味 が ある 。 5 誤 61 飾 も 参照 の 事 。 
又 す べ で て の ユダ や 人 を 指す の で は な いと いう 点 で 当 立 75 招 ( 注 68) 参照 の こと 。 


に 1 
| | 
仙 
に | 
~~ 
LN 
0 
wy 
N 


69. 彼 等 は 云え り 、「 お 前 の 主 に 祈り 、 如 何 な る 7 る スー スレ フェ ンプ ツ を 979 の イン 6 る 
慈 牛 な の か 我 等 に 明示 せしめ よ ] と 。 モ ー どり) G6 08 8 MR 

ら ーー ジ ュ ! 〆 アコ デ ンズ ウン ノンノ る 

ぞ は 答え て 、 云 えり 、「 神 は 仰せ られ だ り 。 4% SRI 9598 る 2 


龍 い 過 ぎ て も 、 若 湯 ぎ て も い ず 、 そ の 中 間 。 a 
で 丁度 年 頃 の 牝 牛 な り と 。 き れ ば お 前 た ち 、 BOS le a 


命ぜ られ し こと を な せ 」| と 。 
70. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の た め に 主 に 祈り 、 牝 Old 9 Ce 8 CAE 
生 が 如何 な る 色 か を 我 等 に 明示 せしめ よ ] タタ レ A て 
ほ 。 モ ー ぞ は 答え て 、 云 えり 、[ 神 は 仰せ ら OS 8G Ao 8 
れ た り 、 る は 焦げ 茶色 で 、 鮮 明 に 開 え 、 見 
る 人 を ば 喜ば し むる 牝 邊 な り 」 と 。 CN 2 
71. 彼 等 は 更に 云え り 、「 我 等 の た め に 主 に 祝 り 、 AS alt (あら OO レン 5 
i ッ 9 92 1 
よ 。 我 等 に は どの 牝 十 も 同じ よう に 兄 え る G0 M2 
故に 。 ア ッ ラ ー の 御 意志 な ら ば 、 我 等 は 必 
ず 捜 し 当て ん 」 と 。 
72 モー ゼ は 答え て 、 云え り 、 「 神 の 仰せ は 、 大 ン a 4 CN a 
の 


で 


る 
地 を 耕し 、 作 物 に 水 を 少 ぎ て 疲れ ぎる 牝 キ 。 0 リン UE ds 


OD G0] ERE EG EN HS 
、「 い ま ょ う や 《 液 は 真実 を 告げ た なり.」 


と レイ タン レッ ン ノッ 9 ン イン の) アッ 
6 そこ で 彼 等 は 心 な ら ず も その 牝 年 を 科 の obo6 し BR (まり の 
牲 に 供え だ り 9。( 注 64) 
第 九 項 


~~ 
て いら 


思い 起 せ 、 お 前 だ ち が 人 や を 殺し 、( 注 65) を (2 る ?% 2 1 ン 2・ 960 Cs A < 
i a ーー トト | SSAGBK 3 
の 加害 者 に つい て 相 い 争 え る 時 、 ア ッ ラ ー 








a か で + hy て で ン 299 才 22 4 
は お 前 た もち が 隠せ し こと を ( 注 66) 明白 に DOL SN 
せり 。 
注 64 ィ イス ラ エ ル 人 人 大 は 手 を 非常 に 尊敬 する エジプト 人 に 混じっ て 共 く 時 て きま て いた 政 に 生 に 対す る 
交 般 の 念 は イス ラ エ ル 人 の 心 に すみ つい て い だ 。 こ 和 が 、 彼 ら が UL た 際 、 生 の 形 る 用 いた 理由 で ある 


の 会 
(2 将 52 節 、 出 エエ ジグ ト 記 32 1 4)。 心から その 念 和 を 呼び 起こ す 為 、 何 投 上 0 いけ に を に する 様 に と 彼ら 
人 0 だ ( 民 数 紀 19: ユー9 コンピ ビ 記す: ユー21 516: 3、11)。 eR 妥 が ん 用 に 特殊 な 邊 を 飼っ て い 

あ うす べき 神 命 が ある と の 誤解 を し て いた 。 政 に 、 彼 ら は 、 打 度 $、 モ ー ゼ に 、 神 が いけ に を にせ 
よ ょ と 命ぜ られ だ 二 に 関し 、 詳 し く 指 定 を する よう に 近 り 、 を その 質問 の 結果 とし て 、 モ ー ゼ か ら 勤 物 を 指定 する 
導 の 、 幾 ら か の 委 件 が 加え られ た 。 


ry 
で 
3 
A 

し 
a 


注 65 前 途 の 章 で 、 エ ユダヤ 人 の 諸悪 な 風 容 や 沖 悪 が 述べ られ れれ た が 、 こ の 間 で は 、 十字 衝 上 で イエ ス を 殺 そ う 
と し た 最大 の 罪 が 述べ られ て お り 、 そ の 為 、 聖 並 に 依 れ ば 、 そ の ユダ ヤ 人 は 、 偽 り の 預言 首 で あっ た だ 事 が 示さ 
て いる (店 谷 記 21 : 23)。 この 和 極上 悪 な エダ マヤ 人 の 計画 は 、 全く の 基 敗 に 帰し た の で ある 。 イ エス は 十字 介 か ら 、 
まる で 死人 の 様 で は あっ だ が 、 ま だ 生き て いる 状態 で お る され た 。 この 膝 喝 的 事実 に 関 し て は 、23・5] を 参照 

の 事 。 


> だ や > 





系 二 立 アル ・ バ タラ 
し か 
i ーー ~ 一 音 ゝ 。 タタ う ?2 ノ 
74. 面 し て われ ら は 云え り 、「 そ れ の 一 部 を 以 て IM 


75. 


76. 


77。 


死体 を 打 て 」 と 。 か くし て アッ ラー は 死者 
を 凌 ら せ 、 お 前 だ ち が 納 得 ゆ く よ う に る その 
神 兆 を 示し た り 。 

し か る に その後 、 お 前 だ ちの 心 は 岩 の 如 く 
衛 く な り 、 いや 岩石 より も 硬く な れ り 。( 注 
67) その 岩石 の 中 に は 河川 が 湧き 出 で る も 
の も あり 、 ま た 央 が 裂け て 水 が 溢れ 出る も 
の も あり 。 ま だ アッ ラー を 胃 れ て 自ら 茶 謙 
する も の も あり 5。( 注 68) アッ ラー は 決し て 
お 前 た ちの 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。 


お 前 た ち 、 役 等 ユダ ヤ 人 に 、 お 前 た ち を 信 


ずる こと を 期待 する の か ? 彼 等 の 或 る 者 
は すでに アッ ラー の お 言葉 を 聴き 、 そ れ を 


理解 し な が ら 、 し か も その 大 切な こと を 知 
りつ っ つつ 、 和 私 で 改 客 せ 5。 

彼 等 は 信者 に 会 を ば 、 云 う 、「 我 等 $ ま た 信 
ず 」 と 。 き され ど 仲 間 同 士 に な る や 、[ ア ッ ラ ー 
が お 前 だ ち に 打ち 明け し こと を 彼 等 に 教 
え 、 主 の 前 で 彼 等 と 論争 する つも りか ? 
お 前 た ち 、 そ れ が わか ら ざ る か ? | と 云う 
( 注 69) 





注 66 
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Ha RIFE 
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この 節 は 、 イ エス の 死に 関す る 苦 実 


われ る 時 が くる 事 を 示し て いる 。 


: 67 
な っ た 。 彼ら の 心 は 後に は どん どん 条 軟 性 を 失い 、 
る 。 この節 で は 、 右 の 様 に 生命 の な いも の で も 、 ま だ 、 
ら 遠 く は な れ て し 
て きき てい 


注 68 


前 節 で 言及 きれ て いる 無実 の イス ラム 教 


まっ だ ユダヤ 人 は 、 あ まり に 
る の で ある 。 石 で すら 


ユダ ヤ 人 に 関す る 


が 明る み に 出 て 


、 こ の 事件 や 長く 隠し 続け て きた 宝 い が 収 り は ら 


使 の 殺人 は 、 メ ディ ナ の ユダ ヤ 人 達 の 運命 や 討 出す る 所 と 
まる で 石 か 、 も っ と ひど く 《 く か だ く な に な っ て し まう の で あ 
何ら か の 役 に だ つの に 、 
も 婦 落 し て し まい 、 
そこ か ら 水 が 湧い て 人 の 為 に な る 事 が ある の に 、 彼 ら は 大 以下 で ある と いえ る 。 


有 徳 な 事 を し よう と する 心 か 
高河 な 所 楽 な ど 、 合 ざら れ て も し な く な っ 


比 只 的 表現 で 「 鍵 ] ( 当 将 66 節 ) や 、「 岩 石 よ り 宣 て 」( 当 節 ) と いう の ほ は 、 ユ ダ ヤ 
人 人 全体 に あて は め ら れる も の で は な い 。 何故 な ら 、 エ ユダヤ 人 の 織 らら か は 、 
て か ら で あ る 。 こ れ に つい て この 節 で "彼ら (ユダ や 人 ) の 中 に は 、 


紛 和 も な く 、 神 の 連 散 に KU やれ 動 
デッラ ー を 暴 ほれ て 謙 る 者 も いる と 表現 きれ 


て いる 。 
注 69 この 館 で は 、 常 に 偽善 者 ぶっ た 行動 を する 他 の 階 屋 の ユダ ヤ 人 に つい て 述べ て いる 。 彼ら は イス ラム 
教徒 と 泥 じ る と 、 世 俗 的 な 日 的 か ら 和 し 、 自 分 達 の 経典 中 の 聖なる 背 言 革 に 関す る 預言 を 確認 する の で ある 。 


し か し 自分 卓 と 同種 の 者 達 た 交わ る 時 は 、 自 分 達 の 基 同 社会 中 の 他 の 著 達 か ら 、 神 が 彼ら に 啓示 し た 事 に つい 


て 、 イ スラ ムッ ム 教徒 上 産 を 啓 醸 す 


SM RE RR REE 


る 事 を 叱 点 きれ る の で ある 。 即ち 型 芋 の 中 の 聖なる 抜 言 者 に つい て の 預言 を イス 
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本 侍 ア ララ ー が 、 人 の 陸 す こま eo62052O6U2S206ow) 


tk 


わす こ と も 併せ 知る こ と を 知ら ぎる か ? 

79. 彼 等 の 中 に は 無知 文盲 な 徒 器 あ り 。 その 者 (人 KN アン 29 ブ ッ ン アン ラグ 。 タッ タッ 本 
SITET 

た ち は 経 典 も 知り も せ ず 、 た だ 誤っ た 概念 a Sot 5 


で 憶測 する に すぎ ず 。 | 


3 3 9 っ 292( ン ンマ Wd 
80. 自ら の 手 で 経典 を 記し 、「 こ は アッ ラー より 5 A る 5 NR GO NY 
降 き れる も の な り ] と 称し 、( 注 70) 僅か ば 


i PR SN 
か り の 人 金子 を 得る 者 ども に 災い あれ 。 己 が 。 DAs 
手 で 記し だ な る が 故に 、 また 利益 を 得る が 族 CN ン Ex ンー 22 る の ラン ん っ 2 9ZZ 5 42 タダ る 
に 彼 等 に 淡い ` あ れ 。 TDA Yu 
81. 彼 等 は 云う 、「 業 火 が 我 等 に 触れ る は 、 数 日 YY な 


に し か すぎ ず 」 と 。( 注 71) 云 を 、「 お 前 た 人 
ら ア ッ ラ ー と 約束 を 知 び た る か ? 条 し て 542 委 の 中 る 


然 ら ば 、 ア ッ ラ ー は 約束 を 破 ら ぎる べし 。 2 
を それ と も お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー に つい て お DTY Cd 
前 た ち が 知 ら ざ る こと を 語る に 非 ず か ?」 

と 。 


82. 悪行 を 重ね 、 を の 罪 に 囲ま れ て 身動き で き EE の FM る る ンク 人 
只 者 、 役 革 は 楽 火 の 住 人 と な り て 、 氷 玉 に の 
A od iss 

83、 る れ ど 信じ て 導 行 を 積む 者 、 彼 等 は 楽園 の ON ン 52 フン ラッ 

(© 1 | 1 
住人 と な り て 、 永 示 に を その 中 に 住み 名 ま ら < に 2 
LAs Zo, 2 の 
6 8 ao 
第 十 項 」 。 a 02 2 
84. われ ら が イス ラ エ ル の 子孫 と 契約 を 結び し WO5O2390 ッ woe 3 





注 70 ユダ や 人 の 中 に は 、 神 の 言葉 と 称し て 本 を 作っ た り 9、 そ れ ら の 一 部 を 作っ た 著 達 が いた だ 。 こ の 様 な 行 
為 は ユダ ヤ 人 送 に より 、 し ば し ば 行わ れ 、 そ の 上 、 正 統 な 理知 の 他 に 、 ユ ダ や 人 枯 が 、 啓 示さ きれ た だ 本 で ある と 
し て いる 数 冊 の 本 が ある た め 、 啓 示 ふ ぉ れ な か っ た 本 と 座 が きれ だ 本 と の 区 別 を する 事 が 今 で は 不可 能 に な っ て 
《 く て いる 程 で ある 。 


注 71 ユダヤ 人 の 幾つ か の 迅 習 を 述べ た 後に 、 ク タル アー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 人 の ご う まん きる と 、 心 の が ん 遂 き の 根 
本 陰 壇 因 を 説明 し て いる 。 クル アー ン の 指摘 する 所 に よれ ば 、 これら は 遇 を や うけ な いと いう 間違っ た 一 般 概 半 、 

(Jew、Enc・Gehenna 参 照 ) 或いは 、 も し 前 せ られ る 様 な 事 が あっ て 5、 そ の 期間 は 極端 に 短く 、 極 くき きい 
な 前 で ある と いう 誤解 oe し て いる 。 型 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 一 部 の ユダ ヤ 人 は 、 自 分 達 の 凡 は 40 日 間 以 
上 続く まい と 思っ て いた くら いで ある 。 あ る 者 達 な ぼ は 、 そ れ を 7 日 間 な ど と 、 勝 手 に 短縮 し て いた 。 目下 の 
- 所 、 ユ ダ ヤ 人 が あま ね 信じ て いる の は 、 ど の グル ー プ に 属し て いよ ょ う が 、 い か に ひび どい 人 間 で あっ て も ぅ 、 舞 
神 論者 で な い 限 り 、11 ヶ月 、 或 い は 、 い くら 長く 《 と も 、1 ヶ 年 捧 上 、 地 獄 に と ゆめ おか れる 事 は な いと いう 事 で 
ある 。 こ うい う 首 壮 は 地獄 で 、 一 生 次 苦 を 負う も の で ある が 。 


bl 


3 





時 を 選 い 起 せ 。f お 前 たち アッ ラー 以外 何者 
も 崇拝 する な か れ 。 面 し て 、 両 親 、 親戚 、 
孤児 、 貸 者 を 親切 に せよ 。 人 々 に 優し く 言 
葉 を か け 、 礼拝 を 遵守 し 、 喜 捨 を 惜しむ な |」 
し か る に お 前 だ ち は 、 僅 か な 一 部 の 者 を 除 

いて 、 他 は 顔 を を そむけ た り 。 


0 お 前 た ちと 契約 を 結び し 時 、 
り 、「 お 前 た ち 、 己 が 箇 を 流す な か れ 。 

a 
と 。 そ の 時 お 前 た ち は 、 こ れ を 起 認 し 、 自 
ら その 証人 だ り し な り 。 

86、 し か る に お 前 だ た ち は 、 ロ が 同胞 を 殺し 
っ hg の 部 を を の 住居 か ら 逐 い 、 0 
きえ ぇ 相 い 謀っ て 、】 悪 と 憎しみ と を 以 て 役 等 
に 敵対 せり 。 彼 等 が 健 囚 し な り て ひか れ て 
くる と 、 追 放 そ の も の が 違法 な る に も か か 
わら ず 、 身 代金 を 要求 せり 。 お 前 だ ち は 経 
典 の 一 部 を 信じ 、 他 を 拒む 気 か ? お 前 だ 
ちの うち か か る 行為 を な せる 者 の 報い は 、 


現世 に お いて は 恥辱 、 審 判 の 日 に は 極刑 に 
処せ られ る で し 。 げ に デッラ ー は お 前 た だ ち 
の 所 業 を 見 過 し 給 わ ず 。( 注 72) 


や から 


87. か く の 如 き 徒 若 は 、 来 世 よ り 現 世 を 選ぶ 者 
な り 。 彼 等 は 牧 罰 を 軽減 せら れず 、 ま た だ 如 
何 な る 佑 助 も 得 ざ る べし 。 


注 72 聖なる 天 計 者 の 時 代 の メデ ィ ナ に は 、 三 つの ユダ ヤ 人 の 部 族 、 
ル と バ ヌ ー・ ク レー ザ ヒ に 、 二 つ 

ヌカ と バス ヌー・ ク レー ザ ボ の 二 つ の ユダ ヤ 人 の 部 族 が 、 

た 。 こ の 為 、 


の 旭 教 徒 の 部 族 ア ウス と カズ ラッ ジュ が 住ん え で いた 。 
又 カ ズラ ッ ジ ュ に は 、 
凌 孝 徒 間 の 戦争 が 始ま る と ユダ や 人 人 達 は 自動 的 に まき こま れ て し まう 。 し か し 戦争 中 に 、 
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ケー ヌカ 、 バ スー・ ナ ズィー 
アウ ス の 陸 に バ ヌ メー・ ケ ー 
ナ ズ ィ ー ル が 際 接 し て い 
異 教徒 


バス ヌー・ 


スー・ 


が ユダ や 人 を 捕虜 に する と ユダ や 人達 は 寄付 を 集め 身代金 を 支払 っ な た 。 ユ ダ ヤ や 人達 は 漠 教 徒 の 捕虜 と し て 拘束 


る きれ る 事 は 不当 で ある と 考え た の で ある 。 クル アーン は こ 
化 を 禁止 する の み で な (、 科 互 の 戦争 関係 し あか らき る まな 
この よう に 、 
96 と し て いる 。 ユダ ギヤ 人 の 奴隷 化 桂 止 に 関し て は 、 レビ 記 25 : 


受け 入れ て 、 残 り を 否定 する 程 下 いじ 事 は な 〈、 


・8 委 昭 。 


の 風習 に 
を 岳 じ て な り 


役 ら の 信仰 が 、 ユ ダ ヤ 人 の 奴隷 
更 書 ( 駐 は 経典 ) の ・ 部 だ け を 
一 部 を 受け 入れ な いと い 2 路 沙 し た 忌 の 証 
39 一 43、47 一 49、54、55 : ネネ ヘミ ア 記 ・ 


は 反対 で 、 


x 
| 


88, 


89. 彼 


90. 


9」。 


92. 


注 73 
の 更 な る 又は 、 祝 福 き れ た 言葉 と の 意味 ぅ 表す 。 
注 74 この 節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 は 、 異 数 徒 の アラ ブ 人 達 に は 、 


を ひろ め る 事 上 と な る で あろ う 拓 言 者 の 到 米 に つい て 、 
い は 、 


EE 
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第 十 一 項 

げに われ ら は モー ゼ に 経 下 を 与え 、 彼 の 後 
0 また われ ら 

、 マ り リア の 子 の イエ ス に 明 証 を 与 を ん 、 型 
PSSP 
し か る に お 前 だ たち は 、 使 徒 が お 前 だ ちの 意 
こそ ま ぬ 口 示 や も だ ら す だ びに 、 お 前 だ ち 
は 横柄 に 振る 舞い 、 或 る 使徒 を ば 嘘つき と 
の の し りり 、 ま な た 或 る 使徒 を ば 殺害 せる に 正 


# 云 う 、「 我 等 の 心 は 用 わ れ て いる な 
り 」【。 ず ! アッ ラー は その 不信 心 
に 彼 等 を 呪 記せ り 。 信ずる 人 々 の 
究 密 た る と よら i 
て 、 彼 等 の 手許 に ある 聖書 を 完全 な らし 
め ぬる 経典 が アッ ラー より 5 彼 等 に 降 き れる 
と 、 ne に 対す る 勝 
利 を 祈願 し な が ら 、 来 る $ る の が 米 る と 、 信 
ずる こ と を 拒み だ 0 ( 注 74) きれ ば 、 ア ッ 
ラー ー の 呪 調 、 不信 心 者 ども の 上 に あれ 。 
災い は 、 彼 等 が 自分 の 魂 を 宙 り 渡せ し こと 
な り 。 つ まり 、 役 等 が アッ > の 話 せ し 経 
虹 を 信 ぜ ぎる は 、 ア ッ ラ ー が 僕ら の 中 で 
に 入り の 者 に 思 秀 を 垂れ 給 う こと を 条 む 
が 故 な り 。 か く て 彼 等 は 、 主 の 終り の . 上 に 
hl 記 り を 招 け 5 。 不信 心 者 ども に は 也 ず 
き 懲 前 あり 。 a 
BE の 
ぜ ょ 」 と 云う と 、 彼 等 は 客 を て 云う 、「 我 等 
は 我 等 に 降 さ きれ た る も の を 信 ず 」 と 。 きれ 
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「 間 と は 天使 長 が グリ エル の 別名 と し て 広く 知ら れ て いる 。 ル フル ・ ク ドゥス 人 [ 聖 守 ) と は 神 


自分 達 の 経典 で ある 型 中 に 、 貞 界 中 に 真実 


知ら せな い 様 に し て いた だ よい うこ ょ と が 表 き る れ て いる 。 改 
その 解決 の 仕方 と し て は 、 聖 な る 預言 者 の 勾 来 以 に 、 


ユダ や 人 達 は 、 神 に 熱烈 に 、 ま ちがっ た 信仰 に 


うち 勝つ 真実 の 信仰 や も る たらす 項 言 者 を 出現 きせ る よう 祈 灰 し て い だ の で ある と いえ る 。 し か し 、 自 分 達 の 祈 
願 し て いな 預言 者 が 実際 に 出現 し 、 席 偽 に うち か つ 真 実 の 擬 勢 (支配 ) が は っ きり する と 、 ユ ダ ヤ や 人 達 は 、 屯 


言 者 を 受 


け 入 和 れる 事 を 担 否 し た 。 その 結果 、 


自分 産 の | に 、 


神 の 呪い や うけ る 事 と な っ だ の で ある 。 





93。 


94, 


95。 


96. 


97,. 


ド 、 そ の 後に 降れ る も の は 、 だ とい それ が 
すでに 授かり し 経典 を 完全 な らし め る 真理 
で あろ う と 、 役 等 は 之 を 信 ぜ ざる な り 。 2 
ぇ え 、「 お 前 だ ちゃ も し 信者 な ら ば 、 何 故 ア ッ 
ラー の 預言 者 た ち を 殺害 し た る か ?」| と 。 
か つて モー ゼ が 、 お 前 た ちの と ころ へ 数 々 
の 奇跡 や も た ら せ し 時 、 お 前 だ ち は モ ー ゼ 
の 留 留守 に 、 積 を 拝 し て 罪人 と な れ り 。 


思い 起 せ 、 わ れ ら が お 前 だ ちと 契約 を 結 


の CURRENT 
「 わ れ ら が お 前 だ た ち に 与え し も の を 堅持 
し 、 耳 を 傾け ょ | と 云え る 時 の こと を 。 す 
る と 彼 等 は 、「 我 等 は 聴く て 、 き されど 従わ ず 」 
と 答え た 9 。 彼 等 は 信仰 心 を 持た ぬ が 故に 、 
その 心 は 息 の 愛 に 触 ば まれ た り 。 云え 、 [> 
前 だ ちの 信仰 の 命ずる も の は 、 そ れ が 信仰 
だ と に うな ら 、 言 語 道断 な り 」 と 。 
芯 え 、[「 ア ッ ラ ー と 御 一 緒 で きる 来世 の 住処 
が 、 す べ て 他 の 人 々 を 排除 し て 、 お 前 た ち 
だ け の も の と する な ら 、 本 当 に を そう 思う な 
ら 、 死 を 望め ] と 。( 注 76) 
し か し 彼 等 は 、 決 し て 死 を 望ま ざる で し 、 
すでに 送り し 己 が 罪 故 に 。 アッラー は 不義 
な す 者 ども を よく 知り 給 う 。 
液 は 、 彼 等 が 、 多 神 教徒 に も ( 注 77) 増し 
て 生 に 執着 する こと ょ と 最も は な は だ し き 民 な 
る こと を 必ず 知る ご し 。 千年 も 生き 長らえ 
ょ うと 望む 者 あり 。 ぉ きれ ど 、 だ と い 長 寿 を 
授 か が ろう と 、 を は 懲 凡 を 免れ ぎる べし 。 ア ッ 
ラー は 彼 等 が な せる こと を すべ て 知り 給 


に 


“Jr 





注 75 


注 76 
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2 :64 を 参照 の 事 。 


この 問 味 は 、 も し エダ ヤ 人 が 、 


神 が 彼 ら の み に 神 の 恵み を 与え られ な だ と いう 王 張 が 正当 で 、 聖 な る 預 


言 者 の 主張 が まち が っ て いる と 確信 する の な ら 、 彼 ら は うそ を つい だ た だ こと に より 死 と 破滅 を 求め る さき だ と の 
意味 で ある 。 


Se 
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第 十 二 項 
98. 去 を 、「 が ガブ リエ ル に ( 注 78) 敵対 する 者 は < (OH る と し を タフ ァ ィ ク タク 
誰か ? i hs は アッ ラー の 命 を ” dE da SOc Oo? J 
29 グ ニー ググ タ ォ デ アア テッ ン 半 : み M 
夫 じ 、 以 前 に 降る きれ た る 経典 を 完全 な らし 2 uu igh 
め 、 えた 信者 へ の 和 導 並 びに 期 報 と し て 流 Jy 
の 心 に 啓示 を 降 す 者 な 9 。 HRN 


99. アッ ター、 諸 天使 、 諸 使徒 並び に ガブ プリ ェ ー be の Wo 
ル と ミカ エル に ( 注 79) 敵対 する 者 は 、 誰 ょ タッ レン 
れ で あれ 、 そ の よう な 不信 心 者 に 対し て は 、 OI 086 0625 
アッ ラー は 敵 と な る 」 と 。 ( 生 80 
明 操 - Gl ン シ ッ ン 8? 
0. げに われ ら は 、 数 々 の 月 白 な る 神 兆 を 液 に IL A っ CPIO 
降 し た り 。 耐 し て 之 を 拒む 者 は 、 不 信心 者 か マタ 
ば か りな り 。 . On! 


100. な ん だ る こと か 1! 契約 を 結ぶ だ びに 、 何 2 る ッ ン SC スン 1 
Li L】 Ral 5 
大役 等 の 中 の 或 る 者 は そ それ を 破 楽 する の 


29 2 94 
か ? 然 ら ず 、 彼 等 の 大 方 は も と も と 信 ぜ OH Ye Ci 
ざる な り 。 

10. それ 故 こ の 度 、 名 OR a GS SO 3 
テッ ラー より 使徒 が 違わ きれ る と 、 経 典 を 2 
賜り た る 人 々 の 一 部 は 、 な に MP CS CI GO RS i ads 
閑 い 、 ア ッ ラ ー の 経典 を 背後 に 投げ 捨て う レ ぅ 29 ププ 9 2 る イン 


りう 部 


注 77 ユダ ヤ 人 と 比べ 、 多 神 教徒 の 方 が 、 現 世 の 生 活 に 屈 人 征 的 で は な い 、 何 故 な ら 、 ユ ダ ヤ や 人 と 培っ て 軸 孝 
徒 達 は 、 死 後 の 人 生 の 存在 を 信じ て い ず , その 為 、 死 後 の 前 を 恐れ る 事 も な いか ら で あ る 。 


= 








注 78 [ガブ リエ ル 」 と は ガブ プル と イル の 合成 語 で 、 神 の 勇 か ん な 下僕 、 牙 い は 、 神 の 台 使 い の 意 味 を も つ 
へ プラ イ 語 の が ガブル は 、' 吾 使い "を 意味 し 、 イ ル は "強大 な "力強い "の 意味 や 表す 。 イ プン ・ デ アデ ッ バ メス に 合 れ ば 、 
ガリ エル の も う 一 つの 名 前 は アプ ドッ ウッ ラー で あぁ る 。 大 使 の 内 に あっ て 中 心 的 存在 で ある ガブ プリ エル は ク ク 
ルアー 0 の 把 い 王 で あっ た 。 理 帯 で も 、 ガ ブリ エル の 役割 は 、 神 の 伝 昔 を 神 の 下僕 に 伝え る 事 で ある と 
し て いる 。 (ダニエル 書 8 :16: 9 :21 と ルカ に よる 福音 書 1 : 19) 現 節 で 指摘 きれ る 様 に . クル アー ン で も が 
NA RR し か し 後に な か っ て の ユダ ヤ の 蘭 物 で は 、 彼 は 、 火 と 電 の 天使 と 表現 きれ 
て いる 。 な る 括 言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 人 は 、 が プリ エル を 、 彼 ら の 敵 で あり 、 踊 争 、 災 い を し て 因 苦 の 天 
使 し みな し て いた 。 

注 79 ミカ エル も 主要 な 天使 の 内 の 一 人 で ある 。 こ れ は ミー ク と イル の 合成 語 と 考え られ 、 何 $ の も 神 に 似 
る 者 は な いと の 意味 を 表し て いる 。 ユダヤ 人 は ミカ エル を 、 好 まし い 天 使 と みな し て お り 、 ミ カエ ル は 、 平和 
と 組 か き 、 慈 耳 と 牧草 の 犬 使 し し て と ら え 、 世 界 を 支え る 仕事 を 主として な し て いる し と 考え て い だ 。 

注 80 天使 達 は 、 精神 的 つなが り の 中 で 下 要 な 輪 で あり, 条 神 的 つなが り の 輪 の 一 つて すら 、 こも し たり 、 
精神 シス テム の だ た っ た ーー つの 単位 に 対し て で も 退 意 を 明らか に する 者 は 、 実 質 上 、 全て の シス テ チム と の つなが 
り を 自ら 断つ 事 ほ し な る の で ある 。 こ うい っ た 者 は 、 神 の 真実 の 下僕 に 与え られ る 中 みや いつ くし み を 、 は 〈 礁 
きれ 、 罪 人 に 下 き れる 司 に 値する と ころ と な る の で ある 。 
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10. 


注 81 
全 か を 教え る と 述べ られ て お なり 、 


胡 し て 彼 等 は 、 ソ ロモ ン の 統治 に 反逆 せる 
者 ども が 従い し 行動 を 追う 。 ソ ジロ モン は 不 
信心 者 に 非 ず 。 不 信心 者 は 、 人 々 に 虚偽 や 
次 暗 を 教え し 反逆 者 ども な り 。 彼 等 は バビ 
ERR 2 
マー ルー ト に ( 注 82) 降る きれ た る も 
和信 々 に 教え た り 。 生生 ID の 
方 術 は 謎 豆 な り 。 さ る れ ば 、 不信 心 者 と な る 
な か れ 」 と 前 置き せ ず に は 何人 に も 教え ぎ 
りき 。 か くし て 反逆 者 ども は 両 天 使 よ り 、 
大 と 妻 の 仲 を きく 術 を 習い し が 、 , 彼 等 反逆 
者 と て アッ ラー CO 
に よっ て 害する こと は な か りき 。 し か る 
預言 者 に 敵対 する 者 ども は 、 自 分 i 
益 な き こと ば か り を 学べ る な り 。 ( 注 83) 
そん な も の を 購 え る 者 ! - 来 世 の 福 が 分 け 与 
えら れ ぎ ざる こと を 知り な が ら 。 げ に 災い は 、 
彼 等 が 自分 の 魂 を 売り 渡し た る こと な り 。 
彼 等 、$ し も ぉ この 事 を 知り だ り せ ば 1 





ここ で の 「 人 人 の 天使 」 と いう 表 弄 


ある 。 (17:95:211 8) 


注 82 
ち 破 り 、 


これ ら の 名 前 は 、 こ の 人 の 麗 入 が 出現 する 人 的 が 、 
と いう 事 を 人 象徴 し て いる 。 これら の 形 人 は 、 
自分 達 は 北台 の 区 別 を つけ きせ る 訪 に 挟 か ら の 試練 と し て SE 
子 の み に 制 限 し た 。 然るに こ 
彼ら の 祖先 が し て い だ の と 同様 に 、 


バラ バラ に 裂く に ある 


SR 
AA ER 
Oy RS TS IN EN 
ER ES 
Ci ES 
DS CE ORIN 
WO OE Tn 
で タン ィ ン 5 
ちゅ 29 ノン ッ ンス 


ARE 62 5 el 
| 





、 一 人 の 麗人 を 指す 、 
天使 は 人 々 に 混じっ て 共 区 ら さ な い 麗 、 


の 節 の 言わ ん と する 所 は 型 な る 
有害 な 習 民 に ふけ っ て いた だ と いう 事 で ある 


何 胡 な 65、 こ こ で の 二 上 人 の 天 使 は 和信 々 に 
大間 と 届出 に 往来 する 事 は な いか ら で 


イス 6 ある A 
呈 め て 抽 会 う 場 合 の 相手 に は ば, 
『 i 労 


る 了 需 言 者 の 時 代 の ユダ ヤ や 人 達 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 の 


。 更に 言わ ん と し て いる の は 、 


ソロ モン の 時 代 の 害悪 を まき ちら し た 者 産 と いう の は 、 マ ソロモン を 不信 者 で ある と 決め つけ た 無法 な 者 達 で あ 


りこ こ で ソロ モン が 信吉 を 持た ぬ 痢 と 商 め ら NM 事 に 反論 し 、 事 実は を う 
る 。 ま た 令 の 時 代 の こう いっ ただ 栓 は 人 々 を だ ま 
と 2 な 意味 合 


劣 な 策 を 執 な 


に 了 対 する 者 達 が 、 彼 に 対し て 、 信 掛け た ワナ と よ 、 


る 頂 言 者 に 仕 か みか け て き て いる が 、 


表し て いる の で ある 。 


注 83 


ユダ や ヤ 信達 は 、 イ スラ ム の 感光 が 着実 に 拡がり 、 


エダ か ら バ バビロニア へ と 移し だ (UIutchinson 16 一 3 著 、 
シア の 帝王 達 の 宮 延 に 影響 力 を ふる い 始 め た ユダ や 人 は 、 


動 は 功 を 奏 


ミ し 、 チ ナ ョ スロ スス II 所 が が 、 イ スラ 


ょ し 自分 達 の 意 凶 す る 所 を 交 塗 する 為 、 
* い で 相手 に その 内 容 が 伝わる 様 な 彩 で を その 詩 代 の 人 に 教唆 し 
そう する こと で 、 
RR 
彼ら の 邪悪 な 日 的 が 実 を 結 


アラ ビア に 疹 ける 、 
イス ラム の 発展 を 自分 産 で 止め ゆめ たり 5 閑 ゆ だ た りす る 事 が 出来 な い 事 に 
と 扇動 し 始 避 だ 。 キリスト教徒 の 支配 者 に 抑圧 、 追 寄 き れ た 彼ら は ペル シア に 亡命 し 、 
Fistory of the Nations、P55016 一 3)。 次 第 に ペル 
イス ラム へ の 陰謀 を 企 て 始 め だ た の で ある 。 
ム を 受け 入れ る 様 に と の 購 な る 頂 言 者 か ら の 手紙 や 受 


で は な いと いう 事 を 明確 に 記し て い 
一 般 に 理解 きれ て いる の 
この で ある 。 この 節 で は 、 ソ ロ 
ジロ モン の 王国 を つぶ そう と し た 陰 
メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 も 、 それ と 全く 同様 の 下 


i 示 事 は 絶対 に あり を な いと いう 事 を 


反 イ スラ ム が 完全 に 覆 が るる され 、 
部 外 者 達 を 反 イ オス ラム へ 
中 分 達 の 信 促 の 拠 京 を 


気付 いて か ら は 、 


彼ら の 扇 
け 取 っ た 時 、 


FC 
紅 二 章 





104. 


地 . 


106. 


も し 彼 等 が 信じ て 、 正 し 行い た れ ば 、 ア ッ 
は D. 更に 住 き 報 疾 を 得 た り し も の を 。 


彼 等 、 ち も し も この 事 を 知り だ り せ ば ! 
nN 
液 等 信徒 た ちょ 、 ラ ー イ ナー ※ と 双 う な か 


れ 。 ウ ンズ ルナ ー i 面 し て 耳 を 傾 
け よ 。 不 信心 者 ども は 酷 珂 あ らん 。 

※ ラ ー イ ナー と は 「 我 ら を 見 よ 】 の 意 。 し か し 、 
ちょ っ と アク セン ト が 変る と 、「 悪 か 者 ]、 [うぬぼれ 
屈 」 と な る Do 

※ ウ ンズ ルナ ー と は 、「 我 らら を 見 つめ よ 」 の 追 。 
経典 の 民 の 中 の 不信 心 者 ども や 多神教 徒 た 
ち は 、 主 より お ぢ お 前 だ ち に 下す も の は 、 如 何 
な る 良き も の で も 、 望 まざる な り 。 る れ ど 
アッ ラー は 、 誰 れ に も せよ 、 お 気 に 召 さば 、 
慈悲 を 眉 れ 給 う 。 ア デッラ ー は 大 いな る 慈悲 
者 に まし ます 。 


re 1 と 
RE CRC RE 
テア 人 0 オッ 
と ly 5 8 区 4 


Css ME 際 GO 
GRA スッ ッッ 


し あー アル チ ] 


ode A 12 bol 3 


し 


の 9291 AI3235 
2 C の の A 0 22 


Ee 


ey 


PTY A A 





地 。 以前 に 啓示 せる も の を 廃棄 し 、 ま だ た 忘 却 せ 2 3 ン 。 2 タッ クッ ルッ タクミ ン ィ レ し 
し むる 時 は 、 わ れ ら は それ に 優る か 、 又 は Ao の とり IO ン の 
それ に 等 し き も の を 授 く 。 液 、 ア ッ ラ ー が ンス 

0 5 の LS A 
全能 に まし ます こと を 知ら ぎる が か? i 
も の ア Ri イィ 9 プク 2 プ っ 

108. 液 、 共 他 の 大 権 が アッ ラー の 所 有 か な る こと MD ld 2 TWAIN 
を 知ら ざる か ? アッ ラー を 措 い て 、 お 前 の 
た ち に は 如何 な る 守護 者 も 、 佑 助 着 も な し 。 EL I IMD E 2 約 じ 

NO a 19 タ の ンク 194 の る ン タッ タレ ン 

1 和 M か つて モー ゼ が 問わ れ し 如 てく 、 お 前 た ち 、 a Sg NS OI 
己 が 使徒 を 話 問 する 気 か が ? 信仰 の 代り に 2 る メス Nb A 7 2 
不信 心 を 選ぶ 者 は 、 正 し い 遣 より 迷い 去れ Ju し y AS の う 
る 者 な 5 。 ( 注 84) Ok i 

チョ スロ ス L 提 は 、 な ぜ 自 分 が イス ラム を 受け 入れ る 必要 が ある の か と 、 当 詩 は ペル シア の 領地 で あっ た イエ 


メン の 総監 バー ド ハ ー ふ に 、 
る に 到 っ た だ 。 この節 が 言及 し て いる の は 、 加 な る 棋 言 者 の 時 代り の ユダ や 人 傍 の こう いっ た 、 
彼ら が 注目 し な の は 、 
号 を 伝え 
23、26、 歴 代 志 下 10: 
ビ ロ ン で 捕虜 と な っ て 

リヤ で ある (エズ ラ 計 5 : 0 
ら は 自分 具 を 神 か ら の 試練 で 

注 84 


あう 結社 を 作っ て 、 


2ー4)。 ユダ ヤギ 人 が 秘密 


この 節 で は 坦 な ぁ 


目 分 達 の 仙 先 達 $ 同 様 に 区 ず ソ ロモ ン に 対し 、 ユ ダマ ヤ 社会 
謀 り 事 を めで らし だ た と いう 事実 で ある 。』( 多 上 上 11 : 14、 
結社 を 一 度 め に 作っ だ の は ネ ブ カ ド ネ ザル 上 の 叶 代 に 、 バ 
いた 時 で ある 。 この節 で 言及 きれ て いる 再 イッ ド の 息子 で ある ゼ が か 
これ ら の 聖人 達 は 秘密 結 
る と 言っ だ が イス ラ エ ル 人 は 、 
EN RR 
る 。 彼ら は 宗教 に 関係 な い ば か げた 妨 問 を し た 。 
その た だ た め に 信仰 の 権 感 は 倍 つ け 


社 の 会 員 を 


それ は ば は イ スラ 
られ 、 友 信 の と D こ に な る の で ある 。 


型 か る 舞 滞 者 を 捕らえ を 頸 に つない で ペル シア 宮 衝 に 連れ て 来い と の 命令 を 出 き せ 


策謀 や 陰 謗 で ある 。 


* の 数 名 が 、 秘 密 の 吐 号 や 記 


ほ 人 は ほ 、 ハ ガイ 、 そ し て 
> 盟 子 に 限り 、 新 し い 会 員 の 入会 圭 に は 、 披 
彼ら の いう こと を 大 じ な か っ た だ 。 

Me 


教徒 に 患 問 の 精神 を 植え つけ る だ めで あり 、 


23、26、29 一 32、11: 14、 


和 


第 二 音 


デル ・ バ クラ 





110. 


Il, 


17. 


113, 


14. 


注 85 


注 86 
(再生 ) 、 


経典 の 民 の 多く の 者 は 、 真 理 が 証明 きれ た だ 
後 で も 、 た だ 自ら の 災 尋 心 故 に 、 す で に 話 
信 せ る お 前 た ち を 再び 不信 心 者 た らし めん 
と 願う 。 る され ど 許 し て や れ 、 願 みる な 、 ア ッ 
ラー の 判決 が 下る まで は 。 げ に アッ ラー は 
全能 に まし ます 。 


礼拝 を 導 守 し 、 豆 捨 を せよ 。 前 た ち が 自 
ら の た め に な し だ る 普 行 は 、 す べ て アッ 
ラー の 御 許 に 届か ん 。 げ に アッ ラー は お ぢ 前 
た ちの 所 業 を み を な わし 給 う 。 


彼 等 は 去 云う 、 [ユダ ヤ 教 待 、 又 は キリ スト 教 
TOR NR を 

彼 等 の 虚しい 希望 な り 。( 注 85) 云 え 、「 セ 
Rt 
示せ 」 と 。 
否 、 ア ッ ラ ー に 全く 服従 し 、 療 行 を な す 者 
は 、 必 ず 王 より 5 報 打 を 受け ん 。 か か る 人 人々 
に は 、 恐 怖 も 悲し み も 起 ら ぎる べし 。 
( 注 86) 

第 上 四 項 

ユダ ヤヤ 教徒 は 云う 、「 キ リス ト 教 待 に は 拠り 
所 な し 」 と 。 キ リス ト 教 待 は 云う 、] ユ ユダヤ 
教 待 に は 拠り 5 所 な し 」 と 。 両 者 は 共に 同じ 
経典 を 読 施す る 者 な り 9。 ま だ た 知識 を 持た ざ 
る 人 々 も 同じ こと を 云う 。 い ずれ 復活 の 日 
に 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 の 論争 に 判決 を 下す べ 
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エダ ヤヤ 教 衛 も キリ スト 教徒 る 、 


その 他 す すべ て が 完 儲 に 押 に 屈服 し 、 神 の 泰 人 に 捧げ られ 


スラ ム 教 視 が 百 


分 に 課す 死 の こと で ある 。 


の 状態 を 指し て いる 。 それは 、 入 が 補 の 愛 の 中 で 迷い 、 


が が 


# え られ だ よう に 感じ 、 


自分 産 だ けが 救い を 手 に し て いる と いう 迅 


この 節 で は 、 完 全 止 本 に 至る 重要 な 二 段 階 の こと し も ほのめかし て いる 。 肥 ち 、 フ ァ ナ ー( 死 ) 、 
リカ ー ( 神 と の 一 致 ) で ある 。「 ア ッ ラ テー に 完全 に 服従 する ] と いう 言葉 の 意味 は 、 我 々 の 用 、 人 器官 
る と いう 事 で ある 。 こ の 状態 が ファ ナー、 

第 二 節 の 「 役 は 普 の 実行 考 で ある 」 と いう 言葉 は バカ ー、 
世間 的 な 計画 や 欲望 が 消え る と き 、 あ た か も 新しい 命 
それ が バカ ー (即ち 再生 ) と 呼ば れる 。 それから 人 は 神 の だ め 又 、 人 人 の 替 仕 の ため 


い 人 違い を し て いる 。 
カー 


草 ち 真 の イ 
即ち 再生 


に 生き る よう に な る 。 結 び の 言葉 は 正装 の 第 三 に し て 最高 の 段階 を 描写 し て いる 。 叩 ちり カー の 状態 、 神 よ の 


(89 剖 28 節 ) 


系 二 語 アル ・ バ クラ 


15. アッ ラー の 礼拝 所 で その 名 を 讃え る こ を シッ 28 ラン! ニー フ ョ ング 2 る ラン ニタ ンション ン 
握 み 、 あ まつ きえ ぇ 逐 を 壊さ きん と する 者 、 INO で I Bl 


れ 以 上 の 不届き が あろ うか ヵ か ? ( 注 87) か か る 28M は きま っ * デン 
lodlog S| A 
る 者 は 本 米 、 恐 居 な し に は 礼拝 所 に 入る こ "3 


a タン ン (の 5 2 。 く ぅ 
ほ と を 許さ れ の 管 な り 。 彼 等 は 現 性 で は 恥辱 先 36 消 GS2 和 Aa C8 
を 、 来世 で は 酷い 前 を 受け ん 。 1 1 13 。 
RL の め あ 3 
6. 束 も 西 も アッ ラー の 所 有 な り 。 ( 注 88) 故に FARA CG RA 
お 前 た ちい ず こ に 転じ よう と も 、 そ こ に 必 6 i 
, i 7 12 2 0 
0 ッ ラ ー の 慈 顔 あり 。 げ に アッ ラー は 慈 oe と ん 220 し OU gt 
、 す べ て を 知り 給 う 。 


17 pe [アッラー に 御子 あり 」 と 。( 注 eK IS EN 
89) 塵 な る が な が な 。. アッ テー 断じて 然 6 ー 


ず 。 天 地 に 在 る すべ て の も の は 、 ア ッ ラ ー ob9 タ 
の 所 有 な り 。 皆 こと ご と 〈 く アッラー に 服従 
す 。 


め つ 上 
8 彼 こ を は 天地 の 創始 者 な り 。 彼 も の ご と を CG 
決め 、 た だ 「 在 れ 1 | と を ば 、 す な わ ち 
を の 通り に な る な り 。( 注 90) Bd 


レン 2 0 レン > 





注 87 この 節 は 、 他 の 宗教 の 祈り 場 に 禁 行 を や 如 を る こと まで する 過 流 な 行い に 対す る 強い 怒り や 表し て い 
る 。 彼ら は 型 な る 場所 で 神 を 礼 拓 す る こと を 妨げ 、 寺 近 を 破壊 する こと まで する 。 そ の よう な 氷 行 は 強い 言 葉 
で 非難 きれ 、 六 耐 と 寛大 る の 教訓 が 説 か れれ て いる 。 クル アー ン は すべ て の 人 に 和 灯り の 場 で 神 を 礼拝 する 自由 で 
制限 きれ な い 権 判 を 認め て いる 。 な ぜ な ら 寺 院 や モス ク は 神 を 礼拝 する だ た だめ に 捧げ られ た 場所 で あり 、 他 の 人 
が 朱 を 礼拝 する の や を 妨げ る 人 人 は その 破壊 と 覧 麻 に 手 を 貸し て いる の で ある か ら 。 


注 88 この 節 は 、 イ スラ ム が は じ に め 東 洋 に 広 ゆ られ 現代 に な っ て 西洋 に 普及 し て いく て と いう 頂 言 を 包 合 し て 
いる 。 
注 89 [アッ ラー に 御子 あり 」 と いう 語 は ユダ や の 款 教文 学 に お いて 「 神 の 愛す る し も で |] ある い は | 預 
言 者 ]」 の 意味 で 比 員 的 に 使わ れ て いる 。 (ルカ 20 章 36 人 節 マ タイ 5 章 9 和 島 、3 人 節 、48 節 中 付記 14 童 1 節 出 エ ジ 
プ ト 記 4 前 22 節 、 が ガラ テア 革 3 音 26 節 等 ) 神 に 忠 子 が ある な ら ば 、 神 は 性 的 欲求 に 支配 きれ 婦 を 必要 ほし そ 
の 美徳 を 忠 子 と 共有 し うる も の に な る 。 なぜなら 息子 は 父親 の 体 の 一 部 だ か ら で あ る 。 神 は 死に 支 配る され ね ば 
な ら な い 、 な ぜ な ら 竹 の 生殖 は 減 び ゆく ぁ る の の 特徴 だ か ら で あ る 。 イ スラ ム は 、 こ の よう な 姓 え すべ て を 拒 耕 
する 。 イ スラ ム の 教え に よれ ば 神 は 型 な る 方 で どん な 欠 釣 る 持た ない 方 だ から で ある 。 
注 90 この 特質 は キリ スト の 神 性 と いう キリ スト 救 の 教義 に 巴 盾 する ば か り で な く 、 殊 と 物質 は 大 占 か ら あ 
5 永遠 に 存在 する と いう ヒン ズー 教 の 理論 を ぅ 拒否 し て いる 。 1) 衝 は 天 と 地 の 創 造 痢 で 、 神 は 息子 や 他 の いか 
な る 着 の 甚 力も 宇宙 の 創造 に 際 し て 必要 と し な か っ た 事 を 意味 し て いる 。(2⑫ 神 は 宇宙 の 創造 者 で ある 、 四 ち 神 
は 無 か ら すべ て の 物 を 創造 の の っ て 既存 の モデ ル ぅ 既存 の 物質 も 必要 と し な か っ た 。(3) 神 は 全 態 で ある 、 
即ち ある 物 に 「 人 存在 せ よ 」 と 命ぜ られ る と 、 常 に 提 の 命令 と 計画 に 調和 する 形 で 存在 する よう に な る 。 この節 
で は 、 時 々 問 違 っ て 理解 され て いる が , 神 が 存 在 せ よ と 命ぜ られ た だ 時 、 す ぐに 存在 する よう に な る と 必ず し も 
意味 し て いる わけ で は な い 。 ここ で 言わ れ て いる の は 、 神 が 命ぜ られ る と 何者 も その 命令 を 妨げ る こと が で き 
な いと いう 事 で ある 。 ' 





DP アル ・ バ タラ 

9 知識 を 持た ざる 者 ども は 云う 、「 ア ッ ラ ー は (ば MO I ONY 開所 
何故 に 我 等 に 語 し か け ぎ ざる か 、 ま た 神 兆 を 0 

( 注 91) 授け ざる か ?」 上 。 以 前 に も 彼 等 59 A CH I) JE の 7 
と 同じ こと を 云え る 者 ども あり 。 彼 等 の 心 誠に MI 
は 同じ な り 。 わ れ ら は すでに 、 確 回 た る 信 EGR わ りり VS 8 らい 5 
仰 を 持つ 民 に は きま ざま な る 神 兆 を 明らか 

に せり 。 

120. われ ら 6 は 液 を 、 朗 報 の 伝達 者 と し て 、 ま た る で る の ンマ グッ ッッ プー フロ イン 2 プイ で 
敬 告 者 と し て 、 真 理 を 持た せ て 派遣 せり 。 ンド CO の ) り 
故に 地獄 に 通 ち る 者 ども に つい て 、 液 に 次 AG ae 
任 な し 。 a 

24. ユダ ヤ 教 徒 は 、 液 が 彼 人 等 の 宗旨 に 従わ ざる いる 1 


限り 、 滴 足せ きる の で きら キリ スト 教徒 $ ま 
た 然 り 。 云え [ナッ ラー の 后 導 こそ が 真 の 
財 き な りり | と 。 も し 液 、 知 識 を 授け られ な 
ONC 

の 怒り の 前 で 、 友 も 授 助 者 も る 持た ざる 
は 


この 0 っ 31 Ge の 
GUA AA ERD 


2 0% の た 


ーー る グイ ] ョ アン 、 る 科 レ ‘8 

CII RANANG 3 

5 RN PE 8 
1 ey 1 


dk 





2 われ ら か ら 経 典 を 投 け られ 、 正 し く 逐 に 従 NR 22 
| 中 DO 3 h PO 
う 者 、 こ れ 等 の 人 々 こそ 信者 な i 0 
を 39 72 す の 25 ッ ダ タタ | 
され ど 之 を 信 ぜ ざる 者 ども 、 彼 等 は 大 者 COME MY 0 の 0 & 
な り 。 - 
第 十 互 項 
128. イ スラ エル の 子 能 ょ 、 わ し が お 前 た ち に 垂 4 2 イン クッ ブタ ング 5 we AAS9 | 22 る 2 | の 
AM Go ly Bs CRs 
れ た る 忌 能 を 思い 起 せ 、 ま な た 万 民 の 上 に お a 0 
Cr Pd 
前 た ち を 高め た る その こと を 。 ] CE 
な ん びと ひ と ア の 
124、 何人 も 他人 人 の 身 代 り に な れず 、 如 何 な る 賠 3 し 5 2 アタ ン 2 クー クン ペイン メッ 
RE : SN CY に ee 
償 も 受入 れ ら れず 、 ま た どん な 執り 成 し も る NR 
ウタ デン に る アッ ン アア サン 2 の デ 
無益 で 、 誰 の 助け も 得 ら れ ざ る その H を 、 nA934e2agt Juoe2 ub 
明 れ 慎 め 。 アッ タン タタ 
の ( 〇 9 し へ の らき 
注 91 信じ な い 風 が 「 し る し | を 求め る と 言わ れる 時 は いつ で も 「 し る し ] は 自分 た ち て 考察 し た 「 し る し 
か 串 の 「 し る し |] の こと で ある 。(21 意 6 節 、 6 普 38 節 、 13 章 28 節 、20 章 1 節 、15 節 、29 草 5 節 ) 


て 、 エダ や 教徒 や キリ スト 教徒 の こと で は な いで あ 
、 て あっ て 、 ユ ユダ ヤ 教 


X 証 や キリ スト 教 待 の こと で は な い 。 


注 92 この 言葉 は ムスリム に つい て 述べ て いる の で あっ 
る 。 な ぜ な ら グ クル デーン の 真 に 誠実 な 信春 者 は ム ス リ 。 
彼ら は クル デー ン を 信ずる 事 を 拒否 し 、 ク グル アーン を で っ ちあ ば げ の 作品 と し て 拒ん で いる 。 
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協 ,、 ア プラ ハム が 主 の 命 に よっ て 試 めき れ 、 面 8 | 0 6 細 須 5 
し て 彼 が それ を 条 し た だ と きのこ と を 思い 起 。 「 」。 
せ 。 主 は 云 を まり 、「 わ し は 液 を 人 々 の 導師 た ors dp oly lo 
らし めん 」 と 。 そこで ア プラ ハム は 、「 願 わ 2 が 620 
く は 救 が 子 手 か ら も 導師 を 」 上 率 上 せ 5 。 OTe I 
半 は 云え り 、「 わ し の 政 約 は 罪人 に は 及ば 
定 記 る 
8. また われ ら が 、 聖 典 を ( 注 93) 人 類 の 集合 2 あの EA 
DD. AR > \ て { 1 bogb so a a UE 
の 場所 、 並 びに 安全 地域 ( 注 94) と 定め 、 
アブ プラハ ム の 立て る 処 を 礼 振 の 場所 と せよ 249 220 ル Lo8 za ES 
と 告げ た だ と きのこ と を 皿 い 起 せ 。 わ れ ら は Us i 
アプ ブラ ハム と イシ マエ ル に 命じ て 、 云 えり 、 OGA Gr a (Ey 
[ここ に 包 遊 する 人々 や 、 802 の PA 
人 々 、 噛 拝 叩 頭 し に くる 人 々 の だ に 、 わ 2 2 
し の 型 殿 を 掃き 清め よ 」 と 。 
on ea の 
IW. その 時 、 ア ブラ ハム が 祈っ て 、 云 えり 、 主 NAIC CE 
よ 、 こ こ を 平安 の 地 と も な し 、 ア ッ ラ ー と 末 NR 2 
を 信ずる 住民 の だめ に 巣 湊 を 場 え | ta, A I A C2 
主 は 云え り 、 「 不 信心 者 ども - も し ば し 起 —? 5 ン ン る 42 ン ププ ノン ッ ン ン ‘} 
を 与え て や る が 、 後 に ご を 直 民 の 州 加 に 次 De RT CE | 
き 芝 そる そ は 輩 惨 な 行き 先 な ! 。 タッ ( 隊 み ン ノン 
き 沙 きん 。 そ は 就 公 な 行き 先 な り | と eX る os lied 
1 0 ( 注 95) イシ マエ ル が 理 0 PA DAI 
2 の) うら dal dn rn 9 
中 の 基 区 を 置き 、 祥 り し と きのこ と を 思い 2 92 2 の CO 
デ 7 デ 〆 Ww ww ry 
直せ 。 i 我 等 より この 家 を 受け oh Re CE の 
給え 。 げ に 液 は すべ て を 記 き 、 す べ て を 知 
り 給 う 。 
注 : 99 カー バ ( 聖 帆 ) は 伝 謗 で 滞 わ れ て いる よう に 、 文 、 グ クル デー ン 1 作 が 計 示し て いる よう に 、 は じ め ア デ 


ダム に よっ て 建て 
人 々 は 種々 の 小 社会 に 分 か 乱 、 所 掛り の た め に ! 
を 建て 直し 、 


られ (3 癌 9 節 )、 


ある 央 間 彼 の 子 陀 の 礼拝 の 中 心地 で あっ だ た 。 それから 時 が 経つ に つれ て 、 
さ 別 々 の 中 心地 を 用 い る よ う ! に な 2 9 
彼 の 中 子 イ シュ マエ ル を 通し て 彼 の 子 係 に 代々 礼 押 の 中 心地 と し て 怒 き れ だ 。 し か 


Ca 


を の 後 ア ブラ ハム が それ 


し 時 が 経つ に 


つれ て 、 RE RR 、 は ん ビエ 1 年 の 数 と 同じ 位 に な っ 
NN 言 才 の 到 米 で 、 そ こ は 再 びす べ で て の 国 の 礼拝 の 中 心 に きれ だ 。 界 な る 了 需 言 者 は 、 ア ダム 以後 分 散 
し て し ょ っ て い だ 人 括 を 1 つの 人 類 基 同体 に まとめ る だ た だめ に 、 預 言 者 と し て 追わ きれ を 。 


注 94 


メッ カカ の 町 で 


あお る み ー バ は 、 平 : 和 と と 安全 の 場 で 国 ある 


: 家 言 し た 。 力 ある 帝国 は ぼる ぼろ に 衣 壊 し 、 隊 


更 が 始ま っ て 凡 来 は じ め て 広い 地域 が 荒れ は て だ 。 し か し 、 メ ッ カ の 平和 は 物質 的 に は 乱 き れ な か っ た 。 他 の 


ーー 
宗教 


安全 の 町 と 上 し て と ど ま 


" ラ NN で あっ た の か 、 そ を それと も た だ の 再建 者 に すぎ な い の か は 多く の 議論 を 引 
"ある と いう 人 人 も いる し 、 


の 信仰 の 中 心地 は 、 人 危険 叶 に こ 
っ だ 。 外 国人 の 人 入 も 


アブ ラ ハ ム か ヵ の の 場 の 名 立 者 で 


の よう な 平和 と 自由 を 
な か っ だ 。 メッ カ は 常 ! 


ミミ こと は な が か っ た 。 し あか * 1 メッ カ は 保護 と 
下面 な る 方 の 和子 の 中 に あっ だ た 。 


その 和 起源 は アダ ム に まで 逆 の ば ぼ ば る と 


第 二 盗 アル ・ バ クラ 





8. 主 よ 、 な に と ぞ 我 等 を 液 に 服従 帰 全 せ し め 、 CE ン ン し の 
我 等 の 子孫 も 服従 帰依 する 民 た らし め ょ よ 。 i I 


我 等 に 祭儀 を 教え 給え 。 慈 顔 を 向け 給え 。 ei CC EAC AREA 
げに 液 は し ば し ば 憐れみ に 転じ 、 慈 悲 深く 


4 っ の 
まし ます 。 Oo 
ィ アス s Ls 

0. 主 よ 、 彼 等 の 中 か ら 一 人 の 使徒 を 箕 し 、 液 の a BN 2 

落 示 を 彼 等 に 読 語 せしめ 、 経典 と 知恵 を 教 る ァ を の nA? タク タタ リッ レ クン ァ 
ぇ 、 彼 等 を 光 め し め よ ょ 。 げ に 液 は 偉大 に し CK イペ ルン GO 
て 、 覧 白 に まし ます 』。 ( 注 96) @ る を の る ea 

第 十 六 殴 

ルレ ラン 2 テッ ゥ ン る タッ プー タン 9 と タン レン 


山 その 心 思 か に 非 き ぎれ は 、 誰 か アブラハム の dd SSO ER 
宗教 を 棄 つ る も の を 。 彼 こそ は われ ら が こ ee 


の 世 で 選び し 者 、 米 世に おぉ いて 6 必ず 閉 し 。 2VI9 813 E20 
き 人 の 仲間 と な きん 。 ts 
OI os 


ン ツ リッ ンプ EC 


12. 主 が 彼 に 向っ て 「 服 従 せ よ 」 と 告げ る と 、 彼 @< CR 1 タッ クッ ン A 
は 「 我 は 服従 す 、 万 物 の 主 に 」 と 答え た り 。 2 | ICP dS 





いう 人 も いる 。 クル アー ン (3 章 9 節 ) と 信頼 で きる モハ ッ マ ド 預 言 者 の 伝 基 は 、 ア プラ ハム に よっ て この 地 
に 建物 が て られ る 前 に 、 何 か 建物 が 存在 し て いた だ が 、 を それは 麻理 に な っ て を の 跡 び けが 残っ て いた と いう 免 
解 を 凛 持 し て いる 。 こ の 郊 に ある 「 基 礎 ] と いう 癌 は 、 ア プラ ハム と イシ ュ マ エル が 建て だ た 宗 の 基礎 は すでに 
あっ た 束 を 示し て いる 。 き ら に 、 メ ッ カ で 子 低 の イシ ュ マ エル と 母 E 別 れ た 時 の アブ プラハ ム の 祈り 、 婦 も 、 [ 主 
よさ 、 私 は あな た の 型 な る 家 の 近 く の 若 れ た だ た 谷 に 、 我 が 子 ら を 定住 きせ だ た まえ (14 章 38 節 )| は 、 カ ー バ が 、 ア 
プラ ハム が メッ カ の 谷 で 一 家 を や か まえ る 前 に すでに 存在 し て い だ 事 を 示し て に いる 。 ハ ディ ス も 0 
し て いる ( ブ ハ リ )。 歴 更 の 記録 も ち も 、 カ ー バ の 超 源 は 市 代 に る か の ぼる と いう 見 解 を 支持 し て いる 。 権威 の ある 
有 麻 史 家 や イス ラム に 敵意 を 持つ 批 詳 家 のり うち で すら 、 カ ー バ が 古代 か ら あ る 場所 で あり 、 a ら 5 所 な る 場 と 
きれ て いた だ 事 を 認め て いる 。 現在 ヒジ ャ ー ズ と し て 知ら れ て いる 地域 の 事 を ディ オド ゥ ルス 、 シ クル ス 、 シ シ 
リ り (60 B. C.) は 、「 そ こ は 住 民 に 特別 に 意 敬 まき 和 れ て いた だ | 言い 、 叉 、「[ 堂 い 石 で 建て られ だ た 上 て も 古い 祭 護 
が そこ に あり …… 近隣 の 民族 が 目力 か ら 妊 が っ て きだ 」 と つけ 加え て いる 。(C. ML オー ルド ファ ー ザ ボー に よ 
る 一 訳 、 ロ ンド ン 、1935、BookIlI、 第 2 巻 42 章 、 訓 ペー ジ か 6 28 ペー ジ ) まだ 他 の 書物 に よれ ば 、「 こ の 文 
は メッ カ の 加 な る 家 の こ と に もち が いない 、 ア ラビ ア 全 ③ 土 か ら こ の よう に 尊 般 きれ て いる 地 は 他 に 知ら れ て いな 
いか ら だ 。… 伝 共に よる と カー バ は 大 芋 か ら ア ラビ ア 中 か ら の 巡礼 地 に な っ て いる ] と ある 。 


注 96 この 節 で は 当 誤 全体 の 主題 の 要約 を し て いる 。 当 間 で は この 節 で 述べ られ て いる 順 床 で 種々 の 王 早 を 


扱っ て いる 。 有 即ち 、 最 初 に 「 し る し 」 に つい て 、 次 に 「『 唱 典 ] に つい て 、 を それ か ら 「 法 の 知恵 ]、 最 後に 「 国 家 
の 進歩 の 手段 ] と いう 順 で ある 。 (詳細 は 英 版 参照) 


!& 
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第 二 剖 Ti 


3 アプ ブラ ハム は お な おなじ よう に する こと を 自分 RR 23 
の 子供 た ち に 命じ だ り 、「 我 が 足 華 だ ちょ 、 Ne 人 


で 


と 4 ひみ の 2 内 
アッ ラー は お 前 た ちの た め に この 宗教 を 選 DONS YE Op 店 
び た り 。 きれ ば お 前 た ち 、 上 人 者 に な ら ず ii 
し て は 死ぬ な か れ ] と 。 する と ヤコブ は 逐 
に 僚 い た り 。( 注 97) 
BL お 前 た ち 、 ヤ コブ が 上 臨 終 の 時 に 、 を の 場 に 在 邊 の 作る 衝 和 人 8 補欠 
ee 3 AD Ran う 1 RC 
り し か ? その 時 ヤコブ は 息子 た ち に 、「 我 者 
が 亡き 後 、p 前 た ち は 何 を 拝 か ?」 と 訳 の 068 衣 5 CEE 
けり 。 候 子 た も は 答え て 、 云 えり 、[ 我 符 は 。 多 OPEN 
液 の 神 、 波 の 父祖 の 神 。( 注 98) ア プラ ハム 、 IMe ee saa NA 


イシ マエ ル 、 イ ス ア ー ク の 神 な る 唯一 の 神 @63 人 86 
を 拝 き ん 。 我 等 は その 神 に 絶対 服従 す 」 と 。 
( 注 99) 


135. これ ら の こと は 過ぎ 去り し 民族 の こと な り 。 GE 
彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し も の の 報い を 受け 、 お 


タレ レン SE ン Ps 2 ァ アン 
前 た ち は お 前 た ち が 稼ぐ も の の 報い を 受け Bou! HO 6 
ん 。 彼 人 等 の 所 業 に 対し て 、 お 前 た ち が 問 い 
所 され る こと な か る る べし 。 


]36. 彼 等 は 云う 、 「 流 等 ユダ ヤ 教 徒 か キリ スト 教 と 2 2 タレ 
Ss OR SD 9 5 る | 135 
徒 と な れ 。 然 ら ば 正しく 導 か れん 」 と 。 去 | Mf 2 


え 、「 否 、。 我 等 は 常に 補 の みみ を や を 思う 、 偶像 ORANG EE [る そり | ak 
拝 者 の 類 に 非 ぎ り し アプ ラ ハ ム の 洋孝 を 奉 
ず 」 &。 _ 
137、 流 等 去 え を 、「 我 等 は アッ ラー を 信じ 、 我 等 に 3 
啓示 され だ も の を 信じ 、 ア ブラ ハム と イシ 


s マ 
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= 
CC 
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EN 
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EN 
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E 97 いつ っ 死ぬ か 分 が か ら な い の だ か ら 、 人 ら な い 。 この 節 は 、 
又 、 臣 の 信人 徹 は 常に 完全 に 神 の 高志 に 従う べき で あり 、 叉 完全 に 神 の 報い を 勝ち 取る べき な の で て で 、 神 は 無限 の 
て 人 が 宰 の 意志 に 全く 従っ た 時 に 死 が も た だ たら る れる よう に 配慮 きれ た だ の か も 知れ な いと いう 事 を 意味 し 

いる 。 


ーッ 


代 Sa | 


i 98 イシ ュ マ エル は ヤ コ プ の お じ で あっ た 。 し か A る ヤコブ の 子供 達 は 、 イ シュ マエ ル を 第 
ら の iD 先 と し し て いる 。 それは アグ 〈( 父 ) と いう 語 が 時 に は お じ と いう 世 味 で 使わ あれ た 事 を 示し て いる 。 ヤ コブ 
の 上品 子 た もち 、 邑 もち 、 イ スラ エル 族 は イ SRC 5 


注 99 我々 の 人 多 ヤコブ が この 世 を 去る 時 、 彼 は 12 人 の 息子 を 召集 し て 彼ら に 、 彼 ら の 父 イ スラ エル の 言う 事 
を 注意 し て 聞く よう に と 言っ た ( 剣 世 記 49 章 2 節 )。 心 の 中 で 聖なる お 方 に 関し て 疑問 を 持た な いか 。 彼ら は 
言っ た 、 我 ら の 父 イ スラ エル よ 、 閉 け 、 液 の 心 の 中 に も 、 我 々 の 心 の 中 に も る 疑い は な い 。 主 は 我ら の 父 だ か ら 
で あり 、 神 は 一 人 だ か ら で あ る 。 


アル ・ バ クラ 














テー ed 
= : " ププ 4 I TA 
EE ク みよ と ギュ キラ と その 了 チ 孫 の 292 CN の 
( 注 0) に 啓示 きれ だ る も の を 信じ に 、 モ ー 8 0 
S i 2 ? I 2 ルッ ラタン ョ テテ エン レン 
が こ 3 の わあ 伝 下 まお あす 【 1 ! 
ゼ ょ イエ ス に 賜 わ れ る も の を 信じ 、 ま た 3 i udp 
べ て の 需 言 者 だ な ち に 神 か ら 与 え そら れ だ る も ンタ ッッ ルン タン 23。 イダ 34 
の を 信 ず 。 我 等 は それ 等 の 間 に 差 別 を つけ Boge de A 
ず 、 だ た だ アッ ラー に 服従 帰依 し 奉る | と 。 2 
i OA A 
18 面 し て 、 彼 等 も し お 前 た ち が 信 ずる 如く 信 。 @⑳9 ORAS d | ks ll 
ビ じ な ば 、 彼 等 は 正しく 導 か れん 。 る きれ ども る 舌先 i CE 前 2 る 
し 昔 を 回 け な ば 、 す な ね わ ち 役 等 は 分 裂 を 策 Gs (ed 
し た だ こと に な る 。 アッラー は 彼 等 に 対し て ON 
泊 を 護る に 足り 給 う 、 す べ て を 聞き 、 す べ ペ ペー ST 
て を 知り 給 う 御方 な る が 族 に 。 ( 注 101) 9 Cs 1 ン ウン イィ ッ ン 5 < 22 
8, 云え 、「 我 等 は アッ ラー a 誰か e992 dg A yd wey! a db ing 
あら ん 、 信 仰 の 教え で アッ ラー に 優る 者 は 。 ン 9 仙人 
我 等 は アッ ラー 022 < 拝 し 水 る 」 と 。 OYE 
還 . 云え 、「 お 前 たち 、 ア ッ ラ ー に つい て 我 等 と A ント ンタ 
MI Pe A GIS SS 
論 当 せん と する か 7 彼 は 我 人 等 の 主 で あ の 2 
sr \ ? ? グ 
り 、 且 つ お 前 だ ちの 主 に 非 ざ る か ? 我 等 KK 内 UM 
に は 我 等 の 事 あ り 、 お 前 だ もち に は お 前 た だ ち 
の 事 あ り 。 我 等 は た だ 彼 の み に 誠 を 尽く し 
る 」 と 。 
FR ドニ イー ンク タッ タック 
財 お 打 だ な ち は 、 の イ < イス UL212 42 1 9 し LO3585 al 
アー ク 、 ヤ コ グ 並び に その子 係 が 、 NN 1 る タグ クン グゥ クタ 2 タレ レン 2 アプ ラル アッ タッ タン 
教徒 の キリスト教徒 な り し と 云う の か ? が ば の の | asd lp CN eR 
( 注 102) 云え 、「 最 も 良く 知る 者 は 、 お 前 た 2 1 ッ ン ノン bd ンタ 27 2970 
ちか 、 メメ は アッ ラー か 2? 」 と 。 アッ ラー が っ AS っ の っ all ges or 1 ろ 
ァ 当 る ノー te の 生 の レラ ニー 用 ノレ る 
降 せる 証拠 を 有 し な が ら 、 之 を 隠さ ん と す a 
る 者 、 これ 上 の 不 負 き 痢 は 謙 か ? アッ 0 タレ ッ ン 
ラー は ち お前 た ちの 所 業 を 若 過 せ ず 。 Oo 
注 10 ここ で 子供 達 と 店 われ て いる 語 は 、 ヤ ュ ブ の 12 人 の 子供 達 に ちな ん で 名 づけ られ た イス ラ エ ル の 12 の 
族 の こと で ある 、 邑 ち 、 ル ー ベ ン 、 シ メオ ン 、 レ ビ 、 ユ ダ 、 2 カル 、 ゼ ブル ン 、 ヨ セ フ 、 ベ ンジ ャ ミン 
ダン 、 ナ フタ リ 、 ガ ッ ド 、 ア シェ ル (創世 記 35 衣 23 第 一 26 節 、49 章 28 節 )。 
注 ムスリム は ここ で 次 の よう に 遠 べ て いる 。 ユダヤ 教 徒 上 キリ スト 教徒 が 、 宗 教 は 上 能 の も の で は な く 衝 
示 き 和 れ だ 導き も 受け いれ る 事 に ある ょ いう 考え に 同意 する な ら 、 の 0020OICHRPI そう で な け 
れ ば 、 人 彼ら は 別々 で 深い 港 が その間 に ある 。 分 像 の 次 任 ほ この 場合 結果 と し て 起こ る 設 管 は ユダ や ヤ 教徒 ほ キ リ 


スト 教徒 に あり 、 ム スリ ム に ある の で は な い 。 


注 108 
け に も た らき 和 れる も の な ら ば 、 
時 代 に 生き て いた の だ か ら 


ュ ダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教徒 は 、 


央 接 的 に 湊 の よう に 言わ れ て いる 。 彼 6 が 主張 する 
アブ ラ ハ ム や その 子孫 は キリ スト 教 や ユダ ヤ 教 が まだ 存在 し な い モ ー ゼ 以前 の 
、 と どう や っ て 造 か れれ だ の だ ろう 。 


よう に 救い が 彼ら だ 


第 ご 交 デル ・ バ クラ 





149. これ ら の こと は 過ぎ 潜り し 民族 の こと な り 。 ss 2 ン ィ る ラン ン る 9 1 
彼 等 は 彼 等 が 稼ぎ し 報い を 受け 、 お 前 だ ち は <4 bs > 
は お 前 た ち が 稼 ぐ 報 い を 受け ん 。 ぉ 前 た ち 2 EAC 2 
は 、 役 等 の な せる こと に 対し て 問わ れ ぎ る 
べし 。( 注 所) 
第 十 七 項 i 
8. 人 信 々 の うち の 惑 者 は 訳 ね ん 、 「 何 故に 彼 等 は 6 SAME 1 名 2 る FM Pa アン 
19 ンプ 
サ つ て 守れ $ 和 本 の が を 変る か 1』 0 le 0 
ょ 。 符 えよ 、[ 東 も 西 も アッ ラー の 所 有 な り 。 26 ょ 821 放 人 BI 
彼 は 御 心 の ま の も 正しい ぃ 人道 に 導き 給 ンコ CARER 
うぅ う 」 と 。( 注 10) pF pg ds I EE Ca 
144. かく て われ ら は 、 お 前 た ち を 立派 な 民 と な せ セン 2 3 る る の Cr 
: | dd 
り 。 を は お 前 た ち を し て すべ て の 人 人 々 の 証 と Sl 9d 。 WS 4 
5 の Si ノ アノ アグ クタ プー ク 29 ノ クーン 
人 と な し 、( 注 地 ) 使徒 を し て お 前 だ ちの 証 EVA AAo CE 
人 と な る ん が だ た だめ な り 。 われ ら は 前 に 、 液 ギン 22 開 
が 以前 に 守れ る よこ ろ の 礼拝 の 方 角 を 定め ns EIT 
だ る ( 注 1068) は 、 誰 が 使徒 に 従い 、 誰が 上 0 32 レア スン AG の 
を 返す か を 知ら ん が た め な り 。 ( 注 0) こ id dais ke Cl 
アッ ラー に 導 か れ し 者 以外 に は 、 ー 大 な MI ンク タ ロン z hg! ン ン クノ 2 
el ん | を Co | 
り 。 き れ ど アッ ラー は お 前 た ちの 信仰 を 席 ea a dil ah 
し くせ ず 。 げ に アッ ラー は 人 間 に 対 し て あ OA Sl hE 
われ み 深 て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 








注 1 ユダ マヤ 教 視 し キリ スト 部 徒 は 双 、 彼 ら が 神 の 拡 言 者 の 子 駒 で ある か ら と いっ て 、 そ の こと を 報い が 決め 
ら 礼 る 際 に 扶 配 き 和 る こと は な いと 和 登 告 き れ て いる 。 役 ら は 四 分 の 十字 旬 を 背負 うべ で き で ある 。 他人 人 の 重荷 を 
肩 が わり で きる 人 は ば はい ない の だ か ら (6 意 165 節 )。 


注 唱 この 先 の 数 伺 で は 、 ア プラ ハム が 押 の 計画 を 模索 し な が ら 、 メ ッ カ の 荒涼 た る 不毛 の 谷 で 妻 ハ か ガー と 子 
イシ ュ マ エル と 共に 住ん だ 実に 注目 し て いる 。 イ シュ マエ ル が 大 きく な っ だ 時 、 ア ブラ ハム は イシ ュ マ エル 
ER E し た 。 その間 に アラ ブ 族 の 問 か ら 僚 大 な 頂 理 者 、 叩 もち 、 い つの 取 に あっ て も 人 韻 考 

和 性 き 手 で 王 必 導 E な る で き 預 言 者 を 育て て くれ る よう に 祈っ た 。 し か し 、 時 が 満ち 僅 大 な 頂 斉 者 が 現れ た 時 、 
CO し か し メッ カカ に いる 問 、 避 
な る 聞 言 者 は 古い 習慣 と 神 の 命令 に 徒 っ て イス ラ エ ル の 傾 言 用 の キ ブ グラ で ある エル サレ ム の 寺院 で 祈っ て い 


だ た 。 メ ヌ ジ ナ で も 彼 は 顔 を エル サレ ム に 向け 続け た 。 し か し 2、3 か 月 後 、 彼 は 神 の 惑 示 に 谷 じ られ て 顔 を や カー 
パ の 方 に 向け た だ た 。 こ の こと は ユダ ヤ 教 符 に 反対 され な た 。 こ の 第 は 彼ら の 非難 に 対す る 答 で あり 、 キ プラ の 方 向 


SM に 区 を あて て いる 。 し か し 、 ク ルアー ン は 決し て 突 黙 新しい 命令 を 与え る の で は な 
。 好ま し い 議 論 を 起こ すこ と で 受け 入れ られ る 下地 を 準備 し 始め 、 反 対 意見 に 答え を る 。 キ ブラ の 変化 に 関す 


A と が ある の で 、 こ の 節 で は 礼 拓 す る 時 に 特別 の 方 向 を 選ぶ こと は 重 . 


要 で は な いと いう 点 に 関し て 、 一 般 的 な 見 解 を 述べ る こ と で 下地 を 準備 し て いる 。 真 に 重要 な 事 は 神 へ の 従順 
の 精神 で あり 信徒 の 間 の 一 致 で わあ る 。「 東 る 西 も アッ ラー の 所 有る 」 上 いう 節 は 、 束 か 西 か の 選択 は る し て 重要 
の の 特定 の 方 向 を 選ぶ 事 は 一 致 の 精神 を つくり 出す 目的 
が 第 一 な の で ある 。 この節 は 又 、 い つか カー バ が ムスリム の 所 有 に な る こと を 告げ ば て いる 。 


Tedl 2 
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拍 . わ れ ら は 液 が 、 し ば し ば その 顔 を 天 に 向け る 3 イク イス で レ ィ ゥ ア 1 1 の の 
を 見 る 。 ( 注 18) で は ここ で て 、 が 人 の する I Seg CS i 5 


拝 の 方 角 ( 注 10) を 流 に 示さ ん 。 湊 の 顔 を ST 5 多 

ゃ うい の O Cd ら ア の 

型 典 に 向け よ 。 お 前 た ちい ず こ に 在り と も 、 9 2 a 
に て > る 4 る 。 トル 人 れれ $s 

その 方 角 に 顔 を 向け よ 。 経 典 を 拉 け られ た 15 の 8 の ([< or 


る 人 々 な ら 、 これ 主 よ り の 真理 な る こと を bz a 
か ん か 2A さ る 2 タン yd I I グー タ 29 と る 
知る 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 看過 せ ず 。 の oOouel CN 


タレ ッ ョ ンチ ン お Mi 
Cf et SE あじ 5 








注 105 ムスリム は ここ で それ ぞ れ の 呼 代 に 生き る 人 は 、 決 の 世代 の 和信 々 を 保 座 し 守ら な けれ ば いけ な いと 言わ 
れ て いる 。 最 民 の 民族 で ある た め に 、 役 ら に 其 待 せれ て いる 高い 生活 水準 か ら 潜 ちな いよ ょ うに 常に 称 戒 する 交 
任 が あり 、 次 の 世代 の 人 々 が 聖なる 謝 言 者 の 高尚 な 交わ り を 楽し ん だ 人 々 に よっ て 探求 きれ た 道 に 従う よう に 
する 次 任 が ある 。 こ の よう に 、 更 な る 預言 者 は 役 に 直 接 従 う 人 々 の 保護 者 で な けれ ば な 6 ず 、 地 代 か ら 世代 へ 
と それ は 続い て いく さき なの だ 。 命ぜ られ だ よう に 、 ム スム リ は 人 類 の 指導 者 に な る べき で あり 、 彼 6 の す ば 
らし き 行い に よっ て 神 の 特別 な 恩恵 の 亭 受 者 と な る べき で ある 。 こ の よう に し て 他 の 入 々 5 黄 の 宗教 に 従っ て 
いる と いう 結論 に な ら ぎ ざる を 得 な く な る の で ある 。 こ の よう に し て 、 役 ら (ムスリム ) は 、 他 の 人 々 に 対し て 
イス ラム が 真実 で ある と いう 証人 に な る の で ある 。 それ は 環 な る 預言 者 が 彼ら に 対し て 真実 の 証人 で あっ た の 
と 同じ 事 で ある 。 


注 HG この 委 の 言葉 で 場 な る 預言 者 が 神 の 命令 に よっ て エル サレ ム の 寺院 を 役 の キ ブ ラ に 選ん だ 事 が 分 か る 。 
し か し 、 そ れ は 許し の ぎの キ プ ブラ で あっ て 、 氷 久 に 人 類 の キ プ ブラ に な る の は カー バ で ある と 神 は 言わ れ て い 
る 。 


注 プア ラブ 族 は メッ カ に ある 古代 の 祈り の 家 カ ー バ に 多く の 攻撃 を 加 を た られ た 。 カー バ は アブ プラ ハム の 時 代 
に まで きか 戻る 国立 寺院 で あっ た 。 それ 故に 、 イ スラ ム の 非常 に 初期 の 段階 か ら 、 聖 典 ( ブ ハ リ ) に 出 て くる 
民族 の キ ブ プラ で ある エル サレ ム の 寺院 に 味方 し て 、 カ ー バ を 捨て る よう に 言わ れ だ の は 、 普 酷 な 試練 で あっ た 。 
を し て 後に 、 メ ジ ナ で エル サレ ム の 寺院 か ら カ ー バ へ と キ プ ブラ を 変え た た こと は ユダ ヤ 教 徒 に た っ て も キリ スト 
吉 合 に と っ て も 大 き な 試 績 と な っ た 。 こ の よう に 、 こ の 変化 が 「 経 典 の 民 ]】 と ムスリム の 両方 に 又 、 メ ッ カ の 
偶像 崇拝 才 に と っ て も 試練 と な っ た 。 


_ 注 18 メッ カ に いる 間 に 、 神 の 命令 に よっ て 型 な る 預言 者 は エル サレ ム の 寺院 の 方 へ 祈り の 際 顔 を 向け た 。 し 
か し 心 の 底 か ら 、 カ ー バ を 自分 の キ グ ラ に し た いと 可 ん だ 、 し か も 彼 は ある 竹 の 直 維 で 遂に は 彼 の 望み が か な 
を られ る で あろ うと 旭 い 、 彼 は エル サレ ム の 聖なる 寺院 ほ 彼 の 前 に ある カー バ の 両方 を 保つ こと の で きる 場所 
を 礼 捧 の 地 に 選ん で いた 。 し か し 、 役 が メジ ナ に 移住 し た ほ き 、 町 の 位置 を 考 を えて エル サレ ム の 寺院 の 方 に だ 
け 顔 を 向け た 。 キ プラ の 変化 に 伴っ て 彼 の 内 的 鈴 求 は 強く な っ た 。 神 の 命令 に 服従 し て 彼 は 実際 に は その 変化 
の ため に 祈 ら な か っ だ が 、 そ の た だ ため の 天 か ら の 命令 を 数 心 に 待ち 望ん で いた 。 


注 109 この 語 は 、 普 遂 の 状況 で は 、 ム スリ ム は 祈り を 唱え る 時 に カー バ に 顔 を 向け る が 、 し か し 方 向 が 一 番 重 


要 な わけ で は な いこ と を 意味 し て いる 。 こ こ で の 、 方 向 の 変化 は ムスリム の 兄弟 た ちの 間 の 一 政 と 回 一 性 を 保 
つ だ め に ぉ だ らき れ だ た 。 


アル ・ バ クラ 





だ と い 液 が 経典 を 授け られ だ る 人 々 に 一 切 
の 神 兆 を 示す と も 、 彼 等 は 決し て 流 の 礼拝 
の 方 角 に 従わ ざる ご し 。 ま か た 液 ぅ 彼 等 の 礼 
振 の 訪 角 に は 従わ ず 。 役 等 は 仲間 うち で す 
ら 他 人 の 礼拝 の 方角 に は 従わ ぎる な り 。 没 
知識 を 授け られ な が ら 、 も し 彼 等 の 欲す る 
と ころ に 従わ ば 、 必ず 浜 は 遇 人 の 仲間 た る 
べし 。 
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1W. われ ら 6 が 経典 を 授け し あの 者 ども は 、 自 分 CE 2 2 
た ちの 息子 た ちの 顔 を 認め る 如く 、 こ の 事 gS a Hg 
を 承認 す 。 き れ ど 彼 等 の 一 部 の 者 は 、 素 知 A TR 
し つつ 真理 を 隠す 。 2 の ざ o の 
『1 
148. 真理 は 渋 の 主 よ り 出 で た る も の な れ ば 、 疑 DFA 06 Go 
ww 2 
惑 者 の 仲間 し な る な か れ 。 Po 4 
第 十 八 項 
149, は それ ぞ ざれ 自分 の 目標 あり 。( 注 HD) 互 TAN EA TN の 。 る 
善行 を 競い 合え 。 何処 に 在 ち うと も 、 ア ッ ン 2 プ きま 
ラー は いずれ 前 た ち を こと ご と く 召 集 す BE EG tN GC 
べし 。 げ に アッ ラー は 全能 に まし ます 。 の 3 を 2 る 
0、 流 い ず か だ より 出 で 来る と も 、 液 の 背 を 加 りつ dao そる と の 
殿 に 向け よ 。 こ は 主 の 降 せ し 真理 な り 。 アッ 2 の i 
ラー は お 前 た ちの 所 業 を 看過 せ ず 。 ( 注 D 0 jl 
タレ ッッ ェ ン ノン 
Eo le 
回, 泊 い ず か だ た より 出 で 来る を と も 、 波 の 顔 を 聖 8 > 
ン て コ 
殿 に 向け よ 。 ( 注 12) また お 前 た ち 何 処 に 在 クー りり と > O25 
ろう と も 、 顔 や を を そこ に 向け よ 。 る すれ ば 人 々 FT す て 34 RR 
注 HD この 節 は 、 短 い 言 葉 の 中 に 成功 する 人 生 の 要素 を 含ん で いる 。 誰 で も 最初 に 明確 な ゴー ル わ や 自分 の だ め 


SR SS 細心 の 注意 を 払っ て その た め に 献 心 し 、 全 神経 を それ を 保持 す る た め に 緊張 
る せ 、 人 全 な 競 征 の 捕 神 で 他 の ムスリム と 竹 い 、 彼 ら よ り 震 と うと 努め る ば か り で な く 、 自 分 の 仲間 が つま ず 
いた 時 、 生け の 


は 配 す る よう に きせ て いる も の | 団 もち 、 人 人 が 最初 に 日 的 を 立て 、 そ れ か ら そ れ を 人 生 に お ける 抑制 カ 
ょ 上 する こと で ある 。 
注 11 この 文 は メッ カ は いずれ ムスリム の 和平 に 陥る と いう 意味 で ある 。 ム スリ ム に よる メッ カ の 征服 は クル 


アー ン の 17 章 81 第 、28 章 86 節 に も 環 言 きれ て いる 。 中 命 記 33 章 2 節 に 含ま れ て いる 畠 言 は 、 聖 な る 季 言 者 
が ] 万 人 の ムスリム の 頭 し し て メッ カ に 入っ た と き 成 応 き れ た だ 。 
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は お 前 た ち に 反対 する 論拠 を 有 す ま い 、( 注 クイ イン る る る 8 レッ タン 
や か らち 2 ] うう 2 
13) 不義 な す 徒 諾 は 別 と し て 一 彼 等 を 恐 I } 6 Lr 
6 恐れ よー を は お 前 た ちの 上 に の 2 うう タッ イン Gs po 
ず 、 わし を 党 02 人 有 前 た ちの 上 に わ Yd 3 ad ゃ 5 a 
し の 愛 願 や 全う せん が だ た め な り 。 面 し て お 
a 8 6 b ( マン ッ タ ン ッ ン ルン ルレ シン ン 
前 た ち を 正 し 〈 導 か ん が た め な り 5。( 注 13) OT i CO っ 
152. すなわち われ ら は 、 お 前 だ ちの 中 か ら 6 一 人 ンー リン ルン っ 。 クラ タン %, LT 
の 偽作 を 造 わし 、 お 市 た ち に 我 が 押 計 を 訪 で Roe の 5 ECS 
斉 し 、 お 前 た ち を 浄 め 、 ぉ 前 た ち に 経典 た. A i AA イェ 
虹 知 と を 教え 、 お 前 たち が 知ら ぎり し こと 225.23 時 It 
ルト レッ タ クン る ヒル すさ 
を 教え し む 。 Goks ls まい と 
153. 故に わし を 忘れ る な 、 る すれ ば わし も お 前 の 勿 GG IS レッ シ タ シン ーッ クジ 。 
a も で { ト 】 rz の 
た ち を 忘れ まい 。 わ し に 感謝 せよ 。 わ し の oo YN GG 
思 を 忘れ まい ぞ 。( 注 jj) 
党 十 九 項 た すけ 
154。 液 等 使徒 た な ちょ 、 妨 耐 と 礼 振 に よっ て 佑 助 2 も 
を 求め ょ よ 。 げに アッ ラー は 巡 耐 強 き 人 々 ト アオコ 4 アン ン ! 
倍 に あり 。( 注 1 Oia で 2) 
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4 2195 の ッ 2 イン 2 ッ タ イン 
! FE I 記 史 el OU SU 
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Gn 














注 12 ムスリム は 征服 し た メッ カ の 下 高 の 目的 を 決し て 見 和 失わ な いよ うに 言い つけ られ た 。 

生 18 「 人 々 は 次 に 対し て 異論 や 持た な い だ ろ う 」 と いう 文 は 、 ム スリ ム が メッ カ を 征服 し を こ な っ た ら 、 イ 
スラ ム の 瑞 か ら 斑 な る 預言 者 は アブ ラ ハ ム の 祈り を 成 競 で き な か っ た と いう 反対 意見 が 当然 起き た だ ろう と い 
2 こと を 泡 味 し て いる (2 章 節 ) を し て 、 そ れ 故 に 、 彼 は 約束 きれ た 預言 者 と 王 張 する こと は 出来 な か っ た 。 
し か も 、 ふ ムスリム が 祈り の 時 に 顔 を 向け る よう に 命ぜ られ た 寺院 は 、 固 教徒 の メッ カ 人 に 支配 きせ て いて 、 偶 
像 で ・ 杯 で あっ だ 。 偶像 が カー バ に 残っ て いた だ め 、 ム スリ ム は それ ら を 礼拝 する こと を 非 雌 きれ た 。 し か し 、 
唯一 の 押 を 礼 捧 す る だ め に 捧げ られ た 型 な る 家 か ら 偶像 を すっ か り 無 くし た だ め 暴 議 $ な く な っ た の で あっ 
だ 。 キ プラ と し て エル サン ム の 寺院 を カー バ に 取り か を る よい う 谷 令 は メッ カ の 人 征服 に 関す る 命令 に よっ て 当 
然 な し 遂げ られ だ た だ 。 

注 1 メッ カ を 征服 する 事 で 、 神 の ムスリム へ の 思 恵 は 完全 に な る だ ろう 、 を その 事 が 、 す べ て の アラ ブ 人 の 服 
従 と 何 手 人 も の 人 が イス ラム の 信仰 に 入信 する 意味 に な る の だ か ら 。 結 果 は 分 に 上 記 の 預言 を 成就 し て いる 。 
な ぜ な ら 、 メ ッ カ の 和 視 服 の すぐ 後に 何 千 人 も の アラ ブ 人 の 改宗 が あっ た か ら で あ る 。 メッカ の 征服 に 続い て 、 
アラ ブ 人 が イス ラム の 教え に 役 到 し た の は 、 ア ラブ 和信 は どん な か 型 典 に も 従わ な か っ た が 、 メ ッ カ は に せ の 拓 言 
者 の 第 子 に は 征服 され な いと いう アプ ブラ ハム の 預言 や 、 メ ッ カ 征服 を 試み る 者 は 破滅 す る だ ろう 上 いう 預言 は 
知っ て いた か ら で あ る 。 人 彼ら は すばらし い 和 預言 の 成就 を 、 ア ビシ ニア 人 の 侵 員 省 、 ア プラ ハム や 強力 な 軍隊 の 
庁 跡 敵 な 破 減 の うち に 見 た 。 

注 還 人 人 間 の 側 か ら の 神 を 「 宮 れ な い 」 と は 、 愛 と 献 心 を 持っ て 神 を 想い 、 神 の 命令 を 遂行 する 事 、 神 の 恩恵 
を 心 に 削 め る 事 、 神 を 替 美 し 祈り を 捧げ る こと で ある 。 神 の 側 か ら の 人 人間 を 「 忘 れ な い | と は 、 神 が 人 人間 を 近 
くに 引き 寄せ る 刺 、 恩 恵 を 人 に 与え 、 人 間 が 論 棚 に な る よう に 物 を 与え る 事 で ある 。 

注 16 この 節 は 、 成功 の 秘訣 を 述べ て いる 。 ム スリ ム は 、 考 抱 強く 努力 を 続け な けれ ば な ら な い 。 日 的 を 達成 
する た め の 努 力 あ お こ た ら ず 、 決 し て 落 朋 せ ず 、 同 吐 に 有害 な も の を 遠 ぎ け 、 半 いも の に の み 、 従 っ て いか ね 
ば な ら な い 。 神 だ けが すべ て の 芋 の 源 で ある か ら で あ る 。「 妨 言 ] ( す ブ ル ) と いう 語 は 、「 礼 捧 ] (サラ ー ト ) 
と いう 諾 を 進め た も の で ある 。 それは 叶 々 軽 べ つ さ れ 、 和 無視 され る 神 の 法 を 遵守 する 事 の 重 細 さき を 強調 する た 
めで ある 。 初 り は 、 神 に よっ て 定め られ た 控 に 従う 時 に の み 、 神 に きき と どけ られ る 。 
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158. 


159. 


160. 


まだ た アッ ラー の 道 の だ め に 殺 る れ た る 者 
を 、 彼 等 は 死 せ 5 り 、 と 云う な か れ 。 否 、 彼 
等 は 生き て いる 。 だ だ お 前 た ち は そ れ を 理 
解 し 得 ぎ る な り 。 

われ ら は お 前 だ ち を 、 恐 怖 や 餅 僚 で 、 ま ただ 
ER 
よっ て 試 め きん 。 き る れ ど 耐 を 忍ぶ 者 に ! 

央 報 を 伝え よ 。 

災難 に 遭い て 、[ げ に 我 等 は アッ ラー の 所 有 
な り 。 硬 し て 我 等 は いずれ アッ ラー の 御 許 
へ 帰り 行く 者 な り | と 云う 者 。 ( 注 1 


か く の 如 き 有 名 の 上 に こそ キ の 祝福 と 慈 右 が 
降る 。 彼 等 こ を は 正しく 導 か れ て いる 者 な 
り 。 

サフ ァ ー と マル ワリ は ( 注 110) アッ ラー の 聖 
跡 の うち な り 。 故に 型 殿 に 巡礼 する 者 や や 、 
中 地 語り を する 和信 々 が 両 圧 を 周遊 する も 角 
自ら 進ん で 善行 "を な る ん と する 者 に 


っ し ゃ 


げに デッラ ー は : 輝 を 認め 、 知 徐 者 な り 。 


われ ら は きま ざ まな る 神 兆 や 稚 導 を 降 し 、 
を 経典 の 中 で 人 々 に 切 白 な らし め た に も 

か か わら ず 、 之 を 包み 隠す 者 ども 、( 注 19) 
彼 等 は ア ッ ラ ー の 呪い に 遣い 、 呪 唱 者 の 呪 
いも 受け る で し 。 
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注 


我々 に ふり か か る どの 不 辛 に ちる 我々 は 、 
の 有 好 力 を する で き で ある 。 こ の よう に 、 


1 袖 は 胡 々 の 持ち 物 す べ て の 、 我 々 帳 号 を も 含め た 王 で ある 。 神 の 無限 の 知恵 を も っ て 、 神 が 我々 が か が ら す 
で て を 取り 上 上 上げ る 事 が 正しい と 考え られ れ ば 、 我 々 に は を の こと に 不平 や だ め ら い を 示す 根拠 ほな い 。 そ れ 覆 、 


(て 、 忠 い 甚 言 と 適時 の 警告 で ある 。 


注 
カー バ に 近い 。 こ の 二 つ の つの 丘 は ハ ガ ル の 信太 な 妨 耐 と 神 へ の 特別 な 皿 誠 心 を 記念 し て 

と 尺 子 イシ ュ マ エル に 対し て の 特 史 な 愛情 を 記念 する と な っ て いる 。 これ ら の 丘 を 
神 の 愛 、 神 へ の / 


注 


118 「 サ ファ ー」 と 「 マ ルリ | は メッ カ に ある 


忠誠 心 、 神 の 力 に 深く 心 打 た れる 。 


落胆 し な いで 、 人 人 生 に お いて も っ と いい 結果 を 得る だ め に 、 よ り 多 く 
ON NE 


カー バ の 近く に ある 二 つ の I る 。 サ ファ ー の 方 が 


又 、 一 方 で は 神 の 彼女 
と ずれ る と 、 巡 礼 者 は 


19 この 文 は 、 型 な る 限 言 者 に 関し て 自分 た ちの 加 書 に 出 て て る 預言 を 胃 し た ユダ ヤ 教 徒 に 言わ れれ て いる 。 





16、 


の アイ ンタ タン すん 
8、 彼 等 は 呪い の 中 に 取り 残 き れん 。 刑 本 は 軽 9 いつ IO AE 8 So 
減 さ れず 、 ま た 猫 子 も 与え られ ざる べし 。 EE 
64. お 前 だ ちの 神 は 唯一 な る 提 な り 。 彼 の 外 に 2122 2 フタ る ノレ WC Gl タン 。!1 
中 な く 、 彼 は 仁 閣 老 、 慈悲 者 な 注 oe 4 0: 
補 よ 4 ゝ 役 は 仁 慈 者 、 2 5 者 & り 。 ( 注 120) er 4 = ア ァ ング ピ 
第 二 十 項 0 
め つ ち 3 2 タッ 。 9 の 2 4 2 » る 
5. 天地 の 創造 、 劉 夜 の 交替 、 人 々 に 利益 を も 3d TS ee EG 
だ ら す 人 荷 を 較 び て 海原 を 渡る 航 、 まだ アッ タス ラン エン ぁ ン ター ル 2 ラン 5 科 92 レーン ク 
ラー が 空 か ら 水 を 隆 し 死 せ る 大 地 を 生き 返 Cg Jl Ge al gt 
ら せ 、 そ こ に あら ゆる 種類 の 動物 を まき 散 Gt (人 イン フュ ンー ター スク ンク ン レル 
MM 区 w [ っ | し 回 
ら す を の 山 、 風 向き の 変化 、 天 地 の 間 に 奉 “ ONS 4 8 
= 仕 は 皆 区 [2 や 0 の 2 の ? 
i は 皆 思 應 ある 人 々 へ の RL ERS ’ C の [も 
補 兆 な り 。 ( 注 121) ン レッ ン る ノレ の ン る | 和 2 2 2 
sts pl Ev 3 
a 200 7 9 
CON 298 Yo 
166. し か る に 人 々 の 中 に は 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 貯 コグ 2 イ 7 きす 9 タッ そる る タン (る リン と 
. sa 131o91 lo e I 5 
拝 の 対象 を 持ち 、 ア ッ ラ ー を 愛す る 如く 逐 i < で 
a ン る デン クタ レン 1 し wu し を 」 
を 愛す る 者 ども あり 。 き れ と 信者 の ブッ と 
ラー に 対す る 愛 は 、 彼 等 より は る か に 強し 。 
注 交 すべ で て の 罪 は 信 抑 の 弱き か ら 出 る の で 、 こ の 節 は 神 の 唯一 性 に 言及 し て いる 。 も し 人 人 人 々 が 神 が 准 一 で あ 
る こと を 承 く 信じ て 、 に せ の 押 々 を 作り 出し た り し な けれ ば 、 決 し て 正しい 道 を ふみ は ず す 再 は な い だ ろ うと 
表 叫 し て いる 。 
注目 クル アデ アーン は 宇宙 を 全体 と し て その 主題 を 赴 明 する あか し と し て いる 。 條 々 に と ら え られ だ 場合 に は 、. 
神 の 存在 を 結論 づけ る あか し と は な ら な い 。 地球 の は じ ま り は 偶然 に 協 子 が 集合 し た と 言え る か も し れ な い 。 


kis も 月 の 起源 も 


注い 
統制 
は メメ 、 


御 る きれ 、 神 の お 心 に 添う よう 、 


. 但し 、 悔 憎 し て を の 身 を 修め 、 真 理 を 明言 


する 者 は 別 な が り 。 わ し は 役 等 を 許さ ん 。 わ 
し は だ たび た だ たび 許す 者 、 蓄 悲 深い 者 な り 。 


不信 心 者 で 、 不 信心 者 の まま 死ぬ ぬ る 者 、 彼 
等 の 上 に は アッ ラー と 天使 と 万 民 の 呪い が 
か か る べし 。 


9 アラ 


Tr 


1 g RA GL ュ > 

ETS 51231 
a 

EC 








場 な る 預言 者 に 反し た 計画 に 成功 する 


その 他 の も の の 起 光 ぅ 同様 の 理由 か も し れ な い 。 
こ に 広がる 深い 整然と し て 秩序 を 考え る 時 、 こ の 宇宙 が 人 然 に 存在 し は じ め な た と 
な い 。 本当に 、 宇 宙 に あな ぎる 完全 な 調和 と 全 秩 序 は 、 全 治 全 
る れ て いる 吾 を 力強く 指摘 し て いる 。 0 
能 人 性 が な いと いう 事実 が 引き 出さ れる 。 
文 、 の る よう 働い て いる 。 


究 を 


ia 
能 の 唯一 の 覧 明 な 存在 に よっ て 創造 きれ 、 
特別 に 強調 する こと で 、 不 信 の 徒 の 注意 


< ンク 


CA 3 


し 


RAI 


し か し 、 一 つの 統合 体 し し て 


と 士 ミ ハム 


「 の 
1 NE 


この 宝 宙 、 


づけ る こと の で きる 人 


全 写 軍 は 神 に よっ て 制 


1657, 


166. 


169. 


110. 


“ 122 


. 彼 等 
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( 注 12) 証し て こ れ ら 罪人 が や が て 天 剛 を 
日 の 当たり に 見 る 時 、 思 い 知 る ざし 、 す べ 
2 が 用 の ア メ ラ ー に 属し 。 アッ タラ ー の 競 が 
いか に 激烈 仮 借 な きも の か を 。 

を の 時 到 ら ば 、 追 防 者 を 有 せ る 者 は 、 を の 
追随 者 と の 関係 を 否認 し 、 彼 等 は 天罰 を 日 
撃 し 、 彼 等 を 結べ る 絆 は 寸断 せら る べし 。 
123) 

第 追随 者 F ぉ は 云わ ん 、[ も し 我 等 が 今 
人 彼 等 が 我 等 と の 関係 を 否認 
し た 如く 、 我 等 も 彼 等 と の 関係 を 否認 せん ] 
と 。 か の 如く (、 アッ ラー は 彼 等 に を の な 
SPIEC SPP いき 
ょ 5 逃れ 得 ざ る べし 。 

第 二 十 一 項 
液 等 人 々 よさ 、 大 地 に ある 合 法 に し て 佳 き 物 
を 食 せ よ 。( 注 J) 悪魔 の 足跡 に 従う な か 
れ 、 彼 は お 前 だ た も ち に 公然 と 伯 な す 故 に 。 


悪魔 は た だ 、 悪 事 と 柄 行 を お 前 た ち に 勧め 、 
お 前 た も が アッ ラー に つい て 知ら ぎる こと 
を 云わ し め る 。 


EE に 向っ て 、[「 ア ッ ラ ー ー が 隆 せ し も の に 従 
え 」 と 云う と 、 彼 等 は 云う 、 「 谷 、 我 等 は 父 


< 3 
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便 の 党 は すべ て の 赤 教 陰 教 え の 真 和 著 で ある が 、 


り 返 し 述べ られ る 最も 大 切な 主題 で ある 。 


i 129 


この 節 で は 、 指 導 者 に 官 日 的 に 従い 、 


与え て いる 。 


注 124 善行 は 真 の 信仰 を 作っ て いる 。 この節 か 
恵 を 教え る 事 、 
が 与え られ 、 又 、 社 会 的 な 事 馬 に 関係 する 法律 も 与え ら 


イス ラム ほど 神 の 愛 を 強調 し 
RN OS RAN 
He - 失 高 な 神 に 対す る 人 間 の 殊 の 抗 し が だ た い 愛 や あこ が れ を うえ つけ る 


ら 、 約 束 き れ だ 振 言 者 の 仕事 、 好 ち 、 律 法 上 その 根底 
に 関す る アグ プラハ ム の 祈り の 第 二 部 の 議論 に 入る 。 祈り 、 断 
れ だ 。 食物 は 人 間 の 性 格 を 形成 する 上 上 で 非常 に 重要 な 


きた 宗教 は 他 に な い 。 亜 
ぅ うれ だ 。 ク グル アー ン で 、 
よう な 神 の 恩恵 が 、 く 


道 を 踏み は ず し 、 神 の 伝道 師 を し り ぞ ける 人 々 に きび し い 語 告 を 


に ある 知 
食 、 巡 礼 、 ザ カー ト に 関す る 儀式 


の で 、 食 物 に 関す る 規則 が 最初 に 述べ られ て いる 。 イ スラ ム 孝 で は 、 す べ で て の 食物 は 、(1) ハ ラー ル (法律 で 誕 


RAE NIS 
れ て いる 。(1) で 認め あら 衝 て い 
れる 。 


純粋 で 、 栄 養 が あっ て 、 便 康 に よい も の ) で ある べき だ と き 
も 場合 に よっ て 、 そ の 人 の 健康 に ふる わし すくない も の な ど は 、(2) に より 者 


じ ら 


計 
3 


アル ・ バ クラ 


| 1 
代 





個 の な せる 償 例 に 逢う] と た 。 な ん と な 1 人 ET る 
等 の 先祖 は 全く 無知 蒙 味 に し て 、 導 か れ ぎ et SS A CCS 
り し に 非 ず か ? ( 注 12) pr i y 
12. 不信 者 ども を 璧 うれ ば 、 喚 声 と 叫 声 の 外 I ン Ma 6 セン 
に 何 も 聴き 得 ぎ る 者 に > 
n 人 な イィ 2 ス BG» 
し 。 役 等 : は 環 で 、 中 で 、 ょ り 。 る れ ば 役 8.23 A 28 2 あろ る は っ う A 


等 は 司 ら ず 。 
< ゅ ラプ 
(GIN EY 
173. 液 等 信徒 な ちよ ょ 、 わ れ ら 6 が お 前 た ち に 賜 え Ck 22 ン 1 25, 
; CC ek baal CIO lab 
る 佳 き 物 を 食い 、( 注 ]36) 岳 し て アッ ラー に ゾン の 5 し 
感謝 を 捧げ よ 、 も し ち お前 た ち が ア ッ ラ ー を の OO 5151 NT あの 5 
此 拝 する な ら 。 
ュ 7 アイ マン ノイ の る レッ ッッ タクシ イン ン ン ンジ る 
14. アッ ラー が お 前 た ち に 禁 補 し 食物 は 、 死 肉 、 IP そ PE ty a 
血 、 豚 肉 、( 注 19) アッ ラー 以外 の 名 が 唱え 2 タン 
られ た る も の の みな り 。 されど 必要 に せま EAC a Jal 3 
られれ 、 故 意 に 違反 せ ず 、 限度 を 越え ざ る 場 @ の 5 タン pl ン ? “ 
WI 1 
合 は 罪 に 非 ず 。 ( 注 18) げに アッ ラー は 寛大 © EE RES 1 っ Cy 
に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 


\ 


e\ 
\ 








生協 永遠 の 生命 に と て も 深い 関係 の ある 宗教 に 関し て 、 人 が 年 長者 に 官 晶 的 に 従う の は 奇妙 で は ある 。 こ の 
世 で の 生活 の 利益 を 追う こと に つい て は 、 蛋 大 な 事柄 と しみ な し て 、 他 人 に 育 目 的 に 従わ ず と も 、 自 分 で 道 を 選 
ぶ の に 、 本 当 は も っ と 大 切 で 本 質 的 な 宗教 に つい て 、 自 分 で 道 を 選ば ず 、 年 長者 に 百 目 的 に 従う と いう の は 残 
念 な こと で ある 。 


注 15 「[ 佳 き 物 を 食い | と いう の は 注 1 加 に ある よう に 、「 法 律 で 許さ きれ 」 か つっ 姜 い る もの で 、 梁 准 の ある も の 
を 食 せ よ ] と いう こと で ある 。 ム スリ サム は 、 ど の よう な 形 で あれ 、 た と え ぇ 法律 で 許可 きれ て いて て も 、 英 体 的 、 
精神 的 、 霊 的 な 健康 を 寄 す る も の を 食べ る 事 は 許 き 8 きれ て いな い 事 を 示し て いる 


注 拉 この 不 党 な 動物 の まる に この 名 前 は 、 そ の 肉 を 食す る 事 を 侍 ず る 事 を ほのめかし て いる 。 こ の 語 は アラ 
ビア 語 で ヒン ズ と アラ の 結合 で あ る 。 和 最初 の 部 分 は er の 意味 で あり 、 次 の 部 分 は 「 私 は 見 る | の 

意味 で ある 。 即ち 、[ 私 は を それ が 大 変 不潔 で ある 事 が 分 か る 」 の 意味 に な る 。 ヒンディー 語 で は 、 こ の 動物 は スー 

アル と いう 名 で 知ら れ て いる が 、 こ れ は アラ ビア 語 の モン ズィー ル 即 ち 、[ 私 は それ が 大 変 不 源 で ある 事 が 分 か 

SARS 味 で ある 。 ヒンディー 語 で は 、 こ の 動物 は バッ ド (問い ちの ) と し て 知ら 和 れ て いる 、 即 ち 、 
も と の アラ ビア 語 の 針 訳 と も 軸 わ れる 「 悪 いと か 「 不 涯 な 」 の 意味 で ある 。 


注 この 節 で 乾 合 法 銘 で ある と 官 言 きれ て いる も の の うち で 、 死 ん だ 動物 の 四 や 肉 を 食べ る と いう 事 は 明 ら 6 
か に 有 寺 て あっ て 、 多 く の 推 威 者 や 医学 者 に よっ て その よう に 認 誠 き され て きた 。 ブ タ 肉 は 、 人 間 の 肉体 的 な 健 
康 に も 有害 で ある 上 証明 きれ た 。 プ タ は 汚物 を 食べ 、 不潔 な 場所 に 住む 事 を 喜ぶ 。 ブ タ は 下品 な 習慣 を 持ち 、 
性 倒錯 と いう 邪悪 が 特徴 を 持っ て いる 。 回 虫 、 腺 病 、 癌 、 施 接 虫 が 、 ブ タ 肉 を 食べ る 民族 に より 多く 発生 し て 
いる 事 は 知ら れ て いる 。 プ タタ | 内 を 食べ る と 施 毛 虫 病 の 原因 に も な る 


15. アッ ラー が 降 せ し 経典 を 隠し 、 之 を 安値 で 
売り 飛ば す 者 ども 、 彼 等 は 腹 中 を 燃え 盛る 
笑 で 満た す 。 ( 注 19) 復活 の 日 、 ア ッ ラ ー は 
彼 等 に 語 し か けず 、 ま た 浄 め ざる べし 。 面 
し て 酷 凡 が 彼 等 に あり 。 


6 摘 導 と 引き 替え に 迷 誤 を 取り 、 表 免 の 代り 
に 懲 玉 を 選び し 者 は 、 彼 等 な り 。 針 火 の 中 
に お ける 役人 等 の 辛抱 は 、 如 何 に 甚だ し いこ 


と が ! 
17. され ば こそ アッ ラー は 真理 を 以 て 経 自 を 降 
し 絵 を えり 。 こ の 経典 に つい て 暴論 人 き を 唱 う る 


者 どぉ は 、 人 か に 遠く 苑 れ 去り た る 者 な り 。 
上 第 二 十 二 項 
178, 正義 と は 、 お 前 た ちの 顔 を 東 に 向け 、 ま だ 
西 に 向け た りす る こと に 非 ず 。 長 の 正義 と 
は 、 ア ッ ラ ー と 夫 日 と 諸 天 使 と 経典 と 預言 
者 た もち を 信じ 、 ア ッ ラ ー を 愛す る が 故に 自 
分 の 金 を 、 親 族 、 孤児 、 沿 者 、 旅路 に ある 
者 、 物 と い 、 並び に 拉 描 を 購 う た め に 費 し 、 
礼拝 を 遵守 し 、 韻 捨 を 惜しま ね 着 を 云い 、 
また 約束 を 結べ さば 之 を 必ず 履行 RS 困 釣 、 
者 に し て 、 戦い の 時 は 毅然 
る 者 を 云う 。 か く の 如 き 人 々 こそ を 誠実 な 
神 を 朱 れ る 者 な り 。( 注 130) 


注 1 光 


満足 を な を る こと な さく 、 


注 130 
まっ て いる 。 を それ は すべ て の 行動 の 源 と な る 


て 次 に 人 人 間 の 行為 に 関す る 


この 筋 の 意味 は 、 火 は 濁 き を 満足 させ る どこ ろか 大 き 《 す る の と 同じ よう に 、 
を の 逆 の も の お も だ た だら す 、 と いう 事 で ある 。 
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この 世 の 事 は 選 の 平和 と 


この 節 に は イス ラム の 教え の 要点 が 巡 べ られ て いる 。 さ まず 、 共 相 的 な イス ラム の 入念 と 教理 か らら 始 
も の で あり 、 人 入間 の も つ 本 来 の 普 を より どこ ろ と し た 正義 で ある 。 
すなわち 、 神 を 信じ る こと 、 最 後 の 和 審判 を 信じ る こと 、 天 使 、 経 典 、 
と て も 大 切な 事柄 に つい て 人 述べ て いる 。 


明 な る 括 言 者 を 信じ る こと で ある 。 そし 


第 二 章 アル ・ バ クラ 
179. 液 等 信徒 た な ちょ 、 殺 人 に 対す る 報復 は 、 自 タ アン レン > る イノ タ 
| we 9 レ WW 

由 民 に は 自由 民 、 奴 隷 に は 奴隷 、 女 子 に は 3 は DE I IAG 
女子 と 公正 な 報復 を 規定 す 。 ( 注 ) 但し 加 。 ら 58 AU だ ざり Yall 0 ft 
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害 者 が 被害 者 の 兄弟 に よっ て 寺 多 きれ る 場 あッ 1 

合 は 、 慣例 に よっ て 芝 に 昧 画 金 を 課 し 、 加 5 nb‘ CGI の ES 
害 者 に 懇 ろ に 之 を 支 挑 わ し むべ で し 。 こ は お の ッッ ン タン 。 § 

て at ヶ ッ ?, 2 1 

前 た ちの 王 よ 5 り の 減刑 に し て 、 且つ 着 起 な Le AA ジグ AO as ls st 4 

り 。 る れ ば 今後 この 控 に 培 犯 する 者 は 、 酷 タイ イィ の の プー 

0 a le 22 A SLLE ck 

180. 思 應 ある 人 々 ょ 、 報 復 の 控 に は お 前 た ちの IIT db re oa 8 3 ( 記 

だ め の 救 いあ り 、 お 前 た ちの 安全 を 保障 際 生 っ 

る た め の 。( 注 132) OSs 

注 131 この 節 は 一 般 市 民 に と っ て 大 切な 法 の 根本 精神 を 述べ て いる 。 すなわち 、 平 築 で 公平 な 裁き の 必要 性 


Rn 殺人 
者 は 相当 に 報 役 き れる 必要 が ある と 言っ て いる 。 犯罪 者 を 法 に よっ て 前 し な いと いう こと は 神 の 命 に 疹 く こ と 
で ある 。 し か し な が ら 、 犯 虹 攻 を 久 す る の は 閑 き れ た 人 の 後継 者 で な てく 、 法 と 秩 店 を 各 任 持っ て 守っ て いる 権 
感 者 で て ある 。 しかしながら 、 ま な だ た 許し や 与え る こと も で きる 。 よ っ て 権威 者 は 法 の も と に 法 に 従っ て 裁 か な け 
れ ば な ら な い 。 だ か ら 自 分 の 判断 で 勝二 に 許す 権利 は な い 。 ま た 被害 者 の 後継 ぎ は 法 を 司る こと は で き な い 。 
まし て 直接 前 を や 与 を る こと は で き な い 。 処 剛 は 誰 に ち 平 等 に 課せ られ る と この 銀 で の べら れ て いる 。 この 言 薄 
は 普遍 的 で ある 。 地位 、 身 分 、 宗 教 の いか ん に か か わら ず 、 殺 人 の 罪 を 犯し た 人 は すべ て 同様 に 処罰 る れる 。 
この 県 に 関し て は 坦 な る PE 非 職 斗 の 一 般 市 民 で 未 信 徒 で ある 
者 を 回 教徒 が 図 的 に 殺し た 場合 、 死 刑 し な る と いう 見 解 が 頂 言 才 の 入間 の 中 で 一 致し て いる 。 堪 な る 尊 言 者 
$ 上 非 イ スラ ム 教 徒 で 非 戦 半 の 省 を 上 記 図 向 に 殺し た イス RI と 述べ て いる 。 上 自由 民 に は 自 貼 民 、 
既 に は 仏 隷 、 尋 人 に は 婦人 と いう 言葉 は 由 民 は 奴隷 や 殺し て も 死 弄 に は な ら な いと か 、 婦 人 は 異性 を 殺し 
CR i 
出 民 に は 日 由 民 …。」]E い う 計 葉 を 独特 に 解釈 し て アラ ブ の 特有 の 憶 習 が で きた 。 それ は 性 差 や や 社会 向 地位 に よ 
り 殺 人 独 の 処罰 を 決め る 方 法 で ある 。 し か し 、 そ の 狐 特 の 慣習 は 今 は 廃止 きれ て いる 。 この節 の 戒律 に は 皆 に 
嫌がら れ て いる 将 慣 を 廃止 し よう と し て いる 姿勢 が ある 。 実際 、 前 に も 述べ た 報復 に つい て の 法 は 「 殺 害 に は 
同等 の 補 役 ひみ を する こと が 規定 され て いる 。| と いう 文 で 制限 きれ て いる 。 この 文 は 必要 上 分 な 意味 もち 
王 提 を 完全 に 言い つく し て いる 。 を それ に * 続く 「 自 則 民 に は 自由 民 、 破 封 に は 奴隷 、 姫 人 に は 婦人 | 法 の 重要 素 
で は な い 。 た だ ただ. 上記 の 三 例 を 揚げ て この よう な アラ ブ の 習慣 は 拒否 すべ き で ある と 述べ て お り 、 区 、 泌 を どの 
よう に 施行 すべ きか を 未 べ て いる だ け で ある 。 革 な る 頒 言 基 は 「 自 分 の 奴隷 を 殺し た 者 は 誰 で も 死 が 号 を られ 
る 。」 と 言っ だ と 伝え られ て いる 。( マ ジャ) 他 の と ころ で まだ 「 イ スラ ム 教 徒 の 命 は すべ て 報 徹 の 法 の も と に 
平等 で ある 。| と 人 述べ て いる 。( ナ サイ ) 


注 132 イス ラム の 報復 法 の お か げ ば で 、 導 入 が 押 き えら れ 、 人 間 の 生命 の 紀生 が 条 ら 4 い る の 0s 和 あ が 効 尿 が 
ある 。 人間 の 生命 の 意 成 を 全て 無視 し て し まう 様 な 和 人間 は 、 人 間 社 会 の -- 員 ほし て 生き る 全て の 権利 を は 〈 疹 
る れ 、 上 免 や 容赦 や うけ られ る の は 、 赦 免 な ど に よっ て 事態 が 好転 し 、 9 店 填 が も だ らき る れる と 導 
えら れる 状況 の み で ある 。 こ の 様 に イス ラム は 一 方 で は 犯罪 を 押下 する の に 妥当 な 手段 を 講じ 、 2 は 慈 
悲 と 救済 の 高虎 な 特質 を 示す の に や ぶる か で は な い の で ある 。 努力 に 反し 、 PO HP 、 肛 式 は そ 
れ ぞ れ 異 な っ て も 3 死 判 が 謀る て いる と いう 事実 は イス ラム の 規定 の 覧 明 き を 充分 に 征 衣 する の で ある 。 字 
刑 廃 下 の 喜 心 な 推進 者 どる を も それ に か わる 良い 措置 を みつ け 出 せな いで いる 。 死 用 に と っ て か わり 終身 刑 を 
課す の は 起 で あり 、 理 起 的 な 代行 刑 と は 言い 尋 い 下 を 認め ざる を 得 な い の で ある 。 (Roy Caluert 著 20 世紀 に 
診る 拠 刑 、GG. P. Putnnm、 ロ ンド ン 、1930) 
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お 前 た ち も に 規定 する 、 お 前 た ちの 誰か が 死 る EA EL ot 

ue a> il 2 に 6 

に 臨ん で 、 も し 財産 を 遺す よう な 場合 は 、 ; a の の 
rs ゃ 9 っ 。 う の 4 し a LM 4 

両親 攻 び 親族 に 公明 正大 な 遺言 を する こと Gpadb C8 5 cr Sl 

を 。 こ は 神 を 異 れ る 者 の 義務 な り 。( 注 133) 


これ し ー デ 
遺言 を 開き た る 後 、 之 を 変更 すれ ば 、 罪 は GON I 
変更 する 者 の 上 に あり 。 げ に アッ ラー は す 


タ 。 
べ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 1 OA eS dh OL 
18. 但し 遺言 者 側 の を え こ ひい き や 間 違い を 懸念 を A 
し て 、 当 叶 者 た ちの 問 に 入っ て 錠 を 病 健 す a "の と の GE os 
る こと は 、 罪 に 非 ず 。 げ に アッ ラー は 寛大 の 2 と 226E 0161 322 <3198 
に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 ( 注 15) 
第 二 十 三 項 


と さぶ 


8. 流 等 信徒 だ ち よさ ヽ 先 和 人 に 規定 せ し 大 | CA 断 KAN MK CG アラ ェ ol (Ob 


食 を お 前 た ち に 規定 す 。 こ は お 前 た ち を 義 


タタ すみ ン ン の 0 
し い 人 だ らし めん が た だ ため な り 。 る 2 イイ 2 の の 


注 133 4 章 12 節 、13 節 で 死者 の 財産 を 相続 する 場合 の 全て の 人 の 坂 9 分 が 決め られ て いる 。 これ ら 6 の 節 は 
計 釈 者 達 の 何人 か に は 誤解 され て 当年 の 施 こ きれ て いる 節 を 取り 消す も る の 上場 を られ て いる が 、 実 際 に は この 
箱 で 、 人 遺言 を 残す 省 に 対し 法律 的 に は 和 続 資格 を 有 し て は いな い が 、 選 産 を 認め られ る 対象 と な る 個人 へ の 、 

或いは 慈 の 目的 の 、 或 い は 、 戦 時 の 、 を それ ぞ れ の 遺産 の 取り 扱い に つい て の 大 浪 な 追加 条項 と な っ て いる の 
で ある 。 こ こ で は 4 章 12 節 と 13 人 節 で 扱っ て いる 、 法 定 相続 人 の 受け つ で 遺産 に つい て 何ら 規定 する も の で は 
な く 、 を の な た めす 4 間 12 節 、13 節 に よっ て この 節 で 遠 べ られ る 規定 が 取り 消さ れる 事 な ど 論外 な の で ある 。 各々 
が 各 和 領分 を 取り し きる の で ある 。 し か し この 様 に し て 譲ら れる 追 産 は 、 サ ー ド ・ ビ ン ・ ア ビー・ ワ カー ス に 関 
し て 聖なる 頂 言 者 が 言っ た 様 に 、 相 続き れる べき 追 着 の ユノ 3 を 感 え て は な ら な い ( プ ハリ ・ ジャ ナー イズ 書 )。 
これ が 條 言 攻 の 抽 由 裁量 と な る 限度 で 、 そ れ も 僅 言 者 が 下 額 の 語 を 残し た 場合 の みか に あ て は まる の で ある 。 死 
に ゆく て イス ラム 教徒 が それ に 従っ て 追 言 で き 、 一般 的 な 理解 と し て は 4 :12 と 13 の 後に 、 啓 が きれ た 5 曹 107 
節 で この 節 が 4 : 12 一 13 が ある 為 に 取り 消 き れる と いう 事 は な いと いう 点 が 詳し く 支 持 さ れ て いる 。 実際 、 廃 
緒 論 に は 何 の 根 拠 $ も な い の で ある 。 
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注 134 ここ で は 、 前 節 に は 、 従 わ ね ば な ら な く 、 叉 培 反 する と 農 と な る 幾つ か の 指示 が 包括 きれ て いる 。 を そ 
れれ は 財産 と は 租 続 の 法 に の っ と っ て 管轄 きれ な けれ ば な ら な いと いう 指示 で あり 、 遺 言 首 が 、 残 し た 指示 を 破 
る も の は 、 培 反 の 罪 と な る の で ある 。 


注 135 孫 、 配 偶 着 、 両親 は 、 道 言 が な く と も 遺産 を 受け と る 権利 が 保証 きれ て いる だ め 、 特 に これ ら の 人 人 々 
に つい て 記述 それ た 追 言 は 必要 で は な い 。 看 言 が 必要 ほな る の は 、 そ ね 以外 の 人 に 対し 遺産 や 与 を だ いと 追 言 
者 が 望む 場合 で ある 。 し か し この 限度 額 は 遺産 の 1/ 3 まで と きれ て いる 。 を その 配分 に 関す る 遺言 状 が 法 的 条 
件 を 満た し て いて も 、 あ る 条項 で は 不 公平 と な る 場合 も ある 。 例 えば 、 死 首 の 相続 人 が 非常 に 多い に も か か わ 
ら ず 、 死 者 が 遺言 で 遺産 の 最大 限 の 1/ 3 を 慈 問 行 為 や 、 そ の 他 の 法 に か な っ た 日 的 の 為 、 寄 付 し た り し て し 
まう と 、 相 統 人 達 は 団 っ た 事 ほ な る 。 或 に は 、 そ の 1/ 3 に つい て 追 言 者 が 、 正 当 な 請求 を 無視 し た 形 で 、 不 
篤 下 な 配分 を し た 場合 も そう で ある 。 そう いっ た 場合 に は 、 相 続 人 と 追 言 に RO 
公正 な 再 整 を 行なう こと が 許 る れる が 、 こ れ は むし ろ 賞 修 る きれ る で べき 行為 で 
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5、 定 め の 断 食 に は 、 一 定 の 日 数 あり 。 但 し mc ア ( そ ッ る ルル レラ ッ ち いっ タッ と レレ 
前 た ちの うち 病める 者 、 ょ た 族 話 に ぁ る み 。 EI OE TS 3 
は 、 同 じ 日 数 を 別 の 日 に 断食 せ ょ 。 ま た 断 6 1 0 人 時 かう 43 
人 可能 で あり な が ら 、 そ れ が 室 難 な る 者 は 、 の か か ン od の 
貧者 へ の 施し に よっ て 借 い と する 。 自発 的 3251。 の 0 20 
に 服従 の 気持 ち で 療 行 を な す は 、 己 れ の た 3 る ? ら ルン タッ ティ ライ ン 
め に 最も 良し 。 断 食 は お 前 た ちの た め な り 、 OO RI OST SE laga ol 5a] 
も し お 前 た ち わ か りき えす れ ば 。( 注 1 a 


et i Ca タ し 』 し タタ. ア 2 で ぞ 
186。 ラマ ダー ン 月 こそ は 、( 注 19) 人類 の 箇 導 GRISEA 88 
と し て 、 そ の 和 摘 導 の 明 証 と し て 、 正 邪 閑 悪 クー 


bt し て クル アー ン の ( 注 138) 隆 きれ あらっ TE GC GS ry 
る 月 な り 。( 注 139) 故に お 前 た ち 、 こ の 月 の 軸 2744 る 7 2 
い 在 る 者 は 、 断 食 せ よ 。 但 し 病める de Sg 


者 、 旅 路 に ある も の は 別 の 日 に 同 ビ H ロ 数 を 有り 0 rn ィ ン 
eu SE 45 

断食 せよ 。 ( 注 100 アッ ラー は お 前 た ち に 便 SS OE 
宜 を 与え 、 苑 伴 を 求め ず 。 こ は お 前 た ち が SN R22 
その 日 数 を 全 に うし 、 ブ デッラ ー が お 前 た ち も に - 

2? る ン レン イイ アン 1 ノン 
周 え る 和 所 藻 に 対し て アッ ラー を 譜 美 し 上 の 0 22 al hd 
つ お 前 た ち を し て 感謝 せしめ ん が た め な 
る 


注 136 示 作 的 以 式 と し て の 断食 は 、、 詳細 や ゃ 形態 に 落 異 は あっ て も 、 全 て の 案 教 に 存在 し て いる "文化 水準 の 
厨 低 に か か わら ず 、 多 大 な 数 の 宗教 に 診 い て 、 了 断食 が みう けら れる 。 容 炒 で 要求 る れ て いな く て も 、 有 自分 の 体 
の 要求 に 応じ て 或 る 守 囲 まで で 個人 に よっ て も 遂行 きれ る " (ブリ ター ニカ 百科 辞典 より ) 肉体 的 、 或 い は 肝 俗 の 関 
係 事 か ら 、 或 る 程度 まで 、 厳 し く 生 を 律する 事 は 精神 の 下 高 に は 必 狼 で あり 心 や 求 閣 省 の 共通 の 体験 で ある 。 
し か し イス ラム で は 、 こ の 断食 道 に 新しい 方 針 と 精神 的 意 味 を 導入 し て いる 。 それ に よる と 断食 と は 完全 な る 
往 牲 の 象徴 で ある 。 断食 を する 填 は 、 人 の 生命 を 支え る 主たる も の で それ な し で は 生き て ゆく 事 の で き な い 飲 
み 物 と 食べ 物 を 中 に し な い だ け で な てく 、 自 分 達 の 子 係 を や は らむ こと が で きる 妻 の も 5 と に ゆく 事 も 断つ の で ある 。 
この 様 に 断食 する 者 は 、 自 分 の 神 で あり 創造 者 で あら せら れる 存在 に 対し 、 自 分 が 必要 と する 全て を 犠牲 に す 
る 味 意 の ある 事 を 、 実 際 に 町 白 に する の で ある 。 








注 137 「 ラ マダ ー ン 」 上 は 大 陰 礎 の 9 月 で ある 。 こ れ は 、 断 食 を する 人 の 内 臓 が 乾き の 為 、 大 変 鐘 て な る 為 
ラマ ダ ・ ア サイ ム (熱く な る ) と いう 、 そ の ラッ マダ を 語源 と し て いる 。 9 月 が ラマ ダ と 呼ば れ た 理由 は 、(1) こ 
の 月 の 断食 が 乾き の 為 、 熱 と 燃え る よう な 感 党 や 生み だ すか ら 、(2) こ の 月 の 礼拝 が 人 の 中 の 罪 の 導 跡 を 焼き つ 
パ 《 す か ら 6、3③ こ の 月 の 人 の 湯 身 が 人 の 心 に 創造 者 と 自分 の 自 の まわ り の 仲間 達 へ の 必要 と きれ る 愛 の 温か る を 
うみ だ すか ら 、 と 言わ れ て いる 。 


注 138 クル アー ン と は 、1) 読 まれ る で き 本 、 ク ルアー ン と は 世界 で 最 ぅ 広範 に 渡り 読ま きれ て いる 本 で ある ( ブ 
リタ ニカ 百科 辞典 ) (2 間 界 へ ひろ め あら れ 伝 えら れる で き 本 或いは な 告げ ば 。 ク ルアー ン こそ その 神 よ ょ り の お 告げ 
に 合 の 制 耶 も な い 唯 -- の 経典 で ある 。 その 他 の 経典 は 、 特 定 の 時 代 の 特定 の 人 々 に の み 啓 示 $ き れ た も の で あの 
が 、 ク ルアー ン は 、 い つの 時 代 の どん な 人 に で も あて られ て いる 。 (34 : 29)(3) 全 て の 万 実 を 包括 し た 本 。 真 に 
クル デーン こ そ を 、 タ クル デーン 坊 前 の 経典 に 包含 きれ た 、 全 て の 永遠 の 食 実 を 包含 する 知識 の 宝庫 の みな ら ず (98 : 
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も で っ Y 6 
7. わし の 僕たち が 、 わ し に つい て 液 に 問う 時 oy し Aa | こら (と っ ug Lt 
は 、 符 えよ 、「 わ し は 征 に 近く に あり 。( 入 し oo セッ レン セー 

IM わし に 祈り ら ば 、 わ し は を の 黙 願 に 応え do neces の (の 5! を AN 


ん 。 故に わし の 呼び がけ に 耳 を 傾け 、 わ し ン う 9 タン 
CD INH 


を 信 ぜ よ 。 ( 注 1) きす れ ば 彼 等 は 正しい 道 
を 歩 ま ん 。 
188. お 前 だ た ち が 断 食 の 夜 、 妻 の を ば に 行く こと レッ シン ビビ タン ン ン ン ン タン て 
uw A ‘hae T° 
は 許さ きれ る 。 妻 は お 前 た ちの 着物 で あり 、 の Ne 
( 注 143) お 前 たち は 款 の 着物 な り 。 アッ > る ンタ リーン 1 フル イタ タ の し 2 タン ン を と と 
し ん し ゃ く fal a (2j nls (2} 
ラー は お 前 た も が 無理 し て いる の を 畠 面 diele LI > 
し 、 憐 れ み に 転 ぜ られ 、 軽 減 を 与え た り 。 2 迷 北 の OSE スイ 
$ れ ば お 前 だ ち 、 凌 の そば に 行き て 、 お が | 0 の 0 ラク ME 9 レジ 2 
ラー が お 前 だ ち に 定め た こと を 求め よ 。 飲 TAA A 
も よ し 、 人 食べる も よし 、 黒 糸 と 白糸 の 見 ヶ フ 2 クッ 9 アウ タッ タク レン イ レン レル 8 ワリ アリ 2» 
a a 1 あり を Ld し 
分 けが つく 先 明 に 至る まで 。 その後 は 日 墓 Sa 2 の oe の bl5 553 
れ ま で 断食 せよ 。 ( 注 増 ) 礼拝 堂 で 勤行 中 は [< CT Gi? 2 プク で 0 」2 ク タン 
97 Oo っ 9 も 62 
雪 の そば に 通う な か れ 。( 注 M60) こ は ア ッ ー「 2 が er 2 や びら 2 
内 9 。 の v み ど ァ の の ら 〆 すか て 
ラー の 立て た る 探 な れ ば 、 彼 女 だ ち た 近 づ Oa 0 
く 〈 く なかれ 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 く を の 琉 律 





4) 人 が いか な る 時 、 い か な る 状況 で も 頼る 事 の で きる 真実 か ら 成 っ て いる の で ある 。 と いう 三 点 の 傘 大 成 で 
ある と いえ る 。 (18:50) 


注 139 再 な る 頒 言 者 が 最初 に 神 の お 告げ を 受け た の が ラマ ダー ン の 24 日 で ある 。 そ し て 全て の ち お告げ は 、 毎 
年 この 月 に 、 大 天使 が ガ ゲ リエ ル に よっ て 型 な る 聞 言 者 に 復唱 る れ た 。 これ は 聖なる 質 言 者 の 死ん だ 年 まで 続き 、 
に く な っ だ 年 の この 月 に 、 大 天使 が プリ エル に より 、 全 グル アー ン が 天 言 者 に 対し 復 昌 きれ だ の で ある ( ブ ハ 
リ )。 こ の 様 に 、 ク タル アー ン の 全て が ラマ ダー ン の 月 に 啓示 $ る れ た と 上 言 を る の で ある 。 


注 140 この 文章 は 不 必要 な 反 和 で は な い 。 と いう の も 、 こ の 文 次 は 前 節 に 於 いて 、 上 断食 の 戒律 へ の 基 般 を な 
し て いた の が 、 こ の 条 で は 、 実 際 の 戒律 とし な っ て いる か ら で あ る 。 し か し クル アデ アーン で は 訪 期 に も “病気 "と 
“旅行 の こつ を 特に 定 装 せ ず それ ら 用 語 の 和信 々 の 一 般 的 使用 法 ほ し 、 な か れ た 状況 決 第 の 解 衝 に 委ね て いる 。 


注 141 信仰 必 過 き 者 が ラマ ダー ン の 月 の 御 恵 み と 断食 の 御 上 恵み に 気づけ ば 、 を それから 、 で きる だ け 多 く の 箱 
神 的 思 恵 を 待 よ うと 府 心 に な る の は 当たり 前 の 事 で ある 。 この 節 は 、 信 者 の この 魂 の 湯 望 へ の 答え を な の で ある 。 


注 142 私 を 信じ る (「 わ し を 信 ゼ ぜ よ 」 の 部 分 ) は 、 神 の 存在 を 信じ る よい う 意 味 で は な い 。 何故 な ら 、 す で 前 
の 文 の “彼ら は 私 の 言う 事 に 目 を 傾け る ” (「 わ し の 呼び か け に 耳 を 作 け 」 の 部 分 ) と いう 文 そ の も の が 、 神 の 
存在 を 信じ る 事 を 前 提 に し な けれ ば 意味 が な いか ら で あ る 。 神 の 存在 や 信 ぜ ず し て 傾聴 し 、 神 の 戒律 に 従う 事 
な ど で き な い 事 を 意味 し て いる か ら で あ る 。 

注 143 ここ で は 何と 科 叫 な 言葉 で 、 女 性 の 権利 と 地位 、 結 婚 と 婚 畑 関係 の 日 的 と 意義 が 奏 を まれ て いる 吉 で あ 
ろう 。 この節 が 言 お うと し て いる 結婚 の 本 当 の 昌 釣 と は 、 大 と 妻 の 二 人 の 為 の 快適 き 、 保 護 、 を し て 装飾 で あ 
り 、 こ れこ る 落 物 の 使わ 入力 な の で ある 。(7:27 と 16: 8) 滞 凌 と は 、 当 然 の 事 な が ら 6 性 的 欲望 の は け 日 だ 
け で は な くく 、 大 と 和 妻 の 両方 が 、 邪 悪 や 柄 閉 か ら 互 い を 守り あう も の な の で ある 。 


の 
旬間 





を 人 々 に 明示 し 給 う 、 彼 等 を し て 悪 よ り を 
の 身 を 謎 らし めん が た だ ため に 。 


199. お 前 だ ち 、 無 益 な こと に ( 注 14) 万 に その 
財産 を ( 注 47) 浪費 する な か れ 。 まな だ 裁判 
宣 に 財 周 を つか っ て 、 他 人 の 財産 の 一 部 を 、 
承知 の うえ ぇ て 不法 に むき ば ぼり 食う な か れ 
第 二 十 四 項 

彼 等 は 新 月 に つい て 液 に 問わ ん 。 去 え 、「 そ 
は 人 間 の 便 視 の た め に 、 ま か 巡礼 の た め に 
定め た る 時 の 基準 な り 」 と 。 ( 注 18) また お 
前 だ た ち 、 裏 日 か ら 穴 に 入る こと は ( 注 149) 
正 し か ら ず 。 真 の 正義 者 と は 神 を 異 れ る 者 
な り 。 る れ ば お 前 だ ち 、 正 面 か ら 家 に 入る 
べし 。 面 し て アッ ラー を 刀 れ よ 、 さ れ ば 成 
功 せ ん 。 


190. 
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注 144 夜 と 有恒 が 極端 に 長く な る よう な 地区 で は (例え ば 極地 ) 、 
リ ム ふ )。 

注 145 いわ ば 断食 の 精神 を 完全 に する と いえ た る エ テ ィ カ フ で は 、 
きれ る 。 

注 146 断食 に 関し た 葉 律 で は 、 信 心 と 公明 正大 さき を 狂 逢 

まん する 


に 、 央 貼 の 受け 渡し ゃ 強く 非難 し て いる 。 


注 147 自治 体 、 或 に は 国家 的 団結 や 強調 する 為 に ク 
な た 達 の 財産 " と 表 喝 する 。 こ こ で も 5、 を そう い 


注 148 
の 初め と 終わ も り を 決め る の は 日 の 出 
が 使用 きれ る 。 イ スラ ム は 、 了 困 方 の 膝 を 使用 する 


注 149 ここ で は 、 礼拝 の 色々 な 様式 を 指示 する 本 当 


も の で ある 。 し か し 玄関 か ら で は な く (裏口 か ら 


イス ラム で は 、 大 陰 有 礎 と 大 陽 歴 を 併用 し て いる 。 
の 人 入り 5 に 従う 。 ま た 断食 の 月 の 選択 や 巡礼 時 の 指定 と いた 場合 
が 、 ど ちら 


の 目的 は を そ 
う 重要 な 原則 が 指摘 きれ て いる 。 礼 押す る こと と 時 間 の うち 最 俊 先 きれ る べき は 礼拝 で あり 
らら" 家 に 入る と いっ た 類 の 問題 を 


夜 と 革 は 1 2 時間 の 単位 で 考え られ る ( ム ス 
和姦 と の 変わ りや 前 戯 は 、 夜 で あっ て 


も 禁止 


ほす る と いう 観点 か ら 、 定 ゆら れ だ た 期間 中 は 飲食 を が 


事 を 命じ て いる 。 こ の 時 期 租 、 控 に か な わ め ぬ 食 事 ( 則 ち 、 探 に か な わ め の 富 の 座 得 の 事 ) は 何 に も まし 
て 実直 に きけ ね ば な 6 な いと いう 事 を 人 々 に 思い お こき せる 


時 は 他 に な い の で ある 。 ま だ た 、 こ の 節 で は その 他 


クル アー ン で は 、 し ば し ば 、 他 の イス ラム 教徒 の 時 産 を " あ 
う 意味 で 語ら れ て いる 。 


日 中 の 5 回 の 所 りや 、 ラ マダ ー ン の 日 の 逢 日 の 断食 
+ に は 大 除 歴 
か と いえ ば 太陽 歴 を 多用 する 。 

れ ら の 行為 が 本 質 的 に 有用 だ か ら で あ る と い 
、I 叶 間 は 二 次 的 な 
紅 出 する 者 は 時 間 を 第 一 義 、 


礼 拓 を た だ の 付随 的 な る の に し た い の で ある 。 こ れ で は まる で 荷車 を 高 の 前 に 置く よう な も の で ある 。 ま だ こ 


こ で の 言及 は 、 典 教徒 の アラ ブ 人 の 習慣 を きす 様 に も 
の 節 で は 、 
は な ら な いと 指摘 し て 非難 し て いる 。 を 
る 。( プ ハリ 、 タ フシ ー ル 和書) 


思わ れる 。 一 だ た ん メッ カ へ の 巡礼 に 出 た 者 が 、 何 ら か の 
理由 で 帰宅 せ ね ば な ら 6 内 時 に は 、 彼 ら 6 は 、 壁 に は し ご を か け 裏 口 か 6 家 に 入る 習 憎 を 持っ て いた の で ある 
この よう ちな 因 習 を 、 迷 け ん と は 精神 的 な 撤 念 で ある か らし て 、 
し て 又 、 人 の 目的 を 達成 する に は 適切 な 土 段 を 講じ 


=~ 
o 王 


そん な 事 を し て も 才 け ん で ある 事 に 
る 様 、 示 唆 し て い 


= 所 の ニー 


a 
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電 . お 前 た ち に 対し て 戦い を 挑む 者 あら ば 、 1 
1 し に lel 

アッ ラー の 道 の た め に 戦え 。 きれ ご 正義 を 6 UPIUIS ペ TLP 
逸脱 する な か れ 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を OGAKIK を (MIHTGUPUIWVK 


愛さ きず 。( 注 ]) 
19. か か る 挑戦 者 に 出 造 わ ば 、 どこ で も 5 か まわ 2 ロタ ゥ の っ の 2 イン 058 2 る 0 1» プラ タッ 
2 | | 
ず 之 を 殺せ 。 ( 注 回 ) 耐 し て お 前 た ち が 追 放 II ワウ) 1 
きれ た る と ころ か ら 、( 注 152) 彼 等 を 追い 出 SU oo RS RE っ 
せ 。 迫 害 は 殺害 より も 加 し 。 但し 、 相 手 が レン 2 
原 の 中 まで 電 い Re a de Og a 


、 弄 左 の 内 部 や 近く で 戦う な か れ 。 さ きれ | 4 Ret 9 シタ る 
ee し 戦い を 挑 ま ば 、 芝 と 戦え 。 そ OR GG CC 


は 不信 心 者 ども へ の 応報 な り 。 


193. きれ ど 、 役 等 が 戦 を 止め な ば 、 ア ッ ラ ー は タク ター の の る イ ンー る [Z ュ 5 ン 2 
2 @ Ea OB iale 
寛大 に し て 、 情 け 深 《 ま し ます 。 Eo IE a OL GSI 


迫害 が ? な 宗 が アッ ラー 8 に っ 92 ア を イィ も > 32 に 3 っ 
194. な く な り 、 宗 教 が アッ ラー の た だめ OK 43 89 


N= 


dy er Li 
自由 に 信仰 で き る よう に な る まで 、 戦 え 。 で = 
きれ と 彼 等 が 戦い を や やめ た 際 は 、 ( 注 MT OG EIORV Eo 


義 者 に 対し て の 外 は 敵意 を ( 注 更 ) 抱 
と は 許 き れ ぎ ざる こと を 忘れ る な 。 


注 150 これ は イス ラム 教徒 に 戦い の 許可 が サ え られ て いる 初期 の 時 代 の 節 の 一 つ で あり 、 こ の 関連 で 、 一 番 
最初 に 啓示 が きれ た 節 は 22 1 40 で ある 。 この 人 穫 に は 和宏 教 戦争 を つか る どる 打 件 の 要旨 が 示さ る れ て いる 。 則 ち 、) 
そう いっ だ む お 戦い は 、 ア アッラー の 神 の 閣 の 障害 を 取り | 除く 日 的 の 旋 で ある 事 、 即 ち 、 宏 教 的 信念 ne 
確立 の 為 で ある 事 、(2 相 手 方 が 先 に イス ラム に 対し て 攻撃 を し か けた 場合 の み 行 な われ る 事 、(3) イ スラ ム は 敵 
が 戦い じ を 止め たら すぐ で ぐに 武将 を 置く 事 、 の 三 つ で ある 。 





注 151 この 節 は 実際 に 戦い が 、 勃 発し だ 時 の 事 に つい て で あり 、 明 ら か に 、 イ スラ ム 軍 は 、 先 に 攻撃 を し か 
け て きた 不信 者 達 に 対し て の み 戦 う よ う 指 志 き れ て いる 。 


注 152 この 語句 は 、 メ ッ カ こそ 、 イ スラ ム の 中 心 で 最も 表 な る 場所 で あり 、 イ スラ ム 教 徒 以 外 が 、 を そこ に と 
E ま っ て いて は いけ な い 事 を 意味 し て いる 


注 153 ここ で も & イ スラ 0 0 OTR OTE UE 人 電 合 の み で 、 完全 な 宗教 の 自由 や 確立 す 
る まで 戦い が 許さ れる 事 が RN も し 、 全 て の 不信 者 が イス ラム を 受け いれ る まで 戦い を 続け よ と い 
5 事 が 神 の 律 法 で あっ た な ら な る 預言 者 が 不信 者 上 ほ の 幾つ も の 平和 条約 を 結ぶ こと な ど で き な か っ だ は ず 
NN CN pe 


注 154 「 項 意 ] (ウド ゥ ワー ン ) と は 、 ロ 項 意 (⑫) 悪 し き 行 為 、 (3) 悪 し き 行 為 へ の 懲 罰 、 そ し て 4) 相手 に 対す る 
正当 化 下 い は 、 弁 解 の 形 を と A て いる 。 これ ら 由 っ の 節 (191 一 194 節 ) が 、 二 下 に 
述べ る 戦い に つい て の 取り 決め の 基本 原理 上 な っ て いる 。 1) 戦い は 神 の 劣 の み で 、 い か な る 利己 的 動機 、 カ や 
滞 の 増強 、 或 い は 、 国 家 や その 他 の 利益 の 発 炭 の 為 で あっ て は な ら 6 ない (2 イスラム 軍 は 先 に 攻 貢 を し か けら 5 られ 
た 場合 の み に 戦争 に 突入 で き る 。3) 英 が 攻撃 を 仕掛 けた 後 も 、 限 度 内 で 変 戦 し 、 当 面 の 旧 禁 以外 は 戦線 を 拡大 
せ ぬ 事 ④) 正 規 軍 の み を 攻撃 し 、 戦 っ て いな ぃ い 者 を 攻 山 し た り 苦 閣 を 与 を たり せ め 事 。(5) 戦 争 中 で も 、 人 人 々 の 款 


スマ 
中 一 


1 
LL 


て 


アル ・ バ クラ 





195, 


196. 


1 


教 上 の 恒例 や 儀式 を 妨げ な いこ と 。 (⑯) 信 外 の 地 、 或 い は を こ に 、 
その 地 の 近 磨 で 戦い を すす 
車 は 礼拝 地内 又は を OR (⑧) 宗 
-・6 ・20: 40、41) その他 を 委 照 の 事 


り 、 
義 を 続け る 事 が で きる 。(8:40; 9 


注 155 
波 闘 行為 は 侍 じ られ て いる 。 この 疲 律 は 、 


注 156 


注 157 
両者 基 、 
形態 で ある と よい える 。 2 : 
で あり 、 こ れ ま で に 、 


注 158 
まわ り 、 サ ファ と マル ワ の 問 を 能 け 、 
年 の 肉 、 い つ 行 な っ て も よい ヵ 


吾 月 に は 坦 月 に ( 注 15) 報復 すべ し 。 ま だ た 
すべ て の 誤 事 の た だ た め に 報復 虚 の 控 あ 5 り 。 さ きれ 
ば 何人 に せよ 、 お 前 た ち に 罪 を 犯す 者 あら 
ば 、 相 手 が ち お 前 た ち に な し た る 如く 、 その 
者 を 懲らしめ ょ よ 。 アッラー を 異 れ ょ よ 。 証し 
て アッ ラー は 、 アッラー を 明和 れ 散 う 人 々 と 
倍 に ある こと を 知れ 。 

アッ ラー の 道 の た め に 碑 や せ 。 (注記 きれ 
ど 自 ら の 手 で 、 自 分 自身 を 破 減 に 投げ 込む 
な か れ 。 知行 を サ せよ 。 ア ッ ラ ー は 秋 行 を な 
す も の を 愛し 給 う 。 

アッ ラー の た だ ため に 大 巡 RN 
全う せよ 。( 注 158) きれ ど 、 も し お 前 た ち が 
それ を な すこ と を 妨害 きれ な は ば 、 何 ん で も 

よい 、 手 に 入り 易い も の を 捧げ よ 。 耐 し て 、 
を の 供物 が 生 替 を 捧げ る 場所 に 達する ま 
で 、 頭 を 剃る こと な か れ 。 お 本 た ちの うち 
病める 者 、 ま た は 頭 に 病 い ある 者 は 、 その 
償い と し て 、 断 食 、 ま だ は 施し 、 または 生 墓 
を 捧げ よ 。 き されど お 前 た ち が 安 全 な る 状態 


に あり 、 大 聞 礼 と 一 緒 に 小 錠 礼 も し て お き 





する 事 も 許 き され な い 。 (7) も し 敵 が 、 


イス ラム 定 


セッ ジャ ー、 


カー ダ 、 デ ズル ・ 


更 月 ] と は ズル ・ 


178 か ら 詩 叩 の 送 


いけ に え 


ム ハ ッ ラー ム 及 び ラ ジャ ブ で ある 
カー バ の 神 暴 と 弄 な る 月 の 弄 徳 を 守る 


a RR RO 信者 
の 大 評 の 為 に は 惜しま ず 金 銭 的 協力 を する 事 が 望 き し い 。 


祈り 、 断 食 、 ジ ハー ド は 既に 説明 る きれ て いる 


1 ウゥ ラー」( 小 避 礼 ) と は 上 記 の 方 法 で ど エ ヘラ ー ょ 
を 捧げ る 事 で ある が 、 
ハジ (大館 礼 ) は ズル ・ 


し 


og EG TE 5 人 
アッ &321 12Oce ッ イノ ンス 
KB GE 


っ 2 の アン ン の ン 。 と 


る る ュ ノ 5 の イン 
Ge A 


&, ら ン 
8 (1 ER 
DEL OE 


A 2 9 の a アン 2 クウ デ 3 < 
1 (まる ここ 2 
アル ンタ ラル レン ン 2 タタ 2 ター メレ 5C し 


ud 志和 うり 9 GH 


イス 3 る Org JALa Ci 


OS も っ 
2 る IH ! プ ルプ タク 


Tk ti 
SN の の ES 


いか な る 害 を 与え る 事 も 許さ きれ な い 。 そ の 為 、 


礼拝 の 場所 を 攻撃 の 中 心 と する 場合 は 、 そ の 時 に 限 


教 上 の 自由 が 妨害 きれ て いる 間 の み , 戦 


。 こ 和 れ ら の 月 に は 
る 為 の も の て ある 。 


『 ば は アッ ラー 


テッ ラー eR OR UN ORR 
EE いて いる デッラ ー の 大 装 の 内 、 


巡礼 が 人 の 精神 的 発展 の 最終 段階 
と ころ で ある 。 


ゝ に 入る 事 で 、 こ れ は カー バ の 神殿 の まわ り を 7 回 
これ は 強制 の 北 務 で は な い 。 小 逆 礼 は 一 


ヒッ ジャ ー の 月 の み に 行 な われ る 。 


問 


二話 アル ・ バ クラ 


た いと 思う な ら 、( 注 90) な ん で も よい か ら 

容易 に 手 に 入る も の を 供え よ 。 き れ ど 、 何 0 の の 5 

も 捧げ る も の が 見 つか ら な い 場 合 は 、 巡 礼 8 i YS ャ ノッ ン ン 

中 に 三 日 間 、 家 に 帰っ て か ら 七 日 間 、 合 せ の og ちら NN 

て 十 日 間 断食 せよ 。 ( 注 0) こ は 豆 服 近 くに 8 記し ee 
の 家族 が 住ま ざる 者 の 場合 に 限る 。( 注 


PCI 2 の GO 


Gr 


る ” 。 グッ Cif <②9 て ルオ 
6) アッ ラー を 異 れ よ 。 ア ッ ラ ー の 和 鍋 還 は 茜 BEN OS 
酷 な こと を 銘 記せ よ 。 
二 十 五 項 


デア デア ラン で 


5 上 思い の 2? る スイ レッ ン 
198。 巡礼 月 は 周知 の 事実 な り 。 る れ ば 誰 で あれ 、 GES oS らら | A 
これ 等 の 月 に 巡礼 も な る ん と し た 者 は 、 人 巡 og リン る クン 
礼 中 に みだら な 言 業 を 叶い たり 、 因 を 犯し eidJue の 8 うる め 選 


7 5 り 、 喧嘩 口論 な どす る な か 4 し 、 忘れ きま い フラ タン る レル ん ルル タッ クタ の アデ 2 ア 
3 し の 7 | レコ 
を 。 た ちか 吉行 を な せ ば 、 ア ッ ラ ー は うう OB 52 タ ア 始 邊 人 oe 


を それ を 知る 。 き れ ば 旅 の た め の 必 要 な る 食 JE。23 
杉 を 準備 せよ 。 最 上 の 食糧 は 正義 な り 5。 思 - 
虐 あ る 人 々 よ 、 わ し の み を 景 れ 交え 。 
9 お 前 た ち が 主 の 恵み を 求む る は 罪 に 非 。 の ので CC) 
( 注 M) きれ ど ビ お 前 だ た ち 、 アラ タフ テー ドカ か 1 ) 0 
6 (0 際 ゅ 来 て 、 聖 跡 マシ ュ ア ル ・ ア 7 lO 65) と の 肌 55 6 





注 159 ウラ ー も の の は つの 注記 で うな て が で まき 。 ウム ラ ター を 符 な う 補 の 刀 れ お は 、 一 人 と ュ ヘ 
ラー ム ふ の 状 冶 に 入り 、 儀 式 や 取り 行い 終了 きせ る 。 そ し て ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 8H め に 、 も う 一 度 エ ヘラ ー ム 
INN A 文字 明り 
に 解 羽 す れ ば “物事 を 利用 する "の 意味 と な る 。(2) 巡 礼 時 に ウム ラー と ハジ を 同時 に 行う 事 で ある 。 こ の 場合 、 
世 所 才 は その つも 9 で エエ ヘラ ー ム の 状態 に 入り 、 館 礼 が 終わ る まで その 状態 を 続け る 。 こ れ は キラ ー ン ヒ E 呼 ば 
れ 、 文 字 迎 で は "つの 物事 を 組み 合わ せる "の 高 味 で ある 。 タマ ッ ト と キラ ー ン で は 、 人 供え 物 を し な けれ 
ば な ら な い 。 


注 160 選 礼 中 に の 断食 とい 


> 文中 で 言わ れ て いる 有 断食 は 別個 の ぁゃ の で 、 同 第 上 記 の 断食 と は 同一 で は 
な い 。 RON 喚 を 
て 


文中 で 

る 事 が で き な い 者 の 人 為 で あり 、 こ こ で 述べ られ る 断食 は タマ ッ ト の 際 
に 供え 物 を 出せ な いい 者 の 為 で で 
RON ら 


いわ れる 二 日 間 た を は ズル ・ セ モッ ジャ ー の 11、12、139H で ある 事 が 望 


遂行 すれ ば よい 。 


そ 
こ 
か 


注 161 ハジ と ウム ラー を 一 箸 に 行なう 事 は メ ッ カ の 居住 首 「 の み で な く 外 部 の 者 に ぅ 誕 き れ て いる の 店 味 で 
ある が 、 な か に は 、 聖 な る モス ク を ハラ ム 全 体 、 即 もち メッ カ の 内 と まわ り の 聖 た る 徹 城 と 拡大 解釈 す る 者 も い 
る 。 


注 162 。 聞 礼 の 日 的 は で きる だ け 多 く の 教 徒 の 参加 で ある 3、 ク ルアー ンジ ン は 避 礼 幸 に 商売 を 行う 事 を 許し て い 
る 。 現金 を 持っ て 上 に で られ な い 者 は 商品 を 持っ て き て 商売 し 、 ち うけ た お 金 を 旅 の 費用 に あて る 事 が で きる 。 
注 163 アラ ファ ー ト と は 、 包 礼 道 が バル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 9 日 め の 後 半 、 体 息 す る 平地 で あり 、 メ ッ カ が から 約 
14 km の 所 に ある 。 ヴ ゥ ッ ク ー フ と し て し 6 られ て いる この 休息 は 、 包 礼 の 重要 な 儀式 の 一 つ で ある 。 ア ラフ ァ ー 
ト と は 、 聖 な る 場所 多 は 知識 の 察知 手段 と いう 意味 の 合成 で ある 。 


NN 5 


< 


5s 
ge 


の 2 


ー- = の 
第 二 並 アル ・ バ クラ 


ル ハ ラー ム で アッ ラー を 念 ぶ ぜ よさ 。 ( 注 1 カ 5 る うち | 1 フレ ング レン? 
つて 迷 え る お 前 た ち を 、 ア ッ ラ ー が 導き た の あら ぴら 5 1 


る こと を 思い な が ら 。 io 
1 ググ * 








0. か くし て 、 人 々 が 急ぎ 進む も ころ か ら 、 お る タ 軸 | ate 1 る 
た COAUI 症 りつ と 1 

前 た ちち も 為 ぎ 進み 、 ア ッ ラ ー に 落し を 請 え 。 i Giz 

げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 情 け 深 くま し 時 人 る (3! 分 


ます 。( 注 5 
名 お 前 た ち 定 め の 儀礼 を 終え を な ば 、 自 分 た ち RS a 


の 父祖 を 賞 誕 せ し 如く 《、 い や も っ と 心 を こ ウン NMEA 
め て 、 ア ッ ラ ー を 質 護 せよ 。 人々 の うち に 93 C2 
は 云う 者 あ り 、 「 主 よ 、 我 等 に こ こ の 世 で も ろ ソン 9 we U & と アン ン ? タ ィング 12 ン レノ 
も ろ の 佳 き 物 を 与え 給 4] と 。 か か る 者 は 、 ⑨ ゅ Gd SN CO 


来世 で は な ん の 分 け 前 も $ 得 ざる で し 。 

02. また 彼 等 2 2985 ボ 2 名 の 9 「 王 よ 、 我 等 ィ を レレ ン ? の レッ アア タク 9 タイ タイ 5 95 レン 

この 世 で 幸い を 与え 給え 、 来 世に お いて う co Cg I yt ote 3 
も また 然 り 。 靖 し て 我 等 を 、 個 火 の 責 若 か @ 軸 ン 
ら 護 9 り 給 え を | と 。( 注 1 分) の 5 る 

203. これ 等 の 人 々 は 、 自 分 で 稼い だ も の に 相当 レン の 292 スイ ヤス 
6 xr 和正 上 、。 で 0 9 CE IC A ーー edu 
する 分 け 前 を 得る べし 。 ア デッラ ー は 清算 に 
迅速 が 5 。 
鐘 。 、 TA SS 2 ッ デイン フフ ラン の 5 ち いう の テン Fl Ys 

20、 和 定め られ だ る 日 数 の 問 ( 注 167) アッ ラー を ET OE 3315 
念 ぜ よ 。 但 し 二 日 間 に 短縮 し て も 、 を の 者 2 


SO 
ot 





本 マジ シュ アル ・ ア デル ハラ ー ム と は 、 メ ッ カ と アラ ファ ー ト の 間 の ムズ ダリ ファ に ある 小 き な 丘 で ある 。 
こ で 聖なる 預言 者 は ダ ベ と 夜 の 鶴 5 り や し 、 日 の 出 ま で 祈り 5 続け た 。 メッカ か ら 約 9 km 離れ た ここ は 、 帝 礼 
陸 の めい 起 と 祈り に あて られ る 拝 所 で ある 。 


注 105 イス ラム が 到来 する 以前 の クラ イシ ュ 部 族 た フト スト し て 知ら れる バ ヌ ー・ キ ナー ナ は アラ ファ ー ト 

べ へ は 、 他 の 述 礼 に つい て いか ず 、 マ シュ アル ・ ア デル ハラ ー ム の 近く に 留まり 、 他 の 巡礼 が アラ ファ ー ト か ら 戻 

る の を 待っ て 合流 し た 。 当 節 E 前節 で は マシ ュ ア ル ・ ア ル ハ ラー ム の 近 《 に 留まら ず 、 他 の 巡礼 同様 、 ア ラフ ァ ー 

TA CT OO ER 
、 供 え 物 や きる げ る ミナ ー ま で 行き 、 エ ヘラ ー ム の 状態 が 終わ る の で ある 。 


注 166 ここ で は る その 努力 や 向上 心 が 現世 の 有 み に 人 現世 と 来世 、 両方 に 旋 ける 澄 を 天道 する 種 
類 の 人 々 に つい て 述べ て いる 。 ハ サナ と は 成功 も 意味 し て 、 望 な る 環 言 者 も 何 度 も 使っ だ 、 非 常に 総括 的 
な 祈り で ある 。 (ムスリム ) 


注 167 これ ら 5 の 日 は 、 可 能 な 限り 5、 巡 礼 が ミナ ー に 滞在 し 、 神 を 設 美 し な が ら 叶 間 を や すご すべ で き と き れ て い 


る ズル ・ ヒ ッ ジ ャ ー の 11、12、13 日 を る す 。 それ ら の 日 は 、 銘 き と 美 の ロ 々 と いう 芝 味 の アヤ ー ム ッ タ シリ ー ・ 


ク と 呼ば れ て いる 。 


EE アル ・ バ クラ 


は 罪 な く て 、 ま た 長く 留まる も 罪 な し 。 こ は 。 リッ ンズ 


イン ン ン る る を >: ア ラン マン > 
シレ NX 1 うー 上 』 INT, nL 
神 を 異 れる 者 の た め な り 。 る れ ば アッ ラー を Ne せら っ っ SS wes 


を 大 れ よ 。 ( 注 8) 面 し て いずれ 必ず テッ ンク ンス し 54 全 、 フ 
ラー の 針 詩 へ 召集 せ 6 6 さき こ ほ を (人 ほ て ES Gd 
169) 銘 記 せよ 。 

誠 、 ま た 人 々 の 中 に は 、 現 世に 関す る こと を 語 CgeSdiG 4 
り て 、 液 を 感心 きせ 、 ア ッ ラ ー を 呼び て 品 で 
れい の 胸中 に ある も の の 証人 た らし めん と す 2o 誠 237488 じ AE 200Ae53 
る 者 あり 。 き されど 彼 こ そ は 最も 口論 好き な 
者 な り 。( 注 170) 550 ( 

紅 か か る 者 が 一 だ び 権 力 を 所 る と 、 四 方 に 人 ADSOs oO の | は あら は 19 
0 殺 物 や 人 類 を 妹 野 す 。 


アア 用. 尊し あし 人 で 7 を 2 に アス 1 
アッラー は 騒乱 を 憎み 給 う 。 GI EE RN KT 
Mi a [アッ ラー を 呉れ よ 」 と 云え ば 、 8 る る 2 タタ ン ノン ル も 4 
殺っ て 講 慢 が 制 激 きれ 、 更に 罪 に 走る 。( 注 SS ES BS 
1 人 ) きれ ば 彼 に は 、 地 獄 こ そ が その 応報 な る GIAN < タン 


べし 。 を は 卓 反 な る 的 床 な り 。( 注 12) 

8. また 人 々 の うち に は アッ ラー の 喜び を 願う ie A たい に 本 
あま り 、 我 と 我が身 を 均 る 者 あり 。 ア ッ ラ ー 2 
は その 僕 を あわ れ み 給 う 。( 注 19) OK oD dbs 





注 168 人 錠 礼 の 根本 と な る 目的 は 、 ク ルアー ン で 2 (198 に 府 い て ナジ に つい て の 形 律 が 説き 始め られ る 言葉 
で ある タク ワー (公明 正大 き ) の 達成 で ある 。 こ こ で は た だ だ 外 的 に 特定 の 儀式 や 典礼 を と り 行 うだ け で 公正 き 
の 精神 が 伴わ な いも の は 無 意 味 び で あり 、 タ クワ ー こ そ 人 大 の 行動 の 全て の 根底 を な す ぁ の で ある 事 が 強調 きれ て 
いる 。 


注 169 何 千 も の 館 礼 が を の まわ り を 巡 還 し 、 を う で きる 時 は いつ も その 方 角 を 向い て 太り を 捧げ る ガー バ の _ 
神 帆 は イス ラム ょ 。 教 徒 の 心 に 、 神 の 唯一 性 ト 上 、 そ の 尊 成 を 思い 起こ きせ る の で ある 。 


注 170 世の中 に は その 雄弁 き と 、 に せ の 陸 人 愛 と で 閉 き 手 を だ まし お お す 者 も いる 。 彼ら は 本 当 の 人 間 の 発 
展 に は 不可 欠 で ある 接 竹 の 精神 を 何ら 証明 する 事 な く 、 相 分 自身 の 利益 の み を 追求 し 、 細 か い 権 章 に 関し 他人 人 
と 短 烈 に 争う の で ある 。 

注 171 彼ら 5 の 努力 は 、 他 の 人 々 の 利益 を 傷つけ 自分 の 利益 あふ や す 事 に 全て むけ られ て いる の で ある 。 


注 172 尊 威 と 威信 を 間違っ て 理解 する 事 が 、 そ を うい っ だ た 人 の 主たる つま づき の も と で あり 、 彼 の 炭 し き が 更 
に 居 を 重ね る せ 、 あ ら ゆ る 面 で 止 し い 道 か ら 外 れる の で ある 。 こ うい う 者 は 地獄 に 落ち て ゆ ( の で ある 


注 173 これ は 前 節 に 遠 べ られ だ 人 と 対象 的 に 、 ま る で 自分 達 の 斑 を 、 ア ッ ラ ー の 坦 び を 求道 する 事 に 与え て 
し まっ だ か の よう に 、 そ の 事 の み に 没 題する 種類 の 和信 も いる 事 を 述べ て いる 。 





一 店 アル ・ バ クラ 
OGD SORes WUC 3 EIA 


タン の 足跡 を 追う なかれ 。 サタ ン こ そ は お 
前 た ちの 公 敵 な り 。 


20、 明 証 が 降り た る 後に 、 う っ か り 症 る が 如き 
こと あら ば 、 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 賢 折 
に まし ます こと を 知れ 。 

引 1、 彼 等 は アッ ラー が 堂 の 天蓋 の 下 、 大 使 た 
ち を 引き 連れ 、 ( 注 1 彼 等 の と ころ へ 疾 臣 
する と で も 思う の か 7?( 注 15 事 は すでに 
決 せ られ た だ た り 。 す て は アッ ラー に 帰属 す 。 


二 十 人 ハ 項 

12. 0 われ ら が 如何 に 
多く の 明 証 を 役 等 に 授け だ る か を 。 る れ ど 、 
アッ ラー の 四 組 が 降り た 4 る 後 、 こ れ を 改変 
する 者 あら ば 、 ア ッ ラー は 逐 を 厳し 《 前 す 。 
( 注 176) 

213、 この 世 は 、 不 信心 者 ども に は 魅 誤 的 に 映る 
た め 、 彼 等 は 信徒 だ たち を 員 潮 す 。 き れ ど 神 
を 呉れ る 人 々 は 、 復活 の 日 に は 不信 心 者 と 
も より 上 位 を 占め あん 。 ア ッ ラ ー は る その 部 し 
給 う 和信 々 に は 、 計 算 を 度外視 し て 思 和 龍 を 授 
け 給 う 。 

4 人類 は か つて 一 体 な りき 。( 注 1 し か る に 
を の 後 互 に 意見 を 箕 に し だ れ ば 、 ア ッ ラ ー 
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注 174 これ は バド ル の 戦い の 叶 の 事 で 、 
辻 を 降ら せ ( ブ ハ リ )、 信 者 の 心 に は 勇気 を 、 
信者 の 中 に ぉ その 日 、 実 際 に 天使 を 見 た 者 が いた と 
注 175 「 降 臨 』 と いう 語 旬 は 16 : 27、 
注 176 これ は 神 が 成 し い 懲 
じ ら れ る し いう 意味 で ある 。 


注 177 
し か し 一 だ ん 玉 言 者 が 現れ る と 、 互 いじ に 遠 い は あっ て 
か つて 一 体 な りき と い 


94 421 9 43:34 に あら れる 。 


この 時 に は 25 章 26 節 で 約束 きれ だ よう に 、 
不信 者 に は 芝居 を 与え る 
言わ れ で いる 。 


59: 3 に ある よう に 
癌 を 下 き れる と いう 事 を 必ず し ちゃ 攻 味 し て いる 訳 で は 
環 言 者 の 到来 する 以前 は 、 彼 ら 全 遇 が 不信 者 で ある と い 
も a Si 


2 表現 は 、 国家 的 一 致 団結 と いう 意味 で は 、 = 
え 当 計 の 施 こ きれ た 節 で 使わ れ て いる よう に 、 考 え が 同 一 な と いう a は 、 当 節 2 : 





信者 を 助け る 為 に 了 規 と 
る で く 天使 や つか わき れ だ (8 :13)。 不 


、 神 の 和 削 と いう 芝 味 で 使わ れる こと も ある 。 


、 神 の 懲 衣 は 茂 し パ 成 


5 意味 で 、 全 て の 入間 は ・ - つ の 民族 で あっ た 。 
し て 項 言 者 に 対抗 し た 。 人 人 類 は 
ン 中 10:20121193E23159 に 
214 の 他 に 5:49:16: 


『 ゐ 


so 


串 二 下 B アル ・ バ クラ 





は 傾 言 者 だ ち を 挙げ て 、 i の 伝 25 FI ds 5 7 

ほな し 、 を その 争い を 判断 すべ き 真 理 の 経 式 リレー ノン 

を 彼 等 共に 降 し た り 。 0 人 経典 CE 

を 葛 わ り た る 者 の み が 、 経 典 に 関し て 暴 考え レー クン ロク タジク > 

た 見 解 を 抱き 、 明 証 が 降り た る 後 だ と いう PP 3 

に 、 互 に 災 如 し て 相 省 うに 至れ り 。( 注 18) rt 22 みさ a a Cg {クシ 
la lel or a RN し 

され ど ア ッ ラ ー は 、 思 し 召し を 以 て 、 不 信 2 ES 

心 者 ども が 異論 を 唱え た る 真理 へ と 、 信 徒 2 0 る M2 | AS 

た ち を 導き た だり 。 かく の 如く アッ ラー は 、 の 


ょ 店 1 
その 玄 し 給 う 者 は 誰 で あれ 、 正 し い 道 に 導 Onis bog od! 
き 給 う 。 


泊 、 お 前 た ち 、 お 前 た ち 以 前 に 世 を 折り し 人 々 5 に イイ 人 1 
が 味 い た る 状態 を 体験 する こと な く 、 楽 較 ai の 
に 入り 得る と 思う か ? 困 苦 明 肉 が 彼 等 に 30920UeeLo AS の 人 ほ の 錠 
降り か か り 、 不 安 に 恐れ お の の く 余 り 、 使 レン 2 タン トレ の タン 5 ンー ZS 
徒 並び に その 信 卒 者 た ち は 、| ア ッ ラ ー の do boo! GR BS 


佑 助 は い つの 日 か ?」 と 嘆い た だ たり 。 ブ ッ ラ ー の ? の | し 全て 4 
の 佑 助 は 近づけ り 。( 注 10) ss A OY I EL 
pu の か 9 プラッ 2 ト ラッ る 、 ク 9 〆 アナ の 


26. 彼 等 は 何 に 費 す A と 、 液 に 問わ ん 。 去 ころ 81 US 8 OAL lS bk GA 
え ぇ 、| 和 敬い こと は 皆 、 両 親 、 親類 縁者 、 孤 児 、 の っ 
役者 、 並 びに 旅行 者 の た め に な 前 た ちの 四 RS RA NS gS 
か な 高 を 費 す べし 。 ぢ 前 た ち が な す 善 行 は 、 - リーン レー タン の ラル 2 の ーー 2 の 
すべ て アッ ラー 輝 を 知り 給 う 」 と 。( 注 部 ) bE Lo SLS TO 


OS 


217. 戦う こと を お 前 た ち に 定め る 、 そ は いや で Cd セン 
を 
あろ う が 。 き れ ど 前 た ち が 好 まざる こと lc うう の RE ST 


が 案外 身 の だ め と な り 、 ま た 好む せこ と が 1 る ッ ン イン ン そ を を の シン タ る (04 1082 
0 oe Cl いこ | 
却って 害 と な る こと も あり 。 お 前 たち は 利 | >? 





潤 178 押 は 、 聖 な る 琉 言 首 と 最後 の 経 供 を つか わき る れ 、 役 の 旗印 の も と に 全て の 民 が 集結 する よう に と の 全 
世 界 的 伝 門 を 伝え ら 乱 た の で し お あお る 。 A の 様 に 倫 回 の 輪 が な 完結 に < 団結 て 始ま っ た 世界 は 団結 に 帰す る で < Sb 
富 き れ て いる の で ある 。 


注 179 イス ラム の お つげ を 受け 入れ る の は 、 生 易しい ぉ ので は な く 、 教徒 達 は 、 成 し い 試 練 や 苦難 を 通過 し 
だ 後に や っ と 江 高 な 理想 を 達 臣 する の で ある 。 


注 180 この 節 は 湯 や きれ る も の は 正直 に 獲得 き れる で き で ある と の 意味 を 持ち 、 婦 もち 、 お 金 を 使う 場合 は 相 


手 が 愛 け と り 協 い よう で な く て は な ら ず 、 そ の 人 の 必要 を 充 た し 、 使 っ た 目的 が 称 約 に 値する も の で あり 、 を る 
れ だ け の 人 節 値 が ある も の で な く て は な ら な い 。 


第 二 意 デル ・ バ クラ 





ら ね ども 、 ア ブッ ラ ー は すべ て を 知る な り 。 と 2 許可 史 DU を る 2 ゆる の 
Oo J a 4 
( 注 19D) っ 
第 ニセ 項 
2. 彼 等 は 聖 月 の 期間 に ける 戦争 に つい て 、 Ge の ちあ 。。 Ze イン ィ 
円 
流 に 問わ ん 。( 注 0 芯 え 、「 そ の 期間 に 戦 り RE CS 


2 こと は 、 大 いな る 罪 な り 。 さ れ ど 人 々 を る も の 8 らく の ¢ 
う ld ジュ も の) Ao 9 9 
アッ ラー の 道 よ り 阻 み 、 ア デア ッ ラー に 忘 恩 的 細 1 の か っ 
で あり 、 人 の 聖典 に 語 で る を 妨げ 、 会 砂 を sad El eccll 
惜 殿 よさ り 追い 払う こと の 方 が 、 の グー の プラ タン レン アレ 5 タ の クー レル ジンク ン ッ 2 
か すれ より 重き 罪 な り 。 市 し て 所 ISN ES 
害 は 、 殺害 よ る し 」 と 。 彼 等 は 、 も し je に に) 1 (OM 』 ン し 前 る ? 
le 9 
EPC し 2 SG 
か し むる まで 戦い を 止め ざる べし 。 ぉ 前 た る YK 2 5 LO 
ちの うち 信仰 に 昔 き 、 不 信心 者 と し て 死ぬ ィ ン ル シュ 4 i 
者 あら ば 、 そ の 者 た ちの な せる こと は 、 現 bOI 2 sbs cl PWR 
世に お い て も 来世 に お いて も 定 無 に 帰す べ アァ 2 トレ ッ 。 タ 9 る 
2 
し 。 人 彼 等 は 業火 の 住人 な り 。 古 し て そこ に OHNE GG 2a EA 


永 城 に 住ま Ks 
ゅ の の ルレ 1 ン 5 の レッ の 


2 信ずる 者 、 並 びに 迫害 を る け て 移住 し アッ 8bA4A3 CGI IG G 
ラー の 道 の た め に 和 響 開 努力 する 者 、 こ れ 等 


y ! ンタ ッ ン アン タク 9 ノン と 

の 者 は アッ ラー の 恩師 に 浴 き ん 。 テ ッ ラ ー 619 bh ex GL 26 っ 

は 覚 大 に し て 、 慈 圧 深 くま し ます 。 の 2 Z ope 
Di ) 6 


20 彼 等 は 法 に 、 酒 と (入隊 二 に (E0 の 六合 た 2 る 2 
つい て 問わ ん 。 云 ん 、「 両 者 と も 大罪 な り 。 gE SAS le 














注 181 イス ラム 教徒 は 、 な それから で は な く 、 太 の 頂 を 流す 事 を 好ま な いと いう 理由 か ら 戦 争 を 嫌っ た 。 ま 
だ 彼ら は 戦 年 の 状 態 よ り も 、 平 邊 的 受 囲 気 に あ る 方 が イス ラム を ひろ る め 並 及 る せる の に は 、 よ り 伝 達し や ゃ すい 
と る も 考え た の で ある 。 


注 182 も し 不信 者 達 が 型 な る 月 の 神 型 き を 犯し た 場合 に は 、 た め ら わ ず 吾 な る 月 で も 彼ら を 還 せ よ と 命ぜ 6 
れ て いる 。 そ うす る 事 以 外 に 聖なる も の の 神聖 き は 守れ な いか ら で あ る eos 
と ころ で は 、 上 成る 時 聖なる 預言 者 は アプ ドゥ ッ ゥ ラ ・ ビ ン ・ ジ ェ ー シ に メッ カ へ 向かっ て いる クラ イシ ュ 族 の 一 行 
に 関す る 情報 や 持っ て て くる よう に 命じ た 。 ア プ ド ッ ラ と 役 の 仲間 が ナク ラー と いう 地点 で 小隊 と 出会い 、 を そこ 
で 一 人 を 殺し 二 人 を 捕虜 に し た 。 こ れ が 起こ っ た だ 日 時 は 定か で は な い が 、 式 る 者 は これ を 加 な る 月 で あっ た と 
みな し 、 叉 ある 者 は そう で は な いと いっ た 。 し か し その 報せ が メッ カ に 届い た 時 、 ク ライ シュ 族 は その 疑 がい ( 理 
な る 月 に 武器 や と っ た 事 ) を 利用 し て 、 イ スラ ム 教 徒 に 抵抗 し 、 型 な る 月 を 洛 し た の で ある 。 こ の 填 の ある 節 
は その 時 、 啓 示 き れ だ も 5 の で ある 。 


注 183 ハマ ル と いう の は 、 あ る も の に 首 い を か 680 は ある も の を 隠し た と の 世 味 で ある 。 酒 は 、 知 性 や 
感 党 を 狼 い ま ど わ し 、 影 用 を 与え る 為 、 疎 は 、 頭 脳 を 典 蒼 きせ 、 特 制 心 を 失 な わせ る 人 為 、 ハ マル 呼ば れ て 


9 年 1 アデル ・ バ クラ 


) 8 3 宏和 利 > を 2 る っ 2 タタ ン 。 の ミン プン の ク 
Mtras rooan sorane Sg BES 
上 廻る と 。( 注 1 麗 ) また 彼 等 は 流 に 、 人 6 2 
$a 4 " 4 2 ぁ . タ 2 る 2 
を 費 す べき か と 問わ ん 。 去る [余分 の も の 0 8082C 避 時 3 





を ( 注 186)」 と 。 か く の 如 てく 、 ア ッ ラ ー は お 8 i RG 
前 た ち を 熟 護 せしめ ゆん が だ め に 、 き ま ざ ま 
な る 下 視 を 明示 し 給 う 。 


221. 現世 並び に 来世 に つい て 。 ま た 役 等 は 、 撤 中 ミン 1 OK の 
児 に つい て ( 注 187) 液 に 問わ ん 。 云 を 、| 役 所 Cd A 
等 の 幸福 を 増進 する こと は 並 い 行為 が り 。 MO プン 
価 し て お 前 た ち も が 彼 等 と 親しく 混 り 合わ 

ば 、 彼 等 は お 前 た ちの 兄弟 な り 。 ア ッ ラ ー 





いる の で ある 。 こ の 酒 と は 特に ぶどう か ら 作 る ワイ ン の 事 で ある が 、 全 て の 隊 箱 物 が あて は まる 。" ア ルコ ー ル 
中 毒 は 病気 の 原因 の 重要 な 因子 で あり 、 ア ル 中 恵 才 は 病 入 の 中 で も 悪い 昌 者 で ある 。 人 抜染 病 の 死亡 率 $ 
疲労 へ の 抵抗 力も 低く 、 生 命 を 縮め て いる 様 な も の で ある 。 やり 0 Che の 
痢 命 は 約 2 借 達 う と の 統計 を 出し て いる 。 飲酒 と 犯罪 の 関係 6 も よく 知ら れる と ころ で ある 。 駐 、 統計 に よれ ば 、 
悪性 因 了 の 25-85% は 飲酒 者 で ある 。 ア ル 中 の 及ぶ べき 結果 と し し て 、 一 て ん か ん 、 精神 豊 常 、 精神 簿 弱 や 、 肉体 、 
靖 神 、 倫 理 面 で の 色々 な 形 で の 退廃 が 、 ア ル 中 加 才 の 子 格 に は 、 頭 員 け て 極 ど っ て いる の で ある 。(JeW. EE 
nc.) "アル コー ル 消 費 効果 は を その まま 神経 組織 に 影響 を 与え 、 本 還 状 態 の 度 が 進む と 、 判 断 と 上 四 制 の 知人 称 プ 
ロモ ス が 僚 止 し て し まう 。( ブ リタ ニカ ) " 度 を すぎ た 飲酒 と 、 人 道徳 律 や 法律 の 違反 と の 問 に は 富 接 な 関係 が あ 
る と いう 事 は 世界 中 で 認め る と ころ で ある 。 こ れ は 高度 な 知 的 及び 論理 的 な 能力 の 無力 化 の 直接 の 結 迷 で あり 、 
下劣 な 傾向 へ 流 れ て ゆく 事 と な る の で ある 。 (宗教 倫理 百科 辞典 ) 


注 184 人 MR で 問題 に きれ た 事 が な か っ た が 、-- 生 炒 命 働い て 収入 を 得 よ うと し な い 賭 事 

は 本 質 的 に 反 社 会 的 行為 で あり 、 同 情 心 を し ば ませ 、 利 己 王 度々 を は び こ ら せ 、 人 人格 の 劣化 を 招く も の で ある 。 

略 は 本 質 的 に 野 仁 で あり 、 Ne ) に 隠 き れ て いて も 貧 欲 き に 他 な ら な い 。 賭 は 代価 を 支払 わ ず に 財産 

OT RD A OR 丁度 、 決 と う が 相 互 の 同意 に よる 殺人 で ある 様 に 、 賭 は - - 

種 の 欠 次 行為 と も ぉ いえ たる 。 貧 欲 が 、 無 気力 に つなが り 、 巡 を 頼む ちの で ある か ら 、 そ の 行為 を な す 者 は 、 追 徳 

秩序 や 人 人 生 の 安定 性 を 突っ て し まう 。 賭 は も うけ る 事 の み に 注 意 を 集中 きせ る 事 で ある か ら 、 人 人 生 の より 価値 
る 朋 的 へ の 注意 も むけ る 事 を し な く な っ て し まう の で ある 。 


注 185 物事 を 全面 的 に は 非難 せ ず 、 少 し で も よい 所 が あれ ば 、 素直 に 認め る と いう の が イス ラム の 特徴 で あ 
る 。 イ スラ ム が 、 特 定 の も の を 禁止 する の は 、 を それ ら が 全く 閣 く な いと いう 事 か ら で は な く 、 そ れ ら の 邪悪 な 
MN DE OO 
その 多大 な 害 の 為 に 飲酒 と 賭 事 を 棒 じ て は いて も 、 そ れ ら の も つ 利 点 を 全然 理解 し な い 訳 で は な い の で ある 。 


注 186 流通 一 般 の 信者 は 自分 達 が 必要 と する 分 を 充 た し た 後 で 残っ た 分 を 費やす よう 命じ られ て いる 。 を そし 
て 暮らし の 楽 な 信 才 達 は 、 自 分 達 の 時 産 の うち 、 可 能 な 限り を 費やす よう 望ま れ て いる 。 し か し この 語句 を 全 
て の 信 省 全体 に あて は め る の で あれ ば 、 戦 時 に は 、 自 分 達 の 最低 必要 限 分 だ け を 残し 大 義 の 絡 、 費 や すべ き で 
ある 事 を 意味 する と ころ と な る 。 


注 187 孤 呈 の 養育 は 大 変 微妙 な 問題 で あり 、 是 つ 重 要 な 社会 的 義務 で ある 。 搬 児 は 肉体 的 、 精 神 的 、 道 徳 的 
な 福祉 が 最も 得 や すい 様 に 家族 の 一 員 と し て 育成 きれ ね ば な ら な い 。「 彼 ら は あな た 達 の 兄弟 (同胞 ) で ある 」 
と いう 言葉 に その 勧め が こめ られ て いる 。 


= 





に っ 
> コ 
a] 
ロ 


は 孤児 RR 
i re も も アメ ラー 飲 じ な 
ば 、 ぢ お 前 だ ち を 困 難 に = 陥ら し せ べ し 。 ば に 
ー は 強大 に し て 、 臣 哲 に まし ます 」 
ea 
価 像 崇拝 者 の 女性 上 は 、 彼 女 が 信徒 ほな る 
まで 結婚 する な か れ 。 ( 注 188) た と い 彼 女 が 
お 前 だ たち を いか ほど 愛 慕 す る と も る 、 偶 像 崇 
拝 の 女性 より は 女 奴隷 の 信徒 の 方 が は る か 
に 良し 。 ま た 、 信 徒 の 女性 を 彼 等 偶像 崇拝 
者 に 、 相 手 が 信 徒 に な る まで 嫁 が せる な か 
I 


偶像 崇拝 の 男性 より も 男 奴隷 の 信徒 の 


方 が は る か に 長 し 。 これ 等 の 者 は お前 た ち 
を 業火 に 講 う 。 き され を アッ ラー は 、 お 前 た 
ち を 楽園 に 誘い 、 思 し 名 し を 以 て 散 免 し 給 
う 。 アッラー は 人 々 を 反省 せしめ ん が た め 
に 、 そ の 神 兆 を 明示 し 給 う 。 
系 一 十 八 項 

彼 等 は 月 経 に つい て 液 に 間 わ ん 。 云 を 、「 を 
は 不 光 な り 。 る れ ば 月 経 中 は 、 女 を 放 け 、 
浄 ま る まで ( 注 199) 近づく な か れ 。 清き 身 
に 戻り だれ ば 、 ア ッ ラ ー が 命じ た る 如く ( 注 
1⑳) 彼 女 た ち の そば に 行け は 。 ア ッ ラ ー は 悔い 
改め る 者 並び に 清潔 な らん と する 者 を 可 し 
給 う | と 。 








188 「 偶 像 水 拝 吉 の 女 必 ] と の 結婚 問題 は 、 戦 色 と 
れ て いる 信者 達 は 、 
女 本 の 結 吉 邊 同様 、 タ ル デー ン で は 固く 袋 じ ロ れ て い 


に $ ぉ 根ざし て いる 。 多神教 徒 の 夫 ほ は 、 者 に 対し て だ け で な く 、 
を ざる を 得 ず 、 叉 多神教 第 の 湊 は 、 必ず 子孫 の 育成 や めちゃ て ちゃ に し て 
、 了 両者 の 考え 、 信 仰 、 
和 や 不 - - 致 が 生じ 、 ひ いて は 、 家 芝 内 に 平和 が な く な っ て し まう の で ある 。 イ スラ ム 


徒 の 雪 や 夫 が 、 


信 首 を 配偶 者 と すれ ば 


深く か か わり が ある 。 何故 な 6、 
こう いっ た 女性 達 と の 結婚 に 陥 り が ち だ か ら で あ る 。 こ の 件 は 、 多 神 教 徒 の 男子 と 信 省 の 
MN ON 
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戦争 の 間 長 く 穴 を 典 


ーー 和信 の 間 に 生 まれ た 子供 に も 極端 に 有 寄 な 影 弓 
し ま る 。 更に 、 多 神 教 
人 人生 の 見方 に た き な ひ らき が あり すぎ る 為 、 不 調 
で は 奴隷 制 は 何 の 劣等 の 


不 名 営 を 常 びる も の で は な て (、 自 由 民 の イス ラム 教徒 の 男子 に たっ て は 、 多 神 教徒 の 女子 より イス ラム 教徒 の 


女 仏 隷 の 方 が あら ⑩ る 面 で 、 よ い 配 偶 者 と を な り 、 そ の 逆 $ も また そう な の で ある 
細 傍 の 信仰 と 公明 正大 き は 多大 の 尊敬 を うけ て お り 、 
を し て サー リム は 全て 解放 きれ た 奴隷 達 で あっ か た 。 


ル 、 サ ル マ ー ン 、 


注 189 


な っ た 。 


。 イスラム 桂 会 に 診 い て は 、 奴 


農 な る 預言 者 の 非常 に 導 艇 き れ た 仲間 (同胞 ) の ベラ ー 


信者 と 多神教 徒 の 結婚 の 法 を 簡単 に まとめ た 後 で 、 婚 期 関係 や 夫婦 問 の 装 務 に つい て の 言及 が 必要 と 


Si 


アル ・ バ クラ 


| 
還 


2 お 前 た ちの 妻 は 、 お 前 た ちの 耕地 な り 。 さき 2152 23 46 と |。 6 2 あと 者 っ ) 
れ ば 意 の まま に 己 が 畑 に お も 層 は 191) 

メ が 32 MG 2 し (1 ゥ グロ る 

前 し て 己 れ 自身 の た め に な る よう に 、 何 か Al52680lye52605832 2 し 55 

Ce 8 

や が て アッ ラー に 会 うべ きこ と を 知れ 。 DIL 


J お 有 前 た だ たち が 蘭 行 を な し 、 止 内 , 振舞 い 人 々 タ ア ンク 9 タン グッ グ プ 2 ア ロア 2 の レラ 
が 3 a 1 12 ロ a 
の 聞 に 入っ て 仲良 くき せる こと 、 こ れ 等 を DO NG 


妨げ る よう な 拾い の 対象 に ( 注 隊 ) アッ タッ 2 92 ン 9 | WS 
ラー を 使う なかれ 。 Ol rs a SN 

K、 ア ッ ラ ー は ち 前 た ちの 空 し き 宣 狼 を 谷 ゅ 008c9225CS る 0 し か 3 3 
ず 。 ( 注 8) され ど ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 2 レレ ル ンタ ョ ン 
や に 宿す こと を 符 む 。 アッ ラー は 寛大 に し 13 0 a 
て 、 寛 容 に まし ます 。 

呪 . 夷 と 同 会 せ すぎ ざる こと ょ を 誓う 者 は 、 四 カカ 月間 "で?3 ン ャ ン ン sc * 4 ノッ る 


待つ べし 。 きれ どる の 間 に 、 も し 百 い を > の! a 3 oF 99 
rts sg 


ば 、 ア ッ ラ ー は 光大 に し て 、 情 け 深 《 ま し Se2 を 88 光 86 
ます 。( 注 1 


3 
3 
ュ 


を 


Gr 








注 190 「 ア ッ ラ ー が 命じ たる 如く ] と いう 文 に 示唆 きれ る 命 と は 、 妻 と の 変 接 は 生 残 に 通ずる 行為 と し て と 
ら え た る と の 意味 で ある 。 (2 :188 も 5 湖 照 ) 


注 191 3 この 節 は ク クル デー ン の 純粋 で 破 茂 の ある 骨 現 の 雄弁 な 実証 ? て ああ る 。 最 も 微妙 な 語 明 の 7、 一 系 | FT で て 中 
庶 深 く 取 り 扱 われ 、 結婚 の 哲学 と 尋 畑 肉 係 全体 が 、“ 流 の 要 は お 前 に と っ て 尋 の 様 な も の "と いう 明 な 一 文 


で 述べ つく きれ て いる 。 女性 と は 実際 、 子 公 と いう 種 の ま か れ る 畑 の 様 で あり 、 区 明 な 大 は 是 $ よ い 土 を 選び 、 
最上 の 畑 を 用 斉 し 、 最 良い 穂 を 大事 に し て お き 、 生 ま き に 最も よい 寺 と 方 法 を 選ぶ の で ある 。 MM を うす 
和 れれ ば 、 子供 と いう 形 で の 収穫 が 得 ら れる が 、 そ れ は 信者 の みな ら ず 、 民族 の 全 将 来 に ちか か っ て いる の で ある 
婦人 を 珈 に 例え る 事 は 、 俊 狂 定 と 性 の 倫理 性 に 浴び る は どの 光り も あて る 事 と な る の で ある 。 


注 199 _ ここ で の [対象 と I 人 が 全て の 普 行 の 梁 和 れる ば か り の 源 て 

ある アッ ラー の 名 を 、 交 行 を 行なわ な いよ うに する 為 便 うと いう 事 は 、 ま こと に 、 湊 神 の 行為 で ある 。 無端 や 

日 的 も な い 碧 い の 対 象 や 笑い 物 と し て 0 事 は アッ ラー の 神 加 き の 宮 次 に は か な ら な い 。 

0 PE SC :227 へ の 導入 部 の 役割 を 巣 た し 
て い 


注 193 問い を た て る 上 は 旧 険 な 事 で ある の に 、 な か に は 、 何 $ 療 味 す る 事 な く 、( 不 数 の 意味 で ) 神 の 名 を 日 
に する くせ の 者 が いる 。 和 無 葉 味 に 、 惑 い は 怒り の 人 、 と っ き に 日 に で だ と か 、 日 で せ に な っ て いる 綿 い は 、 司 
の 罪 ほ る ぼぼ し に ちゃ な ら な い 。 


注 194 凌い に 関し た 内 容 を は きん で 、 二 つの 導入 の 節 の 後 て 、 クルアーン は 旗 婚 関係 の 問題 に 立ち 戻っ て い 
る 。 こ こ で は 、 実 除 に は 油 婚 を し な いで 、 吉 と 綾 を 切る うと 皿 っ て いる 画 達 に つい て 述べ て いる 。 こ の 光 婚 の 
Ope 一 時 的 昌 つ 部 分 的 な 別 本 で ある 月 経 (2 : 223 ) 
に つい て 述べ て いる の は まこ と に 尋 味 深い と ころ で ある 。 そし て 当 節 で は 、 本 当 の 、 た だ し 肖 然 と し た 離別 が 


Bt アル 





4 


区 きれ ど 彼 等 が 放 婚 を 決意 し な ば 、 げ に アッ ーー を 6 る EE 


ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 3。 
( 注 195) 
1 II 2 レル で 3 も LT 
229, 離 線 る れ だ る 女性 は 、 , 用 心 の た め に 、 三 た 0 < と ッ 3 し っ の 2 2 
び 月 経 を 待つ べし 。 面 し て 彼女 た ち が も し の の の 2 0 
アッ ラー と 米 日 を 信ずる な ば 、 ア デッラ ー が EG RT | 
彼女 た ちの 胎 i 内 に 創造 せる も の を 隠す は 、 も ス < 92 クタ ント 。 t2 ゥ ん ? ぅ の の 
違法 な り 。 面 し て この 期間 中 に 、 天 の 側 か Os 92 し 6 びる) 5! 
ら 妻 と 和解 を 望み 、 ( 注 196) を 復帰 せ し む 








hd 寺 4 ンク タク フク クーン (6 し or 2 ドア 
Ni 人 OAT ble1 0 ロン トル 
る な ら ば 、 そ の 夫 は 最も 正 し 。 公平 に みて 、 DO SO 
の バン タレ ーー テ テ ン 
婦 侍 は 男性 と 同等 の 枚 利 を 有 す よ と いえ と 35poOe0ede02G22506 SE る 

6 、 男 性 は 女性 よ ょ りー つ 上 に 位 す 。( 注 19) : の: の に と 
アッ ラー は 俸 大 に し て 、 覧 白 に まし ます 。 DRS KE 3 
語ら れ 、 を そし て これ に 続く 節 で 、 実 際 の し か し 取り 消し 可能 な 離婚 が 、 SS SS 


事 の で き な い 離婚 が 語ら れ て いる の で ある 。 これ は イス ラム が 必要 悪 と みな すす 離婚 で 、 る の 手続 き 中 に 出 き 
GN RO OC cts bins 
補う 者 に 4 ヶ月 の 期間 を 許し て いる 。 こ の 問 に 、 彼 は 妻 と 仲直り し て 婚 敵 関係 を 修 役 す る か 、 両 省 の 間 で 史紀 
る 二 に する か 、 に し な けれ ば な ら な い 。 イ スラ ム で は いか な る 場合 $、 女 性 を まる で 位 NN し て お くま よう 
な 漢 然 と し た 離別 は 許 き れ な い 。 イ ー ラ と は 柄 別 の 区 い の 事 で 、 こ の 状 い に よっ て 大 か ら 無 祝 き れ て いる 女性 
は 、 そ の まま の 状態 で いる 事 と な る 。 その 間 彼 女 は 他 の 男性 と 結婚 すす る 事 も る できない に いし 、 自 分 の 大 と ょ る も 婚 媒 
関係 や 持つ 事 は で き な い の で 、 最 長 は ケ月 まで と きれ て いる 。 


注 195 この節 か ら イ スラ ム の 静 婚 に 関す る 法 の 説 棚 が 始ま る 。 この 法律 に ょ よれ ば 法 的 必要 性 が 生じ た 場合 に 
は 夫 側 に 凌 を 見 婚 す る 権限 が ある 。 し か し 、 こ の 権利 が 行使 きれ る 事 は めった に な く 、 ほ ん の 例外 的 場合 の み 
で ある 。 


注 196 隆 婚 と は 袖 の 目 に 映る 全て の 法 的 事項 の 内 、 最 ぉ 選 む べき も の で ある と E い う 5 事実 か 6、 郊 婚 に 関し て 


は 、 多 く の 和 審査 と 制 眼 が 付 誤 きれ て いる 。 先ず 1) 琴 が 妻 を 琴 既 で きる の は 妻 の 用 経 が 終わ り 、 自 由 に 夫婦 関係 - 


の も て る 期間 で あり な が ら 、 夫 が 何ら 性 的 行為 を し て いな い 場 合 、(2) 次 婚 が 宜 せ られ て か ら 、 妻 い ば 、 約 3 ケ月 
に 該当 する 三 回 の 月 経 を 待 だ な な けれ ば な ら な い 。 こ れ は イッ ダ (待機 期間 ) と 呼ば れる 。 こ れ だ け の 時 間 を 天 
に 与え 自分 の し た 行動 を 三 を える せ 、 も し どこ か に 委 へ の 潜在 和 愛 情 が て (て す ぶ っ て いる の な ら 、 も 5 一 - 度 を れ に 
NS Ne NG CN この 事実 を 夫 に 用 し て は な ら な いり 
何故 な 6 子供 の 先 の 誕生 は 両者 の 伸 直 5 の 一 助 と な る か ら で あ る 。 全 な 取り 消し 不能 な 離別 に は 三 回 まで 
の 人 和 f が ある 。 色 2 及び 1 の 汗 和 の 青 言 の 化 て 笛 和 癌 が きれ て し まう より 前 な ら 、 大 5 うし た いと 旭 

だ た だら 、 妻 や 元 に 戻す 特権 を 持つ 。 だ と ぇ 待機 央 間 が 終わ っ て し まっ て いて も 、 結 婚 の きず な を 結び 本 ed 
1 回 お よび 第 2 回 の 見 怒 て あれ ば 、 持 び 一 比 に な る 事 が で きる 。 


注 197 。 代 人 的 権利 に 関し て は 、 夫 と 妻 の 権利 は 同格 で ある が 、4 : 35 で も 指摘 きれ る 通り 、 男 の 方 が 肉体 的 
優越 と 家計 を 支え る 経済 的 次 任 か ら 監督 者 的 橋 威 を も つ 。 


・ フ パク ラ 


次 * アル ーッ ベク 


第 一 | 九 誠 

20. 離婚 の 宮 言 は 二 回 まで 許す 。 そ の 後 は 、 ふ 人 IM の IE 
きわ し い 待遇 を 以 て 之 を 留 む る か 、 政 い ! RC アロ | に タン の 
腰 ろ に し て 之 を 出せ 。 ( 注 198) Co ECA en | CNIS 


NII 





アッ ラー に よっ て 定め られ た だ る 控 を 守り 得 NY 2 ちの タタ テレ 9 の ん る タク 
ぶる こと を 役 れ る に 非 ず ば 、 お 前 た も は 大 沈 3 Sg ts 
に 与え た る も の を 取り 戻す こと は 違法 な kk EE Ak 
、 0 あら 0 Ce CC 4 っ 
り 。 ( 注 0 きれ ども し 前 た ち が 、 彼 等 は 
ノラ クタ イル クン ノ タンク そ イグ 2 9 ノ タ ン アン 929 9 タ 


アッ ラー に よっ て 定め ゆら れ だ る 探 を 守り 答 db っ ぅ ue A (の 5 sss いひ > 
じ と 恐る る 場合 は 、 役 女 が その 自由 を 待 る Cn 2 
た め に うる こ に は 、 両 人 と も 罪 な し 。 こ OAI 
は アッ ラー の 定め だ る 控 な れ ば 、 違 犯す る 
な か れ 。( 注 200) アッ ラー の 定め た る 搾 に 中 
犯す る 者 は 、 雅人 な り 。 

21. 三 回 目 の 離 敵 宜 言 に よっ て 正式 に 別れ だ る 2% 4 も ン タン ィ 5 ンマ クン イッ 
後 は 、 彼 女 が 他 の 夫 と 結婚 する まで は 之 を の を 629J555 aE 


* 





注 198 ここ で 離婚 に つい て の 5 番 め の 審査 が ある 。 実 を 離別 し た い 男 は 、 離 婚 を 三 度 、 別 個 の 機会 に 宣言 し 
な けれ ば な ら な い 。 第 2、 弟 3 の 離婚 宜 言 を 一 度 め の 離婚 宣言 で 同時 に すま せ て し まう 事 は で き な い 。 例 え 、 
ーー 度 め に くり かえ し 三 度 述 べ て も 意味 は な い 。 MO 回 まで 許す ] と いう の は 副 な る 舌 言 着 は 、 そ の 
回 数 だ どれ だ け で あれ 、 こ うい っ た 集合 きれ た 宮 言 を 、 た だ - 思 の 離婚 た し て 取り 扱っ た 。 ナ サイ に よれ ば 、 
或 る 4 口 、 一 人 の 男 が 三 つ の 衣 婚 の 宜 言 を 一 時に 同時 に 行い “ 神 の 経典 を 私 が まだ ここ に いる 間 に 、 舞 効 に で き 
な いも の だ ろう か ? と 言っ た と いう 事 を 閉 き 聖なる 人 頂 言 者 は 非常 に 立腹 し た と いう 事 で ある 。 最初 の 二 つ の 
静 婚 宣 苫 を し て 5、 凌 の 同意 の りあ る な し に か か わら ず 、 イ ッ ダ ー 人 待機 期間 中 で あれ ば 湊 を 元 の 状態 に 戻す 事 が 
で きる 。 た と る その 期間 が 終わ ちっ て いて る も 、 彼 女 の 同 意 が あれ は ば 再婚 する 事 が で きる 。 し か し 三 度 ゅ の 離婚 の 
後 で は 、 夫 の この 権利 を 齋 央 し 、 夫 婦 は 最終 釣 に 離別 する と ころ と な る 。 下 な る 預言 者 の 同胞 が 一 度 、“ ク ルナ チー 
NG を 語っ て いま す が 、 三 座 ゆ は どう な っ て いる の で すか 7? " と 預言 者 に 嘩 ね だ ら 5、 彼 

“好意 を 持っ て 自由 に し て や れ " 則 ちこ | 度 の 雌 婚 の 後 で も 、 彼 女 が 同意 する の な ら 夫 は 妻 を 久 ゆめ て お き 再 婚 
RE 離婚 し た いと 望む 場合 は 、 彼 は 三 度 
め の 務 婚 宮 言 の 後 、" 彼 女 を 上 自由 に "し な けれ ば な 6 な い 。 以 上 の ょ うな 、 男 性 の 側 か ら 刻 に 
ク と ょ ば れる 。 


注 199 KR えて いな い 場 合 は 、 
離婚 が 法 的 に 正式 の も の と な る 前 に 支払 わな てく て は な ら な い 。 文 、 大 は 、 噌 り 物 と い う 形 で 彼女 に な ぇ だ も の 
は どん な も の で あっ て も 取り 戻す 事 は 許さ きれ な い 。 


注 200 し か し 、 妻 の 方 が 郊 別 を 望む せ ホ ッ ラ ( 雌 婚 ) で あれ ば 彼女 は ' 流 ら が お を それ る な ら ' と いう 言葉 中 、 液 6 
が 複数 形 を と っ て いる と いう 事 か ら わ か る よう に と 調停 又は 裁判 の 手続 き を ふま な けれ ば な ら な い 。 この} 場合 は 
両者 が 同意 する か 、 裁 判官 が 決め る か に より 全額 で あれ 一 部 で あれ 、 才 は 夫 か ら も ちっ た も の と 婚 資 を 王 雌 き 
な けれ ば な ら な い 。 ケ ー ス の 守 ジ ャ ミラ の 場合 が 、 女 性 に よる ホッ ラ の 権利 の 行使 の 良い 例 で ある 。 彼女 は 二 
人 の 手 格 が あわ ぬ 為 うま くい か ず 彼 を や きらい に な っ た と いう 事 を 理由 に 夫 で ある ケー ス と の 離別 を 愛 沙 し た 。 
彼女 は 、 聖 な る 傾 言 者 より 離婚 の 許可 を 与え を られ た が 、 天 か ら も ら っ た 果 掛 園 や 夫 に 帰 き な けれ ば な ら な か っ 
な だ 。【( プ ハリ ) 
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復 統 きせ る こと は 人 達 法 な り 。 も し 第 二 の 大 レレ «< タン イン イン レタ イン イン ン る アゲ 
H 中 円 キ 人 に sa 0 ‘も 
が 役 克 を 各紙 する 場合 は 、 相 人 が ァ ッ ラー Og CS a 


の 定め た る 探 を 守り 得る 正信 が あら ば 、 お や 224 タン っ ちゃ リン ラチ 人 レッ も 2 ン 人 ロン ッ 
引 lI A bl ssd ba OI EE 
互い また も と に 戻る と も 鋳 な し 。 こ は アッ 2 32 0 0 
ーー Ed > rT 1 ーー こと ラ 7 る 2 な 2 ダッ クタ 
ラー の 定め たる 控 な り 。 ア デッラ テラー は 之 を 知 Dos bea 3 
識 あ る 人 々 に 明示 し 給 う 。 ( 注 名) a に の 
本 貞 作 き 穫 1 に 上 I i の タイ ンプ ンタ イフィ ルッ オイ アゴ レイ 
32. 前 だ うら と の 妻 を 離 レ ュ 夫 の られ だ る 期 45.26 ee OS ‘ll ts 5 
韻 が 潤子 し な ば 、 壮 意 を 以 て 之 を 留 な る か が 、 シラ Re 
これ は wu し Lo, の wu ウタ も ロ = 
又は 引 ろ に し て 逐 を 出せ 。 人 彼女 だ たち を 不当 G89 の 93 BI do ¥en HC 59 5 
に き 留 め て 、 お だ ち 誹 を 犯 すす な なかれ 。 て アル アン と 1 2 うる 9 CAT 内 
を の よう な こよ を する 者 は 、 必 ず 己 れ 自 信 Polo つゆ ひら の め b0 計 じみ 
を 害 う 。 ア ッ ラ ー の 門 律 を 馬 旋 に する な か 00 2 タク る と 
れ 。 箇 し て ブッ ラー が ぢ お 前 た ち に 与え だ る と 





ZA, 2 タッ レン コグ タタ 1 1 の る ン 
ccSb 915 yo lel 3 


9 OE I I i 0 1 
則 艇 と 、 論 し 参 め ん が た め に 降 し た る 経典 の M80 OC 2 


と 知恵 と を 念 ん 。 ア ッ ラ ー を 選 れ 、 且 つ ア ッ を 2 

URI IS タッ ンジ る クイ ルー クン 922 レル 9 名 

ラー が 万 事 を 知 式 し 給 うこ と を 銘 記 せよ 。 ee の いのら le 855 仙 
の 


( 注 302) 
第 三 十 項 

28. お 前 た ち 妻 を 離 縛 し 、 そ の 定め られ た る 彰人 1 
1 8 Pan A as 2 329 

開 が 満了 し な ば 、 互 に 合間 の. 上 に て 合法 に に づ 2 し 0 ら | 

pf- < a b L294 ? 32 タン 2 クア ンク の I 

彼女 が 望む 者 と 結婚 する こと を 妨げ る な か od bo ya Ger CR | 

れ 。 こ は お 有 前 だ ちの う 3 ち 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 2 フク ノレ! ヶ 2 2 アリ イン 2 ン タン タッ タン! 
日 を 信ずる 者 へ の 訓 基 な り 。 こ は ぉ 前 た の 5052 の 2 らら 2 も 5c 8 


グ 


ちの た だめ に 最も 清浄 な り 。 お 前 た ち は 知ら 5 32229 の 228 レル ンー シン クン を! 
・ これ i 1 ぁ | 5 YU の >A11 
ね ども 、 ア ッ ラ ー は 逐 を 知り 給 う 。( 注 0 "emD15 55 0 お 3399 


アン 22 イ タン っ 








注 201 この 人 節 で は 、 第 3 の 最 准 的 護 婚 に つい て 述べ て お り 、 こ の 場合 大 は 、 離 婚 し た 妻 が 、 他 の 男 と 結婚 し 
尋 是 関係 を 確立 し 、 彼 女 が 自由 に 結婚 で きる 様 に な ら な い 限 9 り 、 離 婚 し た 妻 と 禁 び 結ば れる 権利 を 全て 失う 。 
この 需 日 を 法律 の 中 に 紀 有 みこ むむ 事 で 、 イ オス ラム は 一 方 で は 粗末 に 取り 扱う 事 は 許 き れ な い 結 婚 の 神 型 き を 高め 、 
も う 一 方 で は 、 非 常に 問 接 釣 で は ある が 、-- 度 は 天 と 雪 と し て 墓 らし た 一 人 が 、 も し そう 草 め ば 再婚 で きる 提 
会 を 許可 し て いる の で ある 。 


注 202 文 淫 か ら 明 ら か な よう に 、 こ こ で 述べ られ て いる 難 婚 は 、 取 り 消 す 事 の で きる 離婚 で ある 。 こ の 離婚 
宜 言 の 後 で 央 に 残る れ た 送 択 は 妻 を と ぼ め お いて その 人 と また 夫婦 と し て 甘 ら すか 正当 に 離別 す る か の 二 っ だ 
け で ある 。 人 彼 に は 妻 を 虐待 し た り 、 不 安定 な 状態 に し て お て 〈 事 は 許さ れ な い の で ある 。 


注 203 この節 で の ' 天 "は 、 以前 の 己 い は これ か ら の 大 の いづ れ を も 指す 。 前 夫 の 場合 は 、“ 秋 を 柄 婚 す る 場合 " 
と いう 文 は 第 1 又は 第 2 の 離婚 も や る き し 、 こ れ か ら 結 婚 す する 夫 で あれ ば 、 第 3 の 、 最 終 的 離婚 を 迄 味 す る 。 苑 圧 
し た 女性 の 後見 人 は 、 役 女 が 前 夫 と 再婚 する 事 を 、 そ し て 、 簡 夫 は 彼女 が 新しい 夫 と 結婚 する 事 を 止め る 事 は 


で き な い 。 


ー66 一 


Pa 


= 
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: 1]. コ べし 。 こ タレ レッ ン レラ 。2 レッ 
23、 生母 は その 子供 に 満 二 年 間 授 乳 す こ - CAE EI Oo の AN 
NN 5。 を a i i 
の 場 合 父親 は 、 慣 例 に 従っ て 、 哨 乳 者 の 衣 EV A 
2 を 有 す 。 何人 その 能 Oa 5 る る し 
の Kr 9 92 ン ン 3 
以上 の 負担 は 課せ られ る こと な し 。 生 坪 は 2 しく oa, ら ぢ うう 
を その子 ゆえ に 、( 注 政 ) 父親 $ ま た その 子 ゆ i ンタ レン ブイ ンタ lo 
え に ( 注 包 ) 不当 に 強制 せら る る こと な し 。 oe GN GD Sa 9 が 
また 相続 人 の 場合 も 同様 な 義務 を 有 す 。( 注 2 ds de | BL 4 $s Mi 骨 
205) 双方 が 相談 の 上 、 合 意 に も と づい て ( 注 の 0 8 
レイ ン 4 共 ? ク アプ ッ ク 
207) 離乳 を 決定 する な ら ば 、 両 者 に は 罪 な の ES CG ve oe Itos 
に 。 まだ も し 子供 の だ た め に 乳母 を つけ る な 2 の 。 う 2 4 で 0 メッ 4 
ら 、 を その 乳母 に 約束 せる 5 の を 立正 に 雪 給 3 9 le lols 
せ ば 、 前 た ち に は 曽 な し 。 ブ デッラ ー を 明る し ル ラク し 2 る な イン 1 っ て 
_- ER RC WI C0 
れ 、 ア ッッ ラー が お 前 た ちの 行為 を 妥 覧 し 給 ビン 
> ~~ イン の 75 / ん 
うこ と を 知れ 。 Ba 3% いい OS 人 
235. な 前 た ちの うち 、 を その 事 を 残し て 死す る 者 2 Rt 2 4 
あら ば 、 そ の 妻 は 自分 の 計ら いで 、 四 ヵ月 OOD BI IS SL 
EE さい ls ン そ ンタ ラン ンー タウ ンク ラフ 2 フン 9.9 し 3 
ょ 二 日 間 待つ で し 。 面 し て その 期間 満了 の WE 
後 は 、 ( 注 8) 彼女 だ ち が 相 応じ に 身 を 処す する 
b, タク | 9 アン 5・ っ で っ 4 Ns 
こと に 対し て 、( 注 200) お 前 た ち に は 何 の 罪 2 RO 
も な し 。 アッラー は お 前 た ちの 所 薬 を 承知 a ンタ ン ン 
し 給 う 。 HG 
注 20# この 文 は 、 1 母親 は 我 が 子 の 旋 に 父親 を 苦し め て は な ら な い 、(⑫) 笛 親 は 我 が 子 の 為 に 苦し ゆら れ て は 


な ら な い 。 


注 205 ここ で は 父親 の 子供 に 対す る 本 米 の 所 有 権 と 、 

注 206 死ん だ 人 人 の 財 記 を 相続 する 者 は 、 故 入 の 残し た だ 

注 207 子供 の 歳 乳 に は 最大 二 年 が 必要 と きれ る が 父 症 と 母親 の 双方 が 同 帝 
て 醍 乳 を 打ち も 切る 事 が で きる 。 こ れ は 丈 、 坪 親 の 同意 な くし て 


と いう 意味 を 表し 画 方 本 ここ で は 適者 で きる 


いけ な い 事 や ち 旋 床 し て いる 。 


注 208 
イ スラ 
間 を 長く し 、 


注 209 「 彼 女 達 が 相応 に 身 を 処す る 」 と は 
信達 の 為 に 結婚 を 用 忘 し て や れ ” (24【33) と の 記載 が ある 。 


ーー ト 
な て ( 


宴 如 の 場合 の ウイ ッ ダ (待機 期間 ) は 4 ケ月 た 10H で これ は 、 
、 披 女 の 亡 く て な っ た 天 へ の 感情 へ の 韻 伊 の し る し と し て ふつ う の 族 別 期 間 で ある 3 ヶ月 より も 其 
結婚 生活 の き づ な の 尊 茂 と 神 理 き に 対す る 敵意 を 払っ て いる の で ある 


、 上 朋 ら か に 再婚 の 意味 で ある 


子供 の 保全 に 対す る 当 敵 の 次 任 を 指摘 し て いる 。 


1 メ ュ コピ デ ャ ーー 
児 達 を 術 育 3 


る 表 務 が ある 。 


する の で あれ ば 年 を まだ ず し 
二 年 が すぎ る より 財前 に 赤 ん 坊 ぞ 放 編 きせ て は 


四 回 の 】) 弥 期間 を 合わ せな た も の で ある 。 


。 クル ア ー ン は 他 の 細 所 て 、 " 木 亡 


党 二 牽 


デア デル ・ バ クラ 





26, 


237. 


注 210 


また お 前 だ ち が こ れ 等 の 女 に 、 結 婚 の 申し 
出 を は の めか し た り 、 胸 の 中 に その 思い を 
秘め る こと は 、 お 前 た ち に 上 罪 な し 。 ア ッ ラ ー 
は お 前 た ち が 、 彼 女 た な たち に な きん と する こ 
と を 知り 給 う 。 さ れ ど 公明 正大 な る 言葉 を 
云う 以外 は 、 和 彼女 だ ちと 秘密 に 約束 する な 
か れ 。 ま た だ 定め られ た だ る 期間 が 満了 げす る ま 
で は 、 結 婚 の 結び 目 を 固め る 決意 を する な 
か れ 。 デ ッ ラ ー は お 前 だ た ち が 心 に 宿す も の 
を 知 功 し 給 う こと を 心得 よ 。 き され ば その こ 
と に 用 心 せ よ 。 アッラー は 寛大 に し て 、 守 
容 に まし ます 。( 注 210) 

第 三 |ー 項 
お 前 た ち 女 に 触れ ず 、 婚 次 も 決め ざる うち 
に 離婚 する は 、 ( 注 21) 罪 な し 。 さ れ ど 富 者 
は その 人 資力 に 応じ て 、 貧 者 $ そ の 盗 力 に 応 
じ て 彼 女 た ち に 贈 号 せよ 、 妥 当 な 里 与 を 。 
これ 高潔 な 人 に 課せ られ る 義務 な り 。 


も し お 前 だ ち 女 の 体 に 触れ ぎる も 、 す で に 
婚 資 を 決め た る 後に 之 を 離婚 する 場合 は 、 
決め た 額 の 半分 を ( 注 282) 支払 うさ し 。 伯 
し 先方 が 辞退 する か 、 結 婚 の 絆 を 握る 者 が 
( 注 23) 辞退 する 場合 は 別 な が り 。 い ずれ に 
せよ 、 辞 退 す る 方 が 、 公 正 に より 近 し 。 ま 


EE SE UY 
I EE DG HY 
ISO IS 
dR 
A DIO A 


と の クッ ルン の 2 タス レコー イン プン と 。 し る 239 ン 
9 クル ン wu で 239 る ラビ 
る Je うと dbl GME su 


SE RE 3 
Ed SA ES OM GS 
CE 

I A 


99 
A うら る 9 の LOS 2 REE ls 
タタ < ダ ッッ スン タイ 2 ラン イ 


ンプ の を タン イレ ッ ク レ ラス 
OS もら) きら 9 AA 


アラ レク ロタ ンタ 2 < クタ ラン ラン ラダ 2 る 
や YOU TITOE 








土 期 の 待機 期間 に 、 公 に 未亡人 に 対し 結婚 の 中 し 込み を する 事 は で き な い 。 た だ 、 を それ と な くわ か ら 


せる 様 に する 帯 は で きる が 、 決 し て 公 に 、 正 式 な 、 或 い は 、 秘 密 の 肉 に で あっ て で も 、 結 婚 に 関す る 中 し こみ 
を し て は な ら な い 。 未亡人 も 当期 間 中 に こう いっ た 申し 込み に 承諾 を 与え て は な ら な い 。 未亡人 は 、 亡 く な っ 


た 配信 者 の 思い 出 に 散 意 を 払い 、 


その 間 に 妊 娠 し て いな いか どう か を 加 ら か に する 為 、# ケ 月 と 10 日 侍 つ の で 


ある 。 姓 娠 し て いる 未亡人 は 、 子 供 を 産む まで は 結婚 する 事 が 許 き れ な い の で ある 。 


注 211 


これ は 例外 と いえ る 。 し か し 結婚 の 約束 が 完了 し た 後に 、 結 婚 の 完遂 継続 が 、 難 し い 疎 い は 望ま し 


く な いと わか っ だ りす る 事 は 、 ま まあ る 事 で ある 。 決 節 と 現今 に 、 を そう いう 場合 の 取り 決め が 述べ られ て いる 。 


注 212 


に 支払 わ ね ば な ら な い 。 


注 213 


00 に 


婚 資 が 決め られ て か ら の 離婚 の 場合 に は 犬 が 革 に ふれ て いな い の な ら 決 め た 婚 次 の 1 プ 2 を 大 は 財 


[結婚 の 絆 を 揮 る 者 」 は 、 結 婚前 に は 女性 の 後見 人 で あり 結婚 後 の 英 約 取り 扱い 人 は 大 と な る 。 


系 本 デル ・ バ クラ 


た 互 に 恩 情 を か け 合 うこ と を ( 注 21) 忘 4 NR る 
aso } 
る な か れ 。 げ に アッ NR と 2 NO 
を 崎 覧 し 給 2 。 52 
28. 厳密 に 各 礼 拓 を 守れ 。 ( 注 2) とりわけ まん 


RR く 2 CL 2 9 na! 
中 の 礼拝 を 。( 注 20) 差 淫 を 満 し て アッ ラー EC 


の 御前 に TC 


OS A 

2 危険 の 恐れ ある 場合 は 、 徒 歩 また は 騎乗 の HP EG ol 
まま 礼拝 せよ 。 ( 注 7) され ど 安 全 な 場合 0 

は 、 お 前 た ち が 知 ら ぎ ざり し こと を アッ ラー No 


が 教え だ る 如く 、 ア ッ ラ ー を 念 ぜ よ 。 

4 お 前 た ちの うち 家 を 残し て 死す る 者 は 、 役 4o3 7629 多 OR NS 
女 た ち が 追 出 き れず に 一 年 問 扶養 を ( 注  _ 29 080 
70 受け られ る よう に 道 言 すべ し 。 き れ と 役 Oe る RC A 
女 た ち が 自 ら 容 を 出る 場合 は 、 彼 女 た ち が < om ン の レセ 22 
自ら 合法 に 行動 する こと に 対し て 、 ぉ 前 た Aig ot Set に 


ち に 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 偉大 に し て 、 敬 哲 2 の 6 $5 と 4 も 。292 る 5 
の | ・ 
に まし ます 。 © FS 





Oe" 「 軸 捕 を か け 合 う 」 と は 才 (或いは 彼女 の 後見 人 ) は 、 人 彼女 の 取り 分 の 全て 難い は 一 部 を 免除 し て や 
、 内 が 身分 の 支払 うべ き 額 より も 多 く 支 払う 事 を 意味 し て いる 。 し か し 当然 な が ら 、 大 の 方 が 寛容 きわ や 示 
i し い p 


注 215 結婚 後 、 人 は 祈り を いく ら か は 皿 り が ち に な る 。 それ ね 以外 に も 、 家 庭 生活 は 男女 共に 世話 する 事 が 倍 
に な る 為 、 結 婚 し た 人 々 を 、 $ っ と 白 り を 定期 的 に 時 間 正 し 行う 様 き せる 必要 が 生じ て くる の で ある 


注 216 「 ア スル の 祈り ] (まん 中 の 礼拝 ) が 聖なる 拍 言 者 の 言葉 の 内 に 支持 る れ て いる と いう 見 解 で ある 。 こ 
の 祈り は 人 人 が 前 か ら と りか か っ て いる 仕事 に 肖 頭 する 最も 忙し い 時 間 の 祈り と な る が 、 あ る 芝 味 で は 、 伯 り は 
全て 、 真 中 の 礼拝 で ある 。 


注 217 定め られ だ 一 日 の 五 回 の 礼拝 を 守る 事 は 、 最 も 重要 な 戒律 ど あ る 。 イ スラ ッ ム 教 徒 が 上 正常 な 神 継 を 持ち 
忘 識 の ある 限り 、 礼 拝 を 欠か し て は な ら な い 。 教 徒 が 非 常 な 興 怖 下 に あっ て も 、 礼 振 を 怠っ て は な ら な い 。 処 
上 に あっ て も 徒歩 ど あ っ て も 、 走 っ て いよ う が 、 此 っ て いよ う が 械 だ わっ て いよ ょ う が 、 ど うい う 状 態 に あっ て 
も 礼 拓 すべ き で ある 。 


注 218 木 亡 人 が 独り で いな けれ ば な ら な い 2 :235 で 示さ れる 4 ヶ月 と 10 日 の 間 は 、 故 人 の 相続 人 か ら 、 自 . 
分 の 権利 と し て 、 住 居 と 生活 面 で の 保障 を 要求 どき る 。 ここ で 言わ れ て いる 一 年 間 ほ は 、 2 : 235 で の 権利 に 
加え て 、 未 亡 人 に 与え られ る 好意 に すぎ な い の で ある 。 この間 に 与え を られ る も の は 相 統 で の 彼女 の 取り 分 で も 
な けれ ば 、 弾 制 的 命令 で も な い の で ある 。 


* 一 69 一 
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9. 離別 せら れれ たる 女 ち 公正 に 扶養 きれ る べき OIE Cb. 9 2 ン 
な り 。( 注 29) これ 神 を 呉れ る 者 の 義務 な EE be is 
5 。 


3、 か く の 如 く ア ッ ラ ー は 、 お 前 だ た ち が わ か る の 5 ae 女 紹 Si 
よう に 戒律 を 説き 明 し 給 う 。 oe0O5 
第 三 十 一 項 
2 液 は 数 千 の 人 々 が ( 注 多 ) 死 を 居れ て 、( 注 ・? 1 
20、 液 は 3 り 人 人 注 交 ) 死 を 居れ て 、( 注 PJ チ の Re ld 1 
% り 家 か ら 出 て 行き た る 事実 を ( 往 22) 知 ぁ う クン レック ノ RAS 9 29 9! 0 ゥ ンタ ランク 
ざる か ? アッ ラー は 彼 等 に 「 死 せよ 」 っ @uel55 | ye 6 し 4 のり 3 CO 


と な い 、 ( 注 293) 後に 之 を 普 ら せ り 。 げ に “4 2 ィ ク の て レ 0 デ タン ン レ 』 の 
アッ ラー は 人 間 に 対 し 慈悲 深き 御方 な れ GE 2 08 


EE 1 

ぼ 、 世 人 の 多く は 感謝 せ ず 。 SC 

6 アッラー の 道 の た め に 戦え 。( 注 2 アッ ーー る 20 < 
ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う こ SR 
を 知れ 。 (の だ 


26. アッ ラー に 療 き 貸付 け を する 者 は 誰か れ 注 456 の る 0 
5) アッ ラー は その 者 の た め に 逐 を 倍加 す 





注 219 前 邊 で は 未亡人 に 追加 的 好意 が ちる られ て いた が 、 当 第 で は 、 離 婚 し た 女性 に 追加 訂 好 訟 を 与え て い 
る 。 この 命令 は 酢 婚 女 性 の 場合 に は 、 離 嬉 後に 必然 的 に 生じ る 困難 な 時 期 に 、 和 人 は 離婚 女性 に 対し 不当 に 残酷 
と な り が ちな 人 為 、 特 に 不可 欠 の も ぉ の で ある 。 


注 220 時 午 で は エジプト を 人 記 れ た だ イスラ エル 人 の 数 を 60 万 人 と し て いる 。 近 年 の 研究 で は クル アー ン の 説 
を もとり 、 約 数 衛 人 と 推定 し て いる (アー ネス ト ・ レ ナン 著 、 イ スラ エル 人 民 の 歴史 、P 145 、 及 び ジ ョ ン キ ョ 
ト 首 、 パ レス チ ナナ と ユダ ヤ 人 の 麻 更 P 174) 。 2 ! 61 も 参照 する 事 。 


注 221] イス ラ エ ル 人 は それ 以上 エジプト に 届 ま る と 自分 達 が 根 だ や し に され る 下 を 和 麗 れ て エジプト を 脱出 
し だ の で ある 。 パロ 族 は あら ゆる 手段 を 講じ に 、 ユ ダ ヤ や 民族 を 根絶 し ょ うと し た の で ある 


22 パロ 族 に 道 


2 寺 ざき され 、 イ スラ エル 人 は エジプト を 逃 れ 、 ア ジア へ 渡り 、 モ ー ぜ が 約束 きれ た 寺地 に 入る 
うと し た 時 、 彼 ら は そこ 【! 


に 住ん で いる 人 人 々 を 恐 和 、 前 進 す る 事 を 拒ん だ 。 


これ は 、 モ ー ゼ と 共に カナ ン の 地 に 入る 事 を 拒ん だ イス ラ エ ル 人 が シナ イ 山 の 荒野 で 流浪 し た 事 で あ 

彼ら は 死 し て 荒野 に 埋め ゆら れ 、 新 し い 生 命 の 息吹 き に ふれ だ た 、 新 し い 世 代 の 省 夏 が ジョ シア に 導 か れ 約 東 
NA っ だ の で ある 。 クル アー ン の 他 の 箇所 に も “を し て 液 が 死 し た 後 、 液 を 復活 きせ る " と いう 5 表 
現 が ある 


注 224 これ は イス ラム 教 人 入 に あて られ だ も の で ある 。 死 を 忘れ て 、 血 を 流す 事 を せ ず 、 自分 六 の 国家 の 存 詞 、 
名 準 を 守る 為 に 帳 分 達 の 持つ も の 全て を 犠牲 に する 心構え の な い 省 は 、 生 きる 資格 が な い 、 と ここ で は 主張 き 
穫 て いる 。 こ れこ そ 、 ク ルアー ン が 教え 説く 国家 発展 の 秘訣 な の で ある 。 


注 225 クル アデ アーン で は 、 ア ッ ラ ー の 大 義 の 為 に お 金 を 使う 事 は 、 神 に 金 を 作 す よう な も の で ある と 言っ て い 
る 。 こ れ は 、 MO RR 金銭 は ほ 、 無駄 使い 上 と は みな る れ な い 事 を 意味 し て いる 。 


第 一 豆 デル ・ バ クラ 


べし 。 アッラー は を の 導 を 閉 お な 、 ま た を うお 0 作 人 
開く 。 証し て お 前 た ち は 、 い ずれ アッ ラー ン oe の 


の 許 へ 帰ら し あら る 。 GIO 
こども ら Tv sy rf アン ラー デー レレ レン 
20. 液 、 モ ー ぞ の 後 の イ スラ エル の 子 培 の 族長 "ひら タン の 元 (の oe 


だ た ち に つい て 、 何 も 開か ざり し か ? その a クレ (バイ 342 22 る レン le 2 っ 1 8 
時 彼 等 は 預言 者 に 向っ て 、 到 えり 、[ 導 等 の 0 才 cag Co 


た だ ため に 主 を 任命 せよ 。 さ る され ば 我 等 は アッ パン を? 7 2 Nd 
に ll ~~ る All 
te と 。 傾 言 者 は 去 atS es Ua 6 dar 8 


えり 、「 い き ぎ 戦 うこ と を 命ぜ られ る と 、 ぉ 前 8 I CS Co Fg 
i ME と な きか ?| ょ 2 

。 彼 等 は 云 を た り 、「 い づく ん ぞ 我 等 は アッ 1 CS 83s 
oe WN すでに 家 を 


2 2 れる スィ ノン グ ィ レ 
和 逐 わ れ 、 子女 と も 離 る され た る 英 な れ ば 」 と 。 CNA Nie 


る きれ どい を 命ぜ られ る と 、 彼 等 の う どっ < 
ち 少 数 を 除い て 、 皆 背 き 去れ り 。 アッラー Cn 読め 部 
あの も を 料 知 し 給 う 。( 注 26) 


26. 預言 者 は 彼 等 に 云え た り 、「 ア ッ ラ ー は 、 タ ー 0 oe 8 dE; 
ルー ト を や を ( 注 27) お 前 だ た ちの 王 と し て 手 命 0442 Ce 92 9 " 0 
せり 」 と 。 す る と 彼 等 は 云え り 、「 彼 が どう RV 
し て 我 等 を 統治 する こと が 出来 得 よ うか ? レフ し 人) go うー の 

“br 〆 タ 1 
彼 よ り も 我 等 の 方 が 統治 者 た なる に ふき わし IMT の ) I 


¢ それ に 彼 は 裕福 に あら ざる な も り 」 だ A ョ 1 キア クウ ュ ど し 4 C4 
tabl el 
を こ て で て 預 言 者 は 伝え り 、「 ア ッ ラ ー は な 前 だ 9 Mas BE diss Lo 


こい 時 2 る っ 2 9 ロ 
ちの 上 に 彼 を 選び 、 を の 知識 と 内 体 を 豊か 所 2 8 人 32205 
に 増 さ しゅ た り 」 と 。 アッラー は 御 心 に か 0 
? ml の 
な えば 座 な り と 、 統 治 権 を サ え 給 う 。 ア ッ Dds oH 0 う 
ラー は 慈悲 深く 、 す べ て を 知り 給 う 。 





注 226 。 ここ で 述べ られ て いる 肌 来 事 は 、 モ ー ゼ の 時 代 に 比べ れ ば 改 差 き れ た だ イスラエル 人 の 状況 で ある 。 
ルアー ン の 5 25 で は 、 モ ー ゼ が 自分 の 信 牽 者 達 に ナッ ラー の 大 鞭 の 為 に 戦う 様 、 説き 勤め た 所 、 彼ら は "モー 
ぞ で 、 お 前 は お 前 の 主 と 二 入 で 行っ て 戦え 。 我 々 は ここ に 提 っ て いよ う 。 と 言っ な が 、 地 館 で は これ に 反し 、" ど 
うし て 我々 が 神 の 道 の 旋 に 戦わ な いで いら 6 られ よう 。 我々 は 既に 家 と 子供 達 を 後に し て か り だ され て きだ の だ か 
らら” は 言っ だ 上 伝え を られ て いる 。 し か し この 改 半 も 日 だ け で 実 除 は る 程 変わ っ て お ら 5 ず 、 戦 か わな けれ ば な ら 
な く な っ た だ 時 、 彼 ら は 軟弱 に な り 戦 う 事 を 拒ん だ の で ある 。 こ の 様 に 、 こ の 出来 帯 は 、 イ スラ ム 教 徒 に と っ て 、 
同じ て つ を やみ ふま 上 ぬ 様 に 盗人 告 し て いる の で ある 。 


注 227 「 タ ー ル ー ト 」 は 、 ダ ビデ より 200 年 程 症 に 生存 し な イス ラ エ ル 人 の 王 に 与え られ た 名 で ある 。 詳し 
く は 英 誠 参照 。 


oo 


了 


ーー 
一 時 





し 


2 画 し て 預言 者 は 彼 等 に 浸 え り 、「 統 治 者 た る 4 LE 


べき 瑞 兆 と し て 、 お 前 だ ち に も だ らき れる 2 7g タン 
橋 の ( 注 2) 中 に 、 主 より の 平安 と 、 モ ー 485322 EN OH 
や ぜ と アロ ン 一 家 の 追 物 が ( 注 220) 納め 5 れれ 、 る ャ ンタ 2 の 2 1 2 I タ ョ アンノ 
それ を 天使 た もち が 担 い 来 る べし 。 も し 前 OK ¢ NE A I dl ーッ 
だ ち 真 の 信者 な ら ば 、 ば げに そこ に お 前 た ち を > 8 0 ul 2 
es WT (る 
へ の 更 兆 あ る な り 」 と 。 レン ング ke 8 
第 三 十 三 項 8 
9 の ン アト 2 タ ? クジ イン の 
50. ター ルー ト が 軍 を 率い て 出陣 する に 了 臨み CN da し bak das SG 
云え り 、[ げ に アッ ラー は 川 に よっ て 前 た 0 22 に アー 
ち を 試 め きん と す 。 き れ ば 、 川 の 水 を 飲む の の っ 8 も CPP 人 en 
アン 


者 は 味方 に 非 ず 。 飲ま ざる も の は 味方 な 5。 “fr の 1 6 
但し 手 で 一 拘 の 水 を ( 注 30) 飲む 者 は を の EE EE 
限り 5 に 非 ず と 。 きれ ご ど 少数 の 者 を 除い ヽ て 、 ンタ (22(7 NE do 13、 22 
彼 等 は その 水 を 飲め り 。 面 し て 彼 及 び 彼 と DP ジス 3 ッッ 
信仰 を と も に する 人 々 が 有川 を 渡り お える 


レア ゴ セ ルン 


\、 





注 228 「 椎 ] (ター ブート) と は 1 物入れ は 箱 (2) 中 に 心臓 等 の 入っ て いる 、 胸 部 、 胸 民 い は わき 腹 (3 光 | 識 、 
智志 そし て 平和 を と ょ とどめ お せく: 心 。 

ター RCN CA A RR 
こ で は 完全 に " 胸 " 歌い は "心臓 = 心 " の 意味 で 使っ て いる 。' 神 か ら の 平安 の 由 在 する "と いう 文中 の ター ブー 
ト の 説明 は 、 物 入れ と いう 解 窟 だ け で i な い 。 平和 や 平安 を 他 の 人 々 に 与え そる どこ ろか 、 坦 書 で 語ら れる 
和希 は 、 瑞 に 持ち きら れ て し まっ た の で ある か ら 、 イ スラ エル 人 を 戦い で 守る どこ ろか 、 自 分 自 身 きえ 守 る 事 が 
で き な か っ だ の で ある 。 自ら 6 箱 を も っ て 従軍 し て いた だ サウ ル は 、 立 ち 直 和 れ な い 程 の 敗北 を 天 し 、 あ ま | に も を 
の 度合 い が 、 ひ どか っ た 為 英 も あわ れん だ 程 で 、 彼 は 恥ず べき 死 を 遂げ た の で ある 。 だ と すれ ば 、 を ん な 釘 な 
と イス ラ エ ル 人 人 に と っ て 何 の 平 安 の 源 と は な ら な い の で ある 。 神 が 彼ら に 与え 給 う た の は 、 細 気 と 恥 耐 力 に 満 
ち た [や で あっ だ た 。 その 為 、 を こ で いわ れ て いる 平安 が 彼ら の も と に 下っ た 叶 、 イ スラ エル 人 は 敵 を 打ち 硫 
り 、 相 手 に 多大 な 必 北 を 革 ら せ た な の で あっ た 。 


注 229 神 が イ スラ エル 人 に 下 し 給 う た 御 恵 み が ぉ うぅ う 一 つ 、 こ こ で [遺物 」 と いう 言葉 で 示さ きれ て いる 。 神 は 、 
彼 5 の 揚 先 の 特長 で あっ た 高 な 性 質 で 、 モ ー ぜ や アー ロン の 子孫 達 を 洗 め あげ られ だ た の で ある 。 モ ー ゼ で や アー 
ロン の 子株 達 に 残さ れ た 道 物 は 何ら 物質 的 な 物 で は な く 、 拓 先 か ら の 候 産 上 し て 彼ら の 与え られ た すぐ で ぐれ た 道 
徳 的 資質 な の で ある 。 


注 230 一 すく い の 水 だ け は 例外 に する と いう 事 に は 二 つ の 日 的 が あっ た の で ある 。 先ず 1) 行軍 中 の 兵士 の か 
ら か ら に ひか ら び だ た の ど を 混 ら せ て 、 最 低 必 要 限 の 肉体 的 負担 か ら 解 放 す る 事 、 但 し 同時 に 、 ガ ブ ガ ブ 飲ま せ 
な いよ うに し た と いう 事 は 、 彼 6 の 士気 を 難 失 きせ 敵 の 事 も わな おろそか に し て し まう 事 を 防ぐ だ た めで あっ た 。(2) 
試練 を より 成 し い も の と する 為 で あり 、 多 く の 場 合 、 人 に と っ て 何 $ ち し な い 事 より 極端 に 限ら れ た 範囲 内 で の 
が まん の 方 が ずっ と 苦し いか ら で あ る 。 土師 記 7 5 一 6 を 参照 の 事 。 又 「 川 ]」 と いう 語 に は “多く の "とい 
2 意味 も ある 。 こ の 意味 と すれ ば 、 こ の 節 は 、 彼 ら は 有川 (多く の 水 ) に よっ て 試さ きれ た だ 、 即 ち 、 そ の 読 惑 に 刷 
する 者 達 は 神 の 仕事 や 実行 する 資格 は 最早 な く 、 奴 耐 強 く こ ら え て 、 そ れ を 使っ た 者 は 功 を 為す で あろ うと の 
意味 に な る 


3 


洲 意 アル ・ バ クラ 





や 、 2 ' り 0 [ 我 等 は 今日 、 ジャ ー ル ー ト と アン ッ ン 11 ン ィ ンズ イレ し TP コン ンク A 
NN EY BG tral lS 
( 往 列 ) その 軍 に 立ち 向う 力 な し ] 上 。 き S's > 
9 


れ ど いつ の 日 か が アッ ラー に 見 えん こと を 確 EC Me 


2 する 人 々 は 、 到 た り 、[ ア ッ ラ ー の 手近 の 8 な の リン 
と に 、 邊 何 に 北 央 も 災 記 を も っ て 大 軍 を 。 GbS250 A SS 
や 誤り た こと か アッ ラー は 0 
不屈 な る 者 と 修 に まし ます 」 と 。 pa Pr 
5. Wu ハー ト と その 軍勢 に ( 注 239) ご AE EE AR CA 
eA 05 
遵 遇 すべ く 前 進 を 始め た と き 、 彼 等 は 析 り て の = ジ ” 
> 法 え り 、「 我 等 の 主 よ 、 我 等 に 不 拉 不 必 の 655 12CaioSle653 Ao 
の 精神 を 注ぎ 込み 給え 。 我 等 の 足 を 末 然 と bs 
立た し め 、 不 信心 者 に 対し 我 等 を 助け 給え 」 Bou 
と る 


952 か く て 彼 等 は アッ ラー の 指揮 の も と に 、 敵 < ら に 5 Cr イ ンス ン で 3 ょ ふし 2 9 ラタン ンス 
5 5 で っ ぅ 中 gd の SU de dS 
を 敗走 せしめ だ た り 。( 注 233) ダビ デ は ジャ ー ブッ 2 

a teeth る 4 > ” 
ルー ト を 殺し 、 ア ッ ラ ー は ダビ デ に 統治 権 の 名 GUWIMEG 
と 知恵 し を 授け 、 ダ ビデ に 自分 が 何 を 峡 ぶ の 2 5 ロウ 

* ラグ ゥ デーン ら カウ ンプ w= 
か を 教え た り 。 も し アッ ラー が 人 聞 に 、 二 gl ai 


けん せい き は ん 


次 制 懇 絆 し 合 うべ ベ べく し 向け ざ り せ ば 、 こ テラ 1 レデ 5 タレ デ タク グッ ァ 
perkgd こし ら 5 "x 
の 地上 は 混乱 に 満た きれ た り 5。( 注 7) され OO (あの 23 人 8 つか 
ど ビア ッ ラ ー は すべ て の 人 々 へ の 意 悲 の 主 な 
a 
8. これ 等 は アッ ラー の 神 光 な り 。 わ れ 6 は 真 Cd 0 06 EG elas 
理 を 以 て 之 を 液 に 読 話す 。 げ に 液 は 使徒 の 0 
一 人 な り 。 ' @ ol 


注 231 「 ジ ャ ー ル ー ト 』】 と は 、 歯 止め なく 人 に 攻 撃 を 仕掛 け 、 他 を 攻め ゆるい なむ 者 を 意味 する 呼び 方 で ある 。 











注 232 この 茹で 話 き れ て いる 「 ジ ャ ー ル ー ト 」 は 一 和信 の 入間 で は な く 人 人 々 を 指し 「 軍 勢 ] よ は これ ら の 人 人 々 
の 助力 者 や 仲間 を 指し て いる 。 曹 革 で は 、 ミ ディ アン 人 と 呼び 、 彼 ら は 数 年 に わた だ り イ スラ エル 人 に 攻撃 を か 
け 、 役 ら の 土地 も 期 解 させ た ( 士 和 師 記 6 : 1 一 6) アマ リフ 人 及び 全て の 東部 の 部 族 が ミディ アン 人 の 侵入 を 
助け ( 士 師 記 6 : 3) この 節 で 述べ られ て いる 「 軍 勢 | を 形成 し た の で ある 。 


注 223 ター ルー ト 婦 ち ギ デ ォ ン は 、 ジ ャ ー ル ー ト 及び ミディ アン 人 に 打ち 勝つ 事 が 出来 た が 、 彼 ら の 圧倒 的 
勝利 で ある ジャ ー ル ー ト の 殺りく は 、 約 200 年 後 の が ビデ の 時 代 に 成就 きれ た だ も の で ある 。 型 理 で は ダビ デ に 
例 き れれ だ な の は ゴリ アテ (サム エル 記 上 上巻 17: 4) と な っ て いる が 、 こ れ は ジャ ー ル ー ト の 同類 で ある 。 ク ルアー 
ン の 与え て いる 別名 は 多分 、 ダ ビデ の 時 代 の 指揮 者 の 名 に 由来 し て いる と 思わ れる 。 


注 234 この 簡潔 な 表現 に こめ ゆら れ た これら 6 の 言葉 が 全て の 真実 と 正義 の 戦い の 全 哲 学 を 述べ つく し て いる 。 


真実 と 正義 の 戦い に は 、 混 乱 を や 生じ きせ た だり 平 和 を 乱 し た り 、 有 弱 少 国家 の 自由 を 奪う 為 で は な く 、 混 乱 を 正 し 平 
和 と 再興 する 為 の み に 戦わ れる で き な の で ある 。 


73= 














4 われ ら は これ ら 使 徒 た ちの 攻 る 者 を ば 、 他 に <7 2 と ES 1 
より 上 位 に 置き た り 。 ア ッ ラ ー は 役 等 の うぅ (2 いと の る の IO 
ちの 下る 者 に 、 御 言葉 を か け 給え り 。 また 届 う * ら の 52429 < わ 2 0 し を 2 
或 る 者 に は 、 高 い 位階 を 授け た り 。( 注 8) 5 oy 2 ン LA の 
また われ ら は 、 マ リア の 子 イ エス に きま ぎ の es 
まな る 明 旋 を 与え 、 亜土 に よっ て 彼 を 強く Ve AG (つの 放 OPT 
せり 。 も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 後 の 志 い ク の み ポ RURAL 
ラッ る 222 る 2 タン クッ 1 ine の の も 
の 人 々 は 骨 証 が 降り た る 後 、 互 に 相 い 争う RS Wt 科す hc の MY 
こと な か り し な り 。 し か る に 彼 等 は 意見 を 9 2 
= a s アプ アグ ク の 
異 に せり 。 或 る 者 は 信じ 、 或 る 者 は 信 ぜ ぎ ECG1M4MK 拓 けれ の も す て 2 
りき 。 も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 彼 等 は と タッ チア の 
相 い 争う こと な か り し な り 。 さき されど アッ BRL 530 23 る 
ラー は 己 れ の 欲す る こと を な し 給 う 。 
第 三 十 四 項 
255. 流 ら 信徒 た ちよ 、 取 引 も 、( 注 2) 友情 も 、 ES 的 5 ls oO 
( 注 27) 執り 成 し も な い ( 注 238) その 日 が 2 8 
来る 前 に 、 わ れ ら が お 前 た ち に 賜 え し も の S93 0 る EE 92866 
を 坦 や せ 。 御 分 自身 に 不正 を な な すこ と は 、 EI 
不信 心 者 な 5。 0 A 
20. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 永 生 者 、 自 存  @。 4242 の 2252 る 9 と レ エン ッ レ 
、 i い 55 oe っ UM 
者 な り 。 ま どろ み も 眠り も る 彼 を 捕え ず 。 天 A WS sant Gl 8 YY a 
に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て 彼 の 所 有 4 90 2 し < 
はら うら 3 dl の 995 
な り 。 彼 の 許し な し に 、 彼 に 補 り 成 し を な 。 2800 
_ a の の の JI て を 1 
し 得る 者 は 誰 ぞ ? 彼 は 、 人 々 の 前 に ある te 
こと を 知り 、 まだ 人 々 の 後ろ の に ある こと を うら を うる 2 192 タ < 44 し 6 し し ゆす と 2 
知り 給 う 。 彼 が 欲す に 非 ず ば 、 人 々 は 彼 の 02 ON 2 ae 
OE で パタ レー コグ ンー ン そ ノイ 
IT 
は 天地 に 広がり 謎 持 し て 電荷 と な る の Mbow 7 Os 
2 }- I I I I ン ン 
こま な し 。 彼 De 素 大 な る ei イク 
御方 に まし ます 。 
注 235 この 表 直 は 、 0 が 語り か け な い 質 言 者 和 達 が いる と か 、 和 精神 稚 に 卓越 し て いな い 項 言 者 が いる と 
いう 意味 で は な い 。 な た だ た だ 、 振 言 名 に は 二 種 類 あ る と いう 事 を 述べ て いる だ け で ある 、 即 もち 、 1 新しい 律 法 を る 
i ( 律 法 を 得 た 預言 者 ) と 呼ば れる 。 そし て 2 預言 者 の 地位 が 、 役 ら の 和 精神 の 高 


選 る に 出来 する 者 、 


役 ら は ガイ ル ・ 


カラ ム な 預言 者 と みな すし と 言っ た と 伝え ら 和 れ て いる 。 


ムカ ラム な 拓 言 者 (I 上 外 の 預言 者 ) で ある 。 型 


# な る 貧 言 者 は アダ ム を ム 


次 第 な の で ある 。 


注 236 復活 の H は 、、 取 引 な ど な く 、 人 の 行い の 普 悪 と 神 の 御 惹 恋 
注 237 その 日 に は 、 新 し い 友情 の きず な を 生み 出す 機会 な ど な い の で ある 。 
注 238 2 豆 49 節 を 参 昭 の 事 。 


第 二 商 アル ・ バ クラ 
5. 宗教 は 強制 する も の に 非 ず 。 正 道 は すでに a AE KK 
迷 誤 より 区 別 き され な た だり 。 ( 注 29) きれ ば 邪神 。 


を し り ぞ け て アッ ラー を 信ずる 者 は 、 2 PE あし 6 っ 8 る oS 
て 壊れ ぎる 把手 を 掴み た る 者 な り 。 a 


ン ・* CE PA の な る 
ラー は すべ て を 聴き 、 02 の gS UE Oc 
Grr i 2 I 4 

ec この 人 の 


る PO 2 タリ ッ タバ レタ る タン タン 
258. アッ ラー は 信徒 た ちの 守護 者 な り 。 人 々 を JLAB の だい | ed 
境 痢 より 連れ 出し 、 光明 へ 導き 給 う 。 不信 コタ タス の の の タレ クス ブダ タ アン ッ ェ セン 23 
心 者 ども は 、 そ の 守護 者 は 邪神 で 、 彼 等 を en A > cz め 多 | 


光明 よ 9 時間 へ 導く 。 彼 等 は 業火 の 住人 な PL と Mr 。 タタ ン ラ タ タタ 
時 | 
b 。 永 示 に 彼 等 の 中 に 住ま ん 。 Eh EE dd っ 35 2 の 2 


モン ぅ ノッ 2。 う タク 
SL 3 22 DR 
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20、 アッ ラー が 王権 を 授け た る が 故に 、 ア ブラ 2? ュ 
ハム に 対し て その 主 に つい て 論争 せる あの 


PT の の 2 4 レレ 人 スン う 91 
男 の こ と 、 液 聞か ざり し か ? その 時 アプ 8223 ぽ み 183 an d ad 
ラ ハ ム は 去 え り 、[ 我 が は 、 生 を 与え を 、 死 > 


2 レル に る 2 タダ 5 人 に た 2 の タン を レイ イレ 

に らし め る 御方 な り 」。 彼 は 云え 9[ 蓄 GC2086 2629J5ColseU5(JS 
も また 生 を 与え 、 死 に 手 ら し むる | と 。 そ 2 EV 
GR アッ ウッ oo る 
ー は 太陽 を 東 か ら 昇 ら し む 。 液 、 西 か ら に 2? アタ 9 ラン の / る ン を 

w 1 クタ m= W まま * * の a 

Rd と 。 か て て 不信 心 者 は あ 6 IE PE 


きれ て も の も 云え ざり さき 。( 注 a) アッ ラー 
は 不義 な る 者 ども を 導き 給 わ ず 。 





注 239 宗教 の 為 に 特別 な 尽 循 を 払い 、 イ オスラム の 表 に 対し て 戦う と いう 命令 は 、 ア ッ ラ ー は イス ラム 教徒 に 、 
肌 分 達 の 宗教 を 耐雪 する 為 に 武力 を 行使 する 事 を 望ん を で いら っ し ゃ る と いう 誤解 を 生じ 易い が 、 こ の 節 で その 
誤解 が 取り 除 か れ 、 イ RE も っ と も 絢 調 る きれ だ な 言葉 で 、 非 イス ラム 炒 徒 を 牙 徒 化す る 除 に 絶対 武力 
を 行使 し て は な ら な いと 告げ 、 叉 伺 夏 行使 し て は な ら な いか と いう 理由 も 併せ て 述べ て いる 。 | 正道 は すでに 迷 
誤 よ り 5 区別] きれ て いる の で 、 強 前 する 必要 は な い 。 


注 240 アブラ ハム は 僅 大 な 偶像 表 壊 者 で あっ た 。 彼 の 時 代 の 人 々 は マ ド ル ダグ ( 朝 の 神 、 春 の 太陽 ) を 王 た る 
神 と し 、 大 陽 や 星 を 礼拝 し た ( 輸 壮 百科 辞典 と 宗教 倫理 百科 、P.296)。 彼ら は 、 全 て の 生命 が 、 太 陽 に 依存 
し て いる と 信じ た 。 ア ブラ ハム は ある 無神論 首 に 非常 に 覧 明 に 、 ぉ し 彼 が 自分 で 言う よう に 生 と 死 を コン トロ ー 
ル し て いる の で あれ ば 、 全 て の 生命 の 依存 し て い る 陣 の 動 き を 逆 f に し て みな きい 上 E 頼 ん だ 。 彼 は 何 も 容 えら 
れ な か っ た 。 彼 は アブ プラハ ム の 課題 を 成 し 就 げ られ な いと は 言え な か っ だ 。 も し その 課題 を 受け 入れ れ ば 月 分 
が 生 と 死 の 管理 者 で ある 事 ど や ぶち も こわ すし 、 も し で きる と いえ ば 、 大 陽 を 礼 捧 し て いた 人 々 の 目 に は 、 大 変 な 
回 濱 と うつ っ て し まう か ら で あ る 。 こ うし て 彼 は 完全 に 混乱 し 、 何 と 言 っ て よい の か 途方 に くれ だ の で ある 。 


mm 


の ば ー ウ 3 





20、 ま た 廃 堪 に 帰し た る 都 を 通り か か り 、( 注 1 ン ン 、 る タン 5 る 1 ノン ンク イレ ンタ ン 
90) 「 ア ッ ラ ー は いつ この 和 死 せ る 都 を 難 ら し 6 (あう ds #3 

? —. = 2 トコ = " と アルエ と し 4 5 1 2 9 ラン て s, 
り が が 」 と 云え る 男 あ りき 。 そ こ で アッ “6s Ss \\ EC 


ー は その 男 を 百年 の 間 死 な し ゅ 、( 注 22) 2 の の 
再び 誤 ら せ て 、 云え り 、「 液 は どれ 程 留まり EGS CL 和 hg 
0 彼 は 答え て 、 2 た 2 ゆ 、 = 月 アタ ち タク タブ ラク ェ ラ ラン クタ クア テルル 

、 否 、 数 刻 な り 」 と 。( 注 2) アッ ラー は cd a 5 las SR 


云え り 、 「 然 6 ず 、 液 は その 状態 で 百年 滞 光 グン 7 4 フィ 0252 シカ の 
ロ we 円 デア 1 4 1 し JP 
せる な り 。( 注 2 それ 、 液 の 食物 と 飲物 と リー リー 人 なり 2 し 


* | し 人 えと 2 < を エン アン ッ ン シン ン 2 の シン 
明和 そ は 未だ 腐ら ず 。 きれ ど 液 の 上 馬 Ml base Jl る ao! ご い lS 


3 ( 注 5) われ ら が 之 を な せる は 、 流 
の RG の た らし めん が た め な り 。 











注 241 ここ で 「 廃 堪 に 帰し た る 都 】 と 言わ れ て いる の は 、 記 元 有 所 599 年 に バビ ロン ア の モネ ブ カド ネ ザ ル に 
破 壌 きれ た エル サレ ム の 事 で ある 。 Et ei ン の 捕虜 と な か っ た ユダ ヤ 人 の 一 人 で あっ た が 、 
街 の 側 を 通ら きれ 、 荒 廃し た エル サレ ム の 廃 玩 と 化し た 光 党 を 日 融 き せら れれ た の で ある 。 

注 242 エ ゼ キ エ ル は この 街 の 衣 壊 の 様子 に 心 を 狼 め 神 に 悲哀 に 満ち 溢れ た 言葉 で 、 エ ル サ レ ム ふ の 彼 暴 を 祈っ 
た 。 役 の 祈り が 届き 、 祈 り を る る げ だ エルサ レム の 役 典 が 100 年 後に 成る と いう 肌 を みた だ の で ある 。 こ れ け は 別 
に エ ゼ キ エ ル が 「 100 年 間 死 し て いた 事 を 黄 味 する も の で は な い 。 クル アー ン で は 時 々 、 夢 の 中 で 必 ら 5 れ た も の 


で ある と いう 事 を 言わ ず に 、 受 で の 区 党 が 実際 に 起こ っ た と いう 表現 を する 事 が ある 。 (2 1 5) エ ゼ キ エル も 
その 意義 を 惜 っ だ たとい う 夢 は イ イス メラ エ ル の 子 等 が 反 出 の 状態 に あっ て 約 100 年 間 、 民 族 ん た し て の 完全 な 屈 召 を 


経た 後 新 し い 生命 を 受けとり 班 な る 街 に 頑 っ て くる と いう 事 を 意味 し て いた 。 を そし て エ ゼ せ キ エル の 夢 は 実 静 し 
だ の で ある 。 エ テ エルサレム は 紀元 前 399 年 に ネ ホブ カド ネ ザ ル が 占領 し ( 列 上 上下 24 : 10)、 エ ゼ キ エル の 受 は 紀元 
打 586 年 頃 の は ず で ある 。 そ し て エル サレ ム は 勘 壊 後 、 約 一 世紀 後に 再建 きれ だ 。 エルサ レム 建設 は 、 ペ ベル シャ 
と ミディ イア の 上 で あっ だ サイ ラス の 評 可 と 助力 に より 紀元 前 537 年 に 始め られ 、 紀 元 前 515 年 に 完 戚 を みた 
が 、 イ スラ エル 人 が エル サレ ム に 戻り 落着 くま で に 更に 15 年 が 必要 と きれ た 為 、 結果 と し て 崩壊 か ら 再建 まで 
実際 に は 100 年 を 概 し た の で ある 。 視 が 100 年 の 問 エ ゼ キ エル を 死者 と し て 100 年 後に よみ が えら し だ 
と する の は 他愛 も な い 事 が 、 こ 和 れ は 人 所信 の 生死 で は な く 、 民 族 全 体 を 表す 街 の 生死 に 関し て 折っ だ エ ゼ キ エ ル 
の 祈り へ の 答 ほ と なら な いか ら で あ る 。 

征 243 この 言葉 は | 時 間 の 確認 の 為 で 18: 20 と 23 i 114)9、 ク ルアー ン で の 用 法 に 従え を ば 、 エ ゼ キ エル は どれ 
だ け の 間 、 自 分 が その 状態 に あっ た か は わか ら な い 事 を 意味 し て いる 。 ここ で の 「H] は 24 時 間 で 表 る れる 一 
日 の 意味 で は な く 、 絶 対 的 な 時 間 な の で ある (1 : 4 参照 の 事 )。 [一 還 か 、 合 、 数 刻 な り 」 よ いう 文 は エ ゼ キ エ 
ル の 眠っ て い だ 時 間 か 、 夢 を みて いた 時 間 を も 指し て いる 。 エ ゼ キ エル は 胃 ら か に 芝 の 続い た 叶 間 を 聞か れ た だ 
を 思っ だ の で ある 。 


注 244 し か し お 前 は 100 年 の 明 こ この 状態 に あっ た の だ と いう の は 、 あ る 意味 で は エ ゼ キ エ ル が 、 を の 状態 に 
100 年 と ぼ ま っ て い だ と いう 遍 味 に も な る 。 ( 役 は 自分 が 100 年 死 し て いた 事 を 夢 に みた の で ある か ら ) ま た 彼 
が - 上 日 か を そこ 6 ら 待 っ た と いう 叙述 は 実際 妥 を みて いる 圭 間 は ふつ う 非 常に 短い に も の で ある か ら そ れ も 正 し いと 
言え る 。 

注 245 この 事実 を エ ゼ キ エ ル に わか ら せ る 為 、 押 は 彼 の 関心 を 彼 の 食事 と 飲み 物 と ろば に 向け た の で ある 
飲み 物 や 食べ 物 が 座ら ず 、 ろ ば が 生き て いる と いう 事 は 、 彼 が 眠っ て いた だ の が 一 日 程度 で あっ た 事 を 示し て い 
る 。「 流 の ろば を みよ 」 と いう 文 は 、 捕 虜 で いた 時 野原 で エ ゼ キ エ ル が ろば を 横 に し て 妥 て いた 吐 に 、 夢 を みた 
事 を が し て いる 。 当 時 イス ラ エ ル 人 は 、 農 大 と し て 畑 で 働か ある れ て いた の で ある 。 


ーー キュ 


系 一 人 テア ルーバ クラ 


あの 貴 骨 を 見 よ 、 わ れ ら が 知 何 に その 骨 を SE ts エンタ 。 の 1 


合せ 、 肉 の 衣 を 着せ る か を | と 。 面 し て も の 0 
3 と 5 1 4 タイ ク 
れ が 彼 に 明示 きれ る と 、 彼 は 云え り 、「 我 は C520s の の の 0 IE 
アッ ラー が 全能 に まし ます こと を 知る と 。 
( 注 36) 
0. アプ ラ ハ ム が 、[ 王 よ 、 如 何 に し て 人 死者 に 生 EE 22 | er 中 3 


命 を や 与 う る か を 我 に 見 せ 給 え 」 と 云え る 時 
の こと を 思い 起 せ 。 ア ッ ラ ー は 云え り 、「 流 36 も お 7 
は 未だ 信 ぜ ざ 8 と 。 ア ブラ ハム は 豆 上 た が 0 あの の の 
ぇ り 、[ 我 は 信 ず 。 た だ 我 が 心 を 安心 きせ ん ES 341620 5 ME CD le 
が だ め な り 」| と 。( 注 2 約 ) アッラー は 云え り 、 る る の? タン タタ g 1 
[な ら ば 四 羽 の 鳥 を 取れ 。 之 を 液 に 馴れ き kh Oe Rd $s 
せ て か ら 、 丘 の 上 に その 一 部 ずつ を ( 注 28) と MN 
置き 、 面 し て 之 を 呼べ 。 彼 等 は 流 の と ころ 
へ 急ぎ 飛び 来る べし 。 

か く て アッ ラー の 停 力 と その 覧 指 き を 知れ 」 と 。 

第 二 十 六 項 


区 アッ ラー の 道 の だ た め に 己 が 財 を 費やす 者 を 区 Na A 2 
J a 5 の OU te 
告 うれ は 一 粒 の 穀物 に 七 つ の 想 が つき 、 i ア の み ク 3 * I DANG 

その 各々 の 穂 に 吾 の 殻 粒 が つく が 如 し 。 GS a 
アッ ラー は 思 し 省 す 者 に は 、 倍 加 し て 与え を 





注 246 エ ゼ キ エ ル は を の 身 に 全 ユ ダ ヤ 民 族 を 代表 し て いる 。 彼 の 象徴 的 な 100 年 間 の 死 は 、 個人 の こと で ! 
な く 、 民 族 全 体 の 捕虜 と し て の 100 年 間 の 性 屋上 悲し み を 象徴 し て いた の で ある 。 こ れ が エ ゼ キ エ ル が 袖 の み 
し る し と な っ た と いう 意味 で ある 。37 草 の エ ゼ キ エル も 参照 する 事 。 


注 247 イー マー ン ( 入 仰 ) と イト ゥ ミナ ー ン (人 (安心 と の 和 違 い は 、 イ ー マ ー ン の 状態 で は 、 人 は 単に 神 が 
事 を 成 し う る 事 を 信じ る だ け で ある が 、 イ トゥミ ォ ー ム の 状態 で は 、 彼 の 場合 に も 事 が 為 る と いう 稚 信 を 朋 け 
取る と いう こと で ある 。 ア ブラ ハム は 確 か に 神 が 死 者 を 生き か えら す 事 が で きる 事 を 信じ て いた が 、 彼 が 望ん 
だ の は 、 神 が 目 分 の 子 丈 の 場合 に ち そ うな る さっ て 下 き る か を 知り うる 事 だ a の で ある 。 


注 248 これ は 、 物 事 の 一 部 又は 区 分 を 意味 し て いる 。 ア ラビ ア 語 で は 、 ジ ュ ェ ズ と いう 。 こ の 様 に 、 も し 物事 
が - つ の 集団 を な し て いれ ば 、 一 部 ' 政 は "区 分 ' ほ た いう 語 は 、 そ の 各 午 成員 を きす 事 と な る 。 こ れ は アブ プラ ハ 
ム の 夢 で ある 。 鳥 皿 羽 を つか まえ を る と いう 事 で 、 彼 の 子孫 が 四 回 の 典 亡 あみ る 事 が 暗 に 示 き れ て いる 。 こ れ は 、 
イス ラ エ ル 人 に 二 回 、 を し て イシ ュ マ エル を 通し て アプ ラ ハ ム の 子孫 し な っ た イス ラム の 型 な る 預言 者 の 信夫 
者 (ある い は 後継 者) に 二 回 、 繰 り 返る きれ た の で ある 。 イ サク を 通し た だ アブラ ハム の 末 え いで ある ユダ ヤ 人 の 
国力 は 、 最 初 は 、 ネ ブ カ ド ネ ザ ル に 、 次 に は タイ タス (17: 5 一 8 ブリ タニ カ 百 科 辞 典 、 ユ ダ ヤ 人 の 項 ) に よっ 
て 二 較 、 か い 減 きせ られ だ 。 を そし て 回 と も 押 は 、 彼 ら の 没落 の 後 、 再 軸 き れ だ 。 二 回 め の 没 落 後 の 再 興 は 、 
A EER RE EE AAC 
同様 に 、 先 地 、 タ ルター ン の 遊牧 民 の 手 に パク ダッ ド が 落ち た 時 、 は げ し い ゆ る ぶり を 受け だ た が 、 間 も る な くそ 
の 打撃 か ら 回 復 し た 。 勝 利 者 は 宗教 を の りこ え 、 バ グ ダ ッ ド の 叶 害 者 で あっ だ ハラ タク の 老 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 
改 示 し だ た の で ある 。 第 2 の 段落 は を その後 青 補 的 氏 つ 政治 的 に イス ラム の 詞 明 の み ら れ た 時期 に や っ て きだ の で 
あり 、 第 2 の 復 典 は 約束 きれ た 救世 主 に より も ぉ だ た らき れ だ の で ある 。 


ずみ 





給 う 。 アッ ラー は 寛容 に a すべ て に ンタ ンタ rn ッ グ 4 1 の 2 レマン 
通 晩 し 給 う 。( 注 約 ) kee のり ち i 

“cs 3 = リー ェ T イ コミ ン ンタ ロ 9 も 2 アッ I 

28. アッ ラー の 道 の だ め に 己 が 財 を 乾 や し 、 そ 史 2 FT 2 9 


2 J ABs Cy 
の 施し に 中 りや 悔 尾 * を 伴わ し め ざ る 者 は 、 ン 2 
PE 2 92 イ ッ クノ 2 A 
主 の 御 許 に 報奨 あり 。 彼 等 に は 袖 れ 5 電 嘆 2 DP4 a Om 
も 起 ら ざる べし 。 ( 注 別 ) の 人 3 > 2 ン ee 生生 
器 , 親切 な 言葉 や 害 大 き の 方 が 、 履 辱 を 伴う 療 49 ES Sgt 
捨 に 優る 。 ア ッ ラ ー は 自足 者 に し て 、 寛 容 。 備 222 イ ン 2 の < 8 ンタ ン < 人 092 
8S 
者 に まし ます 。( 注 25 ee he PP 
ン $< 50 2 
Oe GEN EI 
= er 1 2 アス アイ 人生 で 基 し ん 
洋 。 流 等 信徒 た ちょ 、 吊り と 牧 辱 し に よっ て お ら の 5 566 29 182136 
前 た ちの 施し を 空 無 に 帰せ し むる な か れ 。 っ ュ ン 0 
ィ る ン ( る イイ ルレ 2 128 9 Yr ク sol グ 
( 注 所 人 々 に 見 せ び が ら か す た め に 自分 の 。 23 gE CD 
財 を 費 せ ど 、 ア ッ ラ ー も 末日 も 信 ぜ ぎる 者 タク 3 ンス NT ーッ ンカ レン も 7 の 329 
rs ul 
と ども が する が 如く 。 か か る 者 は 、 泥 を か ぶ の IAo Ro dss 0 と ウリ ク lS bos 上 
り た る 平ら な 震 に 似 て 、 大 雨 その 上 と 降り っ 導 作 も 5 の 


を を が ば 、 急 ち 裸 と な り て 、 元 の 平ら な 忠 322 
い 岩 に 戻る 。 役 等 は 己 が 稼ぎ か らい きる か 。 GA め 9 交 21 We EE EE 

5 利益 を 得 ざ る べし 。 ア ッ ラ ー は 信仰 せ ぎ 
る 徒 濾 を 導き 給 わ ず 。 Gr Nf sa) 





注 249 削 餅 で は 、 あ る 国家 が 死 し 、 を し て その 国家 が 再 骨 す る に 値する 民族 で あれ ば 、 神 が 新しい 生命 を 
えて 下さ る の は 拓 の 法 で ある 事 が 指摘 きれ 、 そ の 抑 と 上 し て イス ラ エ ル が 挙げ られ て いる 。 を し て 更に アブ プラハ 
A は イス ラ エ ル 人 と イシ ュ マ エル 人 に 各々 二 同 づつ っ 誕 還 回 の 弘 亡 を みる と も 述べ られ て いる 。 イ スラ 
ふ 教 徒 を 約 求 $ き れ た 再 筐 に むけ て 準備 させ る 泡 、 神 は 、 国 家 発 展 の 手段 に 立ち 返り 、 信 仰 薄 き 省 達 に 心 お き な 
A っ て いる の で ある 


注 250 全て の 知行 は 下 用 きれ る 事 が あり 、 NN > 使う 事 の 悪用 は 、 そ を それに マン (壮行 
を 自 ま ん げに 話す ・ 思 を きせ る ) と アザ ー ( 柴 惑 を 及ば す ) を する 市 で ある 。 ア ッ ラ テー の 大 衣 の 為 に 財産 を 使っ 
た り 真 実 の 為替 仕 を し た 者 は 、 そ の 事 を 必要 も 5 な い の に 言い ふら す 事 は 人 持 じ られ て いる 。 そう する 事 は 思 き せ 
が まし く な っ て し まう か ら で あ る 。 同様 に 、 彼 ら は 自分 達 の 次 柚 に 対し 見 返り を 要求 し て は な ら な い 。 


注 251 助け を 求め る 者 送 に は 、 規 切 な 言葉 と 害 容 き の 方 が 迷惑 を 併 な う 嘉 捨 に 勝る 、 或 は 、 助 け を 求め て 
きた 者 に 恥 を か いた と 感じ きせ な い 導 に 、 彼 ら の 質 毅 を 上 黙っ て いて や り 、 他 人 に その 事 が も れ 只 様 に すべ き で 
ある 。 と いう の が マグ フラ ト の 意味 する 所 で ある 。 


注 252 他 の 箇所 で も イス ラッ 教徒 は 妃 み 隠 きず 財産 を 使う よう 命ぜ られ て いる (2 : 275)。 そ の 意図 する 目的 


は 、 他 の イス ラム 教徒 も その 例 に な ら う 様 に と いう 事 で ある 。 し か し 信仰 を 持た 者 は 、 公 の 評価 を 勝ち と る 
為 の み に 公 然 と 金 を 使う の で ある 。 そう いう 者 は 神 の 報酬 を 受け 取る 資格 を 全て 失う の で ある 。 


第 二 間 


266. 


267. 


アッ ラー を 喜ば さん と し て 、 且 つ 己 が 精神 
を 強め ん と し て ( 注 253) 財 を 費やす 人 は 

丘 の 上 の 果樹 彫 に ( 注 54) 仏 た り 。 大雨 降 
ら ば 、 果 実 の 収穫 は 二 倍 と な る 。 よ し また 
降ら 6 ず と も 、 ぢ お 混 り 程度 で こと 足り る 。 ア ッ 
ラー は む お 前 た ちの 所 業 を 照 覧 し 給 う 。 

お 前 た ちの うち 、 案 孝子 や 菩 故 の 果樹 園 を 
持ち 、 小 川 そ の 下 を 流れ 、 あ ら ゆ る 種類 の 
果物 が 採れ 一 と ころ が すでに 年 老い 、 さ れ 
ど 跡継ぎ た ち は 未 だ 幼 弱 一 ちり し も 旋風 猛 
火 を 伴い て 果樹 園 を 襲い 、 共 く 焼き 払う 。 
そん な 日 に 誰が 違い た いと 望む か ?( 注 洛 ) 
か く の 如 くく アッラー は 、 お 前 ち を 反省 せ し 


めん が た だめ に 、 きま ざま な る 神 兆 を 説き 明 
し 給 う 。 

第 三 ト 七 項 a 
液 等 信徒 な ちょ 、 お 前 た ち が 稼 ぎ だ る 佳 物 


と 、 わ れ ら が お 前 た ちの ため に 大 地 よ る 産 
し だ た も の と を 施し に 旨 や せ 。 自分 で も 目 を 
つっ つぶら ず すず に は 受け 得 ざ る 如き 悪し きも の を 
選び て 施す な か れ 。 ( 注 66) アッ ラー は 自足 
者 に し て 、 護 美 せ られ る だ さき 御方 な る を 知 
Le 


アル ・ バ クラ 

EI CA GN > 

a cE 53 
の 

CE GG 

soloist ds 


る 2 2 の レン ンタ ” 
RE EL GGT AY 
EEG 
ン ン ン ン タッ の レン アン 1 
AE 人 あの 9285 


0 LL [7 の [レン te 2 
MIAW I E32 

SE 42 

* al 


9894% ッッ ダ タ レロ ン 5 ンー 
EC Sb RD a GE 
NI ONIN CLC 
4 チョ ンー る ぅ タッ アア ルッ クッ クタ 052 


CN) あり BD OS 
se EO RIS 


wae” 





注 253 アデ 
(確固 た る 


注 254 


神 の 大 訟 の 為 に で 


に も 恵み と な る の で ある 。 


注 235 この 比 喰 に よっ て 
すれ ば 、 自 分 の 理 や し た 全て が 無 験 も な っ て し まう と 野 告 
本 


NA NNO 


。 何故 な ら 合 法 的 に 手 に 入れ た 財産 の 中 に も 悪し 


ッ ラ ター の 大 義 の 旋 に 党 を 使う 事 は 、 自 分 が 一 生 秒 命 稼い だ 党 を 使う 事 で 、 
も の と す る 重荷 を 身分 に 負わ せる と いう 事 か ら 、 


、 信 者 達 は 、 自 分 産 の 財産 を 必 せ びら か し に 使っ た なり 
きる きれ て いる 。 


自ら 、 ロ を 
る の で ある 。 


し て 信仰 を 回 
人 の 魂 を 嘩 くす 


思 み 了 茹 き る きず 財 産 を 費やす 信吉 の 心 は 、 大 が 耳 の 恵み を 降り 注 で 庫 至 の 上 地 の 様 な も の 
で ある 。 央 の 耳 は 場合 に よっ て は 低い 寺地 に は 危険 で ある が 、 


夫 操 に は 多 か ろ る ろう が 少な か る ろう が いづ れ の 場合 


来世 を 及ぼ す よ うな 喜 捨 を 


この 節 で は 信 省 は 神 の 大 義 の 為 に は 普 き も の と し て 純粋 な も 6 の を 費やす 事 が 必要 で ある と 読 か れ て 
し きも の が 混ざっ て いる か ら で あ る 。 賞 者 に 古く な っ た 使 


し 出す は 許さ きれ な い の で ある 。 


a 


計 


デル ・ 


™ 
1 





389. 悪魔 は 筑 乏 を 以 て ぉ 前 た も を 有 し 、 お 前 た PJ に 2 く 放 2 < の 2 着 
ち に 恥じ 知ら ず な 符 勤 を 勧 む 。 ( 別 ) し か スン る 2 
3 う 」 デ wv ン ン ルン 
る に アッ ラー は 、 寛 容 と 恵み 深き を ぉ 前 た に 0 信和 の 人 ba dS RS 0 ひる 
ち に 約束 し 給 う 。 ア ッ ラ ー は 寛容 に し て 、 
すべ て を 知り 給 う 。 
270. 彼 は 思 し 召 す 者 に 知恵 を 授け 給 う 。 知恵 2 グ メ Pk! ンタ も ラン ン で 2 る ウン < ャ 2 
ns Fr 1 た 
購 わ り た る 者 は 、 破 か な る 幸福 を 賜わり た 0529 do 9 
a ee タッ ンク 2 
る 者 な 9。( ( 注 258) る ミ れ どど 思 應 ちる 人 以外 DN IS DS SN 
は 、 何 人 も 之 に 気づか ざる な り 。 
外 . お 前 た ち が 何 を 乾 や し 、 ま た 如何 な る 装い る は し 8 る 3 ッッ シン ン 
を た て る か 、 ア ッ ラ ー は すべ て 之 を 知る OE A 
( 注 28) 請 し て 不義 な す 利 洪 に は 、 助 け 手 Gs Gh WAT 
な か る べし 。 
上 る 2 の アァ , ン ルン レア 】 
ち 前 た ち 、 施 し を 公然 と する も 良い が 、 ひ 2222436 ES 8 
を か に 輝 と を 貧者 に サ う る な ら ば 、 そ の 方 が SNS 
自分 の た め に 更に 良し 。 ( 注 列 アッ ラー は 2 6 人 3 倍 11 は お お 
お 前 だ た ち が 犯 せ し 悪 業 の いく つか を 容 級 せ の タッ ン ン し うし, g! 
内 LD a 1 
ん 。 ア ッ ラ ー は お ぢ 前 た ちの 所 業 を 知り 給 う 。 ウン テ の の Pp 


彼 等 を 正しい 道 に 従わ せる こと は 、 液 の 責 2 ノ 9 1 2 イン ニン タイ 
まい 。 
に 非 ず 。 ア ッ ラ ー は 思 し 作 者 は 誰 で あれ 、 IE NE 530A GE 


Re っ 2 < 2 
| ら 521385 い 
RE だ の = 


9 
= 
いつ 
ゞ 


Lo に 
ーー- コ 
と 











注 257 。 神 の 大 装 の 為 、 と めど な 財産 を 渦 や し て いる と 人 人 は 倫 之 に な っ て し まう と いう サタ ン が 人 々 に 上 攻 い 

の 念 を 起こ きせ る の を この 節 で は 下り 去っ て いる 6。 及 聞 に 、 も し 営め る 人 々 が 、 普 な る 理由 ・ 目 的 の 旋 に 自由 

に 財産 を 費 や る な けれ ば 、 国 家 の 狗 包 が 生じ て し まう 即ち 、 共 同社 会 の 中 で ょ り 愚 まれ な い ee 

0 適 だ た きる れ な い 場 合 に は 、 役 ら は 生計 を だ た て る 為 に 、 不 正 で 不道徳 な 竹 段 に 走っ て し まい が ちと な る 人 為 、 国 
は 経済 的 に 因 窟 し 月 つ 道 徳 的 に 足 廃 する の で ある 。 


注 258 昔 を 素 天 に 使う 事 は 、 国家 発展 と 繁栄 の 秘訣 で あり 、 知 恵 に 基づく と いう こと や この節 で は 意味 し て 
いる 。 


年 259 更 な る 預言 者 は 、 義 務 付 けら れ て いな い 和 普 を 必ず 行う と いう 誓い を だ て 20 で M め 0 が っ だ 。 も し を 
れ で 6 人 が 弥 務 付け られ な い 震 い 下 を 行う よい う う 座 侯 を た て る の な ら 、 そ の 投 い を 実行 する 菩 務 を 中 うう 事 上 な 
る 。 
注 2600 イス ラム は 最も 覧 明 に 、 公 け と 秘密 裏 の 一 種類 の 施し の 方 法 を 勧め て いる 。 施 こし や あか らき ま に 行 
う 事 は 、 落 い 例 を 設定 する 記 、 他 の 人 が 兄 習 うと いう 事 も 生じ る 。 場合 に よっ て は こっ そり と 施 こ す 方 が 、 施 
こし を 受け だ た 兄 部 達 の 貧 毅 を 他人 の 日 に ふれ る せな い 、 を そし て 施 こ し を 上 鼻 に か ける 事 が ほとん ど な い と いう 事 
か ら 、 い っ そう よい と いえ る 


ーー っ テー 


前 アル 。 バク タラ 


すこ と ょ の み を 願っ て ( 注 28) な し た れ ば 。  。 Gi EP 
ハウ ls’ 

お 前 た ち が 施 し に 費 や せ る も の は 、 存 分 に ちり らら 2b8 oS ab ee 

返済 せら れ 、 不 当 に 過 せ られ る こと な か る OR 
べし 。 

94. これ ら の 施し 者 は 、 ア ッ ラ ー の 追 の た め に の 2 アイ ョ ーー ロッ ン ODNSU 
の の ots ls 
困 鍛 し 、 (注記 ) その た め に 国内 を 行き 来 で ン ン < 
邊 人 * ー 玉 . 2 人 ) キ 直る 2E ン [ ン 、* タッ レッ ン フッ プ 3 5 レン 
き 得 ぎる 者 に 与 を ら る 。 彼 等 は 慎み 深く 、 aE dela? CNS so 


人 人 に 物 と わざ ぎる が 故に 無知 な る 者 は 役人 等 が ンカ イッ ン と る 2 の リッ 、 ッ クタ ッ て る 
0 り と 思う 。 流 彼 等 の その 特徴 を 観 て 、 2 の っ の る < うっ) CR 
條 等 を 識 る べし 、 彼 等 は うる きく 〈 物 を わ ぎ 2 2 の 185 ン ょ ( ク 
i ( 注 263) 何で あれ お 前 た ち が 施 し @⑥ 2 も の i ンド ピン CC 
に 費やす も の は 、 ア ッ ラ ー を 正確 に 知り 

給 う 。( 注 9) 


党 三 十 信 殴 本 Ai グッ タ 329 A292 。 て の 
二 。 夜 と な く 革 と な く 、 ひ を か に また 公然 と BS a OE oO! 
が 財 を 施す 者 は 、 主 より 5 報 差 を 受 く 。 彼 等 イノ の 5 ノン ンク を ャ レン 2 っ タラ タラ て 
1 
に は 恐怖 も 悲嘆 も 起 ら ざる ペペ し 。 bt あり う jp 必 i es Nc 
ーー ン 区 フッ ン I アァ 
⑥⑨ 〇 ゆう eo へ の うう 
や から サナ サタン 2 タン る レン ぅ ゅ ラタン タタ シン ぅ る ン 
26. 利息 を りさ ばり 食 う 弄 は 、 ( 注 28) 悪魔 の TR OO TG AA 
狂気 に 襲わ れ だ た る 者 が する 如き 立ち 上 5 方 ッ 2 タ る タイ レレ いる タタ シング 
し か で き 得 ず 。( 注 列 ) そ は 彼 等 が 、「 商 売 0 APT IA 








注 261 モハ ッ マ ド 項 言 者 の 弟子 達 は 命令 る され た だ た わけ で て は な い が 白 発条 に アッ ラー の 豆 び の だ め に 自分 の 財 
産 を 善行 の た だ た め に 費 や そ る そう と し た た 。 


注 262 状況 は 時 に し て 、 人 を 折立 きせ て し まう 場合 が ある 。 こ うい う 人 人 々 が より 恵まれ ただ た 人々 か ら の 甚 力 に 、 
特に 舘 す る の で ある 。 こ の 秀 ち ゅ うに 属す る na ー つ は 1 i ト に 精神 的 思 恵 を 得る 
だ た め に 励 ん を で いる 人 人 々 、 又 も う 一 つ は (2) 成 し い 環 ら 6 けけ だ せな い 旋 日 常 の 必要 に も 事 欠 く 者 達 、 で ある 。 


注 263 ここ で は 、 物 選 い を し な い 自 意 心 の ある 人 々 と その 「 慎 み 深 き 」 を 賞 庶 し 、 そ れ に 対し し つこ く 物 選 
い を する 下品 き を 説い て いる 。 理 な る 拓 言 首 は 、 物 どい を 罪 あり と 短め た 。 


注 264 藻 美 に 、 閉 務 的 な ザ カ ー ト と 余 功 (サダ カ ) の 二 種 類 が ある 。 ザ カー ト は 、 或 る 一 定額 の 金銭 又は 時 
族 を 持っ て いる 全て の イス ラム 教徒 か ら 国 家 が 徴収 し 、 国 家 が 、 貧 者 、 因 窟 基 、 降 児 、 未 亡 和 そし て 徒歩 旅行 
者 等 の 為 に 使う も の で あり 、 を その 喜 捨 が どこ か ら 米 だ の か 知ら な い 受 取手 は 、 何 ら 特 定 の 個人 に は 思 義 を うけ 
な い 。 ザ カー ト と は 国家 の 福祉 な の で ある 。 寸 ダ カ と は 自発 的 で あり 、 筆 究 者 を 助け た いと いう 願い か ら 個 人 
が 与え る も の で ある 。 サダ カ は 、 恵 まれ な た 裕福 な 人 々 た に は 賞 しい 上 兄弟 へ の 同情 心 を 、 そ し て 又 和 貧し い 人 々 の 問 
に は 援助 上 省 へ の 感謝 を 生じ きせ る も の な の で ある 。 


注 265 文字 通り で は 、 余 剰 又は 追加 を 表す り リバー は 本 来 の 合計 額 以上 の 追加 額 と の 意味 で ある 。 リ バー と は 
高利 食し と 利息 の 弄 方 の 意味 を 持ち も 、 ハ ディ ス に 信和 れ ば 、 利 子 が 前 $ っ て 決め 6 られ て いる 全て の 人 資 付け が この 
定義 に あて は まる 。 リ バー の 実際 に 意味 する 所 は 大 密 に いえ ば 通常 考え られ て いる 、" 利 皿 " と 全く 同一 で は な 
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$ ま た 利息 を 取る が 如 し 」 と 云う が 故 な り 。 タレ スン ン ン ラン タロ ィ 2 
* ww w 1 剛 | | も 
ケッ ラー は 商売 は 許し た れ ど 、 利 息 を 取る 了 つう A 3 0 
こと は 禁じ だり 。 きれ 『、 下 より 因 が EE ES 
、 止 め る 者 は 、 2 と は 許さ る 。 き PO 
人 あど ンプ フッ ba 9 アン 
か 逆戻り せ ば 、 彼 等 は 業火 の 住人 と な り 、 ENCee Lei a 


永 画 に その 中 に 住ま ん 。 ン ゥ >。 ぅ ク 
OCONEE 23 


27. アッ ラー は 利息 を 廃止 し 、 施 し に は 利 を 生 902 の 
まし めん 。( 生 的 ) アッ ラー は 誰 で あれ 、 不 a 2% 
言 心 者 や 罪深い 者 を 愛し 給 わ ず 。 うる My 


の リル アンノ 1 ? 59 フン キン ュ > 
2 され ビ 信 じ て 敬 行 を な し 、 礼 拝 を 遊 守 し 、 RTT 2 Ph 
定め の 喜 持 を 払う 者 は 、 必 ず 主 より 報奨 を 9 と ン 8 レン 。 ッッ 
受け ん 。 彼 等 に は 、 ポ HON 宮 怖 も 宴 嘆 も 起こ ら ざさ a A HIN 


る で し 。 2 アン ーッ タダ 


CT OR 


次 ら 信徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー を 身 和 れ 、 残 れる 2 所 | PA 
利息 を 放棄 せよ 、 も し お 前 た ち 信 者 な ら ば 。 


に 
ーー- ュ 
= 


Ba RE 
い が 、 そ れれ 以上 に うま て (言い 表せ る 若葉 が な い 為 、“" 利 息 " を 持っ て あて て いる の で ある 。 実際 、 人 が 貸し た ( 金 
何 ) より 多く を や うけ と っ た り 、 倍 り だ た (金額) より 多く を 支払 うと いう こと は 、 取 引き が 、 個 人 、 銀 行 、 社 会 、 
郵便 司 、 そ の 他 ど ん な 組織 で あれ 、“ 利 息 "” な の で ある 。 "利息 " と は 金銭 に 限ら れ て な 6 ず 、 ど の ょ うな 物品 
で あれ 、 了 同意 を 符 た 余剰 分 と 共に 返 加 きれ る と いう 条件 で 貸付 けた し て 与え られ る 全て の 物品 に あて は め ら れ 
る の で ある 。 








注 266 ここ で は 、 人 金貸し は 、 丁 度 頭 の 狂っ た 者 が 自分 の 行動 の 結果 を 考 虐 し な い の と 同様 に 、 彼 ら が 無 可 
に もち も 個 入 や 社会 、 大 き な 意 味 で は 世界 全体 に 与 を る 、 道 徳 上 の 又 経済 上 の 迷 己 に 気づい て いな いと いう 副 を 意 
味 し て いる 。 リ バー は 、 役 が も うけ る 事 に と りつ か 和 れ て いる 事 が 、 役 を し て あら ゆる 表 な る 大 装 に 対し 無 分 別 
と な っ て いる と いう 意味 に 座 い て 、 金 を 貸す 者 に 、 い きき か の 狂気 やあ ち た むら す の で ある 。 イ スラ ム で は 、 少 数 
の 集団 の み に 語 を 集中 させ 、 そ の 為 、 に 、 公 正 な 分 配 に 悪影響 を 与え る と の 埋 由 で 、 リ バー は 禁じ られ て い 
る 。 リ バー は 人 金貨 し を より 宮 民 に し 、 彼 の 中 に ある 他人 を 助け る と いう 心 を つぶ し 、 同 情 的 行動 の 泉 を し め て 
活 ら し て し まう 。 彼ら は 他人 の 必需 や 仙 抽 を 利用 し 利潤 を も 得 て い る の で ある 。 リ バー は 金 伺 し に 他 の 人 々 の 欠 
乏 に つけ こま せ 、 借 金 を する 者 達 に は 、 返 す あ て の ある な し に か か わら ず 借 人 金 を きせ 、 不 注意 に せい て 事 を 為 
す と いう 傾向 を うみ だ きせ 、 結 果 的 に は 自分 自身 ほ 借り手 の 両方 に 取り 返し の つか な い 首 邊 的 傷 を 負わ せ て し 
まう の で ある 。 リ バー は 双 戦 争 に 通じ る 。 戦争 が 長 び ぴく と どう し て る 貸付 金 に 頼る 所 と な り 、 そ れ に 俳 な が な う 利 
息 が 最終 的 に は 、 勝 利 者 、 敗者 共々 に 経済 的 破たん を きだ な だす 所 と な る の で ある 。 手 又 な 借金 の シス テム が 、 直 
接 の 課税 に 頼る 事 な く 、 戦 箱 の 資力 を 得 ゃ 事 が 、 で きる た め 、 政 府 に 破壊 的 な 争い の 実行 を 可能 に し て し まう 
の で ある 。 イス ラム は 全て の 種類 の 利息 を 禁じ て し まっ だ な だ 。 近 代 業 務 は 利息 と 密接 に 半 係 し て いる 意 、 利 息 を 
全面 的 に 禁止 する の は 、 ほ と ん ど 不 可能 で ある が 、 環 境 や 状況 そし て シス テム の 変化 が 、 ち 5 た らき れれ ば 、 利 
息 な し の 事業 は 、 イ スラ ム が 主権 を 持っ て いた 日 々 が そう で あっ た 様 に 、 必 ず や 実直 で きる の で ある 。 


。 注 267 これ は 利息 に 基づく 経済 は 、 最 終 的 に は 、 消 炎 す る 、 駐 は 、 破 娠 きれ る で あろ うと いう 季 言 の 様 に 中 
われ る 。 
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. 光 ら 信徒 だ ちよ 、 


お 前 た ち そ れ を 放 業 せ ず ば 、 ア ッ ラ ー 並 び 
に その 使徒 より 戦い を 布告 せら る で し 。 さき 
れ ど 悔い 改め な ば 、 お お前 た ち は 元 金 を 回 収 
し 得る 。 か く の 如 く 、 悪 いこ と を な る ざれ 
ば 、 お 前 た ち も 有 悪い こと を る れ ざ る な り 。 
も し 債務 者 が 困 突 する 場合 は 、 余 裕 が 出来 
る まで 猫 子 せよ 。 ( 注 208) 喜 捨 と し て 借金 を 
棒 引 き に する こと は 、 お 前 た ちの た だ ため に 更 
に 良し 、 も し お 前 だ ち そ れ が わか ら ば 。 
お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 許 に 帰 き れる その 日 
を 恐れ よ 。 その 日 各 人 は ば は 、 自 分 が 稼い だ る 
も の を 清算 きれ 、 不 当 に 過 せ られ る こと な 
か る べし 。 
第 三 十 九 項 
期限 を 定め て 借り る 場合 
は 、 そ れ を 記録 に と ど め よ 。 記録 者 に お 前 
た ちの 前 で 公正 に 記録 る きせ ょ 。 記録 者 は 
アッ ラー が 教え だ る 如 て (記録 し 、 記 録 を 拒 
むむ なかれ 。 る きれ は 記録 者 に 書か し め ょ よ 。 負 
合 閉 に 口述 きせ て 芝 を 記録 る せよ 。 負債 者 
NN いき さる が か が なり と も それ 
りり 少く する な か れ 。( 注 39) も し 負債 者 
ts 攻 い は 自ら 口述 し 得 
ぎる 場合 は 、 そ の 後見 人 に 公正 に 口述 し て 
鞭 う 5 うさ し 。 お 前 だ た ちの 内 か ら 二 人 の 証人 を 
呼べ 。 も し 二名 の 男子 な き 場 合 は 、 証 人 と 
RE 
を 選べ 。 SO 名 の 女子 の うち いずれ 
か が 記憶 を 誤る と も 、 他 が 之 を 正す べし 
正人 は 如何 な る 場合 で も 喚問 を 拒む べから 
ず 。 金額 の 多少 に か か わら ず 、 そ の 返済 期 
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注 268 イス ラム は 僅 付 け を 勧め る が これ は 等 を 行う 意 a は と ら な い 。 も し 借 王 が 返済 時 
に 困窮 な 状態 に あれ ば 、 よ り 楽 な 条件 と な る まで 、 返 済 を 衝 期 し て も ら う ボ が で きる 

注 269 (1 殴 任 が 生じ る の は 借手 で あり 、 公 正 に 考え れ ば 、 責 任 を 規定 する 言葉 は 借 子 が 選択 すべ き で ある し 、 
(2j 口 述 文書 は 借手 ど は な く 供 手 が 保管 する る の で ある か ら 、 OE ぼり 90 
の で ある 。 故 に 倍 和 疾 は 、 自 分 が 日 述 し た と いう 事実 を 以 て 金額 の 正確 き と 返済 条件 の 証 果たす る 導 、 日 速 する 
様 、 頓 まれ る の で あっ て 、 借 手 に は それ を 合 定 する 理由 、 根 拠 は な い の で ある 。 
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限 を 認め る こと を 尻 う な か れ 。 そ うす る こ 
と が アッ ラー の 目 に は より 正しく てく 、 ま た と た 確 
か な 証拠 と な り 、 惨 惑 を きけ る だ た め に も 最 
適 な り 。 きれ ば 記録 を 忘 る べから ず 。 公 し 、 
商品 が を その 場 に あり 、 手 か ら 6 手 へ や り 取 り 
する 場合 は その 限り に 非 ず 。 そ の 場合 は 記 
録 せ ず と も お 前 た ち に 罪 な し 。 ( 注 20) お 前 
た ち 、 収 引 を する 際 は 、 証 人 を 立て よ 。( 注 
271) 市 し て 記録 者 並び に 証人 を 害する こと ょ 
な か れ 。 Me お 前 だ ちの 側 
に 反則 あり 。 ア ッ ラ ー を 胃 れ よ 。 ア ッ ラ ー 
は お 前 だ ち に oe アッ ラー は す 
で て に 通 暁 し 給 う 。 

も し 旅路 に あり て 、 記 録 者 を 求め 得 ぎる 場 
合 は 、 担 保 品 を 手 に 入れ て お け 。 ( 注 92) ま 
だ た お 前 た ちの 間 で 、 誰 か に 何 か を 預け る 場 
合 は 、 委 任 き れ た る 者 は その 委託 物 を 元 通 
り 5 引き渡す べし 。 そ の 者 を し て 主 な る アッ 
ラー を 時 れ し め ょ 。 証 拠 を 隠す こと な か れれ 。 
証拠 を 隠す 者 は 、 そ の 心 が 罪 深い 者 な り 。 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 

此 四 |- 項 
天 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 す べ て は アッ 
ラー に 属す 。 お 前 たち が 移 中 に 抱く も の を 
きら け 出 を うと 、 ま た だ た 隠 を うと も 、 ア ッ ラ ー 
は こ れ に 対し て 清算 を 行う べし 。 誰 を 赦し 、 
誰 を 罰する か は 御 心 の ま まな り 。( 注 3) 
アッ ラー は 全能 に まし ます 。 





壮 270 暗 に 言わ ん ほし て いる 事 は こう いっ た 場合 で 
注 271 これ は 大 き な 取 引き の 場合 を きす 。 
注 272 貸付 け は 抑 保 を 取っ て の 前 供し の 場合 3 


れる と いう 形態 で ある 。 所 保 に よっ て 貸付 け を 確認 する 事 で 、 貸 付け が 、 
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も 、 証 人 が 記録 を 娘 し た 方 が より よい と いう 事 で ある 


ある 。 これ は - 方 が 金銭 を 貸付 け て も ら う か わり に 担保 を 入 


押 一 の 配 感 を や も っ て 、 又 担 作 に あて 


られ た 装 族 が 請求 次 第 で 正直 に 返 直 され る 事 が 示 き れ て いる の で ある 。 


注 273 


“ 神 の み 心 の まま に "と いう 表現 は 、 む し ろ る 、 


は 、 神 の 法 を 代表 する の は 神 の み 心 (意志 だ ) で ある 人 為 に 、 


用 いて いる の で ある 。 即ち 、 
神 は 完全 


な 美徳 や 有 き れる か ら 、 神 の 意志 は 


昌 然 法 の 存在 を 示す も の で ある が 、 

クル アーン で は 以下 の 事 を 指摘 する 為 に 
(1) 輝 は 森 苺 万象 に 訟 る 最終 内 権 三 で ある 。(2) 神 の 意志 (みり こそ 法 で ある (3) 
公正 時 つ 慈 愛 に みち だ た 方 法 で 、 


アッ ラー の 場合 に 


この 表現 を 


明 四 に 示 き れる 。 (17 : 111) 





CE 


この 使徒 は 、 主 が 恋 示 る れ だ る も の を 信 ず 。 
信徒 た な ち も また 然 5。 彼 等 は 皆 、 ア ッ ラ ー、 
諸 犬 使 、 諸 経 典 、 並び に 使徒 た ち を 信じ て 、 
( 注 玖 ) 「 我 等 は 使徒 たち の 間 に 差 別 を 設 
は る こも が も めのう 。 し て 代 等 は お う 、 
「 我 等 は 拝聴 し 、 我 等 は 従う 。 な に と ぞ を 我 
等 に 赦し を 垂れ 給え 。 圭 よ 、 我 等 は 流 の 許 
te りり と 
ー は 何人 に も その 能力 以上 の 荷 を 負 
Rs こと な し 。 ( 注 25) 人 は その 稼ぎ し も 
の で 報 甘 を 受け 、 そ の 招き し 故に 罰 を 受 く 。 
( 注 276) 主 よ 、 我 等 $ し 忘れ 、 ま だ 過ち を 
犯す と も 、 前 す な か ぬれ 。 ( 注 277) 主 よ 、 我 等 
以前 の 人 々 に 負わ せ た だ る 如き 重荷 や 、 我 等 


に 背負 わし むる な か れ 。 王 よ 、 我 等 の カ で 


は 担う に 陣 え ぎる 重荷 を 我 侍 に 負わ し むる 
な か れ 。 ( 注 278) 我 等 の 罪 障 を 消滅 きる れ 、 
我 等 を 落し 、 失 関 を 垂れ 給え 。 次 は 我 等 
の 愛護 者 な り 。 きれ ば 不信 心 者 ども に 対 
し て 、 我 等 を 助け 給え 。 
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注 274 
純粋 さき は 、 正 し い 信仰 を 持つ 事 に よっ て し か 得 ら 5 れ な い の で ある 。 枚 に 、 


えて きた 、 る の で ある 。 有 即ち 、 


へ の 確信 で ある 

注 275 この 文 は 、 あ が な い の 教 若 へ の 強力 な 反発 と な っ て いる 。 

人 の 自然 の 限界 を 正しく 把握 し て 与え られ る 、 そ し て (2 

ら 6 完全 に 解放 る きれ る 事 を 意味 する 訳 で は な い 、 と いう 二 つ っ つの 重要 な 原型 が 貞 


期待 され て いる 事 と は 、 
深き 軍 が お 敷 し に な る の で ある 。 故に 、 あ が る ヵ 


注 276 。 誤 行 は 、 る きり げ な くさく 何ら 恋 識 せ ず に 旋 る れ た の て あっ て る も 
場合 の み に 、 出せ られ る の で ある 。 
注 277 普通 の 状況 に あっ て は 、「 忘 れ ]」 た なり 、「 過 ち 」 も お か し だ りす 


や 動 村 や 持た な ない だめ 、 


根本 的 な 信仰 の 詳細 を 述べ て い 


前 せら れ な い の で ある が 、 


来る 忘却 や 、 過 ち を 表し て いる 。 


注 278 
自分 達 に 負わ きれ る 負担 が 、 
神仙 方 と の 契約 を 私 達 が 破 ら な い 様 お 守り 下 き い 。 
私 達 が 生じ る せる 事 の な い 様 に 我ら を 救い 給 
、 神 が イス ラム 教徒 に 立 孤 な きら な い 様 、 自 分 達 を 守る 為 の 


訳 で は な せく 、 
だ た だ め に 生じ きせ だ 重い 
ある 。 こ れ は イス ラム の 保護 維持 の 為 、 を し て 


"私 達 より 先 に 


資 任 が 、 


集約 的 な 折り (礼拝 ) な の で ある 。 


壮 き 行い は 、 確 か に 精神 の 純化 を 達成 する 王 敵 な 手段 で は ある が 、 


心から 癌 を 求め る 努力 を し 、 i 
な いな ど は 必要 な い の で ある 。 


あっ た 人 々 に 負わ せ だ も うだ た よう な 重荷 を 私 達 に 負わ せな いで 下 き い ”" 
自分 達 以 前 の 人 々 に 課せ られ た だ 仙 担 より 軽く ある で きだ と いう 事 を 意味 し て いる 


その 源 は 心 の 純粋 さ に あり 、 心 の 
この 節 で は クタ クルアーン が 今 ま で に 教 


神 と 天使 、 経 典 と 使者 回 、 そ を れ ら の 自然 の 秋 店 


トー 


で は (⑪) 神 の 律 法 は 常に 入間 の 力 と 本 


現世 で の 税 徳 的 比 ょ は 必ず し る て の 欠陥 や 短所 か 


。 人 人 が を た うす べく 
その あ ょ は 慈悲 


し 体 化 き れ て い 


報 わ れ 、 悪 行 は 、 意識 し て 、 わ ざと 行っ た 


る こと は 、 懲 前 の 対象 と し な りう る 意図 


ここ で は 、 も し 適切 な 注意 が 払わ れ て いれ ば る ける 上 事 の 山 


と い 2 表現 は 、 


を し て 、 私 達 以前 の 者 達 が 、 従 順 で な か っ 
合 を と いう 事 を 意味 し て いる の で 


EGG ま 


や 





アー ル ・ イ ムラ ー ン 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま きれ 2 1 3 ダ 」、 計 っ 
1. 慈悲 深 て 、 恵 み 選 て アッ ラー の 御名 に お い Oe en hl od 

て 。 i みる 1 
2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) の 
: ッ ラ ー、 彼 の 外 に 畑 ? 2 4 が 別 
3。 アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な く 、 は 永遠 は に 生 a | 3 に 4 ly a 


き 、 自 存 者 な り 。( 注 2) 
4. 彼 は 液 に 真理 の 経典 を 降 し 、 それ 以 前 に 降 CAE 
NL WM い ぃ みつ 。 OU ; 
し た る も の の 不足 を 満た し た り 。 彼 は 先 に Oo So UY = 


y RH ッッ グン し レア ナル の 
人 類 の 諸 導 と し て 、 神 法 と ( 注 3) 福 CR ER 


ED D。 Ch ま また 
を ( 注 5) 降 し た り 。 








注 1 われ は デッラ ー、 全 知 吾 な り 


注 2 この 委 は 、 イ エス の 神 性 と いう 誤っ た 教義 を も 、 強 く 論 破 す る 5 の で ある 。 こ の 教 義 の 詩 り を 指摘 する 
事 が この 芝 の 主題 で ある が 、 そ の 人 為 こ の 教義 を 根底 か ら 断 ち 切 る 神 の 諸々 の 美術 が 、 第 3 記 の 選 頭 部 分 で 述べ 
られ て いる の で ある 。 即ち 、 唯 一 の 生け る 永遠 の 存在 上 いう 美徳 は その 所 有 省 で ある 神 が 、 提 携 者 や 助力 者 を 
必要 と し な い 存 在 で ある 事 を 証明 する 一 方 、 生 と 死 の 法 の 男 ち もち ゅ う の 存 在 で あり 、 そ 和 れ 故 永遠 に 生き る 存在 で 
も な い イ エス は 神 で は な い 事 を 証 枯 し て いる の で ある 。 これら の 神 の 美徳 は 、.1- 記 の 教義 の 当然 の 応 活 で ある 
暑 罪 の 教理 の 中 身 の ひな い 事 を る 証明 し て いる 。 キリスト教徒 の 芋 張 に 依 れ ば 、 オイ 1 人 類 の 罪 を あ が な う 
為 、 死 ん だ と いう 事 で ある が を それなら ば 、 尚 更 、 イ エス は 神 で は な い 。 何故 な ら ば 、 神 は 、 永 如 の 生命 で あり 、 
一 時 的 で あろ うと 永遠 で あろ うと 、 死 に 給 う 事 は な いか ら 6 で ある 。 イ エス の 死 は 、 彼 の 肉体 的 存在 か ら 、 神 一 
イエ ス が 分 離し た だ け で ある 上 い う の は 租 益 で ある 。 キ リス ト 教 の 信仰 に 従 を ば 、 神 一 イ エス と イエ ス の 肉体 
と の 間 の 関係 は 、 イ エス が 上 上 字 保 上 で 死な な か っ だ と し て も ぅ 、 本 質 に 訟 て 一 時 的 な ちる の で あっ だ の で 、 い つか 
は 分 離す る 定め で あっ だ 。 で ある か らし て 、 OR 2 の 2 RNN の の 3 0 
い 。 役 の 問 深 き 信 替 者 て の 、 あ が な い を も だ 6 す の は 何 か 他 の 死 で な く て は な ら な い 。 そし て 、 そ の 死 は 、 
リス ト 教 徒 達 赴 映 に よれ ば 、 イ エス が 上 字 梨 に か けら れ た 後 、 天 国 或 に は 地獄 (使徒 行 億 2 : NR 
訪れ た の で ある 。 こ の 様 に 、 神 の み の 特 権 で ある 、“ 死 する 事 が な い " ょ いう 事 が あり えな か っ だ イエ ス は 、 文 
字 通 り 、 そ し て 比 只 的 意味 か ら も 、 死 を 免れ れ な か っ だ の で ある 。 同時 に 、 唯 一 無比 の 永遠 の 存在 た いう 美徳 
は 、 キ リス ト 教 教理 の 度 朗 を 証明 し て いる 。 I 存 し 永遠 で あら れる 神 は 、 他 の 存在 の 助け を か り ず に 自 存する 
の みな ら ず 、 他 の 全て の 存在 を 支 を る も の で ある 。 し か し イエ ス は 、 こ れ ら の 美徳 を 有 せ ず 、 他 の 死す べき 者 
ょ 同様 に 、 女 性 か 5 生ま れ 、 食 物 と 水 と で 生活 し 、 若 猟 や 痛み を 感じ 、 彼 の 苦悩 を や わら げ る 人 為 、 白 っ て くれ 
と 他 太 に 頼み 、 そ し て 最後 に は 、 キ リス ト 教 徒 が 言う 様 に 、 十 字 架 の で 死ん だ の で ある 。 新 約 弄 書 に は 、 こ 
れ ら 全て の 事実 を 証明 す る に 足る 、 数 多 (の 記述 が み ら れ る 。 し か し 、 神 が 唯一 自 存 の 永 各 の 存在 で ある とい 
う 事 は 、 こ れ ら 全て の 肉体 的 弱き を 超越 し た も の な の で ある 。 


注 3 律 法 (トー ラ ) と は モー ゼ の 五 書 、 即 もち 、 創 生 記 、 出 エジプト 記 、 レ ビ 記 、 民 数 紀 際 と 、 由 命 記 を 指 
し 、 ト ー ラ は 又 、 場 合 に よっ て 凸 工 を 指す 場合 も ある 。 


半 
ll 
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on it っ ュ ム 以 ギ 語 イェ クラ 2 メン ウイ ン “an クタ と か 
5. アッ ラー の 神 兆 を 否定 する 者 は 、 必 ず 茂 し PU OD wy (ぐい ゆ ゆあ ひっ 5 2 
い 罰 を 受け ん 。 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 応 


報 の 主 な 5。 I II SS 0 
OA SE 

6. げに 天地 に お ける 一 切 は 、 一 つ し し て アッ 39 あの た の 移 う 作る 

ラー に 隠し 得る も の な し 。 dR 

7. 彼 こ を は 御 心 の まま に 、 お 前 た ち を 胎内 に 29266 3 し CS 5 a GGA 

光 造 り だ る 簡 方 な り 。( 注 6) 彼 以外 に 神 ? の タク 、 タ ラン ラノ 9 の 

SS の XCR) 


8. 彼 こそ は 液 に 経典 を 降 し た る 御方 な か り 。 そ tai cdak rE 
の 経典 の 中 に は 断固 と し て 決定 的 な 節 が あ km i 1 4? 69 7 内 も 9 
る ーー これ ら は 経典 の 根幹 な り 一 一 他 の 節 Go GS で る > = 
に は 角 駅 を 左 に する こよ が 可能 な る も の も 展 254060: 
ある 。( 注 7 ) 心 邪悪 な る 者 は 、 それ か ら 暴 の) 2 内 5 
な っ た 解決 を 下 し 、 仲 た が い を 謀 り 、 ま た 


Me 





注 4 福音 書 が 良い 報せ の 書 と 呼ば れる 訳 は 、 イ エス の 教え を 受け 入れ た だ 信達 の た め の 吉 報 を 記述 し て ある 
2 た て な て 、 イ エス が 、 視 自身 の 到来 て ある 表現 し た 、 成 も 信 大 な 季語 省 の 到来 に つい て の 疾 言 が 
記述 きれ て いる か ら 6 で あ る 。 (マタ イ 21 : 40) また 、 福 音 書 た は 、 イ エス の は りつ け 後 、 ず っ と 後に な っ て 、 イ 
エス の 教え の 信 替 者 達 の し た た め た 現在 言わ れる と ころ の 、 イエ ス の 生涯 と その 教え を 書き 記し た に すぎ な い 
四 つ の 福音 書 で は な く 、 イ エス の 受け た 実際 の 示 の 事 を 指し て いる 


注 5 「 耳 叫 ] と は 、 ク グル アーン 、 或 じ は 、 現 な る 預言 者 が 、 そ の 真実 を うち た て る 為 に 賜っ た 、 天 か ら の 
紗 示 を 指す 。 


注 6 子供 の 成長 は 母親 の 胎内 で 促 が きれ る 為 、 そ の 生ま れ 出 で し 者 は 、 二 親 の 肉体 的 財 つ 道徳 的 条件 に 左 
右 き れる 。 それ 故 、 そ の 肉体 が 他 の 人 間 同 様 に 、 母 の 胎内 で 育成 きれ た イエ ス は 、 女 性 に 固有 の 限界 や 劣性 に 
影響 きれ ぎる を 待 な か っ ただ 。 こ の 事 が 、 ナ ジラ ー ン の キリ スト 教徒 と の 答 争 で 、 聖 な る 預言 者 が 、 A 
わ ゆ る 神 人 性 が 、 誤 り で ある 事 を 純 明 する 為 に 、 イ エス の 誕生 に つい て 言い 及 ん だ 理由 な の で ある 。 る 項 言 
NG SA 
そし て 、 役 女 が 、 普 通 の 女性 が 子供 を 産む ょ うに イエ ス を 産ん だ と いう ぅ 事 も 2? 1 と 。 


注 7 問題 と な る 争点 を 証明 する 為 に は 、 経 典 の 瞭 然し た 部 分 を 考 成 すべ き で あり 、 そ れ ら が ある 明 味 な 
文 の 構成 に 反する と 考え られ る 場合 は 、 曖 昧 な 箇所 を 瞭 釣 と 語ら れ て いる 箇所 と 調 利 す る 様 に 解釈 すべ き で あ 
る と の 鉄則 を この 節 は 述べ て いる 。 この節 に 依る ゃ と 、 ク ルアー ン に は ご 種類 の 表記 が あり 、 あ る も の は 、 モ フ 
カン ( 高 味 が 剛 然 と し て いる ) で 、 又 ある も の は ムタ シャ ー で (色々 な 解 違 が 可能 、 即 ち 意 味 が 曖昧 で ある ) 
で ある 。39:24 で は クル アー ン 全 体 が ムタ シャ ー ベ で ある と きれ 、11・ 2 で の グル アー ン の 諸 節 は モ フ カ ン と 
きれ て いる 。 ムタ シャ ー ペ で を 正しい 解 息 する に は 、 モ フカ ン に 矛盾 し な い 解 釈 を 採択 すべ き で あろ う 。 





第 三 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
問 枯 つた だ 0 が N ホ の ん 6 す 。、 ゲッ ラー ん も し ん クル と 2 で と シク ん の) > 3 る 
外 、 何 人 も その 正しい 解釈 を 知る 者 な し 。 YT | も 3 
知識 の 堅固 な る 者 は 云う 、「 我 等 は これ を 信 yy タン * 4 ンタ 2 ぷ 2 
ず 、 す べ て は 我 等 の 主 より 出 で た る も の な ひら を Lo ol SC ジフ の 3 

シン 2 の こい 

れ ば 」 と 。 されど 理解 を 授け られ だ たる 者 の DT GE 5 ~ き 
外 は 、 何 人 も 之 を 注意 せ ず 。 

9.「 主 よ 、 ひ と た ば び 我 等 を 導き た る か ら に は 、 A A ER ン ン 

PCa os 3 

NY ' PS ED 
き 委 ヨ ピ B の ブタ LL Lr 
落 悲 を 我 等 に 授け 給え 。 げ に 液 は 素 晴 ④ ら CS 
き 授与 者 な り 。( 注 8) の の RE 

10. 主 よ 、 げ に 液 こ を は 疑う 余地 な き 日 に すべ 8061813 Ya ed 


て の 人 を 召集 する 御方 な り 。 アッラー は 決 
し て その 約束 を 破 ら ず 」 

第 一 項 こども ら 

あの 不信 心 者 ども 、( 注 9 ) 彼 等 の 財産 $ 子 女 

も アッ ラー に 対し て 何 ん の 役 に も 立た ざる 


OR AS RY 
プッ クー シン IGS プレ 2 ブ ラク クノ 2 タップ ョ ング グン 
SAI A GR A ON 


レル し 1 デア レイ 人 アド 
3 ON こう 


ll. 


べし 。 業火 の 新 は 彼 等 な り 。 クタ ノン タラ の 2 全 レ コ ン タン 9。 リー ランク 
12、 彼 等 は 、 フ ァ ラ オ の 民 や それ 以前 の 民 の 場 5 の 2 の AS OB el 
合 と 同じ な り 5。 彼 等 は われ ら の 神 兆 を 拒否 00W レ シズ: 00 AU ka 
し た り 。 きれ ば アッ ラー は 、 彼 等 を その 時 < 2 
故に 研 し た り 。 ア ッ ラ ー の 懲 還 は 革 酷 な り 。 Oeil 
13. あの 不信 心 者 ども に 云え 、「 お 前 た もち は 打ち 2 OR ER RE 


負 か き され だ あげ て く 、 地 獄 に 集め られ る べし 。 
そ は 悪し き 安 息 所 な り ] と 。 


MAR is 3 


14. 両 軍 相 会 せる 時 、 確 か に な 前 だ ち へ 神 兆 あ CS SVN 08 


si 
8935 





りき 。( 注 10) す な わ ち 、 一 方 は アッ ラー の 
注 8 クル アデ アーン の 正しい 知識 は 、 心 が 純粋 な 者 の み に 与 えら れる 。(56 : 80) 
注 9 これ ら 全 て の 節 は 特に キリ スト 教徒 に つい て 述べ られ て いる 為 、 こ の 場合 の 「 不 信心 者 】 と いう 言葉 


は 、 キ リス ト 教 徒 を 指し て いる と 思わ れる 。 


注 10 。 ここ で 述べ られ て いる の は 、 装備 ・ 軍 備 と も 万 全 で あっ た 1000 人 の メッ カ 軍 に 対し 、 武器 も 何 $ も ろく 
に 持っ て いな か っ だ ただ 、 だ っ た 33 名 の イス ラム 教徒 が 、 見 事 な ま で の 勝利 を な る め た だ 、 バ ドル の 戦い で ある 。 こ 
の バド ル の 戦い で は 二 つ の 預言 が 成就 きれ だ た 。 そ の 一 つ は クル アー ン の 初期 の 啓示 に ある も の で 、(54 : 45 一 49) 
も うー つ は 、 型 書 に 示 き れ て いた 預言 で ある 。 (イザ ヤ 21 : 13 一 17) 型 書 の 誠 言 に 従え を ば 、 班 な る 預言 者 の メッ 
カ か ら 6 の (夜間 ) 飛行 の 約 一 年 の 後に 、 メ ッ カ 人 達 の 祖先 が バド ル で 敗れ 、 か れ ら の 栄光 が 没落 する と の 事 で 
あっ た 。 媒 教徒 達 の 敗北 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 勝利 同様 に 、 子 想 ビ に きれ な か っ た が 、 そ れ は 完璧 な まで の 騰 利 
と 下北 で あっ た 。 実 に 、 バ ドル の 戦い と は 、 歴 史上 の 、 人 大 な 戦闘 の 一 つ に 数 を られ て いる の で ある 。 そ し て 、 
この 戦い こ を アラビア の 錠 命 を 決定 し 、 真 に 堅固 な 名 の 下 に イス ラム を 定着 きせ た も の な の で ある 。 


っ で ー 


系 二 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
道 の た め に 戦い 、 相 手 側 は 不信 心 者 ども な 55 85 レ 2 bc 
5 し が 、 彼 等 は を の 眼 で 献 の 己 れ に 合 す る で タイ の の 
を 見 た り 。 ( 注 1) アッラー は 御 や に か な えん G6 oa I 
ば 誰 で も 、 そ の 加藤 を 以 て 交 を 強く す 。 け げ RO 
に その 中 に ある も の は 、 良 を 有する 人 々 へ La HY 8 
の 教訓 な り 。 ー 

15. さま ざま な る 答 望 は 人 間 の 眼 に は 美しく 見 I NS og CL Ey 
える も の な り 。 す な わ ち 、 女 性 、 子 女 、 金 レ ェ ィ ge 
銀 の 閉 策 血統 の 正しい 焼印 $ れ た ぁ 馬 、 O83 PE EE ES 


家畜 、 並 びに 作物 な ど 。 こ れ ら は 現世 の 楽 
し み に す ぎ ず 。 る れ ど 素 晴 ら しき 住処 は 、 


ん ノラ 3 アラン ペン アン ン 


が | dh 2 dl 


4 = 








Cr て 
アッ ラー の 許 に あり 。 ( 注 12) 0 
16、 云え 、[ 我 は お 前 だ たち に それ に 優る も の を 教 GL 的 2 (の 5 
えん 」 と 。 神 を 長 れ る 者 の だ め に は 、 主 の の 6 
御 許 に 河川 流れ る 楽園 あり 。 彼 等 は を こ に ea yet 0 ) 
永 店 に 住み 、 純 潔 な 配偶 者 と アッ ラー の 御 0 1 の 9 
満悦 と を 賜 わ ちら ん 。 アッラー は 己 れ の 僕 た 。 鞭 受 人 の 6 っ 354E3 を 5 
ち を 有 覧 し 給 う 。 る しゃ 
9 © ha 
レム グッ タイ ング 1 (< タン ン アン 2 タタ タク ァ レッ る 
17.「 主 ょ 、 我 等 は 信 ず 。 る れ ば 我 等 の 罪 を 融 し 、 46994 gs に | oa GI 
業火 の 嗣 か 6 ら 救い 給 え 」 と 云う 人 々 は 、 Ge te 
CEN Gds 
て を し 本 イタ が 
18. 奴 耐 者 、 議 実 者 、 議 麻 者 、 並 びに 神 の 道 の CM ERS A Teal 
た め に 喜 捨 を 惜しま ず 、 栓 明 に 牙 し を 新 う プラ ント レッ ーッ ン ッ クン 
者 な り 。 Dov ca 
ーー PPT | ー と 。 = = = タタ wP h ア ン 『 ィ ク と 4 な 
19. アッ ラー は 、 選 れ の 外 に 神 な きこ と を 証 叶 EAE DI) 0 aM に 
す 。 諸 天使 並び に 正義 を 謎 持 す る ( 注 13) 
注 11 ここ で は 、 イ スラ ムッ 教徒 達 の 目 に は メッ カ 軍 が 、 そ の 実際 の 戦力 の 半分 以下 に みえ だ 。 即ち 、 実 際 に 


は 自分 達 の 三 倍 に あ だ っ て いた の が 、 二 倍 に し か 見 えな か っ た 事 が 記 き れ て いる 。 これ は 、 何 6 軍隊 と いっ た だ 
装備 も も な た 只 和 微少 な オス ラム 教徒 箕 が 、 敵 の 強 太 な 力 を みて 、 意 気 が 下 5 ら ぬ 様 に と の 神 の 意図 に 合致 する と こ 
ろ で ある 。 (8 : 45) その 時 の 状況 は どう で あっ だ か と いう と 、 メ ッ カ 軍 の 1 の 3 は 小高 い 丘 の 向う 側 に お り 、 
自分 達 の 人 数 の 約 2 倍 に あたる 6MM で ある メッ カ 軍 の 2 の 3 し か イス ラム 軍 は 見 て いな か っ た と いう の が 実 府 
な の で ある 。 


注 12 イス ラム は 、 現 世 で 良き と る れる 物 を 求め ゆめ た り 使 用 し た りす る 事 を 何ら 禁ず る も の で は な い 。 但し 
それ の みな に 没頭 し た り 、 そ うい っ だ た 事 を 人 生 の 目的 に する 者 達 は 、 当 然 、 責 ゆめ られ る べき な の で ある 。 
この 言葉 は 、 正 義 に 見 合っ た だ 、 正 義 に 基づい て いる 、 と も 解釈 で きる 。 


注 13 


vy = 





ーー 計 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
し か 

知識 を 授け られ だ た る 人 々 も まだ な た 然 5。 彼 の @ を る DIV 2112 saUg 

外 に 神 な し 。 ( 注 14) は 供 罰 者 、 皿 哲 な 5 。 0 の た の 


20. アッ ラー の 見 る と ころ で は 、 真 正 の 宗教 は CM) OD SN 
イス ラー ム な り 。( 注 15) し か る に 経典 を 授 > 

2 ンタ タチ シン 7 

か り し 人 々 が 、 知 識 が 降り た る 後 仲たがい も 5 下る に し 
せる は 、 互 に 相 症 む が 故 な り 。 アッ ラー の タタ テッ ルリ a i el ES GR 
神 兆 を 否定 する 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー の 清算 で が dlO5 A ES の うろ の 


は 迅速 な 9 。 @ っ Esdi 


21. も し 彼 等 が 流 と 相 争 わ ば 、 法 えん 、「 我 は アッ i 2 の ある 2 内 と を 3 
し か b CN ec "9 
ラー に 服従 す 。 我 に 従う 者 た ち も ま た 然 り 」 の lo の a cd 5 


ほ 。 耐 し て 経典 を 授け られ た る 人 々 ( 注 16) ER I EG 

並び に 無知 な る 人 々 に 間 え 、( 注 17) 「 お ぉ 前 2 イン 
た ちゃ も 服従 し た る か ?」 と 。 も し 彼 等 が 服 CR 
従 せ ば 、 彼 等 は 必ず 導 か れん 。 ( 注 18) され CU 4 
と ど 、 だ たとい 彼 等 が 背 を 向け る と も 、 液 の 義 ®t の は 
務 は た だ 神託 の 伝達 な がり 5。 ア ッ ラ ー は 己 れ 

の 僕 た ち を 昭 覧 し 給 う 。 


アラ う ル ーー 避 
と ColO【 
ヶ る 2 み タ 
ES 


ン P 
し こり し 生 早 と コ 











注 14 自然 と 全て の 真実 の 信仰 (宗教) の 基本 原理 に 訟 る 、 唯 一 の 中 心 的 、 議 論 の 余地 の な い 事 実は 、 神 の 只 
一 性 で ある 。 全て の 創造 と 、 そ の 創造 全般 に 行き 渡っ て いる 完全 な る 秩序 が この 基本 的 事実 の 、 ま ぎれ も な い 
眉 拠 で ある 。 預言 者 達 に 真実 の 伝言 を 与え る 天使 達 、 そ の 伝言 を 世界 に ひろ め る 神 の 使者 達 、 そ し て 神 の 使者 
達 よ り の 真実 の 知識 を 受け とり 、 自 分 達 の も る の と する 良き 人 々 、 そ れ ら 企 て が 、 神 の 証明 に 対し 、 自 分 達 の 証 
損 を 付け 加え て いる 。 同様 に 、 全 て の も の が 一 致し て 、 ア ッ ラ ー と いっ し ょ に 他 の 神々 を 信じ る と いう 間 和 違い 
を 、 そ し て それ が 、 複 数 の 形態 で あれ 、 三 位 、 或 い は 二 位 -… 体 で ある ぅ と 虚偽 で ある 事 を 立証 し て いる 


注 15 全て の 宗教 は 、 神 の 寛大 き と 、 神 の 意志 へ の 恭順 を 信ずる 事 を 説き 、 そ うす べく 勧め る が 、 を その 中 で 
神 の 意志 へ の 恭順 が 完全 な 帰依 と いう 彰 を と っ て いる の は イス ラム だ け で ある 。 完全 な る 帰 店 と は 、 提 の 美徳 
へ の 完全 な 頭 示 を 必要 ほし 、 こ の 様 な 頭 示 を 合 むり の は イス ラム の み で ある 。 そ れ 政 、 あら ゆる 宗教 (信仰) の 
内 で 、 イ スラ ム の み が 、 信 仰 (宗教 ) と いう 言葉 の 実際 の 芝 味 に 訟 て 、 神 自 自 の 宗教 と 呼ば れる に 足る $ の な 
の で ある 。 全て の 真実 の 宗教 は 、 そ の 原型 と 文字 通り の 、 ム スリ ム (イス ラム 信仰 者 ) と いう 意味 に 訟 て 、 多 
か れ 、 少 な か れ イ スラ ム (絶対 の 帰 偽 ) な の で ある 。 し か し 信仰 (宗教 ) が 、 あ ら ゆ る 局面 に 診 け る 完全 き を 
有 し な けれ ば 、 ア ル ・ イ スラ ー ム の 名 は 与え られ る に 到 ら な い 。 そ し て アル ・ イ スラ ー ム こそ クル アー ン で 最 
終 的 に 完全 化 き れ た 律 法 の 為 へ の 準備 な の で ある 。 この節 は 更に 2 : 63 の 説明 と も な っ て いる 。 


注 16 経典 を 与え られ だ 民 と 経典 を や 持た ぬ 民 と で 人 間 の 世界 は 成り 立っ て いる 。 

注 17 2 章 77 節 及び 7 章 朝 節 を 参照 の 事 。 

注 18 。 経典 を 持つ 民 と 経典 を 持た だ ぬ 民 が も し 自分 達 を 神 の 御前 に な げ だ す な ら 、 彼 ら は 必 ら ず や 理 な る 預言 
者 を 受け 入れ 正しく 導 か れる 事 と な る 。 何 故 な ら 経 典 を 持つ 民 に は その 経典 中 に 聖 び る 預言 者 に 関す る 預言 が 、 
明確 に 示さ れ て いる し 、 経 典 を 持 だ 上 ぬ 民 は 自然 や 人 囲 の 良心 そし て 常識 に より 葉 び か れる 。 


て 





第 三 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
第 三 項 ンク ラタン ン w ba < ン ッ 2 る ” 

アッ ラー の 所 は を 大 し 、 不正 に 清き GE ot が 人! 
を 殺し 、 正 義 を 勧め る 人 々 を 殺す 者 に は 、 の ou 
必ず 痛 凡 あら ん こと を 告知 せよ 。( 注 19) 上 2 
Oa CD od 8 | 


フレ ャ 2 9 9 タレ ルレ と 


23. 役 等 は その 所 業 が 、 現 世に あい て も 来世 に 82 区 RN 2 


Ne 


> 


お いて も 、 無 に 帰す べき 者 な 5 り 。 彼 等 は 如 を 
ーー 4 ww 、 ry. ea タン プ ヴ 
何 な る 援助 者 も 得 ざ る べし 。( 注 20) c2 し 9 


グー ラ 9 ラテ ョ イン 9 ど ” Lp 人 アプ タプ グ 
24. 流 は 、 経 典 の 一 部 を ( 注 21) 授け られ た る らい ゆい TO A I 
人 々 を 見 ぎる か ? 彼 等 の 異同 を 質 す べ 2292。 の 芝 3 の 202 
0 テッ ラー の 経典 が 沢 きれ た る 時 、 彼 千 クタ の 2 のび RB 


一 部 は これ を 嫌っ て 背 き 去れ り 。 ンタ 5 る っ の 
** Ose AeA 


25. こ は 彼 等 が 、 [業火 に 触れ る は 限ら れ た る 日 EA ES の | 6 BI 
の 
数 に すぎ ず 」 上 云う が た め な り 。 役 等 は を stoi SO » ? 3 
ょ 9/ ラプ ン っ うー 2 リ ] デ 
0 関し て 自分 が 日 張 提 造 せ する も の の Ob 655A る の うき 163 
に 、 其 か れる な り 5。 ( 注 22) 
26、 い ざわ れ ら が 、 双 うう 余地 な き を の 日 、 彼 等 ッッ ッッ ン 学 な 2 て ッ の と 


を 台 集 す る と 、 役 等 は 果して 如何 に せん ? うう 2 3* Co os sl A 
を の 時 各 人 は 、 稼 ぎし も の を 存 分 に 支払 わ OLB SR 
れ 、 洪 し て 不当 に 骨 せ られ る こと な か る べべ 

し 。( 注 23) 








注 19 神 の 損 言 者 は 皆 、 ど の 様 な 状況 に さら きれ よう と も 、 邊 分 の 使命 を 全う し た 。 析 言 者 達 を 殺 そ うと ょ と す 
る 企 て や 、 迫 寄 が どれ だ け あ る うと も 、 和 彼ら の 信 爺 を 止め させ た だ たり 、 そ の 発展 を 知人 切れ きる せる 事 は で き な か っ 
だ 。 宗教 ( 信 爺 ) の 歴史 と は この 事実 へ の 紛れ も な い 証 拠 を 提供 し て いる の で ある 。 


注 20 不信 省 達 は 来世 に お ける 報い を 信じ て お ら ず 、 自 分 達 の 行動 が 、 復 活 の 日 に 全く 役 に た た な いと いう 
事 の 証拠 と し て 、 現 世に 診 て 、 イ スラ ム を 打ち 破る と いう 役 ら の 努力 も 無駄 で あり 、 そ れこ を 来世 に 訟 て も 、 
中 分 達 の 行動 は 何 の 和 益 と も な ら な い 事 の 証拠 と な る と 告げ られ て いる 。 


注 21 1) 苗 昧 の 一 部 を 形成 する 、 理 な る 預言 潮 に 農 す る 、 聖 書 中 の 天 言 、(2) 理 書 の 純粋 な 部 分 、( し か し 、 改 
ざん る れず に 剖 文 の ま ま て 残っ た の は 極 く 一 部 で あり 、 そ の 部 分 の み が 真 実 の 聖書 ほ い える 。) 或 い は 、⑬) 上 目 
し だ 経典 で ある クル アデ アーン と 比較 すれ ば 、 弄 書 は 経典 の -- 部 に すぎ な い 、 の 意味 。 


注 22 。 ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 達 は 来世 の 懲罰 を 自分 達 は 受け な いと 折ら 信じ る せよ うと し て いる 。 ユダ ヤ 
人 は 自分 達 が 選ば れ た 民 で ある と 思う 事 で 、 又 、 キ リス ト 教 徒 は 、 自 分 達 が 言う 所 の 神 の 息子 で ある イエ ス が 、 
十字 架 上 の あ が な い の 死 に より 自分 達 の 罪 を 一 身 に 背 錦 っ だ 為 と 占 分 達 を あざ むい て いる の で ある 。 


注 : 23 この 節 で は 、 人 間 の 和 普 行 で は な く 、 ど ん な 人 で あれ 人 問 の 息 が 、 救済 を も だ た だ ら す と いう 教義 の 志 盾 を 
強く 、 き ゆう 弾 し て いる 。 


第 三 


27. 唱 を よ 、「 ア ッ ラ ー、 統 # 


世 


みこ こ 
1 


各 権 の 主 よ ょ 、 液 は 御 上 
の まま に 共に で せ 金 泊 権 を ちん 、 ま だ た 技 
の まま に 芝 を 取り 上 げ 給 う 。 御 心 の まま に 
距 て も 資 め 、 御 心 の まま に 誰 で も 挿し ゅ 給 


善 福 は すべ て 液 の 常 中 に あり 。 ば げに 六 


Cw 


デア デール ・ ャ イム ラー ン 


ター ンス る = 1 5 
EI NIE WIL NN 
ッ ン を 。9 レル の る ッ ン スル る ン ( の 7 
びっ の うお っ う Gl 


みつ うと 
2 の の タック レア 
CL Be HE SI 


は 全能 に まし ます 。( 注 24) 
有 と ュ ン レレ る 9 2 の ン る ・ ス る タッ タダ 
28. RN 入ら せ 、 毎 を 夜 の 中 に 入 に hd る 3 
せ 給 う 。( 注 25) また 死 より 生 を 生み 、 人 02 200 2 ドク 2 2 いら 
RN HAT I RE 
も 際限 な く 与 え 給 う 」 と 。( 注 26) ング ッ ン タン 
TE 
29. 信徒 むち に 信徒 た ち を 差し 置い て 不信 心 3 の レン と? 1 2 ノン 52 タク 292 。 レン 
。 信人 入 だ -、 恒 全 だ し : 上 0 ンク oe いろ の J 
者 ども を 友 だ ら し め る な か れ 。( 注 27) を の  」 
デラ イス に と 
よう な こと を な す 者 は 、 ア ッ ラ ー と は 何 ん 。 呪 192 omds 3 a 
の 関係 も な し 。 但 し 、 RDG 22 24 322 2 3 
ども の 危害 を 怖 れ る 場合 は 別 な り 。 ( 注 28) DI 
アッ ラー は お 前 た ち に その 懲罰 を 警告 し 給 a 
De 2 22 
う 。 行 きつ 〈 先 は アッ ラー な り 。 ds 
30. 云え 、「 前 た ち 胸 中 に 隠す と も 、 ま た 顕 す i 
と も 、 ア ッ ラ ー は それ を 知り 給 う 。 ま た 役 52 の の 250 
〆 う 
は 、 SN SN の WE を の の 2093C2oAS0 36 所 52 移 
を 知り 給 う 。 ア ッ ラ ー は 全能 に まし ます 」 2 の ッ の ある 9 
!。 0 
注 24 当 節 の 説明 の 人為 に 、 次 節 を 湖 照 の 事 。 
注 25 "日 ( 昼 )) と は ここ で は 人 人 々 の 繁栄 と 権力 を 指し 、“ 夜 "と は 遂 と 牙 沙 を 指す 。 
注 26 当 章 及び 前 音 で は 、 国 家 が 、 全 て の 力 と 栄光 の 源 で ある 神 の 意志 に を で うか 、 反 する か 次 第 で 、 発 展 


成 い は 没落 し て し まう 、 不 変 の 神聖 な る 下 律 の 存在 を 指摘 し て いる 。 


注 27 


前 章 で 約束 きれ た 様 に 、 


イス ラム の 、 政 治 的 槍 力 の 達成 と 共に 、 
政治 同盟 を 形成 する 事 が 必要 よ な っ た だ 。 当 注 の 施 こ きれ て いる 文 で は 、 ど うい っ た 形 で あれ 、 


ムスリム (イス ラム 雪 徒 ) 弄 家 間 に 
その 他 の イス ラ 


ゥ 教徒 国家 の 利益 を 害し た り 相 反し た りす る 為 、 イ スラ ム 国 家 は 非 イ スラ ム 国 家 と 、 同 盟 、 は 休 約 を 結ぶ べ 
ER I RR ONI TO UE DE RR 


注 28 
力 や 軍備 力 で は な さく 、 


イス ラム 教徒 が 常に 念頭 に 置き 、 


イス ラム 教徒 は 、 不 信者 達 の 、 ワ ナ や 陰謀 に 対し 身 を 護る よう に と の 注意 を 喚起 きれ て いる 。 瑞 の 権 
用 心 す べき 英 の 巧妙 な わな に 関し て 言及 し て いる 。 
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31. 用 心 せよ 、 す べ て の 匠 が 現世 で な せる 己 が 。 記 分 ラン の 2 
有 
療 事 と 悪事 に 対決 きせ られ る その 日 を 。 玩 Ce EG I 


アッ クイ だ る ン ン と: 


は 、 己 れ と その 悪事 と の 間 に 、 方 里 の 隔 た っ Pop みき 

り が あら ん こと を 望む 。 ア ッ NR OI 5 

ち に 欠 闘 を 千 告 し 給 う 。8 れ を アッ ラー は 、 40D'ACS 50 う JS3 う Ac 

己 れ の 僕たち に は 極め て 憐れみ 深 (0 を レシ 

(GOD 
第 四 項 


32. 所 ん 、「 お 前 た ち ア ッ ラ ー を 愛し な ば 、 我 に 2 9 2 ン ッ ンタ ター タ ゥ タッ クタ を 4 
の の る dP の っ A の 
従え 。 ( 注 29) る すれ ば ア ッ ラ ー は お 前 た ち 1J8 


を 愛 で 、 を の 過失 を 赦 き ん 。 アッ ラー は 寛 pm 9 っ の 3 H 5 2 ? 20 
大 に し て 、 意 悲 深く まし ます ] と 。 B 
33. 云え 、 「 ア デッラ ー 並 びに 使 侍 に 第 と 。 き る 9 


『 6 3 タ 
等 圭 LAN ANNE ロ RD 


RR ed 
34. アッ ラー は 、 ア ダム と ノア 並び に アブ グラ ハ 3 アウ 19 放す 2 は ン NII 

ム 一 家 と イム ラー ン 一 家 を ( 注 30) すべ て 2 で っ っ 人 と 

の 民 の 上 に 選び た り 5。 NE SLs 


アア 議 放 を ッ ン る る ヶ 


「] ds 5 


35. 彼 等 は 互 に 他 の 子孫 な り 。 アッラー は すべ る 5 ロン 
て OE I aS 


て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 
36. イム ラー ン の 音 が 、( 注 31) 「 主 よ 、 我 が 胎 OR 

内 に 宿 れ る も の を 、 流 へ の 夫 仕 の た め に 姜 082 Gr 

は 献 げ ん こと を 客 う 。 願 わく は 有 之 を 受け よ 。 Ee ES 

すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う は 、 げ に 


アコ ろ サン ノン > 
りう ed 3 


タッ | アク 
I 。 
光 の みな り 」 と 云え る 時 の こと を 思い 起 せ 。 時 2 








注 29 この 節 で は 、 神 の 愛 を 手 に する に は 、 聖 な る 預言 者 に 従う 他 な いと いう 事 を 強調 し て いる 。 又 ここ で 
は 2 :63 よ り 生 ずる 可能 性 の ある 、 神 の 存在 と 来世 の 存在 を 信じ ぉ えす れ ば 、 復 活 す る に 足る あと いう 誤解 が 取 
5 除 か れ て いる 。 


注 30 詳し く は 、 共 版 大 照 の こと 。 


注 31 ム ハ ラ ラ ヒ は 、 解 放 ほ きれ だ た と の 意味 で あり 全て の 世俗 の 事 馬 か ら 離 れ 、 そ の 両親 に より 教会 へ の 奉仕 
の 為 、 捧 げ 5 れ た 子供 の 事 を 意味 し て いる 。 そ し て 、 こ れ ら 教会 に きる げ ば られ た 子供 ら は 、 未 婚 で いる 事 が イ 
スラ エル 人 の 間 の 慣習 で あっ た 。( マ リア の 福音 、5 : 6 必 Bayan :36 項 ) この 節 で は 、 マ リア の 母 で ある 
ハン ナ と いう 婦人 ( 聖 半 辞 典 ) が イム ラー ト ・ イ ムラ ー ン (イム ラー ン の 女性 の 意 ) と し て 語ら れ て お り 、 マ 
リア 朋 身 は 、 ア ー ロ ン の 姉 ( 妹 ) と きれ て いる 。 イ ムラ ー ン と アー ロン は 、 各 帳 、 モ ー ゼ の 低 、 を し て 上 兄 に あ 
だ た だ り 、 モ ー ゼ に は 又 、 ミ リア ム と いう 名 の 姉 ( 妹 ) が いた 。 
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37. 面 し て 分 既 す る に 及び 、 彼女 は 云え り 、「[ 主 外し た パイ ンタ 2 ン ン 4 フラ ン ン ント イン 
ay dl や) 3 xx25 
よ 、 姜 は 女児 を 産め ゆり ( 注 32) 一 アッ ラー は ee ら Gloyc6 G 


彼女 が 産める も の を よく 承知 す 、 彼 女 が 望 02 る (| CC AM 
みた る も の は 女児 に 非 ず 男児 た な る こと を 一 RS 
族 は この 子 を マリ ア ょ と 名 づけ たり 。( 注 33) < の と うう GA Gl 
姜 は この 子 と 、 こ の 子 の 子孫 を 決 の 御 加護 OS 
に ゆだね ます 故 、 な に と ぞ 石 に て 撃た れ し eo 


悪魔 か ら 守り 給え 」 と 。( 注 34) 


38. そこ で 主 は 恵み 深 《 その 子 を 御 玄 納 あ そば [de > ES 
る れ 、 す こ や か に 育て 給 い 、 ザ カリ ヤ を し 


て ( 注 35) その 子 の 保護 者 た らし ゅ り 。 ず EE 0 


カリ ヤ は その 子 の 部 屋 を 訪れ る だ びに 、 彼 us La LE ン ン ノ 
・ と 1 T 生 
女 の を ば に 食物 が ある の を 見 た 5。 役 は 訳 CD の 
ね た だ たり 、「 マ リア よ ょ よ 、 流 は い ず こ より これ を 3 ッ ンタ フン 
9 1| の PO 
得 だ た る か ?」 と 。 彼女 は 答え て 、 計 えり 、 ZO SA TE 
「 に は アッ ラー より 頂戴 す ] と 。( 注 36) ② い に > AS 
テッ ラー は 御 心 の まま 誰 に で も 限り な く 財 を の 
3 。 








注 32 マリ ア の 母 は 、 彼女 が 神 へ の 奉仕 に きき げ る つも り の 皿 子 に 患 ま れ ま す 様 に と の 期待 の 内 に 回 い を た 
て だ 。 し か し 協 子 の か わり に 女児 が 生ま れ た 人 為 、 彼 女 は 困 各 し た の で ある 。 


注 33 マリ ア (ミリ アム ) が イエ ス の 母 で あっ た 。 彼女 は 多分 、 モ ー ゼ と アー ロン の 妹 ( 姉 ) の マリ アム に 
ちな ん で 名 付け られ だ た と 思わ れる 。 (後に が っ て ミリ アム と 発音 きれ た だ た 。) 


注 34 これ ら の 言葉 の 解 屋 は か な り 次 し いも の で ある 。 も し マリ ア の 母 が 自分 の 子供 を 、 神 へ の 奉仕 に きき 
げ る つも り で あっ だ の な ら 、 役 女 は 、 そ の 季 供 は 、 終 生 、 灯 婚 で ある 事 を 、 知 っ て いる で きだ し 知っ て いた に 
違い な い 。 そ うな れ ば 、 を その 子 の 子孫 に 祈り を きき ば げ ば る 追 味 が 一 体 ど こ に ある の で ある う 。 最も 納得 の ゆく 〈 説 
基 は 、 神 が 、 紀 の 中 で ハン ナ に 、 役 女 の 娘 は 、 婦 の 域 に 達 す れ ば 、 子 供 を 持つ と お 告げ に な り 、 そ の 妨 マ リ 

ア と その 子供 も に 神 の 御 加 護 を 賜る べく 彼女 が 祈っ た の で ある 。 し か し 、 こ の 祈り に も か か わら ず 、 彼 女 は 、 
最初 に 自分 が 意図 し た 通り 、 マ リア の 持 来 を 神 に 梁 ね 、 彼 女 を きる げ だ の で ある 。( 3 : 36: マリ ア の 誕生 の 福 
音 ) これ は 、 了 真 に 例外 的 な 事 で あっ だ に 違い な い 。 何故 な ら 、 神 へ の 替 仕 に 献 げ られ る 資格 は 通常 は 男子 の み 
だ か ら 5 で あ る 。 マ リア の 母 が 幻 を 見 、 役 女 の 娘 が 、 男 子 を も うけ る 事 を 知っ た と いう 推察 は 、 幾 ら か 違っ た 形 
で は あっ て も マリ ア の 福音 (3 : 5) 中 に 示 き る れ て いる 。 それ 故 、 マ リア の 母 が 、 マ リア と その 子 が サタ ン の 
NAC CR NG NG 
し こう いっ た 望み を 持ち 、 将 米 、 汚 れれ の な い 良 き 人 生 を お て る よう 祥 る も の な の で ある 。 又 も うー つ 凡 意 すべ 
き は 、 イ スラ ム は 、 全 て の 神 の 頂 言 者 は サタ ン の 読 悪 か ら 守 られ る と 宮 言 し て いる の に 対し 、 曹 書 で は 、 こ の 
加 謗 を あ イ エス に 帰し て は いな い の で ある 。( マ ルコ 、 1 : 12、13) 


注 35  " ず カ リヤ は クル アー ン で は 預言 者 た され て いる 、 イ スラ エル 人 の 和 聖人 の 名 前 で ある が 、 聖 書 で は 、 単 
に 型 職 者 (司祭 ) で あっ た と し か 述べ られ て いな い 。( ル 方 、 1 ・ 5 ) 理 益 で 聞 言 者 と され て いる 人 物 は ゼ ガ リ 
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テ "っ で ーー に Cn } ィ ァ ィ 1 i る イン a 
39. そこ で ず カ リヤ は 主 に 祈り て 、 云 えり 、[「 ま pdea Sd es 
ょ 、 願 わ 《 は 我 に 液 の 御 許 よ り 汚れ な き 子 向 [ 0 
を 賜 え 。 げ に 液 は 祈り を よく お 聞き と どけ OU びな SVK お 35 の 5 
くだ さる 御方 に まし ます 」 と 。( 注 37) 
40. 耐 し て ず カ リヤ が な お 部 屋 に あり て 、 立 ち St EUCIYEAG 
て 祈り つつ あり し 星 、 天 使 だ た も が 彼 に 呼び 」/。 0 
か け て 、 世 を た り 、「[ ア ッ ラ ー は 液 に ヨハ ネ の 學 BEE GT Es, らい | 


( 注 38) 朗報 を 賜 う 。 ョ ハネ は アッ ラー か a A キン る, ン ン 
are) + AN ay 

ら の 御 言 葉 が 真理 な る こと を 証明 せん 。 ヨ OS ES 3 5a> SlUen 

ハネ は 高 昔 な る 者 、 純 潔 な る 者 、 義 し き 人 々 

の 中 か ら 6 選ば れ た だ る 預言 者 た る べし | と 。 

( 注 39) 

41. が カリ ヤ は 云え り 、「 主 よ 、 我 すでに で 2 イン 559 アン 1 ュ ン イセ 

1 (AO 05 5 on 1 CS 

筆 は 石 女 な れ ば 、 如何 に し て 子 を 得 ら れ 59 


うか ?」 と 。( 注 40) 主 は 答え て 、 0 EN 人 J6 ら が 25 
「 そ れ を な す の が アッ ラー な り 。 ア ッ ラ ー 
は 欲す を こと を な し 給 う 」 と 。 





ヤ (上 記 の ず ザ カ リヤ と は つづ り が 培う ) で あり 、 こ れ に つい て は 、 ク グル アー ン で は 全く 触れ られ て いな い 。 ク 
ルアー ン 中 の ザ カ リヤ は 、 イ エス の 徒弟 で ある ヨハ ネ の 父 で あっ た 。 


注 36 噌 り 物 は を の 場所 を 訪れ た 礼 拓 者 が 明らか に 持っ て きた も の で あっ た が 、 マ リア が 、 ア ッ ラ ー よ り 5 の 
贈り 物 で ある と 答え る 事 は 尋常 な 事 で ある 。 何故 な ら 、 人 人 に 与え られ る 全て の 普 き も の は 、 最 終 的 な 多 り 手 で 
ある 神 よ り 来 る か ら で あ る 。 実際 、 マ リア の よう な 信 心 深 い 育 て られ 方 を し た 少女 か ら 、 そ むれ 以外 の 答 が で る 
ほう が 驚く で き な の で ある 。 


注 37 その 子供 の 信心 深い 受け 答え は 、 い たく ザ カリ ヤ の 心 を や うち も 、 彼 の 心 の 和典 深 て 《 に 、 彼 自身 の 、 似 た よ 

うな 信心 深い 子供 を 持ち た いと いう 自然 で 潜在 的 な 欲求 を 目覚 め ゆる きせ た の で ある 。 彼 は 袖 に マリ ア の よう な 子 
を 授かる 様 祈 っ だ 。 を の 祈り は 、 ク ルアー ン の 様々 な 箇所 で 、 を それ ぞ れ 人 居 っ た 言葉 で 述べ られ て いる 事 か ら 6 も 、 
長い 期間 に 渡り 、 何 度 を 繰り 返る きれ た も の と 思わ れる 。 (3 !39:19: 4 一 7 :21: 90) 


注 38 ヨハネ (ある い は や ヤ や ヒヤ) と は 、 更 書 の 舌 言 RS イエ テス より 削 に 、 イ エス の 先駆 者 と し て 
現われ た 、 損 言 者 の 名 前 で ある 。 ヨ ハネ と いう 名 は 、 神 御 自 身 よ り 、 与 えら れ た も の で ある 。( マ ラキ 3 : 1 
4 : 5) 


注 39 ヨハ ネ は マラ キ の “見 よ 、 私 は 、 神 の 偉大 に し て 多 難 な 日 の 前 に 、 預言 者 で ある 、 エ リヤ を つか わす 。" 
と いう 地 言 の 成就 と し て 現われ だ 。( マ ラキ 4 : 5) 


注 40 ザ カ リヤ の 疑問 は 、 神 の 約束 に 対す る 、 純 粋 な 驚き か ら の 自然 な 表現 で あり 、 そ の 問い か け に は 、 自 
分 が 永 ら え て 、 自 分 の 息子 が 生ま れ 、 立 派 な 青年 に 成長 する の を 見 られ る 様 に と の 祈り も こめ られ て いた 。 
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42. そこ で ザ カ リヤ は 云え り 、 丁 主 よ 、 我 に 証拠 Pa ER G2 
回 : 0 Giddens 

を 示 し 給え 」 は 。 (まれ) 主 は 答 4 て 生ま IEE GG dD 
PC ER 3 クラ ンス ン ン ン ノリ フク 


43. 


44. 


45. 


注 41 


42 
あっ た 。 即ち 神 の 御 慈 
る 場合 に は 、 ed te 


り 、「 そ の 証拠 は 、 OM 
まね を 以 て する 以外 は 話す こと 能 わ ず 。( 注 
42) 主 の 御名 を ひたすら 唱え 、 朝 な 夕 な 主 
を 護 美 し 奉 れ 」 と 。 

第 五 項 
天使 た も が ( 注 43) か く 云 える 時 を 思え 。 
の だ ポッ ラー は 液 を 選び 、 液 を 浄 
め 、 和 し て すべ て の 女人 性 の 上 に 液 を 選び だ 
5。( 注 44) 
マリ ア よ ょ 、 主 に 従順 で あれ 。 神 を 敬い て ひ 
れ 伏 せよ 。 押 を 崇め まつ る 者 と 共に 神 の み 
を 崇拝 せよ 」 


こ は 、 わ れ ら が 液 に 啓示 する 不可 見 な る 物 
事 の 消息 な り 。 CO 
ア を 養育 すべ きか を 決め た る 時 、 彼 等 
NN 
居合 せ ぎ りき 。( 注 45) 





沈 跡 を 守る と いう 江 律 は 、 ボ カリ MS 
悲 と 御 慈 愛 を 受け る に は 、 


ャ 人 の 間 で 流行 っ て いた も の と 思わ れる 。 


注 43 


デン 2 PO は BPI 衝 2 


Po TC 
OR dibs 


EE GI EI タン >/! 

Ga 

ER IS AS ds 

2 タタ の ゆく (| WS み クタ 7 | 
5 a 2 A 

82es 


アン 22 ど ク ウン cf 


⑯ 〇 yea や 5 oe 


ザ カ リヤ は 三 日 間 、 日 を 開か な いで いれ ば 、 約 東 が 成 跳 する と 言わ れ だ の で あり 、 福音書 が 述べ る 様 
に 、 神 の 御 言 葉 を 信じ な か っ た 罪 と し て なおし に きれ だ の で は な い 。 (ルカ 、 1 


・20 一 22) 


めい 想 と 折り に 自分 の 時 間 を きく の に 長い ni 
最 ぅ 適切 な 機会 で ある 。 双 し ゃ べら ず に いる と いう 事 は 、 
MS 


クル アー ン の 慣用 的 表現 に 訟 て 、 天 使 に 挨 数 形 を 使う と いう 事 は 、 神 は マリ ア の 皿 子 を 通し 生命 の 


色々 な 局面 に 影 如 を 号 え る 意図 が お あり に な っ だ た だ 為 、 神 が を それぞれ 係り の ある 場所 に 全て の 異な っ た だ 天使 療 を 


出向 か せ 、 伝 言 を 伝え る 役割 や 果 た る せ 、 神 の 望ま 


れ た 変革 を 成 し と げ る で ( 吾 集 を か け 、 


命令 され だ 事 を 意 


味 し て いる の で ある 。 
注 44 この 節 で は “選ば れ だ た だ" と いう 言葉 が 二 回 使わ れ て いる 。 最初 は 、 マ リア に つい て で 、 他 の 誰 へ の 言 


及 も な い 3 為 、 こ れ は 彼女 の 抜き ん で た 絶対 の 地位 を 意味 し て いる 。 然るに 二 加 ゆめ に 使わ れる 時 は 、 マ リア の 叶 
代 の 他 の 女性 達 と 比較 し た 形 で 、 彼 女 の 高い 地位 を 示す 為 、 使 われ て いる 。 クル アー ン で の 語 の 使い 方 に 徒 
ば 、 [すべて の 女性 の 上 に 」 と いう 表現 は 、 全 て の 時代 、 そ を し て 全て の 年 代 の 女性 に あて は め ら れる も の で は な 
《、 マ リア の 生き だ 特定 の 時 代 の 女性 の み に 使わ れ て いる も の で ある 。 


注 45 。 クル アー ン 中 で マリ ア に 関し て 明らか に きれ て いる 事実 の 多く は 、 そ れ 以 前 の 聖なる 書 に は 載っ て い 
な い 。 故に 、 こ こ で は それ ら の 事 は 、 見 えな い 事 と し て 語ら れ て いる 。 以下 に 続く 節 で 述べ られ て いる 様 に 、 


リア は 寺院 で 神 に 身 を 献 げ た 生活 を 送っ て いる 期間 に 、 妊 娠 し た の で ある 。 当然 な が ら 神父 送 は 、 育 天 の へ 
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46. その 時 、 天 使 た ち が か く 云 える こと を 思い 区 E92 
起 せ 。「 マ リア よ 、 ア ッ ラ ー は じき じき の 御 を 


5 E IE Zs5 $9» rg 22 
言葉 で ( 注 46) 流 に 其 報 を 授け 給 2。 彼 の 22 の 2 の ICM CI のせ 425 
NO ( 注 47) マリ アデ の 子 イ エス な リノ ぅ > ンク 5 ン フッ ンー リン 2 

。( 注 48) 彼 は 、 現世 並び に 来世 に お いて CO OID NG 


i 寄れ る 者 の ( 注 
0 A る bg 
47. 彼 は 掘 刺 の 中 に お いて も 、 ( 注 50) ま だ た 壮年 の 3 < クン 
び o の 1 90? JA6JIG ES 
に な っ て か ら 6 も 人 々 に 語り か け 、 必 ず 毅 し の うつ 96" Gr oS 
き 人 だ らん 」 
きれ き と も いえ る 事実 を 知る に 到 り 、 ス キャ ンダ ル を お それ て 、 協 譜 し た 結果 、 マ リア の 処分 を 決定 する 人 間 
を 決め 、 結 婚 と いう 形 で 落着 か せる 事 と なっ た 。 福音書 で 述べ られ て いる 様 に 、 一 人 の ョ ヨゼフ と いう 大 工 が 、 
彼女 の 夫 と し て 適当 で ある と る れ 、 こ の 奇妙 な 状況 受け 入れ て くれ る 様 に と 説得 る ふる れ だ た 。 これら 全て は 当然 
の 事 な が ら 秘 密 禄 に 行なわ れ だ た 旋 、 ク ルアー ン で 人 々 に 知ら し め た 事 は 、 見 えな い 事 で あっ た だ の で ある 。 











注 46 この 「 御 言語 ] と は 命令 、 律 法 を 各 味 する 語 で ある 。 4 :1729 で み ら 6 れる 様 に 「 吉 」 と いう 語 と 一 緒 に 
使用 する 事 で 、 イ エス の 神 の 息子 で ある と いう 神 性 を 、 破 砕 、 否 定 す る 為 に 使わ れ た 事 は 疑い ちゃ な い 。 その 中 
で イエ ス は 、 を その 言葉 が 、 真 実 の 大 装 に と っ て 有用 で あっ た 為 、 カ リマ ・ ト ゥ ラー と 呼ば れ て いる 。 武男 に よっ 
て 真実 の 大 義 を 助 く る 者 は 神 の 剣 、 又 は 神 の 獅子 と 呼ば れる 様 に 、 イ エス も 、 彼 の 生 衣 が 、 父 親 の 介在 な し に 、 
神 の 直接 の “命令 "で も た らき れ た だ た 為 、 カ リマ ・ ト ゥ ラー と 呼ば れ だ た の で ある 。 イ エス が クル アー ン 中 で カリ 
マー (言葉 ) と 呼ば れる の な ら 、 麗 な る 頂 言 首 は 、 ズ ィ ク ル 、 即 ち 、 本 、 或 い は 良き 話し と 呼ば れる 。 (65 : 11、 
12) そし て これ は 明らか に 多く の カリ マー (言葉 ) で 成り た っ て いる も の で ある 。 実際 に 、 ぉ し カリ マ ・ ト ッッ 
ラー を “ 軍 の 言葉 " と いう 意味 に 理解 すれ ば 、 我 々 が 最大 限 に 言え る 事 は 、 神 は 丁度 他 の 預言 者 達 を 通し て 現 
わる れ だ よう に イエ ス を 通し て 、 御 自身 を 表現 な きっ だ の で ある 。 言葉 は 思考 を 表わす 手段 に すぎ ず 、 言 業 が 
我々 の 存在 の 一 部 を 形成 し た り 呉 体 化し た りす る 事 は な い の で ある 。 

注 47 観光 者 と いう 斉 を 持つ アル ・ マ シー と は ヘブライ 語 の 塗 油 きれ た 者 と いう 意味 の メシ ア に あたる アラ 
ビア 語 で ある ( 型 税 百 科 、Pel ょ Eth、 宗 教 倫理 百科 )。 イ エス は 長く 多く の 旅 を する 運命 に あっ た 為 、 こ う 名 
づけ 65 れ た の で ある 。 し か し 福音 書 の 叙述 に 従え を ば 、 イ エス の 奉仕 は 、 三 年 足ら ず の 上 に 、 彼 は 、 幾 つか の < パ 
レン スチ ナ 牙 い は シリ ア の 町 々 し か 尋ね て お ら ず 、 メ シア の 称号 に は を そ で ぐ わ なく な る 。 し か し 近年 の 歴史 上 の 調 
査 で は 、 は りつ け の 衝撃 と 傷 が いえ た 後 、 イ エス は 東洋 まで の 遠く と 広 き に わた だ た り 旅 を し 、 最 後に は カシ ミー 
ル に 辿り 着き 、 そ の 地域 に 佳 ん を で いた だ 、 イ スラ エル の 落ち も のびた 支 族 へ の 伝言 を 伝え だ と いう 事実 が 判 田 し て 
いる 。 小 高い 丘 の 空地 に イエ ス は 家 を 与 を られ た と 述べ られ て いる 23 音 51 侵 も 併せ て 参照 する 事 。 上記 の メ 
シア と は ' 塗 油 き れ し 者 ' と の 意味 も 俸 せ も つ 。 イ エス の 生誕 が 常軌 を いっ し て おり 既出 で ある と みな る され が ちの 
為 、 こ の 人 々 の 抱き うる 非難 を 取り 除く 人為 、 全 て の 抽 の 預言 者 大 は 正 に 塗 油 きれ て いる 莉 達 の 為 、 イ エス は 拓 
御 自 身 の 塗 油 に より “ 塗 油 きれ た” と 言わ れ て いる の で ある 。 


注 48 "イー サ と は へ ブラ イ 語 の ヤス ー の 変形 と 思わ れる 。 イ エス と は ジョ シュ ア と イエ シュ ア の ギリ シア 語 
に あたる 。 (聖書 百科 ) 

注 49 この 表現 か ら 6 も 、 イ エス は 神 の 公正 な る 召使 以上 の 存在 で は な か っ た 事 が わか る 。 グ クルアーン 中 で 
は 、 全 て の 、 人 並み 秀 れ た 公正 な 人 々 は 、 神 の お 側近 くに ある 人 と 語ら れ て いる 。 (56 : 11、12) 

注 50 マハ ド (「 ゆ りか ご ]) の も と も と の 意 味 は 、 人 が 麗 年 と な っ た 時 に 為 き ね ば な ら ぬ 仕事 へ の 準備 期間 に 
ある と いう 事 で ある 。 カ ハラ と マハ ド の 二 つ の 期間 が 一 緒 に 述べ られ て いる と いう 事実 は 、 こ の つの 期間 は 
続い て いる と いう 事 を 表わす 。 カ ハラ (壮年 ) の 前 の 全て の 期間 は マハ ド な の で ある 。 
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計 


ぎる に 、 凌 は 如何 に し て 子 を 産ま ん ?」 と 上 。  - 1 9 bd 6 めい 
( 注 51) 主 は 云え り 、「 そ を れ を な す の が アッ 区 1 也 RC の し ad 
ラー な り 。 アッラー は 欲す る も の を 創り 給 I 
う 。 彼 一 事 を 決し な ば 、 た だ 『 在 れ 1』 ょ @ ら 8 ざめ 
云う だ け で 、 そ は 存 す な り 。 
49. 面 し て 主 は 、 そ の 子 に 、 穫 知恵 を 律 計 css9b) 多 りん 022 の 5 
と 福音 と を 教え 、 
こども ら ma 2 2 の ジコ 5 A ve 
50. イ スラ エル の 子孫 へ の 使徒 と し て 、( ま 52) 2 る 8 818U り の の 9 め 5 
か く な る 福 託 を 持た せ て 派遣 ん 。『 我 は 主 リン レッ ン 。 と タラン シ ッ シ ン 。、 
の 奇跡 を た ずる えて お 前 た もち に 来 た れ り 。 EN A OG CH 
すなわち 、 粘 士 を ( 注 53) も っ て 島 の 形 を を 22 シン 22 る 
りう b 1 
造り 、( 注 54) それ に 息 を 吹き 込め ば 、 ア ッ ララ gh Sc OE AR 3 
ラー の お 許し に より 空 に 舞い 上 る 島 と な ら 


3 





51 いか に 諭 せな 報せ で あっ た と し て も ぅ 、 普 通 の 状況 で は 、 未 婚 で あり 、 一 生 結 婚 し な いも の と 決め 6 
て い だ マ リア に と っ て 、 田 の 子 の 母 に な る と いう 事 は 、 oC に の 
マリ ア の 当然 な が ら の 混乱 を 映し 出し て いる 。 又 、 マ リア の 、 男 の 人 は 誰 も 私 に ふれ て いな い 、 と いう 言葉 か 
ら 5 も わか る 様 に 、 イ エス に は 父親 が いな か っ た 。 寺 院 の 耕 仕 に 献 げ られ だ マリ ア は 、 狐 身 の 疾 いや を た て て いた 
こと か ら も 、 結婚 する 事 は びき な か っ だ 。 も し 彼女 が 、 正当 な 手順 で 結婚 し 子供 を も うけ る 事 と も な っ て いれ ば 、 
妥 で 天使 に 子供 の 選 生 を 告げ られ て も 稀 く 事 は な か っ だ た 。 普 通 の 女の子 な ら 息 子 が で きる と 夢 で 告げ られ て も 、 
普通 に 結婚 すれ ば 子供 は で きる も の と し て 和 党 く 事 な ど は な い 。 マ リア の 福音 革 で は 、 独 身 の 問 いじ を だ て た 事 が 
言及 きれ て いる 。 マ リア の 福音 番 の 第 5 章 に 、 寺院 に 居住 する 全て の 処女 達 で 14 才 の 年 令 に 達し た 者 達 は 、 高 
憎 が 、 自 分 の 家 に 帰宅 する 様 に と の ・ . 聞 命令 を 出し た 際 、 GN マリ ア 
だ け は 、 自 分 自身 と 自分 の 両親 ガマ リア を 神 に 委ね た の で ある そし て 自分 も 神 に 処女 で いる 事 を 激 っ だ 
の で その 人 和合 に は 従え を な いと 答え た 。 双 その 処女 の 拍 い は 、 マ リア Rd と 決心 し た 幼い に で あっ な た 。t マ 
リア の 福音 購 、5 : 4、5、 6) 結果 了 向 に ヨゼフ と 結婚 し た 事 は 、 マ リア 四 身 の 願い と 碧 い に 反する 事 で あっ 
た が 、 子 代 が いる と わか っ だ 為 、 を うい っ た 状況 か ら 6 余儀 な く 為 きれ た も の で ある 。 聖職 者 達 は スキ ャ ンダ ル 
を る ける ぁ る 人為 に 結婚 の 手配 を し な けれ ば な ら な か っ だ た の で ある 。 又 、 福音書 か ら は 何故 、 ヨ ゼ フ に 向 羽 の 矢 が た っ 
だ か は 間 ら か で は な く 、 彼 は 当然 の 事 な が ら 結 婚 し た 時 に は マリ ア の 懐妊 を 知ら きれ て いな か っ た だ た 。( マ タイ 杏 
福音 普 1 : 18、19) 多分 、 誓 い を 破る 事 が 正当 化 で きる 、 も っ と も 6 らしい 理由 や つけ だ の で あろ う 。 イ エス の 
誕生 に つい て の 詳細 は 、19 将 19 第 一 27 節 を 参照 する 事 。 


注 52 「 イ スラ エル の 5 へ の 使 保 ] と い 2 斉 葉 は 、 イ エス の 使命 が イス ラ エ ル の 必 ( 国 ) に 限定 きれ て い 
た 事 を 示し て いる 。 彼 は 全 世 界 に 向け られ た 使者 で は な か っ た の で ある 。( マ タイ 型 福音書 10:5ー615: 
24 ; 19:28、 使 徒 行 伝 3 : 25、26 : 13 : 46、 ル カ 型 福音書 19 : 10 : 22 : 28 一 30) 


注 53 「 粘 土 ] ほ と は 、 比 隊 的 に 色々 な 形 の と れる 粘土 の 和 様 に 、 あ ら ゆ る 若い 形 に 造ら れる の に 適し た 従順 な 
本 性 を 有 し て いる 人 人 と の 意味 を 表わす 。 


注 54 暗 喰 も と し て 、 丁 度 ア サド (文字 通り の 意味 は 獅子 ) が 細 者 に 、 ヌ ダー バ が 地 を は う 、 う じ 下 の 様 に 取 
る に 足ら な い 人 間 を 表わす 様 に 、 こ の 語 は 、 精 神 拘 な 高み に 飛翔 する 、 精 神 的 に 高 次 な 人 を 指す 。(34 : 15) 





ん 。 ま た 我 は 盲人 や ( 注 55) 逆 病 人 を 冶 や 

し 、( 注 56) ア ッ ラ ー の お 許し に より 死者 を 。 。 SS 5 

生き 返ら きん 。( 注 57) また 我 は 、 ぉ 前 た ち 。 移 移 8 の な 5 し 56 2 
て 


が 何 を 食し 、 何 を 家 に 甘え る べき か を 告げ ッッ タタ シック ン を ョ レレ 本 
ん 。( 注 58) ぉ 前 た ち 信 徒 な ら ば 、 げ に を の ET I Ol TO ET 
中 に お 前 だ た ち へ の 神 兆 あり 。 
だ ro る アノ フタ ブレ ョ (イク a ン 
51、 また 我 は 、 以 前 に 降 き れ た る ( 注 59) 律 法 NNO Ua on i Bas 


を 確証 し 、 お 前 ただちに 禁じ られ て いる も の 











注 55 ここ で の [家人 」 と よ は 、 夜 、 目 の みえ な い 者 、 生 まれ つき の 碧 人 人 、 後 に な っ て 旧 の みえ な く な っ か た 者 、 
を し て 理解 し た り 考え ん だ りす る 力 を 維 わ れ だ 者 を 芝 味 する 。 


注 56 [ 我 は 疲 や す 」 と は 、' 私 は 、 そ の 人 が を その 人 を 加 ら わし て いた 疾 気 疎い は 欠陥 か ら 生じ る 社会 的 東 紀 
か ら 解 放 き れ た 事 を 宣言 する の 意味 で ある 。 


注 57 イエ ス が 上 鳥 を 合造 し た と いう 一 般 に あま ね く (知れ 渡っ て いる 奇跡 に つい て の 記載 は 勤 書 に は み 6 れ 
な い 。 詞 の 創造 な ど と いう 、 今 まで どの 頂 言 省 も 為 し た な か っ た 事 を 、 も し 本 当 に イエ ス が し だ の で あれ ば 、 
それ を 記載 し な いと いう 理由 は ば こ に ぉ な く 、 そ の 合 跡 を 加 ぐ る 事 は 、 イ エス を 季 の いか な る 聞 言 者 より も 卓 
越し た 地 億 に お なき 、 後 の 彼 の 信奉 者 達 が 、 彼 に 奉っ た 例 の 神 性 を 王 娠 する 良い 根拠 と な る は ず で ある 。 め くら 
RO 電 江 か ら 指 る の は 、 あ , る 種 の 病気 を 上 悪 う 人 人 々 は ( 例 、 ラ イ 病 ) 
イス ラ エ ル 人 の 間 で は 不潔 で ある と 考え られ 、 他 の 入間 と の 社会 的 接触 を 袋 じ られ て いた と い 2 事 で ある 。 "私 
は 彼ら は いえ た 者 で 人 る と いう 表現 は 、 上 記 の 様 な 曲 療 に 悩む せ セ 人 々 が 、 彼 らち ら の お か れ て いた 法律 
RA ON ED 
た 疾病 恵 者 を 、 直 し て いた と 考え られ る 。 神 の 聞 言 者 達 ! 策 神 的 な 医 放 て あう 5 り 、 心 が や みみ と な っ だ 者 の 目 を ひ 
らき 、 NT ふき こむ の で ある (マタ イ 聖 福音 書 
13 : 15)。 こ の 場合 に は マク マ (盲人 )} と は 、 信 爺 の 灯 は も っ て いて ぅ 、 決心 が 通 (、 度 馬 を も ちこ た えら れ な 
い 者 を 意味 し て いる 。 そう いう 人 は 、 日 中 は 物 が みえ 、 即 ち 、 何 の 試練 も な く 信 爺 の 太陽 が 、 か げ ば りな く 骨 ら 6 
し て いる 間 は の 意味 で ある が 、 し か し 一 陸 、 試 績 が あっ た り 和 犠牲 まな は ら わ ね ば な ら 5 な い 夜 に な る と 、 精 神 的 な 
吊 西 を 失い ぼう 然 と 立ち つく す の で ある (2 : 21 を 参照 )。 ア ブラ ス (ライ 病 ) と いう 諸 も 同様 に 、 精 神 的 忘 味 
に 於 て 、 健康 な 皮ふ の と ころ どこ ろ に 病気 の 皮ふ が 点 在 す る 信仰 の 不 完 全 な : 財 を 意味 する 所 と な る 。 ‘死者 を よ 
み が え ら せ る と いう 文 は 、 イ エス が 人 に 死人 を 生き 返ら せ た 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 実際 に 死ん だ 者 
が この 世に 生き 返る ns ど な い し 、 を そう いう 信仰 は クル アー ン の 全て の 教え に 真 向 か ら 反対 する も る の で ある 。 
(2:29:23:100、 01; 21:96;39:59、60; 40:121 45:27) 自分 達 の 信奉 者 の 生命 MP に 、 神 の 使 首 義 
CN 精神 的 言葉 の 用 語法 か ら す る と 、 死 する に 息吹 を あたえ る 'E 
名 付け られ る で きも の な の で ある 。 


注 58 この 例文 は 、 イ エス が を の 弟子 達 に 、 価 を 食べ る べき か 、 叩 ち 、 肉 体 の 欲求 に みあ うに は 、 何 を 身体 
に た て くわえ る べき か 、 そ し て 天 に 心 の 宝 と し て 、 伺 を 連 え る べき か 、 語 っ た 事 を 送 味 し て いる 。 言い 換え れ ば 、 
自分 達 の 手 に する 所 得 は 正直 に 法律 に か な っ て 獲得 し 、 自 分 達 の 貯え は 神 の 御 心 に か な っ て 使い 、 明 日 の 事 は 
i RO 握 福 音 寺 6 : 25、26) 


注 59 イエ ス は トー ラ に 述べ られ て いる 、 イ エス 以前 の 頂 言 者 達 の 孤 言 の 成就 と よし て 到来 し た の で あっ た 
が 、 モ ー で の 後継 者 と いう 意味 か ら み れ ば 、 何 の 戒律 も 示 $ な か っ た 。 彼 自身 、 貞 分 の 権能 の 限界 を 珠 知 し て 
いた の で ある 。( マ タイ 崖 福音書 5・17、18) 


や > 





第 二 競 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
の うち い 《 つ か を 許可 すべ くく 来 だ れ り 。( 注 テ る < 39( ラ コブ デル デュ ラン ど 
60) 我 は お 前 た ち に 主 より の 奇跡 を 携え て 2 2 っ が Oa 
来 た れ り 。 き れ ば お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー を 組 OG Rj 


れ が か し こみ 、 我 に 従え 。 
52. げに アッ ラー は 我 が 主 な まり 。 ま た ぉ 前 た ち 。 区 ls p88 な 6 
の 主 な り 。 さ れ ば 彼 を 崇め 秦 れ 。 こ れ を 正 


の 2 。 ン 2 
し き 道 な り 』」 CD AB 
53. イエ ス は 彼 等 の 信 ぜ ざる を 知り て 、 云 えり 、 A 


「 ア ッ ラ ー の 道 に お いて 、 誰 が 我 が 援助 者 5 
た らん ? 」 と 。 第 子 た ち は 答え て 、 云 えり 、 OS RITE ld 
「 我 等 は アッ ラー の 援助 者 な り 。 我 等 は 


9 ゆう 2 タ イン タン 3 1398 し 
アッ ラー を 信 ず 。 な に と を 我 等 が 皿 順 な る CoA EL Gs 
こと を 証言 きれ よ 。 
54. 主 よ 、 我 等 は 湊 が 降 し 賜わり た る も の を 信 C2 人 029 GA AH Cs 
じ 、 こ の 使徒 に 従う 。 ほ きれ ば な に と ぞ を 我 等 
を 証言 者 た ちの 列 に 書き 加給] と 。 DTA 
あ だ 
55. イエ ス に 仙 な す 彼 等 は 策謀 せり 。( 注 61) と ノレ > 1 2 レバ レン フッ と ン 8 
・ ア , 1 。5 1。 スク 
アッ ラー も 策謀 せり 。 アッラー こそ は 最良 SEE hG 
の 策謀 者 な 5。 
第 六 項 GDI LI ee WI 


NE 22 が か く 去 える 時 を 思え 。 Ni ン 3 タン グン ッ で ニー レー ンタ 2 トレ クン 
よ 、 ち し は 流 を 死に 玉 ら し ゅ GE62)、 ち し が CRO SR GI ES 
話 に 挙げ 、 不 信心 者 の 罪 か ら 液 を 浄 め ん 。 





注 60 この 表現 は モー ゼ の 律 法 を 何ら 変更 し た り 改 訂 し だ りす る 事 を 意味 し て いる も の で は な く 、 ユダヤ 人 
達 目 身 が 、 を それ が 原因 で 培 法 [な っ て し まっ だ た よう な か 事柄 を 指し て いる だ け で ある (4 :1I:43:64)9。 これ 
ら 二 つの 節 で は 、 ユ ダ ヤ や 人達 の 中 で も 、 合 法 性 や ある 種 の 事項 に 関し て は 意見 が 分 か れ て いた 事 と 、 ユ ダ ヤ 人 
は 不正 や 遠 反 を する 事 で 、 神 の 祝福 を 失っ て し まっ て いた 事 が わか る 。 こ の よう に 、 イ エス は ユダ ヤギ 人 達 が 、 
どん な 事 打 が 原因 で 正しい 道 を 踏み 外し て し まっ た の か を 決め る 上 表 き 手 と し て 到来 し 、 彼 に 従い きえ すれ ば 、 
取り 上 げ ば られ て し まっ た 神 の 恵 ろ を 取り 戻す 事 が で きる 事 を 告げ に 来 た の で ある 。 


注 61 ユダ ヤ 人 達 は バエ ス が 十字 可 上 で 、 呪 われ た 死 を 迎え る 様 な 討 画 を も る くろ ん で いた が 、( 申 命 記 21 : 
24) 神 の 御 計画 は イエ ス を を の 死 か 6 救う 事 で あっ た 。 イ エス は 十字 保 上 で は 死な ず 、 生 きた まま 降ろ され 、 
は りつ け の 場所 か ら 6 遠 《 く 離れ だ カシ ミー ル で 天才 を 全う し た か ら 、 ユ ダ ヤ 人 の 計画 は 破れ 、 神 の 御 計 画 通 り と 
な っ だ の で ある 。 


注 62 高 名 な が アラブ の 言語 学者 で ある ザマ クシ ジャリ は 、" モ タワ フィ ー カ (ここ で は 「 死 に 主 ら し め ) と は 、 
我 、 泊 を 人 の 手 に か か る 死 よ り 守 り 、 泊 に 定め られ だ 寿命 を 約束 し 、 人 の 手 に か か る の で は な く て 天寿 を 全う る 
せる も の で ある 。" と の 和解 恋 を 下 し て いる 。 実 際 、 ア ラビ ア 語 の 辞 半 編集 者 達 は 、 お し な べ て 、 タ ワッ ファ と いい 


100— 


ドコ A 


5 の 
ポ 二 本 アー ル ・ イ ムラ ー 


また 液 に 従い し 人 々 を 復活 の 日 まで 、 不 信 ンス る ニッ ンタ と 
心 者 の . 上 に 置く べし 。 釣る 後 お 前 た ち は わ の PAR の YO TC 


0 h =~ 2 2 タタ 2 ッ ン 9 3 
し の 許 に 帰り ( 注 63) 、 わ し は お 前 た ち が 和 争 A ? いっ CS PA ve の 


いた る こと に つい て 裁決 を 下す べし 0 


2 
0 
57. 不信 心 者 ども を わし は 、 こ の 世 で も また 決 ミュ る 56 4 の 
の 世 で 5 、 蔵 し い 刑 で 処 接 せん 。 曽 し て 彼 0 i 
笑 nm[7 得 ぎ る で A イコ ュ レッ レッ タ 
衝 は 如何 な る 助け 手 も 待 し 。 ) CD 0 | 
58.、 され ど 信 じ て 状 行 を 積 な 者 に は 、 ア ッ ラ ー FA IAN 
は 存 分 な 報奨 を 賜 わ ん 。 ア ッ ラ ー は 不義 か カク 
す 者 ども を 好ま ず 」 dN Es M3 
、 い 2 し る し と スイ スタ イッ ン レン! 
09。 以上 が 、 CR 物語 る 神 兆 に ビビ て DG EN る い 1 pf を 1 U ゅ 
日 つ 知恵 に 満ち た 警告 な り 。 
60. げに イエ ス は 、 ア ッ ラ ー か ら 見 れ ば 、 ア ダ EE I cos 28 
ム と 似 た り 。 ( 注 64) ア ッ ラ ー は アダ ム を 泥 < クタ 
土 で 創り 、( 注 65) 乏 に 「 在 れ ]」 と いい た れ Td dG 3 co) 3 


ば 、 ア ダム は 存 し けり 。 





う 語 が 前 述 の 様 な 形 態 で 使わ れ な た 場合 に は 、 そ れれ 以外 の 解答 は な く 、 い か な る アラ ビア 語り の 文字 に も 他 の 恋 味 
で 使わ れ た 例 は -・ つ も な いと いう 点 で 、 高 見 が 一 致し て いる 。 この 言葉 は 、 グ クル アーン 中 で 、25 ヶ 所 の 、 異な っ 
な だ 箇所 で 使わ れ 、23 の 人 箇所 で 、 こ ぞ っ て 、 死 する 時 に 魂 を 取り きる と の 意味 ほな っ て いる 。 た だ だ 二 科 所 で 、 肛 
り に つく (時 魂 を 取り 去る と の 意味 で 使わ ね れ て いる が 、 そ の 場合 に は 、 RY TE 
る 。(6 :61,39:43) 人 RNN も ない 。 そし て 王 な る 預言 者 は 、 次 の 様 に 言っ 
た と 伝え られ て いる 。" も し 、 モ ー ぜ と イエ ス が 、 、 生存 し て いる の で あれ ば 、 私 に 従わ ぎる や えな か っ だ で 
ある 5 う 。] と (カシ ー ル )。 聖なる 預言 者 は 、 A 10 才 で ある 本 る (ウン マー ル )。 文 、 

クル アー SN 30 に も 及ぶ 節 で 、 イ エス の 内 体 が 界 天 し 、 天 上 で 生き て いる と いう 不条理 な 信仰 は 、 完 全 に 

- 粉砕 し て い 


注 63 ラー フィ オカ ・ エ レイ ヤ (ここ で は 「 わ も し の も と へ 帰る は クル アー ン 中 で は を その 人 人 の 地位 を あげ 、 下 
ん に る と いう 商 で 使わ れ て いる 。 (24: 37 及び 35 : 11) イエ ス が 召さ れ 云 々 と 述べ られ て いる の は 、 イ エス が 、 
十字 架 上 で 呪 あ れ て 死ん え だ と いう ユダ ヤ 信 の 間違っ た 主張 に 応じ て の 返答 で ある 。 


注 64 アダ ム と は 、 も と も と 、 一 般 的 に アダ ム の 皿 子 達 で ある 人 間 を 代表 する も の で ある 。 イ エス は この 様 
に 、 ち も 5 から 創 られ だ た 、 そ の 他 の 死す べき 者 と 同じ で ある と 宜 せ られ 、 役 に つい て の 神 性 は 存在 し な いも の と 
な っ た 。 し か し 、" ア ダム "上 いう 言葉 が 、 人 間 の 祖先 を 表わす と すれ ば 、 こ の 節 は 、 父 親 な くし て 弟 生 し た と 
いう 意味 で の 、 イ エス と アダ ム の 相似 性 を 指摘 し て いる 上 考え られ る 。 この 場合 、 イ エス に は 母 が あっ た が 、 
そこ まで て 完璧 に 考え る 必要 は な く 、 そ の 事実 が 二 入 の 類似 性 に 影響 を 及ぼ すぅ も る の で は な い 。 

注 65 他 の 箇所 で は 、 人 は 灯 上 か ら 仙 られ た と 述べ られ て いる ご ちり と ( 粘 上 "を 使う 際 の 起 い は 、' ち り と い 
うぅ 語 を 使う と 、 天 啓 と いう 概念 (大 の 水 ) が 黙示 る れ な い が 、' 和 粘土" と いう 言葉 か ら は 表明 で きる と いう 点 に あ 
る 

ー101 一 
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61. こ は 液 の 主 より の 真理 な り 、 さ れ ば 液 、 疾 DPN RAPE NW EI EN 
し コ 内 1 
2 徒 潮 の 仲間 た な る な か れ 。 DI LS は と た 


62。 知識 が 潜 に 降 き れ た る 後 、 ま だ 洲 に イエ スー augloeg2EYo58 Ge っ 9 
に 関す る こ と で 人 駿 する 者 あら ば 、 た i EA SS タッ ン アン レン 
[ 我 等 の 候 子 た ちと 前 た ちの 息子 た ち 、 EI US OS 
我 等 の 妻たち と 前 た ちの 妻たち 、 我 等 の le イッ ン 見 も ラ タン タラ イン < ンタ 5 イレ ッ タ ンジ (3 
集団 と お 前 た ちの 集団 を 召集 し 、 鵜 烈 に OG od け 26 


祈 陸 し 、 アッ ラー の 呪い が 嘘つき ども の 上 ec ET ンズ < 人 
に 降ら ん こ と を 求め ゆ よ う で は な いか | と 。 
( 注 66) 
真実 の 3 ぉ ょ ) る 1 2 ノラ ノン 
63, こ は 間 違い な く 真 実 の 話 な り 0。 ア ッ ラ ー の 更 (WW 4 内 2 2 よる 
と IO) alas te laadl gd AA の 1 
外 に 神 な し 。 げ に アッ ラー こそ は 偉大 に し GII 002 の 
て 、 賢 特に まし ます 。 I DE 
64、 され ども し 人 役 等 背 を 向け な ば 、 忘 れ ま い ぞ 、 9 j NAA 
Gt MAR ob 
アッラー は 離間 者 を 熟知 し 給 う 。 | 
第 七 項 


65. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 我 等 と お 前 た ちの 間 に AG CR UR CE 本 は 
ある 共通 の 言葉 の と ころ へ 来れ 。 す な わ ち 、 Mo 
Fr る アッ 


我 人 等 は アッ ラー 以外 何 $ も の も 崇拝 せ ず 、 os GR a es Y 


アッ ラー に 何 も の も 配 せ ず 、 ま た 我 等 の ee 4 a 
何人 と いえ ども 、 ア ッ ラ ー 以 外 の も の を 主 EIN RG os SO Las 
と 県 ゆめ まつ る こと な し 」 と 。 きれ ど も し 彼 Oi 21 
等 背 を 操 け な ば 、 云え 、「 我 等 が 神 に 帰依 し > 


だ た る こと を 証言 せよ 」 と 。( 注 67) 








注 66 この 章 で 論じ 65 れ て いる キリ スト 教 の 教義 に 関す る 検討 は 、 こ の 節 が 最後 し な る 。 こ こ で 言及 る れ て 
いる の は 、60 名 か ら 成 り ア ル ・ ア ー キ ブヒ とし て 知ら れ て いる 、 主任 の アブ ドゥ アル ・ マ シー が 統 還 する ナジ ラー 
ン か ら や っ て きだ キリ スト 雪 征 代表 団 の 事 で ある 。 僚 ら は モス ク で 弄 な る 預言 者 と 会 い 、 い わ ゆ る イエ ス の 神 
性 に つい て 、 し ば ら 65( の 出 、 討 論 が 続け られ だ 。 問題 点 が 十分 に 論 ぜ られ 、 面 る 後に も 代表 団 は を の 問 信 っ だ 
教義 を 主張 し て ずら ぬ 為 、 現 節 に 述べ ら 和 れ て いる 神 の 命 に 従い 、 聖 な る 頂 言 者 は 最後 の 手段 た し て 、 ム バハ 
ラ と し て 知ら れ て いる 、 一 種 の 、 祈 り の 戦い に 代表 団 を 誘う 事 と し だ た 。 ム バハ ラ と は 、 問 違っ た 信 抑 を 持っ て 
いる 者 の 上 に 神 の 呪い を 呼ば せる 祈り で ある 。 し か し キリ スト 教徒 達 は 自分 達 の 十 吾 し な る で きも の に 自信 が 
も て な か っ た だ め 、 こ の 挑戦 や 受 けず 、 は か ら ず も 、 問 接 的 に 自分 達 の 教義 の 間違い を 認め ゆる と ころ と な っ か た 。 
その 時 の 事 で ある が 、 斑 な る 預言 者 は 、 キ リス ト 才 徒 達 独自 の 方 法 で 、 モ スク で 鶴 り や きき げ る 事 を 許可 し た 。 
彼ら は 東 を 思い て 礼 挫 し た 。 こ 和 れ は 全て の 宗教 の 歴史 に 診 て 比 頼 の な い 、 ま こと に 党 容 に 満ち た 宗 革 的 行為 で 
あっ だ た だ 。 

注 67 “この節 は 、 一 方 に イス ラム 、 も う 一 方 に 、 キ リス ト 教 と ユダ や ヤ 教 も お し 頂い て の 、 両 者 問 の 妥協 の 根 
許 を 提供 し て いる も の で ある と 一 部 で は 間違っ て と ら え られ て いる 。 こ こ で は 、 も し これ ら の 宗教 も 、 神 の 唯 
一 性 の 教義 を 教 を ん 、 説 き ひ ろ ゆ る の で あれ ば 、 比 較 的 、 重 要 性 の な いと 考え られ る イス ラム の 教え の 部 分 は 、 
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第 三間 アー ル ・ イ ムラ ー> 





で 
【 
oe 


66. 経典 の 民 よ 、 お 前 た ち 何 故に アグ ブラ ハム の ン ン クノ? ント アク? 
こと て 和 す する の み 、 作 と 反 Lp の 多 ら 299o は 2 
放 


後に 啓示 され だ る に 非 ざ る か ? お 前 た し < 2 2 1 る 
もち 、 そ れ が 解ら ざる か ? ea 9 OE 
67、 見 よ ! お 前 た ち は 知 識 を 有 せ る 事柄 に つ Nb に 08 
て 論争 し て きた 者 ども な る ぞ 。 そ れ が い 0 9 
ま 何故 皆目 知識 を 有 せ ぎる 事柄 に つい て ot 
論争 する か ? アッ ラー は 御存知 な れ ど 、 RE 
知ら ぬ は お お 前 た ちな り 。( 注 68) OD Yo 


68.。 ア プラ ハム は ユダ ヤマ 教徒 に 非 せ 、 ま だ た キリ II C2 多 A 
ひすい アル 6 っ 6 AA て 
スト 教徒 に も 非 ざ りき 。 役 は 常に 神 に お す 


が 


ア 3 2 ウー アー グン LG 
が り し て 、 従 順に し て 、 多 神 教徒 に 非 ぎり OE GAELS 
き 。 

69. げに アブラハム に 最も 近い 和信 々 と は 、 彼 の ンタ る フッ の フレッ 

et ON 
追従 者 た ち 並 びに この 預言 者 と その 信 徳 た ER CN SN dA 3 
ちな り 。 証し て アッ ラー は 、 信 徒 た ちの 愛 Od ID 
護 者 に まし ます 。 


うち す て て お いて も いい の で は な いか と いう 事 が 、 論 じ ら れ て いる の で ある 。 信仰 と いう 事柄 に 於 て 、 す で ぐ こ 
の 前 の 節 で は その 間 看 っ た 信念 の 為 、 非 難 を うけ 、 そ の 央 遠 っ た 信仰 べ へ の 呪い が 落ち る の を みき わ め る 人 為 の 祈 
り の 戦い の 挑戦 や 強制 的 に 受け だ 人 々 に 対し 、 妥 協 を 認め る と いう 考え が 、 御 選 ら れ て いる な ど と は 考え られ 
な い 事 で ある 。 加 な る 打 言 者 は 、 ヘ ラク リウ ス 主 に 伝道 の 信書 を 書い て いた 際 に 、 こ の 節 を その も の を 使っ て 、 
kt も し そう し な けれ ば 、 神 の 懲 記 が ある と 稀 告 し た の で 

る ( ブ ハ リ )。 こ の 吉 は 、 単 な る 預言 首 に よれ ば 、 た だ 単に 神 の 貴 一 性 を 信じ る と いう だ け で は 、 ヘ ラク リウ 
CO NO ND CR A SN i NA 
や キリ スト 教徒 が 、 イ スラ ム の 長 実 に 関し て 正しい 結語 に 到達 する 事 の で きる 、 簡 単 で 単純 な 方 法 に 気 が つ * 
は ず な の で ある 。 キ リス ト 散 徒 は 、 神 の 唯一 性 を 信じ る E 明 言 し て いな が ら 、 イ エス の 神 性 を 固く 信じ て お り 、 
ユダ や 人 は ユダ ヤギ 人 で 、 江 密 な -- 神 教 信奉 者 で ある に も か か わら 6 ず 、 避 職 者 や 神学 著 に 記 目 的 に 恵 誠 を 大 い 、 
彼ら を 実 爾 上 、 神 と 同格 の 位置 に ゼ おい て し まっ て いる 。 この 節 で は 、 両 者 に 、 神 の 寛大 き を 信仰 し た 信仰 の 原 
点 に 戻り 、 イ スラ ム (絶対 の 帰依 ) を 受け 入れ る 障害 し な っ て いる 間 着 っ た 神格 を 礼拝 する 事 を や や ゆる よう に 
と 鶴 告 し て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 こ れ ら の 信仰 ほし いた ずら に 妥協 する 代り に 、 こ こ で は 、 そ れ ら の 信 宛 の 
信奉 者 達 に 神 の 穴太 き の 教 理 に 注目 する 事 に より 、 絶 対 の 帰依 で ある イス ラム を 受け いれ る よう 、 す すめ て い 
る の で ある 。 そし て 神 の 窟 大 き の 教義 と は 、 少 な く と る を その 外部 に 訟 て 、 全 て に 共 館 する 基本 原理 (教理 ) で 
あり 、 更 に 歩み よる 人 為 の 基本 的 接点 と な る も の な の で ある 。 又 、 こ こ で 、 プ ハリ や 、 を その 他 の イス ラム 教徒 の 
伝統 支持 者 が 発表 し て いる 、 悪 な る 預言 者 が 、 ヘ ラク リウ ス 王 や 、 そ の 他 の 何 名 か の 、 エ ビブ プ ト 王 の で コー キ 
ス る 合 め た 支配 者 達 へ 送っ ただ 、 この節 の 言葉 に 含ま れ だ た 、 イ スラ ム に 読 う 内容 の 手紙 が 最近 発見 る きれ 、 ブ ハリ 
が 、 引 用 し た の と 全く 同じ 言葉 が 述べ られ て いる 事 が 判っ た 事 を 併せ て 特記 し て お くべ き で あろ う 。 こ の 事実 
か ら も 、 そ の 件 に 関し て の 、 叉 、 そ の 他 の 認め られ て いる ハデ ィ ー ス の 業績 に つい て も 、 ブ ハリ の 確実 体 が 証 
明る れる の で ある 。 


注 68 述べ られ て いる 内 容 は 、 前 述 の 人 節 の アブ ラ ハ ム に 関す る ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の 主張 或いは 、 ク ル 
アデ アーン で の 教え の いずれ か を 指す 。 
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ーー も > 


形 二 京 . 


70. 


71. 


72、 


73. 


74. 


注 69 
く 心 を 湧き 立 な せる の で ある が 、 彼 ら の 道徳 的 高み に 対し 、 馬 婦 心 を 持ち 、 妙 な 心理 が 働き 、 


位 え ず に 逆 に 、 イ スラ ムッ 教徒 が 自分 達 の 方 に 傾き 、 自 分 達 の 様 に ルー ズ に な る 事 を 望み 始め る の で ある 。 


経典 の 民 の 或 る 一 派 は 、 お 前 た ち を 邪道 に 
誘 豆 せ ん と す 。 さ る されど 彼 等 は 、 己 れ 自 身 を 
惑わ す の み 。 し か も 彼 等 は を れ を 惜 ら ず 。 
( 注 69) 

経 虹 の 民 よ 、 お 前 た ち は そ の 証人 で あり な 
が ら 、 何 故 ア ッ ラ ー の 神 兆 を 窒 認 する の 
か ? ( 注 70) 


アー ル ・ 


プー タン 


し Lou ES 


CE noes 
の の 0 sb A) NV 











る E TE FF fy 4 人 る ンタ の 
経典 の 民 よ 、 生前 だ ち 何 故 其 理 た 記 倫 と を Rl bb dG IE AA UM 
混同 し 、 知 りつ つ 胡 理 を 隠蔽 する の か ? ( 注 2 
5 2 る フタ ッ ンプ る フラ 
71) OO ls dl! 
第 八 項 
経典 の 民 の 或 る 一 派 は 云う 、 「 父 明 に 信者 「 に 4.22 ダ る ? タ 1 1〆 ク 2 タグ タテ タレ ン う と 
人 示さ きれ た る も の を 信じ 、 ダ ベ に を 信 ぜ TC ( 
し 
ず 。 妖 5 ば 惑 3 ] 反 き ん 。 4 We レコ タタ シレ とる レラ ン A 
Ny アタ タック 
る 2 
こっ ! 培っ 人 2 ちち ん ん 。 の る っ レン 、 る の タッ タン し 
面 し て お 前 た ちの 宗教 を 系 ずる 者 の 外 は CA 51 5 DI OL THY 
何人 を も 信ずる な か れ 」 と 。 計れ 「 皿 の 9 う タ ダ 。 と 9 る イッ 9 1 
5 イ 2 な っ クノ g ウン プー た ん も ランツ ュ ンタ 
潤 性 は アッ ラー の 次 導 な り 。 お 前 た ち に うし oO OS2 Old お GyOA 
賜わり だ る も の と 同じ 如き も の が 、 他 に も 
賜 わ る で し 」 と 、「 或 い は その 人 々 が 主 の 
イス ラム の 信 多 の 簡明 き 、 率 赴き と 完成 度 が 、 経 邊 を 持つ 人 々 の 心 に 抵抗 し が だ たい 程 、 そ スラ ム に 傾 


注 70 神 の 盛 示 を 認め ぬ ね と いう 事 は 、 
認め 内 者 は 、 当 さら 極悪 で ある 。 
注 71 


の 御 恵み 平安 あれ ) が 、 


注 72 
に 利用 し 、 イ スラ ム 才 徒 達 を 信仰 か ら 吉 ざけ る 方 法 を 考え て いた 。 即ち 、 外 面 的 に は イス ラム を 
日 の 終り に は 介 信 の 態度 を と る 事 で 、 無 知 文盲 の アラ ブ 人 に 、 

の 宗教 か ら 醒 れる と いう 事 は 、 イ スラ ム に は 何 か 和 事 太 な 欠陥 が ある に 悦 い な いと 思わ せよ 
これ ら の 思 か な 人 々 は 、 聖 な る 頂 言 者 を 取り 巻く 同胞 者 の 何 も の に もち 打ち砕か i 
信仰 の きず な を 完全 に 間違っ て 評価 し て し まっ た の で ある 。 


始め に は 信じ 、 
に も 早く イス ラメ 
ょ し て で ある 。 


誰が そう し て も 標 副 非道 か 事 で ある 


評価 し て いて も 


よ 
が が 、 天 員 を 日 の あ だ た だり に し な が ら 


経 内 の 民 は 自分 達 の 聖書 中 に 聖なる 庫 言 者 の 事 が 産 示 きれ て いる 事 か ら 、 簡 単に モハ ッ マ ド ( 彼 に 神 


ュ ダ ヤ 人 は 敵 教 徒 の アラ ブ 人 か ら は 宗教 的 知識 故に 高く 評価 され て いた 。 ユダ ヤ 人 達 は この 事 を 不当 . 


RE 
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約束 きれ た だ 救世主 で ある 事 が 前 る 
純粋 な 紛れ も な い 真 実 を 受け 入れ ず に 虚偽 と 長 実 を ご ちゃ まぜ に 


の に 、 


敵意 と 長 始 心から 、 彼 を 認め よう と せ ず 、 


し 続け る の で ある 。 


許容 し 、 日 の 


あれ 程 教 若 深 い 人 達 が 、 こ ん な 


イム ラー ン 


た ek 





党 二 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
人 } レー イラン 5 ン 2 タタ ジッ トン 
御前 で 、 お 前 た ちと 論争 する や も 知れ ず ]」 GS OR の 
と 。 ( 注 73) 云 を 、 「 す べ て の 賜物 は アッ ラー 3 の ッッ 
の 汗 中 に あり 。 ア ッ ラ ー は 之 を 御 心 の まま AER 
に 誰 に で も 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 慈悲 深く 、 
すべ て に 通 暁 し 給 う 。( 注 74 

75. アッラー は その 慈悲 を 垂れ る た め に 、 御 心 a5 8012 2 外 生 2 の の の 

ン し ア 5 
の まま に 誰 れ を 5 も 選ぶ 。 ア ッ ラ ー は 素 晴 ら a 
し い 施 思 の 主 な り 」 と 。 の あく 
76. 経典 の 民 の 中 に は 、 た と い 液 が 財 室 を も 託 2 (Ms 3 ン ( ン っ 
・ 経典 OE da 
2 と も 、 之 を 液 に 返還 する 者 あり 。 か と 2 es cs5 
思え ば 、 わ ず か ー デ ィ ナ ー ル を 預け て も 、 3339 ン Eye 42 
催促 せ ず ば 、 之 を 液 に 返 き ぎる 者 あり 。 を ある ン レ リーン 
TEA 幅 デラ 9r ン 
は 彼 等 が 、「 我 等 無知 な る 者 に 対し て 、( 注 1 bee 
75) 何 を し て も 答 め られ る 筋 な し 」 と 考え ーー イレ ンジ 2 タッ タン で の 。 ut ン う 2 グ 
る が 故 な り 。 彼 等 は 知り つつ アッ ラー に 対 Re by or VG oA 
し て 虚偽 を 述べ る な り 。 EG 
1 | な 2 エッ ン 

77. 癌 、 己 れれ の 約束 を 履行 し 、 ア ッ ラ ー を 叶 れ とみ 201 SG O13 lr は 2 
る 者 一 一 げに アッ ラー は 神 を 異 れ る 者 を 愛 a 
し 給 う 。 EG ral 

78. アッ ラー と の 契約 や 己 れ へ の 誓い を 売っ じじ 作 2 1 ンタ ンタ ン ン 2 る る 

M あ が な SE OE GN G 
て 、 ゎ ず か な 利益 を 購 う 者 、 彼 等 は 来世 に > < 
注 73 ぉ も し 我々 が こう いう 見 解 を や 持つ の が 間 信 っ て いる の な ら 、 役 ら こ を 、 こ の 誤解 を や 、 何 ら か の 神 に つい 


て の 議論 で 論破 すべ き な の で ある 。 


注 74 (1) を そし て 、 お 前 達 の 款 教 に 従う 首 以 外 は 誰 を も 信じ る な が と いう 文 は 前 節 の 結び の 文 か ら の 続き で 
る 。 そ し て その 後に 、 導 き と は 神 の お 導き で ある 。 お 前 達 が 授かっ だ と 同様 の も の を 他 の 誰か が 授かっ て "と い 


う 言葉 で 始ま る 文 が そう 入 きれ 、 然 る 後に 、 
と ょ の 文 が 続き 、 
式 は クル アー ン 独 得 の も の で 、 心 理 的 な 効果 を 生み だ す 為 の 工夫 で ある 。 
そう 入 和 句 と 考え 、 以下 の ' お 前 達 が 授かっ だ の と 同様 の …… 神 
で 言い 争う ' の くだ り を ユダ ヤ 人 の 発言 と と ら え る 解 舟 も ある 。 


お 導き で ある と 、 
の み も と 


最後 に 全て 広 に 


この 場合 訳 きれ る 言葉 の み を 、 


ユダ ヤ 人 の "を の 人 が 主 の 御 も と で お 前 達 と 
し て な 々 "と いう 神 の 牙 律 ( 律 法 ) で 文 が し ゅ く て られ る の で あ 


言い 答 う か も し れ な い " 
る 。 こ うい う 形 
(⑫) 他 の 解釈 で は 、 長 に 導き と は 神 の 


3) 第 3 の 解釈 で は 、' お 前 達 の 宗教 に 従う 者 以外 は 誰 を も 本 る な ' の み も 、 ユ ダ や 人 の 発言 たと 考え 、 そ を それに 続く 
発言 は 全て 神 の 御 言 葉 と 考え て いる 


注 75 


も 、 


アラ ブ 人 は 則 達 っ た 款 


更 な る 換言 者 の 時 代 に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 間 で は 、 ユ ダ ヤ 人 以外 の アラ ブ 人 か ら 、 財 産 や 所 有 物 を 奪っ て 
宗教 の 信者 な の で 、 何 の 罪 に も な ら な いと いう 考え が 信じ られ て いた だ 。 多分 、 そ れ は 


利 了 す の や り と り に 関し 、 ユ ダ ヤ 人 と ユダ ギヤ 人 以外 で は 、 不 快 な 程 の 区 別 を する ユダ ヤ の 高利 貸 の 法 に その 端 を 


欧 し て いる と 思わ れる 。( 出 エビ デ ゲト 記 22 : 25、 
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レビ 記 25: 36、 


申 命 記 23 : 20) 


ーー 
中 


= 
se 





お いて 一 分 も 得 ぎ る べし 。 ア アッラー は 彼 等 
に 物 云 わ ず 、 復 活 の 日 に 度 等 を 願 み る こと 
も せ ず 、 ま た 浄 め ざる で し 。 ( 注 76) 証し て 
彼 等 に は 必ず 厳し い 六 ある べし 。 


79. 彼 等 の 中 に は 、 経 典 を 読 富 し て いる うち 


80. 


61. 


で 


注 


を 眼 詠 し た の で ある 。 この 節 で 三 回 使わ れ て いる 


を 
定 


注 


を 人 に 分 け 与 


EN NS 
内 の 中 に な いも の を 経典 に ある が 如く 軸 
込ま せん と する 一 派 あ り 。 ( 注 77) 彼 等 は 

アッ ラー より 降 き れ た る も の に 非 ぎ る も の 

を 、「 ア ッ ラ ー ょ り 降 し 賜わり た る 4 る も の な 

り 」 と 云う 。 彼 等 は 承知 の 上 で アッ ラー に 

対し 奉り 嘘 を 云う な り 。 

アッ ラー より 経典 と 、 統 治 権 と 、 預 言 者 の 

資質 と を 与え られ だ る 者 が 、 後 に な っ て 

人 々 に 向い 、「 ア ッ ラ ー で は な く 、 我 が 僕 た 

れ ] と 云う が 如き は 、 人 間 と し て ある まじ 

きこ と な り 。 むし る 彼 は 、「 主 に 全て 忠実 な 

る べし 、 お 削 だ ち は 経 典 を 教え 、 自 ら も そ 

れ を 学ぶ が 故に 」 と 云う で き な り 。( 注 78) 


彼 は また だ た 、 諸 天使 並び に 諸 預 言 者 を 主 と 裳 
め よ と 御 め る 者 に 非 ず 。 役 は 、 お 前 だ たち が 
神 に 帰依 し た る 後 、 如 何 に し て お 前 だ ち に 
再び 不信 心 を 勧め 得 ざ きか ? 
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76 。 神 は 彼ら に 規 切 な 言葉 も か けら れず 、 
ある と 御 判断 な きる 事 も な い 。 


彼ら の 事 を 慈悲 と 憐 層 の 情 を も っ て 見 ま 





も る 事 も 、 役 6 を 純粋 


77 これ は 、 加 な る 聞 言 者 の 時 代 に ある ユダ や ヤ 人達 の 間 で 行なわ れ て いた 落 筐 な 行為 へ の 隠 長 で ある 。 彼 
ら は ヘ へ プラ イ 語 で 、 閉 き 手 に 朗 員 る きれ て いる の は 、 あ だ か も トー ラ で ある と 思わ せ て し まう 様 な 方 法 で 、 文 下 


“経典 " 
そし て 後 二 つ は 、“ 
いる 。 


78 「 経 典 を 教え 、 
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と は 一 番 最 初 に 使わ れ だ な 部 分 で は “へ ヘ プ ラ イ 語 の 文 " 
"トー ラ ” を 指し て いる 。 基き れ た だ た 文 は 、 ユ ダ ヤ 人 が そう みせ か けた 人 為 、" 経 典 " と きれ 


自ら も 学ん で 」 よい う 文 は 、 神 型 且つ 高潔 な 知識 を 有する 者 達 は お し な べ ご て その 知識 
え 、 信 々 を 無知 な まま 賭 中 模索 きせ て お か な いよ うに する の が 義務 で ある 事 を 北 わし て いる 。 


第 三 章 アー ル ・ イ ムラ ー ン 





第 九 項 

82。 アッラー が 耶 言 者 を 介し て 人 々 と 契約 を C6 時 2 
ジン で こ owl 3 

( 注 79) 結 び 、 か く 云 ん る こと を 思い 起 せ 。 9 


h w の Ww 》 & 4 
「 わ し は お 前 た ち た 経典 と 知恵 を 授 く 。 析 Gd 0 の 2 た 
し て 後に 、 お 前 た ちの 持て る 経典 を 完成 す ッッ ンタ ン ン 
も 2 7 デ 
べく 一 人 の 使徒 が おぉ 前 た ちの と ころ へ 来 つう PE Be 52 


る ゃ ( 注 80) お 前 だ ち 彼 を 信じ 、 彼 を 助け よ 」 5 ラン シン マン ン 
面 し て 更に 云え り 、「 お 前 たち これ を 承諾 す dG Gt a uel う 


る か 、 こ の 件 に 関し て ぉ 前 た ち に 課す る 次 NS A る 15022 ポポ 
任 を 受諾 する か ?」 と 。 彼 等 は 答え て 、 云 Ne 03 
えり 、「 我 等 は 受 庄 す } と 。 ア ッ ラ ー は 云え 
り 、「 な ら ば 証人 だ れ 、 わ し も また だ お 前 た ち 
と 共に 証人 だ らん 」 と 。( 注 81) 

83. OR げに 彼 等 は oo 2 274102 42 
ピコ より リ 。 a を 5 


84. で に 在 る も の 地 に 在 る も の 一 切 が 、 好む と a MKAI ロ 2 シン グラ ン イ 7 PGW > アッ タン 
II た ld br ral 
好ま ざる に か か わら ず 、 こ と ご と く ア し exe A CT2 


う タン 2 メレ パ ズン 
ラー に 服従 し 、 や が て 御 許 へ 避 NR IO を いり A m3 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 宗教 を 求め ん と する 
か ? ( 注 82) 








注 79 ミサ ー ク ・ ア ル ・ ナ ビジ ー ン と いう 表現 は 、 舌 言 者 が 押 と 結ん だ 契約 、 或 い は 、 神 の その 拓 言 首 を 負 
し て 信 々 と 結ん だ 契約 を 意味 し て いる 。 ここ で は 後者 の 電 味 で 使わ れ て いる 。 こ の 訳 は 更に 後に 続く "その後 
に 、 お 前 達 の 持っ て いる も の を 確証 する ぁ る 一 人 の 使徒 が 現われ る で あろ う " と いう 文章 に よっ て も 支持 きれ る 。 
何故 な ら 6 ば 、 神 の 合 首 が 到 米 する の は 預言 者 遅 へ で は な 《 人 人 々 の も と だ か ら で あ る 。 


注 80 ここ で は ム ふ サ ディ イー ク (確認 する ) と いう 語 は 、 真 実 の 要求 者 が 人 の 者 区別 きれ る 規 代 を 示す 為 、 
使わ れ て いる 。 ここ で は 、 こ の 語 は | 完成 する | と 翻訳 る きれ て いる 


注 81 この 節 も 、 一 明 的 に は 他 の 括 言 者 送 に 、 そ し て 特に 聖なる 預言 者 に あて は まる と 考え られ る 。 そ し て 
その 天 方 著 正 し く 、 こ の 節 は 一 般 的 な 法則 を 述べ て いる の で あり 、 預 言 者 の 到来 と 上 は 、 彼 以前 の 質 言 者 の 特定 
の 頂 言 の 成就 で あり 、 そ の 頂 言 に 訟 て 頂 店 者 は 、 信 奉 者 達 に 次 の 預言 者 が 出現 する 時 、 彼 を 受け 入れ る 様 に と 
命ずる の で ある 。 も し 括 言 者 が 丁度 イエ ス や その他 の イス ラ エ ル の 預言 者 傍 の 場合 の よう に 、 一 民族 の み に 下 
きれ た 経典 の 書 中 の 預言 の 成就 と 上 し て 出現 する な ら ば 、 を の 民族 の み が 、 預 言 者 を 受け 入れ 、 彼 を 助け な けれ 
ば な ら な く な る 。 し か し 型 な る 畠 言 者 の 場合 の 様 に 、 全て の 宗教 の 経典 の 書 中 に その 到来 が 子 知 きれ て いる と 、 
全て の 民族 が 彼 を 受け 入れ る 事 と な る の で ある 。 亜 な る 預言 才 は イス ラ エ ル の 預言 者 達 の み の 預 言 の 成 就 と し 
て 到来 し た 訳 で は な く 、( イ ザヤ 21 : 13 一 15、 中 命 記 18 : 18、33 : 2 、 ヨ ハネ 型 福音 普 14 : 25、26 ; 16: 7 一 
13)、 ア ー リ ア 人 の 預言 者 や 、 仏教 徒 や ゲロ アス ター 教 の 賢者 達 ち 、 型 な る 預言 者 の 到来 を 頂 言 し て い た の で あ 
る 。( シ ャ フラン ・ ダ サー ティ ー ル P. 188) 


注 82 肉体 の 世界 で は 人 は 自然 の 法則 に 従わ ね ば な ら ず 、 人 は 経験 か なら を うす る 事 が 分 に 役立つ 事 を 知っ て 
いる 。 人 人 間 に あ る 程度 の 自由 が ON る 精神 的 事柄 に 於 て も 、 人 が アッ ラー の 飛 律 と 命令 に 従う 事 が 妥当 
で あり 、 そ うす る 事 で 人 は 神 に めで ら 恵 や 受け る 事 と な る の で ある 。 
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85. 


86. 


87. 


88. 


89, 


390, 


注 83 
ル 人 以外 の 預言 者 を 決し て 正しい と 信じ る 事 は な か っ た 。 


注 84 ここ で は 、 色 々 な 預言 者 の 問 の 地位 や 格 の 違い は な い 事 を 意味 し て いる 訳 で は な い が 、 


の 


注 85 
人 を 恐れ だ 5 世間 の 思惑 を 気 に し 
な る 。 又 この節 は 、 以 前 の 預言 者 


E86 


アー ル ・ 





云え 、「 我 等 は アッ ラー 並び に 我 等 に 北 示 き 
れ な た る も の を 信じ 、 ま た アプ ブラ ハム 、 イ ス 
マイ ル 、 イ サク 、 ヤ コブ 及び 諸 支 族 に 啓示 
きれ だ る も の を 信じ 、 モー ゼ と イエ ス と 他 
の 預言 者 た ち に 主 よ り 降 し 喝 わ あり た る も の 
を 信 ず 。 ( 注 83) 我 等 は これ 等 の 人 々 の 韻 に 
如何 な る 差別 $ 設 けず 、( 注 84) た だ 主 の み 
に 帰依 す 」 と 。 


イス ラー ふみ 以外 の 涯 示 教 を 求め る 者 は 、 受入 
れ ら れ ざ る で し 。 面 し て 来世 で は 、 か か る 
者 は 失敗 者 の 仲間 た る べし 。 


一 月 信 仰 を 受入 れ 、 し か も 使徒 の 真実 な る 
を 証言 し 、 明 証 が 来れ る 後 、 再 び 不 信心 に 
戻る 徒 回 を 、 ア ッ ラ ー が どう し て 導き 給 う 
や ? ( 注 85) アッ ラー は 不義 な す 者 を 導き 
給 わ ず 。 


か か る 莉 ど も の 受 く べき 応報 は 、 一 斉 に 彼 
等 に 注 が れる アッ ラー 並び に 諸 琴 使 と 万 民 
の 呪 調 な る べし 。 


彼 等 は 永遠 に その 中 に 宿り 、 弾 は 軽減 せら 
れず 、 猫 子 も る きれ ぎる で し 。 


但し 、 悔 い 改 め 身 を 修め る 者 は 別 な り 。 げ 
に アッ ラー は 寛大 に し て 、 情 けけ 深く 《 く まし ま 
す 。( 注 86) 
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' ち 前 達 の 宗教 に 従う 者 以外 、 誰 を も 信じ 


る な (3 


aE | 
74) と いう 文 が 示す 様 に 、 ユダヤ や 人 は 、 イ スラ エ 


この 見 解 は 


紀 に 反し て いる 。 実際 に 言わ ん と し て いる 事 は 、 頂 言 者 達 の 問 に は 、 神 より の 使者 と し て 何ら 区 別 さ きれ る 
も の な ど な い と いう 事 で ある 。 


確か に 、 最 初 は 預言 者 の 真実 を 信じ 


、 彼 へ の 信仰 を 人 朋 で 宜 言 し 天 記 の 証人 人 と な りつ つも 、 
て 頂 計 者 に 背く 者 達 は 正しい 道 へ 再び 避 か れる に 休 す る 
達 を 信じ て いた が 聖なる 預言 者 に 背 いた 者 達 を 指し て い 


その 後 、 
も の を 全て 失う 事 と 
る と も 考え られ る 。 


た だ 過去 の あや まち を 悔い て 、 壮 し むだ け で は 神 の 許し を 得 ら れ な い 。 そ の 為 に 必要 と る れる の は 、 


那 下 な 方 法 を 慎 し むと いう 正直 な 約束 と 他 の 人 々 を も 改革 する と いう 強い 決心 な の で ある 。 
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91,. 


92. 


93. 


94. 


95. 


注 87 


に 対 


注 88 


UE 
計っ 


2 一 
Ee * 


TT- 


一 是 信 仰 を 受入 れ だ る 後 、 再 び 不 信心 に 炭 
り 、 を その 不信 心 き を 増す の で あれ ば 、 た と 
い 悔 悟 し よう と も 、 受 け 容 れ ら 乱 ざ る で し 。 
役 等 は 邪道 に 了 光り だ る 者 ども な り 。( 注 87) 
i 不信 心 者 し て 死す る 者 は 、 
た と い 大 地 を 埋め つく す 程 の 黄金 の 身代金 
を 以 て し て も 、 受 納 る きれ ぎ る べし 。 彼 等 に 
は 必ず 酷 軸 ある べし 。 彼 等 に は 如何 な る 兵 
け 手 も な か る で し 。 
党 十 豆 
お 前 た だ たち 、 己 れれ が 愛す る も の を 喜 捨 する に 
非 ず ば 、 正義 を 全う する を 得 ず 。 お 前 た だ ち 
が 喜 捨 する も の は 、 ア ッ ラ ー を 熟知 し 給 
う 。( 注 88) 
作法 が 降 き れ た る 以前 に は 、 イ スラ エル が 
自ら 禁じ た る も の 以外 は 、 ( 注 89) す べ て の 
食物 は イス ラ エ ル の ( 注 90) 子 係 に 許 きれ 
だ り し な り 。 云え 、| お 前 た ちの 言葉 が 真 
実 な ら ば 、 律 法 を 持ち 来 り て 、 そ れ を 読め 」 
ES 
きれ ば この 後 、 ア ッ ラ ー に 対し て 虚偽 を 
揚 造 する 者 は 、 不 義 な す 徒 壮 な り 。 


か らし 1 た 
背信 者 の 悔 眉 に つい て 、3 
し 、 こ の 節 で 述べ られ て いる こ 
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こと が 反し て いる か ら と いっ て 、 
事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ こ で 言及 る れ て いる 
実際 の 実質 的 変化 を 期す 事 で 悔い 改め を 実行 し な い だ け で な く 、 


る 人 人 々 と は 、 年 し て お き な が ら 、 


全て の る が 公正 き の 海 縮 で 、 北 の 最高 い 形 で ある 真実 の 信仰 を 稚 


・90 に ある よう に 履 惨 2 っ た 了 自 階 で も 受け 入れ られ る と いう こ に 


* か な る 場合 に も 受け 入れ られ な いと い 
分 半 の 生 洒 に 
不信 仰 の 度合 を 増し きえ する 者 達 で ある 。 


# る 為 に は 、 人 は 自分 が 大 事 に し て いる 


全て を 投げ うつ 裳 乙 が な く て は な ら な い 。 公 明正 大き の 極み は 、 神 の 為 に 次 時 を 使う と いう 事 に よっ て の み 達 
成 き れる の で ある 。 高い 道徳 (ビル) は 、 真 の 冬 牲 の 精神 を 吸収 する 事 な し に 達成 する 事 な ど で き は し な い の 


で あ 


注 89 
に 述べ られ て いる 。 ヤ コブ は 座 答 神経痛 を 病 ん で お り 、 


だ な だ 。 


注 90 


る 。 


これ は 、 彼 の 個人 的 な 事 で あっ だ の だ が 、 


ーー}09== 


ユエ が ダ が ヤ 人 に 禁じ られ て いる 食物 の 洪 つ か は イス ラム で は 許さ きれ て いる 。 そ の 内 の -・ つ は 創世 記 32 : 32 
治療 の 目的 で 彼 は 6《 だ の 内 を 食す る こと も を 上 自ら 6 禁じ 
ユダ や ヤ 人 は 腫 の 内 を 食す る 過 を 禁忌 と し た 。 


イス ラ エ ル と いう 名 は 、 必 の 中 で ヤコブ に 与え られ な 。【( 創 入 記 32 : 28) 





第 三 奏 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
96. 去 え 、「 ア ッ ラ ー は 真実 を 語り た り 。 され ば Wr 6 2 


常に 神 に 従順 な り し アァ プラハ ム の 宗教 に 従 
え 。 ア プラ ハム は 多神教 徒 に 非 ぎ りき 」 と 。 
( 注 91) 

97. 人 類 の た め に 最初 に 建立 し た る 聖典 は 、 
バッ カ ※ に あり 。 そ は 祝福 きれ だ る 家 に し 
て 、 万 民 へ の 稚 導 な り 。 

※ メ ッ カ の 谷 。 


98. その 内 部 に は 幾多 の 明白 な 奇跡 あり 。 だ たと 
えば 、 ァ プ ラ ハ ム の 御立 処 が な ど 。 一 だ びそ を 
の 中 に 入れ ば 、 何人 も 平安 を 得る な り 。 ま 
た だ 聖典 へ ( 注 92) 錠 礼 する こと は 、 そ を そこ へ 
行き 得る すべ て の 人 々 に 課せ られ だ た る アッ 
ラー へ の 義務 な り 。 信 ぜ ぎ ざる 者 を し て 、 げ 
に アッ ラー が 一 切 か ら 超 越し て 自足 し 給 う 
御方 な る こと を 覚え せしめ よ 。 

99. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、 液 等 何故 に アッ ラー の 
神 弄 を 否認 する の か 、 ア ッッ ラー は お 前 た ち 
の 也 業 を 胎 覧 する に 非 ず すずや?」] と 。 


100. 云 ぇ 、 [経典 の 民 ょ 、 液 等 何故 に アッ ラー 
の 道 よ り 信 徒 な ち を 阻 み 、 ア ッ ラ ー の 人 道 を 
曲 ん と 欲す る か 、( 注 93) お 前 た ち そ を の 証人 
で あり な が ら ? アッ ラー は お 前 だ ちの 所 
業 を 看過 せ ず ] と 。 








注 91 


う 事 を 言わ ん と し て いる の で ある 。 


注 92 


すなわち 、 神 の 宗教 の 中 心 上 る れる に 価 い する か を 示す 三 つ の 理 出 を 捉 示 し て いる 。 
カー バ は 平和 と 安心 や 与え 、③) 色 々 な 国 の 人 々 や 、 典 な っ た 民族 


る アブ プラ ハム が ここ で 祈り を る き げ た し 、(⑫) カ 


アテ アブラ ハム が 常に 神 に 従順 で あっ た と 言う 事 で 、 彼 が 、 イ スラ エル 太 が し た 様 に 、 
の 特定 の 食物 を 食べ る 下 を 禁止 する 様 な 事 は し な か っ た 事 を 示唆 し て いる 。 要する に 、 


スラ ム は イス ラ エ ル 人 し 異な り 、 神 の 預言 者 知 の 方 法 や 実例 、 特 に アプ ラ ハ ム の 例 に 、 


カー バ に 好意 的 な 歴史 的 証拠 に 言及 し だ た 後に タル アーン は 、 何故 カー バ が 、 い つの 場合 
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自分 白 挟 の 意志 で 
この 件 に つい て は 、 イ 
逆らう 事 あ し な いと い 


、 キ グラ 、 
生生 


が 人 巡礼 に お も せく 《 中 心 と し て 未来 永 部 も と ど ま る で あろ うか ら 。 


注 93 


ら せ だ が っ て いる 。” を 意味 し て いる 。 


“お 前 達 は イス ラム に 不正 が 生じ る の を 期待 する 。" 


歌い は 、“ お 前 達 は イス ラム の 教義 を 邪道 に 了 臣 い 


ーー1i0— 
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101. 


102 . 


103. 


104 、 


105. 


注 94 
か だ 
注 95 
で 死ね る 
注 96 

大 な 人 札 の 模範 と 高潔 な 教え に より 、 結 来 し た 、 


液 等 信徒 た ちよ ょ 、 お 前 た ち も し 経典 を 接 
か り だ た る 或 る 集団 に 従わ ば 、 彼 等 は 信徒 と 
な り だ る お 前 た ち を 、 再 び 不 信心 者 だ らし 
むべ し 。 

アッ ラー の 神 光 が お 前 た もち に 読 証 せ ら 
れ 、 且 つ お 前 だ たち の 中 に 使徒 が 居る と いう 5 
の に 、 お 前 た ち 如 何 に し て 信仰 を 棄て 得る 
か ? アッ ラー に 区 く 絶 る 者 は 、 ( 注 94) 必 
ず 正 し い 道 に 導 か る 。 

第 十 一 項 


深 等 信徒 な ちょ 、 相応 し き 呉 散 の 念 を 以 
て アッ ラー を 景 れ 散 え を 。 帰依 者 に な ら 6 ず し 


て 、 死 ぬ な か れ 。 ( 注 95) 


皆 ア ッ ラ ー の 綱 に 堅く 絶 5、 分 裂 す る な 
か れ 。 お 前 たち が 互 に 信 敵 な り し 時 、 お 前 
だ ち も に 賜 え る アッ ラー の 思 籠 を 思い 起 せ 。 

アッ ラー は お 前 た ちの 心 を 愛情 で 結ぶ 。 ( 注 
96) お 前 だ た ち は そ の 皿 恵 に よっ て 兄弟 と な 
れる な り 。 ま た だ たち ぢ お前 だ たち が : 業 火の玉 の 線 に 
( 注 97) あ り し を 、 ア デッラ ー が そこ より 救 
いたり 。 お 前 だ たち を 導 か ん が だ め に 、 ア ッ 
ラー は か くく の 如く その 扶 を 明示 し 給 う 。 


まだ た お 前 だ も の 中 に 、 秋 行 に 誘い 、 公 正 
を 失 め 、 邪 悪 を 桂 ず る 集団 を あら し め よ ょ 。 


1) 神 の 抜 律 に 徒 っ て 行動 す 
〈 が ツ ラ ーー に 皿 3 実 な る 者 。 
死 が い 
と は 限ら ちな い 。 故に 、 


っ 訪れ る か わか ら な い の で 、 人 は 


歴史 上 な い 程 固かっ た 。 


注 97 


い の 事 を 意味 し て い る 。 


に 


る 事 で 自分 自身 や 罪 を 犯 る 人 っ 


“業火 の 実 の ふも "と は 、 ア ラブ 人 達 が いつ も し て いた だ 、 信 間 の 命 を 多大 に 上 失 な わせ た 、 
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(⑫) ア ッ ラ テー と の 関係 を 確立 し 、 


、 い つも 持続 的 に その 状態 に な けれ ば 、 神 に 身 を 委ね た 状態 
この 表現 は 人 は 常に 神 に 従順 で な けれ ば な ら が ない 事 を 教え て いる 。 


聖なる 預言 者 が 出現 する 以前 の アラ ブ の 分 死 は 他 に 類 を みな い ほ ど ひ どか っ た だ 。 又 、 一 方 、 彼ら の 僅 
アラ ブ 人 の 同胞 表 の きず な の 強 き は 他 に 匹敵 する 


も の が 人 間 の 


破壊 的 な 戦 


第 三 章 


か か る 人 々 は 繁栄 。 ( 注 98) 


106. 明 証 来れ る 後 、 分 裂 し て 互い に 論争 する 
が 如き 者 ども と な る な か れ 。 彼 等 に は 重 刑 


ある べし 。( 注 99) 


その 日 、 或 る 者 の 顔 は 白く 、 ま た 政 る 者 
その 顔 黒く な らん 。( 注 100) そ の 顔 黒 く 

な る 者 は 云わ れん 。「 お 前 た ち 一 旦 信じ て お 
き な が ら 、 信 仰 を 翻 し た だ た な? きれ ば 、 不 
信心 故 の 懲罰 を 味わえ ぇ 」] と 。 


その 顔 目 く な る 者 は 、 アッ ラー の 御 恵 に 
浴 し 、 水 久 に を の 中 に 住ま ん 。 


107. 


108. 


109. こ は 真 理 を ( 注 101) 包含 す る アッ ラー の 
神 兆 な 9 。 われ ら 芝 を 液 に 読 請 す 。 アッ ラー 


は 人 人 間 に 如 何 な る 不正 を や も 望ま ず 。 


110. 犬 に 在 る も の 、 地 に 和 在 る も の 、 こと ょ と ご と 
くく アッ ラー の 所 有 な りり 。 市 し て すべ て の 事 
柄 は 、 裁 決 の た め 必 ず ア ッ ラ ー に 帰る 。 
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注 98 型 な る 頂 言 者 は 「 も し お 前 達 の 内 の 誰か が 
で は らい の けら れ 和 ね ば 、 証 (言葉) を 使っ て 、 
れ な いと し た ら 、 
伝 を られ て いる 。( ム スリ サム) 
注 99 ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 に 
和 に つい て 述べ て いる 。 

注 100 クルアーン で は 「 邊 まき 」 と 「 黒 き 」 を 、 


邪悪 な 事物 を れ み つけ た ら 、 手 で を 
それ や 禁止 せよ 。 
少な てく と も 心 の 中 で それ を 憎 有 まえ せよ 。 し か し 、 


オー 致 と 不調 利 の 危険 を 


それ を 払い の け よ 。 も し 本 
連 ず く で も 、 言 葉 を 介し て で も 、 止 ぬる せら 
と を れ は 申 も 弱い 形 の 信仰 で ある 。」 と 語っ た も 


し た 際 の 絆 典 の 民 の 混乱 と 意見 の 不 


も だ た だら そう と 


そ を それぞれ 事 せ と 悲し み ' を 象徴 する も の と し て 用 いて いる 。 (3 | 


7、 108 575 : 23 一 25 : 80: 39 一 41) 人 が 賞 護 き れる べき 行為 を 為す 時 、 アラ ズブ ズ 人 は 彼 の 事 を 、「 そ の 人 の 顔 は まっ 
用 に な る | と いっ た 表現 を し 、 逆 の 場合 に は 、「 彼 の 顔 は まっ 思 に な っ だ 」 と 表現 する の で ある 。 


それ ら は 権利 と し て 
それ ら を 明白 に す 


注 Il 「 真 理 ] は 先ず 、 押 の これ ら の 嘱 示 又は 御 言 菜 は 真実 に 充ち 溢れ て いる 。 第 2 に 、 
到来 し だ 一 胎 ち 、 お 前 だ た ち は そ れ ら を 受け と る 権利 や 持っ て いた だ た 。 そし て 最後 に 、 こ れ は 、 
る に は 絶好 の 時 で ある 、 と の 意味 や 表わし て いる 。 
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第 十 二 環 92 0 ニン 99 る タン タタ ェ ン タレ ョ ン っ 2 タ 
5 5 3 ° 各 “ er i ドリ し 1 
111. お 前 た ち は 、 人 間 の た め に 集め られ だ る OPC De 


最良 の 人 々 な り 。( 注 102) お 前 た ち は 善 事 <20 有 24 の 2 を 分 2 補 才 ニン ッ ン 3 ン ン 
を 勧め 、 邪悪 を 禁じ 、 アッ ラー を 信じ 奉る 。 OI OT NE SS 
も し 経典 の 民 も 信じ た り せ ば 、 そ は 彼 等 の 56032 IE OA NSS 
ため に よ か り た る も の を 。 彼 等 の 中 に は 信 0 2 
者 ちい る が 、 大 方 は 不信 心 者 な り 。 ⑲O oo If 


112. 彼 等 は お 前 た ち に 、 わ ず か ば か り の 損害 24) 123 らら 6 緒 の て 
kt, 
し か 加え 得 ざ る な り 。 だ と い 彼 等 が お 前 た 


ち に 戦い を 挑む と も 、 彼 等 は 必ず 敗 十 す べ DE SE | 
し 。 市 し て 彼 等 は 援助 きれ ざる べし 。 
113. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー ま た は 人 間 と の 契約 に | ba OA NE 
よっ て 保護 され ざる 限り 、 何 処 へ 行こ うた 。 「 0 し 
、 必 ず 屈 大 を 被る べし 。 役 等 は アッ ラー と ある 2 大 yo 
の 慎 紛 を 招き 、 不 補 に 規 わ れる 。 ( 注 103) そ の る 1 (の 29 ど , タ の 35 を | タッ イン 
は 役 等 が 神 光 を 拒否 し 、 預 言 者 た ち を 不当 りら bo 4 は 2 大 
に 殺せ る が 故 な bh る は 彼 等 が 常に 反抗 し 、 2 クン タン AM (を レア ザン ルン ッ 
a 
搾 に を むく 違 犯 を な し た る が 故 な り 。 i Sas 9 あめ? 5) 
分 を 
114. 彼 等 も て 皆 同 じ に 非 ず 。 経 典 の 民 の 中 に 2% tg 4 2 に < 
の 多く 
は 義 し い 一 団 あ 5 。 等 は 夜中 ヒア ッ タ ー 2 
の 御 言葉 を 読 語 し 、 ア ッ ラ ー の 御前 に 中 豆 DE 0 補 遇 


すら 
115. 彼 等 は アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 正 義 CG a 28 
を 勧め 、 邪 悪 を 禁じ 、 互 い に 善行 を 競う 。 
ン ン 2 タイ ンタ ピチ アア 
これ 等 は 正義 者 な り 。 で か て 0 ER 


Bb A AD 








注 (WW この節 で は イス ラム 教徒 が 最も 良き 和信 々 で ある と キ 張 きれ て いる の み で な くく 、 そ の 理由 も 、 述 べら れ て 
* る 。 1) 彼ら は 全 人 類 の 普 き 者 と し て 取り あげ 6 れ た だ た 。 そ し て 、(2) 甘 を 行使 し 、 悪 を 貸 じ 、 そ し て 貴一 無比 の 
神 の 存在 を 信じ る 事 が 彼ら の 義務 な の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 の 栄光 は 、 こ れ ら 二 つ の 和楽 件 次 第 で 左右 され る の 
で ある 。 


注 103 ここ に は ユダ ヤ 人 に 関す る 重要 且つ 遠 大 な 預言 が 名 括 き れ て いる 。 を その 預言 と 上 は 、 彼 ら は 永遠 に 恥 づ か 
し ゅ られ る 違 命 に あり 、 他 の 民族 に 隷 従 し て 生き て ゆく 〈 事 ほな る と いう も の で ある 。 下 な る 預 言 者 の 時 代 か ら 
現在 に 到 る まで 、 ユ ダ や 人 の 歴史 は 、 こ の 恐 し い 頂 昔 の 牙 実 を 雄弁 に 物語 っ て いる 。 全て の 時代 に わた りら 全て 
の 国 に 訟 て 、 を し て それ は 啓 窒 と 許容 の 現代 に 訟 て すら 例外 で は な く 、 ユ ダ ヤ 人 は ひど い ぃ 迫害 の 寺 牲 省 で あり 、 
あら ゆる 種類 の 不 名 替 と 、 は づか し め に あっ て きた 。 イ スラ エル 国家 の 建設 は 、 ユ ダ ヤ や 民族 の 人 生 の 一 時 的 局 
面 に すぎ な い の で ある 。 
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沈 三 剖 デー ル ・ イム ラー ン 
116. 何事 に せよ 難 を な る ば 、 そ の 報奨 を 拒 ま ャ クッ 2 名 | 2 CE ライ イニ タン 2 ガン ラン ィ イレ ン 
れる こと な か る べし 。( 注 104) ア ッ ラ ー は 3 oc ク ao 2 
神 を 異 れ る 者 を よく 知り 給 う 。 AN 


hk 


NR 立た ざる べし 。 s. 條 3 
業火 の 住人 な り 。 彼 等 は その 中 に 永久 1 


3 ん 。 


117. きれ ど 不信 心 者 ども ぉ は 、 を の 財産 も 3 の 
人 
* す 


118. 彼 等 が 現世 で 費 や せる こと を 眉 う れ ば 、 
厳し い 寒 き が 吹き よせ て 、 己 れ 自身 に 害 な 
せる 人 々 の 収穫 を 沖 減 な し むる が 如 し 。( 注 
105) ア ッ ラ ー が 役 等 を 害し た に 非 ず 、 彼 等 
自ら 5 ら 己 れ を 害する な り 。 


119. 液 等 信徒 な ちょ 、 お 前 た ちの 仲間 以外 の 
者 と 親 次 TN 
破滅 る させ る だ た だめ に 苦 う が を いと わざ る べし 。 
彼 等 は お前 だ に うこ と を 喜ぶ 。 
( 注 106) 和 憎悪 は すでに その 編 よ り 出 だ り 。 
されど 彼 等 の 胸中 に 歳 せ る も の は 更に は な 
は だ し 。 われ ら は すでに 数 々 の 神 兆 を お 前 
だ た ち に 明らか に せり 、 も し お 前 だ た ち 理解 す 
る な ら 。 


5 9 ン ン PE) し ど 


SME RD GS! 
EN CSS EE AY 
OIE EA 
EA 
Me 
SE CA 

Oo 
A DAA CE 
ゅ ぬっ ひ 3 SIE ER 
EE 
RE OI ES I RE 
OES 


ァ ク ン タタ ン 


os 








注 l イス ラム は 国家 或いは 部 族 レ ベル の 宗教 で は な い に い 。 イス ラム に 加わ る 者 は 、 そ の 所 属 社 会 や 信条 が 何で 


あれ 、 当 然 の 事 な が ら 4 


公明 正大 に ふる まえ ば 、 信 仰 の その 他 の 信奉 者 同様 、 同 じ に 報酬 を 受取 る の で ある 。 国 籍 


が どう こう で ある と いっ た 理由 の 偏 兄 に みち た 不当 な 扱い な どう け な い の で ある 。 ユ ダ ヤ 人 ふる 、 又 他 の いか な 


る 人 人 も 、 一 HH イス ラム に 帰依 すれ ば 、 


アラ ブ 人 の イス ラム 教徒 と 同等 な の で ある 。 


注 305 この 節 の 根底 を や なす 考え と は 、 イ スラ ム に 敵対 する 不信 者 の 努力 は 身分 達 に は ね か える と いう 事 で あ 
る 。 不 信者 が イス ラム を 傷つけ よう と し て 為す 事 全て は 結果 と し て 自分 達 を 傷つけ る 事 と な る の で ある 。 


注 聞 彼ら が 待ち 望ん で いる の は 婦 前 送 が 不運 や 秋 殴 に み ま わ れる こと 、 
公明 正大 な 道 を 踏み 外す こと 、 罪 深き 生活 を お くる 


する こと 、 或 い は 、 
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減 び る こと 或いは 、 表 《 く な っ て 有 崩壊 
よう に な る こと な の で ある 。 
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並 
i 
芋 





120. 見 よ 、 セ 前 た ち は 彼 等 を 愛す れ ど 、 役 等 RP 2 タス 2 タタ ネン タック ラン 
は お 前 だ たち を 愛せ ず 。 お 前 た ち は 経 典 を 信 エン ナル: 2 Vl AS っ 


じ 、 そ の 全部 を 信 ず 。 然 る に 彼 等 は 、 ぉ 前 3 MRA CR 
= < シィ イタ 
だ た も ち に 会 えば 云う 、( 注 107)「 我 等 は 信 ず 」 隊 時 し 
と 。 き れ ど 自分 た ち だ け に な れ ば 、 慎 怒 の 協 2 305 53625 2 
余り その 指先 を 噛む 。 云 え 、「 慣 死 せよ 。 ( 注 し の YK 
108) げ に アッ ラー は お 前 た ち が 胸 中 に 隠す 3220 らい > ov の る 
も の を 熟知 し 給 う 」 と 。 
る > 。/ 
121. お 前 た ち に 好い こと が 起 ら ば 後 等 は 悪し 2 の ンー ンス 
ン の ul 5 2 
る み 、 悪 いこ と が 降り か か ら ば 、 そ こ で ぞ 彼 等 7 i 6 ツ 
は 穴 ぶ 。 る されど ぼ お 前 た ち が 信念 宗 回 に し て 、 2 25 ら 12 っ 9 こっ 
正義 な ら ば 、 彼 等 の 好 策 ※ は 決し て お 前 た ち ン メ レシ トン クィ ス タク の ュ ン ン ラ タタ タン 
を 寄 す る こと 能 わ ず 。 げ に アッ ラー は 彼 等 "@* oS るる の 
が な すこ と の すべ て を 収 り 囲み 給 う 。( 注 Eo 
109) の や 
第 十 三 項 
122. 流 早 朝 に 家 を 出 で 、 信 徒 た ち を 戦闘 配置 ノン ン ン ッ 2 多久 の ロン > ニン ラン ンタ 
1 1 15 

に つか すし 陸 の こと を (110 ) 思い 超 y。 Pe G3 2 BH I 


8, 
アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 の TAI 
95 320 


123. また お 前 た ちの 二 軍 が 、( 注 111) 騰 病 か セレ は フン スラン ュ ン で ュ ィ ン < 
し も r+ | WY ウロ 
ぜ に 吹か れ て 久 気 を 央 いか けし あの 時 、 52 205 この SB くう 
h EE = = の 2 タ を 
アッ ラ は 役 等 の 守護 者 な りき 。 され ば 信 Bus gd lu っ 
徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー を 頼み と ほす べき な り 。 





注 1W 文脈 か ら す る と 、「 お 前 た ち に 会 えば 云う 」 の 文 の 後に 、 理 解 の た め に “ 彼 6 は 一 切 経 典 を 信じ て いな い 
が "或いは それ に 類似 し た 語句 を 補 な うと よい 。 

注 18 「 慎 死 せ よせ] と E は 、 イ スラ ム に 敵意 を 抱き 、 イ スラ ム を つぶ を うと し て いる エダ ヤ 人 に 向け られ だ も の 
で あ る 。 

注 0 神 が 彼 ら の 行為 を 無 に し て 彼ら 6 を 破 減 きせ て 下る る か ら 6、 イ スラ ム 教 徒 は 彼ら を 恐れ る ご き で は な い 。 
全て の イス ラム の 英 で ある 者 達 の た くら み は 神 の 抽 に 期 ら か で あり 、 神 が 彼ら の 計画 を 実現 で き な く し て 下 $ 
る の で ある 。 

注 1 ここ で 述べ られ て いる の は ウ ハ ド の 戦い で ある 。 バド ル で の 敗北 の 屈 局 を は らき ん と し て ヒジ ラ の 三 年 
め に 、 メ ッ カ の クラ イシ ュ は 、 3000 名 の 精鋭 か ら 成 る 武装 軍 も ひき つれ 、 メ ディ ナ へ の りこ ん で きた の で ある 。 
員 ま な いま ま に 、 斑 な る 預言 者 は 、 後 に な っ て 逃亡 し て し まう アブ ドッ ラ ・ ビ ン ・ ウ バイ の 0 入 の 信夫 者 を 含 
め た 1000 名 の 戦力 で 、 敵 と 変 陽 する 為 、 メ ディ ナ を 後に し た の で ある 。 了 戦闘 は 、 ウ ハ ド で 行なわ れ た だ 。 

注 11 二 つ の 隊 と は 、 そ れ ぞ 和 れ ハ ズラ ジュ と アウ ス に 所 属す る バ ヌ ー・ サ リー で そよ と バ ヌー・ ハ リー サ の 二 つ の 
部 族 で あっ た 。( プ ハリ 、 マ ガ ジ 書 ) こ こ で は 、 人 穫 ら が 実際 に は 、 ひ る ん だ の で は な く 、 ア ブ ド ッ ラ の 3 人 人 の 逃 
亡 を 月 の あたり に し 、 小 隊 で あっ た イス ラム 軍 が 更に か い 減 状態 し な っ た 為 、 イ スラ ム 軍 を 見 す て よ うと の 思 
い カ が 心 や 々 か すめ た の が 、 和 実際 に は みす て だ た だり は し な か っ だ な だ 事 を 示し て いる 。 
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124. アッ ラー は バド ル に お いて 、( 注 112) お | る 3( < 9 る , ”s RE レル 2 2 タタ スン ン ニッ ンプ ンク 
前 た ち が 劣勢 で あり し 時 、 お 前 た ち を 防 け りう の Teleo1 う 2 ひみ 
> P ア アッラー 4 ビー ミ 圧 ッ タ タン タン シン ィ レル 
だ た だ たり 。 きれ ば アッ ラー を お 前 だ ちの 守護 者 OO HI 1 2 


と し て 思 れ 敬 え 。 き すれ ば お 前 だ もち 、 感 謝 
の 気持 も 湧い て こよ う 。 


125. その 時 、 液 は 信徒 た ち に 云え り 、「 主 が 天 rt (Re を R 
eo どど っ っ AU 
ょ り 三 千 の 天使 を 降 し 、 流 等 を 助け 給 う 。 て lc ee PR 


( 注 113) ぉ 前 た ち そ れ で も 足ら ぎる が か? 」 は の 4 > 2 
に に 人 NIR 
126. 然 り 、 お 前 た ち が 信念 苫 因 に し て 、 正 義 の 2 3 じ う 1323 5 35 の! 2 


な ら ば 、 敵 が 急 月 する と も 主 が 五 千 の 天使 て 。 ッッ 
を も っ て ( 注 114) 猛 攻 し 、( 注 115) ぉ 前 た 42 MO DO tA 
ち を 助 て くべ し 。 


うー 。 ア タ 


人 


127 ケッ ラー は た だ に よっ て 前 た あの ER 39 2% 


0 ( 注 116) 助け は た だ i OO 
偉大 に し て 賢 哲 に ま し ます アッ ラー よ D 至 アリ "ブー ググ ー ど アデ 
る 。 





注 112 バド ル と は メッ カ と ヒメ ディナ の 間 に あ る 道 沿い の 地名 で ある 。 そ の 地名 は 、 バ ドル と いう 男 が 持っ て い 
た だ た 泉 に 由来 し て いる 。 こ こ で 述べ 65 れ て いる バド ル の 戦い は 、 こ の 地 の 近 く で 闘わ れ た だ 。 


注 18 バド ル の 戦い の こと で ある と まち が っ て 解釈 きれ て いる が 、 前 節 で 、 だ た また だ たま 、. 確固 た る イス ラム 教徒 
が 危険 に 陥っ た 時 、 神 が いか に 助け られ た か を 示す 為 に 述べ られ だ た バド ル の 戦い やき し て いる も の で は な い 。 
8 ・10 に よれ ば 、 バ ドル の 戦い 時 に つか わき れ だ 天使 の 数 は 、 敵 の 1000 名 に 対し 、 同数 の 1000 名 で あっ た 。 
ウ ハ ド の 戦い の 叶 の 敵 の 数 は 3000 名 で あっ た 為 、 こ の 時 つか わき され だ 天使 の 数 は 3000 で ある 。 こ の 約束 の 成 
就 に つい て は 3 :1 に その 説明 が ある 。 


注 IDld も し 不信 者 達 が 、 イ スラ ム 軍 が 軍勢 や だ て 直す 間もなく 、 火 急 に 攻め て きだ ら 、 神 は イス ラム に 5000 の 
天使 を 送り こん で 下 き る と の 意味 で ある 。 前 述 の 3000 に 比 し 5000 と 天使 の 数 が 増え て いる の は 、 ウ ハ ド で は 
イス ラム 軍 は 手 成 し てく 攻め られ 、 多大 な 披 害 も こう むり 愉 体 化し て いた か ら で あ る 。 メッカ の 近く まで 来 だ 時 、 
グ クライ シュ は 戻っ て も う 一 度 イ スラ ム 軍 を 政 撃 す る 事 に し た 。 戦い の 一 日 後に 、 胃 な る 預言 者 が 、 こ の 事 を 知 
る に 下っ た 時 、 直ちに 行軍 せよ と の 命 を 出し 、 ウ ハ ド の 戦い で 彼 と 共に 戦っ た 者 だ け 後 に 続く 様 に と 指 捧 し た 。 
を し て イス ラム 車 は メデ ィ ナ か ら 6 8 マイル 離れ だ ハム ラ ・ ア デル ・ ア サド ま て 出向 いた な の で ある 。 こ の 民 散 な 奈 
な る 人 質 言 者 し その 信 率 者 の 子 期 せ ぬ 出現 に 、 威 圧 き され だ メッ カ 軍 は 、 大 急ぎ で メッ カ に 退却 し た の で ある 。 こ 
- れ は 天使 達 が 彼ら の 心 に 投げ か けた 恐怖 の せい で あっ だ た だ 。 を そう で な けれ ば 、 前 日 の 戦い で 数 も 減り 、 傷 つき 、 
消長 し きっ て いる イス ラム 軍 を 前 に 返 灯 す る 訳 が な いか ら て ある 。 


注 15 彼 は 突然 、 果 敢 に 彼ら を 襲い 、 彼 ら が 大政 壊す る 様 な 働き を し た と 言っ て いる の で ある 。 


注 Il 天使 了 達 は イス ラム 軍 の 心 を くじ け な い に いよ うに する ~-- 方 で 、 山 の 心 に 威 正 と 恐怖 を 送り こん だ 。 も し 神 が 
そう 召さ れ だ た ら 、 天 使 が た っ た 一 人 で あっ て も 、 ウ ハ ド で の イス ラム 軍 を 助け る に 充分 で あっ た が 、 神 は 5000 
の 天使 を 送る 事 を 約束 きれ た の で ある 。 この 事 は 、 そ の 時 、 多 大 な 自然 の 力 が イス ラム 軍 に 好都合 に 働い た 事 


sl 
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128. こ は ア ッ ラ ー が 、 不 信心 者 ども の 一 部 を MG うま < OAI OM と 


切り くず し 、 或 い は 炎 墜 きせ て 失 紀 し て 作 
の う 
去 せ し ゅ ん が だめ な り 。( 注 117) OE 


129. アッ ラー ー が 彼 等 を 容赦 し ょ 1 と 、 は だ まる 0 と こう 6 2 る NC 5 
た 不義 な す 徒 器 履 に 前 し ょ うと 、 MM ye ot OS ¢ 


1 2 タン 


る か も 関与 せ ず 。 Ook oe 


130. 天 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の すべ て は 2 の の ル ・ る 3 (うっ いる ¢ iz 
i oa CI 
アッ ラー の 所 有 な り 。 アッラー は 御 心 の ま ON NG Sn GL 





い 時 て の タイ タリ ンク る ラン I I < 
ま 誰 で も 族 し 、 御 心 の まま 誰 で も 凡 し 給 う 。 OA re dy SS OR 3 
アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ま ょ す 。 
第 十 四 項 
131. 池 等 信徒 た ちよ 、 倍 を また 倍 に する 利 の DE 
ONI 6 
を 人 次 る な か 衝 。 お 前 だ た ぢ 栄え ん が だ た め に は WO rs % CN sk 
る の 2 タ 922 2 イン る 
アッ ラー を 長 れ よ 。( 注 118) OLR oR NS 
132、 耐 し て 不信 心 者 ども に 準備 され だ る 業火 る 
92 、 是 -! こる ON 0 ら と | CAU 15 
を 怖 れ よ 。( 注 119) g 
人 kE に "て 0 LL っ re 9 タン と アル 
0 叶 け を 戴く ため に 、 ア デッラ ー と 使徒 に ⑯ い か テッ 2 olls gbls 
午 え 。 
ゆう じ ょ 1 し か あめ つ ち タ ぃ の RC 3 2 タン 
134. 主 の 央 息 を 得る た め 、 庫 し て 天地 の 如く 6252 中 こう 8 っ GS 
広大 な る 楽園 に 入る た め に 急げ 。 そ は 神 を A 0 Do の 
呉れ る 者 の た め に 一 一 ( 注 120) GO gl っ の 1 うら 








を ほのめかし て いる 。 更に ぅ 不信 者 の 中 に も 、 バ ドル の 戦い 時 に 、 実 際 に 天使 送 の 次 や みた だ も の 
が い だ と 伝え を られ て いる 。 ・ 30 も 併せ 読む 事 。 


注 117 聖なる 預言 者 は 、 メ ッ カ 人 達 の メデ ィ ナ へ の 急 襲 を 予定 し て いる 事 を 知る 玉 や 、 メ ディ ナ に 向っ て 、 行 軍 
し た の で ある 。 メッカ 軍 は 、 み っ と も な くも 也 し げ も な く 送 げ だ し だ た の で ある 。 


注 118 キリ スト 雪国 家 に 於 て 、 今 で は 法律 的 に 認め られ て いる 、 利 皿 を お 謙 す と いう 事 は 、 モ ー ゼ は 禁じ て いた 。 
( 出 エ ジグ ト 記 22・ 25、 レ ビ 記 25: 36、37 : 申 命 記 23 : 19、20) こ こ で は 、 妥 当 な 利息 な ら 許 きれ る が 、 閑 利 
を むき ぼる の は よく な いと 言っ て いる の で は な く 、 妥 当 で あろ うと 極端 で あろ うと 、 利 人 息 を 課す と いう 事 自体 
が 禁じ られ て いる の で ある 。 そし て ' 幾 倍 に も な る "と いう 度 味 に 解釈 きれ る 語句 が 、 実際 に 型 な る 預言 者 の 時 代 
に 、 流 行っ て いた 桂 習 を 指摘 する 。 2 : 76 一 8 参照 。 
注 19 2:26 で も 、 戦 火 の 直 告 を 後に 述べ て 、 利 息 の 禁 止 が 説 か れ て いる 。 一般 的 な 味 の 他 に 、 こ こ で " 不 
信者 "と され る の は 、 利 上 息 に 関す る 戒律 を 守ら 史 者 で ある 。 
注 I0 この 節 は 、 商 売 や 売買 が 利 皿 な し で は 動か あせ な いと 現在 の 状況 か ら 信じ こま る れ て いる 者 達 へ の 答 を 為 
し て いる 。 そ し て イス ラム 示 徒 は イス ラム の 教え に 徒 い きえ すれ ば 全て の 利益 を 受け られ る で あろ うと ここ 
は 述べ られ て いる 。 又 、 楽 園 & は 天上 と 地上 の 両方 に ある 書か れ て いる の は 、 信 者 で あれ ば 、 現 世 と 来世 に 
楽園 を 持つ 事 を 意味 し て いる 。 聖なる 預言 用 の 有名 な 言葉 が 楽園 と 地 銘 に つい て 興味 あぁ る 光明 を なげ か け て い 
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135. 幸運 な と きも 不運 な と きも 喜 捨 を 行い は CE WN 
が =』 ヽ R デ ts FT | 1 | 
怒り を 抑え 、 他 人 に 寛容 な 人 々 の た め に 準 ルル の ECI TO 64 


備 さ れる 。( 注 120 アッラー は 普 事 を 行う @ 交 OE Ct の 
人 人 々 を 愛 に 給 う 。 
し か 2 アデ 
136. 面 し て 卑屈 な 行為 や 、 過 矢 を 犯 せ る 時 、 ee i AAAI 
ゲッ ラー を 想い 、 罪 の 容赦 を 請う 人 々 ー 9 
アッ ラー 以外 誰が 罪 を 散 し た 5 出来 よう ぞ ? 約 3 受 独 当 の PU の 





ー ま た だ 、 し て 米 た だ こと を 悪い と 知り つつ や り A | 

続け な い 人 々 。( 注 122) 2 1 2 
137. これ 等 の 者 へ の 報 溢 は 、 主 より の 赦し と CM 

(ふぅ > 5 3 er 
河川 流れ る 楽園 な 9。( 注 123) を こ に 役 等 を GN 
ウン 2 
は 永久 に 住ま ん 。 導 行者 の 報 美 は な ん と 氷 GS Fs の SS の 
晴らし きか な 1 


BG 
138. 朱 前 た ちの 以前 に 幾多 の 処罰 の 例 あ り 。 222 2 リウ ン タ 。 GE 38 
PO 
地上 を 旅 し て 、 項 言 者 た ち を 嘘つき と し て の 6 2 いら 


過 せ る 者 ども の 炒 路 が 如何 な る も の な り し CIES 2 CM 
か を 見 よ 。 


139. こ は 人 々 へ の 宮 言 な り 。 まな た だ 神 を 異 れ る 


ノッ るい ッ ア る wv 
者 へ の 秩 導 並び に 訓 戒 な り 。 @ i CYP Da 


140. 肝 気 に な が る な か れ 、 悲 維 す る な か れ 。 セ る 2 を 。 ン 7722 9 9 る の し る 
we ー \ 3 5 は ll た s nil 2 1 1 
前 た ち 真 の 信者 な ら ば 、 必 ず 勝 利 を 得 ん 。 ウル Sod ES 
お レッ タタ 











ち 、 楽 園 が 天上 と 地上 と に ある と いう の な ら 、 一 体 地 獄 は どこ に ある の か ? と いう 問い に 対し 、 加 な る 
頂 言 者 は 、 答 えて "それ で は 司 が や っ て て くれ ば 、 夜 は どこ に 行く て と いう の か ?" 上 語っ た 。 そし て 更に 、 楽園 
の 報 醐 は 天 と 地 の 間 の 空間 程 に 佑 大 な $ も の な の で ある と 語っ た と も 伝え を られ て いる 。 こ の 事 は 、 楽 園 上 は 心 の 
状態 で あり 、 決 し て 物理 的 場所 を きす 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 

「 

年 11 人 は 他人 が 自分 に し か けた だ いやがらせ や 罪 を 完全 に 忘れ る 、 或 い は 、 心 に 全て 何 の あ と も な く と りう 払 っ 
て し まう と いう こと は 、 最 高 の “ 許 し” “寛容 きる" な の で ある 。 それ は 、 罪 の 抹消 だ け で な く 、 を の 痕跡 すら あ 
と か だ た も な く 消 し 去り 、 忘れ る 事 を 意味 し て いる 


注 122 普 人 が 掲 然 、 進 徳 約 に 随 落 し て も 、 自 分 の 行動 を 正当 化し た り せ ず 、 率 直 に 罪 を 青白 し 改め る よう に す 
れ ば よい 。 


注 123 那 を 犯し た 後に 、 心 か ら そ の 行為 を 悔い て 人 が 神 に 本 当 に 帰依 し た 場合 は 、 彼 は 神 に 許さ きれ る だ け で な 
く 、 神 が 彼 や より 高い 精神 の 極み に お 導き 下 き り 、 天 国 を 約束 し て 下 き る 。 


注 ここ で は 、 一 国家 或いは 一 個人 が いか に 、 強 てく な り 強 き を 継 持 す る か と いう 重要 な 原則 が 只 体 化 き れ て 
いる 。 そし て "ゆるめる な か れ " と は 、 将 来 の 危険 に 関し て で あり 、“" な げ く て なかれ" と は 、 過 去 の 誤り や 不運 
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お 前 たち 負 傷 を 受け た れ ど 、 敵 側 も す で 
に 同 程度 の 損得 を ( 注 125) 受 けた り 。 わ ゎ れ 
ら が 人 問 の だ た だめ に この よう に 幸運 の 日 と 不 
運 の 日 を 与 う る は 、( 注 126) 彼 等 に 注 
うな が す だ め で あり 、 こ れ に よっ て アッ 
ラー が 真 の 信者 を 識別 し 、( 注 127) お 前 た 
ちの 内 より 真理 の 証人 を ( 注 128) 作 り 給 5 
だ ため な り 。 ア ッ ラ ー は 不義 者 を 愛し 給 わ ず 。 

そ を は まだ アッ ラー が 信徒 だ た ち を 浄 め 、 不 
信心 者 を 絶 減 な ん が だ た め な り 。( 注 129) 

お 前 だ ち 、 ア ッ ラ ー の 道 の だ な め に 誰が 選 
敢 に 識 い 、 誰 が 耐え 忍び た る か を アッ ラー 
が 区 別 せ ぬう ち に 、 楽 園 に 入れ る と で て も 
思っ て に る の か ? ( 注 130) 

お ぉ 前 た ち は 死 に 直 末 する 前 は 死 を 望み だ 
り 。 ( 注 131) る れ ど 、 い ぎ 面 と 向 え ば 、 お 前 
た ちの 或 る 者 は 死 か ら 逃 れん と す 。 


141 . 


142 . 


143. 


144. 


$s. の SI ンプ ーッ ンプ タッ る 1 
に 20208 て こち 
3 ノイ ンタ ンタ 
の lo GL.353 
タン 9 + A を どく ゅ ジン の 2 う i 
Yall gi i 2 3 dl Cp 


Ny “ns M 
Os! 


に さく 


イル ア の の 5 リナ | 


DEG A GS Wh ARDS 


TT 92 27 9 ラン 
の AMO ま EA EE do 3 


アイ ラン ノ 


OTA NIR 


ヴ ン ショ ン 2 タン そ ン ン ッ る 9 る ン ノ 
の りん 7 we アタ AS 
OS ON OR UH 


@ ン 5 2 タ ジ る イン タン ノン 


ol to NS 





に つい て で ある 。 国家 の 次 退 は ひと ぇ 
めで ぐら 5 すか 人 堂 か に か か っ て お り 、 
対す る 特 告 が な きれ て いる 


注 155 他 の 箇所 (3 : 106) も 参照 。 


注 16 繁栄 の 日 々 ” と “ 不 財 の 日 々 " 


注 層 全 史 全能 で あら れる 押 は 、 何 ら 自 分 の 知識 
る の は 、 こ 者 岡 の 識別 に つい て の み で ある 。 知識 (イル ム 
識 す る 知識 で あり 、 も う 
の 事 を 指す 。 


注 茹 信心 4 深 い 者 達 は 、 不 財 の 時 に 自分 達 が 築い た 高潔 な 模範 と 、 確 固 た る 信念 に より 、 


人 と な る の で ある 。 


注 19 ウ ハ ド の 戦い は ら か の 不信 者 達 に イス ラ ょ 
方 人 の 陣 気 を 試す の は 試練 で あり 苦悩 び ご ある 。 そ を し 
で あ る o 


注 1 ここ で の "“ 死 "は 戦い の 意味 で ある 。 


項 言 洗 は メデ ィ ナ 市 中 で 敵 と 対戦 する 事 を 提案 し た が 、 


者 は 、“ 我 々 は この 日 を 待っ て いた の で す 。 う っ て 出 て 瑞 と 戦わ ちせ て 下さ きい 、 そ う で な けれ ば 、 
“ 液 は この 死 を ずっ と よ と 待ち 望ん で い 


快 者 上 いう で し ょ う 、" と 訴え を だ の で ある 。 
徒 の 呆 じい を る し て いる の で ある 。 


ーー 上 よ ]9ー 


に 付け 加え る 
) に は ご 種類 あり 、 
ー つ は 、 実 際 に 存在 する 様 に な っ て か ら 認 識 す る 知識 で あ 





に 、 そ の 吹 任 の 正しい 認識 の 気 を ぬい て し まう か 否 か と 、 過 去 に 思い を 
その 二 つ を 愛 っ た 国家 は 次 退 す る の で ある 。 この節 で は これ ら 二 っ の 危険 に 


も の な どど 必要 で は な い 旋 、 こ こ で 意味 きれ て い 
ー つ は 、 存 在 が 分 か る 前 か ら 認 
る 。 ここ で は 、 後 者 の 知識 


イス ラム の 長 実 の 証 


ー こそ 神 の 真実 の 宗教 で あ る と の 認識 を 与え ? だ 
て を それら な くし て は 精神 の 発達 や 純化 は あり えた ない の 
何故 な ら 6 戦争 の 結果 が 死 で ある か ら 。 戦い と は 、 装 備 や 人 員数 


に 於 て 敵 軍 と 比 し 極端 に 再 体 で わっ だ イス ラム 軍 に と っ て 、 死 を 意味 し て いた 。 ウ 
彼 の 同胞 の 内 、 特 に バド ル の 戦い に 参加 で き な か っ だ 


ウッ ハ ド の 戦い の 時 に 、 聖 な る 


連中 は 我々 を 時 
だ "と の 表現 は この イス ラム 教 


re Es - 
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第 十 五 項 
145.、 ムハンマド は 一 便 侍 に 過ぎ ず 。 使 徒 た ち (2 し は っ 2 も の 3 ンタ レ 
は 皆 令 に 先だって 逝け り 。 も し 彼 死す か 、 の 前 5 Os 
或いは 殺害 され な ば 、 お 前 た ち 詞 を 返さ ん ee2uUe 1 
と する か ? ( 注 132) 誰 が 踊 を 返 を た うと も 、 NN 
テッ ラー を いる さか も 害する こと な し 。 ーー 湊 ら ablRee sd de lS 
アッ ラー は 必ず 感謝 する 者 を 報 美 し 給 う 。 i 


な に が i し ン ラタン 〆 
146. 何人 も る アッ ラー の 許し な し に 死人 こと か Cblo bEW Sd OES 
な わ ず ーー そ の 時 期 は 子 め 定め られ て あ の 2 タ 
9 。 記せ の 世 の 報 奨 を 欲す る 者 に は 、 co お め ID うり 2 5 NSS 
われ 6 は 之 を 与え 、 来世 の 報 溢 を 欲す る 者 チレ 1 イラ タラ ルレ 
に は 、 わ れ ら 5 は 之 を 与 う 、 わ れ ら は 必ず 感 CE oS lS oe う 
給 う 。 


許す る 者 を 報奨 し OES 
147. に 福 言 者 が 付き 随 う 信徒 た ーッ の 9 Le や 29 2 
47. 如何 に 多く の 撤 言 者 が 付き 隊 う 信徒 た ち CofGe 2 4 URIS 


と 共に 戦い た る こと か 。 彼 等 は アッ ラー の 
道 に お いて 週 遇 せる こと の だ た め に 陳 可 せ 2 OR 


ず 、 協 気 に な ら ず 、 疫 を 前 に し て 屈せ ぎ 9 の 90 の 
き 。 ア ッ ラ ー は 断固 と し て 信念 を 貫き 通す の の と くる 多 う 8 し 5 


者 を 愛し 給 う 。 








注 12 ウ ハ ド の 戦い の 琶 中 に 吾 な る 貧 言 者 が 殺さ きれ た と いう 噂 が 流れ た 。 こ こ で は 、 を その 事 に ふれ 、 だ と え を 
の 報告 が 真実 で あっ た と し て も 、 そ の 事 で 、 信 仰 強 き 者 の 心 が ゆ れ 動か きれ て し まう 事 は な か っ た で あろ うと 
いう 事 を 言わ ん と し て いる 。 モ ハッ マ ド は 、 た だ の 項 言 者 に すぎ な い 。 彼 以前 に 存在 し た 頂 言 者 達 $ 死 し た 様 
に 彼 も 又 死 すべ きも の で ある 。 し か し イス ラム の 神 は 不滅 で び で ある 。 聖なる 預言 者 が 死ん だ 時 、 以下 の 様 で あっ 
た と の 記録 が ある 。 オ マル は メデ ィ ナ の モス ク で 、 抜 いた 剣 や 手 に し て こう いっ た 。“ 神 の 預言 者 が 死 し た と い 
ぅ 者 は 誰 で あれ 、 私 が 生か し て お ぉ お かない 。 彼 は 死ん だ の で は な く 、 あ の モー ゼ で きえ 神 の 御 許 に いっ ただ 様 に 、 
NR A CR 
協 に 局 あ わせ た マブ ー・ バ クル は 、 毅 然 ほ し し て オマ ル に 邊 る 様 に いい 、 モ スク に 集結 し て いた 教 徒 達 に 、 当 分 
を 期 唱 し 、 a 4 当然 な が ら 6 役 ら は 大 き な 悲 し み に 包 まれ だ た 。 こ の 役 で は 偶然 、 聖 な 
る 預言 省 以 親 の 預言 者 遠 $ る 死ん で いる 現に よれ て いる が 、 も し 生存 し て いる 者 が 一 人 で も いれ ば 、 型 な る 預 和 
填 の 死 を 証明 する 為 に 、 こ の 節 が 引用 る れる 事 は な か っ た 。 

実際 、 イ スラ ム と は 、 い か に を その 個人 が 筐 大 で あろ うと 、 を その 生命 の 火 を 、 一 入 の 人 間 の 存在 に 頼っ て いる 訳 
で は な い 。 神 こそ イス ラム の 啓示 者 で あり 保護 者 耳 つ 守護 者 な の で ある 。 し か し この 節 を 読み 、 聖なる 預言 者 
が 暗殺 と いう 形 で 戦い で 死ん だ と 誤 般 し て は な ら な い 。 彼 は 帳 分 の 生命 を 神 か ら 6 保護 きれ て い だ の で ある 。 
(5 :68) 当然 な が ら 疫 は この 誤報 に 狂 剖 し た が 、 せ し ろ こ れ は イス ラム 教徒 に と っ て 形 を 変え だ 上 恵み と な っ 
た 。 後 に な っ て 聖なる 頂 言 者 が 実際 に 死 し た 時 の 、 ま る で 胸 が は りき る け て し まう 様 な 思い へ の 心 の 準 信 と な っ 
た か ら で あ る 。 こ の 経験 が な か っ た ら 、 役 ら は 唄 え られ な か っ だ た だ はず で ある 。 
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148. 役 等 は だ だ か く 〈 云 えり 、「 主 よ 、 我 等 の 固 レタ レン シル レン ラン る ラン 

> が CT AE1ky、121te 1 MA イイ {ノン 

を 落し 給え 。 我 等 の 行き 過ぎ た 行為 を 上 紗 し 。 “ IS kW ゅ o6 5 


149. 


150. 


153. 


注 133 来世 で の 拉 本 に は 色々 な 段階 が あり 、 上 に 述べ られ だ た 様 な 信者 な ら 一 番 良 い 報 せ を 受 


給え 。 願 わく は 我 等 の 足許 を 堅固 な らし め 、 
不信 心 者 ども に 対し て 救 等 を 助け 給え 」 と 。 


きれ ば アッ ラー は 役 等 に 、 現 世 の 報 泌 と 、 
来世 の 素晴らし い 報 獲 と を 与え を だ たり 。( 注 
133) アッラー は 普 事 を 行う 者 を 愛し 給 う 3 

第 : トト 六 項 

液 等 信徒 たち ょ 、 お 前 た ち も し 不信 心 者 
ども に 従わ ば 、( 注 134) 彼 等 は お 前 た ちの 
貴 を 返さ し め 、 よ っ て お 前 た ち は 失 敗者 と 
な らん 。 


7 ッ ラ ー こ そ は お 前 た ちの 守 


うじ 


り 、 最 上 の 向 助 者 な 5。 

われ ら は 信 ぜ ぎる 者 ども の 心 に 恐怖 を 投 
ぜん 。 ( 入 135) を は 役 等 が 、 アッ ラー が 如何 
な る 権威 $ 降 き ざる 者 を 、 アッ ラー と 同位 
に 置く が 故 な り 。 彼 等 の 住居 は 業火 な り 。 
不義 な す 者 の 住居 こそ 悲惨 な り 。 


: 護 者 な 


お 前 たち が アッ ラー の お 許し を 得 て 彼 等 
を 殺し 、 減 ぼ せ る 時 、 ア デッラ ー は お 前 た ち 


と の 約束 を 果 し た り 。 ア ッ ラ ー が お 前 た ち 
に 、 お 前 た ちの 望み し も の を 見 せ た る 後 、 
お 前 た ち は 勇 気 を 裏 失 し て 、( 注 136) 仲間 


GLI 

1。 2 94?° 

OE 陸生 

EP CR 1 が 24 
EEL 

13 ン ン 32 ぅ プル レン s ンタ 
UE gt 
@ の っ 1 RAW 232 3 シ 

ルル ンタ ン ど の タン タロ 
の ee な 全う 2 人 


OG NE GN oS GR 
0 i 
TO JJ eg eo 


eT 9 タッ 2 アン ッ ン gi 多 タン レレ ニタ アン ノノ 
の 25 0 50e5 あぶ 3 くろ 3 
” 


2 8 AS 2 











ける 。 軒 越し た 


と 解 息 る れる フス ナー と い 2 言葉 は 必ず し る 無 の 段階 を 指す わけ で は な く 強 意 の 意味 で 使わ れる 場合 も あ 


る 。 


注 革 4 


イス ラム 教徒 が 非 イ スラ ム 教 


徒 E 交易 あや 行なっ て は な ら な いと 命じ られ て いる 訳 で は な い 。 


た だ 、 イ ス 


ラム に は っ きり 敵対 し て いる 不信 者 に は 従わ 様 に と 約 千 きれ て いる の で ある 。 


注 15 偶像 崇拝 が 生じ る 原因 は 迷信 と 恐怖 に ある 。 


注 5 
奪 を 押え きれ ず 、 自 分 達 の 役割 を 上 果 たき ず 暗 病 で 申 居 な 事 を し た と 


惑 拓 と 迷信 に と ら わ れる 者 は 男 者 と な りえ な い の で ある 。 


ここ で は ウ ハ ド で イス ラム 軍 の 後 陣 に 位置 し て いた 弓矢 部 隊 の 事 を 、 実際 の 戦い へ の 参加 や 戦利 品 の 略 


る の は まき に 心 の 中 な の で ある 。 


er っ 


紀 章 し て いる 。 真 の 男気 と 副 敢 き が 存在 す 


っ の を 


5 間 
堪 


KT 


デー ル ・ イ み ラー 0 


どう し で 命令 に つい て 相 和 争い 、 NO 1 タク っ る ルン ンタ る ピク 
1 (ノン 
に は 背 き だり 5。( 注 138) お 前 だ ちの 中 に CA CO A 


rb ( 和 19 あれ は 、 の 85 Cs 

NEA I 2 の 0 の 
ー は お 前 た ち を 試さ ん が た め に 、 お 前 だ 用 で 8 0 

a 証し て アッ 

ラー は お 前 た ち を 落し た り 。 な ん と な れ ば 、 Os 

アッ ラー は 信徒 に 対し て 慈悲 深き 御方 に ま 

し ます 故に 。 

154. お 前 た ち が 逃 げ ば まり つつ あり し 時 、 使 徒 483 2 9053555 ん 8 

RR は 2 , 
され E 誰 振り向か ぎり き 。( 注 140) を SE CE GSES 

a 

ち に 報い た り 。( 注 141) を は お 前 た ち を し 

て その 失 え る も の を 悲し まず 、 ま だ た だ 身 に 降 


ざさ 
て て 
li 





ir 








注 197 命令 I ょ は 、 聖 な る 頂 言 者 が 生 の 上 の 弓矢 部 隊 に 、 彼 の 許可 な し に 持 場 を 離れ る な と 言っ だ 命令 、 歌 い は 、 
その 趣旨 上 意味 か の いづ れ か を 指す 。 即ち 、 望 な る 預言 者 が 戦い の 終わ っ た 後 も 、 そ る そこ に と ど ま る 様 に と 考え 
て いた か 恵 か に つい て は 、 あ る 者 は 、 彼 が 誰か に その つも り で あっ た だ と いい 、 又 あ る 著 は 誓っ て を う で は な が か っ 
だ たよ いっ て いた の で ある 。 


丘 に 駐車 し た イス ラム 軍 は 、 自分 達 の 指揮 者 で ある アラ ドッ ラ ・ ビ ン ・ ジ ュ ペ ー ル が 坦 な る 預言 者 に 従っ 

て 「 勝 利 が 目前 に あっ て も 、 EAN 指 押し ょ うと し た 。 し か し 、 多 く の 部 下 は それ に 
人 ち ず 、 肉 れ て し まっ た 。 彼 ら が 自 和束 自身 を 拓 す る 事 を 出来 な か っ た 事 が イス ラム 車 に 基 大 な 被害 や こう 
ら せ だ の で ある 。 


注 これ は 、 持 ち 場 を 槍 れ た 王 矢部 隊 の 事 を 指し て いる 。 ア ラビ ア 語 の 文 で は 、 部 隊 の 内 の 何 名 か は 現世 を 
望み 、 一 即 も 、 戦 い に 加 わり 、 戦 利 品 を か き 集 ゆる の 意 、 一 他 の 何 名 か は ( ア プ ド ッ ラ ・ ビ ピン ・ ジ ュ ペ ー ル と 
持ち も 場 を 離れ な か っ な た 彼 の 仲間 た ち )、 来 他 を 望ん だ 。 一 即ち 、 聖なる 預言 者 の 命令 に 背 い た 場合 の 最終 的 な 結 
果 ゃ 考え た 一 と の 意味 も 示 き れ て い a 誤る 者 は 日 移 の 事 だ け を 考え 、 他 の 考 は 和光 の 事 を 読ん だ の で ある 。 


注 1 これ は 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 前 方 後方 か がら 6 は きま れ た イス ラム 軍 の 拉 列 が 砕け 、 多 く の 者 着 が 、 を それ ぞ 
れ 違 っ た 方 向 に 逃げ だ し て し まっ た 専 を 指し て いる 。 最初 に 後方 か ら 敵 が 出る と の 報せ に 、 後 る 向き に な っ て 
攻撃 の 姿 吾 を と り 5 待機 し て いた だ イス ラム 軍 に 、 向 か っ て きた の は 大 時 団 の イ スラ ム 軍 で 、 彼 ら を 敵 で ある と 湿 
認 し た 待機 宇 は 同士 うち を 始め た の で あっ た 。 ひ どい 混乱 と 狂乱 の 為 、 憧 な る 預言 者 の 声 に 注意 を 払う 者 $ い 
な か っ た 程 で あっ た 。 


注 MI 聖なる 聞 言 者 は 号 矢部 隊 に 丘陵 地 へ の 姓 屯 を 命じ に た が 、 戦い が 勝利 に 終わ っ た と 早合点 し た 彼ら は 守る 
べき 位置 を 放 楽 し て し まっ た だ 為 、 手 の 内 に あっ た イス ラム 軍 の 勝利 は 、 ほ と ん ど 改 北 の 観 を 時 し て し まっ た だ の 
で ある 。 こ れ が 第 一 の 悲 喉 で ある 。 次 の 悲し み と は 、 不 確定 な が ら 吾 な る 預言 者 の 死 が 伝わっ た 時 の 彼ら の 気 
持ち で あっ た 。 神 は 、 聖 な る 貧 言 者 の 死 の 報せ を 、 敗北 の 悲し み の 後 に 意図 的 に もち だ た ら る れ だ 。 そ うす る 事 で 、 
型 な る 聞 言 者 が 死ん で いな か っ た 喜び で 最初 の 悲し み が い や る 和 れれ る か ら で あ る 。 
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155 


156. 


注 9 


りか か れる こと を 悲し ま ざ ら し めん が た だ ため 
な り 。 ( 注 142) ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 
を 知 短 し 給 う 。 
ks 

面 し て 苦難 の 後に 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち 
に 平安 を 降 し 給え り 一 お 前 だ ちの 一 部 の 者 
は 腫 気 に ( 注 143) 襲わ れ だ た り 一 他 の 或 る 者 
.( 注 144) は 自分 自身 が 心配 に な っ て 、 
無知 恵 味 の 考え を 雪 て アッ ラー に つい て 問 
違っ た 憶測 を めぐ で ら せ り 。 役 等 は 云え 0、 
「 我 等 に 如何 な る 関係 が ある のか?」 に と 。 
云え 、「 事 は すべ て アッ ラー の 所 有 な り 」 と 。 
役 等 は 液 に 明らか に せ ぎ る も の を 胸中 に 則 
す 。 彼 等 は 云う 、「 も し 我 等 が この 事 に 関係 
が あり し な ば 、 我 等 は ここ で 殺さ る れ ぎ り し 
な る べし 」 と 。 こ は アッ ラー が 、 お 前 た だ ち 
が 胸中 に 蔵 す る も の を 試み 、 お 前 た ちの 胸 
中 に 抱け る も の を 一 掃 せ ん が た だ た め な り 。 


アッ ラー は 胸中 に 抱け る も の を 郭 知 し 給 
う 。( 注 145) 
両方 の 軍勢 が 相 会 せる あの 日 、( 注 146) 


お 前 だ ちの 中 に は 敵 に 後 を 見 せ た る 者 あ 


ぅ ァ 多 レ ノン ラッ ク 
CR ES 
OK 


EDN TS 


A 8 oC の と 
89 る ER 記 和 0 8 店 
VC RO 町 3 
3 Pr の の 


466EG 人 2Ge6 
ee 多 巡 の あび 2 
SI BERS to の 
8 し Oo あう 

2 


1 時 9 。? ” 28 の 内 
AO) 


リッ ン 


nl 








「 失 える も の 」 と は イス ラム 軍 が 目前 に し て いた 勝利 を 、 そ し 


て 、 [降り か か る こと 』 と は 、 逆 に 自分 達 


が こう っ な だ 敗北 と 、 イ スラ ム 軍 の 内 な われ た 戦士 達 の 事 を 指し て いる 。 


注 1 
す と 、 眼 気 に お を われ 、 
ン は この 事 を 神 の 恵み と 、 


ウ ハ ド の 戦い で の 事 で ある が 、 


陸地 に 戻っ た 時 の 事 で ある 。 


注 1 届 
と イス ラム 軍 の 安全 より も 、 


これ は メデ ィ ナ の 後方 に いた 筑 善 者 達 の 事 を 指し て いる 。 
自分 達 の 安全 に あっ だ 。 クル アー ン の 常 上 よう 句 と し て 、 自 分 自身 を 殺 


アブ ー・ タ ル ハ は 、 ウ ハ ド の 戦い の 日 に 私 は 顔 を あげ 、 ま わり を みわ た 
うと うと し て いる 者 ば か が り で あっ た 。 まどろみ は 心 の 平安 の し る し で ある 。 ク ルアー 
と られ て いる 。 こ の 事件 は 、 戦 い が ほ と ん どど 終結 に 近づき 、 


イス ラム 軍 が 近く の 丘 


な る 預言 者 
と いう 表 


彼ら の 関心 は イス ラム の 名 人 汐 や 環 


現 は 細分 の 仲間 或いは 同胞 を 殺す と いう 意味 ほ も な る 。 (2 : 55、86) 


注 十 


この 節 は 信 考 達 の 確固 上 し だ 貢 信 を 指摘 し て いる 。 確 固 な る 信仰 を 持つ 者 に と っ て は 、 だ たと ええ を それ が 考 


えら れれ だ よう に 死す べき 場所 で あっ て も 、 喜 ん で 死地 に 赴 い た 事 を 思い だ させ る 事 と な る の で ある 。 これら 6 金 
て は 、 神 が 、 信 仲 厚 き 者 を 純化 す ぁ 特に な る っ だ 事 な の で ある 。 _ 


注 146 


これ も 5 ウ ハ ド の 戦い の 事 で ある 
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り 。 を は 彼 等 の 犯 せ し 罪 の た め に ( 注 147) ン ン ラン ン ノン で 。 ラ ダンク ーッ ン の 1 っ で の タン ン 
本 le 1 2 : ll TL 
サタ ン が 彼 等 を つま ず か し め た る ( 注 148) Eo oo 
ヵ ェ ア テッ ラー ャ リー 2 とみ の 2 タン リー る 」2 タ ラン 9 さ 、 
故 な 2 され の に は す て に 彼 待 を 散 っ 0 ral らし * 2 と gl を 
し 給え を り 。 げ に アッ ラー は 内 妨 者 、 覧 容 者 < 


に まし ます ず 。 
第 十 七 項 NA 
_- yyScXA GY sel ou Sb 
157. 液 等 信徒 な ちょ 、 自 分 た ちの 見 弟 が 遠 GE FA (6 
へ 旅 し 、( 注 149) 或 に は 戦場 に 起き て た お の の は ゆら る RI) 
れ し 時 、「 も し 役 等 が 我 等 と 共に 家 に 在 9 し 1 イレ ンタ ムレ ンク レン [レン の ッ タ レレ 
な ば 、 死 ね こと も 、 殺 る れる こ ほ 6 な か り 5 5 25 CO 


し も $ の を | と 云う 不信 心 者 ども の 真似 を す RE の の ジョ っ 
る な か れ 。 A od IL db NG Eres 
を 惹き 起す べく ( 注 150) 計 給え し こと な ge スン えろ 
- り 。 生 を 与え 死 を 賜 う は アッ ラー に し て 、 a 

アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を み を な は し 給 

フェ 


a ff $2 Pr > - 1 22 イン 
WS TRF POO 2 3 a lal or oS ds 
灯る れ 、 或 い は 死す と も 、( 注 151) ア ッ ラ テー み 」 
本 ラビ EE TE 2 プ 29 ン ラン MR エア 
の 容 息 と 慈悲 と は 彼 等 が 蓄積 せる 財 室 より OAD い 2 I doy 5 dbl 
は る か に 優る べし 。( 注 152) 


し か し 』 
159. 耐 し て た よい お 前 た ち 死 し 、 難 は 殺 き oO 放す 作る 233 
2 トー ” を 


れる と も 、 お 前 た ちば は 必ず アッ ラー の 御 傍 

に 召集 せら る 。 ( 注 153) 
注 1 聖なる 頂 言 者 の 命令 を 誤解 し て 持ち 場 を な はなれ て し まっ た が 、 そ れ を 除け ば 忠実 で あっ た 者 の こと 。 
注 18 この 節 で の "つま づく " は 、 丘 の 姓 屯 地 を 無断 で 上 離れ て し まっ た 表 矢部 隊 と 戦場 あみ す て て 逃げ 帰っ だ 
教徒 達 や きす 。 
注 列 神 の 大 義 で 遠 国旅 を する の で ある 。 
注 150 不信 省 の 目的 は イス ラム 軍 を 戦わ せな いよ うに する 人 為 、 感 貴 す る 事 で あっ た が 、 そ ん な 徐 告 に 肛 す 事 の 
な い イ スラ ム 軍 は 、 不 信者 達 相手 に 戦う 決意 を より 強く し た の で ある 。 自分 達 の 意図 し は うら は ら に 逆 の 効果 
を 与 を て し まっ た だ 為 、 不 信者 達 は 途 力 に てく 所 だ の で ある 。 
注 枯 長 実 の 大 義 の 人為 に 戦い 命 を お と す 者 は 、 死 ん だ と みな きれ な い 。 彼 は 全て の 生命 の 統率 者 で 居 ら れる 神 
に 命 を きる げ だ か ら で あ る 。 
彼 は 肉体 的 に は 滅び て も 、 捕 神 的 に 永 加 に 生き る の で ある 。(2 : 5) 
注 12 偽 交 者 は 自分 が 残し て いか ね ば な ら ぬ 、 宮 や 委 栄 の 為 、 死 を 麗 れ る が 、 ア ッ ラ ー の 大 義 に 死す る 真 の 信 
仰 を 持つ 者 は 、 偽 善 者 の 香 し い 貯 え や 、 或 は 教徒 達 自身 の 富 惑 い は その 他 の 世俗 的 な 形 で 貯え だ も の な ど と 
は 比べ も の に な ら な いも の を 隆 に する の で ある 。 
注 電 「 お 前 た ち ] と いう 代名詞 は 偽善 者 と 信者 、 南 方 に 向け られ て いる 。 条件 は 違っ て も 両者 共 、 報 醐 と 稀 
呈 の 為 に 神 の も と に 集結 きせ られ る か ら で あ る 。 
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第 王 嘉 デー ル ・ イ ムラ ー ン 

160. 液 が 彼 等 に 対し て 優し い の は 、 ア ッ ラ ー Ce ドグラ テン 
の 慈悲 に よる 。( 注 154) も し 激 が 手 葉 く 准 A GIS 
酷 な り し な ら ば 、 彼 等 は 必ず 泊 の 周 団 か 5 ee ae6 0 の 2 の YE 


了 6 導 し た る べし 。 る れ ば 彼 等 を 攻 し 、 彼 等 レッ ン リ oct 3 の 6 
の た め に 赦し を 靖 え 。 市 し て 諸事 に 関し て ee > 光ら 2 っ 
等 と 相 恋し 、 (5) 一 上 決 す れ ま テッ ーー cage 

ラー を 信頼 せよ 。 げ に アッ ラー は 、 ア ッ ラ ー ルン 
を 信頼 する 人 々 を 愛し 給 う 。 


1 ッ ラ ー が お 前 だ ちる な ば る ? 1 の を ろ が 5Z 
161. も し アッ ラー カ ヵ お 前 た ち を 助け な ば 、 955 5 ル く PA る ぁ 1 2 
ン 


〆 


ルン ン 
ca 


何人 も お 前 た ち に 打ち 勝つ こと を 得 ず 。 き 0 
れ ど アッ ラー も し 前 た ち を 見 捨て な ば 、 et 1 CS 5022 GO の 5 2 


アッ ラー 以外 に 誰が お 前 た ち を 助 て くる か ?  “ の 2 
きれ ば 信徒 た ち を し て 、 た だ アッ ラー に 頼 Oa 
らし め よ 。 

162. 預言 者 た る 者 不正 を 働く 答 な し 。 誰 で あじ uuUSO22 人 SW じ 5 
れ 不正 を 働く 者 は 、 復 活 の 日 に 、 自 分 と 一 et PP レン ィ 
緒 に 不正 を も た ら す べし 。 その 日 各 人 は 、 e ぎ 9 2 4 25 02 
自分 が 稼ぎ し も の を 存 分 に 支払 われ 、 決 し 2 
て 不当 に 有 遇 せら れる こと な か る べし 。( 注 ⑯ ら 32 
156) 





注 4 ここ で の 言葉 は 、 そ の 明白 で 入 の 日 に る れる 特質 が 、 全 て の も の に あま ね く 慈 遷 深 く あ られ だ 型 な る 頂 
言 者 の 美しい 性 格 に あて られ て いる 。 役 こそ 、 溢 れる ば か り の 人 間 的 な 親身 き を 有 し て お り 、 そ の 相手 の 立場 
を 思う や きる し い 気 持ち は 、 仲 間 だ け で な く 、 折 あら ば 、 彼 を 刺 を た うと つけ ね ら っ て いた 敵 の 上 に も そそ が れ て 
いた の で ある 。 記録 に よる と 、 ウ ハ ド の 戦い で 、 彼 を みす て て 逃げ 帰っ た 偽善 者 達 の 処分 を し な か っ た だ だけ で 
な く 、 国 勢 の 相談 も 、 も ちか けた 程 で あっ だ 。 
注 壇 イス ラム 独 得 の も の は 多々 ある が 、 そ の 一 つ は 、 ム シャ ー ツ ワラ (協議 ) 制度 ど で あ り 、 こ れ は イス ラム の 
根本 原理 に 組み 入れ られ て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 元 首 は 、 大 事 な 国事 に つい て は イス ラム 教 徒 に 計る 事 が 義務 
づけ 6 れ て いる の で ある 。 墓 な る 聞 言 者 は 、 バ ドル 、 ウ ハ ド 、 そ し て 堀 の 戦 い の 前 や 、 彼 の 高 壮 な る 理 で ある 
アイ シャ に あら ぬ 疑 じい が か けら れ だ 時 で る えも そう し た 様 に 、 全 て の 重要 な 事項 に 関し て は 、 信 替 者 達 に 意見 
NSP の 2 2 て “ 場 な る 据 言 者 は 重要 な 件 を 他 の 人 々 と 協議 する 時 に は 、 最 も 気 を 
つか っ て いた 。" と 言う 。 坦 な る 預言 者 の 第 二 代 の 後継 者 で あっ だ オォ マル は 、 “協議 な くし て は フィ ラフ ァ ト は 
あり ない" と 計っ た と 伝え られ て いる 。 イス ラム 国家 の 昔 拓 、 歌 い は カリ ファ ー は 、 最 終 決 定 権 は 自分 に あっ 
て も 、 教 徒 の 代表 者 の 意見 に 年 を 傾け な けれ ば な ら な い 。 を そし て 、 イ スラ ム の シュ ー ラ 、 又 は ムシ ャ ー ワ ラ ヒ 
NR NR Og 
、 或 る 種 の 特権 を も っ て は いる が 、 こ の 中 由 裁 断 を 軽々 し 使う で き で は な く 、 大 多数 の 意見 や 間 重 し な く 
NO - 
注 I6 型 な る 預言 者 に 澤 の 後方 を 守る 谷 に 、 丘陵 へ の 駐屯 を 命ぜ られ て いた 弓矢 部 隊 は (全員 で は な い が ) メ ッ 
カ 軍 が 全員 攻 戦 し て いる の を みて 持ち 場 を 離れ た 。 駐屯 地 を 離れ た 時 点 で 彼ら は 型 な る 預言 者 の 命令 の 意志 に 
反し て いる と は 思っ て いな か っ た が 、 結 果たし て は その 場合 、 離 れる べき で は な か っ た の で ある 。 ま だ 、 デ アラ 
ブ の 習慣 で は 、 戦 い の き 中 に 、 自 分 が 手 を つけ た 物 は 取り 分 と な る 為 、 を の まま その 場所 に 居 つ づけ れ ば 戦利 
品 を 手 に する 事 が て きぬ と 考え だ の で ある 。 
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すま 


ぎ よ い ご 
163. アッ ラー の 御 意 に 従う 者 が 、 ア ッ ラ ー の と ンス ン 02 ンタ ンズ 
、 AO ちえ の し し ht | 

怒 り を 招き 地獄 を 住居 する 者 と 同じ で あっ <? ク oy Ob の El od) 


} < ル ア 9 フー ン ま i 
て な る も の か 。 そ は 悲 和 謙 な る 帰 処 な り !( 注 ON 0 
157) 
4. アッ ラー る と ころ で は 、 彼 等 に ! I bl の タ 
16 アッ ラー の 見 る と ころ で は 、 彼 等 に は ec る 112 人 52e cds ’ 


種々 の 段階 あり 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 所 業 を 
みそ な は し 給 う 。 


165、 げに アッ ラー は 役 等 の 中 より 一 人 の 使徒 922 な る の 5 <2 
el 2 
を 立て て 信徒 た . ち に 思 恵 を 施し 、 その 使徒 と ルン de 8 


を し て 彼 等 に 神 光 を 謀 み きか せしめ 、 彼 等 ろ 422 gs be 2 
を 浄 め 、 以 前 明らか に 迷 誤 の 中 に あり し 彼 る ン 

し を うり タウ ヤン タ 
等 に 経典 と 知恵 と を 教え し ゅ た り 5。( 注 < 2 CS a 
ig 


158) 

前 ンタ 

166. な ん と な 1! お 前 た ち に 災難 が 降り か か 2 29 イン る の 4 

0 3 3 Cl 
る と 一 この 前 は 二 倍 も の 損害 を ( 注 159) 加 tl ンコ 


V 


3 に ン ^ g いい rs 
えな だ る に も か か わら ず ー お 前 た ち は 云 5、 あじ 3 ES cls 
「 こ に は ぼう し た わけ か ? 」 ほ 。 云え 、「 そ は 2 

| 6 , オレ 
お 前 だ ち 自 身 より 出 で し こと な り 」 と 。( 汗 CN | 


160) げ に アッ ラー は 高 事 を 支配 し 給 う 。 
167. 両生 が 合戦 せる あの 日 に お 前 だ た ち に 超 5 っ に 21 る シッ シレ イィ っ 
ee アシ や sl ) 99. 1 

5 り だ る こと は 、 ア ッ ラ ー の 思 し 台 し な り b。 ” 2 っ 

ッッ ラー カテ の の 事 1 ニーム 3 。 タロ プイ ラン 」 と 
IN が この 事 に よっ て 真 の 信者 を BINS 





注 7 イス ラム 軍 を 一 拠 に 弱体 化 せ し ゅ た ウ ハ ド で の 傍 伏 者 達 の 裏切り に 、 不 届 の 闘志 を か きた て 6 られ た 茸 な 
る 頂 言 者 は 、 イ スラ ム の 敵 と 戦う 為 、 前 線 に 進み で た 。 こ れ に 反し 偽 普 者 達 は 、 自 分 達 の 裏切り に より 神 の 怒 
り を か っ た の で ある 。 


注 l8 この 言葉 は イス ラム 教 佳 の 心 に 、 彼 ら と 似 て お り 、 彼 ら の 内 の -- 人 で あっ た 聖なる 預言 者 の 例 に 習い た 
いと いう 望み を 日 覚 ゆ る せる で (意図 きれ て いる 。 


注 1 これ は メッ カ 軍 の 死者 70 名 及び 挿 席 70 名 で あっ た バド ル の 戦い の 事 を 言っ て いる 。 ウ ハ ド の 戦い で は 
イス ラム 軍 に 70 名 の 死者 が 出 た が 、 捕虜 は 一 人 も で な か っ た 。 故に 、 イ スラ ム は 既に メッ カ 軍 に 倍 の 打 毅 を 与 
えて いた 事 と な る の で ある 。 


注 l 入間 の 実際 の 行動 は 、 そ の 原因 の 善悪 の 両国 を 本 人 が 持っ て いる の で ある が 、 を その 行動 の 結果 を も た 5 


す 、 最 終 的 な 裁き 手 は 神 で ある 。 その 結果 の 良否 は 、 共 に 神 よ り 生 ずる の で ある 。 (4 : 79) この 意味 で 、 人 の 
行動 の 結果 の 善悪 は 神 に 帰す る も の と な る の で ある 。 


B= 


第 三次 アー ル ・ イ ムラ ー ン 
* イ 攻 避 : a ミナ > 江 の る 2 タイ スイ 。= タス * ” 
168. また 偽善 者 も を 識 ら ん ヵ た め な り 。( 注 LM いう 党 835 ll 2 の 3 
161)「 潜 等 アッ ラー の 壮 の た め に 戦え 、 敵 レレ タン 。。 
を 時 退 せよ 」 と 彼 等 云わ れ し 時 、 彼 等 は 云 553 189 Adsz8b6 
えり 、「 も し 我 等 戦 の 仕方 を 知る な 6 ば 、 お 2 999 タン タプ 。 ラ レッ ン っ を ッ タ も イン る る 
前 た ち に 従う も の を と 。( 注 162) 役 等 は あ 22 ら ゅ lu 0 2 ad 
の 日 、 ど ちら か と いえ を ば 不信 心 者 に 近 か り レッ 2 る ッッ レン ライ ルン っ ンタ で レッ ダ 2 タ ダン 
1 ラ に し ら 
き 。 彼 等 は や に も な いこ と を その 唇 で 坪 。 "フク 多め 9 Je > AT 


169. 


り 。 る れ ど アッ ラー は 、 彼 等 が 隠せ る こと 
を 熟知 し 給 う 。 

自分 自身 は 後方 に 居残り な が ら 、 自 分 の 
仲間 に つい て 述べ る 者 あり 、( 注 163)「 も し 


で CAA 97 


107 2 る ンク 


CE 95008 う 2 る | ly! OE ON 


彼 等 が 我 等 に 従い た り せ ば 、 殺 され ぎり し PP Do RC 
も の を 」 な ど と 。 云え 、「 も し お 前 だ ちの 言 2 
葉 が 真実 な ら ば 、 ま ず 自 分 自身 より 死 を 防 ⑨ の いら 
げ 」 と 。 

170. アッ ラー の 道 の な め に 殺 る れれ だ る 者 た ち クレ クイ す ー a I ン ン ン る アレ 
を 、 宛 する 者 と きえ る な か れ 。 残ら 彼 。  Ub2IAd き GADG に 2 
等 は 主 より 贈り 物 を 賜わり 、 主 の 傍 近 く で OL 1 


生存 す 。 


171. 彼 等 は アッ ラー が 授け た る その 葛 物 に 歓 の 5 タク 1 トン ニン ッ 4 
oo 4 28 GG 
彼 等 の 後 か ら 、 未 だ 一 緒 に は な 6 ぎり クラ 
th エア メア 
し が 、 従 いり 来る 人 々 の た だ ため に も 歓 療 に 滴る な Rc NE aE EK 
れ て いる 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 の 身 に は 次 ラン タン 
れ も 上 悲哀 も な か る べし 。( 注 164 の os 


注 151 
会 っ た だ 事 は 、 形 を 変え た 御 恵 み で あっ な た だ た 事 が わか る 。 ウ ハ ド の 戦 じ の 行動 で 混 然 と し て い だ 、 





識別 きれ だ の で ある 。 


注 162 


其 の 信仰 を 持つ 者 と 稚 普 者 を 識別 する 為 に 試練 や 困難 が 下る れる 為 、 ウ ハバ ド で イス ラム 岬 が 困難 に 出 


信者 達 の 真 偽 が 


この 節 で 吐 に 言及 きる れ て いる の は 、 ウ ハ ド の 戦い で イス ラム 軍 も みす て て 、 メ ディ ナ に 帰っ た アプ ブドウ 


ラ ・ ビ ン ・ オ バイ 内 い る と ころ の 3 名 の 偽善 者 達 の こと で ある 。 


注 163 


し た の 意味 で ある 。 


注 1 RE 者 達 は 、 ま だ 現 所 に 生き て は いて 後に 彼ら の も と ょ に 


仲間 の 事 を 語る "と は " 伸 間 の 事 に つい て 話し た "、 即 も イス ラム 軍 の 事 に 関し 、 


捉 分 達 の 間 で 、 話 し を 


こく る 仲間 が 貢 に 勝利 を お る め る 


事 で 、 嘉 ぶ で あろ う 。 即ち 、 死 後 、 ベ ー ル が 取り 除 か れ 、 疾 教 者 達 に は 、 イ スラ ム 軍 に 子 定 され て いる 勝利 の 
Nb 5 る きれ る と いう 意味 で ある 。 彼ら は 仲間 に つい て の よい 報せ を 受け と る と は 、 神 の 天使 達 が イス ラム 軍 
の 後 の 成 功 や 勝利 を 彼ら に いつ も 教え て くれ る と の 意味 で ある 。 
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章 アデ アール ・ ュ イム ラー ン 
172. 彼 等 は アッ ラー の 軸 恵 と その 恵み 深き に NT ? ろ アト 2 79524 
ws odas OS 
喜び 、 ア ッ ラ ー が 信徒 だ ち へ の 報 渡 を 無効 9 2 i 
= ュ マラ ーー Fs 9 592 1k 
に せ ざ る こと を 喜ぶ 。 SRE 
第 十 八 項 
173. 損害 を 被り だ る 後 、 ア ッ ラ ー と 使徒 の 呼 タタ ント ン 1 も の 2 ウス ブッ ニン ッッ 
| IO 
び か け に 応え し 人 だ ち 一 一 中 で も その 人 た CE Sa! lll 
ュ そ 芋 融 を 行い -』 所 = の ライ ys 392 クタ ノラ 7% 
ちの うち 普 事 を 行い 、 公 正 に 振る 舞う 人 々 BR ETA 


174. 


175. 


176. 


177.. 


178. 


は 、 必 ず 立 派 な 報 将 を 接 け られ る べし 。 

人 々 は 彼 等 に 向っ て 云え り 、「 お 前 た も ち に 
濃 対 すべ く 大 還 が 集結 せ り 。 ミ され ば 役 等 敵 
を 恐れ よ 」 と 。( 注 165) き る れ ど この 事 、 趣 っ 
て 彼 等 の 信仰 心 を 強め た り 。 彼 等 は 云え り 、 
「 ア ッ ラ ー い ませ ば 、 我 等 は 満足 な 5。 彼 
こそ は 素 哨 らし き 守 護 者 な り 」 と 。 

か く て 彼 等 は ア ッ ラ ー の 息 ) 由恵 と 恵み 深き 
に 浴 し 、 如 何 な る 災難 に 造 う こと な く 帰 0 
来 り 、( 注 166) ア ッ ラ ー が 源 し 給 5 と ころ 
に 従え り 。 げ に アッ ラー は 恵み 深い 主 な 5。 


悪魔 が 首 か し 得る 者 は 、 だ た だ 己 が 仲間 の 
み 。( 注 167) きれ ば 、 お 前 た ち 信 徒 な ら ば 、 
後 人 等 悪魔 を 惑 れず 、 わし を 連れ よ ょ よ 。 

不信 心 に 急ぐ 徒 評 を 、 液 悲し むこ と な か 
れ 。 彼 等 は いき る か も アッ ラー を 害する こ 
と 能 わ ず 。( 注 168) アッラー は 来世 に お い 
て 、 如 何 な る 壮 せ $ 彼 等 に 割り 当て る こと 
を 望ま ず 。 彼 等 は 必ず 基 六 を 受 く で し 。 

信仰 を 売っ て 不信 を 買う 者 は 、 ア ッ ラ ー 
を いさ る さる か も 害する こと を 能 わ ず 。 彼 等 は 
必ず 酷 同 を 受 く べし 。 
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に だ た つ 市 で 、 多 大 な 利益 を 手 に し て 帰国 


注 155 ヌー アイ ム ・ ビ ン ・ マ スー ド が ひろ め た 間違っ た 噂 の 事 を きす 。 
注 165 イス ラム 教徒 閉 は バド ル ・ ア ル ・ 

じ が 5。 

注 167 


注 168 
ある 。 


この 語句 は 、 (1) 地 タ ン は サタ ン の 友 で ある 不信 者 達 の 事 を 、 信 者 達 に 薄れ きる きせ よう と し だ た だ 。 (2⑫ し か し す 
タン は 自分 の 計画 で 恐 休 を 抱か す 事 が で きだ の は 不信 者 の み で あっ だ 。 一 と いう 事 を 志 味 し て いる 。 


イス ラテ ラ 


ム 或 い は 聖なる 預言 者 と その 信 替 者 を 迫害 し よう と する 者 は 、 実際 に は 神 を 時 と くし て いる の で 
何故 な ら 弄 な る 預言 者 の 大 姜 は 、 神 御中 身 の 大 潤 だ か ら で あ る 。 
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汗 1 


不信 心 者 ども に 、 わ れ ら 6 が 彼 等 に 与え る 
執行 獲 子 は 、 彼 等 に 幸い し て いる と 思わ ゎ し 
め る な か れ 。 わ れ ら が 彼 等 に 猫 子 を 与え る 
は 、 た だ 彼 等 に 罪 を 生 ね せしめ ん が だめ な 
り 。 役 等 は 必ず 屈辱 的 な 懲 凡 を 受 く で し 。 


アッ ラー は EAN READ 
で 、 信 徒 た ち を 今 或 る 状態 に 捨て 置き 給 わ 
(0109) 3 た 不可 % な こと を 38 前 た も 
NT 
者 を 使徒 に 選び 給 う 。( 注 170) きれ ば アッ 
i ed お 前 だ ち 、 信 じ 

公正 で あら ば 、 必 ず 立 派 な 報 滋 を 受 く で 
し 。 


アッ ラー が 授け た る 賜物 を 記 捨 する に あ 
0 物 惜しみ する 物 に 、 そう し だ 方 が 得 
ざと 思わ し むる な か れ 。 然 ら ず 、 そ は 彼 等 
ee を な り 。 復活 の 日 に 彼 等 の 
首 の まわ り に 物 惜 し みせ し も の を 首 館 9 
の 如く 付け られ る べし 。 天地 の 遺産 は ( 注 
171) ア ッ ラ ー の 所 有 な り 。 る れ ば アッ ラー 
は お 前 た ちの 所 業 を 惑 知 し 給 う 。 
第 十 九 項 SA 
げに アッ ラー は か く の 如 く 発 言 する 徒 右 
の 言葉 を 聞け り 。「 ア ッ ラ ー は 所 し く 、 我 等 
は 富 め り 」 われ ら は 彼 等 が 云え る こと ( 注 
172) 並び に 彼 等 の 企 て が 項 言 者 た ちの 不当 
な 殺害 な る こと を 記録 し 、 且つ 云わ ん 、「 液 
等 火炎 り の 刑 を 味わえ ] と 。 
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ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 が くぐっ て きた 試練 や 困難 が 信 す ぐに は 終わ ら ぬ 事 を 各 味 し て いる 。 試練 は 、 


真 の 信者 と 偽 療 者 や 信仰 低 き 者 と が 完全 に 誠 別 きれ る ま て 続く の で ある 。 


注 170 

神 の 使者 と 定め られ な だ 省 の 内 か ら 、 そ の 特定 の 叶 代 に 最も 
な の で ある 。 

注 I 「『「 遺 産 ] と 訳 き れ て いる ミラ ー 


これ は 、 使 者 の 内 、 あ る 者 は 選ば れ 、 あ る 者 は 選ば れ な いと いう 事 を 意味 し て いる の で は な く 、 
適し た と 思わ れる 使者 を 、 


神 が 、 
お 決め に な る と いう 意味 


ス は 、 こ こ で は 所 有 権 の 意味 を 持つ 。 こ れ は 又 、 人 に 割り あて られ だ 分 


ょ の 意味 で も ある 。 楽園 を つぐ 者 達 ' と 述べ られ て いる 23・12 を 参照 し て みる 事 。 楽園 は 誰 で も つ で 訳 で は な 
《、 神 か ら の 割り 当て と し て 受け 取る も の な の で ある 。 
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183. こ は お 前 た ちの 手 が 先 に 己 れ 自 身 の 前 に 才 2 フタ イン 4 マン ンー イッ ン る と 
| Al 
送り な る こと の だ め 、 ま た アッ ラー は 決し APP a Eads 


て る その 僕たち を 不当 に 刀 せ ざる た め な り 。 Say 


デア ャ シグ 





184. 彼 等 は 去り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 に 、 大 炎 oy ン 人 る 全 3L Gee 人 2003 

円 し も 人 w | 

で 食い 尽き れる 供物 あれ も た ら す 物 に 非 ず の ダック タッ 人 の 2 る 56 

テ ーー = に ] 7 [3 トー 

ば 、 加 何 な る 使徒 も 信ずる な か れ と 訓 め た 222 に 688 和 MT 

り 」 と 。( 注 173) 云え 、「 す で に お 前 た ちの 02 992299 。 る と 。 
ほこ ろ へ 、 我 より 以前 に 、 使 徒 た ちか 間 証 aS BAO お 


を 携え て 、 お 前 だ た ち が 求 め ゆる と ころ の も の I 人 
を 持っ て 来 た れ り 。 ち 前 た ちの 言葉 が 真実 @OS み らい の) 
な ら ば 、 を その 時 、 何 故 便 徒 た ち を 殺害 し た 
る が 7?」 と 。 

185. も し 役 等 が 液 を 嘘つき 呼ば わり せる と 2212 る で 。。 タタ レッ ショ ンス ンク タン イン 
5 、 潜 以前 の 保 傘 た ち も 貴 つ き 呼 ば p り きつ テト 先 ひめ いり ER 

主 テキ る ET ゝ [< EE 52 リ デ ィ ネン 中 1。 人 る 

れ て いる 、 種 々 な る 明 証 と 詩 編 と 光り 輝く OCT いこ 
経典 を 携え て 来 た あ の 使 待た ちち 。( 注 
174) 


9 タン 29 タ っ る 人 CS13 ラン 5 を ク ャ ン タグ る る 
+ hd に 


186. 人 は 皆 必 ず 死 を ( 和 175) 味 わ う べし 。 古 る の 人 1O タ の 53 も 4 る 
し て 復活 の 日 に お いて の み 存 分 に 報い ら る ン ? A Ra 
べし 。 火 か ら 問 ぎ けら れ 、 楽 岡 に 入ら し る る 0 で の 2 


め ら れる 者 は 、 げ に 本 願 成 就 せ る 者 な り 。 999? タレ i シリ 2 の 
現世 の 生活 は 、 た だ 空 し き 享楽 に 過ぎ ず 。 A PCN EE 


々 











注 19 ユダ ヤ 人 が 、 デ アッ ラー の 大 義 の 為 、 語 を 提供 する よう 要請 きれ た 時 (3 :13)、 イス ラム 教徒 達 を あざ 
けっ て “アッ ラー は 貧乏 で 我々 は 金持ち と いう の か ?" よ 言 っ た だ 。 こ の 言葉 は 、 新 し い 運 動 に 参加 し て も 、 支 
払わ ね ば な ら な い 金 銭 的 負担 が 増す に 従い 、 そ の 事 を 快 よ く 思 わな いこ の 様 な けち な 人 々 の 心 の 中 を も 表わし 
て い る の で あ る 。 


注 I3 この 人 節 は 「 火 次 で 食い 尽き され る 供物 ]」 に つい て の 戒律 を 守る こと は 、 酢 欺 師 に だ っ て で きる 事 で ある か 
ら 、 預 言 者 の 真実 を 試す 資格 と は な ら な いと いう こと を 、 ユ ユダヤ 人 に 示し て いる 。 ユダ ヤ 人 は る うい う 供 物 に 
関す る 戒律 を 守る こと が 耶 言 者 の 証 と 考 を る えて いた の で 、 そ の 誤 ち を 指摘 し た の で ある 。 表 求 者 の 真実 を 示し 確 
立 す る の は “明快 な し る し [ 甚 証 "の みな の で ある 。 し か し 、 た だ たとえ 焼き っ つくす 供物 を する こと を 上 避 守 する 
の が 、 真 の 預言 者 の 資格 で あっ た と し て も 、 ユ ダ ヤ 人 に 反論 を 述べ る 権利 な ど な い の で ある 。 それ に 関し て の 
衝 弾 が 、“ 何 故 、 お 前 達 は 決 然 ほ この 式 律 を 守っ た 人 括 言 者 達 を 受け いれ な か っ た の だ 7?" と いう 言葉 に よっ て 、 
ユダヤ 人 に 向け られ て いる 


注 174 自分 達 に も それ ぞ れ の 警告 と 智恵 の 溢れ る 言葉 の 書か れ て いる 啓示 (黙示 ) 録 が ある の に か か わら ず 、 
イス ラ エ ル の 預言 者 達 が 全員 、 従 っ た トー ラ の 事 。 


注 5 死 と は 自然 の 中 で 最も 確実 ぴあ る 現象 な の に 、 人 々 の 死に 対し て 、 全 く 無 視 す る か 非常 に 冷淡 な 占 度 を 
と っ て いる 、 こ こ で は 俗 世間 の 生活 を 、 表 面 は せく 挨 力 的 に みえ て も 、 一 是 人 が る の 喜び と 利益 を 束 め る 事 に 
袖 着 し だ す と 、 に が く 人 を あざ むく も の で ある 人 為 、 幻 膨 で あり 虚無 で ある と 言 っ て いる 。 
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197. お 前 た ち は 必ず を の 財産 や 人 格 に お いて の 3 放 る 562 5 タン 8 
試み られ る べし 。 ( 生 176) また お 前 た も は 、 の の SG 
, クノ ” 
以前 に 経典 を 授け りら れ た る 人 々 や 、 多 神 才 a 区 の ici 
徒 か らき ま ざま な る よ か ら ぬこ と を 義 か ’ SP 
ん 。 きれ どぉ 前 た も が 毅然 と し て 公正 に 擬 の と 2 cdl OGs - DR 
る 舞 わ ば 、 を それ こる を 本当 に 農 高 な 決意 な り 。 @ 2 
うめ 
188. アッ ラー が か つて 、 経 典 を 授け られ た る EEG kd 8 先導 833 
DOUGO7UIE 691316 
人 々 と 契約 を 結び 、( 注 177)「 お 前 た ちこ れ 2 の 
を 人 々 に 説明 し 、 隠 す な か れ ] と 云え る 時 AE NAS er 
の こと を 思い 超 せ 。 し か る に 彼 等 は 輝 を 彰 ンタ 3 ン レーン タン も rE 
後に 投げ 捨て 、 し か も わずか な 代価 で 之 を 。 ⑩C2XS UAE 
売れ り 。 彼 等 が 買え る も の は 災い な る か な 。 
アス を ん イ 


189. 己 れ の な せる こと を 寄 び 、 ま た な きる ざる OI PR IE 
こと で 賞 話 きれ る こと を 好む 徒 英 一 か か る 還 (2 る タタ マン ンズ アン タレ 5 ンー グ ゥ 9 ノ 2 9 
者 ども が 箸 凡 を 逃れ られ 得る と 思う な か 6 うろ の i ogo Ys ais a os 


れ 。 彼 等 は 背 酷 な 懲 ら 6 し め を 受け ん 。 @ ぅ ズン ゥ タン ン で ノウ タ 
oyAU GL Ag の っ つい 

190. 補 地 の 大 権 は アッ ラー の 所 有 に し な EB Ad 
アッ ラー は 万 物 の 上 に 権能 を 提 0 給 う 。 Pt 
第 二 十 項 RS 
191. 天地 の 創造 、 昼 夜 の 交替 、 を の 中 に 在 る dh ベ Gu A る 

RES } ll 

5 の は 思 成 ある 人 々 へ の きま ざま な る 神 光 プ ^ ルル に 88 
レレ 1 フー ルン る ン 
な り 。( 注 178) I A 


2 SE A 0 4 リス の の まく GE ン ッ シン 2 る 


192. 立っ て EC SA QIN に 


も 、 











注 】 試練 と 試行 に は 四 重 の 目的 が ある 。 (1) それ ら に より 、 心から の 確固 た る 信仰 を 持つ 熱心 な 信者 と 、 た だ ため 
ら っ た り 5 信仰 が 薄 か っ だ りす る 者 と が 譜 別 きれ る 。(2) 信 爺 に 地 心 な 者 に と っ て は 精神 的 発展 の 手 角 と な る 。63) 
試練 を か いく で る 者 は 、 そ を の 際 に 自分 自身 の 信仰 の 強 き 或いは 弱き を 知り 、 そ れ に より 自ら の 行為 や 正す 事 が 
可能 に な る 。【( 届 試練 は それ に 価 す る 者 に と っ て は 、 報 可 へ の 資格 を 確立 し て くれ る も の と な る 。 


注 17 ここ で 束 べ られ て いる の は 、 何 6 特定 の 契約 の 事 で は な て 、 全 て の 預言 者 の 信奉 者 が 負う 、 自 分 達 は 神 
の 伝言 を 説き ひら る め 、 そ れ に か な う 様 生き る と いう 一 般 的 な 契約 の 事 で ある 。 


注 18 天地 印 造 と 全 夜 の 入れ か わり に 浴 在 する 教訓 は 、 人 に 精神 的 な 面 と 世俗 釣 な 面 の 発展 を 目 様 に 創造 き 
れ た の で あり 、 も し 公 加 正大 に 行動 すれ ば 、 暗 や み と 普 し みか の 期間 の 後に 、 陽 光 と 辛 せ が や っ て くる と いう 事 
で ある 。 
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193. 


194. 


195. 


196 . 


生 139 


SE 
い の で ある 。 人 が 宇宙 創造 の 物理 的 現象 中 に 存在 する 精神 の 暗示 や 、 
な る 秩 訟 に 思い を めで ら す 時 、 人 は 拓 の 仲 天 な 、 え い 呑 に 深く 印象 づけ られ 、 巳 れ の 最も 奥深 い 底 か ら 、! 
あな だ た はい だ ずら に この 宇宙 を お つく り に な っ た の で は あり ませ ん " 
注 180 当 剖 で は キリ スト 教 の 教理 や 理想 、 を し て を の 生活 様式 を 語っ て お り 、 
と 主張 し て いる に も か か わら ず 、 キ リス ト 教 で は 女性 の 地位 が 男性 の 地位 に 比 し 完全 


思案 する 者 は 云う 、「 主 よ 、 液 は こ れ を 徒 
に 創造 せる に 非 ず 。 否 、 液 至 聖 者 よ 、 我 等 
を 業火 の 刑 より 救い 給え 。 ( 注 179) 


主 ょ 、 波 が 業火 の 中 に 入ら し めん と する 
者 は 、 波 必 ず を 克 し め 給 う 。 面 し て 不義 
な す 者 に は 如何 な る 救 巧者 も な か る で し 。 


主 よ 、 我 等 は 、『 液 等 の 主 を 信 ぜ よ 」 と 我 
等 を 信仰 に 指 く を の 呼び 掛け を 聴い て 信者 
と な れ り 。 され は 主 よ 、 我 等 の 罪 を 薇 し 、 
犯 せ し 数 々 の 悪事 を 免除 し 、 岳 し て 我 等 を 
正義 者 共に 死な し め 給 え 。 


ギ よ 、 流 の 使徒 た も を 通し て 我 等 に 約束 
せる も の を 与え 給え 。 面 し て 復活 の 日 に お 
ぃ いて 、 我 等 を 辱 し め ゆめ る な か れ 。 げに 液 は 約 
束 を 破 ら ず 」 と 。 

こ で 主 は 、 彼 等 の 祈り に 応え て 、 去 ぇ 
り 、「 わ し は お 前 た ちの うち 、 男 女 を 団 わ ず 、 
働き 者 の その 働き を 空しく て せ ぎ ざる で し 。 ぢ 
前 た ち は お 互い 同士 、 男 $ 女 も $ 了 て な し 。 

( 注 180) 彼 等 家 閣 を 追わ れ 移 住 し だ る 者 、 
わし の た め に 追 害 を うけ 、 礁 戦 し 映 れ た る 
人 々 、 わ し は 役 等 より その 罪 を 消 減 し て 、 
河川 流れ る 楽園 に 入ら し めん 。 これぞ アッ 
ラー ょ り の 報 半 な り 。 げ に 最も 素晴らし き 
報 薄 は 、 ア ッ ラ ー の 許 に | ょ 。 


ER EC 
eG SKUA WC 
635260UeS dC 
BE GE 
ali OR A RA CN 3) 
(es st の Ss 
EI 
GO CAA A TA 
oc 


し 3 ょ 4 


し 
2 る 60 マク 


2* の 2 タン 


MM &g9826 
2 れれ 12 タ 3 ン の 


OCG 


を ょ 。 


(の 1 の 5 822 
1 SN の 2 し みち 6 


2 リャ アア に < 2 タタ ン で la Lt デ 
fe 2 83 る 5 SDS 


ひと と 2 じゅ es OIC HE 


人 ルル アッ 2 i 
Ooi る を 2 0 








前 節 で 暗 只 の 施さ きれ て いる 偉大 な る 秩序 


当然 な が 





ら は っ きり と し だ 日 的 な し に 存在 する 事 は な い の 
ら 、 そ の 大 間 自 身 の 創 造 に は 佑 大 な 日 的 が な く て は な ら な 


宇宙 に あま ね てく ゆき わ だ た っ て いる 完全 
* 主 よさ 、 
と の 叫び が わき お こる の で ある 。 


キリ スト 教 教会 は そう で は な い 
に 下位 で ある 旋 、 教 会 内 


部 の 女性 の 地位 の 内 容 も それ に 準ずる 結果 と な っ て いる 。[ お 前 た ち は お 互い 同 -| に と いう 言葉 は 、 男女 両方 の 地 
位 の 内 容 を 強調 する 為 の も ゃ の で ある 。 
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いい 
ーー し 


197、 液 、 不 信心 者 ども が 我 が も の 顔 に 地上 を 
韻 歩 する 様 を 見 て 、 こ れ に 欺 か れる な か れ 。 
( 注 181) 
198. それ は し ば し の 優越 に 過ぎ ず 。 い ずれ 地 
獄 が 彼 等 の 住居 と な らん 。 を は お ぞ ま し き 
出所 な り 。( 注 182) 


199. る れ ど 王 を 大 れれ 敬う 者 に - は 、 河川 流れ る 
楽園 あり 。 彼 等 その 中 に 永久 に 住ま ん ー こ 
は アッ ラー NN 
に アッ ラー ー の 許 に ある も の は 、 最も 素 晴 
し き ぁ も ぁ の な り 。 


200. また 経典 の 民 の 中 に も 、 ア ッ ラ ー を 信じ 、 

前 た ち に 降 き れ た る 0 のり NN 

に 降 き れ た る も の を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御前 

で 月 ら ゃ りく だ る 者 あり 。 彼 等 は アッ ラー 

の 神 光 を わずか な 代価 で 売り 潜る きず 。 こ れ 
等 の 人 々 は 必ず 主 の 御 許 で 報奨 を 受 けん 。 
げに デッラ ー の 清算 は 敏速 な り 。( 注 183) 


201. 液 等 信徒 な ちょ 、 妨 耐 強 《 あ れ 。 妃 面 を 
互い に 競い 合 を 。 敵 を 用 心 せ よ 。 幸い な る 
た め に アッ ラー を 長 れ 毅 え を 。( 注 184) 








注 1 聖なる 衣 言 者 の 時 代 に あて は まる だ け で な く 、 
診る キリ スト 教 国家 の 物質 的 沼 栄 に も あて は まる 。 
に 、 だ まる れ た だり め 、 


キリ スト 教 国家 の 繁栄 は 一 時 的 な も の に すぎ ず 、 
与え を られ る で あろ う 、 恐 し い 懲 凡 が は の めか る れ て いる 。 


注 183 不信 才 に 対し て 、「 神 の 清算 は 敏速 な り ] と いう 表現 が 使わ れる 場合 
が 時 いと の 意味 で あり 、 信 者 に 対し て 使わ れる 場合 は 、 決 若 を つけ 、 


る 。 


注 1 
(1) 忍 耐力 と 心 の @ る ぎ な る を 鍛練 する 、 

(2) 英 より も 、 A 
3) 自分 の 所 属す る 社会 と 宗教 に 、 
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この 節 は 、 
そし て イス ラム 教徒 に は 、 
心 が お 弱く な っ だ り せ 届 様 、 稀 告 が 為 き れ て いる 。 


アー ル ・ イ ムラ ー ン 
を の 2 。 592 の レッ て プン 22 ダン ン 
⑯29uIG5O の SS 


ンチ ンタ セン ン 2 る a ヶ の 
全う の 


タレ ン ラッ タス 
SC A A IG EN 
ss RT EO 
I | 3 


OE SE NES 
の 935 の は AdC2450 
0 こる 2 a ES EN 
Oak EL HRD 
MN hs 


RS I & 


更 奉 の 、 目 が くら 5 も む 程 の 生活 の あら ゆる 面 に 
一 時 の うつ ろう 発展 の ま ば ゆ る 





この 節 で は 、 実 際 $ う 始ま りか け て お り 、 更 に 彼 65 に 


は 、 神 ば 判断 を 下 し 懲罰 を 与え る の 
報酬 を 与え られ る の が 早い ょ の 意味 で あ 


この 節 で 述べ られ て いる 成功 に 必要 な 五 項 目 は 以下 の 通り で ある 。 


だ ゆみ な てく 和 勤番 に 寿 仕 する 、 

④) 辺 境地 に 、 攻 撃 と 防御 の 両方 に 備え る だ め 、 常 時 用 起 縮 てく 見 張り を 間 
(5) 入 明正 た な 生活 を 送る 事 、「 用 心 』」 上 は 、 ま た 人間 の 心 の 事 を 意味 し て お り 、 
な る 英 と 外 な る 上 散 の 両方 し いつ で も 戦え る 状態 に に な けれ ば な ら な い 、 


いて お く 〈 吾 、 
信仰 を 持つ 者 は 、 
と いう こと で ある 。 


常に 、 心 の 内 


第 中 間 所 EMR 





アル ・ ニ サー 
(メス メディナ 啓示 ) 


1. 問 深 く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御 多 に お ぉ い Deo ho 
€ 
2 液 等 人 々 よ 、 お 前 た ちの 主 を 異 れ 散 え 。 主 NS SN Eis 時 5 
は 一 人 の 人 間 か ら ( 注 1) お前 た ち を 創造 <" 
| AS ゴン ッ 。 SE ク kCN ンタ 2 る 2 Geis CI る 
し 、 を の 一 部 よ 5 ( 注 2) 配偶 者 を 創造 し 、 2 っ 5 
を の 彼 等 両 名 より 多く の 男女 を 殖やし た アン と ロ の 
り 。 お 前 た ち を の 御名 に よっ て 互 に 頼み ご ei に あま 


と を 0 が 6 の ッ ラ ー を 長 れ 英 を 。 と り ks 2 る MA 1 
わけ 血族 関係 の 絆 を 重 ん ず る ( 注 3) アッ ン 
ラー を 長 れ 散 を 。 げ に アッ ラー は 常に お 前 
だ ち を 監視 し 給 う 。 
撤 児 に ( 注 4 財産 を 与え よ 。 お 前 だ の する 2 多用 尽 う 
3. 拡 喝 に G 0 02 お 前 た NR CR aha S12 
ちの 悪い も の を 以 て 、 彼 等 の 良い も の よ 換 2 2 
oN kta と 1 プク ク 〆 
える な か れ 。 彼 等 の 財産 を ぉ 前 た ちの に 合 6 る る 1 の ま を 4 人 ES う 3 
せ て むる ば ぼり 食う な か れ 。 そ は 大 罪 な り 。 み 2 
@ 愉 3 
注 1 「 一 人 の 人 間 ] (又は 一 つの 魂 ) の 意味 する も の は 、(1) ア ダム (⑫) 男 と 女 を 一 体 し みな し た 意 。 こ れ は 、 
一 者 が 共に -: つ の 業 を 行う 時 、 二 体 は 一 体 と し て 語ら れる か ら で あ る 。(3) 男 と 女 を 別物 た みな し た 意 。 個 々 の 
和信 間 は すべ て 。 一 人 の 人 間 で ある 男 の 種 か ら 創 られ 、 又 同様 に 一 人 の 人間 で ある 女 か ら 生 まれ る と いう 意味 に 
お いて 、 人間 は 「 一 人 の 人 間 」 から 創れ た 、 と 言え る か ら で あ る 。 


$ 


4 NN + 2 
& や 











注 2 この 言 業 は 、 女 が 男 の 和 肉体 か ら 造 られ だ た 上 言っ て いる の で は な く 、 女 も 男 と 同じ 種 に 属す る 5 の で あ 
り 、 長 き に つけ 如 し き に つけ 同じ 傾向 を 持っ て いる と 言っ て いる の で ある 。 イ ブ が 、 アダ ム の 助 朋 か ら 造 られ 
た と いう 考え は 、 FAN Nn 
られ だ 。 それ 麗 、 確 か に 助 辿 の 最も 曲がっ て いる 部 分 が 最高 の 部 分 な の で ある 。 も し 、 を そこ を 自分 で 長 っ 直ぐ 
に 伸ばそ うと す RO rN 
の 言葉 は 、 比 喉 的 に 用 いら れ て いる 。 なぜなら 、 こ こ で は イブ の 名 を あげ る こと な (て 、 す で て 女 と いう も の に 
つい て 遠 べ られ て いる か ら で あ る 。 を そし て すべ て の 女 が 助 辿 か ら 造 られ た わけ で は な いこ と は 胃 白 だ か 6 で あ 
る 。 

注 3 この 節 は 「 神 へ の 最 散 ] と 「 親 族 の 絆 の 普 重 」 を 並列 に 置い て いる 。 こ うし て , 親族 を 大 事 に する こ 
と の 重要 性 を 強調 し て いる の で ある 。 親族 と の 関係 は 、 ク ルアー ン も 大 い に 強 調 し て いる と ころ で ある 。 聖 な 
る 頂 言 者 は 、 結婚 式 の 説教 に は 、 家 手 に 対す る 装 務 を 双方 に 思い 起こ きせ る た め に 、 この節 を 引用 する の で あっ 
だ 。 

注 4 前 節 で 、 神 の 二 つ の 思 恵 、 即 も 一 つの 魂 か ら 多 て の 男 と 女 を 生み 殖やし た こと 、 親 族 の 絆 を 強く する 
こと に より 減じ に し な いよ う 保 護 し て くれ る こと の 二 っ つっ を 語っ た 後に 、 ク ルアー ン は 更に 阪 児 の 権利 と 利益 を 保 
議 す る こと に より 、 子 導 を 守る 必要 性 を 強調 し て いる 。 
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第 四 奄 = 


4. も し お 前 た ち 阪 児 を 公正 に 扱い 得 ざ る 恐 sb < | BT 2 タッ 2 
ある 場合 、 良 し 思う 女 を 楽 る が よい 、 MA ER 





ン を 1 の 12 ン 回 
5) 二 人 な り 、 三 人 な り 、 四 人 な り 。 は 088 の 8 記 北 知 の 交 
ど 、 も し 公平 に A ド | RN 
だ 一 人 の 女 か 、 或 い は お 前 た ちの 右手 が 所 a A el PE や | 
有する も の を 訟 れ 。( 注 6 ) こ は 不 公平 を 避 RA ネン 隊 


ける だ め の 一 番 の 近道 な り 。 


注 5 この 人 節 は 、 あ る 特定 の 状況 の も と で 、 一 夫 多 妻 を 許し て いる 点 で 重要 で ある 。 イス ラム 教 は 、 
和男 が 実 を 一 度 に 四 人 まで 持つ こと を 許し て いる 。( そ うす る よう 指示 し た り 、 iR 
これ は 、 拡 児 に 関し て 許さ きれ て いる の で ある か ら 、 社 会 の 中 で 無 祝 $ れ て いる 階 司 を どう する か と いう 問題 に 
まず その 源 が ある と 理解 すべ き で ある 。 状 況 によって は 、 特 に 女 捕 府 や 、 他 の 薄 通 の 女性 と 結婚 する こと に よっ 
て の み 、 孤 児 の 利益 が 守ら れる 場合 も ある の だ 。 この 節 で は 、 ON ON 言っ て いる が 、 
これ が 、 社 会 的 、 道 徳 的 な 悪 に 対し 必要 な 処方 し な りう る 場合 も 起こ っ て くる で あろ う 。 5 し 、 結婚 その も の 
の 目的 の み を 考 も て も 、 こ うし た 事 が 許さ れる の は 正当 で ある ば か り で な く 、 時 に は 望ま し いこ よ ょ で あり 、 選 
要 で きえ ある と 思わ れる 。 それ どこ ろか 、 こ うし た 場合 、 一 失 多 妻 を 拒否 し て し まう と 、 個 人 や 社会 の 最良 の 
利益 に 本 当 に 反する こと に な る か も し れ な い 。 ク グル アーン に よれ ば 、 結 婚 の 目的 は 四 つ あ る と いう 。 時 ち も 、(1) 
肉体 的 、 道 徳 的 、 精 宰 的 敵 害 の 防御 (2 : 188 : 4 :25) ⑫) 選 の 平和 と 愛す る 相手 が に る と いう こ ょ の 大 切 き 
(3 0:22) (3 子供 を 生む こと 、 そ し て 0@⑭) 首 族 の 輪 を 広げ る こと 、(4 : 2) で ある 。 き て 、 大 が 一 人 の 場合 
に 述べ た 結婚 の 四 っ の 目的 の うち も 、 ー つ ある い は 四 つ 共 果たさ きれ な いこ と ょ と も 時 々 ある 。 た と る を ば 、 寺 が 不 治 
の 病 や 伝染 病 に か か っ た 場合 、 も し 守 が 一 人 で あれ ば 、 結 婚 の 日 的 は 確か に 打ち 砕 か れ て し まう 。 実 際 、 そ の 
劣 に は 、 も う 一 つ 合法 的 な 結婚 を する か 、 欲 情 に 人 錦 け 不道徳 な 生活 を 送る 以外 、 残 きれ た 道 は な い の で ある 。 
そし て 、 病 を 忠 う 妻 は 、 良 き 伴 伺 で は あり 得 な い 。 な ぜ な ら 、 彼 女 が いか に 心 に 懸け 同情 する に 値 し ょ うと も ぅ 、 
彼女 ほ 一 絡 の 生活 は 、 内 に 、 あら ゆる 点 に お いて 心 の 平和 を 与 を た る こと は で き な い か ら 6 で あ る 。 同様 に 、 も し 
者 が 産ま ず 女 で あっ だ 場合 に は 、 碧 分 の 後 を 継ぎ 、 自分 の 名 を 受け 継い で いく 子 質 を 欲す る 夫 の 自然 で 全く 正 
当 な 障 望 は 、 一 夫 多妻 制 な (し て は か な えら れ な い の で ある 。 イ スラ ム 教 が 、 複 数 の 婚 血 関係 を 許し て いる の 
は 、 こ うし た 事情 に 対処 する た め な の で ある 。 し か し 、 上 の どの 場合 で も 、 も し 内 が 最初 の 央 と 離 婚 す る と す 
れ ば 、 そ れ は 彼 の 恥じ で あり 不 名 堂 と な る の で ある 。 実際 の と ころ 、 一 夫 多 委 制 の 目的 は 、 あ る 程度 、-- 夫 一 
到 制 の 目的 と 同じ で ある 。 一 大 一 午 の 結婚 の 目的 の うち の 一 つ 、 あ る い は すべ で て が 満 だ され な い 時 に の み 初 め 
て 一 天 多 雪 が 必要 と な る の で ある 。 し か し 、 呼 に は 、 男 が 一 人 の 妻 を 本 当 に 愛し 、 そ れ で 結婚 の 日 的 が 十分 満 
だ され て いる 場合 で も ち 、 も う 一 人 ある い は それ 以上 の 妻 を 持つ こと が 必要 と な る よう な 理由 が 他 に ある の だ 。 
その 理由 と は 、) 秋 の な い 孤 児 の 旗 護 、(2) ま だ 年 若く し て 求 亡 人 に な っ て し まっ た 女 に 再婚 の 道 を 開く て こと 、 
(3③ 家 族 、 社 会 の 中 で 少な がく な っ て し まっ た 男 を 補う こよ と 、 で ある 。 こ こ に 述べ られ て いる 節 か ら 、- 一 夫 多 制 
は 、 特 に 、 何 の 保護 も な (残る きれ た 父 の な い 子 を 底 護 する た め に 必要 と きれ て いる こと が 明白 で ある 。 こ うし 
だ 父 の な い 子 の 母 は 、 あ る 男 の 底 謗 の も と に いる の で あれ ば 、 件 生 炊 する の が よい 。 そう すれ ば 、 彼 は 、 そ 
の 子 や 母 と 直接 に 結び つき 、 も っ と 密接 な 親戚 関係 し な っ て 、 結婚 し て いな い 時 より も 、 も っ と 彼ら の 宰 福 に 
心 を 砕く よう に な る で あろ う 、 と この 人 節 は 示唆 し て いる 。 林 人 を 靖夫 き せる こと (24 : 3 3) は 、 一 夫 多 
妻 制 が 果たす も うぅ 一 つの 目的 で ある 。 イ スラ ッ ム 教 徒 は 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 に は 、 戦 い に 明 け て くれ て いた 。 多 
く の 人 が 了 戦争 で 倒れ 、 後 に 、 面 倒 を 見 て くれ る 近い 親族 も いな い 未 亡 人 と 父 の な い 子 が 残さ れ た 。 戦 争 の 必然 
の 結果 で ある が 、 男 より 女 の 数 が 多く 、 ま た 、 面 倒 を みる 人 も な い 父 の な い 子 が 非常 に 多く な っ た こと か ら 
イス ラム 社会 を 道徳 的 府 敗 か ら 守 る た め 、 一 夫 多 天 制 を 奨 承 す る こと が 必要 と な っ た の で ある 。 一 夫 多 妄 制 は 、 
若い 未亡人 を 再婚 きせ る と いう 付 随 的 な 理由 の 外 に 、 戦 争 勃 発 後 、 種 々 の 面 の 誤 弱 と共に 国内 の 男 の 数 が 激減 
し 、 国 の 存亡 が 危ぶま れる ほど に な る と いう 深刻 な 状況 に 対処 する た め の 策 で も あっ た 。 民 族 衣 往 の 大 き な 原 
因 と な る 出生 率 の 低下 が 生じ た 場合 は 、 一 夫 多 鞭 制 を 取り 入れ る こと に よっ て 、 効 果 的 に 出生 率 の 低下 を くい 
止め ゆる こと が で きる の で ある 。 一夫 多 雪 制 は 、 誤 解る され て いる よう な 性 的 欲情 の は け 品 で は な い 。 男 に 5 女 に 
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も 同様 に 冬 牧 を 要求 し て いる の で ある 。 男 も 女 も 、 個 人 的 また 当座 の 感情 より 、 も っ と 広い 社会 的 ある い は 国 
家 的 利益 を 優先 させ る よう 要求 きれ て いる の で ある 。 


注 6 「 セ 前 達 の 右手 が 所 有する も の 」 と いう 表現 は 、 一 般 釣 に は 、 イ スラ ム 教 減 亡 を 諾 る 戦い に 参加 し て 、 
イス ラム 教 徒 に 捕え られ 、 結 局 、 自 ら 自 分 の 日 由 を 失っ て し まっ だ 女 捕 府 、 身 代金 も 支払 われ な い 女 の 戦争 捕 
謀 の 意 で ある 。 こ の 言葉 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 「 イ バー ド や イマ ー」 ( 男 の 吾 し 使い と 女 の 吾 し 使い ) と いう 
言葉 より よく 用 いら れ 、 ミ ルク ・ ヤ ミー ン (若手 が 所 有する も の ) と いう 言葉 は 協 女 両方 を 意味 する 。 こ の 言 
葉 は 、 奴 隷 や 召し 使い の 意 も 含ん だ 言葉 で あり 、 あ る 特定 の 場合 、 こ の 言葉 が が 何 を 意味 し て いる か は 、 文 脈 か 
ら の み 判 断 で きる の で ある 。「 彼 ら の 右手 が 持っ て いる 」 と いう 表現 が 、 何 を 癌 味 し て いる の か 、 ま だ 、 こ れ が 
適用 きれ る 人 の 権利 和 や 資 格 に つい て は 、 多 く の 誤 解 が 広まっ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 明 確 な 言葉 で 奴隷 制 を 非 
難し て いる 。 それに よれ ば 、 信 間 か ら 自 由 を 准 う こと は 、 そ の 人 問 が イス ラム 教 や イス ラム 救国 を 減 亡 きせ よさ 
うと する 戦い に に 加わ っ て 、 自 ら 自 分 の 自由 を 失う こと に な る の で な けれ ば 、 を それは 、 道 徳 的 罪 な の で ある 。 奴 
蔵 の 売買 も また 重大 な 罪 で ある 。 ク ルアー ン は 、 奴 隷 制 を 速やか に 完全 廃止 する だめ に 、 次 の よう な 人 非常 に 厳 
し い 規 制 や 定め て いる 。 1) 正規 の 戦闘 の 後に の み 、 敵 を 捕 府 に し うる 。 (2 拓 記 は 戦争 が 終結 し た 後 は 解放 し な 
けれ ば な ら な い 。 し か し 、(3) 友 好 の 十 と し て 、 あ る い は 捕 記 の 変換 に より 自由 の 号 に すべ き で ある 。 (47: 5) 
し か し 、 こ れ ら 5 の どちら の 方 法 で も 解放 きれ な か っ た 不運 な 人 々 と 、 あ る い は イス ラム 教徒 の 主人 の も と に 本 
まる こと る を 望ん だ も の は 、 そ の 主人 と ムカ ー タ バト 呼ば れる 契約 を 結ぶ こと に より 、 自 由 を 獲得 する こと が で 
きる 。(24 : 34) る て 、 も し ある 女 が 、 上 に 言う よう な 了 戦 欠 中 に 捕 應 と し な り 、 自 由 を 准 わ れ て ミル ク ・ ヤ ミー ンー 
と な っ だ と する 。 そし て 、 捕 虜 の 変換 で 解放 きれ る こと も な ら ず 、 政 府 の 事情 $、 友 好 の あか し と し て 彼女 を 
即 、 解 放す る こと を 許 き る ず 、 彼 女 の 同 期 も 政府 も 彼女 の だ た め に 身代金 を 払っ て は くれ ず 、 彼 女 も ムカ ー タ バ を 
結ん を で 、 自 分 の 自由 を 手 に 入れ よう と きた し な いと する 。 そ うし て 、 彼 女 を 捕虜 と し て いる 者 が 、 和 所 徳 的 理由 
か ら 、 秩 座 を 守る だ め 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 、 彼女 と 結婚 する と いう こと に な る 上 すれ ば 、 こ の 成り 行き は 、 
どう し て 好ま し て な いも の し 言え る だ ろう か 。 戦争 で 捕 虜 と な っ だ た 女 や 、 奴 隷 の 女 と 、 結 婚 は し な いま ま 性 関 
係 を 持つ こと に つい て は 、 こ の 人 節 で も クル アー ン の 他 の どの 節 で も 認め て は いな い 。 クルアーン は 、 了 戦争 摘 遍 
の 女 を 、 正 式 に 婚 凌 関 係 を 結ん で いな い 状 態 で 表 の よう に 扱う こと を 許し て いな い ば か り で な く 、 こ うし た 戦 
省 抽 虜 と ぁ 自 由 な 女 と 同様 、 凌 の よう な 関係 を 持つ た め に は 、 結 婚 し な けれ ば な ら な いと 明和 に 述べ て いる 。 
二 者 の 唯一 の 品 い は 、 社 会 的 地位 が を の 時 点 で は 異な っ て いる と いう こと で ある 。 つ まり 5、 戦 争 捕虜 の 女 の 、 
結婚 に 対す る 事前 の 承諾 は 、 自 由 な 女 の 場 合 の よう に は 必要 が な いと る れ だ の で ある 。 彼女 達 は 、 反 イス ラム 
の 隊 邊 に 加わ っ だ こと に より 、 こ うし た 権利 は 失っ て し まっ て いる の で ある 。 女 捕 應 に つい て 「[ 古 手 が 所 有 」 
し て いる と いう の は イス ラム 教 が 内 緑 関係 や 認め て いる と いう 見 解 と は 全く 異な っ て いる と グル アー ン は 述べ 
て いる 。 この節 凡 外 に も 少な く と も 四 つ の 節 に な いて 、 明 須 明 白 な 言葉 で 、 了 戦争 捕虜 の 女 は 結婚 する で き で あ 
る と 指示 きれ て いる 。(2 (929)4(41 4:26:24:33) 聖なる 預言 者 も この 点 に つい て 非常 に 明確 に 吉 べ て 
いる 。[ 奴 隷 の 少女 を 所 有 し て いる 者 、 彼 女 に 適切 な 教育 を 与え 、 う まく 育て あげ 、 そ れ か ら 役 女 に 自由 を 与え 
て 結婚 する 者 、 を その 者 は 二 重 に 報 わ 和 れる 。| (ププ ハリ ・ ア ルイ ルム 和書) この 聖なる 頂 言 者 の 言葉 は 、「 も し イス ラ 
ム 教 徒 が 奴隷 の 少女 を 妻 に し た いと 思う な ら 、 彼 は まず 彼女 を 自由 の 身 に し 、 そ れ か ら 結 婚 す べき で ある 。] と 
言っ て いる の で ある 。 型 な る 稀 言 者 自身 の 行動 も 、 こ の 教え に すっ か り 一 致し て いる 。 聖なる 人 畠 言 者 の 妻 の ぅ 
ち も ジ ュ ベ リヤ と サフ ィ ヤ の 二 人 は 戦争 捕 上 廃し て 彼 の ぉ と へ や っ て 来 た だ 。 彼ら は 、 型 な る 換言 者 の ミル ク ・ マ ヤ 
ミー ム で あっ た 。 し か し 、 彼 は イス ラム ょ 教 の 法 に 徒 っ て 、 彼 女 ら と 結婚 し た の で ある 。 彼 は また 、 エ ジブ ト 王 
か ら 彼 の と ころ に 送ら れ て きだ マー リヤ と る 結婚 し て いる 。 を し て 、 彼 女 も 、 頂 言 者 の 他 の 妻たち と 同様 に 、 
目 由 な 妻 の 立場 を 満喫 し た の で ある 。 彼女 は ヴェ ー ル の 着用 を 守り 「 信 者 達 の 母 ] の 一 人 と きれ だ 。 クル アー 
ン は 結婚 に 疲 父 、 叔 母 の 娘 た だ たち に 適用 きれ る の と 同様 に 、「 流 6 の 右手 が 所 有する 者 ]」 に も 適用 きれ る こと を 軌 
ら か に し て いる 。 両者 共 、 結 婚 し た 後に 、 妻 と し て 過 せ られ る ご き で ある 。 先 に あげ た 三信 の 場合 共 、 結 婚 す 
る こと に よっ て 型 な る 預言 者 に 対し 正式 の ぉ もの と な っ だ の で ある (33: 51)。 更 に 「 そ し て 『 液 の 右手 が 所 有 す 
る 者 』 以外 は 、 既 婚 の 女 は 、 液 に 許さ きれ て は いな い | (4 : 25) と いう 句 は 、 前 節 と 共に 、 男 が どう いう 女 と 結 
婚 す る と 違法 ほな る か に つい て 語っ て お り 、 既 婚 の 女 は 、 こ うし た 例 の … つ だ と いう の で ある 。 し か し 、 例 外 
が 一 つ 設 け て ある 。 そ れ は 、 既 婚 で あっ て も 、 宗 教 戦争 で 捕虜 と な り 、 そ の 後 イ スラ ふ ム 教徒 の 中 に 残る こと を 
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選ん だ 女 は 、 そ の 主人 と 結婚 で きる と いう の で ある 。 彼女 達 が 、 前 夫 の も ょ に 戻ら な いと 決心 し た こと は 、 前 
の 結婚 は 無効 と し な か っ だ た と みな る され だ の で ある 。 つ いで な が ら 、 結 婚 が 禁止 きれ て いる 問 柄 の 自由 な 女 の 親 族 と 
同じ よう に 、( こ うし た ) 吾 し 使い 女 の 親族 と は 、 結 婚 す る こと が 許さ きれ て いな い 。 だ た と えば 、 奴 隷 で あっ た 妻 
の 母 や 姉妹 、 娘 な ど と は 結婚 で き な い 。 る ら に 、 そ の 当時 の 状況 を 考 應 し て 、 ク グル アー ン で は 、 女 の 二 つ の 路 
級 の 社会 的 地位 を それ ぞ れ 区 別 し な けれ ば な ら な か っ た だ 。 その 区 別 は ザウ ジュ (結婚 し た 自由 な 女 ) と ミル ク ・ 
ヤミ ー ン (も と 皇 齋 で あっ な た が 結婚 し た 女 ) の 二 つ の 言葉 で 表現 きれ だ た 。 前 者 は 夫婦 が 平等 で あり 、 後 者 は 豪 
が いて くら か 肖 っ た 地位 に ある こと を 示唆 し て いる 。 し か し 、 そ れ は 時 的 な 面 で あっ た 。 ク グル アーン も 型 な る 
項 言 者 も 、 捕 磨 の 女 に 、 丁 度 聖なる 預言 者 が 実行 し た よう に 、 ま ず 完 全 な 自由 と 十分 な 地位 を 与え 、 し か る 後 
に 結婚 すさ ざき で ある と 強制 告 し て いる 。 ま だ 、 イ スラ ム 教 は 通常 の 戦い で 女 を 捕 虜 を する こと を 許し て は い 
な い 。 そし て 、 捕 上 も の 結婚 が 、 彼 女 の 事 前 の 承諾 な し で 許さ れる の は 次 の よう な 時 の み で ある 。 聖なる 聞 言 
者 の 頃 、 敵 国 が イス ラム 教 を 減 亡 きせ よう と 、 ま だ 剣 の カカ で イス ラム 教徒 に その 信仰 を 捨て る きせ よう と 、 反 イ 
スラ ム の 宗教 戦争 を し か け 、 イ スラ ム の 男 や 女 を 捕虜 に し て 連れ 去り 、 奴 隷 と し て 扱っ た こと が あり 、 を その 時 
は 、 イ スラ ム 側 も 一 時 向 に 報復 あや ゆ る る れ だ 。 し か し イス ラム 教 の こう し た 指示 は 、 単 な る 報復 で あり 、 本 来 、 
一 時 的 な も の で ある 。 それに は また だ 、 捕 磨 と な っ た 女 の 映 $ も ち を 守る と いう 補足 的 な 目的 も あっ だ た 。 こ うし た 
状況 は 、 現 在 は 、 も ぁ は や 存在 し な い 。 現 在 は 、 宗 教 戦 争 は な て 《 な っ て いる 。 従 っ て 、 戦 争 捕 膚 が 奴隷 や 召使 E 
し て 扱わ れる と いう こと も な い の で ある 。 


注 7 この 節 に お いて は 、 陶 児 の 保護 者 は 彼ら の 財産 を 使う に 当 だ っ て は 、 注 意 深く 自分 自身 の 財産 の よう 
0 NOM 「 お 前 だ ち に 託し た る 財産 」 と いう 言葉 は 、「 彼 ら の 管理 下 に ある 

農 児 の 財産 |] と いう 意 で も ある 。 ま だ た 、 こ の 節 に お いて は 、 を その 財産 が 孤児 の も の で あろ う が 、 了 抜 更 の 保護 者 
2DP 財産 すべ て の 意 で 使わ れ て いる と いう 解釈 も 本能 で ある 。 


注 8 孤児 が 、 相応 の 年 令 と なり 、 知 的 に 十分 成長 し て 自分 の 財産 を 管理 し 、 運用 で きる よう に な る まで は 、 
いか な る 場合 も 、 彼 ら の 財産 が 彼ら に 任 る きれ る こと は な い 。 


注 9 この 節 は 、 保 護 者 た ち に 、 孤 児 が 財産 を 管理 で きる よう に な る まで に 、 撤 児 た ちの 財産 を 、 軽 は ずみ 
に 浪費 し て し まわ な いよ 5 警告 し て いる 。 し か し 、 も し 保護 者 が 所 し けれ ば 、 適 当 額 を 賃金 と し て も 5 うこ と , 
は 許さ きれ て いる 。 その 額 は 彼 の 仕事 の 量 に 比例 する 。 
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第 四 立 





10. 


il, 


12. 


注 10 


注 11 
則 を 示し て いる の で ある 。 両者 共 、 各 々 に ふき る わし い 和 財産 の 分 配 を 


, 遺産 の 分 配 に 際 し て 、 遠 


め よ ょ 。 面 し て 彼 等 の 財産 を 返還 する 時 は 
必ず 証人 を 立て よ 。 ( 注 10) ア ッ ラ ー は 清算 
者 た る に 十分 な り 。 


.。 男子 は な 、 両 親 及 び 近 親 の 遺産 の 一 部 を 得る 。 


女子 も まだ た 、 両 親 及 び 近 親 の 遺産 の 一 部 を 
遺産 の 多少 を 問わ ず 一 定め られ た る 
与 を 得る な り 。 ( 注 11) 


い 親 戚 や 孤児 並び 
に 沼 者 が その 場 に ある 場合 は 、 A 
何 が し か を 彼 等 に 与え 、 且 つ 優 し い 言 葉 
彼 等 に 語れ 。 ( 注 12) 
も し 彼 等 が 自分 の 後に ひ弱 な 子女 を 遺し 、 
その た め に 気 聴 り で ある な ら ば 、 彼 等 を し 
て アッ ラー を 忌 れ 敬い 、 正 し い 言 葉 を 語 C 
せしめ よ 。( 注 13) 
不当 に 孤児 の 財産 を 食 り 食う 徒 輩 は 、 自 分 
の 腹の中 に 火 を 呑み 込む が 如 し 。 や が て 彼 
等 は 燃え 太 る 火 に 焼 か れる で し 。 

第 二 項 
アッ ラー は お 前 た ちの 子女 に 関し て 、 お 前 
だ らち に か て 命じ た だ り 。 田子 は 女子 一 人 分 に 
相当 する 分 与 を 受 く 。 も し 女子 の み で 、 二 
人 以上 の 場合 は 、 故 人 の 交 産 の 三 分 の 二 を 
受 く 。 女 子 が 一 人 な ら 、 そ の 半分 を 受 


また 彼 の 両親 は 、( 注 14) 彼 に 人 遺 児 あ る 場合 





財産 は 、 信 頼 で きる 証人 の 立ち 会 い の も と で 、 拡 児 が 大 きく な っ た だ とき 、 


Eg 


(or ョ RN 
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2 % AS 13 8 M cS 
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82 42 45838 
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ON ONJ 
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OE 
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CC SA5 oc る 多 の の VM 


1 と 1 5 の $a a 


Uy 


イッ クン 1? ラブ ィ ク 
eb の 6 ら !5 





彼 に 渡 きれ る で き で ある 。 


この 節 は 、 相続 に つい て の イス ラム 教 の 法 の 基本 ほ と に な っ て いる 。 こ れ は 、 男女 の 社会 的 平等 の 一 般 原 


規則 は 次 の 節 で 述べ られ て いる 。 


注 12 
分 与 を 受け る 資格 の な い 焦 い 親 戚 、 孤 喝 、 
与え を て は いな い が 、 


季 の 親戚 、 撤 児 、 


財産 分 与 の 遺言 書 を 作る 時 に 、 


ム 教 徒 達 に 強く 説い て いる の で ある 。 


注 13 


注 14 


この 節 は 、 拡 児 た ちの た め の 、 
父 と 母 の 両方 
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愛 け る 資格 を や 有 し て いる の で ある 。 詳細 な 


算 し い 入 々 と いう 言葉 は 、 こ こ で は 、 故 人 の 合法 的 な 相続 人 び で は な く 、 故 入 の 財産 
貧乏 人 の こと を いっ て いる 。 
財産 の 一 


この 節 で は 、 彼 ら に 合法 的 な 相続 権 を 
部 を こう し だ た 人 人 々 の なめ に と っ て お く 〈 く よう イス ラ 


説得 力 ある 非常 に 強力 な 呼び か け と な っ て いる 。 


系 四 齋 アル ・ ニ サー 





は 、 を れれ ぞ れ 造 産 の 大分 の ー ず っ を 且 く 。 1 る 作る ぱに 才 2 us 

きれ と 遺児 な く 両親 が を の 相続 者 で ある 場 5 OR 

倉 は 、 母親 は 三 分 の 一 を 受 く 。 も し 彼 に で MAO8SI4353 Ob do 8 

兄弟 姉妹 が ある 場合 は 、 母 親 は 、 彼 が 遺言 1 の ’ 
oS 

し て 遺贈 し た で あろ う 分 と 仙 谷 を 支払 いた 29 ゅ 2 2 

る 後 、 六 分 の 一 を 受 く 。3 父母 と 子女 、 前 ンス の の の と の の 2 4 
を と 4 { し 】 

た も ち は 彼 等 の どちら が 自分 に と っ て 、 ょ り マグ 3 2 2 2 

有益 か を 知ら ざる な り 。 こ の 分 配 の 決り は 、 Sa | 


アッ ラー より 出 ず 。 げ に アッ ラー は すべ て - On 
を 知り 、 覧 督 に まし ます 。( 注 15) © ede ess 
13. も し 節 に 子 が な い 場 合 は 、 お 前 た ち は 節 の PP 2 る 
遺 せ る も の の 半分 を 受 く 。 き れ ど も し 子 が 2 と ag 
ある 場合 は 、 役 女 が 遺言 し て 造 剛 し た で あ 625 Se ga $d 
ろう 分 と 久 債 を 支払 いた る 後 、 彼 女 が 中 せめ 2 22 ン ルン 
タ ア PF2 
る も の の 四 分 の 一 を 受 く 。 も し お 前 た ち に BIOasi os 


子 が な い 場 合 は 、 凌 は お 前 た ち が 遣 し た X 
了 が な い 場 合 は 、 雪 は お 前 た だ ち が 遣 し た も A ON a 


の の 四 分 の 一 を 受 く 。 き れ ど 、 も し 前 た 

ち に 子 が ある 場合 は 、 妻 は 、 お 前 た ち が 牛 言 RE A A 2 $ 
し て 追贈 し た で あろ う 分 と 負債 を 支払 いた シタ し 

の っ = 中 i 2 し i シン 1 2 bs 人 
る 後 、 お 前 た ち が 遣 せる も の の 八 分 の 一 を a lS ro 9 


受 く 。 も し 画 で も 女 で も その 中 産 が 分 配 き 2ke299 


3? a ン 275 と シア ン 
れる 場合 、 彼 また 彼女 に 両親 も 子 も な く 、 CBO と 8 
( 注 16) 人 の 上 兄 か 弟 、 ま だ は 一 人 の 姉 か 








注 15 この 節 で は 、 性 別 や 生ま れ だ 順に 関係 な パ 、 す べ て の 近親 者 に 対す る 死者 の 財産 の 適切 な 配分 を 規定 
し て いる 。 子供 達 、 両 親 、 央 、 妻 が 、 生 存 し て いれ ば 、 ど ん な 場合 に も 棚 応 の 配分 を 受け る 主要 な 相続 者 で あ 
り 、 そ の 他 の 親族 は 、 特 別 な 場合 の みそ の 資格 を 有する の で ある 。 男 は 家族 や 到 え る 次 任 を 持つ 故に 、 男 の 相 
続 分 は 女 の 二 倍 で ある 。 この節 で は 、 ま ず 、 臣 子 と 娘 の 相続 の 割合 を 定め て いる 。 皿 子 は 娘 の 二 信 分 を 相続 す 
る の で ある 。 和子 と 女 、 両 方 いる 時 に は 、 こ の 規定 が 有効 と し な る 。 し か し 、 娘 た だ たち だ け で 息子 が いな い 場 谷 、 
娘 が ご 人 人 捧 上 で あれ ば 、 人 遺産 の 2 3 を 彼女 だ た ち に 、 も し 娘 が -- 人 で あれ ば 、1 2 を 割り 当て て いる 。 こ の 
節 で は 、 両 親 の 相続 分 に つい て は 三 つ の 場合 を 述べ て いる 。 (1) あ る 人 が 、 一 人 ある い は 複数 の 子供 を 残し て 死 
ん だ 場合 、 そ の 人 の 両親 は 各々 1 プ 6 の 配分 や 受け る 。 (2 も し 亡くな っ た だ た 人 人 に 子供 が な く 、 両 親 の み が 相 続 人 
の 場合 (死者 に 夷 あ る い は 大 が いな い 場 合 ) に は 、 母 親 が 財産 の 1 プ 3 を 相続 し 、 あ と の 2/3 は 父親 の ぉ の 
と な る 。 (3) 弟 三 の 場合 は 第 二 の 例 の 例外 で ある 。 死 し た 人 に 子 が な 〈 両親 の み が 相 読者 ど あ る が 、 そ の 死者 に 
見 第 姉妹 が いる 場合 で ある 。 こ の 時 、 彼 の 兄弟 た ち が 、 役 か ら 相続 する こと は な い が 、 両 規 へ の 配分 に 影響 を 
号 え る こと に な る 。 と いう の は 、 こ ゆ の 場 合 、 母 親 は 1 プ 6 を 相続 し (第 2 の 場合 に 1 ププ 3 で あっ た の と 異な る ) 
あと の 5 6 は 父親 の り も の と な る 。 この 場合 に 、 父 親 が 租 続 する 割合 が 多い の は 、 父 親 が 死者 の 兄弟 姉妹 も 扶 
発し な けれ ば な ら 5 な いか ら 6 で ある 。 相続 に つい て は 次 の 節 で も 述べ られ て いる 。 


注 16 カラ ー ラ (両親 $ 子 も な い 入 ) は 1) 男 で あれ 女 で あれ 、 死 し た 後 、 親 も 子 も どちら も いな い 人 、⑧⑫) 父 
と 息子 が いな い 入 の こと で ある 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス に よれ ば 、 カ ラー ラ は 、 そ の 人 の 父 は 生き て いて も いな い 


ー139 一 


和田 





14. 


15. 


16. 


と し て も 、 


妹 が ある 場合 は 、 各 自選 産 の 六 分 の 一 2 
くく 。 る きれ どる それ 以上 の 人 数 に な ら ば 、 

し て w 間 し た て の 2 うと 多い な 
る 後 、 彼 等 は 均等 に 三 分 の 一 の 分 配 を 受 
みな こ i 
こ は ア ッ ラ ー よ り 出 で た だ た る 命令 な り 。 ア ッ 
ー は 賢 哲 に し て 、 寛 容 者 に まし ます 。 
これ 等 は アッ ラー に より て 立て られ た る 定 
律 な り 。 誰 で あれ アデ アッ ラー と を その 使徒 に 従 
う 者 は 、 ア ッ ラ ー が 河川 流れ る 楽園 へ 入ら 
し めん 。 その 中 に 永久 に 彼 等 は 住ま ん 。 を 
は 大 成功 な り 。 

きれ ど 誰 で あれ アッ ラー と その 使徒 に 背 
き 、 、 を の 定 律 を 破る 者 は 、 業火 に 投 ぜ られ 、 
永 協 に を その 中 に 住み 、 屈辱 的 な 筐 六 を 受け 
ん 。 

第 二 項 

お 前 だ ちの 女 が けし か ら ぬ 行い を ( 注 17) 
し だ る 場合 は 、 四 名 の 証人 を 喚 べ 。 も し 彼 
等 立証 し な ば 、 彼 女 が 死に 至る まで 、 ま だ 
は アッ ラー が 何 か 別 の 道 を 講ず る まで 役 女 
を 家 に 軟禁 せよ 。 


息子 が いな い 人 人 で ある と いう 。 この 解釈 は 、 


アル ・ ニ サー 
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この 言葉 の 二 っ 日 の 意味 と 考え て よい だ ろう 。 カ ラー 


ラ の 見 第 姉妹 は 三 つ の 項目 に 分 か れる 。 第 一 は 、 本 当 の 上 兄弟 姉妹 、 即 ち 、 両 親 が 同じ 者 (こう し た 兄弟 姉妹 は 


専門 的 に は アヤ ー ニ ー と 呼ば れる ) 第 二 は 、 
第 三 に 母方 だ け の 兄弟 姉妹 で 、 
この 節 中 の 規定 が 関係 する 
の 節 の 中 に 示 $ き れ て いる 。 こ の 第 三 の 項 の 兄弟 姉妹 へ の 配分 は 、 第 一 、 
い 。 を の 理由 は 、 第 三 の 兄 弟 た ち は 母 方 の み の 関 係 で あり 、 
送 だ どか 6 で ある 。 カ ラー ラ と し て 死ん だ 人 の 財産 は 、 兄 弟 と 姉妹 と に は 同じ 配分 で ある 。 


の は 、 


は 、 この 場合 適用 きれ な い 。 
注 17 クル デーン の 中 で (7 ・29133:31165: 


CSS NO 害し 


スリ 


、 同 様 の 罪 が は っ きり 5 隊 前 が 規定 されない まま 
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他 の 二 つ の 項 の 兄弟 た ち は 、 玩 者 と 同じ 人 


父方 だ け の 兄弟 姉妹 で ある 。 (専門 的 に は アデ ラー ティ ー と 呼ぶ ) 、 
父親 が 死者 の 父 と は 興 な る 場合 で ある 。 (専門 内 に は アハ ヤー フィ ー と 呼ぶ )。 
この 最後 の 項 で ある 。 市 の 二 つ の 項 の 兄弟 姉 妹 に 関す る 規定 は 、 当 草 の 最 後 


第 二 の 項 の 兄弟 た ち へ の 配分 より 少な 
て の 子供 
通例 の 二 対 一 の 割合 


2) 用 いら れ て いる よう な 刻 通 と か 不義 の で は な い 。 こ 
平和 を 乱す も と に な る よう な 明らか に 誤っ た 行為 すべ て を 指し て いる 。 次 の 節 で 
計ら れ て いる が 、 
NM PR 人 
ム と ムジ ャ ー ヒ ド の 見 解 で ある 。 こ うし た 女 達 は 、 改 心 す る か 、 
は な ら な い 。 結婚 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 彼女 た ち に 開か れ て いる 道 な の で ある 。 こ こ に 
で 、 訴 えら 5 れ だ 女 に 対し 不当 と な ら な いよ う 、 


この 次 の 節 中 の 男 達 と 同様 に 、 こ の 節 中 の 
ある 。 こ れ も や は り 、 ア ブー・ ム 
結婚 する まで は 、 他 の 女 達 と 一 緒 に し て 


言う 罪 は 重大 で ある の 


目撃 者 が 四 人 人 必要 ほる きれ て いる 。 


ww 


第 四 章 アル ・ ニ サー 


17. また お 前 た ちの うち 男 同 士 が 同じ 罪 を 犯 き AR の の に し 1 る ン 
、 1 et ks olls 
ば 、 両 名 と も 処 較 せよ 。( 注 18) されど 改 惨 ウ を い 


し て 行状 を 改め る な ら ば 、 か まわ ず に を その ot TN NS < s% or 
まま に し て お け 。 げ に アッ ラー は よく 数 し 、 5 
育 け 深 《 ま し ます 。 


の we タ 
18. アッ ラー が 悔 悟 を 赦 す は 、 知 ら ず に ( 注 19) 3 296 タメ 2 人 5 し 


a Co 


悪事 を 行う も 、 直 ち に 改 懐 する 者 の みな り 。 う 3 2 ぁ 

る る の アイ ンー 2 る > つう 22 クン の 全 

アッ ラー は これ 等 の 者 に は 科 れ み を か けり 給 2 人 0 の 和 6 OO 

う 。 アッラー は すべ て を 知り 、 賢 特に まし コン ロレ a 

ます LGR 92 (6W3 
で + 


19. 悪事 を し 続け た 挙句 、 死に 臨ん で 、「 我 今後 | OC TO RAE 
a HI た て うい て 1 ON as 
権 す 」 と 云う 者 、 ま た 不信 心 者 し し て 死ぬ i * 
首 は を の 悔 悟 を 散 さ れ ぎ ざる な り 。 ゎ われ ら 6 は 。 ろう ld 
か か る 徒 業 に 痛 罰 を 用 意 せ り 。 タン ゥ る ンタ 2 クン ン ッ 
CSA SR GT 


CAA 


アデ 


A タタ | > 


を 相続 する は 、 合 法 に 非 ず 。( 注 20) ま た お 


前 た ち が 彼女 た ち に 与え だ る も の の 一 部 を る 5 し 2 
取り 戻す べく 、 彼 女 た ち を 不当 に 拘禁 す る - 


20. 液 等 信徒 た ちょ 、 本 人 の 意志 を 無視 し て 女人 し MS 0 Ss WT 
を アッ 
タ 





注 18 ここ は 、「 両 名 ] と 上 し て ある が 必ず し も 二 人 の 男 の こ と と は 限ら な い 。 ま だ た 、 こ こ で いう 測 が どう いう 
形式 を よる べき か は 、 関 係 当 局 の 判断 に ま か き る れ て いる の で ある 。 この節 も 前 節 も 、 法 律 で 還 が 規定 きれ て い 
な い 罪 に つい て 語っ て いる 。 事件 は 当局 の 判断 に ま か き され 、 そ の 時 の 状況 に 応じ て 決定 きれ る の で ある 。 更に 
この 節 は 、 極 悪 非道 の 罪 ま た は それ に 近い よう な 罪 を 犯し た 二 人 の 男 に つい て も 語っ て いる よう で ある 。 


注 19 「 知 ら ず に 」 と いう 言葉 は 、 罪 人 が 悪 と は 知ら ず に 悪 も を な し た と いう 師 味 で は な い 。 実際 、 人 の な す 
忠行 し いう も の は すべ て 下 と 知ら ず 行 っ た 行為 で あり 、 上 正しく 適切 な 知識 が 不足 し て いる だ め に 生じ だ こと な 
の で ある 。「 本 当 に 無知 と 同義 ほ と を な る よう な 知識 ほ 上 いう も の が ある 。 即ち 、 知 る こと が か えっ て 人 間 に 逢 に な る 
知識 が ある 。] と モハ ッ マ ド は 言っ た と きれ て いる 。 従っ て 「 知 ら ず に 」 と いう 言葉 が つけ 加 そ を られ て いる の は 、 
罪 の 本 質 、 原 理 を 示し 、 罪 を 犯 き ね だ め 、 有 有益 な 知識 を 身 に つけ る よう 、 人 々 に 強く 《 手 千 する た めで ある 。 


注 20 死者 の 親 疾 は 、 未亡人 の 財産 を 握っ て お こう と し て 、 役 女 が 新しい 結婚 や する こと を 妨げ て は な ら 6 な 
い の で ある 。 し か し 、 も し 彼女 が 明らか に 好ま し く な い 人 物 と 結婚 し よう と し て いる の で あれ ば 、 親 族 達 は 彼 
女 の 結婚 を 妨げ る こと が で きる 。 この 節 の 言葉 が 夫 に 向かっ て 言わ れ て いる と すれ ば 、 次 の よう に 鮮 駅 で きる 
0 即ち 、 も し 妻 が 夫 と 共に 生活 する の を 欲 せ ず 、 夫 と の 離別 を 求め て いる の で あれ ば 、 そ れ は 「 女 性 

か ら の 離婚 」 の 手続 き を 経 れ ば 可能 で あり 、 夫 は 妻 の 金銭 目当て で これ を 妨げ て は な ら な いと いう こと で ある 。 
し か し 、 も し が 明らか に 邪悪 な 行為 を 旋 を うと し て いる の で あれ ば 、 夫 は その 離 婚 を 妨げ る こと が で きる の 
で ある 。 
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な か れ 、 介 し 彼女 に 確たる 罪 有 る 場合 は 別 AU GS る AE SE 人 る 
な り 。 彼女 た ちと 優し く 変 われ 。( 注 21) お OHIO 
前 た ちゃ もし 彼女 た ち を 嫌 わ ば 、 ア ッ ラ ー が 2 加 ub CPA を 2 a 7 I 
沢山 の 幸福 を その 中 に 置き 給 う た も の を 、 
お 前 た ち が 粒 うこ と に な る や も 知ら ず 。 ors 


21. お 前 た ち 妻 を 換え ん と する 場合 、 た と い 彼 る yz る て (2 る うう | 
とう の 2105314 うう 
女 に 巨額 の 室 を 与 を た たり と も 、 そ の 中 か ら 本 DP 
何 も 取 り 戻 す な か れ 。 ( 注 22) お 前 た ち は 到 ER CS BS EL I 
い が か り を つけ 、 ピ 明白 な 罪 を 犯し 、 そ れ を 3 る 5 
取り 戻さ ん と 欲す る か ? 19 os! 
22。 ど うし て 取り 戻し た り 出 来 よ うか 、 共 に 暮 227 邊 2 タッ a タ 
も oe 
ら せ し 仲 な れ ば 。 し か も 彼女 は 堅い 表 約 を 920 


お 所 だ ちか ら 受 けた 身 ぞ 。 JE 2 


23. お 前 た ち 、 父 が 楽 り た る 女 を 避 る な か れ 、 5 OA AP 
すでに 起き た る こと は 除外 す 。( 注 23) そ は ee 2 本 
不潔 で 、 憎 むべ き 罪 悪 な り 。 A CE A 

第 四 項 

24. 前 た ち が 楽 っ て な ら ぬ 租 手 は 、 自 分 の 母 間 れれ 
親 と ( 注 24) 自分 の 娘 、 姉 妹 、 父 方 の 伯 朴 
和泉 、 芋 方 の 伯 叔 母 、 見 弟 の 問 、 姉 妹 の 娘 、 し に 2 あッ 逢 ビィ は っ 
乳母 ( 注 25) 、 乳 姉妹 、 答 の 母親 、 お 前 た ち DS ES 


EN 


08 
と 
©° 











注 21 「 最 も 器 き 者 は 、 妻 を 最も 大 切 に する 者 で ある 。」 と 望 な る 舞 言 者 が 言っ た と る れ て いる ( ブ ハ リ )。 
アー シャ ルフ ナ と いう 表現 は 、 相 互 依 存 を 示し て いる 。 夫 ぁ 夷 も 共に 仲良 く 、 お 王 い 相手 の 愛 に 報い る さ う 合 
ビ て いる 。 


注 22 も し 、 何 か 特別 の 理由 に より 、 あ る 人 が 一 人 の 姜 と 離婚 し 、 別 の 女 と 結婚 し た いと 思っ て も 、 彼 は 今 
まで に 前 の 素 に ちえ た も の を 、 だ と えど ん な に その 額 が 大 きか ろう と 、 と り 戻 すこ と は 許さ きれ な い 。 


注 23 この 言葉 は 、 こ の 節 が 明らか に きれ る 以前 に 、 義母 を 静 と し て し まっ た 場合 まだ は 姉妹 二 人 が 同時 に 
ある 一 人 の 協 性 上 結婚 し て いた 場合 、 そ れ も そ の まま に し て お いて よい と いう こと で は な い 。 ここ で 言う の は 、 
こう し だ た 労 だ な ち が 悔い 改め 、 行 い を 正す な ら ば 、 過 去 に 犯し た どん な 遠 法 な 行為 に 対し て も 抽 せ ら れる こと は 
な いと いう こと で ある 。 過去 の 罪 は 許さ れる が 、 法 に 反し て 結婚 し た 女 は 、 た だ ち に 離婚 し な けれ ば な ら な い 。 


注 24 養母 の 親族 も 、 実 母 の 陣 縁 で 結婚 が 侍 止 きれ て いる 関係 の 者 た ちと 同様 、 結 婚 が 制限 きれ て いる 。 養 
母 の 姉妹 や 養母 の 娘 と の 結婚 は 達 法 な の で ある 。 


注 25 どの 程度 の 乳 を 与え た 者 が 、 乳 母 と し て 、 こ の 例 に あて は まる の か は 、 神 学者 の 意見 の 分 か れる と こ 
みろ で ある 。 
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25. 


26、 


の 妻 が 産み た る 被 後 見 人 の 連れ 娘 一 きれ ど 
未だ 妻 と 肉体 関係 や 持た さる な ら ば 、 罪 な 
し 一 並び に 自分 の 息子 の 天 な り 。 ま た 同時 
に 二 人 の 姉妹 を 要 る べから ず 、 但 し すでに 
起き た る こと は 除外 す 。( 注 26) げに アッ 
ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


また 前 た ち が 楽 っ て な 6 ら ぬ 相 手 は 、 既 婚 
の 婦人 な り 、 但 し お 前 た ちの 右手 が 所 有 す 


る も の は 除く 。 ( 注 27) こ は アッ ラー が お 前 
だ ただちに 命じ な る こと な り 。 こ れれ 以 外 な ら ば 、 
お 前 だ ち は そ の 財力 に よっ て 、 私 通 な ど で 
は な く 、 正式 に 結婚 し て 妻 を 求め ゆる こ 
許 き れる 。 訂 し て 彼女 た ちか ら 得 た 利益 
Ne i 
A 
な に や を し て も 差し 支え を な し 。 げ に 
i 
お 前 た ちの うち 、 信 徒 の 自由 女子 を 押 る 次 
力 な き 者 に は 、 お 前 だ ちの 右手 が 所 有する 
者 、 す な わ ち 信徒 で ある 女 中 を 上 明 らし ゅ よ 。 
アッ ラー は お 前 た ちの 信仰 を 熟知 し 給 う 。 
お 前 だ たち は 皆 一 体 な り 。 き まれ ば 彼女 た ちの 


アッ ラー 


主人 の 承諾 を 符 て 結婚 し 、 彼女 た ち が 貞 節 
で 恋 淫 を 犯 き ず 、 ま な た 密 密 天 と 通ずる こと な 


くば 、 公 明正 大 に 婚 資 を 与 う べし 。 きれ ど 
も し 結婚 後 、 不 貞 を は だ た らき だ る 場合 は 、 


自由 婦人 に 規定 きれ た だ 刑 前 の 半ば を 科す べ で 


た 
a\ 
ーー いら 
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注 26 


注 27 


注 23 参照 


既に 結婚 し て いる 女 は 、 別 の 男 と 結婚 する こと は 出来 な い が 、 こ こ 
例外 E は 、 非 イス ラム 教 国 が イス ラム 教 国 に 対し て し か けた 戦争 で 拉 度 と な っ た 女 の 場 
婚 の 女 は 、 も し イス ラム 教 に 改 示し 、 


ー つ の 例外 を 認め て いる 。 そ の 
合 で ある 。 こ ー 3 し た 上 既 


それ 故 、 教 徒 で な い 大 の も と に 帰れ な く てく な っ だ な の で あれ ば 、 イ スラ ム 教 


徒 ょ 結婚 し て も よい の で ある 。「『 流 の 右手 に 持つ も の 」 に つい て の 更に 詳し い 説 明 は 当 豆 注 6 を 見 よ 。 
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し 。 こ は お 前 た ちの うち 由 を 犯す 恐れ の あ 
る 者 の だ ため に 定 る な り 。 自分 自身 を 抑制 
する こと が 、 自 分 の な め に は 一 層 よ し 。 ア ッ 
ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 


第 五 項 


ょ る RAIN 
E 4 タ ? デ ゆっ タン の テア ber の 5 る 
CS ot 0 0 





27. アッ ラー は お 前 た ちの た め に 、 い ろ い ろ と SC Ce 身 あ 2 
説き 明か し 、 お 前 た ち を 先 人 の 道 に 導 か ん と 0 
a 2% 2 イ シッ シン 
こと を 望む 。 机 し て お 前 た も に 慈 顔 を 向け 0 和 ン A 532 
ん こと を 望 や 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 
賢 折 に まし ます 。 
28. アッ ラー は お 前 た ち に 慈 顔 を 向け ん こと を Rd と 5 る AA i 
望む 。 る れ ど 己 れ の 下劣 な 欲望 に 従う 者 は 、 2 
2 ト 。 タン ュ れ 2 ん 1 
お 前 た ち が 大 い に 道 を 踏み は ずる ん こと を A 8 | 4 
望む 。 
29. アッ ラー は お 前 た ちの 荷 を 軽 か ら し めん ン レシ で シン GE の 1 ッ ク 
望 む 、 人 間 は 弱き も の に 創 ら れ た る が 故に 。 EN RE C4 
30. 涼 等 信徒 た ちょ 、 相 互 の 同意 に よる 商売 で A ARATE 科 
2 バー lt 
得る も の に 非 ず ば 、 自 分 た ちの 問 で 不正 に 2 の 33 
内 プン ォ ン [に] 
むる ばり 食う な か れ 。 ま た 己 が 民 を 殺す な Ee BG SE TT db 
か れ 。 げ に アッラー は お 前 た ち に 慈悲 深く 9 2% の 
まし ます 。 eS 6 WU CS YS 
な ん が これ s 9 1 レコ ゥ と 
31。 価 人 で あれ 愚 癌 を 以 て 不当 に 之 を な き ば 、 A の BB a 222 
われ ら は を の 者 を 業火 の 中 に 投 込ま ん 。 そ を トイ ヤス 
タク ディ ン レ ュ ク (る 
は アッ ラー に と り て いと 区 きこ と な り 。 a 
32. お 前 た ち 禁 ぜ ら れ た だ る 大 罪 を 避け る な ば 、 が レ を た の 48 に ィ グイ テイ アス | 
| 6 RG の 
( 注 28) われ ら は お 前 だ ちの 難 細 な 諸悪 も 2 生 > i SS 
抹消 し 、 栄 誉 の 場所 に 入場 せしめ ん 。 9 
33. アッ ラー が お 前 だ ちの 誰か を 、 他 の 者 より 5 ーッ ラン 2 も 人 あび る A ィ 
(18 1 
優 り て 剣 れ る と も 、 そ を それ を 羨む な か れ 。 男 2 か の う 3 
は 自分 の 乏 ぎ の 中 か ら 分 け 前 を 得 、 女 も ま Es し GE ES 
注 28 クル アー ン で は 、 罪 の 大 きる の 度合 い に よ る 分 類 は し て いな い 。 こ の 言葉 は 相対 的 に 用 いて いる の で 
ある 。 神 が 覇 じ て いる こと を な せ ば 、 何 事 で あれ 罪 で ある 。 こ うし だ こと を 、 や め ら れ な い 、 や め る の は 大 変 
だ と 思っ て も 、 き っ ぱり や め ある と すれ ば 、 そ の 人 人 は 他 の 罪 か ら も 許さ きれ る で あろ うと 、 こ の 節 は 言っ て いる の 


で あろ う 。 あ る 学者 た ち は 、 大 罪 と 上 いう 語 を 、 罪 を 犯す 最 
う の を や め れ ば 、 を それ 以前 の 行動 は 許さ れる で ある う 。 
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徐 の 段 階 の 記 と 解釈 し て いる 。 も し 最後 の 行動 を 行 


ー に で る 
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34. 


35. 


36, 


だ 邊 分 の 稼ぎ の 中 か ら 分 け 前 を 得 ん 。( 注 
29) され ば アッ ラー に その 加 み を 請 を 。 げ 
に アッ ラー は 高 事 の 知識 を も ち 給 う 。 


われ ら 5 は すべ で て の 人 人 々 に 対し て 、 父 紀 入 び 
親戚 が 遺す も の の 相続 者 を 定め だ り 。 ま た 
同様 に お 前 た ちの 次 約 を 批 準 せ る 人 々 に 
も 。 改 に 彼 等 に も その 分 け 前 を 与 を よ 。 げ 
に アッ ラー は 一 切 を 照 覧 し 給 う 。 
第 六 項 

男 は 女 の 保護 者 な り 。( 注 30) を そ は アッ ラー 
が ある も の を 他 よ り 5 優れ る も の と し 、 ま だ 
男 は 女 の た め に 叫 が 財 を 費やす が 故 な り 。 
きれ ば 貞 流 な 女 は 従順 に し て 、 ア デッラ ー の 
加護 の も と に 夫 の 秘密 を 守る 。 , 條 従 E 順 の 恐 
れ あ る 女 は 訓 戒 し 、 また は 唄 所 に 独り 軒 き 
赤 り に し 、( 注 31) 懲 らし め ょ 。 か く て お 前 
た ち に 従う よう に な れ ば 、 そ 和 れ 以 上 の 手段 
を 講ず る な か れ 。 ( 注 32) げ に アッ ラー は い 
と 高く 、 偉 大 に まし ます 。 

も し 、 お 前 だ ち 大 婦 間 の 破局 を 黄 れ な ば 、( 注 
33) 男 の 親 族 か ら 調 信人 を 一 人 と 、 女 の 親 





注 29 


注 30 
男 が 家長 と な る の か 、 
の 米 を か せ ぎ 、 
る 男 が 、 
注 31 
まで も 続け られ る わけ で は な い 。 
る (4 
も し 、 事 態 が 非常 に 深刻 だ と 
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ン ン レン ャ る ヶ ン 
oF GS の 2 CT CS 

の 

5 プク タン タブ タレ ーー キョンシー ろ グ レー レル ン レ シン 
SIG GT ds HS 


Hd Ey dg 
SE の 
SN GA A ヒラ ルル 
ca と TG 2? a3 
EE 人 る 
Ce 8 SS OS 





この 節 で は 、 男 女 は 仕事 と 報 瑞 に 関し て は 平等 で ある こと を 明和 克 に し て いる 。 


アラ ビア 語 本 文 に ある ヤッ ヴァ ー ム は 、 女性 に と っ て 支え と な る 人 人 と いう 意 で ある 。 こ の 所 で は 何故 


二 つ の 理由 を あげ て いる 。 


この 名 の 意 は 1) 大 婦 関 係 を 眉 し む ⑫) 床 を 別々 に 


: 10)。 基 婦 関 係 を 持 だ な い 、 
思え を ば 、 大 は 4 : 


注 32 イス ラム 教徒 だ る 夫 は 、 理 を 殴打 せ ぎ る 
ぼ に 打っ て は な ら な い (ティ イルマ ディ と ょ っ s ス ム り )。 
と いう 選 な る 預言 者 の 言葉 が ある 。 

注 33 

を 指す 。 
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(1) 男 が 精神 的 、 
家族 を 扶養 する 者 で ある こと の ご 点 で ある 。 
家族 の こと に つい て は 自由 に 管理 する 立場 に ある の で ある 。 


雌 す 3 話し か け な い 、 


従っ て 、 当 然 家 族 の 生活 の 費用 かせぎ 、 


な ぜ な ら 、 宙 に 浮か でも の の 如 (、 
つま り 実 質 的 な 別記 の 限度 は 4 ヵ月 で ある と クル アー ン 
16 に 書か れ て いる 条件 を 守ら な けれ ば ぼ な ら な いで あろ う 。 


そし て 2⑫ 男 が 生活 


扶養 す 


肉体 和 に 優 っ て いる こと 、 


で ある 。 こ うし だ た 方 法 は 、 い つ 
委 を 放っ て お く こ と は で き な い か ら で あ 
ン は 言う (2 :277)。 


を 得 な いこ と が ある と し て も 、 妻 の 体 に 殴打 の 跡 が 残る ほ 
そし て 、 妻 を 殴打 する よう な 天 は 、 最 良 の 男 と は 言え な い 


ここ で 「 お 前 た ち 」 と は イス ラム 教 国 、 あ る い は 社会 全体 を 統合 的 に 指す か 、 あ る い は 一 般 的 に 人 々 


fe 





97. 


38. 


39、 


40. 


41. 


注 34 


族 か ら 調 何人 を 一 人 任命 せよ 。( 注 34) も し 


役 等 調 佑 人 が 和解 を 望ま ほ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 
等 を 和解 せ し む べし 。 げ に アッ ラー は すべ 
て を 知り 、 す べ て に 追 暁 し 給 う 。 

アッ ラー を 栄 敬 せよ 。 何 者 も アッ ラー と 億 


せ 祀 る な か れ 。 面 し て 父母 に 優し くせ よ 。 
親戚 や 撤 児 や か 各 し い 人 に も 、 自 族 の 隣人 や 
近く に 住む 他人 に も 、 ま た お 前 た ちの そば 
に いる 仲間 や 旅行 者 に も 、( 注 35) 更 に お 前 
た ちの 右手 が 所 有する 者 に 5 ( 注 36) また 
然 り 。 げ に アッ ラー は 和 人 慢 不 須 な る 者 を 愛 
し 給 わ ず 。 


自ら 音 閉 普 で 他人 に も 吉 落 を 勧め 、 ア ッ ラー 
が 与え だ る も の を 隊 蔽 する 者 、 わ れ ら は か 
《 く の 如 き 不 信心 者 ども る に は 届 辱 的 な 刑 還 を 
用 意 せ り 。 


また 他人 に 見 せ び が ら か す た め に その 財 を 乾 
や し 、 ケッ ラー も 最後 の 日 も 信 ぜ ぎる 者 ど 
も も また 然 り 。 誰 で あれ 悪魔 を 仲間 に 持つ 
莉 に は 、 悪 いや つ を 仲間 に し た も の ょ と 思 
わし め よ 。 

アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が 賜 
える も の の 中 か ら な に が し か を 費やし た と 
し て も 、 役 等 に は 如何 程 の 負担 と な りな る 
か ? アッラー は 役 等 を 熟知 し 給 う 。 
げに アッ ラー は 一 徴 放 の 重き だ に 何人 を も 
不当 に 遇 せ ず 。 も し 一 療 あ ら ば 、 アッ ラー 
は 之 を 倍加 し 、 大 な る 報 装 を 御 許 より 与え 
答 2 。 


AEI2 


UA SAC NR UA 
BS I SS Sa 
EI I TR 
RA OS 5 
OR IR ER 
4 Pe 2 
Rk 6 5 2 


2 タン ン ッ タ ン ン 5 ンー ラク 2 タレ ッ 
AS CS 
“a 


CR PA 
ew 
RA 


22 タタ クン ン し 


dil sas 


る イク ン ン 4 ター の 
55 OI 


Rk adoks 


i 86 SIE Id 


ゃ ニー 


2 タン ンタ 


OB VS i otis 


cs 








調 倍 者 は 、 相 争っ 


て いる 両者 の 親族 か ら 選 ば れる べき で ある 。 


な ぜ な ら 、 調 信者 たち は 、 争 い の 本 当 


の 理由 や 知っ て いる べき で ある し 、 双 双方 共 、 親 族 に 彼ら の 食い 違い を 訴え る ほう が 楽 で ある 故 で ある 。 


注 35 


前 第 で 、 妻 に 優し て せよ と 述べ た 後 、 


この 節 で クル アー ン は 、 そ の 優し き を 最も 牙 近 な 両親 が ら 、 最 


も 簡 い 見 ず 知 ら ず の 他人 まで 、 人 入間 全体 に 広げ て いく よう イス ラム 教徒 た ち に 命じ て いる 。 


注 36 


当 草 注 6 参照 
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第 四 章 デル ・ ニ サー 


42.、 われ ら 各 族 よ り 一 人 の 証人 を 召喚 し 、 ま だ LC も 39 Re 向 | > 生出 時 6 


液 を 彼 等 に 対す る 証人 た らし ひる な ら ば 、 3 3 の 0 
は た し て 彼 等 いか が せん 。 る 人 
43. を の 日 主 ら ば 、 信 ぜ ず し て 使徒 に 背 き た る NN HIN て 
i RN RE PSPSIbe 2 の の 2 
還 グゥ ! と 
こと を 望ま ん 。 き れ ど 彼 等 は 何一つ アッ PP 
= ーー リー a 2 4 
ラー に 隠す こと を 得 ず 。 F 
第 七 項 
44. 液 等 信徒 上 ち ょ 、 お 前 だ ち 酔 っ て いる 時 は 、 CE TA SAS 


自分 が 何 を 云っ て い る の か 解る まで 礼拝 に 
の み 9 タ 33 アッ ン る ン 
近づく な か れ 、 ま た 浴 れ て いる 時 も 身 を 洗 3 ら っ Ga 3 を 
い 常 め る まで は 。( 注 37) 但 し 旅行 中 は 別 な 9 イッ 
り 。( 注 38) また 病 ん で いた り 、 旅 路 に ある Ck I a SO 
0 周 か ら 出 て 来 た た か 、 女 に 触れ だ たる 22 科 タ タッ フッ 勿 レッ の 
人 ( 注 39) 水 が 見 つか ら 6 ざれ ば 、 土 を 使っ を 2 
PP すれ 。 げ に アッ ラー は 寛大 に 29% Rk ki ン A 
し て 、 寛 容 に まし ます 。 の の Kt ウタ 


る 8) 0 
= * 、 プラ 222 フー 1 の Gu GL ILI G3 LLL tL 
45. 波 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 ども を 見 さ RS EN A A TR 


る か ? 彼 等 は 迷 誤 を 購 い 、 お 前 た ち を 道 a 6 
に 迷わ し めん と 欲す 。 ORES Oda al 





注 37  「 汚れ て いる 時 に も 行っ て は な ら な い 」 と いう 表現 は 次 の よう な 意味 で ある 。 人 は 完全 に 正 気 で 
な けれ ば 礼 捧 び でき な い の と 同様 に 、 も し 汚れ て いる の な ら 6 ば 、 涼 浴 に よっ て 全身 を 河 め た 後 で な けれ ば 礼拝 で 
き な い 。 性 変 は 体内 に 汚れ を 生じ きせ る 。 洒 浴 に よっ て この 汚れ を 潔 め て 、 礼 排 に 不可 欠 な 条件 と し て 、 油 れ 
な く (明るい 、 生 き 生 き し た 身 と し な けれ ば な ら な い 。 


注 38 | 旅 を し て いる 時 を 除い て |] と いう 句 は 次 の りょう な 意味 で ある 。 虹 ち 、 通 常 は 汚れ た 状態 に ある 
者 は 、 き ちん と 洒 浴 する まで は 礼拝 で き な い が 、 注 浴 は 強制 きれ て は いな い 。 9 この 節 の 最後 で 指示 
きれ て いる よう に 、 こ すり つけ る 動作 に より 5 汚れ を と る こと が 認め ゆら れる 。 


注 39 四 っ の 分 類 は 、 即 ち 、 病 9 便所 か ら 6 出 て きた 者 、 そ を し て 間 の も と へ 行っ て きた 者 で ある 。 

この 内 、 後 の 二 つ が けが れ て い 0 場合 に 応じ 洒 浴 する か 洗う こと が 必要 で ある 。 そ し て 、 も し 水 が 見 つ 
か ら な けれ ば 、44 節 の 最後 に 示 ぉ れ た 動作 を 行う こと が で きる 。 前 の 一 者 に 関し て は 、 水 に つい て の 条件 は 不 
要 で ある 。 た と え 水 が な く て も よい の で ある 。 それ 故 、「 け が れ て いる 時 ] と いう 言葉 が 「 も し 病気 で あっ だ り 、 
旅行 中 の 場合 ] と いう 言葉 の 後に つけ 加え を られ て いる の で ある 。 水 の 代 わり は 土 上 され だ な 。 と いう の は 、 水 が 
人 人 に 自分 の 起源 を 思い なおこ きせ (77・23) を うし て 人 間 に 造 り 出 すもう 一 つの る る や か な 物質 を 思い 起こ る 
せる か ら で あ る (830 : 21)。 
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第 還 意 FV ニ サ ザー 
46. きれ ど ア ッ ラ ー は ゎぉ 前 た ちの 敵 を よく 知り 3 る 2 を と キ [ 計 5 イッ ンタ リン 
すう 895 dl jugb Al 
給 う 。 ア ッ ラ ー は 愛護 者 た る に 足り 、 佑 助 の ] “ 3 oS : 

者 た る に 足る 。 @ oss abb 
47。 ユ ダマ 教 徒 の 中 に は 経典 99 a i 2 TEV 4 SMS 
える 徒 便 あ り 。 彼 等 は 、 「 我 等 は 聞く 、 内 
ん 2 タレ ラッ イラン ラ ュ ン (ジッ ラン ン [ レ レッ レン クッ タン ン 
従わ すず 」 き た 、[ 間 か され きる こと を 関 け 」 の Rae つう 5 9 
ほ 云 い 、 を の 舌 を 倫 め て 、[ ラ ー イ ナー」 と の 2 
レル チリ bu ぁみ 。 ン 剛 
去 い 、 信 爺 を 中 傷 す 。 き れ と 彼 等 が も し 、 つの ゆう EG WE 
9 フク トル テニ の NN タク レン 45 12 ns 
「 我 等 は 聞き 、 且つ 従う 」 と か 、 「 流 開け 」  ? 08) ン a 0 
まだ た 、「 ウ ンズ ルナ ー」 と 云わ ば 、 彼 等 の た アウ ン シ ン i 
a 更に 正 し 。 き れ ど アッ ラー 人 a CY ol 3 ea 
、 彼 等 を その 不信 心 故に 呪 謀 せ り 。 き れ の の 
0 少数 の 者 を 除い て 、 不 信心 者 な @⑨ っ MLS!O め る 
り 。 
48. 液 等 経典 の 民 よ 、 わ れ ら が お 前 た ちの 指導 322 し Ci 
者 の 或 る 者 ども を 減 ば し 、 お 前 た ち を うし の 
1 した 7 ルル る uw “Fu 
ろ に 撰 じ まわ す 前 に 、 ま た われ ら が サバ ト A SS a 
の 民 を 呪 記せ る 如く お 前 た ち を 呪 記す る 前 ER 
3 われ ら が お 前 た ちの 手許 に ある も の を obs “ lo CAe5 の 
完成 すべ く 降 し 賜わり た る も の ( 注 40) を 2 
信 ぜ よ 。 ア デッラ ー の 命令 は 必ず 行わ る 。 © ーー 
49. げに アッ ラー は 何者 も 己 れ に 併せ 祀る こし の タタ [ンタ タン ンコ の 2 を ッ ン タン ン 
8 | ol | 
を 許し 給 わ ず 。 ( 注 41) きれ ぼ こ の 事 を 除け TO 
ば 、 ア ッ ラ ー は 御 心 の まま に 誰 を も 落し 給 AA し あう Re EI Gs 
う 。 アッ ラー に 他 神 を 併せ 祀る 者 は 、 大 琲 
を 犯す 者 な り 。 Gi 
50. 波 は 自ら 清浄 で ある と 思う 徒 農 を 見 ざる 8% GE の 
か ? 否 、 御 心 の まま に 誰 で も 汐 め られ る i eto 
は 、 ア ッ ラ ー な り 。 彼 等 は いき きか も 不当 kT あの 2 
に 過 せ られ る こと な か る で し 。 
注 40 この 言葉 は 次 の こと を 芝 味 し て いる 。 1) 二 つ の 思 の どちら か が 、 ユ エ ユダヤ 人 に 下さ きれ る で あろ 5 。 ⑫) ユ 


ダ ヤ 人 の ある 者 に は 一 方 の 副 が 、 


注 41 
逃げ た 偽り の 神 を 信じ た まま 死ん だ 者 は 、 





他 の 者 に は ぉ うぅ 一 方 の 罰 が 降り か か 





る で あろ う 。 


神 以外 に 他 の も の を 信じ 、 愛 する こと は 反逆 に 価 す る 。 この 役 は 死後 の こと の み 述 べ て いる 。 つま 9、 
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決し て 許 き れる こと が な いと いう の で ある 。 


第 四 章 アル ・ ニ サー 


51. 見 よ 、 如 何 に 彼 等 が アッ ラー に 対し 床 偽 を る ある エー クア し スイレン タン ジン の 2 の 
提 造 する か を 。( 注 42) この 一 事 だ け で $ うい TP びと Aa っ 
上 分 に 明 邊 な 罪 な り 。 1 し を 1 
第 入 項 CR 
52. 液 は 経典 の 一 部 を 賜わり た る 者 ど も を 見 ぎ ンジ ウタ レッ る タレ > る ニス 
Cs IS 』1 
る か 2? 彼 等 は 邪神 を 信仰 し 、 罪 を 犯す 者 の だ と の な が! 


に 従い 、「 こ の 人 々 の 方 が 、 信徒 な ちよ り よ DOR 130 EG db 

5 正しく 導 か れ て いる な り 」 な ど と 不信 心 

者 ども を 指し て 云う 。( 注 43) th OV 
53. 彼 等 こそ は アッ ラー が 呪 衣 せ る 者 な り 。 24 2 NAY 

アッ ラー が 呪 記 する 者 に は 如何 な る 信 助 者 2 

も な か る で し 。 ha dd de 


123% “ る テ 


54. 役 等 は 天国 に 入れ 得る と で も 思う か ? も OO の 95 っ 588 思 
し 振り と て 、 彼 等 は 他人 に 素 格 子 の 核 一 つ 5 の 
だ に 与え を ぎる べし 。 @ 5 


55. それ と 上 も 彼 等 は アッラー が 恩 窟 を 垂れ た ンタ タク 2 7 
LU る る 1 G to 
る が 故に その 民 を 紹 む か ? われ ら は す で "7 ツ 4 | EN 


に アプ ラ ハ ム の 子 駒 に 経典 と 知恵 を 与え 、 08 じ a ERE 
時 つ 僅 大 な る 王国 を 与え だり 。 の 
uke hs 


56. し か る に 彼 等 の 或 る 者 は 彼 を 信じ 、 ま た 牙 9540 0 3 A aS 
る 者 は 彼 よ り 背 き 去 れ り 。 さ る されど 地獄 の 燃 % ノン タン レン ョ ン 
え ぇ 盛る 炎 は 、 彼 等 を 懲らしめ ゅ る に 十分 な り 。 ln a 
57。 わ れ ら の 祥 光 を 信 ぜ ぎる 者 は 、 わ れ ら 必ず | ER 
と を 業火 に 投 ゼ ぜん 。 彼 等 の 皮膚 が ( 注 44) ol S22 の 
焼け お ちる ご と に 、 わ れ ら は 之 を 新 らし き CRE 


注 42 頂 言 者 を 誰 も 必要 と し な い の で 、 神 は も は や 耶 言 者 を 巧 遣 し に は な ら な い だ ろ うな ど と 言う の は 、 エ 
ダ や 人 が 言っ て いる 炭 偽 で ある 。 民 上 策 が 堕落 し た 時 に 、 預 言 才 は 必ず 現われ だ 。 そし て 、 現 実に 預言 者 は イス 
ラム 教 の 聖なる 据 言 者 に 具現 され だ の で ある 。 








注 43 ィ ス ラム 教徒 達 は 、 聖 書 に 記さ れ て いる すべ て の 大 言 者 ち 、 モ ー ゼ に 与え られ ただ 法 の 甘 な る 原理 も 信 
じじ て ぃ いた だ た 。 し か し 、 こ れ ら に 対す る ユダ ヤ 人 の 憎悪 は 非常 に 毅 し てく 、 ユ ダ ヤ 人 人 だ ち は 、 聖書 も 預言 者 も 認め な 
テラ ビア の 全 像 染 拓 者 の ほう が 、 イ スラ ム 教 徒 よ り ま し だ ょ と 断言 し て いた だ の で ある 。 


注 44 今日 、 肉 より 皮膚 の ほう が 多く の 神経 が 集まっ て いる の で 、 挿 み に 対 し て 艇 感 ど ある こと が 医学 的 に 
立証 きれ て いる 。 ク ルアー ン は この 大 事実 を 1400 年 も 前 に 明らか に し て いた 。 ク ルアー ン は 、 地獄 の 受刑 者 は 
焼 か れ た 後 皮膚 が 再生 し 、 ま た 焼 か れる こと に より 痛み が 続く と 述べ て いる の で ある 。 
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皮膚 に 取り 替え 、 彼 等 を し て を の 六 を いつ CE の を 2818 i 靖 ( 
2 ” 
、 覧 哲 に まし ます 。 
58、 され ど 信 徒 に し て 療 行 を 積む 者 は 、 われ ら WAT 5 
> ka 2 lel en 
役人 等 を 河川 流れ る 楽園 に 入ら し め 、 永久 に EC 


す 


な き 配 偶 者 を 要ら ん 。 布 し て われ ら は 、 彼 A 19% アル アク る 5 の 
等 を 気持 ちょい 樹 座 に 導 か ん 。 DU も 5 >4 ら ao うわ 45 う で 


59、 アッ ラー は お 前 たち に 、 委 託 物 は 元 の 所 有 の 人 CT し : 
「C タ し ひら 3 
者 に 返 避 すべ きこ と を 命じ 給 う 。 ( 注 45) ま Sid od SO @! 


2 ンタ る レー レッ ンプ 29 ニク 
た 人 を 義 く 時 は 、 公 正 を 旨 よ する よう 命じ 208000UAS の の 倒 多 る 
給 う 。 ( 注 46) ア ッ ラ ー が お 前 だ ち に 訓 渋 す 


9 ノ ウッ アタ すず ) 3 に 
を の 中 に 住ま し めん 。 彼 等 は を こ に て 洛 れ は GS 


“Lz? デ る 、 ち し ロ Ca 
る こよ は 、 な ん 素晴らし きこ と か な | の 穫 22og2089 52 


デッラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ な 

は し 給 う 。 

な さす ・ ーー は = と きっ レン ゥ タダ ルス アナ まり タイ し 
60. 汐 等 信徒 た ちょ よ 、 アッ ラー と 使徒 並び に ぉ お RY ORAL 

有 前 だ ちの 中 の 権限 を 委ね られ た だ る 者 に 従 タッ る 2 る る ッ 08 2 スト 2 ン ッッ 

え 。( 注 47) も し 何事 に お いて か 互 に 意見 を りう "や 6 2 


異 に する 場合 、 お 前 た ち ア ッ ラ ー と 最後 の 昌 あ が る 間 / 
日 を 信ずる な ら ば 、 を る れ を アッ ラー 使徒 RR 
に 笑 ね よ 。 を れれ カ が 最 疾 か つも っ と も 褒め る $ 尼 ( a 
1 
に 価 する 結果 に 至る 。 の 15 つ と SN 
第 九 項 


アー 


61. 液 は 、 液 に 啓示 る きれ だ た る も の 並び に 液 以 前 CI 44 2 生 
に 砂 示 きれ た る も の を 信じ て い 4 ム 5 を し し タタ ee の loose ルリ ァ ッ ) 


注 45 支配 する 権威 、 権 力 は 民衆 の 「 委 託 」 に よる $ の で ある よこ こ で 記 き れ て いる 。 を し て 、 る その 権威 、 
権力 は 民 避 の も の で あり 、 誰か 個人 まだ は 王家 の 生得 の も の で は な いと 骨 言 し て いる の で ある 。 タル アー ン は 、 
壮 制 や 世襲 制 を 認め ず 、 代 表 負 の 政治 形態 を 定め ゆ て いる 。 長 は 選 演 に よっ て 選ば れる べき で あり 、 藤 を 選ぶ 時 
に は 、 民 茶 は その a NN EN 

注 46 イス ラム 教 国 の 音 、 行 政 の 仕事 を 委ね られ て いる 者 た ち は 、 各 々 の 権限 を 公正 に 適切 に 使う よう 
命じ られ て いる 

注 47 「 ア ッ ラ ー と 使徒 並び に 」 と いう 言葉 で 表現 きれ て いる 命令 は 、 支 配 者 と 撤 支 配 者 と の 聞 の 意見 の 相 
違 、 あ る い は 被 支配 者 の 問 の 食い 違い の いずれ か に 係 っ て いる だ ろう 。 前 者 に お いて 重要 な の は 、 も し 支配 者 
と 披 支 配 吉 と の 問 に 不一致 の 生ずる 問題 が あれ ば 、 そ れ は クル アー ン の 教え に 脂 ら し て 決定 きれ る べき で あり 、 
も し それ が で き な け れ ば 、 ス ン ナ と ハデ ィ ス に 照ら し て 決め な けれ ば な ら な いと いう こと で ある 。 し か し な が 
ら 、 も し クル デー ン も スン ナ も ハデ ィ ス も その 凌 題 に つい て 何 も 述 べ て いな けれ ば 、 そ れ は 、 イ スラ ム 教 徒 の 
語 事 を 監督 する 権限 を 任 さ きれ だ 者 に 委ね られ る べき で ある 。 この節 は 特に 国家 的 な 問題 に つい て 述べ て いる よ 
2 で ある が 、 こ の 点 に お ける 基本 的 な 控 は 、 神 と 神 の 使 首 へ の 服従 が 、 あ ら ゆ る 権威 に 対す る 服従 に 優先 する 
と いう こと で ある 。 し か し 、(-… 般 の ) 入 々 の 閣 に 意見 の 相違 が 生じ て いる 社会 的 な 岡 題 に 関し て の 意見 の 食い 
違い や 紛争 の 場 合 は 、 イ スラ ム 教 徒 は イス ラム 教 の 沙 律 に 従う べき で あり 、 他 の 法律 に 入っ て は ならない. 
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62. 


63. 


64. 


66. 


. われ ら が 使徒 を 人 造 わ せる は 


て いる 者 ども を 見 ざる か ? 彼 等 は 邪神 に 
従う な か れ と る 命ぜ られ て い だ に も か か わら 
ず 、 審 判 を 邪神 に 求め ん と す 。 和 悪魔 は 彼 人 等 
を 和 閣 か 遠く 邪道 に 避 か ん 上 と 欲す 。 


人 あり 、 彼 等 に 向っ て 、『 液 等 アッ ラー が 医 
し 給え る も の 、 並 びに 使徒 の 許 へ 来 た れ 」 
と 云え ば 、 液 は 信二 者 F も が 嬢 起 の 情 を 表 
わし て 液 か ら 顔 を を むけ る の を 見 4。 
彼 等 は 己 が 手 で 前 に 送れ る も の の た め に 災 
難 に 遭わ ば 、 一 体 如何 が せん ? 彼 等 は 液 
に 来 だ り 、 アッ ラー に 胃 っ て 云う 、「 裁 等 は 
だ だ 好意 を 示し 、 和 和解 を 図ら ん と せる の み 」 
と 。 


テッ ラー は 彼 等 の 胸中 の 秘密 を よく 知り 給 
う 。 きれ ば 彼 等 を 遠ざけ 、 彼 等 を 訓 戒 し 、 
彼 等 自身 に 関わ る 効果 的 な 言葉 を 以 て 彼 等 
に 人 告げ よ 。 

、 ア ッ ラ ー の 許 
し の も と に 人 信 々 を し て アッ ラー に と 従わ せ し 
めん が だ め な り 。 も し 彼 等 が 過ち を 犯し 、 
流 の と ころ に 来 て アッ ラー の 赦し を 請 い 、 

使徒 $ 役 等 の た め に 赦し を 請 わ ば 、 彼 等 は 
アッ ラー が だ た び た び 尼 れ み に 転 ぜ ら れ 、 慈 
起 漆 くま し ます こと を 知ら ん 。 

否 、 主 に 殴っ て 記 う 、 彼 等 間 の 争い に 液 を 
審判 者 と し て 立て 、 六 が 下 せ る 判決 に 如何 
な る 異議 も 唱え ず 絶 対 服 従 す る まで は 、 彼 
等 は 信徒 に 非 ず 。 


も し われ ら が 役 等 に 「 神 の だめ に 生活 を 犠 
牲 に せよ 」 と か 「 家 を 棄て よ 」 と 命じ て も 、 
OD NT ER 
し 。 も し 彼 等 が 勧告 通り に 行わ ば 、 そ は 彼 
等 の た ゆ に は な は だ よく 、 信 仰 を 強力 な ら 
し め る 助け た し な り だ る も の を 。 
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第 男 剖 アル ・ ニ チー 


68.、 然 ら ば われ ら は 必ず 大 な る 報 差 を 彼 等 に 与 TAN 
| の アフ 本 レガ rf 
Re 

69. 正しき 道 に 導 か ん 。 Ks 48309 3 


70. 誰 で あれ アッ ラー と を の 使徒 に 従う 者 は 、 の 5 の の 32 260。 二 5 ろ ィ 

* 1 AU っ 

テッ ラー の 祝福 を 受け し 人 々 、 す な ゎ ち 委 こつ 。 ン に ジ ds aiig 3 
一 =. hr | 4 プンタ a し る wu’ Ly 
言 者 た ち 、 誠 実 者 た ち 、 列 教 者 た ち 、 並 び RB BIS GN OS ts adh 
に 正義 者 た ちの 仲間 に 加わ らん 。 彼 等 は 素 NC 
晴らし い 仲 間 な り 。( 注 48) ES oe テラ a 


71、 こ れこ を は アッ ラー より の 恩恵 な り 。 ア ッ at III アクア ッッ 
ロ ッ A 1 
ラー は すべ て を 知る 者 と し て 万 全 な 5。 CA SG A a A 


第 上 項 
A 2 > あー 田 J タレ ッ ク ン ター タタ ター タタ フン タッ ペレ エタ イア 
72. 液 等 信徒 た ちょ 、 安 全 の た め に 用 心 せよ 。 CG Se Oe al ll 6 
( 注 49) 隊 を あい くつ か に 分 け て 進む か 、 全 。 ぞ 2 
軍 一 団 ほ な っ て 前 進 せよ 。 . の > め | 


73. お 前 た ちの 中 に は 後に 残る 者 あり 。 mu し て A A CA 2 
さら で < 拓 奉 おき > : 2 し re 4 
お 前 た ち に 災難 が ふり か か る と 、 そ の 者 は I I IE 
去 う 、「 我 彼 等 よ 僧 な 6 ぎり し は 、 げ に アッ ー @Aeee の りり eG 
ラー の 慈 半 の た まもる の な り 」 と 。 
74. きれ ども し お 前 た ち に 何 か 幸 い が ア ッ ラ テー 0 8 
éR の に rr 〆 ロ 
ょ り 来 り な ば 、 ぢ お 前 た ちと 彼 の 問 に 何 ん の タン プン タタ シッ イル タン レン と タ し 
こう ぎ 本 の kJ 和 lu Ye iy Lr グッ プイ っ る 
人 0 の CVWKC 
倍 な り せ ば 、 大 成功 を な し 得 た も の を | な の 
z . 4 
で と 彼 は 云う な り 。 Ol 3 





注 48 この節 に は 、 イ スラ ム 教 徒 が 進み う る 、 精 神 的 発展 の あら ゆる 道 が 示さ れ て いる の で 重要 で ある 。 四 
つの どの 精神 的 酸 賭 一 項 言 者 、 誠 実 者 、 狗 教 者 、 正 義 省 に も 、 今 は 、 聖 な る 預言 者 に 従っ て いく こと に よっ 
て の み 到 達し うる の で ある 。 こ うし だ こと は 、 構 な る 預言 者 の み の 特 権 で あり 、 他 の 医 苔 者 は 誰 6、 こ うし た 
特権 を 吾 な る 預言 者 と 分 か つこ と は な い 。 この 考え 方 は 、 こ の 節 に よっ て 更に 典 づ けら れ て いる 。 この節 は 、 
預言 者 全般 に つい て 直っ て いる 。 そ し て 、57:20 で は 「 ア ッ ラ ー と アッ ラー の 使者 を 信ずる 者 、 そ れ は 誠 実 首 
と 絢 教 痢 で ある 。」 と 言っ て いる 。 これら 二 つ の 節 を 合わ せ 読 ん で みる と 、 次 の よう に な る 。 貼 ち 、 亜 な る 聞 言 
者 以外 の 預言 者 に 従う 者 は 、 誠 実 者 と 列 填 者 と 正義 者 の 耶 邊 ま で で 、 を それ 以上 の 耶 位 を 得る こと は で き な い の に 
対し 、 型 な る 交 言 者 に 従う 者 は 、 話 言 者 の 地位 に も 上 る こと が で きる と いう の で ある 。 バハ ルル ・ ム セー ト (vol. 
iii P287) は 、 ア ル ・ ラ ー ギ ブ の 次 の 言葉 を や 引用 し て いる 。 [この節 に お いて 、 神 は 信者 た ち を 四 つ の 段階 に 分 け 
て いる 。 そ し て それ ぞ を れ に 上 下 の あ る 4 つの 段階 を 定め て いる 。 ま た 、 神 は 長 の 信者 は 、 こ れ ら の 段階 の どれ 
より も 低い 所 に 止ま っ て いて は な ら な いと 強く 説い し て いる 。| そし て 、 き ら に 付け 加え て 言う 。「 預 言 者 の 地位 
に も 普 蔽 の も る の と 特別 な も の と 二 種 類 あ る 。 特 別 な 預言 者 は 法 を 作り 出す 頂 言 者 で あり 、 今 は 誰 も な る こと は 
で き な い 。 し か し 、 普 通 の 預言 者 に は 、 い つ で も な る こと が で きる 。] 


注 9 この 語 は 、 防 術 の ため に 必要 な あら ゆる 生 戒 、 進 備 に も 広げ て 解 邊 で き 、 ま だ た だ 防衛 り だ め の 武 器 の 増 
強め 堂 も 喝 合 し て いる と 思わ れる 。 
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注 50 


注 51 
教徒 は 、 


され ば 来世 を 願っ て 現世 を 犠牲 に する 者 
に 、 ア ッ ラ ー の 伺 の た め に 戦わ おしめ ょ 。 ア ッ 
ラー の 道 の た な め に 戦う 者 は 、 戦 死者 で あれ 
勝利 者 で あれ 、 わ れ ら は 必ず 大 な る 報 開 を 
与え ん 。 


宮前 だ ち 、 何 故に アッ ラー の 道 の た め に 、 
まだ 弱い 者 一 男 や 女 や 子供 た ちの だ た め に 戦 
わ ぎ ざる か ? ( 注 50) 彼 等 は 云う 、 「 主 ょ 、 kd 
の 追 害 の 町 か ら 我 等 を 連れ 出し 給 潜る 面 し 
て 我 等 の た め に 液 の 許 より 味方 を 遣わ し 給 
え 。 佑 助 者 を 遣わ し 給え ] と 。( 注 51) 


信ずる 者 は アッ ラー の 道 の た め に 戦い 、 信 
ぜ ぎ る 者 は 邪神 の た め に 戦う 。 さ る れ ば 流 等 
悪 麻 の 仲間 に 対し て 戦い を 挑め 。 げに 亜麻 
の 策略 は 弱 し 。 
。。 第 十 一 項 

光 、「 手 を 制止 め ょ 。 礼拝 を 遵守 し 害 捨 を 納 
め よ | 告げ られ だ る 人 々 を 見 ざる か 7?7 
し か る に 戦闘 が 命ぜ られ る と 、 見 よ 、 彼 等 
の 一 部 は アッ ラー を 恐れ る が 如く 人 人々 を 柚 
れ 、 い や それ 以上 大 な る 恐怖 を 以 っ て 、「 主 
ょ 、 和 何故 に 液 は 我 等 に 戦い を 命じ 給 う か ? 
し ば し の 獲 予 も 我 等 に 与え を ざる お ぉ お つもり 
か ?」 と 詞 う 。 云 え 、「 現 世 の 歓 楽 は 無き に 
等 し い 。 神 を 長 れ る 者 に と り て は 、 来 世 こ 
そ が より 勝る な り 。 面 し て お 前 た ち は い き 
る か も 不当 に 遇 せら れる こと な か る で し ] 
Es 





この 言葉 も 、 


な い 。 
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「 波 が 戦わ な い の は 一 体 ど うし た の か の 意 で ある 。 


この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の ほう か ら 敵 対 行為 を 始め た こと は な いと いう 恩 確 な 証拠 で ある 。 イ スラ ム 
自分 達 の 宗教 を 守り 、 よ ょ より 弱者 で 宗教 を 同じ くす る 者 を 援助 する た め の 自 己 防衛 戦 し か 戦っ た こと は 


第 四 曹 アル ・ ニ サー 


79. お 前 だ も 何処 に 在 ろ 5 と も 、 だ と い ぃ 孔 固 な 1 39 シン レ れき が 免 ラン うめ あと を レ ノッ ク 
高楼 の うち に こも ろう と も 、 死 は 必ず 追い &G GS = RE GN 
つく で し 。 ( 注 52) も し 彼 等 に 何 か が よい こと ひみ る る ペン 2 タ 5 る っ ント て る る る 
が 起 ら ば 、 役 等 は 云う 、「[ こ は アッ ラー より Rt a Da Os $e 
賜 わ る 」 と 。 ま た だ も し 悪し きこ と が 身 に 降 KEEP Os dhis 
りか か ら ば 、 彼 等 は 云う 、「 こ は 液 の 所 為 な っ ンタ テッ ロレ ュ 5 
り 」 と 。 云 えん 、「 す べ て は アッ ラー が 賜 わ る 1 3 hs SE dus 
も の な り 」 と 。( 注 53) 彼 等 が 何 も 理 解 し 得 プン ラタン タン レン ラッ セク デ 
ぬ と は 一 体 ど うし た こと ぞ を? ED oly 


80. 渋 に 起こ る すべ て の 事 運 は アッ ラー が 下 則 9 0 ぅ 0 CP OR [A 
する も の な り 。( 注 54) し か る に 液 に 隆 り か リン ロ 
すめ アス 5 2 人 る de ろ 
か る 災 黄 は 、 液 自身 が 較 を な す 。 ゎ れ 6 は 区 叶 TU た 
液 を 使徒 し し て 人 類 に 造 わ し た り 。 面 し て Ls 4 
アッ ラー は 証人 た る に 足る 。 Clags 4b AA ぎる 
81. 誰 で あれ 使徒 に 従う 者 は 、 紛 れ も る な 〈 く アッ 人 ダッ ン ン ちさ ン ュ ン ョ ン ン 4 ラン 
ye5 251 を と UI AS5 1 a5 ye 
ラー に 従う 者 な か り 。 き され ど 背 き 示 る 者 あら ツタ 2 
ば 、 わ れ ら は を の 者 ども の 番 人 と し て 液 を る sc AE の 
遣わ し た に 非 ず 。 
82. 彼 等 は 云う 、「 了 服従 こ を 我 等 の 根本 理念 な 。 多 巡 a / タレ ンタ タタ ンク 
ON NE 6 aC od 


り 」 と 。 し か る に 役 等 人 と 
その 或 る 者 は 泊 が 云え る こと に 対し て 夜 も EAR AY ン と 2 OO る る 2 & 
す が ら 6 策謀 を めで ら す 。 ( 注 55) ア ッ ラ ー は 

ONT Eb 








。 る され ば 彼 等 か ら 6 遠 離 し て 、 た だ アッ ラー 6 
アン 
2 事 の 成敗 を 決め る 者 と し て 、 ア ッ 9 の 
ラー は 万 全 な り 。 
注 52 ー 般 的 な 自然 の 法則 に つい て 述べ て いる か 、 あ る い は 、 偽善 用 た ち が 死 を ま が れる こと が で きる と 


考え 、 自 然 の 下 な る 兵 に を そ む い た と し て 、 彼 ら に 対し 特に 発せ られ だ と 考え る か どちら か で ある 。 


注 53 「 す べ て は アッ ラー が 場 わ る も の な り ]】 と いう 表現 は 、 神 は 宇宙 に お ける 最終 統制 力 で あり 、 良 いこ と 
も 悪い こと も る 、 人 間 に 降 5 か か る こと すべて 、 一 般 的 な 自然 の 法則 か ある い は 何 か 神 の 特別 な 命令 に 起因 する 
と いう 迄 味 に お いて 真実 で ある 。 


注 54 。 神 は 人 間 に 生 まれ な が ら の 力 と 才能 を 授け た 。 人 間 は その 力 や 才能 を 正しく 用 いれ ば 人 人生 に お いて 成 
功 し 、 送 に 誤っ て 用 いれ ば 困 将 に 巻き 込 き れる の で ある 。 つ まり 、 す べ て の 闘 は 神 に 、 す べ て の 趣 は 人 人間 に 起 
因 し て いる と 、 こ こ で は 言っ て いる の で ある 。 


注 55 ここ で 言 及 し て いる の は 、 夜 で あれ 号 で あれ 、 密 護 の こと で ある 。 通例 、 宙 謀 を た くら むせ の は 夜 で あ 
る の で 、 姿 を 隠し て くれ る 級 で あり 、 人 日 に つか な い [ 夜 と いう 語 が ここ で 用 いら れ て いる の で ある 。 


ー154 一 
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タ 2 が 1 み タ ッ ニン ぅ タマ ンク ノン ング 


83. 彼 等 は タル アー ン に つい て 深く 思わ ざる 6 
+ | er 
か ? も し クル アー ン が ブッ ラー 以外 より の ポタ SE SDE OO NS! 


出 で だ る も の な ら ば 、 必 ず そ の 中 に は 幾 多 OD SI 5 と も 
の 矛盾 が ( 注 56) 見 つか る 管 な り 。 

84. 安全 な こと に せよ ょ 心配 ごと に せよ 、( 注 57) タグ アー 。2 の 2 fk94 
何等 か の 通報 が 彼 人 等 に 来る と 、 彼 等 は それ EGR I aE BS 
を 吹聴 す 。 き れ ど 彼 等 も し それ を 使徒 また 2 ちり a dS 4 
は 彼 等 の うち な る 権威 者 に 任せ な ば 、 通報 , I DN A 
より 真 相 を 引き 出し 得る 人 々 が 、 必 ずる それ 区 SO 2 dS Od 


デ アデ 

を 理解 せり 。 アッ ラー の 恩恵 と 慈悲 な か 5 タッ ンズ レロ タク っ る ン 
WS wt の 2 リプ と クン 3 rr 

せ ば 、 ぉ 前 た ち は た だ 少数 を 除い て 、 み な OEY ATY i 28E 


悪魔 に 従い し な り 。 

a i A し 1 a 
NT ND 生 志 ーー は OW PS っ き A 
己 れ 自身 に の み 責 め を 負う 3 され 2 ン 

円 ン で 4 ア アオ 9 
ば 信徒 た ち を 、 戦 い に 貢 大 きせ よ ょ (GU 培い os 





58) 恐らく アッ ラー が 不信 心 者 ど も の 力 を 0 2 セカ 衣 2 
2 し us 2 タス 
制圧 せん 。 ア ッ ラ ー は 力 に な いて 強大 、 劉 OE EB AR 


を 科す る に 狐 烈 な り 。 


86. 公正 な 執り 成 し を する 者 は を それ に 応じ た 報 ae る 全 作 の を 4 
疾 を 得 、 悪 意 の 執り 成 し を する 者 は それ に Ne Ok ん 2 eo2 


b 2 J 
応じ た 報い を 受け ん 。( 注 599 ア ッ ラ ー は 高 (230 2%4 Wc 5 る ッ イ タダ 825 
事 を 支配 し 給 う 。 「 ES 1 6 
LG EE os 
注 56 。 タル アー ン の 中 の 一 節 と 、 そ の 中 の 教訓 と の 「 矛 盾 」 ある い は 預言 者 と し て 語ら れ て いる クル アー ンジ 


の 中 の 言葉 と 、 そ の 結果 、 成 果 の 不一致 は 、 な いこ と を 示し て いる 。 も し 神 か ら の 啓示 で な けれ は ば 多く の 矛盾 
が あっ だ だ ろう 。 








注 57 不安 情報 の まう が 平和 に つい て の 情報 より 後に 出 き れ て いる の は 、 ク ルアー ン が ここ で は 戦い に に つい 
て 吉 べ て いる か らら で ある 。 了 戦い の 最 中 に は 、 応 々 に し て 良い 結果 た な り を そう な 事柄 を 発表 する の は 、 不 安 な 事 
柄 を 公表 する より 危険 な こと な の で ある 。 平時 に お いて も 、 こ こ に 示 き れ て いる 指示 は 、 社 会 の 安 蜜 や 規則 に 
直接 の 影響 を 及ぼす の で 、 重 要 で ある 。「 権 成 あ る 和信 々 」 と いう 言葉 は 聖なる 預言 者 か 彼 の 後継 者 ある ぁ る い は 彼ら 
に 指名 る れ た 指導 者 な ちの こと で ある 。 


注 58 この 節 で 言わ ん と し て いる の は 、 聖 な る 預言 者 も 合 め て イス ラム 教徒 は 皆 一 人 一 人 神 に 対し て 喜寿 を 
負う と いう こ 0 る 。 し か し 、 翌 な る 預言 者 の な すべ き 仕 事 は 二 つ あ る 。(1) 自 分 自身 戦う こと 、 及 び (2) 上 上 む 
を 得 な い 場 合 に 、 信 省 達 に 戦う よう 促す こと で ある 。 


注 59 "この節 は 、 他 人 の だ た め に 為す 嘆願 や 推薦 と い ぅ 行為 を 軽く 考 を て は な ら な いと 述べ て いる 。 他 人 人 の た 
め に 嘆願 する 者 は 、 を うし た 帳 分 の 行為 に 責任 を と ら ON $ ぁ し その 嘆願 、 推 薦 が 正 
し て 公正 で あれ ば 、 彼 は 十分 に 報 わ れる で あろ る ろう 。 逆 に それ ら が 正当 で な けれ ば 、 そ こ か ら 生 じ る 悪い 結 洒 に 
対し 資 作 を た とら な けれ ば な ら な いで あろ う 。 
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87. 


88. 


89, 


90. 


91. 


92. 


注 60 


ーー 


草 


お 前 だ ち 挨 拶 き れ だ な ら 、 更 に 良き 挨拶 す 


る か 、 少 な く と も 同じ 程度 の 挨拶 を 返せ 。 
( 注 60) げに アッ ラー は 一 切 を 清算 し 給 
う 。 


RA SM アッ 

ー は 復活 の 日 に 必ず お 前 た ちゃ 召集 すべ 
し を は 疑う 余地 な し 。 誰が アッ ラー の 
御 言 [ 葉 に 勝る 真実 を 語る か ? 

第 十 二 項 

一 体 ど うし た と いう の か 、 お 前 た もち 偽善 者 
の こと で 二 派 に 分 れる と は ? アッ ラー は 
彼 等 が 稼ぎ し も の の 故に 彼 等 を 打ち 倒せ 
D 。 液 等 は アッ ラー が 迷わ し め た る 者 を 導 
か ん と する が か? 液 と いえ ど 、 7 ラー が 
迷わ す 者 に 道 を 示す こと 、 そ は 能 わ ざ る で 
CS 
彼 等 は 月 分 が 信 ず ぎ る 如く 、 お 前 た ち に も 
信 ぜ ざら 5 ん こと を 望み 、 お 前 だ た ち が 同 類 の 
者 な らん こと を 望む 。 きれ ば 彼 等 が アッ 
ラー の 道 の た め に 家 卿 を 後に する まで は 、 
彼 等 の 誰 を も 友 と する な か れ 。 きれ ど 役 等 
が 背 を 向け な ば 、 何 処 な り と も 彼 等 を 捕え 、 
OD AR 

人 ぶな か れ 。 
但 a と 協定 を 結ん で いる 部 
族 と 関係 が ある 人 々 、 ま た は お 前 た ちゃ ロ 
US 
投降 せる 者 は 除く て 。 も し アッ ラー が る その 気 
に な り 5 給え ば 、 OS 
を 制す る 力 を 与え 、 彼 等 は 必ず お 前 た ちと 
戦い し し な り 。 る れ ば 彼 等 も し 退き て 戦わ ず 、 
和平 を 提議 する 場合 は 、 ア ッ ラ ー は お 前 た 
ち に 役 等 を 攻撃 する こと を 許 き ず 。 
お 前 た ち は 、 お 前 た ちや 、 己 れ の 民 と 平和 
に あり た いと 望ん で いる 他 の 徒 輩 を 見 出 き 


この 節 は 社会 的 義務 を 示し て いる 。 
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> に で 


逐 問 章 


ん 。 きれ と : 彼 等 は 騒動 が 再発 すれ ば 、 た だ たち 
まち 之 に 倒 す 。 きれ ば 、 彼 等 も し 退 か ず 、 
和平 も 提議 せ ず 、 戦 い の る 制止 ず ば 、 何 





処 な り と も 彼 等 を 捕らえ ょ 、 を 殺 せ 。 そ の シャ タン 4 る 2 の 92 0036 タン 
よう な 者 ども に 対し て は 、 わ れ ら は 前 た で 2 AS1 5 9A 
ち に 明白 な る 権能 を 与 う 。 8 タ i 
第 十 三 項 HMP tes 5 
93. 記 失 に よる に 非 ず ば 、 信 者 が 信者 を 殺す の 296 Da 3 
| 
は ふき わし か ら ず 。 ( 注 61) 過 っ て 一 人 の 信  ~ びら 29 oe 
ルル > } こ 寺 主 字 オデ も i タッ ン ン ノン 5 ッ ン ンプ [br ッ タ アノン 
者 を 殺し た も の は 、 一 人 の 奴隷 信者 を 解放 だ た DO 1 
し 、 且 つ 被 害 者 の 相続 人 に 血 の 周 償 金 を 支 9 4 
払う べし 、 但 し 相手 方 が それ を 坪 捨 と し て め め 885 OI a das 
免除 する 場合 は 別 な り 。 さ きれ ども し 殺 る きれ I a 
た 者 が お 前 た ちと 敵対 する 民 で 、 し か も 信 が 2 DIP I IN Se 人 2 
者 な ら ば ( 注 62)、 を の 科料 は 一 人 の 奴隷 信 多 9592 を 5 交 S6 2 る 
者 を 解放 する だ け で よし 。 ま た も し 梓 害 者 Po29 と 13 
が お 前 た もち と 協定 を 結べ る 部 族 で あら ば 、 ot 5 2 ノ daidl る る る 
oo Ua As 
その 科料 は 血 の 賠 償 金 を 相手 の 相続 入 に 支 の J 
払っ た 上 、 一 人 の 上 収 款 信者 を 解放 すべ し 。 2 gS ded 2 
され ど その 資力 な き 者 は 二 ヵ 月 間 連 続 し て i 
断食 せよ ーー ここ は ア ッ ラ ー よ り の 慈悲 な oc を cy 63 
り 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 折 に まし 
ます 。 
= ノノ (2 2 | クッ ン ン タイ 2 タタ 2 イッ レン 
94. 誰 で あれ 、 故 意 に 信 徳 を 殺害 する 者 は 、 そ AA 23 859 OS pte J 9 
の 応報 は 地獄 な り 。 彼 は を の 中 に 永久 に 住 0 
まん 。 ア ッ ラ ー は 彼 に 激怒 し 、 彼 を 呪い 、 4 54533 くう 9 
彼 に 恐ろし い 宮 を 準備 せん 。 上 
eK 
95. 流 等 信徒 な ちょ 、 琉 朋 だ た ち ア ッッ ラー の 音 の に コー 5 と) 1 アグ アル て 朋 イ 
た め に 出 で 立 つ 時 は 、 正 し い 調査 を せよ 。 3 Te Biel ro 
証し て 平和 を 求め て お 前 た ち に 挨拶 する 者 
注 61 実際 の 戦闘 に お いて は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 同 じ イ スラ ム 教 徒 に 語っ て 殺さ れる こと も あり 得る 。 それ 
履 、 こ の 人 節 で は こ う し た ガー の 実態 に 備え 常に 自分 を 守る よう 警告 を 発し て いる 。 
注 62 殺 き れ だ 人 が イス ラム 教徒 で あっ て も 6、 た まだ ま 敵 側 で あっ た 場合 に は 、 殺 し た 人 は 信徒 で ある 。 奴 
款 を 一 人 解放 すれ ば よく 、 血 の 代償 金 は 取り 立て られ な い 。 な ぜ な ら 、 敵 に 金銭 を 支払 えば 、 反 イス ラム 勢力 


デル ・ ニ サー 


5 ク ョ ン ラ マ 


る っ と で [ンタ 。 る 9 ッ ク 
PAE PUG 


2 IGE 





の 軍事 力 を 強化 する こと に な る か ら で あ る 。「( を し て ) も し 殺 る きれ た 人 が 女 と 協定 を 結ん だ 聞 柄 で ある な ら 」 


と いう 表現 中 に は 、[ 彼 が 信徒 で あれ ば ] と いう 言葉 は 繰り 返る れ て いな い が 、 


これ は 、 イ スラ ム 国 家 に 住ん で 


いる イスラム 教徒 で は な い 者 、 あ る い は イス ラム 教徒 と 協定 を 結ん で いる 国 の 中 の 信徒 で な い 莉 に つい て も $、 
この 法律 が イス ラム 教徒 に 対し て と 同じ で ある こと を 示し て いる の で ある 。 
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第 四 章 





に 向っ て 、「 液 は 信徒 に 非 ず ] ( 注 63) と 均 
2 な か れ 。 お 前 た ち は 現世 の 品々 を 求め る 
が 、 ア ッ ラ ー の 許 に は 募 央 な る 戦利 品 あり 。 


デル 


EA IPA 
rt < 


ニニ サー 


お 前 た ち も 以前 は 不信 心 者 な り し が 、 ア ッ ー !。 6 i 
ラー は 特別 な る 思 恵 を お 前 た ち に 垂れ 給え つつ 06 の ES NS 
り 。 き れ ば 正しい 調査 を せよ 。( 注 64) げに クム 


アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 知 各 し 給 う 。 


@ 失 る と SL a 
> 


CI 288 う Ss 


96. 不具 者 は 別 と し て 、 家 に 居 残 る 信徒 と 、 ア ッ ん タン 
| 1 As 
ラー の 道 の た め に 財産 も 生命 8 捧げ て 戦う 2 GSN OI GF 
者 ほ は 同じ か ら ず 。 ( 注 65) ア ッ ラ ー は 財産 Se 入閣 ACG 


97. 


も 生命 も 捧げ て 戦う 者 に 、 家 に 居 残 る 者 よ 
り 高い 位階 を 授け た り 。 ア デッラ ー は どちら 
の 信徒 に も 良き 報 鐘 を 約束 せり 。 されど 家 
に 居 残 る 者 より も 、 戦 う 者 に 高い 位階 を 授 
け 、 大 な る 報奨 、 


すなわち は る か に す で れ た 位階 と 散 免 と 


Dg 29 NADI 
イイ ンプ 12 gu 。 プ ノブ A 
J 2 


の (の を の Aa 所 多 


る 2 る し ンタ ン る を ノッ ラン ン 2 
DA と AU 
み と を 授け 給え り 。 ア ッ ラ ー は 覚 大 に し て 、 EE A 
吉 悲 深 て まし ます 。 3 


。。 第 十 四 項 
己 れ の 魂 に 寄 な し て いる うち に 天使 ら に 習 


98. ンダ クタ の ルレ スッ タク ラン フン 2 る る 
きれ し 者 、 彼 等 に 天使 は 費 き ん 、「 お 前 た も Gg ED a I 
の 境涯 や 如何 に ? 」 と 。 彼 等 は 答え ん 、「 我 る と 


63 


A NO 


徒 E 


注 64 
だ い 、 


注 65 


きよ 


し な が ら 、 


等 は 地上 で 弱い 者 な が りき]」 と 。 す る と 天使 


問 OG G2 





、 英 意 を 抱 て こと を 慎 ま な けれ ば な ら な い 。 更 に 、 


みな す よ ょ う 指 示 る れ て いた 。 
そし て 相手 の 所 有 物 を 手 に 入れ だ い 
うと する が 、 


信 爺 を 外 か ら の 攻撃 か ら 守 


も うー つの 種類 の 信者 が い 


つま り 、 も し 正当 な 調査 も せ ず 、 こ うし だ た 人 を 信徒 で は な いと 考え る な ら 、 
思っ て いる こと に な る で あろ 5。 


この 節 で は 、 信 者 の 二 つ の 種類 に つい て 述べ て いる 。 


ある 国民 が 和平 を 提案 し て きだ り 、 友 好 的 即 度 を 示す 時 に は 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 そ の 態度 に 前 忘 を 払 
メジ ナ の イス ラム 教 社会 は 敵対 する 部 旋 に 囲ま れ て いた だ 
調べ て みて 信徒 で は な いと わか っ た 時 以外 に は 、 イ スラ メ 教 


これ は 流 が 相手 を 殺害 し 


(1) 真面目 に イオ スラ ム 教 を 信じ 、 教 壮 に 従っ て 生 


り 広 ゆ て い 努 力 に まで は 加わ ら な い 人 々 、 つ まり 受動 的 な 信者 
で あり 、 こ の 節 で は 「 家 に 居 残 る 信徒 」 と 呼ば ん れ て いる 。 (2) イ スラ ム 教 の 教義 に 則っ て 生き る の は 
普及 活動 に 精力 的 に 委 加 する 人 々 で ある 。 こ の 人 々 は 積極 的 な 信者 で あり 、 
る 。 実 際 の 非 信徒 上 の 戦 い に に は 加わ り は し な い が 、 戦 い に 参 加 し た 者 と 


議 、 そ の 
ムジ ャ ヒド と 呼ば れ て いる 。 し か 


同じ 報 本 を 受け る 者 達 で ある 。 彼ら は 心底 は ムジ ャ ヒド な た る イス ラム 教徒 と 同じ な の で ある 。 ムジ ャ ヒド は 神 
の だ た だめ ゅ の 戦い に どこ へ で も 出 て いく が 、 彼 6 は 特別 な 事情 の た め 、 病 気 や 質 因 な どの だ た め に 、 本 人 自ら は 遠征 
に 参加 で き な い の で ある 。 
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回 
雷 





99. 


100. 


10!. 


102. 


注 66 


ら は 芯 わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 大 地 は 何処 な 5 り と 
も 移り 住め る 程 広 大 で は な か り 5 り しか?」 ょ と 。 
( 注 66) これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な 
り 。 を は 悲惨 な る 行く 先 な り 。 
但し か か る 型 者 の うち 、 避 難 の 途 を 見 出せ 


ず 、 ま た どう すべ きか を その 手段 を 構 ずる 能 


力も な い 男 や 女 や 子供 は 除外 す 。( 注 67) 


これ 等 の 人 々 に は 、 アッ ラー は 溢 ら くそ 
の 罪 を 害 類 せん 。 な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー 
は 赦免 者 に し て 、 寛 大 に まし ます 改 に 。 


誰 で あれ アッ ラー の 道 の た だ ため に 家 郷 を 乗 
て る 者 は 、 こ の 地上 の いた る と ころ に 居 難 


場所 と 豊か きる が ある こと を 知る べし 。 ま だ 


誰 で あれ 家 を 後に し て 、 アッ ラー の 人 道 並び 
に 使徒 の た め に 移住 し 、 ( 注 68) 証し て 死に 
襲わ れ だ る 者 、 そ の 者 の 報 胡 は アッ ラー の 
責任 な り 。 アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 
くま し ます 。 
第 十 所 項 
旅行 中 に も し 不信 心 者 ビ も か ら 危 害 を 加 
えら れる 恐れ の ある 場合 は 、 礼 拝 を 短縮 す 
も ( 注 69) お 前 た ち に 罪 な し 。 げ に 不 
信心 者 ども は お 前 た ちの 公然 の 敵 な り 。 


イス ラム 教 は 弱い 


と は みな きれ な いで あろ う 。 


注 67 
注 68 


注 69 


移住 び でき な い 信 蒼 は 、 
イス ラム 教 は 、 信 仰 に 対し 敵意 に 満ち た 環境 か 


危険 時 の 祈り に つい て は 、 ク ルアー ン は 三 つ の 列 々 の 節 で 扱っ て いる 。 即ち も 、 (1)2 
危険 で 正式 に 祈る こと が 不可 能 な 時 の 祈り に つい て 述べ て い 


アデ アル ・ ニ サー 
CiNGOD 包 な 52 a C1 


> ン ン プチ タ る レン 
SS 


? 1 ht タ ンタ: 
CAI NA EE 
2 っ > くに Ls 
ow O5 OX の 5 ds > の a 
アッ タン の! ノンリ 5 タラ アレ カタ イッ ンタ 1 を 
edi gi Oa Ee BIG 
bp 
biaAsS 
ン る ゥ レン 


お 


2 * NG MRSS 225 
の の 
EE EACLE 

OS a 0 に と 


] 


€ 


ーー 


2 ア づ トン rs HL 1959 

W の NG eS 
ノン 3 クッ プラ タ 2 当ら に キイ ェ レン ーr2 うる 

OSC eo 


ER eR 





受動 的 な 信仰 で は 十分 と 言え を ない 。 
の で あれ ば 、 何 仰 に より 適し た 場所 に 移住 すべ き で ある 。 





$ し 信者 の 周囲 の 環境 が 、 信 抑 に 適し て いな い 


も し 移住 し な けれ ば 、 そ の 信者 の 信仰 は 真 銘 な も の 


前 節 の 種類 分 け か ら は 除外 きる れる 。 


らら 移 任 で きる に も か か わら ず 、 移 任せ ず 、 そ こ に 万 ま 
ろう と する こと に 対し て は 、 信 者 が どの よう な 言い 訳 を し よう と ヒ と 、 


それ を 受け 入れ な い 。 


: 2 で は 、 非 常に 


る 。(⑫ こ の 節 で は 、 人 通常 の 危険 の 時 に 個人 個人 が 


行う 祈り を 扱っ て いる 。(3) 次 の 節 で は 、 人 危険 な 時 、 集 団 で 行う 祈り に つい て 述べ て いる 。 眉 々 に 行う 祈り に 関 
し て この 節 で 言う [祈り の 短縮 | と は ラ カ ー ト (礼拝 の 単位 ) の 数 を 減ら す と いう 意味 で は な い 。 ラ カー ト は 
初め か ら 、 家 より 遠く 離れ て いる 時 に は 二 回 と 定め られ て いる 。 敵 襲 の 危険 が ある 時 に は 、 定 め ら 和 れ た 祈り を 


急い で 行う と い 
いる 時 に は 、 
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ぅ 意味 で ある 。 ( 家 か ら 遠 て 離れ て いる 場合 ラ カ ー ト は 二 回 と 定まっ て いる の で ) 危険 が 追っ て 
この 二 回 の ラ カ ー ト る え $ ふ 一 人 一 人 大 急ぎ で すま せ て よい の で ある 。 


第 四 曹 


« ニ サ ー 





103. 


104. 


106. 


流 彼 等 と 共に あり 、 彼 等 の た め に 礼拝 を 
先導 せん と する 際 は 、 彼 等 の 一 部 の 者 に 武 
器 を と ら せ て 液 と 共に 立た し め よ 。 記し て 
彼 等 が 路 拝 叩 頭 を 終ら ば 、 彼 等 を し て お 前 
た ちの 背後 に 返 か し め 、 ま だ 礼拝 を 済ま せ 
ぎる 一 団 を 前 に 進ま せ て 液 と 共に 礼拝 せ し 
め よ 。( 注 70) そ の 際 も 彼 等 を し て 警戒 せ し 
め 、 上 且つ 武器 を と らし め よ 。 不 信心 者 ども 
は お 前 たち が 武 器 や 荷物 を お ぉ る ろ そ か に する 
こと を 望み 、 一 挙 に お 前 た ち を 襲う こと を 
望む 。 も し 降雨 に 邪 度 き れ 、 或 い は 病める 
な ら ば 、 武 器 を 下 に 置く と も 、 お 前 た ち に 罪 
な し 。 きれ ど 党 に 警 式 を 忌 る べから ず 。( 注 
71) げに ア ッ ラ ー は 不信 心 者 ども に 恥ず ベ 
き 懲 前 を 準備 せ 5。 


礼拝 が 終ら ば 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 せよ 、 立 
ちな が ら 、 邊 りな が ら 、 横 に な りな が ら 。 
まだ 安全 な る 時 は 、 現 定 き れ な た 形式 で 礼拝 
を 遵守 せよ 。 礼拝 は 、 定 め ら れ な た る 時 刻 に 
捧げ る こと を 信徒 に 命ぜ られ る 。( 注 72) 

1 
な か れ 。 お 前 たち が 苦し む 時 、 彼 等 5 また 
苦し む な り 。 
望み 得 ぎ る アッ ラー より の 希望 あり 。 ア ッ 

ー は すべ て を 知り 、 費 哲 に まし ます 。 

第 十 六 項 

われ ら が 真理 を 包含 する 経典 を 液 に 降 し 
だ た る は 、 ア ッ ラ ー が 液 に 教え だ る も の に 
の っ と っ て 、 流 が 人 々 の 間 を 審判 く た め な 


され ど お 前 たち に 了 、 彼 等 が 


MCP 
8 る 6 と の Pc Ba グン イノ る 2632 
a soh eS 
Pe 3 0 る ンタ 


MR ON くく 


2 yp CU 
際 導 to > MM 
GS EC 
gs bldg 

SI A SG 
Ge LLS A 
So EE 
0 
CR 
EG Cs hobs 
NG NAIC 


Ls RE の 


あん 9 


es 





注 70 
… 緒 に 祈る 時 の 仕方 が 詳細 に 示さ る きれ て お おり 、 種 々 の 場合 


前 節 が 、 危険 吐 の 個人 個人 の 祈り に つい て 述べ て いる の に 対し 、 
に 応じ だ 11 も の 形式 の 祈り が ハデ ィ ス の 中 で 説明 きれ 


て いる 。 


注 71 
も 宮 


注 72 


め 、 


で も 神 に 祈 ら な けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 


0 武器 と 警戒 の 違い を 示し て いる 


戦闘 の 最 中 は 2 つの ラ カ ー ト を 急 ! 


・ で 済ま させ る か ヵ 


この 節 で は 、 信仰 区 じい 人 々 の 集団 が 、 


る 。 前 者 は 比較 的 安全 な 時 に は 片付け られ る で あろ う が 、 後 
っ て は な ら な い の で ある 。 4 : 72 も 枯 照 せよ 。 


、 1 つの ララ カー ト だ け を 行う か どちら か で ある た 


この 節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 達 は 足り な い 分 を 補う た め 、 や る べき 事 が 終わ っ た 後に は 神 を 思い 出し 、 申 式 
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これ は 、 祈 り を 短く し だ こと の 埋め 合わ せ を する だ めで ある 。 


PU アル ・ ニ サー 


り 。 きれ ば 液 背信 者 の た め の 弁 護 人 と な る 2 EN を この ラロ イセ 

5 Sa る ん Go OWN 

な か れ 。 ( 注 73) © 2 2 3 
J し や めん 1 ヵ 1 | 

さ = 1 請 い に アッ ュ イク ラー スク タタ ブー ン ィ クノ 5 で u の クィ る 

107. アッ ラー の 教 免 を 請 い 奉 れ 。 げ に アッ GS y OC | 5 0 13 


ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 


108. 自ら を 欺く 者 ども の だ た だ め に 弁護 する な か hd る ライ EE 
れ 。 げ に アッ ラー は 裏 切 者 や 罪深い 者 を 愛 ee ュ ッッ ンジ 


クッ イェ クン ッ ン タタ ニー ン 
し 給 わ ず 。 EE LY 
109. 彼 等 は 人 の 上 日 は ご まかせ て も 、 ア ッ ラ ー 3 (Gn < 1 
OS SD の AO 
か ら 映 を 隠す こと 能 わ ず 。 彼 等 が 夜 陰 に 乗 トン レン ッ タタ 
じ て ア ッ ラ ー の 拍 成 せき ぎ る こと を 條 時 、 U51O2oey9 じ OO LA82228 う 
アッ テラー は 彼 等 と 倍 に 在り 。 ア ッ ラ ー は 彼 5 1 
等 の 所 業 を 取り 囲み 給 う 。 eo hots 


110. 見 よ 、 お 前 た ち は 、 現 世に お いて 彼 等 を 0 JA 
弁護 する 者 な り 9。 し か れ ど も 復活 の 日 に 、 A 
放 が アッ ラー を 相手 に 彼 等 を 弁護 で きよ う EA 


ぞ 、 ま た 誰が 彼 等 の 底 謗 者 と な り 得 よう を る 。 ノラ 、 イ ン 
SS EASE 


111. きれ ど 、 悪 事 を 行い 、 己 が 魂 に 窒 な し て % 0 2 2 
dS 2 に A 
も 、 ア アッラー に 赦免 を 請 わ ば 、 アッ ラー が っ 5 
寛大 に し て 慈悲 深く まし ます こと が わか る DCS Vi hdeg 
べし 。 


112. 議 で あれ 罪 を 犯す 者 は 、 た だ 己 れ 自身 に < 攻 ん 8 6CEEUSLe る 5 


罪 を 犯す に 過ぎ ず 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 Nt 
り 、 賢 哲 に まし ます 。 OC 2 と 


二 アア ルイ アス 6 る アー 5 と ッ ク プン 
113. 準 で あれ 過ち や 是 を 光 し て を 湊 白 な 人 AE CL 5 
の せい に する 者 は 、 講 証 と 明日 な 罪 を を その 


2 I ン 9 
身 に 負う 者 な り 。 ECI CE IIS る 
第 十 七 項 2 
114、 も し 波 に アッ ラー の 和恵 と 慈 東 が な か り Do 
せ ば 、 彼 等 の 一 派 は 液 を 迷わ し めん と 企み a 20 
た り 。 さ れ ど 彼 等 は た だ 自ら を 迷わ し ゅ る 4 が DIR 38 2 
の み に し て 、 い きき か も 液 を 害 うこ と 能 イッ ン シ ッ る 。 スン タン 


は う イノ 學 ? 
ず 。 ア ッ ラ ー は 液 に 経典 と 知恵 を 降 し 給 ER ld の の 0 の 





注 73 この 言葉 は 、 す べ て の イス ラム 教徒 に 宛て だ も の で ある 。 
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115. 


116. 


117. 


118. 


い 、 液 が 知ら ざり し こと を 教え た り 。 液 に 


垂れ 給 う 2 アッ ラー の 恩恵 こ を 大 な る か な 。 
( 注 74) 
喜 捨 や 普 行 を 勧め 、 或 い は 人 々 を 仲裁 す 


る 相談 を ( 注 75) 除い て 、 彼 等 の 多く の 相 
談 は 無益 な り 。 誰 で あれ アッ ラー ー を 悦 ば き 
ん と し て 之 を な す 者 あら ば 、 われ ら は その 
者 に 大 な る 報奨 を 与え ん 。 


きれ と 測 導 が 明示 きれ た る 後 、 使徒 に 背 
8 信徒 の 道 に 非 ざ る 道 を 辿る 者 は 、 われ 
ら そ の 者 を し て 、 己 が 追い 求め ゆん と する 道 
を 続行 せしめ ゅ 、 果 て は 地獄 に 投げ 込ま きん 。 
そ は 溢 必 な る 行き 着く 先 よ 。 

第 十 八 項 

アッ ラー は 御 自 分 に 如何 な る 者 $ 併 せ 礼 
る こと を 許し 給 わ ず 。 され ど そ の 他 の こ と 
は 、 誰 て あれ 御 心 に か な えば 、 之 を 許し 給 
う 。 る きる れ ど アア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 祀る 者 
は 、 は る か に 遠 〈 正 道 を 踏み は ず せ し 者 な 
り 。 


役人 等 は アッ ラー ー を きる し お いて 、 た だ 偶像 
を 祈る の み 、 せ 表 聞 の 悪魔 を 祈る の み 、 
そ は アッ ラー が 呪 衣 せ る 者 な り 。 悪魔 は 


119. 


120. 


注 74 
つい て 、 聖 な る 預言 者 が 誤っ な た 決定 を 下す よう に 策 を あめ で らし て いた 。 し か 


わっ て いる 。 なぜなら 、 聖 な る 預言 者 は イス ラム 教 の 将来 に 影響 を 及ば す よ うな 問題 に 関し て は 、 神 に ょ っ て 


云う 、「 我 必ず 流 の 僕ら も ょ り 割 り 当て られ し 
者 ども を 連れ 去ら ん 。 

我 必 ず 彼 等 を 迷わ せ 、 空 し い 欲望 に ふけ 
ら せ 、 彼 等 を 煽っ て 家 書 の 耳 を 切ら 6 せ て 
アッ ラー の 創造 物 を 変え ん さき せん | と 。 アッ 


GI A GE 
@% 誠 し 4 32 し 


け ア ワー 


アン ンプ ラン 


きみ 5 タ 2 し うん グ 3 ン 3 
6 ん る) a GE 

? PP 2 う タウ 2 〆 

セレ 5 CB A 

っ 7 タタ ン ゥ アス クープ ‘ 

a AS oes abl es CO 

Gk: 

グレ イン ン アッ] タン 4 り 2 う 
SEG I So SN os 

re アア ラン ライ ンプ 

AE re RE ES 

も 25 ノ 2 テン る レン 

BS 

9 y っ MC タプ タス イク イル リース 

1 と EC TR 

ッ ン s レル ン が エン 7 の t 

CES a I Ld ds 

fg 

en WL 

2 29 る ラン る プッ ラク 。 ンタ タタ る 

OSL OE THN a! 

レッ ィ 2 

oo ds | 


る 


る シン ンタ イイ 2 ラッ タマン 。 スン ン 22 る クニ タン ン 
2 の 2 りう 62 うう cetL2 り 3 

た kN ゅ ンタ イン みみ る ラガ ン ン ン ン ェ ィ 

COW の の 92 YI OI 





偽善 者 送 は 様々 な 手 役 を 用 いて 、 モ ハッ マ ド を 落と し 入れ よう と し た 。 彼 ら は 、 非 常に 重大 な 事柄 に 


常に 正しい 方 沿 へ と 導 か れ て いたから で ある 。 


注 75 
と の 意 で ある 。 この 言葉 は 、 秘 密 の 相談 に 限っ て 用 いら れる の で は な く 、 


項 を 討議 する た め に 、 特 別に 人 々 を 召集 する あら ゆる 会 議 に 適用 きれ る の で ある 。 
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し 、 彼 ら の 計画 は いつ も 失敗 に 終 


一 人 以上 の 人 で 交わ る きれ だ な だ 秘密 の 話 、 ま た は 他 の 人 に 秘密 を 波 ら すこ と 、 ま た は 秘密 の 相談 を する こ 


秘密 で あろ う が な か ろう が 、 重 要 事 


1 


「e 


I 


(9 sg 


121 . 


122 . 


123. 


ラー を さき しい て 悪魔 を 友 と する 者 は 、 必 
ず 明 白 な る 損失 を 被る ご し 。 


悪魔 は 邊 等 に いろ いみ と 約束 を な し 、 
し い ぃ 欲望 を も 生 ぜ し を 。 され ど 導 許 は た だ 彼 
等 を 其 か ん が なだめ に 約束 する の み 。 


これ 等 の 者 ども の 住居 は 地獄 な り 。 し か 


6 彼 等 は を こよ り 逃 れる 術 を 知ら ず 。 


されど 信じ て 並行 を 積む 人 々 に は 、 われ 
ら 之 を 河川 流れ る 楽 園 に 入る を 許し 、 そ の 
中 に 永久 に 住ま し めん 。 こ は アッ ラー 
約 な り 。 ア ッ ラ ー の 御 言 葉 よ り 勝 り て 真 
に も の 云え る 者 は 誰か ? 


アル ・ ニ サー 

も る 25 ンマ 
RSD OI OS I OPN OS 
A Ed る 


の 


59 レタ ルン 2 タ に 


の 
A 2 うみ 3 AR 


の の を 
し ンタ 
ESS GE i A 
Ds 


eG IES KA 


0 由 し の 12 の 2 エレ ラン 
gg ao ら う 
2 の タン Rt 2 デ 
⑯* 0 か 2 





な ご っ と の アカ bi ビ 】 ラグ wu* ン ン スン る に ァ ンズ アップ 
124. そ は お 前 た ちの 希望 に 副 っ て な ら ず 、 ま BENJICY PP 
た 経典 の 民 の 希望 に 副 っ て な ら ず 。 誰 で あ 5 入り ノッ 
ン ロコ レ 4 し 2 今 
れ 悪 事 を な き ば 、 を の 報い を 受 く べし 。i 4 る 20o9 う の の 4 ひる りお 9 2 
し て アッ ラー の 外 に は 味方 も 佑 助 者 も な さき | る とる 
こと を 惜 る で し 。 《 の Du リラ 
ち タプ ょ 2 の ゥ う グ レア アイ ア 
125. きれ ど 善 行 を 積む 者 は 、 男 女 に か か わら の OS i に つう 
ず 、( 注 76) し か も 信徒 で あれ ば 、 み な 楽園 シン ング っ ル を ャ ン ン 2 2 
な つめ や し ンプ 
に 入り 、 率 宛 子 の 種 の へ こみ 程 $ 不 当 に 過 AI Fo 2 
せら れ ざ る で し 。 My 
126. アッ ラー に 全く 服従 話 依 し 、 善 事 に い を の Aero oy 
し み 、 ア プラ ハム の 正しい 宗教 に 従う 者 よ 2 ン ン 
タ ョ デア デア ター 1 ング る 
- り 勝 所 る 信仰 を も つ 者 は 誰か ? アッ ラー OO ES 
は アブ ラ ハ ム を 特別 の 友 と せり 。( 注 77) 
6 RE a 0 
注 76 "この節 で は 、 仕 事 と 報酬 に 関す る 限り 、 男 も 女 も 同等 の 導 場 に な ぢ いて いる 。 ど ちら も 廊 い 仕事 を すれ 


ば 、 平 等 に 十分 な 報酬 や 受け られ る と いう こと が 示さ きれ て いる 。 


注 77 


く こ と で ある 。 
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この 節 は 、 イ スラ ム 教 の 貰 髄 を 示し て いる 。 そ の 真 壇 と は 、 神 の 意志 へ の 完全 な 服従 、 昌和 分 の すべ て 
の 能力 、 力 を 神 へ の 奉仕 に 捧げ る こと で あり 、 ま た アブラ ハム を イス ラム 救 徒 が 検 條 すべ き 、 ま た 人 後に 従う ベ 
@ も 5 の し て いつ も る 心 に 止め て お 


第 四 章 アル ャ ニ サ ザー 





127. 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ I IIL 2 
ラー の 有 な り 。 アッ ラー は すべ て を 取 b 囲 と の 
み 給 う 。 OE tS 区 

第 十 九 項 (2 

128. 役 等 は 女 の こと で 液 に 見 解 を 求む 。 云 えん 、 56 SD 人 おう RE 


「 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 、 彼女 た ち に 関し 1 00 NE 
て 判定 を ( 注 78) 与 給 う 。 面 し て おぉ 前 た SS EE あじ 
ち が 規 定 き され た も の を 与え ず 、 し か も 政 ら ワオ ナ ア ア チア ジテ ャ アテ アア テテ 23 
ん と 望ん で いる 孤児 の 女 に 関す る こと や 、 EAR と od 6 の の 6 も る 
まだ 無力 な 兄 童 ら に 関す る こと な ど を 経典 WA ? イ ン ツ ウン プン 、 の う ンタ ンタ の? 
TO RI 13 
の 中 で も 語 述 き れ て いる な り 。( 注 79) ま ッ ング 0 ン Se 
た アッ ラー は 孤児 を 公正 に 扱う べき こと を 。 46V2160 ほら 5 じ 2 st 
お 前 だ ち に 命じ 給 う 。 お 前 だ ち が 行 う 善 事 ン 


【 め I 

は 、 ア ッ ラ ー は 常に を i 8 知 す ] と 。 こと 。 

129. も し 女 が その 夫 よ り 虎 待 る きれ 、 ま た 嫌 わ (2K Ka (AR る 3 の 
れる 世 れ が ある 場合 で も 、 天 婦 の 間 に 和 解 3 MO し 引っ ウジ ワウ 
な れ ば 部 な し 。( 注 80) 和解 こそ 最善 な 5 。 AV Rg い 1 Ce EH 


人 間 は と も すれ ば 強欲 に な り が ちな れ ど 、 ーー 3 
( 注 81) も し ぉ 前 た ち 療 事 を 行い 公正 で あ に IGT HS 


ら ば 、 ア ッ ラ ー は 必ず お 前 た ちの な せる こ < ン タレ ッ ン 
と に 気づく な り 。 A I OR A 3 


130. お 前 だ ち 如 何 に 努 む る と も 、 妻 た ち を 完 _ あッ >Z ン MA 2 イク 
全 に 平等 に 遇 し 得 ず 。 き れ ば と て 、 他 の 妻 お の OT RS 


な たち を 人 宙 に つる す が 如 《 く 放置 し 、 た だ だ 一 人 i CG A 
を 偏愛 する な か れ 。 ( 注 82) お 前 た ち が 行 状 





注 78 この 「 判 定 ]」 に つい て は 決 の 三 つ の 節 で 触れ られ て いる 。 


注 79 | 経典 の 中 で も 詳 述 きれ て いる | と いう 言葉 は 、 こ の 意 の 第 四 節 を 員 に 示し て いる 。 自 分 の 権利 を 十 
分 に 守れ な い 孤 児 の 少女 と 詰 婚 す る こよ は 、 ラム 才 休 に は 本 此 れ 0 
筑 福 で 美しい 阪 見 の かま の 全 絡 半 SN こと を 許 そ うと せ ず 、 彼 女 達 の た だ ため に 他 の も っ と よい 
夫 を 見 つけ る よう 強く 要求 し て いた 。 女 に 関す る いて つか の 教え は 、 こ れ ま で の クル アー ン の 中 に 示 る きれ て い 
る し 、 こ の 後に も まだ 述べ られ て いる 。 

注 80 彼ら が お 互い に 和解 し 合う の は 決し て 罪 し は な ら な い 。' と いう この 簡 所 は 、 勧 告 と 叱責 両方 の 意味 
を 持つ クル アー ン 特 有 の 表現 で ある 。 こ れ は 次 の よう に 解 彼 する と よい だ ろう 。 相 争っ て いる 人 人 々 は 、 も し お 
互い に 和解 すれ ば 、 罪 を 犯す こと に な る と 思っ て いる の だ ろう か 。 和 和解 は 罪 で は な い 。 逆 に 好ま し いこ と で あ 
る 。 

注 81 夫婦 岡 に 応 々 に し て 不 和 を 引き 起こ す 真 の 原因 ほな る も の 、 そ れ は 去 の けち と 妻 の 徐 欲 で ある 。 

注 82 男 が 麦 た ちと の 問 に 、 あ ら ゆ る 点 で 完全 な 調和 を 保っ て いく こと は 、 人 間 の 能力 で は 不可 能 で ある 。 
例え ば 、 愛 は 人間 が 統御 で き ない 心 に 関わ る こと で ある だ なだめ 、 夫 は 妻 全員 に 平等 な み 受 を 求め られ て も ち 、 を それ は 
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を 改め 、 公 正 に 振舞 うな ら ば 、 ア ッ ラ ー は ンク の クッ タン 2 る る 3 2 
定 大 に し て 慈悲 深く まし ます 。 aS yi o6 a OBIS に 
> か と いい 主 万 が ーー 1 zk 0 994 4 2 
131. また た だ とい 夫婦 が 別れ る と も 、 ア ッ ラ I so de a hs ee 5! る 2 
は その 心 の 豊か る を以て 二 人 を 世話 すべ 
し 。( 注 83) アッラー は 恵み 深 て 、 賢 哲 に ま Et 
し ます 。 . 
あ es レッ イノ 2 ググ 。 1 
132. 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ の IS 人 8 じ る 
ー の 有 な り 。 OU 0 ダル ジッ 
0 並び に お 前 た ち に も 、 ア ッ 319 | Ol 
ラー を 思 れ ょ と 確か に 命じ た り 。 A zi し を レル オン 
Al つり る 1 
と い 前 た ち が 信 ざ ず と も 、 天 地 閥 の 一 の う Mas ES DE os 
は アッ ラー の 有 な り 。 ア ッ ラ ー は 自足 者 LE EE ES 
護 美 すべ き 御 方 な 5。 0 


133、 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 、 挙げ て アッ AU 268 し Cd 
ラー の 有 な り 。 証し て アッ ラー は 守護 者 と 


いさ 


< 


し て 方 全 な り 。 @73 
134. 人 々 よ 、 も し アッ ラー 欲し な ば 、 役 は お 5 クス コレ ィ クタ (の 9 < ッ 
し っ 5 AGII3L 56 (5 の 
前 た ち を 減 ぼ し 、 代 り に 他 の 人 々 を 創造 す 。 ッッ RC 
クタ タク ルーン 名 
アッ ラー は 光 を な す 権 能 を 持ち 給 う 。 Gh Hs 92 42516 ぽ 3 
135. 現世 の 報奨 を 望む 着 に は 、 ア ッ ラ ー の 区? 名 アク スト レラ クーン ン スタ ラタン シッ ン 
a CI OS 2 
御 許 に 現世 と 来世 の 幸 疾 が ある こと を 知ら “Ooy 欠 に Mi 
し め よ 。 アッラー は すべ て を 聴き 、 す べ て DS OES EYL 
を みそ な は し 給 う 。 
第 二 十 項 


136 . 流 等 信徒 た ちょ さ 、 証人 と に て アナ ッ ラ マー の Pt 8 1 2% 2 リン ラマ HY ィ る と 
前 に 立つ 時 は 、 た よい ぉ 前 た ち 自身 、 ま た 。 の DOCK 
は 両親 、 ま た は 親族 に 逆らっ て も 、( 注 84) の eco 92 の 9 2 91 ピン 5 
必ず 公正 を 遵守 せよ 。 富 者 で あろ う が 健 者 





不可 能 な こと で ある 。 し か し 、 他 の 点 で 確か に 共 平 に 対処 で きる し 、 ま だ そう し な けれ ば な か なら な い 。 つ まり 、 
妻たち に 対し 公平 に で きる の は 、 到 が 自分 で 統 則 で きる 行為 に お いて の み で ある 。 聖 な る 預言 者 は この 節 に 対 
し 、 こ の よう な 解釈 を 下 し て いる の で ある 。 

注 83 夫 と 素 が 仲良 く や っ て いこ うと 最大 限 の 和 努力 を し て も 、 一緒 に や っ て いけ な く な り 、 離婚 と な れ ば 、 
その 時 は 神 は 双方 に より ふき わし い 相 手 を 見 つけ る こと も 約束 し て いる 。 し か し イス ラム 教 で は 、 離 婚 は 神 の 
日 か ら 兄 れ ば 、 許 きれ る すべ て の 行為 の 中 で 最も 憎む べき こと で ある 。 


注 84 「 流 自身 に 反し て 」 と いう 表現 は 「 流 の 家族 や 親類 縁者 に 反し て | と いう 意味 に も な る だ ろう 。 後 に 
[両親 と 親類 ] と いう 言葉 が つけ 加え られ て いる の は 、 こ の こと を 強調 す る た めで ある 。 
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吾 
回 
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で あろ る う が 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ちよ り 以 上 2 を る Wt し レ る 


に 彼 等 両者 を 気 に か け 給 う 。 き れ ば 公正 に の 
い る ビッ クタ 28 アプ グ と っ ン る 31 2 タイ イン ? 
NM る be NS OE 
真実 を 隠し 、 年 言 を 避 避 する な ら ば 、 I 252oN の 
ァ Sd ちの 所 業 を 知 穫 し 給 う こ 6 A> っ SC BE 
と 忘れ まい ぞ 。 


137. 潜 等 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ ー ほ る その 使徒 普 A CN BIO WU 
びに 使 徒 に 降 せ る 経典 た 、 以 前 に 降 せ る 経 パリッ ン 3 
典 を 信 ぜ よ 。( 注 85) 誰 で あれ アッ ラー、 諸 cn BIg ああ 


天使 症 経 典 、 使 徒 た ち 、 並 びに 最後 の 日 宙 2 
を 信 ぜ ざる 者 は 、 正 し き 道 より は る か 境 く 8916205 ひ の う A 羽 小 
へ 踏み 迷い た る 者 な り 。 ei^ Ch 
0 Ni 敵 る 言 し 、 再 び 信 じ て ま た も ON 9 タン グン KTM お タン ラッ 店 ン 
言 し 、 し か も CN SD la otal oS], の 
0 ( 注 86) ア ー は か か る 2 徒 汰 の ン フク タン ノ JA995 0255) タイ の 2 の 
8 er had 2 
決し て 許さ きず 、 ま か た: も せ ず 。 @ 
療 (等 に は 悲惨 うじ 1 る (、 
139. 偽善 者 ども に 伝え て や れ 、 彼 等 に は 悲惨 aku de Gb SDL 
な 懲 同 が ある こと を 。 


ーー 


アッ ロウ 
カク 


い 


140. 信徒 を る し な いて 、 不 信心 者 を 友よ と す る 6 っ 負う を eS 
者 あり 。 令 等 は 自分 た ちの 了 手 に て 栄 答 を 求 る ラン と ン イ 1 アタ ン ラ プッ タン ラン ン ルン ッ 
むる か ? すべ で て の 栄 準 は アッ ラー の 所 有 Ob お | る いと を の os Os 
な り 。 ペラ ッ ン る 
ORs の 
141 . ー は すでに 経典 の 中 で 、( 生 87) が で KA 1 史 0 の ィング 
1 2 み Oy 3 
っ この で 定 る きれ 、 ま た 噂 笑 せ 6 = NG 9 人 
る る を 聞か ば 、 彼 等 が 話題 を 変 ん ざる か ぎ の 4228 
by 、 AA する な か れ 、 と 紗 2 ッ タ ラダ タン ョ ノ 
示せ り 。 然 ら ず ん ば 、 お 前 た ち も 彼 等 と 同 SB PAP CR 


注 85 液 、 信 徒 ほし 称す る 者 、 行 いと 行動 に ょ っ て 、 液 の 信仰 が 真実 で 強固 な も の で ある こと を 示せ 。 





と 86 この 表現 の つい で に 、 イ スラ ム 教 で は 背 教 は 死 を も っ て 罰せ られ る と いう 主張 が 根拠 の な いも の で あ 
、 映り で ある こと を 明らか に し て いる 。 死 ん で し まう な ら 、 背 信 し た り 信 じ た だ たり を くり か えす 者 な ど 存 在 し 
間 NNGSSN 


注 87 「 す で に 経典 の 中 で 液 に 姿 を 示さ きれ て いる | と いう 言葉 は 、6 :69 か 6 引用 きれ て いる 。 

6 :69 は 、 信 語ら れ て いる この 彼 よ り 以 前 に 、 メ ッ カ で 啓示 きれ だ の で ある が 、 現 在 の クル デー ン の 中 で は 、 
この 節 よ りり 後に 置か れ て いる 。 つ まり 、 現 在 の クル アー ン の 順序 は 、 初 あゆ に 生か れ た 順序 の まま で は な い の で 
ある 。 
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142. 


143. 


144. 


145. 


類 な り 。 げ に アッ ラー は 徳 善 者 と 不信 心 者 
も を や が て 皆 地 獄 に 集め ん 。( 注 88) 


役 等 は お 前 た ちの 敗戦 を 期待 せる 者 ども 
な り 。 も し お 前 だ ち が ア アッ ラー の 加護 に よ 
5 勝利 を 得 な ば 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 EE は お 前 
だ ち に 和 協力 せる に 非 ず や ?」 と 。 き されど も 
し 不信 心 者 の 方 が 有利 な 場合 は 、 彼 等 は 不 
信心 者 ども に 向っ て 云う 、「 我 等 は お 前 た ち 
を 優勢 に な きる ざり し か 2 信徒 に 対し て お 
前 だ ち を 守れ る に 非 ず や ? 」 と 。 ア ッ ラ ー 
は 復活 の 日 に 、 お 前 た ちの 間 を 審判 すべ し 。 
デッラ ー は 不信 心 者 ども に 信徒 を 打ち 負 か 
す 方 法 を 授け ぎる で し 。 

第 二 十 一 項 

偽善 者 ども は アッ ラー を 欺 か ん と する 
が 、 ア ッ ラー は 彼 等 の 欺 障 を 仁 ら し めん 。 
( 注 89) 彼 等 礼拝 に 立つ 時 は 、 き も 大 儀 を 
うに 立ち 、 人 に 見 せる だ け の こと 、 し か も ぁ も 
殆ど アッ ラー を 念 ず る こと な し 。 


こち ら で も な けれ ば あちら で も な く 、( 注 
90) 何処 に も 属さ ざる 者 ども 、 DT が 
迷わ し むる 者 に は 、 液 だ り と も 救う 術 な し 。 


液 等 信徒 た ちょ 、 信 徒 た ち を き し お いて 、 
不信 心 者 ども を 友 と する な か れ 。 お 前 だ ち 、 
自ら を 紐 弾 する 明 百 な 証拠 を アッ ラー に 
差し 出す つも りか? 





注 88 


この 節 に 示 る きる 届 な だ 命令 の 底流 に は 、- 


デ 
ド 


RB GE 
$sg 


ea rt 
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CENSUS EA AE 
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OI RL GS 


RD EI Fa KI 
OR dE | (2 


CrY 二 し 99 ノレ ッ を 


あい 委員 UL 


を 2 トコ ? う し 1 3 rb う 297 
A GT PO ITO 
GA 











三 つ の 基本 的 な 考え 方 が ある 。 1) 宗教 褒 事 策 の 重大 性 、 重 要 性 を 


強調 し て いる 。 人 うと する 非 信 徒 の 集団 の 影響 か ら 信 徒 た ち を 守る こと 、 及 び (3J) イ オス ラム 教徒 の 心 
の 内 に 奈教 に 対す る 殴 庶 な 気持 ち を 生ま れる せ 育 て る こと で ある 。 


注 89 


神 の 代理 が 預言 者 で ある の で 、 実 際 に 偽善 者 達 が 欺 こ うと し た の は 聖なる 聞 言 者 で あっ て 神 で は な 


い 。 吾 な る 聞 言 者 を 陥れ よう と 企 て ら れ た 多く の 陰 護 は 、 神 の 意図 を 実現 ね きせ な いた め に 計画 きれ た 隆 恋 で あっ 
た だ 。 そ れれ 故 、 彼 ら の 人 を 欺く 行為 に 対し て は 、 神 自身 が 彼ら の 罰 を 玉 す で ある 3 う 3。 


注 90 
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この 表現 は 、「[ 信 仰 と 不信 仰 の 間 ] 又は 「 信 徒 と 非 信徒 の 間 ]」 の 意 で ある 。 
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146 . 


147. 


148. 


149. 


150. 


151 . 


注 91 


偽善 者 ども は 必ず 業火 の 一 番 深み に 墜ち 
る べし 。 面 し て 彼 等 に は 如何 な る 佑 助 者 も 
な か る べし 。( 注 91) 

但し 、 悔 悟 し て 改心 し 、 ア ッ ラ ー に し っ 
か りお 総 り し て 、 アッ ラー に 対し 泰 り 心 か 
ら 服 従 す る 者 は 除く 。 こ れ 等 の 者 は 信徒 の 
仲間 な り 。 ア ッ ラ ー は や が て 信徒 た ち に 大 
な る 報奨 を 授与 すべ し 。 

お 前 だ ちち ゃ し 感謝 の 気持 ち で 信仰 し な 
ば 、 ア ッ ラ ー と て いか で お お 前 た ち を 罰せ ん 
や 。 アッラー は 感 因 者 に し て 、 す べ て を 知 
り 給 う 。( 注 92) 

アッ ラー は 公然 と 汚い 言葉 で 喋る こと を 
好ま ず 。 但 し 、 不 当 に 過 せ られ だ 者 の 場合 


は 別 な り 。 ( 注 93) げ に アッ ラー は すべ で て を 
聴き 、 す べ で て を 知り 給 う 。 

お 前 た ち が 普 行 を 公然 と し ょ う が 、 骨 れ 
て し よう が 、 MP 
アッ ラー は 確か に 罪 業 を 害 如 し 能 者 に 
まし ます 。 

アッ ラー 上 使徒 た ち を 信 ぜ ず 、 ア ッ ラ ー 


ょ 使徒 だ た ちの 仲 を 裂 か ん と し て 、「 我 等 に は 
信じ られ る も の も あれ ば 、 信 じ ら 6 られ ざる も 
の も あり | と 云い 、 ど ちら つか ず の 道 を 追 
う 者 ども 、( 注 94) 
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の の Esa5 | 59530 OS A 
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Oro て td 5 の 4 の る 
STOTT dD 3bbe 3 * 
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いのら クタ の の sp 5 の oo っ 51 ou1 
ンタ ン (122 仁 フ タン ンタ タッ タダ イッ ーッ ンタ タ シ ンー 
CA っ bE OO IR I AN A 3 


No sr ik 
ul) 
Oy Ho 








剣 ギ や も っ て イス ラム 教 を 広 ゆ る よう グ クルアーン が 要求 し て いる 
クル アー ン は 明 玲 に 反論 し 、 偽 善 者 達 を 強 〈 告 


を し て い 


る 。 も し 人 が 、 


と いう 償 秋 者 達 か ら の 非難 に 対し て 、 
その 人 の 意志 に 反し て イス ラム 教 を 信 


款 し な く て は な ら な いと し だ ら 、 そ の 人 は 決し て 真 の 信徒 と は な ら な いで ある ろう 。 


注 92 
を も っ て 好意 的 に 評価 する こと で あり 、 


注 93 


神 の 側 の シュ クル ( 因 】 


イス ラム 教 は 、 教徒 達 が 公然 た 人 の 悪口 を 言う こと を 許 き な い 。 


思 ) は 、 人 人 を 許す こと 、 あ る い は 人 を 党 替 する こと 、 あ る い は 人 を 十分 に 凌 意 
そう し て 必ず 役 を ね ぎら い 役 に 報い る こと で ある 。 


し か し 、 ひ どい 目 に 合わ きれ だ 者 は 、 


実際 の を の 時 に 大 声 で 叫ぶ の は か まわ な い 。 そ うす れ ば 、 他 の 人 々 が 彼 を 助け に 米 る で あろ う 。 彼 は また 、 法 


姓 に 訴え て 不正 や 正 そ うと し て も よい 。 し か 
注 94 
者 を 信じ て も 他 の 預言 省 は 信じ な い 、 


この 節 は 、 彼 ら は 神 を 受け 入れ る が 、 神 の 畠 言 者 達 を 拒絶 し て いる と いう 
ある い は 預言 者 の 主張 は 拒絶 する と いう 意 


道 は どん な も の も 許 き れ な い の で ある 。 
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し 、 誰 か れ 構わ ず 不 平 を 述べ な て る こと は し て は な ら な い 。 


意味 か 、 あ る い は 一 部 の 預言 
意味 の いずれ か で ある 。 中 間 の 





沈 四 草 アル ・ ニ サー 
5 CA る 
152. これ ら の 徒 輩 は 紛れ も な き 不 信心 者 な CA OMt の 4 2 80 
り 。 る され ば われ ら は 、 彼 等 の た め に 恥ず べ の 2 
き 懲罰 を 用 意 せ り 。 ot ce 
153. され ど ア ッ ラ ー と すべ て の 使徒 た ち を 信 2 タン RS NE 4 
じ 、 使 徒 た ちの 開 に 何 の 差別 も や も つけ ぎる ンス ンク 1 2 Ne レン 
人 々 に は 、 ア ッ ラ ー は や が て 報奨 を 与 う さ 2 RL TG agf 
し 。 ア ッ ラ ー は 覚 大 に し て 、 慈 悲 深 くま し 9270 
ます 。 SES abi og 
や くだ 4 ュ タッ ク ンタ ン ン 
154. 経典 の 民 は 液 に 、 天 か ら 経 典 を 降 し て み 87 ale IS OL GA | dat dis 
せよ と 妥 求 す 。 彼 等 は か つて 、 モ ー ゼ に を 5 」 
の エラン ルト っ ンク 2 タダ タン レ ゥ ン ン 
れ 以 上 の 大 な る も の を 要求 せ り 。 彼 等 は 云 US 3 221 し AS5 し 3 


5、「 我 等 に アッ ラー を 目のあたり 見 せ 
よ ょ 」 と 。 す る と その 時 、 そ の 罪 故 に 、 壊 減 
的 な 代 久 が 彼 等 を 襲い た り 。 きれ ど そ の 後 
も 彼 等 は 、 数 々 の 明白 な 神 兆 を 戴 いて お き 
な が ら 、 凡 拝 の 対象 に 御 を 遅 び た り 。 る され 
ど わ れ ら は それ を も 薇 し た 5。 耐 し て われ 
ら は モー ゼ に 明 折 な 権能 や 与え だ たり 。 ( 注 
95) 


155. われ ら は 役 等 と 契約 する に 当り 、 役 人 等 の 
上 に 山 を 超 し 、 彼 等 に 均 を り 、「[ う や やう や し 
《 礼 を し て この 門 に 入れ 」 と 。 ま た 、「 安 軸 
HH の 盾 に 培 犯 する な か れ | と 。 か く て われ 
ら は 役 等 より 堅い 契約 を 取れ り 。( 注 96) 

し か る に 彼 等 は その 契約 を 破り 、 ア ッ 
ラー の 神 兆 を 拒否 し 、 不 当 に も 預言 者 た ち 
を 殺害 せん と 斉 り 、 是 つ 云 えり 、「 我 等 の 心 
は 英 わ れ て いる な り 5」| と 。 然 ら ず 、 彼 等 が 
信 ぜ ざる が 故に アッ ラー が 彼 等 の 心 を 封 ビ 
だ り 。 きれ ば 役 等 は 、 僅 か の 者 を 除い て 、 
不信 心 者 な り 。( 注 97) 


156. 
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注 95。 2:58 も 参 感 せよ 。 
注 96 4 :48 も 参照 せよ 。 
注 97 2:8 も 参照 せよ 。 
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a プア 2 タ ラン ラン 1 クン ゥ ン 
157. 面 し て 彼 等 信 ぜ ぎる が 故に マリ ア に 対す 人 52 っ dls 0 
る 重大 な 座 言 を 告げ て 、 ( 注 98) 


CZs. < 


158. 「 我 等 は アッ ラー の 使 徳 に し て 救世 主 な 。 292 SF EN ES) 53 
る マリ ア の 子 イエ ス を 殺し た り 」] と 云う 。 ライン レ コタ タック SN 中 
きれ ど 事 実は 、 彼 等 は イオ エス を 殺せ る に 非 8 gs dn 
ず 、 ま た 十字 損 に 釘 隊 け て 殺せ る に 非 ず 、 シイ 
た だ 彼 等 の 目 に は その よう た に 映 じ た り 5。 げ ーー 8 SEI 


NN 


に 


レル 1 


まま 


アデ 


に イエ ス に つい て 意見 を 異 に する も の は 、 I EE 2 2 
皆 之 を 疑問 と す 。 彼 等 は 之 に 関す る 明確 な $ Ek ン > V 


知識 な く 、 だ た だ 憶測 を めぐ で ら す の み 。 彼 等 ots 
は 決し て イエ ス を 殺し は せ じ 。( 注 99) 








注 98 ユダ ヤギ 人達 は 、 翌 母 マ リア を 密通 し た と し て 非難 し た の で ある 。(Panther 書 「jewish Life of Jesus」 ) 
エダ ヤ 人 が マリ ア を 誹 詳し た の は 、 鐘 な し の 子 イ エス を 生ん だ こと を 本 確 な 証拠 と し て いる 。 なぜなら 、 も し 
イエ ス に 父 が いる と すれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 が マリ ア を 誹謗 し た の は 何 に 対し て で あっ だ の か と いう こと に な る 。 単 
に イエ ス を 生ん だ か ら と 彼女 を あざ けっ て も 、 こ れ は 決し て 中 傷も は な り 得 な い 。 クル アー ン は 他 の 所 で 、 イ 
エス の 人 母 は 高徳 な 女性 で あっ た と 述べ 、 こ の 非難 は 誤り で ある と 明言 し て いる 。 


注 99 マー・ カ タル ー フ ・ ヤ キー ナン (彼ら 6 は 決し て イエ ス を 殺し て いな い 。) と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 
し て いる 。 3) 彼ら は イエ ス を 確か に 殺し た の で は な い 。 (2 彼ら は その こと を (イエ ス は 死ん だ と いう 推測 ) を 
確信 と まで は し て いな か っ た だ 。 即ち 、 上 自分 達 が イエ ス を 殺し た こと に 巡 い の 余地 な ど 貨 舞 だ 、 と 言え る 程 、 下 
字 架 上 で の イエ ス の 死 を 確信 し て いる わけ で は な か っ だ な だ 。 即ち 邊 分 達 が イエ ス を 殺し た と いう の は 推測 の 域 を 
出 て お ら ず 上 字 架 上 で の イエ ス の 死 が 全く 確実 だ と は いる を な い 。 イ エス が 字 架 上 で 死ん だ の で は な く 、 天 内 
を 全う し た の だ ょ と いう 事実 は 、 ク ルアー ン が 明らか に し て いる 。 礼音 壮 に 壮 か れ て いる 遂 り の 次 に あげ ば る 事実 
ガク ルアー ン の この 解釈 を し っ か り と 根拠 づけ て いる 。 1。 イエ ス は 神 の 預言 者 で ある の で 、 十 宇 保 の 上 で 死 
ん だ は ず が な い 。 なぜなら 、 聖 書 に よれ ば 、[ 字 架 に 史 け られ る 省 は 、 神 に た っ て は いま わし いも の で ある 」( 申 
命 記 21 : 23) か ら だ 。 2, イエ ス は 非常 な 昔 し み の 中 で 「 私 を この (十字架 の 上 の 死 の ) 苦し みか ら お 救い 下 

る い 。」 と 上 軍 に 祈っ だ の だ っ だ 。( マ ルコ 14136! マ タイ 26 29: ルカ 22 : 42) そし て 、 彼 の 祈り は きき と どけ 
られ た の で ある (へ ブル 5 : 7)。 3、 イ エス は 、 生 きだ まま る クジラ の 腹 に 餅 み 込ま れ 、 生 き て 戻っ だ ヨナ の よ 
うに (マタ イ 12 : 40)、 役 も $ ま た だ 墓 に 入っ て 三 日 の 後に 生き て 戻る で あみ うと 預言 し て いた 。 4. 彼 は まだ 、 自 
分 が イエ ラ エ ル の 失わ れ た 十 の 部 族 を 捜し に 行く だ ろう 上 頂 昔 し て いた (ヨハネ 10 : 16)。 イ エス の 時 代 に は 、 
ユダ や 人 きる えも 、 イ スラ エル の 上 失わ れ た の 部 族 は 、 各 々 異な っ だ 場所 に 人 散っ て いる と 信じ て いた の で ある 。( ヨ 
ハネ 7 :34、35)5、 イ エス が 十字 架 に 悪 け ら れ だ いた の は 、 僅 か 三 時 間 ほ ど で あ っ だ (ヨハ ネ 19:14)。 そ し 
て 、 並 通 の 人 間 で あれ ば 、 そ の よう に 短 時 間 で 死ぬ は ず は な い 。 6。 彼 は 十字 架 か ら 降ろ る れ て すでに 脇腹 を 
突 か れ た だ た 。 す る と 血 と 水 が 吹 き 出 し だ が 、 こ れ は 生 あ る 確か の 証 び あっ だ ただ 。 (ヨハ ネネ 19:34) 7、 ユダヤ 人 自 
彼 も イエ ス の 死 を 確信 し て い だ わ け で は な か っ だ た 。 なぜなら 、 ユ ダ ヤ や 信達 は 「[ 披 の 弟子 達 が 夜中 に 彼 を 盗み 出 
し 、 そ し て 人 々 に 向かっ て 『 彼 は 死 か ら 昧 っ た !』 E 言 っ な りす る こと が な いよ うに 」 彼 の 墓 に 衛兵 や 一 人 部 党 
する よう ピラ ト に 頼ん どの で ある 。( マ タイ 27 : 64) 8. どの 福音 書 に も 、 十 字 架 か ら 降 あろ る れ だ た 時 、 あ る い 
は 慕 に 安置 きれ た 時 に 、 イ エス は 死ん で いた こと を を の 目 で 確か に 見 た と いう 話 は 一 つも 壮 か れ て いな い 。 更 
に 、 弟 子 舌 は ー 人 も 、 は りつ け の 現場 に は いな か っ だ の で ある 。 皆 、 イ エス が カル バリ に 達 れ て いか れ た 時 に 、 
何処 か へ 行っ て し まっ て い だ 。 こ の 場合 の 真相 は 次 の よう で あっ た らしい 。 和英 5 て (「 そ の 罪 の な い 協 に 何 の 信 
も 与え を な いよ うに 。] と いう 妻 の 強い 願い の た ゆめ に 、 ピ ラ ト は イエ ス が 無実 で ある と 信じ 、 そ し て 、 イ エス 自身 
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第 四 意 デル ・ ニ サー 


159. 塁 、 ア ッ ラ ー は イエ ス を 己 れ の 傍 に 召 の の ロイ アン クン も て 多 2 ン 2 の し 
| s RI 3 { 
寄せ だ り 。( 注 100) ア ッ ラ テラー は 強大 に し て 、 の 9 3 8 9 と だり けい の 


賢 折 に まし ます 。 


る こう キサ ュ ナ その ーー さ )ー っ アナン ル 4 ンプ タタ る 1 の グゥ ロウ 
160. 経典 の 民 の 中 に は だ だ の 人 だ に 、 死ぬ 3。 ソ 0 の る 9 着 AI 51 22 の 3 
前 に 、( 注 101) その こと を 信 ぜ ざる 者 な か の 2 
・ ニュ で クタ の イン グル クン の ンタ アレ 
る べし 。 復活 の H に は 、 イ エス は 彼 等 に 反 Cleas ible oR A 29 3 
対す る 証人 だ る で し 。 





折 言 者 まな る 以前 に 所 属し て いた エ シ ニ 協会 の 人 望 管 い 会 員 で ある アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 協力 し て 、 イ エス 
の 命 を 助け よう と し だ た の で ある 。 イ エス の 裁判 は 金曜 日 に 行なわ れ た だ 。 次 の 日 が サバ ト (安息 日 ) で ある だ め 、 
受刑 者 は 日 流 に は 必ず 十字 架 か ら 降る らき れる こと が わか っ て い だ か ら で あ り 、 ピ ビラ ト は 意図 的 に 裁判 を 遅らせ 
だ の で ある 。 と うと う イ エス に 有罪 の 定 桂 を 下 $ き 8 ね ば な ら な く な っ だ 時 、 ピ ラ ト は 日 没 の わずか 三 時 間 前 に 判 
決 を や 下 し だ の で ある 。 こ うす れ ば 、 普 通 の 健康 な 入 で あれ ば 、 を その 程度 の 短い 時 間 、 十字 内 に か けら れ て ぁ 死 
ぬこ と は な いと 彼 は 確信 し て いた だ の で ある 。 ピラ ト は 更に 、 痛 み に 対 し て 少し は 鈍感 に な る よう に 、 没 薬 に 混 
ぜ て ワイ ン と と 酔 を や イエ ス に 飲ま せる よう 気 を 配っ だ 。 三 時 間 後 、 気 を 失っ た 状態 で (多分 、 与 を えら れ た 各 の 作 
用 で ) 十字 架 か ら 隆 み あみ き れる と 、 ピ ラ ト は アリ メ テ ィ ア の ヨゼフ の 願い を すぐ る ま 囲 き 入 れ 、 役 に イエ ス の 体 
を すり | き 渡 し た の で ある 。 イ エス と 共に 、| 字 保 に か け 6 れ た 二 人 の 犯罪 者 と 異な り 、 イ エス の 骨 は 折ら れ て は 
な く 《、 ヨ ゼ フ は 彼 を 岩 の 横 を 窟 ち 作っ た 広い 部 屋 に 寝かせ た 。 医 学 的 な 検死 $、 最 後に 一 緒 に いた 者 の 証言 に 
ょ る 死因 審問 $ な か っ だ 。(H.、 ス ペン サー ルイ ス 著 [Mystical Life of Jesus]) 9. ある 育 薬 、 有 名 な マル ハ 
ム ・ イ サ (イエス の 彰 藻 )} が 用 忘 る きれ 、 イ エス の 傷 に 塗ら れ だ 。 ア リ メ テ ィ ア の ヨゼフ と 、 や は り エ シン 協会 
の 仲間 で 、 学 識 高 く 人 望 ある 会 員 で ある ニュ デム ス の 二 和 人 が イエ ス の 介抱 を し 、 世 話 を し た 。10, 復 が 十分 に 
癌 を て か ら 、 イ エス は 慕 を 出 て 、 数 人 の 弟子 達 ほ と 会 い 、 食事 を 共に し た だ た 後 、 エ ル サ レ ム か ら ガ リリ ー ま で 、 ずっ 
ょ 歩い て 行っ た ので ある (ルカ 24 : 50) 。 11. 1873 年 に アメ リカ で 第 一 版 が 出 き れ た [The Crucificion by an 
Eye Witness (日 員 し た 』- 字 梨 )] と いう 本 は 、 イ エス が は りつ け に な っ た 年 後 、 エ ル サ レ ょ ム ふ の 一 人 の エ ユエ シン 
の 仲間 が アレ キサ ンド リア の 同じ 仲間 に 宛て て 壮 いた 古人 氏 ラ テン 語 の 手紙 の 写し を 英語 に 翻訳 し た も る の で ある 
が 、 こ れ は 、 イ エス が 十字 名 か ら 降 らき され た 時 に は 生き て いた と いう 央 た に 、 強 力 な 根拠 あ 与 えて いる 。 こ の 
本 に は 、 は りつ け の 原因 と な っ だ 事 々 、 カ リバ リ の 光景 、 そ れ に を その後 の 事 が 詳細 に 豊か れ て いる 。 

イエ ス が は りつ け で 死ん だ か どう か ユダ ヤ 人 の 間 に も 二 つ の 異な っ だ 意見 が ある 。 あ る 者 達 は 、 イ エス は 
析 る れ た 後 十字 保 に 聡 けら れ た だ と 言い 、 他 の 者 達 は イエ ス は 十字 架 に 懸け られ て 死ん だ と 言う 。 使徒 行 伝 5 : 
30 に は 、 前 者 の 考え が 示 き れ て お り 、[ 液 ら は を れ を 条 し 木 に は りつ け に し た 。」] と 書か れ て いる 。 クルアーン 
は この どちら の 起 見 も と ら 6 ず 、 次 の 様 に 言う 。「 彼 ら は イエ ス を 殺害 し て は いな いし 、 十 字 架 の 上 で 死に 至ら し 
め だ の で も な い 。」 ク ルアー ン は 初め ゆめ に 、 イ エス が いか な る 形 で も 殺 る れ だ の で は な いと し 、 次 に 十字 梨 に は 5 
つけ に する と E い 3 特別 な 尊 才 の 方 法 を 否定 し て いる の で ある 。 クル アー ン は 、 イ エス が 十字 架 に 避け られ だ と 
いう 事 を 否定 し て は いな い が 十 字 架 の 上 で 死ん だ と いう こと は 否定 し て いる の で ある 。 


注 100 エダ ヤ 人 た だ た ち は 、 イ エス を 十字 架 に 懸け て 殺し だ 、 そ うし て 神 の 振 言 者 だ と いう イエ ス の 主張 が 嘘 で 
ある こと を 証明 し た の だ と ょ と 高 気 苫 ん に 主張 し た 。 前節 と 同じ くく この節 に お いて る 、 こ うし な だ 非 此 に 対し 強く 反 ・ 
諭し て 、 イ エス に きせ られ だ 汚名 を 時 らし 、 を そし て イエ ス の 霊魂 は ( 天 に ) 星 り 、 イ エス は 宰 の 前 で 祝福 きる れ 
だ た と 述べ て いる 。 こ こ で は 、 イ エス の 肉体 が 昇天 し た か どう か に は 、 全 て 触れ て な く 、 た だ 神 は イエ ス を 神 の 
近く まで 昇 ら せ た と 述べ て いる の み で ある 。 これ は 明らか に 寺 魂 が 天 に 時 る 鞍 で ある 。 なぜなら 物理 的 な も の 
は 神 の も と へ は いか な いか ら で あ る 。 

注 101 『「 彼 が 死 県 前 と いう 表現 中 の 「 彼 」 と いう の は 、 イ エス の 死 以 前 の 経典 の 民 の こと 皆 を 指し て いる 
の で ある 。 ユダヤ 人 達 は 、 イ エス が 真 の 預言 者 で は な いこ と を 証明 し た い が だ た だめ に 、 自 分 達 が イエ ス を 十字 委 
に 感 け て 殺し た と 信じ て いる の で ある 。 キリスト教徒 達 が 、 イ エス は 十字 挫 上 で 死ん だ と 信じ て いる の は 、 彼 
5 が 暑 罪 の 思想 を 持っ て いる か ら で あ る 。 
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第 問 童 デル ニ サ ザー 


161. ユダ ヤ 教 徒 の 罪 攻 に 、 ま た 彼 等 が アッ に ば (PC NG as 
ラー の 道 に い を し むせ 多 く の 人 々 を 妨害 せ し 。 アゾン 


理由 で 、 わ れ ら は 以前 に 役 等 に 許可 せ し い 00213 と C と る あぁ いる) う 2 る < ct 
く つか の 佳 き 食物 を 禁止 せり 。( 注 102) 
2 み ワナ レア 
162. そ は また 彼 等 が 禁 を 犯し て 利息 を 取り 9、 。lM MS 
( 注 103) 入 々 の 財産 を 不正 に 信 り 食らう ッ ン ッ ン ン ル 
た め な り 。 き され ば われ ら は 、 彼 等 の 中 の 不 Cash も ES 1205C Et 


信心 者 ども に 、 痛 昭 を 用 意 せ り 。 2 
Oy CSc 





163. きれ ど 、 彼 等 の 中 で 知識 昌 固 な る 莉 、( 注 2 Oo うく る と ュ ン タプ 
〇 2 うう I 
104) つま り 信仰 す る 人 々 で 、 液 に 降 き され だ 時 5 Sora 
る も の 並び に 液 以前 に 降る れ た る も の を 信じ 5 の 9 RG 
ビ 、 特に 礼拝 を 遵守 喜 捨 を よ く し 、 アッ M 95 ン ! グ ンク * 9? 
ラー と 最後 の H を 信ずる 者 、 こ れ 等 の 人 々 sss の 1 no CA A 


に は われ ら は 必ず 大 な る 報 拉 を 与え ん 。 の eg 9 の ッ ノ ス 4 
引当 本 @ 多 に ee の CPU 


ーー 


164. げに われ ら は ノア と その後 の 預言 者 た ち の し SN ICECYCYg セッ クダ 名 
に 盛 示 せる 如 《、 液 に 啓示 せり 。 す な わ ち td CEE 回 
に AN アン ノラ を 


われ ら は 、 TF Pg イス マエ ル 、 2 2 12 EE と GR 
ク 、 ヤ コ プ と 其 の 支族 、 イ エス 、 ヨ プ 、 ヨ 
2 の タン ン ぅ 5 タッ レン 1 。 


8 3 R 2 の 
ナ 、 ア ロン 、 並 びに ソロ モン に 啓示 し 、 ダ Hn bi i si 9 eu 


ゃ 


cs 


ーー 


ン 
ビデ に 詩篇 を 与え だ り 。 ¢ テス そ プ リウ イタ ン ン 291 フン ンタ 29 
SG I ODI 0 の 2 3 
で ク ぅ タン 
bln 


注 102 この節 は 、 ユ ダ ヤ 人 に 対し 以前 は 許さ きれ て いた が 後に 禁止 きれ だ 何 か 重 要 な こと に つい て 言っ て いる 
の で は な い 。 なぜなら モー で ゼ 以後 エダ ヤ 人 の 中 に は 、 徒 法 が 彼ら に 対し て 認め て いた こと を 新た に 禁ず る よう 
な 法 を 発する 預言 者 は 一 人 も 出現 し て は いな か っ だ か ら で あ る 。 この 節 は 、 ユ ダ ヤ や 人達 が 矢 っ た だ 精神 的 な 神 の 
尾 恵 に つい て 述べ て いる の で ある 。 イ エス が 「 我 、 流 ら に 禁じ られ し 事 々 を 認め ん が だ め に 米 だ り 、」 (3 :15) 
即ち も 、 過 ち を 犯し た だ め に 液 ら に 失わ れ て いた 神 の 家 福 を 再び 流 ら に 与え る た め に 日 分 が 来 だ の だ と 語っ て い 
る の も 、 ユ ダ ヤ や 人 人 が 失っ て いた 精神 的 な 神 の 皿 恵 に つい て だ っ た だ の で ある 。 


注 108 ユダ ヤ 人 は 、 他 の ユダ ヤ 人 に 対し て 利器 を 取っ て 金 を 貸す こと を 禁じ られ て いた が 、 ユ ダ ヤ や 人 人 で は な 
い 者 か 6 は 、 利 息 を 取る こと を 許 る 8 れ て いた だ の で ある 。 ( 出 エ エジプト 記 22 1 25 レビ 記 25 1 36、37、 申 命 記 23 : 
19、20) し か し 彼ら は この 法 を 破り 、 ユ ダ ヤ 人 か ら 6 も 利 提 や 取る よう に な っ だ ( ネ ヘ シヤ 記 5 : 7)。 後に 彼ら 
は こう し た 悪行 は 二度と し な いと キネ ヘ シ ヤ に 約束 し た 【( ネ ヘ シ ヤ 記 5 : 12)。 し か し 彼ら は 再び 約束 を 破っ た 
の で ある 。 結果 、 エ ザキ エル の 務 言 問 り (エエ ザキ エル 書 8 13) 彼ら は 、 一 つの 国家 の 民 と し て は 減 亡 し 、 
地上 あちこち に 散ら ば っ て 、 瑞 の 手 で 迫害 され る こと に な っ た だ の で ある 。 


注 104 これ は イス ラム 教 篠 と な っ た ユダ ヤ 人 の 中 の 学識 ある 人 々 の こと で ある 。「 信 徒 達 」 と いう 語 が わざ わ 
ざ つ け 加 えた られ て いる の は 、 こ こ で は イス ラム 教徒 し な っ た この よう な ユダ や ヤ 人 人 のみ を 指し て いる こと を 胃 確 
に する た めで ある 。 
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その 他 、 す で に 液 に 告げ た る 使徒 た ち も 
あれ ば 、 未 だ 液 に 告げ ぎる 使徒 た もち も あ り 。 
特に モー ゼ に は 、 ア ッ ラ ー は 長 々 と 物 云 を 
り 。 

期 報 と 警告 の 運び 手 で ある 使徒 の 派遣 
は 、 使 徒 が 来 た か ら に は 誰 $ も アッ ラー に 対 
し て 如何 な る 抗弁 も な し 得 ぎ る よう に する 
だ た だめ な り 。 ア ッ ラ ー は 強大 に し て 、 覧 哲 に 
まし ます 。 

アッ ラー は 液 に 降 せ る も の に つい て 、 自 
ら 証人 と な る 。 その 互 示 は 御 表 ら の 知識 に 
ちい て 降 せ る も の に し て 、 天 使 な ちゃ その 


証人 なり 。 箇 し て アッ ラー は 立証 者 と し て 
万 全 な り 5。 
信仰 を 拒み 、 ウッー の 道 遺 へ 進ま ん と す 


る 人 々 を 坊 げ る 征吾 、 正道 か ら は る か 補 
く へ 踏み は ず en 。 


に 信 ぜ ず し て 不義 を 行う 省 ど と も は 、 
eC また 如何 な る 道 
$ 教 を ざる で し 、 


地獄 へ の 道 以 外 は 。 そこ に 役 等 は 未 長く 
住ま ん 。 を は アッ ラー に は いと 易 き こと な 


り 。 


人 々 よ 、 使 徒 が 主 の 御 許 よ り 真理 を 携え 


て 来 た れ り 。 る され ば 信 ぜ よ 。 信 ずる こと は 
お 前 た ちの た め に な る な り 。 ま だ 、 お 前 だ 


ち だ とい 信 ぜ ず と も ぁゃ 、 天 に 在 る も の 地 に 在 
る 6 の すべ て は アッ ラー UR アッ 
ラー は すべ て を 知り 、 曰 哲 に まし ます 。 


経典 の 民 よ 、 2 
て 外 を 越え る な か れ 。 ま だ 真実 以外 は ア ッ 
ラー に つい て 語る な か れ 。 救世 主 、 す な わ 
もち も マ リア の 子 イ エス は 、 ダグ ーー の 使徒 に 
すぎ ず 、 デ アッ ラッ ラー が マリ プア! - 降 せる 御 言 葉 


ー173 一 


アル ・ ニ サ ザー 


1 
りら ぅ Oo2 
Sl Fn 242 


電信 2 に を 4 タタ レン 
as QSL) 5 
aoi 3 
ur ググ 

NU 


アア クア ウデ 


a 


1 アン ン 


WP 


Eh 
. 
SO OIG G 
も (の 
24) 

i YS 
RE 

ed 2 

2 GE ot Ca 
CA 
os ks nk 


A HI G3 27 WAR 


4 
i dbl er od 


レコ 


IE CC Pn 
aE wl a 


2 2 グレ 


ey 


5 eo YIO 
の > の i 
2 a dS 


いい 


も 


アル ・ ニ サー 





173. 


174. 


175. 


176. 


177. 


の ( 注 105) 履行 で あり 、 
た る 霊 な り 。 ぉ る れ ば アッ ラー と その 使徒 を 
信じ 、「 三 位 】 と 云う な か れ 。 止める の だ 、 
その ほう が お 前 た ちの だ ため に な る で し 。 げ 
に アッ ラー は 独 一 の 神 な り 。 聖なる か な か 、 
い ・ づ くん ぞ 子 ある で けん や 。 アッラー に 
天地 の 一 切 は 州 属す 。 き され ば アッ ラー は 守 
護 者 と し て 万 全 な り 。 
第 二 十 四 項 

救世 主 は ア 2 の 僕 た る こと を 恥 じ 
ず 、 神 の 側近 く 伺 候 す る 天使 た ちら も また 然 
h 。 バッ クー を 貯 拝 する こと を 激 し ょ せ ず 、 
高慢 な 徒 右 は 、 アシ ラフ ラー を 己 が 許 に 省 し 
寄せ ん 。 

され ど 信 じ て 美 行 を 積 な 人 々 に は 、 ア ッ 
ラー は 上 分 な 報 装 を 与え ぇ 、 その 上 沢山 な 息 
恵 を 与え ん 。 きれ ど 崇 洋 拝 する こと を 潔 し と 
せ ず 、 高慢 な 徒 回 は 、 デッラ ー 尊 前 を 以 て 
を 征 ら し めん 。 面 し て 役 等 は 、 アッ ラー 
を 捨て 如何 な る 味方 も 救助 者 もち な きこ と を 


悟ら ん 。 


流 等 人 々 よ 、 吸 証 す で に 王 よ りお 前 た ち 
に 来 だ れ り 。 われ ら は お 前 た だ たち に 明らか な 
る 光明 を 降 し た り 。 


きれ ば アッ ラー を 信じ て 之 を 護持 する 
人 々 に 、 アッ ラー は 慈 三 と 恩恵 と も を 算 れ 給 
い 、 直 き 道 に よっ て 役人 等 を 巴 が 許 へ 避 か ん 。 


役 等 は 液 に 裁断 を 請う 。 云え ん 、「 ア ッ ラ ー 
は お 前 た ち に 、 直 系 相続 者 を 遣 きず 死亡 せ 
る 者 に 関す る 裁断 を 下す 。 人 も し 死 し て 子 
な べべ 唯一 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 故 入 の 
遺産 の 半分 が 彼女 の も の た る べし 。 反 対 に 、 


アッ ラー より 出 で 


の コン ん 
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注 105 


3 : 46 委 を 参照 せよ 。 
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に 子 な 〈 死 せる 場合 は 、 夫 が 妻 の 相続 者 4( レ * る 2。 徐 と ラロ ンス クン る イク イセ 
JIG ol US 

た る べし 。 き る れ ど 二 人 の 姉妹 が ある 場合 は 、 っ 38 の 9 Co/ の 

條 の 汗 門 の 三 ーー が 彼女 た ちの も の た る 本 イッ 0 2 





べし 。 も し 多数 の 相 統 者 が ある 場合 、 つ ま 2 2 の が Geo 
テ 〆 タ ン Tn 。 人 る ヶ グ ぅ 

5 見 系 姉妹 の 両方 一 を の 場合 は 、 男 了 チー de i AG LS ON 

人 の 取り 分 は 女子 二 人 の 取り 分 を な る 。 


これ 
デッラ ー は ぢ お 前 だ ち が 誤 ら 5 ぬ よう 、 之 を 明示 
し 給 う 。 ア ッ ラ ー は 一 切 を 熟知 し 給 う 。 ( 注 
106) 





注 106 4 :13 で 言及 し て いた の は 、 カ ラー ラ の 内 で 死 の 時 に 親 も 子 も な く 、 し か も 母方 の 見 弟 姉妹 し か し な 
い 者 に つい て で あっ た 。 こ の 節 で は 、 人 方 母方 、 双 方 に 喝 弟 姉妹 が いる カラ ー ラ ある い は 父方 の み の 兄弟 姉妹 
が いる カラ ー ラ に つい て 述べ て いる 。 4 13 と この 節 を 比べ て みる と 、 前 者 の 兄弟 姉 妹 た ちの 遺産 配分 は 、 後 
者 の 見 弟 姉妹 た ちの 遺産 配分 より も 少な いこ と が 明らか で あり 、 を その 理由 も 胃 向 で ある 。 相 統 法 の 中 の この 部 
分 は 、 4 : 12、13 で 扱わ れ て いる 法 と は 意図 的 に 分 け て 扱わ れ て いる の で ある 。 ク ルアー ン は 、 ユ ダ ヤ 人 が イ 
エス に 対し て 行っ た 非難 に つい て 暫く 語っ た 後 、 再び この 間 の 終わ り で 、 再度 、 カ ラー ラ の 韻 題 に 戻っ て いる 。 
そう し て (カラ ー ラ に 関す る 法 を 完成 きせ る の と 共に ) イエ ス に 精神 的 相続 人 が いな いこ と に 注目 きせ よう と 
し て いる の で ある 。 あ る 意味 で は イエ ス も また カラ ー ラ だ っ た 。 イ エス は 、 父 な くし て 生ま れ 、 き ら に 彼 は 精 
神 的 後継 者 を 残し て いな い 。 イ ブン ・ ア ッ パ ス は カラ ー ラ を 子 を 残る 者 と 規定 し て いる が 、 イ エス は 後に 邊 
神 的 後継 者 を 残 き な か っ た 敢 に 、 精 神 的 カラ ー ラ だ っ た の で ある 。 
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アル ュ 


マー エダ 


(メデ ィ ナ 秒 示 ) 


あま ね み な 
恵み 遍 く アッ ラー の 御名 に お な おい 


な | 
。 慈 宴 深 く 、 


3 

. 次 等 信徒 だ ちよ ょ よ 、 お 前 た ちの 契約 を 履行 せ 
よ 。 お 前 だ ち に 告げ られ る も の 以外 の ( 注 
1) 四 つ 足 の 家畜 は 食す る こと を 許 き る 。 


伯 し 避 地 巡礼 中 は 狩猟 する こと を 禁ず 。 
アッ ラー は 御 心 の まま に 探 を 定め 給 う 。 


. 洪 等 信徒 な ちょ 、 ア ッ ラ ー の 聖なる 儀礼 を 
( 注 2) 汚す な か れ 。 ま だ た 神聖 月 や ( 注 3 ) 
犠牲 の 捧げ 物 、 そ れ に か ける 首輪 を 汚す な 
が れ 。 ま だ 主 の 皿 恵 と 喜 悦 を 求め て 聖典 に 
語 で る 人 々 を 妨げ る な か れ 。 され どど 聖域 を 
去り 、 錠 礼 着 を 脱い だ な ら ば 、 狩 猟 す る も 
可 な 9。 ( 流 4) ま た 、 か つて お 前 だ ち を 型 
設 よ り 孔 め る 者 を 恨み て 、 敵意 を 彼 等 に 抱 
く な か れ 。 む しろ 相 助 け て 正装 を 行い 、 神 
を 赦 え 。 罪 と 悪事 の た め に 相 助 ける こと な 
か れ 。 ( ま 57 ア . ッ ラ ー を 六 4 し よ 。 げ に アッ 
ラー の 懲罰 は 茜 酷 な 5 。 





液 ら に 告知 きれ た 物 以 外 ' と た の 表現 は 、 以下 の 節 で 述べ られ て いる 
は 、 自 然 死 し た 動物 の 向 、 血 、 豚 の | 向 は あて は ま ら な い 。 懇 は 寮 震 と は みな る れ な いし 、 
の は 家電 に つい て で あっ て 、 全 て の 動物 を 対象 と し て いる 訳 で 
2 本 で 取り 上 げ ら れ て いる か らら で 


も ある 。 
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BE 595 CGI 
OR A 


る 動物 を 指し て いる 。 し か し これ ら に 
ここ で 例外 と きれ る 


"は な いか ら で あ る 。 又 、 こ の 件 に 関し て は 既に 


神 の 認識 と 神 に つい て の 知識 に 通じ る あら ゆる 物 を 指す 。 


0 る 月 を 還 演 し な い 様 古 し むと いう 事 は 、 そ の 月 問 に 作れ 本 半 


正当 な 配 感 を する 事 も 意味 


『 
a 


し て い 


沖 : 4 選 礼 者 が 、 包 礼 の 旅 を 終え 、 錠 礼 の 衣服 を 最 終 的 に 脱い で し まい 豆 な る 信 域 の 外 へ 足 を 踏み 出せ ば 、 


狩り を する 事 が 許 き れる と いう 吾 。 


注 5 何と この 個人 的 時 つ 全 世界 的 行動 の 教義 は 気 高 い ちゃ の で あろ う 。 も し この 教義 通り に 人 が 行為 を 為 し 
だ な ら 6、 恨 丈 憎しみ 、 上 互い の い が あ 合い な ど 消 工 し て し まう で あろ うに 。 


世の中 の 門 


De 


i 


a 


1 
む 


。 彼 等 は 流 に 、 


。 ぢ 前 た ち に 禁じ られ た も の は 、 死 骸 の 肉 、 
雪 豚肉 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 名 emt oh 
も の 、 絞 殺 る れ な だ る も の 、 打ち 殺 る 
00 隊 死 せる も の 、 角 で 突 SD 
る も の 、 野 上 獣 が 食い 残し た る も の 、 但 し お 
oT 偶像 の 
供物 台 に 捧げ られ だ る も の な り 。 面 し て ま 
だ 低 矢 を ちっ て 分 配 せ る も の も 茜 ぜ 6 る 。 

こ は 不 英 な る 行い な り 。 今 で は 不信 心 者 ど 
も は お 前 た だ ちの 宗教 を 打破 する こと を 断念 
せり 。 る れ ば 彼 等 を 怖 れ ず 、 わし を 和 怖 れ よ 。 
今日 わし は お 前 た ちの 宗教 を 完成 し 、 お 前 
た ちの 上 に わが 恩恵 を 満た し 、 お 前 た ちの 
款 教 と し て イス ラー ム を 選び たり 。 き る れ ど 
罪 を 犯す 意志 な くも 5、 ひ も じき る 故に 父 僕 な 
く な せる 者 に は 、 げ に アッ ラー は 寛大 に て 、 

慈悲 深く まし ます 。 
何 が 自分 た ち に 許さ きれ て いる 
か を 問う 。 云え 、「 す べ て 佳 き 物 は ( 注 6) 
お 前 た ち に 許 8 る 。 ま だ アッ ラー が お 前 た 
0 候 獣 が 振 え し 獲物 
、( 注 7) 食 べ て ょ し 。 その 際 、 ア ッッ ラー 
RE ー を 刀 れ よ 。 
げに アッ ラー は 清算 する に 迅速 な り | と 。 


今日 すべ て の 佳 き 物 は ( 注 8) 3 お 前 だ ち に 
許 き る 。 ま た 経典 の 民 の 人 々 の 食物 は お 前 
だ た ち に 許 き る れ 、 お 前 た ちの 食物 は 彼 等 に 許 
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言 者 は 当然 の 事 な が ら 、 


禁 事 は 前 節 で 述べ られ て お り 、 


、 人 の 全 i 康 も 俺 理 に 有害 で な けれ ば 合法 で あり 、 


内 催 棋 どっ つめ を 持っ 必 氏 遷 は 、 


残り の 事 は ここ で 、 
自分 自身 の 環境 や 健康 条件 を 考え 
と っ て 天 し たき れる 、 違 い は 普 く な いと きれ る か を 決定 する 事 は 各個 人 に 姜 ね られ る と きれ て いる 。 聖 な る 預 
戒律 に か な っ た 食物 の 編 ち も ゅ うに は 入れ て いな い 。 


訓練 きれ た 肉食 鳥獣 の 捕らえ な た 拭 物 は 、 人 が 訓練 し た 代行 者 が 条 し た の で ある か ら 、 


も し それ ら が タイ ヤ プ ( 普 で あり 純粋 で ある ) で 
合わ せ て 、 何 が 本 人 に 


適切 に 律 法 に か 


な っ て 殺 る れ だ の で ある と みな され る 。 し か し 、 を の 獲物 に 対し て それ を 食す る 事 が 律 法 に か な っ だ も の と す 
る 為 、 神 の 名 を 唱え る 事 が 必要 で ある 。 


注 8 これ は 、 ト ラー の 正 律 に 従っ て 層 殺 る れ た 動物 の 肉 は 、 ト ラー の 戒律 下 で 許 きれ る 全て の 食物 は イス 
ラム の 民 律 で 、 許 容 き れる の で 、 イ スラ ム 教 徒 に と っ て 食し て よい も の と な る と いう 意味 で ある 。 し か し 、 用 
心 の 為 そ うい っ だ 食物 に は アッ ラー の 名 を 日 に 出し て 祈願 する と よい 。 イプ ニア ッ パ バス に よる と 、 こ こ で の 食 
物 と は 、“" 口 に し て も よい 食べ 物 " (ザビ ゼー ハ ー) 或いは 、 正 し い 手 続き で 居 殺 きれ だ 動物 の 肉 を 指す と の 事 で 
ある 。 
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第 五 次 デル ・ マ ー エ が 
さる 。 ま だ 信徒 で 貞 節 な 女 、 並 びに お 前 た の ガト ドン 9 の に うだ 
2 NG Eas Ce る 


ちの 前 に 経典 を ( 注 9) 賜 わ れ る 貞 節 な 女 、 


始 資 を 与え 正当 な 手続 き を 踏ん で 結婚 を 約 CO ke A NE 3 Es 
定 せ し 女 、 私 通す る に 非 ず 秘 富 の 愛人 ほ ます  、 Nn: 


9 科 ッ ン クノ 5 レタ ンプ 。 る グン ン ン ぅ 、1 2 ン 9 る 

る に 非 ず ば お 前 だ ち に 許 き る 。 信仰 を 拒否 0 の の IO み の oko Y の UL と 
する 徒 護 は 、 その 行為 は 無 に 帰し 、 来 世 で レー ュ ス は 2 クー メレ タレ 1 の ウレ フー レレ ラー タン グー とう 2 

は 失敗 者 の 類 し な らん 。 2 め 09 う 5 う 40 と ちと いひ S oo9 も 
Es, 2 

Doard! 


第 二 項 8 
7. 誠人 た ちよ 礼拝 に 起 っ と き な 願 を 洗 LEG Rd 
、 両 手 を 肘 ま で 洗い 、 , 浅 れ だ 手 で 髪 を 挫 を タタラ シ ョ ン ン 2 
i 両足 を ( 注 10) 貴 ま で 洗え を 。 ま た EIR CER あみ 
体 が 汚れ て いる と き は 注 浴 し て 身 を 浄 め イイ ィング クタ 1 ン ps の て る を ンジ ョ ッ 
?・ 1 ルル AS13 
よ ょ 。 ま た 病む か 、 旅 路 に あり て 汚れ た る 状 ER dl 
態 、 ま た は 便所 か ら 出 で 来 た 場 合 、 も し く GEILE EI EEE 
は 女 に 触れ た と き 、 沙 な き 場 合 は 、 き れい ウン 3 2 5 
な 土 を 以 て 逐 の 代り と な し 、 頭 や 手 を ( 注 シン i A NC 
11) 拭う べし 。 アッ ラー は お 前 だ ち に 難し 9? 2 で 2 2 イン 0 jo? buts 
き を 望み 給 わ ず 。 た だ お 前 た ち を 浄 め 、 ぢ な oy 3 BR 9 の RSK Cs 
前 だ た ち が 感 謝 の 念 を 抱く よう 詞 が 恩恵 を oS I RE hI 


前 だ ち に 満 き ん こと を 欲し 給 う 。 ot 
ロ アア 。 A "yp グ ぃ 1 ノダ 
10 0 
み 


お も 
と 内 ュ > ur 史恵 を 念 515 る 5 3 2 イ A ? タ 
8. お 前 だ た ち に 垂れ た る アッ ラー の 皿 し 5 GY 4 * 2 
アッ ラー が お 前 だ ちと 結べ る 契約 を 信 


フリ る の ンク ン ュ ンク 2 5 失 析 
を の 時 、 な 前 た ち は 云 えり 、「 我 等 は 聴き 且 oe SE 2 33 も 
つ 従 わん 」 と 。 面 し て アッ ラー を 幅 れ ょ 。 < 
げに アッ ラー は 人 が 胸中 に 懐く も の を 熟知 OPEN 2 
し 給 う 。 
潜 筑 信徒 た エ に 基づい て 立 征 i る る ンタ 、 る PU 
9 . 流 等 信徒 た ちょ 、 正 義 に 基づい て 立証 し 、 PE 2 ON eu 


アッ ラー の た だ ため に 堂 飼 不 抜 だ れ 。 人 々 へ の の 
半生 あう > > に 4 し ロ し Cd ’ 1 ン の メン アン す 1 
敵 意 を ヵ 2 た て て 正義 に 坪 る 行い の EI ON 3 
か れ 。 常に 公正 で あれ 。 か くす る は 真 の 篤 
注 9 HH 古 婚 する 事 
を 許し て は いる が 、 や は り 通 常 は イス ラム 教 徒 の 女性 と 結婚 する 事 が 望ま し い 。 


\ 





10 ここ で は 頸 の 次 に 足 と いう 言葉 が 表 ぉ れ て いる 。 これ は 頭 の 様 に 足 も ふ ふ か れる か ら と いう 理由 で は な 
、 弥 浴 の 最後 の 順序 が 足 だ か ら で あ る 。 
注 11 4 音 44 節 を 参 品 の 事 。 
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信 な り 。 ア ッ ラ ー を 弓 れ よ 。 げに アッ ラー レス プル て ルン の る し う 12 る 0 タン タン ンタ 
0 a Ol 40 1612 8 つる 

は お 前 だ ちの 所 業 を 就 知 し 給 う 。 eR I RR 2 
グッ ン 
(OTC 
っ ゆう じ 1 52 ダレ 1 J ン 
10. アッ ラー は 信じ て 状 行 を 積む せ 人 々 を 窒 灯 ENA RA RAR 
し 、 大 いな る 報奨 を 与 を ん こと を 約束 せり 。 タッ 1 ン の 5 ン ン タタ /。 ッ ズ 
( 〇 2 ちと っ 1 8 し 4 

11. RT われ ら の 神 光 を 拒否 する 者 OE CL BS ER 


彼 等 は 地獄 の 幅 まな り 。 


rd 2 





ed a ノン タ リー ラン う 。 2 タク フン 2 9 1/ 守 
12. 洲 等 信徒 た ちよ 、 前 た ち に 垂れ た る アッ る 4 NC ES RE 
ラー の 恩恵 を 思い 起 せ 。 人 々 が お 前 た ち に ジン NR 7 
向っ て 手 を 伸 き ん と せ し 時 、 ア ッ ラ ー は + す 45uule3 46oe RO 
か る ず そ の 手 を 抑止 せり 。 ア ッ ラ ー を 暴れ モン ッ タ ェ 2 ンク 人 z エイ ン ン みる し る を 
ょ 。 信徒 た な る も の 皆 ア ッ ラ ー に こ を 信頼 を Ors 2 lil の 63 
寄せ る べき な り 。 
第 三 項 こども ら 
13。 昔 、 ア ッ ラ ー は イ スラ エル の 子 駒 と 契約 を 222 レレ 3 52 < 2 
41 
結び た り 。 そ の 時 われ ら は 、 彼 等 の うち ょ ve Lh 
り 十 二 人 の 首長 を ( 注 12) 典 し た り 。 耐 し ag 1 2 
て アッ ラー は 云え 4 り 、|[ げ に わし は お ぢ お 前 た ち 
と 倍 CS 、, ei 2 ? 1 425 2 えッ ン 12 る タッ イン ルン 
と 僅 に 在り 。 お 前 た ち が 礼拝 を 避 守 し 、 定 2 る 1 し 3 
め の 将 捨 を な し 、 わ が 預言 者 た ち を 信じ BG OA タタ ラン ラン ン 
みみ を 助け 、 ア ッ ラ ー に 立派 な 貸付 を な き ば 、 0 2 2 ao 
わし は 必ず お 前 た ちの 罪 業 を 消 減 し 、 ぉ 前 Cie LV 
ec e i Sb Aa っ) 
た ち を 河川 流れ る 楽園 に 導き 入れ ん 。 さ れ ビス プッ 
ど お 有 前 た 夫人 せよ 、 こ の 後 信 ぜ ぎ る 財 1 る あら 
者 は 、 下 し い 道 より 迷い 出る 者 な り 」 と 。 
” ン ? か 1 ロロ ッッ Ls a 
14。 き れ ど 彼 等 その 契約 を 破れ る が 故に 、 わ れ es Cs a C$ 
ら 5 は 彼 等 を 呪い 、 月 つ そ の 心 を 頑 迷 な らし 5 0 202 ン 
め た り 。 役 等 は 経典 中 の 字句 を 正しい 場所 (2232 と 
か ら 移 し 曲げ て 解釈 し 、 与え られ た 訓 疲 の 2 1 上 
一 部 を 忘却 せり 。 液 は 彼 等 が 、 僅 か な 者 を 3 Ek じ ゆ まい Mi 
除け ば 、 常 に 表 切 り を こ と と する を 見 ん 。 ころ イイ 2 マッ レーン 2 タッ ラン 2 2 ラダ 2。 EN 
lal gis as | 
NIR 之 を 看過 せよ 。 げに SEAN BY 
アッ ラー は 善行 を 積む 者 を 愛し 給 う 。 @ Os 
注 12 “12 人 の 首長 ' と は 、 モ ー ゼ の 死後 、 現れ た イス ラ エ ル の 12 人 の 聞 言 者 を 指す 、 専 門 学者 に よれ ば 、 こ 


れ ら の 人 人 々 は モー で ゼ の 任命 し た 12 人 の "皇子 達 * も 呼ば れ て いた と の 事 で ある 。 
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15。 


16. 


17. 


まだ た われ ら は 、「 我 等 は キリ スト 教徒 な 5」 
と 云う 者 ども と も 契約 を 結べ り 。 ( 注 13) る 
れ ど 彼 等 も また 与え た られ だ る 訓 戒 の 一 部 や 
忘却 せり 。 きれ ば われ ら は 、 復活 の 日 まで 、 


に レン GS ン て すし っ 
os as addi cg CIE GN SS 
? る 


アー 〆 ン 4 
人 eS CE CS 
FC 


2 を 3 アプ 内 4 
彼 等 の 問 に 敵 意 と 憎悪 と を か き 立 て た り 。 a 
や が て アッ ラー は 彼 等 に 向っ て 、 そ の な せ ン ラ タン ラン 
る こと を 告げ 知ら し めん 。 (⑲⑳ Oras 


経典 の 民 よ 、 わ れ ら の 使徒 は 、 お 前 た ち が 
経典 の 中 で 隠し て きだ 幾多 の こと を 解明 す 
る ため に 、 ま た 幾多 の こと を 黙 過す る た め 
に お 前 た ちの と ころ へ 来れ り 。 ア ッ ラ ー よ 
5 の 光明 と ( 生 14) 明白 な る 経典 が 今 お 前 
た ち に 降り た り 。 

これ に よっ て アッ ラー は 、 御 心 に か な う 者 
を 平安 の 道 に 導き 、 思 し 召し に よっ て 彼 等 


RN タク 。 ノッ a GAA ES 86 
A 人 っ ラン の 内 


Bs る の 2 タ 2 1 レン 5 る 
CA 00 の う コ に 


NG NS IE 
i EEN ES 


で WW 且 か ら 引 き 后 し て 光明 こ は 拉 い 。 下 し og 
い ぃ 人 道 導き 給 う 。 タン ン 
Oi bo dl 
9 92 タッ ン シ ン タレ 1 NE Ly レン ン ゥ ング 
18.「 ア ッ ラ ー は 何人 に も 非 ず 、 マ リア ' 邊 2 の 


19, 


救世 主 な り ] と 云う 者 ども は 、 ま ぎれ も 

不信 の 徒 輩 な り 。 云 えん 「 も し アッ ラー が *、 
マリ ア の 子 メシ ア 、 る その 母 並び に 地上 の す 
べ で て の 人 々 を 減 ぼ きん と すれ ば 、 誰 が アッ 
ラー を 抑止 し 得 よう ぞ を ? 」 と 。( 注 15) 天 も 
地 も 、 ま た その 間 に 在 る も の 、 挙 げ て アッ 


レル 用 WW M タン ーッ ンス 7 る 
ob os ds 


クッ グ ィ タ レン LINHA fg 
GS アー rl zs! 
9 イッ タン トレ タン シ 。2 の タル レー ee 
SR I GL 2 


gs ン 4 bs 
ラー の 統 べ 給 う と ころ な り 。 ア ッ ラ ー は DIE EE AD 
御 心 の まま に 創造 し 、 万 能 に まし ます 2。 


ユダ マヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 は 云う 、「 我 等 は 
アッ クー の 子 な り 、 前 児 が ひ り 」 と 。 云え 、 
「 し か ら ば 何故 に アッ ラー は 前 た ちの 罪 
を 罰する か ? 然 ら ず 、 お 前 た ち は ア ッ ラ ー 


人 122 ッッ る レン タッ シク ー イ レン 
5 う 0 


た 50 ld 3 う ン 


CR xy 2 


が 創造 せる 人 間 に す ぎ ず 」 と 。 ア ッ ラ ー は 


注 13 これ は 、 構 な る 頂 言 者 の 到来 に 関す る イエ ス の 預言 に つい て の 様 に 曲 わ れる が (ヨハ ネ 、16 : 12 一 13) 
この 質 言 は イエ ス の 後 恋 者 達 が 故 芝 に 無 入 し た り 、 何 と か 達 っ た 意味 に と ろう と 無駄 な 努力 を し た 李 言 で ある 。 





注 14 聖なる 預言 者 を 指す (33 : 46、47) 
注 15 ここ で 計ら ず も 非常 に 強い 語調 が 使わ れ て いる の は 、 イ エス が 神 の 息子 で ある 等 と いう 和 途方 も ない 教 


19:89 一 92 で も 強く と が め る 語調 が 使わ れ て いる 。 
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壮 に 焦点 を あて 、 と が め る 為 で ある 。 同様 に 、 


第 所 奄 





20. 


21, 


22, 


23, 


24、 


25. 


御 心 の まま に 落し 、 御 心 の まま に 玉 し 給 う 。 
天 も 地 も 、 まだ た その 間 に 在 る も の は 、 挙げ 
て アッ ラー ー の 統 べ 給 うと ころ 、 証し て すべ 
て は その 御 許 へ 帰り 行く 。 
経典 の 民 よ 、 使 徒 た ちの 派遣 が 中 断る きれ だ 
る 後 、 わ れ ら の 使徒 が な 前 だ た ちの と ころ へ 
造 わ きれ だ る は 、 お 前 だ ち に 物事 を 解明 し 、 
「 其 報 の 伝達 者 も 警告 者 も 来 ら ず ] と お 前 
た も に 云わ し め ぎ ざら ん が た め な り 。 きれ ば 
今 、 こ うし て 妥 報 の 伝達 者 で あり 警告 者 が 
お 前 た ちの と ころ へ 来れ る な り 。 ア デッラ ー 
は 万 能 に まし ます 。 

第 四 項 
モー ゼ が 己 が 民 に 向っ て か 云え る 時 の こ 
と を 思い 起 せ 。「 我 が 民 草 よ 、 お 前 た ち に 牌 
れ 賜 える アッ ラー の 恩 忠 を 思い 起 せ 。 彼 は 
お 前 た ちの 中 か ら 預 言 者 た ち を 典 し 、 お 前 
だ た ち を 王者 た らし め 、 他 の 如何 な る 民 に も 
与え を ざり し も の を お 前 た ち に 与え だ り 。 
我 が 民 章 よ 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 定め だ 
る 聖地 に 入れ 。 引 き 返 す な か れ 。 引き 返 き 
ば 、 失 敗者 と な らん 」 


彼 等 は 云 を たり 、[「 モ ー ゼ よ 、 を そこ に は 狂 凌 且 
つっ 強力 な 民 あ り 。 彼 等 が 出 で 行か ぎる 限り 、 
我 等 は そこ に 入る を 得 ず 。 さ る れ ど 役 等 $ し 
出 て 行か ば 、 我 等 は を こ に 入る で し 」 と 。 


主 を 長 れ 、 そ の 恩恵 に 浴 せ る 二 人 の 男 あ り 
て 、 云 を り 、「 門 か ら 6 入り 、 役 等 に 向っ て 進 
帽 せ よ 。 一 だ び 入ら ば 、 お 前 だ ち は 必 ず 勝 
利 を 得 ん 。 お 前 た ち 信徒 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 
を 信頼 せよ | と 。 

きれ と ど 彼 等 は 迅 を えり 、「 モ ー ゼ よさ 、 我 等 は 彼 
等 が を こ に 居る 限り 、 決 し て 入る を 得 ず 。 
きれ ば 液 と 流 の 主 が 行き て 戦え 。 我 等 は こ 
こ に て 内 せん 」 と 。 
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OE a 


a テン 


ッッ ロタ ンク クン アイ タ うる し レヒ 291 る 
SA GI ES EI oro 9 
OE Ca EE ELA 


第 五 


26. 


27. 


28. 


五 次 


モー ー ゼ は 云え り 、 [ 主 よ 、 我 は 我が身 と 我 が 
兄 の 外 は 何人 も 支配 し 貞 ず 。 る きれ ば 主 ょ 、 
我 等 と 逆 心 の 民 と の 聞 を 分 け 給え 」 と 。 


神 は 云え り 、「 し か ら は 今後 四 上 年 間 、 彼 等 
に 対し て この 地 を 禁断 と な す 。 その 韻 彼 等 
は 狂気 の 如く 取り 乱 し て 地上 を 策 和 神 せ ん 。 
逆 心 の 民 に 心 類 わ す な か れれ | と 。 
第 五 項 

アダ ム の 二 人 の 息子 の ( 注 16) 話 を 正確 に 
役 等 に 語れ 。 彼 等 王 に 供物 を 捧げ し 時 、 一 
人 は 受 納まる れ し が 、 他 は 納 れ られ ざり き 。 
を こ で 後者 は 云 を り 、「 我 必ず お前 を 殺 き 
ん 」 と 。 前 者 は 答え て 去る えり 、「 ア ッ ラ ー は 
義 し い 人 か ら の 供物 の み を 受 納 す 。 


デル ・ マ ー エ ダ 


CS ISS 

OPE 
4 ョ リン ョ アラ イン タン ンタ ン る を イン ン 
ICE の ON 


ンタ グノー レン シン レン アズ) 


CIE EN IE 


も 


Os 


PGS > で る 


Ct 10 レン 1 ラン 2 そ ン レ ンダ 。 メ 
CC CE SR GL BS 
OS ノ ラン ング の アレ アタ タン 


Et io 
DGG 1 の 2 ン 2 ks CS LS 





290. た よい 潜 が 我 を 殺さ ん と し て 手 を 仲 す と eauCGG33 く 985 

も 、 我 は 流 を 殺 る ん と し て 手 を 伸ばす つも 。 "シン "が i 0 

りな し 。 我 は 森 経 万 象 の 主 ア ッ ラ ー を 羅 る Gal ss ol 

30. 我 は 液 が 、 記 が 人 罪 同様 、 我 に 犯 せる 罪 を も ンス イス アッ タ クッ 

GS の 2 つの Oo | 

背負 いて 、 業 火 の 住人 に 加わ らん こと を 望 に ここ の a 3 

む 。 を そ は 悪事 を 行う 者 の 応報 がり] と 。 ES OL Sit 

6 6 ププッ イン / ス ンク ンズ i フタ 2 ン みる る ンー タン ショ ンク 
NIC (誘い た れ uo AS83 ES EE 

、 彼 は 遂に 弟 を 殺し 、 面 し て 失敗 者 の 一 9 

人 Ni CO oe os 

32. その 時 、 ア ッ ラ ー は 一 羽 の 独 を 造 わし 、( 注 GAY Goi ELE i Es 

17) 人 し 、 如 何 に 弟 の 死骸 を 
デップ 2 イッ タン “hb 5 。 1 タン アン 

隠す か を 彼 に 教え た り 。 彼 は 嘆い て 云え り 、 8 totes 3 Js Ss rm GS 

[情け な や 、 我 弟 の 死骸 を 届 す の に 、 こ の ZL ン 3 和 

鈴 ほ は ぼ の こ と きえ も し 得 ぎる と は 1」 と 。 SB HE NG 

か く て 役 は 後悔 せり 。 Gs 

注 16 アダ ム の 二 人 の 息子 "と は 比 除 稚 に 誰 で あれ 人 右 か ら 選 ば れ な た 、 二 人 の 個人 を 指し て いる 。 又 その な と 


え 話 は 、 摂 言 者 の 地位 が 自分 達 か ら 弄 な る 拍 言 者 を 通し イオ シュ マエ ル 人 に 移っ て し まっ な だ 為 、 イ スラ エル 人 達 


が イシ ュ マ エル の 末 ぇ えい に 対し て と っ た 英 意 に みち た 誤 度 を も 表現 し て いる 。 


注 17 
見 の 分 か れる と ころ で ある が 、 
記 4 ・ 1 一 15 を 参照 の 事 。 
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大 が ら す の 事件 が 実際 に あお あっ な た だ 事 な の か 或いは た だ の 例え 話 に すぎ な い の か に つい て は 評釈 者 の 敵 
鳥類 の 働 草 や くせ を 観察 する と 、 多 く の 役 に な つ 発 見 を する 事 が で きる 。 創世 


ea 
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こども ら 
33. この だ め に 、 わ 和 れ ら は イス ラ エ ル の 子 老 に 2〆 人 し ンタ | 人 ダレ ョ ン iS 4 2 
控 を 定め 、 人 殺し の 罪 ある 項 が 国 中 に 麟 乱 ウン 人 ルコ 0 05 al 92 
を 起 せ る 廉 に よる 処刑 に 非 ぎる 限り 、 一 人 の CCC < 2 
を 殺す は 万 民 を 殺す が 如く 、 また 一 人 を 生 の ジン ジ ク の 2 


か す は 方 氏 を 生か す が 如 し と 規定 を 9。 請 O 間 EGGEe1G2 < と 人 
し て も れ ら の 名 た ちら 間 征 を 欠 え て 邊 等 (< おれ 1 
の と ころ へ 反り し が 、 な お 彼 等 の 多く は を © も 2)8000 人 の 系 > 


の 後 も 地上 で 非道 を 行う 。 G2 9% 2 


34、 ア ッ ラ ー や 使徒 に 向っ て 戦い を 挑み 、 地 上 OSA 325 5 GAN SSE ¢ 

I 6 者 の 応報 は 、 殺 る きれ る ER 5 ; 

、 欠 に きれ る か 、 RR る 1 3 SOR YG 
i A 2 
以外 に な し 。 ( 注 18) こ は 彼 等 が 現世 で 受け BS EI RV 

る 辱め 、 来 世に お いて は 重 型 を 受け ん 。 


ッ タ イス い 


GS CE ia 
Si 


35. 但し 、 お 前 た ち が 彼 等 を 制 庄 せる 以前 に 悔 タレ i 
い 改 めし 者 は 除く 。( 注 19) きれ ば 、 ア ッ MG DT Eo GY 
ラー が 寛大 に し て 慈悲 深く まし ます こと を Go GI A Ge 
An 。 ⑤ 2 と JoAE dh | 
し 。 

第 六 項 
36. 液 等 信徒 た な ちよ 、 ア ッ ラ ー を 胃 れ 散 い 、 ア ッ ー z? 用 る の 925 ンタ ンー 
wn 1 5 “? , の る 
ラー に 近づか ん こ と を 求め 、 アッ ラー 4 ao PAOIK bl の 
の だ ゆめ に せ 人 然 I I 1 レン 
奮闘 せよ ょ 。 然 5 ば お 前 た ち 成 功 す 8 ) 1 i a GU54 に 5 


べし 。 














注 18 "イス ラム は イス ラッ ム 教 国政 は イス ラム 杜 会 が 圧倒 多数 で イス ラム の 利益 に と っ て 危険 し きれ る 邪 
如 な 存在 を 根絶 せよ ょ と 要 水 する 場合 に 、 極 端 な 平 段 で あっ て も 、 積 極 的 に と っ て 戦う も の で ある 。 イ スラ ム と 
感情 的 な 空 起 の 情 灯 的 断面 に 癌 わる れる 事 な く 、 理 性 と 健全 な 判断 の 命 に 従い 、 公 の 攻撃 に 対す る 社外 も 用 忘 
する 。 こ こ て 準 備 き れる 軸 の 形態 に は 四 種 類 あ り 、 特殊 な 場合 に は 、 課 され る 呈 は 、 周 囲 の 状況 次 第 と も な る 。 
ズ 前 を 課す る の は 個人 で は な く 統 治 政 府 の 資 任 で あり 、“ 寺 地 払い "し と いう 語 は 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ 
に 依る と 禁固 を 表す 。 


注 19 この 節 及 び 前 節 で 述べ ら 紀 て いる の は 、' ア ッ ラ ー 及 び ア デッラ ー の 使者 に 対し 戦い を 挑む 者 と いう 表現 
か ら も 明らか な 様 に 、 た だ の 次 で 《 や かっ ぱら いで は な く 、 イ スラ ム 教 国 に 戦い を し か け て くる 反乱 者 や や 極悪 
非 閣 な 者 遂 へ の 前 に つい て で ある 。 る た 当 節 で 、 罪 を 犯し た 者 達 は 悔い 改め ゆれ ば 大 赦 を 約束 きれ て いる と いう 
事実 か ら も 、 そ の 推論 は 正しい と 考え られ る 。 し か し 強盗 、 か っ ぱら 6 い 、 窟 次 者 の 様 に 、 明 ら か に 筒 人 や 社会 
に 対し て 極 明 非 門 な 罪 を 犯し た 者 達 は 、 普 通 の 状況 で は 、 ど れ だ け 必 い 改 め て も 、 教 国 か ら は 許 き れず 、 律 法 
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7。 だ と い 不 信 心 者 が 、 地上 に ある すべ て の も と そい (時: 全 の ラタン 
SN GIGA | 
の 並び に 之 に 倍 す る も の を 以 て 、 復 活 の 懲 2 て の (FN BE TO 


出 を 央 わん と する も 、 そ は 受 納 る され ざる べ 呈し oOeoe も B0G8042 545 
Se 2 I @ i A SC 


BLA 





38. 彼 等 は 業火 より 脱出 せん と 欲す れ ど 、 を こ lo 
p 由 づ る 能 わ ず 。 水 苑 の 罪 の み 続 か ん 。 $ 
OH oe の う las 
39、 盗 み を し た る 者 は 、 男 女 を 問わ ず 、 そ の 手 サン レレ タン ンタ の 
] わ ず 、 2 
を 斬り 落 せ 。 ( 注 20) そ は 己 が 所 業 の 報い に I yl A ss の 
し て 、 ア ッ ラ ー の 見 せしめ ゅ な り 。 ア ッ ラ ー OE RE ES 
は 強大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 - 
40.、 る れ ど 、 悪 事 を 行え る も 、 後 に 悔 悟 し 改心 GAGA A Te 
する 者 に は 、 ア ッ ラ ー は 容赦 に 転 ぜ られ ん 。 0 
げに アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし 2 A 
ます 。 


あめ つ ち も の Ww 

1 流 は 天地 の 大 権 が アッ ラー の 所 有 な ぁ こ と 2 Ce GS 

を 知ら ぎる が ? ( 注 21) アッ ラー は 御 心 
で 定め ゆら れ た 悪 業 に 対す る 還 則 を うけ ね ば な ら な い の で ある 。 彼 等 が 悔 後 すれ ば 、 神 は 無論 、 散 きれ る が 、 教 
国 の 力 は 限ら れ て お り 、 そ こま で の 権限 は 調 し て いな い 。 し か し な が ら 政 治 犯 は 、 反 省 し を れ 以 上 の 反乱 行為 
回 K だ で C つ で お だ が ID 本 き ML9 
注 20 この 節 で 、 "盗み を する 女 ' と いう 表現 より 前 に "盗み や する 男 ' が 置か れ て いる の は 、 女性 より 男性 の 方 
が 盗み を 犯し や すい か ら で あ り 、24: 3 で 、 亡 淫 を 犯す 女 と いう 言葉 が 竜 注 す る 男 よ り 前 に 置か れ て いる の は 、 
交 淫 の 罪 が 男 よ り 女 の 場合 の 方 が 立 旗 し や すい か ら で あ る 。 こ の 各 節 の 配列 、 駐 その 言葉 の 配列 の 妙 か ら も ク 
と ン の 知 的 水準 の 高き が わか る の で ある 。 私 通 に 関し て 浮子 に 課せ られ る 福 は 厳し すぎ る 様 に も 思わ れる 

、 人 間 の 今 ま で の 経験 か ら 、 同 を 厳し て し て 、 も し を その 様 な 罪 を 犯 せ ば どの 様 な 日 に 会 うか 示せ ば 、 人 人 や し 
ed pei es の で ある 。 一 人 の 人 間 を 茂 し く 六 する 事 で 、 そ れ を みせ し め と し 、 回 
様 の 罪 を 犯す か も し れ な い 多 く の 男 達 を 救う 方 が 覧 上 明 な の で ある 。 身体 全体 を を こ な っ て し まう 事 な 《、 腐 け 
きっ た 四股 を 切断 で き る の は ば 名医 と いえ た る 。 イ スラ ム が 、 灯 神 的 に 貧し か っ た だ 時 代 に 、 定 め ら 6 られ た 罰則 が 人 人 の 
行動 を 規制 する も の と な る 為 、 実際 に 遂行 きれ 、 和 途 ぞ て 達 の 手 を 切断 する と いう 極め て まれ な 事 が 行なわ れ た 。 
会 日 に 訟 いて も 、 ク グル アー ン で 定め られ る 盗み へ の 還 が 効力 を 持っ て いる 旋 、 ア ラビ ア で は 科 盗 は 極 ゆ て まれ 
で ある 。 ま た 、 こ の 箇 で 使わ れ て いる アラ ビア 語 の 二 つ の 語 の 芯 味 は 、“ 彼 ら か ら 盗 力 を 取り 去る 、 或 は 、 
彼 6 が 盗む 事 を し な く な る と 考え られ る 実際 的 な 手段 を と る " と いう 事 を 表し て いる 。 この節 を 文字 通り の 副 
と 考え られ る 。 し か し し こう いっ た 最大 級 の 六 が 与え を られ る の は 極端 な 場合 の み で あり 、 そ れ 以 外 は 盗人 か ら 浴 
む サカ を 失 く すす 或いは 次 まな くき せる 実際 的 方 法 が 考え られ 、 よ り 杉 い 呈 晶 が あ て は め ら 6 れる 。 当然 の 事 な が ら 6 
還 を 与え る 場合 に は 、 あ ら ゆ る 面 か ら か ん が みた 状況 判断 が 下さ れる 。 神 学者 達 の 間 で 意見 の 相 興 が ある と い 
うぅ 事 は 、 と り も 赴き ず 、 罰 則 の 形態 や 軽重 に 関し て は 、 そ れ を 下す 裁判 宮 の 判 断 に 委ね られ る と いう 事 を 意味 
し て いる 。 
注 21 これ 6 ら に 類似 し た 表現 は 、 宇 宙 の 神 の 統治 が 任意 で あり 、 何 ら 法 的 シス チム に 基づい て いな いと いう 
事 を 意味 し て いる 訳 で は な い 。 こ れ ら の 表現 は 全て 、 神 こそ 宇宙 に 用 ける 最終 的 な 権威 で あり 、 神 の 言葉 が 法 
で あり 、 神 の 律令 に 対し て の 訴え や 償い な ど 存 在 し な いと いう 事 を 指摘 する 為 、 用 いら れ て いる の で ある 。 
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時 の る の "る の ョ クィ ン 0 タン 」 タ 。 ラ タン ン テン と 3 
の まま に 信 し 、 御 心 の まま に 薇 し 給 う 。 ア ッ GE doa? Eo A 2 


全能 に ま し ょ す 。 4 ン 


OS 


デ 


42. 使 徒 よ 、 競 いて 不信 心 に 奉る 者 ども に 心 を 人 < 2 ho 4°22 Cb 
痛め る な か れ 。 彼 等 は で は 、「 我 等 は 信 ず 」 ファク クト 和 6 人 
は 云う が 、 心 で は 信 ざ ざる な り 。 ま た ユダ ー 2 お 3 eat Sc i 
や 教徒 の 中 に は 、 好 ん で 虚言 に 耳 を 傾け 、( 注 922 レル っ レジ クタ タタ 
22) 流 の と ころ へ 寄り つか ぎる 者 ども の 言 * ぞ 9 I EG GN GE ws 
葉 に 廿 を 傾け る 者 あり 。 彼 等 は 勝手 に 経典 2 ys の) 

| 
の 字句 を 歪曲 し て 云う 、「 も し これ が お 前 RG 0 CC 


の チン la 


た ち に 与え られ た る も の な ら ば 、 す な わ ち DK dn (52 
受け よ 。 さ れ だ 与え られ た る も の に 非 ず ば 、 し 」 タン タン 
し まき 生 uw う | 


すなわち 避け よ 」 と 。 ア ッ ラ テー が 試 き ん と R88 0 
する 者 あら ば 、 波 と て アッ ラー に 抗 し て そ 2 2 
の 者 の た め に 何事 を も し 得 ぎ る べし 。 こ れ TN ES 24 GS 


ク 


等 の 者 ども は 、 ア ッ ラ ー が を その 心 を 浄 む る a ラク イ ョ ッ タ ンタ メン る ro 
| al 
を 欲 せ ざる 者 な り 。 彼 等 は 現世 で 恥辱 を 受 CG Pei eS Ol dl 
け 、 来 世 で は 厳し い 懲 六 を 受け ん 。 の Ab と の 63 る の 3 
43. 役 等 は 好 ん て 虚偽 に 耳 を 傾け 、 禁 ぜ ら れ た だ た ン 3 5 と 2 る CC 
ルコ SES 
る も の を むき ぼり 食らう 。 も し 彼 等 が 裁定 
を 求め て 液 の と ころ へ 来 な ば 、 裁 いて や る 53 2 gs 
ポ CN UA C EE te 


か 役 等 か ら 顔 を 転じ て 了 脇 を 向け 。 た と ぃ 流 。 ny 
が 彼 等 か ら 顔 を を むけ る と も 、 彼 等 は 流 を 6 EE a 
害する 能 わ ず 。 ま た 朋 く な ら 、 公 正 に 数 く の 1 に ッッ ウン 
べ で し 。 げ に アッ ラー は 公正 な る 者 を 愛し 給 OR od 52606.2500 46 
2.。 
トー ラ ンタ 。 た タタ ン ea 3 
44, る きれ ど アッ ラー の 判決 を 載せ た る 徹 法 を す dN 2 Us Cg 
で に 持つ 彼 等 が 、 如 何 に し て 液 を 裁判 者 1] i タク ン ン タ ! 
の ン EE 54 5 ア 
な すべ き や ? し か る に 役 等 は 律 法 を 無視 し IAG 3 3 
て 背 き 去る &。 げ に 彼 等 は 信徒 に 非 ず 。 “3, $b 
第 七 項 ウタ) 
45。 げ に われ ら は 、 滴 導 と 光明 と を 内 倫 す る tC に | 7 
律 法 を 隆 し た り 。 , わ れれ ら に 帰依 せる 頂 言 者 2 
た ち は 、( 注 23) 之 に 拠っ て 、 望 職 者 た ちや CA DAG OR 3 の 
注 22 この 表現 は Q) 彼 ら は 嘘 を つく 為 に 耳 を 叙 ける 、(2) 彼 ら は 他 の 者 達 が 型 な る 大 言 者 に 関し て いう 貴 を 真 
実 と し て 受け 入れ る の 意味 を 持つ 。 
注 23 3 童 80 第 参照 
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ww 


律 法学 者 が な せる 如く ユダ ヤマ ヤ 教 徒 を 裁き た ウレ ン の し 
り 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は アッ ラー の 経典 Ss nS (CN 


7 託 守護 ” A タイ es る な スプ スン 

0 ath 
菜 こ わ se イイ Gt に ] 2 タ ど 2 る 

ti 前 し て わずか な 代価 で 欄 光 を 売 売る な 3 ES SS 


か れ 。 テッ ラー が 降 し 給 た える も の に 拠 6 ず ンタ タ 【 0 タタ ン イン 
し て ( 注 24) 閉 判 する 者 F も 、 こ れ 等 の 者 OL Re id 
は 皆 不 信心 者 な り 。 
ポー a 2 いい の ゲイ リマ し 2。 2 2 
46. われ ら は 律 法 の 中 で 、 か く 規 定 せり 。 生 合 RS Sk 


に は 生命 を 、 上 量 に は 日 を 、 邊 に は 上 鼻 を 、 耳 fy タタ タレ 2 の 2/ フッ 2 

に は 芽 を 、 歯 に は 二 を 、 そ の 外 受 けた 傷害 325 6 3 35 a 

に 同じ ょ うな 報復 を 。 され ど 報 復 の 権利 を ンタ ダー と る ンス 2 ンー ン ラ 7 タタ MO 
1 

放 業 する 者 は 、 ( 注 25) 己 が 罪 の 償い と な る HSNa) os aS Cans G3 

し 。 アデ ムネ ー A NEC 0 

し て 裁く 者 、 こ れ 等 ! 幽 不義 な す 徒 輩 な り 。 


1 タタ 
OE 
47. われ ら は 役 等 の 跡 を 踏 ませ t マ リッ ゲ の ず イ クッ ルレ ワリ ング タブ クレ ーー クラ 5 人 k ルク (225 る スン 
ts 1 ( ‘AS 
エス を 人 造 わし 、 そ れ 以前 に 律 法 の 中 に が CAC エン アン リア 
ク 2 イル と 1 る 2 アン レン ウン 
せる も の を 実証 せり 。 また われ ら は 、 鈴 導 ds a do 
光明 と を 内 含 する 福音 圭 : を イエ ス に 拉 け 
3 15 レ う ア フン タン レロ クレ タン 、 め る ン 必 カ 
た り 。 を は 以前 に 律 法 の 中 に 芯 示 せる も の dM Bs に a GS 
の 実証 で あり 、 宰 を 異 れる 者 へ 笑 導 で あり ラル レッ る 22。 名 レー ラン プン 多 タ ン 
且つ 警告 な 。 ON Miso SUA 
の 9 


48, NE し て 、 ア ッ ラ ー が その 中 9 クシ ンー っ 6 SN シレ 
族 示 せる も の に 拠り て 裁き 事 を な さ し め FSA GI AA る 


し 9! ン ア レ ど 
何人 で あれ アッ テー が 啓示 せる も の に OR 2 5 MHC の 
拠 ら ず し て 裁き 事 を な す 者 は 、 邪 悪 の 徒 輩 cc - 
な り 。 


3 な ょ - 青 > 車 を 示 MD ョ ンタ ョ グン ? 1 の 155| 。 
49、 わ れ ら が 液 に 真理 か ら 成 る 経典 を 啓示 せる ou IN a と ゆう 
は 、 そ 届 以 前 に 啓示 せる 経典 を 実証 し 、 そ 
注 24 この 人 節 に 諸 い て 、 グ ルアー ン は 頂 節 で 述べ られ だ ユダ ヤ 人 に 対す る 非難 を 再び 持ち 出し て いる 。 好 ち 
モー で 以後 の 神 の 頂 言 者 で すら 、 ト ラー に 従っ て 開く よう 命ぜ られ て いる の に 、 誰 か 一 体 、 ト ラー に 依ら ず 、 
基 く 事 が 出来 る を いう の で あろ うか と の 意味 で ある 。 











注 25 出 エ テ ジ プ ト 記 21:23 一 25、 及 び レ ビ 記 24 : 1921 を 参照 の 事 。 ま た “これ を 自ら 抹 権 する 者 達 " と 
いう 言葉 が 、 キ リス メト 数 使 が 多大 に 自慢 する 許し に つい て の 教え が 、 福 音 演 に し か 述べ られ て は いな いと いう 
の は 事実 で びな いと いう 立証 し な る 。 ま な だ モー ゼ の 教え は 、 イ エス の 許し ょ 無 抵抗 に 主眼 を 置く 教え に 対し 報復 
に 主眼 を いて は いる も の の 、 救 し は 、 モ ー で の 教え の 一 部 を 形成 し て いる 。 
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第 五 章 アル ・ マ ー エ ダ 





の 守護 者 た らし ゅ ん が だ た め な り 。( 注 26) き の 2 の 2 Git 0 A sz 
れ ば アッ ラー が 啓示 せる も の に 拠り て 彼 等 SS に 
の 間 を 裁く べし 。 彼 等 の 邪悪 な 性 癖 に 従い 、 2 eC 2 おり? 53 冶 
流 に 賜 わ れ る 真理 に 背く な か れ 。 われ ら は 9 を 
= > 0 i ァ ン っ を 2 し 
お 前 た ちの それ ぞ れ に 、 明 白 な る 宗教 上 の a a de A la 
控 と 俗 事 に な ける 有明 路 と を 定め だ り 。 も し 移す 86 っ 〇 くる ン る の 
アッ ラー が 欲し た り せ ば 、 お 前 た ち を 一 つ AM Ev SS dl 
の 集団 に な し 得 た り 。 ぉ きれ ど ア ッ ラ ー は お A ジラ A 
as | で つっ xs 
前 た ち を 、 お 前 た ち に 投 け 葛 え か も の で 試 と ai) . 
めき ん と す 。 さ きれ ば 与 に 普 行 を 競う べし 。 Os 
いずれ お 前 た ち は 皆 アッ ラー の 許 へ 帰り 行 
か ん 。 を の 時 アッ ラー は 、 ち 前 た ち が 和 争 え 
る と を 教え ん 。 
人 ッ ラ 衣 示 $ ィ ク ジ 2 る 2 アン 9 407 を いら 2 7 72 
ET が 啓示 せる も の に 拠り て 、 の 1 内 1 ン テ と の の 1 
彼 等 の 間 を 裁く べし 。 彼 等 の 邪悪 な 性 獲 に の 0 
フル た a = だ さる ルー 1 ン 。 う ? 4 ォ ン ラグ ^ 
従う な か れ 。 アッラー が 波 に 万 示せ る も の AC dD RR 
て 液 を 問わ きん と する 彼 等 に 用 心 せよ 。 る ーッ ン ラダ ノラ 中 ルル $9 NA OE 
れ と 彼 等 が 痛 き 寺 ら ば 、 を は アッ ラー が 彼 の 2 A OO el ol 


hn 


等 の 犯 せ し きま ざま な る 蛋 故 に 、 彼 等 を 一 ンタ 1 “wu し 1 くぅ FP4 
明 せ ん と する こと を 知れ 。 げ に 多く の 人 間 の I の うみ 93 
は 不 従順 な り 。 
51. 彼 等 は 無明 時 代 の ( 注 27) 裁判 を 求む る タフ フッ ン ン シュタ ジョ < ン ン (6 
鐘 | 
きれ ご 信仰 的 き 人 々 に と り て 、 ア ッ ラ ー に OA RS REI 
2 年 29 2 
勝る 裁判 舎 だ が あり 得る か ? OO We4 
策 入 項 
52. 液 等 信徒 な ちょ 、 ユ ダマ ヤ 教 徒 や キリ スト 教 る レノ ダン ター の 作る ン タタ キレ っ A 
| ts > bd lal Au 
徒 を 友 に と する な か れ 。 ( 注 28) 彼 等 は 互 に 友 Ge っ 6 5 3 el I 


人 な り 。 ( 注 29) お 前 た ちの 中 で 彼 等 と 仲良 56 K ON 


注 26 ここ で は クル アー ン と は 、 そ れ に 先立つ 経典 を 保護 する も の と し て 語ら れ て いる 。 双 それ は 、 ク ルアー 
ン は 不滅 で ある ぉ の と し て 語ら れ て いる 。 そ し て 水 達 の 価値 を 有する も の 全て を 包括 する 。、 永 速 で は な く (人類 
の 必 款 に か な わ ぬ も 8 の は 全く 合 ま 和 れ て いな いと いう 意味 に 於 いて 、 そ し て 、 不 正 な 変更 が な きれ ず 、 神 の 御 加 

護 が ある と いう 意味 に 訟 いて 、 コ ー ラ ン は 今 まで に 存在 し た 経典 を 保護 する 存在 上 呼ば れる の で ある 。 

注 27 無明 時 代 一 則 ち 神 の 啓示 の 下っ て いな い イ スラ ム 以 前 の 事 

注 28.、 この 節 は ユダ ヤ 人 や キリ スト 教徒 、 を し て 信仰 を 持た ぬ 者 達 へ の 公正 な 、 或 い は 慈悲 深い 扱い を 禁じ 
た り 抑 制 し た りす る 旭 に 述べ られ て いる の で は な い 。 ここ で 取り あげ て いる の は 、 イ スラ ム と 戦闘 状態 に ある 、 
を し て いつ も イス ラム に 対し 、 わ な を 仕 殖 け て くる ユダ ヤ 人 或いは キリ スト 雪 徒 に つい て で ある 。 


注 29 ユダヤ 人 と キリ スト 教徒 は 、 お 互い の 相 異 を 忘れ 、 イ スラ ム に 敵対 する 時 に は 、 従 党 を 組む 。 可 な る 
傾 寺 者 が “全て の 不信 仰 は 、 一 つの 共同 体 を 形成 する "と 言っ た 事 は 真 に 真実 で ある 。 即ち 信仰 を 持た 只 者 は 
全て 、 た と え 互 い に 瑞 意 を 抱い て いて も 、 イ スラ ム 教 徒 に 対抗 する 時 に は 、 仲 問 と し て 行動 する の で ある 。 
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54. 
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56, 


くす る 者 あら ば 、 その 者 は 同類 な り 。 アッ 
ラ ラー は 不義 の 徒 圧 を 活か ず 。 

決 ! ょ 、 心 に 病 あ る 者 が 彼 等 の と ころ へ 走り 
行き て 、「 我 等 は 災難 に 遺 い は せ ぬ か と 恐 
る 」 と 云う を 見 ん 。 こ と に よる と 、 ア ッ ラ ー 
は 御 自 6 勝利 か 、( 注 30) き も ぉ な くば 何 か 結 
果 を も だ た だら さん 。 を その 時 彼 等 は 、 胸 中 に 秘 
め だ た る こ と に つい て 後悔 すべ し 。 


証し て 信ずる 者 は 云わ ん 、「 こ れ 等 の 者 は 、 
お 前 た ち に 協力 する と アッ ラー に か け て 厳 
か に 遂 い た る 徒 募 な る か ? ] と 。 彼 等 の 所 
業 は 無 に 帰し 、 失 敗者 と な れ り 5。 


. 汐 等 信徒 な ちよ 、 お 前 た ちの うち も し を その 


教え に 背く て 者 あら ば 、 ア ッ ラ ー は を その 者 の 
か (Ge アツ ジー を 愛し 、 ア ッ ラ ー に 愛さ き 
れる 民 を 興す べし し 。( 注 31) 彼 等 は 、 信 徒 に 
は 謙虚 で 心 優し く 、 不 信心 者 に は 意志 堅固 
な り 。 彼 等 は アッ ラー の 道 の た だ ため に 奮闘 災 
力 し 、 非 難 者 の 非難 を 恐れ ざる べし 。 こ は 
a の 皿 恵 な り 。 ア ッ ラ ー は それ を 
件 心 に か な う 者 に 与え 給 う 。 アッラー は 恵 
みみ 控 く 、 す べ て を 知り 給 う 3。 

お 前 だ ちの 友 と は 、 デ アッ ラー と その 使徒 、 
並び に 礼拝 を 遵守 し 、 定 め の 喜 捨 を 納め 、 
だ だ 神 の み を 崇拝 する 信徒 た ちな り 。 


. アッ ラー と を の 使徒 、 並 びに 信徒 を 友 と す 


る 基 、 こ うい う ア デッラ ー の 一 党 こ る そ 勝利 を 
保証 る れん 。 
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注 30 


ここ て 信 べ られ て いる 勝利 と は 、 メ ッ カ の 陥落 の こと 、 又 は 一 般 的 な 勝利 の どちら に も 理解 で きる 。 


勝利 の 後に 来る 出来 事 と は 、 明 ら か に 勝利 以 !- の 何 か を 指す 。 そ を それは アラ ビア 半島 全体 及び アラ ビア 半島 に あ 
る 組織 が イス ラム に 入信 する こと を 指す 様 に 考え られ る 


注 31 
は 、 


その 宗教 は 、 絶 を だ 上 考 を ね ば な ら な い 。 
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ある 款 教 (信仰 ) の 信者 数 が 、 何 ら 5 回復 の 見 込み の 立た な いま ま 、 着 実に 、 


持 統 的 に 減少 する 場合 に 


紫 也 癌 デル ・ マ ー エ 婦 
第 九 殴 
58。 液 等 信徒 た ちよ 、 お 前 た ちょ り 以 前 に 経典 示 MSAUUNGSSNIKOTOAIIVOI 
を 授け られ な が ら 、 お 前 た ちの 宗教 を 咽 弄 0 0 
突 賜 する 従 回 や 不信 心 者 ども を 友 と する な EE 0 
か れ 。 ( 注 32) お 前 た 京介 アッ 
ラー を 景 れ よ 。 OI 5 NS AM 


ュー すう ュー よ 8 に の 3 レラ タタ s し レン 
59. お 前 た ち が 礼 拝 に 和信 を 喚 ぶ 時 、 彼 等 は それ 0 a Cao BL SS 
を 喘 弄 笑 馬 す 。 そ は 役 等 が 思 庶 な き 民 な る 。 2 
、 アン a a う 
が 夏 な り 。 ES 5 


60. な え 、「 経 典 の 民 よ 、 お 前 た ち が 我 等 を 非 台 = スタン セン 2 E の 科 な 
Nie or CE EA 8 
る きれ た る も の と 、 そ れ 以 前 に 降 さ きれ た る も AA 
の と を 信ずる が 故 な る か ? それ と も 、 お 前 
た ちの 大 部 分 の 者 が 神 に 対し 奉り 不 従順 な 
る が 故 な る か ?1 と 。 


rs 9 


61. 云え 、 | お 前 だ ち に これ よ り 更 に 悪い アッ クア ba ノッ グフ 5 タ ン の 2 GL 
2 の 地 て 2 も あの 2 旋 Sle s 
ラー の 報奨 を 教え よう か ? 彼 等 は アッ ラー 2 


ノッ 2 人 | ププ ノ $2 イノ レン タン ン グン 
に 呪 われ 、 を の 交 り を 被り 、 導 や 豚 に され CE PU | 


た る 者 、( 注 33) 並 びに 邪神 を 掌 拝 する 徒 理 I sg 6 4 と 
な り 。 こ れ 等 の 者 どる は 最 環 な 境 財 に あり 、 SUbaor ol3662 ly 
正しい 道 よ り は る か 憶 く へ 迷い 出 た 者 ども 

写り | と 。 


62, 彼 等 は お 前 た ちの と ころ へ 来れ ば 、「 我 等 は Se 2 クノ タン レック Cr 3 ブフ ェ ンタ ンー 22[/ 1 
NG | RA ME に 3 
信 ず 」 と 去 う 。( 注 34) きれ ど 役 等 は 無 信仰 デポ ON 5 

を 抱い て 入り た れ ば 、 去 る と きも 無 信仰 の CC A A CA LEN 

まま な り 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 隠す も の を 熱 

知 し 給 う 。 








注 32 5 : 52 で は 、 信仰 を 持た ね 省 の 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 敵意 に みち た 好戦 的 な 越 度 の 故に 、 彼 等 と 変 
友 関 係 を 、 結 ぶ 事 が 禁じ られ て いる 。 こ こ で は 、 を の 戒律 に 関す る 理由 が 述べ られ て いる が 、 こ れ は 、 イ スラ 
ゥ ム 教徒 が 彼ら と 友好 的 な 取り 引き を し た り 、 療 を 施し た り 親 切な 応対 を する 事 を 禁じ る も る の で は な い 。 


注 33 ここ で は ' 猿 "や ' 豚 ' は 比 只 的 な 意味 で 使わ れ て いる 。 特定 の 動物 に は 、 一 定 の 特徴 が あり 、 そ の 特徴 は 、 
それ を 有する 特定 の 動物 を 明示 し な い 限 り 、 充 分 に 説明 で きる も の で は な い 。 猿 は 物真似 を 得意 と し 、 了 膝 は 、 
不 河 き 、 恥知らず な 行為 、 そ し て その 患 か る に 特徴 が ある 。 邪神 を 拝む 者 "と いう 表現 で は 、' 猿 ' や ' 月 よい う 言 
葉 が 、 比 只 的 に 用 いら れ て いる 。 2 章 66 委 参 照 の 事 。 


注 34 ュ ユダ ヤ 人 は 偽善 的 に 、 我 は 信 ず 、 と いう 語句 を つぶ や くだ け で 、 単 に 信者 の ふり を し 、 実 際 に は 、 そ を 
の 本 当 の 意義 を 理解 し た り 気 づい だ り は し て いな い の で ある 。 決 節 も 参照 の 事 。 
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63、 液 は 、 彼 等 の 多く が 争っ て 骨 悪 と 背 逆 に 非 


64. 


66、 


67. 


NU 
に 役 等 の 行為 は 邪悪 な り 。 


タラ ゼ 
何故 に 聖職 者 た ちや 和 神 法学 者 は 、 彼 等 が 庶 
偽 を 口 に し 、 禁 ぜ ら れ だ た る も の を 食す る を 
希 ぜ ざる か ? げに 彼 等 の な せる こと は 邪魔 
2 か 


・「 ア ッ ラ ー の 手 は 縛ら れ て いる な り 」 と ユダ 


ヤ 教 徒 は 云う 。 彼 等 の 手 こ そ 縛ら れ 、 面 し 
て その 云え る こ と の だ め に 彼 等 こそ 呪 わ れ 
る べし 。 鍼 らち ず 、 ア ッ ラ ー の 両手 は 大 きく 
開か れ て いる な り 。 ( 注 35) テ アッラー は 御 心 
の まま に 施し 給 う 。 主 が 液 に 降 し 賜わり た 
る も の は 、 彼 等 の 多く に 反抗 と 不信 心 と を 
増大 せ し む で し 。 証し て われ ら が 彼 等 * の 間 
に 投 ぜ し 敵意 と 憎悪 し は 、 復 活 の 日 まで 続 
NAS けん と し 

( 注 36) その 度 に アッ ラー は それ を 消 
OO 
ほ 努 ゆ 。 き れ ど アッ ラー は 騒乱 者 を 好ま ず 。 


きれ と 経典 の 民 が 本 当 に 信仰 し 、 義 し い 者 
な ら ば 、 わ れ ら は 役 等 の 罪 障 を 消 減 し 、 必 
ず や 至福 の 楽園 へ 入ら し めん 。 


も し 彼 等 が 、 律 法 と 福音 並び に 主 が 降 し 賜 
わり た る も の を 遵守 する な ら ば 、 頭 上 か ら 
も 、 脚 下 か やら も 必ず 美味 いも の を 賜 わ ら ん 。 

( 注 37) 彼 等 の うち に も 節度 を わき まえ た 

る 者 あり 。 き れ ど その 多く の 者 の な せる こ 
ほ は 、 邪 悪 な り 。 





注 35 
る 。 神 の 両手 は 大 きく て ひろげ ら れ て お り 、 
ヤ 人 の ご 


注 36 


と し 2 うー 。 ン ラ 2 タテ クノ タッ 7 > ュ ン ン 
so OR 2 の) 
ラン ッ ン イア ET 
® RE 8 
2 る タプ レッ ズ 9 の の 12 ファ の 
YR A I 


Lr ン ち ノ ^ 
OT BCC TT EN Lbs 


ッ ン 2329 さ ー タン の | 


SKIUU220 0 ic 
HOT 人 II スロ 
62 AG OA 多 5 
RON 
と CE ED 
GG 0 
SE 

ッ タッ ン A EA 1 als 


ロン タタ 1 テン 2 アノ 


DE 2 を らら に っ po 
放し 2085595 8 2 
CE I II 32 る 8 
02 と Suu A RS 


と * ノ 
@9 多 る し 





手 は 祝福 と 仁愛 を 与え る 手段 と し 


う 慢 きる を 前 する 人為 、 る し 出 き れ て いる の で ある 。 


ここ で は 、 ユ ダ ヤ 人 達 の 、 イ スラ ム に 対し て の 彼ら 自身 の 憎しみ に 満ち た 活動 の み で な く 、 ア 





て 、 又 、 犯 罪 者 を 捕らえ 、 前 する 為 の 力 と 権力 の 象徴 と し て 使わ れ 
片手 は 信じ る 者 に 多く の 物 を ちえ る 為 、 


メ 、 も うぅ 一 方 の 手 は 、 ユ ダ 


アグ ビア 


の 多神教 徒 (偶像 : 拝 者 ) 達 が イス ラム 教徒 に 対し 、 戦 い を し か ける 様 、 画 策 す る ユダ ヤ 人 の 企 て に つい て 言 
及 し て いる 。 


1 彼ら は 世俗 的 な 富 の 他 に 神 の 啓示 や 聖体 拝受 [いっ た 、 天 の 祝福 を も 受け る の で あろ う 。 ⑫) 彼 ら は 


注 37 
天 か ら 


の 時 を 得 た 慈 二 を や 受け る だ け で な て く 、 地 上 で も 、 


彼ら の 進歩 の 為 の 手段 を 与え られ る の で ある 。 
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第 十 項 
68、 使 徒 よ 、 主 より 啓示 る ふれ だ な る も の を 人 々 に る レル る っ 41 4 し タン タン 
伝達 せよ 。 泊 そ れ を な る ず ば 、 液 は 主 の 使 OS ES HE 3! し が 33 
命 を 果 た き ざる こと な り 。 ブ アッラー は 人 々 cl as GA dS 
か ら 液 を 護る さ べし 。 げ に アッ ラー は 信 ぜ ぎ ざ 9 
a i を イア アリ レレ まつ 
る 民 を 導 か ず 。 9 が Mo te 
ee P し 1 っ アン 5 イン を 4 
69. 云え 、「 経 典 の 民 よ 、( 注 38) 律 法 と 福 者 、 AS DA の EC 令 放 
並び に 主 が お 前 た ち に 降 し 賜 え る も の を 選 の 4 の 5 
守 せ ぬ 限 り 、 お 前 た ち は 立 つべ き 換 り 所 な REIAG 2 aos 
し 」 と 。 き れ ど 主 よ り 液 に 降 し 賜わり た る 2 
5 の は 、 彼 等 の 多く に 反抗 と 不信 心 と を 増 MI re 
大 せ し む べし 。 き れ ど 不信 心 者 ども の こと eS 計 レセ 
で 心 を 痛め る な か れ 。 SG ht 
70. げに 信ずる 人 々 、 ユダ ヤ 教 徒 、 チ サー ビ 教 徒 、 DO SS 
( 注 39) 並び に キリ スト 教徒 と を 問わ ず 、 隊 
誰 で あれ アッ ラー と 最後 の 日 を 信じ 、 若 行 SL 95 和 く 182 
を な す 者 に は 、 恐 怖 も 愛 え も な か る で し 。 ン メ フッ ン うり と レン 。 イン 
OE AY ge 
こども ちら 
71. Ds か つて イス ラ エ ル の 子孫 と NISO AR OS 
i CD SS 
nj» < イィ マ “ る る 
( 注 40) 造 わ せり 。 し か る に 使 千 が 彼 千 の のり 
欲 せ ざる も の を も だ ら す 度 に 、 彼 等 0 so 922 (2 4 
は 逐 を 嘘つき 呼ば わり し 、 或 い は 逐 を 殺 OE EI GS 
た り 。 
めく ら * F] ン 9 み る ンプ る 6 
72. 彼 等 は 六 せ られ ざる も の と 思い た れ ば 、 盲 A RAIN CRS > 
と な り 准 と な れ り 。 きれ ど ビア ッ ラ ー ・ は 彼 等 RN 2 2 
を 容 数 し 給え り 。 彼 等 の 多く は 再び t な 入る 02282251223163 0 
り 誤 と な れ り 。 アッラー は 彼 等 の 所 業 を 照 の 22 
牙 し 給 う 。 TOP 
注 38 2 4 で 、 ユ エ ユダヤ 人 と キリ スト 教徒 は 戸 い に 、 芋 互い に 関し て 何ら 独立 し て いな いと 言い 合っ て いる 
事 に つい て 非難 きれ て いる が 、 こ の 節 で は クル アー シン 自 身 が 経時 を 持つ 人 々 に つい て 、 全 くく 同一 の 表現 を し て 


いる 。 し か し この 回 一 表現 に は 、 
いな い が 、 当 節 で の 表現 は 、* 液 が トラ 





注 39 2 :63 を 参照 の 事 。 
注 40 この 意 と 5:13 を 比較 し て みる と 、 


の 使徒 に あたる と 考え られ る 。 


明らか な 相 異 が ある 。 何故 な ら 2・ 
ー を 距 守 し な けれ ば と いう 節 に よっ て EE 


:13 で “指導 者 達 リーダーズ)” と きれ て いる の は 、 


144 に 述べ られ た 内容 は 言 質 を 与え を ら 衝 て 
言 質 を 与え を られ て いる か ら 6 で ある 。 


この 立 
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73. 


74、 


75. 


76. 


1, 


注 紀 


注 42 


[アッラー は マリ ア の 子 、 救 世 主 な りほ 云 
う 者 ども 、 役 等 は まる し く 不 信心 者 な 9 。 
敷 世 王 自 身 云え り 、 イス ラ エ ル の 子 よ 、 
匠 が 主 で あり お 前 た ちの 主 な る テッ ラー を 
裳 め 泰 れ 」 と 。 ( 注 41) 何人 に せよ ょ ア ッ ラ ー 
に 他 神 を 配 す る 者 あら ば 、 アッ ラー は を その 
者 に 楽園 に 入る を 許 る きず 。 その 者 の 行き 先 
は 業火 な る べし 。 不義 な す 徒 斐 に は 如何 な 
る 救助 者 も な か る で し 。 

「 ア ッ ラ ー と は 三 位 の 一 つ な り 」] と 云う 者 ど 
も 、( 注 42) 彼 等 は まる し く 不 信心 者 な り 。 
唯一 の 神 の 外 に 神 な し 。 も し 彼 等 が を の 言 
葉 を 止め ず ば 、 彼 等 の うち 信 ぜ ざる 者 は 滅 
し い 罰 を 必ず 受け ん 。 


DD る し 
彼 等 は アッ ラー に 顔 を 向け 、 そ の 容 散 を な 
ぜ に 靖 わ ぎる か 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 慈 
款 灯 く まし ます の に ? ( 注 43) 


マリ ア の 子 救世 主 は 一 人 の 使徒 に 過ぎ ず 。 

彼 以 前 に も 幾多 の 使徒 あり て 近 け り 。 彼 の 
母 は 誠実 な る 女 な りき 。 母子 と も 常に 食事 
を 携 れ り 。 ( 注 44) わ れ ら は 彼 等 の だ た め に る 
まさ ざま な る 神 兆 を 明示 する も 、 見 よ 彼 等 は 
普 き : 法 る な り 。 

5 だ え 。 。「 お 前 だ ち は ア ッ ラ ー の 外 に 、 お 前 た 
ち に 老 も 役立た ざる も の を 拝む 気 か ・? 」 と 。 
すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 御方 、 る 
は アッ ラー な り 。( 注 45) 





イエ ス が 、 神 の み を 礼 捧 せ よ と 教え だ た と いう 事 は 、 
書か 6 は 明らか で ある (マタ イ 4 :10: 
待 の 教理 、 即ち 間欠 と 振子 上 碧 洛 が 全て の 面 で 共存 し 同等 の 存在 で あり 、 
、 あ の 神秘 向 で 難解 な 教 閉 に つい 


ルカ 4 8)}。 


この 節 で は 三 位 -- 


わき さっ て 一 つの 神 を 形成 する が 各々 独立 し て いる と いう 


の 三位一体 の 教義 に 、 は っ きり よし た 形 を 与え た の は 、 
注 43 
注 44 
あら ゆる 面 に 診 い て 、 他 の 神 の 向い 達 に 劣っ て いる 。⑫) 彼 は 女性 か ら 生 まれ た 、 


ニュ ケア 公 


EU RA A 
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CS 


と ん 2 タン ン ン タン 2 の 2 


EO 
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の ョ ンダ ラグ EC ュ ク 6 
OE 
クン GI IZ, 1 I プッ クタ グッ アン や タ 
So NARI SS oi 


タデ アー ディ 
EE 


EA が 1 





現在 で は ゆがめ られ だ な だ 形 上 よ な っ て は いて も 、 福 音 


つが 合 
て 語ら れ て いる 。 こ 
会 議 と 特に アテ ネ 人 人 信条 で あっ た 。 


人 人 間 の 救済 の 為 に は 、 何 ら 身 代わ り と な る 犠牲 は 必要 で は な い 。 
この 節 で は 、 色 々 言わ れ て いる イエ ス の 神 性 に つい て 数 々 の 論 論 が 進め られ て いる 。 即ち (1) イ エス は 


(3) 他 の 人 間 同 様 、 彼 は 衣 え と 


湯 き の 自然 の 控 に 従わ ぎる を 得 ず 、 を それ に 続い て 起こ る 現象 を 蜂 す る の を 免 か 和 れ えな か っ だ 。 
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78、 云 を 、 「 経 典 の 民 よ 、 不正 に お 前 た ちの 教え 


79 


80, 


81. 


82, 


83, 


84 


注 45 


注 46 


の 邊 を 越え る な か れ 。 ま た 、 以 前 に 道 を 踏 
み 迷 いて 多く の 人 々 を 迷わ せ 、 自ら も 正道 
を 踏み は ず せ る 者 ども の 悪 交 に 従う な か 
れ ] と 。 

「 第 十 一 項 


こども ら か から 
. イ スラ エル の 子 控 の うち で 信 ぜ ぎる 徒 斐 は 、 


ダダ ビデ や マリ アテ の 子 イ エス の 舌 に て 呪 わ れ 
だ り 。 を そ は 彼 等 が 従わ ず 、 常 に 探 を 破れ る 
が 故 な り 。 


彼 等 は 犯 せ し 不正 を 互 に 抑止 し ぎり き 。 彼 
等 の な せる こと は 大 悪 な り 。 ( 注 46) 


波 は 、 彼 等 の 多く の 者 が 不信 心 者 を 友 と す 
る を 見 ん 。 彼 等 が 己 れ の だ め に 先 に 送る も 
の は 災い な り 。 アッラー は 彼 等 に 立腹 す 。 
彼 等 は 永 画 の 罪 の 中 に と ど ま ら ん 。 


彼 等 も 5 し アッ ラー を 信じ 、 預 言 者 と その 啓 
示 る れ だ た る も の を 信じ な ば 、 友 と し て か か 
る 者 ども を 選び は せ ざ りき 。 され ど 彼 等 の 
多く は 罪人 な り 。 

流 は 、 人 々 の 中 で 最も 激しく 信徒 を 敵 祝 す 
る 者 が 、 ユ ダマ や ヤ 教徒 と 多神教 徒 な る を 知る 
べし 。 ま た だ 液 は 、「 我 等 は キリ スト 教徒 な 5」 
と 云う 者 が 、 信 徒 と 友情 最 ぅ 親近 な る を 知 
る で し 。 を そ は 彼 等 の 中 に は 多く の 学者 や ゃ 修 
道士 が いて 、 人 慢 な 心 を 持た だ ざる が 故 な り 。 


彼 等 は この 使徒 に 啓示 ふれ だ る も の を 聞く 


と 、 真理 を 認め 、 を の 目 に 涙 を 満た す 。( 注 
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イエ ス は 誰 に 対し て も 何 の 善 悪 を な す 力 を 持た な な か っ だ な だ 。 彼 は 祈り を 半 く 事 も で きず , 入間 の 必要 を 
詳し 知る 事 が で きぬ 為 、 彼 ら の 心 を 満た し て や る 事 が で き な か っ た 。 これら が 可能 で ある と いう 特権 こそ を 、 
神 性 を 持つ 全て の 存在 の 特権 な の で ある 。 
神 の 怒り を 最も 強く 杜 っ た ユダ ヤ 人 の 罪 の 一 つ は 、 ユダ ヤ 人 の 聞 で 、 ひ ん ば ん に 行なわ ゎ われ て いな だ 悪 習 
を 王 い に 禁じ ょ よう と し な か っ た 応 で ある 。 


送 
二 


と ょ 
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86, 
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90、 


注 47 


47) 役 等 は 均 う 、「 主 ょ 、 我 等 は 信じ に 素 る 。 
され ば 我 等 を 証人 の うち に 書き 添え 給え ぇ 。 


ぼう し て 我 等 は アッ ラー と 、 我 等 に 降 し 肥 
わり た る 真理 を 信 ぜ ず に いら れ よ ょ よう か? 市 
し て また 主 が 我 等 を 義 し い 人 々 の 中 に 入れ 
給 わ ん こと を 希求 せ ず に は いら れ よ う 
か て | と 


きれ ば アッ ラー は 彼 等 の 祈り に 応え 、 河 川 
流れ る 楽園 や も っ て 賞 し 給 えり 。 彼 等 は 


水 久 に その な か に 住ま ん 。 そ は 善 事 を 行う 
者 へ の 報奨 な 5。 
OTN ON 
否 せ る 者 ど 5、 彼 等 は みな 地 狼 の 住人 な り 。 
a 
次 等 信徒 た ちょ よ 、 アッ ラ 
せる 佳 い 食物 を 禁制 た する 


ー が お 前 たち に 許 
な か れ 。 ま た 控 


に 違 犯 する な か れ 。 ア ッ ラ ー は 遅 犯 者 を 好 
まず 。 
アッ ラー が お 前 だ ち に 許 し を 与え だ る 住い 


も の を 食 せ よ 。 証し て お 前 た も が 信ずる 
アッ ラー を 嘩 れ よ 。 


アッ ラー は ち お前 た ちの 琶 約 に お ける 空しい 
言葉 に 対し て 、( 注 48) お 前 た だ ち を 益 め ざる 
べし 。 る きれ ば ど 本 式 に 誓約 し な が ら そ れ を 破 
ら ば 、 お 前 だ ち を 符 『 め る で し 。 か か る 場合 
の 罪 の 購 い は 、 お 前 だ た ち が 家 族 を 養う 普段 
の 食物 を 十 人 の 質 者 に 供する か 、 彼 等 に 衣 
服 を 支給 する か 、 或 い は 一 人 の 奴隷 を 解放 
する こと な り 。 き れ ど 、 そ の 資力 な き 場 合 
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この 節 は 特に ナジ ャ シン シ に も あて は まる と いえ る 。 聖 な る 預言 者 の 従兄 で あり アビ シニア の イス ラム ふ 教 


徒 の 亡 信者 達 の 代表 で あっ だ ジャ ファ ル が 19 章 (マリ ア 


目 に 明らか な 程 、 感 動 を うけ 、 
自身 が イエ ス に つい て 信じ て いた と お り の 事 で あり 、 


で ある 。 


注 4 


イス ラム の 律 法 に 
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ム ) の 最初 の 節 
邊 の ほお を 伝っ て 涙 が こぼれ 沙 ち 、 情 
それ 以上 に は 小枝 一 本 分 きえ も 考え ん な か っ だ と 述べ だ の 


も ナジ ャ シ に 読み か が け だ 時 、 彼 は 人 の 


感 に みち あふ れ た 声 で 、 そ れこ を そ 全く 彼 


反する 誓い は 、 た だ の 無益 な 言 薦 に すぎ な い 。 


マー エダ 


f(s 


問 
=H 


時 


アル ・ マ ー エ ダ 





91, 


92. 


93, 


94. 


は 、 三 日 間断 食 せ よ 。 こ は 敬 約 を 破り し と 
き の 購 いな り 。 己 が 喜 約 を 守れ 。 . か く の 若 
く 〈 く アッ ラー が お 前 た ち に その 神 兆 を 説き 


す は 、 む お 前 ただちに 感謝 の 念 を 抱か し めん が 


だ め な り 。 


液 等 信徒 た ちょ 、 酒 、 賭博 、 偶 像 、 右 欠 は 
応 林 べき 理 悪 訂 の 仕業 な り 。 お 前 だ ち 栄 えん 
よ す る な ら こ れ 等 に 近寄る な か れ 。 


悪 諾 の 望み は た だ だ 、 酒 と 賭博 に よっ て ( 注 
49) ぉ 前 た ちの 間 に 敵 意 と 憎悪 と を 煽り 立 
て 、 ア ッ ラ ー を 忘れ きせ 、 礼 拝 を 捧 る を 妙 
げ る と ころ に あり 。 を それ で も お 前 た ち 、 こ 
れ 等 を 断ち 得 ざる か ? 

テッ ラー に 従い 、 使 徒 に 従い 、 神 し て 用 心 3 
せよ 。 た だ た とい お 前 たち が 共 き 示 あみ うと も 、 
わが 使徒 の 責務 は な だ 明 折 な 神託 を 伝え る 
に ある こと を 知れ 。 


信じ て 善 事 を 行 「 う 者 は 、 神 を 長 れ 、 信 じ て 
義 し いこ と を 行い 、 を の 上 に も 神 を 思 れ て 
信心 を 深め 、 ま だ その 上 に も 神 を 時 れ て 医 
事 を 行う か ぎり 、 の 食す る こと に 


( 注 50) を 
つい て 罪 な か る で し 。 デ アッ ラー は 善 事 を 行 
う 者 を 愛し 給 う 。 





注 49 
RE に 欠 。 


前 節 で 述べ だ た 四 つ の 事項 は 全て 、 何 ら か の 意味 で 嫌 忌 で ある と 記し た 後に 、 特 に を 2 る 、、 
て ある の か と いう 理由 を 付記 し て いる 
克 忌 だ る べき 理由 は 、 政治 的 、 社会 的 、 精 神 的 、 


何故 嫌 忌 


る 妨げ "と の 言葉 が 意味 する 様 に 、 


0 


注 30 
用 に 供する 為 作 られ た る 


この 節 か ら 


も の は 、 一 般 的 に 全 


だ た この節 で は 、 捕 神 的 発達 の 三 段 階 が 設定 され て いる 。 第 


行う 。 第 二 惨 階 で は 、 神 を 長 怖 し 信ずる も の の 、 
が まる で 自分 産 の 信仰 の 一 部 と な っ て くる 。 
を 日 の あたり に し て い 


この 反 


る か の 如く 、 


0 っ 


は 以下 の 二 つ の 晶 要 な 教理 が ひき だ され る 。 
て 純粋 で 清 常 で あり 、 才 
で 純粋 な 食物 は 、 人 の 道徳 的 発展 に 良い 影響 を 及ば し 、 不 沿 で 不純 な 食物 は 

ー 自 階 て 
受 階 で の 信者 の 信 爺 は あま り に も 強い 衝 、 父 行 を 行う 事 
そし て 第 三 の 胡 階 で は 、 信 者 は 神 を 胃 怖 し 、 
友 だ る 人 人 に 普 を 行う の で ある 。 
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“敵意 と 憎しみ 、 そ し て 、 神 も 合 じ 、 礼 畠 
っ 社 殺 孝和 地 
この 世の中 の も の で , 人 人 間 の 利益 と な り 利 


i られ て いる も の は 例外 に すぎ な い 。(2 清 浄 
その 反対 の 効果 が ある 。 そ し て ま 
“は 信者 は 神 を 異人 居 し 、 信 じ 、 そ し て 避 行 を 


まる で 実際 に 神 の 容 


I 


= 





党 五 太 アル ・ マ ー エ が 
第 十 三 項 
95. 湊 等 信徒 な ちよ 、 アッ ラー は 誰が 密か に ン * ち る A タク タレ リン ッ ツ 5 ェ レク る 
し el 
アッ ラー を 異 れ 敬う か を 知ら ん が た め に 、 2 BA sud ater ta 
お 前 た ちの 手 や 槍 に て 捕え ぇ し 獲物 に よっ 区 2 人 と a CS WO 
て 、 お 前 だ ち を 試す べし 。( 注 51) され ば は だ 
な と の ーー の の の グン キラ 5 ンコ ンタ ZZ ッ ン ? 
何人 に せよ 、 こ の 後 探 に 避 犯 する 者 は 、 厳 a Way GUSEN ges CU 
“シシ 


96. 


97, 


98, 


99. 


し い 罰 を 受 く べし 。 
液 等 信徒 た な ちょ 、 巡 礼 中 は 獲物 を 殺す な か 
れ 。 誰 で あれ 故意 に 獲物 を 殺せ る 者 は 、 そ 
の 償い と し て 、 お 前 た ちの うち 公正 な る 二 
名 の 者 の 判定 に 基き 、 そ の 殺せ る も の と 等 
し い 価 の 四 足 獣 を 聖 殿 に 捧げ 物 と し て 届け 
よ 。 ま た は 罪滅ぼし と し て 貧者 に 給食 を 施 
すか 、 そ れ に 相当 する 日 数 を 断食 せよ 、 己 
れ が な せる 報い を 味わう た め に 。 アッラー 
は 過ぎ た る こと は 赦し 給 う が 、 再び それ を 
線上 下さ き ば 、 そ の 違反 を 前 すべ し 。 ア ッ ラ ー 
は 僅 大 に し て 、 応 報 の 主 な 5。 


魚 獲 物 を ( 注 52) 食す る こと は 、 お 前 た ち 
や 旅人 の 食料 と し て 許 き 8 きれ て いる 。 さ きぬ ど 
巡礼 中 の 陸上 の 狩猟 は 禁 ぜ ら る 。 アッラー 
を 異 れ よ 、 い ずれ お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 許 
へ 召し 寄せ られ ん 。 
de は 万 大 の 探 護 と 向上 の た だめ に 、 神 
Sn 『 し が だ い 間 湯殿 を 作り 、 まだ 神聖 月 と 
供物 た と その 犠牲 に か ける 頸 輪 と を 定め た 
り 。 こ は お 前 だ ち に 、 ア ッ ラ ー が 天地 間 の 
一 切 の こと を 知り 、 世に 通 暁 し 給 うこ と を 
教え ん が だ め な り 。 


は 六 す る に 茂 し くも 、 ま だ 宮 大 で 


アッ ラー 
慈悲 深く まし ます こと を 知れ 。 





注 51 
の 節 で は 、 神 へ の 景 怖 を 示す 為 、 


狩猟 は 通常 は 、 人 か が :・ 


で られ る 戒律 へ の 導入 と も な っ て いる 。 


注 52 


ここ で の 獲物 は 海 び だ び け で な く 川 (小川) の 流れ 、 湖 、 池 等 に いる 


の の アニ タタ ラン ン と ッ ン タタ タン ンタ タン 1 ン s る 


っ er gil ua に な 9 rel cr 
REE 
NR A Rs de : も 
Ge A dE HT 
es GE i 22 


ちり 。 タレ の 2 


OG 1 だ 。 | こい 
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2 と CZ 2 レレ ンタ 6 RN 
ARTIC Re ES) 
S63 Gh Ky 
CAA A AA TD TP 
WII GA 2 知 
PIE を EAT 
の 2 あ 叙 
EG EN 25181bAMI 


Gr ムン 


⑯ ee 
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ア 


- 入 で お り 、 神 の 戒律 を 破る の を 見 る 者 が 誰 も いな い 密林 地帯 で 行わ れる 為 、 こ 
その 例 に 似つか わし い 狩 猟 に つい て 述べ られ て いる 。 又 この 節 は 、 


次 節 で 述 


も の を 含む 。 7 ・ 839 を 参照 の 事 。 
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第 上 章 6 テル ・ マ ー エ ダダ 


タ 


100. 使徒 の 務め は だ だ 神託 を 伝え 4 こと に あの sASA2 移る AD PAG 
り 。 アッラー は お 前 た ち が 外 に 表わす も の a " 
も 、 内 に 隠す も の も 知り 給 う 。 OES 


101. 云え 、「 た と ょ とい 悪 の 多き が 流 を 氷 か そう と EY a12 すい 
- 8 SS ER ON 
8、 悪 と 矢 と は 同 ド に 非 ず ] と 。 思 護 あ る CD | 
人 々 よ 、 ア ッ ラ ー た に 対し 内 り 己 が 務め を 志 i RS 4 
れ ま い ぞ 。 き すれ ば お 前 た ち 成 功 す べし 。 の 
者 ⑨ ら 史記 
102. 液 等 信徒 た ちよ 、 も し 知ら きれ な ば 却 っ が DDO 
て 苦悩 する が 如き こと に つい て 対 ね る な か PR CE 
れれ 。 ( 注 53) きれ ど クル アー ンカ 降 き れつ つ bt4 アト ン う ン 『 2 
わる と き 、 そ を それ を 間 わ ば 、 そ は お 前 た ち に SR Re KGS 
知ら る る べし 。 アッラー は この 事 を 落し 給 1 a 
ぅ う 。 な ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 1 
我慢 強く まし ます 故に 。 


‘se 


103. お 前 た も 以前 の 民 も この 事 に 関し て 訳 ね (eal 潜る 3 0 80 じ 5 
6 el ろう 49 で グ 5 a 
た り 。 さ れ ぼ それ が 内 で 、 彼 等 は 不信 心 者 

と な れ り 。( 注 54) OL 2 


104. アッ ラー は 、 バ ヒー ラ 、 サ ザー イベ ババ 、 ゾ ジー 居合 て ss 
ラ 並 びに ハー ミ な ど を 定め た る こと な し 。 2 oop 
きれ と 不信 心 著 ども が 、 ア デッラ ー に つい て isc a 2) NHS 
偽 5 を 提 造 す 。 彼 等 の 多く は 理解 し 得 な い と 


9 フトン タタ セ 5ー ン レル の 
者 ども な り 。 BENRI a 13 oe 


105. 役 等 に 向 て 、 「 ア デッラ ー が 落 示 せる も の £0 4 ンタ タタ イア スッ 。 
2 HEIC が 2 
並び に 使徒 の 許 へ 来れ ] と 云う と 、 役 等 は eS 
3 アア ダレ ン ウラ ク ン ンタ ゥ タン 
寺 う 、「 我 等 は 父祖 が 見 い だ せ る > 信 爺 で 充分 5 a Coo A A RN 
な り | と 。 な ん だ る こと ぞ 1 彼 等 の 父祖 は 
注 53 イス ラム の シャ リヤ ( 拒 律 ) の 基礎 は 三 つ か ら 6 成っ て いる 。 ロ ) ク ルアー ン で 具現 化 き れ た 戒律 (2) 型 な 
る 聞 店 者 の 実 濾 或 に は スン ナ 、 そ も し て (3) 悪 な る 預言 者 の 本 当 に 言っ た 言葉 の 中 の 命令 や 教訓 。 
これ ら の イス ラム の 戒律 の 三 つ の 源 が 、 信 間 の 全て の 根本 的 問題 を 処理 する が 、 よ り る る いな 細部 に 波 る 問 
題 は 、 神 より 与え を ら れ た 自分 自身 の 知力 と 能力 の 助け を か り て 上 記 の 三 つ の 輝く 〈 く 導き の 光明 の 中 で 解決 すべ 、 
本 人 の 恒 由 意志 に 委ね られ て いる の で ある 。 この節 で 言及 きれ て いる の は , きき いな 詳細 に 関す る 事柄 に 他 な 
ら 6 ない 。 


注 34 取る に 足ら ぬ 事 を 必要 も な い の に 根 掘 り 葉 掘 り 閉 いた り 、 そ れ ら に 不用 な 法 的 制裁 を 求め る の は 、 大 
体 に 訟 いて 質問 者 自身 の 損害 と な る 。 そう する 事 は 、 本 人 の 自由 深志 を 限定 し 、 判 断 に 足かせ を は め 、 不 必要 
で 厄介 な 法 的 処置 に 東 還 し て し まう 。 イ スラ エル 人 達 は モー ゼ ぜ に 、 と る に 足ら 史 不 必要 な 質問 を し だ 福 、 そ の 
結果 、 不 用 に 技工 末 節 に 厳し くし て し まい 、 基 本 で ある 神 の 十戒 すら も 守れ な く な り 、 そ れ を 破る 結果 を 招い 
て し まっ た だ (2 :109)。 
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[La 
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106. 


108. 


> れ . 


で 
上 


知識 を 持た だ ず 、 ま た 正しく 導 か れ ざ り し に 


非 ず や ? 

流 等 信徒 た ちょ 、 己 れ 自身 に 注意 せよ 。 
迷 記 の 徒 は 、 お 前 た ち も が 正しく 導 か れ な ば 、 
お 前 だ ち を 害 す る 能 わ ず 。 ( 注 55) お 前 た だ ち 
は いずれ 皆 ア ッ ラ ー に 帰着 す 。 そ の 時 アッ 

ラー は 、 お 前 た だ たち に その な せる こと を 人 告げ 
知ら せん 。 

I お 前 た ちの 誰か が 臨終 

し 道 言 状 を 作る と き は 、 お 前 た ちの 中 
i また 旅 
先 で 不 壮 に も 死に み ま わ れ た だ る 場合 は 、 お 
前 た ち 以 外 の 他 の 部 族 か ら 二 名 の 証人 を 立 
て よ 。 礼拝 の 後 彼 等 両 名 を 引き 止め 、 証 言 
する こと を 頼め 。 も し 芝 い あら ば 、 ア ッ ラ ー 
に か け て か (大 わし め よ 、「 我 等 は た と い 近 
親 の た だ ため ぬ な り と も 、 如 何 な る 価 に て も 証言 
を 売ら ず 。 ま だ アッ ラー の 証言 を 周 蔽 せ ず 。 
カー を その よう な 場合 は 、 我 等 は 罪人 た る べ 
| じ es 

きれ ど 、 二 人 の 旗 人 が 偽証 の 罪 を 犯 せ る 
こと 判明 せる 場合 は 、 先 の 二 人 の 証言 に 反 
対 せ る 者 の 中 か ら 、 域 も 真実 の 証言 する 
に ふる わし い 省 を 二名 選び 、 マシ に 代え ょ 。 
( 注 56) 男 し て 後者 の 両 証人 に 、 か いく 誓 わ 
せしめ よ 、「 我 等 の 証言 は 前 の 二 人 の 証言 さ 
り 確 か な る こと を 合う 。 ま た 救 等 は 如何 な る 
不正 も な し た だ た る こと な し 。 これ に つい て い 


真実 を 他 の 人 々 に 説く 事 だ けが 我々 に 課せ られ だ た 義務 で ある 。 も し 彼ら が 真実 を 受 


つわり あら ば 、 我 等 は 確か に 不義 者 な り 」 
zo 

注 55 

ょ いし 、 我 々 の 最 普 の 努力 に も か か わら ず 、 彼 ら が 、 


- 拒絶 し て も 、 何 ら 我 々 に 定 は 及ぼ き な い 。 い か な る 場合 


その 教義 に 妥協 を 


を 与え を て は な ら な い 。 


か ら で あ る 。 


注 56 


2 UM ら 誰 れ ょ うと し な い 時 、 


を 凍り の 2 ラ に 、 


アウ ラ ヤ ー ン と いう 語 は 最初 の 二 人 の 証人 の 事 を 表し 、 こ れ ら 6 二 人 の 証人 は 、 
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け 入 れれ ば それ で 
彼ら が 真実 
、 他 の 人 々 を 我々 の 考 ぇ 方 に 向 か せ よう と し て 、 

自分 達 自身 の 魂 を 亡 ぼ し て し まう 事 上 な る 


故人 の 死に 立 ち 会 い 、 


彼ら の 立ち 会 っ て いる 時 に 遺言 が 作成 きれ 、 財 産 を 相続 人 に 渡し て くれ る よう に と 委託 きれ た の で ある か ら 、 


真実 の 証言 を する の に より よい 立場 に ある と いえ る 。 他 ' の 二 入 の 証人 達 は 、 故 入 の 相 統 人 の 内 か ら 


き で ある 。 
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第 提議 


109. 


110. 


1i1. 


事実 に 則 し て 証言 きせ る に は 、 か くす る 
の が 最良 な り 。 き も な くば 彼 等 の 立証 が 後 
に 別 の 証言 に よっ て 圧 け られ る 座れ あり 。 
アッ ラー を 暴れ 、 耳 を 令 け ょ 。 ア ッ ラ ー は 
不 従 順 な 徒 器 を 導 か ず 

第 二 五 項 
アッラー が 使徒 た ち を 吾 喚 す る 日 、 ア ッ 


ラー は 彼 等 に 云う 、「 お 前 だ ち 如 何 な る 返答 


を 得 た か ? 」 と 。 使徒 た もち は 答え て 、 ( 注 57) 
云わ ん 、「 我 等 は 何 $ も わか ら ず 。 旨 和 れ て 見 え 
き ぎる も の を 知る 者 は 、 た だ 液 独 りな り ] と 。 
アッ ラー が か くく 均 わ ん その 日 を 思え を 。「 マ 
ア の 子 イ エス よ 、 液 と 液 の 母 に 垂れ だ る 
わし の 想 芳 を 思い 起 せ 。 わし は 回 守 に よっ 
て 液 を 強め た れ ば 、 流 せ 揺 を の 中 で も 、 ま 
た 成人 せ し 後 も 人 々 に 語り だ り 。 ( 注 58) わ 
し は 液 に 、 経典 と 知恵 と 律 計 と 福音 と を 教 
え ぇ だり 。 次 は まだ も わ もし の 許し に より て 流 で 
鳥 の 形 を 作り 、 之 に 息 を 吹き 込む と 、 そ は 
わし の 許し に より て 天 か ける 生き 物 と な れ 
り 。 ま だ ただ 液 は わし の 許し に より て ( 注 59) 
青 人 と 弘 者 を 癒し 、 死者 を 難 ら 6 し め た り 。 
きら に わし は 、 . 液 が 明らか な 神 兆 を 携え て 
イス ラ エ ル の 子 哲 を 訪ね し 時 湊 を 殺害 せ 
ん と せ し 彼 等 を 抑止 せり 。( 注 60) 彼 等 の うぅ 
ちの 不信 心 者 ば も は 云え り 、『 こ は 明らか に 
妖 術 な 9] 





注 57 
足し だ りす る こ 


預言 者 の 答え に よる と 、 神 の 次 問 の 日 的 は 、 彼 ら か ら 5 情報 や ひき 出し た り 、 
4 42 か ら も 骨 快 な よう に 、 


ょ と で は な く 、 


る 事 を 意味 し て いる 。 


注 58 


ゆり か ご の 中 か ら 語 りか ける と は 、 幼 見 期 に 、 


の こう いっ だ た 語り か け は 、 本 人 自身 が 賢明 で 信心 深く 、 


負う とこ ろ で ある 。 成人 に な っ て か ら 普 き 言 葉 を 語る こと は 、 
の 05 上 CS 役目 身 成 長 し 、 


注 59 


注 60 


ら 降 る る れ 助 けら れ た 。 
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es i Jo Gi i 
SAR GING oi 
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3 次) 


は 
ae 


神 自身 御存知 の 知識 を 補 
も だ 本 者 に 対し 証言 を 与え る こと で あ 


賢明 で 信心 楽 い 言葉 を 語る 事 を 意味 し て いる 。 イ エス 
、 イ エス を 堅く 信心 厚い 子供 に 育て た 坪 に 多大 に 


マリ ア が 信心 深い 氏 人 で あっ た 事 を が す だ け で 
最早 母親 の 直接 の 影響 を 受け な い 成 人 に な っ て 


言葉 を 語り か け だ の で ある 。 3 記 46 節 も 参照 の 事 。 


これ は 、 ユ ダ ヤ や 人達 が イエ ス を 十字 名 の 上 で 親 を うと し た 企 て を や る す 。 し か し 神 は イエ ス を 十字 架 か 


(の 





第 上 A 

112. を その 時 わし は 、 イ エス の 弟子 た ち を 激励 物 ? タ ンタ 、 の の タイン ョ ニコン ン 5 イタ ッ ン タン 2 し ン 

Gl ol ol dl oe 3 

せり 、「 わ し と 使徒 ほ を 信 ぜ よ 」 と 。 彼 等 は の 3 ミン ウー es 5 

云え り 、「 我 等 は 信 ず 。 きれ ば 汐 、 我 等 の 帰 Oo I a EE 
依 せ る こと の 証人 た だ たれ 」 と 。 

113. その 弟子 た ち が か てく 云え る 時 の こと を 思 eo08222 の 1 (と RE 
え 。「 マ リア の 子 イ エス よ ょ 、 主 は 天 か ら ( 注 っ i EC Ed 
6D) 入 秒 ま を べた 会 を (62 降 し 則 SOG Oy yo 

る こと が 可能 な りや ?」 イ エス は 徐 え り 、 2% 5 2 
有明 た ち 信 仁 な ら ば 、 アッ ラー を 異 ね 赦 BOL 81 人 | 


と Rc 

114. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は その 食卓 に て 食 "フイ ッ ン レ tk る レン ( ノ 3 きら AI 
*、 我 等 の 心 を 安 ん ビ 、 流 が 我 等 に 語り た 2556 お ゆう GL > 
る こと の 真実 な る を 知り 、 そ の 証人 た らん ecg NA i 3 
こと を 願う 」 と 。 1 

115.、 マリ ア の 子 イ エス は 云え り 、[ ア ッ ラ ー 
よ 。 匠 等 の 主 ま 、 天上 か ら 我 等 に 御馳走 を 
並べ た 食卓 を 隆 し 、 我 等 の た め に 、 我 等 の 
最初 の 者 並び に 最後 の 者 の 響 宴 た らし め 、 


RAN 


A 
6 区 釣 162 OR cS 


ーー- W 


( 注 63) 且つ 光 よ り の 神 兆 た らし め よ ょ 。 我 OAS ER CE 
等 に 食物 を 与え 給え 。 液 こそ は 地 上 の 養い 
王 な り 」 と 。 

116. アッ ラー は 云え り 、「 げ に わし は それ を お RC に HE 
前 た ち に 降る さん 。 な れ ど 、 お 前 た ちの うち 0 
な ん が びと し すま タン ムク て トク (5 ンタ 38 レン 
何人 に せ ょ 後に な っ て 不信 心 者 と な る 者 あ 5 を PP 1 


ら ば 、 NSH SN 他 の 何人 に も 
加え ざる 久 を ( 注 64) 以 て 、 ラ を 懲らしめ 
ん 」 a 








年 61 大 か ら の "と い 2 言葉 は 、 多 く の 手 間 な く 確 実に 永久 的 に の 意味 を 表し て いる 。 


注 62 イエス の 弟子 が 頼ん だ の は 、 一 食 の 糧 で は な く 、 何 の 究 力 や 困難 も な ( 得 ら れる 水 久 的 な 生計 の 意味 
で あっ だ 。 


注 63 イード ( 娠 宴 ) と いう 言葉 が 文字 通り ' ゆ ぐり くる 日 ' を 表す よう に 、 キ リス ト 数 徒 に は 、 緊 栄 是 つ 発展 
する 二 つ の 期間 (また は 時 期 ) が 、 約 束 $ き れ て いた 。 キリスト教徒 は 、 コ ンス タン チヌ ス 大 帝 の 最初 期 の 時 代 
に は 、 委 冨 な 、 こ の 世 の 財 産 が 、 又 それ か ら 後 で は 18 世紀 及び 19 世紀 に 物質 的 繁栄 と 、 政 治 的 権勢 が 、 他 の 
人 々 の 時 代 の 膝 史 に は 忠 散 する も の が な い 程 、 約 束 き 8 れ て いた の で ある 。 


注 64 ここ で 言及 さる れ て いる 呈 と は 19:91 で 述べ られ て いる 凛と 全て 同一 の も の を 指す 、 今 まで の 二 回 の 
大 戦 が この 聞 言 の 成就 で あ 9 西側 諸国 の 国民 に よっ て どん な 恐ろし い 前 が 用 意 き れ て いる か は 、 神 の みぞ 知る 
所 な の で ある 。 
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第 十 六 項 
117. アッ ラー が か くく 云わ ん 時 を 思え を 。[「 マ リア 
の 了 イ エス よ 、 液 は 入 々 に 、『 我 と 我 が 母 を 


し 』 


Mi 

の 
\ 

へ 
に ] 
ro 
\ 
まく 


の アッ 1 


の | a 


J 


アッ ラー の 外 に 二 柱 の 神 と し て 貯め よ 】」 と ES HI GSG 50 


告げ た る か ?.」( 注 65) イ エス は 答え ん 、」 流 
所 加 者 よ 、 我 何 す れ ぞ 云う で か ら ぎ る こと 


タタ 9 a a Lr 22 1 
こら らい る Na| Ol 


9e% 


る と 


2 


i 


る 
スン 


多 

を ぶ わ ん や 。 ( 注 66) 我 も し それ を 云い た り タイ タン ンク レ 。 2 スタ ロン PCA ud33 5 

せ ば 、 流 は すでに それ を 知る な り 。 液 は 我 A go Gl le 

が 心 に 在 る も の を 知れ ど も 、 我 は 湊 の 心 に 2 イン シン ン ン be 4 42 C4 
gl No Cl tL GG 

在 る も の を 知ら ず 。 隠 れ た だ こと を 知る 者 は 、 OF プ ブ アー クー ア 


独り 波 の みな り 。 


パ ゞ に )ー さよ ュ = < を ちら 1 イレ レヒ 
118. 我 は 、 汐 が 我 に 命 に だ たる こと の み を 彼 等 82230b2 を 1o EA EE 
に 告げ り 。 すなわち 、『 我 が 主 に し て 、 お 前 た タン 内 
ちの 主 な る アッ ラー を 沖 枚 せよ 』 と 。 ( 注 52e8e256 YM 0 (0 
67) 我 生き て 彼 等 の 聞 に あり し と き は 、( 注 2 。 
アナ ロッ ルク nt フン ンタ 383 
68) 我 は 彼 等 の 証人 な り し が 、 液 が 我 を 召 EE 1325e4e Cal il 
し 寄せ た る 後 は 、 ( 注 69) 液 こ そ が 彼 等 の 監 


注 65 アイ 天寿 エ リス トル 上 全 の 還 当 の: で 本人 RGM06sxfZ が の 且 は 半 

中 に 祈り 求 ゆ られ て お り 、 ロ ー マ 諸 会 の 公 教 要 理 中 に # NR 

会 の 神父 達 は 過去 に 於 いて 、 彼女 を 型 な る も の と みな し 、 や っ と 数 年 前 に 、 教 息 ポ パイ ウス 2 世 が 、 教 会 の 玉 肖 

中 に 、 マ リア の 肉体 的 昇天 を 組み こん だ の で ある 。 これら 全て は 彼女 を 聖なる 地代 へ 押し 上 げ る さ 
こそ 、 新 教徒 達 が 迷信 的 な 環 母 マリ ア 柴 拝 で ある と 紅型 する と ころ な の で ある 。 





注 66 。 当 購 で 、 私 は で きま せん ' と 翻訳 きれ て いる 簡 所 の アラ ビア 語 表現 の を その他 の 解釈 の 仕方 は 、' 私 に 1 
ふさわしく な い 或 に は 、 私 に は 、 不 可能 で あっ た ' 茂 は 私 に は そう する 権利 が な ぃ い 等 ほし な る 。 よ っ て 、 こ 
て の [云う べから ざる | は 、 私 が 言う に ふき わし く な いと いう 竜 に を る 。 
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注 67 イエ ス は 唯一 の 神 を 礼拝 せよ と 教え た (マタ イ 4 :10、 ル カ 4 : 8)。 


注 68 イエ ス が 生き て いる 間 は 、 人 彼 は 大 変 注意 深く 自分 の 弟子 達 を 見 守り 、 正 し い 道 か ら 外 れ ぬ 繁 気 を つけ 
て い だ 。 し か し 役 は その 死後 、 佐 が どう な っ て いっ た か 見 当 も つか な い 。 今や 、 彼 の 後継 者 達 は 道 を 踏み 外 
し て し まっ だ 人 為 、 こ の 節 の 指摘 する 様 に 、 イ エス の 死後 、 彼 は 神 と し て 礼 拓 き れる と ころ と な っ て し まっ た 。 
同様 に 、 こ の 節 で イエ ス が 、 自 分 の 後継 者 が 自分 と 自分 の 母親 と を 二 人 の 神 よ し て 取り 扱っ て いる 無知 き を 表 
明 し て いる 事実 は 、 彼 が この 世に は 戻っ て こない 事 を 証明 し て いる 。 何故 な か ら 、 も し 彼 が この 世に 復活 し 、 自 
分 の 弟子 達 が 腐敗 し 、 彼 を 神 と し て 崇拝 し て いる 事 を 自分 自身 の 日 で 知っ た な ら 、 神 の 前 で この よう な こと を 
言う は ず は な い 。 弟子 達 に よる 三位一体 を も し 抗弁 し よう と すれ ば 、 こ の 言葉 は 嘘 に か っ て し まう 。 故に この 
節 は は っ きり と 、 イィ テス が 死に 、 彼 は 簡 活 し な い 事 を 輝 べ て いる の で ある 。 更 に 、 型 な る 地 言 者 の 有名 な 言 に 
よれ ば 、 聖 な る 需 言 者 は ここ で イエ ス の 口 に し た の と 同様 の 言葉 を 復活 の 日 に 日 に し 、 そ の 時 、 イ エス の 第 子 
の 何人 か が 地獄 へ 導 か れる の を 見 る の で ある 。 こ の 事 は 又 、 イ エス も 聖なる 預言 者 同様 に 死ん で いる と いう 事 
実 を 確認 し て いる の で ある 。 


注 69 3 : 56 を 次 時 の 事 。 
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ko 





相 者 な 9。 液 こそ を 一 切 の 証人 な り 。 ベ 5 2 3 を 5 

119. 液 た だ とい 彼 等 を 罰 る ん とせ も 、 彼 等 は 波 の に 222 っ ン で 2 レーク ク る (cz ラク の ンク っ 

僕 な れ ば 。 ま た も し 彼 等 を 散 す な ば 、 そ は ビーン う RI 

偉大 に し て 賢 哲 な る 液 な れ ば こ を] と 。 LAN 
120. アッ ラー は 云わ ん 、「 こ は 誠実 な る 人 問 本 の 44 
Sa ュ 1 

が その 正直 さき 故に 利益 を 得る 日 な り 。 役 WP で 0 J 

等 に は 河川 流れ る 楽園 わり て 、 を こ に 水 久 の 3 ら WG る 

に に 住ま ん 。 アァ アッラー は 彼 等 に 満足 し 、 彼 等 RR DI IE 2 Ie 

も まな た アッ ラー に 満悦 し 素 る 。 こ れこ そ 大 前 2 と 

成功 な り 」 と 。 92 6 プラ 592° 

OE a 

あめ つら gq 1 

121. 天地 の 主権 と その 中 に 存する 一 切 の 6 の る 3302S ed 

は 、 9 ツ ラー に 帰属 す 。 ア ツ ラー は 万 物 を EG ン ぁ 2 ア ら タ 

支配 し 給 う 。( 注 70) ⑩295 ("の 





注 70 この 節 は 、 キ リス ト 示 徒 の 間違い を 効果 的 に 指摘 し て いる 当 剖 に お ける 結論 を 適切 に 述べ て いる 。 キ 
リス ト 才 徒 の 栄光 は 続か め ず 、 神 は 最終 的 に は 、 提 の 王国 を より 干 国 に ふさ きわ しい 者 達 に 移す と いう 宣言 が な さ 
れ て いる 。 
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皇 次 デル ・ マ ー エ が 


ュ 人 5 や 


注 1 
注 2 


注 3 


注 4 
生え 


5 


が 、 過 示 ! 


、 モ の 神 兆 ( 注 4) が 米 る 度 に 、 
より 顔 そ け る 。 


、。 以前 、 


家畜 アル ・ 
(メッカ 惑 示 ) 


あま ね 


. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 


天地 を 創造 し 、 暗 開 と 光明 を 生み 出せ る 
アッ ラー を 護 え 奉る 。 し か る に 不信 心 者 ぼ 
も は 、 そ の 主 に 対等 する 者 を 設け た だり 。 


こそ は 土塊 より お 前 た ち を 全 り 給 い 、 し 
か る 後に 期限 を 定め 給え り 。 その 外 に も 、 
彼 ( 注 1) の 許 に は 、 定 め 給 を る 期限 ( 注 
2) あ り 。 し か る に お 前 だ た ち は 、 ま だ 疑う 。 


、 彼 こ を は 天地 ( 注 3) に お ける 神 、 ア ッ ラ ー 


な 5 。 彼 は お 前 だ た ちの 秘め ご と 8 、 層 け に 
と も 知り 給 う 。 ま た お 前 た ち が 稼 ぐも の も 
知り 給 う 。 


彼 等 は それ 


彼 等 に 真理 が も だら され だ る 時 、 彼 
等 は それ を 拒否 せり 。 き されど ほど な 《、 第 


等 が 喘 笑 せ る 知ら せ が 彼 等 の 身 に 起 ら ん 。. 


われ ら は これ まで に 幾多 の 世代 を 減 ば せ 
り 。 彼 等 は 之 を 見 ぎる か ? われ ら が 役 等 の 
だめ に 地上 に 創り 9 だ る も の は 、 お 前 だ ち に 
創り だ たる 如き も の に 非 ず 。( 注 5) わ れ ら は 





プン アデ アーム 


OO この りり テー) 
イノ フン ン ン ラン > = re 
OE CP 
①29 2 ファ ョ ノ ムタ 2 を 
ABA I SS ol 
ウレ ン ン N パ 1 シン ンプ 。 全 っ み 
0 SS の る る 


0 の ッ タ ッ ン ン 劉 を レン 


DO SS 8Ou の 


グッ クノ ちあ クタ 


SLG DS る? 


⑫952 る し の 1 に っ 


に AR 


eda 

383 ルク た AWK RT 
OS EC 
A SEG A 


eka Re RG 








人 類 の 創造 と を の (大 が 定め た 期限 ) の 両方 が 、 神 の あわ れ み の 行為 と し て 述べ られ て いる 。 


最初 の 「 期 眼 」 は 個人 の 才 命 を 宮 味 し 


う 一 方 の [期限]」 は 宇宙 の 生命 を 意味 する 。 


この 節 は 神 の 人 搭 が 犬 と 地 に 広まっ て いく 事 を 意味 する の で は な い 。 を それ は 、 神 の 英知 が 、 宇 宙 全 体 
を 包 合 する 事 る 意味 する 。 


神 の 知恵 と 力 の 重 妥 
る 、 支え と 援助 で ある 。 


これ は 、 提 界 が 衰退 し て いる と 言っ て いる 


る の で は な い 。 
- 文 明 の 頂点 に 達し た いく つか の 橋 代 国家 は 芸術 上 科学 の 一 定 の 分 野 に い て あま り に も 進歩 し て い 


な 証拠 は 、 神 が 神 の 使い に 明か す 項 言 と 、 圧 倒 的 に 不利 な 条件 の 中 で の 使者 達 へ 


全体 と し て 見 れ ば 、 発 展 し て いる に 違い な い 
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彼 等 の 上 に 裳 を 送り 、 充分 な る 雨 を 降ら せ クジ イィ > 。 多 > レデ チオ ルレ アル アア スプ ク ンタ 
た り 。 ま た その 足許 に は いく つも の 河川 を EE GE SNC SD DoS 
UR BMM RA ER i 
ら は 彼 等 を 滅ぼし 、 代 り に 列 の 世代 を 和貴 し 

だ た だり 。 

8. ただ と いわ れ ら が 半 皮 紙 の 上 に し た だ た めし も ッッ ンス 3 タン マレ 
の を 液 に 降 し 、 役 等 それ に 自分 の 手 を 触れ 0 et ON う 
る と も 、 ( 注 6) 不 信心 者 E も る は か く 〈 く 云わ ん 、 の CI 
「 こ は 明らか に 妖術 以外 の 何 $ の に も 非 


ず ] と 。 

9 まな た 彼 等 は 芯 う 、「 何 攻 彼 の 許 へ 天使 ( 往 7) 2 証人 共 GG 
が 派遣 きれ ざる か ?」 と 。 き る きれ ども し も ゎ も れ 
ら が 天使 を 降 せ り と すれ ば 、 事 は すでに 決 ON 
定 せ られ 、 彼 等 は 希 子 せら れ ざ り し な る べ 


有 3 ・ ュ ャ タモ リー ナビ 2 2 2 ン ノ アン アァ ンズ 区 (と 

10. また 、 も し われ ら が 天使 を 使徒 に 任命 し た Zee t 53 らし 4 
と し て も 、 わ れ ら は 天使 に 人 間 の 形 を と ら 

に と 〆 

し め ゅ た れ ば 、 分 彼 等 が 迷う 問題 を 、 そ の 時 oe 
も 迷 は し め た る な り ( 注 8)。 

11. 流 以 前 に も 、 実 に 多く の 使徒 た ち が 咽 笑 せ UGC59US2 2 りら GENE 
られ た り 。 さ きれ ど そ れ 等 昌 笑 者 は 、 そ の 喘 


笑 せ る も の に 包囲 きれ た り 。 OS eR 

党 一 頂 タン ン ン $s» レア 症 還 
12. 云え 、「 地 上 を 歩き 廻り 、 預言 者 た ち を 嘘 つ BE PN Ga 
き 呼 ば わり せる 者 ども の 末路 を 見 よさ ] と 。 cs 人 


13. 去 え 、「 天 に 在 る も の 、 地 に 在 る 6 の 、 す べ EC すら HH 


て は 誰 の 所 有 な る 半生 ラー 
の 所 有 な り 」 と 。 役 は 慈悲 を 自ら の 務め と の 39 AALY CC WE 5 











た の で 、 そ の 分 野 で は 、 あ と に 続く 世代 で 匹敵 する ぉ 5 の が な か っ ただ の で ある 。 例え ば 、 科 学 の 領域 に な いて 和弥 
異 を も だ らし だ に ち 5 か か わら ず 、 現 代 は 今 だ に 証 代 エジプト 文明 の な し と げた 藤 の いく つか を 舟 嘆 の 思い で み 
つめ て いる 。 

注 6 彼ら は それ が 俗 界 の も の で な く 、 天 の も の で ある 事 を 確か め た 。 


注 7 「 天 使 の 旬 来 」 は 天 の 呈 の 切迫 し た 接近 を 示す 。 
注 8 この 節 は 、 大 使 が 案内 も する だ め に 来る べき で あっ だ と いう 不信 仰 者 の 要求 の 名 か めき を きら け だ し て 


いる 。 
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A 
中 ララ ャ 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


20. 


注 9 
る 。 自 分 の 手 で つく りあ げた だ 物 を 破壊 し た いと 思 
、 不 信仰 者 達 が 後悔 し 、 あ わ 入 あみ を か けら れる よう に 、 
この 節 は 、 人間 に 神 に 対し 不 従順 に な ら な いよ う 身 を 守る 事 に つい て 強く 勧告 し て に いる の で あっ て 壇 
む お てこ と が ある は 言っ て いる わけ で は な い 。 

0 の 8 の いう 美徳 は 、 物 体 と 魂 は 、 神 と 共存 し 、 徒 っ て 神 に よっ て 創 ら れ だ も の で は な い は 
も し 和 神 に よっ て 創り だ きれ だ た も の で な いな ら ば 、 神 は それ ら を 征服 、 又は 支配 する 権利 


彼 ” は 慈悲 深く 
注 10 
な る 預言 者 が 神 に そ 
注 11 
いう 理論 


な す 。 ( 注 9) 彼 は お 前 だ た ち を 必ず 復活 の 

に 喚 び 集め ん 。 を は 獲 惑 の 余地 な も 。 
と ロ が 殊 を 破滅 せる 者 と も は 信じ ざる で 

し 。 


よる 何で あれ 、 夜 の 中 に 住む も の 、 恒 の 
中 に 住む も の 、 すべ て は アッ ラー の 所 有 な 
b り 。 役 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 
云え 、[ 天 地 の 創始 者 で ある アッ ラー の 外 
に 、 我 誰 を 守護 者 に 求め ん や ? 役 は 一 切 を 
養い は すれ ど 、 自ら は 養 わ れる を 夏 せ ず 」〕 
と 「 我 は 帰依 者 の 超 た れ と る 命ぜ られ 
た り 」 と 。 き れ ば 流 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 億 
せ 祀 る 者 ども の 仲間 と な る な か れ 。 

云 を 、「 我 も し 主 に 背 か ば 、 騙 は 燈 茂 な 日 の 
その 懲罰 を 恐る ] と 。( 注 10) 

を の 日 懲 補 を 免れ る 者 は 、 神 が まる し く 閑 
悲 を 垂れ た まい し 者 な り 。 を は 明 ら か な る 
成功 な り 。 


お ん ナッ ジー が が くい を 持っ て 液 に 触れ な ば 、 
ア 拓 を 措 い て 何人 も それ を 取り 除く こ 
と ほ わ ず ま た も し 幸 連 を 持っ て 液 に 触れ な 
ば 、 を は その 支配 力 が 万 物 に 及ぶ が 散 な り 。 
彼 は その 僕ら の 上 に ま en 
_( 注 11) な り 。 役 は 覧 哲 に し て 、 一 切 に 
通 暁 し 給 う 。 
を 、「 証 言 ( 注 12) に な いて 最も 重要 な こ 
と は 何 ん ぞ や ? |」 と 。 云 ん を 、[ ア ッ ラ ター は 、 





天 と 地 の 全 て の も の が アッ ラー の 神 の 所 有する 


に 反 双 する 。 


も 力も な か っ た だ はず で ある 。 


注 12 
第 二 、 


第 三 の 証言 は 、 決 に 続く 節 で 述べ られ て いる 。 


も の な の で 、、 信仰 に 反する 
う 人 人 は 誰 も 


テル アン アー ム 


@6 ? タ の ッ タン タ 3 ン 


る < レレ れ 1 を 
Do eee oS AS 


⑰AMl Ry RNIN] A 
OI LL ST dS 
HSA GS LI LR 3 


デン ノン ブラ ン っ グー プン ン 


DRO EN EN NG 


アン の で 2 2 2% 
Oil Ra 31 Ss 


* < ッッ 2 し チッ 

a dy SE Lira os 
の 

の 


“Za, , 
I ATC ART 

の ッ ン "る イン タイ ir を > 
OI GS 8 dS os 
1 の グッ ンタ レン あ レー I イア ウン タン 
OA A BI SLE 59 Yo 5 

ッ 。 ウン ウゥ を フェ ンス 9 ンク スル る ん グ 
has 23 る 1 2 Rt 
も の で きえ を も 神 の も の で あ 


いな いし 、 ま し て や 神 が を うな る る わけ が な い 。 
彼ら に 猪子 を 授け られ る の で ある 。 





神 は 証言 を 3 つの 違っ た 方 法 で 有 し て お られ る 。 一 タル アー ン に よる 啓示 、 こ れ が 第 一 の 証言 で ある 。 
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我 と お 前 た ちの 間 の 証人 な り 。 町 し て タル 
アー ン が 我 に 族 示 きれ だ る は 、 我 を し て 之 
に よっ て 、 お 前 た ち 並 びに 及ぶ 限り の 人 々 
を 茂 めし めん が だ め な り 。 何 ん と な 1 お 前 
だ た ち 本 当 に アッ ラー の 外 に 神 あ り と 証言 す 
る か ?」 と 。 云え 、「 我 は 証 音 せ ず 」 と 。 底 
え 、 「 彼 は 独 一 な る 神 な り 。 お 前 た ち が 彼 と 
共に 併せ 祀る 他 神 と 、 我 は 関わ りな し 」 と 。 


21. われ ら が 経典 を 授け し 人 々 は 、 己 が 息子 を 
識 る 如く 役 を 認 む 。( 注 13) き されど 己 が 魂 を 
破滅 な せる 者 ども は 、 信 じ ぎ る で し 。 

第 三 項 

22。 ア ッ ラ ー に つい て 万 偽 を 揮 千 し 、 を の 神 兆 
を 虚 詞 と みな す 者 に も 勝る 不義 首 は 誰か ? 
げに 不義 者 は 栄 を ざる で し 。( 注 14) 


23. も れ ら が 彼 等 を 慣 提 喘 す る われ ら は 神 
に 人 地 才 を 配り し 人 に 問わ ん 、「 お 前 た ち 
が 主張 せる 僚 神 は 今 何処 に 在り や ? 1 と 。 


24. その 時 彼 等 は 、 [ 我 等 の 主 ア ッ ラ ー に か け て 
誓う 、 我 等 は 偶像 典 拝 者 に 非 ぐ りき]」 と 云 
3 う 以外 、 各 何 な る 云い 訳 も な か る べし 。( 注 
15) 

25. 見 よ 、 彼 等 が 如何 に 自分 を 欺く か を 。 ま だ 
彼 等 の 提 造 せ する も の が 彼 等 を 見 捨て た る か 
を 。 

_26. 彼 等 の 中 に は 、 液 に 耳 傾け る 者 あり 。 きれ 

E わ れ ら は 、 彼 等 の 心 を 竹 い て 理解 し 得 ざ 

る よう に し 、 ま な た その 耳 も 龍 と な せり 。 き る 


グン る タタ の 9。 る 3 3 
⑲⑩ こ プ a En) RG う 
ン ュ タク 7 1 1 2 ュ 
Cs に そっ くま KA 
6028y ブイ クタ ンタ タン 13 タ ス * イッ ン r 
RI IE 3 


I 1 2 アッ クン 
DE ET SS 

OE I 81 ib 
ンタ 3 ン ン a d 放 33 ン ッ ラン 4 の タタ ッ ン ルアン 
CO OS 3 る ohio 2 3 


アラ タタ タン CA 2 と 。 マ 2 タ クン 9 
IE oN 有人 0 
1 


ン レイ アッ タン 
ES 3 
BA 

* 


DE de 3 gril YE YS GE 
9 
タ Y 4 A 24 
2 CG 


9 ググ アー * 


プー タッ タン 9 イー ラン 
ゅ ア S| i の ! i 





注 13 

る が ご と く (認め られ る の み で あり 、 全 く の 確 実 性 ほ 上 いう よさ 

いつ も 目 に 見 えな い 所 か ら 始 め ら れる で き で ある 。 

注 14 3 つっ 上 日 の 教え は 、 人 間 の 道理 に 基づい だ も の で ある 。 正気 な 人 間 な 6 誰 も が 、 


す と 言い な が ら 、 


預言 者 (又は 、 信 純 (教義 ) に 関す る 事 は すべ て ) は 最初 は 認め られ な い 。 彼 は 
り ビ EE ち も ちら か こよ いえ ば 、 可 # 


神 に 対し て うそ を つく 様 な 事 あ も すれ ば 、 自 分 が 完 
ろう 事 を 認め る で あろ う 。 一 方 、 神 の 使い に 反対 する も の は 、 決 し て 弥 栄 を 許さ れる 事 な く 


、 仙 親 が 息子 を 認め 
を 性 と し て で ある 。 和信 抑 は 、 


も し 人 人 が 神 に 彗 っ て 話 
全 な 失敗 と 破 減 の ちと で 人 人 生 を 終わ る で あ 
、 彼 ら の 新しい 信 


爺 の 発展 を は ば ん だ 5 阻止 し よう と する 努力 は 完全 な 失敗 に 終わ る で あろ う 。 


注 15 
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この 凌 教 徒 側 の 否定 は 、 本 当 は 、 自 分 達 の 無力 さ の 、 舎 刀 で ど あ り 、 


駐 神 の 慈悲 へ 祈願 の 形 で も ある 。 


剖 


3 


れ ば 彼 等 た と い 神 兆 を 目の当たり に 見 て 
も 、 そ れ を 信 ぜ ぎる で し 。 彼 等 が 流 の と こ 
ろ へ 来る の は 、 議 論 す る た め な り 。 か か る 
不信 心 者 ども は 云う 、「 こ は 往 古 の 物語 に す 
ぎ ず 」 と 。 

彼 等 は 、 他 人 が を それ を 信ずる こと を 禁じ 、 





あめ は 8 に 中 持 i i 29 らち り 1 
MNO 人 APT 


と る ウル ア ン 942 プン タタ ンー アック ラン 5 タダ 





27. oN os i 
自ら も それ よ り 5 遠ざかる 。 彼 等 は 誰 も 減 ぼ ンス レン 
きず 、 た だ 自ら を 減 ぼ ぎす の み 。 な れ ど それ CURD 6 2 eo 
に 気付 か ず 。 

ご うか 
流 も し 彼 等 が 業火 の 前 に 立た き イノ メア アス 人 計 イ ロブ イン タッ お 
28. 光 も し 彼 等 が 業火 の 前 に 立た きれ る 時 を 見 9 ED 252 92 
る な ら 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 を 今 一 度 世に 
アデ 区 ン アグ 
戻し な ば 、 我 等 は 主 の 神 兆 を 虚偽 と みな さき OR ANS cb O03 
ぎる で し 。 河 し て 我 等 = は 、 信 人 徒 の 一 人 と な 
らん | と 。 
29.、 人 否 、 彼 等 が 日 頃 胃 せる も の が 、 つ い に 彼 等 な 2 の 誠に i 
1 
の 前 に 明らか に せら れ た り 。 だ と い 彼 等 を ゆめ BE Oh DE Go 1 
志 に 戻し た と し て も 、 彼 等 は 必ず 再び 禁 ぜ @639 と 3 AA 
られ だ た る こと を 繰り 返さ ん 。 げ に 彼 等 は 嘘 
つき な り 。 
人 人 ジャ キー っ に ュ す デ x KK44 (の 9 る ンタ レラ 

30. 彼 等 は 云う 、] 在 る も の は だ だ 現世 の み 。 我 Ce CC る OE 
等 待 る 箸 な し | と 。 

31. 流 も し 彼 等 が 主 の 御前 に 立た だ たき る れる 時 を 見 党 9 | ほ RE! 2 ie5 イン ン アン 
る な ら 6 1 主 は 云わ ん 、「 こ の 二 度 目 の 命 は 、 SB SIS 
ee ご 、 A 還 と. チ ノ イン クー の 2 タッ ラン の 
真実 に 非 ざ る か ? ] と 。 彼 等 は 云わ ん 、「 然 MP 3 角 紫 
5 り 、 放 に か け て 」 と 。 主 は 云わ ん 、「 し か ら た 2092 
ば 信仰 を 拒み し 報い と し て 、 還 を 味わえ 」 @⑩ozyS5 
と s 

中 四 項 
32. アッ ラー と の 対面 を 否認 せる 者 ども は 、 確 PE 
: H あ | し MY AU ンス 
か に 失 収 才 層 9 その 時 が 突然 玉 れ ば 、 彼 Pe 5 2 
等 は 云わ ん 、「 痛 恨 な る ぁ か な 、 こ の 叶 を 無視 9 の る EE 
絢 あ SB L ド P。 主 し て 彼 人 等 は 、 そ の 前 し > リン ンー ン ッ 
に 重荷 を 背負 うべ し 。( 注 16) ば に 彼 等 の 昔 2 i 
負う 荷物 は 炎 い な り 。 ンタ タン 
ODL 
注 16 この 節 は 、 彼 ら の 背負 うぅ 重荷 が こと の ほか 重い こと を 意味 し て いる 。 
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33. 現世 の 世 活 は た だ 遊戯 か 気晴らし に すぎ ず 。 


34. 


35. 


36. 


37. 


義 し い 人 々 に は 、 来世 の 住居 こそ が 勝 れ る 
も の な り 。 お 前 た ち ま だ 解ら ぎる か ? 


われ ら は 彼 等 の 言葉 が 液 を 悲し ませ る こよ 
を よく 承知 す 。 彼 等 が 嘘つき と 誘 る は 溢 に 
非 ず 。 悪 人 ども が 拒否 する は 、 ア ッ ラ ー の 
6 の を の た 9 。( 注 17) 

液 ( 注 18) 以前 に も 、 多 く の 使徒 た ち が 拒 
否 き され た だり 。 さ れ ど 拒否 や 人 迫 寄 に も か か わ 
ら ず 、 わ れ ら の 救い が 至る まで 、 使 徒 た ち 
は 耐え 師 べ り 。 アッ ラー( 注 19) の 言 『 葉 は 、 
何人 も 之 を 変え る こと 能 わ ず 。 面 し て 過去 
の 使徒 た ちの 消 中 は すでに 液 に 伝え られ た 
9 。 


も し 彼 等 の 離反 が 波 を 悲し ま し むる な ら 
ば 、 液 地 中 に 抜け 道 を 宰 つ か 、 天 に 欄 を か 
け て 神 兆 を 彼 等 に も た ら す べし 、 流 そ れ が 
で き 得 る な ら 。 7 ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば 、 
彼 等 を 集め て 之 を 導き 給え り 。 さ きれ ば 液 、 
無知 崇 昧 の 徒 し な る な か れ 。 


十 傾 ける 者 の み 喚 び か け に 能 く 応 ず 。 ア ッ 
ラー は 能 《 死 者 を 難 ら し めん 。 し か る 後に 
彼 等 は アッ ラー の 許 に 帰ら し め ら る 。 
20) 





E17 
きた な カ 
より 、 


注 18 


5 以前 の 預言 省 達 


注 19 
変 の 


注 20 


な く 受 


に よっ て 役 ら の 再生 を 早め 、 


環 な る 頂 言 者 は 、( 心 の ) 優 し き に 
* つ 7 だ o 彼 は 、 不信 仰 者 達 が 自分 や う 
彼ら が 自分 自身 へ の 神 の 慈悲 の 信販 


神 は 、 EN CT ES 
も やはり 拒絶 る きれ 、 あ ぎ け られ 笑い 


神 の 救い は 神 の 項 言 者 達 の 上 に も だ らき る きれ 、 
も の で ある 。 


この 節 は 、2 種類 の 人 間 の 事 を 志 べ て い 
け 入 れる 攻 達 、 


( 注 


を の 敵対 する 者 達 は 、 災 難 に あう と いう 神 の お き て 


る 。 それ は 、(1) 貝 区 は 
そし て (2 死ん え で いる よう に みえ る が 、 
彼ら は きら に イス ラム 教 に 耳 を 傾け 、 奉 ずる 事 と な る の で ある 。 


YG OD GO EE 


ー デ アフ LS 
ン ロロ アプ y LZ 
@c と mo ES HS 


59 ッ ク レ ョ 1 アン ンス 2 て の の ぅ ノン さ ア タラ ュ ン ン 

TEL 2 つら 53 93 

Wie I 
SAA CR 


クサ ァ グ 


も こる AS さる 55 13 


\ 


TEN Lk 2 る る | 3 し 人 6315 
Ea I EI is 
2 


36106 気 介 あ wl 
Oe G2 


タタ ノッ ン ME ジム の の メッ の シッ 


(GRANI と 23 し 5 
る dE 人 Mi 


\ 


A 





る あふれ て いた 。 彼 は 自分 に 関し て 不信 仰 首 産 が 言っ NN を 乱 
そつ き と し て 走 め だ た から では な く 、 ア ッ ラ ー の ち お 司 る 事 に 
を 閉 ぎ し て し まっ た 事 に 深い 悲し み を おぼえ た 。 

環 な る 頂 苫 者 に 愛 悟 を こめ て 話し か ける 。 区 言 者 は 彼 よ 


も の に され た を た 事 を 知ら きれ て いる 。 


き て は 不 


普 く 、 真実 を 開く 耳 を も ち 、 ち ゅ うち ょ 
精神 的 な 再生 に ふき わし い 者 達 で る 。 神 は 奇跡 
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ラ あ 人 8 


ds:39 時 


党 導 計 アル ・ ア ン ア ー ム 





Ne 
a ? と 。 云 を 、「 げ に ア 2 あの 2 EZ 
は 神 光 を 降 す 力 あり 。 SB の % ン 63 る 31 5 の あら 6 
CE 解ら ざる な り 」 と 。 


4 イグ 
38. また 役 等 は 云う 、「 何 故に 主 より 彼 の : 中 AS GILL IS 
3 


= 


39. 地上 を 遍 う 動物 も 、 双 翼 で 飛 凶 する 鳥 も 2 


YANG ER tS 
みな お お 前 た ちの よう に 集団 を な す 。 お もら ee Ses 


\ 


\ 
人 
@ 


に 


中 に いる 盲 で あり 、 癌 な り 。 アッラー は 己 人 2 
れ の 欲す る 者 を 迷わ し め ゅ 、 ま た 欲す る 者 を 2 る 5O2 タ 4 る 


Lt cz 


は 経典 の 中 で 、 一 つと し て 遺漏 そし も の は お が 8 GS て % 人 6 ES 
な し 。 る きれ ば 彼 等 も また だ た 、 い ずれ その 主 の の あの の 2 
許 に 召し 寄せ られ ん 。( 注 21) Coy og ol 
40。 わ れ ら の 香 光 を 措 否 せ る 者 ども は 、 暗 開 の ba MS 3362 0 人 td 
MM 


6 


正しい 道 の 上 に 置き 給 う 。 ee 
A 


41. 云え 、「 我 に 答え よ 。 も し アッ ラー の 懲 劉 が a 
お 前 だ ち に 降り か か る と か 、 復 活 の 日 ( 注 i a A CT う 
22) が 到来 し た ら 、 も し お 前 だ ちの 言葉 が 人 メン っ て と う タ ウン ノッ ラン ン 


3 1 
まこ と な ら 、 お 前 た ち は ア ッ ラ ー 以 外 の 者 の) の を の つら 0 
を 喚 び て 祈る か ? 
42. 然 ら ず 、 豚 だ も は 必ず ア の プー を 喚 び て 5 ld dl 4 < 1 2 ン ェ < I ッ ン NH タテ 
2 ご os6! 
祈 ら ん 。 面 し て アッ ラー も し 歓 し な ば 、 お os i 
前 た ちの 析 り に 応え て その 災厄 を 除き 給 う OOH COSTS 


が 故に 、 お 前 だ た ち は ア ッ ラ ー に 併せ 祀り し 
神々 を 忘れ 寺 ら ん 」 と 。( 注 23) 





注 21 この 節 は 、 島 や 昆虫 、 例 を ば 虹 で きえ も 、 大 気 中 の 変化 か ら 嵐 が さき し 近 っ て いる 事 を 理 巡 し 、 犬 な ど 
の 動物 は 飼い 主 の 命令 を 理解 する の に 、 愚 か な 不信 伽 才 達 は 、 秋 い の 前 兆 も 見 え ず 、 な る 預言 放 を 拒絶 する 
事 に より 、 神 の 怒り を 招い て いる 事 に 気付 か な いと いう 事 を 指摘 し て いる 。 彼ら は 、 彼 ら の 行動 の 全て が 記録 
され 、 そ れ に 対す る 僧 い を し な けれ ば な ら な いと 等 告 き れ て いる 。 

この 節 は 、 る ら に 2 種類 の 入間 を 示唆 し て いる よう で ある 。 それ は 人 1 町 獣 を 好む 者 は 完 條 に 世俗 に 心 が 舞 け 
5 れ 、 役 ら の 人 生 の 全て が 肉体 的 鉄 望 を 満た す 事 に 限ら れ て いる 、(2) 島 を 好む 者 は 、 提 加 な 域 へ と 高く 多い あ 
が る 一 非常 に 崇高 な 者 送 は 、 タ ルアー ン (3 童 50 節 ) で は 島 に だ た と えら 6 られ て いる 。 


注 22 アッ サー ア 「 復 活 の 日 ] は 、 イ スラ ム 救 の 決定 的 な 勝利 の 時 、 又 は メッ カ の 陥落 を さす 。 
注 23 [神々 を 忘れ 去ら ん 」 と いう 言葉 は 、 メ ッ カ の 恥 落 の 日 に 、 文 字 通 り 恨 行き れ だ 。 その 日 、 メ ッ カ の 


人 々 は 、 ア プ ・ ス フ ヤ ー ン と 人 彼 の 事 ヒ ンダ を 始め と し た だ 他 の 人 々 が 更 な る 預言 者 の 目前 で 、 素 直 に 認め た 様 に 
彼ら の 神々 へ の 信仰 を す て だ 。 つ い に 、 ア ラビ ピア か ら 偶 像 崇拝 は 完全 に 消 ん だ の で ある 。 
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普 
xL 
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43, 


44. 


45, 


46. 


48、 


49, 


50, 


注 24 


、 云え 、「 お お 前 だ ち 我 に 答え よさ 。 


第 五 項 
げに われ ら は 流 以 前 の 詳 々 の 民 に 多く の 使 
徒 を 造 わ せり 。 反し て 彼 等 を 謙 庶 な らし め 
ん が た め に 、 わ れ ら は 彼 等 を 筆 困 と 災難 で 
呑 し ゅ だ り 。( 注 24) 
し か る に われ ら の 懲罰 が 降り し と き 、 何 導 
彼 等 は 謙 炭 に - な らき ぎり し か 7? され ど 、 彼 等 
の 心 は 却って 頑 な と な り 、 悪 麻 は 彼 等 に を 
の な せる こと を 正しい じ の よわ じ め か 
D 。 
か く て 彼 等 が を の 与 を た られ た る 訓 戒 を 忘れ 
潜り し 時 、 わ れ ら は 万 物 の 門 を 彼 等 に 開き 、 
授け られ だ る も の に 彼 等 が 狂喜 し て いる 時 
に 、 わ れ ら は 突然 彼 等 を 襲い た り 。 見 よ 、 
彼 等 の 絶望 に 落ち 入り た る 様 を 。 


か くし て 不義 な す 民 は 根絶 や し に せら れ だ 
り 。 万物 の アッ ラー に 護 え あれ 。 


ゎ も し アッ ラー 
が お 前 だ ちの 耳 日 を 準 い 、 そ の 羽 を 封じ な 
ば 、 そ れ を お 前 だ ち に 返還 し 得る は 、 
ラー に 非 ず し て 如何 な る 神 ぞ や ?」 と 。 

よさ I 
明 す る こと を 。 され と ど 役 等 は 背 き 去る 。 
云え 、「 お 前 た ち 我 に 答え ん えよ 。 も し アッ ラー 
の 失 前 が お 前 だ ち に 突然 、 又 は 公然 と 下 ら 
ば 、 不 義 な る 民 以 外 に 、 誰 が 減 ぼ きれ ん 
ゃ ?」 ょ 。 


われ ら は 朗報 と 警告 の 使者 以外 は 使徒 を 派 
道 せ すず 。 き され ば 、 信じ て 身 を 修め る 者 に は 、 
怖 れ も な 《、 ま た 悲し み も な か らん 。 


されど われ ら の 神 光 を 拒否 する 者 は 、 そ の 
不服 従 故 に 、 懲 加 が 下 ら ん 。 


前 述 の 節 は 、 一 般 に 大 前 を 


デル ・ ア デン アー ふ ム 
2 ラン 円 ジッ ュ ン ン 
RSE EA IE SS 
I LL 1 
@⑯ ら の baat) sé 
22 タ タタ 4 RS スン ズ 。 9 ッ タ エン 
ES OE Cs DEG 


SG Pe 


0 ちこ の 22eE お る Ss 


FC 〆 ュ ン ュ ジ る 


CE CRRA sn 
A A 
SE 6 ある 
GO 

eR の 9 ル 826 
っ OP Eg 


< LS 
CE 
A DA EE 

052 の YA 


ゥ アン 


と ご) le os 


CE 

し 9 インタ が る SLV WO 
bal oa 2 
CO #37 


を 意味 し て お り 、 こ の 節 で は 、 そ の 多様 な 形式 が 遠 べ られ て いる 。 
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レー 
玩 ハ > 


91, 


52. 


53. 


55. 


前 


云え 、「 我 は お 前 た ち に 向っ て 、 アッ ラー の 
宇 を 所 有 す と は 云わ ず 。 ま た 、 我 不可 祝 な 
る も の を 知る と も 、 我 は 天使 な り と も 志 わ 
ず 。 我 は た だ 我 に 啓示 され だ た る も の に 従う 
の み 」 と 。 志 を え 、「 盲 人 と 目 あ き が 同等 な り 
や ? そ れ で も お 前 だ ち ま だ 反省 せ ぎ る 
の 9 中 だ 。 

第 六 項 
RON 
警告 せよ 、 彼 等 に は 主 を 描い て 外 に 、 

な けれ ば 執り 成す も の も な し と 。 a 
彼 等 も 、 美しい 人 に な る や も 知れ ぬ 。 


王 の 愛 願 を 求め て 、 朝 な タタ な 主 を 喚 び て 祈 
る 者 を 追い 払う な か れ 。 液 は 彼 等 の こと に 
は 全く 貢 任 な し 、 彼 等 $ ま だ た 流 の こと に は 
資 任 な し 。 さ る れ ば 液 、 も し 役 等 を 追い 払わ 
ば 、 液 は 不義 者 の 仲間 と な らん 。 


か くし て われ ら は 、 彼 人 等 の 或 る 者 を も っ て 、 


他 を 試み た り 。 そ は 彼 等 を し て 、[ ア ッ ラ ー 
が 加 恵 や を 垂れ る は 、 i 
者 な る か ?」 と 云わ し めん が だ め な り 。 

凍 ERR 
非 ぎ る か ? ( 注 25) 

われ ら の 神 兆 を 信ずる 者 が 流 の と ころ へ 来 
な ば 、 云え 、「 お 前 た ちの 上 に 平安 あれ 。 お 
前 だ ちの 主 は 慈 砺 を 自ら の 務め と な せり 。 
る れ ば お 前 た ちの うち 知ら ず に 罪 を 犯す 者 


一 般 的 に 、 信 仰 者 達 の 社会 に お ける 貧し い 人 々 の 存在 は 、 金 持ち が 新しい お お 告げ を 党 


は 、 し か も その 後 改 公 し て 行状 を 改 ゆ な ば 、 
主 は 寛大 に し て 慈悲 深く まし ます 」| と 。 

56. が かく の 如く 、 わ れ ら は きる まき * ま な る 神 兆 を 
説き 明 す 。 を は お 前 た ち に 散 し を 請 い 易く 
する だ めで あり 、 また 罪人 た ちの 道 を 明月 
な らし むる だ め な り 。 

中 25 

宣 で ある こと を 示す 。 
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第 七 項 


57. 去 え 、「 我 は お 前 た ち が テ アッラー 以外 に 祈る 


58. 


59. 


も の を 第 め る こと を 、 禁 ぜ ら れ て いる な り 」 
と 。 云え 、「 我 は お 前 た も ちの 随 落 し た 欲望 に 
従わ ぎる で し 。 も し 従わ ば 、 我 は 邪道 に 陥 
り て 、 正 し 〈 導 か れ た 者 の 仲間 に な ら ぎ ざる 
べし 」 と 。 

云え 、 「 我 は 主 の 明 証 の 上 に 立つ 。 し か る に 
お 棚 だ た ち は 、 そ れ を 拒否 す 。 お 前 たち が 人 慌 
促す る こと は 、 我 が 権限 の 外 の こと な り 。 
を の 決定 は 唯 だ アッ ラー 次 第 な 5。 彼 は 真 
理 を 説き 給 い 、 最 ぅ 優れ た る 判断 者 な り ] 
ほる 

云え を 、「 お 前 た ち が 傘 促す る こと が 我 が 堂 中 
に あり と すれ ば 、 事 は 我 と お 前 た ちの 聞 で 
決定 せら れん 。 き されど アッ ラー は 最も よく 
不義 者 を 知り 給 う ] と 。 


LEP GNA EEG ds 
RAC ES 0 
BT 2 Ei 

の も 20002685 2 81d8 
GS も らし 
@oueMe うう 

クッ クッ クウ 2 


GL GEE CG ET 
gc 人 A A GG タン 


= + クン クタ 和 レ ッッ ン HI の 4 内 
60. げに アッ ラ の 許 に は 不可 視 な る も の の 鍵 9 A ADT いい 2 0 と 5 
あり 。 ア ッ ラ ー の 外 は 何人 も 之 を 知ら ず 、 2 
143 る ン アク ー デ プラ 
アッ ラー は 陸上 の も の 、 ま た 海上 の も の Ca ds EE 1 ン 2 
を の 一 切 を 知り 給 う 。 木の葉 一 枚 落 つる と し Ns レア フ アレ s アン ンク ン 
い 、 ア ッ ラ ー は 之 を 知り 給 う 。 まだ 地下 903 とめ うめ Lo053 4 に ダッ 
い 暗 間 に 横 た わる 一 粒 の 穀物 も 、 青 きも の 、 の 
滞 れ た る も の 、 一 つよ し て 胃 品 な 郊 典 に 記 ンー っ と 
載せ られ ざる は な し 。 
如 SS らし AP ゅ アン ン レラ ウン 
61. MR し 寄せ る 者 は 、 ア ッ po 3 多 る 直る 
な り 。 彼 は お 前 だ ち が 征 則 行 う こ 0 24。 22 の 2 らら 
人 再び お 前 た RS CI 
ち を 廿 の 中 に 目 党 め る せ 、 定 め の 期間 ( 注 2 2 SR 7 
27) を 全う きせ 給 う 。 面 し て お 前 た ちの 帰 ee > A 
する と ころ は 彼 の 許 な り 。 その 時 彼 は お 前 
た ち に 、 お 前 だ たち の 現世 で の 所 業 を 語り 開 
か せん 。 
注 26 。 神 の み が 、 人 人 間 の 夜 の 状態 日 中 の 行動 を 知っ て お り 、 い つ 何 時 で も 神 の 支配 下 に 収め ゆら れる 、 従 っ 


て 、 散 諾 な 者 と 邪悪 な 者 の 本 軟 を 知っ て いる の も 神 の み で あり 、 


る 立場 に ある わけ で ある 。 


注 27 
れ て お おり.、 
ST で ば 、 


その 使わ れ 方 が 正しい か 堂 か に 徒 っ て 、 
神 の 永遠 の 知識 へ の 言及 は な い 。 
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その 結果 と し て 神 の み が 前 を 下す こと の で き 


ここ で 言わ れ て いる 「 期 間 ] は 、 人 人 間 が 生ま れれ な が 6 に し て 敗 与 きれ て いる 才能 や 力 に よっ て 決定 き 
延 ば る きれ だ り 無 縮 き る れ だ た りす る 。 


【3 


@ 


1 


第 1 


62. 


63、 


64. 


65. 


66. 


67. 


58. 


69. 


注 28 


™ 





第 入 項 

アッ ラー は る の 僕ら の 上 に 再 高 に 攻 臨 す 。 
死 が ぉ 前 た ちの うち の 誰か に 訪れ 、 わ れ ら 
の 使者 が を その 魂 を 手 R ぬ か りな く 〈 く 迎え 入れ る 
まで 、 ア ッ ラ ー は ぉ 前 た ちの 上 に 監視 者 を 
追わ す 。 

し か る 後に 、 彼 等 は 真 の 主たる アッ ラー の 
許 に 帰ら し め ら る 。 ば げに 判決 は 彼 の も の な 
り 。 役 は 最も 迅速 な 清算 者 な り 。 


云え 、「 陸 や 海 の 秋 難 か ら お 前 た ち を 救う 者 
は 誰か ? か か る 時 お 前 た ち は 、 心 密か に 
議 っ て 、 ア ッ ラ ー に 祈っ て 、『 も し 我 等 を 
この 事 よ り 救 わ ば 、 我 等 は 必ず 感謝 する 者 
だ 5 ん 』 な ども 云う の で は な いか ?7」 と 。 
云え 、「 ア ッ ラ ー は お 前 た ち を 之 よ り 救 い 、 
また だ …- 切 の 炎 難 か 5 救い 給 う し か る に お 
前 た ち は 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 併せ 祀る と 
は | t。 

云え 、「 ア ッ ラ ー は お 前 だ ただちに 、 頭 上 か ら も 、 
脚下 か ら も 懲罰 を 科す カカ あり 。 ま だ お 前 た 
ち を 多く の 派閥 に 分 裂 混 起 せ し め 、 お 互 に 
禁 虐 を 味 わ せ し め る 力 を 有 す 」 と 。 見よ 、 
彼 等 を 論 る ん が だ め に 、 わ れ ら は 如何 に る 
ま ぎ ざま な る 方 法 で 神 兆 を 説き 明か すか を 】 


し か る に 液 の 民 は 、 真 実 な る も の を 谷 認 せ 
り 。 云え 、「 我 は お 前 た ちの 守護 者 に 非 ず 」 
と 。 


そもそも それぞれ の お 告げ に は 、-- 定 の 時 
期 あ り 。 や が て お 前 だ た ち に ぉ わか る 時 が 来 
よう 。( 注 28) 

流 、 わ れ ら の 神 光 に つい て 空しく 談 論 する 
者 を 見 な ば 、 彼 等 が 話題 を 転ずる ま て 彼 等 


サタ 


か ら 遠 ざか が れ 。 だ と い 邊 魔 が 液 を 忘却 せ し 


っ タン レク タタ の 2 名 フン フー ゥ ラッ ンク タタ ン レ ン トイ 
う 222 し し 468 9 ら 1266 sll 


RIG gt jg I 
OE A US 
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Ce Sl Soo oll Rb 由 3 
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この 節 は 、 神 が その 全然 議 り の な い 知 識 を も っ て 、 全 て の 項 言 の 成就 の 時 を 定め た 事 を 意味 し て いる 。 


従っ て 、 上 真理 の 拒絶 する 者 達 に 約束 る きれ た だ 罰 も 時 が 来れ ば 実現 する の で ある 。 
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系 


70. 


71. 


72. 


73, 


74. 


注 29 
信仰 者 は 、 人 生 の 定まっ だ 目的 E 目 標 を も っ て いる 。 役 は いつ も 根深い 信念 の も と 


= 
\ 


ぜ な る こ と ある 5 と も 、 そ れ に 気付 いた な ら 、 
不義 な る 徒 汰 と 同人 窒 す る な か れ 。 


義 し い 人 々 は 彼 等 に 対し て 如何 な る 均 任 も 
有 せ ず 。 る れ ど 役 等 に 思 告 すべ し 。 き すれ 
ば 役 等 $ 神 を 異 れ 人 散 う よう に な る や も 知れ 
ぬ 。 
宗教 を 娯楽 か 気 晴 し と 考え ん 、 こ の 世 の 生 活 
に 甘 か れ て いる 者 ども は 、 う ち 捨 て て お け 。 
和信 は 己 が 稼ぎ の ため に 地獄 に 送ら れる と い 
うこ と を 、 こ れ に よっ て 人 々 に 訓 戒 せよ 。 
アッ ラー の 外 に は 、 助 ける 者 も 執り 成す 者 
5 な か る で し 。 た だ た とい 如何 な る 周 償 を 以 て 
し て も 、 受 納 せ られ ぎざぎざ る で し 。 役 等 は ロロ れ 
の 行状 の た め に 、 破 減 へ と 引き 渡る れれ だ る 
者 ども な り 。 彼 等 は 信 ど ざる が 故に 、 熱 湯 
を 飲ま る され 、 茜 脱 な 懲 前 を 受け ん 。 
第 泌 項 
云え ん 、「 我 等 は アッ ラー 以外 に 、 美 に も 薬 に 
も な ら ぎ ざる も の を 折れ よう か 。 また だ 、 0 
び ア ッ ラ ー に 人 か れ て お りな が ら 、 悪魔 の 
誘惑 に ま ど わ る れ で て で 、 地 上 で 当て ど な く 途 
方 に くれ る 者 の 如く 、 後 で 交 を 返せ よう か 。 
彼 に は 、『 我 等 の 許 へ 来れ 】 と 正しい 道 に 招 
A OA 
え 、[ ア ッ ラ ー の 抱 各 こ そ 胡 の 鶴 導 な り 。 
我 等 は 万 物 の 主 に 服従 せよ と 命ぜ られ だ 
。( 注 29) 
また 我 等 は 、「 礼 拝 を 遵守 し 、 王 を 震 ほれ 散 え ぇ 』 
と 省 命ぜ られ だ り 。 証し て お 前 た ち は 、 必 ず 
主 の 御 許 へ 召し 寄せ られ ん 」 1 


Ne Se 
、 彼 「 在 れ 」 と 宣 きえ ば 、 そ を は 在 る べし 。 
内 葉 は 真理 な り 。 端唄 が 吹き 鳴ら さき 


偶像 祭 挫 者 の 様 に 取り 乱 し て きま よい 歩く 事 は な い 。 
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アル ・ ア ン ア デー 


55 SS 3 1 人 く や 


ンー) 


@ek 生 し 約 
Se OR TNE LS 

EG 2 タン ン 58 > 3 
ト の どう 5263 PIGA1E 
EE 6 4 
A SS So s(7 3 
ei | 9 te お \ JC 5 
SE うし る 3 CG 


し が] 


@9 1 A ゅ CI 6 
ンタ タン イズ /( ノ タプ タン ッ ーー タタ ラン グー ツタ 
CEC bo tedot 


AE RC 
2 < 


CE TG SR SE 


イプ ノッ タン 


A GOA OLE ON HES 
DTE LI WH 


で ンタ ン よ タダ る ン 


242 58 LACS1 ol 5 


ンク タダ 2 の 


ぐ ) 〇 つの 


デン ノラ 


2 し の EG る 3 - 
^ グ > タグ ’ 2 る ンス ぅ の タッ タン て 記 
の CAR OS dH 


この 節 は 、 介 像 染 皇 者 の 場合 を 、 進 むべ き 決 まっ な 方策 の な い 迷 える 人 に だ と えて いる 。 し か し 真 の 


に 貴一 の 神 に 祈り を 捧げ 、 


第 六 章 アル ・ ア ン ア ー ム 





> fe トー の 5。 タン AU ・ タン 29 
れる その 日 、 主権 は 彼 の 所 有 な り 。 役 は 見 うめ A 14 そ 4 
え ざ る も の も $ も 見 える も の も る 、 ひと し く 知 9 
給 う 。 彼 は 堅 白 に し て 一 切 を 知 知 し 給 う 。 Od “AC 
( 注 30) 


75、 ア プラ ハム が 父 ア ー ザ ル ( 注 31) に 「 液 は CAESAR | 開 し 4 

- 偶像 を 神 と 見 な すか ? 我 思う に 、 多 上 も そ 9 0 Ni 

の 御 一 先 も 、 只 ら か に 迷 誤 の 中 に あり 」 と OPES ET 
云え る 時 の こと を 思え 。 

NR ks EN に 1 る ゃ ん ン 「 ン 

76. を こ で われ ら は 、 ア プラ ハム を 信心 難問 な に いら と 6 2 51 ダ と US 


る 者 た らし めん が た め に 、 天 地 の 正 国 を 示 As 本 3 
し た り 。( 注 32) OGRA GG IY 
と ば り 
は さる て > メッ 中 と FF 。 了 。E る ルン ーー スイ ロン ァ ( ク グ ン アア ン 
77. 夜 の 帳 ヵ 彼 を 視 え る 時 、 彼 は 一 つの 紳 を 見 AO NS 
だ た りり 。 彼 は 云え り 、「 こ は 我 が 王 な り 」] と 。 


し か る に 、 星 が 沈む に 了 臨み 、「 我 は 次 する も ORY YG 
の を 好ま ず 」 と 去 え り 。 

78. 次 いで 彼 は 、 冒 々 と 交 く 月 の 昇る の を 見 て 、 CE と dE 
云え り 、「[ こ は 我 が 半 な り 」] さ れ ど 月 が 汐 す シル 662 
る や 、 Sa 「 も し 主 が 我 を 導 か みず ば 、 有史 | 2 の の 96 と 
我 は 必ず 迷 え る 者 ども の 仲間 と な らん ] と 。 


「 こ は 我 が 主 な り 。 こ は 偉大 な り 」 と 。 

れ ど これ まな た 液 す る に 及び 、 供 は 計り 、 RE, GS の HTCG 
「 我 が 民 よ 、 我 は お 前 だ た ち が * 神 と 併せ 礼 る 
偶像 を 避け る 。( 注 33) 


ま ば ゆ sa ュ タ ョ レン 
79. 次 いで 彼 は 日 映 い 日 の 出 を 見 て 、 ぶん 8 2 ん 1 6 る Np も いい 





注 30 。 神 の 頂 言 者 は 実際 、 宰 の 声 を 通す 陣 中 で あり 、 又 その 並 は 、 神 の 教え の 内 広い 普及 と 彼 の 人 々 の 人 生 
の 中 に 彼 に よっ て も だ た らき れる で き 大 いな る 草 命 の 象徴 で ある 。 


この 節 は 、 坦 な る 聞 言 者 の 数 を が 世界 に 幅広 《 く 玩 表 きれ 受け 入れ られ 、 そ し て イス ラム 教 が 勝利 や 符 、 支 配 
を する 時 、 そ れ か ら 神 の ( 干 ) 国 は この 革 に は っ きり 示 き れる 様 に 確立 し 、 を そし て その H、 偶 像 は 粉々 に 破壊 . 


きれ る 事 と な る の で ある 。 

注 31 旧約 亜 書 に は 、 ア ブラ ハァ 、 の 父 の 名 は 、 テラ と し て な を られ て お もり (創世 記 11 章 26 節 ) 新 物 聖 書 で 
は (ルカ 3 次 34 人 節 )、 サ ラ エ な っ て いる 。 タル ムー ド は 、 ル カ と 一 致し て いる 。 従っ て キリ スト 教 の 著述 家達 
は 、 ク タル アーン で プア ブラ ハム の 人 も アザ ー ル 名 で 呼ぶ 事 に 関し て 異議 を 唱え る 握 理 は な い は ず で ある 。 

注 32 この 節 は 、 神 が アブ プラハ ム に 、 天 了 地 万 物 で 働く 自然 の お き て と 、 全 て に ゆき わ だ っ て いる 神 の 力 と 支 
配 へ の 知識 た 油 察 力 を 授け た 事 を 述べ て いる 。 

注 33 77 節 か 579 人 節 ま で は 、 プ ブラ ハム が る その他 像 崇拝 者 達 に 時 示し た 。 彼ら の 太陽 、 月 、 を し て 中 の 数 々 


は 、 を その まま 彼ら が 栄 押 する 神 (の 数 ) で ある (Jew Enc.) と いう 彼ら の 信心 の バカ バカ し る を 論じ て いる 。 
し か し これ ら の 節 か ら 、 ア ブラ ハム 自生 が 暗中 模索 し 自分 の 神 が 誰 で ある か を 知ら ず 、 そ し て 夜 の 星 、 月 
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80. 我 は 天地 を 創造 せる 主 の 方 に 我 が 顔 を 向け ンー ラン タッ セン 
つう ンド Gi a Ee | 
秦 る 。 我 は 常に 神 に 耳 を 傾 【 け 素 る 。 我 : よ 多 ] os i =” 6 9 さり 
神 教徒 の 類 い に 非 ず 」 と 。 OO 1 2 | 2 も 

= マン ュ ン 5 


81. され ど 彼 の 民 は 、 彼 に 異 存 を 唱え だり 。 を る 
こ で 役 は 、「 お 前 た だ ち 、 我 を 正しく 導き だ た る 2 < 
アッ ラー に つい て 、 我 と 議論 する つも 0 2 人 SU 
か ? 主 が 何事 か を 欲す に 非 ず ば 、 我 は お 前 ba _ 
た も ち が 主 と 俳 せ 祀る も の を 怖 れ ず 。 主 は そ Ot 3 
の 知識 の 中 に 、 す べ て を 包 合 し 給 う 。 お 前 
た ち ま だ 悟ら ざる か ? 
いづ く あわ タン レン レッ アー ンー 

82. 我 安 ん ぞ お 前 た ち が 神 と 併せ 祀る も の を 休 51 oO すう し きる 
れん や 。 お 前 た ち は ア ッ ラ ー よ り 如 箱 な る タ ン ’ 

の 619 の イン クイ [ンー ョ ト 2 クンクン 
権限 も 授け られ ぎる に 、 怖 れ 気 も な く 、 ア ッ TMP 
ここ 偶像 を 併せ 官 る 」 と 云え り 。 き て 、 A 2 
両者 の ぼ どちら 6 が より 5 安泰 な 9 得 さ きか 、 お BS IO ANI 6 。 
前 だ たち に も わか る 筐 な り 。 

83. 信徒 で あり 、 を の 信 仲 を 不義 よ 混 同 き ぎる 5 2465ESU282I 和 M 

、 Je ぴゅ 
者 、 彼 等 こそ は 平安 ど あ り 、 正 し 〈 く 導 か れ sie ls 


99? 


{Cd 52 


る 者 な り 9。 DONS 28 う o29 し の を 


第 十 項 
こ 3 デラ ハム に 与え を リー ゴイ イィ う 1 2 eK 2 
84 和 れ カ ヵ ‘ we 5 Te EN 5 ちょ も AA 人 1 lt a 
し め た る われ ら の 論旨 な り 。 わ れ ら は 放す 





そし て 太陽 や 次 か 6 ら 次 へ と 神 に し て 迎え 、 を そし て それ ぞ れ が 各 々 の 見 方 に 河 か っ た 時 、 彼 ら の 神威 へ の 信心 を 
あき ら め 、 天 地 の 創 造 省 で ある 唯一 の 神 に 向き な お っ た だ 、 と 推定 する の は 問 違 いで ある 。 

事実 、 こ この節 は 、 ア プラ ハム が こう いう 天体 を 神 上 みな し た どこ ろか 、 彼 の 人 々 に 彼ら の 信心 の 空 し る を 
一 歩 一 歩 証明 し よう と 努 ゆ た こと を 示す だ た だめ 、 色 々 な 曽 か ら 論じ ら れ て いる の で ある 。75 一 76 節 は 、 ア プラハ 
ムカ ヵ 串 住 の 神 の 断固 だ る 信者 で あっ た だ 出 を 表し て いる 。 彼 は 、 従 っ て 、 諸 中 検索 し て いたり 、- よ つの 神 か ら 
違う 神 へ と る ま よ っ た と みな る れる 事 な ど あり 5 得 な い 。 

「 こ れ が 私 の 神 で あろ うか | と いう 言葉 は 、 是 を 崇 捧 する 和信 に 対す る 反 給 で ある 。 人 破 は 、 彼 の 人 々 の 和貴 が 彼ら 
の 神 で ある と いう 信仰 やあ ば くだ め に これ ら の 言葉 を 述べ だ た の で i その に 星 が 沈ん で し まう も の 
で ある 事 を も う 知 っ て いな 。 従っ て 彼 の 「 私 は 沈ん で し まわ な いも の が 好き で ある 」 と いう 言葉 に 含ま れ た 議 
論 は 既に 彼 の 中 に は 存在 し て い だ に ちがい な い 。 実際 に は 、 彼 は 自分 の 議論 を 最も 効果 的 な 形 で 使い た か っ だ 。 

従っ て 、 彼 は 最初 に 星 が 自分 の 神 で ある と 仮定 し て 、 そ し て それ が 消え だ 時 、「 私 は 沈ん で し まわ な い 物 を 好 
ぜ 。】 上 急い で 宣言 し だ 。 

月 と 太陽 の 沈む 事 に 関し て も 同様 で あっ た 。 太陽 の 場合 は 、 彼 は 彼 の 和信 々 の 悪 か る を あざ ける だ め に 、「 よ 5 り 
僚 大 な 」 は [最も 僅 大 な 」 と いう 言葉 を 皮 囚 に 使っ た 。 こ れ は 、 彼 が と り 入 れ た 議論 の ひと ょ よく だり に よっ て 、 
アデ アブラハム が 徐々 に 神 へ 彼 の 人 々 を 引く つも り で あっ た な 事 を 示す 。 

80 一 82 節 に 、 ぎ っ と 日 を 通す だ け で 、 ア ブラ ハム が 神 に 断 央 た る 信仰 の ゆみ を 持っ て いた だ け で な く 、 軍 の 特 
質 に 関す る 深い 知識 も 持っ て いた だ 事 は 、 非 常に 明白 で ある 。 
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第 が 本 アル ・ アンデ アー ム 
る 者 は EN 。 げ に 液 の 主 は ちと 3232 
* に 
覧 折 に し て 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 32) ング ンー 
85。 まだ われ ら は 、 彼 に イサ ク と や ギコ グ を 与え 、 の 2 P( 9 5 





それ ぞ れ 正しく 導き た り 。 ま だ これ より 前 Co っ Ge WC 
に 、 わ れ ら は ノア を 導き た り 。 ア ブラ ハム 2 gk 


の 子孫 で は 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 ョ ヨブ 、 ヨ 
ンー 72 タン ンタ ラッ チン ンク タン ノレ 
セ フ 、 モ ー ゼ ぜ 、 ア ロン を 人 きたり 。 わ れ ら 時 の 


は が か (の 如く 善行 に 励む 人 々 を 報 渡 す 。( 注 2 0 の 
35) ed Sa 
86, まだ われ ら は 、 ザ カ リヤ や ヤ 、 ヨハ ネオ 、 イエ ス 、 3 MIE 12 ンー 1 ラノ <【 名 。 
5 (みや ジラ I 
並び に イリ アス を 導き だ た り 。 皆 それ ぞ 和 れ 高 os < うう 3 
洒 な 者 な りき 。 aka! 
87. まな われ ら は 、 イ スマ イル 、 エ リヤ 、 ヨ ナ 、 クタ ン タン ン ン ン 3 2 の 
NE: ち こざ Cl 
並び に ロト を 導き 、 そ の 各々 を 世に 秀 で た っ 5 の oo て やう び を 
者 と な せり 。 WT WE 


88、 ま だ た われ ら は 、 彼 等 の 父祖 、 子 孫 、 兄 弟 の 。 ン ン と ez 1231 Es 
中 か ら 、 或 る 首 た ち を 選び て 正しい 追 へ AI だ ダラ 


導き た り 。 OA be dl 2 ey 
89. こ は ア ッ ラ ー ー の 摘 導 な り 。 テッ ラー は 己 が Gti 

僕ら の 中 か ら 、 高 する 者 を 導き 給 う 。 る きれ ダン タン I ッ タ ッ ン ラン ン レ 

ど 彼 等 も し アッ ラー 以外 の も の を 崇拝 し な ns ES 9 

ば 、 彼 等 の 所 業 は すべ て 無益 が も の に 帰す 

べし 。 











注 34 この の アブ プラハ ム が 彼 の 主として 次 か ら 次 へ と 天体 を 選び 、 徐 々 に 神 へ の 信仰 を 持ち 始め た の か 、 
それ と も こう いっ た 天体 を 神々 と し て 此 拝 する こと に よっ て 和 被 の 人 々 の 誤り を 証明 し よう と 努め る こと に 用 い 
た だ た 、 巧 み で 潤 進 的 な 論証 で 、 あ る か の 沿 題 を 明 邊 に 解決 す . る 。 

この 節 は アプ ブラ ハム が 最初 か ら 唯一 の 神 へ の 明らか な 、 確 回 と よし た 信念 を 、 も っ て いた 亡 を 表し 、 そ し て 太 
腸 や 月 等 に 関し て 彼 が 言っ た だ 事 は 、 神 が 彼 に 教え た 論証 の 一 部 で あっ な だ 。 


注 35 アッ ユー ブ も し 《 は ヨブ は ョ ヨブ 記 の 主要 入 物 で ある 。 彼 は 詞書 の 中 で ウジ 地 に 住ん で いる と 人 述べ られ 
て いる 

専門 学者 の 中 に は 、 こ れ は イド ウゥ ミア 又は アラ ビア 地方 で ある と いう 風 達 が いる 。 又 他 に は 、 メ ソン ポタ ミア 
を 役 の 出生 地 と し て 定め て いる 者 達 も いる 。 

ウジ は どう や ら ど こ か アラ ビア の 北 に あっ た よう で ある 。 イ スラ エル 人 の エジプト か ら の 脱出 以前 に ヨブ は 
その 地 に 住ん を び で いた と 言わ れ て いる 

彼 は 、 従 っ て 、 モ ー ゼ より も 前 に 生ま れ て お り 、 ヌー 部 で は モー ゼ よ り 約 20 年 前 に も 預言 者 と し て の 使命 を 
受け た な 、 モ ー ゼ の 同国 人 で ある と 言わ れ て いる 。 


2 
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に 
マ 
~~ 
» 
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* 


! 





90、 わ れ ら が 経典 と 統治 権 と 預言 の 資格 を 授け 


91. 


92。 


93、 


彼 は イス ラ エ ル 人 で 
り 、 神 に : 


し 人 々 は 、 こ れ 等 の 者 な り 。 
の し その 思 h 願 に 背 すか ば 、 わ れ ら は 忘 思 に 非 
る 人 々 に 逐 を 節 ぬ べし 。 


NG ER 
*、 液 は 彼 等 の 簡 導 に 従え 。 云え 、「 我 は こ 
2 報酬 も お 前 た ち に 求め 
ず 。 こ は た だ 全 人 類 へ の 訓 戒 な り 」 と 。 
第 十 一 項 
[アッラー は 如何 な る 人 間 に も 何一つ 札 示 
せ ず 」 ( 注 36) と 法 う 者 ども が いる が 、 役 等 
は アッ ラー の カ を 正しく 測れ る 者 に 非 ず 。 
tb [ 光 明 と 妖 導 と し て 、 モー ゼ が 人 々 の 
だ め に も だ ら せ る 経典 は 、 誰 が 啓示 し た る 
や 一 お 前 だ た ち は そ れ を 紙 に 等 き 、 その いく 
ら か を 見せ て 、 大 部 分 は 障 蔽 す る も 、 お 前 
た ち も お 前 だ ちの 祖先 も 知ら ざり し こと を 
それ に よっ て 教え られ だ る に 非 ず や ?」 と 。 
云え ん 、「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 を その後 は 役 等 を 
放置 し て 、 空 論 に ふけ らし め ら よ 。( 注 37) 
こ は わ も れ ら が 砂 示 せ る 祝福 せら れ だ た る 経典 
(SAE 以前 に 降 き れ た る も の を 満た し 、 
また 流 を し て 譜 寺 の 母 辛 び に を の 財団 の 
人 々 に 警告 せしめ ゆん が だめ に 降 き れ た る 
の な り 。 ゃ れ ば 来世 を 信ずる 人 々 は を 信 
じ 、 茂 し 礼拝 を 違 守 す 。 
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は な く 、 
多様 な 方 法 で 「 た ゆめ る れ だ 」。 し か し 役 は 最 


る 妃 耐 強く し っ か り と し て いた だ 為 、 彼 は 妨 面 の 手 本 た し て 
及び Enc. of Islam) 。 


注 36 


この 言葉 は 「 も し タル デア デーン が 神 に よっ て 夏 示 


も 信義 に 


る れ だ た の で な いな ら ば 、 


ヤコブ の 見 の エサ ウ の 系 統 を 引い て いた だ 。 邊 は 、 非 常に 変化 に 宮 ん だ 生涯 を 送 
太く 公正 で ある 事 を 立証 し 、 非 常 な 迷 境 に お いて 
、 今 な お 人 人 類 の 記憶 に と ど め られ て いる 


る (Jewish Enc. 


一 体 誰が を その な か に 、 あ な た 


や を し て あな た の 祖先 の どちら に も 知ら れ て いな い を の ょ うな 覧 明 で 広い RR di 


の 力 を は る か に 越え を て いる が 一 を 基体 的 に 婦 現 し た と いう の か 。 


で ある 。」 と いう 事 を 意味 し て いる 


注 37 
合 サ 他 の 箇所 を 隠し て お な いた事 を ここ で 非 座 8 れ て いる 。 


神 の み が そ を の 様 な 教え を 下す こと が で きる 


ユダ ヤ 人 人 人達 は 、 モ ー ゼ の 石 書 の ある 人 箇所 を 明らか に し 、 聖 な る 預言 井 の 出 現に 関す る 預言 と ち おち つけ を 
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95。 


96, 


アァ アッラー に つい て 職 偽 を 控 千 し 、 また 啓示 
を 受け ず し て 「 我 は 啓示 を 受け だ り 」 な ど 
と 云う 者 、 ま だ 「 我 は アッ ラー が 降 せ る $ 
の と 類似 な も の を 降 し て 見 せん 」 など と 去 
う 者 、 こ れ 以 上 の 性 悪 な 不義 者 が あろ う 
か 7 あの 不義 者 ども が 死 の 苦痛 に も だ える 
最 中 、 天 使 た ち が 考 を る し 仲 べ て |「 お 前 た 
ちの 供 を 渡せ 。 ア ッ ラ ー に つい て 大 偽 を 
べた て 、 尊 大 に も その 神 兆 か ら 顔 を そむけ 
た る 報い と し て 、 今 お 前 た ち は 屈 辱 的 な 懲 
罰 に 処せ ら る で し | ょ 云う 有 様 を 、 液 が 見 
る を 得 な ば 。 
全 お 前 だ た ち は 、 わ れ ら が お 前 た ち に 授け し 
$ も の は すべ で て 背後 に 残し 、 最 初 わ れ ら が 剣 

る 世 く 、 一 人 ずつ われ ら の 前 に 来 だ る 。 
われ ら は 、 お 前 だ ち が 軍 の 仲間 な り と 王 張 
せる 仲介 者 ども が お 前 た ちと 一 緒 な る を 見 
ず 。 今 お 所 だ た ちの 間 の 絆 は 断 た れ 、 MM 
ち が 王 張 せ る も の が お 前 た だ たち を 見 捨て 

9 。 

第 十 二 項 

親 粒 や 齋 格 子 の 種 に 芽 ば た させ る 者 は 、 
アッ ラー な り 5。 彼 は 死 よ り 生 を も だ らし 、 
また 生け る も の に 死 を 与え る 者 な り 。 こ れ 
が アデ アッ ラー な り 。 し か る に お 前 だ ち 、 何 故 
に 背 き 赤 る の か ? ( 注 38) 


ER 


 ( 注 39) また 時 を 計る た め に 大 陽 と 月 と を 
設け た り 。 こ は 停 大 に し て 賢 折 な る 彼 の 処 
置 な り 。( 注 40) 





注 38 


な い 


同様 に 、 





アダ タック 2 タク aa ング ン も ) 


ER POET の 
る RR gi Es IS 
は ToDo 


CU 2 を シン ョ ンク ィ 8 

DOE | digahl 

5 ン ン ノン 2 2 グ レン It4 く 人 2 
a A DS 

アノ ヤ 2 クン 。 し 2 

る ゆう の > 9 

ゥ で ラット ェ ュ 2 タン ゥ ダラ ンス と 2 ご 1 2 ン の り 

Dc 6 れ び が し SA で eyudi as 


® 27 ビッ ん ec イィ の の 4 ング 8 1 


デン 7 


2 FER EG EM 


DE 3 の NE IS 
29 
@ Cy 


0 ASE dsr を っ Re 


OE AE 





草本 が 非 を 出す 、 
も の で ある の に 、 
種 の 様 に 人 間 は 、 神 の 習 


ほ 示 も 受け 入 和 れる 者 、 


る 事 が 可能 な の で ある 。 
ちょ うど 、 人 が 日 中 働い て 疲れ て 人 夜須 り 元気 を 回 復 す る の と 同様 に 、 聖なる 預言 者 が その 次 を 現し た 


注 39 
和信 々 は 、 長 い 体 忠 の 夜 や むく っ て いた が 、 
れる 所 と な り 、 


態 に な っ だ の で ある 。 
も ょ うど 自然 界 で 、 時間 の 計測 と 光 の 源 と し て 太陽 と 月 が 欠く こと の で き な い も の で ある 様 に 、 病 神 
の 世界 で は 、 拓 の 頂 言 者 は 絶対 必要 な も の で ある 。 


注 40 
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も と に な る その 種 に ここ で は 注 忘 が むけ られ て いる 。 種 自体 は 、 
成長 し 、 大 木 に な る の で ある 事 に 注意 が き 
そし て 神 の 大 いな る 特質 


ほん の と る に 足ら 
けら れ て いる 
を 放映 する も の と し て 成長 す 


彼ら の 機能 は まな だ 活気 を と り も ぁ もどし 、 精 神 的 エネ ルギー に 滴 ち あふ 
頂 言 者 の 導き の も と に 精神 的 発展 の 頂上 を 極め て いく (合っ て いく ) の に 著しく ふる わし い 状 


1 


A 


9 
| 


第 


~~ 
を 
3 
で < 
3 
| 
な 





せい し ん 
2 ・ め に 量 長 を 疫 8 (2 っ 822 Me ヤン A 
陸 で も 海 で も 時 間 の 中 を 行く と き の 人 道 し る 


べ と な せり 。 わ れ ら は 思 褒 あ る 人 々 に 神 兆 Py 2 6 2 2e 
を 評 述 せ 9 。 ( 注 41) 9 て 
TOE 


ロ 要 


99.、 また 役 は 、 一 入 の 人 間 よ りお 前 だ ち を 作り 5 タン ノラ タイ 2° 
る る 【 
出し 、 住 居 ょ 宿る と ころ を 与え た り 。 わ れ フタ SP GN 
9 る ニー タク 2 ンク ンプ > Zp アイ アル ア イン 


ら は 理解 し 得る 6 る 人々 に 神 光 を 詳 せ り 。( 注 2 と っ めのう 
42) 6 


100. 雨 を 告 よ り 降 ら せ る の も また 彼 な り 。 わ ut ie る 4 作る UM や 
OT 6 oa Ga 
せ 、 次 いで を の 芽 か ら 青 葉 を 出 き せ 、 還 し RR 人 
6 な り の 灯 粒 を 実ら し む 。 また 灰 衝 子 の 0 
AI た わ わ に ) 房 な す 抑 子 の 実 を 乗 dbl a dd 5 
らし む 。 まだ われ ら は 、 蕎 礎 半 は と ょ も に 、 る うみ アン ナル ルイ 人 
会 、 哲 村 な と 一 人 羽 た も の も ちい ば 、 似 ざ eoG9O% う 3 sss 


る も の も あり 、 を 育成 す 。 その 果物 に 実 が 2 クン フシ プク レン ンス な タン 2 の る 
1 
な り 、 そ れ が 熱 する を 見 よ 。 げ に この 中 に 人 で AUSo やう 
1 ss アデ 
は 、 信 ずる 人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あり 。 O08 IG 
( 注 43) 
注 4 夜 の 間 の 中 で 旅行 者 を 導く て の 拉 に 、 神 と 神学 者 傍 は 、 精 神 的 な 闘 の 中 を 手探り し な が ら 、 過 ち を お 
か し て いる 人 人 々 に 導き を 与え る 。 
注 42 この 惹 は 、 神 が |1 つの 殊 」 か ら 人 間 を 増やし だ 時 に 、 意 図 な し に 行っ な は ず は な い 事 を 示し て いる 。 
神 が 人 類 を 創り 、 増 や し だ 大 いな る 目的 は 、 神 は 彼ら に この 世 の 住 人 よ 上 な る 期間 だ け で な く 、 る ら に 正しい 人 
は 、H6 の に 対面 で きる 死 の 向こう に ある 水 送 の 命 を 和 求 きれ ーー を れ は 、 裕 の 使い の 導き の も と て の み 見 っ 
て いけ る 、 実 に 高尚 な 目標 な の で ある 。 
注 43 記 示 は ここ で は 、 十 水 に た と えた られ て お り 、 こ の 節 は 、 意 示 は 実際 に 天 恵 で ある な ら ば 、 何 故 、 預 言 
者 が 出現 する と 必ず 不 和 や 和 狂い が 超 こ る の か と いう 攻 問 に 答え て いる 。 ち ょ うど 了 降 り の あと に 大 地 の 内 に 隠 
れ て 農 っ て いる 種 に 応じ て 、 普 きも 悪し き あ ら ゆ る 種類 の 草木 が は を る の と 、 同 様 に 、 頂 若者 の 出現 に ょ より 
それ まで 混ざり あっ た 状態 で い だ 人 間 は 、 普 と 量 に 分 けら れる 。「 似 た も の も あれ ば 、 似 ぎる も の も あり E い 
う 言葉 は し か る に 、 似 か よっ て いる 果物 $ ぁ あれ ば 全く 異な る 果物 も ある 事 を 意味 し て いる 
これ は 、 種 類 や 異 に し て 、 あ る 点 で は 似 か よっ て ちり 、 又 他 の 点 で は 似 て いな い 果 物 は 、 同種 の も の で 、 王 
だ る ぁ る 上京 で は 似通っ て いる が 、 大 し て 重要 で な い 細 部 に お いて は 、 ど ちら か の 方 が 甘み が 強かっ だ り ど ちら か の 
方 が 色 や 大 きる に 多様 性 が あっ だ り と いう 風 に 似 て いな いと いう 某 物 の どちら の 場合 に お いて も 適用 きれ 得 
る 。 頂 言 者 を 受け 入れ 神 の 各 き に 従う よう な 人 和信 々 の 場合 は これ と 同様 で ある 。 し か る に ある 点 で は お 万 い に 非 
常に 類似 点 を 持ち 、 又 他 の 点 で は 異な り 、 NGI 
同じ 様 に 、 あ る も の は 精神 的 成長 の 1 つの 段階 に な いて より 進歩 し て な り 、 他 の も の は 培う 所 で より 5 進歩 し て 
いる 。 役 ら は 、 捕 神 的 完成 の 遠 っ た 段階 に 到達 し 、 MEI 異な っ た 特 
性 を 作り 出す 。「 を それ の す こと ] よ いう 言葉 は 、 果 物 が 成約 する こ KR 
し て いな い 見 本 で 果物 の 評価 を する の が 不 公平 で ある の と 同様 に 、 令 仰 間 の 中 に は まだ 精神 的 発達 の 過程 で 
る 完成 の 城 に 到達 し て いな いか ら 天 啓 の 結果 の 欠点 を 捜す の は 不信 平 で ある 。 


ンタ a 
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第 導 芋 テア で の シテ アー 





i 2 ET テ 人 と 4 ン タプ イス デ 
101 . 0 デッラ が 創り た る に も O18 “< 2 6 
か か わら ず 、 ア ッ ラ ー ー の 同位 者 と 見 な す 。 a RE 
時 知識 も な し に 、 妄 り に 人 ンー 


レイ レンス 
ラー に 息子 た も や 娘 た もち が あり と な す 。 と を レラ タレ 
な る か な アッ ラー、 彼 は 彼 等 が 彼 に 在り に OE 
する も の の 上 に 超 在 す ! ( ま 44) 
第 十 三 項 


あの つる 上 NO > ダッ レ と タタ ン や 
102. 天地 の 創始 者 よ 、 彼 は 一 切 を 創造 し 、 の 30 ひ 3 do LA oS いつ らい で 
5 ゆる こと を 知り 給 い 、 配 偶 者 も 持 だ すず し の る の ズ る の ン ン ン 
いす アデ 4 le Cr 」 ン 2 
て 、 安 ん ぞ 子 を 持ち 得 ん や ( 注 45) ? a 《 の ゆう EPIA 


© が に 83 
に イ 2 ンタ ター レッ リン で を 2 し 51 タ と ュ 
103、 それ が お 前 だ ちの 王 ア ッ ラ ー な り 5。 彼 の が いと の 03 08225 


外 に 神 な し 。 万 物 の 創造 者 な り 。 き れ ば 彼 A 
を 柴 皇 せよ 。 彼 は 一 切 を 監視 す 。 @ ら ひび の の ば A 


104. 衆目 は 彼 を 見 ず 、 され と 彼 は 押 日 を 見 る 。 ファン 8 ジフ A 
、 彼 は 圭 妙 に し て 、 一 切 を 知 筐 し 給 う 。 (年 の の RY 


© bh 


105. げに 証拠 が 、 すでに 壮 さ りお 前 だ ち に 隆 2 ンス 22 ぅ て あし 2 E8 
AS Fo 7 も ン あ の 
れ り 。 きれ ば 、 眼 を あけ て 見 る 者 は ( 注 47) あう a 


己 が た め に 率い し 、 限 を 閉ざす 者 ( 注 48) っ 33 の の 5 

は 己 れ を 損なう 。 面 し て 我 は お 前 だ ちの 監 

視 者 に 非 ず 。( 注 49) 
注 44 ジン は 、 一 般 の 人 達 か ら 隠 れ た 、 文 は 離れ た まま で いる そん な 存在 で ある 。 この節 は 、 人 間 が 、 神 の 
邊 が を 拒絶 し 自ら の 判断 と 理 調 に 従っ な り 、 ジ ン と 天使 達 を 神 の 協同 着 ほ 関連 づけ て 考え た り 神 が 息子 や 娘 を 
も の と 考え だ りす る の は あや まり で ある こと を が し て いる 。 











注 45 。 入 は 謙 を も つこ と に より 忠 子 を 、 持 つ 事 が で き る 。 神 に は 妻 が いな い の で 、 む すこ は も て な い 。 さら 
に 、 和 神 は 全て の 創造 者 で あり 、 完全 な 知恵 を 持つ の で 援助 し た り 跡 を 継い だ りす る な だ め の 上 息子 を 必要 と し な い 。 
注 46 この 委 は 、 神 の 啓示 の 援助 な く 、 人 問 の 思 虐 の み で は 、 神 を 理解 する 事 は で き な い 事 を 表し て お り 、 
神 は 肉眼 で は 見 られ な い が 、 彼 の 預言 者 舌 を 通し て 、 又 は 彼 の 美徳 の 働き を 通し て 、 自 ら の 次 を 人 間 の 前 に 明 
ら 5 か に され る 。 神 は き ら 6 に 心 の 眼 で 知覧 する 事 が で きる 。 

注 47 道理 を うま く 利 用 する 事 。 

注 48 真理 に 月 を つむ る た ゆめ 所 日 も 同然 で ある 。 
注 49 神 の 預言 者 の 義務 は 、 神 が 彼 に 明らか に する 事 を 伝達 する 事 に 限ら れ て いる 。 人 々 に それ を 受 け 人 入れ 
る 様 強要 する 事 は 彼 の 関与 すべ きこ と で は な い 。 

付随 的 に 、 こ の 第 は イス ラム 教 は 、 そ の 教え の 普及 の た だ た め の 「 力 」 の 使用 を 奨 唄 又は 疫 認 する と いう 問 責 へ 
の 友 駿 と な っ て いる 。 
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106. 


か (の 如く 、 わ れ ら が 多く の 神 光 を きま 
ぎ ま な る 方 法 で 説明 する は 、 役 等 に 「 液 は 
深く 学べ り 」 と 云わ し め る せ 、 ま た 知識 あ 
る 人 々 に 神 兆 を 明瞭 な らし めん が た め な 
0 。 


アン イン タ プッ ン ン 2 。 ン タン 
VCCI 2 103 
アデ 2 タプ 2 る 


OO Ba 


I GE > 本 “ る 
107. 主 より 液 に 麗 が され た る も の に 従え 。 役 つら ぁ 91219 eo290 SA 


108. 


109. 


110 


の 外 に 神 な し 。 貸 像 崇拝 者 を 避け よ 。 


も し アッ ラー が 欲し た り せ ば 、 彼 等 と て 
ON EN 

と も あれ 、 わ れ ら は 液 を 彼 等 の 監視 者 に 任 
命 せ る に 非 ぎ ざれ ば 、 液 も 彼 等 に 対し て 責め 
を 負う こと な し 。( 注 51) 

彼 等 が アッ ラー 以外 に 澤 捧 する 5 の を 時 
る なかれ 。( 注 52) 役 等 は 無知 ゆえ に 、 恨み 


トン レク クン 52 イン (ディ テン 
Bile eS の 209 5 
内 デン ン 3 ン クン 

Os Ade 


I I 


I I OL OS UO 


か ら 、 ア ッ ラ ー を 司る や も 知れ ね 。 かく の 4 作る し AP 
若く し て 、 われ ら は と の 民族 に 5 ピ が 行為 し 2 


を 公正 な も の と 思わ し め だ た だ り 。 面 し て 彼 等 
の 帰 所 は を の 主 の 許 な り 。 その 時 華 は 、 彼 
等 に 向っ て を の な せる こと を 告げ 知ら せ 

ん 。( 注 58) 

RNNYNRG 02 
い 、 5 し 我 等 に 神 兆 が 降る な ら 、 を 必ず 
信 ず と 云え り 。 記 える 、 「 神 米 は すべ De 
ラー の 掌中 に あり 。 き る れ ど 、 神 光 が 降 る 





注 50 
し た な ら 6 ば 、 


ae) 35 の 。 人 し と 
ンク タレ ラン ラタン 
Ooi i 


つづく の 


の OO を ッ ク lb と つり 2 アラ 


1 


Ce 
人 214 の PC 





神 は 、 そ の 無限 の 知恵 の 内 に 、 人 間 を 自由 な 行為 者 上 る れ だ 。 も し 神 が 少 し で も 人 人 々 を 強要 し よう ヒ と 


足 を 覚え られ な か っ だ の で ある 。 


注 51 


クル アー ン の 中 で 瑞 な 


る 換言 者 の 呼び 名 と し て 使わ れれ て いる 
処置 者 と いう 言葉 は 、 役 が 他 の 人 々 の 行動 に 責任 は 持 だ な いと いう 


彼 は 確か に 真理 に 従う 様 強 要 し て いた だ ろう 。 し か し 、 人 間 征 自 の な め に も 神 は 強制 する 事 に 滴 


"守護 者 " “ 番 人 " 又は 、“ 公 々 な 事 岳 の 
事 を 意味 する だ め に 使わ れ て いる 。 


きら に 、 罰 な っ た だ 


注 52 この節 で は 、 偶 像 近 捧 者 達 の 感情 で きえ ぇ ぅ 尊重 する 事 を 説き 聞か せる だ け で な く 、 
国 や 社会 の 間 に 親 睦 を 作り 出す 事 へ の 希望 も 示 る れ て いる 。 


注 53 これ は 、 あ る 特定 の 動作 を する 事 に 固 新 する 時 、 入 は それ に 好意 を 抱く 様 に な 5、 そ の 動作 は 自分 の 
見 解 で は 良く 見 える 様 に な る と いう よう な 人 間 の 本 質 (を し て 、 こ の 神 の お なき て に 人 間 の 全般 に わた る 進歩 の 
秘密 が 隠さ る れ て いる ) を 神 が つ くり 出る 和 れ た 事 を 意味 する の み で ある 。 こ の 一 般 的 な 神 の きま て に 従っ て 、 偶 
像 此 拝 者 達 は 自分 達 に は 良く 、 価 値 の ある も の に 思わ も れる 、 偶 像 を 此 拝 する と いう 行為 を 好む よう に な る の で 
ある 。 
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lii. 


112. 


113. 


る 彼 等 は 之 を 信じ じ ぎ る べ で きこ RN + を 、 如何 に 
お 前 た ち に わか らし め ょ よう ぞ ?」1 と 。( 注 
54) 


われ ら は 、 彼 等 が 最初 に 之 を 信 ぜ ぎり し 
時 の 如く 、 役 等 の 心 と 目 を 混乱 せしめ 、 罪 
を 犯す まま に し て 迷 誤 の 中 に 彼 等 を きま よ 
わせ し むべ で し 。( 注 55) 

第 十 四 環 

だ と いわ れ ら が 役 等 に 諸 天 使 を 追わ し 、 
死者 が 彼 等 に 語り か け 、 ま だ 万 物 を 役人 等 の 
面前 に 集 ど むる と も 、 ア デッラ ー が 欲 せ ぎれ ば 、 
彼 等 は 決し て 信 ぜ ざる で し 。 き されど 彼 等 の 
多く は 無知 な り 。( 注 56) 

NR 或 る 敵 を 設け た 

。 すなわち 人 間 や ゃ 妖 党 中 の 中 の 邪悪 な る 者 
EN NR 
な 談 論 を 変わ す 一 も し 主 が 欲し た り せ ば 、 
役 等 $ も それ もせ ざり し も の を 。 きれ ば 虚言 
を も て あ を ぶ ま ま に 、 彼 等 を 捨て 置け ( 注 
57) 





注 54 


は アッ ラー と と も に ある 、 そ し て 


アル 


ン う タ し 
ょ クン > 


・ ア デン アー ム 


a (が 


os EE 


TT 22 22 i ie 3 


dl 


2. ヶ タ 2 の = マン 


MP 3 22 わ OS うめ 


A SAS TSS 
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アフ 22 プ 3 ノ ェ レラ 


(上 の ゅ XS 








SSIS 
FN CN 


6 


5 ある ンク 


ンコ アラ う デ 5 タン イタ 


ar 1 第 EE 
ああ 2 名 


(時 
レコ 


ンタ タッ ダン タク タン 


うぅ ぁ あ 09 ss9 し 


し お 


Rl 5 PP 


2 ses 9 の 


tran (を うら 
〆 タン タ デン ニー アァ 


2 


地名 で ちる を られ て い RT 節 の 後半 部 は 、 以 下 の 様 に 表現 する 事 が で きる 。 それ は 、 お つげ 
きら 


の も アッ ラー と 共に ある 。 


に 彼ら は 信じ ない だ ろう が 、 


いつ その 人 お 


つげ が 米 る か 知ら し め る その も 


神 が 宮 れず に 心 に 留め て お られ る 過 示 の 不信 仰 者 回 の 行為 は 、 彼ら が 偶像 柴 皇 的 な 礼 掛 む あ きら め な 


注 55 
い 限 り 、 た と え お つげ が あっ て か ら で も 真理 や 受け 入れ る 邪 訂 と な る で あろ う の 意 。 
注 56 大使 の 役目 の つ は 、 人 人 間 に よ い 考 え を 提案 し 、 真 理 へ 短く こと で ある (4 章 32、33 節 )。 叶 に は 、 


彼ら は こ rae 通し て 飛 な す 。 も う 死 ん え で いる 止 し い 人 人 人 々 は 、 


に 人 人 々 の 夢 の 中 に 現われ る 
が 彼ら の 頒 言 者 の 数 を に より 、 


呼び か け 、 そ の 王 中 の 真理 を 立証 する 事 と な る 
ここ で の 言葉 は 、 地 城 、 疫病 、 人 負 鍵 、 戦 定 を そし て 他 の 災 
自然 界 の 種々 の 事績 の 考証 な の で ある 。 こ の よう に 自然 


うけ 


注 57 


「 人 A 人 問 や ジン 」 上 と いう 言葉 は 、 タ クル アー ン の 多 て の 節 に 


< い の 形 て 
その も の が 、 
られ る 。 ま る に を の 骨 然 力 は 彼ら に 対 し 反旗 を 割 し て いる 


る の で ある 。 


彼ら の 精神 的 徴 活 は 、 


登場 する が 、 こ れ は 神 の 創造 02 2 つの 回 な っ 


需 言 省 の 言い 分 を 立証 する な た なめ 


な だ 種族 で は な く 、 人 問 の | 内 の 2 つの 部 類 を 示す : "人 問 " は 太秦 又 は - 般 の 人 々 を 示し“ ジン" 


一 般 の 人 々 か ら 需 ぎ か っ た まま で お ぢ お 


を 表わす 。 
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。 死ん だ 者 が 人 と 話す に は も う 一 つの 方 法 が ある 。 疹 神 向 に 死ん で し まっ て いる 人 
新しい 精神 的 生活 に 保 き れる と 、 言わ ば 、 不 信仰 着 達 に 
、 舞 言 才 の 真理 に 対す る 証 換 と な っ て いる 。 

不信 仰 者 に 対し 怒り を も っ て いる 様 に 見 


は 、 し ば し ば 


うり 、 泥 ざさ ろう と せ ず 、 公 毅 の 数 視 か ら 届 れ た まま で いる ち も 同 然 の 韻 大 な 人 々 


Act ss た os 


114. を は 来世 を 信 ぜ ざる 者 の 心 を それ に 傾 か 
し め 、 そ れ で 喜ば し め 、 今 稼 に で いる も の 


115. 


116. 


117. 


118. 


注 58 


を いつ まで も 稼が せる た め な り 。( 注 58) 


我 登 ア ッ ラ テー 以外 に 礁 判 を 求む べ け ん 
や 。 ピ 明白 に 説 か われ た る 経典 を お 前 だ たち に 降 
し だ る は アッ ラー な り 。 われ ら が 経典 t を 全 
えた だ る 者 は 、 を れ が 真理 を 以 て 主 より 降 き 
れ た る こと を 知る 。 き れ ば 流 、 疑 う 徒 器 の 
伸 間 と な る な か れ 。( 注 59) 


主 の 御 言葉 は 、 真実 し 公正 よ に お いて 紋 
も と こる な し ( 注 60) 何人 も その 御 言 葉 を 
変え る を 得 ず 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て 
を 知り 給 う 。( 注 61) 

流 も し 地上 の 多数 の 者 に 従わ ば 、 役 等 は 
流 を ブッ ラー の 道 か 6 迷わ し めん 。 彼 等 は 
た だ 億 測 に まかせ て 、 應 言 や こと と する に 
さす 


げに 液 の 主 は 、 彼 の 道 か ら 述 い 寺 る 者 を 
一 番 よ 〈 知 り 、 ま た 正しく 導 か れ て いる 者 
を 一 番 よ く 知 り 給 う 。( 注 62) 





彼ら は 自分 達 の 邪悪 な 道 を 持続 する と いう 事 で ある 。 こ の 言葉 は る きら に 


の 結果 を 経験 する 事 ぅ 意味 する 。 


注 59 
クル アー ン そ の も の も 
見解 と 信仰 に 反する に も か か わら ず 、 
正 な 心 を も つ 人 人々 は 、 


9 


注 60 
と か ら 枯 で な で り 、 
唱え だ 。 こ の よう に 、 


て いる 。 
注 61 神 の 預 昔 、 又 は 神 の 律 法 が 神 の 頂 言 者 達 の 利益 の 為 に 
注 62 僅 男 に 関し て は 、 何 が 正しい か 訓 っ て いる か の 者 判 と し て 受け 入れ られ る の は 、 多 数 派 と 


どちら 6 で も な い 。 神 の み が 「 絶 対 的 に 確実 な 審判 |] で ある 。 神 は 天 の お つげ ば を 見せ 、 
団 を 助け る 


[経典 1 と は 、 ク ルアー ン の 事 を も 高 味 し て いる 。 
NN RSG RE クル アー ン は 、 


メッ カ が 也 落 し だ 時 、 聖 な る 玉 言 省 が 、 


こと に よっ て ロ れ の 審判 を 下す 。 


その 教え の 正当 性 を 認め ぎ る を 得 な い よう な 内 容 を る 呈し て い 


その 頃 偶 像 で あふ れ て いた カー バ に 入り 、 
まき し (この 人 括 言 の 「 王 の 邊 言葉 と 正実 と 公正 ほ と に お いて 負 く と ころ な し 」 と いう 言葉 を 
メッ カ の 陥 和 次 に よっ て 神 の 言葉 は 実際 に 満た きれ た と いう 事実 が ここ で は 喧 に 意味 きれ 


#% レイ ルン ブン 


JJ| EUVS1 い CC4 
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RI ET ds 


アリン 
(まる 


Goyer I 
・ ノ タレ で うー デ pM A る お 3 て 
A TO Te 


す イ ウン 


OIL le! 


符 た も の 





、 彼 ら が 自分 達 が 、 


典 ( 聖 吾 な ど ) の み で な 
近 来 の 
、 説 明 き れる 対象 し な る 公 
る の で ある 。 


な ぜ な ら ば 、 前 の 神 の 聖 


偶像 を あ ょ から あ 


徹 く 方 法 或 に い は 手段 。 


、 少 数 派 の 
区 理 の 道 を 追い 求め る 集 
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常 信 症 アル ・ ア ン ア ー ム 
= タス 
119. お 前 た ち ア ッ ラ ー の 神 兆 を 信じ な ば 、 A RS 


120. 


121. 


122. 


123。 


注 63 
A 
よい 食べ 物 を 食べ る よう に と 、 


注 64 


注 65 


アッ ラー ー の 御名 が を の 上 に 唱え 6 れ だ た る も 
の を 食 せ よっ ( 注 63) 


お 前 た ち 何 故に アッ ラー の 御名 が を の 上 
に 唱え られ た る も の を 食わ ざる か 一 強い ら 
れ た る 場合 を 除い て 、 ア ッ ラ ー は お前 だ たち 
に 食う で か ら ぎ ざる ぉ の を すでに 明示 せる に 
非 ず や ? げに 多く の 人 々 が 知識 の 不足 に 因 
する 邪 欲 か 6 他人 を 誤り 導く 。 確 か に 、 液 
の 主 は 、 違 犯 者 を 一 番 よ く 知 り 給 う 。 


全然 の 虹 も 、 内 密 の 罪 $ 稼 を 避け よ 。 げ 
に 罪 を 積む 者 は 、 必ず を の 犯 せる 行為 に 対 
し て 応報 を 受け ん 。 


ON NA 
を 食う な か れ 。 を そ は 歴然 だ る 悦 犯 な り 。 

に 悪 磨 たち は 仲間 を る を の か し て 、 i 
ちと 論争 せしめ ん と す 。 お 前 だ た だ ち も し 彼 等 
に 従わ ば 、 ぢ 前 たち は 多神教 侍 し な る べし 
( 注 64)。 

第 十 五 項 - 

死 せ る 者 に われ ら 6 生 を 与え 、 面 し て 光 
を 与え て 人 々 の 間 を 歩か し め た る 者 と 、 賠 
開 の 中 に 在り て を こよ り 肌 で 得 ざる 者 と 、 
同じ な りや ? か く の 如 く 不 信心 者 ども は 、 
己 が 行為 を 正しい も の と 思わ し め ら れ た 
り 。( 注 65) 
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剖 173 節 と 23 章 52 節 に な いて 、 よ い 純 粋 な 食物 を 食す こと は 、 人間 の 動作 と 直接 に 関係 を 持つ こ 


ここ に 申し つけ られ れれ て に いる 


ここ に 自分 達 の 倍 爺 を 強 ゆ め 、 自 分 達 の 不純 な 心 を 洗い 済 ゆ る だ め 


、 純 粋 で 打 に 


この 節 は 、 何故 自然 に 死ん だ 動物 や 神 の 名 に お いて の 祈り を も っ て 正当 に 殺 る れ た 動物 で な いも の を 
食す る 事 が 袋 止 き れ て いる か を 説明 し て いる 。 神 の 名 を 唱え る の は 、 動 物 の 殺害 に よっ て うみ だ きれ が ちな 無 
慈悲 の 影 用 を 取り 消し 、 人 人間 の 心 に 神聖 化 き れる 効果 を うみ だ す 為 で ある 。 


前 述 の 節 で は 、 人 人 問 の 手 に よっ て 作ら れ だ た お き て は 、 


いつ ぅ 欠陥 が ある 事 が 指摘 きれ て いた 。 今 、 こ 


の 節 で は 、 人 間 の 手 で 作ら れ た 教え は 、 神 の 教え に 対抗 で き な い 事 が 述べ られ て いる 。 人 間 の 思考 力 の み を 助 


け と し て 法 を 考案 する 省 と は 、 決 し て 


る 。 


出 て こら れ な い 暗闇 の 中 で 手探り で 何 か を 兵 し 求め て いる 者 の よう で あ 
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第 六 軍 テル ・ ア ン テ アー 
= ュ D レベ コ 6 ン 2 ルク う rd Tal トト 
124. また ね れ ら は 、 そ れ ぞ れ の 品 の 有力 者 た A NE む “3 Yat SS 
ち を 罪人 と な し 、 叶 間 の よう な 中 で む な し 
(策謀 せ し せ 。 さ れ ど 彼 等 は 自ら 職 ら 6 ず し 66225C34 4es5b O 人 ar 


て 、 だ だ ロロ れ に 対し て 策謀 する の み 。 
125. 奇跡 が 起 る と 、 彼 等 は 云う 、「 ア ッ ラ ー の も クー さき a A 


IE 
使徒 た ち に 賜わり た る も の と 同じ も の を 救 OS 0 
等 に 賜 わ る まで は 、 我 等 は 信ずる 気持 な し 」 Se I2Ald の の 1C ck 
と 。 アッラー は 誰が その 使徒 た ち に ふさ きわ A 
し いか を 一 番 よ く 知 9 給 う 。 罪 を 犯 せ し 者 SC i 
ども は 、 そ の 策謀 せる こ と の だ め に 、 い ず ルル $s る の 2 
れ ア ッ ラ ー の 御前 で 屈 寿 と 厳し い 筐 劉 を 受 3 CC di le 3 ab! 


くべ し 。( 注 66) 
や ュー メ ュ > ュ 芝 お > へ 4 ” ウッ ン ラン 2 。 ラブ グズ 
126. アッ ラー も し 人 を 導 ん と すれ ば 、 彼 は 20502 の 5 40 っ はら 
イス ラー ム の だ め に 、 そ の 人 の 胸 を 拡げ 給 a の , 2 
う 。 さ れ ど 迷わ し めん と すれ ば 、 偽 も 天 に じゅ ry CSI 
狂 ら ん と する 者 の 世 く 、 そ の 胸 を 締め せ ば 


っ タン タン ルン 1 タン ン ン (る イ 
め 給 う 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は 信 ぜ ぎる の tS SE 


に 古 を 。( 注 メッ 9 タ や ー イ ン 
者 ども の 上 に 呈 を 課 し 給 う 。( 注 67) の Ge る JUL 


127、 これ を ぞ 流 の 主導 御 許 に 真直 に 導く 道 eS ds 342 
な り 。 わ れ ら は こう し て 、 反 省 する 人 々 の 0 


た め に さま ぎる な る 押 人 を 医 押 に 革 明 せ RR 
り 。 
ア レル 4 x “3 a ] プア タダ タ ア 
128. キキ の 御 許 に 、 彼 等 の な め の 平安 な 住居 あ うう あう るる) A Os 5 けら 2 
bh 。 面 し て 主 は 彼 等 の 愛護 者 な り 、 彼 等 の イン ラタン リッ タレ 
1 
な せる 報い 故に 。 Dom 


LL re 2 タタ タラ ッ ン レッ ン ン 


129. 彼 等 を 皆 一 斉 に 招集 する 日 、 半 は 云わ ん 、 V3 esd et ou 
「 妖 息 の 徒 華 よ 、j お 前 た ち は 多 て の 人 間 を 。。 。。 ッ あー リシン シン 。 
食い も る の に せり 」 と 。( 注 68) 人 人 間 の 中 の OS AE EY ES る | 


注 66 テッ ラー の 神 は 、 彼 の 使い と し て 誰が ふる きわ し く 、 又 誰が ふき わし く な いか ・ 番 よく 知っ て な られ る 。 


注 67 神 が 迷 わ そう と 欲し た 者 は 神 の お き て を 重荷 上 みな し 、 そ れ を 実行 する の に 渦 体 的 な 困 難 と 精神 的 な 
OO Rt 


注 68 その アラ ビア 語 の 言葉 の も ぁ つ 可能 性 は 以下 の 様 で ある 。 攻 泊 は 一 般 の 大 還 の 中 か ら 多 く の 者 達 を 味方 
に 引き 入れ 、 そ ば に 呼び 、 液 に 従わ せる よう に し な た だ 2。(2) 流 は 彼ら を 食い 物 に し た 。3} 光 は 大 衆 に 大 いな る 重要 性 
が ある と みな し た 、 す な わ も ち 、 大 押 が 流 に 従わ な く な る の で は と いう 負 れ か ら 真 理 を 受け 入れ な か っ た 。 

ちょ うど 弱者 が 、 大 いな る 者 へ の 所 れ か ら 真 理 を 受け 入れ な いよ ょ うに 、 同 様 に 、 大 いな る 者 ぉ 時 に は その 稿 
奉 者 達 を 恐れ 、 披 ら が 彼 を 置き ま り に する の で は 、 と いう 恐れ の た め に 真理 を 受け 入れ な か っ た りす る の で あ 
る 。 
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第 六 章 


妖 吉 の 友 は 云わ ん 、 「 主 よ 、 我 等 は 相互 に 利 
A され ど 今 、 液 が 我 等 の た め に 
定め た る 期限 が 到来 せり ] と 。 主 は 方 わん 、 
[業火 が お 前 た ちの 永 元 の 住居 な り 。 但 し 、 
アッ ラー が 欲す れ ば 、 そ の 限り に 非 ず | ょ 。 
げに 液 の 王 は 賢 哲 に し て 、 す べ て を 知り 給 
2a 

か く の 如 〈 く 、 我 等 は 不義 者 ども を 互 に 親 
し くせ し む 、 そ の な せる 悪事 の た め に 。( 注 
69) 


130 . 


の 第 十 六 項 
131. [ 妖 寺 と 人 間 の 徒 合 EE よ 、 前 た ちの と こ 
ろ に は 、 お 前 だ た ちの 中 より 出 で し 使徒 た ち 


が 来 て 、 わ れ ら の 神 兆 を お 前 た ち に 物語 
この 日 の 会 見 に つい て 向 告 せ ぎ り しか? 
する と 、 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は 自ら に 逆 っ 
て 証言 す 」 と 。 5 
を 和 欺 け hh。 彼 等 は 己 れ に 背 い て 、 不 信心 者 
な り し こと を 白 ら 立証 す 。 


族 使徒 が 道 わる れる の は 、 主 が 整 生 も な 
し に 妄 り に 庄 市 府 を 滅ぼす こと な き が た な ため 
な り 。( 注 70) 


192 , 


133. 人 は すべ て 、 その 行為 に 応じ て 息 隊 \ あ り 。 


下 は 彼 等 の な せる こと を 等 了 に せ ず 。 


134. 主 は 自立 白 足 し 、 慈 忠 に 満ち あふ れ 給 う 。 
彼 も し 欲し な ば 、 お 前 た ち を 追い 払い 、 稚 
する も の を お 前 だ ちの 継承 者 た らし む 、 倫 
も 別 の 民 の 子 挫 より お 前 だ た だ ち を 出現 せしめ 
だ る 如く 。 


て この よさ 23! 


注 70 神 は 警告 者 を た て て き し 近 っ た 災い に 対し 、 
式 を 下 き れ な い 。 淡 難 は ここ で は 、 地 富 、 悲 居 な 理 包 、 
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に 帰 凍 な 者 の いて くら か を 他 の 邪悪 


まず 最初 に 入 々 に 語 古 
伝染 病 、 等 の 全て の 人 を 襲う - 般 的 な 災 宮 を 意 味 す る 。 


Cs か CA AA) | 
CAE Io ol Ii 
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も の 達 の 上 に お く と の 商 味 を 併せ ぁ 


し な い 限 り は 、 決 し て - - 般 的 な 淡 


っ 5 で で 


第 六 曹 アル ・ ア ン ア ー ム 





135. お 前 た もち に 約束 る れる こ と は 、 必ず 実現 ア ィ うす 9 997 (ce NC し 4 
す 。 きれ と お 前 た ち は 、 そ を れ を 阻止 し 得 ず 。 GOORIN I DOS 61 


136. 云え 、「 人 々 よ 、 お 前 た だ ちの 仕方 で 行え 。 の るる じ E ふ を < ッッ 1 オフ ッ * の 1 1 
。 = 3 es つじ つり し から ぼう 1 
我 も また 我 が 務 め を 行う 。 や が て お 前 だ ち 生ま 9 hd な 
は 、 終 の 報 差 の 住居 が 誰 れ の も の よ な る か @596 い SAKE 6 癌 RA 
を 知ら ん 」 と 。 げ に 不義 な す 征 護 は 決し て 2 
栄え ず 。( 生 71) CI) 
137. 彼 等 は アッ ラー が 剣 れる 穀物 や 家斉 の 一 ッ ン ? ン ン 
Al 8 
部 を 割 い て 、「 こ れ を アッ ラー に 」 と 自分 勝 KS lob 3 dS 
手 に きめ こみ 、「 面 し て これ は 我 等 の 偶像 神 COM < >» A < 135 
に | な ど と 云う 2。 彼 等 の 偶像 神 に 供え だ た る の 2 5 
も の は アッ ラー に 達せ ず 、 ア ッ ラ ー に 供え を の 8 3500 4 Bc 
た る も の は 彼 等 の 偶像 神 に 達 す 。 彼 等 の 判 を タン 
断 は 悪し 。( 注 72) OE ds has 08 gb 


138. 同様 に また 彼 等 の 神々 ( 注 73) は 、 多 く 2 の 2 
と っ | os 0 
の 多神教 徒 に 自分 た ちの 子女 を 殺す を 静 し の 2 ら 
と 思わ し め だ り 。 こ は 神々 が 彼 等 を 減 ぼ し 、 が et スン 4 2 ep りら 
その 宗教 や 混乱 きせ ん が だ た め な り 。 き れ ど 、 アオ リノ メア オア アア 982 の プレン 1 。 ア 
も し アッ ラー 欲し た り せ ば 、 彼 等 も これ を EG 2 


せ ざ り し な り 。 され ば 役 等 を 、 そ の 提 造 せ 
る も の と と も に 捨て 置け 。( 注 74 


139. 役 等 は まだ 、| こ れこ れ の 家畜 と 穀物 は 禁 CC すき 包 > 沿う CT 5 
ぜ ら れ て いる 。 ( 注 75) 何 和信 も 彼 等 の 許し な 


注 71 この 言葉 は きら に 、 (J) 液 の 方 法 に 基づい て 行動 せよ (2 どん な こと で も や る な ら や っ て みよ と いう 意 
味 や もつ 。 この節 は 偶像 崇拝 的 な メッ カ の 人 々 に どう で も 勝手 に し て 、 イ スラ ム 教 を 絶 減 さ きせ 、 当 時 の 小 き な 
イス ラム 社会 や 破壊 する た め に 折 分 達 の 力 と 方 策 の 最大 限 を や 尽く す 努 力 を する 様 挑戦 を し て いる が 、 引 ら の ふ 
らち な 計画 と 労 刀 は 全く 其 敗 に 終わ る の で あお る 。 

注 72 これ は アラ ブ グ 人 の 福 像 貯 捧 的 な 習慣 に 関連 し て いる 。 彼ら は 、 自 分 達 の 土地 の 産物 を 用 神 ] と 彼ら の 
袖 々 の 間 で 分 ける 。 も し 彼ら の 神々 の だ た だめ に と っ て お か れる 分 常 が 他 の 目的 に 使わ れ だ な ら ば 、「 宰 の だ た め に 
と っ て お いた 分 は 、 役 6 の 神々 の 名 に お いて 慈悲 ( 北 療 ) 心 と も し て 手放さ きれ る が 、 も し 「 神 」 の た ゆめ に と っ て 
お い だ も の が 他 の 日 拘 に 使わ れ た 時 は 、 神 々 の た だ ため に と っ て お いた 分 量 が 、 神 に 譲ら れる こと は な か っ た だ の で 
ある 。 

注 73 ここ で いう 「 彼 ら の 神々 ]」 まほ は 預言 者 や 占星 家 等 の 型 職 者 を 意味 す る 。 

注 74 ここ で は 、 自 然 の 災害 を 防ぐ た め に 、 女 の 子 を 殺 寄 し た り 生 きだ まま 埋 ゆ た り 、 彼 ら の 神々 の 供物 召 
に 、 い け に えと し て 捧げ だ な り と いう 、 特 定 の アラ ブ の 部 府 が 行う 最も 残虐 な 描 例 に つい て 言及 し て いる 。 又 は 
何人 か 特定 の 子供 の 数 が いれ ば 一 人 を 神 の いけ に えと し て 捧げ る と いう 彼ら の 迷信 的 な 祈願 を 友 お し て いる と 
も いえ る 。 

注 75  「 鈴 じ ら れ た 穀物 ] と いう の は 、 偶 像 に 捧げ られ た 、 収 穫 を 得る 為 の 畑 と いう 意味 で ある 。 これら の 
穀物 を や 使 を る の は 、 彼 ら の 寺 話 を や する 型 職 省 の み で ある 。 


GR 
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140. 


141. 


142. 


し に 食す べから ず 」 と 自分 勝手 に きめ こん 
で 芯 う 。 証し て その 湖 『 が 禁じ られ だ る 家斉 
( 注 76) や 、 ア ッ ラ ー の 御名 を を の 上 に 唱 
え ざ る 家 斉 ( 生 77) を 作る 。 これ すべ て アッ 
ラー に 対し て 庶 偽 の 提 造 な り 。 を の うち 
テッ ラー は 、 彼 等 の 提 造 せる こと に 返 報 す 
べし 。 


彼 等 は また 、「 こ れこ れ の 家畜 の 胎内 に あ 
る も の は 、 も っ ぱら 6 男子 だ け に 限 6 れ 、 妻 
女 に は 禁ず ら る 。 但 し 死産 の 場合 は みん な 
一 緒 に 粗 伴 す る こと を 得 ] な ど と 云う 。 
アッ ラー は その うち 、 彼 等 の 独断 に 対し て 
応報 すべ で し 。 げ に アッ ラー は 覧 哲 に し て 、 
すべ て を 知り 給 う 。( 注 78) 
無知 ゆえ に 、 超 か に も 自分 の 子女 を 殺す 
者 、 ま た だ アッ ラー に 対し て 嘘つき 、 ア ッ 
ラー が 彼 等 に 与え た る も の を 禁ず る 者 は 、 
本 当 に 失敗 者 な 5 り 。 彼 等 は 紛れ も な てく 迷 謀 
に 陥り し 者 に し て 、 正 し てく 間 か れる こと な 
し 。 
沈 十 七 項 

. 棚 を 備え だ た 某 和樹 園 、 棚 の な い 某 樹 園 
東 格 子 、 きま ざま な る 作物 を 産 す る 畑 、 
徹 頂 、 括 樹 、 を の 他 似 た る も の 、 似 ぎ る も 
の 、 こ れ ら 5 すべ で て を 生じ し め だ る は 、 ア デア ッ 
ー な り 。 実 を 結ば ば 、 食 べ よ 。 る れ ど 収 


の 


稚 の 日 に は 税 を 納め 、 浪 器 す る な か れ 。 げ 


に アッ ラー は 浪費 する 者 を 好ま ず 。( 注 79) 
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注 76 


5 間 104 節 で 述べ られ て いる 牛 の 事 で わあ る 。 を それ ら は 、 乗物 と し て も 、 


な か っ だ 。 


注 77 


メッ カ の 偶像 崇拝 者 達 の 「 彼 ら の 神々 ] に 泰 納 る れ た 征 の 事 を さす 。 殺害 の 時 に 、 神 の 名 


と に 関し て は ここ で は 何 も 言 入る きれ て いな い 。 


沖 : 7 


注 79 
や お き て が 言及 きれ て お り 、 


アラ ブ 人 人 の も う -- つ の 時 席 げ だ 慣習 を 指す 。 


前 述 の 節 で は 、 作 像 水 捧 者 の アラ ブ 人 が 自分 達 の た め に 考案 し た 、 偶 像 水 拝 的 な 慣習 、 
この 節 に な っ て か ら 、 神 の 律 法 が 示 き れ て いる 。 


ー229 一 


荷物 連 搬 用 と し て も 使わ れ 


を 述べ だ こ 


曲 旋 げた だ 慣例 
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143. アッ ラー は 家畜 を 、 牙 ある も の は 荷 を 負う 
べく 、 ま た 或 る も の は 食用 に と 剣 り た り 。 


メラ ー が お 前 だ ち に 賜 え る も の を 食し 、 
悪魔 の 足跡 に 追 陸 す る な か れ 。 げに 悪魔 は 


ぢ な 前 た ちの 公然 の 敵 な り 。( 注 80) 


144,. アプ ッ ラ ー は 八 集 を 人 り た だ り 。 す な わ ち 半 
が 二 対 、 山 壮 が 二 対 一 云え 、 [アッラー が 禁 
じ た る は 、 牡 二 匹 な の か 、 そ れ と も る 牝 二 現 
な の か 、 は だ また 脱 内 に ある 牝 二 匹 な の 
か ? お 前 だ ちの 云う こと が 長 実 な ら 6 ば 、 
確実 に 我 に 告げ ば よ 」 と 。 


145. 駒 辿 が 二 頭 、 牡 牛 が 二 頭 。2: え 、「 ア ッ ラ ー 
が 人 禁じ た る は 、 粧 二 頭 な の か 、 牝 二 頭 な の 
か 、 は た また 胎内 に ある 牝 二 頭 な の か ? 
アッ ラー が 逐 を 命じ た る 時 、 セ 前 た ちはる 
の 場 に 在り し か ?| と 。 アッラー に 対し て 
嘘つき 、 知 識 も な し に 人 々 を 迷わ す 者 よ 
5 不 閉 な る 奴 宇 は あら うか? アッ ラー は 
不義 な る 奴 斐 を 導 か ず 。( 注 81) 


146. 云え 、「 我 に 落 示 る れ だ た る も の の 中 で 、 食 
べた だ た い の に 食べ る こと を 禁じ られ だ た も の を 
我 は 知ら ず 、 死 肉 、 流 和 れ 出る 箇 、 懇 の 肉 一 こ 
れ は 不 兆 な る が 故に 一 それ に アッ ラー 以外 
の 名 が 唱え られ る 故に 汚れ た る も の を 除 
き 。 き され と ど 、 悦 犯 の 意 記 な く 、 まだ 規則 に 


そ む 〈《 に 非 ず 、 必 要 に 人 迫 ら れ や むせ を 得 ぎ ざり 
し 場合 は 、 流 の 主 は 覚 大 に し て 、 講 り 深く 


、 まし ます 」 と 。( 注 82) 
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注 80 その 第 -- の 意味 以外 に 、 こ の 節 は 、 き ら に 、 
自ら を 守る 手段 で も ある こと を 示唆 し て いる 。 

洋 81 偶像 迫 拝 者 達 は 、 
時 に 居 あ わせ だ た の か 、 


する 事 を 要求 きれ て お り 、 そ れ は 何故 な ら ば 、 二 や 
一 和牛 は ヒン ズー 教徒 達 が 、 
ある 。 


注 82 この 節 は 、 許 きれ る 食物 と 禁止 され て いる 
法 は 、 何 の 知識 も 理由 も 基 般 も な 《、 随 芝 釣 で ある ・ 


お き て に か な っ だ も の を 食す る こと は 、 


も し 神 が - と らく だ を 食べ る 事 を 
と 尋ね られ る 。 彼ら は 、 牛 と らく だ は 本 当 に 末 止 きれ て いた こと を 示す 神 の 権威 を 提出 
らく だ の 内 を 食べ る こと は 、 
6 くだ は 一 部 の ユダ ヤ 人 達 一 に と っ て は 侍 止 され て いる 事 と みな きれ て いる か ら で 


稚 じ た と 主張 する な ら 、 神 が そ 


患 工 の 攻撃 か ら 


それ や 伝え だ と いう 


いく ら か の 、 草 潮 重 視 の 人 人 々 


る 食物 に 関し て 、 偶像 雌 拝 洗 の アラ ブ 人 達 に よっ て 作ら れ だ 
それ に ひき が か が え 、 
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イス ラム 教徒 に よっ て 規定 きれ だ な 食物 





第 六 章 アデル ・ ア ン ア ー ム 
147. され ビュ ダ ヤ 教 徒 に 爪 邊 2 もう 
ダ ヤ 教 徒 に は 、 わ れ ら は 爪 牙 を 3 WG 和信 


148. 


149. 


150. 


持つ すべ て の 動物 を 覇 じ た り 。 ま だ た われ ら 6 
は 、 昔 中 や 腸 や 胃 に 付き だ る も の を 除い て 、 
( 注 83) 和牛 や 羊 や 山 半 の 脂 を 禁じ た り 。 こ 
は 彼 等 の 違 犯 に 対す る 応報 な り 。 ( 注 84) げ 
に われ ら は 真実 を 語る 。 


彼 等 も し 液 を 嘘つき と 責め な ば 、 云 え 、 
[ 主 は 一 切 を 抱擁 する 慈悲 を 持ち 給 う 。 き 

和 れ ど 罪深い 民 は 、 主 の 激怒 を 押し 戻す こと 
し 得 ぎ る で し | と 。 

アッ ラー に 他 神 を 配 する 彼 等 は 云わ ん 、 
「 ア ッ ラ ー も し 欲し た り せ ば 、 我 等 も 我 等 
の 父祖 もぉ 、 ア ッ ラ ー に 他 神 を 配 す る こ と は 
せ ず 、 ま た だ 何 も 禁 忌 を 作ら ざり し な らん 」 
と 。 同様 に 、 役 等 以前 の 者 も き 、 わ れ ら の 激 
學 を 味わう まで は 、 神 の 使徒 な もち を 嘘つき 
よ ょ ば わり せり 。 云え ん 、「 お 前 た ち 確たる 知識 
を 有する か 7 有る な ら そ れ を われ ら に 示 
せ 。 お 前 た ち は だ だ 憶測 に 従い 、 虚 言 を 事 
と する に すぎ ず 」 と 。 

云え 、「 最 後 の 論 拠 は アッ ラー の も の な 
り 。 ア ッ ラ ー も 
は お 前 た ち を 皆 導 きだ た だ たり し な らん ] と 。 
85) 


( 注 





の 規律 は 知恵 と 理由 
侍 止 し て いる 一 3 つ は それ ら が か が 不 汐 で 不潔 
2 こと か ら で あ る 。 最初 に 述べ だ 3 つの も の は 、 腐 肉 、 動 物 が 条 害 きれ だ 時 、 又 は 傷も 負っ た 叶 








に 基づい て いる 、 


そし て 豚肉 で ある 。 


に と っ て 有害 で ある 
と も に 読み と る 必要 が ある 。 4 っ 上 の 人 


これ ら 例 


し 欲し た り せ ば 、 ア ッ ラ ー. 


し at ラン ン < ン 2 
OAC KGEL ed US ッ ア ン ン 
OF アン 稼が 4 

の あら 46585 35 36 
OR LL 


33 アア 


ENR dS 
の 5 EIREIY 
Gis a CES EAS 
RRL SS 


m9 944 くう ん ン 1 


O Or Fl a 


NC EA 


に 


® isu! 





て は 不 和 光 で 不 潔 すなわち 、 
。 ここ て 注意 すべ で き 事 は 、 不 沼 と いう 言葉 ほ 、 地 初 に 述べ られ た 3 つの 禁止 き て いる 物 と 
べ 止 きれ て いる も の は 、 


と いう 事 を 上 臣 味 し て いる 。 根 本 的 に 、 イ スラ ム 教 ( 徒 ) は 4 つの も の を 
で ある こと か ら 、 そ し て 1 つ は それ が 神 亜 を 汚し 信心 深 てく ない とい 


= 流れ 出る 血 、 


それ ら は 人 間 の 肉体 と 靖 神 の 画 方 の 健康 


アッ ラー 以外 の も の の 名 を と な えて 加工 きれ だ 


食べ も の で ある 。 それ は 神 環 を 汚す 、 す な わ ち 、 和 神 に 対す る 不 従順 、 反 抗 の も と な の で ある 。 を そういう 食物 を 


食す 事 は 、 人 間 の 精神 面 の 健康 を 鶴 し 
注 83 レビ 記 7 章 23 節 参 照 タル ムー ド の 中 で は 、 あ ば ら に つい て いる 
沖 : 84 


注 85 


正しく 、 


、 彼 の 神 に 対す る 


愛 を 自ら 和央 うこ と と な っ て いく 。 


# 肪 に 関し て は 、 例 外 ほ きれ て いる 。 


これ ら の も の ほ は 、 ユ ユダヤ 人 の 人 人達 の 罪 に 対す る 前 と し て 禁止 きれ た だ 。 


も し 神 が 彼 の 入 々 に 「 袖 の 意 ] に 


何 が 誤っ て いる か を 説明 し 、 


従う 様 強 制す る な ら ば 、 軍 は 確実 に 、 
と を 強制 する は ず で ある 。 し か CN 神 は 人 人 間 を 自由 な 取次 人 と し た 。 神 は 人 人 間 に 、 
そし て どちら で も 、 避 び だ たい 追 に 進め る 様 、 選 択 を 自由 に まかせ だ た 。 
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正しい こ 
何 が 


主 っ だ 事 で は な く 、 


ty 
- 背 か 写 


アル ・ ア ン ア ー ム 





1 


152. 


云 を 、「 ア ッ ラ ー が これ を 禁じ た り 、 と 立 
証する 証人 を 出せ ] と 。 た だ とい 彼 等 証言 す 
る と も 、 流 は 彼 等 と と も に 証言 する な か れ 。 
また われ ら の 神 兆 を 虚偽 な りほ と する 者 ども 
並び に 来世 を 信 ぜ ず 、 主 に 同位 者 を 配 する 
者 ども の 邪悪 な 性 向 に 追随 する な か れ 

第 十 九 項 

云え 、 [来れ 、 我 は 主 が 禁じ た る こと を お 
前 だ たち に 復 衣 せ ん 。 同位 者 と し て 如何 な る 
も の も 主 に 配 す る な か れ 。 両親 に 親切 を 尽 
くせ 。 供 困 を 麗 れ て 子女 を 受 す な か れれ 
前 た ち も 子 女 も われ ら が 療 っ て や る ほど に 
一 外 に 現われ た だ る こと で も 、 心 の 内 に 隠さ 
れ だ る こと で も 、 不 潔 な 行為 に 近づく な か 
れ 。 ま ただ 正義 の だ ゆめ 以 外 は 、 ア デッラ テー が 禁 
じ た る 殺害 を する な か れ 。 こ は アッ ラー が 
お 前 た ち を 理解 せしめ ゆん と し て 、 ぢ 前 た ち 
に 命じ た る $ も の な り 。( 注 86) 

ER OR NM 

、 彼 が 成年 に 達する まで 、 oo 
また 、 村 日 は 十分 に し 、 目 方 は 公 
せよ さよ 。 ( 注 87) わ れ ら は 何人 に 5 その 
上 の も の は 課せ ず 。 意 見 を 述べ る 時 は 、 だ 

と いい 近親 に 関係 せる こと で も 公平 を 守れ 。 
また アッ ラー と の 契約 を 全う せよ 。 こ は 


し ~~ 】 ノミ ンタ ・ タレ テマ ン プン タン 
GR Ot la 
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アッ ラー が お 前 だ ち を 注意 きせ る だ め に お 3253 
前 たち に 命じ た る も の な り 0」 と 。( 注 88) 
注 86 [禁止 上 と いう 言葉 に あと に 続く 訓令 は 、 神 が 実行 する 様 命 信 し て いる 事 で ある 。 一 方 で は 、「 茜 止 」 
I ED この 節 は 、 そ れ 
自体 に 、 直 接 的 な 命令 ほ ト 、 を の 逆 の 両方 が 組み 合わ きる れ て いる 。 この節 は 、 更 に 達 っ だ 略 に 、 解 釈 す る こと も 


可能 で ある 。 最 飼 の 文 は 、「 王 ヵ 尿 
し つけ られ て て いる” と いう 意味 を 
は 以下 の 様 に 読み とら れる 


まじ た る 
も つっ 言葉 で 始ま っ CU 


る 。「 き さあ 、 あ な た だ 方 の 王 が 導 


ー 3 と 店 と いう 語 2 
、 と ら え られ る で き で ある 。 そう する に と 、 


この 場合 それ は あな だ に 中 


この 節 


次 の 文章 が 、 


づけ る も の は 、 何 で も いい と いう わけ で は な い 事 が 申し つけ られ て お り …… 」 


注 87 


注 88 
と いう 語句 の 中 に 合 


生命 の 探 護 に つい て の 訓令 の 次 に 、 


言葉 を 守る ため の 訓令 


訓令 は 、 神 と の 在 約 に 関係 し て いる か ら で あ る 。 
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の あと に 、 心 を 守る だ め の 訓 令 
含 蒼 きれ て いる 。 な ぜ ら ば 、 以 前 の 訓令 が 人 人間 と の 契約 に 関係 し て いな の に 反し 、 こ こ 


Ve a ぉ の を 私 が 語る ろう 。 神 の パー トナ ー と し て 、 関 連 
財産 を 守る だ ため の 葉 律 に つい て 述べ られ て いる 。 

が あり 、 そ れ は 、「 ア ッ ラ ー と の 契約 を 全う せよ さ 」] 

で の 


ハコ 


ーー エキ 。 の っ 
中 所 


154. 


156. 


158. 


159. 


注 89 


また 、 去 え 、 「 これ こそ わが 直 き 道 な り 。 
きれ ば 之 に 従え 。 お 前 た ち を アッ ラー ー の 道 
か ら 離 れ し む る 如き 他 の 道 に 従う な か れ 。 

こ は ア ッ ラ ー が お 前 た ち を し て 悪 に 対し て 
身 を 守ら し めん が た め に 、 お 前 た ち に 命じ 
た る も の な りり] と 。 


更に われ ら が モー ゼ に 経典 を 与え ん だ る 
一 問 行 を な せる 者 に 対す る 品 、 思 の 完遂 で 
り 、 一 切 の 解明 で あり 、 獲 導 に し て 慈悲 な 
り 一 彼 等 は 菅 ら て 主 と の 対面 を 信 ぜ ん 。 
第 一 - 十 項 

- は われ ら が 降 せ る 有難 い 経典 な り 。 
れ ば る に 従い 、 
お 前 た ち 慈 悲 に 浴 せ ん 。 


る 


前 だ ち に 、 [経典 は 我 等 以前 に だ だ 三 っ っ 
の 宗派 に の み 降 き れ た り 。 き されど 我 等 は 彼 
等 の 請 め る も の を 知ら ざり き 」 と 、 去 わし 
め ぎ る だめ に 。( 注 89) 

また お 前 た ち に 、「 も し 我 等 に 経典 が 降 き 
れ て いな ば 、 我 等 は 必ず 彼 等 より 善く 導 か 
れ だ る な り 」 と 、 云わ し め ざ る た め に 。 会 
主 よ り の 明 証 が 、 すなわち 徐 導 と 慈悲 が お 
前 だ ちの と こ みる へ 米 れ り 。 き され ば アッ ラー 
の 神 兆 を 拒 浴 し 、 それ より 背 き 去る 者 、 こ 
れ 以 上 の 不義 な る 者 は 誰か ? われ ら は 、 わ 
れ ら の 神 区 を 豆 避 す る 者 ども に は 、 そ の 
避 避 せる こ こと の だ た め に 、 恐 る し い 徐 同 を 以 
て 報 ゆ べし 。 

彼 等 は た だ 、 諸 天使 が 彼 等 の と ころ へ ^ 現 
われ る を 待ち 、( 注 90) 主 が 来 臨 する ( 注 91) 


この 節 で 述べ られ て いる [ご 


罪 か ら 身 を 守れ 。 る すれ ば 


- つ の 宗派 」 は 、 モ ー ゼ の 5 和書 が 与え られ 、 
の 宗教 が 起こ っ だ た ユダヤ 人 と (ゾロ アス ター 教 の 経 内 で ある ) ゼン ドア ベス タ が 
住ん を で いた だ ゾロ アス ター 教徒 の こと だ と も 言え る し 、 又 は 、 


・ ア デン アデ アーム 
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3288 の タン 
Ge 


Ki 








ア の 北 の 地域 がら 、 そ を 
れ 、 ア ラビ ア の 東側 に 
ブ 人 が 出会っ な 、 二 


ン 
アラ ビ 
与え ら 


~~ = 


アラ ビア に 住ん で いて 、 ア ラ 


派 の 人 々 で ある 、 ユ ダ ヤ や 人 と キリ スト 教徒 の 事 や る し て いる の か も し れ な い 。 


注 90 


と その 敵 と の 間 で 行わ れ た 戦い に 関連 し て 、 天使 の 到来 が 、 述べ られ て いる か ら で あ る 


ここ で は 、「 天 使 が 更 わ れる 」 は 、 戦 争 を 使っ た 、 


8 章 10 節 )。 


人間 へ の 罰 を 芝 味 する 。 何 夏 な ら ば 、 イ スラ メッ 教徒 
(3 章 125 節 、 126 節 、 


ー238 一 





を 待ち 、 ま だ 主 の 何 か 特 別 な る 奇 時 が 超 る 2< A EAT 2 イン ドス > 


を は つの み 。 硝 し て 、 主 の 何 か の 奇 踏 が 起 半 op や トン アル ンス 
る ( 注 92) 日 に は 、 そ れ ま で 信じ も せ ず 、 2 5S AT 
信仰 に ょ っ て 善行 を 積ま き る 者 が 信じ て Cd アテ ンー ・ 08 
も 、 益 する と ころ な し 。 云え 、「 待 て 液 等 65 う 551 


われ ら も まな だ 待つ | と 。 


160. 己 が 宗孝 を 分 裂き せ て 、 ( 注 93) 宗派 と な 2 sd 2 2 2 タン イン ッ る 
せる 者 ども に 対し て 、 湊 は いる る か も 関わ Cc | 
りな し 。 げ に 彼 等 の こと は アッ ラー の 6 と 1 区) 

に あり 。 や が て アッ ラー は 彼 等 に 、 そ の な 
せる こと を 告げ 知ら すべ し 。 eS 


161. 一 善 を 行う 者 は 、 逐 に 十 倍 する 報 差 を 受 や の 2 
くべ し 。 され ど 一 悪 を 行 を ば 、 そ れ に 等 し A o” 
き 応報 を 受 A+ ンク の フッ タン ルイ 3 の パク と の と 
応報 を 受け る の み 。 彼 等 は 不当 に 過 せ ら RNS ES 2 

れる こと な か る ベ べし 。( 注 94) 
Es 隊 » EE で タッ ニン? ut 2 や 旨い 
162. 云え 、「 主 は 我 を 直 き 道 に 導き 給え り 一 正 Cs tss る ls 
し いい 宗教 、 高潔 な アプ ラ ハ ム の 宗 者 の 2 
ー 5 2^ グ 。* kd le [en 
プラ ハム は 、 ア ッ ラ ー に 他 補 を 佐 せ 礼 る 62 CPIO 

徒 輩 に 非 ざ りき と 。 


え er, 
に 7 


Sl 


163. 云え 、「 我 が 礼拝 、 我 が 献身 、 性 が 生 も 死 eu< トペ ビク くる し る くっ 2 
。、 族 び て 万 物 の 主 な る アッ ラー の た め な 8 2 うう tod 

SI アリ イ 」 タ 

り 。( 注 95) 1 

1]64 . 王 に は 如何 な る 同位 者 も な もし 。 HI し て 我 りう I < ? し 」 1 H ンマ ン し し 4 の 
は か く 命 ぜ ら れ た だり 、 我 は 服従 帰依 する DLN IG ーー 2e0o55 っ う 


人 々 の 算 な 91 と 。 








注 91  「 主 が 来 隙 する] と いう 表現 は 、 真 実 の 敵 の 完全 な 三 減 を 意味 する 。 
注 92 庁 騎 が 起こ る ] と は 、 負 位 、 疫 病 、 炎 害 の 様 な 、 こ の 世 の 禄 を 意味 する 。 


注 93 「 己 が 宗教 分裂 さ きせる] と いう 語句 は 、 人 が 自分 の 気まぐれ や 空想 に 従う よう に な る と 、 違 いと い 
うぅ う も の が 人 間 同 上 に 生じ 、 才 ええ 方 の 合 高 が 消え 失せ る こと を 示し て いる 。 


注 94 よい 行為 は 、 10 倍 に も 、 双 を れ 以 上 に も 増え て いく 、 よ い 種 の よう で ある が (2 豆 262 節 、4 章 4 節 、 
10 章 27・28 節 及 び デ ィ ル マデ ィ の 断食 午 )、 を それ に 反し て 珠 は 、 悪 い 種 の よう に 1 つの まま で ある 。 


注 95 析 り 、 和 汽 牲 、 生 と 死 は 人 間 の 行動 の 全て の 分 野 に か か わり 、 そ し て 型 な る 拓 言 者 は 、 彼 の 人 生 の 全て 
の 局面 は 、 神 に 捧げ られ て いる 上官 言 する 様 に 命じ られ て いた 。 彼 の 祈り の 全て は 、 神 に 捧げ られ 、 彼 の 犠牲 
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ーー 
第 六 難 


165. 


166. 


ぅ 3 全て 、 神 の た め の も の で あり 、 
を 求め る 事 に 


注 96 
自ら の 十字 保 を 


注 97 
を 授け 5 れ 、 国 事 を 統制 する 義務 を 、 今 まる に ゆだね られ る と 知 


達 の 工務 遂行 の 結果 を 明らか に し な けれ ば な らら ない の で 、 豆 任 を 公 


支え 、「 我 合 万 物 の 主 に まし ます アッ ラー 
の 外 に 主 を 求む で けん や 2? と 。 何人 も 選 
れれ 月 身 【 = 稼ぐ の み 。 他人 の 荷物 まで 背負 う 
こと な し 。 面 し て お 前 た ち は 、 や が て 主 に 
如き る れる べし 。 その 時 主 は 、 お 前 だ ち が 意 
見 を 異 に せる 問題 に つい て 、 お ぉ 前 た ち に 昔 
げ 知 ら す べし 。( 注 96) 


お 前 た ち を し て 地上 に 於 ける 代理 者 と な 
し 、 お 前 だ ちの 或 る 者 の 位階 を 他 の 者 より 
も 高 か ら し め だ た る は 、 ア ッ ラ ー な り 。 を は 
彼 が お 前 たち に 与え たる も の に よっ て 、 お ゼ 
前 た ち を 試み ん が だ た だめ な りり 。 げ に 王 は 懲罰 
に 迅速 な れ ど 、 ま な た 窓 大 に し て 、 情 け 深 く 
まし ます 。( 注 97) 


な ろう と も る 、 


この 節 は 、 17 草 16 遍 、 5 
負 に い 、 ロ れ の 行動 に 上 直 任 


この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 、 勧 告 と 


彼 の 太 生 の 全て は 神 へ の 牽 仕 で あり 、 
を それ ぅ やはり 神 の 喜び を 得 ん が た だ ため の 行為 と いう 事 に 他 な ら な い 。 


培 告 の 両方 か ら 同 時 ! 


アル ・ ア ン ア ー ム 


クン タウン ンタ グン 3 


クン ンタ ラダ ゅ タ 人 43 
65 が びら 256 OE 


2 


a 1 01 全う 
OE 


LI I 8 


ンタ タン 2 バン 

Qa 
シン タン ンダ ン 0 っ て ンタ レン 
ON EC 寺 えい Nl ぬう 
3 し デン 内 ッ プ どう デ 


AC? SES 


の ッ る の うっ タ ン ン イ る RE 
3 人 





そし て も し 、 宗 教 隔 原因 か ら 、 彼 が 死 


間 40、41 節 同様 、 キ リス ト の 贈 罪 の 教義 へ の 激しい 否認 を 含み 、 誰 も が 、 
を も だ な けれ ば な ら な いと い 


う 事実 に 断固 と し て 注目 きせ て いる 。 


r げ られ て いる 。 彼ら は 、 創 造 皇 に 対し 、 
\ 正 と 正 凌 に よっ て 果 た き な けれ ば な ら な い 。 
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= 構成 きる れ て いる 。 彼ら は 、 力 と 権 成 
所 分 





アル ペア ラー ジジ 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね みみ な 
3 女 ヨ >2E 車 み 遍 く アッ ラー の 4 ここ おい ① 9 て hr 7 * 


2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ザ ー ド 。( 注 1) ua 
3. こ は 液 に 示 る れ た る 経典 な り 、 汐 が に 422 EB RI HINES 
ょ っ て 警告 を 与え 、 ま な た 信 待た らち へ の 訓 琉 : 92ve tu 
た らし めん が た ゆめ に 一 る れ ば これ が た め に ON E34 38 
流 の 胸 を 狭 ゆ る な か れ 。( 注 2 ) 
a くだ の ン 29 2 タタ ノンノ シン っ 。 イー スタン っ 2 る 
4. 主 よ りお 前 た ち に 降る きれ た る も の に 従い 、 の CU 


主 以外 の 守護 者 に 追随 する なかれ 。 お 前 だ た ン タン レク 。 ン ェ ト ジ っ ノ 
ち は め っ た に 訓 戒 に 従わ ず 。 ws SS 3 


われ ら は 加 何 に 多く の 邑 を 減 ぼ せ る こと NC I I 1 クン 
1 JC は CO Hd SR 
か ! われ ら の 邊 較 は 夜間 に 、 ま な た 彼 等 が 在 ONS PG EN IOS 
絆 の 最 中 に 降れ 5 り 。( 注 3) | 
と か 時 くだ ンー ダ 》 ン 3 ク 
6. 押 し て われ ら の 懲 還 が 彼 等 に 降れ る 時 、 彼 【5105 

等 は た だ 、「 げ に 我 等 は 不義 者 な りき !」 と hi>2 

叫喚 する の みな りき 。( 注 4) oO ou 


1 


テン し 』 


265SU 


と プ バ 


1 
デ 


デブ プア ラン プレ 


0 われれ ら は 、 必 ず 使 徒 を 遣わ る れ だ だ る 人々 を 香 yj 22 3 アイ ブッ ン ルレ 由 PT ア 22 レラ る le sl* 
問 し 、 ま た 使 舗 た ち 5 必ず 箕 剛 すべ し 。( の OS Sg bl EL 


5 








注 1 我 は 全 知 全能 に て 、 真 理 な り 。 
注 2 この 節 は 、 特 に じ に モハ ッ マ ド の みて で な てく すべ て の 信徒 に 向け て 話 き れ て いる 。 


注 3 特に 夜間 (町 け 方 ) と 真 硬 が 、 た いて い 押 の 誤 が 下る 時 間 で ある と ここ で は 述べ て いる 。 こ の 時 間 は 
人 々 が 大 抵 上 限っ て いる か 、 ぽ ぼん や り し て いる 時 間 で ある 。 


潤 4 前 が 下さ れ た だ た 星 、 確 固 と し た 無神論 者 きえ ぉ ぁ 、 星 と し て 神 の 助け を 求め て 叫び 声 も あげ ば る が 、 そ れ は 、 
こう し た 演 あ し い 時 に は 自分 自身 の 無力 き ば か り で な く 、 よ り 高 い 存在 の 強力 な 力 を 実感 する か ら で あ る 。 


注 5 すべ て の 人 々 は 、 と どん な 形 で あれ 神 に 対し て 上 真 任 を 負う と いう 広 則 を この 人 節 で は 、 述 べ て いる 。 人々 


は すべ て 、 神 の 使者 を どの よう に 受け 入れ た か を 問わ れる で ある う 。 又 、 使 首 達 は 神 の 言葉 を いか に 伝道 し 、 
それ に 対す る 民衆 の 反応 が どう で あっ だ た か を 問わ れる で あろ う 。 
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10. 


11 . 


12. 


13. 


注 6 
な いも の の 重 さ を 計る と いう こと は 、 そ の 本 来 の 価値 、 


注 7 人 聞 は 、 粘 土 を や い ろ いろ の 形 に る よう に 、 
ある 。 
注 き 8 。 アダ ム に 選 せ よ と いう 命令 は 、 天 使 に 向かっ て 発せ られ だ の で ある が 、 


現 者 で ある が 故に 、 こ の 命令 
注 9 
長 で ある 。 ここ 
ここ に か か わっ て いる 


し か ~ 上 
。 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 に 、 そ の 所 業 を 確実 


な 知識 に も と づい て 話さ きん 。 な ん と な れ ば 、 
われ ら は 決し て 不在 な る こと な し 。 

その 日 の 衝 は 正確 な り 。 衝 重き 者 は 、( 注 
6 ) 必ず 成功 すべ し 


きれ ど 各 軽 き 者 は 、 われ ら の 神 入幕 みん 
じ た だ が なだめ に 、 そ の 身 を 滅 ぼ せ る 着 な る 
ke 


われ ら は お 前 た ち を 地上 に 安住 きせ 、 
て 生計 の 手段 を 与え だり 。 
ち は 殆 ん ど 感 謝 せ ず 。 
第 二 項 
われ ら は お 前 た ち を 創造 し 、 し か る 後に お 
前 だ た ち に 形 を 与え だ た り 。 ( 注 7) 面 し て われ 
ら は 天使 た も に 向っ て [アダ ム に 服従 せよ 」 
( 注 8) と 命じ た と ころ 、 イ プリー ス を 除 
( 注 9) 彼 等 は すべ て 服従 せり 。 イプ 
リー ス だ けが 服従 者 の うち に 加わ ら 6 ざり 
き 。 
神 は 云 を り 、「 わ し が 命じ た る に 、 六 何 故に 
服従 せ ざ る か ?| と 。 す る と 、 イ ブリ ー ス 
は 云え り 、[ 我 は アダ ム に 勝る 。 流 は 我 を 火 
で 創り だ る が 、 ア ダム は 粘土 で ( 注 10) 創 
られ だ り 」 と 。( 注 11) 


し か 
町 し 
し か る に お 前 た 


デル ・ デ ラー ク フ 
ン ぅ デン ンタ ング テ イン ンス タイ 
OD CI Sg elo oa 


9 デア ラブ タラ ノッ 


dt 2 っ be ds i RS os, ls 
っ 
と 464 タン GEE EE 0 
oo 
I 3 CN 
を レッ 2 タタ 
DHE 

5? る タ の HE 

る 0 の) sks 
GEIS 

Far 


GE NE 


A 5 


"144 3 KN 


Ob 2 


64 OM 








この 言葉 は 比較 的 に 用 いら れ て いる 。 物 質 は 、 


金属 や 本 で 作ら れ た 笠 り で その 重 
胡 価 、 重 党 性 を 明確 に する 


日 分 の 精 補 的 存在 を 様々 に 形成 する こと 


[る 
と いう こと で ある 。 
が 


犬 使 は 神 の 命令 の 神聖 な る 


+ は すべ て の 促 造 物 に 適用 きれ る も の で あっ た 。 


イブ リー ス は 天使 で は な か っ た 18 : 31)。 ガ ブリ エル が 療 使 長 で ある の に 対し 、 7 EAN 


の は 、 後 の アダ ム 


の 担 先 ) の み で ある 。 


に 述べ られ て いる こと は 、 人 入間 の 最初 の 担 先 で ある 最初 の アダ ム 
(この 大 地 に 6000 年 前 に 住み 、 ノ クア や アブ ラ ハ ム や 彼ら の の 


と は 何 の か か わり 合い ちゃ な い 。 


注 10 [ 相 革 !】 と いう 語 に つい て の 説明 は 、 3 章 50 節 を 参照 。 
注 11 この 節 は 、 神 と イブ リー ス の 間 の 会 話 と し て 表現 きれ て いる が 、 


いう わけ で は な く 、 
状況 な の で ある 。2 意 


を 31 節 も 参照 せよ 。 


状況 を 言葉 で 表現 し た と いう こと で ある 。 イ ブリ ー ス が アダ ム に 服 き な か っ た まき 


実際 に こ 


こう し だ た だ やり 取り が の 
店 果 が こ 
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沈 じ 章 アル ・ ア ラー フ 
14 . 袖 は 云え 5 り 、 「 な ら ば ここ a り 落ち て 行け 295 62 ンタ 名 イイ ンター 11? ィ ン 
ここ は 液 如 き 人 竹 憎 な 者 の 居る べき ょ とこ EN AE RR 
非 ず 。 出 て 行け 。 げ に 液 は 見 下げ は て た る OGA GN 
立 な 5」 と 。 2 5 
15. イブ リー ス は 寺 え り 、「 彼 等 人 間 が 吾 ら し め DI 1 の 
2 9 ge (3 31 GC. 
ら る を の 日 まで 、( 注 12) な に と ぞ 我 に 猫 予 ジグ %) 9 9 
を 授け だ まえ | と 。 
16. 神 は 云え り 、「 液 は 猫 也 きれ る 者 の うち に 加 は AM 
えら 5 れん] と 。 > 
39 (8 セア ス / 
17. イブ リー ス は 云え り 、[ 液 が 我 に 身 を 誤 6 せ AE12 bf 
た の で 、 我 は 液 の 直 き 道 に て 彼 等 人 間 を 待 時 を チア 
た ん 。 OF 
と か テン 2 wu 2 2 る フン コン タ , 
18. 面 し て 我 は 、 前 後 左 有 か 6 ( 注 13) 彼 等 を 「 あ クラ Al OIE 
襲わ ん 。 きれ ば 液 は 、 役人 等 の 多く が 忘 皿 の る ジッ ィ ン ン の の レ ュ ン っ ン 
徒 な る を 知る べし | と 。 CY ab に 3 EI LS ES 
OLS 
19. 神 は 法 え り 、「 虐 まさ れ 、 遂 い 立て られ て こ SS dE 
こ ょ り 去 れ 。 も し 彼 等 の うち 液 に 追随 する 8 スン < i 
者 あら ば 、 わ し は お 前 た ち 一 同 で 地獄 を 満 TR ee “te 
さん > A 72 タン ン ィ ノ タッ マン ン ラ ン 2 ヶ 
20. アダ ム よ 、 溢 と 流 の 妻 は 庭園 に ( 注 14) 住 EL Sle 3 


注 12 


み 、 好 き な と こ に - ろ で 食う が よい 。( 注 15) な 
れ ど 不義 者 の 類 に な ら ぎ ざら ん が た め に 、 こ 
の 樹 に は ( 注 16) 近寄る な か れ 」] と 。 





の プン フン ング の 


ER 
Oo 


a 





この 第 に いう 復活 と は 来世 に 約束 きれ た 


: カ 人 の 大 復活 の こと で は な い 。 





人 聞 の 辻 魂 の 復活 あお るい は 人 


間 の 精神 的 意 識 が 最も 沿 め られ だ 状態 の こと を 言っ て いる の で ある 。 精神 的 復活 が な い 限 5 り 、 イ プリ ー ス が 人 


に 追 を 語ら せる こと も ある で あみ ろう 。 し か し 、 人 人 間 が 一 日 パ カー (再生 ) と 呼ば れる 精神 の 高い 段階 に 到達 す 
れ ば 、 も は や イプ リー ス は その 人 間 に 対 し 何 の 害 を 為す こと も $ も できない の で ある (17 : 66)。 

注 13 サタ ン が 張り めぐ で らし て いる 誘惑 の 網 に 注意 せよ 。 

注 14 2 : 36 を 参照 

注 15 これ は 、 肉 体 的 、 精神 的 に 有 寄 で ある と し て 難 じ られ る こと 以外 は すべ て 合法 で ある こと を 示し て い 
る 。 

注 16 「 禁 断 の 本 ] と は 、 ア ダム と その 妻 に 、 あ る 特定 の 事柄 を 禁じ て いる 戒 律 の こと も 意味 し て いる よう 


で ある 。 クル アー ン の 中 で は 、「 良 い 苔 葉 ] は 「 良 い 木 ] と 関連 し て お なり (14:25)、 邪 悪 な 言葉 は 「 悪 い 森 」 
と 関連 づけ られ て いる (14 : 27)。 
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半 


の 


23. 


24 . 


セ 事 


し か る る に 悪魔 が 彼 等 に 貴 い て 、 彼 等 に 見 え 
ざり し 恥部 を 彼 等 に 知ら し め 、 折 し て 評 え 
り 、「 主 が お 前 た ち に この 樹 を 禁じ た る は 、 
お 前 た ち を 天使 まき だ は 不老 不死 者 た らし め 
ざら ん が だ め な り 」| と 。( 注 17) 


市 し て 亜麻 は 人 に 約 っ て 交え り 、「 げ に 我 
は お 前 た ちの 真実 の 助言 者 な り 」 と 。 


こう し て 悪魔 は 二 人 を 欺 き て 下 落 せしめ た 
5 り 。 彼 等 その 樹 の 実 を 味わう や 、 だ た だ ち ま ち 
恥ず か し さき を 自覚 し 、 董 園 の 木の葉 で 己 が 
身 を 覆い た だ たり 。( 注 18) す る と 、 王 は 二 人 な に 
MA 

の 樹 を 禁 ザ ざり し か 、 ま だ た : 了 亜麻 は ぉ 前 た ち 
A A 


彼 等 は 云え り 、「 主 ょ 、 我 等 は 誤 れ りり 。 液 我 
等 を 許さ きず 、 慈 圧 を 垂れ ざれ ば 、 我 等 は 必 
ず 失 敗者 ほな らん 」 と 。( 注 19) 
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注 17 
の で ある 。 ア ダム が 住む こと 
て 、 決 に 続く 文 に お いて も 比 層 が まき 
と 下がれ て いる が か が 、 
定 の : 


続け て 用 いら れ 、 ア ダ 


この 「 木 」 と は 、 文 字 通 り の 物 と し て の 木 で は な く 、 
- 族 、 部 族 の こと で あっ だ 。 ア ダム ふ が 近 づい て は な ら な いと きれ だ の は 、 


引 な 考え が 菩 後 に 入 を 破滅 に 追い や る 時 、 同 時 に 、 
と に な っ た 場所 は 、 ク ルアー ン の 中 で は 比 只 的 に 「 寿 園 ] と 表現 きれ て いる 。 
ム ふ は ある 特定 の 「 本 |] に 近づく こと る 禁止 まれ て いこ 


その 人 自身 、 自 分 の 弱点 は っ きり と 自覚 する 
を し 


アダ ム が 近づい て は な ら な いあ る 特 
この 一 族 が 彼 の 蔽 で あり 、 彼 に 


危害 を 加え よう と も 何 の 痛み も 感じ な い 人 々 で あっ た か ら で あ る 。 


注 18 
ダム が 「 攻 園 ] の 木の葉 すなわち 共同 体 の 若者 達 を 集め 、 
し は じ め た と よい うこ と を し めし て いる の で あ 
r だ も で ある (10 : 84)。 ア 
を の か す 者 が サタ ン と 呼ば れ て いる 。 こ の 区 別 は 、 こ の 節 


首 上 閣 に 従い 彼ら を 助け る の は 、… 般 に 若 省 
ン に 描か れ て いる 
の み で な せく 、 
ス は 別人 な の で ある 。 ア ダム か そそ 
も 肉 も ある 邪悪 な た 人間 で あっ て 、 人 々 の 中 に いる 各 府 で あり 、 サ タン の 愉 現 で あり 、 
『 づ いて は な ら な いと る され た 一 族 の 上 員 な の で あっ だ た 。 モ ハッ マ ド は 、 
彼 が 人 間 で あっ て 悪 寺 で は な いこ と を 示す も う 一 つ 


だ 。 を 必定 、 
ス (人 名 ) で ある と 言っ た と きれ て いる が 、 


サタ ン の だ た め 、 ア ダム の 共同 体 に 


の は イブ リー ス と 呼ば れ 、 彼 を を 


クル アー ン 全 体 を 通し て 、 


アデ アダム が 近 


の 証拠 で ある 。 


注 19 
ちと は 、 
だ た の で ある 。 


も に 気づき 、 


間もなく アダ ム は 自分 の 誤 ち 
この 信 間 悪魔 を 、 
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関連 する 節 す べ て に お いて 、 
の か し 、 間 違い を 犯 る きせ だ シャ イタ ー ン は 、 目 に 上 兄 え 史 悪 坦 で は な (、 邊 


この こと は 、 


後 必 し つつ 、 急 いで 軍 の ぉ と へ 戻っ だ 。 そ も 
押 が か か わり 合わ な いよ う 明 告 し た に も か か わら ず 、 支 援 者 と 間違え 


色 裂 が が 入り 、 中 の 弱い 人 々 が 共同 体 の 絆 か ら 護 て いっ な だ 時 に 、 ア 
彼ら の 協力 を 待て 、 
る 。 菅 者 は ] 昌 思 相 や 偽 多 に ほとん ビ と ら わ も れれ な い の で 、 神 の 預言 


彼 に 従う 人 々 を 再 統一 、 麗 編成 


ダム ふ に 従 うこ と を 拒否 し た 者 と し て クル アー 


基 確 で ある 。 す な わ ち サタ ン と イブ リー 
イブ リー ス の 代理 人 で あっ 
彼 の 名 前 は ハリ 


" ふ の 謀 


そ も ア ダ 
た こと に あっ 


第 七草 ーー 


25. 主 は 云え 5、「 出 て 行け 、 お 前 た ち は 互 に の ・ シン レン タラ ンー タン っ を タラン 。 ッ > ニニン 
云え り 、「 出 て 行 前 た ち は 互 に 散 IN gd ES LA 6 


と な らん 。 地上 に は お 前 だ ちの 仮 の 宿 と 、 





ひと 時 の 楽し みあ り 」 と 。( 注 20) PPMe 
26. 面 し て 主 は また 云え う 、「 を こ で お 前 た ち は (る? っ 22 の ks 

生き 、 そ を そこ で 死に 、 面 し て を こ ょ より 足ら し 5 の 

め ら る で し 」 と 。( 注 21) CO の を っ 5 


第 二 項 
27. アダ ム の 子 ら よ 、 げ に われ ら は 前 た ち に 、 OM の CET ンタ 
恥部 を 覆い 、 ま た 飾る た め の 衣服 を 投 け た EEC 用 | Sr 
り 。 き されど 、 正 義 の 衣 箋 こそ が 最高 な り 。 ( 生 の 2d 58 TY 3 
22) こ は 彼 等 に 忘れ きせ ざる だめ の 、 ア ッ 1 0 の 
レー の 神 光 の 一 つ な 5。 CE 


28. アダ ム の 子 ら よ 、 悪 麻 が か つて 、 お 前 た ち dE 
の 先祖 に その 池部 を 知ら し めん が ため に 、 レッ ” 
タン ンク ラン タック "の ノッ 
その 衣 を 制 ぎ 奪っ て 彼 等 を 庭園 より 放 遂 せ CI) ee と ls 
うに 、 悪魔 に た ぶら か る れる な か sg AC 
3 ン で 2 ® イグ に 
。 事実 、 亜 麻 し を の 一 族 は 、 MM ーー デジ Ry 2! 
3 = ~~ na サレ リッ イン ぅ ンプ ン タタ アア ッッ クン 
見 え ざ る と ころ か ら お 前 た ち を 見 る 。 け FE ts 
に われ ら は 、 悪 麻 を し て 信 ぜ i も の の 


a 
ニー 








アプ タタ 
友 と な せり 。 ( 注 23) ② 〇 > タタ 
注 20 この 第 で は 、 ア ダム か 自分 の 生地 か ら 他 の 地 へ 移住 する よう 命令 きれ た こと わ を 明らか に し て いる 。 そ を 


うな っ だ の は 、 彼 の 共同 体 の 中 に 様々 に 異な っ だ 人 達 の 間 に 、 ee A STSS の お 
この 事実 は 、 AM - つ の 証拠 と な っ て い 
る 。 ア 婦 ム は 、 彼 の 生地 メソ ボタ ミア か ら 出 て 、 近 際 の 地 に 移っ た な よう で ある 。 こ の 移住 は 、 多 分 - 時 的 な こ 
ょ で あり 、 ず っ と 彼 に 披 は 自分 の 設 氏 に 戻っ た で あろ う 。 机 央 時 へ の 科 え ] と いう 言 発 は 、 移 人 が 村人 
' も の で ある こと E を 、 像 か に ほ の ゆ か し て いる 。 ア ダム ふ は 、・ この節 で 、 こ れ か ら 先 、 注 意 深 て くし て いる よう 和 整 侍 
を 受け て いる の で ある 。 それ も 、 今 や 彼 は 水 遠 に 分 の 生地 に こそ 住む べき で ある か ら な の で ある 。 


注 21 「 山 的 な 忘 に 解 収 すれ ば 、 こ の 節 は 、 人 間 は 誰 $ 物 に し て の 陰 体 を 持っ た まま 楽園 に 上 邊 る こと は で き 
な いと 示唆 し て いる の で ある 。 人 人 は 地上 で 生き 、 地 上 で 死な な けれ ば な ら な い の で ある 。 


注 22 アダ ム が 「 放 園 ] に お いて 自己 の 「 抹 身 | に 紋 っ た の は 、 毅 諾 な る 信仰 を いう 衣服 で あっ た 。 


注 23 シャ イタ ー ン と 呼ば れる 門 報 と その 信 間 立 は 、 普 通 は 日 に は 見 えな い 。 彼ら は 、 密 か に 力 を ふる い 、 


人 間 の 尻 れ た 弱点 を 探し 出し て は 、 人 間 が その 邪悪 な を ます ます 強く する よう 仕向 ける の で ある 。 神 は た だ 


人 間 の 試練 と し て 、 サ タン を ぢ お 剣 り に な っ た の で あり 、 サ タン は 、 人 間 が 辿っ て いく 茜 神 の 旅路 の 途中 に ある 
障害 物 と し て の 役割 や 果たす の で ある 。 障 害 物 と は 、 妨 害する た ゆめ の も の で は な い 。 人 生 と いう 競技 の 中 で 、 
計 省 者 達 が $ っ と 用 心 深 く な り 、 を れ ま で 以上 に 努力 を する よう に な る た め の ぉ 5 の な の で ある 。 陸 定 物 に き 
人 人 生 に 党 け た 、 不 注意 者 、 怠 愉 な 者 は 、 分 自身 を 南 ゆ る で き で あっ て 、 役 ら 6 の 気 反 を 試す た め 、 彼 ら を 試練 
に 向かわ せ だ 人 人 あるいは 人 人 々 を 喜 め る べき で は な い 。 
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当 


抽 


29. 彼 等 は みだら な 行為 を する 度 に 、 云 う 、「 我 


30 . 


91 . 


d2 . 


33. 


等 は 、 父 福 た ち が る れ を 行う を 見 だ り 。 ア ッ 
ラー が 之 を 我 等 に 命じ た り 」 と 。 云 ん [アッ 
ー は 決し て みだら な 行為 を 命ぜ ず 。 お 前 
た ち 、 ア ッ ラ ー に つい て 己 れ の 知ら 5 ざる こ 
と を 去 うか ?」| と 。 
RE A 
の 場所 で は 、( 注 24) 常 に を その 顔 を 主 に 正 し 
《 向け て 祈り 、 誠 を 尽 し て 信 ぜ よ 。 主 が 
前 たち に 生 を も だ た らし た る 如く 、 お 前 た ち 
は い ずれ 主 の 許 へ 帰り 行く 」 と 。( 注 25) 


斑 は 或 る 者 は 導き 、 ま だ た だ 迷 誤 する 者 は うち 
捨て た 5。 彼 等 は アッ ラー を る し お いて 
悪魔 ど も を 仲間 と な し 、 し か も 自ら は 正 し 
く 導 か れ て いる と 思う 。 


アダ ム の 子 6 さ 、 礼 拝 所 に 訟 ける 礼拝 時 に 
は 、 服 装 に 気 を つけ よ 。 ( 注 26) 飲 む も よ し 、 
食べ る も よし 、 な れ ど 度 を 過ごす な か れ 。 
げに 壮 は 度 を 過ごす 者 を 好ま ず 。 
系 四 項 

ぶん [アッラー DN 
装身具 や 、 そ の 賜 え る 清潔 な 食物 を 禁 

る は 誰か ?」 と 。 云え 、 i 
復活 の 日 に ゼ い て 、 現 世に て 信徒 な り し 
人 々 に の み 限 5 る 」 と 。 ( 注 27) か く の 和 如く 、 
わ ゎ われ ら は 知識 ある 人 々 に きま ざ ヾ まな る 神 兆 
を 説明 す 。 





注 24 
集中 し な けれ ば な ら 5 な い 。 す べ で て の 祈り の 前 に 行う 引 溶 は 、 


アル ・ ア ラー ブ 


プラ グン 


4 GL HE EoG 3 31 う 
上 092 CE 
OE 1 


っ の MI ョ レン レン 
(RAR BR 


a 


ば の 


ッ ク 0 


(お 

ン ? 2 タッ 7 
の の oe が た 59 あの 
ぁ うみ の 2 タン 
(上 の ぅ っ ゅ 59 
AL も 3 う euA Us 


MA 2 


1 
グプタ クン フラ イン ュ 


ンジ あら Eee 

ンタ タン テテ ーッ ラダ タイン 

(GO 1 

アオノ の ルン イィ ッ 9 サタ アア ナル イン 1 

っ I 8 be ol (の 
£1 , アブ ウタ ブラ イク や 


Ls GTS Y 451 つめ あゆ 3 


at 2 [ノン ン ン フタ ン て る る の っ 。 プン プッ クン 
Cd で と 1 81 28 を の 2 の 6 


っ の ョ ュー ラー ・ 929 し 1 2 。 る 2 うら らち 。2 ン 
Gia Gag A EN 2 
A EN I AE 


アッ の 


約 〇 





折り の 時 間 が 近づき 、 


い 状 態 に きせ る こと を 日 的 と し て いる の で ある 。 


注 25 


「 主 が お 前 た ち に 生 を も だ らし た る 如く 、 


お 町 だ ち は い ずれ 主 の 許 へ 諾 5 行く ] と いう 言葉 は 、 


寺院 に 出かけ る 時 に は 、 イ スラ ム 散 徒 達 は 、 世 俗 の こと を 忘れ て 、 神 に 注意 を 
信徒 の 心 を 神 に 向け る せ 、 


祈り を 行う に ふき わし 


「 度 


我々 の 肉体 が 母 の 子宮 の 内 で 次 第 に 成長 する よう に 、 我 々 の 魂 も 、 死 後 、 同 様 な 成長 過 租 を 過 る で あろ うと 言っ 
て いる の で ある 。 
美しく 装う こと は 身体 的 に も 糖 神 的 に も 必要 な こと で ある 。 有 身体 的 な 観点 で は 、 信 徒 達 は 入り の 場 へ 
行く 時 に は 、 で きる だ け 清 潔 で きち ん と し た 服装 を する こと と きれ て いる の で ある 。 


注 26 


注 27 


神 が 用 意 な きっ た : 


な 時 らし い 汚 れ な き 物 は 、 実 際 の 生活 に お いて は 不信 徒 と も 分 か つの で ある が 、 本 
米 は 信徒 た ちの た だ ため の も の で ある 。 将 来 に は 、 不 信徒 を 除き 、 
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信徒 な も の み 思 恵 を サ を られ る で あろ う 。 


第 七 章 


34. 


35 . 


36 . 


37. 


38. 


注 28 


去る え 、[ 主 が 禁じ た る こと は 、 み だ ら な 行為 、 
を は 外 に 現われ だ る も の で も 内 に 秘め だ た る 
も の で も 、 ま た 罪 と 邪悪 な 違 犯 (アッラー 
が 何 の 権能 も 授け ざる も の を お 前 た ち が 
アッ ラー に 配 し 祀る こと 、 並 びに アッ ラー 
に つい て 選 れ の 知ら ざる こと を 云う こと な 


り 」 と 。 

い ず 思 の 民 に も 一 定 の 対 限 あり 。 その 期限 
玉 れ ば 、 一 陣 な り と も 遅 軍 束 する 8 E わ ず 。 ( 注 
28) 

アダ ム の 子 ら よ 、( 注 29) も し お 前 た ちの 中 


a ろ に 来 
て わが 神 兆 を お前 た ち に 物語 場合 、 そ 
0 
悲哀 も な か る べし 。 


きれ ど わ れ ら の 神 兆 を 拒否 し 、 童 大 に も る 
よ 9 顔 を そむけ る 首 ど も 、 彼 等 は 業火 の 住 
人 と な り 、 を の 中 に 永 功 に 住ま ん 。 


テッ ラー に 対し て 偽り を 提 造 し 、 そ の 神 
を 虚偽 な り 上 する 者 以上 に 不義 な る 者 は 誰 
か ? か か る 徒 笑 は 定め られ た 通り の 運命 を 
持つ べし 。 ( 注 30) や が て われ ら の 使者 た ち 
が 役 等 を 訪れ て その 命 を 召す 時 、 使 者 た ち 
は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 外 に 、 日 頃 お 前 た ち 
が 析 れ る 者 は 、 今 何処 に あり や ?] と 。 彼 
等 は 答え ん 、「 我 等 は 彼 等 を 見 出せ ず 」 と 。 
か く て 彼 等 は 自ら 不信 心 者 たり し こと を 立 
証 す べ し 。 


ある 民族 に 前 が 下る と 定め ゆら れ た 時 が せま っ て くる と 、 も うそ れ を 回 避 す る こと も 、 


別 の 時 期 に 延期 する こと も 不可 能 で ある 。 


注 29 この 点 に つい て は 、 特別 な 注 や を 加 える 

よさ 」 と いう 言 

て 呼び が け て い 

注 30 この 言葉 は 、 神 の 使者 を 拒絶 する 者 だ ち は 、 


ら の 目 で し か と 見 る で あろ る ろう 。 また 、 


あろ うと 述べ て いる の で ある 。 


神 の 使者 に 送ら っ た 基 で 、 


デル ・ デ アラ ー フ 


ノラ ピン rn 


A ッ し a 
Re 1 
RD OA 
ン ノ ター ss 
8 あう 
0 0 
RC ルン OL ASGKIRL 1 
SRTI AS GS 
Oo 
EEC NE 
TO 4255) \ el 
の の がり RG の 
RNS OPE EN 
Ao GS 8 
CP oD deds 


OT ES RE 


4 CN »” 
A A 


7 っ 1 


1 に 





遅らせ る こと も 


に 値する 。 即ち 、 既出 の いく つか の 節 と 同様 、「 ア ダム の 子供 達 
EE は 、 モ ハッ マ ド の 時 代 の 人 々 に 向かっ て 、 ま た だ た まだ これ か ら 征 まれ て くる 世代 の 人 々 に 向かっ 
る の で ある 。 所 い 過 去 の 人 々 や 、 デ ダム ふ の す で 決 の 世代 に 向かっ て 呼び か が け て いる の で な い 。 


彼ら は 敗北 し 、 挫 折 す る と いう 預言 が 実現 する の を 、 自 


彼ら に 下る れる 制 を 員 み し ゆる こと に な る で 
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39. 主 は 云わ ん 、「 液 等 、 お 前 た ち 以 前 に 逝き だ 
る さま ざま な る 民族 、 妖 霞 と 人 間 の 集団 に 
泥 っ て 業火 に 入れ | と 。 一 つの 集団 が 入る 
た びに 、 必 ず 姉 妹 集団 を 呪い 、 逐 次 を こ に 
入り 終る や 、 最 後 の 集団 は 最初 の 集団 に つ 
いて 云わ ん 、( 注 31) 「 主 ょ 、 我 等 を 迷わ し 
め だ る は 、 こ の 者 ども な り 。 る れ ば 役 等 に 
業火 の 罪 を 二 倍 与 を よ 」 と 。 主 は 云わ ん 、 

「 誰 れ に も 継 二 億 の 刑 六 を ( 注 32) 与え ん 。 
され ど お 前 た ち 、 ラマ を 知ら ざる の み ぁみ] と 。 


40. 最初 の 者 ども は 最後 の 者 ども に 向っ て 、 芯 
わん 、「 お 前 た ち は 我 等 に 勝る と ころ な し 。 
る れ ば お 前 た ち が な せる こと に 対す る 懲罰 
を 味わえ 」 と 。 

し る し 第 五 項 これ 

41. われ ら の 神 兆 を 拒否 し 、 間 大 に も 之 よ り 顔 
を そむけ る 者 ども 、 彼 等 に は 天門 断じて 開 
か れず 。 ま た 駒 馬 が 人 針 の 孔 を 通ら ぬ 限 5、 
彼 人 等 は 楽園 に 入る を 得 ぎ ざる べし 。 かく の 旨 
く て 、 わ れ ら は 悪人 ども に 報 ゆ 。 


42. 彼 等 の 寝床 は 地獄 な り 。 上 も まだ 同じ 地獄 
で 、 彼 等 を 呈 う 。 わ れ ら は か く の 如 不義 
者 に 報 ゆ 。 


43. る されど 信 じ て 、 善行 を 積 せ 人 々 は 一 われ ら 
は 何人 に も 、 能 力 以 上 の も の を 課せ ず 、 ( 注 
33) 一 楽園 の 住人 で あり 、 そ こと に 永久 に 住 
まん 。 


44. われ ら は 如何 な る 角 根 も 彼 等 の 胸中 よ 5 収 
除く で し 。 彼 等 の 足許 に は 河川 流れ る で 
し 。 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 を ここ に 導 


没 き し 
アッ ラー に 讃え あれ 。 も し アッ ラー 我 等 を 


EA id 


の * の の タ る うく イタ ッ 


Cy 1 2 a 所 
レン 2 の A ンタ っ アフ ノ 。 3 2 
し et gta 3 


033 2 の 2 J RAR 光生 
GS 


\ 


LT 


eo 
3 i 


I 


GO Y LN 


we タタ < 


EE NE CN 
OR CG LS は 


RN 


る 2 タン タン っ 
RY Ge En 3 RC 
アン ン タタ ョ クン ン プッ ブラ タン 
ね i a 


OTN ER LIGA 
3 RE RS 2 CR 2 29 

Sou 
ES ob 2 


DG CEA CI IG 
EE BD Gh es っ 


で 21 て? 


A Pd ee 








神 の 苦悩 は 民 え 難い も の で ある だ 


人 人 間 は を 


注 31 指導 者 達 (最初 の 集団 ) と 彼ら に 従う 者 達 (最後 の 集団 )。 

滅 32 普 獲 と 苦悩 は 、 を それ が 続い て いる 聞 は 激しく 感じ られ る で あろ う 、 
ろう 。 

注 33 挿入 名 の [何人 も 能力 以上 の も の を 課せ ず 」 と いう 句 は 、 


こ か ら 逃 げ 出 すこ と は で て できない ” 
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と いう キリ スト 教 の 教 村上 反し て い 


" 罪 は 人 間 の 本 損 に 根ざし て お り 、 
る 箇所 で ある 。 


45. 


46. 


注 - 34 
彼ら 自身 牙 悪 な だ け で は な く 、 
変え よう と る えん し て いる の で ある 。 


注 35 
為 に 派遣 きれ だ た の で あり 、 
言 者 産 に 敵対 すれ ば 、 臣 し むべ き 結 木 に な る こと を 


導 か ぎり せ ば 、 我 等 は 正しい 道 を 得る 能 ゎ 
ON 
り 」 と 。 面 し て 彼 等 は か く 告 げ ら る べ じ 。 
「 こ は お 前 た ちの 行い 逆 に 、 報 装 と し て 授 
けら れ た る 楽園 が な 5 り 」 と 。 

云わ ん 、「 我 等 は 主 の 約束 が 真実 な る を 見 た 
り 。 ぞ お 前 だ ちる も 主 の 約束 が 真実 だ る を 見 た 
る か ? 」 と 。 彼 等 は 答 を ん 、「 然 り 」 と 。 る 
の 時 、 一 人 の 布告 者 が 両者 の 間 に あり て 、 

云わ ん 、 ゴ アッ ラー の 呪い 、 不義 者 の 上 に 降 
a 

彼 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 々 を 背 か し め 、 


を 倫 め ん と し だ ば か りか 、( 注 34) 来 世 も 
信 ぜ ぎる 者 ども な り | と 。 


47. 両者 の 問 に 隔壁 あり 。 耐 し て その 高 壁 の 上 
に 人 々 あり て 、 記 号 に よっ て すべ て の 者 を 
識別 す 。 彼 等 は 楽 周 へ 行く 人々 に 声 を か け 
て 、 な わん 、「 あ な た が た だ に 平安 あれ 」 と 。 
彼 等 は 未だ 楽園 に 入ら ね ぼ だ 、 そ を そこ に 入る を 
希望 せん 。 

48. 次 に 彼 等 の 目 は 業火 の 徒 準 に 転じ て 云わ 


ん 、 「 王 よ 、 我 等 を 不義 な る 徒 差 と 一 緒 に す 
る な が かれ] と 。 

第 六 項 
49. 高 上 避 に 居る 人 々 は 記号 に よっ て 人 人 を 識別 
し 、( 注 35) その 者 だ た ち に 呼び か け て 云わ 
ん 、 「 お 前 だ ちの 多く の 富 も 、 位 慢 る も 、 と 
も に 自ら を 益 せ ぎる に 非 ず や ? 


楽園 の 住人 だ ち は 地 獄 の 住人 だ こち に 向っ て 
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レル ん バー ン 2 グ とる イン 

EC IIE 9 
CW し 3 アン クッ 9 

IA っ め う て J ES 9 


EK HKS 人 
Css 85 BEN Ji 0 
GG GE KA A 
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Cs タッグ とみ s る 
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ーー 


人 


ど 
。 
プン タタ 2 2 
OSA3 3 
A 


4 2 る 


み の <? プン レン 2 
Pre tas 


Pb ER で 3 」 


7 
NM や ン ン 
os タタ 2 9 1 


Ce 1 


I AH ES 
2。 四 ンション 
OL a CY と 


] ィ タ 2 2 て 


So の の 5 EY LP 3 


Ee Rs Hs 





他人 を も 


段 上 に に る 人 即ち 預言 者 達 は 、 


この 表現 は 、 旭 を 行なう 者 送 は 、 真 の 宗教 な ど 堕 落 き させ だ いと 了 っ て いる と いう 高 味 で ある 。 彼ら は 、 
彼ら の 如く に 変え て し まお うと し 、 更 に 款 教 の 表 義 を ゆがめ 、 勝 手 に 


人 々 の 中 の ある 特定 の 者 達 に 呼び か ける で ある ろう 。 頂 言 者 達 は 彼ら の 
頂 言 者 達 は こう し た 人 々 を 彼ら の 特別 な 特徴 に よっ て 見 分 け 、 
今 こ そ 理 解す る 必要 が ある と 告げ る で あろ う 。 


彼ら に 向かっ て 、 項 
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誤 
記 


52. 


53. 


54. 


55. 


. お 前 た ち が 、 


コ 
時 


アッ ラー は 思 恵 を 施 き ず と 故 
える は 、 こ れ 等 の 人 々 な る か ? | と 。 神 は 
人 
も は 恐れ も 悲哀 も な か る べし | と 。 


. 業火 の 住人 た ち は 楽 彫 の 住人 た ち に 呼び か 


け て 、 云 わん 、「 ア ッ ラ ー が お 前 だ た ち に ちる 
た だ る も の 、 水 な りな ん な り 我 等 に 注 げ 」 と 。 
彼 等 は 答え て 云わ ん 、 [アッラー は 不信 心 者 
ども に を の 両方 を 禁じ た 5 一 
宗教 を 気 晴 し か 娯楽 と 考え 、 現 世 の 生 活 に 
欺 か れ な た る 者 ども に は ] と 。 きれ ば 、 彼 等 
が この 日 の 対面 を 忘れ 、 わ れ ら の 神 兆 を 認 
め ざ り し 如く 、 今 日 われ ら $ 役 等 を 忘れ 寺 
らん 。 


げに われ ら は 彼 等 に 経 暴 を も だ らし 、 苑 識 
に 基 い て を それ を 記述 せり 。 こ は 信ずる 人 々 
へ の 獲 中 に し て 、 か つ 藩 悲 な り 。 


今 彼 等 は 、 た だ 警告 の 結果 、 を それ 以 外 何 を 
待つ か ? を の 結果 が 到来 する 日 、 以 前 に 
> を 意 * れ て いた だ た 人々 は 「 王 の 使徒 た ち は 確 
か に 真実 を も た だら せり 。 我 等 の た ゅ に 執り 
成 し て て くれ る 仲裁 者 は いざ る か ? それ と も 
我 等 を 再び 現世 に 返し て くれ る な ら 、 こ れ 
まで し て 来 た こ と と 違っ た 行為 を な すべ で き 
も の を 」 と な わん 。 人 
せり 。 面 し て その 提 造 せ する も の は 、 彼 等 
見 捨て だ b。 
第 七 項 

げに お 前 だ た ちの 主 は アッ ラー に し て 、 六 日 
の 間 に ( 注 36) 天地 を 創り め 、 し か る 後に 





注 36 





この 期間 の 長き を 推測 し た り 、 


決定 する こと は 不可 能 で ある 。 [一 千年 か 
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デ アン ん ンタ ーッ ン は も クック ェ ン ク フン 
も CAN CRY 


9 が あゆ eG 
2 の う と 2 タン 
RT) 


9 の 59 2 


RE SR 





も しれ な いし 20:48)、 


「 市 万 年 」 か も し れ な い (70: 5)。 神 は 、 神 の 時 代 の すべ て を 我々 に 明らか に な きっ て いる わけ で は な い 。 神 


の ある 時 代 は - - 千 年 以上 で あり 、 
の 形態 に まで 発情 し て 
ブン ・ 


テラ ビゼー の 見 解 $ 同 じ 結 論 を 引き 出し て いる 


間 」 の 長き を 胃 確 に する こと は で き な い の で ある 。 神 は 、 
変化 の ある ぉ ぁ の は 、 一 千年 、 あ る も の は 五 万 年 、 ま た な ある ぉ の は も っ と 兵 い 歳 月 を 必要 と する で あろ う 。 我々 


まだ な だ 別 の 時 代 は 五 方 年 、 哲 億 年 と 続く か も 
る の に 何 百 万 年 も か か っ て いる こと を 明らか に し て いる 。 イ スラ ム 教 の 高 名 な 学者 イ 
。 こ の と お も 、 
それ ぞ ざれ の 期間 に 、 


し れ な い 。 科学 が 、 天 や 地 が 現在 


我々 は 、 天 地 の 創 造 が 完成 し て い 《 「† 信 日 
それ ぞ れ の 変化 を も だ らき れる 。 
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末 座 に 登れ り 。 ( 注 37) 彼 は 夜 を 以 て 大 を  ・ る の あ イタ 入 」 フ フク ッ レン ニン ッッ ュ ンタ 
a の 4 
わし め た れ ば 、 夜 は すみ や か に 有恒 を 追跡 す 。 の a 


更に 彼 は 、 日 月 星 展 す べ て を 創り 、 こ れ ら 5 す も と 引 2 る GIL 
べ て を 己 が 命 に 服 き せ 給 う 。 げ に 創造 と 支 ' . 
っ ダグ 1 ェ タ 
- 配 は 彼 の 所 有 な り 。 庄 え あ れ 、 廊 物 の 主 アッ OS 
ラー。 - 
NE rh Da ヘン バダ 名 ンタ チ る し る ’ 
56. 心 を 護 し くし て 、 宙 か に 主 に 析 れ 。 げ に 主 CN RS A 
は 罪人 を 好ま ず 。 2 
Curad! 
57. 秩序 が ( 注 38) 定まり た る 後 、 地 に 騒乱 99292 人 2 W112 スッ 2 。 
間 2 A CE 


を 起す な か れ 。 農 薇 し 、 希 望 を 抱い て 主 に 
祈 れ 。 げ に アッ ラー の 慈悲 は 善行 を な す 者 BAIS dh CN 
の 近く に あり 。 

5 タラ 2 る レラ タン 


58. その 慈悲 に 先立ち 、 朗 報 と し て 風 を 送り 出 SOG RA EN EN AL 
i . 彼 な り 。 風 が 重い 千 を 運べ ば 、 8 る 50 
られ 6 は を 不 も の 地 に 送り 、 を れ ょ 5 水 PBowo00E233UZG5IU 生 


を 降ら せ 、 さ きま ざま な る 果実 を 生 ず し む 。 
同様 に 、 わ れ ら は 死者 を 駐 ら し むる な り 。 本 と ゃ 6 5 


( 注 39) お 前 だ ち 懲 らく 教訓 を 受け ん 。 ys: (時 (3 


タン ノン 2 


59. 活 士 は 主 の 許し に より て 草木 系 茂 すれ ビ 、 放 提 3< お 3 i 
悪 士 は 委 弱 な も の 以外 背 た ず 。 同 欄 に 、 わ 


の わか る こと は 、 天 地 の 倒 造 は 、 完 全 な 完結 し だ 形態 に な る だ た だめ に は 、 長い 六 つ の 期間 が 必要 で ある と いう こ 
と の み で ある 。 

注 37 [ 神 は 玉座 に 登れ り ] と いう 言葉 は 、 物 質 的 な 宇宙 の 創造 の 後 、 神 の 京 越し た 属性 と を れ に 類する 特 
性 が 発揮 きれ て 、 世 界 の すべ て の 吾 々 が 、 一 連 の 自然 法 に よっ て 統率 きれ る よう に な っ た 上 いう こと を 意味 す 
る 。 


te 














注 38 この 表現 は 次 の よう な 斉 で ある 。 ク タル アー ン が 胃 ら か に きれ る 以前 は 、 不 信徒 瞬 は 、 政 に を そ むく 生 
活 を し て いて も 、 そ を それに 対し て 何ら か の 言い 訳 や し て きだ 。 し か し 、 完全 な 導き の 千 が 共 き れ だ た か ら に は 、 役 
ら は 、 も は や 悪 を 為 し 続け 、 罪 悪 と 不正 に 屈し 、 削 も 受 を ける こと な く 正義 に 反する 生活 を 続け て いく こと は 評 
きれ な いと いう で き で ある 。 イス ラー (秩序 ) と いう 語 は 、 ク ルアー ン が 若き れ 、 モ ハッ マ ド が 出現 し だ の と 
に 行わ れる よう に な っ た だ 、 恨 き 規 則 正しい 生活 や 表し て いる 。 


注 39 単なる 雨水 で も 、 死 の 上 上 地 に 新しい 生命 を な え 、 野 楽 、 果 物 や 穀物 を その 地 か ら 生 まれ る せる 。 それ 
ょ 同様 に 、 天 の 啓示 の 水 が 績 神 的 な 命 の な か っ た だ 人間 に 新しい 命 を 吹き 込む の だ と 、 こ の 節 は 語っ て いる の で 
ある 。 この節 は 、 タ ルアー ン と いう 形 と な っ て 降っ て きた 天 の 水 の お か げ で 、 荒 涼 と し て 乾燥 し た 不毛 の 地 ア 
ラブ が 、 や が て 果物 の た わ わ に な っ た 本 々 や 、 香 り 高 い 花 だ つけ た 草々 で 満ち る で あろ うと 約束 し て いる の で 
ある 。 当 然 、 こ れ ま で 人 人間 の か す 、 翌 と 言わ れ て きた アラ ブ の 人 々 が 、 こ れ 以 後 突 然 、 教 師 と し て 指導 著 と し 
て 浮か び 上 が っ て きだ た の で ある 。 
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れ ら は 司 計 謝 の 念 < を 抱く 人々 に に い に ろ いろ と 形 NN レッ テン 1 ン 用 Iz アン タン 
し る し ご つり | es 引い いら wi N 
を 変え て きま ぎ ま な る 村落 を 詳し < く 説明 ファ ンー ン OS Ee 
す 。 0, oR 
第 八 項 デビ! デ デア 5 ン の 
60. われ ら は ノア を その 民 に 遣わ せり 。 そ の 時 、 0 08 I EC 4] 
ノア は 云え り 、「 人 々 よ 、 アッ ラー を 崇拝 せ メレ レー ラ テン 5 の シン 
ょ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 げ に 我 は ぉ 前 た ちの 。 宗光 G78U 5 EN dh 





ul 


だ め に 大 変 な 日 の 第 六 を 恐る ] と 。 ュ ン ーー タン と し 
61. 部 族 の 長老 た もち は 云え り 、「[ 我 等 は 、 光 こそ ES SG = 2 人 2? 人 
迷 誤 の 中 に あり と 思う | と 。 のび リタ 
OK < 0 bh ダァ ッ る の イフ トレ ーッ レッ 2 の トイ レン 
62. ノア は 云え り 、「 人 々 よ 、 我 は 迷 え る 者 に 非 0 EE 
ず 。 我 は 万 物 の 主 よ り の 使徒 な り 。( 注 40) りみ 
Gc ol 
63. 我 は 主 の 神託 を お 前 た ち に 伝え 、 善 き 助言 き ンタ インノ タン タン パイ ンタ 1( 1 
し か の 1 1。* ヶ 
を 与え る 者 な り 。 証し て 我 は 、 お 前 た もち が 2 ン で の う Pe sD 
知ら ざる こと を アッ ラー より 知ら る れ て い 0 5 きら 


る な り 。 


64. お 前 た ち は 、 お 前 た ちの 中 の 一 人 を 通し て PC < っ 2 | 
a RS | 
王 の 訓 戒 が お 前 た ち に 来 た る こと を 和 肖 く ゆり 5) ご ピニン 


か ? 彼 が お 前 た ち に 警告 し 、 お 前 た ち を し DOI EI 398 
て 正義 な らし め 、 慈 悲 に 浴 せ し めん と する 
の を 」 と 。 

65. し か る に 彼 等 は 、 ノ ア を 嘘つき 呼ば わり せ NMM 42 は の 
り 。 き る れ ば われ ら は 、 ノア 並び に ノア ほ 箱 ラッ ーー ルッ クン 2 22 + i る 
誕 を と も に する 人 々 を 救い 、 わ れ ら の 神 兆 < の AU OM 


を 拒否 せる 者 ども を 江 死 せしめ だ り 。 げ に 
役 等 は 家 目 の 民 な りき 。 
第 九 項 
66. われ ら は まだ 、 ア ー ド の 民 に ( 注 41) その  Z* 2 る 1 9 538 (47 1 トク 
3 4 プー 55 の 0 2 
兄弟 フード を 遣わ せり 。 そ の 時 、 フ ー ド は 人 
注 40 ノア は 、 彼 が 誤り を 犯し て いる と いう 非 区 に 対し 反論 し て いる 。 実際 に は 、 彼 は 、 あ る 場所 に これ か 
ら 行 こう と する 者 は 、 そ こ へ 通じ る 道 を 知ら な いか 、 あ る い は 、 そ こ へ の 人 道 を 以前 に 通っ た こと が な いた だ め に 、 
道 に 迷っ た と きれ る か も し れ な い が 、 あ る 場所 か ら 戻 っ て こよ うと いう 者 が 、 ど うし て 道 を 知ら な いこ と が あ 
ろう か 、 ど うし て 赴 に 迷 うこ と が ある だ ろう か と 言っ て いる 。 ノ ア は 、 自 分 が 間 吉 いじ を する は ず が な いと いう 。 
な ぜ な ら 6、 役 は 神 の も と か ら や っ て 米 た の で あり 、 そ れ 故 、 彼 が 神 の も と へ 通じ る 衛 か ら は ずれ て さき 迷う こと 
は あり 得 な いと いう の で ある 。 
注 41 アー ド と は 、 ア ラビ ア に は る か 昔 に 住ん を で いた 部 族 の 名 称 で ある 。 あ る 時 期 、 彼 ら は 広義 の アラ ビア 
の 最も 肥 潜 な 地域 、 特 に イエ メン や シリ ア 、 メ ソン ポタ ミア を 支配 し て お り 、 ア ラビ ア 全 土 を 支配 し た 最初 の 民 
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( 注 42) 云 えり 、「 人 々 よ ょ よ 、 アッラー を 崇拝 プラ タク る ン イクル /9 ッ ン 1 2 
せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 お 前 た ち 神 を 異 れ DORE WEAN 


ざる 気 か ? | と 。 
67. この 民 の うち 信 ぜ ぎる 長老 ども は 云え り 、 AE I ン レ ン 
( eS BR TNI JE 
[ 我 等 は 、 液 が 確か に 喜 記 の 中 に ある を 見 5 の DO が J 
ラー レイ ルー ろう 9 ブイ マニ アー ュ レ ェ ン ン 
る 。 我 等 は 流 を 嘘つき の 一 人 見なす] と 。 の ou 62 dE 0 < 
68. フー ド は 答え り 、「 人 々 よ 、 我 は 愚か 者 に 非 52 oan る サン イィ ンク Lf 3 
: (つう に の Aa 
ず 。 万 物 の 主 の 使徒 な り 。 > Et do の 


es 

り 。 
70、 前 た ち は 、 前 だ ちの 中 の 一 人 を 通し て る と EE ES 
か 7 吾 は な 前 た も に ノア の 民 の 後 を 疾 が で RE 


せ 、 西 し て お 前 た ちの 体格 を 強大 な らし め し ッッ ン 
だ る こと を 思い 超 せ 。 耐 し て 繁栄 を 願わ ば 、 6526 IP まそ 


アッ ラー の 皿 恵 を 忌 れ まい ぞ 」 と 。 OKA 


71. 役 等 は 去 え り 、「 液 は 我 等 に デッラ ー の み を て 区 [レス スイ スイ イッ ン ン 1 フタ TRI 
涯 し 、 表 等 の 父 福 が 財 押 せる 6 の を ゃ ゅ 5 つっ 0 っ ue ah iD 
させ ん が だめ に 我 等 に 来 た る か ? も し 液 の の 228 の を 6 EC 
言葉 が 本 当 な ら 、 我 等 を 着 迫 する 事実 を 今 


フッ H 
ここ に も だ た だら せ 」 と 。 SL 1 
72. フー ド は 答え た り 、「 主 より の 徳久 と 慣 怒 は する スタッ る Gg ン る ンタ ラン フレ ン 
i に ュー マン うに アン う 3 1 
で に お 前 た ち に ふり か か り た り 。 お 前 た ち SI oo WS re ジ 


っ と 。 i あぁ て て ュ グ クラ アナ レラ テア 0 プチ イル て) ぅ Pe 
は 、 お 前 た ち が 命名 せる 名 前 に つい て 我 に 532 SEEC2S お うっ の 
論争 する つも りか 一 お 前 や お 前 だ ちの 父 宜 ルレ ュー ニッ シン ュ ロッ 。 し ルー ンタ シン 
た ち が 命 名 せる 一 アッ ラー は る それ 等 に 如何 242O 届 6 cb し oe AOP 


な る 権能 も 与え ず 。 る れ ば 待て 、 我 も また だ ン + 599 ンド 
お 前 た ちと 共に 待つ ほど に と 。 TE 


73. か く て われ ら 5 は 慈悲 を 垂れ 、 彼 並び に 彼 と の アコ アイ ルプ ミア エア オプ 2 レス 
共に あり し 者 を 救い た れ ど 、 わ れ ら の 神 兆 SO lS SC da の 


oN 
に 

に 
に 
ドコ は は 
ER 


族 で あっ だ た だ 。 そ し て 、 一 番 め の アー ド と し て 知ら れ て いる 。11 章 51 節 も 参照 せよ 。 


注 42 フー ド は ノア か ら 6 数 を て 七 代 上 の 世代 の 人 で あっ た 。 
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74. 


76. 


771. 


78. 


79. 


80. 


を 拒否 し 、 信 ぜ ざ り し 者 ども は 最後 の 一 人 
まで 生命 を 符 い 去り な だり 。 
第 十 項 

われ ら は まだ 、 サ ムード の 民 に を の 見 第 
サー リフ を 遣わ せり 。 その 時 、 サ ー リ フ は 
云え り 、「 人 々 よい 、 アッラー を 崇拝 せよ 。 彼 
の 外 に 神 な し 。 今 主 よ り 明 征 が お 前 た ち に 
来 た れ り 一 こ は ゲッ ラー ー の 牝 路 蓄 に いい EE 
SN (NIS 

ー の 大 地 に 食 む が まま に 放牧 せよ 。 証し 
RO BAN 


、 アッ ラー が お 前 だ た ち に アー ド の 民 の あと を 


継が せ 、 そ の 地 に 安住 せしめ ゅ だ 時 の こと を 
選 い 起 せ 。 お 前 だ ち は 平 野 に 館 を 建て 、 ま 
た 山 を 刻ん で 家々 と な せり 。 さ れ ば アッ 
ラー の 思 恵 を 思い 出し て 、 地 上 に 騒乱 を 引 
き 起 す 不 法 を する な か れ ] と 。 


この 民 の 中 の 人 徴 慢 な 長老 た ち は 、 路 者 と 見 
な され て いる 人 人 々 、 す な ね わ も 信徒 た な ち に 
向っ て 、 云 えり 、「 お 前 た ち は サ ー リ フ が 確 
か に 主 よ り 遺 わ さ きれ だ る 者 な る こと を 知る 
か ? 」 と 。 彼 等 は 答え た えり 、「 我 等 は サー リフ 
が 遣わ る きれ だ る 使命 を 信 ず 」 と 。 

働 慢 な る 者 ども は 云え 5、[「 我 等 は お 前 たち 
が 信ずる も の を 信 ぜ ず 」 と 。 
耐 し て 彼 等 は 雌 騎 能 の 胸 を 切り 、 主 の 命 に 
背 き て 、 云 を えり 、「 サ ー リ フ よ 、 も し 液 が 本 
当 に 使徒 の 一 人 な ら ば 、 我 等 を 首 迫 する 事 
実 を 今 ここ で 起 し て 見 せよ | と 。 

する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 舞い た れ ば 、 
彼 等 は こ と ご と く 自 ら の 家 の 中 で 散れ 供し 
だ た り 。 

そこ で サー リフ は 人 彼 等 に 背 を 向け 、 証 し て 
云え り 、「 人 人 々 よ 、 我 は 主 の お 告げ を 前 た 
ち に 伝え 、 真 心 を も っ て 恵 告 せり 。 し か る 
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第 七 章 


に お 前 だ ち は 、 誠実 な 忠告 者 を 好ま ず 」 と 。 
( 注 43) 

81. われ ら は まだ ロト を ( 注 44) 遣わ せり 5。 
の 時 、 ロト は その 民 に 向っ て 9 
だ た ち は 、 税 信 も 未だ か つて 行わ ざり し ( 注 
45) 忌まわしい 行為 を 犯す の か ? 

82. お 前 だ たち 、 女 の 代り に 男 に 欲情 あ も よ お し 
て 近づく と は 。 お 前 だ た ち は な ん と いう 放 震 


RW 区 王室 
フラ ーー ュ ュ ンタ 名 イレ タン タッ ンス レ ョ ゃ ノレ 
DTNE I NE ジ 


タレ レレ スン ロン 5 2 タク ルン プー ョ ンー イレ ラッ レレ ンタ 
Ao a っ gl de JE LY 
DINING 


に 半生 


CR CN OR 6 





GL タン 
な 民 な の だ 」 と 。 arn 25 Col ds 
3 > だ か く 答 えた 人 Sy, っ の ぅ っ ゅ ラン の CT ンプ ニー ン 
83. その 民 は た だ か く 等 えた だり 、 、[ 彼 等 を お 前 た 2 を 5! 9 0 A A A 
ちの 苔 か ら 追 い 出せ 。 彼 等 は 清純 を 装う 者 ok ot et 
う ンタ る 0 
な り | と 。 ( 注 46) OI CC の 
84. か く て われ ら は 、 ロ ト の 妻 を 除い て 、 ロ ト ンス る グン ッ ン レク 1 ンタ イ 
3 デア ウラ | や 
ほそ の 家族 を 救い た り 。 彼 女 は あと に よど Oslo の 66219 dals も は 
まり た る 者 の 類 な りき 。 
ン ち クノ ン ン * レッ ン ン 
685. 凍 し て われ ら は 彼 答 の 上 に 十 を 降ら せ た 43Kog 6 i GE215 
り 。 ( 注 47) 見 ょ 。 罪人 ども の 末路 が 如何 2 タッ 
な る も の な り し か を ! ( 注 48) Se yult 
5 十 一 項 
86. われ ら は まだ 、 マ ド ヤ ン の 展 に ( 注 49) を 10 罰 ラン イレ セル タッ タレ レン フン ッ ン 
ノ m kg 1a し ラプ な う し 4 8 レー 1 々 
の 兄弟 シ ュ ア イプ を 人 造 わ せり 。 ( 生 50) を APIPAUSS や の 3 
注 43 サー リフ (サー レ ) は 悲し み に 打 ち も ち ひ し が れ た 町 や 、 を その まま に し て だ ちら 去っ だ 。 彼 は こ 旨 以上 その 
迄 る の に え な か っ だ の で あり 、 丁 度 バ ドル に お ける モハ ッ マ ド の ょ よう に 、 甘 し み と 砺 嘆 に 満ち 
だ た 心 で 、 こ の 人 節 に ある よう な 哀しい 言葉 を 日 に し た の で ある 
注 44 ロト は アブ ラ ハ ム の 其 で あり 、 同 世代 で あっ た 。 
注 35 この 言葉 は 、 を その 忌まわしい 事 が 、 今 まで に な か っ た 新た な 回 で ある と いう こと 、 あ る い は 、、 そ を の 程 


度 が 以前 と 比べ く 


注 46 ロト に 敵対 する 人 々 は 、 彼 に 徒 う 人 々 を 特別 に 
注 47 大 地震 の 時 に は 、 岩 や 長大 が 喧 き 出し 
で 起こ り 、1965 年 に は カン グラ (イン ド ) で 起こ っ た 。 
注 48 
ディ ナ か ら シ リア へ の 道 に 定 ゆ て いる よう で ある 
注 49 
注 50 
に 彼 は モー ぞ の 義父 と し て 、 章 敬 き され て いる 。 


高 党 を 気 ど り 、 


シェ アイ イプ は モー モ ゼ 以 前 の 非 イ スラ ム 人 人 の 預言 者 の 名 で あっ だ 。 聖 半 に 彼 の 名 は 見 当ら な い が 


も な い 程 事 大 で あっ だ と いう こと を 言っ て る 。 


それ を 誇示 し て いる と 怪 蔵 し だ た 。 


、 高 く で 上 っ て また 大 地 に 落ち もち て くる こと が よく ある 。 ボ ン ペ イ 


ある 人 々 に よれ ば 、 死 肖 の 周囲 の 地 は 街 が 庭 壇 し な っ て いる 上 いう 。 し か し 、 グ ルアー ン は ここ を メ 
5 : 80)。 


マ ド ヤ ン は ケト ゥ ラ ヒ と アブ プラ ハム の 韻 に 生ま きれ た 息 す で あっ た (創世 記 25:1 、2 )。 
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97 . 


88. 


89. 


90. 


91. 


目 方 を た っ ぷり と 与え 、 人 人 の 財産 を 減ら す 
な か れ 。 ま た 鉄 序 が 定 り た る 後 、 地 上 に 騒 
乱 を ひき 起す な か れ 。 お 前 だ ち 信 徒 な ら ば 、 
こう する の が 上 身 の だ め な る で ぞ 。 

また 路頭 に 上 下 し て 畜 迫 し 、 ア ッ ラ ー を 信 ず 

る 人 々 や アッ ラー の 道 より 背 か し むる な か 
れ 。 ま た を れ を 至 申せ ん と する な か れ 。 お 
前 だ た ち は か つて 少数 な り し が 、 ア ッ ラ ー が 
お 前 た ち を 増加 せしめ た る こと を 思い 起 
せ 。 見よ 、 上 騒乱 を あ 引 き 起 し た る 者 ども の 末 
路 が 如何 な る も の な り し か を ! 

も し お 前 た ちの うち 、 我 が 遣わ きる れ た る 使 
命 を 信ずる 一 団 と 、 を 信 ぜ ぎる 一 団 と あ 
ら ば 、 ア ッ ラ ー が 我 等 の 間 を 審判 する まで 
暫 て 〈 半 抱 し て 待て 。 ア ッ ラ ー こ を そ 最 上 の 審 
判 者 に まし ます 」 と 。 

を の 民 の 中 の 人 慢 な る 長老 た ち は 云 えり 

「 シュア イグ よ 、 我 等 は 流 普 びに 液 と 共に 
ある 信者 た も を こ の 昌 ょ り 追 放せ ん 。 それ 
が いや な ら 、 穫 等 の 宗教 に 戻れ ] と 。 シ ュ 
アイ ブ は 云え り 、「 我 等 不 本 意 で も か ? 


アッ ラー が そこ より 我 等 を お 救い くだ され 
た と いう に 、 今 また お 前 だ たち の 宗教 に 戻ら 
ば 、 我 等 は アッ ラー に 対し 泰 り 偽る 者 と な 
らん 。 我 等 の 主 ア ッ ラ ー の 御 意志 に 非 ぎ れ 
ば 、 を そこ に 戻ら ざる こと が 我 等 の 義務 な り 。 
主 は その 知識 の 中 に 一 切 を 包含 す 。 我 等 は 
アッ ラー を 信頼 し 泰 る 。 さ きれ ば 主 よ 、 真 理 
を も っ て 我 等 し この 人 々 の 間 を 裁き 給え 。 
流 こ を は 最上 の 判決 者 に まし ます 」 と 。 

を の 民 の 中 の 信 ぜ ざる 長老 た ち は 云 えり 、 
[な 前 た ちゃ も し シュ アイ ブ に 従わ ば 、 必 ず 
失敗 者 し な らん 」 と 。 
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の 時 、 シ ュ ア イブ は 云え り 、「 人 々 よ 、 ア ッ ーー 3 で" Eg 0 
? 4 re dos tb 
ラー を 此 拝 せよ 。 彼 の 外 に 神 な し 。 主 より 2 5 

明 証 が お 前 た ち に 来 た れ り 。 さ る れ ば 量 目 や OPC 39 We 
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92. 


93. 


94 . 


95. 


96 . 


ドド 


98, 


99. 


100. 


する と 、 に わか に 地震 が 彼 等 を 襲い た れ ば 、 
彼 等 は こと ご と く 自 ら の 家 の 中 で 上 弊 れ 伏し 
だ り 。 


シュ アイ プ を 嘘つき 呼ば わり せる 人 々 は 、 
信 も そこ に 未だ か つて 住め ゆる こと な か り し 
如く な れる な り 。 シュア イブ を 嘘つき 呼ば 
わり せる 人 々 一 彼 等 こ を 失敗 者 な り け り 。 
を こ で 、 シ ュ ア イブ は 彼 等 に 背 を 向け 、 面 
は で 共 えり 、 ド 大 みよ 、 oO 
か に お 前 だ ち に 伝え 、 長 心 を も っ て 下 告 
RR ON PISP し 
て 我 が 心 を 痛め よう か 」 と 。 

第 十 二 項 
われ ら は 如何 な る 品 に も 、 そこ に 住む 人 々 
に 災難 と 苦し み を ふり か けず に 預言 者 を 遣 
わる ざり き 。 を そ は 彼 等 を 議席 な らし めん が 
だ め な り 。 
し か る 後 、 わ れ ら 6 彼 等 の 不幸 を 転じ て 幸福 
を 与 う れ ば 、 彼 等 は 挫 福 に な り て 、 応え り 、 
「 我 等 の 父祖 も また き 苦楽 を 合せ 営め た り 」 
と 。 る れ ば われ ら は 彼 等 が 悟ら ざる うち に 
突然 簿 且 を 加え だ り 。 


も し こ れ 等 の 色々 の 住民 が 信じ て 義 し て あ 
5 たり せ ば 、 わ れ ら は 彼 等 に 天地 の 祝福 を 
開き し な り 。 きれ ど 彼 等 信 ぜ ざる が 故に 、 
われ 5 ら は 彼 等 が 日 頃 稼 ぎし こと に 対し て 懲 
視 を 加え だ り 。 

これ 等 の 邑 々 の 住民 は 、 彼 等 が 夜 眠 れる 間 
に 隆 る われ ら の 身 同 に 対し て 上 果して 平気 で 
いら れる の か ? 


これ 等 の 苔 々 の 人 々 は 、 介 日 中 遊び 戯れ る 
最 中 に 降る われ ら の 懲罰 に 対し て 果して 平 
気 で て いら れる の か ? 

彼 等 は アッ ラー の 計略 に 対し て 果して 平 
気 で いら れる の か ? 減 ぶ べき も の ども の 外 
は 、 往信 も アッ ラー の 計略 に 対し て 心配 せ 
ざる 者 は な し 。 
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103. 


104. 


105. 


106. 


107 . 


108. 


注 51 
精神 的 日 的 に か な う も の で あり 、 


第 三 項 
人 
者 に こ は 徐 必 を 与え を ぎ る か ? す な わ 


I 
われ ら は 彼 等 を 減 ぼ すす こと も 、 ま た 彼 等 の 
心 を 封印 し て 聞え を な くす る こと も 可能 な 和 れ 
ば 。 


まち まち 
i NE ts 


われ ら は こ いく つ 
か の 消息 を 流 に 語れ り 。 便 徒 た ち は 確か に 
明 証 を 携え て 彼 等 の 0 


る に 役 等 は 、 以 前 信 ぜ ぎる も の を 信ずる こ 
と を 欲 せ ぎり き 。 ア ッ ラ ー は か く の 如 〈 不 
AI うん 


彼 等 の 大 半 は 契約 を 守ら ず 。 ば に 彼 等 の 
大 半 は 邪悪 な 者 ども な り 。 


を そこ で われ ら は 、 彼 等 の 後に に 、 モ ー ゼ に 
われ ら の 奇 中 を 持 だ せ て ファ ラオ 並び に を 
の 長老 だ た ちの と こ る へ 遣わ し た り 。 し か る 
に 彼 等 は 不当 に も 之 を 拒否 せ り 。 きる れ ば 見 
よ ょ 、 駐 乱 を ひき 起 せ る 者 ども の 末路 が 如何 
な る も の な り し か を ! 

モー ゼ は 云 を ん り 、[ フ ァ ラ オ よ 、 げ に 我 は 
方 物 の 主 よ りり 遣わ る れ だ る 者 な り 。 

我 は アッ ラー に つい て 、 真 実 の 外 は 何事 
も 詰 る を 許さ きれ ぎ ざる 身なり 。 我 は 主 よ り 胃 
証 を 携え て お 前 た ち に 来れ り 。 さ れ ば 我 と 
共に 、 イ スラ エル の 子 ら を 放免 せよ | と 。 

ファ ラオ は 云え り 、「 も し 液 が 証拠 を 失 え 
て 来 だ りな ば 、 面 し て 液 の 言葉 が 事実 な ら 
ば 、 を の 証拠 を 見 せよ 」 と 。 

る され ば モー で ゼ 、 その 枕 を 投げ た り 内 見 よ 、 
を は 色 ち 一 條 の 蛇 と な れ り 5 り 。 ( 注 51) 
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神 の 預言 者 達 が 示し た 奇跡 は 、 奇術 師 の 手先 の 芸当 と は 遠 う もの で ある 。 それ ら は 、 大 いな る 宗教 的 、 


それ を 日 刺し た 人 々 の 心 に 、 


信仰 へ の 確信 、 神 へ の 敬 庶 な 感情 と 怖 れ を 生じ 


ー253 一 


第 七 東 a 


~~ 





109. また だ 彼 その 手 を 前 に 伸 せ ば 、 見 よ 、 そ の ン ノ | イイ ンプ ン ン フン 
手 は 誰 れ の 目 に も 真白 に 映 れ り 。 ( 注 52) CH Qu と アラ 
第 十 四 項 

110. ファ ラオ の 民 の 長老 た ち は 云 え 5、「 こ の CT 人 OU る っ 2 る ッ タン イレ 

A YR 

者 は 確か に 技量 優れ た る 魔術 師 な り 。 Cote DO Uy HL d 

11}. 此 奴 は お 前 た ち を この 国 よ り 追 い 出 き ん ンタ タタ の 和 IO ッッ と < * ン クタ 

と する 者 な り 。 さ て そこ で 、 お 前 た ちの 意 OCGY6 の SR つ )[ ら 2 CI 
見 や 如何 に ?」 と 。 ( 注 53) 


る も の で ある 。 も し 実際 に 小 杖 が へ びに 変わ っ た と し な たら 、 そ の 動作 の 全て が 預言 者 の 否 跡 と いう より 、 手 品 
師 の 革 当 の り よ うに 見 えた だ で あろ う 。 こ の 奇跡 に つい て 、 聖 書 に 何と 書い て ある か に か か わら ず 、 ク タル デ テー ン は 
小 杖 が 実際 に 生き て いる へ びに 変わ っ た と いう 見 解 へ の 支持 を 号 た る に は 到 っ て いな い 。 を ん な 事 は 、 現 実に 
は 起こ ら な か っ だ よう で ある 。 小 杖 が た だ 単に すばやく 動い て いる へ ぴの よう に みえ だ た の で ある 。 奇跡 は 、 神 
が 、 小 杖 が へ ぴの 形 に みえ る 様 に 見 物 人 の 視覚 に 、 何 か 特別 な 支配 を 施し た か 、 小 杖 そ の も の を へ びに 見 える 
よう に 変え られ た か どちら か の 、 紀 で わり 、 こ の 妃 を 、 モ ー ゼ に 加え て 、 パ ポロ と その 廷臣 送る 一 繕 に 見 た の で 
ある 。 小 枕 は 小 杖 の まま で あっ た の だ が 、 た だ モー で や や 他 の 者 達 に は へ びに みえ だ た の で あっ た 。 幻 影 の 内 に 、 
人 が 邪魔 物 で ある 肉体 の 域 を 越え 、 一 時 的 に 精神 的 な 範囲 に 移動 きれ る 時 、 人 は その 認知 以外 で 叉 浴 体 の 一 部 
で ある 日 で は 見 えな いも の が 見 える こと は 、 普 通 の 辻 的 な 現象 で ある 。 同様 な 神 寺 的 現象 は 、 聖 な る 視 苫 者 の 
時 代 に 、 月 が まる で バラ バラ に 割れ た か の 様 に 、 斑 な る 舌 言 者 の み で な く 、 を その 信者 達し 、 そ の 敵対 する 者 達 
に る 目撃 きれ な た 時 に も みみ られ な た (ププ ハ リ ・ タ フシ ー ル 江 )。 

ON CS 者 と 共に 座っ て いな た その 仲間 達 に よっ 
て も 日 撃 さ れ だ 、 と 言い 伝え られ て いる (ププ ハ リ ・ イ ー マ ー ン 書 )。 同様 に 、 バ ドル の 戦い に 於 て 、 天 使 産 が 、 
MOON 
ラム の 陸 省 が 、 イ ラク て で 英 と 戦っ て いた 時 に も 起こ っ て いる 。 二 代 カ リフ で ある オマ ル が メデ ィ ナ で 金曜 日 の 
説教 を し て いる 最 中 に 、 イ スラ ム の 陵 軍 が 絶対 多数 の 英 に 圧倒 きれ 悲惨 な 敢 北 が きる し 人 迫っ て いる の を 幻 の 中 に 
見 だ な 。 そ こ で 突然 、 彼 は 説教 を 途中 で や め 説 教 増 か ら 「 サ ー リ ヤ よ 、 山 へ 逃げ ろ 、 山 へ 逃げ ろ 。」 と 叫ん だ 。 何 
青 マ イル も 離れ だ 所 で 、 ま た 耳 が 時 こえ なくなる 程 の 戦争 の ご う 昔 の まっ 只 中 で 、 サ ー リ ヤ は オマ ル の 声 を 聞 
き 、 そ の 指示 に 従い し 、 イ スラ ム の 陸軍 は 確実 な 敗北 か 6 救 わ れ た の で ある 。 

モー で ゼ の 音 跡 は 、 大 いな る ぁ る 軍 要 性 を 持っ て いる 。 それ は 、 こ ん な 風 に 解釈 する 事 が で きる 。 神 は モー ゼ に 、 を そ 
の 叶 彼 に は へ び の よう に 見 えた 小 概 を 投げ 捨て る 様 言っ た り 、 そ し て 、 神 の 命ずる まま に 捨 い あげ る と 、 そ れ 
は だ だ の 木 で あっ た 。 こ こ で 、 幻 と 夢 の 言 葉 を 借り て 言え を ば 、 へ び は 敵 を 人 象徴 し 、 小 杖 は 公衆 を 表象 し て いる 。 
従っ て 、 こ の 幻 を 手段 と し て 、 神 は モー ゼ に 、 も し 神 が モ ー ゼ の 人 人々 を 役 か ら 退 ける きせ た ら 、 人 人々 は まぎれ も 
な い へ び (の よう な 陰険 な た 人々) に な る だ ろう 事 を 知ら せよ うと し た 。 し か し 、 も し 人 々 を 披 の いつ く し み 深 
い 世 話 の 下 に 置い て お く な ら 6 ば 、 彼 ら は 公正 な 、 信 心 深 い 人 々 か ら な る 強力 堅固 な 社会 へ と 成長 し て いく だ ろ 
うと 悟ら せ た の で ある 。 














注 52 神 は モー ゼ に こう 言っ だ 「『 液 の 手 を その 胸 に 突き る し て みよ 。 それ は 、 病 舟 も な く 、 ま っ 和 白 な まま 現 
われ て 米 る で あろ う 」 (28・33)。 こ れ は 象徴 的 な 言葉 で 、 モ ー ゼ に も し 彼 が 信 元 風 達 を いつ て し ぁみ 深い 所 話 の 
も と で 近く に 赴 け ば 、 人 人 々 は 知性 に あ よ ふれ た 者 達 に な る だ け で な く 、 他 の 者 達 へ その 明 知 を 伝え ん る こと に な る 
が 、 そ う で な けれ ば 、 た が だ 陰険 ど あ る だ け で な く 門 徳 的 に ぉ 病む で ある ろう 、 と いう は っ きり と し た 味 示 と な っ 
て いた 。 従 っ て 韻 跡 は 、 魔 術 師 に ょ る 演技 で は な く 、 深 い 精 神 的 意味 に 満 あ た お 告げ だ どっ た の で ある 。 


注 53 これ ら の 言葉 は 、 モ ー ゼ に 対す る エジプト 人 達 の 気持 を 徐々 に 組立 て る 意図 を ちっ て いた の だ が 、 
モー ゼ は 彼ら を 追い 出す 事 な ど 望ん で いな か っ た 。 役 の 使命 は 、 自 分 の 人 々 を エジプト か ら 朋 出 き せる こと に 
限ら ちら れ て いた だ の で ある 。 
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112. 彼 等 は 法 え り 、「 し ば し 彼 と その 兄弟 を 待 サン ター ルン ンク ・ タッ ンション ン ン レッ っ 
た せ 、 そ の 間 に 召 喚 者 を 国 中 に 走ら せ 、 OT Fl OS iD 
113. それ ぞ れ の 技量 に 秀 で た る 腕 術 師 を 流 の リン 」 
前 に 連行 きせ る が よろ し か ろう 」 と 。 Oe Ps 0 


ンタ レン 


114. か く て 魔術 師 た ち は フ ァ ラ オ の 前 に 参上 ら 1529U81 HG os 2 dd 
し 、「 我 等 首尾 よく 勝ち た る 時 は 、 も ちろ 4 


本 
褒美 を いた だ け ま し うな 」 と 云え り 。 ONE 

115. ファ ラオ は 云え り 、「 る きょう 。 そ の 上 、 お お 2 人 ン アン 
Gor dos 51 う JG 


前 た ち を 余 が そば 近く 取り 立て ん 」 と 。 
で ノン MI イッ タタ 

116. そこ で 破 等 は 、「 モ ー ぞ よ 、 液 が 先 に 投げ < MD RAG on TE 

る か 、 を それ と も 我 等 が 先 に 投げ よう か 」] と 2 0 の 

云え 9。 ( 注 54) GRA 

117. モー ゼ は 答え り 、「 液 等 投げ ょ 」 と 。( 注 Hs 如く FC GA 

55) 彼 等 投げ る に 当り 、 先 づ 人 々 の 目 に 訂 


潜 を か け 、 殿 怖 の 念 に うた せ て お いて か ら 、 OE ES 
換 嘆 する 府 術 を 披 串 せり 。 


118. われ ら は モー で ゼタ を か く 激励 せ り ヽ 「 流 の 槍 いい (る ed 1 イ +y 1 シッ ン タグ アレ 
ン ノリ っ > | 
を 投げ よ 」 と 。 す る と 見 よ 、 そ の 杖 は 彼 等 9 ol dit “2 


が 妃 出 せ し ゅ た る も の を 銘 ち 呑み 込み た 8 
り 。 ( 注 56) 
119.。 か く て 真理 は 確立 され 、 彼 等 の な せる こ oa 8 ぼら 1 ノン る ノッ ニン グン ン 
の < ゆら っ OB dl お め 
と の 空 し き が 証明 せら れれ だ り 。 We 
120. か (の 如く 彼 等 は を こ で 打ち 負 か き れ 、 OG BL CA HS 


面 日 を 失っ て 退き る が り だ り 。 ( 注 57) 





注 54 その 場面 の 緊張 盛 に 注目 せよ 。 関係 者 達 両方 共 が 、 決定 的 な 試 島 に 取り 組む 心 糖 を を 持ち な が ら 6 お と 
い に 向 いあ っ て 勢ぞろい し て いる の で ある 。 


注 55 。 宰 の 唐 言 者 達 は 決し て 最初 に 攻撃 を し な い 。 彼 ら は 、 肪 御 を し 、 神 の 救い を 求め る の を 好む の で 、 柚 
手 側 の 攻撃 を 待つ 。 


56 それ は 、 小 枕 か あら 6 でき た 「 へ び 」 で は な く (、 手 品 師 達 の 魔術 を と いた の は 、 小 杖 を の も の で あっ た 。 
大 いな る 預言 首 の 精神 力 に 支配 きれ 、 神 の 命令 に より 投げ 捨て られ だ モー で の 小 枕 は 、 見 物 者 傍 の 前 で まや か 
し を あ ば き 、 を そし て 彼ら の 魔術 に よっ て 人 人 々 に 本 当 の へ び だ と 思い 込ま せ て いた だ も の を 、 粉 々 に こわ し た 。 
「 彼 ら が 幻 出せ し め ゆめ だ る も の を 委 ち 合 み 込み た り 。] と いう 語句 は 、 手 品 師 透 に よっ て つく られ た 和 わ し を 小 棒 
が すでに は あ ば い た 事 を 示し 「 呑 み 込 む み ] は 「 つ くり 出さ れ た 影響 も し く は 多 象 を 破壊 し た ] こと を 示す 。 


注 57 この 徹 は 、 パ ロ 族 の 一 団 を 指し 、 魔 術 師 達 の めこ a る の で は な る そう で ある 。 後 洛 は 、 泊 の 
箱 で 語ら れる 。「[ 質 胃 を 失う 」 は 、 ほ ん の 少し 前 に 戦い の 場面 に 、 誇 り 高 てく 、 横 柄 な 態度 で 現れ 、 成 功 に 自信 を 
持っ て いた 彼ら ( じ パ ロ エ そ の 一 団 ) は 、 今 で は 措 護 が 5 お PIE の 人 CC お 16 
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こう と う 

121. 魔術 師 た ち は ひ れ 伏 し て ( 注 58) 叩 頭 RN 
せり 。 - @ ぴ 3 NS 
の っ J i - er ノレ レン sz 
122. 面 し て 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 万 物 の 主 を CIT MFIR 

信 ず 、 

123. モー ゼ と アロ ン の 主 を 」 と 。 BO の 9 2 52 の う 
124 . ファ ラオ を 云え り 、 「 お 前 た ち 余 の 許し な る 33 ぅ プ の タッ ンー 3° ン 
2 lr I sl の 『 
し に 彼 を 信じ た る か 。 こ れ は まき し く 、 住 ご ds EB 


ww os 〆 1 
民 を ( 注 59) 邑 か 6 追い 出 き ん と し て 、 お に AS 10 ゅ 
前 た ち が 企 6 みた る 陰謀 な り 。 祭 は い ま ( に 。、 LI 生生 
お 前 た ち を 思い 知ら し て や る ほど に 。 @⑯ ら 9 で Aa] 


125. 必ず や 前 た ちの 手足 を 変 互 に 切り 秒 Oo も の あり 5 を fls ダ 


し 、 し か る 後に 一 紺 め に し て 奉 に ( 注 60) 


処せ ん 」 と 。 Baoan) 
126. 彼 等 は 答 を り 、「 我 等 は 我 が 王 の 許 へ 帰る ons ES AWAIF 
べし 。 dl 8 


On , センタ ルン レン ルレ ンー 佑 の イ 放 2k 
127. 隆 下 は 、 我 等 が 我 等 に 降 き れ た る 主 の EE 


a 1 5 し 3 
神 兆 を 信じ た と いう 理由 で 、 報 復 せ ん と す 


ワー ンー 


プ る アノ クン クィ ノン アノ の ッ ン バン ン ン レ 
る か 。 主 よ 、 確 回 不 抜 な 信念 を 我 等 に 注ぎ ESSE E 3 3 史 
P 


給え 。 我 等 を ば 液 に 身 や 任せ て 、 死 な せ 給 
ぇ 」 と 。 
第 十 五 項 の 時 
128. ファ ラオ の 民 の 長 考 た ち は 云 49、 ( 注 も の つ ひら | とう ON 
) ・「 隆 下 は モー ゼ と その 一 党 を 放置 し て A 
お く お つ も りか ? 彼 等 は 国 中 に 落 乱 を まき dt Sas i PE 











注 58 。 魔術 帥 達 の 敗北 は あま 5 り に も 完全 な も の だ っ た の で 、 何 か 隠れ な た 力 が 足元 を すく っ た よう で あっ 
だ た 。 そし て 彼ら は 神 の 御前 に て 祈り と 謙 そ ん の 郁 度 で 、 地 面 に ひれ 伏 す 事 を 余儀 な くき せ られ た 。 


注 59 ここ で いう 「 住 民 」 と いう 語句 は 、 ノ 2Y ロ 自身 の 人 民 を 指す が 、 人 彼ら は 、 エ ジ プ ト の 本 当 の 住人 で は な 
く 、 紅 夫 達 か ら 国 を 無理 に と りあ げた 者 達 で あっ た 。 


計 60 は りつ け は 、 蘭 痛 な 死 を 意味 し て いた に も か か わら ず 、 刑 明 に より みせ し め の 効 上 果 を 加え を 、 死 を より 
音色 な ぁ る の と する た だ ため に 、 手 足 を 切り 落と す 卓 が を それ に 加 を た られ た 。 付 随 的 に 、 こ の 節 は 、 モ ー で の 時 代 の 昔 
か ら で き えも 、 は りつ け に よる 死刑 は 、 行 われ て いた 事 を 示し て い る 。 


注 6] 重臣 達 日 身 が 、 モ ー ゼ と その 上 兄 に 、 獲 也 を 与え る 様 、 パ パロ た に 助言 し た の で ある が (17 |: 112) し か 


し 今 、 そ の 同じ 重 下 達 が 、 帳 分 達 の 助言 に 従っ て モー ゼ と アロ ン に 与 を た 時 間 に 対 し パロ を 非難 し て いる 。 こ 
の よう に し て 、 人 不 名 准 と 屈 召 を 散 度 する 者 は 、 道 徳 的 品位 を 落と し て いく の で ある 。 
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起 し 、 あ まつ きえ 液 と を の 神々 を な い が し 2 ブッ タタ ン ーッ ンス レッ ラプ レン タン 
ろ に する な り 」| と 。( 注 62) ファ ラオ は 答 CS I dr EN od sl SA 


えり 、「 我 等 は 彼 等 の 息子 た もち を こと ご と く 9655 
殺し 、 雪 女 の み を 生か し て お こう 。 我 等 は 


彼 等 を 支配 す ]」 と 。 


129. モー ゼ は を その 民 に 云 を 4 り 、「 ア ッ ラ ー に 助 の uo Sabb us ea US 
けり を 求め 、 辛抱 せよ 。 げ に 大 地 は アッ ラー 


まっ 由 I ーー タダ い 5 
の 所 有 な り 。 アッ ラー は を の 僕ら の 中 て で 難 Cs A の 9 
する 者 に 遺産 し し て 之 を 授 く 。 警 果 は 神 を イト 生生 
貞 散 する 者 に 帰す る | と 。 oO sl 


130. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 、 液 が 我 人 等 の と こ Go 127}? ング ッ ク ク タン 
i 39 ACE の UI の 6 
ろ へ 米 る 前 も る 、 そ の 後 で すら 6、 常 に 追 害 の Ss SE 
受 く 」 と 。 モ ー ゼ は 云え り 、「 主 は お 前 た ち 22 3 と AUS5gb G。 eg CS 
の 敵 を 減 ぼ ば し 、 お 前 た ち に この 地 を ( 注 


63) 統治 さ し め ゆん が た め に 、 主 は ぉ 前 た ち SS EGR E & 
が 如何 に 行動 する か を 御覧 に な る か も 知れ 
ぬ 」 と 。 

第 士 六 項 


デア ェ アン アン レル 


131. われ ら は ファ ラオ の 民 を 、 うち 続く 昔 艇 RN ES C2 
と 果実 類 の 鉄 芝 を 以 て 懲らしめ 、 彼 等 を 反 a 


省 せ し めん と せり 。 [ EE 


132。 し か る に 彼 等 は 、 議 運 皇 れ ば 、「 こ は 我 等 みん も いい Ee ee 
の も の な り 」 上 云え り 。 されど 笑い が 降り Gb ‘i ° 


か か れ ば 、 彼 等 は その 凶 運 を モー で 並び に EA a 5a は 4 る バン 
彼 ほ 僅 に ある 者 た ちの せい に な せり 。 狼 6 2 ウイ 
ず 、 彼 等 の 凶 運 は アッ ラー の 定め 給え る も DYNY ad > 8 


の な り 。 され と 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 
デン tt タク ロッ る Z ン 
133. 彼 等 は 云え り 、「 液 が 如何 な る 震 豆 を 示し 0 ら 交 交 O24 EC 6 
て 我 等 を 披 了 せしめ ん と する も 、 我 等 は 断 うつ タダ フタ ッ ン ンス 
じ て 汐 を 信ずる も の に 非 ず 」 と 。 Es tn oso ts 


注 62 パロ 自身 、 彼 の 人 民 に よっ て 神 と し て 掌 捧 きれ て いた (28 : 39)。 を し て 、 彼 は 、 代 わっ て 、 他 の 神々 
を 財 捧 し た 。 こ の ゆえ に 、 重 臣 達 は 、 パロ と その 神々 の 崇拝 を 非 黄 し た こと に 対し 、 モ ー ゼ と アロ ン を 南 め だ 
の で ある ぁ 。 

注 63 この 第 は パロ の 絶 減 の 後 、 イ スラ エル 人 が エジプト を 継 氷 き せら れる べき だ と いう 事 を 必ず し も 意味 
し な い 。 こ れ は 、 単 に 、 ノ パロ の 力 は 、 断 た れる べき も る の で あっ だ た 、 そ し て 他 の 者 達 が 彼 の 王国 を 所 有する こと 
に な っ て いる こと を 意味 する 。 フ パロ の 絶 減 と を の 王国 の 期 壊 の 後 、 イ スラ エル 人 を 支持 する 王朝 が を の 地 を 古 
有 し た こと を 我々 は 知っ て いる 。 この節 で 述べ られ て いる 「 こ の 地 」 は エジプト で は な く 、 イ スラ エル 大 に 約 
束 き れ 、 を その 約 東 に 従っ て 彼ら が 受け 継い だ 聖なる 国 の こと を る し て いる 。 
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い ンタ? イン ン 人 < イイ [イン (< 
134. る を こ で われ ら は 彼 等 に 、 履 、 鞭 、 下 時 、 22 ee CL 
血 な ど 一 明 証 を 降 し た り 。( 注 64) きれ ご ny 9 
う ダ タプ 7 し し 4 
彼 等 依然 と し て 他 慢 に し て 、 罪 深い 民 な り AA225 a ND 
き 。 ン ッ マン Wi 
I 


135. 


136. 


137. 


138. 


し か る に 懲罰 が 降る と 、 彼 等 は 云え り 、 
「 モ ー ゼ さよ 、 我 等 の た め に 液 の 主 に 懇願 し 


て て くれ ぬか 、 主 が 液 に 約束 せる こと に 従っ 
て 。 液 も し この 懲 劉 を 除 か ば 、 我 等 は 必ず 
流 を 信じ 、 イ スラ エル の 子 ら を 液 と 共に 放 
免 す べし 」] と 。 

か くく て われ ら が 、 或 る 期間 、 懲 斑 を 彼 等 
ょ り 除 いて や る と 、 見 よ 、 役 等 は を の 約束 
を 破り た り 。 

る れ ば われ ら は 彼 等 に 報復 し 、 こと ご と ょ 
4 之 を 海中 に に 血 れ せしめ た り 。 そ は 彼 等 が 


われ ら の 神 兆 を 嘘 よ ば わり し 、 こ れれ を 軽視 
せる が だ め な り 。 


面 し て われ ら は 、 民 者 祝 せ られ た る 人 々 
に 、 わ も われ ら が 祝福 せる 土地 の ( 注 65) 東 も 
西 も ( 注 66) 継が し め だ た だ り 。 イス ラ エ ル の 
子 ら の 忍耐 故に 、 決 の 主 の 有難 い 言 葉 は 彼 
等 の 上 に 完 う せら れ だ り 。 わ れ ら は ファ ラ 
オ と その 民 が 築け る も の 並び に 建て た る も 
の 、 そ の こと ご と てく を 破壊 せり 。 


アン / (1 を う 


と ルル | > 2283 
アノ 2 ブンコ アラン ン の プラ 2 。 デーン イレ 
ES 6998e 5 
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139. か く て われ ら は イス ラ エ ル の 子 ら を し て CZK 
海 を 渡ら し め る &、 彼 等 は 多く の 人 bo EEN GS 5 
I 9。 彼 等 は 去る 4 っ 282 を ンタ CO 

、「 モ ー ゼ よ 、 彼 等 に は 多く の 神々 あり 、 3 の IP 2 クト el lo 0 
KC も 一 柱 の 神 を 作れ 」 と 。 モ ー ゼ は の O46 を 2 | 6 A Ce 
、「 げ に お 前 た ち は 起 か な る 徒 輩 な り 5。 

注 64 環 書 で は 、 小 枯 と 自 い 手 の りな つば 以外 に 10 の お 告げ が 述べ られ て いる ( 出 了 エジプト 記 7 一 11 意 )。 環 

書 の 記述 は 、 お 告げ を 相当 誇張 し て し ま ょ っ た よう で ある 。 

注 65 アプ ブラ ハム と ヤ ュ ブ の 子 押 達 堆 に 約束 きれ た 聖なる 地 (5 : 22)。 イ スラ エル 人 が 成功 し 、 柄 栄 し 、 夫 い 


な る 国家 に 成長 する こと に な っ て いる 土地 だ っ た の で 清め られ た 。 


注 66 


[土地 の 東 $ 西 も ] と いう 語句 は 、 ア ラビ ゼア 


第 の 企 用 名 に よる 


、 国 全体 を 記 味 する 。 
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140. 


141. 


142. 


143. 


144. 


注 67 


注 68 
エル 人 達 を 「 私 の 民 】 と 呼び 、 


これ 等 の 人 々 が 携わる も の は こと ご と く 
破壊 され 、 役 等 の な すこ と は 必ず 無 に 帰す 
べし 」 と ょ 。 


モー で ゼ は 更に 寺 を り 、「[ 我 に アッ ラー の 外 
に 神 を 探せ も な 、 お 前 だ た ち を 選び て すべ て 
の 虹 族 の 上 に 置き 給え し 御方 の 外 に ? 」 と 。 


われ ら が お 前 た ち を ファ ラオ の 民 か ら 救 
える 時 の こと を 思い 起 せ 。 彼 等 は お 前 た ち 
を 厳し い 資 苦 で 苦し ゆめ だ り 。 お 前 だ ちの 息 
子 だ た ち は 殺 る きれ 、 女 た ち は 辱 め ゆら れ だ た だり 。 
を の 中 に お 前 た ちの 主 よ り の 重大 な 試練 あ 
りき 。 

第 十 七 項 

われ ら は モー ゼ に 三 十 夜 を 命じ だ たり し 
が 、 更 に 十 夜 を 追加 せり 。( 注 67) 従っ て 
主 の 命じ た る 期間 は 四 十 夜 あ も っ て 完了 せ 
り 。 そこで モー ゼ は その 見 アロ ン に 向っ て 
云え り 、| 我 が 留守 中 に 、《 注 68) 我 に 代り 5 
て 我 が 民 を 治め 、 役 等 や うま く 統 御 し 、 悪 
を な す 者 ども の 道 に 従う な か れ 」| と 。 

モー ゼ が われ ら の 命じ だ る 時 に 来 だ の 
で 、 主 は モー ぜ ゼ に 向っ て 云う と 、 モ ー ゼ は 
云え り 、「 主 よ 、 お 姿 を 現 わ し 、 我 に 流 を 仰 
ぎ 見 きせ だ た まえ 」 と 。 王 は 答え て 云え り 、 
「 湊 は われ を 見 る さか ら ず 。 な れ ど あの 山 
を 見 よ 。 も し あの 山 が を の 場 に 残る な ら 、 
すなわち 液 は われ を 見 ん 」 と 。 きれ ど 、 主 
が 山の上 に 御 月 身 を 頭 わ す や 、 王 は 銘 ち 山 
を 粉々 に 粉砕 せり 。( 注 69) た め に モー ゼ 
は 気 を 失っ て 倒れ だ り 。 や が て 正気 に 戻る 
と 、 モ ー ゼ は 云え り 、 「 詞 な る か な 。 我 は 改 
俊 し て 液 に 帰依 し 、 信者 の 穏 と な らん ] と 。 


で あっ た 。 


に 役 の 代わ り に 役 日 を 動 ゆ る と いう こと で ある 。 


注 69 


た め ゆめ 


に 使わ れ た だ 。 
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神 の モー ゼ と の 親 変 は 約束 る きれ た 三 十 夜 に 完成 され た 。 
が 、 特 別 の 好意 
この 計 句 は アロ ン の 地位 が モー ぜ の それ より 下 (従属 し た も の ) だ っ だ 0 
テア ロン に 彼 の 代わ り 5 に 行動 し て くれ る 様 に 指示 し 


| 夜 の 期間 の 延 胡 は 約束 の 一 部 分 で は な い 


モー ゼ は イス ラ - 
に こ 、 す な わ ち 、 披 が 不在 の 癌 


山 は 実際 に 粉々 に 破壊 きれ だ たわけ で は な い 。 この 語 旬 は 地震 の ちゃ の すご い 汰 烈 な 様子 を 比 際 的 に 表す 


いい 」 


& 


選 
中 
hd 





145. 


146. 


147. 


148. 


アッ ラー は 云え り 、「 モ ー ぜ よ 、 われ は 液 
を 、 わ が 神託 と わが 言葉 に よっ て 人 々 の 上 
に 選び た だ たり 。 き れ ば わが 賜 を える も の を 護持 
し 、 感 謝 す る 者 と な れ 」 と 。 ( 注 70) 


われ ら は 石 の 平板 の 上 に あら ゆる こと に 
つい て 一 あら ゆる こと に つい て の 訓 江 と 解 
釈 と を 記せ り 。「 る れ ば 、 こ れ を し っ か り と 
護持 し 、 ま だ な だ 液 の 民 に この 中 に 記 る れ て い 
る 如く 、 最 普 の 道 に 従う よう 命ぜ よ 。 ( 注 
71) われ ら は その 中 、 ぉ 前 た ち に 罪人 ども 
の 住居 を 見 せん ] 

この 地上 に 詞 り に 艇 慢 に ふる まう 者 ど 
も 、 わ し は 彼 等 を わが 神 光 より 遠ざけ ん 。 
きれ は ば 彼 等 は 、 だ と い きま ざま な る 神 光 を 

見 る も 之 を 信 ぜ ず 、 また 正道 を 日 の あ だ 5 
に し て も 逐 を 己 れ の 道 と は せ ず 。 きれ ど 邪 
曲 の 道 を 見 な ば 、 こ れ ぞ が 道 な 9 と 思う 
べし 。 こ は 彼 等 が われ ら の 神 兆 を 偽り と 見 
な し 、 を 経 祝 せ る が 政 な り 。 

われ ら の 神 兆 並び に 来世 で の 対面 を 信 ぜ 
ざる 者 ども 一 彼 人 等 の 所 業 は 無 に 州 き ん 。 彼 
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s 6 と ンク テッ タク クタ る ノ アッ レン 
の の 1 NRL He RI 
Gi GE Ss 


Go CS いい な お う Sb DA 3 


と タレ タル rg に 
等 は た だ その な せる こと に 対し て 応報 せら お Cee is 
る る の み に 非 ぎる か ? 
第 十 信 項 
149. モー ゼ の 民 は 、 モ ー で ゼ の 留 当 守 中 、 自分 た 1 う タ タク ンク グ る 
どの ウー AI 
i な き 叫 える 積 を 作り た 2 > 
L』 くる ブー ラン ン a 
。 彼 等 その 情 が 彼 等 に 物 六 わ ず 、( 注 72) 2 2 る 
注 70 "この節 は 、 神 が 、 モ ー ゼ は イシ ュ マ エル 家 の 大 預言 者 が 達成 する 様 に 夢 命 づけ られ て いる 高い 精神 的 


段階 に は 達する 事 は で き な い 、 


と いう 事 を 気付 か め せ だ あと に 、 


モー で ゼ を 慰 め る 方 法 と し て 彼 に むけ て 話し か け 


られ た も の の 様 で ある 。 彼 は 「 あ の 人 頂 店 者] の た め に 指定 きれ た 高い 尊 成 を 切望 せ ず 、 神 が 既に 彼 に 授け た 段 


階 に 


71 


潤 : 72 
宰 が 
神 の いか な る 特質 
だ た 様 に 、 


- 滴 足し 続け 、 盛 謝 す る 様 求 ゆら れ た だ 。 


モー ゼ は ここ で は 、 彼 の 人 人々 に 、 
上 で 行動 する 事 で 滴 足 
神 は 、 


今 で る 得る 事 が で きる 。 


徳 の ょ り 高い 痛 を 実行 する 様 努 力 し 、 
し 続け な い 様 に 熱心 に 説く 様 求 ゆめ られ て いる 。 


彼 の し も で 二 に 話し か け な け れ ば 、 生 きた 神 と は 証明 きれ な い 。 
その 選ば れ だ し ちゃ で 達 に 過去 に 話 を し て いる の に 、 今 話 を やめる で きだ っ だ の に と 論じ る の は 、 ぢ お か し い 。 
も 機能 わ や やめる で きだ っ た だ と 仮定 る きれ る 事 は で き な い 。 


訟 示 は 必ず し も 新しい お き て を 含ん で いる と は 限ら な い 。 それは 、 き ら に 精 


単に 信仰 の 弱い 者 向け の 指令 


神 の 起 示 の 贈り 物 は 過去 に 猿 得 で き 


神 的 生活 に 新鮮 味 や 与 を 、 人 々 を その 字 に 近づか せる 意味 を や も っ た だ 。 
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153. 
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注 73 
持 $ も しく は 授 助 し た か ら と いう 理由 か ら 
と いう 事 に 対し て 、 腹 を 立て 、 
る 宗教 的 、 


し 間 


まだ 如何 な る 道 に も 彼 等 を 導 か ざる を 知ら 
ざり し か ? 彼 等 は それ を 拝み た れ ば 、 す 
な わ ち 罪人 な りき 。 

され と ど 役 等 後悔 し て 、 そ の 迷 え る こと を 
悟り て 、 云 えり 、「 主 が 我 等 に 慈悲 を 垂れ 給 
わ ず 、 また 我 等 を 攻 き ざれ ば 、 我 等 は 必ず 
失敗 者 の 類 し な らん 」 大 


モー ゼ を その 民 に 帰る や 、 慣 りか つ 悲 し み 
て 云え り 、「 お 前 た ち は 、 我 が 留 守 中 に な ん 
た る 邪悪 を な し た る が か 。 セ お前 た ち は 主 の 命 
を 待た ず に 、 自 ら 王 の 断罪 を 早め ん と な せ 
る か ? 1 と 。 想 し て 彼 は 石 の 平板 を 下 に 雇 
き 、 兄 の 頭 を か か が えて 己 れ に り 引き 寄せ だ り 。 
( 注 73) アロ ン は 云え り 、「 我 が 母 の 子 よさ 、 
人 々 は 我 を あな どり 、 今 に も 尊 る ん と せり 。 
され ば 我 を 凡 し て 敵 を 書 ば し せる な か れ 。 
また 我 を 不義 な る 徒 研 の 民 の 中 に 加え る な 
か れ 」 と 。 ( 注 74) 

モー で は 云え り 、「 主 よ 、 我 と 兄 と を 赦し 、 
流 の 慈悲 に 浴 せ し め 給 え 。 液 は 落 悲 を 与え 
る 者 の 中 で も 最も 落 悲 深 き 御 方 な り 」 と 。 

第 上 泌 項 

積 を 拝 せる 者 ども は ( 注 75) 主 の 激怒 に 
触れ 、 ま た この 世 の 生 活 に お いて も 屈辱 に 
壮 う べし 。 われ ら は 嘘 いつ わり を 抱 造 す る 
者 に か て の 如く 報 ゅ 。 


ラン クラ タン 人 る 
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ャ デブ グ 
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BO の > 
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RY 
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0 と 
ts ブッ ラル 5* ン タイ ラク ゥ て ノラ ・ > 
OS Na2092 dss 


ed 


| 2 アク 


の ke ly 

WC Ce | うる 

C う し と の し 66PA1 POP od 
、@ る し 


Eh 人 








きれ ど 、 悪 事 を な せ ど も 後に 改 悦 し て 信 EE NL GS 
仰 に 入る 者 に は 、 げ に 二 は その 後 は 寛大 に 5 の 

2 め 2 タ ン ン レレ ん 1 

し て 慈悲 深く まし ます 。 ⑲ 2 と) Ve To jl 

3 の PRE が WIDE 


で は な く 、 


また は 規則 的 達 反 に 対し て で は な く 、 


アロ ン の 頭 を っ つかま を だ の で ある 。 モ ー ゼ の 怒り は 、 
彼 が 不在 の 時 に 物事 を 止 し く 継 持 で き な か っ だ 自分 の 失敗 に 


彼 が 人 々 が 仔牛 を 栄 捧 す る 事 や 、 ち ゃ ん と 止め る せな か っ 


アロ ン の お か し だ いか な 


対し て 当然 の ちゃ の で あっ た 。 その 括り は 反 る に だ る 正当 な 理由 が ある と みな され だ た 。 なぜなら ば 非常 な 神 連 暫 


5 か る れ 、 モ ー ゼ の 人 人 生 の 全て の 業績 が 氏 う くる せら れ だ た か ら で あ る 。 


叶 挫 に 基 謙 し た と し て アロ ン を 非難 し て いる 聖書 の 記述 は 、 実に 誤っ た 印象 を な える も の で ある 


深 罪 が お 

注 74 アロ ン は 、 モ ー で の 侵し き と 児 第 愛 の 感情 に 訴え た 。 
注 75 仔 邊 呈 

(Enc, Bib 1 巻 : 2)。 
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155. さて 、 モ ー ゼ の 慣 怒 静 ま る や 、 役 は 落ち 2241 イン ノー タン ンク ニー ン 22 っ ン ン ン レ 
a c の 5 
た ON を の 上 に は 、 主 B33 TI ol Yor 
ノッ クン ラン 1 i 2 を クタ 9 eh 


裏 れ る 者 へ の 次 導 と 慈悲 と が 認め られ Gr 8 RATAN dS SA 
re 


し か 

156、 面 し て モー ゼ は 、 わ ゎ れ ら と の 会 兄 の 約束 に CZ A A 
sn 

の だ た だめ に 、 そ の 民 の 中 より 七 十 人 を 選び た っ の 


り 。 し か る に その 時 、 地 震 彼 等 を 襲い し か CX 2 35 I I Gd 
ば 、( 注 76) モー ぜ は 云え り 、「 主 よ 、 液 も シン ター イン レン ジッ タ 

Ce ヤス を 2 
し 飲 し た り せ ば 、 液 は 役 等 を すでに 滅ぼし 、 <“ ビ 2 Rd GET 3 
我 も また 滅ぼし 得 た 穫 。 い ま 液 は 、 我 等 の ン ン ラン [ノン $s 
うち の 超 か 者 が な せる こと の た め に 我 等 を GS EGS 
滅ぼさ きん と する か ? だ た だ これ 液 の 試練 な ラン ル 人 レック? RY EE (クタ CE の 2 

CAA 5 > 

り 。 決 は 之 に よっ て 己 れ の 欲す る 者 を 迷わ ME 
せ 、 ま た 欲す る 者 を 導き 給 う 。 溢 は 我 等 の @ の 9 な 
守護 者 な り 。 され は 玉 等 を 政 し て 慈悲 を 垂 
れ 給 え 、 液 は 最上 の 容 和 『 者 な れ は ば 。 

157. この 世に お いて も 、 ま た 次 の 世に お いて スタ レン レ 25 に て 1 っ ェ リ ン ン 33 
も 、 我 等 に 幸福 を 授け 給え 。 我 等 は 悔い 改 ちあ Sie GHIA 9 3 
め て 液 に 帰依 す 」 と 。 ア ッ ラ ー は 答え り 、 (bo IE 
「 わ れ は 欲す る 者 に わが 舞 両 を 加 う 。 さ きれ 0 レン ei a 
ぼ わ が 慈悲 は 一 切 を 包容 す 。 る きれ ば われ は 、 OR RA A Es 
正義 に 振舞 い 、 喜 捨 あ な し 、 わ れ ら の 神 兆 で ノッ タ ジレ (っ タン ン レッ タッ タン 
を 信ずる 人 々 に は る の 慈悲 を 授け ん 一 DH A ONS 

158. すなわち 文 畜 の ( 注 77) 預言 者 に 追従 RIGA ET 

a 
する 者 た ち に は 。 こ の 者 に つい て は 、 彼 等 Nd Or 


と 





注 76 地 震 は 帳 然 を 現象 で あっ た が 、 モー ゼ は そ 和 紀 が 彼 の 和信 々 の 犯し た 罪 に 対す る 神 の 較 で は な いか と お る 
4 だら 





注 77 ソワン ミー は 、 世 親 に 所 局 、 又 は 付属 する 、 す な お も おち 母 の 胞 の 中 の 子供 の 様 に 純粋 無垢 で ある こと : 特 
I 読み 書 き の で き な い も の : 町 々 の 母 と し て 知ら れ て いる メッ カ に 尾 
し て いる も の 、 を 意味 する 。 も し ウン ミー と いう 言 菜 が [ 文 育 ]」 と し て と ら え られ る な ら ば 、 こ の 節 は 、 亜 な 
Ne ~、 そ れ な の に 神 は 、 彼 に 、 学 問 邊 啓発 に 
芝 も 進歩 約 と され て いる 人 々 に きえ も ふ 光 と 案内 を 分 け 与 える 知恵 を お 与え を に な っ だ た こと を 意味 し て いる 。 
も し 型 な る 損 言 者 が 文 戸 で 読み 書き が で きき なか っ だ た と し た ら 、 彼 が 現実 に そう で あっ た よう な 、 す で ぐれ た 商売 
人 で は あり 得 な か っ だ で あろ る うと いう 反対 意見 は 、 聖 な る 頂 言 者 の 時 代 の 、 葵 良 な 成功 を お る きめ た アラ ビア 人 
RS 20 世紀 の 現代 に き 
、 初 等 教育 で きえ 受け て いな い 、 非 常に 成功 を お る め た 商売 人 が いる 事 を 知っ て いた な ら ば 、 そん な 居 譜 
上 000209 で の の の 0 ば の の 5 に 020 に RW お どり の の かつ 
きる 人 は 非常 に 少な か が っ だ が 、 多 く の 人 人 々 が 非常 に 成功 し 、 繁 栄 し た 商売 を 経営 し て いた 。 教育 は 、 そ の 順 ア 
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が 所 持 せる 入 決 並び に 福音 ( 注 78) の 中 
記さ れ た る な り 。 彼 は 正義 を 彼 等 に 命じ 、 
邪悪 を 禁じ 、 ま だ すべ て の 清潔 な も の を 許 


NG 1 る 3 24 ター レク タン 
DE $A 


at 


ES お 


7 カ 


し 、 人 不浄 な る も の を 禁じ 、 か つ 彼 等 か ら そ 


5 


ゥ タン ゥ 0 の ん らら 2 才 
の 背負 いし 者 荷 や 束縛 を 取り 除く 。 さ れ ば ea tie a が 
役 を 信じ 、 彼 を 尊 蔽 し 、 彼 を 支持 し 、 彼 を 24, Cy 2 2 
a \ | 
援助 し 、 彼 た 共に 隆 きれ た る 光明 に 従う つつ" 2 8 GS 
= ペペ を ン イッ タク る PI INL レン タック タン 
人 人 々 ーー これ 等 の 者 は 必ず 成功 すべ し 』 人 OM SGN BS 
OR 
第 一 十 項 
159. 法 え 、「 人 々 よ 、 げに 我 は 天地 の 主権 を 準 ES OPN MC 3 本 6 
探す る アッ ラー より お 前 た ち に 店 わき れ た クシ ツー 
る 使徒 な り 。( 注 79) アッ ラー の 外 に 神 な EE AY II oN 4 


9? 


し 。 ア ッ ラ ー は 生 を 与え 、 死 を 賜 う 。 さ きれ 2 1 
SGA ES 


ば アッ ラー 並び に その 使徒 、 す な わ ち アッ ad! 


ラー 並び に その 御 言葉 を 信ずる 文 宜 の 預言 プラ タン 2 ン タン タタ 人 る み の 
者 を 信 ぜ ょ よ 。 面 し て 彼 に 追 廷 せ よ 。 し か ら OPI AL sl a 


ば お 前 だ ち 正 し く 導 か れん | と 。 








ラビ ア で は 必須 条件 と 上 は みな る 和 れ て いな か っ だ の で ある 。 き さら に 、 型 な る 預言 省 が 読み 書き で き な か っ た と い 
EE 人 ES 
うい くら か の キリ スト 教徒 達 の 主張 は 、 異 様 で あり 、 双 、 根 本 的 に まち が っ て いる 。 披 ( 質 言 者 ) と 何 年 も 寝 
食 を 共に し 、 毎 日 彼 が 読ん だ 5 書い たり し て いる 次 を 見 た 者 達 が 彼 が A そう で な いか 確認 する 事 が 
で きず 、 単 に 彼 の 自分 は 文言 びと いう くり 返 き na ri: 
で ある 。 彼 の (聖なる 預言 者 の ) 筆記 者 の 利用 MNO NO 
A Na A SE の で は な いと いう 徐 邊 は 、 ア ラグ ヒ イ 
スラ エル の 歴史 に 対す る ウェ リー の 和 無知 る を うっ か り i る 2。 事 実は 、 環 な る 質 言 者 の 時 代 に 
は 、 ア ラブ 人 の 間 に は 、 信 その 言葉 が 理解 $ き れ て いる 様 な 意味 び で の ウラ マー、 す な わ ち 宗教 学者 は 存在 せ ず 、 
また 注記 者 や 書記 も も つ 下 に も 慣れ 親しん で いな いと いう 事 で ある 。 ア ラブ 人 に よっ て 筆記 者 が 使わ れ て い だ 
を いう 事実 の 記録 は 全く 残っ て いな い 。 型 な る 預言 者 が 、 啓 示 が 彼 の ぉ と へ 与え られ る 以前 は 、 書 く こ と も 疲 む 
こと も で て でき な か っ た だ と いう 学者 達 に よる 完璧 な 訪 兄 の 合意 が 為 る きれ て いる 。 クル アー ン は 、 少 な く と も 神 か ら 
茂 示 を うけ る 以前 の 環 な る 振 言 者 は 、 読 み 者 き は で きき なか っ だ と いう 点 で は 、 か な り は っ きり と し て いる 。(29 ; 
49)。 し か し な が ら 、 彼 は 、 晩 年 に は 、 少 し は 判読 で きる よう に な っ て い だ の で ある 。 


注 78 聖 な る 押 若 者 に 関す る 悪 壮 の 務 言 の いく つか に つい て は マタ イ 23!39、 ヨ ハネ 14 :16、26i16: 7 一 
14 申 命 記 18 : 18 と 33:22 イザ ヤ 書 21 : 13 一 17 と 20: 62、 秩 歌 1: 5 一 6 そし て ハバ タク タク 書 3ー7 を 参 
昭 す る 事 

注 79 イス ラム 教 の 質 言 者 以前 に 現れ だ た 神 の 李 言 者 達 の 全て は 、 彼ら が る し 向け られ た 人 々 、 を そし て 彼ら が 
出現 し た 特定 の 時 代 に あう よう に 教え が 定め られ て いた 役 ら が 特定 の 国 の 預言 者 で あっ た の に 反し て 、 下 な る 
等 は 人 類 全 体 に 向け て 、 時 の 終わ り ま で の た だ た め に 出現 し た の で ある 。 彼 の 到 米 は 、 人 疾 の 歴史 に と っ て す ば ら 
し い 痢 特 な 出来 事 で あっ た 。 それ は 全て の 異な っ た 国家 と 社会 を 1 つの 友愛 周 体 に 結合 きせ る 様 働い た に ー そ れ 
は 、( 肌 の ) 色 、 風 土 、 信 念 の 合い が 完全 に 本 本 きれ る 人 類 の 兄弟 愛 な の で ある 。 
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160. モー ゼ の 民 の 中 に も 、 真 理 を も っ て 他人 
を 導き 、 ま た 自ら も それ に よっ て 正義 を 行 
うぅ 集団 あり 。 ( 注 80) 

161. われ ら は 彼 等 を 、 十 二 の 支 族 、 すなわち 
異な る 集団 に 分 ち た り 。 モ ー ー ゼ の 民 が 渦 を 
誠 を だ る 時 、 わ れ ら は モー ゼ に 、「 液 の 杖 で 
その 岩 を 打 て 」 と ( 注 81) 黙示 し て 教え た 
り 。 す る と 、 委 ち そ を こより - 二 の 泉 が 吐出 
し 各 文 族 は 己 が 飲む 場所 を 知れ り 。 まな だ 
われ ら は 、 逆 を 降 し て 、「 わ れ ら が お 前 た も 
に 用 意 せ る 清潔 な も の を 食べ よ 」 と 告げ た 
5 彼 等 は 如何 な る 害 も われ ら に 加え ぎり 
。 彼 等 は た だ 己 れ を 害し た る の み 。 ( 注 
順 


162. 彼 等 が か く 云 われ だ 時 の こ と を 思い 超 
せ 。「 こ の 邑 に 住み 、 随 処 で 好む 物 を 食 へ 、 
だ た だ 、『 赤 し 給え を 』 と 唱え 、 頭 を 低 う し て 門 
を 入れ 。 われ ら は お 前 だ も の 罪 を 赦し 、 ま 
た 芋 事 を 行う 者 に 益々 報 開 を 加増 せん | 


163. し か る に 彼 等 の うち の 罪人 ども は 、 自 分 
た ち に 説 か れ た る も の を 他 の 言葉 に 変え た 





ラノ イ ン ツン タ ッ ン “X % ン “sz 2 2 の 
Co 3 イセ BS を oe | タタ 124 の も 92 の 
GI Ft FY 


る と 2 ン 25」 う 2 


314 ラップ の Cd 
rah の の 2 アレ 


ら あ GA Ss CF 

PPT AB 85 
0 

5 も 知 * DAP ds dS 


ン 3 人 Ce 


i 
59 と 0 


03 yo らら efid33 


アン \ ア レン 、 レ 
り 。 さ る れ ば われ ら は 、 彼 等 の 罪 に 対し て 天 LCSNO2 っ AEC が | 
氷 を 降 し た b 。 と グ 2 タン トロ 
ma る 
の 第 二 十 一 殴 | A i PH ン ラダ 2 ン ッ レン SN 
164. か つて 海浜 に あり し あの 世に つい て 人 彼 等 CL LS 3 
に 店 ね よ 。 彼 等 が 安島 日 を 汚 せ し 時 の こと i に る クン で 
を 。 安 皿 日 に は 水面 に 次 を 見 せ て いた 魚 た Pe の er 3 
ちか が 5、 彼 等 が 安息 日 を 守ら ぎり し 時 、 魚 た る る 1 1 ヶ (も る 5 内 の 65 i 
ちはる の 姿 を 見 せ ぎ りき 。 わ れ ら は か く の SAGEY as 
注 80 モー で の 本 者 の 全員 が 感 落し て いた 訳 で は な い 。 彼ら の うち の いて ちか は 、 彼ら 庄 身 が 苦 朗 で あっ た 
だ け で は な く 、 き ら に 他 の 者 達 を ぅ 真理 に 導き 、 公 正 に 行動 し た の で ある 。 タル アー ン は 決し て 人 々 を | ば ひび 


と か ら げ で 筐 差別 に と が る 事 は な か っ だ の で ある 。 
2 ・61 を 参照 の 事 。 
彼ら は 、 


注 : 1 
i: 82 


自分 達 員 身 も 中 慢 し た に すぎ ず 、 真 理 の 起こ り を 揚 つ ける 事 は で き な か っ た 。 


ー264 一 


アル ・ ア ラー フ 





165. 


166 . 


如く 、 彼 等 が 違 犯 する ため に 徹 人 等 を 苦し 
だ り 。 ( 注 83) 

役 等 の 中 の 一 団 が * 他 の 一 団 に 、「 何 故 前 
に タクマ ー が 之 を 減 ぎ きん と し 、 まな だ 

其 還 を 以 て 人 懲らしめ ん と する 者 ども を 訓 涼 
する か ?」 と 云え る 時 、 彼 等 は 云え り 、「[ 我 
等 が を うす る の は 、 主 の 御前 で 弁明 せん が 
だ め な り 5。 また 彼 等 を し て 義 し い 人 た らし 
めん が だ め な り | と 。 


役 等 が 訓 戒 きれ て いた も の を すべ で て 忘れ 

た や . わ れ ら は 悪 を 禁じ だ た る 者 た ち を 救 

、 罪 人 ど も は その 避 犯 め え に 厳 前 を 以 て 
開陽 


の の る る あし 光生 い 3 
#1 ? 4 i ィ 
し CC 〇 > 4 る 3 : eS 13 
タ ン の み i 
WI の 2 2 


プラ アマノ タタ る レン ン の の タン ェ タ ン 
GOAL ptla Sd 0 } 


oO oo SSC 3 に 6 
(OKU SE GET 2 


ッ ダ タ ゅ タン ラオウ 
OIE 
167. 彼 等 が 禁じ られ だ る こ i 94 0 の 41 る タン ラク を Cs at 
3 に 8 ae 1 と じい 
に IE 『 き し 時 、 われ ら は 彼 等 に 云え り 、[「 液 $23 ye > の 
プク 1 
等 串 職 な る 狂 に ( 注 84) な れ 「!」 に Os 
ンー = “ EGG タレ ルン る る 
168. 主 が 、 復 活 の 日 まで 、 上 只 吉 に 人 EMH KR ea) あら 衝 中 3 


169. 


彼 等 を 苦し め る 者 を 彼 等 に 遣わ きん と 、 
言 せ る 時 の こと を 思い 起 せ 。( 注 85) げに 
主 は 応報 に 速め か な り 。( 注 86) また 寛大 に 
し て 問 深く も まし ます 。 


われ ら は 地上 で 彼 等 を 幾多 の 支族 分割 
せり 。 或 る 者 は 正しく 、 ま た 或 る 者 は そう 
で は な い 。 
らせん が だ た め に 、 幸 いと 災い と を 以 て 彼 等 
を 試み だ たり 。 





注 83 安息 日 に は 魚 は と られ な か っ だ の で 、 魚 は 、 





る れ ば 、 わ ゎ われ ら は 彼 等 た も 戻 


hb ン 5 タ タタ ラク 2 タ 2 る ラノ 


こう SD SA 63 ご の 

Ce SN ol 
cl 53 4a; 
lg a oR 


デア テク 4 


en | 





本 能 的 に 安全 な 時 を 知る よう に な り 、 従 っ て この 本 前 


EBJ な 


安全 の 気持 が 、 安 息 日 に 彼ら を 水面 に 現れ れる きせ 、 犬 矢 を な し て 、 謀 辺 に 近寄ら せ だ の で ある 。 こ の 事実 は 、 エ 
ダ ヤ 人 に と っ て あま り に も 強い 誘惑 で あり 、 安息 日 に 捕獲 する 手 は ず を 整え 、 宙 型 を し て し まっ た の で ある 。 


2 ・ 66 参照 


注 85 先 の 節 で 「 挿 農 な る 手 ] と 言わ れ た 人 々 が 、 実際 に 争 に 変身 きせ ら れ た だ わけ で は な く 人 間 と し て 存在 
し 続け た の で ある が みじめ に 生存 し 、 他 の 者 達 に 軽 べ つき れ た 事 を 示し て いる 。 


注 84 


注 86 クル デー ン の いく つか の 節 か ら 、 神 が 罪人 を き ば くく の に 時 間 を か ける こと が 明らか と な っ で いる 。 神 
は 何 度 も 何 度 も 鑑 予 を 授け る 。 こ の 各 句 が 意味 する の は つい に 還 が 人 々 に 下 き れる と 命ぜ られ だ 時 に は 、 そ れ 
は 即座 に 来 て 、 それ が 来る の を 人 退け る 事 は 何 を も っ て し て も で き な い 事 を 意味 し て いる 。 
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170. 


171. 


172. 


173. 


174. 


注 87 


その 後 、 邪 悪 な 子孫 が 彼 等 の 後 を 継い で 


経典 を 継承 せり 。 役 等 は こ の 下劣 な 世界 の 
備 い 利得 を 取り 、 | こ は 我 等 に 許さ きる し] 
と 云う 。 再 び 同 じょう な 利得 が 彼 等 に 至ら 
ば 、 彼 等 は それ 等 を 取る べし 。 ア デッラ ー に 
ER 

、 経 典 に か け て 彼 等 か ら と り し 契約 に 非 
ee と を 
読み 、 か つ 学 び し 等 、 き れ ば 義 し い 人 々 の 
来世 の 住居 の 方 が か えっ て よし 。 お 前 た ち 
これ で も 解ら ざる か ? 


面 し て 経典 に 溢 う た 己 が ' 生 活 を 監 持 し 、 
礼拝 を 遵守 する 人 々 、 を の よう な 義 し い 
人 々 へ の 報 装 は われ ら 6 は 空く せ ず 。 


われ ら が あの 山 を 天蓋 の 如く ( 注 87) 
彼 等 の 頭上 で 揺り 動か みす や 、 彼 等 は それ が 
前 i 


も の を 監 持 し 、 救 わ れん た だ め ゅ に を の 中 に 記 
され だ る こと を 銘 記 せよ 」 と 。 
第 二 十 二 頑 
閣 の 主 が アダ ム の 子 ら 一 すず なわ ゎ ち 彼 等 の 
朋 部 か ら 6 一 子孫 を 取り 出し 、 彼 等 に 己 れ 自 
身 の 証人 だ らし め だ た る 時 、 か く 均 を えり 、「 わ 


れ ら は お 前 だ ちの 主 に 非 ざ る か? ] と 。 彼 


等 は 云う 、「 然 り 、 我 等 は 之 を 証言 1 す 」 と 。 
こ は 復 活 の 日 に あな た り 、 お 前 だ た ち に 「 我 等 
は こ の 事 を 閑 部 せ り 」 上 云わ ざら し めん が 

だ め な り 。 


また だ た 、「 か つて アッ ラー に 神々 を 配 し た る 
は 我 等 が 父祖 に し て 、 我 等 は た だ 彼 等 以降 
の 子孫 に すぎ ず 。 液 は 偽り を 云う 者 が な せ 
る こと の だ め に 我 等 を 減 ぼ きん と する 
か が ?」 と お 前 た ち に 云わ ざら し めん が た め 
な り 。 
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CCC 





イス ラ エ ル の 指導 者 達 は 、 山 の ふも と に 集め られ た ( 出 エ ジ プ ト 19 : 17)。 山 は 彼ら に と っ て は 、 い 
つ 何 時 落ち る か も しれ な い 天 著 の よう に 高く そびえ て いる 様 に 思わ れ だ た 。 
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175. 


176. 


177. 


178. 


179. 


180 . 


181 . 


われ ら が か て の 吉 く 神 兆 を 示 する は 、 
彼 等 を さと し 、 正 道 に た ち 戻 らせん が た だ ため 
な り 。 

また 、 わ れ ら が 神 光 を 与え た る も 、 そ れれ 
を 脱ぎ 径 て た る が 故に 、: 帯 魔 が * 彼 に 温 き 、 
邪道 に 陥 ち た る 者 の 物語 を 彼 等 に 告げ よ 。 


われ ら も し 欲し た り せ ば 、 を その 福光 に 
よっ て 彼 を 向上 せしめ 得 た だ た り 。 き され ど 役 は 
地上 に ( 生 88) 執着 し 、 己 れ の 欲望 に 従え 
り ・ 半 うれ 2 し た る 大 の 如 し 。 近い 払 え 

ども 舌 を だ らし 、 放置 する も 舌 を あたら す 。 
われ ら の 神 兆 を 信 ぜ ざる 者 ど も は か く の 如 
し 。 る れ ば 、 役 等 に 反省 きせ る だ た だ め に 、 こ 
の 物語 を 彼 等 に 語 


悪い の は 、 われ ら の 神 兆 を 庶 偽 と 見 な す 
者 な り 。 され と 彼 等 が 損 う も の 、 を は 忌 れ 
自身 な り 。 

アッ ラー が 導き 給 う 者 は 正しき 道 の 上 に 
あり 。 アッ ラー が 迷わ し むる 者 は 失敗 者 と 
な らん 。 


げに われ ら は 地 妖 に 入る べき 多く の 妖 圭 
と 人 問 と を 創り た だ り 。 .( 注 89) 彼 等 は 心 あ 
れ ど それ も て 悟ら ず 、 眼 あ れ ど それ も て 見 
ず 、 耳 あれ ど そ れ も て 聴か ざる な り 。 役 等 
は 愉 も 家畜 の 如 し 。 藻 、 家 普 よ り も る ら に 
迷う 。 役 等 は 全 《 無 思 盛 な り 。 


極め て 美 し き 名称 は すべ て ア ッ ラ ー の も 
の な り 。 ( 往 90) る れ ば 之 を 以 て 彼 を 呼び 
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th 3% 


Ls, 
SS CA 
の シン ? タ ノノ コ 


ON el gS og っ 
uri CCOK い 4 8 2 to 
SGU eas 


Ld RN 1 9? こら 
oo % i ld 


アー 


ME が 4 








注 88 
注 89 
別 な 護 級 の 人 、 

ある 。 彼ら が そ 


物質 的 な 物 、 特 に 金銭 へ の 熱 若 。 


この 節 は 、 


志 われ る 


注 90 
和信 は 、 そ うい う 神 の 美徳 を 、 


従っ て 、 人 入間 の 創造 の 目的 と は 条 ら 6 関係 が な く 、 
RD OE 


の 日 々 を 罪 上 邪悪 の 中 で 過ごす 様子 か ら 、 彼 ら は 、 地 獄 の た め に 便り 出 き れ た の で ば な いか と 


社 の 正式 な 名 は アッ ラー で ある !: 他 の 呼び 名 の 全て は 、 厳 容 に 言え ば 、 
その 祈り の 日 的 に 直接 関連 が ある と し て 念 ず する べき で ある 。 


、 多 てく の 人 や ジン (後者 の 語 は 、 特 


彼 の 美徳 で ある 。 祈り の 問 、 
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諦 れ 。 その 名 称 に つい て 正しい 方 法 よ り 途 ン の タレ ィ ラン タン ッ タン セリ ジョ ン 2 く ルレ 5 の イタ 
GX 4 3 Li 
膨 す る 者 は 捨て 置け 。 彼 等 は 己 れ れ が な せる Pe る w {$6 ンー 


こと に 対し て 報じ ら る で し 。 ( 注 91) 


182. まだ 、 わ れ ら が 創れ る 者 の 中 に は 、 真 理 ちず シン の も も 1 < タン っ 
を 以 て 人 を 導き 、 そ れ に 基づき 正義 を 行う (の CO だ の うう で 
一 団 あ り 。 

第 二 十 三 項 


183、 され ど わ れ ら の 拓 兆 を 担 否 する 者 ども WM2 ラッ ョ ラク タン KC 
は 、 わ れ ら は 役 等 の 知ら ざる 方 法 で 少し ず 3 の レナ 


っ 後 等 を 破滅 に 引き 込ま ん 。 ー Se 
184. われ は 彼 等 に 笑 子 を 与 う る も 、 わ が 計 路 の 2 の っ 5 
は 必ず や 効 を 奏 せ ん 。 BFS af 4 ちり 


185. 彼 等 は 、 彼 等 の 仲間 は 精神 異状 者 に 非 ず 、 Nl 2 ss ラタン ン RY 
と 考え ざり し か ? 役 は 明白 な る 警告 者 に 他 OS 3 RS, 5 
な ら ぬ 。 ( 注 92) oe る 6 


あめ つき 
196. 彼 等 は 天地 の 下 国 に (93) 目 を 向け 、 Os592 の SN の 85 2 MR 
アッ ラー が 創り だ る 万 物 を 観 察 せ ざ る か ? 0 
エ Er ヽ 、 スイ 4 デ る 
また 己 れ の 期限 が 真 近 に 近づく を 知ら ざる RG SI EO Wa 


か ? な ら ば この 後 、 如 何 な る も の を 信 ぜ ん ン ッッ クシュ ィ ン の ウィ 
ほす る か ? ( 注 94) ⑨ い 5 5Op Ua 
187. アッ ラー が 一 た び 迷 ゎ し むれ ば 、 何 人 と iP 介し 2 
きゃ し * ? 
いえ ども そこ に 導き は な し 。 ア ッ ラ ー は 役 (ee プ で つい っ 4 CV hd 
は いか い 
等 を し て 罪 を 犯す に まかせ 、 気 まま に 視 御 e094 


せ し む 。 








注 91 神 の 美 舘 に 関し て 、 正 し い 門 か ら そ れる と いう 事 は 、 神 は クル アー ン ま た は ハデ イス に 述べ られ て い 

る 最 ち 素晴らし い 甘 徳 の 全て の 所 且 な の で 、 彼 の 威厳 、 尊 成 、 を し て 全能 の 革 とし 取 后 する 様 な 、 他 の 甘 徳 
を 神 の だめ に 央 え 出す 必要 は な い 事 を 意味 し て いる 。 

注 92 彼ら は 、 電 な る 頂 言 者 は 彼ら の 仰 問 で ある と 告げ られ て おり 、 預言 省 は 、 彼ら の 中 で 生活 し 、 行動 し 、 
そし て 彼ら は も ぅ も う 何 年 も 彼 の 事 を 知っ て お り 、 従 っ て 彼 の F こ を と っ て も 狂気 の きた で は な い 事 は 、 彼 ら に は 
簡単 に 理解 出来 、 事 実 心 の 中 で は 確信 し て いる の で ある 。 

注 93 メッ カ の 人 人 々 は 、 新 し い 時 代 の 到 米 を 告げ る 、 自 分 達 の 周囲 で 起 を て いる 大 き な 、 多 様 な 変化 が 見 え 
な い の で あろ うか 。 全 て の 敏 候 が 、 偶 像 崇 捧 が 国 か ら 消 減 し 、 イ スラ ム 教 に と っ て 代わ られ る と いう 事実 を 示 
し て いる の に 。 琉 [王国 」 と いう 言葉 は 、 神 が 天国 と 地獄 の .1- に 及ぼ す 支 配 を 意味 し て いる 。 


注 94 不信 仰 者 達 が 、 完 壁 で 完成 きれ た 戒律 びあ る クル アー ン を 、 反 絶 し 続け て いる と する と 、 一体 彼ら が 
信じ る 物 は 、 他 に 何 が ある の だ ろう か 、 
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Dt 


189. 


190. 


191 。 


192. 


注 95 
は 大 と 地 を 苦し め る な り ] と い う 語 名 の 高 昧 する ぁ る とこ ろ で ある ・ 
は 人 問 を 表す 
注 96 
間 は 、 本 質 的 に 社会 生活 を 営む も の で あり 、 
の で 


民 


に つい て 問わ ば 、 云 え 、[ を それ を 知り 給 う は 、 
独り 我 が 主 の み 。 主 を 描い て 何人 も それ を 
明示 する 能 わ ず 。 を は 天 と 地 を 普 しめる な り 5。 
( 注 95) そ は 突如 襲い か か らん 」 と 。 役 等 は 
流 に 性 $ 流 が それ を 就 知 せる か の 如く 癌 
う 。 交 を ん 、「 そ れ を 知り 給 合う は 、 独 り ア ッ ラ ー 
の み 。 されど 大 多 数 の 者 は 之 を 知ら ず 」 と 。 


セン が 欲す に 非 ず ば 、 我 は ロロ 
れ の 利害 すら 左右 す る 衝 g 力 な し 。 玉 も し 不 
可 見 の も の の 知識 を 有 し た り せ ば 、 大 な る 
幸せ を 得 て 、 災 い に 適 うこ と も な か り し も 
の を 。 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に し て 、 信 徒 
a 

第 二 |- 四 項 

アッ ラー こそ は 単 一 の 人 間 か ら お 前 た ち 
を 創造 せり 。 ま だ アッ ラー は 、 男 が 女 に 安 
5 ぎ を 見 い だ す べく 、( 注 96) 男 の 助 骨 よ 
5 妻 を 創り 給え 9。 彼 が 彼女 を 知る や 、 彼 
女 は 軽 き 荷 を 負い て その 長 と 共に 往来 せ 
り 。 ミ きれ ど 光 第 に 理 く な り た だ たれ ば 、 彼 等 両 
名 その 主 ア ッ ラ ー に 祈り て 、 云 う 、「 も し 我 
等 に 良い 子 を 授け な ば 、 我 等 は 必ず 感謝 を 
捧げ ん 」 と 。 

主 が 彼 等 に 良い 子 を 授け る と 、 彼 等 は 主 
が 自分 た ち に 授け た る こと を 願 應 し て 、 主 
に 他 神 を 配 し た り 。 し か れれ ども アッ ラー 
は 、 役 等 が 配 せ る 者 の 上 に いと 高く いま し 
給 う 。 

彼 等 自身 が 造ら れ た る も の に し て 、 詞 れ 
は 価 も 創り 得 な い 偶 像 を アッ ラー に 配 す る 
と は 何 ん た る こと か ? 


人 間 ! 





こよ っ て 前 を 受け る 事 が 苦 


す の で ある 。 


ある 。 


| 


アル ・ ア ラー 


188. 彼 等 が 波 に 「 い つ 起 らん や ?」 よそ の 時 AUS LN EE 


香り 


イタ ラン タ る イン 。2 タデ 
ES? ol いす 2 人 る ( Rs 


*N * 
で 


33 
ンタ レン レプ ルス : 3 
EI EI NG Eh 
REC EE 

CA CC 


A RAR TA 


Go EE CILIEG 


アオ | 人 め 2 ど 々 アン の 2 


291 GING bs 


と ン ぅ 5? 2 Y ア 

692 分 を 
ン ッ イン フィ ョ レン る ます し イン ク 。 の ンタ 
der EUS ON 2 Gl sa 


Cd 2 i Cd DAT I [C2254 
5 A > の 
アン ノン ッ ノ ノラ ブン ン ン ン で cs td 
る の と の 9° 全 
eS CE os ES 


2 SG ed 


ンー ァ i ァ ン 
ンク で し 。。 ライン ンス イマ イレ ンク リン ンタ 1 [イイ 
22422 し が | 
アラ ンタ タ アノ が これ の 
Dua NE dhl 


Sc ES Sa 


し の 





痛 で ある の と 同様 、 神 に と っ て 、 同 の 裁定 は 音 郊 で あり 、 を それ が 、[ そ を 


すなわち 「 大 」 は 神 と 天使 達 を 表わし 、「 地 ] 


結婚 の 本 来 の 日 的 の 一 つ は 、 男 女 が お 互い に と っ て の 、 安 楽 と 千 ゆ の より どこ ろ と な る 事 で ある 。 人 人 
親しい 伴 公 へ の 自然 な 切望 が 結婚 し いう も の に よっ て 満 だ され る 
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や 


2 ビップ ラッ ジ ンジ 





193. それ 等 神々 は 彼 等 を 助け 得 ず 、 己 れ 月 身 

きえ も 助 くる 能 わ ず 。 

194. た だ た とい お 前 た ち 彼 等 を 正道 に 招く と も 
彼 等 は お 前 た ち に 従わ むぎ ざる で し 。 彼 等 を 招 
くも 、 沈 黙 を 守る も 、 し ょ せん お 前 だ ち に 
と り て は 同じ こと な り 。 

195. げに アッ ラー の 外 に お ぉ 前 た ち が 祈 る それ 
等 神々 は 、 お 前 だ ちと 同じ く 主 の 僕 に すぎ 
ず 。 も し お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら ば 、 を そ 
れ 等 神々 を 呼び て お 所 た ちの 祈り に 応え を き 
せよ 。 ( 注 97) 

196. それ 等 神々 に は 歩む 足 あ りや 、 握 る 手 あ 
りや 、 見 る 有 眼 あ りや 、 聴 く 耳 あお りや? 云え 、 
「 お 前 た ち が ア ッ ラ ー に 配 す る も の を 呼び 
て 、 液 等 みな 我 に 謀 ら み を しかけ よ 、 遠 庶 
する こと な か れ 。 ( 注 98) 


197。 げに 我 が 守 護 者 は 経典 を 降 し 賜わり た る 
アッ ラー な り 。 彼 は 正義 を 行う 者 を 守護 し 
給 2。 

198. お 前 た ち が 祈 る も の は 、 お 前 た ち を 助 く 
る 能力 な く 、 己 れ 自身 すら 6 助 く る E わ ず 』 
だら 


199. た 上 い お 前 だ たち が 彼 等 を 正道 に 招く と 
も 、 彼 等 は 聴か ぎる で し 。 液 は 彼 等 が 液 の 
2 を 知る が 、 彼 等 は 見 ざる な り 。 


200. 頂 語 者 よ 、 向 に 沈 傘 を 穫 と し 、 親切 を す 
すめ 、 無 知 な る 者 か 6 遠 ざか れ 。 


グッ サ 3 ノ 46T ンク 


の 〇 yos A Ys 6 の 2 YS 


シン うじ っ LZ い 4 ラク ョ クン 31 
0 の 4 で の NG 2 OS 


っ タク イッ ン タク タラン ン ン 
Ouse iso 


レア アイ 


2 os OS CA ら ! 


PA は の タク ァ グ クタ 242 
uo eo’ I * ッ ツン 


g 9 アグ ゥ 9 の ゥ ン 2 え る の タッ ラク タタ ンジ 
KADW ま 0 SY | 
I hi の 2 ロッ タイ ッ ク イ ンー ンタ PII 997 
OO a eRe el og | 
シッ シ ルン ン 4 
NAA AR 
RT 3 2 る 
4 < 3 て < と =) ちと と AI 61 の 5 う 
ン 2 1 
Bobali 
oe s レイナ の) 
2 RE NAS OI CS 
NG 
G9 OaN | 


? タ っ (44 トイ (を AA2 2 クゥ ッ タ 2 ン 2 
a a ob 
グ 2 タ SV Cd 


ゥ タン ラン 
(OJTO ル ンー テ Neds OS 


OA Eh a 0 02 


a 





注 97 
決し て 彼ら の 祈り に 答え られ な いよ いう 趣意 で あり 、 
が 、 生 き 給 う 神 は 、 


注 98 これ と この 決 の 節 で は 、 
と の 戦闘 に お いて 、 


し 、 打 ちこ わす なだめ に あら 


に より 、 ど うい う 危 害 を 及ぼ すこ 6 て きた か i る 。 本 は 、 彼 の 傾 党 者 を 助け 、 


の 往 栄 と 成功 を 約束 きれ た (5・68 58:22)。 


この 邊 は 、 介 像 は を そう する 力 を も っ て いな い の で 、 彼 ら が 求め る 
偶像 詩 拝 者 着 に 対す i と な っ て いる 。 と ころ 
彼 の 熱愛 者 の 祈り に お 答え に な る の で ある 。 


前 節 で 、 不 信仰 者 達 に 掲げ られ た 挑戦 が 拡大 きれ て いる 。 彼ら は イス ラム 教 
oN 2 の 0 et 共 半 の が 全て の 武力 を 如 集 


アッ ラー 以外 の 生物 及 は 無生物 は 、 


こう し た 試み 
その 根源 


ー270 一 


第 七 誤 た セッ ゲラ ビー 


| 


GE ラン プン ン シン 


首 ュ ER ャ ン 
201. も し 悪 庭 の 誘導 に 異 われ た る 場合 は 、 Lt ES RE 162 dE GS 
アッ ラー に 加護 を 求め よ 。 げ に アッ ラー は 


すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 Ok RE i 
“WU Ts アデ YY “rz 
202. 義 し ぃ 人 々 は 悪魔 の 誘惑 に に 襲わ れ た る EE 
時 、 アッ ラー を 念 う 。( 注 99) する と 見 よ 、 le 2 
物事 は 正しく 見 え 来 る な り 。 @ ら yi abt 
203. 兄弟 で も 無 信心 者 は 彼 等 を 迷 誤 の 中 に 引 の イン) イッ タッ ン っ 9 ダン 


son 2 | 
き 込 み 、 手 を ゆる め る こと な し 。 OI GE GI oe lS 
し る し の f J 
204. 液 が 彼 等 に 新た な 神 兆 や も だ 6 る ざれ 3 GS RC OK 
つ / う 
ば 、 彼 等 は 「 何 下 流 は 自ら それ を 作ら 6 ざる ン _ の の A 
か ?」 と 問う 。 云え 、「 我 は た だ 我 が 主 よ NN Od ER 


族 示 され る こと に 従う の み 。 こ れ 等 は ち 前 RD 
だ た ちの 主 よ り の 明 証 に し て 、 信 ずる 者 た ち つの bo っ うう らい あう 
へ の 和 拍 導 並び に 慈 悲 な り 」 と 。 
レノ M 2 
205. きれ ば クル アー ン が 読 語 せら る る 時 は 、 24218 RN し て 8 1 
これ (J 2 5 
之 に 耳 を 傾け 、 静 腐 に せよ 、 き すれ ば お 前 の が 
た ち 慈 砺 に 浴 き ん 。 ( 注 100) SO 
206. 朝 な 夕 な 、 心 を 虚しく し て 異 れ か し こみ 、 3 RS SS 2 
声 を 低く し て 流 の 主 を 流 の 心 に 念 ぜ よさ 。 打 2 
2 人 FN ッ グ 
し て 尼 忘 者 の 類 と し な る な か れ 。 時 MM 3 0 G9 
207. げに 主 の 側近 く あ る 者 は 、 慢 心して 崇 散 っ ち ET EG 
を 怠る 者 に : 非 ず 。 彼 等 は 主 を 護 美 し 、 そ の レッ 0 ンプ と ンタ ンタ 
御前 に 平伏 叩 頭 す 。 Gdns ds nS うぅ 








注 99 これ ら の 語 知 は 、 人 公正 な 人 々 が 、 サ タン に よっ て 怒り に 煽動 る きれ る 時 、 又 は 悪人 達 に よっ て 、 彼 ら に 対 
し 、 何 ら か の 炎 い が 引き 超 こき れる 時 、 彼ら は 、 ア デッラ ー を 思い 出す 吾 を 誤 味 し て いる 。 


潤 100 新しい お 告げ へ の 要求 に 対す る 返答 と し て 、 不 信仰 音 達 は 、 こ こ に 、 あ り 余 る ほど の お つげ や 証し を 
合 ん で いる 事 が ら 、 ク ルアー ン に 活 意 し て 耳 を 傾け る 様 に と 言わ れ た 。 


= 


aa 


隊 利 品 





(メデ ィ ナ 啓示 ) 


まれ みな 

1. 意 悲 深く 、 恵 み 遍 くく アッ ラー の 御名 に お い 
上 

2. 彼 等 戦利 品 ( 注 1) に つい て 液 に 問う 。 云 


え 、「 戦利 品 は アッ ラー と 使徒 に 属す 。 きれ 
ば アッ ラー を 胃 れ か し こみ 、 お 互い の 関係 
を 正しく し 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に も し 
お 前 だ ち 信 者 な ら ば 」 と 。 

店 の 信者 と は 、 アッ ラー の 御名 が 言 太る きれ 
だ だ け で その > い が 震 え 戦 N その 神 兆 が 読 


語る され る や 、 を その 信心 を 益々 深め 、 主 を 信 
頼 し 、 


スナ 


使え 、 


. 礼拝 を 遵守 し 、 わ れ ら が 授け し も ゃ の か ら 展 
みな く 施 す 者 を いう な り 。 

まこ と ふも と 
これ 等 は 真 の 信者 な り 。 彼 等 は 主 の 御 許 に 
て 高い 位階 を 得 、 ま た 容 散 と 高 資 


高 次 な 給 養 を 
喝 わ らん 。 


.。 主 が 正装 の た め に 液 を 家 卿 より 出 で し め た だ 
る 時 、 一 部 の 信者 が ジー 反対 し た れ ば 、 皇 
は 湊 を 助け て 敵 に あたら せ だ り 。( 注 2) 


Oe a し > 


5 る 6 


レコ 


2 KURIAS 


aw 4 


i 





に アン ファ ー ル と は 、 神 の 贈 り 物 と し て 、 


、 戦 利 品 の 分 配 に つい て 述べ て いる の で は な い 。 


それ に つい 


ぶり な よっ 
2 レル 2 » プン ぅ タン 
OE od 
HE 29 ッ イ cs 5 A rt 
! SGI ONS 
の 

PP OR 
党 ン プン レン プッ ae と 
OY で の つ 
フッ クー 5 ポラ ウン ン プロ ンー と 222 の る 
CARO A 

ッ ン ノラ Ge アセ ンプ う タ 9 
本 atl op VE 
ンク タッ ン タレ ッ ン レ 
アァ OD 8 9 

ン Ls 37p2 A 
a 
Ysg 2 92 
OY TC 

労 な くし て イス ラム 教徒 が 手 に 入れ た 戦利 品 で ある 。 この節 
て は 、8:42 を 参照 する 事 。 こ こ で は ほ は 、 バ ドル 


の イス ラム 教徒 は 戦利 品 を 了 手 に 入れ だ た こま の みみ 語っ て いる 


注 2 


な ら な いと わか っ だ 時 、 彼ら は 型 な る 
か っ だ の か 、 知 っ て いれ ば 、 CE 
だ の で は な てく 如 な る 環 言 莉 の 生 を 心配 し た の 

の で ある 。( 王 は )}「 流 らち を 進ま せな た 上 言わ ず 、「 液 を 進ま せ 
は し て お か な いこ と が 明らか で ある 。 イス ラム 教徒 達 は 


それ は 、 彼 ら は 流血 を 嫌う し 、 ま だ 、 聖 な る 務 言 者 が 危険 に 
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イス ラム 教徒 達 は 、 メ ジ ナ か ら 行 宮 し て きだ な だ 了 時 、 自 分 幸 が 十分 に 武装 
と は 思っ て も いな か っ だ 。 彼ら は 洋 う 塗 仙 も る くに し て いな か っ た の で ある 。 


、 戦 い を 恐れ て は いな か っ だ が 、 
さる bb る れる こと に な る 


< し だ メッ カ 宮 と 戦う こと に な る 
途中 、 メ ッ カ 軍 と 戦わ な けれ ば 


拍 言 者 に 心配 そう に 登 ね た 。 何 英 、 自 分 達 に 本 当 の 状況 を 教え て くれ な 
も 十分 に 整え て きだ は ず だ と 。 彼ら は 自分 た ちの こと を 心配 し 
だ 。 賞 措 も で き て いな いま ま 預 言 者 を 危険 に き 


らし だ く な か っ だ 
神 は 預言 涯 を 防備 低 し に 
好み は し な か っ ただ 。 
か ら だ っ だ 。 


だ 」 と 言う この 節 か ら 、 


Ne 
域 


アン ファ ー ル 


La 


7. 彼 等 は 愉 も 死 を 目 の 当 り に し な が ら そ れ に o8( う 3 CGC アラ ン 3 ; RC 


追い 立て られ て いる か の 如く 、 真 理 が 明白 re 
に な っ た 後 も 、 な お 液 と 真理 に つい て 論争 HE REI 
す 。 レ ン 


8. まだ アッ ラー ー が 、 二 隊 ( 注 3) の うち い ず フッ シレ タイ ーッ ン ン 宙 タタ 
- AG 1 0 
れ か 一 隊 は お 前 た ちの 所 有 た る べし と 約束 NGIRYOPY SS 3 


せ し 時 、 お 前 た も は 武装 せ ぎ る 一 際 ( 注 4) 52 A NG 
を 己 れ の 所 有 と 望み し あの 時 を 念 え 。 だ が 
アッ ラー は その 営 葉 の 真実 を 立 外 し 、 不信 の Og 5 ER 
心 者 の 根 を 絶 や き ん と 欲し た り 。 

9 これ は 罪人 が た と え そ れ を 嬢 うと も 、 彼 は 。 ペック 0 ツン る ンス 
真実 を 立証 し 、 庶 偽 は 無 な り と 悟ら し めん Oo 3 std: dl 
と 欲し た る が 故 な り 。 


10. お 前 た ち が 主 に 援助 や 嘆願 せ し 時 、 彼 は お アラ 4 い ンタ ルン レレ 5 タッ レン クッ 
0 削 主 に 援助 を 嘆願 時 、 彼 ! ア OR ん 2 


前 た ち に 応え て 、 云 えり 、「 わ れ は 次 々 ( 注 Or Os 3 
5) に 一 和子 ( 注 6) の 天使 を 繰り 出し て お OY SS 


前 た だ ち を 助け ん 」 と 。 


] 1 . アッ ラー が 朗報 を な せる は 、 ひよ た すら お 前 で を タッ グン クノ 2 の る 91 2 イィ ンプ 
2 し の 21 i ツン 1 
た もち も の 心 を それ で 安 ん じき せん が た め な ET り da 3 


Gyo A | 
り 。( 注 7 ) 援助 は ひと り ア デッラ ー の みよ さり Ao 2 pl > っ 1 22 し ィ 
So ya Ns os od 
来る 。 げ に 、 ア デッラ ー は 偉大 に し て 、 賢 哲 ク レニ ゴン LL 
に まさ ます 。 
第 一 項 


i その 時 、 アッ ラー は 安心 の し る し と し て お フッ イン ャ イタ ンダ タッ MP 5 ュ ン タッ 
前 た ち を 仮 上 ( 注 8) に 陥ら し ゅ 、 ま た 天 SE IR CC 





注 3 二 隊 と は 、(1) 初 めか ら イ スラ ム 散 徒 上 戦う つも 0 で 来 て いる 装備 十分 な メッ カ 車 。(2) 北 か が ら メ ッ カ で 
戻っ て いく 途中 の 軽 武 装 の メッ カ の 隊商 、 を 指し て いる 。 


注 4 イス ラッ 雪 徒 梓 は 、 当 然 の こと な が ら 、 軽 武装 の 隊商 と 出合 うほ う が よ か っ だ 。 し か し 、 神 は 、 彼 ら 
OE OT TO 神 の 命令 に よっ て 兵 実 を 確 
立 し 、 信 仰 し な い 莉 の 根 を た ち 切 る こと で あっ だ (3 誤 14 節 も 8 章 42 節 45 節 参照 )。 


注 3 次 々 上 ょ 並ん で いる の 意 。 
注 6 6 誤 159 節 参照 。 
注 7 3 章 127 節 参 照 。 


注 8 ここ で は 、 バ ドル の 戦い に つい て 述べ て いる 。 
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第 八 凍 アン ファ ー ル 
さま り 水 を 注ぎ か け こ れれ に よっ て お 削 だ ちや を 1 人 フッ を ン スタ ン タン 、 発 Ra 
JJ る 2 

め 、 昌 計 (年 9) の 字 れ を 剛 い 、 ゃ 前 和久 だ Eo つも る 多 に 


も の 心 を 引き 締め 、 ま た これ に よっ て お 前 
だ ちの 脚 を 堅め ん と せり 0。( 注 10) 


ン 放 タン 


ぁ be グー デ 
OO 





し た の で ある 。 ま た 、 


注 10 


イス ラム 教徒 は 砂地 で 、 メ ッ カ 軍 は 固い 土 の 上 で 野営 し た 。 


の と ころ は 洪 り や すく な っ た だ な 。 


注 11 


注 12 


演 13 


中 の すぐ 下 の 首 の 上 部 、 


サタ ン と いう の は 、 悪 魔 の 友達 や 仲間 の こ 


13. 0 臨 示し て 、 云い 給 1 タン っ タラ 
AN な バン スィ Ki 
、「 わ れ は お 前 た ちと 償 に あり 。 きれ ば yp ン 3 2 わぁ 3 
人 ち を 確固 不動 た な らし ゅ ょ 。 ゎ れ BCc っ し 人 性 
I 97 ; 
等 の 音 ( 注 11) を 側 ね 、 す べ て の 指先 を SE 8 
i 
14 . これ は 役人 等 が アッ ラー 並び に その 使徒 に 抗 wn し 522 ッ ン ン る (イラ う タ クン ン ノ リロ る 2 タイ て ニン 1 
た と 4 115 be 
6 が 故 な り 。 誰 で あれ アッ ラー 並び に る 2 2 9 9 
の 使徒 に 抗 する 者 に は 、 ま こと に アッ ラー OI GII 
は 応報 に 厳し て まし ます 。 

15. ぉ 前 た ちの 懲 太 は これ な り 9 EGE GL S805 2 1 
いて 、 不 信心 者 の た め に 業火 の 刑 剛 ある 上 
別れ 。 

16 お お 、 光 等 信ずる 者 よ ! 汰 等 不信 者 ES の US 和孝 
$ の 進 車 し て 来る に 出会う と も 、 役 等 に お レレ レッ タテ ルク 
前 た ちの 背 を 向け る な か れ 。 ( 注 12) OU 

17. 誰 て あれ 作戦 上 か 、 他 の 隊 に 合流 ( 注 13) 4 Ei RR 2032 

]。 ン Go りり っ a ン 
する た め 以 外 、 を の 日 の 敵 に 背 を 向け る 者 イン RAH! 
は 、 ア ッ ラ ー の 激怒 を 隷 む り 、 そ の 住居 は 50 つう いら RCE Sd 
地獄 な る べし 。 そ は 悪し き 行 先 な り 。 9222 2 

ORal て りう oe 
注 9 敵 が 水源 を 占拠 し て し まっ た の で ある 。 イ MN 当然 、 水 不足 で 非常 に 困る だ ろう と 心配 


も 点 味 し て い る 。 


折 よ く 耳 が 降り 、 砂 地 は 固まり 、 固 い - 上 


ころ と る され て いる 。 


イス ラム 教徒 は 、 最後 の 最後 まで 戦わ な けれ ば な ら な い 。 勝利 が 死 か で ある 。 彼 ら に 第 三 の 道 は な い 。 


この 第 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 退却 し て も よい 場合 を 規定 し 、 説 明 し て いる 。 


すなわち 、(4) 敵 を 爽 く 作 


戦 と し て 、 9 は 、 よ り よ い 戦 同 位 置 に 移動 する 時 。(b ) 隊 が 主力 軍 か 別 の 部 隊 に 合流 する た め 退 却 す る 時 。 
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18. お 前 た ち が 彼 等 を 殺し だ に 非 ず 、 ア ッ ラ ーー の の し ィ ン タ 6 プチ 2 y16 
が 彼 等 を 殺せ り 。 ま た 液 が 投げ た る 時 、 そ を の 83 ds 
れ を 投げ た る は 流 に 非 ず し て アッ ラー な 4 0 
り 。( 注 14) そ は 不信 心 者 ども を 打ち 倒 る NC hil 
ん が た め 並 びに 彼 御 自身 より 恩恵 を 信者 に Od A ed OC 
賜 わ ら ん が た だめ な り 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は す 
べ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 う 。 


19. 生じ た る 事 は か く の 如 し 。 きれ ば 、 アッ ラー 9 ン ! 
2 2 | 
は 不信 心 者 ども の 誕 筑 を 無 に 帰せ し めん 御 DO OA OE 
方 な る を 知れ 。 
に R 1 アオ ヤジ どっ | I 33 ンス \ 
20. 不信 心 者 よ 、 も し お 前 た も 審判 を 望む な ら 、 RA 2 
すでに 裁決 ( 注 15) は 降る れ だ た り 。 も し お os Ab 72 
前 た ち 敵 対 を 止め る な ら 、 を は お 前 た ちの ES 0 3 
だ め に 益 と な 6 ん 。 だ が も し 敵対 行為 に 戻 と レッ 22 タ 5 レン は レツ ュ ン タン ン ン ウン 
る な ら 、 わ れ ら も また 滞る べし 。 お 前 た も @ Cs の 8082 や お 茹 


の 澤 勢 が 如何 に 多く と も 、 役 立つ こと た な か 

る べし 。 アッラー が 信者 と 僅 に ある こと を 
知れ 。 

第 三 項 に 

21. 液 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ャ ラー 並び に その 使徒 RR A LC 

に 従え 。 彼 の 命 を 聴き 、 同 時 に 背く て なかれ 。 


t 


》 山 | 


窟 フッ タン 2 タタ ン レ タッ ン 


DC の 09 
22. また だ 、 聴 き も せ で 、「 我 等 は 聴く 」 と 云う 吉 ノッ 9 フッ ン 5252| (He CS 
き 人 従 器 に な る な か れ 。 いぶ Yod MP Me 


23、 ア ッ ラ ー の 見解 に お ける 最悪 の 人 非 人 と て の 2 の を を W 生 の eo SS 
ea 
は 、 も の ご "と の 道理 を 解せ ざる 前 者 並び に の 2 3 2 ン ラン ウ 





貴 者 な り 。 ' OOS 
8 14 NR 0 イス ラム 教徒 達 が 巧み に 戦い 、 表 京 だ っ た か ら で は な い 。 彼ら は あまり 
こ 少 数 で あり 、 あ まり に 9 装 条 は 粗 未 すぎ た の で て で 、 数 の 上 で は は る か に 優勢 で 装備 ちず っ と 整い 、 ま だ た 、 


は る か に よく 訓練 き 0 i て 勝て る と は 考え られ な か っ だ 。 型 な る 預言 者 が ひと つか み の 小 石 や 
砂 を 投げ た 行為 は 、 モ ー ゼ が 杖 で 海 の 水 を 打っ た の 全く よく 似 て いる 。 モ ー で の 行為 を 合図 に 、 風 が 吹き 、 
測 が 満ち あて き て 、 フ ァ ラ ト と その 大 軍 は 海 の 強 くず と な っ だ の で ある 。 同様 に 、 型 な る 舞 言 者 が 小 太 を ひと つ 
か みみ 投げ だ の は 、 強 風 が 吹く 合 攻 で あっ だ 。 その 強風 の だ ため に アブ ・ ジ ャ ハル (聖なる 預言 考 は 彼 を 、 自 分 に 
従う 人 々 の ファ ラオ だ と みな し て いた だ た 。) と その 太 澤 は 砂 漢 で 壊 減 し た の で ある 。 ど ちら の 場合 も $、 神 の 特別 な 
高 図 の 下 で 、 二 人 の 預言 者 の 行 旋 と 同時 に 、 和 白人 然 の 威力 が 発揮 る れ た の だ っ な た 。 


注 15 信仰 し な い 者 達 は 、 聖 な る 聞 言 者 に 、 神 の 審判 と し て 勝利 を 要求 し た 。 彼 ら は 、 神 の 箸 判 は 彼ら が 記 
む 通 り に な る と 聞か きれ て いる の で ある 。 
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24. 


アッ ラー も し 彼 等 に 何 か 善 きこ と ある を 認 
め だ れ ば 、 必 ず 彼 等 を 開か し た る な b り 。 


95 50oV DS クッ ン ゥ 08 | A 


rz 28 ?2 る 3 る スン 


( 注 16) きれ ぼ 、 今 仮に 聴 え ん る よう に な き Osan 28 5 > 
ば 、 彼 等 これ を 嫌っ て 背 き 去ら ん 。 

25 . 液 等 信ずる 者 ょ 、 ア ツ ラー 並び に その 使徒 〆 タタ ン rg? マッ タン ! ン ッ > る ンタ イン 
が お 前 た ち に 生命 を 与え る ( 注 17) た め Bl つの or lal MV 
に 呼び 給 う 時 は 、 応 えよ 。 ア ッ ラ ー は 人 と 5 肝癌 I511ABI2 2 る 3 


26 . 


ee 


28、 液 


を の 心 と の 間 に 入 り 給 い 、( 注 18) また お 
前 た ちはや が て 彼 の 御 許 に 召し 寄せ られ る 
を 知れ 。 

炎 難 に 対し て 油断 する な 、 そ はち お前 の 中 の 
不義 を 泡 せ る 者 ( 注 19) の み 襲う に 非 ず 。 
打 し て 、 デッラ ー は 懲 六 する に 成 し て まし 
ます と 知れ 。 


お 前 た ち 地 上 に お いて その 数 少く 、 劣 勢 と 
見 な る れ 、 人 々 が 強 八 に 来 は し な いか と 私 
れおな の の いて い だ 頃 の こと を 憧 い 起 せ 。 あ 
の 時 彼 は 、 お 前 た ち を 助け て か くま い 、 廿 
つ 強 くし 、 更 に 種々 な る 佳 き 物 を 賜 い た り 。 
お 前 た ち 恐 らく 感謝 せん 。 ( 注 20) 

等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー 普 びに 使徒 を 裏 
切る な か れ 。 ま た 上 邊 分 達 へ の 信頼 を 知り つ 


DE GN ES IT VTS 
Gl 9 RE 
I LI PS ヶ サ ッ ク っ 


の ES 3 99 


CE RAE の YO の の 
OT RT IG 3 


タッ タダ タイン アッ 9 ノ 


ーー タタ イン ラタン リン ッ レタ 
0S el OE 





注 16 








「 必 ず 彼 等 を 聞か し め だ 


な ら な い だ ろ う 。 


次 の ょ うな 意味 で ある 。 
彼ら の 心 の 底 は 変わ ら ず 、 


る な り 。」 と いう 言葉 は 、 
の まま で 彼ら に 真理 を 受け 入れ る よう 強い て も 、 


も し 、 神 が 今 の 状態 
決し て 真 の イス ラム 教徒 に は 


神 の 手 告 者 が 死者 へ の 命 を 与え る 


池 18 「 デ アッ ラー は 、 人 と その 泌 
制す る こと は で き な い 、 心 を 自分 の 思 
人 人 は すでに 神 の 声 に 本 を 傾け 、 す で に それ に 応じ な けれ ば な ら な い 、 
和信 が すでに そう し な けれ ば 、 丁 期し な か っ た 事柄 が 和信 の 心 を か だ た く な に し 、 錆 つか せ て し まう か も 
そう な れ ば 、 人 は 神 の 声 に 耳 を か だ むけ な く な っ て し まう か も し れ な いか ら で あ る 。 


注 17 と いう 表 坦 は 、 比 只 的 、 精 神 的 な 意味 で と ら え た る べき で ある 。 


いと の 半 に 入り 給 う ] と いう 言葉 は 、 人 (また は 人 の 自我 ) は 自分 の 心 を 統 
2 うま ま に す る こと は で きき ない と いう 意味 で ある 。 こ の 言 薬 は 、 き る きら に 、 
と も 言う と し て いる 。 なぜなら 、 も し 
し れ な い 。 


"は な い 。 我々 は 、 購 囲 も 変 た て いか な けれ ば 安全 で は いら 6 れれ 
その 人 炎 に 燃え 尽く る きれ て し まう か も し れ な い の で ある 。 


注 19 中 分 自身 を 正しく 律する だ け で は 十分 て 
な い 。 燃え きか る 移 に 時 まれ だ 宗 は 、 い つ 何 時 、 


注 20 ここ で は 、 イ スラ ム 教 徒 だ た ち に 、 和 彼ら が 国 の 中 で 弱い 立場 に あっ て 、 強 い 瑞 恋 あ る 人 々 に 囲ま れ て い 
な た 時 、 神 が 助け て くれ だ よう に 、 彼 ら は 、 権力 を 持っ た 時 に は 、 弱者 を 守る よう 努力 し な けれ ば な ら な いと 言っ 


て いる 。 この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 、 す ぐに 政治 的 権力 を 得る で あろ うと いう 頂 苫 を 暗示 し て いる 。 
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29. 


30. 


3l. 


32. 


33. 


つ 、 衰 切る な か れ 。 ( 注 21) 

富 と 子女 達 は ー っ の 験 し に すぎ ぬこ と を 知 
れ 、 ま だ た アッ ラー の 御 許 に こそ 偉大 な 報奨 
ある を 知れ 。 

湊 等 信ずる 者 よ 、 お 前 だ た ちゃ も し アッラー を 
長 れ 散 わ ば 、 彼 は お 前 だ た ち に 救援 を 授け 、 
お 前 た ちの 諸悪 を 消 減 し 、 容 赦 せ ん 。 ア ッ 
ラー は 僅 大 な る 皿 恵 の 主 に まし ます 。 


不信 者 F も が 液 に 対し て 好人 策 を めぐ らし 、 
液 を 監禁 し 、 或 い は 殺 き ん と し 、 或 い は 放 
遂 せ ん と せ し 時 の こと を 培い 起 せ 。 彼 等 
当 策 し た れ ぼ も 、 ア ッ ラ ー も また 釜 築 せり 。 

( 注 22) アッ ラー は 一 番 の 策 格 家 に まし ま 
す 。 

われ ら の 神 兆 が 彼 等 に 読 謡 き れる や 、 彼 等 
は 云う 、「 我 等 は すでに 開け り 。 も し 文 等 谷 

し な ば 、 こ れ と 同じ こと ょ と を 云い 得 べ し 。( 注 
23) これ は た だ だ 古人 の 物語 に すぎ ず 」 と 。 
彼 等 が 、 [アッ ラー よ 、 も し これ が 流 よ り の 
真理 な ら ば 、 我 等 の 上 に 天 より 石 を 隆 ら せ 
給え 、 或 い は 我 等 の 上 に 若 酷 な 懲 太 を 蒙 6 


(の 4 っ を 7 


oe 


ods 
る 1 2? SITS 
DE 0 MN 


と アフ ノッ 


J dbl ia SE 


NR で 


すべ IP うい 


Ll 


RA FUPE 


a dts 
OT EA CA CGO 

OT 
イン ィ 


EC GSR SS 


RN GS 


ンク ターズ 


^ デ と ゅ と 人 し の 
RIE Co SAG うぅ 
a ES c グ A 





注 21 この節 は 、 人 人間 の 二 つ の 忠誠 に つい て 述べ て い 
る 神 (そし て 神 の 使者 も ) に 対す る 

ある 。 

注 22 この 節 で 述べ られ て い 


る 。 一 つ は 、 和 我々 の 創造 者 で ある が 改 に 絶対 で 永遠 な 
皿 誠 で あり 、 も う 一 つ は 、 仲 問 へ の 義務 か ら 生 じ 


る 、 仲 間 に 対 する 忠誠 で 


る の は 、 メ ッ カ の ダー ルン ・ ナ ドウ (自治 会 館 ) で 行わ れ た 秘密 会 議 の こと で 


ある 。 町 の 長老 た ち は 、 こ の 新しい 信 側 が 広まる の を 妨げ よう と する 自分 二 の 努力 が すべ て 内 敗 し 、 ま た 、 メ ッ 


カ か ら 移 る こと の で きる イス ラム 教徒 は ほとん ど 皆 、 
根絶 し よう と する 最後 の 計画 を ね ろう と ダー ルン ・ ナ ド ワ に 集まっ た の で ある 。 き さん ぎん 討議 し た 後に 、 
それ は クラ イシ ュ の いろ いろ な 部 族 か ら 、 だ くき さん の 若者 を 集め 、 共 同 し て 回 な る 

せる と いう も の だ っ た 。 聖なる 預言 者 は 、 真 夜中 、 見 張り が 眠り 5 りこ ん で いる 癌 に 、 密 
ソー ル の 涯 くつ に 避難 し た 。 そ し て 、 無 事 メ ヴ ナ に 


は ある 計画 を 考え つい だ 。 
殴 言 者 を 襲 疫 る せ 、 殺 き 
か に 家 を 出 、 常 に 誠実 な 仲間 で ある アプ ・ 


行き つい た だ の で ある 。 


注 23 
らい ば り で ある 。 実 


隊 に 


ニュ の メー 


メジ ナ へ 移り 、 


・ バ グル 上 共 に 、 


信 促 し な い 者 達 は 、 クル アー ン の よう な 話 な ど 、 自分 達 も 作れ る と 奈 語 し て いた だが 、 
、 彼 ら は 何 $ 作 り は し な か っ た だ し 、 今 だ に 、 


危害 を 逃れ た の を 知っ て 、 イス ラム 教 を 
彼ら 


これ は だ だ の か 
短い 一 章 す ら 5 で き て は いな い 。 


で や 





第 入間 アン ファ ー ル 
給え 」 と 云え る 時 を 憶 い 起 せ 。 ( 注 24) OA 
グ ツク 
34. され と アッ ラー は 流 が 彼 等 の 中 に いる 間 は as da 2 ンク レン 
彼 等 を 神 せ ず 、( 注 25) まだ た 彼 等 が 般 距 を 5B Hdd GCS 
を う 間 は 彼 等 を 処罰 せ ぎ りき 。 IO EN 5 2 あう の 022 Ah 9! 
35. 彼 彼 等 回 礼拝 所 の 真 の 守護 者 に 非 ら ぎ る に 、 ン 5 


36 . 


を こ に 人 の 諸 づ る を 妨害 する に 及 ん で は 、 
も は や アッ ラー と て 役 等 を 六 せ ざる 理由 何 
も な し 。 真 の 守護 者 は 正義 の 人 の みな り 、 
し か る に 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。 

農 典 に お ける 役 等 の 礼拝 は 、 た だ 日 笛 を 史 
き 手 を 折 ち な ら す に すぎ ず 。 きれ ば 、 懲 男 
を 味わえ 、 信 ぜ ざ り し が 故に 。 





アタ ンマ ンタ 2 イレ ィ 
う 


5 28 CT 
NN 4 | WC 
SY ング プン プン 22 る る 
236: ONJ 


し ゥ タタ 


NN 36 65 じ う 


OO SA 


ey 


3 


アプ マン ラ 2 A 


Da S05 


37. まこ と 、 不信 心 者 ど も は 人 を ア ッ ラ ー の 追 ぅ ン て 1 ッ う タ フレ ラッ ンー ン ッ クタ うう ーッ タン ググ 
M 1 
ょ り 章 ま ん ほし て 己 が 富 を 下 や す 。 これ か ツウ a 
3 FC ン イ 2 の ラタン ス 4 る 
ら も 費やし 続け ん 。 きれ ど 、 や が て それ が RS i 
後 必 の 種 し な らん 、( 注 26) 打ち 負 か さ れ 92202 3 
ん 時 至る らん 。 不 信心 者 ども は 地 鍼 に 集め SE 
られ ん 。 
2 くい る ディ ブン 
38. それ は アッ ラー が 悪人 を 普 人 より 分 ち 、 2 こま 12 4 ) 
人 を 他 の 上 に 置い て 順次 彼 等 一 緒 に 積み シャ クン メ 
1 ロッ ンタ ・ クッ ュ ン と の < 9 ノン ラン 
重ね 、 し か る 後に 之 を 地獄 に 投げ 込み 給 う 。 る 飼 Gdda Go 0 
彼 等 は 紛れ も な い 失 敗者 な り 。 9 Ma 
第 五 項 NR 
39. 不信 心 者 ど 5 に < に な え 、 「 も し 止め ある な 6 ば 、 2 の 2 9 ブッ ノン 99 ーッ タプ 2 ンー ラフ タタ グ AU iw 
過去 の こ と は 赤き れん 。 きれ ど 、 も し そこ 8 SR GE OS 
? き ノラ スン ノッ る の ッ ク フフ タン の 27299 る ラ 2 ノン る グレ 
に 油 る な ら ば 、 往 古 の 人 々 ヵ 尊い ゝ だ る 先 移 DN aC 3 は 計 
あり | と 。 < 
注 24・ バド ル の 戦場 で の アブ ・ ジ ャ ハル の 容 り は 、 ほ と ん どの 言葉 の 通り 5 で あっ ただ た 。 そし て 、 こ の 祈り は 、 
その と お り 実 現し な の で ある 。 ア ブ ・ ジ ャ ハル は 、 多 く の ク ライ シュ の 指 佑 者 と共に 死に 、 彼 ら の 選 は 穴 に 投 
ば げ ば 込ま れ だ 。 
注 25 メッ カ の 人 人 々 は 、 型 な る 稀 言 者 が メッ カ を 志 っ た 後に 、 久 を 受け た の で ある 。 神 の 使者 は 、 天 削 に 対 


する 桶 に な っ て て れ て いた だ た の で ある 。 


注 26 
後に を れ を 非常 に 後悔 し 、 
結局 、 無 に 州 す る で あろ うし 、 彼 ら の 息子 達 は 、 イ スラ ム 教 を 受け 入れ 、 


この 言葉 が 項 言 し て いる の は 、 信仰 し な い 者 達 


を 費やす こと に な る の で ある 。 
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Ei は イス ラム 教 と の 了 戦 い に 多 く の 宮 を 吉 や し て いる が 、 
諾 嘆 に くれ る だ ろう と いう こと で あわ ある 。 イス ラム 教 を 減 ぼ そう と する 彼ら の 努力 は 、 


イス ラム 教 を 更に 広 ゆ る だ ため に 、 富 





第 丸吉 アン ファ ー ル 
40. 師 害 が な く な り 、 宗 教 が 皆 藻 く アッ ラー の 。 。 っ 45 4 9 
ツア JJ に 3 x 6 
も の と な る まで て 彼 等 と 戦え 。( 注 27) きれ CN 0 も 3 の 70 
ど 、 彼 等 $ し 敵対 を 止め る な ら ば 、 ま こと ex 2 CA 
に アッ ラー は 彼 等 の 行動 を 監視 し 給 う 。 RS 
41. も し 彼 等 背く な ら 6 ば 、( 注 28) その 時 アッ 2 あい OR 
| 9 の G! 9 
ラー は お 前 た も ちの 守護 者 に まし ます こと ょ と を 隊 
知れ 。 な ん と 素晴らし い 守 訟 者 な り 、 擁 護 Cad om 
者 な り ! 
42. も し ち ぉ 前 た ち ア ッ ラ ー を 信じ 、 ま た 判別 の 629% さ を 323 人 ACE し 5 IE 
AA 40 ら C3 towel 3 2 
日 ( 注 29) 一 一 すなわち 両 宰相 会 せる 日 、 ri 9 
われ ら が 僕 に 降 せ し ちの を 信じ る な ら ば 、 PP 
お 前 た ち が 戦 利 品 と し て 狼 た る も の は 何 物 と A し ン っ 292 A 
に せよ 、 を の 五 分 の 一 は 、 ア ッ ラ ー 並 びに ID 3 CAKE JI 
を の 使徒 、 親 戚 、 拡 喝 、 質 者 、 及 び 旅 行者 2 2 も 22 カク 2 
ゃ 2 4 12 1 
( 注 30) の も の で ある こと を 知れ 。 げ に he 外 じ 8 レ NT ひと 
アッ ラー は 全能 に まし ます 。 Ey 
43. お 用 だ ち が 谷 の 手前 岸 に 陣取り 、 彼 等 は 向 1 2 9 全 79 i ゥ 2 ダサ タラン う 
岸 に あり 、 を の 下 を 芝 肌 が 在り た うし 時 958lpdob 253635055 3 
の こよ 。 た と え お 前 た ち 夏 に 含 削 を 約 し た 720<4: な ッ ン を うー イ ンタ ン ン 
AA Wels 2 AU の | 
り と も 、 必 ず そ の 約 求 を 遺 えた だ で あろ う 。 ん タラ 
( 往 31) され ビ 、 戦 開 は 行わ れ ね た り 。 そ は NS EA Ga うつ) 
アッ ラー が 定め ゆめ だ る こと を 成し遂げ ん が だ 
汗 : 27 イス ラム 教徒 は 、 宗 教 上 の 飼 寄 が な く な り 、 人 々 が 自分 の 選ん だ 宗教 を 自由 に 信仰 で きる よう に な 





る まで 、 戦 わな けれ ば な ら な いと 定め られ て いた 。 勿論 、 
章 194 委 才 照 ) 。 


注 28 この 言葉 は ほ は 、「 ぅ 
注 29 バド ル の 日 の こと 。 
注 30 
カリ ファ に ゆだね 、 彼 の 判断 = 従っ て 、 


分 配 き れ た も の ば は 、 貧 し い イ スラ ょ 
ヵ か ら で あ る 。 イ マー ふ ム 
か る れ 、 
正 し ( 彼 を 踏 骨 す る 四 入 の 後継 者 の 仕事 で あっ た 。 残り の れ 分 
戦争 に 行く 費用 き ぇ 自分 二 で 晴 わな けれ ば な ら な か っ だ の だ 
その 癌 時 の 状況 に 見 全 
ザ ず カ ー ト ( 宮 捨 ) か ら 何 の 利益 


給料 も な く 、 
車 も 国家 財政 た 上 いう も の ぅ 
配 方 法 で あっ だ 。「 親 三 」 と は 、 


し 、 彼 ら が 和平 の 提案 を 受け 入れ ず 、 再 び 敵 対す る の で あれ ば | と いう 


イス ラム 教 は 、 良 心 の 目 由 の 最大 の 支持 者 で ある (2 


記 味 で ある 


この 節 は 、 戦利 品 の 分 配 に つい て 可 べ て いる (8 韻 2 節 も 参照 の 事 )。 則 利 品 の 五 分 の 一 は イマ ー ム か 


・ マ リグ に よれ ば 、 分 配 は 必ず し 


イマ ー ム は 、 


た いて い の 場 合 、 


な い 時 で あっ た か ら 、 こ れ は 、 


ル ・ ム ッ タ ダー リブ の 子 係 す べ て の こと で ある 。 


注 31 
ナ に ビュ 


この 節 は 、 
近い 個 に 、 メ ッ カ 守 は メジ ナ か らら 離れ れれ た 季 に 、 


、 教 徒 た も の た め に に 預言 者 自身 は 、 
5 平等 に 行 ? 
を の 時 の 状況 や 必要 性 に 応じ や の 守 す る の で ある 。 こ うし だ た こと も 、 


こ に あげ た 五 者 の 問 で 分 配 さ れる べき も の で ある 。 埋 な る 傾 言 莉 に 


全く 簡素 な 生活 を し て い だ 
イマ ー ム の 毅 時 に ま 
弄 な る 預言 首 と 、 

兵士 た ち に 分 配 き れ だ 。 兵士 た むち は 、 

“っ だ 。 当 時 、 正 規 
緊急 の 分 
アプ ドウ 


な われ る 必要 は な い 。 


ょ の 四 は 、 


な う よ う 考 えら れ た だ 、 


も 得る こと が で き な か っ だ ハシ ジム と 、 


バ パドル に お ける RN きり 描き 出し て いる 。 イ スラ ム 雪 徒 遂 は メジ 
し て シリ ア か ら 来 だ メッ カ の 隊商 は 、 


海 の 方 へ 喘 っ て い 
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44. 


45. 


46. 


47. 


た の て ある ov この 節 て は 、 
の な ら 、 
は 、 


注 32 
注 33 
の これ は 、 メ ッ カ 軍 は 、 


注 34 
実際 の 陣容 に つい て 述べ て いる 。 山 は 、 兵 の 三 分 の - 
実際 の 三 分 の 二 の 人 数 の 敵 と 対す る こと に な る 。 これ は 、 
牙 れ を な し て 戦場 か ら 逃 ば 出し 、 戦 衝 に な ら な て な る 再 胡 
それ ぞ れ に 宇 の 戦 半 を ちり 上 げ て いた 。 結果 は 、 神 が 宣告 し 


時 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 
と し て は 、 こ の よう に し た の は 、 イ スラ 
を 避け る だ めで あっ た だ た 。 こ うし た 両 軍 の 考え は 、 


だ 通り 、 メッ カ 蜂 の 届 展 的 な さき ん ぎん な 敗北 E な っ だ の で ある 。 


は る か に 強力 で 、 
の 奇 跡 を 強 《 示す の が 日 的 で あっ だ た から 、 


、( 注 32) また 死ぬ 者 に アッ ラー の 切 証 
1 生き 残る 者 に アッ ラー 
の 明 証 を 見 きせ て 生き 残ら し ゆん が だ た め だ な 

まこ と に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す 
べ で て を 深く 知り 給 う 。 
アッ ラー は 液 の 夢 の 中 で 、 敵 を 埋 少 に 見 せ 
し め た だ た り 。( 注 33) も し 彼 が 敵 の 人 数 を 大 
貌 いる よう に 見 せしめ な ば 、 お 前 た ち は 必 
ず 気 後 れ し 、 そ の 事 に つい て 論じ 争っ た に 
違い な い 。 き され ど 、 ア デッラ ー は お 前 だ ち を 
救い 給え り 。 彼 は 確か に 、 人 人 が 胸 奥 に 秘め 
た る も の を 深 知 し 給 う 。 

両 軍 が 遵 遇 せ し 時 を 念 えん 。 彼 は お 前 た ちの 
眼 に 、 彼 等 を 少数 と 映 ぜ し め 、 彼 等 の 眼 に は 
お 前 だ ち を 少数 と 映 ぜ し め ゅ た る は 、( 注 
34) アッ ラー が その 定め だ る こと を 成 し 送 
げん と せん が だ め な りき 。 万 事 最 後 の 決定 
は アッ ラー に 帰着 す 。 

第 六 項 5 
液 等 信ずる 者 ょ 、 MR 
て 。 ア シス ラー を 幾度 も 唱 念 せ る すれ 
挙 あ らん 。 
箇 し て 、 ア ッ ラ ー と 使徒 に 従い 、 意 気 消沈 
し て 力 を 喪 朱 する こと の な に よう に 感 に 喧 
嘩 口論 な どす る な か れ 。 共 訪 不 抜 た れ 。 テ アッ 
ラー は 監 忍 不 抜 な る 者 と 借 に あり 。 
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HENGET SRS 6 と dio 
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UDB 3C28 郊 8 
た 0329 633 21 wes 
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次 の よう に る 述べ て いる 。 
彼ら は きっ と よ と 、 
装備 も は 


神 は 、 メ ッ カ の 眉 北 や 宜 告 し て いた の で ある 。 


前 節 が 、 


教徒 達 が # 


すなわち 、 


最初 の 衝突 の 日 や を 、 も っ と 先 に 延ばし だ か っ だ で ある ろう 。 


型 な る 頂 言 者 の 見 た 幻 の 中 の 敵 の 様子 を 罰 べ て いる の に 対し 、 
- を 二手 の 後に 隠れ きせ て い 


デン 
クタ 9 シラ クタ プル も レン 、2 ン 2 。 タ 2 イズ 55 
ino 21251 ga tis | Ed いら 
441 タン 3 
SS dd 
タタ タレ を ン っ の 。 ン ノッ 3 
し 6 GC SG の の Se 
dt 2 タク 0 2 ク 。 25 
ン 、 イ スッ ン PS の 42372 2 、 9? 
AP 225 ob 
ぞ ン ? は っ 内 ^ 
ne 人 8 の る 22 
も し 、 イ スラ ム 教 徒 達 が 、 自 分 で 衝突 の 時 を 決め ゆら れる 
その 時 、 彼 ら 6 は 中 分 達 の カカ 
る か に 整っ た 敵 と 戦う に は ホホ 分 だ と 感じ て いた だ の て ある 。 し か し 、 神 は 、 神 
彼ら を 敵 に 出合 わせ だ の で ある 
1 で 優 っ て て いて も 、 ず 敗 北 する RR 5 en 
この 節 で は 戦場 に お ける 敵 の 


だ た 。 人 従っ て 、 還 吾 が 相対 する 
当然 艇 6 ら も 細 気 づけ た 。 敵 側 
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48. 邊 然し て 己 が 家 よ り 現 われ 出 で 、 人 を る AUGI2 を の NE 本 作 す っ 
BI OS OO J Ys 
アッ ラー の 人 道 か ら 意 『\ き 天 ら し め る 徒 徒 問 の 如 ンク の 
く な る な か れ 。 ア ッ ラ ター は 役 等 の 行動 の りす 。 苑 | う 200032 58 7 
べ て を 取り 囲み 給 う 。 2 
3 6 る 
サタ ン 
49. 悪魔 ( 注 35) が 己 が 行為 を 正しい と 彼 等 EY 41 リプ オミ スイ る 
う Pp] 
に 思わ し め て いた 時 、 云 た えり 、 [今日 、 何人 人 Ms 
“TZ ンー ン A 
も ぉ 前 な ち に 打ち 勝る を 得 ず 。 我 は 前 た FE SS NY 
ちの 擁護 者 な うり 」 と 。 し か る に 、 両 軍 相 対 時 2 月 
する や 、 彼 は 忠 を 回 し て 、 云え り 、「 我 は お いけ の 8)J ds Lic El EI 
前 だ ち と は 関 り な し 。 我 は お 前 た ちの 見 え クゥ る は ンタ 9 i a $ じ 
ざる も の を 見 る 。 我 は アッ ラー を 恐る 。( 注 us dl 401Ce1 は or Ei 
36) アッ ラー は 員 す る に 茂 し て まし ます ] ン 
ku Gl 
第 七 項 
50. 偽善 者 並び に 心 に 病 の ある 者 が 「 彼 等 の 案 ノン タン < ッッ ェ ン ッ イ レン フラ タタ タン > 
Sj rs 1| 1 
教 は これ 等 の 人 々 を 癌 わし た り ] と 云え し SOS BR GI gid oi 3 
お a a 9 に で と レヒ 4 i アレ ラン レン ゥ ンー ント 5 っ ン 
時 を 念 え 。 誰 で あれ アッ ラー に 信頼 を よせ うと SD RE 
る 者 は …… 然 り 、 ま こと に アッ ラー は 偉大 
に し て 、 賢 弧 に まし ます 。 Or 
Ce ee 9 ァ ン タン ン ? ン 
51. 液 も し 見 得る な ら ば 、 諸 天使 が 不信 心 者 EO es a ERE 
も の 生命 を 持ち 去る 時 、 彼 等 の 背 や 背 を 打 A 
ち て 云う 、「[ 洲 等 火 培 の 刑 を 味わえ を! eoE あ うっし A る の 具 う 
52. この 責 昔 は お 前 だ ちの 手 が 自 分 の 前 に 送り 5 プン < イッ ン くる 
知る Ee CA 
し ゃ の の た だ ため な り 。 ま た アァ アッ ラー は その 僕 め 5 
等 に 甘 か も 不正 不義 に まし まる ね こと を 知 な 
れ ] と 。 ー 
注 35 この 節 で 語ら れ て いる 人 人 は 、 メ ッ カ の 人 人 々 の 反 イ スラ ム 感 情 を か きだ て た スラ カ ・ ビ ン ・ マ リク タク ・ ビ 
ン ・ ジ ュ シ ジャム ふ だ と 言わ れ て いる 。 し か し 、 彼 は 後に に 、 イ スラ ょ 教徒 に な か っ て いる 。 メッカ 軍 が まだ メッ カ に 
滞 凡 し て いる 時 に 、 何 人 か の クラ イシ ュ 部 族 の 指導 者 の 心配 は 、 バ ヌー・ カ ナー ナ の 一 派 で クラ イシ ュ 部 族 に 
瑞 意 を 持つ バ ヌ ・ バ クル が 、 メ ッ カ 軍 が いな く な っ た 時 に 、 メ ッ カ を 急 能 する か も し れ な いし 、 メ ッ カ 軍 わ を 後 


か ら 攻 撃 す る か も 


注 36 
を 見 て 、 


は バド ル の 戦い の 日 に 感じ 、 メ ッ カ の 信 々 に 、 


ご う ぜ い 





スラ カ は 、 イ スラ ム ぁ ム 数 徒 騰 が 断固 よし た 決意 を 固め て いる の を 兄 て 、 
ども 5 か ー つ な の だ と 確信 し た の で ある 。 丁度 同 じ 様 に 、 
イス ラム 教徒 は 皆 、 


彼ら に は 勝利 か 死 か 、 


(Tabari)。 


し れ な いと いう こと だ っ だ 。 バ ヌー・ カ ナー ナ の 長 、 
み カ の 人 々 に 何 の 危 害 $ 加 を る こと は な いと 保証 し た の で 、 





スラ カ が バ ヌ ー・ カ ナー ナ の 部 族 は メッ 


彼ら の 心配 は お きま っ だ 。 


恐る し く て な っ だ の で ある 。 彼ら 
ウッ トバ と ウメ ー ル 
死 べ 向っ て 行 〈 様 に 見 えた と 語っ て いる 
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の 罪 故 に 役 等 を 租 ら し ゆめ た だ り 。 ま こと に 、 の 0 
アッ ラー は 強力 に し て 、 江 す る に 虚しく CEIFPIT 5 必 め 
し ます 吉 。 
ひと た び 内 内 
54. こ は アッ ラー が 一 度 或 る 民 に 思 久 を 近く れ ME EE 生 
ば 、 そ の 民 が 先 に 自ら の 心神 を 変え を ざ る 限 0 」 a 
| の | ノダ タン ント ニン フレッ ゅ ンタ に 4 
り ( 注 37) 変え を ぎる が た め な り 、 負 し て 、 ePID 2 も CS 
デッラ ー は すべ で て を 聴き 、 す べ て を 深 知 す 
る を 知れ 。 
55. 彼 等 の 場合 は ファ ラオ の 民 並 びに その 以前 3 タタ クー a る レ 0 EE アア 
の も の ども と 同じ な り 。 彼 等 は を の 主 の NAS CI も = ピン ミルン 
ネ 由 に > 人 a ー は リー ンタ ン 2 ン ノラ し 2 2 2 イン | 8 
神 兆 を 拒否 せり 。 き され ば 、 わ れ ら は その 罪 Eb 性 クタ Ce 
故に 彼 等 を 滅ぼす せり 。 わ も われ ら は ファ ラオ の 02 
民 を 滴 れ し ゅ た り 、 な ん と な れ ば 彼 等 自 @ の 555 うら と う 
不義 な す 徒 其 な り し が 故に 。 
56. ア ER ら 見 た 最低 の 人 非 人 と る 9 1 < イン の At 5) kW 
は 、 意 恩 の 徒 募 な り 。 き れ ば 彼 等 は 信 ぜ ぎ 0 
る べし 。 Ur” 
を 2 9 タダ ンジ シ 人 3 4 し % タレ 1 フウ ェ rd 
と の 都度 を 破 約 し 、 ( 注 38) 神 を 異 れ ぬ 前 5 
者 ども な り 。 OLRLN 3 
58. され ば 、 隊 場 に て 彼 等 を 打ち 破り し 時 は 、 % 紀 1 562 
fA っ 1 
背後 に 従う 者 ども を 逐 い 散ら せ 。( 注 39) CS 2 の 
さす れ ば 、 彼 等 も 反省 する や も 知ら ず 。 0 バン 5 る 科 5 
59、 ま だ 、 或 る 民 が 液 を 暴 切 る 恐れ ある 場合 は ゥ ンス [レン 7 
r DJ 1 
前 の 方 か 6 公平 に ( 注 40) 盟約 を 彼 等 ひら iE I 
注 37 "この 飾 は 、 神 は 、 先 に 人 々 が 下 い 方 に 変っ て いか な い 限 り 、 神 が 民族 に 与え た 由恵 を 取り . に げ な いと 
いう 、 一 般 的 な 神 の 控 を 述べ て いる 。 
注 38 彼ら は 、 再 三 約束 を 破り 、 成 章 に 行なわ れ た 合意 も 踏み に じ る 。 
注 39 信徒 は 、 は っ きり し た 理 則 が な い 限 り 、 決 し て 武器 や と っ て は な ら な いと 定め ゆら れ て いる 。 し か し 、 
いっ た ん 武器 を 取れ ば 、 英 に 恐 信 心 を 抱か せる ほど に 、 男 敢 に 戦い 、 相 手 に 致命 的 な 打上 繋 を ササ を な け 紀 ば な ら 


. 彼 等 の 場合 は 、 フ ァ ラ オォ の 民 並 びに その 以 
前 の も の ぼ も は 回し な り 。 各 符 は アッ ラー 
の 神 兆 や 信 ぜ ざり き 。 さ れ ば アッ ラー は を 


時 ISG dio 
RS RN 





な い の で ある 。 和 気力 に 欠け 、 優 楽 不 断 な 戦い は 決し て 巧み な 戦術 で は な い 。 戦 うと な れ ば 、 敏 速 で 徹底 的 で な 
けれ ば な ら な い の で ある 。 


注 40 も し 、 あ る 民族 が 、 
り 相 王 に 布告 し 、 も し 攻撃 る れれ ば 、 全 力 で 反 上 没 す る で あろ る ろう 。 し か し 、 


ー282 一 


イス ラム 教徒 ほ 交 し た 盟約 を 破れ ば 、 イ スラ ム 教 徒 は 、 昌 


盟約 は 破 茎 する と は っ き 
いか な る 場合 も ち 、 こ の 事前 の 布告 な 


第 八 剖 アン ファ ー ル 
RI 時 2 5 3 る る 1 レン 
に 投げ 返せ 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は 背信 者 を 愛 SIELI EES 


し 給 わ 玖 。 
第 八 項 
60. 信 ぎ ぎ る 者 を し て 、 わ し に 勝る と 思わ し なせ ee 2 の SIG 
る な か れ 。 彼 等 は 神 の 目的 を 捧 折 する 能 


プラ 2 クタ うぅ か 
ず 。 〇 OS 
に で a ニー MFP wu PL タタ の 
61. 可能 な 限り の 軍勢 し つない だ 馬 を 役 等 に 対 OS OS G2 delS 
し て 備え よ 、 そ れ に よっ て アッ ラー 並び に ン タ 
9 の る | クタ ン ン 円 る スン 4。 プラ タク 2 クー ンタ 
前 た ちの 敵 、 を それ か ら お 前 た ち は 知ら か AS205Oeygdhl 3O と 人 GA a! 
が 、 ア ッ ラ ー が 知る 敵 に 恐怖 を 与え よ 。( 注 2 イッ ン 多 フ 5 クス ッ タ 09 と どー 。 、 っ 
N al 
41) ぉ 前 た ち が ア ッ ラ ー の 追 に 費 す も の 3 ats NN 
衝 ュ Es さ へ lz }~ ぅ プッ イノ ゅ ンタ 1 ター グ の 2 
は 、 必 ず 存 分 に 返済 きれ ん 。 決 し て 不当 に 0 EE 
刀 せ ら る る こと な し 。 ジラ の 


9 アタ a 


oS 


ZEN リー I 1 a |ー 9 アン 26 アン [ノブ ラプ の タ 7 
62. も し 彼 等 和平 に 傾 か ば は 、 液 $ ま だ それ に 休み し MM で = PE 


け 、( 注 42) 面 し て アッ ラー を 信頼 せよ 。 2 2 

彼 こ を は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深く 知り RN RN 5 1 
給 う 御 方 に まし ます 。 

63. だ た と ょ と ょ 彼 等 が 液 を 欺 か ん と する も アッ ンタ う イフ ッ ン る MN 2 タッ ダ 。 の 

lg ge 5uo ア の! 

ラー いま す 限 9 流 は 万 全 な り 。 彼 こ を は る を 2 8 9 i 

の 助け に より 、 且つ っ 多く の 信者 に よっ て 液 Sh pS so Ol 


の 地歩 を 固め た り し 御方 な る ぞ 。 


し に 奇 朋 する こと は 許さ る むれ な い 。 [公平 に 」 と は 平等 な 立場 で 、 つ まり 、 両 軍 共 知っ た 上 で 、 各 々 盟約 の 毅 務 を 
負う こと は な いと いう 意味 で ある 。 


注 41 この 節 で は 、 イ スラ 教徒 に 、 戦 征 を 回 避 す る 最 凌 の 方 法 は 十分 な 準備 を し て お く こ と だ と いう こと 
が 述べ られ て いる 。 国内 に 十分 な 軍隊 を 持つ だ け で な く 、 EGO すべ で べき で ある 。 そし て 、 
知恵 誠実 と 気力 を 持っ て 自ら を 律 す れ ば 、 戦 場 か ら 拉 く 離 れ だ 敵 ぉ 、 イ スラ ム 教 徒 と 戦う こと を あき ら め ゆる 
OE RE GE 
各 生 上 預言 も 含ん で いる よう で ある 。 その 預言 と は 、 異 教徒 の アラ ブ 人 だ けが 彼ら の 英 な の で は な (、 近 い 将 
来 、 彼 ら を 攻撃 し て くる 民族 が 、 他 に いる と いう の で ある 。 こ れ は 、 ビ ザン チン 帝国 と ペル シャ 帝国 の こと を 
指し 、 聖 な る 預言 者 の 死後 問 も な く 、 イ スラ ょ ム 教 徒 は この 国々 と 戦わ な けれ ば な ら な く な る で あろ うと いう も 
の で ある 。 


注 42 この 節 は 、 和 平 人 条約 を 結ぶ に 当っ て の 、 重 要 な 原則 を 具体 的 に 述べ て いる だ け で な 《、 イ スラ ム 教 の 
戦争 の 性 格 に つい て も 典 味 深い 指摘 を し て いる 。 イ スラ ッ ム 教 徒 は 、 イ スラ ム 教 や 受け 入れ る せる だ め に 戦争 に 
誕 を た の で は な く 、 平 和 を 確立 し 、 維 持 す る た め に 戦争 を し た と いう の で ある 。 た と え 相 千 が 仕掛 け て きた 戦 
争 で も 、 相 手 が 和 平 を 求め て くれ ば 、 イ スラ ッ ゥ 教徒 は 、 こ れ を 拒ん で は な ら 6 な いと 定め て いた 。 だ と え そ れ が 、 
彼ら を 央 き 、 時 を か せ ぐ だ め の 和 平 で あっ て も で ある 。 こ の こと は 、 イ スラ ム が 、 国 家 問 の 平和 を 確立 する だ 
め に 、 ど れ ほ どの こと を する か を 示し て いる 。 
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64. 


65. 


66. 


また 彼 は 、 信 者 の 心 を も ー つ に 結集 し 給 う だ 
御方 な り 。 た と を ぇ 液 が 地上 に 在 る すべ て の 
も の を 費やす と も 、 信 者 等 の 心 を セー つ に な 
す 能 わ ず 、 し か る に 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 一 
つ に 結集 せり 。 げ に 、 彼 は 偉大 に し て 、 覧 
析 に まし ます 。 
第 九 項 

預言 者 よ 、 流 は アッ ラー と 液 に 従う 信者 あ 
れ ば 十分 な 0。 

預言 者 よ 、 戦 い に に 際 し て は 信者 た ち を 激励 
せよ ょ 。 お 前 た ちの うち 二 上 人 ( 注 43) の 局 
忍 不 抜 の 者 あら ば 、 能 く 二 百 の 敵 を 打ち 破 
らん 。 も し 捕 前 た ちの 一 百 あ ら ば 、 一 午 の 
不信 者 ども を 打ち 破 ら ん 。 な ん と な れ ば 、 





ンー 2 グッ 2 。 LI 9 
SN I ED IS 
タタ フタ ンク る ン ル は と 


NTP 


レン ッ ププ 315 


アン う ノン ノダ イン 


I 1 


LE Hs 


て 7 アア アコ る し 
A RE CNL i 
2 NI 2 2 
CN っ | JC SI で les GE 

レノ で ラッ ンク 2 2 フン 2 グ の 1 ン うぅ タ 2 > 


ols ln OO OS. 
1 FS GN 人 0 





彼 等 は 事 の な ん た る か を 解せ ざる 人 々 故 。 A 
Doan oP ot 
( 注 44) 

67 . いま アッ ラー は お 前 だ た ち に 弱気 ある を 知 ン ィ イグ タク タ っ くる タン バイ ン リ ロイ 
り 。 お 前 た ちの 負担 を 軽減 な 5 。 き れ ば 、 GR で お の TO 
NO 捉 の 堅 丸 抜 の 者 あら R05" ee 

能 く 二 百 の 疫 を 打ち 破 ら ん 。 ま だ た も し 。 2 
TE アッ ラー の 支配 力 の 許 に 二 千 OG EE EN DO TAS ON 
( 注 45) を 打ち 破 ら ん 。 ア ッ ラ ー は 監 忍 不 
抜 の 人 々 ょ と 倍 に まし ます 。 

68. 正規 の 戦い で 打ち 負かし た 献 に 非 ぎ れ ば 、 & ら 3@ 疫 CR og じ 
抽 府 する は 貧 言 者 に は 相応 し か ら ず 。 ンコ ッ タタ 上 ン ン ノン スン を っ 52 
( 注 46) ぉ お 前 た ち は 現 世 の 幸 せ を 望め ゆ ど 55 yd Oe OS 

注 43 この 節 は 、 一 滴 賠 部 隊 の 最小 限 の 人 数 を 20 人 と 言っ て いる よう で ある 。 

注 44 な ぜ な ら 6、 彼 ら は 礁 い 兵 で あり 、 自 分 傍 の 戦い の 目的 が 正当 か どう か 理 伴 し て は いな いし 、 そ れ に 興 

味 も 持っ て いな いか ら で あ る 。 それ と も 、 役 ら は 、 自 ら 追 求 し 、 身 を 献 げ る よう な 、 よ りり 高尚 な 理想 な ど 持 ち 


谷 わ せ て いな いと 言っ て いる の か も 
注 35 
尋 っ た 状況 の 時 の こと を 述べ て いる の で ある 。 初め の うち も 、 彼 6 は 、 
る 十分 人 自 に つけ て いな か っ だ た 。 
彼ら は 十 倍 の 敵 も 打ち 負かす こと が で きる よう に な っ だ の で ある 。 バ ドル 、 
の 基 は ます ます 広がっ て いっ た だ 。 し か し 、 イ スラ ッ ゥ 教徒 は 自分 達 の 勢力 を 見 事 に 守り 、 
戦い で は 、 だ っ だ 六 力 の イス ラム 教徒 が 百 万 以上 の 敵 を 破っ た の で ある 。 


注 46 


そし て 負け だ た も の の み が 、 


し れ な い 。 
この 節 を 、 前 節 を 破 挟 する も 


し か し 


、 時 が 経つ に つれ て 、 全 般 的 な 状況 、 戦 争 経 験 、 


の と 理解 すべ さき で は な い 。 二 つの 節 は 各々 、 イ スラ ム 教 徒 社会 の 二 っ の 


憶 少 で 、 装 備 ぅ 不 十分 で ど あ り 、 戦 う 技 術 
兵力 は 大 い に 向上 し 、 
ド 、 堀 の 戦い と 、 両 定 の 兵 方 
と うと う ヤ ルム ー ク の 


オハ 


この 節 で は 、 戦 い が 正 規 戦 で 、 そ し て 敵 を 完全 に 制 庄 し た 場合 以外 に は 、 麗 を 捕 亡 に し て は な ら な い 
と いう 原則 を 定め て いる 。 こ れ は 、 奴 寺 制 度 を 腐 止 する 原則 で ある 。 イス ラム と 教 を 減 ぼ す だ め に 帳 争 に 参加 し 、 


捕虜 と な る と いう の で ある (47 斉 
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5 節 参 早 )。 


ワン TI11 


3 や > 
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も 、 ア ッッ ラー はち お 前 ただちに 来世 を 望む 。 ア ッ タッ ンタ クッ ンタ 5 
Ce 13 
ラー は 佑 大 に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 SR 
こい の トー em テッ > お ュ 内 2 ンプ アン プロ ¢é nn 
69. 7 0 ッ フ EE 0 24 に < & 2 
ば 、( 注 47) お 前 だ た もち は その 取り し も の 故 の 2 
に 大 な る 災難 に 襲わ れ だ た 管 。 ( 注 48) ed 

お 前 た 1 合 : * る ちょ と 。 

70. お 前 だ た ち は 戦 利 品 の 中 より 合法 に 5 PSUMAIKS 団 ey ES 


な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 散 え 。( 


= a こ か £ ン の > ノン 
に 、 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま 0 3 


ます 。 
第 十 項 


71. 預言 者 よ 、 お 前 の 手中 に ある 捕 虜 に 云え 、 ライ ラシーン ッ イ クタ くい エタ 科 
も し アッ ラー 前 た も の 心中 に 休ん 6 か の OO ろか oelGo ot 
の 良き も の 在 る を 知ら ば 、 ぉ 前 た ち が 奪 わ 。 < マセ みっ と る 
れ し も の ょ り 優 る も の を お 前 た ち に 与え 、 。 Ao | 
( 注 49) 且つ 容赦 せん 。 ア ッ ラ ー は 宛 大 に OE 
し て 、 慈 悲 深く まし ます 」 と 。 

72. され と 彼 等 も し 流 を 衣 切 らん と 意図 する な 


RUN 0 OE So 
ら ば 、 彼 等 は すでに アッ ラー を 裏切り し 者 J ye 


な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 液 に 彼 等 を 制す る カ を CAE 

与え だ り 。 アッラー は すべ て を 聴き 、 賢 哲 

に まし ます 。 ; 6 

い プッ LT コラ タラ フェン ョ ラタン ッシュ ン ッ 5 て 

73. 信仰 を 受け 容れ 、 家 郷 を 棄て 、 財 産 $ 生 命 ellA 1 bAes う な いう bl ZNLO1 

を も な げ う っ て アッ ラー の た だ め に 審 闘 努力 ンク ンプ 5 ン ! ン ? タタ ン 

せる 者 、 並 びに 彼 等 に 住居 と 援助 を 与え し Bi UP 3 

人 々 ーー これ 等 は 互 に 仲間 な り 。 きれ ど 、 220 っ 2 向っ と 2 ER 

| FA 〇 や era NE 

信仰 を 受け 容れ ど 、 家 卿 や 出 で ざ る 人 々 を 、 0 

彼 等 が 家 郷 を 出 で ざ る 限り 、 お 前 だ た ち は 彼 と の の 6895 SN C0 

等 を 休 護 する 商務 な し 。 る れ ど 、 役 等 が 款 9 シン a9 レ し で テイ ンタ 

教 上 の 問題 で お 前 た だ たち に 援助 を 請 わ ば 、 彼 RS EP 9 














注 47 この 言葉 は 、 援 助 に つい て の 神 の 約束 を 指し て いる 。 


注 48 身代金 を と っ て 、 捕 冊 を 放 する こと は 、 既 に 、 よ くす 行わ れ て いな だ こと で あっ た 。 こ こ で 弦 説 し て い 
る こと は 、 正 規 戦 以外 で は 、 相 手 を 捕虜 に し て は いけ な いと いう こと で ある 。 


注 49 李 言 者 の 叔父 アバ ー ス が 、 バ ドル で 敵 の 捕 磨 と な っ だ 。 その後 、 彼 は イ スラ ム 教 に 改 未 し 、 聖 な る 半 
言 才 の も と に や っ て 来 た 。 そ し て 、 神 は 捕虜 に は 身代金 以上 の も の を 与え る と この 第 に 約束 る れ て いる 様 に 、 
自分 の 場合 も 、 こ の 約束 を 実行 し て 欲し いと 叔父 アバ ー ス は 頼ん だ 。 理 な る 預言 才 は 、 彼 の 軌 求 を きき 入れ た 
の で ある (Jarir, X, 31)。 
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TO: 


76. 


注 50 
う が 、 
達 は 、 世 俗 有 的 な こと で は イス ラム 教 の 園 か ら 、 援 助 を 求め る 
ば 、 そ の 」 詩 は 、 イ スラ ム 教 国 の 人 々 は 、 
ム 教 国 で も 、 


等 を 助 く る は お 前 た ちの 義務 な り 。 但し お 


前 た ちと 協定 の ある 民 に 敵対 する 場合 は 除 
く 。( 注 50) アッ ラー は ぉ 前 た ちの 所 業 を 


内 し 給 う 。 





等 も 瓦 に 仲間 な り 。 
も し お 前 だ も AN 
ば 、 地 上 に 災害 と 大 混乱 が 到来 せん 。( 注 
51) 


信 爺 を 受け 容れ 、 家 卿 を 径 て 、 ア ッ ラ ー の 
た だ ため に 審 聞 努力 する 者 、 並 びに 彼 等 に 住居 
これ 等 の 人 々 こそ 
容赦 と 給 養 は 彼 等 の た め に 





夏 の 信者 な り 。 
こそ あり 。 
後 れ て 信仰 を 受け 容れ 、 家 郷 を 評 て 、 ア ッ 
ラー の た め に ぉ 前 た ち と 一 緒 に 鶴 開 努力 せ 

し 者 - 一 一 これ 等 は お 前 た ちの 仲間 な り 。 な 
れ ど 、 ア ッ ラ ー の 経典 に よれ ば 、 血 縁者 は 
彼 等 より も 更に 相 い 近 し 。( 注 52) げに 
アッ ラー は 万 事 を 深 知 し 給 う 。 


9 ょ タン っ 、 う タブ ラン 円 と 

争う GS AS がい 2 WAY d 5 
ec 2 

| 1 79m SIS 


277 グッ 


Ss 


計ら 


狼 1 アア 
2 2 1 ES る うぅ と と まり 
RC G bo うな 5521 ls 
アッ あと ょ 
( Sh GSS 


ンタ ぅ スタ レッ ンク ゥ クン 


ァ 〇 うう RS 


OAC 5 は 3 タッ プア I 


うい っ oa GS 
RY I CLE 


ィ る る と 4 
9 を RA 


ンズ 





この 節 は 、 同 国内 、 


同じ 政府 の 下 に 住む せれ ス ラム 教徒 達 は 、 移 民 で あろ う が 、 








$ と も と の 市 民 で ある 


ない 必要 な 時 に は 助け 合わ な けれ ば な ら な いと 定め て いる 。 し か し 、 イ スラ ム 教 国 に 移住 し な い 教 従 


イス ラム と 和平 条約 や 結ん で い 


こと は で き な い 。 も 
彼ら を 助け な けれ ば な ら 
る 国 に 住ん を どい る の で あれ ば 、 た だ たとえ 学 


し 宗教 上 の 理由 で 迫害 きれ れ 
も し 、 彼 ら が 非 イ スラ 
: 作 上 の 間 題 で も 、 援 助 は 


な い 。 し か し な が ら 、 


で き な い 。 こ の 場合 の イス ラム 教徒 が と れる 唯一 の 方 法 は 、 非 イス ラム 教 国 か 6 移民 し て くる こと で ある 。 


注 ! 


注 52 
言 者 が メジ ナ で 、 亡 命 者 と 救援 者 達 の 間 に 上 兄弟 の 関係 を 結ば せ だ た と いう 

解き れ た か も し れ な い 。 こ こ で は 、 血 緑 関係 の み が 相 続 の 資格 が あり 、 
と 明言 し て い 


イス ラム 教徒 が も 


し 、 こ の 原則 を 守ら な けれ ば 、 国 内 に は 、 圧 制 と 禁 虐 と 混乱 が 起き る で あろ う 。 


73 節 で 、 す べ て の イス ラム 教徒 は お 互い に 兄弟 で ある と は っ きり 述べ て いる と いう こし と 、 瑞 な る 打 


る の で ある 。 
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こと か ら 6、 電 産ま で が 相続 きれ る と 誤 
他 の 教徒 達 は 信仰 上 の み の 上 兄弟 で ある 


に 


M 


沈 





上 これ は アッ ラー 並び に その 使徒 より 、 お 前 な っ フッ < イプ リラ タン L 

2 LA の タン 
た ち が 協約 を 結び し 多神教 徒 に 対す る 義務 ツク ueeCotdU 和 yo う 私 1 
の 発 除 の 宣言 な り 。 ( 注 1) の ひら | 


アロ る ルン 


2、 き 衝 ば 、 四 ヵ月 間 は 自由 に 地上 を 往来 せよ 。 > タン レー 
Ak] 1 
お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 計画 を 挫折 さ し 得 の HS RS 


ず 、 ( 注 2) また アッ ラー が 不信 心 者 に 屈 寿 eR Wb 20 a 
を 与 う る 者 な る こと を 知れ 。 i ts 

3、 ア ッ ラ ー 並 びに を の 使徒 より 大 巡礼 の 日 に 0 dd 8 ゃ の ン ン ンク 

ーー 1 

人 々 に 発せ られ る 布告 は 次 の 如 し 、( 注 3) し C2 OY 
「 ア ッ ラ ー は 多神教 徒 は 何 ん の 関係 ら な 2 の 38 Ss FS 
し 。 そ の 使徒 も また 同じ な り 。 き る れ ば 、 も A I の アン 52 
し 前 た ち 政 栓 する な ら 6、 を は ぁゃ 前 た ちの 。 eS ON ES の 
た め に 幸い な らん 。 な れ ぼ 、 も し 背 き 去ら iz222 2 
ば 、 ア ッ ラ ー の 計画 を 挫折 し 得 ざ る こと を DA SG 5 nt 
知れ | 耐 し て 、 信 ぜ ざる 者 ども に 竣 罰 を 通 Oo 


2 
告 せ よ 。 
し 


4 . 但し お 前 だ ち が 協 定 を 結び し 多 信教 徒 で を Race 人 
の 後 破 約 せ ず 、 ま た お 前 た ち に 敵対 する ; " 2 
何人 を も 援助 せ ず り し 人 々 は 除く 。( 注 4) IA CE が Li 


注 1 この 節 で は 、 イ スラ ム と 型 な る 頂 言 者 の 正当 性 が メッ カ の 陥落 に よっ て 完全 に 証明 きれ だ と 宣言 され 
て いる 。 預 言 者 は 賞金 付き の お 穫 ね 者 と な っ て きび ば しく メッ カ を 追放 きれ た が 、 彼 は 再び 栄光 と 勝利 を 得 て 帰 っ 
て 来る と 宮 言 きれ て いな (28 交 86 節 参照 |。 こ こ に メッ カ の 陥 次 、 を そし て アラ ビア に お ける イス ラメ 疲 律 の 樹 
立 と いう つの 預言 が 成就 きれ だ た 。 こ の よう に メッ カ は 預言 者 の も の で ある と いう 聞 言 を 果たす た め 、 ま だ メッ 
カ の 人 々 の 同様 の 久 い を 成就 する ため に も この 模 な る 預言 は 完全 に 正しい と 立証 きれ た 。 


て 








注 2 メッ カカ 清和 落と た と フナ イン の 戦い に お ける ハ ワ ズ ィ ン の 敗北 も 通し て イス ラム の 疲 律 権威 が 確立 きれ 
だ た だ 。 武器 を 捨て 回 教徒 た も と 和平 を 結ん だ 地方 も あり 、 邦 平 は 完全 に 守 65 れ た 。 し か し 、 平 和 が 続き 、 法 上 秩 
庁 が 守ら 析 て いる こと が 確か で あ 時 evAIHNO22 し な けれ ば 、 武 器 も 捨て ず 、 ま だ イス ラム ゅ 教 
徒 上 いか な る 和平 $ 結 ば な い 地 方 も こう いう 人 信 々 は イス ラム 教徒 に 敵意 を 示し た 。 結 果 的 に は 彼ら は 減 
HE 回 教徒 と 共に 平和 に 募ら そう と も し な か っ だ 。 四 ヶ月 の 停戦 期間 を 
与え そえ 、 そ の 間 は 軍事 行動 は 上 ヒ ら な か っ だ の で 、 技 ら は も うこ れ 以 上 の 抵抗 は 無 意 味 と 思っ て いな だ の で 、 行 こう 
と 思え を ば 国 中 ぼ ぽこ へ も 行く こと が で きた 。 彼 等 は 、 そ の 時 隆 服 す る こと も ぉ で きれ ば 和平 を 結ぶ こと も で きた だ の 
で ある 。 この 節 は こう いう 人 々 に つい て て 述べ られ て いる 。 


注 3 イス ラム 教徒 の 指導 の も と に 最初 に 行わ れ た 異教 徒 の 移動 で あわ っ た の で 、 本 2 


注 4 これ ら の 部 族 は バ ヌ ー・ タ ザー、 バ ヌー・ ム ドリ ュ ジ ュ 、 バ スー・ バ クル 、 バ スー・ ダ ムラ ー、 バ メー・ 
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tb? こる 


ざ 、 期 限 が ? る まで 役 等 と の 協定 て 4 る 2 る ョ タン ッ ノ 


を 全う せよ 。 ア ッ ラ ー は 公正 な る 者 を 愛し 
給 う 。 
5. 茜 止 の 月 過ぎ な ば 、( 注 5 ) 何 処 な り と 多神教 800ASG 22002235 で! WG 
Co ン 
徒 ( 注 6) は 見 つけ 次 第 これ を 殺し 、 捕 虐 
7 22, ン ” 2 タタ ティ ン 322 メ アン 292 タ あッ レラ レタ ェ ン 
と な し 、 和 包囲 し 、 い た る と ころ に 伏兵 を 置 bs まあ うみ うら の けい みう Ta 
いて 待 伏せ よ 。 な れ ど 、 も し 彼 等 が 改 惨 し 、 タン ルン 9[ ク クノ 2 タレ と タッ (レレ で ンク ッ ン る クラ タグ 
礼拝 を 邊 生 し 、 誤 捨 を 払う な 6、 を の 時 は 。 Pbs20bA5bb5oO6 っ ee 
放 せよ 。( 注 7) げに アッ ラー は 寛大 に し I 
ぁ 9 | 
て 、 慈 悲 深く ま し ます 。 OF IP 3 
た も お ささ ロミ ョ ュ ee る ッ ン タイ ン スー る タン 2 4 ん の" し 
6. も し 誰か 多神教 徒 が 決 に 保護 を 請 わ ば 、 る aese 6 2 
を 保護 し て アッ ラー の 言葉 を 開か し め 、 し II RS RR 2 
か る に 後に 彼 を 安全 な 場所 に 送り 届け ょ 。 2 5b a SA126 


( 注 8) そ は 役 等 が 無知 の 民 な る が 故 な り 。 と レッ タ イシ 








スレ ー ム の 一 族 で ある 。 こ の 委 は イス ラム が 愛 を も っ て 和平 や 合意 を し だ の で 、 計 ら ず も イス ラム の 神聖 き を 
表わし て いる 。 


注 5 袋 止 の 月 ] と いう の は ズル ・ が ガー ダ 、 ズ ル ・ ヒッ ジャ ー、 モ ハッ ラム 、 ラ ジャ ブ の 四 ヶ 月 間 を 指し 
て いる 。 最初 の 三 ヶ 月 は 大 巡礼 の 期間 で あっ て 、 最 後 の ー ヶ 月 に アラ ブ 人 は 一 般 的 に 小 巡 礼 ま た は ウム ラー を 
行なう (2 次 193 節 、2 交 218 節 参照 )。 ア シホ ルル ・ ホ ロム と いう 語 は [聖なる 月 | を あら わす の で は な く 、 
上 記 の 9 竜 2 節 の 戦闘 行為 の 「 禁 止 の 期間 ] の 四 ヶ 月 問 を 意味 し て いる 。 こ の 期間 に は 、 典 教徒 は 国 中 を 安全 
に 旅 す る こと を 許さ きれ だ の で 、 イ スラ ム ふ が 勝 利 を 納め て いる か どう か 、 押 の 言葉 が 成 呪 き れ て いる か どう か や 
自分 の 目 で 確か め る こと が で きた 。 

この 期間 中 は 敵 造 や も た な いこ と に な っ て いる が 、 こ の 期間 が 終る と 、 公 然し と イス ラム に 敵対 する も の と 戦 
争 に する こと も で きだ 。 それ は 彼ら が 敵 記 を 示し 、 繰 り 返 し 営 い を 破っ た か 6 で ある 。 こ の 碑 い の 最後 の 泉 件 
に 対す る 判断 が 9 章 8 節 一 13 節 に 記さ る れ て いる 。 不誠実 や うら ぎり の 罪 の な い 異 教徒 は 保護 きれ て いた (9 剖 
4 節 7 節 参 悪 )。 


注 6 イス ラム 教徒 と 昌 っ て いる が まだ 利 平 が 結ば れれ て いな い 多 宰 教 徒 の こと 。 


注 7 イス ラム 教徒 に 愛 う べき 損失 を 与え を た これ ら イ スラ ム の 敵 で あっ て も 昼 い 改め 、 自 ら の 意志 で イス ラ 
ム を 受け 入れ だ な ら ば 許さ きれ る で き で ある 。 実は 、 異 教徒 の 中 に は 心 の 底 か ら イ スラ ム が 真理 で ある こと を 確 
信 し て いる 人 が だ た くさ ん いた だ が 、 日 尊 心 や 迫害 きれ は し まい か と いう 恐れ や 選 苔 か ら 、 信仰 告 向 を 控え て いた 。 
この 節 で は た と え 了 戦争 中 で あろ うと も 、 イ スラ ム の 信仰 を 呑 白 する 人 が いれ ば 、 そ の 吾 折 は 決し て 挫 普 や 言い 
逃れ と は 考え ん な いと いう 事 を 保障 し て いる 。 


注 8 異 教徒 上 の 戦争 は イス ラム の 信仰 を 強いる た ゆめ の も の で は な か っ た 。 戦争 中 で も 尋 教 徐 が イス ラム の 
真理 を 確か め め た いと 思え ば 、 キ ャ ンプ や 本 部 へ 入る こと が 許さ きれ て いる 。 そこで イス ラム の 真理 を 説 か れ 、 彼 
ら は イス ラム の 教え に 触れ る 事 が で きた 。 し か し 、 も し 新た に 信仰 する 気 に な ら な い 場 合 で も 、 も と の 安全 な 
場所 に 戻 き れ だ 。 こ の よう な すばらし い 教 えん が ある の に 、 外 量 の 狭 き か ら 真 理 を 聞 手 に と っ だ た り 0 黙 殺し た り し 
て イス ラム を 非 雌 する 事 は 不正 の 極み で あり 、 す な わ ち それ は 固 教 徒 の 友 イ スラ ム の 宣伝 夢 動 な の で ある 。 
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第 二 項 5 0 

に ュ や ュ し ン 

7. お 前 た ち が 聖 典 に お いて 締結 せ し 者 を 除い 0 ら ue う 00Ge Oar oD OC 


10. 


11. 


12. 


て 、 こ れれ 等 多神教 徒 が アッ ラー 並び に その 
使徒 と 協定 を 結 さ よう か ? きれ ば 、 役 等 
が お 前 だ ち に 誠実 で ある 限り 、 お 前 だ た ち も 
誠実 で あれ 。( 注 9) げに アッ ラー は 公正 な 
る 者 を 愛し 給 う 。 


どう し て 彼 等 と 協定 な ど 結 べ よ うか ( 注 
10) ? 彼 等 も し お 前 たち ょ り 優 位 に 立た 
ば 、 如 何 な る 血 緑 も 胡 約 も 願 み ぎる べし 。 

後 等 は 口先 で は お 前 た ち を 喜ば せ ど も 6、 を 
の 実 心 で は 拒絶 する 。 彼 等 の 多く は ご や の 
ある 徒 研 な り 。 


NR 


、 人 々 を アッ ラー ー の 道 か ら 背 きか し む 。 彼 
の 


彼 等 は 血縁 も 契約 も 、 信者 の 場合 
ず 。( 注 11) 彼 等 こそ は 上 円 人 な り 。 


に は 願 み 


る きれ ど 、 も し 彼 等 悔 司 し 、 礼 拝 を 遵守 し 
密 捨 を 払う な ら 、 彼 等 と て お 前 た ちの 信仰 
に お ける 兄弟 な り 。 われ ら は 事 理 を 解す る 
人 々 に 神 兆 を 明示 す 。 


きれ ど 、 痺 約 の 後 を の 誓い を 破り 、 お 前 た 
ちの 宗教 を 誹謗 する が 如き こと あら ば 、 を 





注 9 
徒 に 対し て だ け 戦 うこ と が 許さ る れ て いる と 述べ て いる 。 更に 、 
は 、 る か どう か を 見 


同様 の こと が 午 か れ て いる 。 


注 10 


この 茹で は 大 事 な 相 平 を 繰り 返し 破 華 し た り 、 


彼ら が 和平 を きち ん と 誠実 に 守っ て い 
クル アー ン に は 、 


な 表 切 り 者 に 対し て に の み 、 戦 争 を 行う こと を 命じ る 、 


注 11 
いう 理由 が 記さ れ て いる 
と 友人 で ある と 公言 し な が ら 、 す で 中 傷 す る 機会 を ね らい 、 約 東 を 破り 、 


(9 草 5 節 参照 )。 そ の 理由 は 、 


守ら な けれ ば いけ な いと 述べ て いる 。 
線 り 返し 和平 に 誠実 で あれ と 熱心 に 


イス ラム に 対し て 一 度 な ら ず 敵対 し だ 不信 心 者 や 、 和 和平 を 締結 する こと に 一 際 関 心 を 示 & な い 不 誠実 
と この 節 に 詳し く 記 され て いる 


8、9、10 節 で は な ぜ イ スラ ム 教 徒 が こう いう 偶像 崇拝 者 に 対し て 戦争 を 行う こと を 命じ られ る か と 
1) 彼ら は 不誠実 な 裏 切 者 で あり 、 


A 
クタ 9 る 2 タン っ 22。 フ ッ レ クン 5 プン ンタ 
OLN REE GE 


ン ッ る 29 


Genst 
うる みっ 2 タク ッ ン ラン イン ノ a 
| っ 0 レタ 3 る は 


ん 4 ン > と 7% 2 作っ 
る 05d CR oan ds 
で レッ タ リタ が ダ ジ 


OURS odn 
2 ン ぅ る レラ 。 の 25 
FIVE bras bE 
| EA 2 
OIL 


2 


ン 1 


(OJON 
EC NS NE IE SB 


A LZ よっ - 


DONS A OR RIN 


〆 
2 クラ リン レッ 
1 6ar 


2 タタ イレ 


MIKE 





イス ラム 教徒 を 裏切っ て 攻撃 し た りす る 非 イ スラ ム 敷 


る 人 々 に 対し て 、 イ スラ ム 救 徒 
9 次 』 節 に も 


和平 を 結ん で い 


こ 説 か れ て いる 。 


彼ら は イス ラム 教徒 
イス ラム 教徒 の 信頼 を 協 切 っ て きだ 。 


2) 彼ら 5 は 親族 関係 の 絆 き ぇ 和 掴 視 し 、 親 族 の 者 が イス ラム を 信じ た だ け で 殺し て し まっ た (9 意 8 節 参照 )。 (3) 彼 
ら が 拉 争 を する 日 的 は イス ラム を 信仰 きせ な いよ うに する だ めで あっ た (9 音 9 和 参照 )。4) 彼 6 が 最初 に イス 
ラム 教徒 を 攻撃 し た の で ある (9 章 13 節 参照 )。 
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リリ よう し ゆう 
の 時 は 不信 心 者 の 領 宙 ら と 戦え ( 注 12) と CY ッ ク そ コタ イ h EEFE < っ : 


ーー げに 、 彼 等 は 自ら の 扱い を 尊重 せ ず el SS 
ーー る すれ ば 彼 等 の 方 か 6 止め る や も 知ら の OCR 2 ンタ 11 
ず 。 5 の 
13. お 前 た ち 、 己 れ の 次 約 を 破り 、 使 待 を 放逐 タイ レッ タ イア レン イ タン レッ ンタ 2 
せん と 企 て 、( 注 13) 最初 に お 前 だ ち を 攻 MD 3 Si 
繋 せ し 者 ども ( 注 14) と 戦わ ぎる 気 か ? 0 5 JI 
CY る お ぉ 前 た 5 タク 22 レッ ニー タッ クラ セー ラン る レン 
信者 な ら ば 、 准 る る に 最も 相応 し い 御方 SISTER RK 


RR 


14. 役 等 と 戦え 。 じ し か ら ば アッ ラー は お 前 だ もち 2 の の 39 
の 手 で 彼 等 を 懲らしめ 、 彼 等 を 友 し め 、 お 1 CR 


0 3 2 


3 9 
前 た ち を 助け て 彼 等 に 勝た な た しめ 、 信 ずる SI Rak 


信 々 の 心 を 和らげ 、 


5 a シン ぁ ノ レク みみ タタ レレ もう st ‘pe 
15. 且つ 心中 の 慎 り を 運び 大 らん 。 アッラー は 才 谷 2 RE BEC Ns 
御 心 に か な う 者 は 恵み を 垂れ 給 う 。 ア ッ 


ラー は すべ て を 深 知 し 、 賢 特に まし ます 。 Da ES 
16. お 前 た ちの うち アッ ラー の だ ゅ め に 奮闘 努力 Ed di の ン 
する 者 、 並 びに アッ ラー と を の 使徒 信者 ME A ailss (GB; I ate | 
の 外 は 何者 も 親しい 友 と せ ざ る 者 を 、( 注 の の 
15) アッ ラー が 知ら ぎる まま に 放置 する と ンタ ルン の 
で も 思う の か ? アッ ラー は お 前 た ちの 所 Do RL 1 YO dg 
業 を 熟知 し 給 う 。 
第 三 項 


17. アッ ラー の 形 殿 を 各 守 管理 する は 、 上 自ら 5 不 

信 を 立証 する 多神教 徒 に 非 ず 。( 注 16) 彼 
注 12 * 不 信仰 め 指 導 者 達 ' と いう 言葉 は ここ で は 少数 の 個人 の 指導 者 を 指す の で は な く 、 戦 うこ と を 命じ 
だ すべ で て の 人 人 々 を 指し て いる 。 彼 ら は 最初 に イス ラム 教徒 上 術 突 し だ た の で 、 他 の 者 達 に 明和 気 を 与え る 結果 上 な っ 


た だ 為 、' 指 導 者 ' と 呼ば れる よう に な っ だ 。 ま だ 、 彼 ら の イス ラム に 対す る 敵意 は 根強く 、 執 念 深 いも の で あっ 
た の で ま る で 、、 部 魔 そ を の も の で あっ た と いえ る 。 


U 
? し 1 ク イタ アノ レ ぅ 
SE ON 6 


注 13 聖なる 預言 者 が タブー タク へ 遠征 し た と き 、 メ ジ ナ 周辺 の 部 族 は アラ ビア の る ま ざ ま な 部 族 を 煽動 し て 
彼 を 滅ぼそ うと た くら ん だ 。 

注 14 これ ら の 言葉 は 、 メ ッ カ 人 の 血 教 徒 を 指す の で は な い 。 こ れ は ヌメ ジ ナ お よび その 周辺 に 住む 異教 徒 を 
指し て い る 。 同時 の 状況 を 考 穴 する と イス ラム は 枯 害 者 で あっ て こそ あれ 、 加 害 者 で ある と いう の は 見 当 違 い 
も は な は だ し い 。 

注 15 イス ラム 救 徒 の 歩む べき 六 は まだ 続き 、 も っ と 愛 う べき 危機 に 直面 する だ ろう と この 盆 で 暗示 きれ て 
いる 。 

注 16 この 節 は 偶像 崇拝 者 の 巡礼 に 関す る も の で あり 、 下 記 の 9 章 28 節 に ある 告知 の 訟 文 に あだな っ て いる 。 


—290= 


”™ 


ャ 


を 


に 





第 九 斉 アル ・ タ ウ バ 
a RO IA 2 TI 。 タラ ン レン ン 
ii 大 の うち に 永久 に 住 CEGKe diC306 eS 
せ ン さ 
WW 2 
18. (0 じ 、 林 日 を 信じ 。 礼拝 を 須 守 し 多 2ahbC26 の 導い 0e ラ タス 
、 喜 捨 を 払い 、 アッ ラー 以外 に は 何人 も 34 る 2 この の 02 
ER を うい う 者 の み が ア ブッ ーー eS8abIM i 
ラー の 聖典 を 管理 すべ し 。 彼 等 は 正 し , 導 ナル リン と アリ ス や 9 
か れん 。 CTR 2 FXG TORE 
19. お 前 た ち は 、 巡 礼 者 に 水 を 与え 、 聖 農 を 徐 の = Tc EE, GR 
理 す る 者 を 、 ア ッ ラ ー と 末日 を 信じ に 、 ア ッ “^ | 
ラー の 道 の た め に 礁 開 券 力 す る 者 と 同じ な いよ 06 と うっ うま 5 AE 
0 と 考え る か ? アッ ラー の 見 地 か ら す れ の 放し レ ょ ルリ フッ ニン レン 
、 彼 等 は 到底 比較 に な ら 6 ず 。( 注 18) PIG2e9 abls bios Oa Y bl 
SN 合わ 。 の ノッ 
OE 
ン 8 19 1 2 アン I 429 4 
20. 信仰 を 受け 容れ 、 神 の た め に 家 卿 を 楽 て 、 de Gb Oa gol cyl! 
財産 と 生命 を ア ッ ラ ー の だめ に 献 げ て 奮闘 pe 0 = ラン タロ グ タツ の 
努力 する 者 は 、 ア ッ ラ ー の 見 地 に お いて 最 3 ls EG 0 
上 位 だ る で し 。 役 等 こ そ は 勝利 を 得 ん 。 OLE | 
2 
21. 主 は 彼 等 に 慈悲 と 次 悦 の 朗報 を 賜 い 、 ま な た M 99 Jl) う 9 CN 
永 問 の 球 福 に 満ち た る 楽園 も 彼 等 の ゎ の な * DT 
る べし 。 OE 
22. 彼 等 は 永 培 に そこ に 住ま ん 。 げ に 、 ア ッ ラ ー ks re Si NN KO は か 


の 御 許 に は 大 な る 報 状 あり 。 


(yeA ら と を 18OCg | 





これ 以後 アリ ー が へ ヘ ジ ュ ラ 次 9 年 の 大 巡礼 の 時 に 告知 し た よ 
きれ な か っ た 。 その 茜 止 の 理由 が この 節 に 述べ られ て いる 。 カー バ は 唄 一 の 神 を 礼 捧 す る 
神像 党 排 者 達 は 唯一 の 神 の 敵 で ある こと を 宮 言 し 、 神 を 非難 し て いる 


院 て 
か 、 


注 17 


の モス ク 


注 18 


徒 の み が 行 い 得 る 精神 な 礼 理 と 比べ る べき 
な も ぁ もの を 重んじ る の で ある 。 
a れれ て いる 


"あり 、 


彼 等 は まる で 関係 が な い の で ある 。 


環 な る モス ク ま だ は カー バ は 盾 界 中 の モス ク 
カー バ を 外交 的 に 形 の 上 か ら 礼 振 す る こと は 、 


る (MATJAH)。 


電 像 楽 拝 者 は 誰 も 5 カー バ に 近づく こと が 許 
だ た だめ に 責 常 き 和 だ 等 
と 自ら 5 告 邊 し て いる の で ある 


うに 、 


を 代表 する イス ラム の 中 心 生 モス ク で ある 為 、 ア ッ ラ ー 
ク み と い う 諸 句 は 19 節 の 型 な る モス ク を 指し て いる 。 


それ 自体 価値 ある こと で ある 。 し か し 真 の イス ラム 教 


$ ぅ ない 事 で ある 。 イ スラ ム は 僚 式 の 形式 より も を の も と と な る 精神 
を し て 信徒 の 生活 は カー バ よ り も っ と 袖 頻 で ある 、 と 了 な る 頂 昔 者 は 述べ だ た と 記 
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23. 液 等 信ずる 者 よ 、 も し お 前 た ちの 父 や 兄弟 


24 . 


25. 


26. 


28 . 


注 19 


が 信仰 より も 不信 を 選ば ば 、 友 と する な か 
れ 。( 注 19) お 前 だ ちの うち 彼 等 を 友 と す 
る 者 あら ば 、 そ れこ そ 不 義 の 徒 問 な る ぞ 。 


云 を 、「 も し お 前 た ちの 親 、 子供 、 兄弟 、 妻 、 
親戚 、 を それから お 前 た ち が 手 に 入れ た だ 財産 
や 不況 を 恐れ る 商売 、 意 に か な っ た 住居 な 
ど が 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 並び に アッ ラー 
の 追 の た め に ( 注 20) 奮闘 努力 する より 
お 前 だ たち に と っ て 大 事 な ら ば 、 よろ し に 、 

アッ ラー の 毅 断 が 降る まで 待つ が よい 。 

アッ ラー は 不 従順 な 人 は 導き 給 わ ぬ | と 。 


第 四 融 

アッ ラー は こ まで に 鐵 多 の 戦場 で お 測 た 
ち を 援助 せり 、 フ ナイ ン の 合戦 の と きも 鉄 
り 。 あ の 時 お 前 た ち は 多 勢 を た の ん で 得意 
に な り だ れ ど 、 そ れれ は お 前 た ち に な ん の 役 
に も 立た だ ず 、 和 却って 広大 な 大 地 が お 前 た ち 
全体 の せい で 狭く な り 、 遂 に お 前 た ち は 退 
記せ り 。 

そこ で アッ ラー は 、 彼 の 使徒 と 信者 等 の 上 
に 沈着 き を 降 し 、 また お 前 た ち に 見 え ぎ ざり 5 
し 軍勢 を 竹 わ し て 不信 心 者 ども を 懲らしめ 
だ たり 。 こ れこ そば は 不信 心 者 ども の 応報 な 5。 


この 後 ア ッ ラ ー は 意 に か な う 者 に は 憐れみ 
に 転 ぜ られ 絡 う 。 アッラー は 寛大 に し て 、 
落 悲 深 《 ま し ます 。 


注 等 信ずる 者 よ 、 多 神 教 徒 は 真 に 不浄 な り 。 
故に 本 年 以降 彼 等 が 聖典 に 近づく こと ょ を 禁 


セン 3 を is* に ウッ タン ッ る イィ 
SBOE Sa 


Ca と KGS 21 
の OS AE 
PCSA う 2 る | Ra 


I ウブ ノウ ン ッ フン アダ レッ 、 の 2 


9 
or 2 al 2 9 
アグ バイ イン スッ タン ァ ン タ 22(45C 


PO | ee rc 
le 3 Do 4 いこ 8 > うう 


1 シッ シー ンク 


2 イン クル 


oO の 


タン ン 


SE GI dh 


A 7 8 9 0 3 
テン 2 タラ の | 
3 3 2 2 。 イ ン る ン ” レン (CC うま る 


2 スイ ペン ン 人 る ン [ ン 。 な タン 2 トス 
人 9 多 3 は 
る と ぅ > 
OTHVS 
う アレ な < 24, 2 る 
hen 5c dS 
ン ン うる ンタ レン (43 信 て クタ タ の ニス プラン ノ 
eodcs* アグ be ツリ 
ン ァ が クン 
⑨⑥o ら 2 is 53 
り ォ ピ ン る 2 プン ロ ュ ! ye s タ ンプ 
A OC PT YE 
タッ ぅ ン の 2 タン 
Res 


Rt I 1 A 6 





この 節 は 、 イ スラ ム に 正面 あら 敵対 し 激しく 戦い 、 


いて 書か れ て い る る 


注 20 


親類 や 友人 と の 愛 の 絆 や その他 世 間 体 、 財 産 、 商 売 
様 牲 に すべ きた 判断 し た と き に は 、 を 
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イス ラム を 特 栽 し に し よう と する 木 信徒 な もち に つ 


、 富 な ど は より 次 い 絆 、 よ り 5 高河 な 理由 の た め に 


そう る れ て し か る べき で ある 。 


っ や る 


第 九 癌 アル ・ 々 ウッ 
I 


ず 。 お 前 た ち 困 究 が 心配 な 6、( 注 21) 222。。 イッ ンション 
8!21OA PO odie 
アッ ラー の 意 に か な えば 、 そ の 賜物 に よっ ご a 
に で ュー っ る ルル 本 人 る デア 
て お 前 た ち を 富 ま る ん 。 アッラー は すべ て 2c! WC 5 4 し と 


を 知り 、 賢 特に まし ます 。 i 
Das > $91 2 18) 

29. 経典 の 民 で あり な が ら 6、 ア デア ッ ラー も 米 日 M イン は ンク クラ タン ラン の る タレ 
> アッ ラー 本 もう 20 し 8 り SuNtb56 


信 ぜ ず 、 アッ ラー と その 使徒 が 貸 じ だ る も テテ 
の を 守ら ず 、 刺 真理 の 宗教 を 夫 ざ ぎる 者 OSu93 4 の 5 人.2 じ 6 あり 3 
に 対し て 、 彼 等 が 尾 服 し て 、 自 ら : 進ん で 貢 税 の 


1 ウシ コン の 1 の 」 を 2 タレ ッ 。 vz? 
を 差し 出す まで 戦え 。 ( 注 22) br IS NG RGR 
1 2 タタ る ラ デ 
全 二 っ 395 と & 
4 


30. ユダ マヤ 教徒 は ニテ ズラ を ( 注 23) アッ ラー ea 28 クタ タタ タッ タ フルー [る 
> cp 6 
の 子 な りほ 云い 、 キ リス ト 教 徒 は メシ ア を を ィ 2 「 や 8 
ァ ッ ラー の 子 な り と 云う 。 OR AMG A 
う し うま タク A 
者 ども の 言 店 業 を 真似 る に 過ぎ le 時 が es の 55 | 
アッ ラー の 呪い あれ ! な ん と 迷 誤 せる も 
の ともよ! 
31. 彼 等 は アッ ラー の 他 に 、 法 学者 や 修道 士 を 5 っ ら 3 じじ ) es 08) 
ご れ の 主 と な せり 。 ま だ た マリア の 子 メ シア a 
も 然 り 。 彼 等 は た だ 唯一 な る 神 を 朱 拝 する 90 る ee 
こと の み を 命ぜ られ た り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 


は 








注 21 メッ カ は 商 薬 の 一 大 中 心地 で あっ だ の で 、 久礼 の 季節 に な る と 大 変 央 わっ だ 。 だ か 5 メッカ 人 人 は と て 
ぁ 絆 済 的 に 潤っ て な お り 、 こ の 禁令 は 経済 的 豊か めき が か えっ て 悪影響 も 及ぼす の で は な いか と 懸念 し て 出る れ だ 
よう で ある 。 

注 22 この 第 は アラ ビア に 住ん で いる 契約 し た 人 々 に 関す る も の で 、 彼 た だ たち は 、 偶 像 崇拝 者 の ょ うに あか ら 
きま に イス ラム に 敵対 し 、 イ スラ ム を 滅ぼそ うと 企 て 、 策 略 を めで らし て きた 。 そ の だ め 、 イ スラ ム 教 徒 は 役 
ら 6 が 忠実 で 利 や か な 僕 と な ら な いか ぎり 、 戦 わざ る を 得 な か っ た の で ある 。 ジ ズ ヤ と は これ ら 非 イス ラム 教徒 
が 払う 税金 の こと で あり 、 彼 ら は 税金 を 払う 事 で 日 出 に 安全 に イス ラム 教 還 の 区 民 と し て 生活 で きる の で ある 。 
非 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ た 税 ジ ズ ヤ より も っ と 重い 税 ず カー ト が 、 イ スラ ム 教 徒 に 課せ られ て いた こと は 特 
記す べき こと で ある 。 と その.!-、 非 イス ラム 救 徒 に は 免除 きれ て いた 微 鞭 の 装 務 も イス ラム 教徒 に は 課せ られ て 
いた だ 。 こ の よう に 非 4 ス ラム 教徒 の ほう が 、 安 い 税 金 を 払い 、 微 兵 義務 も な く 、 こ の 意味 で は 楽 な 暮らし し 
て いた の で ある 。「 屈 服 ]E い う 語 は 彼ら が 政治 的 に は 下位 の 立場 に ある こと を 表わし て お り 、 そ を その他 は イス ラ 
ム > 教徒 同等 の 社会 的 権 利 を 有 し て いた だ の で ある 。 ア ラビ ア の 偶像 栄 拝 者 や を の 近隣 に 住む ユダ 人 、 キ リス ト 
教徒 は イス ラ ァ ヽ の 宿 英 で あっ た 


注 23 ウザ イル また は エズ ラ は 紀元 前 五 世 紀 の 入 で 、 彼 は モラ イヤ と いう 高 憎 の 子孫 で 僧 信 階級 に 属し 、 僧 
エズ ラ と し て 知ら れ て い だ 。 
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2。 


33. 


34 . 


35. 


96 . 


注 24 
叶 、 彼 の 額 は 暴 り 、 そ し て 目 を を そ せ け 、 つ い に は 軽 散 の 色 を あら わし 、 助 け を 求め る 男 に 
まっ た 。 額 、 その 場 の 状況 や 心 の 動き を 印象 的 に 物語 っ て いる 。 


- 注 25 


彼 に 他 神 を 配 す る と は な ん と 長 れ 多い こと 
カ : ! 

彼 等 は その 日 に よっ て アッ ラー の 光 を 清き 
ん と 欲す 。 き れ ど 不信 心 者 て も が 之 を 嫌う 
と も 、 ア ッ ラ ー は を その 光 を 完璧 な らし め る 
の み 。 


彼 こ を は 簡 導 と 真理 の 宗教 し を も た せ て 
使徒 を 遣わ し 給 い し 御方 な 9 。 だ と い 多 信 
教徒 が 娠 うと も 、 彼 は 之 を 以 っ て 万 の 宗教 
よ 5 優れ る も の と な す 。 


流 等 信ずる 者 よ 、 げ に 、 型 職 者 や 、 修 道士 
の 多く は 、 偽 っ て 人 々 の 財産 を 貧 り 、 ア ッ 
テー の 道 より 人 々 を 背 きか し むせ 。 ま な た 金 銀 を 
貯め 込み 、 之 を アッ ラー の 道 の た め に 使 
うと せ ぬ 徒 募 彼 等 に 痛 刑 ある を 知ら せ 
Pe 





を の 日 、 地 獄 の 火 の 中 で 財宝 は 知 熱せ ら 
れ 、 そ れ が 彼 等 の 額 や 脇腹 や 背中 に 焼印 を 
押し 、 ( 注 24) 「 こ れ は お 前 た ち が 己 れ の 
た め に 野 め た る も の な り 。 きる ら ば 己 れ の 時 
め だ た る も の を 味 わ ぇ 」 と 云わ れん 。 


あめ つ ち 


アッ ラー の 布告 に よれ ば 、 ア ッ ラ ー が 天地 
を 創造 せ し 以 来 、 月 の 数 は 十 二 な り 。( 注 
25) その う ち 由 ぁゃ 月 が 神聖 月 な り 。 それ が 
正しい 信 経 な り 9。 き れ ば この 期間 中 は 前 
た ち 互 に 害し 合う な か れ 。 だ が 多神教 徒 が 
皆 一 緒 に な っ て お 前 だ ちょ と 戦う 如く 、 お 前 
た ち も 皆 一 緒 に な っ て 彼 等 と 戦え 。 耐 し て 、 

アッ ラー は 主 を 異 れ 敬 う 者 と 催 に ある こと 
を 知れ 。 


a ね ア 
w 


0 AC アノ ログ !) 2 タ る 5291 4 1 das 
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SA 00 
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OE GI Nd 
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eo の うけ SSL 2 
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1S93 EDN 
CE Eas 
OAR 1 の 1 
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これ は 比 遇 的 な 表現 で ある 。 ひ と 


両 脇 、 背 が 
太陰 歴 で も 太陽 歴 で も 十 二 ヶ 月 で ある 。 


り の 金持ち が 強欲 ほ 高 乙 か ら 損 し い 人 人 々 を 助け よう と し な か っ た 


背 を 向け て 行っ て し 
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37. 神聖 月 の 延期 は た だ 不信 を 増す だ け な り 。 


38. 


39. 


40. 


注 26 


( 注 26) 信 ザ ざる 人 々 は これ に よっ て 邪道 
に 導 か れる 。 彼 等 或 る 年 は これ を 犯し 、 次 
の 年 に は これ を 守り 、 ア ッ ラ ー が 神聖 と 定 
め 給 うた 月 数 に 符合 きせ 、 か くし て アッ 
ラー が 禁じ 給 う た こと を 合法 と な す 。 彼 等 
その 己 が 悪行 を 自ら は 正しい と 思う 。 さ きれ 
ど ア ッ ラ ー は 信 ぜ ぎ ざ る も の ども を 導き 給 わ 


89。 


第 穴 項 
流 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー の 道 の た ゅ め に 出 
陣 せ よ ょ 云わ れる と 、 地 べた に 重く 身 を 沈 
め る と は 、 一 体 如 何 な る こと ぞ ?2 ( 注 27) 
お 前 だ ち 来 世 は より も 現世 に 満足 する か ? 
る されど 、 来 世に 連 ぶ れ ば 現世 の 享楽 は 無き 
に 等 し い 。 


も し お 前 だ ち が 上 出陣 せ ぬ ね の な ら 、 プ アッ ラー 
は 痛 刑 も っ て お 前 だ た だ ち を 懲らしめ 、 お 前 


た ちの 代り に 他 の 民 を 選ば ん 。 き れ ど お 前 


だ バン ラー を 害する 衝 ほ わ ず 。 ブ アッ ラー は 
万 事 に 全能 な り 。 
だ と いち お 前 た ち 役 を 助け ず と も 、 彼 が 不信 
心 者 ども に だ っ た 一 人 の 同僚 と と も に 追い 
詰め られ し 時 、 ア ッ ラ ー 彼 を 助け し こと を 
知れ 。 そ の 時 彼 等 は 二 人 で 洞窟 に ひそ み 、 
彼 は 同僚 に 向っ て 云え り 、 「 悲 し む な か れ 、 
アッ ラー は 我 等 と 税 に あり 」 cr a 
テッ ラー は 彼 に 安心 を 降 し 賜 い 、 お 前 だ ち 
i 全 当 の に 和 の 8 
ぎる も の ども の 言葉 を 中 し め ゅ 、 面 し て アッ 
ラー の 言葉 こそ の み 斑 高 と 上 と なす 。 アッラー 
は 偉大 に し て 、 覧 折 に まし ます 。( 注 28) 


この 節 で は アラ ブ の 長年 の 習慣 に 言及 し て お り 、 
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ルレ ・ ダ ウメ ドミ 
イン キン タタ を の 。 FM る 
NG IG HC GC } 


stg 
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ヒッ ジャ ー 


る ヶ月 間 は 肉食 を 断つ に は 藤 過ぎ る 為 で 時 々 普通 の 月 と 入れ 替え る こと が あっ た 。 


注 27 


これ は タブ ー ク へ の 遠征 の 事 に つい て で あり )、 


この 町 は メジ ナ と ダマ スカ ス の ちょ うど 中 間 に あ る 。 


ロー マ で 人 人 と し て 一 般 に 知ら れ て いる 東 ロ ー マ 帝 国 の ギリ シャ 人 達 が シリ ヤ 国 境 に 集まっ て いる と いう 報せ が 届 


き 田 猛 な 軍隊 、 
ム 教 徒 の 軍隊 は 長く つら い 行 進 を 続け た 為 、 
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その 数 お よそ 三 妃 、 ヒ ジラ 九 年 に 型 な る 預言 者 は メジ ナ を 後に し た 。 大 き な 苦 難 の 末 、 イ スラ 
後に この 遠征 は 苦 商 の 行軍 と 言わ れ た 。 


Eo 


学 九 草 アル ・ タ ウツ < ババ 


41. 或いは 軽く 〈 或 い は 重く 備え を て 出陣 せよ 。 お 2k イン 
前 た ちの 財産 や 生命 TO め に 献 ob ON Dae GS et 


げ て 奮 賠 努力 せよ 。 も し 前 た ち 逐 を 解き の ST 人 8 We が も 2 ン 人 
ば 、 お 前 だ た ちの だ め に は それ が 最善 な り 。 シス 


42. 利益 良 前 に あり 、 し か も 旅 得 短 か けれ ば 、 208 ANI 4 
彼 等 も また 液 に 従え り 。 き されど 苦し い 旅 は 1 エレ ぅ の ネス ノー 2 A 
彼 等 に は 余り に も 遠 し と 喘 ず 。 し か も 彼 等 Pi oo di A cae 


は アッ ラー に か け て て 上級 っ て 云う 、「 出 来 得 だ at ッ ン ノン 
っ アン アウ ググ ? 
な ら ば 、 我 等 も 諸君 し と と も に 出陣 せ し ぉ の KO の に の 





を 」 と 。 彼 等 は 自ら を 減 ぼ す 者 な り 。 ア ッ E ン タン ブラ イン 
ラー は 彼 等 が 嘘つき な る を 知る 。 ON 25 82 
第 七 項 


43. アッ ラー は 液 の 心配 事 を 取り 除き 給 う 。 何 フタ ノン きま ン タタ イ クラ PIE 
敢 に 液 は 、 真 実 や 告げ る は 誰 で 、 嘘 を つく dl Ce る ば こみ の | ce ls 
は 誰か を 知る 前 に 彼 等 に 背後 に 留まる こと の 5 し 252822 EN 
を 許し だ る か ? 

44. アッラー と 末日 を 信ずる 者 は 、 類 産 と 生命 = 曲っ 的 
を 献 げ て 奮戦 する こと を 免除 きれ ん と し て 。 "”"「「 
波 に 許し を 請 い は せ ぬ 。 アッラー は 王 に 対 多紀 4336e812 460535 5 ば 
する 義務 を 果たす 者 を 深 知 し 給 う 。 Ii 


45. アッ ラー と 未 日 を 信 ぜ ぎる 者 の み 液 に 免除 21 < イチ シン ン > ンク レッ レレ る 
i : 2 YC oR 
の 許し を 請 わ ん 。 彼 等 の 心 は 疑惑 に 充ち 、 6 ン ウ 4 


ェ ー すう 正 レフ ナイ ンズ 人 し クア 
46. も し 役 等 胡 に 出陣 する 気持 あり だ たれ ば 、 を そ ンー の > 全く 名 る クタ アイ 」 ッ タン フフ ン ッ タ タッ | アン 
1 = 
の た め の 準 備 を な せ し 管 。 き れ ど アッ ラー の 9 2 う ue Nl EE 
は 彼 等 の 出陣 に 反対 せ り 。 故 に 彼 は 、 彼 等 dS RSS MAC っ 人 
背後 に 劉 め 置き 、[ 溢 等 居残り 者 と 一 緒 に 
家 に 居 残 れ ] と 仰せ られ だ たり 。 の cz op 








注 28 この 節 で は 聖なる 預言 有 は アプ ブー・ バ クル を 伴っ て メ KA ら メ ジ ナ へ 移動 し た こと を 述べ て いる 。 

その 時 聖 な る 預言 者 は ソー ル と いう 洞窟 に 号 を 寄せ た の で ある が 、 こ の 節 で は アブ ー・ バ クル の 極め て 霊 的 に 
高い 状態 を 強調 し て お り 、 彼 は 神 と 共に お り 、 神 と 和 恐れ を 分 か i う 者 達 “ 二 人 人 の 内 の - 人 ” 上 説明 きれ て い 
る 。 記録 に 依 れ ば 、 洞窟 の 中 で アプ ブー・ バ クル が 急 に 泣き 出し 、 型 な る 痕 言 者 が な ぜ 泣 く の か と 聞く と 、 ア ブー・ 
バク ル は 「 私 は 自分 の 命 が 惜しく て 注い て いる の で は あり ませ ん 。 あ あ 、 神 の 預言 者 で あら れる お 方 よ 、 私 が 
死ん で も それ は 単に 私 個人 の 問題 で す 。 で も も し あな た が お 亡くな り に な っ な ら …… を れれ は イス ラム そし て 、 

すべ て の イス ラム 社会 減 亡 を 意味 し ます 。| 上 言っ た と 伝え られ て いる 。 
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48. 


49. 


50. 


91 , 


92 . 


53. 


54 . 


も し 彼 等 お 前 た ちと と も に 出陣 せ ば 、 い た 
ずら に 難儀 を 増す ば か り 。 お 前 だ ちの 間 を 
あ ち こ ち 走 り 回 っ て 督 動 を 惹き 起こ そう と 
謀 ら ん 。 る すれ ば お 前 だ ちの 中 に は 彼 等 に 
耳 を 傾け る 者 も 出 て こ よう 。 る きれ ど ア ッ 
ラー は 不義 な す 徒 輩 を 深 知 し 給 う 。 


彼 等 は 以前 に も 騒動 を 起 し 、 液 を 陥れ ん と 
企み し が 、 真理 が 到来 し て アッ ラー の 御 意 
志 が 打ち 勝 り た りき 、 も つと も 彼 等 それ を 
好ま ぎり し が 。 

彼 等 の 中 に は 「 背 後に 留まる こと を 許せ 、 

我 を 試練 に 造 わ し むる な 」 と 云う 者 あり 。 
彼 等 は すでに 試練 に 陥 に けり 。 地 獄 は 不信 
心 者 を 包囲 せん 。 

も し 液 福 を 得 れ ば それ は 彼 等 を 悩ま し 、 炎 
難 降 りか か れれ ば 、「 我 等 は 以前 より 警戒 せ 
り 」 と 彼 等 は 六 う 。 彼 等 欲 喜 し て 彰 き 去る 。 


云 ん アッ ラー が 我 人 等 に 定め たる こ a 
は 、 何 事 $ 我 等 に 降り か か る こと な か る 

し 。 ア ッ ラ ー は 我 等 の 守護 者 な り 。 時 
信者 た る も の その 信頼 を アッ ラー に 寄せ る 
べき な り 」| と 。 

云え 、「 お 前 た ち は 我 等 に 、 二 つの 光栄 の 一 
っ 以外 に 何事 も 期待 する 能 わ ず 。 我 等 は 、 

の 2 ッ ラ ー 御 自 ら 又 は 我 等 の 手 を 通じ て お 
前 たち を 懲らしめ ん こ ょ を 期待 す 。 る れ ば 
待て 、 我 等 また だ お 前 だ ちと と も に 待た ん 」 
と る 


云え 、「 だ と い 進 ん で 寄付 し ょ よう が 、 出 し し 
ぶろ う が 、 お 前 た ちか ら の も の は 御 喜 納 せ 
られ ざる べし 。 お 前 だ ち は 実 に 不 従順 な 人 
間 な り 」 と 。 


彼 等 の 寄付 が 御 玄 納 さ れ ぎ ざる は 、 偏 に 彼 等 
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第 九 意 デル ・ タ ウパ ボ 
が アッ ラー 並び に その 使徒 を 信 ぜ ざる が 故 6 2 る ンス レ イン ラン さき (ロタ ンタ 
の と UIGKIS dL 
な り 。 ま た 、 彼 等 は 礼拝 を 選 り 、 し ぶし 「 ピ ング 2 の ウ う 5 
玉 ト ゴト 5 アッ クン 5 タス の うる 22 ノ ンタ 
寄付 する が 故 な り 。 の CA 5J1O28 さそ 
1 。 こと も ら 5 ダレ る クタ タイ ッ イ レラ 2 タラップ クン 
55. され ば 彼 等 の 富 や 子女 を 茨 望 す る な か れ 。 oe る et a 
アッ ラー は それ に よっ て 現世 で 彼 等 を 思 ララ タン クレ タタ 9 
し 、 ま た 不信 心 者 と し て 死な し ゅ ん と 意図 ツゲ う FAG 4 
する の み 。 レタ レラ タタ ラタン 
の ⑨ ら 29 5 see| 
ュ 功 タ ぞ タス w タク 
56. 役 等 アッ ラー の 御名 に か け て お 前 た ちの 味 3422256 1 に 1 の る 
OE PT i 
I I G2 TIE 
者 な り 。 OE 5 60 
us 
57. も し 役 等 避難 所 や 洞窟 、 ま た は 潜り 込む べ 9W232 01 びす 667 3 
き 穴 で すら ある を 知れ ば 、 そこ へ 向っ て 一 
アナ アナ る ね 
目 散 に 通 げ 去ら ん 。 ②⑤ ら So EC 
の PR i CR: ャ の クタ ンタ スラ タ 2 
58. a . 人 人 こ ゴト 昌信 uu aw 内 
彼 等 の 中 に は 喜 捨 の と に 関し て 液 を 非 RA A GN 493 
する 者 あり 。 そ れ を 与え られ た る 者 は 喜び 、 レタ フン 0 ウス (929 ne 
与え られ ぎる 者 は 、 見 よ 、 彼 等 は 慎 る 。 5 he 8 2539 > ls be Go 
59. 彼 等 も し アッ ラー 並び に その 使徒 が 与え し F <9 RN 2 ラダ ンタ る ン アン 
し 1 
も の に 満足 し て 、「 我 等 は アッ ラー さえ まし > 0 の yo eas stg 
ます れ ば 十分 な り 。 ア ッ ラ ー は る の 恵み を A A EL 
我 等 に 垂れ ん 、 同 様 に 使徒 も $ また 。 我 等 は 2 ン 。 
アッ ラー に 嘆願 し 奉る ] と 云い た れ ば 、 彼 DADS 
F 
等 の た ゆめ に は よ か り し も の を 。 
第 八 項 し | イン 2 タン ン る 
60. 喜 捨 の 用 途 は 、( 注 29) 招 才 に 困窮 着 、 坪 ウ 引 39 sl| 
捨 の 業務 に 携わる 人 、 心 を 和らげ る 人 々 、 8 IP の 
6 9 { dis ke 
奴隷 の 身 の 代 金 、 負 債 者 の 救済 、 ア ッ ラ ー ci > EE “3 
Fs a (ep レイ CS テ ン 
の 道 、 NO め に あ a + RE 
アッ ラー の 控 な り 。 アッラー は すべ て を 知 
み ぅ マン な と 
り 、 賢 特に まし ます 。 OS ES 
注 29 この 節 で は ザ カ ー ト が 施 き れる 人 と 物 に つい て 規定 し て いる 。(1) フ カタ ラー (貧し る や 病 て 打ち ひし が 
れ な た だ 人々 の 意 。) (2) マ サー キー ン (働く 能力 が ある の に を の 法 を 知ら な い 人 々 の 記 ) (3 が カー ト を 集め た り 、 


教え た り 、 そ を その他 こ れ に 類する 仕事 を する 人 々 。(4) 新 し く 改 款 し た 、 ち ぢ 金 に 困っ て いる 人 々 。(5) 公 隷 、 捕 虜 、 

その 他 自 由 に な る た め に 保証 金 を 要求 きれ た 人 々 。(6⑥) 倍 金 を 払 を な く な っ た 人 人 々 〒 事 業 に 失敗 し た 人 人々 。(7) 芋 。 
派 な 理由 が ある 場合 。(8) 旅 の 途中 で お 金 が な く な っ た 人 、 知 識 を 求 ゆ て 旅 を し て いる 人 、 社 会 向 関 係 を 広げ る 
- た め に 旅 し て いる 人 。 
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61 . 


彼 等 の 中 に は 預言 者 を 怒ら せん と て 「 彼 は 
耳 に 過ぎ ず 」 と 法 う 者 あり 。 云 を 「 お 前 だ 
ちの た め に な る 良い こと を 聴く 耳 な り 。( 
注 30) 彼 は アッ ラー を 信じ 、 信者 の 信義 を 
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タワ ウッ 


ょ の タタ ンタ ンタ ッ タ レレ ラン イズ 


POP A NY 9 TLE 
2 


ッ ン アタ の る 
ンタ うら od 200 2 gg 8 


2 クン ン タッチ うめ 。 レト ラ 
信じ 、 且 つ 信 者 へ の 皿 宛 を 信ずる 者 な り ] dH i 
と 。 ア ッ ラ ー の 使徒 を 怒ら せる 者 は いずれ 2 の 
痛 六 を 受け ん 。 “9S iAe dl 
62. 彼 等 は お 前 た ち を 喜ば し めん と し て アッ 82 52020 PD ン ラグ ラン 
ラー の 御名 に か け て 宮 押 す 。 き る きれ ど 、 も し さめ っ あけ の OO ら 
彼 等 信者 な ら ば 、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 る 
Oo ゆら 1 sy ら と ol 3 
を 喜ば し むる こと こそ を 正しけれ 。 Sls CE 
63. 誰 で あれ アッ ラー 並び に その 使徒 に 反抗 す ン イッ タン ン Ad 2 
る 者 は 、 る そこ に 永 短 に 留め 置か る る 地獄 の GA 55 aE I 
業火 ある を 、 彼 等 知ら ざる か ? そ は 大 い GE MS 
な る 怖 辱 な 5。 
た - 系 以 eo ッ タ クレタ ウ の Cs PE の 1 9 すう 人 
64. 偽 信 者 は 胸中 に 秘め る も の を あ ば き 出さ れ ST あめ ge NO lS 
る 一 章 が 啓示 る され は し な いか と 柚 る 。( 注 本 の 。 
お 7 上 ” 1« すか 
31) 云え 、「 液 等 昌 笑 せよ 1! アッ ラー は ぉ ぞ み mo 25181 ES a 
前 た ち が 恐 る る も の を 明る み に 出 きん ] と 。 ジロ 
CEH 5 
65. 液 も し 彼 等 に 問わ ば 、 役 等 必ず 云わ ん 、「 我 RU < 2 AA 
等 は た だ 無駄 語 を し て ふ ぎ ざけ て いる の み 」 0 3 
クッ タタ ンス る 9 A 7, 
と 。 祥 え 、 1 お 前 た ち が 再 笑 せ る は 、 ア ッ ラ ー DS lS UI 
や その 神 兆 、 並び に 使徒 に 非 ら ざる か ? 
ーー か ュ 苫 年 すゝ ーー 人 枝 - ド すず > る 聞 ォ ン 02250 5 ンタ ンク 8 人 ウン の 
.66. 云 訳 は する *。 お 前 た だ たち は 度 信じ た 化 cul て は 503 15562 5 う 
また 不信 心 者 に 戻れ り 。 だ た と いわ れれ ら が お と 
a a ンタ ォ ア タ り 
前 た ちの 一 部 は 赦 せ ども 、 他 の 一 部 は 懲 ら EE 4 ら さ 5 Ris 6 6 
し めん 。 な ん と な れ ば 役 等 の 犯 せ し 罪 故に ] 
。 3 
筑 九 区 ~ 
67 . 偽 信 者 ど 5 は 、 男女 も 皆 同 じょう な も の 。 OR タク タッ クア は 9? ノン タッ る 9 
Sd s | 
彼 等 は 悪 を 接 め 、 善 を 妨げ 、 ア ッ ラ ー の 道 OL OS 
注 30 オォ ど ン (意味 は 「 耳 」) は 他人 か ら 聞 いた こと を 何で も 信じ る 人 の 意味 で あり 、 環 な る 預言 者 を 中 傷 す 
る 人 和信 々 が 、 預 言 者 を 軽 蔵 し 、 見 く び っ て 話す の を 聞き その 話 が 正しい と すぐ 信じ 、 単 に 聞く だ け の 道具 と 化し 
て いる 人 の 事 を 指し て いる 。 
注 31 実際 に は 偽善 者 は 、 聖 な る 峰 言 者 を 神 の 啓示 を 受け た 者 と 信じ て いな か っ だ の で 、 そ の よう な 立 れ の 念 
は も 5 だ な か っ た 。 この節 で は 侯 普 者 の 冗談 や 喘 笑 の 友和 内 な 面 を 示し て いる 。 
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の た め に 避 すこ と に その 手 を 閉 づ 。 役 等 

ラー を 忘れ だ る が 胡 に アッ ラー も また 
彼 等 を 無視 せり 。( 注 32) げに 偽 信 者 は 
罪人 な り 。 

68. アッ ラー は 偽 信者 の 男女 並び に 不信 者 に 
業火 を 約束 し 、 彼 等 を そこ に 永 癌 に 留め ん 。 
業火 は 彼 等 に は 十分 な 。 だ の ルク 
は 彼 等 を 呪 衣 せ り 。 彼 等 は 永 却 の 刑 丁 を 受 
けん 、 


69. お 前 た だ たち 以 前 の 民 の 如く 。 彼 等 は 力 に お い 
て お 前 た ち に 優 り 、 財産 と 子女 に お いて も 

より 由 か な りき 。 彼 等 は 己 が 定 命 を し ば 9 

の 開 楽 し ゅ ゆり 、 お 前 た ち も ま た お前 た ち 以 
前 の これ 等 の 民 が 楽し ん だ 如く 己 が 定 命 を 
楽し め り 。 ま た お 前 た ち は 彼 等 \ が 無駄 話 に 
Ui CE 
等 の 所 業 は 現世 に お いて も 来世 に お いて 
NN ん 。 役 等 こそ を は 失政 者 な り 。 


70. 役 等 以前 の 人 ターーー ノ ア の 民 、 ブ アード 、 サ 
ムー ド 、 ア ブラ ハム の 民 、 ミディ アン の 住 
民 、 並び に 減 亡 せ る 幾多 の 邑 の 消息 が 彼 等 
に 達せ ぎり し か ?( 注 33) 彼 等 の 許 に 
は それ ぞ れ の 使徒 た だ たち が 明 証 を 携え て 玉 れ 
り 。 き る れ ば アッ ラー 人 彼 等 を 虐待 する に 非 ず 、 
、 彼 等 自ら 己 れ を 虐待 せ 9 。 
71. 学 女 の 信者 は お 互い 同士 助け と な る 仲間 な 
り 。 彼 等 は 療 を 勧め 、 悪 を 禁じ 、 礼 拝 を 人 遵 
守 し 、 音 捨 を 払い 月 つ ア ッ ラ ー 並 びに その 
a MA 
を 垂れ 給 わ ん 。 げ に アッ ラー は 俸 大 に し て 、 
賢 折 に まし ます 。 


ろ ぁ テ タタ ン アノ う 
RE PIC PR CN 
2 タイ 3 2 


SA Ds 


i | 2 の 0 


ee も OU AIP BN ES 
ん 4 2 タタ イイ イイ アッ アタ タン ン 2 で 
デア Aa っ な る (SU 


ッ プ 。 れ の 
i 


EN CC RE GE 


+ GAH ぅ チト 2 クン ッ ン ッ I 
ば の NG 
CA “I [ES dvi WAR RR 


19 


Dod 2 SS hs 
GGG IS 


Pi] る 人 LA ? ノッ リラ ンタ る る 
CG ed nl ク 9 3 ぬる > の 9 
タル で 1 ッ タ ク タタ 。 タッ ン ン 
A OB CE A 4S 
レナ 2 ン っ ンタ 2 ン イン tt ン 
OT Sean 2 の 5 


う りう アコ ァ うぅ タダ 


ON PAIN 
MI EI bo 
a Stan 
2 A A タタ タン と 


> デ 
⑨ * ゃ デア 


〆 プ ノン 


A fy 
a” 


ーー ニニ 
注 32 ニス ヤー ン の 一 般 的 な 意味 は 「 忘 れる こと 」 で ある が 、 和 実際 に は 人 や 物 に 関し て 考え る こと を 止め た 
り 、 記 壇 し て いな か っ だ り 、 高 憶 だ っ な たり 、 物 事 の 処理 が の る いこ と を 意味 する 。 神 に 関し て 用 いら れる と き 


は 、 こ の 言 菜 は 人 問 に 加 を 与え を て 押 と の 関係 を 絶っ た も 、 


め る 誤 味 と な る 。 
注 33 ソドム と ゴモラ (創世 記 19・24、25) の 事 。 


ー300 一 


神 が 変 と 思い や り の 心 で 入間 の こと を 考 を る の を 止 


にゅ うみ 


12808 
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と も ゎ 
72. アッ ラー は 男女 の 信者 に 、 永 遠 に 住む べき 140 PR 
の 020 と こと と 2 
河川 流 る る 楽園 と 、 また 永遠 の 園 の 中 に 楽 4 oN 1 
ュー ¢ *、 茶 字 jn 圭 I の < 了 ンド ン ラ 。 ノ ンタ ァ ア グラ 
し い 住 居 と を 約束 せ り 。 き れ ど 一 番 素 晴 6 8 に あの と っ 5 (のみ の 
し いも の は 、 アッ ラー の 御 満 悦 。 を は 斑 上 


NM 
\ 


し 5 クン の ゅ 
の 成 就 な り 。 RIO IU の 
8 
第 十 項 i 
73。 融 言 者 よ 、 不 信心 者 も や 偽 信 者 も 戦え 。( EG の a 6 
注 34) 彼 等 に 対し て 厳し く あ れ 。 彼 等 の 住 5992 の 21 
居 は 地獄 に し て 、 行 きつ く 先 の 大 凶 な る か ek a 


な 


74. 人 役 等 は アッ ラー の 御名 に か け て 何 も 悪 いこ る の 敵 05 し AA 08 
と は 云わ ず と 次 いし も 、 事 実は 確か に 事 当 _ oo 
た りな 言葉 を 吐き 、 一 且 イ スラ ー ム に 誕 依 EE I 3 


し だ 後 ま た 不信 心 者 と な れ り 。 ま た 彼 等 は タッ タン ンタ の タン ン 
達成 し 得 ぎ る こと を 企 。 彼 等 が 信者 に 恨 の 9 EO 5 
み を 抱く の は 、 だ だ アッ ラー 並び に その 使 2 ウッ ポル タ タン ンプ > クン 2 タ 22 ッ 

| 
徒 が を の 恵み に よっ て 信者 た ち を 富 ま し め MI 2 i ob 


た が た め な り 。( 注 35) され と 彼 等 も し 改 a 
眉 す る な ら ば 、 そ れ は 彼 等 の た め に 大 い に 人 
結構 な こと 。 きれ どど 彼 等 も し 背 き 去ら ば 、 Gas I Gs? 
アッ ラー は 彼 等 を 現世 に お いて も 来世 に お > 

いて も 猪 刑 を も っ て 懲らしめ ゅ ん 。 地 上 に お 

いて 彼 等 は 如何 な る 友 も 救い 手 $ も な か る で 

0 


75. 彼 等 の 中 に は アッ ラー と 契約 を 結び し 者 あ 2 る 22 イ ライ 2 レラ イン も ニン ント ラク る タッ タタ ン 
り て 、 支 たり 、「 も し アッ ラー が その 恵み を EE CS 4Ml ge クム る ララ 


玉 等 に 垂れ 給 わ ば 、 我 等 は 必ず 施し を 行い 、 内 I ル 。 

義 人 と な らん | と 。 の 7 つと うり 

76. と ころ が アッ ラー が 彼 等 に 忠 み を 垂 る る は ッ ン HG 
や 、 賜 われ る も の を 惜 み 、 嫌 っ て 背 き 去る 。 Duro I SL das wean 








34 質 言 者 は どの よう に 偽 普 者 家 手 に 戦う の か の 記載 は な い が 、 少な て と も る 武 問 を 取っ て 戦う こと は ど 
こ に も ぅ も 午 い て いな い 。 事実 項 言 者 は 偽 普 者 に 戦い を し か ける よう な こと は な か っ だ た の で ある 。 


注 35 。 下 な る 預言 省 が メデ ィ ナ に 来 て か ら 叫 は 岩 わ い 、 商 売 は 敬 盛 し 、 市 民 は 豊か に な っ だ の で ある 。 
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77. そこ で アッ ラー は 、 彼 等 が アッ ラー と 会 う EC ry 2 A 
日 まで 彼 等 の 心 の 中 に 偽善 を 抱か し め た sib dl GE 
り 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 が アッ ラー と の 約 a HB ン レン レス 
A 2 う 55Ac う aAbl 
束 を 破り 5、 嘘 を つい た 報い な る が 故に 。 0 
78. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 の 秘密 も 密談 も 、 97 あみ バン 
i あ た R % | dhl 1 { 
いな 、 見 る 能 わ ざる も の まで よく 御存知 な リン 1 
る こと を 知 6 ぎ る か ? 8 っ 交 作 
79. 進ん で 喜 捨 を 行う 信者 並び に 己 れ の 労力 で 1 ン と (RO 6 
得 た も の 以外 に 喜 捨 する も の を 持た ざる 信 ed 2 te es 2 rl 
者 を 非難 し 、( 注 36) 咽 笑 する 者 ども あ レンタ < 
5 og)O3929 の 2 ERE 
り 。 ア ッ ラ ー は その 喘 笑 を 彼 等 に 返 報せ ん 。 ^ 4 の 
彼 等 に は 痛 刑 ある べし 。 CI 人 和光 る 
80. 液 、 彼 等 の た め に 散 し を 請う が 請う まい 2? 2 
り 1 al 
が 、 だ たとい 上 度 彼 等 の た め に 赦し を 請う 3o が っ リル の は 
と も 、( 注 37) アッ ラー は 決し て 彼 等 を 散 雇っ お Na 
きる ぎる で し 。 これ 彼 等 が アッ ラー と その 使 
徳 を 信 ぜ ざり し が 故 な り 。 ア ッ ラ ー は 不実 OE GI Gd 2 & 
な 人 間 を 導き 給 わ ぬ 。 
第 十 一 項 
81. 残留 組 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 出陣 し 。 ノ W。 "を る It ンタ 5 ンタ 2 レン 
; es の AS 2 っ OS 
た る 後 、 家 に 上 中 せる を 喜び て 、 己 が 財産 と 39 スン ルン Cs 
生命 を アッ ラー の 道 の た め に 献 げ て 戦う こ es Gg ls 8 O ぁ 2 区 1 1 が 
と を 嫌い た 9。 役 等 は 友 え り 、「 敵 著 の 時 に ぁ ン ネン ッ 
出陣 す る な 」 と 。 云 え 、「 地 鍼 の 火 は 更に 強 SR GS El 
烈 な る ぞ ]」 と 。 彼 等 これ し きのこ と が 理解 NR Ut 
し 得 ぎ る か 1! 「 ②⑨ の seeb he 
82. 後 等 は 暫く の 問 笑い 、 し か る 後 沢山 立 く が < る 123 5 を Y 
いい 。( 注 38) これ 彼 等 が 稼ぎ し も の に 対 | タン タ 
レン レナ の ま ぞ で の 
する 応報 な り 。 DOOR IE 
0 | 0 EC CT ーー 日 の 棚 ぎ すべ て を 神 に 捧げ た が 、 そ の 人 額 が 、 少 な か っ だ 


注 37 


「E 士 と いう 数 に は 特別 な 意味 は な い が 、 


滅び る こ ょ が 運命 づけ られ て いる よう な 偽 巻 者 は 、 何 度 


天 言 者 に 許し を 請う て も 決し て 許 き れ な いこ と を 強調 する 人 為 に 使わ れ て いる 。 


注 38 


この 節 で は 命令 的 な 好 


H が 来る と 頂 苫 し て いる だ け で ある 。 


k 味 が な いこ と は 明らか で ある 。 た が だ 偽善 者 は 近 か ら ず 、 


演 か な けれ ば な ら な い 
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が いせ ん 
アッ ラー が 液 を 彼 等 の 一 味 の と ころ へ 前 旋 





83. CG 5 21320 "2 で 3 eC 3 ? 
. ; 5 es_ cs 
きせ る と 、 役 等 は 液 に 出陣 の 許可 を 願い 出 0 2 i 
ん 、 きれ ば 甘え 、 [お 前 た ち は 決し て 我 共 六 人 9 Ed es 
に 出陣 する こ ほ 叶 わ ず 、 また CC で 替 4 の 作 ラク ッ を の 2 
に 敵 ほ 戦 うこ は 呼 わ ず 。 最初 に ぉ 前 た もち は 500 っ ab の 0 
居残り を 選び た だ たれ ば 、 今回 * 竣 留 組 と 共に >» 。 13 レノ みり 9 
od boss 
失せ | と 。 
84. また 彼 等 の うち 誰か が 死す も 、 汐 決し て の 7 と さる 3 る 
祈る な か れ 、 ま た 間 に 語 で る な か れ 。 彼 等 
っ な 94 a ッ タ を 2 うる 
は アッ ラー 並び に その 使徒 を 信 ぜ ず 不 従順 で の bP 4 LS le 
の うち に 殊 し た る が 故に 。 2 ター 1 ラ タ 
TE 
85. 液 、 彼 等 の 財産 や 子女 に 好奇 心 を を そる な 0 し 839 2 SS る 
か れ 。 ア ッ ラ ー は た だ これ に よっ て 現世 で 922 レン 
彼 等 を 久 し 、 彼 等 が 不信 心 者 で いる 聞 に そ Ce Gas ER 
の 魂 を 離れ 去ら し めん と 意図 する の み 。 ds 
2A3 
86. 「 ア ッ ラ ー を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 道 の だ ため に 0128 CK の 1 1 ッ ン 免 レタ 2 ウッ 
メー ラ boae う 4551 が lol Do lui 
使徒 と 一 緒 に 奮戦 せよ 」 と の 一 意 が 啓示 き で : ウタ rs 
れる や 、 彼 等 の うち の 富裕 な る 者 は 流 に 許 er 
可 を 願い 出 て 、 云う 、」 我 等 に 家 に 邊 せる 者 a “LZ 
と 共に 居 ら れる こと を 許せ 」 と 。( 注 39) ご OS 
87. 役 等 は 女 ども よ 共 に 留まる こと を 好む 。 彼 49 せく ピッ 0 も 585 
> っ 5: lg も しめ 
等 の 心 は 封 ぜ られ た だり 。( 注 40) され ば 彼 し に SC Pb 
等 理解 し 難し 。 CT s6 
88. され ど 、 使 徒 並び に 彼 と 共に 信ずる 者 は 、 PT C 人 が 
アッ ラー の 人 道 の た め に 己 が 財産 と 生命 を 献 
MK グイ 325 gal 
け て 礁 戦 す 。 こ れ 等 の 者 は さま ざま な る 率 2 ゅ GMOxgl oo で ぅ 
福 を 得 ん 。 こ れ 等 の 者 は 成 就 者 た らん 。 2 
A 楽園 を 用 意 せ 6591 の i 
2 彼 等 彼 処 に 永遠 に 住ま ん 。 そ は 琴 高 の い の 
。 ン ター ダッ ン 3 ge の に 
i る 8 | esa LL es rd 
注 39 この 言葉 が 必ず し ぁゃ 実際 に 偽善 者 に よっ て 話 き れ だ 上 よ と る 必要 は な く 、 だ た だ 色々 な 言い 訳 け を し て 預 


言 才 の も ぁ と へ な か な か 来 な い 様 子 を 表わす 人 為 に 使わ れ た だ け で ある 。 


注 40 


2 次 8 第 を 参照 の 事 。 
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党 志 章 プレ ・ タ ダウ ッッ ミ 
ーー ゥ タイ (2 プッ タマ 2 
5 本 OS OE OR 2 ぼ S 
90. 沙漠 の 民 の 中 に も 種々 な る 弁解 し て 、( 
ss ee 2 ン 2 る ゥ ッ 022 OGA 2 人 
注 41) 免除 を 願い 出 て 来 た る 者 あり 。 役 等 COACyge づめ りう 0 
は アッ ラー 並び を の 使徒 に 嘘 を つき 家 に 居 
の っ (7 の スクッ タッ タン ク 
残り た り 。 不 信心 者 の あの 者 ども に や が て aN olde se ゆめ 
導 刑 が 降る れん 。 > 
91. 届き 者 、 病 あめ る 者 、 並 びに 費 す も の を 持た 633 UK で 
ざる 者 は 、 彼 等 が アッ ラー 並び に その 使徒 る あ アコ デラ プン アア ラマ 
s 1R アン 
に 誠実 で あ りな ば 、 罪 は な し 。 丈 事 を 行う be Ee CL Ge $2) 
メ = ノン ろ ュ ラッ と /?, タダ の ヶ タ ダン ン 
者 に ne ッ ラ ー は 寛大 に し 3 es の っ じ 。 ES dn sab 
っ 慈悲 深く ま に ます 。 の タン 
DR a 3 
92. また 流 の と ころ へ 来 て 、 液 に 乗る も の を 求 (1 A DN 
め た る 者 に 、 液 が [ 我 は お 前 た ち に 乗せ て ES SIAC ON EI 
や る も の を 都合 出来 ず ] と 云う と 、 彼 等 は A 
8 、 CLA ave 3 al AL 2 
日 か ら 涙 を こぼし て 、 和 有 分 た だ たち が 宮 献 し 得 ss > uo! 
ざる こと を 悲し みて 去り 行く 。 こ れ 等 の 者 TG CI NES 
も また 罪 な し 。( 注 42) 中 
イク クレ リッ ン ン ッ イイ 92 
93. 責め られ る べき は 、 和 裕福 に も か か わら ず 免 EE cl の 2 CB1 
除 を 願い 出 て くる 者 ども の み 。 彼 等 は 女 ど 2 タン で 
も と 共に 残る を 喜ぶ 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 心 こら > て IRC Gb Eg 
を 封じ た れ ば 、 彼 等 は も の の 道理 を 知ら ンタ イ ショ ン 2 2 
{ 道 知 I ら ず 。 @69 WW タ 3 
94. お 前 だ ち が 彼 等 の と ころ へ 帰還 する や 、 役 が rg 
等 は きま ざま な 弁解 を お前 た ち に な きん 。 3 MP 2 か のめり Ao 3 
云え 、 「 借 解 は 止め よ 。 彼 等 は 断じて お 前 た @ 22 CE 
ち を 信 ぜ ず 。 ア ッ ラ ー は すでに お 前 た ちの NS SIS 
年 能 を 彼 筑 に 数 ぁ か アデ アッラー は お 前 3 タフタ ン ン ノ ンタ 1 ZS 3 
NR AGRE 224 と eS 
ちの 行状 を 牙 祝 せん 。 使徒 も まだ た 然 り 。 伏 の の 2 
る 後に お 前 た ち は 見 え ざ る も の と 見 える も GR 
の を 知る 御方 の 許 に 宮 し 寄せ られ 、 そ こ で ンタ ン ン の 
ぢ 前 た ち は 己 が 為 せ し こと を すべ て 告げ 6 OR 
れん 」 と 。( 注 43) 
注 41 要する に 、 こ の 言葉 は 義務 を 忘 り 、 実 際 そ うす る 事 が 出来 な か っ だ 理由 も な い の に 、 言 い 訳 を する 人 


を 指し て いる 。 


注 42 
教徒 に つい 


この 節 に 書か れ て いる こと は 誰 に で も あて は まる こと で ある カ ヵ 
。 彼ら は と て も ジ ハ ー ト へ 行き だ が っ て いた の で ある が 望み を 達成 する 手段 も 資 


て 述べ られ て いる 


力 も な か っ た の で あ る 。 


注 43 


この 節 は 環 な る 頂 言 者 が タ 


が 、 こ こ で は 特に 答 し い 切 和信 の イス ラム 


ブー タク へ の 達生 へ 行っ て まだ メデ ィ ナ に 戻っ て いな か っ た だ 時 落 示 きれ だ た 。 
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95. お 前 た ち が 彼 等 の と ころ へ 帰還 する や 、 彼 3 必 ン ン の 1 で っ っ タン 
る SO Ue a 
等 は 、 お 前 た ち が 彼 等 を 無視 する こと を UF AR 
ニー tf = A ? を 2 る トッ タッ ン 2 ター タイ ン 
アッ ラ に か け て 矯 言 せん 。 きれ ば 彼 等 を 人 人 ee oo re 
無視 せよ 。 げ に 、 彼 等 は 不 光 な も 、 彼 等 の する 
ブラ 2 タン 」 ム i "os 
層 住 は 地獄 な りー 一 これ 彼 等 が 稼ぎ し も ゃ の RE 
に 対す る ふさ わし き 報 いな り 。( 注 44) 
96. 彼 等 は お 前 た ち を 喜ば せよ うと 折 言 せ 4。 2 に 82 の O62 29 NOAA る 
され ど た だ とい おぉ 前 だ た ち が 彼 等 に 満足 し ょ う の の 
と 、 ア ッ ラ ー は 邪悪 な 民 は 喜ば ず 。 ODL oe or 2 邊 8 
97. 砂漠 の 民 の 不信 と 偽善 た る や 更に 甚だ し CEA 
sul | 2 
て アッ ラー es 啓示 せ し 控 を 知 ろ う 0 3 lhe 
と 欲 せ ず 。 き れ ど ア ー は すべ て を 聴き OK 4d dd I LE 09 
CO 
覧 折 に まし ます 。 人 NSR 
98. また 砂漠 の 民 の 中 に は アッ ラー の 着 の た めし 2 の し 4 
DRN EL 23 
に 費 す こと を 、 期 金 し 上 で も 考え 、 お 前 た ち し 2 a 
う の 1 』 9 (1 
に 災難 が 降り か か らん こと を 期待 する 者 あく % 0 353305 24e46 IP 
〆 
り 。 きれ と 不幸 は 役 等 の 上 に こそ 降り か か ジン 
らん 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ て を ors 
知り 給 う 。 
99. され ど 砂 漠 の 民 の 中 に も アッ ラー と 末日 を し 2 タッ ン 
2 > ! dit ジン a 
信じ 、( 注 45) 自分 の 差し 出す も の に ょ っ の 2 ゆる > 
ッ ラ ーー に ュ ビー ンマ ミッ = — 2 a 
TOCT 全 の PTP 
* れ る 手段 と 考え て いる 者 あり 。 然 タ 
も アラン うす 5 タタ クタ 。 2 タン 122 る る に ノ フッタ Gs 
り ! そ は 確か に 彼 等 に と り て 神 に 近づく eo は be みい の も GY 
手段 な り 。 アッラー は や が て 人 彼 等 を を の 恩 タッ の 2 タン レル っ 
通 に 浴 せ し めん 。 げ に 、 ア デア ッ ラー は 寛大 に © の io) 
し て 、 慈 悲 深 《 ま し ます 。 
第 十 三 項 
100. 信者 の 一 番 先 に 位 を 占 む る 者 は 、 最 初 の 
て 』 に トコ に 
者 び に 手 、 及 び 役 座 に 儲 っ て 基 つつ DObAlo2o93516 の 計ら 
い 振舞 を し た 者 な り 。 アッラー は 彼 等 を 喜 。 2222 2 ン ・ る う Ll 22 A ノッ イィ 
| “ee db so rd 
び 、 彼 等 も また アッ ラー を 喜ぶ 。( 注 46) も 
注 44 これ 6 「 信 仰 に 遅れ を と る 者 ]」 は 異 っ だ 概念 に 属す る の で 、 彼 ら は 別に 扱わ も れる 。 
注 45 クル デー ン は 決し て 無 差 別に すべ て の 人 々 を 非 黄 し は し な い 。 この節 で は 政 漠 に 住む セア ラズ 人 は すべ 


て 可 人 で ある と いう 誤解 あや と り 除 こう と し て い る 。 


注 46 この 人 節 で は 型 な る 頂 言 者 の 最初 の 3 代 の 後継 者 や 彼 の 主 ど っ た 仲間 を 非 苑 し て いる シー ア 派 に つい 
て 触れ て いる 。 彼 等 に 対し て は 、 強 行 な 論 虹 が な きれ て いる 。 こ の シー ア 派 と いう の は イス ラム 教 の 二 大 分 派 


ー305 一 


ー に ゃ = 





第 九 草 ルレ ・ ダ ウッ ラミ 
FS ー は 彼 等 の た め に 河川 流 る る 楽園 を フッ ン 5 2 る ン ラタン る フアン タッ ァ ン oe 
用 な せり 。 等 は 氷 造 に を こ に 住ま ん 。- 9 の Oh dlays 


101 . 


102. 


103. 


104.. 


105. 


れ ぞ 至高 の 幸福 な り o 


お 前 だ ちの まわ ゎ わり の 砂漠 の 民 の 中 に も 位 
信者 あり 、( 注 47) また メデ ィ ナ の 住民 の 
中 に も 然 り 。 役 等 は 偽善 に 周 幸 す 。 流 等 を 
れ を 知る まい が 、 わ れ ら は それ を 知る 。 ね わ 
れ ら は 役 等 を 再度 筐 らし ゅ 、 然 る 後に 重 刑 
に た 処せ ん 。( 注 48) 


ほか 
また その 他 に 、 自 ら 6 の 罪 を 認め た だ る も ぅ ぉ の 


あり 。 彼 等 の 所 業 は 善悪 相 況 に 9 た り 。( 注 


の 人 


み の 顔 を 向け 給 う 。 ば げに ラー は 寛大 に 
し て 、 氷 悲 深く ま # We 
彼 等 の 財産 か ら 嘉 捨 を させ 、 に ょ っ て 


彼 等 を 清め 且つ 浄化 せよ 。 ま た 彼 等 の た め 
に 祈 れ 。 液 の 祈 区 は 彼 等 の た ゆめ に 安らぎ の 
源 慰 な り 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 聴き 、 す べ 
て を 知り 給 2。 


彼 等 は 、 アッラー が を そ の 僕 の 改作 を を 容認 
し 、 そ の 喜 捨 を 受 納 し 、 ま な た 幾度 も 憐れみ 


に 立ち 戻り 、 慈 悲 深 (まし ます こと を 、 知 
ら ざ る か ? 

云え 、 働き 続 け よ ょ 。 ア ッ ラ ー は 必ず お 前 
だ ちの 所 業 を 監 想 せ ん 、 使 徒 並び に 信者 も 





レ 』 


TP オイ イア 1 1 も クン ンド エン 。。 ン っ | 
GA SMG AS 


2 “wv 


RE Fh の う 
AEE aU 
IS a AU 0 タッ ン 
OE ls 
i 
hE RI LE 


タッ る の タイ 
⑩ 2 うう 59 と 


223 83 る 2052 1920 
CR 
ks 


レル (144 オメ アル ル / ン ン グ MI 


On 5 ス 


ス ュ タク > タン 
La lls ss 








の 一 派 で 、 モ ハッ マ 下 の 嬉 のり ア リ を 正 流 の 後 癌 音 と し て 初 三 代 の カリ フ を 救 王 と 認め ず 、 ス ン ナ を 正統 と 認め 
な い 一 派 の めこ と 


誤 ど る 質 言 者 の 死後 彼ら の 種族 の 中 の 偽 姜 者 が 結集 し て 、 メ ジ ナ を 組 っ だ た 。 メジナ の 近く の 砂漠 に 住 


注 47 

む 五 つの 種族 -- ゲ デュ ヘナ 、 ム ゼナ 、 ア ナシ ジ ャ 、 ア スラ ム 、 
66) 。 

注 48 「 二 回 ] は 凛 の 方 式 を 意味 し て いる の で は な く 、 


る 。 往 善 者 は 一 年 に 


ゲフェ ル に つい て 特に 


(9 :16 に 説明 きれ た だ 様 に そ 


二 回 の 前 が 課せ られ る な ら 一 年 の 、、 一 年 に 一 回 の 前 が 課せ られ る な ら ば 二 年 上 いう 様 ・ 


言及 し て いる (Khaldun, 1 1 


の ) 期間 を 意味 し て い 


に 、 一 年 か ら 二 年 の 期間 に 渡っ て 思 せ られ る こと を 意味 し て いる 。 


注 49 


ク バ ー の モス ク の こと で 、 こ こ は 聖 な る 預言 者 が メッ カ が か C 


そこ に 建て られ だ た モス ク で ある 。 
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106. 


107. 


108. 


109. 


110. 


111. 


また 鉄 り 。 や が て お 前 た ち は 見 え ざ る も の 
と 丸 え る も の と を 知 天 し 給 う 御方 の 誠に 


RE 

この 他 に 、 ア デッラ ー の 裁定 が 延期 きれ た 
者 あり 。 彼 等 は 罰せ られ る の か 、 は だ た まだ 
蓄 悲 の 顔 を 向け て も ら え る も の や ら 。 アッ 
ラー は すべ て を 知り 、 臣 振 に まし ます 。 


偽善 者 ども の 中 に は 、 イ スラ ー ム の 妨害 
と 不信 心 を 助け る た だ た め に 、 ま た 信者 の 仲 を 
離反 さる せる だ め に 、 並 びに 以前 アッ ラー と 
その 使徒 に 戦っ た 人 の 待 伏 の 場所 た らし め 
時 
証し て 彼 等 は 必ず 奪っ て 云う 、「 我 等 は た だ 
善 事 を 行う の み 」 と 。 き れ ぼ アッ ラー は 所 
固 ほ と し て その 虚偽 な る こと を 立証 す 。 


断じて その よう な 場所 で 礼拝 する な か 
れ 。 最 初 の 日 より 敬 諾 に 基づい て 建立 きれ 
た る 礼拝 堂 こ そ を 、 を の 中 で 液 が 礼拝 する に 
どれ ほど ふる わし いこ と か 。 あ すこ に は 、 
身 を 清め る こと を 好む 人 々 あり 。 デ アッ ラー 
は 自ら を 清め る 者 を 愛し 給 う 。 


アッ ラー を 時 れ 、 且つ 喜ば し る ため に 
建物 の 礁 を 定め た 者 と 、 水 に - 侵 人 触る きれ て 話 
れ 沙 ちる 断崖 の 緑 に 建物 の 苺 を 定め 、 建物 
と も ども 地獄 の 火 中 に 転落 し た 者 と 、 果 し 
て いずれ が 勝 れ る か ? アッ ラー は 不義 な 
す 徒 斐 を 導き 給 わ ず 。 


彼 等 の 作れ る 建物 は 、 を の 心 千 々 に 引き 
烈 か れ な い 限り 、 い つま で も 心 の 不安 の 竹 
と な らん 。 アッラー は すべ て を 知り 、 覧 哲 
に まし ます 。 

第 |- 四 項 

まこ と に 、 アッ ラー は 楽園 と 引換 え に 、 
信者 た ちの 生命 と 財産 を 購 え り 。 彼 等 は 
アッ ラー の 道 の た め に 戦い 、 殺 し 殺 き れる 
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112. 


113. 


114 . 


115. 


116. 


117. 


注 50 


注 51 


トー ラ 
ーー これ は アッ ラー が 律 法 、 福音 


並び に クル アー ン に お いて 選 れ 自身 に 義務 


と し て か か る 約束 な り 。 誰 が アッ ラー より 
約束 に 恵 実 な る も の が あろ うか ? され ば 


お 前 た ち ア ッ ラ ー と 結び し 契 g 約 を 喜べ 。 こ 
れ ぞ 至高 の 幸福 成就 な 。 


彼 等 は 、 悔 い 改 め る 者 、 ア ッ ラ ー を 崇 故 
する 者 、 護 甘 する 者 、 断 食す る 莉 、 。 神 前 に 
路 (者 、 ひれ 伏し て 祈る 者 、 普 を 勧め 悪 を 


許 きぬ 者 、 ア ッ ラ ター の 制限 を 守 F る 者 な ど な 
り 。 こ れ 等 の 信者 に 期 報 を 伝え よ 。 


多神教 徒 の だ な ゆめ に 、 だ たとい 血 の 者 た 5 
と も 、 地 獄 に 陥 ち る こと が 明白 と な れる 後 
は 、 神 の 落 し を 請う よう な こと は 、 傾 言 者 
並び に 信者 の 為す べき こと に 非 ず 。 


アブ プラハ ム が 自分 の 父 の た め に 散 し を 請 
える は 、 父 と な せ し 約 束 の た め な り 。( 注 
51) きれ ど 、 父 が アッ ラー の 英 な る こと が 
明和 な る に 及び 、 役 は 父 と 絶縁 せり 。 げに 、 
アブ プラハ ム は 心 優し く 、 寛 容 な りき 。 
彼 等 が 守る べき こと を 明示 


Se 
げに アデ ッ ラー は 高 事 を 深 知 し 給 


アッ ラー 
せめ ぬ 限 り 、 
な に る 
J 

あめ つる 、 和 

げに 、 天 地 の 主 権 は アッ ラー に 属す 。 生 
を 与え 、 死 を 賜 う 御方 。 お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー 
の 他 に は 味方 も な けれ ば 、 救 量 者 も な し 。 


アッ ラー は 換言 者 並び に 理 難 な 時 代 に 彼 . 


ー ジ ル 


に 従っ た 所 移 者 と 援助 者 に 慈悲 の 顔 を 向け 

給え を り 、 一 部 の 者 の 心 は ほとん ど 本 分 を 踏 

み は ず し か け て いた が 。 それ で も な お 慈悲 
律 法 ( 申 命 記 6 ー5) と 福音 圧 


19 音 48 節 を 参照 の 事 。 


(マタ イ 19: 


用 ャ る アン Li Gt タン ウタ レン 
958 し SU に CO OS 5 


ジッ シン 
1 アッ se 


KEO の 69 IODA 


I の 


ネタ プン ク 
OE CET Oe 6 まる rd 
A TE PR PA ET 
OREN 2 BA IN Or 
OE I OR 


GS @96C 
yn CI の レア 


SO2 ひ 5 Qi 5 


Boal て 1 

A SI AIA EELS 
タ Mi > 0 イノ る ンク OCG 4 Cs ノン ン 
の 2 に 59 ea 8I 
POe3 CN 
CN NAR 


7d tt 
oO! 


asld 


< SoS 
re で つい! に 

2 タ ゥ ラク タ 。 ステ レレ タタ 2 の し 
2 los OSE 3 Ess 


TG CR GE CES 
Cos GG 2 
21, 27 一 29)。 
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118. 


119. 


120. 


121. 


注 52 
こと で ある 。 彼ら は 熱 選 な イス ラム 教 従 で あっ た が 、 
ディ ナ に 戻っ た 時 、 
禁 治 産 者 と し て の 状態 が 五 十 日 問 も 続い 
うこ と な く (自ら の 罪 を 告白 し 、 
ら 深 て 受 
じ ら れ だ は ほど 、 


の 顔 を 向け 給 を 9。 げ に アッ ラー は 、 彼 等 
に は 同情 的 で 慈悲 深 くま し ます 。 


NE 

ラー は また 慈悲 の 顔 を 向け た り 。 広 大 

な 大 地 が 人 は 狭 き も の と な り 、 彼 等 の 
魂 も また 乏 に よっ て 苦し め ゅ られ 、 遂 に アッ 
ラー に 救い を 求め る 以外 に 、 ア ッ ラ ー か ら 
i RR 


は 慈悲 の 顔 を 役 等 に 向け 、 彼 等 が アッ ラー 
に 頼れ る よう NI 
アッ ラー は 、 幾 だ びと な く (赦し 給 い 、 慈 悲 
深く まし ます 。 

第 十 五 項 a 

飲 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー を 長 れ 、 真 を 
説 《 人 と 行 を 僅 に せよ 。 


メデ ィ ナ の 住民 や を の 周辺 の 砂 漢 の 民 
が 、 ア ッ ラ ー の 使徒 の 後に 大 残っ て 、 役 の 
生命 より 己 れ 等 の 命 や 重 ず る の は 正 し か ら 
ず 。 な ん と な れ ば 、 彼 等 は アッ ラー ー の 道 に 
お いて 、 掲 き に も 疲れ に も 僚 え に も 道 わ ず 、 
i 
また 英 に な ん の 損害 $ 生 ザ せ し め ず 、 に も 
か か わら ず 彼 等 の だ め に 善行 が i れ て 
い る 所 以 な り 。 ア ッ ラ ー は 知行 者 へ の 報 禁 
を 演 減 せ ず 。 


彼 等 は 多かれ 少な か れ 如 何 な る 金額 も 避 
る ず 、 ま た 一 つの 谷 も る 越 き ず と も る 、 ア ッ ラ ー 
は 彼 等 が 為 せ る 行為 に 対し て 最善 の 報 差 を 
与え ん と 記録 せら れ だ り 。 





ガー ビン ジャ マー リグ ヒラ ー ル ・ 


三 人 共役 底 的 な 牡 会 


け 入 れ だ 。 大 地 は こん な に も 広大 な の に 、 


ビン ・ オ マイ ヤ , 
タブ プー クタ ク の 行軍 に 参加 し そびれ だ な だ 為 、 聖 な る 預言 者 が メ 
追放 を うけ た 。 その 人 為 彼ら は 和 妻 と 別居 し な けれ ば な ら ず 、 
だ た 。 そ の 間 彼 ら は 深く 悔い 改め た の で 許し を 与え られ だ が 、 
言い 訳 が まし いこ と は 言わ ず 秦 直 で 正直 な 信徒 で あっ た 為 、 展 の 前 を 心 の 底 か 
その 時 の 彼ら に と っ て は 、 
彼ら は 心痛 の なだめ や つれ 果て た の で ある ( ブ ハ リ 


S$ アタ す タ の の ッ 4 
2 ブン (で あう 5 の 2。 この * スト アン ロン 
OS の の ら 95 ey 
ツタ > « る Be s る 
の つっ りら っ る 3 dl 
し くり (93 2 の る アラン 
De AE rs 
プッ イー 2 イン 2 る エク プー ニッ ン の 
A A SAE 
ノ ュ る 9 タン 4 と ど ンプ バイ a る ン 
do OS Pe 


1 


EA IA 


アロ 2 タダ Z ぅ アプ フッ レ ルレ 
OI UN YEE 
な 2 EN メ ん ゥ ぁ ン アン 92 
SN J IP 9 


020 


マ ン み 2 
VSI eas り a A 


2 タン クン 2 アン ァ レ 1 LR 8 アン ウン 
5 2S sa 2 


ャ ンー ン 
ER 
ウレ ノッ 2 が 2、 タ プル 1 ン 
Ei YG LSE 

I ブン クラック 


る 名 2 ン 名 レン レック 59 アレ 
QO 


NY so dS Ow Ys 


9 し らら ン ン 2 PD 2 が CD Bs 
Ou 


106) の 三信 の 


ウレ ン 





ふ ムラ ー ラ * ゼ ン ・ ラ ゼー ヤ (9: 


この よう な 
彼ら は 迷 


この 世 は 鳥 の つま る は ど 狂 く 感 . 
・ マ ガー ズ 1 理 )。 
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ュ ィ で ミ 


第 九 音 


122. 信者 全員 は 一 斉 に 出陣 すべ き に 非 ず 。 各 
団 の 一 部 を 出陣 か ら 外 し 、 そ の 者 た ち に 款 
教 上 の 知識 ( 注 53) に 将吾 せ し め 、 み な が 
帰 可 し た る 時 彼 等 に 訓 戒 を 与え 、 悪 か ら 身 


を 守れ る よう に し て や る で き で は な い 
がり 
第 十 六 項 


123. 流 等 信ずる 者 よ 、 お 前 だ ちの 傍 近 くに い 
る 不信 心 者 ども と 戦え 。( 注 54) 彼 等 に お 
前 た ち が 手 強い 相手 で ある こ こ と を 悟ら し め 
よ 。 アァ ッ ラー は 義 し い 者 と 億 に ある こと を 
知れ 。 

124. 啓示 が 降る 度 に 、 彼 等 の 中 に は 「 こ の 章 
に よっ て 信心 を 深め る の か ? | と 云う 者 あ 
り 。 お よそ を 信仰 する 者 は 之 に よっ て 信心 を 
深め 、 且 つ 喜 ぶ 。 


125. きれ ど と 心 に 0 機 れ の 上 に る きら 
に 稼 れ が 加わ り 、 遂 に Q 信 心 者 の まま 殆 す 。 


126. 彼 等 は 毎年 一 度 や 二 度 試 み ら れ て いる こ 
と を 悟ら ぎる か ? きれ ど 彼 等 は 改 傘 する 
こと も な 〈 く 、 ま た 貿 意 する こと も な し 。 


127. 飼 示 が 降る 度 に 彼 等 は 恵 に 顧み て 、 云 う 、 
『「 護 か に 見 られ て は いま いか ?」 と 。 然 る 
後に 彼 等 は 背 き 去る 。 ア ッ ラ ー が * 彼 等 の い 
"を 背 か し め だ た る は 、 彼 等 が 理解 せ ぎ る 徒 民 
な る が 故 な り 。 


注 53 
を 取り 除く 方 法 に つい て 述べ て いる 。 砂 漢 に 住む ア 
97) 、 彼 ら を 指導 する 


注 54 イス ラム 教徒 の 中 に あり 、 
彼ら 個人 に 対し て で は な く 、 
的 な 行為 を 訴え 出る 事 で 、 


善い 信仰 や 善行 が びき な い の は 長 の 知識 が 欠如 し て いる 事 が 哲 因 で あり 、 
ラビ ア 人 は イス ラム の 教義 に は 全く 無知 で あっ た だ 為 (9: 
際 の 実際 的 な 方 法 を ここ で は 論じ て いる 。 


偽 療 者 と いう 剛 級 に 対し 戦う よう 命ぜ られ 、 左 な 
彼ら に 対抗 する 事 が 課せ られ て いた だ た 。 


ルレ ・ 婦 ウパ 


SY A 9 OS 
* ZR 『4 5 っ う 。 マ クラ 
EGA A 
っ 2 る ラノ 9 4 12 ン ン ] の 02 
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CS EEG GG 
OE GL GI 
PETE 
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Od YOY oi 
. ああ アア イル ゴン アア ぅ イッ タン 

Co rd ean BS わら TR 

タル アグ 。 eh アテ み 

了 の の 3 る 3 832 


ン ? ア の 3 ブ て ゃ の 2 ど 6 


uaas Y Ya se し 


RA 





この 第 で は こう いっ だ 時 る 


共に 暮らし て いた 偽 厨 省 達 の 事 に つい て の 言及 で ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 、 


る 貧 言 者 に 彼ら の 悪 習 や 、 偽 療 
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第 九 社 ル ・ タ ウ バ 
128. いま お 前 だ た ちの 中 か ら 一 人 人 の 使徒 が お前 AI 2 み の ヒビ 
だ ちの と ころ へ 遣わ る れ だ たり 。 彼 は お 前 た SS りら の 2 

RC を 和 め 、 剖 せ に 人 PP LE SL の る 
ちの 幸福 を 願い 、 信 著 に 対し て 情け 深 

電 宴 深い じ 。 eb 

129. きれ ども し 役 等 背 き 去ら ば 、 云 え 、「 我 は 2? | 2 2 とう レン 
PA 1 

アッ ラー いま せ ば 充分 な り 。 彼 の 他 に 神 な ” ン i ol 
し 。 彼 こ そ を は 我 が 頼 9、 佑 大 な る 玉座 の 主 SB NE SEITE & 
な り 」 と 。 a と 
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(メッ カ 殴 示 ) 


あま ね みみ な に 2 
1. 慈悲 深 《、 恵 遍 く アッ ラー の 御名 に お い ey el a 
て 。 
2。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ こそ は GC RT 


知恵 に 満ち た 経典 の 諸 飯 な り 。( 注 2) 
ラグー クタ タロ KEI 2? プ ィ ン クン ン 
3. われ ら が 役人 等 の う ちの 一 人 に 啓示 し て 、「 人 ets es dl CE EN ob 


類 に 警告 せよ 。 また 信ずる 者 に は 、 彼 等 が 2 タグ ィ ン づつ > タン っ る “の ン i Pd 
主 の ぉ 傍 で 名 特 ある 地位 を 符 べ し た の 角 幸 DE SI TIL うと SMD 


伝 を よ ょ | と 云え る こと が 、 人 々 た に は 不 思 000 | 2 フ 1 i ve > 
田 3 0 は oe2 ) いと はり こら 
議 な こと な る か 2? 不信 心 者 ども は 云う 、 9 


「 こ は 明らか に 魔術 な り 」| と 。( 注 3) Ders 
4 , げに 、 お 前 だ ちの 主 は 六 日 の うち に ( 注 4) 02 が (の 0 02 クレ ィ 
KG 1 る 
失 作 を 創造 り 給 い 、 搬 る 後に 玉 庫 に 登り 給 。 ラウ 20 ウ aedlSeGM SS 
円 プラ MR ヒア ルン の の ン ゥ > ん ン ン いる 
を し アッ ラー な り 。 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う 。 OL a te ES BB 
( 注 5) 彼 の 許し を 得 た 後 で な けれ ば 何者 ノン 
も 仲裁 者 た る を 得 ず 。 これ が アッ ラー、 お ei ug 2 OS 
前 た ちの 主 な り 。 され ば 彼 を 崇拝 せよ 。 お ウン フン ン あの 29 9 
前 た ち ま だ 日 が きめ ぎる か ? OSI I 











注 1 「 ア リフ ・ ラ ム ・ ラ ー」 2 次 2 節 を 参照 


注 2 「 知 恵 に 満ち た 」 と いう 言葉 は クル アー ン の 三 つ の 顕 苦 な 特質 を 表わし て いる 。 即 も タル アー ン は 、 
(⑳ あ 6 ゆる 精神 的 知識 の 土台 を 包含 し 、 全 て の 真実 を 教え 込ん で いる 故に 、 知 恵 に 満 も あて いる の で ある 。⑪) 次 
に 、 そ の 教え は あら ゆる 場合 や 、 あ ら ゆ る 環境 に 適合 する よう に 表わさ きれ て いる 。( ひ を し て それ は 、 全 て の 款 
教 上 の 違い に 正しい 判断 や 下 し て くれ る の で ある 。 


注 3 "この 役 は 次 の 様 な 重要 な 事実 を 明らか に する 。 即ち 、 追 徳 的 に 暗 落 し 、 自 分 を 大 切 に し た り 自 信 を も 持 
つと いう あら ゆる 感覚 を や 失 く し て し まっ て いる 人 達 、 つ まり ここ で は 不信 仰 者 傍 の こと で ある が 、 あ まり に も 
堕落 し て いる 為 に 、 彼 ら の 中 か ら 誰 か が 現れ て 、 彼 ら が 落ち 込ん で し まっ て いる 因 落 の 泥沼 の 中 か ら 算 ら を 助 
ける こと が 出来 る な ど と は 息 像 る 出来 な か っ た 。 た だ 、 外 部 か ら 6 現れ た 誰か に し か 彼ら の 境 過 を 改善 する こと 
は 出来 な いと 思っ て いた だ 。 


注 4 7 音 55 節 参照 。 
注 5 「 彼 は 一 切 を 統治 し 給 う ] と いう 言葉 は 、 宇 宙 の 働き と 、 神 が 神 の 命令 や 果たし 神 の 意志 を 明示 する 
の に 使う 手段 た と を 表わし て いる の で ある 。 
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- 村 ヨナ 


お 前 た ち 皆 と も に アッ ラー の お 傍 に 帰る な 2 の も る シル 2 タフ っ ラン 
0 ELS hloe 2 3 

り 。 アッラー の お 約束 は 培う こと な し 。 げに 2 3 うく で きど っ 1 
ラン タ 


彼 は 創造 の 源 を 起 し 、 然 後に 之 を 復 想 る 1 くう AG る 久 
せ 給 う 、 これ 信じ て 普 事 を 行え る 者 を 公平 (64 2 
に 賞 せ ん が た め な り 。 然 れ ど も 、 不 信心 者 | 2 A Le 


に 
ご 


に マ 





cn 


も に 対し て は 煮え だ ぎる 競 湯 と ょ 閣 刑 ある で ノッ タン 
し 、 な ん と な れ ば 彼 等 信 ザ ぎる が 故に 。 ( 注 0 GI Sh 
6 ) 


6. 彼 こそ は 太陽 を 震 導 た る 輝き た らし め 、 月 3 みお の 303 NS WD 
を 反射 の 明鏡 た らし め 、 年 数 と 時刻 の 計算 oe, te とる 
を お 前 た ち に わか らし むる た め に ( 注 7) OC じじ EO 
その 整 狼 だ る 戦 閣 を 定め た る 御方 な り 。 2 る 」 1 


1 sh そら イノ 
アッ ラー が 稼 を 創造 せる は ただ 走 理 の た め と JO ja?2 人 83 は 
に 他 な ら ず 。 彼 は 理解 する 人 々 の た め に き 人 


ま ざ ま な る 神 兆 を 詳 六 し 給 う 。 
4 


は 放任 交替 の 中 に 、 ま た テッ ラー G4BIGSG SG UG 8 
が 大 地 の 間 に i 0 2 ン アグ アーン ン ディッ 


に eh Neo iE OT RS EI 
。( 注 8) , 








注 6 。 現 志 で の 行動 に 審判 が 下 き れ 、 報 いら れ 、 新 し い 人 生 が 与え られ る の は 死後 が だ け で は な いと いえ る 。 
現世 も 又 、-… つ の 世代 と いう の は 次 の 世代 へ と 引き 継が れ て いく 為 、 前 世代 の 人 々 の 良い 行い し いう も の は 無 
駄 に は な ら な いし 、 決 世代 の 人 々 に とり 有益 と な りう る 。 ま だ 、 サ リハ ー ト は 、 正 し く 高 潔 な 所 業 を 門 味 する 
他 に 、 特 殊 な 場合 と 環境 で 緊急 事態 の 為 に な きれ た 所 茶 を も 意味 し て いる 。 


注 7 この 厩 は 、 非 常に 賢明 な 自然 の 法則 を 指摘 し て いる 。 我々 は 一 つの 天体 が 横切っ た 宇宙 の 大 きき を 知 | 

に 、 他 の 天体 と の 位置 の 変化 の 関係 に よっ て 判断 出来 る 。、 神 は 、 我 々 が 歳 月 の 計算 を や する こと が で きる よ 
うに あら か じ め 太 陽 と 月 の 巡行 や 定め られ だ の で ある 。 云い か えれ ば 神 は これ ら の 天体 に 動き を 与え 、 そ の 運 
行 を や 定め られ だ た の で 、 そ の 動き を 観察 する こと に よっ て 我々 は 一 定 の 歳 月 が 流れ 、 元 の 位置 か ら 動 き 続 けた こ 
と を 知る こと が で きる の で ある 。 あ ら ゆ る 計算 と あら ゆる 歴 は 、 太 陽 と 月 の 動き に だ よっ て いる 。 月 は 地球 の 
回 り を 回 る の で 、 我 々 は 月 と いう 尺度 を 知る こと が で きる ぁ る 。 地球 は 地軸 上 を 回 転 し な が ら 太 陽 の 回 り を 回 っ て 
いる の で 、 我 々 は 日 と 年 を 計る こと が 出来 る の で ある 。 


注 8 この 節 の 中 の 「 神 を 呉れ る 人 々 」 と いう 言葉 は 、 前 節 の 「 理 解す る 人 々 | と いう 表現 の か わり に 用 い 
られ て いる 。 な ぜ な ら 朋 夜 の 交替 と いう 自然 現象 は 、 無 知 な 人 で きえ 知っ て いた が 、 神 へ の 景 散 の み が 散 けん 
な 研究 か ら 、 真 の 精神 的 思 恵 生み 出す か ら で あ る 。 ま た だ 、 先 の 節 で 言及 し た 月 と 太陽 の きま ざま か 運行 の 定 
め と いう の は 、 一 個人 や あら ゆる 人 が 感知 し 理解 で きる ほど 容易 な こと で は な か っ た 。 を それ 故 、 知 識 を 授かっ 
た 和信 々 の み が 、 そ れ に よっ て 加 恵 や こう むる こと が で きだ た 。 その 王 、 慣 夜 が 変 禁 する 現象 は 、 民 族 の 角 志 に 似 
通っ て いる 。 栄 准 系 栄 の 久 の 後に は 誠 送 と 了 秋 の 放 が 来る 。 水 中 の 栄 玲 を 油 筑 し た 民 は 一 つも な か っ た し 、 肖 
追 と 墜落 の 賭 半 の 中 で 永 各 に も が き 手 探り し 続け た 民 も な か っ た 。 あ る 民 は 、 繁 栄 の 峡 を 長く て 、 遂 の 夜 を 短 
く 《 す る こと が 出来 よう 。 そ れ に 夜 が 来る を 遅らせ る の も 、 彼 ら の 力 の うち に ある 。 
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CG 


8. われ ら と の 会 見 を 待ち 望ま ず 、 現 世 の 生活 知人 LC 人 


に 滴 足 し 、 之 に 安 ん ずる 者 、 並 びに われ ら WR , 
の 神 兆 を 軽視 する 者 ( 注 9) 一 一 OE ES 
9. 彼 等 の 住居 は 業火 な り 、 己 が 稼ぎ し 報い 散 OO NVP GN 


(1 
デア.39 フ キン 


10. : 行 に 勤 Pe PIN al ri 


ORC A SN 
"R i ャ ン Nn A て 
至福 の 園 に いて 、 河 川 彼 等 の 脚下 を 流 6 。 ご ILE TCSU 


べし 。 (で 


11. 役 処 に て 彼 等 は 、「 お お 、 アッ ラー に 栄え あ 2 る ンス 29 
Gs ts 4< 
れ !」 と 析 り 、 互 に 「 平 安 あ れ 」 と 反 接 を 8 | “2 P| 








た 21 


交わ す 。 曽 し て 白 著 の 結び は 、 「 万物 の ギ た RR 
る アッ ラー に 護 英 あれ 」 と な る で し 。 ( 注 
10) 

第 一 項 


12. も し アッ ラー が 、 人 人 々 が 富 の 狼 得 に 狂人 券 す eS | 0 


る 如く 〈 役 等 の 上 に 災 選 を 急ぎ 早め な ば 、 彼 了 

A rN I アル im PL 

き の 命 数 は 3 で に 終ら ちる れ た だ る べし 。 きれ 66 sy 1 っ 03 24021 は 93 2 

ど わ れ ら は 、 わ れ ら と の 会 見 を 待ち 望ま か 

i 8 OS ⑨ 〇 325 < Ag し や は 

者 ども を 放置 し 、 そ の 迷路 の 中 に 狂気 の よ 

う に 排 個 せむし な 。 ( 注 11) 
注 9 人 人 間 性 の 研究 は 次 の よう な 重要 な 事実 を や 明らか に する 。 即ち 、 全 て の 人 問 の 進歩 は 、 希 望 と 、 謀 般 と 
いう 本 能 に 密接 に 結び つい て いる と いう こと で ある 。 我々 の 最高 の 努力 は 、 こ の 二 つ の 本 能 の どちら 6 か に 喜 吹 
る れ て いる 。 あ る 人 人々 の 労働 と 汗 は 、 利 益 と 権力 増大 と いう 希望 の 為 で あり 、 他 の 人 々 の 作業 は 計れ の 為 で あ 
る 。 この節 で は 、 こ れ 6 の 二 つ の 階級 の 人 々 に 2 2 | と いう 言葉 で 訴え て い る 。 「 ラ ジャ ー」| と は 、「 室 
な 者 、 牙 れる 者 ]」 の 意味 で ある (Lane) 。 





注 10 神 を 貯 拝 する こと は 、 自 発 的 で あり 本 和 能 に よる も の で ある と いえ を る 。 なぜなら 、 天 上 で は 物事 の 真実 
が 人 間 を 導く も の と な り 、 人 々 は あら ゆる 神 の 所 業 は 深い 鶴 知 に 基づい て いた こと を 理解 する 事 も な る 。 こ の 
こと を 理解 する と 、 彼 ら は 本 能 的 自発 的 に 、「 ア ッ ラ ー に 栄光 あれ 」 と 唱え る よう に な る の で ある 。 この節 は ま 
だ 、 信 ずる 者 達 の 行き つ 《 先 は 、 い つも 諦 福 で で あ る こと を 示し て いる 。 彼ら は 神 の 栄光 を 唱え る こと で 、 人 彼ら 
の 喜び を 表現 する の で ある 。 


注 11 不信 仰 者 達 の 行為 は 、 舞 が 彼ら に ふり か か っ て くる の を 求め て いる よう な も の で ある 。 し か し 神 は 
ゆっ くり 六 せ られ る 。 も し 神 が 不 信仰 首 達 の 行為 が 受け る に 値する 程 急い で 彼ら を 呈し て いた だ た なら 、 彼 ら は と 
う の 昔 に 減 び て し まっ て いた だ た こと で あろ う 。 も し 、「 ハ イー ル 」 に いう 単語 や 、 聖 名 の 中 に ある よう に 「 普 の 
意味 に ほる な ら 、 こ の 節 は 次 の 様 な 癌 味 に な る と 思わ れる 。 も し 提 r が 不信 仰 者 達 を 、 彼 ら の 悪い 行い の ゆえ に 
呈す る の を 、 神 が 善 を 授け る の と 同じ 程 の 早 き で な る れる な ら 、 不 信仰 者 達 は 、 と っ て に 減 亡 し て し まっ て い 
だ た で あろ うに 。 
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13. 人 


14. 


15. 


16. 


17. 


注 12 


沖 13 
注 14 


る の に 人 々 は 彼 を 拒み 、 彼 の 前 に あら ゆる 
ある 種 の 特徴 に よっ て 解り 、 


は 災難 に 導 え ば 、 或 い は 側 沢 し 、 或いは 
端 準 し 、 或いは 起立 し て われ ら に 祈る 。 き 
IRIS 

、 愉 も 災難 に 際 し て われ 6 に 祈 ら ぎり し 
が まだ 己 れ の 道 を 行く 。 こ の よう に 
則 を 越 を だ る 者 は 己 れ の 所 業 を 正しい と 思 
わし め ら る 。 


昔 わ れ ら は 、 お 前 た ちょ り 前 に 幾多 の 世代 
を 減 ぼ し た り 5。 使徒 たち が 明 証 を 携え て 彼 
等 の と ころ へ 行け ども 、 役 等 『 之 を 信 ぜ ざり 
し が 故 な り 。 こ の よう に われ ら は 罪人 に 報 
ゆ 。 ( 注 12) 


然 る 後に われ ら は お 前 た ち を し て 彼 等 の 後 
に 地上 を 継が し め た り 、 こ れ お 前 た ち が 如 
何 に 為す か を 見 ん が だ め な り 5。 


われ ら 6 の 明 証 が 彼 等 に 読 褒 され る や 、 わ ゎ われ 
5 と 会 見 や 待ち も 望ま きぬ 者 ども は 、 志 う 、「 こ 
れ と 違っ だ クル アー ン を 持ち 来れ 、 き も な 
くば こ れ を 改 療 せ よ 1&。 交え 、「 我 は 自分 
勝手 に 改 穴 する を まず 。 我 は た だ だ 己 れ に 砂 
示さ れ だ る も 5 の に 従う の み 。 も し 我 主 に 普 
か ば 、 蘭 茂 な 日 の 刑 前 を 我 は 芝 る る | と 。 
( 注 13) 
坪 え 、| も し アッ ラー 一 欲し た り せ ば 、 我 は お 
前 た ち に 之 "を 庄 せ ず 、 に ッ ラ ー は 之 を 
お 前 た ち に 救 を きり し な り 。 こ の 啓示 が 降 


ュ ブ フツ 7 


gs CS EY 
6 CE | 
A EA TG RC EN 
CE 


ER CS 
区 衣 C6 
OA A EI a 
Eo RG EE 231 
OS 


RIG CSAk ES 
CS IA Dh お 


IEE GA EGY 1 
ioe dE 


9 


as 


A N a 


LJ 


‘co 


ン ン NY 4 


ん 2 2 あす 


と 





筐 軸 は 二 種 類 あ る 。 1) 自然 の 法則 に 中 反する 結 果 で ある 懲罰 と 、 
に 生ずる 身 前 と で ある 。 後者 の 懲 削 は 、 人 々 が 次 まな 生活 を 送っ て いる 時 、 は 、 
種類 の 妨害 や な す 時 、 一 民族 の 上 に . よ りか か る 。 この 種 の 懲 削 は 、 


『 将 厳 な 日 の 刑罰 」 は 、 


他 の 懲 六 の 方 は 、 た と えば 、 展 族 の 弓 亡 の 様 な も の で ある が 、 
常 の 法則 に 対す る 違反 行為 の 結果 と し て 生ずる の で ある 。 


(2)「 シ ャ リヤ 」 の 控 が 傷 辱 され る 時 
彼ら の 中 か ら 預 言 者 が 現れ 


これ 6 は 中 然 の 通 


ー 国 家 の 炎 袖 を 暗示 し て いる 。 
この 節 は 、 李 言 者 の 地位 を 主張 する 者 の 真実 性 を 調べ る 為 の 確実 な 基準 を 具 


体 的 に 表わし て いる 。 


当然 の こと な が ら 、 あ る 行為 の 中 で 、 習 翌 や 気 資 を 通し て 確信 を 得 た 人間 が 、 若 か 悪 か ど ちら か に 大 きく 変化 


する に は 、 非 常に 長い 時 間 刀 か か る 。 そ れ で は イス ラム の 預言 者 は 紀 示 を 受 


の に 、 い か に し て 突然 さて ん 師 に 変わ る こと が で きた の で あろ うか 。。 
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ける 前 、 全 く 公 正 な 人 間 で あっ だ 
そん な 事 は あり えな い の で ある 。 
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と せ 
る 以前 に 我 は お 前 た ちと 僅 に 過ごし た り 。 UPIV あ と 14 る (人 
2 AR) Aa1 ds CA 
お 前 た ち ま だ 理解 せ ざ る か ?」 と 。 ( 注 9 0 
14) 


18. アッ ラー に 反対 し て 虚偽 を 作り 出し 、 茂 い I EGE 3 

は を の 神 兆 を 慮 叙 な り と する 者 より 億 する i 
不義 な る 者 が あろ うか ? げに 重信 は 決し Or 
て 栄え ざる で し 。 ( 注 15) 

19. 彼 等 は アッ ラー の 代り に 、 害 に も 0 か シシ プン ッ タ タタ ンー し っ クッ ニー フュ タタ 5 ン ノ 
ら ざ る も の を 拝み 、 面 し て 云う 、 [< れ 等 ooACa サ Ao うら 2 ら 3 
神々 は アッ ラー に する 表 和 の 欠 才 な OE CE I 8 
り 」 と 。 応え 、「 お 前 た ち は 天 地 に 在 る アッ | 2 
ラー の 知ら ぎる 何者 か を アッ ラー に 告げ ん ED ED | し る る 
と する か ?」 と 。 聖なる か な 、 デ アッラー は (Ss 
彼 等 が アッ ラー と 併せ 祀る 神々 の 上 に 高く ⑨ ら め や 2 
いま し 給 う 。 ( 注 16) 

1 る で , 


20 人類 は 初め つの 生 滞 共同 体 な り し が 、 RC 6 NEE 
( 注 17) その 後 邊 ら の 間 で 互 に 韻 見 を 異 に 
せり 。 も し 以前 に 流 の 主 よ 0 降 き れ た る 言 CGS SC 0 グ 
葉 な か り せ ば 、 彼 等 の 争論 は すでに 判決 る りみ 
れ て いた で あろ う 。 ( 注 18) OE 

21. 彼 等 は 云う 、「 何 故に 主 よ まり 畠 欧 が 彼 に 降 き 内 全く ッッ クイ リス イン イダ クィ ンカ を 
れ ぎ ざる か ?」 と 。 云え 、「 不 可視 な も の は た GR le dp Gh 











注 15 この 第 は 、 二 つの 永遠 の 真実 を 照ら し 出し て いる 。 ⑬) 神 に つい て 嘘 を 作り 上 げた り 、 神 の 使者 達 を 排 
訂 し た り 反 対し た りす る 者 達 は 、 神 の 懲 還 から 決 し て 逃れ る こと は 出来 な い 。 (bD) 放 て ん 師 や 偽り の 預言 者 達 は 、 
彼ら の 伝道 に 成功 する こと は 出来 な い 。 


注 16 偶像 党 拝 の 真 の 原因 は 、 彼 ら の 全 り 出し た 偶像 の 月 的 を 間違え て 理解 し て し まっ た 所 に ある 。 偶像 崇 
拝 者 は 、 人 間 と 神 の 美徳 駐 、 彼 自 自 の 生ま れ な が ら 6 に し て 宰 か ら 授 か っ た 人 筆 大 な 収容 力 と 素質 と 間違っ た 概念 
を 持っ て いる 。 人 彼 は 、 定 介 物 の 助け な し で は 神 へ の 道 が な い 、 と か 、 押 は 、 す で に 神 に 近づい た 者 の 仲介 を 通 
し て で な けれ ば 人 間 の 所 に 降り た も うこ と は な い 、 と いう 趣 か な 信念 を や いだい て いる の で ある 。 イ スラ ム 教 は 
これ ら の 観念 に 両方 と も 極度 に 反対 する も の どの る 。 


注 17 彼ら は よこ し まな 考え で 、 神 の 閣 斉 者 達 に 反対 し て 一 粘 団結 し た の で あっ た (2 214 節 参 照 )。 


注 18 この 言葉 は 、 次 の 意味 の うぅ う ちの - - つ ある い は 全て を 示す 可能 性 が ある 。 即 もち 、(3 聞 は 、 正 し い 道 を 見 
つけ る 能力 を 人 に 与え 、 砂 示 され た 指導 を 遂 し て そこ へ の 方 向 を 示さ る れ だ た が 、 彼 ら は その 人 道 を 捨て 、 訓 っ た 方 
向 に 落ち も こん で し まっ た 。 (b) 人 は 、 神 の 使者 達 を 通し て 正しい 道 ぎ を いつ も 示 き れ て いる の だ が 、 人 人間 達 の 中 で 、 
意見 を 異 に し 続け て いる の で ある 。( く ) 神 より の 使者 達 に 反対 し て 不信 仰 者 傍 は いつ も 同じ 壮 を た どり 、 こ う 
し て 一 つの 共同 体 を 形成 する の で ある 。 古 来 ず っ と 、 彼 ら は 神 よ り の 使者 達 に 反対 し 、 葉 見 や 異 に し て いた の 
で ある 。(2 章 214 節 参 昭 ) 
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22. 


23. 


24. 


注 19 
モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 
背 立 つ ざ さき は 、 彼 ら で は な く 、 
きれ て いる の は モハ バッ マ ド 据 言 者 で あっ て 、 
待て な いと いう の は 、 


注 20 


注 21 
の 休息 は 、 


だ アッ ラー に の み 属 す 。 さ れ ば 待て 、 我 も 


お 前 た ちと と も に 待つ 者 な り | と 。 ( 注 
19) 

第 三 項 
災難 に 遭 遭い た る 後に われ ら が 人 々 に 滋 悲 を 


味 わ し むる と 、 彼 等 は 却 っ て われ ら の 神 兆 


- に 対し て よ か ら ぬ 企 み を な す 。( 注 20) 去 


え 、 「 テ アッ ラー の 方 が 策 謎 に お いて は より 
追 速 な り ] と 。 げに われ ら の 使徒 な ち も ち はお 
前 た ちの 企み を すべ て 記録 す 。 

彼 こ を そ は 前 だ ち を 陸 に 海 に 旅 せ し せ お 方 
な り 。 お 前 た ち 船 に 乗る や 、 和風 彼 等 を 運 
び 、 彼 等 之 を 喜ぶ 。 然 れ ども 又 風 衝 ち 船 を 
朋 い 、 濾 浪 四 方 より 追 り 来 た れ ば も は や こ 
れ ま で と 思い 、 彼 等 は 自 ら 5 の 宗教 を 浄化 し 
て アッ ラー に 祈っ て 云う 、「 液 も し 我 等 を 芝 
より 救 わ ば 、 我 等 必ず 感謝 を 捧げ る 者 た ら 
ん 」 と 。 ( 注 21) 


然 れ ども 彼 等 救い 出 き され る や 、 見 よ 、 彼 等 
は 地上 に お いて 不法 に ゃ 不 行 跡 を 行う 。 液 
等 よく 聞け 、 前 た ちの 不 行 跡 は 現世 の 率 
楽 を 求め て 己 れ 自身 を 寄 する に 人 過ぎ ず 。 然 
る 後に 前 た ち は わ れ ら が 許 に 帰る 。 そ の 
時 われ ら は お 前 た ち に 、 お 前 た ちの 人為 せ し 
こと を 語り 聞か せん 。 
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この 節 は 、 不 信仰 者 達 が 、 早 く 懲 留 が 来 な い の か と 有 要求 する の に 対し て の 和 効果 ある 回 答 を 合 ん で いる 


彼ら に 次 の よう に 法 う よう に 


いか な る こと か と 。 


告げ を 受け た だ 。 
モハ ッ マ ド 預 言 莉 自身 で ある 。 と いう の は 、 
モハ ッ マ ド 了 預言 者 が 神 の 命令 を 辛抱 強く 待っ て いる 


基 る で き 懲 凡 の 到 米 が 遅 禄 て いる こと に 
この 遅れ に よっ て あざ けり に る ら 
の に 、 彼 ら が 


慈悲 は 神 か ら も だ らき れる が 、 不 遇 は 己 れ の 邪 患 な 行為 の 結果 で ある 。 


心地 護 い 風 が 時 に 激しい 強風 と な っ て 、 広 範 団 の 破壊 を 招く よう に 、 不 信仰 者 堪 に 許 き れ て いる 一 時 


彼ら の 政 壊 へ の 前 次 曲 と な る か も し れ な い 。 


の 安楽 と 危険 に 彼ら の 注意 を 引 て の で ある 。 
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この 明白 な 真実 を 不信 仰 者 達 に 痛感 きせ る 為 に 、 


航海 


ャ 
& 
< 


ヨナ 











25. げに 現世 の 生 洒 は 、 避 う れ ば 、 ゎ れ ら が 天上 2 22 11 CS ン : 
‘ 名 ol gs] 1 
ょ り 降 す 雨 の 如 し 0 oe 0 の 
ン ン ッ グ タ ン ン 2 
産物 は 雨 と よく 混 り 、 大 地 が その 装飾 を 身 3 TE ENE LE 
i こら す や 、 そ こ に 住 86 3 ER 7 2 
む 人 間 は 大 地 を 支配 せり と 思う 。 然 れ ど ぁ a DY ue ls 
われ ら の 命令 が 恒 夜 の 別 な く -- た な び 下 れ KSE る 3 タタ る クジ タッ ン ラン し タン ン る で 
HH に に] 1 % 
ば 、 昨 日 まで の も の は な き が 如 く て 刈り入れ 9 うっ の へ の IE 
OM ENR i RC OR RA AES TI 
省 す る 人 々 の た め に も ろ も ろ の 神 光 を 説き の 
/ 池 和 ee の | 
あか す 。 ( 注 22) の RN 
26. アッラー は 平安 の 住居 に 和 し 給 い 、 気 に IA の i 1 UR 
うい I ド 入 Y あ 1 
如 す も の を 正しき 道 に 導き 給 う 。 2 
OS bo 
27. 普 行 を 為 せ る 者 に は 、 こ よ な き 報 普 と 、 こ 224227 ン 4 な トッ クタ フタ イン 2 
うっ "5 っ U) 5 a on! 
れ に 加 う る に 捉 福 ある べし 。 彼 等 の 面 に は 2 ALS うう 5 
嗜 さ も 山尾 の 牙 $ な し 。 彼 等 こそ は 楽園 の 【 人 5 らち ES 4 
住人 、 その 中 に 永 造 に 住ま ん 。 
C030 
« ア ュ ン サイ ョ ン ノノ 
28. 然るに 悪事 を 交 せ る 者 に は 、 そ の 意 事 に 見 。 2 ツ | a YC ad Gs 
eh 税 わ れる べし 。 何 人 0 ウッ 
も アッ ラー の 反り か ら 彼 等 を 守ら ぎる べ Eo じ ウ 始 I 
し 。 きれ ば 彼 等 の 面 は さながら 夜 の 申 開 に ーー レレ し 2 の ーッ クチ タラ タッ ン ェ 2 
杉 わ れ た る 如く な る べし 。 彼 等 こそ は 業火 GPS ho bs っ 2 の うらら 1 
の 住 メ の 時 束 に 留 ま PS 注 2 9 る ラン 
0 る 中 に - 永遠 ら 6 OE EE ES 
29. われ ら が 彼 等 を 皆 と も に 集め ん その 日 を 忘 GAN て うら 2 タタ タッ ン シン 
0 を ぞ 、 わ れ ら は そこ で 神 に 他 押 を 本 し 9 99 A る ダラ 
る 従 器 に わん 、 「 己 が 場所 に 控え お れ 、 06 Ut 3 < 0 & 
i ち 並 びに 他 神 た ち は 」 と 。 然 る 後 に Pr 
ッ ン ク 
われ ら は 両者 の 間 を 隔 つべ し 。 す る と 往 獅 の gn RG 
た ち は 云 わん 、「 ぉ 前 た ち が 崇 拝 せ し は 我 等 
に 非 ら ぎり し か ? 
注 22。 だ た え を 話 の 中 の 教訓 で は 、 民 族 が お ご り 、 空 と な り 、 命 を 軽々 し 〈 取 る よう に な る と 、 彼 ら の 衰退 は 
始ま り 、 ち ゅ う 落 し て ゆく の で ある 。 
注 23 この 委 は いく つか の 重要 な 真実 を 表わし て いる 。G3) 療 の 報い は いろ いろ あ る (前 の 委 参 照 ) が 、 悪 の 
報い は 、 悪 と 似通っ た も の だ け で ある 。⑪) 神 の 控 を 破る 者 達 は 、 高 い 理想 と 高光 な 野心 に 鼓 吹き れる こと が な 


《 く な り 、 あ ら ゆ る 指導 力 を 失 く し 、 決 し て 指導 者 に な る こと を 望ま ず 、 単 に 他人 の 模 餅 者 と な る の で ある 。(C) 
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30. 我 等 と お 前 た ちの 関係 は アッ ラー ー の 御 証 計 
で 充分 な り 。 我 等 は ゎ 前 た ちの 崇拝 を 奄 も 
気づか ざ りき] まる 


31. を こ に て 答 人 は 先 に 総 験 せ し 行 為 の 何 ん た 
る か を 悟ら ん 。 面 し て 彼 等 の 護 正 の 主たる 
アッ ラー の 許 に 引 戻 きれ 、 彼 等 が 揚 造 せる 
すべ て は 消滅 せん 。 ( 注 24) 

第 四 項 

32. 云え 、「 お 前 た ちの た め に 天地 より 食物 を 供 

給 す る は 誰 ぞ ? また 、 対 が 耳 や 目 に 権能 


を 授け 給 う た る や ? 死 か ら 生 を 豊 し 、 生 
に 死 を や も だ ら す 者 は 誰 ぞ ? 万 物 を 摂理 す 


る は 誰 ぞ ? 彼 等 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー な 
り 」 と 。 然 ら ば 云え 、「 お 前 た も アッ ラー の 
保護 を 請 わ ぎ る 気 が か が ?」 と 。 


OD NC NO 正 の 主 
アッ ー な り 。 真 理 を 捨て だ る 後に 残る も 
A 然るに ぉ 前 た 
ち は 何 故に 真理 か ら 顔 を 背け る の か ? 


94. か くし て 、 反 逆 の 徒 酸 は 信 ぜ ぎる べし と 去 
ぇ る 主 の 言葉 は 真実 た な れ り 。 


9 RR 「 お 前 た ちの 偶像 神 の 中 で 、 誰が 創造 
を 超 し 、 然 る 後 に を 策 殖 き せ 得 る が? 」 
と 。 云え 、「 創 造 を 起 し 、 然 る 後に 之 を 第 交 
きせ 得る は 、 だ だ アッ ラー の み 。 然るに お 
前 た ち 何 故に 背 き 去る の か ?」 ょ と 。 ( 注 
25) 





この 様 に 随 落 し 、 神 の 終り を 招い て し まう と 、 彼 ら は 神 の 救い を 失 く し て し まう 。 (dl 悪事 を 
長く 隠し て お く こ と は で き な い し 、 遅 か れ 早 か れ あ ば か れる の で ある 。 


為 と 罪 は 、 


注 24 この 肝 で 、 完 全 に 物 の 真実 を 理解 し 、 


注 25 


悟る こと は 人 に は 与え られ て いな い 。 
完全 に 取り 除 か れ 、 そ の 物 の 真 の 姿 が 明らか に きれ る の は ば 、 


ョ ナ 


SE 09 品 話 
I (< 


本] 


は 41 2 ノ 3 ン イ ッ ン 内 タッ ン 
の)P め う こま GE EIGA 


E レン 6 Ed 


ュ ク ウデ 


5 43 約 し 4 


M 3? の ン タタ ッ ン 3? ?? 
EIN 2 I er 
ンプ ンタ ョ デン ン 


eic PR 


らら 


の 2 と 1 て と 9 う 
タス ズン ニン ン ノ タン て 95 ンク 5 タン ン ン 


の の と 5 
EAI に IA も いい YE 


プッ タン 2 タ それ る 


DLL (> TL 
ES の Ek ES a cK dS 
OILY 0! 


RS 


る 3 く 


WI HN < 
8 a OS zu と 


ee 


に 
な 


SN 





行う 者 達 の 不正 行 


あら ゆる 物 か ら お おおい が 


漁 の 世に お いて の み で ある 。 


創造 王 の 真 の 試 績 は 、 神 が すでに 作り た も うた 物 を 、 再 び 作 る こと が で きる 能力 で ある 。 き も な くば 


批 六 は 重大 な 反対 と な り 、 ど ん な べ て ん 人 に も する こと が で き て し まう 。 この 神 性 の 試練 を 規定 し た 後 で 、 こ 


の 節 は 偶像 洪 拝 者 達 に 尋ね る 。 彼ら が 神 と 呼ん で いる 者 達 の 中 で 、 


け て いる 再生 の シス テム の 創り 主 で ある の か と 。 


=3T9Y= 


誰が この 創造 上 と 、 こ の 世 の 初 ゆか ら 働 き 続 


ヨナ 





37. 


38 . 


39. 


40. 


41 . 


42. 


注 26 
が いわ ゆる 神 と 上 よ ん で いる 者 達 は 、 
この 節 は 、 不 信和 宛 者 達 に 挑戦 し て いる 。 ク ルアー ン が 持っ て いる よう な 優秀 き を 備 を だ た 本 が 、 
な ぜ 彼 ら は 自分 達 で 同様 の ぉ の を 作成 し な い の か 。 この 挑戦 は あら ゆる 


注 27 
が 提 造 で きる よう な 物 で ある な ら は ば 、 


云え 、「 お 前 だ ちの 偶像 神 の 中 で 、 誰が 真理 
FRR 本 
ー な り 。 然 ら ば 真 L 理 に 導き 給 う 御 方 の 方 
NO それ と も 己 れ 自身 
が 導 か れず ば 道 を 知ら ざる 者 に 追従 うさ き 
な の か ? どう し た の が か? 液 等 如何 に 判 
断 す る や ? 1 と 。 
彼 等 の 多く は た だ 憶測 に 従う の み 。 真理 の 
前 に は 憶測 は 断じて 何 ん の 役 受 に も 立た ず 。 
げに アッ ラー は 彼 等 の 所 業 を 知 巧 し 給 う 。 
( 注 26) 
この クル アー ン は アッ ラー 以外 の 者 に よっ 
て 案 出 され た る も の に 非 ず 。 そ れ ど ころ か 、 
それ 以前 に 在 9 し 啓示 の 不足 を 満た し 、 完 
全 な る 法 の 隊 明 な り 。 を は 疑う 余地 な きも 
の ぞ 。 方 物 の 主 よ り 下 し 賜 わ れ る も の な り 。 


彼 等 が 「 彼 之 を 提 造 し た る か ? ] 上 云う な 
ら ば 、 云 え 、 「 然 ら ば こ れ に 類する 一 意 を を 作 
り 、 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 見 い だ し 得 
る 者 に 助け を 求め ゆ よ 、 も し お 前 だ ちの 言葉 
が 真実 な ら ば |」 と 。 ( 注 27) 


い や 彼 等 は 、 自分 だ ち が 理 解 し 得 ざ り し も 
の 、 並び に 未だ を の 深い 意味 を 示 き れ ぎ る 
故 を も っ て 拒否 けた り 。 だ が 見 不義 者 の 
玉 路 が 如何 な る も る の な り し か を ! 


彼 等 の 中 の 或 る 者 は 之 を 信 じ 、 ま だ 他 の 者 


は 逐 を 信 ぜ す 、 きれ ど 主 は 害悪 を な せる 者 


を 熟知 し 給 う 。 
第 五 項 

も し 彼 等 が 波 を 嘘つき よ ば わり する な ら 

ば 、 云え 、「 我 が 所 業 


= は 我 が な た め 、 お 町 た ち 


KING ン 3 
さと を 1 ん ッ ン て る イフ の る を ッ ン 
あら の 
ン 322 セン ニン 。 う 
OE ES 
ee CT ? タ タイ グッ アン 
12 2 の 0 


ラン のみ 2 の 2 


1 っ アッ テ 人 

NG GEIBE OG OCS 
1 “ss 3 アン ンー っ wp «っ? 2 4 て 
LSI RI Oog SS HS 


DRS EY 
プ ウ 2 ー ル プッ タン ン 
RA RA EN 


し 1 ラリ ウタ コル プン ッ 
DSI DOD EL 


Et: i RD 
J SS 
ON 


lb ENS bed EO 


アッ ラー 以外 の 神々 を 信じ る 者 達 が 持つ 信念 と 見 解 は 、 単 に 空想 と 推測 か ら 生 じ た も の で ある 。 彼ら 


時 代 に ある (44 も 参照 )。 


彼ら に 何ら 指針 を 明示 し だ こと が な か っ だ か ら で あ る 。 


も し 人 
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第 十 宮 ョ ナ 
の 所 業 は お 前 た も の た め 。 お 前 だ ち は 我 が タン タン ( ン アン ン クン ンジ ンタ 
所 業 に 関係 な く 、 我 は お 前 た ちの 所 業 に BIG GI 8 
関係 な し ES 
43. 彼 等 の 中 に は 次 に 耳 を 傾け る 者 あり 。 然 れ UESRE Sk 
ビ も 理解 し 得 ぬ 間 者 を し て 聴か し めん と す 00 
時 OI I EIS 
44、 ま な た 、 彼 等 の 中 に は 液 に 目 を 向け る 者 あり 。 GA C232 
然 れ ども よし ゃ 彼 等 見 え ず と も 、 そ の 背 を 助 3 
け 導 か ん と する か ? NS 
45. げ に アッ ラー は 決し て 人 を 害 $ る ず 、 害 する ASS IA 区 2 aS 
は 、 伺 和 れ 自ら な り 。 9 が 52 22 
Dos sail 
46. アッ ラー が 彼 等 を 召し 寄せ 給 う 日 、 彼 等 は A タン 4 ッ タ タタ ッ ン レッ ン ン 
VIR ur 
な た だ 白 母 の 一 刻 を 墓穴 の 中 で 待 0 ジグ > アン ルー ルド を 
加 く 思わ ん 。 彼 等 は 互 に 相 い 認め ん 。 アッ 60 の を お を の (人 
ラー と の 会 見 を 和 否定 し 、 摘 導 に 0 a フッ テカ ン 
者 は 確か に 失敗 者 な り 。 ( 注 28) oO 
47 . bb 8 と の 幾つ か の 履 GT I 29 ゥ レン アン ュ ン デン 
行 を 泊 の 生涯 の うち に 見 せよ うと も 、 ま た 06S PAS GI ea Sg GS 
見 せる 前 に 流 を われ ら が 許 に 名 し 寄せ よう タン ン も 7 と 
が 、 ど の みち もち 彼 等 は われ ら が と ころ へ 帰る Oo Ck gs LE 
な り 。 き され ば 液 、 来 世に お いて も 予言 の 履 
行 を 知る べし 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 為 せ る す 
で て に つい て 立証 す 。 ( 注 29) 
2 っ の ノッ ンー ター 2 っ 9229 ン で 5 イア ゃ レン 
48. どの 民族 に も 一 人 の 使徒 あり 。 き れ ば 使徒 new o ジ se 2 に 13 も 5 3 引い 
が 現れ 出れ ば 彼 等 は 公正 に 裁 か れ 、 不 当 に シン 567 の > る 2 
通せ られ る こと な し 。 ( 注 30) GLY 2 
注 28 不信 仰 者 達 の こと は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 た だ 世間 の 一 時 間 だ け こ の 世界 に いた と 何 回 も 述べ られ て 


きた 。 それ ら の 節 の 中 で は 全て 、 を その 事 は 文字 通り この 世に 実際 に いなだ 時 間 の こと で は な く 、 
め ら れ て いる 世俗 的 な 用 事 や 、 師 けた 仕事 に 費やし た 時 間 の こと で あ 
だ の で 、 た だ と え ぇ 彼ら が 実際 は 何 年 も 生き だ た と し て も 、 





れる の は 正当 で あろ う 。 


注 29 
取り 消 る きる れる こと が ある 。 
で は な く 、 
い 。 この節 は 、 更 に 、 


注 30 この 節 は 律 法 を 定め る 預言 者 に 関係 し て いる と 考 を られ る 。 


この 節 は 、 重 要 な 原則 や 定 ゆ て いる 


を 制定 する 舞 言 者 が 礁 を 築い て いる か ら で あ る 。 


賭 黙 の うち に 定 
る 。 彼 ら は 仕事 を 忘 け て 人 生 ゃ 無駄 に 使っ 


彼ら は この 世に だ た だっ た 一 日 し か 生き て に な か っ た と いも 


。 迫り 来る 懲罰 に つい て の お ど し と 犠 告 か ら 成 っ て いる 預言 は 、 
一 方 、 一 般 的 な 特性 を 持っ だ 約束 を 含ん で いる 預言 で 、 特 定 の 預言 者 に 依頼 する の 
全て の 預言 者 達 に 依頼 する 一 般 的 控 を 具体 化し て いる 傾 言 は 、 取 り 消 る れ だ たり 無効 に な っ た り し な 
全て の 項 言 が 実現 まれ る まで に 時 間 制 限 が 必要 の な いこ と を 示唆 する の で ある 。 


な ぜ な ら 、 全 て の 款 教 上 の 律 法 は 、 律 法 
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90. 


1 


2 。 


53. 


54. 彼 


注 31 

マ ド は 、 
力 を 一 切 持 た な い 時 に 、 
注 32 
ど 、 無 駄 な 議論 に ふけ る べき で は な いく 、 


FF 


彼 等 は 云う 、 「 お 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら 
この 威 路 は 何時 族 行 る され ん や ゃ ?」 と 。 
所 ん え 、】 ア ッ ラ ー 欲 せ ぎ ざれ ば 、 我 は 凹 れ の 利 
害 を 掌握 する カカ を 有 せ ず 。( 注 31) それ ぞ 
St 
れ ば 、 彼 等 瞬時 た り と ち 遅 ら す こ と 能 わ ず 、 
まだ 早め る こと も わ ず 」 と 。 
祥 え 、「 我 に 教え よ 、 も し 彼 の 懲罰 が 或いは 
A 
は それ か ら 如 何 に し て 逃げ 出 き ん ? ( 注 
32) 


それ が お 有 前 だ ち に 降り か か る に 及 ん で 初め 
て な 前 た もち は 之 を 信 ぜ ん と する か ? 何事 
ぞ 、 今 に な っ て 信ずる と は ! お 前 た ち は 
以前 、 を の 到 米 の 速め か な らん こと を 要求 し 
た で は な いか が か? | と 。 


その 時 不正 を 為 し た る 著 ど は 、[ 永 区 の 刑 
前 を 味わえ を 。 お 前 た ち は 自 ら 稼 ぎし も の に 対 
し て の み 返 報 き れる に 非 ず や 」 と 云わ れん 。 


等 は 液 に 問わ ん 、「 を は 真実 な る か ? 1 と 。 
去 え を 、「 然 り 、 主 に か け て ! これ は 真実 な 
り 。 お 前 た ち は そ れ か ら 逃 ぐる 交 5 わ ず 」E。 
( 注 33) 
第 六 項 

も し 不義 不正 を 行う 者 が 地上 の 一 切 の も の 
を 所 有 し た な ら 、 必ず る それ を 以 て 罪 を 購 わ 
ん と せん 。 ま た だ 刑 前 を 日 の あたり に すれ ば 、 
良心 の 昔 次 を 表明 せん 。 な れ ど 審判 は 公正 
に 下 き れ 、 彼 等 は 決し て 不当 に 遇 せら れる 
こと な か る で し 。 


当 : た 
ンー ュ る 5 ち 。 タタ | | 1 ンー ン ラッ タン 
© SS RI LS 2 OES 

3 イィ ン の プー ンー うま 

公介 C 基 Eo Ga YS 
6 ッ ン イン ラダ タタ レル シン ょ ク アー ンク uh 
〇 の も の a 
SER YS に 

LL LL (rt 9 ズン ! トル アア アレ 
35 Nd RE 
ON be 2 ッ ン ラン 

2 ん 2 シッ ンク ン ! 1 RT ン 、 デ タン 
も OL 1 し 81 | 


ンタ Fr 

IS 7 

を ? タ クッ ーー ンー スプ っ タ ラダ 59 ン ン レレ う 。 る 
OIE AA5 る hd 

ORE 5 

。 軸 PT の) ンタ イ レズ 」 i 

REG EE OR 

? 4 ラタン 
OT GS 


ラグ グン 2 タン ョ クー ンプ レン 


SS VIN GL oT 33 


トン る ラフ イタ A 


OID GB EN ee も 


の OAD A RS 





この 節 は 、 不 信仰 者 達 の (前 の 節 で 述べ た ) 懲 員 に つい て の 要求 に 対す る 同 答 を 表わし て いる 。 モ ハッ 


彼ら に 次 の 様 に 質問 する 様 命じ られ る 。 役 が 、 


様 支 力 す べき で ある 。 


注 33 


あな た 達 は 、 そ れ か ら 逃 れる こと は 出来 な い 。 


彼 自 身 に 普 を な し た り 、 彼 か ら 邪 悪 を を 
どの よう に し て 彼ら の 鍛 前 の 要求 を 満た すこ と が 出来 る の か と 。 

この 節 は 、 不 信仰 者 達 に 対す る 非難 に な っ て いる 。 彼ら は 、 懲 凡 が いつ 来る の か と か 、 
彼ら の 人 生 に 健全 な 変化 や 与え を る こと に よっ て 、 を その 懲罰 か ら 逃 れる 


らし だ りす る 


どん な 有形 か な か 


と の 意味 。 
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第 二 窟 ョ ナ 
* よ を ミ ノッ アマ ン ン ャ アーン シン 
56. 流 等 知れ 、 お よ 天地 の 間 に 存在 する も の dN OS St LY 
は アッ ラー の 所 有 な り 。 アッ ラー の 約束 は a 
真実 な る こと を 知れ ! 然るに 大 多数 の 者 の uo ダ od 2805 
は 逐 を 知ら ず 。 
2 RE お 前 だ ち る タン ? ア ンタ 
の いう 
皆 い ずれ は 彼 の 許 に 連れ 戻 き れん 。 Ne ルン 
た ん ン し 人 デア ロッ マッ る ンタ そし 
58、 お お 人 々 よ ! 主 より お 前 た ち に 訓 戒 が 降 の ら c2 As の 5 人 し Q5 ZEN 
れ り 、 ま た 心中 の 病 い を 癒す 良 薬 と 、 信 者 を レッ ンス る イイ 
へ の 往 洛 も 弦 想 と が 。 eS 052 
ON 
59. 支え 、「 偏 に アッ ラー の 思 恵 ほ を の 落 悲 に タン 3 イィ ン 1 
人 の 85 003 とる 3b( よ 5 び 
より て 。 を こ に 、 そ れ に よっ て 、 和 被告 を 震 
“ 2 ラン ラン 
ば し め よ 。 それ は 彼 等 が 秘蔵 し た も の より 0 KS うら 
優る ] と 。 
60. 云え | アッラー が おち 前 た ち に 下 し 賜 え だ た る アレン に ッッ 。 委 シン ラッ シン 
ーッ [る] { 
食物 の うち 、 お 前 た ち は 或 る も の を 禁じ 、 の うめ る SMC ば 
或 る も の を 合法 と な せり 、 こ の こと を おぉ 前 CALASoI20 し 8 23 に お : 
た も ち 考 えた こと が ある の か ? 」 と 。 云え 、 プラ シッ ン 
[アッ ラー が お 前 た ち に を それ を 許し 給 う の ゅ 込め 
や 、 そ れ と も ブッ ラー に 対し て 虚偽 を 唱え 
る 気 か ? ] 陸 ( 注 34) 
61. アッラー に 対し て 庶 作 を 鳴 える 者 ども は 復 dtlOeO2KS の 8 あじ タ 
活 の 日 を 如何 に 恩 案 する や ? アッ ラー は 332 只 
uw — wu te 
人 間 に 対し て 藻 甘 深く まし ます 、 状 る に 彼 で 3 EA 
等 の 大 多数 は 感謝 せ ず 。 OO AAM ぁ ン ンジ 8 
第 七 項 Ya 
62. 流 が 何 か に 携わり 、 ク ルアー ン の い ず こ か る 17 っ う 5 シェ エン て る 8 5 ジン ン ン 
を 詳し 、 また お 前 た ち が ど ん な 仕事 を し よ jo AoE CIE GN 
FP お a GEH レン ま プ 
うと 、 お 前 だ ち が それ に 愛 中 に な っ て いる の | ES TO さり 
こ と を われ ら は 監察 す 。 ま た 地 に 在り 、 天 i 
SE ry hb 
に 在 る も の は 、 た と い 懲 謀 の 重き で も 流 の BNI ES 1 
の 日 より 逃れ る こと 能 わ ず 。 そ れ よ り も 
注 34 飲食 は 人 間 が 第 一 に 必要 と する 物 で あり 、 こ の 点 で 人 を 導 て こと は 宗教 の 最初 の 義務 で ある 。 し か し 
な が ら 、 あ る 物 は 律 法 に か な い 、 他 の 物 は 律 法 に か な わな いと 宮 言 する の に は 、 医 学 的 、 徳 的 、 宗 教 的 な 根 


拠 が 当然 で ある 。 イ スラ ム 教 は この 点 必要 な 教訓 を 規定 し て いる の で ある 。 
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第 十 章 








小 な る も の も 、 歌 い は 大 な る も の も 逃れ ら WDM LG ヤン ィ 
0 に 3 
れず 、 共 く 載せ て 明 典 の 中 に あり 。 ( 注 ン CE 
OR HG 
63. 見 よ 、 ア ッ ラ ー が 用 護 する 者 は 、 役 怖 も な 登る マン の の 20 
〇 い いう PR IN の LNI 
けれ ば 冥 も な か らん 一 一 ( 注 36) © lc | 1315 
64. 信仰 する 者 並び に 正義 を 守る 者 は ーー 一 EGR 


65. 彼 等 に は 、 現世 に お いて も 来世 に お い て も 13 タン ン ち し 2 
EPS 

婦 報 あり 。 ア ッ ラ ー の ぉ 言葉 に は 変更 な し 。 の 9 は っ alsdl は の 28 
タッ ン セ リッ ダ タン 


を は 大 成功 で か し 。 kM all hG ds% 人 ら A 


66 . 役 等 : の 言葉 に 液 心 を 痛め ゆる こ と な か れ 。 権 タタ る MFC イイ | | AE 2 の ラン し 
名 く アッ ッ ー 記 な り 。 人 eu ナー ざと 0 8 員 eebfd お 3 


て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。( 注 37) Oa 

67 . 見 よ 、 大 に 在 る も の 地 に 在 る も の 皆 [の る くら AN タデ グン いさ デイ レア ララ ェ ュ ン ン 
1 テ と 1 \ | 

ラー の 所 有 な り 。 アッラー 以外 に の 2 2 に だ 

あわ ; > の テン 2 は 29 る て イン 

を 祈る 者 は 、 実 に 併せ 祀り 人 に UBER RR GN の 
非 ず 。 彼 等 は た だ 憶測 に 従う に 過ぎ ず 、 推 2 es 

測 す る の み 。 OO TA EN OR 


テー ュ ロ T ナ 百 a ン [ブン 2 タビ 1 MI 
68. 彼 こ そ は お 前 た ちの 休息 の た め に 夜 を 設 Se 


け 、 ま た 仕事 に 従事 する た め の 光 り 輝 く 慣 
を 設け 給 うた 御方 な り 。 此 の 中 に は 神託 PC Pe 
EE 

り 。 ( 注 38) 








注 35 ある 物 は 、 小 さい が ゆえ に 隠れ む ま ま に な っ て いる 一 方 、 大 きい 為 に 、 一 部 分 が 隠れ て いる よう か な 物 
も ある 。 補 の 視力 は 、 非 常に 鋭く 見 抜く 為 に 、 ど ん な 物 も 、 い か に 小さき く 《 と も 、 神 か ら 必 れ て いる こと は 出来 
な いし 、 神 の 視力 は 非常 に 理解 力 が ある 為 に 、 大 きい 物 ど あっ て も 、 そ の 物 の 一 部 分 た り と も 神 の 視野 か ら 逃 
れる こと は 出来 な い の で ある 。 


注 36 [恐れ ] は 人 の 未来 の 行動 に 、[ 恋 し み 」 は 人 人 の 過去 の 行動 に 関連 し て いる の で ある 。 

注 37 6 節 で は 神 の 友 は 決し て 悲し まな いと 上 評 わ れ た が 、 こ こ で は モハ ッ マ ド は 起 し まな いよ う 命 ぜ ら れ て 
い ぁ 。 事 家 、 モ ハッ マ ド の 恋し み は 、 自 分 の 5 で は な て 、 他 の 人 の 為 で あっ た 。 彼 有意 し み の 声 を あげ た の 1 
涙 を 流し だ の も 人 類 の 人 旋 で あっ た (18 章 7 節 参 照 )。 

注 38 夜 は 、 人 の 疲れ きっ た 射 体 が 回 復 す る の に 必要 な 時 間 で あり 、 次 の 日 の 仕事 に 備え る だ め の も の で あ 


る の と 同様 に 、 民 族 の 生活 の 中 で 、 不 賞 気 で 停 党 し て いる 期間 を いう の は 、 役 ら の 休息 と 回 復 の 為 の 時 間 と な か: 
り 、 人 々 は 気持 ち を 新た な に し 、 新 た な 活力 を 吹き 込む な こと に よっ て 未来 の 仕事 の 準備 を 上 整え る の で ある 。 
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69. 彼 等 は 云う 、 「 ア プッ ラー は 子 を 生み 給 う だ ただ 」 ィ メイン な の スラ イダ イオ ルオ 。 レイ テア と アン 
上 。 役 に 護 え あれ ! 後 は 折ら 油 ゎ 足り 給 ラン od RESIN 
> PP さこ あ 。 し ター う ロ ダン ラー ュ 」 ち 。2 ン いる 
78 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の 背く アッ 回 補 2 OLC ろ 9I3 じ 3 ちら 1 a 
ラー に 属す 。 前 た ち は こ の 件 に 関し て な 。 ろ 

ーー 回 ーー る ン イク の 1 

ん の 権威 も 有 せ ず 。 お 前 だ ち 知ら ざる 〈 せ Sas Yat i IE! IO 
に 、 ブ プッ ラー に つい て 語る 気 か ? ( 注 39) 

70. 云 た 、「 ア ッ ラ ー に つい て 過 利 を 案 測 す 者 の JE の 25 あ で SS1d5 
ども は 、 断 じ て 幸 いな か る で し | と 。 3 


71. 彼 等 は 此 の 世 で 束の間 の 享楽 に 浴 き ん 。 なー る 2 ンプ を ララ 2 ン る る 2 ダン 
た CG FE 
れ ど その 後 わ れ ら が 許 に 帰る 。 そ の 時 ゎ われ 。 「「「 tas LA SC AG Eo 
6 は 役 等 に 厳 刑 酷 同 を や 味 わ し ゆん 、 信 ぜ ぎ 0 
り し が 故に 。 


sg いく Au ご IS 


党 八 項 

72. 彼 等 に ノア の 物語 を 謗 ん で 聞か せよ 。 す な >、 20 0 0 る 1 人 6 > ブイ ラン 
わ ち 彼 が を の 民 に 向っ て 云え り 、[ ぉ ぉ 我 が どう WW Egle 
民 よ 、 も し も わし が 神 と た も に いる こと が x 0 
気 に き わる な ら 、 ま た アッ ラー の 神 光 に 基 に 
づい て お 前 た ち に 義務 を 喚起 する こと が 気 8 人 人 バ RG RSA hl 
に RR] は アッ ラー に 一 切 を I GI zy 
任せ る i OHI Ta EA 

折る の 入 入 CS せ 。 ぢ 前 

た ちの 行動 を 路 踏 する な か れ 。 わ し に 対し 

て お 前 た ちの 陰謀 を 上 断 生 し 、 猫 巴 を 与え る 

な か れ 。 ( 注 40) 


ビン 











CN 


73. たとい お前 た だ ち が 背 を 向け る と も 、 わ し は の 34 
お 前 だ ちか ら 報 醍 を 請う 者 に 非 ず 。 我 が 報 GRO SC o9 
本 は アッ ラー の 許 に あり 。 面 し て 我 は アッ 





注 39 (&) 神 は 、 衰 えと 死 と いう 法則 を 免れ て いる 。 そ れ 故 、 神 の 仕事 を 引き 継 で べき 息子 を 必要 と し な い の 
で ある 。⑪) 神 は 、 自 らら 満ち足り た お 方 で ある 故に 、 神 が 宇宙 の 事 岳 を な す 時 の 助け た な る 息 子 を 必要 と し な い 
の で ある 。(c<) “アッ ラー は 子 を 生み 給 う だ” と いう 教義 は 、 い か な る 確証 に も も と づい て いな いし 、 意 か な 哲 
学 的 推量 や 憶測 を は る か に 越え を る る の で も な い 。 


注 40 あと の 節 で 述べ られ る ノア と モー ゼ と ヨナ の 三 聞 言 者 達 の 記述 を 注意 深く 精読 する と 、 彼 ら の 人 人生 の 
話 は モハ ッ マ ド の 人 生 に 集約 きれ て いる こと が わか る 。 モ ハッ マ ド は メッ カ で ノア の 、 ま だ た メデ ィ ナ で モー ゼ 


の 、 を そし て 再び 戻っ た メッ カ で は ヨナ の 役 を 勤め た の で ある 。 こ の こと は 、 グ クル アーン で 述べ られ て いる 預言 


者 達 の 記述 が 単なる 物語 で は な く 、 モ ハッ マ ド の 人 人 生 に 超 こ る 了 予定 で あっ た 重大 な 出来 事 に つい て の 停 大 な 預 
言 と な っ て いる こと を 十分 に 表わし て いる 。 
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デブ 


ラー に 身 を 任せ る 者 た る で きこ と を 命ぜ ら OY 7 ン 人 クノ 
IT ピン こう の 1 al 
れ た り 5」 と 。 自 41) 1O1 つ ジフ 2 
> アル ンー 27272  * イー 2 デ グ タデ デン ン を ク 
74. 然るに 彼 等 は 彼 を 拒み し 改 に 、 ゎ むれ 5 は 彼 cs YWP 0 
と 、 彼 と 倍 に ある 人 人 々 を 箱 穫 に 救い た り 。 0 GE 
われ ら は 役 等 を われ ら が 籠 愛 の 相続 者 た ら a 6 RO SE 
し め 、 われ ら の 神 兆 を 否認 し た 者 ど や は 背 229 る スレ ミン レン レ レン 
湧 れ し め た り 。 さ れ ば 見 8 SI 時 PA 
者 の 末路 が 如何 に 拓 た る 
75.、 新 く て 彼 の 後に 、 わ れ ら は それ ぞ 0 9 の so Ge お 


便 矯 た ち を 造 わし 、 彼 人 等 に 明 証 を 課せ の 
然 れ ど 5 彼 等 は 以前 に を れ を 拒否 し た CT RR CCS SD 


RNN 


SS それ を 信 で じょう と 欲 せ ざり き 。 か く の @ ツ be 3 ププ 1 
如く われ ら は 罪人 の 心 を 惑 く 閉 さ す 。 ( 注 NE EY 
42) 

76。 新 く て われ ら は 彼 等 の 後に 、 モ ー ゼ 並び に 22 < AO 

遇 ⑤ いり 

アロ ン に われ ら の 神 兆 を i 人 OB AI OS 
びに その 長老 た ちの と ころ へ 遣わ し た OE GE EN 5 
然 れ ども 彼 等 尊大 に 振舞 いた り 。 0 2 
深い 民 な りき 。 

77. われ ら ょ より 真理 が 彼 等 に 玉 る や 、 彼 等 は 芯 CR 

う 、「 こ は 叩 白 な る 魔術 な り 」 と 。 ( 注 43) の 


に 


"シン 


78. モー ゼ は 云 を り 、「[ 長 理 が お 前 た ち に 至る bg} OT 0 ンク ョ ン 99 シン ン ッ タス 6 
ゃ も 、 か く の 基き 言 菜 を 去 う か ? 魔術 し M8 の GR Red 


な ? 魔術 師 は 栄え を ざる べし 」 と 。 0 a 95 


注 41 神 の 預言 首 舌 に 対し て 、 い つも 出る れる 意義 は 、 彼 ら は 、 自 分 達 の 指導 権 の 下 に 新しい 政治 制度 を 確 
立 し よう と 、 す で に 人 存在 し て いる 政治 制度 に 対す る 反 送 の 基準 を 引き 上 げ 、 彼 ら の 同胞 を 支配 し よう と も くろ 
むと いう も の で ある 。 こ の 根拠 の な いと が め は 、 こ の 節 の 中 で 反 ば くる れ て いる 。 神 の 子 言 者 人 は 決し て 自己 
の 権力 増大 を 求 ゆ しない 。 それどころ か 、 苦 し み と 率 仕 の 追 を 選ぶ の で ある 。 


注 42 神 は 、 独 断 的 に 不信 仰 者 達 の 心 を 封 還 し だ た だ り は な きら な い 。 が ん こ て 不 正 に 軍 の 言葉 に 耳 を 傾け る こ 
ょ を 拒ん で 、 真 実 を 見 て 受け 入れ る 能力 を 捨て 去る の は 不信 仰 者 達 自 身 で ある 。 彼ら は 自分 自身 で 邪 惑 の 命 
EE 


注 43 明白 な る 魔術 (シイ フル と ム ビ ー ン ) と いう 二 つ の 簡単 な 単語 の 中 に は 、 神 の 預言 者 達 の 問 が 、 彼 ら を 
敗北 きせ 、 て じ か せ る の に 使う 、 殆 ん ど 全 て の 策略 と 陰 護 が 隠 る され て いる 。 真実 の 敵 速 は 、 宗 教 記 の 篤い 人 々 
に 新しい 教え は その 土地 の 宗教 を 腐敗 ゃ せる よう な 魔術 や ご ま か し 以外 の 何 も の で も な いと 云う 。 一 方 心 の 底 
で は 国 の 物質 的 利益 を 求め る と 告白 する 愛国 者 達 に は 、 新 し い 教 を え を 受け 入れ る と 、 国 の 中 の 異な る 共同 体 の 
間 で 紛争 や 不 協 和 が 生じ 、 国 の 団結 に 致命 的 な 打撃 を 与え る と 云う の で 、 彼 ら は 恐れ て 新しい 教え か ら 逃 げ 去 
る の で ある 。 
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79. 彼 等 は 云え り 、「 流 が 来 た る は 、 我 等 の 父祖 2 2 の レン 22 2 の 0 2 0 
の 泰 ぜ し 信仰 か ら 我 等 を 背 か し めん が た め EE I be CD CE 


と 


な る か 、 前 し て お 前 た ち 上 兄弟 は この 国 を 支 ICOSIE れ UI 6 銘 


配 せ ん と 欲す る か 7? る れ ど 我 等 は お 前 た ち 





両 名 を 信じ は せめ ぬ 」 t。 DI 
80. ファ ラオ は 云え り 、「 廃 術 の 達人 た ち を 皆 我 2 2 
- の ジテ GS FC OB 


が 前 上 連れ 来れ 」 と 。 
81. 魔術 師 た ち が 来 る や 、 モ ー ゼ は 彼 等 に 向っ 2GV en dG は 9! A 
て 云え り 、「 液 等 投げ た いも の を 投げ よ 」 と 。 


ン ッ タ クタ 


ORL 
2 補 ゃ 1 ルン し いい 29. 2 ッ ン シーン ン イ アノ 
82. 彼 染 投げ る や 、 モー ゼ は 云え り 、「 お 前 た ち 1 引 る る る る 人 ブ 貞 (SG 


が 突 せ る も の は 、 単 な る 魔法 に 過ぎ ず 。 ア ッ 
ラー は それ を 無力 に せん 。 ア ッ ラ ー は 悪事 Cu PPPNfe 
を な せる 者 の 侍 業 を 許 き ず 。 


83. だ と い 悪 人 ども が それ を 嫌う と も 、 ア ッ と と 22 29 の イン ロク 名 ン 2 る A 
の の 人 あ 22 8 


ラー は 自ら の 言葉 に よっ て 真理 を 確証 す 」 クラフ ビッ > 2 ゃ フ 
と 。 ( 注 44) 
第 九 項 
84. され ど 、 そ モー で の 民 の 中 の 少数 の 若者 た ち Eo Ea Te 
を 除い て 、 モ ー ゼ に 従う 者 は な か りき 、 フ ァ OS 


ラオ 並び に 長老 た ちの 人 括 害 を 恐る る が 故 ング 2 る 」 うち タ ンタ マッ クッ % ン っ 
〇 8 253 
に 。 げ に ファ ラオ は 地上 に お ける 落 君 に し リク ン に グ 
グ 2。 クタ る で 2 ブタ 2 
て 、 俳 人 な りき 。 ES, EY gd 
85. モー ゼ は 云え り 、 | 栽 が EE よ 、 も し お 『 明 だ の 3 tb’ CU a» ォ ロ タタ の 
アッ ラー を 信ずる な ら ば 、 面 し て 神 の 御 旨 ALOS RE 
に 服従 する な ら ば 、 お 前 だ ちの 信頼 を ア ツ ン 5 2 2 3 る ブタ タレ 
ラー に 置き 泰 れ 」 と 。 ペデ アン ol HS 
タ る 


86. 彼 等 は 云え り 、「 釈 等 は 信頼 を アッ ラー に 軒 223M 35EC2 GS ES か 角間 
我 等 の 主 よ 、 我 等 を し て 不義 な す 


の 人災 災 見 に 遭わ し 中 る な か すし 。 Me 【 
87. お 惹 悲 6 て 、 我 等 を か の 不信 心 の 民 の 暴 ON GN Go ds NG 


より 救い 出し 給え 」 と 。 


注 44 正義 は 、 その 普及 の 為 に 正 し 《 く な い 手 段 に よ ょ る 支援 を 必要 と し な い 。 「 終 5 は 手段 を 正当 化す 
と いう 言葉 は 、 神 の 預言 者 達 ほ 彼 ら の 真 の 後継 者 達 の 説 潜 で は な か っ た 。 真実 は 、 そ れ 自 体 が 持つ 強 き に よ 
っ て 広まり 、 勝 利 を 収 ゆ る の で あっ て 、 虚 偽 に よる の で は な い 。 
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88. そこ で われ ら は モー ゼ と を その 兄弟 に 啓示 し っ る リン グッ フン レー ュ ッッ ン 
: CE os ul 
て 、 芯 えり 、「 決 等 両 名 、 お 前 た ち が 率 いる 人 00 EE 
時 め 、 邑 中 に 件 まい を 定め 、( 注 45) RI dls a HF a 
家 も 同じ 方 向 に 面 し て 建て 、 礼 拝 を 遵 3 
それ か ら 信 者 た ち た に 朗報 を 与え よ 」 @C ol 8 
と 。 ( 注 46) 
89. する と 、 モ ー ゼ は 云え り 5、 「 我 等 の 主 ょ 、 液 (ダン の 220 2! レン クア 時 4 
SLo 5 の CC 
は ファ ラオ と その 長老 た ち に 現世 の 栄華 うら と うら ph Cg 
宮 財 と を 賜 え り 。 主 よ 、 そ れ 故 に 彼 等 は 人 々 AG 2 db 4 
を 流 の 道 か ら 迷 わし む 。 主 よ 、 彼 等 の 富 財 Ct 2 
を 消 減 し 、 を の 心 を 類 還 に な し 給え 一 痛 。 OU2T9 の 26 BS 
刑 を 目 の 当 5 り に せ ぬ 限り 信ずる 気 に な ら ぬ 4 の 6 ッ ン ミン WIZ ッ 
Io BE 
ょ うに 」 と 。 SAN EH に 
90. 彼 は 芯 え り 、「 お 前 た ちの 祈 圧 は 聴き 容れ ら 「 る マン e2EP2 I 
rT So | US 1 
る 。 き れ ば 溢 等 両 名 聖 忍 不 抜 なれ 、 無 知 な アァ Se と J 
る 者 ども の 道 に 従う な か れ 」 と 。 の 659C AU 0 
91. か くし て われ ら は イス ラ エ ル の 了 ら を し て タ ュ ン ッ 5、 2 タグ 


海 を 渡ら し め だ り 。 フ ァ ラ オ と を の 軍勢 は 
こざ と ば か り 果 到 に 追跡 せ し が 、 肖 死 そ 
RT ファ ラオ は 云 
えり 、「 イ スラ エル の 子 ら が 信ずる お 方 の 外 
に 神無 き を 信 ず 。 我 は 彼 に 服従 す る 人 々 の 
一 人 人 なり D」 と 。 ( 注 47) 


03 SE oO ey 
ICO 時 に す 94 
Gn NW 5 9 

隊 IRC ERPSUDIEU ae 


OR 


92. 何事 を 、 今 と な っ て ! 以前 流 は 服従 せ ず 、 エフ 人 人 
ざく あく GO に い S 
作 悪者 の 一 人 な り し に 非 ず や 。 の uualozC0208 ら ko を OS 3 


注 45 町 に 住め と いう 命令 は 、 イ スラ エル 人 が その 前 に 荒野 に 住ん を で いた ゆえ 出 き れ た と いう こと で は な 
い 。 この 節 は 、 た だ 、 文 其 化 し た 共同 生活 の 必要 性 益 性 を 強調 し て いる に すぎ な い 。 弱い 少数 派 社 会 の 人 々 
は 、 大 孝 会 で は 集団 生活 を する と いう 一 般 的 な 傾向 が ある の で ある 。 








注 46 「 ど の 家 も 同じ ビ 方 向 に 面 し て 建て る 」 と いう 言葉 は 次 の こと を 意味 す る 。(1) イ スラ エル 人 は 、 必 要 な 
時 に お 互い に 助け 合え る よう に 非常 に 近 ( く に 一 緒 に 住む よう 命じ られ だ 。 と いう の は 、 こ の 日 的 は 人 々 が 家 を 


合っ て 建て る 叶 に の み 達 成 き れる か ら で あ る 。(②⑫ 彼 ら は 全員 家 を 一 方 に 向け て 建て な 
彼ら が 共通 の 目的 又は 理想 を 持た ね ば な ら な いこ と を 意味 し て いる 
(3}] 全 て の 家 は 同じ ょ うに 建っ て いな けれ ば な ら な い 。 そこ で は 富 者 と 貧者 と の 間 に 真 の 同胞 愛 が 得 ら れる の で 
皆 が 一 つの 集団 E し て 協力 する と いう こと が 悦 示 る きれ て いる 。 なぜ な ら 、 一 祉 会 の ある 者 は 宮殿 の 様 な 住宅 に 
住み 、 あ る 者 は ひど いあ ば ら 6 家 に 住む も いう よう な と ころ に は 、 長 の 同胞 愛 は 存在 する こと が で き な い か ら で 
ある 。 


近く か 又は お 互い 向かい 
けれ ば な ら な い 。 そ の こと は 、 比 ゆ 的 に 、 


注 47 これ ら の 言葉 は 、 誇 り 高 い (ファラ オ の 失墜 の 深き を 物語 っ て いる 。 
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ささ 


93. されど 今日 われ ら は 液 を その 肉体 と 共に 救 4212 


7, 4 ッ グ 
わん 。 そ は 流し て 液 の 後に 来る 人 々 へ の 四 A TO dS 2 


人 た らし ゅ ん が た め な り 。 る れ ど まこ と i EY 
多く の 人 々 が われ ら の 神 光 を 軽視 す 。 
i 
第 十 項 13 イン イィ 。 9 wt | ダイ レッ タン 2 メメ 
94. われ ら は イス ラ エ ル の 子 ら に 立派 な 住ま い 1 
を 当て が い 、 い ろ い ろ と 佳 E 物 る だ 5。 先 P<? ンク を 」 ジム 
L か 3 ゃ 和え &V 2 1 23 SI CE 


面 し て 知恵 づく まで は 役 等 互 に 相 い 争う こ 


た の a 9 ge と ] 4 の 2 ブッ タン 2 っ 、 を どど アン 
と な か りき 。 げに 主 は 、 復活 の 日 に お いて 、 A 4 | 8 
彼 等 が 争い し 事柄 に 関し て 彼 等 を 審判 せ 


LS 


A。 TR, 
95. 5 し 液 われ ら の 陸 せ し も の に 疑い あら ば 、 のび dE I CGE SCI 
流 以 前 に 経 地 を 読め る 人 々 に 尋ね よ 。 真理 > を /2 ラッ ピ ン 2 タン ラン 


が 主 よ り 液 に 来 た れ り 、 さ れ ば 断じて 疑う i 2 に 6 る ec で NOM 
者 の 一 人 と な る な か れ 。 ( 注 49 I ジン ン イン 
0 9 の Co な 58 お) 


し る し レン Ny ん る ンク ン 

96. まだ アッ ラー の 神 兆 を 拒否 する な か れ 。 る OS blebs NE 
も な くば 、 液 内 敗者 の 二 人 と な らん 。 の ie の 
Ei 


ぅ る レ ン 2 人 て 
いさ に いと CN] 


デ 


> 


=M 


97. げに 主 の 剖 が 決定 きれ た 者 は 、 信 ぜ ぎ る で OSES 


98. た と い 諸々 の 神 兆 が 邊 等 に 玉 る と も 、 疹 刑 IN 
を 日 の あたり 見 ぬ 限 9 は 。 














注 48 あら ゆる 聖典 上 雄 史 の 本 の 中 で タル アー ン だ けが この 事実 を 述べ て いる の は 注目 すべ きこ と で ある 。 
聖 革 は この こと に つい て ふれ て いな いし 、 ど ん な 歴史 書 も そう で ある 。 し か し 、 神 の 葉 は 何 ほ 上 いう すばらし 
い 手 法 で 長 容 を 証明 きれ た こと か 。3000 年 以上 の 経過 の 後に 、 フ ァ ラ オ の 遺体 は 発見 きれ 、 現 在 カ イロ の 博物 
館 に 保存 され て いる 。 ミ イラ は 、 フ ァ ラ オ が 怒り と 需 か る を うか が わせ る 顔つき を し た 、 や せな だ な だ 背 の 低い 男 で あっ 
た だ こと を 示し て いる 。 モーゼ は ラメ ス 2 世 (Rameses は) の 時 代 に 生ま れ 、 彼 に 育て られ た ( 出 エ ジ プ ト 記 2 
の 2 ー10)。 し か し 、 モ ー ゼ が 聞 言 者 と し て の 使命 を 託さ きれ だ た の は 、 ラ メス 2 世 の 息 子 の メ ネ プ ブタ (Meneptah) 
の 治世 の 時 で あっ た (Jew.Enc. 9 巻 P 500 と 、Enc. Bib.[「 パ ロロ | と 「 エ ジブ プ ト 」 の 個所 )。 


注 49 この 演説 は 、 モ ハッ マ ド に 対し て で は な く 《、 ク ルアー ン の あら ゆる 読者 に 対し て の も の で ある 。 を その 
事 に つい て は 、「 流 われ ら が 降 せ し 」 と いう 言葉 $ も まだ た 、 こ の 話 が モハ ッ マ ド に きれ て いな いこ と を 示し て いる 
と いう の は 、 ク ルアー ン の 数 個所 で 、 そ れ は 全て の 民 に 示 る れ た と 述べ られ て いる か ら で あ る (2 の 137、 2 
の 1i)。 ま さき に 次 の 節 が 、 こ の 見 方 を 支持 し て いる 。 何故 な ら ば 、 マ ホメ ッ ト は どう あっ て 5[「 ア ラー の み し る 
し を 疑 う ] 人 々 の うち の 一 人 で は あり 得 な いか ら で あ る 。 
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100. 


101. 


102. 


103. 


104. 


注 30 
注 51 
童 140 節 、68 章 49 節 ) 聖書 の 中 で は 、 
彼 は ニ ネ で に 行き そこ で ニ ネ で の 人 々 に の ろ い を か ける よう 命じ られ だ 。 そこ で 、 タ 
CC わる れ だ と な っ て いる 。 彼 は イス ラ エ ル 人 で も 


6 ョ ヨナ の 民 を 除い て 、 信 促 に 入り 、 


その 信仰 

の お かげ を 被 む り た だ る 品 ( 注 50) な か り 
し は 何故 だ ? ヨナ の 氏 が 信 佑 に 入り た る 

時 、 わ れ ら は 彼 等 か ら こ の 世に お ける 恥辱 


の 前 を 除き 、 し ば し の 給 養 を 与え た り 。( 往 


51) 

も し 主 が 欲し た り せ ば 、 地 上 の すべ て の 
人 々 は 絡 と も に 信者 と な らん 。 液 は 人 々 に 
強 愛 し て 信者 た らし めん と する か ? ( 注 
52) 


な に びと 


Sg 3 の 許可 を な くし て 信仰 に 入 
能 わ ず 。 面 し て 理解 せ ざ る 者 ども に は 天 
Sg う 。 ( 注 53) 


云え 、「 天 地 に 生ずる も の を よく 考え て み 
ょ 」 と 。 然 れ ど も 、 神 上 兆 も 警告 $ 信 ぜ ぎ ざる 
人 々 に は 役立た だ ず 。 ( 注 54) 

邊 等 は 、 彼 等 以前 に 逝け る 者 が 被っ た 懲 
崩 の 日 々 以外 に 、 何 を 期待 し 去 
え 、 [待て 。 わ し も お 前 だ た ちと と も に 待つ 者 
な りり 」 と 。 

その 時 われ ら は 使徒 な ち 並 びに 信者 た ち 
を 救う べし 。 か く の 如 〈 信 者 を 救う は われ 
5 が 義務 な り 。 





町 に 住む 人 々 の 事 。 


和 セ ング] の ブッ る ニー ュ ン 


6 インタ ンー ン ン 
CGC の EVO 
人 a 29%% CE | 人 の 1 


Os dl he 


シッ ン タタ 移 ラプ ラー ニョ ン レン レン 2 ディ レン ン 
の りら i 
oda i i 


し し 


PT Nc SIE CS 
OLIN ERY 
VS OR 


29 和 9 る ラグ 


の CO る りあ 5 UN 
82E oObJ1635 06 
( 


〆 wr I て し 44 ッッ ンタ 2 
ENR UA OTE 
し 2 ター 


a 1 


「 あ 





ヨナ に つい て は 、 ク ルアー MET ot Oe 
彼 は "イスラ エル の 預言 者 


(4 章 164 節 、6 意 87 節 、21 章 88 節 、37 
"と 述べ られ て いる (2 列 王 紀 、14 章 25 節 ) 。 
クルアーン に よる と 、 人 彼 は 


な けれ ば 、 ニ ネ ホ で に つか わき れ た の で も な 


、 た だ が だ 彼 折 身 の 民 の 区 域 に 行っ た だ け で あっ た 。 翌 書 研 究 者 達 自ら も ゎ ヨ ナ の こと を イス ラ エ ル 人 と は 認め な 
い 2 


注 52 
いき きか の 攻 い も な ( 明 6 か と な っ て いる 


注 :53 


注 54 
成功 繁栄 に 導く よう 運命 づけ て いる 数 々 の 要因 は 、 天 と 地 の 両 方 で すでに 明らか で ある 。 それ で 、 


この 節 に より 、 イ スラ ム 教 は を の 布教 の 為 に 武力 の 行使 を 許し た り 攻 持 し た り し な いと いう こと が 、 
(2 章 257 節 も 参照 。) 。 


単に 口先 で 、 あ る 教義 を 述べ る だ け で 、 真 の 信仰 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 
「 天 地 に 生ずる も の を よく 考え て みよ 」 と いう 言葉 は 次 の よぅ な 意味 び で あ る 。 モ ハッ マッ ド の 主張 を 


その 主張 


は それ 自体 の 美しい 教訓 の カ で 繁栄 し て いく の で 、 そ の 主張 を 助け る の に どん な 弥 制 も 必要 と し な い の で ある 。 
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105. 


106. 


、 107. 


108、 


109. 


110 . 





第 十 一 項 
云え 、 「 流 等 人 々 よ 、 た と い お ぉ 前 だ た ち が 我 
が 宗教 に 狂い を 抱く と も 、 我 は お 前 た ち が 
アッ ラー 以外 に 拝 す る も の を 拝 ま ず 。 我 は 
お 前 だ ち に 死 を 賜 う アッ ラー の み を 拝 す 。 
げに 我 は 信者 た る べき こと を 命ぜ られ た 
9 。 


まだ 我 は 神 の 言い つけ を お 前 た ち に 伝達 
する を 前 条 村 られ 0 人 E 邊 に も を 邊 
ける 者 と し て 宗教 に 専念 し 、 ア ッ ラ ー に 
他 神 を 併せ 祀る 者 ど も の 一 人 と な る な か 
れ 。 

アッ ラー の 外 に 、 流 を 益 する こと も 損 な 
うこ と も な し 得 ぎ る 者 に 、 祈 る な か れ 。 も 
し 液 之 を 為 き ば 、 液 は 必ず 不義 者 の 一 人 
な らん 衣 と 。 


も し アッ ラー が 福 い に よっ て 液 を 昔 し め 
な ば 、 彼 以外 に 何人 た り と も ぁ 之 を 除く こと 
能 わ ず 。 また だ も し 幸い を 授け よ うと 思 ん ば 、 
何人 も その 軌 本 を 阻む こ る と 能 わ ず 。 彼 は 僕 
筆 の 中 か ら 御 心 に か な う 者 に それ を 施し 給 
う 。 役 は 寛大 に し て 、 慈 砺 深く まし ます 。 


云え を 、 「 液 等 人 々 よ 、 、 主 よ 5 真理 が お 
前 た ち に 来れ り 。 を の 簡 幸 に 従う 者 は た だ 
己 れ の 利益 の だ ため に 導 か れ 、 謀る 者 は た だ 


巳 れ を 損なう だ た め に 誤る 。 我 は お 前 た ちの 
付き 浴 い 人 に 非 ず 」 と 。 

液 に 啓示 きれ だ た る も の に 従い 、 ア ッ ラ ー 
が 審判 する まで 耐え 忍 べ 。 彼 は 最 ぅ 優れ た 
る 審判 者 な り 。 
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3 CeCe 

Ea 


も ン > 


WW oss 


1 IM U 


。 今 彼 等 


が ある 。 


し な い 。 彼ら が ょ 
担 ん で いる 人為 で ある 。 





(メッ カ 啓 


ー の 御名 に お い 


.。 アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 ( 注 1) こ は そ の 諸 
節 が 確定 せら れ 、 和 欠陥 が な 〈 く 、 細 部 に わた っ 
て 説明 きれ た る 経典 な り 。( 注 2) 
。 を は お 前 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 を も 
崇拝 すべ か ら ず と 教え 給 う 。 我 は 警告 者 並 
びに 朗報 伝達 者 と し て アッ ラー より 遣わ ゎ わる 
れ た だ る 者 な り 。 
. お 前 だ ち 主 の 落し を 求め て 、 憎 梅 せよ 。 き 
すれ ば 定め の 時 至る まで 、 主 は お 前 た ち に 
Ne 
は 忠 恵 を 授け ん 。 る きれ ど 、 も し お 前 た だ たち 背 
き 去 ら ば 、 我 は お 前 た ちの た め に あの 帝 
し い 日 の 比 罰 を 恐る 。( 注 3) 


お ぉ 前 だ ち が 帰 りり 着く とこ ラー な 
り 。 面 し て 彼 は 萬 事 に お いて 全能 な り 。 

\ は 彼 に 見 られ まい と し て 、 を の 胸 を 
折り だ た だ た む 。 彼 等 その 衣 で 体 を すっ か り 急 
み 司 る ん と . し て も 、 彼 は 彼 等 が 何 を 穏 し 、 
また 何 を 顕 す か を 知り 給 う 。 げ に 彼 は 、 彼 
等 の 移 典 に 抱く $ の を 深 知 し 給 う 。( 注 4) 


も れ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 


イス ラム 教 の 根本 と な る 


それ で も 、 根 本 の ぉ の を 


この 節 は 、 人 の 精神 の 発達 で は 、 給 差 の 段階 が 


示し て いる 。 給 基 は 過去 の 罪 に よる 邪 章 な 影響 に 対し て 神 の 保 本 
る 行動 の こと で ある 。 神 に 近づく の に 


不 大 仰 者 達 は 、 疑 悪 と 反対 の 念 を 心 に 


ーー f., EE 
エ 容 を 受 


教え に は 反論 の 余地 が 全く な 
し か し イス ラム 教 に つい て の あら ゆる 真実 や 知る 為 に は 、 根 本 と な る 数 えと 、 
を 細目 さり 優先 すべ き で ある 。 


、 ざ ん げ の あと に 来 て 


妥 し 持っ て お り 、 


け 入 れる の を 妨げ て いる 理由 は 、 彼 ら が 心 の 内 を 開き 、 


示 ) 
De ho 
Gos A 


LL の ンタ ッッ シタ る ちる GY の ン 
ORI TN NLS 消 
7/9 KC 2 な ン ン 

Rn 9 ば る sal ots 
ヶ ス タ 22 ン を ン 

I te 


シン 


< | 2 Pe 
Or to Ble oo Dh 


デ 


3 イェ タ の 2 クタ ラッ ン 」 2 ダレ ラッ チタ ンク クタ ン 2 タ る 
っ AS SA la Wi の 1 


2 タン タイ 2 っ に っ 5 の 
(2 “ a タン タン 


う の 5 ) CA 


OE EE 


いい の で 、 それ ら に 固 議 を 中 し 立て る の は 難し い 。 
を それ ら の 半 日 の 方 を 学ぶ 必要 


、 そ も それ より も 価値 が 高い こと や を 


・ 求 ゆ た あ と 、 誠 実 で 心から 神 に 謝 依 す 


、 こ れ 以 上 の どん な 良い 手段 を 想像 する こと が 出来 る で あろ る うか 。 


それ ら を あら わ に 出 き な いし 、 取 り けり 除い だ り 
医 い を 時 ら す の を 彼ら 自身 で 
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昌一 問 フー ド 


7 地上 に お ける 生き と し 生け る も の 、 み な を (3 
の 食物 を アッ ラー に 頼ら 6 ざる も の は な し 。 i 
彼 は を の し ば し の 滞在 場所 も 、 党 住所 も 知 CE 6 EE 
2 RRND 12 

。(《( 注 5) の!Ce の 


8. 玉座 が 水上 に 在り し 頃 、 六 日 の 間 で ( 注 6) っ Go59 EG 
天地 を 創造 し た る は 彼 な り 。 こ れ は 彼 が 、 
jp 前 だ ちの うち 誰が 一 番 立 派 な 振舞 い を す る と る (200 表 KW AT 
か 試さ きん が た め な り 。 さ れ ど 液 も し 「 お シッ レタ ラン 202 の 
前 た ち は 死 後に 必ず 難 ら し ゅ 5 れん 」 と 云 。 只 ツタ AA RS 


わ ば 、 信 ぜ ざ る 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 こ れ タッ 1 LG sr で レン ラタン ン 
> しゅ KA 
は 明らか に 惑わ し 以外 の 何 も の に も 非 ず 」 PA FS i oa) 
と 。( 注 7) oR % 
9 . まき だ た われ ら が も し 彼 等 の 懲 凡 を 一 定時 期 延 ュ グ アッ ター ライ トン 9 タタ 9 ン PP エコ 
せ 1 |* ュ ラ サロ アデ 
ば せ ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、「 何 が それ を 制 Gd CA CTH 
ンク 5 タ の 


人 "タラ LI 2 7 
止 す る の か ? 」 と 。 前 彼 等 に 下る 日 は 、 そ 5 eze5E259 (2 PR ッ ン 
れ を 遅 ける 術 $ な く 、 日 頃 喘 笑 し て た も の 
7 [アナ 3K を ? の PS ッ タ ラン 1 
に 役 等 は 包囲 され ん 。 DO LGS es & 
第 二 項 
10. も し われ ら が 人 間 を し て も われ ら の 慈悲 を 味 e9224224 る の 2 (3h Pr 
し か i : LR 
わし め ゅ 、 然 る 後に これ を 彼 か ら 取 り 上 げた も 2 の も つじ MICO 
な ら 、 彼 は 絶望 し 、 思 を 忘 る 。 CIAL 


注 3 押 は 、 神 の あら ゆる 創造 物 の 為 に 、 食 物 を 用 斉 な され だ 。 地 の 底 深く に 住む 虫 や は 忠 類 の 為 に 、 生 活 
の 手段 を 与 を きえ し た の で ある 。 人間 の 理性 は 、 こ の 様 に 地上 や 地 中 の 無制限 に 存在 する 是 や 昆虫 達 が 、 ど の 
様 に 、 ビ こ か ら 食 物 を 得る の か を 知っ て 当惑 する 。 人間 は 宇宙 の 神秘 を 解明 し た と 上 考え て いる が 、 自 分 達 が 食 
べ で て いる いろ いろ な 種類 の 食物 は 言う に 及ば ず 、 全て の 生命 体 を まだ 完全 に 知り つて し だ た 訳 で は な い 。 し か し 、 
神 は それ ら 全 て の も の に 対し て 二分 な 用 各 を な きれ だ た 。 この節 は 、 軍 が 創造 物 の 中 で も 最も 卑しい 物 を 自然 学 
上 の 必要 性 か ら 6 供給 きれ た 様 に 、 道 徳 的 精神 的 な 必要 物 と し て 同様 の 供給 を する の を 確か に 包 る こと が 出来 な 
か っ だ し 、 そ れ が 人 聞 で あり 、 神 の 創造 物 の 極致 で ある こと を 示し て いる 。 この節 は 、 あ ら ゆ る 生き 物 の 一 時 
的 永久 和 拘 す みか だ け で は な く 、 そ の 力 が 発展 する こと が 出来 る 最大 の 限界 に つい て も 芝 べ て いる 。 


注 6 7 章 55 節 季 昭 。 


注 7 水 の こ と は 全て の 生命 の 源 と し て クル アー ン の 中 で 繰り 返し 述べ られ て きだ (21 章 31 節 、25 章 55 節 、 
77 将 21 節 、86 章 7 節 )。「 玉 座 が 水上 に 在り し | と いう 言葉 は 、 僅 大 な る 恩恵 の 表示 は 生き 物 、 と り わ け 全 創 
造物 の 中 で 最高 の も る の で ある 人 間 を 通し て 見 られ る こと を 表し て いる 。 こ の 言葉 は 叉 、 神 の 美徳 は 思 恵 の 表示 
の 為 に 、 ク ルアー ン の 数 箇所 で 水 に た と えら れ て きた 神 の 啓示 の こと を 記 味 し て いる の か も し れ な い 。「 お まえ 
た ち は 死 後 、 必 ず 中 らち しめ ゅ られ ん 。」] と いう 言葉 に は 次 の こと が 示さ きれ て いる 。 こ の 創造 の シス テム 自体 、 人 は 
死後 生命 を 持つ こと を 表わし て いる 。 と いう の は 、 意 志 と 独立 心 を 持っ た 生物 が その 中 で 生き な けれ ば な ら な 

いこ の 広大 な 宇宙 と いう 創造 物 は 、 そ の 生物 の 創造 が 偉大 な る 目的 に か な う 様 芝 図 きれ て いる こと を 明らか に 
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li. 


12. 


13. 


14. 


16. 


WW 


18. 


する の で ある 。 し か し この 世界 で の 老 合 
の すみ か の 後 、 人 人間 は 報酬 の 永続 


座ら く 液 は 、 液 に 


だ が も し 災難 に み ま わ れ た 後 、 わ れ ら が 彼 
に 幸福 を 味 わ せ て や る と 、 彼 は 自信 を も っ 
て 云わ ん 、「 不幸 は 我 よ り 去 れ り 」 と 。 見 ょ 、 
彼 は 大 刻 び し て 自慢 す 、 


太 ぇ 忍び 療 い 行い も な す 者 は 別 と し て 。 
a 索 晴 らし い 報 奨 が 与え られ 
ん 2。 


啓示 る きれ だ る も の の 一 部 
を 放 楽 し た い 気 持ち に な り 、 を その だ め に 己 
が 胸 を 音 「 し め ら れる 。 を は 彼 等 が 「 何 故に 
宝物 が 役 に 降 きれ ぎる か 、 ま た 何故 に 天使 
が 彼 と 共に 至ら ぎる か ? | と 云う が だ た だめ な 
5 り 。 液 は た だ 警告 者 に 過ぎ ず 、 高 事 の 監視 
者 は アッ ラー な り 。 

役 等 は 云う 、「 彼 が これ を 偽造 し た の で は な 
いか ? 1 と 。 交え 、「 も し ぢ お 前 た ちの 言葉 が 
真実 な ら 6、 然 ら ば これ に 類する 音節 を 十 ほ 
ど 作 っ て 示せ 。 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 
頼れ る 神 に お 願い し て みる が いい と 。 


. も し 彼 等 神々 が お 前 た ちの 挑戦 に 応え られ 


の な ら 、 そ は アッ ラー の 御 和 知恵 に て 成 示 
る きれ だ る も の に し て 、 役 の 他 に 神 な きこ と 
を 知れ 。 き され ば お 前 だ ち 服 従 す る や ? 
誰 で あれ 現世 の 生活 と その 栄華 を 望む 者 に 
は 、 彼 等 の 行い に 対し て 、 わ れ ら は 現世 に 
お いて 充分 に 報 @ べ し 。 決し て 不当 に 過 せ 
ら る る こと な し 。 

る れ ど これ 等 の 者 ども は 、 来 指 に お いて 火 
獄 の 外 に 何 も な き 者 な り 。 彼 等 が 現世 で な 
せる こと は 無 と な り 5、 すべ て の 振 絡 い は 徒 
労 に 帰 き ん 。 

主 よ り の 明白 な 証拠 に 基づい て 、 主 の 神 光 
の 真理 な る を 証言 する 役 に 従い (し か も 
抑 導 に し て 慈悲 な る モー ー ゼ の 経典 に よっ 


は 短く 、 


試し と 試練 の 一 時 的 存在 で ある の で 
的 な 水 可 の すみ か に 進ま な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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て 予言 され て いた だ 者 が どう し て 詐欺 師 で あ 
べき か ? これ を 信ずる 人 々 は 、 真 の 信者 な 
り 。 面 し て こ れ を 信 ぜ ず 反 対す る 徒 輩 は 、 
火 獄 が 約束 の 地 と な らん 。 き 和 れ ば 、 液 これ 
を 疑う な か れ 。 ま こと に これ は 、 流 の 主 よ 
b り の 真理 な り 。 さ れ ど 、 人 々 の 多 て は 之 を 
信 ぜ ず 。 ( 注 8) 

19. アッ ラー に 対し て 虚偽 を 案 出 て る 者 より 更 
に 大 な る 不義 者 は あろ うか ? か か る 者 ども 
は 主 の 御前 に 引き 立て ら れ 、 十 人 た だ ち に 、 
「 こ れ 等 の 者 は 主 に 対し て 虐 偽 を な し た 
5 り 」 と 云わ れん 。 それ 、 デッラ ー の 叩 記 不 
義 な す 回 の 上 に 降る 。 ( 注 9) 


20. 彼 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 人 々 を 背 か し め 、 
マッ を 曲げ ん と 謀る 。 その 上 、 来 世 を 信 ぜ ぬ 
著 ど も な り 。 


21. か か る 徒 器 は 、 地 上 に お いて 神 の 計画 を 
折 す る 能 わ ず 、 ま た アッ ラー 以外 に 如何 な 
る 愛護 者 も 持つ 8 わ じ 。 彼 等 の 刑 軸 は 倍加 
る れん 。 彼 等 は 聴く 放 も わ ず 、 また 見 る 能 わ 
ビ 。 ( 注 10) 


22. 彼 等 は 己 が 身 を 減 ぎ せり 、 面 し て 彼 人 等 が 案 
出せ る 神々 は 彼 等 を 見 捨て る べし 。 
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注 8 この 節 で は モハ ッ マ ド を 支持 し て 三 つ の 主張 が 言葉 で 示 き る れ た だ 。(a ) 「 彼 は 、 
る 者 で あり 」(b) 「 彼 に 従う よう に 主 か 6 下る れ た 証人 が 真 で ある こと 


な み し る し の 上 に し っ か り と 立っ て い 
を 証明 する 意 に ]」 そし て 、 


(c ) 「 モ ー ゼ の 聖書 に 彼 の 出現 は 子 言 き 


主 か ら 下 き れ た 明らか 


れ て い だ 」 と 。「 主 か ら 下 きれ た 明 ら 6 かなみ 


し る し 」 ほ と いう の は 、 モ ハッ マ ド が 、 堕落 し 追 廃し だ た 入 々 の 生活 に 引き 起こ し た 僅 大 な 道 値 的 革命 の こと で あっ 


た 。 そ し て 、 彼 の 真実 性 を 証明 する 証人 達し いう の は 、 


者 た ちの こと で あっ た 。 


彼 の 後 災 者 達 の 中 か ら 現 われ た 神 に 支持 きれ だ る 指導 
後継 者 達 は 教訓 と 慣 折 に よっ て 時 代 を 通し て イス ラム 教 の 真理 し クル アー ン を 確立 し 


て いっ た 。 一 段 ほ 上 秀 で た 証人 と いう の は 、 約 束 き れ た メシ アア ハマ ディ ア 運 動 の 信 立 者 で あっ た だ 。 次 の 、「 モ ー 


ゼ の 経 黒 に よっ て 予言 きれ て いた と いう 言葉 は 、 
予言 を 示す も の で ある (26 意 197 節 参 照 ) 。 


旧約 理 壮 の 中 に 見 い 出 きれ る モハ ッ マ ド に つい て の 数 々 の 


注 9 この 証人 達 は 、 神 の 子 言 者 傍 の こと で ある と いえ る 。 


注 10 
る で あろ う 。 


不信 爺 に 導い た 指導 者 達 は 、 彼 ら 自 身 の 罪 と 、 彼 ら が 誤っ て 導い た 者 


赴 の 罪 と の 両方 の 為 に 還 せ られ 


ーー335 一 


第 一 交 ; 
Pl LL フー ド 





23. 彼 等 こ を は 、 和 疑い も な く 、 来 世に お いて 最 ッ ン 2 っ りー ノン ン ン ン < 
大 の 失敗 者 な り 。 NL 

24. 鍼 し な が ら 、 信 じ て 甘 行 を 放し 、 王 の 御前 0 
で 議席 る 者 一 これ 等 は 楽園 の 住人 に し て 、 し 
る の 中 に 永吉 に 滞在 せん 。 ( 注 1) Pe CS 


25. 両者 を 璧 うれ ば 、 痛 で 誤 と 、 日 も 見 えれ ば < (| oa rt も 
rad So a Ne end a 
耳 も 聞え る 考 と の 培い の 知 し 。 両 者 の 状態 de 


等 し か らん や ? これ で も まだ お 前 た ち 理 解 ONLINGE の と < 
EC | 
せ ざ る か ? ( 注 12) か だ US AS & 


第 三 項 a er 

26. われ ら は ノア を その 民 に 遣わ し て 、 芯 わし HT HUW 
め た 、「 実 に 我 は お 前 た ちの た め の 、 平凡 な yg % 

一 介 の 警告 者 に 過ぎ ず 。 CUS 

27. お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 外 に 何者 を も 柴 拝 す の に AS 
る な か れ 。 げ に 我 は 、 お 前 た ちの た め に 、 9 
悲惨 な 日 の 電 罰 を 恐る 」 と 。 ( 注 13) el 2% 


28. その 民 の うち の 信 ぜ ざる 長老 た ち は 涼 え 4 くる て タン ノッ > 
、「 我 等 は 汐 を 見 る に 、 我 等 白身 と 同じ 人 a らん らら うり AL 
間 に す ぎ ず 。 ま だ た 我 等 が 見 る に 、 た だ 我 等 6 と SI 3231 8 0 Ps 

の 中 で 最も 卑しい 連中 が 考え な し に 液 に 
従っ な に すぎ ず 。 ま た 我 等 は 、 お 前 が 我 等 0 ER 


より 何 も 優 れ て いる と は 思わ れず 。 それ ど Bd < タン 

ころ か 、 お 前 は 路 つ きだ と 我 等 は 信 ず 」 と 。 I 
29 ノ カ に 告 Yu JE SG 1 7 を タン プイ 2 の 1 ス 
9 ア は 去 え り 、「 我 が 民 よ 、 我 げ ょ 。 Es ll : っ | *(U 


し 我 、 王 の 呈 証 に 基づい て 、 主 の 御 許 か 
慈悲 を 賜わり て も 、 そ れ が ぉ 前 た ち に 解 し Ea St な り CS の う 15 
が だ い の な ら 、 之 を 嫌悪 う お 前 た ち に 、 我 と る ッ タ タン ント ンク タン 
等 之 を 強い 得 さ けん や ? Boa I 








注 11 精神 的 発展 で より 高い 扱 階 に 上 る 旋 に は 、 正 し い 信 仰 上 導 な る 所 業 に 加え を て 、 神 へ の 完全 な 確信 と 服 
従 、 を し て 神 に 対す る 完全 な 信仰 が 不可 欠 で ある 。 


注 12 ここ で は 、 信仰 と 不信 多 と の 間 が 美しい 対比 で 示 ぉ れ て いる 。 信仰 者 は 視覚 と 聴 党 を 完全 に 所 有する 
者 と し て 表わさ る れ 、 不 信仰 者 の こと は 、 ぬ めぐ くら 65 で つん ぼ の 入 間 に た と えら れれ て いる の で ある 。 


注 13 「 悲 惨 な 鎮 六 ] と [悲惨 な 日 の 坦 凡 ] は 異な る ぁ も の で ある 。 後者 の 表現 は 、 よ り 大 き な 激 烈 き を 暗示 
し て いる 。 あ る 種 の 秒 前 は 非常 に 悲 條 な も の で ある 。 し か し 、 何 百年 も 経過 し だ あと で きえ 、 を の 日 々 の 記憶 
が 絶え ず 付 きま と い 苦 痛 を 与え 続け る 様 な 「 特 定 の 日 々 |] が ある 。 現実 の 「 答 同 ] は 、 そ れ が 降り か か る 人 々 
に だ け 苦 痛 を 与え を る の だ が 、「 悲 惨 な 筐 凍 の 日 々 | の 記憶 は それ 以後 の 和 人 人々 も さえ た お び を きせ る も の で ある 。 
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30. 


31. 


92 , 


9J . 


34 . 


35. 


注 14 
る か と いう こと は 、 


我 が 民 よ 、 我 は を の 報酬 と し て 、 お 前 た ち 
に 如何 な る 財貨 も 求む な る に 非 ず 。 我 が 報 且 
は アッ ラー か ら の みな り 。 し て 我 は これ 
等 信ずる 者 を 追い 払う 気 は な し 。 彼 等 は 必 
ず 主 に 見 えん 。 きれ ど 我 は 、 お 前 た ち が 無 
知 な る 民 だ と 考え る 。 


我 が 民 よ 、 我 も し 彼 等 信者 を 遂 わ ば 、 ア ッ 
ラー の 怒り に 対し て 我 を 助 く る は 誰 ぞ ? お 
前 た ちこ れ で も まだ 気がつか ぬ の か ? 
BPY 
1 と か 、「『 不 可視 な も の を 知る 』 と か 、 ま 
A も 云わ ず 。 ま た 我 は 、 
お 前 た も が 蔵 視 し て いる 人 々 に 関し て 
「 ア ッ ラ ー が 彼 等 に 如何 な る 諦 信 も 授け ざ 
る で し 』】 と も 云わ ず 一 彼 等 の 胸中 に 何 が あ 
る か を 一 番 御存知 な の は 、 ア ッ ラ ー な りら 。 
それ 等 を 云い し 場合 は 、 秋 は 不義 者 の 列 に 
加わ らん 」 と 。 
彼 等 は 云 を り 、「 ノ ア よ 、 流 は 珠 等 と 論争 せ 
5 り 、 し か も 、 し ば し ば 長き に 下り 。 も し 波 
の 言葉 が 真実 を 語 叶 る な ら 、 液 が 我 等 に 威 咽 
する こと ょ を 今 こ こ に 齋 せ 」 と 。 


ノア は 云え り 、[ も し アッ ラー 欲し な ば 、 お 
上 削 だ ち に を れ を 審 す は 彼 の み 、 価 と て お 前 
たち は 神 の 御 意志 を 妨げ る こと 能 わ ず 。 
( 注 14) 

も し ブッ ラー が お 前 た ち を 減 ぼ きん と 欲し 
な ば 、 た だ た とい 我 お 前 だ た もち に 恵 告 せ ん と 欲し 
て も 、 我 が 忠告 は お 前 た ち を 人 益 せ ぎる で し 。 
彼 は お 前 た ちの 主 に し て 、 お 前 た ちや が て 

彼 の 御 許 に 召し 寄せ られ ん 」 と 。 ( 注 15) 
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この 節 は 、 懲罰 の 予言 に つい て 汐 の 三 つ の 重松 な 規則 を 具体 化し て いる 。 (a) 懲 罰 が 現実 に いつ 起き 


一 般 に は 明らか に きれ な い 。(b) 了 予言 は 条件 付き で あり 、 神 が 欲す る まま に 延期 きれ だ た だり 


取り 消 き れ だ り し 得る も の で ある 。 (Cc) 箸 罰 の 了 予言 に 関し て 、 ど ん な 変更 が 起き よう と も 、 提 の 不変 の 日 的 は 


決し て 変わ る こと は な い 。 
注 15 
28 節 ) と いう 一 般 に 持た れ て い だ 許 っ た 観念 を 取り 去る も の で ある 。 と いう の は 、 


な ぜ な ら 、 不 信仰 者 達 に は 「 神 の 月 的 を くじ か せる こと が 出来 な い ] か ら で あ る 。 


この 第 は 、 ノ ア が 、 彼 の 民 が 彼 を 信じ な か っ た 為 に 非常 に 怒り 、 彼 ら の 滅亡 の 敗 に 禄 っ た だ (71 章 27 節 、 
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この 節 は 、 ノ ア が 自発 的 に 





第 一 ラー ド 
て a > 7 4 13 クズ 
。 彼 等 は 云う か 、 「 役 が を 剣 作 し た る ヵ 」 ls 45。 0 ESP 


37. 


38. 


39, 


40. 


41. 遂 


ほ 。 云え 、「 我 も し 之 を 創作 せり と すれ ば 、. 


罪 は 我 に あり 。 然 れ ど 1 も 、 我 は お 前 だ たち が 
犯す 罪 に は 関 り な し |] と 。 

第 四 殴 
ノア に か く 更 示さ れき 、[ す で に 信者 と な り 
し 者 以外 は 、 流 の 民 の 何人 も 信 ぜ ざる べし 。 
故に 彼 等 が 行動 に つい て 、 流 奄 う る なかれ 。 
( 注 16) 


きれ ば 液 、 わ れ ら が 監視 の も と に 、 啓 示 に 
従っ て 方 計 を 造れ 。 悪行 を が か せる 者 ども の 
こと で われ に 療 願 する な か れ 。 彼 等 は 湧 れ 
死ぬ 定め な り 」 と 。 

か て て ノア は 方 穫 を 造り ぬ 。 を の 民 の 長老 
だ た ちる そば を 通り 過ぎ る 毎 に 、 彼 を 咽 寺 せり 。 
彼 は 云え り 、「 今 お 前 た ち 我 等 を 順 り 笑う ちょ 
も 、 時 守り な ば 、 お 前 だ ち が 今 咽 り 笑う 如 
〈 く 、 我 等 は お 前 た ち を 笑う べし 。 


その 時 お 前 た ち は 、 誰 が 上 に 恥辱 の 刊 が 、 
永 効 の 抽 が 降る か を 知る べし | と 。 


遂に われ ら の 命令 は 下り 、 大 地 よ り 諸 長 ほ 
2 り 出 る 時 、 ( 注 17) われ ら 5 は 云え 
、「 各 種類 の 番 、 雄 と 典 、 壮 び に 液 の 家族 
0 : の 舟 に 乗り 込ま せよ 。 但 し 、 す で に 富 刑 
が 降 き れ た 者 を 除き 、 信 者 も 業 せ ま 」 と 。 
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民 の 減 亡 を 神 に 析 っ だ の で は な く 、 


る 。 
注 16 71 章 27 節 、28 節 に 関す る 折り は 、 
に よる と 、 ノ アデ は 役 の 民 の 中 か ら 誰 も 彼 を 信 ず 


故 ノ クア の 祈り (71 章 27 節 、 


28 節 ) は 、 神 の 意志 


この 節 が 明示 る れ た あと に 、 
る 者 が 出 な いで あろ うと いう 神 の 決定 を 知ら る れれ て いた 。 それ 
定め に 対す る 服従 以上 の 何 も の で も 


神 自ら が 彼 に を うる せる こと を 望ま れ だ から で あっ たこ と を 示す か ら で あ 


唱え られ だ も の と 思わ れる 。 この節 


な か っ だ 。 その 折り が 


意味 し た こと は 全て 、 ノ ア の 民 の 減 記 に つい て の 神 の 定め を 神 が 実 行 し て も よい と いう こと で あっ た 。 


注 17 ノア の 洪水 は 、 だ だ 
それ の 本 当 の 原因 は 、 


水 も 又 、 地 球 の 深 
水 は 天 か ら と 地 か ら の 両 放 で 、 全 で の 土地 に 洪水 を も た らし た の で あっ た 。 ノ 


単に 泉 か ら 水 が 湧 き 出 た 為 だ け で は な か っ た 。54 電 12 節 一 13 節 で 明らか な 様 に 、 
に わか に 大 病 が 降り 出し た と た いう こと で あっ た 。 雨 は 降っ て 激流 ほな り 、 下 る 所 水 び た 
し と な り 、 概 し て 大 雨 の 時 み ら れ る 様 に 、 
き 上 が り 始 め 、 こ の 様 に し て 、 


部 か ら わ き 上 が り 始 め た 。 を そし て 泉 と いう 上 は わ 


ア は 、 氷 が 非常 に 沢山 発見 きれ た 山 の 多い 上 地 に 住ん を で いた の で ある 。 
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= Gr 
きれ ご ど 、 僅少 を 除 導い て 、 彼 と 共に 信 ゼ ぜ し 者 QALY ee “| レン A EU 
は な か りき 。 ( 注 18) > ARE 


42. a は 云え り 、「 こ の 中 に 乗り 込め 。 航行 も ッ タ ン St 
の っ っ dh | 
停泊 も アッ ラー の 御名 に お いて な せ 。 我 が の うう YWE 
2 oo る 


主 は 実に 寛大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます ] (1 
&。 
43. か くし て 方 舟 は 彼 人 等 を 乗せ 、 山 の 如き 波浪 OCZ る 22823G の あう 
の 中 へ 進め 行け り 。 ノ ア は 離れ て 立て る 我 ン 
6 ン レア | ルプ | 2 
が 子 に 向っ て 呼び か が けり 、[ 務 が 息子 よ 、 我 TAR a OG 5 dl es 


等 と 僅 に 船 に 乗れ 、 不 信心 者 と 倍 に いる な ジジ る 名 

か れ 」 と 。 eo (ご ああ 
44. する と 息子 は 答え り 、「 我 は 山 に 逃げ て 避難 4cg レッ レラ 2 の na 

せん 」 と 。 ノ ア は 云え り 、「 今 日 と いう 日 は 、 NG Grn rd Gs ds 


アッ ラー が 慈悲 を 垂れ る 者 以外 は 、 何 人 も イィ ン シ イ レー レデ 
> dC dl ek" 
アッ ラー の 神 庶 か ら 無 事 で いら れる 者 は な OCS la So し う 


し 」 と 。 そ の 時 、 波 流 二 人 の 間 に 寄せ 来 り 、 OSN G2 OE EA 
遂に 息子 は 湧 死者 の 一 人 と な れ り 。 ( 注 
19) 


45. RA 云え り 、「 大 地 よ 、 液 の 水 


1 ノ 2 ェ 
を 吸い 込め 。 大 空 よ 、 雨 降ら すこ gs | NS 0 


ょ ] ょ 。 i 事態 は 治 ま 、 Ce | 時 5 の 
は こぶ ね の 7 | les es 
方 舟 は ジェ ュー ディー 山の上 に 漂着 せ 5 。 RE 3S 
RC OS 


と 云え り 。 ( 注 20) 


注 18 「 各 種類 の ] と いう 言葉 は 、 こ こ で は あら ゆる 動物 た ちの こと で は な く 、 ノ テア が 必要 と し た 全て の 動 


物 の こと を 芝 味 する の で ある 。 確か に 、 箱 舟 は 世界 中 に い MA い を 運ぶ の に 十分 な 大 きき る で 
は な か っ た 。「 つ が い (各種 類 2 つの み )] と いう 言葉 を も つけ 加え て いる こと も 、 又 絶対 に 必要 で あっ な だ 数 だ け 
の 動物 が 取り 上 げ ら れ な こと を 示す の で ある 。 


注 19 この 節 は 、 ノ ア が 住ん で いなだ 場所 が 山々 に 囲ま れ て いな だ こと を 示し て いる 。 並 通 名 詞 と し て 使わ れる 
(HI) と いう 単語 は 、 一 連 の 山々 が あっ た と いう 事実 や 表わし て いる 。 そ し て その 山 の ゆう ちの 一 つ に 、 

ア の 息子 は 避難 所 を 求め た な の か も し れ な い 。 事実 、 そ の 場所 は 高い 山々 で 囲ま えれ た だ た 谷 で あっ た と 思わ れる 。 
の 2 大 耳 の 時 すでに 洪水 に な っ て し まう と いう こと は 向 て さき こと で は な い 。 


注 20 ヤギ クー トゥル 、 ハ ムウ ィ に よる と 、 ア デル ・ ジ ュ デ ィ 山 は 、 モ サル 地方 の チ グ リ ス 河 の 東側 に ある 長い 
一 連 の 山々 で ある 。 サ ッ レ に よれ ば 「 ア ル ・ ジュ ディ は 、 南側 の アル メニ ア を も を 、 メ ッ ポ ボタ ミア と カー ド 人 が 住 
ん で いた だ アッ シリ ア の 地方 と か 6 分 ける 山々 の うち の ーー つ で ある 。 0 カー ド 人 人 から カ ルド ウメ は 、 ダ が 
ルド ウ 康 う 名 を と っ だ の だ が 、 ギ リン シャ 人 が それ を Gordyoei と 変え を て し まっ だ の で ある …… 。 ノア の 釘 角 が 
これ ら の 山の上 に 止ま っ だ 断言 し て いる 言 伝え は 、 A な い 。 と いう の は 、 そ 
れ は キャ ルディ ー ン 失 身 の 言 伝 え そえ だから て で ある (Berosusapud Joseph.Antid…… )。 ノ ァ の 親 舟 の 名 残り は 、 
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46. 


47 . 


48. 


49. 


ノア は を その 主 を 呼び て 、 云 えり 、「 我 が 主 は 
息子 は 我が家 族 の 一 員 な り 。 液 の 約束 は 真 
容 で あり 、 液 は 審判 者 の 中 で 最も 公明 正大 
な る 御方 に まし ます 」 と 。 
主 は 云 を えり 、「 ノ ア よ 、 彼 は 流 の 家族 の 一 員 
に 非 ず 。 役 は 不 行 跡 な 人 間 な り 。 さ る れ ば 液 
が 知ら ざる こと に つい て 、 わ れ に 求め を 請 
う なかれ 。 わ 和 れ は 生 告 す 、 液 が 無知 な る 者 
の 一 人 と な ら ぬ よう | と 。 ( 注 21) 
ノア は 云え り 、「 主 よ 、 液 の お 加護 に より ま 
し て 、 我 、 自ら 知ら ぎる こと を 液 に 請 い 求 
め ざ ら ん こ と を 。 流 が 我 を 敷 し 、 慈悲 を 垂 
れ 給 わざ ぎれ ば 、 我 は 失敗 者 の 列 に 加わ らん 」 
と 。 ( 注 22) 
声 あ り て 、 云 た えり 、「 ノ ア よ 、 i 
平安 と 共 に に 上 陸 せ よ 。 液 並び に 液 と 倍 
る 入 々 か ら 生 まれ る 民族 に 祝福 あれ 。 6 
し の 間 剖 楽 に 写る 民族 も あろ う が 、 然 る 後 





に 彼 等 に は われ ら の 痛 刑 が 降る きれ ん 」 と 。 

( 注 23) 
に ニン ルル 2 Ne ER 
ジュ ディ 日 に 登っ て 行き 、 


し 1 2 の ン ン (24 8 ン ン 
9 P 
アラ ゥ ンプ 


DACA TO 


a 


0 


RC Lo 
dd GS a 
OG ON ERT 
INL AETAS Gs 
OG TI 2 
Os | 
SE GE dS 
Rt Td 


NE 


と 4 





ノア の 箱 角 の 場所 を 見 た も いわ れ て いる 。 又 、 以 前 に は 、 
ば れ た 有名 な 修道 院 が あっ た だ 。 ネ スト リア 人 は 、 


シス 王 は タマ ニー ン 町 か ら ア ル ・ 
"ノア の 箱 罰 修道院 "と 呼 


そし て 、 ヘ ラク 


これ ら の 山々 の 上 の ノア の 箱 舟 が 止ま っ た と みな きれ た 場所 


で 、 視 祭日 を 祝っ だ も の で あっ た 。 し か し 、 西 歴 776 年 に その 修道 院 は 、 い な ず ま に よっ て 破壊 きれ た の で あっ 


た 」 (サン Sele P 179, 
北 締 37 度 30 分 、 プ タン 地方 の を び ぇ 立つ 山 の 一 群 で ある 
り ど ころ に し て いる 。 こ の 言 伝え は 、 ノ ア の 釘 舟 が 止ま っ た 山 は 、 
と を 玲 証 する の で あぁ あ 
キリ スト 教 当 司 に よれ ば 、Gordyene の 山 が ノア の 避難 所 に され た と いう こと で ある 
1059)。 バビ ロニ ア の 言 伝え も 、 
旧約 環 書 は 


注 21 


180) 


る ……。 古 い 聖 番 の 注 窟 書 は 、 


この 節 に よれ ば 、 


確立 し た の で あっ な だ 。 


注 22 
は 単に 人 人 問 ら し い 誤 っ た 判断 どっ た の で ある 。 し か 


CO 42 ま 陸 の 光 まで NSR 誠志 に た 弄 で は が がら 2 
る 役 は ぎん げ を し だ た 。 そ の こと は 、 ぎ ん げ を する 


これ ら の 人 人 々 だ けが ノア の 家族 の 一 員 ほ とみ なき され ね 、 


sir 。 ジュ ディ (Djudi) は 、 ジ ャ ズ ィ ラ ・ イ ブン ・ オ マル の 北西 約 25 マイ ル 、 
ーー 。 ジュ ディ の 名 声 は メッ 決 タ ミア の 言 伝え を よ 


アラ ラッ ト 山 で は な く 、 ジ ど ジュディ で ある 


現在 ジェ ディ ほ 呼 ば れ て いる 山 を それ と みな し 、 あ る い は 


1 次 


(Enc. of Jslam, 


ケル メニ デア の アル ・ ジ ュ デ ィ 山 を その 場所 と し (Jew. Enc.“Ararat" 痕 照 ) 、 
、 パ ビ ロ ン が ノア の 子孫 の 住ん だ 場所 で ある こと を 認め る の で ある (創世 紀 11 次 


F 9 節 )。 


彼 を 通じ て 、 神 と 真実 の 関係 を 


それ 
こと が 、 


必ず し も 人 人 の 罪 深 き こと の 征 胃 た は な ら な いこ と を 示す の で ある 。 ざん げ は X、 人 人 間 の 弱る か ら 6 て る 悪 や 、 誤っ 
た 判断 の 結末 に よる 悪 か ら 自分 を 守っ て くれ る こと も ある の が だ 。 


注 23 


この 節 は 、 ノ ア の 子 係 と は 切り 離し て 、 ノ ア の 箱 豚 で 彼 と 一 絆 に いた 信仰 者 達 の -f 孫 8 、 
か ら 救 われ 、 繁 栄 し 、 増 名 し た こと を 示す も の で ある 。 
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i ECD RIE db 
) 宙 弄 。 等 eZ る CC 
時 2 6 が dd 0 剛 
re CI EN so 
DR EAT 2k 


ラー ー を 表 押 せよ 。 前 た ち は ア ッ ラ ー 以外 @ の 
の ざい | | GC 
に 神 を 有 せ ず 。 彼 に 配 し た る 他 神 は 、 ぉ 前 oe 


た ち が 作 9 出し た も の に すぎ ず 。 ( 注 25) 


の 子 係 で ある と の 見 方 に 賛成 する の で ある 。 

ノア の 洪水 の 話 は 、 る さま ざま な 国 の 言 伝え と 文学 の 中 に 見 る こと が 出来 、 そ を それら は 少し ずつ 異な っ て いる 
(Enc. Rel. 層 Eth.: Enc. Bib 上 & Enc. Brit. “Deluge" 参 昭 )。 こ の 鷲 劇 の 結末 は 、 人 類 の 文明 が 起こ り 始 め だ た 
頃 、 ど こ か で 起こ っ た ヒ と 推測 きれ る 。 比較 的 文化 と 文 功 が 進ん だ 一 民族 が 、 あ る 国 に 定住 する よう に な る 時 は 、 
常に その 土地 に 以前 か らい た 文明 の 遅れ た 住民 送 を 抹殺 し て し まっ だ か 、 彼 ら を 非常 に 弱体 化 き せ た な か の ども ち 
ら か で あっ だ こと は 、 礎 史 的 に よく 知ら れ た 事実 で ある 。 こ の 様 に 和 類 文明 の 幕 明け 役 で あっ だ ノア の 子 反 
彼 の 仲間 達 は 、 他 の 土地 に 敵 ら ば っ て 行っ た の で ある 。 と いう の は 、 彼 ら は すでに その 土地 に 住ん で いた 展 族 
より 強力 で あっ た 為 に 、 そ の 民族 を 減 ぼ し て し まっ だ か 、 自 分 達 の 中 に 吸収 し て し まっ だ か で あっ だ 。 この 欄 
に し て 、 役 6 は 征服 し て 全て の 国 に 彼 6 月 身 の 伝統 と 習 翌 を と より 入れ て いっ た だ に 違い な い の で ある 。 そし て そ 
ノア の 箱 東 に つい て の 言 伝え も 叉 、 他 の 土地 に 紹介 きれ て いっ た に 違い な い 。 し か し 、 時 の 経過 と 共 

、 移住 者 達 は 、 元 の 上 地 も と の つなが り を 持 だ な く な り 、 そ の 結 某 、 悲 劇 の 結 示 は どこ か の 土地 で の 出来 事 ヒ 
A 人 や 場所 の を の 地方 で の 呼び 方 が 、 元 の 名 前 に と っ て か わる 様 に な っ だ た の で あっ た だ 。 ノ 
テア の 洪水 は 全 信 類 へ の 天 剖 と いう こと た で も な か っ だ し 、 い ちい ろ な [上 地 の 種々 の 言 伝え が 別 の 洪水 の こと を 指 
す と と られ て いた だ 訳 で も な か っ だ の で ある 。 





注 24 いろいろ な 子 言 者 達 に つい て の クル アーン の 説明 は 、 単 な る 物語 と し て 、 も くろ まれ て いる の で は な 
い 。 それ ら の 話 は クル アー ン の 中 に 与 を えた られ て いる が 、 を その 理由 は 、 そ れ ら が 、 モ ハッ マ ド 目 身 の 和 人生 に 超 こ 
る 子 定 で あっ だ 似通っ な だ 出来事 に つい て の 予言 的 暗 示 を 含ん で いる か が から で ある 。 


注 25 いく ら 5 か の ヨー ロッ プ パ の 批評 家達 は アー ド 人 人 その も の の 存在 を 否定 し た 。 今 迄 アラ ビア で 発見 る れ た 
MN アァ アード が を その 国 の ある 民族 の 名 前 だ と 述べ て いる も の は ーー つも な いと 彼ら は 言う 。 そ れ で 、 ク グル 
ー ン は マ ホ メ ッ ト の 時 代 に 、 ア ラブ 人 の 問 に 広く いき お だ っ て いた だ 人 人気 の ある 伝説 の 中 の -- つ を 引用 し た に 
NO NN の で ある 。 こ の 反論 は 誤解 の 上 に 成り 立っ て いる 。 事 実 、 人 種 の 区 分 に は 、 二 箇 
りあ る こと が 一 般 に 知ら れ て いる 。 一 つ は 人 種 全 体 を 表わす 名 前 で あり 、 ぉ も う 一 つ は 、 そ の 人 入 種 の うち の ある 
特定 の グル ー プ を 表わす も の で ある 。 ア ー ド は 単 一 種族 の 名 で は な く 、 幾 つか の 種族 の 集まり の 名 で あり 、 を 
れ ら の 中 の 豊 な る 種族 が 時 を 変え て 権力 を ふる っ た の で あっ た 。 彼ら は 、 特 定 の 集まり の 名 を 携え る 百 文 を 後 
に 残し た の で あっ た だ た 。 し か し 彼ら は 全て 、 中 心 と な る アー ド 族 に 属し て いた 。 こ の 名 が 、 古 代 の 地理 の 本 の 中 
に ある 、 と いう 事実 も また だ アー ド と いう 名 の 民族 が 確か に 住ん を び で いた こと も 示す の で ある 。 クル アーン の 中 で 
述べ られ て いる アー ド 種 族 は 、 イ ラー ム と 呼ば れ て いた 。 ア デー ド の 中 の この イラ ー ょ 派 は 、 紀 元 前 500 年 迄 続 
いた 強 炎 な 王国 を 築い て いた 。 彼ら の 言語 は アラ ミ 語 で 、 へ ブラ イ 語 と 同族 で ある 。 ア ラム 王国 は 、 モ ム 王 国 
の 減 亡 後 築 か れ 、 そ の 境界 の 中 に 、 メ ソ ポ タ ミ ア 、 パ レス チ ナ 、 シ リア 、 カ ルディ ア の 全て を 含ん で いた 。 考 
古 学 の 調査 で 、 こ の 王 園 の 跡 が 発見 され だ の で ある 。 
アード 種族 は 、 ノ ア の 民 の すぐ で あ ょ と に 生活 し て いた (7 章 70 第)。 彼ら は 高い 場所 に 記念 物 を 築い た だ (26 章 
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52. 我 が 民 よ 、 我 は 之 が た め に 如何 な る 報酬 $ VTR バン ・ る 
、 4 Llol hel le DE 

お 前 た ち に 求め ず 。 我 が 報 本 は 、 我 を 創 9 OU 2 の 0 

給 う た 彼 の 御 許 に の みあ り 。 こ れ で も お 前 OTN WG GI 


だ ち 理 解 し 得 ざる か ? 


ゆる の 9 ン 
53. 我 が 民 よ 、 お 前 た ちの 主 に 散 し を 請 い 、 お し の 1 CO 2 る | ン 
0 りす れ ば 、 役 は お 前 た ちの 上 に 雲 を 送 ャ の っ 


の 
み クタ 
、 沿 然 た る 雨 を 降ら し 、 お 前 た ちの 力 に PS 5 Bd SE a 
I OC 
て 、 彼 か ら 顔 そむけ る こと な か れ 」 と 。 Oa Ss 
( 注 26) | 


54. 彼 等 は 三 え ん 9 、 「 フ ー ド まい 液 は 我 等 に 如何 A ny a Cs I 
な る 確証 6 審 る ざり き 。 きれ ば 彼 等 は 、 de うた と いらっ 4EIE 
の 言葉 ど ばけ で は 、 彼 等 の 神々 を 径 て る 気 は 

な し 。 ま た だ 液 を 信ずる 気 も な し 。 


55. 我 等 は 唯 、 我 等 の 神々 の 或 る 者 が 液 に 補 を 254 人 に ち 59 人 セン zs 4 
な せり 、 と 云う 得る の み ] と 。 フード は 答 86 Ue RS) 
えて 、 芯 えり 、「 我 は アッ ラー に 立証 を 願う 、 NG GID 8 
る きれ ば 液 等 る ま だ た だ 、 我 は 彼 以 外 に 、 液 等 の 
神々 に 関 り な きこ と を 証言 せよ 。 


56. され ば お 前 た ち み な で 、 我 に 刃 向 か う 計 画 ンプ シラ ュー ン 522 字 し ュ タ 。 
1 OBI SI 55 2 
を 工夫 せよ 。 我 に 和 鎖 子 を 与え る な か れ 。 CT ED の っ うっ ws 


に 筐 キ 和香 お 王 に > 昌和 ナ * に ー ノ トー ぁみ 9 ン ゃ 
57. es 0 王 に MD A cs 
アッ ラー を 信頼 し 奉る 。 生 き と し 生け る 者 、 、 タ * ン ” 
ー と し て アッ ラー が を その 前 髪 を 捕え ざる は boa REE, Ga 
な し 。( 注 27) げに 主 は 、 彼 を 頼る 人 々 を 
救う べく 、 正 道 の 上 に 立ち 給 う 。 ea 
129 節 )9。 ア ラビ ア に は 、 今 も 言 、 大 建 半 物 の 中 中 が 残っ て いる 。 こ れ ら の 民 の 歴史 は 人 、 洛 時 が り に お お われ 
て し まい 、 上 内 、 い くら か の 建物 の 追跡 が 見 られ る だ け で ある (46 立 26 節 )。 こ れ ら の 民 が 住ん で いた 領域 は 、 
アフ カー フク (46 章 22 節 ) と 呼ば れ て いる 。 それは 、 文 字 上 は 、 ゆ る や か に 曲がり て ね っ た ZZ 字形 の 砂丘 を 議 味 
する が 、 ア ラビ ア の 二 つ の 場所 に 与え られ だ 名 で ある 。 一 つ は 南部 で 、 列 アフ カー フ と し て 知ら れ て お り 、 ぅ 
ne 北ア フカ ー フ と 呼ば れ て いる 。 こ れ ら 6 の 広大 な 地域 は よく 肥え だ 地 で ある が 、 砂 漠 の 近く で 
ある 為 に 、 砂 漢 の 砂 が 風 で 積み 上 げ ら れ て 、 を そこ に 砂丘 を 作り 上 げ る 。 ア ー ド が 砂嵐 に よっ て 六 せ られ た 時 、 
A DO SGR 
の 王 要 都市 や 山 の よ うな 砂 と 鹿 の 下 に 理 ゆ つく し て いっ た の で あっ た (69 立 7、8 節 )。 
注 26 _ デー ド の 信 々 の 主要 な 職業 は 農業 で あり 、 彼 6 の 寺地 に は 井戸 も 洪 用 水 も な か っ た 人為 、 耕 作 の 為 に 
は 雨水 に だ よっ て い だ と 四 わ れる の で ある 。 
注 27 前 朋 を 捕 を る と いう の は 、 ア ラブ 人 の 古い 習慣 に 関係 し て いる 。 征服 る れ た 民族 が 失 虜 と し て 征服 者 
の 前 に 回れ て 来 ら れ た 時 、 征 服 者 は 彼 の 前 茅 を し っ か り と 捕え て いた か 、 勝 利 の し る し に 彼ら の 前 髪 を を 6 せ 
だ の で あっ た 。 


CT A TE EA rT 
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58. 


59 . 


60. 


61. 


62 . 


63. 


64 . 


然 れ だ 6 な お 、 た と い お 前 た ち 背 き 去 る と 
も 、 我 は すでに 我 が 使命 を お前 だ ち に 伝達 
せり 。 主 は お 前 た ちの 代り に 、 他 の 民 て 軒 
き 堆 えん 。 お 前 た ち は 彼 を 誤 も 害する 能 
ず 。 げ に 主 は 、 一 切 を 監視 し 給 う 」 と 。 


か く 《 て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は 
フー ド 並 びに 彼 と 共に 信 ぜ し 人 々 を 救え 
り 。 わ れ ら は 厳 刑 酷 欄 か ら 彼 等 を 救助 せ 。 


ァ ー ド と は こ の よう な 者 な りき 。 彼 等 は そ 
の 主 の 後 を 拒否 し 、 その 使徒 た ち に 背 き 、 
真理 の 敵 の 優 慢 な 命令 に 従え り 。 


か く て 彼 等 は 、 こ の 世に お いて 、 ま だ た 復活 
の 日 に お いて 、 喝 い の 言葉 に つき ま と わ れ 
だ り 。 見 よ 、 ア デー ド の 手合 い は その 主 に 対 
し て 息 知ら ず な 振舞 を なせ 9。 見 よ 、 フ ー 
ド の 民 ア ー ド は 遠く へ 放逐 る れ だ で は な い 
カカ! 

第 大 頂 
また われ ら は 、 サ ムー ド 族 に は その 同胞 の 
サー リフ を 遣わ し な ただ り 。 彼 は 云え り 、「 我 が 
民 よ 、 ア ッ ラ ー を 県 振 せ よ 。 お 前 だ ち は 彼 
以外 に 神 を 有 せ ず 。 彼 は お 前 た ち を 地 よ り 
興し 、 そこ に お 前 た ち を 住ま し め 給 うだ 。 
され ば 彼 に 落し を 請 い 、 帰依 し まつ ね 。 ミ 
こと 我 が 主 は いと 近く 《 に まし まし て 、 祈 願 
に 応え 給 う 。 
彼 等 は 云え り 、「 サ ー リ フ よ 、 流 は 我 等 の 
で 希望 の 的 な りき 。 液 は 我 等 が 父 宙 が 拝み 
し も ゃ の を 、 我 等 : に 拝む な と 云う か? なれ ど 、 
液 が 勧め る 教え を に つい て 、 我 等 は 許し み 疑 
>| と 
サー リフ は 云え り 、 「 我 が 民 よ 、 云 っ て みよ 、 
も し 我 主 さ 5 の 哨 証 の 上 に 立ち 、 ビ じき じき 
に 特別 な る 慈悲 を 賜 わ っ て いな が ら 、 も し 
我 主 に 背 か ば 、 誰 が 我 を アッ ラー か ら 科 る 
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を 得 べ けん や ? され ば お ゼ 前 だ ち は 、 た だ だ 我 @③ 2 2 と レル ウ ウタ Re 
が 破滅 を 促 き ん と する も の な り 。 JasO I GI し 5 was 


65. 技 が 民 ょ 、 これ な る は ア 2 が お 前 た ち EG ンタ プン の A 2 a 1 | 
へ の 衝 に し て 賜 わ れ る 牝 略 肢 な り 。 さ れ ば WE EE 


1 
et 


彼女 を アッ ラー の 大 地 に 放牧 し 、 身 近 な 懲 9 MM 5 の 2 の So 
避 を 被 ら ぬ よ う に に 危害 を 加え た る こと な 22 の 
か れ 」] と 。 Ow 


66. 然るに 彼 等 は その 路 能 の 蘭 を 切れ り 。 そ 
で サー リフ は 云え り 、[ 三 日 の 開 お 前 た ち は 
自分 の 家 で 楽し す が よ い 。 こ れ は 逢う こ 
な き 約 束 な る ぞ ] と 。 ( 注 28) 

67. か て て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は 特 2 2 3 久生 区 
別 な 慈 幕 に よっ て 、 サ ー リ フ 並 びに 彼 と 共 


= 
Ne 


(5 583 3 2 る プン UM 
っ タッ ンタ ラン 
5002 de ds 


” 


ノ ノレ 9 アー アレ ォ ョ 
に 信 ぜ し 人 々 を 救い 、 ま た 該 の に お ける 24 OR SS dy 
恥辱 か ら も 救い た り 。 げ に 液 の 主 は 、 強 力 2 
に し て 偉大 な る 者 に まし ます 。 OF Gol 

68. 懲罰 が 不義 を 行い し 者 ども に 毅 い か か る EE ed PAC 
や 、 役 等 は 家 の 中 で 伏し 横たわる 、 2 

OO 

69. ミミ な が ら 彼 等 は その 中 に 絶 て 住ま な か っ だ 1223 KT ZS を ペイ 
者 の 如く 。 見よ 、 サ ムー ド は を その 主 に 対し SB ON Sl 
て 思 知 ら ず な 振舞 を な せり 。 見 よ 、 サ ムー nd 

は 遠く へ 放送 きれ だ で は な いか 1! ( 注 
29) 
第 七 項 


70. われ ら の 使徒 た ち ( 注 30) は 朗報 を 携え 1 二 4WUUIC4 作 ル 
て アプ ラ ハ ム に 至れ り 。 彼 等 が [平安 あ れ ] EE 2 5 ら 先 83 








注 28 三 日 の 殺 子 と いう の は 多分 、 後 梅 の 為 の 最後 の チャ ンス と し て の 意味 が あっ た ので あろ る う が 、 不 夢 な 
民 は それ を 利用 し な か っ だ の で ある 。 


注 29 61 節 で は 、「 フ ー ド の 民 」 と いう 言葉 が 、 膝 史上 の 理由 の 為 に 、 ア ー ド と いう 単語 に つけ 加え られ て 
いた 。 と いう の は 、 実 際 ア ー ド は 、 二 つの 種族 の 名 前 、 1 番 日 の アー ド 人 と 2 番 日 の アー ド 人 と が ある 。 そし 
て 「 フ ラー ド の 民 」 と いう 言葉 が つけ 加え られ て いた の は 、 を こ で 意味 し て いる の が 1 番目 の アー ド 人 の こと で 
あっ て 、 2 番目 の 方 で は な いこ と を 示す 人為 で あっ た 。 し か し 、 タ ムー ド は 、 一 種 医 の み の 名 前 で あっ た の で 、 
[予言 者 サ と の 民 」 と いう 言葉 は 省 路 きれ いて た 。 理由 は 、 を それ を つけ 加え て も 、 ど ん な 有人 益 な 日 的 に る か な 
わな か っ だ で あろ うか ら で あ る 。 


注 30 [使徒 達 ] が 誰 で あっ た か に 関し て は 、 異 な っ た 意見 が ある 。 あ る 者 は 、 彼 ら を 人 間 と 二 え 、 あ る 首 
は 彼ら は 天使 だ と 考え た る 。 前 者 の 見 方 は 、 真 実 と 現実 に より 近い と 思わ れる 。 ア ブラ ハム 上 ロト の 二 人 は 、 を 
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と 挨拶 する と 、 彼 も 「 平 安 あ れ ] と 応え グン る 名 (< 
Ne es 1 G 

た だ ち に 焼い た 積 を 供し た り 。 ( ま 30 OG 3 ビン 0 > J 
ング レ タン アー ダーン レニー テラ p ン プイ レ ェ ン ン レ 
71. 然るに 、 ア プラ ハム は 披 等 の が 特に 触れ CS も の 全 40 ひ US ダス ob( 仙 
ざる の を 見 て 、 彼 之 を 和 惨 し み 、 彼 等 に 怖 れ で レッ ーー の クー ラン ン レン クレ 名 し た 
を 抱き た り 。 す る と 後 等 は 云え り 、「 居 れる EE ES 2 
な か れ 、 我 等 は ロト の 民 へ 遣わ る きれ だ 者 な 8 2 
りり | と 。 ( 注 32) タグ 

72. その 時 、 彼 の 妻 と そば に 居合 わせ た れ ば 、 彼 ン 2 3 る ライ レン ゴメ アア 
yn a a 11 
女 も また 興 怖 を 覚 ん たり 。 を こ で 、 ゎ れ 5 フツ テル ンタ つの らい お お 
は 彼女 に イサ ク と 、 イ サク の 後に ヤ ュ ブ が OUI RC 


産ま れる 朗報 を 伝え だ り 。 
73. 彼女 は 云え り 、 [情け な や 、 姜 は すでに いた レス っ ロラン 35 宏 アノ (に イレ IE 
くい 、 麗 が 内 も 人 な る に 、 表 回 何 に し 守 ば 0e わ 導 bbOE は B 


て 子 を 産む ざけ ん や ? これ は まこ と に 不 忠 OLE RA 

議 な こと な り 」 と 。 ” - 
74. する と 彼 等 は 云え り 、「 流 は アッ ラー の 御 決 レン 』 RB 

定 を 不思議 に 思う か ? アッラー の 慈悲 と 祝 ES Chr ) 

福 が この 家 の 人 々 の 上 に あれ か し 。 ば げに 彼 CLI Rt) RC 

は 、 護 美 と 栄光 を 受け 給 う べき 御方 な 5」 

と 。 ( 注 33) 





の 土地 は 初め て で あっ た だ と ころ か ら 、 神 が その 地方 の 信心 深い 人 々 に 命じ て 、 天 型 が 実際 に 彼 の 民 に 組 い か か 
る 前 に 、 ロ トト を 安全 な 場所 に 連れ て 行く よう 命じ られ だ た 、 と いう 可能 性 が か な りあ る 。 ロト の 民 は すでに 懲 早 
に お どき され て いた (15 章 65 箇 )。「 使 徒 達 } は 、 た だ 彼 に 約 束 き れ た 恐る べき 懲罰 の 時 が 来 た こ と を 知ら せる 為 
に の み 来 た の で あっ だ 。 


注 31 アプ ブラ ハム の 本 当 の 名 前 は アプ ラム で あっ な だ 。 イ シュ マエ ル の 誕 左 の 後 、 神 御 自身 の 命令 に よっ て 、 
役 は 『 民 族 の 父 ] と か 「 多 く の 民 族 の 父 ] を 意味 する アプ ブラ ハム と 呼ば れる 様 に な っ た 。 人 彼 の 子 揉 の 一 派 イ ス 
ラ エ ル 人 は カ ヵ カナ ン に 住み 、 他 の 一 派 は イシ ュ マ エル の 民 で 、 ア ラビ ア に 住ん で いた 。 

注 32 アプ ラ ハ ム は 最初 、[ 使 徒 達 ] を 普通 の 旅人 と 思っ て いた が 、 彼 ら が 焼い た 子 牛 を 食べ る の を 控え た 時 、 
役 は 彼ら が 特別 の 便 命 や 帯び て いる の に 気がつい た の で あっ た だ 。 それ を 彼 は 理解 する こと が 出来 な か っ た の で 
あっ た 。「 彼 等 に 短 れ を 抱き た だ たり 」 と いう 言葉 は 、 ア ブラ ハム が 見 知ら 兄 旅 人 を 恐れ る と いう 意味 で は な く 〈、 彼 
ら が その 食物 を 口 に し な か っ た 時 、 彼 は も て な し の 作法 に 反する こと を 何 か し た の で は な いか と 迄 れ だ の で 
あっ た 。 客 は アプ ブラ ハム の 落ち 着 か な い 表 情 か 6 彼 の 心 の 不安 な 状態 を 読み 取っ た と 思わ れる 。 それ で 、 彼 ら 
は すぐ に アブ プラ ハム に 、 自 分 達 は 気分 を 害し て いる 訳 で は 全く 《 な く 、 食 べ 物 を あれ ごちそう に な ら 6 な い 理 由 は 、 自 
分 達 の 世 み し い 使 命 が 食べ る 気 あ を な くる きせ て いる の だ 、 と 言っ て 、 役 の 心配 を 取り 除い た の で あっ た 。 客 は こ 
の 返答 も また 、 彼 ら が 天使 で は な か っ た こと を 表わし て いる 。 も し 彼ら が 天使 で あっ た な ら 、 役 ら は 自分 達 は 
人 人 間 で は な いか ら 食 べ 物 に 手 を つけ る こと が 出来 な い の だ と 言っ た こと で あろ う 。 ロト は 、 ハ ラン の 息子 、 テ 
ラー フ の 孫 で あり 、 パ レス チ ナ 人 、 モ デーブ と アン モー ン の 福 先 で あっ た 。 役 は アプ ブラ ハム の お いで あり 、 カ 
ナン で アプ ブラ ハム に 加わ っ た の で ある 。 . 

注 33 。 この節 で は 、「 こ の 家 の 人 々 ] と いう 言葉 は 、 明 ら か に アプ ラ ハ ム の 妻 に 当て は まる の で ある 。 理 由 は 
彼女 は 子供 を 一 人 も 産ん で は いな か っ た か ら で あ る 。 吾 実 、 子 言 者 a Prophet に 関し て クル アー ン の 中 で 家 
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75. アブラハム か ら 設 怖 が 去り 、 期 報 が 彼 に 伝 ap レレ シン ci 
RA バン ン ッ ン ス 
と られ る は 、 彼 は p ト の 人 々 の た ゅ に ちん Sue うと ou OE CS CM 


ら に 対し て 弁護 せり 。 ( 注 34) RS 
76. げに アプ ブラ ハム は 、 温 厚 で 心 優し く 、 冶 た 4 GL Ge 0 2 
びと な く 改 惨 せ り 。 の 23 8 し 2 RI 8 
77.「 ア プラ ハム よ 、 思 いと ど ま れ 。 主 の 御 決 47 人 EE pb 
定 は すでに 下り 、 避 け 上 難 き 懲 前 が 彼 等 の 上 VS 4 邊 
7 " lg 
に 来 り つつ あり 」 IE eB 13 3 
78. われ ら の 使徒 等 が ロ ト に 反 る 室 、 彼 は 役 等 し 】 ノ 2 (3 ン イ タク ッ ン イン a 
の た め に 心 を 痛め 、 彼 等 の た め に 無力 な る Ge 6s se 
を 感じ 、「 こ は 苦難 の 日 な る か な と 云え り 。 @ の WNW 
79.、 人々 は あわ て ふた めい て 役 に 来 た れ り 。 と タン SS 
NIINI Ip SS t,o 5 と ゆう 
ミ る *[ ン 241 4 の 


EPR DE 
に 過ぎ る 。 き れ ば アッ ラー を 異 れ 、 我 が 客 CE i 


人 た も ちの 前 で 我 を 辱 し むる な か れ 。 お 前 た A 
ちの 中 に は 一 人 も 正義 の 心 の 者 が 在 6 ぎ る LD es 2 


か ?」 と 。 ( 生 36) 











の 人 々 と いう 5 表現 が 使わ れ て いる 時 、 移 し て それ は 、 彼 の 妻 又 は 妻 達 を 指し て いる の で ある (28 間 13 節 、33 章 
34 節 )。 


注 34 剣 世紀 18 章 21 節 一 33 節 参照 。 


注 35 ソドム と ゴモラ の 二 つ の 町 の 住人 は 、 街 道 で 旅人 達 か 6 金品 を 略 人 稚 し た $ も の で あっ た だ た 。 (Jew. Enc. 
“Sodom" 参照)。 当 然 彼ら は 常に 報復 を 切れ て いた 。 特に ソドム の 住人 は 、 実 際 隣 国 と 戦争 状態 に あっ た (創世 
EAI 
然 に 旅人 の 世話 を し 、 も て な し だ た も の で あっ た (15 章 71 節 )。 彼 の 民 は 、 い つも 不安 が っ て 、 繰 り 返 し 彼 に を 

の 習慣 を 捨て る よう 笛 告 し て いた の で 、 彼 が 旅人 で ある 「 使 徒 達 ] を 家 に 招き 入れ た 時 、 彼 ら は 激 即 し 、 稀 っ 
た 顔つき で 彼 の 守 に と ん で 来 だ た 。 な ぜ な ら 、 彼 6 が 何 度 も 抗議 し て いる の を 無視 し て 彼 が よそ 者 に 宿 を か す 和 為 
に 、 今 度 こ を 彼 を 還 す る 良い 機会 を 得 た と 思っ た の で あっ た (15 章 68 節 -71 節 )。 


注 36 ロト は 、 彼 ら の 今 迄 の 愚 い 行い か ら 考 えて 、 何 か 悪い こと を し て 客 の 前 で 彼 を は ず か し め は し な いか 
と 惑 * れ た こと を 、 こ の 館 は 表わし て いる 。 ここ で は る その 悪い 行い が どん な も の か に つい て は 特に 言及 し て いな 

。 彼 ら は 邪 な 民 で あっ た の で 、 ロト は 彼ら が 彼 に 何 か 害 を 与え を る か も し れ な いこ と を 、 当 然 理解 し て いた 。 
RO RR 
の 娘 達 を 拘留 し 彼女 達 を 罰する こと に よっ て 彼 ・ の 怒り を ぶち まけ る こと が で きる で あろ う 、 と 言っ だ 。 それ 
は 彼ら 6 が 取り 上 上 げ ば る の に 、 よ り 良 く よ り 清浄 な 道 で あっ た 。 な ぜ な ら 、 そ の 方 法 な ら 、 彼 6 は 彼 の 客 や 偽 辱 す 
る と いう 也 ず べき 行動 を 避け る こと も し だ た で あろ る ろう から で ある 。 あ る い は 、 を その 意味 は 次 の 様 で ある か も し れ 
な い 。 ロ ト は 町 の 尊ぶ べき 高齢 者 と し て 人 民 自 身 の 事 倍 の こと を 臣 が 娘 達 と 呼ん だ の か も しれ な い 。 彼 女 達 は 
その 町 の 人 た だ たち に と っ て 清浄 だ と 言っ た 。 
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80. 彼 等 は 答 を り 、「 泊 は 、 下 等 が 波 の 娘 た もち に 22 ン es ン ・ | 2 
I RE EE 


8] . 


92 


83. 


84. 


85. 


注 37 
性 を 人 質 ほ 上 し て と る こと は 彼ら の 習 民 に 反する の で 、 を の 提案 を 
の 娘 た ち に 対し て 何 も 求 ゆめ る こと な き | と いう 言葉 は 、 彼 ら が 多く の 注解 者 が いっ て い 


対し て 和 何 も 求 ゆめ あ こと な きこ と を 知り 、 ま 
た 我 等 が 何 を 欲す る か を 知る | と 。( 注 
37) 

彼 は 云え り 、「 我 に お 前 た ち を 処理 する 力 あ 
らん こと を 、 或 い は 、 我 を 擁護 し て くれ る 
強力 な 支え を 得 ん こと を 』】 と 。 ( 注 38) 
する と 使徒 た ち は 云 を り 、「 ロ ト よ 、 我 等 は 
泊 の 主 の 便 値 な り 。( 注 39) 彼 等 は 決し て 
洪 を 害する 能 わ ず 。 る れ ば 夜 の 問 に 流 の 家 
導 は 共に 立ち まれ 。 市 し て ぁ 前 だ ち 家 族 の 
何人 を も 後 を 振り 向 か し ゅ る な 、 伯 し 液 の 
妻 は 除く 。 彼 等 の 身 に 降り か か る こと が 、 
彼女 に も 起 ら ん 。 彼 等 の 定め の 刻 限 は 朝 な 
り 。 彰 は すでに 近 き に 非 ず や ?」 と 。 

か く て われ ら の 命令 が 下る や 、 わ れ ら は を 
の 邑 を 転覆 し 、 泥 石 を を その 上 に 雨 と 注ぎ 策 
ら せ だ り 、 ( 注 40) 


流 の 主 の 決定 を 印 し た 泥 石 を 。 か か る 刑 前 
は 今日 の 不義 者 を 隔て る こと 遠から ぎる も 
の な り 。 

第 八 項 
それから また ミディ アン の 民 に われ ら は る 
の 同 移 シュ アイ ブ を 遺 わ し た り 。 彼 は 云え 


の % 2 タイ ッ ン ン 


SR 9 395d 


クア 


G6 


LST SH M 


タン ン 。 ク 2 クッ ルン る 
AL 2 で 3 | 2 


て る 


と る A a 


ゥ ッ プ 。 カッタ 


On 5 い 


3 


アン 2 1 2 


CE CE EE EE 


ブー タタ タラ ンー ツタ au 2 る 3 
he ぅ ce 
2 了 に 時 レイ ん ンプ ん 
po 


JCS 2 は の 21 





ロト が 町 で すでに 


結婚 し て いる 邊 の 娘 達 (創世紀 19 立 15 第 ) を 人 人質 と し て 提案 し だ 時 、 


彼 の 民 は 女 
受け る の を 拒否 し た (Enc. Brit.) 。「 我 等 が 液 
る 様 な 娘 達 の せい だ と 


する 動機 を 持っ て や っ て 来 だ の で は な か っ だ こと を 示し て いる 。 と いう の は 、 ロ トト の 民 の 様 に 道徳 的 に 堕落 し 、 


腐敗 し た 民 は 、 
いう 様 な 疑問 は い だ か な いも の で ある か ら で あ っ た だ 。 
ふみ は 


注 38 


肉欲 の 情熱 を 満足 させ る こと に 関し て 、 権 利 が ある 
“ 我 人 等 が 何 を 欲す る か を 知る " 


と か な いと か 、 正 し いと か 正しく な いと が か 
と いう 言葉 は 、「 我 々 の 望 


よそ 者 を 我々 に 引き 渡す こと だ と お 前 は 知っ て いる は ず | とい うこ と を 意味 する の で ある 。 


おち 前 達 は 、 私 が 客 を や 追い 払う べき だ と 主張 し て 、 私 の 上 に 屈辱 が ふり か か る の を 望ん で いる が 、 


その 選 辱 か ら 救 われ る 様 神 に 折る で ある 3 う 。 


注 39 


[使徒 達 』 は 、 ロ ト に 和合 


で あ ンタ だ 。 


注 40 
下 に ひっ くり 返し 、 土 の 破片 が 空中 に 吹き 飛び 、 


私 は 


告 を 与え 、 ど こ へ 行く か を 導く よう 神 か ら 命令 きれ て いた 隣国 の 高 滞 な 人 産 


ロト の 民 は 恐ろし い 地震 に よっ て 減 亡 し た と 思わ れる 。 激しい 地震 は 、 し ば し ば 地球 の ある 部 分 を 上 


を し て 落ち る の で ある 。 
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86. 


87. 


8. 


89. 


注 41 


注 42 


5、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 涼 振 せよ 。 お 前 
だ た ち は 彼 以外 に 神 を 有 せ ず 。 上 度量衡 を 不足 
する な か れ 。 お 前 だ ち は 筐 栄 し て いる よう 
で ある が 、 我 は お 前 た ちの だ た め に 減 亡 の 日 
の その 刑罰 を 恐る 。 ( 注 41) 


我 が 民 よ 、 度 量 衡 は 公正 に 十分 に 計れ 、 他 人 
の も の を 詐取 する な か れ 、 不 正 を 行っ て 地 
上 に 騒乱 を 引き 起す な か れ 。 


アッ ラー が お 前 た ちの 手許 に 遺す も の の は ほ 
う が お 前 だ た ちの た め に は 一 層 よ い 、 も し お 
前 た ち 信者 な ら ば 。 き れ ど 我 は お 前 た ちの 
監守 者 た る 身 に 非 ず ] と 。 

彼 等 は 云え り 、「 シ ュ ア イプ ブ よ 、 流 の 教え は 、 
我 等 が 父 福 の 崇 めし も の を 捨 つ る べし し 命 
ビ 、 旦 つ 我 等 の 財産 を 己 が 意 の まま に すべ 
か ら ず と 命ずる の か ? 液 は ほん と に 、 自 分 
が 聡明 で あり 、 公 正 な 者 だ と 思い 込ん で い 
る 者 よ 」 と 。 

彼 は 去 を えり 、「 我 が 民 よ 、 我 に 告げ け ょ よ 、 も し 
我 、 主 か 6 賜 わ れ る 明 証 の 上 に 立ち 、 月 つ 
主 は 我 に 手厚い 給 養 を じき じき に 賜 わ れ 
り 、 お 前 だ ち 之 を 主 に 何と 回 答 せ ん ? 我 は 
お 前 だ たち に 禁じ た る こと を 、 か げ で 之 を 行 
わん と 欲 せ ず 。 我 は 出来 得る 限り 世の中 の 
物事 を 正しく せん と 願う の み 。 アッラー に 
ょ る 以外 に は 、 我 は 何事 も 成し遂げ る 力 を 
有る ず 。 我 は 役 を 頼り 、 面 し て 彼 の お 傍 に 
帰り 行く 。 ( 注 42) 


タップ アン まち ど 95 ノ 


ノレ ラン っ タッ ン ン シシ > 
OO りう 6 A OS AA 
レン イア LA ン ン つき る 3 て 1 ア ィ イッ マレ 
EE AN SLO 


> ん 2 ブン スラ 


OS 2 
ン トラ ュ ンク ュ ン スイ ( レ の *、、 タッ ン 32 る ルレ 
OR COUTPAS 3 


タン クス 


の 9 92482 と 2 
(OO 
CS I OL IE I CES 
Ok 


i $T クタ エレ ン 4 2 
Oe RA 
タン ンプ フッ タッ ニッ ンク ク ント タ タッ 
CAAA 0510 


ILA 


OI GI 


CN 


2〆1 


と の KPIT に 
I 
SECC GE 
a I IC EN TH 


* 3 


っ タ CT 9 2 セン ン イン 
Gul lls eis NR 





に % 
マデ ィ ア ン は 、 ア ブラ ハム の 三 番目 の 妻 ケ トラ の 忠 子 で あっ た 。 (創世 紀 25 前 1 節 、2 節 )。 彼 の 子孫 
は 尼 マ ディ アン と 呼ば れ だ 。 彼ら の 首都 も る ょ た だ た マディ アン と 呼ば れ だ 。 こ の 町 は アラ ビア 海岸 上 、 海 か ら 10 キ 
ロロ 入り込ん だ アク バ 湾 に あっ た だ 。 マ ディ アン の 子 係 が へ ジャー ズ の 北 に 住み 、 彼 ら が この 町 を 作り 上 げた の で 
ある 。 モ ー ゼ が ファ ラオ か ら 騰 難 する 為 に 逃げ ば た の は ここ で あっ た し 、 役 が 紅海 を わた っ だ た あと 、 イ スラ エル 
入 と 共に いた の は マデ ィ ア ン の 近く で あっ た 。 7 章 86 節 も 参照 。 


シュ エー ブ に 反対 する 者 達 は 、 彼 は 彼ら が 誕 欺 を 働く の を 押 る えて 、 曰 分 の 仕事 を 進め よう と し て い 
る と 寿 っ た の で ある 。 
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90. 


91 . 


92 . 


93. 


94 . 


我 が 民 よ 、 我 に 反抗 し て 、 ノ ア の 民 や フー 
ド の 民 、 ま だ サー リフ の 民 が 遵 遇 し た 如き 
運命 に 自分 自身 を 導き 行か し むる な 。 特 に 
ロト の 民 は お 前 だ ちと 隅 た な る こと 癌 協 か ら 
ず 。 ( 注 43) 


ゆる 
きれ ば お 前 た ちの 王 に 攻 し を 請 い 、 誠 意 を 
も っ て お すがり せよ 。 主 は まこ と に 慈悲 深 
く 、 愛 に 満ち だ お 方 で いら せら れる | と 。 


彼 等 は 云 を ん り 、「 シ ュ ア イブ よ 、 我 等 、 湊 の 
云う こと を 解せ ず 、 我 等 は 湊 が 我 等 の 中 の 
弱者 と 見 た り 。 液 の 一 族 の だ た め な ら ぎ ざり せ 
ば 、 我 等 は 流 を 石 に て 打 た ん 。 液 は 我 等 の 
中 で 基 か の 権威 も 有 せ ず 」 と 。 
彼 は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 ぢ 前 た ち は ア ッ 
ラー より も 我 が 一 族 を 重視 する の か ? 粗 略 
に も お 前 だ ちの 背後 に 彼 を 投げ 捨て 9 。 げ 
に 我 が 主 は お 前 た ちの 所 業 を 台 て くみ を な は 
し 給 う 。 
2998 自分 が 思う が まま に 振舞 え 、 我 
思う まま に 行わ ん 。 お 前 だ たち は 程 な 〈 思 
TD 、 誰 が 上 に 恥ず べき 刑 前 が 下る 
*\ 誰が 3D 高 つ き で て で ある か を 。 され ば 待て 、 
I RN 
44) 


. われ ら の 命令 が 実施 きれ る に 及 ん で 、 わ ゎ われ 


ら は シュ アイ ブ 普 びに 彼 と 共に 信じ た る 

人 々 を 特別 な 慈 章 に よっ て 救い た り 。 然 る 

の 懲罰 は 悪人 ど も を 押え を だれ ば 、 彼 等 は 
皆 自 分 の 家 の 中 で 介 れ 伏 す 





注 43 


この 人 箇 は 次 の こと を 示す 。 シ ュ エ ー ブ は ノア 、 フ ー ド 、 サ ー ヤ と 、 


フー ド 


人 タン > ” EE es 21 の 
dO a EI ES 
1 アッ クラップ 2 タン Fr レル 4 上 ん 〆 ク 2 る 


PP I AS GN A こじ 
⑤ ゅ sy のち あり が 8 じ 2 


の ァ ン る 2 し 4 ゥ ク 。 3 


の くわ OA A LS 
の 22 
⑨5.53 5 


SEs1A お お し ン ELIE 
AEA EL で PP (4 クゥ ン Cs 
ICE EE 
A 


w タ アレ る ある 1 
Dba OS le Sl Cia ds J 


っ GC Le ay 2 


GEE CEES 


クー ぁ ゥ ンプ ゥ ン ツン 29 グッ 
SS OS の wu う 
His 7 « 1 * 
IE 
A EAA CA MAL 
IL 917° る ツウ ッッ 
NE 
コン クッ ょ と 
⑨⑬ 〇 っ の あじ っ 





ロト 、 ア ブラ ハム の 後に 現れ た の で 


ある が 、 モ ー ゼ の 時 代 ょ より は 前 で あっ た 。 だ か ら モ ー ゼ と その 民 は 、 ま きき に シュ エー ブ の 民 の 区 域内 に 住ん で 
いた に も か か わら ず 、 彼 は ここ で モー ぜ の 民 に つい て ふれ て いな いか ら で あ る 。 


注 44 
いた こと を 、 こ の 節 も 表わし て いる よい えよ う 。 その 結果 は 、 誰 が 軍 の 応 志 に 従っ て 働い た か 


彼ら は 、 彼 ら 自 身 の 知識 と 計画 に 応じ て 、 働 き 続け ね ば な ら ず 、 彼 は 彼 の 信仰 (Faith) に 導 か れ て 働 


、 誰 が 神 の 目的 


に 作ら っ て 失敗 きせ よう と 企 て て い だ か を 示し だ の で あっ た 。 
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が 、 復 活 の 日 に 、 役 は 彼ら に と っ て 裕 の る る え で あっ た こと を 証明 する こと に な ろう 。 と いう の は 、 





第 十 - - 章 デニ ド 
96. る な が ら 役 等 は 絶え て その 家 に 住め る こと っ アン レン クン RO ク ラク の) レン 2。 ュ ラン ラン る を 
な か り し 知 く な り 8。 滅 上 せよ ミディ テン の WP の IO VS 
か つて サム ー ド が 減 び し 如く 。 了 
第 九 項 
97. われ ら は まだ 、 数 々 の 神 兆 と 明 明 な る 権能 94 NH Re ピシッ ン ッ ン ン し 
を 授け て モー ゼ を 、 9 HI 
- 98. ファ ラオ と その 族長 た ちの も と に 遣わ し た = A 9/ そ レ dw 
、 レン で プッ プ し アン ン と ラ グラ ょ 
り 。 然るに 、 彼 等 は ファ ラオ の 命令 令 に 従え 3 Or lt と OO dl 
り 。 き されど その 命令 は 全く 正しい に プッ ブッ ッ タタ の 
8 TT も の 非 ゆら あッ つとめ yl 
ぎざぎざ りき 。 
99. 復 少 の H に は 、 フ ァ ラ オ は 人 民 を 率い 、 彼 ET の 38225 
っ 2 
等 を 火 獄 の 中 へ 導き 行か ん 、 愉 も 家畜 が ひめ うっ 
本 が か が か k> ト 
水 飼 場 生 に 導 か れる 如く 〈 く 。 行 き 着 ける 水 飼 場 0 > る 
9 っ 9)ywl っ ) | 
こ を 拉 な る か な 。 Po 
。 ン ッッ ンズ の 2 ンー 。 
の H に て 、 0 (45) 0 
> ゅ dl 
まち まち 
101. これ は 、 わ れ ら が 液 に 語る 、 滅 亡 せ し 邑 々 か 
2 27 * セン > ろ る 1 
の 消 足 な り 。 或 る みる の は 今 も 立っ て いる が 、 Ed La ELS Ss 
中 に は すでに 刈り 入れ 時 の 如く な ぎ 倒 され る 。 ンス 。 
た る も の も あり 。 Cans 
2 と ビ に っ の クア ( ET 4 了 の 
102. われ ら は 彼 等 を 寄せ ざり き 、 十 せ し は 己 SIG Ls Pt SU 
れ 自 ら な り 。 デ アッ ラー 以 外 に 彼 等 が 祈り し 
も し タン を 2 1 し 
は MU る に 及 ん で 、 No re 26 るる と 
も 役人 等 する こと な か りき 。 いた ずら ッ タン ノッ ンタ 32 £74 
の に すぎ ず 。 ( 注 46) ear ott Gy | ば ここ 
。 ささき 生ま ちら 相 38334 6 1 ン 
103. か く の 和 如き は 、 主 が 悪事 を な せる 序々 を の Ho dgi SS 
捕え る 、 そ の 掴み 方 な り 。 げ に 、 そ の 掴み 2。 の 2232 
方 は 、 痛 烈 に し て 革 酷 な り 。 ECL Jl go 
注 45 この節 は 、 次 の こと を 示す 。 フ ァ ラ オ は 、 彼 の 民 か ら 神 に 逆らう 彼ら の る きる えと みな きれ て いた だ の だ 


役 は 彼ら 


を 地 狂 へ つき 落と た す だ け で な て 、 彼 自身 彼ら と 共に そこ へ 入っ て 行く で あろ うか ら で あ る 。 
神 は 決し て 不正 に 民 を 出す る こと は な いし 、 彼 ら の 上 に 稀 央 を も た だら す の は 、 彼 ら 自 身 の 悪 事 で ある 、 


注 46 
ょ いう 事実 を クル アー ン は 繰り 返し 強調 する の で ある 。 そ の こと は 、 運 命 と か 、 
と いう 理論 を 否定 する も の で ある 。 神 は 公正 る と か 和典 の 理由 も な し に 独断 的 に 民族 の 午 亡 を 作 b5 上 
答 還 の こと を 述べ る 箇所 で は どこ で も 、 


き で ある 、 
げ る と いう 見 解 や も 否定 する の で ある 。 そう いう 訳 で 、 


人 は 先 の 解 6 な い 和 宿命 の え じ 


人 懲 事 と か 報復 


は 人 間 自 身 の 行 い の 結 果 で ある こと を 付け 加え % え ず に は お なお ち け な い の で ある 。 


ー350 一 


= に "> 


I 





104. げに その 中 に は 、 了 ※ 世 の 懲罰 を 商 れ る 者 zz フリン スッ ラン 2 
し N 5 a 
へ の 社区 ( 注 47) あり 。 を の 日 こそ 人 類 す A SE OL LI CEN 
べ て が 召集 せら れ 、 一 切 楽 生 に を の 処分 が EAT リン クタ る タッ ン 
De a ND 
目 没 さ れん 日 な り 。 ( 注 48) 0 
回 ぁ み る か 2 に 
105. われ 6 は 之 を 、 一 定期 限 だ け 延 期す る に CE I VLS 
すぎ ず 。 ( 注 49) 
br レ し 4 FR Ln すき 
106. その 日 来れ ば 、 何 人 も 詩 の 許し な し に 発 2 を 2 も 迄 の 9 245 
言 する 能 わ ず 。 面 し て 或 る 者 は 不幸 に 、 ま 了 
た 或 る 者 は 幸福 を 得 ん 。 CREE 


を = まこ > エア あき る の 5 ょ ュ ン [ンク 2・ タイ 2 ター レン > る レス 
107. 不幸 に NN 入れ ら A a の IS gs ll a 
れ 、 そ こ に て 嘆き 、 こなせ ぶ ば か りな る 


る > る 
べし 。 周二 
あめ つう ち ン る の ン 
108. 主 の 思 し 召 し が な けれ ば 、 天 地 が 存続 す CY I 
る 限り そこ に 住み な とどまら ん 。 げに 液 の 主 99 放 
は 、 欲 する こと を 成し遂げ 給 う 。( 注 50) Ai a 
クイ レッ トン タク し ちゃ る ノロ 55 | る ーッ 
109. 鉄 る に 、 幸 福 に NN LS TE LA WW 
主 の 思 し 台 し が な けれ ば 、 天 地 が 存続 タン ンタ の | 
A Se Ne 
こと な き 和 恩賞 を 。 ( 注 51 2 タッ ンク ラッ ン レン 
Se ) Os A 








注 47 ここ で の 「 神 兆 ] と は 、「 戒 め ] を 意味 する 。 


注 48 人 人 は 完全 に 独立 し て いる 訳 で は な い 。 人 人 は 、 環 境 と 教育 と 直 伝 に 影響 る きれ て いる 。 そ れ で 人 人 の 特別 な 
行動 や 正しく 判定 する 為 に は 、 そ の 行動 を や 導き 影響 も 与 を る まわ り の 全て の 状況 と 環境 を 考 席 に 入れ る 必要 が 
ある 。 


注 49 猫 子 で きる 「 時 期 】 と は 、 す で に わか っ て いる 範囲 の 中 で 動く の で あり 、 そ れ は を の 範囲 の 中 で 環境 
に よっ て 容易 に 変わ る の で ある 。 だ と えば 、 人 の 者 命 に は ある 限界 が ある 。 つ まり 、 そ れ は 、 そ の 限 発 の 中 で 
短く な っ だ り 長 てく な っ た り 出 来る の で ある 。 し か し 廃棄 る れる こと が 出 米 ず 、 取 り 消 し も 出来 な に この 「 叶 期 」 
と は 、 全 て の 民 の 減 亡 に 関係 する の で ある 。 


注 50 クル アー ン の この 表現 は 、 非 常に 延長 きれ だ 叶 期 を 表わす 慣用 語句 で ある 。 ク グル アー ン は 、 地 獄 の 身 
剖 が 水 遠 に 続く も る の で は な いこ と を 啓示 する の で ある 。 


注 51 ヒン ズー 教 に よれ ば 、 天 国 も 地獄 も ( 叩 ち 、 報 償 と 懲 六 ) 期間 が 限ら れ て いる 。 そし て 第 凡 を 受け た だ 
り 、 役 の 行い の 報償 を 受け た 後 、 入 は 再び この 世に 送り 返さ れる の で ある 。 モ ム 族 の 宗教 の うち ユダ ヤ 教 は 、 
ユダ ヤ 人 を 地獄 の 拉 問 か ら 殆 ん ど ビ 解 放し て いる 一 方 、 ユ エダ ヤ 人 以外 に は 楽園 を 否定 する も の で ある 。 キリスト 
教 に よれ ば 、 そ の 数 派 の も の は 、 天 国 は 最終 的 に は 結末 を 迎え る (Tafsir Kabir} と いう 信念 を 持っ て いる け 
れ ど 、 天 国 も 地獄 $ 永 束 で ある 。 イ スラ ム 教 は 、 こ の 点 に つい て は これ ら 全 て の 宗教 と は 根本 的 に 異な る も の 
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110. され ば 彼 等 が 崇拝 する も の に つい て 妃 い 2 は を 2 
本 うこ ょ な か れ 。 彼 等 は た だ 以前 父 視 が て 。 On tt di 
探し た 如く 、 此 拝 し て いる に 過ぎ ず 。 われ >95890512 0610 し 移 
ら は 彼 等 に 、 を の 取り 分 を 減ら すこ と な く ks 
支給 せん 。 ' (ゆい AS AP る 

第 十 項 


プ 


111. 昔 、 わ れ ら は モー ゼ に 経典 を 与え し が 、 イス A ン ?9 (シッ ン 1 2 アイ ノ 
っ 2 la : 
これ に 関し て 異論 生じ た だ たり 。 も し 液 の 主 よ リッ う 人 めじ つ | 0 


こ ュー 5 eg a 1 ッ ウ ファン ン 。 の の ッ ン フン 
りす で に 発せ られ た る 言葉 な か り せ ば 、 問 95519 DR Ga ES ES PC 
題 は 遠い 以前 に 彼 等 の 間 で すでに 解決 済 な の 
a 人 つい て 今 だ に 不安 OE 3 きい 

る 疑 惑 を ド ] ( 注 52) 


る と ゥ グ 2 アプ ノロ es 9 ン 
112. 液 の 主 は 彼 等 の 所 楽に 応じ て 、 に UEO ン AI の る ュ ン 
、 る と 時 6 軸 4 隊 3552 し S1 9 6) ee NS uk 0 
い 給 う 。 げ に 彼 は 、 彼 等 の な せる こ と を 知 欠 


CRE A ie 


し 給 う 。 
113. きれ ば 、 液 並び に 次 と 共 > に 神 に 帰依 は A 2 の ン ゥ レン レン ラク タイ クン 
に つら 
3 命ぜ られ だ 通り 真 直 に 進み 行け 。 ま ly SE MC まで td 
法 等 則 を 越え る な か れ 、 信 ずる 者 よ 、 彼 CK る 83 Ki951 


生生 

が 故に 。 ( 注 53) 
で ある 。 それ に よる と 、 天 国 は 氷 遠 氷 却 で ある 。… 方 、 地 銘 は 一 時 的 で あり 、 期 間 に 限 り が ある 。 イ マム ・ ア 
ハマ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ ル は 、 そ の 影響 に つい て アプ ドゥ ラ ・ ビ ン ・ ア ムル ・ ビ ン ・ ア デル ・ ア ー ス に よっ て 報告 
る れ て いる と し て 、 モ ハッ マ ド の 言葉 を 引用 する 。 即ち 、 [地獄 の 上 に は その よろ い 戸 が お 互い に ぶつ か り 合 う 
で あろ う H が 来 て 、 そ の 中 に は 何 $ も 残ら な いで あろ う 。 それ は 、 地 獄 の 仲間 達 が 何 世 紀 も そこ で 過ごし た 後 、 
起こ る で あみ う 。」 (MIusnad) 。 こ の 言 伝え に よ れ ば 、 地 獄 に 関し て 使わ れ て いる ハリ ディ ー ン (永続 的 ) と い 
ぅ 単語 は 、「 幾 世紀 も の 間 続 く ] と いう こと を 意味 し て いる だ け で ある 。 ア ブ ド ッ ラ ・ ビ ン ・ ウ マル と ジャ ビル 
は 、 イ マム ・ ハ ン バ ル の 意見 に 貸 成 し て いる 。 ア ブ ・ サ イド ・ ア ルフ ドッ リサ も 同様 の ハデ ダ ィ ー ス ( ブ ハ リ ) を 
引用 し て いる 。 し か し な が ら 5、 い くら か の 著名 な 宗教 権威 者 達 一 を の 中 で も イプ ン ・ テ ミヤ エイ ブン ・ カ イエ 
ム ふ は 次 の 様 に 王 張 する 。 邪 まな 不信 仲 者 吉 は 、 地 獲 に 永久 に と ど め られ て し か る べき 者 で ある が 、 地 狭 そ の も 
の が 、 あ る 日 、 神 の 御 惹 悲 に よっ て 消滅 する で あろ うし 、 地 獄 が な くす な っ な た 時 に は 当然 地獄 の 中 の 住人 は いな 
てく な る で あろ うほ (Faith)。 ク ルアー ン は 、 天 国 に つい て は 、 地 獄 に 関し て 使っ た 拉 な 表現 で は な く 、 決 し て 
終る こと の な い 報 償 (41 章 9 節 、84 章 26 節 、95 章 7 節 ) と いう 言 葉 を 使っ た 。 更 に 101 章 10 節 一 12 節 の 中 
で は 、 地 獄 は 母 に た だ たとえ られ 、 了 脱 見 は 子供 の 体 が 形作ら れ 、 き まさ ざま な 器官 が 完成 する 迄 母親 の た 洛 の 中 に 昼 
まる と 述べ られ て いる 。 同じ 様 に 、 地 獄 に 落と 上 きれ て いく よう な 不運 な 和信 々 は 、 役 ら の 諸 器 官 の 機能 が 完全 な 
発達 を 遂げ て 、 主 の 美しい 御 顔 を 見 る こと が 出来 る 様 に な る 迄 と こ に 留まる で あろ る う 。 


注 52 人間 の 罪 は あま り に も ひど か っ た の で 、 も し も 、 人 類 は 精神 的 に 発達 し て いよ う 作 られ て 、 そ の 結 
系 、 神 の 御 慈 革 ま うけ る 者 に か な る で あろ うと いう 前 も っ て 定め ゆら れ た 命令 が な か っ だ な ら 、 人 人 人間 は と っ く の 鞭 
に 減 亡き せら れ て し まっ て いた で あろ る ろう (7 意 157 節 、1【 章 120 節 、51 章 57 節 参 照 ) 。 

注 53 モハ ッ マ ド だ け は 、 神 の 意志 に 従っ て 、 彼 自 身 の 和 人生 を 形作る よう 要求 きれ て は いな か っ た 。 彼 は 役 
を 信ずる 全て の 人 達 $、 彼 の 例 に な ら う の を 見 な けれ ば な ら な か っ だ た だ 。 それ は この 葵 重 な 二 重 の 資 任 を 理解 す 
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14. 


115. 


116. 


117. 


~~ 


118. 


119. 


120. 


121 . 


る こ 


ご うか 


郊 火 を 免れ ん と する な ら ば 、 悪事 も する 
者 ども に 心 を 傾け る な か れ 。 お 前 た ち は 、 
アッ ラー の 外 に 、 愛 護 者 も な く 、 ま だ 助け 
る 者 と て な か る べし 。 ( 注 54) 


征 間 の 両端 に 、 並 びに 慎 に 近い 夜 の 時 刻 
に 、 礼 拝 を 直 守 せよ 。 げに 癌 行 は 諸悪 を 双 逐 
す 。 これ は 正 を 念 ず る 和信 々 へ の 訓 戒 な り 。 


た だ し いい ひと 


激 、 辛 抱 強 く あれ 。 げ に アッ ラー は 義 人 
へ の 報奨 は 洒 減 する に : 忍び 難し 。 


お 前 た ちの 前 の 世代 の 者 の 中 に は 、 わ れ 
ら が 救い た る 僅か な 者 を 除い て 、 何 政 に 地 
上 に お ける 笑 廃 行為 を 禁ず る 思 記 ある 者 な 
か り し か ? 不義 を 行う 基 ど も は 安 逸 を 追 
求め て 、 罪 人 と な れ り 。 


液 の 主 は 、 そこ に 住 せ 住民 が 正義 く あり 


きえ すれ ば 、 を その 邑 を 安 り に 浪 滅 する も の 
に 非 ず 。 
また 、 も し 王 欲 し 給 わ ば 、 彼 は 全 人 類 を 


ーー つの 民族 と な す 。 る きれ ど 彼 等 は 常に 争い 
を 起す 、 

主 が 慈悲 を 平 れ 給 う た 人 々 を 除い て 、 そ 
が 旋 に こそ 主 は 彼 等 を 創れ り 。「 わ 私 は 従わ 
ぬ 二 圭 びに 麻 民 ども で 地 和 獄 を 満た る ん 」 
と の 王 の 言葉 は 、 履 行き る れん 。 

われ ら が 液 に 使徒 た ちの 重要 な 消 師 を 物 
語る の は 、 そ れ に よっ て 液 の 信念 を 強固 た 





と で あり 、 そ の こと は 、 


た (Baihaquti) 。 


注 54 


LS 


に 参 


人 は まわ り の 環境 に 


彼 や 早く 老い こま せ た 程 に 、 


影響 きれ る の で 、 も し 彼 の まわ り が 堕落 し て いれ 


2 うり 人 ど 


RE 


2 る NS 


Id EE を 

EA AM CTR 2 

A 

アク タッ ンプ 2 の 

Aa1 3 うめ g 員 BB Cs 

hl 

indd do 2 

DE A 83 履 

タン クッ ング ン ょ 2 ン ラン ノ ン 50 

に 2 SS 

te セン 

WO 


アノ 馬 人 は 
3 


A CI Te 





彼 の 上 に あま り に も 重く の し か か っ て い だ の で あっ 


ば 、 そ の 堕落 は 遅かれ 早かれ 彼 


響 を 与え る の は 確か で ある 。 そ れ で 、 こ の 節 で は 、 信仰 才 達 は 、 た と え そ れ が 彼ら の 友人 縁者 で あっ て も 、 
邪 ま で 正しく な い 人 人 々 と の 全て の つなが り を 断ち 切る よう 命じ る の で ある 。 
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第 上 一 恋 フー ド 


! 
Vr 
D 





らし めん が た め な りう 。 し て この 中 に 真理 コン る イッ ン を イー 、」 メン レン セイ スンダ 
Gk lyAb Ga ER 
並び に 信者 へ の 訓 戒 と 注意 が 液 に 授け られ Pe SN I9 
どう 
8 Deed 
し か 

122. 然し な が ら 、 信 ぜ ぬ ね 者 ども に は 去 な ぶな え 、 0 タッ レッ クタ nt ク 9 ン 
前 た ち 思う が まま に 振舞 え 、 我 等 も 志 う ま BEE DFIOy229 OU 3 
ま に 行 わん 。 ( 注 55) 


4 全 に 本 i 6 ES の : 
123. 液 等 待っ て お れ 、 我 等 $ 待 だ た ん 」 と 。 909% NE 2 2 
124. 実地 の 秘 事 は 林 く アッ ラー に 属し 、 高 事 の スシ カン アン ルッ 
は 彼 に 帰し 楽 る 。 NR 流 の i RE 
ぶる OUS3 に 2 og 
信頼 を だ だ 彼 の み に 置き 牽 れ 。 主 は お前 た だ LSE の AAe 299 3 


ちの 所 業 を 閑 却 せ ず 。 











注 55 この j は 次 の こと を 深 味 する 。 イ スラ ム 教 の 最終 的 な 勝利 と 、 不 信仰 首 達 の 政 北 と 挫折 に つい て 、 こ 
の 草 の 中 で 述べ られ た 僅 大 な 予言 は 、 現 在 で は 成 計 不 可能 で 信じ られ な いこ と の 様 に 見 を る が 、 神 に な いて 不 
可能 な こと は 何 も な く 、 こ れ ら の 子 言 は 、 必 ず 実 直 す る で あろ う 。 
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WC 





エー スプ 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね うぅ 。 ン 1 うる ・ 
て 。 
2 . アリ フ ・ ラ ー ム ふみ ・ ラ ー。 ( 注 1) これ は 腰 3 ぅ 97 1 の ルリ デュ ッ ww 
|, lr rt 
な 経典 の 諸 節 な り 。 Or a SS 
3. わ れ ら は お 前 た ち に 理解 せしめ ゆん が だ ため に 、 の CE 
クル アー ン を アラ ビア 語 で 啓示 し た り 。( 往 Oo CL 5) 
2 ) 


4, われ ら 6 は こ の クル アー ン を 液 に 啓示 する に (Ne 1 4 に 3 タイ 5 
| oa) Se いろ 
あたり 、 以前 光 が 閑 却 に し て い だ 最も 美 し 


ぃ 物語 を 語り 半 か せよ う ぞ 。( 注 3) AIREI OS きっ 5 


OO 

8 ャ フ ( 注 4) が を の 父 に か く 云 える 時 を MO を GS ( 
金 え 。 「 我 が 父 よ 、 我 は 十 一 の 星 と 太陽 と 月 A 

が 、 我 に 拝 賀 する を 夢 に 見 だ り ] ( 注 5) OT sar Rs 2 


注 1 2 章 2 節 を 参照 の 事 。 





注 2 数 えき れ な い 程 多量 で 多様 な 意味 の 語源 を 持ち 、 言 語 帳 体 が 李 快 、 雄 弁 、 そ し て わか りや すい アラ ピ 
ア 語 は 「 ア ラビ ー」 と 呼ば れ 、 豊 か 、 全 体 的 、 明 確 と いう 意味 を 表わし て いる 。 ア ラビ ア 語 の 皿 滞 な 語句 は 、 
多 財 に わた る 思想 を 充分 に 表現 し 、 な お か つ 、 微 妙 な 言 外 の 意味 $ 伝 える 事 が 出来 他 の 言語 を よせ つけ な い 
正確 き と 回 守 き で 以 っ て あら ゆる 内 容 の 還 中 材 を 論ずる 事 が 出来 る 。 ヨー ロッ プ パパ の 言語 学者 は 、 ア ラビ ア 語 は 根 
激 が a 言語 で ある 事 を 認め ざる を 得 ず 、 そ の 豊か な 何 革 万 も の 語源 か ら は 、 ば う 大 な 何 種 類 も の 派生 語 が 
生じ て い 


注 3 ヨセフ の 話 が 聖なる 良 言 者 に か くも 税 細 に 渡っ て 啓示 る れ て いる の は 、 そ の 話 の 内 容 に 預言 着目 身 の 
生涯 に 需 言 的 な 喧 示 と な る 部 分 が 多 ( あ る か ら で あ る 


注 4 ョ セ フ は 、 イ スラ エル と し て も 知ら れる 項 言 者 ヤ コ プ の 12 人 の 息子 の 一 人 で ある 。 ヨセフ は ラケル の 
人 の 息子 の 長男 の 方 で ある 。 彼 の 名 前 は 「 加 える | 即 わ ち 、「 神 は 私 に も 5 一 人 息子 を お 加え を に な る 』」 上 いう 
意味 を 表わし て いる (創世紀 30 童 24 節 ) 。 


注 5 「 我 に 拝 賀 す る を 痛 に みた り 」 聖書 で は 、 太陽 と 月 を 最初 に 、 そ れ か ら 11 個 の 時 の 記述 が 後に 続い て い 
る が (創世 紀 37 章 9 節 )、 こ の ヨセフ に 拝 賀 する 者 達 の 順序 が 、 ク ルアー ン で は 人 逆 に な っ て いる 。 こ 和 れ は クル 
ァ アーン の 方 が 史実 に 恵 実 ど で わり 、 ま ず 最 初 に ヨセフ に 出会い 拝 賀 し た の は 彼 の 見 達 (11 個 の 星 ) それ か ら 山 親 
の 順 庁 ど あ っ た か ら で あ る 。 この節 は ヨセフ の 両親 と 兄弟 達 が 彼 に 帰 低 し た 事 を 意味 し て いる 。 
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系 十 二 間 a 





彼 は 三 ぇ ゝ わい い 末 が 克 CD 2 人 1 5 ン ンク ンタ 
6.5 0 「 か わい い 我 が 息子 よさ 、 液 が 見 2 ン < 上 AA PD 8 46 
弟 に を の 夢 の 話 を 語る な か れ 、 液 に 瑞 対 す Me 
4 計 を 企 た せ ね た め に も 。 げ に 悪 庭 は 人 間 oO SN 
に と っ て 公然 の 敵 な bh 。 
2 イン Lr の デ ラン アン 
7. 決 が か か る 夢 を 見 た の で あれ は 、 NM RE RS SS nd 
選び 諸事 の 解釈 を 教え 、 波 の 二 祖 一 ア 0 て る 
2 ES 5 3 
ハム と イサ ク た に 思 態 を 完 う し た 如く 、 ord ke る うう | 


液 と ヤ ュ ブ 一 家 ( 注 6) に 完 う せん 。 げに MP イシ ンマ ン レン ン ン ン 
1 4 

湊 の 主 は 、 すべ て を 知り 、 覧 持 に まし ます 。 に 5 i の 

の AM AYA NE 8 


第 一 項 


9、 げ に ヨセフ と その 上 兄弟 の 物 記 年 の 中 に は 、 訟 パン ン シン タタ タッ ェ ンク ラン 
索 好 き な 徒 義 へ の いろ いろ な 表 徴 あ り 。 OLE EE 


9. 時 に 彼 等 は 云え り 、「 確 か に 、 数 に お いて 優 (< 人 2 タイ (タン イタ ッ タ イン ン タタ ラタン タン 
る 我 等 より も 、 我 等 の 父 は ヨセフ と を の 弟 Cg oc) 
を 我 等 より 箇 愛 す 。 父 は 明らか に 誤 れ り 。 OTE Ne A ECE ME 
( 注 7 ) M 

10. ヨセフ を 殺せ ( 注 8)、 或 い は は 、 ど こ か 境 い Ce EA PE 
国 に 追い 払え 、 さ きれ ば 父 の 顔 は も っ ぱら ぉ * 
前 た ち に 向け られ ん 。 然 る 後に 義 し い 人 と 。 OOo も yo の っ | 
な る を 得 べ し 」 と 。( 注 9) 

の の が ウィ 25 の 2 どっ 2 の この セコ rc 

11. する と を の 中 の 一 人 が 云え り 、「 ョ ヨ ャ フ を 殺 Gy は らら 1 直言 9 OO 
す な か れ 。 やむなく ば 、 彼 を 深い 井戸 の 底 あみ 。 シ レル レッ ッッ ッッ レシ の 
に 置き 去り に せよ 。 誰 か 旅人 が 彼 を 拾い 去 GE DES ANEL EN EE rg 
らん | と 。 2 


は] 











注 6 理 書 で は 、 こ の 名 前 (ヤコブ ) は 「 取 っ て 代わ る 者 」 と の 説明 が ある (創世 紀 27 斉 36 節 )。「 ヤ ュ ブ ] 
と は 「 神 が 後 み に お お わし ます 」、 或 い は 「 神 が 欄 い を サ え られ る ] よい っ た 様 な 意味 合い の 「 ヤ ー ュ ベル 」 が 短 
条 き れ て 作ら 6 れ た 名 前 だ と た いう の が 、 一 般 拘 な 批評 家達 の 庄 見 で ある 。 ヤ ュ ブ は イサ クレ ベッ カ の 中 子 で 、 
アブラハム の 倍 に あたり イス ラ エ ル 人 の 祖先 ほし きれ て お り 、 第 三 の 族 長 と し て 知ら れ て いる (Enc. Bib. Jew. 
FEnc.)。 

注 7 帳 分 達 の 方 が あら ゆる 点 で ずっ と 優れ て いる と 思っ て いる の に 、 泊 分 達 に 取っ て か わっ て 父親 の 愛情 
を 勝ち 得 、 常 に その 関心 の 的 と な っ た ヨ モ キ フ に 立腹 し た ヨセフ の 史 第 達 の 様 に 、 ク ライ シュ の 指導 者 達 $、 ク 

ー ル アー ン は メッ カ と タイ フ の 町 の 僅 大 な 閉 達 の 中 の 誰か に 盛 示 きれ る で き で あっ か た と 主張 し た (43 誤 32 節 )。 
何故 な ら 、 役 等 は 、 聖 な る 預言 者 は 、 頂 言 者 と いう 高い 地位 に 選ば れる に は 値 し な い 存 在 で ある と みな し て い 
た か ら で あ る 。 

注 8 ヨセフ を 殺 を うと 計画 し た ヨセフ の 上 弟 達 の 様 に タラ イシ ュ の 人 々 も 聖なる 預言 者 を 殺 そ うと 企 て た 。 
(8 普 31 第 ) 

注 り 。 ル ベン (創世 紀 37 章 22 節 ) 参照 。 
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12. 彼 等 は 云え 5、「 我 等 の 父 よ 、 我 等 は ヨ モ フ ca Ee CEY GUMMWO RE 
の 幸い を 祈る 者 だ と いう に 、 液 は 何故 に ヨ 


4 アァ アン 
ャ フ を 我 等 に 信託 ざる か ? PLE 4 
13. 明日 、 彼 を 我 人 等 と 共に 行か し め よ 、 きす れ (の IS ラッ ン リ ンプ ウイ 5 ン フイ ン ン ン a 
ば 彼 は 自ら 楽し み 遊 び 、 我 等 は 必ず 彼 を 護 Od bl Th OE ao do 
らん] よ 。 
14 . ラミ り 、「 お 前 た ち が 役 を 連れ 去る 2 る » 2 あと に し. デ ヤ アナ イア 
F 【 
の は 、 我 を 深 て 悲し ませ る 。 お 前 た ちがう っ RAI RI RE 3 
か り し て いる 間 に 、 狼 が 彼 を 取り 食い は し @ A 7 ンク 6 
〇 て 
な いか と 我 は 恐る | と 。 ( 注 10) の 29 
15. 彼 等 は 均 え り 、 「 我 等 は 大 事 いる と いう の (1 スン る クラン ン 7 あッ 7 の クッ ン テレ ン 
っ いら し と っ た oo ull ‘Wh 
に 、 狼 が 彼 を 取り 食らう よう で あれ ば 、 我 3 ll alod IE 
等 も 紛れ も な く 〈 身 の 破 減 な り 」 と 。 DO Ld 


16. か く て 彼 等 は 彼 を 連れ 去り 、 深 い 井 戸 の 底 カウ: ケイ PS 
に 彼 を 置き 去り に すべ く 衆 議 一 致し 、 ま さき EGE Ob 2 の 52 SE 


に その 意地 悪い 企 て を な さん と する や 、 わ っ タク 2 タ る クー ンタ イー ンション 
I 云え り 、[ 波 は 何 GIA A a ls 


この 事 を 彼 等 に 語り 告げ ん 、 然 れ と も ③ 2 ッ タツ で 
Ot 
NE 
17. 日 が 暮れ て 、 彼 等 は 泣き な が ら そ の 父 の と CRA ? er 
[EI wr と 1 


ころ へ 帰り だ り 。 

18. 我 等 の 父 よ 、 表 等 は 万 に 競走 し て いて 、 ca rt ? ノ メイ Z の イン ォ ン 
1 SO RS ' ES CS EC 
ヨセフ を 我 等 の 荷物 と 一 緒 に 残し 置き た る 
と ころ 、 狼 来 り て 彼 を 食らう 。 我 等 真実 を 還っ る 2 NE EE Ss 2 
語る と も 、 液 は 我 等 を 信じ ぎる べし 」 と 彼 ー 

FT 1 中 如 
等 は 云え り 。 ( 往 11) I 
19. 彼 等 は ヨセフ の 下着 に 偽り の 血 を つけ て 持 4 ン 』 。 ク し 
Re ES 時 客員 6 らら の sk どじ 。 
ち 来 だ た れ り 。 ヤ コ プ は 云え り 、「 そ う で は あ ンク ン 
‘ * 相 i っ ーー ~ OM 4 ed と アデ アノ i イッ の 
N * ・ 5 0 上 i プン と G 2 てい な as | っ b fA 
と 思え を し が 、 叫 れれ 自身 に 重大 な 事 あ な し た 
る な り 。 ( 注 12) きれ ど 今 は 、 耐 え 忍 ぶ こ 

注 10 この節 の 走 述 か ら 、 ヤ コブ は 、 兄 弟 達 が ヨセフ を 殺 そ うと し て いる た だ くらみ に つい て 神 よ り 9 り 現に 知ら 

きれ て いた 事 が わか る 。 そ の 人為 あたかも 告発 する が 如く に 、 彼 等 が 自分 達 の 凶悪 な 犯罪 を 重量 し て も ら う 為 に 、 

後に な っ て 使う 事 に な る の と 同一 の 語句 を 使っ た の で ある 。 

注 11 この 言葉 は 、 喝 弟 達 の 心 の イラ イラ を 表わし 、 自 分 舌 の 罪 の 意識 を 桑 赴 し て いる 。 

注 12 これ ら の 言葉 は 、 ヤ コブ が 息子 達 の 報告 を 作り 9 話 ほ 考え て いた 事 を 示し て いる 。 
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ユー スラ フ 





そ 我 が た め な 9 お 前 た ち が 王 張 する 
ST 対し て 、 - 我 は 偏 に アッ ラー に 助け を 
求め 4 ん 」 と 。 


Doe GE 





20. や が て 隊商 が 通り か か り 9 、 水流 む 者 が 井戸 ンス 5 ク タン る ノッ ン 
に 遣わ きれ た り 。 田 釣 綿 を 井戸 に 下ろ す SE めじ っ 完 3 
や 、 叫び た り 、「 吉 な る か な ! こ こ に 章子 お 季 じ を (2 レイ 1 
A 8 DAM 
り ! | を こ で 後 等 は この 内子 を 資 り 8 の に ジコ ビンス 06222 
し ょ うと 思い 、 ひ を か に 隠し た り 。( 注 13) SO 
され ど ア ッ ラ ー は 、 彼 等 の な せる こと を 歌 NR3 
知 せり 。 
21. 彼 等 は ョ モ フ を 、 欲 し が り ぎ り し か ば 、 仁 62859 いる る の 9 ン 人 
ly 829 い ao Oo と の の の 3 
か な 銀貨 で 役 を 売り 払え り 。 の か 
DCL GS 如 
第 三 項 iF 
22. ヨセフ を 購 い た る は 険 及 人 ( 注 14) に し 1 9 の 2 Ag ES 
て 男 そ の 妻 に 云え 5、 [ 無 に 過 せ よ 。 彼 品 と ち ク ノノ アン マン フッ ン タン ン 
が 邊 等 を 益 す る こと ある や も し れず 、 ま た SN GIN 8 5 as Wl と を 4 も 5 
彼 を 我 等 の 養子 と する も よし | と 。 か く 〈 く て 2 っ と 
われ ら は ヨセフ を その 国 に 落ち 着 か せ 、 き る kt DN GG CS 
アク っ 
ま ざ ま な 事象 の 解 秋 を 教え た だ り 。 アッ ラー っ 8503 る あの E 冶 2 も 5 
は その 決定 し だ る も の は 必ず 完 う し 給 う 、 27 
され ど 世 人 の 多く は 之 を 知ら ず 。 DOs Vor 
23. さて 、 彼 が 成人 に 達し た 時 、 わ れ ら は 彼 に 2 A (2 の MG 7 る A 区 2 
識見 と 知識 と を 授け た り 。 かく の 如く われ Rs | SO SE 
ら は 正しい 行い を な す 者 に 報 ゆ 。 OER GI 
24. ヨセフ が 入居 せる 穴 の 坦 、 彼 の 意 音 志 に 反し イレ ン 2 の 208 の から 
て 彼 を 誘惑 せん と 謀る 。 彼 女 は 戸 を 閉じ て 、 は 本 D3 
云え り 、「 き あ 、 来 守 」 と 。 ヨ セ フ は 芸 えり 、 4 kt 2 の スン ン ェ フン? 
CWCIEI ONI 
「 我 は アッ ラー に 保護 き を 求む 。 役 は 我 が J ye マダ ッ 
” wy セレ レロ リン レレ ラン > し 
主 な り 。 ( 注 15) 彼 が あな た が た に 、 DICE NS 
我 を 怒 に 遇 さき し め た り 。 ば げに 、 和 悪事 を な せ 
る 者 は 決し て 栄え ず 」 と 。 
注 13 隊商 の 折々 は 、 ヨ セ モ フ を よい も うけ の 対象 と 考え て いた だ 。 
注 14 。 ョ モ フ を 買い 取っ た エジプト 人 は 、 ユ ダ ヤ の 文字 で は 、 テ パル で ある と きれ て いる (Enc. Bib. 及 


び 合 世紀 39 斉 1 第 )。 彼 は 古代 エジプト で は 高官 と きれ だ 、 近 衛兵 の 隊長 で あっ た 。 
注 15 この 節 で は 、 尋 和信 が ヨセフ を 誘惑 し を こない 、 ヨ セ フ が この 骨 を 逃れ だ 事 が 述べ られ て いる 。[ 彼 は 我 
が 主 な り ] と は 神 の 事 で ある 。 一 部 評 紀 者 が [主人] と 解 息 し て いる の は 誤り で ある 。 こ こ は ヨ セ フ の エ ジ プ 
ト 人 の 主人 を き し て いる わけ で は な い 。 神 を 表わし て いる の で ある 。 

956 テー 














第 十 二 章 92 
25. 彼女 は 彼 を 誘 剖 せ な ん と 思え ども 、 彼 は 誘惑 ぁ 。 ン HRPIP 和 5 そ て で 222 
| 0 I 
に 負け じ と 決意 せり 。 ( 注 16) も し 彼 主 の 。 CVD 69333 も いら CCAO8 3 
ぅ っ bE ョ ンタ レン ジン 3 + ク 
明 証 ( ま 17) を 見 ざり せ ば 、 か か る 決心 を EE 3 
示す こと 能 わ じ 。 か く の 如 く 、 わ れ ら は 彼 っ 
より 罪悪 と 本 行 と を 遠ざけ た り 。 げ に 彼 は MM 
われ ら の 選 加 ば れ た 僕 の 一 人 な りき 。 ( 生 
18) 

26. そこ で 彼 等 は と も に 戸 日 に 走り 、 女 は 背後 33 の 24 
ょ り ヨ セ フ の 上 着 を 引き 裂け り 、 面 し て 彼 2 
等 は 戸口 に て 彼女 の 夫 に 遭い た り 。 彼 女 は SI A OT Bs Ci 

り 、 | 湊 の 間 に 悪 事 を な る ん と し た 者 の 7 レル 4 2 クラ 9 
、 投 獄 す る か 冶 刑 の 外 に 、 そ の 徐 凡 如何 OICR TN hab 
に せん ?」 と 。 
人 0 クン ン 、 レン 

27. ヨセフ は 均 え り 、「 役 女 の 方 が 我 が 意 志 に 逆 NS I GD GS 
ら っ て 我 を 誘 牙 せ ん と 謀る 」 と 。 絆 に 家人 の ジウ ウ 4 区 
の 中 の 一 目 可 者 証言 し て 、 云 う 、「 8 し 彼 の の as OB llalal 
上 着 が 前 か ら 裂 け て いる な ら 6 ば 、 彼 女 の 童 
葉 は 真実 で 、 嘘 つき は 彼 な り 。 o65 導 の 3 
し か ンス イン 25 る タク 

28. 然し な が ら 、 そ の 上 着 が 後ろ ちか ら 裂 け て い 3 3 a a tal 
る な ら ば 、 彼 女 は 嘘つき で 、 彼 の 言葉 は 真 0 hb 
実 な り 」 と 。 CTL GS 

29. そこ で 、 彼 女 の 夫 は 上 着 が 疹 後 か ら 引 き の OO2 dah 
か れ て いる の を 見 て 、 大 えり 、「 こ れ は お 前 2 
た ち 女 ども の 企み な り 。 実 に お 前 た ちの 企 OEE HR 1 
み は 恐 る べし 。 ( 注 19) 

注 16 ヨ モ フ の 主人 の 妻 は 、 ヨ モ フ に 関し て ある 事 一 男女 の 交 合 一 を 企 て た 。 同様 に 、 ヨ モ フ 3 彼 女 に つい 


て ある 考え を 持っ た 。 即 も 彼 女 の 邪 悪 な 目的 に 抗 す る 事 で ある 。 
削 節 か が から せ 明確 で あり 、 


沖 : 17 


この 時 の 愛 で は 、 


まれ だ 井戸 か ら 無 事 に 助け だ され る 事 も 指摘 きれ て いた 。 


注 18 
メッ カル の 偶像 梁 皇 者 達 に 、 


注 19 


拒絶 の 際 の 「 私 の 右手 に 太陽 を 、 


出来 る 限り 9 束 


ー359 一 


「 王 の 表 証 ] よ は 、 ヨ セ フ が 既に 目のあたり に 見 た 井戸 に 投げ こま れ た 時 に 


来 を 預言 し だ 素晴らし い 夢 を る すす 。 彼 の 後々 の 卓越 性 や 栄光 ( 当 章 16 節 ) 及び 、 


ヨセフ が 何ら や まし い 心 を 持た な な か っ た 事 は 


彼 は だ だ 、 彼 女 を その 邪悪 な 目的 か ら 思 いい 止まら せよ うと し た だ け で あっ た 。 


受け た だ た 惑 示 で ある 彼 の 将 
投げ こ 


丁度 ヨセフ が 自分 の 敬 度 き 上座 直る の 道 む ふみ は ず す 様 に 誘惑 る れ た の と 同様 に 、 環 な る 預言 省 、 
神 の 唯一 性 に つい て 説教 する の を 止め れ ば 、 彼 等 の 王 に する と か 、 
、 或 い は アラ ビア で いち ば ん 功 し い 女 性 と 結婚 さき せる と 読 惑 き れ た 。 当然 な が ら 斑 
NE 
の 説教 を 止め る 事 は 有り 得 な い | と の 返答 は 歴 


諾 大 な 富 を 与え 
呈 が る 大 言 者 は 、 こ の 車 し 


そし て 左手 に 月 を 置い た と し て も 、 私 が 唯一 な る 神 に つい て 
に 残る 言葉 で ある 。 


婦 を か ば は お うと し た ポテ パル は 、 ず る か し こく 、 よ こし まな る 全て の 女性 を 紅 絆 し て いる 。 


第 十 二 誰 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


ョ セ フ ょ 、 こ の 危 寄 を 見 の が し て や れ 。 し 
か し 、 妻 よ 、 波 は その 測 の 落し を 請 ぁ 。 液 
は 間違い な く 罪 を 犯 せ し 者 な る ぞ 」 と 。 
、。 第 四 項 
と ころ で 、 市 井 の 婦 人 だ ち は 評 せり 、[ ア 
ズィー ズ ( 注 20) の 妻 が 従 僕 の 意 に 反し 
て 誘惑 せん と す 。 徒 僕 が 奥方 を 恋 に 迷わ し 
め だ り 。( 注 21) 
も な る を 知る | と 。 


内 方 は 彼女 だ ちの 陰 日 を 聞く と 、 人 を 追わ 
し て 彼女 た ち を 招き 、 党 を 設け て を の 一 人 
一 人 に ナイ フ を 与え た 後 、 ヨ セ フ を 呼ん で 、 
云え り 、「 こ こ に 来 て 、 彼 女 た ち の 前 に 出 よ 」 
然るに 、 婦人 人 た ち 彼 を 見 る な り 、 余 程 


高 過 な 御方 に 違い な いと 思い 、 ( 注 22) 丈 
嘆 の 余り その 手 を 傷つけ て 、( 注 23) 云え 


り 、|[ ア ッ ラ ー に 計 美 あれ ! こ は 人 間 に 非 
ず 、 こ は 長き 天使 に 非 ず し て 何ぞ 」 と 。 
奥方 は 云え 5、 「 紀 様 が 次 を 非 能 し た 、 その 
相手 と いう の が この 者 な り 。 妥 は 彼 の 意 に 
反し て 誘 豆 せ ん と せ し が 、 . 彼 は 罪 よ りり れれ 
を 設 り た だり 。 されど と 、 今度 杜 の 命ずる こと 
に 従わ ず ば 、 妥 は 第 を 投 狼 し 、 彼 は 衣 ま き 
和 れる 身 と な らん | と 。 

そこ で 、 ヨ セ フ は 祝 り て 云え り 、「 我 が 主 よ 
我 は 彼女 た ちの 読 い に 従う よ 9 は 宣仁 を 選 
されど 、 波 、 彼 女 た だ も の 策 略 を 取り 除 
か ず ば 、 我 が 心 彼女 た ち に 傾き て 遂 t に 疾 人 
の 一 人 と な らん 」 と 。 
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注 20 


注 21 
ん だ 、 或 いじ は 、 彼 へ の 愛 が 役 女 を は げ し くう っ た 、 


「 ア ル ・ ア 


「 恋 に 迷わ せ む た り ] と いう アラ ビア 的 表現 は 、 
は 、 


ズ イ ー ズ 」 と は ポテ パル の 事 を 指す 。 彼 は 王 の 警 設 に 当る 兵 の 隊長 で あっ た が 、 
言 者 の 時 代 に は 、 エ ジ プ ト の 長 や 高位 に ある 者 達 は 「 ア ル ・ 


回 な る 疾 


アズ イー ズ 」 の 称号 で 呼ば れ て いた 。 


彼女 の ヨセフ に 対す る 愛 は 彼女 の 心 の 奥 許 まき で 入り こ 
彼女 の 心 が 符 われ だ た と いう 意味 合い で ある 。 


、 美 し い 容 ぼう に 心 


注 22 彼女 た ち は 彼 の 事 を 気 高 い 存在 を 感じ な の で ある 。 
注 23 「 才 を 傷つけ だ 1」 と いう 表現 は 、 女 性 達 が ヨセフ を 見 た 時 、 そ の あま り の 気 高 
を 奪わ れ 、 思わ ず 手 に し て いた ナイ フ で 自分 達 の 手 を 傷つけ て し まっ た 程 で あっ た AA る 。 或いは 、 


彼女 等 の 管 き と 驚嘆 を 比 剛 的 に 表わし た も の と も 考え られ る 。「 指 先 を か むと いう アラ 
それ の 含ま れる 全体 を 表わす 言葉 が ie i この 場合 
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を 示す 時 に 使わ れる 。 その 一 部 を 表わす 際 、 


7: 請 諸 の 表現 は 、 比 き ざさ 


ェ F て 


第 一 癌 


35. それ ゆえ ぇ 、 主 は 彼 の 祈願 に 応え 、 ヨセフ か 
NS 
は 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 う 。 


36. 然るに 長老 た ち は 、 ヨ セ フ の 漂白 の 証拠 を 
見 だ に も か か わら ず 、 邊 分 だ ちの 名 望 を 維 
持 せ ん が た め に 、 役 を 暫く 投獄 せ すし む る こ 
と に せり 。 ( 注 24) 

第 五 項 

37. を の 時 、 二 人 の 若者 が ヨセフ と 共に 入 年 せ 
り 。 を の 一 人 は 云え り 、「 我 は 夢 に 簡 を 控 
る を 見 だ た り 」 と 。 す る 上 と 、 も う 一 人 が 云え 
り 、「 我 は 夢 に 、 自分 の 頭 の 上 に 2 ン を の せ 
て 運び つつ ある と 、 弓 来 り て 有 之 を 中 を 見 
だ た り 。( 注 25) 我 等 に 教え 給 ぇ 、 この 夢 の 
解析 を 。 お 見 か けし た と ころ 、 液 は 義 し い 
人 な り と 思う | と 。 

38. ヨセフ は 答え り 、「 お 前 た ち に 支給 され る 食 
事 は 無く な る べし 、 然 れ ど も 我 は を うな る 
前 に その 意味 を 告げ 知ら せん 。 これ は 我 が 
が 我 に 寺 え だ る が 故 な り 。 我 は アッ ラー 
を 信 ぜ ず 是 つ 来 世 を 信 ぜ ぎる 人 々 の 宗教 を 
放棄 せ り 。 


39. 面 し て 我 は 、 我 が 父祖 、 ア プラ ハム 、 イ サ 
ク 及 び ヤ コブ の 宗教 を 牽 ず 。 我 等 は 何者 
テッ ラー と 併せ 祀る こと 能 わ ず 。 こ れこ る 
我 等 の みな ら ず 、 . 全 人 類 に 賜り た る アッ 
ラー の 思 恵 な り 、 然るに 世 人 の 大 半 は 感 % 諸 
の 念 を 知ら ず 。 


も 、 手 が 指先 の 代わ お り に 使わ れ た と も 考え られ る 。 タ ルム ー 
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RS dS Yo 6 に 
TSG ERE dE 


アデナ ナ / きり 


ws 


ド に 依 れ ば 、 お 客 の 女性 瞬 に は オレ ンジ が 出さ れ 


て お り 、 彼 女 達 は ヨ モ フ を ー 目 みて 心 を 鶴 わ れ だ 為 、 う っ か り 手 を 切っ て し まっ だ と いう 解釈 に な る (Jew. Enc. 


と タル ムー ド )。 
注 24 ポテ パル の 夷 の 悪い 噂 が ひろ まっ た 為 、 彼 女 の ま わ ゎ 


5 ちの 者 達 は 、 ス キャ ンダ ル の も み け し に は 、 ヨ セ 


フ を 投獄 すれ ば 、 世 間 が 彼 の 方 が 悪い 事 を し か けた の だ し 思い 、 人 人 々 の 非難 が 彼 に むけ 6 られ る で あろ うと 考え 


だ 。 


注 25 吾 使い 頭上 パン 職人 の 夢 に つい て は 、 創 世紀 の 第 40 章 を 参照 の 事 。 
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ーー つこ 
ロロ 


40. 


41. 


42. 


43. 


44 . 


46. 


47. 


.…- 課 : 


異 っ た 神々 か 、 そ れ と 
いずれ が 優る や ? 


我 が 同 囚 の 両 名 よ 、 
も 唯一 全能 の 主 か 、 


アッ ラー の 外 に お 前 だ たち が 柴 拝 する も の 
は 、 お 前 た ちや 父祖 た ち が 名 づけ た る 名 稀 
に すぎ ず 、 アッ ラー は を それ 等 に 如何 な る 椎 
成 も 降 し 賜 わ ぎ る な り 。 決 定 は 独り アッ 
ラー 溢 第 な り 。 彼 は お 前 た ち に 、 彼 以外 に 
何者 も I EN 
を 正しき 教え な り 、 る に 世 人 の 大 半 は 芝 
を 知ら ず 。 
我 が 同 囚 の 両 名 よ 、 お 交 だ ちの 一 人 に つい 
て は 、 その 主人 の た め に 酒 を 陳 で 身 と な ら 
ん 。 他 の 一 人 は 、 稚 け に きれ 、 数 多 の 鳥 が 
を の 頭 を 忠 む べし 。 お 前 た ち が 訳 ね し 事 は 
すでに 決定 を みた る な り 」 と 。 


証し て ヨセフ は 、 両 名 の 中 釈放 せら る べし 

NN 「 我 が 主 人 に 我 が こ 
と を 告げ よ 」] と 。 る に 悪 訂 が 男 に 之 を 忘 
れ せ し め た れ ば 、 i 
柚 が れ だ たり 

第 六 項 

時 に 王 云 えり 、 | 余 は 夢 で 、 七 頭 の 肥え た 牝 
和牛 が 七 頭 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま だ た 七 つ の 
青 穂 と 七 つ の 枯れ 穂 を 見 た り 。 液 等 長老 た 
ちょ 、 も し 夢 判 断 が 出来 る な ら 、 余 の 夢 の 
意味 を 解け 」 と 


5 役 等 は 答え 5、| 雑 受 な り 、 我 等 は か か る 雑 


夢 を 解く 術 を 知 6 ず 」 と 。 


と ころ で 、 0 
その後 し ば らく し て 券 ほ 直 し 、 云 を り 、「 我 を 
の 解説 を 御 一 同 に 告げ 知ら せん 、 故 に 我 を 
派遣 し 給え を 」 と 。 

「 ョ セ フ ょ 、 誠 実 な る 人 よ 、 七 頭 の 肥え だ 
牝 牛 が 七 頭 の 痩せ た の に 食わ れ 、 ま だ た 七 つ 
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注 26 
が 腐 肉 で も 日 に せ ぎ ざる を 得 


注 27 
8 の 沸 昨 を は っ きり 証明 する 健 


Oo 5 は らし た か っ た 事 。 そ し て も う ・ 


= 
ーー 





の 青 粘 と 七 つ の 捕れ 種 の 愛 の 意味 を 我 等 の 
た め に 解け 。 我 i は 帰り て 人 々 に 之 を 知ら る 
ん 」 


ョ ヨセフ は 人 答え り 、「 お 前 だ ち - 年 間 今 ま て 通 
り 種 を 播き 、 勤 失 に 働け 。 証し て 自分 た も 
が 食べ る 少量 を 除い て 、 刈 り 入 れ だ る も の 
は 穂 の まま 蓄え よ 。 

する と 、 そ の 後 、 七 年 に 覧 っ て 苦し いと き 
来 り 、 お 前 た ち が 貯 蔵 す る 少量 を 除い て 、 
随 め 炎 害 に 備え て お きしも の まで すべ て を 
食い 尽く きん 。 ( 注 26) 

その 後に 来る 一 年 は 、 閣 雨 を 得 て 、 果 汁 を 
搾 る ざし 」 と 。 


第 七 項 

王 は 云え り 、[ を の 者 を 連れ て 参 れ 」 と 。 然 
る に 使者 が ヨセフ の と ころ へ 来る と 、 ヨ セ 
フ は 云え り 、「 帰 り て 流 の 主人 に 誠 ね さ 、 
の を 傷つけ し 女 を も は ぼう する の か し 。 
我 が 主 は 彼女 等 * の 説 計 を よく 知り 給 う 』 
と 。 ( 注 27) 

王 は 婦人 だ たち に 訳 ね り 、「 お 前 た ち が ヨ ョ ヨセフ 
の 意 に 反し て 誘 悪 せ し 時 、 ど う で あっ た 


- か?」 と 。 彼 女 た ち は 答え り 、「 彼 は アッ ラー 


を 槍 れ 、 誹 に 近寄ら ざり き 一 私 だ た ち は 、 彼 
が いさ る か も 悪 な き を 知り 8] と 上 と 。 ア ズィー 
ズ の 事 云 えり 、「 こ れ で 、 事実 が 明らか に な 
れ り 。 彼 を 誘惑 せ し は 美 な れ ど 、 彼 は まこ 
と に 誠実 な る 者 な り ! と 。 ( 注 28) 
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型 な る 需 言 者 の 時 代 に 、 ア ラビ ア は 七 年 に も 渡る 負 き ん に 開 わ れ 、 そ の 大 負 き ん の する まじ き は 、 人 々 


な か っ だ 程 で あっ た と いう 


ョ セ フ が 平々 な ら 上 人 回 で ある 事 を 知っ だ 王 は 、 


彼 を 釈放 し よう と し た が 、 
査問 が 終わ ら な いう ち は 門 放 きれ る 事 を 拒ん だ 。 ヨ セ フ が 取調 べ を 望ん だ 日 的 


(ププ ハリ)。 


ヨセフ が 中 分 に 冬 き れ た だ 


ーー つ あ お っ た だ 。-・ つ は 、 幸 に 後々 に な っ て 彼 を 閉じ こ ゅ だ た だ 人達 の 邪 了 悪 な 目的 に 惑 わる され 彼 に 悪 商 を も だ 上 様 、 


あっ だ と の 印象 を 持ち 続け て 人 鉄 し く な か っ た だ から で あ る 。 


注 28 
ば 、 ヨ モブ フ が その 事 に 言及 は し な いか 


こ の 節 の 語句 か 5、 


- つ に は 彼 の 思 人 で ある 


女 達 が 手 を 傷つけ た と いう の は 実際 に 起こ っ た 事 で ある 事 が わか る 


6 で ある 。 稀 嘆 か ら か 会 話 に 流 題 し EE 何人 か の 
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きも な けれ 
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53. aN NN 人 の 
ca Lad ls 


太 在 中 、 表 役 を 共 名 る 者 に 非 ず 、 ま た アッ ONGboAl し を は 1 は 
ラー は 不貞 な 女 の 店 親 を 助け る 6 の に 示 Oo 
ら ざ る こと を 知ら し め る ため な り 。 a 
54. 然 れ ど も 、 人 間 の 心 は 悪 に 傾き や すい も の し gr る る シタ レン 
で ある が 政 に 、 主 が 慈悲 を 垂れ る 者 を 除い 2 HY ON ワ 
て 、 我 は 自ら 潔白 な り と は 考え ず 。 げ に 我 OE DD HL 


が 主 は 覚 大 に し て 、 落 悲 深く まし ます ]」] と 。 


、 王 は 云え り 、「 そ の 者 を 連れ て 参 れ 。 余 は る 人 < 
の 者 を 格別 に 取り 立て ん | と 。 王 は ヨセフ GS> ls Gil ed52 


と 語り て 、 云 えり 、「 今 日 より 液 は 地位 と 信 AEE 74 4 EY 
任 を 授け られ て 、 入 等 と 備 に 居る べし ] ほ 。 x 


56. ヨセフ は 去 え り 、[ 我 を こ の 国 の 谷 庫 [の 管理 2 
者 に 任命 きれ よ 、 我 有 能 な る 管理 者 な る が OE NE kd 
故に | と 。 ( 注 29) 

5 か 〈 く の 如く 〈、 わ 和 所 れ ら は ヨセフ に この 国 に お 2 2 ノ ン ッ 5 タン ング で * ンタ 
いて 地位 を 与え を 、 彼 の 好む ひと ころ に 何処 な EE IGE EG 
り と 住む こと を 得 せ し め た り 。 わ れ ら は わ フタ ンタ ッ テン スプ ン タックル クン 

| {a bl & 

和 れ ら の 欲す る 者 に 皿 恵 を 垂れ 、 凌 し い 人 の © の の の 9 eg 
報奨 は 決し て 空しく せ ず 。 

58. 神 を 信じ 神 を 異 れ る 者 に は 、 来 世 の 報 鐘 こ 
を 勝 り た る は な し 。 

第 八 項 


〇 1 
CI 


Gy 4 プッ て 。 の 2 レッ ン | タン 


OO lyel JJ る Nl Ls 


の の 05223 4 に タフ レノ ンタ ッ ダ タク ノッ C3 
を 


59. ヨセフ の 見 だ ち 来 たり て 、 ヨ セ フ に 日 通り PU EA 
せり 。 ヨセフ は 兄たち を 認め た れ ど 、 彼 等 2 の タイ 
は ヨセフ を 認め ざり き 。 ⑨ ら 9 


5U2 ヨセフ は 兄たち に 食料 を 供給 し て 、 た 9 て ・ て 2 イル レン クー レッ クタ ング る と アノ し 
「 お 前 た ちの 腹 達 い の 弟 を 連れ て 参 れ 。 A eb BIE る > い 1 う 
( 注 30) お 前 だ ち 、 我 充分 に 柳 昌 を 満 す を タン に CUE ゥ の 2 3 ンプ ノラ ング ン 
2 to 1 のみ 1 
見 ず や 、 我 は 最善 の 招 客 者 に 琲 ぎる か ? は Lo 
oe 


婦人 が 気づか ず に 手 を 傷つけ た の で ある 。 或いは 、 ヨ ョ ヨセフ に 、 真 実 で は な い 告 発 を 行なっ な た 事 で 、 手 を 傷つけ ・ 
な けれ ば な ら な か っ だ な だ 、 即 ち 、 邊 分 達 を 虚偽 の 立場 に 落と し こん だ と いう 意味 と も 考 を られ る 。 し か し 実際 に 
は 価 も お こら な か っ た の だ と すれ ば 、 ヨ ヨセフ が “ 手 を 切っ だ 事 " に つい て 言 基 する は ず が な いい ので ある 。 

注 29 ヨセフ は 、 叶 務 係 と な る 帯 を 応 ん だ 。 彼 は 王 の の 実 更 に 深く か か わる 部 碧 の 均 任 を 持つ と いう 強い 
願い か ら 、-… 途 に 望ん だ ども の と 思わ れる 。 

注 30 ヤ コ グ に は 12 人 の 息子 が いた な 。 ヨ セ フ と ベニ ヤミ ン は 妻 ラ ケル の 子 で 、 残 り の 10 人 は 他 の 妻 達 の 子 
供 で あっ た 。 
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65. 


66. 


67. 


注 31 
稿 ん で も 、 


然し な が ら 、 その 弟 を 我 が 前 に 連れ 参 れ お 
の な ら 、 ぢ お 前 だ た ち は わ し か OE 
も ら え まい 。 まだ わし に 近づく こと も 
刀 」 と 。 


彼 等 は 答え り 、「 彼 を 了 手放す よう 、 和 等 は 鋼 
を 説き 伏せ ん 。 我 等 必ず 之 を な さん 」 と 。 


ョ ャ フ は る その 家 僕 等 に 命じ た り 、「 彼 等 の 
金子 を その 鞭 袋 の 中 に 入れ て お け 、 き すれ 
ば 家 に 帰り て これ を 認め 、 多 分 まだ 帰り 来 
た ら 4」 と 。 


彼 等 を の 父 の 許 に 帰る や 、 去 えり 、「 我 等 の 
父 よ 、 我 等 は 今後 穀物 の 販売 を 拒否 きる れ だ 
5。 る され ば 売っ て 貰う だ め に 、 弟 を 我 等 と 
倍 に 遣わ きれ よ 。 慌 会 は 必ず 第 を 保護 せん 』」 
と 。 

ヤコブ は 去 え た えり 、「 あ の 子 を お 前 だ た ち に は 類 
けら れ ぬ A。 先 に あの 子 の 兄 を お 前 た ち に 預 
け だ 時 と 同じ 結果 と な らん 。 き されど 一 番 の 
保護 者 は アッ ラー に し て 、 彼 こそ は 慈悲 を 
垂れ 給 う 者 の 中 で 最 5 慈悲 深き 御方 に まし 
ます と 。 

と こ ろ で 、 彼 等 を の 荷 を 解く と 、 彼 等 の 金子 
が 返還 さき れ て ある を 見 た り 。 彼 等 は 云え り 、 


「 我 等 の 父 よ 、 . 釈 等 は こ . の 上 に 何 を 望む べ 


きゃ や ? 我 等 の 金子 は 返還 き れれ て こ 

b 。 此 の 分 な ら 家 族 の 食料 も 貢 え 得 ペ 
まだ 第 を 護り 、 eC 
て 帰る べし 。 そ れ 《 く らい わけ も な 《 得 5 れ 
る な り 」 と 。 ( 注 31) 

ヤコブ は 云え 5、「 お 前 た ち が 遊 け 上 難い 障害 
に と り 囲 まれ た 場合 に 非 ざ ぎれ ば 、 必ず 彼 を 

連れ 戻る と アッ ラー の 御名 に か け て 挿 わ ね 
か ぎり 、 我 は 彼 を お前 た ちと 僅 に 行か し め 
ず 」 と 。 か て く て 彼 等 が ヤコブ に 碧 い し 時 、 
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「5 く だ 一頭 分 の 荷物 ] と は 必ず し も 、 ら くだ の 普 に 載せ る 荷物 を 指す の で は な く 、 た と に え 、 ろ ば に 


らく だ が 普通 箇 ぶ 分 の 荷物 の 量 や 表 わす 。 
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68. 


69. 


70.1 


11. 


72., 


彼 等 


ヤコブ は 云え り 、「 ア ッ ラ ー は 我 等 が 誓い し 
こと を 監視 し 給 う 」 と 。 

更に ヤコブ は 云え り 、「 我 が 息子 た ちょ 、 一 
つの 門 よ り 入 る な か れ 、 必 ず 別 々 の 門 よ 5 
入れ 。 きれ ど 我 は アッラー に 対し て 無力 な 
5 決定 は 独り アッ ラー 次 第 な り 。 我 は アッ 
ラー を 信頼 し 率 る 。 信頼 は 独り アッ ラー に 
置き 奉 れ |」 と 。 


は 父 の 言葉 に 従い て 入り た れ ど 、 ア ッ 
ラー の 定め た る 何事 を も 回避 す る 能 わ じ 、 
た だ ヤギ ュ ブ の 気持 を 満足 させ た る の み 。 わ 
れ ら は 役 に 教 えた れ ば 、 役 は 博識 な れ ど 、 


世 人 の 大 半 は 輝 を 知ら ず 。 ( 注 32) 
第 九 項 
肥 等 が ヨセフ を 訪ね る と 、 ヨセフ は を その 弟 


を 自分 の 許 に 泊 ら せり 。 証し て ヨ モ フ は 一 
えり 、「 我 は 流 の 見 な り 。 され ど 彼 等 の な し 
だ る こと に 、 悲 し む な か れ 」 と 。 
Ei る 時 、 弟 の 
袋 の 中 に 器 を し の ば せ た だ i 
大 声 で 喚 び か ける 者 の 上 声 あり 、「 注 
等 旅行 者 よ 、 お 前 た だ ち は 盗 賊 な り ] と 。( 注 
33) 
彼 等 は 振り 返っ て 訳 ね り 、「 お 前 た ち が 失 ぁ 
る 物 は 何ぞ ?」 と 。 


らら 2 | 
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注 32 


ヤ ュ ブ は 、 押 の 啓示 で 既に 知ら きれ る か し て エジプト に い 


ョ セ フ が 実 の 弟 で ある ベニ ヤミ ン に 二 人 だ け で 会 える 接 、 


注 33 


れる 様 に ヨセフ が 命令 


ヨ モ フ 自身 が 器 を 第 の 袋 に 入れ る 事 を 最初 に 命令 し 、 
誤っ た 解釈 で ある 。 彼 の 成 基 か ら 考え て 、 そ の 様 な こと を する こと は あり 得 な い の で ある 。 
し だ の は セカ ヤ ( 水 を 飲む 器 ) で あり 、 失 〈 く な っ た 干 の 器 と いう の は スワ ー ( 計 基 の 問 ) 


る 男 が ヨセフ だ と 気がつい て いた だ た 。 その 為 、 
息子 震 に 別々 に 町 に 入る 様 、 頼 ん だ の で ある 。 

その 後 で 彼 を 、 容 盗 の 界 で 告発 し た と いう の は 
実際 、 弟 の 袋 に 入 


の 事 で あっ た 。 兄弟 達 の 復路 の 準備 の 細 鶴 の た ゆ と 、 弟 ベニ ヤミ ン と の 別れ が 近づい た た め 、 ヨ セ フ は の ぴの 
泡 き を お ば え 水 を 持っ て くる 様 に 頼ん だ 。 水 は 正 の 計量 の 器 に 入っ て 運ば れ て きだ な た 。 当 時 は 、 対 時 の 器 は 飲む 
毎 と し て も 使わ れ て いた だ の で ある 。 喉 の 渦 き を いや し た 後 、 ョ ヨセフ は 、 う っ か り と る その 器 を ベニ ヤミ ン の 持ち 


物 の 中 に 置い て し まい 、 


誰 も 気づか ず に 史 の せい で 荷物 に まき 


『 れ こん で し まっ だ の で ある 。 ヨ モ フ は すでに 、 


いか に し て この 間違い が 起こ っ た の か 気づい た が 、 こ れ は ベニ ヤミ ン を 拘束 する 放 の 神 自 身 の 計 両 だ と 気づき 、 
隊商 が 出 て いっ て し まう まで 、 分 別 や も っ て 何 も 言 わ ず に お いた の で ある 。 
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73. 追手 の 人 た ち は 法 えり 、 MS FPSL 人 PT の 人 HH 

es りう RI と Ao Aa 35 

り 。 護 で あれ 、 そ れ を 層 け 出る 者 に は 、 一 2 5 

店 膨 分 の 荷 を 取ら せん 、 の ら cs) も | 3 As 
ん 」 と 。 


74. 彼 等 は 答え り 、 「 ア ッッ ラー にかけ て 、 あな た の アー リ ォ アグ ゥ タ ン レチン ン 9 ン 
本 _ お と 1 * ナ た ya oil 
方 よく 御存知 の よ う に 、 我 等 は この 国 で 悪 Gi Ca se 8 a 


事 を 働く だめ に 来 た に 非 ず 、 我 等 は 盗賊 に ds 
非 ず 」 と 。 cg 

75. する と 、 追 手 の 人 た ち は 芯 えり 、[「 な ら ば 、 2 タン 。 イタ トン ンス BA 
も し お 前 た ち が 嘘 を つい だ こと が 判っ た な RA G DEAD 
ら 、 を の 処 還 は 如何 が せん ? 」 と 。 

76. 彼 等 は 答え ん り 、 「 そ の 六 は 、 礁 が 誰か の 鞍 袋 が アノ ンタ ス ルー タン ゲン アン 
の 中 に 在り た る 場合 、 を の 凌 袋 の 持 主 を る ci Es G95 oS 

の 凍 金 と す 。 か てく の 如 く 我 等 は 悪事 を 行う Oe 


0 と 。 ( 注 34) 


こ で 彼 ( 注 35) は 第 の 袋 の 前 に 、 邊 等 の Le インク 
seed 然 後 器 を 弟 の 袋 ょ り 取り 出 だ の の 9.262c と 2 ls 
せり 。( 注 36) か くわ れ ら は ヨセフ の た め CA 02 
に 策 し た 9 り 。( 注 37) アッ ラー の 思 し 召 し アレン を 0 。 レン 
が な か り せ ば 、 国 王 の 法 * 健 の 下 で 、 ヨセフ Eb 


wm ー ン 
は その 第 を や 取り上げる こ と 叶わ ぎる が 政 な のち ( 代 1 ン ン タス ッ ン 
り 。 わ れ ら は 欲す る まま に を の 者 の 位 麻 を BEIGE CELLS 
高 む 。 面 し て 一 切 の 知識 ある 者 の 上 に 、 独 of Lc 


ー な る 最高 の 識者 あり 。 


78. 彼 等 は 云え り 、「 彼 が 盗み た る か 、 以 前 彼 の リン ッ の で の レン レレ ーッ ン プン 2 ff 
兄 も 盗み た る こと あり き ] と 。 ( 注 38) る Vs dd ES ESE OG 








注 34 堆 き あわ て ふ な だめ いた だ た だ ヨ ョ ヨセフ の 見 弟 達 は 、 集 か ら 器 の 見 つか っ た 者 は 自分 達 自身 で 拘束 きれ 身 の 証 を 
だ た て る べ で きだ と 提案 し た 。 その 為 、 自 分 の 区 以外 の 残り の 兄弟 は 、 垢 次 の 罪 を きせ られ ず に 、 弟 だ け を 残さ る せ 
て お く 事 が で きだ の で ある 。 


注 35 器 が な く な っ だ と 公表 し だ た 役人 人 。 

注 36 これ は ヨ モ フ が ベニ ヤミ ン に 示し た 特別 の 配慮 か ら で あ る 。 

注 37 全て の 事 は 神 の 思 し 吾 し で あっ た だ 。 即ち もち ヨ モ フ は 、 何 も 手 を 出 き な か っ だ の で ある 。 ヨ モ フ は 水飲み 
用 に 使っ た 王 の 計量 の 器 を 全く 気付 か ず に ベニ ヤミ ン の 荷物 に 入れ て し まい 、 偶 伏 に 兄弟 達 が ベニ ヤミ ン を ヨ 
セ フ の と ころ に 残す 様 に する 意見 を 述べ た 。 その た な ゆめ 、 ヨ セ フ は 満足 の ゆく 宰 運 を 手 に し た の で ある 。 


注 38 ー つ の 罪 は もぉ う 一 つの 罪 を 呼 玉 。 ヨ セ フ の 上 喝 弟 達 は 、 最 初 は 彼 を 死に 追い や る うと よし 、 人 や 、 恥 も 知 
ら ず に 、 彼 の 事 を 次 っ 人 呼ば ちり し た だ の で ある 。 
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第 二 二 吾 ユー ス フ 
れ ど ョ モ フ は それ を 心 に 秘め 、 之 を 彼 等 に 医 汰 (2o2 2 A 
明る ざり き 。 ヨセフ は た だ 云え り 、「 お 前 た り 9 の 2 
ち は 酷 い 状態 に な る べし 。 ア ッ ラ ー は ぉ 前 @GA の Ci 2 人 6665 
た ち が 申 し 立て る こと を 最も よく 知り 給 
う 3」 &。 

79. 彼 等 は 云え り 、[ 侯 に 申し 上 げ る 、 彼 に は 年 %2< 33 EC AE 
老い た る 父 あ り 。 ( 注 8 まれ ば 彼 の 代り E 時 95 

TO ィ クン 
に 我 等 の 中 か ら 一 人 を 選び 給え 、 流 を 優し GR SI ER 
い お 方 と お 見 うけ い 0 と 。 

80. ヨセフ は 答え ぇ り 、 「 ア ッ ラ ー は 、 我 等 の 財 物 レン 人 セ シ ィ ッッ ン 4 テイ アア 1 

を 所 持 せ し 者 以外 は 、 何人 も 捕え る こと を CS 3!J 25 JP 56 J 
4 Cs ロロ イダ デン > 
禁じ に たり 。 之 を な き ば 、 我 等 不義 者 と な ら MR EC 
ん | も 。 2 
第 | 項 

81. 彼 等 は 弟 を 諦め 、 退 き て 、 宙 議 せ り 。 一同 3 9 ク 2 i IM4GC 
の 指導 痢 ( 注 40) は 云え り 、 Ny y A va GCCG 
ラー の 御名 に いて 藤 鹿 な る 的 約 を 父 1 3 2 ts 

0: SS 
NE 4 
ヶ アン プラ ゥ ブフ 2 の ゥ 2s う 3 2 
ら の 取 分 を 怠っ た こと を 忘れ た る か ? され BREEIIHEC : 
ば 、 我 が 父 が 我 を 許す か 、 或 い は アッ ラー 9 シン タン クティ 
が 判決 を 下す まで は 、 我 は この 地 を 離れ ま EE ea 2 
じ 。 彼 こそ は 最も 優れ た る 審判 者 な り 。 
82. 3 I り て 、 告げ ょ 、「 我 等 の 父 5 の AAA ER UR 
激 の 息子 は 盗み 々 を し た り 。 我 等 は た だ の 
し も 2 し を ト ど 
6 もち が 見 た こと を 申し 述べ る に 過ぎ a Cr 
ず 。 な れ ど 、 見 え ぎ る こと に 対し て は 、 臣 の 
視 者 た る 態 わ じ 。 Oss 
注 39 ベニ ヤミ ン に 盗 あ の 罪 を 着せ だ だ け で な (、 彼 を 見 放し 、 そ の 上 、「 算 に は 年 老い た る 父 あ り 」] 上 言っ 


て 日 分 遂 の 北 で ある 事 を 認め 様 と し な か っ た 。 


注 40 
は な 
と い 


聖 理 に よれ ば 、 OR EE RE RT 
く 、 四 番 め の 見 の ユダ で あっ だ 。 クル アーン に 用 いら れ て い 
語 味 を 持つ 「 ア ク バ ル 」 RDS ヤコブ の 四 番 ゆめ の 息 子 で あ 
「 カ ビー ル 」 は 単に [大 きい 」]、「「 年 上 」 で ある だ け で は 


う 遍 味 を 表わし 、『 年 長 の | と いう 意 


る ユダ は 、 ヨ セ フ よ 9 年 上 の 見 の 人 で ある 。 叉 更に 、 


な て 、 


[査定 、 地 位 、 


尊 茂 に 訟 いて 偉 大 で びあ る 」 或 じ は [統率 者 ] の 高 味 を も 併せ 持ち 、 


は 話 れ な いと 言 っ な の は 長男 の り の ル ベ ン で 
る 「 カ ロー ル 」| は 「 大 きい 」 と か 年 上 の 」 


ここ で は むし ろ そ の 意 


味 で 使わ れ て な お り 、 又 を そう いう 菅 味 び で あれ ば ル ベ ン より は ユダ に あて は まる 。 ユ ダ は ヤコブ に と っ て は ル ベ ン 
り る 重要 な 存在 で あっ た (創世 紀 43 章 8 一 10 節 )。 
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第 十 二 音 ユー ス フ 


83. 我 等 が 在り し 邑 の 人 々 に 護 ね 給え 、 20 AA 3 


等 と 億 に 帰り た る 隊商 に 訳 ね 給え 。 我 等 
言葉 は 真実 な 5』」 と 。 GERAD) 


84. ヤコブ は 云え り 、「 そ う で は ある まい 、 お 前 タプ ラル 5 ン 。 っ ご る < 
た ち は 自 分 た ちの た め に よ ょ から ね ぬ 事件 を 油 CN < 





- 色 し た り 。 な れ ど 、 今 の 我 は 耐え 忍ぶ こ と 人 [2 スッ ン ラン 。 csc タッ ンス 
こる 有益 な り 。 即 らく 、 ア ッ ラ ー が あの 子 ka es 
た ち を すべ て ( 注 41) 我 に 返し 給 わ ん 。 彼 る 25 
こそ は すべ で て を 知り 、 賢 白 に まし ます が 故 
に Ee 

85. ヤ ュ ブ は 彼 等 か ら 珠 を を そむけ て 、 云え 5、 うる 12 Gk CG Es 
「 あ あ 、 ヨ ョ ヨセフ を 思い て 我 が 心 災 き 妄 し む OS 
と 。 彼 の 目 は 悲嘆 の た め に 涙 で 満た され 、 | 0 た 41 KW て 


胸 は 類 問 で 締め つけ られ た り 。 (年 42) 
86. 彼 等 は 云え たり 、| ア ッ ラ ー に か け て 申し 上 げ ンプ ァ 多き ン フタ 5 タタ 多 シン ッ ン 
M とら 0 


る 、 液 ヨセフ に つい て 話 時 る を 止め ず は 、 けら CS で 
弱 す る か 、 果て は 亡き 人 の 中 に 入ら ん 」 と 。 KL et る 
( 注 43) リン ン 


87. ヤ コ グ は 答え り 、[ 我 は た だ 我 が 項 回 と ノン タン 1 スッ ッ ン ミン ts A 

ゆう し ゆう か = 1 | ド (を “| 

受 徐 を アッ ラー に 訴え る の み 。 面 し て 、 我 Seidl る > ulJS 

¥ 

は 、 お 前 た ち が 知 ら ぎ る こと を 、 ア ッ ラ ー ' DIRTIG a 
より 聴き 知る 者 な り 。 ( 注 44) a 


88. 我 が 息子 た ちょ 、 行 き て 、 ヨ ャ フ 並 びに を 5452 GO RGN 
の 兄弟 を 探す の だ 。 ア ッ ラ ー の 慈悲 に 和 る < ウタ 
する な か れ 、 不信 者 硬 の 外 は 何人 も ア RN 0 








注 41 ヨセフ と ベニ ヤミ ン と ユダ の こと 。 
注 42 この 節 に は ヤ ュ ブ の 目 に は 圧 し み の 洲 が 浴 れ 日 の 前 が まっ 暗 に な っ だ た と いう 事 が 述べ られ て いる 。 


注 43 「 衰 弱 ] と は 、 肉 体 及 び 知 性 の 堕 落し た 、 心 の 多 た な 不安 と 病 に 悩む 、 成 弱 や 疲労 で 死に か け て いる 
成 い は 、 過 度 の 悲し みや 愛情 で や せ 衰 え 融 壊し て し まっ だ 人 間 を 遍 味 し て いる 。 

注 44 ヤコブ が 、 神 に より 、 ヨ ヨセフ と ベニ ヤギ ミン そし て ユダ が 生き て いる 事 を 知ら きれ て いる 事 を 暗示 し て 
いる 。 


注 45 この 節 も る 、 ヤ コブ が 、 ヨ モ フ と ベニ ヤミ ン と ユダ が エジプト で 生き て いる 事 を 確信 し て いた 事 を 示し 
て いる 。 
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1 
89. 彼 等 は 再び ヨセフ の 前 に 来 て 、 云え り 、 [ 佐 KO ICOCA し 3 は EEE 
ょ 、 我 等 並び に 我が家 族 は 災難 に 見 舞 わ れ ジッ ei 2 
た れ ば 、 我 等 が 特 ち 来 た る 金 少し な れ ど 、 3 61 っ 5 えら と (。 RC 
時 分 な 柳 目 を 我 等 に 与え 、 慈善 と し て 施し 間 ぅ プ ノロ ノン レン レ 2 スン 
給え 。 必 ず や アッ ラー は 、 慈 悲 深 いち ぉ 方 を @O6Ao2MJg 過 25191C46 5 
賞 し 給 う 。 ( 注 46) 
ぐま い ヒ d 
90. ヨセフ は 云え り 、「 お 前 だ ち が 悪 昧 で あり し | A スラック 2 A < 代 
8 SS ae oa oe A 
時 、 ヨ セ フ 並 びに その 弟 に 、 何 を 行い た る 09 
か わか っ て お る の か ?」 と 。 ( 注 47) Git 


91. 彼 等 は 云え )、「 や や っ 、 液 ヨ モ フ と な ! ?」 < ュ タタ ッ ダ ンク スィ あみ 9 29 フラン ノ レイ タン 
ョ モ フ は 云え り 、[ き ょ う 、 篇 は ョ ュ フ 、 こ MA2use6id6G8Gy あ 2 
は 我 が 弟 な り 。 ア ッ ラ ー は 我 等 牙 深 ター ッッ ン 4 る の 262 っ 多 で の 2 うー 
あら せら れ た り 。 誰 で あれ 、 ア ッ ラ ー を 胃 。 > SLE 05 の 
00 ek 党 ポ 者 て あ 8 な 5 は OT | 1 Ao 20 os 
ー ア ッ ラ ー は 決し て 善行 者 へ の 報 美 を 空 で 
し w う は せ ず 」 と 。 


6 


ゥ 鼻 筑 は 去 え アデ アッラー! に が お >! げに の ン 9 グレ 9 さ LN 0 2 Sie 
92. 彼 等 は 云 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 ば げ ! {s ご 512 Cat RECARIE 
アッ ラー i ” 
A 罪人 に て あり き 」 と 。 ohhsy 


93. ヨセフ は 云え り 、[ 今 日 の と & a bh 4 tc っ 
を 能 す まい 。(48) 設 ら < アッラー も 02D 


前 た ち を 示し 失う 。 公 は 痢 者 の 中 て 、 2 フク ンス 











Ca 
最も 慈悲 深い 御方 に まし ます が 政 に 。 Do onl 
注 46 この 場 合 の ヨセフ の 見 弟 達 の 行動 は 説 加 し 将 い 。 る 彼 等 は 、 自分 達 の 現在 の エ ジ プ ト へ の 旅 の 真 の 目的 


で ある ヨセフ と ベニ ヤミ ント ユダ を 授 し 出す た いう こと を 無視 し 、 余 り に も 遺 徳 的 に 低 次 元 た と な っ て し まい 、 
食物 の 施し を を う 様 に な っ た 。 


注 47 自分 の 児 弟 が 身 を 落と し て ゆく の を 、 こ れ 以 上 見 る に 瞳 え な く な っ だ た ヨセフ は 、 帳 分 が ヨ モ フ で ある 
こと を 彼 等 に 言っ た 。 し か し 話 の 内 容 に つい て は 間接 内 に 持ち 出し た 。 


注 48 ョ ヨセフ は 兄弟 に 疑念 を 持た せ ず 、 即座 に 帳 分 の 落 免 は 腹 蔵 の な い 無 制限 な も の で ある と 告げ 、 彼 稚 の 
処置 に つい て の 呪 弟 の 恐 短 と 愛護 を 取り 除い て や っ た 。 こ の 兄弟 を 許し た 心 の 広 き 、 定 大 き が 、 型 な る 拓 言 首 
に 最も 類似 し て いる 点 で ある 。 聖なる 随 言 者 も ヨセフ の 様 に 脱出 と 追放 の 中 に あっ て 、 名 蒼 と 力 を 勝ち 待 、 何 
年 $ の 流刑 の 後 、 生 まれ 故郷 に 征服 者 と 上 し て 一 万 人 の 支持 者 の 統率 才 と し て 門 散 し た 時 に 、 メッ カ は 彼 の 足許 
に ひれ 伏し 、 個 言 者 は 彼 等 に どの 様 な 措置 を 望む か 尋ね ただ 。「 ヨ モ フ が 自分 の 見 弟 達 に 取っ た 措置 を 」 彼 等 は 
答え た 。 PE OTE NT OE 0 OE EE ER RO 
ラン は る の 聖なる 項 言 者 の 死 を 計る 放 に 、 そ し て イス ラム を 根絶 する 旋 に は 、 何 も の を も 療 き さなか っ だ 
以前 の 血 に 錠 え だ た 英 で あっ た 。 それ に も か か わら ず こ の クラ イシ ュ に 対し て 聖なる 預言 者 の と っ だ この 気 商 い 
処置 は 人 間 の 歴史 の 全 記 録 中 に 並ぶ も の が な い 程 、 吉 大 で あっ た 。 
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第 十 二 章 


94. 


95. 


96. 


97. 


98. 


99, 


100. 


る れ ば 我 が 上 着 を 持ち 帰り て 、 我 が 父 の 前 
に 横 た え よ 。 さ すれ ば 彼 一 部 始終 を 丁 解せ 
ん 。 鉄 る 後に お 前 た ち 、 全 家 を 挙げ て 我 を 
訪ね ょ 」 と 。 
紫 十 一 項 

彼 等 の 隊商 が 出発 し た 項 、 を の 父 は 云え 5 、 
「 お 前 だ ち 我 を 老 著 せり と 思う だ ろう が 、 

我 は ヨセフ の 匂い を 感 ず ] と 。 ( 注 49) 


彼 等 皆 云 た えり 、「 ア ッ ラ ー に か け て 、 を は い 
つも な が ら の 老い の の 負 褒 まがり | た 。 


きれ ど 、 恩 報 の 伝達 者 来 り て 、 ヨ セ フ の 上 
着 を ヤ ュ ブ の 前 に 横 た え る と 、 ヤ コブ は 啓 
発 き むれ だ り 。( 注 50)0 そこ で 、 ヤ ュ ブ は 去 
えり 、[ 我 は お 前 た ち に 、 セ 前 だ ち が 知 5 ざ 
る こと を アッ ラー より 聴き 知っ て お る と 云 
わざ り し か ?」 上 ょ 。 


彼 等 は 友 た り 、「 我 等 の 父 よ 、 我 等 の 罪 の 
赦免 を 請 い 給え ぇ 。 我 等 は 紛れ も な く 罪 深い 
者 な りき 」 と 。 


ヤ ャ コ プ は 云え り 、「 我 は 、 我 が 王 に 聞 眉 いな 
くく お 前 た ちの 赦 し を 請 わ も ん 。 げ に 彼 は 、 寛 
大 に し て 慈悲 深く まし ます 」 と 。 


か く て 彼 等 一 同 ヨ セ フ を 訪れ る と 、 ヨ セ 
フ は 父母 ( 注 51) を 抱き し め て 、 な えり 、 
[プッ ラー も し 人 歓 し な ば 、 安 じ て 表 及 に 入 
れ 」 ょ 。 
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注 49 兄弟 上 の 隊商 が 帰宅 する 以前 に 、 ヤ コブ は 家内 の 人 々 に 、「 あ ら め ゆる 状況 は それ に 反し た 様相 を 呈 
いる に も か か わら ず 、 ヨ セ フ に 間もなく 会 える 様 に 思う 」 と 述べ て いる 。 この 確信 を 強調 する 人為 、 ヤ コブ は 、 


[ヨセフ に 会 う 事 は 不可 能 だ と 皆 は 思っ て いる だ ろう が 、 


う 語 句 で 表わし て いる 。 


注 50 


いる と いう 確信 が 事実 と し て 、 把 握れ だ の で ある 。 これが 、 


ヨセフ の シャ ツ が ヤコブ の 昌 の 前 に 置か れ だ 時 、 信仰 に 根ざし た 啓示 に 過ぎ な か っ だ ヨセフ が 生き て 
[啓発 き れ だ 」 と いう 言葉 の 意味 する と ころ で あ 


夢 で も な けれ ば 、 年 寄り の 思い 入れ で も な い 。」] と い 


る 。 ク ルアー ン で は 、 ヤ コブ が 表 に な っ だ と いう 解釈 は 全然 取っ て いな い の で ある 。 盲 に な っ た だ と いう 事 が 、 
彼 の 僅 大 な 神 の 預言 者 で ある と いう 商 成 上 致し な いし 、 そ の 他 の 数 飾 に も 百 に な っ た と いう 見 解 に は 反する 
叙述 が み ら れ る 。 ヤ コブ に 手渡 きれ だ シャ ツ は 、 ヨ セク フ が 井戸 に 投げ 込ま を れ た 時 着 て いた だ シャツ と 思わ れる 。 


注 51 


ヨセフ の 実 の 母親 で ある ラケル は 既に 死ん で お り 、 


この 節 の 「 両 親 』 よ いう 語 の 使用 法 は 、 朴 母 で あっ 


て も 、 そ の 人 の 実 の 親 と 上 し て の 愛 と 区 毅 に 値する 事 を 示し て いる 。 
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第 | 二 意 ユー スラ フ 
101 . 耐 し て ヨセフ は 両親 を 玉座 ( 注 52) に RR 7 53 っ 2 A 3 
a 彼 等 一 同 地 に 偽 供 し て 神 
感謝 の 意 を 捧げ り 。 ( 注 53) ヨセフ は 去 20U き OZ eu 人 
A 「 環 が 父 よ 、 こ れ は 普 、 我 が が 見 し 夢 の 。 。。 ン ッ 。 6 
h 成就 な り 。 坂 が 主 は 芝 を 実現 せしめ た り 。 ER EA EE RL 
電 魔 が 我 と 我 が 見 弟 と の 問 に 仲たがい を 引 < ラン ェ ッ レッ ア ルン ン レン > 
1 ] すき i 
き 起 こき せ た る 時 、 後 で 我 を 手 舌 より 出し 、 I I OIA 02 
( 注 54) まだ た あな た 方 を 砂漠 さ り 連 れ 米 る けさ し 88296 ゆう し WASH 
は 、 我 に 賜 え る デッラ の 軸 扉 な り 。 げ に 、 の の 
我 が 主 は 、 お 気 に 召 し た る 者 に は 慈悲 深く OS RR 外科 
まし ます 。 彼 は すべ て を 知り 、 覧 拍 に まし 
ます 。 
102. お お 、 主 よ 、 液 は 我 に 権能 を 授け 、 夢 の 4 
解釈 を 教え た り 。 お お 、 天 地 の 創 造 者 よ 、 os Ut Hos oy 
次 は 現世 に おい て も 来世 こ 二 い て も 我 が 守 LS | 6 
ララ CI つろ Bl Nl 
護 者 な り 。 遂 わ 《 ば 我 を 、 i あり ey 
廿 心 悦 服 し て 死な し め よ 、 市 し て 閉 し き OV ET 1 
人 々 の 列 に 加え 給え を 】 と 。 
10 これ は 、 わ れ ら が 波音 示す る 秘 穫 な る こじ ン 4 ら お し 
消息 な り 。 液 は 、 ョ セ フ の 見 し 第 だ ち が ' 説 計 ララ od 
2 プ ウタ ダン ッ プ 2 タン タン 2 うう 2 アン 
を な さん と せ し 時 、 彼 等 と 僅 に 居 ら ざり き 。 I 
( 注 55) 
104. だ と い 液 が 熱望 する と も 、 世 人 入 の 多く は 9 ラン ン ルン 
を 信 ぜ ぎ る べし 。 @c る る うらら CT 
105. 光 は こ の た め に 如何 な る 報酬 ぅ 彼 等 に 求 て ip6 9 ッ ン イフ タタ クラ [ロレ 
| ? |b の とり 
め ず 。 そ は た だ 全 人 類 の た め の 訓 涼 に 過ぎ WI の 8 らい 3 
ず 。 
注 52  「 玉 座 」 の 意味 は 、 ヨ ョ ヨセフ が 両親 を 王 に ひき あわ せな だ (創世紀 47 間 2 節 、7 節 )、 成 い は 王 の 許可 を 
受け 、 自 分 の 主 座 に 條 6 ら せ た 事 を 意味 し て いる 。 証 代 に 於 いて は 、 王 の 大 臣 や 代理 人 は 、 王 と 同様 に 自分 の 玉 
座 を 持っ て いた の で ある 。 
注 53 ヨセフ の 兄弟 と 両親 は 、 ヨ セ フ が こん な に も 高い 地位 に つか せ て 頂け た 事 を 、 ひ ね 伏し て 神 に 感謝 し 


だ た の で ある 。 ヨセフ に ひ ぎ ま づ いて 拝 し た の で は な く 、 


注 54 


注 55 


ヨセフ の 事 で 路 拝 し た の で ある 。 


ヨセフ は 、 神 の 恩恵 に つい て は 、 生 名 か ら 解 放し て も 6 ら っ た だ 事 だ け を 速 べ 、 井 戸 か 6 助け 出 き れ た 事 
に は 触れ な か っ だ た だ 。 こ れ は 兄弟 達 に 自分 達 の 行為 を 恥じ きせ た く な か っ た か ら で あ る 。 


この ヨ キ フ の 次 第 は 単なる 話 で は な く 、 吉 な る 預言 者 と イス ラム の 将来 に つい て の 力強い 振 店 の 核 を 
な し て いる 。 
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eo た rs 


中 上 二 章 ユー ス フ 
. 第 十 二 イア レン プッ クタ タス 32 の し る 
2 2 の 2 テマ 3 w E あ り Io ds 

106. 天地 間 に は 抽 の 放 あり きれ ざ 彼 等 PO 2 0 
は 之 を 見 包 し 、 通 りす で 。( 注 56) OO xc 285 

みだし が み あむ 

人 ミミ ニー に r ュー “ 2 っ タン る 1 ラッ タタ ング 9 2 タレ し 

107. 彼 等 の 多く は 、 ア ッ ラ ・ に 他 神 を 併せ 玉 ONS 2 か 引 % り 人 1O2 お し 3 
ら ず ば 、 ア ッ ラ ー を 信 ぜ ず 。 - 

108. な ら ば 彼 等 は 、 抵 岳 し 難い アッ ラー の 懲 2 ! る ノレ a タタ クレ ッッ スラ タイ ンク 
品 か ら 、 ま た 知ら 開 に 突然 到来 する 死 央 うう 90loO6o2 ol ly! 
に "A "3 る 2 すう タラ ンク る 用 ンタ タ 29 
か ら 安 全 で いら れる と で も 思っ て いる の ON 35325 AKA st 


か 7 


109. 去 ん 、「 こ れ ぞ 我 が 道 な 9。 我 と 我 に 徒 う レン (の ンタ oe ーー 
a it 
者 は 、 確 実 な る 証拠 に 基 い て 、 ア アッラー に な に a を 光 G) TH 


ーー 


呼び か ける 。 アッ ラー に 光栄 あれ 、 我 は アッ eae RES < 
ラー に 他 神 を 配 する 者 に 非 ず ] と 。( 注 (デー 


57) 

H10. われ ら が 液 以前 に 使徒 と し て 造 わし た 者 92 ああ od SEC 
は 、 す べ て 名 の 住民 の 中 か ら 選 び て こ 0 OR A 
啓示 を 与え し 者 ば か り 。 彼 等 地上 を 定 く 旅 GOO Ga 
ZD 彼 等 以前 の 人 々 の 末路 が 如何 な る も タッ ン eg 17 ヵ , アプ ノ 1 ン ン 
の な り し か を 見 ざり し か 『 和 RR DI SI E 『 


ヽ 


や 


に と っ て は 、 来世 の 住居 こそ 最上 な 5 。 る ン 
SN | 

前 た ちこ れ で も 理解 ざる か ? © OMP 999 
111. 便 値 た ち が 不 信心 者 ビ も に 絶望 し 、 世 間 30 O20 


か ら 嘘 つき 呼ば わり る れ だ る 時 、 わ れ ら の の 
タイ イレ 旬 ノ タク アレ *。 クノ や g グ ノッ タン タッ ウー 2 タク 
助け が 使徒 な たち に 降り 、 われ ら が 欲す る 者 ナリ Y の の 0 ARK と cS も) 2 MR 


を 救い た り 。 きれ ど 、 漠 人 ビ も は 、 わ れ ら a 
の 懲 町 か ら 先 れ 得 ず 。 OB 


112. 確か に 、 こ れ 等 の 物語 の 中 に は 理性 ある CioCidy ea GE 

人 々 へ の 教訓 あり 。 そ は 作り 話 に 非 ず 、 の の クーラ クン 。 っ の ルー 1229 4 の 。 プン ント [ ク 

前 に 在り し も の の 証明 で あり 、 高 事 の 詳細 で っ @MLOuo5 PB GE We OR 

な 解説 で あり 、 つま だ 信仰 する 徒 幕 へ の フッ ンス クタ る 7 る ステー 3 マレ ラン ン 
響 導 に し て 、 慈 寺 な り 。 と の 3 GR I の PUcoS う 4 


En で 


注 56 この節 で は 、 信 者 と 不信 者 の 根本 的 な 態度 の 違い が 指摘 きれ て いる 。 信 ずる 者 は 、 心 の 目 を 開 
し で も 神 よ ちり の 斑 が か 5 り が あれ ば 、 つ か も うと 心 の 準備 が な る され て いる が 、 不信 者 達 は 、 明 確 な 究極 の 神 光 が 
現れ て いる 際 も 思 中 を うけ る 事 を 拒否 する 盲 の 入 問 の 様 に ふる まう 。 
注 57 健やか な 理由 と 確固 た る 信念 を 持た な い 吾 目的 で 思 褒 の な い 信仰 は 、 神 の 日 に は 届い だ た と し て も 何 の 
高 味 を も 持た な い の で ある 。 
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あま ね 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 遍 て アッ ラー の 御名 に お い (の SEI U 


て 。 

2、 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー。 ( 注 1) こ 1 タッ の 2 レビ 
eX oO { j Ca i se 
は 完全 無欠 な る 経典 の 諸 館 な 9 。 流 の 王 よ FCN に De っ | 
2 2 の 9 レ ァ ー ブ イン ジン セン ッ レン 
5 流 に 降 し 賜わり た る も の は 真理 な り 、 き DOL YEN ERNE 
れ ど 世 人 の 多く は 之 を 信 ぜ ず 。 > 

3.、 お 前 た ち に 見 得る 柱 な く し て 大 空 を 高く 挙 1 i ノン タイ 

LA Co | 

げた る は アッ ラー な り 。( 注 2) 然 後 、 役 GF Go と ら CAM 


は 玉座 に 登れ り 。 ( 注 3) 彼 は また 日 月 を を ER CE 
の 任務 に 服 せ し め 給 えば 、 両 者 は 定め の 時 の 
まで その 意 道 を 運行 す 。 役 は 高 事 を 総連 す 。 Sb 53 


112 の アウ ラッ ング 3 タッ ンタ を ンタ 


Ya oY I 


お 前 た ち に 主 に - 見 えん こと を 確信 せしめ ん 2 9 2 
が た め 、 彼 は きま ぎ き 神 兆 を 明 に し 給 う 。 OU 


4. 大 地 を 拡げ 、 山 々 や 河川 を そこ に 配 し た る ン ン DN 
し か SASL dae 1 槍 

は 彼 な り 。 商 し て 彼 は 、 一 切 の 果実 を 雌雄 っ O ウ ツ VA 3 

一 対し な せり 。 ( 注 4) 役 は また 夜 を し て 人 ooe る を 2 紹 

を 維 わせ 給 う 。 は こ と に この 中 に は 、 思案 ワン オバ 5 み 1 リア と a ww >» 

する 人 々 へ の さま ざま な る 神 兆 あり 。 OM 3 か TO Gol 8 


注 1 われ は 切 を 知り 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 10、11、12 意 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー と いう 句 で で はじまっ 
て いる が 、 有 順番 で いう と 13 番 日 当 理 は アリ フ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム ・ ラ ー と いう 和 句 で は じ ま っ て いる 。 こ の よう に 
. 短縮 形 で 異な っ て いる の は 、 当 玄 の 主題 が 10、11、12 章 と は 少し 直っ て いる と いう 事 で ある 。 こ の 4 語 か ら 成 
る 短縮 名 の 芯 味 は 、「 我 は アッ ラー で あり 、 全 知 の 神 、 一 切 を 知り 一 切 を 見 る 神 で ある | と よい うこ と で ある 。 


注 2 この 文 の 高 味 は 、(1) 天 は 柱 が な く て も 落ち な い 事 が 分 か る 。(2) 玉 は 日 に は 見 えな い 柱 の 上 に ある 、 即 
ち 天 に は 支 を が ある が 、 そ れ を 見 る こと が で き な い 。 この 節 の 意味 を 文字 通り 0 に 取れ ば 、 天 は 柱 の 支え な し で 
存在 し て いる と いう 意味 で ある 。 比 内 銘 に は 、 天 は 、 実 際 に は 、 支 え の 上 に ある の だ が 、 人 間 の 目 に は この 支 
え は 見 えな いと いう の で ある 。 こ れ は 、 た と えば 、 今 まで に 科学 に よっ て 発見 され た だ 目 に は 見 えな い 重 力 、 磁 
力 、 惑 星 の 動き な ど や 、 樽 来 発見 きれ る だ ろう も の ご と で ある 。 


注 3 「 玉 座 ] と いう 語 は クル アー ン で は 、 精 神 的 、 向 体 的 法則 の 完成 を も た ら す こと を 意味 する だ め に 使 
われ て いる 。 この 表現 の 使い 方 は 、 世 界 の 君主 の な ら わ し に 人 選 て いる 。 


注 4 この 節 で は 果物 の こと に だ け 触 れ て いる けれ ども 、 ク ルアー ン の 他 の 個所 で は 、 神 が すべ て の も の に 
ー 対 一雄 と 雌 一 を 作ら れ だ と 述べ て いる (36 章 37 節 、51 音 50 節 )。 こ れ は 実に 、 す べ て の 宗教 的 聖典 の 中 で 
クル アー ン が 最初 に 言い 出し た こと で ある 。 科 学者 は 、 無 機 物 の 中 に すら 「 対 } を 発見 し よう と し 始め た 。 こ 
の 節 で は すべ て の も の は 対 に な っ て いる と いう 法 財 が 人 人 間 の 知性 に も 応用 で きる こと に 注意 を 向け て いる 。 天 
の 光 が 知 性 を 鶏 ら る な けれ ば 、 人 は 神 の 啓示 を 人 間 の 理性 の 結合 か ら 生 まれ る 真 の 知識 を 得る こと は で き な い 。 
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ン ッ スイ っ oe の ンク の ココ ンク の レー ュー ラプ 2 
DIE RN 
Lt | タタ る の レッ Yo ン ン タッ ン 


MN 
ぁ 9 yl9 内 5 CAS タン 105 


デ 


5. 地上 に は 、 相 い 接 し て 、 異 っ た 区 域 あ り 。 
御 攻 の 園 、 殻 物 の 畑 、 或 い は 一 つの 根 よ 5 
一 緒 に 育っ た 宣 宛 子 の 掛 も あれ ば 、 独立 
つも の も あり 。 それ 等 は 匠 同じ 水 を 瀧 が れ 
F も 、 わ れ ら が 或 る 果物 を 特に 他 よ り も 

慈 味 な らし ゆめ たり 。 こ の 中 に は 、 理性 ある 2 
入 々 へ の きま ざま な 福光 あり 。( 注 5) OE YA 


En Ne X Le EN 
で 
% 


< 


6. も し 液 驚 くべ きこ と あら ば 、 彼 等 の 言葉 こ 2 ル (を < ル ンー ラタン i 
を 身 く べき こと な り 、「 何 ん と な 「 彼 等 土 と 人 で ee Cas oO 
化し た る 後 、 再 び 新しい 創造 の 状態 に きせ CC nz ds 
られ る と な ?」 と 云う 。 こ れ 等 の 者 は を の a ‘ ee 
主 を 信 ぜ ざる 者 ども な り 。 NR gh iP こ Ss es EN 
拘 を か けら れ 、 {( 注 6) 火 獄 の 住人 と な ン ラ タク 1 
氷 未 に 彼 処 に 留まら ん 。 Op を 

7. 過去 に お いて 、 る ま ざ ま な みせ し め が 起 セッ ィ ン シ シン ン も イセ ャ A 


Sls EY oS 


っ て いる に も か か わら ず 、 彼 等 は 波 に 福 ょ よ 


2 暫し T ) ア ら > る プク フッ タン ロン ン ン ンプ ちの 9! お ンタ 2 。 
CRD OD LS 2 
に 主 は 、 そ の 悪行 に も か か わら ず 、 人 開 に の の 
寛大 で あり 、 同 時 に 懲 同 に も 虐 格 に まし ま OTANI SI Sab bo 


す 。 


8. 信 ぜ ぎる 者 ども は 云う 、 何故 に 主 Pd EE 1 
AN 
だ だ 警 樹 者 に すぎ ず 。 それ ざれ 各 民 族 と も 、 お 
一 人 の 師 導 者 あり 。 5 

第 二 項 

9. アッ ラー は それ ぞ れ の 女性 が 身 ご も る こと 54 イッ ン 
5 9 9 1 スィ 
を 知り 、 ま た 僧 媒 期限 の 増減 を 知る 。 一切 「 ン Py Oo uo 名 
の も の は 、 ア ッ ラ ー の 御手 許 で 正しく 計量 ®@ 0 る < 

3 ョ NE SO いい バ 0 

きれ る 。( 注 8) も i 

注 5 この 表 免 の 意味 は 、 木 々 に 同じ 水 を や っ て も 実る 果実 は 味 や 色 が 大 次 に 違う 、 そ れ な ら 、 何 故 亜 な る 

預言 者 が 同じ 町 、 同 民族 の 中 に 住ん を で いて ぅ も 、 彼 が 特に 天 刻 と いう 秘薬 に 養 わ れ て いて 、 彼 の 山 が サタ ン の 

保護 の 下 で 育て られ て いる な ら 6、 彼 - 人 抜き ん で て いな いわ けが あり 香 よ うか と いう 意味 で ある 。 

注 6 間違っ た 信仰 と 悪行 と じ う 子 か せ 足 か せ 。 

注 7 「 奇 忠 ] と いう の は 、 他 の 意味 が 示 き れれ てい ない 時 は 、 い つっ つ で も 「 こ らし る め の 禁 踏 」 の 意味 で ある 。 

注 8 4 節 で 宇宙 の すべ て の 物 は 対 に な っ て いる と 語ら れ だ が 、 霊 的 世界 で も 男 の よ うに 振る まう 人 も あれ 

ば 女 の よ うに 振る まう 人 も いる 。 前 者 は 影響 を 与え 、 後 者 は 影響 を 受け る 。 この節 で は 型 な る 預言 者 の 人 人格 に 

いて は 、 i CR 

な い 、 と いう 事 が 指摘 きれ て いる 。 更に 、 神 は 聖なる 預言 者 の 時 代 の 人 々 の 生ま れつ き の 才 能 や 素質 を よく 知っ 


a 
うり Co 


か 
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10. 役 は 見 え ざ る 世界 も 、 見 える 世界 も 知 問 し 、 CCA EI TA 
比類 な い 僅 大 者 、 至 高 者 な 5。 

11 . お 前 だ ちの 中 で 、 その 言 人 葉 を を っ と 胸 に し ンタ dd 5 ノン 274 1 ルン 292 ン ン 
まっ て あく 者 も 、 ま た 学 を あか らき ま に 吹 プス PR OD AS 人 
聴 す る 者 も 、 ア ッ ラ ー に と り て は 同じ な り 。 OKALL, RU 


また 導 に 身 を 隠す 者 も 、 白 峡 堂 々 と 闇 歩 す 
る 者 も また 人 然 9。( 注 9) ' 
12. 使者 の 前 後に は 箸 天使 ( 注 10) が 随伴 し 、 ピン ッッ ラン ちこ て を 1 ョ ンタ テイ の 
a 
アッ ラー の 命 を 奉じ て 彼 を 護衛 す 。 ア ッ 1 の 2 NN 
ラー は 、 人 々 が 己 れ の 心中 に ある も の を 姿 2s 2 kV) Fa 2 
え ぬ 限り 、 決 し て 人 々 の 境 過 を 変え る こと ノン 


な し 。 語 し て 、 ア ッ ラ ー 人 々 を 般 ら し めん EA ab 
と 欲 る ば 、 何 人 も 之 を 払い の ける こと 能 0 レン ィ 
ず 、 ま た 人 々 は アッ ラー 以外 に 如何 な る 守 OIL 2 


護 者 も 有 せ ず 。 


13. 彼 < を は 稲 宏 を 見 せ て 、 ぉ 前 た ち に 希望 と ご LM < 6 i 
恐 頂 を 抱か し め 、 ま た 重い 了 雨雲 を 超 し 給 う 。 PCE 


人 年 1 @ ら GA 
14. 雷鳴 と どろ いて その 栄光 を 讃え れ ば 、 諸 天 


デジ の > 。 ッ ン ンー ン ッ ン ラン oe 
’ \ [x レア 。 - で ググ タ 
人 彼 を 上 れ て また 代り 。 和 は 和 喝 を 放 ぁ 、 ジウ auJDio-2 0 で 


彼 等 が アッ ラー に つい て 論争 し て いる 問 RI SEN 
に 、 之 を も っ て を の 欲す る 者 を 難 ち 給 う 、 0 ; 
市 し て 、 一 する に 厳し くま し ます 。 ONRE BDD 


15. 正当 な 祈り と は だ だ 役 に の み 祈 る こと な ン うう 9 ーッ クタ ンク っ ャ ン タラ レッ ン イン 
り 。 (1 の 彼 徒 が アッ ラー 以外 に 折る で も の OO の IS 


て な られ 、 EAC ども ちら が 染 え 、 ど ちら が 次 授 
する か は 神 に と っ て は わか りき っ た 事 な の で ある 。 聖なる 預言 者 や 受け 入れ 、 彼 の 刻 還 や 受け る 者 は 、 成長 し 
力 ・ 影 響 力 ・ 数 も 増し 、 彼 の 敵 は 衰退 し 減少 する の で ある 。 

注 9 蛋 な る 頂 苫 者 の 敵 の 、 あ か らき まな 、 疎 い は 秘密 の 計画 は 、 神 の 日 に は 見 通る れ て いる し 、 そ の 神 が 
環 な る 預言 者 の 助力 者 で あり 保護 者 で ある 為 、 成 功 す る は ず が な い の で ある 。 

注 10 「 諸 犬 使 ] ま ここ で 言わ れ て いる の は 、 天国 に 住む 天使 と も 取れ る し 、 谷 を か け て 聖なる 頂 言 者 を や 守っ 
な 献身 的 な 伸 間 の こと と も 理解 で きる 。 

注 1 1 雷 は 、 恐 頂 と 希望 上 を 想起 る せる 。 雷 が 恐怖 を 想起 る せる の は 、 人 が その だ め に 人 死 ん だ り 、 肥 牙 や あ 
ら 種 の 植物 は 悪い 影響 を 受け た りす る か ら ら で あ る 。 叉 、 雷 は 希望 や も も た ら す 。 なぜなら 、 雷 は 豊か な 雨 の 訪 
れ を 人 告げ 、 色 々 な 病原 菌 を 破壊 し て 、 伝 湊 病 を お きる える 役割 も 果す か ら て ある 。 

注 12 この 表現 は 次 の よう 1 - こ 解釈 で きる 。 (1) 神 だ けが 礼拝 に 値する 。 ②) 人 間 に 役に立ち 利益 に な る の は 、 神 
に 祈る こと だ け で ある 。(3) 神 の 声 だ けが 長 実 を 支持 する $ も の で ある 。(⑭ 神 の 声 こ を 、 何 $ も の に も 勝 り 優先 きれ 
な けれ ば な ら な い 。 
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16. 


17. 


18. 


注 13 
は 神 が あ っ て 然るべき 地位 を 与え 、 創 造物 は 、 そ う あ る べき 位置 を 与え る 。 こ れこ 


袖 々 は 、 何 ん の 応え も 与え は せ ず 。 績 詩 う れ 
ば 、 唱 に 水 が 達 せん こと を 願っ て 、 両 子 を 
水 に きる し 伸 べ し が 、 水 は 決し て 達せ ざる が 
如 し 。 ( 注 13) 不信 心 者 ども の 祈り は 、 無 


駄 骨折 り に すぎ ず 。 


入 を 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の は 、 好 むと 
好ま ぎる に か か わら ず 、 ア ッ ラ ー に 服従 す 、 
それ 等 の 影 が 朝 な 夕 な 地 に 泊 う 如く 。( 注 
14) 


た [天地 の 二 は 誰 ぞ # 1 と 。 云 を 、 60 ッ 


a の 代り に 、 生生 
る も 害する も な し 得 ぎ ざ る 者 を 救い 手 ほ と し た 
る か ?」E。 云え 、「 盲 と 目 あ き は 同等 な り 
や ? まだ 、 吐 閣 と 光 が 同 等 と 兄 な きる べき 
や ? 或いは 、 役 等 は 、 ア ッ ラ ー の 創造 する 
の と 似 た よう な も の を 剣 造 し た 神々 を 彼 に 
配 し た れ ば 、 両 者 の 創造 が 彼 等 に は 相似 た 
も の と 思わ れる か ? と 。 云え 、「 ア ッ ラ ー 
こそ 高 物 の 創造 主 、 独 一 に し て 至高 者 な 5」 
あき 

彼 、 空 より 雨 を 降ら せ 給 を ば 、 水 は その 容 
量 に 応じ て 谷 々 を 流れ 下り 9、 発 流 は 泡 涼 を 
学べ て 進 び 行 く 。 装身具 や 台所 道具 を 造る 
だ め に 火 に 溶 か る れ た 金属 か ら も 、 ま た 同 
様 な 泡 を 生 ず 。 ア ッ ラ ー は か て の 如く 真 腹 
を 捕 写 し 給 う 。 泡 涼 は 多 ち に 消え 去れ ども 、 


A A Fa 
EV CG A の 
3 は どう 

ORNS I LA IGY 


EG eR 
YR LI OI SI 
NIE I ESICE 
ACA 
CV NA: 

CAE CA 


ウン ラグ °4 a ンプ ッ ン 


CC A < ledyl 


ンコ 


“sy 


FR IS NS A 
CN アブ プッ グッ 

SS EC I EEN GE 
EO Sd! 


i 3 





人 生 で 成功 する 正しい 方 法 は 、 す べ て の も の を それ に ふる わし い 場 所 に Ns こと で ある 。 即ち も 、 神 に 


方 法 で ある 。 


14 


この 節 は 偉大 な 真実 を 具体 向 に 述べ て いる 。 婦 ち 、 す べ で て の 創造 物 は 、 


、 成 功 し 真 に 幸 礼 に な る 


いや で も 応 で も 神 が つ くら 6 和 れ 


た 自然 法 に 従う 義務 が ある 。 舌 は 味 党 を 司 ら ね ば な ら な いし 、 耳 は 聴か が ざる を 得 な い 。 こ の 自然 法 へ の 服従 が 
0 し か し 、 人 人 は ある 程度 行動 の 自由 が 与 を られ て いて 、 人 は 自由 意志 を 働か せ 自 分 で 判断 する 
自由 を 与え られ て いる と 思わ れる 分 野 で の 行動 に ちい て すら 、 一 定量 の 義務 が ある 。 又 、 好 むと 好ま ざる 


a 


う 語 ! 


も 神 の 法則 に 従わ な けれ ば な らし ない 。「 好 と 好ま ざる と に か か わら ず 」 と も と い 


ょ 、 喜 ん で 神 に 服従 する 信徒 と 不 承 不 承 神 の 法 に 従っ て いる 不信 徒 の 二 種類 の 人 々 に つい て も あて は まる 。 


7 


3 


ドー 


19。 


20. 


21. 


22. 


23. 


注 15 


LT 
中 
HE 
mu 


人 間 に 役 立つ も の は 地上 に 残る 。 か く の 如 
くく アッ ラー は る ま ざ ま な 比 喉 で 説き 明か し 
給 う 。 ( 注 15) 


主 の p 加 に 応ずる 人 々 に は 氷 造 の 半 福 あ 
り 。 然 し な が ら を の お 吾 に 応え ね 者 ども は 、 
た と い 地上 に ある すべ て の も の 並び に 之 に 
倍 する も の を 持っ て いた と て 、 踏 路 う こと 
な く 謗 を # 用 げ 出し て 罪 を 由 わ ん ほ と す る に 至 
らん 。 そ れ ら の 者 ども は 昔 酷 な 罰 を 受け ん 。 
その 住居 は 地獄 な り 。 な ん と ょ と 起 必 な る 死な 
る か な ! 
第 三 項 

主 よ り 液 に 啓示 る きれ だ た る も の が 真理 な る こ 
と を 知る 者 を 、 宮 と 同一 視 で きよ うか ? る 
れ ど 思 席 ある 人 々 だ けが 注意 する 。 
を そ は アッ ラー と の 約 東 を 履行 し 、 
6 ざる 人 人 々 な り 。 

まだ アッ ラー が 結合 きれ ん こと を 命じ 給 う 
た 者 と 結ば れ 、 主 を 思 項 し 、 あ の 苦 酷 な 削 
を 恐れ る 人 々 。 ( 注 16) 


軟 約 を 破 


また 主 の 愛 座 を 求め て 面 え 忘 び 、 礼 拝 を 条 
守 し 、 わ れ ら が 施し た も の の 中 か ら 、 公 私 
に 責 っ て 喜 捨 を 行い 、 普 を 雪 て 悪 を 末 退 す 
る 人 々 。 こ れ 等 の 人 々 に は 終 の 住処 の 敬 果 
ある ベレ ー ( 注 17) 





ィ ン ン で テン 


80 CGC 1 LS タン 0 
IEF MM OS RS eS 
タッ クッ の る レン 
92 IE bE 


の 人 人 クッ ラン ッ タ ブイ ンプ ン レ ン 
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の の 5 | | 92 
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時 2 Gy あの 
23238 移 20b を 2 の 6 
NN CN 
EI SHY 
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この 節 に は 、2 つ の 非常 に 適切 な 上 比 喉 が 使わ れれ てい 
だ と えら れ て いる 。 上 座 稚 は 、 
る れる よう に 、 
6 人 金 や 銀 は 溶かさ る れ た と き 、 


は じ め 真 理 を お お 


不純 物 を 捨て 去り 、 


真理 に よっ て 提 し 流 き れ て し まう 。 二 番 日 の 比 際 で は 、 
混じり け の な い 純 粋 で 輝く 金属 だ け を 残す か ら で あ る 。 


る 。 一 つ は 、 長 理 は 水 に だ た よ え られ 、 庶 偽 は 泡 に 


い 契 す よ うに 世 わ れる が 、 最 終 向 に は 、 ゴ ミ が 強力 な 水流 に 流 


真実 は 金 駐 は 銀 に 例え られ る 。 何故 な 


信心 深く 神 に 対す る 義務 を 栄 す 事 で 、 信徒 は 神 の 創造 物 で ある 事 に 対す る 義務 を まっ と うす る 。 こ の 


注 16 
二 つ の 義務 を 守る こと が 、 信 仰 の 土台 と な る の で ある 。 
注 17 信者 は 、 


に 頼る し 、 赦し が 望ま し い 


如 を 絶 工 する の に 最 ぉ ふき わし い 道 に 従う 。 信 者 は 凡 が 役に立つ 目的 の 役割 や 果す な ら 、 玉 
結果 を も たら す 場 合 な ら 、 赦 し に 頼る 。 簡 単に 言う な ら ば 、 信 者 は 環境 に 応じ て ど 


の 方 法 で あれ 最も 適切 な 方 法 を 使っ て 惑 の 根源 々 の も の を 切り 捨て る の で ある 。 
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多 舞 、 を の 姜 女 、 を その子 称 ( 生 18 の プリッ 「 
CE EO NIG a3 3 2035 
各 門 より 入り て 彼 等 を 迎え 、 ( 注 19) i 


か し こ ノン - “ h 
i tl RS RE 


25。 「 お 前 た ち 耐 え 忍び た る が 故に 平安 を 得 た SA CE 多く 


り 。 見よ 、 こ の 終 の 住処 の 疲 賞 の な ん と 補 (GDP ここ の 


晴 し いこ と よ 1『」 と 云う 。 
これ 
26. し か る に 、 ア ッ ラ ー に 玖 約 し た 後 、 之 を 破 dog oh タン WAS 
り 、 ア ッ ラ ー が 結合 すべ く 命じ 給 う た 者 し クン リッ リー et 
絶 線 し 、 地 上 に お いて 捉 業 を 犯す 者 も 5023 EA A 
ーー これ 等 の 者 は アッ ラー ー の 呪い が 降り 、 著 どの 59 る ノレ タデ ヶ タプ ァ 


\ 


う 


ko 


酷 な 住処 に 入る べし 。 ag SG 
27. ッ ラ ー は その 欲す る 者 に 、 そ の 給 養 を 或 スン ルター 2 (る 0 4,% 52 9 
アッ ラ 欲す る 者 給 養 を 或 いる 3 25u853 包 人 3 geC El > 


い は 幅 か に 、 牙 い は 乏しく 授け 給 う 。 彼 等 


は 現世 を 喜ん で いる が 、 米 る べき 生活 に 比 8S PO 
すれ ば 、 こ れ た だ 束の間 の 享楽 に すぎ ず 。 rs 


re 
@ と 2 
逐 四 項 の 
28. 信 ぜ ざ る 者 と も は 云う 、「 何 故に 主 さ 5 人 奇 距 か の と い 0 イ ? ht ッ タッ ク タッ タン 
2 td Gd 
が 彼 に 降ら ざり し か EZ ウタ ウパ Sg アタ i 
は その 欲す る 者 を 迷わ し め 、 彼 に 頼る 者 を UI の 1 SL 4 
ぉ 傍 に 導 き 給 う 。 ( 注 20) 3 
SS 
29. 信ずる 華 は 、 が ツー WS し て 心 安 ら か 仙 ER I レ イー 
N 1 * 
な り 。 妊 5 ! 心 に 安らぎ を 得る に は 、 ア ッ VsbUObA: PICOIOAI 
ラー を 唱 念 する に 如 か 9 i 3 千 る > ey PR 





注 18 この 節 で は 重要 な 原理 が 述べ られ て いる 。 人 の 行う 秒 行 は 、 意 図 し な た もの で あろ うと な か ろう と ょ と 、 親 
由 線 省 の 耳 け や 協力 が あっ て 為 る きれ る 。 だ か ら 、 人 の 勝ち も と る ゃ ほう び は 、 親 夏 綾 者 すべ て が 、 そ の 鐘 い に あず 
か る べき な の て ある 。 


注 19 信者 の 為 し た 善行 の 種々 の 範 噂 は 、 来 る べき 世に お いて 、 天 国 の 数 多く (の 門 と し て 表 わ き れる 。 


注 20 。 神 が 、 神 の 方 に 向う 者 を 半 き 、 神 か ら 背 いて 神 の 導き を 拒む 者 が 道 を 迷っ て も 、 を その まま に し て ちか 
れる と いう の は 、 神 の 不変 の 法 で ある 。 


注 21 神 を 探究 する の は 、 人 問 の 表 の 心から の 原 望 で ちあ っ て 、 人 生 の 真 の 日 的 で ある 。 そ の 目的 が 達成 きれ 
る と 、 人 は 丁度 まる で 神 の ひざ の 上 で 安らか に 眠っ て いる 様 な 心 の や すら ぎ を 得る の で ある 。 
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30. 


31. 


32., 


33. 


注 22 
決 す 


信仰 に 入り 、 善 行 に いそ し 者 は 一 幸福 を 
手 に し 、 素 晴 し い 処 に 帰り 行か ん 」 と 。 


か く て われ ら は 、 液 に 啓示 し た こと を 彼 等 
に 論 み 聞か せん が た め に 、 革 幾多 の 民族 が 
滅び 去っ た こと の ある 民 の 中 に 液 を 遣わ せ 
り 。 然るに 彼 等 は 韻 悲 深い 神 を 信 ぜ ず 。 云 
ぇ え 、「 役 は 我 が 主 な 5。 役 の 外 に 神 な し 。 我 
は 彼 に 頼り 、 彼 に 帰る ] と 。 


も し ここ に グル アー ン が あっ て 、 そ れ に 
よっ て 山 が 動か きれ 、( 注 22) 大 地 が 製 か 
れ 、( 注 23) 死者 が 物 云 うと し て も 、 ( 注 
24) 役 等 は それ を 信じ は すま い 。 否 、 物 事 
は すべ て アッ ラー し だ いな り 。 ア ッ ラ ー も 
し 欲し た り せ ば 、 全 人 類 を 必ず 導き 得 た 千 、 
信者 た る も の これ に 気がつか ぬか ? な れ 
ど 、 信 ぜ ぎる 者 と も に は 、 そ の 所 業 ゆ え に 、 
災難 が つき まとい 、 疎 い は 家 の 近 くに 居 
座っ て 、( 注 25) アッ ラー の 約束 が 実現 き 
れる まで は 絶え る こと な か らん 。 ア ッ ラ ー 
は 必ず その 約束 を 守り 給 う 。 

第 士 項 
使 人 待た ち は 溢 以前 に も 哨 笑 きれ り 。 し か し 
われ ら は 信 ぜ ぬ 者 ども に 猫 子 を 与え た り 5。 
然るに 今 、 急 に 衣 う 、 わ が 懲罰 の 如何 に 恐 
ろ し に こと か よ 「 


る ER Ea 


レン ラック タジン ラン デン と アコ 
? lit 


Ws 2 > 


デ 
2 る レー ァ ン を タッ る ーー ロ 


CBIR RNAY 


な dtd らら し 


cp 


I クタ 5 アツ ター oo 


CPU 


アレン る ッ ン Fz 
sii: ol 


OC GRIN RG 


JJ 


a ES 





デル ・ ラ 


デン 1 


デポ ド 


“sz 


llcpdl 
eve 


EFA マイ アレ 


D5 ら 13 5 


ン 2 の タ 
る 


ウッ デラ 


SG 
PI GI L 


“Ww し ん と ッ ン クー ゥ タク ノン 
SR eS A lat 


し 


8 タク タ パイ 2 


つの oel ls 


を 。 
\ 


くう 


Ne 


SIE GC EI EIU 


ンダ 


「 を それ に よっ て 山 が 動か され る 」 と いう の は 、 ク ルアー ン は 人 に より か か る すべ て の 雌 問 を すべ て 解 


いう 高 味 を 表わし て いる 。 


注 23 


注 24 


ある 。 
注 25 


け 、 不 運 の 波 に 見 舞 わ れ 統 
の 都 で あり 主要 率 で ある メッ カ が 崩 陳 する こ 


「 大 地 が 製 か れ ] と いう の は 、 ク ルアー ン は 了 地球 全 地 に すみ や か に 広がる だ ろう と いう 事 で あり 、 
字 巡 り に 解釈 すれ ば 、 土 地 の 一 部 が 敵 の 領土 か ら 切り 離 き れ 、 信 徒 の 所 有 地 に な っ て いく 事 を 意味 し て いる 。 


「 死 者 が も の 云う と し て も | と いう の は 、 ク ルアー ン に よっ て 、 
活 に ゆ ぎ め ゅ る だ け で な く 、 


る 、 疎 は 、 タ ルアー ン が 古い 規則 を 廃止 し て 人 間 の 直面 する 種々 の 問題 へ の 新しい 解決 法 を 教え 込む 、 


文 


電 的 に 死ん えん で いる 人 人々 が 、 新 し い 古 
鈴 宮 ある 言葉 を 話し 、 世 界 に クル アー ン の メッ セー ジ を 説く 様 に が る と いう こと ょ で 


「 炎 難 が つき まとい 、 或 い は 近く に 居座っ て 」 と いう の は 、 不 信者 の 上 に 災害 が 次 か ら 次 へ と 降り 統 


ー380 一 


rt ける こと と な けり 、 然 る 後 、 彼 ら の 権力 の 完全 な 破滅 に 関す る 預言 が 成就 し て 、 彼 6 
と を 示し て いる 。 


Ia 
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第 十 三 次 アル ・ ラ アド 


34. 各 人 の 上 に 在り て 、 監 視 す る 者 誰か? 付 上 604 人 も RE 
る に 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー に 比 す べき 神々 を 作 rR rs の 900 io 
る 。 云 え 、「 彼 等 の 名 を 学 げ よ ょ 」( 注 26) と 。 を 2 いい 6 お 152 52 
お 前 だ た ち は ア ッ ラ ー の 知ら ざる こと を アッ ウン 
ラー に 教え ん と する か ? それ と も 、 た だ の Moo0 


プー 。 う グラ タ 


09 eR | 


空しい 名 稀 な りや ? を そ う で は な い 、 ンス ラテン bi る ン ッ ン レラ 95 の 
者 の 目 に は 、 自分 た ちの 企み が 立派 な も IT Ad SE A 
に 喘 じ 、( 注 27) RR の 所 
ら 閉 め 出 され て いる な り 。 ア ッ ラ ー が 邪道 2 2 で バ 
に 陥 し 入れ た 者 に は 、 如 何 な る 導き も な か 

る べし 。 


35、 か か る 者 ども は 現世 で 禄 を 受け る が 、 来 世 RARE | ca 
の 胃 は 更に 酷く 、 何 人 も アッ ラー の 怒り に Gs So 
対し て 彼 等 を 護っ て くれ は せな ぬ 。 OGL I EN 


36. 散 諾 な る 信者 に 約束 きれ た だ る 楽 園 を だ た だ とう LN 。 2 A ンタ 5 人 EN タ ア ンプ 
れ ば 、 か てく の 如 し 。 河 川 そ の 中 を 流れ て 、 の GR I Cal 3 


常時 還 物 が 実り 、( 注 28) され ば 樹 下 に 日 | の 28 2 タフト A 
了 疹 あり 。 こ は 正論 者 へ の 座 綿 な り 、 る きれ ど 


ot の グ ク ェ ンタ タン 
信 ぜ ぎる 者 ども へ の 応 柄 は 、 業 火 な り 。 ON GN GES 


37. われ ら が 経 虹 を 授け だ た 人々 は 、 液 に 啓示 さき イィ 22 で GPS SL AAS し IA 
ア 
れ た こと を 喜ぶ 。 き され ど 多 く の 異 っ た 集団 SF 
ュー ミ ガ = るる 1 る の フッ ンク 9 の プッ プター ンー ノン 
の 中 に は る の 一 部 を 容認 する 者 あり 。 云 え 、 らし 51U574SS ei ss 
「 我 は た だ だ アッ ラー を 崇拝 せよ 、 何 物 も 彼 0 2 の! の の 0 
に 併せ 祀る くべ から ず 、 と 命ぜ られ て る の み 。 035E51 941 FONT I 
我 は 彼 に 禄 り 、 彼 に 帰る 」 と 。 


ッ ン 


Out 





注 26 個 像 迷 拝 者 は 、 彼 ら の 神 が ど ん な 人 層 式 を 司 っ て いた か を 述べ る よう に 座 求 る きれ て いる 。 こ の 節 で 使わ 
れる 「 名 を 挙げ よ 」 は いう 語 は 、 個 人 の 名 前 で は な く 特 性 を 表わす 名 前 の こと で ある 。 な ぜ な ら 神 々 の 個人 的 
な 名 の う ちの いく つか は 、 ク ルアー ン 自 体 の 中 に 述べ られ て いる か ら で あ る (71 音 24 館 )。「 彼 等 の 名 を 挙げ よ 」 
と いう 意味 は 軽 蔵 の 意味 で も あり 得る 。 即 ち 、 不 信 の 人 徒 の 神々 は あま り に も 価値 が な い の で 、 を その 名 を 日 に す 
る だ け で 恥 し い 事 と な る 。 


注 27 人 人 が 利益 を 得る だ め に 、 誕 駄 や 菊 暗 る 働く 時 、 自 分 の 行う 詐 欺 行為 が だ ん だ ん 里 力 的 に 思わ れれ て き て 、 
自分 が 犠牲 に な る と いう こと は よく ある こと で ある 。 


注 28 『「 常 時 果物 が 実り 5」 の 意味 は 天上 の 果実 に は 秋 は な く 、 腐 る 季節 や 休止 期 も あな いと いう 事 で 、 天 国 の 


思 恵 や 祝福 は 絶え る 事 が な い 事 を 意味 し て いる 。「 果 物 ] と 「 日 座 」 は それ ぞ れ 内 的 な 祝福 と 外 的 な 祝福 を 胡 わ 
し て いて 、 信 人 徒 は 天国 に お いて 、 内 的 に も 外 的 に も すべ て の 種類 の 祝福 を 受け る で あろ うと いう 意味 で ある 。 


ao 
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38. 従っ て 、 われ ら は それ を 詳細 な 、 判断 の 基 み テレ クゥ アン ン ィ レ イレ ン ン クタ タ 17 ン フィン の 1! ン 
準 と し て 啓示 し た り 。 さ れ ば 液 に 知識 が TC CI SS 
降っ た 後 、 彼 等 の 邪悪 な 欲望 に 泊 も し 従う et て ? 和志 グン Ar yi ? ン [ノン ラノ 

LA dt 
な ら ば 、 液 を アッ ラー の 怒り か ら 6 助け る 者 の 2 タッ lO2 の 2 
も 防ぐ 者 も な か る べし 。 OSLYS 
第 六 項 
Rd コキ しい | 合 生 リ ー ま 誠 ュ a ? ノ タダ ブレ ラ レ レ レラ SS HC アテ ャ ルレ アア 

39. げ に われ ら は 汐 以 前 に も 幾多 の 使 衛 を 遣わ a es ls ’ CuT3 
し 、 妻 子 を 彼 等 に 与え だり 。 なれ ど 、 ア ッ の 5 
ラー の 許し な くば 、 如 何 な る 使徒 も 禁 忠 を %15 2 2 人 3 の 3 
現 わ す こと を 得 ず 。 各 時 代 ご と に 一 つの 啓 , 

6 アア ? 
示 書 あり 。 @GOg1 め 分 lob 
40. アッ ラー は その 欲す る も の を 取り 消し 、 1 92 フッ ン あ 22 イン ンタ クック 
os 1 
( 注 29) まだ これ を 制定 す 。 す べ て の 戒律 CE UF 2 8 
の 拠 り 所 は アッ ラー の 御 許 に あ り 。( 注 
30) 

41. われ ら が 役 等 に 威 中 す る こと の 一 部 を 実現 7 ぁ ン スッ ラン の イフ タ ィ ン 。 レ 
し て 液 に 見 せよ う が 、 ま だ は 液 を 死な し め eS RUS COUN SS 
よう と 、 そ れ は 問題 に な ら ず 。 な ん と ょ と なれ AAU EE 
ば 、 液 の 役目 は た だ 神託 の 伝達 に し て 、 清 げ 
算 は われ ら の 務め な り 。 

42. 彼 等 は われ ら が その 地 を 襲っ て 、 端 か ら を AE の ノン タタ ッ ン の 2 の う ゥ アン ノン 
の 地 を 次 第 に 裏 え を きせ つつ ある を 見 ざる a 1 
か ( 注 31) ウン が 判定 を 下 せ ば 、 0 A 6 

つう CT 5 
符 人 も その 武 定 を 覆し 得 ず 。 較 し て 彼 は 消 。 ラー で の デラ 
算 す る に 迅速 な 5 

43. 役 寺 以前 の 者 ども NG いろ と 企み を 謀 < »¢ ials 40ES Ce の 1 ン 58? 
る 。 る れ ど 一 切 の 有効 な 企み は アッ ラー に 

注 29 この 節 で は 、 神 の 呈 に 敵 す る 二 つ の 近 を 述べ て いる 。 3 ) 神 が 罰 を 取消 る れる の は 、 全 体 か 一 部 か の 


いづ れ か で ある 。 5) 神 は 還 を 命ぜ られ だ まま に し て お か れる 。 


注 30 
臣 律 は 神 の 思 


支持 を 意味 す る 。 


注 31 


4 ) 介 けが すべ て の 式 儲 や を の 共に な っ て いる 客 智 の 根源 を 知っ て お られ る 。 b) 律 法 の すべ て の 
恵 に 基づい て いる 褒 、 律 法 の 根源 は 神 と 共に ある 。 [拠り 所 」 ほ は 源 、 基礎 、 起源 、 あ る い は 滞在 、 


この 節 は 、「 敵 か ら そ の 地 を 次 第 に 哀 を きせ つつ ある を 見 ずる か ?」 と いう の は 以下 の 様 な 意味 で ある 


こと を 示し て いる 。 イ スラ ム は アラ ビア 中 に 広がり 、 す べ て の 家 、 すなわち 身分 の 高い 人 に も 低い に 人 に も 、 人 金 
持ち に も 貧者 に も 、 奴 款 に も 王 人 に も 、 社 会 の すべ て の 機関 に 食い 込ん で いる と いう こと で ある 。 
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属す 。 彼 は 各 人 が 稼ぎ し も の を 知る 。 面 し 9 4 を と A 2 イッ ン 
の 2 
て 不信 心 者 ども は 、 終 の 住居 の 褒 質 が 何人 ら ッ A 
の も の な る か を は ほど な く 知 らん ( 注 32) 。 OSN <2?% 
44. 信 ぜ ざる 者 と も は 均 う 、「 流 は 使徒 に 非 ず 」 1 イン 9 ッッ タン の 9s 
ほ 。 云え 、「 ア ッ ラ ー は 我 と お 前 た ちの 証人 A SOS Or Cd! 5 JJ め ぅ 


A る に 十分 な り 。 面 し て 経典 の 知識 を 有 す St Cr 2 8 時 
る 者 $ ま た 然 り 」 と 。 ( 注 33) eg 


注 32 イス ラム の すべ て の 敵 の 意図 は 、 神 に 知ら れ て いる の で 、 そ の どん な 計画 も 戦略 も 神 の 日 的 一 イス ラ 
ふ の 究 極 の 勝利 -- を 邪 麻 する こと は で きか な い 。 


. 注 33 [経典 の 知識 ] と いう 語 の 避 味 は 、 天 国 か ら の 鮮 胃 な 、 神 兆 と 、 型 な る 預言 者 に 関し て の 以前 か ら あ 
る 経典 の 預言 の 事 を 指す 。 
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第 十 四 意 アプ ブラ ハム 





イプ ラ セ ー ム 
(メッ カ 世 示 ) 


あま ね スス な 
1. 慈悲 深 (、 恵 み 旭 て く ア ッ ラ ー の 御名 に お い OF ale 
て 。 


2. アリ フ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。 ( 注 1) これ は われ EN ER FT Ss 1 


6 が 液 に 啓示 し た 経典 な り 。 液 が 、 主 の 命 Rn 

に よっ て 、 人 類 を 嗜 氏 の 中 か ら 光 明 へ 、 合 GOOD あら 3 名 

大 に し て 、 讃 美 き れる べき 御方 の 道 に 導く 

た め に 一 

に あの つ ち の ラン ン 2 の 2 2 1 る 4 で 
3. アッ ラー、 を の 御方 に 突 地 に ある も 6 の 一 切 (RHONA SoG Ed ab 

は 属す 。 き れ ば 災い な る か な 不信 心 者 ども 、 2 の いい 20 

芝 ろ し い 刑 前 を 受け ね ば な ら ぬ 。 es oe 


4. 彼 等 は 米 世 よ り ち 現世 を 愛し 、 人 々 を アッ PS oS Gl 
ラー の 道 か ら 妨 げ 、 之 を 歪 曲 せ ん と 謀る 。 


0 レー 5 ンー グ う うみ 
これ 等 は 甚だ し く 迷 える 者 な り 。 の ee の と の うい uo う dues 
i 
5. われ ら は 未だ か つて 、 そ の 民 の 言葉 ( 注 2) 2 シン パ a 2 レ 294 。 レン クン セン 
0 い 
で な き ぎ る 名 何 な る 便 征 も 造 わし た こと な Or A I DS hasl las 
ン ィ の 


し 。 それ は 人 々 に 解る よう に 説明 きせ ん が 飼 2 の 2 人 2 ン 多 0 
時 り 。 然 る 後 、 ア ッ ラ ー は 己 れ の 欲す - - 
る 者 を 迷わ し め 、 ま た 品 れ の 欲す る 者 を 導 の 62951283 
き 給 う 。 彼 は 停 大 に し て 、 臣 折 に まし ます 。 








注 1 われ は 一 切 を 見 る アッ ラー な り 。 


注 2 この 役 は 、 出 な る 要 言 者 の 御 告 げ が アラ ブ 民 族 の み に 宛 て られ て いる と いう 事 を 意味 し て いる の で は 
な い 。 その 様 な 考え は 、 聖 な る 舌 計 者 が は っ きり た 自分 は 全 世 界 に 、 つ か わる れ た だ 神 より の 使者 で ある と 富 言 
し て いる クル アー ン 中 の 他 の 節 で も (7 : 159134:29) と が め ゆら れ て お り 、 ク ルアー ン が 回 な る 預言 者 の 全 
世界 へ の 使命 を 説く の みな ら ず 、 頂 言 者 自身 6 人 類 全 て に と いう 意味 で “私 は 黒い 人 に も 赤い 人 人 に も 、 つ か わ 
きれ た (Binan)、 そ し て 私 は 全て の 人 類 の 為 に 選ば れ た (Buphan)” と 語っ だ と 伝え を られ て いる 。 クル デー ンジ 
は アラ ブ 民 族 が 最初 の め 受け 取り 手 で あっ た 為 に アラ ビア 語 で 啓示 る れ (を し て 又 、 ア ラビ ア 語 が 、 最も 町 棋 で 
雄弁 月 つ 意 味 の 広い 言語 で ある 為 、 ク タル アーン の 御 告げ を 伝達 する の に は 最も 卓越 し て 適切 な 手段 で ある 為 ) 、 

アラ ビア 語 を 通し て 、 全 世界 へ 説 か れる 事 に な っ て いた の で あり 、 神 より の 御 告げ が アラ ブ 民 族 の み に あ て ら 
れ て いた だ と いう 訳 で は な い 。 
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: 普 わ れ ら は 、 モー ゼ に きま ざき "まな 神 兆 を 持 


だ せ て 追わ し た 時 、 「 流 の 民 を 嗜 時 の 中 か ら リッ プ 6 Ir3 前 ター レン みか 
へ 才 、 テ ッ ラー の を に 586 2 交 も の 
起き せよ 」 sr げに そ を その 中 に は 、 . 耐 ww 


を 忍び 皿 に 感ずる 者 へ の きま ざま な 福光 あ 
り 。 


2 a お も . を ウイン よ イン ッッ タタ 9 
7. モーゼ が その 民 に か 〈 く 云い た る 時 を 念 え 。 PV A A 
2 ラオ の 民 が お 果 た ち に 残酷 な 刑 本 を ブッ タ ィ と ルナ アン チア ウデ ッ 
加え 、 お 前 だ ちの 男児 を 殺し て 女子 の み を olUai レ DD 
容赦 し た 時 、 ア ッ ラ ー が お 前 だ ち を 救い 出 人 フッ シレ 。 CC の シン レッ スタ 
し た を の 思 願 を 忘れ まい ぞ 。 そ は 主 の 下 し > ラジ * SS 
給 う だ 試作 な りき ] NN の 
0 第 二 項 SX こ AI 
8. その 時 、 主 は 宣言 せり 、「 お 前 た も も し 有難 ュ イ ンス る スト ンク 
た く 思 うな ら 、 わ れ は 必ず お 前 だ ち へ の 恵 35659 5 43 人 OS5 
み を 増 き ん 。 然 れ ど も 、 お 前 た もち もし 恩 に の る 1 2 タッ プク 
0 
感 ぜ ず ば 、 わ ゎ わが 懲 加 は 実に 恐ろし い ぞ を と 。 © Ge Sai 
( 注 3) 
9. 更に モー ゼ は 雲 え り 、「 た と い お 前 た ち が 信 


19 の SUSS gleeON 


ぜ ず と も 、 い や 地上 の 尽く の 人 々 が 信 ぜ ず 
と も 、 神 は 前 た ち に 損なわ れる こと な し 。 の いこ る る Ee 


げに アッ ラー は 自ら 滴 ち 足り て 、 護 美 に 値 
し 給 う 。 





a Ei 8 2? > る タン ャ 
10. おぉ 前 だ ち 以前 の 人 々 、 ノ ア や アー ド や す 4 Se 2 GNSS RD 独 
ムー ド の 民 、 並 びに 彼 等 以後 の 民 の 消息 を a 
人 oS OTA 5 
アッ ラー 以外 何人 も 知 ら ず 。 使徒 た ち が そ の ッッ ラタン ーッ ン タン ン a 2 タタ クタ の タク の 
et be GS i I se 
注 3 「 有 難く 思う 」 と いう の は 、 三 種類 あり 、 そ れ ら 5 は 、(1) 心 或いは 精神 に より 、 受 けた 恩恵 が どん な も 
の で ある か を 正しく 理解 する 「 感 謝 ] (2) 知 (言葉 ) を 使っ て 、 思 人 を 賞 益 、 推 奨 する 「 感 謝 」 を そし て (3) 手 足 
を 使い 、 そ の 功績 ・ 価 値 に 従い 、 受 けた 思 恵 に 報じ る | 感謝] で ある 。 ま た 感謝 に は 五 つ の 基本 が ある 。 即ち 、 


(4 ) 自分 に 何 か や し て くれ ただ 思 人 に 対し て する 返礼 を 望む 気持 ち 、 尊 散 の 念 


けた 思 恵 へ の 認識 (d) 受け た 思 恵 に 対し 思 人 を 賞 閥 する 事 、 及 び 


(e) 彼 ( 思 を 与え て くれ た 人) の 望 


ま ぬ 方 法 で その 思 恵 を 使わ な かい 事 、 と いう 五 つ の 基本 で ある 。 こ れ が 人 則 の 側 か ら の 感謝 で ある 。 神 の 側 か ら 


捉え られ た 感謝 と は 、 人 を 許し 、 受 け 入 れ 、 或 い は 安らぎ を 与え 若 斉 と 思 恵 や も ちっ て 人 を 間 ぶ と 、 そ し て 親 る 
後 、 当 和希 彼 に 、 応 じ る 或いは 報い る と いう 事 で ある 。 人 は 、 人 が 神 よ り 昌 わ っ た 物 を 正しく 使う 時 の み 、 神 に 
感謝 する こと が で きる の で ある 。 
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和夫 LAT 29? 

5、「 我 等 は お 前 た ち が 人 遣わ る れ だ 使命 i iS Wy > フ CO EE 
ぜ ず 、 ま た お 前 た ち が 我 等 を 招く 教え に つ OT ee dl} CL 
いて も 不安 な る 疑い を 持つ 」 と 。 の 


11. 彼 等 の 使徒 た ち は 云 えり 、「 な 前 た ち 天 地 の CE A dS 
ye - う 2 らら ol hd 
創造 主 ( 注 5)、 ア ッ ラ ー に 疑心 を 抱く か? 2 の っ ざめ 6 
P イ ーー 。 2 も か と な ン ラ ジュ アプ キノ と ] 〆 
彼 が お 前 た ち を 召し 給 う は 、 お 前 た ちの 時 fd の io ポタ 
を 散 し 、 定 め ら れ た 期限 まで お 前 た ち に 和 いる 


/ ょ り SH イイ 
予 を 与え ん が た め な り 」 と 。 す る と 、 彼 等 の 69 er EID 
は 云え り 、「 お 前 だ ち は 称 等 同様 た だ だ の 人 韻 の る タン ント スイ イン レッ る タス 
に すぎ ず 。 お 前 た ち は 我 等 の 父 祖 が 崇拝 し の 26 wt 
て いた だ も の か ら 、 我 等 を 彰 か し めん と な す 。 ? 4 
な ら ば 、 明 確 な る 証拠 を 我 等 に 示せ 」 と 。 © デン 


12. 使徒 だ た もち は 云 ぇ り 、 「 我 等 は 確か に 0 ち ーッ ンク タリ 。 の ン ン る タッ る 21 2 タタ の 6 。9 フ EE 
同様 な だ だ の 人 間 な り 、 ( 注 6) 然 れ ど も 2 あか 5 COW 
ラー は る その 僕 僅 の 中 か ら 工 し 給 ぅ 者 に 息 SW? EC 2 2 SN 
を 施し 給 う 。 ア ッ ラ ー の 命 に 非 ぎ れ ば 、 - 表 0 Wi 
等 は お 前 た ち に 証拠 を 示す 立場 に 非 ず 。 信 知 ひ そう 和 lo あ の 56 1 


ァ アデ クシ 

者 た ち は だ だ アッ ラー に の みそ の 信頼 を 託 アン ラク る 

レッ ント ン 
すべ き な り 。 DEN 6 

13. アッ ラー が 我 等 に 歩む べき 道 を 性 き 給 う 7 CZ 0 EE ンク 

と いう に 、 何 故に 我 等 は 自ら の 信頼 を アッ abide $3 EL 
ラー リー ミエ ゝ >) の > スズ 2 ン a イラ 
の 時 ES ts ks ab 2 人 2 ン 
前 だ ち が 我 等 に 加え る 迫害 を 耐え 妨 ば ん 。 6 No 
きれ ば 、 頼 る 者 を し て 、 ア ッ ラ ー に 頼ら し Sct 


め 給 え 」 と 。 


注 4 「 手 を 己 が 日 に 当て ]」 と いう の は 、 人 信仰 な き 者 達 は 、 預 言 者 達 の 高らか な 主張 に 、 秒 き の あ まり 自分 
達 の 手 で 口 を ふる で 、 或 い に は 、 強 いい 怒り の 為 預 言 者 の 言っ た 事 に 対し 、 自 分 速 の 手 を か むと の 意味 を 表わし て 
いる 。 或いは も う 一 つの 解 息 と し て は 、 不 信者 達 は 、 預言 者 佑 ぎ を だま ら せ 、 そ の 主張 を 話す 事 を 止め る せる 為 、 
振 言 者 達 の 口 に 手 を 渡 く と の 設 味 に も と れる 。 








注 5 頂 言 者 に 与え られ だ た だ 御 教え は 神 を 源泉 と し て いる 事 を 証 只 する 為 に 天地 の 創造 が 引用 きれ て いる 。 
神 は 、 天 地 の 創 造 主 で 、 人 人 を 造り 賜 う た の で ある か ら 、 神 が その 被 造物 で ある 人 入間 に 何 の 導き ぉ 与え られ な い 
と 考え る の は 、 理 に か な っ て いな い の で ある 。 それと 同等 に 、 神 は 天地 を 創造 する 事 に よっ て 、 人 間 の 進歩 と 
物質 的 繁栄 の 為 に 筐 富 な 準備 を 為 き っ だ なの で ある か ら 、 人 の 精神 的 繁栄 へ の 準備 を 宮 た られ る 訳 が な い の で あ 
る 。 


注 6 人 を 導く 人 為 に 又 、 人 の 模 郊 と な る 為 、 つ か わき れる 神 よ り の 使 考 は 、 人 間 達 自身 に 似 た 人 で な て て は 
な ら な い 。 何故 な ら 、 彼 等 自身 に 似 た 人 間 で な くし て は 模範 を は な りえ な いか ら で あ る 。 
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第 三 項 
14. する と 、 不 信心 者 ども は 使徒 た な ち に 向っ て TA > Od < 
云え り 、 [お 前 た ち が 我 等 の 宗教 に 戻ら ず 。 。。 2 002 os: 
ば 、 我 等 は 必ず 前 た ち を 追放 せん ] と 。 2 EY 
を こ で 主 は 使徒 た ち に 啓示 し 給 う 。「 わ れ ら 入 2 2 
は 必ず 自 人 ども を 絶滅 ぎん 。 OR 


15. 曽 し て 、 を の 後 、 必ず 前 た ち を この 国 に < bo の AS 3 う 
en BI OP DY 
住ま わし めん 。 こ は わが 審判 を 恨ん れ 、 わ が Ai 


瑞 告 を 恐れ る 者 の た め な り ]」。( 注 7) GH GE3 EE EC 

16. 使徒 た ち が 勝 利 を 祈る と 、 そ の お ぉ 松 で 、 真 コッ レン レン 22 
a tu * { っ 
理 に 対す る すべ て の 人 乙 な 敵 の 野望 は 水泡 ONE ゆら は う 
に 帰せ り 。 
し か 
17. 彼 の 前 に は 地 猿 あ り 、 前 し て 彼 は 落 え た ぎ Gy ン の 雪 22224Y ss 
wuuo gE OS Ed ots Se 

る 湯 を 飲ま され よう 。 0222 を 

18. 彼 は 煮え 湯 を 昌一 乏 合 めど も 、 暗 下す 能 Ge る RC 多 り 2 4235 


わ ず 。 年 し て 、 死 四方 よ ょ 5 所 86 ( 注 8) る. スン アン レン bs I CA ビン 
死す る 能 わ ず 。 を の 他 に も 、 普 酸 な 刑 前 あ euetoD3o22 ら bs し ちの 


る で し 。 Ba 2 
wh 


19. 己 が 主 を 信 ぜ ざる 者 ども の 有 様 は 、( 注 9) ン ン ン 2C22 る る レタ る 4 の 
3 > つつ ょ の の めで ts 

風吹 きす き ぶ 同 の 日 の 灰 燃 に きも 似 た り 。 GA 
彼 等 は 己 が 稼ぎ し も の を 支配 し 得 ず 。 こ は No 28 Ep RC] 


実に 甚 び し き 迷 誤 な り 。 
ノッ ンク 上 あ 72 1 ウン ンク 
「 NS 35 の (KC 
20. 液 は アッ ラー が 真理 に 基づい て 、 天地 を 創 


イン td る イン ン 
り 給 いた る こと を 知ら ぎる か ? ブ プッ ラー も Leg 182 


し 飲 し な ば 系 前 た も を 取り 除き 新 の 、 レ クッ の 、 ツ [2 る っ 
た な 創造 を 以 て 之 に 代え る こと 可能 な 5。 i 





注 7 クル アー ン で は 、 最 高 の 存 在 に 対し て 代名詞 を 使う 場合 、 単 数 形 複数 肝 の 両方 を 用 いて いる 。 神 の 
力 と 麗 厳 を 表わす 場合 に は 複数 形 ヵ 「、 そ し て 自足 性 上 独立 人 性 を 表わす 場合 に は 単数 月 が が 用 いら れる 。 又 、 一 部 
の イス ラム 教徒 の 神学 者 の 説 に よる と 、 犬 使 を 通し て 、 結 果 あ ぅ だ た ら す 場合 に は 振 数 が 、 を そし て ある 特別 な 神 
の 律令 (命令 ) で 事 を 為す 場合 に は 単数 形 が あて られ る と の 事 で ある 。 現行 の 節 で は 両方 使用 きれ て いる 。 


注 8 「 由 方 か ら 死 が 迫る ' と は 、 信 仰 を 持 だ ぬ 省 上 産 の 多く の 罪 や 庄 下 に は 、 色 々 な 形態 で の 死 が 待ち うけ 
て いる 。 と いう 意味 で ある 。 


注 9 この 「 有 様 」 と は 、 神 の 頂 苔 者 に 痛い て 為 し た 行為 を 指す 。 
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ッッ ラー ルー ‘ ここ な OR し じい (2? 
21. そ は 、 ア ッッ ラー に は いと 易 き こと な り 。 ピ うじ は 
22. 彼 等 こ だ や っ て アッ ラー の 御前 に まかり 出る 2 1 も 4 ン 
時 、( 注 10) 弱者 と 見 な る れ て いた 者 は 仔 。 っ RGR: 
慢 な り し 人 々 に 向っ て 云わ ん 、「 げ に 我 等 は 6 3 
2 Cio 
お 前 だ ちの 追随 者 な り 。 る きれ ば 、 お 前 だ ち 1 | Je EG 
は アッ ラー の 懲罰 に 対し て 合 か 我 等 の だめ en a dds 
に な し 得る か ?」 と 。 彼 等 は 答え ん 、「 ア ッ Re 2 
ウッ ン レ 
ー も し 我 等 を 導き た り せ ば 、 我 等 必ず お の ue の Cs 2622 
前 た ち を 導き し な り 。 る きれ ど 、 今 と な りり て 
は 、 忘 面 する も せ ず と も 、 我 等 が だ ため に は 
同じ こと 、 逃れ る 鶴 は な し 」 と 。 ( 注 11) 
し か 第 由 項 サタ ン 
23. 面 し て 、 事 決 せ られ る や 、 和 悪魔 は 云わ ん 、 i 
「 ア ッ ラ ー は 上 真実 の 約束 を お 前 だ た ちと 結び nS 3 NG es 
し わし は お 前 だ た ちゃ を 欺 きだ たり b。 わし CEG アタ 2 シン ン ウパ 4 
は 前 た ちの 上 に 如何 な る 権能 も 有 せ ず 、 つい うう ぱい 
た だ お 前 た ち を 誘惑 し 、 お 前 た ち が そ れ に kero be 
従い た る な り 。 きれ ば 、 わ し を 責め る な か 3 
れ 、 均 め る は 己 れ 自身 な る ぞ 。 わ し は お 前 00 292 8358 
た ち を 助 く る 能 わ ず 。 所 た ち も ま た わし 9 ti 
を 助 く る 能 わ ず 。 お 前 た も は わし を 神 上 人 神 8 
せ 祀 り だ た り し が 、 わ し は すでに を その こと は @ RI の イン フッ タイ レッ (ED る 2 2 
- 6 uH り 1 2 2 
認め ざり き 。 悪 人 ども は 必ず 柄 加 に 叶わ ん | a " と な i gos 
と 。 
い レラ アフ アナ 家 m1 
24. 然 れ ど も 、 信 仰 に 入り 、 療 行 に いそ し むず 者 リン CPAP IINKAI 
は 、 河川 流 る る 楽園 に 入る を 許 る れ 、 主 の リア アム wu メ ga 124? Pg 
命 に よっ て 、 を そこ に 末永 て 住む で し 。 そこ no 17 We 
で の お 互い の 挨拶 は 「 平 安 あ れ 」 な り 。 AM 26 
25. 液 は アッ ラー が 3 如何 に 適当 な 言葉 で 壁 え を EN 名 ン メ ク ク ンタ さ ニン ン ン ンプ 
アレ 』 け { 
述べ られ て いる か を 解ら 6 ざる か ? それ は 栓 2 EO EA AN SE し 
注 10 弱き の 表 わ れ と し て の 困 落 を も た だ たら す の は 、 人 々 が 実際 に と っ だ 間違っ た だ 行動 ば か り が 原因 と は いえ 


な い 。 日 分 達 の 弱き が 人 日 に る 
け 、 敵 対す る bo 0 り 、 


> 


放 11 


等 こぞって アッ ラー の 御前 に まかり 


「 脱 れる 術 は な し | と いう の は 、 減 京 運命 


い ぃ 状態 に 既に 甘え を じ て い る の で ある 。 
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らき る れる と 、 業 績 以上 に 成功 の 頼み の 網 で ある 評判 と 威信 が 致命 的 な 打撃 を う 
は っ きり と 哀 退 と 退廃 を 感じ ゃ せら れる の で ある 。 これが 「 彼 
時 ] と いう 節 の 高 味 す る と ころ で ある 。 


に ある 者 達 は 、 絶 望 


に うち ひし が れ 、 昨 分 達 の 々 か れる 低 
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6 長 鶴 の 如く 、 根 は し っ か り と し て 、 枝 葉 
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を 著 容 に 伸 す 。 ( 注 12) 
26. 主 の 命 に よっ て 春 夏秋 冬 を の 実 を 結ぶ 8 ? レノ ョ ン トン スタ タタ 
- | りら ゅ る 
アッ ラー は 人 々 に 反省 を うな が す た め に 比 で の boo {GS 
PS スン プー ラタン ン る ラグ う 
史 を 用 う 。 ee JO Je 
か 
27. 然 れ ども 、 悪 言 は 恵 樹 の 如く 、 根 は 大 地 か 。 2 も Pt の すれ と 2 、 
ら 根 こ を ぎ に さ る れ 、 堅 固 き を 欠く 。( 注 Sy 2 
る っ ノラ ャ ラグ デ ク ョ タプ っ 
13) gs し NG SH LL 
28. アッ ラー は 忠 固 な る 言葉 を 以 て 、 倍 仰 す る Lt I タン タ 
| lab es 
者 た ちの 意志 を 、 現 世 並 びに 来世 に お いて RE bs 2 
2 = v Ml GT グ タ さい タロ を タン ダッ レ 。 アレ レク る 
も 強固 な ら Lt きれ ど 、 悪 人 ども は 迷わ な A A IGN 
し め る 。 アッ ラー は 己 れ の 欲す る こと を な ュー し の 
し 給 う 。 MY 1 ad 
29. 波 は 忘 四 を 以 て アッ ラー の 恩恵 に 報い 、 を を ラン ラッ タタ ュー レン の 5 ウイン ルゥ 2 る CM13 
、 5 el $18 abl に as) | | | 
の 民 を 破 減 の 住居 へ と 陥 6 し ゆ た る 者 を 見 BS ES Gd 
ざ り し や 一 AD 3 4655 
30. すなわち 地獄 に ? 役 等 は その 中 で 焼 か れる る 2 ン ン て シィ 
で し 。 憐 れ な る か な 役 等 の 住居 や 。 ASS いのら 
31. 役 等 は アッ ラー の 道 か ら 人 々 を 迷わ せる た 25 多々 GA P22 
め に 、 ア ッ ラ ー た に 対す る 同位 者 等 を 立て り 。 i sds I ds 
PC に EY > 4 了 基 - ) Ww 
前 時 栄 し め 、 し だ が 、 お 半 だ ちの 行先 は SR 
業火 な り 」 
注 12 神 の 言葉 は 、 か れ ら の 節 で は 以下 の 4 っ の 基本 的 性 質 を 有する 木 に な ぞ だ ら え られ て いる 。 そ の 木 の 4 


つの 性質 と は (4) それ は 和 普 で ある 





、 即 ち 、 絶 対 に 入間 の 理性 や 良心 、 葉 い は 人 間 的 感情 や 感受 性 を 害する 事 


半 教え で ある 、 上 と 上 いう 意味 で あり 、 .(b) ま る る で 良好 な 根 の 深い 、 実 の た くさ る ん な る 木 の 様 に 、 強 く 安定 し 
宮 を 持ち 、 を の 源 か ら 新 鮮 な 生命 と 欄 を 受け 取り 、 強い 木 の 如く 、 反対 や を それ を 認め な い 批 判 の 一 撃 に あっ 
i あら ゆる 嵐 に 耐え て し っ か り と 立っ て いる 特 換 で ある 。 その 木 ほ 、 唯 一 の 源 よ り 和 生命 


と 糧 を 得 て い る 旋 、 そ の 原 刑 と 教え に は 、 不 調和 や 放 楽 が な い の で ある 。(c) を の 技 は 天 に も 届き 、 即 ち も 、 を 


れ に 従っ て 行動 すれ ば 、 人 は 精神 的 卓 絶 の 頂上 を も 極め られ る 市 を 意味 し 、 
じ 豊 富 で ある と いう 特質 で 、 
て 行動 する 人 々 は 神 と 変わ る 事 が 出来 、 


(d) それ が 生み だ す 事 実は 一 年 を 


これ は 、 そ の 思 記 は いつ も み ら れ 、 い つの 時 も 生み だ きれ 続け 、 を その 教え に 従っ 
高潔 き 行動 の 純粋 さ で 、 同 時 代 の 人 々 の 上 に 高く を ぴ え る 事 が 出来 


る と の 意味 で ある 。 クル アー ン は これ ら の 特質 を 隅 々 まで 有 し て いる の で ある 。 


注 13 
自然 法 に も 文 え られ て お ら ず 、 


若い 木 と は 直っ て 、 ね つ 造 者 達 の 作り 出し た 本 は 、 悪 い 木 の 様 な も の で ある 。 を その 教え は 、 理 知 に も 


批判 に 耐え る 事 も 出来 ず 、 





その 原則 と し て 理想 は 人 間 の 条件 や 環境 が 変わ る と 、 
ころ ころ 変わ っ て し まう の で ある 。 又 その 教え は 、 神 と 下 実 の 関係 を 持ち えた と 主張 で きる 人 達 を 生み だ す 事 
が で きま な い 。 押 の 源泉 か 6 新鮮 な 生命 を 得る 事 の 出来 な い 教 え は 、 衰退 と 退化 を 免れ る 事 が で き な い の で ある 。 
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し も 
32. 信ずる わが 僕 等 に 告げ ば ょ 、 到 り 引 きも 友情 内 ジン る | i KA 28 
i 60 1 GU の 
も 役立た 具 日 が 到来 する 前 に 、 礼 拝 を 位 守 STOR 

= 内 3 レル » UU し 』 
し 、 わ れ ら が 賜 え し も の の 中 か ら 、 こ っ を < GS 2 I 
り と 、 或 に は 公然 と 施し を 行え 。 


OE I 


33。. プラ ター、: 彼 こ を は 天地 を 創造 し 、 堂 か 6 35 レニ えッ 2 ン 作っ こい る < 交 
岡 を 降ら せ 、 之 に よっ て お 前 だ ちの 食物 た SSI oR EL 


i 


eC era も る 94 に 3 


4 そく 


て? 
ら 呆 実 を 成 鍵 せ 給 う た お 方 な り 。 ま た 、 船 O85 
舶 に 命じ 、 大 洋 を 渡っ て お 前 だ ちの 用 に 服 
せしめ 、 河 川 を も お 前 た ちの 用 に 服 せ し め も 2 し 8 CEA 
だ 9 る ン 2 


9 し 2 とら る 
34. また 彼 は 、 絶 え ず を の 役 日 を 果たす 日 月 を = ンタ ノレ セッ スン クン gr ンー の っ 
お 前 た ちの 用 に 服 せ し め た り 。 親 し て 彼 は 、 つつ うら っ 91 う 


夜 も 重 $ お 前 た ちの 用 に 服 せ し ゅ だり 。 9 
35。 彼 は 、 お 前 た ち が 彼 に 請 い 順 う も の は 、( 注 ン ン 。. ジッ ’ 
14) すべ て 与え 給 う 。 た だ たとい お 前 だ ち が nas ls A 
アッ ラー の 幾多 の 恩恵 を 数 を 上 げ よ うと 鈴 と AE ¢ 2 9 
い 1 リコ 
する も 、 数 うる 能 わ じ 。 げ ば げに 人 問 と いう も RA bl 
の は 、 不 義 不 正 に し て 、 恩 知らず で ある こ 
と よ 。 
第 六 項 


36. アブ プラ ハム が か くす 広 え る 時 を 思い 起 せ 。 [ 詩 1 プイ アウ 5 ニース 1 外 ン ゥ アク 5 J? る 
上 おく ば さ i lO Na | こう 2 106 3 


、 我 と 我 が 子 色 等 を 偶像 貯 振 から 中 83 IN 
0 ん 。 ( 注 15) 


37. 主 よ 、 役 等 は すでに 幾多 の 人 々 を 迷わ し め だ Cr (4 2 人 
人 。 されど 、 誰 で あれ 我 に 従う 者 は 、 確 ONS 3 Ne olsD 
に 我 が 仲間 で あり 、 我 に 従わ ぎる 者 は Edo シン 2 グ 782 655 
0 今 は 云う まい 。 液 は まこ と に 寛大 
に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 








注 14 「 お 前 だ た ち が 彼 に 請 い 願う も の 」 と いう の は 、 全 て か な えら れ て きた だ 人 問 の 本 質 的 な 、 要 求 の 事 を き 
す 。 神 は 今 ま で 入間 が 本 質 的 に 切望 し 要求 する 全て を 満足 きせ る 為 に 完全 な 準備 を し て 下る きる っ だ の で ある 。 


注 15 この 節 で の アブ ラ ハ ム の 祈り は 、 偶 像 近 拝 が メッ カ や を の 周辺 の 国々 に 、 い つか 広がり 、 浸 逃し て い 
て で あろ う 事 を 知っ て いた 事 を 示し て いる 。 何 年 $ 前 に 祈り が きき ば げ ば られ た 時 の 、 子 球 達 を 偶像 崇 捧 か ら 和 守り 
合え を と いう 希 恨 が 示 き れ て いる の で ある 。 


S300= 


Keo 
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こども ち ag っ ン 
人 我 は 、 我 が 子孫 等 の 一 部 を 潜 を う $3, 者 3 Ed KG 8 
[1 デイ ag 上 


聖典 の 近く の 不毛 の 谷 問 に 住ま わせ た り i 
一 主 ょ ー 彼 等 に 礼拝 を 遊 守 せ し め 0 Tb あう IGP 


よ 。 ( 生 17) きれ ば 、 人 々 の 心 を 彼 等 に 向 IIs る レル 1 る の 002 タク 

け き せ 、 ま た 彼 等 に 果実 を 供給 し 給え 、( 生 の ク > の 509 が NLO き 0 

18) きす れ ば 、 彼 等 数 らく 感謝 せん 。 ウシ シッ イン る 
) { ピロ し Bus 9 9 ア どど 引 


39. 救 芋 の 主 よ 、 法 は 我 圭 が 原 す こと も 、 あ ら ムネ ン と ティ 3 ンタ クッ レラ る 
わ に する こと も 知り 給 う 。 凡 を 天 に ある も ゅ も の 6 し oI 
の 地 に ある も の 、 何 一 つと し て アッ ラー よ SN イン 2 の ょ 2 る 。 1 
を ue 3 
5 隠れ た る は 無し 。 © 2 ラリ う oO つき 


40. 老齢 に も か か わら ず 、 我 に イ 4 TR DIGA Ri 
サク を 授け 給え し アッ ラー に 護 美 あれ 。 ss > こう PD WS 
に 主 は 祈願 を よく お 聴き と どけ 下 き 抽 の EAA Ne ょ る リッ ュ ン 
5 on OL 
に まし ます 。 を の) だら ゆう 


41. 主 ま よ 、 常 に 我 を し て 防 拝 を 守ら し め よ 、 我 レン wsss 
が 子 妊 等 に も また 然 り 。 主 ょ 、 液 の 慈悲 を 。 で 


アア アザ フ 
我 に 垂れ 、 我 が 祈り に 応え 給え 。 © は 全う 


受 3 クン ッ クン ッ 。 クタ ロン る ノ 1 2 る 〆 
42. 主 よ 、 清算 を 受 を ける 日 、 我 と 我 が 両親 並び 2 29 Ge &9320 AD 
に 信者 た ち を 敷 し 給え ] ( 注 19) 


を $ 
第 七 項 Dold & 
43. ブッ ラー が 悪人 ども の 所 業 を うか つ に 見 過 4 tag ン ン (を zo 
tu み . の 
す と 思う な か れ 。 役 は た だ 、 彼 等 が 恐 舌 の MO OI AEA A 
余り 暗 目 する 日 まで 、 暫 し 役 等 に 猫 也 を 与 の 生み 2 が 4 の 
を て いる の み 。 OA I eS リン テン 





注 16 ここ て 述べ られ て いる の は 、 ア ラビ ア の 欧 野 で の 、 我 が 曲 子 イシ ュ マ エル と 委 ハ が ガル に つい て の アプ 
ラ ハ ム の 決心 で ある 。 


注 17 この アブ プラハ ム の 祈り は 聖なる 預言 者 に 訟 いて 完全 に 成就 きれ だ た 。 何故 な ら 預 言 者 以前 は 、 神 前 に 供 
物 を 捧げ る 為 メ ッ カ を 訪れ た の は アラ ブ 人 達 だ け で あっ た が 、 燃 言 者 モハ ッ マ ド の 出現 の 後 は 、 全 世界 か ら あ 
ら ゆ る 人 人 々 が 訪れ る 事 と な っ だ か ら 5 で あ る 。 

注 18 この 祈り は 、 メ ッ カ の まわ り に 草 の 葉 一 枚 兄 られ な か っ た だ 呼 に 捧げ られ た だ も の で あっ た が 、 預 言 が 画 
期 的 に 成就 し 、 メ ッ カ で は 最も 望ま し い 果 実 が 一 年 を 通じ 手 に 入る 様 に な っ た の で ある 。 

注 19 自分 達 が サタ ン か ら 6 守ら れ て いる に も か か わら ず 、 神 の 頂 言 者 達 が 神 に 赦し を を うぅ 祈り も さき げ る の 
は 、 預 言 者 が 、 神 の 普 感 と 神 聖 き や 、 そ し て 自分 達 の 弱き を 知っ て いる か ら で あ る 。 自 分 達 の 自我 や 私 欲 が 、 
ぬぐい る られ 、 神 と 完全 に 併合 で きる 事 を 願い 神 が 彼 等 を 神 の 乾 悲 と 受 で 舞っ て 下る る 様 神 に 謙 上 護 に 祈り を 

る る げ る させ る の は 、 こ の 弱き の 認識 に 他 な ら な い の で ある 。 
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44 . その 日 彼 等 は 、 應 怖 の 余り 頭 を 振り 立て て けん も 3 の 2 1 タタ 
走り 各 り 、 眼 は 転じ 陵 み 、 心 は 空 あ な り 。 eb dG A I Ch 2 
( 注 20) A ’ Oi や” 

て だ 
45. 約束 の 懲罰 が 降る 日 の こと を 人 々 に 警告 せ d5825 al 4 et 2 ン 思う 問 
ょ 。 時 に 悪人 だ も は 云わ ん 、 「 主 よ 、 暫し 我 0 ジア < 
2 っ の 1 ノノ 29 ノ ラル 。 る 
等 に 匂 子 を 与え 給え 。 我 等 は 必ず 流 の 呼び Ca did CS EE 
か け に 応え 、 使 徒 に 従わ ん 」 と 。「 お 前 た ち a 0 
ラッ ア スス TL ン っ al 5 スン ンタ 
は 以前 、 自 ら 誓 わざ ぎり し か 、 自 分 た ち に は 1 a RL OO 
決し て 没落 な し ょ と? ee 
Gd ¢ A 
46. お 前 た ち は 、 自 ら を 滅 ぼ せ る 者 ども が 任 居 。 名 ノッ タン クン ブタ フレッ る JC28 6 と る 
し か ざい し る 1 le 3 
し た 跡 に 住み 、 布 し て 、 わ れ ら 6 が 如何 に 彼 ot yal CHUN 
等 を 処遇 し た る か を お 前 た ち に 胃 示せ 9。 IE NES CS GN 
また 多く の 警 え 話 を 述べ た る な り ] 
47. 彼 等 は すでに 企み を 謀 れ り 。 な れ ぼ 、 そ の 史 っ 2 と きっ ぅ の 3 名 も あく 
9 りう PIE スコ 1 
企み は アッ ラー の 手許 に あり 。( 注 2100 を 。 Pam MPT 
に タ 2 ん ヶ ” 
の 企み が た と い 山 を も 動か す 如 きも の で OI I 2 EB 
あっ て も 。 * 

48. る れ ば 、 アッ ラー が その 使徒 に な され だ た だ 約 ン J < の yy se 3 の ノ 』 る クン ッ ン アン 
東 を 、 怠 る な ど と 思う な か れ 。 げ に アッ ラー ds WUes cro dol Gan Ys 
は 強大 に し て 、 応 報 の 主 な る ぞ 。 る の の の 。。 っ 

OAR 2 

49. 大 地変 じ て 他 の 地 に 変わ も り 、 天 また 変じ ジス ンク 2 a 
他 の 天 に 変わ る その 日 、( 注 22) 人 HON IE DY SY 
唯一 至高 な る アッ ラー の 御前 に 出 で 来 6 Oo 

| 
de 

50. 泊 は その 日 、 悪 人 ども が 鎖 で 一 緒 に 諏 が れ る 6 を 2 2 
あの Eb ©3 GB RS ag RNG 

51. 彼 等 の 着物 は 、 夫 も 湊 青 の 如く に し て 、 火 9 の タタ クッ タタ リッ クン 時) 

t トコ の 2 レ 4 
は 彼 等 の 顔面 を 包む 。 Od pI 2ob 
注 20 この 節 と 前 節 に は 、 学 想 び に し な か っ た だ … 万 の 精鋭 軍 を 連れ た 型 な る 聞 言 者 の メッ カ の 門 へ の 突然 の 


RE ガタ の の 着き まで も 本 


注 21 神 は 彼 等 の 邪 下 な 計画 を 全て 御存知 で 役 等 の 計画 を 徒労 に 終ら せら れる の で ある 。 
- 注 22 メッ カ の 陥落 し アラ ビア に 訟 いて の イス ラム の 樹立 は 、 詩 わ ば 、 新しい 宇宙 か 新天地 に 出現 し た 様 な 


も の で あっ た 。 古い 秩序 は 一 挿 き る れ 、 全 く 以 前 と は 興 な っ た 新しい 秩序 が それ ら に 取っ て か わっ だ の で ある 。 
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52. 


53. 


これ アッ ラー が 各 人 の な せる こと に 応じ て 

報い 給 う と ころ な り 。 げ に アッ ラー は 、 清 

算 す る に 迅速 な り 

こ は 世 人 へ の 訓 戒 な り 。 之 に よっ て 彼 等 が 
に 浴 し 、 和 警戒 し 、 

ある こと を 悟り 、 思 席 あ る 人 々 に 注意 せ し 

めん が だ め に 。 


彼 こ そ 唯 一 な る 神 で 


ンタ 6 タタ イッ ノ 994 29 cs の し し 。 
Nad Sb I SL 310A 
と アナ 2 タタ を る と 6 
@ oO 254505 衝 を 
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(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 包 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Oi sh 
で 
2。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ラ ー。( 注 1) これ 等 は 経 2 
[| wt EC [ 
典 の 計 館 に し て 、 事 理 を 解 胃 ナ る クル アァ ー "ジウ 3 es 
ン の 諸 節 な り 。 
3. 信 ぜ ぎ る 者 ども は 幾度 も 落 が わん 、 我 等 ム A RE 
スリ ム で あり ただれ ば 、 と 。( 注 2) i 
4 、 彼 等 を し て 好き な よう に 食べ 且つ 楽し ませ スタイン る 24 ラン EE NRE 
9 よっ りう りう 
て お (が よい 。 ま た 空しい 希望 を 抱い て 自 2 Si る 
6 欺 か し め ょ 。 や が て 彼 等 は 思い 知ら ん 。 OL5 
( 注 3) 
= 3 j] ア = 3: OI GL RE ECOAC ン 


4 ) を 置か ず に 、( 注 5) 滅亡 せしめ だ る こ 


な 

6. 如何 な る 民 も 己 れ の 連 命 の 期限 を 早め る 能 OO A 263 し 
わ ゎ ず 、 ま た 芝 を 延期 する 能 わ ず 。 

7. 役 等 は 云え り 、「 光 、 訓 戒 を 隆 き れ た る 者 よ 、 a 3 2 員 タス 


- げに 液 は 和 狂人 な り 。 
8. も し 液 の 言葉 真理 し あら ば 、 何 故 我 等 に 諸 OGASu) 
天使 を 連れ 米 6 ぎ る か が ?」 と 。 の 
注 1 われ は 一 切 を 知る アッ ラー な り 





注 2 この よう な 望み は 、 更 な る 導 言 者 の 時 代 に 実際 に 不信 者 に よっ て 表現 ふれ た と 記録 に ある 。 

注 3 この 節 の 意味 は 、 節 の 最後 で 述 べら れ て いる 不信 の 徒 の 望み ーー イス ラム 教徒 びあ っ た な ら ば よかっ 
だ の に 一 一 と いう 望み は か な えら れ な い 望 み で ある と いう 事 で ある 。 即ち 、 そ れ は 単なる 一 時 的 な 望み で あっ 
て 彼ら の 穫 の 欲望 は 世間 的 な 薬 し み ょ と 物質 の 獲得 で ある 。 


注 4 ここ で 言わ れ て いる 「 一 定期 限 ] と は 、 預 言 者 が 預言 し た よ うぅ に 敵 が 破滅 すべ く 定 あら 6 られ た 時 機 の こ 
と で ある 。 


注 5 「 品 」 と は 預言 者 が つか わる ふれ だ た 人 々 を 象徴 し て いる 。 型 な る 頂 言 者 モハ ッ マ ド の 「 邑 ] は 、 ク グル アー 
ン (6 :93) で 「 再 な る 邑 ] と 呼ば れ て きた 。 
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 ] 


9、 わ れ ら は 正義 の 必要 の た め 以 外 は 天使 を 降 RT ER 
sl dn 
し は せ ぬ が 、 降 し た る 時 は 、 不 信心 者 ども OE bb Va dn 


は 猫 子 せら れ ざ る べし 。( 注 6) 
10. げに 訓 戒 を 降 せ し は われ ら 自 ら な り 、 面 し OE EG 
て 、 わ れ ら は その 守護 者 と な らん 。( 注 7 ) 0 


1 われ ら は 流 以 前 に も 、 吉 の 民 の きま ざま な OES EE EAE CG 
集団 に 幾多 の 使徒 を 造 わせ り 。 


と 
Cst 


12. 然 れ ども 、 便 人 等 彼 等 至る や 、 一 人 と し @⑥625622 69 し し US と sas 
て 彼 等 の た め に 喘 笑 せら れ ぎ る は な か り 5 2 J 
き 。 

13. か く の 如 く 、 わ れ ら は 罪深い 者 の 心中 に 、 ツ ノッ 4 ン 
この 喘 り の 習 北 を 忍ばせ り も 。 cl oH 0 

14. 政 に 彼 等 は 、 普 の 人 々 の 先例 が あり た れ ど 、 oo059i 8 4082083 6 うお 559 
この クル アー ン を 信 ぜ ず 。 ウッ い ウッ ク タダ 


15. まな 、 た と いわ れ ら が 彼 等 の た め に 天門 を 7 ん シッ ン ンプ ルン ロ (2 4 交 が 
; | 1 区 
開き 、 自 由 に 登ら し ゆん と する も 。( 注 8) @ ll SU の つろ ED 
16. 彼 等 は 必ず 均 わ ん 、 「 だ だ 我 等 の 日 が 凡 惑 き の? タク タ の レル アオ メル 1 MO 1 ッ の ー タ 22 
'。 窟 1 
れ た に 過ぎ ず 。 窒 な 、 我 等 は 魔法 に か けら 5 OR EH TG 
れ た だ たり 」 と 。( 注 9) 





注 6 ここ で 不信 者 は 、 次 の り よ うに 告げ られ る 。 真理 、 正 義 、 知 恵 の 必要 に 従っ て 、 彼 ら は 神 の 前 を 受け る 
事 に な る だ ろう 。 天使 が 彼ら の 上 に 降り て き て 一 刻 の 針 予 も くれ な い だ ろ う 。 


注 7 この 節 で な され た タル アデ アーン の 保護 と 保存 に 関す る 約束 が 兄 事 に 達成 きれ だ の で 、 他 に 証拠 が な か っ 
た と し て も 、 こ の 事実 だ け で これ が 神 か ら の も の で ある と 証明 する に 充分 で ある 。 当 将 は メッ カ で 啓示 きれ た だ 。 
その 時 、 型 な る 人 頂 言 者 と その 信奉 者 の 命 は 深刻 な 危険 に きら きれ て いて 、 敵 は 簡単 に 新しい 信仰 を や つぶ す 事 が 
で きる か の よう に みえ だ 。 し か し 、 を の 時 、 不 信者 は その 和 新しい 信 全 を 械 計 す る よう 挨 ま れ た 。 そ し で て 往 は 、 
神 習 ら が その 保護 者 で ある か ら 、 不 信者 の 計画 を 並 し と る きれ な い 引 、 次 告 き る れ な だ 。 神 か ら の 挑戦 は 明白 で 絶対 
的 な も の で あっ て 、 英 が 強く 《、 無 茶 苦 茶 な 事 を し か け て き に も か か わら ず 、 ク ルアー ン は 改悪 さき れず 、 書 き 入 
れ さ れず に 残っ た な 。 そし て それ 以来 いつ も 完全 に 安全 に 等 られ きだ 。 クル アー ン の この 特質 は 、 ど の よう な 聖 
な る 書 と も 共有 る れる も の で は な い 。 イ スラ ム に 対し て 英 意 を 持つ こと で 名 高い 批評 守 ウ ィ リ アム ・ ミ ュ ア 卿 
は 決 の よう に 述べ て いる 。「 ク ルアー ン の すべ て の 節 が モハ ッ マ ド 自 身 の 手 に よる も の で 、 全 く 変 た られ て いな 
いと ほとん ど 確 信 し て も よい 。… の | 我々 が 、 今 、 手 に し て いる クル アー ン は 、 完 全 に モハ ッ マ ド 自 身 が 使っ だ 
成文 た 回 じ も の で ある し と 保証 びき る 。…… この 純粋 な クル アー ン と 、 他 の 経典 を 比較 する こと は 、 共 通 点 を 持 
た な い 者 を 比較 する こと で ある 。] (人 (モハ ッ マ ド の 生涯 」 の 序論 )。 ド イツ の 僅 大 な 東洋 学者 で ある フル デ ク 教 
授 は 次 の よう に 書い て いる 。 [クル アー ン に 後世 の 書き 込み が ある と 証明 し よう と し だ ヨー ロッ フク パ の 学者 の 試み 
は 失敗 し だ (Enc. Brit) 。 二 、 三 年 後 、 ク ルアー ン の 純粋 性 に 誤り を 見 出す 事 に 完全 に 失敗 し だ ミン が ナ 博 士 は 、 
反対 に 、 す べ て の 経典 の 中 で クル アー ン だ けが 、 全 く 〈 く 書き込み も 改変 も きれ て いな いと いう 主張 を 容認 し た 。 


注 8 この 節 は 、 も し 神 が 神 の あわ れ み の 門 を 開け て 前 を 与 を な いと し だ ら 、 不 信者 は 、 神 の 方 に 同 か な い 
で 、 物 質 的 繁栄 や 楽し み を 得る の に 一 生 了 命 に な る で あろ うと の 意味 で ある 。 
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第 上 丘 交 と ジル 


第 一 項 、 Ms の ンク タッ トン ン ン き イン ン Oe 
17. われ ら は 天上 に 星座 を 設け 、 仰 ぎ 見 る 者 の VS er 


だ め に 之 を 飾り 装 え り 。 ( 注 10) 





18. 征 し て われ ら は 、 石 も て 追わ れ た る すべ て < 
ar ・ Ll 
の 部 麻 か ら 放 を 護り た り 。 ( 注 11) (22 $s ーー 
19、 姿 み 聞 き し 、 芝 を 窒 昌 す る 者 あら ば 、( 和 DI CEN GE 
Oe da lS yale 
12) その 者 は 流星 に 追い か けら れる 。 os 
20. ま た 、 わ れ ら は 大 地 を 伸 べ 広げ 、( 注 13) で イン の 5022 は イータ 6 
: に S 人 91 う OORI N 
を こ に 揺 が ぎる 山々 を 据え ん 、 を こ で すべ て (ンク 63 あら 
a ルク プ 
CN も と に 生 ぜ し め た Oo おる 2 Ge 
り 。 ( 注 14 


さき 


21. われ ら は を そこ で 、 お 前 だ た ちの だ た め に 生活 の 2 1 2 8 る ACT 


道 を 与え 、 お 前 た ち が 扶 差 せ ざる も の に も 
之 を 与え た り 。 OS 





注 9 不信 の 徒 は 、 精 神 的 な 事柄 か ら あ まり に ちか け 護 れ て し まっ て いる の で 、 た と え 民 な る 頒 言 者 が 総 験 
し た 寺 的 体験 や 、 彼 が 到達 し た 霊 的 視野 が 多少 な り と も 得 ら れ た と し て も 、 不 信 の 徒 は これ を 信 ぜ すず 廃 法 や 妖 
術 の 冬 循 に な か っ だ と 言っ な こと で あろ う 。 


i: 10 ここ で 述べ られ て いる の は 、 夜空 の 商 星 や 恒星 の 美しき だ け で は な い 。 それら が 剤 造る れ だ 僅 大 な る 
目的 が 16 : 17 や 67: 6 と 同じ 様 に 以下 の 節 で も 述べ られ て お り 、 星 の 美しき は その 像 大 な 目的 の 成 跳 に ある 
の で ある 。 


注 11 この 節 で は 、 物理 的 世界 で は 、 趣 意 を 持ち が ちな 人 人 が ある 種 の 影響 力 や 力 を 行 便 し て 他人 を ある 程度 
得 つ ける こと は で き て も ぅ 、 天 の 祝福 、 即 ち 、 星 の 人 全 な 彫 響 を 完全 に 奪う こと は で き な い と 述べ て いる 。 同様 
に 、 霊 的 世界 に お いて 「 サ タン 』 は 預言 者 や 他 の 信奉 者 を 支配 する 事 が で き な い の で ある ( 当 音 43 人 節 )。 こ の 
節 で 述べ られ る 「 サ タン 」] と は 、 預 言 者 か ら 雌 れ て 神 と 連結 し よう と する よう なか 不信 の 徒 の こと で ある (14— 
16 節 )。 こ の よう な 人 に 対し て 、 夫 的 天界 は 真 に 守ら れ て いて 、 天 国 の 門 は 閑 じ られ て いる 。 


注 12 [盗み 閉 き し 」 と は 、 預 言 省 の 教え を 自分 の 教え の ふり を し て 提言 する よう な サギ 行為 の こと で ある 。 
彼ら は 、 聞 言 者 の 教え に 何ら 新しい も の は な 〈、 彼 6 自身 が 預言 首 の 持っ て いる 知識 へ の 入口 を や 知っ て いる と 
人 々 を 信じ きせ る よう に する こと で 人 を 拓く の で ある 。 又 、 当 節 で は 、 役 ら が 一 文脈 か ら 一 節 を むし り 取 っ て 、 
間違っ だ 解説 や つけ て 、 そ の 意味 を 曲解 する こと で 末 朴 な 民衆 を 鞭 こ うと し て いる と いう 意味 で も ある 。 ま だ 
「 之 を 外 曲 する 者 ] と いう 言葉 か ら 、17 節 の 「 天 上 |] と は 寺 拘 秩序 を 代表 し て いる の で あっ て 物理 的 な 天上 を 
指し て いる 訳 で は な い 事 が は っ きり わか る 。 


注 13 二 っ の 意味 が こ は 考え られ る 。 即 ち 、 神 は 地球 を 非常 に 大 きく 信 ら れ だ の で 、 地 球 が 丸い の に 人 人 々 
は その 丸 き に 不 自 由 を 感じ な い 、 と いう 事 。 叉 、 神 は 肥料 で 上 を 肥え きせ だ 、 の 高 味 で ある 。 天 文学 の 研究 か 
ら 、 地 球 は 限 石 や 限 石 の か けら と し て 地球 に ふり そそ で 星 の ゆか けら か ら 新 し い 力 と 肥料 を 得 続け て いる と いう 
事 が 明らか に な っ て いる 。 


注 14 地球 は 食物 を 育て る の に 充分 な 水 を 必要 と し て いる 。 この 日 的 の た め に 神 は 水 の 貯 蔵 庫 と し て の 山 を 
創造 きれ て 、 雪 の 形 で 水 を 貯え 、 河 の 形 で 地上 に ホホ や 分 配 き れ た 。 
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22. われ ら の 手許 に は 、 . 無 限 の 財 室 の 如く 、 


Tusy ン ンタ イクス ン ン > る ダイ の 
いも の と て な し 。 面 し て われ ら は 、 ジャ ー 9 やら う SE の 2 )3 
定 の 分 量 ず つ 授 け 与 う 。 ( 注 15) の zi る 
< シン 
23. われ ら は 雨雲 を 座 ん だ 風 を 送り 、 法 か ら 雨 シレ イン ン ンー レタ イン レニ ュ ン レン フアン 
ク A AR La 2 ブラ ョ ュ ン 
を 降ら せ 、 お 前 た ち に 之 を 飲ま し む 。 ぉ 前 NI EH AL う 
た ち は そ の 水 の 貯 蔵 者 に 非 ず 。 @ の 4 (Cg 2 
24. 生 を 与え 、 死 を 生 ぜ し むる は げに われ ら な I タラン ン タッ タレ ーッ ター タッ ン イ [と 
し か = し < rE ~ し Lt 
り 。 面 し て われ ら は 、 高 物 の 唯一 なる 相続 DOH NO I CII GT on ls 
者 な り 。 ( 注 16) 

25. われ ら は お 前 た ちの 中 で 率先 垂 範 す る 者 を (< 8 レ と の の A ン ぅ AS ンタ くう 殺っ 
GAAS こり デ う 


知り 、 ま た 誰が 落 後者 か を も 知る 。 


26. 波 の 主 は 、 いずれ 彼 等 を 一 斉 に 召喚 せん 。 gic る ちり 9?9 ぁ レレ ンク クン ング 
クタ タス て も の で ィ ン 
げに 彼 は 臣 折 に し て 、 一 切 を 知 ろ し めし 給 Oe oo BASE A OS 
フゥ 
第 三 項 


27.、 わ れ ら は 、 有 泥 で 珍 ど っ た 乾 け る 陶土 で 人 。 に <g3JLG1o 6oGME 設 う 

聞 を 創れ り 。 ( 注 17) - a 
CIO 
注 15 神 は すべ て の も の を 無限 に 所 有る きれ て いる 。 し か し 神 は 了 り な い 慈 流 の 心 で 、 人 が 和 真 に その 物 を 求め 
る 時 に だ け 特 定 の 物 に 心 を 向け る きせ る よう に きれ だ 。 物質 的 な 宇 市 と 同様 に 、 ク タル アー ン は 霊 的 宇宙 で あっ て 、 
その 中 に 時 の 要求 に 従っ て あら われ て 〈 る 圭 的 知識 の 隠さ れ た 宝庫 が ある 。 








注 16 大 きか な 改 革 が クル アー ン の 教え を 通し て も だ た らき れる 。 古い 規律 が 死に 、 真 の 信徒 が 地 を 継ぐ で 事 と な 
る の で ある 。 


注 17 [ 乾 け る 陶土 ]」 か ら 人 が 創造 きれ だ と いう 事 の 意味 は 、 人 人 が 言語 の 資質 と 恩恵 が ひそ ん で いる 物質 か 
6 創造 きれ た と いう 事 で ある 。 この 事 は 、 人 は 天 の 声 に 応答 する 力 を 与え られ て いる と いう で も ある 。 し か 
し 、 乾 ける 陶土 は 、 異 質 の 何 か に 打 た れ た 時 に だ け 音 を 発する の で 、 こ の 藻 の 癌 味 は 人 が 応答 する カカ は 、 神 の 
呼び か け を 受け る こと を 条件 に し て いる 事 を 示し て いる 。 こ の 資質 が 人 間 を すべ て の 創造 物 の うち で 最も 優れ 
た 存在 に し て いる 。 暴 泥 と いう 癌 は 、 人 が 黒い 泥 叩 ち 、 土 と 水 か が ら 創 られ だ と よい う 事 を 意味 す る 。 土 は 身体 の 
源 で あり 、 水 は 魂 の 源 で ある 。 他 の 場所 で クル アー ン は 、 土 と 水 を 別々 に 、 人 人 が 創造 きれ た 物質 E し て 述べ て 
いる (3 :60:21:31)。「 乾 ける 陶土 ] と よい う 語 と 「 量 泥 」 ょ いう 語 を 巡 震 す る こと で 、 ク ルアー ン は 、 他 の 
生物 が 黒い 泥 、 即 ち 土 と 水 だ け か ら 6 剣 られ た (それ ら も 示 開 発 の 魂 を 持っ て いる の で ) の に 対し 、 人 は 乾い だ 
土 、 即 ち 言 語 の 賜物 と 結合 し た 虹 い 泥 か ら 剣 られ て いる 事 を 指摘 し て いる 。 人 間 は 又 完 全 な 形 に 「 形 ぼら れ ] 

て いる (95: 5)。 当 節 の 意味 は 神 が 二 に 息 を 吹き か けら れ だ 時 、 土 が すぐる まき 生き る 物質 に な っ だ と い う 事 で 
は な い 。 ク ルアー ン が 繰り 返し て 述べ て いる の は 、 宇 宙 の 創造 は ゆっ くり と 行わ れ た と いう 事 で ある 。 この 招 
で は 、 人間 の 創造 の 第 一 段階 や 述べ て いる だ け で あり 、 人 間 の 信 造 の 他 の 段階 は 30 : 21、 35 : 12、 22 :6 、 23 :15、 
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28. し た が その 前 に 、 燃 えき か る 秋 か ら 妖 震 を 2 る 1 まっ 。 る 。 312 アレン テ ン ッ 
6 i 8 Do dE CIS 
a te 


29. 流 の 主 が 諸 天 合 に かく 均 える 時 を 思い 起 1 (620 1 3( CU FE ン 
こ tr アデ “J 

せ 。「 わ れ は 早 泥 で 形 ざ っ た 乾 け る 陶 二 て 人 ター 2 0 

間 を 剣 らん と す 。 の oe し 2 22 


30. きれ ば 、 わ れ 之 を 完成 し 、 わが 科 を 彼 に 吹 438 と の の 2 らら る EE 
き 込 みた らん 時 、 溢 等 地 に 平伏 し て 彼 を 振 


せよ | 〇 の 
31. され ば 諸 天 使 、 す な わ ち 一 岩 に 叩 曲 せり 。 OKA AZ TS 
32. し か る 9 に 、 イプ ブリ ー ス だ け は な る ざり き 。 

彼 は 邑 頭 者 の 促 間 に 加わ る こと を 拒み た CRE 

り 。 ( 注 19) 
33. 神 は 交え り 、「 イ プリ ー ス よ 、 皆 と 僅 に 中 頭 の の ue GII 2 6 

せ ぬ と は 如何 な る こと ぞ ?」 と 。 ( 注 20) 


NN 黒 泥 で 彩 ど っ 29 EE 
ご 乾 け る 陶土 で 創 ら れ し 人 人 間 如 き に 平伏 し dC 2 3 IS 


aw 凍っ eee 


用 








40:68 に 述べ られ て いる 。 人 大間 が 土 か ら 創 られ だ た よい う ク ルアー ン の 説明 は (この 事 は 、 人 間 創 造 の 長い 
過程 は 圭 か ら 始 まっ た だ と いう 意味 で ある )、 現在 で も 人 の 食物 が 土 か ら 直 接 に 、 間接 に 生み 出さ きれ る と いう 事実 
か ら る 確証 きれ る 。 こ の 事 は 土 に 含ま れる 物質 が 人 の も と を 形成 し て いる 事 を 示し て いる 。 何故 な ら 、 こ の は よ 
2 な 事 が 起こ ら な か っ だ な ら ば 、 人 は 土 か ら 栄 養 を 取る こと が な か っ だ で あろ うか ら で あ る 。 それ は 、 生 物 を 
形成 し て いる も の だ けが 栄養 を 与 も を る こと が で きる か ら で 、 そ の 他 の も の で は 消費 し た 分 を 補給 する 事 は で き 
な い 。 


注 18 同じ よう な クル アー ン の 表現 で ある 、「 人 は あわ た だ し き (性 急 き ) か 6 創 ら れ て いる (21 : 38) が 、 
実際 に が 人 性急 きか ら で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる の と 同様 に 、 こ の 節 で も ジン が 秋 の よう な 性 
買 を 持っ て いる が 、 実 際 に 秋 で で き て いる わけ で は な いこ と を 示し て いる 。 こ の よう に 土 か ら の 創造 、 あ る い 
は 炎 か ら の 創造 と いう の は 比 座 で あっ て 、 それ ぞ れ に 、 お と な し く て 従順 な 性 質 、 烈 し く て 燃え る か る 気質 を 
表し て いる 。 

注 19 。 神 が サタ ン を 部 せ られ だ ( 当 章 35、36 節 ) の は 、 天 使 に だ け 命 じ ら れ た 命令 を 実行 し な か っ だ か ら ( 当 
章 29、30 節 ) で あり 、 天 使 に 与え られ た 命令 は 、 自 動 的 に 天使 の 権威 に 服 す る すべ て の 補 造 物 に 適用 きれ る か ら 
で ある 。 グ クル アー ン の 他 の 箇所 で 、 天 使 た もち へ の 命令 が イプ リー ス に も ぅ 適用 きれ る 事 が 明 苫 きれ て いる (7: 
12、13) 。 


注 20 テア ラビ ア 語 の 表現 で は 次 の 問 味 に 取る こと も で きる 。「 何 を 送 っ て いる の か 。」』 な ぜ 、 従わ な い の か 。] 
[いったい どう し た と いう の か 。j」 
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ns ee ロロ ーー に サ る ? ン 2 4 ン 
35. 神 は 云え り 、「 さ る れ ば ここ より 5 出 で 法 れ 。 げ @ Go EL < る 
に 液 は 拒否 きれ た り 。 
36. され ば わが 呪い を 、 液 は 最後 の 審判 の 日 ま OR TC A < 1? 
で 背負 わき れん 」 も 。 
37. ゴイ プ リー ス は 寺 え り 、「 手 よ 、 な か な ら ば 役 を イッ タン ツ タラ ン 0 イロ 
5 の いつ 
人 々 が 至ら きれ る 日 まで 獲 平 し た まえ ] と 。 Oda LIS の は ds 
( 注 21) 
に ュ ー Ds * ュ テー トク 229 し イィ レン ラ 
38、 神 は 云え り 、「 液 は 氏 予 を 与え られ だ 人 々 の | 22 CE 
中 に 加え ら る 。 
es 、 Si RE タタ ンタ ーー 2 タン ター ラン ュ 
39. られ た だ 時 限 の 、 その 日 まで 』 と 。 ( 注 GP "1 こう 2 | 
40. イプ リー ス は 答え り 、「 主 よ 、 液 は 我 を 迷わ > T(z 
SI2_ N G 
せ た だ が 故に 、 我 は 必ず 地上 に お いて 、 正 道 0 A OV Sl シシ ら り 
か ら 踏 みな はず すこ と を 人 問 の 目 に 美しく 映 SE 
ぜ し め 、 蔽 く 彼 等 を 迷わ し めん 。 
41. 人 々 の 中 か ら 流 が 特に 選び た る 僕 等 を 除い の ue 4 も EY 
て | E。 
42. 神 は 云 た り 、「 こ は われ に 宝 る 正しき 道 な タッ ンタ ス 
D 。 2 CA UN di 
43、 液 は 、 液 に 従う こ こと を 選 る 映 を 誤 れ る ン る a グー の ダー の タイ し の > る 
1 【] 1 
者 以外 は 、 合計 の MS co 3 Io oN Ele 
と 。 ( 注 23) BG 2 la! 
44. げに 地獄 は 、 彼 等 一 周 へ の 約束 の 場所 な り 。 な レッ ー アラ グゥ の タ ゥ ンプ ンス ウッ デン ン 
RR NN 
45. 地獄 に は 七 つ の 門 あり 。 そ の 各々 に 割当 22 2 需 9 フタ ンチ レッ ン ィング イ 
て られ た 役 等 の 一 部 あり 。 ( 注 24) の の 2 ポン ウ タダ "ey 
注 2 1 [ 々 が 時 りき れる 日 まで 」 と いう 文 の 意味 は 、 神 の 安らぎ を 体得 し た 状態 に 連 し た 時 、 人 が 科 的 に 


生ま れ か わる 事 を 指す 。 そ の 時 に は 、 人 は サタ ン の 計 惑 や 霊 拘 随 落 か 5 まぬがれ る 。 軍 と サタ ン の 間 の この 会 
語 は 、 こ こ で 示 ぁ れ て いる よう に 、 比 只 に すぎ な い 。 


注 22 [ 定 あ られ た だ 時限 ]」 と は 、37 節 で 説明 きれ て いる よう に 、 項 詩 者 と その 信 替 者 が 最終 的 に 敵 に 打ち 勝 
つ 日 の こと で あり 、 虚 言 と を の 虚言 に 従う 者 が つい に 打ち 潰 き れる 叶 の こと で ある 。 


注 23 当 節 で は 、 信 の 性 質 は 本 質 的 に 純粋 で ある 事 を 吐 示 し て いる よう で ある 。 自分 帳 身 の 性 綿 を 乱 し す サタ 
ン に 従う こと を 選ん だ 者 だ けが 正しい 道 を 見 失う 。 こ の 考え は 91:11 で より 5 深く 説明 きれ て いる 。 


注 24 アラ ビア 語 で は 、70 と 同様 7 と いう 数 字 は 特定 の 数 で は な て 、 完 全 る や 豊富 る を 表わす ため に 用 いら 6 
れる 事 が 多い 。 この節 は 、 地 獄 の 門 の 数 は 、 罪 を 犯し た 者 の 罪 の 数 や 竹 類 に 対応 する だ け あ る と いう 意味 で あ 
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筑 四 問 
46. され と ど 、 公 正 な る 人 は 、 花 園 や 泉 の ある と ちっ タタ ンー コレ ラッ ェ ン 2 る 22 ン 
円 ②③ 内 a 1 
ころ に 住ま ん 。 OH os Gat ol 
小池 ” y= た = 入 ゴ _ レ メ 1 | Fs» 
47. NR に 、 安 心して その 中 に 入れ ] ( 注 eo 人 i 


48、 わ れ ら は 彼 等 の 胸中 より すべ て の 委 恨 を も 9 を 2 の 668 の 
り 除 か ん 。 さ すれ ば 、 彼 等 は 兄弟 の 如く な 2 


っ ュ ン を タタ 
9 て 、( 注 26) 倍 に 相対 し て 閑 に 第 きん 。 COL 


49. 彼 等 は を こ で 如何 な る 労苦 も 知ら ず 、 ま だ A CE 2 る を 
を こ を 追わ れる こと も な か る べし 。( 注 Os の あるこ 


27) 
50. 預言 者 よ 、 わ が 僕 等 に 告げ け ょ 、 わ れ は 実に BCR 
寛大 に し て 、 慈 悲 深い 者 な る こと を 。 
51. また 、 わ が 短 罰 は 実に 痛烈 で ある こと も 。 CN AR WI 
52. 大 し て 、 彼 等 に アブラハム の 質 客 に つい て ODN GE ES 
諸 れ 。 


53. 客 た ち 彼 を 訪れ て 云え り 、「 平 安 あ れ 」 上 。 ・ を < (21 4G GG ES 


アプ ブラ ハム は 云え り 、「 我 等 は 長 方 が た を 恐 


る 」 と 。 ( 注 28) ‘eis 
54. 彼 等 は 云え り 、「 恐 る る な か れ 、 我 等 は 流 に 時 a 2 。 
賢 き 男子 の 嬉し い 知 ら せ を も だ ら せ り 」 と 。 a ss en RI 











る 。 7 と いう 数 は 外界 に 対応 する 7 つの 感覚 、 即 ち 、 視 覚 、 聴 覚 、 順 覚 、 味 覚 、 触 覚 、 そ し て 病み を 感じ る 感 
党 と 気温 を 感じ る 感覚 の こと で も ある 。 それ に よっ て 人 は 外界 を 感受 する 。 


注 25 [ 心 安 ら か に | 安全 に 入れ と いう こと は 、 を それぞれ 人 人 の 心 の 中 に 食い 込む 内 的 心配 か がら の 自由 、 外 的 
革 痛 と 前 か ら の 自由 と いう 事 を 表わす 。 


注 26 刺 に 天国 の 生活 を 楽し ん で いる と 言え る 人 は 、 を の 心 の 中 に 上 兄弟 に 対す る 敵意 や 悪 齋 が 全く な い 者 だ 
け で ある 。 


注 27 この 節 は 、 天 国 と は 絶え ず 働 き 続 ける 場所 で ある 事 を 意味 し て いる 。 し か し 、 そ れ に も か か わら ず 、 
信徒 は 汐 し い 仕事 に つき も の の 疲れ を 全く 感 ぜ ず 、 従 っ て 天 れ の 結 虹 生 ずる 消耗 や 衰弱 $ ぅ な い の で ある 。 


注 28 使い の 者 達 は 半 し 迫っ た 大 惨事 の 報せ を も だ らし た 為 、 寺 し み と 起 嘆 が 、 は っ きり と 表情 に 表 わ れ て 


いた の で あろ う 。 ア ブラ ハム は 彼ら の 困 盛 し た 表情 か 6、 又 、 彼 ら が 差し 出る れ た 食事 を 日 に する 事 を 拒否 し 
た 事 か ら そ れ を 悟っ た の で ある (11 : 71)。 
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55. 彼 は 云え り 、| 我 齢 すでに 老い た る に も か プッ タロ フタ シン ン の る る タク イン > う タタ イン ン と 
か わら ず 、 詳 し い 知ら せ を 屯 に う 4 か ? PO 交 の 1 SE GLH IG 
何故 貴方 が だ は か か る 知ら せ を 我 に 与 う る 
か ? 」 と 。」 


56. 彼 等 は 忘 え り 、「 我 千 : ぃ 本 当 に - 流 に 嬉し い 知 389 Ge タク トス 1 る レン る 
ら せ を も た ら せ り 。 さ きれ ば 絶望 る 者 の 一 人 ORANG RV EL LE 
と な る な か れ | と 。 


ッ 
aw 


GR 


57. 彼 は 云え り 、「 迷 える 者 に 非 ず ば 、 誰 が 主 の SANE DR I 
慈悲 を 諦め 得 よう か ?」 と 。 Mr So ESO 
58. 更に 語 を つい で て で 、「 と ころ で 、 使 者 た ちよ 、 0 2 レン 人 セア ョ ンプ 


貴方 が た の 使命 ほ 上 は を も 如何 な る も の 
ぞ ? 」 と 訳 け ば 、 


59.「 我 等 は 罪深い 民 の ほ と こ ろ へ 赴 〈 途 中 な り 。 a CS | il 
60. 但し 、 ロ ト の 一 家 は 除く 。 我 等 は あの 一 家 SR 2 ッ っ ク クタ レン 1 1 4 
は 全員 救 わ ん と 欲す れ ど 、 NIL JI 
61. ロト の 妻 だ け は 例外 な り 。 我 等 は 、 彼 女 が と ィ ッ CC 2 
° Cd に い 
後に 居 残 る 者 ども の 仲間 に 加わ らん こと を DENS BV IIS A 8 
定め た り 」 と 役人 等 は 云え り 。 
っ 
2. 使者 た もち が 2 リラ オン 20 トメ レン に ン ン 
62. 使者 だ たち が ロ ト の 家 を 訪ね る や や 、 ® ol 3 UM 中 
63. ロト は 云え り 、「 長 方 が た は 見 な れ ぬ 人 だ も OL る 人 
じゃ 」 と 。 ( 注 29) | 
64. 役 等 は 云 を 4 り 、}! る よう 、 し か し 我 等 は 人 々 ンタ マッ ン 9 


DORIA LE LE 


GR 


が 疑い を 抱く こと に 関し て 、 天 削 の 知ら せ 
を 液 に 持ち 来 た る な り 。 
65. 我 等 は 次 に 確実 な 知ら せ を も た 6 せり 。 我 ンタ に の 
BS 
等 の 言葉 は 真実 な り 。 CR Te 


66. さ れ ば 、 夜 の 明け ぬ 間 に 、 家 族 と 共に 出 で 2 な 2% セン nn 人 こ を 
立ち 、 液 は 家族 の 最後 尾 に 従え を 。 前 た ち ct うり gdb 


= ょ る ミロ 人 ン ッ タン 3 る タン ッッ る イィ る 

EN TR NSR OOS Co laal 3 Oe. Le 
た だ 命ぜ られ だ 方向 に 進め ] と 。 

注 29 ロト は この 人 人 だ ち も は 単なる 旅人 で 、 た また さそ の 場所 を 訪ね た に すぎ な いと 思っ か た 。 

注 30 「 誰 $ 後 る を 振り 血 か せ ず ] とい う 言 葉 は 比 只 的 に 使わ れ て いて 、 後 に 残さ きれ だ 人々 に 気 を と られ ず 、 

前 向き に 進ん で いい よう に と いう 記 味 で ある 。 
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67。 か くし て われ ら は 、 こ の 民 が 朝 ま で に 根絶 6 シン RW (OCN と 
きれ ん こし と を 、 そ の 決定 を ロト に は っ きり て 8 次 も SLA NN Ll EK233 
ー > ょ 。 2 > 4 
と 伝え だ y GI 1 
々 吉 2 タ 。 フアン $5 
68. 都 の 人 々 は 歓喜 し て 集まり 米 た れ り 。 ( 注 の OS る 5 いっ UKp る 
31) 3 * 
69. ロト は 云え り 、「 こ れ な る 方 々 は 我 が 客 人 な る 府 拓 る (の 
り 。 さ れ ば 我 に 恥 を か か せる な か れ 。 RW oa LG 
70. アッ ラー を 虹 れ よ 、 我 を 俺 圧する な か れ ] 
と 。 Oo の あ 2 人 (8 06 
71. 彼 等 は 云え り 、 「 我 等 は 液 に 如何 な る 民 も 5 レン ンク 
鈴 待 すこ と を 禁じ た る に 非 ぎ る か ? 1 と 。 OEE A DG 
72. ロト は 芯 え り 、「 お 前 た ち が 是 非 と いう な 5 , 
ら 、 こ こ に 十分 な る 保障 、 我 が 娘 ら あり ] ERR RC 
と 。 ( 注 32) 
73. 音 っ て 云う 、 彼 等 は 狂乱 し て 迷 誤 の 中 に TO ン の の Ce] 
従 往 す 。 4 の る 
74. か て て 、 彼 等 は 徐 叫 に 大同 に 見 舞 わ れ た 5 。 a EE A 


タン ン 2M3 0 字 イ プ ィ (ノン ソン ンス 
75.。 わ れ ら は あの 都 を 上 哲 し 、 住 氏 の 上 に 焼い 255 A ES AA 


た 胡 石 を 雨 ほ 降ら せ た り 。 


76. げに この 中 に は 、 物 事 に 関す る 人 々 へ の き ブラー ロン ンタ 9 ーー リデン ロリ 5* ン 
の nt ご 5 
ま ぎ ざま な 神 兆 あ り 。 OO EY GE 
77。 し か も 、 こ の 都 の 跡 は 、 今 な お その まま 申 ロン (2 
: 傍 に 横 た わ れ り 。 ( 注 33) ns クッ ン と の 
78. げに この 中 に は 、 信 ずる 者 へ の 一 種 の 表 微 9 4 88 
あり 。 a 2 の き の 








注 31 ロト は 人 々 か ら 、 見 知ら ぬ 入 を 町 に 人 れる な 上 言 われ て いた の で 、 ロ ト の も と へ お 客 が 来 た と き 

ト が 彼ら の 菅 告 に も か か わら 6 ず ち お 客 を も て な し て いる の を 非 黄 し て や ろう と 思っ て 、 Re 
た 。 

注 32 11 章 79 節 参照 

注 33 ここ で 言及 きれ て いる 道 、 則 ち 、 ア ラビ アシ リア を 結ぶ 道 は 今 な お 使わ れ て いる 。 こ の 道 は 死海 に 
治っ て 通じ て いて 、 地 方 の 人 た むち に ロト の 海 (The Sea of Lot) と し て 知ら れ て いる 。 
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79. 証し て 、 森 に 住む 民 も また 不義 な す 従 5 閉 な 3 | 4 ン 区 | 
りき 。 OR NY CCO 


80. きれ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 懲らしめ ゅ だり 。 こ 
れれ 等 の ご 都市 の 跡 は 、 今 な お 天下 の 公道 治 
い に 在り 。 ( 注 34) 
第 六 項 
81. ヒ ジル ( 注 35) の 住民 も 使徒 だ た ち を の A 3 
庶 妄 家 と し て 過 せ り 。 ルリ ro 


82. われ ら が 数 々 の 神 兆 を 除 し た る も 、 彼 は 0 CI 
ツン に 注意 を 向け ざり き oe es 


ER A TO 
せり 。 ( 注 36) 旧 “9 3 


oo は CC CS 


し か 

84. 然るに 式 る 朝 、 彼 等 は 天 財 に 見舞 わ れ だ たり 。 の oe ae SE 
( 注 37) 2 

85. 5 人 人 1 と 9 2 ッ > クッ ン 1 く 
面 し て 、 役 等 が 含ま で 築け し も る の は 、 彼 苦 ②③ co 5 は a タ 1 A 


の だ た だめ に な ん の 役 に も 立た ぎり き 。 
86. われ ら は 天 も 地 も 、 その 問 に あ る - 切 の も Ni レダ シン アー デジ ラグ 2 ジウ アン 
PD | w sl | アン 
の を 真理 に 基づか ぎる 以外 は 創造 せ ぎ 5 NN 


き 。 げ に 審判 の 時 刻 は 近づけ り 。 き れ ば 、 Rf 28 る 2 a 459 
潜 寛 大 な 心 を も っ て 容赦 せよ 。 ( 注 38) RR 2 





注 34 ロト の 町 の 場合 、 街 道 は 「 今 な お な その まま 路傍 に 械 た われ り 。」 と 記さ きれ て いる ( 当 査 77 節 )。 こ れ は 
未来 も 存在 し 続け る だ ろう と いう 預言 を 意味 し て いる 。「 森 の 人 」 (The People.of the Wood) の 住居 の 場合 、 
道 は | 開か れ た 道上 呼ば れ て いた 。 ア ジア と エジプト を 結ぶ 古い 道 は (「 開 か れ だ た 】 と いう 語 は 、 その道 が 隊 
商 に よっ て 使わ れ な く な っ た 今 で も な お 人 存在 し て いる こと を 含 薄 し て いる 。) 最近 、 隊 商 に は 使わ れ な く な っ だ た 。 


注 35 ヒジ ル ( 石 の 意 ) は タグ プー ク と メデ ィ ナ の 間 に あ り 、 こ こ に 住ん で いた タム ー ド 族 に 彼ら に 稀 告 を 与 
える 者 と し て サレ ー が 遣わ る きれ た 。 を その 町 は 大 き な 石 造り の 町 、 石 の 璧 と 城壁 で 胃 ま れ て いた 為 、 こ の 名 前 で 
呼ば れる 様 に な っ た 。 


注 36 この節 で は タム ー ド 族 は 文明 化 き れ た 強力 で 裕福 な 集団 で あっ た 事 を 示し て いる 。 彼ら は 夏 と 科 に 
別々 の 保養 地 を 持ち 、 安 全 で 快適 な 生活 を 送っ て いた 。 夏 、 高 原 に 保養 転地 の た め に 出かけ て 冬 の 住居 を 離 
れる 時 で きえ も 、 他 の 地区 の 住民 か ら 攻 撃 き れる と いう 心配 は 全て な か っ だ た 。 この節 で は 又 、 彼 ら の 建築 が 非 
常に 発達 し て いた こと が 、 示 る れ て いる 。 


注 37 この 節 で 言及 され て いる 大 棒 事 は 地震 で あっ た 事 が 7 :79 に 明らか に きれ て いる 。 


注 38 宇宙 の 合造 と を そこ に 行き 渡っ て いる 素晴らし い 設 計 と 秩序 は 、 入 生 が この 地上 だ け の か り そ め の 短い 
存在 に 限定 る きれ て は お ら ず 、 僅 大 な 目的 を 有 し て お り 、 人 は だ だ は ほん の し ば らく の 間食 べ て 飲ん で 楽し い 過 ご 
し それ か ら 永 遠 に 死す る た だ め に 創造 きれ た 訳 で は な いと いう 、 紛 れれ も な い 結論 へ と 導い て ゆく 。 
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87. げに 液 の 主 こ を 至 尊 者 、 全 知 者 な り 。 


88 . 


89, 


90. 


91. 


92 . 


93. 


94 . 


95. 


96 . 


97. 


98. 


注 39 


即ち 、 


われ ら 6 は 液 に 不断 に 繰り 返し て 唱え る で き 
七 つ の 節 と 、 偉 大 な る クル アー ン を すでに 
授け だ り 。 

液 、 わ れ ら が 或 る 類 い の 者 に 授け た る か り 
そめ の 楽し み に 、 目 を 見 張り 、 ま た 彼 等 の 
だ た め に 心 を 悩ま す な か れ 。 それ よ り ち も 液 の 
慈 叶 の 翼 を 信徒 た な ち に 低く 垂れ よ 。( 注 
39) 


面 し て 云え 、「 我 は 疑う 余地 な き 警 告 者 な 
り | と 。 

な ん と な れ ば 、 わ れ ら は 液 に 逆 っ て 林 つ も 
の 集団 に 分 れ た 者 ども に 加 を 科せ ん と 決意 
せり 。 ( 注 40) 


彼 等 は 、 クル アー ン に は 幾多 の 虚偽 あり と 
言明 せり 。 
きれ ば は 次 滞っ て 云う 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 一 同 


きき bb うめ 


を 許 明 せ ん 、 
彼 等 が 現世 で 何 を し て いた だ か と 。 

きれ ば 液 は 、 伝 達 を 命ぜ られ だ た こと を 定 揚 
し 、 多 神 教徒 ども か ら 遠 ざか れ 。 

われ ら は 必ず 喘 笑 する 者 ども に 対し 流 を 満 
足 さ せん 。 

彼 等 は アッ ラー と 仙 に 他 の 神々 を 並べ 立て 
る が 、 そ の うち 必ず 思い し らき れん 。 


われ ら は 、 液 の 胸 が 彼 等 の 云う こと の た だめ 
に 難儀 る きせ られ て いる こと を 知る 。( 注 
41) 
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この 第 で 真 に 重要 な こと は 、 聖 な る 頂 言 者 が 次 の よう に 告げ られ た と いう 事 で ある 。 


不信 の 徒 が 間もなく 罰せ られ て 、 彼 ら が 誇っ て いた だ すべ て の 滞 、 葉 栄 


る と いう 事実 を 嘆き 悲し むこ と の な いよ うに と 。 


注 40 


、 栄 光 は 彼ら に 続 の な いも の に な 


メッ カ の 住民 は 、 数 組 の 集団 を 形成 し て いて 聖なる 据 言 者 を 妨害 し て 邪魔 を する た め の 様 々 な 任務 を 
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た た えた 


99. 主 の 護 美 を 称え 、 主 の 御前 に 平伏 者 の 仲間 FE Ja GO 2 ン 。 2 ュ ン ン 
だ れれ 。 ひら の 

100. 前 し て 死 が 流 に 到来 する まで 、 主 を 償 拝 ENE E as 
し 続け よ 。 ( 注 42) ロス ユニコ 


+ 





それ ぞ れ に 人 負っ て いた だ た 。 双 、 そ の 集団 は 聖なる 項 言 者 を 殺す こと に 決め た 時 、 種 々 の 役割 を 割り 当て 6 れ た 。 
「 開 つも の 集団 に 分 れ だ た 者 」 と いう の は お ぉ 互い に 種々 の 義務 を 割り 当て た 人 々 」 の 意味 で も ある 。 


注入 聖なる 預言 者 が 嘆い た の は 、 不 倍 者 が 、 彼 を あざ 笑っ た か ら で は な く 、 彼 ら が アッ ラー の 神 と 他 の 神々 
ほ を 結び つけ た か ら で あ る 。 預言 者 の 嘆き は 一 方 で は 神 へ の ね た まし い 程 の 愛 で あ り 、 又 、 他 方 で は 彼 の 同胞 
に 対し て の 心から の 心配 で あっ た 。 


注 42 この 節 で は 、 聖 な る 預言 者 の 使命 の 主 な 目的 、 即 ち 、 神 の 調和 を 確立 する に 関す る 限り 、 そ れ 


は 成就 きれ つつ ある と いう こと を 主張 し て いる 。 彼 は 喜び に 満ち て 感謝 し な が ら 、 ed 神 に 心 か 
ら の 献身 あや る る ば げ ば て ひれ 伏 す の で ある 。 
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アンナ ハル 
(メッ カカ 啓示 ) 
1. 慈悲 深 て 、 恵 み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い De he 
て 
2 アッ ラー ー の 仰せ られ し こと は 近い 将来 に 必 RS CC < 
ず 起 る べし 。 ( 注 1) され ば 、 之 を 急ぎ 求む CE ひ の う も oS dh i! 
る な か れ 。 聖なる か な 、 彼 こそ は 人 々 が 彼 OR 
と 俳 せ 祀る 神々 の 上 に 高く まし ます 。 だ 
彼 は 僕ら の 中 で 嘉 し た る 者 に 、 役 が 命じ た (33 2 ン Lh 0 J 
a 彼 は 僕ら り 中 で 嘉 し た る 者 役 が 命じ Eo AA 


天使 6 を 遣わ し 、「 わ れ の 外 に 神 な し 。 きれ の 
ば ぱた だ われ の み を 、 主 護 者 と 崇め よ ょ と 人 々 I 52Me 2 
に 警告 せよ 」 と 仰せ られ 給 う 。 

の 2 ブラ タレ 


4. 彼 は 真理 に 基づい て 天 地 を 創造 せり 。 ( 注 Rb NE 


2) 役 こ を は 人 々 が 彼 と 併せ 祀る 神々 の 上 


2 99 

に 高く まし ます 。 Ou 

OBAMA Ak26 PC 

- 見 よ 、 人 間 は 公然 た る 反抗 者 な る か な 1! (KA oY! CC は 
Ce 


ンター ンク ノイ る チラー ン っ < っ AI 
6。 硬 し て 、 彼 また 家畜 も 創造 せり 。 お 前 た ち 395 9 i (NIS 


が 之 に 依っ て 暖か い 着 物 と 便宜 を 得る の み タレ 

な ら ず 、 を の 肉 を 食す る た め に 。 Se 
7。 タタ に 家斉 ら を 小 属 に 連れ 帰る と き 、 叉 朝 に の が 2 の 2 が る 区 2 

まき ば の eC OS ロ 

牧場 へ 送 い 行く とき 、 家畜 ら の な ん た る 美 © テン 

し きよ 。 





注 1 この 文 の 詞 味 は 、 不 信者 を 罰する 時 草 、 即 ち 新しい 時 代 の 到来 を 告げ る 時 期 が 既に 玉 て いる と いう 事 
で ある 。 


注 2 「 真 理 に 共 づ いて 」 と いう 意味 は 、 人 人 間 が 寺 的 に 改心 する 時 、 天 と 地 は 拐 力 し て 望ま し い 結 果 を 生み 
出す よう に 、 そ を それぞれ 決ま っ た 役割 を 持っ て いる と 考え て も いい し 、 又 は 神 が 天 地 を 創っ だ の は 人 間 の 関心 を 
神 の 方 に 向け る よう に 働か せる た めで あり 、 人 間 に 神 を お いて 完全 な も の は 何 も な い 事 を 知ら せる だ ゆで ある ・ 
と 考え て も いい 。 


注 3 神 は 明確 な 法則 に 従っ て 天地 を 剣 造る きれ た 後に 人 間 を 創り 、 そ の 導き 手 と し て の 啓示 を 下さ きれ た 。 神 
は と る に 足ら な いも の か ら 人 間 を 創造 きれ た に も ふか か わら ず 、 人 人 間 に 最 高 の 資 費 を 与 を られ だ が 、 人 間 は 神 か 
ら 賜 っ た 導き に よっ て 行動 し な いで 、 神 の 力 や 権力 を 疑い 始め た 。 
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第 1 六 牽 デン ナハ バル 


あま つき 


8. 剰 え 、 お 前 だ ち が 苦 労 せ ず に 達し 待 ぬ 遠い 計 4 RI CU (AN (WU (8 
所 に まで お 前 た 6 0 お 前 ウ ク 0 の ウル 


た ちの 主 は 憐 油 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 Des 5 Os) 


ら ば ちろ ば 
9. また 、 彼 は 馬 、 騒 馬 、 騒 馬 を お 前 た ちの 乗 AG 2 バン ンタ 0 フン i 3 
用 に 、 を それから 飾り と な す だ め に と 剣 ? 給 5 ウラ 5 0 JS 


えり 。 ( 注 4) きら に 彼 は 、 お 前 た ちがい ま OA 
だ 知ら ぎる も の を 創造 せん 。( 注 5) 


10. 正しい 道 を 示す は アッ ラー 次 第 な り 。 狗 且 ギィ イン の レレ ビュン し る 42 る セン 
する 道 も あり 。 鐵 し な が 6、 も し テッ ラー で みい の 向う 
欲し た り せ ば 、 お 前 た ち す べ て を 導き 得 7 66 で AI ( uo1 
り し 管 。 

第 二 項 


11. 彼 こ を は 守 か 6 ら 水 を 降ら せ 給 える 御方 。 セ dy KC et (2 ey る 呈 人 る ノ ぁ 
前 だ ち は そ れ を 伯 み 、 また お 前 た ち が 家 考 A a ‘ 
を 次 て る 織 林 も に よっ て 成育 す 。 OE 2 3 9 ンス GS 


* ・ か ん らん な つめ や し ォ ィ ラ グン る ンク 
12. この 雨 に よっ て 、 彼 は 帝 物 、 極 概 、 吉孝 子 、 と Nb P82 の 8 td 
5 3 3 on EN 
簡 荷 な ど 種々 の 果実 を 生 ぜ し む 。 げ に 、 こ 。 レレ の 
の 中 に 合わ む も の こそ 、 思 護 深 い 填 へ の 神 光 535 429 8586) gs 


な り 。( 注 6) oi 
13. また だ 彼 は 、 夜 と 書 と を お 前 た ちの だ め に 役 DI ン ぅ る ンス クン 人 る タタ 3 

立た な し め 、 太 陽 6 月 も 和貴 も また 彼 の 命 Be 

令 に ょ っ て お 前 だ ただちに 役立た せしめ だ な だり 。 yd る 1 時 

ol yy マット つ 12 

げに この 中 に 含む も の こそ 理解 ある 者 へ の = 2 プー 

きま ざま な 神 兆 な り 。 C0 5 っ 59 
14. また 彼 が 地上 に 創り し きま ぎざぎざ まな 色合い 2 

も 、 お 前 た ちの た め に 役立た な せ し む 。( 注 7 ) 61! GR ONI 82 うら 
注 4 。 神 は 人 間 に 必 要 な 物資 や 号 え られ る 時 、 い つ で も 精神 的 に 必要 な も の に も 心 を 配っ て お られ る 。 


注 5 この 文 は 、 押 は 入間 に まだ 知ら れ て いな い 新 し い 変 通 機関 や も だ らき る れ る と いう 各 味 で ある 。 この 所 
言 は 鉄道 、 蒸 気 船 、 邊 動車 、 和 飛行機 ほ い う 形 で 実現 & れ だ た 。 神 だ けが これ か ら 先 に 発明 きれ る 交通 手段 を 知っ 
て お られ る 。 


注 6 植物 を 成長 きせ る エネ ルギー は 土 の 中 に 隠れ て いる の か も 知れ な い が 、 土 が 天 か ら 水 を も ら わ な けれ 
ば その エネ ルギー は 働く こと が で き な い 。 人間 も 同様 に すばらし い 素 質 を 受け 継い で に て も 神 の 啓示 の 助け な 
し に は 向上 で き な い 。 信 間 の 精神 的 向上 の 基礎 を 知性 どけ に 置く こと は 、 土 が 水 の 助 けなし に 植物 を 成長 きせ 
る こと が で きる と 言う の に 等 し い 。 

注 7 神 の 創造 で 最も すばらし い 事 の 1 つ は 、 2 つの 物 あ る い は 入 で 全く 同じ も の が な いと いう 事 で ある 。 
この 多様 性 が な か っ だ な ら ば 世界 中 で 数 え 切 れ な い 程 の 混乱 が 起き た で あろ う 。 1 つの も の を 別 の も の と 区 別 
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第 十 六 章 


げに この 中 に 含む も も の は 、 注 意 ぶ か い 人 へ 
の 神 兆 な り 。( 注 8) 





デン ナハ ル 


ん ク 1 。 2* 
OG TIA 





15. 耐 し て 、 お 前 た も ち に 服従 せ お 前 (2 レレ ウイ タッ A フッ ンス ン る レッ 
前 - 海 を お 前 だ ち 服従 し め 、 お 前 に As5C) いえ ン OA 
だ な ち が 海 か ら 新 鮮 な 魚 (を 穂 て 食し 、 また 身 =~ ” 
に 付け る 装飾 を 得 さ し め 給 うた は 彼 な り 。 本 cs 454 SO 
液 は 見 た り 、 波 を 吐 立 て て 進み 行く 舟 の 次 を ン ン a の 26 
を 。 こ は お 前 た ち に 、 旅 行 を 可 な らし め 、 っ Ao5 つう 1 243 A 
且つ 主 の 恩恵 を 求め 、 以 て 感謝 を 捧げ し め ン ッ タタ 
ん が た め な り 。( 和 9) CIGS 
16. また 大地 が お 前 た ちと と も に 揺れ 動か ぎる クタ イン イア フッ スレ ライ レ < , の 
よう 、 彼 は 地上 に 堅 周 な る 山 操 を 所 えた り 。 4 OCS GD SIGH 
SE L352 I クッ タン 
(ゆめ Ds 
、 河 川 や 道路 を 設け た り 。 ( 注 11) OIE IS 
17. その ほか に も 、 道 概 を 設置 せり 。 を それら に OT TE TOU 0 
よっ て 、 また 星 度 に よっ て 、 人 々 は 正しい 
方 角 を 知る 。 ( 注 12) 
し た り 、 1 人 の 人 を 別 の 人 と 見 分 ける の が 難し か っ だ こと だ ろう 。 同様 に 、 人 間 は 気 抱 や 体質 が 多様 な の で 、 


色んな 性 軟 の 人 に 同じ よう に ぴっ だ た 5 す 
相 伺 点 


や 全部 知っ て いる 人 人 はだれ も いな い 。 


る 教え を 工夫 する こと は 人 聞 の 能力 を 超え て いる 。 自然 列 に 存在 する 
神 だ けが この る 


ょ ざま まず 條 い を 把握 され て いて 、 そ れ 故 に 、 神 だ 


けが すべ て の 人 入 む も 満 走る させ 、 す べ で て の 人 に 有人 共 な 教 を ん を を 与え る こと が で きる 。 


注 8 

に 別々 ! 
と まり と し て 扱わ れ て いる 主題 に 
EC 「 思 慮 と いう 語 が 最初 に 使わ れ て いる 


程 で 池 初 に 行う こと で あり 、 又 すべ て の 道徳 的 性 質 の 中 で 虹 初 に 目 党 


思 記 深 い 者 (12 節 )、 理 解 ある 者 13 節 )、 


も 応用 で きる 


な れ ば 、「 理 解 力 ] が 増し 理性 を 使う こう に な る 。 第 二 段 
で は 診 剖 は 完全 に 史 服 きれ 道徳 的 競 隊 は 消え 、「 注 意 人 が か く 」 自 表し 療 行 や 行う こと は 自分 の 人 性質 の 一 部 と な る 


注 9 
る 。 海 は 又 、 旅 行 や や 質 


注 10 


注 11 
と し て 使わ れ て きた 自然 に で きた 山寺 、 川 首 


注 12 
他 の 場所 へ 行く 道 を 見 つけ る こと が ほとん と 不可 能 で あっ だ ろう と いう 事 を 物語 っ て いる 。 


物理 的 な 特徴 が 道 を 探す の に 3 で も こう いう 日 標 が 空路 で 非常 に 役立っ て いる 。 時 00 


海 は 人 間 の 益 に な る と て 5 ぅ 重要 な も の で ある 。 それ は 水 の 室 護 で あり を 
人 問 に 食物 資源 を 与え て いる 。 


易 の 変 通路 で あり 、 


地 吉 学 で は 山脈 が 地 寺 の 時 に 地面 を 守る の に 大 い に 役 立っ て いる 事実 を 


i 


注意 が か い 者 (14 大 ) と い う . に - 話 は を を れ ぞ だ れ の 節 の 終わ 1 
記さ る れ て いて 、 その 認 が 合わ れ て いる 身 の 主題 に 特に 適切 で ある と 考え られ る 。 又 この 3 つの 人 節 で ま 
と 考え られ る 。 どの 語 を どの 場所 で 使う か は を 


の 語 の 重 要 き の 

0 それ が 人 間 が 道徳 的 に 改心 する 過 
る も の で ある か ら で あ る 。 人 

その 次 に 来る 常 三 段 革 


こ か ら 大 陽 は 我々 に 了 困 を 与え 


立証 し た 。 


ここ で 使わ れ て いる 「 道 路 」 60223 て 入 為 的 に 作ら れ た だ 道 で は な 大 昔 か ら 公 道 


この 節 は 、 地球 が 、 谷 も 山 も 川 も な いで 


立っ て いる 。 今日 


を 旅 す る 人 の 役に立っ て いる 。 
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道 、 谷 道 の こ と で ある 。 


こ ば こ の な い 平 ら な 表面 を し て いた だ なら ば 人 が あ 0 


地球 の 表面 に あ 


普 


PJ 


大 章 





18. 


19. 


20. 


21 . 


22 . 


23. 


24. 


25. 


27. 


注 13 


る れ ば 、 高 物 を 創造 せ し 者 を 、 何 一 つ 創 造 
せ ざ る 者 と 同一 視 で きよ うか ? お 前 だ ち ま 
だ 気がつか め ぬか? 

お 前 た ち 、 た と い ア デッラ ー ー の 恩恵 を 数 を あ 
げん と 欲す る と も 、 数 うさ べから ず 。 然 り 、 
アッ ラー は まこ と に お 下る し く 、 軸 恵 き わ も 
まり な きち お 方 に まし ます ぞ 。 


し か も アッ ラー は 、 お 前 た ち が 何 を 碑 し 、 
何 を 表わす か を 知り 箕 し 給 う 。 


然るに 、 彼 等 が アッ ラー ー の 他 に 拝 す る 神々 
は 、 何 一 つ 創 造 せ ず 、 却 っ て 自ら 創 ら れ た だ 
9 。 


彼 等 は 死 物 に し て 、 生 命 な し 。 き れ ば 、 い 
つ 難 らき れる の か 、 を その 時 を 知ら ず 。 

第 三 項 
お 前 だ ちの 神 は 狐 一 な る 神 な り 。 きれ ど 、 
来世 を 信 ぜ ざる 徒 募 は 、 その 心 が 真 理 に 3 
まず 、 全 く 令 人 慢 な 者 ども な り 。 


疑う 余地 な く 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 何 を 陣 し 、 
何 を 表わす か を 知り 給 う 。 げ に 彼 は 、 高 慢 
な る 者 を 愛 で 給 わ ず 。 
RE 
は 何ぞ や ? 」 と 問わ ば 、 彼 等 は 云う 、「 古 人 
の 富 語 な り 」 と 。 


・ 復活 の 日 宇 ら ば 、 己 が 荷 を すべ て 背負 い 、 


剰 ぇ 彼 等 が を の 無知 ゆえ に 迷 ゎ し め た る 
落 の 重荷 の 一 部 まで 負わ さき る で し 。 あ あ 、 
後 等 が 担う も の こ を 悲惨 し きか な ! 
第 四 項 

彼 等 以前 に も 悪巧み を 策 て た る 徳江 
然 れ ども 、 ア ッ ラ ー 彼 等 の 建物 を 土台 
ROOM LETT 

も よら も と ころ か ら 徴 罰 を 革 り 避 。( 注 
13) 


人 る 
A OL EY SES EO 
0 TC B24 
Coie 2 
CC ス レレ タマ タン タ し し 
OS Los 55212 
i Ns ょ 』 5 タッ ンク 2 る し 
TI PC TOT RT A 
ORL 2 2 る 

OG イメ 2 3 人 し ッ プ 892 
Cb HN EE 

0 5 
EN III GHG 邊 > 


oT と > る 3 ッ ん 2 人 


る ら の う 2 


11 の 2 280229 
Oy EY 

RW CY 0 2 
GNI 


か 
モラ ッ クン We 0 
3 る 2 ン 


2 タス エフ 3 クタ ルー る タン ーッ ン ヶ る プン ニッ ン 
〇 2 くう a 


0 0 5 る ルク RL Ma 
i 


過去 の 預言 者 達 に 反対 する 者 達 に より か か っ た の は 通常 の 破 圭 で は な か っ た 。 彼ら は 根こそぎ 破壊 る 


和 れ 、 役 ら 5 が 建て た 建物 の 上 合 や を の 上 の 圧 や 屋根 は 彼ら の 上 に 倒れ か か っ た だ 。 す な わ ち 対立 し た 者 達 の 指導 者 
も 追従 者 $ 容赦 きれ な か っ た だ の で ある 。 
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WS 
| 


串 填 六 荘 アン ナハ ル 
28. きら に また だ 、 復 活 の HH 玉 ら ば 、 彼 は 彼 等 を 12 健 
辱 し め て 云わ ん 、「 お 前 た ち が 了 預言 者 に 反 抽 OS て 旬 沿 の 


し て 、 わ ゎ も れ に 俳 せ 礼 5 し 神々 は 果して 何処 
に あり や ? | と を 。 知 識 を 冊 与 きれ ただ た 人々 は 


〆 


GE SR 
* ン 


ン 
sn 
192 


TNE 


0 アナ ナス 0 ルプ の ? 。 
タ 
1 


去 わ ん 、「 げ に 今日 こ を 、 恥辱 と 災難 が 不信 5200 る 03425j| 
心 者 EER 
29. 己 れ の 魂 を 自ら そこ な っ て いる 間 に 天 使 ら rt ン ? ィ タ ン の ン ン ン フッ 
| 6 iG IES ON 
に 召 る きれ た る 者 は 、 そ こ で 初め て 服従 を 申 CR 
し 出 、「 我 等 は 如何 な る 悪事 も 行わ ちず 」 ほ 坪 あ 称 08152 22 て Se lt 
わん 。 ( 注 14) 和 否 な 、 ア ッ ラ ー は ぢ 前 た ち の 29 
の 所 業 を 知 惹 し 給 う 。 6 OS さき い の 
ー 倫 = So “a las i 7 タ ゥ 
30. され ば 地獄 の 門 を 入り 、 を の 中 に 住め 。 高 ES の oo は SIG 
揚 な る 者 の 住居 は 宰 な る か な 。 
フッ リン る 2 
LS 
31. 然 れ ど も 、 王 を 思 れ 奉り し 者 は 新 間 われ ん 、 12% ラン イノ フィン ズ る ン ラ 5. No zg 
「 主 が 啓示 きれ だ た る も の を 液 等 いか に 思う DE や JlSCI bold OS 
や ? 」 上 。 彼 等 は 云う 、「 最 上 な り 」 と 。 敬 KIM 0222722 
愉 OI dA Gir ey 8 
事 を な す 者 は この 現世 で 報奨 あり 。 し か も a 
来世 の 住居 は 更に 良し 。 げ に 主 を 異 れ 奉る の の ED HE 
者 の 住居 は 素晴らし きか な 一 - 
と こし ぇ み 12 ン タ ン nw ? 3 
32. を は 河川 流 る る 永生 の 楽園 な り 。 彼 等 が 欲 つの 9UG 導 の 2 の 3365833 od 
する も の は すべ て そこ に あり 。 ( 注 15) カ ュ の 。 う ン デジ * ュ デ ン ン デ ゥ っ 。 う サ タブ 
く の 如 く 、 ア ブッ ラ ー は 己 れ を 思 れ 奉る 者 に eu SU ME の ゲー 
報い 給 う 。 で 4 
33. 彼 等 は 汚れ な きま ま に 天 使 6 が 命 を 台 し 上 仙 ン レン 売っ A 
げた 者 。 天使 5 ら は 、「 あ な た が た に 平安 あれ Po 
か し ! あな た が た が な し た る こと の 賞 な れ ” 4 i 
ば 、 い 楽園 に 入れ か し 」 と 云う 。 
34. これ に 反 反し て 、 不 信心 者 FE も は 天使 ら が 彼 = ビン KS SE i 21827 ? 
等 に 臨 ま ん と する を 待つ か 、 或 い は 溢 の 主 G3 A oo SB ゃ 4 
注 14 。 不信 者 は 、 自 分 達 の し た 事 は 良い 意図 と 純粋 な 動機 に 基 い て お り 、 神 の 甘 徳 に 想念 を 集中 る せる 浴 、 


に せ の 神々 を 礼拝 し た に すぎ な いと 抗議 する 。 


注 15 。 正 し 〈、 敬 けん な 意志 の 望む 事 は 神 の 意志 
よう に 散 け ん な る 者 は 願う の で ある 。 


一 致す る 。 そ れ 故 、 神 の 意図 する も の だ けが 与え られ る 
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35. 


36. 


37 . 


38. 


39. 


の 命 が 下 る を 待つ 以外 に 、 何 を か 期待 せ 
ん ? ( 注 16) 勘 《 振 舞い だ る 者 は 、 彼 等 以 
前 に も 存 し た り 。 ア ッ ラ ー は 役 等 を 害し た 
に 非 ず 、 害 える は 彼 等 自ら な り 。 
か くし て 、 な せる 悪事 は 自ら に 跳ね 返 b 
( 注 17) か つて 喘 笑 せ し ち ゃ の に 彼 等 は 包囲 
きれ た だ た り 5。 

第 五 項 
多神教 徒 ど も は 云う [アッ ラー も し 欲し た 
り せ ば 、 我 等 $、 我 等 の 父祖 も 、 彼 以外 に 
何 物 を も 崇拝 せ ざ り し も の を 。 ま だ 我 等 は 
主 の 命令 な くし て 、 何 物 も 禁 ぜ ざり き 」 と 。 
新 く 云う は 、 彼 等 以前 の 者 も 又 然 り 。 し か 
れ ど も 、 使徒 の 責務 は 神託 を 明瞭 に 宮 達 す 
る 以外 、 他 事なき に 非 ず や ? 


われ ら は それ ぞ れ の 民 の 中 か ら 6 一 人 の 使徒 
を 選び 、 説 か し め だ た だり 、[ ア ッ ラ ー を 崇拝 し 、 
邪神 を 避け よ 」 と 。 彼 等 の 或 る 者 を チッ ラー 
は 導き 給 い 、 他 の 者 を 迷う が まま に 任 し 
な 9 。 きれ ば 名 地 を 経 巡 % り て 、 項 引 者 た ち 
を 偽る 者 と 過 し た 徒 回 の 末路 や 如何 ん 、 & 
見 る が よい ! 


た と い 液 が 彼 等 を 導 か ん と 切望 し て も 、 知 
る が よい 、 ア ッ ラ ー は 迷わ し めん と し た 者 
は 断じて 導 か ず 。 あ の 者 ども は 如何 な る 救 
け 手 も な し 。 
彼 等 は アッ ラー の 御名 に か け て 、[ ア ッ ラ ー 
は 一 た だ び 死 し なる 者 を 難 ら せ 給 わ ず 」 と 堅 
a 否 、 ア ッ ラ ー は 必ず 死者 を 上 難 ら せ 
こ は 彼 自ら を 縛り た る 約束 な り 。 さ きれ 
RA 





注 16 
る 。 


注 17 
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Eo EN の 
サー ルン 2 タイ ラン と 
Sons 





“天使 を 待つ は 個人 の 不信 爺 者 の 破壊 を 各 味 し 、「 主 の 命 が 下 る を 待つ 」 は 国 察 の 減 世 を 雇 味 し て い 


回 行 が 量 せ られ る と いう 事 は 、 外 か ら 発 生 す る の で は な く 、 


その 行為 の 度合 い に 応 じ た な も の で ある 。 


5 oo 


その 行為 そ を の も の の 吊 然 の 結果 で あり 、 
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40. 彼 等 の 論争 の 問題 を 彼 等 に 明示 し 、 耳 つ 信 


ぜ ざ る 者 に 自分 た ち が 嘘 つき な る を 思い 知 
らし めん が だ め に 、 彼 は 死者 を 璧 らせん 。 
( 注 18) 








グッ る レイ ッ ラン 4d%5 ノラ 9 レン ラン っ 997 ou 729 
Fa 9S aS GLE ee OL 
9 や スタン ン 
I a 


re 


I I I 


SIAL CSCS 





41. われ ら 何 事 か を 欲す る と き は 、 た だ 「 在 れ 」 
と 云う の み 。 耐 し て 、 絡 ち 存 す 。 ( 注 19) a 内 
第 六 項 2 & 
42. アッ ラー の 道 の た め 故 に 迫 寄 を 豪 9 家 郷 を OAI 2 あし IGR NS 
逐 わ れ た る 者 は 、 役 等 は 知る さく も な い が 、 ら カン ン る ン ン ン 
われ ら は 彼 等 に 現世 で 必ず 佳 い 住居 を 与 の 259 BD PA SN GS 
え を 、 来 世に お いて も 更に 大 な る 報 苗 を 与え ッ レ ラン シン 
= Om 
43. すなわち 彼 等 は 局 忍 不 技 に し て 、 そ の 主 を あず も と 4 は 6 の あい 
の 3 〇 99 の の つう (と っ oo (OU 
信ずる 者 な り 。 © ゆう 
44. われ ら は 、 路 示 を 授け た る 人 々 を 除い ‘て 、 2 人 るー プン ンク ン ブダ レレ 
2 2 2 2 NN sill?2 2 1 ぅ 
何者 を も 液 以前 に 遣わ し た り は せ じ 。 液 gd I VAS 2 Sl 
か 末 年 の 聖典 リン 2 タッ ン デック ッ ク WM 
ie ほ を 持て る 民 に 之 を RD IM 
HIl え 。 
45. われ ら は 明 証 と 経典 を 授け て 使徒 ら を 進 わ し 。。 レ 。 < シン ちる 1 ラッ 
し た り 。 わ れ ら が 液 に 警 生 の 典 を 授け た SNEED 
る は 、 今 迄 に 降 き れ た $ も の を 人 々 に 解明 せ の TS a) 3 6 4 
ん が だ た め 、 き すれ ば 彼 等 $ 幸 虚 せん 。 OV > OE 3 
46. 悪事 を た くら む あ の 者 ども 、 ア ッ ラ ー の 怒 9 イン 
り に 触れ て 大 地 に 企み こま れ だ り 、 又 は 思 る NG et 
い が け な いこ と で 天罰 を 蒙 る こと な ど な し マン ッ タタ エマ LGA 
o EL KY oom! 
と 確信 する や ? ⑨ ゆ 伴う いや クジ lo 
47、 或いは 、 あ ちこ ち 動 きま わっ て いる 際 に 、 i る 
ツノ >、 2 の クー ぅ の ェ エン プン レア ゥ み 
神 の お 考え を 遅く べき 途 な き と き に 、 彼 等 ② つ らら っ らし 5 な る 5 > 
を アッ ラー は 捉え 給 わ じ と 信ずる や 7? ( 注 
20) 
注 18 復活 の 日 に 合 る 真理 が 、 あ まり に も 完璧 な 為 、 不 信者 は 復活 を 否定 し た 事 は 貼 か で あっ た と 認め る 事 


と な る 。 ま こと に 復活 の 日 の 真実 の 実現 は 完全 無欠 な の で ある 。 


注 19 
に 望み に つい て の 表現 に すぎ 


注 20 


に 彼 
くだ 


! 在 れ 」 と いう 語 は 、 神 が 既に 存在 し て いる も の に 対し 、 
ず 、 神 が 望み を 表明 すれ ば 直ちに それ は 成就 きれ る 事 を 意味 す る 。 


不信 の 徒 が 、 
ら と 共に ある の だ と 、 
ろう 。 


度々 の 旅行 や 、 そ を の 活動 が 自由 で 制限 きれ て いな い 事 か ら 
信仰 を 持つ 者 が 考 を て は な ら な い 。 間もなく こう いう 活動 は その 政 活 力 の 破 減 を 招 


命令 を 下す と いう 意味 で は な い 。 それ は け 単 


、 彼 ら の 力 は 無敵 で 栄光 が 党 
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第 上 六 蘭 アデ アンナ ハル 
48. は だま だ た だ 、 少 し ずつ 消耗 させ て 破滅 に 導く グッ タン 3 ント タン グッ 9 FA 
六 な し と 信ずる や ? と も か く 、 お 前 た ちの CE OS を Geb | 
王 は 実に お や る し く 、 慈 悲 深 きち お 方 に まし 
ます 。 ( 注 21) 
49. 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー が 創り 給 い し すべ て の も AUS 生計 っ 3 の 2 導 
の が 、 か し こ まっ て アッ ラー に 平 供し な が “ 
2 1 ピリ テー デ 
6、 右 か ら 左 に その 影 を 移動 する を 観 ぎ り 。 @ つ 3 あう 38 OR LG RAE 
し か ? 
みな こ * 箕 か i ・ に る he タタ 9 っ 
50. 天 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 吾 023 ッ 8 ラ の と 9 は いら う の AS 3 AS dd 
ラー に 額 づ く 。 諸 天 使 も また 然 り 。 彼 等 ク ? と 2 の レル 
レコ し アメ 引 グ < 
高慢 に 非 ず 。 @⑨ い 362 公 2 ぬら 
51、 すなわち 、 彼 等 は 己 れ ら の 上 に 在 す 主 を 明和 3 2 
れ 、 そ の 命ぜ られ だ る こと を 行う 。 su 
と 「 2?» 
DoH 
第 七 項 
52. アッラー は 云え り 、「 二 神 を 拝む な か れ 。 神 ACG IO SoA9U5A め すき 絢 軸 3 
は 唯 だ 御 一 柱 。 きれ ば 、 わ ゎ も れ ら の み 長 れ 散 6 
ウタ クゥ UE 
ぇ 」 と 。 ( 注 22) eo CO el 
53. 天 に 在 る も の 、 地 に 在 る も の 、 で 計 ア プン 23 4 。 9 プク ゃ レク 
ゃ x 0 いて アデ 
で の 所 属 に し て 、 彼 に こる を 永久 に 上 服 従 す 。 a SSN うい 2 NIL 
然るに 、 お 前 た ち ア ッ ラ ー 以 外 に 何者 を 因 OR dR 
る る か ? ud 
ア 2 1 
54. すべ て の 恩恵 は アッラー より 授かり 給 う 。 SCS NR の ん じ 3 
な れ ど 、 お 前 た ち 炎 難 に 唱え ば 、 彼 に 救 け i 2 
を 永 め て 嘆願 す 。 @65 2 
か く の り 災 2 Gr 2 2 (1 7 
55. 新 て 、 彼 は ぉ 前 た ちか ら そ の 秋 難 を 取り 除 m82 0G Ge AS4 85 
ける と 、 な ん と 、 0 の の の 
併せ 祀る 者 を 配 し て 、 0A 
注 21 この 節 は 、 不信 の 徒 の カカ は し だ い に 紀 く な る と いう こと で 、 信仰 を 持 だ た 史 者 は 徹底 的 に 打 人 図る れる 前 
に 、 イ スラ ム の 力 が 較 大 し 続け て 最終 的 に は 勝利 や 収 ゆ る と いう 懲 怖 に と りつ か れる 事 と な る と いう 意味 で あ 
る 。 
注 - 22 宇宙 の し 〈 み を 研究 すれ ば 、 宇宙 に 存在 する その 素晴らし い 一 紀 性 が 明らか に な る 。 も し 神 が 一 人 で 


な か っ だ な ら ば 、 


この 秩序 は 消え ん えて し まっ だ で あろ る うし 、 


その 上 、 も し 二 人 の 神 が い た ら 6 命令 を 実行 する だ め 


に 一 人 人 の 抽 は も う 一 人 の 神 に 従わ な けれ ば な ら 6 な か っ た で あろ う 。 こ の 場合 、 二 人 の うち 一 人 の 神 は 不 必要 で 


あっ た ろう 。 も し 二 人 共 、 同等 で あっ た なら 


ば それ ぞ れ が 影響 を 及ぼ し 統制 する 宇 


市 を 持っ て い た だ こと と な る 。 


を ん な 事 に な れ ば 、 お 互い の 間 で きっ と 意見 の 相違 が で た こと で あろ う 。 し か し その 様 な 仮定 は 不条理 で ある 。 
それ 故に 、 全 宇宙 を 創造 し た の は 唯一 の 神 で な けれ ば な ら な い の で ある 。 
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be アン ナハ ル 
56. われ ら が 彼 等 に 垂れ た る 恩恵 (を 合 定 す 。 き の 2 る ニ て 2 っ タマ ン ン ン 2 タ 1 ン >? 

レン と ン 

れ ば 、 し ば し 楽し むす が よい 。 や が て お 前 た GORNS EE 


ち 思 い 知 らん 。 

57. 彼 等 は 、 わ れ ら が 授け し も の の 一 部 を 偽り ょ 9 332EsC う 23 9 
の 神々 の た め に 用 意 す 。 ア ッ ラ ー に 導 っ て っ CA | se SN 
云う 、 お 前 た ち は 1 の 電導 か ど に より og SS 6 
必ず 紺 明 せら る る べし 。 

NC OE ok 0 
と 均 う 一 詞 れ 多き か な 「 一 と ころ が 、 自 ら El db Oa 9 
は 所 望 す る も の を 欲し が る 。 ( 注 23) 

クレ ラッ タタ ン まう 2 ン ン 

59. 現に 、 彼 等 の だ れ も が 女 ! WR RE っ YL odd 1? 

け ば 、 急 ち 失 意 秒 腸 の 余り その 顔 は くも 8 5225 の 
DRS 


» ZS ow ャ ーー 252? re 
60. 彼 は その 悪い 報せ の た め に 人 目 を 避け 「 也 RCA PTI 
を 忍 ん で 巡 を 育つ べき か 、 それ と も 土 中 に 


PS アー グ 人 る アッ ラク 2 nz 
埋め ゆる べき か ] と 思い 惑う 。( 注 24) げに 、 CTMGR SE HER 6 
彼 等 の 判断 た る や 邪悪 な り 。 ie 
©0 

Ne SN マテ ント タン ン レレレ っ みっ 
61. 来世 を 信 ぜ き る 徒 待 の 地位 は 不幸 な り 、 3 ES 295 っ お りら 0 
れ に 反し て 、 す べ て の 高尚 な 属性 は アッ I 0 
ラー に 属す 。 そ な 雄大 に し て 、 覧 哲 に まし DERG II 


ます 。 
第 信 項 
62. も し 仮に 、 ア ッ ラ ー が を の 悪 業 故 に 人 を 開 ペン 00 
さば 、 彼 は 地上 に 一 個 の 生類 も とり 残 すま お 2 の ' 
じ 。( 注 25) 然 れ ども 、 彼 は 定め られ た る BS に (22 な お 28 5 SL 


注 23 a a 
に ある と 言っ て いる 訳 で は な い 。 しかしながら クル アー ン で は 息 池 の 出生 を 神 の せい に する 事 も 、 強 く 非 茸 し 
て いる (19 窟 91、92 節 )。 当 節 で は 単に 、 不 信者 が 娘 の 出生 に より 面目 が つぶ れる と 信じ こん で いる の で 、 神 
の せい に し て し まう 彼ら 5 の 超 か き に つい て 述べ さら 5 れ て いる 。 

注 24 ここ で 言及 きれ て いる の は ある アラ ブ プ の 種族 で 流行 し て いな た 女児 を 生き 埋め に する 和 野 訟 な 習 損 に つ 
いて で ある 。 ON EN 
な か っ だ 。 ク ルアー ン は 女性 の 名 演 を 強く 支持 し 、 す べ て の 合法 的 な 権 科 を 認め て きた だ た 。 こ の 点 で クル アー 

は 世界 中 の 聖典 の 中 で 独特 な も の と いえ る 。 

注 25 。 神 に よっ て すべ て の 罪 が 一 度 に 罰せ られ た と し た ら 、 世 の 終り が 米 て 地上 の 生物 が すべ て 死に 絶え て 
し まう 為 、 罰 の 下さ きれ る 時 が 遅 に る きれ て いる の で ある 。 人 は 罪 の 結果 と し て 減 ぼ きれ 、 人 の 減 亡 後 は 動物 や 偶 
な ど は 生存 する 導 の 目的 が な く な る 。 動物 等 は 、 人 疾 の 役に立ち 、 人 人 間 の 利益 に な る だ た だめ に 創 ら 6 れ だ の だ か ら 、 
人 間 と 共に 減 び る の で ある 。 
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63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


注 26 


ある 限り 、 精 神 的 に 非常 に 有益 な も の と な る が 、 
注 27 
の 節 に は 、 全 宇宙 は 、 


期限 ま て 彼 等 を 獲 交 す 。 証し て 、 その 時 王 
が 彼 等 之 を 寸 時 も 延 し 、 又 早 ゆる こと 
能 わ ず 。 

然し な が ら 、 彼 等 は 己 れ の 好ま ざる も の を 

アッ ラー に 振り 当て 、 し か も 、 最 上 な も の 

は 上 た ちの た め に ある べし し 0 を で 


。 双 いも な く 、 業火 は 彼 等 の も の 、 その 
i 
神 か け て 云う が 、 われ ら は 潜 以 前 に も 諸々 


の 民 に 使徒 ら を 己 わ せり 。 知る に 、 悪 度 は 
それ 6 ら の 民 を し て 選 れ の 所 業 を 正しい と 
わし め だ り 。 され ば 、 A 日後 等 の 旗 者 は 


悪魔 な れ ど 、 何 れ 彼 等 も 痛 還 を 察 ら ん 。 
われ ら が 液 に 


経典 を 降 せ る は 、 液 に 、 彼 等 
が 論争 する 問題 に つい て 彼 等 に 、 。 解 明 せ し 
めん が な ため 、 ま た 信ずる 者 へ の 鶴 導 並び に 
慈悲 だ な らし めん が 故 な り 5。 
アッ ラー は 天 よ り 水 を 降 し 、 乏 に よっ て 死 
せる 大 地 を 時 5 し む 。 げ に この 中 に は 理 傾 
ける 者 へ の 神 兆 あ り 。 

第 九 項 
まだ た だ 、 家 畜 の 場合 に も 、 お 前 た ち へ の 教え 
あり 。 わ れ ら は 、 役 等 の 腹 中 に ある も の 、 
すなわち 排 江 物 と 箇 液 の 中 間 に あ る 清らか 
な も の 、 飲む 者 を し て 快 き を 得 き し むる 乳 
を お 前 だ ち に 与 う 。 
また 、 案 都 子 と 入荷 の 果実 、 ち お 前 た ち は 之 
に て 酒 や 体 に よい 食べ 物 を 得る 。( 注 26) 
この 中 に 含ま れる ぁ の は 、 道理 を わき まる える 
な 者 へ の 確か な 神 兆 な り 。 
ま だ 、 液 の 主 は 蜜蜂 に 咽 示 し て ( 注 27) 
「 丘 や 樹 間 や 、 又 は 人 が 作り し 棚 に 、 お 前 
だ ちの 巣 を 営め 。 


神 に よっ て 創造 きれ た だ も の が 自然 で 純粋 な 形 の まま で あれ ば 、 
る 。 し か し 人 人 が それ ら を 自然 の まま 用 いな い の で あれ ば 、 吉 われ て し まう 。 同じ 様 に 神 の 教え も 完全 
その 完全 き が 損 わ れれ ば 全く 役に立た な く な る 。 
ここ で の 融 示 は 、 神 が すべ て の 合造 物 に 生ま れつ き の 本 能 を 与え を られ た と いう 事 を 意味 し て いる 
明らか で あっ だ り 尻 きる きれ て いた だ りす る 啓示 (直観) に よっ て 円 滑 に 首尾 よく 動じ て いる 
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70. 


71. 


2 


3 


74 、 


と いう 


重 し て 、 あ ら ゆ る 果実 を 食し 、 主 に よっ て 
教え られ た 分 り 易 い 道 を と っ て 州 巣 せよ 」 
と 合せ られ 給 う 。 か く て 蜜蜂 の 体内 か ら 多 
様 な る 色彩 の 墓 効 あ る 飲物 出 づ 。 こ の 中 に 
含ま れる も の は 、 思 維 する 者 た もち へ の 確か 
な 神 兆 な り 。 
アッ ラー は お 前 た ち を 創り 、 いつ か また 死 
な し も む 。 古 し て 、 お 前 た ちの 或 る 者 を 、 知 


り だ る こと を こと ざ ご とく 〈 忘れ 果て る まで 長 
生き せ し む 。 げ に アッ ラー は 、 全 知 全 能 に 
まし ます 。 


第 十 張 

まく た ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 或 る 者 を 富裕 
な らし め だ り 。 然るに 、 これ ら の 軸 恵 を 施 
きれ だ る 者 、 己 れ の 右手 が 所 有 す 者 に を の 
財産 を 知 も て 、 を 等 し て 配分 か する こと を 
せ ず 。 然 ら は 、 彼 等 は アッ ラー の 恩恵 を 非 
認 せ ん と する か ? 

まだ 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 中 か ら お 前 
だ た ち に 配偶 者 を 与 を ん 、 そ の 配偶 者 か ら お 前 
だ ち に 馬 供 や 孫 を 接 け 、 時 つい ろ い ろ と 結 
構 な も の を 供給 し 給 う 。( 注 28) 然るに 、 
彼 等 は くだ ら ぬ も の を 信じ て 、 ア ッ ラ ー の 
皿 恵 を 認 ゆ ぎる か ? 

アッ ラー を る し 振 い て 彼 等 が 侍 め る 如き も 
の は 、 天地 か ら 如 何 な る 賜物 も 彼 等 に 与え 
ず 。 の みな ら ず か か る 能力 を 所 有 せ ず 。 
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行動 する 時 に だ け そ の も の が 存在 する 日 次 に か な っ て い 


な ぜ な ら ば 蜜蜂 の すばらし い 紺 織 と 仕事 ぶり は 裸 限 に よっ て 


せる 事 が で きる か ら で あ る 。 


注 28 
注 29 


この 節 は 神 の 唯一 性 を 、 支 持 す る 論点 と し て 、 


人 人 半 は 神 の 偉 大 で 限り な い 力 に つい て 何 $ も 知ら な い の に 、 


は 、 厚 か まし い 刀 り で ある 。 
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5 きれ ば 、 アッ ラー に 類似 せる も ぉ の を 造り 出 イク タッ ン イフ? イラ タン ノリ シ 
と ols A と UK 人 CS 
す な か れ 。 げ に アッ ラー は 知り 給 う が 、 お 3 le ジ UD 3 
a pa お Sy- 77 
前 だ た ち は 知ら ず 。 ( 注 29) 3 
ほのめかし が 隠 る きれ て いる 。 言い 換え 衝 ば 、 す べ で て の 創造 物 は 天 弁 の 本 能 と 生ま れつ き の 款 質 に 従っ て 


る と いう 事 で ある 。 密 峰 が 優れ な 例 と し て 選ば ば れ な た 。 


も 見 る こと が で きる の で 素人 の 観察 者 を も 感動 き 


私 有 の 本 能 に つい て 述べ て いる 。 


神 に 関す る 法則 を 考察 する な ど と いう の 


ピコ 
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76. アッ ラー は 、 詩 の 持ち る の に し て 自ら は 如 RS CE 
る 力 も も だ た 見 奴 漂 と 、 ( 注 30) 4 ク タッ っ タリ ッ ンタ イィ クン ンク ラ タイ ラン マン る 
が 許 か ら 佳 き 供給 物 を 賜わり た る 者 が 、 FCCY1ES は IE は の 

そ か に 、 又 公然 と を それら を 施し に 使う 間 クッ タタ イシ ラル 」 1 タッ フタ ン シ ン ラン クッ ンプ る 

和信 と を 比 職 し 給 う 。 ( 注 31) この 両者 束 し RR ed RS 


て 同等 な る か ? アッ ラー に 護 美 あれ 「 され イン 

『、 彼 等 の 大 半 は 乏 を 知ら ず 。 OL 

と ン ン ニー ラマン タン クン クン の 7 ーー レン ン ン 

77. ま だ た 、 ア ッ ラ ー は 、 二 人 の 男 の 比 を 説く 。 5985C3 く に ees No dh OE 


ーー 人 は 中 に し て 、 何 事 も な す 肖 E わ ず 、 何処 人 レン る 。 の | a A と 2 ズ 

に 造っ て も 役に立た ず 、 主 人 の 重荷 と な る 0 に PP と E83 & os 
ば か り 。 か か る 者 が 、 正 義 を 勧め 、 直 き 道 2 人 2 DI ッ ク ン ンタ ーッ クン タン 

を 踏む 者 と 同等 と な り 得 べ きゃ ? A JA 


OR 2 %& 


に 


あめ っ うつ ち 第 - トド 一 頃 * ャ アデ Lt いる タッ アプ 
78. 天地 の 奥 秘 ( 往 32) は アッ ラー の 困り 給 REN SI NE hs 
うと こ み 、 面 し て 、 約束 の 時 起 る は また だ 2 1 と 0 ョ タン テイ ン ン 
く 問 に 似 た り 。 否 、 そ れ よ り も 速やか な り 。 NOLO A EY 
然 5、 アッ ラー は 高 事 に 言っ て 力 を 有 す 。 @ の ちい 3 


79. ま だ 、 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 感謝 せしめ ん 


oN 2 る | い "7 8 ン 2 
が た Ms 出 だ ち を 母 の 須 内 か ら 何 る 解 2 っ de dhis 


イマ ブタ ズ ララ ルッ る イラ ンス 
ら ざ る うち に 取り 出 だ し 、 呈 と 月 と 心 と を 2 5 ス Os) 人 Lo を SI 
与え 給え り 。 ( 注 33) 


いろ 
人 


Ec io 
80. 彼 等 は 天空 で アッ ラー に 服 う 飛鳥 を 観 ど る ピス に 全 に に ンタ 
か ? アッラー に 非 ず し て 誰が 飛鳥 を 制す る 2 
» リー 9 っ 4 ・ る 」 ラ 1 
ぞ 。 (30 確か に 、 こ の 中 に 合 ま れ て ぃ COR 2 oN IE A 
る も の は 、 信 仰 す る 人 々 へ の る ま ざ ま な 5 
神 兆 な り 。 
注 30 不信 心 な 者 は まる で 意志 と 行動 の 自由 を 失っ て 、 引 分 の 低い 鉄 望 と 快楽 の 奴隷 に な っ た 者 の よう で あ 
る 。 
注 31 ここ で 参考 と きれ て いる の は 坦 な る 預言 者 一 神 の 最高 の し も べ の 事 と 思わ れる 。①J 彼 は ( 夜 に 人 類 の 
た め に 祈る こと に より ) 人 人 に 知ら れる 事 な く 人 類 に 仕え ん 、 又 ( 目 に 見 える 奉仕 活動 に よっ て ) 常々 人 人 類 の 為 
に 尽く し た 。(2) 彼 は 恒 夜 絶え を 間 な く 人 類 の 為 に つく し た 。 
注 32 「 天 地 の 奥 秘 ! と は 即ち 、 信 じ な い 者 の 最終 的 な 敗北 と 当惑 、 を れ に イス ラム の 勝利 を 意味 する 。 
注 33 聞い だ たり 見 だ り 理 解 し た りす る 能力 は 、 こ の 順 庁 で 人 が 知識 を 得る の を 助け て きだ な だ 。 玉 まれ な だ ばかり 
の 子供 は まず 、 聴 力 を 使う 。 祝 力 が 次 に 発達 し 、 そ し て 成長 の 最終 段階 し し て 理解 が 発達 する 。 
注 34 。 この節 で は 間もなく メッ カ の 不信 の 徒 に ふり か か る 鐘 に つい て だ け 述 べ て いる 。 鳥 を 近づけ な いと い 
う 意味 は 、 信 じ な い 者 の た め に 用 意 し て ある 較 を 保留 し て いる と いう 事 で ある 。 ア ラブ の 詩 に は 鳥 が 勝間 の 後 
ー417 一 








党 十 六 章 


デン ナハ ル 





81 . 


82 . 


6J. 


4 . 


85. 


86 . 


87 . 


に つい て 行っ て 戦場 で 制 き れれ だ まま に な っ て いる 英 の 死体 を つい ば むこ 
アラ ププ の 読 に よれ ば 鳥 が 空中 を 舞う と いう 事 は 、 部 族 の 下北 と 破壊 を 象徴 し て い 
神 は イス ラム 数 徒 が 信仰 を 持た 邑 首 に 対し て 戦い を 挑む 事 を 差し 控え る せ た だ と 言明 し て いる 。 し か し 、 


まだ た 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ち に 安息 の 場所 
と し て 家 を 与え 、 ま た 家畜 の 皮革 に よっ て 
天幕 を 与え 、 旅 路 に あっ て も 5、 宿 営 に 際 

て も 、 そ の 軽便 き を お 前 たち に 分 らし め た 
り 。 ま だ た だ 彼 は 、 穴 音 か ら と れる 羊毛 や 毛皮 
や 獣 毛 で 世帯 道具 や 時 期 に 応じ た 必需 品 を 
お 前 た ち に 与え だ b。 

RE GR 
ちな に 日 陰 を 作り 、 山 中 に 避難 所 を 設け 、 募 
熱 を 防ぐ 衣服 戦場 で を の 身 を 護る っ 各 
と を 与え を だ り 。 か く の 如 く 、 役 は お 前 た ち 
を 服従 帰 伏 さ せん が た め に 、 を の 恵み を 全 
うす 。 


され ど 、 も し 彼 等 背 を 向け な ば 、 液 は た だ 
神託 を 伝え よ 。 
邊 等 は アッラー の 恵み を 認め つつ も 、 之 を 
否認 す 。 世 人 人 の 大 半 は 凝り 固まっ た 不信 心 
者 撃 な り 。 
第 十 二 

われ ら が それ ぞ れ の 民 よ り 一 人 の 証人 を 立 
て る その 日 を 忘れ まい ぞ 。( 注 35) その 日 
不信 心 者 ども は 犯し た 行為 の 修正 は 許 きれ 
ず 、 ま な た だ 痢 解 も 許さ きれ ぎる べし 。 
非行 を 為 せ る 者 ども が 懲 本 を 目のあたり に 
見 ん 時 は 、 そ は 役 等 の た め に 軽減 せら れず 、 
90 op 85 

アッ ラー に 他 神 を 併せ 祀 5 し 彼 等 が 、 を の 
他 神 を 見 て 、 云 わん 、「 わ れ ら の 主 よ 、 彼 等 
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と が 述べ られ て いる も の が 沢山 ある 。 
る (67 : 20 参照 )。 この 節 で は 、 
いっ だ 


ん 戦う 許可 が 与え を られ る や 耕 や 、 不 信 の 徒 は 、 打 ち 負 か され 破滅 きせ られ 、 信仰 を 持た 見 者 達 の 死体 は 空 を 飛 
ん で いる 鳥 に 食わ れる と ころ と な る の で ある 。 


注 35 


か に きれ だ この 主張 の 真理 が 、 


この 節 で は 神 よ り の 使者 が 所 界 の すべ て の 民族 と 国々 に 送ら れ た 事 が 述べ られ て いる 。 この 主張 は す 
べ て の 経典 の 中 で クル アー ン に だ け 述 べら れ て いる も の で ある 。 そ し て クタ クルアーン に よっ て 約 1400 年 前 に 明 ら 


今や 人 類 の 上 を 照ら し 始め だ の で ある 。 
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88. 


89. 


90. 


91. 


92. 


93. 


注 36 


注 37 


注 38 


こそ は 、 我 村 が 日 頃 主 の 代り に 侍 め だ る 
合 祭 神 な り | と 。 す る と 、 彼 等 は 南 ち に 反 
朋 せ ん 、「 お 前 た ちこ そ 央 言 者 な り 」 と 。( 注 
36) 

を の 日 6 彼 等 も 初め て アッ ラー に 泰 順 を 中 
し 出 で ん 。 市 し て 、 彼 等 が 所 造 せ し 神々 は 
彼 等 を 見 捨て ん 。 


自 6 不信 心 者 に し て 、 人 を も アッ ラー の 道 か 
ら 背 か し め る 者 に は 、 を その 審 毒 故に 、 懲 前 


の 上 に 更に 懲罰 を 加え ん 。 


われ ら が それ ぞ れ の 民 の うち に 同族 の 一 人 
の 証人 を 召し 出し し 、 役 等 に 対す る 証言 や る 
せる 日 を 、 忘れ まい ぞ 。 証し て 、 われ ら は 
流 を こ の 徒 幸 a 
る され ば こ 2 われ ら 5 は 一 切 を 解明 する 
を 液 に 降 し 、 の 
滴 必 と 慈 悲 と 朗報 た に らし め た る な り 。 
第 十 三 項 
げに アッ ラー は 、 正 義 と 善 
EN ビ 給 い 、 醒 行 と 邪悪 並び に 
i を 半 じ 総 う 。 が て 水 め 給 う は 。 生前 な 
ち に 留意 せしめ ん が だ め な り 。 


並び に 親族 に 


お 前 だ た ち ア ッ ラ ー と 約束 し た な ら ば 、 その 
約束 を 全う せよ 。 守 約 を 確認 し 、 ( 注 37) 
アッ ラー を 証人 と し だ る 生 に 乏 を 破る こと 
な か れ 。 ア ッ ラ ー は お ぢ お 前 だ ちの 行為 を 確実 
に 知り 給 う 。 


せっ か く 紡 い だ 氷 を 解す 女 の 如く な る な か 
れ 。 いか に 一 方 の 集団 が 他方 よ ? 優勢 に 
な っ だ か ら と いっ て 、 堂 約 を 評 酷 の 手段 

使う な か れ 。( 注 38) アッ ラー は 逐 に 


レス 9 


で ン ッッ ラン ェ ン ク 
53 eS の 6 朋 ka 


GIN CN SAE 3 
ド CR LS 
OE 


る 3 内 0 了 MG A 1 
DEL CL OAI 


門 タン タプ レック ン 


GN 


nie Ne SS 3 an LY. 3 
LS Is A ES 


1297 レッ ン ン 


アラ 49 フジ We イク 
OS I CI EE < 6 8 


ーー ぅ る io に sb JA し ? CR 

3 ノ ン トッ あう 
ICP (AG 
oS: バス ・ iS 

oO NR PIN a 1 NY 9 
a 3 OA タタ メメ WR CA る や a 
2 oe イッ ン ン は 2518 

の の がく 2 うる 25 あう 


So 交 < gs1 


偽り の 神 と その 信奉 者 と の 間 の 論 省 が 、 示唆 し て いる 事 は 、 居 と 、 真 理 の 償 定 に 基く 友情 は 決し て 長 
続き し な いと いう 事 で ある 。 
信徒 が 神 に 負っ て いる 思 疲 は アッ ラー の 約束 と いう 語 で 表 わ も きれ 、 仲間 に 負っ て いる 散 務 は 天 約 と い 
う 語 で 表 わ き れ て いる 。 


この 節 と 次 の 節 で は 、 ど ん な 事 を し て も 守ら な けれ ば な ら 


きる きれ て いる 。 


な い 誓 い の 和 死守 に つい て 最大 角 の 強調 が な 
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第 十 六 章 


アン ナハ ル 





94 . 


95., 


96. 


98. て 


99. 


注 39 


注 40 
中 か ら ス パイ や 情報 提供 者 を 雇い 、 
よう な 言葉 で 、 こ の よう な 誘惑 に 負け な いよ うに 菩 千 きる れ て いる 。 [アッラー の 契約 を わす 3 
れ 。」 


注 41 


て お 前 た ち を 試み ん と す 。 き れ ば 復活 の 日 
に 訟 て 、 彼 は お 前 た ち が 意 見 を 異 に する 事 
柄 を 必ず お 前 た ち に 明確 に せん 。. 

アッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 彼 は 必ず お 前 
だ ち を 一 団 と な し 得 た 答 。 き されど 、 役 は る 
の 欲す る 者 を 迷わ し め 、 また 、 欲 する 者 を 
導き 給 う 。 証し て 、 お 前 た ち は そ の 為 せ る 
こと に つい て 必ず や 訳 間 きれ ん 。 


お 前 た ち 、 哲 約 を お 互い の 聞 の 策略 の 手段 
に 使う こと な か れ 。( 注 39) 然 5 ら ちず ば 、 踏 
み し め だ 脚 は 治り 、 人 々 を アッ ラー の 道 か 
ら 背 か し め た る こと の た め に 、 不 運 を 営め 
きせ られ 、 二 つ 重 刑 を 受け ん 。 


アッ ラー の お 契約 を わ づ か な 代価 で 売る な か 
れ 。 人 アッ ラー 
の 許 に ある そお 前 だ ち に と り て 最も 
a 


・ お 前 だ ちの 有する も の は 消滅 すれ ど だ 、 ア デア ッ 


2 の 許 に ある も の は 永 存 す 。 面 し て 、 隊 
巡 不 抜 な 者 に は 、 わ れ ら は 必ず 役 等 が 為 せ 


る 最 次 の 行為 に 対し て 報 差 を 与え ん 。 


"も 女 で も 、( 注 41) 信者 に し て 義 し い 
行い を する 者 は 、 わ れ ら 必ず 清らか な 人 生 


を 授 く 。 ま だ た われ ら 6 は 、 役 等 が 為 せる 最 炎 
の 行為 に 対し て 、 必 ず や 報奨 を 授け ん 。 


液 ク タル アー ン を 読 訂 する る 時 は 、 排 床 き れ だ 
悪魔 に 対し て アッ ラー ー の 加護 を 求め よ 。 
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その よ 


人 々 は 力 を 持つ よう に な る と 、 大 体 に 訟 い 


う な 行い は 、 
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日 分 の 力 を 弱め る 事 に な る 。 


て 、 人 色々 な 誘 弄 に か られ て し まう 。 碑 に 彼ら の 英 は 人 々 の 
その 国家 の 秘密 を 知る だ た だめ に 多額 の ワイ ロ や 別 る 。 イ スラ ム 数 徒 達 は 次 の 


"か な 代価 で 売る な か 


この 節 で は 男女 同 権 が 認め られ 、 神 の 思 恵 は 男女 に 等 し く 分 け 与 を られ る 事 が 約束 きれ て いる 。 


101. 





第 十 六 次 デン ナハ ル 
100. 悪 諾 は 、 信 じ て を その 主 に 頼る 者 に 対し て 2e35 GE EL GIT 
何 ん の 支配 力も 持た ず 。 2 
2 

Ook 


彼 の カ は た : だ 、 彼 を 味方 と する 者 並び に 
アッ ラー に 他 神 等 を 佐 せ 礼 る 徒 凌 の 上 に の 


み 及 ぶ 。 O13 ye 
第 十 四 項 お つげ 

102。 われ ら が 或 る 御 告 を 他 の 御 告 に 代 ぇ る 時 12553306 攻 Ii 
ーー アッ ラー こそ は 見 も その 沙 人民 する も 5 の を I ee 
知り 給 う に 一 彼 等 は うぅ 、「 液 は た だ 提 造 者 。 ろ 2 入 C つ 1 ひっ 祭 お で の 
に すぎ ず 」 と 。 然 5 ら ず 、 彼 等 の 大 半 は 知識 
を 有 せ ざる な り 。 Duss Yy 

103. 記 え 、 「 主 ょ り 型 党 が 本 に 、 冥 理 を 携え て プッ * の し 2 , 5g? の 9 ィ ス マン る 
降る は 、 信 者 の 信念 を 強 園 な らし め 、 昌 DO IED 
つ ム スリ ム へ の 笑 導 並び に 朗報 た な らし め ON CI GDI GN 
ん が 5 か め が な 5 」 と 。 

104、 われ ら は 彼 等 が 、[ 彼 ム ハ マ ン ド に 教え る ゆる 4742 RA ラン 
OO SO . 
然 れ ど も 、 彼 等 が ほのめかす 者 の 言葉 は 外 OI REI SR EINE 
避 語 な り 。 こ れ に 反し 、 こ は 平 易 明 膝 な る OR 
アラ ビア 語 な り 。 SY 

105、 アッ ラー の 神 兆 を 信 ぜ ぎる 徒 湊 は 、 ア ッ AD 

ー 芝 を 導 か ず 、 i 2 
けん 。 SAS 2 
106. アッ ラー の 神 兆 を 信 ぜ ぎる 徒 章 は 、 庶 科 OA 


を 提 造 し て る に すぎ ず 、 彼 等 こ を 嘘つき な 
プラ タム レラ (oe 
2 ORINLSA I 


誰 で あれ 日 アッ ラー を 信じ た 後 、 再 び 

医 っ だ 者 一 但し 無理 じい る れ て や む な く 不 

信 を 表明 し た 者 で 、( 注 42) その 心 が 全く 

平安 な る 者 は 除く が 一 自ら i 

向っ て 開け る 者 は 、 ア ッ ラ ー の 激 終 その 

に 降る 。 され ば 、 役 等 は 昔 酷 a 
注 42 この 所 で は 、 心 の 中 で は イス ラム の 教え に 満足 し て いる けれ ども 、 戚 し い 取調 べ に 会 っ て 不信 仰 を 表 
明 す る 言葉 を 述べ て し まっ た 入 が 神 か が ら ど の よう に 扱わ れる か に つい て は 述べ られ て いな い 。 こ の 事 は 、 こ う 
EN れ て いて 、 今 後 の 行 動 に よっ て 神 が ど の よう に 扱わ れる か を 決定 する と 

いう 事 が 述べ られ て いる 。 


ター ョ グ ピン ルン 
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oi DO Eg nS 
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07 Coal 
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第 上 六 並 アン ナハ ル 
108. こ は 彼 等 が 来世 より も 現世 を 愛し た が だ で る に 1 il 
2 a ee WC 
め 、 ま た アッ ラー が 不信 心 者 ども を 導 か ぎ dst 3 
i ョ ンー デラ リー デブ 
る が 故 な り 。 Ne : 
109. これ 等 は アッ ラー が る の 心 耳 と 日 を 圭 oo の 32 の WP 
じ た る 徒 涯 な り 。 不 注 意 な 人 間 と は 彼 等 の 9 ) る る 
ン が し GN “ 

こと な り 。 oga 1 っ 
110. 彼 等 は 来世 に 訟 て 必ず 失敗 者 た る で し 。 Ce ei 

111. され と 、 法 の 主 は 一 迫害 を 受け て 家 卿 を 内 28 じ まる eS MOSS 


を の > 3 1 
⑩ cxe) を 
第 十 五 項 
112. 人目 が 自分 貞 あ を 馬 日 定 れ は 誰 れ は 250。Uc と Eo NGO 


捨て 、 そ れ で も な お 苦闘 善戦 し 、 有 且つ 耐え 
丸 び し 者 に は ( 注 43) 一 これ か ら は 寛大 
に し て 、 藻 悲 漆 くま し ます 。 


> 3 あと 234 


Lr gr 22 Ny ッ プ る も る 
不当 に : 財 せ ら れる こと も な か る ご し 。 Bos ダ ふう UE は Ce5 5 
113. アッ ラー は 一 比 際 を 説く 。 平 陳 無 事 な 牙 作る < あら 


る 邑 あ り 。 四 方 か ら 豊 か に 物質 が 至り た る 
が 、 ア アッラー ー の 恵み を 感謝 せ ぎ る に より 、 
彼 は 仙人 魚 と 麗 怖 の 長 胡 を 被せ 、 以 て 彼 等 が 
為 せ る 悪事 の 報い を 味 わ せ り 。 ( 注 44) 





ES アン ン 


3 oe ED ES 
4 


と 2 上 LSE 
St VG aL 
@ ら 6 ゥ タン ラン EN し じ 。 





114. 同族 か ら 選 ば れ し 使 徒 が 彼 等 に 遣わ きれ る i 2 4 の の 2 2 
た り 。 る きれ ど 、 彼 等 は その 者 を 嘘つき 呼ば E, sr odie oH 

等 る っ タダ タ 
わり し た だ れ ば 、 彼 等 が 不義 を 行 つつ ある 3 2 の うい | 1 
と き 天 員 之 に 降り た り 。 Ba 
注 43 109 節 、110 節 で は 、 信仰 か ら は な れ 、 不 信仰 を 支持 し 、 イ スラ ム の 英 に 加わ る 者 に つい て 、 語 られ 
て いる が 、 こ の 節 で は 審判 が 保留 きれ て いる 者 に つい て 述べ られ て いる 。 こ の 場合 に 下さ れる 審判 は 、 次 の 通 


り で ある 。 も し 役 ら が 家 を 離れ 、 神 の ため に 病 い 、 
な ら ば 、 神 は 、 


の で 、 こ の 人 節 で 述べ られ て いる ジハード (聖光 ) は 、 剣 で 戦う こ 


に 努め る と いう だ け の 意味 で ある 。 
「 邑 | 一 メッ カ の こと 、「[ 仙 僚 」 一 竹 み し い 負 きん が 生 年 も の 間 メ ッ カ を 紫 っ た (44 章 11 節 参 照 )。 


注 44 


イス ラム へ の 途上 で ふり か か る すべ で て の 苦し み を 耐え を 巡 ぶ 
を の 時 に な っ て は じ め て 過去 の 罪 を 赤き れる 事 ほ と な ろう 。 又 、 当 節 は 、 メ ッ カ に 啓示 る れ だ も 


と で は な く 《、 イ スラ ム の 理 起 を 実現 する だ め 


「 麗 怖 の 長 衣 ] 一 メッ カ ヵ 市 民 が イス ラム 教徒 に 巻き 込ま れ て 敗れ た 戦争 の 恐怖 の 事 を 意味 し て いる 。 彼 ら 5 は 戦 
争 の 恐怖 が すっ か り 彼 らち を お お っ て いる か の よう に 非常 な 緊張 の 中 で 、 生 活 し て いた 。 アラ ブ の 誘 で は 、「 味 わ 
うぅ 」 と いう 語 は し ば し ば 「 長 衣 】 と し て 使わ れ 、 決 の 様 な 良 て 知ら れ だ た アラブ の 詩 が ある 。 あ な だ の た だめ に 何 
を 料理 し て あげ まし ょ うか と 言わ れ だ た か ら 、 長 い 上 衣 と シャ ツ を 料理 し て 下さ る いと 私 が 答え た だ 。 
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第 十 六 意 デン ナハ ル 
115. アッ ラー が お 前 だ ち に 賜わり た る 合法 に »?% タネ 
み 人 る 
し て 目 つ 清潔 な る も の を 食し 、 ア ッ ラ ー を BS Ck Ss 
崇 コロ A el ーー 性 恵 に 感 8 5 ns 4 LC アラ ュ 
すす な ら 、 ゲ アッ フー の 恵み 謝 せ よさ LC 5G 委 Ne 9 
( 注 45) 
116. アッ ラー が お 前 だ た ち に 禁じ 給 う た も の 1 2 タッ レッ フン ン ン EK タ 2 セン タン 2 
は 、 死 肉 と 血液 と 豚 の 肉 、 びに アッ ラー の ad os 
以外 の 名 を 唱え られ た る も の な り 。 然し な る: じ 滋 湖 2 
eb EB & RC 
が 5 ら 、 不 服従 する に 非 ず 、 控 に そ む なむ くに 非 の 2 RRR 
= > 二ノ 時 ラー る の 2 タン レミ る レ ン 
ず 、 や む な く 食わ きれ た 場合 は 、 ア ッ ラ ー OA HE HIE ES 
は 寛大 に 敷 し 給 う 。 
117. 前 た ち 、 口 か ら 出 まかせ に 虚偽 を 云う EE SES 
な か れ 一 「 こ は 合法 、 そ は 禁 ぜ られ て いる 」 
ヒ 】 2 プッ 0 G1 
な ど と 。 これ 等 の 者 は アッ ラー に 対し 奉り mu a 


118. 


119. 


120. 


121. 


122. 


嘩 偽 を 企てる 者 な り 。 アッ ラー に 対し 奉り 
過 偽 を 企てる 者 は 決し て 栄え ず 。 


此 の 世 は し ば し の 享楽 な れ ど 、 や が て 彼 
等 は 悲惨 な 六 を 受 く べし 。 


ユダ ヤマ 教徒 に も 、 わ れ ら は 先 に 液 に 告げ 

だ る 如く 、 多 てく の 物 を 禁じ た だ たり 。 き れ ど 、 
われ ら は 彼 等 に 不当 な こと を し だ に 非 ず 、 
彼 等 自ら 巴 れ を 害 え る な り 。 


流 の 主 は 一 無知 故に 明 事 を 行い 、 後 に 改 
捧 し て 身 を 修め る 者 に は 一 覧 大 に し て 、 導 
悲 深 くま し ます 。 


第 士 六 項 
NT 
に 選 実 で 、 常に 信楽 く 、 ア ッ ラ ー に 他 神 


a pS 

常に その 恵み に 感謝 の 念 を 抱き し 故に 、 
アッ ラー は 彼 を 選び て 正しい 道 に 導き 給え 
り 。 


oy 7 4 4 Bs 2 
ON ESTE GG 
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0 IR る 
oa 27¢2 de NP 2 


dbo 


> ニン ゆう クン イ は 


Oe a 8 
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GEER 8 


eR 
Tr i 
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注 45 


2 章 169 節 、 


5 齋 4 節 、6 章 119 節 、 120 節 、 


146 節 参 昭 
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コ ーー = 
芝生 六 章 


123. 


124 . 


128. 


129. 


われ ら は 彼 に 現世 に 訟 ける 幸福 を 与え 、 
来 世に 訟 て も 義 し き 太 々 の 仲間 に 入れ ん 。 


証し て 今 、 わ れ ら は 液 に 啓示 を 降 し て 去 
えり 、[ 常 に アッ ラー に 心 を 捧げ まつ る アプ 
ラ ハ ム の 流儀 に 従え 、 彼 は アッ ラー に 他 神 
を 併せ 祀る 者 に 非 ざ りき | と 。 
安息 日 は 、( 注 46) それ に つい て 意見 を 
異 に する 者 ども に 対し て 定め られ だ も る の に 
すぎ ず 。 訂 し て 、 復 活 の H に は 、 液 の 主 は 
必ず 彼 等 が 論争 し た こと に 対し て 判決 を 下 
すべ し 。 

知恵 と 熱心 な 勧め ゆ に よっ て 人 々 を 主 の 道 
に 招き 、 最 善 な 方 法 で 人 々 を 説得 せよ 。 主 
は 、 道 を 踏み は ず し た 者 、 ま だ 正 し 【 導 か 
れる 者 を 最も よく 知り 給 う 。 


お 前 た だ ち 辿 害 者 を 質 し めん と 欲す る な 
ら 、 誤 っ た 披 害 と 同じ 程度 に 之 を な せ 。 然 
し な が ら 、 も し 堪忍 し うる な ら 、 堪 忍 す る 
に し く は な し 。 

預言 者 よ 、 液 、 我 慢 強 て あれ 。 き れ ど 、 
液 の 忍 調 は アッ ラー の 加護 に て の み 可 能 な 
5。 彼 等 の こと を 悲し む な か れ 、 ま た 彼 等 
の 量 計 に 心 を 痛め る る な か れ 。 

げに アッ ラー は 、 義 し い 者 、 閣 行 を 積む 
者 と 倍 に いま し 給 う 。 
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ユダ や 人 は 、 自 国 の 衰退 と 区 惨 は 、 安 忠 日 を 財 濱 し た か ら だ と 信じ て いた 。 し か し 彼ら は 今 、 安 息 日 
F る こと た で は な く て イス ラム を 受け 入れ る こと で 上 失わ れ た 栄光 を 取り 戻す こと が で きる と 攻 え られ る の で あ 


第 十 七 間 イス ラ エ ル 





イス ラル 
(メス メッカ 刻 年) 


あま ね 


ヽ た ャ < ee も 2 な 2 る 1 タン \ 
て 2。 


乗じ 僕 を 聖典 か らち 、 わ れ ら が AA 
2. 夜 に 乗じ て 、 そ の 僕 を 聖 雄 か ら 、 われ ら カ ヵ の 238 Gh : 
辺り を 洛 ゆ し 迄 か 遠き 型 典 に 運び だ た る 彼 に po 


うす 


し る し イッ ニン ンク | ぅ > る 5Zt Ln? 
迷 光 あれ 。 こ は われ ら の 神 光 の いく つか を まじ 区 3C25yiue2213 6 
彼 ム ハン マッ ド に 見 せん が だ た だめ な り 。 げ に タッ ー プ クー タッ ラン ョ ンタ (る a た 
全て を 聴き 、 全 て を 見 透 す 者 は 、 彼 の み に の CNS ウデ テッ 


まし ます 。( 注 1) 


注 1 この 聖なる 預言 者 の 産 示 と し て の 幻 に つい て 語っ て いる 節 は 多く の クル アー ン 注 釈 者 に は ミラ ー ジ 
( 仁 的 申 天 ) と 解 寂 き れ て いる が 当番 で は 、 こ れ は 聖なる 畠 言 首 の メッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 幻 の 中 で の イス 
ラク ( 四 な る 夜間 飛行 ) で ある と 解 収 し て いる 。 型 な る 預言 者 の ミラ ー ジ に つい て は 、 か な り の 行間 も きい て 53 
章 で 語ら れ て いる 。53 章 で (8 一 18 節 ) 語 られ て いる 全て の 事実 は 、 項 言 者 出現 の 5 年 後 の ラ ジ ヤ ブ の 月 に 起 っ 
だ アビ シニア へ の 移動 に | き 読 き 直 ち に 啓示 る きれ だ た の で ある が 、 こ れ は 悪 な る 手 言 者 の ミラ ー ジ に つい て の 伝 
承 中 で 詳細 に 渡っ て 述べ られ て いる 。 この 節 で 述べ られ て いる 亜 な る 預言 者 の メッ カ か ら エ ル サ レ ム へ の 零 的 
夜間 飛行 或いは イス ラ は 、 ズ ルカ ー ニ に 依 れ ば 預言 者 出現 の 11 年 後に 起 っ た 事 で あり 、 ミ ョ ー ル や 数 人 の キリ 
スト 教 著 述 家 の 意見 で は 預言 者 出現 の 12 年 後 と いう 事 に な っ て いる 。 し か し メル ダ べ と 、 イ プ ネ ・ サ ー ド の 説 
で は 、 ヒ ジラ に ビー 年 先立つ ラビ ウル ・ ア ナウ ヴァ ー ル の 月 の 17 日 に 起 っ た と きれ て いる (Al—Khasais, Al 一 
Kubia)。 ベー キ も イス ラ は ヒジ ラ の 一 年 か 半年 前 に 起 っ た と し て いる 。 この 様 に 全て の 伝承 か ら 解 る 事 は 預言 
者 出現 の 12 年 後に あたる ヒジ ラ の 一 年 か 半年 前 に イス ラ が 起 っ た と いう 事 で 、 預 言 者 出現 の 10 年 後に ハデ ィ 
ジャ が 亡 て な っ た 後 、 吾 な る 預言 者 が 、 彼 の 従姉 で ある ウン ム ・ ハ ニ と 上 葵 し て いた の が ヒジ ラ の 時 で ある 。 し 
か し 大 勢 を 占め る 学術 的 意見 で は 、 ミ ラー ジ は 第 5 番 め の 年 に 起 っ て いる の で ある 。 か く の 如 く こ の 二 っ の 事 
件 は 、6 一 7 年 の 間隔 の あい た 全て 別個 の 事件 で あり 、 同 一 の ぁ の で は な い の で ある 。 各 々 の 事件 は 全く 別個 
で ある と 考え な けれ ば な ら な い 。 そ し て 聖なる 畠 言 者 の ミラ ー ジ で 起 っ た と る れる 言い 伝え の な か の 色々 な 事 
柄 は 、 イ スラ で の 事柄 と は 、 全 く 人 性 質 を 異 に する も の な の で ある 。 叙述 中 に は 、 こ れ ら 二 っ の 事件 は 、 精 神 的 
現 集 で あっ だ に すぎ ず 聖 な る 預言 者 が 物理 的 に 只 天 し た り 、 エ ル サ レ ム ま で 旅 し た 訳 で は な いと も 述べ られ て 
いる 。 歴史 的 に 強力 な 事実 の 他 に も 、 そ の 他 の 関連 状況 が この 二 つ の 事件 は 全く 別個 の 物 で ある 事 を 主張 する 
助け と な る 。 即ち (a) ク ルアー ン で は 聖なる 預言 者 の ミラ ー ジ ( 圭 的 昇天 ) に つい て は 53 雇 で 説明 が ある が 、 イ 
スラ に つい て は 何 の 言 及 も る れ て いな い ( エ ル サ レ ム の 夜間 飛行)。 を し て 当 将 で は 、 イ スラ に つい て は 述べ ら 
れ て いて も ミラ ー ジ へ の 引 只 は な い 。 (も イス ラ が 起 っ た 時 、 斑 な る 預言 者 が 宿泊 先 に し て いた 彼 の 従姉 で ある 
ウン ム ・ ハ ニ は 、 回 な る 預言 者 が デル サレ ム へ 旅 し た 事 に つい て は 語っ て いる が 、 天 へ 旅 し た 事 に つい て は 何 
も 語っ て いな い 。 彼女 こそ 現 な る 項 言 者 が 、 エ ル サ レ ム へ の 夜間 飛行 を 話し た 、 初 め て の 人 で あり 、 彼 女 か ら 
の 報告 を うけ て 、 そ の 事件 を 書き と め た 四 名 の 遠 っ た 報告 者 の 権威 に 基づき 、 少 な く と も る 、 数 人 の 伝承 話 の 収 
集 者 が 、 役 女 の 話 を 裏づけ て いる 。 四 人 の 報告 者 全員 が 、 絹 な る 預言 者 が エル サレ ム に 行き 、 同 ビ 夜 に メッ カ 
へ 帰っ て きだ と 上 いう 雇 見 を 同じ くし て いる 。 又 聖なる 預言 者 が 距 天 の 事 を もち ウン ニ ・ ハ ニ に 話し て いた な ら 、 
彼女 が その 事 を 書き も ら 5 す は ず が な い の で ある 。 し か し 彼女 が を うし て いな い 事 か ら 考え 合せ 、 粘 果 的 に は 、 
問題 の 夜 に 、 聖 な る 預言 者 は エル サレ ム へ の 夜 問 飛 行 覧 い は イス ラ を 行なっ た の み で 、 そ の 時 に 昇天 の ミラ ー 
ジ は 起 ら な か っ だ の で ある 。 伝 承 話 を 編さん する 人 達 が イス ラ ほ ミラー ジ を 混同 し て し まっ た 様 に 思わ れる 。 
この 混乱 は イス ラ (夜間 飛行 ) と いう 言葉 が イス ラ と ミラ ー ジ の 両方 の 意味 で 使わ れ た 吾 に 起因 する 様 で ある 。 
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3 われ ら 6 は モー ゼ に 経 箕 を え 、 これ を 以 て の 9 4122 3 の し (の 0 の 51 


イメ ラ エ ル の 子 ら へ の 次 導 た らし ゅ て 評 ッッ ーー 
PE A 1 
えり 、「 液 等 、 われ を 措 い て 他 に 守護 者 を つ GE EI 
くる な か れ 。 Se 
4 . ょ に 方 舟 に 乗せ た な る 者 の 子孫 よ 」 と 。 クタ クシ ルウ る 5 メン トブ フッ ン る ン 
se dl の いい に > 5 
時 の 念 厚 『 き 僕 な りき GR に 
5. まだ 、 わ れ ら は 経典 の 中 で オス ラ エ ル の 子 。 々 2 CSA [2 Css 
6 「 お 前 た ち は 必 ず 二 度 地上 に 訟 て 悪事 リウ ンク は いび ゆうの 0 り 
み プ 9 ッ ク ププ う 2 デ ラー ュ 
を 犯し 、 面 し て 非常 に 横 樹 な 明 度 に 出 ブ ] RS GG 
ほ 言明 す 。( 注 2) | 
6. 二 つ の う ち 最初 の 警告 が 実現 きれ る や 、 わ GA が ン ン レッ ンタ ” A 
じ ら 2 A. 
れ ら は 、 わ れ ら の 僕 の 中 で 恐ろし い 腕 力 を だ es 3 
備え た る 者 た ち を お 前 た ち に 遣わ し た り 。 IOe2OM5 ER Nd td 
彼 等 は お 前 た ちの 家 の 最 興部 まで も 診 索 し nc 
た れ ば 、 殖 告 は か くし て 全う る れ り 。( 注 3) OnETY 





そし て 、 イ スラ エミ ラー ジ の 説明 中 の 、 幾 つか の 詳細 の 舞 似 性 が 、 こ の 混乱 を 大 きく し 定着 きせ て し まっ た 。( で ) 先 
ず 最 初 に 、 回 な る 据 言 者 が エル サレ ム へ 行き 、 そ の 後 エ ル サ レ ム か ら 天 へ 昇っ だ たと 上 言 われ る 言い 伝え で は 、 エ 
ル サ レ ム で 聖なる 了 預 言 者 は 彼 以前 の アダ ム 、 ア プラ ハム 、 モ ー ゼ 、 を し て イエ ス ・ キ リス ト と いう 項 言 者 達 に 
出会い 、 そ し て 天 で も 、 再 び 同 一 の 預言 者 達 に あっ だ の に 、 聖 な る 預言 者 は 、 彼 等 だ と は わか ら な か っ た と も 
述べ られ て いる 。 し か し 環 な る 豆 言 者 が エル サレ と な で 会 っ た 預言 者 達 は ビ どう や っ て 彼 以 前 に 天 に 行っ た の で あ 
ろう 。 そ し て 何故 、 同 夜 の 夜間 飛行 中 に 、 ほ ん の 少し 前 に 出会っ だ 彼 等 に 、 班 な る 弟 言 者 が 気づか な か っ た だ の 
で ある う 。 そん な 事 は 考え られ な い 事 で ある 。 み し る し“ 和 措 隔 の モス ク (礼拝 堂 )" と は エル サレ ム に ある 了 預 
言 者 ウロ モン の 神山 を きす 。 


注 2 "モー ゼ の 経典 中 に 述べ られ て いる ユダ ヤ 人 達 の 二 つ の 約 東信 反 が 、 こ の 節 で 言及 きれ て いる (中 命 志 28 
立 15 節 、49 一 53 節 、63 節 、64 節 、30 章 15 節 ) イス ラ エ ル の 民 の 中 か ら 不 信者 に な っ だ 人 達 に 、 ダ ビデ ヒ と イ 
エス ・ キ リス ト に より の ろ い が 2 度 与 た られ (5 斉 79 節 ) 彼ら は 2 度 も 罰せ られ た 。 


注 3 ダビ デ の 死後 神 よ り 第 一 の 前 が 、 そ し て イエ ス ・ キ リス ト の 死後 第 二 の 罰 が ユダ や 人達 に 下さ れ た 。 
聖書 に よれ ば 、 エ ユダ や ヤ 人達 は 、 モ ー ゼ 以後 強大 な 民族 た し なり 、 ダ ビデ の 時 代 に 強力 な 王国 の 土 吾 を 築き 、 ダ ビ 
デ の 死後 、 し ば 6 らく の 問 、 そ の 繁栄 を 保ち 続け た と ある 。 を の 後 、 衰 退 の -- 途 を だ どり 5、 紀 元 前 733 年 頃 に 、 
サマ リア は アッ シリ ア 人 に 占 叙 る を きれ 、 イ スラ ム 全 土 は 、 ジ エズ リー ル の 北部 に 併合 され て し まっ た 。 紀 元 前 608 
年 に は ネコ ・ フ ァ ラ オォ 引き いる エジプト 軍 が パレ スチ ナ を 侵攻 し 、 イ スラ エル 人 は エジプト 人 の 支配 する 所 と 
な っ た (Jew. Enc. 巻 P 665)。 し か し 一 時 の 権力 の 消失 と 破壊 、 荒 廃し いっ た 事 が 彼 等 の 生活 様式 や 変 える 事 
は な か っ た だ た 。 ユダヤ 人 達 は 以前 の まま の 邪悪 な 生活 態度 の まま で 、 預 言 者 エレ ミア が 、 彼 等 の 悪し き 生活 方 法 
を 止め な いと 神 の 綴り が 下 き れる と 注意 し て も 、 ユダヤ 人 達 は ー ざ つも て れ な か っ た 。 ジホ ヤー ー キ ン の 在 位 時 、 
バビ ロニ ア の ネ ホブ カド ネ ザ ル は パレ スチ ナ へ の 第 一 次 侵攻 を 行ない 、 神 殿 の 器 を 持ち 去っ た が 、 街 を 普 酷 に 包 
閉 す る 事 は な か っ ただ た 。 し か し 、 ゼ デキ ア の 反乱 が 紀元 前 87 年 に ネ ホブ カド ネ ザ ル に 第 2 次 パレ スチ ナ 侵 攻 を 許す 
所 と な り 、 一 年 半 の 包囲 の 後 、 街 は 嵐 で 落ち て し まい 、 街 か ら 逃げ だ し た な ゼ デキ ア 王 は と ら わ れ の 身 と な っ た 。 
王 の 息子 吉 は 虐殺 さる れ 、 王 の 目 は くり 中 か れ 、 足 か せ を は め ら れ て 、 バ ビ ロ ン へ と 連れ 寺 ら れ た だ 。 神殿 や 王宮 、 
その 他 の 佑 大 な 建築 物 は 焼き うち され 、 大 司祭 や 指導 者 達 は 殺さ れ 、 多 く の 人 々 が 捕 房 と な っ て 連れ られ て いっ 
だ (Jew. Enc. 第 6 巻 P 665、 第 7 巻 P 122、“Jerusalem" 湖 燥 )。 


ー426 一 


第 二 七 芋 イス ラ エ ル 





7 , その 後 、 われ ら は お 前 だ ち に 彼 等 を 打ち も 負 | [ CN レン 9 Gi 
JL2L NL 


か す 旋 を 与え 、 加 えて 、 宮 と 子 室 で お 前 だ EK うう ) る つ 
ち を 助け 、 以 前 より も 人 知 か に 優勢 な らし め 時 1 イン ノ < る 
だ り 。 ご ぴの う 
RE RE を tag 3% CI 


は 己 が 身 の た め と な らん 。 ま た 、 も し 悪事 

を 行わ ば 、 PD er Wy 2 0 294| ペン CA 

後者 の 向 告 を の 実現 の 時 到 る や 、 わ れ ら は a 
a ce RA る プイ タタ ノラ ェ ッ グン 7? 
ぉ 前 た ちの 顔 を 苦 聞 で 徐 う べく 英軍 を 差し EDKU3355 a 
向け り 。 彼 等 は 最初 の 時 の 如く 聖 殿 に 踏み 


入り 、 分 捕っ た 全て の も の を 破壊 せん 。( 注 OL 
4 ) 


9. 或いは 、 主 も お 前 だ た ちの 上 に あわ れ み を 思 AA の 22 
し 名 す や も し ら ず 。 き る れ ど 、 お 前 た ち 再 び MG3 DN の の 
以前 の 状態 に 送 も どり する な ら 、 わ れ ら も ' OA 
必ず 返 報せ ん 。 き れ ば 、 わ れ ら は 地位 を 、 > 
不信 心 者 論 の 定 狂 と し て 設け た り 。 

i RR き 全 を 積 せ 信 合 は 大 いな る っ タン アイ ンプ 1 ブタ ラッ ン ンタ 8 の の っ チル 
将 を 授け ら る べし と の 急報 を 伝 う 。( 注 5) VVT 


ツ レズ ン ラン 
oO 








注 4 この 節 は ユダ や ヤ 人達 の 第 2 の 邪 款 へ の 帰依 に よる 邪悪 な 生活 と よ 、 そ の 結果 上 し て 彼 等 に ちあ だら きれ だ 
前 に つい て 語っ て いる 。 彼 等 は イエ ス ・ キ リス ト を 追 害 し 、 彼 を 字 架 に は りつ け て 条 を うと し 、、 彼 の 目 
的 を 、 ほ ば も うと し た 。 そ れ 故 、 神 は ユダ ヤ 人 人達 に 前 の 苦し み と し て 、 西 歴 70 年 に 、 タ イタ ス 率 いる と ころ の 
ロー で 軍 を 侵攻 きせ て 国 を 大 壊 きせ た 。 そ し て 比べ よう の な い 意 居り 中 で 、 エ ル サ レ ム は 破壊 きれ 、 ツ ジロ モン 
の 神殿 は 焼き つく きれ だ た の で ある 。(Enc. Bib. “Jerusalem" 参 照 ) この 大 き な 不 幸 は 、 イ エス ・ キ リス ト が カ 
シミ ー ル で まだ 生存 し て いた 時 に 起こ っ だ 。 こ の 事 は 、 モ ー ゼ に よっ て 聞 言 きれ だ た こと で ある 。( 申 命 記 32 次 18 
人 節 一 26 節 ) ここ で は 、 第 2 の 前 に つい て の 頂 言 が 回 書 で は 、 第 1 の 罰 に つい て の 頂 言 の 後 に 述べ られ て いる 京 
に 注目 すべ き で あろ う ( 申 命 記 28 斉 )。 ユダヤ 人 達 が 再び エル サレ ム に 戻る と いう 預言 の 後に も この 預言 が 為 
きれ て いる ( 忠 命 記 30 章 1 一 5 節 )。 こ の 事 か ら わ か る の は この 預 言 (中 命 記 32 章 18 一 26 節 ) が 、 ク ルアー 
ン で は 、“" お 前 達 は 必ず や 二 度 地上 に 診 て 悪事 を 犯す と の 言及 の ある 、 第 2 の 前 を 指し て いる "と いう 事 で ある 。 
この 節 は イス ラム 教徒 に 対し て も 、 ユ エ ユダヤ 人 達 様 に 邪 世 な 生活 を 止め な けれ ば 二 度 徹 せら れる で あろ る ろう と の 衝 
告 の 意味 を 持っ て いる 。 最初 の 凍 は 西暦 1258 年 に 、 バグ ダー ド が 侵攻 きれ た 時 、 下 きれ た だ 。 野 牙 な 遊牧 民 で あ 
る ハラ ク が 、 完 璧 な 力 を 誇り 、 か つ 知 識 に 富む 町 を うち の めし 、 180 万 も の イス ラム 教徒 の 童 を は ね だ と 言わ 
れ て いる 。 し か し イス ラム は この 恐る べき ちょ う 落 か ら 交 し く 立 ち 直 り 、 ハ ラク の 玉 と 多く の モン ゴル 人 そし 
て 、 タ タル 人 も イス ラム を 受け 入れ た の で ある 。 第 2 の 罰 は 、 末 日 に 下 $ れ る で く 天 に より 定め ゆら れる 。 

注 5 クル アー ン が 信 替 者 達 の 為 に 設定 する 究極 の 日 標 は クル アー ン 以 前 の 人 々 の 日 標 に 比 し 、 よ り 高 鞭 で 
NR 故に 和信 々 は 、 そ の 祝福 を 得 ん が 
為 に 多大 な 努力 を し 、 だ らし な く 規 律 の ゆる ん だ 生活 に 落ち いら ぬ 様 身 を 守り 、 あ ら ゆ る 場合 に 診 て 、 約 束 き 
れ た 神 の 思 恵 に 価 い する 者 で あり 得 な けれ ば な ら な い 。 
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第 十 七 交 イス ラ エ ル 
11. また 、 来 世 を 信 ぜ ざる 徒 涯 に 、 ゎ れ ら 6 が 酷 2AK4 し の 83 のか 83 
2 め う の JJI に 
呈 を 用 意 し て いる こと を 警告 す 。 Ye 3 の 93 
ク ョ アイ 
ョ 2 第 一 頃 ここ に I 2 
12. 人 間 は 幸福 の た め に 祈る べき な の に 、 不 牽  QCIOMS ssd oe 
を も 祈る 。 人 間 と は 軽 は ずみ な り 5。 29 
OD 
13. われ ら は 夜 と 全 を 一 っ の 微 と し て 設 な け 、 次 ie ンス 2 ン パラ 2 る ラン スズ < 
4 Se lal CGC 
に 夜 の 徴 を 早く し 、 基 の 徴 を 明る て せり 。 i 
こ は お 前 た ち を し て 主 の 軸 み を 求め し め 、 SS NE 
また 年 の 計算 を 知り 、 計 算 の 方 法 を わき ま に ンス 
た せしめ ん が た め な り 。 わ れ ら は すべ て の dss a Se 3 
こと を 詳細 に 説き 明か せり 。 ( 注 6) シフ ルン る 
詳細 ; ra 2 0 
14. わ れ ら は それぞれ の 人 間 の 運命 を その 者 の 。 ぇ ぁ ノ 
類 に 結び た り 。 証し て 、 復 活 の 日 に 、 わ れ EP 4 Sb $s 
ら は 彼 に 犬 き てく 開 いな だ 貴 鏡 を 提 流 せん 。( 注 アア 
7 ) NII OR A YS 5 
15. 「 流 の 帳簿 を 読む が よい 。 今 日 こ を 液 、 自 。 @cdK2593 し る 2Y 飲 ) 
分 自身 に 十分 な る 清算 者 た れ ] 
16. 正道 を 守る 者 は た だ 己 れ 自 身 を 益 す る 90 CG ER os 
に 守り 、 迷 うう 者 は だ た だ 己 れ 月 身 が 指 8 の 0 
1 ST CL る LG 
の み 。( 注 8) ま た だ 重荷 を 背負 う は 、 他 人 の 56259 の 
重荷 を 藻 負 う に 非 ず 。 ( 注 9) われ ら は 使徒 クッ ッッ アン アカ ュ ン 2 Rt 
を 派遣 せ ず し て 、 削 する こと な し 。( 注 10) Op ACRE EI TA EC 
注 6 夜 $ 呈 も 共に 人 間 に 益 を も だ ら 6 す 。 し か し 夜 の も だ たらす 益 が 微妙 で 隠れ て いる の に 対し 、 基 の 益 ほ は っ 


きり と 町 回 で ある 。 この節 で は 多 、 昼 と 夜 の 交替 する 事 の 自然 現象 が 一 年 の 日 附 を 決め 、 暦 を 作る 助け た な る 
事 が 述べ られ て いる 。 この 現象 が 、 科 学 と 数 学 の 発達 と 発展 に も 寄与 し た の で ある 。 


注 7 
を 意味 し 、 タ ー イ ル ( 鳥 ) と は 鳥 で 吉 
や り 直 す 事 は ! 


人 聞 の 連 命 を その 筆 に 結び た り と いう 事 は 、 


けら 5 れ だ まさ まで 人 拭い 去る 事 は 出来 な い に の で ある 。 


注 8 


懲 廊 は 外部 か ら 来 る る 5 の で は な く 、 


行動 ほ 努 力 は 入 が 生き て いる 眼 り 永遠 に 
剛 を 占う アラ ブ の 上 語 い 習 代 を 表わし て いる 。 人 は 、 
+ 来 ず 、 そ を の 行動 は ほ て つ も な い 効 力 を 持ち 、 人 人 の 日 に は 見 え ず と ふぅ 、 行 為 を 為 し た 者 の 首 に つ 


人 自身 の 中 より 生ま れる も の で ある 。 


っ いて まわ る 事 


- 実 際 に 天 と 地獄 の 懲 前 と 報 


本 は 、 善 で あろ うと 加 で あろ うと 、 人 が 現世 で 坊 し た 行為 を 形態 化し 、 代 表す る $ の な の で ある 。 こ の 様 に 現 


世 で は 人 は 運命 を 剣 9 出 し 米 志 で 、 
注 9 
人 に は 価 の 利益 に も 
注 10 


で て て 
の 災害 


いわ ば 、 


目 分 日 身 の 報酬 を 牙 い は 罰 を うけ る 者 な の で ある 。 


誰 も が 自分 自身 の 十字 架 を 背負 わな けれ ば な ら な いし 、 ま た 誰か が 代わ っ て 犠牲 に な っ て くれ て も 本 


喜 告 者 を 派遣 する こと に な っ て いる の だ 。 
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な ら な い 。 この 節 は 崎 看 の 原則 の 根本 を 取り 去る も の で ある 。 


世界 は 、 か つて な い 程 の 成 し き と 比べ よう の な い 強 大 き の 加 病 
を 次 々 に 経験 し 、 人 間 の 生活 は 若 囲 な もの で あっ だ 。 こ れ ら の 茨 害 や 破局 が 地球 や お そう 以前 に 、 


ji( ペ スト )、 角 人魚 、 戦 争 、 地 城 や その他 
神 が 


ーー 
ーE ビ e ーー 
に 


ーー だ た ん 為 し た 行為 を . 


st 


第 . 


ト も 


結 


イス ラ エ ル 





17. 


18. 


149. 


20. 


21 . 


22 . 


23. 


24. 


われ ら 或 る 品 も を 滅ぼさ ん と 欲す る や 、 まず 
その 邑 の 反逆 す る 徒 右 に 命令 を 下す 。 鉄 % 
に 、 彼 等 は な お も 大 を 犯す が 故に こる 
し て 当然 の 処 許 を な し 、 われ ら そ の 邑 
壊滅 す 。 


ノア 以後 われ ら は 如何 に 多く の 世代 を 亡 ば 
し た る こと か ! 流 の 主 は 、 その 儀 等 の 罪 業 
を 知 燕 し 、 且つ 余す 所 な くみ そ を そ なわ し 給 う 。 


誰 で あれ 、 東 の 間 の 現世 を 刻む も の に は 、 

われ ら は 気 の 向く まま に 、 気 の 向い た 者 に 、 
現世 で 享楽 を 急 が す 。 面 る 後 、 わ れ ら は 彼 
に 地 鍼 を 指定 す 。 そ こ で 彼 は 焼 か れ 、 呪 わ 
れ 、 拒 否 き れる で し 。 

る れ ど 、 信 者 で あり 、 来 世 を 望み 、 そ の た 
ぬ め に 努力 する 者 一 か く の 如 き 者 の 奉 力 は 、 

神 に 嘉納 せら れん 。 

われ ら は すべ て の 者 に 一 この 者 に も 、 ま た 
あの 者 に も 一 あま ね く 則 物 を 頒 ち 授 て 。 主 
の 授け も の に は 限界 な し 。 ( 注 11) 

見 よ 、 如 何 に われ ら が 現世 で 或 る 者 を 他 の 
者 ょ 5 出世 きせ だ か を 。 き る れ ど 、 来 世に 消 
て は 、 之 に 優る 地位 と 栄誉 あり 。 


疲 辱 し め 5 れ 、 見 捨て られ る こ と な きよ う 
アッ ラー に 他 竹 を 併せ 坊 る な か れ 。 


第 三 項 


湊 の 主 は 命じ た り 、「 彼 以外 に 何者 を も 崇拝 


する な か れ 。 ま だ た だ 両親 に 導 養 を つく せ 。 片 
親 、 或 い は 両親 と も 流 の と ころ で 年 老い た 
場合 、 に や み を 云っ だ り 、 非 難 す る こと な 
《、 丁 寧 な 言葉 で 話す が よい 。 ( 注 12) 


。 ュ ンタ タン フッ ン クラ ュ マ ン ン イン 
る っ 9 つと の 5 86 史 負 っ 


グッ ァ ッ クノ [ ノ 」 る ノノ イン る ン ッ くう タン ンマ 
OF SES 


ン イ ッ 


ES SI AS 


MCP 
CE NOE Ss 
2 マン PP の ジョ ン ン ( i 2 っ 2% 

0 


の の ちっ ao (と 2 すさ | 
so 5D1 92 


の 2 4 の うう? 9 ッ ン 69533 0 
の 855 別 委 さび 党 
らら NEC eC 

EN IR Ra ES の 避 
OV I 
2 EE EY 
あぁ 3683 
RIE I ot 5 
CII ES RG ELS 
ESIC EIR 


プ タ て 
@3. る っ 3 


神 の 葛 物 に は 二 種 類 あ る 。 (1) イス ラム 教徒 、 ユ ス ダ ヤ 人 、 ヒ ンズ ーー 教徒 、 を の 他 を 問わ ず 、 あ ら ゆ る 種 


_ 注 11 
類 の 人 々 の 若 行 と 努力 が 、 


注 12 


この 節 よ り 、f 


その 程度 に 応じ 身 を 結ぶ 結果 と し て の 一 般 的 な 賜物 、⑫) 靖 神 的 事柄 の み に 限 られ 、 
袖 の 真実 の 下僕 の み に 与 えら れ 、 不 信者 に は 与え られ る 事 の な い 特 別 の 慈 
本 動 の 原則 の 説明 が 始ま る 。 人 は この 行動 の 原則 を 遵守 する 事 で 、 


愛 と 救い 。 
白 分 達 の 組織 の 保全 


が 出 米 、 衰 所 と 分 裂 か ら 5 組織 を 安全 に 守る 事 が 出来 る 。 神 の 単 一 性 を 信ずる 事 が 全て の 甘 徳 が 芽生 える 種 と な 
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第 十 七 章 イス ラ エ ル 


し か 
25. 箇 し て 、 散 愛 の 情 を こめ 、 楽 順 の 殿 を 低く (全く 550 の る 
3 ーッ de 1 = | 

垂れ 、 か くく 云え 、『 主 よ 、 彼 等 に 蓄 悲 を 垂れ と SCN て Co 
OR OR DSS 
(』】 と 。 ( 注 13) > 


た だ - ン ぅ 1 る 4 ンプ 2 負っ > 2 イッ ンタ る 
26. も し ち お 前 た ち 義 し か ら ば 、 主 は ぉ 前 た ちの abel DA 


心中 を 熟知 し 給 う 。 げ に 彼 は 、 悔 い 改 め て 8 レッ クレ レイ る に 
se OS DG 
旋 順 する 者 に は 寛大 に まし ます 。 Gb GY RY 
_ _ 6 の の a に る 1 322 の { 
27. それ か ら 、 親 族 に は や る べき も の は や る - ON GIA GE I ol 
し 、 ま た 貧者 や 旅人 に も 。 但 し むやみ に 浪 22 
区 する な か れ 。」 ⑯Leo ぷ ひざ りう 


。 。 サタ ン は ら か ぁ サタ ン z ちっ うい 1 る HW ャ レタ 5 の 
28. 浪費 家 は 悪魔 の 同胞 な り 。 悪魔 は 主 に 対し  QU ら 3 ORE DI 9) 
思 知 ら ず な り 。 ( 注 14) 


OS SI 


29. な れ ど 、 王 の 恵み 々 を 液 が 求 な る が 故に 、 液 uh uw ンジ 2 クラ ラグ 2, し 信 を 4 
が も し 役 等 か ら 了 を を むけ ぎる を 得 な い 場 “マウ ヴ たら つ AR2 の 2 ららら 
合 で も 、 少 て と も 優し い 言葉 で 役 等 に 語れ 。 シナ ルレ 人 し の とせ うっ 二 人 ん す ツ メメ ナル コ 
MRA 修 葉 て 徹夫 OD SL AS ゆな の 


( 注 15) 





5 り 、 そ の 信心 が な けれ ば 、 全 て の 罪 が な はびこる 。 神 の 路 一 性 を 信じ る こと は 、 信 爺 の 中 心 で あり 、 ま た シル グ ク 
(唯一 の 神 以 外 に 他 の も の を 崇拝 する こと ) を 非難 する こと も 、 信 爺 の 中 心 と な っ て に いる 。 なぜなら ば 、 唯 一 
性 を 信じ る こと は 全て の 短 の も と に な り 、 シ ルク は 全て の 罪 の 根 で ある か ら で あ る 。 こ の 原則 は 、 自 然 の 法則 
と 律 法 の 法則 両者 の 基盤 と 条 ほ と 上 な る 。 ま だ 、 徒 法 の 全て の 法則 が 神 の 唯一 性 へ の 信仰 を 基 と 上 し て いる と いう 現 
実は あま り に も 胃 各 な の で 、 説 明 も 必要 と し な い が 、 自 然 界 の 法則 や 全て の 科学 の 発 産 も 、 全 て この 信念 に 起 
因 し て いる 。 何故 な ら 、 も し 神 が 複 数 で 存在 する の な ら 6、 自 然 の 法則 も 一 つ で は な く な る か ら 6 で ある 。 全 て の 
科学 上 の 発明 や 発見 は 、 秩 詳 あ る 一 定 の 変わ る 事 の な い シ ステ ム が 全 宇 宙 を 支配 する と いう 信念 に 従っ て いる 
為 、 一 つの 一 定 で 一 系 乱れ ね 自然 軍 の 法則 が 欠 除 し て いて は 、 全 て の 科学 向 発 展 が 終結 し て し まう の で ある 。 
この 節 の 表わす 第 2 の 重要 な 戒律 は 、 人 人 間 の 道徳 行動 に 関し て で ある 。 つ まり 、 人 間 の 自分 の 親 に 対し て の 義 
凶 が 道徳 的 行為 の 最も 重要 な 部 分 を 形成 する も る の で あり 、 こ れ は 何故 な ら 6 自 分 の 神 へ の 関心 を 一 番 最初 に 向け 
きせ て て くれ る の が 両親 で あり 、 両 親 が 鏡 と な っ て 神 の 美徳 を うつ し て くれ る か ら で あ る 。 神 の 美徳 を 具体 的 に 
人 人 問 の 例 を 出し て 説明 し よう と する な ら 、 両 親 の 例 が 一 番 ふ る わし いで あろ う 。 し か し 、 神 に 関す る 態度 に は 、 
不可 能 で あっ て も 、 両 親 の 場合 は 可能 で ある こと が ある 。 だ た と えば 、 神 の 皿 恵 に お 返し を ゃ する 事 は 不可 能 で あ 
る か ら 、 人 は 少な く と も シル ク か ら 遠 ざか る 事 を 心がけ る で き で ある と 教え られ る が 、 両 親 の 場合 は 、 与 えて 
くれ た 愛 と 思い や り に 報じる こと が ほとん ど 可 能 な の で ある 。 
注 13 美しい 直 只 を 用 いて この 節 で は 、 両 親 へ の 思い や り が 教え こま れ て いる 。 親 の 愛 は 報い る 事 の 出 米 上 ぬ 
程 深 いも の で ある 為 、 こ の 返せ 上 分 は 祈り が 和 精 な っ て くれ る 。 祈り に は 、 年 老い た 両親 は 、 自 分 達 が 子供 の 時 、 
親 に し て も ら っ だ の と 同 C 様 に 、 心 を 配っ て 愛情 豊か に 接する 様 と の 思い が こ ゆ ゅ られ て いる 。 
注 14 神 か 6 与え られ だ 賜物 を 正しく 使わ な い 人 間 は 神 か ら う と され る 。 そ し て 自分 の 富 を 浪費 し 、 正 し く 
富 を 使わ ね ば な ら な いと いう 均 任 を きけ よう と する 者 も 同様 で ある 。 
注 15 見 た 所 は 慈悲 を 与え だ 方 が 良き そう に み を る と も それ を 与え る と 逆 効果 と な る 場合 も ある 。 例え ば 、 
多 食 を 職業 と 上 し た り 、 金 や を よく な い 使い 道 に 乾 や す 意 い 習 慣 か 6 ぬけ られ な い 者 達 が そう で ある 。 そ うい っ た だ 
人 た ち に は 人 金 を 与え を る より も る は げ ま し の 言葉 を か ける 方 が 救い と な る の だ 。 
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30. 法 の 手 を 己 れ の 預 に 縛り つけ る な か れ 。 さて 82 の ンダ り る 
り て 全 手 を 差し 介 べ 放題 に す る な か で ed 2 AO 
れ 、 非 難 さ れ た あげ 〈 無 一 文 に な ら ぬ た め 085 0 
に も 。 ( 注 16) 
し エン ン 2 アン [レン レ ラン 
31. 主 は 己 れ の 欲す る 者 に その 給 養 を 豊か に 。 ら 1 15JS3 HK OPD) 
し 、 ま た 己 れ の 欲す る 者 に 之 を 制限 す 。 げ の 
に 彼 は 己 れ の 後 等 を 知 惑 し 、 す っ か 見 遂 OR RE HE 
し 給 う 。 
第 由 項 」 
32. 貧困 を 設 れ て 自分 の 子女 を 殺す な か れ 。 ジイ 922 a 2 
Oo GDA も る RE YS 
( 注 17) 子女 た ち も お 前 た ちせ も 、 差 う は わ ws る 
れ ら な り 。 げ に 子女 を 殺す は 大 罪 な り 。( 注 OR ts CA る > 
18) 
33. また 、 姦 通 を 圧 け ょ 。 そ は 酸 悪 な り 、 罪 悪 ON EE og dN 5 
な り 。 ( 注 19) NR 
34. 面 し て 、 正 当 な 理由 な し に アッ ラー ー が 術 じ ジス 6 2 2 
1 
た る 者 を 殺す な か れ 。 何 人 に せよ 不当 に * CI の ぱり IINGD ロ 
害さ きれ た だ る 場合 は 、 そ の に トイ ンー 2 る 2 人 2 セン 
% その 相続 人 5 GEL a CL CA OS 
報復 の 権利 を 認め た り 。 鉄 れれ ビ も 、 そ の 報 3 220 320 
復 殺害 は 規定 され た 限度 を 越え る な か れ 、 OL OC 4 EMI3 
な ん と な れ ば 、 法 に よっ て 擁護 S れ る が 才 
に 。 
注 16 。 真 の 必要 が あっ て の 施し を 惜しん だ り 、 無 分 別に 浪 冊 し て は な ら な い 。 宮 を 浪費 し て し まっ な た 結果 、 


本 当 に 和 寄附 が 必要 と な る 時 に 施し が て で て き な く な っ て し まう か ら だ 。 


注 17 
に 肉体 的 是 つ 精神 的 な 死 を ちえ て いる に 等 し い 。 


子供 に 対し 適切 な 教育 や 食事 を し て 衣類 を 与え し みっ た だ た 和 れ た だ 【( 欲 深 な )】 親 達 は 
心 の こも っ た 教育 や 、 本 来 ある べき 状態 に な る 検 会 を 与え 6 


、 実 質 的 に は 子供 達 


れ た だ た ら 、 社 会 の 有用 な 構成 貞 に な り 得 る 一 罪 $ な い 子供 達 を “まっ 殺し て し まう "を 、 こ の 招 で は 強く 非難 し 
て いる 。 字 供 を 殺す 事 と は 又 、 近頃 世間 で 奨励 きれ て いる 、 不 必要 で 問題 の 多い 、 受 脱 調 節 の 事 を も 意味 し て い 
る 。 

注 18 ここ で は 大 罪 を 用 い 、 子 供 を 殺す と いう 事 は 、 人 間 の 本 質 が 不快 を 盛 じ 、 ひ る みや を おぼえ 、 人 間 の 感 


情 を 持た ね 者 だ けが 出来 うる 市 で ある と いう 事 を 主 苦 し て いる 


注 19 子供 を 殺す 訓 を 禁じ た 戒律 に 続く て の は 、 そ れ と 同じ 位 重 い 率 に つい て の 戒告 で ある 。 各 注 は 、 色 々 
な 形 で 数 を きれ め 程 の 池 供 を 死な せ て し まう と いう 意味 に 訟 て 、 重 な 戒律 な の で ある 。 聖書 の " 液 、 女 征 す 
る な か れ " と 違い 、 ク ルアー ン で は も っ と は っ きり と 効果 的 で わか りや すい 表現 で “ 女 通 を 民 け よ ” と 言っ て 
いる 。 ク ルアー ン で は 、 豪 塗 の 具体 的 行為 を 禁じ 、 と が ぬる の みな ら ず 、 淫 に 通じ る 道 を 全て 閉じ よう と し 
て いる の で ある 。 
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35. 


36 . 


37 . 


38. 


39. 


40. 


孤 喝 p が 成年 に 達する まで は 、 その 財産 を 殖 
や す の で な けれ ば 、 之 に 隆 を 触れ る な か れ 。 
面 し て 契約 を 全う せよ 。 契約 は 必ず 特 明 せ 
の Ss ( 注 20) 

お 前 た ち 量 る 場合 合 は 、 本 日 を 十分 に 与え 、 
また 正確 い 天 竹 を 以 て 量 + れ 。 その 方 が 立派 
で あり 、 結 局 は 得 と な る 。 ( 注 21) 

巳 れ の 知ら ぎる こと に 従う な か れ 。 げ に 工 、 
、 心 一 皆 こ れ 等 は 必ず 釈明 を 求め ら る る 

べし 。 ( 注 22) 


横柄 に 地 を 歩む な か れ 、 な ん と な れ ば 、 液 
大 地 を 引き 多く 能 わ ず 、 ま た 山 の 高き に も 

達する 能 わ ず 。 ( 注 23) 
これ 等 すべ て は 、 液 の 主 か ら 見 れ ば 、 憎 せ 
べき 罪 如 な り 。 

こ は 主 が 液 に 啓示 せる 知恵 の 一 一 部 な り 。 る 
れ ば 、 如何 な る 他 押 も アッラー と 倍 に 祀る 
な か れ 、 然 ら ず は ば 、 呪 わ れ 、 拒 否 る され て 、 
流 地 獄 に 投 補 られ ん 。 








41. な ん と な 「 王 は 男子 を お 前 た ち に 授け 給 
い 、 自 ら は 天使 等 の 中 より 女子 を 採れ り と 
ぶ う か が か? お 前 だ た ち は ま こと に 前 深い こと を 
云 タ s 

注 20 結果 的 に は 、 


だ 後 で 、 ク ルアー NNE SHE 最も 重要 な 点 は 、 
と い う 言葉 が 所 児 達 の 財産 の 世話 を す る と い う 事 は 、 
豆 任 で あり 国務 で ある 事 を 強く 訴え る 電 に 、 使 われ 


D り 、 こ こ で は 義務 と いう 意味 を 表わす "契約 " 

事 で の 何 の 思 恵 も な い が 、 誠 実に を そし て 十分 に 用 行 す べき 

て いる 。 

注 21 商売 を 順調 に 運び 、 宮 を 彩 成 する 秘訣 は 、 商 売上 の 取引 き に 於 て 、 


注 22 


自然 の 順 訂 で きけ ば 、" 表 " "日" を そして“ 心 " 


疑い が 、 生 じ る の は 先ず 耳 を 通し て で ある 。 意地 の 悪い 1 


る 事 で ある 。 人 は 他人 の 行動 も 見 て 誤解 し 、 そ の 動機 や 意図 を 疑っ た りす る 。 し か し 一 
の 結果 や 、 勝 手 な 解釈 を し た 他 の 人 の 行動 が 原因 で は な く 、 
(前 述 の 節 で 言及 る され て いる ) 神 現 に し て 犯す で か ら ざ る 人 間 の 生命 や 財産 の み で な く 、 人 間 の 名 堂 も 、 
これ を 攻撃 する 事 も 次 任 を 持っ て 机 か わ ね ば な ら な い 。 


で ある 。 
神聖 に し て 犯す べから ざる も の で あり 、 
注 23 
略 を 年 じき せる 。 何故 な ら 、 


1 
ョ ンー タン 5 グ の + 


を ああ 8 た WPS 3 
CAC Sds 
A 
0 ee を 0 
GL NAL SE 
Rt 


LI 2 る 


ONGER SES EI ERY 
OE ES 


2 


2 


チコ ed 


2 "2 uw > の クン 
RA CE A A 
レン 

os ENG 52 GL は 1 2 
MW ン ン 


ルス と っ まる る (0 る 


GS bl し ん に 人 
OL IE REG 


⑯b%X 





役人 者 と 欠き れ た 者 と の 二 つ の 家族 に 孤児 を 鍋 し て し まう 殺人 の 那 に 関す る 法 を 、 定 め 


彼 等 の 財産 に つい て で あ 
そう する 


公正 月 つ 誠 実 で ある 事 で ある 。 


に よる 疑い の 源 を この節 で は 非難 し て いる 。 人 の 心 に 
告げ 昌 や 噂 で 疑い が 生じ る の で ある 。 その 決 が 目 事 す 


番 忌 むさ ざき は 、 悪 い 噂 


病 ん だ 所 分 日 身 の 心 が 作り あげ て し まう 紙 い の 念 


2 日 ES 兄 せ びら か し だ りす る 事 は 、 軽 壮 き を 吹聴 する の みな ら ず 、 道 徳 的 に ぉ 欠 


そう いう 態度 


の 人 の 道徳 的 向上 の 妨げ に な る だ け で ある 。 
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は 、 皮 に 自分 の 達 上 し た 楽 績 に 潤 足 を 党 え る の み で 、 結 果 拘 に は そ 
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42. われ ら は 彼 等 を 論 き ん と し て 、 ク ルアー> いし の 2 っ ・ [2 マン ーッ ン イレ 
の 中 で 長 理 を いろ いろ な 方 法 で 説明 せり 。 AR IN Ua CO こ ” 
る れ ど 、 そ は た だ 彼 等 の 媒 悪 を 増し た る に の 

れ と 、 を は た だ 役 等 の 媒 所 を 増し た る あき 交 
すぎ ず 。 ( 注 24) ee 
も だ し が み ョ ンプ 2 セレク タ 1 2 る る 39 
43. 雲 え 、 彼 等 が 云う 如く 、 彼 と 徐 に 他 押 等 が QUEASO a Ns 
あっ だ な ら ば 、 人 偶像 崇拝 者 ども は 必ず 玉座 ク 9 
2 ン ” ャ 
の 主 に 抗 する 道 を 盾 し 求め ん 。 時 3 
44. 清浄 な る か な 、 彼 は 彼 等 が 云う が 如き も の % とも リバ 
1 チ 
と は 較べ も の に な ら ぬ 和信 か 高み に お わし ま eo 0 
ポ 。 

45. 七 つの 天 も 大 地 も る 、 ま た その 中 に ある すべ EG HN A I 
て の も の で 、 彼 の 栄光 を 護 え ざる は な し 。 9 GC 0 
扶 し な が ら 6、 前 た ち は そ れ 等 の 設 美 の 意 OS YC AU NSE SS 5 
味 を 解せ ず 。 げ に 彼 は 忍耐 強く 、 寛 大 に ま の スプ る 2 
し ます 。 ( 注 25) tae og td 

46. 波 ク ルアー ン を 読 語 す る と き 、 わ ゎ れ ら は 波 OES 2G P32 
と 、 来 世 を 信 ぜ ぬ 者 と の 間 に 見 え ざ る 幕 を 」 
乗ら す 。 2 し 63 あ 8 

47. 並び に われ ら は 、 彼 等 に クル アー ン を 理解 Et を ン 

| yGA 1 
る せな いよ うに 、 を その 心 に 積 い を か け 、 古 os SY 
2 a (2 
も 聞け な くす 。 さ きれ ば 、 液 が クル アー ン の 13038 GIES 3 
中 で 主 の こと の み 語 れ ば 、 役 等 之 を 嫌い 背 内 へ 
を 向け る な り 。 ( 注 26) CL 
48. われ ら は 彼 等 が 流 に 琴 領 ける 時 、 彼 等 が ど CR et る 
OT | 
ん な こと を 開く の か 、 ま た 、 彼 疾 が 内 証 て ーー oe 


タッ タン 2 


ガ 」 ミ 5 記 ! DE } FT だ 3 PE デコ プン ウタ 

陣 隊 する 時 、 間 人 人 と も は 1 お 山 だ な ち は だ だ Ne 
蘭 か れ が 和男 に 従っ て いる に すぎ ず 」 と 云う 
を 束 知 す 。 

注 24 重要 な 事柄 企 て を 論じ な けれ ば な ら 6 な い 経 典 で は 、 時 に 応じ 、 主題 に か か れる 要点 に 立ち 戻る 事 は 、 

極 く 当り 前 で あり 必要 で も ある 。 何 度 も 言及 する の は 、 そ の 事柄 に つき 、 新 し い 角 度 か ら と ら え て みた だ り 、 新 

し い 反 論 を 論 大 し た りす る 人 為 で あり 、 そ の 目的 で 反復 する と 正常 な 神経 を 有する 教養 ある 人 な ら そ れ に 対し 異 

議 を 唱え ん る 事 は で き な い の で ある 。 


注 25 「 七 つの 天 と 大 地 も まだ その 中 に ある すべ て の も の は 、 神 を 讃え る] と いう 語句 は 、 全 宇宙 が が 神 の 苺 
一 性 に 関わ り を 持つ と いう 事 を 、 叉 「 神 の 栄光 を 護 え ざる は な し 」 の 語 色 は 、 全 て の 事物 は 神 の 存在 の 寛大 る 
に 、 そ れ ぞ れ 各 々 に 係り 合い が ある と いう 車 を 各 味 し て いる 。 


レス スル が の ン や アク グセ ント 
OGIORSE GO 








注 26 。 心 の 栖 い と は 、 悪 意 や ね た み 、 ま ちがっ た 優越 感 や 人 種 的 偏見 、 社 会 的 地位 や 収入 の 喪失 に 対し て 心 
を 被 う 事 、 或 い は 、 不 信者 が 真実 を 受け 入れ る の を 拒む 為 に 、 婚 く 都合 よ (信じ て きた 十 い 習慣 定信 促 へ の 心 
の 覆い を 指す 。 
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49、 


見 ょ 、 彼 等 が 如何 に 数 々 の 違 え を 液 に 向 つ 
て 並べ 立て る か を 。 し か し 、 結 局 迷 える な 
り 。 きれ ば 、 道 を 見 出す こと 能 わ ず 。 


イス ラ エ ル 


A AR < SENGY 3 タン フン の 


Or 人 お 


50. 彼 等 は 丈 う 、「 我 等 が 骨 よ なり 、 粉 々 の 粒子 の を 2 63GUE ET 
デ | 2 アデ 
と な り 果 て た 後 、 ま た 新しく 生ま れ か える と DI 
と な ? | と 。 な MC 
と > クッ ーッ グ ククル レー っ あら を 2 
51. 云え 、「 溢 等 石 な り と も 鉄 な り と も 、 6 OO と 5 EDY 
52. は だ まだ た 、 お 前 だ たち が 思う 一 番 墜 い 如 何 な プッ タッ タン スィ ッッ タタ 5 ょ 52 と エン イイ クレ ョ ンク 
る 物質 に な ろう と も 、 お 前 た ち は 加 ら し ゅ 。 つの eeD5Oo 9 っ Na Us EE 
ら る べし 」 と 。 す る と 、 彼 等 は 問わ ん 、「 我 2 スラ を スタ 信 尼 も ラン 
ed Gl ds : 
等 を 生き 返ら す は 座 ぞ ?」 と 。 応え 、[ を は ーー ルッ 人 SI 
お 前 た ち を 最初 に 創り 給 う だ 御方 な り 」 ほ と 。 (の の O の の I aL 
彼 等 頭 を 振り て 更に 問わ ん 、「 を それ は 合 時 起 sos 0 ti 
る や ? |] と 。 云え 、| 英 ら 5 く 、 近 か らん 、( 注 
27) 
53、 彼 が お 前 た ち を 喚 び 出し 、 お 前 た ち が そ を れ ag 2 2 わ ュ セン 
OT Ss gi 
に 応え て 彼 を 護 し 幸 る その 日 は 。 市 し て 、 OE Pr ッッ 
お 前 た ち は 、 菓 中 に と どまり だ た る は 暫し の 3 | 
聞 に すぎ ず と 思う らむ 」 と 。 
第 六 項 x る る 59 アッ ン ノラ 5 人 る タラ 
54. わが 僕 等 に 告げ よ 、 半 に 丁寧 に 語り か けり ょ 。 の BSISjocel の 1 SoC 83 
だ た し か に 、 悪魔 と いう 2 も の は 信 々 の 間 ! - 促 Ze いう イン [クン パテ 5 ロン タタ フッ ン タス ポル 
Ae OCS CRI 
だ が い を 扇動 す 。 げに 了 悪魔 は 入間 に と っ て の ン 0 ご > 上 
公然 の 敵 な り 。 Es 
55. お 前 た もち を 一 番 よ く 御 存 知 な の は 、 お 前 た A 
も の 主 な り 。 彼 も し 欲し な ば 、 慈 東 を お 前 ご うら MM LL TR 
nt まだ た 欲し な ば 、 お 前 た ち を 名 oR? 4 ン リシン イン の 
9 リン 2 っ 3) 
も し よう 。 店 し て 、 わ れ ら は あの 者 ども 1 ンマ DI 
Ra 
注 27 この 和 人 節 は 二 通 り に 解 普 で きる 。 先 ず 不 信 著 に 対し 、 彼 符 の 心 が 鉄 や 石 、 或 いし は その 他 の 似 た 様 な 物質 


の 如く か だ た 《 な に な ろう と も 、 A RR 
も だ ら そ うと 思っ て いら っ し ゃ る と いう 解釈 。、 を し て も う 一 つ は 、 前 節 で 述べ られ た 、 MM 
疑い に 対し て 答え る と いう 形 で 、 彼 等 が 、 休 や 行 、 束 は を の 他 の 物質 に 形 を 突 え て 6、 神 の 懲 凡 は 免れ 得 
"8 語っ て いる と いう 解釈 で ある 。 
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56. 流 の 主 は 、 天 地 問 の すべ さて の も の を よく 知 1 作っ と ャ ラン タイ ッ ン 2 
CT 
り 給 う 。 ま だ た われ ら は 社 言 者 の 或 る 者 を 他 EN 
より も 質 揚 し 、 ダビ デ に 詩 籍 を 授け た り 。 A 
CT 
57. 云え を アッ ラー 以外 に お 前 た ち が 神 々 と 信 ンタ イル イン 2 うう タ ラン ン ヶ 
うき 1 7 2 < > どう ぃ み ッ ex 
じ て い る 者 た 訴え よ 。 され ば 、 お 前 た ち は 、 つつ SSS TNE 
彼 等 が お 前 た ちの 災難 を 除き 、 ま だ た それ を 5 する 62 3 ン 
@5585 NE SS 
転ずる 力も な いこ と を 思い 知ら ん 」 と 。 
EE 2 イッ レク の ゅ ン フタ フッ タン レラ ァ ン ァ アッ アン テー 
58. 彼 等 が 拝ん で いる 者 ども 自身 、 主 に 近づか oes do OE ET 
ん こと を 望む 一 だ 上 い お 側近 く 伺 候 し て い シィ シン を 
る 者 た ち で すら 一 アッ ラー の 慈 半 を 期待 も DEO 
し 、 そ の 懲 凡 を 恐る 。 げ に 恐る べき は 、 液 の が か の 6 
の 主 の 懲罰 な 5 り 。 ( 注 28) ELI ES 3 ある 
か の 7 4 
59. 如何 な る 都 で も 、 わ れ ら は 復活 の 日 の 来る ER SS 1 JP 
前 に 之 を 減 ぼ し 、 ま た は 厳し い 鉛 還 を 加え 
ん 。 此 の 事 は 経典 の 中 に 銘 記 せら る 。( 注 Ge CN | 
29) レク ラン 
Ob 
60. 奇 時 を 降 す に われ ら の 妨げ と な る も の は 何 % と シン あッ セン ン 
も な し 。 た だ し 、 符 の 民有 を 切 ゅ きり る ORNS 
き 。 さ きれ ど 、 此 の 事 は 妨害 と は な ら ず 。 わ ンス ビタ レル 4< る ? 
し る し Sas 05 yea | 1 
れ ら は サム ー ド の 民 に 明白 な 神 兆 と し て 牝 9 
騎馬 を 与え た り 、 し か る に 彼 等 は 不当 に も の 6 ゆめ ye る YR 
を 目 げ た り 。 われ ら は 警告 の た だ た め に の み 
奇 里 を 降 す 。 ( 注 30) 
61. われ ら が か つて 、 液 に 向っ て 、「 げ に 、 主 CSC OU CS RE 
は 人 間 を と り 囲 み 給 う ] と 云い し 時 の こ る の 0 
ょ を 思い 起 せ 。 わ れ ら が 液 に 見 せ た る 幻 は 、 OR 
クル アー ン に 記 る れ だ た あの 呪 あ われ な だ 和樹 と 同 2 Re 
じ く 、 人 間 を 試 る きん が た め な り 。 わ れ ら は OG RN 
注 28 この節 は 、 或 る 人 々 が 神 と し て 礼拝 す る 天使 、 預 言 者 を そし て 聖人 達 に つい て 言及 し て いる 。 
注 29 神 の 預言 填 赴 や クル アーン が 子 言 し た 宇宙 人 な 惨 褐 と 一 回 の 秋 害 の 前 兆 と な る 徐 凡 の 事 に つい て の 
言及 で ある 。 
注 30 以下 の 様 に も 解釈 出来 う る 。 即 ち 、 以 前 の 入 々 が 、 預 堂 者 達 の 言 を 嘘 だ も いっ た 事 が 原因 で 、 こ れ 以 


上 神 の し る し を 送ら れ な いと いう よう な こと が あろ うか 、 





な りえ な いと いう 解釈 と な る 。 
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天 よ り の し る し を 与え 史 理由 に は 


第 十 七 塵 イス ラ エ ル 





いな ずら 
彼 等 に 継続 し て 警告 せん と する も 、 を は 徒 ミッ し su る 
に 彼 等 に 大 罪 を 増 き し め る ば か りな り 。 の GE 
( 注 31) 
第 七 項 


62. われ ら が 、 天 使 た もち に 、「 ア ダム に 対し て 平和 之 。 ラタン ネン シャレ タフ 
伏せ よ 」 と 命じ た 時 の こと を 思い 起 せ き 。 ィ 。 52 ひき SARA RLS 3S 


ブリ ー ス の 外 な は 役 等 みな 平伏 せり 。 イ プ DLL EE I 
リー ス は [ 流 が 泥 に て 創れ し も の に 対し て 、 邊 
我 い か で 拝 伏 す べき や ? | と 云え 5。 


63. 更に 彼 は 、| 液 が 我 よ り 上 の 者 と し て 礼 遇 し 


9 ER ブッ ンズ る ラン ング 
た る は 此 の 者 な る か ? 法 も し 復 寺 の まで の lo eC CH EHNA ETO6 


\ 
SY 


致 を 弟子 し た まえ ば 、 馳 は 必ず この 者 の 子 98JLG3353EE ig 

孫 を 、 わ ず か の 者 を 除き 、 我 が 支配 下 に す ]」 - 920 
支え り 。 ( 注 32) 

な ん びと SIT AA A TG G9 イン ン ラン イー 242 ン 

64. アッ ラー は 云え り 、[ 立 ち 支 れ ! 何人 に せよ i CPE 

液 に 従う 者 は 、 必 ず 地 鍼 を 返 報 し よう る 


一 返 報 を た っ ぷり と な 。 CV に 
65. 証し て 、 彼 等 の 仲 で 誰 で も いい か ら 決 その A OA ?2 9 SS CE le 


声 で 誘惑 し 、 流 の 歩兵 や 騎兵 を 以 て 彼 等 を ッッ ・ ッッ ク イ レレ ン 

攻 ら た て よ 。 ま な た 、 財宝 と 子女 た ち を 頒 ち Ea od Ic 
て 、 彼 等 と 約束 を 結べ ] と 。 き れ ど 、 悪 麻 の る タン ン は 

の 約束 は 、 た だ 彼 等 を 欺く の み 。 ( 注 33) ONS Ab っ AJg う 295913 


66.、 きれ ぼ 、 わ が 僕 等 に 対し て は 、 げ に 液 は 彼 ia’ CC CE 
等 の 上 に 如何 な る 支配 力も 有 せ ず 。 彼 等 の 1 
守 謗 は 液 の 主 の み で こと 足り る 。 ( 注 34) OLS 








注 31 これ は 当 章 の 第 人 節 で 述べ られ た 幻 の 事 を 言っ て いる 。 こ の 幻 の 中 で 、 理 な る 疾 言 着 は 、 ユ ダ ヤ 人 達 
の キ ブ ラ (祈り の 方 向 ) で ある エル サレ ム の 神殿 で 、 他 の 全て の 振 言 若 達 を 率い て 祈る 白 分 出身 を 見 た 。 こ の 
% タ は 、 い つか 持 米 に 和 府 て 、 こ れ ら の 項 言 者 達 の 信奉 省 達 も イス ラム の 輪 に 加わ る で あろ う 事 を 時 示 し て いる 。 
これ が 主 は すべ て の 人 間 を と りか こみ だ た もう" の 語句 の 意味 する 事 な の で ある 。 そ し て 、 イ スラ ム が 全体 に 浸透 
する の は 、 i ER A OR 

注 32 "復活 "と いう 言葉 は ここ で は 信者 の 信仰 が 完全 な も の と な りり サタン が 、 その 信者 に 対し 何 の 影 響 も 
及ぼ せな く な っ た 時 に 、 信 者 の 誰 で も が 経験 する 辻 的 復活 を 措 し て いる 。 

注 33 。 この節 で は 、 悪 魔 の 仲間 達 が 、 人 に 正しい 道 や よみ は ずる せる の に 使う 三 つ の 方 法 を 説明 し て いる 。 
1 激しい 人 間 や 弱い 人 間 を 役 等 に 対す る 薬 力 の 帝 怖 を 持続 きせ る 事 で 威 蹴 す る 。(⑫) 言 葉 で の 桑 力 へ の 札 自 に 仙 
け な い 者 達 に 対し 徒党 を 組み 、 更 に あく どい や り 方 で ヌ 計 画 的 な 攻撃 を し か け 、 あ 6 ゆる 方 法 で 、 人 迫害 、 弾 圧 
を 行なう 。(3) 真 実り の 大義 を 守る 事 を 止め ゆる みえ すれ ば 、 指 導 者 に し て や る と 言っ て 、 力 強く 、 影 響 力 の ある 者 達 
を 謗 路 す る 。 N 
注 34 。 人 人 は 、 病 神 向 に “復活 " し 、 信 爺 が 確か な も の と な ら な い 了 上 限り 、 サ タン の 誘惑 に 影響 る れる 。 
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67. お 前 だ ちの 主 は 、 お 前 た ちの た め に 海上 を 2 の 2 る 
船 で 航行 きせ 、 お 前 た ち に 彼 の 皿 恵 を 求め FR GN SR 





る せん と する お 方 な り 。 げ に 彼 は お 前 た ち Gk レ %5 b 
の の) 514 し 5 2 
に 慈悲 深く まし ます 。 らく 1 ゲー いづ 
68. お 前 た ち 海 で 災難 に 遵 う や 、 日 頃 お 前 た ちる フラッ ン レッ ン る rs 
が 拝む 神 々 は みな 消え 、 狐 り ア ッ ラー いま JioOS oO の ひら RS 


す の み 。 然 る に 、 彼 が お 前 た ち を 無事 陸 に RN RG 
〇 5 MI 
胡 け て や れ ば 、 お お前 た ち は 急 ちょ そ を を 向く 。 Se パロ 3 
人 間 と いう 奴 は まこ と に 思 知 ら ず な 者 な の ゅ 5878 し 3 
9。 ( 注 35) 上 
69. お 前 た ち 、 役 が 、 潜 に お いて 、 お 前 たち を CYP る っ イッ > 
て Leg 
沈め る と か 、 物 凄い 砂嵐 を 見 舞 わ せる こと リズ pa の = d 
な し 、 と 安心 し 得る か ? そう な っ て は 、 お N68 53 2 
有明 た だ た ち 如 何 な る 守護 者 も 見 つか り は せ ぬ 
i 


70. それ と も 、 彼 が 再び お 前 た だ た ち を 海 に 連れ 戻 ッ ク タン ーッ タク ン レ 人 
の | 
し 、 突 風 を 見 狂っ て 、 お 前 た ち を その 不信 ED RR IR 


仰 の た め に 測れ る せる こと な し 、 と 安心 し i 


得る か ? そ うな り た だ たる 時 は 、 お 前 た も ちの た 


っ タイ 338 
め に 、 わ 和 れ ら に 刃 向 っ て 助け て や ろう と い Gia NS 
う 者 な ど 見 つか り は せ ぬ 。 
71. げに われ らら は 、 ア ダメ ょ 、 の 子 陀 を 優遇 PF we 2 タイン ン A OS 
bi 323 (の 
(89 ED 
に MC 9。 の ョ レン 2 て や ン wu 
いろ 結構 な 品々 を 与え 、 更 に 、 わ れ ら が 食 ORAS ea EG 


り し 多く の 人 人 々 の 上 に 彼 等 の 身分 を 高め た 
り 。 ( 注 38) 


2 ン エ フフ? マン 
っ 1 てい る 





注 35 苦悩 と 困 鍛 の 中 に いる 時 、 謙 虚 に な り 神 に 祈り 慎み 深い 生活 を 送る 様 に と 誓う の が 人 間 の 本 質 で あ 
る 。 


注 36 。 神 は アダ ム の 子 等 全て に 同等 に は えれ を 与え られ 特定 の 民族 や 種族 の み に 特 権 を な えら れ た 訳 で は 
な い 。 旭 に 、 発 展 と 繁栄 へ の 半 は 誰 に で も 平等 に ひら か れ て お り 、 海 の み で な く 陸 に も 同様 に 運ば れる の で あ 
る 。 


注 37 クル アー ン 中 に 海 に 重点 が お か れ て いる の は 珍し い 。 クルアーン が アラ ブ 人 達 に 与え られ た 経典 で あ 
り 、 生 涯 を 通し て 航海 に よる 旅 を 経験 し た 事 の な い 全 て の アラ ブ 人 や 聖なる 頒 言 者 が 、 海 貼 の 旅 略 を 強調 する 
事 は まず 有り 得 な い 事 か ら ク ルアー ン が 型 な る 預言 者 が 書い た も の で は な い 事 が 解る 。 聖なる 預言 者 は 、 海 路 
の 航海 の 多大 な 利点 に つい て は 知り 得 な か っ だ の で ある 。 

注 38 人 人 間 で ある と いう 等 級 は 、 地 上 に 訟 ける 神 の 代理 者 と いう 意味 で 他 の 全て の 創造 物 に 、 ま る っ て いる 
の で ある 。 
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第 信 項 
72、 BE る 日 われ ら は すべ て の 人 間 を その MHC と と 2 サッ ン 5 
お と の こ にょ を ぶれ ま 4 RS 2 


い ぞ 。 そ の 日 、 右 手 に 己 れ の 記録 を 渡さ きれ 2 の 1 の レン ラン ンス ャ 人 
る 者 は 一 その 記録 を 熱心 に 読み 、 且 つい き ウ DA CE 
きか も 不当 に 過 せ ら る る こと な か る で し 。 


アブ イア ナン] * ら 


( 注 39) 
し か セン イレ ラン 12 イ ブッ ント いっ * と アン 
73. 然し な が ら 、 此 の 世に 放 て 盲目 な る 者 は 、 digs 人 SG El EE 
来世 に 診 い て も 至上 日 な る べし 。 耐 し て 、 ま 0 
すま す 正 道 か ら 迷 い 去 らん 。 ( 注 40) Cb 
74. 0 われ ら が 液 に 啓示 し た こと の た め ン ッ ン > TV 
1 13 
、 液 に ひど いし うち を し 、 危 て 流 に 、 わ SCI GI SS SIE 
0 i RE 


a 


を 揚 稿 せしめ ん も せり 。 も し そう な り た る 
合 、 彼 等 は 激 を 親友 ょ し て 人 過 し た る べし 。 
75、 も し われ ら が クル アー ン を 以 て 波 を 尾 固 た (る 2 
らし め ぎ り せ ば 、 液 は いき きか 彼 等 に 傾 め 。 昌和 
ん と し た る な り 5。 ( 注 42) an 
76. その 場合 は 、 わ れ ら は 液 に 此 の 世 で 重 刑 を 、 ッ ン る スリ クン タン 
また 死後 に 於 て も 重 刑 を 味 わ き せん と す 。 ouSss od ae VIL 
も し そう な り だ た る 場合 、 液 の た め に 、 ね われ C2 
ら た に 刃 向 っ て 助け て や ろう な ど と いう 者 は Ot タク 
何処 に も 見 つか り は せめ ぬ 。 


ーー ン 


ググ 
1 る 








注 39 左手 は 千 出 の 、 を そし て 用 手 は 祝福 の 象徴 で ある 。 を し て 又 、 人 の 身体 の 右 半 分 は 、 左 に 比べ 筋力 が 強い 
為 、 或 る 種 の 優越 性 を 帯び て いる 。 この節 で 述べ られ る 人 の 行い の 記録 と は 若い 方 の 祝福 きれ た 記録 を 意味 す 
る 。 右手 は ここ で も 絢 る と 力 を 意味 し て お りり (69 章 46 節 )、 有 手 に 信者 達 が 各々 の 記録 や 持つ と は 、 力 と 決意 
を も つて 美徳 有する 事 を 表わし 、 不 信者 達 が 左手 に 記録 を 持つ と いう 事 は 、 必 要 と きれ る 強 き と 熱意 を 持っ 
て 英徳 へ の 努力 を し な か っ た だ 事 を 表わし て いる 。 


注 40 現世 で 心 の (精神 の ) 過 を 開い て 物 を 見 な い 者 は 、 来 世 で も ぅ 精神 的 に 物 を みる 日 を 持た な いま まで あ 
る 。 ク ルアー ン で は 神 の み 印 を よく 考え ず 、 そ れ を 役立て な い 者 は “ 目 "で ある と し て いる 。 こ うい う 人 人 々 
は 来世 で も 精神 的 に " 盲 日 "な の で ある 。 


注 41 不信 者 達 は 聖なる 預言 者 を 彼 に 刻 示 きれ だ 教義 が 原因 で 、 彼 に 強制 的 に それ を 変え きせ な だ り 、 タ クル 
アー ン で 体現 きれ て いる 教 装 以 外 を 教義 を し よう と し た り し て 、 聖 な る 預言 者 を 非常 な 苦境 に 落と し 入れ よう 
と し だ 。 これら の 不信 者 の 邪 正 な 計画 や 、 そ れ を 実行 し た 事 が 、 彼 等 の 全く の 失敗 で あっ た 事 に つい て この 節 
で は 言及 し て いる の で ある 。 

注 42 預言 者 の 根本 的 性 質 は 余り に も 純粋 で あっ た 人 為 、 ク ルアー ン が 役 に 啓 示さ れ て いな か っ だ と し て も 、 
そし て 、 神 が 第 に 関し て 意図 し 給 う た 事 を 知ら な か っ だ と し て も 、 項 言 者 は シル ググ (唯一 の 神 以外 の も の を 柴 
拝 す る こと ) を 行なう 事 に 選 す る 事 は ほとん ぼ ど あ りえ な か っ た の で ある 。。 
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77. げに 彼 等 は 、 液 を 国外 に 放逐 せん と し 、 流 
を この 地 よ り 正 に 追い 払わ ん と せり 。 し か 
し 、 そ の 場合 は 、 彼 等 と て 液 が 去れ る 後 、 
長く は 留まり 得 ぎ りき 。 ( 注 43) 

78. 以上 の こ と は 、 液 以前 に われ ら が 使徒 た な ち 
と 共に 降 せ し われ ら の 造り か た な り 。 され 
ば 液 、 わ れ ら の 遺 り 方 に は 如何 な る 変更 も 

な きこ ょ を 人 司る べし 。 

第 九 項 
79. 犬 陽 が 傾き 、 薄 早く な っ た ころ か ら 夜 の 吐 


開 に 至る まで 礼拝 を 行い 、 面 し て 、 竹 明 に 
クル アー ン を 読 諾 せよ 。 げ に 烈 明 の クル 


アー ン 読 諾 は 、 と り わ け 神 に 御 喜 
られ 給 う 。 ( 注 44) 

80. また 、 液 、 波 に は 規定 外 ( 注 45) の 勤 符 と 
し て クル アデ アーン の 読 諭 の た め に 、 深 夜 に 起 
きよ 。 恐 ら 《 主 は 、 液 を 光栄 ある 地位 に 登 
らし めん 。 ( 注 46) 

81. 云え 、『 主 は よ 、 我 に 正しい 入り 方 で 入ら せ 、 
正しい 出 方 で 出し 給え 。 耐 し て 、 我 に な に 
ど ぞ お 手 ず か ら お 手助け の 力 を 授け 給え ] 
と 。( 注 47) 
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注 43 詞 な る 預言 者 の 毅 達 は 、 
れる せよ うと し た 。 し か し 神 自身 が 、 
だ 活 婦 か ら 、 聖 な る 項 言 者 は 救 わ れ な た だ の で ある 。 


注 44 


特に 夜 の 新 り を 意味 し 、 


彼 が その 信吾 者 較 の 間 の 湯 滋 を 央 な っ て し まう 様 に 、 
彼 に メッ カ を 去る 様 に 





法 的 追放 の 汚 に まみ 


と 命ぜ られ 羽 だ 旋 、 メ ッ カ の 市 民権 を 失う 事 も 含 


お 2 
り 、 夕 方 の 祈り 、 そ し て 日 没 の 祈り の 三 つ の 意味 を 持つ 、' 夜 の 暗闘 * と いう 表現 に は 日 没 時 の 祈り も 
' 穴 明 の と いう 語句 は 、 彰 の 祈り の 時 間 を 示し て いる 。 


れる が 、 


は 肉体 に 負担 や か け 


注 45 本 文中 に 与 た られ た 意味 に 加え を ナ ・ フ ィ ラ と は 特別 の 恩恵 と の 意味 を 持ち 、 祈 5 
る も の で は な てく 、 補 か ら の 特典 と 特別 の 思 恵 で ある 事 を 教え て いる 。 
注 46 


し 、 彼 租 、 神 の 賞 設 を うけ 、 


は 、 タ ハッ ジュ ー ド の 祈り が 信ずる 者 の 精神 向 な 意気 の 高まり に 最 ぅ 似合い 、 


の 特別 な 層 的 変わ りや か わす の で ある 。 


注 7 祈り と 嘆願 が か な えら れ 型 な る 
僕 を 運 れ て 旅 し た も うた お 方 に 栄光 あお れ (17: 
いか れる 福音 を 授け られ な だ 。 こ の 項 言 の 成就 を 予期 し 、 
場 が まぎれ も な く 祝 福 る きる れ た も の で ある 事 を 禄 る よう 4 
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地 言 者 は この 節 で 塵 な る 礼拝 常 か ら 6 遠隔 の 礼拝 堂 ま 
) で 為 る きれ だ ただ 京 斉 の 成就 と し て 、 メ ディ ナ へ 連れ て 
彼 は 今 住 ん で いる メッ カ か が か ら の 脱出 と メデ ィ ナ へ の 入 
命ぜ られ た 。 


章 2 節 ) の 語 


イス ラム の 型 な る 頂 言 者 程 、 ひ どい を し り を うけ 得 日 も に われ だ 人 は お そら く 他 に 類 を みな いで あろ 
多く て の 神 の 捉 福 と 恩恵 の 対象 し な っ だ 人 人 も いな いと いえ る 。 夜 の 静 け き の 中 で 


創造 王 と 丘 に だ だ 人 で 、 神 と 


で 夜 の 問 に 、 そ の 


第 - 


82 . 


83. 


84. 


85. 


86. 


87. 


88. 


注 48 
の ヨガ 行者 の 様 に オカ ルト が 流行 し た 。 
を する 者 達 が むり 、 
彼 等 ! 
は 、 現 は 神 の 命令 に より その 力 を 得る の で あり 、 訂 術 や 心 炭 儀式 で 得 た と され る 神 の 命令 以外 の 物 は 、 
や か し で ある と いう 迄 見 を 述べ た 節 で この 問い か け に 答え て いる 。 人 間 の 魂 の 本 質 に 関す る 
は クラ イシ ュ 放 で アプ トウ ラ ・ ビ ン 
こ で は 、 神 の 直接 の 命 


カ で 型 な る 預言 者 に 問い か け だ の 
の 質問 や ユ ダ ヤ 人 達 に る れ だ た と 言う こと で ある 。 


| 


堪 


新 し て 、 管 言 せ よ 、「 真 理 は 降り 、 岩 偽 は 消 
減 せ り 。 げ に 虚偽 は 消 減 す る 定め な り 」 と 。 


われ 6 が 少し ずつ 降 す クル テー ン は 、 信 者 
に と っ て は 治療 で あ 5 慈 門 な れ ど 、 そ は た 
だ 不義 な す 徒 蓋 の 損 を 増す ば か りな 5。 


われ ら 人 に 恩恵 を 施す や 、 彼 は 顔 を を そむけ 
て 遠ざかり 9 、 耐 し て 災難 に 見 舞 わ れれ ば 、 
彼 は 知 ち 絶望 す 。 
去る 、「 人 は だ れ で も 己 が 流儀 に 従っ て 行動 
す 。 き むれ ど 、 主 は 、 一 番 正 し く 導 か れ だ る 
者 は 誰 な る か を 熱 知 し 給 う ] と 。 

第 十 項 
彼 等 は 流 に 、 埋 に つい て 問う 。 去 え 、「 営 は 
主 の 命 に より 創 ら れ り 。 お 前 だ ち が こ 
に 関し て 授かり 5 し 知識 は 、 虐 少な も の に す 
ぎ ず 」 と 。 ( 注 48) 
も し われ ら 欲 き ば 、 わ れ ら は 液 に 和音 が せ し 
も の を 取り 去る こと も 可能 な り 5。 然 る 時 は 
液 、 流 の だ ため に われ ら に 刃 向 う 如 何 な る 守 
護 者 も 見 出せ まい ぞ 、 ( 注 49) 
た だ 主 が 慈悲 を 垂れ る 合 を 除い て 。 実 に 、 
液 に 対す る 主 の 恩 SE 5 。 





魂 は こ 


の 件 


ユダ や 信達 の 精神 的 衰退 と 退廃 の 時 期 に は 、 多 て の 近代 の 心 党 主 閉 者 や 見 神 論 
了 束 な る 預言 省 の 時 代 の メデ イナ に いた だ ユダ や 人 達 の 中 に も この 和 君 の 事 
メッ カ の 偶像 味 拓 者 達 が 聖なる 預言 者 を 論 駿 する 導 オ カル ト 信 替 者 達 に 助力 を 求め だ 時 、 

き 、 型 な る 預言 者 に 入間 の 魂 に つい て 質問 する 様 、 メ ッ カ の 偶像 持 拝 者 達 や を を その か し だ た 。 クル アー ン で 


イス ラ エ ル 
? タ 2 ラフ レタ レッ ビ 
MCN MI 銘 っ 0 し に さ 83 
Me 
タ し ん 1 っ の 2 
と LA oll 0 


A I) 
a IE ES 
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EE SE 
SIL LA 
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OI NE GES GS BL 





者 、 を し て ヒン ズー 教 


全て ま 
質問 を 最初 に メッ 
・ マ スー ド に よる と メデ ィ ナ で も 、 同 様 
に よっ て 創 ら れ だ た も の と 説明 


きれ て いる 。 クル アー ン で は 、 全 て の 創造 は 、 以 下 に 述べ る 二 ご つの カテ ゴリ ー に 分 けら れる 。 1) 欧 に 信 臣 きれ 
た 物質 や 事柄 の 助け を 全く 借り ず 、 直 接 も だ た ら ぉ れ だ た 創造 ⑫) 則 に 創造 きれ て いる 方 法 や 事物 の 助け を や かり て 、 
第 二 次 釣 に 生じ た 創造 。 前 者 の 種類 の 伸 造 は アム ル (2 章 118 第 参照 ) の カテ ゴリ ー に 属し 、 後 者 は ハル ク 
(創造) (命令 ) と し て 知ら れ て いる 。 大 間 の 魂 は 第 一 の カテ ゴリ ー に 提 す る 。 


注 49 


この 節 で は 地上 上 から 


クル アー ン の 数 え が 消 を 去る 時 が が 来る と いう 預言 を 喧 示 し て い 


る 様 に 思わ れる 。 


クル アー ン の 精神 や 核心 が 地 . 二 より 次 を 消し 、 そ の 他 の 教義 の 、 ユ ダ ヤ を 原型 と する 、 超 自然 の 力 を 持つ 、 そ 


の 時 代 に は ス フ ィ と いわ れ だ いわ ゆる 秘法 な ど は 、 関 係 者 の 努力 で 全部 が 全部 消 減 し て し ま 


う 訳 で は な い が 、 


どちら に し て も そう いっ た 時 が 来る で あろ うと いう 聖なる 預言 省 の 似通っ た 貧 言 が 伝え られ て いる 。 
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EX 


69 二 、「 た も い 人 間 と 妖 意 が カ を 合わ せ 、 SelBOe2Snog 
に 助け 合っ て 、 此 の タル アー ン に 似 た も の 


I グ っ 2 

を 作ら ん と し て も 、 彼 等 は 断じて 之 に 類 す っ Ueda O63 区 ot 箇 

る も の を 作る を 得 ず 」 と 。 ( 注 50) クィ ン 
! 


90. げに われ ら は 此 の クル アー ン の 中 で 、 一 切 イン パクッ NE 還 et 
の 比 只 を あげ 、 い ろ い みろ な 人 違 りか た で 人 韻 el いひ ゆ うい ジ 3 


PR ーー ク ンー の 
に 解明 し た けれ ど 、 大 多数 の 人 間 は 不信 仲 ⑨5585 iDSY 6 
ゆえ ぇ に 一 切 を 拒否 せり 。 ( 注 51) 


ン ! っ 。 ン 
91、 前 し て 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 液 が 大 地 より OoP9162 る を の 8 上 3 
避 を 路 き 出さ せ て 見 せ て くれ る まで は 、 絶 リ レ ッ タッ ン 
対 に 次 を 信 ぜ ず 。 の 
92. 或いは 、 流 が 客 子 園 や 茶園 を 持ち 、 を 35 Ss GT 
の 中 に 幾 す じ も の 豊か に 流れ る 川 を 生じ せ a 223 
し め ゅ る まで は 。 ( 注 52) みう の | 


93. 或いは 液 が 主張 する 如く 、 液 が 大 空 を ば ら AN CM OS ンク と | 
ば ら 6 に し て 我 等 の 頭上 に 落し て 見 せる まで 。 必 


は 。 それと も 、 ブ ッ ラ ー と 上 天 使 た ち を 我 等 へ CA Sa 
が 面前 に 伴い 来る まで は 。 

94. 或いは 湊 が 黄金 の 家 を 持つ か 、 昇 天 し て 見 2 の 2 スクッ ジン 
せる まで は 。 我 等 は 、 我 等 が 読み 得る よう ENe EHR NON 


7 
な 経典 を 持っ て 降る に 非 ざ れ ば 、 断 じ て 流 CO ET RT 
の 昇天 を 信 ぜ ず 」 と 。 云え 、「 我 が 主 に 讃え ER 
あれ ! 我 は た だ 使者 も し て 遣わ る れ た だ た 一個 Ob A ITO A TY な SS OR 
の 人 間 に す ぎ ぎ ざる に 非 ず や 」 と 。 ( 注 53) 














注 50 こ て では 、 そ の 霊 能 力 を 得る 対象 で わる 、 や み に 隠 れ た 鼓 を 呼び 出し 、 助 力 を 迎 う と いう オカ ルト 位 
式 に ふけ る 者 較 に 対す る 挽 戦 が 旋 き れ て いる 。 挑戦 は 亜 な る クル アー ン の 神 の 起源 (origin) (聖なる 源 ) を 否 
定 する 全て の 人 人 々 に 対し 、 為 きれ て いる る の で ある 。 


注 51 人間 の 能力 に は 限り が ある 為 、 人 は 、 ど ん な に が ん ば っ て も 、 限 られ な だ 数 の 問題 し か 解決 で きか な い 。 
し か し クル デーン は 人 人 間 の 道徳 や 精神 的 発展 に 関す る あら ゆる 事 岳 を 含ま で に 処理 し て き て いる の で ある 。 


注 52 メッカ の 人 々 が 、 自 分 達 の 質問 や 反対 に 対し て クルアーン の 答え に 戸部 っ た 時 、 彼 等 は 聖なる 預言 者 
に 向き 直り 、" も し クル アー ン が 全て の 知識 に 精通 し て いる の な ら 、 現 な る 預言 者 は 地 か ら 泉 を 湖 か せ た だ たり 、 府 
園 を 造り 出し た り 、 自 分 用 に 金 で 出来 た 家 を 建て る と いっ た 奇跡 が 行え を る は ず だ 。' と つめ よっ お た 。 

注 53 不信 者 達 の 思 應 分 別 の な い 有 要求 に 対し これ ら の 要求 は 神 或いは 預言 者 の いずれ か に つい て の 事 で あ 
る と の 答 が 出さ れ 、 第 一 の カテ ゴリ ー の 要求 は 、 そ の 件 格 に 訟 て 軽 光 浮 洛 で あり 、 神 は を そう いっ た 法 外 き の 及 
ば 所 に まし ます の で 論外 で あり 、 理 な る 預言 者 に 関し て の 柚 求 に つい て は 、 彼 は 人 問 で ある 放 能 力 は 限ら 5 られ 
て お り 、 一 方 神 の 預言 者 で ある と いう 使命 を 有する 為 、 相 矛盾 し て し まう と いう 事 に な る 。 
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注 54 
る 者 達 に は 降臨 し な い 。 
者 の み が 、 互 い の 模 範 と な りう る 。 故に 、 


第 十 一 頃 


、 稚 導 が 彼 等 に 隆 きれ た 時 、「 ア ッ ラ ー は 使 


者 と し て 我 等 と 同じ 人 間 を 違わ し た る か 
? | 彼 等 が 云 に し こと を 除け ば 、 人 人 々 に 
信仰 を 妨げ る も の は 何 も な か りき 。 
云え 、「 も し 地上 を 悠々 と し て 歩き 廻っ て い 
る の が 天使 た ちな ら 、 わ れ ら は 確か に 天 か 
ら 天使 を 使者 と し て 遣わ せり | と 。( 注 
54) 


云え 、「 我 と お 前 た ちの こと は 、 i の 
証言 で 分 な り 。 げに アッ ラー は その 僕 等 
を 知り 尽く し 、 よ くみ そ な わ し 給 う | と 。 


アッ ラー が 導く 者 の み が 、 正 し い 道 を 辿る 
され ど ア ッ ラ ー が 迷わ し むる 者 は 、 液 は 
アッ ラー ー 以 外 に その 者 ども に は 助け 手 が な 
いこ と を 知る べし 。 市 し て 、 復活 の 日 に 、 
われ ら は 彼 等 を うつ 伏せ に し 、 盲 に し 、 嘆 
し 襲 に し て 召 し 寄せ ん 。 彼 等 の 住居 は 


地獄 な り 。 火 勢 が 衰え を る だ びに 、 わ れ ら は 
彼 等 の た め に 火炎 を 加 う で し 。 ( 注 55) 


こ は 、 彼 等 が われ ら の 神 光 を 拒否 し 、「 何 ん 

ほな ! 我 等 が 死ん で 骨 と 鹿 均 に 帰し た る 
後 、 再 び 新 た な 技 造 物 と し て 生き 返る と 志 
うか ?」 な ど と 云い し が 故 の 報い な り 。( 注 
56) 

彼 等 は 、 天 地 を 創造 し 給 う た アッ ラー が 、 
また 彼 等 の 如き 者 を 創る 力 を 有する こと を 
知ら ざり し か ? る れ ば 、 彼 は 、 役 等 の だ め 
に 疑う べから ぎ る 期限 を 定め た り 。 然 れ ど 
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この 節 に は 以下 の 二 つ の 意味 が 考え られ る 。 (a 天使 達 は 天使 の 様 な 人 問 の .- に 降臨 し 、 彼 等 に 反対 す 


伝言 を 帯び る 者 は 人 間 で し か あり 得 な い 。 
長い 問 、 炎 に 焼 か れ て 不信 者 達 の 意識 が 薄れ る と 、 神 は 再び 彼 等 の 意識 を 日 覚め さる せ 以前 た 同じ 位 、 


注 55 


感 し 


注 56 


く 焼 か れる 苦痛 を 感じ る せる の で ある 。 
米 世 を 否定 し た 結果 が 、 


実際 に は 、 信 仰 と 真実 の 拒否 と な る の で ある 。 を し て この 事 が 、 


そし て 反対 する 者 達 も 生活 面 で 天使 の 様 に な れ ば 、 天 使 が 降臨 する 。(b) 同 種類 の 生き 
人 人間 以外 は 、 他 の 人 間 の ひな 型 上 は な り 得 ぬ 為 、 和 類 に 対す る 神 の 


クル デー ンジ 


が 多大 な 重点 を 死後 の 世界 に お き 、 全 て の 重要 な 問題 点 を 何 度 も 折 に ふれ 、 死 後 の 世 界 に 帰す る の で ある 。 
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や か ら 
も 、 不 義 な す 徒 華 は 一 切 を 拒 千 し 、 背 信 を 5 a A 
つの 6 せる ば か りな り 。 A 9 
101. 云え 、「 た と い お 前 た ち 、 主 の 無限 の 財宝 RN LS GE AE 
を 準 中 に し て も 、 お 前 だ ち は 費 すこ と を 應 の の 20 ン ア アン ロン タン タン 

れ て 之 を 隠 きん 。 人 間 と は 若 番 な り 」 と 。 OH OLNES GI & 


第 十 二 殴 

102. 実は われ ら は 、 モ ー ゼ に 九 つ の 町 証 を 授 。 信 ビ 2 る EZ5 94 83)? 
けた り 。 き れ ば 、 イ スラ エル の 子孫 に この  " A 5 _ 

ミノ = JIT se Le ン 2 

事 を 問 え を 。 モ ー ゼ が 彼 等 に 来る や 、 フ ァ ラ 性 GE IO 20 0GS し 2 引 

オ は 彼 に 対し て 計 を た り 、「 モ ー ゼ よ 、 我 は 流 


円 クック 
を 開か れ た 者 と みな す 」 と 。 ( 注 57) OE 
103. モー - で は 云え り 、 散 れ 等 の 奇 踏 を 明 証 と 1 2 ノン フイ イン イン 
CC か SGL 
し て 降 し た る は 、 外 で も な い 、 天 地 の 主 な 5) > ど dt 
vw レノマ" 


る こと は 湊 も よく 知る こと ろ 。 フ ァ ラ オ よ 、 oO6 科 の の 68 の 2 衝 る 
思う に 、 液 は 滅び る 運命 た る べし | と 。 t ID 

の lo ’ ラン アク コッ レ ュ ン る ライ レイ ン 

104. そこ で 、 フ ァ ラ オ は 、 彼 等 を 国外 に 追放 EE I 

せん と せり 。 されど 、 わ れ ら は 、 フ ァ ラ オ 2 あら 

並び に 彼 の 仲間 を 薄く 滴 れ し め た り 。 Dr 


4 fn る 
105. 面 し て 、 る その後 、 わ れ ら は イス ラ エル の RA RK GS OES 
子 或 に 云え り 、[ 決 等 この 地 に 住め 。 さ れ ど 、 


後代 に な っ て 、 約 束 の 時 至れ ば 、 わ れ ら は CE RN 
ぉ 前 た ち す べ て を きま ぎ ざ ま な る 民族 か ら 連 a 
れ 戻 きん 」 と 。 ( 注 58) 

106. われ ら は こ れ を 真理 を 以 て 降 し た れ ば 、 イレ ンチ 2 ュー GA 
これ は 真理 に よっ て 降れ り 。 証し て 、 わ も れ hss RR 
ら が 波 を 遣わ し た る は 、 た だ 朗報 を 伝え 、 OLE 3 a 
向 告 を サ た る た め に すぎ ず 。 


” 


S 


3 








注 57 クル アー ン の 他 の 箇所 で ふれ られ て いる 、 こ れ ら 九 つ の 神 兆 と は (⑬) 拭 (7 章 108 節 )、(b) 和 白い 手 (7 
芝 109 節 )、(c)、(d) ひ で り 及 び 末 物 が 末 に 入ら な く な る 事 (7 章 13 節 )、(e 彰 、( い な ご 、(55 し 6 ら み の 疾 れ 、(⑪) 
か える の 和 群れ 、 を そし て (5) 血 の 懲 昭 で ある (7 間 134 節 ) 。 

注 58 この節 で は 、 イ スラ ム 教 徒 に も 、 ユ ダ ヤ 人 の 位 に 、2 同 の 大 秋 厄 が 訪れ る 事 が 賭 示 され て いる 。 第 一 
の 災 地 は ハラ ク ・ カ ー ン の い る SR お 
日 に 訪れ る 事 が ここ で は 語ら れ て いる 。 丁度 エダ や ヤ 人達 が 第 一 番目 の 救世 主 で も わる イエ ス ・ キ リス ト の 星 に 神 
六 を 受け だ 如く 、 約 東 $ れ た メシ ア の 時 代 の 末日 に 於 て イス ラム 教徒 は 神前 や うけ る の で ある 。 そ し て “ 末 H 
の 約束 ” の 成就 を 高 味 す る この 第 二 の 神 廊 で 、 エ ユダ ヤ 人 達 は 折 界 の 各地 か ら 聖 な る 地 に 扉 る れる 事 に な っ て い 
な だ な 。 こ の 折 言 は バル フォ ア 宣 言 の 下 に ユダ ヤ 人 達 が パレ スチ ナ に も どり 、 イ スラ タム と 呼ば れる 同 を 建設 し た 事 
て で 明 折 に 成就 きれ て いる の で ある 。“ 炒 日 の 約束 ”" は 約束 きれ た メシ ヤ の 時 代 に あて は め ら れる の が だ 。 
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rm テル テア テ ニン あ ポポ > の ンー イー ンジ ラン る (らち 
107. 面 し て 、 わ れ ら が クル アデ アーン を ば 6 ば ら 6 と 9 kutide a 3 3 


に 包 示 せる は 、 波 が それ を 人 々 に 折々 に 読 RR 
1 LT 9 る 
み 開 か せる た め な り 。 さ きれ ば 、 わ れ ら は 之 や いい と た いつ 


を 断片 的 に 繕 示せ 5 。 


= a これ 、 リト 2 入っ ちっ ラタン レッ ンジ 1 39 
108. 云え 、「 ぉ 前 た ち 之 を 信ずる も 、 ま た 信 ゼ ぜ 1 RAVER Hd 
ざる も 、 こ れ 以 前 に 知識 を 授け られ だ 者 は 、 GN 2 
その 読 請 る れる を 聞く や 、 そ の 面 を 伏し て SE ok EE EES 
拝 す 」 と 。 クィ タ 
Vs 


し か 
109. 面 し て 云う 、「 清 浄 な る か な 主 よ 。 ついに 90275 タッ シレ レレ シン 2 ノラ ッッ ン 
主 の 約束 は 果たさ きれ た り 」 と 。 © 2 の の OR ONS 


110. 彼 等 は を その 顔 を 地 に 伏し て 泣き ぬ 。 を そ は きじ EY は ン ッ タン 
彼 等 を ます ます 謙虚 な らし む 。 ( 注 59) I OR IY OLS 
hr アタ グ ノ 2 る う ン 0 
111. 云え 、「 ア ッ ラ テー に 祈 れ 、 ま だ は ラフ マー  ? GE DPE る 衣 5 


ン に 祈 れ 。 お 前 た ち が 彼 に 祈る 御名 は 、 ど の 

ブー フト [ブタ タプ ウブ ラグ 。 ゞ 3 っ 
ちら を 唱え て も 、 つ まり 最高 の 美 称 は 彼 の es a 5 3 
も の な りり | と 。 礼 掛 は 声高 く な る な か みれ 、 


る りり と て 低く 過ぎ て も な ら ぬ 。 そ の 中 頃 に Sd RE 
道 を 求め よ 。 
112. 衣 し て 云え 、 「 讃 を あれ 、 ア ッ ラ ー。 子 を SR RP 9 22 a 


持た ざる 御方 、 そ の 王権 を 共に 分 つ 者 と て も の 
な く 、 ま だ を の 欠陥 の 故に 援助 者 を 必要 と SN 2 . ROR 
する こと な き 御 方 」 と 。 を の 偉大 き を 賞 揚 クッ タン 5。。 ク 
し 、 彼 を 講 美 し 奉 れ 。 OS 紀 








注 59 この 節 で は 、 平伏 する 時に 、 神 の 僅 大 き を そし て 自分 日 身 の 貞 きき を は っ きり 認識 する 事 が 人 間 の 生 神 
を 譜 庶 に する と いう イス ラム 教徒 の 心 の 状態 を 表わし て いる 。 信 者 は 平伏 の 姿 替 で ひれ 伏 す と いう 命 が 包 括る 
れ て いる これ ら の 節 を 議 じ た 後 で ひれ 伏 き な けれ ば な ら な い 。 
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アデ アル ・ カ ハフ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 上 恵み 怖く 、 ア ッ ラ ー の 御名 に お OP OE Pr | 
いて 
2。 すべ て の 人 沿 護 は アッ ラー の も の 、 彼 に こ を は 2 を Ed 2 
上 つづ ロ し コ Sou dsy wr 
その 僕 に 経典 を 降 し 、 い きき か も る その 中 に 3 レレ る タン ラン 
不正 を 入れ ざり き 。( 注 1) の sg 4 dseo 
3. 彼 は 経典 を 以 っ て 監視 者 も な し 、 を それに スッ る (レス て (3 
Sp 2 SN No lb Hea Us 
ょ っ て 御手 ず か ら 背 酷 な 刑 前 を 加え 給 う こ 9 2 9 0 の 
アン 4 1 1 円 者 7 
ほ を 警告 きせ 、 ま た 善行 を 積む 信徒 た ち は る) GE OS GN A 
や が て 結構 な 報 六 ある べし と の 誠 報 を 伝え Se 2 
4. 彼 等 を その 中 で 末永 住ま わせ ん と の 。 a 
5、 ま た 、「 ア ッ ラ ー は 御子 を も ち 給 うと 云う OA CC 
SN TDS 
0 も 警告 し 給 う 。( 注 2) 72 
に ュー ニラ ん ジミ ご ュー ッ ア タン う Y セ る に 4 の ン 
6 彼 等 並び に 彼 等 の 父 科 たち は この 事 に つい egA を っ 5993 ak の も が じ 
て 如何 な る 知識 も 持た ず 。 900 0 の 
づる この 言葉 は 実に 重大 な り 。 彼 等 の 去 OO の 2e る 521 2 ED 4 
こ は 大 偽 以外 の 何 も の に も 非 ず 。 12 
ok 


名 ー ミロ: I っ OL の 322 22 る 2 。 ブイ ンー スプ 2 る の リン ン る ン イン 
7. 彼 等 も し この 説教 を 信 ど ず ば 、 芝 らく 彼 は OE Sb 人 

彼 等 の た め に 心 を 痛め 、 己 れ の 身 を 殺す に 

至ら ん 。( 注 3) OB NI 


注 1 監視 者 よ 上 し て 、 ク ルアー ン は 2 つの 役 日 を 果たす 。 クル アーン は 、 以 前 の 聖典 に 見 受け られ た だ 誤り を 
町 正 し 、 消 去 する と いう 意味 に お いて 、 そ うい っ た 以前 の 経 穫 の 監視 者 た な る 。 そ し て また だ 、 来 る べき 世代 の 
人 々 の 精神 的 教育 の 責任 を 担い 、 人 間 生 活 の 崇高 な 目的 の 実現 へ と 至ら し め る 道のり に 彼ら を 導く こと に より 、 
クル アーン は 彼ら に 対す る 監視 者 で も ある 。 

注 2 クル アー ン は 最初 、' 頑 告 を 与え る も の ' と し て 、 そ し て を の 湊 に は 、 吉 ば し きた より を 与え る も の (3 
委 )、 そ し て 再び 本 節 に 見 られ る よう に ' 殆 告 も 与え る も の ' と し て 語ら れ て いる 。 不信 考 は 、 2 度 頑 告 を 受け 、 
を の 2 度 に わた る 替 告 の 間 に 、 信 者 は 、 喜 ば し きた より を 与 を た られ て きた の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 に と っ て の 
次 ば し きた より が 問 に 入る 形 と な っ て の 2 重 の 豆 告 は 、3 つの 預言 を 暗示 し て いた だ た 。(1) 四 な る 坊 言 者 の 時 代 に 
泊 け る 誤 な る 預言 者 の 反対 者 の 敗北 、 破 減 (23) イ スラ ム 教 徒 に よる 段 異 的 な 権力 と 栄光 の 獲得 (3) イ スラ ム 教 
徒 の 栄光 の の ち 、" ア ッ ラ ー ( 神 ) は 御子 を も ち 給 う " と 主張 する キリ スト 教 国家 に ふり か か らん と する 六 
注 3 本 節 で は 、 己 の 人 々 の 精神 移 幸福 に 対す る 聖なる 項 言 者 の 不安 と 愛護 が 大 い に 証 きれ て いる 。 環 な る 
預言 者 は 、 神 の お 告げ の 拒否 や 反対 を 深 て 悲し か あまり 、 す ん で の と ころ で 亡くな っ て し まう よこ ろ で あっ た 。 
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8. げに われ ら は 、 地 上 に ある すべ て の も の を っ みる の 、 2c5 レレ レッ ン 
地 の 飾り よし て 設け た り 、 彼 等 の うぅ 誰が の 49ud) ONE CEz も ) 


最も 立派 な 行状 や 示す か を 試 る さん が だ め の < タン スイ ウル 
に 。( 注 4) om ee 





9 A 。 わ れ ら は 、 地上 に ある すべ て の も “が アイ ント ブン イコ ィ る 。/ 
の を 潰 減 し 、 不 毛 の 荒野 に 帰せ し ゅ ん 。( 注 ORE LES a i 
5) 


2 ンプ タン レー る 2 2 アイン プラ レン 
10. 液 は 思う や 、 あの 洞窟 の 人 た ちと その 碑文 CG RCI LL 
の こと を 、 われ ら の 神 兆 の 中 で も 特に 不 思 ラン レム 
議 な は な し だ と ? ( 注 6) ELE 


神 の 使者 、 を し て 神 の 項 言 者 た ち は 、 生 まれ な が ら の 人 情 の 深き に あふ れ て いる 。 彼ら は 、 人 類 の た め に 叫び 、 
沢 を 流し 、 深 て 悲し な の で ある 。 し か し な が ら 、 人 問 と は 恩 知ら ず の も の で 、 彼 6 が 深く 同情 の 気持 ち を 向け 
て いる 、 ま る に その 信 々 が 役 ら を 処刑 し 、 殺 害し よう と する の で ある 。 

注 4 神 が 信 造 し だ 数 を きれ な い 全 て の も の の 中 に は 、 特 定 の 用 途 が な いと か 、 利 益 に 欠け る と いっ た よう 
な も の は だ た だ ひと つと し て 存在 し な い 。 そ れ ら 全て が 、 人 問 生活 の 美 を 高め て いる の で ある 。 イス ラム ふ 教 稚 は 、 
常に これ ら の 簡単 な 言葉 の 根底 に ある 借 大 な る 設 実 や 心 に 留め ゆ お き 、 自 然 の 集 大 な る 神秘 を 探究 し 、 ま た 自然 
力 の 限り な き 特 性 を 調査 する た め 、 そ の 時 間 と 労力 を 捧げ る よう 命じ られ て きだ た の だ っ た 。 

注 5 本 節 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 が 、 富 、 権力 、 支 配 を 狼 得 し 、 俸 大 な る 発見 、 発 明 を 成し遂げ けた の ち 、 
選書 で 述べ られ て いる よう に 、 神 の 地上 を 罪 と 邪悪 で みた し て し まう で あろ る 2 と いう 預言 を 叶 示 し て いる 。 神 
の 天 削 が 引き 起こ きれ 、 則 約 、 お よび 新約 型 書 、 ク ルアー ン 、 ハ ディ ス の 神 の 偉大 な る 預言 者 の 口 か 6 出 き れれ 
な 項 言 の ご と く 、 広 範囲 に わた る 秋 難 が 地上 に 下り 、 彼 ら が 成し遂げ る で あろ う 全 て の 進歩 、 全 て の 作品 、 高 
尚 か つ 六 成 な 建築 物 、 土 地 の 美 し き 、 全 全て の は な や か きる き 、 栄 光 、 そ し て 壮大 き は 完全 に 夏 壊 る れる こと で ある 
フェ 

注 6 本 節 で は 、 ほ ら 容 の 住人 が な ん ら 不 可 解 な も の で は な か っ た こと が 、 上 断言 きれ て いる 。 普通 の 自然 法 
か ら 6 の 逸脱 と 見 人 $ れ る も の は 、 役 6 ら に 関し て は 何 $ も な か っ た だ の だ 。 だ が 、 不 思 議 な こと に 、 多 く の 風 変わ り 
な 伝説 が 、 彼 ら を 中 心 に し て 作り 上 げ ら 5 れ て きだ の だ 。 ギ ボン が 、 自 ら の “ローマ帝国 の 堕落 と 肖 落 "の 中 で 
語っ だ よう に 、 記 憶 す べき 物語 、“" 7 人 の 過 れ る 者 た も "が 、 ほ ら 6 実 の 住人 だ たち を 取り 巻く 神秘 の 解決 へ の 重大 
な 手がかり を 提供 し て いる 。 ギボン は 湊 の よう に 語っ て いる 。" デ キ ウ ス 有 表 帝 が キリ メス ト 教 徒 を 処刑 し た 際 、 テ 
フェ ソス の 7 人 の 高 貰 な 若者 は 、 隣 の 山腹 の 広々 と し た 洞窟 に 潜伏 し た 。 彼 ら は 、 技 者 に より 減 び る 連 命 だ 

た の だ 。 酸 台 は 、 洞窟 の 入り 口 を 巨大 な 石 を 積み 重ね て し っ か り 閉 ざす よう 命令 し た 。 期 の キサ スト 孤 和 3 
神 の 唯一 導 を 信じ て いなだ だ な だめ 、 偶 像 当 拝 者 で ある ロー マ 昌 帝 の 手 に よる 数 えき れ な い ほ どの 処刑 を 受け ね ば な 
6 な か っ だ と いう こと は 、 今 や 有名 な 麻 史 的 事実 ど で あ る 。 この 処刑 は . ロー マ に 火 を つけ だ と 言わ れる 悪名 高 
き ネ ロ 量 帝 の 時 代 に 早く も 、 始 まっ だ の だ 。 僅 大 な ぁ る 学問 お よび 文明 の 府 が 燃え た 際 に 、 彼 は ぶら ぶら し て い 
だ の で ある 。 こ の 処刑 は 、 約 40 年 間 の 短い 休止 期間 の 後 ま で 断続 的 に 続い た の ち 、 古代 ロー マ の 宗教 や 組織 を 
復活 きせ だ た いと 承っ た デモ ウス 中 帝 の も と で 新た な る 反り と 共に 再開 きれ だ 。 を そし て 、 こ の 目的 を 考 庶 し 、 キ 
リス ト 教 徒 の 系 統 的 絶滅 を 始め た の だ 。 し か し な が ら 、 全 て の 反 キ リス ト 教 徒 法案 を し の い だ の は 、 西 歴 303 年 
の ディ オク レ チ ィ アヌ ス の 布告 で あっ た 。 こ れ ら の 布告 に より 、 帝 国 の 全 地 方 の キリ スト 教 教会 は 破壊 きれ 、 
彼ら の 神 思 な る 書物 は 公 に 燃やさ る れ 、 教 令 の 所 有 物 は 没収 きれ 、 キ リス ト 教 徒 は 、 上 地 の 保護 か ら 除 外さ きれ て 
し まっ だ の だ 。 "(キボン 著 ロ ーママ 帝国, Enc. Brit, Story of Rome) 。 この 残 楓 で 非 人 間 的 な 処刑 か ら の が れる 
だ た め 、 無 力 な 機 牲 者 た ち は 、 ロ ー マ の カタ コン ベ へ 逃げ 込み 、 隠 れ た の だ っ た 。 こ の よう な 目的 の た ゆ に 、 こ 
れ ら の カタ コン は 、 迷 路 の ょ うな 通り 道 の 複雑 き 、 員 や み の 中 で も 追跡 省 に 発見 きれ な いと 思わ れる 多く の 
小 部 屋 、 い に ろ ん な 高き に ある 隠れ 場所 に より 、 み ご と に 改造 きれ だ 。 カ タコ ン べ の 慕 石 上 の 碑 銘 か ら 、 初 期 の 
キリ スト 教徒 は 成 格 な 一 神 教 信 者 で あっ だ な こと が うか が われ る 。 イ エス は 、 壮 飼い 、 ま た は 神 の 頂 言 者 と し て 
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11、 あ の 若者 た ち が 洞窟 の 中 に 逃れ て 、 云 た り 、 [zi 2 (1 
「 主 ょ 、 御 手 ず か ら 我 等 に 悲 を 垂れ 、 我 3 a SS 














等 の 仕事 に 正しい を 授け 給 の な る ラッ ン ン ロッ 2 る っ 
仕事 導き を 授け 給え 」 と 6 SE TNR 
12. か が かく て われ ら は 、 洞 答 の 中 で 、 長 年 に わな た 3 2 dk 


うり 彼 等 の 耳 を 封 に た 9。 ( 注 7) 
し か + 1 32 グ OR う は 7 
13. 然 る 後 、 わ れ ら と 役 等 を 喚 び 覚まし 、 両 者 区 eo I GL 43 2 


の ど ちら が よ く 彼 等 の 滞在 期間 を 計算 する rs 
か を 知ら ん と せり 。( 注 8) CUE 
第 二 項 
14. われ ら 上 真実 を 以 て 、 彼 等 の 話 を 液 に 語ら 2 3 ・ っ a > クイ dE SE 本 らい 
彼 等 は 主 を 信ずる 若者 た ちな ら ば 、 時 人 #7 9 
われ ら も 彼 等 の 導き を 倍加 せり 。 @GO2 2 お お うる a 














の みあ 言及 き れ て きだ し 、 彼 の 母 マ リア も 5、 信 心 深 女性 と し て 言及 あれ て いる の み で ある 。 ま た 、 カ タコ ン ベ 
に 遅 難し た キリ スト 教徒 は 、 見 知ら ぬ 人 の 接近 を ほえ 声 で 知ら せ て て れる 大 を 入り 口 に 土 い て いた よう に 思わ 
れる 。 こ の よう に 、 は ほら 究 の 住人 の 説明 は 実際 初期 の キリ スト 教徒 の 歴史 を 表す も の で あり 、 彼 ら が 、 振 の 只 
ー 性 を 信じ て いる が だ た め に 、 い か に 多く の 処刑 を 受け な けれ ば な ら な か っ た か を 示す も の で ある 。 は ほら 容 の 場 
所 と 描写 は 、18 節 で 見 られ る よう に 第 2 次 的 に 重要 な も る の な の だ 。 そ し て を その 場所 と 描写 は 、 他 の どの 場所 よ 
り も 完全 に 、 よ り 細 か な 詳細 、 正 確 き に お いて ロー マ その カタ コン ベ に 当て は まる の で ある 。 

ほら 容 の 住人 の 物語 は また 、 ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ や 彼 の 仲 問 た も に も 当て は まる と 考え られ 得る 。 ア ー ム 
ズ ベ リー の ウィ イリ アム に よれ ば 、 ヨ セ フ は 、 吾 ど リポ に より イギリス に 派遣 きれ 、 サ マー セッ トシ ャ ー の 小 き 
な 島 を 与え られ 、 そ し て そこ に 、 よ じ れ た 小枝 イギリス で 初め て の キリ スト 教 教会 を 建設 し た が 、 を その 教会 
は の ち に 、 グ ラン スト ン ベ ペリ ー の 修道 院 ほ し な っ た と いう こと で ある 。 ま た 別 の 説明 に よる と 、 ヨ セン は 換 歴 63 
共に イギリス に きま よい 込ん だ と いう こと に な っ て いる 。 伝説 に よれ ば 、 人 AU 
型 ピ リポ に より 、 ガ リア か ら イ ギリ ス へ と 派遣 きれ た 12 使徒 の 指導 者 で ある アリ ミチ ティ ヤ の ヨセフ が 建設 し 
編み 枝 で つく られ た 小さ な 建物 で ちあ っ た らし い (Enc. Brit., 第 10 版 、13 版 " ア リ ミ テ ィ ヤ の ヨセフ " ev 
ラス トン ペ ベリー" 参照 )。 最 新 の 理論 $ ま た 、" 死 海 文書 " の 研究 か ら 強 力 な 支持 が 得 ら れる の だ が 、 その 理論 
で は 、 和 初期 の キリ スト 教徒 が 、 避 難し 自ら の 信念 や 教訓 を 滑 き っ つけ だ た ほら 穴 の 場所 を 死海 付近 の 谷 だ と し て い 

"は ら 穴 "と 「 碑 銘 " が 、 キ キリスト教徒 の 信仰 の 2 つっ の 最も 顕 苦 な 側面 を 表し て いる 。 すなわち 、 キ リス ト 
教 は 、 拒 絶 の 款 教 、 世 界 か ら 身 あ ひ そ め る 宗教 と し て 始ま り 、 最 後に は 世の中 の 事柄 に 完全 に 波頭 する 宏 教 、 
著作 や 種 鉛 の 世界 に お いて は ビジ ネス お よび 損 易 の 宗教 し な る に 下っ だ と いう こと な の だ 。 


注 7 文字 どおり 、 本 節 は 我々 は 、 い か な る 音 で あれ 、 彼ら の 耳 に 入り 込ま せ は し な か っ だ と いう こと ょ と を 意 
味 す る 。 すなわち 、 長 年 に わ だ り 、 彼 ら は 外界 の 出来 事 か ら は 完全 に 孤立 し た まま で 、 外 界 で 何 が 起こ っ て い 
る か な ど 、 若 る よし も な か っ た だ の だ 。 


注 8 初期 の キリ スト 教徒 の 間 に は 、 派 が 2 つ 存 在 し た よう で あっ た 。 1) しら ば くれ た だり 信 り 隠 し た りす る 
こと の や が り 、 不 信仰 や 偶像 持 捧 と 陣 する すべ も 知ら な い 人 人 たち は 自ら の 信 促 の た め 、 妨 硬 強 (毅然 と し 
て 、 人 迫害 を 受け た 。 こ の 人 だ ち は 、 ほ ら 穴 へ 逃げ 込ま ね ば な ら な か っ ただ 。(2) 思 感 分 別 も 勇気 の 重要 な 一 部 で あ 
る と 考え だ た 人 だ ち は 、 上 中 ら の 信仰 を 隠し 、 迫 害 か ら の が れ た 。“" 2 派 " と いう 若葉 は また 、 追 寄 者 と 迫害 きれ た 
る 者 を も 指す 。 

注 9 本 節 は 、 多く の 異 様 な 話 が 、 誤 な る 預言 者 の 時代 に ほら 穴 の 住人 に 関し て 流 き れ て いた こと を 示し て 
いる 。 し か し な が ら 、 彼 ら は 自ら の 主 の た だめ に 全て を 投げ うち 、 自 ら の 信仰 ゆえ に 着実 に 迫害 へ の 途 を た どっ 
だ た と いう 高 催 な ふる まい の 持ち 主たる 若者 ビ だ っ た と いう と ころ が 、 彼 ら に 関す る 真実 な の で ある 。 
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15. 


16. 


17. 


18. 


われ ら 、 役 等 の 心 を 堅 間 な らし め 

、( 注 10) NB 云 を 5 り 、「 我 等 
は 天地 の 主 な 9。 等 断じて 彼 の 外 
(DPE 
btte と 上 回 お さと なり 。 


等 我 が 民 は 、 テッ ラー 以外 に 他 神 を 栄 
EN 、 一 つの 明 証 だ 
に 無き に も か か わら ず 、 柴 捧 する や ? 7 

EN 
な 者 が 果たし て あろ る うか ? 

と ころ で 、 お 前 だ ち 、 役 等 や 彼 等 が ア ツラ ーー 
以外 に 崇め ゆる 者 か 6 身 を 退 い た な ら 6、 洞 窟 
へ 遊 難 せ ょ 。( 注 12) 主 は その 慈悲 を お ぉ 前 
た ち に 広げ 、 こ の お 前 た ちの 事態 を 善処 せ 
| t&。 
湊 は 、 日 が を の 昇る 時 は 洞窟 の 右 方 に 移動 
し 、 そ の 流す る 時 は 彼 等 か ら 左 に 遠ざかり 
行く を 見 だ り 。 彼 等 は 洞 中 の 広場 に 居 だ た り 。 
( 注 13) 4 アッ ラー ー の 神 兆 の 一 つ な ゅ 。 
仙 ー が 直 き 給 う 者 の み 正 し い 道 を 辿れ 
ども 、 うに まかせ だ 者 に は 、 液 、 如 合 な 
RC 。 





注 10 


注 11 
注 12 


アル ・ カ ハブ 


EG RE RE SS 
6 ES A I wn 
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ELL ED ES 
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No 


x 


4 a 


9 の と 
A 
人 2 で ーッ ン ら 


の 5 ばら 25 Sd1568 50 和 
次 PS 





人 人 々 は 、 彼 ら に 反対 し 、 浴 表 


ほら 穴 の 住 入 は 、 人 偶像 沖 拝 を し て いた だ ローマ 人 
本 節 で は 、 


こも 彼ら を 迫害 し だ が 、 
る な ど と いう こと は あり 得 な か っ だ 。 時 彼ら の 心 を 強固 な も の に し 、 
に より 所 
一 神 教 の 若者 た ち は 、 個 人 個人 が 離れ 離れ に な っ て いる 
ば 私 生活 に お いて 願 を 合わ す よ うな 組織 化 が る され 、 統 制 き れ だ 宗教 社会 の 一 部 と な っ て いる 


明る み に 出 きれ て いる 。 これ ら の 若者 だ た ち が 、 ほ ら 穴 に 避 此 す る こと を 話す 際 に 、 


ほら 穴 の 住人 は 、 お どる きれ 、 自 選 の 宗教 を 捨て 
彼ら に 監 固 た だ る 信 爺 を 接 け な た 。 
生き る きれ て いた だ た 。 

の で は な く 、 を その 構成 員 が し ば し 
の だ と いう 事実 が 、 
彼ら は 特定 の ゆ ほ 56 容 を 心 に 


留め ゆ て いた と いう こと を 、 本 節 は 示し て いる 。 こ の は ほ 6 究 は 、 ロ ー マ の 奴隷 が 口 の 残酷 な 主人 か に も でき 


だ 折 に 、 


避難 場所 と し て 常に 使用 し て いた だ も る 


語 は 、 彼 ら が すでに 民 し い 儲 会 的 排 圧 の 短 牲 者 と な がり 、 
うこ と を 物語 っ て いる 。 


注 13 


ほら 穴 は 、 北 西向 き に 位置 し て いた と 思わ れる 。 と いう の る 、 


の と 思わ れる 。"* 


"そし て 、 な ん じ ら は 彼ら か ら 逃 れ た 今や "と いう 


自ら の 別個 の 集団 で 人 々 か ら 6 離れ て 生活 し て い だ と い 


大 陽 が 、 北 向き の 場所 を 有 有 か ら 左 へ と 


通過 する か ら で あ る 。 広 々 と し た 穴 " と いう 語 が 示す よう に 、 ほ ら 実 は 、 広 い 領域 に わな っ て い だ よ う で あっ た 。 


現存 する ロー マ の カタ コン で が 
km) に まで も 及ぶ と 推定 きれ て きだ た だ (Enc. Brit) 。 ま ただ 、 
れる 。 


ほら 穴 は 、 隠 れ 場 所 と し て の 役 
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、 こ の 説 を 確証 し て いる 。 カタ コン ベ べ は 広い 領域 を 囲う が 、 
カタ コン で に は ほとん ど 光 は 入ら な か っ だ よう に 思わ 
制 を 昌 た なす よう に つく られ た だ 。 避 


0 マイ ル ( 約 1400 


ジェ ロー ム は 、 4 世紀 に カタ コン ベ を 


第 十 人 剖 


デル ・ カ ハフ 





第 三 項 


19. 液 、 彼 等 が 目覚 ゆめ て いる と 思う だ ろう が 、 


0 き に あら ず 、 眠 りお る 。 わ れ ら は 彼 
等 i 、 右 と 左 に 寝返り を 打 た せ 、( 注 15) 
大 も その 入口 で 前 脚 を 仲 ば し 全 す 。(E 
16) 人 も し 彼 等 を 見 な ば 、 伯 天 し て 彼 等 か 
ら 5 逃げ 、 必 ず や 彼 等 を 恐 引 る 心 に 溝 き れん 。 
( 注 17) 


っ 9 ョ ンタ ン je の 5 9 2 タダ の 


ラク タタ レッ ン と 

っ AD 5 で うめ,ー ム あう SUb ost» 

AS CN RAE 
we CR EAB gb EDS 


OA ン ? RE 


ANY 


NY ュ デ 


20. か く て われ ら は 、 役 等 を 目覚 め ある せる と Gr , 
に タタ ン ン ン ノ っ タ 1 % < アノ 
彼 等 互 に 相 ぃ 尋ね た り 。 中 の 一 人 が 「 お 前 う UBS HAI の ます WY 
だ もち どれ ほど ここ に と どまり し か ? 1 と 問 ょ ッ ク ノン ッ ン も イプ タン ッ タ スン ッ の っ タ 5 
an i 
えり 。 彼 等 は 答え り 、「 我 等 が 居 だ の は 一 日 の パウ 軸 ウ 2 お た 
、 或 い は 数 刻 な り 」 ほ 。 他 の 者 は 云 た 9、 7 の 0353 ME 6 


「 ど れ は ほど 居 た の か 、 最 も 良く 知る 者 は 主 
な り 。 と も か く 、 誰 か に 、 こ の 銀貨 を 持た 
せ て 町 に 條 5 り 、 最 も 清潔 な る 食物 を ( 注 
18) 売る 住民 を 探る きせ て 、 彼 に そこ か ら 食 


0 6 癌 nd EAN 。? 0 
CaS UE GE 











橋 を 臣 ば せよ 。 彼 に 慎重 に 振 迎 わ きせ 、( 注 19) 
訪れ だ が この よう に 語っ て いる 。“" ま っ くら 5 な の で 、 ダ ビデ 天 言 者 の “生け る まま 地獄 に 下 ら ん こと を "(詩篇 
55 章 15 節 ) と いう 言葉 が 果 た き る れ そう で と 。" ほん の 時 折 、 薄 暗がり の 切 怖 を 和らげ ば る で く 、 区 が 入れ られ る 


が 、 そ れ も 窓 を 通し て と いう より は 、 容 を 通し て な の で ある (Enc, Brit., 第 11 版 よ り の 引用 )。 


注 14 北方 の キリ スト 教 国家 は 、 体 止 状 態 に ある が 、 ま も な く 何 世紀 に も 入 ぶ 深い 眠り か ら 目 覚め 、 世 界 じ ゅ 
う に 分 散 し 、 世界 を 支配 する よう に な る で あろ うと 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 に 、 イ スラ ム 教 徒 た ち は 殖 告 き れ た 。 


注 15 "我々 は 彼ら を し て 、 大 に 左 に 寝返り を 打 た だせる" と いう 語 は 、 彼 ら が 世界 を 歩き 回 り 、 新 た な 市 場 
を 求め て あら ゆる 方 向 に 分 散 し 、 新 た な 征服 を 成し遂げ る こと を る し て い る よう に 思わ れる 。 
注 16 この 語 は 、 西 汗 ' の キリ スト 教 国 家 で は 犬 が この 上 な く 好 まれ た と いう こと を 示す の に 加 を ん 、 マ ル モ ラ 


海 の 両側 で ヨー ロッ パ を 称 戒 し 、 そ の 姿 が 、 
ザン チン 帝国 を る し て いる と も と れる 。 


犬 が 前 肢 を 前 方 に 伸ばし て 、 両 側 を 見 張っ て いる よう な 様相 の ビ 


注 17 この 語 は 、 西 洋 の キリ スト 教 国家 が 、 強 大 な 政治 権力 を 獲得 せん と する 時 代 を き し て いる 。 ク ルアー 
ン で は 、 キ リス ト 教 国家 が まだ 何 世 紀 に も 及ぶ 深い 過 り に 陥り 、 い か に 想像 力 を 駆使 し ょ うと も 、 彼 6 が 、 を 
の 後手 に し た 権力 や 栄光 を 半 知 する こと は 不可 能 に 思わ れ た 何 百年 も 甘 に 、 こ の 事実 を 預言 し て いた の だ 。 本 
節 で は 、 四 洋 国家 の 東方 、 南 方 の 上 地 に 及ぶ 支配 の 特徴 的 な 像 、 彼 ら 特 有 の 生活 様式 、 彼 ら が そう いっ た 地域 
の 人 々 の 間 に 引 き 起 こし た 商 舌 と 虹 毅 の 念 、 す べ て が 述べ られ て いる 

注 18 は ほら 6 究 の 住人 は 、 自 分 た ち へ の 迫害 の 波 が 和らい だ の を 見 、 食 料 を 買い 、 帳 分 た ち に 対す る 状況 を 把 
所 する た め 、 仲 間 の ひと り に 古い コイ ン を 何 枚 か 持た せ で て 、 町 に 向かわ せ だ 。 こ こ で の 「 食 品 ] は 、 小 麦 、 大 
安 、 き び ぴ び 、 な つめ や し 等 の 食料 品 を 意味 する 。 こ の こと は 、 西 洋 国家 に よる 世界 の あら ゆる 地域 へ の 商 楽 的 所 
征 に 言及 し て いる の で ある 。 
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遇 八竜 ゲル ・ カ ハフ 
誰 に も 我 等 の こと は 気づか せる な 。 i 5 マン 
( 注 20) ンー 
21. も し 彼 等 が お 前 だ た ち を 和 [6 ば 、 彼 等 は な 前 ii メ 4 プン 1 タン 2 る MA 
た ち を 石上 没 ち に する か 、 彼 等 の 宗教 に 引き 2 A esi 
戻 きん と す 。 然 る 時 は 、 前 た ち 決し て 栄 2 2 22 | 
Ju1 1 
ぇ ぎる べし ] と 。 ⑨ 慰め に za 
22. かく の 如く 、 ら 彼 等 に この 人 だ ちの こ プッ プン ンス う タイ タン 5 ンマ アッ クン 
これ 
16 すり を は に よっ て アッ AA SI RE dS 


プ 


実 か や 3 に 3 ーー た ロロ は 29 ノ ん グイ 2 る Hs グン 2 アン ン ン ィ 旬 
ー の 約束 が 真実 な る こと を 彼 に 知ら し OSA を CO 92(S0 5 は ま 
“ 月 っ 訟 の 時 に つい て 、 底 いな きこ と を 3 i 
AT アス し ガン う ア ィ 

知ら し ゆん が だ た め な りき 。 思い 起 せ 、 そ の 0 br A AUR: テン) チン 

時 役 等 は 万 に 論争 し て 、 「 彼 等 の 上 に 一 常 を 6 ン る イン 6 し 2 し 人 ン 
AA た タイ ラン 
建て ん 」 と 云い し こと を 。 主 は 彼 等 を 最も AI be GG る 9 el 


良く 知り 給 う 。 この 論争 に 勝利 せる 人 々 は の 
えり 、「 我 等 は 必ず 彼 等 の 上 に 礼拝 堂 を 建 ⑥ Ne うっ る ye 
立 せ ん 」 と 。 


23, 或 る 者 は 云う 、『「 彼 等 は 三 人 な りき 、 四 番 日 3 A ER 
は 犬 な り 」 と 。 ま た 、 他 の 者 は 当て 推量 で 。 3 I A 
「 役 等 は 五 人 な りき 、 太 番 日 は 犬 な り 」 上 NO し ンス 
云う 。 耐 し て 、 更 に 他 の 者 は 云 2 、 上 2 
七 人 な りき 、 八 番目 は 犬 な り ] と 。 云え 、 ul 
「 我 が 主 が 最も 良く その 数 を 知る 。 人 ンタ 


41 の の 


すら る と 2 


4 
te マス 5 し 11 ぁ タ ウン ン +v 
NL | 1 2 アイズ イー ゥ 
者 を 除い て 、 彼 等 を 知る 者 は な し 」 と 。 き eS SE We Bo dg 


デ 〆 
れ ば 、 彼 等 に つい て 、 反 双 し 得 ざ る 論議 以 3 。 今 ぁ し LC が Ma 2 る » 3 う ぁ 
を 


' 1 23 ENS 21363 
外 は 、 議 論 す る な か れ 。 ま た 、 彼 等 の 誰 に 2 うう 52 タフ ク る 
円 - = 2 ゞ ユ £ クン イ 2 タダ 2。 
も い 、 こ れ に つい て 問う なかれ 。 ( 征 21) @1O Se 
此 四 項 と 

mm ュー ば 7 回 Fe | ク ァ ン ツ る)1 を っ イイ ¥3 

24. a [ 我 を れ を 明日 な さき ん] と 去 OE Hs si PEY 

う な か れ 、 








注 19 ヨー ロッ パ の 商売 人 は 、 商業 取引 に お いて 、 穏 や か る や 礼儀 正しき を 保つ 特別 な が こつ を 身 に つけ て い 
る 。 この 彼ら の 特質 に つい て は 、 こ こ で の 表現 を “ 彼 を 礼 人 正 し て る せ て お け "” と 解釈 する こと に より 、| 分 
言及 され て いる こと が わか る 。 そ し て 、 こ の 表現 は ' 彼 に 注意 深い ふる まい を きせ よ "と いう 京 味 で も ある 。 
注 20 「 誰 に ぅ 我 人 等 の こと は 気づか せる な | と いう 語 は 東洋 に お いて 西洋 の 影響 が 、 静 か に そっ と 浸 穫 し て 
いく こと を 意味 し て いる 。 

注 21 これ ら 6 の 推測 は 、 カ タコ ュ コン ベ の 小 部 屋 の 避 の 視 銘 に 基づい て いる よう で ある 。 し か し 、 各 々 の 君 銘 は 
特定 の 家族 、 派 、 集 団 に つい て の み の 言 及 が ある に すぎ な い 。 き ま ざ ま な 折り に 、 カ タユ ュ ン で に 訂 難 し た 人 々 
の 総数 は 、 知 られ て いな い 。 理 銘 か ら 、 大 が 常に 、 問 難民 の 一 派 に 同人 し た と 思わ 入る 。 
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ort 





25. も し アッ ラー の 思 し 召 し な ら 6 ば 、 6 26415 a タ 人 MPG 殺 
に Pie PS れ を 忘れ た る 時 は 、 主 ED I dh 2 り 

念じ て 云え 、「 主 ょ 、 i OIA TY DE 

も 正しい 道 に 3 近づけ だ まえ ぇ 】 どら 0 で a 
の の こ の ? は 1 

26. き て 、 彼 等 が 洞窟 の 中 に 居 た の は 、 三 百年 Gs LE GES 


と 、 更 に 加え て 九 年 な り 。 ( 注 22) OE! 4 


27 . SS [アッラー は 彼 等 が 如何 に 長く 沙 在 し br いる I LT アレン 2 る 
た か 最も 良く 知り 給 う ] と 。( 注 23) 天地 Oo て 2 i > 
の 神秘 は 、 すべ て 彼 に 属す 。 な ん と 彼 は する 2 お 02 し 2 

| か デ 

べ で て を 見 穫 し 、 且 っ 聞こ し め こと よ ょ ! を の 2 や 02264 で 32 
(24) 彼 等 は アッ ラー 以外 に 如何 な る 協 Hea GY 
け 手 も 持た ず 、 ま た 彼 は 、 何 人 に 5 を の 和 客 
判 を 分 担 さ せる こと な し 。 


と 
ルミ 二話 コチ スー ニョ ン タン を ノン |。 ゥ 2 タダ タッ 
FR TIGA GE 12 
何人 も その 言葉 を 変え る 能 わ ず 。 ま だ 、 液 2 の 2 
lr クタ クウ d ン の 
は 、 彼 以外 に 避難 所 を 見 出せ ぎる べし 。 OI あめ の 2 ひら っ 3 


29. 朝 な 夕 な 、 主 に 析 る 人 たち に な ら っ て 、 液 OL 人 あ 262Y WE 3 13 
- Ot rN | る { 
も 彼 の 喜 悦 を 求め 続け ょ 。 現 世 の 栄 華 を 求 40 クン 0 ; 
i 5 ^ う 2 アタ っ 上 

め て 、 役 等 か ら 目 を を ら す な か れ 。 ま た 、 9 っ 463 う の 3 


われ ら が 、 を その 心 に われ ら を 念 ず る こと を 2 し Ai お 4 
経 梓 きせ た 者 、 並 びに 下劣 な 彼 補 を 追い 水 ひろ 559 に ODN 
め る 者 に 従う な が かれ 。 か か る 者 は 、 搾 に を ョ ン ン レレ 0 る (ブイ スタ イス 
人 dt 0 Cs CE 


タ ヶ 
LSS 2 $s 








注 22 初期 の キリ スト 教徒 が 迫害 を 受け 、 し ば し ば 、 は ほら 穴 や 他 の 隠れ 場所 に 避難 し て いた 期間 は 、 お よる 
8 年 に も 及び 、 歴 中 的 資料 に し より 、 こ の 数 字 は 確証 きれ て きだ た 。 一 般 に 信じ られ て いる よう に 、 キ リス ト 散 徒 
の 迫害 は 、 西 歴 28 年 の イエ ス の は りつ け に 始ま り 、 約 昭和 人 年 を 経た 西 礎 33 年 に 、 コ ンス タン チヌ ス 大 率 が キリ 
スト 教 に 改宗 し た こ 上 ょ に より 幕 を 閉じ た の で あっ た 。(Enc. Brit) コ ンス タン チヌ ス 大 帝 が 、 改 宗 し た の は 西 歴 
337 年 で は な 〈、 西暦 30 年 で あっ た 。 は りつ け の 悲劇 を 、 一 般 に 信じ られ て いる より も 28 年 そく お こっ 
だ の だ (Chronologh: Archbishop Ushers 落と Daily Bible IHustrations: Dr. Kitto 若 )。 


注 23 初期 の キリ スト 部 徒 は 、 い ろ ん な 時 代 に 多く の 場所 、 た と えば ロー マ 、 ア レク サン ドリ ア 等 で 、 迫 守 
る れ て きた 。 彼ら は 、 き さまざま な 時 に 、 る は ざま な 期間 に わた だ た り 、 ほ ら 究 や カタ ュ ン で に 避難 する こと を 余儀 
な くさ れ た だ た 。 カ タコ ン べ に お ける 彼ら の 滞在 が 、 唯 一 の 不断 の エピ ソー ド だ と いう わけ で は な か っ た 。 そ の よ 
うな 滞在 の 期間 全て の 正確 な 長き は 、 ア ッ ラ ー の み が 知 を と ころ で ある 。 
注 24 この 語 は また 次 の よう な 高 味 を も つ 。* 神 の 視界 は 、 ょ よど みな く 、 神 の 聴覚 は 鋭い "つまり 、『 神 は 全て 
を 見 、 全 て を 閉 く の で ある と いう こと な の だ 。 
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第 二 八 草 テル ・ カ ハフ 





30. 「 真 理 は 主 よ り 来 た る 。 きれ ば 、 信 ず 469tOc 半 の 計 1 還 
、 信 ぜ ざ る も 、 その 者 の 意志 な り | es 3 os の の 

0 悪人 ども に 、 燃 えき か る 天 Yo 211 記す 45223 

蓋 に 囲ま れる べく 火 を 用 意 せ り 。 役 等 助け クン 

を 求め て 叫ぶ れ ば 、 ど ろ ど ろ に 溶け た 鉛 が ga っ eg 5 

浴び せら れ 、 そ の 顔 を 焼 か ん 。 な ん と 黄 ろ 


A 


ET 2 民 sf 
し きか な その 飲物 た る や 、 な ん と 不幸 な る Pe oe 
か な 火 獄 の 休み 処 よ ゴイ : S52 


2 


31. 信じ て 普 行 を 積む 者 に は 一 われ ら は 善行 を 59 EL LL GI 
積む 者 の 報奨 は 決し て 忘れ は せめ 。 a 
KEE« | 


32. それ 等 の 者 に は 永吉 の 楽 賠 あり て 、 河川 を 。 ? i うる 6 de EE 4 2 1 
の 下 を 流 る 。 彼 等 そ の 中 に 在り て 黄金 の = 


に う ア CT 


胸 環 で 飾ら れ 、 絹 や 錦 の 緑 衣 を まとい 、 究 u23 に Ve 


椅子 に ぉ だ な れ か か らん 。 な ん と 素晴らし き 8 22% 
? の う -W CTA じ る 
報 洪 な る か な 、 な ん と 結構 な 休み 処 よ ! i ras CEE 
AT I と 4 セン ラン っ 
の し Ao 9 


ター 5 その ンー ン ちの レン * 
4 に キキ | 1 
第 五 項 = 5 


33. 彼 等 に 二 和 の 男 の 比 隊 を 述べ よ 。 a 2 Cp CE SI ES 
われ ら は その 一 ~ 人 に 、 入 物 園 を 号 その ECS Fr グン タリ タン ンズ タン る 
まわ り に 束 衝 子 を 植え めぐ らし 、 の MM に CS el 2 ORS A 


兵 物 の 畑 を 設け だ 0。 ろ [クラン イン タン タン 
@ 5 し 


34. 両 園 と も 豊か な 果実 を 産 し 、 い きき か も 欠 切り BE I EE 
する こと な か りき 。 面 し て 、 わ れ ら 6 は 両 。 “ 


oa 


園 の 間 に 川 も 流し た り 。 ( 注 26) nN 3 
35。 きれ ば 、 彼 は 豊か な 収穫 を 獲 た り 。 或 る 日 、 0 ン ン の eg 


彼 は 自慢 し て 、 友 に 向っ て 云え り 、「 我 は 流 





注 25 本節 は 、 な だ と え 話 の 形 で 、 2 種類 の 人 々 ーー キリ スト 教徒 と イス ラム 教徒 の 状態 を 語っ て いる が 、“2 

人 の 男 " と いう の は 、 こ れ ら 2 種類 の 人 間 を 表し 、“2 つの 尾 " は キリ スト 教徒 国家 繁栄 の 2 時 代 を 表し て いる 。 

最初 の 時 代 は 、 イ スラ ム 教 の 出現 に 先立ち 、 2 度目 の 時 代 は 、 ヨ ー ロ ッ パ パ の キリ スト 教 国家 が 、 大 い に 進 歩 を 

遂げ 、19 世紀 に 頂点 に 達し た 先例 の な い 権 力 と 名 声 を 獲得 し 始め た 西 歴 17 世紀 の 暮 あ けた と と も に 始ま っ た 

の だ 。 

注 26 川 の 流れ は 、 聖 な る 預言 者 の 時 代 を 表し て いる 。 環 な る 預言 者 を 通し て 、 モ ー ゼ や イエ ス の 真 の 教訓 
一 部 が 、 保 存 き れ た 。 
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けん さく ク っ 内 
より 裕福 に し て 、 准 族 $ 液 より 多数 な り ] SEI Cds ク る 1 


と 。 ( 注 27) 

を か あい イロ コカ a = [で 2 グー の 。 < 9 アイ アイ ンー イレ レン 
36. 役 は 邪心 を 抱い て ピカ 園 に 入れ り 。 彼 は 去 GA a 2 es う 

えり 、[ 我 は この 園 が いつ か 荒廃 に 帰す べし 


と は 思わ ず 。 ( 注 28) lal da oS OE 

デ レプ Y シ ン レン ce アコ 

37. 靖 し て 、 ま な た 、 訪 の 時 が 来る べし と も 思わ 出る 833 3542 EN GS 
ず 。 た とい 主 の 許 に 連れ 戻 きれ る と も 、 我 20 の 2 2 の 

は 必ず これ に 優る 良い 場所 を 得 ん 」 と 。 OL Se Gos9 682 


38. を の 友 、 彼 に 抗 し て 云え り 、「 液 は 、 最 初 土 2? 1 2 の Cr (46 
いう 8 st > 6 

ょ さり 液 を 創り 5、 次 いで 一 滴 の 精液 より 、 更 が 1 め ぅ 8 5 70 
に 完全 な 人 開 の 形 に 仕上 げ 給 うた 御方 を 信 s と Se dE 


グ 
ぜ ぎ ざる か ? pz 
タン 
(の か ぷう 
39. なれ ど 、 我 に 関す る か ぎり で は 、 ア ッ ラ ー クン ンタ シン る タン メン タン fc の 
の み が 我 が 主 な り 。 さ れ ば 、 我 主 と 僅 Oo GII 32 abl od Ey 


如何 な る 着 も 併せ 坊 ら ず 。 


に ーー ビ * 上 > [アン 4 る < ? 4 グ 

40. 液 が ob i 人 けけ 8 に EE SD YH 
べ て は アッ クラ の 御 意志 の は だ を エレ スッ ー る レラ レレ レン アン ! っ 

だ アッ ラー に 存 す : と 去 わ ぎり し か ? だ と J ks ls OI SY 


い 液 、 我 を 財力 と 子 陀 と に 於 て 、 液 より 劣 る クン ンス 
る 上 見 る と し て も 。 Gl 
41. 恐らく 主 は 、 我 に 価 時 か 流 の 園 に 優る 何 か EGE RTGS 
を 授け 給 わ ん 。 ( 注 29) 古 し て 、 液 の 園 に の 8 
は 天 か ら 雷 を 投じ 、 不毛 の 荒野 に 帰せ し め A ra sR と 回 SC le 
ん 。 ( 注 30) 4 
⑨ 








注 27 強力 で 富裕 な キリ スト 教 国家 は 、 谷 し く 力 の な い イ スラ ム 教 徒 や 、 徐 還 、 お よび 、 物 質 資 源 の 和 欠乏 の 
た め に 、 浮 工 し 、 あ ざけ っ た 。 

注 28 自ら の 物資 的 進歩 に 誇り や 抱き 、 西 洋 キ リス ト 教 国家 は 、 楽 で ぜ い た だ た ( な 生活 に ふけ っ て いる の で あ 
る 。 そ し て 、 う うぬぼれ と 概 柄 る か ら 、 自 分 た ちの 権力 、 進 歩 、 繁 栄 が 永久 に 続く の だ と 誤解 し て いる 。 ま た 、 
だ まさ る れ て 、 安 心 、 自 己 満足 し て いる ため 、 役 ら は 罪 と 邪悪 の 生活 に 全く 迷い 込ん で し まう こと に な る の で あ 
る 。 

注 29 本節 お よび 36、40 節 で は 2 つの 庭 (33 節 ) の うち 、1 つ は イス ラム 以前 に 実際 、 消 減 し た た だ ため 、 ひ 
と つの 董 の み に つ いて 述べ られ て いる 。 キリ スト 教徒 に と っ て 最大 の 誇り の 源 と な っ た だ 庭 は 、 イ スラ ム ゅ 後に 栄 
ぇ た 寿一 一 彼ら の 現在 の 大 いな る 物質 的 進歩 と 権力 な の で ある 。 

注 30 天 か ら 6 と いう 語 は 、 い か な る 地上 の 力も 、 西洋 の キリ スト 教 国家 の 軍事 力 に 実際 上 、 抵抗 し 戦う こと 
が で き な い こと を 示し て いる 。 神 抽 自 が 、 彼 ら の 破滅 を 引き起こす よう な 状況 を 生み 出す の で ある 。 
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42. 或 い は 、 園内 の 水 が 地 問 深 4 浸透 し アレ ノッ ィ ブン イレ ョ アン 2 プー 2 タ ョ ン 
( 注 31) 地下 水 を 見 出し 得 ざ る べし 」 と 。 RN EG 


43. 果 せ る か な 、 彼 の 果実 は 絶滅 せり 。 役 は 入る < 2 
御園 に つぎ 込ん だ も の を 想い 、 両 手 を 堅く gs 
握っ て 嘆き 悲し め り 。 敵 茶園 は 条 藻 棚 も ろ 3 4 0 (Gs 
と 8 倒 汗 せり 。 ( 注 32) 面 し て 、 役 は 云え DS 
り 、「 我 も し 我 が 主 と 倍 に 、 何者 を も 配 せ ぎ lat ds 9 
5 り し な ば !」 と 。 ek 

44. 彼 に は アッ ラー に 遡っ て 助け て C0 5 らら 23 2 
て な く 、 ま な た 己 れ 自身 も 護 b 得 ぎ 8 og 


45. か か る 場合 に 診 ける 加護 は 、 真 実 者 アッ ー る 【 ろ (3 2 ie 


っ 5 0 


2 


の OR . 彼 は 最良 の 報奨 者 に し 回 
最善 の 結果 を 降 し 給 う 。 の (252 
第 六 項 


アン プン テ 2 タン 


ーー ン クン ン 3 
46. また 、 役 等 に 、 現世 の 生活 を 髪 え 話 で 述べ ACG So SS oa つら 15 


よ 。 そ は 、 わ れ ら が 空 か ら 降 を す 水 の 如 し 。 ーー ュ ? レン イン ッ レ 
A (4 上 
大 地 の 草 本 は それ を 混 じ て 成育 する も 、 や で 2 SU RG 


が て 風 に 吹き 散ら され ん 枯れ 草 の 破片 と な ひら 6 の で 9 529 る 
る 。 ( 注 33) げ に アッ ラー は 、 万 事 を 支配 4 プラ ター ち う ン 
す 。 OL DR Cg 


47、 語 や 子女 は この 世 の 生 活 の 飾り な り 。 な れ si 3 6 ンジ 
は | | 4 1 
ど 、 氷 続 する 療 行 こ を 、 ア ッ ラ ー の 目 に は 、 nn rl で らら 3 
即座 の 報 美 の 故に 、 ま な た 将来 の 希望 が 故に  @*\MI dR GTCG 4 2 Ll| 
適 か に 優る な り 。 
48. われ ら が 群 山 を 動か みす 日 を よく 考え よ 。 液 みあ イン レン っ ッ の レッ 
は る ま ぎ ざ まな 民族 が 互 に 前 に 進む を 見 ん 。 (に ンジ 5 I S28 


何者 も 、 彼 ら と 戦う 力 は な いで あろ る ろう (と ムスリム ダ ジ ャ ー ル 午 ) と 述べ だ た と 伝え られ 、 聖 な る 預言 者 が 言 
及 し た の は 、 キ リス ト 教 の 物質 的 栄光 を 象徴 する ゴ グ と マ ゴ グ の この 抵抗 不可 能 な 力 で ある 。 
注 31 タル デー ン の 言葉 で は 、 彼 ら の 監 を 新鮮 で 緑 に 保つ と 表現 きれ て いる 、 彼 ら の 僅 大 な 壮 受 や 知 的 才能 
の 源 は 、 こ れ ま で 役 ら の 物質 的 進歩 を 支え を て きた が 、 や が て 上 が り 、 彼 ら の “ 彫 " は 完全 に 荒廃 し て し まう 
こと に な る だ ろう 。 と この 節 は 示し て いる 。 役 ら 6 の 精神 的 な 新鮮 き の 源 も また 同様 に 千 上 が っ て し まう だ ろう 5。 


注 32 物質 的 宮 捨 を 継 持 し よう と する キリ スト 教徒 な も の 全て の 努力 は 、 煙 の ご と く 消 ぇ 権力 や 名 声 は 、 ま 
た た く 問 に 突然 、 信 《 で あろ う 。 つ いで な が ら 6、 本 節 で は 、 園 は 梱 も ろ と も "倒れる" と 示 き る れ て ある が 現実 
に は を そう いう こと は な い だ め 、 こ れ ら 6 の 節 で 使わ れ て いる “ 園 " と いう 語 は 、 文 字 通 り の 衝 味 で 使わ れ た の で 
は な いこ と を 示し て いる 

注 33 な ん と 、 適 切 で 力強い 、 世 俗 生 活 の は か な きる の 表現 な の だ ろう 5 か! 
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きま ざま な 場所 で 負 傍 、 油 病 、 地 圭 が 起こ る と き (マタ イ 24 意 7 節 


耐 し て 、 も れ ら は 彼 等 を 集め 、( 注 3 た だ 








i Oel sei 8 
の 一 人 だ に 残し は せ ぬ 。 2 
_ a みみ まえ 。。 は いえ っ アジ 
49. 彼 等 並ん え で 主 の 御前 に 拝 詞 き せら れん 。「 い AK ンタ CA 1 タン ン ョ ン リ ンタ タン 
まお 前 た ち は 、 わ れ ら が 最初 創り し 如く 、 Eo Ea 
( 注 35) われ ら が 前 に 来 た れ り 。 な れ ど 、 お 6 OA イイ る 7 る < イン セン ンス イン ン 
Ve LeAe の て も 252 
肝 だ ち は 、 わ れ ら が お 前 だ た ち に 対す る 約束 6 
を 履行 する と は 思わ ざり き ] と 彼 等 は 計 わ 
れん 。 
し と か と う 
50. 面 し て 、 行 状 の 記録 が 記さ れ た 眼科 が 彼 等 Ogg 3 ON 
の 前 に 提示 きれ 、 流 は 、 如 人 ども が その 中 介 且 の 
に 記さ れ た こよ に つい て 恐れ な の の ( 姿 を i う 98 
見 ん 。 面 し て 、 彼 等 は 法 わ ん 、 「 あ あ 、 こ は 0 に 7 る っ を っ の ィ る スン 
な ん だ る 帳 短 ぞ ! 細 大 洩 ら き ず 記録 し て 、 508 9 82293 の 
余す と ころ な し 」 と 。 面 し て 、 彼 等 は 、 己 2 A ンク < 
1 
が 人為 せ る 所 業 の すべ て を 顔 前 に 突き つけ ら 6 el a! & 
れん 。 され ば 主 は 、 何 人 も 不 公平 に は 処 過 
せ ず 。 
第 七 項 
51. われ ら が 諸 天 使 に 向っ て 、「 ア ダム に 対し て る 」 ロタ レン ン 2 2 2 1 
平伏 せよ 」 と 云い し 時 の こと を 思い 起 せ 。 ツル Bsu3239b de AIC 5 
イブ リー ス を 除い て 、 役 等 は みな 従え り blo 41 3 メイ < 1244 け 
8 ci 9 45 と w 1 
イプ リー ス は 妖 埋 の 仲間 に し て 、 主 の 命令 リッ の やら OPC ーッ 
ー~ ゴ ヒシ シネ > - SF Pt ュ タ ラン アン 3 う タ る ン ン ン 
に 請 さ だ り 。 然るに 、 お 前 た ち 、 イ プリ ー 3» OE Rd 
ス や を の 子孫 を お 前 た ちの 英 だ も いう に 、 リー ーー し 「 $2? 
わし の 代り に 仲間 と せん と する か ? 不義 者 ey ou も 人 と 4 
ども 、 その 変換 は 災い な る ぞ 。 
et に っ 本 ‘ * 先 る っ 
52. わ れ は 天地 の 創造 並び に 彼 等 自身 の 創造 に GE の 9 らい GE 2 
bo の 9 らい 3 
も 、 彼 等 を 参与 せしめ ざり き 。 ( 注 36) ま っ As 
タン と 2 62 9 ヶ ぅ の ン ン ツア 1 
た 、 わ れ は 、 人 々 を 迷わ せる 徒 避 の 助け は Iouaz Ce dl Ro i 3 San 
僅 り は せ 8。 
注 34 本節 で は 、 聖 革 の 言葉 に より 、" 国 家 が 国家 に 反抗 し て 立ち 上 が り 、 王 国 が 王国 に 反抗 し て 立 上 が 5、 


)、 先 の 数 節 で 人 述べ られ た な た 悪 の 力 、 す な も 


ち ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破 減 に 関す る 預言 が 、 果 た きれ る で あろ うと いう こと が 示 き れ て いる 。[ 彼 6 ら を 集め ] 
と いう 表現 は 、 彼 ら が お 互い に 向き あっ て 、 了 戦闘 隊形 を と っ て 集まり 、 あ くま で 戦う こと を 忘 味 し て いる 。 

注 35 この 言葉 は 、 彼 ら が 全て の 推力 、 権威 を 准 わ れ 、 以 前 の ご と く 隊 人 従 と 恥 克 の 状態 に 戻る こと を 條 儀 な 
くる れ て し まう こと を 意味 し て いる 。 

注 36 本節 は 、 を その と き 世 界 の 恒久 的 平和 と 調和 の 時 代 を 希 告 する 新た な 世界 秩序 に つい て 、 一 般 に 語ら れ 、 
いわ ゆる 政治 的 、 社 会 的 思考 の 指導 者 た ち は 、 その 確立 を 求め 、 主 張 す る が 、 神 が 、 こ の 吾 高 な る 任務 の 成就 
を 自ら の 仕事 よし た た め 、 彼 ら は 、 有 勢力 を 実ら せる こと は で き な い で あろ うこ と を 意味 し て いる 。 
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53. 


「 ぉ 前 た ち が わ し の 同位 者 と 考え し 神々 を 
喚 べ 」 と 主 が 計 わ ん 、 そ の 日 を 想 を 。 そ の 
H、 彼 等 、 い くら 神々 を 喚 べ ども 、 神 々 は 
彼 等 に 応 を ざる ざし 、 わ れ ら が 両者 の 問 に 
陸 避 を 置い た が だ め に 。 ( 注 37) 


ン タッ ン 
rs アン 2 ょ に る ブレ タン ノ 


2 0219 ON EA 
OG 240 Ao ls の AL PARA 


ンク ot 


デア う ク の 592 デレ レン 


2 ンタ の レレ 
2 oO う 








54. 罪 を 犯 せ し 着 は 業火 を 見 、 を の 中 に 投 ぜ 6 
れん こと を 悟る も る 、 そ こ か ら 逃れ 去る 術 な G7 Lg 3 スス 
きこ と を 知る べし 。 ( 注 38) eo と 0 る a を 
第 八 項 
55. げに われ ら は 、 人 入間 に 良かれ か し と 、 こ の みみ He ター ズ CS 5 
クル アー ン の 中 で 、 る きま ざま に 、 あ ら ゆ る ン い の プ (ツア TO り 1 いる 9Ro いひ BU う 
壁 を 引い て 詳 六 せ り 。 ( 注 39) 然るに 、 人 @⑫992 ン 人 3 3 ンク ン 
de (の の 1 2 2 
問 と は 、 な ん と 議論 好き な こと よ 。 クマ フッ 
56. 今 衡 各 彼 等 に 至 む り 。 往 古 の 民 が 被 む り | ‘39 ン 人 
し 先例 が 彼 等 の 身 に 起 る を 望む か 、 そ れ & MM ON 
LI ? グ 。 レア 94 ヶ 
も 、 公 同 の 急 興 に 直面 する を 望む に 非 ず ば 、 CU 03561 9L268 う 25 
何者 も 、 人 々 が 信仰 し 、 王 の 央 即 を 求め る る 2 も 
こと を 妨げ る を 得 ず 。 OVS SE 
57. われ ら は 、 朗 報 伝達 者 と し て 、 ま た 警告 を 。 。2 タ フン 2 フタ レレ ッ ュ コン 6 
Da OR 1 
に 非 ず ば 、 使 徒 た ち を 遣わ る ず 。 然 る に 、 SC の 1J ひじ 3 
xz 2 タン グン > る タ 
信 ぜ ぎる 者 ども は 虚偽 を 以 て 論争 し 、 真 理 A asd db の Ad 上 23 < 
を し り ぞ けん と す 。 耐 し て 彼 等 は 、 わ が 神 欧 oo Se 
& 彼 等 へ の 警告 を 咽 笑 す 。 i HT cdl 
し る し これ 
58. を の 主 の 視 兆 を 気づか せら れ な が ら 、 之 に し に スグ Ed AU ッ ン ン 
ルー ル 3 
背 き 、 ま た 己 が 手 が 先 に 送り し も の を 忘れ 3 NB SS 
の が * i アリ ルン よめ) ゥ デマ イン 
る より も 更に 悪し き 者 ある や ? げ に われ ら ee CEAGI Se 
注 37 本 節 は 、 こ れ ら の 国家 が 高い 関税 障 甘 、 鍼 の カー テン を 張り めで ら せ 、 お 互い に 経済 ボイコット を な 
すこ と を 意味 し て いる 。 ま だ は 、 彼 ら が 破 減 に 下る 致命 釣 な 戦争 に まき さこ まれ る こと を 高 味 し て いる と も と れ 
る 。 
注 38 西洋 の 不信 仰 国家 は 、 多大 な 破壊 力 を 誇る 戦争 の 接近 に 壮 遇 する で あろ う 。 彼ら は 、 あ ら ゆ る 手段 に 
MR それ を 避け ょ よう と と する が 、 を の た め の 人 彼ら の 計画 や 努力 は 全て 、 む だ に な る で あろ う 。 西洋 は す で 


、 世 界 に お ける 西洋 の 政治 的 支配 、 名 声 を 破壊 きれ る と ころ で あり 、 ま た 西洋 文明 を その 基盤 まで ゆる が し 
E 2 度 に わた る 最も 破 央 的 な 戦争 の きびしい 試練 あく で ぐり 抜け て きた の だ 。 第 3 の 大 虐殺 が 西洋 を 、 い や お お そ 
らく は 全 世 界 の ぞ き 込ん で 入る 。 
注 39 本 節 は 、 以 下 の こ と を 門 味 す る 。 (1) 全 て の 神 の 創造 物 の 中 で 、 人 間 は 、 理 性 と 知 的 能力 を 授け られ て 
きた 。 し か し な が ら 残 念 な こと に 、 人 聞 は 、 そ の 牙 実 を 拒否 し 、 他 の 邪悪 な 目的 を 遂行 する だ め に 使っ て いる 
の だ 。 (2 また 、 人 間 は 、 慢 性 的 な 不安 と 疑い の 犠牲 省 で あり 、 ゆ っ た に 満足 する こと が な い 。 そし て 、 堂 に 疑 
い 深 いた め 、 最 も 確信 の も て る 論議 に お いて きえ 、 逃 げ 追 を 見 つけ だ を そう と する と いう 意味 だ と も と れる 。 
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は 、 彼 等 の 心 に 杉 い を か けた れ ば 、 彼 等 は 。 。 
神 光 を 理解 で ず 、 そ の 孔 も つん ぼ な 59。 き で 
れ ば 、 た と い 液 が 役 等 を 導き の た め に 呼び OIE EL 1 2 が 3 
か ける 上 も 、 役 等 は 決し て 之 を 容認 ぎる ベ 0 
し 。 ( 注 40) 
59. 然るに 、 湊 の 主 は 寛大 に し て 、 情 け 深い 御方 スン 
に まし ます 。 彼 も し 彼 等 の 積め し 所 業 を 以 A A 33SS 
て 床 せ ん と 欲 き ば 、 彼 等 は た ちょ ころ に 名 0e 82 あわ G3 I 
せら れる べし 。 然し な が ら 6、 彼 等 に は 定め 2 
られ た 一 期 あ り て 、 そ れ よ り 逃 れ 得る 避 区 OL HH OL 
所 を 見 出 き ぎ ざ る で し 。 
60. これ 等 の 品々 を 一 われ ら は 彼 等 が 邪悪 を 犯 <12 ス 2 人 人 っ 多 ES 
し た が た め に 減 ぎ せり 。 し か し 、 を の 減 亡 
に は 、 療 め を の 時 を 定め た り 。 De IRA 
第 九 項 
61. モー ゼ が その 従者 に 向っ て 「 ゎ わし は 二 つ っ の スイ 。 ン さ 。 ルン ンタ レー 」 っ ッ 
海 が 出会う し ころ に 行き つく まで 、 何 年 か REET I oOB35 


か ろう と 旅 を 止め る 気 は な し | と 云い し 時 Dl 1 A 


を 思い 起 せ 。 
Eg et Cs 


62. 然るに 、 彼 等 こつ の 海 が 出会い し と ころ に 
だ どり つく や 、 携 え 来 だ り し 彼 等 の 魚の こ 

と を 忘れ た れ ば 、 魚 は ( 注 41) 速やか に 海 ®@Lz A EA 

中 へ と 逃げ 去り ぬ 。 


> 


る 


し か s っ イッ ランバ 42 (> 1 と ン 
63. 面 し て 、 彼 等 更に 旅 を 続け 、 ま た モー ゼ 、 < 2lue OK 

従者 に 芯 を えり 。「 朝 飲 を ‘0 これ へ 持 の 2 

て 。 い や は や この 旅 に は 疲れ た り 」 ec る GS っ の 2 








注 40 不信 仰 者 は 、 道 理 を 理解 し 、 神 か ら 授け られ た 能力 を 活用 する の を し つこ く 折 否 す る 。 そ の 結果 、 を 
の 能力 や 才能 は る さび つき 、 褒 敗 し 、 彼 ら は 罪 と 邪悪 の 中 で 、 も が きつ づけ る の で ある 。 


注 41 フー ト ( 魚 ) は 、 幻 と な っ て 見 られ る と 、 正 し き 人 々 の 崇拝 の 家 を 示す 。 こ の 語 の この 意味 に いて 、 
"2 つの 海 が 出会う 場所 に 彼ら が 到達 する と 、 彼 ら は 魚の こと は 忘れ て し まっ た "と いう 表現 は 、 モ ー ゼ と イ 
スラ ム の 摂理 が 出会う と き 、 す な わ ち 、 モ ー ゼ の 摂理 が その 機能 を 停止 きせ 、 イ スラ タム の 拉 理 が 効力 を 発生 す 
る と き 、 真 の 正義 が モー ゼ と イエ ス の 従者 た も の 間 よ り 出 で 、 そ の と きよ ょ り 5、 新 な な 摂理 の 従者 た ちの 特別 な 
印 と な る の で ある ぁ る 。(48 章 30 節 ) 尚 、 前 節 ( 当 意 61 節 ) の 詳し い 説明 は 英 版 参 照 の こと 。 


注 42 幻 で 「 朝 仙 ( 朝 の 食事 、 朝 食 を 頼む こと 上)」 は 、 疲 労 を 表す 。 そ し て 本 節 で は 、' 2 つの 海 の つ な が り " 
を 過ぎ 、 藤 い 問 、 そ れ ぞ れ の 旅 に 出 、 む な し (約束 きれ た る 預言 者 を 待つ こと に あき あき し た の も (中 命 記 18 
剖 18 節 ) モ ー ゼ と 役 の 若き 仲間 は 、 預 言 者 は 既に 現れ た の だ が 、 自 分 た もち が 彼 に 気づか な か っ た か も し いれ ない 
と いわ ん と し て いる 。 本 節 で は 、 モ ー ゼ と 役 の 若き 仲間 (イエ ス ) は 、 そ れ ぞ で れ ユ ダ ヤ 教 と キリ スト 教 を 象徴 
し て いる 。 
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64. 従者 は 答え り 、「 流 見 ざり し か 、 我 等 谷 の 上 2 
に て 休め し 時 、 手 前 は 魚の こと を 忘れ た 9 8 G8 


一 この 事 を 流 に 告げ る こ ー と を 忘れ る きせ だ る で / ン 9 ne 7 9 \ す 』 る 作家 ルプ アリ ンー う タタ 
の ぎ 5 ll 1 
は 、 悪 魔 に 非 ず し て 誰 を 一 魚 は 海 へ 泳ぎ 去 la Yl | 
れ り 、 不思議 な こと も ある も の な り ?」 と ンダ ッッ スス る ン 
TAN 2 © csr A des SE 
( 注 43) 
65. モー では 云え り 、「 そ れこ る 我 等 が 求め た る CE 
の WM 6 
た どり 、 も と 来 た 道 を 引き 返せ り 。 Las 


66. 耐 し て 、 彼 等 は 、 わ れ ら カ ヵ MM DC EC 
等 の ( 注 44) 一 人 に 会 えり 。 その 僕 に は ゎ SS SR 
1 22 。 

NN DCL SLES 


どど 


67. モー ぞ は 彼 に 向っ て 去り 、[ 液 が 教え られ 、 フ キン が CK 43 08106 


た る る 摘 癌 の いく つか を 教え て て れる な ら 、 


我 波 に 従う で き や ?| と 。 ( 注 45) TR A 
68. 彼 は 答え b 、 [ 流 は 我 と 共に 妨 言 する を 得 クゥ レラ アデ ー グ ぅ と の ライ ひ アス 
#。 Ro Go EI KS 
69. 液 、 そ の 意味 を 解せ 事柄 に つい て 、 ど 5 クタ タッ イエ ン コン タッ タン ルン 
し て 辛抱 し きれ よう ぞ ?」 と 。 OO 


し が ) テー クッ に ッ ラ ーー 々 テ の St PD イス 2 タ スン の な 
70. で RR i ルン DB oe 3 CG J 
液 、 我 が 耐え 妨 を 見 ん 。 面 し て 、 我 は 液 
の 如何 な る 命令 に も 背く まじ 」 と 。 © bal 


71. 彼 は 云え り 、[ な ら ば 、 我 に 従う と も 、 我 そ イー タン トン NZ ンタ プ る スレ 
ul ら を (AS 3 o6 US 
の 意味 を 流 に 云う まで は 、 何 事 も 我 に 問う アデ の の ウツ に J 
な か れ 」 と 。 os 
第 十 項 。 
72. かく て 、 彼 等 と も に 出発 し 、 や が て 船 に 冬 スレ レン ン ・ SC 2 4 
り 5 込む や 、 彼 そ の 船 に 所 を 容 ち た り 。 モー SKI いい ウ iC の を 
ゼ ぜ は 云え り 、「 船 に 所 を 容 ち た る は 、 乗客 を 


注 43 こ で 表し て いる こと は 、 真 の 信心 と 神 の 貯 捧 は 、 こ の よう な 人 々 の も と を 離 和 ん る の だ と いう こと で 

ある 。 

注 料 この " 神 の し も で " (アブド) と は 誰 な の だ ろう か 。 神 は 誰 に 慈 起 を 授け た の で あろ うか 。 神 は 誰 に 知 

識 を 与 を た た の で あろ うか 、 モ ー ゼ は 誰 を 求め て 、 神 の 命令 を 履行 し 、 あ の よう な 長い 困難 な 旅 に 出 た の で あみ る 

うか 、 誰 が 全て の 話 の 中 心 人 物 で あり 5、 英 雄 で ある の だ ろう か 。 聖なる 預言 者 モハ ッ マ ド 以 外 に は 考 た られ な 
の だ 。 役 の 殊 は 、 モ ー ゼ の 幻 に な いて 、 肉 体 を 与 を られ だ の で ある 。 

注 45 モー で ゼ は 、 回 な る 頂 言 者 が 成し遂げ だ 最高 の 精神 的 知識 を 与え ら れ な か っ だ 。 
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濁 れ る せん と する 気 か ? 液 は ほん と に 罪 な の の イン 2 の シフ ッ ラン ン ン 
{ ER I > う る の 


こと を な せる か な 「! | と 。 omy 

73. する と 、 役 は 答え り 、 「 我 は 液 に 、 我 と 共に ク ク フ フン フン ンター タイ の る タン ン ッ ラテ レ 
妨 耐 し 得る 者 に 非 ず 、 と 云わ ぎり し か ?」 @ 以 2 G2 EE od SS SL IG 
と 。 ( 注 46) 


ーー が ーー。 ュ ・ イセ みさ ミル に タッ スル レン se 7 タン レン と 

2474. モー ゼ は 云え り 、 「 求 が 失念 を 哀 め る な SE SISSY 

か れ 、 ま だ し くじ ら 6 すべて 、 我 を むず か し 9 の 2 の 

い 目 に 過 せ る な か れ 」 と 。 lus Gal 
75. か て て 、 彼 等 は と も に 旅 を し 、 や が て 一 人 に 飲 2 と ar 

の 若者 に 出会う や 、 彼 を の 若者 を 殺し た り 。 と 1 J a CE CIE SG 

モー ゼ は 云え り 、「 液 は 、 誰 8 殺さ きぬ A 罪 な き の ce タン は RS 2 と 3 名 

者 を 殺し た り 。 液 、 な ん た る 恐ろし いこ と 

を な せる や 「!] と 。 ( 注 47) @ 和 5 

24 76. 彼 は 云え り 、「 我 は 液 に 、 我 と 共に 液 は 妨 LE の 

耐 し 得る 者 に 非 ず 、 と 誠 わ ざり し か ? と 。 I 1 

77. モー ゼ は 云え り 、「 我 も し 、 こ の 後 、 何 事 か 9 の 52 る レン の 條 2 ラン ンタ 5 

6 eT 

を 液 に 聞 わ ば 、 我 を 伴う な か れ 。 い ま は 我 SIL dG 


が 詫び を 容れ よ 」 と 。 CT 

78. か く て 、 彼 等 は 更に 旅 を 続 NE ER IE i 
ぼり つき 、 を この 癌 人 に 0 こっ 。 a EAS SE 
然るに 、 偽 AAe を 
a | > 5 1Oe- し る 5 とら う っ 1 ゼ 

す を 把 み た り 。( 注 48) と ころ が 、 を そこ に 3 NN 人 
崩れ か か り し 壁 あ る を 見 て 、 彼 之 と を 修理 せ | で うろ dB CE 人 

" モー ゼ は 云え り 、「 液 も し 欲し な ば 、 之 ' PP 

に 対す る 報酬 を 得 た り し も の を 」 に 。 @Us ょ | ANe 


トロ ーー ュ ーー Nr 2 み 、 イト に ) > " ィ ン イン 3 ン ラ ュ ウブ nn re 
79. 役 は 交え り 、「 こ れ で 、 液 と 訣別 す 。 今 玉 は 、 PE 8 し dS GI 6 
流 が 巡 面 し 得 ぎ ざり し 事 本 の 、 そ の 理由 を 告 


げん 。 OE RE A 








注 46 公正 な る モー ゼ の 幻 に お ける “ 神 の し も べべ "(聖なる 原 言 着 ) は 、 2 者 の 問 に は 大 き な 達 い が 存在 し た 
の で 、 そ れ ゆ え に 、 彼 (モー ゼ ) は 、 彼 に 同 作 で き な い 、 す な わ ち モー で の 信者 た ち は 彼 (聖なる 預 店 者) を 
受け 入れ な いで あろ うと 、 モ ー で ゼ に 述べ だ た と し て ここ に 表 き れ て いる 。 

注 47 幻 の 言葉 の 中 で 、 若 者 は と り わ ゎ わけ 、 無 知 、 強 き 、 そ し て 、 野 性 的 衛 動 を 示す 。 モ ー ゼ の 妃 に お ける 正 
し き “ 神 の し ふ べ " に よる を の 青年 の 殺害 は 、 イ スラ ム 教 で は 、 そ の 従者 に 、 肉 欲 、 情 欲 を 真 に 絶つ こと を 要 
求 す る の だ と いう こと を 意味 し た だ 。 


注 46 本節 は 、 モ ー ゼ と 聖なる 項 言 才 が 神 の た め に ユダ マヤ 教徒 上 キ リス トト 教徒 の 協力 を 求め る が 、 そ れ は 、 
両者 に 拒 ま れる と いう こと や を 示し て いる 。 
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人 々 の 5 の 。( 注 49) それ を 我 壊 き ん と し 0 
た る は 、 役 等 の 背後 に すべ て の 船 を 強制 徴 A&Vejj 多 6 tie SG 
用 せん と す 国 王 あ る が 故 な り 。 


80. 先 づ 船 の こと だ が 、 あ れ は 海 で 働く 貸し い が 94825 Ne EE Gi 
の 
る 


a ンー スク 
ンー 和み > の 


81. 次 に 、 若 者 の ( 注 50) 場合 は 、 を の 苦 者 の ? ィ 人 > ょ タス 3 ィ 3 タカ イン 2 る 
次 に 、 若 者 } 1 1 に es gD Gs 


両親 は 信 省 な 季 と 、 彼 が 背 導 不信 を 以 て hg 
人 を に 及ば きん こと を 我 は 恐れ だ が の 5 る レ 紀 ンタ ン 
こめ な り 9。 


82. され ば 、 我 等 は 主 に 、 彼 より も 清純 且つ 親 る oe A WA RN 
学 行 な 息子 を 取 換 て くだ し 賜 わ ら ん こと を 


第 えり 。 ' @ じ うつ 315 
83. き て 、 あ の 春の こ を だ が 、 あ れ は も も た 8 の 用 3 ラス 0 9 


邑 に 住む ニ 人 の 孤児 の ( 注 51) 所 有 な り 。 sy はら NO 


タッ タン ン タッ ン ン ラッ 
その 中 に は 二 人 の た め の 財 室 あ り 。 面 し て 、 e2ILoC3 2 
彼 等 の 父 と は 義 し い 人 な りき 。 る れ ば 、 等 谷 4 和 セ ラン ッッ ント ンタ る タン ンタ プー ラン ンタ ン 
が 成人 し た あか つき に 、 主 より の お 恵み と ES Las VN,3 


し て 之 を 取り 出 き ん こ と を 望み だ た り 。 る きれ レル,i i タウ ンス ン  。 名 
CV 
ば 、 修理 を し た る は 、 我 が 意向 に 非 す 。【( 注 ンー マク 
ヽ マ さ ーー 4 wr 

52) 以上 が 、 液 が 忍耐 し 得 ぎ ざり し 事柄 の 説 i 

明 な り | と 。 ( 注 53) “ 
注 49 “ 飼 し さき 人 々 "と いう 語 は 、 こ こ で は 、"“ イ スラ ム 教 徒 " を 表し て いる と 思わ れる 。 ボ ー ト に 穴 を あけ 
る と は 、 イ スラ ム で は 、 イ スラ ム 教 徒 に アッ ラー の だ た だめ に 、 ザ カー ト 、 施 し と し て 自ら の お 金 を 使う よう 勧め 
られ て いる こと を 意味 し た 。 こ れ は 、 強 き 、 真 の 繁栄 し いう より は むし る 、 経 済 的 弱 $ の より どこ ろ で ある よ 
うに 思わ れる が 、 実 際 は 、 を そう で は な い の で ある 。 イ スラ ム の 暴君 の 最たる も の は 、 ビ ザン チ ィ ン お よび イラ 
ン 帝 国 で あり 、 ア ラビ ア が 彼ら に 貧し く 不 毛 の 土地 で 、 わ ぎわ ぎ 征 服 す る 価値 は な いと 思わ れ て いな か っ だ と 
し た ら 5、 そ れ ら の 帝国 が アラ ビア を 吸い 上 げ て し まっ だ で あろ う 。 そ うい うわ け で 、 こ の 地 は 、 聖 な る 貧 言 者 
の た め に と の まま の 形 で 保 だ た れ だ の だ 。 
注 50 グラ ー ム ( 若 痢 ) は 、 上 記 に 述べ られ だ た よう に 、 夢 や 幻 の 中 で は 、 無 知 、 強 る 、 野 性 的 衛 動 を 示す 。 
本 節 で の “ 彼 の 両親 " と は 、 人 和則 の 体 と 魂 で ある 。 と いう の は 、 全 て の 道徳 的 特質 が 湧き 上 が る 源 (両親 ) は 、 
イス ラム 数 で 教 えら れる よう に 人 間 は 本 米 、 療 を 好む た め 、 こ こ で は "信者 " と し て 表 き れる 人 間 の 体 と 魂 の 
結合 だ か ら な の で ある 。 こ れ ら の 「『 信 者" は “若者 " と 称 き れる 衝動 に より 剖 に 引き 込ま れる の だ 。 イ スラ ム 
教 は 、 これ 6 の 衝動 を 根絶 し 、 人 問 、 つ まり 結合 し た 人 問 の 体 と 魂 を 、 鷲 善 心 に 富む 方 向 に 発 胡 きせ 、 ま た 、 
人 間 生 活 の 高い 日 向 を 達成 きす せる の で ある 。 
注 51 孤 見 は 、 モ ー ゼ と イエ ス で あり 、 人 公正 な る 人 は アブ プラハ ム で ある 。 彼ら の 宝物 は 、 彼 ら に より 人 々 に 
残る きれ た 真 の 教 誕 で ある 。 を その 教訓 は 、 人 人 々 の 不信 心 に より 失わ れ て し まう 危険 性 が あっ た の で は ある が 。 こ 
の 室 物 の 、 人 人 々 が 、 ク ルアー ン の 教訓 の 真実 の 悟り に 日 覚め る と き に は 、 そ れ を 受け 入れ る だ ろう と いう 日 的 
で 、 ク ルアー ン の 中 で 守ら 5 られ だ の だ 。 
注 52 それ は 皇 の 命令 の も と に な され た 。 
注 33 イス ラム 教 の 教え は 、 根 本 的 に モー で の 律 法 の 原理 の ある も の と は 農 な る 法律 や 原理 に 基づい て いた 
た め 、 ユ ダマ 教徒 し イス ラム 教徒 の 真実 で あり 本 物 の 協力 は 不可 能 で あっ た と いう 事実 を モー ゼ の 幻 は 指摘 し 
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第 十 一 項 
84. 彼 等 は ズル ・ ク ァ ル ナイ ン に ( 注 54) つい GA 1 2 1 靖 イィ 
て 液 に 問わ ん 。 云え 、「 我 は 彼 の 物語 の いく a : 


つか を ぉ 前 た ち に 語り 閉 か せん 」 と 。 Od 
85. われ ら は 彼 の 権能 を 地上 に 確立 し 、 す べ て て 5 と っ 82 潮 3 めき 3 EGG 
を 成し遂げ る 方 途 を 彼 に 与え た 5 。 、 
86. 然 る 後 、 彼 は 或 る 道 を 進め り 、 oer 
87. 太陽 が 没 す る 国 に 至る まで 。 彼 は を こ で 、 5 2 922 に ン ン ンー っ 2 ミン 
A | 和 
大 陽 の が 否 時 の 水 に 光 む を 見 、 ま な 衝 辺 に 民 る 6a の 


て 


の 住む を 見 た り 。 われ ら は 云え 5、「 ズ ん 40 ビ B4 じ 8 EE 


3 を 


ク ァ ル ナイ ン よ 、 役 等 を 懲らしめ る も よし 、 あの ョ ラッ ン 


っ 2* の る る 2 アイ ンー レン リン クラ ンズ ン 5 アッ ゥ の 
まだ 優し て し て や る も ょ よし | と 。 RF 21 うつ ひら 1 1 


EUR 

88. 彼 は な えり 、 「 不 義 な す 者 は 、 先ず 我 等 が 必 YA ン ネ 0 2 人 ン サス ルン 二 アテ テイ 
ず 前 し 、 然 る 後 、 主 の 御 許 に 連れ 行か むれ 、 dl Oo Sad Ns oe | (idW 

用 スン タン クタ イコ ョ ン 

HO の ) し い 懲 馬 を 味 わ る れん 」 と 。 iz ン 43 アン タイ As 0 う 


に 


89. 然し な が ら 、 信 仰 心 第 善行 を 積む 者 は 、 > Ee tgs ls 13 
結構 な 報奨 を 得 べ し 。 時 われ ら も 、 彼 


\ 


ーー」、Z 避 ~ ” 3 3 アン の 用 
が 容易 に 行い 得る こと を 命ぜ ん 。 ( 注 55) 4 os 3 2 いう 
90. 次 いで 彼 は 他 の 道 を 進め り 、 2 る 8 








注 54 ズル ・ ク ルナ イン は ダニ dn 圭 の 2 本 の 角 を 象徴 する メド ・ ペ ル シ テ 1 
王 だ 上 Fi "私 は 、 雄 午 が 西方 、 北 方 、 を し て 南方 に 前 進 す る の を 見 た 。 だ か ら ど ん な 動物 も 雄 邊 の 前 に 
RI と が で き な い で あろ うし 、 雄 牛 の 手 か ら 6 解放 ほ きれ る も の も な か っ た の で ある 。 し か し 、 雄 牛 は 、 己 の 
志 で 行動 し 、 佑 大 に な っ た の だ "(ダニ エル ん 蘭 8 音 4 節 、20 節 、21 節 ) ダー ニー エル の 夢 の こ の 部 分 と 完全 に 調 
i タク タル アーン は ズル ・ ク ルナ イン (87、91、 94 節 ) の 3 つの 旅 に 言及 し て いる 。 こ の 事実 は 、 ズ ル ・ ク 
ルナ イル が メデ イィ アナ と ペル シ ァ の 王 の 記述 的 な 名 前 だ と いう 推論 に 対す る 大 き な 根拠 上 な る 。 メ デ ィ イア とべ ペル 
シテ の 全て の 王 の 中 で 、 ク ルアー ン に お いて 与 た られ た 記述 が 最も よく あて は ま る の は サイ ラス で ある 。 クル 
アー ン は 、 ズ ル ・ ク グル ナイ ン の 4 つの 特有 の 性 質 に 言及 し た 。 1) 彼 は 力強い 君主 で あり 、 親 切 で 公正 な 統治 者 
で あっ た (85 節 、89 節 )。(2) 彼 は 、 神 の 有 徳 な し も べ で あり 、 神 の 啓 示 を うけ た (92 節 、99 節 )。(3) 彼 は 西方 
に 向かっ て 行進 し 、 い わ ゎ ば 、 濃 い 水 の 海 に 太陽 が 沈む の に 気がつい た と ころ に 至る まで 、 征 服 を 続け た 。 を し 
て その 後 、 東 方 に 向かい 、 BS (87 節 、88 節 )。(3) 彼 は 、 野 傘 な 人 た ち が 住 み 、 ゴ グ 
と マ ゴ グ が 侵略 を し た 中 ほど の 地域 へ 行っ た 、 そ し て その 侵略 を 押 き える だ た め に 、 杏 を 築い だ (94 一 98 節 ) 古 
代 の 僅 大 な 統治 者 、 有 名 な 陸軍 大 尉 の 中 で 、 テイ ラス 上 記 の 4 つの 特性 を 大 部 分 、 所 有 し て いる の だ 。 それ ゆ 
Ne tN の 9070 クル ナイ の 人 と 見 MSA 価値 が の エズ ラ 書 1 、 
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91. 太陽 が 昇る 国 に 至る まで 。 ( 注 56) 彼 は を トン フン ン ら 多 
こ で 、 な ん の 日 綿 い を 持た 住民 の 上 に 太 と AG と | の > 1 う ! 2 
f 員 うす 丘 する 2 レッ ラダ ター 。e 2 タイ セ ラン > る 
陽 が 昇り 来る を 見 だ り 。 の > の O20 90 25 
92. 事実 は か く の 如 し 。 げ に われ ら は 、 彼 が 持 の 4 。 2 PT 5 クノ フュ ョ スリン 
て る も の の すべ て を 熟知 せり 。 CO 2 
93. 次 いで 彼 は 更に 他 の 道 を 進め り 、 ( 注 57) eKC 83 
94. 遂に 二 当 が 獲 え 立つ 山間 に ( 注 58) 入り 六 民 2 タッ リン ノノ 2 る 1 フッ ズン ミン 
め 5 っ IB Ve Cr 1 
来る まで 。 見れ ば 人 麓 に 住民 あり て 、 彼 等 は の 2 で 
言 も 解せ ざり き 。 ( 注 59) OVE oH ONG Y 
95. 彼 等 は 云え り 、[「 ズ ル ・ ク ァ ル ナイ ン よ 、 ご マー Z ッ タラ タン 3 欠 ノ フン 29 ッ ン ッ ン 2 
CU 2 1 NN ! 
ee ( 注 60) この 地 を 荒 す 。 我 等 2 HEF: le 2 の os 
が 2 人 rT * 
は 流 に 税 駄 を 納め る 故 、 我 等 と 彼 等 の 開 に eB SI IS YS 
防壁 を 築き た まえ ?」 と 。 [ る NR 
ゅ ア タタ ンタ レレ ンプ ブタ ン 
1 ひく AS うし っ 
96. 彼 は 答え り 、 「 主 が 我 に 双 与 せる 能力 は 、 液 イン タン <2 を の 348 8 らし 
ee EI i a 
等 の 貢 周 より 更に 勝る きれ と ど 、 お 前 だ ち ルチン 0 d' 
券 め て 我 に 手 を 貸 せ 。 さ すれ ば 我 は 、 お 前 SR 


た ちと 彼 等 の 聞 に 防壁 を 築 か ん 。 


注 56 本 節 は 、 太 了 が 激しく 弄り 5 つけ る 樹木 の な い 不 形 地帯 で わる アフ ガニ スタ ン や バル チ ス タン と いっ た 
東方 へ の サイ ラス の 所 年 に 言及 し て いる 。 ま な シー スタ ン や ヘラ ト の 東方 きび で 、 そ し て メシ ェ ド まで つづ く ド ッ ゥ 
ズ タ ブ の 北方 まで 何 百 マ イル も 広がっ た 平野 に 墓 ら す 入 々 に も あて は まる の で ある 

注 57 本節 は 、 カ スピ 海 と コー カサ ス 山 賑 の 問 の 領 士 、 ペ リシア 北方 まで の サイ ラス の 3 度 め の 信 征 に 言及 
し て いる 

注 58 *2 つの 山 " は 、2 つの 遼 璧 を 意味 する 。 壁 が 築 か れ た だ デル ベン ト の 道 は 、 片 人 が カス ピ ビ 海 、 も 5 一 
方 の 個 が コー カサ ス 出 上 脈 に 接し て いな 。 こ れ ら 2 つが 、 2 つの 大 貴 の 役目 を 果たし て いた だ 。 





年 59 こう いっ た 地域 の 人 々 は 、 サ イラ ス と は 異な る 言葉 を 話し た な 。 し か し ペル シテ の す で 近 隣 に 住み 、 ペ 
ルシア 人 や メデ イィ イア 人 と 、 常 に 接し て いた だ た め 、 彼 ら は 、 非 常に 不 十 分 で あり 、 ま た 非常 な 困 将 を 伴っ だ た が 、 
彼ら の 言葉 を 理解 し 、 話 せる よう に な っ だ た の だ 。 民 が 築 か 和 れ た 地域 は 、 ペ ル シ ァ に 隣接 し 、 の ち に は 、 ベ ルシア 
の 一 部 と な っ だ ただ 。 し か し 今 で は 、 ロ シア 領土 に 含ま され て し まっ て いる 。 


注 60 ヤジ ュー ジュ と マジ ュー ジュ (ゴク と マ ゴ グ ) と いう 言葉 は 共に 、 彼 は ペー ス が は や か っ た 、 役 また だ 
は それ は 敵 え 立つ 火 と な っ た と いう 意味 の 語源 アッ ジャ に 由 米 し 、 最 も 遼 い 東方 の スキ タイ 人 に 関連 が ある 
(Enc. Brit. 婦 Jewish Ency." ゴ グ " と “ マ ゴ グ "。 Historians' History of the world 第 2 巻 58%5 ペー ジ 、 
エ ザ キ エ ル 38 章 2 一 6 節 、 39 章 6 第)。 西洋 の キリ スト 教 国家 も 、 燃 を る 火 や 、 老 を 湯 を 大 い に 利 用 する し 、 

まだ た 、 彼 ら の 物質 的 造 歩 、 偉 大 な 発見 や 発明 は 、 こ うい っ だ た も の の 正しく 非常 に 広範 囲 に わた る 使用 の お か げ 
で ある ゆえ に 、 こ の 言葉 は 西洋 の キリ スト 教 国家 に も あて は まる の で ある 。 ま だ は 、 こ の 言葉 は 、 こ れ ら の 国 
家 が 新た な 征服 を 試み る ため 常に 、 せ か せ か 、 い らい らし て 見 張り の 体制 を (くず きぬ ね ゆえ 、 そ の 落ち 着 か な い 
行動 を 含 著 し て いる と も 考え られ る 。 
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97 . 


98. 


99. 


100. 


101. 


102. 


103. 


106. 


我 に 沢山 の 鉄 塊 を 運び 来 た れ よ 」 と 。 や が 


て 、 両 山腹 の 測 の 空地 が ' 鉄 塊 で 満た る 0 

や 、 彼 は 「 今 だ 、 較 に て 逐 を 吹け 」 と 命 

I 

まで 吹く と 、 彼 は 云え り 、「 深 か し た 銅 を こ 

れ へ 持て 。 EE Eh 

0 に よじ 登 
、 巡 を 補っ こ と も し 得 ざ りき 


そこ で 、 彼 は 云え り 、「 こ れ 我 が 主 の 慈悲 な 

る ぞ 。 な れ ど 、 主 の 約束 が 実現 せら る る 時 、 
彼 は 之 を 微 族 に 打ち 砕 か ん 。 主 の 約束 は 必 
ず や 間違い な し | と 。 


その 日 、 わ 入ら は 、 押し 寄せ る 波 の 如く 
彼 等 を 相打ち 税 砕 か し めん 。 訂 し て 、 DD 
吹き 鳴ら きれ 、 わ れ ら すべ で て の 人 々 を 喚 び 
集め ん 。 

その 是 、 わ れ ら は 不信 心 者 ども に 地獄 を 
目のあたり に 表示 せん ーー 

MC 殴 告 に 気づか ず 、 
聴く こと る 0 

Nad 

不信 心 者 ども は 、 5 お SIb わ 
が 僕 等 を 守 座 者 と な し 得 ぶ し ょ する か ? ば げ 
に われれ ら は 、 不 信心 者 ども を も て な す た め 
に と 地 鍼 を 備え た 5 。 


云 を ん 、「 そ の 所 業 故 に 誰が 一 番 損 する か 
を 、 わ れ ら は お 前 だ ち に 教え よう か ? 一 
もい 自分 で は 善行 を し て いる つも り 5 
、 現 世 の 生活 を 追う 余り その 努 力 が すべ 
i な りり | ょ 。 

彼 等 は 、 王 の 神 水 も 、 主 と の 会 兄 も 信 ぜ 
ざる 者 ども な り 。 き れ ば 、 彼 等 の 努力 は 無 
に 帰し 、 復 活 の 日 に は 、 わ れ ら 6 役人 等 に な ん 
ら の 重み も 与え ぎる で し 。 
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第 十 人 斉 アル ・ カ ハフ 





= リラ タン る みる アン 2 の 
107. こ は 役 等 の 応報 な り 一 すなわち 地獄 こ 史 OS313 bo いっ 人 と 3 PH 
を 。 信 仰 を 拒み 、 わ が 神 兆 と わが 使徒 た ち ” 
ュ ヶ 

を 只 笑 し だ る が 故に 。 eR 

3 『o う こさ ネロ て ニー 2 イイ の 」 ' ? ? 3 る 
108. 信じ て 壮行 を 積む 者 は 、 か な ら ず や 宇 福 ふる) BSE GN 8 
の 園 に 入居 せん 。 2 が 
OV ゆう 291 で と 

OO 3 を と こし えー 穫 者 -- z タン の の が の Po が 。 は 

109. 役 等 を の 宮 に 永遠 に 住み 、 決 し て 他 に 移 sk OR i Gu 


る こと を 和 欲 せ ぎる で し 。 

110. 云え 、「 た と い 大 海 が 主 の 御 言葉 の た ゆ に QOLS3983cA の の っ 02 
時 な り と も る 、 主 の 御 言 葉 が 果て る 前 に 、 海 fz ? 2 9 ンス ラン ョ ンク > 
水 必ず 洞 れ ん 、 た と いわ ゎ れ ら 同 じ も の を も いと ジ う G GS EE 1055 33Cj 
た らし を 征 う と も 」 と 。 ( 注 61) 


11. 云え 、「 我 は お 前 た ち 司 様 た だ の 人 間 に す 独 CYS 4 ッ 3 1 88 の 
ぎ ず 。 な れ ど 我 は 、 お 前 た ちの 神 が 唯 一 な “< 
紹 茂 示 や ン レ タク フッ エン ョ アク デン ぶら タグ の 。 の 
4 神 な る こよ を 刻 示 され だ り 。 さ きれ ば 、 を 80 gg 
の 主 に 会 わん こと を 望む 者 に は 、 善 行 を 積 
の PP we デ と 2 う の デ 
まし め ょ 。 ま た 、 彼 を し て を の 主 と 共 に 何 。 51 ut 
者 を も 拝 せ し むる な か れ ] と 。 ( 注 62) 








注 61 西洋 の キリ スト 教 国家 は 、 上 分 た ちの 偉大 な 発明 や 科学 的 発 見 を 、 誇 り に し 、 合 造物 自体 の 神秘 を 見 
抜 て こ と に 友 功 し た と いう 思い 遂 い の も と で 、 努 力 を し て いる よう に 思わ れる 。 これ は 、 和 空席 な お ぉ ご り に すぎ 
な い 。 神 の 神秘 は 、 無 が 蔵 で 底 知 れ な いた だ め 、 こ れ ら の 人 間 が 発見 し た こと や 、 今 後 あ ら ゆ る 努力 を し て 発見 
する で あろ うこ と は 、 大 洋 の 中 の 水滴 1 滴 に も ぉ 及ば な い の で ある 。 


注 62 この 章 の 最初 と 最後 の 10 節 の 婦 唱 を すれ ば 、 ダ ッ ジ ャ ー ル の 和 精神 的 猛攻 撃 か ら 守 られ る と 聖なる 預 
言 者 が 述べ だ と 伝え られ て いる 。 こ の こと は 、 ダ ッ ジ ャ ー ル と ご ざ グ ょ に マグ が 1 つの も の で あお あり 、 同 -・ 人 物 
ー 一 西洋 の キリ ス ei こと を 示し て いる 。 ダッ ジャ ー ル が 、 イ スラ ム 教 に 対す る 有害 な 宗教 
布教 を 表し 、 ざ グ と マデ ズ グ は 、 彼 ら 5 の 物質 的 、 政 治 的 権力 と 支配 を 表す の で ある 。 
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cd 
Fr 


虚 に 心から の 熱情 を こめ て 祈 ら な けれ ば な ら な い 。 


だ れ で あっ て も 、 





マリ ヤム 
(メッ カ 啓 


・ ア イン ・ サ ー ド 。( 注 


。 こ は 液 の 主 が その 僕 ず カリ ヤ に 垂れ た る 北 
直 の 話し な り 。 
ポカ リマ ヤ 密 か に その 主 を 喚 び て 、 


. 云え り 、「 主 よ 、 我 が 体 の 骨 は 麗 ま り 、 頭 は 
穫 の 如く きら めき 癌 く 。 然 れ ど も 、 我 が 主 
ょ 、 我 は 液 に 祈り て 未だ 祝福 きれ ざる こと 
は な かり き 。 
され ぼ 、 我 が 妻 は 女 な れ ば 、 我 が 亡き 後 
の 線 者 た もち を 心配 す 。 き され ば な に と ぞ 我 に 
後継 ぎ を 授け 給え 。( 注 2) 
、 我 が 後 を 継ぎ ず 、 ヤ コブ の 家 を 継ぐ 者 を 。 耐 
し て その 者 を 、 液 の 意 に 適う 者 た らし め 
Aleb 
。 神 は 云え り 、「 ザ カリ ヤ よ 、 わ れ ら は 、 そ の 
名 を ヤ フ ヤ ー と 呼ぶ 息子 の 朗報 を 波 に 伝 う 。 
われ ら は これ まで 何人 に も この 名 を 与え ざ 
りき 」 と 。 


、 ず カリ ヤ は 云え り 、「 我 が 奏 は 石 婦 に し て 、 
我 $ ま た 老齢 に 達 す 、 い か で 子 を 持て る 
ゃ ?」 と 。( 注 3) 
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流 は すべ て を 満た す 真 の 導 き 手 、 す べ て を 知り 給 う 真 の 神 。 
ザ カ リヤ の 折り は 、 祈 り が 必要 ほす る すべ て の 克 素 を 兼ね 備え を て いた 。 神 に きき 届け られ る に は 、 謙 


サガ リヤ の 祈り は これ ら 6 すべ で て の 条件 を 満た し て いた 。 


この 節 で は 、 ザ カリ り ヤ が 神 か ら 人 息子 が 授け られ る と いう 恩 芝 に 純粋 に 上 如 い て いる 様子 が 示さ れ て いる 。 


ザ ず カ リヤ と 同様 、 突 術 こ の よう な 知ら せ を 受 


けた な ら は ば 自然 に 敬 き を が ぶす は ず で ある 。 
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引 ]- 刀 剖 マリ ヤム 
10. 啓示 を 伝達 せる 天使 は 云え り 、「 き も あり な ? ス る 免 っ グン ンタ 23 ン 4(cc で は の 人 (s 
ん 。 きれ ど 、 流 の 主 は 云 を り 、『 ち れ は 以前 、 つう で a IG SMGYJG 
A cd “22 っ 22 イノ 

流 が 無 で あ り し 時 に 液 を 創造 せり 。 る れ ば Es 2 . 28 (< 


いと 易 き こと な りり と 。 
ず カ リヤ は 均 え り 、「 主 よ 、 然 6 ば 我 に を の 


et Cl bloz os 
OS AS 

5 SD と Kcal は る > 
2 

OE CE EN oS 

て る 


CLE I 


\ 


マ 2 


タフタ タレ ラン ンプ ぁ > タン 
アエラ トー 


MC 2 とお 


DBE 
(31 人 rme 
Cd 名 OES アデ る る セン 














これ は 老い た ザ カ リヤ の 体力 を 回 復 き せる た め に 考 記 され た 気 高 い 方 策 な の で ある 。 福音 


條 美 す る こと に 専心 する よう に と いう 命令 を 中 し 渡る れ だ 


書 で は 、 役 が お 


し に な っ た の は 神 の 言葉 を 信じ な か っ た ゆえ に 与え られ た 軸 な の だ と きる れ て いる が 、 正 し く な い 。( ル カ 1: 


11 . 
証拠 を 示し だ まえ 」 と 。 神 は 款 を り 5、 「 そ の 
証拠 は 、 液 に 三重 夜 の 間 誰 と もぉ 語 ら せ ず 」 
で (中 4 

12. か く て 彼 は 聖 ロ 民 より その 民 の と こ みろ へ 出 で 
来 だ た だ り 、 そ れ と な く 身 振り で 、 朝 な タタ な 神 
を 計 え 夫 る こと を 役 等 に 頼み なり 。 

13. 神 は 云え り 、「 ヤ フ ヤ ー よ 、 経 理名 守 せよ 」 
と 。 耐 し て 、 わ ゎ われ ら は 未だ 幼い な が ら も 役 
に 知恵 を 授け 、 

14。 ま た われ ら 手 ず か ら 慈 用 と 無垢 の 心 を 採り 
だ た だれ ば 、 役 は 敬 諾 に し て 、 

15. 父母 に 羊 、 人 徴 提 かつ 反 抗 的 に 非 ざ りき 。 

16. 彼 の 生ま れ し 日 に 、 近 き し 日 に 、 ま だ 復活 
らん 日 に 平安 彼 の 上 に あれ か し 。 

第 二 項 

17. まだ 、 経 典 で 言及 し た マリ ア の こと を 物語 
れ 。 その 時 彼女 は 、 家 人 を 人 避け て 東 の 方 へ 
引 尊 5 、 

18. 彼 等 の 目 か 6 ら 己 れ を 彼 い 隠し た る 時 、 わ れ 
ら 天 使 を 彼女 の も と へ 追わ し た れ ば 、 天使 
は 完璧 き 人 間 の 形 を 以 て 彼女 の 前 に 出現 せ 
5 。 ( 注 5) 

注 4 ザ カ リヤ は 、 晶 を きか ず 、 た だ 神 を 想い 、 

カ 5、 

20 一 21) 

注 5 偉大 な る 息子 の 誕生 ほ 上 いう 喜ば し い お 和 革 


に 聞き と れる よう に 音声 と し て 語ら れ だ た だ の で は な い 。 要 か る 影 


n げ が マリ ヤ に 伝え られ だ の だ が 、 


その ち お 告げ は 、 直 接 マ リヤ 
と いう 形 を と っ て 伝 産 きれ だ の で ある 。 愛 の 中 


に 現れ た 天使 は 、 健康 な 男子 の 姿 を し て お り 、 彼女 に 息子 が 生ま れる と いう 抽 か ら の お 告げ を 伝 を えた の で ある 。 


それ ゆえ ぇ 、 固 圭 が 彼女 の 体 に 入り 込む こと な ど あ り 得 ず 、 


使 が 男性 の 姿 で 現れ た と よい うこ と で ある 。 


ここ で 示 き る きれ て いる の は 単に 彼女 の 各 ゅ の 中 に 大 天 
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第 上 九 章 CO 


19, マリ ア は 去 え り 、[ 我 、 湊 より 離れ て 慈悲 深 る と ンタ シッ イー 6 タラ タン 2 マ て 、 ライ レン 
い 神 の 御 許 に 逃れ た り 、 液 も し 神 を 虹 る る OE ES! | GeJ6 


な ば 」 と 。 
お w 2 タン ン ィ ィ ン ン 
20 彼 は 答え り 、「 我 は た だ 流 に 、 純 湊 な る 男 の AS 員 CA9Y2O め (Cid6 
子 を 授け ん が ため に 来 し 使者 に す ぎ ず ] ji 


21. マリ ア は 云え り 、「 男 未だ 我 に 触れ ざれ ば 、 $0 も 
9 て 562 

し か も 、 不 身 持 ち で な い 身 が 、 如 何 に し て de & 8 TA 

子供 を 持ち 得 よ う ぞ ? | と 。 ES 時 24 


ン の 。 彼 は 答え ぇ り 、 「 き も あり な ん 。 な れ ど 、 液 の パイ イン タン ン と ダン イイ ン ン ァ ノン で ry 
主 は 云う 、「『 こ れ わ れ に は 容易 し 。 われ ら が Oo CA ゆうゆ 5 dG 
か さく する は 、 を の 子 を 以 て 人 間 へ の 神 兆 と の ER 8 ッ レ スイ < そ を ge ao 
な し 、 わ れ ら か ら の 慈悲 た らし めん が だめ blo52 ss 
な り 。 こき は 命 定 さ れ だ こと な り 』」 と 。 


23. か く て 彼女 は その 子 を 卒 み 、 i ES 6 る GE まい ンス 
と 共に 遠隔 の と ころ へ 9 引 | 鐘 和 れ 
注 6 ーー どの よう に イエ ス を 身ごもっ た の か 、 と いう こと は 、 現 在 の と ころ 
入間 の 知人 性 で は 押し 濡 る こと の で き な い 神 の 押 秘 で ある と みな る れ て いる 。 こ の 謎 は 、 今 の 騙 々 の 知力 の 及ぶ 
範囲 内 で の 自然 法 を 超越 し た も の な の で ある 。 今 の 散々 は 知ら ず と も この 先 解 明 で きる よう に な る で あろ る う 、 
な ど と は 言え まい 。 入間 の 知識 に は 、 所 せん 限り が あり 、 神 の 神秘 を すべ て 人 解き 明か すこ と な ど 、 と う て い し 舞 
理 な こと で ある 。 自然 の 神秘 で 、 人 人 間 が いま だ 解明 で き な い も の は 山上 ある し 、 多 分 それ ら は これ か ら も わか 
ら 上 ぬ ま きま 読 と し て 残っ て いく の で は な いか と 思わ れる 。 解き 明か せな い 神 秘 の 一 つが 、 父 を 介 き な い イ エス の 
誕生 に つい て で ある 。 神 が お で き に な る こと は 際限 が な く 、 一 方 、 人 間 の カカ に は 限り が ある 。 彼 は “" 存 れ " と 
一 言 な っ し ゃ っ て この 宇宙 を 創造 きれ だ 方 な の で 、 我 々 に は 起こ り 得 な いよ うに 思わ れる 事 も すべ て お 出来 に 
な る の だ と いう こと は 明らか で ある 。 ま た 医学 的 に も 、 女 性 - 人 で 子供 を は 6 むと いう 可能 性 を 完全 に 排除 す 
る こと が で き な い 。 生物 学 的 見 地 か ら 宗 教 玉 き に し て 純粋 に 考察 する と 、 処 女 生 殖 ( 単 為 生殖 一 一 すなわち 、 
労 性 と の 関係 を 持た ず し て 子供 を つく る と いう こと ) が 、 何 ら か の 条件 下 で は 起こ り 得 る と 考え られ て いる 。 
女性 の 骨盤 、 下 腹部 に し ば し ば 見 6 れる ある 種 の 種 瘍 が この よう な 曲 為 生殖 を 可能 に し 得る と 見 て いる 医学 関 
係 者 が いる 。 こ の 種 聞 は 男性 化 細胞 種 場 と し て 知ら れ 、 男 性 の 精子 を つく る こと が で きる 。 も し 、 女 性 の 体内 
で 、 男 性 化 細胞 種 瘍 に ょ り 生 存 精子 が 製造 でき る と すれ ば 、 女 性 の 単 為 生殖 の 可能 性 、 さ ら に 言え ば 処女 生殖 
の 可能 性 は 否定 で きま い 。 す な わ ち 、 女 性 自身 の 体内 に な いて 男性 が 彼女 の 体内 に 通常 の 方 法 で も し く は 外科 
缶 処 置 に より 精子 を 送り 込ん だ と 同様 の 結果 を 生み 出す こと が 可能 で あろ うと いう こと で ある 。 最近 に な っ て 
ヨー ロッ パ で 、 あ る 婦人 科 グ ルー プ が 、 男 性 と の 接触 な く 出産 し た 女性 の 例 を 公表 し た (ラン セッ ト )。 イエ 
ス の 誕生 は 、 父 を 介 る な か っ だ と いう 点 に お いて 全く 他 に 飲 や 見 な いも る の と きれ て きた が 、 こ うな っ て て くる と 
そう と も 言い きれ な いよ う で ある (Enc. Brit 引用 に つい て 詳し く は 英 版 参照 )。 も し これ ら の すべ て の 可能 性 
SE EE A 
。 キリ スト 教 、 ユ ダ ヤ や 教 と も イエ ス の 誕生 は 、 通 常 、 人 が 生ま れる の と E は 倍 っ だ 特殊 性 を 有する と いう 点 で 
NR NE 
な の だ と 解 息 し て いる (Jew Enc.)。 実 際 、 戸 籍 管 に も イエ ス を 私 生 児 と し て 記載 し て いる (タル ム ド )。 マリ 
ア の 夫 、 ヨ モ セ フ は 、 イ エス が 生ま れる まで マリ ア ヒ 上 夫婦 関係 を 持た な か っ た と 福音 書 で 述べ られ て なり 、 こ の 
事実 の み が イ エス の 誕生 の 特異 性 を 成 し て いる (マタイ 1 : 25)。 こ の 「 彼 女 は その 子 を 挙 み ] と いう 表現 に 
は 、 マ リア が 男性 を 介 き ず に そう な っ だ と いう 特別 の 概念 を 含む 。 
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っ か ブイ ュ デ し 】 トー 
24. 分 書 の 苦痛 の 余り 、 彼 女 は 東都 子 の 幹 に 取 eS Us eoe GG 
りす が り た り 。 彼女 は 云 を り 、「 お お 1! 我 か a sa KO 
《 な る 以前 に 死に 、 忘 れ 去ら れ し 者 な り せ  @EJSE3 CG な 
8 吊 訂 
25. する と 、 下 か ら 6 彼女 を 呼ぶ 者 あり て 、 云 う 、 SNe っ 
[悲し ひか な か れ 。 液 の 主 は 、 液 の 足もと に で SOs GY 965 
一 筋 の 小川 を 備 を た り 。 OE 6 Su 55 


26. 代 格子 の 幹 を 自分 の 方 に 手 り 動か せ 。 き す ek Be (8? 
れ ば 、 熟 れ た 新鮮 な 実 が 流 の 上 に 北 ち ん 。 6 
( 注 7) A 
ヽ や 静 る クッ 2 ノン 2 92 2 
27、 さ れ ば 、 食い 且つ 飲み 、 液 の 日 を 静め よ 。 IO WC な 
面 し て 、 液 も し 誰か に 会 も ば 「 珠 は 意 悲 な 


SERRE. SK RE RC EE 8 0 
ほ も 今日 は 物 云 え ず ] ま 云え] と 。( 注 8) 上 
CEA 


ヒア アン 


28、 か て 、 彼 女 は 、 功 児 を 抱い て 一 族 の 6 と es 5 を 本 電信 2 お もご 
に 帰り 来 た れ り 。 彼 等 は 云え り 、「 マ リア よ 、 
液 は まこ と に けし か ら ぬ こと を な せり 。 Ln 


nu 





で 
に 」 
さ 


っ 1 


ペ 
\ 
CN 
\ 


相 
es 








注 7 この 記述 に よる と 、 イ エス の 問 生 は 、 ナ ツメ ヤシ が ユダ や 地方 で 新た に 実る 卒 人 節 の で き 事 と わか る 。 
ナッ メ ヤ シ の 務 節 と いう と 、 栓 れ も な くく 8 月 か ら 9 月 で ある 。 一 和服 に キリ スト 教徒 に 受け と られ て いる 見 解 で 
は 、 イ エス は 12 月 25 日 生ま れ と る れ て お り 、 毎 年 、 キ リス ト 教 国 で は この 日 を タク タリス マス と し て 熱情 了 的 に 祝っ 
て いる 。 し か し 、 こ の 12 月 25 日生 まれ と いう 見 解 は クル アー ン の 記述 と 矛盾 する だ け で な く 、 歴 史 的 に も 反 
する し 、 る ら に は 新約 聖堂 の 記述 に も 合致 せ ず 才 牛 し て し まっ て いる 。 イ エス 誕生 に つい て 、 ル カ に よる 福音 
9 で は 「 こ の 地方 で ( ユ ゲ や 紀 方 ) で 半 伺い た ち が 、 徐 、 野 告 し ながら 注 の 兎 れ の 吾 を し て いた Cp 2 ! 
7, 8 委 照 )、 と ある 。 こ の ルカ の 記述 に つい て キリ スト 教 の 司教 で ある バー ンズ 氏 も [The Rise of Chris- 
Hamity] と いう 有名 な 本 の 79 ペー ジ で こう 述べ て いる 。[12 月 25 H が イエ ス の 実際 の 誕生 の 日 で ある と いう こ 
と は 何 の 根拠 も な いこ と で ある 。 も し 、 イ エス の 誕生 に まつ わる ルカ の 福音 を 信じ る と する と そこ に は ベッ シン 
へ ム ふ 近 (て 学 飼い が 野 答 し て いた と ある 。 イ エス の お 生ま れ に な っ た ベツレヘム 周 辺 で 冬 と いう と 夜 の 気温 は 
だ い へ ん 低く 、 ユダ や 地方 の 山 乱 地域 で は 、、 雪 も 珍し てく な い 。 どう や ら 西 麻 名 年 ご らち 、 あ れこ れ 議論 の 末 、 イ 
テス の 誕生 日 を 話し 合い の 上 で 決定 し た よう で ある 。 パー ンス 司教 の 見 解 に つい て 以下 に 少し 引用 する 。 (引用 
文献 に つい て は 英 版 参照 。) 

キリ スト の 生年 月 日 は 今 だ 明白 に な っ て は いな い 。 し か し 、 西 膝 3 年 に 教会 の 神父 が キリ スト 訓 生 を 祝う 日 
と し て 、 あ る 一 日 を 選ん だ 座 、 彼 ら は 賢く も 冬至 を 選ん だ と いえ よう 。 冬 下 で あれ ば 人 々 は し っ か り 頭 に 入れ 、 
最も 大 切な 祝祭 日 も し て 心 に 留め ある こと が で きる か ら で あ る 。 も ちろ ん 、 人 入間 が つく っ た 歴 の 形式 の ずれ に よ 
キリ スト 生誕 の 有明 づけ も 人 冬 斑 を 2 一 3 日 前 後 す る と いう こと は ある 。 (Enc. Brit.15 版 5 巻 P69)…… 中 

iar 第 2 に 、 冬 至 は 、 そ の 当時 太陽 の 誕生 し た H と みな きれ て お り 、 ロ ー マ 歴 12 月 25 日 は 多神教 徒 に まり 
a の 一 般 に 広まっ て いた 祝日 を 踏み に じ る こと が で きず 、 を 
の 家 日 を キリ スト の 生 放 の 日 と し て 精神 的 芝 味 を な えた の で ある (Ch. Enc.)。 
注 8 マリ ア が 無駄 な 話 を し な いよ う 命 ぜ ら れ だ た の は 、 一 つ に は 彼女 の 体力 を 保持 する む め に で あり 、 も 5 
ー つ に は 彼女 が 心 を 集中 きせ て 神 を 想い 、 神 に 祈る 時 間 を より 多く と れる よう に と いう 御 は か らい な の で あっ 


た 。 
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る 3 ノア ンタ 


29. ア ロン の 姉 よ 、 溢 の 父 は 悪人 に 非 ず 、 生 も Ui2 と 966 63 人 
また 注 ら な 女 に 非 ぎ り し に !」 と 。 2 
Ok 


ざ 


30 . する と 、 マリ ア は ピピ が 子 を 指 さ きせ り 。 彼 等 みく (を 22 の PE ッ ン (る イス 
は 法 た り 、「 救 等 、 手 第 の 中 な る 軸 児 た 如何 ^~ A a SC 


に し て 語 得る か ? | と 。 oC 
31. する ほ 、 を の 子 は 云え り 、「 我 は デッラ ー の 竹生 作 
僕 な り 。 彼 経典 を 我 に 授け 、 我 を 預言 者 AE die GdE 


Cg 
ッ ン ン クック 2 12 ot (を 

92. 病 し て 、 彼 は 、 我 い ず こ に 居 よ うと も 祝福 誠人 ou こし の 2 as 

し 賜 い 、 我 が 生 あ る 限り 礼拝 と 意 療 を 意 ら Bs EC 2 

中 よう 命じ た り 。 Ez a i 
33. また 、 坪 に : 閉 養 を つく すこ と か 合 ビ だ り 。 SE の レア ナン テア っ < ン 1? る 

面 し て 、 我 を 高慢 に し て 、 不 幸 な る 者 た ら 6 の の つき を の あり の と 

し め ざ り き 。 


上 ーー 2 EA 2 アン グ 2 レラ ング イル ot 
34、 邊 が 生ま れ し 日 に 我 が 上 に 平安 あり し が 、 2 の うら 2 の う ら 9032 ) Oo NS 
我 が 死 な ん 日 に 、 ま た 、 再 び 待 らん 日 に ぅ る 
我 が 上 に 平安 あら ん 」 と 。 OC 


35. これ が マリ ア の 子 ( 注 9) イ エス な り 。 人 々 Aa < タン タス 22 セン ンタ プク タタ ーー ン デ ーー ン ロ 1 
が 疑心 を 抱く て と ころ の 真相 と は 、 こ れ な り 。 ーー ドン 

6253 

36. アッ ラー に 子 が ある は ず な ど と は 、( 注 スピ 

10) アッ ラー の 威厳 に ふさ わし か ら ず 。 彼 BB Vr WI Ug PIG ら 6 ら 


に 詳 え あれ 。 彼 こと を 決し て 「 在 れ 」 と 去 用 の OSKESE 
えば 、 す な わ ち 、 存 す 。 の 


注 9 「 イ プン ・ マ リヤ ム 」] (マリ ア の 息子 ) と いう 表現 は イエ ス を 指し 示す 名 前 で ある 。 こ れ は 、 父 を 介 き 
な い 涯 生 で ある (その だめ 父 の 名 前 を 入れ られ な い ) こと を 暗示 する も の で ある 。 を それ と 同時 に クル アー ン の 
i SO ESN SN 
。 福音 書 で は イエ ス の 通称 と し て 「 人 の 子 (イエ ス )| (アラ ビア 語 で 「 イ プン ・ ア ダム 」) を 用 いて い 

Nn と いう 2 表現 は 聖書 の 中 で 他 の 人 々 を 指し 示す の に も ぅ 使わ れ て いる 。「[ マ リア の 上 候 了 」 | 
の こと で ある ぉ ぁ 一目 賑 希 に わか る の で 紛 わ し る の な いこ の 表現 を 用 いて クル アー ン は ここ で イエ ス を 「 マ リア 
の 息子 ] と 称し て いる 。 

注 10 キリ スト 教 の 人 々 は 、 イ エス を 神 の 息子 と 信じ て いる 。 そ の 根拠 と し て は 、 回 書 中 で イエ ス が 「 神 の 
御子 」 と 称 き れ て いる こと に ある の だ が 、 班 書 で は 他 の 人 々 に 対し て も 「 神 の 御子 」 上 呼び か け て いる 。 イエ 
え ス の み が | 神 の 御子 ] と し て 他 の 人 々 と 区 別して 呼ば れ だ わけ で は な い の で 、 こ れ ら の 人 人 々 が 神 の 実 の 息子 た 
ち で な い の と 同様 、 イ エス も 押 の 実 の 息子 で は な い の で ある (ルカ 20:36: エレ ミヤ 31: 9: マタ イ 
6:9; ヨハ ネ 8:41;: エ ペ ベ ペソ 4:6)})。 
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37. A は 云 た えり 、 [げに アッ ラー は 我 が 主 な 


38. 


39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


45. 


注 11 
界 中 で 俊 勢 あふ る い 、 世 界 を 支配 する で あろ う 。 


り 。 面 し て 、 お 前 た ちの 王 な り 。 る きれ ば 、 
彼 の み を 嘆 め よ 。 こ は 正しき 道 な りり | と 。 


然るに 、 諸 宗派 は イエ ス に 関し て 万 に 論 3 
す 。 信 ぜ ぎ る 者 ども は 袖 い な る か な 、 宣 大 
な 日 に 臨む が 故に 。 
彼 等 が われ ら の 前 に まかり 出 づ る 日 、 彼 等 
は な ん と よく 開 こ し SN Ei 
然るに 、 現世 で は 、 不 義 者 どぉ は 明 ら 5 か に 
迷 試 の 中 に あり 。 
一 切 が 決定 きれ ん 嘆き の その 日 に つい て 、 
彼 等 に 警告 せよ 。 な れ ど 、 今 は の ん 気 に か 
まえ て いる の で 、 彼 等 は 信 ぜ ず 。 
この 大 地 、 並 びに を その 上 に 在 る すべ て の 
人 々 を 相続 する は われ ら な が り 。 る れ ば 、 役 
等 は 皆 わ れ ら か ヵ r 許 に 加 和 れれ 戻る きれ ん 。 (年 
11) 

第 二 項 
経典 の 中 で アブ プラハ ム の 物語 を 話せ 。 彼 は 
誠実 な 協 で あり 、 頂 言 者 な りき 。 


RON 
「 我 が 父 よ 、 人 何故 流 は 、 開 きも せ ず 上 兄 も 
ず 、 ま た 少し $ ぁ 役立た ひも の を 上 党 a 


マリ ヤム 

33% の M る 1 
BZo104 | EE EN Fa う 
ゆっ 。 の 2 
(⑨ Sa 


ンタ ニン イノ ラン 


の 00 の 22ew 2 の NIS 
OL a OS 8 
Se て 
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スン 8 る | し 』 kd tI 
eS i a ob 
ン 2 タッ タン の 34 は と 

OUP NY od 

A ブー ング クタ 


Eee 


と と 2 タン 2 タ 2 


GOICF こ ーー 


ゥ タダ 


ン 2 っ 
っ の っ の | 


か ? 

我 が 父 よ 、 激 が 授かり し こと な き 知 識 が 今 ds GG 8 i 

RNN 0 我 に 従え 。 我 は 液 を Ez( Ja 63 

我 が 父 よ 、 悪 魔 を 捧 r な なかれ 。 ば げに 悪魔 は EG Sd Yt 
慈 甚 な る 神 に 逆らう 反逆 者 な 5。 Gos 
この 館 は 、 決 の 2 つの 傾 言 を 表し て いる 。(1) キ リス ト 教 の 人 々 が 、 ま ず 、 多 て の 信 考 に 支え られ て 世 


(⑫ し か し 、 彼 ら は 真 の 神 を 信じ な か っ た が 故に 、 支 配 析 を 剃 奪 


きれ 、 を それ は 究極 的 に は イス ラム の 人 信 々 の 手 に 与え られ る で あろ う 。 


りー 


cf < 
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46. 


47 . 


48. 


49. 


50. 


52. 


55. 


我 が 父 よ 、 我 は 慈悲 な る 神 の 罰 が 泊 に 降り 
は すま いか 、 ま だ 液 が 悪 摩 の 仲間 た らん こ 
と を 恐る 」 

父 は 答え り 、[ ア プラ ハム よ 、 液 は 我 が 神 々 
を 拒否 する か ? も し 液 思 いと ど ま ら ず ば 、 
液 と の 一 切 の 関係 を 断ち 切ら ん 。 暫く 我 よ 
り 遠 ざ で か れ | と 。 


アァ プラ ハム は 云え り 、「 液 の 上 に 平安 あれ 。 
我 は 湊 の た め に 我 が 主 に 赦し を 請 わ ん 。 彼 
は 我 に 実に 慈悲 漆 く まし ます 。 

る れ ば 、 我 は 、 あ な た が た 並び に あな か た 方 
が アッ ラー 以外 に 祈る 者 か ら 離 れ て 去り 行 
か ん 。 大 し て 、 我 が 主 の み に 祈 らん 。 我 が 
主 に 祈 ら ば 、 我 は 失望 きせ られ ざる べし] 
&。 

か て 彼 が 、 彼 等 並び に 役 等 が アッ ラー 以 
外 に 崇拝 せる 神々 か ら 6 別れ た れ ば 、 わ れ ら 
は 役 に イ サク と ヤコブ を 授け 、 彼 人 等 各々 を 
預言 者 た なら し め た り 。 


. 面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 に 恵み を 与え 、 ま た 


まこ と の 名 声 を 授け た り 。 

第 四 項 

し て 、 こ の 経典 の 中 で 、 モ ー で ゼ の 物語 を 

0 彼 は 特に 選ば れ だ ただ 者 で 、 使 者 で あ 
、 項 言 者 な りき 。 


・ われ ら は 山 の 右側 より 彼 に 呼び か け 、 吉 的 


変 渉 の た め に 傍 近 くに 彼 を 招き 寄せ り 。 


し か 
. 血 し て 、 わ れ ら は 恩恵 に よっ て 、 彼 の 喝 ア 


ン を 頂 言 者 まし て 彼 に 授け た り 。 

まだ た 、 こ の 経理 の 中 で 、 イ スマ エル の 物語 
を 述べ よ 。 彼 は 実に 信義 に 厚い 男 で 、 使 徒 
で あり 、 預 言 者 な りき 。 


マリ ヤム 

テウ 2 の の イン イッ プン I rr, タン 

es lds OG 
み 

ES と OS 


シン "ーー デ 


x A の 、 


999 AU な | らち OCN| 1 


nS 


の の 


OC GRADE 
ゥ っ 。 レレ し て as ン ン ウイ ン 2 22 
GC ET EL 8 


@ じ sz 


SA さき 


9 2 ノン ン タ の タプ デレ 
AS 50o ら あの の 65 じ 3 交 > ls 


7 2 の 


Fas sd 


Css Ed et 


aolo8 らら 釣る し Ce 

CN EE 

に ぬう う 
EG TIE 

EIS 

dS RO 

A イッ スン ン 


5 タン イイ アマ 。 ン タイ ラー アイ 
SS の の A&C うとう 035 5 


タン の プー レー ラー と エン (る っ イ 。 15 1 の s* て エグ 
kG OB a NS D1 
で (用 る Lg 
9 ES 9 の う 


ー471 一 


第 二 九 意 
56. 彼 は 常に 、 を の 民 に 礼 振 と 慈善 を 命じ だれ 


97 . 


60. 


61 . 


62 . 


63. 


64 . 


65. 


ば 、 王 に い だ ( 常 せ られ だ り 。 


また 、 こ の 経典 の 中 で 、 イ ドリ ー ス の 物語 
を 述べ よ 。 彼 は 正直 な 男 で 、 預言 者 な りき 。 


. きれ ば 、 わ れ ら は 彼 を 、 高 き 地位 に 登ら し 


め た だ り 。 


。 以上 の 人 々 は 、 ア ッ ラ ー が 特に 祝福 を 与え 


し 字 言 者 に し て 、 ア ダム の 後 寄 に し て 、 も 
れ ら が ノア と 共に 方 用 で 運び し 者 た ちの 子 
孫 で 、 ア ブラ ハム と イス ラ エ ル の 子 駒 な り 。 
彼 等 は 、 われ ら が 導き 選び 出し た 者 ば か り 
な り 。 聞 甘 な る 神 の 徴 が 彼 等 に 読 昌 され る 
や 、 彼 等 は 神 の 御前 に 平伏 し て 叩 頭 し 、 感 
が むせ ぶ 。 

-、 彼 等 の 後 を つい だ 子 傘 た ち は 、 礼 
i 
A 

改 眉 し 、 信 仰 に 入り 、 行 を 積む 者 を 除い 
ENG 玩 か 1 5 不 
当 に 有 遇 せら る る こと な か る ベレ し ー 


すなわち 慈 窟 な る 神 が 、 月 に 見 を た ぬ も の を 
信じ た その 僕 等 に 約束 せ し エ デン の 園 な 
5 。 彼 の 約束 は 必ず や 果 た なる れん 。 


彼 等 は そこ で 一 切 く だ ら な ぬこ と は 聞か 
ず 、 だ た だ 「 平 安 あ れ 」 と 云う を 義 く 。 面 し 
て 、 軸 な 夕 な 食物 を 与 を られ ん 。 


か 〈 の 如き が 楽 彫 に し て 、 わ れ ら は 、 閉 し 
いわ れ ら の 僕 等 に 之 を 継が せしめ ん 。 


諸 天 使 は 彼 等 に な わん 、 「 我 等 は 液 の 主 の 合 
に 非 ず ば 、 天 より 降ら ず 。 我 等 以前 の も の 、 
我 等 以後 の ち ぁ の 、 並 びに を その間 に ある も の 、 
すべ て は アッ ラー の 統 べ 給 うと こ ろ 。 奏し 
て 、 液 の 主 は 決し て 忘却 せ ず 」 と 。 
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弟 志 剖 マリ ヤム 
あめ つ ち ヶ ・ 
66. 彼 は 天地 と 、 そ の 間 に あ る 一 切 の も の の 主 EbCEbCeSU 3oo9 ち らい 名 あう 


67 . 


68. 


69. 


70. 


71. 


72. 


73. 


74. 


注 


いる より は 、 火 を 用 いて 


i 華 


で ある 。 一 方 、 本 文中 に ある よう な 「 明 白 な る 徴 」 と 言う と 、 こ れ は 、 単 に その 存在 を 示し 、 


に 留まら ず 、 今 、 直 面 し 、 解 決し よう と し て いる 問題 や を の 状況 に 応じ た 適切 な 主張 や 論理 の こ と を 示す 。 そ 


な り 。 きれ ば 、 彼 に 仕え て 、 潜 九 不 抜 な 内 
公 を せよ 。 液 は 彼 の 外 に 、 比 肩 し 得る 者 あ 
る を 知る や ? 

第 五 項 
人 は 云う 、「 な ん と な 「 我 死 し た る 後 、 再 び 
難 ら せら れる と な ?」 と 。 
人 は 、 わ れ ら 6 が 曽 っ て 彼 が 無 で あり し 時 、 
彼 を 創造 し た る 事実 を 、 忘 れ た る か ? 


な ら ば 、 流 の 主 に か け て 云う 、「 わ れ ら は 彼 
等 並び に 悪魔 ど も も 一 緒 に 、 必 ず 吾 集 せ ん 。 
然 る 後 、 彼 等 を 貴 か せ 、 地獄 の まわ り を 曳 
きき 如き ん 。 

次 いで 、 われ ら は 各 款 派 の 中 か ら 、 


る 神 に 反逆 する こ 最も 碁 だ し か り 
必ず や 選び 出さ きん 。 


げに われ ら は 、 誰 が そこ で 焼 か れる に 最も 
ふる わし いか を 熟知 す 。 ( 注 12) 

お 前 だ た ちの 一 人 と し て 、 そ れ が 起 ら ざる は 
な し 。 こ ぬれ 主 の 決定 済み の 判決 な り 。 


慈悲 な 


し 者 を 


われ ら は 義 し い 者 を 救い 、 不 義 者 で も は 店 
か せ だ たま ま 地 獄 に 放置 せん 。 


硬 し て 、 わ れ ら の 骨 白 な る 徴 が ( 注 13) 彼 
等 に 読 語 さ れる と 、 不 信心 者 共 は 信者 に 
向っ て 云う 、j 両 派 の いずれ が 地位 に 訟 て 優 
り 、 ま た 付き 合う 仲間 も より 印象 的 な る か 
を 云っ て みよ と 。 


7 


Gs dT I る 


Oke な a 回 じ Si12 oy う | 0 
A RV CA RA 
ou 

I 2 A 233 
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NE es $2 83 
ks 
Od RAGIN 


” クン 


Gs ERB 
8 


5 ス タン ン ぅ アズ アタ ンタ 


Ks っ 52633 331 の AN A 2 う 


シン 


os 
レデ ンド 2 し 


Aig ア 


@) 


タ っ 5 の 


EN 


CE ヽ 
\ 


5 





12  「 焼 か れる に ふる きわ しい] が 意味 し て いる の は (①⑪) 放 っ て お か れる より も 火 の 中 へ 入れ られ た 方 が よい 
入 々 の こと 。6⑫) 箇 の 人 々 と 比較 し た 際 、 他 の 人 々 より も 火 の 中 に 入れ られ る 必要 が ある 人 々 。(3) 他 の 手段 を 用 


て 罰せ られ だ 方 が よい 人 人 々 。 


13 。 単に 「 し る し 1] とい うと 何 か に まつ わる 証 換 で ある と か 、 論 拠 の ある 主張 の こと を 意味 す る 。 ある も 
の の 存在 、 目 的 を 示し 、 そ れ を 確立 する こと の で きる 論理 、 知 性 ある い は 経験 に 基づい て いれ ば 、 を れ は 「 微 ] 


証明 する と いう 
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第 十 九 童 


75. 


76. 


77. 


78. 


79. 


80. 


81l. 


82. 


83. 


84 . 


85. 


86. 


の 謝 に ょ より 5 私 た ち は 、 価 が 正しい の か 、 


われ ら は 彼 等 以前 に 如何 に 多く の 世代 を 破 
減 に 陥 じ れ だ こ と か 、 監 に 放 て も 見 か け に 
於 て も 彼 等 に 第 る 徒 回 な り し 者 を ! 


云え 、 「 慈 美 な る 神 は 、 迷 誤 の 中 に いる 者 に 
暫し の 猫 子 を 与 う 。 彼 等 が 成 貴 き れ た こと 
に 出会う まで 一 天罰 か 、 そ れ と も 審判 の 時 
琉 り て 一 その 時 彼 等 は 、 状 態 に 訟 いて より 
、 力 に 放 て より 弱き も の は 誰 な る か を 
知ら ん 。 
面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 簡 導 に 従う 者 に は を 
の 指導 を 増し 給 う 。 末 永く 残る 善行 は 、 液 
の 王 の 目 に は 、 報 差 に 訟 て 勝 り 、 ま た 終局 
に 訟 て も 勝る 。| と 。 ' 


液 は 、 われ ら の 神 光 を 信 ぜ ず 、「 我 は 必ず 富 
と 子女 に 孔 ま れん 」 と 云う 者 を 見 た る か ? 


彼 は 見 る 能 わ ぎる も の の 知識 を 得 た る か 、 
oN 
断じて 然 ら ず ! われ ら は 彼 の 言 葉 を 記 
し 、 丁 し て 、 そ の 懲 加 を 延長 せん 。 
われ ら 、 彼 が 自慢 する も の を すべ て 相続 せ 
ん 。 さ きれ ば 、 彼 は 独り われ ら の 前 に 出 で 来 
らん 。 
彼 等 は アッ ラー 以外 に も 神々 を 立て 、 逐 を 
力 の より どこ ろ と し て 拝 す 。 
然 ら ず ! を の 神々 は 彼 等 の 崇 振 を 拒み 、 か 
えっ て 役 等 の 敵 と な らん 。 
第 大 項 

われ ら は あの 不信 心 者 ども に 違 犯 行為 を 羽 
動 せ ん が た め に 悪魔 ども を 造 わ し た り 。 液 、 
を 知 ら 5 ず や ? 
故に 液 は 、 彼 等 に 関し て 性 急 に し な る な か れ 。 
われ ら が 詩 し く 彼 等 の 悪行 を 記録 す 。 
われ ら が 毅 し い 人 々 を 名 準 あ る 客 と し て 褒 
悲 な る 神 の 御前 に 召集 せん 、 そ の 日 を 想 え 。 
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WEUIOVKIIE チ 1 
9 名 レン 
ct! 

DI I ER SS 
I ENG TEN ES 2 


その 場 に 必要 な 解答 を 得る こと が で きる 。 きら に それ は その 「 明 な 


る 微 」 の み が 持 て る 高 商 で 紫 高 な 目的 を 有 し て いる と いう 点 で 普通 の 徴 と は 尋 な る 。 
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第 二 九 間 


マリ ヤム 





87. 


88. 


89. 


90. 


91. 


92. 


93. 


94 . 


95. 


96. 


和 し て 、 罪人 を は ば 、 海 し た 路 務 の 群 の 各 く 、 
われ ら 芝 を 地 線 に 駆り た て ん 4。 

薄 忘 な る 神 と 契 契約 を 結び た る 者 の 外 は 、 
何人 も 執り 成す 力 を 有 せ ざる べし 。 


彼 等 は 云う 、「 慈 悲 な る 神 は 子 を 設け た だり | 


に 

まこ と に お 前 だ たち は 恐ろし いこ と を 口 に し 
だ も の よ 『 

た だ ため に 天 は 裂け 、 大 地 は ちり ぢ りり に 割れ 、 
山々 も 粉々 に 崩れ 落ち も ん 。 ( 注 13) 


彼 等 が 慈悲 な る 神 に 子 あ り と 云い し が だ た め 
な り 。 

子 あ りな ど と は 、 慈 悲 な る 神 の 身 に は ふき 
わ ゎ し か ら ず 。 

天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 一 人 と し て 
紗 臣 な る 神 の 許 に 僕 も し て 衣 り 出 で ぎ る 者 
は な し 。 ( 注 15) 

げに 役 は を の 知恵 に ょ っ て 彼 等 を 理解 し 、 
すべ て 完全 に 数 を た り 。 

市 し て 、 復活 の 日 に は 、 み な そる それぞれ 単独 
で 彼 の 御前 に 能 り 出 で ん 。 
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注 14 


に も そ む て くも の で ある 。 


イエ ス が 神 の 実子 ど あ る と いう 教義 は た い へ ん に 忌 む べき も の で ある の で 、 SG GS 
て 粉々 に 砕け 散る で あろ うと いう の で ある 。 神 の 忠 子 で ある と 信じ る 教義 は 、[ 天 」 一 天 の 摂理 ょ 矛盾 す る 
EO MR 


な ぜ な ら そ れ は 人 人 間 の 本 性 の 命ずる と ころ で は な く 、 


自然 に 従え ば 、 人 間 の 知性 も 論 


理性 も 嬢 悪 感 を 示し 、 そ れ を 受け 入れ よう と は し な い は ず で ある 。 高 克 で 崇高 な 人 々 、 す な わ ち 型 な る 預言 風 


や 神 に 選ば れ だ た だ 人々 ター「 山 も また 、 
わり と し て の 代償 的 受難 者 が 必要 で ある と いう こと は お か し いし 、 
れる こと な の だ か ら 。 


る か どう か は 自ら の 精神 的 勢力 、 経 験 の 帰結 し し て 決め ら 


注 15 
は あり 符 な い 。 


それ を 耕 定 し て いる 。 なぜなら 


、 入 が 自ら の 救済 の た め に 、 誰 か を 身 代 
道徳 的 に 高い 地位 に 自ら も おく こと が で き 


慈悲 深き 気 高 き 神 に は 御 自身 の 助け た し て 息子 を 必要 と し た り 、 継承 者 と し て 息子 を 必要 と する こと 


な ぜ な ら 神 は 天地 創造 の 神 で あら れ 、 彼 の 王国 は 宇宙 すべ て に 渡り 


、 人 入間 は すべ て 、 そ の 神 の 


し も で で あり 、 イ エス も 我々 同様 に 神 の し も ゃ べ な の で ある か ら 。 
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97. 信じ て 斗 行 を 積む 人 々 に は 一 惹 悲 な る 神 は EA ER I1RKS4K) I 
癌 し み を 賜 わ ら ん 。 ( 注 16) 


レビ 民 。 

91 ぅ 9 

> j ょ タケ の > る 62 ョ ノ タ 41 ん ( レ 

98. か く の 如 く 、 わ れ ら が クル アー ン を 液 の 言 と ぶる 5 と FE CC Ct 


葉 で 容易 な らし め た は 、 液 を し て 壮 し い 者 
に 朗報 を 伝え 、 論 争 好 き な 徒 斐 に は 贅 告 を TC 
与え し めん が だ ため な り 。 

99. 彼 等 よ 5 以前 に 、 わ れ ら は 如何 に 多く の 世 6 る US > て 。e タタ イン 、 レ クション ュ ク ン 
代 を 打ち 減 ぼ し た る こと か } 液 は いま 彼 等 A SS CSS 
の うち の た だ の 一 人 で も 残存 する を 見 る E22 タイ ング EE 

- 9} 
、 ま た は その 路 き すら 聴く か ? ( 注 17) の の の で うい 








注 16 この 節 は 、 次 の 3 通り に 解 羽 で きる 。 (1) 神 は 、 御 自身 の 愛 を キリ スト の 心 の 中 に 託 き れる で あろ う 。 
(2) 神 は 、 キ リス ト を 深い 芝 き れる で あろ る ろう 。(3) 神 は 、 キ リス ト の 心 の 中 に 人 々 へ の 深い 受 を 与え も られ る で ある 
う 。 (の 神 は 、 人 々 の 心 の 中 に キリ スト へ の 深い 受 を 育ま れる で ある 3 。 


注 17 西 逢 の キリ スト 教 牙 国家 に 対す る きび し い 和 封 告 が この 節 で 示 き れ て いる 。 も し 彼ら が 自分 た ちの 斉 っ 
た 考え を 捨て て 、 恵 実 や 受け 入れ る と いう こと を 実際 に し な い の で あれ ば 、 役 65 の 上 に 恐ろし い 運 命 が ぶ ふり か 
か る こと に な る と いう 将 告 で ある 。 彼ら は 今 、 物 質 的 な 力 を 誇り 、 物 換 的 な も の を 拠り どこ ろ と し 、 世 界 的 な 
第 寄 、 発 展 を と げ だ た と 誇り に し て いる が 、 も し この まま 誤っ た 信仰 を 持ち 、 罪 深 き 生活 を 悔い 改め な いな ら 5 ば 、 
破滅 に 皇 る 他 、 道 は な いと いじ 2 果 生じ 22 で は みい の や か る 
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(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね みみ な a sg 4 
1. 慈悲 深く て 、 恵 み 選 て アッ ラー の 御名 に お い DN 0 し とう 
Cs 
2. ター・ ハ ー。( 注 1 ) ©) 
くだ 
3。 われ ら が 液 に クル アー ン を 降 し た る は 、 流 ロレ 
: EOL SG 
を 苦し めん が た め に 非 ず 、 CFL oe Wy 
ys の 
4 神 を 長 れ る 者 へ の 訓 戒 と し て な 5。 OI GY 
5。 そ は 、 大 地 と 崇高 な る 諸 天 と を 創り 給 う た IE 7 ュー ニラ ン ラ 2 の ブフ ーー ラン 。 の 2 2 ン 
御方 の 啓示 な 5 。 DM YE の づら 
彼 は 玉座 に 鎮座 し 給 う 慈悲 な る 神 な り 。 ッッ ンス イ ン ロッ ィ ロ 
6. 彼 は 玉座 に 鎮座 し 給 う 慈悲 な る 神 な り OE | 


7、 玉 に ある も の 、 地 に ある も の 、 る その間 に あし レル シシ ルレ 。 
る も の 、 並 びに 湿っ た 底 十 の 下 に ある も の 、 ae 3 | Cand 
す 
ペ 計 の た べ 公 っ ’ うる 
すべ て は 彼 が 統 べ 給 う 。 OC を 
8、 も し 液 が 声高 に 物 云 うと も 、 ま た 低い 声 で - リッ イン 5 イッ ク の イン と 1 の あの あせ 
= に | 
る る や こう と ょ と 、 彼 は 差異 な くく 聴き た まい 、 Or 2 Ab wo ウッ > 
人 間 の 秘め た る 思案 や 、 更 に 隠 き れ た こと 
も 知り 給 う 。 


9 アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な 13 菩 も 美しい 午 すぅ っ タ 2 9[ ノッ ン ? タフ イー ンク セレ ルレ リー バン リッ 
CIM の) の た て セス UP 
号 は 役 の も の な り 。 
モー ww 江 語 こ 6 - 達 “ ~ 2 タタ 。 ン 1 "sg 
10. i ぞ ゼ の 物語 は 液 の 耳 に 達し 7 Dwr Ede AES 


LT ンタ ク うう デー プア ィ デン クレ コラ S 

11. 彼 、 火 を 見 て 、 家族 に 云え り 、「 波 等 ここ に と らき 313)8304294 人 8 放ち 

と だ まれ 、 我 は 火 を 認め た り 。 我 、 お 前 だ み デ りー テッ ン ン ン ノッ > タン ーー ュー ウン る 
ちの た め に と 彼 処 か ら 燃 えさ る し を 持ち か えら の ED AS1 7 

zs 

か も 知ら ぬ ね 」 と 。( 注 2) A 





注 1 我 、 愛 し きしも で よ 。 完全 な 人 間 、 理 想 的 な 人 物 よ ょ 。 


注 2 この 節 に は 、 モ ー ゼ の 2 種類 の 幻影 に つい て 番 か れ て いる 。 (1) こ の 様 な る の が 、 医 言 者 に し か 見 を な 
い 場合 。 こ の よう な 状況 で は 、 預 言 者 し か 神 の 出現 を 見 る こと は で き な い 。 (2 預言 者 の 子弟 た ち も 、 神 の 出現 
を 見 る こと が で きる 場合 。 こ こ で 、 モ ー ゼ が 言 お うと し た の は 、 彼 が 見 た 光景 が 後者 の よう か な 出現 で ある な ら 6 
ば 、 子 第 た ち に 新しい シャ リヤ が 与え られ る だ ろう が 、 も し 前 者 で ある な ら ば 、 自 分 自身 の 精神 の 向 . 上 の た め 
の 導き と 受け る で ある ろう 。 
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12. さて 、 役 が 火 の 傍 に 来る と 、 声 あり て 、 云 ャ イッ タン 52 Ce 
5、「 モ ー ゼ よ 、 rn S29 
I MN EL I I od TE 
13、 げ に われ は 流 の 主 な り 。 さ れ ば 、 液 の 靴 を otKS AE CG 
脱げ 。 液 は 今 、 ト ツン ワー の 避 な る 谷 に あ り 。 上 £ 
る 4 
( 注 3) © 
14. われ は 液 を 選び た り 。 き れ ば 、 啓 示さ れる 4 ま 作 4 GSGHNN 
こと に 耳 を 傾け よ 。 OF et SD 
15. げに われ は アッ ラー な り 。 わ れ の 外 に 神 な CAAT 
GEE IY ALY MC! 
. し 。 ま され ば 、 わ れ に 仕 を ん 、 わ れ を 念じ て 礼 > 
拝 を 遊 守 せよ 。 ⑲ ら jo) sa 
F - お ドーン マ 3 レバ ン 4 る る 1 9 P ッ タタ rr 1 
16. げに 該 の 時 は 近づけ り 。 わ れ 選 を 履き ん と Bas NL 
する は 、 各 人 が その 努力 に 応じ て 返 報 きれ っ 
ん が た め な り 。 の gsS の 
これ ンジ ン る イィ ュ ン T ン タ 5 ンタ ンプ る イン 
17. され ば 、 之 を 信 ぜ ず 、 己 れ の 下劣 な 欲望 に と 13 42 2 ざく SN 
従う 者 に 妨げ られ 、 液 それ より 背 を 向け な 2 の の タン 
ば 、 滋 滅亡 せん 。 「 ODEN 
18. と ころ で 、 モ ー ゼ よ 、 液 の 右手 に ある も の Dom AO i 3 


は 、 を は 何で や ? 」 と 。 - 
19. モー ゼ は 答え ぇ り 、「 こ れれ は 杖 な り 。 我 これ に し る 0 
先 れ 、 ま た 我 が 半 の た め に 木の葉 を 打 落 し 、 a 

その 他 い ろ い ろ 利 用 す 」 と 。 sil ls des 


20. 神 は 云え りり 、「 モ ー ゼ ょ よ 、 そ の 杖 を 投げ よ 」 cab 
と 。 ; er 
21. そこ で 、 モ ー ゼ が 杖 を 投げ る と 、 見 よ 、 を ou HH 


は 蛇 に 変じ た 5。( 注 4) 
22. 神 は 云え り 、「 そ れ を 捜 め 、 怖 が る な か れ 。 て づえ ーッ 
ラー を / 
われ ら は それ を も と の 形 に 戻る ん 。 の 


25 サ 3 (2 る 
リ 3 





注 3 上 述 し た よう に 、 こ は モー ゼ が 見 た 光景 で ある 。 こ こ で 「 く つっ | は 、 妻 、 子 供 、 友 人 な ど 世 俗 の 関 
係 を 表し て いる 。「† 流 の くつ を 脱げ ] と いう の は 、 家族 の 関係 し 地域 と の 関係 を 意味 し て いる 。 従 っ て 、 神 と 
の 圭 的 克 感 の 時 モー ゼ は 、 妻 、 子 供 や 他 の 拉 俗 向 関係 に つい て この 考え を 払い の け な け れ ば いけ な か っ た だ 。 こ 
の 節 を 文字 通り 解釈 すれ ば 、 モ ー ゼ は 聖なる 場所 に いる の で 、 て くつ を 脱ぐ で よう に 命令 きれ た と いう こと に な る 
で ある 3 う 3。 

注 4 棒 が 実際 に へ びに な っ た の で は な く 、 単 に へ び の よう に 見 えた だ だけ で ある の で 、 白 然 の 法則 と な ん ら 
衝 盾 する こと は 無い 。 こ の 者 跡 は 、 モ ー ゼ を 支持 する 強力 な 証拠 で びあ る ば か り で な く 、 人 々 が 永遠 に 代 像 由 皇 
や 人 他 の 邪 錠 な 習慣 を 信じ て い だ り する 訳 で は な いと 、 モ ー ゼ を な で る きめ る も の で ある 。 モ ー ゼ の 旗 謗 を 受け だ 
瞬間 に 、 人 人 々 は 善良 で 神 を 早 藤 する 仲間 と な る の で ある 。 7 音節 も 参照 の こと 。 


ー478 一 





23. 今度 は 液 の 手 を ( 注 5) 腹 の 下 に き し 込め 。 っ っ 所 る 2 の 85 LES 1 の 22313 
病気 に 非 ざる に を の 手 は 白く な らん 一 つま es 2 
5 第 二 の 杏 踏 な 5。 OGRE 
24. か く の 如き は 、 わ れ ら が 波 に 更に 大 な る 2 
奇 昧 の いく つか を 示さ ん が た め な り 。( 注 ON Ca 2 iY 
6) 
を ン 
25. 液 ファ ラオ の と ころ へ 行け 。 彼 は あら ゆる SECISES I 
面 で 控 を 破り た り 」 と 。 5 
第 二 項 タン 5 ラフ シー ゥ ョ ンス 
26. モー ゼ は 云え り 、「 主 よ 、 我 が 胸 を 拡げ 給え 。 EE dso ds 
27. 我 が 仕事 を 容易 な らし め 給 え 。 @@419 史 3 
28. 我 が 震 の 結び 目 を 解き 、 83 RE 
29. 彼 等 に 我 が 言葉 を 理解 せしめ 給え 。 Dd 12658 
30. また 、 我 が 家族 より 我 に 一 人 の 補佐 を 与え SC 
給え 一 ( 注 7) 0 TV 
リー 。 デ アン と 5?! 
31. すなわち 、 我 が 兄 、 ア ロン を 。 SEA 
フッ ーッ イー タタ る 
32. 彼 に よっ て 我 が 力 を 増大 し 、 (の Ce 
33. 彼 を し て 我 が 仕事 を 分 担 せ しめ 給 え 、 OGAG HS 
34. 我 等 大 い に 液 を 護 美 し 奉 5 、 GEES S 
35. また 大 い に 溢 を 念じ 奉る ほど に 。 RG 
36. げに 六 は 、 我 等 を 常 に 見 守り 9 給 う 」 & KK UK の 





注 5 ャ ド ( 手 ) は 、 地 域 ・ 人 々 も 意味 する の で 、 こ の 人 和 修 の 表現 は 、 モ ー ゼ が 人 々 を 底 護 し な けれ ば いけ な 
いよ いう 命令 を 意味 し て いる 。 も し を うす れ ば 、 モ ー ゼ は 精神 的 な 光 を 放つ 高潔 な 人 と な り 、 選 界 に は 、 道 義 
的 邪悪 が 無 て (な る で あろ う 。 ヤ ドバイ ダ (白い 牛 〕 は 明確 で 強力 な 議論 も 意味 する 。 モ ー ゼ は 崩 ら を 証明 する 
強固 な 議論 を 授かっ て い だ 。 

注 6 。 杖 は 、 モ ー ゼ に ちえ られ た 神 沙 の うち で も 最も 偉大 な も の の 1 つ で ある 。 モ ー ゼ が 、 頂 言 者 と な っ な だ 
時 に も 、 杖 の 神 水 が 現れ た (20 所 19 節 )。 モ ー ゼ が ファ ラオ ( 王 ) に 説教 を し に 行っ た 時 に も 、 フ ァ ラ オ ょ 了 麻 
潜 使い た も に 、 杖 の 奇跡 が 示さ きれ た (20 窒 70 節 74 節 )。 イ スラ エル 人 た ち が 、 水 を 和 欲し が っ だ 呼 、 モ ー ゼ は 、 
呈 を 杖 で た た て 様 に 命じ られ だ (2 音 61 第 ) また 、 モ ー ゼ が 海 を 渡 ろ うと し た 時 、 神 は モー ゼ に 対し 、 海 を 杖 
で た だ く 様 命じ た 。 

注 7 モー ゼ は 、 自 分 に 与え られ た 僅 大 な 仕事 を 遂行 する の に は 、 力 不足 で ある と 考え 、 援 助 者 に 助け を 求 
め た 。 可 な る 聞 言 者 に は 、 ぅ もっ と 重大 な 責任 の 仕事 が 任 さ れ て いなだ が 、 決 し て 援助 を 求め た り は し な か っ だ 。 
彼 は 、 道 徳 的 瞬 廃 の 深 油 か ら 、 精 神 的 栄光 の 頂点 へ と 人 々 を 高め る と いう 上 埋 任 を 、 独 力 で 、 全 く 手 助け も 無し 
で 、 完 全 に 遂行 し た 。 
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37. 


38. 


39. 


40. 


41 . 


42 . 
43. 


44. 


. る れ ど 、 優 し い 言 


. 両 名 は 答え り 、「 主 は 、 


神 は 云 を り 、「 モ ー ゼ よ 、 液 の 願い ご と を 承 
諾 す 。 


われ ら は 以前 に も 液 に 恩恵 を 施せ り 。 


その 時 、 わ れ ら は 、 液 の 母 に 重要 な 啓示 に 
つい て 問 示 し て 、 云 えり 、 

」 こ の 子 を 箱 舟 に 入れ て 、 川 に 投げ 込め 。 
然 ら ば 後に 、 川 が 之 を 岸 に 打上 げん 。 面 し 
て 、 わ が 英 で あり 、 そ を その子 の 敵 で も ある 者 
が 役 を 拾い 上 げん 」 と 。 わ れ は 手 ず か ら 愛 
を こめ て 液 を 包み だ た だり 。 わ れこ れ を な せる 
は 、 わ が 目 の 前 に て 液 が 育て あげ られ ん が 
だ た だめ な り 。 

液 の 姉 が 歩き 廻っ だ 打 、「 あ な た 方 を この 子 
世話 する 者 の と ころ へ 案内 すべ きか ? | 
と 云い だ る 時 。 る きる れ ば 、 わ れ ら は 液 を 坪 の 
と ころ へ 戻し だ たり 、 を は 液 の 母 を 安心 きせ 、 
悲し み を 清き ん が な ため な り 。 まだ 、 液 が 人 
を 殺し た 時 も 、 われ ら は 液 を 窟 地 よ り 救 を 
り 。 こ の 外 に も 、 わ れ ら は 液 あ いろ いろ な 
方 法 で 試み た り 。 液 は 数 年 間 マ ドッ ヤン の 
民 の 中 に と どまり だ り 。 を その 後 、 液 は われ 
ら の 命 に よっ て ここ に 来 た り ね ぬ ね 、 モ ー ゼ よ 。 
「 わ れ は 、 わ が だ め に 液 を 選び た だ たり 。 

泊 、 兄 と 其 に 、 わ が 奇 忠 を た ず さ え て 行け 。 
面 し て 、 わ れ を 念 ず る こと を 怠る な か れ 。 
お 前 だ ち 両 名 ファ ラオ の と ころ へ 行け 、 役 
は すべ て の 則 を 越え て 罪 を 犯し た れ ば 。 
葉 で 彼 に 語れ 。 る すれ ば 
彼 気 が つき 、 神 を 時 れ る か も 知ら ぬ ] 

彼 が 我 等 に 対し て 乱 


禁 せ ぬ ね か 、 ま た だ た 閑 虐 な らん こと を 懲 る 」 と 。 


- 神 は 云え り 、 「 花 る る な か れ 。 われ は お 前 だ 


ち 両 名 ほ 僅 に あり 。 われ は 聞き 、 見 守ら ん 。 
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48、 き れ ば 、 流 等 両 名 彼 の と ころ へ 行き て 、 デー も を 8 る 322 
え 、「 我 等 は 流 の 主 の 使徒 な り 。 き れ ば 、 我 2 ya I 
等 と共に イス ラ エ ル の 子 ら を 去ら し め よ 。 EE Gi 
彼 等 を 苦し め る こ と な か れ 。 今 我 等 は 主 よ 
0 奇 踏 を 液 に も 5 た ら せ り 。 この 箇 導 に 従う 
者 に 平安 あれ か し a IP 

49、 を は 救 等 に 砂 示 され た り 。 逐 を 拒否 し 、 彰 RE GI AN GE 
を 向け る 者 に 天 間 降ら ん こと を 」 と 。 


—— 


OLS 

50. ファ ラオ は 云え り 、「 な ら ば 、 モ ー ゼ よ 、 お OC 
前 ら 両 名 の 主 と は 誰 ぞ や ?」 と 。 0 

51. モー ゼ は 均 ぇ えり 、 「 我 等 の 主 と は 、 すべ で て の 1 ロン る イン と 2 イク リッ ンダ る ンタ クス レン 

も の に 正しい 形 を 与え 、 然 る 後に を の 本 来 ・ Osa SS SG JG 


の 目的 に 導き 給 う た 御方 な り 」 と 。 

52、 フ ァ ラ オ は 云え り 、「 然 ら ば 、 前 代 の 者 の 成 ONG CG 
り 行 き や 如 何 に ? 」 と 。( 注 8) M 

53. モー ぜ は 区 え り 、「 そ れ に 関す る 知識 は 、 記 IGG is Ge JG 
録 き れ て 主 の 許 に あり 。 我 が 主 は 誤る こと 5 
な く 、 ま た 忘 る る こと も な し 」] と 。( 注 9) @e ぶ 9 


54. 貴方 だ た の た め に 大 地 を 振 監 と な し た る は を 1 SR IL で Gl 
彼 に し て 、 を の 中 に 幾多 の 道 を 敷き 連ね た 


り 。 両 し て 、 天 より 雨 を 降 し 、 そ れ に よっ CCCI 
て われ ら は きま ざま な る 雌雄 の 植物 を 生 ぜ 
し も 。 EAA 


これ 詳 デン いい ゥ メン と ッ ン ぅ 
55. 溢 等 之 を 食い 、 家 畜 を 放牧 せよ 。 げ に この は YEN ELI LE WN 
中 に は 、 思 盛 ある 者 へ の 幾多 の 神 光 あ り 。 


OA 

第 三 項 クタ ーッ タ エ レ っ ュ ン “2 

56. われ ら は 、 大 地 よ りお 前 た だ ち を 創り 、 曽 し 68 A RI 
も に 帰ら し め 、 再び を それ ょ りお 前 た ち 2 タン 

を 束 ら せん 。 の ce ら は 「 の 





注 8 ファ ラオ の 問 に 対す る モー ゼ の 返答 に 、 フ ァ ラ オ は 了 困 落し 、 自 ら の 質問 を 人 け 、 モ ー ゼ に 別 の 次 問 を 
し た 。 す な わ ち 、 も う 死 ん で し まっ た 以前 の 世代 に つい て 、 モ ー ゼ の 神 は 知っ て いる か と 詩 ね 、 モ ー ゼ の 導き 
無し で 、 以 前 の 世代 の 人 々 は 、 ど の よう に や っ て いた だ の か と 明らか に し よう と し た 。 す な わ ち 彼ら の 祖先 は 、 

神 の 導き が 無く 、 神 の 久 を 受け て 然るべき で ある と モー ゼ に 遠回し に 言わ せる こと に より 、 フ ァ ラ オ は 、 人 人 々 
が モー で ゼ に 対し 反感 を 抱く よう に 、 功 妙 に 仕組 を だ の で あっ た 。 

注 9 モー ゼ は 、 フ ァ ラ オ の 次 任 の が れ 的 な 策略 に 対し 、 相 手 を へ こま す よ うな 答 を し て いる 。 彼 は ファ ラ 
オォ に 対し 、 押 先 の こと は 気 に か け な い と 言っ た 。 神 は 彼ら の こと を すべ て 知り 、 彼 ら に 関す る 詳細 は 神 の 記憶 
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57. 


58. 


59. 


60. 


61. 


62. 


63. 


64 . 


われ ら は ファ ラオ に きま ぎ ま な る 軍 兆 を 見 
せ た れ ど 、 そ れ 等 を 彼 は 認め ず 、 信 ずる こ 
と を 拒否 し た り 。 


ファ ラオ は 云え り 、「 モ ー ぞ よ 、 . 伯 は 妖術 を 
以 て 我 等 を この 国土 か ら 6 追い 、 出 すべ く 来 た 
る か 7? ( 注 10) 

な ら ば 我 等 も $、 同 じ 妖 術 を 以 て 液 に 対抗 せ 
ん 。 さ る れ ば 、 我 等 と 液 と 約束 を % 守 び 、 双方 
に 都合 の いい 場所 で 、 必ず 約束 に 違わ ざれ 、 
我 等 $ 液 も ] &。 


モー ゼ は 云え り 、]| その 約束 は 娠 り の 日 と 定 
めん 。 日 が 空 高く 昇る 頃 、 ( 注 11) 人 々 を 
呼び 集め よ 」 と 。 


そこ て ファ ラオ は 退き と り 、 
然 る 後 約束 の 場 に 現れ た 9 。 
モー ゼ は 人 々 に 云え り 、[ 摘 な る か な お 前 
だ た ち 。 アッラー に 対し 泰 り 偽り を 云う な か 
れ 、 天 六 を うけ て 減 ぼ きれ ぬ だ め に 。 げ に 
役 は 、 偽 る 者 は 必ず 減 ぼ きん 」 と 。 ( 注 12) 
を こ で 、 彼 等 と 計略 に つい て 互い に 論議 
し 、 ま だ ひそ か に 協議 せり 。 

彼 等 は 云え り 、「 こ の 両 名 は 確か に 妖術 使い 
に し て 、 を その 妖術 を 使っ て お 前 た ち を を の 
国 凸 か ら 放 逐 し 、 も っ て お 前 た ちの 優れ だ な 
伝統 を 減 ぼ きん と する 者 な り 5。 


計画 を 灯 り 、 





の 中 に 蓄え られ て お り 、 
で あろ うぅ 5、 


注 10 
モー ゼ は 、 賢 い 策略 に より 、 


注 11 


と 答え だ の で ある 。 


復活 の 日 に は 、 神 が 彼ら の 状況 、 環 境 を 考 虚 に 入れ 、 


レッ ン る タ の ジレ 1 タ ィ ッ ン フラン ン 
@J500 (AMG A 


EO CE 


Be ン i 
Da 

RI EN SG 
@ あ うら 


1 アン タ 


アラ プン レン ング 。 タラ ン ラ ウォ ュ 8 
a Rr の CS 


” | ュ ウ の ゥ タグ ン 
CE A ad 
i 3 i CC 


1 I ラタン 2 タブ 2SES3 


ee edy と) 


も ヶ タ 


DL 
2 
Log の 5 Us OL HG 


RE Had o 
EB I ES 


彼ら の 行ない に 従っ て 、 報 いる 


この 第 は 、 フ ァ ラ オ の 外 猟 な た くらみ に つい て 言及 し て いる よう で ある 。 エ ジ プ ト で は 外人 人 で ある 


モー ゼ と 型 な る 傾 言 者 と の 問 に は 、 


エジプト 王朝 を 緩 を うと し て いる 、 と ファ ラオ は 人 々 に 述べ た 。 


曽 白い 類 秒 点 が あぁ る 様 だ 。 十分 に 準備 きれ た だ モーゼ と 魔術 師 と の 
コン テス ト が ズ ハ ー (午前 中 ) に 行なわ れ だ の に 対し 、 型 な る 項 言 者 が 征服 者 と し 


て 、 メ ッ カ 入り し た の も 、 


ナラ ビア に お ける 不信 仰 : 多神教 の 骸 師 を 示す ズ ハ ー の 時 で あっ た だ 。 


注 12 


この 節 に は 押 の 啓示 の 要求 者 の 真 偽 を 武 す た め の 確実 な 基 礁 が 定 ゆ られ て いる 。 すなわち 、 神 に 対し 


て うそ を を つく 者 は 、 つ か の 問 繁 栄 す る か も し れ な い が 、 
れ は 、 す べ て の 宗教 の 克 史 の ペー ジ に 大 きく 書か れれ て いる 真理 で ある 。 


究極 的 に は 減 び 、 み じ め な 終り も や とげる で あろ う 。 こ 


ー482 一 


沈 二 十 剖 ター・ ハ ハー 

アー 9 グ たる wu っ 2 人 0 GE 

65. され ば 、 お 前 た ちの 計略 を 中 し 合せ 、 勢 ぞ の っ 1 EAR RO 
ろ い し て 進み 出 で よ 。 げ に 今日 勝利 を 得 た 2 
者 は 必ず 栄え ん 」 と 。 Oasis ol 

ヶ うか 

66. 彼 沼 は 評 え り 、「 モ ー ぞ よ 、 流 が 先 に 投げ る OR ら OL 出光 仙 

+ それ と も 我 等 が 先 に な そう か 」 と 。 002 し 
BH 

67. モー ゼ は 応え り 、「 い や 、 液 等 先 に 投げ よ 」 (59 4 MC 和 Y 
と 。 ( 注 13) する と 、 見 よ ! 彼 等 の 綿 や 棒 ” as 22 い 
は 、 そ の 魔術 に よっ て 、 モー ゼ に は 、 る な に EPR 
が ら 6 走り 廻る が 如く に 見 えた 5。 ( 注 14) 

68. され ば 、 モ ー で は 心中 に 居れ を い だ け り 。 AI 65 ot 
( 注 15) 

69. われ ら は 云え り 、「 怖 る る な か れ 、 液 必ず 勝 og 2 k2 2 
を 得 ん 。 

70. 液 の 右手 に ある も の を 投げ よ 。 き すれ ば る 2 ば 2C SYSL28C の 5 
れ は 、 彼 等 が 造れ る も の を 谷 み 込ま ん 、 彼 9 る 
等 が 造り し 物 は た だ の 魔術 師 の ざま か し に OEE SN dD 
すぎ ぬ 故 。 魔術 師 な ど 、 何 を も くろ も うと 、 
決し て 栄え ず 」 と 。 A 0 

に ひれ < a 4 

かく て 、 麻 術 師 た ち は 必 服 し 、 平伏 を 5。 O28 GI 6 
彼 等 は 云え り 、「 我 等 は アロ ン と モー ゼ の 王 の 2 
を 信 ず 」 と 。 

5 a に > タン る nC ノン フロ 5 ン ly 

72。 フ ァ ラ オ は 評 え り 、[ お 前 た ち は 余 の 許可 な 0351 SSS IE 
し に 彼 を 信ずる か ? 彼 は お 前 だ ち に 魔術 を TID CR 
教え た 首 邊 だ っ た 笠 。 き れ ば 、 余 は 前 た G0 e288 スペ を 
ちの 両手 両足 を 互い 培い に 切 落 し 、 必 ず 0 er 

ヴ 
東 格 子 の 幹 に お 前 た ち を 秦 け に し て くれ の 92 ら の 5 の ウシ 
\ ズ ノ アイ イク タプ ンタ イッ ンプ 人) 

ん 。 き すれ ば 前 た ち 、 い ずれ の 前 が 酷 し OE ue GES CS 

く 、 い つ そ う 永 続き する か 、 思 い 知 らき れ 

ん ん] と 。 
注 13 神 の 謝 言 者 た ち は 、 決 し て 自 65 攻 撃 を し か ける こと は な か っ だ た だ 。 攻撃 きれ て 始めて 、 防 術 し た 。 
注 14 モー ゼ に は 麻 術 師 の 縄 と 棒 は 、 動 き 回 っ て いる か の 様 に 見 え だ 。 箇 の 力 は 、 は じ め 、 短 い 導 勝利 を 得 


る 様 に みえ る が 、 
モー で ゼ は 、 磨 術 師 の 縄 や 棒 を 乏 れ だ り は し な か っ だ 。 神 の 預言 者 た な ち 
懲 れ な か っ た 。 唯 -- モ ー ゼ が 殴 れ だ の は 、 人 々 が 魔術 師 の 和 奇妙 な 行動 に 惑わ きれ る の で は な い 


注 15 


9 、 





すでに 減 び る の だ 。 


何 $ も の を も 


か と いう こと だ け で あっ た 。 





は 、 確 固 た る 着 の 上 に 立っ て お 
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74. 


75. 


76. 


78. 


79. 


80 . 


81 . 


注 16 
あろ う 。 ま た だ 、 
に は それ が 与え られ な いい の だ 。 あるいは 、 

ぢ お り 、 こ の 様 な 状況 は 、 死 より も つら 6 い 、 


. すなわち 、 


修 等 は 答え り 、「 我 等 は 液 より 、 我 等 に 示 る 
れ だ た る 明 折 な る 神 兆 、 並 びに 我 等 を 創造 せ 


る 彼 の 方 を 選ぶ べし 。 き され ば 、 液 欲す る が 
まま に 判決 せよ 。 液 は だ だ 現世 の 命 の み 決 


定 し 得る に すぎ ず 。 

げに 我 等 が 主 を 信ずる は 、 我 等 が 外せ し 罪 
の 赦し を 請 い 、 ま た 液 が 我 等 に 強要 し た 魔 
術 の 赦し を 請 わ ん が た だ ため な り 。 な ん と な れ 
ば 、 ア ッ ラ ー は 液 よ り も は る か に 優 り て 、 
最も 長続き し 給 う 」 と 。 

蛋 人 と し て 主 の 前 に 出る 者 に は 一 地獄 あ 
り 。 彼 は その 中 で 死に ぉ もせ ず 、 ま た 生き も ぅ 
せ ざ らん 。 ( 注 16) 


きれ ど 、 警 行 を 積み し 信者 と し て 彼 の 前 に 
出る 者 、 か か る 者 に は 最上 の 位階 あり 一 


下 に 河川 流 る る 永遠 の 楽園 な り 。 
彼 等 は を こ に 永久 に 住み つか ん 。 を そ は その 
身 を 潔く 保つ 者 へ の 報奨 な 5。 

第 思 項 
われ ら は モー や に 啓示 を 降 し 、「 夜 に 乗じ て 
わが 僕 等 を 連れ 出し 、 海中 に 彼 等 の た め に 
乾い た 道 を 打ち 開け 。 溢 追い つか れる こと 
を 巡 れ る な か れ 、 ま た 何 も 怖 が る こと な か 
れ 」 と 命 ず 。 
ファ ラオ は その 軍勢 を 率い て 人 々 を 追跡 し 
が 、 海 水 は 彼 等 を 完全 に 呑み 沈め ゆ た り 。 
ファ ラオ は を その 民 を 邪道 に 導き 、 之 を 正 
《 衝 か ざり し が 故 な り 。 
「 イ スラ エル の 子 ら よ 、 わ れ ら は 前 だ ち 
を その 英 か らら 救い 出し 、 あ の 山 の 右 側 で お 


死に より 、 人 は 苦し みか ら 解 き 放 きれ る 。 そ の た め 、 罪 人 は 地獄 で は 死な ず 、 
中 実 の 生 と は 、 神 の 選 能 に より 成り 立つ も の で あり 、 彼 


年 人 は 地獄 で 生き る こと も で き な い 。 


この 節 の 高 味 す る も の は 、 晶 人 人 から は ず すべ て の 野 め 、 
と いう こと か も し れ な い 。 
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イロ リン 2 ズ タタ プラ 。 


23373 
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涯 し み に 半 まる れる で 


Oeu4 し 5 


六 福 が 鶴 わ 和 れ 
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第 一 十 章 a 
うず ら タタ に る アレ デラ っ 

前 た ちと 約束 を 結び 、 古 し て 、 マ ン ナ と 義 Act DI RS) の 

を お 前 た ち に 降 し た り 。 | 


82 . 


83., 


84 . 


85. 


86. 


88. 


注 17 


は 、 す サマ リア の 住民 で ある 。 こ の す サマ リア 人 と は 、 


われ ら 6 が 前 た ちの た め に 用 意 し た る 儲 物 
を 食 せよ 、 な れ と 、 度 を 過ごす こよ と なかれ 、 
も し わが 激怒 が お 前 た ちの 上 に 降る を 恐 
な ば 。 わ が 激怒 に 触れ た る 者 は 、 必 ず や 小 

が らし 。 

きれ ど 、 悔 い 改め て 信仰 に 入り 、 若 行 を 積 

み 、 を その 上 、 指 導 に 忠実 な る 者 に は 、 げ に 

われ は 寛大 な り 。 

と ころ で 、 モ ー ゼ よ 、 液 を その 民 か ら 急 ぎ 

離れ きせ だ る は 、 人 何ぞ や ?」 

モー ゼ は 答え り 、「 み な 我 が 足跡 を 厳密 に 追 
た 


う 。 面 し て 我 、 液 主 の 許 に 急ぎ た る は 、 
だ 液 を 喜ば せん が だ め な り 5」 と 。 


流 の 不在 の 間 に 人 々 
ミリ ー が ( 注 17) 皆 


神 は 云え 9 り 、「 わ れ ら 、 
を 試し た る に 、 
ee 


・ る され ば 、 モ ー で ゼ は 怒り か つ 悲 し みつ つっ 己 が 


民 の も と に 帰り て 、 云 えり 、「 お 前 た ちの 主 
は 有難 い 約 束 を お 前 た ちと 結ば ざり し か ? 
その 約束 の 期限 が お 前 た ち は 長 す ぎる と で 
も 云う の か 、 そ を それ と も 、 天 前 が 己 が 身 に 降 
りか か らん こと を 望み て 、 我 と の 約束 を 破 
り し か 7」 と 。 

彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 自ら 6 進ん で 液 と の 約 
束 を 破れ る に 非 ず 。 な れ ど 、 我 等 は 人 々 の 
装 節 品 の 軍 荷 を 背負 わき る きれ だ た だ の で 、 を 打 
ち 捨て り 、 あ の サー ミリ ー 人 が 投げ た る 如 
由 と 。 


NAC a 
A 2? イー ラテ アン で ュー ジン の 
LE の Gras 3 っ 42 


Ba 

ン ン ン フイ フン [て ライ 外さ < イィ っ 
ALL lS 
GLa 


2?1 2 ダッ プー プイ フラン レン 
Dr do creUE1 い 5 
シル っ アン イッ テン タッ タ イレ 
EG oe 05 


| ゥ ク 


Gas 
A RT EL CAE 
obs 


1 ゥ タ マン ダス 


CE Ce 
oe ら う KO AI 
KEO る SN 

odus2 AE6 人 が とる 2 
EA AC GA REARE 


z つっ - 


CEE SI SI 
SE 





ー ミ リー と は 、 サ ー マ リ ヤ (サマ リア 人 ) の 形容 詞 で ある 。 サマリア 人 は 、 イ スラ エル の 子供 の 種 
族 の 一 つ で あり 、 ユ ダ ヤ 教 の 一 款 派 で ある が 、 彼 ら と は 、 慣 習 が 異な っ て いた 。 正確 に いえ ば 、 サ マリ ア 人 と 


現在 、 ナ プラス に 住み 、 自 ら を ベネ ー・ 


イェ スラ エル と し 呼 


ぶ 小 部 族 の こと を 指す 。 彼 ら の 地域 と し て の 麻 史 は 紀元 前 罰 年 に アッ シリ ア 人 が サマ リア を 証拠 し た 時 に 始ま 
る (Jew. Enc.)。 
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第 二 十 章 402 
89. か く て サー ミリ ー 人 は 彼 等 に 、 和 牛 の 形 を し の ジュ 2 ン ン グレ タイ クレ ン 2? タン ンプ ッ イン 
た 、 忠 える 物 を 造り た り 。 す る と 、 彼 等 は SS Se G 
云え り 、「 こ は お 前 た ちの 神 に し て 、 モ ー ゼ ン イイ 2 タル 
Fa 4 2 ェ ピ 門 ES 。 2 
の 神 な り し が 、 彼 は それ を 忘れ だ る な り 」 
と 。 
a の の の 7 の この 2 う ア る ン “sz 
90. 彼 等 は それ が -- 言 も 答 を ず 、 ま た 考 に も 薬 nweNe9525 RO 
に も な ら ぬ る も の だ と いう こと が 解ら ざり し SRS 5 を る 
か ? ③ 
第 五 項 
91. これ 以前 に 、 す で に アロ ン が 人 々 に 云え り 、 E5le38 5 の の 63373 
[ 我 が 民 よ 、 お 前 た ち は 物 像 に よっ て 試 き 
2 6 1 5 
れ だ た る に すき ず 。 な れ ど 、 げ に おち 前 た ちの bb562 NS 8 うる 
主 は 慈 甘 深 い 神 な り 。 さ きれ ば 、 我 に 徒 い 、 2 
我 が 命 に 服 せ 」 と 。 OE 
2 グ も う っ 1 の る う 
92. 彼 等 は 答え り 、[ 救 等 は モー せ が 我 等 に 語る AI こう り だ SC と の FA 
まで は 、 決 し て 之 を 涯 拝 す る こと を 止め ず ] 時 
と 。 Gc 
ey 束 < 定 2 大 カ . 2 ‘ ング gi ン 
93. モ で は 尋ね り 、「 ア ロン よ 、 役 等 が 迷う の ER 学び ds 1 
を 見 だ る 時 、 何 が 液 を 妨げ だ たる か 、 
FE 財 SAS ンー ン ッ ン ン ンプ ン ン 7 
94. 我 に 従う こと か ら 7 液 、 何 故に 我 が 命 に 背 VN 
きだ る や ?」 と 。 
95、 ア ロン は 答え り 、「 我 が 母 の 子 よ 、 我 が 解 1 ob93 8 いく 
髪の毛 を 掴む な か れ 。 我 は 流 が 「 イ スラ エ 2 102 の 
ル の 子 ら を 分 贅 き し め 、 我 が 言葉 を 守ら 6 ぎ つや 妙 31 あ 前 月 LS Ol cass 
りき と 云い は すま いか と 負 計れ し た る な り | 2 の 2 タッ ン ッ アク 
と 。 DES SS 
か 7 タ ーー ンク グン 
96. モー ゼ は 去り 、[ 然 ら ば 、 サ ー ミ リー 人 よ 、 Do LR 
小 の 存 念 や 如何 に ?」 と 。 
97. 彼 は 云え り 、「 我 は 彼 等 が 気づか ざる も の を 46958oBAAZJC あの 6 
気づけ り 。 我 は 使徒 が 教え を し こと の 一 部 を 、 
し 6020 う 2 アデ デン 1 の > ュ ン ン ン 1 
探っ た に すぎ ず 。 し か し 、 そ れ す ら も 打ち 48d JA 62 
捨て り 。 か さく し だ る は 、 我 が 心 が * 我 に 命 生じ 
だ た る が 故 な り ]」 と 。 ( 注 18) 
注 18 この 言 茶 に は 、「 私 だ ちの 理解 力 は 、 イ スラ エル 人 より 5 すぐ で ぐれ て いる 。] と いう 意味 も ある か も し れ 
な い 。 サ ー ミ リー が 言 な うに し た の は 、 吾 目的 に モー ゼ の 教え を 信じ た の で は な く 、 モ ー で に 従い 、 教 を を 理 
解 し て 信じ た 、 ほ いう こと で ある 。 し か し 、 モ ー ゼ が シナ イ 山 に 行っ た 時 、 彼 は 便宜 の 仮面 を 取り 去り 、 今 ま 
で 受け 入れ て きた 教え ( 先 家 か ら 受 け 継 が れ て きた 知識 ) を すべ て 捨て て し まっ だ 。 これが 、 役 の 心 の 中 か ら 


の 行動 で ある 。 
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党 ご . 十 謀 ター・ ハ パ ハー 
98. モー ゼ は 云え り 、「 き され ば 、 立ち 去れ ! この 8 AI 品 5 6 
と 5 - = Os っ 
世に ある 限り 、 流 は 誰 に も 『 我 に 熊 々 な か 。 フレッ スリ 
し 〆 内 PF x ルン 1 の 

れ ] と ( 注 19) 云わ し ゅ られ ん 。 硬 し て 、 a JO の Ns 

ぃ いずれ は 逃れ 難 き 懲罰 の 約束 あり 。 さあ 、 ンタ アイン ンス 化 ン i 2 

流 が 崇拝 せ し 神 を 見 よ 。 我 等 は 必ず を 英 3 ERE EE GSN al 

き 灰 と 化し 、 鉄 る 後に 之 を 海中 に 撮 き 散ら FH フュ ルン 

だ OGA GRE 
99. 前 た ちの 神 は 、 独 り ア ッ ラ ー に し て 、 を 。 22958JL GON 20 し CS 

れ 以 外 に は 神 な し 。 彼 は その 御 知識 で 一 切 Ne 

を 包含 す 」 と 。 SUL (の 
100. か く 和 われ ら は 液 に 以前 に 起り し RS GE EE 55 YS 

こと の 消息 を 語り 聞か す 。 面 し て 、 わ れ ら 8 Ce nd 

は 液 に 1 と より 注意 を 与え だり 。 i * 2 GS1O53 
101. 之 に 背 い た る 者 は 、 復 活 の 日 に 於 て 、 必 人 < 20 ンプ フフ ッ イ 5 ン 

8 の ha 5 Ge [ 

ず 重 荷 を 背負 わき れ 、 © i 
102。 を の 下 に 甘 ん ぜ ん 。 復活 の 日 に 訟 ける 彼 ex | の 4 の 5 dA 

等 に し り て 、 を その 重荷 は 袖 い な る べし 、 5 
103. 各 史 が 吹き 鳴ら され ん その 日 。 を の H こ uu22oose0b 5 うっ ya で 

を 、 ゎ われ ら は 軸 眼 の 罪 ぶ か い 者 ども を ( 注 Pe 

20) 一 人 の こら ず 吾 集 せ ん 。 II 
104. 彼 等 は 互い に 声 を ひそ め て 、 き き や か ん っ 22 と の 2 

リー っ やす の し ら る Au の 
[お 前 た ちの 滞在 は 、 ほ ん の 十 日 程 に ( 注 i 
21) し か すぎ ざり き 」 一 
Ls ヶ タ プン 2 

105. われ ら は 彼 等 が 云わ ん と する こと を 熟知 NA 1 OR Co 2 5 

す ナー すなわち 、 彼 等 の 中 で 最も 世 故 に た け 0 

た 者 は 云わ ん 、「 お 前 た ち は 、 だ っ た だ 一 是 し Ge A oe 

か 滞在 せな ん だ 」 と 。 
注 19 この "“ 我 に 能 る な か れ " と いう 言葉 の 意味 た し て 、 次 の 3 つが 考え られ る 。 1 サー ミリ ー は 、 イ スラ 


エル 人 を 牛 信仰 へ 導い た だ た め 、 
彼 と の 接触 を 拒ん だ 。(3) 彼 は 、 心 気 症 に か か * 》 、 


社会 か ら 拒 絶 き まれ 、 罰 せる れ た だ 。(⑫) 彼 は 皮 具 の 伝染 病 に か か っ だ の で 、 人 人 々 は 
人 々 を 避け だ 。 


注 20 この 比較 は 、 青 い 日 を 持ち 、 精 神 的 に 盲目 で 、 常 に イス ラム へ の 憎み を 持っ て いる 西洋 キリ スト 教 族 
国 を 指し て いる 様 で ある 。 
注 21 ここ で の 「10 日 間 ] と は 、 全 部 で 1000 年 問 を 意味 し て いる 。 ヒ ジラ 後 、 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 が 休 肛 し て 


いた 10 世紀 (1000 年 間 ) の こと を 指し て いる 。 型 な る 預言 者 が 紀元 7 世紀 初頭 に 説教 を 始め た 1000 年 後 の 17 
世紀 始め ゆ に 、 ヨ ー ロ ッ プ パパ 諸国 は 冬眠 か ら 日 ぎゅ 、 征 服 の た め に 世界 中 へ と 広がっ て いっ た 。 
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第 六 項 トン 2 プ ラック 
106. 彼 等 は 山 に つい て ( 注 22) 液 に - 間 た 5 OG US JE BEE 二 玩 る 


2 [ 我 が 王 之 を 粉々 に 打ち 砕き 鹿 頑 の 


如 《 四散 せん 。 

か こ う クラ ラン み る rd 
107. 硬 し て 、 之 を 平坦 な る 不毛 の 荒野 と な し 、 aio ERS 
108. 液 は を こ に 、 何 ん の 汗 み も 突起 する と こ OIE ンー る 
3 2 (ダァ リ 

ろ も 見 る さ べし] と 。 ( 注 23) ES 
A 2 アマ イッ レン で アア ルン イレ ン ッ タン 。 ララ ン 
109. その 日 彼 等 は 、 真 直 に 行く 召集 者 に ( 注 _ was うり を ss) (る 1 の ひこ 2 
24) 従い b、 そ れ か ら 逸 脱し 得 ざ る べし 。 慈 RN 
悲 深い 神 の 御前 で は すべ て の 声 は 静 ま り 、 この や やら の りら ye 


か を そ け き 足音 の 外 、 流 な に も 聴か ぎる べし 。 
110. その 日 、 慈 悲 深い 神 が 許可 を 与え 、 誠実 195e 
な る その 言葉 が 斉 納 せら れる 者 の 外 は 、 誰 


の 執 成 も 益 せ ぎる べし 。 の 85462 283 

111. アッ ラー は 、 役 等 の 前 に ある も の 後ろ に ン ン ぅ ク みる? A ん ッ ン 

ある も の 、( 往 25) その すべ て を 知り 給 すう っ が いら Es 

うぅ 。 き され ど 、 彼 等 は その 知識 を 以 て 之 を 理 Od oR 
解 し 得 ざ る な り 。 2 

イン ン ッ ン ッ プ レラ 5 タン タ 1 アン 

112. すべ て の 顔 は 、 水 生 者 、 自 存 者 の 御前 で UWoeo& 033 2 II に で 

も ん 。 面 し て 、 邪 悪 の 重荷 を 背負 っ た 者 ‘i 

グ 113 

ょ 、 必 ず や 滅ぶ らん 。 ei 


113、 きれ ど 、 信 者 に し て 、 療 行 を 積む 者 は 、 タリン ベク の 22385 eo 7 と うう 

不当 に 山 せ られ る 心配 も な けれ ば 、 ま た 損 の あの 
アッ ー イル 

害 を 受け る 心配 も な か る べし 。 Ea II 











注 22 ここ で アル ・ ジ バ ー ル ( 山 ) と いう の は 、 強 力 な 西洋 キリ スト 教 諸 国 の こと で ある 。 こ の 節 の 預言 は 、 
西洋 諸国 を 完 計 な きま で に 破 寺 す る と いう こと で ある 。 西洋 の 次 退 は も うす で に 始ま っ て いる 。2 つの 大 戦 が 、 
西洋 を 大 い に 弱 体 化 させ な た 。 18 誤 9 第 も 参照 の こ 上 。 


注 23 これ は 、 企 大 で 強力 な 帝国 が 減 び 、 人 間 社 会 の 様々 な 分 野 に 挑 け る 社会 称 経 済 的 地位 が 向上 する で あ 
ろう 時 に 、 社 会 主義 と 大王 主義 が 納 隆 する こ 上 ょ を 示し て いる 。 


注 24 曹 な る 預言 者 の こと 。 
注 25 「 後 の に ある も の |] と いう 言葉 は 、 す で に 成し遂げ た 偉業 を 指し 、[ 前 に ある も の 」 と は 、 将 来 、 成 し 


遂げ よう と し て いる 僅 業 を 示す 。 
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114. か く の 如 く 、 われ ら は アラ ビア 語 で クル ど [の 2 マン る (る 4 3 ME 
ンク >o う の ad の 
アー ン を 陸 し 、 そ の 中 で きま ぎ ま な る 符 告 イデ 3 
ク タラ 5 A 
を 明示 せり 、 こ は 彼 等 を し て 神 を 貴 れ せ し © 7 タ OR る フッタ ue Je 


め 、 ま た だ 神 を 思い 出 き し め る 原因 を 生 ぜ し 


めん が た め な り 。 
リア アス イィ ンス 
115. 洋 高 な を か な 、 ア ッ ラ ー、 真 の 王者 な 91 og1 は 5 し OCSy26551 あ 0 党 
流 へ の 背 示 が 完了 せ ぬ 前 に クル アー ン の 読 2 タレ ラン イッ っ 。 
証 を 催促 す る こと な か れ 。 むし ろ 云 ん 、[ 主 8 中 305 3 25S gl ば の 
ょ 、 我 に 知識 を ( 注 26) 増し 給え] と 。 eu 
116. われ ら は 、 アダ ム と 約束 を 結び し が 、 1 スッ イン ンー ダイ アア 3 1 
音 2 AUGA 
i hE 使 C 。 ー ン ウ SdSoe23IdLCO を 8 
不服 従 の 決心 あり た は 思わ ぎり まき 。( 注 ot 
27) 
第 七 項 


117. われ ら が 、 天使 だ も に 向かっ て アダ ム に 服 brs Pc イ 2 4 に の っ レ の っ 
能 せ よ 」 と 云い し 時 、 和 々 は 秋 穫 いた 5。 DU GIANCS32 


0 イブ リー ス は 服 る ざり き 。 彼 は 所 gd 
みた り 。 M 
118. そこ で 、 わ れ ら は 去 え り 、[ ア ダム よ 、 こ 3 Aa RY で 
の 者 は 、 液 並び に 流 の 妻 の 敵 な り 。 きれ ば 、 2 
お ぉ 前 た ち 両 人 、 こ の 者 に 楽園 か ら 逐 い 出さ CR CY 
れ て 失敗 せ ぬ よう 気 を つけ よ 。 ( 注 28) 
119. 此 の 園 で は 、 洲 は 負え ず 、 ま た 裸 な ら ず 。 DI Lr 
120. 温 き を 覚え を ず 、 ま な た 陽 に きら きれ る こと DE YI EY SS 


も な か らん 」 と 。 ( 注 29) 
注 26 。 型 な る 預言 者 は 、「 知 識 は 中 園 の 様 な 遠い 団 に ある 。 きれ ど 、 知 識 を 求め よ 。]」 言っ な と 上 伝え ら て い 
る 。 グ ルアー ン の 他 の 箇所 で も 、 知 識 は 「 神 の 僅 大 な る 思 論 と さる れ て いる (2 章 列 節 、 4 音量 節 参 照 ) 知識 
に は 2 種類 ある 。 (1 啓示 に よっ て 与 を られ る 知識 。 ク ルアー ン に は 、 完 全 な 頭 示 と し て 書か れ て いる 。 (2) 人 章 
が 、 自ら 努力 し て 習得 する も の 。 
注 27 。 この節 に は 、 ア ダム の 過失 は 、 判 断 の 過ち で あっ だ こと が 示さ きれ て いる 。 それ は うか つ に 心 な ら ず も 
し た こと で あり 、 意 識 的 、 故意 に し た こと で は な か っ た 。 過ち を 犯す の は 、 人 の 常 で ある 。 
注 28 も し 、 ア ダム が イプ リー ス の 甘 言 に 惑 る きれ 、 彼 の 忠告 を 受け 入れ だ た なら ば 、 ジ ャ ン ナ 、 す な わ ち 、 今 
まで 革 受 し て きだ 「 楽 園 ] に いじ る よう な 至福 の 生 、 縛 神 的 満足 や 失う で あろ う 、 と 賛 告 きれ た だ 。 
注 29 当 節 と 前 節 は 、 文 明 社会 の 据 適 き 、 安 楽 き に つい て 言及 し て いる も の と 思わ れる 。 こ の 2 つの 節 が 示 
し て いる の は 、 生 活 に 基本 的 に 必要 で ある 衣 ・ 食 ・ 住 を 供給 する こと が 文明 的 政府 の 第 一 の 義務 で あり 、 社 会 
が 文明 社会 で ある と いえ る の は ば 、 国 民 す べ て に これ ら の 必要 性 が 満た る れ た 時 で ある 。 負え で 死ぬ 人 々 が いる 
一 方 、 営 を た ゆめ こせ 人 々 が いる 、 と いう 様 な 深刻 な 経済 的 不平 等 が 無く て ならない 限 り 、 人 人 類 は 社会 の 混乱 に 苦 
し み 続 け 、 人 間 社 会 の 道徳 は 向上 し な いで あろ う 。 こ こ で アダ ム は 、 す べ て の 住民 に 、 生 活 の 快適 き と 必 演 品 
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121. 然るに 、 悪 魔 は アダ ム に 教 吹 し て 、 云 え 本 A es 
り 、「 ア ダム よ 、 我 は 液 に 永遠 の 樹 ほ 不 減 の hg 


王権 も を 教え よう か ?」 と 。 ( 注 30) の dP: 
か く て 、 役 等 両 人 それ を 食し た だ たれ ば 、 自 1 ジオン メン 2 ング 1 タン ne ン ッ 
eb っ 1 
274 イン タン! 


分 た ち が 裸 な る こと に 気づき 、 楽 園 の 木 の 
SR ek 


122. 


葉 を 綴り て その 身 を 蔽 い 始 め た り 。 か てく て 、 
アダ ム は 主 の 命 に 背 き た れ ば 、 を の 生涯 は 
みじめ な も の となり め 。 


4% る を ゴビ に で 1 * ユ ァ ビ トー レン ノア タン 1 の タウ 
123. その 後 主 は 、 慈 悲 ゆ え に 再 び 彼 を 選び 、 @geu2 3 あじ に ら ぼ 435 RS 
彼 を 容赦 し て 正臣 へ と 活き だ り 
124. 神 は 云え り 、「 お 前 た ち 、 特に = こ か ら 落 SC EAR ld 
も て 行け 、 相互 に 責 と な り て 。 重 し て 、 も i 
MN . 3 る 2 EG GI 
に 従う 者 は 迷う こと な く 、 ま な た 災難 に 章 ッ ン 
ぎる べし 。 ed お 25 
125. る れ ど 、 わ が 訓 戒 に 背く 者 は 、 そ の 生涯 。 区 22 ES EGS 


は 難儀 させ られ 、 また 復活 の 日 に は 、 わ れ 
らら 区 を 盲 者 も し て 束 ら きん 」 と 。 


る 


DE SS se 3 


126。 彼 は 云わ ん 、「 詩 よ 、 決 何故 に 我 を 斉 才 し REE 7 
し て 避 ら し ゅ た る か 、 我 以前 視力 を 持ち た sl Gi ol DH SG 
る も の を 7?| と 。 0 

127. 神 は 云え 9、「 わ れ ら の 神 光 が 激 に 降り し る EC ARI 
時 、 液 は 之 を な や ぎり に せり 9。 今 日 は 、 同 12%2 
様 に 液 が な な ぎり に きれ る 日 な り 」 と 。 Gt 


と 3 9 内 


128. われ ら は この よう に し て 、 規 則 に 遠 犯 し 、 3 う cubt 53 の は SS 


デ 


129. 


を の 主 の 神 光 を 信 ぜ ざる 者 に 報 ゆ 。 な れ ど 、 
来世 の 人 稔 罰 は 更に 厳し く 、 更に 長 し 。 

われ ら が 彼 等 以前 に 如何 に 多く の 世代 を 減 
ぼ ば し た る か 、 今 彼 等 は それ 等 の 廃 培 を 往き 
来 し な が ら 、 に よっ て 導 か れる こと な き 


FL と プル ん ンプ 1 う レア アノ 
OR RE RY 
タッ タク ター 


G8 8 8 


ッ ン アロ し の る 」 あ 9 2 8 ンタ クッ ン 
SFE GER GR 

か ? げに この 中 に は 、 理 性 を 備え た 者 へ の に 

きま ざま な る 神 兆 あり 。 OR を 
が 十分 に 与え られ て いる 場所 に 住む びあ ろう 、 と 告げ られ て いる 。 こ の よう な 状態 は 、 ク ルアー ン の 他 の 部 分 


で も (2 章 36 節 ) 示さ きれ て いる 。 この 節 は 、 ま だ た 、 ア ダム に よっ て 、 新 し い 社 会 秩序 が 始ま り 、 人 間 の 社会 的 
発展 の 時 代 の 先がけ と な る 王国 の 基盤 を 築 か れる 、 と いう こと も 示し て いる 。 


注 30 相 節 一 124 節 まで に つい て の 説明 は 2 立 36 仙一 39 第 参照 。 
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130. 


131. 


132 . 


133. 


134 . 


135 , 


136 . 


注 31 


注 32 


第 入 項 

も し すでに 主 か ら 発 布 せ られ だ る 言葉 
( 注 31) な か り せ ば 、 林 し て 期限 が 定め ら 
れ だ る に 非 ぎ り せ ば 、 即 罰 は 人 避け 得 ぎ ざり し 
な り 。 

彼 等 が 信 ん と いおう と も 面 え 忍び 、 日 の 
出前 、 日 没 前 に 主 の 栄光 を 護 え まつ れ 。 ま 
た 夜間 の 一 時 、 一 日 の 二 回 の 極 に 訟 て も 之 
を な せ 。 る すれ ば 液 本 当 の 伴 福 を 見 い だ す 
や も 知 必 。 


われ ら が 彼 人 等 の 或 る 種 の 者 に 、 束 の 間 の 
楽し み 一 すなわち 現世 の 栄華 一 を 与 を た こ 
と に 液 目 を みはる な か れ 一 あれ は 要する 
に 、 を それ に よっ て 彼 等 を 試さ きん が た め な り 。 
( 注 32) 

流 の 家族 に 礼拝 や 命じ 、 且 つ そ れ を 絶え 
ず 続 ける せよ 。 わ れ ら は 液 に 養 わ れん こと 
を 求め ず 、 液 を 養う は われ ら な り 5。 果報 は 
罪 趣 に 抗 し て 身 を 護る 者 に あり 。 

後 等 は 云う 、「 何 故 役 は 主 か ら 奇 中 時 を 我 等 
に も だ ら 8 ぎ ざる か ? ] と 。 先 の 諸 経 典 の 中 

る 明白 な 証拠 が 、 い ま 役 等 に 来 だ れる 
に 非 ぎ る か ? 

も し われ ら が 、 使 徒 の 到来 以前 に 天 肖 に 
よっ て 彼 等 を 減 ぼ し た れ ば 、 彼 等 は 必ず 云 
わん 、「 何 故 流 は 我 等 に 使徒 を 人 遺 わ きる ざり 
き ? さ すれ ば 、 我 等 は 、 卑 し め ゆら れ 、 辱 し 
め ら れる 前 に 液 の 琉 律 に 従い な り し も の 
を 」] と 。 


云え 、「 誰 も みな 待つ っ 。 きれ ば 、 流 等 も 待 


て 。 や が て お 前 た ち は 、 下 道 を 進む は 誰か 、 
また 正しい 溢 導 に 従う は 論 か 、 そ れ を 知る 
EE 


2 67 2 記 CPP 


クン 


OF 
om EW う の He 
WEYGI り いっそ Tr あと みう a 
* ils 22 
8 OE Sg 

Das HA NSE ES 
2 ク 5。 EAE EC 3 ダッ ン 2 の サン 


CE あさ うず 5 


2 2 AS 6< RM る フッ アン タン 
OCS を ds sd a UE 
ユラ ンク の ララ 
6213 ステ 
の 


ES ES A 
a 


A 0 ブ タッ ン 


OCG wr 


ME る っ g ノン ィ ン ッ イレ テン タレ 
る ROBE Rb YIE 3 


dg CS 


ES 
Se> 


っ いつ ッ タ 1 KIM 
Je 人 3 SS EE 


a 
1 ラテ ンマ 。 ゥ ン 


@ ゅ 35268 


9 や ン ン フス 8 i 
CP OR 2 


“uw 


CO CN LS GI を 


4 


これ は 、7 章 137 節 の 神 の 言葉 に つい て 言及 し て いる 。 これから も 神 の 慈 電 が 、 他 の 特性 より 優る で あ 
ろう 、 と 押 は 全 因 に お いて 定め た 。 


戦争 、 


を し て ひい て は 入間 の 悲惨 ・ 流 血 に つなが る 国家 問 の ね た み ・ 対 立 は 、 人 間 が 物質 的 豊 き ・ 快 


適さ を 食欲 に 求め ゆめ た だ こと に よる 直接 的 ・ 凍 接 的 な 結果 で ある 。 イ スラ ム 教 信者 は 、 他 人 の 富 を も うら や ん で は い 
け な い 。 
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アル ・ ア ン ビ ヤ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね な 時 Wg MU 
き 悲 深 て 、 恵 み 家 く アッ ラー の 御名 に お い OE 


で 


が 


レノ < 
2. 自分 た ちの 清算 が 近づい て いる に も か か わ 2 お 3822 あ TY 1 


ら ず 、 人 人 々 は 無頓着 に 願 み ざる な 5。 Tg 2 


OIC EY 


ヲタ 9 ル グラ る 2 る っ 


3. 主 より 降る 新た な 警告 を ば 、( 注 1) 彼 等 は が を Di る 2 うつ お の 2299 し に 
いずれ も 、 ば か に し て 聞き 流す ば か り 。 ツン レッ シ レ ッッ タン 
DLsak A 5 


4. 彼 等 の 心 は 怠り が ちな り 。 押 し て 、 不 義 を ER GE So 

行う 者 ども は 富 か に 相 語り て 云う 、「 こ の 男 。 。 に 92 る 3 
は 、 我 等 同様 た だ の 人 問 に 非 ど る か %( 注 2) る 0S OS 
お 前 た ち そ の 目 を 開い て いな が 6、 麻 術 に フル 
従う の か ?」 は 。 Ouresr 

5 と に 徐 和 る で 傾 言 者 は 云え り 、「 我 が 主 は 、 3 2 2 Sd 
天地 の 間 で 語ら れる こと は すべ さて 知り 給 に 
う 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 深 知 し 給 OL 
う 」 と 。( 注 3) 











注 1 モハ ッ マ ド 押 言 者 が も た ら す 啓示 は 、 人 々 に 初め て 伝え られ る 新しい 文句 や 新鮮 な 形 で 提示 きれ て い 
る が 、 伝 達 す べ き 内 容 、 そ の 本 次 は 既存 の 啓示 と 変わ ら ね も の で ある 。 その こと は 、 ク ルアー ン の 中 で モハ ッ 
マ ド 預 言 者 自身 が 、 御 自 自 の こと を 、 新 た な 啓示 を もたらす 使者 で は な いと 自 述 し て いる こと か ら わ か る 。(46 : 
10) 


注 2 各々 の 預言 者 に 対し 不信 者 が 反 ば て の 対象 た し て いつ で も 言及 する こと は お 前 だ っ て 我々 と 変わら 
み 人 問 で あり 、 我々 同様 いつ か は 死ぬ 運命 に ある で は な いか "、 と いう 点 で ある (14 : 11、23 ! 25、34、26 : 155 、 
36・16、64: 7)。 この こと に 対し て は 幾度 も 答え が 与え られ て いる (12 : 110 、14 : 12、16 : 44 & 45、 17 :96)。 
ここ て は 8 節 で 答え が 述べ られ て いる 。 それ は 、 不 信者 た も が 一 方 で は 預言 者 の こと を 普通 の 人 と 何ら 変わ 5 
は な いと 言い つつ も 、 そ の 一 方 で 彼 が 魔術 師 で ある と 言う こと に より モハ ッ マ ド 預 言 者 が 人 並み で な い 知力 を 
有 し て いる こと を 認め て いる ほこ ろ に ある 。 型 な る 預言 者 は 、 聞 き 手 に 、 不 思 議 な 彫 響 を 及ぼ し た が ゆえ に 不 
信者 た ち に 魔術 師 よ 呼ば れ た の で ある 。 を し て この 節 で は 、 ク ルアー ン の 有する 力 は 、 す ば らし く 、 人 を 引き 
つけ る も の で ある か ら 、 偶 見 の な い 公平 な 判断 力 を 持つ 人 で あれ ば 、 だ れ で も 、 タ ルアナ ー ン を 受け 入れ ず に は 
いら 6 られ な い の だ と いう こと に 言及 し て いる 。 


注 3 神 は 不信 者 が イス ラム に し か ける すべ て の 悪 だ どく みや 彼ら の 秘密 を 御存知 な の で ある 。 神 は 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 や 神 に 選ば れ た し も べた ちの 祈り を 聞き と どけ られ 、 不信 者 た ちの すべ て の 亜 だ くみ を くじ くく ので 
ある 。 
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essadt 





に 従う も の は 発展 し 、 繁 染 を 遂げ 、 は し ご 段 の 一 番 下 か ら 
あろ うと いう こと で ある 。 こ の 事実 か ら 、 ク ルアー ン が 作り ご と や 詩人 の た わせ れ で な く 、 


集成 で も な く 、 葉 の 集大成 で ある と わか る 。 


まる に 真 の 神 、 天 地 の 創造 主 の お 言 


第 二 十 一 並 アル ・ ア ン ビ ヤ 
6 否 、 彼 等 は 去り 、 「 そ は 雑 夢 に すぎ ず 。 合 、 ノ フタ ランタ NR と る 1 レッ ンプ イ 
役 光 を 提 定 せり 。 否 、 彼 は 詩人 に すぎ ず 。 A kd! EI 
な ら ば 、 昔 の 預言 者 た ち が 遺 わき れ た る 時 タン グッ ッ タ エン ン wf ン [レシ 
W 1 し yer 
の 如く 、 彼 に も 我 等 に 奇 踏 を も た らき し め の LEe 約 ME 
上 引地 
7. 彼 等 以前 に われ ら が 滅 ぼ せ し 邑 の 住民 は 、 ot 1 CE 
いずれ も 信仰 せ ざ りき 。 き され ば 、 彼 等 は 信 
ず べ きか ? 
アッ 門 っ アァ ン 
8。 湊 以前 に われ ら が 使徒 と し て 途 わ し だ る 者 IP 34 る eC NA 
は すべ て 、 わ れ ら が 応 示 を 降 せ し た だ の 人 2 
間 に す ぎ ず 。 前 た ち 之 を 知ら ず ば 、 警 告 の OS ダ Gt da 
を 受け た 民 に 之 を 問 え 。 9 っ 
か ら だ な ” 2 クン イタ ンク 5 イン フン ェ エン レレ 
9. われ ら な 使徒 た ち を 食物 を 反 ら ぎる 獅 に 造 256 る RE GS 
6 ず 、 ま た 彼 等 は 永遠 に 生 く べき 身 で も な 7 
か りき 。 (OTC RS 
よみ > バタ フン 2 タ ・ ュ ッ ンク イン の うう レン レル 4 
10. か く て 、 わ れ ら 6 は 約束 を 全う 滞 せ し 者 ちの ぅ SA SVE 2 う 
た ち を 救い 、 罪人 ば も RI り 。 OY a! 232 
11. 時 を の 品位 の 粗 と な の SS 8 
る 経典 を 降 し た り 。 セ 前 た ち そ れ が 解ら ぎ ざ 
る か ? 0 
昌一 項 まち ッ ン ン ン 
12 も れ ら は 如何 に 多く 罪 き 世 の 住民 を 小 ぼ CCS ESS 
13. 彼 等 は われ ら の 懲 虹 に 気づく や 、 見 よ 、 そ A 2 クタ フイ 
こ か ら 逃 げ 出 し 始め り 。 了 
14. そこ で 、 わ れ ら は 云え D、「 逃 れる な か れ 、 お ON 3 4 VA 
; 前 た ち が 楽 し めし 快楽 の 場 、 お 前 た ちの 住 
層 へ 帰れ 。 お 前 た ち は そ の 行状 に つい て OG MY 
絆 問 せ ら 6 る べし 」 と 。 
15. 彼 等 は 云え り 、 上 [悲し いか な 、 げ に 我 等 は 不 ン ぅ イイ 1z 
® MARIE 
義 者 な りき 」 と 。 Co EE WP 
注 4 この 節 で 意味 し て いる こと は 、 タ ル ア デーン を 拒否 する も の は 深い 悲し み の 潤 に 落ち 入り 、 ク ルアー ン 


、 い と 高き 所 に 昇り 、 物 質 的 、 精 神 的 栄光 を 得る で 


混乱 し た だ 夢 物語 の 
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alt ケル ・ ア ン ゼ ヤ 
16. 氷 し て 、 彼 等 の 泣き 声 は 、 わ れ ら が な ぎ 倒 Cox 2 に < 計 2 人 SS 
せ し 畑 の 如 て 絶 減 な し むる まで は 止ま ざり 
き 。 OL 
17. われ ら は 天 と 地 、 並 びに その 間 に あ る すべ ン ッ WI 7 a ン イ ン ン ン 2 イ ン イ レン 
て の も の を 、 戯 れ に 創造 せる に 非 ず 。( 注 5 ) OA RS NC CE 
18. も し 気 晴 し を 見 出 き ん と 欲し な ば 、 わ れ ら 6 者 別 > の 2 イル 
wl 内 に a | 
TAEDA Ph 2 EE 
て その よう な こと は せ じ 。( 注 6) Pb 
内 レタ アン ニョ ン 
19. 否 、 わ れ ら 、 真 理 を 虚偽 に 投げ つけ ね ば 、 1 代 人 る osc SS 
そる は その 頭 を 砕き 、 見 よ 、 消 減 す 。 宰 な る 9 
う ング, VE 
か な 、 お 前 た ち が 神 の せい に し た る こと が 。 OO 人 SI 
20. 天 に ある も の 地 に ある も の 、 す べ て は アッ NG 3 
ラー に 属す 。 面 し て 、 彼 の お 傍 に ある 者 た 
rp CS アラ タイ ン ヶ 
ち は 、 彼 に 仕え て 散ら ず 、 また 條 る も せ ぬ 。 OPE DBD EE ES DA 
21. 彼 等 は 夜 も 長 も 彼 を 護 美 し 替り 、 た ゆ も むこ ンタ 2 ン レン ィ ン る RS 
\ 1 
と な し 。( 注 7) ODE I GR 
22. 彼 等 は 死者 を 蛋 ら し 得る 神々 を 地上 で 取り の OI 凍 
得 た る や ? ( 往 8) 
23. も し 天地 の 間 に ア ッ ラ ー 以 外 に 軍 々 が あり 1 ン ES RD te 5 
と すれ ば 、 天 地 は 必ず 荒廃 せん 。( 注 9) る 5 
れ ば 、 役 等 が 唱え る も の の 上 に いや きか に の 
栄え ます 王座 の 主 ア ッ ラ ー を 度 美 し 奉 れ 。 
注 5 字 宙 が 単なる な で る み に 創 造 き れ た の で な くく 、 そ の 創造 に は 、 神 の 偉大 な る 知性 が 秘め られ て いる と 


いう こと を 考え れ ば 、 神 が 創造 物 の 核 上 し て 創り #* 
は 明らか で ある 。 この節 で は 、 人 問 は 地球 上 に 神 の 代理 人 と し て 遣わ きれ 、 人 問 は 神 の 英徳 を 映し 


合う だ 人 間 は 、 壮 大 で 上 崇高 な 目的 に 仕え る べく 創 ら れ な た こと 


1 す 鏡 と し 


て 仕え る べく 偏ら れ て いる と いう こと が 示さ る れ て いる 。 (2 :31) 


往 6 


も し 、 神 が 何 の 壮 大 な 目的 も な く 単 な る な で きる み に この 宇宙 を 創造 きれ た と し た ら 、 


や 栄 知 に 才 盾 する こと で ある 。 
この 節 で は 、 神 の 真 の し も さと は いか な る も の か が 述べ られ て いる 。 彼ら は た ゆ む こと な く 神 や や 人類 
に 仕え を て いる の で ある 。 


注 7 


彼 6 は 一 且 神 の 真理 を 受け 入れ れ ば 、 ど ん な 状況 に あろ うと それ を 捨て る こと は な い 。 
うと する 熱意 は 、 衰 える こと が な い 。 神 を 礼拝 する こと は 彼ら の 境 び の 源 で あり 5、 
みか ら 解 き 用 た れ 、 


心 の 安らぎ を お ば ぼ ば える の で ある 。 


中 に 存 る 」 と 述べ た と きれ て いる 


注 8 


使者 を 吾 ら せる こと は 、 神 の み が 成 し 得る こと で ある 。 イ エス に し ろ 他 の 人 に し ろ 、 


(13 : 29) 


それ は 宰 の 間 乱 


彼ら の 、 典 理 に 仕え よ 
それ に より 彼ら は 不安 や 悩 
モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 「 私 の 月 の 輝き は 折り の 


この 神 の み が も 


つ カ は 持ち 得 な い 。 この 神 の 属性 に 言及 する こと で イエ ス の 神 性 を 論破 する の が この 節 と その 前 後 を 通じ て の 
大 切な 主題 た な っ て いる 。 


注 9 


この 節 で は 、 多 神 論者 に 対す る 効果 的 で 得 心 の いく 


議論 が な きれ て いる 。 無神論 者 で あろ うと も この 


全 宇宙 に 行き わた っ て いる 完全 な 秩序 を 否定 する こと は で きま い 。 こ の すばらし い 秩 序 を 見 れ ば 、 唯 一 の 法 に 
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24 . 


25 . 


26. 


27. 


28 . 


29. 


30 . 


従っ て それ が 形成 きれ て いる と いう 事実 は 明らか て で ある 。 そし て 法 が 唯一 で て ある と いう こと か ら 針 然 に 、 


彼 は その な すこ と に つい て 問わ れる こと な 

し 、 半 われ る は 彼 等 な る べし 。 

彼 等 は アッ ラー 以外 に 神々 あり と する か ?7 

云え 、「 な ら ば その 証拠 を 示せ 。 こ は 、 我 に 

従う 者 た ち 並 びに 我 が 以 前 の 者 た ち へ の 経 
0 否 、 彼 等 の 多く は 真理 を 知ら 
、 故 に 彼 等 は 之 を 忌避 す 。 


われ ら は 「 わ 届 以 外 に 神 な し 、 き れ ば 、 わ 
れ の み を 崇拝 せよ ょ 」 啓示 する こと な く 〈、 
液 以 前 に 使徒 を 遣わ きる ざり き 。 


彼 等 は 云う 、「 慈 悲 深い 神 は 子 を 設け 給え 

| と 。 アッ ラー に 讃え あれ 。 否 、 彼 等 は 

た だ 名 誉 ある 儀 等 な り 。 

役人 等 は アッ ラー さり 先 に 物 云 わ ず 、 た だ 

アッ ラー の 命 を 替 じ て 行う 。 

アッ クー は 、 彼 潜 以 前 に ある も の 並び に 彼 
等 以後 に ある も の を 知る 。 條 等 は 、 ア ッ ラ ー 

が ( 滴 足 の 意 を 表せ ざる 者 は 者 り 成 さ ず 。 彼 

等 は アッ ラー に 暴れ て 震え 戦 く 。 

彼 等 天使 の 中 に 「 我 は 彼 と は 別 の 神 な り 5] 

ょ 云う 者 あら ば 、( 注 10) われ ら は を その 者 

に 地獄 を 以 て 報い ん 。 われ ら は か く 〈 く の 如く 

不義 な 輩 に 報 。 
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の 創造 王 で あり 監視 省 で あら れる 神 の 唯一 性 が 証明 で きる 。 も し 神 が 複 数 存在 する と し だ ただ ら 、 当 然 の こと な が 
ら 宇 守 を 制御 し て いる 法 も 複数 存在 する こと に な る 。 


な ぜ な ら 
の 神 が 存 在 す る と すれ ば 当 琴 、 混 乱 が 生じ る の は 避け られ ず 、 宇 宙 は ぶつ か り 合 
こと で あろ う 。 雪上 の こと か ら 、 す で て の 点 で 同等 の 3 人 の 神 が 存 在 し 、 


と いう の は 全く ば か げ ば だ た あり 得 な い 話 


注 10 
言 者 性 を 主張 する 詐称 者 、 


ー つ の 神 に それ ぞ れ 、 


だ と わか る 。 


神 性 を 要求 する 者 が 、 そ 
いか る ま 師 は まる に この 世 で 、 


宇宙 を 創る 々 だめ に 個 有 の 法 が 必要 と きれ る か ら で あ る 。 それ ゆえ に 、 


の 話 っ た 要求 ゆえ 前 せら れる の は ば 、 
加 せ られ る の で ある 。 彼 ら は 、 死 、 破 減 に 遭遇 し 


も し 複数 
合っ て 粉々 に 砕け 散っ て し まう 
共に 宇宙 を 創り 9、 制 御 し て いる な ど 


来世 に お いて の み で ある が 、 不実 に も 預 


彼ら の 組織 は 全て 、 ま る に この 世 で むだ に な っ て し まう の だ (69 章 45 一 48 節 )。 こ の ょ うな 2 種類 の 詐称 者 の 


扱い が 遠 う の は 、 神 性 を 主張 する こと の 思 か き は 昌明 で ある と いう 事実 ゆえ で あり 、 


その ょ うな こと を 主張 す 


る 者 は 、 あ える て この 世 で 罰せ られ る に は お よ ば な いか ら で あ る 。 し か し な がら 、 項 言 者 性 を 不実 に も 主張 する 


者 は 、 も し 無罪 放免 を 誰 
こと に 成功 する 可能 人 性 も あり える 。 CC 
壊 を 経験 きせ られ 、 藤 生き は 許 き れず 、 


め ら 6 られ だ た と し た な ら ば 、 罪 な き 人 々 や だ まし て 、 己 の 虚偽 な る 主張 を 受け 入れ きせ る 
その よう な 者 は まる に この 世 で 、 最 終 向 に 、 典 北 、 必 寺 、 破 
又 、 そ の 使命 が 果たさ きれ る こと も 許さ きれ な い の で ある 。 
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31. 


32. 


33. 


34 . 


35. 


注 1 
非 結 品質 、 


第 三 項 

不信 心 者 買 は 、 玉 と 地 が 相 い 寄り た る 一 個 
の 団塊 な り し を われ ら が 之 を ニ つ に 分 け だ た 
る こと を 、 解 6 ぎ る が か? 面 し て 、 われ ら は 、 
水 よ りす べ て の 生物 を 創造 せり 。 そ れ で も 
彼 等 は 信 ぜ ざる か ? ( 注 11) 
また 、 わ れ ら は 、 大 地 に 堅 周 な る 山々 を 据 
ぇ 、 以 て 大 地 が 揺れ 動か の ぎ る よう に し 、 を 

、 彼 等 が 正しく 導 か れん が た め に そこ 
に 広い 道 を 造り た り 5。 
更に われ ら は 、 犬 を も っ て 、 し っ か り と 支 
え 座 る 屋根 と な し ぬ 。 然るに 彼 等 は 、 その 
神 兆 を 願 みず 。 ( 注 12) 


彼 こ を は 、 生 夜 を 創り 、 
迅速 に 走る 太陽 と 月 と を 創り 給 
り る ( 注 13) 

われ ら は 液 以前 の 何人 に も 、 不 死 の 命 を 授 
けた る こと な し 。 を それ で は 、 液 は 死す と も 、 


を の 軌道 に 溢 っ て 
合え し 御方 な 


LLP 
ち ぉ 
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本 節 は 、 僅 大 な る 科学 的 不実 を 指摘 し て いる 。 宇和 市 の 前 物質 的 段階 に 言及 し 、 全 字 宙 、 特に 太陽 系 が 、 
是 雲 状 集団 か ら 6 発 傍 し た と いう こと を 主張 し て いる 


る よう に 思わ れる 。 神 は 、 神 自身 の 手 に より 動か 


し め ゅ た 法則 に 応じ 、 物質 の 固まり や 分裂 る せ だ た 。 を その まばら 6 と な っ た 小片 が 、 太陽 系 の 単位 し な っ た の で ある 。 


(Harold Richards 著 “The Universe Surveyed" 及 び Fred Hoyle 著 “The Nature of Universe") 
神 は 水 か が ら 全 て の 生命 を 創造 し た 。 物質 的 宇宙 と 同様 に 、 精神 的 字 宙 も また だ 、 混 乱 し た 考え 、 
だ 定形 の 集団 か ら 6 発達 する の だ と 、 本 節 は 合意 し て いる よう に 思わ れる 。 神 が 、 


使 し 、 至 高 な る 計画 に 従事 し 、 物 質 の 央 まり を 分 裂き せ 、 そ の 結 : 


その 後 、 

感 か な 信念 と いっ 
神 の 絶対 的 に 確実 な 知恵 を 駆 
に こ な ご な と な っ た 小片 が 太陽 系 の 単位 と な っ 


た の 上 と 同様 の 方 法 で 。 軍 は 混乱 し た 考え の 鍛 地 に 浸っ た 世界 に 新しい 精神 的 秩序 を も たらす の で ある 。 人 類 が 、 


道徳 的 堕落 の まっ 暗 や み に 了 基 り 、 精 神 的 ふん 購 気 が 濃厚 か つ 圧 人 迫 的 に な る と 、 神 は 、 
わし て 御中 身 の 美徳 を 表 る れる なだめ に 、 
准 の な い 道修 的 隊 沙 と 精神 的 退 魔 の 固まり か ら 、 精 神 的 宇宙 が 生ま れる の で ある 。 その 精神 的 字 宙 は 、 
、 そ の 刺激 か ら 生 命 二 よび 進む べき 方 向 を 受け 入れ る の だ 。 


み を 揺 き ぶる 天 の 合 者 を 遺 


5 広 が り 始 め 、 最 終 的 に は 全 地 球 を 包含 し 


注 12 

で あり 、 
の 天 の 組織 体 は 、 地 球 及び そ 本 
実 き 、 暑 きる か ら の 保護 手段 で 





太陽 、 
これ ら 組 織 体 の 動き に お いて は 、 


な 影響 を 及ぼ す の で ある 。 


月 、 惑 星 、 星 を 伴う 太陽 系 は 、 倍 百 万 年 も の 間 存 在 し 続け た * 
な ん ら の 無 秩 訂 も 、 
非常 に 有人 益 な 影響 を 与え る の で ある 。 屋根 が 、 家 の 住民 に 対し て 、 雨 、 
る と 同様 に 、 天 は 、 地 球 に 対し て の 保護 の 役割 を 果たし 、 天 体 は 、 信 類 に 有益 


… 面 に 広がる 精神 的 暗 や 
光 を 起こ す の だ 。 す る 上 と 、 こ の 混乱 し 、 生 
中 央 か 


秩 評 の と れ 、 よ さく 統制 きれ た 組織 
選 脱 も 経験 し た この が な い の で あっ だ 。 これら 





注 13 


上 で の 人 間 の 存在 に と っ て は 不可 欠 な も の で ある 。 


夜 と 付 、 太 陽 と 月 は 全て 、 神 に よっ て 創造 きれ 、 そ れ ら 全て が 人 間 の 必要 性 を 満た す の で あり 、 地 球 
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党 二 二宮 
彼 等 は 永遠 に この 世 で 生き る と 云う か ? 
( 注 i 

36. 人 は みな 死 を 味 わ る きれ ん 。 わ れ ら は 福 福 の 


37. 不 


38 、 


39. 


40. 


41. 


42. 


注 14 
時 の 時 て まで 生き 延び る の は 、 坦 な る 字 言 者 の 法律 ーー イス ラム 教 律 法 の み で あっ な だ 。 本節 が まだ 


こと は 、 い か な る 人 間 も 、 腐 敗 や 死 か ら 免れ が いし 、 翠 な る 傾 言 者 で すら 6 ぅ 同様 で ある ほ と 上 い うこ と で ある 。 


深い 神 の 訓 戒 を 拒否 する 者 、 


試練 を 用 いて 、 お 前 た ち を 試す な り 。 古 し 
て 、 お 前 た もち 、 必ず わが 許 に 連れ 戻る れん 。 


不信 心 者 ども が 汐 を 見 る 時 、 彼 等 は 波 を だ た 
だ 嘆い も の に し て 、 去 う 、「 到 等 の 神々 を 悪 
し 様 に 云う は 、 この 者 な る か ?」 と ょ と 。 慈悲 
そ は 彼 等 自身 
な り 。 


人 間 と いう も の は せっ か ち に 出来 て いる 。 
わが 提 兆 を 必ず お 前 た ち に 見 せ て や る か 
ら 5、 わ れ を せき 立て る こと な か れ 。 


する と 、 彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言葉 が 本 当 な 
ら 、 そ の 約束 は 何時 実行 きれ る か ?」 上 。 

も し 不信 心 者 ども が 、 そ の 顔 背 『 を 業火 か 
ら ( 注 15) 防ぎ 得 ず 、 ま た 救 わ れ ぎ ざら 65 ん こ 
と を 知る な ら ば ! 

否 、 を は 彼 等 を 不意 に 租 い 、 舟 き うろ た を 

せ し む べし 。 され ば 、 彼 等 は 之 を 押し 戻す 
こと 能 わ ず 、 ま た 猫 子 せら る こと も な か る 
べし 。 ( 注 16) 

げに 液 以 前 の 使徒 た ち は 嗣 寺 せ られ だ り 。 
きれ ど 、 役 等 を 再 表せ し 者 ども は 、 そ の 喘 
弄 し た も の で 包囲 きれ り 5。 


聖なる 李 言 者 以前 の & ま ざま な 法律 や 宗教 的 組織 は 全て 、 靖 神 的 廣 敗 、 破 減 に 帯 る 運命 だ っ た の だ 。 


遠 ・ 水 久 と は 神 自 身 の み に 見 られ る 特許 な の だ 。 


注 15 


業火 | と 上 は ここ で は “戦争 の 火 " 


を 意味 する 。 不 信者 た ち は 、 火 を つけ 、 
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含意 し て いる 


自分 た ち 自 身 が その 中 で 、 


燃え 尽き て し まっ た 。 役 ら は イス ラム 教 に 向かっ て 、 例 を 抜き 、 そ の 剣 に よっ て 、 減 び て し まっ た の だ 。「 そ 


顔 や ] と いう の は 、 彼 ら が 、 


自分 だ た ちの 前 で 目 に する こと に な る 


軸 を 意味 する 。 すなわち その きざし が 、 明 ら 5 


か に 判然 ほ を する だ ろう と いう こと で ある 。「 そ の 共 を 」] と いう の は 、 そ の 神 が 彼 ら に 突然 、 だ し ね け に 襲い か か 


る で あろ うと いう こと を 意味 し て いる 。 


る ら に は 、 


例 す る こと に な る で あろ う 。 
本 節 で の 言及 は 、 お を そら く て は 、 ク ライ シュ が 完全 に 不意 打ち を 食わ きれ 、 す っ か りう ろ た えて し まっ 
た 際 の メッ カ の 陥落 に つい て の こと で あろ う 。 


注 16 


その 六 は 彼ら 全て 一 指導 者 た ち 、 そ し て 一 般 の 人 間 - 一 を 圧 
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43. 云え 、 「 恒 夜 を と わ ず 、 慈 惹 深 い 神 の 怒 5 に 


44. 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


注 17 
あろ うと の 誤っ た 認識 を やす る よう に な り 、 


。 否 、 わ れ ら は こ 


対し て お 前 た ち を 護る 者 は 誰 ぞ ?」 と 。 然 
る に 彼 等 は 、 そ の 主 を 信ずる こと を 願 み ず 。 
それ と も 彼 等 は 、 わ れ ら 以外 に 、 自 分 を 譜 
9 得る 神々 を 有する や ? それ 等 の 神々 は 、 
己 れ 自身 を も 護る こと 能 わ ず 、 ま た われ ら 
の 攻撃 を 防ぐ こと 能 わ ず 。 

- れ 等 の 者 並 びに 、 を の 父祖 た 
ち に この 世 の 享 楽 を 与え 、 そ の 命 を 永 か ら 
し め ゅ た り 。 彼 等 は 、 わ れ ら が この 地 を 訪れ 、 
外郭 か ら 縮 小 し つつ ある を 見 ざる が か が ? ( 注 
17) 彼 等 は 果して 勝利 者 た り 得 る や ? 

二 え 、「 我 は た だ 天 放 に 従っ て お 前 た だ ち に 
告 す る の み ] と 。 さ れ ど 、 毅 首 は 、 警 告 
れ て も その 呼び が け の 声 が 聞け ず 。 


3 
る 


然し な が ら 、 宇 の 還 の 気配 すら 感じ た だ け 
で 、 彼 等 は 必ず 悲 唱 を 上 はげ る 。「 あ あ 、 情け 
な や 1 げに 我 等 は 不義 填 な りき ] 


われ ら は 公 止 に し て 止 確 な る 竹 を 最後 の 礁 
判 の 日 の た め に 設け ん 、 きれ ば 何人 も 不当 
に 過 せ ら る る こと な し 。 た と い草 子 菜 の 私 


子 の 一 粒 の 重 さ なり と も 、 わ ゎ われ ら は 芝 を 中 
5 か に せん 。 わ れ ら は 清 算 者 と し て 万 信 な 
り 。 

われ ら は モー ゼ と アロ 
と っ て は 識別 と も 光明 と も 、 
な る も の を 与え だ り 。 
NN その 主 を 恐れ 、 審 判 の 時 を 憶 

て 恐れ お の の 〈 者 た ちな り 。 


ン に 、 義 し い 者 に 
また 訓 戒 と も 


人 PMS 

「 明和 
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ある 国民 の 国家 の 繁栄 の 時 代 が 長く な る と 、 そ の 国民 は 、 白 分 ら の 繁栄 や 進歩 が 供え を る こと は な いで 


その 結果 、 横 柄 に な り 、 


心 は か だ ただ く な に な る の で ある 。 従っ て 、 薄 


栄 時 代 が 長 び く こ と が 、 没 沙 の 原因 ほな る の で ある 。 本 節 で は 、 不 信者 た ち に 、 進 歩 和 や 繁 楽 が 無限 に 続く の だ 


と いう 物欲 し げ な 考え 、 寺 偽 の 自己 満足 を 特に 和 持た ね よう 和夫 告 し 、 神 は 徐々 に で は ある が 人 確実 に 、 
向 か ら その 土地 を 減ら し 、 縮 小 し つつ ある の だ 、 
層 に 侵入 し て いく 〈《 の だ と いう 事実 に 日 を 半 じ て いま 


つま り 、 


あら ゆる 方 


イス ラム 教 は 、 あ ら ゆ る 守 、 全 て の 社会 的 地域 や や 訂 
わな いよ うに と 言っ て いる の だ 。 
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簡 し て 、 こ の クル アー ン は 、 わ れ ら が 降 し 


アル ・ ア ン ビ ヤギ 


と ノ ぅ 9 24861 US a 
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本 節 で は 、 神 の 使者 た ち は 、 神 に つい て 語る 際 に は 、 個 人 的 経験 か ら 話 す の だ と いう 主 高 の 真実 を 指 
、 人 間 の 理性 が 神 の 存在 を 信じ る こと を 要求 する ため ゆ に 人 間 を 神 の も と に 


51. 

だ たる 有難 い 訓 戒 な り 。 然るに お 前 た ち 、 な 
ぉ 之 を 拒む か ? 
第 五 項 

52. その 昔 、 わ れ ら は アブラ ハム を 指導 せり 、 
彼 が を の 器 で ある を 知り た れ ば こそ る 。 

53. 彼 が その 伏 並 びに を の 民 に 向っ て 、「 貴 方 が 
た が か 程 夢 申 に な る 、 こ れれ 等 の 偶像 は 何者 
ぞ ? 』】 と 法 え し 時 、 

54. 役 等 は 答え ぇ えり 、「 我 等 は 、 先祖 た ち が 彼 等 を 
崇拝 する を 見 だ り 」 と 。 

55. アブ グラ ハム は 云え り 、「 貴 方 が た 自身 並び に 
南方 が た の 先祖 た ち も る 明らか に 誤 れ 5」 と 。 

56. 彼 等 は 云 を 4 9、「 液 は 本 当 に 我 等 に 真理 を も 
だ たら し だ る か 、 そ れれ と も る 冗談 を 云う の か ? ] 
と 。 

57. アプ ラ ハ ム は 答え り 、 「 否 ei 
天地 の 主 、 そ れ を 創 9 給 な うた 御方 な り 。 

し て 、 我 は 、 そ の 証人 の 一 CR 

58. アッ ラー に 誓っ て 云う 、 貧 方 が た が 背 を 回 
け て 去り し 後 、 我 は 必ず 貫 方 が た の 偶像 に 
対し て 策 を 施さ ん 」 と 。 

59. を こ で 彼 は 、 巨 像 一 体 、 本 
し ょ 思い 、 芝 を 残し 、 他 の 枯 く 打ち 砕 
 。 

60. 彼 等 は 云え? 、[ 我 等 の 神々 に 対し て 誰が 之 
を な し た る か ? げ に を の 者 こそ を 不義 者 な 
が] を っ 

61. 他 の 者 は 芯 え り 、「 我 等 は 、 アグラ ハム と 呼 
ば れる 若者 が 、 神 々 を 悪 し 様 に 云う を 聞け 
bj &。 

注 18 

摘 し て いる 。 神 の 使者 た も は 、 単に 

招く の で は な く 、 上 分 な 確信 と 、 確固 た る 信念 を も っ て 、 人 間 を 神 の も と に 


招 て の で ある 。 (12 章 109 節 ) 
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62 . 彼 等 は 云え り 、 「 き れ ば 彼 を 公衆 の 面前 に 曳 アデ ッ タ ンタ ブッ ッ ルン と タラ ン 補 ク タレ 9 ン 
i CN A | に ” 
き 出 せ 、 ( 注 19) 恐らく 皆 が 証人 と な ら BOR VA or SG AE 
が 


63. 彼 等 は アブ ラ ハ ム に 向っ て 云え り 、「 お お 、 eS MEETIN スコ ニン タン SAG 
ed nL boa cdss 癌 
アブ プラハ ム よ 、 我 等 の 神々 に 謗 を 為 せ る は CRN 9 
液 な る か ? 1 と 。 


タタ ラン と 22 る <; 


64. 4 ラ ハ ム は 答え ぇ えり b、 [ 然 り 、 確か に 何者 か 2 とう 回 
つつ) 24338 
が 之 を な せり 。 こ こ に 偶像 等 の 頭 あり 。 も LAS a AS 。 i 
し 偶像 等 物 云 わ ば 、 之 を 偶像 等 に 問 え 」 ほ 。 or 5 
注 20) 


65. か く て 彼 等 は 自ら 願 み て 、 云 えり 、 [誤り し プラ タタ タップ る タレ ン ン Rt 
3 Pp a Do Nt 3 419 
は 、 げ に 我 等 自身 な り | と 。 © 沙 (db 


ーー 中 る 『 0 よ に Zs: G3 イィ と 7 ンタ 
66、 し か る に 、 彼 等 は や が て 、 牙 悪 な 以前 の 状 別 多 に GxC tC: a 
態 に た だ た ち 返 り て 、 云 えり 、「 液 これ 等 の 神々 2 
が 物 云 わ ね こと を 確か に 知り ぬ | と 。 Do 


67. アブ プラハ ム は 云え り 「 な ら ば 貧 方 が た は 、 っ ラン クン も 」 ラク ッ ニー ン ッ ジン ン 
LT Le 『1 
アッ ラー の 代り に 、 少 し も 毒 に も 薬 に も な YG の の うら 2 の ua (de 


ら ぬ 神々 を 崇め 奉る か ? A 


68、 い や は や 、 情 け な や 次 方 が た 、 並 びに アッ ー 史 ス ス 』 Ll 2 タッ プッ タス エレ ルン て 和 を ゅ 5 
SC 3 
ラー の 代り に 食 方 が た が 昌 め る 補 々 は 。 < つつ 019 CTR 


れ で も 貴方 が た まだ 理解 し 得 ね か ? | ほ 。 TE 


69. 役 等 は 云え り 、[ 彼 を 火炎 り に し 、 我 等 の ララ カロ ンタ メン 
1? 
神々 を 救え ん 、 い や し くも 何事 か を な きん と OS I DS テー FB 


する な ら 」 と 。 


70. そこ で 、 わ れ ら な は 涼 え り 、『 火 よ 、 冷 た く な CC WA AE 
2 
れ 、 ア プラ ハム は 安泰 な れ 」 と 。 ( 注 21) de S13r ” 


注 19 アプ ラ ハ ム が 、 大 奈 の 削 に 吾 喚 る きれ な た 理由 は 、 彼 が 人 像 を 非 名 する の を 聞い た 者 が 彼 に 不利 な 証言 
する だ めか 、 役 に 不利 な 証拠 を 月 に し 、 ど ん な 還 を 彼 に 与え る べき か を 決定 する た めか 、 又 は 、 彼 に 課 き る 
と に な っ て いる 誤 を 、 彼 ら が 日 豆 す る た めか の どれ か で ある 。 

注 20 本 文 で 与え られ た 意味 の 他 に 、 こ の アラ ビア 語 の 表現 は 、 アブラ ハム が 偶像 崇拝 者 た ちと 話 を する 際 
に 、 普 慣 と し て 度 肉 的 に 話さ きれ て きだ も の で も ある 。 こ の 場合 、 こ の 語 の 意味 は 、 次 の よう で ある 。 "なぜ 私 が 
i ERAT DE DIEM CS LD ROR 
事実 が あま り に 明らか で ある の で 、 私 が これ を 為 し た こと を 疑う 余地 も な けれ ば な ん ら 6 の 説明 も 必要 な い の だ 
と いう こと を 意味 し て いる 、 ア プラ ハム は 、 ま ず 偶 像 を 破壊 し 、 を し て も し も 話せ る の な ら ば 、 偶 像 に 護 が 、 
偶像 を 破壊 し た の か 人 告げ る よう 四 求 せよ と 信者 に い ど むこ と に よう り 、 人 々 を 非難 し 、 役 の 偶像 祭 拝 の 人 幅 習 の 空 
成る き を し み じ み と 誕 え だ よう で ある 。 

注 21 火 が いか に し て お きま っ だ か に つい て は 、 語 られ て いな い 。 折 よい 還 、 ま た は 激しい ハリ ケー ン に よっ 
て 、 消 きれ だ の か も し れ な い 。 い ずれ に せよ 、 神 が 、 ア ブラ ハム の 解放 に 斑 っ た 状況 も ひき 起こ し た こと に 変 
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71. 彼 等 は アブ ラ ハ ム に 危害 を 加え を ん と 謀 り し の の の 1 る プン ンス ェ エク) 4 の 
が 、 わ れ ら は 彼 等 を 最悪 の 失敗 者 た らし め OF? VL lO | りう 
cib 
か ンタ ュ ン 

72. 苗 し て 、 わ れ ら は アプ ラ ハ ム トロ ト を 救い 、 8 じ 7 の SO の II 人 半 23 
われ ら が 万 展 の た め に 祝福 せ し 土地 へ 彼 等 2 
を 導き た り 。 Gera 

73. 面 し て 、 わ れ ら は 彼 に イサク を 授け 、 ま た EO A Nt 
孫 し し て ヤ ュ ブ も 授け 、 彼 等 を 皆 義 し い 人 1 02 
と な せり 。 dst 
a 3 穫 み ら が 命 0 ンタ 22 る る 衝 フ の っ の イン ン / 

74、 血 し て 、 わ れ ら は 彼 等 を し て 、 わ れ ら か ヵ 1 3G 0 2 dl A ’ 
を 奉じ て 人 々 を 導く 指導 者 た らし め 、 ま た 、 ” 

一 し 」 n う ラグ 
族 示 を 降 し て 、 善行 を 積み 、 礼拝 を 人 遵 守 し 、 2502 34 る 1 GS RR RY 
施し を 惜しま ぬこ と を 彼 等 に 命じ た り 。 き し 時 と 
れ ば 、 彼 等 は 、 われ ら の み を 崇拝 せり 。 BFL ES 
ララ ゥ イン ン 4 

75. まだ ロト に は 、 わ れ ら は 知恵 と 知識 と を 与 8 AS gs 
えり 。 面 し て 、 われ ら は 忌まわしい 3 了 姓 に 2 ノノ の ッ タ レン 2 うそ 5 レシ ン 3 ディ 0 ライ ルク 
ふけ る あの 邑 か ら 、 彼 を 救出 せり 。 げ に 彼 の に アマ esd 
等 は 邪悪 に し て 、 反 逆 的 民 な りさ き 。 SA 

- bh 

76. な れ ど 、 わ れ ら は ロト を われ ら が 慈悲 の 中 Gah 2 8 43 る 
に 入る を 許し た り 、 彼 が 本 当 に 装 し い 人 間 ン ン ン > 
な り し が 夏 に 。 

第 六 項 
77、 昔 、 ノ ア が 、 声 を あげ て われ ら を 喚 び し 時 2 人 EE EE 内 6 1 
【】 【】 3 
の こと を 思い 起 せ 。 わ れ ら は その 祈り を 開 eve の 0 O22 
きた れ ば 、 大 災害 か ら 彼 と その 家族 と を 救 DEAN INS 
出せ り 。 EO 

78. 面 し て 、 われ ら は 、 われ ら の 神 光 を 否認 せ 中 RW 8 EC 

る 者 ども に 対抗 し 、 彼 を 助け り 。 げに 彼 等 の CER 的 の 4 の 2 
アルテ メア ィ 2 | タ の クタ 
は 落 弄 な 民 な り し 八 、 わ れ ら は 之 を 皆 洒 和 OO の 22 タ 826 
せしめ た り 。 

わり は な い 。 天 の 含 跡 に は 、 常 に 神秘 的 要因 が 存在 する 。 ア ブラ ハム が 火 か ら 6 救い 出 き れ だ その 方 法 も 、 本 当 


に すばらし き 奇 跡 で あっ た 。 ア ブラ ハム が 火 の 中 に 投げ 込ま れ だ こと は 、 ユ ダ ヤ 人 の みな ら ず 、 東 方 の キリ ス 
ト 教 徒 に もぉ 信じ らき て いる 。 1 月 25 日 は 、 こ の 事件 を 記念 し て 、 シ リア カレ ンダ ー で 特別 扱い の 日 と きれ て い 


る (Hyde, De Rel. Vet Pers., P73)。 また 、 


Mdr. Rabbah on Gen. Par. 17, Schalacheleth Hakabala 2, 


Maimon de Idol. Ch. 1 Jad Hachazakah, Vet 6% 参照 の こと 。 


ー501 一 


に 


| 一 落 


デル ・ ア ン ビ で 





79. 


80. 


81. 


82. 


83. 


注 22 


まだ た だ 、 ダ ビデ と ソン マロ モン が 、 
夜間 迷い 出 て 作物 を 荒し た る 時 、 ( 注 22) 
それ ぞ れ 独自 の 裁き を な し だ た る こと を 思い 
起 せ 。 わ れ ら は その 誤 判 の 証人 な りき 。 
われ ら は ソロ モン に 、 を の 事件 に 対す る 正 
し い 知 力 を 与え を たり 。 わ れ ら は 両 名 の それ 
ぞ れ に 知恵 と 知識 と を 与え た り 。 特 に ダビ 
デ に は 。 われ ら 山 々 と 鳥 だ ち を 従わ せしめ 、 
われ ら の 講 美 に ダビ デ と 税 に 協和 せしめ た 
り 。 こ は す べ て われ ら が な せる 技 な り 。 


また 、 われ ら は 、 お 前 た だ ちの た め に 鑑 を 造 
る 術 を 彼 に 教え だ り 、 ( 注 23) を は 人 々 に 
お 互い の 禁 力 か ら そ の 身 を 防ぎ 衛 ら し めん 
が だ め な り 。 こ れ で も お 有朋 だ ち 感 謝 の 念 が 
騙 か ぬか ? 

また 、 わ れ ら は 、 烈 風 を ( 注 24) ソロ モン 
に 従わ せしめ だ り 。 風 は ソロ モン の 意 の ま 
ま に 、 わ れ ら が 祝福 し た る 国 に 向い て 吹き 
つけ り 。 わ れ ら は すべ で て の こと を 知る 者 な 
り 。 

まだ た 、 わ れ ら は 、 彼 の だめ に 潜水 し 、 か な 
わら 他 の 仕事 も な す 潜 水夫 を 彼 に 従わ せ し 
め だ り 。 面 し て 、 彼 等 を 見 張る は 、 わ れ ら 
な り 。 


表現 の 美しき を 増す た め に 、 
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本 節 お よび 後続 の 数 節 に お いて 、 隠 喉 的 言語 が 刑 い られ た 。「 作 物 」 は 、 


ソロ モン の 国 を 意味 し 、「 或 る 者 の 羊 は 、 ソ ロモ ン の 国 に 攻め 入っ た 野性 的 で 、 略奪 に よっ て 生き て いる 近隣 の 


部 族 の こと を 表す 。 こ こ で は 、 ダ ビデ ヒ ソ ロ モン が 、 
採っ た 政策 に つい て の 言及 が な きる れ て いる 。 ダ ビデ は 、 偉 大 な る 戦士 で わっ た た め 、 


そう いっ た 野 筐 な 部 族 の 魔 敗 を 一 后 し 、 打 ち 砕 くだ め に 


強硬 な 政和 束 を と る こと を 


文 持 し た 。 し か し な が ら 、 ソ ロモ ン は 、 簡 健 な 政策 を 追求 し それ ら 部 族 と 友好 条約 を 結ぶ こと に より 、 味 方 
に ひき 入れ だ いと 考え た 。 


注 23 


本 節 で は また 、 ダ ビデ 軍事 力 お よび 彼 の 戦 開 作 具 、 く きり か た びら を つく 


る 技術 の めす ば らし る きる に つい 


て 、 言 及 き れ て いる 。 ダビ デ は 、 僅 大 な 征服 を 成し遂げ て きだ 手段 に より 、 き る きま ざま な よろ いか ぶ と を 発明 し 、 


発展 る きせ た 。 人 彼 の 代 に お いて 、 イ スラ エル 王国 は 、 そ の 権力 の 頂点 に 達し 


ける 音 金 時 代 だ っ た 。 


注 24 


ソロ モン の 船 は 、 ペ ルシア ァ 湾 、 紅 海 、 地 中 海 を 往復 し 、 そ し て 、 定 期 的 な 貿易 が 、 


だ 。 それは 、 イ スラ エル の 歴史 に な 


パレ スチ ナ と ペル 


シア ァ 浴 、 お よび これ ら 6 2 海 の ま わり に 位置 する 国 と の 問 で 行わ も れ て いた よう だ ( 列 王 紀 第 1 巻 、10 剤 27 29 第 )。 


“ テ ュ ロ ス の ヒラ ム と 協力 し 、 彼 は ば 、 
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一 定 の 間隔 を お いて 地中海 の 港 で 質 易 を 行い 、 
じゃ く を 持ち 込む 外洋 航行 の 船団 を 維持 し た の だ ( 列 王 紀 第 1 巻 10 埋 22 節 、 10 率 7 一 29 第 、 


金 、 銀 、 祭 小 、 さ る 、 く < 


歴代 史 略 第 2 巻 





84. また 、 ヨ ブ が 、 声 を あげ て その 主 を 喚 び 、 し スマン ポイ ダン ン レッ ュ ラ タン 
「 我 は 災難 に み ま わ れ た だ たり 、 液 は 慈悲 を 垂 bo 9 4 GN の 

= で デラ 1 ss 

給 う 者 の 中 で 最も 慈悲 深き お 方 に まし ま @ の us 中 27 


す 」 云い し 時 の こと を 思い 起 せ 。 
"+ > " ー ュ すす 4 1 】 タン ジ ンプ マッ レレ 
85. われ ら は 彼 の 祈り を 聞き た れ ば 、 身 に ふり AA し ゆら も いら じじ る (て a kt 
か か り だ る 災難 を 除き 、 そ の 家族 を も と に tS 
戻し た の みか 、 巻 族 を 倍加 し て 逐 を 役 に 則 2 RS 
わり だ た だり 。 す な わ ち 、 こ は われ 6 ら よ り の 慈 


ン ッ 1? 
悲 に し て 、 上 且つ 柴 拝 者 た ち へ の 訓 戒 な り 。 ⑨ ぴ みり 
人 う テ デ 
86. イ スマ エル 、 イ ドリ ス 、 ズ ー ル ・ キ フル た の 3 CSEC 2 Ors 3 
ち ( 注 25) を 思い 起 せ 。 皆 堅 妨 不 抜 の 者 な 施し 。 」 
りき 。 3 Tad) 


87. され ば 、 われ ら は 彼 等 を 、 われ ら が 慈悲 の アッ oN ンコ > タ る テン 5・ う 919 レ ュ ブ 
で 1 fee 
中 に 入る を 許し た り 。 げ に 彼 等 は 還 し ぃ 者 。 の ゆみ の "ウタ の の) CAS eds 


な りき 。 
88. また 、 ズ ル ・ メ ヌー ン が 立腹 し て 出 で 去り し 1585KaE2 3 e333 
時 を 思い 起 せ 。 ( 注 26) 彼 は 、 われ ら が 決 ンー を 。 フュ 2 2 の 
し て 彼 を 苦し ませ な いと 考え 、 暗 果 の 最 市 YA SA I GA: 


に 在り て 、 声 を あげ て 云う 、 「 六 の 外 に 神 な 5 2 the Li? 9 
し 。 液 に 栄光 あれ 。 げ に 我 は 誤り 」 と 。 BE GE ER 


89. われ ら 彼 の 祈り を 聞き た だ たれ ば 、 を その 不幸 か NI 30062 も 6 2 AG 
5 彼 を 救い たり 。 か く の 如 〈《、 わ れ ら は 信 


うさ た っ 1 
仰 す る 者 を 救い だ す 。 STF a 
8 亭 18 節 、Enc. Brit "ソロ モン " 参照 ) ここ で は 風 に つい ` て 使わ れ て いる 形容 詞 が アシ ファ ( 烈 し い ) で ある 


の に 反し て 、38 章 37 節 で は 、 ル カー (穏やか な ) と いう 形 容 詞 が 使わ れ て いる 。 こ の こと は 、 風 は 、 早 てく 丈 い 
た が 、 穏 や か で 、 ソ ロモ ン の 船 に は な ん ら 損 害 を 加え を な か っ だ たこ と を 示し て いる 。 








注 25 ズー ル ・ キ フル の 正体 は 、 不 確定 き に 包ま れ て いる 。 イス ラム 教 の クル ー ア ン 注 息 者 は 、 彼 を 数 人 の 
主 に 聖 書 の 預言 者 た ちと 同一 捉 し て いる 。 し か し な が ら 、 この 名 前 で 知ら れる 預言 者 は 、 ア ラブ 人 に ズー 
・ キ フル と 呼ば れ て いる エエ ゼ キ エル で ある と 思わ れる 。 RE 形 に お 
2 意 味 に お いて も 非常 に 類似 し て いる よう で ある 。 削 者 の 語 は 、" 豊 宮 言 な 分 け 前 を 所 有 し て いる "と いう 芯 

味 を 持ち 、 後 者 は “ 神 は 力 を 与え る " と いう 意味 を 持つ 。 


注 26 本 節 で は 、 ズル ・ ヌ ー ン の 村 り の 原因 は 細か に 記さ きれ て いな い 。 明らか に 彼 は 、 押 に 対し て 腹 を た て 
は し な か っ た し 、 腹 を な て る は ず も な か っ た の だ 。 彼 を 立腹 きせ た メ ッ セ モー ジ を 受け 入れ る こと は 、 人 々 が か 
だ く な に 拒否 し て きだ に ちがい な い 。 なぜなら ば 人質 言 者 が 神 に 対し て 怒り を 抱く など と は 、 思 いも よら こと 
だ か ら な の だ 。 神 の 選民 は 神 の 命令 が 与え られ る まで は 、 話 し すら 6 も ぉ し な けれ ば 、 行動 も し な い の で ある (21 
童 28 節 )。「 役 は われ ら が 決し て 役 を 苦し まる な いと 考え 」 と いう の は 、 "我々 は 、 彼 を 苦し め は し な い だ ろ う " 
また は “我々 は 、 彼 に いか な る 悩み を も 与え る こ と は な いで あろ う " と いう 5 意味 で ある 。 
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0 


A 


90. まだ 、 ザ カリ ヤ が その 主 に 声 を あげ て 「 主 a 43 ン ム レン を 
ょ 、 我 を 独り で 捨て 置き 給 う な 、 液 は 最も の ブウ うう ルコ デス う 
優れ た 相続 者 に まし ます も の を 」 と 云い し RD NE HS 
時 を 思 * 起 せ 。 re M 

ンプ ライ ラップ fr ッ ン ルン ズラ レン 

91. われ ら 彼 の 祈り を 聞き た れ ば 、 ョ ハネ を 授 a ES a 


け 、 ま だ 彼 の た め に を の 委 の 不妊 症 を 治療 2 4 
し だ たり 。 . 彼 等 は 互い に 競っ て 問 行 を 積み 、 SAE OM 2 


! 


希望 と 鈴 借 と を 以 て われ ら に 祈り 、 わ ゎ れ ら GN 
{ 
前 に 常に 謙 う め 。 Oa ES ss 
92. 面 し て 、 彼女 その 純潔 を 守り た だ たれ ば 、 わ れ ee の es 
ら は 彼女 の 体内 に 福音 を 吹き 入れ 、 彼 女 と a 
を の 息子 を 萬 民 へ の 神 兆し な せり 。( 注 DON A SS 
27) 


93. げ に 前 た ちの この 宗派 は 、 一 つの 宗派 な 453515 を る く 0 
5 。 われ は お 前 た ちの 主 な れ ば 、 
わ れ を 上 崇め o ( 注 28) ョ NE 


で が の 


6 = を 9 う タ ンタ いっ | 
94. 然るに 、 彼 等 は 、 分 た ちの 事情 で 奄 に 分 I RA 
像 せり 。 き れ ど 、 皆 いずれ は われ ら の 許 に 
帰る べし 。 ( 注 29) 
第 七 項 


に Se 5 = な ん ば と と ¢ イン ヶ ン 4 a 
95. きる れ ど 、 普 行 を 積み 旦 つ 信者 な れ ば 、 何 人 NM の っ 329 うら 912 
で あれ 、 を の 友 力 は 決し て な お ざり に せら 
る る こと な し 。 わ れ ら は それ を 必ず 記録 せ TC TO る) 2 


ん 。 
注 27 本節 で は 、 ユ ダ ヤ 人 人 が マリ アデ に 向け た だ 中公 的 な 非難 に 反 駿 し て いる 。 本 人 節 は まだ 、 公 正 か つ 正 直 な 生 
活 を 営む 人 に な ら 誰 に で も 、 当 て は まる も の で ある 。 66 章 13 節 で は 、 0 マリ ア に た 
と えら れ て いる 。 そ の よう な 有人 徳 な 信者 は 全て 、 言 わ ば ず 、 マ で リア な の で ある 。 そし 神 が 信 者 に 神 の 精神 を 
吹き 込む た と 、 そ の 信者 は "マリ ア の 息子 "と な る の で ある 。 すなわち も 、 tete Rae ie き を 狼 得 
する の で ある 。 





注 28 先行 の 数 節 に お いて 、 宰 の 括 言 者 数 人 と 、 他 の 有人 徳 な る 人 物 数 人 に つい て が 同時 に 述べ られ て きた 。 
これ は 単なる 偶然 で は な い 。 これら の 預言 者 に つい て 同 蜂 に 述べ られ る と いう こと は 、 あ る 明確 な 目的 に か な 
う 2 の で ある 。 役 ら は 全て 、 あ る 事 后 を 共有 し て いた の だ 。 彼ら は 皆 、 な ん ら か の 形 の 困難 、 災 将 を 経験 し 、 そ 
の 厳し い 試 練 の も と で 彼ら は 、 最高 の 立派 な 妃 耐 、 我 乙 を 示し た の だ 。 彼ら は また 、 全 て の 宗教 の 基本 的 原則 、 
つま り 神 の 唯一 性 を 教 を た の で ある 。 


注 29 ある 階 必 の 人 々 、 す な わ ち 神 の 有 徳 な る し も べた だ たち に つい て は 、 先 行 の 数 節 で 述べ られ て きた 。 本節 


で は 、 も 0 つま り 、 神 の 預言 者 を 拒 簿 し 、 を の 結果 、 上 自分 な たち の 問 で の 不利 、 論争 の 犠牲 し な っ 
て し まい 、 お 王 い に 、 相 いれ な い 人 信念 や 教 護 を 持つ に 下る 人 だ ちの こと ょ に 、 言 及 し て いる 。 
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まち お か アレン > 
96. われ ら が 絶滅 せ し 邑 の 住民 に は 冒し が たい 69 2 クア MY っ 人 人 トン イタ イン 2 る リン の コン ン 
の テア の 1 う 
捧 品 ありゃ 、 すなわち 、 彼 等 世に 戻る こ と な 5 が の 2 
か る べし 、 ( 注 30) 
へ Nh oF = ヤク gu タレル に タタ ヶ A ュー 
97. ゴ グマ ゴ グ が ( 注 31) 解き 放 た れ て 、 諸 8 G2283 CER ES 
丘 よ り 八 り 下 りり 来る を その 時 まで は 。( 注 
32) £3 NS 


レン の ” 4 に ン 3 
98. 各 し て 、 そ の 間違い な い 約束 が 近づく と 、 PMP We 
( 注 33) 見 よ 、 不信 心 者 ども は 贈 目 し て A 2 る Et も 2 916 
( 注 34) 云わ ん 、「 悲 し いか な ! げに 我 等 は Eg CPS 


この 事 を 畔 視 せ り 。 示 、 我 等 は 誤り た 5」 


” 『1 る タク a 
” | 
99.「 げ に お 前 た ち 、 並 びに お 前 た ち が ア ッ ラ ー 吹 を ッ ン 2 4% x る 
a> 2 san し くぅ 1 
の 外 に 崇め る も の は 、 地 獄 の 閑 な り 。 その 6 ” ~ ” 
地獄 に 、 お 前 た ち は 皆 落ち 行か ん ] OH Ik 8 


前 ミーー 本 うす $3 
100. お 前 だ た ち が 云 い 世 る 如く 〈、 も し 役 等 が 1 る 4 Ii の LN ょ し ク クッ 
彼 GE はら > A 0 og 
神々 な ら ば 、 彼 等 は 地 妖 に は 落ち ざる べし 。 ワラ ソル ダ 


然るに 、 彼 等 は 皆 を の 中 に 永久 に 住ま ん 。 ら OO5Ag 
101. を の 中 で う ご め き 苦し むこ と は 、 役 等 の Oo%<3 SS 5255 2 2 交 


運命 し な らん 。 然 れ ども 、 彼 等 は を の 中 で 
何事 も 聞か ざる べし 。 ( 注 35) 











注 30 死者 は 、2 度 と この 世に 送り 変 た きれ る こと は な いと いう こと は 、 犯 し が た だい 神 の 法 で ある 。 

注 31 18 章 95 節 参 昭 

注 32 先 の 数 節 に 関連 し て 読む と 、 こ の 節 で は 、 成 茂 と 柴 光 の 全盛 の の ち 、 ひ と た だ たび 、 死 補 騙 減 の 各 牲 と な 
れ ば 、 再 度 、 欠 われ だ 栄光 を 取り 戻す こと が で き な い と いう 具合 に 、 自 然 法 は 作用 する と 言わ ん と し て いる 。 
ゴ グ と マ ゴ グ で すら 、 そ の 倍 大 な る 物質 的 貯 高 、 栄 光 に も か か わら ず 、 同 じ 法 の 犠牲 た 上 な る こと で ある う 。 彼 
ら は 究 退 し 、 再 び 栄 える こと は な い だ ろ う 。 ゴ クタ と マ ゴ ク 、 つ まり 表 洋 の キリ スト 教 国家 の 民 は すでに 、 政 治 
的 権力 の 全て の 高み に 昇り 、 世 界 じ ゅ うに 広がっ だ の だ 。 クル アー ン の 表現 は 、 彼 ら が 全て の 有利 な 点 を 独占 
し 、 全 世界 を 支配 する だ ろう よい うこ と を 意味 し て いる 。 

注 33 。 ゴ グ と マ ゴ グ の 支配 の り の ち に は 、 破 減 釣 な で き ご と が 世界 に 起こ る で あろ う 。 そ し て その 結果 、 最 終 
的 に は イス ラム の 勝利 が 到来 し 、 ゴ グ ほ トマ ゴ グ に より 代表 され た 虚偽 の 力 、 物 質 主 義 の 敗北 に 終わ る こと で あ 
ろう 。 

注 34 ゴ グ と マ ゴ グ の 完全 な る 破滅 の の ち 、 イ スラ ム が 、 以 前 の 偉大 き 、 栄 光 を 再び 取り 戻す も き は 、 イ ス 
ラム の 再生 の 望み を 全く 《 和 欠 し て し まっ て いた だ 人 人 だ ち は 、 自 分 の 日 が 信じ られ な いこ と で あろ う 。 

注 35 彼ら は 、 先 め や 安 楽 を 与え を て て れる よう な も の を 耳 に する こと は な いで あろ う 。 つ まり 、 地 獄 で は 、 
時 び 声 、 悲 鳴 、 泣 き 叫ぶ 声 の 壮絶 き ゆ え に 、 そ こ に 収容 きれ だ た 人 だ ち は 、 お 互い の 声 を 聞く こと は な いで あろ 
うと いう こと で ある 。 
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102. 妖 れ ども 、 す で に われ ら か ら 良 い 誤 美 を RG 2 RY SL GG 
貼り た る 者 は 、 地 獄 か ら 遥 か 遠く へ ~ 移 きれ IE 2 
ん 。 DOI ls 

103. 彼 等 は 地獄 か ら の か すか な 物音 すら 聴 % か GA Lr 


a CC rd 
et ( 注 36) 面 し て 、 自分 た ちの 魂 Ch 
金 願 する と ころ に 、 永 久 に 留まら ん 。 SR 


104. RN し 、 本 2 99 ゅ シン レン ッ お ILI Sg 
” | 
し て 、 天 使 た ち は 彼 等 を 出迎え て 云わ ん 、 Mi Hs NE oy 


「 こ は 約束 せら れ だ た る 、 お 前 た ちの 日 な 5」 SOON ETS 9 
ょ 。 

105. 走り 書き し た 巻物 を 巻き 上 げ る 如く 、 レヒ る を ^ 30 Js CN 
( 注 37) われ ら 諸 天 を 巻き 上 げ る その 日 を 3 お お 


クッ ン ア / タ 5 


思え 。 わ れ ら 最初 の 創造 を な し た 如く 、 わ EC 0 Sg 6 
れ ら は 再び 之 を 繰り 返さ ん 一 ( 注 38) ゎ De 
れ ら が 履行 すべ き 約束 を 。 わ れ ら は 必ず 之 onss 
を 果 る ん 。 


106、 われ ら は すでに 、 訓 牙 を 与 を ん た る 後 、 詩 NS GS 
編 の 中 に か く 記 せり 、「 ゎ が 義 し い 僕 等 は 導 の 02 が 19 
ず や を の 地 を ( 注 39) 継が ん | と 。 DORA GR SS ON EN 


注 36 本 節 お よび 次節 で は 、 神 の 有 徳 な ぁ し も ふも べ が 、 地 獄 か ら 6 束 ざ けら れ 、 な ん ら を その 次 を 耳 に する こと も 
な く 、 ま し て や 、19 事 72 人 節 か ら 一 般 に 誤解 きれ て いる よう に 、 地 獄 へ 入る ね など と いう こと は 決し て な いこ と を 
示し て いる 。 

注 37 [巻物 を 巻き あげ ば る | と は 、 億 大 な る 帝国 が 掃き れ 、 強 大 な 国家 が 破壊 きれ 、 別 の 民 が 、 そ の 代わ 
り に 、 勢 力 を 得る よう に な る こと を 意味 する 。 ま な だ 、 理 な る 頂 言 者 を 通じ て 、 大 いな る 変 居 が も だ た らき る れ 、 古 
い 天 が 巻き 上 げ ら れ 、 を その 代わ り に 新しい 天 、 新 し い 地 上 が 全 造 きれ る で あろ うと いう 意味 し も と れる 。 古き 
秩 訟 が て ずれ 、 そ の 代わ り に 、 新 し き 、 よ り 良 き 秩 序 が 生ま れる の だ 。 聖なる 拓 言 者 の 時 代 に お ける ほど の 完 
全 な る 変化 を 、 か つて 世界 は 、 目 の あ だ り に し た こと は な か っ だ の だ 。 


注 38 「 我 々 は 再び これ を 繰り 返さ ん ] と いう 表現 は 、 型 な る 預言 者 に より 生み 出 き れ た 秩序 が 、 不 信心 で 
機械 主義 の 西洋 文明 に より 剣 造 きれ た イス ラッ 敷 徒 の 生活 に 対す る 物質 的 な 見 方 を 通じ て 、 妨 げ を 受け る で あ 
ろう こと る を 含意 し て いる 。 し か し 、 こ の 妨げ は 一 時 的 な も の で あり 、 イ スラ ム は 、 新 し い 精 神 的 1 覚め を 経験 
し 、 再 び 勝 ち も 誇 っ て 現れ る の で ある 。 

注 39 “を の 地 " ょ は 、 パ レス チ ナ を 意味 する 。 その 地 は 、 我 々 の 時 代 に 、 い わ ゆ る 民主 主義 キリ スト 教 強 
国 の 悪 の も て くろ み に よ り 、 パ レス チ ナ と いう 名 の 国 が 、 存 在 を や ゆめ 、 そ の 荒れ 中 に 、 イ スラ エル 共和 国 が 築 か 
れる まで 、 十 字 軍 に その 所 有 権 が 移っ た -92 年 の 短い 期間 を 除い て 、 約 1350 年 間 、 イ スラ ム の 所 有 の も と に あっ 
た の だ 。 ユ ダ ヤ 信 は 、 約 2000 年 間 、 荒 れ 地 を きま よっ た の ち に 、 本 領 を 発 押す る よう に な っ だ の だ 。 し か し 
この 大 き な 歴 史 的 で き ご と も 、 ク ルアー ン の 務 言 の 成就 と し て 、 起 こっ た も の な の で ある (17 章 105 節 )。 し 
か し な が ら 6、 こ れ は 単なる 一 時 的 な 形勢 に すぎ な い の だ 。 イ スラ ムッ 教徒 が 、 勝 利 を 春 国 する 運命 と な っ て いる 

の で ある 。 遅 か れ 早 か れ 一 遅かれ と いう より は むし ろ 早 か れ 一 パレ スチ ナ は 、 イ スラ ム の 手中 に 戻る こと で あ 
ろう 。 こ れ は 神 の 天命 で あり 、 誰 $ 神 命 を 変 ④0 る こと は で き な い の で ある 。 
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アル ・ テ ン ど そ ぞ 





げに この 中 に は 、 軍 を 崇拝 する 者 へ の 御 

神託 あり 。 

われ ら は だ だ 万 民 へ の 慈悲 と し て 液 を 遺 
わ ゎ もし だ る の み 。 ( 注 40) 

云え 、「 我 に 啓示 きれ だ た る は 、 お お前 た ちの 

し か 

神 は 独 一 な る 神 な りり と いう こと 。 然 6 ば 、 
お 前 た だ ち 帰 依 し 奉る か ? 1 と 。 


107. 
108. 


109. 


然し な が ら 6、 も し 彼 等 背 を 向け な ば 、 去 
え 、「 我 は お 前 た ち す べ て に 等 し く 和 警告 し た 
れ ど も 、 お 前 た もち が 約 束 き れ し こ と が 、 果 
し て 近 き に ある か 、 遠 き に ある か 、 我 それ 
を 知ら ず 。 ( 注 41) 
げに 神 は 、 声 高 に 叶う こと も 、 前 だ ち 
が 密 に 隠す こと も 知り 給 う 。 

まな た 、 我 は 、 こ の 獲 子 が お 前 た も へ の 試練 
な の か 、 だ だ 束の間 の 享楽 に 過ぎ ぬ の か 、 
それ を 知ら ず 」 と 。 


110 . 


111 . 


112. 


頂 言 者 は 更に 云え り 、「 主 ょ 、 真 理 を 以 て 
裁き 給え 。 我 等 の 主 は 慈 章 の 神 な り 、 お ぉ 前 
た も が 生 張 する こと に 対し て 、 お 助け が 期 
待 で きる 」 と 。 


113. 








注 40 


ETAL CA CG 
ORL TSI RELIES 
RSS 
CIA VE 

I CHR EAR 


A クゥ ラン ュ ン Gr 


めのう ひと の 3 いひ ooo ol て) 


アフ 


タタ ジレ ブッ ンー ロッ 2 レ で あま アテ 
EL 5」 
; レン レン EB 7 る イラッ 。 2 イラ ェ ン レ 
dl 3 1 むっ 5 dR と と っ | の 13 


OY 
ヶ P ロア ンタ み ン 
EG ER 


と アッ タ る 


@ ら % の (と 





加 な る 預言 者 は 、 を その メッ セー ジ が 特定 の 国 や 人 間 に 限 定 き れ て いな い が ゆ え に 人 類 全 体 に た っ て の 


思 み だ っ だ の だ 。 彼 を 道 じ て 、 世 界 の 国家 が 、 か つて な か っ た は どの 祝福 を 与え られ て きた の で ある 。 


注 41 
れる べき 場合 と 時 を 最も よく (心得 て いる の で ある 。 


袖 は 、 そ の 約束 の 成就 の た め 、 日 毎 、 時 間 毎 に 東 績 きれ て いる わけ で は な い 。 神 は ある 預言 が 成就 き 
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テル ハッ ジ 
(メデ ィ ナ 啓示 ): 


あま ね 





1. 慈悲 深く 、 恵 み 遅 (アッ ラー の 御名 に お い | 本 3 
て 。 Oe-> 
2. 人 々 よ 、 主 を 長 れ よ 。 審判 の 日 の 地震 は げ ルル (SN21 常 る 1 CGN 
に 恐ろし きか な a クン 
の ヶ 。 デ 2 
oe 
2 に 4 ン I タン 2 タラ エフ スッ クイ レ ォ 
3、 を の 日 至ら ば 、 す べ て の 乳 飲み 子 を 抱え た ご zo を 2 ら (0 3 ウン 
女 は その 哨 乳 を 忘 れ 、 す べ て の 妊婦 は その 2 
荷 を 早産 せん 。 ま だ 、 液 は 、 人 々 が 酔う に Gee os Ses 
非 ざ ぐる に 、 酔 える が 如く な る を 見 ん 。 そ は 4 に と 
の as 
アッ ラー の 血 罰 が 激烈 な れ ば こそ 。( 注 1) ia ey 9 
eSo 
は る 4 2 ン も > み みる ッ グ 1 グ 
4. 人々 の 中 に は 、 知 識 も な し に 、 ア デッラ ー に 3 As GEC oO ラジ 
つい て 反 駿 し 、 反 送 心 を 抱く 悪魔 に 従う 者 y る スロ 5 っ る イク タン 
あり 。 Ps oS さあ 
サタ ン (7 4 24 (4 スン ンク 
5. 悪魔 と 親しく な る 着 は 、 ( 注 2 ) 邪 道 に 導 か sd 595 こ RES 
れ 、 以 て 業火 の 刑 に 誘わ れん 。 ッ ン し 
Oa Ode oi 
6. お 、 人 々 よ 、 復 洛 に つい て 疑う な 6 ば 、 人 で C3 この 8 な 
I “= 


も ンタ #9 a 員 brig 
、 決 に 一 滴 の 精液 、 次 に 凝結 し た 箇 、 次 Aszo2 お みお hh 
SR の の また 少し も 形 を 3 


p ンタ ツヤ 。 る クタ し る ) 
9 創れ り 。 こ は お 前 たち に わ ゎ 64 82 る 3453 


注 1 この 節 で は 前 節 で 示 ふ れ だ 「 審 判 の 日 の 地震 ] が いか に 厳し いも ゃ の で ある か を 3 つの 比 骨 を 用 いて 表 
し て いる 。 母 親 に と っ て 自分 の 乳 を 吸う 赤ん坊 ほど か わい いも の は な い 。 それ だ け に 雨 親 が 乳 飲み 子 を 見 捨て 
る は どの 直る し き と いう の が いか に する まじ いも の か は 、 想像 を 絶する ほど で ある 。 こ の 究極 の 恐る し る が 、 
あま り に も 突然 に 容赦 な く 人 々 に 降り か か る だ め に 、 乳 飲み 児 を 胸 に 抱い た 母 は その子 を 捨て 、 妊 婦 は その 和 荷 
を 早産 し 、 人 は 恐ろし る の あま り 、 肖 酔 し て いる か の ご と く 、 邊 分 を 見 失い 、 何 も を し て いる の か わか ら な い 乱 
心 状 態 に な っ て し まう と 述べ 6 和 れ て いる 。 

注 2 これ は 、 サ タン ヒ と 親しく て な り 、 そ れ に 従っ て し まっ だ だ ゆめ に 、 正 し い 道 を 踏み は ず し だ 人 人 々 の こと の 
み を 指す 。 ク ルアー ン の 他 の 箇所 で 述べ られ て いる よう に 、 サ タン は 、 高 沙 な 人 々 に 対し て は 無力 で ある 。 サ タ 
ン が 堕落 きせ る こと が で きる の は 、 彼 の 邪悪 の 謗 い に 自 らら 応じ る 人 々 の みな の で ある (16: 100 一 101 、17 :66)。 
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LL 


アル ハッ ジ 





れ ら が 権能 を 証明 せん が た め な り 。 硬 し て 、 
われ ら は 、 。 欲 する 者 を 或 る 期間 胎内 に 留 ま 
らし め 、 然 る 後 、 商 更 と し て お 前 た ち を 出 
生 せ し め 、 次 いで 成年 に : 達する まで 養育 す 。 
る されど 、 お 前 た もち の 中 に は 天 折 する 者 も あ 
れ ば 、 ま だ ただ 或 る 々 者 は 、 知 り た だ る こと を 薄く 
忘却 する ほど に 年 老い 、 る まで 留め お か れる 

Re まま SS の が 相 し た 大 地 を 見 よ 。 
る れ ど 、 わ れ ら が 一 だ び 水 を 降 り 注 げ ば 、 

大 地 は 銘 ち 生き 返り 、 膨張 みて 、 あら ゆる 
種類 の 美しい 草木 が 萌え 出 づる 。 


こ は 、 ア ッ ラ ー が 真理 に し て 、 死者 を 区 生 
ら せ 、 万 物 の 上 に 権能 を 持ち 給 う が 数 な 9。 


を そ は 、 ま た 、 審 判 の 日 が 疑い の 余地 な て 必 
すず 来る べき 改 な り 。 を は 、 ま た 、 聞 中 の 徒 吉 
を 覚醒 きせ 給 う が 故 な り 。 


うど うり 


9. 然るに 、 人 々 の 中 に は 、 知 識 も な けれ ば 稔 導 導 


10. 


11. 


12 . 


注 3 
ー つ は 、 来 世に お ける 取 辱 、 不 名 准 で ある 。 


も な く 、 また 光明 を 投 ず る 経典 も 持た ず し 
ON アッ ラー に つい て 反 駿 し 、 


尊大 に その 路 腹 を 向け 、 人 々 を アッ ラー の 
道 か が か ら 迷 わし めん と する 者 あり 。 その よう 
な 者 は 、 現世 に 訟 て 屈 圧 あり 。 面 し て 、 復 
活 の 日 に 訟 て は 、 われ ら 之 に 火炎 り の 刑 を 
営 臨め る せん 。( 注 3) 


OT 
し て テッ テー は その 僕 等 を 不当 に 師 
する 者 に 非 ず 。 

第 二 項 
まだ 、 人 々 の 中 に は 、 い わ ば 境 日 で アッ ラー 
に 仕 を る 者 あり 。( 注 4) 幸 運 来 れ ば 満足 し 、 
試練 に 遭遇 すれ は ば 元 の 流儀 に 戻る 。 こ の ょ よ 





真実 を 拒む 和信 々 に は 、 2 種類 の 前 が 用 意 き れ て いる 
現世 に お いて 間 を 受け る 者 は 、 来 世に お いて も 秩 実 に 因 を 受け る 


こと と な る 。 


を レ 


ーー ek 


65 


ar OIG 3 2 
GS RS 


タン っ る ウーン 1 


和み 5 RO IG OS 
EI TE 
ES I GE EG 
DEE EH SEs 

SG GE EI Lh SR A 
OI の EEE 

A GE GN 
GGA ER 

る を 52 さき 、 ょ ええ レル る ョ レン ン ノ 
SerB GI SESS 
DI YI GRY 

A UR TA 
OR 

i ET ie ds 


SED LN GS 


う MM る | レル アノ Vi 2 
ECR A A de 1 
。 一 つ は 、 現 世に お ける 敗北 、 挫 折 、 そ し て も う 
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第 二 上 一 調 アル ハッ ジ 


う 5 な 者 は 現世 も 来世 も 失う 者 な り 。 そ は 明 NB る 
日 な る 損失 な り 。 


ON ILA 

_ a Lr レン イタ タン グ 

13. この よう な 者 は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 、 毒 に も Pi 
薬 に も な ら 史 者 を 祈る 。 そ は 其 だ し き 迷 誤 2 の ンタ ン アア 
0 「 SA LA 5 48 

14. この よ ょ うな 者 は 、 己 れ を 利 す る より も 、 己 I 。 っ つう ES 2 
れ を 害 せ ん と する 者 を 白 る 。 げ に 悪し き 底 の 2 みあ イッ に 
護 者 な り 、 げ に 悪し き 仲 間 な り 。( 注 5) の 上 Aaall Pi 4 


\ 


っ これ 2 2 クン ゅ る 
5 信夫 を 松雪 は 、 テ ッ タ ー デ を ba LE GI SE hE 
川 流 る る 楽園 に 入ら し めん 。 げ に アッ ラー タフ タン ME OAD 2 
1 i 
は 欲す る こと を 為 し 給 う 。 OD SS の の 


モー 


(OF の 


16. 現世 に 族 て も 来世 に 診 て も 、 ア テッ ラー は 損 2 人 ( ン 和 は 人 6 の 8 生 o2 
言 者 を 助け ぎる べし と 思う 者 あら ば 、 そ の 2 
者 を し て 天 ま で 剃 を 選 ら し ゅ 、 六 し て 、 乏 53 お 2 3 2025 3 
を 断ち 切ら し め よ 。 証 し て 、 己 れ の 計画 が 、 タッ ン rd 2 ブシ 
自分 を 怒ら し て いる も の を 除去 し 得る か ど DER KERS a 
うか 、 そ の 莉 に 見 せしめ よ 。( 注 6) 
注 4 「 境 目 で アッ ラー に 仕 を る 」 と いう ぅ 表現 で 示 き れ て いる の は 、 神 に 仕 を て いな が ら 宗 教 心 が 和 く 、 敵 
陣 の 場末 に いる よう に 、 気 持ち が で ら ヾ で 6 し て いる 人 人 の こと で ある 。 戦っ て いて 勝ち を た うだ と 確信 する と を そこ 
に 居 す わり 、 負 け そ うだ と 思う と 読 げ て し まう 人 人 の よう だ と だ た と えて いる 。 こ の 「 境 目 で アッ ラー に 仕え る 1 
と いう 表現 は す で あ と の 「 幸 夢 来 れ ば 満足 し 、 試 練 に 遵 遇 すれ ば 元 の 流 億 に 戻る ] と いう 表現 で 説明 る きれ て い 
る 。 ま た だ この 表現 は 、 信 側が 薄い 人 人 がい つる ぁ 茎 心 を 捨て られ な い 状 態 に ある と いう こと を 象徴 し て いる 。 其 の 
神 を 受け 入れ る こと で 物質 的 由恵 に あず か る こと が で きる と 思っ て いる 時 に は 信者 と し て 行動 し 、 一 旦 、 何 ら 
か の 試練 を 与え を られ る と くる り と きび す を か え し て 信仰 を 捨て て し まう と いう 人 々 の こと で ある 。 
注 5 人 愉 り の 神 を あがめ る 信夫 者 た もち は 、 時 を 経 ず し て 明らか に 四 落 し て いき 、 自 分 自身 の 尊 戚 と 昌信 や ひ 
どく 害し て し まう こと に な る 。 彼ら は 名 分 の 信仰 か ら 思 恵 を 受け だ いと 望ん で いる が 、 そ の 信 休 が 偽り の 神 に 
対す る も の で ある 限り 、 無 理 な 望み で ある 。 
注 6 この 表現 は 、 モ ハッ マ ド 環 言 者 に 対し て で きる 限り の 悪行 を し か ける 不信 者 に 挑み か ける も の で ある 。 
モハ ッ マ ド 預 言 者 は 常に 、 神 に 助け られ て いる し 、 今 後 も 変わ る こと な く 救 われ る も の で ある 。 それ を 不信 者 
で ある お 前 た ち が 妨 げ る こと な ど で き る も の か 。 イ スラ ム が 着実 に 発展 し 続け る と 上 いう こと は 神 よ り 定 ゆめ られ 
て いる 紛れ も な い 天 意 で あり 、 な ん びと も 押 の 命 を 変 0 る こと は で き な い 。 イ スラ ム の めざまし い 発 展 を 目 に 
する 不信 者 た ち は 白 ら を 恥じ 、 つ らい 思い に る いな まれ る で あろ う が 、 死 より 他 に 彼ら を この つら 6 る か ら 逃 が 
れる せ て くれ る も の は な い 。 
「 天 まで 綱 を ] の 「 天 | は いう 語 を 「 肢 根 」 ある い は 「 天 」 上 解す る は 、 HO 
る 。 その 場合 「 も し 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 に 敵対 する 不信 者 た もち が 、 彼 の 使命 が 果 た る れ て イス ラム が 繁栄 
半日 PCE の 守ら の 
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17. 故に われ ら は 、 明 百 な 神 区 ほし て クル アー 
ン を 降 し た り 。 面 し て 、 アッ ラー は 、 選 れ 
の 欲す る 者 を 必ず 導き 給 う 。 


18. 信ずる 人 々 、 ユ ダ ヤ や 教徒 、 サ ー ビ 教 徒 、 キ 
リス ト 教 徒 、 拝 火 教 徒 、 並 びに 偶像 崇拝 者 
だ ち に つい て は 、 復 活 の 日 に 於 て 、 ア ッ ラ ー 
は 必ず 彼 等 に 判決 を 下す べし 。 げ に アッ 
ラー は 一 切 を みそ な わし 給 う 。 


に ち げ つ せ いし ん 


19. 液 、 天 に ある も の 地 に ある も の 、 日 月 星 辰 、 
君 山 、 樹 木 、 高 獣 普 びに 沢山 の 人 間 が 、 ア ッ 
ラー に 対し て 服従 する を 見 ぎり し か ? 然 れ 
ども 、 懲 罰 に 値する 者 も また 多 し 。 面 し て 、 
アッ ラー が 始め 給 う 者 は 、 何人 も 之 を 尊敬 
し 得 ず 。( 注 7) げ に アッ ラー は 己 れ の 欲す 

る こと を 為 し 給 う 。 


20. これ 等 は 、 主 に つい て 争う 二 派 の ( 注 8) 
論争 者 た ちな り 。 信 ぜ ぎ ざる 者 ども に は 業火 
の 衣 築 が 仕立 て られ 、 そ の 頭上 に は 用 え る 
る 湯 が 浴び せら れん 。 


浜 





彼 は 必ず 神 に より 助け られ る の だ 。| と いう 意味 に な る 。 


A DARA 

8 > セレ プラ う ラ メン 

1 NR 
ント 


イズ 


ty レッ ン ァ タ ンタ ン 9 ッ ン 
OL A an or ua 

§, る うそ 
DN < 


ッッ ル 


デブ CE 


SG IR RL 
dt RD YG 


人 の タク 0 ノン IL 


ン うる 5 2 
9 内 の る ン 

sds hl の と 2 2 8 
(ダレ イン タン の 5、 の る 
OC A AL: 





3 論 120 節 で も 、 不信 者 た ち は 次 の り よ うに けん 次 きれ て いる 。「 怒 り の う も に 減 び よ 。 げ に 、 ア ッ ラ ー は すべ て 


流 ら の 胸中 を 知り 給 ふ 。」 


注 7 神 は 、 自 然 學 の る きま ざま な 法 を 定め られ た お 方 で お あり 、 神 に より 玉造 きれ な た 森 羅 万 人 灸 の も の 、 42 
生物 で あれ 無生物 で あれ 、 そ の 法 に 従わ ね ば な ら 6 ない 。 誰 人 人 、 何 一 つた り と も 法 に 従わ ず し て 存在 する 

は で き な い 。 す べ て の 秩序 を 定め ゆ て いる この 根本 的 な 法 に 加え 、 神 が 人 々 を 導く も の と し て 顕示 る ぁ れ た 法 一 シャ 
リヤ (戒律 ) が 存在 する 。 人 は この 法 一 戒律 に 従う こと も そく こと も で きる 。( こ の 点 が 上 記 の 法 と 異な る 。) 


し か し 、 当 然 、 戒 律 に 従わ な けれ ば 自 業 再 得 で 、 そ の 報い を 受 


け 、 苦 し むこ と と な る 。 この節 は 、 き ら に 偶像 


崇拝 者 た ち に 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 自然 物 を 崇拝 、 信 爺 の 対象 た し て いる こと が いか に サザ な し (愚か な こと で ある 
か や を は っ きり 悟ら せる も の で ある 。 こ こ で 述べ られ て いる よう に 、 万 物 は 、 皆 、 ま る き に を その 存在 自体 を 神 に 依 
NE A RE 


一 時 だ たり と も 神 な くし て は 存在 すら し 得 な い の で ある 。 


EN ミ め られ な だ た 法 に 従う こと に より 初め て 存在 し 得る も の を 此 拝 の 対象 も す る こと は 、 暑 か で 洲 


は か な こと な の で ある 。 


注 8 この | 二 派 」 が 示し て いる の は 、 信 者 と 不信 者 と いう 2 つ に 分 類 る きれ て いる 人 々 の こと で ある 。 
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21. それ に よっ て 臓 肛 も 皮膚 も 溶かさ きれ ん 。 2 2 6 タン ウタ 
Ok 028 ③ 3 ds gas 

の 1 (< ゥ ダイ レ 

22. 更に 彼 等 は 、 鉄 所 を み ま わ れん 。 ORE 9 


2 4 
23. 苦 問 より 逃れ ん と する 度 に 、 ま だ た も や 火 の 0 に の っ ls PS 2 し 光 


中 に 突き 落 き れ 、「 流 等 火炎 り の 前 を 味 わ 2 RS 
え 「『」 と 庄 わ れん 。 OR 
第 三 項 


24. され だ ど アッラー は 、 信 じ て 敬 行 を 積む 人 々 AAL Ode dS 
に は 河川 流 る る 薬 園 に 入ら し めん 。 役 等 は 4 CA の 2 
こ で 、 商 金 の 腕 環 や 真珠 で 身 を 飾ら れ 、 の US の 3 と 


絹 の 衣裳 を ま と わ ん 。 SR SO クン 
1 了 和 の CAIS ul 2 


is ーー 
Or 
a ts 
I Ee プッ ラン 
25. 彼 等 は 純潔 な 言葉 に 導 か れ 、 護 敵 し 奉る 神 。 dQ) pa' Go EN 
の 道 に 間 か が れん 。 う ン うぅ アデ 
⑨AAsdl ちっ 


26. 人 々 を アッ ラー の 人 道 か 6 誘 豆 し 、 そ この 届 MCE GE 
信者 た る と 砂漠 か ら の 来訪 者 た る と を 問わ ンー の 
ず 、 わ れ ら が 萬 人 の た め に 設け た る 斑 典 に 2 IEPG CA ty 


参 詳 に 来る 人 を 妨害 する 者 、 ま た 聖 殿 内 で a T 
正しい 道 か ら 不法 に 逸脱 せん と する 不信 心 20522 2 


者 どぉ る に つい て は 一 われ ら は 必 ら ず ラマ に 獲 2 
0⑯) [3 8 
刑 を 費 め きせ ん 。 529 ピン 
第 四 項 
27. わ れ ら が アブラハム に 聖 峰 の 位置 を 達 定 SWRI る a ゅ 2 


し 、( 注 9) か く 去 いな る 時 の こと を 思い 起 。 < ンー 上 
せ 。「 何 者 も われ に 配 す る な か れ 。 凍 し て 、 Esty Rs 8 
巡 周 する 者 、 ( 注 10) 立 礼 する 者 、s 辞 儀 す 


注 9 この 節 か ら わ か る よう に 、 カ ー バ は アブラ ハム の 時 代 よ り ず っ と 以前 に すでに 存在 し て いた の で ある 。 
事 央 、 カ ー バ は アダ ム に より 建設 きれ た 。 3 次 97 節 に ある よう に 、 そ れ は 看 史 初 の 型 な る 神殿 で あっ た 。 ア ブ 
ラ ハ ム の 時 代 ま で に 、 其 謙 し て し まっ て いな だが 、 神 の お 告げ に より アプ ラ ハ ム は 、 そ の 斉 殿 の 位置 を 知り 、 モ 
ハッ マ ド 預 昔 者 の 佑 大 な る 揚 先 で ある 彼 (アブラハム) と その 息子 の イシ ュ マ エル が 、 カー バ 本 人 設 を 再建 し た 
の で ある 。 2 誤 128 節 参 照 。 

注 10 この節 は 、 当 章 (第 22 童 ) の 中 心 と な る 主題 一 巡礼 に つい て の 導入 部 を 成 し て いる 。 聖 な る モス ク 
(カー ババ 神殿 )】 の まわ り を 息 る こと が 選 礼 の 念 式 で の 一 番 の 相 で ある 。 そのため 、 カ ー バ 神殿 の 神聖 き 、 普 臣 
性 を 簡潔 に 述べ る こと は 、 メ ヌ ッ カ 層 礼 (ハジ ) の 主題 へ の ふさ きわ しい 導 入部 と な り 香 る 。 


\ 
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者 、 宰 伏 す 者 の た め に 、 も が 聖典 を 常に RN EG 
浄 め よ 。( 注 11) 

28. 耐 し て 、 人 々 に 向っ て 錠 礼 を 宣言 せよ 。( 注 AE33E。 deb 
12) 役 等 は 流 の と ころ へ 歩い て 来る も あ 2 締り 
り 、 ま だ た それ ぞ れ 遠路 被せ た 路 能 に 乗っ て SFE EG っ 
来る 5 あり 、 

29. こ は 彼 等 の た なめ に その 功徳 を 体得 きせ 、 定 NN 
め ら れ だ 日 数 の 間 、 授 け 賜 9 り た る 四 足 除 の NR の DI 2 
上 に アッ ラー の 御名 を 唱え る せん が だ め な 2 Dt i 
り 。 然 る 後 、 = 等 は それ を 食い 、 且つ 困 突 リ ァ 2 ン アル 
著 並 びに 貧者 を 差 え 。 OR A 

の タレ 2 タ 52 ヶ タ イイ ブッ タ 3 

30. 抵 る 後 、 彼 等 に を の 欠く べから ぎる 兆 化 の 飛 寺 SOob3 約 う 22251 
行為 を 終ら し め 、 そ の 准 いや 全う る させ 、 面 に 
し て この 由緒 古い 聖典 を 巡 周 せ し ゅ よ 」 Ou a 

31。 こ は 神 の 控 な り 。 ア ッ ラ ー の 神 型 な る 供 和 2 3 
を 尊重 する 者 は 、 ギ の 見 る と ころ で は 高 し > 
と せら れん 。 クル アー ン の 中 で 、 お 前 た ち 補選 し じ $ a ls 
に すでに 告げ られ な た も の を 除い て 、 家 喜 の IME | の 

* | | = 

内 を 食す る は 合法 な り 。 さ れ ば 偶像 押 の 機 EI TES 

れ を 放り 、 貴 作 の 言葉 を 避け よ 。 の っ 8 
32. DI RS 3. ラン は 所 ンク 

邊 に 如何 な る も の も 配 する な か れ 。 EH 2 た 92 

0 と 憶 に 他 神 を 併せ 祀る 者 は 、 / 誰 も る 0 っ 3 CC NW 

高き より 落下 せる 者 の 如 し 。 鳥 之 を 控 め 去 

る か 、 ま だ 風 之 を きら っ て 途 か 彼方 へ 吹き OIE EEN RL EH 

飛ば す 。 ( 注 13) 

注 11 「 ゎ が 理 雄 を 常に 浄 め よ ] と 上 いう の は 、 命 令 と 預言 の 両方 を 兼ね 備 を て いる 。 命令 た し て は 、 カ ー バ 

神殿 は 貴一 の 真 の 神 を 栄 捧 す る べく 建立 きれ た の で 、 偶 像 上 拓 に より 汚し て は な ら な い 、 と いう も の 。 RE 

し て は 、 こ の 命 が 無 想 さ れ て 型 な る 神殿 が 偶像 某 拝 の 館 と 化す る こと が あろ う が 、 そ 和 れ ら は 結局 の と ころ 、 

ベ て 一掃 る れる で あろ る ろう 、 と い う も の で ある 。 

注 12 錠 礼 の 習 償 が 。 設け られ た の は アプ ラ ハ ム 聞 言 者 の 時 で あり 、 「 人 々 に 巡礼 する よう 告げ ば よ 」 と いう 言葉 


で 示 る れ だ 。 巡 礼 は 、 決し て 偶像 財 拓 的 な も の で は な い 。 


いる が 、 


キリ メス メト 教 の 著者 の 中 に は 、 偶 像 崇拝 を 習 憎 と し て 
テア ラブ 人 を 懐 革 す る た だ た め に モハ ッ マ ドド 預言 者 が イス ラム に 組み 入れ だ も の だ と いう よう に 考え ん て いる 風 が 
それ は 明らか に 誤っ て いる 。 ア プラ ハム 預言 者 の 時 代 か ら 、 錠 礼 は 休み な く 今 日 ま て 続 


けら られ て いる 。 


遠隔 の 地 か らら おび た だ し い 数 の ムスリム が 毎年 メッ カカ 巡礼 の た め に 集まっ て き & て いる と いう 事実 は この 項 言 が 
成就 る きれ て いる と いう 反 ば く 不 可能 な 証 と な っ て いる 。 


注 13 
大 洋 ・ 山 々 な ど は 背 、 


人 人 は 、 最 も 高 芝 な 神 の 創造 物 で ある 。 宇宙 、 全 世界 に 存在 する すべ て の も の 一 大 陽 ・ 月 ・ 是 
人 間 の た め に 存在 し て いる 。 人 間 は 、 神 の 属 性 を 自ら に 反映 で きる 


人 和則 に 役立つ ょ う 、 


・ 地 球 ・ 
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し し 〆 1 > 

EF + i ッ ラ ー の 到 ネ 由 』 る る 9 [イー ョ ュ ン レン る ッッ ン の い ・ 

33. 事実 は か く の 如 し 。 ア ッ ラ ー の 聖なる 神 兆 GCL ERS ⑳) 
を 尊重 する と いう こと は 、 要 する に 、 心 の 
義 し きか ら 出 る も の な り 。 ( 注 14) Bol 


ーー 


34、 お 前 た ち は 定 め ら れ だ な 期限 まで 、 こ れ ら の る る バン レッ 
> EO ts 
家 喜 か ら 6 幾多 の 利益 を 受け 、 然 る 後 、 5 の の 395 < 交 


家 者 は 由緒 古い 聖典 に 犠牲 た し て 供 De 
る 。 ( 注 15) 
第 五 項 
35. われ ら は 、 人 人 々 に 授け た る 四 足 鹸 の 上 に 、 MC EE 


アッ ラー の 御名 を 唱え る せん が だ め 、 す べ 

て の 人 々 に 、 答 牲 の 儀礼 を 定め たり 。 ee Me 59I AKA の 2 95 うし dE 
16) ぉ 前 た ちの 神 は 独 一 な る 神 な り 。( 注 ッ ノ TE (2 
17) きれ ば 、 光 等 みな 彼 に 帰依 し 幸 れ 。 EL PER 
は 謙虚 な 徒 商 に 朗報 を 伝え よ 。 


ほど に 道徳 的 、 精 神 的 に 向上 する こと が で きる 。 も し 、 人 間 が 、 生 命 な きも の を 拓 の 対象 た と し て し まう は ほ 
A SIG の の の ま に 潜 ち て 
し まう ょ よう な も の で ある 。 
注 14 イス ラム 教 で 、 心 の 正しき や 清らか る を 人々 に 教え を こむ だ な め に 定め られ て いる きま り や 恒例 の 儀式 が 
も つ 日 的 に つい て 、 こ の 節 で 述べ られ て いる 。 イ スラ ム の 儀式 や 礼拝 の きま り は それ 自生 が “目的” な の で は 
な く 、 正 し 清らか な 心 を 鍛練 する た め の "下段" に すぎ な い 。 
注 15 メッ カ に 捧げ 物 を し て 持ち 込ま れる 動物 は 、 貢 上 きれ る まで に 、 荷 を 夢 搬 し た り 、 き ( 了 乳 し た りす る 
の に 用 いて も よい 。 その 他 に も いろ ん な 形 で 人 間 の た め に 役立て る こと が で きれ ば 、 捧 げ る 前 に 利用 する こと 
が 許 き れ て いる 。 
注 16 この 節 か ら 、 捧 げ も の に 関し て の 王 題 に 移る 。 それは 、 ハ ジ (巡礼) と ジハード (聖戦 ) と 並び 、 こ 
の 章 の 3 つの 重要 な テー マ を 成 し て いる 。 この節 で は きら に 、 献 上 が 定め られ て いる の は イス ラム に 限っ だ こ 
と で は な い 、 と 述べ られ て いる 。 すべて の 宗教 は 、 き か の ぼれ ば 皆 同 じ 神 に 端 を 発し て いる の で 、 こ の よう な 
共通 部 分 を 有 し て いる の で ある 。 ま だ た 、 こ の 役 で 示 き れ て いる よう に 、 も と まとも と 、 控 げ 者 と し て 信者 に 中 し つ 
けら れ だ の は 、" 動 物 " ( 四 足 獣 ) な の で あり 、 人 間 を いけ に を に する な ど と いう 残酷 な 行為 は 決し て 定め られ 
て い は いな い 。 そう いう 残 店 行為 は 、 後に な っ て 改変 きれ て イス ラム 以外 の 宗教 で 勝手 に 行わ れ た も の で ある 。 
『 筐 牲 」 の 語源 と な っ て いる アラ ビア 語 の ナ サ カ に は 、 い くつ か の 落 味 が ある こと か ら 、 真 の 献上 は 深 の 3 つ 
を 本 質 拘 特 質 と し て 有 し て いる と いえ る 。 
(1) 自発 的 に 行わ れる も の で ある こと 。 (02) 純粋 な 動機 か らき る げ ら れる も の で ある こと 。 (3 物質 的 甘 前 か ら 、 
る き げ られ る も の で は な いこ と 。 


注 17 この 節 は 、2 重 に 重要 な 意味 を 持つ 。 (]) 宗 教 に よっ て その 場所 や 時 は 大 きく 異な ぁ も の の 、 す べ で て の 


宗教 に 共通 し て 捧げ もの を する と いう 儀式 が 存在 し て いる と いう こと は 、 も と も と すべ て の 宗教 が 、 同 じ 神 か 
ら 端 を 発し て り 、 ど の 国家 に お いて も 、 実 は 神 は 唯一 な の で ある と いう こと を 示し て いる 。 0⑫ 肖 . 上 の も つ 目 
的 は 、 人 が 自分 の 大 志 、 了 願望 、 す べ て の 考え や 理想 、 を そし て 命 ぉ 誇り も 、 神 の た ゆめ に ぉ る き げ る こと に より 、 神 
の 唯一 性 を 公然 と 示す 、 と いう こと で ある 。 イ スラ ム に お いて 龍 上 の 艇 念 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る よう に 、 乱 っ 
て いる 神 を な だ め る と か 、 自 分 の 罪 の 償い と し て 行う と いう も の で は な く 、 自 分 の 有する すべ で て を 神 に ゆだね 
る と いう 概念 な の で ある 。 
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96 . 彼 等 の 心 は アッ ラー の 名 を 耳 に する や や 、 Le | 1! > 
1 】 1 4 1] 
異 怖 に 満 つ 。 証し て 、 彼 等 は 何 が 起こ ろう OY < ンー BIGAN 


a 


ほ 耐 え 妃 び 、 礼 拝 を 導 守 し 、 わ れ ら が 授け SD IR 8913 (61 し 


し も の を 惜しみ な く (費やす 。 A ン ッ ター 9 


COLA 
37. われ ら は 特に 、 アッ ラー の 聖 な る 神 兆 と し の 5 ん CN ン i? 


て 、 お 前 だ ち に 犠牲 の 駒 冊 を 定め た り 。 彼 


等 は お 前 た ち に 多大 の 利益 に な る も の な AW ES 
り 。 る れ ば 、 並 び 立て る 時 に 、 彼 等 の 上 に 2 9 2 の 
アッ ラー の 御名 を 吊 え よ 。 耐 し て 、 彼 等 が 軸 2s KS に いう 
横 に 毅 れ た な ら ば 、 こ れ を 食い 、 ま た 貧困 OE ノン * ッ セン る る > タ 23 
者 な が ら 6 満足 し て る 者 や 、 嘉 願 す る 者 に も a tt 3 Sl 


食わ し め よ 。 ( 注 18) か く の 如 く 、 わ れ ら 
が 役 等 を お 前 た ちの 用 に 供 せ し は 、 お 前 だ 
ち に 感謝 の 気持 を 抱か が せしめ ゅ ん が た だ ため な 
9 。 
38. それ ら の 内 は アッ ラー に 達せ ず 、 そ の 血 も IGR RR CE 
TR Vs adid 
また 然 り 。 き れ ど 、 お 前 た ON : RC 


ラー に 達せ ん 。 ( 注 19) か く の 如く 、 の g 
デア 


ら を お 前 だ も の 用 に 供 せ し は 、 お 前 だ it 


グッ 、 うがい ミン 2 て ェ ン リン ルン 
その 牧 導 に 対し て 、 ア ッ ラ ー を 護 美 せしめ OES 
ん が た め な り 。 き され ば 、 善 行 を 積む 人 々 に 
期 報 を 伝え よ 。 








注 18 メッ カ に 連れ て いっ だ ラク ダ を 捧げ 物 と し て 居 条 し だ の は 、 丁度 ラク ダ が 主人 の だ た め に 和合 を 投げ 出す 
の と 同様 に 入 が 自分 の 創造 王 で あり 主 で ある 神 の た め に 自分 の 谷 や も 投げ うつ つも り で ある と いう 意志 を 、 銀 
徴 し た の に すぎ な い 。 献上 の 究極 的 な 目的 は 、 そ こ に あり 、 こ の 節 に 示 ぉ れ て いる 他 の 目的 は 、 付 随 的 な も の 
i oN 拓 条 が 晴信 人 Ni ON まだ この 節 で は 、 居 殺さ 


注 19 この 節 で は 、 献 上 の 本 質 、 真 の 日 的 に 光 を 浴びせ か け て いる 。 神 が 喜 ば れる の は 、 献上 と いう 行為 の 
うわ ご で で は な く 、 そ の 献上 を 行う 人 の 動機 や 南 上 を する 時 の 心 の 中 味 な の で ある 。 必殺 る れる 動物 の 肉 や 血 は 、 
神 に は 直接 届か な い 。 し か し 、 南 土 者 の 心 の 内 は 神 に 受け と られ る の で ある 。 我々 に と っ て 身近 で 大 切な も の 
すべ て 、 そ れ を 献上 する よう に 要求 きれ 、 神 は を その すべ で て を お 受け と り 9 に な る 。 物質 的 所 有 物 、 演 高 な 理 起 、 
府 り 、 そ し て 命 を の も の 。 実 際 、 神 が 要求 し て いる の は 、 動 物 の 血 や 肉 で な く 、 そ れ を 喜 じ る 人 の 心 な の で あ 
る 。 し か し 、 重 要 な の は 心 で あり 、 外 部 か 6 見 る こと の で きる 献上 と いう 行為 で は な い の だ か ら と いっ て 、 評 
上 が 重要 で な いと いう 誤解 を し て は な ら な い 。 献上 の 行為 は 、 精 神 上 いう 本 質 で ある 中 味 を と りか こん で い 
る 蘭 の よう な も の で あり 、 献 上 する 人 の 心 と いう 本 質 上 共に 毅 で ある 献上 の 行為 も 大 切な も の な の で ある 。 肉 
体 な くし て 精神 は 宿る こと が で き な い の と 同様 、 吉 な くし て 中 味 が 存在 する こと は で き な い か ら 6 で あ る 。 
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39。 げに アッ ラー は 信じ る 人 々 を 守護 し 給 う 。 2 る 


at ・ 3 201 8| 
( 注 20) げに アッ ラー は 恩 知ら ず の 衣 切 9 タク クン クビ ピタ の ン 
者 を 愛 で 給 わ ず 。 SE 
第 六 項 ク 
いく き th リン る で み J 
40. 戦 を 仕掛 けた 者 へ の 戦い は 許可 す 。( 注 A ORE GL OA 
21) な ん と な れ ば 、 彼 等 の 方 が 間違っ て い の 
る 一 げに アッ ラー は 彼 等 を 助け る カカ あり 一 ERIE AAS 
41. 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 と 云い し が 故 ラッ ィ イレ ョ レン ッ ン じ 2 2? 
* 1 1 
に 不当 に も 家 郷 を 之 わ れ た 人 々 を -- OY EAI AH OS Ir CUI 
アッ ラー が 或 る 人 々 を 用 いて 他 の 者 ども "イィ ラン UI 859 95 3 5 
撃退 せ ざ ぎれ ば 、 修 御 i の の 0 


教会 、 並 に イス ラー ム の 礼拝 堂 な ど 、 不 困 3 系 3 うり っ OCR 商 に ed 


に Ri で ッ ラ ラー 年 5 会 + 

に を こ て の の 御名 ヵ 鳴 師 さ きれ て る る ンタ タン マン et “ 3: ds 1 ン 

とこ ろ は 、 必 ず や 季 く 破壊 きれ た り 。 ア ッ 2 PU える 2163 

ラー は 必ず 、 御 自分 に 手伝う 者 を 助け 給 う 。 D る ち / の の ラ る 抽 コ う デ a 

a MA 0 GT の っ の (の の ayl 

( 注 22) げに アッ ラー は 強大 に し て 、 億 大 ヶ ? 

に まし ます 一 
注 20 この 節 か ら ジ ハー ド ( 型 蔵 ) に つい て 導入 きれ る 。 責 上 に つい て 語ら れ た の は この 非常 に 重要 な 主題 
に 入る だ め の 序 奏 と し て まこ と に ふる わし いこ と で ある 。 ま ず 、 前 節 ま で で 、 ム スリ ム は 、 自 衛 戦 を する こと 
を 許 呈 る れ る 前 に 献身 の 大 切る を 教え られ だ 。 そし て 今 こ の 節 で は イス ラム の ジハード と いう 概念 に 光 が あ て 
られ て いる 。 ジ ハー ド と いう の は この 節 で 述べ られ て いる よう に 真実 を 守る だ ため の 戦い の こし で ある 。 イ スラ 
ム ふ は 上 自ら 攻撃 を し か け て は な ら な い 。 し か し 、 帳 分 の 尊 茂 、 国 家 、 信 仰 を 守る た めで あれ ば 、 美 徳 ほ きれ る 。 
人 人 は 最も 高 深 な 神 の 創造 物 で ある 。 人 は 神 の 創造 の 頂点 に 位置 し 、 神 は すべ て を 人 の た め に 依ら れ た 。 人 は 、 
地球 に お いて 神 の 代理 人 と し て の 役 わ り を 件 さ きれ 、 す べ て の 神 の 創造 物 に と っ て の 王 と きれ た だ (2 : 31)。 こ 
れ が 、 人 は 宇宙 の 中 で 高き 所 に 存在 する と いう イス ラム の 概念 な の で ある 。 








注 21 学者 た ちの 意見 が 致し て いる と ころ で は 、 こ の 節 が 啓示 きれ て 初め ゆめ て 、 ム スリ ム は 自衛 の た め に 武 
益 や と る こと が 許さ きれ る よう に な っ た の だ と いう こと で ある 。 次 節 に も 続い て いく が 、 武 器 も 持た ず に メッ カ 
で の 近 害 に 耐え 、 自 ら を 守る べく 戦っ て いた 一 握り の ムスリム に 武器 を と る こと が 許さ きれ た 理由 も 6 あわ せ て 述 

で られ て いる 。 ま ず 最 初 の 理由 ・ 前 提 た し て ムスリム が 不当 に 取り 扱わ れ て いた と いう こと が あげ ら 入 て いる 。 


注 22 ムスリム が 武器 を 和 手 に し て も よい と いう 理由 を 述べ られ だ あと 、 当 節 で イス ラム の 帳 い の 日 的 が 述べ 
られ て いる 。 それ は 決し て 他人 の 家 や 所 有 物 を 准 う こと で は な い 。 また 彼ら 6 の 国家 の 痢 由 を 奪い 、 他 国 の 支 
- 配下 に 服従 る きせ る と いう も の で も な い 。 ま た 西洋 の 大 国 が し て いる よう に 、 を その 国 を 新た な 調 場 と し て 利用 し 
だ うり 植 民 地 化す る こと で も な い 。 それ は 、 自 衛 の た だめ に 、 イ スラ ム を 撲滅 か ら 救 うた だ た め に 、 そ し て 育 心 の 自由 
と 思想 の 自由 を 確立 する だ め に 戦わ れる も の な の で ある 。 ま た 、 他 の 宗教 に 属す る 祈り の 場 、 教 会 や 寺 な ど は 
守ら れ な けれ ば な ら な い 。 だ と え ぇ 戦っ て いる 敵 で あっ て も を の 人 だ も ちの 宗教 の 自由 を 妨げ て は な ら な いこ と に 
な っ て いる 。 相 手 の 祈り の 場 を 尊重 し 、 決 し て 破 議 し た り 攻 撃 し た り し な いと いう こと は 他 の 宗教 に 見 る 戦い 
と は 異な り 、 特 に ジハード に お いて み ら れ る イス ラム の 特長 で ある 。 他国 の 礼拝 常 で びあ っ て も 、 イ スラ ム 教 徒 
は それ を 守る の で ある (2 :194 、2 :257 、8 :40、8 :73)。 イ スラ ム の 戦い の 最 8 重要 な 日 的 は 、 信 仰 と 
礼拝 の 自由 を 確立 する こと で あり 、 国 や 誇り や 自由 を 不当 な 攻撃 か ら 守 る こと に ある 。 こ れ に 優る 戦い の 理 出 
な ど 存 在 す る で あろ うか 。 
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42. これ ら の 人 々 は 、 も し われ ら が 彼 等 に この ッ グ 2 ン ッ クン 
RA 2 1 | 
国 に 安住 せ し わ る と 、 礼 拝 を 大 守 し 、 毒 持 ACE OCN 


2 る アカ 7 し ru し 
を 憶 し まず 、 正 し く あ る こと を 命じ 、 間 し と 262 っ 2212 合名 削ら 
(ある こと を 禁 ぜ ん 。 ( 注 23) 何事 に よら 2 あの 
ャ ン ち て 2 タ 
ず 、 最後 の 断 は アッ ラー 次 第 な り 。 の の IE dS | 
43. 役 等 は 洲 を 嘘つき 非難 する が 、 彼 等 昼前 る の 20923 CN AS NE 
に も 、 ノ ア の 民 も 、 ア ー ド 並び に サム ー ド ッッ 
39 る 
族 も 、 そ の 預言 者 た ち を 忠 つ き と 非 難 せ り 。 SE 
アブ ラス ハッ Sa 9 * 狼 らし れろ 5 A 8 
44. アブ ラ ハ ム の 民 や 、 ロ ト の 氏 も また 希 り 。 《⑳ ァ ク め 2 アル 2 の う 
5 ッ レン ン ィ て 2 ゅ を ん ャ アグ ラン レ ッッ ン 
45. マ ド ヤ ン の 住民 も 然 り 。 モ ー ゼ の 民 も また OYE RG 
然 り 。 きれ と 、 われ は 不信 心 者 ども に 鎖 子 a っ の レン ン クッ の コッ タタ ラン ン ン る 
を 与え 、 然 る 後 、 彼 等 を 装い た り 。 わ ゎ われ を BS OB ES oS 3 


否定 すれ ば 、 そ の 結果 や 恐ろし ぞ か し 1! - 
46. われ ら は 如何 に 多く の 巧 を 、 悪 事 を な せる (20 の A22 2 が 
間 に 減 ぎ せ る こと か 。 を そ は 屋根 の 上 に 落ち 2 る る ュー イ ルン ン る の 1 の 
崩れ だ り 。 ま た だ 、 見 捨て られ し 井戸 、 廃 葉 SE も うめ と de るい 
と 化 せ る 高楼 の 数 々 ! 
© 


47。、 物 が わか る 心 と 聴く 耳 を 持つ べく 、 彼 等 は 人 < 

いつ の) VY G1 5 | 

諸国 を 記 藤 せ ぎ ざり し か ? 宜 な る は る の 中 に の so 
非 ず 、 そ の 胸 に ある 心 な 々 り 。 ( 注 24) So G A 3 

N 3 ? ぁ A? ン が 。 AS アナ レアル で 

a Wo GA 25 の 

に の 

(の 


48. それ 故に 、 彼 等 は 液 に 懲 前 を 急 が す 。 デ ブッ ー ルレ 見 36 ライ ン 0 4 ッ ン タン ン 
ラー は を その 約束 を 決し て 破り は せ ぬ 。 だ だ 、 sesabl ed うい | シン か スッ 
時 に は 、 主 の 一 日 は な 前 だ た ちの 勘定 で 千年 508 区 用 ン ン ノン 2 td 

、 O30 a ob 
に も 相当 す 。 ( 注 25) G2 

注 23 この 節 で 示 き れ て いる よう に 、 ム スリ ム は 武力 を 手 に し て も 、 そ れ を 利己 的 な 目的 に 用 いる べき で は 

な いと きれ て いる 。 抽 し い 人 人 々 や 踏み に ビ ら れ て いる 人 人 々 の 状況 を 改善 し た り 、 所 領 の 平和 と 安全 を 確立 し た 

り 、 和 礼拝 の 場 を 尊重 し 、 寺 る た め に 用 いら れる でき で ある 。 

注 24 この 節 か ら 、 ク ルアー ン の この 箇所 及び 他 の 箇所 で 述べ られ て いる 死人 人 、 定 和信 、 ろ うお 者 と いう の は 、 

精神 釣 に 死ん で いる 人 、 見 えな い 人 、 閉 こえ な い 人 、 話 せな い 人 の こと を 指し て いる と いう こと は 明らか で ある 。 

注 25 モハ ッ マ ド 李 言 者 は 次 の よう に 告げ た と 記録 る され て いる 。 今 後 の 3 世紀 は 、 イ スラ ム の 最 紙 期 で あり 、 

その 後 、 誤 っ た 考え が 広まる た め に 、 了 暗黒 時 代 に 入り 、 そ れ は 千年 に も 及ぶ で あろ う 。 こ の 長い 暗黒 時 代 は 一 
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= る まち み a ン 
49.、 わ れ は どれ ほど 多く の 問 事 に 狂 邦 す る 邑 を 344 (の 36 る えり ジ 2 区 っ 
う | リン オウ 
針 子 し た こと か 。 然 る る 後 、 わ れ そ れ を 急 に Rr 480 
角 い た れ ば 、 帰 する と ころ は わが 許 な り 。 ueJ!913 <5ASI 
第 七 項 
50. 「 人 々 よ 、 我 は た だ お 前 た ちの 公然 た WO SN で る CE 
レン 6 
人 AIR 
51. 信じ て 普 行 を 積む 人 々 に は 、 工 紅 と 光栄 あ i Es 
る 給 差 あ り 。 
LI 
し る し タイ タイ の デラ タン タッ ー A 3 ッ プ ブフ ンタ 
52. なれ ど 、 あ われ ら の 神 光 に 逆らっ て 、 わ れ ら Cevol sf rea CH SA 4 
の 目的 を 挫折 せん と 謀る 者 ども は 一 泉 火 の 0 
住人 た らん 。 Doreen 
PED ND ET 者 KS くす る 2 る 28 セン 
、 何 か を 得 よう と 欲す る と 、 悪 魔 は 彼 が だ SO YE OS el 3 
基 


稚 し が る も の で 計り 。 され ど だ ア ッ ラ ー の 9 EE 
は 、 門 魔 が 妨害 せる ぁ の を 取り 除く 。 そ の 


上 、 ア ッ ラ ー は 己 が 神 兆 を 臣 周 に す 。 ア ッ A OI RC 3 の 説 


ラー は すべ て を 知り 、 覧 白 に まし ます 。 . う Z ン 

サタ ン ィ +4 グン ぅ < る し いら 8 タ ィ レル 

54. これ アッ ラー が 悪魔 に 妨害 きせ て 、 を の 心 、 を omo dS eh し 
に 病 あ る 者 、 ( 注 26) 並び に を の 心 が 頑 回 は レ し 257 タタ フン ダレ スン 。 ブタ 

な 者 を 試 あ きん が だ め な り 。 げに 不義 な る つの SUG CG SS 

は し て 廷 か に 隔 た だ SG 
従 軸 反抗 知 か 遠 くに 隔たり 存 す 。 @& i 


> 


タン て レア ス 


レン ん ノレ 2 る イノ 
55、 す で に 知識 を 賜り た る 者 は 、 こ は 主 よ り の 5362 EK 1 OS 
真理 な る こと を 知り 、 以 て 之 を 信じ 、 そ の ED 0 
心 を 謙虚 な らし めん 。 げ に アッ ラー は 、 信 AR bh 


ずる 人 々 を 正しい ゝ 遺 に ぅ 如き 給 う 。 っ ウッ レ 和 
tr re デ 1 
EEE 
日 に た と えら れ て いる (32 1 6)。 こ の 時 代 に 、 青 い 目 の 人 々 が 遇 隆 し 、 世 界 中 に 広がる で あろ う (20 : 103 一 
104)。 物 質 的 繁栄 と 政 力 に うぬぼれ 、 横 べ へい に な っ て いる これ ら の 青い 目 の 人 々 の こと が 、 モ ハッ マ ド 預 言 
者 へ の 挑戦 、 ム スリ ム の 人 々 へ の 試練 と し て 描か われ て いる が 、 約 束 の 時 が くれ ば 、 彼 ら は 例 き れ イ スラ ム の 和 擬 
栄 が 到来 する で あろ 2。 
注 26 この 節 で また だ 、 我 々 が 前 節 で 施し た 解釈 が 支持 きれ て いる 。 無知 な 注 秋 者 が この 節 に 加え た 根拠 の な 
い 話 は 取る に 足ら な い 。 この節 が 意味 し て いる の は 、 不 信者 た ち が モ ハッ マ ド 預 言 者 の 使命 が 普及 し 果たさ れ 
~ て いこ うと する に 対し 、 あ り と あら め ゆる 障害 を 設け て 妨げ ょ うと し て いる 、 と いう こと で ある 。 彼ら は 、「 そ の 
心 に 病 あ る 者 」 が 庄 っ た だ 方向 へ 導 か れ て 行く よう に 、 あ る い は 、 イ スラ ム の 発展 が 遅 ら き れる よう に 望ん で こ 
の よう な 悪 ど て み を な す の で ある 。 し か し 神 は その よう な 障害 を すべ て 取り 除い て 下 き り 、 真 実は 一 時 仮 を め 
に 妨げ られ 勢い わ を が れる か の ご と く 見 えて も 、 か な ら ず や 発展 の 途 を た どる の だ と 主張 る れ て いる 
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第 二 十 二 章 アル ハッ ジ 
し か 開 Sa 5 ョ ン の 内 ” < < 
56、 然るに 、 信 ぜ ぎ る 従 従 難 は 、 審判 の 日 が 突如 X< る 2 342 ら 8 けり Nd 
と し て 彼 等 を 航 う か 、 潰 減 の 日 の 名 が を の 
上 、 "< ッッ レ ぅ ノン レッ ンタ 2 が 
身 に 降り か か る まで は 、 そ れ に つい て 和 疑う GAZeey し 1 425 AZLSIT 5 
こと を 止め ざる で し 。 の 
57. その 日 、 ( 注 27) 大 権 は アッ ラー の 学 中 に 29 ン 1 ラッ の (の ャ ラノ アオ ルン 2 の 志向 Aa が タタ ン 
あり 。 彼 は 彼 等 の 間 を 裁き 給 わ ん 。 きれ ば 、 PICO > がい < レン シル cl 
ニュ ャ ーー ター Se EE FE }- ペ 2 て dt 1 0 
co 主 福 の 園 に 入る C3 ia! に 4 9 と KW 2 
22 イ フン い て 2 9 アグ ン が 
58. 任 れ ビ も 、 不 信心 者 に し て 、 わ れ ら の 福光 51 RIN 
を 拒否 する 者 は 、 恥 ず べき 凡 を 受け ん 。 の 
第 人 項 OE の oids 
59. また だ た 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 家 郷 を 捨て 、 < を る 5 。 レ と きん 
その 後 敵 に 殺 る れ た り 、 又 は 死ん だ 者 は 、 Pet の 3 = の IS 
( 注 28) アッ ラー 必ず に 立派 な 給 差 を 賜 2 ja る バレ セン 3 ルル ナイル ルス 4 愉し 
PIN ら ! 
わら ん 。 げ に アッ ラー は 最上 の 給 養 者 な 5 。 ジ 3b oS 3 ! 
9 2】 CA め 2 な 
60. アッ ラー は 必ず 彼 等 が 喜ぶ と ころ に 彼 等 を 久々 を a 
WN 
入ら し めん 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 Pablo ゆう Yo 5 
寛容 に まし ます 。 tw 
61 . そ は 必ず か く の 如く ある で し 。 誰 で あれ 自 / 9 の ンー ッ ク タイ レン レア アレ アス アア 
分 が 被 む り た る も の と 同様 の 報復 を し た の 「 バ is CE ら 2 こり っ 
に 、 規 型 違 孝 きれ た 場合 に は 、 アッ ラー は ゆみ 22 ノ の タン ノ ! る bo タ る レタ タン し 
ぇ < D 1 4: ・ 
必ず を の 者 を 助け 給 ち ん 。 ( 注 29) げに の eS a EL 201 i a AA 
アッ ラー は 落 免 者 に し て 、 寛 大 な り 。 
注 27 。『「 そ る の 日 」 が 滋味 する の は 、 イ スラ ム の 最後 の 勝利 の こ ょ で ある 。 それ は また 同時 に 不信 者 の クラ イ 


シュ 族 の 勢力 が つい に 完全 に 倒 き れる メッ カ 陥 落 を も 言及 し て いる 。 メッカ 陥落 の 時 、 ク ライ シュ は ムスリム 
の 軍隊 が まる に す で 近 てく へ 攻め 入っ て くる まで 、 全 て それ に 気づい て いな か っ た の だ 。 

注 28 目 分 の 心 、 家 、 を し て 大 切 に し て いる すべ て の も の を 神 に きき さげ 、 神 の た め に 3 死ん で 
いっ た 者 は 、 神 の た め に 実際 に 戦っ て 命 を 落と し た 者 た ちと 同様 に 分 類 き れる に 価 す る 。 な ぜ な ら ば 、 彼 6 の 
神 へ の 献身 は 、 実 際 の 絢 教 者 の 献身 と 同様 に 佑 大 な もの で ある か ら で あ る 。 

ここ で の [死ん だ 者 」 は 、 神 へ の 献身 に 一 生 を 捧げ て いっ た 価値 ある 人 だ た ち を 指す 。 

注 29 この節 は 2 重 に 重要 性 を 有する 。… つ は 、 ム スリ ム が 救 わ れる と いう 約束 、 も う 一 つ は 、 ム スリ ム が 
究極 的 に は 勝利 や お る め 繁 栄 す る と いう 人 拓 言 が 含 著 きれ て いる 。 前 者 の 意味 に お いて 、 実 際 ム スリ ム が 圧迫 き 
- れ 、 撤 害 を うけ て き て いる こと が 明白 で あり 、 視 害 に 対し 報復 が 許さ きれ て いる が 、 自 分 の 受け た 以上 に 相手 に 
害 を 及ぼ し て は な ら な いと され て いる 。 後者 の 意味 に お いて 、 ム スリ ム は 、 英 を 自分 の 支配 下 に ね きめ る で あ 


ろう が 、 を の 時 で も 受け だ 以上 の 害 を 与え を て は な ら ず 、 き る きら に 寛容 に も 、 神 が 蓄 混 と 許し ょ いう 英徳 を 備え て 
いら っ し ゃ る よう に 、 ム スリ ム が 敵 の 人 々 を 許し 、 謝 罪 し て あげ る こと が より 良い こと で ある と 告げ られ て い 
る 。 
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62 . 


63. 


64. 


66. 


67 . 


注 30 


. 天 に ある も の 地 に ある も 


そ は アッ ラー が 、 夜 を 胡 の 中 に 入ら し め 、 
また 号 を 夜 の 中 に 入ら し め る が 故 な り 。 
( 注 300 な ん と な れ ば 、 ア デッラ ー は すべ で て 
を 聴き 、 す べ て を みそ な わし 給 う が 故 な り 5。 
そ は アッ ラー が 真理 に し て 、 彼 等 が アッ 
ラー 以外 に 祈る も の は 偽り の 神 な る が 故 、 
アッ ラー は 所 尊 者 、 至 大 者 に まし ます 故 な 
t 。 


激 、 ア ッ ラ ー が 天 か ら 水 を 降 せ ば 大 地 が 緑 


と な る を 、 ( 注 31) 見 ざる か ? げ に アッ 
ラー は 細か に 気 を 配り 、 す べ で て を 承知 し 給 
う 。 


の 、 一 切 は アッ 
ラー に 属す 。 げ に アッ ラー は 自立 自 存 し 、 
護 美 に 値する 御方 な 。 

第 九 項 
液 、 ア ッ ラ ー が 地上 に ある すべ て の も の を 
お 前 たち に 従属 きせ だ た る を 見 ざる か 、 ま た 
アッ ラー の 命 に 依っ て 海 を 渡る 船 を 見 ざる 
か ? 更に 役 は 、 天 を 引き 止め 、 己 が 許し な 
し に 地上 に 沙 ち ぎら し め 給 う 。 げ に アッ 
ラー は 人 間 に 衰 れ み 深く て 、 捕 け 深 くま し ま 
す 。 


面 し て 、 ぉ 前 た ち に 生命 を 与え 、 次 いで 死 
な せ 、 再 び 幅 らし むる は 彼 な り 。 ( 注 32) 


まこ と に 、 人 間 と いう 
だ る も の な り 。 


う も の は 恩 知 ら ず の 最 





この 節 で は 、 前節 で ほのか きれ て いる 下 実 が 比 職 を 用 いて 示 き 


肖 2 タレ 


ERP hs 
EG I GI 
CR 20050 も CI 


クー 222 マデ 


i i 


の 
dslasld アッ 1 


きる ルン ち ・ ッ クッ = Pe 
ON GL GL 4 
を ? ぅ アンタ? の っ w ア 
RT 


39? 


BI EEN A ST 


te A EC 
I 6 5 
DS 

RT 23 
EI I GS 


れ て いる 。 ムスリム が 奄 必 な 状況 で 


圧政 下 に ある 長い 期間 は 「 夜 ] に た と えら れ 、 そ れ が 今や 終わ り を 告げ 、 み ふる ふ ス リム の 栄光 の H 々 で ある 「 征 ] 
が 訪れ よう と し て いる こと が 示 き れ て いる 


注 31 
は 見 を な い の か ? 


この 節 は 不信 者 た ちの 注意 を 彼ら の 日 の 前 で 展開 る れる 自 鉄 現象 に 向け よう 上 し て いる 。 お 前 だ た ち に 


神 が 天 か ら 了 困 を 降ら せ 、 荒 涼 と し だ 不毛 の 地 、 精 神 的 に 死ん だ 状態 に ある アラ ブ の 土地 に 


水 の 恵 み を ちえ る の を 。 そ し て 新しい 生命 が 芽生 を え 、 新 続 が あたり いっ ぱい に 広がる の を 。 を し て 全 世 界 が 『 綺 


神 的 に 目覚 め 、 イ スラ ム が 深く 根 を お ろ し て いく の を 。 以上 の こと が こ 


注 32 
ド の 戦い 


生死 の 現象 は 同時 に 起 
の 戦場 で 殺さ きれ た ム ス 


の 節 で 述べ られ て いる 。 


こる も の で ある 。 死す る た びに 新しい 生命 が 望ま れる 。 バド ル の 戦い や ウ ハ 
リム は 、 ア ラブ 全土 に 精神 的 復 典 を も た だ ちらし た の で ある 。 
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68. われ ら は すべ て の 人 々 に その 守る べき 儀礼 09 レイ 2 2 
* く > NN > う FE] クレ * 1 アン ン な 
を 定め だ り 。 ( 注 33) きれ ば 、 彼 等 に イス ie, 8 PE SC + 2 グン 
Te RV る 2 まゆ 2e ン ロコ 1 タタ ンー 3 る 2 ・ 
a (は LE EG LN 
。 唯 だ 彼 等 を 流 の 王 に 招 け 。 げ に 液 は ご の ウツ 9 
内 上 に あり 。 D325 
69. も し 役 等 が 液 に 論争 を 起 し な ば 、 云 ぇ 、 IVCG ンー イス 
[アッ ラー は お 前 た ち が な せる こと を 最も 0 ら 和 1 ld は © 
よく 知り 給 う 。 
ルレ レン テア 2 
70. 復活 の 日 に は 、 お 前 た ち が 意 見 を 異 に し た 5 A RAC 
こと に つい て 、 ア ッ ラ ー は お 前 だ ち を 審判 a 
すべ し 」 と 。 NY 
71、 ア ッ ラ テー が 天地 間 の 一 切 を 知り 給 うこ と N12 2 (4 
LI SS 
を 、 液 知ら ぎる か ? そ は 、 す べ て 記帳 きれ 2 
上 i A a る る Ca 2 は る 
て 存 す 。 まだ 、 を は ば は 、 デ アッラー に も り て 替 es hl de ds Mi 
易 な り 。 

2 、 = ゞ - へ で = る クタ 1 9 和信 2 タイ レ i 2 う の 972 ノン 
2 彼 等 は 、 アッ ラー が 如何 な る 権威 も 降 し た sala Asoc 3 
まわ ざる 者 、 ま た これ に つい て 如何 な る 知 9 の 22N み の 

泊 6 有 せ ム 着 を 、 ア ッ ラ ー 以 外 に 栄 胡 す 。 O22 
然 れ ども 、 悪 事 を 人 らく 従 器 に は 、 助 け 手 
は な し 。 ( 注 34) 
2 の の 2 ンタ 2 の る 
73. わ れ ら の 明瞭 な 神 兆 が 彼 等 に 読 醒 る れる ES as eon CH 4685 
ほ 、 液 は それ ら 信 ぜ ぎる 者 ども の 顔面 に 拒 し と 
否 の 色 が 洋 か ぶ を 認め ん 。 役 等 は 、 わ れ ら OO Oo 過 26 め 稀 う Ca 
の 神 沙 を 謗 を る 者 に 向っ て 、 攻撃 を 加え ん ン っ フン イン 
と す 。 云え 、「 我 は お 前 だ たち に 、 こ れ よ ょ り うう ジ a sk cis 
更に 悪し きこ と を 告げ よ うか ? そ は 業火 な ンタ ン ピッ タン イン ン とっ る A 
vl ア uUI 26 
り ! ア テッ ラー は 信 ぜ ぎる 者 ども に それ を 約 ビク の ざり 0 
束 せ り 。 そ は 恥ず べき 行き 先 な る か な !」 SL 
と 。 2 
注 33 神 へ の 礼 捧 は 、 す べ て の 国家 や を の 国民 の うち に いろ ん な 形 て 見 うけ 6 れる 。 こ の こと か ら 、 イ スラ 


ム が あら ゆる 宗教 の 中 で 最も 時 くに 、 人 々 の うち に 神 の 使者 が 降り 、 人 々 に いろ ん な 形態 の 礼拝 を 教え る で あ 
ろう し と 宣言 し た こと が 偉大 な 事実 で ある と わか る 。 


注 34 


こ で は 偶像 洛 近 に 対し 3 つの 議論 が 提示 きれ て いる 。(1) 今 ま で に 著 き れ な た 神 の 本 の 中 で 偶像 各 拝 


に 伯 千 を サ ん を れ を 認め て いる も の は 何一つ と し て な い 。(2) 人 間 の 理性 や 良心 に 従え ば 、 偶 像 素 拝 に は 抵抗 


を 示す の が 当然 で あり 、 偶 像 素 拝 者 た ち は 偶 像 擬 揺 を 支持 す る 個人 的 経験 や 考察 


に 基づく よう な まとも な ほ 論 


を する こと が 全く で き な い 。(3) 偶像 崇拝 者 と 信者 が 反日 し あっ て いた 時 代 に 、 信 者 は 大 勝利 を 得 た 。 以 上 の 


よ ょ うに 神 の 啓示 、 


人 人間 の 理性 、 勝 利 を 定め た 歴史 上 の 評決 、 


すべ て が 偶像 党 拝 は 正しく な いと し て いる 。 
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さや る 


74. 


第 十 項 

人 々 よ 、 ー っ の 璧 を 述べ る が 故に 、 を 開 
け 。 お 前 た ち が ア ッ ラ ー の 代わ 5 に 拝 する 
者 ども は 、 よ し や その 目的 の た め に 相 寄 り 
協力 し よう と も 、 央 一 匹 だ に 創造 し 得 ず 
た 、 そ の 導 が 0k 和 6M か を いぶ 

、 彼 等 は 之 を 取り 戻す 能 わ ず 。 縄 る 者 8、 
a ああ 、 無 力 な る か な 。( 注 
35) 


アル ハッ ジ 


SARE EE 
ント ンタ 2 イリ 
BS ES OES GN 
RA CAR RE 


に を 生 4 アノ る 


MIYU すそ) 





75. 彼 等 は アッ ラー の 権能 に つい て 正しい 概念 et ッ ン 2 
x 3 CV 
を 形成 し 得 ず 。 ( 往 36) アッ ラー は 強力 に つの SE LILS FD) 
、 健 大 に まし ます 。 

76. アッ ラー は 、 諸 天使 並び に 人 間 の 中 より 使 uo239 の LOLS タ (時 部 
徒 を 選ぶ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 で の 
すべ て を みそ を な わし 給 う 。 る > 2018) 

77. 彼 は 皆 の 前 に ある も の を 知り 、 ま た る の 後 2kld う AS03G ラ Aosl く し ad 
に ある も の を 知る 。 面 し て 、 万 事 は アッラー の 
の 決定 に 帰着 す 。 <2 Fa] 

こう ペ 3 7 層 っ ゅ レッ レッ の Pa 

78. 液 等 信ずる 者 よ 、 礼 拝 に 放 て は 頭 を た れ 、 9 5 TGV 
叩 頭 し て 主 を 党 まめ えつ り 、 栄え を ん た だめ に 合 0 NNN タ ノ ぅ 2 
行 を 積め 。 IN 

79. お 前 だ ち 、 アッ ラー の 道 の だ ため に 、 本 分 を > て 1 アマ MY で ン る ン 日 トク タダ デン 

i 53 a Gb 
足し て 戦え 。 彼 は お 前 た ち を 選び だ た だれ ど 、 に の っ りん 2 
宗教 に 関し て は 、 お 前 た ち に 如何 な る 眼 苦 ES RI SNE 5 
6 課せ ぎり き 。 き され ば 、 お 前 た ちの 父祖 ア \ 
っ ン ッ 2 2 コレ ラフ タ ルッ 15 2 の 
プラ ハム の 信仰 に 従え 。 彼 は 以前 に も 、 ま SC ON 
た この 経典 の 中 で も 、 ( 注 37) お 前 た ち を ' 
注 35 この 基 は 不信 者 た ち に 彼ら が 完全 に 無力 で あり 、 決 し て 彼ら 6 の 偽り の 神 に よっ て は 救い は 得 ら れ な い 


と いう こと 、 そ し て 、 彼 ら 5 が 偽り の 神 を 崇 捧 し て い 


汗 3 6 


偶像 畠 皇 者 が 、 


る こと は いか に 上 吉 か な こと で ある か を 明示 し 


て いる 。 


木 や 石 で 作ら れ た 神 を 偶像 と し て 拝む は ど 自 ら を 落と し め て し まう と いう 事実 か ら 、 


真 の 神 の 属性 に 関す る 彼ら の 概念 の 抽 困 き が うか が われ る 。 事実 、 多 神 教徒 が あれ これ 害 数 の 神 を 拝ん だ 5 


信 像 第 拝 者 が 偶像 や 拝ん だ りす る の は 、 


彼ら が 、 


真 の 神 の 御 力 に 限り が あり その 属性 が 人 間 の も の の よう に 不 


完全 だ と 考え て いる 、 そ の 概念 の 気 還 き に 起因 し て いる の で ある 。 


注 37 


「 こ の 経 穫 の 中 で ] と いう 表現 は 、 暗 に 、 


の めか し て いる (2 章 129 節 参 照 )。 


クル アー 


この 中 で 引用 きれ て いる アブ ラ ハ ム の 折り を ほぼ 


弟 二 圭二 次 アル ハッ ジ 


ムスリム と 名 づけ だ り 。 ( 注 38) これ 使徒 スン ンス 4 ター ンー くっ ェ ン タッ る 
を し て お 前 た もち の 証人 た らし め 、 お 前 た ち PN INORG 。 
を し て 人 類 の 証人 た らし めん が た め な り 。 EE S28 2 
数 に 、 礼 拝 を 剖 字 し 、 音 捨 を 惜しま ずっ 
か り ょ ケ ッ ラ ー に お 経 り 申せ 。 役 こ を は jp 2 2 る 20 Rs 





前 た ちの 切 譜 者 な が り 。 な ん と 素晴らし い 要 OR 
護 者 、 な ん と 素晴らし い 援 助 者 に まし ます Deo I を 
か な 1 














注 38 「 彼 は 以前 に も 、 ま た この 経典 の 中 で も お 前 た ち を ムスリム よ 名 づけ た り 」 と いう の は 、 イ ザヤ の 馳 
言 に ふれ な た 表現 で ある (イザ ヤ 書 62: 2 、65 : 15 参照 )。 
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デア デル ・ モ ー メ ヌー< 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね { 
人 EE 唱 局 ッ ラー の)3 こい 内 人 ? ア の [| っ 
EE の 御名 に お es や し う 
= 上 交 > ec P| KK ノン う タ 52920 で 
2、 信 者 た ち は 必 ず 幸 運 を 得る 。( 注 1) ONLS 
へ りく だ N 2* 9 の 9 る 
3. 彼 等 は 、 和 礼拝 の 時 は 議 り 、( 注 2) Dn ee rl 
= Ti ww サン ラッ ター タタ い Cy < 
5. 進ん で 喜 捨 を 行い 、( 注 4) eu る っ 
6. 貞 分 を 守る SCL 
> TI 本 SE 3 2 の アラ クス レッ タブ タイ クレ エン イン る 
7. 但し 、 そ の 計 た ち 並 びに その 右手 が 所 有 す も 5 ぱ CG Sg 1 


る も の は 除く 。 その 場合 は 罪 な し 。( 生 5 ) S26 
8. な れ ぼ 、 こ れ ら を 超え て 何 か を 求め る 者 は 、 OOO EC EA 
罪人 な が 


9 , 信託 や 約束 に 忠実 で 、 OLDIE GY 28 GS 
10. 礼拝 を 厳守 する 者 。 ( 注 6) ECS 29 i GS 





注 a 
の 様 な 信者 た ち は 神 の 救い の みな ら ず 、 幸 運 を 得る で あろ う が 、 を それ は 幸 述 を 得る こと が 救い を 得る こと より 
も 人 色 か に 高い 精神 過程 の も の だ か ら で あ る 。 

注 2 人 人生 で 成功 を 治め 、 人 聞 を 食 り 賜 う だ 神 の 崇高 な 御 意志 を 成 就 し た いと 隊 うな ら 、 信 者 者 は まず 様々 な 
条件 を 満 だ な さき な けれ ば な ら ず 、 そ れ に つい て の 記述 が この 節 よ り 始 まる 。 こ の 茶 件 は 、 幾 重 に も 重なる 人 間 
の 精神 的 発達 段階 の 事 で あろ う 。 第 一 に 、 信 者 は 梅 い 改 め 、 謙 虚 な 気持 もち で 神 を 上 祭 め な けれ ば な ら な い 。 

注 3 第 二 に 、 全 て の 無駄 な 言葉 ・ 思 考 ・ 行 動 を 層 ま な けれ ば ならない 。 人 人 生 は 茂 し いも の で あり 、 恒 独 は 
上 記 の 教え を 守ら ね ば な ら な い 。 常に 人 生 を 有 有 交 義 に 過 し 、 無 用 な こと を 人 避け ね ば な ら な い の で ある 。 

注 4 喜 捨 の 日 的 は 、 薄 し み を 取り 除き 、 あ る い は 社会 の 貧民 層 を 救い 上 ば げ る の みな ら ず 、 金 銭 上 物質 を 貯 
ぇ え 、 そ れ を 盛ん に 循環 きせ る 事 で 、 健 全 な 経済 調整 を 計る も の で ある 。 

注 5 4 意 4 節 参照 


注 6 この節 で は 、 信 者 の 精神 的 に 最も 成長 し た 状態 に つい て 述べ られ て いる 。 神 の 記憶 は 信者 に と り 第 二 
の 天性 と な り 、 我 身 の 一 部 と 化し 、 魂 の 救い 上 な る 。 こ の 段階 に 至れ ば 、 信 者 は 集団 へ の 帰属 心 が 強まり 、 個 
より 地域 ・ 国 家 の 利益 を 重んじ る 為 集団 で の 礼拝 を 特に 心掛け る 様 に な る 。 
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第 二 十 三 意 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


注 7 


注 8 


か か る 人 々 こそ 相続 人 


楽園 を 継ぐ 者 な り 。 彼 等 は そこ に 永久 に 住 
み 留 ま ら ん 。 ( 注 7) 
われ ら は 泥 の 精 粋 か ら 人 問 を 創り 


次 いで われ ら 6 は 之 を 一 滴 の 精液 と し て 安全 
な 保管 所 に お きめ た り 5。 

次 いで われ ら は 、 その 精液 か ら 沙 血 を 創り 、 
次 いで を の 沙 息 か ら 無形 の 塊 を 創り 、 その 
塊 か ら 骨 を 創り 、 更 に を の 骨 に 肉 を ま と わ 
せ 、 然 る 後 に われ ら は 逐 を 新た な 創造 物 に 
発達 きせ り 。 さ れ ば 、 最 も 優れ た 剣 造 主 ア ッ 
フ ー を 講 美 し 奉 れ 。 

こう し て を の 後 、 お 前 だ ち は 必 ず 朽 ち 果 て 
ん 。 ( 注 8) 

市 し て 、 復 活 の 日 に 、 再 び 難 らし め ら る 。 
( 注 9 ) 

われ ら は お 前 た ちの 頭上 に 七 層 の 大 を 創れ 
り 。 ( 注 10) 面 し て 、 われ ら は 、 を その 創造 
を 等 義 に は せ ず 。 


まだ た われ ら は 、 適 量 の 水 を 空 か ら 降 し 、 そ 
れ を 地 中 に 留まら し め りー われ ら は まな た 
その 水 を 運び 去る 力も 有 す 一 ( 注 11) 


アデル ・ モ ー メ ヌー ン 


〆 1 
GV 
a 


OL 
DE CSC HL GN 
@ob A NCA 
OLS 
Ne タン イン SG る 


i 4 リン 


ンダ タ 12 ラ ノラ ン え 


35 も < 35 


1 ノック 。 る 1 くる 


DRI 


ンタ タフタ ュ レッ ン 


) る 1 で る 
OLS SH SS 


8 Ce CA CC 2 
og 
se っ タリ し = テン ワ 
SE CERAM RA I 
の < 
⑨ ら 5J8 も OS あ 15 


前 節 に 述べ た 信者 達 は あら ゆる 徳 を 征 に 付け 、 野 に ある 物 全 て を 備え た 楽園 に 住む 様 に な る 。 死 を 育 
め ば 、 ぜ し ろ る 神 よ り 水 遠 の 命 を 賜わり 、 望 み は 全 て か な えら れる で あろ 3 う (50 36) 。 


人 は 成長 を 終え た 後 、 妄 え 死 に 致 る 。 


神 の み が 不 減 な の で ある 。 


生き と し 生け る も の 全て が 死 を 迎 た る の は 、 不 変 の 摂理 で ある 。 


注 9 死後 人 が 足る の は 、 NO 言 
わ ば 母親 の 脂 内 に 宿る 赤子 の 様 な も の で ある 。 死 後に 新た な 世に 生ま れ 変 わり 、 終 りな きき 成長 を 始め る の で あ 
る 。 

注 10 この 意 の 初め 10 節 で 述べ た 6 段階 の 精神 的 成長 は 、 天 国 ( 当 次 12 節 参 照 ) も 含め る と 7 段階 し な る 。 


同様 に 、 精 子 形成 の 前 段階 3 秀 ) を 胎児 成長 過程 に 加え れ ば 、 7 段階 し な る 


この 様 に 、 こ の 前 で 述べ て 来 


た 精神 的 成長 の 7 役 階 と いう 数 は 、13 節 一 15 節 で 述べ た 人 間 の 肉体 的 成長 の 7 股 階 た 奇しくも 一 致す る 。 


注 11 
全て の 命 は 、 雨 ・ 雪 ・ 家 と し て 空 か 6 降り 落ち る 水 無 く し て は 生存 で き な い 。 


この 節 で は 、 人 人 が 肉体 的 、 精 神 的 に 要する 物 を 名 何 に 神 より 賜 わ っ た か 、 


5 精神 的 恵 無く し て は 存在 し 得 な い 。 
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その 一 例 が 示 る きる きれ て いる 。 
同じ く 、 魂 $ 又 、 神 の 啓示 と い 


第 二 十 三 童 アル ・ モ ー メ ヌー ン 


20. われ ら は その 水 で お 前 た ちの た め に 素 杭 子 GO ES EE 
や 御 茶 財 を 設 い た り 。 園 内 に は 沢山 の 所 物 シー フッ 7 





に ン の の ピン 
あり て 、 お 前 た もち それ を 食す 。 ge 背 DE dS 
21. また 、 シ ナイ 山中 に 生え る 一 樹 あり 。 油 を e306E 和 宏光 Ee 
還 ョ と の or う 
産 し 、 食 者 の た め に 調味 料 に も な る 。 ( 注 で 
12) OAT ge う 


22. 面 し て 、 家畜 に 診 て も また 、 お 前 た ち へ (8 J 6 IN 
の 教 謝 あり 。 わ れ ら は 彼 等 の 腹の中 の も の リン 
を お 前 た ち に 飲ま し め 、 お 前 た ち は 多 て の oN a 
利益 を 彼 等 か ら 得 る 上 に 、 そ の 肉 を も 食す 。 


( 注 13) 

23. ぉ 前 た ち は 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 ま た 船 に ンタ ンタ ーー? ター イン ン < 

ed LI 
乗っ て 運ば れる 。 @6 0 びっ う 
第 二 項 
24. われ ら は ノア を その 民 に 道 わ し だり 。 彼 は 255 に し イン 
el oO US 4 じい] 

云え り 、「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー に 仕え まつ れ 。 nn i "5 1 
アッ ラー 以外 に 神 な し 。 お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー OE NN 
の 加護 を 求め ざる か ?」 と 。 

25. する と 、 そ の 民 の 中 の 信仰 な き 長 老 た ち は Ca GI 


云え り 、「 彼 は 我 等 同様 た だ の 人 間 に す ぎ 
ず 。 彼 は 我 等 が 上 に 立た ん と す 。 も し アッ ー の 旨 拘 2 EE aN, 
ラー 欲し な ば 、 彼 と 共に 必ず 天使 ら を 遣わ 1 
きん 。 我 等 は いま だ か つて 、 遠 い 先 祖 に か SI EEG RE 6 
《 の 如き こと あり し を 聞か ず 。 ( 注 14) 

26. 役 は た だ 狂気 に 病 ん で いる に すぎ ず 。 き れ 0 る 4 1 人 る っ 
ば 、 待 て し ば し 、 彼 に 関し て は 」 と 。 Ge も やら も Oo 


N2 








注 12 シナ イ 山 中 & と 言う 言葉 か ら 、 我々 は 坦 書 の 偉大 な 預言 を 思い 起こ す 。 「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 セ イル 
か ら 役 等 を 煎 ら し 、 パ パラ ン の 山 か ら 区 を 放ち 、 一 万 の 習 者 ら と と も に 来 ら れ だ 。 その 大 手 か ら は 、 彼 等 に 稲 天 
が きら めい て いた (中 命 記 33 章 2 節 )。 HH.F. プ レス コッ ト に よる “Once to Sinai" も 参照 の 事 。 


注 13 「 無 知 か ら 知 へ と 人 を 変え る 証し ] よ いう 意味 や も つ 、「 教 訓 」 は 、 動 物 の 内 蔵 で 牧草 が ミル ク に 変わ 
る 微妙 な 過程 を 暗示 し て いる 。 この 事 を 深く 掘り 下げ て 考え れ ば 、 神 の 偉大 な る 力 及 び 神 の 啓示 の 為 き れる る を 
の 巧み な 方 法 に 、 人 は 気付 て の で ある 。 


注 14 不信 者 達 は 租 越 感 に 捕われ 、「 我 々 同様 だ だ の 人 間 に す ぎ 」 な い 指 導 者 を 受け 入れ る 訳 に は いか な いと 


いう 理由 で 、 神 の 使者 を 拒む 。 天 使 の 存在 が 大 昔 か ら 6 信じ 6 れ て 来 た 事 を 、 こ の 節 は 偶然 に も 示し て いる 。 衝 
か 遡る ノア の 時 代 に 、 彼 に 妨 向 か う 者 達 は 、 天 使 が 自分 た ちの も と へ 降り て 来る の を 見 た いと 願っ た 。 
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第 二 十 三間 


27. 


28. 


29. 


30. 


d1 , 


32 . 


33. 


34. 


注 15 
注 16 
代 " 


の 置か れる 状況 が 、 


彼 は 云え り 、「 我 が 主 よ 、 助け 給え 、 彼 等 は 
我 を 嘘つき と 見 な す 」 と 。 
きれ ば 、 わ れ ら は 啓示 に よっ て 彼 に 命じ た 
り 。「 わ 和 れ ら の 啓示 に 従っ て 、 わ れ ら の 眼前 
で 箱 舟 を 造れ 。 わ れ ら が 命 下 り て 地 中 か ら 
沢山 の 胡 が 噴出 する 時 、 あら ゆる 生き も の 
を 雄 雌 一 笑 ず つ 、 並 びに 流 の 家族 を その 舟 
の 中 に 乗り 込ま せよ 、 但 し すでに 裁断 が 下 
され た だ 者 ども は 除く 。 面 し て 、 不 義 を な せ 
る 者 ども の こと で 、 わ れ に 請願 する なかれ 。 
彼 等 は 必ず 決死 せん 。 ( 注 15) 
布 し て 液 、 す な わ ち 、 液 並び に 液 と 一 緒 の 
者 た ち が 箱 舟 の 中 に 落ち も つい た な ら 、 唱 え 
よ 、『 悪 人 だ も か ら 我 等 を 救い 給 うた アッ 
ラー に 覚え あれ と 。 
まだ 云え 、『 王 よ 、 恵まれ だ 地点 に 上 陸 る きせ 
給え 、 湊 は ど 最 善 に 上 陸 さ きせ 給 う jp 方 は あ 
ら 6 ざる ほど に ]】] と 。 
げに この 中 に は 種々 な 神 兆 あり 。 
ノア の 民 を 試み た る な り 。 
然 る 後 、 彼 等 の 後に 、 わ れ ら は 別 の 一 族 を 
興し た だ たり 。 ( 注 16) 
面 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 中 より 選べ る 一 人 
の 使徒 を 役 等 に 人 わし 、 技 わし め た だり 、 
[アッラー に 仕え を まつ れ 。 ア ッ ラ ー 以 外 に 
神 な し 。 お 前 たち 神 を 胃 散 せ ぎ ざる か ?」 と 。 
第 三 項 
する と 、 を その 民 の 長老 で 、 
来世 で の 対面 を 否定 し 、 し か も われ ら が 
今生 で 安楽 を 与え た る 者 が 去 


われ ら は 


信仰 を も た ず 、 


な る 者 は 、 我 等 同様 た だ だ どの 人 間 に す ぎ ず 。 
彼 は 我 等 が 食べ る も の を 食べ 、 
飲む 。 


11 章 41 節 大 照 。 
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22 人 る レ ye スレ 
OLE dios dk 
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DE 
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ン ン フッ ン る っ アン ョ ン ゆみ 


ER 


EG EI 


ンタ ンタ る 

co 

タン 292 し スン ンス プー ンー アタ ラプ レラ プンタ 4 
ひる Ss de As ENE 


OE: da 


NN 


oem 


を アン タマ イ ン 2 イン 1 


6 oN51se A 52 


hs 


\ で レン ラウ マシ 
BD GI 2 TE 
tr る や で! ンク クレ し ュ コ オン 2 。 う タラ レラ クレ 
ミ え り 、「 こ れ A GA a PIS 
zs £22 ッ タ タタ 
人 kp も の を うお っ らら 5 VE EE 2 
es 9 ン 3 る 
⑲ の の こう 
[ 別 の 一 族 】 アー ド 族 、 つ まり フー ド の 一 族 を 指す 。 それは この 人 節 及 び 次 の 数 節 に 書か れ た だ た“ 商 の 世 


7 吾 66 一 70 節 の アー ド 族 に 関す 


る 記述 と 実に 良く 似通っ て いる か ら で あ る 。 
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35. お 前 た ち 、 自 分 自身 と 同じ 人 間 に 従 わ ば 、 うら 。2 も, と:。 の ey 上 6 
ち お前 た ち 必 ず 損失 者 と な らん 。 ON PK bi 
z a p- さき か 5 2% る 
36. 彼 は お 前 だ ち が 死 ん で 土 上 骨 に な り た る 選民 3 2 な を が > の 


後 、 お 前 た ち は 再 び 避 らし め ら る 、 と 云う 


アン ラタン タタ 9 


か ? Or 
37. ば か ば か し い 、 お 前 だ ち が 約 束 き れ た こ と rs | LS 
は 真実 か ら ほ ど 遠 い 。 GO Oven WW Hd いっ 
38. 我 等 に は た だ 現世 の 生活 ある の み 。 我 等 は る し 2 る 2 る a 
死に 、 我 等 は 生 く 。 き れ ど 、 我 等 は 断じて ts 1 
再び 悪 ら し め ら る こと な か る べし 。 © 
ね つや う タッ タッ ン し ンタ 
39.、 役 は アッ ラー に 対し て 嘘 を 提 造 する た だ の RCE 3 
人 間 に す ぎ ず 。 る れ ば 、 我 等 は 役 を 信じ た 2 
り は せ ぬ 」 と 。 NY 
40. 彼 は 云え り 、「 主 ょ 、 我 を 助け 給え 。 彼 等 は DER 8 6 
我 を 嘘つき と 見 な す ] と 。 - 
41. 神 は 云え り 、「 や が て 、 後 等 は 必ず 後悔 せん 」 Oe kWG< 6 
と 。 デビ 用 パン 


スー の 2 "デン ンー ンマ る レッ シン スマ イグ そ 
42. まさ に を の 放 、 天 章 が 下り 、 わ れ ら は 彼 等 Er 和 ES Act 552 
を 激流 に 池 ぶ 符 き か す の 如 く な し たり 。 不 


ッ ク ウ ラッ ー の ラタン 
義 な す 従 問 よ ょ 症 り あれ ! “ @6u 半 し 56 
SA ラッ アッ アリ リン 522 アタ ン 2 る 
43. 然 る 後 、 わ れ ら は 彼 等 の 後に 別 の 多く の 世 は aa 


代 を 興し だ り 。 


44. 吉 何 な る 民 も 、 を の 定め の 期限 を 早め る 能 6 の 3 な じらし ィ eG 
ちず 、 ま た 遅 ら す 能 ゎ ず 。 ( 注 17) 


45. 然 る 後 、 われ ら は 使徒 等 を あい つい で 遣わ SG に スシ ブン レイ タッ っ アンタ 
6 es at CV IS 人 KG 

し た り 。 な れ ど 、 い ずれ の 民 も 彼 等 の 使徒 0 の 

が 登場 する や や 、 彼 等 は 使徒 を 嘘つき と し て Sides Ca as 3 4 

過 し た り 。 き れ ば 、 わ れ ら は 次 々 に 役 等 を 





減 亡 へ と 辿 ら せ 、 以 て すべ て を 伝説 た らし OI EI 
め だ た り 。 信 ぜ ざ ぎる 従 漠 よ 、 親 りあ れ 「 ( 注 
18) 

生 17 。 誰 も 神 の 定め られれ た 運命 を 変え る 事 は で き な い 。 神 の 預 計 者 を 拒 め ば 、 必 ず や 聞 せ られ る 。 神 を 信じ 


な い 者 に つい to な る か は 、 軍 御 自身 が お 決め に な る 。 


注 18 役 等 は 壊滅 し た 為 、 後生 の 人 々 は 、 彼 等 を 、 か つて この 世に あっ た が 、 今 や その 存在 の 跡形 も 無い 人 々 
と 表現 し た 。 
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46. 然 る 後 、 わ れ ら は モー 時 数 々 eto dS 
の われ ら の 埋 跡 と 明白 な る 権能 と 共に 遣わ < 
し た り 、 Os 

47. ファ ラオ と を の 長 送 た ちの と ころ へ っ 。 持 4 も 35 レ ける 


48. 


49. 


に 彼 等 は 横柄 な 民 な れ ば 、 草 大 に 振 獲 い た 
5 。 

役 等 は 云え り 、「 我 等 と 等 し い だ だ の 人 間 二 
人 を 、 我 等 に 信 ぜ よ と な 、 面 も 役 等 の 同族 
は 我 等 の 奴隷 に 非 ざ る か ?」 と 。 

を こ で 、 彼 等 は 二 人 を 嘘つき 呼ば わり し た 
れ ば 、 彼 等 も また 減 ぼ きれ た 者 ども の 仲間 
に 入り だ ちり 。 

請 し て ゎ れ ら は 、 モ ー ゼ に ビ に 彼 等 を 導 か し め 





で 


Gudk 

ンス ン 2 タ ンプ タレ ェ レン 

CE NE 
Tr 1 


EG LIV 


Ci み 





50. SR NC 1 と < ンプ 1 AS 2 
51. われ ら は まだ 、 マ リア の 子 と を その 母 を 一 つ Cd 3 1 ンタ レン ン ラ ング タイン リシン 
| 2 う 
の 神 死 と な し 、 二 人 の 安全 の た め の 隠れ 場 dg or oC 
と し て 、 泉 が 湧き 出る 緑 の 谷間 の 小高 OI DS ob 紗 
ころ を 、 与 え を たり 。 ( 注 19) 
注 19 イエ ス ・ キ リス ト の 死 は 、 彼 の 出生 と 同様 に 論評 の 的 と な っ て いる 。 彼 が 亡くな られ る 頃 、 ど こ で す 


ご し た か 、 今 まで も 論じ られ て きた だ た 。 ク ルアー ン や 惑 溝 は 歴史 的 な 確か な 裏付け を 持ち 、 イ エス ・ キ リス ト は 
十字 揚 に よっ て な く な られ た の で は な いこ と を 明らか に する 。 こ の 論点 を 支持 する 学説 を 以下 に 記す 。 


{1 ) 1877 年 ころ 中 東 を 旅 し だ た ロシア の 旅行 家 ニ コラ ス ・ ノ トビ ピッ チ は 、 
中 で 、「 イ エス は カシ ミー ル と アフ ガニ スタ ン を 訪れ だ 。」 と 書い て いる 。 
を 訪れ た 当時 、 カ シミ ー ル の マハ ラジ ャ 宮 典 に 起 居 し て い だ イ ギリ ス 人 サー・ 


は 、 ゾ ジラ 吐 近 会 っ た 。 イ エス の 東洋 へ の 旅 に 関す る 最近 の 研究 


ゃ や 、 マ ーー 


『 く で ノ ト ビッ チ ヒ 


著 普 『 イ エス の 知ら れ ぎ ざる 生活 の 
ニコ ラス ・ ノ トビ ッ チ が カシ ミー ル 
フラ ン シ ス ・ ヤ ング ハズ バン ド 
は ノ ト ビッ チ の 著作 を 強力 


に 表 付 け て いる 。「 イ エス に まる 東洋 訪問 も いう 珍し い 語 を スリ ナガ ー ル に 見 つけ た の は 我々 が 初め て だ 。」 、 


ニコ ラス ・ ロ ー リ ッ チ 博士 は 著書 「Heart of Asia (アジ ア の 心 )」 に 書い て いる 。 ロ ー リ ッ チ 博士 は 更に 続け 
る [イエス が 、 イ ンド 、 ラ ダッ ク 、 中 央 アジ ア に まで て 足跡 を 残し て いる 事 を 我々 は 後に 知っ だ た 。 カシミール 、 


ラダ ッ ク 、 チ ベッ ト 、 更 に を の 北部 地域 も 含め 、 中 央 アジ ア 全 域 で 、 イ エス 来訪 は 未だ 信じ 6 れ て いる 。] Uawa- 


har Lal Nehru 著 "Giimpses of World History”) 

学者 の 中 に は 、 ノ トビ ッ チ の 作品 に ある あい まい な 箇所 を 指し て 、 イ エス が 神 の 預言 者 に な る 前 に イオ ンド を 
訪れ た と する 説 に 異 を 唱え る 者 も ある 。 イエ ス が イン ド を 訪れ な た と 言わ れ て いる の は 彼 が まだ 13 才 か 14 才 の 
天 で あり 、 遠 隔 地 この 長く 苦し い 旅 、 し か も 道中 我 身 を 死 の 危険 に きら すか も し れ な い 旅 を を の 様 な 若者 が 考 
ぇ た は ず が な い 。 で は 、 何 が 若き H の イエ ス を イン ド へ 駆り 立て た の か ? も し イエ ス が 当時 インド を 訪れ た 
と すれ ば 何 牙 イン ド や カシ ミー ル の 人 人 々 が 13 才 か 14 才 の 少年 の 行動 も わざ わざ ぎ 記録 に 残し た の で あす ろう 
か ? 史実 で は 、 ユ ダ ヤ 人 に 追わ れ 、 パ レス チ ナ で の 慕 し も 危な て な っ だ た イエス は 、 パレ スチ ナ を 去り 、“ イ ス 
ラ エ ル の 失わ れ た 10 支族 "の 為 に 、 旧 約 聖 書 に 書か れ た 預言 成就 を 求め て 旅 に 出 た 。 そ し て 長 《 危 険 な 旅 の 後 
イン ド 及 び カ シミ ー ル に 着き 、 を の 地 で 120 の 高齢 に 計る まで 波 潮 に 満ち た 人 生 を 送っ た イエ テス の 行動 が 記 
きれ て いる の は そこ まで で ある (Kanzal-Ummal, 6 癌 参照 )。 ア アッシリア 人 や バビ ロニ / バ IN が 7 "イス ラ 
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第 二 項 


52. 潜 等 使徒 た ちょ 清潔 な も の を 食し 、 立 行 を MPeW1 っ 。1 ジ IM Wb 
ど » a ン ン | も 

な せ 。 げ に われ は お 前 だ ちの 所 業 を 熟知 す 。 2 の の 

(の MMOG スィ じ ; 1 


か いつ ゃ ビビ 
53. 硬 し て 、 お 前 た ちの 教団 は 同一 ボ ニ に し て 、 2 に きく I TASS 
われ は お 前 だ ちの 主 な る こと を 知れ 。 さ きれ - - 5 
ば 、 わ れ を お 前 た ちの 守護 者 と し て 答え 。 @os5 
( 注 20) 
エル の 失わ れ た 支族 " は 、 イ ラン 及び イラ ク に 住み 若い た 。 後 に 、 ダ リウ ス 、 サ イラ ス の 元 に イラ ン 人 が アフ 
ガニ スタ ン や イン ド ま て 領土 を 拡大 し た 時 、 こ れ 等 の 支族 は 共に イン ド 、 ア フ ガ ニス タン に 入植 し た の で あっ 
だ 。 (2) カシ ミー ル 人 、 ア フ ガ ニス タン 人 は “イスラエル の 失わ れ た 支族 " の 未 座 で ある 。 こ の 事 は 両 種族 の 
普 民 ・ 歴 史 ・ 記 録 か ら も 明らか で ある 。 町 名 ・ 種 族 名 ・ 習 慣 ・ 生 活 様式 ・ 服 装 ・ 身 体 的 特徴 等 あら ゆる 点 で 、 
カシ ミー ル 人 人 ・ ア フ ガ ニス タン 人 は イス ラ エ ル 人 と 奥付 し て いる 。 古代 の 碑文 も 又 、 そ れ を 示し て いる 。 瑞 種 . 
族 の 民話 に は イス ラ エ ル の 話 が 多く 合 ま れる 。 カ シミ ー ル よい う 名 それ 自体 、 実 は "シリ ア の 様 な "と いう 札 
味 の 語 が カシ ミー ル に 由来 し て いる 。 又 、 ノ ア の 孫 で ある カッ シュ ある い は クッ シュ に ちな ん で 名 付け られ た だ 
と も 考え られ る 。 これら の 事実 か の ら す れ ば 、 ア フ ガ ニス タン 人 及び カシ ミー ル 人 が “イスラエル の 失わ れ た 支 
族 " の 末 座 で ある と いう 見 解 は 間違い な い 。(3) イエ ス が カシ ミー ル に 来 た 事 、 カ シミ ー ル 人 が “イス ラ エ ル 
の 失わ れ た 10 支族 "の 末 座 で ある は 上 記 の 事実 で 十分 に 証明 し て いる が 、 イ エス が カシ ミー ル を 訪れ 、 彼 の 
地 で 暮し 、 没 し た 事柄 の 最大 の 証し は 、 カ シミ ー ル 地方 に ある スリ ナガ ー ル 市 カン ヤー ル 町 に 現存 する イエ メス 
の 基 で ある 。 ラ ウザ バル と 呼ば れる この 介 に 発 ら れ て いる 人 物 と し て は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ 、 ナ ビー・ サ ヘ プ ブ 、 
シャ ハ ザ ー ダ ー・ ナ ビー、 イ サー・ サ ー ヘ ブ 等 様々 な 名 が 挙 っ て いる 。 信頼 で き 得る 歴史 的 記述 に よれ ば 、 ユ ー 
ズ ・ ア シフ は 1900 年 余り 前 に カシ ミー ル に 米 て 、 福 埋 書 に 災 か れ た 比 隊 を 多く 用 いて 説教 し た らし い 。 歴史 蘭 
で は 、 ユ ー ズ ・ ア シフ は 、 ナ ビー ( 項 言 者 ) と 記さ る れ て いる 。 一 方 聖王 に は “人 人 を 集め る 人 人 "を 記 味 する ヤス ー 
と いう 名 で 記さ きれ て いる が 、 こ の ヤス ー は イエ ス の 記述 名 で ある 。 イ エス の 使者 が イス ラ エ ル の 失わ れ た 十 支 
族 を 主 の 囲い に 集め た 時 、 イ エス 自身 が こう 語っ た 。「 私 に は また 、 こ の 了 囲い に 感 き な い 他 の 学 が あり ます 。 私 
は それ も 導 か な けれ ば な り ま せん 。 彼 等 は 私 の 声 に 閉 き 従い 、 一 人 の 牧 者 、 一 つの 税 れ と な る の で す 。] (ヨハ 
ネネ 10 章 6 節 ) 

次 の 史実 も この 問題 ああ る 程度 解明 し て いる 。 その 墓 は ある 預言 者 の も の と し て 良く 知ら れ て いる 。 彼 は 皇 
子 て あり 外国 か が ら カ シミ ー ル に 来 て 、 カ シミ ー ル の 人 々 に 説教 を 閉 か せ た 。 を の 名 を ユー ズ ・ ア シフ と 言っ た 。 
(Tarikh Azami, pp82- 85)。 ユ ー ズ ・ ア シフ は カシ ミー ル と 呼ば れる 国 に 来る まで 北 つ か の 地 を 初 委 っ た 。 を 
し て 造 か 遠い 彼 の 地 を 訪れ 、 死 まで そこ で 過ごし た 。(Ikmat al-Din, pp358-359)。 前 述 の 如く 、 カ シミ ー ル 
伝説 に は ある 預言 者 を 語っ だ 件 り が ある 。 彼 は カシ ミー ル に 住み 、 イ エス の 和 欄 に 比 険 、 小 話 を 用 いて 人 々 に 説 
いて 開か せ た 。 そ れ 等 の 比 際 小 語 は 信 も カシ ミー ル に 伝わっ て いる (John Noel's article in Asia, Oct. 1930), 
だ か ら 、 イ エス が イン ド に 行き スリ ナガ ー ル で 没 し た の は 合理 的 、 歴 史 的 観点 か ら し て 真実 と 見 て 間違い ある 
まい 。 

この 問題 を 更に 詳し て 調べ る に は 、 救 世 主 アハ マ ド に よる 癌 "Masih Hindustan Main で (イン ド の イエ ス )" 
を 繕 く の が 良い 。 又 、“"Nazarene Gospel Restored" も 良 考 に な ろう 。 こ の 書 の 苦 者 達 は 、 西 礎 30 年 に 十字 保 
に か けら れ だ イエ ス が 復活 後 数 二年生 存 し た と 王 娠 し て いる 。 十字 架 か ら 救出 きれ た 後 、 イ エス は どこ で 拉 と 
共に 平穏 に 暮し 、 永遠 の 眠り に 就 に た の か 。 そ れ に 関す る 最 ぅ 詳し い 記述 は クル アー ン に 見 られ る 。 | 緑 ほ 谷 と 
長 の ある 高地 ] これ は 美しい カシ ミー ル 肖 谷 を 語っ た も の で ある 。 ニ コラ ス ・ ノ トピ ビ ピッチ は カシ ミー ル を * 水 
速 の 楽園 の 谷 " と 呼ん だ 。 

注 20 神 の 使者 は 、 人 々 を 同一 不 二 成 した 。 それは 、 彼 等 が 同じ 神 を 崇め 、 同 教え に 従い 、 こ の 世に 慈 
愛 に 満ち た 押 の 国 を 造る と いう 同じ 目的 を 以 て いた か ら で あ る 。 











ー530 一 


第 二 十 三 章 アル ・ モ ー メ ヌー ン 


(5 の の 0 E 
sy RS 


39 / メ Fr 】 み 
54. 然るに 、 人 々 は 自ら の 都合 で 分 裂 し 、 い ろ を 包 2 つ > 
と 


いろ な る 宗派 を 剣 り て それ ぞ れ 自分 の 奏 ず 


る も の に 歓喜 す 。 ( 注 21) Ct 

55. きれ ば 、 暫 らく 、 彼 等 を 混乱 の まま に 捨て の ee と 2 の 2 34353 
お け 。 ー 

サン ぅ レン ヶ マン ン レッ ンプ 

56. 彼 等 は 、 富 と 子宝 を われ ら が 授け る た め に 、 SR IN St 8 SO 

57.、 わ れ ら が 進ん で 彼 等 に 好い こと を な す と で RE AS 2 


も 考え て いる の か ? 然 6 ず 、 る されど 、 彼 等 
は 之 を 悟ら ず 。 ( 注 22) 


58. げに 主 を 黒 れ て 尊 碑 する 者 、 BERET E) 
し る し 5 チャ ルル ュ ン Ne レン 
59. 主 の さま ざま な る 神 兆 を 信ずる 者 、 DOLL PD Ei っ 4 ざり 
あ だ し が み まつ 4 Nn ダン 

60. 主 と な ら べ て 如何 な る 他 神 も 祀 ら ぬ 者 、 Oo のり と の る 28 の 0 
2 の 2 の に っ 299 3 I 
61. 主 の 許 に 帰る べき こと を 想う て その 胸 を 明 dos es EI OS NS 
散 に 滴 た し 、 施 すべ きも の は 惜しみ な く 施 9 as 
四 才 er i 


頭 を 争う 者 な ロ ピル 


63。 わ れ ら は 如何 な る 者 に も その 能力 以上 に 人 る ょ 移 の 人 Es 3 eR 33 
担 を 課せ ず 。 ( 注 23) まだ われ ら の 許 に っ の で いう の タ ロリ 
真実 を 語る 帳 息 あ る な れ ば 、( 注 24) 人 々 ooA5Y235 さり 


は 不当 に 過 せ られ る こと な か る べし 。 NR 
64. な れ ど 、 彼 等 の 心 は この 帳 筐 に 全く うかつ i 
な れ ば 、 そ の 所 業 は 悪事 ば か りな り 。 時 
HOES 22 3 の 23 8 


注 21 すべ て の 預言 者 の 死後 、 彼 の 弟子 達 は 分 像 し 、 そ れ ぞ れ に 自ら こそ 真 の 後継 者 で ある と 主張 し 、 他 者 
を 真実 を 持た ぎる 者 と 非難 する 。 

注 22 何 を も っ て 成功 し た と 見 な し 、 又 何 も も っ て 神 の 御 慈 愛 を 得 た と 見 な す の か 。 人 は それ を 滞 ・ 権 力 ・ 
名 声 で 量 み うと する が 、 こ れ は 誰 も が 犯し 易い 庄 り で あり 、 前節 及び この 節 で は この 誤り を 正す 様 求め て いる 。 
注 23 人 の 道徳 的 精神 向 成長 の 則 に 神 が ク ルアー ン に 示 き れ た 律 法 は 、 カカ の 及ぶ 範囲 で これ に 従わ ね ば な ら 6 
な い 。 を その 律 法 は どの 税 な 状況 に も 、 又 どの 様 な 気質 の 人 々 に も 適し た も 6 の で ある 。 

注 24 クル アブ ナーン に 示 き る きれ た 教え は 英知 に 基づく も の で あり 、 あ ら 6 ゆる 状況 、 あ ら ② る 人 々 に 適し て お り 、 
正義 ・ 公 正 ・ 英 知 の 求 ゆ に 応じ ど て いる 。 こ の 事 が 「 真 実 を 語る 帳 答 ] と いう 言葉 の 意味 する 処 で ある 。 
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。。 。。 うち お ご [まい る フン 5 ュ ュ ンタ クレ ンタ ング て 
65. われ ら 彼 等 の 中 の 賭 り に ふけ る 者 を 箇 ら し を alsl oosU4 シッ っ SL へ っ 
めん と 捕え る と 、 見 よ 、 彼 等 は を の 時 に な っ 5 
に 2 ン 

て 、 助 け を 求め て 泣き 叫ぶ 。 So 


66. 


67 . 


「 今 と な っ て 、 泣 き 叫 ぶな 。 お 前 た ち 断 じ 
OO EIS A 

数 々 の わが 神 兆 は すでに お 前 だ ち に 読 語 きる 

れ だ る も の を 、 を その 都度 お 前 だ ち は 中 を 加 


デ 


ST ES 


NG CE ES 





ッ し ッ デ 
らし て 去り 、 osa 
らち 
68. 役 伸 に も 、 ク ルアー ン を 持 も な い 夜 話し の の ここ と の WC 
3 も ぎの 
種 ほ な せり ] ( 注 25) ン 
69. 彼 等 は 神 の 言葉 を と く と 思案 せ ぎ る か 、 を 2 2 る 2 る 2 Ni 4 2? 
ee も の OS AI 
れ と も 、 基 の 祖先 に 起 ら ぎり し も の が 彼 等 
デラ 
- に は 生じ た と で も いう の か ? ILE 
これ ンー ゥ タグ 2 の 9 レル う 2 フゥ アッ アン 
70. 牙 い は 、 己 が 使徒 を 悟ら ず 、 を 拒 も ゃ ? GO2233 248 くち 」 5 4 
( 注 26) 
— » か br っ 」 タッ タン ゥ グ 
71. は た また 、 彼 は 狂人 な り ま 云う の か ? 妖 ら か し 2 に bo 
ず 、 彼 は 人 々 に 真理 を 携え り 。 な れ ど 、 世 っ る る と 
人 の 多く は 真理 を 足 避 す 。 
72. も し 真理 が 彼 等 の 望み 通り に 従っ た な ら dod i 5 
いて 3 2 う 
ば 、 天 も 地 6、 ま た を その間 に ある 5 の は 項 と) どり 
( 哨 落 せり 。 然 ら ず 、 わ れ ら は 彼 等 に 訓 攻 CE NS 
を も た らし た れ ど 、 彼 等 は それから 脇 へ そ の 
れ な だ たり 。 SS 
- 6 、 99 ノ ンタ マイ タッ ン ン ン 2 BI 
73. それ と も 、 液 は 彼 等 に 報 本 を 求む る か ? 液 あめ 5 EE 2a に 3 2 
の 主 の 報酬 こそ 最上 な り 。 彼 こ を は 最上 の 
nS ュ 
供給 者 な り 。 ( 注 27) ET a 
注 25 人 艇 居 と いう 語 は 次 の 欄 な 意味 や 持つ 。 意志 の 明 い 思 か な 者 に と り 、 グ ル ア デーン の 啓示 が 償 り に も る 僅 大 
過ぎ る と 不信 心 者 は 考え る 。、 彼 等 は 、 クル アー ン 朗 唱 を 耳 に すれ ば 、 人 徴 慢 な 態度 で その 場 や 立ち 去る 。 
注 26 この 節 で は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 良識 た 、 彼 に 敵対 する 者 達 の 無 分 別 が 示 る れ て 来 た 。 モ ハッ マ ド 拓 


言 者 の 生活 は 彼 等 の 前 に 開か れ た 本 の 様 な ちる の で あり 5、 
を それは 非の打ち所 の 無い ちの で ある 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 誠実 で 高潔 な 人 と 成り を 熟知 し て い 
ず 、 彼 等 は 太 言 者 に 偽り 有り と 言 


きい 張る (10 音 17 節 参 照 )。 


彼 等 は 預言 者 の 生活 が 如何 な る 物 か 良く 心 符 て いる 。 


る に も か か わら 


注 27 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 行い は 全て の 誠 記 に 基づく も の で 、 自 ら の 無 私 無欲 の 奉仕 活動 に 如何 な る 報 闘 を $ 
求め ゆな か っ た が 、 を それ を 端的 に 示す 事柄 が ある 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 心 優し い 伯 父 ア ブ ・ タ リブ に 、 偶 像 演 
拝 者 へ の 説教 を 諦め て 彼 等 と 妥協 し て は どう か と 勧め られ た 時 、 次 の 様 に 答え だ 。 「 も し 彼 等 が 私 の 三 に 太陽 を 
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74、 確 か に 、 液 は 彼 等 を 正しい ぃ 道 に 導く 。 2 で 3 Ads 3 
I っ ン 

75. され ど 、 来 世 を 信 ぜ ざる 者 ども は 、 そ の 道 ター201o そ ぁ Do ONS 

か ら 逸 脱 す 。 らら ss 
EISERS 

76. た と いわ れ ら が 彼 等 に 慈悲 を 垂れ 、 役 等 の AU し CS る し 
炎 難 を 取り 除く と も 、 彼 等 は 吾 目 的 に きま つて ご クム 9 つら つう う 
よい 、 な お 削 を 重ね ん 。 RG 

a 1 PE * ロラ メイ クッ ンス タル トタン ン ン ン 

77. われ ら す で に 彼 等 に 劉 を 加え し も 、 彼 等 は RC CS lia GL 2 お 621 名 3 
その 主 の 御前 で へ りく だ る こと な く 、 ま た Bi の 
謙虚 に 哀願 する こと も な か りき 。 ⑨ い と の らら らら う 

78. きれ ど 、 わ れ ら が 恐ろし い 罰 の 扉 を 彼 等 の = ひら ゆ lS CE Ce も 
前 に 開く と き 、 見 よ 、 彼 等 は その 時 初め て 1 の 
絶望 す 。 ( 注 28) @ ら GA で ば 人 きす 5 6 

曳 五 了 

79。 Es EE OP ‘aN る Ih る 5 
うぅ た お 方 な り 。 然 る に 、 お 前 た ち は 殆 ど 感 CE 
ミ as ゃ * ンタ タラン 之 
謝 ぜ す 。 ( 生 29 @ooAS GU 

80. まだ . お 前 だ ち を 地上 に 殖やし 給 う なお 方 ン 2 の 

3 | 
は 、 彼 な り 。 曽 し て 、 お 前 た ちい ずれ は 彼 OS すう りり 
の 許 へ 召し 寄せ られ ん 。 

81. 生死 を 与 う る も 彼 な り 。 三 夜 の 交替 を 支配 GE RG Q01283 
する も また 彼 な り 。 お 前 た ち ま だ わか ら ぎ YS 
る か ? ( 注 30) 863s 交 (4 

82. 鉄 る に 、 彼 等 は 震 の 人 々 が 芯 え る と 同じ こ 


左 に 月 を 置い て 、 偶 像 崇拝 者 へ の 説教 を 諦め る 様 促し た と し て も 、 


応じ な い 。 使命 を 果たす か 、 あ る い は 使命 の た め に 人 人 生 を きき さげ て 終わ る か どちら か だ 。] こ の 人 聞 言 者 の 言葉 は 


と ょ と か を 云 う 。 


VE 





忘れ て は な ら な い (Taioari 巻 )。 
事 が 順調 に 運ん で いる 時 、 人 の 気持 ち は 四 方 に 散り 、 悪 事 に ふけ る 様 に な る 。 し か し 自ら の 遇 か な 行 
為 の 末 不 幸 な 結 : ド を 迎え た だ 時 、 人 人 は 絶望 に 陥る 。 
「 感 謝 」 と いう 語 の 持つ 意味 の 一 つ に 贈り 物 の 正しい 使い 方 を いう も の が ある が (14・ 8)、 こ の 節 で 


注 28 


注 29 
は 神 か 6 の 曲り 物 に つい て 述べ られ て ある 。 我々 は 神 よ り 授け られ た 日 、 耳 、 
それ に つい て 深 て 考え ね ば な ら な い 。 

る 。 一度 橋 方 の 座 に 付き 栄華 を 極め た 人 々 は 、 そ の 悪 業 の 


神 的 に 神 の し る し を 見 、 
注 30 


神 の 言葉 に 耳 を 傾け 、 
この 人 第 で は 国家 の 栄 本 盛衰 が 員 示 され て い 


結果 雇 授 し 、 死 に 王 る の で ある 。 


私 は 使命 を 果たす まで は 決し て その 要求 に 


心 を 正しく 用 いて 、 身 体 的 、 精 


Te 


第 ニキ 
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83. 


84. 


85. 


86. 


87. 


88. 


89. 


90. 


9l. 


92., 


注 31 


彼 等 は 云 た えり 、「 な ん と な ! 我 等 死ん で 、 土 
と 骨 と に 帰し た る 後 、 再 び 難 らし め ら れる 
と ょ と な? 


以前 に も 我 等 や 我 等 が 父 担 た ち が 約 束 き れ 
だ る こと は 、 こ れ な り 。 こ は 十 の 伝説 に す 
ぎ ず 」 と 。 


云え 、「 大 地 ほ そこ に ある 一 切 は 誰 の 所 有 な 
る か 、 お 前 た ち 逐 を 知る や ? | と 。 

彼 等 は 云わ ん 、| ア ッ ラ ー な り 」 と 。 云え 、 
| お 前 た ち ま だ 留意 せ ざ る か 7? 1 と 。 


去 え 、「 七 つの 天 の 主 、 僅 大 な る 玉座 の 主 は 
誰 ぞ 」 と 6 


彼 等 は 云わ ん 、「 を は アッ ラー な り 5」 と 。 云 
え 、「 お 前 た ち そ れ で も 彼 を 自分 た ちの 守 談 
者 と 散 う ざる か ?」 と 。 
云え 、「 一 切 の 支配 権 を 革 握 し 、 他 を 旗 護 す 
れ ど 、 自 ら は 在 読 され ざる 者 は 誰 ぞ 、 お 前 
た ち 之 を 知る や ? | と 。 


後 等 は 云わ ん 、「 す べ て は アッ ラー の 所 有 な 
り 」 と 。 法 を 、「 な ら ば 、 何 故に お 前 た ち は 
惑わ きれ る か ?」 と 。 

それ どこ ろか 、 わ れ ら は 彼 等 に 真理 を も だ 
らし だ た れ ど 、 彼 等 は 確か に 貴 つ き な り 。 
デッラ ー は 子 を 設け ず 、 ま た 役 の 外 に 如何 
な る 神 も な し 。 も し を その よう な 場合 は 、 を 
れ ぞ れ の 神 が 己 が 創り し も ゃ の を 運び 示 5、 
その 或 る 者 は 必ず 他 の 者 を 支配 せん 。 彼 等 
が 主張 する も の より 和 途 か 高く まし ます アッ 
ラー に 讃え あれ ! ( 注 31) 


イエ ス が 軍 の 子 で ある と いう キリ スト 教義 が 偽り で ある 事 を 、 
する 際 息 子 の 手 助 を 必要 と する が 、 神 は 天地 の 創造 主 で あり 、 全 宇宙 の 唯一 の 支配 者 で ある 。 神 に 、 
息子 の 助力 は 不要 で ある 。 又 、 全 宇宙 は 一 定 の 法則 に 支配 きれ て お り 5、 
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の 、 ぅ タグ 1 ュ レッ テバ < タッ ン ン ?2 み 3 
adsldab CS i 


ML 小 
ン 4 ン ん ント pe を る 
Do OU I DY 9 


タッ デブ アン ン 2 ひ ょ 4 ン タ ゅ 》 イプ] 


OH ERI HS bh os 
a? rs ラン ン イー タン る る 
ES a ds 

の 


ン タッ タン ン 


45 OS 


ンク る ン アレン タタ 
ンプ 


DR WS 2 


k 8 デア デ 0 
の は 2 と 2 の や ぁ タ し 
イッ る ルン 

の OS 2 2 し いり 


1 やこ シ 32 アデ 
O05 とまと 


み タタ レレ < 人 内 Ki 
0 おら あま 6 488 A 
ES 3 2 2 
TR 
SRS GE dio っ っ? bb 。 as 
この 節 で 論証 し て いる 。 人 が 事 を 成就 


他 の 者 や 
宇宙 の 創造 ・ 日 的 ・ 支 配 の 統一 は 創造 


主 と 支配 者 の 一 致 を 示し て いる 。 支配 の 二 元 性 は 混乱 を 無 秩 座 を 示す も の で ある 。 
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第 二 十 三 章 アル ・ モ ー メ ヌー ン 





93. 見 えさ る も の も 、 見 える も の も 知り 給 うお タタ レン ン UK まれ と 1 し Us 
方 ! 故に 彼 は 、 彼 等 が 彼 に 配 す る 者 の 上 に SR els アン 2 
高く いま し 給 う 3。 

第 六 項 
IO 0 が の の あの が 02 リン る 2 

94. 云え 、 「 主 ょ 、 流 我 に 、 彼 等 が 約束 きれ た こ OLK, AA 
と を 、 示 し 給 う な ら ば 。 ~ ~ 

95. 主 よ 、 我 を 不義 者 の 仲間 に 加え 給 う な 」 と 。 ノッ ンタ フイ ン っ 

| a 8 ご 

( 注 32) en CG TN ES 
96。 げに われ ら は 、 彼 等 に 約束 せ し こ と を 次 に ーー スン タタ コン ラッ タタ ラル スン も っ 2 ピン 
の めい ss っ! 

示す 能力 あり 。 @ 0 ピ oe 

97. 立 行 で 副 を 没 選 せよ ょ 。 わ れ ら は 、 彼 等 の 主 es oS A る 31 
張 す る こと を 熟知 す 。 ( 注 33) - の ご 

ンプ っ ん デ 
IEE 


に 


98. 面 し て 、 去 ん 、「 主 ょ 、 悪党 ども の そそ の か ET リン ンー 。 ント タ ィ タン 
OREN GI dh SS Ss 


し に 乗せ られ ぬ よ う 、 我 を 護り 給え 。 ( 注 
34) 


99. 彼 等 が 近づか ぬ よ う 、 液 、 我 が 王 よ 、 我 を oe 3 
護り 給え 」 と 。 


100. 死 が 彼 等 の 一 人 に 臨む 時 、 そ の 者 は 懇願 @ タタ ーッ ン 和 に タッ ンタ タン ンス テレ ン は 
a El | 
し て 云う 、「 主 ょ 、 我 を 避 6 しめ よ 、 > すれ 4 し SE あと 


101. 正しい 行 和 を する た め に 、 置 き 去 り し 救 EN WGI 


が 命 に | と 。 決し て 然 ら ず 。 そ は 口先 だ け 

の 出 ま か せ に すぎ ず 。 彼 等 の 背後 に は 、 再 ン の 2 の の 221 
び 革 らし め ゅ られ る まで 障壁 が 立ち 塞ぐ 。 明 が 7 
( 注 35) ゆ 〇 や る 











注 32 この 蔽 は メッ カ 時 代 木 期 に 現れ た 。 モ ハッ マ ド 預 言 腹 は メッ カ や を 去 あ うと し て いた 。 ク ライ シュ は モ 
ハッ マ ド 橋 言 者 を や 迫 寄 し 、 メ ッ カ より 追放 し た 為 、 彼 等 に 樽 に 天久 が 下ろ うと し て いた 。 天 前 の 下る 時 モハ ッ 
マ ド 頂 言 者 は メッ カ 退 去 の 許し を 得る 導 電 に 祈る 様 教え を 受け て いる 

注 33 メッ カ て 不信 心 者 と 共に 有る 限り 、 あ ら ゆ る 迫害 に 前 を 、 惑 に 番 で 報い な けれ ば な ら な いと 、 モ ハッ 
マ ド 項 言 者 は 此処 で 中 し 渡る 乱 て いる 。 

注 34 「 悪 党 ど も | は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 敵対 する 者 の 内 、 指 導 的 役割 を 果たす 者 を 指す 。「 を その か し 」 
と は 、 モ ハッ マ ド 人 預言 者 を 中 竹 し 、 そ の 実像 を 歪め て 伝え る 事 に より 、 人 々 の 間 に 妖 言 者 へ の 反感 を 育む 動き 
の 事 で ある 。 

注 35 「 障 避 」 と は 二 者 間 の 障害 物 と いう 意味 を 持つ が 、 教 閉 上 は 死亡 し た 日 か ら 復活 し た 日 まで の 中 間 期 
則 を 指す 。 天 賠 へ いけ る の か 地獄 に 落ち て 古 を 受け る の か が まだ 定まっ て な ん 状態 を 表わす 。 ク ルアー ン で は 
これ を や 未 発達 の 状態 と し 、 一 方 復活 を 完全 に 発達 し た 魂 の 誕生 と 位置 付け て いる 。 
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曽 し て その 日 、 川 員 が 吹き 鳴ら きれ れ ば 、 
彼 等 の 闘 の 血縁 の 絆 は 絶た れ 、 互 に 安否 を 
問う こと も な か る べし 。 ( 注 36) 


102 . 


103. を の 時 、 稀 り 重 い 人 々 ー こ れ 等 は 栄え ん 。 
104. されど 、 衝 り 軽 い 者 ども は 、 そ の 魂 は 減 


び 、 地 獄 が 役 等 の 住居 と な らん 。 


楽 火 は 彼 等 の 面 を 焦がし 、 そ の 中 で 苦 癌 
に 歯 や むき 出さ きん 。 

「 わ が 神 兆 は お 前 た も に 、 読 請 せら れ ざ 
り し か 、 布 し て お 前 た ち 之 を 虚偽 な り と 
看 人 散 き ざり し か ? 」 


105. 


106 . 


107. する は 、 役 等 は 云わ ん 、 「 主 ょ 、 悲運 に 我 
等 は 打ち の めき る れ り 。 我 等 は 迷 誤 の 民 な り 
き 。 

108. 我 等 の 斑 よ 、 a ら 我 等 を 出し 給え ぇ 。 
ぉ し 再び 人 違 犯 を 繰り 返さ き ば 、 を その 時 こそ 本 
当 の 悪玉 た る ベ べし 」 と 。 

109. 神 は 雲 わ ん 、「 火 の 中 へ 立ち 示 れ 。 われ に 
物 云 うこ と な か れ 。 ( 注 37) 

110. わが 僕 等 の 中 に は 、「『 主 よ 、 我 等 は 信 ず 。 


故に 、 我 等 の 罪 を 赦し 給え 。 面 し て 、 我 等 
に 慈悲 を 垂れ 給え 。 液 は いと 慈悲 深き 御方 
に まし ます 故に 』」 と 云い し 一 団 あ り 。 

111. 釣る に 、 お 前 た ち は 彼 等 を あ ぎ 笑い 、 喘 
笑 し 続け て る 間 に わ れ を 念 ず る こと を 師 れ 
た り 。 ( 注 38) 
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注 36 ある 人 物 に 六 が 下 き れる 時 、 彼 の 家系 ・ 
注 37 
する 弁解 は 許 き れ な い 。 神 は 全て を 御存知 な の だ か ら 。 
注 38 


い 、 搾 取 し 、 報 醍 無 し に 労働 を 強 栓 する 。 


家柄 は 全く 《 考 慮 きれ な い 。 
普 行 で あっ て 、 血 緑 及 び 交 友 関 係 は 何 の 役 に $ 立 だ な い 。 


押 の 使者 を 見 下 し 、 香 定 す る 者 は 、 裁 き の 日 に 地 狂 へ 落ち 、 憎 し み と 軽 虐 を 受け る 。 生 前 の 悪事 に 対 


裁き の H 評 価 き れる の は その 人 物 の 


この 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 信心 者 は 気 し く 弱い の で 、 不 信心 者 は 信者 の 意 に か か わら ず 彼 等 を 尾 
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芝 二 十 三 可 ル ・ モ ー メ ヌー ン 
112. われ は 今日 、 彼 等 が 耐え 忍び し こ と に 対 ン フック エン ッ タタ タマン ジン 人 ン 2 タラ タタ ッ ン プ っ 
oral P ゆ ゅ ua 1 
し 報い に たり 。 斑 福 を 成 吉 せ る は 、 ば げに 彼 等 © の iM 9) 
な り 」 と 。 
113. 神 は 問わ ん 、「 お 前 だ ち 、 地上 に 何 年 接 ま OGs EBI GS が 
り た る か カ ? 1 と 。 
114. 彼 等 は 答え を ん 、「 一 日 か 、 耕 、 そ の 何 分 の dl TE 
i Cr3 1 ゆう うり ろう | IM IE 
ーー カ * に すぎ ず 。 ( 注 39) な れ ど 、 数 えて い © っ > 2 
な 者 に を 問い 給え | と 。 
115. 神 は 云わ ん 、「 お 前 た ち が 地 上 に 留まり だ OAM EN 2 Ia 
る は 、 人 かなり 。 も し お 前 だ ち 此 の 意 を 知 | 
6 ば ! 
116. な ら 6 ば お ぉ 前 た ち 、 わ れ ら は 意味 も な 《 く お CA < 0 
YC Wy し 4 硬 】 
前 た ち を 創れ り 上 思え る か ? まだ 、 わ れ ら < Cs 
が 許 に 連れ 戻る れる こと な か る べし 、 と 時 6 
える か ?」 と 。 ( 注 40) 
117. 柴 高 な 5 り 真実 の 王者 アッ ラー。 栄 光 の 玉 5 あて の ンタ 2 タル イリ 22 
ae To a GII 1 hs 
座 の 主たる 彼 以外 に 神 な し 。 3 G 
の アー 
“" 0 0 タ 5” し 】 = 
118. な ん の 証明 も な し に アッ ラー と 共に a os ECA) di いす の の 
他 神 を 祈る 者 を 、 主 は い ずれ 必ず 清算 せ の っ うみ ン ン 
»» 1 2 て し タック ンタ の 外 ン ーー [レン ゃ ドレ ピ 
ん 。 ば げに 不信 心 者 ども は 栄え を ぎる べし 。 Do day Ss Ce CS 
119. 云え 、[ 主 よ 、 牙 し 給え 。 慈悲 を 垂れ 給え 。 も プッ 上 1 22 フン ライ ショ ン ぅ EE 
液 は 最上 の 慈悲 者 な り 」 と 。 OE II ES 
注 39 安楽 な 生活 と いう も の は 、 後 に 賠 を 受け た 時 、 そ れ が 如何 に 短く 、 又 、 悔恨 無念 を 作 う も の で ある 
か が 明らか に な る 。 人生 の 快楽 し は むなしく 短命 で ある こと が 、 不 信心 者 を 例 に と れ ば 良く 分 か る 。 


流 40 
けら れ 、 全 創造 物 少な て と も この 宇宙 に 存在 する 創造 物 の 中 心 的 役割 を 担っ て いる 。 神 の 御 意 
この 世 を 陰 れ 、 殊 が 内 体 を 座れ て も 終わ る 事 は な いで あ 
取り 、 新 た な 肉体 へ と 永遠 の 旅 を 続け る で あろ う 。 肉体 が 滅び れ 


いう 倍 大 な 目 本 を 授け られ て い 
ろう 。 人 間 の 魂 は 、 新 た な 世界 へ 新た な 形 を 
ば 魂 $ ふ 共に 減 び る と いう 考え 方 は 、 宇 宙 


る 人為 、 太 間 の 一 生 は 、 


創造 に お ける 神 の 栄 知 ・ 御 計画 


人 人 間 は 、 神 の 属性 を 自ら に 育み 、 再 現す る と いう 僅 大 な 日 的 成就 の 為 に 創り 出 き れ た 。 神 の 特性 を 授 


【 記 を 成就 する と 


・ 日 的 に 反する も の で ある 。 
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アル ・ ヌ ー ル 
(メデ イィ イナ 啓示 ) 


あま ね 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 くく アッラー の 御名 に お い i 
て 。 デ 
ons? 日 1 ゥ アン ン ン ン 13 ブ ンタ の 
2. こ は わ れ ら が 隆 せ る 一 癌 に し て 、 義 務 と し Sk ; し ss りゃ | 1 8 
て 課せ られ た 搾 な り 。 i < みる 
だ ち に 注意 せ し ん が だ た だめ に 、 そ の 中 に 明白 05 3) 


な る 戒律 を 降 し た り 。( 注 2) 

3 涯 紀 普 びに 姦 夫 に は 、 各 自 吾 回 の 徐 打 を 科 し SA 者 4 ai の 
せ 。 アッラー の 糞 き を 執行 する に 当り 、 お 3 
前 た も 、 も し アッ ラー と 審判 の 日 を 信ずる 6 。 の Ag2 00005 


な ら ば 、 岡 名 に 対し て 哀れ み を か ける は 不 A [2 2 
き bo 
用 な り 。 古 し て 、 数 名 の 信者 に その 仕置 き ーー 2 











し ん と る ノン 
に 立 合 せ よ 。( 注 3) OG 
注 1 この 第 で 「 義 務 と し て 課せ られ た 控 ] と 示さ きれ て いる よう に 、 こ こ で は 、 こ の 次 の 戒律 の 重要 性 を 強 


調 し て いる 。 そ れ は 、 ク ルアー ン 全 章 が 神 に より 啓示 きれ 、 そ を そこ に 示さ きれ た 形 律 は 全て 守る 事 を 務 付け られ 
て いる か ら で あ る 。 


注 2 遺 懐 な が ら 、 名 か に もち も 他 教徒 の 慣習 を 模 人 し て 、 イ スラ ム 教 徒 は クル アー ン の 他 の 将 に ある 規律 以上 
に 、 こ の 吾 の 現 律 に 苔 い て きた だ 。 


潤 : 3 イス ラム 法典 に お いて 、 男 女 間 の 貞 節 は 、 徳 目 と し て 非常 に 重要 な も の で ある 。 こ の 草 で は 、 貞 人 節 を 
守る 為 の 広範 に 渡る 戒律 が 定め られ て いる 。 イ スラ ム 教 は この 法 を 犯す 事 を 固く 禁じ て いる 。 イ スラ ム 教 の 貞 
箱 に 関す る 厳し き は 、 決 に 述べ る 通 ・ 玄 淫 に 対す る 前 則 に 良く 表 わ れ て いる 。 癌 と し て 「『 各 自 百 町 の 宮林] 
が 科 さ きれ て お り 、 罪 を 犯し た 男女 共に 既婚 か 未婚 か 、 あ る い は 方 が 既婚 で 他方 が 木 婚 等 、 様 々 な 場合 が 想定 
で きる が 、 そ れ に より 懲 則 に 差異 が 加え られ る 訳 で は な い 。 この 節 で は 、 答 刑 を 用 いる と な っ て お り 、 刻 夢 ・ 
姦淫 や 他 の 重罪 に 対し て 投石 に する 死刑 を 行なう と は クル アー ン で は 定 ゆ られ て いな い 。 如 束 罪 よ 9 店 か に 析 
悪 非 着 な 殺人 人 罪 、 強 盗 罪 、 反 逆 罪 、 あ る い は 治安 を 起 す 罪 に 対し て すら 、 イ スラム 教 で は 死刑 や 規定 し て いな 
い 。 こ 私 等 i EO RE i I その 他 の 犯 
罪 (5 :33 一 34) に 対し て は 袋 固 ・ 流 刑 が 定め られ て いる 。 既婚 の 奴隷 女 が 姦通 罪 を 犯し た 場合 クル アー ン の 
別 の 章 (4 26) に 書か れ て ある 様 に 、 自 由 な 映 分 の 既 放 友人 性 と 比べ る と 、 玉 は 半減 きれ る 。 投石 の よう に 死 
に 玉 ら せる よう な 刑 は どう や っ て 半分 に で きよ うう か? だ か ら 、 不 貞 節 の 還 は 死刑 で は あり 得 な い の だ 。 

クル アー ン は 、 京 通 罪 に 対し て 各 刑 を 課す 事 が 明記 きれ て お な り 、 を その 適用 は 罪人 の 既婚 ・ 未 婚 や 間 わ な か っ 
た 。 又 、 こ の 節 及 び 他 の 関連 する 節 に は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 高潔 な 配 但 者 アイ シャ に 関し て 彼女 自身 婚 婚 で 
あっ た に も か か わら ず 、 調 われ 無き 中 傷 の 在 っ た 事 も 記さ る れ て いる 。 こ れ 等 の 事 突 に も か か わら ず 、 イ スラ ム 
教 の 神学 の 学派 の 中 に は 正当 な 理由 無く 、 言語 学者 の 手 を 経 ず し て 、「 こ の 節 で は 、 如 遂 罪 に 対す る 罰 旭 と し て 、 
未婚 者 に は 答 型 を 、 婦 婚 者 に は 投 右 に よる 死 型 を 規定 し て いる 。]」 と いう 謀っ だ 解釈 を 教え て いる 所 も ある 。 こ 

の 誤認 は 、 既 婚 の 如 通 重 考 ガ が モ ハッ マ ド 務 言 者 の 命 に より 投 古 に よる 死刑 を 科せ られ な だ と 書か れ だ ハデ ィ ス に 
ある 二 ・ 三 の 例 を 拠り 所 と し て いる 様 で ある 。 こ の 内 の 一 例 は 、 ユ ダ ヤ 人 男女 に 関す る $ ぁ の で 、 彼 等 は そ モーゼ 
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層 


4. 女 肉 は 、 淫 婦 か 多神教 徒 の 女 以外 結婚 し て る uz32 2 
に Wil dS KT も 
は な ら ぬ 。 淫 婦 も 、 姦 夫 か 多神教 徒 の 男 以 3 Po 253) EI Dt 
と = 内 3 = 三 = グー の 上 | レン 
外 結婚 し て は な ら ぬ 。 この こと は 信者 に 堅 3 る らち Yo ws 3 
《 禁 ぜ 65 れる 。 6 
OT 


う アン る ッ タタ? 2 » 
5 真 錠 な る 女 を 中 傷 し 耐 も 四 人 の 証人 を 挙 5 NF CA 0 じ 2 
げ 得 ぎる 者 に は 、 八 十 回 の 答 打 を 科せ 。( 注 る タン イン フッ そう タ 
4 内 に ” eS 22 アン % 
4 ) 今後 その よう な 者 の 証言 は 決し て 受け E 5 A 9 


入れ る な か れ 。 彼 等 は 悦 犯 者 な り 。 ン ゥ % LL EL 
8 TE 


の 律 法 に 基づき 投 右 刑 を 受け た ( ブ ハ リ )。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 行い は 不変 で あり 、 新 し い 戒 律 が 秦 示 され る ま 
で は 、 遇 約 型 普 に 基づき 罪 を 裁 いた 。 投 石 刑 の 科せ られ た 記録 が ー・ あ る が 、 そ の 罪 の 犯 きれ だ た の が 、 当 節 
が 啓示 きれ た 前 か 後 か は 定か で は な い 。 この節 の 啓示 前 に 犯罪 が 行わ れ だ 場合 で も 、 記 録 者 の 誤 5 で 、 啓 示 後 
に 起こ きれ だ も の と 誤記 きれ て いる 可能 性 $ も ある 。 ハ ディ イス に は その 様 な 記事 錯誤 の 部 分 が 発見 され て いる 。 
ある い は 当時 、 世 の 中 が 深刻 な 状況 で 、 そ の 為 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 如 通 罪人 以外 に も 死刑 を 圭 し た か 、 又 記録 
者 が その 状況 を 考 感 し 損 じ に た の か も し れ な い 。 き も な けれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 明確 な 神 の 戒律 に 痛く 事 は 
不可 解 で ある 。 

姦通 罪 に 対す る 昼 則 の 誤解 を 生み 出す 事 ほ し な っ だ も う ・ よ つの 原因 は 、 モ ハッ マ ド 振 言 者 の 後継 者 オマ ル E ア 
リー に ある と 言え る 。 オ マル は 決 の 様 に 語っ た と 記録 きれ て いる 。「 律 法 に は 、 投石 刑 に つい て の -- 節 が あっ た 。 
玉 々 は それ を 読み 、 理解 し 、 覚 を えた 。 モ ハッ マ ド 預 言 痢 は 女 通 罪 者 に 投石 刑 を 笠 し 、 我々 も 叉 彼 に 従っ た だ 。 人 々 
REE AE FIT A TIT OE RT Wh a SRI 2 巻 、 
P・111 ) ハデ イス は 全て く の 偽 文書 か 、 良 てく て も オマ ル の 言葉 を 誤解 し た な も の と 上 思 われ る 。 オ マル が クル アー 
ン の 一 部 で ある と 言っ て いる も の を 書き 忘れ る こと な ど あ り 0 得 な い 、 そ し て 、 オ マル が 正しい こと を する の に 
人 々 を や 、 お それ て それ を し な か っ だ と いう こと は 考え られ な い 。 も し オマ ル が 本 当 に 言っ だ な の な 6 ら クルアーン 

に 必ず 書き 入れ る は ず で ある 。 ズ 又 、 如 通 罪 を 犯し た 女性 を 管 打 っ た 後 投石 死に 追い や っ だ た アリー は 、 次 の 様 に 
半 っ た と 記 き れ て いる 。「 私 は 戒 健 に 基き 彼女 を 管 打ち 、 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 行い に 従い 彼女 に 投 有 有 死 を 科 し 
た 。| ( ブ ハ リ ) これ 等 の 言葉 か ら 、 二 つの 推論 が 導き 出る れる 。 (1D) 導通 者 を 劉 す る 際 、 モ ハッ マ ド 需 言 者 は 、 
クル アー ン に 規 き れ た 神 の 戒律 に 反する 刑 を 笠 し た だ た 。 し か し これ は 有り 得 な い 。(2) 一 方 、 ウ マー ル は 、 姦 通 者 
に 投石 刑 を 科す べし と いう 戒律 が ある 。| と 語っ て いる 。 メアリー は 「 そ の 様 な 戒律 は 無い が 、 モ ハッ マ ド 和 預言 
者 に 習い 、 私 も 姦通 者 に 投石 刑 や 料 し た 。」 と 述べ て いる 。 両者 の 結 は 相 了 矛盾 する の みな ら ず 、 宙 の 戒律 に 背く 
も の で あり 、 を それ 巾 、 偽 造 か 、 よ し ん ば 誤っ て 伝え られ だ も の と し て 否定 せ ぎ る を 得 な い 。 











注 4 恋 通 罪 に 次 で 社会 門 は 、 潔 白 な 人 に 対す る 誹謗 行為 で ある 。 文明 化 き れ だ いわ ゆる 近代 社会 で よく 見 ら 
れる この 誹謗 行為 を イス ラム 教 は 戒め 、 無 実 の 入 を 中 傷 す る 者 に 対し て 茂 凡 を 持っ て 処す る 。 司 則 に は 3 種類 
の も の が ある 。(8) 体 嘆 (b) 信 証 者 と いう 才 印 を 押す 事 に より 5、 赴 言 の 法 的 効力 を 失 く する 。( ぐ 罪人 と し て う 
事 で 精神 的 恥 克 を 与え る 。 香 訴 内 容 が 真実 か の 向 か と いう 点 は 、 こ こ で は 触れ られ て いな い 。 告発 者 は 必要 な 証 
拠 を 提出 し な い 限り 偽証 洗 と みな る れ 、 規 定 の 界 則 を 科せ られ る 。 姦通 罪 で 告発 され た 女性 も 、 事 実は どう で 
あれ 、 征 拠 が 揃わ な けれ ば 無罪 と な る 。 法 の 意図 する 所 は 名 堂山 損 行 為 防止 で も ある 。「 貞 侵 な る 女 ] と いう 語 が 
用 いら 6 られ て は いる が 、 こ の 節 の 戒律 は 男女 双方 を 対象 と し た も の で ある 。 ア ラビ ア 語 で は 、 男 女 両性 に 等 し く 
関わ る 事柄 を 述べ る 時 、 男 性 の 性 が 用 いら れる 。 し か し 労 柏 より むしろ 女 性 に 関す る 事柄 の 場合 は 女性 の 性 が 
用 いら れる 。 こ こ に 革 か れ た 戒律 は 名 准 届 損 に 対す る 罰則 に 関す る も の で 、 技 害 者 は 男女 両性 で ある と は 言う 
も の の 、 女 性 の 方 が 一 般 的 に より 被害 は 大 きい の で "“ 貞 節 な る 女 " と いう 語 を 用 いて いる の で ある 。 同じく [中 
傷 ]」 する 者 "と いう 語 は アラ ビア 語 本 文 で は 男性 語 で は ある が 、 男 女 両性 に 適用 きれ る 。 
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6.、 但 し 、 そ の 後 、 悔 悦 し て 行状 を 改め た る 者 28 2979 イン グン 
SAS Ga la cr 

は 除く 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 電 O22 CN RO 
$7 ょ エ の 2 る の 。 タ < 
深く まし ます 。 ( 注 5) ( 〇 る) Sg 


7 自分 の 実 を 中 傷 し 、 し か も 自分 以外 証人 を 2962 2 に 62 の Ap 
挙げ 答 ぎ る 者 に は 、 ア ッ ラ ー に 玲 っ て 己 れ 


の 言葉 が 真実 な る こと を 四 度 失わ し め ゅ よ 。 oe る 81220018e68 62 

( 注 6) ン ン i 
OESI EG db 
8. 面 し て 、 五 度目 に は 、 も し 自分 が 嘘つき な coWe) A CISLENS 
ら 、 ア ッ ラ ー の 呪 衣 を 受け ん 、 と 故 わ し め 2 
。 の on 


9. 才 が 嘘つき な る こと を 、 女 が アッ ラー に 疾 っ AEE ol ら は 3 
て 四 庶 証言 する な ら 、 彼 女 は 刑 軸 を 免れ ん 。 0 < 
人 20 


mr 


yl 
4 


10. 面 し て 、 捉 度目 の 響い は 、( 注 7) も し 後 の CO ちら 5UCE て 2 DS 
言葉 が 真実 な ら ば 、 ア ッ ラ ー の 怒り 我 が 上 
に 降ら 


だ プッ うい 1 
降ら ん こと を と 百 わ し め よ 。 (OO 
コ マル タレ ッッ ン を ッ ン ー ン 
11. も し アッ ラー の 恩恵 と 慈悲 な か り せ ば 、 然 人 (813 AD 9 US 9 りう 
"NC et E の 。 選 と タン 
は 災難 に 唱え り 5。 Dex> |! 


第 一 項 992 タク 9 の 

_ A れつ ぞう 9 DD: し る て る 
12. げに この 偽り を 提 造 せ し 者 は 、 ( 注 8) お Joo YL CS 

前 だ ちの 中 の 一 部 の 者 ども な り 。 こ の 事件 っ の 。 $ 52 の ッ シン タ 1 2 2 

NE Sl 区 だ る ご び 5 3 

注 5 TO Tr 
第 施行 きれ る の で 列 と し て 、 後 の 二 つ の 昭 還 は 罪人 の 誤 度 如何 で 免除 も ある 。 
注 6 夫婦 間 に 双 商 が 生じ 、 家 族 関 係 が こじ れる 事 も ある の で 、 を その 様 な 場合 に 備え た 特別 の 規定 が ある 。 
注 7 妻 が 夫 に 告訴 きれ た 時 、 4 人 の 証人 が 妻 を 無罪 と 認め れ ば 、 残 る 一 人 の 証人 が 夫 を 才 持 し て も 、 理 | 
無罪 と な り 、 又 夫 も 妻 を 告発 し た 廉 で 裁 か れる 事 は な い 。 し か し 、 夫 尋 仲 が この 様 に こじ れ て し まえ ば 最早 継 
り を 戻す 再 $ で きず 、 天 婦 関 係 は 維持 で き な い で あろ うぅ 。 
注 8 この 節 に 述べ られ て いる 痛ま し い ぃ 出来 事 が 起き だ の は 、 ヒ ジラ 礎 5 年 モハ ッ マ ド 頒 言 首 が バニー・ ム 
スタ リク 討伐 を 終え だ 帰路 の 最 由 で あっ だ た 。 イ スラ ム 軍 は メデ ィ ナ の 近く に 夜 営 し な けれ ば な ら な か っ た 。 こ 
の 討 後 の 旅 に 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は 覧 夫人 アイ シャ を 伴っ て いた 。 ア イシ ャ は 用 足し に キャ ンプ を 離れ た 。 戻っ 
だ 時 、 彼 女 は ぼ ば こ か に ネッ クレ ス を 落し て 来 た 事 に 気付 じい た 。 ネ ホッ クレ ス 自 体 は 高価 な 物 で は な か っ だ が 、 友 
人 人 から の 僅 り 物 だ っ だ の で 、 彼 女 は を それ を 捜し に 再び 出かけ た 。 戻っ て みる と 、 軍 隊 は 、 そ れき まで 彼女 の 乗っ 
て い だ ラ クダ と 共に 立ち 去っ た 後 だ っ た 。 彼女 は 当時 まだ 若く 、 体 重 も 軽かっ た の で 、 吾 使い 達 は 彼女 が 息 に 





ー540 一 


の 


第 二 二 回 癌 デル ・ ヌ ー ル 
を 自分 た ち へ の 補い と 思う な か れ 。 耕 、 を CS EIN Se 
は お 前 た ちの た め に 幸い な り 。 彼 等 各自 、 2 の 5 


自ら が 稼い だ 罪 の 責め を 負う 。 中 で も 、 張 © As 
本 人 は 重 刑 に 処せ ら る べし 。( 注 9 ) 
13、 朱 前 た ち そ れ を 聞い た 時 、 何 故 信者 の 男 も し る 2 の 5 
TT 
まな た 女 も 自分 た ち 伸 間 に 対し て 善意 に 推測 2 レン ッ ク > 
し 、「 こ は 明 向 な る 虚偽 な り 」 と 云わ ぎり し OR る da 3 
カ ・ ? 上 


14. 何故 に 彼 等 は を 立証 すべ く 四 人 の 証人 を きじ 半生 EE YS 
挙げ ざり し か ? 彼 等 が 必要 な る 証人 を 立て 0 2 2 
得 ぎり し 以上 、 ア ッ ラ ー の 目 に 彼 等 は 確か  (⑫ 〇 Oo IA ぁ his CL 
に 嘘つき な り 。( 注 10) ー 

15. も し お 前 た ち に アッ ラー の 恩恵 と 、 現 世 並 っ rr ゅ イス タス と イレ 
びに 来世 に 訟 ける 彼 の 慈悲 が な か り せ ば 、 SG IE I IIS 
お 前 た ち は 、 そ の 没入 し た 中傷 の た め に 、 の < CSA CG EN 
重 刑 を 科せ られ だ た り 。 

16. お 前 た ち は 互 に 舌先 で それ を 知り 、 己 れ の Pi EE 
知ら ざる こと を 口 か ら 出 まかせ に 語れ り 。 し レン レン res 9 
本 し て 、 ア ッ ラ ー の 目 に は 重大 な る こと を 、 01 ONg 989 Ui do も 


軽視 せり 。 nb 
(OF TA 

17. お 前 だ た ち 、 そ れ を 聞い ぃ いた 時 、 何 故に 云わ ざ ンタ ッッ ンジ ラッ ラタン 2 タイ 929 の 2 ンク 
り し か 、「 こ は 我 等 の 口 に すべ きこ と に 非 月 5 (KG GS YY 


ず 。 お お 、 神 よ 、 液 に 讃 を あれ 、 こ は 悲し る 
むべ き 中 傷 な 9「」 上 。 i OC la dS Fl 











乗り 込ん で いる も の と 思っ て いた 。 彼 女 は な す 術 も 無く 座り 込み 泣き 、 や が て 眠り に 落ち た 。 後 か ら 来 た 難民 
の サフ ワー ン が 彼女 を 見 つけ だ な た 。 ま だ で ベール を も つけ る こと が 規定 され る 以前 に す サフ ワー ン は 彼女 を 目 に し た 事 
が あっ た の で 、 一 目 で アイ シャ で ある と わか り 、 サ フワ ー ン は 彼女 を 自分 の ラク ダ に 乗せ 、 自 ら は ラク ダ の 後 
る を 徒歩 で メデ ィ ナ へ 行っ た ( プ ブ ハ リ : ニ カー 秋 参 照 )。、 ア プ ブ ドゥ ッ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ ・ ビ ン ・ サ ルー ル を 首領 と 
する メデ ィ ナ の 偽善 者 傍 は この 山 来 事 を 利用 し よう と 企み 、 ア イシ ャ に 対し て の 悪意 ある 王 開 を 卿 れ 困っ た だ 。 
残念 な が ら 、 イ スラ ム 教 佳 の 中 に この 企み に 加わ る 者 も あっ だ 。 し か し アイ シャ の 無実 は 神 の 啓示 に より 証明 
きれ た 。 流言 を 広め た 者 達 は 剖 せ られ 、 以 後 こ の 様 な 醒 聞 を 禁じ る 記 示 が 与 を られ た 。 

注 9 [張本人 |] と は メデ ィ ナ の 偽善 者 達 の 首謀 者 で ある アブ ドッ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ を 指し て し る 。 彼 こ そ 
が 例 の 虚言 を 思い 付き 、 人 人 々 に 触れ 回 っ た 張本人 で ある 。 彼 は イス ラム 教 に 刃 向かい 、 メ ディ ナ の 王 に な る 野 
望 を 抱い て いた が 、 志 を 遂げ ず し て 不 名 蒼 な 死 を 迎え だ 。 

注 10 イス ラム ゅ 教徒 の 男女 を 姦通 鋳 で 告訴 する 者 は 、 四 入 の 証人 の 裏付け を 必要 と する 。 姦通 の 目撃 考 を 3 
人 まで し か 集め られ な けれ ば 、 告 発 者 は イス ラム 法 に 基づき 偽証 者 と し て 扱わ れる 。 他 入 の 玄 通 現場 を 昌克 し 
た か ら と いっ て 、 を の 醒 聞 を 触れ 回 る 事 は 許さ れ な い 。 
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18. アッ ラー は お 前 た ち に 、 信 者 な ら ば 、 決 し IEEE AL 
A GRIP | 
て 再び この よう な こと を 繰り 返す べから Oba ba ol at 
ず 、 と 戒め 給 う 。 cg 
19. アッ ラー は 、 お 前 た ち に 政 律 を 解き あか し @⑮ を らら に 区 5 る 当 を 5 
給 う 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知り 、 賢 特に ま 
し ます 。 
20. 酸 閉 が 信徒 の 間 に 広まる こと を 喜ぶ 者 は 12 
ll EE 18! 
現世 に 診 て も 来世 に 訟 て も 痛 刑 を 受け ん 。 "9 0 の 
( 注 11) ぉ 前 た ち は 知ら ざる も 、 ア ッ ラ ー 的 13852913 の 41P っ UP | 
は 知り 給 う 。 
PA 92? マン のり プッ 
GumsYy 2 a 
21.、 も し お 前 た ちの 上 に アッ ラー の 息 下 と 薄 電 O03 
な か り せ ば 、 し か し 事実 は あわ れ み 深く 慈 と の > る 
悲 深 くま し ます 、 お 前 た ち は 減 亡き せ 6 れ eS 
なだめ 
第 三 項 
22. 潜 等 信仰 する 者 よ 、 悪 麻 の 足 跡 に 従う な か CPP 
悪 麻 の 足跡 に 従者 は 、 悪 用 が 必ず 醸 6 人 2 
行 と 悪事 を 強い る こと を 知る さ し 。( 注 M2 8 CG bE 
12) も し お 前 だ た ちの 上 に アッ ラー の 恩恵 と | 4 Ww ンタ ンプ て > ン 
慈悲 な か り せ ば 、 お 前 た ちの 一 人 と し て 清 re 
浄 な る は な か り し な り 。 る れ ど 、 ア ッ ラ ー の 。 < 4 OR てる ツク ンス 
CO ls ご Ji 
は 、 その 問 す る 者 を 清め 給 う 。 アッ ラー は ES と う | 
すべ て を 聴き 、 知 蒸し 給 う 。 OA 
23. お 前 た ちの 中 の 捧 福 な 資産 家 に 、 親 類縁 者 、 し イア > 
貧者 並び に アッ ラー の 道 の た め に 家 郷 を 捨 ~! の タダ の CS Eo LNA SE YS 
て た だ 人々 の だ た だめ に 、 今 後 一 切な に も や ら 6 。 症 > ン タン ッ ーー 1 タレ レッ の ュ レレ トラ 25 
ET OA sl] 
と 誓 わ し むる な か れ 。 ( 注 13) 彼 等 を 散 し の BO 
注 11 イス ラム 教 は 、 間 運 書 に 関す る 偽証 の 流布 を 譜 し て 戒め て 来 た 。 忘 通 を 犯し た 者 だ け で な く 、 を その 王 
聞 を 広め た 者 も 前 せら れ だ が 、 む し る 後者 の 方 が より 重い * 刑 を 幸せ 6 られ た だ 。 英 発 的 に 起こ る 認 通 より も 、 世 の 





中 に 性 的 不道徳 の 鞍 す る 方 が 選 ぁ に 深刻 な 問題 を 引き 起こ すか ら で あ る 。 も し 真 信 の 定か で な い 酸 聞 の 流布 
を 見 過ごせ ば 、 地 域 社 会 の 不 徳 行為 に 対す る 嫌悪 感 も 薄れ 、 や が て は 不 徳行 旋 が は び こ る 様 に な る で ある 3 う 。 
未来 に 対す る 悲観 論 が 世に 広まり 、 道 徳 基盤 は 根底 か ら 覆 きれ る で あろ う 。 

入間 は 、 明 ら か に 悪い と 分 か る 事 に は 手 を 出さ な いし 、 又 それ を 嬢 ら う 。 そ こ で 悪魔 は いき な り 不 徳 


注 12 
な 行い を する 様 に 人 間 を を その か す の で は な く 〈、 


たわい 無い 事 か ら 始 め て 徐々 に 人 間 の 道徳 観 を 麻痺 きせ て 行 


(。 初 め 悪 口 を 言い ふら 6 す 程度 どっ た 雪が 次 第 に それ を 他人 に 押し 付け る 様 に な 5、 結 局 は 大 罪 を 犯す 事 と な る 
これ は アプ ブー バク ル の 事 を 指す 。 彼 は 貧し い 親 族 の ミス ター に 小遣い し を 与え て いた だ が 、 ミ スタ ペー が 


注 13 
不 相 に も アイ シャ 誹謗 の 件 に 巻き 込ま れ て し まっ か た 為 、 


を それ を 打ち 切っ て し まっ た 。 
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ょ に で っ 
cdl 
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て 、 そ の 悦 犯 を 見 の が し て や れ 。 お 前 た ちち 5 2 ロッ イン ぅ 1 タラ イン 1 シン イン 
の 9 et dhl lo | R33 NR 
は 、 ア ッ ラ ー が お 前 た ち を 散 す こと を 望ま 2 人 oio 辿 ; 
ざる か ? アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く 3 っ 
Me 
24. 軽率 な れ ぼ ど 、 貞 人 節 な る 純真 な 信者 の 共 を sis て に | oe) 
( 注 14) 中 傷 す る 者 は 、 現 世に 訟 て も 来世 に Ci っ > 9 
訟 て も 呪 謀 せ ら る 。 彼 等 に は 厳 呈 あり 。 ら 102 ろ が 3 2) lls) 
VG: ェ デ 
ke 
な 5% バ っ ン ン 2 2 て 
25. 自分 が 為 し た る 所 業 に 対し て 、 己 が 知 や 手 425 る 98022 4 を 3 は eS 2 
や 足 が 不 利 な る 証言 を する 日 、 ( 注 15) 2 人 
a ly6 Cp 
26. を の HH アッラー は 、 彼 等 が 受 く べき 応報 を SOAD2 SUA22S SR 
存 分 に 支払 わ も ん 。 され ば 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー OO 
こそ が 明白 な る 真理 な る こと を 惜 ら ん 。( 注 人 2! 
16) 
5 と う タ クッ レッ プア 5 。 ぅ 3 > < 
27. 悪い こと は 悪い 性 格 の 人 の た め に あり て 、 う RR NS GA SN 
悪人 の 心 は 悪事 に 傾く 。 ま た 、 療 いこ と は RR 
導 い 性 格 の 人 の だ め に あり て 、 立 人 の 心 は Gk SN ORS Ey Cin 
普 事 に 傾き 、 彼 等 は 人 々 の 中 し 立て る すべ > も 5 8 CM 
て の 中 傷 か ら 舞 塔 な る 者 な り 。 容 散 と 栄 益 ご フフ ウシ CE 
る 給 養 は 、 彼 等 の た め に あり 。 ( 注 17) @ る と 
3 由 ょ 
チー の 5 ES の NN SS2 セア アデ] 人 
28. 潜 等 信徒 た ちょ 、 許 可 を 求め ず 、 家 人 に 挟 2 PPPC 
拶 も せ ず し て 、 己 れ の 家 以 外 に 入る こと な 2 シ NZ NDL 
pd A WA 
注 14 テイ シャ 謎 謗 の 件 で [純真] と いう 語 が 使わ れ て いる の は これ は 彼女 の 潔白 を 示す る も の で ある 。 徳 を 


備え た だ 人 は 、 


注 15 


ば 、 


調 さ る 上 で 非常 に 役立っ て いる 。 機械 を 通じ て 捕え られ た 犯人 の 上 天 ・ 
葉 や 行動 は 現場 に 痕跡 や 残す こと が 科学 の カ で 立証 きれ て いる 。 クル ア 0 、 
体 化す る も る の で あり 、 良 し に つけ 惑 し き に つけ 人 人 の 人 為 し た 行い は 後に 手足 の 動き と な っ て 現れ 、 


語 ち を 犯す 等 、 考 を えも し な いも の で ある 。 
近年 の 科学 釣 研究 


に より この 節 が 臭 実 で ある と 年 喉 き れ な た 。 様々 な 機械 が 開発 きれ 、 そ れ を 設置 すれ 


話 声 は も ちろ ん の 事 、 人 の 手 ・ 足 や 内 職 の 動く 音 ま で 保存 で き AN 菩 察 が 犯人 を 送 折 し 取り 


の 動か 点 証 拠 と な る 。 


注 16 

絶対 の 真実 は 神 の み で ある 。 

注 17 [悪事 | と いう 語 は 不 徳 な 行為 ・ 不 快 な 発言 を 
言葉 を 発し 、 吉 口 を 言い 触ら す と 王 張 し て いる 。 一 方 、 


意味 し て お なり 、 
普 人 は 行い 


・ 足 の 動き は 、 有 有罪 の 証 換 と な る 。 言 
6 これ 等 の 彼 跡 は 必 お 上 内 ンマ 
その 人 の 過去 


真実 は 全て 相対 的 な ちの で ある 。 ある 観点 か ら す れ ば 真実 で ある 事柄 も 見 方 を 変え を えれ ば 偽り と な る 。 


この 節 で は 、 悪 人 は 悪事 を 行い 不快 な 


発言 共に 正しい と ち ぅ 述べ て いる 。 


時 


規 二 十 四 章 


29. 


30. 


3I. 


注 18 
次 ぎ に 出 す の が 良い し 
注 19 
人 物 の 評価 は その 本 質 に よっ て 決ま る 。 良い 性 質 は 育て て 行く で き で あり 、 
い 。 邪 まな 考え ん は 目 を 通し て 心 に 入り 込む 。 それ 故 、 


. 女 の 信 者 だ た ち に 、 


か れ 。 ( 注 18) その 方 が な 前 た ちの た め に 
は 良く 、 を その 中 お そら 6 くそ れ を 悟ら ん 。 


家 に 人 な き 時 は 、 許 し が ある まで は 中 に 入 
る こと な か れ 。 ま だ た も し 、「 帰 っ て くれ 」 と 
云わ れ た る 時 は 、 帰 る よう に 。 を その 方 が ぢ 
前 た ちの た め に は より 潔 し 。 げ に アッ ラー 
は お 前 たち の 行為 を 熟知 し 給 う 。 

お 前 た ちの 品物 が ある 無人 の 家 に 入る こと 
は 、 罪 な し 。 ア ッ ラ ー は 、 や 前 た ち が 和 表 わ 
すこ と も 隠す こと も 知り 給 う 。 


男 の 信者 た ち に 、 を の 眼 を 抑え 、 ( 注 19) 
陰部 を 護 れ と 法 を ん を 。 その 方 が 彼 等 の た め に 
より 潔 し 。 げ に アッ ラー は 彼 等 の 行為 を 熟 
知 し 給 う 。 
そ の 眼 を 抑え 、 陰部 を 譜 
り 、 や む を 得 ず 外 に 赴 わ れ た る と こ みろ 以外 
は る その 美しき や 飾り 物 を 人 目 に 触れ きせ て 
は な ら め ぬ と 云え 。 面 し て 、 そ の ヴェ ー ル を 
胸 ま で 垂れ 、 己 れ の 夫 、 又 は 父 、 又 は 大 の 
父 、 又 は 己 れ の 子供 た ち 、 又 は 失 の 子供 た 
ち 、 又 は 兄弟 、 双 は 兄弟 姉妹 の 子供 た ち 
又は 行儀 正しい 女 た ち 、 又は 己 れ の 右手 が 
所 有する 奴 針 、 又は 性 欲 な き 子 供 の 下僕 、 
又は 女 の 恥部 に 関心 を 持た ぬ 幼 児 を 除き 、 
その 美しき や 飾り 物 を 人 目 に 触れ る せる こ 
と な か れ 。 ま だ 、 役 女 た ち の 隠れ だ る 飾り 
物 を 人 目 に 触れ る は ほど に 、 そ の 脚 を 印象 づ 
ける な か れ 。 液 等 信徒 な ちょ 、 相 い 集 いて 
アッ ラー に お ち お 絹 り 申 せ 、 栄 えん が た め に 。 
( 注 20) 
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職場 や 家庭 で の 会 兄 を 申し 込む 際 、 租 王 が 受け 入れ て くれ る か どう か を 知る に は 、 名 剃 や 紹介 状 を 取 


事 を 禁じ て 来 た 。 


、 こ れ は 先 に 連 べ だ た だ クルアーン の 教え に も 添っ だ た やり方 で ある 。 
先 に 示さ れ た だ 通り 、 ク ルアー ン は 物事 を 外見 で 判断 する の で は な く 、 本 資 


迫る べき だ と 説い て いる 。 
悪い BR けれ ば な ら な 


この 節 で は イス ラム 信者 の 男女 が 出会う 際 視 線 を 変え る 
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第 二 二 四 准 アル ・ メ ヌー ル 


お ゥ みみ と っ 
33. お 前 だ た ちの 中 で 、 独 り 身 の 女 、 及 び 男 の 奴 し 。 タ の イレ 
隷 並び に 女 の 奴 隷 で 結婚 に 適する 者 は 、 結 Pa 2 ob as Ja | う 





嬉 る せよ 。 ( 注 21) 役 等 も し 所 し く あ 6 朋 史 > タン ン 2 シセ セン 
Ah ol (215 

ば 、 アッ ラー は その お 選 み を 以 て 彼 等 を 富 っ MKfG UM 

まき る ん 。 ア ッ ラ ー は 慈悲 深く 、 す べ て を 知 項 @ を と あと ビビ 才 2 
し 給 う 。 











注 20 イス ラム 孝 に お ける ヴェ ー ル の 持つ 斉 味 に 関し て は 、 イ スラ ム 信 者 の 間 に も 甚だ し い ぃ 誤解 が あり 、 詳 
し い 説 明 が 必要 で ある 。 此処 に ヴェ ー ル に 関す る 節 を 全て 記す 。(1) イ スラ ム 教 の 女性 信 央 は 顔 や を 露 わ に 
せ ず 、 装 飾品 を 除き 自ら の 美しき を 表 に 出 き ず 、 拘 ま で 器 う ヴ ェ ー ル を まとう 。( 当 次 24、32 節 参照 ) (2) 預 
褒 者 よ 、 中 和信 方 の 妻 、 娘 、 女 性 の 信徒 に 告げ ば ょ 。「 ゆ っ た り し た 長 衣 を 身 に 付け な きい 。 そ うす れ ば 見 分 けが 付 
、 不 快 な 言葉 あか け 6 れ る 事 も な い 。] (33: 60) この 節 (33: 60) で 使わ れ て いる アラ ビア 庄 は ジャ ラビ ー 
プ 、 単 数 形 が ジル バー ブ で 長く ゆる や か な 外 衣 と いう 人 穫 味 を 持つ 。( 3 ) 岳 言 者 の 妻 達 よ 、 資 女 方 が 高潔 で あれ 
ば 並 の 女 産 と 同 じ で は な い 。「 廿 い 言葉 びき る や いて は いけ な い ……。」 (33 誤 33 一 34 節 参 照 ) (4 ) 信者 達 ょ 、 
既婚 攻 も 未成 年 者 も 、 日 に 三 度 許し を 請 い な きい 。 朝 の 祈り の 前 、 夏 の 正午 に 衣 を 脱ぐ で 時 、 そ し て 夜 の 祈り の 
後に (24 ・ 59)。 
上 記 の 四 つ の 節 か ら 以 下 の 推論 が な きれ る 。(4) イ スラ ム 教 の 女性 は 外出 時 に ジル バー ブ と いう 長 衣 を まとい 、 
PO の お CE A 


藤 衣 を まとう の は 、 イ スラ ム の 女性 が 所 用 で 外出 する 際 、 い か 山寺 人 人 々 に よる 擬 祝 や みだら な 言葉 に 苦し 
め ら れ な い 旋 で ある 。 (b) イ オスラム の 男女 は 出会っ た 際 王 い に 顔 を 兄 つ め る の を 避け る 。{c)s eben ら か 


に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 頂 に 科せ られ だ も の で ある が 、 シッ ケーン の 放 た まし て 、 人 の イメ ラム に 
きれ る 。「 家 に 留 ま れ | (33 : 34) と いう 語 は 所 用 で 外出 する 場合 も 含ん で お り 、 イ スラ ム 女 性 の 王 な 行動 和 囲 
は 家 鹿 内 で ある 。d⑨ 三 つの 時 間 帯 に は 、 子 供 達 す 6 両親 の 部 司 へ 入る 事 は 許さ れ な いし 、 紀 使い ゃ 女 友 圭 は 十 
人 の 寝室 に 入っ て は な ら な い 。 第 一 の 戒律 は 女性 が 外出 する 際 守 ら な けれ ば な ら な いも の で ある 。 彼女 等 は 全 
中 を 複 う 長 衣 を 身 に 付け ね ば な ら な い 。 第 二 の 戒 律 は ヴェ ー ル に 関す る も の で 、 主 に 家庭 内 で 、 頻 繁 に 訪れ る 
男性 の 近親 者 と 同席 する 際 着 用 する 。 こ の 時 、 男 女 互 い に 顔 を 合わ す 事 を 禁じ て いる が 、 女 性 は 更に 、 自 ら の 
そし て 衣服 や 装飾 品 の 美 し き を 表 に 出る な い 様 気 和 遣わ な けれ ば な ら な い 。 近 弟 者 が 時 橋 わ ず 頻 繁 に 訪ね て 来る 
度 に 長 衣 を 落 用 する の は 大 変 で 実行 し 次 い の で これ は 不要 で ある 。 家 庭 内 で ヴェ ー ル を 若 用 する の は 同席 者 が 
近親 着 だ け の 場合 で ある が 、 そ れ 以 外 に 、 行 儀 正 し い 女 た ち 、 年 老い た 宮 使 い 、 女 奴隷 、 未 成年 の 男子 (思春 
期 を 迎え て いな い 協 の 子 ) も を の 芳 ち ゅ うに 入 い る と 推論 きれ る 。 第 一 の 戒律 は 屋外 で ヴェ ー ル を 閉 用 する 場 
合 、 第 -- の 戒律 は 屋内 で ヴェ ー ル を 着用 する 場合 で ある が 、 関 連 す る 節 33 将 60 節 な よび この 節 に は 2 種類 の 
ベール の 表現 が ある 。33 間 60 節 に は 、 女 性 は 外出 時 長 衣 を 家庭 内 で 親族 と 同席 する 際 は 頭 部 を 響 う ヴェ ー ル を 
着用 すべ し と ある 。 更に 30 章 60 節 に 外出 時 の 長 衣着 用 を 定め て いる (これ ら 6 の 衣服 に つい て の 詳細 は 33 : 60 
参照 )。 こ の 鼻 で は 頭 部 を 覆う ヴェ ー ル を 胸 ま で 若 用 する 様 定 め て ある 。 前 者 の 場合 、 長 衣 は 頭 ・ 顔 ・ 胸 全て を 
履 っ て いる が 、 後 者 の 場合 は 頭 と 胸 の み で 顔 は 出し て も 良い 。 女 性 が 外出 時 に 状 用 する 長 衣 の 形 は 、 償 習 ・ 社 
会 的 地位 ・ 家 中 の 伝統 ・ イ スラ ム 社 会 の 階級 等 に より 様々 で ある 。 家 放 内 で 着用 する ヴェ ー ル も 又 、 女 性 が イ 

スラ ム 社 会 の どの 階級 に 属し 、 ど の 様 な 仕事 を や 持つ か に より 形 が 変わ る 。 家庭 内 で は 顔 を 束 う 必要 は な い 。 嘩 、 
協 性 の 近 親 者 が 訪ね て 来る 時 だ け 、 顔 や 装飾 品 を 覆 え を ば 良い の で ある 。 第 三 の 戒 律 は 見 知ら ぬ 男 性 に 話し か け 
る 時 、 威 成 あ る 態度 で 臨む 様 女性 に 求め て いる 。 又 家事 ・ 育 児 ・ 一 族 の 問題 等 女性 ほし て の 役 月 を | 分 に 果 た 
す 様 求 め ゆめ て いる 。 第 四 の 戒律 は 、 失 婦 に 出来 る 限り 家族 の 他 の 者 達 と 離れ て 宮 室 を 持つ 様 に 、 メ 効 史 で すら 脚 
注 に て 先 に 述べ た ( 当 音 59 第 ) 時 間 帯 に は 寝室 に 入れ て は な ら な いと 命じ て いる 

注 21 齋 婦 や 未婚 者 に も 、 イ スラ ム 教 で は 結婚 を 強く 勧め て いる 。 イ スラ ム 教 は 未婚 を 良し と せ ず 、 粘 婚 こ 
を 正常 で 自然 な 状態 と みな す 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 次 の 様 に 語っ た と 伝え られ て いる 。「 結 婚 は 私 の スン ナ ( 慣 
習 】 で あり 、 私 の スン ナ を 非難 し 捨て る 者 は 私 に 属 き な い 。] (ムスリム : ニカ ー 登 ) 
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34. 結婚 の 手 び て が 見 つか ら 内 者 は 、 ア ッ ラ ー タタ ン 2 タ ッ ン [クレ ブッ タン シン ン > 3 ッ ン ラン ピン 
が を の 恵み を 以 て 富 ま せる まで 、 純 潔 を 保 CEL YI gS 
つべ き な り 。 ま だ た 、 お 前 だ ちの 右手 の 所 有 A OTR 7 

3 - Oo OS FUR っ 2 251 
に か か る 者 で 、 解 放 征 明 書 を 欲し が る 者 あ 名 基 
だ 1 トン ア ま 3 レア が Pk に っ 9 
ら ば 、 ( 注 22) 彼 等 に 何 か 美 点 を 認め た な I Rg ls loa EC 
ら ば 、 之 を 書い て 彼 等 に 与え 、 更 に アッ ラー RC ン 
が お 前 た ち に 則 え る 富 の 一 部 を 与え よ 。 ま SG 
た お 前 だ ちの 奴 韻 が 操 正 し 4 生き ま う と ウン フン ed クタ ンク ラン ン 1 ス ウー デラ 
望む な ら 、 現 世 の 利得 を 求め て 注 行 を 彼女 GRA 5 〇 め !C) i 


だ ち に 強い る な か れ 。 然し な が ら 、 誰か が \ a で wh 1 
無理 強い し た 場合 は 、 ア ッ ラ ー は 彼女 た ち es 2<01O SS QJ 


を 落し 、 次 圧 を 乗れ 給 わん 。 の) Fo 
アン っ る ノッ ウン ンー ャ 中 み 人 レシ ッ ン レア の 
35. わ れ ら は すでに 数 々 の 匠 な る 神 兆 を お 前 2O0C2MEe3 PA CS CIS 
た ち に 降 し 、 お 前 だ ち 以 前 に 逝け る 人 々 の プー 
例 と 、 神 を 帳 れ る 者 へ の 訓 式 を 物語 り た り 。 OTA SS cE 8 
, 第 五 項 


36. アッ ラー は 天地 の 光明 な り 。 を の 光り を 和紀 635K OE 
うれ ば 、 灯 火 お ける 壁 新 の 各 し 。 好 火 は 下 。 
璃 の 中 に あ り 。 残 麗 は 旋 然 た る 星 の 如 し 。 CGE Ea Tk 


その 輝き は 聖なる 一 和樹 よ り 射す 。 す な わ ち タン トン 9 ュ ン ンス 。 タン の 
概 柳 樹 に し て 、 東 国 の 産 に 非 ず 、 ま た 西国 の の の 2 A 2S 55 
の 産 に 非 ず 。 その 渦 は 、 火 が それ に 触れ ず クン 7 2 
い 1 に 
と も 、 燃 え 出 きん ば か りな り 。 光 の 上 に 光 も ーー つの ジ う AE 3 
うる な a 吉 2 スラン 2 タ 還 上 3 2 @ 
を 加 う る な り 1 アッ ラー は 、 己 れ の 高み す 。 に 32 の め ら の eR Se 2 


る も の を その 光明 へ 導き 給 う 。 か く の 如 く 、 9 の 

) を クッ レン 5 で 。 人 22 て 25 の ニー? タン レン 
アデ ッ ラー は 数 々 の 比 記 を 人 々 の だ め に 明示 ぐ 1 う て wc I yahl つと ら ) 5 
し 給 う 。 ( 注 23) アッ ラー は 一 切 を 深 知 | し y 


クゥ っ レ 


注 22 奴隷 の [解放 証明 革 ] ほ は 一 竹 の 契 約 革 で 、 こ れ に より 、 奴 閑 達 は 王 の 意 に か か わら ず 、 竹 い て 自由 の 映 
に な る こと が で きる 。 契約 壮 に は 到 隷 の 解放 に 必要 な 金額 ある い は 労働 が 書か れ て ある 。 

注 23 .。 この 節 は 美しい 比 只 で 、 明 か り ・ ガ ラス 球 ・ 壁 含 龍 の 話 で ある 。 神 の 区 が 届く の は この 三品 に 限り 、 
この 三品 が 結び 付く 事 で 明か り は 完成 する 。 明 か り は 光源 。 ガ ラス 球 は 風 で 消え ぬ 様 明か り を 覆い 、 明 る る を 
増す 。 克 合 龍 は 明か り を 守る 。 直 只 法 で 電気 ラン プ を 語れ ば 、 電 線 が 光源 、 電 球 が 光 を 守り 、 等 が 光 を 広げ 方 
向 付け る 。。 し か し 、 明 か り ・ ガ ラス 球 ・ 壁 含 龍 は 、 宗 教 用 語 し し て それ ぞ れ 押 の 光 ・ 押 の 預言 者 を 所 す と 言え 
よう 。 神 の 預言 者 は 光 が 消 を た ぬ 様 に 守り 、 明 る さる を 増す 。 東 に カリ ファ ー (預言 者 の 後継 者 ) は 神 の 光 を 広げ ば 、 
方 向 付 け 、 世 の 人 々 の 啓蒙 に 努 ゆ る 。 又 、 こ の 節 で は 、 明 か り に 使う 油 は 純度 が 高く 、 火 を 付け な く よ も 燃え 
上 が る 程 、 引 火 性 の 強い も の で な けれ ば な ら な いと 述べ られ て いる 。 を その 油 は 、 東 の 国 に も 西 の 国 に も 属 き ず 、 
特定 の 和 人 の 有利 に も 不利 に も な る 事 の な い 一 本 の 木 よ り 抽 出る きれ た も の で ある 。 この節 に は も うー つの 解釈 が 
ある 。 この節 で 述べ られ る 光 は クル アデ アーン に 述べ られ て いる 様 に 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 を 指す と も 言え る 。 この 
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97. この 打 火 は 、 テッ ラー 命 に よっ て 建 で ら 3 2 { PI ss 
CF olaloslon 9 
れ 、 Mt Mn の 6 
る 。 を こ に 人 々 は 、 彰 な 夕 な アッ ラー を 謀 OI I Es463 
美 し 奉 る 、 ( 注 24) 
』 と 2 ンー ウッ ンズ マン し 
28. 商売 や 交易 の た め に テッ ラー を 培う こと を 8S 855 22AE3 て) 
怠っ た 5、 礼 拝 や 喜 捨 を な すこ と を 忘れ だ og 
か く 【 MM ウ 
りす る こよなく.。 彼 等 は 、 必 6 日 も 若 問 全 殺 は 8 区 2 放し 
され る べき 日 を 怖 る 。 ( 注 25) お . 
A EE EA 
39. アッ ラー は 彼 等 の 行為 の 中 の 最善 な こと に 2 TR dd のり 
対し て 報い 、 且つ 下 み に より 幸信 を 加 電 し NG 
給 う 。 ア ッ ラ ー は 己 れ が 誤 し 給 う 者 に は 限 OE 2 3 


りな く 賜 給 し 給 う 。 

40. 然 れ ども 、 無 信仰 の 徒 箕 に 訟 て は 、 る の 行 。 紀 <23 GDS hs 
為す べ て 砂漠 の 胡 気 楼 の 如 し 。 江 し た る 若 
水 と 思い 、 行 き て を こ に 到 れ ば 何 も 見 い だ Oe 3 区 i A A 
し 得 ず 。 か わり に 彼 は 、 ア ッ ラ ー の 人 飛 近 《 ぅ し uo 
に あり 、 己 が 勘定 を すっ か 頂 載 きせ られ の jc に 5 人 る 
ん こと を 知る 。 ア ッ ラ テー は 清算 の 時 は 速 や 
か な りら 。 


和 を レル う uw oc FT クン 2 5 タッ フュ ン 

cr 7 】 

41 は 、 彼 等 の 生 為 は 、 大 海原 の 深い 水 の 中 お の の の の 生き 
の 暗闇 の 刀 し 。 浪 の 上 に 浪 た ち き わ ぎ 、 暗 ラン タン コッ セント ン あ ッ ン ァ 人 の ちよ 
受 そ の 上 を 首 い 、 間 また 用 と 居 を な す 。 手 。 50galS1OasG8aoCAb の 
を さき し 伸 ぶれ ば 、 そ の 手 も 見え ぬ 程 。 ア ッ Ii MBP の ンー 
ラー が 光明 を 与え ざる 者 に は 、 如 何 な る 光 {dd eu er lg 6 
明 も は な に と る a イア 

CP usd 

場合 合 龍 は モハ ッ マ ドド 区 言 者 の 心 、 明 か り は 和 最上 の 特質 を 秦 を た 彼 の 潔 日 な 特性 、 ガ ラス は 役 の 特性 に 備 わ 

る 神 の 光 の 乱 明 感 上 明る る を 表し て いる 。 天 の 啓示 の 光 が モ ハッ マ ド 折 言 省 の 特性 の 光 の 上 に 降り て 米 る 時 、 

クル デー ン に 「 光 の 上 に 光 を 加 う る な 5 り | と 記 る れ て いる 様 に 、 輝 き は 倍加 する 。 モ ハッ マ ド 預 詩 者 の 光 は 神 

本 か ら 地 出 き れ だ 油 で 粒 き れ て いる 為 、 明 る (安定 し て お 5、 氷 遠 に 多き 続け る 。 人 [ 避 な る 一 舎 | と い 0 3 

これ を 示し て いる ) 又 、 を の 光 は 東方 ・ 西 方 共に 則 ら す 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 心 は 澄み 、 役 の 特性 は 素 晴 6 

い 特 質 を 備え を て いる 為 、 神 の 啓示 が ドド る れる 以前 か ら 、 彼 は 倍 大 な 使命 を 与え られ る 相応 し い 人 物 で あっ 0 

これ は 次 の 言葉 に 示さ れ て いる 。「 そ の 油 は 火 が それ に 触れ ず と も 、 燃 え 出 きん ば か りな 5。] 

注 24 この 節 に は 立証 E 頂 言 が 書か れ て ある 。 ク ルアー ン に 造 か れ た 死に 協 ら 6 きれ だ 家々 は 楽 え 、 を そこ に 住 

む 人 々 は 常に 神 を 替え た る と 上 この節 は 持 言 し て いる 。 こ れ は 彼 等 が 『: 神 の 光 に 照ら きれ た 事 を 立証 する も る の で ある 

注 25 。 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 友 の 正 義 : 彼 RM 立 十 きれ て いる 。 彼 等 は 内 と 骨 か ら 成 る 人 

半 で あり 、 世 俗 和 な 野心 を 持ち 、 本 業 ・ 副業 に 従事 する 。 僧 何で も な けれ ば 、 NN 

か し な が ら 世 俗 の 雑事 の 中 に あっ て も 5 役 等 は 決し て 神 と 他人 へ の め を 意 ら な い 。 
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あめ つも 第 六 項 デ 
42. 液 、 天 地 の す べ て の も の ( 注 26) が アッ end ga Eg 1 
ラー を 讃 美 し 、 鳥 た な ち で さえ ( 注 27) を の っ 3 459 i 
現 を 拡げ て また 讃え まつ る を 見 ぎ る か ? 紅 DS BF Ee ES 
それ ぞ ざれ に 礼拝 と 護 敵 の すべ を 知る 。 耐 し イン Ge 多 レ 
て 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 為 せ る こと を 熟知 し Oi と 013 
給 う 。 
め つ ち けい レオ =~ 
43. 天地 の 経 倫 は アッ ラー の 半 中 に あり て 、 萬 WelldbOs9S er ds 
デ 
物 は アッ ラー に 帰り 行か ん 。 の 
か これ どの ン ッ ン 5 ンー ンプ ン ジン 
44. 決 、 ア ッ ラ ー が 雲 を 駆り 、 次 いて 之 を 集め 、 お この ca めく 508 | 
を の 中 か ら 雨 が 降り 出す よう に eo 2 の と DS 
み 宣 ね る を 見 ざる か ? 面 し て 、 彼 は 、 夫 うし po oe BS aa 
5 の 山 な す 寺 を 天 さ り 降 し 、 で ルル 3 イン > が 
に ーー じ 、 
れ の 欲す る 者 を 強打 し 、 或 い は 追い 払う 。 9 ko po2s に lo 
その 稲 麦 の きら めき は 目 も くら む ば か りな [2 ES CE 
り 。 ( 注 28) ち Ns " リン 
Arh 
45. アッ ラー は 夜 と 書 を 交替 し 給 う 。 げ に その 入替 
の る TI 
中 に は 、 見 る 日 持つ 者 へ の 教訓 あり 。( 注 る 
29) So 
so うる ッ 2 そ タ ィ イン ? 
46. また 、 ア ッ ラ ー は 水 より あら ゆる 動物 を 伸和 っ 52823 ら (362452 ば GE 交 5 
り 給え り 。 そ の 或 る も る の は 腹 に て 歩み 、 を Se ョ レン 。 スニ コ ッッ レン を ション 
の 或 る る の は 二 脚 で 立ち 、 そ の 或 る る の は yh と コ 
四 つ 足 で 歩む 。 ア ッ ラ ー は 望み の も の を 創 必 ン 1 る の し 2 タッ ン ち と ッ ン イン っ る 3 
り 給 う 。 ( 注 30) げ に アッ ラー は 全能 な り 。 PE os REE! 
(Gas & 
@20865 
注 26 天使 ( 天 に ある も の )、 人 間 ・ 動 物 ・ 盾 物 ・ 鉱 物 等 、 地 上 の 生物 ・ 無 生物 ( 地 に ある も の ) 
注 27 空 騙 ぶ 島 。 精神 世界 に お いて 三 つ の 意味 を 持つ 。 (4) 精神 的 に 高め ゆら れ だ 地位 に ある 人 物 。 ⑪) 物 質 獲 得 


に 全身 全 圭 を か け 、 精 神 的 向上 に 全く 関心 を 示 き 


注 28 この 節 に は 、 律 法 が 、 あ る 者 に と っ て は 利益 を も た だ 


刷 と な る と 書か が れ て ある 。 
この 節 に は 次 の 事 が 述べ られ て いる 。 前 節 で 述べ られ だ た 人間 の 精神 的 発達 は 、 必 ず し ちゃ 一 様 に 、 し ヵ 


注 29 
も 埋 続 的 に 為 き れる 訳 で は な い 。 


時 に は 速 《、 


な い 俗 人 。 で) 精神 的 状況 が 上 記 二 者 の 中 間 に 位置 す 


時 に は 遅く 、 


る 人物 。 
ら す 悪 み の 十 で あり 、 又 別 の 者 に と り 5 破 壊 を 招く 


そし て 又 時 に は 停止 する 事 も ある 。 こ の 入間 の 精 


神 的 発達 に お ける 後退 ・ 進 歩 は 、 宗 教 用 語 で 夜 ほ 号 に 例え られ る 。 世 の 全て の 物 は 加速 と 遅滞 の 法則 に 支配 る 
れ て お り 、 人 人間 の 精神 的 発達 も 例外 で は な い 。 


注 30 
ゆっ くり 進歩 す る 。 彼 等 は 日 本 に 向かい 中 っ て 進む 。 あ る 省 は 二 足 動物 の 様 に より 遠く 進 
足 動物 の 様 に より 一 層 速 く 進 む 。 此処 に 暗 志 きれ て いる の は 速 る で あっ て 、 
は 、 二 足 動 物 や 鹿 行 動物 より 速く 進む 。 同じ ビ 事 は 精神 的 旅人 に 


精神 的 に きす ら う 省 が 目標 に 向い どの 様 に 発達 を 


遂げ る か が この 節 に 記さ る れれ て ある 。 ある 者 は 非常 に 
進む 。 更に ある 者 は 四 
進み 方 で は な い 。 一般 に 四 足 動物 


も 当て は まる 。 
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48. 


る ま ざ ま な る 神 光 
アッ ラー は 己 が 斉 する 者 を 正 
導き 給 う 。 


7 事実 、 わ れ ら は 、 明 円 な る 
を 降 し た り 。 
し い 道 に 3 


彼 等 は 去 う 、「 我 等 は テッ ラー と 使徒 を 信 
司 。 に 服従 す ] と 。 然るに その 後 、 彼 等 
の 或 る 者 ど も は 背 き 赤 れ り 。 か か る 徒 没 は 
信者 に 非 ず 。 


デル ・ ヌ ー ル 


2 プク ロレ 


BC G0 和 0t GS ol IS 


ッッ 3 
Ons bg 

ンー 2 グン お寺 マフ リン ラッ タン 
bb と AO お る 

っ ヤッ | レア オプ 25 ダッ ン 4 
ed っ DO の 2 


い ー ン タッ タ プッ ン の の フン 2 ン 
49. 卒 し て 、 彼 等 は 、 ど ちら が 正しい か 裁き を ER A DS 
受け る た め ア ッ ラ ー と 使徒 の 前 に 台 喚 せら 92092 
る や 、 見 ょ 、 彼 等 の 一 部 は 之 を 須 避 す 。 3 
に 中 WW 
50. も し 正義 自分 の 側 に あり と 思わ ば 、 彼 等 は SLUN 1 さら 
呈 ん や 計 の 拉 昌 に 8 来る な けり 。 
51 . 彼 等 の 心 に は 病気 で も ある の か 、 そ れ と も る うる OC ィ タフィ 2 2 
ad Cl SET | 
疑心 を 抱 て か 、 戒 い は アッ ラー と その 使徒 "" A tg 
3 人 と ルッ >9 2 タップ っ Su 
が 不 公 平 に 自分 た ち を 閑 か ん こと を 狼 る る の 0S NA RC 
か ? 然 ら ず 、 彼 等 こそ 不義 者 な り 。( 往 
31 ) 
第 七 項 
お 53 * ミ っ 所 ミ hr > - ン ゥ タタ 2 i i 
52. ど ちら が 正しい か が 栽 き を 受け る だ め ア ッ sd ECCS 
ラー と その 使徒 の 前 に 召喚 きれ た 時 、 信 者 ィ 時 5 
本 2 クッ 上 5 レル ルル アフ 
の 応答 は た だ 「 我 等 は 聴き 、 是 つ 服従 す 」 eu 8 Le A 
と 云う のみ 。 彼 等 こそ 栄え る 者 な り 。 ( 注 ンク 92 の 
32) OO 
53. アッ ラー と を の 使徒 に 上 徒 し 、 アッ ラー NG ラク る タン ン 
gs 4 の っ し た うみ り う dbl る 5 うるう 
異 れ 薇 い 、 守 護 者 と 上 澤 め る 者 、 これ 等 は oi 
ず 好 結果 を 得る 者 が 5。 OA 
54. 液 も し 命 を 下さ ば 、 我 等 だ だ ち に 出 で 征 か ンプ クル イッ クタ る ッ ン ワッ イッ sd i Ss 
ん と 彼 等 は アッ ラー に か け て その 強 回 な る eo ト め ジ り ゆ つじ 
砕い 云え 、[ 杏 うな か れ 。 必要 ンタ リー スン タン の っ と タレ し で の 29 
い を 立て る 。 云え 、「 府 うな か れ 。 必 家 4 NE Ce AR 人 8 
の は 道理 に か な っ た 服従 な り 。 げに アッ 2 
ラー は お 前 た ちの 為す こと を 熟知 し 給 う 」 @ S335 
と 
注 31 この節 で は 以下 の 事 が 書か れ て ある 。 不 信心 者 は 三 つ の 精神 的 病 の 一 つ あ る い は 全て に 苦し む 。 あ る 
著 は ある 病 に 、 他 の 者 は 他 の 病 に 苦し む 。 人 の 精神 的 発達 ど や は ば む 三 つの 物 は 、 疑 い ・ 稔 れ ・ 如 み で ある 。 
注 32 。 この節 及び 次 の 節 で は 、 イ スラ ム 教 の 原理 が 示さ きれ て いる 。 イ スラ ム 法 典 は 完全 無欠 で あり 、 そ の 教 


装 は 人 間 の 生活 全て に 及ぶ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は イス ラム 教徒 の 生活 に 係わる 全て の 事柄 の 最高 権威 で ある 。 
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じん F 全 

55、 云 え 、「 ア ッ ラ ー の 命 を 遵 素 し 、 使 徒 に 従 SET 22c 1 タイ イン キロ 21115 
4」 は 。 導 nFb、 前 た bb し ms っ O15 hb 
だ る 時 は 、 彼 は 彼 の 次 任 を 負い 、 お 前 た も 名 35 は 2 2O し ac 
は お 前 た ちの 次 任 を 負う 。 されど 、 お 前 た NN 
ち も し 彼 に 従わ ば 、 お 前 た ち は 正しく 導 か OS TY a es Buia 
れん 。 使徒 は た だ 神託 を 伝達 する が 務め な 
り 。 

56. アッラー は 、 前 た ちの うち 信仰 に 入り 善 gk に aiHLe26 シ Li の 委 季 5 


事 を 為す 者 に 、 役 等 以前 の 者 に 継が し ゅ た 
る 如く 必ず 地 を 継が し 、 彼 等 の た め に 自分 
が 選び た る も の を 彼 等 の 宗教 と な し 、 今 ま 
で の 不安 殴 怖 の 代り に 平安 と 無事 を 与え 
ん 、 と 約束 せり 。 役 等 は われ を 上 昧 め 、 わ れ 
に 何者 を も 配 せ ざら ん 。 きれ ど 、 を その 後 、 
不信 心 者 に な る 者 は 、 反 道 者 な 5。( 注 
33) 


2 る < CP 


IS 
SN EA 
EH UA TR AUER 

OE 


SR SS 





57. お 前 た もち 慈悲 に 浴 せ ん が た だめ に 、 礼 拝 を 遵 

守 し 、 施 し を な し 、 合 徒 に 従え 。 レッ シッ シン 
⑨ い ウキ アス 

58. 液 、 不 信心 者 ども が 地上 上 で われ ら 6 の 計画 を る 2 22 2 9122 イン 2 計る イン ラス 
挫折 し 得る 、 と 思 う な か れ 。 彼 等 の 住居 は は op A 
地獄 な り 。 そ は 実に 悪し き 帰り 所 な り 。 の Ce うら SA の 23 

第 入 項 

59. 液 等 信徒 な ちよ 、 お 前 だ ちの 右手 が 所 有 す ラン レッ クイン ッ < や (2 る 守 
る 者 、 並 びに 思春 期 に 達せ ざる 者 と いえ ど SE GI IE GT GE 
5 、 次 の 三 っ の 場合 は 、 入 室 に 際 し 、 第 等 る 32 の Ds 8 
に お 前 た ちの 許可 を 求め る せよ 。 す な わ ち 、 0 NS 
早朝 の 礼拝 の 前 、 暑 き の た め に お 前 た ち が Oo う り Da 2Ao 5 もめ 

注 33 この節 は カラ ファ ト 〈 預 言 者 の 後継 者 の 地位 ) を 記す 序文 と し て 、52 節 か 6 55 節 ま で に アッ ラー と 


神 の 使者 に 従う 様 繰り 返し 強調 きれ て いる 。 こ れれ は イス ラム 教 に お ける カリ ファ ー ( 務 言 者 の 後継 莉 ) の 地位 
を 星 示 する も の で ある 。 イ スラ ム 教 徒 が 現代 に お いて 宗教 的 指導 者 の 地位 を 与え を られ る と いう 約束 が この 節 に 
番 か れ て いる 。 こ の 約 求 は 全て の イス ラム 民族 に 対し 為 き れ だ た も の で ある が 、 彼 等 の 指導 者 、 を し て モハ ッ マ 
ド 損 言 者 の 後継 者 に と り 、 カ ラフ ァ ト の 法 は 明 百 な 形 を 取る で あろ る ろう 。 カラ ファ ト 制 定 の 約束 は 明 抽 で ある 。 
モハ ッ マ ドド 預 言 者 は 征 に 人 人 の 精 押 的 指導 者 で あり 、 彼 の カラ ファ ト は この 世 の 終わ り ま で 様々 な 形 を 取り つつ 
存在 し 続け る で あろ う 。 他 の カラ ファ ト は 全て 消 減 す る 。 こ れ は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 他 の いか な る 福 の 預 
言 者 ・ 使 者 より 優れ て いる 事 を 示す も の で ある 。 我々 の 世代 は 、 ア ハマ ディ ー ヤ 運動 の 創始 者 に 最高 の 宗教 的 
カリ ファ ー を や 見 出し て き て いる 。 
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60. 


61. 


62. 


差し 支え な し 。 


お 尽 ど き 着 物 を 脱い で いる と き 、 及 び 夜 の 
礼拝 以後 が り 。 こ れ 等 は お 前 だ ちの 三 度 の 
私 事 な り 。 る れ 以 外 な ら 6、 必 要 に 応じ て 互 
に 自由 に 往き 来 し て も 、 セ 前 だ た ち に も ゃ 彼 等 


に も 罪 な し 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は お 前 
だ ち に 神 兆 を 解明 し 給 う 、 を 知り 賢 


哲 に まし ます が 故に 。 


面 し て 、 お 前 た ちの 子供 た ち が 思 春期 に 達 
し た な ら ば 、 後 等 以前 の 年 上 の 者 が 許可 を 
求め た 如く 、 入 室 に 際 し 許可 を 求め せしめ 
よ 。 か が く の 如 く 、 ア ッ ラ ー は その 戒律 を お 
前 た ち に 胃 瞭 に 述べ 給 う 。 ア ッ ラ ー は すべ 
て を 知り 、 覧 哲 に まし ます 。 

も は や 結婚 を 願わ ざる 年 辻 の 女 の 場合 は 、 
を の 美 を 見 せ び が ら か す の で な けれ ば 、 外 衣 
を 脱 で こと も 罪 に は な ら ぬ ね 。 きれ ど 、 そ れ 
きえ も 慎む こと は 、 彼 女 等 の た め に 更に 好 
し 。 アッラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知 | 
り 給 う 。 


戸 で も 、 戦 で も 、 
身 で も 、 自 分 の 家 、 


病人 で も 、 又 お 前 た だ ち 自 
又は 父 の 察 、 又 は 挟 の 
家 、 又 は 兄弟 の 家 、 又 は 姉妹 の 家 、 又 は 父 
方 の 叔父 激 母 の 家 、 又 は 母方 の 叔父 収 母 の 
家 、 又 は お 所 た ち が そ の 鍵 を 持っ て いる 家 、 
又は お 前 た ちの 友達 の 家 で 食事 する こと は 
一 緒 に 食べ よう が 、 別 々 に 
食べ よう が 、 差 し 支え な し 。 然 れ ど も 、 家 
に 入る に 際 し て は 、 主 より の 抗 福 る れ た 清 
滞 な 挨拶 を 述べ よ 。 か く の 如 く 、 ア ッ ラ ー 
は その 戒律 を お 前 た ち に 餅 ら せしめ ん と ピ 胃 
瞭 に 述べ 給 う 。 
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第 二 填 四 音 アル ・ ヌ ー ル 
まき 第 九 項 『 と 
63. 真 の 信者 と は 、 デ チッ ラ ー た を の 使徒 を 信じ 、 失う 5 の 2d し Ro る 
公共 の 用 件 で 人 々 が 集 っ て 使徒 共に ある gg レラ ッシュ < ー レッ ン ン レラ 
4 = s RE Fo 5 アダ ョ ン 人 レー 
時 、 使 徒 の 許可 な し に 立ち 去ら ざる 者 、 こ 23Ea を IOo の) の し 21 24215 
れ 等 の 者 の みな り 。 ば げに 液 に 許可 を 求む る の っ クタ タク 2 の WKPOKEICG49 ば | 漆 
* ” る 人 
者 こ を は 、 真 に アッ ラー と その 使徒 を 信 ず OO EH a 
る 莉 な り 。 きれ ば 、 彼 等 が 自分 の 用 事 で 液 ? <[ ス kd ンス ラン レ 。 アレ で 。5 タ 5 ン ン 
F る 1 っ 
に 許可 を 求め た 場合 は 、 流 が 良い 思っ た 2 OPEN 5 340b 
a a J し 
「 に は を 、 更 に を の 者 の た め に 2 トラ クイ 63 ンク の 6 の る タン ライ 
者! は 『 可 を 与え 、 更に その 者 の た め に 0202 8935 
アッ ラー の 寛容 を 祈 れ 。 け げに アッ ラー は 寛 2 
大 に し て 、 慈 悪 深 て まし ます 。 ( 注 34) の 5261 
A フフ RE = エク ン る エン タン タン シン トナ ゴイ 9 A 
64、 使 供 の 召喚 を お 前 た ち 相互 の 召喚 と 同一 宰 し 2923 
する な か れ 。 ( 注 35) アッ ラー は お 前 た ち IE ラフ 2¢ る 
Rn I ン ンク ン る 51 ライ ッ ン ラン 
の 中 で 、 こ っ そり 抜け 出る 者 を 知り 給 う 。 0 6 の あら U る 央 人 あ 25 
きれ ば 、 命令 に 従わ ざる 者 に 、 災 次 が 降り ーッ タン み ッ ク ンプ ラブ アッ ン ニー と ラ タル ンタ ノン 5 る 
か か ら ぬ まう 、 ま た 始 ろ し い 大間 に 治っ n に essolpsloroaSo ON 
ょ う 用 心 きせ よ 。 NEL 
あゆ つら ち PI gg グッ に 寺 U テック 
65. 潜 等 耳 を 傾け よ ! 天地 の 一 切 は アッ ラー に 銘じ Asoso う 9 うら 19U あ 8! 
旅 属す 。 彼 は 、 お 前 た ち が 吉 何 な る 状態 に よる 
し か も と 人 オン トレ の クタ と g ン ミオ ナス ナチ イイ アプ し の 
ある か を 知り 給 う 。 困 し て 、 彼 等 が 彼 の 許 405 RS 0 Oo 2 
に 連れ 戻さ れる 日 、 彼 は 役 等 に 彼 等 の し た 5 し め る 2 
こ と を 告げ 知ら きん 。 アッ ラー は あら ゆる の の 
こと に 通 暁 し 給 う 。 
注 34 前 記 の 数 飲 に お いて 、 イ スラ ム 教 徒 が 社会 の 亜 愛 な 問題 に 対し て 如何 に 身 を 処す べき か 、 を の 指針 が 


示さ る され て あっ だ 。 こ の 厩 で は 国家 の 重要 性 を 論じ て いる 。 国 家 の 重 要 な 問 症 に 携わる モハ ッ マ ドド 預言 者 と 共に 
ある 限り 、 イ スラ ム 教 徒 は 彼 の 許可 無く し て 集団 を 離れ る 事 は 出来 な い 。 又 、 国 家 や 社会 全体 に 係わる 問題 に 
お いて 、 彼 等 が 別個 に 行動 する 事 を 禁じ て いる 。 モハ ッ マ ド 舞 言 者 、 あ る い は 彼 の 後継 者 か 彼 の 推す 指導 レ 者 の 
指導 の 下 に 開か れ た イス ラム の 会 合 で の 決定 に 、 イ スラ ム 教 徒 は 従わ ね ば な ら な い 。 


注 35 


聞 言 者 や 指導 者 の 声 は 、 軽 ん ぜ ら れ て は な ら な い 。 常に 重要 事 に 関わ ある の で 、 ふ きわ も しい 聞 厳 を 有 し 


て いな (て は な ら 6 な い 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 や カリ ファ ー の プラ イバシー を 侵害 し て は な ら ない 。 引 重 な 時 間 に 
不 必要 な 要求 あし て は な ら な い 。 彼ら と 話す と き は 、 彼 ら の 地位 を ふま え 、 間 和敬 の 念 を 持っ て 接する こよ と 。 
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デル ・ フ ルカ ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね み な ン 2 ' 
1. 落 悲 深く 、 恵 な 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い ON hie 
8 ' 


2 万 民 へ の 警告 者 た らし ゅ ん と し て 、 る の 僕 O50 EE Gd 
に 識別 を 降 し 給 う た お 方 に 祝福 あれ 。 Noe 
Ol oday 


う 


つっ ち レル アイノ マッ PE すす ン 
3. 天地 の 主権 は 役 に 属 す 。 彼 は 御子 を 設け 給 PID ayaa 4 ds 


| 
ン ら 
わ ず 、 主 権 を 分 担 する 者 と て な く 、 0 イン ン アイ る シン ン ン 2 人 る _- 
いい し 

創造 し 、 且 つ 規 則 正 し く 定 め 給 う 。 68 が SalG 4 ca 
8 


ン 22 ブ ファン スク クレ Ls キル 
4 それ に も か か わら ず 、 彼 等 は 彼 以 外 に 神々 A ‘WY 3 82 033 
を 崇拝 す 、 己 れ 月 身 が 創 ら れ た 者 に し て 、 


クマ ンマ クレ ン メ ッ ン 。 ブ レン ラタン ラチ 

自ら は な に も 創造 せ ず 、 巳 れ の 利害 を 左右 (5935 る 6 お 9 の 0 つ 2 OSG 
する 力 を 有 せ ず 、 生 も 死 3 審判 の 日 の 復活 i ee 

を も 左右 する 力 を 持た ぬ 者 を 。( 注 1 ) OI II RI 
ね つっ ぞう ny «AL ? ~~ ライ グラ 

5. 信 ぜ ざる 徒 準 は 云う 、「 こ は 彼 が 提 人 造 せる 偽 うう i pe MjdG う 


り に 過ぎ ず 。 他 の 人 々 が 彼 を 助け だ たり 」 と 。 ンー レレ 2 の っ 2 て レー ウン ン な ロロ っ イン イン レレ 

人 NSR いう 2 に AS3 6 ら &kt 
だ が し か し 、 彼 等 こそ が 不正 と 歳 偽 を 犯し う Sr 

だ り 。 2 
② り め 

お うこ も の が た り TE I CL の エン イタ レン 

6. また 役 等 は 云う 、 往 古 の 伝説 々 9。 彰 な ター ME GE 

な 日 授 せ られ だ る を 、 役 が 書き 取り た る な 5 の 
り 」 と 。 の Cgl382 
て 9 IM クタ 


これ くだ あの つ ち も  。 う アラ し 1 ン ・ ン 7 9 。 4 

7. 去 え 、「 之 れ を 降 し 給え た た る は 、 基地 の 秘密 oD GA ld アッ の 

に 通 暁 せる 方 な り 。 げ に 役 は 寛大 に し て 、 る 
慈悲 深 ( ま し ます ] と 。 OE 





注 1 全て の 物 は 三 段 階 の 発達 遂げ ね ば な ら 6 ない 。 (1) 不 存 ( 無 ) (2) 成長 の 特性 ・ 力 を 授け られ た 可能 
性 ある 生 (3) 現実 の 生 全て の 生 の 創造 主 ・ 宰 は この 全 段 階 を 完全 に 支配 され る 。 
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8 . 


10. J 


11. 


12. 


13. 


14. 


また 、 彼 等 は 云う 、「 何 た る こと ぞ 、 ( 注 2) 
使 待 た る 者 が 食物 を 摂 b 、 且つ 往来 を 散策 


する と は ? 何故 に 天使 が 彼 に 降 き れ て 、 彼 
と 共に 警告 者 に な ら ぎ る か ? 


まだ 財 室 が 彼 に 投げ 与え られ だ り 、 食 うべ 
2 ざり 0 es 0 不義 


る に 過ぎ すず] ょ 。 


見 よ 、 彼 等 は 如何 に 多く の 璧 まえ を 造り だ す 
こと か 「 夏 に 迷 誤 し 、 追 を 見 出す こと 能 わ 
すず 。( 注 3) 


従っ て い 


第 二 項 
彼 も し 欲し な ば 、 そ れ よ り も は る か に 佳 き 
も の を 流 に 賜 う 彼 を 祝福 せよ 。 すなわち を そ 
は 河川 流 る る 楽園 なり 、 ま な た 宮殿 な り 。 


それ どこ ろか 、 彼 等 は 審判 の 時 を 人 
0 tN 
、 燃 えた きか る 火炎 を 用 意 せ り 。( 注 4) 


火 は 進 か が 遠く 《 か ら 彼 等 を 見 と ゆめ る や 、 荒 れ 
狂い 、 史 嘩 せん 。( 注 5) 


面 し て 、 彼 等 ひと まとめ に 縛ら れ 、 狭 いと 
ころ に 投げ こま れる と 、 彼 等 は そこ で ひと ょ 
思い に 滅 せ ん こと を 懇願 せん 。 


EE dC 


NIE LIANIIGLY G 


マッ クッ 、 と 


Gls 


so REIS 


< 


OR TRE SGMEN ES 


2 


A A CE 


Se 
EE LA 

68 
sas 
I を SM! MNO 
の a 
OR 人 RR eC 2 あ る のり は 1 
OS 

TG CART 
5 








不信 心 者 は 生命 の 長 価 に 対す る 認識 が 浅い 。 彼 等 は 独自 の 方 法 で 神 の 真理 を 試 を うと する 為 、 真 理 に 


注 2 この 使者 に 和 何 が 起こ っ た の か 。 

注 3 

近付け ず 、 い つま で も 、 疑 可 不 信心 の 星 閣 を 徳 筆 う 。 
注 4 


注 5 
増し 、 そ れ を 徹底 する 為 、 


信者 に は 高位 と 名 誉 が 授け られ る 一 方 、 不信 心 者 に は 恐ろし い 時 が 用 意 き れ て ある 。 裁き は 差し 迫り 、 
門 ロ まで 近 付 じ て いる 。 し か し 彼 等 は それ に 気付 か ず 、 信 じ よ うと は し な い 。 


当 節 及び 決 節 で は 裁き が 真 に 下さ れ よ うと し て いる と 述べ られ て いる 。 不 信心 者 の 苦し み と 慣 辱 盛 を 


よう と 死 を 望む で あろ う 。 


彼 等 の 日 ・ 耳 は それ を 知覚 きせ られ る で あろ う 。 彼 等 は 苦し み に 耐 え 兼 ね て 、 


逃れ 
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22. われ ら と の 会 見 見 を 期待 せ ぬ 徒 共 は 云 う 、「 何 
降 き れ ぎ ざる か ? 又は 何故 


一 人 と し て 食物 を 摂ら ぎる は な く 、 ま た 街 
路 を 往き 来 せ ぎる は な か りき 。 わ れ ら は お 
前 た ちの 或 る 者 を し て 、 他 の も の へ の 試練 
た らし め た り 。 さ る れ ば 、 お 前 だ ち 耐 え 忍 べ 
る か ? 流 の 主 は 一 切 を 乳 覧 し 給 う 。 

第 三 項 


故に 犬 使 が 我 等 に 隆 


第 二 十 五 童 アル ・ フ ルカ ン 
15. 「 今 に な っ て ひと 思い に 死な ん と する な か 92 が 2 の 5 ク 6 
| RODl3 員 
れ 、 宣 敷く 万 死 を 請 え ] OS EG DY 
な だ ちっ 22 タッ Ce ee P24 
16. 云え 、「 こ の 火 獄 が いい か 、 そ れ と も 義 し い IE a LS 
RI RD ンジ 
等 の 報 美 に し て 、 行 き 着 く と ころ と な ら Oa ER EE 
i | 
17. 彼 等 は 永 箇 に そこ に 住み 々 、 望む も の は 何 な 。 放 EE AS 
© Sa 
ん り と 得 さ べし 。 そ は 、 常 に 請 わ る る 液 の 主 て あっ 
の 約束 な り 。( 注 6) の 
18. 最後 の 審判 の 日 、 彼 は 彼 等 並び に 役人 等 が bo で 20026 ァ リ タク タプ ニー ン ラン クノ 
SLO SV し っ 9 > つり の アラ 
テッ ラー 以外 に 背 め し 神々 を 吾 し 寄せ 、 か っ 2 td 
(問わ ん 、「 わ が 僕ら を 迷わ し め た る は 、 お 9 に は 
前 た ちか ? それ と も 、 役 等 自ら 道 を 踏み 外 上 
し た る か ?」 EL。 DI 
19. 彼 等 は 云わ ん 、「 流 に 護 え あれ 「 我 等 は 溢 以 OI Rc BKARIE 
外 に 守護 者 を 求む る 者 に 非 ず 。 然 れ ど も B28 2 0 io 
泊 は 、 彼 等 並び に 彼 等 の 父祖 に 泊 の 証 波 を Sb es a 
忘れ る ほど に 現世 の 快楽 を 授け た れ ば 、 ERE Ee 
彼 等 は 浴 落 の 民 と な り ぬ 」 と 。 OR GCS IS 
20. そこ で 、 わ れ ら は 偶像 崇拝 者 ども に 向っ て A 3 
A 「 今 、 彼 等 は 、 お 前 だ ちの 言葉 を 虚 Co ンタ 
人 ⑲ な り 上 立証 せり 。 きれ ば 、 お 病 た ち は 得 2102 93525 25522165 5 
加 を 発 れ 、 助 け を 得る 能 わ ず ] と 。 わ れ ら 隊 選 
は 、 を 前 た ちの も 誰 で あれ 罪 を 犯す 者 に OS 
は 、 没 あろ し い 加 を 味 わ し めん 。 
21. われ ら が 液 以前 に 遣わ し た る 使徒 た ち は 、 5 ニン ン 


2 523 も 
レラ ン ン ン ち ュー アラ ラン レン ビュ ロン 。。 ン ンス 
Cs ER ら ※ 
Co 2 9 AS し 2 AS ン ラン 


i ” 


5 
フー 9 シン て レッ る ン ン 
do YEG ER 





注 6 


信者 が 来世 に 望む も の は 、 神 の 意志 


一 体 化 する 事 で ある 。 それ 由 こ の 望み は 適 え られ る で あろ う 。 
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Ed Ei ル ・ ブ フル カン 
に 我 等 の 主 は その 姿 を 見 せ ぎ る の か ?.」 と 。 Ne Sy に 2 パン 3 ュ ン リン 
CG (NE 
げに 彼 等 は 外 り 呈 り 、 基 だ し く を の 則 を 越 プラ 
えた だ たり 。( 注 7) i A 1 183 
23. 彼 等 は 、 天使 6 と 3 会 見 す る 審判 の 日 に ! A ラン | アデ し し イン アス アス 
Dy CS a : 
その 犯 せ し 罪 故に 、 如 何 な 0 ンク ウパ っ ピン 
と な らん 。 彼 等 は 嘆い て 、 叫ば ん 、「 頑 区 な CE Ri 
障 器 あれ !」 と 。 
鹿 ント シン ウズ ンー タ ン デ 
24. わ れ ら は 役 等 の 所 業 を 調べ 、 諾 葛 の 如く 四 。 欠 445 る ひで C3 
散 せ し ゅ ん 。( 注 8) ー 2 
(OU 
25. 天国 の 住み 人 だ ち は 、 を その 日 、 そ の 住居 ら <45 は 3 を ん 4 25 う る RRA 
休息 の 場所 ゆえ に 、 一 層 安 楽し な らん に 
を は 雲 と 電 に の? の る 入る る ラン ン 
26. と の 日 、 天 は 等 と 共に ちり あり に 9 引き 裂 か 0 < SE 72 
れ 、 天 使 の 大 軍 が 降臨 せしめ られ ん 。 
OS 
27. その 日 こ を 、 ( 注 9) 真 の 主権 は 慈悲 深き Eo? と ER Ct 
神 に 属し 、 不 信心 者 ども は 多 次 な 日 と な ら 2 
ん 。 RL i 
? くい タッ 7 っ > ア グラ る フュ ン レ 
28. その 日 、 不 義 な す 徒 華 は 己 が 手 を 噛み 、 か 。 OCS JO CE 
く 云わ ん 、「 あ あ 、 も し 我 使 徳 と 共に 同じ 導 a 
を 歩み た りな ば ! GO の 
29. ああ 、 情 け な や ! か か る 者 を 仲間 に せ ぎ り 5 GS SO る 
せ ば 1 
30. 論 が 我 に 逢 し た る 後 、 彼 は 我 を 迷 ゎ し ゅ こい E>5 SC 0 $3 or el 
た り 」 と と 。 悪魔 と は 、 助 け を 必要 と する 時 、 クラ タン 
いつ も 人 を 見 捨て る も の な り 。 A | 
注 7 2 童 211 節 参 贈 
注 8 彼 等 の 第 の 要求 は 適 た えら れず 、 役 等 の 働き は 全て 無効 と な り 、 彼 等 は 破壊 きれ 、 ち り 片 の 様 に 空気 


の 薄い 地 に 追い や られ る だ ろう 。 


注 9 


事実 、 バ ドル 上 峨 の 日 は 不信 心 者 に と 5 最も 苦し い 一 日 と な っ た だ 。 を 


シュ は 自ら の 政 北 と 屈 呼 を 域 っ た の で ある 。 


その 日 4 スラ ム が 創設 きれ 、 ク ライ 
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第 上 生音 アル ・ フ ルカ ン 
31. 使徒 は 云わ ん 、「 主 よ 、 我 が 民 は この クル レタ る いい な 
テー ン を 廃 楽 せ し も の と 見 な せり ] と 。( 注 OE NEE SEL OE 
10) 
32. され ば われ ら は を それぞれ の 預言 者 た ち に 、 MM し et 
罪人 の 中 か ら 、 敵 を 作り たり 。 面 し て 主 は 、 3 を 
補導 者 、 援 助 者 と し て 不足 な し 。 3 G5 る 


8 eK の っ し ルン ンプ る スッ 
33. 信 ぜ ざる 者 ども は まだ た 云う 、「 何 故 、 ク ル 0 EA Nl a 
アー ン は 彼 に 全部 一 度 に 啓示 ぉ れ ざ りき 227 
ご Pi ュ ェ クン アデ 
か ? | と 。 わ れ ら 6 が か く な し た る は 、 液 の 7 3 く 85 lo 
心 を 徐々 に 堅固 な らし め ゆん が だ め な り 。 る i 
P a 8 WW 
れ ば 、 わ れ ら は 、 そ れ を 最善 な 形 で 整え だ マシ 
り 。 


34。 だ と る 彼 等 が 各 何 な る 比 除 を 以 て 波 に 臣 セ O22 2 も US 3Ey3 
ほ も 、 わ れ ら は 液 に 、 真 理 と 造 か に 勝る 解 


ち クッ ター 


釈 と を 与 う 。 ( 注 11) Ot 
35. 先導 者 と 共に 地獄 に 引き 立て られ ん 者 ど CI の と 2 ER GN 
も 、 彼 等 こそ 最悪 の 境 過 に 置か れ 、 正 し い うん 5 
道 か ら 最 も 遠く へ 迷い 出 で ん 。 RL TE 
第 四 項 


う 39! の レノ ノ ァ レン の 1 3 リラ アプレ 
6. いら は ネー に 経典 を 括 け 、 條 に を CAAA EA CG 
の 見 アロ ン を 補佐 た し て 任命 せ 0 の 


HD 


37. 庁 し て 、 わ れ ら は 命じ た り 、 「 前 だ 半 4 IM UG STSS 


サ ] &rs を の 後 RSE OE TY 
研 減 せ 9 。 


38. また 。 ノ ア の 民 が その 使徒 ら を 揚 み た る 時 、 00 の 2 $2 
われ ら は 芝 を 滑 死 きせ 、 も っ て 人 類 へ の 艇 「 Je 
らし ゆめ と な せり 。 わ れ ら は 不義 な す 徒 俳 に Gi ou CN 
は 恐ろし い 懲 罰 を 用 意 せ り 。 





注 10 この 節 は 、 い に いわゆる イス ラム 教徒 が クル アー ン を 廃棄 し た 人 々 に 向け た も の と 言え る 。 過 去 14 世紀 に 
渡り クル アー ン は イス ラメ 教 徒 に 無視 きれ て 米 た が 、 現 在 は 更に ひど い 状 態 に あわ る 。 こ れ に 関し て モハ ッ マ ド 
預言 者 の 言葉 が ある 。「 イ スラ ム 教 徒 に ある 時 代 が 来る 。 を その 時 イス ラム 教 は 消え 失せ 名 ば か り と な り 、 ク ルアー 
ン も その 名 と 言葉 の み 残 る で あろ う 。| (Baihagui・Shuab al-Iwan) 分 、 真 に その 時 を 迎え て いる 。 

注 11 数 ある 上 黙示録 の 中 に あっ て 唯一 クルアーン に 見 られ る 特質 が ある 。 神 の 存在 、 イ スラ ム 教 の 真理 、 神 
の 始ま り 、 そ の 他 宗 教 上 の 諸 問題 全て 事実 で ある と クル アー ン は 中 え 、 他 の 力 を 借り る 事 な く それ を 実証 する 
に 十分 な 論拠 を 提示 し て いる 。 
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39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


46. 


注 12 


まだ われ ら は 、 ア ー ド 、 Pa ラス の 
住民 ども 並び に その 間 の 幾多 の 世代 を 程 小 
せり 。 ( 注 12) 

その それ ぞ れ に 、 わ れ ら は 実例 を 以 て 戒め 
だ り 。 面 し て 、 そ れ ぞ れ を 、 わ れ ら は 徹底 
し て 婚 減 せり 。 

こ れ 等 不信 心 者 ども は 、 災 害 の 雨 が 降り 注 
ぎし あの 邑 を 訪れ た に 相違 な し 。 そ の 時 、 

彼 等 は 、 そ れ が わか ら ざ bD し か ? 然 ら ず 、 

彼 等 は 復活 きせ られ る こと を 期待 せ すず る な 
り 。 

彼 等 流 を 見 る 時 は 、 だ だ 液 を 物 笑い の 種 に 

する ば か 5。 面 し て 云う 、 「 ア ッ ラ ー が 使徒 
と し て 違わ し だ る は 、 こ の 者 な る か ? 


OE 
ば 、 我 等 は あや う 〈 役 によって 我 等 の 神々 
を 楽 て ん と す 」 と 。 き されど 、 彼 等 、 や が て 
刑 骨 を 目のあたり に 見 れ ば 、 正 し い 道 か ら 
最も 外れ し 者 は 誰 な る か を 知ら ん 。 

波 は 、 己 れ の 邪悪 な 欲望 を 以 て 神 よ する 者 
を 、 見 た だ る か ? 流 は その よう な 者 の 守護 者 た 
らん と する か ? 


・ 座 は 、 彼 等 の 大 部 分 の 者 が 聞き 且つ 物 が わ 


か る と で も 思 
し 。 盗 、 


、 う か? 彼 等 は た だ だ 寮 者 の 如 

彼 等 の 行状 は 家 書 に も 劣る な り 。 
第 五 項 

梁 は 、 主 が 如何 に 影 を 伸ばす か を 見 ざり し 

か ? 主 も し 欲し な ば 、 そ の 影 を 静止 する 5 

可能 な が な り 。 ( 注 13) な れ ど 、 わ れ ら は 太陽 

を 以 て その 案内 人 と な す 。( 注 14) 
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ラス は タム ー ド 族 の -- 部 が 住ん を で いた だ ヤマ ー マ の 町 で あ 


る と みな す 注 釈 者 も いる 。 又 、 他 の 注釈 者 は 


ラス と は タム ー ド 族 の 一 部 を 指す と 考え る 。 それ は 彼 等 が 項 言 者 を 井戸 に 提げ 込ん だ か らら で あ る 。 彼 等 は タム ー 
ド の 残存 者 で あっ た 。 


注 13 
に な ぞ ら えて 表現 し て いる 。 太陽 が 物 に 隠れ て いる 時 、 


この 節 で は 比 際 的 表現 を 用 いて 、 イ スラ ム 教 の 発生 ・ 癌 及 ・ 支 配 が 述べ られ て お り 、 
が 長く 伸び る 。 同 様 に 、 
は 、 地 球 の 喝 々 に まで 広がり 続け 、 EA 


人 々 の 力 は 強まる 。 神 が イス ラム の 間 後 に いる 時 、 神 の 明 


を 求め 、 神 の 下 で 慰め と 安楽 を 見 い だ す 。 この 節 に お ける 太陽 と は 、 イ スラ ム 教 又は モハ ッ マ ド 預 言 
注 14 


太陽 の 位置 は 、 影 の 大 きる を 左右 す る 。 
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pr 4 
京 ク 


これ を 邊 紀生 
神 が 人 々 の 草 後 に いる 時 、 


= 者 を 指す 。 
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47. 


48. 


49. 


50. 


5l. 


02 . 


99. 


注 15 


・ 彼 こ を は 二 つ っ の 海 を 流れ きせ た る 者 、 


然 る 後 、 われ ら は 徐々 に 影 を われ ら の 方 に 
引き 寄 す 。 ( 注 15) 
お 前 た ちの ため に 、 夜 を 衣 と な し 、 有 眠 5 を 
休息 と な し 、 号 は 起き て 働く 時 と 定め た る 
は 彼 な り 。 ( 注 16) 


まだ 、 そ の 上 恵 み を 亜 れる 前 に 、 期 報 た し て 
風 を 送る は 彼 な り 。 面 し て 、 われ ら は 清 ら 
か な 水 を 天 か ら 降 し 、 


これ に よっ て 枯死 せる 土地 に 生命 を 与え 、 
われ ら が 創り 9 し も の 、 すなわち 、 家 畜 や 多 
〈 の 人 間 に 芝 を 人 鈴 料 と し て 与 う 。 


われ ら は 役 等 に 注意 きせ ん と し て 、 る ま ざ 
まな る 方 法 で 之 を 説明 せり 。 然 れ ども 、 世 
人 の 多く は すべ て を 否認 し 、 信 ぜ ぎ ざる な り 。 


も し われ ら を の 気 に な り た れ ば 、 各 昌 に 一 
人 ずつ の 警告 者 を 造 し 得 た 管 。 

る され ば 、 不 信者 に 従わ ず 、 グ ルアー ン を 用 
い 、 全 力 を 尽く し て 彼 等 と 戦え 。 

こち も 
ら は 時 くし て うま く 、 あ ちら は 戯 く し て 昔 
し 。 面 し て 、 彼 は 、 両 者 の 間 に 越え 難 き 陳 
壁 を 置け 5。 ( 注 12) 
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この 人 節 で は 、 全 盛 を 極め だ た 後 の イス ラム 教 の 衰退 に ふれ て いる 。 前節 で は 叉 は 隆 # 


で は 甘 追 の 意味 で 用 いら れ て いる 。 


注 16 


この 節 に ある 夜 は 、 神 か 6 


の 出現 に よる 精神 的 噌 を 示す 。 


注 17 


真 の 款 教 と 偽り の 宗教 を 表わす の に 、 


ある イス ラム 教 と 、 そ の 他 の 想 落 し た 宗教 は 併存 を 続け 、 


者 は 不毛 で 苦く 、 
いと 感ずる 限り 、 


如何 な る 成夫 る 
前 者 は 塩辛 く 、 


それ る 叉 辛く な る 。 こ の 二 っ の 水 は 混 ざり 合わ な い 記 5、 


は 、 真 の 当地 


教 の 教義 と 混ざり 合え は ば 、 


この 節 で は “ 二 
前 者 は 甘い 果 
も だ らき な い 。 こ の 二 つ の 水 は 海 の 水川 の 水 を 示し て も いる 。 後 者 を 廿 
昔 く 感じ られ る 。 し か し 川 の 時 じい 水 が 海 に 注ぎ 込み 、 
それ ぞ れ 別 の 味 を 持つ 。 
その 甘 き を 失い 、 役 に 立た な く な る 。 し か し 神 は こう お 





を 意味 し た が 当 節 


ぅ の 使者 が 出現 する 以前 の 精神 的 店 半 の 時代 を 指し て いる 。 そ し て 硬 は 使者 


つの 水 " と いう 言葉 を 用 いて いる 。 真 の 宗教 で 
果実 と なり 魂 の 旅人 の 渦 き を 油 す が 、 後 


塩辛 い 水 と 混 っ だ 時 、 
同様 に 、 人 偽り の 宗 教 の 教義 
決め に な っ だ 。 


神 の 底 護 の 下 「 オ スラ ム 教 は 、 偽 り の 宗教 と 隣り 合わ せ て いて も 、 そ の 甘 る を 失わ な いで あろ う 。」 (15 : 10) 
両者 の 間 に は 越え る 事 の 出来 な い 壁 が ある 。 
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59. 


60. 


61 . 


62 . 


注 18 


注 19 


注 20 


まだ 、 水 より 人 人 間 を 創り 、 を その 者 の なめ に 
血統 と 婚 瓶 に よる 血族 関係 を 作り た る 者 
は 、 役 な り 。 げに 液 の 主 は 全能 に まし ます 。 
彼 等 は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 毒 に も 薬 
- も な ら ざ る 者 を 崇拝 す 。 不 信心 者 は 、 そ 
EN 
われ ら は 液 を 、 た だ 朗報 の 伝達 者 も し て 、 
且つ 警告 者 ほし て 人 遺 わ し だ に 過ぎ ず 。 
な え 、 「 誰 も が その 主 へ の 道 を と らん こ と を て 
第 う 以外 、 我 は この た だ め に お 前 だ た ちか ら 報 
酸 を 求め ゆず ] と 。 ( 注 18) 


液 、 永 生 に し て 不死 な る 御方 を 信頼 し 、 ひ 


た すら 6 講 美 せよ 。 彼 は その 僕 等 の 諸々 の 罪 
を 承知 する 者 と し て 十分 な り 。 
彼 は 六 日 で 、 天地 と その間 に あ る 一 切 を 創 


造 し 、 然 る 後 、 自 ら 王座 に 鎮護 せり 。 慈悲 
深き 神 よ 1 きれ ば 液 、 役 に 関し て 、 知 る 者 
に 翌 思 よ 。 ( 注 19) 


彼 等 に 向っ て 「『 慈 悲 深 き 神 に 服従 せよ ょ 」 と 
祥 う と と 、 彼 等 は 云う 、「 韻 悲 深い 神 と は -- 体 
誰 ぞ ? 我 等 は 液 が 命ずる 者 に 服 徒 す べき と 
な 江 。 面 し て 、 ます ます その 嫌悪 の 情 
を つの ら せ る ば か りな り 5。 

第 六 項 


天 に 十 二 宮 を 造り 、 そ の 中 に 、 灯 火 と 暁 々 
た る 月 を 重き 給 う 御方 に 讃 美 あ れ 。 ( 注 
20) 
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イス ラム 教 が 教義 普及 の 旋 に 方 の 行使 を 禁じ て ある 事 が 、 


ロ ) 宰 、(2 モ ハッ マ ド 頂 言 者 


この 節 で は 、 天 及び 大 を 照 し 出す 太陽 ・ 


月 ・ 星 の 割 造 を 語る 事 で 、 款 教 上 の 天国 ! 


この 節 に 明示 きれ て いる 。 


こ に 注意 を 喚起 し て い 


る 。 そこ で の 太陽 は 救世 主 モ ハッ マ ド 質 言 者 で あり 月 及び 星 は 役 の 友 を 指す 。 こ の 友人 人達 に 関し て モハ ッ マ ド 
預言 者 は 次 の 様 に 語っ て いる 。「 我 友 は 数 ある 是 の 様 で あり 、 彼 等 に 従う 者 は 正しい 導 か れる で あろ う 。J(Razin 
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63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


注 21 


また 。 主 を 念じ た い 者 や 、 感 謝 の 念 を 抱き 
だ た だい 者 の た だ ため に 、 凡 夜 を 設け 、 > を 循環 し 
むる は 役 な り 。 ( 注 21) 


慈悲 深い 神 の 真 の 僕たち と は 、 道 を 歩く に 
も 謙虚 に 振舞 い 、 無 知 な る 者 に 話し か けら 
れ て も 平安 あれ | と 云う 者 な 5。( 注 
22) 

また 、 主 の 御前 に 平 條 し 、 且 つ 起 立 し て 夜 
を 過ごす 者 、 

「 主 よ 、 地獄 の 負 劉 より 我 等 を 免れ し め ょ 。 
あの 懲罰 は 永 却 の 拉 問 な り 。 


そ は 実に 悪し き 休息 の 場 、 悪 し き 住居 な り 5 
と 応 う 者 。 

また 、 金 を 使う に 当 
て 物 惜しみ する で な く 〈、 


り 、 浪 費 せ す 、 る り 5 と 
能 く 中 唐 を 保つ 者 。 


また 、 ア ッ ラ ー の 外 に 如何 な る 神 も 栄 め ず 、 
正当 な 理由 に 非 き ぎれ ば 、 ア ッ ラ ー の 禁 を 
破っ て 人 を 殺さ る ず 、 不 義 密通 を 行わ れ ぎ る 
者 、 こ れ 等 の 者 た ちな り 5。 然 れ ども 、 を 
犯す 者 は 、 必 ず 罪 の 報い を 受 く べし 。( 注 
23) 

復活 の 日 に は 、 そ の 懲 抽 は 倍加 せら れ 、 地 
獄 に 訟 て 屈 妖 の 日 を 過ごさ ん 。 
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物質 界 に お いて 夜 の 後 往 が 訪れ る 様 に 、 


を 使わ す 。 


注 22 


精神 界 に お いて も 、 


油 が 世 を 字 う 時 神 は 世 を 照ら すべ さく 使 者 


天国 に お ける 太陽 ・ モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 に より 為 き れ た 偉大 な る 道徳 改革 に 関す る 記述 が この 節 


より 始ま る 。 人々 は 痢 の 子 か ら 寛 大 で 慈悲 深き 下僕 へ と 変わ っ た 。 こ の 人 節 及 び 決 第 に な いて 、 寛 大 な る 神 の 下 


僕 の 特質 が 述べ られ て ある が 、 


注 23 
これ ら の 罪 に 繰り 返し 


価 像 崇 拓 ・ 
言及 し て 来 た 。 


それ は モハ ッ マ ド 参 言 者 と 共に ある 人 々 を 苦し め て 米 た 悪徳 の 対極 と な る 。 


殺害 ・ 如 通 は 三 大 政 で あり 、 個 々 の 悪 藤 及び 社会 的 性 的 不 徳 の 根源 で ある 。 タル アー ン は 
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74. 


75. 


76. 


77. 


78. 


注 24 


注 25 


但し 。、 夏 楼 じ で 、 


( 注 24) 信仰 に 入り 、 善 

行 を 積む 者 は 除 か れる 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 

eb アッ 
は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 


し か 宮 
. 改 愉し 、 面 し て 、 善 行 を 積む 者 は 、 本 当 に 


後悔 し て アッ ラー に 帰依 し 奉る 者 な り 。 


また だ 、 庶 偽 の 証言 を せ ず 、 く だ ら ぬ こと に 
過 え ば その 傍 を 威厳 を 以 っ て 通り 週 ぎ る 
者 。 


し ろ る し っ つえ ば の くち 
主 の 神 兆 の 話 が 出る と 、 衣 か 官 の よう に 倒 
れ ぎ る 者 。( 注 25) 


i 我 等 に 日 を 楽し ませ る 容子 を 授け 
ぇ 。 我 等 を 義 し い 人 の 模範 た 6 し め ょ ] 
0 


これ 等 の 者 は 、 そ の 堅 忍 不 抜 る 故に 、 天 国 
に 於 て 持 高 な る 場所 を 場 わ り 、 を そこ に て 歓 
迎 と 平安 と を 受け ん 、 
永久 に 。 そ は 素晴らし き 休 候 処 な り 、 素 晴 
らし き 儲 居 な り 。 

不信 心 者 に 向っ て 云え 、「 お 前 たち 、 我 が 主 
に 祈 ら す ば 、 主 は お 前 た ちの こと を 考 慮 せ 
ぎる で し 。 然るに 、 今 お 前 た ち は 、 その 神 
託 を 拒み た り 、 天 六 お 前 た ち を 必ず 断ち 割 
らん 」 と 。 
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cb KE っ の 32 
CA 
る < it ン ン は ンド タラ タン I 
ン フッ 、 < アミ し し 2 アア ンタ 
OBL EN ns 
RO ER 
Se 
OG GE es Go 


I 


L1 1 


RE 衣 
A oC 3 St 


「 改 惨 ] と は 、 全 て の 悪 を 避け 善行 を 為す 為 に 、 周 い 決意 を 持っ て 過 示 の 不 徳 を 真実 必 い 改め 、 更 に 、 
披 害 者 に 対し て 償う 事 で ある 。 過去 を 省みる 事 で 、 人 生 は 大 いな る 変革 を 遂げ る こと が で きる 。 


彼 等 は 日 を 見 開き 神 の 言葉 に 耳 を 傾け る 。 彼 等 の 信仰 は 風聞 で は な く 確 信 に 基づく も の で ある 。 
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テル ショ アプ ラー 
(メッ カ 秘 示 ) 


ゴビ 2 EE = 2 ター > る 1 tb ぅ 
1. 慈悲 深く 、 恵 みか 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Oe oS 


| 


し ント ※  ( 注 1) or ) 
※ 恵 み 深 てく 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知る 神 ! 

めい り よ う > 99 ? 1 アマ 

3. これ は 明暗 な る 経典 の 諸 節 な り 。 @et3ic dii 部 

4. 彼 等 信ずる を 弟 ん ぜ ぬ ね が 故に 、 惑 らく 液 は CO KG 全 を し 7 

心 を 痛め 己 が 身 を 殺す に 至ら ん 。( 注 2) a - 


Ss ヤン ンク リアン レ 。 。 、 ア レン 2 の タタ ン る 
5.、 も し われ ら 欲し な ば 、 わ れ ら は 彼 等 の 首 を で JE534512 じ SO ある ES Gl 
その 前 に ぬ ね か ず か し むる 奇跡 を や 天 よ り 降 す 2 2 3 の 2 
べし 。( 注 3) Dras ol oa 
が a る ぞう の 1 う 2 プロ レー の の To ン 
6、 然るに 、 彼 等 は 、 慈 悲 深 き 神 より 新しき 訓 PERG 5 63465 に 3 
戒 が 下る た びに 、( 注 4 ) それ より 項 を を む i 


Pe ッ タ レン 
ける な り 。 Oa de bB 


いつ わけ ぐす し 
副 実 、 彼 等 そ 人 1 ンー レレ 52 っ っ [ フ フス 2 の ネン ッ ン ン 
7 、 夫 実 、 條 等 は 、 に れ を 成 偽 と CN 5 。 OA TNA i ou UE 

る きれ ど 、 や が て その 中 りり し も の の 到来 を 告 

げ る 知ら せ が 彼 等 に 到 ら ん 。 

る キト ト * ュー 5 アイ マク 。 ェ エン っ 、 プッ フン ッ ン すす きた アア イン ン 
8. 彼 等 は 大 地 を 眺め ぎる か 、 わ れ ら は を こ で 、 の の ES RS 

如何 に 多く の 立派 な 種 を 発生 せしめ た る か ろ _ 

を ? Don 
注 1 この 普及 び 次 前 は 、 タ ー・ ス イー ン ・ ミ ー ム 和 群 と し て 知ら れる 特異 な 次 で 、 両 者 の 主題 は 酷似 し て ぃ 
る 。 こ れ 等 は ほ ば 同じ 時 期 に メッ カ で 啓示 ふれ だ た 。 こ の 童 妖 は モー ゼ の 生涯 を か な り 詳 し く 取 り 上 げ て お り 、 
この 省略 され た 文字 刀 シ ナイ 山 及び モー ゼ を 表わし て いる と みな す 注 釈 者 も 居る 。 タ ー・ ス イー ン は トゥ ー ル 
(シナ イ 山 ) を 、 ミ ー ム は 、 モ ー ゼ を 表わす 。 











注 2 18 章 7 節 参 照 

注 3 モハ ッ マ ド 舞 言 者 の 苦悩 が 無駄 に 終わ る 事 は な い 。 人 々 は 、 役 に 対す る 妨害 を 止め か な けれ ば 、 裁 き を 
下る れる で あろ る う 。 それ は 彼 等 の 指導 者 を 辱め る 事 も な る 。「 栖 」 は 指導 者 を 意味 する 。 

注 4 [新しき 」 と いう 語 は 、 此 処 で は 「 新 し い ぃ 表現 で ] ある い は 「 新 た に 詳細 な 記述 で 」 と いう 意味 で 用 
いら れ て いる 。 事実 、 神 の 律 法 は 全て 、 基 本 的 教義 は 似通っ た な も の で ある 。 相違 点 は 細部 に の み 見 られ る 。 を 
こ で 、 新 し い 律 法 は 、 時 代 の 要求 ・ 考 え 方 に 見 合っ た 彩 に 変え て 啓示 され る 。 預言 者 達 $ も 、 こ の 新しい 律 法 に 
徒 う 者 、 従 米 の 律 法 に 従う 者 様々 で ある 。 
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ッ ン 





9 . この 中 に は 神 兆 あ り 。 然 れ ぼ も 、 後 等 OO 6 RTE a 
~~ ケト っ う 「 
生野 3 B05 
10. げに 、 液 の 主 、 彼 は 健 力 者 、 慈 悲 者 に ま し STOLE 
ます 。( 注 5) 
清め が 0 人 in のび か てく 定 い し こと を 忠 OO 2 イイ ッッ 2 っ HE と 
8 el le う SL lS 
い 起 せ 。「 不 埋 を 伯 く 民 抄 の と ころ へ 行け 。 
12. すなわち 、 フ ァ ラ オ の 民 の と ころ へ 。 彼 等 DN GE 
は 神 を 異 れ ぎる か ? 」 PDG と 
13. 彼 は 答え り 、「 主 よ 、 我 は 彼 等 が 、 我 を 嘘 つ ちっ 2 の っ ン タ 
き と 着 條 す を 恐る 。 DIE SEG dE 
14. 加え て 、 我 が 胸 は せ ば まり 、 舌 も 消 ら か な LE 3 じ 」 シン を シィ ン 
ee 2 る 】 
ら ず 。 ( 注 6) 8 きれ ば 、 ア ロン に も 御 言 葉 3 ルン 9 の Ao Fs * フ 
を 降 し 給え 。 Or 
15. また 我 は 、 彼 等 に と が ゆら れる こと を な し る 29 タイ ッッ クン イン の 2 ン プイ ンタ ン レ 
9 DRS ol CEST 
た れ ば 、 彼 等 が 我 を 殺 る きん こと を 稀 る 」。 90 
( 注 7 ) 
っ タメ 2 イン ロン ン ラ イン と タン 
16. 神 は 云え り 、「 断 じ て 将 ら ず 。 前 た ち 両 名 Ooxxs2csBICAuCa36 XE 6 
われ ら の 奇跡 を 携え て 行け 。 われ ら は お 前 ¢ 
た ちと 倍 に あり て 、 を の 祈り を 閉 き 入 れん 。 
17. きれ ば 、 フ ァ ラ オ の と ころ へ 行き て 、 云 え ッッ イ ュ 3 2 イン ッ ン っ (る [っ 
Ne LN Ci 
「 我 等 は 万 物 の より の 使徒 な り 、 OU DTS 
18. イ スラ エル の 子 ら を 我 等 た 共に 去ら し め の 00 ン > Ce 4 
ょ 」 と 。 DI 
19. する と 、 フ ァ ラ オ は 云え り 、[ 液 が 幼少 の 時 、 。 ラッ 、 ブ ミイ マン クレ (クン > 25 メス 
ここ で 育て た る は 我 等 で な か が り し か ? し か CA I SP JG 
も 、 液 は 長年 我 等 の 中 で 生活 を 過 る ぎり し の 
か カ *。 OS Aa 
注 $ 「 き こと に 液 の 主 、 彼 は 偉大 者 、 慈悲 者 に まし ます 」 と いう 言葉 は 、 預言 者 の 店 か れ た 状況 が この 章 


で 述べ られ る 預言 者 達 の も の と 類似 し て いる 
モハ ッ マ ド 項 言 著 に な いて は 彼 を 勝利 繁栄 に 尊 き その 力 を 示す の みな ら ず 、 彼 の 一 族 に 慈 
う ぁ 。 モ 


る 事 を 示す 。 し か し 、 他 の 頂 言 者 の 敵 を 捕らえ 減 し た 強大 な る 神 が 、 


悲 を 与え る で あろ 


モハ ッ マ ド 天 言 者 の 一 族 に お いて 減 び る の は わずか で あり 、 大 多数 の 者 は 神 の 許し ょ 慈悲 を 接 け られ 、 遂 
に は 神 の お 告げ を 受け る で あろ う 。 
モー ゼ は 、 租 ね られ た 仲 大 な る 事業 を 成し遂げ られ る か と 案じ て いた 様 だ 。 舌 苫 省 と し て の 任 は 事実 


注 6 
非常 に 重い 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 も 又 、 最 初 の 啓示 を 受け た 時 、 不 宏 に 駆 ら れれ だ た 。 
注 7 この 話 は 、 フ ァ ラ オ の 人 々 が モー ゼ を 、 エ ジブ プ ト 人 殺 宮 の 賑 で 告発 し た 事 を 示し て いる 。 この 出来 事 


は 、 出 エジプト 記 2 : 


1 一 15 及び 


ルアー ン 28 : 16-21 に 記 き る れ て いる が 、 を そこ に は こ 


の 導 害 が 故意 の も の で 


は な か っ た と 書か れ て ある 。 モ ー ゼ は 、 ェ エジプト 人 に 打 た れ て いた だ イス ラ エ ル 人 を 助け に ょ は うと し た の で あり 、 
その 争い の 最 中 、 エ ジ プ ト 人 人 は 亡くな っ だ の で ある 。 
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し か 
20. る に 、 流 が 為 し た る と は 何 ん だ る (| と の * デン ン っ イフィ ン る し スッ 
5 SN Ice Cha RS ES 
ぞ 、 液 は 全 《 四 を 知ら ざる 者 な 9 り 」 と 。( 注 の 





8 ) 
21. モー ゼ は 云え り 、「 我 、 そ れ を 旋 せ る は 、 い レ カ ン 
mi 1 いら | 1 1 
まだ 我 迷 える 者 で あり し 時 な り 。( 注 9) OLN TIS JG 
22、 き され ば 、 我 は お 前 た ち を 頂 れ て 逃げ ば 去れ り 。 で れる て 
br 
され ど 、 我 が 主 は 正しい 判断 力 を 我 に 授け 、 3 3 CC ED 
し か る 使徒 の 列 に 加え た り 。 ( 注 10) SG 
23. イ スラ エル の 子 ら を 奴隷 に し て お き な が  。 Sh RI 
幼少 時 の 思 願 を 以 て 怪 を な じ る か ?」 PO SS 


Ss ( 注 11) 


24. ファ ラオ は 均 え り 、「 方 物 の 主 と は 何者 の As 人 
か ?」 と 。 ( 注 12) うら みり 


0 AR 2 ME 
の も の の 主 な り 、 ( 注 13) も し ぉ 前 た ち 信 NVY [ 
ずる な ら ば 」 上 。 の es 


26. ファ ラオ は 側近 に 向っ て 云え り 、「 お 前 だ SGS 1( ロ 
wo FA di 
ち 、 閉 きた る か ?」 と 。 ( 注 14) Do いた ら う 


注 8 。 この節 で は 、 モ ー ゼ に より 死に 至 6 2 MNO ファ ラオ は 自ら 6 を 、 
RRC AE TR EN ORN EN RRTR 、 エ ジ プ ト 人 を 殺 等 し た 事 で 、 モ ー ゼ を 恩 知 ら じ ず と 麺 
難し て いる 。 

注 9 イス ラ エ ル 人 が エジプト 人 か ら 逃 れ よ うと モー ゼ に 助け を 求め た 時 、 彼 は 為す 術 を 知ら な か っ た が 、 
貧し て 届 い イス ラ エ ル 人 を 救 せ うと し て モー で ゼ が 挙 を 振り 下ろ る す と 、 運 臣 く エジプト 人 は 亡くな っ て し まっ た 。 
一 打 で 人 の 命 を 奪う 宮 は 常識 的 に 有り 得 ず 、 こ の 死 は 事故 で あっ た 。 又 、 見 方 を 変え ん れ ば 、 モ ー で の 抑圧 きれ 
だ 人 人々 に だ いす る 愛 由 に 、 彼 は イス ラ エ ル 人 を 助け よう と し て エジプト 人 に 一 毅 を 見 舞い 、 その 命 や 覆う 事 と 
な っ だ た の で ある 。 モー ゼ は その 結 林 を 子 期 せ ず し て 行動 し た と 言え よう 。 

注 10 モー ゼ が エジプト 人 を 殺害 し 、 逃亡 し た 後に 神 が 由 5 彼 を 預言 者 に 任じ た の は モー ゼ の 行為 が 瞬時 の 
子 期 せ ね も の で あっ た 事 の 証し と に えよ ウ 。 

注 11 ファ ラオ (エジプト の EE) は モー ゼ 族 (イスラエル 人 ) を 何 代 に も 渡り 奴隷 と し て 拘束 し 、 彼 等 の 意 
層 、 決 断 力 、 活 力 を 奪っ て 米 た に も 拘ら ず 、 自 ら の 行為 を 善行 で ある と 述べ た 。 こ の ファ ラオ の 慎み 無き 言葉 
を 、 モー ゼ は 恥ず べき も の と 語っ た だ 事 が 記さ きれ て い i 

注 12 前 節 に 書か れ た だ た モーゼ ぜ の ファ ラオ に 対す る 返答 は ファ ラオ を 困惑 きせ た 様 で ある 、 直 もち も に ファ ラオ は 
話題 を 変え 、 神 の 存在 、 属 性 に 関す る 難解 な 問題 を モー ゼ に 突き 付け た 。 

注 13 「 天 地 間 の 一 切 の も ふぁ の | と いう 語 は 、 神 の 支配 の 及ぶ 範囲 が 如何 に 広大 で ある か を 示し て いる 。 

注 14 この 節 に は 、 フ ァ ラ オ が エジプト 人 を 扇動 し 、 モ ー ゼ に 刃 向かう 様 、 し 向け た 事 が 書か が れ て いる 。 モー 
で は 、 天 地 創 造 は アッ ラー の 為 せ る 業 で ある と 主張 し た 。 全 宇 市 は 抽 ら の 神 の 支配 下 に ある と 信ずる エジプト 
人 人 に と より 、 こ の モー ゼ の 主張 は エジプト の 神々 に 対す る 侯 辱 び は な いか 。 こ の 様 に 語っ て ファ ラオ は エジプト 
和信 の 、 モ ー ゼ に 対す る 敵 者 心 を 扇 っ た の で ある 
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27.、 モーゼ は 云 を たり 、「 を は お 前 た ちの 主 に し 2 の 2 
て 、 ま た お ぉ 前 た ちの 父祖 の 主 な る ぞ 」 と 。 DABILA US JG 
( 注 15) 

28. ファ ラオ は 云え り 、[「 お 前 た だ ち に 遣わ る きれ だ タッ ン イシン ニー ンー タン ーー シン ジッ ン ン 

、 時 動 * { うぅ [ 
この 使徒 は 、 間 違い な く 狂 人 人 なり 1 と 。( 注 or EN eld6 
16) 

29. モー ゼ は 涼 え り 、「 そ は 東西 並び に その 聞 に の とい ES) SES dG 
ある 一 切 の 主 な り 、 ( 注 17) お 前 た だ ち 思 上 族 際 
が ある な ら 解 る の だ が 」 と 。 OT 

30. ファ ラオ は 云え り 、「 液 、 も し 我 以 外 に 神 を I GEG CR 0 
信 ず れ ば 、 我 は 必ず 液 を 獄 に 投げ 込ま ん IS 
E 。 OT 

31. モー ゼ は 云え り 、[ 何 と な 、 我 だ と え 明 白 な し 6 

_ OS 3 9 
る 証拠 を 液 に 携え を た と し て も $ か !| と 。 
ー —. ょ 還 大 うこ * 上 か “2 - フン ッ シ 。 a <r 

32. ファ ラオ は 云え り 、「 液 の 云う こと が 本 当 な SAA dad 
ら 、 直 ち に それ を 出し て みよ 」 と 。 8 

33. きれ ば 、 モ ー ゼ は を その 杖 を 投げ た り 。 見 よ 、 ぞ みる る 8 0 RE を 
を は 吸 ら か な 蛇 と な れ り 。 Got OS BE Loc 

34 . 次 いで 、 その 手 を 懐か ら 引 き 出 せ ば 、 見 よ 、 と と > トン ン EZ ァ ン ン プン ン て 
_ MS と 8 の J 
誰 の 日 に も を は 自 く 映 じ た り 。 ( 注 18) Op sor (うめ Wu EFS 

第 二 項 | 1 fc プン ラー デア 

35.、 ファラ オ は 側近 の 長老 た ち に な えり 、 「 こ の を CU dd 

者 は 卓越 し た 妖術 師 な り 。 

36. 彼 は お 前 た だ ち を 、 そ の 妖術 に よっ て 、 国 外 13 し る なり 生き OS 
に 追い 出る きん と 謗 る な り 。 る て 、 お 前 た ち - の 
の 見 解 や 如何 に ? 」 と 。 66526 

37. 彼 等 は 答え り 、[ 背 らく 彼 し その 兄 を 待 OR EO A IE 
せ 、 を その 問 に 区 々 に 召喚 者 を 遣わ し 、 NR * ” 

注 15 第 25 節 で は 、 神 の 支配 園 の 広 大 きゃ を モー ゼ は 述べ て いる が 、 当 節 に お いて は 、 神 の 支配 が 時 に も 基 ぶ 

事 が 示 る れ て いる 。 

注 16 "ファ ラオ は モー ゼ が 他人 の 言葉 に 耳 を 傾け ず 、 選 の 主張 を 繰り 返す ば か り で まる て 狂信 の 様 だ と 考 

沈 こ を の 思い を 告 っ だ た 。 

注 17 この 第 で は 、 押 の 正 国 が あら ゆる 方 位 に 広がっ て いる 事 を 示し て いる 。 

注 18 7 記 109 第 参照 


ー566 一 


第 二 十 六 童 





玉 | 中 越 > 魔術 師 を お を そば に 召し 給 ャ ン (る ンー イー ン 7 し 
38. NR 魔術 師 を ば に 召し # a RC 
内 ググ グ 
39. カ * く て 、 定 め ゆめ られ た 日 の 定め ゆら れ た だ 時 刻 に 、 ⑮ 3 ッ デ SS デー 9 と 
DS a pd or 
多く の 魔術 師 た な ち は 集め られ り 。 記 
ひと な と 
40. また 、 民 衆 に 向っ て 云え たり 、「 お 前 た ち も 参 ORE da RS 
集 せ か? | と 。 
} a 
2 RLS 155 la Ci 
42.。 き て 、 麻 術 師 た ち は 来 着 す る や 、 ( 注 19) 1 の 299 タン フン を 
る に みあ ! llE と | 
ファ ラオ に 去り 、[ 我 等 も し 勝た ば 、 後 缶 ーッ 
1 の ウン = 
43. ファ ラオ は 云え り 、「 よ ろ し い 、 も し 勝た ば 、 Cr ae る EN 
ぉ 前 た ち を 我 が 側近 の うち に 加え ん ] と 。 
44. モー ゼ は 魔術 師 た ち に 云 を 4 り 、「 る て 、 注 等 、 ® 時 
a 演 導 28 29 15 
投げ た いも の を 投げ よ 」 と 。 A 
45. そこ で 、 魔 術 師 た ち は そ の 縄 や 杖 を 投げ て 、 62 お 5a a NH 
テ え り 、「 フ ァ ラ オ の 御 威光 に より 、 勝 利 を 6 
539 1 > 9 マイ ェ ン 
る は 我 等 な り 」 と 。 Gon 
46、 次 いで 、 モー ゼ が その 杖 を 投げ る や 、 見 よ 、 gc Cd 9 ン HI15 5 
そ は 役 等 の まや か し を 條 み 込 め り 。( 注 ひ 
20) る 
ュ は れ よ Vs 0 の 
47. 肉 っ て 、 魔 術 師 た ち 地 に 平伏 し て 、 CT ss 
リン ラン 
48. 云え 4 り 、「 我 等 は 万 物 の 、 Tas Ea Re 
49. モー ゼ 並 びに アロ ン の 主 を 、 信 じ 夫 る 」 と 。 らち る 3 oe とう 
50. ファ ラオ は 云え り 、「 お 前 た ち は 、 我 が 許し が 000 NS 人 0 
な し に 、 モ ー ゼ を 信じ だ た だり 。 彼 こそ は お 前 os 2 CE _ 
た も に 魔術 を 教え し 張本人 な り 。 お 前 た ち 、 2 AE は 
注 19 腐 術 師 と は 職業 と し て 呪術 を 行う 者 で 、 そ の 道徳 性 は 非常 に 低い も の で あっ た 。 
注 20 "モーゼ の 枕 が 飲み 込ん だ の は 魔術 師 の 杖 や へ ビ で は な く 、 彼 等 の 作り 上 げた 物 全 て で あっ た 。 モ ー ゼ 


の 杖 が 彼 等 の 最 満 を 徹底 敵 に 打ち 砕い だ と この 節 に は 明示 し て ある 。 魔 術 札 に 惑わ る れ て 、 


見 物 人 が 本 物 の へ 


ビビ 上 思い 込ん で いた だ 物 を 粉々 に 砕く 事 で 、 訂 術 迷 の 虚 舌 を 葵 い だ の は この モー ゼ の 杖 で あっ た 。 


一 5 一 


i ーー 1 つつ > 
人 | 六 並 





51. 


52. 


53, 


56. 


97. 


58, 


59. 


60. 


51. 


NSR 
を だ が いち が い に 切 り 落 し 、 一 同 蒸 て 磯 
処す 」 と 。 


彼 等 は 云え り 、「 我 等 を 害する 能 わ ず 、 我 人 
主 の 許 に 帰り 行く て なれ ば 。 ( 注 21) 


だ だ 我 人 等 が 願わ ん こと は 、 我 ら が 最初 の 信 
者 な れ ば 、 王 が 我 等 の 数 々 の 罪 を 赦し 給 わ 
えん こと を 」 と 。 

第 四 項 
か て て 、 , わ れ ら は モー ー ゼ に 啓示 し て 、 命 ず 、 
「 ゎ が 僕ら を 連 車 れ 、 夜 陰 に 乗じ て 立ち 去れ 。 
お 前 た だ も 必ず 追跡 せら れる ベ べし 」 と 。 


ファラオ は 人 急 使 を 邑 々 に 遣わ し 、 云 わし め 


だ た だり 、 
人 R rd 
「 彼 等 は 訟 少な れ ご ど 、 


我 人 等 に 怒り 、 恨 み を 抱く 。 ( 注 22) 
然 れ ば も 、 我 等 は 油断 な 防備 整い た る 大 
軍 な り 」 と 。 


か く て 、 わ れ ら は 彼 等 を 、 果 樹 彫 並び に 齋 
水 か ら 、 
財宝 並び に 名 準 あ る 地位 か ら も 、 
0 。 
そ は か く な る 次 第 な りき 。 面 し て 、 われ ら 
は 之 を イ スラ エル の 子 ら に 遺産 と し て 与 ぇ 
だ り 5。 ( 注 23) 

EO 
る ころ 彼 等 に 追い つけ り 。 


追い 立て 


で ーー 5 の タタ ュ ン シッ ン と っ 
opeEodUGL2S9 昧 
ES RL SI 
Sl te 


アン っ タ ン る 129 


2 う プ と ま ア エエ アノ 
Oa El AA 


CRNI EN 
ONS PE 3 ちる 1 


GG 
Eb 


bg 


OL 


ッ 2? の で 4 7 2 いつ で 


CORE I Er タム る や と 
マー ぅ ン マイ ンー ラク クン 
DI A うめ す 


電 し デン > I by 
© OR DD 


タタ っ タグ 7 
oo 8 





注 21 
注 22 





つい 先程 まで 悪 銭 を 得 よ うと 策略 を めぐ らし て いた 麻 術 師 達 が 、 
神 の 預言 者 の 出現 は 、 役 の 言葉 を 受け 入れ 、 彼 に 徒 


信仰 を 待 、 
未来 を 約束 する も の で ある 。 預言 者 


死 を 麗 れ な く な っ た だ 。 
う 者 に 輝け る 


は 人 々 に 新た な 生命 を 与え 、 人 人生 観 を 変え る 新しい 希望 と 確信 を 彼 等 の 内 に 生じ きせ る 。 モー ゼ や 出現 の 後 、 イ 
スラ エル 人 入 の 間 に 大 き な 変 化 の 起き た 事 を ファ ラオ は 感じ 、 こ れ は 彼 の 感情 を 若 し く 富 し た 。 


ファ ラオ や エジプト 人 の 上 泉 ・ 庭 園 ・ 財 宝 ガ イス ラ エ ル 人 に 与え られ た の で は な い 。 イ スラ エル 人 は エエ 


注 23 
ジ プ ト を 去り 、 
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ミル ク と 蜂 密 の 流れ る 約束 の 地 カ ナン へ 向かっ た だ た 。 その 地 で 新た に 彼 等 は 泉 ・ 庭 園 ・ 財宝 を 考 
えら れ だ た の で ある 。 事 実 、 パ レス チ ナ は 、 莉 園 と 泉 の 豊富 な 点 


で エジプト に 所 て いる 。 


fr Tt 





第 一 - 十 六 章 デル ・ シ ョ アラ ー 
まみ 
62. 両 軍 相 見 を た る 時 、 モ ー ゼ の 同志 ら は 云 ぇ ON II 2 027 2 2 
っ め ひ Jl os ys し > Cd JP RE 
9 り 、「 つ っ つい に 捕まり た る か と 。 ( 注 24) 


63. 


モー ゼ は 云え り 、「 断 じ て 然 すす その よう 
な こと を 云う な か れ ! 主 は 我 と 倍 に あり 。 
主 は 我 を 無事 に 導 か ん 」 と 。 


CIN BGG 





64. その 時 、 われ ら モ ー ゼ に 亡 示 し て 、 命 ずり 光ら 3 2 Gi i (C6 
の 棒 で 海 を 打 て 」 と 。 ( 注 25) する と 、 海 0 
鐘 も 分 れ 、 両 側 は き な が ら 帳 々 た る 山 械 の EIDE CS RE EE 
茹 く な り m。 
し か 3 お が タッ ント 2 クン エレ ラン ラン ノラ 
65、 面 し て 、 わ れ ら は 追手 の 軍勢 を を こ に 診 き DNS CD 
寄せ り 。 
66. か くし て 、 わ れ ら は モー で 並び に 彼 と 共に で プッ ニュ ッ ブ レン ニュ ン ン まっ 
1 cael > る 3 ua CA? 
あり し 人 々 を 救い た り 。 Or as Worlgry ig 
し か ed a 
67. 然 れ ども 、 を その 他 の 者 ども ぁ は 蒸 く 湧 死 せ し NES 
め だ た だり 。 
る し る し し か ン Zz 1 レン 1 x 
68. げに この 中 に は 、 一 つの 神 兆 あり 。 然 れ ど OS ECL YAS 
も 、 彼 等 の 多く は 信 ぜ ぎる な り 。 1 
69. げに 液 の 主 は 、 人 偉大 に し て 、 素 悲 深く まし @2 ; UE SG と 
ます 。 ( 4 
第 五 項 
70. アブ ラ ハ ム の 物語 を 彼 等 に 読 謗 せよ 。 Oa kd お 3 
7] . すなわち も 、 アブ プラ ハム が その 父 と その 一 族 プラ クタ タグ 。 っ アデ 9 る 3 
に 向っ て 、「 資 方 が た 何 を 拝 すか ? ] と 訳 ね Oo いら る う 49YUS 
し 時 の こと を 。 ( 注 26) 
72. 彼 等 は 答え り 、「 我 等 は 偶像 を 拝 す 。 これ か Aa << EC タタ ュ ン 、 タ レレ 
U 196 
ら も その だ め に 専心 せん ] と 。 OY Ww 6 
73. ア ブラ ハム は 云え り 、「[ 貴 方 が た が 析 る 時 、 の の りあ 
よ a 3 1 sr 
偶像 能 く 貴方 が た に 耳 を 貸す か ? @o\5 re 
74. 或いは 、 貴 方 が た を 益 す る な り 害 する な DL 2728 15092 
(つの ゅ うら) | / 1 
な し 得る か ?」 と 。 こう 
注 24  「 モ ー ゼ の 同志 ら 」 は 信仰 心 が 弱 か っ た 様 で ある 。 こ れ は 5 : 22 一 23、 7 : 149 、20:87 一 92 に 示 き 
れ て ある 。 ' 
注 25 この 言葉 は 「 民 を 海 へ 導 け ] と いう 意味 も 持つ 。 
注 26 アブ プラ ハム が 反 人 往 像 崇拝 を 訴え 続け た 事 が クル アー ン 全 編 に 示 き れ て いる 。 彼 は 、 聖 像 破壊 者 と し て 


史 土 に 残る 最初 の 人 物 で ある 。 


0 
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75. 


76. 


77. 


彼 等 は 云え り 、「 否 、 さ れ ど 、 我 等 は 父祖 た 
ち が か く 〈《 の 如く な す を 見 た り 1 と 。 
アプ ラ ハ ム は 云え り 、[ 法 等 考え ざる か 、 足 
方 が た が これ まで 崇め し も の を 、 

すなわち も 黄 方 が た 並び に 貴 力 が た の 先 補 
が 。 


アコ 


CR Ci GLE 


GS 人 ゥ ッ タッ ン ン ンプ 


GA の SUS 


プン ウタ ン う 2 プ う 2 』 シ タ リン ラッ タッ ン 
A A OR 





78. それ 等 の 偶像 は すべ て 我 が 仙 瑞 な り 、 但 し マン イリ ンプ る 2 ャ の タン ラタン 
6 パー ra | 。 oD 
万 物 の 主 を 除い て 。 OO I $3 5 
し か 
79. 我 を 鍋 り 、 曽 し て 、 導 き 給 うお 方 は 、 主 な to of 
面 導き 給 う お 方 は 、 主 な ⑨ ツ 59 SVS ENN 
80. 我 に 食物 並び に 飲 水 を 授け 給 うお 方 。 OCS る る 2 
こう - 3 3 イン タン タッ うー と ン 
81. 我 病 め ば 、 之 を 交 す は 主 な 5。 ( 注 27) OE RA 3 
82、 我 を 死な し め 、 再 び 上 難 らし め ゅ る お 方 。( 注 泊 は 4 る 3 
28) @ SS 
83. 審判 の 日 に 、 我 、 我 が 罪 を 散 し 給 わ ん こと 2 る 
ーー 1.3 
を を 願う ぉ カ 。 RII IRIEL Es 
+ 用 に 知恵 を 接 - 
84. 二 ょ 、 我 に 知恵 を 授け 、 義 し き 人 々 の 列 ( お uo 
加え 給え 。 
秒 に < な メ トコ ゴン 5 内 ui * いい 抹 ン > や レ 』 WF 
85. 後 の 世 まで 、 真 実 不変 の 名 声 を 我 に 授け 給 GosN SE OE 内 
え 。 ( 注 29) = tk 
NC a デ アン 
se アア, ロ | ED ぃ ss > ら 9 る ュ ユマ ン リュ ブイ ぅ ? ウン > 
86. し て 挫 福 の 園 を 継ぐ 者 の 一 人 だ らし め as 1 だ そお 3 ら 2 な 15 
*・ 役人 多 を ポ さ ブン 5 パイ る オン 人 
な れ ば 。 
な が 時 き る 5 ‘a 生井 ら プラ スン 29 し っ う プ っ 
88 人 里 ら され る 日 、 ( 注 30) 我 が 面目 を SLRR YS 
滞 す な か れ 。 
注 27 アプ ブラ ハム は 、 病 の 原因 は 自ら に あり 、 治 癒 は 神 の な か げ と 考え て いる 事 が この 第 に 革 か れ て ある 。 
事実 、 入 に 降り 悪 か る 災い は 全て 、 人 が 自然 の 法 に 触れ た 放 に 起き た の で あり 、 と れ 巾 その 者 自 映 に 次 任 が 
ある の で ある 。 は 4 誤 80 節 も 参照 の 事 。 
注 28 アデ プラ ハム は 病 の 太 団 は 抽 ら に ある と し て いる が 、 一 方 、 死 を 神 の 思 恵 ほ 捕 5 を て いる 。 死 は 和 抽 れ る 
も の で も 放 け る も の で も な い 。 事実 、 死 は 入 生 の 自然 に し て 必要 な る 終わ り で あり 、 そ れ は 生命 上 共に 、 神 の 
偉大 な る 陽 物 で ある 。 
注 29 テア ブラ ハム は その 良き 名 を 後世 に 残し た 。 後 の 世 の 三 大 宗教 、 ユダヤ 教 、 キ リス ト 教 、 イ スラ ム 数 は 


アプ ラ ハ ム を 偉大 な る 先祖 、 精 神 の 祖 と 仰ぎ 、 


注 30 死後 に 人 が 新しく より 良い 権利 を 授け られ 、 精 神 的 に 成長 する 道 が 開か れ て いる こと 。 
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崇め て いる 。 
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89. その 日 、 冨 も 所 女 も 何ら 助け し な ら ぎ らん 。 


90. た だ 健全 な 真 真心 を アッ ラー に 捧げ まつ る 者 
の み 救 われ ん 」 と 。 

91. 楽園 は 義 し き 者 の 近く に も た らき れん 。 
( 注 31) 

92. 迷 える 者 ども に は 、 地 獄 が 開か れん 。 

し か 

93、 耐 し て 、 役 等 は 問わ れん 、「 お 前 た ち が ア ッ 
ラー 以外 に 崇め し も の は 、 今 何 遍 に 在 る ぞ 
や ? 

94. 彼 等 は ぉ 前 た ち を 助け 得る か 、 或 い は 自ら 
を 助け 得る か ?」 と 。 

95 か がく の 如く に し て 、 を その 者 ども は 地獄 に 
まっ きか さき まじ に 投げ 込ま れん 、 彼 等 並び に 
迷い だ る 者 ども 、 

96. 及び イズ リー ス の 軍勢 も 、 皆 同時 に 。 

97、 補 等 は 大鹿 で 互い に 逢い て 、 云 わん 、 

98. [アッ ラー に 古っ て 云う 、 我 等 は 明白 な る 
迷 誤 な りき 、 

ひな けん 

99. 我 等 が セ お 前 た ち を 万 物 の 主 に 比肩 し た る 
は 。 

100. 我 等 を 迷わ し ゆ ゅ た る 者 は 、 た だ 俳人 の み 。 

か と りな し て 

101. 背 し て 、 今 、 我 等 に は 如何 な る 弁 座 者 も 
な く 、 

102. まだ 、 同 情 を 寄せ る 友 も な し 。 

103. 我 等 現世 に 戻り 得る な ら 、 必 ず 信 者 と な 
る で きも の を 「『」 と 。 

104.。 げに この 中 に は 提 兆 あり 。 然 れ ど も 、 彼 
等 の 大 半 は 信 ぜ ぎる な り 。 


ソレ ン ュ タン ン 
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DE る の の 0 の 


に 1 
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⑮) al aod! どら うとう 


デ 


| と オス ナイ LL I 
OI お の Cl oe) うう 


v 


す 9 イン 3 ン ちょ 


っ の シン ウ フン ラン 
oO MC ひる a の め ら 2 
フッ う タ イィ ンタ ・ ワン る 
oS a ss 


CC EN 
CANE 
の みり びる ea 
OL 
aE CiC 


DRE DIY 
RE 


DO RN I ES 





注 31 正義 な る 省 は 天国 に 入 い る 新た だ な より 良い 権利 を 与え られ る と ここ に 書か れ て ある 。 
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105. MANN 泊 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 2 
LN NC お ) 12 & 
甘え 示 く ま し ます 。 す 
第 六 項 
106. ノア の 一 族 も 使徒 た もち を 嘘つき と し て 過 8 系 
Be 回 の! Ey ay 
107. 彼 等 の 見 弟 ノ ア が 彼 等 に 向っ て 、 か かく ン ン ンタ 59 う の ぅ タイ ュ の ン アン っ 
2 1 OR | 1 3 
いし 時 。「 お 前 た ち 神 を 民 れ ぎる か ? © J RES 
108. げに 我 は 、 お 前 た ち へ 遣わ る きれ た る 忠実 リタ の ッ ィ イン 2 、y 
exo! od | 
な る 使徒 な り 。 9 ON 
109. され ば 、 ア ッ ラ ー を 皿 み 率 り 、 曽 し て 、 CR UNE 


我 に 従え を 。 ( 注 32) 


110. . 我 は この 為 に 如何 な る 報 醐 も お 前 た ち に  % SO NGI に 
主 い は せ ぬ 。 我 が 報 柄 は た だ 万 物 の 主 の 苦 07G 2 
⑯ 


を レン ゥ ンー ラ 
i 9。 4 
111、 され ば 、 ア ッ ラ ー を 記 み 率 り 、 面 し て 、 AME を HIP 
我 に 従え 」 
に で) ゃ ーー、 リー の と 人 = 4 み ン ン ン の 9 タン ンタ 
112. 役 等 は 人 去 えり 、「[ 液 に 従う は 卑 農 最 た る 者 の oN クン クン タク レーン 
CE dL 2 人 U ら 8115 
の みな の に 、 我 等 に 液 を 信 ぜ よ と な ? 1 と 。 0 っ タタ! 
113. ノア は 云え り 、「 我 、 彼 等 が し て 来 た こ と レノ 
に つい て 、 何 の 知る と ころ あら 6 ん や ? の op os JG 
114. 彼 等 の 勘定 は た だ 主 の 許 に 在り 。 も し ぉ OO 2 | es 
前 た ち が 理 解す る な 6 ば ! ( 注 33) 
115. と も あれ 、 我 は 信仰 する 者 た ち を 追い 払 で ノッ 5 < 
# KT 1 w デ 
わん と する 者 に 非 ず 。 ( 注 34) Ts る ら > 
E10 一 人 8 み ぅ 4 ゆう ょ 。 ンプ ゅ 
116. 我 は た だ 一 介 の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 93 OLK 8 
117. 彼 等 は 云え 4 り 、「 ノ ア ょ よ 、 液 や め ぬ な ら 、 レル 泊 と アル の タッ タ 」 ン ラ ン イレ 
液 は 必ず 右 を 以 て 打 た る る 身 と な らん | と 。 SSE: ES ON 96 
118. ノア は 云え 9、「 主 ょ 、 我 が 民 は 我 を 嘘 つ の 3 
き と し て 過 し た り 。 SIN EI SIE 4 


注 82 。「 ア ッ ラ ー 異 み 夫 り 、 耐 し て 、 歌 に 従え 。] と いう 言 薬 は 、 こ の 宴 で を て の 習 計 者 が 人 々 に 告げ て 来 た 
も の で ある が 、 こ れ は 、 神 の 啓示 に ある 一 般 的 な 成人 律 と は 別に 、 そ の 時 々 の 預言 者 の 教え に 従う 様 人 々 に 示 き 
れ だ も の で ある 。 

注 33 クル アー ン は 、 異 な る 地域 で 五 つ の 異な る 語 に 訳 き され 、 内 容 $ も それぞれ の 地域 の 特殊 性 に 溢 い 、 理 解 
きれ 易い 様 に 書か れ て 来 た 。 そ れ 等 は 基本 的 に は 同じ もの だ が 、 意 味 の 細い 点 に 違い が ある 。 
注 34 神 の 預言 者 と 一 般 の 人 々 で は 、 人 生 の 個 値 判断 の 基準 が 異な る 。 前 者 は 人 を その 行い で 、 又 後者 は 財 
産 及び 社会 的 地域 で 判断 す る 。 
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19. きれ ば 、 液 、 我 と 彼 等 と の 間 に 断 固 だ る イク で タン ン っ こ ッ インク ライ ッ タ ンタ ン ン うう ン ウント ン 
。 と か 1 放つ イー て うわ ご 3 Au うく G 
蝶 き を 下 し 給え 。 曽 し て 、 表 並び に 我 と 尼 マイ フー ブー ME 


に ある 信者 た ち を 救い 給え | と 。 CO 

と も 
120.、 を そこ で われ ら は 、 ノ ア 並 びに 彼 と 指 に あ で ちっ 22。 22 ・ ア フィ ーッ クン れい ッ ン ッ [< 
る 革 た もち を みな だ 箱 舟 に 積み 込ん で 救い た 。 の VIASO ら AS oO そう ao 


り 。 
を レッ 02 タック イン ラン 3 イ の る 
OS ES 


し る し し か っ っ クタ 9 シレ ィ イラ レレ クラ リン ン し し っ ・ る て 
122。 げに この 中 に は 福光 ちり 。 伏 れ ども 、 彼 Qoosg otogUssAo9 SEE 
等 の 大 半 は 信 ぜ ざる な り 。 


と ぁ 。 と 


123. げに 法 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 が 5 る 15 
弦 悲 深 ( ま し ます 。 ' 

第 七 項 トー 内 “Ge 

124. アー ド 族 使徒 た ち を 拒み た り 、 RA NCS 


125. 彼 箋 の 兄弟 フワ フード が 彼 等 に 身 っ て 、 か さく 


( ノ タ る ン ン ン の ぅ の 2 のみ ョ ター Sa 2 
去 い し 時 。「 お 前 た ち 神 を 思 れ ざる が か が? 


で 
DORDIY sd oar IA の OS 


の ゝ る 
126. まこ と に 我 は 、 お 前 た ち へ 遣わ きれ な た る a て 2 タン ッ を て っ 
8 ol do 1 を 1 
忠実 な る 信人 待 な 5。 ~ 
か し こ し か a イレ ルン し 、、 う るる し 
127、 きれ ば 、 ア ツラ ー を 景 み 奉り 、 面 し て 、 Dob a 


我 に 従え 。 
マッ) 寺 語 < 下す ナ ・ ~ の 2 そう の うっ 和 ス 2* を タン スイ ン ン 
128. 我 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た ち に と os ーー 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 許 に あ 5 ZS 
9 。 Dal ED 


“a 。 ーー = ブル ラッ タレ ッ ン グ > 。 \ ウッ ン ン 
129. お 前 た ちあ ら ゆ る 高 処 に 記念 碑 を 建つ る の OK EO 


せな 
虚しい 栄華 を 求め て か 、 


や か た と こし え を っ ュ ン 297 ん レン ノ ・ 2 ぅ ターン レ 
130. また 豪 落 な 氏 を 集い て 、 永 久 に 生 く る つっ Goo SL の 02 交 っ 
も 9 りか ? ( 注 35) 











注 35 当 節 及び 前 、 後 の 人 節 に は 、 ア ー ド の 人 々 が 強力 で し か も 高い 文化 を 備え た 民族 で あっ た だ と 記 る れ て あ 
る 。 彼 等 は 当時 科学 を 非常 に 進歩 きせ た 。 要 寒 ・ 宮 典 ・ 大 規模 な 貯水 池 を 建設 し た 。 避 虫 地 ・ 工 場 ・ 機械 製作 
所 を 所 有 し た 。 建設 技術 は 特に 優れ て いた 。 新 兵器 ・ 戦 法 を 編み 出し 、 巨大 な 記念 単 を 建造 し た 。 つ まり 、 今 
日 の 林 側 諸国 の 様 に 、 最 進 技術 を 駆使 し た あら ゆる 設備 を 所 有 し て いた 。 彼 等 は 学問 に お いて 大 いな る 進歩 を 
送 げ た が 、 し か し 歴史 の 最大 の 教訓 を 忘れ て いた 。 国 家 の 真 の 強 る は 物質 に よる の で は な く 、 高い 特性 に より 
も た らき れる の で ある 。 彼 等 は 道徳 的 ・ 結 神 的 に 退廃 し 、 行い を 改め ゆる と 告げ る 預言 者 の 警告 に 耳 を 貸さ な が っ 
た 為 、 神 の 舗 告 を 無視 する 者 の 逃 が れ 得 な い 惑 し い 夢 命 に 彼 等 も 叉 陥っ な の で ある 。 11 章 51 節 も 参照 の こと 。 
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131. 更に 、 誰 か を 襲う と な る と 、 半 店 者 の 如 
< 之 を 襲う 。 

され ば 、 ア ッ ラ ー を 長 み り 、 証 し て 、 
我 に 従え 。 


132 . 


133. お 前 だ ち 知 っ て の 通り 、 きま ざま な る も ぅ 
の 多 授 け 給 うだ おち ぉ 方 を 困 み 泰 れ 

134. 役 は お 前 た ち に 家畜 と 子女 ら を 授け 、 

135. 果樹 園 と 井 泉 も 授け た り 。 

136. げに 我 は お 前 た ちの た め に 、 返 ろ し い 日 


の 懲 軸 を 恐る 」 
彼 等 は 云え り 、「 液 が 我 人 等 に 警告 する もせ 
ざる も 、 そ は 我 等 に は 同じ こと な り 5。 


137. 


138. そ は 往 古 の 作り 5 り 話 に すぎ ず 。 
139. 我 等 は 昼 せ られ ぎる べ で し] と 。 
140. か く て 、 役 等 は フード を 拒み た れ ば 、 わ 


れ ら は 役 等 を 減 ぼ ば し た り 。 げ に この 中 に は 
神 光 あ り 。 然 れ ど も 、 彼 等 の 大 半 は 信 ぜ ぎ 
る な り 。 


141. げに 液 の 主 、 す な も ゎ もち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 
慈 齋 深 くま し ます 。 
第 八 殴 
142. サム ー ト 族 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 
143. 役 等 の 兄弟 サー リフ が 彼 等 に 向っ て 、 か 


(云い し 時 。「 お 前 だ ち 邪 下 に 対し て その 身 
を 守ら ざる か ? 

げに 我 は 、 お 前 た ち へ 違わ る れ た だ た る 忠実 
な 使徒 な 5。 

きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 異 み 夫 り 、 親 し て 、 
我 に 従え 。 

の の 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た だ ち に 

請 い は せめ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 誕 に あ 


144. 


145. 


146. 
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147. お 前 だ た ち は 、 こ こ に 持っ て る も の の 間 で 、 
永く 安楽 な り 得 べ し と 考え る か 、 

148. すなわち 果樹 彫 や 井 泉 、 

149. 麦 環 や 枝 も 6 たわわ に 実 を つけ る 柳 子 の 


間 で ? 


150. また 、 巧 み に 山 を 切り 開い て 家 を 造る 上 
も 。 
151. きれ ば 、 ア ッ ラ ー を 異 み 率 り 、 曽 し て 我 


に 従え 。 


152. 則 を 越え る 者 の 命令 に 従う な か れ 。 

153. 彼 等 は 地上 に 騒動 を 引き お こし 、 改 善 せ 
ざる 者 な り ] 

154. 彼 等 は 云え り 、| 液 は た だ 遇 か れ た る 者 に 
すぎ ず 。 

155. 液 は 我 等 同様 た だ の 人 閑 に すぎ ず 。 る も し 
疲 の こと ば が 真実 な ら 、 一 つの 奇跡 を 現 出 
せよ ょ よ 」 と 。 

156. サー ‘ 0 り 、 i に 一 頭 の 牝 際 駒 


れ だ な だ Na 水 を 飲む べし ss 


床 し て 、 芝 み し い 日 の 前 を 被 ら ぬ よう 5 
店 弁 を 害する な か れ 。 

然るに 、 彼 等 は その 胴 を 切断 せり 。 妖 
- 後 、 彼 等 は 後悔 せ 5。 


159 和 章 彼 等 を 開 え る が 故 な り 。 げ に この 中 
に は 神 兆 あ り 。 然 れ ど も 、 彼 等 の 大 半 は 信 
ゼ ぜ ざ る なり 5。 

160. げに 液 の 主 、 す な わ ち 彼 は 、 僅 大 に し て 、 
慈悲 深く まし ます 。 

第 九 項 
16#. ロト の 民 も 諸 使 徒 を 拒み た り 、 
162. 役 等 の 兄弟 ロト が 彼 等 に 向っ て 、 か く 去 


いし 時 。「 お 前 だ たち 神 を 異 れ ざる か ? 


Nt 
ORILEG 

ad GE SS 3 

OT EL NG OG 
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ONY 
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EC 
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ジラ 
os 
91.4 ググ ィ ィ sg 2 タック ニン 
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163、 げに 我 は 、 お 前 た ち へ わ る れ た る 忠実 リク タッ ン 多 うっ タ と っ の 。 っ 

Ma 1 タ | 

な る 使徒 な り 。 Gl Ol 

か し こ し か 6 し 

164. る され ば 、 ア ッ ラ ー を 忌 み 奉り 、 面 し て 、 RN A 
我 に 従え 。 


、 a さ 5 ab 1 コン る と リョン う 、 テ みう ン 内 5 タ 。 9 ノン ュ ン 
165. 我 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た ち に さ の > US1o タ esd G3 
請 い は せ 妹 。 我 が 報酬 は 方 物 の 主 の 許 に あ a 
5 。 Bon こう 


166. お 前 た ち 、 男 に の み 近 づい て 、 oo os 


167. 主 が お 前 た ちの だ た だめ に 創り た まい し 妻 を a st GE 
捨て 置く か が? いや 、 全 く お 前 た ち は 則 を 越 Do 
アグ アラブ グ 1 CE 


えた だ る 人 々 な り 。」 5 OA LS 
168. 彼 等 は 云え bh 、 「 ロ ト さよ 液 や め 皮 な b 、 RN ぁ タ ラッ ン る ン ン 
MM PR 


光 は 必ず 追放 せら る べし 」 と 。 


169. ロト は 云え 5、[ 我 は 心から お 前 た ちの 行 Fe 2 

人 NN ecuto3Ak281d6 

状 を 憎む 。 2 

ー ニ P お お 実 村 を 宏和 信 の 所 半 プル フッ ン [ る ン 9 ょ リン 
170. 主 よ 、 我 と 我が家 族 を 彼 等 の 所 業 よ り 救 OIE al 5 

い 給 え 」 &。 - 

171. か く て 、 わ れ ら 6 は ロト 並び に その 家族 の CST AN 
すべ て を 救い た り 、 

に 者 の 中 に 入り た る 一 ie 1 と 
172 RC 残れ る 痢 の 中 に 入り だ る 一 老女 を EN) 
173. 然 る 後 、 わ れ ら 6 は その 残 鈴 者 を みな 減 ぽ EENGS 如 

せり 。 

し か 了 2 - に 雨 を 隊 ン レッ スッ っ レン リン くさ し ン ン っ シン で 1 ン ラ マン 
174、 人 し て 、 わ れ ら は 彼 等 の 上 に 雨 を 降ら せ obo2 人 SUS も ESS 


た り 。 登 告 を 受け た る 者 ども に 降り か か り 
し その 了 雨 や 、 萌 酷 な りき 。 
L る し し か 
に に - は 神 兆 然 れ ども 、{ タン レレ クン 7 の 1 る 

175. げに この 中 に は 神 兆 あ り 。 然 れ ど も 、 彼 ue 2 

等 の 大 半 は 信 ぜ ぎる な り 。 
176. げに 液 の 主 、 す な わ ち 役 は 、 偉大 に し て 、 

慈悲 深く まし ます 。 


の 


第 十 項 2 

と 5 ルン 322 0 91 2 マフ ンマ タグ 

177. 閑 に 住む 和信 々 も 諸 使徒 を 拒み た り 、 ook CE RY 
"が 披 人 等 に 向っ て 、 か く 云 い 【 っ タ セン フン の っ ン 9 っ タイ スト < 
178. シュ アイ ブ が 人 彼 等 に 向っ (云い し 0 ii の 2496 


時 。「 お 前 だ ち 神 を 詞 れ ぎる か ? 
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179. げに 我 は 、 お 前 た ち へ 壮 わる れ だ だ る 忠実 うみ 5 < 2 ウン で ン | 
な る 使徒 な り 。 Gal yw Nd 
180. る れ ば 、 ア ッ ラ ー を 異 み 泰 り 、 耐 し て i 
6 * CI 033【 
我 に 従え 。 @ BS A 
181. 我 は この 為 に 如何 な る 報酬 も お 前 た ち に る ンー ライ 5 ュ る ライ うー シン る フッ イ イン 。 
‘ 1 ca AE lt 
請 い は せ ぬ 。 我 が 報酬 は 万 物 の 主 の 許 に あ EVO の 2 
9。 OO ey 


182. 析 目 は 十分 に 与え 、 ご ま か す 者 と な る な 0G 
か れ 。 


183. 正確 な 符 を 以 て 計量 し 、 DL 5 
184. 他人 の 物 を 減少 し 、 不 正 を な し て 地上 を IN RE Ys 


拉 息 する な か れ 。 


185. 面 し て 、 お 前 た ち 並 びに 前 代 の 諸 民 族 を Nl ab2 < ONS 
創れ る 彼 を 異 み 奉 れ 」 

186. 彼 等 は 云え り 、「 波 は た だ 減 か れ た る 者 に リン ラッ る ンタ VERE 
すす 癌 吾 。 GI 


187. 我 等 同様 た だ の 人 問 に すぎ ず 。 我 等 は 液 3 4 | 5 ッ タン ン | ルン 
BLES (っ 
を 嘘つき と 着 位 す 。 Tons esl 


* 人 大: ぉ \ = 2 の の ン ノッ タ ぅ "で レン ノウ クレ イス ン っ 。 イ < 
188. も し 液 の 言葉 が 真実 な ら ば 、 天 の 断片 を の 2 い TO d 人 3 ! 3 で 
我 等 の 上 に 落下 せしめ よ 」 と 。 


Lb 
SN 
189. シュ アイ ププ は 云え り 、[「 我 が 主 は 、 お 前 た NLL I Gg TiS 
ちの な せる こと を 最も よく 知り 給 う 」 と 。 Bo I GS 05 
( 注 36) 


等 1 ユ - アイ 人 ン と る ちる る 2 イン ーッ タイ イン 2 
人 し た | Ne OC 
な り き 。 人 


注 36 自ら に 科せ 6 れる 裁き を 取り 診 こ うと する 人 人 々 の 優 怪 な 態度 に 対し 、 シ ュ テ イブ 聞 言 者 は 次 の 様 に 答 
ぇ た 。 不 完全 な 知識 し か 持ち 合わ せな い 者 が 、 裁 きも 科す べき か 否 か 、 又 裁き が いつ 科せ られ る で き で ある か 
決め ゅ る 事 は で どき ない 。 それ が で きる の は 天地 合造 の 神 の み で ある 。 彼 等 の 行い や 全て 薄 知 きれ た 軍 の み が 、 各 々 
に ふる わし い 裁 き を 下さ れる の で ある 。 
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an Ob i タッ クタ グッ 
191. げに この 中 に は 神 光 あり 。 然 れれ ども 、 役 の Cus CEB TE 38 


等 の 大 半 は 信 ぜ ぎる な り 。 < 
192. げに 液 の 主 、 す な ゎ ち 役 は 、 伴 大 に し て 、 の る 3 ちっ ンタ イ スン 
a 
慈悲 深く まし ます 。 らら わら 
第 十 一 項 
193. まこ と ょ と に これ は 、 方 物 の 王 よ り の 啓示 な a YE 
5 り 。 ( 注 37) 
JY の っ ニー アウ っ アレ ン ン 
194. か の 忠誠 な る 聖霊 之 を 携え て oe od dS 
Ma ュ る ) 召 冬 の に サイ タッ うー レー レタ ンー シッ イン ロン 
195. 波 の 心 に 降り た る は 、 泊 を し て 警告 者 た BOHR SAE SE 
らし めん が た め な り 、 ( 注 38) - 5 
196. 半 明 に し て 明快 な る アラ ビア 語 に お ぢ おい 3 3 oz 
クマン クン ジン 
197. この 事 は すでに 、 圭 の 人 々 の 経典 の 中 で AN A 8 る 
言及 す 。 ( 注 39) 
198、 イス ラ エ ル の 才 務 の 学者 が 之 を 知る は 、 各位 
彼 等 に と り て 明 証 に 非 ぎ る か ? Rn 
っ ろり 
これ くだ ツァ アッ ンタ ンタ 3 マン で 
199. も し われ ら 之 を アラ グ ブ 以 外 の 者 に 降 し 、 OO 533 
200. その 者 が アラ ブ の 彼 等 に 読 診 す る と も 、 の 6 て 2 も 9 AS 
彼 等 は それ を 信 ぜ ぎる べし 。 0 
201. 故に われ ら は 、 普 深い 者 の 心 に 不信 を 植 OS dh 8 : セン る 


ぇ 付け り 。 ( 注 40) 
注 37 先 に 述べ た 預言 者 の お 告げ と 同じ に く 、 ク ルアー ン の お 告げ も 双 神 に より 啓示 され だ も の で ある 。 唯 、 
違い は 、 先 の 季 言 者 達 が 一 族 の 長 で ある 人 々 に 使わ きれ た の に 対し 、 グ ルアー ン は 世界 中 の 人 々 に 砂 示 る れ だ 
も の で ある 。 こ れ は 光 の 一 文 か ら 明 ら か で ある 。「 ま こと に これ は 、 万 物 の 主 より の 啓示 な り 。」 
注 38 「 湊 の 心 」 と いう 語 は 次 の 事 を 示し て いる 。 ク ルアー ン の お 告げ ば は モハ ッ マ ド 項 言 者 が 、 授 けら れ だ 
惑 示 を 自ら の 言葉 で 表現 し た も の で は な 《、 カ ブリ エル を 通し て モハ ッ マ ド 預 言 莉 の 心 に 下 き れ た 神 御 自 身 の 
言葉 で あっ た 。 
注 39 モハ ッ マ ド 駐 言 者 の 出現 及び クル アー ン の 啓示 の 子 告 が それ 以前 の 庄 経典 に 記 る れ て いる 。 あら ゆる 
宗教 の 経典 に 見 られ る が 、 特 に 曹 並 が クル アー ン 前 に 、 よ く 知 られ 、 読 まれ て いた 経典 で あっ だ の で 、 そ の 中 
に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 出現 に つい て の 部 分 が ある の で 示す (中 命 記 18 章 18 一 33 節 イ ザヤ や 21 意 13~17 節 誠信 
1 次 5・6 節 、 ハ ブリ ワー ク 3 意 3 一 5 節 、 マ タイ 21 章 42 一 45 節 、 ヨ ハネ 16 交 12 一 14 節 ) 。 
注 40 不信 者 の 悪 習 は 自ら の 心 に 根差し 、 悪事 に ふけ る 中 で 生じ る も の で あり 、 外 か ら 入 っ て 来る 6 も の で は 
な い 。 事実 この 節 で ある 一 般 的 な 真実 が 述べ られ て いる 。 人 人 が 悪事 に ふけ る 時 、 罪 の 意識 は 鈍り 、 や が て は 悪 
事 を 好む 様 に すら な る 。 こ の 様 に 、 悪 は 人 の 心 を 信 ん で 行く の で ある 。 
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202. 彼 等 は 痛 刑 を 日 の 当 た り に 見 る まで は TE な チチ に た 
に う | 
を 信 ぜ ぎる Ba @<33| ご ug > 飲も のり 
ココ アー さ リー の Ca92g 2 タイ る グッ タン 
203. 然 れ ぼ も 、 刑罰 は 、 彼 等 が 気付 か ぬ ね 間 に 、 の こら AA 5 た 5 eC 
突然 襲わ ん 。 
204、 する と 、 彼 等 は 雲 わ ん 、「 我 等 は 猫 務 を 号 て ン 2 外 の 2 タ タッ ンー ラプ 」 あ 2 タン 
えら れ ぎ る か ?」 と 。 OO PO dal ss 
205. な ん と な 「! 彼 等 は われ ら の 懲罰 を 急ぎ 求 BR rr 
めん と な? OO asl 
206. 液 は 如何 に 中 う カ * ? だ と いわ れ ら が 彼 等 の 55 る イー AIA 
を この 世 で 長年 楽し ませ よう と も 、 OR LS lu sal 
0 ご ES 回 E な ば ブル ラタン ぅ 2 5 
207. 約束 きれ た 懲 剖 に 見 狂わ れ な ば 、 CCR 1 区 2 
208. 楽し め ゅ る こと は 、 彼 等 に と ト る ュー る フタ 2 シェン タタ ラン 1 タン 
紅 と 彼 等 り て 、 益 する @ ら 2 タッ ン 1 EIC 


と ころ 何 $ な し 。 
209. され ど 、 わ れ ら は 、 警 告 者 を 造 わ きず し レッ ラッ ライン ン rE 
CC AE RC 


て 、 い まだ か つて 如何 な る 邑 も 減 ぼ る ざり 
き 。 ( 注 41) 
210. こ は 警 告 な り 。 わ れ ら は 不当 に 処罰 を 施 LC っ 
ンク 3 と 2 
す 者 に 非 ず 。 
211. 悪 廃 は 、 そ れ を 携え て 降り た る こと な し 。 OLSLS 
212. 彼 等 は を の 任 に ふき わし か ら ず 、 ま た か DOR CC 
る 能力 も な し 。 ( 注 42) ーー 
3、 彼 等 は 、 天 . ト 上 の 話 を 聴く を 禁じ られ て い OU 1 に と し 3 


る な り 。 


214. され ば 、 処 市 る れ 邊 ざ な = 
以外 に 如何 な る 他 神 | も 祝 る な か れ 。( 注 
43) 

注 41 この 厩 に は 、 軍 の 啓示 の 一 つが 示 る れ て いる 。 聞 言 者 が 造 わ きれ た 財 、 役 を 拒否 する 事 で 裁き を 逃 が 

れ 和 様 と し な けれ ば 、 裁 き が 下さ れる 事 は な い 。17 交 16 節 、28 立 60 節 、35 吉 38 節 8 参照 の こと 

注 42 クル デー ン 刺 作 に お だり サタ ン は 如何 な る 働き も で き な か っ だ と する 王 張 を 指示 する 文 が 三 つ 、 この 

節 に 含ま れ て いる 。() タ クル アー ン の 教え は 、 サ タン の 表わす 物 全 て を 断固 と し て 非難 する 。() タ ルアー ン は 高 

い 特 性 を を 備え を 、 サ タン の 力 を 上 回 る 近 高 な 真実 を 記し て いる 。(cC) ク ルアー ン に は 、 イ スラ ム 教 の 究極 的 な 勝 

利 が 預言 きれ て いる 。 サ タン は 未来 に 対す る 見識 を 持た な い ぬ 、 預言 を 行う 力 が な い 。 

注 43 クル アー ン が 揚 麻 の 成せ る 業 で ある は ず が な い 。 度 の 手 に な る 物 で あれ ば 、 ク ルアー ン に 兄 ら 入る 

様 に 唯一 神 に 重き を 汗 く 事 は 有り 5 得 な い 。 
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の RR dA の a 
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か とっ うー ジラ ン ラ ター マン っ 
215 . 面 し て 、 一 番 身 近 な 同族 の 者 に 警告 せよ 。 BNE EN 
( 注 44) 


216. また 、 液 に 従う 信者 た ち に 慈悲 の 翼 を 低 な CC, 2 
く 垂れ よ 。 PR RE 
rs pi ww 


217. も し 彼 等 流 に 背 か ば 、 を の 時 は 云え [我ら Ss な と SiS a 
。 は お 前 た ちの 為す こと に 一 切 関 りな し 」 と 。 


( 注 45) 
218. 流 の 信頼 を 、 偉 旋 者 、 落 悲 者 に 託 せ 。 @ MA SAI 2 33 っ 
ブタ ョ タン デッラ 
219. 彼 は 液 が 礼拝 に 立つ を 見 、 SS 
220. また 、 ア ッ ラ ー の 前 で 平伏 す 者 た ちの 中 Cu Nia 
に ある 液 の 動作 を みそ な は し 給 う 。 hn IN 
221. げに 彼 は 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知り LN ES 
給 う 。 
サタ ン くだ ブッ 
222.、 誰が 上 に 悪魔 た も が 降る か を 、 われ お 前 8 ン ‘ts 0 
た ち に 教え よう が か が? FY つ ゾ で 2 
223. 役 等 は 、 あ ら ゆ る 大 嘘つき と 犯罪 者 ども っ イー セイ と ョ ン も 6 と 
= と の 
の 上 に 降る 。 の aol 95 あま のび 記 
224. 彼 等 は その 聴き た る こと を 復 吸 す れ ど 、 ンタ ター シッ タク て 5 ニレ レレ ュ ン 
1 
彼 等 の 大 半 は 貴 つ き な り 。 EA PRE 5 Rt 


2 る っ > ンス ァ 


225. 面 し て 、 詩 人 だ た ち は ど うか と 云え ば 、 彼 SO lal 


等 に 従う は 誤る 者 の み 。 


226. 液 は 彼 等 が 、 い た る る とこ みろ の 谷間 で 、 取 リン 525 る 3 | 
り 乱 し る ま よ う 姿 を 、・ の Gt ちる 
227. また 己 れ の や り も せ ぬ こと を 云う の を 兄 サン ノッ ラッ 9 
Poe YL oI 2 の 51 3 


ぎる が か? ( 注 46) 








注 44 記録 に よれ ば 、 こ の 節 が 啓示 され た 時 、 モ ハッ マ ド 質 言 攻 は サフ ァ ー に 立ち 、 全 て の クラ イシ ュ 族 の 
名 を 呼び F、 そ モハ ッ マ ド 天 言 者 の 言葉 を 受け 入れ 悪 楽 を 断 た ね ば 神 の 裁き が 下る と 彼 等 に 警告 し た 。( プ ハリ ) 


注 - 45 私 は 貴人 か ら 自 由 だ 。 條 人 の 行い と は 無関係 ど 。 胡 人 の 行為 に 対し て 一 切 揚 任 を 負わ な い 。 
注 46 この 節 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 詩人 で ある と いう 非難 に 対す る 反論 が 革 か れ て ある 。 そ の 三 つ の 反 


征 と は 次 の 様 な も の で ある 。 1) 詩人 に 従う 者 は 高い 徳 性 を 備え て は いな い が 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 に 従う 者 は 高 
沿 な 考え と 高い 徳 性 を 持つ 。(2) 詩 人 は 人 生 に 対す る 確 同 た る 考え や 計画 を 持た な い 。 言 わ ば 、 の て る な て 谷 を 
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る 


228. 但し 、 信じ て 義 し い 行 い に い そる し み 、 大 人 る と 5 る 5 SI AA ~~ ZTT 
b> aL GY 
い に ア ッ ラ ー を 念じ 、 不 当 な 取り 扱い を き 。 
れ た る 時 の み 報 復 する 者 は 除 か れる 。 本 し CDS 


て 、 不義 な す 徒 斐 は 、 や が て 如何 な る と こ 2 C222 2 
ろ に 帰り 行く か を 知る に 至ら ん 。 ORE EL ETIEC AI 


"= 


きま よう 様 な ちの で ある 。 し か し 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 僅 大 で 崇高 な る 人 生 の 使命 を 持つ 。(3 詩 人 は 自ら の 言 
葉 を 行為 に 移 き な い 。 し か し モハ ッ マ ド 預 言 者 は 最高 の 説教 者 で ある と 共に 、 最 高 の 実行 者 で あり 、 検 科 で あ 
る 。 
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アル ・ ナ マル 
(メッ カ 啓 志 ) 
あさ ね ー Zz ュー レッ 1 う 
1. 慈悲 深く 、 患 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に おい el し 3 
て 。 


ーー Ra _ に j= 9 ? 才 ン と 半 セナ オ 放す L 半 の し きい トー ゴリ 
2。 ター・ ス イィ “a ( 注 1) こ は タル ア ン に OR BEE A 
し て 、 人 々 を 啓発 する 経典 の 諸 節 、 の ” 


プン ッ ーー 2970 3? の ンー ク の 
3. 信仰 する 人 々 へ の 導 導 と 朗報 な り 、 DOL NN うべ) I GLA 


4。 礼 皇 を 運 守 し 、 容 栓 を な し 、 米 世に つい て 258 銘 O る 2 
然 た る 信念 を 持つ 者 へ の 。 8 
の ラダ タ 。 ゥ ダラ ュ 9 ュ ン レン 。 Ni 


CI 


ン 


来世 を 信 ぜ ぎる 徒 器 に つい 。 I 2 る 、 る 
5. 来世 を 信 ぜ ぎる 徒 可 に つい て は 、 わ れ ら 6 彼 eg DE OW SY 
等 を し て 己 れ の 所 美 を 立派 な こと と 思わ ゎ し 


め た れ ば 、 彼 等 は 落 い きま よう 。( 注 2) (の Cy る で や みる 2 

・ = 1 エタ 人 に 平和 2 Tt 
6. 恐ろし い 資 苦 を 受 く る は 彼 等 に し て 、 来 選 OE TIE ES 
に 訟 て は 最も 大 な る 損失 者 た らん 。 アラ う リン ラ の ウ クタ 
Dos oa 


7. げに 液 は 、 こ の クル アー ン を 、 賢 哲 に し て ノリ 52 う セン タン レ 


ンー の 2 2 る 5 0 
深 知 な る 御方 より 授け られ た る 者 な り 。(y 2 ああ とら oo し 9813 選 
3 ) 


き を ヶ 1 と アリン 5 内 

8. モー ゼ ヵ I i BE eye ! 介 計 

め だ り 。( 注 4) 我 行き て 、 其 処 よ り 消息 を 3 “= 
注 1 恵み 深く 、 す べ で て を 聴く 神 ! 
注 2 人 に 悪行 を を その か す サ タン が 人 の 目 に 美しく 映る 事 が 6 :44 及び 8 :49 に 明示 きれ て いる 。 し か し 
当 節 で は 、 不 信心 者 の 行為 が 当 人 に 良く 見 える 様 神 が 仕 向け られ て いる と 書か が れ て ある 。 人 が 、 自 ら の 行為 に 
青 任 を 感じ な いま ま 意 の 道 を 進む 時 、 彼 が その 行為 を 正しく 適切 だ と 思い 始め る の は 当然 で あり 、 こ うし て 彼 
は その 誤っ た 考え に 拉 65 わ れる 様 に な る の で ある 。 これ は 、 実 の 所 役 自 身 の 行為 の 所 産 ほ 言う より は 、 神 の 法 
に 治っ た 出来 事 で あり 、 神 に 起因 する も の で ある 。 
注 3 モハ ッ マ ド 手 言 者 が Il ら の 言葉 を 書き 綴っ た 本 を クル アーン と 名 付け た と いう 非難 に 対し 、 こ の 館 は 
それ を 軌 確 に 否定 し て いる 。 更に 、 彼 が 全 割 全能 の 神 よ り 直 接 に クル アー ン を 授け られ だ と 明示 し て いる 。 
注 4 モー で ゼ が 日 に し だ の は 現実 の 火 で は な い 。 も し そう で あれ ば 「 我 燃 @ る 火 を 認 ゆ だり 。 | と いう 表現 を 
せ ず に 「 我 、 を の 燃 ゆ る 火 を 認め だ た り 。] と 言っ た で びあ ろう 。 クタ ルアー ン に 午 か れ た モー ゼ に 関す る 主 な 出 来 事 
の 多く は 、 物 質 界 で 現実 に 起き た 事 で は な く 、 モ ー ゼ の 精神 的 発達 途上 に お ける 出来 事 を 象徴 し て お ぉ り 、 預 言 
と し て の 意味 を 持つ 。 クル アー ン に は 、 杖 に 関す る 幻 以外 に も 重要 な 例 が 挙げ られ て お り 、 当 節 も 又 そ の 一 つ 
で ある 。 
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も た らき ん 。 或いは ば 、 燃え る . し を 持ち 帰ら ES | と - る 2 
ん 、 NS ち 明 を 得 べ し 」 も 云え 6 
る 時 を 念 OCR 
9 . 彼 そ こ に 至る や 、 声 あ り て 、 仰せ られ り 、 1 239P2 ャ ン アンアン 
* 1 5 
「 火 を 求め る 者 並び に を の 周囲 に お る 者 に cr SP IGE CS 
祝福 あれ 。( 注 5 ) 万物 の 主 、 ア ッ ラ ー に 讃 1 2 LN ら う 40| の も 2 だ 22 
え あ れ 。 2 9 B 
10. モー ゼ よ 、 げ に われ こそ は 偉大 に し て 、 覧 < ン 8 人 95 A 1 


折 な る アッ ラー な り 。 
11. 液 の 棒 を 投げ よ 」 と 。 モ ー ゼ 投げ た る 械 が て 人 2 人 イタ イン 3 マッ ン ャ 1 ント ンマ フェ (1 
蛇 の 如 てく 動く を 見 る や 、( 注 6) 背 を 向け て マウ te6X じ b EG 
セン (21 は 1 2 あし 2 用 * 
あと を も 見 ず に 近 げ だ せり 。 [モー ビ よ 、 惑 SOSSSYo 2 
れる な か れ 。 われ 液 と 倍 に あり 。 使徒 た る ER 2 
も の は 、 わ が 前 で 恐れ る 必要 な し 。 に So 


る レンタ レン 


12. 罪 を 犯 せ し 者 で も 、 そ の 後 、 普 を 以 て 悪 に る (3265 2 お 2 の 当 
替え た る 者 に は 、 わ れ ま こと に 率 悲 深く 邊 

大 な り 。 Ds IE 

13. 液 の 隆 を 横 四 に 入れ よ 。 そ は 病 に 非 き る に 、 Pe 所 2 る 5 283 くも 2 

白く な り て 出 で ん 。 こ は ファ ラオ と その 民 。。 NN IP ee 

に 示す 九 種 の 条 跡 の 一 つ な り 。 彼 等 は 実に OS CN Pe Eg 


罪 深 き 徒 問 な り 」 ( 注 7) 2 めし 
AE SE 

14. 然るに 、 わ れ ら の 明暗 な る きま ざ まな 奇跡 > もの ラン レ 
万 な ま ぎ ざま な 奇跡 DE SEE A » < 


0 彼 等 は 「 こ は 明白 
る 妖術 な 91 20 2 
15. 彼 等 は : い の 禅 で は それ が 真実 な る を 司 れ ぼ MC 041 35 うる 3 
も 、 を の 無理 購 化 を 以 て 之 を 認め ざ り 放 - 1 の 
然 れ ども 、 こ れ 等 落 せ し 従 斉 の 示 千 が 知 OGRE CE 
価 に 不幸 な り し か を 見 よ 





注 5 この 言葉 は 次 の 様 な 意 味 を 持つ 。(3) 火 を 捜し 求め ゆ 、 そ れ に 近付く 者 。(b) 火 の 中 に 居る 者 、 あ る い は 火 
に 入 あ うと し て いる 者 。 処 所 で の 火 は 、 神 の 愛 の 火 、 又 は 災難 の 火 を 象徴 し て いる 。 この節 に 書か が れ た 火 と は 
神 の 事 で は な く 、 又 火 の 中 に 神 が 居 られ だ なの で も な い 。 それ は 唯 、 半 り の も の 全て に 光 を 投げ か ける 神 の 出現 
で あっ た 。 

注 6 7 衣 108 節 参 昭 

注 7 [「 九 種 の 奇跡 ! に つい て は 17 : 102 参照 。 


ー583 一 


6e 


Lu 


に 


第 ニ 十 剖 アル ・ ナ マル 





沈 二 項 

の ュ ン ラッ の ク 『 tT ls EL と の の 

16. まだ た われ ら は 、 ダ ビデ 並び に ソロ モン に 知 As SE OS 35 じ 33185 
識 を 接 け た れ ば 、 ( 注 8 ) 彼 等 は 云え り 、「 彼 2 we ラ ュ シッ ロラ ウス スン 。 る 1 

を 信ずる 多く の 僕ら に 優 り て 、 我 等 を 高め 2 っ こら ウラ メス 2CNWCYE NE 


た る アッ ラー に 讃え あれ 」 と 。 > 392 
Ouse 


や タイ アン , % 企 スマン = アア 7 デ 〆 デ 
17. ソ ロモ ン は ダビ デ の 継承 者 な りき 。 役 は 云 MAS は EL お)23 
えり 、「 法 等 人 々 よ 、 我 等 は 島 の 言葉 を 吉 え レレ レレ クー と ルレ リッ 
られ 、( 注 9) 耳 つ す べ て の も の を 授け 6 れ Ua あら > ol AE SB 


お ん ちよ う 
タッ 9 オッ ンタ 
endl dra! 


り 。 これ こる そ 神 の 明白 な る 息 鶴 な り 」 と ょ 。 
ジ ン 人 レン 、7 ク 5 タタ レン ュ シル ント ュ クン 
18. 妖 替 と 人 間 ( 注 10) と 鳥類 ( 注 11) か 6 な COO の の) える 
る 軍勢 が ソロ モン の も と に 集め ゆら れ 、 そ れれ の 0072 の 
ぞ れ の 部 隊 に 編成 され て 、 ( 注 12) Wap as ES 


注 8 タダ ビデ は 俊 れ た 武人 で あり 、 又 強力 に し て 覧 明 な 政治 家 で も あっ た 。 彼 は ユダ ヤ EE 朝 の 創設 者 で あり 、 
へ プラ イ 王国 の 真 の 建国 者 で あっ た 。 ダ ン か ら ビ ピール シェ バ に 至る まで 、 イ スラ エル の 全 支 族 は 彼 の 下 に 統一 
し 、 ユ ー フ ラテ ス か ら ナ イル に 至る 広大 な 地域 を 支配 する 強力 な 下 国 を 築き げた 。 父 の ダビ デ の 後 を 継い だ 
ソン ロモ ン は 、 こ の 王国 を より 強力 な も の に し た 。 彼 も 又 、 優 れ た 君主 で あっ た 。 彼 は 自国 の 商業 を 夫 い に 発展 
きせ た だ 。 役 は イス ラ エ ル の 王 の 中 の 王 で あり 、 エ ル サ レ ム に 有名 な 寺院 を 建て た 事 で 良く 知ら れ て いる 。 エ ル 
サレ ム は 後に 、 イ スラ エル の 祈り の 方 角 と なっ た 。 

注 9 言葉 と は 、 意志 を 表わす 音声 と 文字 の こと で ある 。 それ は 外 的 に は ロ 語 、 内 的 に は 理解 し な る 。 又 トゥ 
ク と いう 語 は 動物 や 鳥 が 抽象 的 な 記 味 で 扱わ れる 時 に も 用 いら れる 。 鳥 や 昆虫 は 狐 自 の 意志 伝達 手段 を 持つ 。 
渡り 紀 は 季節 の 移り 変わ り と 共に 地域 か ら 地 域 へ と 移動 する 。 彼 等 は 人 洋 れ を な し て 整然 し 飛ぶ 。 同 じ 様 に 、 蝶 
は 共同 体 の 中 で 生活 し 、 蜂 は 統 禄 る され た 支配 系 統 を 持つ 。 彼 等 の 間 に 記 志 伝達 手段 が な けれ ば 、 こ の 様 な 事 は 
不可 能 で ある 。 こ の 伝達 手段 は 、 彼 等 の 言葉 と 言え を る で あろ う 。 頂 言 者 ダビ デ 及 び ソ ロモ ン が 上 の 寺 葉 を 学ん 
だ と ここ に 書か れ て ある が 、 そ れ は 、 彼 等 が 鳥 の 利用 法 を 知っ た 事 を 示し て いる の か も し れ な い 。 伝言 を 送る 
の に 己 を 利用 する 方 法 は ウロ モン が 考え 出し た ゃ の で 、 こ の 方 法 を 多用 し て 広大 な 国 を 統治 し た の で ある 。 
注 10 ジン は 此 の 節 で は 、 山 又は 未開 の 部 族 を 指す 。 当 節 は 21 : 83, 34 : 13, 38 : 38 と 併 読 すれ ば 良い 。 処 々 
で は 、 ソ ロモ ン の 軍勢 の 統率 者 に つい て 述べ られ て いる 。 ジン, イン ス , タ ェ エル この 三 つ の 言葉 は 、 彼 の 軍隊 
の 三 部 門 を 示す 。 当 節 及 び 34 : 13 に ある ジン は 軍隊 の 特殊 部 隊 を 示し て いる が 、21 : 83, 38: 38 で は シャ ヤー 
ティ ー ン が 同様 に 使わ れ て いる 。 ソロ モン は 木 開 部 族 を 征服 し た が 、 ジ ント 上 シャ ヤー ティ ー ン は は ほぼ 同 ビ 意味 
で 使わ れ て お り 、 軍 の 中 枢 部 隊 を 形成 し ソロ モン の 閣 に 様々 な 台 事 業 を 為 し た 者 達 を 指し て いる 。 足 の 速い 
貢 と いう 意味 の 問 タ エル ( 島 ) は 、 ソ ロモ ン の 路 兵隊 を 示し て いる 。 これ は 338! 32・34 で 実 付 けら れ て お り 、 
そこ に は 、 ソ ロモ ン が 馬 を 非常 に 可愛 が っ て いた だ と 壮 か れ て ある 。 以上 の 通り 、 ジン ( 選 良 と イン ス ( 護 民 ) 
は ソロ モン の 歩兵 隊 の 二 部 門 を 指し 、 タ ェ ル は 騎馬 隊 を 指す 。 し か し 、 も し タ ェ テル を 実際 の 鳥 と いう 意味 に と 
る な ら 、 ツ ロモ ン が 通信 に 使っ た 烏 を 指す だ ろう 。 こ の 様 に 彼 等 は ウロ モン の 軍隊 に と り 、 無 て て は な ら な い 
存在 で あっ だ 。 ま た だ た 、 こ の 三 語 を 陣 只 的 に 解 収 すれ ば 、 そ れ ぞ れ 「 高 位 の 人] 「 俗 人 」「 高 潔 な 人 | を 指す 。 
注 11 タ ェ ル は 、 島 と いう 喜 味 の 他 に 、 馬 の 様 に 足 の 速い 動物 $ 指す 。 タ ェ ル の 強 忘 形 で ある タ ヤ ー ル は 、 
機 項 で 足 の 速い 馬 を 指し 、 走 る 速度 が 非常 に 速く て 、 ま る で 飛ん で いる 様 に 見 える の で ある 。 

注 12 この 表現 は (I) 彼 等 が 二 っ の 隊 を 形成 し て いな こと を 表わす 。 (⑫) 役 等 は 秩 座 ある 軍隊 の 様 に 行進 し た 。 
3) 先頭 部 剛 が 停止 し た の で 、 後 継 部 隊 は 追 い 付 けた だ の か も しれ な い 。 こ の 文 か ら 分 か る 様 に 、 ソ マロ モン の 軍隊 
は よく 訓練 きれ 規 則 正 し く 、 数 部 隊 に 分 か れ て いた 。 
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19. 1 等 が i 議 の 谷 に き し か か る と 、( 注 13) 一 4 ッッ る 3 1 
の 族 の 女 が [「 虫 族 よ 、 自 分 の 住居 に 入 BS fg ひよ TS は 
れ 、 ソ ロモ ン の 率い る 軍勢 が 、 を それ と は 知 CEES ィ ed 
ら ず 、 お 前 た ち を 踏み つが きぬ ね よう に 」 と NS 
云え り 。 ( 注 14) DUHY od ogo 





be 


20. で ッ ロ モン は 、 彼女 の 言葉 に 笑い な が HIE IG 3 


ヽ 微笑 ん で > 云え り 、( 注 15 「 主 ょ 、 。 徹 が I TE A LAI ンク ブン っ 
i 我 が 父母 に 悼 れ 給 う た 起 臣 に 感 EI ET HT 


許す べく 、 我 を 振 い 起 し 給え 。 耐 し て 、 御 NS の 
慈悲 に より て 、 波 の 玄 し 給 う 秋 い 行い に 歌 OR OA A lo 


を 導き 給 わ ん こと を 。 我 を 法 の 義 し い 億 6 OTe de 8 
の 中 に 加わ らし め 給 え 」 と 。 
21. き て 、 ツ ロモ ン は 鳥 た ち を 聞 し て 、 云 えり 、 Al dE EN 
「 フ ド フ ド が 見 え ぎ ざる は 何 夏 ぞ ? 彼 は 故意 
に 参加 せ ぎ る か ? ( 注 16) a 


22. 我 は 必ず 上 厳 し い 稀 岡 を 以 て 彼 を 処 還 せん 。 RESO YS Cide ed 
或いは 、 彼 が その 不在 の 明白 な る 釈明 を も " 
た ら 6 す に 非 ず ば 、 我 必ず 役 を 殺 る ん 」 と 。 OS A sb 
( 注 17) 
注 13 [ナマ ル の 谷 」 の 代 名 市 ナマ ル は 一 般 に 誤解 され て いる 様 な 剛 の 谷 と いう ぅ 意味 で は な く 。 ナ マル と い 
ぅ 名 の 支族 の 住ん だ 谷 を 指す 。 
注 14 ツ ロ モン の 兵士 達 の 信心 深 RO 事 は な か っ た 。 こ 
れ は 、「 そ れ と は 知ら 5 ず ] と いう 文 が 示し て 如 り 、 次 節 で 明示 る れ て いる 様 に 、 を それ は ソロ モン を 喜ば せ た 。 
注 15 EE R の まま は 2 の EE の 
書か が れ て ある 。 
注 16 軍隊 と 、 国 の 高官 ・ ぢ そら は 将軍 で あっ た だ フ ド フ ド が 、 緊 急 時 に 不在 で あっ た 事実 ま を 、 ツ ソロ モン は 
再 検 討 し た 様 だ っ た 。 
注 17 フ ド フ ド は 、 伝説 上 一 般 に 信じ られ て いる 様 な 、 ソ ロモ ン が 通信 に 使っ た 分 で は な か っ た その 根拠 上 
し て 次 の 様 な 事 が 挙げ られ る 。 (4) 僅 大 な 王 で あり 押 の 預言 者 ど あ る ソロ モン の 高潔 きか らし て 、 彼 が 一 羽 の 小 
鳥 に 腹 を 立て 、 違 罰 を 下 し 、 あ る い は 死に 宇 ら し め だ た と は 考え 5 られ な い 。 Gn) フ ド フ ラド は 国 の 控 に 詳し てく 、 神 の 
一 性 に 精通 し て いた 様 で (25 一 26 節 )、 島 で は そう は な ら な い 。 護り 人 で な い フ ド フ ド が 長い 距離 を 飛べ る 
訳 は な てく 、 シ ェ バ (まな は サバ ) まで の 往復 飛行 に 使わ れ だ はず は な い (23 節 )。 以上 の 点 か らし て フ ド フ ド 
は 鳥 で は な く 人 人 則 で あり 、 し か も 国 の 高官 ある い は 将軍 で 、 ソ ロモ ン よ り 重 要 な 使命 を 受け シェ バ の 女王 の 元 
へ 赴 い た の で ある 。 使者 の 変換 は 、 ソ ロモ ン の 時 代 に よく 行わ れ て いた 様 で ある 。 又 、 人 人 が 鳥 や 動物 に 因 ん で 
名 付け られ る の は 知ら れ だ 事 だ 。 フ ド フ ド は ソロ モン の 国民 に よく ある 名 前 だ っ た 。 選書 に ある 名 前 クダ ー ド 
の アラ ビア 形 が フ ド フ ド の 様 だ 。 数 人 の エド ム の 王 の 名 が フ ド フ ド で 、 イ シュ マエ ル の 息子 も を そう で ある 。 メ 、 
ヤコブ の 店 殺 を 恐れ て エジプト へ 逃 が れ だ エド ム の 皇子 ぅ 同じ 名 を 持っ て いた ( 列 王 上 11 : 14)。 こ の 名 は 一 般 
的 で 、 旧 約 聖 溝 に も 度々 午 わ れ て いる の で 、 限 定 語 が 付い て いな い 限 り 、 エ ドム 家 の 男 を 意味 する 事 ほ と な っ て 
いる 。(Jew. Enc) フ ド フ ド は 又 、 シ ェ バ の 女 正 ビル キー ス の 父 の 名 で も ある (Mnuntaha al-Irab)。 
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23. だ が 、 待 つ ほ ど も な く 、 フ ド フ ド が 飛来 し ? ルズ > ッ ク イ スロ ンプ っ りう る で > 
て 、 云え り 、「 我 は 、 流 が 知ら ぬこ と を 知り や RG EV 


1 ウム A ] 


得 た り 。 確 実 な る 消息 を 持つ て す バ より 9 飛 OC > う 
0 り ぬ 。( 注 18) の 

24. 我 は 、 を の 国 を 治め ゆる は 女性 な る を 見 た り 。 選 2。 < OH ッ ラ を ンー タン の 納 

32US 族 he | 

彼女 は すべ て の も の を 賜 わ ちり て 、 幸 然 た る ゆめ の うら 0 us2 8 

玉座 を 有 せ り 。 ( 注 19) 人 Sbz あこ に し 0 


25. 彼女 も その 民 も 、 ア ッ ラ ー の 代り に 、 太 陽 3 ら OO を 3 (2 っ 283 K36 と 
を 紫 拝 する を 見 た り 。 ( 注 20) 面 し て 、 2 i 
悪魔 、 彼 等 を し て その 所 業 を 立派 な り と 思 RI CA CYP 
わし め 、 正 し い 道 を 歩 まね よう 彼 等 を 妨げ Mt パグ 7 肌 P 
た れ ば 、 彼 等 は 正しく 癌 か れ て い ず 。 IO Yas 


26. hb り 、 天 地 の 由 秘 を 光明 に 持ち 銀 つのり KaC31 Gd SS 
、 信 が 隠す こ と も 顕 すこ と も すべ て 知る の 4 際 
Rt を 拝 す な か れ 、 と 悪魔 が 彼 等 に 命  ⑥OXS じ 2O3535【 03 っ 55912 
じ に た る が 故 な り 。 


27.、 アッラー ! 彼 の 外 に 神 な く 、 葵 蔵 な る 玉座 ンタ ン ン タレ トーン ッッ ン 
の 主 な り | は @ ら Al ば Isa JIS abt 


1 人 ? III I ン ン と 
28. そこ で 、 0 の 「 我 # 『 は 見 ん 、 EA oo ES (人 
上 果して 真 を 放 り だ る か 、 或 い は 偽る * 
徒 護 の 一 人 な る か を 。 ( 注 21) 2 の 
" これ し tn 1 
29. 我 が 嬉 輸 を 持ち 往き 、 之 を 彼 等 の 前 に 投じ 、 NTIS ACI ES LA 
然 る 後 退き て 役 等 の 返答 を 見 よ | と 。( 注 
I タテ の ルン 
22) ⑲ ら we っ ちら EE 
注 18 フ ド フ ド が 国 の 重要 な 使者 と し て 、 派 遣 き まれ 、 ソ ロモ ン の 代理 で 重要 書類 を 運ん だ 事 が この 節 か ら 分 
か る 。 サバ と は 、 型 書 に 書か が れ た シバ の 事 で あろ う ( 列 王 上 10 章 ) それ は イエ メ ン に ある 都市 で サナ ア の 町 か 
5 三 日 程 か か り シ ェ バ の 女王 の 行政 府 の 所 在 地 で あっ た 。 又 、 サ バ は カタ ー ニ 族 の 有名 な -- 凛 族 で も あ る 。 
注 19 シェ バ の 女王 が 治め た 人 々 は 非常 に 裕福 で あり 、 高 い 文 胃 を 備え て いた 。 女 王 は 、 強力 な 風 主 と 成る 
に 必要 な 物 全 て を 所 有 し て いた 。 
注 20 サバ の 人 々 は 太陽 ・ 中 を 崇拝 し て いた 。 おそ らく この 宗 才 は 、 海 や ペル シャ 湾 を 頻繁 に 往き 来 し て ぃ 
だ イエ メン 人 に より 、 イ ラク か ら イ エメ ン へ も た らき れ た の で あろ う 。 サ バ の 人 々 を 2 :63, 5 : 70。22・ 
で 述べ だ た サービ た だ もち と 混合 し て は な ら な い 。 サー ビ た だ たち に 関し て は 様々 な 記述 が ある 。(1) イ ラク 在住 の 足 を 呈 
拝 す る 入 々 。(②⑫ ユ ダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 び ゲロ アス ター 教 を 取り 混ぜ た 様 な 宗教 を 信じ る 人 々 。(3) イ ラク の ムー 
サル 近く に 住み 、 唯 一 神 を 信じ る が 、 何 の 律 法 $ 持 た な い 人 々 。(4) イ ラク 周辺 に 住み 、 全 て の 神 の 預言 者 を 信 
じ る 大 々 。 
注 21 鳥 が 真実 を 語る か 、 冊 言 を 吐く か は 全く 分 か ら な い 。 し か し 、 この 節 で も 、 フ ド フ ド が 島 で な く 、 ン ソン 
ロモ ン 政 府 の 高官 で あっ た 事 を 示す も ラー つの 根拠 が 挙げ られ て いる 。 
注 22 だ と え ダ ビデ と ソロ モン が 鳥 の 言葉 を 理解 する と し て も 、 シ ェ バ の 女王 5 を そう で し っ た と いう 記述 は 
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を LE EE E> OM タン レン ンタ で 。 っ ンー っ 
30. 女王 は 云え り 、「 流 等 族長 た ちょ 、 其 に 貴 【 SLES ES EI dG 
書 輸 が 投 ぜ られ た り 。 
i. NO り 寄せ られ た も の に し て 、 ッ っ) 12 ブ ^。 < 6 イタ 。 る 
閉め られ り 、「 基 直 深 く 、 了 み 四 く アッ OS NR I SS re dl 
ラー の 御名 に お いて 。 
、 中)ー > - 1 Et PE て ヒア オン 2 イッ ンス ン 
32 我 に 仙 慢 に も 抗 せ ず 、 服 従 悦 服 し て 我 に 来 9 2 Cs SUyI & 
た だ たれ | と 。 
第 三 項 
の デ 


33. 女王 は 芯 え り 、 「 液 等 族長 な ちょ 、 こ の 件 に こと に 1 SW 56 315 


\ 


関し て 美 に 3 建議 せよ 。 お 前 た ちの 助言 を 得 

る まで は 、 姜 は 何事 も 決 せ ぎる べし ] と 。 O00 EA 
34、 族 長 た ち は 答 えり 、「 我 等 は 力量 $ あり 、 RR る 13 4 る ュ ン クタ の タ ぁ ッ フラ 

ぃ いく さば 1 | 

理 に て は 勇 艇 な むと 、 命 を 下す は 湊 の 務 の Sy 

め な り 。 され ば 、 命ぜ ん こと を 熟 庶 きれ よ 」 a GE 2 


— 


と 。 ( 注 23) 
女王 は 云 ぇ 諸王 が 都 府 を 陥れ た る 時 ング 
は 、 と れ を 捧 槍 し 、 その 民 の 中 頭 を 思 職 な 


アジ ン フェラ デン イン プン 
る 填 し な す を 井上 す 。 彼 等 の な すこ と は 常  @QboGUO ろ ea adel Sc 
に か くく の 如 し 。 1 - 


しか 。 Da a 2 必 ャ プン ン Gr 
1 ャ ュ 和合 在り る $s I タダ" 
36. 然 れ ども 、 凄 は 彼 等 に 進物 送ら ん 。 陣 し se ルン As りう 
て 、 使 節 が 如何 な る 返事 を 持ち 帰る か を 見 」 
る つも りな り 」| と 。 or 


ソロ モン は 云え り 、「 お 前 た ち は 、 その 財宝 
を 以 て 、 我 を 協 け ん と する か ? 然し な が 6、 の OS の bE 
OER 

アッ ラー が 我 に 賜わり た る も の は 、 

ちゃち が 賜 わ D り た る も の より は る か に 優る 

然るに 、 お 前 た ち は そ の 贈物 を 誇る 夫 

24) 
クル アー ン の どこ に も 示 き る れ て いな い 。 に ぉ ふか か わら ず 、 フ ド フ ド は 、 使 者 上 し て ソロ モン の 和 導 紙 も シェ バ の 
女王 に 渡し 、 更 に ソロ モン の 代理 と し て 彼女 と 会 見 する 様 命 ぜ ら れ た の で ある 
注 23 シェ バ の 女 は 強力 な 若 主 で あり 、 多 く の 物 を 所 有 し 、 国 民 の 愛情 ・ 協力 自発 的 な 服従 を 得 、 被 等 
の 運命 の 裁定 者 で あっ た 。 サパ の 権力 と 栄光 は 、 紀元前 1100 年 ござ ろ に 極 っ た 。 女王 の 治世 は 紀元 前 950 年 まで 
続い た 。 こ の 年 に 、 彼女 は ソロ モン に 王位 を 譲っ た と 伝え を られ て いる 。 彼女 の 揚 譲 は 次 の 様 な 聖書 の 言葉 に 従っ 
た も の で あっ た だ た 。 | シェバ (ある い は サバ ) の 王 達 は 真 を 納め よう 。| (詩篇 72 : 10) 
注 24 マロ モン は 、 彼 に 贈り 物 を 送っ て 寄 越 し た 女 正 の 態度 に 、 明 6 か に 腹 を 立て だ た 様 だ 。 彼 は それ を 僚 辱 
と 捕え た 。 彼 が 女王 の 隆 服 を 沙 め て いた の に 対し 、 も わずか な 贈り 物 が な る れ た だ け で あっ た だ た 。 サ バ の 人 々 は 当 


37. か く て 、 女 王 の 使節 ウロ モン の 許 に 到 る や 、 CE 2 (RS 
を 4 の 
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38. 


39. 


40. す 


41. まだ な 


42. 


43. 


急 ぎ 帰 れ 。 我 等 は 必ず 抗 し 難い 大 軍 を 以 て 
彼 等 に 臨み 、 彼 等 \ を は ず か し め て 国外 に 放 
棒 し 、 時 典 な る 状態 に 陥ら し めん 」 と 。 


ツ ロ モン は 云え り 、「 族長 た ちょ 、 お 前 た ち 
の うち 、 先 方 が 屈服 し て 我 に 来る 前 に 、 彼 
女 の 玉 座 を 我 に も た ら す 者 は 果たし て 座 
か ?」 と 。 ( 注 25) 

と 、 妖 起 の 仲間 に 勇猛 な る 首領 あり て 、 
a 「 我 、 液 が 野営 地 を 引き 払う 前 に 、 
EN た らき さん 。 げに 我 は よく を の 

能力 を 持つ 者 なれ ば 、 信頼 る きれ る に 足る 者 
ed と 。 ( 注 26) 


、 経 典 の 知識 ある 者 あり て 、 云 えり 、 

「 我 、 一 虹 の 間 に 、 を れ を 液 に も ちら さら ん 」 
t。 耐 し て 、 Se 
か れる を 見 て 、 ぶた 、「 こ は 我 が 王 の お 恵 

み に し て 、 半生 か せ ざ る か を 王 
我 に 試み ゆる ん と す 。 感謝 する も の は 、 己 れ 
月 身 の 幸 福 の だ め に 感謝 す 。 感謝 せ ぎ ざる 者 
あり て も 、 我 が 主 は 自 6 足り て 、 寛大 な り 」 
ES 

ソロ モン は 更に 云え 5、 「 女王 の 玉座 を 彼女 
が 識別 し 得 な いよ うに 改め よ 。 克 し て 、 彼 
女 が 見 分 けが つく か つか ぬか 試し て みよ 
3」 ょ 。 

女王 が 拓 着 する や 、 マ ロモ ン は 訳 ね り 、「 六 
の 王座 は か く の 如 きも の な りや ?」] と 。 女 
士 は 答え を えり 、「 同 ビ 様 に 思う 。 我 等 は これ は よ 


(4803J>5 1 人] 
©) ODS RC 265 う 
SC GE RNGE SE 
SGA I 
SE I i 
OE 0 


LI SE GIG 
(rs ン 2 アマン レル ラン る フッ ンー ラン 
ラル CE et OS2OUIuS 


ぁ ッッ ク ク 5 ン バン イッ レン の 5 
i ORAS SB ldo J5 
ER 
0 
人 らら な 


TA RA IA GE 
OEI THE 


NE EE 











初 フ ジロ モン の 領 . に を 攻 繋 し た 
越し た 事 に 腹 を 立て だ の で ある 。 平常 な ら ば 彼 は 喜ん で 贈り 物 を 受 
注 25 一 国 の 王 が 他国 の 王 を 訪れ る 時 、 国 寅 の 鈴 迎 会 に 王座 を 設け る 事 が 当時 流行 っ て いた 様 で ある 。 
モン も 駐 、 女 王 歓 迎 の 席 に 王座 を 作る 様 命 に だ た 。 を それ は 彼女 の 為 に 特別 に 作ら れ た 物 な の で 


り 、 そ こ て 不 安 を か き 立 て 様 と し た 。 だ か ら こ そ 、 


ソロ モン は 女 正 が 贈り 物 を 寄 
受け だ は ず で ある 。 . 
ソロ 


、「 彼 女 の 干 座 」 と 


呼ば れ て いる 。 こ の 言葉 に は 又 「 彼 女 の 王 座 に ふき わし い 人 」 と いう 意味 ある 


汗 26 


圭 述 の 「 田 畠 な る 首領 ] (イフ リー ト ) は 巨大 な 権力 を 振る う 高官 で あり 、 


それ 由 、 定 ゆら れ た 時 韻 内 


で " 皇 の 命 を 主 の 十 分 に 満足 どき る 様 に 遂行 で きる と 確信 し て いた 。[ 信 頼 き れる に 足る 」 と は こ ER 


て いる 。 | 野営 地 寺 は 、 ソ ロモ ン が サバ へ 回 う 


は 処 所 で 待っ て い 55 


途中 留まっ た 所 で 、 シ ェ バ の 女王 の 返 書 を 携え て 戻る 使者 を 、 彼 
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9 以前 に 知識 を 授かり 、( 注 27) すでに 服 AC る NS 
従 帰依 し た 者 な り ] と 。 a 
44. る れ ど 、 彼 女 が アッ ラー 以外 に 拝 し た る し る し 知ら 2 っ の 信人 の し (53 ろう 
っ! 2ablC) 9 ぅ CS 
神々 が 、 役 女 の 信心 を 中 寄せ り 。 な ん も な いや 人 あの るい 
れ ば 、 役 女 の 出 自 は 不信 の 民 な る が 夏 に 。 っ ンタ 





し か タク ACE ラテ a 
RA NI 然 Sc GDI 1 


ン ちち し 52 2327? 
間 和 いて 穫 を まく っ て 訂 を 汗 に せり 。 うつ の っ 1064eS 


28) ソロ モン は 云え り 、「 こ は 瑠璃 板 に A っ 37 寺 っ ネン タロ る < 
て 敷き つめ だ 宮 典 な り 」 と 。 女王 は 云え り 、 css CE みほ 2 
「 主 よ 、 げ に 淡 は 誤 れ り 。 凄 ソロ モン と 共 OO SS Ad ORE 
に 万 物 の 玉 な る アッ ラー に 服従 帰依 す 」 ょ 。 

第 四 項 


46. 先 に われ ら は 、 サ ムー ド の 氏 に その 兄弟 GA CAS? 
サー リ MN 「 ア ッ ラ ー を 柴 拝 せよ 」 
と 云え り 。 然るに 、 見 よ 、 彼 等 二 派 に 分 か OE ES 8 RA 
0 


47. サー リフ は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 休 族 p 笛 た co 和合 る 6 人 8 
ち は 療 を き し 拉 いて 陳 を 急 \ 求 め る か ? 休 ds 2 6 


故に アッ ラー の 容 乱 を 求め て 、 そ の 慈悲 に RS CATE 
浴 せ ん と せ ざ る か ?」| と 。 

48. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 液 と 流 と 僅 に ある 者 6 OO の 5 の ORCH 6 
を ト 占 官 い た る に 、 凶 と 出 だ なり 」 と 。 彼 は CO 0 が 。 本 
云え り 、「 前 た ちの 不幸 の 真 の 原因 は 、 | 


アッ ラー の 許 に あり 。 それ どこ ろか 、 お 前 

だ たち は 試み られ て いる 民 な り 」| と 。 
注 27 「 我 等 は これ より 以前 に 知 誠 を 授かり ] と いう の は 、 女 王 が 既に ソロ モン の 偉大 な 権力 と に 精 胃 し 
彼 に 思 誠 を 尽く すず 決心 を し て いた 事 を 表わす 。 
注 28 ソロ モン は 、 女 王 が 偶像 崇拝 と 止め 、 真 の 信仰 を 受け 入れ る 様 望 ん だ 。 そ の 為 、 彼 は この 高貴 で 賢明 
な 婦人 に 、 自 6 の 調 り を 悟ら せ 様 と し た 。 ソ ロモ ン が 彼女 用 に 作成 きせ た 王座 は 、 こ の 目的 の 為 で あっ だ た 。 を 

れ は 彼女 が 誇る 彼女 自 号 の 王座 より 柄 か に 美しく て 、 あ ら ゆ る 点 で 優れ て いた だ 。 ソ ロモ ン が そう し だ の は 、 役 が 

神 の 祥 児 で あり 、 彼 女 よ り も 物質 的 ・ 精 神 的 に 遥 か に 多く の も の を 与え られ て いる 事 を 、 彼 女 に 悟ら せる 人 導 で 
あっ た 。 当 人 節 に ある 宮 典 も 双 、 同 じ 日 的 で 建て られ た 。 本文 に ある 通り 、 宮 典 の 入口 に は 厚い ガラ ス 板 が 敷 か 
れ 、 そ の 下 に は 透き通っ た 水 が 流 れ て いな た 。 女 正 が 宮殿 に 足 を 踏み 入れ な た 吐 、 般 明 な が ガラス を 水上 思い 、 脚 を 
赴 わ に し た だ 。 し か し 、 す で ぐ で に 間違い じ で ある と わか り 、 戸 記 っ て し まっ だ 。 ッ ロ モン は この 装置 を 用 いて 彼女 が 
ガラ ス を 水 ょ 取り 違え た と 同じ 様 に 、 彼 女 の 演 め る 太陽 や 他 の 神 詞 な る 物 が 真 の 光源 で は な い 事 を 気付 か せ た だ 。 
それ 等 は 単に 光 を 放つ が 、 生 命 の 無い 物 で ある 。 それ 等 の 放つ 光 を 与え を て いる の は 全能 の 神 で ある 。 こ の 様 に 
し て ソロ モン は 税 を 遂げ た 。 こ の 高 契 な 女性 は 自ら の 誤 ち を 告白 し 、 木 や 石 の 偶像 崇拝 を 離れ 、 唯 一 神 の 熱心 
な 信者 と な っ た だ の で ある 。 
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第 二 十 七 章 アル ・ ナ マル 


ーー 


ラ タ 


49. き て 、 こ の 双 に 刀 人 の 一 味 あ り て 、 国 中 に O00 2 NGS 
災い を 及ぼ せり 。 証し て 、 履 心 す る こと な 

4 放し 。 ラ ブタ 

5 


50. 彼 等 は 人 志 え り 、「 ア ッ ラ ー に 玖 っ て 約束 す 、 イタ 9 C2 57 WA 
我 等 必ず 夜 に 乗じ て 役 彼 の 家族 を 租 わ ES dol CSS hb SG 
ん 。 面 し て 、 そ の 後 、 披 寄 者 の 店 族 に 告げ pos! 0 
ん 、『 我 等 は 彼 の 家族 の 殺害 を 日 撃 せ ぎ ざり 
き 、 げ に 我 等 の 言葉 は 真実 な り j と 。 

51. か く て 、 彼 等 は 一 計 を 案じ た れ ば 、 人 DIE 
5 策 せ り 。 然 れ ど も 、 彼 等 を の こと に 
か ぎり き 。 ( 注 29) 


た くら 
A ON 
玉 に な り し か を を! げに われ ら は 、 彼 等 並び 


1 I 


に その 必 を 同時 に 落 《 滅 ぼ せ り 。 Da p40 8 5 


ャ ンー ちっ 2 アレ ゥ 2 (PA 
53. ON を の 不 装 の だ た め に 全壊 せる 彼 の 5 88 wu タタ 。 ィ 
等 の 家 な り 。 げ に この 中 に は 、 道理 を 弁 え 


放 A 々 べ の 提 沈 おり Scat 
54. 証し て 、 わ れ ら は 、 神 を 信じ 且つ 覇 れ 敬い グイ 
門 { 3 
だ る 人 々 を 救い た り 。 ⑯ ら 史 和 お 5 う ls CN Ao の 15 
55. まだ わら は 、 ロト を 使徒 上 し て 伺わ し た レル アア ミン で ン ン 
yo 時 に 役 は 、 己 が 一 族 に 云え り 、 「 お 前 だ IE PCITOT MiG 4 っ 9 85 (5 
ち 、 そ れ を 悪い と 知り な が ら 、 敢 て 醒 行 を OA 
EST 
犯す や ? の ジマ 
56 . 隊 6 る こと ぞ 「! お 前 だ たち 女 よ り も むし ろ 男 の 2 タ 。a 各 ンタ ラス スレ ュ ュ ュ ンス 
内 kTO. (< or 
多 情 を 抱い て 近づく と は ? 前 た ち は 本 Co as JA 
無知 な る 徒 募 な り 」 と 。 SR 
57. 然るに 、 彼 の 一 族 の 答え は 「 ロ ト - - 肖 を こ RE GICER 
2 c に きび 
. の 邑 か ら 放 送 せよ 。 役 等 は 高潔 ぶ る 一 門 な BERD 
2 レタ 2 の る (WC 2 
り 」 と だ け 云 えり 。 0 a dC っ きら う ちる 


注 29 モハ ッ マ ド 預 言 者 は メッ カ か ら 逃 れ だ が 、 結 局 ク ライ シュ の 軍勢 は 全 減 し た 。 彼 等 は 、 モ ハッ マ ド 質 
言 者 を メッ カ か ら 追 放す る 事 が 自ら の 滅亡 に つなが ろう と は 思い も し な か っ た の で ある 。 

注 30 モー ゼ 、 ダ ビデ 、 ソ ロモ ン 、 サ ー レ 、n ト に 関す る 話 は この 節 で 終わ る 。 こ こ に は 神 の 平和 へ の 願い 、 
人 人類 に 世 の 全 て の 善徳 に お い て 恩恵 を 与え る 神 の 預言 者 及び 選民 へ の 祝福 が * 述 べら 6 られ て あっ だ 。 こ の 後 の 意 は 
神 の 存在 ・ 神 の 僅 大 な る 力 と 唯一 性 を 示す 主題 へ と 移る 。 
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58. 


59. 


60. 


51. 


63. 


64. 


注 31 


第 二 二 七 章 


か く て われ ら は 、 ロ ト の 妻 を 除き 、 ロ ト と ょ 
その 家族 を 救い た り 。 わ れ ら は 彼女 を 後に 
残る 者 の 中 に 加え だ た り 。 
前 し て われ ら は 、 彼 等 の 上 に 下る 種 の 雨 を 
RI けた る 徒 電 
- は 袖 な りき 。 

第 五 項 
去る 、 [アッ ラー に 護 え あれ 、 そ の 選 0 
た 僕ら に 平安 あれ 。 優 位 な る は アッ ラー 
り や 、 は だ また 彼 等 が ア a 
神々 な りや ?」 と 。 ( 注 30) 


天地 を 創造 し 、 お 前 た ちの た め に 水 を 大 空 
か ら 降 し 、 ( 注 31) 以 て 美しい 果樹 彫 を 繁 
成 さ せる は 誰 ぞ ? それ 等 の 樹木 を 成育 きせ 
る は 、 お 前 た ちの 能 く する と ころ に 非 ず 。 
アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 在り や ? 否 、 彼 等 
は 正しい 道 か ら 逸 れ 行 くば か り 。 


. 大 地 を 安息 所 と な し 、 河 川 を を その 中 に 引き 、 


不動 な る 山々 を その 上 に 置き 、 二 つの 海 の 
間 に 隔 如 を 設け た る は 誰 ぞ ? ( 注 32) 
テア ッ ラ ー に 此 肩 し 得る 神 在 りや ? 否 、 彼 等 
の 大 半 は 知ら ざる な り 。 

困 毅 せる 者 の 析 り に 応え て その 不幸 を 取り 
除き 、 お 前 た ち を し て 地 を 嗣 し め る 者 は 誰 
を ? ( 注 33) アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 在 
I 


容 海 の 剛 時 の 中 で お 前 だ ち を 導き 、 ま だ 、 
未 悲 の 先駆 と し て 朗報 の 風 を 送る は 誰 ぞ ? 
アッ ラー に 此 肩 し 得る 神 在り や ? アッ ラー 
は 、 彼 等 が アッ ラー に 併せ 祀る 者 よ 5 遥か 


高く に お わし ます 。 


前 節 で 触れ た 主題 に 溢 い 、 


b る 内 と 生命 、 そ そし て 遇 と 川 。 


注 32 前 節 に 始ま る 主題 は 、 処 所 で 更に 深く 広く な る 。 
注 33 
その 声 を お 聞き に な られ た だ た 時 、 そ れ は 人 人 の 心 に 表 き れる 。 


っ ウン グフ アン ン ル 。 っ ッ ン ッ [ ン 
ON GS ELS 665 SS 


に:」 < や ア 1 アデ 1 ョ ンタ る 
Eas dR 
アン 
FRG 


(る 0 AI 


ンク クー イ スン ラン レ し ン イ レー ゥ グン 
YWP 


2 NE GOc LE 2 レ NO 
デア る の の) アプ ジン ン 。 2 2 ク ン ン 
Jl ER BG 

0038 28 8 て 


LL の ウ 2 プ 


1 ICETS SE 入り い | 


Ce Ns 32 アン 1 
“GB! 


デン 

(の 

4 ss タイ クン M 
2 


PAC 
な BA PPP の 9 


do 
る 20(e OR 
1 ce GE 


ら o を SE 邊 公 


まず は 自然 に 関す る 話題 か ら 6 始ま る 。 そ を それ は 、 天 地 の 創 造 、 不 毛 の 地 に 降 


神 の 僚 大 な る 力 は 自然 の 法則 の 素晴らし きる に 表 る きれ て お り 、 人 が 苦し み の 中 で 神 に 救い を 求め 、 押 が 
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に 1 
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第 一 十 難 


65. 


56. 


67 . 


68. 


69. 


70. 


71. 液 


72 . 


73. 


74. 


注 34 


始原 の 創造 を な し 、% 鉄 る 後 之 を 生 殆 せ し め 、 
( 注 34) 天上 と 地 か ら お 前 た ち を 扶養 する は 
i 
ぇ 、「 も し ぉ 前 た ちの 言葉 が 真 t 実 な 6 ば 、 
の 証拠 を 出し て みよ | と 。 


あら つっ ち な ん な 
云え 、「 拓 地 の 間 、 ア ッ ラ ー の 外 に は 何人 も 
電界 を 知ら も ず 。 ま た 、 彼 等 は 、 難 らし め ら 
れる その 時 を 知ら ず 」 と 。 


否 、 来 世に 関す る 役 等 の 知識 に は 限界 あり 。 
と いう より 、 彼 等 は それ に つい て 疑い を 抱 
く 。 い や 、 そ れ ど ころ か 、 宜 な り 。 

第 六 項 
不信 心 者 ども は 云う 、| な ん と な 1! 我 等 や 我 
等 の 祖先 が 上 に 帰し た る 後 、 本 当 に 再び 里 
らし め ら れる と いう の か 7? 


我 等 は 、 つ まり 、 我 等 も 父祖 も 以前 この 事 
を 約束 せら れ だ た り 。 き されど 、 こ は 、 住 古 の 
物語 に すぎ ず 」| と 。 


くに で ぐに へ めで 
ぶ え 、】 地 上 を 経 巡 り て 前 当り ども の 惨め な 
末路 如何 な る も の な り し か を 見 よ | と 。 


、 彼 等 の た め に 哀 せ な か れ 、 彼 等 の 策 
謀 の 故に 心 を 痛め ゆる な か 和 。 

彼 等 は 云う 、「 も し ぉ 前 の 言葉 が 真実 な ら 
ば 、 を その 約束 が 履行 きれ る の は 何時 な る 
が ま 。 

云え ん 、「 ぉ 前 た ち が 催 促 する こと の 一 部 は 、 
お 前 た ちの すぐ 後に 接近 し て いる や も 知れ 
nn」 &。 


げに 汐 の 主 は 、 人 々 た に 対し て 韻 悲 深く まし 
ます 。 然るに 、 彼 等 の 大 半 は 感謝 の 念 な し 。 


創造 と 出産 を 表わす 。 


アル ・ ナ マル 
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デル ・ ナ マル 





75. 


76. 


77. 


78. 


79. 


80. 


81. 


82. 


83. 


注 35 
偶像 崇拝 を 利用 し た 、 


げに 流 の 主 は 、 人 々 の 胸 に 秘め た る こと も 、 

また 顕 わす こ と も 知り 給 う 。 

a 秘密 な る も の は 一 つと し て な 
、 す べ て 明 腔 な る 経典 に 記 き れ て いる な 

に 


げに この クル アー ン は 、 イ スラ エル の 也 交 
の た め に 、 役 等 が 相 争 うぅ 大概 の 事柄 を 明示 
する も の な り 。 ( 注 35) 
げに こ は 、 信 徒 な ち に と 
悲 な り 9。 

げに 液 の 主 は 、 自 ら 6 の 判断 に よっ て 第 等 の 
間 を 裁く 《 で し 、 全 能 、 全 知 に まし ます が 故 


に 。 


bo 時 
り 洪 貞 で あり 、 藩 


きれ ば 液 、 ア ッ ラ ー を 信頼 せよ 。 液 は 確か 
に 、 明 白 な る 真理 の 上 に 立つ 故に 。 

げに 液 は 、 寺村 お 
ず 、 ま た 音 『 を 向け て 遂 く 表 に 液 の 呼ぶ 声 を 
聴か し せる 能 わ ず 。 


まだ た だ 法 は 、 
た だ われ ら が 神 兆 を 信ずる 者 に 聴か し ゅ 得 
る の み 。 き すれ ば 彼 等 は 服従 帰依 す 。 


だ が 、 判決 が 彼 等 に 下さ れる 時 は 、 われ ら 
は 大 地 か ら 或 る 種 の 微 菌 を 彼 等 に も た らき 
ん 。 ( 注 37) そ は 彼 等 を 害 す べ し 、 な ん と 
な れ ば 、 わ れ ら の 神 兆 を 信 ぜ ざり し が 故に 。 


22 る う で d の 2 タン ラン 2 < 


盲 を 人 迷 誤 か ら 導 く 能 わ ず 。 液 は 


(の WMI が buuo で O し SE) 12 


SNS TEC A 
の 
Oo 


2 計 -1 
IRR EE SL EL 
プア ュ タ デラ レン 


Donk LI IA GN 


っ ャ アッ プイ クゥ ぁ ア イイ 


EW LI EE ED 


I 


CAR SD EY 
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OUR と (IS 


も し の 


lr» Y 


この 節 で は ソロ モン の 事 が 述べ られ て いる 。 ユダヤ 人 達 は 、 ソ ロモ ン が シェ バ の 女王 の 心 を 奪う 為 に 


も 彼 を 非難 し だ た 。 女王 に 対す る ソロ モン の 態度 を 人 肥 っ て は 、 ユ ダ ヤ や 人 の 間 に 意 見 の 相 筐 


が あっ だ の で 、 ク ルアー ン は この 不明 瞭 な 出来 事 の 真相 を 明か し た の で ある 。 
当 節 の 死者] と は 精神 的 に 死ん だ 者 で あり 、 同 じ く 次 節 の 「 盲 ] と は 精神 的 吉信 の こと で ある 。 


これ は 、 灯 日 に ペスト が 発生 する こと を 預言 し た も の で ある 。 当 節 は モハ ッ マ ド 頂 言 者 自ら が 解釈 し 
だ 。 し か し 、 も し ここ に 示 き れ て いる よう な 「 ば い 菌 【( 虫 )」 を 現世 の 富 ・ 物 質 向 安楽 を の み 追 求める 超 唯 物 


注 36 
注 37 


論者 と 解す る な 6 (34:15), 
只 物 論者 を 指す 事 に な る (18: 


105)。 


当 委 に お ける [ 彼 等 ] と いう の は 、 


現世 に 関わ りあ る 物 の み を 求め 続け る 西洋 の 
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64 . 


86 . 


87 . 


88. 


89. 


90. 


注 38 


第 七 項 
その 日 、 、 わ れ ら は 、 それ ぞ れ の 民 か ら 5 われ 


REE PEON 
を 別個 の -- 団 と な きん 。 


彼 等 御前 に 主 る や 、 ア ッ ラー は 云わ ん 、 「 お 
前 だ ち 浅 潤 な 知識 を $ 以 て 、 わ れ ら の 神 交 を 
拒み た る か ? お 前 だ ちの 為 し た る こと は 何 
事 ぞ ?」 と 。 

か く て 、 自 ら の 悪行 ゆえ に 、 
上 に 下る べし 。 然るに 、 彼 等 弁 
ず 。 ( 注 38) 

彼 等 惜 ら ぎる か 、 わ れ ら が 彼 等 の 休息 の た 
め に 夜 を 創り 、 光 を 以 て 時 らち すべ く 呈 を 創 
9 だ る こと を ? げ に この 中 に は 、 信ずる 

人 々 へ の きま ざま な る 神 兆 あり 。 


呈 上 が 吹 き 9 の き 和 る その 日 、 ( 注 39) 

アッ ラー が 高 給 う 者 の 外 は 、 天 に ある 者 、 

1 - あ る 者 、 i お ぉ お の の か ん 。 面 し 
ti。 立て ア ッ ラ ー の 前 に 出 で ん 。 


次 は 連なる 山々 を 見 て 、 ( 注 40) それ が 
し っ か り と ゆる が ぎる も の と 思う な れ ど 、 
そ は 切 の 飛び 去る 如く 消え う せ ん 。 こ は 万 
物 を 総覧 する アッ ラー の 御 業 な り 。 彼 は お 
上 明 た ちの 所 業 を 江 く 知 ろ し めし 給 う 。 

誰 で あれ 知事 を 行え を る 者 は 、 そ れ よ り 更 に 
優る 谷 賞 を 賜わり 、 か か る 者 は その 日 の 恐 
居 に 動じ ざる で し 。 


RN 
明 する 





決 が 彼 等 に 下る れる で あろ う 。 


注 39 


注 40 由 の ご と く 深 (根付 いて い だ と 思え る 
様 に 、 溶 け 、 消 ぇ 去っ た 。「 山 々 ] と は 強大 な ロー マ 及 び ペ ル シ ャ 帝国 を 指す が 、 


「 ら っ ぱ が 吹き 鳴ら きれ る その日] と いう の は キリ スト の 復活 を 
く 、 モ ハッ マ ド 頂 言 考 に より 導 か れ た 新た な 秩 広 を 示す 。 


ル ・ ナ マル 
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彼 等 は 己 れ の 罪 を 弁解 で き な い だ ろう 5。 役 等 に 対す る 再発 は 事実 明白 で 、 翻 す 事 は で きず 、 有 罪 の 判 


呈す 他 、 ト ラン ペッ ト の 吹奏 の ご と 


古い 理念 や 法 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 と 共に 、 雲 が 済 れ る 


この 両 固 $、 圧 倒 的 な 勝利 を 


治め た イス ラム 軍 を 前 に し て 、 も み 毅 の 様 に 四散 きせ られ た 。 
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91 . な れ ど 、 悪事 を 行え る 者 は 、 業火 の 中 に : 逆 タル ュ ll " で 2 ブ 2 くし 2P 2 が 
・ ば > る ② PT t 
様 に 投げ 込ま れん 。「 ぉ 前 た ち は 自ら 6 の 行為 02 う CO っ 6 2 > 〇 や う 


シナ 


に 対し て 賞 病 きれ ざる か ? 」 SLI NR 
92. 云え 、「 我 は た だ 、 主 が 福 域 と な る れ し こ の る 2 6 
Sg ES lo ョ 1 
町 の 主 に 仕え よ と 命ぜ られ て いる の み 。 ば SR 9 らい 

2 2 ググ ぅ る アレ エレン ン ン 

( 注 41) 万 物 は 彼 の 筆 中 に あり 。 曽 し て 、 表 の oO0O ら 宙 才 3 すす 


は 、 神 に 甘 心 服従 する 者 の 一 人 た る べし と 
命ぜ ら る 。 
93、 ま だ 、 ク ルアー ン を 読 離す る こと も と 。 GIRL GEA A 8 


され ば 、 誰 で の 本 に 従う 者 は 、 己 れ 自 5 セス 8 RS 
身 の 六 福 追 求 上 な り 、 光 誤 す る 者 に は 「 才 っ CS ひる 2 3ce し る 8 


は 一 警告 者 に すぎ ず 」 と 云え 。 ec: 2 
De 
94. 奏し て 云え 、「 ア ッ ラ ー に 護 え あれ 。 彼 は お レス IE の 2 
前 た ち に その きま ざま な る 神 光 を や が て 示 の ピカ CR 
すべ し 。 面 し て 、 前 た も は 之 を 認め ん 」 6 RE i 8, 


と 。 液 の 主 は 、 お 前 た ちの 所 業 を 閑 知 せ ず 。 











注 41 偶像 吉 振 が アラ ビア か ら 無 く な れ ば 、 カ ー バ 神護 は その 重要 性 を 失い 、 そ れ と 共に 自ら の 保管 着 と し 
て の 威信 も 失わ れる の DP と メッ カ の 人 々 は 処 れ た 。 (カー バ 神 典 に は 、 イ スラ ム 教 以前 の 当時 に メッ カ 
の 人 々 に より 偶像 が 祭 ら れ て いた ) この 節 で は 、 彼 ら の 誤っ た 考え を 正 し 、 世 界 の 活力 の 中 心 で あり 、 全 人 類 
に 向け られ た 神託 の 中 心地 と し て 、 メ ッ カ は その 重要 性 を 失う ぅ う 事 な く 、 む し ろ そ の 威信 は 深まり 、 終 わり の 時 
まで 崇め られ る と 説い て いる 。 
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アル ・ カ サス 
(メッ カ ヵ カ 啓示) 


ー の 御名 に お い 
ター・ ス イー ン ・ ミ ー ム 。( 注 1) 


めい り よ う 
こ は 明 瞭 な る 経典 の 諸 人 節 な り 。 


われ ら は 信ずる 人 々 の た め に 、 2 や ゼ 並 び 
に ファ ラオ の 正確 な 語 を 流 に 復 謗 す 。 


げに ファ ラオ は か の 国 に お いて 横柄 に 振舞 
い 、 そ の 氏 を 幾多 の 寛 派 に 分 ち た りり 。 彼 は 
民 の 一 部 を 上 護 げ 、 そ の 人 息子 ら を 殺 まし 、 婦 女 
子 の み を 容赦 せん と 謀 れ り 。( 注 2 ) 役 は 確 
か に 離間 者 な りき 。 


われ ら は か の 国 に お いて 抑圧 きれ た 人 々 に 
恵み を 与え ぇ 、 彼 等 を 指導 者 と な し 、 わ れ ら 
が 四 串 の 後継 者 と な すべ く 〈、 


。 彼 等 の 勢力 を か の 国 に 確立 し 、 ジア ラオ と 
ハー マン と その 軍勢 に その 危 局 せ る こと を 
示 き ん と 欲し た 5 り 。( 注 3) 


DN ho 
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の よう 
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ER EO EE RS 
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(CIOS 
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デ ど 
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DN GE A 
DFN OE ES 


EN PO SS SAS8 ち 
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OSES A 
a 


うぅ 29 スラン クタ っ タッ 2 ン ラ っ ーッ 
ODODE IEC GE 82 a 








恵み 深く 、 す べ て を 聴き 、 す べ て を 知る 神 1 


20 世紀 に お いて 、 西 洋 の 押 民 地 化 政策 に よ 


る 分 断 と 統治 が 行なわ れ だ た が 、 フ ァ ラ オ も 同じ 政策 を と り 5、 


成功 を 治め て い 5 彼 は エジプト 人 を 分 割 し 、 そ の 間 に 不 公平 な 差別 を 作っ た 。 引 立て られ る 者 も あ 
れ ば 、 搾取 きれ 抑 正 きれ る 者 も あっ た 。 モ ー ゼ 一 族 は 後者 の 不 率 な 人 々 だ っ た 。「 そ の 息子 を 殺し 、 婦女 子 の み 
を 容赦 せん 」 と いう 言葉 は 、 イ スラ エル 人 支配 の 為 、 フ ァ ラ オ が その 男 路 を 殺し 、 女 の み 和 牛 か し 続け た 事 を 外 
見 的 に 示し て いる が 、 今 一 つの 意味 や この 語 は 持つ 。 フ ァ ラ オ は 、 搾 取 と 冷酷 な 抑圧 を 持っ て 、 イ スラ エル の 
男 達 の 力 を 奪い 、 女 の 様 な 左 病 者 に し た 。 


注 3 エジプト に お ける イス ラ エ ル の 民 の 刀 廃 は 絶望 的 と な り 、 フ ァ ラ オ ほ エジプト 人 の 非 條 ぶり は 最悪 の 
も の で あっ た 。 全 智 の 神 は 、 抑 圧 者 を 強し 、 被 抑 尼 者 を 解放 する 様 命じ に 、 そ の と E き 神 は モー ゼ を お 選 びに な っ 
だ 。 全 て の 神 の 使者 の 時 代 に 起き た この 出来 事 は 、 イ スラ ム の モハ ッ マ ド 頂 言 者 の 時 に 全て 明らか に きれ た だ 。 
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8. 


10. 


ll. 


12. 


13. 


14. 


注 4 


スラ エル の 民 を 抑圧 し 、 虐 げ て 来 た 為 に 下 $ き れ だ の で ある 。 
注 5 


か てく て 、 わ れ ら は 、 モー ぞ の 引 に 庄 示 を 以 
て 、 云 えり 、「 彼 に 礼 を 飲ま せよ 。 児 の 身 
に 危険 を 感じ たら 、 た だ ち に 彼 を 河 に 捨て 
ょ 、 面 し て 、 案 じ 悲 し むせ なかれ 。 な ん と な 
れ ば 、 われ ら は 彼 を 湊 に つれ 戻し 、 面 し て 、 
使徒 の 一 人 だ らし めん | と 。 


・ フ ァ ラ オ の 家人 は 、 後 日 己 れ ら の 敵 と な り 、 


愛 慮 の 因 と な る べき 舞 喝 を 拾い あげ た り 。 
げに ファ ラオ と ハー マン 並び に その 守勢 は 
罪深い 徒 壮 な りき 。 

ファ ラオ の 后 は 云え 9 り 、「 こ の 子 は 、 次 と 液 
の 眼 の 喜び と な らん 。 殺す な か れ 。 多分 将 
来 、 我 等 の た ゆめ に 役に立つ や も 知れ ぬ 。 
或いは 、 養 子 せ する も よし ] と 。 彼 等 は を 
の 成り 行き に 気づか ざり き 。 ( 注 4) 
モー で ゼ の 母 の 心 は 不安 を 免れ だり 。 も し わ 
れ ら が 彼女 の 心 を 強固 な らし ゅ 、 帝 然 た る 
信者 た らし め ゅ ざり せ ば 、 彼 女 は 危う くそ を の 
真相 を 明らか に する と ころ な りき 。( 注 5) 
母 は モー ゼ の 姉 に 向っ て 云え り 、「 彼 の 後 を 
追え ] と 。 姉 は 遠く より モー ゼ を 見 守り し 
が 、 彼 等 は それ に 気づか ざり き 。 


われ ら は モー ぜ ゼ に あら か じ め 、 す べ で て の 乳 
母 を 拒 な べく 定め た だ たり 。 を そこ で 、 姉 来 た より て 
云え りあ な た が だ に 代わ っ て この 子 を 育 
て 、 こ の 子 の だ ため に 幸い を 祈る 大 だ らん と 
な る 家政 婦 一 家 を 教え まし ょ うか ?」 と 。 
か が く 〈 く し て われ ら は 、 モ ー ゼ を その 二 に 返し 、 
彼女 の 眼 を 喜ば し め 、 そ の 悲し み を 除い て 、 
アッ ラー の 約束 が 真実 な る こと を 知ら し め 
た り 。 きれ ど 、 彼 等 の 多く は 知ら ざる な り 5。 


アル ・ カ サス 


2 、 ュ (2 る 2 で 6 ッッ 2 イン ッ 2 イ 
es Ol SS 
ン を 。 レ ラン ェ レ る コア * 02 
0933Y3 82208 3 

k& っ リン バ っ クッ タン 
DTN TE C5 I HV 


— : 
I I I 4 ン 


る マン る 2 タン ラッ イン 
SV 学 く 470CPORC UE 


2/21 も ルン ンタ ンタ ダ タン プリ [フン ン ッ ン 2・ 
①cABA DUASe う の 2 は うつ 5 と 5 6 


rr 


イル の と ッ キ クン タン トン ラン ラー タイ シッ ーー イマン 
> で SIU EP OFS ll ES 


eo 


マク ンク と ン る ラン エン フフ ッ ン ラン イン っ クタ タ ュ ン 
w LL) な IP 
Sl Si CI Ol aE TI 

プン 2 タタ ミン デ 


〇 いら め ょ きす 


アン ラン ゥ プ 


2 ーー タブ ラン ル クン > 2 ! 5 っ タ クタ ンタ ン 
CRI CE ee っ 8 の oo1 う 
ぐぅ らん の < バス と 4 9 ア る ッ > ア て ン 。 ン 
loo EE お 9 も 

? ラッ アタ ンプ 


る タタ タン こも うれ (る スン 
つと きも の E+ チコ (の ye 


フン ラ タ タ ッ ン ン 


の [こと まこ こい) 

を あぁ シ ジッ ン tg タン コロン の 、 イラ ィ エン ラマ ン ン 
da La SS 
I II タン レン 9 ンー ラン ロラン イ ン 
DLR A NEE ey 
ン ッ ン ンズ プレ イレ クラ ンマ プン ュ ン の 1 ラン クン 
255o 導 Ac5 6 511453553 


アッ プー デン 


に ニン ッ タ ラン ンプ ッッ 9 ン イン シン の i 
ONS TAVIS Ed 


神 の 下 き れる 手段 は 実際 計り 知れ れ な い 。 ファラ オ に 深く 愛さ れ て いた 子 が 、 あ る 日 神 の 手 ど ファ ラオ 
を 裁 《 ぁ の と な ろう と は 、 役 が 気付 (は ず も な か っ た 。 この 裁き は 、 フ ァ ラ オ が 神 の 戒律 大 定 し 、 長 い 問 イ 


モー ゼ の 母親 は 自分 の 手もと に モー ゼ が 戻っ て きだ な だ とき 、 何 と 喜ん だ 事 で あろ る ろう 。 余り の 喜び に 、 彼 
女 は 全て の 事 、 彼 女 が 神 の 啓示 を 受け 、 そ れ に 従い 息子 を 川 に 入れ だ 事 等 、 を 人 々 に 話し て し まう 所 だ っ た 。 


デー 


の 


常 二 十 入 章 


カサ ス 





15. 


16. 


17. 


18. 


注 6 


し か 第 一 項 

面 し て 、 モ ー ゼ が 成人 し て 、 分 別 盛り に 達 
し だ る を 機会 に に こわ れ ら は 役 に 知恵 と 知識 
を 与え だ り 。 か が かく の 如く 、 わ れ ら は 善 事 を 
行う 人 々 に 報 ゆ 。 


政 る 時 、 モ ー ゼ は 、 住 民 が うっ か り し て い 
だ 隙 に 町 に 入り だ たり 。 を そこ で 、 彼 は 二 人 の 
2 
、 他 方 は 敵 な りき 。 彼 の 仲間 は 彼 に 助 勢 
a る ミ る れ ば 、 モ ー ゼ は 探り こぶ 
ee その 男 


は 死す 。 モ ー ゼ は 云え り 5、 - は 悪魔 の 仕業 
NN 
り 」 と 。( 注 7) 


更に 云え り 、「 主 よ 、 我 、 ロ が 魂 を 損 な ぇ り 。 
願わ く は 我 を 赦し 給え | と 。( 注 8) る れ ば 、 
主 は 彼 を 落 し た り 。 王 は 寛大 に し て 、 慈 悲 
深 て まし ます 。 

更に 言葉 を 続け 、「 主 よ 、 流 は 我 に 慈悲 を 垂 
和 れ 給 を し 故に 、 我 は 決し て 罪 を 犯す 者 の 味 
方 と なら ぎる で し | と 。( 注 9 ) 
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高い 特性 を 備え 、 高 度 な 理念 を 抱い て いた の で 、 


モー で ゼ は 常に 








弱く 虐げ られ た 者 に 対す る 助力 を 心 持 


け て いた だ 。 その 為 、 委 し い イ スラ エル 人 人 が 優 慢 で 残酷 な エジプト 人 か ら 6 救っ て くれ る 様 頼ん だ 時 、 モ ー ゼ は 直 
ち に 救出 に 向かっ た 。 


注 7 
「 サ タン が … 
に 来 な けれ ば な ら な か っ だ が 、 


こ は サ タン の 仕業 な り ] 上 は 、 ア ラグ の 成句 に よれ ば 、 悪 い 事 が 起き た と い 


う 意味 で ある 。 つ まり 


人 の エジプト 人 と イス ラ エ ル の 民 の 一 人 と を 戦わ せ た の で 、 私 は 上 唐 げ られ だ た イスラ エル 人 を 助け 
悪い 結果 (相手 の 死 ) と な っ て し まっ だ 。」 の で ある 。 叉 、 買 頭 の 言 i 葉 は 亡くな っ 


だ エジプト 人 に 向け られ だ も の と も 言え る 。「 こ れ は 、 ち 前 の 可 麻 の 様 な 行為 が も だ た らし た 。」 言い 換え れ ば 、 


「 ぉ 『 前 の 死 は 、 その 患 行 ・ 犯罪 に 端 を 


発する も の で ある 。」 モー ゼ が 武器 を 使っ た 訳 で は な 〈、 


唯 エ ジフ トト 人 人 か 


ら 身 を 守 る 為 徐 を 振る ちっ た と いう 事実 は 、 エジプト 人 の 死 が 事故 で あっ た 事 を 示し て いる 。 当然 、 モ ー ゼ に 彼 


を 殺す 意図 は な か っ だ 。 クル ナー ン は 、 モ ー で が この 節 で 述べ て いる 
い 。 


が 、 こ の エジプト 人 が 、 


イス ラ エ ル 女 性 に 姦 注 を 強い た と いう 記録 が ある 。 それ 由 に 、 


る エジプト 人 の 所 行 に つい て は 触れ て いな 


この 節 に ある 争い 


が 起き 、 モ ー ゼ に よる 王 渉 、 を し て エジプト 人 の 死 と な っ た 事 は 明白 で ある 。 


注 8 


委 し い イ スラ エル 人 を 助け よう と し 


て 、 モ ー ゼ は エジプト 人 人 を 殺し て し まい 、 
背負 いき れ な い 重 荷 を 自ら に 科 し て し まっ だ と モー ゼ ぞ は 合っ 


我 身 を 危険 に きら し 、 
こ ご 。 そこ で 彼 は 、 支 配 階級 の 者 を 灯 し て し まっ た 


事 で 起き る で あろ う 災 いか ら 我 生 を 守り 賜 え と 神 に 祈っ た (Jew. Enc. Moses 参 照 )。 


注 9 


し て 抑 正 する 側 に は 立 む な い 


この 節 で は 、 モ ー ゼ が 軍 に 語り か け て いる 。」 主 ま 1 
の 御 好 涼 に 感謝 し て 、 私 は 約束 致し ます 。 私 は あの 時 と 同じ 〈、 


で し ょ う 。| ある い は 次 の 様 な 意味 に も と れ 


あな だ は 常に 定 大 で あら れ ま す 。 それ 出 、 貴 人 
常に 押圧 きれ る 者 を 助け まし ょ う 。 そし て 決 
る 。「[ 神 よ 、 黄 入 は 常に 私 に 寛大 で あ 


られ ます 。 で すか ら 、 抑 圧する 者 に 味方 する 等 この 私 に どう し て で きま し ょ うか ?」 
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19. 翌朝 、 モー で ゼ 町 中 に 在り て 、 恐れ を 抱き つ る アン ェ ィ ン 2 る イン クレ イン ッ と 2 a ング ノッ イン 
っ 人 大 する は 、 見 よ 、 前 日 彼 に 有り を りら 2UB は GE 
の 


し 男 が 、 再 び 彼 に 援助 を を を えり 。 モ ー ゼ は 


男 に 向っ て 云え り 、「 液 は 明らか に 誤り 5 導 か 








® ゅ ン ァ 
れ し や つ な り 」 と 。( 注 10) DE GR 
20. 共同 の 疫 た る 男 ( 注 11) を 制 せ ん と 8 レタ 9 9 ン レンタ ぅ る る ス ぅ アレ 4 クイ イイ イン 
時 、 を の 男 は 拓 を り 、「 モ ー ゼ よ 、 流 は 昨日 1 うつ と 32 GHEE OS 
人 を 殺し た 如く 、 我 を 尊 る ん と 欲す る や ? CSET SE ALR 
液 は この 国 に 訟 て だ だ 桑 者 た らん と 欲し 、 jo 
促 裁 者 た る こと を 欲 せ ぎる か ?」 と 。 EE CC Rs be 2 
7 » 2 て の 。 クイ 9 っ る Cs 
Oakad Cac 
91 近 し も 、 一 人 の 男 が 町 の 独 よ り 直 5 来 た り て 、 有史 紹 人 8 は 3 NC SS 
あたり 、「 モ モーゼ よ 、 実は 、 届 老 だ 5 が 次 を 2 ka ンタ る レイ 
殺さ ん と 筋 議 中 な り 。 き れ ば 、 逃 げ け ょ 。 げ 。 弄 党 ke NGI 
に 我 は 、 湊 の た め を 思う 者 な 5| と 。 っ 
我 は 、 次 う 者 な 5] eS eo っ 
22。 か く て 彼 は 、 用 心 有 っ 革 放し な が ら 町 を 後 Geo58 の 移 人 EC も る 
に せり 。 彼 は えり 、 「 主 よ 、 不義 な る 徒 研 ン ゥ 2 2 で 
か ら 我 を 守り 給え | と 。 2 
第 三 項 ォ ター つら 1 ン アフ ウッ レ デビ デン ン 2 
23。、 モ ー ゼ は その 願 を マ ド ヤ ン の 方 に 向け 、 去 O18 と aE A 
ぇ えり 、「 主 は 我 を 正しき 道 に 導 か ん 」 と 。 が 
らい JE ちい の ひる の 
24. 曽 し て 、 マ ド ヤ ン の 水 場 に 来 て みる と 、 を っ る る る 1 CRETE A CN 
2 EE DI 
こ に 羊 の 種 に 水 飼い する 一 団 の 兄 等 あり 。 の 
NT プン フン フュ ンー ラ タ ッ ラン CN 
男 等 の 傍 に 二 人 の 女 あ り て 、 自 分 た ちの 羊 OS あの らら っ Os うら RE 
の 和 群 を 控え させ て い る を 彼 は 見 た だ 9 。 彼 は 1 ア ェ レン で ラタン 
問 えり 、「 伺 事 ず や ? 」 ほ 。 ( 注 12) 彼女 た ECE 6 ILS 
注 10 モー で ゼ は 、 披 に 助け を 求め ゆめ た だ イスラエル 人 を 各 め た 様 で ある 。「 お 前 は 加 か だ 。 自 6 の 行為 が どの 様 な 


事態 を 招く て の か に 思い 及ば ず し て 、 委 ちの 内 に 災難 に 巻き 込ま れ て し まっ た 。」| こ の 言葉 は 一 般 的 に 
いる が 、 モ ー で は その 男 を 犯罪 者 上 みな し た 訳 で は な い 。 

注 11 「 共 同 の 敵 た る 男 ] と いう 言葉 か ら 男 は エジプト 信 だ っ た 事 が 分 か る 。 聖 書 に ある 様 に 、 
スラ エル 人 な ら 6、 彼 は エジプト 人 達 と 結託 し 、 先 日 の 一 件 を 当局 に 通報 し た は ず だ 。 だ か ら こ そ 、 
ゼ や モーゼ に 助け を 求 ゆ だ イス ラ エ ル 人 人 に と り 5 共通 の 敵 だ っ だ の で ある 。 

注 12 何 を お 困り で すか ? 


誤解 され て 


も し 役 が イ 
彼 は 、 モ ー 
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25. 


26 . 


27. 


28. 


29, 


ち は 答 を り 、「 牧 童 た ち が 羊 を 連れ 去る まで 
上 EO が ASS 本 人 そ は 我 
父 甚 た "老い だ たれ ば な り 」| と 。 


SR 
に 水 飼 い を し だ り 。 然 る 後 、 倒 陰 に 退 いて 
が あり [ 壮 ま 。 我 は 何で あれ 我 に 降 し 賜 ぇ 
る 療 き も の を 必要 と し て 受 く る 」 と 。 


彼女 等 の 一 人 疾 し げに モー ゼ の と ころ へ 
歩み 寄り て 云え り 、「 我 等 の た め に 羊 の 群 に 
水 全 いた る こと に 対し 、 我 が 父 が 液 を 招き 
に お お礼 を な きん と す 」 と 。 る れ ば 、 モ ー 
ぜ ゼ は 老人 の 所 へ 行き 、 己 が 身の上 を 語れ 
老人 は 云え り 、 「 訟 る る な か れ 。 NE 
不義 な る 徒 斐 よ 9 免れ た 5」 と &。 

一 和信 の 女 の う ち 一 人 が 「 我 が 父 よ 、 彼 を 雇 
い 給 を 。 光 の だ ため に 最適 な る 仕 用 人 は 、 頑 
健 に し て 信用 の お ける 者 な り 」 と 云え り 。 
老人 は モー ゼ に 云 えり 、[ 液 $ ち し わし の た め 
に 八 年 間 働か ば 、 わ し は 二 人 の 娘 の どちら 
か を 液 と わ る ん と 欲す 。 も し 期限 を 年 
と せん と 欲し な ば 、 こ れ ま た 液 の 意 に ま か 
せん 。 わ し は 液 に 難儀 を 課す る つも りな し 。 
も し アッ ラー 欲し な ば 、 液 は わし が 公正 な 
人 間 な る こと を 知る べし 」 と 。 

まそ DE れ 液 と 我 と の 間 の 取り 
決め な り 。 我 二 こっ の 期限 の いづ れ を 履行 す 
る と も 、 我 に 非 は な し 。 アッ ラー は 我 等 が 


去 え る こと を 見 ほ 午 す 」 と 。 


30. 


注 13 


第 四 頂 

| モー や は る その 期限 を 満了 し 、 家族 

共に 旅立ち 、 山 の 此 方 に 一 つの 火 を 認め 
》 。 彼 は 家人 に 云え り 、「 こ こ に て 待て 、 
我 は 燃 ゆ る 火 を 認め た り 。 才 行 き て 其処 よ 
り 消 品 を も だ た らき ん 。 或いは 、 燃え る し ゃ 
持ち 帰ら ん 。 き すれ ば お 前 た ち 暖 を 得 べ し 」 
es 。( 注 13) 

販 起 や 神 と の 雲 的 交わ り に は 、 独居 が 必要 で ある 


RE CE 


~~ 
+ 


<? 


ISERIES LS 


ORE dE 
$) JE CE 
CO の VO は EK が 
ESN de Gi: 

oo 


クッ ウン hg 2 


ed 2 
de tt ン ン で マン a 
or le PWM の CS? as 
FM i 
SCL 0 
フッ ン ン 、 っ アン プッ し 4 


SS i Ge Gn NE 


し Eb 


ノン デン ン 2 


RLS es KG 


ご 


3 0 


CA AY IE BE I 


ュ の グッ ク ニー アン 


っ な の ツン a tt 
SI I GY 6 
Ses 


。 モー ゼ ぞ は 神 と の 電 的 交流 を 控 か る 放 、 家 族 と 離れ 、 


世俗 の 英 が り を 一 一 切断 っ た だ 。 モ ー ゼ は 神聖 な る 再 の 谷 の 絹 に 立っ だ だ け で あっ た が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 実際 
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そば 0 アイ 1] ? 4 ィ ィ イク と 

31 彼 火 の 億 に まる と 、 谷 問 の 右側 の 揚 な る と 癌 は ugb 和 m あ は oe の 9 
ころ に ある 木 か 6 声 あり て 、 呼 び か けち 5 れ 2 2 ze 9 ッ フュ ンス 人) 

2 ププ 2 タダ し 2 デュ ェ WW ッ ン クン 」 

た り 、「 モ ー ゼ よ 、 わ れこ を そ は 万 物 の 主 . ア ッ うっ SRO No HI 
ラー な る ぞ ] Ng リン イ ュ ? 
Or 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37. 


面 し て 、 ま た 云え り 、 a : 5 
OR NO 3 

て 逃れ 、 後 ろ を 振り 向 か ざ り ぎ 。[「 モ ー i 
と 声 あ り て 、 仰 せら れ り 、「 も そっ と 近 う 、 
恐る る な か れ 。 げ に 液 は 無事 な る 者 の 一 人 
な り 。 

液 の 手 を その 壊 に 入れ よ 。 を は 病 に 非 ぎ る 
に 、 自 てく な り て 出 で ん 。 液 の 恐怖 を 静め る 
だ め に 液 の 腕 を 自分 の 方 に 中 っ 込め ゆ ょ 。 こ 
れ 等 は 、 フ ァ ラ オ と その 長老 た ち に 主 か ら 
示 ぉ れ た だ 二 つ の 奇跡 な り 。 ば げに 彼 等 は 邪悪 
な が 民 な り J』 ま 。 


モー ゼ は 去 え り 、「 壮 よ 、 我 は か つて 彼 等 の 
一 人 を 殺し た り 。 故に 我 は 、 彼 等 が 我 を 殺 
る ん こと を 恐る 。 ( 注 14) 
まだ 、 我 が 兄 ア ロン 一 彼 は 我 よ り も 言葉 巧 
みな れ ば 、 真 実 の 証人 と な る た だめ に 彼 を 捕 
佐 と し て 我 と 共に 追わ し 給え 。 我 は 、 役 等 
が 我 を 嘘つき と 非難 せん こと を 座る 々 」 と 。 
神 は 云え り 、「 も われ ら は 液 の 上 兄 の 助け を 用 い 
光 の 腕 を 強く せん 。 まだ 、 ぢ お 前 た ち 両 
名 に 権能 を 与え る が 故に 、 彼 等 は お 前 た ち 
に 危害 を 加え 得 ざ る べし 。 わ れ ら の 奇跡 を 
携え て 行け 。 お 前 た ち 両 名 並び に 前 た だ ち 
に 従う 者 は 勝利 者 だ た らん 」 と 。 
か く て 、 モ ー ゼ が われ ら の 明白 な る 奇跡 を 
携え て 彼 等 に 至る や 、 役 等 は 云 を えり 、「 こ は 
た だ の 考 案 せる 磨 術 に すぎ ず 。 我 等 は 御 先 


ュ ン の て 1 イラ セレ 1 の 
CE GCS CE I 


A は の て ョ レタ ラッ イ ンク 


ER Sd ER 
ONE 


) 5 タ 2 イダ ュ 2 タ ぁ 


Re CCRT TOR TE 
FG otis Sos BLS 


クゥ プー デラ ン 2 ュ 
SI OLS 


と 

OE 
Get 8 8 は 5 ie Gs 
アタ ッ ン 
@ ウ とめ 

ンタ 2 オン クィ ン タン タン ン っ 
God BE Go so aE 
レル 2 タグ る ャ ンク メ 
Ou ad 1 3! CA 
ク CG タン スン ン タン ンー イン 
WIM EE SA 


dR Css Nc る 6 


GT 
A TC 


CCIS Ag 2 JI 


A ゼ は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 取っ て お か れ だ 様 な 神 の お 5 側近 く の 所 まで 


i 14 


(て 事 は で き な か っ だ 。 
議 っ て 殺 し て し まっ だ な だ 男 の 事 に 少し 触れ て いる が 、 


モー ゼ は 、 


こと は 認め て は いな い 。 


故 計 の 殺人 と 問 違え られ て 有 有 大 に な る 
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祖 の 物語 り の 中 で 、 こ れ に 似 た こと を 聞い SIN 
た た めし な し 」 と 。 

38. モー ゼ は 云え り 、「 主 は 誰 に その 御 導き を 与 EN 

CII GS RIES 

え 給 うた か 、 ま た 誰が 終 の 住処 の 恩賞 を 得 5 RN 
べき か を 一 番 よ くす 知り 給 う 。 げ に 、 悪 人 は IIRIEY rs 
決し て 栄え ず 」 と 。 の 
Ook 

39. ファ ラオ は 云え り 、「 長 老 た ちょ 、 我 は 我 以 3 ENG os お J53 
外 に お 前 たち の た め に 神 あ る を 知ら ず 。 さき a 
れ ば 、 ハ ー マ ー ン ょ 、 下 が た め に 泥 で 灯 志 UR と の ES a 
を 焼き 、 人 し て 高 農 を 築け り 。 然 すれ ば 、 我 Zs EG 株 
モー で の 神 を の ぞ き 見 ん 。 な ん と な れ ば 、 596813 ど を. Sa EH As 9 
我 は 彼 を 嘘つき と 考え る 故に 」 と 。 グン 

40. か く て 、 フ ァ ラ オ ほ を の 軍勢 は 、 そ の 国 に 2 は 2 る 2 
訟 て 、 む や みや た ら と 横 竣 を 極め た り 。 彼 a 
等 は 、 わ れ ら 6 の 許 に つれ 戻 きれ る こと な ど ORI CEILSE 
断じて ある で き 答 な し と 思え り 。 

41. きれ ば 、 わ れ ら は ファ ラオ 並び に その 軍勢 Eos41G 4 お 3 52 うお dE 
を 捕え ぇ 、 彼 等 を 海中 に 投 ビ た り 。 見 よ 、 悪 5 
人 ども の 末路 が 如何 に 悲惨 な り し か を ! @ の Gu Eo 

ご うか いざ を 122 ン ア アー テラ ター ョ ング マン っ の 9 の 12 ル ルレ 

42. われ ら は 役 等 を 、 業 火 に 誘う 先達 し な せり 。 a TE CE 4 の < う 

ァ ン ウッ ウ 
復活 の 日 に は 、 彼 等 は 助け られ ざる べし 。 ノラ ッッ ン ッ タン 
oresY 

43. 彼 等 は 現世 に 訟 て は 、 わ れ ら が 呪 語 で 追い その HI Ca 82882 9 
廻る され 、 訂 し て 復活 の 日 に は 、 す べ で て の 慈 の 
悲 を 拒 ま れる 者 と な ら 6 ん 。 De hs 

いにしえ 系 五 項 ン 5927 2 リッ ンク 

44、 わ れ ら は 古 の 世代 を 次 々 と 減 ぼ し た る 後 、 の CR EN A 
人 押 の た め に 詞 発 の より どこ ろ と し て 、 ま レッ レン 

前 導 並 びに 問 悲 と し て 、 モー ゼ に 経 肉 を 愉 の の 3 る Nl 
‘i り 、 彼 等 に 反省 きせ ん が た め に 。 シン ン ン 
02 あい 

45. 流 は 、 昔 われ ら が モー で に 命令 を 隆 せ し 時 、 


シナ イ 山 の 西側 に 居 ら ず 、 ま た 目撃 者 の 一 


ER IEG Es 
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員 で も 非 ざ りき 。 ( 注 15) 


デル ・ カ サス 


プー デップ グ タ 


Ys 時 ラッ 
Oda I 





46。、 鉄 れ ど も 、 わ れ ら は モー ゼ の 後に 幾多 の 世 oR と EC EY 
代 を 興し 、 彼 等 の た め に その 生命 を 長 て くせ i 0 の 5 
り 。 流 は また マ ド ヤ ン の 民 と 共に 住み 、 わ RRR GOS GCE 
れ ら の 神 兆 を 彼 等 に 物語 り し 者 に 非 ざ 9 の アウ 
き 。 きれ ど 、 講 使徒 を 遣わ し た る は 、 わ れ a ‘ESS 
ら な り 。 ( 注 16) 

47. また 液 は 、 わ れ ら が モー ゼ に 呼び か けし 時 の NN 2 バン レ 2 52 [レン < 折 と レン 
も 、 シ ナイ 山 の 山腹 に は 居 ら ざり き 。 狼 る 3553 
に 、 わ れ ら が 激 を 、 主 の 慈悲 と し て 遣わ し 0 GEIS SS 
だ は 、 ( 注 17) 未だ か つて 一 度 も 贅 告 者 斑 2 
ら ざ り し 民 に 、 警 告 せ し めん が ため に し て 、 eR 25 うう 
彼 等 に も 反省 せしめ ん が た め な り 5。 

48. もぉ し そう せ ざ れ ば 、 彼 等 の 手 が 先 に 送り し CE 1 て する が ん のり 35 
行い の た め に 、 和 災難 が 彼 等 の 身 に 降り か か 2 RE 
る 時 、 彼 等 は 寺 わ ん 、 「 主 よ 、 何 故に 湊 は 我 CO の PP CD 183 
等 に 使徒 を 遣わ る ぎり し か ? 我 等 は 流 の 2 
神 光 に 従い 、 信 者 と な り し も の を 」 と 。 es 

149. 振る に 、 今 、 黄 理 が われ ら の 誕 よ り 役 等 に です 86 e 1 る 先 
至る と 、 等 は 云え 、 [何故 彼 に 、 モ ー ゼ 9 | 
に 与え た る 如き 韻 跡 を 、 与 ん を ぎり し か ? SEA EI GC 
と 。 彼 等 は 以前 、 モ ー ゼ に 与え た る も の を 
信 ぜ ざり し に 非 ず や ? 彼 等 は 云え り 、 CIHUEt PO HI 2 
「 律 法 も クル アー ン も 、 両 者 と も 互 に 助け ed 
合う 府 術 に すぎ ず 」 と 。 更 に 彼 等 は 「 到 等 OL 
は 両者 と も 信 ぜ ず 」 と 去 え り 。 

50. 云 ん 、「 な ら ば 、 セ 前 た ちの 言葉 が 真実 な ら し 05 イン < 
ば 、 両 者 ( 注 18) に 勝る 導き の 経典 を アッ Co dd silois oF BSG 
ラー の 話 よ り も た らし て みよ ょ 、 然 ら ば 教 を SE i 
れ に 従わ ん 」 と 。 

注 15.、 この 節 は 、 モ ー ぜ に よる モハ ッ マ ドド 預言 者 出現 の 預言 が 明らか に 成就 きれ だ た と 示し て いる 。 更 に 、 モ ー 


で ゼ が 陣 言 を 行なう 時 、 傍 ら に モハ ッ マ ド 預 言 者 その 人 が 居 た の で ある ( 忠 命 記 18 章 18 節 ) 。 

この 言葉 は モハ ッ マ ド 需 言 者 と モー ゼ の 類似 点 を 述べ て いる 。 モー ゼ は マ ド ヤ マン の 見 知ら ぬ 人 々 の 中 
で 10 年 暮し た 後 、 フ ァ ラ オォ の 圧政 に 苦し む イ スラ エル 人 を 救う 為 エ ジ プ ト に 戻っ な だ 。 同様 に モハ ッ マ ド 環 言 者 
も メデ ィ ナ に 10 年 住ん だ 後 、 メ ッ カ を 支配 し に 戻っ た 。 
預言 者 が 自分 自身 に 関す る 岳 言 を (中 命 記 18 : 18) モー ゼ に 強い 、 そ の 成就 を 求め た 等 有り 得 な いと 
この 節 は 示し て いる 。 


注 16 


注 17 


注 18 


[両者] ほ 上 は クル アー ン と トー ラ の こと 。 
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51 . 


52. 


53. 


54. 


て 
て TI 


58. 


注 19 


. また 彼 等 は 、 


然るに 、 彼 等 も し 波 の 要求 に 応じ 得 ぎ る 場 
合 は 、 彼 等 は だ だ 自分 の 妄想 に 従っ て いる 


に すぎ ぬこ と を 知れ 。 ア ッ ラ ー の お 導き な 


〈 し て 自分 の 妄想 に 従う 者 に も 増し て 身 を 
誤る 者 は 誰 ぞ だ ? げ に アッ ラー は 、 悪 や なせ 
る 人 々 を 導き 給 わ ず 。 

第 六 項 


われ ら は 彼 等 に 次 々 と 啓示 を 降 し た り 、 を 
は 彼 等 に 訓 戒 を 受け 入れ る きせ ん が た だめ に 。 
われ ら が クル アー ン 以 前 に 経典 ( 注 19) 
を 与え だ る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 

を の 彼 等 に 向っ て 読 富 せら る る や 、 役 等 は 
云う 、 「 我 等 は 逐 を 信 ず 。 げに 、 こ は 主 ょ 5 
の 真理 な り 。 げ に 我 等 は 、 それ が 降る 以前 
か ら す で に 神 に 甘 心 服従 の 者 な りき |] と 。 


これ 等 の 者 は その 報奨 を 倍加 せら れる で 


aa な ん と な れ ば 、 彼 等 は よく 耐え 忍び 、 

並 を 以 っ て 悪 を 打 け 、 われ ら が 拉 け し も の 
を 剖 し みな く 他 人 に 施し 与え た る が 故に 。 
くだ 5 ら 丹 話 を 耳 に する と 、 そ を 
れ か ら 顔 を を そむけ て いう 、「 我 等 に は 我 等 の 
仕事 あり 、 お 所 だ たち に は お 前 だ ちの 仕事 あ 
り 。 い ざき さら ば 。 我 等 は 怠 人 に 関心 を も だ た 
ず 」 と ¢ 


・ げに 液 は 、 自 分 の 好み の まま に 誰 で も 導く 


こと を 得 ず 。 然 る に 、 ア ッ ラ ー は 、 誰 で あ 
れ を の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 ア ッ ラ ー は 、 
導き を 受 
う 。 

後 等 は 云う 、「 も し 我 等 が 流 と 共に 鶴 導 に 
従わ ば 、 我 等 は この 地 よ り 叩 き 出 きれ ん 」 
と 。 わ れ ら は 役 等 の た め に 安全 な る 聖 氏 を 


確立 し 、 基 処 に 、 わ れ ら か ら の 給 養 と し て - 


各種 の 果物 を 輸送 せ し む る に 非 ず や ? 然 る 
に 、 彼 等 の 大 半 は 芝 を 知ら ず 。 


ここ で いう 「『 経 典 ]」 は 、 ト ー ラ を 指す 。 


け 入 れる 者 を 誰 よ り も よく 知り 給 


GA 
EI LS lio JE 


ORE GST 


人 る 
〇 ) 


の go る ャ イン NR 


AN 291 wt ~? 
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9 クッ ン 
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59. 


60 . 


61. 


62. 


63. 


64. 


65. 


注 20 
と に よっ て 地上 の 上 か 


われ ら は 如何 に 多く の 栄華 を 誇れる 邑 を 減 
ぼ ば せ し こと か ! これ 等 は 彼 等 の 居住 地 な 
り し が 、 彼 等 の 後に 殆ど 住む 者 も て な し 。 
( 注 20) 故に 、 その 相続 者 に 成り た る 者 は 
われ ら な り 。 


然 れ ども 、 主 は 、 を の 脊 示 を 人 々 に 凌 み 開 
か すべ くそ の 首都 に 使徒 を 挙げ ず し て 、 決 
し て 如何 な る 首都 も 減 ぼ せる こと な し 。 ま 
だ われ ら は 、 そ の 住民 が 不義 不正 に 非 ず ば 、 
如何 な る 首都 も 減 ぼ せる こと な し 。 
お 前 だ た ち が 今 与え られ て いる も の すべ で て 
は 、 だ ん に 束の間 の 現世 の 楽 ほ きしみ で あり 、 
それ を 飾る も の に すぎ ず 。 然 し な が ら 、 アッ 
ラー の 許 に ある も の は 、 は る か に 勝 り て 、 
不変 な り 。 そ れ で も お 前 たち わ か ら ぎ る 
か ? 

第 七 項 
われ ら が 登美 な る 約束 を な し 、 や が て その 
約束 が た われ ら が 現世 に 訟 
て の ぁみ 答 楽 受 き せ た 後 復活 の 日 に 神 
ET 同一 な 5 
や 
を の 日 神 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 お 前 た 
ち が 主 張 せ る われ に 匹敵 する 神々 は 、 い ま 
何処 に あり や 7?」 と 。 


する と 、 天 前 の 宣告 通り に な り 5 だ る 彼 等 は 、 
云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 が 誘惑 せる 者 ども は 、 
これ 等 な 5。 我 等 は 己 れ 自身 が 迷っ た 如く 
彼 等 を 輝 わ せり 。 我 等 は いま 彼 等 と は 関係 
な く 、 液 を 頼る 。 彼 等 が 崇め し は 、 我 等 に 
非 ざ りき 』」 と 。 
また 、 か く 云 われ ん 、「 前 た ち が 神 と 億 せ 
祀り た る 神々 に 祈 れ 」 と 。 され ば 、 役 等 は 
神々 に 祈 ら ん 。 然 れ ど も 、 神々 は 応え ざる 
以前 住ん で いた 人 々 は 、 力 も あり 、 


らら 払い 去ら れ だ た 。 弱い も の と 思わ れ て いな 人 々 が 、 


SE II SS 
AS CER 
CC TA 
GER GI OC 
CU 9 

a ES 


CN ND 


a Ch 時 に 55 
OH Et 3 は AO し う 


クゥ ンプ 2 ャ ラテ ラ ア デン ラン ンプ 


es Ls 5 yel 


EO 28 ed 


A I I 


DEN GR SERINE 


BG TE E235 
ORE A 

RI RRC 
し 4 1 GE 
SR 


32 


ッ ク タラ SS AS CN デン A 


優秀 な 文明 を 誇っ て いた だ に も か か わら ず 、 神 の 真理 を 否定 し た こ 


彼ら に と っ て か わっ て 下っ て きだ た だ 。 
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べし 。 彼 等 は た だ 夏 則 を 見 る の み 、 押し て 、 
郷 導 に 従っ て い だ な ら ば 、 と 思う 


ッ タ る 4 


NONE RE | 





66、 その 日 神 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、 [前 た 1CRC(IEKS2G9G と 生生 肖 有 アン の 
ode RM 
ちな は 使徒 ら に 如何 に 答え た の か ?」 と 。 OO eA gs レヒ 
7. そ の 日 、 すべ て の 李 忠 は 代筆 に 明 大 よ な oo ちっ 13 oe 
りお 王 い に 訳 く こ と すら か な わざ る べし 。 3 
i th es 本 ッ 2 アイ ンズ < 99915 ン ゥ ン 1 
68. 然 れ ど も 、 改 信 し て 信仰 し 、 正 義 を 行う 者 人 8 に EE SG 
は 、 成功 者 の 仲間 に 加え られ ん 。 ( 注 21) 
G⑨oeusJ1C2 
69. 光 の 主 は 、 己 れ の 欲す る こと を 創造 し 、 己 PO の 2 と 21E22 じ の 
れ の 鈴 す 6 者 を 肖 び 3。 きれ ど 、 彼 等 は OE REEL 
選択 する こと を 得 ず 。 アッラー を 讃え よ 。 rd CR さ ュ の! ウタ 
9 の <」 7 
役 こ そ は 、 ON い 5 に あい os 
まし 給 う 。 
ュー プン 2 タラ ン 2 タク 229 の タ 
70. 面 し て 、 波 の 主 は 、 彼 等 が 胸 に 秘め る も の 、 の < A AEE 
まだ な た 、 外 に 岩 わ す も の を 知り 給 う 。 
71. 彼 は 、 アッ ラー な 5 。 彼 の 外 に 神 な PS 更 る コッ スクッ 中 タッ ゥ ァ ウ ? トル (用 2! 
[| N 7 タグ 
世 並 びに 来世 の 一 切 の 護 美 は 、 彼 に 属す 。 5dDIG Oat dh 
審判 は 彼 の 堂 握 す る と ころ に し て 、 お ぉ 前 だ DES 4315 2 の 1 1 引 3 
ち は 彼 の 許 に 連れ 戻 きれ ん 。 
72. 云え 、「 我 に 告げ よ ょ 、 も し アッ ラー が 復活 の CE a の UK | バッ 
日 まで 前 た ちの 上 に 水越 的 に 夜 を 拡げ な OE i di AS 
、 Sc の 1 、 — ミュ の Ye 本 あき 
は 、 内 だり に 回 を た 2 す 者 は 、 ア ッ 2 し a AG 区 品 先 人 6 っ っ 4 9 っ る 骨 
ラー に 非 ず し て 如何 な る 神 ぞ 7? お 前 た ち 
耳 を 傾け ざる つも 5 か ?」 と 。 の OAI 
8. 云え 、 「 我 に 告げ ょ 、 も し アッ ラー が 復活 の 4272 イヤ AA 郊 END 
9 - Co | | 
日 まで 前 た ちの 上 に 永続 的 に 慎 を 拡げ な "・ a lS 
ば 、 お 前 た ち に 休息 すべ き 夜 を も た ら す 者 0 区 計 as el) 
は 、 ア ッ ラ ー に 非 ず し て 如何 な る 神 ぞ ? 
EE » a Ri CR 22 NG 。 CC 
お 前 た ちこ れ で も わか ら ざ る か ?」 と 。( 注 Gosras Ys 角 
22) 
注 21 。 イス ラム 教 で は 、 悔い改め た 者 に 対し 訂 は 第 に 開か れ て いる 。 界 人 が 今 は の きわ に 悔い 改め る 事 る さえ 
許 る きれ る 。 救 われ な い 省 は 無い 。 た だ し 、 神 を あく まで も 否定 する 者 は 、 自 ら 梅 根 の 鹿 を 閉ざす 事 と な る 。 
和貴 22 。 不断 の 労働 、 不 断 の 休 足 は 人 の 身体 を 触 む 。 夜 癌 の 休息 と 大 間 の 労働 、 こ れ は 神 の 大 いな る 恵み で あ 


る 。 夜 、 疲 れれ な た 四 支 は 休め られ 、 翌 日 の 労働 へ の 新た な 活力 が 満 く 。 そし て 草間 働き 、 生 活 の 料 を 得る 。 こ の 
繰り 返し が 神 の 恵み で ある 。 
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74. 彼 が 、 そ の 慈悲 に よっ て 、 住 夜 を 設け た る 4 52 灯る の る 
了 の お 前 た ち を 休 皿 きせ 、 且 つ お 前 た ち に ゆ SN I eS O23 


の 選 ! 思 恵 や 求め せ し めん が だ め 、 並び に @95 CC a 3 dbas レト ナン ア 20 が 
CD da の so) 3 9 

浅生 PE 

め な り 。 





る 2 ルン 3 3 i る 3 P』 2 アン 
75. その 日 、 彼 は 、 彼 等 を 呼び て 問わ ん 、「 お 前 GE dS I 9 
たち が 王 張 せる 、 わ れ に 匹敵 する 神々 は い イラ タ の 5 ン 


ま 何 処 に あり や ?」 と 。 oer 


76. 証し て 、 わ れ ら は それ ぞ ざれ の 民 か ら 一 人 の Gy RR Rg 
証人 を 吉 げ て 、 問 わん 、「 お 前 た ちの 証 換 を で CS Cas HIS Goer 
を ニン タッ ン タレ 


持ち 来れ よ ] と 。 す る と 、 彼 等 は 、 真理 は Gs の ャ ッ イオ と ナル 1 
denny NOR 
アッ ラー に 属す る こと を 悟ら ん 。 曽 し て 、 ee © を 
彼 等 が 所 人造 せる 神々 は 、 み な 彼 等 を 捨て て 


去ら ん 。 
第 八 項 
77. げに クア ー ル ー ン は 、 ( 注 23) モー ぞ の 民 SA 122 0 2 る っ < 
ジン [| り | 
一 人 な り し が 、 彼 は その 民 に 対し て 微 居 SE PO OE の めき の 1 


タン ン ン ノ こ アン ンプ の ラウ 


し く 振 舞い た り 。 わ れ ら が 彼 に お び ぴた だ し ea A AG SG hy 
いい 財宝 を 与え だ れ ば 、 を の : 定 蔵 の 鐘 は 一 群 


リン る ラグ で 5 4233 
の 大 力 な る 男 た ち に も な ち お 担い 難 き ほど な CN 234 8 
りき 。 その 民 は 彼 に 向っ て 云え り 、「 有 頂 天 シン > 2 
に な る な か れ 。 げ に アッ ラー は 、 有 項 天 に Ikea} 


な る 者 を 愛 で 給 わ 
< マ マッ し た や 
78. アッ ラー が 液 に 授け し も の で 来世 の 住居 を OO 3 SFI CS Es 
求め よ 。 この 世に 珍 け る 液 の 取り 分 を 忘却 2 の 
する な か れ 。 ア ッ ラ ー が 流 に よく し た 如く 、 AG FE RE GS 
深 も 他人 に よい こと を せよ 。 面 し て 、 こ の 


アァ アン ノリ L イ る = テアン « or 
uN 中 A te 4? 
世 で 悪 を 為 る きん と 詩 る な か れ 。 げに アッ abi) OI EY 


ラー は 、 悪 を 為す 徒 琴 を 愛 で 給 わ ね 」 と 。 ON 


79. 彼 は 云え り 、「 我 、 こ れ を 授かり た る は 、 我 222 AG スィ 
が 持て る 知識 の せい な り 」 と 。 彼 は 、 ア ッ ST Ss ES SE 
ラー が 彼 よ り 力 も 富 も あり し 彼 よ り 前 の 多 人 人 123 22d 

DIGS SO NALS 301 
(の 世代 を 減 ぼ せる こと を 、 知 ら ぎ り し 内 

注 23 "クア ー ル ー ン は 非常 に 捨 福 で あっ た 。 彼 は ファ ラオ に 高く 引き 立て られ 、 フ ァ ラ オ の 財政 管理 者 の 欄 

な 立場 に あっ た 。 彼 は ファ ラオ の 金鉱 を 管理 する 役人 で 、 金 採掘 技術 者 で あっ た 様 だ 。 南 エジプト の カル ー の 

領地 は 、 良 質 の 金鉱 が ある こと で 有名 だ っ た 。 彼 は イス ラ エ ル の 民 の 一 人 で あり 、 モ ー ゼ の 信奉 省 だ っ た と 言 

われ て いる 。 し か し ファ ラオ の 引き を 得 ん が 為 、 彼 は 同胞 を 唐 げ 、 彼 等 に 仙 慢 に 振る 舞っ た 。 を その 為 天 負 が 下 

り 、 彼 は 死ん だ 。 
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80. 


か ? お よる を 罪 を 犯 せ し 者 は 、 自 分 の 立場 
を 弁護 する 機会 を 与え られ ざる べし 。( 注 
24) 


クア ー ル ー ン は 、 あ らん 限り きら びやかに 
飾り 立て て 、 その 民 の 前 に 出 で 行 きぬ 。 現 
世 の 生活 に 執心 する 徒 病 は 区 えり 、 「 あ あ 、 
我 等 $ ぁ クア ー ル ー ン が 授かり た る 如き も の 
が い だ た だけ だ な ら ば ! げに 彼 こ そ は 、 素 晴 
し い 幸 福 者 よ 」 と 。 


fe と あっ 8 江 と クッ ンタ 
プン ラダ ター っ 22 


Dodl 
UI 
CR ed 

©s < WE NNP 





81、 然 れ ど も 、 真 の 知識 を 授け られ た る 者 は 、 の 3 を ラン る フレ 
云え り 、「 情 け な や 、 信仰 し て 善行 を 積む 者 EA ON GN TE 
に よっ て は 、 ア ッ ラ ー の 褒賞 こ を 最 勝 な り 。 O38 CA 
但し 、 耐 え 及 ぶ 者 の み が そ れ を 与え られ ん 」 - 

と 。 

82、 か く て 、 わ れ ら は 大 地 に 、 彼 と その 屋敷 と 衝 ン 。 っ で イン ィ ン 2 ン フッ ンク ンズ 
を 佑 み 込ま し ゅ 5。 彼 に は アッ ラー に 撤 し の SC240o6u5 OoJ| Du うに. ラ 
て 坊 け て て れる 味方 と て な く 、 ま た 月 6 防 OREM 423 3 
衛 し 得る 方 も 非 ざ ぎり き 。 

83. 前 日 まで 、 彼 の 身分 を 切望 せ し 征 謀 は 、 云 5 ンタ ネン イィ ンズ > 
い 始 め り 「 ア ッ ラ ー は 自分 の 欲す る 僕 等 に SIR CE ES INNES 
給 開 を 賜 い 、 或 る 者 に は 之 を 増し 、 或 る 者 ane faawesa 
に は 芝 を 減ずる な り 。 も し 玉 等 に アッ ラー 只 ン / ン ン ン ン シン レン ノッ ン ン 

の 御 聞 間 な か り せ ば 、 我 等 も また 大 地 に 谷 で SE ES 
み 込 まれ た る べし 。 あ あ 、 忘 思 の 徒 は 決し の 
て 栄え ず 」 と 。 CO 

第 九 項 上 

94. こ は 、 米 世 の 住居 な 9。 ゎ れ 6 は を 、 こ 2o2029 の 66 全 放 9 
の 世 で 高慢 な る こと を 欲 せ ず 、 ま た 限 落 を 
欲 せ ぎる 者 に 与 う 。 菩 梨 は 、 義 し い 人 の だ DN LN RCSI NG 
め に 存 す 。 

85. 立 行 を 為す 者 は 、 功 徳 に 勝る 報 差 を 受け ん 。 EC A EC MAT 
昌和 悪事 を 為 せる 者 は 、 その 行為 に 応 
に じ て を それなり の 報い を 項 載せ ん 。 ( 注 25)  ⑬ SE so 

E20 不信 心 者 の 有罪 は 明らか で あり 、 こ れ 以 上 の 内 味 は 不要 だ 。 あ る い は 光 の 様 を 葉 味 に 8 と れる 。 有 蛋 


を 官舎 きれ た 者 は その 罪 が 明白 で あり 、 弁 明 の 機会 を 号 を た られ な いで あろ う 。 


注 25 


神 の 報 樹 の 控 は 次 の 様 で ある 。 閣 行 に 対す る 報 吾 は 何 倍 に る 
きも の より 減ら され 、 悪 く て と ちる その 罪 相 当 の も の で ある 。 


な り 、 正 行 に 対す る 前 は 、 当 然 受 ける べ 
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第 二 十 狼 恋 


86. クル アー ン の 教え を 液 に 


87 . 


88. 


89. 


受け 給 う た 彼 は 
必ず 波 を 帰る べき 族 郷 に 連れ 戻る ん 。 云 

Ce 
また 迷 誤 に ある は 誰か を 熟知 し 給 う ] と 。 


経典 が 波 に 啓示 せら れる と は 、 全 く 流 の 巴 


期 せ ぎり し こと に し て 、 そ は 偏 え に 王 の 慈 
悲 に よる 。 き る きれ ば 、 了 断じて 不信 心 者 を 手 息 
け す る 者 と な る な か れ 。 

アッ ラー の 数 々 の 神 兆 が 湊 に 降 き れ た る か 
5 に は 、 それ か ら 顔 を を も "ける こ と な が れ 。 
人 々 を 主 の 御 許 に 呼び 寄せ よ 。 証し て 、 王 
に 他 神 を 配 す る 徒 評 の 中 に 加わ る な か れ 。 
アッ ラー 以外 に 如何 な る 神 も 祈る な か れ 。 
彼 の 外 に 神 が な し 。 すべて の も の は 、 役 を 除 
いて 、 み な 消 減 す 。 審判 は 彼 の 掌握 し 給 5 
と ころ る に し て 、 お 前 た ち は 彼 の 3』 許 に 連れ 戻 
きれ ん 。 
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b ン 32 を っ イン ン ン < > 
3 ld PS GG 
CE EAA EAA TEN 
GA っ 

る る P19 > ラグ デン 3 
LIE TARE I 


アン アプ 
os 


ン ッ Ge クッ EC Nt 。 
SRR 


モ セ 


“ A リッ ンー る る る ンプ レン 
jC on a Salers 5 の りう 
シン 

デ ウ く ン ls | 5 

RGNG ERI SS 
2 LG Tg 2 922 
AY SDL EYS 
で フッ ッ ン タタ < タン キッ ッ シ レ ラッ レス の ンジ る 
CE CIE OT 


第 二 上 Di 


- 注 1 


注 2 
る の は 、 


注 3 


それ を 実現 する 人 物 が 、 


. 信仰 の た め に 努力 する 者 は 、 





(メッ カ 惑 示 ) 


あま ね 


み 遍 く ア ッ ラ ー の 御 多 に お い 


て 
。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。 ( 注 1) 


. 人 は た だ 、「 我 等 信 ず 」 ほ 云う だ け で 、 試 き 


れる こと な か る で し 、 と 考え ん る か 7? 


われ ら は 、 役 等 以前 の 者 も 試し た り 。 な ん と 
な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 誠実 な る 者 は 誰 な る か 、 
まだ 虚言 者 は 誰 な る か を 必ず 識別 せん 。( 注 
2 ) 


それ と も 、 悪 事 を 行う の わ ゎ われ ら か ら 逃 
れ 6 れ 得る と で も 思う か 袖 な る か な を 
の 判断 。 


ー アッ ラー と の 会 見 を 希 う 者 に は 、 ア ッ ラ ー 


の 定め られ な た 時 が 必ず 来る べき こと を 準備 
させ よ 。 役 は 全 聴 者 、 全 知 | 者 に まし ます 。 


( 注 3) た だ 己 
れ 自 身 の た め に 符 力 する な り 。 げに アッ 
ラー は 一 切 の 衆 生 を 頼む こと な く 、 独り 自 
ら 存 す 。 


. 信じ て 警 行 を 積む 者 は 、 わ れ ら は 必ず 彼 等 


の 諸々 の 罪 を 帳消し に し て 、 貼 し て 、 彼 革 
の 最善 な る 行い に 対し て 褒賞 を 与え ん 。 


と 導き 


Os 


て ーー 


ON 


ES OR RN 


プン ウッ タン ッ タ デ 


〇 タス 


5 の の ESGS2 


2 タラ レン 


の ue ン KAOK れ 0 トド = 


ans 


タレ ョ レン アタ ンー ラップ 


CS 
ORL 

a EP 
LNAN ES 


ン タタ 2 ゥ デ マン 
eS 


eb Cs 
RIG LR EE 


Oe 


ぅ タッ クン と ノン ゅ の タン rr 


ME OT LE I GN 
AE 








われ は アッ ラー、 


信 攻 は 苦難 ・ 
厳し いい 試練 に 耐え た 後 で ある 。 


この 節 で は 、 ム ジャ ヒド (人 (「 信 爺 の た め に 勢力 する 者 ]」) 
際 の 行動 に 移す べき 高い 理想 と 不変 の 努力 を イ スラ ム 用 語 で ジ ハ ー ト 言 う 。 そし て 、 
真 の 意味 で の ムジ ャ ヒド で ある 。 


全 知 者 な り (2 章 2 招 を 湖 照 )。 


嫌 を を 経験 し な けれ ば な ら ず 、 彼 等 の 信仰 は 戚 し く 試 きれ る 。 彼 等 が 真実 神 の 下僕 と な 


に つい て 短く ぅ 適切 な 説明 が る れ て ある 。 実 
この 高い 理想 を 持ち 、 
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第 二 十 九 間 ル ・ ア ンカ ブー ト 
=- 孝 や = し Ma ラク テト タッ 5 に 
9 . 人 時 だ る も の 3 父母 に 孝 養 を 療 す くわ れ ら dat dO! 5 いり | ア の 2 イアン 


10. 


11. 


12 . 


13. 


14 . 


は 命じ だ り 。 る れ と 、 も し 父母 が 液 の 知ら 

神々 を われ と 近 せ 訪 れ と 強い る な ら 、 彼 
等 に 従う な か れ 。 お 前 た ち は 皆 われ に 帰る 。 
その 時 われ は 、 お 前 た ちの 行い し こと を 語 
り 知 らせん 。 

信じ て 善行 を 積む 者 は 、 わ れ ら 必ず 閉 し き 

者 の 中 に 加え ん 。 


人 和信 々 の 中 に は 「 我 等 アッ ラー を 信 ず 」 と 去 
いな が ら 、 ー な た ッ ラ ー が 原因 で 苦難 に 
遭遇 する と 、 人 為 の 追 害 を 愉 も 天 六 の 如く 
着 艇 す も の あり 。 然るに 、 も し 助け が 主 か 
ら 玉 る な ば 、 彼 等 は 必ず 云う 、「 我 等 は 確か 
に お 前 た ちと 一 緒 な が りき | と 。 高 人 が 胸中 
に 抱く も の を 一 番 良 く 知 る は 、 ア ッ ラ ー に 
非 ざ る か ? ( 注 4) 
然 り 、 ア ッ ラ ー は 誰が 信者 か を 確実 に 知り 、 
誰が 入 善 者 な る か を 確実 に 知り 給 う 。 
不信 心 者 ども は 信者 等 に 云う 、「 我 等 の 教え 
Ot 
。( 注 5) き る きれ ど 、 彼 等 は 、 己 が 罪 す ら も 
RE は 嘘つき な り 。 


きれ ど 、 い ずれ 彼 等 も 己 れ 自身 の 重荷 を 負 
*、 思 うる に 、 月 ら の 重荷 と 共 に に 他人 の 重 
荷 ま で 音 『 負 わせ られ ん 。 面 し て 、 復活 の 日 
に は 、 そ の 提 造 せる こと に つい て 紺 問 せ 6 
2 





注 4 
これ と は 対照 的 に 信箱 心 の 細い 者 が 、 
信 作 を 捨て よう と する 。 又 -ー- 方 で 、 神 の 救い が 信者 に も だ らき 和 れ 、 押 の 日 的 が 3 
- 彼 等 


注 5 


ェ ー ノッ 2 イン レン と みる ンタ ンチ の > っ 
A CAU AA ンス 
+ タ 9 


OT de GC El 


NILA 


OER GT DSSS 


OAR RN RA AU 


EE 
っ 2 る る っ WW 

0 1A の いのら 2 

アンタ ンタ クレ 7 2 2 イィ クン ン ン ン 
CICS 


と) アル ア 2 3 


Ota BE 人 NS 





初期 の イス ラム 教徒 は 、 和 厳 し い 


は 信者 の 輪 に 加わ ろう 3 / と す る 。 


役 療 者 と は 別に 、 不 信心 者 の 攻撃 的 な 指導 者 が いる 。 
低い 者 を 誤っ た 方 向 に 導 こ うと する 。 彼ら は 自分 むち もの 指導 を 
宗教 を 拒む 事 で 彼ら 6 が こう むる 損失 に 


試練 の 下 で 不動 の 信仰 を 示し た し 、 又 真 の 信者 も 常に を う で あっ た 。 
いつ の 世に も いる 。 彼 等 は 並み の 試練 に うろ な だ え 、 苦 し み に 耐 えら れず 


進む の を 目 の 当 だ り に すれ ば 、 


彼 等 は その 高い 社会 的 地位 を 利用 し て 、 了 地位 の 
受け 入れ る よう 平 張 し 、 同 時 に 新しい (区 の ) 


は 自分 た ち が 資 任 を 持つ と 主張 する 。 
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第 上 九 奄 アル ・ デ アン カブ ー ト 
2 
15. われ ら は 昔 、 ノ テア を その 民 に 追わ し た り 。 i ass ES CS 
Oe と ど ま る こと 、 千歳 よ 5 五 . 
i ンー アン ッ ーー ラン モイ 。 バン ラ 
年 を 除く 。 そ の 民 悪 事 に ふけ る 最 中 に 、 SBC 
突如 洪水 襲い た り 。 ( 注 6) ン ラ の | > タ 
Gon oa 
16. われ ら は 、 ノ ア と る の 方 舟 に 乗り た る 人 々 ・ AGS CI 2453 
を 救い た り 。 面 し て 、 わ れ ら は 之 を 高 人 へ Ca 
の 徴 し な せり 。 
17 . また だ 、 グン 2 の 0 その 民 に か くく 云い だ る し スナ オア アポ タッ 
8 2 る Ct 
時 を 例え 。「 ア ッ ラ ー を 崇め 、 且つ 長 こみ 府 2 いあ メジ 
れ 。 そ は 、 お 前 た ちの 身 の た め と な らん 、 CE UAE 
も し お 前 だ ち 思 庶 分 別 が ある な ら ば 。 
レニ あん と で ゴン フ ヶ ッ ン 
18. お 前 た ち は ア ッ ラ ー を さき し お いて 、 偶 像 の OSG bl os 20 し 51 
み を 拝み 、 且つ 虚偽 を 提 造 す 。 お 前 だ ち が 
アッ ラー を る し お い 0 お 前 GT ETT SNE 
た ち に 日 々 の 機 を 供給 る 能力 な し 。 きれ し 2 
ば 、 A 彼 を 筑 め 、 02 GH ab GG 
彼 に 感謝 せよ 。 お 前 た ち 皆 、 い ずれ は 役 の ン ラタン 
1 | 
許 に 連れ 戻 き れん ] CE 4 中 
19. も し も お 前 た ち が こ の 真理 を 認め の な レン 5 る っ る っ ゅ の ウン クン 全 ン ャ ンス 2 タ 
、 今 まで に も ぅ 信用 せ ぎ ざり し 民 は 多 か り き 。 2 ES っ っ lt っ OO ES CC 
も あれ ば あれ 、 使 徒 の 次 務 は 、 た だ 神託 タッ 9 22 る sg ンー イン 
Ju 1 1| 
を 明確 に 伝え る の み 。 Do EY Je 
20. 彼 等 は 見 ぎる や 、 ア ッ ラ ー が 如何 に 創造 を ょ 7 えッ タス 8 1 2 Pt 
EC A CR A 
起 し 、 再 び 之 を 繰り 返し 給 うか を ? そ は 、 の 
アッ ラー に と り て まこ と に 容易 な り 。( 注 EE 
7) 4 ee 
注 6 ノア の 時 代 は 950 年 間 続 いた と 処 々 に 書か れ て ある 。 型 滞 で は それ を 952 年 間 と た し て いる 。 ノ ア 、 フ ー 
ド 、 サー レ 等 、 古 代 の 預言 者 が 生き た 時 代 や 、 そ の 生存 期間 に つい て 、 正 確 な 数 字 を 挙げ る の は 難し い 。「 役 等 
を 知る 者 は 、 神 の 他 誰 一 人 いな い 。」 と クル アー ン は 述べ て いる (14 : 10)。 950 年 よい う 期 間 は 、 ノ ア 個 人 の 


生存 期間 で は な く 、 


時 へ と 移る 。 
示す の に 、 
ぶ を 持つ 」] と いう 意味 で ある 。 ノア の 律 法 の 初め の 50 年 聞 は 、 和 精神 的 成長 と 同心 の 時 で あっ た 。 
の 上 刀 魔 が 始ま り 、 彼 の 一 族 は 次 第 に 道徳 的 に 堕落 し て 行き 、 
注 7 

者 を 通し 


事実 、 規 言 者 の 年 令 と は 、 


彼 の 律 法 が 行わ れ た だ た 時代 を 指す の で あろ う 。 ア プラ ハム 
は アデ アブラ ハム の 世に 繋が る 時 の 流れ の 始ま り 9 だ っ た 上 言え る (37 : 84)。 次 に ヨ モ フ の 時 が 来 、 
彼 の 律 法 と 教義 が 行なわ れ た 年 数 の 事 で ある 。 ノ 
サナ ー と アー ム と いう 二 語 が 用 いら れ て いる 。 前 者 は 本 米 「 悪 意 を 持つ 」 と いう 各 味 で 、 後 者 は 「 番 


で ある 事 か 6、 こ れ 
そし て モー ゼ の 
テア の 年 令 の 区 切り を 


が ノア の 森 座 


その 後に 道徳 
この 事態 は 900 年 の 痢 続い た 。 


この 節 に は 、 神 の 創造 ほ 再 生 の 律 法 が どの 様 に 行なわ れる か が 示 る れ て いる 。 神 は 、 モ ハッ マ ド 折 言 


て 、 古 き 者 が 減 び た 後に 、 


新た な 人 々 と 、 新 た な 秩 庁 を 制 造 き れる で あろ 2。 
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第 半音 


21. 


22. 


23. 


24 . 


26. 


注 8 


の 復活 で は な く 、 
注 9 





云え 、「 国 々 を 通 歴 せよ 。 布 し て 、 ア ッ ラ テー 
が 如何 に 最初 の 創造 を 起 し た る か を 見 よ 。 
次 いで 、 ア ッ ラ ー は 第 二 の 創造 を 生じ きせ 
ん 」 と 。( 注 8) げに アッ ラー は 高 能 に まし 
ます 。 

彼 は 、 欲 する 者 を 前 し 、 また 、 欲 する 者 に 
慈悲 を 垂れ 給 2。( 注 9) 面 し て 、 お 前 だ ち 
皆 いずれ は 彼 の 許 に 引き 戻る れん 。 


去 ゝ 


お 前 だ ち は 、 KN 
ラー の 意図 を 挫折 せ し む る 能 わ ず 。 ま た お 
EE OO I. 
も 、 助 け 手 $ も な し 。 ( 注 10) 
第 二 項 

アッ ラー の 神 兆 を 信 ぜ ず 、 その 会 兄 を 信 ぜ 

ぎる 者 は 一 わが 慈悲 を 断念 し た る 徒 回 な 
り 。 彼 等 は 靖 還 を 受け ん 。 


1 だ ただ かく の 如き な りき 。 

[「 彼 を 殺せ 、 きも な くば 火災 り に せ ょ 」。 然 
れ ど も 、 a 
この 中 に は 、 信ずる 人 々 へ の 腔 然 た る 神 光 
あり 。 

アプ ラ ハ ム は 云え り 、「 げ に お 前 た ち は 、 
アッ ラー の 外 に 偶像 を 夫 ず れ ど も 、 お 前 だ 
も と 神々 は た だ 現世 に 訟 ける よし み に よ っ 
て 結ば れる の み 。 ( 注 11) され ば 、 復 活 の 
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タラ ラッ アン プン 


RIN EE NI 8 


BE LIEN SN 部 


ラン タマ ラン ンタ 


DS 


2 EC の ュ ッ クン 
$s で) OE 6 中 0 
4 29 

Buses 


Ly, 9 タダ 導入 


35 6G7g6lo の 6 づ 6033L し 51 2 


SS を 所 





この 言葉 は 、 ク ルアー ン に 何 度 か 取り 上 げ ば られ て お り 5(6 : 12, 12: 
を その は ほとん どの 箇所 に は 、「 一 つの 国家 が 減 び 、 新 た な 国家 が 生ま れる 」 事 を 示す 記述 が 続く 。 当 節 
唯 、 国 の 栄枯 盛 供 に つい て 述べ られ て いる 。 


クル アー ン の 数 ヶ所 で 述べ られ て いる 通り 、 神 は 根拠 無く し て 肖 せ られ る 訳 で は な く 、 


し て 下る れる 。 この節 は 唯一 この 事 を 強調 し て いる 。 


注 10 
い 運 命 を 逃 が れ る 事 は で き な い 。 
注 11 


神意 が 現れ 、 イ スラ ム 教 が 広まり 勝利 を 得る 時 、 不 信心 者 は 神 の 御 計 画 を 妨げ だ たり 、 
不信 心 者 は この 様 に 感 し く てく 警告 きれ て いる 。 


[よしみ 」 と いう 言葉 は 決 の 様 な 意味 を 持つ 。 人 1) 相 思 相 愛 の 関係 や 


110, 30:10, 35:45, 40:83), 
で は 、 死 後 


裁き は 人 罪 に 比 


定め 6 れれ だ 恐 し 


それ を 望む 気持 ち は 、 偶 像 演 拝 


の 理想 や や 行為 に 基づく も の で ある 。(2) 資 人 方 は 、 偶 像 水 捧 の 理想 や 行為 を 互い の 愛 の 基盤 た と し て し まっ だ 。 つ 
り 、 偶 像 上 拝 の 一 致 に より 、 社 会 の 均質 性 を 保 ほ うと し た の で ある 。 
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623 互 に 呪い あう べ ベ 





て 


し 。 ぉ 前 た ちの 住居 は 業火 な る べし 。 面 し の 
て 、 お 前 た ち を 救う 者 な か る べし ] と 。 あの CS ‘ 

27. ロト は アブ プラハ ム を 信じ た り 。 きれ ば 、 ア て 35352 G281 Ba 0 
ブラ ハム は 云え り 、「 我 、 二 の 許 へ 避難 せん 。 2 SV 
まこ と に 彼 は 、 借 大 に し て 覧 督 に まし ます 」 A 
と 。 

28. われ ら は アプ ブラ ハム に 、 イ サク と ヤコブ を 4 2 う ょ (インフ プン ラ タッ タン ン の 1 ラ Lg 
与え 、 預 言 者 と し て の 能力 を 援 け 、 彼 の 子 折 こま ES OR Grd うう 
に 経典 を 授け た 5 。 また 、 彼 に は 、 の 995 | っ レイ レッ ンタ ラ ア リン の 1 の ン ンプ タタ 
用 幸美 6 与え た り 。 彼 は 来世 に 訟 て 、 必 、 ら や NG ES ES 
ず や 義 し き 人 々 の 仲間 に 加え られ ん 。 ORLA I HY 

29. われ ら は まだ ロト を 道 わ し た が 、 時 に 彼 は 2 
を の 民 に か く 芯 えり 、「 お 前 た も は 、 お 前 た a sO 2 1 も 86533 
ち 押 前 の 如何 な る 民 も 行わ ざり し 忌 ま わ し ン ぅ ンプ 。 < 
い 行為 を 犯す 。 ONGI Yo 

30. (5208 の と ぞ 「 男 に 色情 を 抱い て 近 づ ッ マン 4 電 は 了 ンス レン る 1 

い 28 の sa 5 d の いり 
、 大 道 で 旅人 を 襲い 、 集会 の 席 で すら 忌 すら 
レン メン 。2 アルエ の 
ue 行為 を する の か ? 1」 と 。 ( 注 12) As つる CS COO 
然るに 、 そ の 民 は か く 答 を た る の み 、「 も し NR 
波 の 言葉 が 真実 な ら 、 ア ッ ラ ー の 罰 と や ら 6 ER GG 
ここ に も だ た だ たら も せ 」 と 。 アデ? 。 1 
OR 
31. ロ 0 り 、 「 主 よ 、 この 邪悪 な 民 か ら と “3? の の 7。 うる ロ イン うう の 2 レン スレ 
5 | トロ で 
第 四 項 

32. か く て 、 わ れ ら の 使者 た ち は 朗 報 を 携え て 私 Ci LE 団 3 
アブ プラ ハム に 来 だ り て 、 云 えり 、「 我 等 は この 
邑 の 住民 を 減 ば ぼる ん と す 。 げ に この 絡 の 住 SA る あ 弧 Oa dR 
民 は 、 不 義 な す 徒 輩 な り 」 と 。 き 

39. ア プラ ハム は 法 え り 、 [され を 、 品 に ロト あさ so 2 用 本 sl 

CS EE 
り 」 と 。 使 者 た ち は 云 4 えり 、「 我 等 は 、 そ こ OS ご 
に 住む 者 を 熟知 す 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る 0 2 2 ES 
注 12 三 つ の 悪徳 は 、 こ の 節 の ロト ー 族 に よる も の で 、 そ れ は 決 の 様 な も の で ある 。 1 租 悪 な 犯 沸 2) 用 上 
強盗 (3 公衆 の 面前 で 恥 も な く 罪 を 犯す 事 
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壮 か れ て ある 。 彼 等 の 訪問 は ロト 預言 者 を 悲し ませ た だ 。 見 知ら ぬ 者 が 街 へ 来る の を 嫌い 、 


者 の 仲間 に 入る p ト の 妻 を 除い て 、 ロ ト と GA 
その 家族 を 救 わ ん 」 と 。 a 
・ ンタ ダッ ッ イン ウス イン < 

34. 前 し て 、 わ れ ら の 使者 た ち が ロ ト の と ころ 8G 
に 到 る と 、 役 は 人 々 の ため に 自分 の 無力 きる 。 レレレ レン を 5 レン の 
を 感じ 、 心 を 痛め た り 。 ( 注 13) きれ ば 、 Bab eS IES 
使者 た もち は 云え り 、「 和 恐れ る な か れ 、 悲し む < 
な か れ 。 我 等 は 必ず 、 後 に 残る 者 の 仲間 に ONO HY 
入る 液 の 妻 を 除き 、 液 と 流 の 家族 を 救 わ ん 。 

まち i I? ・1 ッ マ セン ン イ ラッ タレ レン 
35. 我 等 は この 邑 の 住民 に 、 彼 等 の 不 坪 き ゎ ま 玖 Clo2b Sse dalde Sh Gy 
る 振舞 い 故 に 、 天 罰 を 降 き ん と す 」 と 。 プラ タン ラウ ェ ン 
CH CL 
36. われ ら は 思 席 あ る 人 々 の た め に 、 明戸 な る \ a ut a et 
- 微 た とし て 、 そ れ を 今 に 遣 し た り 。 (REG Ay ES 

37. ま た だ 、 われ ら は 、 マ ド ゥ ッ ヤン の 民 に を の 見 2 る クダ タテ ンプ アン ラン 1< 
弟 シ ュ ア イブ を 遺 わ し た り 。 彼 は 云え 5、 ERRd GC Te 
「 我 が 民 よ 、 ア ッ ラ ー を 崇め 、 最後 の 日 を @S に “ レア 

yuioooyIGIRS5 う 5 ES 
忘れ ず 、 地 上 を 乱す 邪悪 を 犯す な か れ 」 と 。 「 

98 NN 彼 箋 は 、 シュ アイ ブ を 嘘つき と 呼 GS 52 ッッ ン 8 

。 因 っ て 、 激 圭 彼 等 を 組 い 、 彼 等 選 が ie 
1 と な れ り 。 OL 
39、 わ れ ら は まだ た 、 ア ー ド 並び に サム ー ド の 民 。 ン 2// 沿 ンプ マン スッ フン 5 ン 2 タス ンク 
だ Ne ORs 1 っ es 
を 減 ぼ せり 。 そ は 、 彼 等 の 廃 凌 に よっ て 、 oe SN 3 os St 
i ち に は すでに 明 白 な り 。 悪 廃 は 彼 等 うい Lo と Aas EC 2 
、 己 が 所 業 を 立派 な も の だ と 思わ し め た だ の 
i 彼 等 正眼 な れ ど 、 正 し き 道 より 離反 OTe ei 
せり 。 ( 注 14) 

40. まだ も われ ら は 、 TF ルー シン と ファ ラオ と っ タッ テ う ア 1 の ブー アラ フフ ウェ アン 2 タレ 
ハー マー ン を 減 ぼ せり 。 モ ー ゼ が その 使命 の 人 ENEMY 2 らら 52 
の 証 を 持っ て 彼 等 に 至り し も 、 地 上 に 訟 て OO 和信 ITEMNUM SU 
化 然 上 振舞 えり 。 る れ ど 、 彼 等 は 、 ゎ れ ら 6 2 0 3 
を 潜 坦 し 得 ざ りき 。 

注 13 使者 が どの 様 な 人 物 か は この 節 に 述べ られ て お り 、 彼 等 の 使命 に 関し て は 11 : 70 一 71, 15 : 68 一 72 に 


ロト に よそ 省 を 受け 


入れ な い 様 禁じ て いた 。 彼 は 一 族 の 者 達 が 客 の 前 で 彼 に 恥 を か か せる の で は な いか と 恐れ た だ 。 


注 14 
⑫) 彼 等 は 、 ど の 様 な 結末 を 迎え る か 知り つつ も 、 語 


この タル アー ン の 言葉 は 次 の 様 な 意 


意味 を 持つ 。(1) 彼 等 は 、 自 ら 選 ん だ 道 が 誤り で あっ だ た だ 事 に 気付 いた 。 
斉 に 一 つの 道 を 選ん だ 。 
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41. 


42. 


43. 


44. 


に て らし て 前 し だ た だり 。 疎 る 者 に は 石 混じり 9 
の 嵐 を 送り 、 夏 る 者 は 怒号 を 似 て 之 を 衰 い 、 
SE AN 
死 せ し め だ た だり 。 ア ッ ラ ー が 彼 等 を 虐待 
に 非 ず 、 席 待 し た る は 彼 等 自ら な り 。 


アッ ラー ー 以 外 に 守護 者 を 求む る 者 は 、 警 う 
れ ば 、 己 れ の 家 を 造る 先 味 の 如 し 。 すべ て 
の 家 の 中 で 、 最も 脆弱 な も $ の は 、 蜂 味 の 家 
な り 、 役 等 この 事 を 知り だ た だり せ ば ! ( 注 
15) 


げに アッ ラー は 、 彼 等 が アッ ラー 以外 に 祈 
る も の は 、 何 で あれ 、 知 り 給 う 。 彼 は 偉大 
に し て 、 賢 哲 に まし ます 。 


これ 等 は 、 わ れ ら が 人 人間 の た め に 示し だ る 
比 只 な れ ど も 、 知識 を 持て る 者 以外 は 之 を 
理解 せ 史 な り 。 


デル ・ ア ンカ ブー ト 


要する に 、 わ れ ら は 、 彼 等 の 各々 を その 罪人 レ [レン 


し UI 2 2 0 NE 


タッ アン フッ ン ァ の ラッ 


ラン ン ッッ タッ ン ン う * ン 本 ン 
に と ふら I 


8 


9 2 


OL pe Sis PAY ] 
ラン クッ イレ °c 2 っ "る タイ 
IS DoD Oo bOITNH 


EA [CE dd 
タン ラン 7 Gt 
@ ら AS Te CY 
プン ウン フタ と ウイ ン ェ 9 °° し と < 
RIETI EH OF ol a 


CA 
Gu ENR 


L291 


wsdl 


Ut 





45. アッ ラー は 真理 を 以 て 、 天 地 を 創造 し 給え 5520 CN EN 
り 。 げ に この 中 に 在 る も の は 、 信 者 へ の 神 兆 2 
な り 。 CRN LI & 
2 みう 
46. 液 に 啓示 きれ た る 経典 を 読 衣 し 、 礼 捧 を SOETS m 2 KU を 3 し < る 
遊 守 せ よ 。 げに 礼拝 は 、 人 を みだら な 行為 SN EL LS! 
と 悪事 か ら 防止 す 。 凍 し て 、 最 も 肝要 な こ Cy 0 
と は 、 ア ッ ラ ー を 唱 念 す る こと な り 。 ア ッ CR 1 
PP a EAI 1 
派 な 態度 ネ * 典 レイ る 。 レ ュ ン 。.? レタ 
ー 47 と を mor ゃ な FT 20 $a aE 
合 は 別 な り 。 面 し て 云え 、「 我 等 は 、 我 42C] OL RA 
の PD も の を 信 に 4 
ず 。 我 等 の 神 $、 お 前 た ちの 神 $、 一 つ な 
注 15 イ スラ ム 教 の 主題 で ある 神 の 不変 性 に つい て は この 節 で 終わ る 、 処 々 で は 美しい 陰 嘘 が 用 いら れ て 、 
偶像 上 拓 の 加 か き 、 誤 り を 多 神 論者 に 痛感 る きせ て いる 。 それら は 殊 味 の 巣 の 様 に も ろ 《、 知 的 な 批判 に は 対抗 
で き な い 。 
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9 。 きれ ば 、 我 等 は その 神 に 服従 帰依 し 替 OA dS jC じ 2j 
る 」 と 。 ( 注 16) 
48. われ ら は 液 に も 同じ よう に 経典 を 降 し だ AE I EE 
こ う 
り 。 きれ ば 、 われ ら が 真実 の 知識 な る 経典 0 | 
メ っ プラ 9 
を 接 け た る 者 は 、 ク ルアー ン を 信 ず 。 まだ 、 ハス Cd 2 
メッ カ 人 の 中 に も も クル アー ン を 信ずる 人 々 2 の 
あり 。 不 信心 者 の 外 は 何人 も われ ら の 神 光 Ou NN 
を 拒 ま ず 。 
49. 液 は クル デー ン を 場 わ る 前 に 、 如 箱 な る 経 LA 3 この : ts 
典 5 読 謀 せ ず 、 また 液 の 右手 で 如何 な る も 2 リピ) 2 5 = 
の を も 書か ざり き 。 も し そう で あっ た と す (GOOMIRACKAI 
れ ば 、 貴 つき ども は 攻 心 を 抱い た に 相違 な 
し 。 ( 注 17) 
50. 然 ら ず 、 を は 知識 を 賜 わ る 者 の 心 の 中 に 訟 TN 9 と 。 セレ 
っ alti 68 らら ば 人 
ける 明 際 な る 神 光 な り 。 不義 な す 徒 干 の 外 で 
ば 、 何人 も われ ら の 舞 兆 を 拒 ま ず 。( 注 Du A i 多 穫 2 スン ラン 
18) 
くだ アス ュ ク こる ? 。 タ い ズ 2 タ CE 
51. 彼 等 は 云え り 、[ 何 故 主 よ 9 庁 跡 が 彼 に 隆 き 本 CN 0 
れ ざ る か ?] と 。 SC だ 「 舎 跡 は ア ッ ラ ー の a US13 1 う 2 ls 
許 に あり 。 我 は た だ の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 bl oo! 
52。 わ れ ら が 彼 に 経典 を 降 せ し は 、 彼 等 に 識 み の re Te 2 
聞か せん が だ た め 、 彼 等 を れ で も 足 れ 5 り と 思 の 0 3 」 
わ ぎ ざる か が ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 CR A EE | GE 
へ の 慈悲 と 訓 戒 あり 。 ( 注 19) 
注 16 自分 の 宗教 を 他 の 人 々 に 説く 際 の 適切 な 法則 が この 人 節 に 示 き れ て いる 。 我々 は まず 、 自 分 と 相手 が 共 


通 点 の ある 信 仲 を 持つ と いう 点 を 強調 する 事 で 説教 も 始め ゆる べき だ 。 例え ば 、[ 経 典 の 民 」 に つい て 語 品 る 時 は 、 
氷 各 な る 神 と 神 の 啓示 と いう 二 つ の 基本 的 教義 を 基 に し な けれ ば な ら な いと 我々 は 教え られ て いる 。 


注 17 


読み 書き の 出来 な い 一 人 の 協 が ある 国 に 生ま れ 育 ち 、 文 明 人 と の 接触 も な 〈、 
関し て 何 の 知識 も 無かっ た で ある う 。 を の 男 に クル アー ン を 作る 事 な ど で きだ た で あろ うか ? 党 、 


は 水 遠 に 価値 ある も の 全て を 備え を ただ け で な く 、 信 類 が 常に 必要 と する 道徳 的 ・ 


お そら く 〈 他 の 頻 示 録 に 
クル アー ン 
精神 的 な も の を 満た な す 様 に 作 


られ て いる の で ある 。 これ 等 の 事 岳 は 、 ク ルアー ン が 神 に 啓示 きれ だ も の で あり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 神 の 教 
え を 伝え る 郊 で ある 事 を 確証 する 。 


注 18 


前 節 で は 、 ク ル テ ー ン が 神 の 啓示 で ある 事 を 示す 外 的 証拠 に 言及 し て いる が 、 


当 節 で は 、 ク ルアー ン 


に 精通 する 者 の 心から 神 の 光 が 湧 き 出る と いう 内 的 証拠 を 魏 げ て いる 


注 19 加 の 神 兆 を 求め る 不信 心 者 に 対し (前 第 参照 )、 
アー ンジ ン を 通し て 慈 誠 の 上 印 を 五 与え に な っ て お な り b、 


に 。 に も か か わら ず 、 


な ぜ 削 の 印 を 求め る の か 、 


この 節 は 哀れ み を 込め て 答え て いる 。 神 は 既に グル 
クル アー ン に 従え ば 高位 を 得 、 世 の 人 々 に 迷 わ れる で あろ 3 ぅ 
と 答え て いる 。 
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53 . 


第 六 項 
云え 、「 我 と お 前 た ちと の 間 の こと は 、 2 
ラー お 独り の 証言 で こ と 足り る 。 彼 は 天地 
に 通 暁 す 。 る れ ば 、 虚妄 を 信じ て アッ ラー 
を 信 ぜ ざる 者 、 新 か る 者 は 失敗 者 な り 」 と 。 


と AS て 


に GT “ AU が 1 る 
nd と 


5 タン 1 A 4 
ey GI 





54. 彼 等 は 流 に 徐 剛 を 催促 す 。 も し 定め られ た 2 を 3 うす も に 325) 
a 2 
る 時 期 な か り せ ば 、 た ち ど こ ろ に 罰 は 降っ デー 22cm te 
I プア タン クレ タン 52 セレ し クレ ルレ ルー 」。 レン 
た に 相 進 な し 。 げ に 銘 同 は 、 彼 等 の 気 づ わ 。  @ つ eS りす の う Gy ee の うら 
兄 中 に 、 突 然 朋 じい か か る で し 。 ( 注 20) 
55. 彼 等 は 波 に 懲罰 を 催促 する が 、 地 獄 は す で の の し る らら 34 233 
ピン シン ど コ OD ll ok es 
に 、 不 信心 者 ども を 取り 囲み 5。 ( 注 21) 2 人 の で < 
56. 懲罰 が 彼 等 の 頭上 か ら 足 の 下 ま で 埋め つく 2 シック 9 ラフ 
6 Su 、 oe a 
す ( 注 22) その 日 、 主 は 云わ ん 、[ 液 等 の 所 0 nal 
に > 9 22.° 2 タッ 9 うう アク 
業 の 報い を 味わえ ] と 。 DO ES IA 
言 ’ 5 た: デ [< pL 2 マン の や 
57. ああ 、 信 ずる わが 僕ら ょ | わが 大 地 は 広 と CGA Ge OLC メン 
大 な り 、 き る きれ ば 、 わ れ の み を 崇め ょ 。 
っ の ゥ g ッ 
CIO EG 
58. 人 は 弟 き タ する 者 な り 。 然 る 後 、 な 前 だ ち は アラ タン ラダ タレ に 
われ ら に 連れ 戻 き れん 。 RE CL SAB 
59. 信仰 し 、 正しい 行い を する 者 に は 、 われ ら ン ・ 2 タ る ァ ンタ マン 1 ' イン ン ッ タ リン ッ て 9 
らら 1 sal 1 
は 必ず 楽園 の 高 農 に 宿 ら せん 。 そ の 下 に は odd pS lyel OS 
河川 流れ 漂う 。 彼 等 は そこ に 永久 に 住み 留 sc の JIG ば 2 EGER 
ま らん 。 問い ご こと に 精 を 出せ し 者 の 報 拉 は ts ゅ ッ ク 
実に 素晴らし ぃ 。 ( 注 23) の の し る 5 
60、 よ (耐え を 妨 ん だ 者 た ちや 、 信 頼 を その 主 に A Nig ZN os 
1 
置き 座り し 者 た ち も ま た 。 ORR EI GS 
注 20 。 この 第 は 、 不 信心 者 の 劉 の 畠 兆 を 求め る の に 対し 、 決 の 様 に 率直 に 答え て いる 。 クル アー ン を 通じ 


て 与え られ な 慈 
得 、 突 然 思 い 掛 な い 所 で 彼 等 


注 21 


寺 の 呈 に 恵まれ る より 、 


前 節 に 述べ られ た 久 と は 、 


科せ 5 れる も の で ある 。 


注 22 
注 23 


信者 は ここ で 、 明確 な 言葉 で 約束 きれ て い 


この 不幸 な 者 達 は あく まで 前 を 求 ゆ て いる 。 を れれ 山 、 
を に 呈 が 下る で あろ う 。 し か し 彼 等 は 定め あら れ た だ 時 まで 待た ね ば な ら な い 。 


現世 で 不信 心 者 に 下 $S れ る も の で ある 。 こ の 第 に ある 久 は 、 来 世に 彼 等 に 


彼 等 は この 印 を 


神 の 罰 が 下る 時 、 それは 突然 ・ 急 激 に 、 滝 の 様 に 四方 か ら 彼 等 を 襲う 。 
る 。 心 の 拠り 所 を 神 の 遣 に 置く 者 は 、 信 爺 が 揺 が ず 、 行 い 


が 正しい 為 、 神 の 為 に 失う も の より 有 遂 か に 多く の 報酬 を 与え られ る で あろ う 。 


ー618 一 


第 二 二 九 章 
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62. 


63. 


64. 


65. 


66. 


67 . 


68. 


注 24 


注 25 


注 26 
る 。 


己 が 食糧 を ま か な え ざ る 動物 が 如何 に 沢山 
いる こと か 1! アッ ラー は それ 等 を 養い 、 
まだ お 前 た ち を 葬 い 給 う 。 ( 注 24) 彼 は す 
べ て を 聴き 、 す べ て を 知り 5 給 う 。 

6 し 溢 、 彼 等 に 向っ て 「 天 地 を 創造 し 、 太 
陽 と 月 と を 抑え て 役立た し ゅ た る は 対 
か ? | と 問わ ば 、 ( 注 25) 彼 等 は 必ず や 答 
えん 、[ ア ッ テ ラー な り 」 と 。 然 ら ば 、 何故 彼 
等 は 長 理 か ら 離 反し て いる の か ? 

アッ ラー は 、 を その後 ら の 中 で 、 欲 する 者 に 
給 養 を 増し 、 欲 する 者 に 給 養 を 減ずる 。【 
に アッ ラー は 、 高 事 を 深 知 し 給 う 。 


し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 か ら 水 を 降 し 、 
ER 
者 は 誰か ?」 と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 答え ん 、 
「 ア ッ ラ ー な り 」 と 。 云え を 、「 す べ て の 賞 護 
は アッ ラー に 属す 」 と 。 されど 、 役 等 の 大 
半 は 解ら ざる な b。 
今生 は 、 気 央 らし か 民 み に し か すぎ すず 。 
( 注 26) 来世 の 安息 所 こそ 真 の 生活 な り 、 
彼 等 この 事 を 知り だ た り せ ば 。 


船 の 中 で は 、 彼 人 等 は 誠実 二 つ ひ だ 向き に 


テッ ラー を 祈る 。 然るに 、 ア ッ ラ ー が 役人 等 
を 無事 上 陸 る せ て や る と 、 見 よ 、 彼 等 は アッ 


ラー に 再び 他 宰 を 俳 せ 祀る 、 


われ ら が 彼 等 に 授け た る の を 忘れ て 。 面 
tn 0 
彼 等 は や が て 選 が 行状 の 結果 を 知る で し 。 
その 周辺 で 強奪 が ほし いま ま に 行 われ て い 
る と き 、 わ れ ら が 彼 等 の た ゆめ に メッ カ の 安 


クン 
アァ 5 うり 8 らら 35 う 


* み 
4 タ 
PS の 


ブン ラグ う プイ ンー タク っ タ ブタ で 
SIS GE RAL OY 


プク ッッ ノン pt 


NE Rh 
み 人 アラ の と イイ ラグ で の タ 2 ァ Le 
JUD SE OE A I By all 


Gs ダ る イク レン ! る ルン 
UR A 


イン と レデ イン EE 4, 1 っ スレ 
& NO a 5 


で 


ゥ ン の チ タル ント レッ ン WM アッ ン > 
CA CC | 
と し レ ルン レコ ow 
@6965928X ら 1 0 

I NN da 
eas RA 82913 
RP EAT RE 


AA RC RAC 


PP) ン 42 


CO 


= みる アン ン ノラ 215 バイン I ゆ 上 


あま 1| 


Ao の 


を の で クマ レラ ィング ゥ ノノ アレ ァ 
IT Cs ま 居 Ga と Ca PP 3 








動物 や 鳥 で すら 6 食物 に 串 まれ て いる 時 に 、 神 の 最も 優れ た 創造 物 で あり 、 項 上 を 極め ゆる 人 人 問 が 負え る 
事 な ど あろ る う は ず が な い 。 


神 は 生命 ある 全て の 飼 造 物 及 び 自 全 現象 を 人 聞 の 役 に 立つ よう に 、 
に 生 ビ る 卓 区 考 苦 や 、 神 の 為 に 耐え る 犠牲 の 無い 人 生 は 吉 楽 と 同じ く 無 人 益 な $ る の で あ 


崇高 な 日 的 の 


与え られ だ 。 
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69. 


70. 


注 27 


全 な 塵 域 を 設け た る こと を 、 彼 等 は 見 ざり 
し か ? それ で も 彼 等 は 護 妄 を 信じ て 、 
アッ ラー の 思 恵 を 拒否 する つも りか ? 


アッ ラー に つい て 偽り を 提 造 する 者 、 或 い 
は 真理 が 来れ る 時 に 芝 を 否認 する 者 以上 の 
不義 者 は 誰か ? 地獄 に は 不信 心 者 ども の 
住居 は 非 ざ る か ? 

きれ ど 、 われ ら の た だ め に 励む 者 は 、( 注 27) 


られ ら は 之 を われ ら の 人 造 に 閣 か ん 。 け に 
アッ ラー は ば は 、 常に 善人 と 僅 に あり 。 





イス ラム 教 に 定め られ だ ジハード と は 、 和 殺害 の 加害 者 及び 被害 者 に な る 事 で は な く 、 神 の 御 意 志 に 沿 


うぅ 様 努力 する 事 に ある 。 . 


7 デ 5 ク タッ 


SL A OS db Ra 


GE ENE 
クッ ン プン ン [ ン ン と アプ 1 
OTN IE I EG ダル 
の レイ クタ 2 3 イイ レッ ェ ュ 5 タン ン * て 
083 ded Sha oS 
ex 1 ブイ る 
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5 5 三 十 章 羅馬 人 アル ・ ノ ルー ム 





アル *・ ブナ レー ム み 
(メッ カ 了 啓示 ) 


re な まお こ 2 PP W 1 ョ アン も 5 
1. 落 悲 深く 、 恵 み 負 く アッ ラー の 御名 に お い Ogos dl 
て 。 
Cc 
2。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) Oop! 
ロー マ ツ りみ 2 タダ ュ タ 
3. 羅馬 人 は 破れ た り 、 の っ 


nr 


4、 こ の 国 に 隣接 する 地 ( 注 2 ) に 訟 て 。 然 OR RE RIN GTSG 
な が ら 、 彼 等 は いずれ 勝利 せん 、 


5. 数 年 の み に は 一 前 の 敗北 も 後 の 勝利 も 、 ア ッ ー OSG タタ US の de ad 
ラー の 御 意 記 な りー その 日 、 信 者 た ち は 喜 フッタ 99 ラン 2 と 、 ショ 


ば ん 、( 注 3) (② い の め 2591 > Ao の う 


注 1 われ は デッラ ー、 全 知 者 な り (2 節 2 章 参照)。 
注 2 パレ スチ ナ 


注 3 当 節 及び 前 二 節 の 趣旨 や 十分 理解 する 為 に は 、 イ スラ ム 教 の モハ ッ マ ド 務 言 者 の 出現 半 前 に 、 ア ラビ 
ア に 領土 を 持つ 二 大 帝国 、 ペ ル シ ャ 及び ロー マ の 政治 状況 が どの 様 で あっ た か 、 そ の 概略 を 知る 必要 が あ 

両国 は 変 賊 中 で あっ た だ た 。 初 めで ん シャ が 勝利 を も の に し た 。 ペ ル シ ャ に よる 征服 の 始ま り は 西 歴 602 年 で 、 こ 
の 年 、 フ ォ ー カ ス に 殺害 きれ た 恩人 モー リス の 仙 討 も の 為 、 チ ョ スロ ス 二 世 は ロー マ と 開戦 し た 。20 年 後 ロー 
マ 帝 国 は ペル シャ 軍 に 敗 れ だ が 、 こ れ は か つて な い 事 で あっ た 。 ペルシャ は シリ ア や アジ ア の 小国 を 奪い 、 西 
麻 608 年 に は チャ ル セ ド ン に 進攻 し た 。 ダマ スカ ス が 613 年 に 陥落 し た 。 建国 以来 ペル シャ 人 が 足 を 踏み 込 れ 
な い 周 辺 諸 国 は 、 こ と ご と く 荒 廃し だ な 。 614 年 6 月 、 エ ル サ レ ム も 又 落 ち た 。 キ リス ト 教 徒 は 皆 ペルシャ 人 
が 総 大 司教 と 共に キリ スト の 十字 架 を 取り 払っ た と 聞き 、 有 えた だ 。 キ リス ト 教 は 権 成 を 失っ た 。 ペルシャ 人 に 
よる 征服 は 、 エ ル サ レ ム 古 人 宏 で は 終わ ら な か っ だ 。 次 に エジプト が そし て アジ ア の 小国 が 再び 征服 きれ 、 ペ ル 
シャ 宮 は コン スタ ンチ ノー プル の すぐ で 側 ま で 近付い た 。 ロ ー マ は 抵抗 する 事 も で きた の だ が 、 内紛 が 災い 

それ を 行わ な か っ な 。 ヘ へ ラク レス は 徹 族 的 に 蛋 潜 を 受け だ 。 チョ スロ ス は 、 針 で 没 が れ 王 座 の 足元 に i 
られ た ヘラ クレ ス に 会 い 、 ヘ ラク レス が 十字 加 に か けら れ た 彼 の 神 を 捨て 、 太 陽 蛇 拝 を 受け 入れ る まで 、 彼 を 放 
移し よう と し な か っ た (Historians History of the World, 7 巻 P159: 8 巻 PP 94 一 95、Enc. Brit. 
“ChosroesII” と “Heraciius" 参 照 ) この 事 は イス ラム 教徒 を 非常 に 記 し ませ た 。 それ は 彼 等 が ロー マ 人 と 同 
じ く 経典 の 民 だ っ た な から で ある 。 メ ッ カ の クラ イシ ュ は 、 ペ ル シ ャ 人 の 様 に 偶像 持 拓 者 で あり 、 キ リ メ ト 数 徒 
還 の 敗北 に 、 イ スラ ムッ 救 打倒 の 契機 と 考 を ん 、 喜 ん だ 。 こ の ロー マ 軍 崩 填 の 直後 、 西 歴 616 年 に モハ ッ マ ド 傾 言 
者 に 神 の 啓示 が 為 き れ た が 、 当 節 及 び 前 二 節 で は これ が 主題 し な っ て いる 。 こ の 三節 に は 、 重 要 な 事 が 二 つ 述 
べら れ て いる 。 狼 ・ 九 年 の 短期 間 に 形勢 は 逆転 し (3 一 9 年 を 表す 。) か つて 勝利 を 治め た ペル シャ 軍 が 、 当 時 
徹底 的 に 痛め つけ られ だ た ロー マ 人 の 手 で 、 今度 は 完敗 に 追い や られ る で あろ うと 、 当 時 思い も よら な い 預 言 が 、 
この 三節 に 記さ れ て ある 。 こ の 様 な 短期 間 に イ スラ ム 教 が 勝利 を 治め 、 不 信心 填 の 敗北 が 決定 的 と な る 所 に こ 
の 預言 の 重要 性 が ある 。 こ の 預言 は 、 人 間 の 子 を 越え て 現実 の ぁみ の と な っ た だ 。 ペ ル シ ャ が 勝利 を 治め て いる 
最 中 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 ロ ー マ 人 は 再び 勝利 を 得る と 何 年 $ 先 の 事 を あえ て 括 言 し た 。 こ の 預言 が 為 き れ 
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10. 


ll. 


十 芝 


デア ッ ラー の 助け を 。 役 は 己 れ の 欲す る 者 を 
巧 け 給 う 。 彼 は 偉大 に し て 、 慈 悲 深 くま し 
ます 

こ は ア ッ ラ ー の 約束 な り 。 ア ッ ラ ー は その 
約束 を 破 ら ず 。( 注 4) 然 る に 、 世 人 の 多く 
は 之 を 知ら ず 。 


こん とじ よう 


. 第 等 は た だ 今 生 の 外観 を 知る 8 、 来 世に つ 


いて は 人 多く 意 に 介 き ず 。( 注 5) 


. 彼 等 は その 心 の 中 に 、 ア ッ ラ ター が 天地 並び 


に その 間 に 在 る すべ て の も の を 真理 を 以 
て 、 上 且つ 一 定 の 期間 を 定め て 創造 し 給 う た 
こと を 、 考 え ざ ぎり し か ? ( 注 6) 人 然るに 、 
人 々 の 多く は 、 主 と の 対面 を 信 ぜ ず 。 


役 等 は 各地 を 遍 礎 し て 、 彼 等 より 前 の 者 、 
その 末路 た だ る や 如何 ば か りな り し か を 見 ざ 
る や ? 苦 の 和信 は 、 そ の 力 に お いて 、 こ の 者 
だ ちょ り も 強く 、 地 を 耕し 、 且 つこ の 者 た 
ちよ ょ より も 繁栄 せり 。 し て 、 便 徒 た ち は き 
ま ざ ま な る 明 証 を 携え て 彼 等 の と ころ へ 至 
り し な り 。 ア ッ ラ ー が 役 等 を 害する に 上 非 ず 、 
害する は 彼 等 自身 な り 。 

され ば 、 書 事 を 働く 者 の 末路 は 悲惨 な り 。 
な ん と た なれ ば 、 ア ッ ラ ー の 徴 を 理 認 し 、 
咽 圧し た る が 故に 。 
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だ と きれ る 当時 、 ヘ へ ラク レス の 治世 当初 12 年 は ロー マ 齋 国 が 崩壊 に 向かう と いう 康 言 以降 、 如何なる 預言 も 成 
款 き れ な か っ た (ギボン 著 、Rise, Decline 必 Fall of the Roman Empire, 25 券 、P 74)。 さ きら に 詳し て は 、 
英 犬 の 脚注 参照 。 


注 4 


注 5 


注 6 


この 約束 は 8 : 43 に 午 か れ て いる 。 


不信 心 者 の 知識 で は 、 物 事 を 表面 的 に 理解 する 事 し か で き な い が 、 ペ ル シ ャ 人 及び クラ イシ ュ の 敗北 
の 因 は 、 物 的 面 で は な く 、 を その 灯 神 面 に あっ た 。 
も し 不信 心 者 が 、 現 世に お ける 人 の 堪 命 が 限ら ちら れ た も の で ある 事 に 思い 及 ん で いれ ば 、 彼 等 は 、 こ の 
世に お ける 生 が 人 の 全 で は な い 上 悟っ た で あろ うぅ 。 東 に 、 死 後に より 良い 生 が あり 、 を そこ に お いて 人 の 精神 的 
発達 は 止ま る 事 は な い の で あり 現世 は 来世 の 前 段階 に 過ぎ な い 事 に 気付 いた で あろ うぅ う 。 
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第 一 項 
山 2 22 9 ー は 創造 を 起 し 、 次 いで 、 . そ れ を 反 れる ンタ の 
0 いひ っ 
復 し 給 う 。 然 る 後 、 アッ ラー の 許 に お 前 た ⑦ 0 で CLAY a 
も は 連れ 戻る れん 。 
13. 和 判 の 時 が 列 ※ す る 唱 、 逢 を 2 元 せ し 者 は 62 とう 


望 に 襲わ れん 。 


14 . 彼 等 は 、 ァ ッ ラー と 併せ 祀り し 神々 の うち 、 CA ? る >“ COGN 3 
一 人 と し て 、 彼 等 の た め に 執 成 し て くれ る 


者 し な る べき 者 な き を 知る べし 。 ま た 彼 等 ee の] 
も る 、 ア ッ ラ ー に 併せ 祀り し 神々 を 否認 すべ 
ie 

15. 審判 の 時 が 到来 する 日 、 その 日 こ を 役人 等 は 、 OPTS h 2 LN の 合 253 


相 互 に 分 離せ ら る べし 上 


= 1 マ スー は ュ ラ = PE 2 タス ンプ 29 ノ 
16、 そ の 時 、 信じ て 壮行 を 積み た る 者 は 、 礼 過 2 の (3 25 > Nd EA GN GE 
きれ 、 楽 園 に 訟 て 幸せ を 得 べ し 。( 注 ?) 
メア 


Dores 


17。 き れ ど 、 信 ぜ ず し て 、 わ れ ら の 社区 並び に 8326S の 
来世 の 対面 を 否認 せ し 者 、 こ れ 人 等 は 懲罰 に 


“$s ン ぅ 2 ロ U < 
処せ ら る で し 。 DR LLING A 
18. る れ ば 、 朝 な タタ な アッ ラー を 議 美 せよ 。 OO Fe OLS De dS 


あめ つ ち し た ルイ イル また メキ の 生還 まま し イド FE 人 0 し と 

19. 天地 の 一 切 の 賞賛 は アッ ラー に 属す 。 る きれ NN 
ば 、 午 後に 、 ま な だ 日 が 傾く 頃 、 ア ッ ラ ー を 2 
計 美 せよ 。( 注 8) OS 


20. アッ ラー は 、 死 者 か 6 生 者 を 生じ 、 生 者 か wy” wv 1 
el と いう と 1 
6 死者 を 生 ず 。 ま た 、 彼 は 、 相 死 せ る 大 地 > os le 
を 悪 ら せ 給 う 。 か く の 如 く 、 お 前 た ち も 募 3 I TIN | 
より 曳き 出 き し め ら る る な り 。 KR 


0 208 


Or 





注 7 "アラ ブ 人 が 、 イ スラ ム 教 を 通し て 、 如 何 に し て 退廃 の 深淵 より 精神 陰 物 人 的 最高 峰 に 琴 り 至っ た か は 、 
史上 に 明記 きれ て ある 。 

注 8 和信 が 、 人 間 創 造 の 崇高 な 日 的 に 思い 及び 、 更 に モハ ッ マ ド 傾 言 者 に 従っ た アラ ブ 人 の 様 に 、 途 徳 的 人 
廃 か 6 立ち 直り 、 精 神 的 最高 農 に 至っ だ 和信 々 に 思い 至る 時 、 彼 は 自ら 叫ぶ 。「 全 て を 有する 天地 創造 の 神 に 栄光 
あれ 。』 
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第 三 項 
21. 令 の 神 沈 の 一 っ は か (の 吉 し 、 す な わ ち 、 肝 盆 っ ば っ っ 紅 Eee う 
條 は 前 た ち を 土 より 創造 し た りき 。 さ きれ 2 
ば 、 お 前 た ち 人 間 と な り て 、 地 上 に 拡 藤 す 。 OO 
( 注 9) 


し る し 
22、 ま た だ た 、 彼 の 神 兆 の 一 つ は か く の 如 し 、 す な 【< a て ? ant? ン 
Ce ule 
わ ち 彼 が お 前 た ちの た め に 、 お 前 た ちの 中 SEN SE tliss 


CT 0 3854 2 2 Cd 
せしめ 、 量 つ お 前 た ち 相 互 に 愛 慕 の 情 を 起 


せしめ だ る こと な り 。 げ に この 中 に は 、 部 8 bE 
OD 0 
( 注 10) 


し る し あめ つ ち 本 レー で シッ る 

23. その 神 兆 の 中 に は 、 天 地 の 創 造 並び に お 前 EEG GE CE 
だ ちの 言語 や 肌色 の 多様 性 あり 。 げ に この 0 の 0 
中 に は 、 知 識 あ る 者 へ の きま ざま な る 神 光 RI ON 
あり 。 ( 注 11) 

24. まだ た を る の 神 光 の 中 に は 、 お 前 た ち が 夜 ぁ 是 2 っ し ビン el > 

Sb っ 3 36 Cal 22 

も 眠れ る こと 、 主 の 恩恵 を 求め られ る と い の = 
うこ と が ある 。 げ に この 中 に は 、 耳 を 傾け の O88 久 2 
る 人 々 へ の きま ぎ ざ ま な る 神 光 あり 。 上 

25. また 彼 の 神 兆 の 一 つ は か て 《 の 如 し 、 す な わ ds し PA KT ls 


“= 


ち 、 彼 は 恐れ と 希望 の 源 た る る 雷電 を お前 た 2 の まこ プク 
ち に 示し 、 天 か ら 水 を 降 し て 枯死 せる 大 地 za 90 店 折 ao 





注 9 この 節 に は 「 彼 は 、 お 前 た ち を 土 (トゥ ラー プ ) より 創造 し た りき 。]」 と ある が 他所 に は 人 は 粘土 (ティ 
ン ) か ら 作ら れ だ と ある (6 1 3, 17:62, 23:13、32: 8, 37:12, 38 : 72)。 土 つま り 乾 氏 し た 上 か ら 作 ら 
れ だ 入間 は 、 粘 土 か ら 作 られ だ た 人間 に 先立つ 訳 で 、 言 い 換え れ ば 、 こ れ は 人 間 の 糧 と な る 食物 が 土 か ら 作ら れ 
だ た 事 を 示す も の で ある 。 当 節 に は 、 神 の 存在 を 示す 三 つ の 論拠 が 挙げ られ て いる 。 (1 ) 神 は 、 生 命 と 何ら 係 5 
の な い 、 生 和合 を 生み 出す 特性 を 持た な い 所 の より 人 間 を お 作り に な っ た 。(2) 神 は 人 人 間 に 鋭 い 感情 を 接 け ら 
れ 、 向 上 心 を その 特質 に 加え 6 れ 、 目 標 達成 の 能力 を お 与 を に な っ た 。(3) 神 は 人 間 に 替 力 撤 大 た 世界 支配 の 
鉄 包 を 植え 付け られ 、 こ の 欲望 達成 に 必要 な 力 を お 与 を に な っ た 。 


注 10 男女 の 引 は 出産 に 疫 が り 、 地 上 に お いて 人 類 は 生き 続け る 事 と な る 。 これ は 、 背 後に ある 計画 が あり 、 
計画 者 が 存在 し 、 又 、 来 世に より 良き 生 の ある 吾 を 示し て いる 。 


注 11 人間 の 進歩 は 、 言 語 や 人 疾 の 多様 性 と 密 校 な 係り を 持つ 。 こ の 多様 化 も 、 あ る 計画 と その 計画 者 の 存 
在 を が し て いる 。 この 計画 者 と は 天地 創造 の 神 で あら れる 。 言 語 ・ 人 種 の 多様 性 に より 生じ で た 様々 な 文明 の 中 
に あり な が ら も 、 人 類 と し て の まとまり が ある 。 こ の 人 類 の 統一 作 は 、 必 然 的 に を の 創造 主 が 御 一 人 で あら 6 れ 
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を 壮 ら し むる こ と な り 。 げに この 中 に a ンタ レン っ ン w ニー い ン スト キュ ュ ン 
ES し 科す CT ° 
皿 語 ある 人 々 へ の きま ぎ ま な る 福光 あり 。 ⑨o228 め ゆう の らき) 
( 注 12) 
26. 更に その 神 光 の 一 つ は か て の 加 し 、 すす 
“ 2 うめ 2U の 5 5 oO SD 
ち 、 天地 は 主 の 命 に ょ っ て 財 立 する こ と な 109 2 
ッ ン 性 巡っ 2 ぐう クン 5 と ぅ タダ 
9。 ( 注 13) 然 後 、 主 一 声 各 前 た ち に 呼 XIE For ons SI 
び か ける や 、 見 よ 、 お 前 た ち は 、 大 地 か ら ds 
出現 せん 。 (⑩ い だら 
27 天地 に 於 ける 切 は 、 彼 に 属す 。 皆 紫 く 彼 る 1 
人 こ ガン Lo 由 i n1 RX A ww の ァ 
2 Cor らら Ged 
に 従う 。 ( 注 14) 
し じょう せい き これ ひ し 】 
基 ルル 上 和 に 年 : > いで 4 タン ライ クタ ン と タッ タイ トス いく EY 
28. 衆生 を 最初 に 生起 し 、 次 いで 之 を 反復 する 54A12A5 soua SO CU 
者 、 を は 彼 な り 。 彼 に と り て 、 を は いし 易 a ON gs 
し 。 天 地 に 訟 ける 至高 の 地位 は 、 彼 の ぁ の の うら の 細 衝 a 
な 9 。 役 は 僅 大 に し て 、 臣 哲 に ま し ます 。 $s ン 11 2 人 3 る 
第 四 項 AD つう っ 
29. 役 は 、 お 前 だ ち 自 身 に 関す る 一 つの 比 隊 を バア 
示し 給 う 。 お 前 た ち は 、 お 前 た ちの 右手 が ・ GN oN 
所 有する 者 の 中 で 、 そ の 誰か を 、 わ れ ら が 9 > 
7 ンク 0 "5 て クタ ( プ 2 の アン 
お 前 た ち に 与え し も の を 同等 に 分 配 し 、 お RS ER si 
前 だ ち お 互い 同士 が 気遣う 如く その 者 に 気 (で 6 > の 532 守 
ks 4 ” 
兼ね せ ね ば な ら 仲間 と し て 付き 合う か ? RC AS 
か く の 吉 く 、 、 わ れ ら は 思 盛 ある 人 々 に きま いい 寺 4 
SNS ) uy いら お 
ぎ ま な る 神 光 を 説き 明か す 。 ( 注 15) 2 
注 12 光 は 、 肥 決 を も た ら 6 す 雨 を 子 告 する だ け で な く 〈、 様 々 な 病原 上 を 殺し 、 穀 物 を 荒らす 害虫 を 駆除 する 。 
この 様 に 、 i す と 共に 、 人 間 に 様々 な 思 恵 を 与え を て て れる も の で ある 。 自然 の あら ゆる 
要求 が 、 神 の 御 計 画 の 中 に 定め られ だ た 役割 を 果たす の で ある 。 以 上 の 事柄 は 、 神 の 存在 、 神 の 低 大 な る 知恵 を 
し て 旋 の 証 と な っ て いる 
注 13 末 陽 系 が で き て 以来 長い 時 が 経っ た が 、 微 鹿 も 狂い は 生じ て いな い 。 意 呈 が 何 の 支 を も な く 軌 門 を 維 
持 で きる の は 、 そ れ が 神 の 業 に よる $ る の だ か ら で あ る 。 
注 14 。 大 宇宙 が いつ 誕生 し た か の 推測 は 、 人 間 の 理解 力 の 及ば な い 所 の も の で ある 。 知 [られ ざる 過去 の 時 か 
ら 、 太 陽 は 惑 時 や 天体 と 共に 、 一 定 の 軌道 逸れ る 事 な く 規 有 則 正 し (動い て きた 。 何 百 万 と いう 衛星 が あり な 
が ら 、 そ れ 等 が 衝突 する 事 も な い 。 完 全 な る 法 と 秩 庁 が 宇宙 全体 を 支配 し て いる の で ある 。 こ の 事 は 決 の 言葉 


で 表 き る れ て いる 。「 皆 薄く 彼 に 従う 。」 


注 15 
の 唯一 創造 主 で あり 支配 者 で ある 神 が 、 宝 


唯一 、 す べ て の 支配 を 司 ど っ て いる の で ある 。 


主 仏 隷 は 共に 入間 で あり な が ら 平 等 で な (、 主 は 宮 を 奴 越 に 分 け 与 えよ うと し な い の に 、 全 て の 物 
宙 の 支配 を 他 の 風 に 分 け 与 を る 事 な ど どう し て 出来 よう か ? 


神 は 、 
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香 、 然 6 す 。 不義 の 徒 伏 ま は 、 知識 な くし て 

己 れ の 低級 な 欲望 に 従う の み 。 ア デッラ ー が 
述 わ し め た 者 を 、 誰 が 導き 得る や ? 役 等 に 
は 如何 な る 救助 者 も な か る で し 。 


OE eI BE GE 
OG BIE AR GS 





31、 き る きれ ば 、 液 の 顔 を よ ひたすら 宗教 に 向け よ 。 スン > る 1 0 2 
アッ ラー に よっ て 剣 ら れ た 本 性 、 す な わ ち の rs 3 
人 間 を 全 り 給 う た 本 狂 の 次 に 従え 。 ア ッ RE 人 3 JOSE 
ラー の 創造 に 変更 な し 。 を は 正しき 宗教 な 8 っ 
り 。 され ど 、 世 人 の 多 ( は 之 を 知ら ず 。 GA Ts 部 
( 注 16) 
詩作 3 か い ご | 2 2 ジン ン ン ュ ン レ < 
32. お 前 た ちの 顔 を 神 に 向け 、 悔 悟 し 、 神 を 明 ui A 
れ 、 礼 拝 を 六 守 せよ 。 ( 注 17) 耐 し て 、 
他 神 を 神 と 佐 せ 祀る 徒 還 の 一 人 と な る な か Se 
か れ 。 
33. その 宗教 を 分 裂き せ て 、 各 宗派 を 成 し た て 衝 を 代 2 当っ 
徒 問 は 己 れ の 宗派 に の み 喜 び 満 足す 。 で 3 85RD BS TNO 
( ま 18) @o を 22 
34. 人 は 不幸 に 見 狂わ れる と 、 悔 司 し て 主 の 方 a ED TS CNS 
に 向き 直り 、 嘆 願 す 。 さ れ ど 、 一 族 就 悲 に に の っ コジ 
浴 せ し め る 上 、 見 よ 、 彼 等 の 或 る 者 は 主 に じ 勿 I SS 
他 神 を 配 し 、 6 
ks 彼 等 に 援 け し も の を 否定 し 始め eg oh et 
る 。 な 6 ば 暫く 楽し め 、 い ま に 思 い 知 る OO SS a 
5 
36. われ ら は 彼 等 に 、 神 と 併せ 祀る こと に 作成 1 
と に に lo 
する 何等 か の 権威 を 降 し た と で も 云う の ン 。 
か ? ( 注 19) O38 
注 16 。 神 は 一 つ 、 人 類 も 叉 一 っ つ で ある 。 これが アッ ラー に よっ て 促 ら れ な た 天性 つま り 、 人 聞 の 本 質 に 根 療 す 
宗教 で あり 、 人 間 は 本 能 的 に これ に 従う 。 人 間 は 生ま れ た 時 この 信仰 の 中 に ある が 、 育 つ 環 境 や 、 親 の 考え 、 
信仰 、 親 か ら 受 けた 教育 等 が 、 彼 も ユダ マヤ 教徒 や 、 魔 衛 師 、 キ リス ト 教 徒 に 変 た て し まう の で ある ( ブ ハ リ )。 
注 17 唯一 全能 な る 神 を 信じ る 事 は 真 の 宗教 の 基本 的 原理 で は ある が 、 を それ だ け で は 不 十 分 で ある 。 真 の 宗 


教 は 一 定 の 戒律 を 備え た な けれ ば な ら な い 。 その 中 で も 最も 重要 な 戒 符 は 礼拝 する こと で ある 。 


注 18 
注 19 
つま りう 、 億 神 を アッ ラー に ぁ 
- 論 拠 を 持 だ ない a 


過去 に お いて 、 真 の 宗教 か ら 6 逸脱 し た 者 達 は 分 像 し て 対立 し 、 争 い を 起 
前 数 節 で は 、 で の の 革 不 応 王 で ある WI に つ Q で 3 べ て 米 た が 、 
結び つけ る 事 に つい て 和書 か れ て ある 。 多 神 教徒 は 、 そ の 作り の 宗教 を 支え る 物 全て 
人 人 間 の 本 性 、 理 性 、 良 識 は 全て 、 偶 像 崇拝 を 大 悪 する 。 


IE 
当 節 入 び 次 の 三節 で は シル ク 、 
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第 三 十 章 テル ・ ル ー ム 
37. われ ら 人 々 を 慈悲 に 浴 せ し むれ ば 、 彼 等 は ぅ ぁ >? 1 36 6 


38. 


39. 


40. 


41. 


を 坪 ぶ 。 然 る に 、 彼 等 の 手 が 先 に 送れ る 
も の の だ ただ め に 、 災難 が 降り か か る と 、 見 よ 、 
彼 等 は た ち ま ち も 絶望 す 。 

アッ ラー は 誰 で あれ 、 そ の 欲す る も の に 給 
養 を 増し 、 惑 い は 減ずる こと を 、 彼 等 は 見 
ざる か ? げに この 中 に は 、 信 ずる 人 々 へ 
の さま ぎ ざ ま な る 神 兆 あ り 。 

きれ ば 、 親 類縁 者 に 相当 な も の を 与え よ 、 
また だ 気 し い 者 や 旅人 に も 。 そ は アッ ラー の 
因 鶴 を 求め る 者 の だ た だ ため に は 、 最 も よし 。 か 
か る 者 は 、 必 ず 栄 える べし 。 


他人 の 財産 で 得 と ろ う と て 、 利 息 を 以 て 貸 
付け し て も 、 ア ッ ラ ー ー の 見 解 か ら す れ ば 、 
そ は 殖 え る に 非 ず 。 然るに 、 アッ ラー の 軸 
龍 を 求め て 喜 捨 し な 者 、 こ 等 の 者 こそ を 
の 語 は 倍加 きれ ん 。 


jp 前 た ち を 創造 し 、 之 を 八 い 、 次 いで 之 を 
死な し ゅ 、 面 し て 之 を 難 ら し せる は アッ 
ラー な り 。 お 前 た ちの 神々 の う ち 、 誰 が こ 
| 護 え 
ょ 、 彼 と 併せ 祀る 神々 と は 比較 に な ら め 高 
み に い まし 給 う 彼 を 。 ( 注 20) 
第 5 項 


. 人 人 人間 の 手 が 行い し こと の だ め に 、 陸 に も 海 


に も 腐 敢 生じ た り 。 こ は 役 等 を し て を の 所 
業 の 報い を 幾 分 か が 味 わ し めん だ た だめ 、 き すれ 


ば 彼 等 も 悪 よ り 立 ち 直 る か も し れ め ぬ 。 
( 注 21) 








注 20 


注 21 
当 節 で は 、「 開 が 地表 を 覆い 、 


の の) bi| Pec 人 EICSH | Bg 


っ ツレ ラン 2 ョ ンマ ン a 
RT CS 


TO 
TC EE Tg 
UAB SI ut 
GU Al くう の Oo UC 
OL 
GC 
OE CR 
Ohad A A ES 


CARR 


MN 


っ 


集 20cC GR を る ェ ジ ス ” a 


EAGTLE 
ES SN 


プラ クー ラン 


の の 





神 は 我々 の 創造 皇 に し て 、 維 持 省 ・ 供 給 者 で も あら れる 。 神 は 生死 を 完全 に 支配 きれ 、 前 述 の 三 つ の 
重義 な 特性 を 備え を られ て いる 。 それ は 、 我 々 の 崇拝 を 求め られ る 最高 の 御方 に 有する も の で ある 。 


前 節 の 主題 は 、 全 生 命 を 創造 し 、 管理 


し 、 導 か れる 全能 の 神 へ の 信仰 心 を 人 間 に 教 え 込む 事 に あっ た 。 
人 人 が 神 を 汚 れ 、 自 ら 6 作り出し た 神 を 娠 め る 時 、 神 は 、 罪 深い 群れ より 神 の 元 へ 引 


き 戻 す 位 、 預 言 者 を お 道 い に な る 。」 と 述べ られ て いる 。 詳し て は 、 英 版 脚 注 を 参照 の 事 。 
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ーー 
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43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


49. 


注 22 
に それ を 知ら せる 風 が 物 く 様 に 、 神 の 預言 者 が 出現 する に 先立ち 、 彼 の 教え が 広まる に 適 
その 立 良 な る 人 々 が 現れ 、 地 を 周 め 、 役 の 為 に 長 直 ぐ な 道 も つけ る の で ある 。 





云え 、「 地 上 を 店 く 旅 し て 、 お 前 た も 以前 の 
者 ども の 末路 が 如何 に 惨 な り し か を 見 よ ! 
彼 等 の 多く は 多神教 徒 な りき 」 と 。 


され ば 、 作 け 難 き そ を その 日 が アッ ラー より 来 
る 前 に 、 液 の 顔 を 正しい ぃ 教え に 向け ょ 。 を 
の 日 、 人 間 は 二 和 群 に 分 けら れる で し 。 


不信 心 者 ども は その 不信 の 資 任 を 負う ぅ うべ 
し 。 ま だ 、 正 し い 行 為 を する 者 は 、 自 ら の 


後生 安楽 を 準備 す 。 


蟹 を 以 て 、 信じ て 正義 を 行い た 
彼 は 、 不 信 


こ は 主 が 届 
る 者 を 賞 せ ん が た め な り 。 げに 
心 者 ども を 愛 で 給 わ ぬ 。 


主 の 神 光 の 一 つ は 、 誠 報 の 伝達 者 と し て 風 
を 送り 、 お 前 だ ち に その 慈 中 を 味 わ せ 、 を 
の 命令 に よっ て 船 を 帆走 らき る せ 、 お 前 た ち 
を し て 王 の 恩 籠 を 求 ゆ し め 、 以 っ て 感謝 の 
気持 を 抱か せしめ ん が た め な り 。( 注 22) 


げに われ ら は 、 人 以前 に も 幾多 の 使徒 を を 
の 民 に 、 明 証 を 携え て 、 仁 わし た り 。 伏 る 
後 、 わ れ ら は 罪 を 犯 せ し 者 を 罰 し た り 3 な 
れ ど 、 信 ずる 者 を 助け る は 、 わ れ ら の 務め 
な り 5。 


雲 を わき 起 ら せる た め に 風 を 送り た る 


アッ ラー ー な り 。 次 いて 役 は , 雲 を 思う が ま 
ま に 大 空 に うち 拡げ 、 を 壮 層 に も 積み 重 
ね 給 う 。 きれ ば 液 は 見 ん 、 その 中 i 中 より 職 


2 下る 雨 を 。 彼 、 を の 僕 等 の 中 の 欲す る 者 
の 上 に - 之 を 降り 注 が し むと 、 見 よ 、 彼 等 は 


が も に 





この 言葉 は 、 神 の 律 法 が 、 
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生 社 団 の みな ら ず 物質 界 に お いて も 行わ れる 事 を 示し て いる 。 雨 が 了 る 前 


適し た 状況 が 作ら れ 、 
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90 . 


91 . 


92. 


53. 


54. 


9D. 


56. 


ーー 上 上 意 


それ 以前 、 雨 が 彼 等 に 降り 注ぐ 前 まで は 絶 
望 に う も ひし が れ て いた だ た こと も 忘れ て 。 


され ば 見 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 跡 を 、 如 何 
に し て 枯死 せる 大 地 を 生き 返ら し むる か 
を 。 死者 を 時 らし むる は 役 な 5 り 、 な ん と な 
れ ば 、 ば げに 彼 は 全能 に まし ます 故に 。 

( 注 23) 


然し な が ら 、 わ れ ら 風 を 送り て 収穫 物 が 黄 
ば み で も せ ば 、 以 後 彼 等 は 必ず 、 わ れ ら の 
恩 思 を 認め ぎる 者 と な らん 。 


潜 は 死者 に 聴か し せる E わ ず 、 また だ 背 を 見 
せ て 下げ る 董 に 流 の 呼び 声 を 聴か し むる 
能 わ ず 。 


また 、 管 を 迷 器 より 導き 出す こ は 能 わ ず 。 
液 は た だ われ ら の 神 光 を 信じ て 帰依 する 者 
に 聴か し め 得る の み 。 ( 注 24) 
第 六 項 
テッ ラー は 初め に お 前 たち を 弱く 創 》 、 釣 
る 後 之 を 強健 に し 、 強 健 の 後に 誤 え と 老い 
を 生 ぜ し む 。 彼 は その 欲す る 者 を 創造 し 給 
うぅ う 。 彼 は 全 知 全能 に お わし ます 。 


復活 の 時 が 到来 する 日 、 ( 注 25) 罪 を 犯 せ 
し 者 は 、 墓 中 に 在り た る は 一 記 に すぎ ず 、 
と 断言 せ さん 。 か く 〈 く の 如く 《、 彼 等 は 正道 か ら 
荷 き 去 れ り 。 





注 23 
象 が 書か れ て あっ た が 、 
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庶 し い 日 照り の 後に 恵み の 雨 が 降 5、 
当 節 で は 、 


干からび た 地面 に 新しい 生命 が 宿る 。 前 二 節 に は 上 記 の 自然 現 
道徳 的 に 退廃 し た 者 達 の 魂 の 復活 に も 同 に 様 な 処 法 が と られ る と 述べ られ 


て ある 。 死 人 人 同然 の 者 は 、 神 の 拓 言 者 を 遂 じ 、 新 た な 生命 や 呈 えら れる の で ある 。 


運命 の 良し 悪し は 、 品 自身 に 依る ぁ 。 人 人 が 真実 に 耳 を 領 け な い 限 り 、 和 預 言 も 神 の 紗 示 も その 者 を 神 に 導 


注 24 
き は し な い 。 自ら が 一 歩 前 へ 踏み 出せ ば 、 神 も 駐 近 付い て 来 ら れる 。 
注 25 イス ラム の 勝利 の 時 。 
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第 三 十 豆 デル ・ ル ー ム 
は = EY ーー タス ” ORG 生得 ピチ オナ レ MFJEt も た 呈し 0 に イ の 
57. 然し な が ら 、 知 識 と 信仰 た を 賜 わ れ る 人 た od OO ND ls GI 
ち は 云 わん 、「 お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 経典 に RR 
従っ て 、 復 活 の 日 まで 留 ま れ り 。 座 し て 、 で S10 1 o3 る Av 


今日 が 復活 の 日 な り 。 ( 注 26) され ど 、 お 
前 た ち は そ れ を 知 ろ うと も 思わ ざり き 」 と 。 


DORII RT 








58. る れ ば 、 その 日 、 置 人 ど も の 云い 訳 は その 2 2) ラー 19 タ アッ ルン Zt アル エン 
ゅ se lb ud! Ra YO 
身 を 益 す る と ころ な か らん 。 ま た 、 改 心 せ うる ウ AN we 
ん と すれ ども 許 る きれ ざる べし 。 ( 注 27) DEIR 
うー * レレ Cy や i タン プレ 
MR MGS 5 oe FD GS 
た め に る ま ざ ま な る 比 座 を 明示 せり 。 な れ し 
し 0 2 タン グン 5 る て 23 る ェ M ッ タ ン ッ 2 スレ ュ ロ ンク 
ぼ 、 た と い 液 が 宰 光 を 携え 行く と 6、 信 で oS の eK を の 208 
ぎる 者 ども は 必ず 云わ ん 、「 お 前 た ち は 貴 つ CN 
き に すぎ ず 」 と 。 OS LTO) 
60. アッ ラー は 知識 な き 者 ども の 心 を 々 かく の 如 ブタ イン イン 生 、 イタ ロン 5 タン クン イス! ン 
つり 1 っ こら ) (e 
《 封じ 給 う 。 ( 注 28) Sa と 2 を tl AOS 
61. され ば 、 液 、 耐え 、 べ 。 ア ッ ラ ー の 約束 は a EE Gr rh ラッ ッッ a 
日 ee 2 っ | 
必ず 実現 す 。 匠 き 信 仰 を 持た ぬ 者 ど も を し TG CE 2 | la 
て 液 を 軽 ん ビ じ せしめる な か れ 。 965 
注 26 「 復 活 の 日 」 と は 、 処 々 で は 死後 の 復活 を 指す の で は な く 、 人 人 々 が 魂 の 復活 に より 立ち 上 が っ た 時 、 


新 だ な 神 の 指導 者 が 現れ る 事 を 示す 。 


注 27 


も 、 


注 28 
が 閉ざさ れる の は 、 彼 等 が 神 の 知識 を 受 


本 文 に な る アラ ビア 語 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 ( 1 ) 彼 等 は 神 の 入口 に 近付く 事 を 認め られ な い で あろ 
2。 (2) 彼 等 は 犯し た 罪 の 償い を 許さ れ な いで あろ う 。(3) 役 等 が 弁論 の 中 で どの 様 な 言い 逃れ も を し よう と 
それ は 容れ られ な いで あろ う 。 (4) 彼 等 が 神 の 引き 立て を 得る 事 は な いで あろ う 。 


神 の 指導 者 を 通し て も だ らき れる 神 の 知識 を 拒否 する 者 は 、 そ の 心 を 密 く 閉ざさ きれ る 。 不信 心 者 の 心 


け 入 れる こと を 拒ん だ き 


当然 の 成り 行き で ある 。 
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ルク マー シン 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 i 
て 。 
2。 ア リフ ・ ラ ー ム ・ ミ ー ム 。( 注 1) 


染 、 患 み 思 てく アッラー の 御名 に お い 


NN 


4 . 普 行 に いそ し む 人 々 へ の 和 客 導 慈悲 な り 


5. 礼拝 を 遵守 し 、 定 め の 喜 捨 を 納め 、 来 世 を 
学 く 信じ 牽 る 者 へ の 。 


6. そ は 王 の 導き に 従う 者 、 幸 いあ る で し 。 


7、 然 れ ど も 、 世 の 中 に は お 導き と 引き 替 え に 
くだ ら ぬ 物語 を 信じ 、 知識 も な いく せ に 、 
人 々 を アッ ラー の 道 か ら 邪 道 に 導き 、 を 
か ら か う 者 あり 。( 注 2) か か る 者 に は 恥ず 
べき 和 泡 凡 下る で し 。 


8. か か る 者 に われ ら の 神 光 を 語 み 聞か す と 、 
條 は る な が ら 聴 か ぎる 如く 、 まだ 両 耳 が 
活動 ら か ざる 如く 、 微 然 た る 態度 で よそ を 
向く 。 き れ ば 彼 に 痛 罰 を 告知 せよ 。 
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A lS 5 AI GI LE A 
アデ 27 タタ 
Ov! 
SRI ERIS N25 
クタ cn て し 4 ww 2 うー ラル ラグ デ 
IT AS RS EE 


@ 


OE 
エル ンー ャ キン レク リー クレ パラ シン し 
いら の o66E ラ 36RUaz 記 2 


と 4 


ON TS A SE 


Zz 





9. げに 信じ て 壮行 を 積む 人 々 ーー 彼 等 は 歓喜 OR RE TR 
の 御園 に 入り 、 0 

注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な り (2 草 2 節 参照 )。 

注 2 生命 は 非常 に 大 切な も の で ある 。 人 聞 は 高 向 に し て 柴 高 な る 日 内 を 果たす 為 に 作ら れ な た 。 し か し 心 の 


浮 付 いて し まっ な だ 者 は 、 融 か な 気 中 らし に 貴重 な 時 と 労力 を 費やし て し まう の で ある 。 
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(23 : 116 )。 


第 二 す -- 恋 ルク マー ン 


10. その 中 に 求 長く 住み 留 ま らん 。 アッラー の の の の 還 891 
約束 は 確実 な り 。 彼 は 偉 大 に し て 、 賢 白 に RS 45138 
まし ます 。 


11. 彼 は 目 に 見 得る 柱 な くし て 諸 天 を 創り 、 ま EI 
た 地上 に 年 因 た る 山々 を 配 し て それ が お 前 5 [2 


殿 


た ちと 共に 揺れ 動か ざら し め 、 そ の 上 に き OY 
ま ざ ま な る 生物 を 播き 散ら し 給 人 りり まだ (を っ | 
われ ら は 雲 よ り 水 を 降り 下 し 、 各 種 の す ば dR tg 見 ら ら 2 じ と ら 
らし い 種 類 を 生 ぜ し め 給 えり 。 oe 


12。 こ は アッ ラー の 創造 な り 。 き て 、 ア ッ ラ ー AUC だ DPKG 
以外 の 者 で 、 剣 造 し た る も の あら ば 、 全 わ の eo 
れ に 見 せよ 。 否 、 不 義 な す 華 は 明らか に 迷 ⑨e っ きら IN 
誤 の 中 に あり 。 

第 二 項 

13. われ ら は ルク マー ン に 知恵 を 授け て 「 ア ッ ッ フ の 2 ラン 
ラー に 店 謝 せよ 」 と 云え 5。 誰 で あれ 感謝 の TIE oO 
する 者 は 、 ひ た すら 己 れ 自身 の た め に 感 調 人 6 3 
する な り 。 然るに 、 恩 知ら ず は 、 ま ま よ 、 の っ 
アッ ラー は 満ち 足り 給 う 御方 、 護 美 る れる Oe 
べき 御方 な り 。 


14. まだ ルク マー ン が (ます ) その 息子 に 訓 戒 て の る の つの 
vn る の 99 っ | SN 13 
し て 、 か く 世 いし 時 を 金 え 。 [ 我 が 愛 する 息  “ の 0 


ho 


子 ま 、 0 NAN Ga 
れ 。 神 と 他 神 を 併せ 祀る は 、 重大 な る M 
な り 」| ( 注 4) 


15. われ ら は 人 間 に 、 を の 父母 に 対し て 孝 養 を 区 35 ER CS 
つく すべ く 命 じ た り ( 注 5) 一 一 特に 母 は 、 i 0 
弱り や つれ て 子供 を 産み 、 更 に 離乳 きせ る OIL553 25 WE 
まで 二 年 を 要する ( 注 6 ) 一 一 「 わ れ 並 びに に 





注 3 ルク マー ン は アラ ブ 人 で は な い 人 人 、 な そら く は エジプト 人 を 指す の だ ろう 。 彼 は エジプト か ヌ ビ ア に 
従う 様 命じ られ て いる 。 又 、 彼 が ギリ シア 和信 の イソ ッ プ だ と いう 説 る ある 。 当 節 及 び 決 の 二 節 に ある 棚 に 、 ル 
クマ ー ン が 息子 に 語る 立派 な 道徳 的 教訓 か 6 判断 すれ ば 、 彼 が 神 の 預言 者 で ある 事 が 分 か る 。 

注 4 全て の 宗教 の 基本 的 な 教義 は 、 唯 一 宰 に ある 。 全て の 高 沿 な る 原理 は 、 こ の 教義 に 基 付 く 。 神 以外 の 
も の を 崇め た り 、 神 を 離れ る 事 で 、 人 は 上 I ら を 牛 め 、 そ の 人 格 を 指 な う の で ある 。・ 

注 5 この 節 及 び 漁 節 は 挿入 節 で 、 神 へ の 義務 に 次 ぎ 重 要 な 人 間 の 務め や 説い て いる 。 それ は 、 両 親 及 び 同 
近 に 対す る 義務 で ある 。 

注 6 この 文 : 46:16 の 問 の 串 ら か な 矛盾 は 、 子供 達 の 中 に は 他 よ り 早 く 生 まれ た だ 人 為 、 体 質 が 明 く 、 離乳 に 
時 間 が か か る も の も ある と いう 点 か ら 生 じ て い る 。 
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せな けれ ば な ら な い 。 
に 振舞 っ て は な ら ず 、 


注 8 


し か し 、 神 へ の 忠 


良き に つけ 悪し き に つけ 、 


は 50:19 で も 述べ られ て いる 。 


第 一 上 トー 首 ルク タマ ー ン 
流 の 父母 に 感謝 さよ 。 わ が 許 へ 終 の 帰 下 あ IE 
5 。 Et 
16. され ど 、 も し 父母 が 液 の 知ら ざる 者 を われ SUNCILEIAE 0 
と 併せ 祀る べく 強い な ば 、 彼 等 に 従う な か NE 0 
れ 。 き されど 、 俗 事 に 誰 て は 、 優 し て いた ゎ 8% sss 2 
5 の 気持 で 交わ れ 。( 注 7 ) 富 し て 、 宗 教 上 2 と i 
の 事柄 は 、 わ れ に 頼る 者 の 道 に 従え 。 い ず es rd 
れ お 前 た ちの 帰 超 は わが 3 証 と な る 。 その 時 ンー 
われ は お 前 たち が 常々 行い た る こと を 語り Goo ep 
開か せん 。 
17. 我 が 愛 する 息子 よ 、 た と いそ れ が 革 子 の Go EC は IT 
種子 の 一 粒 の 重き な り と も 、 或 い は 骨 の 中 。 i 
に 在 ろ うと も 、 ま た は 天 に 在 ろ うと も 地 に 銘 | I SRS 
在 ち うと も 、 ア ッ ラ ー は 必ず それ を 持ち 出 の 2 
し 給 う 。( 注 8 ) げ に アッ ラー は 妙 知 者 、 知 炒 OXE RY GS 
者 な り 。 
18. 我 が 愛す る 息子 よ 、 礼 拝 を 作 守 し 、 他 人 に 4 0 0 
普 を 勧め 、 悪 を 桂 じ 、 身 に 降り か か る も の  。 pp と 2 
は 根気 よく 耐え 忍 べ 。 こ は 栄 高 な る 決意 が た 0 CS 
要求 きれ る 事柄 な り 。 
19. 耐 し て 、 液 、 他 人 に 対し て 生意気 な 態度 を セタ JESS を 
. NE LIE RS 
取る な か れ 、 ま た 地上 を 我 が 物 顔 に 歩く な a ” 
か れ 。 げ に アッ ラー は 横柄 な う ぬ ば れ や を oo dts PEAY IE 
愛 で 給 わ ぬ 。 
20. 穏やか な 歩調 で 歩め 、 流 の 斉 声 を 低く 抑え OS ED 所 人 ST 
よ 。 最 も 不 愉 据 な 声 は 恒 馬 の 中 き な り | 多 0 So の 
上 第 三 項 OR I 
21. p 前 た ち 、 ア ッ ラ ー が 天 に ある も の 地 に あ し, 」 の 
る も の すべ て を お 前 た ち に 利用 せしめ 、 ま 9 GCN A 
だ 見 える も の 見 を え ぎ る も の 両 つ な が ら その 1 を 1 92 る 5 を シイ ンス フッ スレ 
〆 ュ WwW < 1 
恩 節 を お 前 た ち に 浴 せ し ゅ た る こと を 、 知 ンチ ンプ やつ 
注 7 も し 両親 に 0 と 対立 する 場合 は 、 自 ら の 合造 主 び あら れる 神 へ の 起 誠 を 優先 き 


に 相反 する 命令 や 要求 を る 両親 が し た 時 、 そ れ を 無視 し て 両親 に 横柄 
役 等 に 、 変 わら ぬ 礼 儀 ほ 愛 ・ 優 し き を 示し 読 


行動 は 無駄 で は な い 。 それ は 永遠 の 痕跡 を 残す 。 この 偉大 な 真実 に つい て 


光 け る べき で ある 。 
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多 二 [一 蔽 ルク マー ン 
ら ぎ ざり し か ? ( 注 9) 然るに 、 人 々 の 中 に 09 知 68J ほ の uBIG タ 
は 、 知 識 も 導き も な く 、 光 明 を 投 ず る 経典 71 i 
も 有 せ ず 、 ア ッ ラ ー に つい て 人 駿 する 者 あ OA YS 
り 。 ( 注 10) 
タッ 5 アン ノン 内 る 5 
22. か か る 徒 下 に [アッ ラー が 族 示 さしも の に OS RS 
従え 」 と 云え ば 、 彼 等 は 去 う 、「 否 、 我 等 は 4 の 
の 奉じ た る 教え に 従わ ん 」 EU 
( 注 11) な ん と な ! 是 麻 が 彼 等 を 火炎 A と っ タン ュ > 9 うす ッ ン 
As | 、 っ 1 ! 
り の 刑 に 謗 ふと も か ? Aa に IE しら の と いっ 
23. アッ ラー に すべ て を 任せ て お すがり する 2 の 942 V es 
WAAS en aul し 42> 31 
者 、 面 し て 善 を な す 者 は 、 映 定 な る s 把 っ 手 。 ア SG NI EY 
を ひし と 所 れる 者 な り 。 高 事 お もち つく と こっ 6 の お 
ろ は アッ ラー に 帰着 す 。 ( 注 12) 2 NS 
oY! 
24. 信 ぜ ぎ ざ る 者 の 不信 に つい て 液 悩 むり なか れ 。 ブタ スク レッ タタ の A タッ ン イン 
彼 等 は われ ら が 許 へ 帰る 。 その 時 、 わ れ ら MM ES 
は 彼 等 の 所 業 を 語り 聞か せん 。 げ に アッ 3a = は Pk SU そい し 
ラー は 胸 に 秘め だ る も の を 熟知 し 給 う 。 
テッ ng っ の リッ ンタ 
25. われ ら は 邊 等 を し ば し 楽し ませ ん 。 然 る 後 、 @ が っ eS 光る SS eS 
厳 刑 酷 間 へ と 駆り 立て ん 。 
26. も し 液 、 彼 等 に 「 誰 が 天地 を 創造 し た る cE 
か 7 | と 開 わ ば 、 彼 等 は 必ず 「 ア ッ ラ ー な ry 
“bw 2 ァ ta 
り ] 答え ん 。 ( 注 13) 仁 え 、「 す べ て の 護 sa ィ 人 lds 0 
美 は アッ ラー ー の 帰属 な り 」 ょ 。 然 れ ど * も 、 
彼 等 の 大 半 は 知ら ぎる な り 。 
注 9 この 昔 葉 は 、 内 体 的 、 精 神 了 的 、 物 質 的 、 知 的 、 即 知 、 未 知 如何 に か か わら ず 、 人 間 の 必要 と する 物 全 
て を 指し て いる 。 
注 10 人 間 の 理性 、 吟 味 、 神 の 啓示 こ の 三 つ が 合わ きれ ば 、 多神教 の 愚か る が 証明 る れる 。 
注 1 訓 い 考え や や 信仰 を 捨て よ と 言わ れ て も 、 人 間 は 容易 に は それ に 応じ な い 。 神 の 預 韻 者 回 が 不信 心 者 か 


ら 受 け だ ON は 、 後 者 が 先祖 代々 の 慣習 や 信仰 を どう 


ぅ し て も 手 放 を うと し な か っ た だ 事 で ある 。 これ が 、 


a 、 人 光明 を 投 ず る 経典 も 有 せ ず 」 の 訪 味 す る 所 で ある 。 
注 12 DD 


注 13 
論 に 必然 的 に 達する 。 ラ ー ヤ クー ラン ナ ょ いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 詞 まず と も 、 


宇宙 の 創造 及び 宇宙 の 構造 と 理 法 を 知 的 に 研究 し て みれ ば 、 この 宇宙 に は 創造 王 が お られ る と いう 推 


認め ざる を 得 な い 事 を 示し て いる 。 
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宇宙 の 創造 主 が 神 で ある と 
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あめ つっ ・ あぁ 
27. 天地 に ゃ ける 一 切 は 挙げ て アッ ラー に 帰属 な 3 っ る 26(51X 5 らら 203 し 4 
す 。 げ に アッ ラー は 自主 自足 に し て 、 護 美 。 ” 1 1 の 
すべ き 御方 に まし ます 。 ets 


28。 だ とい 地上 の 樹 を すべ て 開 と な し 、 海 が 昧 2 メン 
汁 で 、 そ こ へ 更に 七つの海 を 増し 加え た ょ つつ 
て 、 ( 注 14) アッ ラー の お 言葉 を 書き た し で)Z20366144 ら 9 
難し 。 げ に アッ ラー は 偉大 に し て 、 賢 哲 に 9 
まし ます 。 DE Eh 


29. お 前 だ ちの 合造 : 復活 は 、 一 個 の 魂 の 創造 Ke 6 
ll 5 
と 復活 に 相似 た り 。 ( 注 15) げに アッ ラー YU けい UIC 


で 4 べ て る # そ * 給 2 。 タッ っ ここ 
は す て を 聴き 、 す て を みそ な わし 給 う SS 


デブ ュ ブ マン 


30、 液 は 知ら ず や 、 ア ッ ラ ー は 夜 を 昼 に 変え A EI 
以 を 夜 に 変え 、 ま だ 木 陽 と 月 と を を それぞれ 


定め られ た 期限 まで その 軌道 を 走る べく 服 IS dg 
従 せしめ た る こと を 、( 注 16) 並び に アッ a 2 
ー は お 前 た ちの 所 業 に 通 暁 し 給 う こと PRIME 補っ 
を ? 

31. これ すなわち 、 ア ッ ラ ー こ そ が 真 の 神 な る 旬 2322OPou じ CSS る 2803 し 33 
が 牙 、 それ 以外 に 彼 等 が 祈る も の は すべ て EO 
偽物 、 硬 し て アッ ラー の み が 至 高 者 、 無 比 ON GB RSD Ui 
な る 吾 大 者 な る が 故 な り 。 

第 四 項 

32. 液 、 ア ッ ラ ー の 恵み に より て 船 が 海上 を 約 と 1 と うく イル 
行 す る を 見 ざ る か ? ( 注 17) こ は 彼 が お io GG FS OR 
前 た ち に その 神 兆 を 示さ ん が た め な り 。 ぴ (ON いい 電 4 OEE 
に この 中 に は 聖 丸 感 思 の 徒 へ の きま ざま な 2 
る 神 兆 あり 。 


cS 





注 14 7 や 70 と いじ う 数 は 、 ビア 語 で 大 き な 数 を 示し 通常 の 7 や 70 と い その も の を 指し て は い 
な い 。 

注 15 この 節 は 、 人 間 は 全て 同じ 自然 の 法則 の 下 に ある 宮 を 示し て いる 。 又 、 こ の 同じ 自然 の 法則 の 下 で 、 
人 が 進歩 ・ 後 退 す る 様 に 、 国 や 社会 % 栄枯 盛 論 を 繰り 返す と も 書か れ て ある 。 


注 16 夜 の 後に 信 が 、 は 佐 の 後に 夜 が 来る と いう 自然 の 法則 は 、 個 人 の みな ら ず 、 国家 の 運命 を も 左右 す 
る 。 


注 17 航海 は 僅 大 な る 神 の 恵み で ある 。 人類 の 束 染 の 多く が 航海 に よっ て も た だら る れる 。 鬼 し て 、 最 大 の 海 
遅 を 持つ 国 が 、 世 界 で 最大 の 富 と 力 を 誇る 。 
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33. 屋根 の 如き 大 浪 に の み 込 まれ ん と する 時 に EN で タッ て ッ ク ラン 。 ス 
は 、 彼 等 も アッ ラー に 対し 奉り 全く 裏表 な 2 5 で seo と わら 
き が 如く 念じ 祈る 。 然 る に 、 役 等 を 無事 上 て そく PP 
陸 せ し むれ ば 、 た ち ま ち 、 中 唐 の 道 を 歩む 2 20 2 
は 、 を の 中 の 僅か ば か り と な る な り 。( 注 OE ITER SS 
18) 証し て 、 わ れ ら が 神 光 を 否定 する 者 は 、 

二 心 ある 忘 思 者 に 外 な ら ず 。 

34. 人 々 よ 、 主 に 底 護 を 求め ょ 、 曽 し て 、 多 は な っ 535 移っ EK 和 
子 の た め に 、 子 は 父 の た め に 何事 も な し 得 OE 
ぎる その 日 を 恐れ よ 。 げ に アッ ラー の 約束 ID だ うめ > 3 5 
は 必ず 実現 す 。 き れ ば 、 現 世 の 生 活 に 其 か a と 
いる な か れ 、 ま た ブッ ラー の こと で 詐 誠 人 OsA5 和 5 琴 広 5 
に 欺 か れる な か れ 。 208 

35、 げ に アッ ラー の み が 和 審判 の 時 を 知 9 給 う 。 5 っ 52 AUSN 2 Es 人 15! 
彼 は 雨 を 降ら せ 、 脱 内 に 宿る も の を 知り 給 
う 。 然 れ ビ も 、 億 入 も 明日 何 が 起 る か 、 ま 106 REG SEG 
た い ず こ の 地 で 死す る か を 知ら ず 。 FE - 2 
テッ ラー は 党 知 者 、 通 暁 者 な り 。 pc SHIGEOE SL 

ER Ss, 

Or 
注 18 この節 に は 、 ム シュ リク (多神教 徒 ) に 共通 の 特徴 が 挙げ られ て いる 。 多神教 徒 は 信仰 が 弱 〈、 非 常 
に 迷信 深い 。 役 の 信仰 は 、 偽 り の 風 明 や 迷信 の 混じっ た も の な の で 、 蛋 細 な 不 辛 に すら 6 動じ て し まう の で ある 。 
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(メッ カカ 啓示 ) 


1、 甚 院 く 、 恵 々 吐く アッ ラー の 御名 に お い 3 
て 。 デ デ < 
の の RE) Gl 
典 蔵 5 ば ん ボウ x IT 3 る ン 
ょ り 隆 る 。 
4. 彼 等 は 、「 彼 が を それ を 偽作 せり 」 と な うか ? PO フン る う ン で クコ マッ ニン タッ タン ッ ン 
うら eS OAIO の 8 21 
告 、 こ は 液 を し て 、 液 引前 に いま だ か つて 0 Io っ 
警告 者 米 ら ざり し 民 に 向っ て 警告 を 与え 、 ORR SE Ss 


彼 等 を 癌 か し ゅ ん が た め に 主 よ り 降 きれ た 


る 真理 な り 。 


天地 と を の 間 の すべ て も の を 六 日 の うち に 


( 注 2) 創造 せ する は アッ ラー に し て 、 然 る 


うぅ ・ て ブタ フッ レナ ルン ニン タダ の 1 サン イフ る La 

GU EO EE 
の 2 (の デア ュ ン > ュ ン 

NEGA EE 


後 その 玉座 に 登り 邊 す 。 お 前 た ち に 、 ア ッ 
ラー 以外 、 他 に 助け る 者 も 執り 成す 者 も な oO と イン イン は > 2 
〇 5 NE Yd 
し 。 前 た ち 、 そ れ で も 反省 せ ざ る か ? 9 0OWS 学 う の タ 
6. 天 よ ょ り 地 に 辛 る まで 、 アッ ラー は 一 切 を 統 SS 


た も う 3 う 。 鉄 る 後 、 を ば 一 日 に し て 彼 の 許 へ 
者 り 行 く が 、 そ の 一 日 は お 前 た ち が 数 を る 
ー 千 年 に 相当 す 。( 注 3) 

この 御方 こそ 見 え ざ る も の と 見 える も の を 


ち し っ 
知 慈 し 、 俸 大 に し て 慈悲 深く まし ます 。 


= 
PE 


の うん タタ [トン 。 
OI SAL HL EE 


の る る 


DL 








注 1 われ は アッ ラー、 全 知 者 な 9 (2 章 2 節 参 照 )。 
注 2 6 : 194 良昭 
注 3 この 節 で は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 高 ん だ 歴史 の 中 で 、 起 こる と 定め られ た 深刻 な 危機 に つい て 述べ ら 


れ て いる 。 イ スラ ム 教 は 、 初 め の 三 世紀 の 間 不 断 の 前 進 と 繁 栄 の 時 を 迎え る 事 と な っ て いた 。 モ ハッ マ ド 和 預言 
者 は 、 こ の 事実 に つい て 次 の 様 に 語っ た と 記さ れ て いる 。 「 私 の 生き て いる 今世紀 、 を し て それ に 続く 二 世 紀 が 
最良 の 時 で ある (チル マデ ィ ,、 プ ハリ ー シ ャ ハ ダ ー ト 書 )。] 最初 の 三世 紀 に 不断 の 勝利 を 得 た 後 、 イ スラ ム 教 
は 衰退 を 始め た 。 この 論 退 は そる その後 千年 の 閣 続 いた 。 当館 後半 は 、 こ の 千年 間 を 示し た も の で ある 。 又 、 モ ハッ ー 
マ ド 預 言 者 は 次 の 様 に 語っ た と も 記さ れ て いる 。 イ スラ ム 教 閉 が プレ アデ ス 星 団 に 登り 、 ペ ル シ ャ の 末 益 の 男 
が それ を 地上 に 戻す で あろ う ( プ ハ リー タフ シー ル 書 )。 ヒ ジラ 14 世紀 に 約束 きれ た メシ ヤ (救世 玉 ) が 現れ 、 
論 退 は 止め られ 、 イ スラ ム 教 の 復活 が 始ま っ だ の で ある 。 


ー637 一 





第 一 音 アデ アル ・ サ ジュ ダ 

8. 彼 は 、 を の 合造 せ する すべ て の も の を 完璧 な っ a スイ て を タン 1 マテ こく 

らい | ds 1 

らし め た る 者 な り 。 面 し て 彼 は 、 土 塊 を 以 タウ > プッ て | 

て 人 間 の 創造 に 着手 せ ぅ 。 OF 

か エキ ス ぞ ゥ グ アレ ンタ 

9. 然 る 後 、 彼 は 、 わ ず か な 液体 の 精 粋 か ら 子 DR GS 302 543 に < 人 
陀 を 遣り 、 

これ Pp | ヽ - : アッ イ プン ee レル 4 由 oe は 表 チ う ンタ 

10. 之 に 形 を 与え 、 己 が 魂 を 吹き 込み た り 。 ま NE SAI I RI ES SS 


ll. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


注 4 


た 、 耳 や 目 や 心 を お 前 た ち に 与え だ り 。 鉄 
る に お 前 た ち 、 ほ ん の も ず か し か 感謝 せ 貞 
と は 。 

彼 等 は 云う 、「 な ん と な ! 我 等 地 中 に 消え 
内 せ た 後 、 再 び 新 だ な 被 造 物 と な り て 上 蹴る 
と な ?」 と 。 否 、 彼 等 は 主 と の 対面 を 信 ぜ 
ざる も の ども な り 。 


云え ん 、「 お 前 た ち 担 当 の 死 の 天使 が 、 お 前 た 
ちか ら 命 を 取り 去ら ん 。 然 る 後 、 お 前 た も 
は 主 の 許 へ 連れ 戻 き れん 」 と 

第 二 項 
罪 を 犯 せ し 者 が 主 の 前 で 頭 を 垂れ 、「 主 
我 等 は 見 た り 、 聴き も せり 、 願 わく は 
我 等 を 生 に 帰し 給 を 。 き すれ ば 必ず 善行 を 
為 き ん 、 真実 を 悟ら きれ た が 故に 」 と 云う 
様 を 液 自 諸 し 得 な ば 。 


われ ら も し 敢 て 欲し な ば 、 すべ て の 人 間 に 
その 衝 導 を 与え 得 べし 。 きれ ど 、「 妖 霊 と 人 
間 一 緒 に し て 地獄 を 満た る ん 」 ( 注 4) と ね 
が 口 か ら 出 で し 壮 葉 は 、 必 ず 実 現す 。 
され ば 、 お 前 た ちの 悪行 の 報い を 味わえ 、 こ 
の 日 の 対面 を お 前 た ち が 忘 れ だ が 故に 。 わ 
れ ら も お 前 だ た ち を 忘れ だ り 5。 ふれ ば 、 お 前 
な たち が 重ね た る 悪行 ゆえ に 永 元 の 刑 を 味 
わ え 。 

われ ら の 振 光 を 本 当 に 信ずる 者 と いう は 、 
その 話 が 出る と 地 に ひれ 伏し て 主 を 識 美 し 
泰 5 、 区 り た か ぶら お め 者 の み 。 


この 文 は 、 15 章 43 節 及 び 44 節 と 同様 に 罪深い 者 の み が 地 獄 へ 落ち る 事 を 示し て いる 。 


人 問 は 席 民 を 表わし て いる 。 


OO の BGA SD YG 
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6 
OR と な の 
えっ イ スウ タッ ・ マ アル 7 る ョ ノン ンス 
SLL EIEN ol SS 


ER 


*ー 


を 4 2 タプ 22 っ 


⑤ い の を ア 


ロン フン ン 2 グン 22 2 は 


ot っ 時 (KITI と 
GL 5 Oo RA CS Pe 


2 2% 


GI 
ラフ ラッ の ン アプ も クー レラ メン 22." 
GCS ECS YS 


ノッ ン 2 ン 々 セン ン デア ブ ョ アン 


DRI Nr PT Bo 

i 0 NC 

I 19S 
CN ラーン ニー イン 5 タッ 

Sd CR 

ROI CUR 
" か etrh ROS. 


9 RY23 と の の) 


ゃ ーー 


リプ Id 


りつ と の 


ed 


妖 営 は 黒 昔 、 
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17. 彼 等 その 麗 所 より 離れ る や 、 胃 れ と 願い を 


18. 


19. 


20. 


21 . 


22 . 


23. : 


24. 


25. 


注 5 
ル の 戦い に お ける クラ イシ ェ ュ の 敗北 と メッ カ の 脆 落 。 (3) 小 る な 不幸 、 そ し て 決定 的 な 破滅 を 忠告 


抱い て その 主 に 祈り 、 わ れ ら が 授け し も の 
を 惜しみ な く 費 す 。 


何人 も 、 そ の 普 行 の 報 薄 と し て 、 目 を 喜ば 
す も の が ひそ か に 用 意 き る れ て ある を 知ら 
すず 

きれ ば 、 信 者 は 罪 を 犯す 者 と 同類 な 9 と 見 
な きれ る べき か ? も と より 両者 は 等 し か 
ら ず 。 

信じ に て 豆 行 を 積む 者 に は 永遠 の 和裕 9 の 楽園 


あり 、 そ は 彼 等 が な せる こと に 対す る 紅 応 
と し て 。 


罪 を 犯す 徒 則 に は 、 そ の 宿り は 業火 た る ベ 

し 。 彼 等 は を こよ り 出 で ん と する 度 に 、 を 
の 中 に 突き 戻る きれ 、 か < 云わ れん 、 「 セ 前 だ 
ち が 常 に 否定 せる 業火 の 刑 を 味わえ 」 と 。 


わ ゎ われ ら は この 大 刑 前 の 前 に 、 手 近 な 同 を 彼 
等 に 味 わ し めん 、 ( 注 5) そ は 彼 等 が 悔い 改 
め 、 われ ら が 許 に 回 帰す た め に 。 


これ 


に と 

に 背 き 去る より 大 な る 罪 ある A わ 

れ ら は 必ず その 罪 を 犯 せる 者 に 報復 す 。 
第 三 項 

われ ら は か つて 、 モ ー ゼ に 経典 を 授け た り 。 

る れ ば 、 液 も 経典 を 受け る こと を 芝 う な か 

れ 。 わ れ ら は それ を 、 イ スラ エル の 子 ら へ 


の 神 兆 に よっ て 戒め られ な が ら 


の 徐 導 と せり 。 
わ ゎ われ ら は 役 等 の 中 か ら 、 NO に 
よっ て 人 々 を 導く 導師 を 任命 。 な ん と 


な れ ば 、 役 等 は よく 耐え 忍び 、 の 
を 貼 く 信じ る が 故 な り 5。 


人 レ タン プッ イン 
TO 


“ ノラ プ 3 ア う 7 アス 
は クッ ゥ プク ペン ンク っ (と ほ ee td WI 
タ っ の ) 3 レセ 1。 ン レン 
の 4 1 レイ 2 クィ 


5 マン 


(3 たん イッ タン イッ 
co の 2 の 1 は 6 っ S SSN5 
アレ ッ ン レア 4 
OL RA 
レン の ッッ ン 


DP EN CL LL CS 


レル アス アル 】 


EE AE NE GN 
CT A A | 
CRL EE NG 
PRA TR 


le Bo Os 
ォ ぃ ン > クッ タン 。 る ン 
OI GL 


ン ら ラッ タ る る っ ・ の 


oOal Os NIS DS 
DRS AY 


AU51 2 ファ 


51 ら 25 

OER er 
PCG 
OL A GIA SS 

oA 
OI ES 


「 大 刑 廊 ] と 「『 手 近 な 劉 」 は 次 の 様 な 意味 を 持つ 。(1) 現 世に な ける 苦悩 と 来世 に お ける 苦悩 。(22 バ ド 


れ に 耳 を 貸 そ うと し な い 者 に 起こ る 不 才 。 


きれ な が 5 を 
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26. げに 液 の 主 は 、 彼 等 が 互 に 争う こと に つい a パ UE レア の 
て 、 復 活 の 日 に 彼 等 の 開 を 審判 すべ し 。 MP a MN al 8 336 
2 
oc 
こと 、 そ は 役 等 を 導 か ざる か ? 今日 、 人 々 アレ ラン 1 リン プン 1* ・ タッ ン 
は その 廃寺 に 帰し た る 住居 跡 を 往来 す 。 げ tecs Ya 8 
に この 中 に は る ま ざ ま な る 神 兆 あり 。 それ a 
で も 彼 等 は 敢 て 聴か ざる か ? OE 
か お わ IIT ILS I 5 
28. 彼 等 いま だ 見 ぎる か 、 わ れ ら 東 燥 ける 大 地 NDI TS 
に 水 を 8 駆り 、 に よっ て 家畜 並び に 役人 等 月 タレ る し レッ ン みき 
身 が 食す る 穀物 を 生育 せ し む る を ? それ の 2 で の CG 
で も 彼 等 は 了 敢 て 見 ぎる か ? イッ の で 
Boras Yk 
a a NN 、 ま きこ と 1 タッ ク 4 チッ 5 ン 2 ーー ズ ュ 1 レン クタ タル 
29. 彼 等 は 云う 、「 お 前 の 言葉 が 真 事 な ら 、 そ の Ge RSS 
勝利 と や ら 6 は 何時 来る か?」 と 。 
30. 云え 、「 勝 利 の を の 日 に は 、( 和 ま 6) 合せ ぎの 生じ 5 
る 者 ども の 信仰 は 役立た ず 、 ま た 鍛 子 も き どら 
れ ぎ ざる べし と 。 OO の 5 る 259 る 
31. され ば 流 、 彼 等 を 願 み る な 。 面 し て 、 待 て 。 OEE EK 2 
彼 等 も また 待つ 。 0 
注 6 "バド ル の 戦い の 日 (8 :42)。 
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アル ・ ア フ ザ ボー ププ 
(メデ イィ ナ 啓 示 ) 


あま ね 


. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 てく アッラー の 御名 に お い 
て 。 
.。 液 、 疾 言 者 よ 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め ょ 。 
不信 心 者 並び に 偽 信 者 の 要請 に 従う な か 
れ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 知り 、 腎 哲 に 
まし ます 。 

。 主 が 液 に 刻 水 きれ た る と こ ろ に 従え 。 げ に 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 知 艇 し 給 う 。 


アッ ラー を 信頼 せよ 。 ア ッ ラ ー は 守護 者 た 
る に 足る 。 
アッ ラー は 如何 な る 人 に も 、 そ の 胸 の 中 に 


ーー つの 心 を 創 ら ず 。 ま だ ただ 母 と 呼ん で 離別 す 
る 妻 が お 前 た ちの 生母 に は な ら ぬ 。 ま た お 
前 だ ち が 伏 子 と せる も の を お 前 た ちの 実子 
と せ ず 。 これ は だ だ お 前 た ちの 口 よ 5 出 づ 

る 言葉 に すぎ ず 。 ( 注 1) 然 る に 、 アッ ラー 

の 言葉 は 真実 で あり 、 正 し い 道 に 部 き 給 う 3。 


.。 実父 の 名 に よっ て 彼 等 を 呼べ 。 その 方 が 、 


アッラー の 目 に は 一 剛 公 平 な り 。 た と いむ お 
前 た ち 彼 等 の 父 を 知ら ず と も 、 彼 等 は 信仰 


に お いて お 前 た ちょ は 兄弟 で あり 時 つ 友 な 
リ 証し て 、 履 意 に 之 を な す に 非 ざ れ ば 、 
この 件 に 関す る 誤り は 罪 な し 。 釣 し な が ら 、 
OE 
問う 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま 
し ます 。 


この 節 で は 、 モ ハッ マ ド 字 言 洗 の 時 代 に 広和 細 に 、 


5 っ の ] 
i ここ うり とい (| 


Ss 員 AU RN PL Ve 
OL EN AE 


1 ンク ント て ショ スッ 1 < 
Cala i CS 


ONS a 
3 8 dd 
も 1 る る を っ の UK 
5 も し 2 あじ 

ONE IN 


IS アノ 235 


9 ノウ マル ンタ 


GA 4 
(OO EK [AV I2 2 る 人 1 PX 2 ど 
8 SC 


OS EI OS SS 





し か る も 深く 根付 いて いた だ 二 っ の 慣習 の 廃止 を 求め た 。 
この 二 っ の 内 、 よ り 醒 悪 が の は 、 ズ ィ ハ ー ル の も の で あっ た 。 大 は 腹 を 立て る 上 ょ 妻 を 母上 と 呼ん だ 。 衣 れれ な 夷 は 
尋 婚 権 を 取り 上 げ ら れ て お り 、 夫 に 束 続 る れる まま で 、 他 の 央 と 結婚 する 事 も で き な か っ な だ 。 イス ラム 教 は 女 
この 様 に 残酷 な 慣習 を 許容 びき な か っ た 。 今 一 つの 償 習 と は 、 他 人 の 皿 子 を 
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10. 


. 預言 者 は 信者 自身 より も 信者 に 近く 、 


その 
者 た ち は 信 者 5 ら の 母 の 姓 し 。 ま だ た アッ ラー 
の 経典 に ょ よれ ば 、 血 縁者 は 信者 並び に メッ 
カ か ら の 移住 者 より も を の 間柄 は 近 し 、 但 
し お 前 た ち が 友 に 見 せる 親切 は この 限り に 
非 ず 。 こ れ ま た 経典 の 中 に 示 き る 。( 注 2) 


まだ た 思い 起 せ 、 わ れ ら が 預言 者 た な ちから 、 
流 か ら 、 ノ ア か ら 、 ア ブラ ハム 、 モ ー で や で 並 
びに マリ ア の 子 イ エス か ら 贅 約 を 取り し 時 
の こと を 。 わ れ ら は 彼 等 か ら 実 に 厳 刺 な る 
的 約 を 取れ り 。 


こ は 主 が 誠実 な る 名 に 、 その 誠実 を 質 る 
が た だめ な り 。 証し て 、 王 は 、 Ne も 
の な だ ため に 痛 刑 を 準備 せ 5 。 

第 二 殴 
液 等 信徒 だ た ちょ 、 アッラー が お 前 た ち に 乗 
れ た る 思 到 を 念 え 。 お 前 た だ もち に 大 軍 が 攻 り 
寄せ て 来 だ 時 、( 注 3) わ れ ら は 彼 等 に 対し 
て 烈風 と お 前 た ち に は 見 え ざ る 大 車 を 送り 
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養子 に する 事 だ っ ただ 。 こ の 慣習 は 、 血 線 に 混乱 を も だら す 事 は 別 と し て も 、 
廃止 の 理由 は 次 の 文 に 示 き れ て いる 。「 ア ッ ラ ー は 如何 な る 人 に も 、 
は 感情 の 中 枢 と 考え られ て いる 。 心 は 一 度 に 一 つの 感情 し か 抱け な い 。 


る 事 は 有り 得 な い の で ある 。 更 に 、 


人 聞 関 係 が 変わ れ ば 感情 も 変わ る 。 単に 妻 を 母 と 、 あ 


その 胸 の 中 に 二 つ の 心 を 負 65 ず 」 入 章 の 心 
つま り 、 様 々 な 感情 が 同時 に 心 を 占め 
る い は 他人 を 選 子 と 


呼ん だ か ら と 言っ て 、 人 の 気持 ち が そ れ に 対応 で きる 訳 で は な い 。 妻 は 決し て 母 と は 成り 得 な いし 、 他 人 が 選 


子 に 成る 事 も で き な い 。 


口 か ら 6 出 た 言葉 が 、 


事実 を 変え る 市 も る できない の で ある 。 
精神 上 の 父 ほ : し て の モハ ッ マ ド 貧 言 者 を 通し て 生じ る イス ラム の 見 弟 関係 は 器 解 きれ 、 イ スラ メ バ 、 教 徒 


注 2 


0 の 資産 を 相続 で きる と 受け 取ら れ て 来 だ た 。 この節 で は 、 


その 発言 者 の 心 を 変え られ る 訳 で は な く 、 


駐 血 団 と いう 成 然 だ る 


この 誤解 を 解 〈 為 に 、 次 の 様 に 述べ て いる 。 相 


続 で きる の は 血 線 者 で あり 、 し か ち も 信 省 の み で ある 。 不信 心 者 は 、 肉親 の 信者 か ら 相続 を 受け る 事 は で き な い 。 


更に 


この 節 に は 、 メ ッ カ か ら の 移住 者 と 、 


彼 等 が え メディナ に 着い た 時 に 手助け し た 者 達 の 間 に 結 ば れ だ 上 兄弟 凍 


係 を 廃止 し た と ある 。 こ の 関係 が 続け ば 、 移住 者 は 支援 者 の 残し た 財産 まで 相続 し た で あろ う 。 こ の 兄弟 関係 
は 、 し か し 一 時 的 な 措置 で 、 メ ッ カ か ら の 移民 の 史生 を 目的 と し て 結ば れ た 血 線 関係 で 、 単 な る 誓約 で は な か っ 
た が 、 相 統 権 決定 や 同様 の 事態 に 際 し 、 決 定 的 な 要因 と な っ て いた だ た 。 し か し 、 イ スラ ム の こ この 広い 記 味 で の 上 兄 
第 関係 は 存続 し 、 イ スラ ム 教 徒 は 互い に 実 の 兄弟 の 様 に 接する 事 を 求め られ た の で ある 。 

この 人 節 か ら 「[ 堀 り の 戦い 」 の 話 が 始ま る 。 こ れ は 、 ヒ ジラ 5 年 に 起こ り 、 イス ラム 教徒 が 遠征 し た 最 


注 3 


も 激しい 戦い だ っ だ 。 ア ラビ ア 全体 が 一 団 と な 5 イス ラム に 対し た 。 メ ッ カ の クラ イシ っ 、 


ガト 


ファ ー ン , アシ ュ ジ ャ , 


その 同盟 国 で ある 
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第 二 上 三 剖 


た り 。( 注 4) ア ッ ラ ー は お ぉ 前 た ち が 為 せる 


こと を みそ な わし 給 う 。 


2 ン タン フッ る ンー エア ラン ン 
Oo る 名 SG22 


アア ラー 





11. を の 時 彼 等 は 、 上 方 か ら も 下方 か ら も お 前 1 2 て っ ゃ の の 外 ノン 2 
0 2 
た ち を 襲い 、 お 前 だ ちの 限 は 右 乱 し 、 を の 。 マ 2 の 
心臓 は 喉 も と まで 上 り 、 お 前 た ち は ア ッ の 
ラー に つい て る ま ざ ま な る 憶測 を な せり 。 レラ タタ 
( 注 5) っ cd 
12. か て て 信者 は 針 烈 な 試練 を 受け 、 彼 等 は 激 2 クッ そる 絡 2 2 ンタ 
し て ゆす ぶら れ た り 。 OI pS 
13. を の 時 、 信 信者 ども 並び に 心 に 病 の ある タン < イン タコ 4 っ タ ンタ ョ ン 
lo 51 
徒 貴 は 云う [アッラー と を の 使徒 の 約束 は GI っ We 
+ の ッ タク る 29 ン ン 9 ミス ンズ (る 
惑わ し な りき か ] と 。 @⑤b ゃ ょ | on 
14. 時 に 彼 等 の 中 の 一 部 の 者 は 云え り 0 「 ヤ スリ 人 AS29 ご, 0 クッ 
i EI 
プ ( 注 6) の 衆 よ 、s 前 た ち は 敵 に 振 抗 し 2 
得 ざ ぎれ ば 、 す みや か に 引き 返せ 」 と 。 ( 注 ?) Cp c9 26 た x 
面 し て 、 彼 等 の 或 る 者 た ち は 「 我 等 の 家 は の 
無防備 な り | と 云い 、 預 言 者 に 許可 すら 求 oO る の や ら ゃ の じ う Da 9! 
め た り 。 実 は 、 無 防備 に 非 ざり き 。 彼 等 は A 
た だ 離脱 赴 を 謀 り だ たり ちゅ う ! 
の 民族 、 放 切 者 ユダ ヤ 教 徒 に 扇動 きれ た 者 吉 、 メ ディ ナ の 切 者 の 入閣 者 達 、 左記 の 首 達 が 徒党 を 組ん て モハ ッ 


マ ド 頂 言 者 に 向かっ た 。 一 万 か ら - 


万 の 強力 な 軍隊 が わずか 1200 て 


説 に は 、 堀 を 作る の に 従事 し た 女性 ・ 子 


供 を 合 め て 3000 人 の イス ラム ゅ 教徒 が いた よき れる 。) ば か り 5 の 人 準備 不足 の イス ラム 教徒 に 対し 派遣 きれ だ 。 メ 
ディ ナ の 和 閉 攻 繋 は 15 日 か ら 4 週間 も 続い た 。 イ スラ ム 数 徒 は この 成 し い 試 銀 を 境 に 、 次 第 に 強く な っ て 行き 、 
クラ イシ ュ に 不審 を 抱く 者 達 は 、 二 上 度 ヒ イス ラム 教徒 に 事 隊 を 向け る 事 は な か っ た 。 


注 4 不信 心 者 を 挫 き 、 役 等 の 戦意 を 損 っ た の は 、 雨 ・ 風 ・ 寒 きる という 大 自然 の 力 ど っ だ た 。 この 言葉 は 又 、 
不信 者 を 黄 拓 に 陥 し 込 れ 、 イ スラ ム 教 徒 を 細 気 付け た 天使 達 を 表し て も いる 。 ウ ィ イリ アム シュ ー ア は 光 の 様 に 
述べ て いる 。「 え き は 手 に 入ら ず 、 貯 え は 減っ て 行き 、 ラ クダ や 抽 が 毎日 何 頭 も 死ん で 行っ だ 。 戦意 の 弱まっ た 
時 、 夜 に な り 、 冷 た (激しい 風雨 が 無防備 の キャ ンプ を 無情 に 打っ だ 。 上 遇 は ハリ ケー ン と な っ た 。 火 は 消え 、 
テン ト は 飛ば る れ 、 料 理 道 只 や 他 の 用 具 も 吹き 飛ば きれ た で Life of Mohammed")。 


注 5 不信 心 者 達 が 突然 イス ラム 教徒 の 前 に 、 あ ら め ゆる 方 向 か ら 、 メ ディ ナ の 高 人 か ら も 平原 か ら も 現れ た 。 


当 和 偽 最 後 の 言 葉 は 偽善 者 達 に 向け られ た も の で 、 誠 実 で 不変 の イス ラム 教 徒 に 対す る も の で は な い 。 
潤 6 これ は ヒジ ラ (移住 ) の 前 に 使わ れ た だ メディナ の 名 前 だ っ た 。 


注 7 この 言葉 は 次 の 様 な 意味 で ある 。「 占 い 宗 教 に 戻れ ] 又は 、「 家 へ 帰れ 。] 
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15 . 


16. 


た 。 


18. 


19. 


20. 


21 . 


も し 毅 が 四方 か ら 邑 に 入り 、 彼 等 が 和 逆 す 
る べく 要求 きれ な ば 、 彼 等 は 必ず 之 に 応え 
た り し な り 。 彼 等 は 殆 ん ど 之 を 諸 嗜 せ ぎ り 
し な らん 。( 注 8) 

市 8 彼 等 は すでに アッ ラー に 、 断 じ て 背 を 
見 せ じ 問い だ り D り 。 ア ッ ラ ー と の 約束 は 必 


き ゆ 人 う も ん 


ず 紐 問 せ ら る べし 。 


云え 、 [逃走 は 、 た と い 戦 死 や 虐殺 か ら 6 免れ 
だ た た し て も 、 お 前 だ た ち を 益 せ ぎる で し 。 を そ 
は た だ 司 時 の 楽し み に す ぎ ず ]」 と 。 


る | アツ ラー ED 
し た 場合 、 ま だ た 慈悲 を 垂れ ん と し た 場合 

一 体 諾 が それ を 妨げ 得る も の ぞ ?」 と 。 彼 
等 は アッ ラー 以外 に 、 如 何 な る 味方 も 
援助 者 も 見 出し 得 ぎる べし 。 

げに アッ ラー は お 前 だ ちの 中 の 邪魔 び て す 
る 者 や 、 仲 前 に 向っ て 「 我 等 の と ころ へ 来 
れ 」 と 云い な が ら 、 自ら は 戦い に 加わ ら ざ 
る 徒 華 を よく 知り 給 う 。 


彼 等 の お 前 た ち へ の 助力 は 僅少 な り 。 す な 
わ ち 、 危 険 に 緩 わ れれ ば 、 液 は 彼 等 が 瀬 死 
の 人 の 如く 目玉 を で る で る まわ し て 液 を 疑 
視 す る を 見 る 。 然 る に 、 惑 怖 過 ぎ 去 れ ば 、 
鋭い 理 先 で 戦利 品 を 含 らん と し て 前 に 
喰っ て か か る 。 こ これ 等 の 従 器 は 信仰 な ど せ 
りき 。 きれ ば 、 ア デア ッ ラー は 彼 等 の 仕業 を 
甲 圧 E な か らし め だ り 。 そ は アッ ラー に は 容 
易 な こと な り 。 


彼 等 は 陵 合 軍 が 敗退 せ ざ る こと を 状 望 し 、 
障 合 軍 再 び 米 る ぁ こ と あら 6 ば 、 夏 漢 の 遊牧 民 
の 中 に 在り て 、 お 前 だ ちの 消息 を 問わ ん こ 
と を 望 せ や 。 ま た 、 だ と い 彼 等 が お 的 だ ちと 
僅 に あり と いえ ども 、 殆 ん ど 戦 い に 加わ ら 
きる で し 。 
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MR 己 E アル ・ デ アフ ザー ブフ 
22. げに アッ i アッ ラー と の 対 。 ンタ ン イン ン っ 2 人 cat 
ie a ES EN ld AG 
面 と 審判 の 日 を 切望 し 、 不 断 に アッ ラー を 2 ' 
念 ず る 者 に と り 、 立 派 な 模範 な り 。 OS 3 
23. 信徒 た ち が 障 合 宮 を 見 た る 時 、 彼 等 は 云え Ce A A LS 7299 っ 9 イン OR 
6 | K【 
り 「 こ は アッ ラー 並び に その 使徒 が 我 等 に AEG らい 
約束 せる も 結 る れ ば 、 ア ッ ラ テー 並び 22525 し 3895L32532 の 2 区 
っ り い Ca 5 et SE ys db 
に を の 使 第 は 長 湊 を 諾 れ 5」 と 。 そ は た だ 「 
I VARS GN 
き 。 
24. 信徒 た ちの 中 に は アッ ラー と 結べ る 約束 に 2 る の 
人 a に |< 
忠実 な る 者 あり 。 を の 或 る 者 は すでに その で MCN ジン に 
2 る 2 イッ ノム し っ 922 必 
誓い を 全う し 、 ま な た 区 る 者 は 今 も 待機 す 。 じじ 3 332 る うし op5 23 2 を 
彼 等 は いき きか も その 節 を 変え ざり き 。 っ 
の i 
25. アッ ラー は 、 信 義 ある 者 に は その 信義 に 報 9 CA SAN る 
い 、 ま な た 御 心 の まま に 偽 信 者 を 馴 し 、 或 い a 
は 思い 記し て 容赦 す 。 げ に アッ ラー は 宮 大 bE 0 
に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。 人 
ks 
26. アッラー は 不信 心 者 ども を し て その 慣 色 の 。 中 Mo 5 の 
言 SE AU EE 1 2 ab 12053 
うち に 徹 退 せしめ ゅ だり 。( 注 9) 役 等 は 何 の 5 
LZ 人 るり i デン ーー キル 4 
利益 も 得 ざ ぎり し な り 。 こ の 戦い に 不 て 、 ア ッ は 店 oks Oc Ce の る 
ラー は 信徒 た ち を 満足 せしめ ゅ た り 。 ア ッ = 
ラー は 力強く 、 代 大 な り 。 OF 
27. アッ ラー は 隊 合 軍 を 助け た る 経典 の 民 を NNO DSA TANT 
城 守 よ り 降ら しゅ 、 そ の 心中 に 懲 怖 を 投じ RS 
た り 。 お 前 た ち は そ の 下る 者 を 殺し 、 ま た し 4 Pe 
他 の 者 を 健 虜 と な せり 。 0 
ゆる あら ss うら 6 現 お 
注 8 人 


者 片 は 喜ん で 従う だ ろう し 、 又 即 に を そう し て いる 。 以上 の 事 が この 節 に 書か れ て いる 。 

注 9 神 は 連合 軍 の 攻撃 を 防い だ 。 彼 等 は 包囲 を 解 か な けれ ば な ら ず 、 自 ら の 邪悪 な 企 て を 果たせ な か っ た 
事 に 用 を 立て た 余り 、 家 に 戻り 、 二 度 上 メデ ィ ナ を 攻撃 し に は 来 な か っ た 。 以降 、 王 導 棒 は イス ラム 教徒 の 手 
に 移っ た の で ある 。 堀 の 戦い は 、 イ スラ ム 喝 上 の 分 岐 点 と な っ だ 。 弱 〈、 党 に 侵略 きれ て 来 た イ スラ ム 教 が 、 
アラ ビア の 一 大 勢力 と な っ だ の で ある 。 
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に 3 


テー 





世 


し か 
面 し て 、 ア ッ ラ ー は 、 役 等 の 土地 、 家 尾 、 








28 UAC 
4 0 うら る Jol うお うっ うう てる の | AD っ うう 
財産 、 並 びに お 前 た ち が 未 だ 足 を 踏み 入れ の と る 
ぎり し 土地 まで も お 前 た ち に 継承 せしめ た Ys な so CA 
り 。 ア ッ ラ ー は 万 事 を 支配 し 給 う 。 
第 四 項 る コン ラーン ラタン CC レノ タン 
29、 預言 者 よ 、 流 の 妻たち に 云 ん 、「 お 前 た ち 、 AIR < Pf 
現世 の 暮 ら し と を の 栄 琵 と を 望 7 ネ ば 、 米 れ 。 ッ ョ ン アブ っ ブタ アシ アイ アア アン 2 LLL 人 
我 は お前 た ち に 物 を 贈っ て 、 立 派 に 離別 せ っ と 1 2 EE 
A © 注 10 っ アイク ュ ョ デー 
し (: ) 虹 
30. る れ ど 、 お 前 だ た ちゃ も し アッ ラー と その 使徒 あめ る 91 う i315 ADGA EE 
並び に 来 所 の 住居 と を 望む な ら ば 、 お 前 た 2 HI OS Nl 
ちの う ち 善 事 を 行う 者 に は アッ ラー が 立派 14 ke 2 SE 
な 報 装 を 備 え 給 えり] &。 8 
31. 頒 言 者 の 妻たち ょ 、 お 前 た ちの 中 で 明白 な AZ っ 人 0 a る < い 
a ( 注 11) を 犯し た る 者 は 、 そ の 前 は うー も 
” ンク フグ ンタ 2 
倍加 せら れん 。 を は アッ ラー に と り て 容易 あく oC Ol る 3 
な り 。 みっ デビ ! 
OO dal 
32。 然 れ ど も 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 を 店 地 し 、 oS3 5A I i ge 
療 行 を 積む 者 に は 、 わ れ ら は 幸美 を 倍加 し 、 レイ イレ ッッ ン ン 2% 
光栄 ある 給 養 を 備え た り 。 っ GE 4 は Ve 【 の 人 
33. 預言 閉 の 変 た ちょ 、 お 前 だ ち は 攻 間 一 艇 の Sg 
子女 と は 同じ か ら ず 、 も し 、 お 前 だ ち 義 し 5 ン ae の 
く あ り た し た 思う な ら ば 。 さ る れ ば 、 心 に 病 Bh lo 3 る 3598 
ある 者 を 挑発 せ ね よう 、 甘 い 言葉 で 路 く な 4 4 2 
か れ 。 た だ た だ 上 品 に 物 廷 を 。 ( 注 12) PP うぅ 
注 10 。 モハ ッ マ ド 務 言 者 の 妻 達 は 、 を の 品行 に お いて 世 の 手 本 も 上 な る べき だ と きれ て いる の で 、 彼 女 達 は 無 
私 の 模範 と な る に ふる わし い 人 物 だ っ た だ 。 彼 女 達 は 二 金 を 使っ だ 5 楽し く 幕 ら す 事 を 全く 禁じ られ て いた だ uu 
は な い が 、 高 度 な 献身 を 求め られ て いた 事 は 事実 だ 。 当 節 及 び 次 の 数 節 に 述べ られ て いる の は 、 物 質 的 な 思 


や 四 か で 安楽 な 生活 を 自制 する この 厳し い 規 純 に つい て で ある 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 と 交わ る に は こ a 
為 が 必要 と きれ 、 彼 の 妻 達 は 安楽 な 凝ら し と ょ モハ ッ マ ド 預 言 者 と の 交わ り の どちら か 一 方 を 選ぶ 様 命 じ ら れ だ た 。 
高い 信仰 に 達し 得 な い 行 為 の こと で 、 物質 的 に 満た きれ る 事 で あり も し 彼女 達 が これ を 望む 様 で あれ 


注 11 
ば 、 悪 い 見 本 を 示す 事 上 な る 。 
で 、 彼 女 達 は 非常 に 重大 な 責任 を 負う 事 よ な り 、 
者 に 身 を 捧げ 、 他 の 者 の 模 閣 し な る で く 無 私 の 気 高 い 例 を 示す な ら 、 
注 12 
て 振る 舞う 事 を 処 々 に 6 


を し て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 妻 し て 他 の 女性 の 手 本 で ある べき 立場 に ある の 
その 罪 は 倍加 する で あろ う 。 他 方 、 


も し 彼女 達 が 神 と 神 の 使 
その 報い も 叉 倍加 し よう 。 


モハ ッ マ ド 預 言 者 の 妻 達 は 、 男 性 話す 時 、 自 ら の 高位 に ふさ わし い 威 厳 を 保ち 、 十 分 に 礼儀 を 弁 ぇ 


命じ られ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 の 女性 た ちる 


これ に 準ずる 。 
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34. 源 や か に 家 に お れ 。 ( 注 13) か つっ PR EE 
無明 時 代 の よう に 飾り な て て 、 お 前 た ち 2 








A 曽 し て 、 oS RR 
礼拝 を 遅 守 し 、 定 め の 喜 捨 を な し 、 ア ッ ラ ーー ラル Oy 
ほる の 使徒 の 命 を 遊 率 せ よ 。 家事 を 司る 者 と 5 を と ゅ ひい 1 Oo PP うう dbl 
た に も アッ ラー は お 前 た ちか ら 不 浄 を 蔵 ン と 2 

、 徹 底 し て 浄 め ん と 欲す 。 SS うら la| ご や う ! 


35. お 前 た ちの 家 で 読 諭 せら る る アッ ラー の | hi ン イ 。 2 の の 9» ジレ スパ 3 
神 光 と 知恵 を 銘 記せ よ 。 げ に アッ ラー は ba を を CVTSy 


艇 感 に し て 、 す べ て に 通史 し 給 う 。 CG も 
第 五 項 A 


i スン ッ 。 ルト ノ くい NG ai 
36. 神 に 州 修 し た 男 と 女 、 信 心 深 い 男 と 女 、 皿 sos TO MO 


順 な 男女 、 誠 実 な 男 と 女 、 信 仰 に 訟 て 耐 ノ ょ ミュ ン フ >。 ん 
え 刀 示 男 て 友 、 秩 る 目 な 男女 、 慈 閣 を 共 うつ 99 AGG GN 
し まめ ぬ 男 と 女 、 断 食 を 守る 男 と 女 、 員 節 な 1 で まそ YY か 
男女 、 断 え ず アッ ラー を 念 ずる 男女 、 a - 

これ 等 の 者 の た め に デッラ ー は 素晴らし い Ga COD RN 


従 近 を 用 意 せ り 。 アン っ ノラ t ああ の 1 
OI I ES 
DR 
OL 


37、 ア ッ ラ ー 並 びに その 使徒 が すでに 事 を 決し PAA oa ELS 
た る 時 、 自 分 勝手 に 事 を 行なわ ん と する は 、 2 衝 a 
男女 の 信者 の な すべ きこ と に 非 ず 。 ( 注 1 の A LE SR TI 
ゲッ ラー と その 使徒 の 命 に 背く 者 は 、 明 ら の 1 I 

- 迷 誤 の 中 に きま よう 者 な り 。 39152059 め 3 人 


注 13 この 言葉 は 、 女 性 の 主 な 活動 男 囲 が 家庭 に ある こと を 示し て いる が 、 女性 に 外出 が 認め られ な い 訳 で 
は な い 。 理 に か な っ た 用 向き の 人 為 で あれ ば 、 必 要 な だ け 何 度 で ぅ 出かけ て 構わ な い 。 但し 、 異 人 人 竹 や 様 々 な 職 
業 の 者 の 集まり に 加わ っ た り 、 男 性 と 誠 を 並べ だ り 、 外 出す る 事 で 主婦 と し て の 装 務 を 名 る 様 で あれ ば 、 イ ス 
ラム の 有る べき 女性 の 道 か ら は ずれ る 事 と な る 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 夷 騰 は 、 特 に 家 に 留まる 様 に 求め られ て 
いた が 、 そ れ は 、 信 人 徒 の 母 た る 高位 の 尊 臓 が これ を 要求 し て いた か ら で あ り 、 又 イス ラメ 教徒 が し ば し ば 挨 拶 
に 訪れ 、 宗 教 上 の 重要 な 問題 で 彼女 達 に 教え を 請う た か ら で あ る 。 こ の 戒律 は イス ラム 教徒 の 全 女 性 に 等 し く 
問 応 する 。 イ スラ ム 教 で は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 為 きれ た 挨拶 は 、 同 時 に 全 イ スラ ム 教 徒 に 向け られ た も の と 
みな る れる 。 同様 に 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 妻 達 に 科せ られ た 正 律 は 、 又 全 イ スラ ム 女 性 に 向け られ だ 6 の で も 
ある 訳 で ある 。 

注 14 この 節 が 啓示 され た 直接 の 原書 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が ザイ ナブ を 役 の 解放 奴 赤 ザイ ド に 要 わ せ た だ い 
と 強く 望ん だ 際 、 ザ イナ ブ が それ を た め ら っ た 事 に ある 。 自ら の 意志 に 反し 、 モ ハッ マ ド 交 言 者 の 望み 通り に 
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OO の デー ー が 皿 願 を 研 れ 、 流 も 目 を か け だ 男 Cr レン 5 ッ タ ン 
AA6 GS ルレ 2 じ 部 ! 
に 、 液 が 、 「 妻 を 流 の 許 に 留め お け 、 0 の ja0J 


アッ ラー を 異 れ よ 」 上 云い し 時 を 金 え 。 面 5 ss i ds ag ; 
し て 液 は アッ ラー が 発 か ん と する こ ょ を 2 ルカ 
中 に 隠し 、 他 人 の 噂 を 恐れ だ たり 。 液 が 恐る の I 01C 


べき は アッ ラー の 管 。 きれ ば 、 ザ イド が 離 At 0 1 スズ 、 2 トッ ン 
婚 に 必要 な 手続 を 了 ぇ だ る 時 、( 注 15) わ る bb ta 


れ ら は 彼女 を 液 に 実 せ 5 り 。 こ は 、 使 徳 は 、 SC タン 
LABS 3 | 
養子 の 嫁 で も 離婚 の 手続 が 耳 を ん て いる な JIC の Er es dec Cy 


. を 殆 れ る こと な り 。 きれ ば 、 ア ッ ラ ー O32 DU 63 es 
命令 は 履行 きれ ね ば な ら ぬ ね 。 ( 注 16) 


Lr A ノン アー の レ 

39. 預言 者 が アッ ラー の 命じ た る こと を 行う に O04 

( 注 17) 、 何 ん の 障害 ある べき や 。 そ は 過ぎ ン 
ERE ER PN 
ポイ ナ プ が ザ ボイド と 結婚 し た の は 立派 な 事 で ある 。 モ ハッ マ ド 耶 言 者 は 、 ザ イド を か 夫 と し て 受け 入れ る 様 に 彼 
女 に 強い た 訳 で は な い 。 彼女 が 自発 的 に モハ ッ マ ド 頂 言 者 の 灰 い に 従っ た の で ある 。 
注 15 "モハ ッ マ ド 預 言 者 の 若い 解放 奴隷 が イド ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス を 指す 。 養子 縁 組 が 1 イスラム 教 で 不法 行 議 
と 示 きれ る まで モハ ッ マ ド 、 頂 言 者 は 彼 を 養子 と し て いた 。 
注 16 ザイ ナブ は モハ ッ マ ド 預 言 者 の な ば の 娘 で あっ た の で 、 生 性 の アラ ブ 女 性 で 、 そ の 家柄 や 高い 社会 的 
地位 を 誇り た し て いた 。 イ スラ ム 教 は 、 北 級 制 ・ 摩 級 の 世襲 ・ 財 産 譲渡 の 無い 文明 を 世に も だ らし た いと 目指 
し て いた 。 神 の 前 に 、 人 は 皆 自 由 で 平等 で ちあ っ た 。 モ ハッ マ ド 頒 褒 者 は 、 イ スラ ム 教 の この 高尚 な 理 起 の 実現 
を 、 ま ず 自 ら の 家庭 に お いて 始め よう と し た 。 役 は ザイ ナブ に ザイ ド と 結婚 する 事 を 望ん だ 。 ザ イド は モハ ッ 
マ ド 傾 言 者 の 手 で 自由 の 身 と な っ だ と は いえ を 、 あ る 人 々 の 心 に は 、 ま だ 彼 を 奴隷 と みな す 意 誠 が 根強く 残っ て 
いた 。 奴 直 の 閣 h と いう 、 自 由 人 と 奴隷 と の 間 の 不 公平 な 差別 が あり 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 は ザイ ナブ を ザイ ド 
に 綴 す 事 で 、 こ れ を 取り 除 こ うと し た の で ある 。 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 記 み に 従い 、 ザ イナ ブ は この 申し 入れ を 
受け た 。 モ ハッ マ ド 押 言 者 の 願い は 適 え られ た 。 こ の 結婚 は 、 基 本 的 な 嗜 級 制度 を 徹 廃 きせ る 事 と な っ た 。 し 
か し 残念 な 事 に 結婚 自体 は 失敗 に 終わ っ た 。 ザ イナ ブ と ザイ ド の 訂 級 の 違い は 二 人 の 好み の 不一致 を ゃ だ らし 、 
ザイ ド は 名 等 感 に さい な まれ た の で ある 。 こ の 結婚 の 失敗 は 当然 モハ ッ マ ド 項 言 者 を 悲し ませ な だ 。 し か し 同時 
に 良い 結果 を も 生み 出し た 。 当 節 の 後半 に 述べ られ て いる 様 に 、 神 の 命 に 従い 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 月 ら ザ イ 
ナブ と 結婚 する こと で 養子 の 雪 を 世 る の は 神 へ の 号 演 だ と する 、 ア ラブ に 深く 根付 いた 不 所 な 描 習 を 根絶 で き 
た の で ある 。 義 子 制度 は 廃止 8 され 、 そ れ と 共に 、 こ の 吉 か な 考え も 亡 く き れ だ 。 この 様 に 、 ザイ ナブ と ザイ ド 
の 結婚 は 、 一 つの 高尚 な 日 的 の 為 に な る れ 、 そ の 失敗 も 、 メ ー つ の 日 的 を 適 え を だ の で ある 。 [アッ ター を 紹 れ 」 
と は 、 ザ イド が ザイ ナブ と 別れ た が っ た 事 を 示す 。 イ スラ ム 教 で は 離婚 は 神 の 目 に 非常 に 不快 な も の と 写り 、 
nN ー」 と いう 箇所 は ザイ ド 、 モ 
ハッ マ ド 和 狂言 者 双方 に 向け られ だ も の と 言え よう 。 ザ イド の 場合 、 彼 が ザイ ナブ と の 史上 酔 の 原因 が 明る みた に 前 
る の を 望ま な かっ た 事 を 意味 し よう 。 それ は 、「 ア ッ ラ ー を 長 れ 」 の 言葉 が 示す 様 に 、 非 が ザイ ナブ より 彼 自 身 
に 多く あっ だ から で ある 。 し か し 先述 の 文 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 適用 きれ る 時 、 ず ボイド と ず ザイ ナブ の 結婚 が モ 
ハッ マッ ド 預 言 者 の 飼 を 汰 ん で 行なわ れ た の で 、 当 然 彼 が 離婚 を も 望ま な か っ た 事 を 示す も の と 言え よう 。 こ の 文 
ほ 又 次 の 事 も 示し て いる 。 こ の 結婚 の 破綻 は 、 イ スラ ム の 同胞 愛 に お ける 試み が 明らか に 失敗 に 終わ っ た 事 を 
脱 味 し 、 こ れ に より 、 信 仰 の 弱い 者 達 に 不安 と 混乱 が 起こ る の で は な いか と モハ ッ マ ド 預 言 者 は 葵 れ だ 。 こ の 
光 念 は モハ ッ マ ド 預 言 者 の 心 に 重く の し か か っ た 。「 他 人 の 噂 を 恐れ …」 と いう 言葉 が 彼 の この 不安 を 言い 家 し 
て いる よう だ 。 
注 17 この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 手 言 者 が ザイ ナブ 上 結婚 し た 事 を 示し て いる 。 又 、 彼 の 結婚 が 神 の 命 に 従っ 
た も の で あっ た 事 も 表し て いる 。 
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ゆ ? 
さ ー に ーー ニナ 9 
逝く 人々 に 対 せ る アッ ラー の や り 方 な b huss 


き 。 デ アッ ラー の 命令 は 不動 の 搾 な 9。 
3 LIL I > タン タッ 
40. 彼 等 は ナッ ラー の 御 告 ザ を 伝え 、 テ ッ ラ ー GA る el 8 
を 景 れ 、 そ れれ 以外 の 何者 も 異 れ ざり き 。 ア ッ 2220 Pe 
と 。 LL? 愉 ュ デ デン レル 、 ツマ レイア) 
ラー は 清算 者 と し て 十分 な り 。 OWL A ES a Yoet 


前 = @ ? す る ン ン イン クン の ン ン 
41. ムハンマド は お 前 だ ちの 中 の 誰 の 父 に も 非 ER Rd タン 2 の 
ず 。 然 し アッ ラー の 使徒 で あり 、 諸 大 言 者 - i ta 
し 放つ 放 rr る zg, ! 
の 印刷 な り 。 ( 注 18) アッ ラー は 高 事 を @⑥C が ある 6 区 メ Ca 
知 水 し 給 う 。 


第 六 項 
液 等 使徒 た 、 不 断 に アッ ラー を 嘱 念 2 し! 6 タン 1 ン 
42. 液 等 使徒 た ちよ 、 不 断 に アッ ラー を 唱 念 せ OR I 


よ 。 


注 18 カー タム は 刻印 する 」 と いう 意味 の 語 カ タマ に 由来 する 。 こ の 語 の 第 一 病 は 上 起 し た が 、 第 二 義 と 
に て は 次 の 様 な も の が 挙げ られ る 。 人 物事 を 終え る 。(⑫ 物 を 首 う 。(3 向 土 に 刻印 を 押し た り 、 他 の 方 法 で 押印 
そし て 災 類 を 保護 する 。 カー タム は 、 印 の 付い た 指輪 の 事 で あり 、 つ まり は 物事 の 結末 を 意味 する 。 こ の 語 に 
は 装飾 策 と いう 意味 も あり 、 言 い 換 えれ ば 屯 上 ・ 完 全 を 表わす 。 カ ー テ イム , カト ゥ ム 。 カー タム 。、 は ほぼ 同 
義 語 と 言え る 。 この 県 か がら し て 、 カ ー タ ムル ・ ナ ビ イ ー ン は 、 和 預言 才 達 の 印 、 つ まり は 傾 言 者 の 中 で 最高 に し 
て 完全 な る 人 物 を 指す 。 双 第 二 義 的 に は 、 預 言 者 連装 分 品 、 す な わ ち 拓 言 者 内 最後 に 米 る 者 を 立 味 す る 。 
メッ カ で モハ ッ マ ド 項 言 者 の 息子 達 が 全て 幼児 期 に 亡 っ た 時 、 彼 の 敵 は 彼 を アプ タル (孔子 を 持た な い 者 ) と 
な じ っ た 。 役 の 跡 を 恋 で 息子 が いな けれ ば 、 彼 の 活動 は 早晩 終わ る で あろ うと の 意味 が そこ に は 込め られ て い 
た 。 不 信者 に よる この 非難 に 対し て 、 ス ー ラ カウ サル ( 108 凍 ) に モハ ッ マ ド 季 言 者 で は な 彼 の 敵 こ そ 子 衝 
を 持た ぬ で あろ うと 明示 され だ た 。 ス ー ラ カ ウサ ル が 啓示 ぉ れ た 後 、 を こ に 示 き れ だ 事 が 初期 の イス ラム 教徒 に 

と 9 り 喜ば し いも の で ある 事 が 自ずと 明らか に な っ た 。 それは 、 モ ハッ マ ド 季 言 者 に 思 子 が 投 が り 、 を の 子 は 立 
派 に 成人 する で あろ うと いう も の だ っ た 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は 過去 ・ 現 在 ・ 未来 に お いて 成人 に 至る 息子 の 父 
こと は な れ な いと する 誤解 が あっ た が 、 当 第 は それ を 取り 払っ た 。 当 第 は 、 子 無 の 根絶 を 知 れる の は 、 モ ハッ マ 
ド 耶 言 者 で は な 《、 彼 の 英 で ある と 記す スー ラ カ ウ サル と 対立 し て いる 様 に 見 える が 、 実 際 は 、 こ の 外見 上 の 
子 拓 を 解決 し よう と 試み て いる の で ある 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は ラス ー ル ッ ラ ー ( 神 の 使徒 ) で あり 、 又 カー タ 
ムル ・ ナ ビ イ ー ン ( 類 言 者 達 の 精神 的 な 父 ) で ある と 当 節 は 述べ て いる 。 彼 が 企 使 徒 及 び 預 計 者 の 父 で ある な 
5、 何 敵役 は アプ タル (子孫 無き 者 ) と 言わ れ 得 よぅ? ズ 、 も し この 言葉 の 意味 を 「 彼 は 最後 の 預言 者 で あ 
り 、 役 の 後に 現れ る 預言 者 は いな い 。」 と 捕らえ る な ら 6、 当 節 は その 内 容 と 一 致 せ ず 何ら 関連 が 無く な っ て し ま 
2。 そし て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 子孫 に 恵まれ な いと する 不信 心 者 の 悪 罪 に 反 駿 する 所 か 、 そ れ を 認め る 事 と 
な っ て し まう 。 

上 記 き る れ だ た カー タム の 意味 か ら 推 符 し て 、 カ ー タ ムル ・ ナビ イー ン に は 四 つ の 意味 が 考え られ る 。(1) モ ハッ 
マ ド 預 詩 者 は 、 頒 言 者 達 の 封印 で あっ た 。 つ まり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 印 が 無い 限り 、 長 の 預言 者 よ は 認め ら 
れ な い 。 モ ハッ マ ド 了 預言 者 以前 の 預言 者 は だ どれ で も その 地位 を モハ ッ マ ド 預 言 者 に 了 氷 認 き れ な けれ ば かならず 、 
スネ 彼 以 隆 の 聞 言 者 は モハ ッ マ ド 限 言 者 の 弟子 に な ら な けれ ば 、 預 言 者 の 地位 を 得る 事 は で き ない 。(② モ ハッ ー 
ド 拓 言 者 は 預言 者 の 中 で 最も 艇 れ た 完全 な る 人 物 で あり 。 叙 言 者 達 に と り 装 飾 源 で も あっ た (Zurqani, Sharah 
Miawahib al-Ladunniyyah)。(3) モ ハッ マー ド 地 言 者 は 啓示 を 受け た 最後 の 預言 者 で あっ た 。 こ の 解 邊 は 、 イ プ 
ン ・ ア ラビ ー, シャ ワリ ー ウ ッ ラ ー, イマ ー ム ・ ア リー・ カー リー。 ム ジャ ディ ッ ド - ア リフ ・ サ ー ニ ー 等 の 
著名 な イス ラム 教 の 理論 家 、 塁 徒 、 学 者 に 受け 入れ られ て 来 た 。 こ れ 等 の 偉大 な 学者 や 聖人 に よれ ば 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 の 教義 を 廃 する 者 、 彼 の 教団 (ウン マ ) に 属さ き な い 者 の 中 に は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 後 を 継 ける 預 
言 者 は 居 な い 。(Futuhat,Tafhimat, Maktubat & Yawaqit wal Jawahir)。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 覧 考 ア イシ ャ 
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43. 朝 な な アッ ラー を 讃え 奉 れ 。 LAG る 

44. 前 た ち を 暗 典 か ら 光 明 へ 導き 出 きん と し レラ ョ ラッ ンー! タ が の アー 
2 名 EE こ CS | 

て 、 天 使 ら と 同様 お 前 た ち を 祝福 する は 彼 2 潜 と の 守ら りり 


タタ 


Se クッ ラン ン 5 5 レン 5。2 4 
な り 。 彼 は 信ずる 人 々 に は 慈悲 深く まし ま ES RL IS NEN 


す 。 
45. 彼 等 が アッ ラー に 会 い 奉る 日 の 挨拶 は [平生 45 2 < 
安 あ れ 」 の 一 語 な る べし 。 面 し て 、 ア ッ ラ ー "ce 


は 、 彼 等 の た め に 光栄 ある 報奨 を 準備 せり 。 @ < 
46. 預言 者 よ 、 げ に ち ゎ れ ら は 溢 を 証人 と し て 、 32310 ょ は 中 CE 
期 報 の 伝達 者 し し て 、 和 警告 基 と し て 追わ し 3 


ッッ クラ 。 ン 

だ たり 。 (の こし 

> アッラー の 命 を 素 ド 々 2 ンー レト 5 トー さこ スイ 依 コア る 

47. まだ アッ ラー の 命 を 奉じ て 人 々 を アッ フラ OL CL dL dC 


の 詳 へ 召喚 する 者 し て 、 光 明 を 与え る 
燈火 た し て 。 ( 注 19) 
48. る きれ ば 、 信 者 た ち に 向っ て 、 ア ッ ラ ー か ら DNs リー レル 2 タイ の イレ 。 592 ググ 
1 a * a まう & 
末 晴 らし い 賜物 を な まわ る べし と の 朗報 を の VB GI OL G2 LN 
伝え よ 。 
49. 前 し て 、 不 信心 者 並び に 偽 信者 の 徒 病 に 従 72 EN 
I ES 5 BB rN 2 V9 
うな か れ 。 彼 等 の 駿 ぎ は その まま に 捨て お 2 で 9 で 2 デカ 
き 、 ひ だ た すら アッ ラー に 頼れ 、 守 護 者 と し OSA HIE 
て 十分 な る が 故に 。 
の を ッッ る 2 の クタ の ラン ブン プーレ っ る ロク イン 
50. 溢 等 信徒 た ちよ 、 女 の 信者 と 結婚 し 、 体 に EZ 包 KIRK 
触れ ざる 前 に 之 を 離婚 する 場合 は 、 お 前 た 2 
内 タン ダス [イイ イク 59 フス イッ ンク を 。 っ 
も は 彼女 に 規定 の 期限 を 待た せる 権利 を 有 Ao2G※AoA0C3 92 だ さり 8 の 2 


を 





は 次 の 様 に 語っ た と 記 き れ て いる 。「 彼 (モハ ッ マ ド 預 言 者 ) は カー タム ルナ ビ イ オーン で ある と 言い な きい 、 し 
か し 彼 の 後に 続く 預言 者 が いな いと 言っ て は な ら な い 。| (4 預言 者 と し て の 特性 を 全て 、 その 身 に 完全 に 表し 
て いた と いう 意味 に お いて 、 モ ハッ マ ド 頒 言 者 は 最後 の 字 言 者 で あっ た 。 カ ー タ ム は 優秀 ふ を 表わす 最高 の 言 
工 ょ し て 一 般 的 に 使わ れる 。 又 、 ク ルアー ン は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 後に 預言 者 が 現れ る と 明示 し て いる (7 : 
36) 。 モ ハッ マ ド 頒 言 者 自身 、 彼 の 後に も 預言 者 の 職 分 は 続く も の と 心 に 刻ん で いた 。 彼 は 決 の 様 に 語っ だ と 記 
きれ て いる 。「 も し イプ ラー ヒム ( 彼 の 息子 ) が 生き て お れ ば 、 彼 は 頂 言 者 し も な っ た で あろ う ( マ ジャ ーー アル 
ジャ ナイ ズ 書 )。」 又 以 下 の 様 に も 述べ た 。「 ア プー・ バ クル は 、 私 の 後に 現れ る 者 た ちの うち 、 預言 者 を 診 け ば 
最初 の 人 物 で ある 。」 


注 19 太陽 が 物質 界 の 中 心 に 位置 する 様 に に モハ ッ マ ド 預 言 者 は 精神 見 の 迷 で あ る 。 役 は 天空 の 太陽 で あり 、 


他 の 預言 者 、 神 の 指導 者 達 は 星 や 月 の 様 に を の 回 9 を 回 り 、 役 か ら 光 を 与え られ る 。 彼 は 次 の 様 に 語っ だ た と さ 
れる 。「 私 の 弟子 は 数 ある 星 の 様 で あり 、 その 後に 従う 者 は 正しく 導 か れる で あろ う 。] 


ー650 一 


第 三 三 意 


デル ・ ア フ ザ ー プ 





せ ず 。 さ る れ ば 、 彼 女 に な に が し か の 品物 を 


クイ ブイ アラ ラン クン ラッ タッ フィ の 3 


3 





与え 、 き れい に 暇 を 出す べし 。 ( 注 20) の のうのう 
51. 預 昔 者 よ 、 わ れ ら が 液 に 妻 と し て 許し た 者 2 セン ライン シ レセ ンタ イン 
i EA 1 CR PU 
は 、 流 が 婚 資 を 払っ た 者 、 戦 利 品 し し て アッ W PMID GL GS MO 
ラー が 液 に 与え た る も の の うち 液 の 右手 が AR くも じ A 
所 有する 者 、 液 の 父方 の 上 父 の 娘 と 父方 の ・ 6 
尿 母 の 娘 、 母 方 の 表 父 の 娘 と 母方 の 叔母 の 3 EE NI EN 
娘 で 液 と 共に 移住 し 来る 者 、 並 びに 女 の ラク イン 
信者 で 自ら その 身 を 預言 者 に 捧げ ん と 欲 GL oD 22 OS 人 は 
し 、 預 言 者 も 彼女 と の 結婚 を 望む 場合 な り 。 レン レン こじ ン T は 5 
但し 、 こ は 液 の み に 許さ きれ た 特権 に し て 、 GII 
他 の 信徒 た な ち に は 許さ きれ ぬ 。 わ れ ら は す で CE SC | 
> ‘ 0 IO tg 
に 信徒 な ち に 、 信 者 の 雪 や その 右手 が 所 有 りあ 婦 
する 者 に 関す る われ ら の 命じ た こと を 知ら I II GI ES 
せ た だ たり 、 液 が 信徒 た な ち に その 規定 を 説明 す sr 
ウッ る クン 4 Ere i 
る 上 に 支障 な か らし めん が た め に 。 ア ッ  @⑥& bE db Ek 
ラー は 寛大 に し て 、 落 悲 深 くま し ます 。 
52、 液 は 妻たち の うち 和 欲す る も の を 退け 、 和 欲す 5 2 20 9 
る 者 を 迎え 入れ る を 得 さ し 。 ま た 、 流 は 、 うら SO の 
退け し 者 の うち 、 液 の 欲す る 者 を 連れ 戻す a NE アム 
RG に びっ で us 
と も 差し 支え を な し 。 を その 方 が 彼女 た ちの 気 < て な いう 
持 は 落ち つき 、 悲 し まず 、 液 が 彼女 た ち に sh 2 1 
サ え だ る も の て で 背 満 足す る で あろ うか ら よ の 、 (CC ウン 
り 一層 妥 当 な り 。 ( 注 21) アッ ラー は お 前 22 し 3 し 人 
た ち が 心 に 抱 て も の を 知り 給 う 、 ア ッ ラ ー ン 
プッ キン リク タン 924 
は 全 知 者 、 寛 容 者 に まし ます 。 oy 
59. なれ ど 液 は 、 今 後 他 の 女 を 迫る こと を 許 き る ロン ンク 
れず 、 ま た た と いそ の 美 狐 が 流 を 釣 す る と HIYA EY 
6、 他 の 女 を て 現在 の 普 に 替え る こと も CG し EE E33 (DR 
許さ きれ ず 、 但 し 液 の 右手 が 所 有する 者 は 除 の 
注 20 「 き れい に 忠 を 出す べし 。」 は 、 次 の 様 な 意味 を 持つ 。 (1D 離婚 し た 女性 を 資 め て は いけ な い 。 9 離婚 女 


性 は 通常 規定 の 婚 資 以上 の も の を 支払 わん れる で きだ 。 (3 杏 婚 後 、 女 性 の 行動 の 自由 を 東 縛 し て は な ら な い 。 


注 21 
選択 権 を サ え られ た 一 方 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 
た 。 妻 達 は 氏 座 に 意 を 表し た 。 彼女 達 は 彼 と 運命 を 共に する 方 を 選ん だ 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 全て に 3$ 


モハ ッ マ ド 字 言 者 の 究 達 が 、 


彼 と 添い 靖 げ る か 、 物質 的 に 豊か な 生活 つま り 世 俗 の も ぁ の を 選ぶ か その 
いずれ の 妻 と 添い 遂げ 、 又 、 別 れる か の 選択 権 を や 与 を られ て 


等 し パ 思 


いや り が あっ た 。 彼女 達 営 を 選ぶ と 示し だ ただ 。 モ ッ ツ マ ド 人 頂 言 者 の 決意 は 彼女 達 を 大 変 吉 ば せ た 。「 あ な た が 彼女 


達 に ケ えた も の て で 彼女 た ち は 皆 


き 、 則 ん だ ,」 と いう 意 の こと が 文中 に も 示 る れ て いる 。 
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Ns 、 A EE ンー 
(。 ( 注 22) アッ ラー は 高 事 を 監視 し 給 ECS ( デ ) だ 負 | を BMW 
う 。 


第 七 項 
ょ の 3 ヨ 3 r ュ ブ 4 wu る 79% A 29 ラ ルル 2 。 タイ レル 
54 . 光 等 使徒 だ ちょ 、 許 し な くば 、 食事 の 支度 0 FM 
が 整う まで 待て ず に 預言 者 の 家 に 入る な か ) a 
れ 。 し か し 、 招 か れ だ 時 に は 入り 、 食 事 が 5 1 CR 
すめ ば 無駄 話 に 長居 する こと な く 、 直 ち に 

辞 示 せよ 。 ( 注 23) 預言 者 は 長居 され て 迷 0039 AA AN 1 
惑 す る も 、 お 前 た だ たち に 帰れ と も 云い 出し か アー 
イン 2 で ・ ON 
わる が た だ ため な り 。 き され ど ア ッ ラ テー は 、 真実 ウマ 2 タマ FS da 

を 告げ る に 遠 護 せ ず 。 ま だ 、 お お 前 だ ち が 1 21 3 97 の の 
a と ば の くっ A 2 ター { 
預言 者 の 妻たち に 何 か を 頼む 場合 は 、 帳 の FS 3 GS 


埋 後 か ら そ れ を 頼め 。 ( 注 24) か く する の らら A 32 に 313 
は 、 ぉ 前 た ちの 心 の た め に も 、 また 彼女 た 了 ん 。 
ちの 心 の た め に も 汚れ る こと な し 。 面 し て 、 gL Sg 寺 3 8 5 

お 前 た ち 、 ア ッ ラ ー の 使徒 に 迷惑 を か ける レル バイ アア を 1 99 922? 4 人 
ょ うな こと を する な か れ 。 ま た 彼 亡 き 後 、 2 eV うめ めき 


を の 妻たち と 結婚 すさ か ら ず 。 ( 注 25) げ ク ぅ 1 ノ クノ ノー うっ 
に を は アッ ラー の 目 に は 大 罪 な り 。 ee 32 


55. お 前 た ち 、 事 を 実に 現 わ す と も 、 牙 い は そ 3 を OSB 82553563 8 
れ を 隠 そ うと も 、 ア ッ ラ ー は 一 切 萬 事 を 深 


知 し 給 う 。 (の 1vAM 


に ディ 


CN 
さ 
sa\ 


\ 


a 


0 ET - 上 2 - 上 - ょ アン チン 1 と 
56. 彼女 た ち が ヴ ェ 0 YI EIS 
な い 相手 は 、 自 分 の 父 、 息 子 、 喝 弟 、 兄 弟 i 

の 子 等 、 績 味 の 予 等 、 家 の 女 た ち 、 並 びに の 6 S| | 


彼女 た ちの 右手 が 所 有する 者 た ちな り 。 項 AS る Wi 2 クラ ング の 
言 者 の 妻たち ょ 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 人 敬 え を 。 げ ば の し Jl ey 2 も 5 り 5 


に アッ ラー は 高 事 を 検証 し 給 う 。 そる 民 ンク る 
Ga 人 人 
注 22 この 節 が ヒジ ラ 7 年 に 啓示 され モハ ッ マ ド 項 言 者 は これ 以上 、 結 婚 し な いこ と が 定め ゆら れ だ 。 彼 は ズ 、 


当時 の 表 の いずれ と も 離婚 し て は な ら な いと きれ て いた 。 それ は お そら く 、 信 徒 の 母 た る 彼女 達 の 尊 威 や 重 ん 
る か ら で あ り 、 又 、 彼 女 達 が 世俗 の 快楽 より も 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 家庭 に お ける 厳し さき を 選 ん だ か ら で あ 








ろう 。 神 は 彼女 達 の 犠牲 的 行為 を 認め られ 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 に 、 そ れ 以 上 の 結婚 と 当時 の 妻 達 上 の 柳 既 を 共 


に 某 禁じ ら れ だ た 。 


注 23 招 か れ ぎ る 家 を 訪れ て は な ら な い 。 招 か れ た だ 時 は 約束 の 時 間 を 守ら ね ば な ら な い 。 遅れ る の は 孔 過 ぎ 


る の と 同じ く 良 てく な い 事 だ 。 食 後 は 無駄 語 に 、 自 ら の そし て 他人 の 時 を 温 費 する 事 無 く 、 辞 雪 す べし 
注 24 この 戒 律 は 、 異 性 間 の 過度 の 親交 を 戒め た も る の で ある 。 こ れ は 、 全 て の 女性 に 向け られ て いる 。 
注 25 モハ ッ マ ド 預 言 莉 に 残 き れ た 窒 女 と の 婚 如 は 重罪 で ある と 、 こ の 節 に ぶる れ て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 
者 の 実 で ある が 故 の 信徒 の 母 と いう 立場 上 、 宗 教 上 の 人 息子 が 彼女 達 と 結婚 する の は 、 彼 女 達 の 宗教 上 の 尊厳 を 
犯す 事 ほ な る か 6 で あっ た 。 
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ー「 ニ 吾 アル ・ ア フ ザ ー ブ 


57. アッ ラー と を の 天使 た ち は 預 言 者 を 祝 袖 っ や 1 i 
す 。 流 等 信徒 た ちよ 、 お ぉ 前 た ち も 彼 を 祝福 CO RI 62 る 」 


し 、 平 安 の 言葉 を 以 て 挨 形 せよ 。 CG PLU ARAN 


58. げに アッ ラー その 使徒 を 非 能 す る 者 、 と 知 は を 303530 
( 注 26) アッ ラー は 彼 等 に 現世 に て も 来世 2 5 の 
に て も 呪い を か け 、 取 づ べ き 比 凡 を 用 意 せ 。 esPOoed5zS9 人 5 
り 。 


59. 故 な くし て 信徒 の 男女 を 非 座 する 者 は 、 中 2X ( ; 
電 と 明白 な 罪 に 対す る 哀 め を 負う べし 。 


第 八 項 
60. 預言 者 よ 、 液 の 故 た ち 及 び 娘 た ち 、 並び に ヤン フック 』 ウタ ちる A 
Cal 3 し 
信徒 の 女 た な ち に ゆっ だ た り し た 長 衣 を ま と え ジッ ea は 
と 告げ ば よ 。 ( 注 27) か さく すれ ば 識別 きれ 易 a eu 2 の の っ 





6 


の ァ アンデ ト デ 
《、 ま だ か が から か われ ず に すむ 。 ア ッ ラ ー は nii で 
I LI i 
寛大 に し て 、 閣 守 深 くま し ます 。 OL EO oH VW DS 
61. も しゃも 偽 信者 や 、 心 に 病 の ある 者 、 隊 半 み ン る 。 2 こし っ アン 2 522 の 
邑 に 流言 臣 語 大 を 流し て 人 心 を 動揺 る or Gls sil aN ol CU 


の ン ン 
徒 詳 が 、 Ot i 2 う 。 PE 
る の ey ddl G 15 
は 必ず 流 を 激励 し て 彼 等 と 戦わ せ し む で 2 A 
w ノ ゞ 情 51<。 i A アノ 
し 。 ( 注 28) きる すれ ば 彼 等 が 液 の 隣人 人 と し WC 6 
て 邑 に 住む の は 、 た だ 暫時 の 導 と な る べし 。 
62. 彼 等 は 呪 わ れる べし 。 何処 に て も 彼 等 は 見 wc RE CG 
つけ られ 次 第 捉 た られ 、 狐 減 き れん 。( 注 
29) 





注 26 1 アッラー を 非難 する 」 と は 神 の 目的 遂行 を 妨げ る 事 で あり 「 使 徒 を 非難 する 」 と は 神 の 使徒 に 対す 


注 27 イス ラム 教 の ベー ル に は 二 つ の 目的 が ある 。 そ れ は 閑居 を 命じ 、 礼 儀 を わき まえ 、 威 厳 あ る 振舞 を 勧 
め る も の で ある 。 女人 性 は むやみ に 男性 と 出会う 事 を 許さ れず 、 外 出 時 の 服装 に 関す る 規定 に 従う 様 求め られ て 
いる 。 ベー ル に つい て の 詳細 は 、 24 章 32 節 の 脚注 参照 の 事 。 


注 28 メデ ィ ナ の 人 徹 善 者 及び ユダ マヤ 教徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対し て あら 6 ゆる 妨害 を 行っ た が 、 彼 等 の 主 な や 
り 方 は 、 イ スラ ム 教 に 関す る 偽り の 話 を 広め る 事 で あっ た 。 し か し 彼 等 の 権力 と 威信 が 失わ れ た 時 、 こ の 悪事 
は 完全 に 敗北 を 喫し た 。「 必 ず 液 を 激励 し て ] と いう の は 次 の 様 な 意味 で も ある 。 [我々 は 必ず や 貴方 を し て 彼 
等 を 抑え る せる で あろ る ろう 。 き も な くば 彼 等 の 上 に 君 陳 する 権限 を 授け よう 。」 


注 29 不幸 な エダ ヤ 人 達 は 代々 屈 慎 感 に さい な まれ て 来 だ 。 彼 等 が マレ スチ ナ に 帰 本 し 、 イ スラ エル 国 察 を 
設立 し た の は 一 時 的 な 局 画 で し か な い 様 だ 。 
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63. 


64. 


65. 


66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71 . 


72 . 


過ぎ 去り し 人 々 に 対 せ る アッ ラー の 流儀 は 
か の 如く な りき 。 面 し て 、 液 は 、 ア ッ ラ ー 
の 流儀 に 決し て 変更 な きこ と を 知 IL らん 。 


人 は 最期 に つい て 液 に 問う 。 云え 、「 そ は 独 
り ア ッ ラ ー ー の みぞ 知る 」 と 。 面 し て 、 その 
最期 が 近く か 否 か を 誰が 液 に 語り 得る か ? 


げに アッ ラー は 不信 心 者 ども を 呪 衣 し 、 彼 
等 の た め に 燃え 盛る 火 を 用 意 せり 。 

彼 等 は 永 元 に を の 中 に 住み 留まら ん 。 を こ 
で は 味方 も な けれ ば 助け 手 $ も な し 。 

彼 等 の 顔 が 火 の 中 で で る で る 列 き れる 日 、 
彼 等 は 初め て 云わ ん 、「 あ お ああ 、 我 等 も アッ 
ラー の 命 に 従い 、 そ の 預言 者 の 命 に 従い だ 
り せ ば 1」 と 。 


六 し て 、 更に 区 わん 、[ 主 よ 、 我 等 は 首長 た 
(ed 然るに 彼 等 は 、 正 
い 道 より 我 等 を 邪道 に 避け り 。 ( 注 30) 


主 よ ょ 、 彼 等 に 二 重 の 負 を 加え 、 恒 き 呪 い を 
以 て 彼 等 を や 呪い た まえ 」 と 。 
第 九 項 

液 等 信徒 な ちょ 、 モ ー せ を 誹謗 せる 党 ま の 如 
(な る な か れ 。( 注 31) 然し な が ら 6、 アッ 
ラー は 、 彼 等 の モー ゼ に つい て 語れ る 疑い 
を 晴らし だ たり 。 モ ー ゼ は アッ ラー に 大 い に 
尊重 きれ だ 者 な りき 。 
液 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー を 衣 れ 、 
話せ 。 

きす れ ば アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 矯正 
し 、 その も ろ る もろ の 罪 を 容 起 せん 。 古 し て 、 
アッラー と その 使徒 の 命 を 避 奉 する 者 は 、 
必ず ゃ 素 時 らし い 幸 運 を も の に せん 。 


の の し うぅ 05 


x の 2 デ 


RAR OTN TR) 


る 商 ン プン で クン ルン 


と すゞ juul PU 


ィ ン ン 。 ン タッ タン [の ・。 う タ タッ タ アク ン レッ ン 
の 2 


IFN EL CE 
レネ レセ テン ッ シ アア アノ フフ イン イン ita 
A A RI 

Op A 
CI EAD HAG ee 
と クラ ルン 


+ うぅ グリ タッ クン レア スス ッ タ イー 
に 全く 3 人 EKCIETSATHPTN 
Ge his ン *> A 2d, 94474 


2515UA3 
EGYPTOAUUPOU 


ュ ン タク 22 2 2 ラッ イン っ うん 
es: 96 NC 0 み o 


>1、 ノ A 5 タフ ノン ノ 
OTC の 0225 人 6) 


前 節 の 言葉 は 不信 心 者 達 の 指導 者 に 向け られ だ も の で あっ た 。 当 節 で は 粗野 で 久 獲 な 人 物 に つい て 丸 
べ で て ある 。 他人 に 対す る 悪行 の 責め か ら 逃 れ 様 を する の は 人 間 の 性 で ある 。 


注 30 


注 31 
は 、 あ る 女性 に 、 


モー ゼ は 様々 な 中 傷 を 受け た が 、 


それ に は 決 の 様 な も の も あっ た だ 。 1) ク アー ルー ン (コラ ) と いう 兄 
彼女 と の 嘉 通 の 罪 で 役 を 告 発する 様 説い た 。(2) ア ー ロ ン が 民 上 の 信望 を 集め る 様 に な っ た 事 
に 災 如 し 、 モ ー ゼ は 役 を 殺害 し よう と し た 。(3) 彼 は ハン セン 病 と 梅 癌 
の か ど 


ほ を 病 ん で いた 。(4) サ ムリ は 彼 を 偶像 崇 拓 


で 告発 し だ 。(5) 統 の 妹 は 彼 に いわ れ 無 き 非難 を 浴び せ た 。 
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73. われ ら は 初め 、 諸 天 と 大 地 と 山々 に この 神 ア ュ タ ダラ ルレ 11 ィ イノ る ン ンズ クエ ア ュ ン ンプ 
こ SN me wu | NT、 < ロ 
聖 な 控 の 保管 を 求め た り 。 妖 る に 彼 等 は デー フラ 929 ら ed あや JIEoe) 


ル ・ ナ フ ザ ー ブ 


| 





これ 
を 担う こと を 辞退 し 、 且 つ 之 を 恐れ た り Ne で 2 SIT タッ ンダ 人 レデ 
か こ か が 人 | ピ ・ [ * 区 | 
然るに 、 人 類 は 之 を 把 え り 。 然 し な が 6 人 類 に 2 ES ed 
2 7 もし a さと ッ タ ン タン 6 トラ タイ ン 2 2 
は 敢 て 不義 を な し 、 且 つ 皿 味 な り 。 ( 注 Vr BAB OC SEIS 


32) 

74. この 故に 、 ア ッ ラ ー は 偽 信 者 並び に 多神教 と の ea 
徒 に 、 男 女 の 別 な く 刑 本 を 科 さ ん 。 され ど 、 NN a の 
アッ ラー は 、 信 仰 する 者 に は 、 男 女 の 別 な ら 2MbCkgdl2 | の 座っ と と 25 
〈 憐れみ を 垂れ 給 う 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し 80022 
て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 DS ER 











注 32 人間 は 、 神 の 特性 を 習得 し 、 創 造 主 の 姿 に 似る 為 に 、 大 いな る 天性 の 力 を 授け られ て いる (2 : 31)。 
これ は 事実 番 大 な 義務 で あり 、 全 宇宙 に あっ て 入間 の み が 遂 行 で きる と 知ら され た 。 他 は 、 天 使 ・ 天 ・ 地 ・ 出 
全て その 能力 を 持た な い 。 そ 息 等 は その 義務 の 質 担 を 拒ん だ 。 人 間 が この 義務 を 受け 入れ だ の は 、 そ れ を 履行 
で きる の が 人 間 し か 無かっ だ か ら で あ る 。 人 間 統 外 の 生物 は 全て この 義務 に そ む く 〈 事 を 拒ん だ 。 つ まり 役 等 は 
皆 課 せら れ た 全て の 法 を 恵 実に 履行 し た の で ある (16 : 50, 51)。 決断 力 を 持つ 人 聞 の み 、 自 6 の 義務 を 選 み ず 、 
神 の 律 法 に そ む い た 。 当 節 の この 解釈 は 41 : 12 で 裏付け る れ て いる 。 
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サラ ミー 
(メッ カ 啓 示 ) 


1、 慈悲 深 (、 恵 み 記 て アッ ラー の 御名 に お い Oi あし ュー 
沈 ぁ 

2. 失地 の 一 切 を 硫 べ 給 う アッ ラー に 謎 を あれ 。 cal Sd る 
来世 の 護 美 も また 彼 の 所 有 な り 。 彼 は 覧 哲 PP = 
に し て 、 す べ て に 通 暁 し 給 う 。 OE 2 


デー デ アテ の ・ る くい アン し d 
3. 役 は 大 地 に 入る も の 並び に を れ ょ より 出 づる し うら る る GR 
も の を 知り 、 天 よ り 降る も の 並び に を そこ へ 
. 。 の る) Lr クタ ラン ア ェ レル ンマ 
立ち の ぼる も の を 知り 給 う 。 耐 し て 、 慈 砺 の Cd 
深く 、 寛大 に ま し ます 。 タッ タン ? 


oi 


4. 信 ぜ ぎる 徒 源 は 云う 、 [審判 の 如き は 、 我 等 / レッ あろ イン 2 の 
決し て 出会う ぎる べし 」 と 。 云え 、「 断 じ て うみ 5 CI 5 


き に あら ず 。 見 え ざ る も の を 知り 給 う 我 が MCTS IRC は 
主 に か け て 、 そ は 必ず お 前 た ち を 不意 に 刷 JG ら 4 と RI A シ 
わん 。 天 地 に 訟 ける 一 徴 睡 の 重き で も 、 ま IIIS pg 
た それ より 小 な る も の も 大 な る も の も 、 一 ルマン ィ 
つと し て 彼 よ り 人 免れ る は な し 。 を は 戦 せ て OR LI ーー1b TC 
すべ て 明快 な る 経典 に あり 。( 注 1) 


5。 こ は 信 じ て 交 行 を 積む 者 を 王 が 賞 せん が な だ a Ey EGGERS 


\ 


め な り 。 彼 等 は 害 想 を 賜り 、 且 つ 光 染 あ る 信和 
給 差 も 賜る べし ] と 。 OR 
6. 然 れ ども 、 わ ゎ れ ら の 神 兆 に 拭 挑 し 、 を の 計 ああ 4 の 18 cg 
画 を 妨げ ん と する 者 は 、 茂 し い 獲 罰 に 遭遇 人 CE 

人 の う aw に g 
せん 。 OS 
7. 知識 を 賜 れ る 者 は 、 主 よ り 液 に 啓示 され た OL タレ ッ 2 
ゆう 3 days 

る も の は 真理 で あり 、 偉 大 に し て 講 美 きれ 2 ITOR 


> 2 、 デ の ! ッ ン ノッ 了 
ed Gt I ES 
A 


な いと 示 き れ て いる 。 イ スラ ム 教 に 敵対 し 、 イ スラ ム 教 徒 を 迫害 すれ ば 必ず や 罰 を 受け る で あろ うと 、 不 信心 
者 は 頑 告 きれ て いる 。 
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注 2 





や 、 教 えよ うか ? 


みこ ころ 


. 彼 は アッ ラー の 御 意 思 に 反対 し て 嘘 を つき 


だ た る か 、 それ と も 気 が 狂 れ だ る が か が ? 1 と 。 
然 ら ちず 、 懲 罰 を 被り 且つ 迷 誤 の 中 に 遠のく 
は 、 来 世 を 信 ぜ ざる 彼 等 な り 5。 
彼 等 は 、 天地 に 於 ける 己 が 前 後に あ る も の 
に よっ て 如何 に 取り 囲ま れ て いる か を 、 知 
5 ざる か 7? も し われ ら 欲 し な ば 、 大 地 を し 
て 彼 等 を 呑み 込ま し め 、 或 い は 天 の 一 角 を 
彼 等 の 上 に 墜落 せしめ 得 べ し 。 ( 注 2) げ に 
この 中 に は 、 悔 い 改め る こと ご と く の 位 へ 
の 神 光 あり 。 
系 二 項 
われ ら は 、 ダ ビデ に 軸 敵 を 和正 れ て 、 云 え 5、 
[ 液 等 山々 よ 、( 注 3) ダビ デ ェ 共 | 
ラー の 護 美 の 歌 を 歌え 、 ( 注 4 ) 潜 等 鳥 た 
も 」 と 。 面 し て 、 AE 
鉄 を 軟 か に し て 、( 注 5) 


云え り 、「 鋼 を 作れ 、 身動き を 考え その 鎖 敗 


子 の 環 を 小 き 《 く 上 整え よ 。 面 し て 、 佑 行 に い 
そし め 。 げ に われ は お 前 た ちの する こと を 


昭 覧 す 」 と 。 


まだ われ ら は ソロ モン に 刷 を 服従 せ し め だ 
J 朝 の ひと 吹き で 一 箇月 の 道程 を 旅 し 、 
タ の ひと 吹き で 1 箇月 の 道程 を 旅 する 風 


サバ ー 

る べき 御方 へ の 道 に 導く も の な る こと を 知 2 とみ 

る 。 Odl 

. きれ ど 、 信 ぜ ざ る 者 ども は 云う 、 「 我 等 は お 本 タッ プ る タ ノ ョ ンク ウタ ン ンコ 222 の レッ イン 

前 た ち に 、 ぉ 前 た ち が 粉 々 に 砕け た 後 、 再 つづ パラ ISR TITIES 
び 新 た な 創造 物 と し て 時 6 ら ぉ れん と 説く 者 に 


ンク イク リス レタ る の っ 3 
ラー アース 2 る “A ue 
DRI RI 


放 ” 1 マタ 
599 の Al 


ダン 


り dre 語 
OPN AG OG 533 
A II RI GL 
ES Lg do ES 


de 多久 49 届 > きら) 2 し So2 


| イス イン 
> 


(間際 

Or 

レノ 6 レン ラス (し 2 レレ ルレ ン ビ ラブ ァ ァ 

2432 BE の PA 

DRA EEN 

"AE, の っ ES Ek lg 
区 の 

OR OR 8 


GA 1 くる 02 2: が Lo re 
EL ENS 
し 0 プア アッ 2 レイ の 
I GRGE ET 








[大 地 を し て 彼 等 を 呑み 込ま し ゅ 」 と いう 箇所 は 、 


に 墜落 せしめ | は 、 天 の し る し に 言及 し た も の で ある 。 


注 3 
注 4 


注 5 


山岳 民 族 の 事 。12 : 83 に も 類似 表現 が ある 。 
21 : 80 参照 。 
「 鉄 を 軟 か に し て | は 、 


地上 の し る し を 述べ て お な おり 、「 天 の 一 角 を 役人 等 の |- 


次 の 事 を 指す 。 鉄 製 兵器 製造 技術 が ダビ デ に よぅ 開発 きれ 、 次 節 に 述べ られ 
て いる 様 に 彼 は その 技術 を 応用 し て よろ い を 作り 上 ば げ だ た だ 。 
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。( 注 6) ま だ われ 6 は 、 ソロ モン の な だめ 
4 
の 或 る 者 に は 、 主 の 命 を 泰 じ て ソ ロモ ン の 
も と で 働か る せり 。 上 われ ら は 彼 等 
に 云え り 、 。 わ れ ら が 和合 背く 者 あら ば 、 
i 





ER EE CR 63 
ORNL 











14. か く て 彼 等 は 、 ジ マロ モン の 欲す る も の 、 宮 ルポ レン イス アゴ リッ で バン ン イン アテ ア 
Tie DE EL do 
殿 や 彫像 や 貯水 池 の 如 き 鉢 や 固定 し た 大 鍋 マッ ” に 2 
を 作り た り 。( 注 7) 耐 し て 、 ゎ われ ら 5 は 云 を 。 』 穫 3335 1 3R3D TTA 
り 、「 液 等 ダビ デ の 家の子 ちょ 、 感 謝 に 満ち 8 
て 働け 」 と 。 き され ぼ 、 わ が 僕ら の 中 に は 、 の 3 に BES 
感謝 する も の は 僅か な り 。 
15. 症 し て 、 わ れ ら が ツ ロ モン の 死 を 定め た る I ES 
時 、 一 匹 の 地 虫 が ツ ソロ モン の 枕 を 噛 ゆ る こ od le on 
と を 除け ば 、 そ の 死 を 示す も の は 何 も な か e380 多 GGAS し し GooDI 4513 
りき 。 ソ ロモ ン が 地 に 倒れ る に 及 ん で 、 妖 需 eh 
た ち は 、 不 可視 な る も の を 知り た り せ ば 、 人 oo? Sg 
この 恥ず べき 苦 役 に 長く 服 し は せ ざ り し も の 
の を 、 と 和 痛切 に 護り た り 。( 注 8) 9 
16. 昔 サ バ の た め に 、 を の 故国 に 神 兆 あり 。 す A 区 
lec 5CJ69 
な わ ち 二 つ の 果樹 園 が 、 一 つ は 右 に 、 一 つ の の" 4 9 
は 左 に あり て 、 わ れ ら は 彼 等 に 云え り 、「 お 9 AR i 
TD 9 。 つい みう 
前 ちの 主 が 授け た る 食物 を 食し 、 主 に 感謝 Rh rt! 
し 奉 れ 。 国 豚 し く 、 主 は 慈悲 深 ( ま し ます 」 IRR 
と 。( 注 9) 
注 6 ソロ モン の 和 領土 は シリ ア 北 部 か ら 、 地 中 海東 岸谷 い に 紅海 に お よび 、 ア ラビ ア 海 に 沿っ て ペル シャ 浴 


に まで 拡大 し た 。 事実 、 ソ ロモ ン の 時 代 に 、 
いう 語 は 、 権 勢 と い 5 


意味 を 持つ 。 又 、 ソ ロモ ン は 商 隊 を 保有 し ( 列 王 上 9 章 26 一 28 節 、Jew. Enc. 


イス ラ エ ル 王 国 は 富 と 権勢 は 絶頂 に あっ た 。 当 人 舌 に ある 「 風 | と 


11 巻 . 


P 437 ) 彼 の 下 に 産業 と 技能 は 非常 に 発達 し 、 彼 は 和 野 訟 で 反抗 釣 な 山 項 民 族 を 征服 し 配下 に 入れ だ と 示 き る れ て 


も いる (歴代 志 略 下 2 章 18 節 及 び 4 音 1、 
注 7 
た 。 人 彼 は 建築 に 、 殊 の 他 、 関 心 を 持ち 、 彼 の 下 で 建築 技術 は 大 幅 に 向上 し た 。 イ スラ エル の 寺院 は 、 


2 節 )。 


栄華 を 極め 、 権 力 と 教養 を 備え た 知 主 で ある と 同時 に 、 ソ ロモ ン は イス ラ エ ル 建 国 者 の 子息 で も あっ 


に お ける 趣味 の 良き を 良く 表し て いる 。 


注 8 


ソロ モン の 無能 な 息子 で 後継 者 で も あっ た レ ハ ベ アム の 支配 力 は 弱く 、 


彼 の 建築 


ソロ モン が 作り 上 げた だ 強大 な 


王国 は 分 裂 し て し まっ た ( 列 王 上 :12。13, 14 将 と Jewish, Enc. “Rehoboam"”) 。 
27 23 で 述べ で られ だ サバ は 、 サ ナー 又は マデ アー リブ と 上 も 呼ば れる 地 か ら 6 旅程 に し て 三 日 か か る イエ メ 
ン の 町 で あっ た 。 こ の 町 の 名 は 旧約 事 書 、 ギ リ シ ャ 、 ロ ー マ 、 ア ラビ ア 文 学 、 特 に 南ア ラビ ア の 碑文 に よく 見 


注 9 


られ る 。 サ バ の 住民 は 民 か で 教養 も 高く 、 
体 が ダム と 光 泊 設 備 に より 豊 儀 で 、 
備 が 施さ きれ て あっ た が 、 


中 で も マ ア ー リ ブ プ の ダム 


神 に より 人 年 の あ ら ゆ ゆる 快適 る を ふん だ ん な に 
そこ に は 庭園 や 小川 が 見 
は 最も 素晴らし いも の で あっ た (Enc. of lstam, 巻 , 
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与え られ て いた 。 国 全 
5 れ た 。 防 壁 や ダム の 様 な 農業 振興 の 為 の 公共 設 
P6)。 
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17. 然るに 彼 等 背 きだ た だれ は ば は 、 われ ら は 彼 等 に ・ す いる ンク ン Ne AE 124 
きま じい 洪水 を 浴 せ た だ たり 。 ( 注 10) し 2 の ス 


て 、 わ れ ら は 、 そ の 素晴らし い 二 a 
賠 の 代わ り に 苦い 実 を 結ぶ 御 柳 と 少し 
か り の ハマ ナツ メ の 二 園 を 与え た り 。 DRE 


“2 
18. か く の 如 くも 履 ら が 彼 等 に 報復 し た る は 、 ンジ 2 し 。 3 ラッ ンク ン 
1Nlt 
その 忘 思 な る が 故 な り 。 わ れ ら が か く の 如 ot り 6b し 2 2 
, 報復 する は 、 た だ 忘 列 者 どけ な り 。 


19. ま た われ ら は 、 サ バ と われ ら が 祝福 せる 0 he 
邑 々 と の 間 に 目 に つき や すい 幾つ か の 邑 を 
~ ュ ェ < 2 が tr し る ママ クレ Ee 
設け 、 そ れ ら の 間 に 楽 な 旅程 を 定め て 云え うじ スッ 0 ぅ ia5 
り 、「 こ れ ら の 邑 々 を 通っ て 、 写 夜 を た わ ず cu 
安 や し て 旅 せ よ ] 上 。 ( 注 1 ピン 


20. 然るに 、 サバ 人 は 神 に 感謝 す る 代り に 云え ? 和夫 3 タイ AD (NMU ラー 1 エグ クン 洛 
a 1 1G5 
り 、「 主 よ 、 我 等 の 旅程 を 更に 長く な し 給え ] っ Dll a 


2 る ン ィ 


3 EE Sx 6 ES Si 


GS 


ほ 。 ( 注 12) か て て 、 彼 等 自ら その 身 を 計る いち 2 っ 2 を 5932 5525 に 1 2 が 223 
り だ た れれ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 徹底 し て 粉砕 分 La 5 、 CS 
散 し 、 後 の 世 の 語 り 草 し な せり 。 げ に この っ A3E2、 の 
中 に は 、 堅 妨 水 拡 に し て 感謝 の 念 あ っ つき a 
人 々 へ の きま ぎ ま な る 和 神 光 あり 。 

21. 面 し て 、 イ プリ ー ス は 、 一 部 の 真 の 信者 を 1 の と a 
除い て 、 彼 等 が 自分 に 従え る が 故に 、 彼 等 
に 対す る 自分 の 判断 が 正確 な り し こと を 知 の oe 


る 。 ( 注 13) 
演 10 。 サバ の 住民 達 の 富 を 守っ て いた だ た マ アー リブ の ダム が 大 洪水 で 決壊 し 、 全 土 が 水 に 浦 か り 、 被 害 は 広範 
囲 に 及 ん だ 。 美しい 廃園 、 小川 、 革 術 作品 に 満ち た 国土 は 魔 璃 と 化 し て し まっ た だ 。 ダム は お よる を 長 き 2 マイ ル 、 
高き 120 フィ ー ト あっ た 。 それ は 西 麻 一 所 紀 あ る い は 二 世 紀 に 下 壊 の 目 に あっ だ た 。 
注 11 「 祝 福 せ る 芯 々 」 と は 、 ソ ロモ ン 上 国 の 中 心地 で ある パレ スチ ナ の 町 を 指し て いる 。 サバ の 住民 は ン 
ロモ ン 平 国 と 盛ん に 貨 易 を 行っ て い だ 。「 日 に つき や すい 幾つ か の 唆 」] と は 、 互 い に す で 見 える 程 近接 し た 二 つ 
の 町 と いう 意味 で ある 。 ズ 、 王 要 な 町 と いう 意味 も あり 、 イ エメ ン か ら パ レス チ ナ 茂 び シリ ア へ 抜け る 道 が よ 
く 使わ れ 、 安 全 で 好ま 和 れ て いた だ た 事 を 示す 。 ミ ュー ル に よれ ば 、 イ エメ ン か ら シリ ア へ 向かう 街道 沿い の ハ ダ ル 
マウ ト か ら マ イラ ー ま で に 70 の 宿 が あっ た だ 。 こ の 道 は 人 人 通り が 多く 安全 で あり 、 両 側 に は 並木 が 植え を られ て い 
だ 。 
注 12 この 革 葉 は サバ の 住民 の 語っ た も の と きれ て いる が 、 事実 、 神 の 戒律 に 従わ な い 為 窮 取 に 了 臨 っ た 当時 
の 彼 等 の 様子 が 示 き れ て いる 。 人 通り が 多く 菜 を えな 街道 は きび れれ て し まっ な だ 。『 我 等 が 旅 般 を 更に 長く な し 給え 」 
と いう 言葉 は 次 の 事 を 示す 。 街道 浴 い の 町 の 多く がき びれ て し まい 、 宿 か ら 和 宿 へ の 距離 が 長く な り 。 安 全 性 も 
失わ れ だ た 。 サ バ の 住民 は 絶 減 し 、 そ の 導 量 は 何 も 留 ゆら れ な か っ た 。 役 等 は 唯 、 語 5 り 継が れる の み と な っ た 。 
注 13 サタ ン は 、 サ す バ の 住民 達 を や うま く 随 落 る せら れる だ ろう 見 て いた が 、 彼 等 の 悪事 に より 、 こ の サタ 
ン の 思惑 は 当たる 事 と な っ た 。 この 悪人 達 や その 悪事 に 対す る サタ ン の 判断 は 17 : 63 に 述べ られ て お り 、 サ タ 
ン が 、 ア ダム の 子 係 を わずか な 例 を 除い て 減 ぼ す と 語っ た だ と そこ に 理 か れ て ある 。 
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22. され ど イ プリ ー ス は 、 彼 等 を 支配 せ やぎ ざり し ーー 衝 ラ ン イン るー 2 っ ェ ュ Ed 2 
な り 。 ( 注 14) た だ われ ら は 、 来 世 を 信 ず ウン マッ 2 96 じ う 

RS 5 る ン 
る 者 と 、 之 を 疑う 者 と を 識別 せん が た め な あと 522S ら 5 ら うっ も 9 
り 。 波 の 主 は 萬 事 を 監視 し 給 う 。 i 
第 三 項 (の た まで 補い 

23. 云え 、「p 前 た ち が ア NN 0222 
と 主張 せる 者 に 訴え よ 。 ( 注 15) 1 RI RS お 
天地 に 訟 ける 一 徴 康 の 重き だ に 0 2 ッ タ イン 2 て ター < イン ーー リン さこ る クン スン う 

1 N = Sa こい 
も ず 、 ま た 和信 の 人 造 に あて 如何 な る 彼 制 つり ロ 3o や DI は うう ら 引 は お 5UE 
ーー 中 る う ョ タク 3 A 2 5 « *。 
も 果たさ きず 、 また アッ ラ は 彼 等 の 中 に 如 OS ts dl 223 
何 な る 補佐 も 有 せ ず 」 と 。 a 
24. アッ ラー が 許せ る 者 ( 注 16) を 除い て 、 ど シェ レン ア A 
AI1 
ん な 執り 成 し も アッ ラー に 対し て 無益 な NAD 0 ES 
り 。 や が て 彼 等 の 心 ( 注 17). か ら 恐 需 が 清 i A 9 
kw 1 slir ) な 1 
ぇ た 時 、 彼 等 ( 注 18) は 問わ ん 、「 主 は 何 ん Re 3d HG 2 rp 
と 言い た る か ? 」 と 。 使徒 た ち ( 注 19) は ® RE 
答え ん 、「 真 理 な り 」 と ょ と 。 王 は 至高 に し て 、 
偉大 な る 御方 に まし ます 。 

に テディ 3 月 * こ 筐 : 石 .% > ty し J し 4 7 
25. fri a 72 EO TO CR 2 
座 ぞ ? 」 と 。 云え 、「 ア ッ ラ ー な り 。 我 等 か 
お 前 た ちか 、 そ の どちら か が 正道 の 上 に あ REL GG 

り 、 ど ちら か が 明白 な る 迷 誤 の 中 に ある な 
り ] と 。 ( 注 20) 

26. 云え 、「 お 前 だ ち は 蘇 等 の 罪 に つい て 問わ れ の (< タン を イン レッ ブッ イン ン ン ルル あて 1 
ず 、 我 等 $ ま だ お 前 だ も の 行為 に つい て 問 CO EY a IEO Ys 
われ ぎる べし | と 。 

注 14 サタ ン は 人 間 に 対 し て 如何 な る 権威 も 持ち 合わ せ て いな い 。 人 間 が 精神 的 に 中 落す る の は 、 由 6 の 


誤っ た 信仰 や 、 悪 事 に よる も の で あぁ る 。 


注 15 不信 心 者 は 、 彼 等 の 偽り の 神 に 

いと 告げ られ て いる 。 事実 、 こ の 世 の 如 何 な る 力 を 持っ て し て も 、 
で ある 。 

注 16 

物 を 指す 。 

注 17 執り 成 し 手 の 心 。 

注 18 戴 か れる 罪 深 き 人 々 。 

注 19 執り 成 し 寺 又は 神 の 使徒 。 

注 20 確か に 我々 (信者) は 正しく 、 


イス ラム 発展 の 疎 止 を 求め て みよ と 挑 まれ 、 偽 の 神 に は それ が で き な 


笑 実 が 広まる の を 恒 止 する 事 は で き な い の 


モハ ッ マ ド 頂 言 者 。 こ の 言葉 は 又 、 軍 り 成 し が を の 者 の 有利 に な る 様 行わ れ て も 5 良い と 軍 の 認め る 人 人 


貴方 達 (不信 心 者 ) は 誤っ て いる 。 
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27. 


28, 


29. 


30. 


31. 


32. 


注 21 
れ が 正しく いずれ が 護 
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云え 、「 壮 は 我 等 を 皆 同 時 に 台 し 給 い 、 然 る 
後 、 事 実に 基 い て 審判 し 給 う 。 ア ッ ラ ー こ 

を は 最も 有 能 な 裁判 官 、 能 て 百 事 を 知り 給 
う 」 と 。 ( 注 21) 

云え 、「 お 前 た ち が 、 同僚 と し て 彼 と 併せ 入 
り し 神々 を 我 に 示せ 。 否 、 お 前 た ち は 示 し 
得 ず 。 な ん と な れ ば 、 彼 は 僅 大 に し て 、 覧 
哲 な る アッ ラー な り 」 と 。 

われ ら が 液 を 全 人 類 に 遣わ し た は 、 た だ 明 
報 伝達 者 並び に 警告 者 と し て の み 。 然 る に 、 
世 人 の 大 半 は 之 を 知ら ず 。 ( 注 22) 


彼 等 は 所 う 、「 も し お 前 の 言葉 が 事実 な ら 6、 
を の 約束 が 実現 せら る る は いつ の 日 ぞ ? 」 
と 
云え 、[「 お 前 た ち は 勤 る 日 を 以 て 約束 きれ て 
いる が 、 そ の 日 を ば お 前 た ち は 一 障 た り と 
5 遅 速 し 得 ぎ る な り 】 と 。 ( 注 23) 

第 四 項 
便 ぜ ざる 者 ども は 云う 、「 我 等 は この クル 
アー ン と これ に 先 だ つ 経典 も 信じ は せめ ぬ J」 
と 。 液 も し 不義 者 が 主 の 御前 に 連行 せら れ 、 
互 に 罪 を な すり 合っ て いる と ころ を 見 得る 
な ら は ば 。 現世 で 弱者 と 見 な る され し 者 が 、 
謙 慢 な り し 者 に 向っ て 云わ ん 、「 も し お 前 
だ た ちな か り せ ば 、 我 等 は 必ず 信者 た り し も 
の を | と 。 ( 注 24) 





サバ ー 
50 CC 2 うじ 3 ン フ タン ラン ッ ン 「「 る 
で やら っ 
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bB A El G5 
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CPA HA 
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ッ ジ 。 5 アウ フーン ョ ラーン ラッ タン し 
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⑨ 〇 AA 5 


NR NY DU GNIGS 
と チ そ に 2 アン 9 イラ う ア フッ タク > 

〇 ああ 8 OADble 2 8 CN oll 
2 ues 2 タ ア ラン クー タプ グル 2 う ロン ーッ 


5 とら or To) IS 
ッッ タッ ニー レッ の タラ タ 2 ン 


I DGD GN TN 


* さ 
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アッ 4 z み 
OG 


es 


この 節 は メッ カ の 陥落 に つい て 述べ た も の と 一 最 的 に 受け 取ら れ て いる 。 イス ラム 教徒 と 不信 者 い ず 


渦 り で ある が か 、 


央 いな る 勝利 が も だ らき され だ 。 


日 。 こ の 時 ょ り 一 千年 は 同じ 状態 


疑 紗 の 影 は この 時 払わ れ だ 。 この 後 、 イ スラム 教 徒 上 敵 の 心 は 一 つ に な り 、 


クル アー ン に 絆 り 
告げ は 普遍 的 で あり 、 ク ルアー ン は 究 


き 、 そ の 後 、 イ ス 


注 22 モハ ッ マ ド 畠 言 者 が 、 こ の 世 の 終 わり まで 全 人 頒 に 神 の 使 首 た し て 人 道 わ る れ た だ と 、 
返し 述べ られ て 来 だ 。21・ 108 及び 25: 2 も 参 胎 の 事 。 イ スラ ム 教 の お 

極 の 啓示 書 ほ た し て 決定 的 な も の で ある と 王 中 し て 米 た 。 

注 23 バド ル の 戦い の HH、 叉 は 321 6 に 述べ られ た 日 

ラム 教 が 世界 的 な 宗教 し し て 受け 入れ られ る 時 代 が 始ま る で あろ う 。 

注 24 


罪人 が 裁き や 前 に し て 、 自 分 の 罪 を 他人 に な す 2 つけ て 前 を 逃れ よ と する の は 人 問 の 性 で ある 。 当 
節 及び 次 の 二 節 に は この 人 間 の 習性 が 述べ られ て いる 
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第 一 上 四 章 サバ ー 
33 する と 鱗 慢 7 5 し 者 は 選者 か 衣 9 ング ダッ うら TGC 2 [2 
・ 、 間 呈 | 委 人 が 所 弱者 と 見 な され し っ AS bs っ 1 Cab の So 
者 に 向っ て 云わ ん 、「 導 き が お 前 だ ち に 達し 2 シッ 且 

た る 後 、p 前 た ち を を の 導き か ら 外 度 だ て 042 に 25 oO が と 釣 5502 
し た る は 我 等 だ と いう の か ? 然 ら ず 、 罪 2 の 
を 犯 せ し 者 は 、 お 前 た ち 自 身なり ] と 。 (いで 
2 グッ ” * 
34. 嘱 者 と 見 な きる れ し 者 再び 購 憎 な り し 者 に と I 
向っ て 云わ ん 、 「 鉄 5 ず 、 お 前 だ ちこ を 日 夜 ララァ sj の ルン 区 4 
際 才 もめ で らし 、 救 裕 に アッ テー を 信 や ず 、 U5553 如 の 8 
アッ ラー に 同位 者 を 配 せ よ と 命じ た り 」 と 。 スポ / ク の の 
CLL A al | 
彼 等 は 刑 凡 を 日 の あたり に し て 初め て 自 均 oa es RA 
スム 、 ッ ノ グ 2 ノ B。 9 ンク う ア う プア ェ ン フン 
の ) 光 を 表明 せん 。 われ ら は 不信 心 者 ども の Ons dals の の AALGEAG TEOIEG< 
首 に 首 析 を か けん 。 彼 等 は た だ その な せる 3 
こと の た め に 罰せ られ ん 。 @6Ss じ 間 
35.、 わ れ ら が いずれ か の 邑 に 登 告 者 を 造 わ す た (39 US CL 
びに 、 を の 品 の 拾 福 な 者 た ち は 評 え り 、「 我 I 
等 は お 前 の 使命 を 信 ぜ ず 」 と 。 ( 注 25) OB も Ob 
36. 彼 等 は 云う 、「 我 等 は 富 と 子 室 に より 了 ま れ VT 1 の ラッ ン っ 
Oe YY 3 oo | 
て お り 、 ま た 徐 罰 に も 適わ ぎる べし 」 と 。 6 Ss YI SIs 
ッッ 39 
37. 云え 、「 げ に 我 が 主 は 御 心 の まま に 、 或 る 者 3 9 3 3 NG G う うめ ③) 
に は を その 給 養 を 殖やし 、 ま た 或 る 者 に は 00205 PER の 
を 減ら し 給 う 。 き れ ど 、 世 人 の 大 半 は 之 を OIG LIE LE & 
知ら ぎる な り 」| と 。 
第 れ 項 タレ リア で レン 
38. お 前 た ち を われ ら 5 に 近づけ せ し む る は 、 ぢ お Be お の し 35395 人 6 25 
MON 非 ず 。 然 れ と ども 、 信仰 リッ ン ン RR 
行 を 積む 者 は 、 己 れ の 行 郊 の た め に A GE I 
2 面 し て 、 安 ら か ンク) 1222 。 LC の る 
1 ! Ca sa > 
き 高楼 の 住居 が 保証 きれ ん 。 ( 注 26) Duss 3 0 
し か し る し と の PP 
39. 然 れ ども 、 わ れ ら の 神 兆 の 日 的 を 控 折 さ せ 。 は @O い | a GOR ES 
ん と し て 抵抗 する 者 は 、 必 ず 刑 前 に 服 せ し 5 
め ら 6 れん 。 ( 注 27) (OXG ソ な パー ゴー 
赴 25 神 の 頂 計 者 思 は 、 居 げ られ だ 人々 を 考 全 の 正当 な 地位 まで 918 上 げ 、 彼 等 に 当 希 の 衝 利 を 戻す お 道 ち 


きれ る 。 それ は 、 つ い の 世 に も 、 神 の お 告げ に 背 
注 26 


く の が 富 と 権力 ある 者 達 ど から で あ る 。 
富 と 権力 が 神 に 近付く 手段 で は な い 。 む し ろ 、 そ れ が 人 を 神 か ら 遠 ぎ け る 傾向 が ある 。 正しい 信仰 と 


善行 こそ が 入 を 真 に 則 か に し 、 神 の 救い と 喜び を も だ た ら す の で ある 。 


注 27 
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神 の 大 義 が ひろ まる の を 疎 止 し 、 神 の 目的 を 妨害 し ょ うと 不信 心 者 達 が 陰謀 を 企 て て も 、 そ れ は 無駄 
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40. 


41 . 


42 . 


43. 


44 . 


46. 


な 事 で あり 、 必 ず や 彼ら は 報い を 受け る 。 


雲 え 、「 げ に 我 が 主 は 御 選 の まま に 、 を の 僕 
ら の 或 る 者 に は 給 差 を 殖やし 、 また 牙 る 者 
に は 之 を 減ら し 給 う 。 曽 し て 、 何で あれ お 
前 た ち が 費 せ し 分 は 、 主 は 必ず 埋め 合わ す 
べし 。 主 は 無 上 の 供給 者 な 9。 

主 が 同時 に 彼 等 を 召し 寄せ る 日 、 主 は 天使 
ただちに 向っ て 記 ね ん 、「 こ れ 等 の 者 は お 前 だ た 
ち を 崇拝 し た る か ?」 と 。 


天使 た ち は 答 えん 、「 波 に 栄光 あれ 。 我 等 の | 
守護 者 は 流 に お わし ます 。 耐 、 彼 等 は 妖 寺 
を 拝み 、 そ の 多く は 妖 辻 を 信じ た り | と 。 


不信 心 者 ども は か くく 云わ れん 、「 き され ば 、 こ 
の 日 、 前 た な ち は 刺 に 相手 を 准 す る こと 
害する こと も な し 得 ざ る ベ べし 」 と 。 面 し て 、 
われ ら は 罪 を 犯 せ し 者 ども に 云わ ん 、「 お 前 
だ ち が 否定 せる 業火 の 呈 串 を 味わえ | と 。 


われ ら の 明白 な る 兆 が 役 等 に 読 語 され る 
時 、 援 等 は 云う a お 前 だ た ち を し 
て 、 お 前 た ちの 父祖 が 栄 めし も の か ら 背 か 
し めん と 謗 る 者 に すぎ ず 」 と 。 条 し て また 
a | re は 提 造 せる 偽り に すぎ ず 」 と 。 大 
し て 不信 心 者 ども は 、 自 分 た ち に 来れ る 真 
理 に つい て 、「 こ は 魔術 以外 の 何 も の に も 非 
ず 」 ょ と 云う 。 


5. われ ら は 彼 等 に 、 研 究 き せる で く 経 典 を 与 


え ざ りき 、 ま だ た 液 より 先 に 如何 な る 千 告 者 
も 遣わ る き ざ り き 。 


彼 等 に 先 だ つ 者 も 真理 を 拒み た る が 、 こ れ 
等 の 者 は われ ら が 彼 人 等 に 与え た る も の の 十 
分 の 一 に も 及ば ざる に 、 わが 使徒 た ち を 貴 
つき と し て 則 し た り 。 き され ば 、 彼 等 は や が 
て 知る べし 、 わ れ を 否定 せる 結末 が 如何 に 
和 恐ろし いこ と か を 。 


ra 
4 うめ ンタ タス ああ っ タッ ンタ アァ ン レン ルン に PJ 
rn |: グ テ ゥ ウロ ク タ 
の 29 OS i dA 


ャ ンー 3 2 タン プン を クラ ンー ゥ ッ ダ 9 タラ レン プッ ン レ 
PNR RS 22 とり ろ め う 
rw EG 
{ 


8 i BY RG 


レル i 1 02 30 
Me Sa の CA5 9 2246 
4 4 ッ ク タラ タタ ッッ アク レッ > タラ ッッ 


OI SE GSS 
CORA CI 


の の の る トン レク リー イル レロ 2 タレ 
PCE CR 
1 ッ プ ブン ィ ン [ ン ン ウタ を タグ ュ ン 
4 人 0 0 りり に と a 8 
9 タン ン レル 2 
の OIDSCIHIG 


の えな < り イン ュ ン 5 
(の 263 A て 


7 中 に プン 1 


90 re 2 ン ン 
KS2 BEG 


と ? し し と アイ 


ads 
Pe か の 


の す の に 生生 DA る を る なじ 
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第 六 項 
47. 云え 、 「 我 は 一 言 だ け お 前 だ ち に 勧告 す 。 お 
前 た ち 二 和信 ずつ 、 ま だ は 独り で アデ アッラー の 
前 に 立ち 、 と 〈 く と 考 ん よ 。 き すれ ば お 前 た 
ちの 仲間 が 狂気 に 非 ざ る こと を 憧 ら ん 。 を そ 
の 仲間 は た だ 切 追 し た 厳 刑 に つい て 前 た 
ち に 警告 する 者 に すぎ ず 」 と 。 ( 注 28) 
48. 云え | 我 は お 前 ただちに 如何 な る 報 醒 を も 求 
め ず 、 そ は お 前 だ ちの も の な り 。 わが 報酬 
は だ だ 002 の 許 に あり 。 ア ッ ラ ー は 高 
事 を 胎 覧 中 し 給 う | 上 。 


50. 云 を ん 、 「 真 理 は 来 り ね 、 る きれ ば 虚偽 は 何 も 剣 
5 ず 、 ま た る その 復活 も な る まじ] と 。( 注 
29) 

51. 云え 、[ 我 も し 誤 ら ば 、 誤り て 我 自 身 を 寄 す 
る の み 。 我 も し 正しく 〈 避 か る る と すれ ば 、 
を は 我 が 主 の 啓示 の お 際 な り 。 げ に 主 は す 
べ て を 能 く 聴き 、 身 近 に まし ます 」 と 。 

52. 浜 も し 彼 等 の 設 れ 戦 く る きま を 見 る な ら ば 、 
逃れ を すべ な てく 、 近 い 場 所 に て 捕 わ る 4 彼 
等 を 。 


53. 彼 等 は 云わ ん 、「 我 等 は を それ を 信 ず 」 と 。 然 
れ ど も 、 彼 等 如 何 に し て 遠き 場所 か ら 6 信仰 
を 受容 し 得 ん や ? ( 生 30) 





3 タタ タス ア エ て ャ ンク アコ っ を TZ る 
NS el の ES 
る ” る 
sc a EU 


アレ ゥ アン クン 2 ン える の 、 ン 


OR GO ON I YO) 


る レ みう グッ ょ クン レ タス 2 ブ っ の の 和 イン レン る 
中 っ 1 585 の 28 ら 
OO Shs 
ン シン P フ 
39251 | タ ・ ク フッ セン る し 4 
の ポン つみ わら 
59 アテナ アコ 12 
OLLI GR っ 
スル ア アン 0 還 生ん (0 オブ ィ ン タン ン っ 。、 る 
coaloban ge Lol Ee oS 


と ぁ え と と 人 


CE ES SVE SS 





注 28 "この 第 は 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 の 主張 を 、 客 観 的 か つ 公 平 に 検討 し て みる 様 勧め て いる 。 不 倍 心 者 は 、 
モハ ッ マ ド 頒 言 者 が 精神 異常 で あっ た か 否 か 、 先 入 観 や 世間 的 考え 方 に 捕らわれ る 事 な く 考察 し て みる 様 提言 


きれ て いる 。 


注 29 「 何 も 前 ら ず ] と いう 言葉 は 、 偶 像 党 拝 が アラ ビア に 根付 く 事 は 無い と 強く 預言 する も の で ある 。 偶 


像 受 振 は 永吉 に その 国 か ら 姿 を 消す で あろ う 。 


汗 30 「 達 き 場 所] は 死後 を 意味 し 、 不 信心 者 は 必ず や 死後 自ら の 誤 ち を 悟る と この 節 は 示し て いる 。 役 等 
は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 使命 が 現実 と は 既 け 離れ だ も の で 、 る その実 胡 は 根拠 の 無い ゃ の だ と 事 か な 憶測 を めで 


ら し て い る 。 
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54. 彼 等 は 以前 、 遠 方 より 5 不可視 な むる ぉ もの に つ 。  。 ? ン ンタ ラン ンタ ン ッ タ ンク ン 。 ン ン 
回 由 2 * ualb ロ ir を > ? 由 し 

いて きま ぎ ま な る 護 測 に ふけ れ ど も 、 そ を れ タウ め ひ め う きら 2 も 055 

を 信 ぜ ざ り きっ OAR LG 


2 人生 の 1 あさ | AL Zr イー を エン クン ラ タン ラン ェ ン イン ンタ タフ ンプ 。 し 
55. 音 の 彼 等 の 同類 な され た 如 い 彼 等 と 役 5 しら 36c5 に C も 2 を > 
等 の 熱望 する も の と ょ の 問 に は 障害 が 据え ら 


ン 
は ルル 


と ん ロア 5。 を タン >< 
れる べし 。 げ に 彼 等 は 不安 な る 疑 悪 の 中 に ⑤eo3 SG SS es 
= x アジ ン な シー 


あり し な り 。 ( 注 31) 





注 31 イス ラム 教 に 敵対 する 者 は 、 往時 の 預 言 者 に 対抗 し た 者 と 同じ く 、 自 ら 6 の 魂 の 叫び に 気付 〈 吾 なく 。 
モハ ッ マ ド 押 言 者 の 使命 を 正しく 理解 で き な い で あろ う 。 
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第 三 十 五 章 創造 26 プチ テー た 本 ル 





アル ・ フ ァ ー テ ィ ル 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね 


六 悲 深く 、 恵 み 還 てく ア ッ ラ ー の 御名 に お い Oe le abe 


テー 
r 薄 
翌 


9 


2。 議 美 は すべ て アッ ラー の も の 、 そ は 浴 誠 の Eo の BRL 8 jt 





創造 主 に ビビ 二 識 、 二 異 、 四 避 の 天徳 を タメ タレ 1 に ヶ タタ 0 
使者 と し て 用 う 。( 注 1) 面 し て 、 彼 は その II GAIT A 
創れ る 者 に 己 れ の 欲す る も の を 増す 。 げ に な る 3 
A 1 39 ら と 
テッ ラー は すべ て の 事 に 権能 を 持ち 給 う 。 < RS 
@2 る 
O03 


3 の ッ メラ ー - が 人 人間 に 授 今 する 慈悲 は 、 ( 注 2) イィ 4 9 イン レラ ン の の 2 の 
る WS a w の 

何人 も 之 を 抑止 する E わ ず 。 な れ ぼ 、 ブ ッ WN LS ds 

ラー が 抑止 する も の は 、 何人 も 後に 之 を 開 の 53 で し うし 

放す る 能 わ ず 。 げ に アッ ラー は 偉大 に し て 、 ラー ツー つら う 5 で し ゃ し う 


引 槍 に まし ます 。 Cal 
4. 人 々 よ 、 お 前 た ち に 授与 せる アッ ラー の 忠 a *AS EI ne 
っ > 


恵 を 念 え 。 ア ッ ラ ー 以 外 に 、 天 地 か ら お 前 
た ち に 必要 物 を 供給 する 食 造 主 まし ます EE 
や ? アッ ラー 以外 に 崇拝 する に 足る 者 は A 
な し 。 然 る に 、 お 前 た ち 何 処 へ 顔 を そむけ OST A YY 
る ぞ や ? 

5。 た と い 彼 等 が 波 を 拒む と も 、 げ た に 涼 以 前 に ノル ルー っ < 人 の ラッ ョ ン ャ シュッ ン ン a 
6 神 の 使徒 た ち は 拒 ラ れ た り 。 な れ ど 、 物 RS OPRO 


事 は すべ て 、 裁 決 の た め に アッ ラー の 許 へ タッ タク ラー タン タク よー ニン 
i 1 a51 朋 
戻る る る な り 。 OBE Te 





注 1 天使 達 は 物質 界 に お ける 諸事 の 扱い を 任 さ れ て いる (79: 6)。 こ れ は 彼 等 に 課せ られ た 任務 の 一 つ で 
ある 。 こ れ よ り 更 に 重 な 任務 は 、 神 の 御 意志 を 神 の 使者 に 伝え る 事 だ 。 登 示 を 携え た 天使 達 は 、 一 度 に 二 つ 
か ら 四 つの 神 の 特性 を 表し 、 又 それ 以上 の 特性 を 伝え る 者 ちあ る 。 ア ジニ へ ハ は 力 の 象徴 で あり 、 大 使 は それ ぞ 
れ 託さ れ た 任務 の 重要 性 に 応じ た 力 を 持つ 事 が この 節 に 示さ れ て いる 。 最 高位 の 天使 ガ ブリ エル は 天使 送 の 長 
で あり 、 神 の 使者 に 啓示 を 伝 援 す る 任務 の 中 で も 役 も 重要 な も の を 託さ れ 、 そ れ は 彼 の 指揮 り 下 で 、 成 い 遂 び 
られ る の で ある 。 

注 2 前節 に お いて 、 神 が 天地 を 創造 きれ 、 人 間 の 物 費 的 、 精 神 的 要求 に 万 全 の 備え を を きる れ だ と 書か れ て あ 
る が 、 当 節 で は 、 ク ルアー ン の 啓示 を 通し て 、 神 が 人 間 に 慈 悲 を 授け る と 定め られ た 事 が 示 る れ て いる 。 
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6. 液 等 『 人 々 は よ 、 ッ ラ ー の 約束 は 必ず 実現 す 。 タル る ンタ ィ ン ン 2 2 の ん 
wu 1 FT 
され ば 、 現 世に 欺 か れる な か れ 、 ま た アッ LN lds LE 


ラー に つい て 責 騰 者 に 鞭 か れる なかれ 。 OH 時 CGC goad 


7. げに 悪 院 は jr 前 た ちの 敵 な 5 。 きれ ば 、 敵 EGOesE < タッ タン PT 
(5 AE 5 USSIS つの 1 i 
と し て 逐 を 扱え 。 和 悪魔 は 、 彼 等 を し て 換え て ンー ンー の 





盛る 火 の 住 人 こら しゅ ん が た め に の み 己 が Os RO 
信奉 者 を 誘 洪 す 。 


2 クッ ルル ュ 1< ② ぅ < トミ オン 。 イッ 
8. 信 ぜ ざる 徒 凌 に は 茂 し い 販 あり 。 き れ ど 、 OM54So る る | 
信じ て 善行 を 積む 者 に は 、 鶴 類 と 素晴らし ーー 


? 本 ) ; 2 くう 
い 報 状 あ り 。 OE NR & 


第 一 項 
9 己 れ の 悪事 が 粉 飼 さ れ 、 を そのため に 之 を 療 TO に < dG 
事 と 考え る 者 が 、 信 じ て 並 行 を 積む 者 と 同 SD ン 4 
内 まい ク 互 eS 人 ぅ アマ クノ に リョ アノ アー っ 9 アッ る 
じ で あり 得る や ? げに テッ ラー は 己 れ の CAS 7 名 0283 6 の 


欲す る 者 を 迷わ し 、 ま た 欲す る 者 を 導き 給 と 

RN の 5 OM が 0 あん 0 ME (メメ 2 PE 
う 。 き れ ば 、 彼 等 の た め に 嘆い て 、 波 の Baa ea I 

を すり へ ら す な か れ 。 げ に アッ ラー は 彼 等 

の 行動 を 知り 給 う 。( 注 3) 


10. アッ ラー こそ は 風 を 吹き 送り 、 容 を 起 し 給 a 俊和 の 0 じ 
う 御方 。 硬 し て 、 わ れ ら は 之 を 村 死 せる 地 2 の の 
城 へ と 駆り 、 そ れ に よっ て 死 せる 大 地 を 生 OL534 IIA ETE LG 


* ょ ユ 


き 返 らし む 。 復 活 も また か く の 如 し 。( 注 4) タラ る 
(OF 
11. 栄 澄 を 希 う 者 は 、 一 切 の 栄 替 が アッ ラー に Ns 2 の の 92 
属す る こと を 知れ 。 善 言 は 登 7 WR タ 
に 達し 、 義 し い 行い は アッ ラー 芝 を 綿 揚 す 。 9 PP 998 2 
され ど 、 悪事 を 謀る 徒 慕 、 彼 等 に は 厳し い 2 と 
る に トブ クタ シラン プッ ト 
刑 前 あり 。 き され ば 、 か か る だ くら み は 空 無 Cg SiS 
に 帰る ん 。 タラ タ ン ンタ デラ フラッ ン レン 
時 KC 








注 3 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 和 人 人 々 が 精神 的 幸福 を 得 られ る 様 に 願い 、 彼 等 が 真理 に 刃 向かえ ば 深く 悲し せ ょ 、 
この 節 は 雄弁 に 表し て いる 。18: 7 も 参照 の 事 。 


注 :4 此処 に ある 復活 た は 、 人 が 精神 的 に 張 紗 し た 状態 か ら 立ち 直る 事 を 示し て お り 、 十 が 振れ ば 酒 れ た 地 


が 生気 を 取り 戻す 様 に 、 悪 に 染まり 道徳 的 に 退 麻 し た 人 も 、 押 の 辱 示 と いう 天 か ら の 水 に よ り 次 る と この 節 は 
述べ て いる 。 
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12. ア ッ ラ 


13. 


14. 


15. 


注 5 


短 に つい て 下がれ て ある が 、 


ー は お 前 た ち を 土 よ り 5 創 5、 次 に 一 
滴 の 精液 より 、 決 に お 前 た ち を 夫婦 と な せ 
り 。 如何なる 女 も アッ ラー に 知ら れず し て 
妊娠 し 、 ま た 子供 を 分 既 す る こと な し 。 寿 
命 を 延びる きれ て 長生 きす る 者 も 、 ま な た 命 を 
縮め られ る 者 も 、 一 人 と し て 天 の 帳 筐 に 記 
載せ られ ざる は な し 。 そ は 実に アッ ラー に 
は だ や すき こと な り 。( 注 5) 

つの 海 は 等 し か ら ず 。 一 つ は 甘く て 味 が 


よく 、 飲ん で 気持 よし 。 も 3 一 方 は 虐 く て . 


証し 。 証し て 、 お 前 た もち は 、 そ の 両方 より 
寺 な 負 を 食し 、 晶 つ 遇 に つけ ょ 前 を 
採る 。 ま た だ 液 は 、 船 が 渋 を 切っ て 海上 を 走 
る を 見 る 。 そ は アッ ラー の 恩恵 を お 前 た ち 
に 求め る せる だ めで あり 、 併 せ て 感謝 の 念 
を 起き せる だ め な り 。( 注 6) 


アッ ラー は 夜 を 儲 に 溶け 込 ませ 、 呈 を 夜 に 
溶け 込 ませ 給 う 。 面 し て 、 彼 は 、 太 陽 と 月 
を 服従 きせ て 働か せ し む 、 各 々 定め る れ た 期 
前 に その 軌道 を 走る さく 。 か 《 な す は お 前 
た ちの 殖 ア ッ ラ ー な り 。 すなわち もち 、 主 権 は 
候 の も の な り 。 る れ ば 、 お 前 たち が ア テッ ラー 
以外 に 祈る も の は 、 一 微 護 だ に 左右 する 
な 選 。 

た と い お 前 だ た ち が 彼 等 に 祈願 する と も 、 彼 
等 は お 前 だ ちの 願い を 聴か ぎる べし 。 よ し 
や 聴く と も 、 お 前 た ちの 願い に 応ずる こと 
を 得 ず 。 面 し て 、 復 活 の 日 に は 、 彼 等 は 、 
お 前 だ た ち が 彼 等 を アッ ラー と 併せ 祀り し こ 
と を 愉 認 すべ し 。 流 に か く 告 び 得 る 者 は 、 
一 切 を 知 想 す 独 一 な る 御方 ある の み 。 


小 き な 精子 か ら 均 整 が と れ な 完全 な 人 間 が 育つ 様 に 、 
な 社会 を 作り 上げる で あろ る う 。 この 様 に 当 節 は 預言 し て いる 。 女性 が 何 を 宿 し 、 
これ は 、 モ ハッ マ ド 拓 言 者 に 対抗 する 者 の 子 谷 は 減り 、 


Ao お < お ら 2 っ 3 | る 人 1 
uu 8 1 Pa 

タス 9 て マン タク フィ レン レン 
i 


ra ES 


3 9 


hG 6 
RE BI ER GS 
A RA 
Gala Sl 5 A GS 
で れる の 
ht a 
EN eI 
2 3 
CARCI TH 


ピコ 
クン 


CI RS 31 RN POUND 6 


デラ ぅ ン ン 


ON A 


ン 2 < ws? ee 
OE J SD? 





地位 が 低く 貧し い トイ スラ タム 教 徒 了 達 も いつ か 強力 
産む の か 、 駐 男性 の 生命 の 長 
イス ラム 教徒 の 子孫 は 増 


えて 行く と 預言 する も の で ある 。「 天 の 帳簿 に 記載 せら れ 」 と 文中 に 訳 き れ た だ 言葉 は 「 そ れ は 神 の 律 法 に 治っ た 
も の で ある 。] と いう 意味 で も ある 。 


注 6 
に は 適し て いな いか が 


St 真 の 宗教 と 偽り の 宗教 を 昌 徴 し て いる 。 隠 喉 の 続 す て この節 で は 、 
る 。 海 か ら は 、 魚 具 類 や 装飾 品 が 採れ る 。 同様 に 、 


、 他 の 用 法 が ある と 述べ て いる 


海水 は 飲み 水 や 河 泊 
現在 イス 
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ゃ に で っ 
ss ご "1 1 
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第 三 項 みこ ころ 1 1 ょ ン 内 
16. 流 等 人 々 よ 、 お 前 た ち は ア ッ ラ ー の 御 必 次 2 る 区 2251) 外 3 | EE 
第 な り 、 さ れ ど アッ ラー は 自ら 満ち 足り て 、 


Tk の 1 
讃 美 き れる べき 御方 に まし ます 。 Oleued] Fa! 
17。 も し 彼 欲 し な ば 、 お お 前 た ち を 撲 減 し 、 芝 に od 
代 っ て 新 ら し い 者 を 創造 せん 。 RN 050 2 
18. そ は アッ ラー に と り て いる る か も 難し か ら Or H スッ 
ず 。( 注 7) クン シン > 
19. 荷 を 背信 える 者 は 他人 の 荷 を 背負 うこ と 能 COBE の 5 > 
わ ず 。 だ と い 重 荷 を 背 失う 者 が 、 を の 重荷 bb 1 ン ノン イン タッ プン 2 2 
ゆえ に 他人 を 呼ぶ と も 、 芝 を 把 う こ ょ 得 ぎ GboOg33ey PS dl 


る べし 、 親戚 縁者 た り と いえ ど も 。 泌 は だ の ゥ ッ グ 3 2 タイ クン アッ イラ クン ルレ 5 る 9 29 エッ イズ 
だ 、 密 か に 主 を 異 れ 、 礼 捧 を 進 守 する 者 の つも 2 うた っ NL CE 


み を 警告 し 得る に すぎ ず 。 誠 し て 、 身 を 清 の く ッ フン 
で 4 LM ET a 


め る 者 は 、 ピ れ の 利益 の た め に 清め る な り 。 グーン 
いずれ 行き 着く 先 は 、 アッ ラー の 許 な る ベ 8 i 
じ 。 ナン 
20. 盲人 と 目 明 き と は 同じ か ら ず 、 A RS : EY GrSbs 
y タ る し 
21. 閣 と 光 も 、 YL (TP 
22. 日 陰 と 秋夫 も 、 531 ENS 


23. 面 し て 、 、 生 と 死 も また 。( 注 8) げに アッ ラー も 2380 ら 23092 多 Sg こう 5 
は その 工 す る 者 に 聴か し むる も 、 決 は 募 中 6 5 2 
に ある 問 に 聴か する こと 能 わ ず 。( 注 9 ) CE CS の 








ラム 教 に 刃 向かう 者 は 、 海 水 の ご と く 苦 役に立た な い 。 し か し 彼 等 の 子孫 の 中 で 、 熱 世に 神 の 言葉 を 伝え る 
者 も 出 て 来る だ ろう 。25 章 54 節 参 照 。 


注 7 神 は モハ ッ マ ド 傾 言 者 を 通じ て 新た な 世界 と 秩序 の 誕生 を 命じ に られ だ 。 神 に と っ て は これ を 実現 する 
事 は 決し て 困難 で は な い 。 


注 8 信者 が 「 生 ] き て いる 人 と 呼ば れ て いる の は 、 役 等 が 真実 を 受け 入れ る 事 で 新た な 生 を 得る か ら で あ 
る 。 一 方 、 不 信心 者 が 「 死 」 ん で いる 人 人 と 呼ば れる の は 、 永 遠 の 命 を も た ら す 真実 を 拒む 事 で 、 精 神 的 な 死 を 
我 生 に も た ら す か ら で あ る 。 


注 9 神 の 預言 者 が 、 に 自ら の 心 や 耳 を 守 ぎ 、 神 の お 告げ を 遅 ける 事 は で どき な い 。 と その 様 な 人 物 は 、 萬 
の 下 に 眠る 死人 人 と 同じ OR る 。 
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②9・ の ブ スー レ ョ ンー a 
24. 液 は た だ 一 介 の 警告 者 な り 。 uo! 


25. げ に われ ら は 、 液 を 鞭 報 伝達 者 と し て 、 ま 3233 し の 73 衝 先 人 も の! 
た 警告 者 し し て 真理 と 共に 店 わし た り 。 如 lo らら LG 
何 な る 民 も 、 DO し 民 は OL SEY 
な し 。( 注 10) 

26. だ と い 彼 等 が 液 を 中 つき と 呼ぶ と も 、 彼 等 A VIA < CC 
以前 の 徒 募 も また を の 使徒 た ち を 虚言 者 と 5 ,。 
し て 扱い た り 、 明 証 と 、 聖 典 と 、 光 明 を 投 cGSJb う > ct し 1 2 陸生 
ずる 経典 を 携え て 役人 等 に 至れ る 使徒 た な ち a 
を 。 | 


27. され ば 、 わ れ は これ 等 の 不信 心 者 どぉ を 突 と っ る 7 タン ン ン 5 
然 ひっ 捕え たり 。 わ れ を 否定 する 結果 の 何 Ac XGA PS NSS 
ん と 設 ろ し きこ と か な ! 

第 四 項 EE 

28. 液 は 上 見 ぎる か 、 ア ッ ラ ー が 空 か ら 水 を 降 し 、 GS 
区 に ょ っ て 色とりどり の 実 を 生 ら せる こと 2. 2 
を 。 ま た 、 山 々 は 、 白 や 法 や その 他 真っ 黒 Ua SE 
と る ま ざ ま な 色合い の 六 模 様 が ある こと 


② ぅ 9 タク コン アン 0 の 272 2 て クッ タ る 

を 。 ( 注 11) Or LE LS 3 

29. 人 間 も 獣 も 家畜 も 同様 に 多種 多様 な り 。 2 
P 1 BU 

テッ ラー の 後 等 の う ち 、 た だ 知 職 ある 者 の SM SII HIN NS 


ょ ユ か ュー ん う アン アン 1 アノ 
み ア ッ ラ ー を 呉れ 奉る 。 ( 注 12) げに アッ 81 te 22 人 1 史 らし 51 MY 
ラー は 偉大 に し て 、 寛 大 に まし ます 。 2 

タタ 2 クア ウッ ン 


DE FE 8 





注 10 この 節 で は 、 あ る 億 大 な ぁ る 真理 が 述べ られ て いる 。 そ の 真理 は 、 ク ルアー ン が 示す まで 世に は 知ら れ 
て いな か っ だ 。 言い換え れ ば 、 こ の 旧 実 の お 告げ を 伝え る 為 に 、 あ る 神 の 伝導 者 が 世に 壮 わき れ だ の で ある 。 

この 高 高 な 原理 は 、 あ 6 ゆる 款 教 の 源 た る 神 、 を し て 神 の 使者 た る それ ぞ れ の 宗教 の 創始 者 へ の 信仰 に 結び 付 
くも の で ある 。 それ は 、 イ スラ ム 雪 徒 に と り 、 信 じ 栄 め な けれ ば な ら な い 教 義 の 一 つ で ある 。 この 崇高 な る 真 
理 を 世に 広め る 事 で 、 イ スラ ム 教 は 、 農 な る 款 教 癌 に 友好 関係 や 作り 出す と 共に 、 世 界 中 の 尋 教 徒 間 の 関 徐 を 
- 悪化 きせ て 来 た 敵 意 を 取り 除 こ うと 努め て 来 た 。 


注 11 雨 が 乾い た 大 地 に 降れ ば 、 和 様 々 な 色 ・ 味 ・ 形 ・ 種 類 の 穀物 ・ 花 ・ 果 実 が 育つ と この 節 で は 語っ て いる 

し か し 、 本 は 同じ で も 、 育 つっ 穀物 ・ 花 ・ 果実 は る それぞれ 非 常に 異な る 。 こ の 層 い が 、 土 境 や 種子 の 質 に よる の 
は 明らか だ 。 同 様 に 、 神 の 啓示 は クル アー ン を 通じ て 、 水 の 様 に 様々 な 地 で 人 々 に 届く が 、 受 ける 側 の 心 の 状 
区 や 、 そ の 受け 取り 方 で 効果 も 違っ て 米 る 。 


注 12 前節 に の さら れ た 有形 ・ 色 ・ 種 類 の 多様 き は 、 花 ・ 果 実 ・ 石 に 限ら 92 人 ・ 獣 ・ 家 章 に も 見 られ る 。 ア 
ン ナ ー ス (ん 人), アッ ダ ヴァ ー プ ( 獣 )、 ア ル ・ ア ン ア ー ム (家畜 ) は 又 、 能 力 ・ 地 位 ・ 本 能 の 異な る 人 物 を 表 
し て も いる 。「 チ ッ ラ ター の 僕 の う ち 、 た だ 知識 あ OR 」 欧 述 の 三 語 が 三種 の 人 物 を 措 
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30 . 


31 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


げに アッ ラー の 総 典 に 従い 、 礼 拝 を 遂 守 し 、 
われ ら が 賜 え る も の を ひそ か に 、 ま た 公 に 
施す 者 は 、 決し て 失敗 せ ぎ る 取り 引き を 期 
待 す る 者 な り 。 ( 注 13) 


SN な る 報奨 を 与え だ 
上 、 更 に その 恵み を 加増 せん 。 ず に 彼 は 夫 訪 
者 に し て 、 頒 営 者 な り 。 


われ ら が 液 に 啓示 せる 経典 は 、 そ れ 以 前 の 
経典 を 確証 する 真理 な り 。 げ に アッ ラー は 
その後 等 を 数 知 し 、 且つ 照 覧 し 給 う 。 


その 後 、 わ れ ら は 、 選び し 僕 等 に この 経典 
を 継が し め ゅ だり 。 面 し て 、 彼 等 の 中 に は 自 
分 且 身 を 破滅 する 者 あり 、 ま た 中 唐 を 守る 
者 あり 、 ま た 或 る 者 は アッ ラー の 許し の も 
SE 


5。 
彼 等 の 報奨 は 永 造 の 楽園 な る べし 。 彼 等 は 


を そこ に 入り 、 黄 金 と 真珠 の 腕 環 に 飾ら れ 、 


その 衣 僅 は 背 な る べし 。 

面 し て 、 彼 等 は な わん 、「 我 等 か ら 炎 い を 取 
5 除き 給 人 える アッ ラー に 設え あれ 。 げに 我 
等 の 主 は 、 害 贅 者 に し て 、 頒 賞 者 な り 。 
その 恩恵 に よっ て 、 我 等 は 苦労 ちな けれ ば 


疲労 も 覚え ざる 永遠 の 住居 に 住ま わし ゅ ら 


ヒコ 


IM 時 


4 
rt 2 1 ラン ン 


シレ ェ ン ラタン 
EGS ES 


A 6] う タ の ン マシ 


る 』 7 る とう ゅ 92 タン ンタ 》 
PP Ry) 
929% 

' RE 


RS EE GI 


みみ 2 ie 2 ラフ フラ ラン レ 
ERNIE RT 
る 
4 4 2 
GE ek SE DS 
597 0 2 タッ 2 ルル 
PU 6 の う di OE RS 


ター っ レラ ) ぅ の 
JA3123 0b AL G あい 
8 


RE CA RR 
OE CR I > 


wr LU 


OU 4 Gd RN NIC 


デ 


タイン CS 


OEY 
CIA GENRE 


つい 





し 、 そ の 内 正 し い 知 識 を 持つ 者 の み 神 を 詞 れ 敬う と 強調 し て い の の 場合 の 知識 と は 宗教 上 の も の で は な く 0 
自然 の 法 に 関す る も の で ある 。 自 然 と を の 法則 を 謙虚 に 学べ ば 、 自 ず 神 の 僅 大 な る 妃 を 悟り 、 神 に 対し て 虹 
赤 の 念 を 持つ 様 に な る 。 


邊 13 
注 4 


この 血 は 、 先 節 


に 述べ られ た ウル マー (知識 を 授かっ だ 人) に つい て 記述 し て いる 。 
信者 は 、 大 し い 精 神 的 修養 の 様々 な 段 摩 を 経て 行く 。 初 め に 


、 役 は 自ら の 低俗 な 欲望 真剣 に 戦い 、 


成 し い 自 制 を 実践 する 。 を その後 徐々 に 目標 に 近付き 、 遂に は 椅 神 的 に 完全 な 発達 を 遂げ 、 その 崇高 な る 卓 入 に 
回 か が い 一 定 の 速い 速度 で 進ん で 行 《 。 


ー671 一 


第 二 十 所 章 


グラ レー ビワ アー デオ フル 





37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


注 15 
ける 時 


る 」 と 。 ( 注 15) 


され ど 、 不 信心 者 ども に 対し て は 、 地 獄 の 
火 あ り 。 役 等 に は 死 は 許さ れず 、 ま た 刑 前 
を 軽く せら れ ざ る で し 。 こ の よう に 、 わ れ 
ら は すべ て の 忘 思 者 に 返 報 す 。 


彼 等 は 火 の 中 で 泣き 叫ば ん 、「 主 よ 、 我 等 を 
出し 給え 、 きす れ ば 、 こ れ ま で な し だ る よ 
うな こ ょ は せ ず 、 必 ず 義 し い 行動 を な きん | 
と 。 アッラー は 彼 等 に 云わ ん 、「 わ れ ら は お 


前 た ち に 、 思 成 あ る 者 な ら 反 省 し 得 た 十分 
な る 寿命 を 与え ざり し か ? を の 上 、 警 千 
者 まで 遣わ せり 。 き る きれ ば 液 等 、 刑 前 を 味 わ 


え 。 不義 な す 徒 輩 に は 救助 者 は な し 」 と 。 
第 提 項 

げに アッ ラー は 、 天地 に 於 ける 隠 る きれ だ た る 

こと の すべ て を 知り 給 う 。 げ に アッ ラー は 、 

人 が 心 に 宿る も の を 就 知 し 給 う 。 


彼 こ を は お 前 た ち を 、 通 ぎ 逝 ける 人 々 の 地 
上 に 訟 ける 代理 者 た らし め ゅ た り 。 さ きれ ば 、 
信 ぜ ざる 者 は 、 そ の 不信 の 結果 を 廿 受 すべ 
し 。 不 信 は 彼 等 に 、 主 の 憎しみ の 増加 以外 
な に も も だ らき さ ず 、 だ だ 自ら 6 の 損失 を 増す 
の みな る で し 。 


云え 、「 お 前 た ち は 、 アッラー 以外 に 、 ア ッ 
Pi の 
か ? な ら ば 、 神 々 が 地上 で 創造 せる も の 
を 我 に 示せ 。 そ れ と も 、 神 々 は 天 の 創 造 に 
加わ り た る や ? また われ ら は 、 神 々 に 経 
典 を 与え ん 、 そ れ に よっ て 彼 等 を 立証 せしめ 
た る か ? 」] と 。 然 5 ちず 、 不 義 者 は た だ 欺く 
だめ に 互 に 約束 す 。 


6 C3 ン ン Mt CG 
円 え ン byese< 多 ュ タ ン ぅ イィ る 
Ao DS 2 


oi 
SG 

CA 

A 1 

Cs タタ 7 


“Ls 
デー ズ ゥ ング ne 
0523 し 2 に 32368 2 5 
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La GE 


3 5 


t+ アデ 


の シン っ グッ Zz 1 4 

人 6 と うり el ve ak 251 6! 
2 の タダ し 

so ls 


ee 
アデ ンク ッ グ プン 。 5 * 5 ルネ デ 


シン ルン ー 。 る レ と ? 

BC の つい IE に EN GS 
スッ 00029 を 
LIE $s 


a2 


ELS 
ッ ーー プッ タッ ン ン ッ 2 バン し 0 ィ タ 
eG OY ee lS 


> 9 プラ 


Ed 
ed A GA 3 
I AR ER 


あら ゆる 恐怖 や 苦悩 か ら 完全 に 解き 放 た れ 、 神 の 峡 び を 作 う 心 の 平安 魂 の 充足 を 得る 事 は 、 大 国 に お 


高 の 段階 で あり 、 当 節 及び 前 委 に ボ し て ある 通り 、 


至福 が 授け られ る と 約束 し て いる 。 


クル アー ン は 、 


これ を 信じ 来世 を 信じ る 者 に 、 こ の 
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42。 げに アシ フー ー は 天地 を し か と 抑え て 、 9 レ で て イタ タ イン ーッ マ ーー の っ イタ レー ロン ロロ 2 し 22 ン 5 
YF DY Hd NE 


動か きせ じ 。 6 し 天地 が 動き な ば 、 ア ッ ラ ー 


る グン roo ンプ ぅ イン > ヤセ ィ ン 
を 惜 いて 一 体 誰が 天地 を 抑え 得 よ う ぞ 。 3515os elo2CeCsloC5 が 
( 注 16) げに アッ ラー は 冥 厚 に し て 、 寛太 8 クタ ン レ ョ ン ン レ 
に まし ます 。 の AL は O 


43. 彼 等 は 、 警 告 者 が 来 た りな ば 、 ON 人 og で の CI 36 し 315 
る 民 に 勝 り て 御 指導 に 従い 泰 る 、 と ア 
ラー の 御名 に か け て 堅く 的 い た り 。 Me と A ドー 
弥 告 者 来 た る や 、 彼 等 は た だ 嫌悪 を 増す ば の 
か りな り 、 GU JU 29355 55 


44. 地上 に 訟 て 徴 盆 を 事 と し 、 悪 事 を 策 護 す る < Sa な つい で 
た め に 。 さ れ ビ 、 悪 事 の 策 謎 は 、 た だ その 4 A 0 
策謀 の 張本人 を 陥 いれ る に すぎ ず 。 さ れ ば で の a I } 
"i 皆 の 人 々 の 損 例 以外 に : 何 を 期待 し レス ッ 2 て る ッッ ン は る タイ イー ン ッ ュ マ ンク 

る か ? 液 は アッ ラー の 慣例 に 如何 な る Bd sa GS 
人 また アッ ラー の 慣例 に の ik を 。 
1 ご } 

は 如何 な る 変 替 も 見 ざる べし 。 Ds iia 


へ め て FL LG クッ の 2 シス 。 ッ ンタ? 122 ン 
5 彼 寺 は 国々 を 経 入り て 、 太 后 の 民 の 未 牙 が OK 人 8 の ld2L3 2 外 
如何 に 悲惨 な り し か を 見 ざり し か ? を それ し し NR 
等 の 人 々 は 、 彼 等 より 栄え だ た りき 。 ア ッ ラ ー し 3 3 462 5 os rd 


は 、 天 地 に ある 何 か に よっ て 、 そ の 考え を 8 ンス っ 9 9 は 
みう し 重い w グ 1 
妨げ られ る 者 に 非 ず 。 ( 注 17) げに アッ NR sd dh ok 


ラー は 全 知 久能 に まし ます 。 EE og も LO の 9| 


46. も し アッ ラー が 人 々 を を の 所 業 に よっ て 神 1WZ イス ン 2 ン 、 ン (5 Ao 1 
し な ば 、 こ の 地上 に は 一 人 の 人 人 間 も と り 5 残 を > CR SEN 3 
BOK 


きれ ざる べし 。 さ れ ど 、 ア ッ ラ ー は 、 一 定 di SS 

の 期限 まで 人 間 を 獲 子 し 給 う 。 だ が 、 を の 5 
1 〆 ぅ タタ レン を ン 

定め の 時 到 ら ば 、 彼 等 は 知る べし 、 ア ッ ラ ー pln A A 


J 


が その 御前 に すべ て の 僕 等 を 召 人 人 ミッ っ 
こと を 。 ( 注 18) Lad 














注 16 天 *・ 地 の 機構 は 、 一 定 の 進路 を を それ る 事 な (、 完 全 な る 調和 を も っ て 作動 を 続け て いる 。 こ の 調和 は 、 
背後 に 聡明 に し て 全能 な る 存在 の ある 事 を 示し て いる 。 こ の 最高 の を し て 知性 ある 存在 ほ は 、 我 々 の 祭 は 拓 を お 
求め に な られ る 神 で ある 。 

注 17 "モハ ッ マ ド 預 言 者 を 亡き 者 に し よう と する 不信 心 者 大 の 企み は 全て 失敗 に 終わ り イ スラ ム の 大 義 が 
勝利 を 得る 事 は 、 不 変 の 神意 で ある 。 

注 18 北 間 深 き 神 は 容易 に は 罰 を 下 き れ な い 。 邪 壮 で 反抗 的 な 者 に 対し て 、 そ の 態度 を 改め ゆき す 為 に 、 神 は 
科 子 を お 与え を に な る 。 も し 神 が 時 を 経 ず し て 還 を 下 き れる な ら 、 罪 人 人 達 は 即刻 減 び 、 世 の 終わ り を 迎え 、 地 上 
の 全 生 命 は 絶 減 す る で あろ う 。 そ れ は 、 人 類 絶滅 の 後 、 動 物 ・ 鳥 類 等 が 生存 すべ き 理 由 が 無い か ら で あ る 。 メ 、 
この 節 は 、 軍 が 、 こ の 世 の 史 まわ し い 虫 けら 共 、 つ まり 不信 心 者 に 対す る 裁き を 克 わ れ な いと も 忘 味 し て いる 。 
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10. 


注 1 
注 2 
差 敵 を 明確 に 述べ て いる 
か し 、 神 の 李 言 著 は 、 最 少 
よう 事 も な く 、 
注 3 


注 4 


。 ヤー・ ス イー ン 


. 知恵 に 満ち た る 


こ は 偉 大 に 


ーー ホー シン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


ぁみ な 
恵み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い 


。( 注 1) 


クル アー ン に か け て 毅 う 、 


. 六 は 確か に 使徒 の 一 人 な り 、 


. 正しき 道 を 守る 者 。 ( 注 2) 


し て 慈悲 深き 主 よ り の 啓示 な り 、 


. 父祖 か らい まだ 警告 きれ だ た こと が な く 、 


思 鹿 な る 人 々 を 液 が 警告 する た め の 。 
げに 、 す で に 、 彼 等 信 ぜ ざる が 故に 、 
の 大 部 分 に 御 言 葉 は 実証 きれ た り 。 
われ ら は 、 台 ま で と ぼく 首 柳 ( 注 3) を 彼 
等 の 首 に 人 欧 め だれ ば 、 彼 等 は 頭 を 上 向け ざ 

る を 得 ず 。( 注 4) 

われ ら な は 彼 人 等 の 前 後に 障壁 を 設け 、 有 且つ 的 
ぃ い だ た れ ば 、 彼 等 は 何 も 見 る こと を 得 ず 。( 注 
5 ) 


彼 等 


Og NL 
oT) 
Sods 
Ci 
て と 

OE eS SU GS 
I 3 
GN PME ie 51 


ンプ 2 の クタ ブタ タイ 9212 グ 


© IIE SAS SE 


ON 
Lx 】 
GN 
Es 
\ 





お お 、 完 全 な る 指導 者 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の 道 は 、 信 や 神 の 下 に 貢 が る 


2 唯一 の 正しい 道 で ある 。 この節 は 、 豆 言 者 と 拍 学 者 の 
る 。 哲学 者 は 真理 を 見 い 出 す の に 長い 時 を 必要 と し 、 追 求 最 中 に 迷う 事 も 度々 ある 。 し 
の 時 で 、 最 短 距 離 を 経て 真理 に 到達 する 。 折 学者 の 様 に 抽象 的 で 難解 な 思考 に きま 
畠 言 省 は 神 の 嘱 示 に 尊 か れ て 直接 胡 理 に 到達 する の で ある 。 


償 習 、 し きだ り 、 偏 見 に 捕らわれ る 事 。 不 信心 者 は これ に 来 緯 き れ 、 有 真理 の 受け 入れ を 阻ま れ 、 改 心 
の 努力 を 無 に きれ る の で ある 。 


人 が 知人 性 を 働か せ 、 


受け 、 正 し 洞察 する 事 は ほとん ど で き な い 。 


注 5 


し きた だ た り 、 偏 兄 、 う 内 ば れ が 災い し 、 イ スラ ム 教 を 受 


慣習 の 束縛 か ら 逃 が れ よ うと 努力 する 時 で すら 、 彼 は あら ゆる 方 面 か ら の 庄 力 を 


け 入 れれ ば 得 ら れ だ で あろ う 輝 ける 壮大 な 未来 


を 、 不 信心 者 達 は 予期 する 事 が で き な か っ た だ 。 又 、 長 理 を 拒み 、 神 に 還 せ られ た 過去 の 人 々 の 歴史 を 振り 返る 
事 も し な か っ だ 。 
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1 . 液 、 彼 等 に 和 警告 す る も せ ざ る も 、 彼 等 に は ゥ タッ ・2 タ 2 イッ アラ タス 2 ブッ ン 2 ーッ パン シン ン ン 一 
同じ な り 。 すなわち も 、 彼 等 は 信 ぜ ざる で し 。 ダス ed esol る と と > っ 
沿 >» る 
( 注 6 ) の 
12. 流 が 執 告 し 得る の は 、 訓 式 に 従い 、 密 か に [2 ン ュ ェ ン ンタ 。 
| * 
菅 悲 深き 神 を 長 れ る 者 の み 。 き れ ば 、 そ の CCS TT ON) 
* La クタ っ ロブ プン 
央 方 と 素晴らし い 報 の 期 報 を 伝え os 3 5 


13. げに われ ら の み が 死 者 を 難 ら せ 、 役 等 が 前 | BAA EA 
に 送る も の も 後に 造 す も の も 記録 す 。 われ 


と 5 ん ee の 1 COCP ン タダ る 
ら は 一 切 を 明瞭 な る 原 閣 に 記録 す 。 RAI GES な 3 
第 二 項 


イク ニー レ ョ ッ ク グレ ン 


14. 使徒 た ち が 邑 に 来 た れ る 時 、 その 品 の 人々 2% に 
の 例 を 彼 等 に 述べ よ 。 ンマ ン 4 
の oo 


15. 初め われ ら 6 は 、 役 等 に 二 人 の 使徒 ( 注 ?) 


る 3 に や IA 
を 店 わし だ と ころ 、 彼 等 は この 両 名 を 折々 0G SR gC り 1 


だ り 。 さ 和 れ ば 、 わ れ ら は 更に 一 人 や 加え て QE ek 2 
を 強め た 5 り 。( 注 8) 証 し て 、 彼 等 使 街 た 5 


ち は 詞 を たり 、 [げに われ ら は 使徒 ほし て お 前 
な た ちの と ころ へ へ 遣わ る きれ だ る 者 な り 」 と 。 

16. する と 、 彼 等 は 答 & り 、 AN の リッ SE RO 
同じ 人 間 に す ぎ ず 、 ま た 慈悲 深き 神 は 何 も ol BE 








0 ON 
と 。 

17. 彼 等 使徒 たち は 云え り 、「 主 は 、 我 等 が 確か て 人 マ て ュ タ イラ イィ ンタ ン 1 

RMK oo っ 

に お 前 だ ち に 違わ る れ な だ た る 者 な る こと を 、 OL 6 
知る 

18、 我 等 の 務め は 、 た だ 明白 な る 神託 を 伝達 す OR KK は の 
る と の み 」 Es te 2 の a 

注 6 2 誤 7 第 参照 


注 7 モー ゼ と イエ ス 、 叉 は アプ ブラ ハム と イシ ュ マ エル 。 
注 8 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 、 モ ー ゼ ょ イエス が 頂 言 し た 彼 の 到来 を 実現 する 事 で この 二 人 を カゴ づけ だ ( 申 命 


記 18: 18 及び マタ イ 21: 33 一 46)。 更 に 2 : 129 一 130 に 述べ られ た アプ ラ ハ ム と イシ ュ マ エル の 祈り を 身 を 
も っ て 成就 する 事 で 、 こ の 二 人 を 力 づ けた だ の で ある 。 
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19. 不信 心 者 ど も の り 、[ お 前 だ ち は 、 我 等 る ファッ イズ ッ タ ン 2 ン っ 4 る レン 9 ェ ン 
に と ょ と り て は 凶 兆 な り 。 お 前 だ ち 、 も し 止め GSI AS 
ず ば 、 我 等 必ず 石 も て お 前 たち を 此 た ん 。 yA る スン Zu Sg 

oils * 
鉱 等 の 手 で 必ず お 前 た ちの 身 に 疾 刑 を 降る 48 SS 
A」] と ょ 。 
20. 彼 等 使徒 は 答 た り 、「 ぉ 前 た ちの 凶 兆 は 、 記 の っ て ッ タ タン ンタ シン ッシュ オン 
1 en 1 
れ 和 正 自 の せい な り 。 お 前 だ ち は 訓 戒 き れ だ ジン の レン の っ 
央 2 ーー うろ 3 < > 百 中 > 空 の 人 
の て 、 か 《 云 うか ? 舎 、 お 前 だ ち は 控 を OT 2 
茹 〈 違 犯す る 民 な り | と 。 

21. 時 に 、 邑 の 端 より ( 注 9) 走り 来 た る ( 注 の 85 a い の AI に SS 2 に 
10) 一 人 の 男 あ り 。 男 は 云え り 、「 苔 の 人 々 cu 
さま この 使徒 た ち に 従え 。 (OIC =【 

22. お 前 だ ち に 報酬 を 求め ゆず 、 正 し き 道 を 歩む アッ タン 2%。 22 る の イメ タン ノン で タン ゥ ク る 
この 方 々 に 従え 。 OLIN od loa Nn Yared! 

23. 何故 に 我 は 、 我 を 創り し 御方 を 楽 め ぎる べ 229222 ノ ジッ マン 
き や ? その 御方 の 許 へ ちな 前 た ちゃい ずれ OF RG GN yd bs 
連れ 戻さ きれ ん 。 

、 _ に )2 ン 3 2 を ノレ 1 スン 22 2” イン 

24. 我 は 役 以外 に 他 神 を 拝 す べ け ん や ? ceri 2 da dd 2 Sz 
( 注 11) も し 慈悲 深き 神 が 我 に 初 を 下る きん 店 タ 

7 2 2 る 
は 思わ ば 、 役 等 他 簡 た も ちの 執り 成 し は 何 ん 2 CA 
の 役 に も 立た だ た ず 、 ま だ た 我 を 救う こと 能 わ ず 。 
し か 
25. 然 る 時 は 、 我 は 紛れ も な い 明 白 な る 迷 誤 計 し 33 
り も な 日 な る 館 放 の BD 3 ERE 
中 に あり 。 る ン ン 
26. 我 は お 前 だ ちの 主 を 信じ 牽 る 。 され ば 、 お ぁ RB 92 
cual 
前 た ち 、 我 に 耳 傾 けり よ 」 と 。 OL 3 li 
27. する と ょ と 声 あり て 、 云 えり 、『 液 、 楽 園 に 入れ 」 るる? 5 
〇 1 
。 男 は 云 た り 、「 あ あ 、 我 が 民 が 知り た れ @ Ca ed EAI ds 
ば 、 . 

28. あり が だ た くも 主 が 我 が 罪 を 赦し 、 栄 葵 ある よる ee Cy ン ン ン 
者 の うち に 我 を 入れ 給 う た こと を 『!」 と 。 os ee の ds 

注 9 「 邑 の 端 ]」 と は 、 イス ラム 教 の 本 山 か ら 最も 座れ だ た 地 を 指す 。 

注 10 [走り 来 た る 】 の 同義 語 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 約束 され た 救世 主 に つい て 語る 時 に も 用 いら れ だ 。 

その 言 茎 の 中 で 、 彼 は イス ラム の 前 進 の 為 に 考 抱 強く 賢明 に 務め だ た と 述べ て いる 。 

注 11 人々 は 約束 きれ だ メシ ヤ (救世 主 ) の 時 代 に 様々 な 神 一 宮 の 神 、 物 質 的 権力 、 偽 り の 政治 哲学 、 実 現 


不可 能 な 経済 理論 等 や 栄 め る で あろ う 。 
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29. 古 し て 、 男 の 死後 、 わ れ ら は る の 紅 に 対し 080220 る Ge と CS 
て 天 か ら 軍 勢 を 差し 向け ざり き 。 ま だ た その 


タイ シレン ヤ 
ょ うな こと は 一 切 せ ぎり き 。 DAL VC に る 
30. た だ 一 陣 の 突風 の み 。 見 よ 、 彼 等 は 消 減 Oc 5 は SOe5 2 1 を ら | 


せり 。 ( 注 12) 

31. ああ 、 悲し いか な わが 僕 た も ! 使徒 が 彼 % ゥ 22 っ as レン タン 
” F] 

等 に 来る た びに 、 彼 等 は 之 を 員 笑 す 。( 注 de 5 

“ 0 2 


32 . 彼 等 は 、 われ ら が 役 等 よ bh も 前 の 幾多 の 世 ク 時 5 0 ン の 31 テン ま て ん 
A OD Sts | ll 
代 を 打ち 滅ぼし た る こと 、 娠 も 減 ば きれ た 0 


人 々 は 二度と 帰ら ざる こと を 、 見 ざる か ? (oO 
( 注 14) 1 
33. 彼 等 は 皆 、 一 緒 に 集め られ て 、 わ れ ら の 前 クッ タン > ク Ye 男 s1 2 
@ 
に 必ず 連れ て 来 ら れん 。 NA GS 
第 三 項 


34. 彼 等 へ の 一 つの 神 兆 は 、 死 せる 大 地 な り 。 RB ( 8 
われ ら は 之 を 生き 返ら せ 、 之 より 帝 物 を 生 i HY ao 


ぜ し め 、 彼 等 は それ を 食す 。 @S 多 CCSMA 


な つめ や も し 


35. また 、 わ れ ら は 、 そこ に 氷 衝 子 と 益 物 の 加 ビ 肖 oe 、 OE ES 
と を 設け 、 泉 水 を 湧き 出せ し む 、 ( 注 15) 7992 レレ ュ 
Bits 

アア フェ トッ し 】 し 」 


36. 彼 等 に を の 巣 実 を 食 せ する よう に 。 き れ ど を そ Neal の も づら 2 8 


れ は 彼 等 の 手 で 育て だ も の に 非 ず 。 こ れ で ン ッ を 
も 彼 等 は 感謝 せ ぎ る か ? Tur 





注 12 この 言葉 は 、 和 砲弾 、 焼夷弾 、 虚 子 爆弾 が 爆 斉 と 共に 落下 する 時 の 失 様 を 指し て いる 様 だ 。 爆弾 が 落下 、 
首 唱 し 、 辺 5 の 生命 ある 者 は 全て 死に 絶え 秋 が 全て を 焼き 尽く す 。 ク ルアー ン は 18 童 9 節 は じ め 、 到 る 所 で こ 
の 副 に つい て 述べ て いる 。 

注 13 この 節 の 言葉 は 哀 感 に 満ち て いる 。 全 能 の 神 暫 ら 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 が 人 々 に 拒 ま れ 嘱 笑 き れる 事 に 
深く 悲し まれ て いる 様 だ ど 。 モ ハッ マ ド 玉 言 者 は 入 々 の 為 に 悲し ん だ が 、 彼 等 は 悔 基 と 咽 笑 を も っ て し て それ に 
答え だ 。 

注 14 この 言葉 は 万 物 に ふさわしい 押 の 久 に つい て 述べ て いる 様 だ 。 

注 15 前節 の 陰 貴 は 此処 で も 続い て いる 。 ア ラビ ア の 渦 い た 大 地 か ら 精 神 的 知識 の 泉 が わき 出 て 、 精 神 的 果 
実 を 付け だ 木々 が 当たり 一 面 に 育つ で あろ うと 当 委 は 述べ て いる 。 
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37. 彼 を 讃 を た よ 、 大 地 に 育つ も の 、 人 間 も 68、 を 2 2 レタ ン 36 2 2 
EN Et, ENE GU oR 





し 給 う た 御方 を 。 ( 注 16) 8 ちり 3 ? SS 2 
7 Bt 
38. 夜 を の も の も また 彼 等 へ の 神 兆 な り 。 わ れ SR Ki4。 4 ん に う を | 3 
5 が それ か ら 基 を 羊 ぎ 取 る と 、 見 よ 、 役 等 し の 2 2 
は 護 開 の 中 に と り 残 きれ る 。 on 
39. まだ た 、 太陽 は 、 そ の 定め られ だ 軌道 を 走る タッ いい ュ レイ スン > の 9 で 
a a dG (うう らい っ | 3 
こ は 全 知 全能 な る 神 の 定め る と ころ な り 。 a ka 


OB) 


ゴー ーーー の ーー » 199 ン CHI 
40. 月 に 対し て は 、 われ ら が 答 窒 呈 を 定め た れ na SE を JE2 お) 1 所 

ば 、 再 び 十 から び た 和 格子 の 細 村 の 如 《 な り 本 

て 戻る 。 OF 


1 ンク | ッ ブ ャ ェ シン 
41. 太陽 は 月 に 追い つく わけ に は 行か ず 、 夜 も oS 1 ED 
また だ 号 を 追い 越す 能 わ ず 。 それ 等 皆 皿 道 の 


上 を 浮遊 す 。 ( 注 17) OR TER Ed 


42. われ ら が 彼 等 の 子 欠 を 満載 し た 対 に a 42435 23 いと 2 POP 
る こと も 、 ま た 役人 等 * へ の 神 兆 な 5 。 
43. われ ら は また だ 、 彼 等 の た ゆめ に 、 そ の 上 に 径 2 は 226 じ 記 る 


れる 朋 に 似 た も の を 造れ り 。 ( 注 18) 





ま 16 植物 界 や 無生物 を も 含む 全て の 物 に は 対 が あ る と いう 事実 を 、 科学 は 発見 し た "いわ ゆる 元 表 で すか 

、 人 個々 で は 成り 立た な い 。 それら も 又 、 存 在 を 維持 する 為 に 相互 依存 し て いる 。 こ の 科学 の 真理 は 人 間 の 知 
i も 当て は まる 。 天 の 光 が 降 り て 来る まで は 、 神 の 啓 示 と 入間 の 知 手 が 結 び 付 いて 生ま れる 真 の 知識 を 人 間 
は 手 に する 事 が で き な い 。 


注 17 当 節 は 宇宙 空間 を 天体 が 漂う 様 に 触れ て い 。 宇宙 の 構造 は 固定 化 き れ て いる と 長らく 考え られ て 来 
た 概念 を クル アー ン は は っ きり と 否定 し た 。 ク ルアー 12 の 科学 や 哲学 に お ける 誤っ た 考え を 償 定 する 
だ け で な く 、 新 し い 発見 や 子 測 す る 事 に ある 。 当 節 で は 更に 、 全 宇宙 の 優れ た 構造 と 理 法 に つい て ら も 言及 し て 
いる 。 天体 は 全て 、 互 い の 領域 を 侵害 する 事 な く 、 規 則 正 し く 、 正 確 に 年 務 を 遂げ る 。 太 陽 系 は 何 億 と いう 天 
体系 の 一 つ で ある が 、 中 に は 太陽 系 と は 比較 に な ら な い 程 大 きい も の も ある 。 し か し 、 果 て な い 空 間 に 散 ら ば 
る 朋 大 な 数 の 太陽 や 是 は 、 互 い に 安 全 を 保ち 、 天 る 処 調 和美 を 作り 出す 様 に 配慮 きれ て いる 。 天体 は を れ ぞ 
れ 互 い の 軌 道 に 影響 を 及ぼ し つつ も 、 一 定 の 赴 筋 を 無事 に 進み 、 全 体 と し て 構造 と 運行 の みごと な 調和 を 形作っ 
て いる 


注 18 クル アー ン は 、 神 が 新 た な 輸送 和平 段 を 作り 5 出 き れる 、 と ずっ と 以前 に 預言 し て いた 。 蒸気 船 、 大 型 船 、 
飛行 船 、 飛 行 機 等 今日 多用 $ れ て いる 物 は 、 ク ルアー ン の 括 言 が 成 半 し た 事 を は っ きり と 示し て いる 。 
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44. 証し て 、 わ れ ら も し 欲し な ば 、 彼 等 を 濁 れ ?9 イ イッ っ MS 8 きっ 
る うう こうこ) 5 も は 915 
きせ 得る な り 。 き すれ ば 、 誰 も 彼 等 を 助け ES a 
る 者 も な く 、 彼 等 は 救 わ れ じ 、 8 る 
45。 わ れ ら の 慈悲 に よっ て 暫く 楽し 以外 。 Gye dE と 
46. 「 祈 り に よっ て ぢ 前 た ちの 前 に ある も の 、 AG 2 イン ッ ン ロン スタ タイ rat 
8 RR 5 } 
( 注 19) 並び に 悔 億 に よっ て お 前 た ちの 後 a OS Rl 
- syn 2 な)- I IT 
に ある も の ( 注 20) を 警戒 せよ 、 お 方 悲 に の と へ 
あず か る だ め に 」 と 告 で る も 、 彼 等 は 之 を 
意 に 介 せ ず 。 
PL かま] っ ン ン 
47. 主 の 神 光 が 彼 等 に 来る 毎 に 、 彼 等 は ー つ と a lo タ 時 | の あら る うい いう 
し て 巡 に 背 を 向け ぎる は な し 。 2 i 
48. 彼 等 に 向っ て 「 ア ッ ラ ー が お 前 た ち に 授け I タイ ンク > タタ アッ タプ グッ 。 
1 lil し 51 
た る も の を 施し 与え よ 」 と 云え ば 、 不信 心 dG Vs a 
8 551 ラタン イン 5 る っ タク ンク > 
者 ども は 信ずる 人 々 に 向かっ て 云う 、「 ア ッ ‘ eb alcrdd SN 
ラー も し 欲し な は 、 自ら 芝 を 養い 給 う も の 
を 、 何 を 我 等 が 之 を 養う べき や ? お 前 た ジ Ad89 新 [らき を 25 多 
ち も 、 心 得 和 違い も は な は だ し い ぃ | と 。 
49. 箇 じ 。 彼 等 は 云う 、「 も し お 前 た ちの 言葉 2 ター 2? タッ クン 2 
y 枯 な ら 、 審 料 の 約束 が 果たさ れる は ぃ っ 59o ONS HS 
な る ぞ ?」 と 。 
50. 彼 等 は た だ 、 互 い に 論争 し て いる 問 に 突如 242 02G Se る らら 5 下 シレ 
9 ょ の Oo し sue Ao 
襲い 来る 角 均 を 待つ に すぎ ず 。 ( 注 21) 2 et 
CT 3 の ョ 。 デ 
遺言 も ? 2 百 」 を アラ 9 225 ラン イ プン る タフ ーッ タン っ の 51 る ッ ン アーデ 
51. その 時 彼 等 は 、 言 も な し 得 ず 、 家 に 帰る DR ek Cd 5 3 
こと すら 適 うま じ 。 r 
注 19 貴人 方 が 今後 政 す で あろ うぅ 悪事 に より も た 6 され る 悪い 結末 。 
注 20 。 則 去 に 中 人 方 が 為 し た 悪事 の 結末 。 
注 21 此処 に 述べ られ た 軸 は 、 空 か ら 落 ちる 征 奏 の 様 な も の で あろ う 。 それは 余り に も 突然 に 下さ れる の で 、 


次 人 節 に 書か れ て ある 様 に 、 


注 22 


罪人 は 追 


言 を 残す 事 す ら で き な い の で あろ う 。 


「 ら っ ぱ 吹 き 鳴 れ ば 」 と いう 言葉 は 、 博 き の 昌 に トラ ン ペ ッ ト が 吹き 鳴ら きれ る 他 、 俸 大 な る 神 の 指 
導 者 が 現れ 、 ク ラリ オォ ン を 吹く 事 を 示し て いる 。 魂 の 死ん だ 者 達 は この 音 に 呼び 覚まさ れ 、 功 か ら 出 て, ( 魂 が 
生き 返っ て ) 神 の 呼び か け を 聴き に 集まり 、 そ れ に 応じ る の で ある 。 
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第 四 項 
52. 靖 し て 、 滑 唄 吹 き 鳴 れ ば 、 見 よ 彼 等 、 茶 場 e333 8 る 8 
か ら あ わ て ふた めき 主 の 許 へ 急ぎ 行か ん 。 
( 注 22) oct 


53. 役 等 は 云わ ん 、「 あ あ 、 摘 な る か な ! 我 等 Ga 6 eI6 
を 臣 処 より 喚 び 起 し た る な は 誰 ぞ ? こ は し RN 
た り 、 慈 悲 深き 神 が 約束 し た 通り な り 。 使 CR ldss 
徒 た ち は 真 実 を 語り と 。 


へ べき れき _ 時 ー」 タグ も の うっ ン タク コン レン る 2 
54、 避 藍 起 ら ば 、 ( 注 23) 見 よ 、 彼 等 は 一 斉 に 区 RE る SO CG 
われ ら の 前 に 召し 寄せ られ ん 。 ン ッ タク ッ タ 
69 〇 9 の ら o 


_ EE ァ に 不測 に と 衣 cr1 ッ ジ シッ a LIL 4 al 
55。、 こ の 日 、 何 人 も 紫 か だ に 不当 に 骨 せ ら る る A OA CA NY2 
2 だ た だ お 前 た ち が な せる こと に 対 


アメ ラン ゥ タック 
、 応 報 ある の み 。 5 
す びと 
56. げに 楽園 の 住み 人 だ ち は 、 を その 日 、 己 が 仕 で ン > タ 2 の タタ ラッ レッ の る 
ORS EEN EN 


事 を 楽し まん 。 ( 注 24) 


57. 彼 等 Rk も ども 、 涼 し い 本 族 の 下 で 寝 椅 8 CE WI 2 シッ ピ シ ン a 
(みる 
子 に 乱れ 、 身 を 横 た ぇ えん 。 ( 注 25) IMzdb9 lo od 


58. 彼 等 は そこ で 、 る まき まな る 来 実 を 食し 、 Ee 1 A 
且つ その 望む も の を 徐 く 獲 ん 。 LP gS ES 
59. 「 平 安 あ れ ] こ は 慈 悲 深 き 主 より の お 言葉 ® る 

し タテ) DD 2 
な り 。 ( 注 26) の 2 タツ 
る 本 へ 徹 . “9 み ゅ 2 ンタ ン ン ノン ラン テ に 
60. 神 は 云わ ん 、「 流 等 因 人 よ 、 今 日 は 義 し い 人 の oe ES 
た ちか ら 離 れ て 控え よ 。 

る アン ン * デル 2 デア 2 アム ゥ デ 
61. 液 等 アダ ム の 子 蘭 よ 、 わ れ は お 前 た ち に 申 NY SOS GR Leia] 

し つけ ざり し か 、 悪魔 を 拝む で な い 、 あの 902 を 2922 
者 は お 前 た ち に と り て 信 敵 な り 。 OTL 3 Aa 451 





注 23 攻 侯 の 中 で 線 り 返し 如 さ べら れる 「 如 艦 1] と いう 語 に つい て 、 当 童 で は 神 の 測 が 一 陣 の 風 と な っ て 下る 
れる 時 の 事 だ と 示し て いる 。 こ の 語 は 、 一 瞬 に し て 町 全体 を 破 際 す る 原子 爆弾 投下 を 指し て いる の か も し れ な 
い 。 

注 24 来世 に お ける 生 と は 、 一 般 に 知ら 和 て いる 様 な 舞 為 の も の で は な く 、 絶えず 精神 的 に 成長 し 続け て 行 
くも の で ある 。 

注 25 喜び や 幸せ は 、 愛 する 者 と 分 か もち 合 う 程 に 大 きく な る 。 

注 26 天国 に な ける 様々 な 恵み 、 神 と 共に ある 平安 、 自 ら の 安らぎ つま り 心 の 平穏 、 こ れ ら 全て を 当 節 で は 
平安 (サラ ー ム ) の ー - 語 に 要約 し て いる 。 
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62. われ を 交 い 崇め ょ 。 それ こ そ が 正しい 道 な ウッ ュ ンク タ そい ちっ て う の 9 イメ 
り 。 DS blo ld GOLE Ocio15 
63. 然るに 亜麻 は 、 ち 前 た ちの 大 勢 を 迷 ゎ し 行 535 し R SI I 


きぬ 。 それ な の に 、 お 前 た ちな ぜ 司 ら ざ り b 


ON TR 2 


64. こ は お 前 た ち に 約束 せら れ だ る 地獄 な り 。 DOE A S27 
. Rr 

65. 今日 こそ そこ に 入れ 、 お 前 た ち 信 ぜ ざ り し OO A 2 

DIY | } 

が 散 に 」 と 。 SS NG 


66. その 日 われ ら は 、 彼 等 の 日 に 封印 を 施 き ん 。 Po Hs 2 
Bi 1 物 友 い 、 その ン 22 と ゥ タダ OM 


67. 葉 ら 5 し 欲し な ば 、 彼 等 の 視力 を bOI cut i 
消し 得る な り 。 そ うな れ ば 、 道 を 見 遇 きん side CS 


と 焦り 急ぐ と も 、 彼 等 如何 に し て 見 る を 得 a 
べき か ? ( 注 28) 
68. また 、 わ れ ら 欲し な ば 、 彼 等 を その 場 に の っ 1 ? ン ン ン アン ン イン 
ぎ 付 け す べく その 形 を 変え る こと も 可 な PE det 2L5 
り 。 ( 注 29) る そう な れ ば 、 彼 等 は 進む も 退 Va る 
くも 適う まじ 。 
第 五 項 


し 
し 】 2? re ゥ デン 


69. また 、 わ れ ら は 、 長 弄 を 授け る 者 に は 、 そ ン イ クン と センス 9 
1 DR WG GT ES SS 


の 者 を 昔 の 弱い 状態 に 逆行 せ し む 。( 注 
30) これ で も 彼 等 司 ら ざる か ? 








注 27 不信 心 者 の 有 書 が 彼 等 が 整 《 竹 完全 に 証明 きれ る 時 、 彼 等 の 口 は 閉じ られ 、 一 言 も 抗弁 する 事 が で き 
ず 、 信 間 が 行動 する 際 の 主要 部 分 で ある 手足 は 彼 等 の 療 悪 を 示す 。 今や 人 間 の 発言 や 行動 は 、 テ ー プ レ ュ ー ダ ー 
を 使っ て 正確 に 再生 きれ 、 テ レビ に より 遠く 離れ た 画面 に 写し 出 き れる 事 が で きる 。 こ れ は 、 こ の 世に お いて 、 
入間 の 知 や 手足 が 如何 に し て その 者 の 有罪 、 無 罪 の 決め 手もと な り 始 め だ の か を 示し て いる 

注 28 人 章 は 自由 各 志 を 授け られ て いる の で 、 自 ら の 行動 に は 責任 を 負わ れ な けれ ば な ら な い 。 友信 心 者 送 
は 真実 に 日 を 向け る 系 を 頑強 に 拒ん だ 為 、 を 所 を 見 極め ゆる 力 を 取り 上 げ ら 5 れ て し まっ だ 。 こ れ は 前 節 の 「 彼 ら 
の 日 に 封印 を 施 き ん 。」 の 意味 で も ある 。 

注 29 イプ ブン ・ ア バー ス に よれ ば 、 こ の 言葉 は 、[ 我 々 は 家 に 居る 彼 等 を 減 ぎ し た で あろ う 。」| と いう 門 味 と 

な り 、 又 、 ハ サン に よれ ば 、 「 彼 等 の 体力 、 知力 は 全て 失わ れ た で あろ う 。」] と いう 各 味 に な る 。 あるいは 、「 我 々 
は 彼 等 に 屈辱 を 与え た で あろ う 。」 と いう 意味 に も と れる 。 

注 30 生命 ある 物 は 全て 論 え て 行く 。 こ の 法則 は 個々 人 の みな ら ず 国家 に も 当て は まる 。 人 間 と 同じ て 、 国 
家 も 叉 、 成 長 し 、 成 熟し た 後 、 疲 え 減 びる 。 
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所 "3 テ る と (fs いう 2 で 
70. われ ら は 信じ に 評 を 教え た 所 えな し 、 そ は WA 上 LC 
彼 に 相応 し か ら ず 。 ( 注 31) こ は 訓 戒 に 6 有 8 92 
し て 、 物 事 を 明白 に し 、 上 且つ 詳細 に 説く ク Oo ols 3 
ルアー ン に 外 な ら ぬ 、 
ここ ろ あ 8 
7] . 心 有 る 者 の すべ て を 戒め 、 ( 注 32) 不信 心 Lt 22 ン 2 る クン ン cp 3 Wy 
上 Gal | AA 
者 に 対す る アッ ラー の 宣告 が 実現 きれ る こ de 4 
と を 説く 。 
= 統 。 き 下 2 注 に | 3 ズ ン 。 2 タイ 2 5 ゥ ン ン 4 
72. 彼 等 は 憎 ら ざる か 、 わ れ ら が 竹 で 形 造 り し CE a CE EI 
も の の 中 か ら 彼 等 の な め に 家畜 を 創り 、 そ a 
れ を 彼 等 に 所 有 し め た こと を ? ( 注 33) NN 
73. 市 し て 、 わ ゎ われ ら は 芝 を 彼 等 に 服従 せしめ た 2 RAN 
れ ば こる を そ 、 彼 等 の 或 る 者 は 乗る た め に 利用 CO eo 
し 、 ま た 或 る 者 は 食用 と な す 。 
74. ま だ を の ほか に も きま ぎ ざ ま な る 用 途 が あ NI EA 
TE Os PURE Ce の 
彼 等 は 感謝 せ ぎ る 
75. 然るに 、 彼 等 は 、 ア ッ ラ ター 以 外 に 他 神 ら を ER NIG 
選び 、 逐 に 救い を 求め ん と す 。 OR 
76. 邪神 ども は 彼 等 を 助け る こと 能 わ ず 、 逆 に CE RCA GE CARR NE 
. * 、 3 9 we 
彼 等 の 方 が 邪神 ども を 座る 軍勢 と し て 神 の 。 アー ジス 人 の ST 
お ん 前 に 召し 出 き れん 。 
pe > 5 い 6 の テオ A うい 4 We < 
77. きれ ば 、 彼 等 の 言う こ ほ に 流 の 心 を 悩ま す 25O2 う あじ AD も の の ば eu 
な が かれ 。 げに われ は 、 彼 等 が 胸 に 隠す こと 、 5 
また 明か すこ と も 知る 者 な り 。 Con 
びと 2 た の ュ る I クッ ン ン レン ン 3 ッ デ プ 
78. 人 問 は 、 わら - 袖 の 精 終 カ 5 彼 を 創造 US CA RE A 
せる こと を 、 知 ら ざ る か ? 然るに 、 見 よ 、 2 
と 23 9 る 修 2 に 
人 間 は 公然 と われ ら に 刃 向 か うと は ! CS oes 
注 31 詩人 は た いて い 夢 や 空想 に 陸 っ て いる も の な の で 、 神 の 福 言 者 は 詩人 に 吉 い な いと いう 考え は 、 彼 の 
尊厳 に 相反 する 。 神 の 交 言 者 に は 非常 に 崇高 な 日 的 が ある 。 し か し 、 こ の 分 は 、 全 て の 詩 は 有害 で あり 、 詩 人 
は 全て 夢想 家 で ある と 述べ て いる 訳 で は な く 、 提 の 預言 者 は 、 単 に 詩人 と た する に は 余り に も 栄 高 な 精神 の 持ち 


主 で ある も 幸い る 


注 32 


注 33 


「 心 有る 者 ] と いう ぅ 言葉 は 、 魂 の 減 び て いな い 人 と いう 吉 味 で ある 。 
け 入 れる 事 が 出来 、 神 命 に 応じ られ る 素養 の ある 人 人 を 指す 。 
その 精神 的 妥 望 に は 応じ られ な いと いう 訳 で は な い 。 


神 が 人 間 の 物質 的 欲望 を 満た る れる な ら 、 


言い 換え れ ば 、 神 の お 告げ を 受 


*[z を で 


当 秘 


及び 決 節 に お いて 、 人 間 が 日 常 最 も 必要 と する 事柄 に つい て 人 述べ て ある 。 
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79. また 人 間 は 、 わ れ ら と 相 い 似 た も の を 虚構 "ある ッ ン 人 233 と イス っ る ィ 
ひ と = に どう OR A 
し 、 自分 の 創造 を 失念 す 。 人 間 は 云う 、「 配 rd ツウ 
ち 果 て た る 骨 に 誰が 生き 返ら せ 得 る を ? OR Bf 
&。 
ひ と ひ と ィ フ ノン ン ン レタ ン の る ンー $8 $4 
80. 云え 、「 最 初 に 彼 等 を 創れ る 者 が 彼 等 を 生き 協 299 め OSUSI ZI と の 
返ら せん 。 な ん と な れ ば 、 彼 は 一 切 の 披 信 ' 1 簡 0 
物 を 知 短 し 給 う 。 の 
な ま プッ クタ? CE 
81. 彼 は お ぉ 前 た ちの た め に 生 の 木 よ り 5 火 を 生 Nd 5 xss で 6 CE) 
じ 、 見 よ 、 お 前 た ち を の お か げ で 火 を 燃 や 9002 
す な り 。 ( 注 34) OE dS 2 
| ゥ アン ノ 
82. NN 告 せる 者 が 之 に 類する も の を 創造 DRI HAG GN AI 
能力 を 持た ざる こと あり や ? 然 、 レッ 9 レッ ンタ ンコ ら レ ち 2 の 2 ニレ タッ レ ッ ク イレ 
ED ー 切 を 知る 者 な AGUleas A O ol 
り 。 
83. げに を の 支配 力 は 、 何 事 か を 欲し 給 う 時 、 EG TT 
BE 
た だ 「 在 れれ 」 と 仰せ に な れ ば 、 す な わ ち 、 CR RN ンジ ツン 
その も の は 存 す 。 ( 注 35) 
84. され ば 、 彼 の 栄光 を 護 え を まつ れ 、 その 御手 a2115 を 3 錠 ライン ンコ ラッ タス 
ン フーン う | 
の 中 に 高 物 を 統 べ 給 2 大 権 あり 。 曽 し て 、 ば の Af 39 〇 きこ 
彼 の 許 へ 、 お 前 た ち 皆 いずれ 連れ 戻 きれ ん 。 の @ 〇 くら 
注 34 「 生 の 木 」 と は 、 風 に よる 摩擦 で 枝 に 火 の 付 易い 樹脂 性 の 木 を 指す 様 だ 。 枝 の 摩擦 で 火事 が 起こ る と 


いう 事 は 、 言 外 に 次 の 様 な 事 を 示し て いる 。 信仰 心 の 性 い 者 が 神 の 了 言 者 や 神 の 指導 者 と 接する 時 、 彼 等 の 
は 新た に 菊 る の で ある 。 


注 35 
る れれ る 時 、 常 員 【 


「 何 事 か 欲し 給 


れ だ と も 述べ て いる 。 
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う 時 、 た だ 「 在 れ 」 と 仰せ に な れ ば すなわち 、 そ の も の は 存 す 。| が 、 
ここ 次 の 商 味 を 示す も の で ある 。 非常 に 重大 な 出来 事 が 起き 、 
る 道人 的 、 宗 教 的 改革 が 実現 する で ある う 3 う 。 当 節 で は 更に 、 


タル アー ン に 表 


特に 、 神 の 指導 者 を 通し て 重大 な 


モハ ッ マ ド 預 言 腹 の 手 で 大 いな る 変 草 が も $ ぉ だ た らき 


み 


Ga) 


ピ 





アッ が か が ー・ グ テー トト 
(メッ カ 啓 示 ) 


1 花 下 深く 、 恵 み 遇 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Os も SI 
て 。 
を は 補っ 
2. 列 を 詰め て 整列 する 者 た ち に か け て 、( 注 1) OE と も めい 
3. ま な た 勢い よく 英 を 没 退 する 者 た ち に か け て 、 ッ クッ i 
( 注 2) (CO ぴ ニ つか ーー 
4. 並び に 訓 戒 の クル アー ン を 読 主 する 者 た ち OA 
に か け て 敬う 、( 生 3) っ 2 RE 
9 wr 
5、 げ に お 前 た ちの 神 は 唯一 に し て 、( 注 4) MIEIREU 


あめ つら あめ つ ち アテ スレ ん ん イア 0 に えぐ ( LSELLETWT 才 ( 全 
6 . E 地 の 主 、 並 びに 天地 の 間 の 高 物 の 主 、 の 


よく じ 日 失 天 


昼 - 天 の 地 の 主 な り 。( 注 5) 0 
OEE 


注 1 (1) ワ ウオ と いう 言葉 は 、 当 節 及 び 湊 の 二 節 で は 、[ 一 に より 5」 [私 は 珠 う 」「 私 は 証人 と し て 召喚 する 。] 
の 意味 で 使わ れ て いる 。 クル アーン に お いて 、 押 は ある 人 物 や 物 の 宮 状 を 受け 、 彼 等 を 証人 と し て 召喚 し た 。 
通常 、 人 人 が 神 の 名 の 下 に 宮 折 す る 時 、 そ れ は 、 証 拠 の 不足 を 補う 旭 で あり 、 彼 の 証言 に 信 壮 性 を 加え る 為 で あ 
る 。 こ うす る 事 で 、 他 に 彼 の 証言 を 立証 する 人 物 が いな い 時 、 そ の 発言 の 正しき を 神 に 証 を や 頂 こ うと する の で 
ある 。 し か し タル アー ン の 宣誓 は その 様 な も の で は な い に 。 クル アーン は 、 陳 述 の 下 実 性 を 証明 する に は 、 単 な 
る 王 苦 で は な 〈(、 確 固 た る 譜 論 が 必要 ど びと し て いる 。 時 に は 、 こ れ 等 の 宣 加 は 明 折 な 自然 の 法 財 を 指し て いる 
事 $ も あり 、 周 に 、 明 白 な も の か ら 時 示 的 な も の 、 つ まり 精神 的 な 法 へ 注 癌 を 喚起 する も の で ある 。 クル アー ン 
の 飼 礁 の 今一つ の 目的 は 、 預 言 の 真実 性 実証 に ある 。 当 節 は これ に 当て は まる 。 
(2 ) 戦い に 加わ る イス ラム 上 教徒 達 は 、 指 搾 着 の 背後 で 一 日 石 還 の 礼拝 を 続け て いた だ た 。 


注 2 イス ラム 教 の 敵 上 と 過 敵 な 戦い を 変え 、 彼 等 を 帯 追 す する 事 


呈 








注 3 クル アー ン の 昌 読 者 。 


注 4 2 一 5 節 に は 項 言 と 事実 が 共に 書か が かれ て ある 。 事 実 と は 漁 の 様 な も の で ある 。 い つの 世に も 数 多 居 る 
中 に 、 高 源 に し て 神 を 思 れ る 人 々 が お り 、 彼 等 は 言葉 や 行動 で 、 神 は 一 つ で ある と いう 真理 を 証明 する 。 又 頂 
NR 現在 アラ ビア 全 十 は 偶像 崇 捧 と 道徳 の 退廃 に 陥っ て いる が 、 や が て 人 居 心 深い 社会 
が 生ま れ 、 を そこで は 人 々 は 神 を や 近 ゆめ 、 神 へ の 箕 美 を 歌い 国 中 に 人 々 の 替 美 の 声 が 響き 濾 り 、 更 に は を その 地 に 神 
TC i 
ベ べら れ て いる が 、 神 の 中 一 性 の 証人 と し て 召喚 きれ る の で ある 。 し か し この 節 に は 別 の 解 和 も ある 。 も し 、 様 々 
な 宗教 の 賢人 の 集う 代表 者 会 議 が 平和 豪 に 供 き れ 、 法 と 秩 広 の 元 、 共 本 敵 教 義 が 浴 静 に し て 公明 正大 に 計 議 る 
れる な ら 、 そ の 当然 の 帰結 も し て 、 神 は 一 つと いう 教義 を 確認 する 事 と な ろう 。 


注 5 この 言葉 は 、 イ スラ ム 教 が 初め に 東方 諸国 に 、 次 いで 世界 中 に 広まっ だ 事 を 示す 。 
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PPT 











第 二 ニ 二 世 アッ サー・ ファ ー ト 
せい し ん け て で. ん 

7. われ ら は 星 辰 を 以 て 下 天 を 飾り 、( 注 6 ) SNR CI 9 

8. あら ゆる 背 送 の 悪 麻 に 対す る 守り と せり 。 OE LSS 
( 注 7) 時 

プラ タタ ズラ タレ ルー 2 て プッ タマ イイ クン ン 

I ま 高 伺 な る 天使 ら の 会 議 を 盗み 聴き す 

能 わ ず 。 すなわち 八方 より 際 を 浴 NR の 
Oe 1 
0 う イン ゥ タン ン i? 

10. 吉 遂 る れ 、 上 且つ 永 元 の 刑罰 を 受け ん 。 OLIVE 

11. 耐 し て 、 も し ひそ か に 盗み 聴き する 者 あ 5 の GE CE 
ば 、 突き 刺す 火炉 が 之 を 師 う 。( 注 8) 

12. 彼 等 に 問 え 、 彼 等 が 造れ る も の と 、 われ ら 4 うそ デ クウ ル アン | っ 2 
が 創れ を ほか の も の と 、 い ずれ が 優 り て 回 SAGE OS 2 Se 
隊 定 な る か 、 と 。 われ ら は 腰 の 強い 粘土 を OO と と お 921W3 
以 て それ 等 を 創 9 た り 。 

13. 潜 は 臨 き 異 し む も 、 彼 等 は 崩 9 笑 う 。 ( 注 SEE 
9 ) 。 

ン 29 

14. 訓 戒 き れる と も 、 意 に 介 せ ず 。 の oO すり 5 
し る し これ っ タ 、 う る を クレ ルト ュ ッ ン クン 

15. 神 兆 を 目のあたり に 見 て も 、 有 之 を 中 り 笑う 5。 DDR Wt DED 

16. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、「 失 6 も ない 、 こ は 幻術 OR SA OU 
に すぎ ず 。 る 2 

注 6 。 この節 は 、 身 心 並行 論 に つい て 述べ て いる 。 つ まり 、 物 理 的 な 空 が 盛 呈 や 星 に 支え られ る 様 に 、 和 精神 


的 な 天空 は 預言 者 や 神 の 指導 者 とい うぅ 精神 的 な 存在 に より 支え られ る の で ある 。 両者 は それ ぞ れ 、 精 神 的 天空 


に 光 移 を 舌 え 、 そ れ は 丁度 、 


注 7 


注 8 


サタン は 二 種 類 に 分 か れる 。(1) 偽 菩 者 の 様 に 、 
の サタ ン " と 呼ぶ 。(2 ) 外敵 つま り 不 信心 


神 の 世 が 天 に 在 る 限り 、 


イス ラム 社会 に 内 在 する 敵 。 
者 。 彼 等 は “拒絶 きれ だ た サタン" 


星 や 交 星 が 物理 的 な 空 を 飾る の と 同じ で ある 。 


当 節 で は 彼 等 を “ 背 逆 
と 呼ば れ て いる (15 意 18 節 )。 


幼 挫 、 交 春 等 の 妨害 を 受け る 事 $ も なく 《 安 全 で ある 。 し か し を れ が 振 言 者 に 応 
示 る れれ ば 、 サ タン や 神 の 預言 者 の 敵 共 は 、 預 言 者 に 誤っ た 引用 を る せ て みた り 、 
か 、 


啓示 か ら 6 一 節 を 抜き 示 まっ た 


啓示 に 多く の 偽り を 加え る 事 で 、 啓 示 が 誤り 伝え られ る 様 画策 する 。 あ る い は 、 預 言 者 の 教え を 我 が 物 と 


し て 伝え よう と すら 試み る 。 し か し 彼 等 の 爽 暗 は 、 神 の 指導 者 の 手 で 啓示 の 真 の 姿 が 伝え られ る 時 、 鞭 か れる 
の で ある 。 


注 9 


モハ ッ マ ド 預 言 者 、 及 び ア ラビ ア に 強く 根付 いた イス ラム 教 を 通し て 、 真 に 高 若 に し て 神 を 思 れ る 人 々 
が 児 れ た 事 は 、 実 際 モ ハッ マ ド 社 言 者 刀身 に し っ て も 牙 嘆 すべ き 事 柄 で ある 。 
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第 三 十 章 


アッ サー・ フ ァ ー ト 





17. 


18. 


19. 


20. 


の 


22. 


23. 


24. 


25. 


26 . 


27 . 


28 . 


29. 


何 ん と な 1 我 等 は 死ん で 、 土 と 骨 も に 人 北 
し た る 時 、 再 び 束 らき れる と いう か ? 


いにしえ の 父祖 た ち も ま た 左 様 上 な ?」1 と 。 


「 八 だり 。 その 時 お 前 た ち は 了 硫 を を こ う 
Dk 
そ は に だ 一 - 喝 な り 。 面 し て 見 よ 、 彼 等 た ち 


曽 し て 、 法 わん 、「 あ あ 、 情けな や ! こ は 
審判 の 日 な る ぞ 」 と 。 ( 注 10) 

アッ ラー は 云わ ん 、「 こ れこ そ を 、 お 前 た ち が 
否認 し 続け た 最後 の 判決 の 日 な り 」 と 。 

第 二 項 

天使 だ ち は 命 ぜ られ ん 、「[ 悪 いこ と を し だ た 
者 、 そ の 伴 休 も と も ども 、 並 びに 彼 等 が アッ 
ラー 以外 に 崇め て いた もの 、 


これ 等 を 集め て 、 地 獄 へ 導 け 。 


ま て 、 彼 等 を と ど め よ 、 彼 等 に 訳 ね た き 伺 


あり 。 
お 前 だ ち 、 互 に 相 い 助け ざる は 何故 ぞ ?」 
と 。 ( 注 11) 


否 、 こ の 日 、 彼 等 は た だ 服従 する 以外 に 途 


な き な り 。 ( 注 12) 
彼 等 の 或 る 者 は 、 互 に 訳 ね 合う べく 他 の 者 
に 話し か けん 。 


一 方 は 云わ ん 、| お 前 だ た ち は 常に 右側 か ら 6 我 
等 に 来 た り だ りり 」 と 。 ( 注 13) 





注 10 
注 11 
注 12 
注 13 
と 偽 





メ を ュ デ テク 人 f1 ダ る au 2 x 
AUACRR 
き Po 2 アノ 
OPI 
I I 


CSIR 


“ ウタ ラッ ン 


タン 1 ンタ レン ンス レレ 
OB A AG 


O wl lA G3 
と と ぅ 9 ラフ ん し 「 
CII 1 iR & 


4 タタ っ % 


DE ES 


Vr 9 


ELI 
RH 
9 0 
CR > で の! ss ンプ 


ン ラ タン [ンマ シン レレ 
ELLENL 
CI WA TE NY 
oes 


ッ タ クタ ッッ ブフ 2 ン 


OIL an ss 


> ン ン ン ルン タッ シン ニー プシ ン 
OA EE RG 





お そら く メ ッ カ 陥落 の 日 を 指す の で あろ う 。 


罪 深 き 人 々 が 互い に 助け 合う 力 が 無い 


"右側 "と は 宗教 を 指し 、 
り を 語っ た 。] ある い は 、 


と 堂 れ ば 、 彼 等 は 家 へ 戻る で あろ う 。 
罪人 は 、 互 い の 弁 護 を 中 し 出る 事 は な く 、 唯 非難 し 合う ば か り で あり 5、 


当 節 は 決 の 事 を 意味 する 。[ 貴 人 方 は 、 宗 教 の 名 を 借り て 、 我 々 を 間 わ そう 
"右側" は 力 を 表し て お り 、「 貴 人 方 は 力 を 持っ て し て 我々 に 近付い た 。] と いう 


この 事 は 次 節 に 志 き れ て いる 


可 味 に も と れる 。 又 、「[ 貴 人 方 は 、 正 し い 者 だ と 挨 い つつ 我々 に 近付い た 。] と も 解釈 で き る 。 
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第 三 十 七 剖 


アート 





30. 


31. 


32. 


33. 


34. 


35. 


36. 


37. 


38. 


39. 


40. 


41. 


42 . 


43. 


44 . 


45. 


注 14 


他方 は 答え ん 、「 然 ら ず 、 お 前 た ちこ 
に 非 ざ りき 。 

し か も 、 我 等 は お 前 た ち を 自由 に し 得る 者 
に 非 ざ ぎり き 。 要 する に お 前 た ち 自 身 が 則 を 
逸脱 た る 民 な りき 。 

今 、 主 の お 言葉 が 事実 し な り て 、 我 等 に ふ 
りか か れ り 。 
な る まい 。 


確か に 我 等 は な 前 た ち を 迷わ せり 。 し た が 、 
我 等 と て 迷い し な れ ば 」 


を 信者 


か く て その 日 、 彼 等 みな 等 し く 刑 前 を 受け 
0 
げに われ われ は 、 か てく の 如く 、 罪 人 を 処 玉 
す 。 


な ん と な れ ば 、 役 等 「 ア ッ ラ テラー の 外 に 神 な 
し 」 と 告げ られ だ る 時 、 尊 大 に も 、 


ぶ ぇ えり 、「 我 等 の 神々 を この 気狂い 詩人 の た 
め に 捨て よ と な | と 。 

然 ら ず 、 彼 は 真理 を も た らし 、 遺 わき れ た 
る すべ て の 使徒 の 事実 を 証明 する 者 な り 5。 
お 前 た ち 、 茂 刑 酷 還 を 味 わ せ て や る ぞ 。 


お 前 た ち は 自分 が 為 せ る こと に 対し て の み 
返 報 き れる で し 、 


但し 、 ア ッ ラ ター に 選ば れ た 儀 等 は 除く て 。 
それ 等 の 者 は 特別 が る 給 養 を 賜 わ る べし 。 


すなわち も 、 き ま ぎ ざ まな る 果物 ( 注 14) を 。 
加え て 、 栄 准 を 与え られ ん 、 


毛 福 の 園 に て 、 


と うし よう 
互 に 相 い 対し て 楊 閑 に 牌 す 。 
信者 が 受け る で あろ る うぅ 思 起 は 、 
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され ば 我 等 、 天 軸 を 味 わ ね ば 


CAR IANIE 
ンタ 26 ラノ 1 9 St “ ィ レ 1 0 
3 OU 6 し 3 


OE GIES 


OEE RE 
CEE ER A 
の os し 3 も 
$a YZ JC っ の 
ODS 

SE ks 
A RR A 
RN RC 

BE CAA 
OO CE 

リタ アッ 5 ン の > 


Ba の どく の 
Saas ss 


3 1 ss 
OES 


し イク タタ 


UES う > 


や 
ょ ミー 


と : 


ー 


彼 等 の 信仰 と 善行 の 賜物 で ある 。 


第 三 | も 間 


46. 


47. 


湧き 出る 泉 か ら 汰 め る 益 は 一 同 に めぐ り 、 


その 白き 泡立ち 、 飲 むと 実に 旨 し 、 


アッ サー・ フ ァ ー ト 


A 


EEー 








ぬい て い 2 ラン ォ の Bs ss. 
48. その 中 に は 本 町 する も の を 含ま ず 、 体 を 疲 GIO 800 
れる す も の も な し 。 
っ » 2 
49、 彼 等 の を ば に は 、 地 す ず や か に し て 勝た け EN a 2 
た 女性 ら 慣 ま し く 侍 る べし 、 ( 注 15) 
50. き な が ら 日 射 し を 礎 う 卵 の 始 き その 美 し CR dk 
に 
レン テテ ン ン ン 5 ョ ン 2 2 タラン て 3 
51. や が て 、 彼 等 は 互 に 話し か け 、 訳 ね 合う 。 RCS nL tan 
52. 中 に 一 人 の 発言 者 あり て 、 云う 、「 政 一 人 の の ンク 1 っ > 
| RR RU NE 
友 あ りき 
53. その 彼 い つも 品 洛 の よう に 『 お 前 まで それ ャ ンク 2 
Duradl CF 
が 実 と 信ずる 類 な る か ? の os っ うら プー 
54. 我 等 死に 、 土 と 骨 と に 帰し た る 後 、 我 等 は / 24 
必ず 返 報せ やら る る と な 7.1 と 云い た り | と 。 CEN CAA GA REN 
55. 更に 彼 の 発言 者 は 左右 を 見 まわ し て 、 云 わ ランタ タッ ン 
ん 、「 皆 の 衆 、 を の 男 を 見 て 御覧 じ ろ ? 」 と 。 @os53 25J4J6 
( 注 16) 
に メ = - ク デカ > ミカ う ・ saAEU 
56 . 0 地獄 の 火 の 中 に その 友 を 認 ⑨ > らき 5 
57. 彼 は 云わ ん 、「 ア ッ ラ ー の 御名 に か け て 、 流 8 ⑯ 
は 我 を 危う て 減 ぼ ば きん E せ り 。 
58、 も し 我 が 主 の 恩恵 な か り せ ば 、 我 は 必ず 地 レッ ンタ 2、 レー ララ クア ョ ョ ン 包 し 。、 
の と A nr WI 
話 に 引き 立て られ る 者 の 一 人 な り し な ら ORANG EN GII 
ん 」 と 。 
注 15 イス ラム 教徒 が 、 前 第 に 書か れ な た 思 上 恵 を 全て 賜っ だ 事 は 、 大 史 が 証し て いる 。 彼 等 は 楽園 を 手 に し た 。 


彼 等 は 王座 に 座り 、 権 力 を 亭 受 
て この 上 更に 「 神 は 彼 等 を 御 気 に 
た 3 


注 16 


見 た だ いか と 層 ね る で ある 3 う 。 
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し た 。 人 人 生 の 汚れ 無き 楽し み を 全て 味わっ た 。 美しく 貞 波 な 妻 を 姜 っ だ 。 そし 
し 、 彼 等 は 神 に 喜び を 感じ だ 」 (58 章 23 征 


i) 。 これ は 彼 等 の 最大 の 偉業 で あっ 


話し 年 は 52 節 で 述べ られ だ 天国 の 人 の 事 で ある 。 彼 は 、 天国 の 他 の 人 々 に 、 役 の 以前 の 不信 者 仲間 を 


第 二 上 E 意 


ナッ ザー ャ アテ ニー ト 





59. 


「 我 等 は 再び 死な ざる か 、 


60. 先 の 死 は 別 と し て 、 訂 し て 刑 凡 を 受け ぎる 


61 . 
62 . 


63. 


64 . 


65. 


66 . 


67 . 


68. 


69. 


70. 
が 


注 17 


注 18 


注 19 


注 20 


注 21 


注 22 


る 。 


か 7 ( 注 17) 

げに こ は 最 上 の 歓喜 な り 。 ( 注 18) 

る ミ れ ば 、 劣 力 す る 者 に は 、 か く の 如 きこ と 
の た だ ため に 夫 力 せしめ ょ 」 

この よう に 歓待 きれ る が いい か :、 
ザッ クー ム の 木 か ? ( 注 19) 
げに われ ら は 悪人 だ も を 試み ん が だ め に こ 
の 和樹 を 剣 れ り 。 ( 注 20) 


げに そ は 地獄 の 底 に 生え る 和樹 な り 。 ( 注 
21) 


それ と も 


し か 

布 し て 、 を の 果実 は 愉 も 能 の 頭 の 如 し 。 
彼 等 は を れ を 食わ きれ て 、 腹 は 満た きれ る 
べし 。 

を の 上 更に 考え た ぎる 汁 を 飲ま きれ ん 。 
然 る 後 、 彼 等 は 地獄 に 必ず や 帰 選 き せら れ 
本 

彼 等 は 迷 誤 する 先祖 を 見 て 、 


自分 た ちゃ も まだ を の 足跡 を 急ぎ 追 
り 。 ( 注 22) 


い 行 け 


i TI KAA 

DE 
OOo まじ 2 の 
eZ? ア アデ 

の AB 91520 GA) 

1 1? rz て 
ORANG I I 


LLL x? Gs 


SU TO 
DE EI CLG 
ORNL G ER a 
oD Sisk 
i $6 
ES 
sie 
UA 


OE RE Po 





天国 の 信者 は 、 入 間 の 大 いな る 運命 、 邑 ち そ の 永遠 な る 生命 に 言及 し て いる と 此処 に 述べ られ て いる 
人 間 は 、 こ の 世 を 離れ だ 後に は 死 を 迎え る 事 は な いで あろ る うと 、 彼 は 語る 。 水 大 へ の 彼 の 魂 の きす らい は 、 終 
わり 無き も の で あろ う 。 


人 人 間 に と り 最 高 の 運 命 成就 は 、 水 遠 の 生 命 


を 享受 し 、 絶 え ず 精神 的 発達 を 遂げ て 行く 事 に ある 。 


それ を 、 死 に 到 ら し め る 有害 な 食物 た いう 意味 に よれ ば 、 当 人 節 は 、 [不信 心 者 の 呪 ち れ た 木 の 和 果実 を 食 
べ れ ば 、 精 神 的 な 死 を 被る ]」 と いう 世 味 に な る 。 


不信 心 者 の 有 有害 な 本 は 、 
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常に 人 々 に 害 を 与え て 来 た 。 
不信 心 者 の 木 か 6 食物 を 得る 者 は 地獄 の 底 へ 落ち る 。 


人 人 は 古い 慣習 に 捕らわれ が ち で ある 。 古臭い 考え や 偏見 は 容易 に は 無く な 6 な い 。 
入れ る 際 の 最大 の 障害 は 、 ク ルアー ン に 繰り 返し 述べ られ て いる 様 に 、 


人 々 が 真実 を 受け 
新しい 考え を 拒む 彼 等 自身 の 姿勢 に あ 


第 三 十 章 


デ ッ サ ー・ フ ァ ー ト 





72. 第 等 以前 の 昔 の 人 々 も 大 方 は 罪 を 犯し た 


73. 


75. 


76. 


『 


78. 


79. 


80. 


G] . 


62 . 


83. 


84. 


85. 


86. 


注 23 


り 。 
る され ば 、 わ れ ら は 役 等 に 警告 者 を 遣わ せり 。 


. 見 よ 、 和 警告 きれ な 者 の 末路 が 如何 に 悲惨 な 


り し か を 、 


アッ ラー に 選ば れ た 僕ら を 除い て 。 

第 三 項 
昔 、 ノ ア が われ ら に 救い を 求め た 時 、 わ れ 
ら は 彼 の 嘆願 の すばらし きき 聴取 者 な りき 。 


われ ら は 彼 と その 家族 を 大 難 か ら 救い 、 


を の 子 欧 を 唯一 の 生存 者 た らし ゅ た り 。 
( 注 23) 

更に われ ら は 、 後 の 世代 の 人 々 に まで 、 彼 
を 計 を せしめ た り 、 

すなわち 、「 諸 民族 の うち 特に ノア の 上 に 平 
安 あ れ 」 と 。 


か く の 如 く 、 わ れ ら は 癌 行 を 積む 者 を 賞 す 。 


げに ノア は 、 息 信 な る われ ら の 僕ら の 一 人 


な りき 。 

語 し て 、 わ れ ら は 、 そ の 他 の 者 ども を ば 湧 
死 せ し め た だり 。 

げに アブ ラ ハ ム も また ノア と 同じ 信仰 を 有 
せり 。 

アブ プラ ハム が 純粋 な 心 を 以 て を の 主 の 許 に 
来 だ より し 時 を 思え 。 

アブ プラ ハム は を その 父 並 びに を の 民 に 向っ て 
云え り 、「 お 前 た だ たち が 拝む も の 、 そ は 何ぞ 
や ? 


CA EC) 


ン ン > ぅ 4 ? 


SPN 


Lr で ロア > 
et au 


LI 50.3 


DOGRI IS CL 
DEHN TIE CEE 
CAP 
2 CA 3 
GR NS ALF 
の 8 人 2553 に こう 
NG (3 ゆる し 
OR 5 る NG 
oa, Us eds! 
DEEINGES 


“ss 


Boe LE OY 


\ 


3 う 1 デ 72 (Lr 2 
Og SY やう 2 


デー ” 


で ラッ タタ ッ ン 


ノア は 人 類 の 文明 の 礎 を 築い た 。 文明 が 発達 する 一 族 は その 人 口 も 増え その 逆 に 、 文 明 の 後退 する 社 
会 で は 、 そ の 周辺 域 に お いて まで 人 中 は 減っ て 行く 傾向 に ある 。 ノア の 未 畜 は 、 高 い 文明 を 備え 、 豊 富 な 資源 
を 有 し て いな た 為 、 他 域 へ 領 千 を 拡大 し 、 文 明 の 低い 人 々 を 支配 し た 様 で ある 。 低 文明 の 人 々 は 時 の 流れ と 湊 に 
ノア の 子孫 に 吸収 きれ 、 果 て は 減 び て し まっ だ 。 


ー690 一 


& 


此 三 十 七 章 アッ サー・ フ ァ ー ト 





87. お 前 だ たち 、 ア ッ ラ ー の 外 に 虚妄 の 神々 を 求 の 
むる か ? ( 注 24 CO WO ASS 

88. な ら ば 万 物 の 主 を 、 お 前 た ちな ん と 考え る CENG る レス 
が 2: ロフ る の 

89. アプ ブラ ハム は 天 を 仰ぎ て 星 辰 を 眺め 、 ( 注 4 20292 


ッ ェ ク レ タン 
25) の Ps あめ) bs 


90 . REC り 、[ 気 分 が す ぐれ と 。 ( 注 ORs っ て 4 Lid 
① ako 3! 483 

26) ーー J 
91 . 故に 1 時 は アプ ブラ ハム に 背 を 向け て 、 去れ う ラク の の ラ レンス 
N 時 2 Ore es 
92. そこ で 、 ア ブラ ハム 密か に 彼 等 の 神々 の と YS WIL ES 
5 < 9C yt 5 Ral il gl 
ころ に 行き て 、 云 4 り 、「 ち 前 た ち 食 ぬか ? LI 2 de 
93. 如何 が し た 、 師 故 も の 云わ ? 」 と 。( 注 6 な 
TLSY 3G 

27) 

94. アプ ブラ ハム は 神々 に 飛び か か り 、 右 手 を 以 し セッ イン る | 
サン 8 ov Up Za ELS 
て 之 を 打 て り 。 ( 注 28) ONY らら Ad と と し う 
95、 そこ で 、 人 々 は 急い で アプ ラ ハ ム の と ころ ot を IRCHE 


へ 来 た な れ り 。 





注 24 入 は 人 間 の 次 を し た 偽り の 神 を 崇め 易い も の で ある 。 彼 は 、 神 の 力 、 太陽 、 月 、 星 等 自然 の 物体 、 神々 
が 森 や 石 か 6 ら 切り 出し た 舞 生 物 、 更 に は 役 自 身 の 古臭い 習慣 、 偏 見 、 迷 信 、 脳 望 、 感 情 等 が 、 そ の 他 り の 神 に 
起因 する と 考え る 。 


注 25 _ アプ ブラ ハム と 彼 の 聴 科 の 間 で 行なわ れ た 論争 は 、 夜 更け まで 続き 、 こ の 話し 合い が 無益 だ と 見 た アブ 
ラ ハ ム は 、 そ れれ を 吐く 打ち 切り だ いと 願 っ て いた 様 だ 。 そこで 、 話 し 合い が 夜 ま で 長引き 、 も うぅ 潮時 で ある と 
恒 ら せる 為 に 、 彼 は 是 に 一 舟 を くれ だ の で ある 。 


注 26 話し 合い が 無駄 で ある と 考え た だ アブラハム は 、 気分 が す で れ な い の で 一 人 に し て て くれ な いか と 人 々 に 
告げ な 。 又 、|「 包 分 が す で れ ぬ 」 は 決 の 様 な 味 が ある 。(1) 條 人 達 が 偽り の 神 を 崇拝 する 為 、 私 の 気分 は す で れ 
な い 。42) 世 人 達 が 偽り の 押 を 系 め る の で 、 私 は 非常 に 悲し い 思 い を し て いる 。 (3) 私 は 人 次 人 達 の 偽り の 神 崇拝 を 
嫌う 。 


注 27 生け る 提 の 最大 の 特 作 と は 、 神 が その お 選び に な っ た 下僕 に 語り か けら れ 、 双 彼 等 の 祈り に 耳 を 傾け 
られ 、 を そし て それ に お 答え に な る 過 で ある 。 信者 に 語り か けた だ た り 、 そ の 声 に 耳 を 傾け 、 そ の 祈り を 受け る 力 が 
無けれ ば 、 そ れ は 死ん だ 神 で ある 。 


注 28 右手 は 力 E 強 る を 人 象徴 し て ぢ お り 、 ア ブラ ハム が 全力 を 持っ て 偶像 を 打ち 、 粉 々 に 砕い て し まっ た と 、 


この 節 は 示し て いる 。 又 、 右 上 は 醤 い を 意味 し て いる の で 、 当 節 は 、「 ア プラ ハム が 自ら の 損 い を 果たす 為 に 偶 
像 を 打ち 砕い な ] こと を 表し て いる と 上 も いえ よう (21 記 58 節 )。 
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き ざ 

96. アプ ブラ ハム は 云え り 、「 お 前 た ち は 己 れ が 刻 DO ン CO 
ん だ も の を 拝 す る か 、 

97. お 前 た ち を 創り め 、 ま た お 前 だ た ち が こ し ら え を シュ ン ジン 
た も の も 本 来 剣 造 せ る お 方 は 、 ア ッ ラ ー に Dost AE 
非 ざ る か ? | と 。 ( 注 29) 

彼 人 等 は 云 f こめ に 小屋 を そ ンー こす る IF 
の 火 の 中 に 彼 を 投げ 込 入 め | と 。 

99. か く の 如 く 〈、 彼 等 は アブ プラ ハム に 悪 だ くみ EN CC 15 ii 
を 策 し た れ ば 、 わ れ ら は 彼 等 を 痛烈 に 辱 し el で seo lO bb 
め だ り 。 ( 注 30) 

100. アプ ブラ ハム は 云え り 、 [ 我 は 主 の 許 に 行か CLL ジジ da 8 、 あ 5 
ん 。 主 は 必ず や 我 を 違 か ん ] と 。 2 1 デー 

し か た だ 
101. 面 し て 、 彼 祈り て 云 た えり 、「 王 よ 、 我 に 諸 OO 2 1 
su ら ) ツウ てい ここ ゆ いつ) 
し い 息 子 を 授け だ まえ 」 と 。 2 2 ウ ン 
102. 故に われ ら は 、 寛 容 な る 一 男児 の 朗報 を る は 21 > ペン ン 
d*, 
アブ ラ ハ ム に 伝え だ たり 。 の よこ いこ 

103. る て 、 そ の 子 が 、 ア プラ ハム と 共に 走り は < Pd ン ァ ン i 7 
廻 れ る 年 頃 に 成長 し た 時 、 ア プラ ハム は 云 = ダテ ジ 2! SRI EN A BARE 
えり 、 [愛す る 息子 よ 、 我 は 液 を 犠牲 に 供え ts > ント H 9 7 

っ GE 31 1] 
る こと を 芝 に 見 た り 。 き され ば 、 液 、 之 を ど 3 っ 3! に 
5 思う か 2 = 3 2 CAT る 
う 思 うか ? 」 と 。 息子 は 答え て 、 云え り 、 4 ER 28 お ole 
[父上 ょ 、 命 ぜ ら れ だ 如 て (な し だ た まえ 。 ア ッ 
ラー の 思 し 召 し な ら 、 我 よく 耐え 忍ぶ 者 な の CO 6 っ 
る こと を 盆 上 に 証明 せん 』】 と 。 ( 注 31) 

104、 か く て 、 両 名 は 神意 に 従い 、 ア ブラ ハム ec 82 作る 
が 息子 の 額 を 地 に 伏せ し 時 、 

105. われ ら は アプ ブラ ハム に 声 か け て 、 云 を b 、 ® た の | 2 AS 
[デラ の みよ 、 KN 

注 29 次 人 方 の 道具 と な る 手 、 足 。 

注 30 アァ アブラハム の 設 達 は 、 彼 に 刃 向 か っ た 人為 に その 計画 を 妨 守 きれ 、 深 い 屈 辱 を 味わっ た だ 。 

注 31 アデ ブラ ハム が 、 神 の 命令 に 従い 、 二 人 の 息子 イシ ュ マ エル と イサ ク の どちら を 生け に え に 捧 げ だ か と 


いう 応 で 、 ク グル アーン と も 青 
クル アー ン は イシ ュ マ エル で あっ た だ と 明記 し て いる 


『 半 は 意 史 を 異 に し て いる 。 聖書 


書 は イサ ク で あっ た と 述べ ( 剣 世 記 22 章 2 節 ) 
。 (詳細 は 英語 版 参 照 の こと ) 
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106. 流 は すでに を その 夢 の 約束 を 履行 せ り ] と 。 1 2 2 
か く の 吉 く 、 わ れ ら は 和合 事 を な す も の を 賞 EG EY CE 
す 。 


薩 


ビ : 


i 


六 
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ここ ろ み 9» 2? タン? イス 
107. げに こ は 明 ら か な 試練 な りき 。 ' Oo NN a 8! 
wa 上 容 引 - ヽ ノ 、 ュ ン 5 
108. われ ら は すばらし い 犠 牲 を 以 て 彼 の 息子 の AB と の っ 0u wo 


を 購 い た り 。 ( 注 32) 
109. 面 し て 更に 、 わ れ ら は 後 の 世代 の 人 々 に 


グマ プッ 
まで 役 を 讃え を せ し め ゅ たり 、 ( 注 39) DIG 


110、 すなわち 、「 ア プラ ハム の 上 に 平安 あれ 」 2 包 ン 
Or Lk 

111. か く の 如 《、 わ れ ら は 癌 行 を 積む 者 を 党 OCA TE SA 
す 。 Sc 

112. げに アプ ラ ハ ム は 、 篤 信 な る われ ら の 僕 OR NCR HE 

一 人 な り き 。 . 

113. また われ ら は 、 ア ブラ ハム に 、 義 し い 人 DR る 衝 し し っ ま イ ン 
間 の 一 人 だ る 預言 者 1 イサク の 且 報 を 伝え た ade) SS ND 
り 。 


z の し 2 の 2 ク i 
114. を の 上 われ ら は 、 ア ブラ ハム と イサ ク を Ce と どう ぅ っ 3 た 1 人 う d も (の 2 
祝福 せり 。 然 れ ビ も 、 彼 等 の 子 係 の 中 に は 


® $2 dl み 
善行 者 も あれ ば 罪人 も あり 。 ( 注 34) oo 5 3 る し ス 2 
第 四 項 E 
115. げに われ ら は 、 モ ー ゼ ょ アロ ン に 恩恵 を の タタ トン プー 1 タク リン エロ マン ン 2 ン フン 
Ni DEH SAL EE IES 
116. すなわち 、 われ ら は 、 彼 等 両 名 と その 民 < 。 の? の ンー 「 プ クン タグ ダン ンク 2 イン 
を 大 難 よ り 救 い 出し た り 。 Os R35 








注 32 イシ ュ マ エル を 生け に えと し て 捧げ る 為 の アプ ラ ハ ム の 準備 は 、 ハ ジ (巡礼 ) の 儀式 に 欠か せな い イ 
スラ ム の 生け に え の 法 に 従 に 行わ れ だ た 。 この 節 で は 、 ア プラ ハム の 時 代 に 流行 っ て いた 人 間 の 生け に ぇ を 廃し 、 
代わ ゎ もり に 動物 の 生け に え を 捧げ た と 暗示 し て いる の で ある う 。 


注 33 アプ ブラ ハム を し て 後世 に 名 を 残せ すし ゆ ゅ た の は 、 三 大 宗教 で ある イス ラム 教 、 キ リス ト 教 ユダ ヤ 教 、 
の 弟子 達 よ り も 、 遥か に 偉大 な 教訓 を 授け られ だ から で あり 、 こ の 畜 は 、 この 偉大 な る 創始 者 を 先祖 と 仰ぐ 人 人々 
に と り 誇 り と な っ て いる 。 

注 34 “われ ら は 、 ア ブラ ハム と イサ ク を 祝福 せり 。" この 言葉 は 、 神 が イシ ュ マ エル を 通 し て 、 ア ブラ ハム 
の 子孫 に お 与 を に な っ た 祝福 を 示し て いる 。 イ サク は 、 別 に 、 そ の 名 前 で 書か れ て ある 。 
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117。 簡 し て 、 わ れ ら は 彼 等 を 援 け 、 勝 利 者 た 
らし め だ り 。 


118. を の 上 わら れ は 、 事 理 を 明らか に する 経 


典 を 彼 等 に 授け た り 。 

119. 市 し て 、 彼 等 を 正しい 道 に 導 け り 。 

120 . 面 し て 更に 、 わ れ ら は 後 の 世 代 の 人 々 に 
まで 彼 等 を 謀 え せ じ め だ か 。 

121. すなわち 、「 モ ー ゼ と アロ ン の 上 に 平安 あ 
れ 『 上 。 
122. か 《 の 如く 〈、 

す 。 
123. げに 彼 等 両 名 と も 篤 信 な る われ ら の 僕 な 
りき 。 


われ ら は 善 事 を な す 者 を 賞 


124. 次 に エリ ア も また 確か に 、 使 徒 の 一 人 な 
りき 。 ( 注 35) 


125.、 エリ ア は を その 民 に 向っ て 云え り 、「 お 前 だ 


ち 補 を 異 れ ぎる か ? 


お が 
126. バー ル を 拝ん で 、 最 高 の 剣 造 者 、( 注 


36) 

127. すなわち 、 お 前 だ ちの 主 で あり 、 祖 先 の 
主たる アッ ラー を 捨て る 気 か ?] と 。 
128. 然るに 、 彼 等 :、 エ リア を 嘘つき と し て 肌 し 
だ た れ ば 、 を その な せる こ と の 申し 開き の だ め 、 

いずれ 神 の 御前 に 曳き 出さ れん 、 


129. 但し アッ ラー に 選ば れ た 僕 ら は 除く 。 


130. 耐 し て 、 わ れ ら は 、 後 の 世代 の 人 々 に ま 
で 彼 を 護 え せしめ な たり 、 


アッ サー・ フ ァ ー ト 
OE 2 

ONG CS 
の 26g25 


ゴリ レッ 
ONG CFS 
Doi IL の 


OGA GE HN EY 
OC oo 
ANG 


アッ タイ ング 


CRIN EE 


\. 


アル ん と 4 


内 タク ンク レン 

RI OH II RN 
タタ 5 

BN CIES CC 
SO RG 
グッ イッ タタ 4 レラ FT ン る 
Gras abdl Ls Y 
12 。 の 
だ) もい うい と 





注 35 エリ ヤ は 紀元 前 900 年 頃 存在 し た 。 彼 は ヨル ダン の 東岸 


上:17 章 1 節 ) 





に ある ギリ ー ド で 生ま れ た だ 。(Jew. Enc, 列 王 


注 36 バー ル は 、 預 言 者 エリ ヤ の 聴 浅 の 崇拝 する ひと つの 偶像 の 名 で あっ た 。 こ の 人 々 は 太陽 を 崇め だ た 。 バ ー 
ル は 太陽 神 で あり シリ ア の ある 町 の 入 々 は 、 そ れ を 栄 め て いた 又 、 そ の 町 は 、 現在 は シリ ア に あり パー ラ ・ ベ ッ 


ク と 呼ば れる 。 
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131. すなわち 、「 エ リア と を の 民 の 上 に 平安 あ 1 負っ 
れ 」 と 。 ub 
ュ 琶 事 z = う し 4 ど ク 
a く の 如 く 、 わ れ ら は 登 事 を な す 者 を 賞 DR MS S 8 
と くし ん 、 し も ペ i 
DT NCR Or) 
a ロト も まな た 確か に 、 使 徒 の 一 人 な OALINEIE ESS 
ざ 。 
み っ 2 プン の: 
135. われ ら は ロト と を の 家族 を 救い た り 、 Rd ES 
136. 但し 後に 残れ る 連中 の 中 に 入り し 一 老女 か ・ タク タン る 
が (9 れい 2 を WI 
を 除い て 。 On う D 鐵 
駄 2 a 2 
137. る 後に 、 わ れ ら は 他 の 者 を 浴 く 滅 ば せ BENS 
0 。 
a > フン > 2 っ バン ンタ タン イタ 
138. げに お 前 た ち も は その 廃 域 の そば を 、 朝 な 、 Owas Re の DE 
139. 夕 な に 、 往 き 来 すこ れ で も 、 な ぜ お 前 タン ン ン ノル に 
た ち わ ゎ ちか ら ぎ る か ? ( 注 37) Sd & 
第 五 項 
ュ メ ュー ュ ア g お ュ リー ェ ラク ー お グッ ロン 2 し ナン! 
140. 次 に 、 ョ ナ も また 確か に 、 合 徒 の 一 人 な BAN CI OHS) 
りき 。 ( 注 38) 
141. AN る 船 に 逃れ し 時 、( 注 OR RI EES 
39 
i 7 マク イン ン ( ン ス 
142. 水夫 と 共に 科 を 抽 き 、 負 けた り 。 DE GG 22 じ 3 
143. 自 貴 の 念 に か られ て いる 時 、- 一 魚 あり て 6 タッ タラ PS 
| 
彼 を 看 め り 。 ⑥⑩22 る 4| AU も 





ロト が 伝道 に 歩い だ た 町 ソウ ドム を そし て ゴモラ は 、 i アラ ブ の 隊商 が 昼夜 通っ た 、 シ 6 ア か ら 5 アラ ビア へ 抜 
る 街道 浴 い に あっ だ た だ 。 クルアーン の 他 の 箇所 で は 、 これ 等 の 町 は 、 今 で も 存在 し て いる 道 に ある (15 将 77 節 ) 
i 


注 38 ョ ナ は イス ラ エ ル の 丘 言 者 で 、 ジ ェ ロ ボム 二 世 、 又 は ジェ ホ ハ ズ の 治世 で あっ た だ た, 世紀 に 存在 し た 。 5 
章 87 節 及 び 88 節 も 参照 の 事 。 


注 39 聖書 に よれ ば 、 ヨ ナ は 神 よ り ニ ネ べ に 呪い を か ける 様 命 ぜ ら れ た に も か か わら ず 彼 は 神 の 意 に 従わ ず 
タル シー シ ヘ 逃れ た (ヨナ 和書: 1 章 3 節 )。 ク ルアー ン は 、 こ の 聖 蘭 の 記述 は 神 の 預言 者 を 非難 する も の だ と し 
て 、 異 議 を 唱え て いる 。 サ し ろ 、 ク ルアー ン は ョ ヨナ の 人 々 に 対し 怒り を 表し て お り 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒ん 
だ 人 為 に 、 ヨ ナ は 彼 等 か ら 逃 れ た の で ある 。 


ーー695-- 





第 三 十 七 意 アッ サー・ フ ァ ー ト 
ュ = リン > ン ンマ ンプ 
144. 彼 も し 神 を 護 え る 者 な ら ぎ ざり せ ば 、 
145. 必ず や 審判 の 日 まで 魚 腹の中 に 居 た り し 9 2 
な ら 4。 SS ES っ) 
146. 然るに 、 われ ら は 、 彼 を 荒涼 た る 岸辺 に の AA の の 2 ェ ン くろ? A 1 ネン ンス 
打ち 上 げた り 。 面 し て 、 彼 病み ぬ 。 ns 
147。 きれ ば 、 わ れ ら は 、 彼 の 上 に 各 の 木 を 繁 CS とる AE 
ら せ り 。 アデ wr 
148. 面 し て 、 わ れ ら は 、 彼 を 使徒 し し て 、 る みっ ゅ 9 フッ ン の 2c て アロ ンー 
5 On gi 4 うし 。 
万 人 、 い や それ 以上 の 人 人 々 の と ころ へ 人 遣わ © "ブツ フラ CO) 


だ ひ 。 


149. 面 し て 、 . 彼 等 みな 信じ だ た だれ ば 、 われ ら は 
彼 等 に 暫時 生 を 楽し な こと を 許し た り 。 
150. 彼 等 ( 注 40) に 尋ね よ 、 彼 等 の 王 は 娘 を 

有 し 、 彼 等 は 息子 を 有 す と 云う か と 。( 往 
41) 
151. われ ら は 天使 た ち を 女性 に 創り し 

仁之 を 目 繋 し た と 云う か と 。 
i 

な り 、 

153. 「 ア デッラ ー が 子 を 生 め り 」 と は 。 彼 等 は 
開 違 いな 《 く 嘘つき な り 。 

154. アッ ラー は 息子 より も 
る が か? 

155、 如何 が し た だ た? 


152. 


むし ろ 娘 を 選び た 


決 等 どう 判断 する か ? 


156. お 前 た ち ま だ 反省 せ ざ る か ? 


Nm ラ クタ ブタ リタ シィ 
Oe J oesis lio 


y 2 
Oo I EINY 2 0 


DOIG NEE 


DORR GET 


ど 2 タ る 1 フッ 
ae の 13 a 


DRY 

Cn NC っ 1 
ピナ ナン 2 5 シン 

の OS EG 


で レン 。 ン シン ン ニン レン ン 
i 





4 ~ 3 Gs 4 2 
157. それ と も 、 明 ら か な 証拠 で も ある の か ? BE LL, 
158. も し お 前 た ちの 言葉 が 本 当 な ら 、 お 前 た 
次 
ちの 経典 を 出し て 見 せよ 。 OOS OP IS 
注 40 不信 心 者 の メッ カ の 人 々 。 
注 41 アラ ブ の 人 人々 は 、 神 の 力 を 天使 の 為 せる 業 と し 、 天 使 達 が 神 の 娘 で ある と 信じ た 。 こ の 事 が 此 所 で 偶 


像 崇拝 と し て 非難 ミ きれ て いる 。 
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159. 彼 等 は 、 アッ ラー と 妖 中 と の 間 に 血 縁 あ 
b と 主張 す 。 鉄 る に 、 妖 電 は 審判 の た め 神 
の 御前 に 眼 き 出 きれ る 身 な る こと を 承知 
す 。 

160. 聖なる か な デッラ ー、 彼 等 が 彼 の せい に 
する も の か ら 弟 越す る 御方 。 

161. な れ ど 、 ア ッ ラ ー に 選ば れ た 僕ら は 、 か 
《 の 如き こと は な きず 。 

162. 前 た ち 、 並 びに お 前 た ち が 涯 拝 する 6 
の は 、 

163. アッ ラー に 逆らっ て 何人 も 迷わ すこ と を 
得 ず 、 

164. 地獄 の 火 で 焼 か れる 者 を 除い て 。 


165. 天使 た ち は 云 う 、「 我 等 の うち 一 人 と し て 
定め され た 部 署 を 持た ざる 者 は な し 。( 注 
42) 


166. 我 等 は 別 を な し て 整列 し 、 
167. アッ ラー の 栄光 を 讃え 泰 る 」 と 。 
168. 彼 等 は 常々 か が 〈 云 えり 、 


169、 「 も し 我 等 が 古代 の 人 々 の よう に 聖典 を 
有 し だ た なら ば 、 

170. 我 等 は 確か に アッ ラー の 選ば れ た 僕 に な 

も の を ] と 。 

171. と ころ が 、 0 グフ レフ ベー ン が 彼 等 に 降る 
&、 彼 等 は 之 を 信 ざ ず 。 さ れ と 、 彼 等 は や 
が て 思い 知ら ん 。 

172. げに われ ら の 言 旨 葉 は すでに 使徒 な る われ 
ら の 僕 5 に 告げ 知ら せ た り 、 


173. 使徒 た ち が 救 援 き れる の は 確か な 5}、 


EITC A ? CS 1 うと 1 くっ 
oo 1Aas う 
し 


2 タン う タ イ ルリ タン っ 


BE ES 
リン ?% ゅ 1 の リッ タカ 
Home Ge dh leu 
od 
ONL 3 es 
に GCC EG 


i 


EA A 
yb 


A LE. 


A SH る 
OLE っ 6 
と イエ アノ 2 っ ッ クール 
ONE CG 
V2 10 2 e222 
SGI NRRL GY 
Oa I EF 


I I シラ ンス ッ タ ノン 
Or Ss bh 


3 
ENGI EL 


エア プレ ラル 4 ? 2 る る 


の 20 2 


FE 
注 42 この 言葉 は 、 あ る 人 々 の 言う 様 に 、 天 使 を 指す の か も る し れ な い 。 他 の 人 々 に よれ ば 、 そ れ は 信者 に つ 


いて 述べ て いる 事 に な る 。 
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プッ サー ペペ ブ デ テ ー ト 








174. また 勝利 する は われ ら の 軍勢 な り と 。 ODORLESS 
う > i 2 52 て レン ン 
175. され ば 、 液 、 し ば らく 彼 等 を 願 み る な 。 Ows Ee pss 
し か _ 本 ッ 29 タタ アッ ンク う タ ラー 5 イ 
176. 語 し て 、 彼 等 を 見 守れ 、 役 等 に 己 が 末路 Oo GS 43 の 
を 見 せしめ ん が た め に 。 
177。 な ん と 、 彼 等 は われ ら が 刑 軸 を 催促 す る CE Ye 
か ? 
178、 され ど 、 い ぎ ざ そ れ が 彼 等 の 中 底 に 降る 時 、 ③ ら うい SU とじる SG a es TG 
そ は 閣 告 きる れ た 人 々 に は 拉 な る 朝 な る ペ 2 
し 。 ( 注 43) 
= ‘ さ ょ ュー (ある 9 2 2 る レン レン 
179. され ば 、 液 、 し ば らく 彼 等 を 願 み る な 。 de RS SS 
と か a ーー 内 22 アッ ン ン うう グン 
180. 証し て 、 見 守れ 、 彼 等 に 己 が 末路 を 見 せ OD OI OS fool 
し ゅ ん が た め に 。 
181. 聖なる か な 液 の 主 、 栄 光 の 殖 、 彼 等 が 主 人 で アッ クー レト ンプ る クシ ンク ロン ン 159 
w 1 1 uw gl の 
張 する も の の 上 に 超 在 す 。 OL 5 ED Ow 
に 6 で アッ コル 226 イク 6 リル レン 
182. 使徒 た ちの 上 に 平安 あれ ! ( 注 44) CI 
LA も だ 全 も アル 
183. 讃え あれ アッ ラー、 万 物 の 主 。 ETN ES a Wed 3 
注 43 この 言葉 は メッ カ の 人 々 に と り 最 亜 の 日 と なっ だ た 、 メ ッ カ 了 胞 落 の 日 を 指し て いる 様 ど 。 こ の 時 、 総 勢 


一 万 の イス ラム 軍 が メッ カ の 郊外 に 押し 寄せ た 。 メ ッ カ の 人 人 々 に よる 反 イ スラ ム の 企 て は 自 く 失敗 に 終わ り 、 


注 44 


この 言葉 は 、 全 預言 者 及び 神 の 使者 を 代表 する 


- 一 698 一 


モハ ッ マ ド 振 言 者 を 指し て い 


彼 等 の 屈辱 の 器 は 溢れ ん ば か り に な っ だ 。・ 


る 様 だ 。 - 


a 
(og 
9 


し っ 


ロー 


10. 


。 彼 等 以前 に 、 


。 あの 男 は 諸々 の 神々 を 、 


。 救 等 は 含ま で の 宗教 に 、 





(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね 上 な 
、 恵 み 遍 く ア アッラー の 御名 に お い 


ド 。※ 訓 戒 に 満ち あたる クル アー ン に か 
MR そ は われ ら が 啓示 の 言葉 な り 。 


. 信 ぜ ぎる 者 ども は 間違っ だ うぬぼれ と 憎 し 


み に 深 て 集まる 。 

われ ら は 如何 に 多く の 世代 を 
滅ぼし た こと か ! 披 等 は 落 砺 を 喚 願 し た 
けれ ど 、 す で に 遅く 、 逃 れる 間 な か りき 。 


・ 彼 等 は 自分 たち の 中 か ら 警 告 者 が 登場 せる 


こと を 驚き 怪し む 。 面 し て 、 不信 心 者 ども 
は 云え り 、「 こ は 大 山師 の 妖術 つか いな り 。 


唯一 の 神 と な す と 


な ? こ は ま こと に 奇怪 な こと な り 」 と ょ 。 


. 彼 等 の 長老 た ち は 触 れ 歩 けり 、 「 住 け 、 お 前 


に ME まで も 護持 せよ 。 こ は 企 


か く の 如 きこ と あ 
る を 開か ざる な り 。 こ は た だ だ の 作り 話 に す 
すす 。 


、 我 等 の うち あの 男 に の み 訓 形 が 降り た る 


カ 7 | 所 TT、 彼 等 は わが 訓 戒 を 疑う 。 彼 
等 は まだ も ゎ も が 懲罰 を 味 わ ざ る が 故に 。 


僅 方 者 、 厚 施 者 た る 液 の 主 、 そ の 慈悲 の 宝 
庫 は 彼 等 の も の な る か ? 


Da RI de 
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第 三 十 入間 a 
11、 ま だ た 、 天地 と その 間 に ある 一 切 の 大 権 は 彼 em ンタ シン ン ン つる 99 ガバ 
や し を Vs ol 
等 の も の な る か ? 果して 然 ら ば 、 彼 等 を VA 2 っ A 
[2 し ) レア 
し て 勝手 に 手 ど て を させ て 、 登 らし め よ 。 Da G ER 
( 注 1) 


12. 彼 等 は 、 を そこ に て 敗退 せん 同盟 軍 な り 。( 注 2 ) 
13. 和牛 等 昼前 に も ぉ 、 ノ ア の 民 、 ア ー ド 並び に 強 
大 な る ファ ラオ の 民 が 使徒 た ち を 偽り 者 と 
be て 5 に だ か 。 


14. まだ サム ー ド 族 や ロト の 民 、 並 びに 森 の 住 
和信 た ち 、 こ れ ら は みな 使徒 た ち に 敵対 せる 
同盟 者 な りき 。 


15. 彼 等 は 皆 、 使 徒 た ち を 偽り 者 と し て 過 し た 
れ ば 、 わ が 秒 軸 は 当然 彼 等 に 襲い か か り た 


5 。 
。 第 二 項 

16. 面 し て 、 こ れ 等 の 者 ども は だ だ 一 声 を 待つ 
ば か り 、 も は や 一 瞬 の 猫 予 5 あり は せ ぬ 。 


17. 彼 等 は 云う 、「 主 よ 、 清 算 の 日 に 先立ち て 、 
我 等 の 頂戴 する 分 を 急い で 下 し だ たま ぇ |」 ょ 。 
18. 役 等 が 何 を 云 な うと 耐え 礼 いで 、 和 し て 、 わ 
れ ら の 僕 実力 者 ダビ デ を 憶 い 起 せ 。 げ に 
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役 は 常に 神 に 頼り た り 。 OE 4 
19. われ ら は 山々 を ダビ ピ デ に 従わ ちせ し む 。 す な うら 3 し て > os JC 2 
わ ち 、 山 々 は ダビ デ と 共に 、 朝 な 夕 な 神 の 728 
護 美 を 賀 し 牽 り た り 5。 OL 
20. ま だ 上 品 た ち も 呼び 集め て ダビ デ に 従わ せ > タ ラプ デラ ョ デア アコ 
し ひれ ば 、 皆 群れ 来 た り て 、 神 に 頼り 9 た り 。 OR 2 no 
注 1 不信 心 者 達 が 、 モ ハッ マ ド 天 言 者 に 聞 ら うな ため 財産 を 集め て 増やし て も 無駄 で ある 。 
注 2 この 第 に は 、 預 言 と 抵 戦 が 同時 に 示 る れ て いる 。 挑戦 と は 民 の 直 力 に 向け られ だ も ぁゃ の で ある 。 彼 等 は 、 


イス ラム 軍 の 前 進也 も うと 、 寅 を か き 集 め 、 強 力 な 連合 軍 を 作っ だ た 。 叉 、 耶 言 と 
し 不信 心 者 の 連合 軍 が イス ラム 還 を 名 止 する な ら 、 不 名 誉 な 完敗 を 喫 す で あろ う 。 こ の 明 臼 な 舞 店 は 、 


戦い て 文字 通り 成 有 就 きれ た 。 


は 次 の 様 な ちの で ある 。 も 
堀 り の 
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21. 更に われ ら は 、 ダ ビデ の 王権 を 強化 し 、 知 
恵 と 断固 だ る 判断 と を 与え だ り 。 


22. 液 は 、 論 争 者 が ダビ デ の 私 室 の 壁 を 乗り 越 
えて 入り 来 だ たれ る 物語 を 、 開 きだ る こと あ 
る か ? 

23. ダビ デ は 役 等 が 入り 来 だ る を 見 て 、 敬 けり 。 
彼 等 は 云え を り 、「 心 配 め ゆき る な 。 我 等 両 名 は 
訴訟 の 当事者 な が り 。 い ずれ か が 相手 に 不正 
を な し た れ ば 、 我 等 の 問 を 公正 に 戴き な だま 

公平 な きよ う 、 救 等 を 正道 に 遊 き 給 
た 5 

24. これ な る は 我 が 兄 な り 。 役 は 九 十 九 頭 の 牝 
手 を 所 有 す 。 然 る に 、 我 が 牝 汗 は な だ の 一 
頭 な り 。 に も か か わら ず 、 兄 は 『 を の 牝 羊 
を 我 に 委ね よ 』】 と 横 車 を 押せ り 」| と 。 


25. ダビ デ は 云え り 、「 自 分 の 牝 羊 に 流 の 牝 六 を 
併せ 加 を ん と する 彼 の 要求 は 、 確 か に 不当 
な り 。 げに 共同 で 仕事 する 者 の 多く は 、 互 
に 非 を な す 。 ただ だ 神 を 信じ て 療 行 を 積む 者 
を 除い て 。 然るに 、 その よう な 者 は 実に 少 
し 」 と 。 時 に 、 ダビ デ は われ ら が 彼 を 試み 
だ なさ と に 気づき 。 主 に 容 乱 を 請 い 、 礼 拝 
に ひれ 伏し 、 主 に お 旨 り せり 。 


26. され ば 、 わ れ ら は 彼 の 意 慢 を 散 し だ り 。 げ 
に 彼 は われ ら の 側近 て の 高い 位階 と 素 晴 ら 
し い 帰 処 を 得 だ 5 り 。( 注 3) 


27. か く て われ ら は ダビ デ に 云え り 、[「 ダ ビデ 
ょ 、 わ れ ら は 液 を 、 地 上 に 訟 ける われ 65 の 
代理 者 と し な せ り 。 さ れ ば 、 人 と 人 の 間 を 公 
平 に 裁判 し 、 ア ッ ラ ー の 道 を 踏み は ず き ぬ 
ょ うく だ ら 5 め ぬ 欲望 に 従う なかれ] と 。 げ に 
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姦通 の 罪 を 事実 上 否定 し て いる (サム エル 潜 下 、11 章 4 節 、 


5 節 )。 
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28. 


29. 


30. 


91 . 


32 . 


33. 


34 . 
35 . 


注 4 


コト 


坪 


アッ ラー の 道 を 踏み は ず す 者 は 、 清 算 の 日 
を 忘れ だ が 故に 、 必 ず 酷 い 罰 を 被 ら ん 。 

あめ つ ち 省 三 項 いな ずら 
ゎ れ ら は 天地 と を その間 に 在 る 一 切 を 、 徒 に 
創造 し た に 非 ず 。 を は 不信 心 者 ども の 考 ぇ 
な り 。 " 揚 な る か な 不信 心 者 ども 、 業 火 の 委 
故に 。 


われ ら が 、 信 じ て 善 行 を 積む 者 と この 世 で 
不正 を 働く 者 と を 、 同 じ よ うに 週 する と 思 
うか ? 
に 過す る と 思う か ? 

こ は 液 に 啓示 せる 経典 な り 、 祝 福 に 満ち て 、 
人 々 を し て を の 諸 節 を 忠 想 せ し ゅ 、 ま た 理 
解 力 を 駄 与 せら れ た 人 々 を し て 之 に 心 を 劉 
めし めん が だ め の 。( 注 4) 


われ ら は ソロ モン を ダビ デ に 与え た り 。 優 
れ た る 僕 な りき 。 彼 は 常に われ ら に 頼る 。 


或 る 日 の タ み ま ぐ れ 、 
せら 5 れ た る 時 、 
彼 は 云え り 、 「 我 は 主 を 思う が 故に 、 馬 を 好 
む 」 と 。 役 を と れ ら の 馬 に 夢中 に な り だ た だれ ば 、 
馬 が 垂 幕 の 背後 に 隠れ だ る 時 、 云 えり 、( 注 
5 ) 


「 馬 を 連れ 戻せ 」 と 。 か く て 、 ソ ロモ ン は 
唆 馬 の 脚 や 頼 筋 を 撫で 始め た り 。( 注 6) 
まだ た だ 、 わ れ ら は ソロ モン を 試み て 、 そ の 王 
座 に 見 せ か け の 肉体 を 据え を だ た り 。 や が て 、 


駿 馬 が ソロ モン に 献上 


義 し い 人 を 、 邪悪 な 者 と 同じ ょ う . 
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クル アー ン に は 、 全 款 教 の 基本 的 、 普 遍 的 教 著 、 


する も の を 十 二 分 に 侯 を て いる 。 


神 は ソロ モン に 力 と 高 を 授け られ た 。 役 は 広大 な 王国 を 支配 し 、 そ の 為 強 力 な 軍隊 を 持た だ ね ば な ら 6 な 
か っ た 。 騎兵 隊 が 彼 の 軍 の 主力 だ っ だ の で 、 当然 彼 は 血統 の 良い 馬 を 愛好 し た 。 ソ ロモ ン の 叫 を 愛す る 気持 は 、 


注 5 


競馬 の 愛好 者 や 馬 の 繁 殖 の アロ の それ と は 培っ だ 。 神 の 大 義 の 戦い に 鳥 は 用 い 


主 へ の 彼 の 愛 か ら 生 じ る も の で あっ だ た 。 
ッ ロ モン は 人 馬 の 行 進 を 眺め 、 島 を ほめ ゆる ため 、 自 分 の 遇 の 首 や 足 あ さわ っ た 様 だ 。 


注 6 





及び 永遠 不 減 の 教え ん が 表 き る れ て お り 、 信 問 の 必要 と 


られ だ の で あり 、 それは 唯 創 千 
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ソロ モン は 落し を 求め て 神 に お 総 り せり 。 @ SS 88 レン 
( 注 7 ) 5 2 
36. ソロ モン は 云え 5 、 ! 我 が 主 よ 、 我 を 散 し 給 < 2200 る ラッ クッ ーッ ン ン 53 し ュ ン イレ 
Mu1 NN tw PO 
え 、 面 し て 、 後世 の 何人 も 有 ち 得 ぎ る 王国 グ ク デズ ャ Cd 3 dG 
を 我 に 授け 給 え 。 げ に 次 は 素 晴 らし ゃ い SCAN 
し ww 9 C プ 
施 与 者 に まし ます 」 と 。( 注 8) " > 


37. され ば 、 わ れ ら は 風 を ソロ モン に 従わ せしめ タッ ン > 2 7 WE 
だ れ ば 、 風 は ソロ モン の 命ずる まま 、 そ の 


欲す る と ころ へ 静か に 吹き 行く 。 0 ン ィ 

| 

38. また 巨人 人 だ ち を 従わ も せしめ た れ ば 、 その 中 ツ cL る タレ っ 1* ラ 
に は 各種 の 建築 家 や 潜水 夫 た ち 、 COE 5 I S$ cab 5 

39. その 他 足 か な を か けら れ た 者 も あり き 。( 注 A RR GA 2 
9) ONGI TIL GS 


40. 「 こ は われ ら の 贈物 、 大 ま か に 振舞 う も ょ Oo, 8 中. RE A 
し 、 控 え 目 に する も よし 、 液 の 随意 た る で テッ or ンプ 


し 」 
41. が くし て 、 ツ ロモ ン の 位階 は われ ら の 側近 ミユ し スン イレ ラン 。 ーー レン イレ 
Ue LE い 1 
( に 店 め て 、 素晴らし い 帰 処 を 得 た 9 。 ⑨ ら フ 6 と てら 2 
第 4 項 
42 . われ ら の 僕 ョ ヨプ が 王 に 向っ て 「 悪 護 は 我 を ン 。 る ン イン ン 2 の ン る イレ ン ッ ン シレ 
か ん な ん し ん く Gs 1 ( い WW 1 
曳 難 半 苦 に よっ て 悩ま せり |] と 訴え だ る 時 i 2 と の 3 
メン ン 49 る 
を 思え 。 ⑨⑲OIOe ua らら 2 
43. われ ら は ヨブ に 命じ た 5 り 、| 流 の 馬 を 液 の 足 タン る る る ンタ ラン ラク スッ マン 。 2 タン 
て 駆り 立て 、 すみ や か に 出発 せよ 。 然 6 ば © Lb li os a 


彼 処 に 、 身 を 浄 め 、 飲 め る 清涼 な 水 あ り 」 

と 
注 7 34 章 15 節 で は 、“ 一 匹 の 地 器 "と いう 語 が 使わ れ て いる 。 こ の 語 は 、 ソロ モン の 生子 で あり 後継 者 の 
レ ハ ベ アム ある い は ダビ デー 族 に 反旗 を 翻 し た 無能 な 家 来 ジェ ロボ アム を 指し て いる 様 だ 。 ソロ モン は 、 自 分 
の 死後 、 を その 王国 が 無能 な 後継 者 の 下 で は 、 そ の 領 十 を 維持 で き な い で あろ うぅ と 悟っ た 。 そこ で 、 彼 は 神 に 向 
か い 祈 っ だ 。 こ の 折り は 次 節 に 述べ られ て いる 。 列 王 上 : 12 章 28 節 参 照 の こと 。 
注 8 ノロ モン の つか の 間 の 和 干 国 も $、 彼 の 死後 、 息子 の 無能 き に より 其 壊 する で あろ うと 彼 が 子 知 し た 求 は 、 
朋 節 に 示さ れ て お り 、 そ こ で 彼 は 、 軍 が 彼 の 一 族 に 授け られ た 魂 の 王国 が 続く 様 に と 祈っ た 。“" な ん びと も 持ち 
得 ぎ る 有る 王国 を 我 に 授け 給え を" この 言葉 を 文字 通り の 近 味 に 取る な ら 、 ソ ロモ ン の 祈り は 、「 彼 の 死後 、 彼 
の 権力 栄光 を 継ぐ 王国 は イス ラ エ ル の 日 に で き な い 。] と 解釈 きれ た で あろ う 。 
注 9 21 章 83 節 、34 章 13 節 14 節 に 述べ られ ただ 様 に 、 ツ ロ モン は 、 領 土 内 の 未開 人 人 、 野 論 人 や 反抗 的 な 山 
岳 民 族 を 支配 下 に 治め た 。 彼 は 彼 人 等 を 入隊 きせ 、 彼 の 為 に 様々 な 働き や きせ た 。 前 節 の 巨人 、 34 章 13 節 の ジン 





( 選 良 ) は 、 こ の 人 々 を 指し 、 彼 等 が ソロ モン に 与え られ た 仕事 も 同種 の も る の で あっ た (歴代 志 略 下 2 前 1 節 、2 節 )。 
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し か 
44. 面 し て 、 わ れ ら は 慈悲 に よっ て 、 ま だ た だ 思 産 Ce 2 タン る 62 2 の (0 ACG25 
ある 人 々 へ の 訓 戒 た ら し な る だ め 、 ヨ ブ に の >4al dl 


家族 し 多く の 伏 族 と を 授け た り NN 35 
45. 耐 し て 、 わ れ ら は ョ ヨプ に 命じ た り 、[ ひ ょ っ CS2S り 3 4 ge 

カ か み の 乾 い た 小枝 を 所 9、 それ に て 打 て 。 0 2! ン 

流 の 約束 を 破る な か れ | と 。 わ れ ら は 人 彼 が Te A Ne ed [bat de st 


忍耐 強く 立派 な 僕 な る を 知れ り 。 げ に 彼 は 
常に 神 に 頼り た り 。 ( 注 10) 


46.。 ま だ た 、 実 力も 識見 を 有する 人 々 、 わ れ ら の 4 の 27232122322E の 。 物 3 
僕たち も アブ ラ ハ ム と イサ ク し ヤコブ を 思 。 “ 


8 だ だ 
47、 わ れ ら は 特別 な る 目的 の た め に 彼 等 を 選び で A る 
aa 
た り 、 す な わ ち 、 来 世 の 住 大 の 人 々 を 連想 2 の EIC ぐい vo 1 
きせ る だめ に 。 


re bb に レッ ン ? タン ィ ン 222 アイ レレ > 22 る レレ 
48. まこ と に 役 等 は 、 わ れ ら の 日 か ら 見 て も 、 IE IVE 2 


選 良 且つ 最良 の 徒 類 な り 。 
ee シア ( 注 I BE Gc 2 4 1 
0 0 則 和 か er 2 ちり 2 と Os と 3 
な 最良 の 徒 類 な りき 。 CSN! 
50. dl なり 甘い 人 る ず や 8 し BL I TELS HV 
51. i ak 譜 門 は 彼 等 の RA RT 


52. その 中 で ゆっ だり と 身 を も た せ て 、 沢 山 の EAR RA YC 


果物 や 飲物 を 望み の まま に 注文 せん 。 








デア マク 
@⑨ の ちゃ う 
注 10 「 流 の 約束 を 破る なかれ] が 意味 する 語 は 、 偽 り を 受け 入れ な い 、 つ まり 、 偶 像 貯 拝 や 多神教 と 安 協 


する 事 な く 、 確 固 と し て 唯一 神 を 信じ 続け る よう に うこ と で ある 。 こ の 言葉 が 、[ 准 い を 破っ て は な ら な い 】 
と いう 意味 な ら 、 こ の 節 は 、「 ョ ブ は 一 族 の 者 達 の 意 慢 が 元 で 彼 等 と 究 を 分 か っ だ の で 、 役 等 に 合流 し た 後に は 、 
CO と 誓っ だ 。] 事 を 示す も の と な る 。 し か し 、 彼 は 、 彼 等 に 合流 し た 時 、 当 節 に 示 き れ て いる 通 

、 決 の 様 な 神 の 命 を 受け た 。 喜 びと 感謝 の 時 に 彼 等 を 厳し く 加 し て は な ら ず 、 彼 等 の 苦し み が 最 少 で 済む 様 
に AO な い 。 


注 11 エリ シア は エリ ヤ の 弟子 で あり 後継 者 で あっ た 。 彼 は 紀元 前 938 年 か ら 828 年 まで 存在 し た 。 6 
章 87 節 も 参照 の 事 。 
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前 し て 、 彼 等 の を そば に は 、 同 じ 年 頃 の 伏 有 





53. LE ルン 
の ! a 護 征 い CC う 
が ちな 乙女 6 侍 ら ん 。 CE ドウ ニア 

54. こ は 清 算 の 日 の だ ゆ に 、 お 前 た ち に 約束 せ cl し っ oy じ 0。 A 
ら る る も の な り 。 ( 注 12) a 
『 に こ は 尽 きる こ 給 其 2 。 イレ クッ ン タッ 

っ 1 ノン 1 まち ン 

56、 信 ずる 人 々 は か く の 如 し 。 さ れ ど 、 政 悪 あけ 

@ ゅ し OS5UG15 AA 
徒 書 に 1 は 悪し き 帰 処 あ 5。 
tA a 

57. すなわち 、 地 獄 な り 。 彼 等 は を の 中 に て 焼 @ の IS MWT 

か れる べし 。 あ あ 、 な ん と 無 笑 な 於 私 か な ! 
ふる 月 @8 の の ぅ タク 2 スン 2 ツ ス 

58. 那 悪 な 徒 募 が 得る も の は 、 か く の 如 し 。 る SE うく 83390 Ia 
れ ば 、 彼 等 は これ を 味わえ ん 、 す な わ ち も 煮え 
だ ぎる 液体 と 針 烈 に 浴 た い 和 悪臭 を 放つ 飲物 
を 。( 注 13) 

59. を の 他 に も 、 こ れ に 類する きま ぎざぎざ まな る クン シー dt 

SS CE ed 
次 若 あ り 。 ( 注 14) OT で の 
いし ら 29 和 る 5。 の る ん の っ る る 

60. 不信 心 者 ども の 首領 は 告げ られ ん 、「 こ は お も) (< ルン 5938 3 は 4 
前 た ちと 共に 無 鉄 約 に 突き 進め る 一 軍 な 9 - 
| と 。 彼 等 は 歓迎 せら る べく も な し 。 彼 EN 
等 は 業火 に 焼 か れる べし 。 ( 注 15) 

61. 役 等 は 彰 額 た ち に 向っ て ぶん 、「 お 前 た もち 82832czyeT よ 6 
こ を 歓迎 せら れ ざ る 者 な り 。 我 等 を 邪道 に 2 
等 き 、 こ れ を 準備 せる は お 前 た ちな り 。 な の 391 AS る 
ん と 無惨 な 中 処 か な !] と 。 ( 注 16) 

注 12 全て の 人 々 が 、 を の 行い に 応じ 報酬 を 賜る か 、 き も な くば 呈 を 下 き れる か が 決め られ る 日 。 判決 の 日 

は 、 こ の 世 の 全 人 類 、 社 会 、 国 家 に 訪れ る 。 

注 13 地 鍼 に ある 人 々 は 、 熱 湯 か 冷 水 を 飲む 事 に な ろう 。 彼 等 は 、 神 より 授かっ た 能力 を 適度 に 用 いる 事 な 


*、 極 端 に 走り 、 中 訂 を 重んじ な か っ た 為 、 極 度 に 熱い 水 か 、 
本 文 に 示さ れ た 意味 以外 に 、 当 人 節 に は 次 の 意味 も ある 。「 役 等 と 同 ビ 経 歴 を 持つ 和信 々 が いる で あろ う 。」 
不信 心 者 の 指導 者 達 は 、 従 者 の 一 ~ 団 が 地 狂 に 落ち て 米 る の を 見 る 時 、 大勢 の 従者 が 彼 等 と 共に 火 の 中 


注 14 


注 15 


る も な くば 冷た い 水 を 飲む 事 に な る の で ある 。 


に 入る と 告げ られ る で あろ う 。 日 的 に 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 真 実 を 拒ん だ 為 、 まっ る か きま に 地獄 へ 落ち 
る の で ある 。 


注 16 不信 心 者 の 指導 者 に 従っ た 者 達 は 、 それ ぞ れ の 言葉 で 指導 者 を 呪う で あろ うぅ 。 指導 者 、 従 者 相方 互い 
り 合 う 事 と な る 。 人 人 は 自ら の 行い が 招く 悪い 結末 に 直面 する 時 、 その 非 を 他人 に 転嫁 し よう と する の は 、 
の 手 で ある 。 こ れ は 、 罪 深 き 者 が 、 そ の 退行 の 巡 る べき 結末 に 直面 し た 時 に と る 行動 を の も の で ある 。 


に 野 
人 人間 
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. 彼 等 は 更に 云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 の た め に こ 2 0 イィ アン ン 22 
の 事 を 準備 せる 者 に 、 業 火 の 刑 を 倍加 し 給 sOc5 っ 1 2S OA EDI 


ぇ 」 と 。 ( 注 17 ' @ yg 
63. 地獄 の 住人 た ち ( 注 18) は また 云わ ん 、 EN IL ES 


「 我 等 が 常々 悪人 の 類 た みな せる 者 を 、 こ 
こ で 見 ざる と は 、 一 体 如 何 が し た ? 人 


64. 我 等 が 不当 に も 彼 等 を 笑い で る に し だ た だめ OS タク 22 ンー タク ィ クン 2 っ! < 
か 、 を それ と も 、 我 等 が 見 落し し た の で は あ の 9 と 2 で の いら 9 
る まい か 」 と 。 ( 注 19) の 
ご うか を る 2 9 タ ン ン セン イン チコ 
65. げに 、 こ は 真相 な り 、 つ まり 、 業 火 に 陥 ち DE alos ざり 905 81 
た 連中 の 互 に 相 い 争う 姿 な り 。 
第 5 項 


66. 云え ん 、「 我 は 一 介 の 警告 者 に すぎ ず 。 唯 一 、 2 A ho A 
至高 の アッ ラー 以外 に 神 な し 。 


ON 
67. る 


は 天地 ほそ を の 間 の 高 物 の 主 、 借 力 者 、 lau ら う TNI ER 
寄 如 者 に まし ます ] に 。 2 
OE 


うみ タッ < >? 

68. 雲 えん 、[ こ は 重要 な 声明 な る ぞ 。 ( 注 20) ors りら の る 
き ひ タッ っ クウ ウッ ラン ゥ ダッ ン 

69. 然るに 、 お 前 た ち は 之 を 避 遊 す 。 DHIS ao dis ol 
70、 我 は 、 天 上 の 最高 会 識 で 論議 され る 事柄 に G222 AU dk 

つい て は 、 何 も 知ら ぎり き 。 2 

ーー の っ あっ. イレ イク クタ ンク てる っ 

71. た だ 我 は 、 公 然 の 警告 者 た る こと を 砂 示 き RE 5191 0 どら ! 


れ た だ る 者 な り 」 と 。 
注 17 不信 心 者 の 指導 者 に 従う 者 は 、 か つて の 指導 に 天 前 の 下る 事 を 願う で あろ う 。 











注 18 此 所 で の “ 住 信 だ ち " は 、 信 者 を 指す 。 

注 19 地獄 の 人 々 は 、 こ の 様 に 言葉 や か わす で あろ う 。「 現 世に お いて 、 取 る に 足り な い 者 上 我々 が みな し て 

いた 人 々 が 此 所 に いな いと は 、 ど うし た 事 か 。 彼 等 は 喘 笑 に 値する 人 物 で は な (て 、 真 の 信者 だ っ だ の か 、 そ れ 
彼 等 $ 又 地獄 に 落ち た が 、 確 騙 々 が を その 次 を 見 か けが ながい だ け な の か 。」 


注 20 “重要 な 声明 " は クル アー ン の 札 示 と いう 偉大 な 出来 事 、 又 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 を 丘 し て い 
る 様 だ 。 
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っ ちく てく れ 
72. 波 の 主 が 天使 た ち に 向っ て 「 わ れ は 土塊 を 92221 人 2 に 人 
以 て 人 間 を 創 らん と す 。 らら 2 に A SS 3 


第 





73. 完成 せ し 暁 に 、 わ が 埋 を 之 に 吹き 込ま ば 、 SE EA HE 
泊 等 地 に 伏し て 芝 に 服従 せよ 」 と 欧 い た る 8 
時 を 思え を 。 ( 注 21) Oy TF 
8 スス ?、 レン 
74. され ば 、 天使 た ち は 皆 服従 せり 。 ( 注 22) Dt NS 


75. 然るに 、 イ ブリー ス は せ ざ りき 。 彼 は 高慢 な の 上 の の 22022 て 2 
| (の ョ アッ ャ デー デレ 
に 振舞 い 、 信 ぜ ぎる 手合 いと な り ぬ 。 


76. 神 は 訳 ね り 、「 イ ブリ ー ス よ 、 わ ゎ われ が この 叉 EO 2 の 2 レ MC 
eo 
手 で 創り し も の に 、 涼 は 何故 従わ ざる か ? A O Cod 
を は 増長 心 の な せる 業 か 、 それ と も 、 液 は SAGIEGSE IC RAC A アッ 
ほん と に わが 命 を 無視 する 気 か ? 」 と 。( 注 ラグ 
23) 


7 イプ リー スズ は 答え り 、「 区 は 彼 ま り 優 4。 湊 223i23 Boa2RE 2 の 31 人 
は 火 を 以 て 我 を 剣 9、 王 狗 を以て 彼 を n で つう 30 の タ く と J 


5」 と 。 ( 注 24) Guhls 
78. 神 は 云え り 0、 [ 然 ら ば 、 ここ か ら 出 て 行け 、 a EG dR 
液 は 追放 な り 。 
79. きれ ば 、 鶴 判 の 日 まで 、 液 、 わ が 呪 衣 を 作 OU CU 
うべ し 」 と 。 
80. イプ リー ス は 云え り 、「 主 よ 、 な ら ば せめ て ブン 1 は に ムン 
よ ・ こう 
皆 が 喚 び 起き れる その 日 まで 、 我 に 狼 子 を ooruesd ER 


与え 給え 」 と 。 ( 注 25) 








注 21 預言 者 が 世に 免れ る 時 、 天 合 達 は 彼 の 目的 が 進め られ る 様 六 援 し 、 瑞 の 陰謀 を 全て 取り 5 除く 和 様 命じ 5 
れる 。 


注 22 天使 、 メ は 天使 の 様 な 人 々 。 
注 23 "われ ら が この 双 手 で " と は 「 私 は 、 神 の 全て の 美徳 を 表す 様 に 人 問 を 作っ た 。| と いう 意味 で ある 。 


注 24 預言 者 に 刃 向 か う 者 は 、 和 常に 権力 と 威信 も も っ て 彼 の 優位 に 立 ほ うと する 。 同 等 かめ 、 き も な くば 下 等 
と みな きれ る 者 に 皿 誠 を 尽く す 事 は 、 彼 等 の 誇り を 傷付け る 事 と な る 。 


注 25 人間 の 魂 の 再生 。“ 民 の 安らぎ "の 段階 に 至れ ば 、 入 は 精神 的 四 沙 か ら 逃 が れ ら れる 。15 立 37 節 も 参 
鷺 の 事 。 
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81. 神 は 云え り 、「 激 は 秘か に 猫 子 き れ だ た る 者 の DEE EE EE 
RNAI 
うち に 加え ら る 、 $d 
82. 定め の 時 の その 日 まで 」 と 。( 注 26) CI Je 


83. オォ リー ス は 云え 、「 流 の 威光 に か け て 贅 > 2 4 る < 民 
ご と いざ な の CA es oy D a 
ちん 、 必 ず ゃ 皆 築く 姜 い 意 わ きん 、 sk ジジ 
84. 彼 等 の 中 の 液 に 選ば れ た 僕 等 を 除い て ] Ci AE 
kb 
85. 神 は 云え り 、「 そ は 真実 な り 、 わ れ は 真実 の Od EE 
み を 語る 、 


86. わ れ は 液 と 液 に 従う すべ て の 徒 華 を 以 て 、 4842 S38 Pte 
必ず 地獄 を 満た さん こと を 」 と 。 ( 注 27) 


フラー アテ ラン 


eran 


ト 


87、 云 を 、「 我 は こ の だ め に 如何 な る 報酬 も お 前 Fr PI ィ ン 
よく し ゃ 1 th 
た も に 求め ず 、 ま だ た 我 は 矯 飾 者 に も 非 ず 。 NS CE 


88。 ク ルアー ン は すべ て の 人 々 へ の 訓 戒 に 外 な の IKE i 
6 。 ‘ 
* で 

89. 耐 し て 、 暫 (すれ ば 、 お 前 た ち 必ず その 真 edo 
実 な る を 知ら ん 』 と 。 ( 注 28) 








注 26 真実 が 偽り を 潜 更 し 、 偽 り を 追い 求め る 者 が 制圧 きれ る 時 。 

注 27 。 神 と サタ ン の 問答 は 、 現 実 の 出来 事 に 触れ て いる の で は な く 、 預 言 者 出現 時 の 状況 に つい て 、 陰 只 的 
に 表 る きれ て いる 。72 節 に 述べ られ た 男 は 、 各 時 代 の 預言 者 を 指し て お り 、 又 、 イ ブー リス と は 、 彼 に 丸 向 か い 3 
その 使命 の 推進 を 思 も うと する 、 悪 意 あ る 者 達 を 表し て いる 。 


注 28 モハ ッ マ ド 舞 言 者 は 、 不 信心 者 達 に 対し 、 彼 の 布教 が 真実 で ある と 彼 等 が 遠から ず 属 る と 告げ た こと 
が 、 此 所 に 示 る れ て いる 。 


SU 


等 を 昧 め る 傾向 に あり 、 


詳 れ を な し て ん 200 
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(メッ カ 紗 


か 


な 


あま ね み 
恵み 遍 く アッ ラー の 御名 


ば 


ヨ Ey 人 だ (3 


EC 


に お おい 


さき 震 


この 経典 の 器 示 は 、 偉 大 に し て 賢 哲 な る アッ 
ラー か ら 降 る 。 

・ すべて の 真理 を 包 合 する この 経典 を 液 に 束 
示せ る は 、 確 か に われ ら な り 。 きれ ば 、 ア ッ 
ラー を 財 め 、 誠 を 尽 し て 彼 を 遵 夫 せよ 。 


、 議 誠 の 遵 率 は 、 た だ アッ ラー に 対し て の み 
行わ れる べき も の な り 5。 アッ ラー 以外 に 

守護 者 を 求め る 者 は 、 云う 、 「 我 等 が 彼 等 に 
仕え る は 、 彼 等 が 我 等 を アッ ラー の お そば 
近く に 導い て くれ る か も 知れ 的 、 と 思う か 
ら 6 な り 」 と 。( 注 1) アッ ラー は 必ず 、 彼 等 

i A eR 
を 審判 すべ し 。 げ に ア ー は 忘 思 の 嘘 つ 


も し アッ ラー 子 を 持た ん と 欲し な ば 、 己 れ 


が 創り し も の の 中 か ら 好 き な 者 を 選ぶ こと . 


可 な り 。 思 な る か な ! 役 は アッ ラー、 唯一 、 
至高 な る 御方 に また ます 。 


、 彼 は 真理 を 以 て 天地 を 創造 せり 。 彼 は 昼 を 
紛 う た め に 夜 を 造り 、 夜 を 覆う た め に 民 を 
造る 。 ま た 彼 は 、 日 月 を 服従 きせ 、 定 め ら 
れ た 時期 ま で を の 軌道 を そ を れ ぞ ざれ 運 行 せ し 
む 。 聞 け 、 億 力 者 、 害 舌 者 な る は 、 彼 の み 
な ぁ る ぞ 。 


> 彼 は 一 個 の 存在 か ら お 前 た ち を 創り 、 次 い 
SRO 


人 人間 は 、 聖 者 の ご 


"と き 自 ら の 想像 の 産物 で ある 偽り の 神々 、 
これ 等 を 通し て 神 を 悟る あこ と が で きる と 信じ て いる 様 に 常に 装う 。 


示 ) 


Dg は 912 し > ) 
” ンク i 1 2 。 
ES 


の MU ョ ピコ wu? A 4 の の ん レイ ン 
EN ER NACE GE 
ち ノ ぅ 。 9 る 
OIG! 
っ タグ る っ る し ーッ ン 
RE 
A OO 


* ふし 9 2 を 2 と 

2 0 OU 
と <3 zd う の A 
A いる の り 2 0181 GO 
Gg 

リ 
A シッ る イイ 2 I 

Ls Eo NIR ah SH 

LL ター レク タリ レタ セレ と フュ 5 タプ デン ン 
0 4526 2 所 5 に 


Hs 
0 0 
| A I アイ の 
OM 
(とう 0 OS OL 


草 、 権 力 、 情 感 、 父 祖 伝 来 の 信仰 と 慣習 


ー709 一 


第 三 十 九 章 


アル ・ ズ マロ 





彼 は 八頭 の 家畜 を 、 番 と し て 降 E し 給え り 。 ( 注 
2 ) 彼 は まだ 、 お 前 だ た ち を 母 の 胎内 に 剣 る 。 
そ は 三 重 の 暗闇 た 診 け る 創造 に つ で 創造 な 
5 。 ( 注 3) か く な せる 御方 が 、 お 前 た ちの 
主 ア ッ ラ ー な り 。 大 権 は ア ッ ラ ー の 有 な 5 。 
彼 の 外 に 神 な し 。 然るに お 前 た も 、 い ず こ 
へ 顔 を を と ける か ? 


ES Sc XR 
CC 0 oS 
0 GEES lt 
OG EN | 





8. た だ とい お 前 た ち が 感 謝 せ ず と も 、 ア ッ ラ ー 1 アン ン い の 2 イレ は ラク 
は お 前 た ちの 世話 に な ら 6 ず 、 自 足り る 。 SE oo tl OG 
な れ ど 、 佐 は る の 僕 等 の 思 を 喜び 給 わ ず 。 CI GE 
5 回 4 し ら rN 
ME 5 し お 前 た も 感謝 する な ら ば 、 彼 の り ウフ か - を 
は お 前 た ち を 沙 し 給 う 。 面 し て 、 荷 を 負え RS 
る 者 は 、 他 人 の 荷 を 負う 能 わ ず 。 お 前 た ち て 998 の りな いっ 
の 帰り 行く 先 は 主 な り 。 その 時 彼 は 、 お 前 02o MA AS うい の 
た だ たち も に を の な せる こと を 告げ 知ら せん 。 ば げ 
に 彼 は 胸中 に 秘 す る こと も 弥 知 し 給 う 。 
Y く i ュ > オー ネ 大 中 ンタ タン ン * ? デン ルズ ルレ 
9. 人 は 災難 が 降り ヵ カ る と 、 王 に 和 祈り 、 悔 悟 a a こい > に 
し て 之 に 締 る 。$ れ ど 、 一 た び 思 穫 を 施す 
才 ィ 72 タ ーッ ンク [ ン (ング タス 2 ら ンタ * 
や 、 人 は 先 に 祈り し こと を 窓 れ 、 同 位 者 を 。 1 LE る 3 8 CA 
アッ ラー に 配 し て 人 々 を アッ ラー ー の 道 か ら ノン 1 。 
読 い 惑わ きん と す 。 云え 、 「 束 の 聞 の 不信 心 CEA ya BSG dos 
7 し め 。 は 確実 に 業火 の る る 4: 5 
法 等 は 確実 に 業火 の 住人 OC aS a 
EN 
a GL A の イン ンタ タン ン 
10. 夜間 も 、 或 い は 叩 頭 し 或いは 立ち て 一 心 に 53 Sa HIE 5 の (っ 
神 に 祈り 、 来 世 を 恐れ 主 の 慈悲 を 請 い 願 59 Se 
者 が 、 不 信心 者 と 同じ で ある べき か ? 半 と 23029 に つ DS | 
ぇ え 、「 も の の 分 っ だ 人 間 と 、 わ か ら ぬ 人 間 と ンー ラタン フン ッ A ン 
が 同じ で ある べき か 7 げに 思 感 ある 人 癌 MG AE oy SO RO 
の み が 注 意 せ ん 。 EIR 
注 2 ( ア ) 「[ 久 頭 の 家 素 た は 、 山 芋 、 羊 、 和 能 、 及 び 6 : 144 一 145 で 述べ られ た 午 の つが い を 指し て お り 、 
此 所 で 特に 言及 し て いる の は 、 そ れ 等 が 人 間 に と り 5 日 々 役立つ 動物 だ か ら で あ る 。 
注 3 【( イ ) 三重 の 暗闘 ]」 は 、 了 脱 児 成長 の 三 段 階 、 ヌ トゥ ファ ( 捕 子 の 替 )、 ア ラ カ ( 血 の 固 まり 5)、 ム ドゥ が 
(一 紅 の 肉 ) を 指し て いる 様 だ 。 あ る い は 、86:7ー8、 :7、16 : 79 に 述べ られ だ 三 つ の 状態 、 又 は 姓 娠 


期間 中 の 三 つ の 重要 な 時 期 を 表し て いる と も 言え る 。 この 妊娠 期間 中 の 時 期 と は 具体 的 に は 、 深 の 通り で ある 。 
Ga) 妊娠 2 ヶ月 か ら 3 ケ 月 目 (b)3 ヶ 月 か 65 ケ月 目 (<)8 ヶ 月 日 の 初め 。 姓 娠 中 この 三 時 期 に 流産 し 易い の で 
ある 。 
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11 . 


12 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


4 


注 4 


る 。 彼 等 は 厳し い 試練 に 中 
び を 賜 れ る で ある ろ る う 。 
注 5 


第 一 項 
云え 「 流 等 信ずる わが 僕 等 よ 、 お 前 だ ちの 
主 を 異 れ 散 え ん 。 こ の 世 で 療 を な す 莉 に は 、 
率い あり 。 ア ッ ラ ー の 大 地 は 広大 な り 。 げ 
に 堅 忍 不 抜 な る 者 は 、 限 りな く 賞 せら れん 」 
と 。( 注 4) 


云 を 、「 げ に 我 は 信仰 に 訟 て 、 一 心 不 乱 に 
アッ ラー を 崇 捧 せよ 、 と 命ぜ られ だ り 。 


敵 し て 、 ア ッ ラ ー に 帰依 する 者 た ちの 鮎 た 
れ と 命ぜ られ だ た だり 」 と 。 

云え 、「 も し 我 、 主 に 背 か ば 、 大 変 な 日 の 刑 
凡 を 装 る 」 と 。 


云え 、「 我 が 信仰 に 訟 て 、 
る は 、 ア ッ ラ ー な り 5。 
玉 削 だ たち は アッ ラー 以外 に 好き な も の を 裳 
押せ ょ 」 と 。 云え 、 「 げ に 覚め 大 敗者 と は 、 
復活 の 日 に 自分 も 家族 も 破滅 する 者 な り ] 
と 。 用心 せよ ! げに そ は 明らか な 失敗 な 
b 。 
彼 等 の 頭上 に は 火 の 天 井 あ り 、 足 下 に も 同 
に 床 あら ん 。 アッ ラー は か く の 如 くそ を の 
僕 等 等 に 警告 す 。 [わが 筐 等 * よ 、 る きれ ば われ 
を お 前 た ちの 守護 護 者 と 牽 れ ] 
る れ ど 、 那 神 を 早め る こと を 和 避け 、 改 惨 し 
て アッ ラー ー の 許 へ 帰る 者 一 彼 等 に は 朗報 あ 
り 。 さ きれ ば 、 わが 儀 等 に 期 報 を 伝え よ 、 


ー 心 不 乱 に 崇拝 す 


神託 に 耳 を 儲け 、 そ の 最善 な る と ころ い に 従 
う 人 々 に 。( 注 5) ア ッ ラ ー が 導く は 役 等 な 
り 、 彼 等 は 思 感 ある 人 々 な り 。 


信者 は 苦 黄 に 会 い 、 


神 の 為 に 自ら の 家庭 を すら も ぉ 去ら ね ば な ら な いで あろ うと 、 
過 し た 時 、 全 世界 が 彼 等 に と 5 如何 に 広大 で ある か を 知り 、 神 より 、 


タレ ュ ン ノン ぅ る の 


>IOAM 2 

の COA 
oe ある 0 

の 0 放ち 


ラー 1 2 タ ィング 2 プー ッッ 。 タ ノン 
hn ls 1O91 oY 3 


レル 


Sad 
G 


っ アン * 9 と っ タ て クン 
2R OE BLE EE 


レコ 


を 


19 アン CV っ 4 ラク 。 


A A AA 
A tS A 2» アタ? と の 
DRONA NN 
ane 5 うら の 


OH る 人 の a UM 


の タタ 9 る ラン とう イン ノッ の ン 5 
お の いら USA 5 
っ 2 る そろ 2 9 


OKs EE GR Rd 
A RO tN 


OLIN SIDING ' 


ーー 


この 節 は 警告 し て い 
過ぎ だ る は う 


信者 の 前 に 、 等 し く 許 きれ た 二 本 の 道 が ある 時 、 彼 は 、 最 上 の 結果 も も だ ら す 方 を 選ぶ 。 
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20. されど 、 す で に 天罰 の 宣告 が な る れ た 者 を 、 2 ちの 2 イイ ルー スン る フク ュ ス バン る ンタ ンダ 
AN EI la LS OE Fp eg 
如何 に : み ムハンマド と いえ ど も 救え まい ? Gl la! SP ON 
波 は 業火 の 中 に 居る 者 を 救い 出し 得る か ? へ St 5 タン 
し D Goes 
21. され ど 、 主 を 長 れ る 人 々 の た め に は 、 相 い 9 ’ 9 25 6 
重なり を ぴ び ぇ 立つ 高楼 あり て 、 河 川 脚下 を bs 2 
流 る 。( 注 6) こ れ ア ッ ラ ー の 約束 な り 。 ア ッ GE EE 3 うと 
ラー は を その 約束 を 破 ら ず 。 うめ + 
ON aR 3 り Pt 
22. 液 は 見 ぎる か 、 ア ッ ラ ー が 大 か ら 水 を 降ら 2 が ン ンー イン タン ルー の イレ ン の 
せ 、 そ れ を 大 地 に 浸 み 込ま せ て 泉 を な し 、 SIG 2 ご | PO) チー 
それ に よっ て 色とりどり の 作物 を 萌え 出る の & 
GS ) 人 GO 
せ 給 うこ と を ? や が て 枯れ な ば 、 そ は 貢 と ER NIE 
色 に 変 ず 。 次 いで アッ ラー は 、 こ れ を 薄く AZ る 3 pas ds 5 な 2 の る う RI 
ず と な し 給 う 。 げ に この 中 に は 、 思 慮 あ る レ 時 2 の 
者 た ち へ の 訓 流 あり 。 EGY ya 9585 SG 
第 三 項 
23. アッ ラー が その 胸 を 開か し め て イス ラー “ A 24¢ 
を 受け 容れ る せ 、 た め に その 御 光 を 受け た OD A NN 
登 く HE 1 区 ンス ちる 5 Ww 
者 と 、( 往 7) 不 信仰 の 剛 間 で 模索 する 者 と 4b OR 
同一 視 す べき か ? 災い な る か な 、 そ の 心 6 
ら J の ? 4 ES 
天国 に し て アッ ラー を 澄 わ ぎ る 者 ! 彼 等 eis 
は 明らか に 迷 誤 の 中 に あり 。 ー 
くだ &s 2 の 
24. アッ ラー は 経典 の 形式 で 最上 の 説 寺 を 隆 し GUSSCLYeO2dIO<1 5 部) 
た り 。 る その 経典 の 諸 節 は 相互 に 支え を あい 、  。。 ノン ぁ gg レラ ッ クッ クラ る タタ る クタ ッ タン ラン 
きま ざま な る 形 を 反復 す 。( 注 8) 主 を 忌 る の ウタ の で の OsocoruJUSS Ac ES 
る 者 は その 朗 唱 に 総 毛 立ち 、 然 る 後 、 肌 も ンタ ン 和 まる ない ラク タイ タレ クタ ララ タタ 
心 も ア ッ ラ ー の 億 い に 和 ら で 。 ア ッ ラ ー の ひみ の 22 dan Sd SS 
答 導 は か く の 如 し 。 ア ッ ラ ー は 逐 を 以 っ て 別 を ラン ン ル 折る る ラン コー シュッ ピ 1 
2 UL55 es すら 1 
己 れ の 欲す る 者 を 導き 給 う 。 さ れ ど 、 ア ッ 2 23002 1 
アノ 
ラー が 迷 ゎ し むる 者 に は 、 如 何 な る 簡 導 者 (OPC と 
も な か る で し 。 
注 6 天国 に お ける 信者 の 位 の 相違 は 、 各 々 の 働き に 違い の ある 事 を 表し て お り 、 こ れ は 、 来 世 が 非 活動 的 
で 物 胡 い る の で は な く 、 絶 え ず 替 力 と 向上 の 続く も ぁ の で ある 事 を 吐 が し て いる 。 
注 7 イス ラム の 教 義 は 非常 に 奥深 く 広大 で あり 、 信 者 の 心 を 開き 、 神 の 知恵 ほ 愛 で 満た な す 。 それは 、 必 ず 


や 、 思 、 知 識 、 真 実 の 新た に し て 永遠 の 大 望 を 開く で あろ う 。 
神 の 啓示 は クル アー ン に お いて 最 ぅ 完全 な 形 と な っ た 。 当 人 節 で は 、 ク ルアー ン を 「 租 互 に 支え あう 経 


注 8 
典 の 諸 節 | と 表し て いる が 、 


これ は 、 ク ルアー ン が 相 了 予 盾 する 事 な く 、 互 い に 補 完 し 合 


う 異な る 解 局 を 受け 入 
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25. 復活 の 日 に 、 恐 ろ し い 刑 六 を を その 顔 で 防 が a フッ ンズ クタ 2 ンー th AT 
ね ば な ら ぬ よう な 者 が 、( 注 9) 全 く 心 配 な 82502 da 


い 者 と 同一 視 せ ら る べき か 7? 不義 な す ンタ ク KO 4 A の 
徒 叶 は か く 云 われ ん 、 「 お 前 が いつ も 稼い で oy yd 
い だ も の の 報い を 味わえ ぇ 」 と 。 

26. 彼 等 以前 の 者 ども も また われ ら の 神託 を 拒 1 ふる 3 I le 
みた れ ば 、 懲 罰 が 彼 等 を 不意 に 衣 い た り 。 3 1 


27. きれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 現世 で も 屈辱 を edi 人 
味 わ せ 給 う が 、 来 世 の 較 は 更に 茜 酷 な る ペ RS 

ーー FN し ルル を se w ロ 
し 。 と 云っ た と て 、 彼 等 に は わか る まい が ! OT RE > NI OI 


CC 53 


彼 等 に 注意 5 た め に 3 1 2 を (る 
29. われ ら は 彼 等 に 注意 せしめ ん が た め に 、 き の 2 RNS GC 
ま ざ ま な る 比 喉 を 明らか に せり 。 ( 注 10) SN 人 a 導 


29. われ ら は 彼 等 を 義 し い 人 に な きん と し て 、 Oo Cs AC 
! 人 7 3 ne へ ーー “| 
正確 無比 な る アラ ビア 語 で クル アー ン を 刻 Oe MI 2 
示せ り 。 

30. アッラー は ここ に 一 比 磁 を 明らか に すず す 。 つ 494 と s 4 “< 

MAC とい っ 522 61 の 2 る 


まり 、 多 く の 仲間 いれ ぼ 互 い に 仲 た だ い ば 
か りす る よう な 者 と 、 た だ 一 人 に 完全 に 傾 の A ICE 


倒す る 者 。 こ の 両者 の 事情 は 同じ か る べき 区 
か ? ( 注 11) 護 美 の 調 は 挙げ て アッ ラー I と Rh 
の も の な り 。 然 れ ど も 、 大 半 の 者 は 之 を 知 

65 ず 。 








れ た 神 の 書 で ある 事 を 示し て いる 。 グル デー ン の どの 箇所 に も 矛盾 は 見 られ な い 。 これが 、 ク ルアー ン の 無比 

の 美 点 の 一 つと な っ て いる 。 クル デーン の 今一つ の 長所 は 、 比 剛 を 用 いて いる 事 で ある 。 こ れ は 、 文 体 に 租 美 
きると 半 品 を 添え 、 最 少 限 の 言葉 で 広大 な 事柄 を 表す 。 又 、 ク ルアー ン は 「『 反 復 す る 諸 委 上 も 呼ば れ て いる 。 

これ は 、 ク グル アーン が 、 基 本 理念 の 重要 性 、 有 目的 を 強調 する 為 に 、 様 々 な 形 で それ を 繰り 返し 述べ て いる 事 を 

表し て いる 。 こ の 言葉 は 又 、 ク グル アーン の 教義 に は 、 他 の 啓 示 革 と 類似 する も の ぉ あれ ば 、 そ の 優雅 き に ない 

て 新しく 比類 無い もの も ある 事 を 示し て いる 。 

注 9 この 言葉 は 、 痕 き の 昌 に 不信 心 者 に 下さ れる 調 の 重き を 示し て いる 。 彼 等 は 蔵本 に うろ た ぇ る 余り 、 

体 の 最も 比 感 な 部 分 で ある 北 を 究 い も ぜ ず に 、 面 を 露 に する で あろ う 。 

注 10 24 節 に お いて 、 グ クル アー ン は 信 類 に と り 最 上 の 啓 示 書 で あり 、 人 人間 の 精神 的 向上 に 深く 係わる 全て の 

教義 、 双 人 生 を 有意 席 で 喜び ある も の に AA) じ て い る 。 タル アーン は 、 信 爺 と 行動 に 指 

針 を 与え て いる 。 

注 11 多神教 徒 上 は 、 互 い に 利 寄 の 対立 する 幾つ か の 主 に 仕え ん 、 悪 斬 で 短気 な 人 で ある 。 こ の 様 な 人 々 は 実 

に 哀れ で ある 。 彼 等 が 、 唯 一 神 ア ッ ラ ー に 仕え 、 気 に 入ら れる 長 の 信者 に な れる だ ろう か 。 
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フン 2 タ 2 22 2315 の 。 
DI * Ww Cy 
を ラッ ンタ イン レン ぅ < (2 る (る 
Ss を > から ) 2 つ 
“Ys す イレ ン ン 4 8 
0 
る ン っ も ある し ま “54 
Ei 
アラ ーッ 計 
eg 
2 人 る ネ イン プン さこ し スン シン 
2 もら Ao っ ゅ gy Ze GS 
アッ ウタ る クッ 
Rt 
ンス 2 る メン 
りう の の と の Oh っ 
知っ チル 
Coe 
ウタ ン っ プレ 


を 0 


アデ アレ ルイ プク 円 る アラ ラク レン ッ ン 

Oc CS EGO nb A 

ン > て の (ブッ ク アク タル 5 と ン ラン ー、 5 。 ンタ 
gt be A OE | 


hb 


RS 59 I 55 うら っ 


CU 29C545( の や の 5 


(の マメ デ ダッ テウ 0 


IG INGE EC 


\ 2 


の 33 の 2 OO の 2 3 


神 は 信者 の 若 行 に 、 そ の 程度 に 係わら ず 報 いら れる 。 神 は それ ぞ れ の 最善 の 行い に 報じ いら れる の で あ 


32、 し て 、 復 活 の に 、 お 前 た ち は そ の 詩 の 

前 で 互 に 論争 すべ し 
第 四 項 

33. アッラー に つい て 偽り を 述べ 、 真 理 が 降れ 
ば 之 を 拒否 する 者 に 優る 不義 者 は あろ う 
か ? 不信 心 者 ども の 住居 は 地獄 に な し と 
な ? 

34. され ど 、 真理 を も だ た らし 、 を 証明 する 者 、 
か かる 人 々 は 義 し い 者 な り 5。 

35. それ 等 の 者 は 、 主 の 許 で 、 己 れ の 欲す る も 
の を 得 ん 。 そ は 善行 を 積む 者 へ の 報 差 な り 。 

36. され ば 、 アッ ラー は 彼 等 が な せる 諸悪 を 歌 
い 洛 め 、 を の 所 業 の 最善 な る も の に 準じ て 
報 所 を 与 を ん 。 ( 注 12) 

37. 僕 等 は アッ ラー で は 満足 し 得 ぎ る か ? 
彼 等 は アッ ラー 以外 の 神々 を 以 て 液 を 轟き 
ん と す 。 アッラー か が 迷 誤 の まま に 見 捨て る 
者 に は 、 如 何 な る 導き も な し 。 

38. 面 し て 、 ア ッ ラ ー が 導く 者 は 、 何 人 も 芝 を 
読 い 惑 わし むる 能 わ ず 。 ア ッ ラ ー は 僅 力 者 、 
応報 の 主 に 非 ざ ぎる か ? 

39、 流 彼 等 に [天地 を 創造 せる は 誰か ?」 と 問 
わ ゎ ば 、 彼 等 は 必ず 「 ア ッ ラ ー な り 」 と 答え 
ん 。 ( 注 13) 云え 、「 も し アッ ラー が この 栽 

注 12 

る か ら 。 

注 13 


彼 等 は 、 神 が 天地 剣 造 主 で あら れ 、 真 の 力 は 全て 神 に 必 す る 事 を 、 


偶像 時 拝 者 は 、 迷信 や 伝統 的 な 愛着 か 6、 偽 り の 神 を 崇め る が 、 も し この 点 を 彼 等 に 納 待 きせ る な ら 、 


常に 認め な けれ ば ぼ なら な い 。 
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を 傷つけ ん と 欲し な ば 、 セ 前 た ち が ア ッ 
ラー 以外 に 拝 す る 神々 は その 災難 を 除き 得 
る か ? まだ た 、 デ アッ ラー が 我 に 慈悲 を 垂れ 
ん と 欲し な ば 、 彼 等 神々 それ を 阻止 し 得る 
や ? 」 と 。 云え 、「 我 は アッ ラー の み に て 満 


足 な り 。 頼 る 者 は 、 ア ッ ラ ー の み を 頼る 」 ー 


と る 


es ンク いて ン HH 
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当 節 は 、 イ スラ ム 教 を 倒す 為 に 持て る 力 、 富 を 全て 使っ て 最悪 の 行い や する 様 に 、 不 信心 者 達 に 挑ん 


40. 伝え 、「 我 が 民 よ 、 お 前 た ち 最善 を つ 〈 く せ 。 
我 も つく 《 す 。 や が て 、 お 前 だ ち 思 い 知 る で 
し 、 ( 注 14) 

41. 恥ず べき 刑 前 が 何者 に 科せ られ 、 永 元 の 劉 
が 何者 に 下る か を 」 と 。 

42. げに われ ら は 人 類 の 幸福 の た め に 、 すべ て 
の 真理 か ら 成 る 経 典 を 液 に 降 し た り 。 され 
ば 、 簡 部 に 従う 者 は れ を 若 し 、 邪 追 に 区 
る 者 は 己 れ を 損なう の み 。 面 し て 、 液 は 彼 
等 の 保護 者 に 非 ず 。 ( 注 15) 

第 5 項 

43. アッ ラー は 人 間 の 死に 臣 ん で 、 そ の 魂 を 吾 
し 寄せ 給 う 。 ま た 、 い まだ 死な ざる 者 も 、 
を の 隆 眠 の 問 に 。 面 し て 、 アッ ラテ = が 死 を 
決定 せる 者 の 魂 は 之 を 抑留 し 、 然 ら ぎる 者 
の 魂 は 定め の 期限 まで 輝 を 選 付す 。 げに こ 
の 中 に は 、 反 省 す る 人 々 へ の さま ぎ ざ ま な る 
神 兆 あり 。 ( 注 16) 

44. 役 等 は アッ ラー 以外 に 執り 成す 者 を 求め る 
か ? 云え 、「 邪 神 F も は な ん の 権限 も な く 、 
な に も わか ら な く 《 く て も 、 そ れ で も いい の 
か ?| と 。 ( 注 17) 

注 14 

で いる が 、 

の 大 義 は 必ず や 勝利 を 治め ゆる の で ある 。 

注 15 人 間 は 、 良 き に つけ 悪し き に つけ 、 

注 16 死 を 迎え て も 、 人 の 魂 は 死滅 する 事 な く 、 


所 で 生き 続け る 。 


注 17 


魂 は 不 減 で あり 、 


を 神 と 同等 だ と 主張 する 事 で ある 。 
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彼 等 の 邪悪 な 企 て は 決し て 成功 し な い だ ろ る ろう 。 イス ラム 教 は 人 類 究極 の 希望 で あり 運命 な の で 、 そ 


自ら その 運命 を 作り 出す 。 
和 肉体 を 離れ 、 生 前 の 行為 を 順 を 追っ て 説明 する 為 に 、 


別 の 


それ を 汚す 様 な 行い を し て は な ら な いと 人 凌 は 教え られ て いる 。 最 旭 の 行為 は 由 分 
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45 . 


46. 


47. 


48. 


49. 


50. 


i 同じ こと を 云え り 。 


注 18 


注 19 
よる も の と 考え る の が 常 


云え 、「 す べ て 執り 成 し は 、 アッ ラー 次 第 な 
り 。 天地 の 大 権 は アッ ラー に 属す 。 いずれ 、 
お 前 だ たち は アッ ラー の 御 許 へ 召 し 寄せ られ 
ん 」 と 。 ( 注 18) 

アッ ラー の 独 一 な る こと を 聞く と 、 来 世 を 
信 ぜ ざる 者 ども の 心 は 嫌悪 に 縮み あがる 。 

然るに 彼 等 は 、 アッ ラー 以外 の 邪神 ども の 
名 を 聞く や 、 見 ょ 、 族 然 た り 。 


云え 、「 な お 、 ア ッ ラ ー! 実地 の 創造 主 よ 、 
RT 0 
に 知 無 給 う 御方 、 液 は その 僕 等 の 問 で 論 

a a て 、 審 判 を 下す べし 」 ょ 。 


悪事 を 働く 徒 器 が 、 た と え 地 上 の あら ゆる 
も の を 、 更 に それ に 加 う る も の を 所 有 し た 
ほ て 、 復 活 の 日 の 向 ろ し い 劉 を 免れ ん と て 、 
必ず 之 を 以 て 購 わ ん と すべ し 。 きれ ど を その 
時 、 ア ッ ラ ー の 御 許 か ら 、 彼 等 が いま だ か 
つて 考え ぇ 及ば ぎる こと が 示 き れん 。 


忌 れ が 稼ぎ し 悪事 の 数 々 が 彼 等 に 見 えて 来 
て 、 今 まで 喘 笑 せる こと に 彼 等 は 包囲 きれ 
ん 。 


人 は 災難 に 遭 圭 う と 、 われ ら に 祈る 。 され ど 、 

一 な だ び 皿 恵 を 施す と 、 「 こ れ 我 が 知識 に て 得 

た り 」 と 云う 。 然 6 ず 、 を そ は 一 種 の 旗 策 な 
り 。 きれ ど 、 彼 等 の 多く は 之 を 知ら ず 。( 注 
19) 


きれ 
、 役 等 の 稼ぎ し も の は 、 彼 等 に 和 益 す る と 
BN 
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52 . る ふれ ば 、 彼 等 は 、 己 が 稼ぎ し 悪事 の 数 々 に 


99 . 


94 . 


55. 


56. 


57. 


58. 


59. 


注 20 


重ね て 神 の 慈悲 、 
荷 を 負っ だ 者 に と ょ り 、 
注 21 


襲い か か られ だ り 。 さ れ ば 、 こ れれ 等 不信 心 
RM 
数 々 に 襲わ れん 。 役 等 は 逃れ る こと 能 わ ず 。 


彼 等 は 、 アッ ラー が を の 閲 する 者 に 給 閉 を 
増し 、 ま た その 区 する も の に 之 を 制限 し 給 
うこ と を 、 知 ら ざ る か ? げに この 中 に は 、 
信ずる 人 々 へ の きま ぎ ざ ま な る 神 兆 あ り 。 
常 六 項 し も ペ 
云え 、「 己 れ 自 身 に 不 行 跡 を を な し た る わが 僕 
等 よ 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 を 諦め る な か れ 。 ( 注 
RN Ou ON ND 
げに アッ ラー は 、 覧 大 に し て 慈悲 深く 《 く まし 
ます 。 
潜 等 般 姜 が 下る 前 に 、 主 に お 和 り し 、 そ の 
意 に 従え 。 罰 が 下る 時 は 、 助 か ら ぎ ざる べし 
( 注 21) 


てく だ 
主 よ りお 前 たち に 啓示 る れ た る 最善 の 教え 
に 従え を 、 思 い が け ぬ 懲 罰 が 突然 降り か か る 
前 に | と 。 


「 あ あ 、 情け な や 、 我 義務 を 忘れ て アッ ラー 
を な お ざり に せり 1 ば げに 我 は 喘 弄 者 一 人 
な りき 。 


も し アッ ラー 我 を 癌 きだ た だり 0 せ ば 、 我 は 敵 諾 
な 信者 た り し も の を ] 

まだ. 懲罰 を 目のあたり に し て 、「 も し 我 再 
び 世 に 戻り 得る な ら ば 、 我 は 必ず 善い 行い 
を な す 者 の 一 人 だ 65 ん 」 と 悔やま ぬ ぬ だ ため に 


云え 。 
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この 節 は 、 昨 人 に 希望 と 励ま し の 言葉 を 与え て いる 。 物 事 を 楽観 視 す る 様 に 勧め 、 悲 観 的 な 考え を 破 
定 す る 。 人 人 生 に お ける 大 部 分 の 罪 や 犯 ちの 根底 に は 慈 観 論 が 在り 、 当 節 は これ を 非難 し て いる 。 タ ル テ チー ン は 、 


許し の 約束 を 与 を て お り (6・55、7・: 


前 節 は 罪人 に 希望 


れ ば な ら な いと ょ と 彼 等 に 閣 告 し て いる 。 
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157、12 : 88、15 : 57、18 : 59) 、 悲 し み に 幕 れ 、 重 
この お 告げ は 何 に も 勝る 局 め と な ろう 。 


と 励ま し を 与え だ が 、 当 節 は 、 神 の 法 に 従う 事 で 自ら の 運命 を 切り 開い て 行か な け 
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60. 神 は 答え ん 、 「 導 な 


61 . 


62 . 


63. 


64 . 


65. 


66. 


67. 


68. 


注 22 


わが 神 光 が 法 に 至れ る 
CR 
不信 者 の 仲間 と な れ り 」 と 。 ( 注 22) 


流 は 、 復 活 の 日 に 、 ア ッ ラ ー に 対し て 偽り 
を 云い た る 者 ども の 顔 が 暗く な る を 見 ん 。 
地獄 に は 魔 慢 な る 者 の 住 び さき とこ ろ な し 
と 応 う か ? 


る れ ど 、 散 謀 な る 者 は 、 ア ッ ラ ー が 諸々 の 


災難 か ら 守 り 給 い 、 幸運 を 授け る で し 。 彼 
等 は 福 に 遭う こと な く 、 悲 し み も な か る ベベ 
は 


アッ ラー は 万 物 の 創造 主 に し て 、 そ の すべ で 

て を 管理 し 給 う 。 
天地 の 催 は その 挙 中 に あり 。 きれ ば 、 ア ッ 
ラー の 神 光 を 信 ぜ ぎる 者 は 、 必ず 失敗 者 と 
な らん 。 

第 七 項 

云え 、『 こ の 我 に アッ ラー ー 以 外 の 邪神 ども を 
崇め よ と な 、 液 等 無知 な 徒 回 ょ ] Es 


液 に は 、 液 以前 の 人 々 に 砂 示 せる 如く も 
し 流 が アッ ラー に 他 神 を 配 し な ば 、 流 の 所 
業 は 必ず 無 に 帰し 、 失 敗者 の 上 類 い と な らん ] 
と 確か に 啓 共 せり 。 


左 様 、 ア ッ ラ ー を 崇敬 し 、 謝 思 の 信 厚 き 王 
だ れ 。 


役 等 は 、 ア ッ ラ ー の 権能 に つい て 、 正 確 な 
概念 を 形成 し 得 ぎ る な り 5。 復活 の 日 に は 、 
この 広大 な 大 地 は 完全 に アッ ラー の 支配 下 
ほな り 、 諸 天 は 彼 の 右手 に て 挫 か る べし 。 
あり が た や 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 が 配 する 他 粒 
と は 比較 に な ら ぬ 高み に まし ます 。( 注 
23) 

悪 に 染まっ だ 者 に 、 


数 々 の 再生 の 機会 が 与え られ て いる 。 し か し 、 線 5 
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ed & ey 2 
返し 神 を 拒み 、 悪 事 を 働い て 


法 を 犯し 、 裁 き が 下 $ れ る 時 に な っ て 、 最 早 悔い 改 あ て も 無駄 で ある 。 


当 節 で は 、 神 の 偉大 な る 力 と 尊厳 に 触れ 、 木 や 石 で で きた 偶像 や 馴 か な 人 間 を 崇め る 事 は 、 何 に も 増 
し て 神 の 偉大 な る 属性 を 手付 ける と 述べ て いる 。 


注 23 
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69. 


70. 


fl. 


72. 


73. 


74. 


75. 


凍 し て 、 嗣 只 一 た び 鳴 り 渡れ ば 、 ア ッ ラ ー 


が 容赦 せん と 欲す る 者 を 除き 、 ME 


地 に ある 者 みな 共 〈 理 倒せ ん 。 次 いで 
間際 ED 
を 待ち 受け る 。 


大 地 は 主 の 御 光 に よっ て 光り 輝き 、 天 の 帳 
簡 が 彼 等 の 前 に 開き 置か れ 、 預 言 者 た ちや 
証人 た ち が 百 喚 き れ 、 公 平 な 審判 が な きれ 、 
決し て 不当 に は 過 せ られ ぎる で し 。 


各 人 と も その な せる こと に 対し て 存 分 に 報 
いら れる で し 。 主 は 彼 等 が な せる こと を 部 
知 し 給 う 。 
第 八 項 

曽 し て 、 不信 心 者 ども は 和 群 を な し て 地獄 に 
駆り 立て られ 、 そこ に 到着 する や 、 諸 門 た 
ち ま ち 開 か れ 、 門 番 が 役 等 に 向っ て 云わ ん 、 
「 お 前 だ ちの 中 か ら 出 で た る 使徒 が 来 て 、 
主 の 神 兆 を お 前 た ち に 読 語 せ ざり し か ? 
まだ 、 今 日 の この 対面 を お 前 た ち に 約 告 せ 
ぎり し か ?」 と 。 彼 等 は 答え ん 、「 然 り 、 き 
れ ど 不信 心 者 に 対す る 刑 凡 の 宣告 は 、 す で 
に な る れ だ り 51 と 。 


か くわ れん 、「 流 等 地獄 の 門 を 入り て 、 そ 
の 中 に 永 効 に 住め 。 福 な る か な 騎 慢 な る 者 
の 住居 は 」 と 


主 を 長 れ る 人 々 は 、 群 を な し て 楽園 へ と 案 
内 きれ ん 。 し て 、 楽 園 に 着け ば 、 銘 ち 諸 
門 は 開か れ 、 門 番 が 彼 等 に 向っ て 「 セ 前 た 
ち に 平安 あれ ! 流 等 に 幸福 あれ 、 中 に 入 
り て 永 誠に 住め 」 と 云う 。 


彼 等 は 云わ ん 、「 賞 度 は 挙げ て アッ ラー ー の も 
の 、 彼 は 我 等 と の 約束 を 果 た し た り 。 彼 は 
我 等 に 大 地 を 継が せ 、 楽園 の 何処 な り と 秋 
等 の 好き な と ころ に 住ま し む 」 と 。 正 義 に 
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アル ・ ズ マロ 


精進 せる 者 の 報 装 は な ん と 素晴らし きか 


プッ 5 1 3 ン 
な ! Ce WES 


76. 面 し て 、 浜 は 、 諸 天使 が 玉座 を 囲み 、 主 の 22 巡る 5 メ ンー 
っ | SC2CMi 
栄光 を 対 美 する を 見 ん 。 彼 等 は 皆 公 平 折 OS 2 0 i 


か れん 。 証 し て 、「 賞 護 は 挙げ て 万 物 の 主 、 うう う 2 の の 23 っ 3 


- アッ ラー の も の な り ] 上 唱え られ ん 。( 注 ジン の 9 on 
すみ を 時 
24) 「 eared Sd | あや 





注 24 神 の 属性 は 、 裁 き の 日 に 最も 完全 な 形 で 表 る れ 、 天 使 達 が 神 へ の 各 美 歌合 唱 の 勤め を 果たす で ある ろう 。 
又 当 節 は 次 の 様 な 意味 を 持つ と も 言え る 。 神 の 唯一 性 は アラ ビア に 6 だ た ら さ れ 、 地 上 に お ける 真 の 神 の 下僕 が 
天 の 天 使 と 共に 神 を 替 美 する で あろ う 。 
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アル ・ 


あま ね 


モメ ン 
(メッ カカ 啓示 ) 








1. 慈悲 深く 、 恵 届く アッ ラー の 御名 に お い (衣装 | 1 
て 。 デー m グ デ ン デ レコ と 
そ ャ ン ュ 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) 〇 る テ 
3. この 経典 の 妖 示 は 、 ア ッ ラ ー よ り 降 る 。 を OS RS 
は 偉大 に し て 全 知 全能 
い NZ 2 スィ 2 る 
4 草 を 数 し 、 改 柱 を 容れ 、 還 する に 茂 し く て 、 Galuio の 負う し 
葛 物 の 所 有 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 最 後 ン ぁ マン 2 クラ ロン 
プッ ニー テ 4 レロ っ w 
に 帰り 着く と ころ は 、 彼 な り 。 EAE 3 RI 
に ーー の の シイ ンタ タク クッ る る 1 人 る カレ タレ 
5. 不信 心 者 以外 は 、 何 人 も アッ ラー の 神 兆 に da TIN dG RG 
つい て 反 須 せ ず 。 され ば 、 液 は 、 不 信心 者 Th 
ども の 開 歩 する を 見 て 欺 か れる な か れ 。( 注 ORNS AS 
2) 
Ss る Ry 2 タイ 5 タグ 所 
6. 彼 等 以前 に も 、 ノ ア の 民 並 びに その 他 の 宗 ADR 
派 の 者 が 、 使 徒 た もち を 捕え ん と 企 て 、 偽 り オイ ンカ 2 人 RG 
の 証明 に よっ て 真理 を 論破 せん と な せり 。 10e>yo み の) 0 AA 9 
きれ ば 、 われ は 彼 等 を 捕え た り 。 わが 3 0 お の 2 の 
の 如何 に 恐ろし か り し こと か ! % 失 衝 人 sd 06 
Oust 
7。 か く の 如 く 、 不 信心 者 ども に 対す る 主 の お 39< の 00 2G5722 ダ の と 3 は の 
言葉 は 履行 きれ り 。 す な わ ち 、 彼 等 は 業 炎 5 の SP 3 
の 住人 な 5 。 © 2 Ne Ao 4231 
8. 玉座 を 担う 諸 天 便 ( 注 3 ) 並び に それ を 政 の 230 だ 22 る 2 れ 1 ん 2 アン タン 
り まく 天使 た ちら は 、 主 の 栄光 を 溢 え 、 主 を KONA RTI A ONL 
注 1 。 質 堆 すべ き 栄 准 
注 2 信者 達 は 、 物 力 は 月 日 が 経て ば 必ず 失わ れる も の で ある か ら 、 不 信心 者 の それ に 惑わ きれ て は な ら な 


いと 命じ られ て いる 。 
「 王 座 」 は 神 の 属性 を 忘 味 し て お り (7 章 55 節 及び 10 章 4 節 参照 )、「 玉 座 を 担う 諸 天 使 ] ほ は 、 そ の 


注 3 


身 を 通じ て 神 の 属性 を 表す 人 を 指す 。 自 然 の 法 は 天使 を 通し て 作用 し 、 預 言 者 は 神 の ぉ 告げ が 和信 々 に 6 た らき 
れる 媒介 の 役割 を 果たす 為 、 こ の 「 玉 座 と を 担う 諸 天 使 ] と は 天使 と 神 の 使者 双方 を 指し 、「 そ れ を 取り まく 天使 
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信じ 、 信 ずる 人 々 の た め に 落し を 求め て 、 フッ ・ 和 の っ.220 ン ン 』 フッ タン 5 
球 う 、「 主 よ 、 液 は 慈悲 と 知識 を 以 て 高 物 を i > LORI 
包含 す 。 さ れ ば 、 捧 悟 し 、 流 の 道 に 従う 人 々 AAc3 ANE RA 
を 落し 給え 。 面 し て 、 彼 等 を 地獄 の 刑 か ら 020 


\ 


» w グ アノ P1 グ る PO 。 人 る . 2 
守り 給え 。 (の dos っ 356 の 0 EG 
2 し 
Dad OIE 
9. 主 よ 、 か ね て 液 が 約束 せる 永 半 の 楽園 彼 922 ue あの 55 
等 を 入ら せ 給 え 、 彼 等 の 父 や 妻 や 子供 5 ら の 【 
中 の 高潔 な 者 た ち も 同 じ よ うに 。( 注 4) げ 59 5242 2 の うるう 
に 液 は 人 稚 大 に し て 賢 哲 な り 。 > のど? ン ァ ン 
Si TGS 


し か * 1 a b 
10. 面 し て 、 彼 等 を 諸悪 より 護り 給え を 。 か の HH Me の の の 
I 


2 341 4 2 ! 
に を の 者 は 流 の 惹起 に 浴 し た る な り 。 を は GA AXo う US5 5 


素晴らし い 大 成功 な り 」 と 。 
第 一 項 


11. 不信 心 者 ども は 告げ られ ん 、「 お 前 だ た ち が 自 タ ノ と 1 る ダイ TE RT 
分 自身 を 憎 悪 す る より も 、 お 前 だ ち が 信 仰 し ッ ン ン 


ンス ンタ クウ 2 ンカ イ ルン 5 ? 
くめ れ て を を た 時 の アッ ラー の 位 GdIII SIC Gs 
IO に $y 注 
[CT 9 “254 4 
078] 53 
ウデ ゥ ン タ ィ レル 
1. 人 和 は わん 、「 ま よ 、 流 は 我 等 を 二 度 死な GR CS ts CS CS C ち 5 
二 度 生 命 を 与え 給え を えり 。( 注 6) 我 等 は 
2 32 14 代 。 プッ ン ブッ [る 
a : 罪 の 数 々 を 認 む 。 き れ ば 、 逃 げ る すべ の ジラ @» 3 こ CE 
な きか ?」 と 。 


OT A 


ヒス 








た ち 」 と いう は 、 地 上 の 諸事 を 取り 仕切 る 首位 の 天使 を 補佐 する 下位 の 天使 、 あ る い は 、 預言 者 の 教え を 広 必 
る 預言 者 の 真 の 弟子 を 示す と 言え よう 。 7 意 55 節 ぅ 参照 の 事 。 

注 4 この 節 に は 重要 な 原理 が 述べ られ て ある 。 この世 の 何 人 た だり と も 独力 で 事 を 成す こと は で き な い 。 薄 
識 す る 0 に か か わら ず 、 他 人 人 の 助力 を 得 て い る も の で ある 。 この 意識 的 ある い は 無意識 の 内 の 援助 者 と は 、 
主 に 両親 ・ ・ 子供 達 で ある 。 それ 由 、 業 績 を 成 し た 暁 に 信者 に 授け られ る 天 恵 に 、 こ れ 等 の 親族 達 $ メ 浴 す 
i 2 

注 5 自ら の 悪行 が 招い た 不幸 な 結末 を 突き 付け られ た 時 、 我 身 を 現 い 始め る の が 人 の 常 で ある 。 不 信心 者 
達 は 、 罰 が 下 き れる 時 我 身 を 嫌悪 する と 告げ けら れ て いる 。 し か し 、 慈 悲 深き 神 は 、 彼 等 が 神 の お 告げ を 拒み 、 
神 の 使者 を 追 害し た 時 、 彼 等 に 対し 進め か に 強い 嫌悪 の 情 を 抱か れ た 。 

注 6 護 生 以前 の 状態 は 一 種 の 死 で あり 、 こ の 世に お ける 生 の 終わ り は 第 二 の 死 で ある 。 旗 生 と 復活 は 二 つ 
の 生 で ある 。 
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13. 彼 等 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 迫 


20. 


注 7 
31) は 天 よ り 降り 、 
注 8 
る 。 
注 9 


告げ られ ん 、 [前 た ち は 、 2 
が 唯一 な る も の と 宮下 きれ る と 、 を 信 せ ぜ 
ず 、 他 捧 ら を アッ ラー に 配 する 時 は 之 を 信 
じ だ る が 故 な り 。 裁 定 は アッ ラー 次 第 な り 、 
そ は 宇高 者 、 上 比類 な き 社 大 者 な 5」 と 。 


きま ざま な る 神 光 を お 前 た ち に 示し 、 お 前 
た ちの た め に 天 か ら 滋 状 を 降 す は アッ ラー 
な り 。( 注 7) 然 る に 、 神 に お 怒り する 者 以 
外 は 、 何人 も 之 に 留意 せ ず 。 


きれ ば 液 等 、 不信 心 者 ども が 如何 に 練 天 す 
る と も ケッ ラー に 祥 し て 障 順 の 談 を 尽 
せ 。 


アッ ラー は 宇 尊 者 な り 、 玉座 の 主 な 5。( 注 
8 ) 彼 は 科 等 * ま の うち その 欲す る 者 に か の 日 
の 会 見 を 融和 舎 す べく 、 御 言葉 を 降 し 給 う 。 


だ れ も が 御前 に まかり 出る 日 、 何 事 も アッ 


ラー か ら 隠 すこ と 能 わ ぎる べし 。「 そ の 日 、 
大 権 を 所 る は 何者 で ? 」 を は アッ ラー、 唯 
ー に し て 至高 な る 御方 。 

その 日 、 SE 
を 受け ん 。 如何 な る 不 公平 $ 行 われ ず 。 
に アッ ラー の 清算 は 迅速 な 5 


うり 来る その 日 の こと を 彼 等 に 贅 告 せよ 。 

その 時 彼 等 の 心臓 は 痛恨 の 余り 、 喉 元 ま で 

RT 不義 な す 合 は 一 人 だ に 
実 な 友 も な く 、 ま た 聞い て 韻 え る 執り 成 

CR 

アァ ッ ラ ー は 日 の 欺 遼 ( 注 9) を 莉 大 し 、 胸 

中 に 秘め る も の を 洞穴 す 


内 体 的 の みな ら ず 精神 的 に 
「 玉 座 の 主 」 は 、 


把 り ・ 蔵 み ・ 稚 望 の 眼 差し 。 


EGS hi GAL 
CC TE TG 


る 9 ロ 

らち 93636Le ほ 人 036 

EN 

a me あみ で ょ っ 1 ン る クゥ ュ ン 

PR RI 
Coo tk め っ 


タク アック レー 2 分 み チッ タン 2 グ 3 ン 
EY CK うい の ぴっ の ス { 
を すみ bp 

Ok NS | 

1 


OI Te Nt 

< dy Gra 
OL ss 5 。 る 

1 あじ タ と ENA A 


O38 


も 、 生 を 支え る 物 は 、 全 て 天 よ り 下 され る 。 全 生命 の 拠り 所 で ある 水 (21 : 
A eT り 授 けら れる 。 


慈 店 の 主 と 同 欄 、「 王 座 ] が 物質 的 な ちの で ある と いう 悲 の 誤解 に 反論 する も の で あ 
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22. 


23. 


24 、 


25. 


26. 


Zt 


28. 


: 章 

. アッ ラー は 真理 を 以 て 審判 すれ ど 、 ア ッ 
ラー の は 人 何事 も 裁き 得 
ず 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て 
を 知る 御方 で な わし ます 。 


第 三 項 
彼 等 は 各地 を 寅 歴 り て 、 彼 等 以前 の 人 々 の 
末路 が 如何 が な り た る か を 見 ざり し か 7 あ 
の 者 ども は 彼 等 より も 力 あ り て 、 現に 地上 
に 彼 等 の 遺跡 を 残す 。 然 れ と も アッ ラー 
は 彼 等 の 諸悪 炒 に を 捕え た る な り 。 彼 等 
は アッ ラー に 対 する 防 謗 者 を 持た ざ り 隊 =」 に 


そ は 、 A 
彼 等 に 来 た より し 時 、 CN 
履 に 、 テー 前 り 。 げ に 

ー は 力強く 、 久 する に 茜 般 な り 。 
われ ら は モー ゼ を 、 われ ら の 神 兆 と 明らか 
な 権能 を 与え て 人造 わ し だり 、 
ファ ラオ と ハー マー ン と クア ー ル ー ン の と 
ころ へ 。 然るに 、 彼 等 は 父 を た り 、「 こ の 男 は 
大 嘘つき の 妖術 師 な り 」 と 。 
耐 し て 、 モ ー ゼ が われ ら か ら の 真理 を 彼 等 
に も た ら す や 、 彼 等 は 云え り 、「 モ ー ゼ と 共 
に 信ずる 者 た ちの 上 息子 等 を 殺し 、 婦 女子 の 
み を 生か し て お け 」 と 。 き され ど 、 不 信心 者 
ども の 策謀 は いつ も 必ず 失敗 す 。 
ファ ラオ は 云え り 、[ モ ー ゼ を 殺す の は 余 に 
まかせ よ 。 モー ゼ に 、 自分 の 主 に 祈 ら せよ 。 
余 は モー ゼ が お 前 た ちの 宗教 や 変え ん 、 こ の 
國 を 接 息 せん こと を 恐る 」 と 。 


モー ー ゼ は 云え り 、| 我 は 清算 の 日 を 信 ぜ ぬ す 
べ て の 騎 慢 な る 者 か ら 、 我 が 主 に し て 是 つ 
お 前 た ちの 主 な る アッ ラー ー の 許 へ 避難 す 」 
と 。 ( 注 10) 
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神 は 、 預言 者 の 選民 の 究極 の 拠り 所 で ある 。 彼 等 は 周り を 開 に 囲ま れ 、 彼 等 の 説く 真理 悪 の 勢力 が 


注 10 


根 総 し よう と 企む 時 、 神 の 鹿 を や た だ た だく 。 
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29. 


30 


31. 


32. 


33. 


34 . 


注 11 


第 四 項 

ファ ラオ の 一 族 の 中 で 、 密 か に 信仰 する 者 
あり て 、 ( 注 11) 云え り 、「 あ な た 方 は 『 我 
が は デ ッ シ ー な か り 』 と 云う だ け で 、 人 を 
殺す か ? その 方 が あな た 方 の 主 よ 5 明 白 な 
る 証拠 ある だ らし 来 だ る と いう に 。 も 
が 嘘つき な ら ば 、 を その 入り の 罪 は 彼 の 身 に 
降り か か らん 。 る れ ど 、 も し 彼 の 云う こと 
が 真実 な ら ば 、 彼 が あな な た 方 に 千 告 する い 
パ つ か は 、 必 ず や あな た だ 方 の 身 に 降り か か 
らん 。 げ に デッラ ー は 則 を 越え る 者 や 嘘 つ 
き を 導き 給 わぁ ぬ 。 
みな の 衆 、 GE 
だ た 方 は こ の 国 で 優位 を 占め る も も し アッ 
クー の 前 が 我 健 に 降ら ば 、 に 対し て 我 穫 

を 護る 者 は 、 上 果して 誰か ? 」 と 。 ファラオ 
は 云え り 、「 余 は 自分 が 納得 する こと を お 前 
だ ち に 指示 する の み 。 余 が お 前 た ち を 導く 
道 こ を が 、 正 確 な 道 な り ] と 。 
か の 信者 は 云え り 、「 み な の 衆 、 我 は 、 過去 
の 高度 な 民族 が 滅亡 し た あの 日 の よう な こ 
と が 、 あ な な た 方 に 起り は せ ぬ か と 心配 す 。 


ノア や アー ド や サム ー ド の 民 、 並 びに 第 等 
以後 の 者 ども の 場合 と 同じ よう に 。 


みな の 茶 、 我 は あな だ た 方 の た め に 、 人 々 が 
助け を 求め て 互 に 呼び 合う その 日 を 心配 
す 。 ( 注 12) 

その 日 あな だ た 方 は 、 音 を 向け て 適 走 せん 。 
アッ ラー の 激 篤 か ら あ な た 方 を 座る 者 は な 
か る べし 。 ア ッ ラ ー が 一 た び 邪 道 へ 導 か ん 
と し た 者 に は 、 如 何 な る 補導 者 も な か る べ 
0 


この 信者 は 、 ふる わし い 時 に 表明 し よう と 思い 、 
ラオ の 臣下 に 語り か けた その 気 ある 態度 ! 


け て いる 。 
和信 々 が 四散 する 日 、 叉 は 役 等 が 互い に 反目 し 合い 分 裂 す る 日 、 あ る い は 、 役 等 が 互い に 助け を 求め る 日 。 


注 12 


し 彼 


> 


C2 の Jl は の 529 2 っ 9 
A aides 


GIN 


その 信仰 を 隠し 続け た 。 彼 が 自ら の 信 仲 を 表し 、 フ ァ 
、 そ れれ まで 信 仲 を 隠し て 来 だ の が 衝 れ の 為 で は あか っ た 事 を 裏 付 
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95 . 


36 . 


37 . 


38 . 


39 . 


40. 


注 13 
を 拒み 、 彼 の 死後 彼 を 信じ た 人 々 は 、 も う 預 言 者 が 出現 する 事 は 無く 、 


注 14 


注 15 


か つて ヨセフ が 明 証 も だ らし 来 だ る 時 
も 、 あ な た 方 は 彼 の ぉ も た らし だ も の に つい 
て 疑い 続け 、 彼 が 死す る に 及 ん で 、『 彼 の 後 
に は アッ ラー も 使徒 を 造 わ る ざる ご し] と 
云え り 。 アッラー は か く の 如 く 、 則 を 越え 
る 者 ども や 懐疑 者 を 迷わ ゎ わし む 。 ( 注 13) 


これ 等 の 者 ども は 、 ア ッ ラ ー よ り 如 和 何 な る 
権威 も 与え られ て お ら ぬ くせ に 、 アッ ラー 
の 徴 を あれ こ れ と 論ずる 徒 卒 なり 。 こ は 、 
アッ ラー 並び に 信徒 だ な ち に と っ て 、 甚 だ し 
(憎ん で 祭り ある 者 、 故に アッ ラー は 、 す 
べ て の 詳 慢 な る 者 の 心 を 封印 し 給 う 」 と 。 


する と 、 フ ァ ラ オ は 云え り 、 0 9 グ 朱 。 
我 が た め に 高楼 を 築け 、 接 近 す る 途 を 得 ん 
た だめ に 、 


すなわち 、 天 に 接近 する 途 を 得 て 、 モ ー ゼ 
の 神 と や ら を 熟 視 せん 。 ま 、 貴 に 着い な か 
ろう が | と 。 かく の 如 《 、 フ ァ ラ オ に ば 己 
れ の 悪 業 が 立派 に 見 え 、 正 し い 道 か ら 閉 め 
出さ きれ だ た だり 。 し て 、 フ ァ ラ オ の 柄 謀 は 減 
び 去 り ぬ 。 ( 注 14) 
第 五 項 

信仰 せる 者 は 云え り ( 注 15) | 人 入 々 よ 、 我 
に 従え 。 我 は お 前 た ち を 清廉 な 道 に 人 半 か ん 。 


人 々 よ 、 こ の 世 の 生 活 は 束の間 の 快楽 に す 
ぎ ず 。 げ に 来世 こそ を 永遠 の 住ま いな り 。 
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預言 者 は 先 更 時 代 か ら この 世に 存在 し た が 、 人 間 と は 頑固 な も の で 、 新 た な 預言 者 が 現れ れ ば 必ず 彼 


啓示 の 大 は 永遠 に 閉じ られ だ と 語っ た だ 。 


ファ ラオ は 、 モ ー で の 神 を 盗み 見 る 為 天 国 に 上り た いも の だ と 皮肉 混じり に 語っ た が 、 神 は 海 の 底 で 
彼 に その 力 を お 示し に な っ た 。 
[ 信 休 せ る 者 』 と いう 言葉 は 、 真 の 信者 が その 大 儀 の 正しき を 確信 し て いる 事 を 示す も の で ある 。 彼 
等 に あら 6 ゆる 困難 壮 苦 を 甘受 きせ る 事 が 可能 な の は 、 こ の 岩 の 様 に 固い 信仰 の 成せ る 楽 で ある 。 
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41. 護 で あれ 悪事 を 行う 者 は 、 そ れ 相 応 に 返 報 シン e レ 42 る パッ シン る ンー ィ ン 
2 LN NE 42 ッ ン 
ょ れ よ う ぞ 。 狼 れ ども 、 閉 事 を 行う 者 は 、 の の 23" の ao95 3 ら ひ A 66 
信者 な れ ば 、 男 女 の 別 な 楽園 に 入り 、 を 作ら ん < 
の 4 レイ 
こ に て 限り な い 給 姜 を 賜 わ ら ん 。 ( 注 16) の 和 2 
タイ [ンタ ンス ea 守 ブ ター タク 
の 5o タ る ESSER 


42. 人 々 よ 、 我 お 前 た ち を 救い に 呼び か ける に 、 
お 前 た ち は 我 を 業火 に 招 か ん と する は 不 思 
議 な り 。 


43. 我 お 前 た ち を 、 僚 力 汗 、 窒 起 者 に 招く 時 、 
写 前 たち は 我 に アッ ラー を 楽 て きせ 、 我 に 、 


我 が 知 ら ざ る 者 を アッ ラー に 配 せ し めん と す 。 (ONI 


44. お 前 た ち が 我 に 勧め る 神々 は 、 現 世に て も 
来世 に て も 何 ん の 権能 も $ 有 せ ぎる 者 な り 。 
( 注 17) 我 等 の 帰 所 は 必ず アッ ラー に し 


て 罪人 が 業火 の 住人 た らん こ と も まだ 聞 
違い な か る ベ べし 。 
45. きれ ば 、 お 前 だ ち 、 我 が 云い し こと を その 


中 思い 出 き ん 。 我 は 、 我 が こ と を アッ ラー 
に 委 ぬ 。 げに テッ ラー は る を の 僕 等 を 脱 覧 
まま 2g。 

46. かく て アッ ラー は 、 役 等 が 策謀 せる 邪悪 の 
数 々 か ら 彼 を 識 り た だ た り 。 箱 し て 、 フ ァ ラ オ 
の 民 を 感 型 で 包囲 せり 、 


47. すなわち 、 業 火 な り 。 彼 等 は 朝 な 夕 な 業火 ろ 
に る さら 6 され ん 。 《( 往 18) 面 し て 、 審判 の 時 
斑 れ ば 、|「 フ ァ ラ オォ の 民 を 極刑 に 投 ぜ ょ 」 と 
云わ れん 。 
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注 16 
も の で ある 。 これ が 、 


注 17 


注 18 「 彰 な 夕 な 業火 に 


きら きれ ん 。] と いう 言葉 は 、 不 信心 者 が 、 


不信 心 者 の 悪行 の 報い が その 行い に 比 し て 与 を られ る 一 方 、 信者 の 普 行 に 対す る ほう び は 際限 の 無い 
イス ラム 教 に お ける 天国 地獄 の 概念 で ある 。 


求め られ る に ふる わし てく ない 。 求め られ る べき で な い 。 求め られ る 資格 が な い 。 


苦し み と 宮 び を 判別 で き な い 中 間 の 状 冶 


で ある バル ザ フ に あっ て 苦し む 呈 を 指し て いる 様 だ 。 天 国 か 地獄 の 判定 は 裁き の 日 に 下 き れる の で あろ う 。 
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48、 彼 等 は 業火 の 中 で 日 論 し 


49. 


50. 


91 . 


52. 


53. 


54. 


56. 


注 19 


すなわち 、 


業火 、 現 世 で 弱く あり 
CE 「 我 
等 は お 前 た ち に 従い た り 。 る れ ば お 前 た ち 、 
我 等 の た め に 、 多 少な り と も 業火 を 軽減 し 
た まえ ぇ え ] と 。 


訪 選 な り し 者 ども は 云わ ん 、「 我 等 は 今 、 み 
な 火 の 中 に 在り 、 ア ッ ラ ー す で に を の 僕 等 
を 裁き た だ たり | と 。 


業火 の 中 の 者 ども は 、 地 獄 の 番 人 に 云わ ん 、 
[ 我 等 の た め に 、 な に と ぞ 主 に 、 せ め て 一 
日 その 刑 を 軽減 な ん こと を 請 い た まえ と 。 


番 人 だ ち は 云 わん 、「 使 徒 な もち が 明らか な 
神 光 を 携え て な 前 た も の と こ ろ に 来 だ ら ぎ 
5 り し か ?」] ょ 。 彼 等 は 答え ん 「 然 9」 
9 ち は 云 わん 、 「 鉄 ら ば 、 新 れ 」 と 。 き 
、 不 信心 者 の 祈り は 効 な し 。 ( 注 19) 
第 六 項 
われ ら は 必ず 、 わ れ ら の 使徒 並び に 信ずる 
人 人 々 を 、 現世 に 診 て も 、 、 ま た 証人 た ち が 立 
ち 上 る 日 に 訟 て も 之 を 佑 助 せん 。 ( 注 20) 


その 日 、 悪 事 を な せる 6 者 の 云い 訳 は 何 ん の 
役 に も 立た ず 、 彼 等 は 呪 調 きれ 、 な だ た だ だ お ぞ 
まし き 住 まい ある で し 。 


われ ら は モー で せ に 簡 導 を 与え 、 イス ラ エ ル 
の 子 6 を 経典 の 相続 者 た らし ゅ た だ た り 、 


思 感 あ る 人 々 へ の 次 導 と 訓 戒 の 
た だ ため に 。 

きれ ば 、 液 も 耐え 妨 べ で 。 ア デッラ ー の 約束 は 
真実 な り 。 波 の 過失 の 赦 し を 請 い 、 彰 な タ 
な 、 主 の 栄光 を 租 え よ 。 


入 の 預言 莉 は 妃 向 ち - う 不信 者 の 欠 力 や 祈 9 は 導い は し な い が 、 
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その 様 な 祝 り が 受け 入れ られ な い 訳 


で は な い 。 信 者 ・ 不 信心 者 に か か わら ず 、 苦 し む 者 が 神 を 求め れ ば 、 神 は を の 祈り に 答え られ る (27 : 63)。 
この 節 は 、 神 の 使者 と よそ の 弟子 達 に 向け られ て お り 、 神 の 援助 は 常に 彼 等 の 側 に あり 、 例 え 不 信心 者 


注 20 
が 彼 等 に 刃 向 か う 企 み を 起こ 


を うと も それ は 逢 に 帰す と いう 強い 約束 が 示 き る れ て いる 。 
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57 。 知 何 な る 権威 も 与え られ て いな い くせ に 、 クッ レンタ ン ぅ て ニン 
テッ ラー の 後 を あれ これ と 論ずる 従 右 、 彼 中 A SoC uiO1 


58. 


60. 


651. 


62 . 


63. 


64. 


65. 


等 の 胸中 に ある も の は 、 自 分 自身 で も 手 の 
届か ぬ 程 の 大 野心 以外 の な に も の に も 非 
ず 。 き る きれ ば 、 デ アッ ラー の 加護 を 求め よ 。 げ 
に アッ ラー は すべ て を 聴き 、 す べ て を み を 
な は し 給 う 。 

げに 天地 の 創造 は 人 間 の 創造 より 俺 大 な 
り 。 きれ ど 、 世 人 の 多く は 逐 を 知ら ず 。 


次 と 目 明 き は 同じ か ら ず 。 同様 に 、 信仰 し 、 


善行 を 積む 人 々 悪事 を な す 徒 礁 は 同じ に 
非 ず 。 之 を 郊 感 する 者 の 如何 に 少 き こと か 。 


げに 終末 の 時 は 近づけ り 。 を は 疑う べく も 
な し 。 されど 、 世 人 の 多く は 之 を 信 ぜ ず 。 


耐 し て 、 お 前 た だ ちの 主 は 云う 、「 わ れ を 崇 

ま 。 然 5 ら ば 、 われ お 前 た ち に 応え ん 。 時 
a 購 乙 の 余り われ を 崇め ざる 者 ども は 、 
必ず 辱 し め ら れ て 地獄 に 陥 ん 」 と 。 


第 七 項 
お 前 た も の 休憩 の た め に 夜 を 、 ま た だ 見 る た 
め に 且 を 設け た な る は アッラー な り 。 げ に 


アッ ラー は 人 間 に 北 悲 深 ( あ ら せ ら れる 。 
然るに 、 世 人 の 多く は 感謝 せ ぎ る な り 。 


こ は ア ッ ラ ー、 お 前 だ ちの 主 、 万 物 の 創造 
者 な り 。 役 以外 に 神 な し 。 然るに 、 お 前 た 
ち 顔 を を む ける と は 如何 な る こと ぞ ? 


アッ ラー の 敏 を 拒む 徒 回 は 、 か く の 知 く 飼 
き 去 らし め ら る 。 


アッ ラー こそ は お 前 た も の だめ に 大 地 を 休 
憩 所 と な し 、 徐 容 を 天蓋 と な し 、 お 前 だ ち 
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66. 


67. 


68. 


69. 


70. 


71 . 


注 21 


母 


tt 
に 形 を 与え て 之 を 美 事 に 形 造 り 、 き る ま # ざ 


ま ざ ま 
な る 佳 き も の を 以 て お 前 た ち を 扶 差 する 者 
な り 。 お 前 た ちの 主 、 ア ッ ラ ー と は か く の 
如き 御方 。 き れ ば 、 訪 物 の 主 、 ア ッ ラ ー に 
感謝 せよ 。 


彼 は 永生 者 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 さ きれ ば 
彼 に 祈り 、 信 爺 一 筋 の 誠 を つく せ 。 詩 美 は 
湊 げ て 万 物 の 主 アッ ラー に 帰属 す 。 


坪 え 、「 我 は お 前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 拝 す 
る 者 を 崇拝 する を 術 ぜ ら る 、 主 まり 数 々 の 
明 証 が 我 に 降 き れ た る 上 は 。 耐 し て 、 方 物 
の 主 に 服従 帰依 する こと を 命ぜ られ だ た だり 」 
と 。 


彼 こ を そ は お 前 た ち を 土 か ら 、 次 いで 一 滴 の 
精液 か ら 、 次 いで 疑 邊 か ら 創 り 給 い 、 次 い 

で 婦 更 と し て 生れ 出 で せしめ た 御方 な り 。 
次 に 彼 は 、 ぉ 前 た ち に 能力 を 得 き すべ て 成 
長 せ し め 、 次 いで 老い せしめ 、 或 る 者 は を 
の 前 に 死ぬ る も 、 定 ゆら れ た 寿命 に お 前 だ 
ち を 達せ し むる は 彼 な り 、 お 前 たち が その 
知 思 を 学ぶ だ め に 。 


彼 こ そ は 生 を 与え 、 死 を 賜 う 御方 。 彼 、 或 
る 事 を 決定 する や 、 た だ 「 在 れ ! | と 云え 
ば 、 そ は 在 る な り 。 ( 注 21) 
第 八 項 
し る し 
アッ ラー の 徴 に つい て あ 
役 等 如何 に 真理 より 背 


流 は 見 ざり し か 、 
げ つ ろう 徒 開 を ? 
き 去 り だ る か 1! 


これ 等 の 者 は 、 経典 と われ ら が 使徒 だ た ち に 
携え きせ た も の を 否認 する 徒 酸 な り 。 き れ 
ど や が て 、 役 等 は 思い 知ら ん 、 





る スン ン 


か の 0 も 
ウデ ラペ の CS6 の 323 
GCC ? 26 し 2 CTC Bi1o3 ン 


ee 


プッ クッ プンタ 。 


POF 


し 】 タフ 。e る 


GE Go 
GEL 
“メス 5 衝 5 “ に シィ イン 2 
ロン Pos GO 
1 る 用 。 29 2 “yg 
PS る Co 33 


は 2 る る 紀 re PGW 
っ タ IGE ノラ 


AA 


1 クレ ん クン 


(ぐう el 


死者 と 同様 に 道徳 釣 ・ 精 神 的 に 伺 退 し て いた アラ ブ 虹 族 は 、 今 や モハ ッ マ ド 預 言 者 を 通し て 新た だ に 生 
"まれ 変わ る べき で ある 。 こ れ が 生死 を 司る 神 の 御 意志 で あり 、 何 人 た りほ と も アッ ラー の 御 意 志 を 妨げ る 事 は 
で きか な い 。 
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72. 


73. 


74. 


75. 


76. 


77. 


78. 


79. 


注 22 
らき る れる まで 、 


破る 者 に つい て は いま だ が 液 に 街 


鉄 の 首輪 も や その 頸 に か けら れ 、 鎖 に つなが 
れる 時 。 彼 等 は 引き ずり 込ま れん 、 

洛 を た ぎる 湯 の 中 に 。 次 いで 業火 が 彼 等 を 
焼 か ん 。 

その 時 、 彼 等 は か く 問 われ ん 、「 お 前 た ちの 
神々 は 、 いま 何処 に あり ゃ や 、 

アッ ラー に 配 せ る 神々 は 7? 役 等 は 答え 
ん 、| 彼 等 消え ん 去り ぬ 。 否 、 我 等 は 以前 、 ア ッ 
ラー の 外 に 何 も 拝 せ ざ りき ] と 。 か く の 加 
く 、 ア デッラ ー は 不信 心 者 ども を 困惑 せ し む 。 


購 慢 な 
また 横柄 に 振舞 いた る が 牙 


「 そ は お 前 た も が 地上 に 応 て 不当 に 藤 
り し が 故 な り 、 
な り 。 


流 等 地獄 の 門 を 入り 、 中 に 住め 。 購 協 な る 


きれ ば 、 液 も ぉ 耐え 妨 べ で 。 デ アッ ラー の 約束 は 
必ず 間違い な し 。 わ れ ら が 彼 等 に 約束 せ し 
こと の 一 端 を 液 に 見 せる に せよ 、 ま な た る その 
前 に 流 を 死な し むる と も 、 い ずれ に し て も 、 
役 等 は われ ら 6 の 許 に 連れ 戻 き れる で し 。 
( 注 22) 

われ ら 6 は 液 以前 に 幾多 の 使徒 を 遺 わし た 
り 。 そ の 或 る 者 に つい て は すでに 液 に 語り 、 
げ ず 。 さ きれ 
ど 、 如何 な る 使徒 と いえ ど 、 が 3 の 許 
し な し に 神 沙 を も た ら す こ 能 わ ず 。 き れれ 
と アツ プー ー の 大 命 一 た だ び 下 れ ば 、 こ と は 
公正 に 裁 か れ 、 虚 妄 な り と 芯 い し 徒 斐 は 消 
滅 す 。 


役 等 は 幾つ か の 試練 に 厨 え ね ば な ら ず 、 


@ ノッ ルッ タ ち と 


アラ ニー = イ ンタ < フォ ゥ ルゥ 
Es GY 3 
Ce る td ネッ っ su 


人 お 0 しく Ls 


2 ルン 5 は 29 4 
a MCA 6 & 


MA 1 EE 2 ら 2 MeO 


Ian 
本 生か つま て し 
ws ゥ アッ タッ タ ンタ 
i rd! 
EB OE 
OF Ga 
CC | アッ ン Ole 


と GI N 


Cr 


2 オア イイ の 


lus 
GMC eS RM 
RN CER) 

OA 


“7 8 4 る 12 ES 
(ツウ 


トコ 


この 節 に は 二 つ の 教義 が 合 ま れ て い ぁ る 。 (1) 真 実は 長い 時 を 経て 広まっ て 行く が 、 勝利 が 神 の 民 に も た 
彼 等 の 信仰 は 試 き れ 、 基 準 に 達し て いる と 証明 され な 


けれ ば な ら な い 。 (2) 不 信心 者 に 向け られ た 処 還 の 称 告 を 合 む 預言 は 、 延期 、 又 は 取り 消し まで も 考 虚 る れ て い 
る 。 預言 の 「 一 端 」 と いう 語 は 、 加 人 迫 の 意味 合 を 持つ 預言 全て が 実行 きれ る 訳 で は な い 事 を 示し て いる 。 それ 
は 、 不 信心 者 が 態度 を 改め れ ば 、 そ れ に 応じ て 変わ る も の で ある 。 
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第 九 項 
a hk ー ュ ュ きい アタ 1 タク ッ ンプ 39 シン レン ン る 5 は ク 

80、 お 前 た ちの た め に 家 害 を 創 め 、 そ れ に お 前 CC 269US 3 と る 前 史 
た ち を 乗せ 、 ま だ た それ を 食わ し むる は アッ 2 
ラー な り 。 LV 

81. この ほか 、 お 前 た ちはる ま ざ ま な る 利益 を A AE RS 2215< 28E2GS (と 
邊 等 より 得る 。 す な わ ち 、 彼 等 を 用 いて 0 NS 
お前 た ち が 胸 に 宿す 望み を か な える こと も @ eH E GR 42 3 4 り 530 
可能 な り 。 船 に 乗る 如く 彼 等 の 背 に 乗っ て 、 

お 前 た ち は 運 ば れる 。 

82. アッ ラー は きま ざま な る 微 を お 前 た ち に 見 6 Na 2 
せ て いる の に 、 お 前 だ ち は 一 体 ア ッ ラ ー の ⑨ い lo 2 < 
と の 徴 を 否定 せん と する か ? 

83. 彼 等 は 国々 を 過 り て 、 彼 等 以前 の 者 の 末 OZCx ら DE yl9B 多 3 導 
路 が 如何 な る も の な る か を 見 ずり し か 7 ルレ ョ ンタ を 2 
彼 等 は これ 等 の 者 ども より その 数 は る か に rm CALS GASE 
化 り 、 且 つ 有 有力 な る 者 に し て 、 地上 に 壮大 2 1 ゥ アン ン < 322 ・ 2 L279 
な る 遺跡 を 遺す 。 き れ ど 、 彼 等 が 稼い だ す Et CNG 5 
べ て の も の は 、 彼 等 の た め に は 無 共 が りき 。 SOLS 

84 . 彼 等 の 使徒 が 明らか な 神 区 を 携え て 彼 等 に 2 22 クーク 19 ダス る le 292 99 は た Me 
来 た り し 時 、 彼 等 は 持て る 浅 薄 な 知識 に 大 Ky PC OM 
得意 な りき 。 き る れ ど 、 彼 等 の 喘 笑 せる こと 822 2 る レス し 1 の 生 時 の 

95 ら た っ も 6VAe GI CS 
、 遂 に 彼 等 を 取り 囲み 。 2 

85. 彼 等 は われ ら の 懲罰 を 見 る に 及 ん で 、 去 え CS EE 人 

り 、「 我 等 は た だ アッ ラー を 信じ 、 今 まで  ” プシ 0 
アッ FI Ws 

0 配 し た る 神々 の すべ て を 否認 Se tL ES 
bf アデ 

86. (0 われ ら の 懲 回 を 目 の 当 り に し て な UNA [2 イッ タメ レン WYCO る 

女 約 は 、 彼 等 を 益 せ ぎり き 。 こ は アッ bb クダ oe アー 
ラー ー の 尼寺 対す る 、 彼 の 慣例 な 9。 き れ ? 0 ssCs Gls A PA 
ば 、 不 信 の 徒 涯 は 消滅 せり 。 ( 注 23) 遇 2 
SI CS 8 & 
注 23 不信 心 才 の 亜 の 器 が 満 つ る 時 、 彼 等 は 処罰 きれ る で きだ と の 神 の 命 は 施行 きれ 、 彼 等 が 如何 に 信仰 を 


告白 し よう と も それ は 効 を 奏 せ ず 、 悔 恨 は 遅 き に 失 す る の で ある 。 
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の で "ん て 





ハー ミー ム アッ サジ ェ ュ ダ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 


1 
1. 慈悲 深 て 、 上 恵み 運 く アッ ラー の 御名 に お い Oe dt 
て 。 ク と ピ フ シ 
を と ョ 
2. ハー・ ミ ー ム 。 ( 注 1) em 
3。 こ は 慈悲 深く 、 恵 み 守 く アッ ラー の 孔 示 に DR ES SU 
し て 、 = 


4. 知 あ る 人 々 の ため に 、 詳細 に 説 明る れ た だ FE AEH 
譜 節 、 明 快 且つ 感銘 的 な 言葉 で 表 言 され た 
経典 、 す な わ ち 、 ク ルアー ン な 5 。 
<» の タ ウー 。 
5。 踊 報 と 警告 を 伝え る も の な り 。 され ど 、 彼 8 2 し oe 1 の 1 
等 の 大 半 は 顔 を そむけ け て 、 之 を 聴か ず 。 


ン うみ ノレ メン 
OE read 
し か Pa 
6. 面 し て 、 彼 等 は 云う 、「 我 等 の 心 は 液 が 衣 求 a 4 PR EE 6 


する こと に 対し て 拒否 する 覆い に お お わ 5 
れ 、 耳 も 開 こ え ず 、 我 等 と 湊 の 間 に は 仁 急 内 02 う っ 9 に 31313 
りあ り 。 さ きれ ば 、 液 すき な よう に せよ 。 我 


も また すき に せん 」 と 。 ORES 3 
7. 云え を 、「 我 は お 前 た ち 同 様 た な だ の 人 開 な り 。 CS CO (WI 電 に 


る れ ど 我 は 、 お 前 だ ちの 神 が 独 一 な る 宰 な 


る こし を 啓示 せら れ だ り 。 き され ば 、 よ る そ み レン ルク クッ ン シン (の 95 > の eo タン の 
3 う ヶ 1 St | 
を せ ず に 、 主 に 凍っ て 真直 に 進み 、 落し を i た 


\ 


請 え 」 と 。 福 な る か な 偶像 此 拝 者 ども 、 8 
8. 役 等 は 喜 捨 を 行わ ず 、 来 世 を 否定 する 徒 代 0 の さか HI もり PA 
な り 。 ルリ ルフ 
タン | 3 2 タン) ル 2 褒 
9. され ど 、 信 仲 し て 療 行 を 積む 者 は 、 必 ず ゃ 先導 ca も LE の Ai る 
つき る こと な き 報 差 あり 。 和合 
RR Og 8 


10、 云 を 、「 げ に お 前 だ ち は 、 CY ミス ラプ ラン ンク 2 ン 2 RR 
大 地 を 創れ る 彼 を 信 ぜ ざる か ? 剰 え 、 彼 SIE GG 93G1 : 
注 1 賞 維 すさ き 栄 状 の 主 
注 2 「 二 日 の 問 」 の 長き を 推測 する 事 は で き な い 。 それ は 数 千年 を 上 まわ る か も し れ な い 。 クル アーン で 
は 、 ヤ ウム (一 日 ) は 千年 (22 : 48) ある い は 五 千 年 (70: 5) に 医 敵 し て 述べ られ て いる 。. 地球 が 二 日 間 で 
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に 同位 者 を 配 す る が? 彼 の 御方 こ を 、 万 の gd クラ フッ スン イン クム ン ン ラン 
- Cy i さろ KTS ST « 内 
物 の 主 な る ぞ 」 と 。 ゃ の きっ ORE I HS 


Ko し 。 
OO の 

アデ 
1 彼 は 大 地 の 上 に 内 因 な る 山々 を 置き 、、 を それ (6923655 ds 
を 祝福 し 、 る きら に 、 四 日 の 間 で いろ いろ な 0 人 て っ 
食物 を 逝 当 に 設け 、( 注 8) 求 め る 者 すべて ろう タク 61AODI SS 


に 区 を 等 し く 供給 せり 。 ( 注 4) レッ EN 
ee 


12. 然 る 後 、 彼 は 、 い まだ 蒸気 体 に すぎ ぎり し (2J 1 うい BS RS 
天 に 向っ て 、 ま だ 大 地 に 向っ て 云え り 、[「 好 レッ ン ジン 2 レッ 。 
り と 好ま ざる ほ を と わ ず 、 溢 等 両 名 来 た れ ] CC YS 


と 。 天地 は 云え り 、「 我 等 喜ん で 参上 す 」 と 。 5 1 
( 注 5) Gu 
13、 そこ で て 彼 は 、 二 の 関 に と を 局 の と な を 


し 、 各 天 に その 役割 9 を 交 示 せり 。 面 し て 、 2 ee リグ 
われ ら は 、 最 下 屋 の 天 を 脱 明 と 守護 の た め CO 89* SS 
に 是 肩 で 飾り た り 。 こ は 僚 力 者 、 全 知 者 の 


定 ひ る と ころ な り 5。 | 5 5U52。 3 ぎ CLo う 
CA 


14. な れ ど 、 も し 彼 等 彰 を 向け な ば 、 云 ん 「 ア ーー 12 る 0 1 る 2 タン シッ 
93 305 2 OO GO a の 
ド や サム ー ド が 被 れ る 如き 硫 填 的 懲 剛 を お の 0 


前 た ち に 警告 す 」 と 。 0 Cs 


作ら れ た と いう 表現 は 、 地 球 が 浴 却 ・ 凝 緒 し た 後 、 無 形 か 6 徐 々 に 形作ら れ た 過程 を 暗示 する も の と 言え る 。 
注 3 「 二 日 の 間 】 つま り 、 前 節 に 述べ 65 れ た 地球 が 現在 の 形 に 至る まで の 形成 過程 は 、 当 節 に 記 き れ て い 
る 「 四 日 の 問 ] に 含ま れる 。 追加 きれ た だ た 「 二 日 の 間 ] は 、 地 表 に 山河 等 が で き 、 動 植物 の 育つ 段階 を 指す 。 
13 節 も 放 照 の 事 。「 い ろ い ろ な 食物 を 適当 に 設け ] と いう の は 、 地 球 が 、 そ こ に 生存 する 全 生 物 を 十分 賭 え る 食 
物 を 現在 及び 未 米 に お いて 供給 し 続け る 事 が 可能 だ と 示し て いる 。 
注 4 「 求 ゆる 者 すべ て に 等 し く 」 と いう 言葉 は 、 神 が 地上 に も だ た らき れ た 食物 は 、 自 然 の 摂理 に 従い を れ 
を 求め る 者 に 等 し 分 け 与 えら れる 事 を 示し て いる 。 又 、 上 記 の 言葉 は 地球 で 採れ る 食物 に 関し て は 、 人 問 の 
必要 全て 満た きれ る と いう 意味 で も ある 。 それ 故 、 地 球 が 将来 、 急 激 な 人 口 増加 の 人 為 に 、 十 分 な 食 粗 供 給 が で 
き な く 《 な る の で は な いか と いう 不安 は 、 根拠 の 無い ちの で ある 。 地球 は 、 現在 の 世界 の 人 人口 の 6 倍 に 相当 する 
280 億 人 を 賭 え を る だ け の 食糧 ・ 款 維 ・ を その 他 の 農産 物 の 供給 が 可能 で ある 。( オ ックス フォ ー ド 大 学 農業 経済 研 
究 所 所 長 、 コ リン ・ ク グ クラーク 教授 に よる ) 

ご さく 最 近 、 国 連 食 間 箕 楽 機関 が 「1959 年 度 食 紋 農業 状況 ] に 掲載 し た 報知 に よれ ば 、 世 界 の 食糧 供給 は 人 人口 
増加 の 二 倍 の 速度 で 増え て いる と いう 事 で ある 。 
注 5 当 節 は 、 宇 宙 の 方 物 が 一 定 の 法則 に 支配 され て いる 事 を 示し て いる 。 此 所 に 選択 の 余地 は 無い 。 神 の 
律 法 に 従う か 否 か の 意志 を 授け られ た 唯一 の 存在 は 、 人 間 で ある 。 こ の 事 は 33 : 73 に も 述べ られ て いる 。 
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15. 


16 . 


17. 


18. 


19: 


20. 


21. 


注 6 


懲罰 は 更に 酷 な り 、 


使徒 た ち が 、 彼 等 の 前 後 よ り 来 たり 、「 ア ッ 
ラー 以外 に 何者 も 崇め る な か れ 」] と 云い な 
る 時 、 彼 等 は 流 え り 、 「 も し 我 等 の 主 欲し な 
ば 、 天使 等 を 降 せ る も の を 。 故 に 我 等 は 、 
お 前 た ち が 遺 わき れ だ その 使命 を 信 ぜ ず 」 
本 


アー ド の ご と き は 、 何 ん の 理由 も な し に 地 
上 で 人 短 慢 に 振舞 い 、「 我 より 力 強 き 者 は 誰 
ぞ ? 」 と 云え 5。 自 分 た ち を 創り 給 う た アッ 
ラー の 方 が は る か に 力 優れ る こと を わか ら 
ぎる か ? 彼 等 は 常に われ ら が 神 兆 を 簿 定 
す 。 
か てく て われ 6 ら は 、 彼 等 に 怒り 狂う 風 を 吹き 
つけ 、 不 吉 な 日々 を 送ら せ 、 現 世に 訟 て 屈 
辱 の 刑 前 を 味 わ し た だ た り 。 きれ ど 、 来 世 の 
し か も 助け られ ぎる で 


し 。 


また サメ ムー ド ! こつ いて 称え を ば 、 わ れ ら は 役 
等 に 次 導 を 与え た れ ど 、 彼 等 は 導き より も 
無知 盲目 を 選び だ た り 。 き され ば 、 己 が 稼い だ 
行い の だ ゆめ に 、 屈 辱 の 刑 前 の 災難 が 彼 等 を 
襲い だ り 5。 


きれ ど 、 わ れ ら は 、 信 仰 深 て 且つ 義 し て 行 
動 せ る 者 を 救い た り 。 

第 三 項 前 
テッ ラー の 敵 が 数 珠 つ な ぎ に な っ て 業火 へ 
追い 立て られ 、 苦 し ゆら れん を の 日 を 、 
彼 等 に 警告 せよ 。 


彼 等 地獄 に 到着 する と 、 彼 等 の 耳 や 日 や 肌 


が 、 有 自分 月 身 に を むい て 、 自 分 が な せる こ 


と を 証言 せん 。( 注 6) 


罪人 の 本 と 目 は 、 


つの 形態 を 取り 、 不 信心 者 に 不利 な 証拠 を 提供 する 。 等 の 功 行 は 、 
て 身体 上 に 表れ る で あろ うぅ 。0⑫) 役 等 
で あろ 25。 


の 身体 各所 は 吉 用 の 竹 、 記 え て お り 、 
(3) 彼 等 の 身体 全体 の 動き は 保存 きれ て お り 、 蔵 き の 日 に 再生 きれ る で あろ う 。 


タプ 


CSB oO らら 2 20232 全 人 5 

に EG? a 
ンタ イン マック イブ イン ー ス イッ ン ン 

OL RE SY 

II NG ERE 


NE EAC 
る ンタ イン ンタ ーッ タン 


I RE GN 
D0 EN 


デ ャ ーー シ 


er 


Ga 2 2 CL 
る っ タ の クタ る ク rgr 
UE RO) 


OORT A IR DOA 
a 2 EAE 296 111p 
CDS > Al) 

RR 3 じ 。 


2 タフ キン ぅ ノ 


の の 1 っ 52005 
PA 


デア う タ アタカ 


IC 

a a ee PV ュ ン 
ン イフ 5 ンス 2 クタ タク レッ タタ [ンク 

Oo EA 


結果 と し 


その 震え は 彼 等 に 不利 な 証拠 と な る 


5 


< 


ェ に だ 
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22. 彼 等 は 自分 の 肌 に 向っ て 云わ ん 、( 注 7 )[ 何 


履 液 等 は 我 等 に 不利 な る 証言 を する か ? 」 
と 。 彼 等 の 肌 は 云わ ん 、 「 万 物 を 語ら し むる 
アッ ラー は 、 我 等 に も 語ら し む 。 候 こ を は 
最初 に お 前 だ ち を 創り た る 御方 。 き れ ば 
ち 前 た ち は 彼 の 許 に 連れ 戻 きれ た り 。 


ハー ミー ム アッ サジ ュ ダ 


と の を 人 2 0 タン レ 

RE A AI 

zs ラン イッ ング ビグ 
5 CN GN (Cb 


プラッ タン 2 アン ノン 


PO る ど 
DERE A ed 








23. お 前 た ち は 現 世 で 罪 を 犯 せ し 時 、 己 が 耳 や 。 oS 
の 5 
目 肌 が 自分 に 不利 な 証 党 を する と は 思わ TANS 
アア IA 4 アプ ーッ レッ ン プン 
ざり けり 。 否 、 お 前 だ ち は 、 自 分 た ちの し EN っ 5295 (IAN) 
て いる こと を アッ ラー は よく 知る まい 、 と 2 の 
す 6 考 えた り 。 の OS Es AA 人 0 
24. 己 が 主 に お 前 た もち が 抱い た 考え が 、 身 を 減 AA 2 し 
ば し た り 。 きれ ば 今 、 お 前 た だ たち は 失敗 者 と A の 
な れ り 5」 と 。( 注 8) OGs GG 
25. 今 と な っ て は 、 等 如何 に 学 抱 する と 上 と も 、 CK クメン 2 の 4 4 
a また 、 た I GIES ok 
と え ぇ 落 し を 請う と も 、 加 散 に 浴 す る 者 の 5 2 0 2 アト ンス 
も に 入れ られ ぎる べし 。( 注 9) dacs sts 
26. われ ら は 役 等 に 、 自 分 の 前 の こと や 後 の こ GA っ CARA (33 2212 2 
と を 魅 宮 的 に 思わ し め る 仲間 を 当て が いた Se の 
り 。 ( 注 10) 過ぎ た 菩 の 妖 器 や 人 間 ど も に dE ま 2683eo5 
下 し た る 宣告 が 事実 と な っ て 証明 きれ た 。。 2 に 4 
り 。 げ に 彼 等 は 失敗 者 な りき 。 RRS se は の 05 218 
1 ゥ タ ェ レル ルイ 
OO の くめ 
注 7 人 人 間 が 行動 する 際 に 、 皮 虐 は 最も 重要 な 役割 を 果 た す 。 それは 、 人 解党 の みな ら ず あら ゆる 感覚 を 保持 


する 。 日 や 耳 の 罪人 は 視覚 ・ 聴 党 を 信 る れる が 、 皮 膚 の 罪人 は 身体 の 全 機能 を 制限 きれ る 。 


注 8 


注 9 


事 天 、 あ ら ゆ る ぁ る 罪 は 信仰 の 欠如 が も た ら す 。 


不信 心 者 の 罪 は 実に 器 まわ し きも の で あり 、 


彼 等 は 神 の 思 恵 を 授かる 上 事 も 、 


再び を その 恩恵 に よく する 


和 事 $ も な いで あろ う 。、 不 信心 者 は 神 の 慈 寺 を 求め て 神 の 座 の お 便 に 近付く 事 す 6 許さ きれ な いで あろ う 。 


注 10 


不信 心 者 の 悪 の 仲間 は 、 そ の 悪 業 が 彼 等 に と り 質 替 に 値する 事 を 示 そ うと し て 、 


その 行為 を 讃え る 。 


これ 等 癌 の 共謀 省 達 は 、 役 等 が 舌 く 者 達 と 罪 を 分 か ち 合 わ ね ば な ら な いで あろ う 。「 自 分 の 前 の こと や 後 の こ と 


生か の る 人 縛り 502 の 相 丘 (* 
者 達 を 指す 。 頑 辻 


な は 刀 良 、 人 人間 は 席 民 を 表わし て いる 。 


彼 等 が 得 の 仲 問 と 共謀 し て 犯し た 行為 、 


及び 提 先 の 悪 業 を 真似 た 
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、 第 四 順 
27- 不信 心 者 ども は 云う 「 ク ルアー ン に 耳 傾け を hGA い jc85 0 2 て レレ 
る ながれ 。 読 滞 中 に 騒ぎ た て よ 、 る すれ ば マ py ブル NES 
圧倒 で きよ う 」 と 。 ( 注 11) る a 1 R 
28. な ら ば われ ら は 、 不 信 の 徒 研 に 厳し い 刑 を ii GELS 
味 わ し め 、 役 等 が 行え る 最悪 な こと に 対し 0 。 
時 ブタ フェ デリ ン アタ アラ る ン デー 
て 報復 せん 。 (OO AP の 0 る 
29。 アッ ラー に 仙 な す 者 の 褒美 は こ むれ なり 、 す ぁ 1< ッ ク イ ンク で も タン ン ッ ン ミ ン ン ン 」・ 
人 『] L] 
な わ ち 業 火 な り 。 その 中 が 彼 等 の 水 殖 の 住 FC 29 2 の 5 
まい な る べし 。 わ れ ら の 神 兆 を 淀 に 否定 し っ 6336 に 2E1 
た 報い た し て 。 0 
30. 不信 心 者 ども は 云わ ん 、「 主 ょ 、 妖 起 と 人 間 EAAG1 0 NG NM 03 
の 中 で 、 ( 注 12) 我 等 を 邪道 に 迷わ し め た RI 
着 ど も に 会 わせ 給え 。 足 で 踏み っ け 、 寿し ald3! で EC eg 
め て や やり と う ご ざい ます | と 。 < 
SRLING CI 
31. SR ー な り 」 と 云っ て 、 耐 る る ノン 2 9 RAR BR GE 1 
忍 ん で 来 た 者 に は 、 天 使 た ち そ の 上 に 降 Ob 8 ay > ; 
? の る 1 a ww る の し 2 
か か く 安 心 さ せる 。 ( 注 13) 「 恐 れる な AAA A jae 
か れ 、 悲 し か な か れ 。 お 前 だ たち に 約束 きれ 
と. ナル 9 "tg 
て いた だ 楽園 の 朗報 を 喜ぶ が ょ い 。 つら 025 人 ぶり I COR 
4 " セ " rr だ » ew 1 = る 9 クッ クン 
32. 我 等 は 現世 で も 来世 で も 前 た ちの 友だち きき < EC ES 3 る 0 
な り 。 彼 処 で は 、 お 前 た ち が 和 欲す る も の は ンダ クレ レラ ュ タラ 
すべ て 得 ら れ 、 請 う も の は すべ て 叶え られ Ms AS 533 
ん 。 レン 5 ク タン 
《 ら の s と いう 
a ゆう じ よ ー ゥ タン タロ タタ 
33、 こ は 害 起 者 、 慈 悲 者 より の ぉ て な し な 5 り 」。 st の っ EC うり 
第 五 項 デア 〆 
い ぎ な ン っ う の ga AI の 2 イア 52 ン ノン 
34. 人 々 を アッ ラー へ と 謗 い 、 善 事 を な し 、「 げ 。ー CuESaNOUCSO338 の の 5 
に 我 は 帰依 者 の 一 人 な り 」 と 云う 人 の 言葉 - の 
に 優る 療 言 ある か ? EG 
注 l1 凍 の 信奉 者 は 常に 叫び を 上 げ て 神 の 声 を 消 を うと し 、 あらゆる 企み を 用 いて 人 々 の 心 を 惑わ そう と し 
て 米 た 。 
注 12 2 種類 の 人 々 。 一 方 は 、 ジ ン ( 選 良 ) で あり 、 他 方 は 普通 の 人 間 で ある 。 
注 13 信者 が 厳し い 試練 の 只 中 で 替 力 を 統 け る 時 、 こ の 現実 の 世に お いて 天使 は 、 彼 等 を 軸 め る 導 に 隆 り て 
来る 。 
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35. 美亜 は 一 律 に 非 ず 。 立 = を以て 悪 を 刺 退 せ ょ 。 >, 24 Sa に 1 スン マフ ンタ CS SS る 
SN SU う 
し か ら ば 、 そ ら 、 対 立 す る 間柄 で も 親友 と ES 0 
sn 
な る に 至ら ん 。 ( 注 14) 5300 SAR G NNE の 1 
8.91 い g » っ ン 
Bs» アデ ン 
と 838 を 
36. され と ど 、 之 を 授かる 者 は 堅 忍 不 抜 な 者 の み て 説 じ 2*5 6 2 036 
か 、 或 い は 大 へ ん 幸 軍 な 者 の みな り 。 ni 
し か サタ ン 2 み ニー ラ ン し マン クノ 3 ノ 
37。 面 し て 、 も し 草 魔 から の 詳 惑 が 泊 を 悪 に 馬 GA と 35 NR 
5 り た だ て な ば 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め ょ よ 。 げ 。 " ON る 
に 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を 知り 給 う 。 OR A 6 
38. 信 夜 日 月 、 こ れ 等 は アッ ラー の 福光 の 一 3s CN a Es 
な り 5。 日 月 の 前 で 叩 頭 く な か れ ね 。 も し 本 当 2 と た ァ 
に 拝む 気持 が ある な ら 、 を れ 等 を 側 れ る 側が りこ 095 っ SUBG2S 
アッ ラー を 崇め よ 。 @9538 光 克 22 テイ バン 
2 UG 
39. だ と え 役 等 が 父 乙 に も る 顔 を を むけ る と も 、 に 245 0 ン > 
と し ・ 1 1 
を は 役 等 自身 の 提 失 、 王 と 和幸 に 在 る 者 た ち OP Se GI 98 
テ と 寺 ら か = アッ スッ クノ プス る 
EA RA 2 $Y 3505 品 
そ し る し ァ ッ シ グ ルン スラ グン 2 ~ 本 
40. 彼 の 神 兆 の 中 に は か く な る も ぁ の も あり 、 す 居合 SEE Obie プ 523 
な わ ち 、 大 地 が し お れ か か っ て いる 時 、 わ [フッ フク プー る る よう ラン ン フン うそ そう 、 レ アルタ エッ の し 
れ ら が その 上 に 雨 も 降ら せ ば 、 大 地 は 委 ち SN a ul te 
生気 を 得 て 、 動 き 且 つつ ふく れる 。 ば げに 大 地 の タン 2 ツク ロン て で lI っ タン 
を 邊 ら せる 者 は 、 NS ほる 可 Or SS de Ol la 
な り 。 げ に 彼 は 万 事 を 能 
41. われ ら の 神 兆 を 曲解 す 2 ね れ 6 か セ 滋 の 光 G0 GN GL 
ら 脱 れる こと を 得 ず 。 きれ ば 、 業火 に 投 ぜ の の 000 の と っ 
られ る 者 が よい か 、 そ れ と も 安心 し て われ eS N82 SI GN ol 
ら の 許 に 出 づ る を 望む か ? お 前 だ ちの 好 の ン ン タン と レ RI の 4 <! 
き に せよ 。 げ に アッ ラー は お 前 だ ちの 所 業 SE NS ei し sy の 
を みそ な は し 給 う 。 
注 14 伝道 は 伝道 者 に 普 難 を も た ら す 為 、 当 節 は 彼 に 毅然 と し て 菩 難 に 耐え 、 師 害 寺 に よる 下行 に 6 善行 で 


応じ よ と すら 命じ て いる 。 
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第 四 二 一 恋 ハー ミー ム アッ サジ ュ ダ 
了 の これ 5 に や か ちら 
42. 訓 戒 玉 れ る 時 、 ( 注 15) 之 を 信 ぜ め ぬ 徒 募 








は 、 失 敗者 な り 。 げ に そ は 偉大 な る 経典 な が 。 “< OE 
り リタ ッ ン 
6 ⑯ り つゆ > 
これ 2 レー 
43. 虚偽 は 前 か ら も 後 か ら ゎ に 近づく こと を 2293A6 ooG IKE 
得 ず 、 そ は 皿 折 に し て 、 護 美 すべ き 御 方 よ 2 
5 の 啓示 な り 。 ( 注 16) Oe OS HE 
44. 液 に 対し て 云わ れる こと は 、 す べ て 流 以 前 ES AU US5 3s8 じ LGS 
の 使徒 た ち が 云 われ た こよ な り 。 流 の 主 は の と いう スジ 内 
な (イス し 1 
実に 富 大 で は ある が 、 ま た 厳 闘 の 主 な る を 。 Al $8 a 
クア 用 アテ 1 の 
これ 『 ンプ クレ クレ ルク クリ ラダ の 1 
45. われ らら も し 逐 を 異 囲 の 言葉 の クル アー ン 』 MG CG 32 
な し な ば 、 彼 等 は 必ず 云わ ん 、 何故 その 諸 る 2 < 
Cyu ンタ vy グン る 2 nat 
節 を 明り よう に せ ざ る か ? 何 ん と 、 ア ラ ーー る 2 ee OO と うま し 
ブ の 預言 者 に 外国 語 と は ? 」 ほ と 。 云え 、「 を 2 2 人 具 CI 
ぐう § "dt 
は 信ずる 者 に は 導き で あり 療 や し な 5 JE。 つつ の Gy の CPO 2 
きれ ど 信 ぜ ぎ る 徒 斐 は 、 そ の 耳 が 聞こ ぇ ず 、 UE AS 
Ss Or 
且つ 彼 等 に それ が 見 え ざ る な り 。 ( 注 17) 3 の の と の 
彼 等 は 、 い わ ば 、 遠 く か ら 呼 ば れる 者 の © Les 
如 し 。 【 注 18) 
第 六 項 
5 i ) SE 054 きた よ す の 2 いく 0 ン ッ ント ッ 2 イ ン 
之 に 関し て 論争 生じ た り 。 も し 前 に 発 2 0 “ 
A I EE 
事 は すでに 決 せ られ た だ た り 。 な れ ど 事実 は 、 人 8 た 
彼 等 は 今 も それ を 疑い 動揺 す 。 っ の LI 
注 15 クル アー ン は 、 ズ ィ タ クル ( 訓 戒 ) と 呼ば れ て きだ が 、 そ の 理由 と し て 次 の 三 つ が 挙げ られ る 。 (1) ク 


ルアー ン は その 教義 を 和信 々 に 覚え きせ る 為 に 、 
それ 以前 の 啓示 圭 に 記 る れ だ な だ 語 向 な 教 落 を 施し た 人 物 を 思い 出る きせ る 。 (3) そ の 教義 に 従う 事 に より 5、 
る の で ある 。( ズ ィ ク ル に は 名 敬 と いう 遍 味 も ある 。) 


そこ に 述べ られ だ な だ 僅 大 な る 


精神 を 高め ゆる 事 が で き 


i 16 
考古 : 
注 17 
注 18 


の 御座 に 近付く 事 を 許さ れず 、 


と り 、 


注 19 


クル アー ン は 非常 に 優れ た 神 の 書 で あり 、 
学 や 近代 科学 と 矛盾 する も の は な い 。 


クル アー ン の 内 容 は 彼 等 に と 5 不 甚 了 腔 で 、 


[遠く か ら 呼 ば れる 者 の 如 し 。」 と いう 言葉 は 次 の 事 を 示し て いる 。 裁き の H に 、 
その 悪事 の 店 し 開き を せよ と 乱 か 彼方 より 呼ば れる で あろ う 5。 
解 息 で き る 。 不 信心 者 は クル アー ン の 教え に 耳 を 貸さ きず 、 そ れ に つい て 部 考 する 市 を 拒ん だ 為 、 
遠く か ら 聞 こえ る 不明 瞭 な 声 の 様 に 理 角 で き な い も の と な っ た 。 


様々 な 表現 を 用 いて 繰り 返し 述べ て いる 。 


人 人 々 は 


其 実 、 教 義 ・ 規 箇 の どれ と し て 


その 教義 の 素 晴 し き 、 有 有効 性 が 彼 等 に は 見 えな い 。 


不信 心 者 は 全能 の 神 
叉 、 決 の 様 に も 
それ は 彼 等 に 


7 章 157 節 に ある 、「 私 の 慈 門 は 、 す べ て を 包括 する 。] と いう 神 の 言葉 や 指し て いる 。 
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(2) クル アー ン は 、 
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47. 


48. 


49. 


50. 


91 . 


2 . 


善行 を 積む 者 、 を は 己 れ 自 身 を 益 す 。 癌 事 
を な す 者 、 そ は 己 が 重荷 た な らん 。 面 し て 、 
主 は その 後 等 

で ももか や 。 


審判 の 日 の こと は 、 ひ と り 彼 の みぞ 知る 。 
( 注 20) 彼 が 知ら ず し て 、 一 個 の 果実 $ を 
の 花 菅 より 出 で ず 、 ま た 一 人 の 女 も 懐 胎 し 
分 焼 する こと な し 。 そ の 日 役 は 、 彼 等 に 向っ 
て 記 わ ん 、「 わ が 同輩 と や 6、 今 何処 に 在り 
や ? | と 。 彼 等 は 答え ん 、「 我 等 は 断言 す 、 
我 等 の 中 で あの 神々 の 証人 と な る 者 は 一 人 
0 な 。 

彼 等 が か つて 拝み た る 神々 は 役 等 
彼 等 は 逝 げ 場 の な いこ と を 思 


か く て 、 
を 捨て 去 り 、 
い 悟 らん 。 


人 人間 と は 内 夢 を 求め て 傘 む こと な し 。 き れ 
どー だ た び 炎 難 に 遭 え ば 、 絡 ち 絶 望 し て すべ 
て の 形 み を 断念 す 


し か も 、 上 難儀 の 後に われ ら が 情け を かけ な 
ば 、 人 は 必ず 云わ ん 、「[ こ うな る は 当然 な り 。 
審判 の 日 な ぞ 決 し て 来る も の か 。 た と い 主 


の 許 に 召し 戻る れる と も 、 我 は 主 の お そば 


で 幸い を 得 ん | と 。 ( 注 21) きれ ば 、 わ れ 
ら は 必ず 不信 心 者 ども に その 行い し し すべ て 
を 語り 聞か せ 、 厳 し い に 刑 を 味 わ し めん 。 


われ ら 人 間 に 恩 恵 を 施せ ば 、 人 乱 ち よる を 
向い て 立ち 上 まる 。 き れ ど 、 一 た び 和 災難 に 遺 
ぇ えば 、 こ は 如何 に 、 長 々 と 祈る 。 





注 20 


モハ ッ マ ド 了 務 言 者 が アラ ププ の 地 に 覆い な た 種 が 如何 に 育ち も 、 ビ の 様 な 実 を 結ぶ 


E に 対し て いき きか も 公平 を 


ハー ミー ムー アデ ッ サジ ュ ダ 


Ce 
es 人 edy 


上 と と ルン アナ ィ で 
IO 


ゅ の の の や 5 SI SS ll 


I Ea dE CICS 2 
人 RI 96 1 


〆 タ アラ アン 


BB 27 っ bo 導 


デン 


ORG ES 
に 2 


る レン % ン 。 (3 の 

GIOS 8 は は る 5 
uaF YL 

OIE I SY 


クン の ンタ ン 2 


(OO プーコ 


タン る ’ 


2 


ン 
ER ? 


eon ea の 


SE NE GE 
LZ 1。 ゥ 2 クン 5 


の SS EIS I OB Es 
2 ッッ Soul バド ン ン レン 。 て 
アド 0 いこ PhW4C6 jp の 


〆 


og 


ピン 


アア 


2 2 クタ ンク 
i 


ds < 2 


し ナナ アア 


\ 


ー* ヽ 


a 





> は 神 の み が 御 存 知 で あ 


る 。 その 実 が 腐れ ば 破棄 され 、 英 味 で あれ ば 大 事 に 保 ま れる で あろ う 。 


注 21 


苦境 に ある 時 絶望 し 、 


順 境 に お いて は 仔 憎 の 権化 と な り 、 普 悩 の 欠け ら も 無い か の ご とく 振る 舞い 、 


成功 は 全て 自ら の 努力 と 能力 に よる も の と う ね ぼ れ 始 め る の が 人 の 性 で ある 。 
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第 四 二 一斉 ハー ミー ム アッ サジ ュ ダ 
53. 云え 、「 こ れ が アッ ラー より 降る れ だ る も の る 34blog ウ 68) NE 
に し て 、 面 も 之 を 前 た ち 信 ず ギ ず と すれ ば 、 I 
真理 より は る か 彼方 に 漂流 きせ られ た 者 より 2 EAR Cat 
り る 更に 迷う 者 は 誰か 、 云 っ て みよ ょ ?」 ょ 。 
神 兆 が 真理 な る こし と が ョ ン > EY Cl タン 
54. われ ら は 、 わ れ ら の 神 兆 が 真理 な る 1 396 は で 
彼 等 に わか る まで 、 遠 隔 の 地 に 診 て も も 、 “ 

A イル メン 1 51 ゥ タプ アン る アン ン 
NG @ 2 i a2 CA 
示 き ん 。 液 、 液 の 主 が 万 物 の 立証 者 な る こ | 3 2 の 

と うう る * 
と 、 そ れ で も 不足 な る か ? ( 注 22) 5 
55、 彼 等 は な お 主 と の 対面 を 疑う か 。 げ に アデ アッー スン (る クッ クタ フン 
レ み る ? 9 < に 

ラー は 一 切 を 包囲 し 給 う 。 の poo の 3 

を の 。 タ 3 2 

69 5 っ (の プシ 

注 22 イス ラム 教 は アラ ブ の 地 の み な ら ず 、 地上 の 最果て まで 広まる で あろ うと 、 当 節 は 明確 に し て 強い 語 


調 で 頂 言 し て いる 。 
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1、 慈悲 漆 く 、 恵 み 遍 てく アト の 御名 に お い 
朱 く 坦 く ツブ 御名 Os TO の (の 3 
で 
2、 ハ ー・ ミ ー ム 。( 注 1) oy 
3. ア イン ・ ス ィ ン ・ カ ー フ 。( 注 2) Ds 
4. か 《 く の 如く 偉大 に し て 監 白 な る アッ ラー EC 
な ッ ラ ー は 、 I 
波 に 先 だ つ 入 々 に 啓示 し だ 如く 、 今 ここ に 時 
アン 
湊 に 洲 示 を 降 す 。 IP 
ノン で R タ =”? の ルル くう 2 グ ター ゃ ノ まっ * エノク アブ 
5. すべ て 天 に 在 る も の 地 に 在 る も の は 共 く a 3 
アッ ラー の 有 な り 。 彼 は 失 高 く 、 玉 大 な る 
者 に まし ます 。 OL 
6.。 諸 天 は その 上 空 よ り 割 れ 裂 けん ば か り 。 天 > て MC 2° 2 
RO に 0 
使 ら は その 主 の 護 敵 を 忠 %、 地 上 の 人 々 の 8 
レア タタ 。 人 
た め に 示し を 請う 。 (GE 3) あ あ 、 0 Cs の る の 
ラー こそ は 天天 に し て 、 仁 遷 な る 者 に ララ クン? は 2 ルプ 
ます 。 3 32 DG) 91 Op 
や i 1 や ン ン な > る 
7. アッラー 以外 に 守護 者 を 求め る 徒 中 に つい i OS1 の 5 
て は 、 ア ッ ラ ー 光 を 監視 す 。 き れ ば 、 液 は 
* は アズ テア ィ の テー ナイ 
彼 等 の 監視 者 に 非 ず 。( 注 4) Ok Ek ES Re 
か ら が アラ ビア 北 で 没 に ノン ・3 か っ と シレ 
8. か く の 吉 く 、 わ れ ら ぁ 人 て 液 ド クー 8 し 4 SIE SS 
ル デ アーン を 啓示 せる は 、 流 を し て すべ て の 時 り 
邑 の 母 並び に その 周辺 の 人 々 に 警告 せしめ Pe 2 を 22 gi 
ん が だ た め 、 ま た 疑念 の 余地 な きか の 集合 の 
注 1 覧 護 す べき 栄 準 の 王 。 
注 2 全 知 全能 者 。 
注 3 人間 の 罪 は 大 きい が 、 神 の 慈悲 は それ に も 増し て 大 きく 、 こ れ は 神 の 全て の 属性 を 超え た も の で ある 


神 の 慈悲 と 、 人 間 を 許す 様 に と の 天使 の 願い が 一 つ に な り 、 彼 は 神 の 同 か ら 救 われ た の で あり 、 梅 い 改 ゆる 為 
の 狐 子 を 授け られ て いる の で ある 。 
神 は 人 間 の 不 克 や 不信 仰 を 見 つめ ゆめ 、 そ れ を 記録 し て お られ 、 も し 彼 等 が 必 い 改め な けれ ば 処 き れる 
で あろ う 5。 


注 4 
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10. 


11. 
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13. 


14. 


注 5 


日 を 人 々 に 警告 せしめ ゆん が だ た め な り 、 疎 る 
者 た ち は 楽 園 に 入り 、 また 下る 者 た ち は 燃 


ぇ きか る 業火 に 陥 ち ん その 日 を 。 


アッ ラー も し 欲し た り せ ば 、 彼 等 を ター つの 
る ミ れ ど 彼 は 、 己 れ の 欲 


民族 に な し 得 た り 。 
する 者 の みそ の 慈悲 の うち に 招き 入れ 給 
う 。 古 し て 、 悪 を な す 徒 回 に は 、 守護 者 も 
た けれ ば 助け 手 も な か る べし 。 

彼 等 は アッ ラー 以外 に 守護 者 を 求め た る 
か ? る ミ れ ど E、 ア ッ ラ ー こ を そ 真 の 守護 者 な 
り 。 役 は 死者 を 時 らら せ 、 全 能 に まし ます 御 
方 。 

第 二 項 

何事 に よら ず 、 お 前 た ち に 和 争論 ある 時 、 を 
の 最後 の 裁き やつ ける 者 は アッ ラー な り 5。 
云え 、「 こ は アッ ラー、 我 が 王 、 我 は だ が だ 彼 
を 信頼 し 、 常 に 悔 司 し て 彼 に 心 を 向け る 」 
Es 


彼 は 天地 の 創始 者 がり 。 彼 は お 前 た ちの だ 
め に お 前 た ち 自 身 の 中 か ら 妻 克 を 創り 、 ま 
た 家畜 に も 雌雄 を 創り 、 に よっ て お 前 た 
ち を 殖 し 給 う 。( 注 5) 彼 の 如き 御方 は ほか 
に な し 。 彼 は すべ て を 聴き 、 す べ て を みそ 
な は し 給 う 。 


天地 の 諸 鐘 は 征 の 有 な り 。 役 は 己 れ の 欲す 
る 者 に 給 養 を 拡げ 、 また 欲す る 者 に 之 を ひ 
き 締 め 給 う 。 げ に 彼 は 一 切 を 致知 し 給 う 。 


彼 が お 前 だ たち に 規定 せる 教え は 、 か つて ノ 
ア に 申し つけ だ た る も の 。 われわれ ら 今 ト 液 に と を 
啓示 せり 。 こ は アプ ブラ ハム や モー ゼ や イエ 
ス に 命じ た る も の な り 、 す な わ ち 、「 信仰 を 
堅守 し 、 宗 派 に 分 像 する な か れ 。 液 が 人 々 
に 呼び か ける この 教え は 、 偶 像 時 拝 者 ども 
に は 来 難 な り 。 ア ッ ラ ー は 欲す る 者 を ロ れ 
の た だ ため に 選び 梅 悟 し て 心 を 主 に 向け る 者 
を 巳 れ の 道 に 導き 給 う ] と 。 


神 は 夫 婚 の 


< 
N 
1 で 
KN 
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EIC] 
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} MR 


ds RA 


メルル で 。 ぅ アラ 


SAA OT 00 
ンク る ク / る て て クレ 2 スロ ウッ ク 

Ce ン の で 2 の 
GI HE っ CG ES 2 


1 ウタ ン レ っ 


I AA あっ 1 仙 35 負 (の 中 


し ど ク 


タク ちっ 。 4 タ da 5 の うみ イ ? - 
WLS IY GAINS 3 


る 2 プ タン ラック タッ ク 


643 し 2383 し る の 8 
DENRA CIR ES 


結び 付き に より 人 類 の 子孫 や 培 や る れる 。 
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第 四 十 二 章 アル ・ シ ュー ラ 
15. 然るに 彼 等 は 、 知 識 が 降り た る 後 、 瓦 に 交 1 2 Re 2 る 
Au な by な は 3 
み 合い 、 分 像 せり 。 も し 定め られ だ 時 限 に の の 2 
こっ に = ” 帯 た る 人 6 る ン * | イル ラタン ウン ク ! 2 
関し 主 の お 言葉 な か り せ ば 、 事 は すでに 決 と G2 CE $3 3 A 
済 せり 。 な れ ど 、 彼 等 の 後に 経典 を 受け 継 の 
アラ * うる ア ウン % 
い だ 者 た ち は 、 今 も 芝 に 関し て 疑心 を 抱き To sid 
動揺 す 。 9 クタ ノビ ッ ン ) の 9 
a a CI | 
16. され ば 液 は 、 人 々 を この 教え に 如 せ 。 溢 が EE 
命ぜ られ た 如く 聖 忍 不 抜 で あれ 。 彼 等 の 思 1U の 3 EE 
惑 に 徐 せ られ る な 。 耐 し て 、 云え 、「 我 は アッ そそ 2 タタ ント ュ ン る 
8 ls eal 1。 ぁ 1 
ラー が 降 せ る 経典 を 信 ず 。 我 は 公平 に お 前 E 05 の 2554 
2 タン ん ゥ ン 。 2 
た ち を 裁断 する こと を 命ぜ られ た り 9。 アッ ー 522652 仙 (YA の あら 16 
フ ラー は 我 等 の 主 に し て 且つ お 前 た ちの 主 フッ ン の の? ン ょ み 名 ング ーー 
な り 。 我 等 の する こと は 我 等 の 下 任 、 前 a NC SME 大 
た ちの する こと は お 前 だ ちの 次 任 な り 。 救 5 の 5 ンタ ンタ レン 5 ンタ っ ク シュン 
等 と な 前 た ちの 間 に は 何 も 論 争 す る こと な PE | や 
し 。 い ずれ 閣 ア ッ ラ ー に 召集 きれ 、 彼 の 許 
へ 帰る べし 」 と 。( 注 6) 
17、 き れ ど 、 ア ッ ラ ー の 呼び か け に 応え た 後 、 と や 1 うに Te CR 
アッ ラー を あげ つら う 者 、 彼 等 の 論議 は し 。 る 
プン 2 リン ンタ ン 2 イィ 
ナッ ラー か ら 見 れ ば 無益 な り 。( 注 7) 天 六 る 3 I er 20 
彼 人 等 『 に 降り て 厳し い | 前 や 受け ん 。 2 クイン ラタン < ダス スン 
ORs le a Coar 
18. アッ ラー こそ は 真理 を 以 て 経典 を 降 し 、 且 i イッ ンダ dc 
1 bd } } 
っ 称 を 授け 給え る 御方 な り 。 面 し て 、 終 末 IPCDUPT 
の 日 の 近づけ る こと を 液 に 知ら し め る は 誰 OL SN dS A 
か ? 
Sv GA : 4 ss ン 4 ゥ ン ラ ン 
19. 終末 の 日 を 信 \ ぬ 従 工 は 逐 を 催促 する が 、 OI oR Js 
信ずる 人 々 は その 必ず 来る こと を 知る が 故 。 ? 。 ラ ノシ 9 の 
ょ き ン EU < 
に 心配 す 。 油 断 す る な ! 終末 の 日 を あげ SO CLO 
注 6 "モハ ッ マ ド 預 言 者 は 、 彼 が 現れ る 前 の 全 啓 示 半 に 記さ れ た 中 で 、 彼 の 信じ る 他 言 者 の 弟子 と な る 様 処 
所 に 命じ られ て いる 。 それ 故 、 他 の 預言 省 が 彼 と 反日 する いわ れ は 全く な い 。 
注 7 イス ラム 教 が 起こ きれ 、 多 く の 人 々 が 信者 と な り 始 め た 為 、 不 信心 者 が イス ラム の 神 の 由来 に 異 譜 を 


貴 え 続け て も 、 そ れ は 無駄 な 事 で ある 。 


注 8 
の 恐怖 の り 昌 に 自ら 6 の 行為 に 中 し 開き を し な けれ ば な ら な いと 知っ て お り 、 


不信 心 者 は 裁き の H を 信じ な い の で 、 そ れ を 懲 れ ず 、 そ の 日 が 早く 来る 様 求め ゆる 。 


が 訪れ る の を 恐れ て いる 。 


し か し 、 
常時 を の 日 に 備え を る と 共に 、 


信者 は そ 
を の H 
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つら う 莉 は は な は だ し き 迷 誤 の 中 に あり 。 
( 注 8) 


EC 


し も べ イン ン うり デ 〆 ws 
20. アッラー は その 僕 等 に 対し て 優し くま し る る 25 52 3 アデ Ch 全 
2 . 彼 は その 欲す る 者 を 養う 。 彼 は 宇 強 外人 か 
、 至 偉大 な り 。 Ol Gs | 
第 三 項 
1 こい ね が を ん * グ し ky ef 5 Le 
21. 来世 の 収穫 を 希 う 者 に は 、 わ れ ら は を その 収 03 als EE ET 
穫 を 増 さ ん 。 現 世 の 収 穫 を 希 う 者 に も われ 了 の 6 
ら は それ を 与え ん 。 され ど 、 来 世に 訟 て は 、 3 6 おち CA も bs らら らら 2 る 5 
を の 者 の 分 け ま え は な か る で し 。( 注 9 ) 2 Da 2 の io 
⑨ wen 2 EN GAL 
22. 役 等 に は は アッ ラー の 同位 者 あり て 、 ア ッ io ン ェ ラッ タイ ラッ タ ンス 3 ッ ク イッ ン 
1 
ラー が 許 き ざり し 教え を 彼 等 に 許可 し た る 1 NS se le] 2 
で ト こ 半 ポ され ーー =- と に た 
か ? され だ 、 わ れ ら の 最後 の 決定 の 言葉 22< の っ ME BA 
な か り せ ば 、 事 は すでに 片 づ き だ り し な り 。 
タイ クル クー 10 る 
不義 者 は 必ず 韻 酷 な 前 を 被 らん 。 oil ES CaN Sy 
\ 人 タン っ ウン ノン ン ッ 
23. 液 は 自分 分 て 稼ぎ た め だ た も の の た め に 悪 果 が 5 592 Ass 2 GuMDt グ の 
を の 身 に 降り か か り 、 戦 恒 す る 不義 者 も 
ss フク プン アタ プイ 】 
を 見 ん 。 き れ ど 、 信 ビ じ て 善行 を 積む 者 は 、 に 
楽園 の 草原 に 住ま ん 。 彼 * 等 は 主 の 御 許 で 、 
アァ アラン (pg マン ン ッ ~s9$ タイ で 
己 が 欲す る も の を 得 べ し 。 こ は い と も 大 な TO ICA Cl 
る アッ ラー の 賜物 な り 5。 CN 1 1 
デッラ 場 * < | 2 
っ も ペ も の ワリ ノミ の の りり キッ タタ ア 
24. こ は 信じ て 否 行 を 積 僕 等 に サ ぇ る テッ 12oIGAUIsCe 交 DS 
ラー の 朗報 な り 。 云え 、「 我 は お 前 た ち へ の レン ルン * a ン レ 
奉仕 の た め に 如何 な る 報酬 6 求め ゆず 。 だ だ 539 Ac AYU hal 
近親 を 愛す る が 故に お 前 た ち を 神 へ 導く A で ッ る 4 を ある あし っ うる 2 ・ 
と 。 ( 注 10) 誰 で あれ 葬 行 を 積む 者 に は 、 54 RE O83 8 
. > 開 柱 を まず に の 52 マレ ルー る イク ッ タク 
われ ら は それ に 対し て 普 福 を 増 きん 。 げに @% < NG WR ? 
アッ ラー は 寛大 に し て 、 す で 感激 な さる 御 
方 に ま し ます 。 
注 9 この 世 の は か な い 物 を 手 に 入れ る 事 に の み 至 め る 人 は 、 来 世に お ける 永 科 の 命 『 の 恵み を 与え られ は し 
な い 。 し か し 、 来 世に 備え る 人 は 、 過 分 な 神 の 恵み を 授かる で ある 3 う 3。 
注 10 この 言葉 は 又 次 の 様 な 高 味 に ぉ る な る 。 I) 私 は 中 人 を 神 の 法 の 下 へ 呼び 寄せ た 事 で 、 費 入 か ら 報 酔 を 得 


る つも り は な い 。 


唯 、 親 族 と し て 、 


中 人 が 精神 的 安らぎ を 得 て い な い の で は な いか と 案 ず る 余り 、 を そう する の 
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26. 


2 


28. 


29. 


30 . 


31. 


論 す る な ら 、 
酬 や も 求め ゆめ な い が 、 


・ 彼 等 は 「 彼 ムハンマド が ア ッ ラ ー に つい て 
虚偽 を 揚 千 『 せ り ] と 云う か ? も し アッ 
ラー 欲し な ば 、 液 の 敵 の 心 を 閉じ た る 如く 、 
I アア 

ー は 、 液 の 口 を 通し て 虚偽 を 吸い 取り 、 
oo PH 
人 が 胸中 に 抱く こと を 熟知 し 給 う 。 


僕 等 か ら の 悔 悟 を 容れ 、 も ろ も みろ の 罪 を 散 
す は 彼 な り 。 面 し て 、 彼 は お 前 だ ちの 所 業 
を 知 楽し 給 う 。 


彼 は 信じ て 閣 行 を 積む 人 々 の 祈願 に 応え 、 
彼 等 に その 慈悲 を 加増 す 。 き れ ど 、 不 信心 
者 ども に は 、 茂 し い 罰 を 下 し 給 う 。 


も し アッ ラー が を の 僕 等 に 対す る 給 養 を 
称 し 過ぎ な ば 、 彼 等 は 地上 に 訟 て ほし いま 
ま に 振舞 わん 。 き され ど 、 二 は 、 欲 する 時 、 
之 を ほぼ ほど に 下 し 給 う 。 げ に 彼 は その 僕 


等 を 和 就 知 し 、 之 を 監視 し 給 う 。 


し か 

面 し て 、 彼 等 が 絶望 せる 時 、 雨 を 降ら せ て 
その 慈悲 を 展開 する は 彼 な り 。 役 は 守護 者 
な り 、 講 美 せ ら る で き 御 方 な り 。 


彼 の 神 兆 の 中 に は 、 天 地 の 創造 と を こ に 彼 
が 撤 き 散ら し た 生き と し 生け る も の あり 。 
彼 は 、 そ の 欲す る 時 に 彼 等 を 召集 
能力 あり 。 

第 四 項 
お 前 た ち に ふり か か る 不幸 は 、 お 前 た ちの 
手 が 稼 い だ こ cs きれ と っ 彼 は 。 お 前 だ ち 
の 数 々 の 罪 を 寄 遷 し 給 う 


アル ・ シ ュー ラ 
Do GA So 0 


る クノ る? レコ 2 。 ラン 
GS So A ES A Es も 
A ld EE ECN 4 


4 し と ヤナ a 3 褒 
9 の う # eo IO NA 
タレ ラン 
ETA Su 


as gS 


し 4 し アデ 4 の 2 
OR A GIRS es 
4? ー ュ ン ン ン っ ノン 
06 1 
RE A SAS る 0 
や z 
の 2 
et 


SCS CoE GS 


i a NS 
I DIG EA GE O23 


2 ン ノン タン リン ルン 
cg ・ 


人 


4512 つろ し e3 


NOS 
SNE も びと 2 の C5 
OSS 


で ある 。 (2 私 は 、 信 人 の 精神 に 利 す る 様 に と 私 が 為 し た 大 事業 の 報 杖 を 貴人 に 求め は し な い 。 唯 、 真 人 は 、 忠 
族 し と し て の 身 の 処 し 方 を 知る べき だ 。3) 私 の 貴人 に 対す る 気 中 いや 愛 に 報い て 欲し い の で は な い 。 
少な く と も 私 が 貴人 に 示す 様 な 親族 た し て の 心配 を 嘆 人 も ぁ す る べき だ 。(④⑪ 私 は 長 人 に 如何 な る 報 
唯 、 押 に 近付き た いと 願う で べき で ある 。 こ の 最後 の 内 容 は 、25・ 58 と 一 致し 、 そ の 普 所 に 


唯 、 私 に 反 


は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 深 の 様 に 語っ だ と 記 る れ て いる 。『 政 は 町 だ ち へ の 夫 仕 の た だめ に …… 。 (文中 )」 
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32. お 耐 た ち は 、 地 上 に 記 て 神 の 計画 を 挫折 す 2 と し っ そっ 5 は の 5a 入 人 る 
グ 


こと 能 わ ず 、 ( 注 11) また アッ ラー 以外 レン 
の プロ る ぅ > タ っ e 
に 如何 な る 友 も 助け 手 も な し 。 (の うり うら の 2 部 oH の 
33. また 、 山 の 如き 巨 船 が 海 を 流 る の も 、 彼 の NNG A Chad 22 
dts 
神 兆 の 一 つ な り 。 ( 注 12) Pr 
34. 彼 も し 欲 き ば 、 風 を 止め て 船 を 海面 に 停止 を 6 2 の て UBS に 2 
せしめ る こと も 可 な り 。 げ に この 中 に 含有 os の の の OO 
人 2 る 
きれ る こと は 、 耐 え 忍 び 感 謝 す る 人 々 へ の CC TOD 人 
神 兆 な 5。 
35. 或いは 彼 は 、 彼 等 人 開 が 稼い だ こと の た め ゥ ン いう 2 2 タン クイ エッ ー る る 2 グッ ン 
に 、 船 を 沈め ゆる こ に も 可 な り 。 き れ ど 、 役 BR Ol ed 3 


は 、 彼 等 の 罪 の 数 々 を 夫 区 8 し 給 う 。 . 
2 ut ン 1 ダッ タ っ る 
36. され ど 、 ア ッ ラ ー の 神 兆 を あげ つら う 者 は 、 22 1 は 62 9212 3 


自分 た ち に は 庄 げ 場 の な いこ と を 思い 知ら a 
ん 。 ⑥ っ 2 の 
シン 8° る ッ ョ Cm ッ タ 4 


の 吾 業 な むだ テッ ラー の 御 許 に ある も の 9 1 
を な お 勝 り て 永続 す 、 信 じ て そ の 主 を 頼 2 人 2 6 も 3 


る 者 に と っ て は 、 8 8 
oR 2 


38. 大 罪 や 醸 行 を 避け る 者 に と っ て は 、 慎 類 を る 1 る 2 イッ ン ッ いて ン 
か ん じ よ RI EY seu o ls 
抑え て 寛 怒 する 者 に と っ て は 、 ( 注 13) A ワル DS ? 


て “nS, レデ 円 1? 有 し ノラ 
1 タラ タ i 
39. 主 に 耳 を 令 け 礼拝 を 閣 守 する 者 に と っ て A 
は 、 互 に 相談 し て 事 を 行う 者 に と っ て は 、 AG a 
( 注 14) われ ら が 授け た も の を 惜しみ な く a 9 
施す 者 に と っ て は 、 02 











往 11 イィ ス ラム 教 が 勝利 を 得 、 不 信心 者 は 神 の 命 に を むく 事 は で きず 、 イ スラ ム の 前 進 を 遮る 如何 な る 妨 填 
も 許さ きれ な い 。 不 信心 省 は 、 神 が この 様 に 命じ られ だ と 吉 げ ば られ て いる 

注 12 当 節 及 び 他 の 数 節 に お いて 、 ク ルアー ン は 、 船 が 国際 変 流 に いい て 重要 な 役 割 を 某 た す と 指摘 し て い 
る 。 1400 年 前 に 砂漠 に 住む 子孫 に 啓示 る され だ た この 長 実 は 、 ク ルアー ン が 神 に 時 る も の で ある 事 を 十分 に 証 
明 し て いる 。 

注 13 "この 言葉 は 、 あ ら ゆ る 種類 の 罪 、 道 徳 上 の 過ち に 言及 し た も の だ が 、 個 々 の 芋 に つい て は 問 り が 引き 
金 と な っ て いる 。 類 り が 限度 を 超え る 時 、 様 々 な 崖 が 犯 き れる の で ある か ら 。 

注 14 この節 は 、 イ スラ ゥ ム 教徒 が 国事 を 司る 際 の 指針 し し て 、 シ ュー ラ ( 相 記 協議) に つい て 述べ て ある 。 
この 一 語 は 、 柄 側 諸国 の 診る 政府 の 代表 制 の 本 質 を 表し て いる 。 イ スラ ム 国 家 の 指導 者 で ある カリ フ は 、 国 の 
重要 問題 に つい て 決断 を 下す 時 、 国 民 の 代表 と 換 識 する 事 を 義務 付け られ て いる 。 4 章 59 節 も 参照 の 事 。 
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第 四 十 二 意 アル ・ シ ュー ラ 
40. 追 害さ れ た 時 その 身 を 護る 者 に と っ て は 。 。@OEL 2 の 人 の 
4 , 危害 に 対す る 報復 は 、 それ と 同じ 危害 な り 。 2 Ok Lo し の wu タン 
A 2 AA 時 は >3 
きれ ご ど 、 寛 想 し て 和解 する 者 に は ば は 、 ア ッッ ラー we 
の 許 に 報 綿 あり 。 げ に アッ ラー は 不義 者 を REE る 
愛 で 給 わ ね 。 ( 注 15) 
ヶ ゃ ウト 、 メ グリ レン デビ クタ サレ ラメ レン ン ン うっ “> 
42. 迫害 きれ た 時 、 防御 する は 、 罪 に 非 ず 。( 注 BIR EE OTe 
16) 5 72 
Od 
43. 加 せ ら る べき は 、 人 を 迫害 し 、 地 上 に 放 て の 計 の GC るる 過 A WT 
不当 に 則 を 越え る 者 ども の み 。 の 遇 | 
| I アオ ケ 。 ゥ グラ ーs 
SAS es GFL HYG 
44. る されど 、 耐 え 礼 び 、 散 し て や る な ら 、 そ は と と 4 る 1 レオ ンチ ン アア ィ 
崇高 な 裁断 な り 。 i Oa he 2 を 
第 五 項 の 
45. アッ ラー が 邪道 に 導 こ うと し た 者 に は 、 以 fo つり で ウラ 2 に 3 8 和光 2 
後 如何 な る 守護 者 も な し 。 市 し て 、 液 は 、 2 レン 5 イン と 2 
不義 者 ど も が 刑罰 を 目の当たり に し て 、「 ど Sc ologll ls ER PE 
こ か に 引 返 す 道 な きか 7? | と 叫ぶ を 見 ん 。 うー アプ ゥ ロロ コン ン 
還 LSC Ad 
ご うぅ か "る i タッ タン > の ッ る 
46. 液 は 、 彼 等 が 業火 の 前 に 連れ て 来 ら れる と 、 dS Chi 人 NC 052 2 
恥 て うな だ し 、 盗み 見 する を 見 ん に ( 注 17) タタ レゴ エン ガル セア 
レ は の ほえ し 】 
証し て 、 信 徒 た ち は 云 わん 、「 復 活 の 日 に 、 A od うう 
家族 も ろ と も 我が身 を 破 減 す る 者 は 、 本 当 902? ライ ラン る 作っ 
し つい: pons レン 
の 失敗 者 な り ] と 。 見 よ 、 不 義 者 ども は 氷 壇 | で ンー 1 を ご i 
稀 凡 の 中 に 留まら ん 。 RIEHIPAKIECOGI 4 
の 的 禄 の 中 に 留まら EEL I GN 3 8 
注 15 、 この節 は 、 イ スラ ム の 刑法 の 根幹 を な し て いる 。 イ スラ ム 才 義 に 基づく 罪 入 の 処 加 の 真 の 目的 は 、 罪 





人 の 道徳 的 更生 に ある 。 も し 許す 事 で その 者 が 幾 分 な り と も 道徳 的 に 向上 する な ら 、 披 は 許さ れる べき で ある 。 
し か し 、 処 罰 が 彼 を 更生 に 向かわ せる な ら 、 彼 は 前 せら れ な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 そ の 制 は 、 犯 し た 罪 よ 


り 重 いも の で あっ て は な ら な い 。 
ダ ヤ 教 の 教義 いずれ を も る 信じ に 
注 16 
ょ し て 、 イ スラ ム 教 は 、 法 ・ 経 済 ・ 
は 自己 防衛 を 信者 の 道徳 上 の 閉 務 ょ よみ な す 。 モ ハッ マ ド 聞 言 者 は 、 


イス ラム 教 は 、 


も う 一 方 の 上 類 を 出す と いう 威 し に 教 ふえ や 、「 目 に は 上 月 を 」 の < 
ず 、 常 に その 中 良 を 宣 ん じ て い る 


処 凡 に 関す る イス ラム 教義 は 、 非 現 実 的 理想 主義 者 の 選 に は 響 か な いか も し れ な い が 、 現実 的 な 宗教 


道徳 の 諸 問題 に 最も 有人 益 


に し て 現実 的 な 解決 策 を 定め て いる 。 イス ラム 教 
次 の 様 に 語っ た と 記 る れ て いる 。 財産 と 名 


准 を 守る べく し て 命 を 落と す 者 は 菊 教 者 で ある (ププ ハリ 、 マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ 書 )。 
こそ こそ し だ 日 付き は 、 犯 罪 の 為 召喚 きれ 、 判 決 が 下る れる の を 待つ 罪人 の も の で ある 。 


注 17 
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47. アッ ラー 以外 彼 等 を 助け る 守護 者 な し 。 


48. 


アッ ラー が 邪道 に 導 こ 
は や 指導 の 方 途 な し 。 


うと し た 者 に は 、 も 


流 等 、 避 け 難 い 日 が アッ ラー より 来る 前 に 、 
斑 に 耳 を 傾け よ 。 その 日 お 前 だ ち は 括 れる 
と ころ なく 、 韻 認 す る 機会 も な し 。 
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タク っ m 9 の る っ クタ ッ ン フレ 1 29 タイン 
の CT うい らら 〇 2 の に 本 
@J5zo24 し 54 Ro 


GE 61 か 321 6 
Oo 
OS 


クー ぞ 


&: 








49、 る きれ ど 、 な た と い 彼 等 顔 を そむけ る と も 、 ゎ わ 2 2 イシ アン i 
れ ら は 波 を 彼 等 の 守護 者 と も し て 遣わ し た に Bist CIs i 75 の 2 
ょ ュ ユエ ニ ー ノン スク クン r ン ラー ウッ ク レン ンク イン る 
非 ず 。 流 の 務め は た だ 神託 の 伝達 の み 。 見 の 22 と i A 
よ 、 人 間 は 、 わ れ ら が 恩恵 を や 味 わ せ て や る の 
YS は 、 っ 2 2 ア タグ る ン レ エレ ラフ ニール レラ タラ ムッ し と レ 
ょ 大 喜び する が 、 己 が 手 が 先 に 送れ る も の A PRCad AL vo 13 (2 
の た め に 炎 難 に 遭う と 、 銘 ち 恩 を 忘 る 。 る タン 2 クー デー レン 
9 ら の 6 
あめ つ ち 3 上 さ = デレ レン ン タッ ン pu? タク 6 1 
50. 天地 の 大 権 は アッ ラー の も の な り 。 CG ed dd 
が 欲す る も の を 創造 す 。 彼 は 己 が 欲す る rs ク 。 テン ン 
i LL イタ イメ 
に 女児 を 与え 、 ま た 己 が 欲す る 者 に 男児 を る 0 DE 
与え 給 う ツレ ン ッ ク 
@⑥ っ ya 
51. 或いは 、 ア ッ ラ ー は 、 女 児 、 男 児 、 共 に 与 の 440GGE スラ チョイ タン 
Useb う うい | りう 
ぇ 給 ふ 。 或 い は 子宝 の 取 み を 与え 給 わ ず 。 ラメ イ 
げに 、 ア ッ ラ ー は 、 万 事 を 知り 、 万 事 を 能 の ァ C Js 225・ Cu 
くす 。 ( 注 18) 
52. アッラー は 刻 示 に よる か 、 帳 の 背後 か ら 、 LC24 ン 履 タラン フレ テン ン 
と うら 12 0 ol 2 
或いは 使徒 を 造 わ し て 己 れ の 欲す る こと を a 2 
沙 示 する 以外 は 、 人 間 に 直接 語り か け 給 わ 453UG タイ nt Ce 
0 eg 邊 の yo Jor os GD 
ず 。 ( 注 19) げに 彼 は 至高 く 、 堅 挫 に まし 
タッ アン ャ プレン 
ます 。 LE EE KO 
注 18 当 節 及び 前 節 に お いて 、 不 信心 者 は 神 が 次 の 様 な 命令 を 下さ れ だ と 告げ られ て いる 。 イ スラ ム 教 徒 が 
その 数 を 増す 一 方 、 不 信心 者 は 減り 、 彼 等 の 子孫 が イス ラム 教 と な る 為 、 絶 を て し まう で あろ うぅ 。 
注 19 。 当 節 は 、 神 が 下 短 に 語り か り 、 啓 示 を 毒 す 三 通り の 方 法 に つい て 述べ て ある 。 (1 ) 神 は 巡 介 を 通さ ず 、 


直接 彼 等 に 語り か けら れる 。(2) 神 は 彼 等 に 幻想 を お 見 せ に な る が 、 
文 、 時 に は 目覚 め た 状態 の 時 に 彼 等 


に 声 和 を お 半 か せ に な られ る が 、 


それ が 理解 きれ る か 党 か は 定か で な い 。 
その 時 彼 等 に は 語り か ける お 次 が 見 えな 


い 。 これが 「 典 の 音 後 ]」 と いう 語 の 意味 する 所 で ある 。 (3 ) 神 は 使者 、 す な わ ち 神 の お 告げ を 運ぶ 大 使 を お 赴 
し に な る 。 
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イス ラム 教 は 、 人 問 を 抽 の も と へ 導き 、 人 間 の 創造 の 俸 大 に し て 岩 高 な る 目的 を 悦 ら せる 生命 ・ 光 ・ 


53. か くわ れ ら は 、 わ れ ら の 命 に よっ て 液 に 神 
の 言葉 を 啓示 せり 。 液 は 経典 が 如何 な る も 
の か を 知ら ず 、 まだ 信仰 が 如何 な る も の か 
も 知ら ざり き 。 きれ ど 、 われ ら 6 は 、 之 に よっ 
A 
。 げに 液 は 人 間 を 正しい 人 道 へ 導く 。 
54. すなわち 、 天 地 に 在 る も の 一 切 を 統 べ 給 う 
アッ ラー の 道 へ 。 ( 注 20) 見 ょ ! 万 物 は 
茶 く アッ ラー の 御 許 へ 帰り 行く 。 ( 注 21) 
注 20 
道 で ある 。 
注 21 全て の 物 の 始ま り と 終わ り は 、 


アッ ラー の 手 に 委ね られ て いる 。 
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ゲル ャ ッッ フ ロジ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね mm な a 
1. 慈 誠 深く 、 貞 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の の こら に P10 
て 。 0 
、 る と, 
2. ハー・ ミ ー ム 。 ( 注 1 ) OF 


3. わ 和 ら は この 明 有 瞭 な る 経典 を 証拠 と し て 引 ブッ と 
証 す - OR 


4。 われ ら は それ を 、 お 前 た ち が 理 解 し 得る ょ 2 2 
う 、 清 潔 是 つ 感 銘 的 な 言葉 の クル アー ント OI SA 
な せり 。 
し か 

5. 証し て 、 そ の 内 容 は 、 わ れ ら が 許 に ある の で イセ ン EGR 
血 その 内 ら が 許 に ある 琴 LE ES AG 


高 に し て 知恵 に 満ち た る 母 典 の 中 に 記 き れ 
だ も の な り 。( 注 2) 


ほお じゅ う 
6. お 前 たち が 放 縦 な る が 故に 、 わ れ ら この 沖 7 2 タン 
CS tA 
工 を お 前 た ちか ら 6 取り 上 げ る きか? ( 注 OO だ OCN IE 
3 ) 
7。 わ れ ら は 知 何 に 多く の 預言 者 を 苦 の 民 へ 中 NS の 名 
NG Ge EL 
わし た こと か ! NS 
8. 鉄 る に 、 預 営 者 が 現れ れる たび 、 彼 等 は 芝 OSES sees 
を 嗣 笑 せ り 。 A 


9. それ 故に 、 わ れ ら は この 者 ども より 力 優る DR EE EL REC 
民 を 打 減 ば し ぬ 。 古人 の 先例 すでに あり 。 SINCE 
ど 


10. も し 液 、 彼 等 に 向っ て 「 天 地 を 創造 せる 者 3 は 22720 じ 833 
5 Cy lS の 
は 誰か ? | と 問わ ば 、 彼 等 は 必ず 答 えん 、 SE gS 


マン タマ ィ ン ン ンタ 。 タ ンク 


「 万能 全 知 な る 神 こ れ ら 両者 を 創造 せり 」 Al SA る 

Ea 
注 1 人 党 護 すべ き 茶 状 の 主 。 
注 2 成 律 の 原理 ほ た い う 記 味 の 語 、 母 典 は 、 ク ルアー ン が 神 の 栄 知 に よる ぉ の で あり 、 祥 法 (シャ リヤ ) の 
原理 と な る 事 を 示し て いる 。 メ 、 ク ルアー ン が 究極 の 神 の 律 法 の 根本 原理 た な る 様 、 永 遠 の 御 命令 が 下さ きれ た 
と 意味 し て いる し も いえ る 。 
注 3 この 言葉 の 意味 は 次 の 様 で ある 。「 次 人 か ら 、 警 告 ( 神 か ら の 忠 吾 ) を 取り あげ 、 責 人 に 背 を 向け て 、 何 
の 導き も 与え は ま ま 貴信 か らら 座れ て 行っ て し まう と で も 思っ て いる の か 。」 
神 の し る し の 形 を と る 天 の 告 は 途絶 を る 事 は な い 。 天 の し る し を 拒む 最も な 理由 が あっ だ な ら 、 初 め の 預 
言 者 に 壮 いて 他 の 預言 者 が 出現 する 事 は な か っ だ だ ろう 。 し か し 、 頂 理 者 は 現れ 続け た の で ある 。 
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ふし ど デ レコ 
11. 彼 は 大 地 を 前 た も の た め に 私 所 と な し 、 3 IE ENN I ES 
お 前 た ち が 迷 わ ず 歩 ける よう に その 中 に に の デン ポン 
党 筋 を 開き 給え り 。 OIE TL CS 
くだ も つ アレ 
12. また 彼 は 、 程 よく 案 か ら 耳 を 降 し 、 以 て 枯 。 5555 36503 人 2 つり 5 Gs 
死 せ る 大 地 を 時 ら 6 しむ 。 お 前 た ちゃ その よ 21252 の RG 226 補 
うに し て 悪 ら し め ら れん 。( 注 4) Goer A sO も 
> 3 ナ 任 i 3 2 LL GI II A 。 る 
13、 ka お 前 た ち ヵ ひつ > NS EY 
乗る 船 や 家畜 と を 創れ 5。 8 
0 
づち に AU59 LU 訓 
Le ン 4 
14. こ は お 前 た ち を その 背 に 安 生 せしめ ん が た 有 38 > 3 
っ 4 | ゆ そ ) ちせ) 2 3 
夫人 お 前 た ち が そ の 背 に 乗る た びに 、 = 
タプ る 2 ェ 1 る 
の 恩恵 を 憶 い 起 し て 「 こ れ 等 の も の を 我 NE 3 人 0 1131 
i 我 等 自 ーー 
身 で は 出来 得 ぎ り し こと な り 。 UL dL じ Ci 
ビ ベー 5 に A が お ee Pd 一. と » Fe タプ ws そ ン 
15. 0 我 等 は 必ず 帰り 行か ん 」 と 云う 0 SE 
も べ み こ み タ 2 ユラ クタ タ {2,3 
16、 換 る に 彼 等 は 、 彼 の 僕 の 政 ぁ 者 を 御子 と 2380c OCS Ee Ce oo 15 と う 
張 す 。( 注 5) げ に 人 間 は 明らか に 忘 思 な り 。 32 
第 二 項 5 プン 
17 . ア ツ ラー は を の 創れ る も の か 6 喝 EE を 取 ン ッ ュ ン 1 ッ ME アオ ナメ エア アン ん 
り 、 お 前 た ち に は 男児 の 名 答 を な える と RE 
な ? 
18. 彼 等 の 誰か に 娘 が 生ま れ た よ 半 く 上 、 を の TO の 1 人 ま と 
男 の 顔 は 蒼 臼 ほな り 、 激 即 す る 。 タン る 開か 
し アタ レア 
の Ab57245 う 13 と とら Lo 
と Nk a = カ 。 。 ラク タレ の 2 。 タウ の ダッ レン ン 
19、 装 身 具 の 間 で 育て られ は し て も 、 議 論 を 明 と Lo ぬう od G1S EN 6 ら 2? 
確 に 表 明 し 得 ぎ ざる 基 を や 、 ア ッ ラ ー に 押し つ a 
ける の か ? ( 注 6) 
注 4 雨 が 降れ ば 乾い た 大 好 に 新た な 生命 が 生じ る 様 に 、 流 の 死人 も 神 の 世 示 を 通し て 評 る と 、 こ の 言葉 は 
示し て いる 。 
注 5 この 言葉 は 、 イ エス が 神 の 子 ど と する キリ スト 教 の 教義 指す 。 
注 6 この 言葉 は 、 装 飾品 で 飾り 立て た 偶像 を 指し て いる よう だ 。 当 節 は 、 偶 像 味 拓 者 を 厳し く 非 牙 し て い 


る 。 彼 等 は 、 問 


て いる 。 


5 か けた だ たり 彼 等 の 祈り に 答え る 事 が で きず 、 


敵 の 攻撃 か ら 彼 人 箋 を 守る 事 も できない 偶像 を 崇め 
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の ま 。 


の の 。 


24 . 


25. 


26. 


27. 


28. 


注 7 


と も 


、 彼 等 は 慈悲 深い 神 の 僕 な る 天使 を 女性 と 考 
える 。 彼 等 は その 創造 に 立ち 合い た る か ? 
彼 等 の 証言 は 記録 せら れ 、 必ず 紐 問 きれ 
ん 。 
彼 等 は 去 わ ん 、「 も し 慈悲 深き 神 和 欲し た り せ 
ば 、 我 等 は 天使 等 を 崇め は せ ざ りき 」 と 。 
彼 等 は この 事 に つい て 何 ん の 知識 も な し 。 
彼 等 は た だ だ 憶 沿 する の み 。 
クル デー ン よ り 以 前 、 わ れ ら は 彼 等 に 経典 
を 授け た りや 、 彼 等 それ を 護持 する や %( 注 
7 ) 

知 、 彼 等 は 云う 、 「 我 等 は 
ぇ を 替 ず る を 見 て 、 
れる 」 と 。 


は 父 福 ただ たち が 或 る 教 
我 等 は その 足跡 に 導 か 


流 以 前 に 、 われ ら が 警告 者 を 嘱 に 遣わ す だ 
びに 、 その 邑 の よこ し まな 有力 者 た ち は 云 
ぇ り 、「 我 等 は 父祖 た ち が 或 る 教え を 泰 ずる 
を 見 て 、 我 も を の 足跡 や 辿る の み | と 。 


営 告 者 は 云え り 、「 何 と な ! お 前 だ ちの 父 
祖 が 奉じ た る も の より 5 優る 導き を も だ ら す 


と も か ?」 と 。 彼 等 は 云 た えり 、「 我 等 は 断 じ 
て お 前 の 使命 を 信 ぜ ず 」 と 。 
夏 に われ ら は 、 等 を 罰せ り 。 見 よ 、 預 言 


A 0 の な 
り し か を ! 

第 二 項 
0 父 と その 一 族 に か く 光 える 時 
の こと を 念 ぇ 。「 我 は お 前 た ち が 遇 め る も の 
と 全く 係わり な し 、 


我 を 創り 給 い 且つ 必ず 我 を 導 か ん 御方 を 除 
いて 」 


偶像 崇拝 者 は 、 そ の 不 合理 な 教 放 を 支え る 論拠 を 持た な い ば か りか 、 


示 で き な い で いる 。 


の 19 る て し “7 ン アン レン 

BN 2 GN NS 
アア チン メ イアン pg た る 7 ン 4 ィ ン 

OOK ELE HE a 


タン 
2 し じ ら 2 お て の < 2 ノン 0 ES 
ナル ラン ル 6 


2 抽 2 もの も 


み 
デ ゥ 5 ング 2 タ ョ タン a と TP 
OT 2 の I 26 


内 イン レラ ピュイ シラ レレ ルン ンタ レン ゅ > 
PAU HER 
E38 
ROLIG NCI 
る る タイ ンー レノ A A 
da た と Et A A EI 
プッ タン ウタ fe 
OIE 


NIG i > が 
CC を の CE の 
HG 


レノ 
プン 2 


は 


oe GF 
リリ の 25 る トン 。 
⑨ ら OS 3 
> ラン EE イイ 。 る る 
Od SEG GY 
自ら の 教義 を 支え る 経典 すら 提 
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し か a 
面 し て 、 ア ブラ ハム は 、 之 を そ を その子 到 に 永 
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29 プッ ター ラブ 5 ダヤン ノー ュ の ランプ パン ロク [アイ フン 
OA gk くう 
代 存 続 の 遺訓 と な し 、 彼 等 を 神 に 頼ら し め 0 
ん と せる な り 5。( 注 8) 
2 s 4 
30、 否 、 わ れ は 、 彼 等 並び に その 父祖 に 、 真 理 る も > > ンド タタ 2 イン ? 
8 テ ds 4 | 
と その 神託 を 明らか に する 使徒 が 来る ま ンク び 
で 、 哲 し の 楽し み を 許し た り 。 OU 
の 2 その 真理 彼 等 に 来 た る や 、 彼 等 は {313 G2 る 1 作用 ン ン ノレ 
H 然 0 UN リラ Pe | いか 1 iar 3 2 
云え りり 、] こ は 妖 術 な れ ば 、 我 等 を 信 ぜ ず 」 
と 。 OD 
友和 侍 時 レッ ロレ タッ と 作 MT ん イル 
I a 
⑥ タ らち 
ッ プ フッ ン フタ ブタ 。 タッ ン ラフ ンプ フラ アプ ン 22 2 アラ > す フク 
33. 主 の 耳 み を 頒布 する 者 、 そ は 彼 等 な りや ?7 0 0 いら の の ンー od 
(1) 彼 等 の 間 に 現 世 の 生 清 の 次 を 希 。。/ ィ レレ 508 2 
もち 、 或 る 者 に 他 の 者 を 使 を る よう に を その 地 CU EE ON: 
位 を 高 か ら し め る は われ ら な り 。 液 の 主 の me こはく 7 23 
恵み は 、 彼 等 が 著 財 する も の より は る か に DR a LEN つめ 
優る 。 の GS 人生 2 の う 5 
ET や Em ミト | = ゥ グ レバ 20 
34. 全 人 類 が みな 一 種類 の 集団 も な る お それ な CCC CG HS 
か り せ ば 、 わ れ ら は 慈 砺 楽 い 神 を 信 ぜ ざる i 2 了 ゆ クタ 
〆 ur うい レ 人 る 4 9 ッ 。 ゅ う タン (GL 
傘 峰 の た め に 、 住 む 家 の 屋 根 を 銀 板 で 暮 き 、 の あと 全う A 
その 登る 階段 を 銀 造 と な し 、 A LA 
タン 1 < 
@9 の 5 
ペ 2 2 拓 /1 2446 いう グ ダク 
35. て 戸 は 銀製 、 玲 す る に は 銀 の 損 球 を 与 の OAD lS 
ん 
36. 黄金 の 装飾 を は と こ せる 。 され ど 、 こ れ 等 1 ン LI EL 2 
DI 内 
は みな この 世 の 修 い 楽し み に すぎ ず 。 ( 注 A | ACT) 9 
11) 主 の 許 に 放 け る 来世 の 安楽 こ を 、 敬 庶 SY RES ドン 
な 信者 の た め に あり 5。 
注 8 アプ ラ ハ ム は 唯一 神 を 天 く 信じ に 、 そ れ を 誠意 と 忍耐 を も っ て 子孫 に 説い た 為 、 こ の 信仰 は 末 長 《 彼 等 
切 間 に 広まっ た 。 
注 9 "この 「 二 都 」 は メッ カ し タイ フ を 指す と 一 般 に 考 を られ て いる 。 それ 等 は 、 モハ ッ マ ド 和 預言 者 の 時 代 
に 、 ア ラブ の 社会 的 ・ 政 治 的 に 重要 な 二 大 都市 で ちっ た 。 
注 10 この 節 は 、 決 の 様 に 不信 心 者 を 茂 し く 非難 し て いる 。「 役 等 は 、 自 ら を 神 の 慈悲 を 伝え る 役割 を 拓 う 者 
と 称し て いる が 、 そ れ は いつ か ら な の か ? 又 、 誰 に を の 様 な 決定 を 下す 権利 が ある と 言う の か ? 」 
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第 四 項 


と か 
37. 然し な が ら 、 慈 臣 栄 き 神 を 金 ずる こと を な 全 の 2 と まさ ラン 
り に する 者 に は 、 ち われ ら 奄 族 を つり て 、 ーー タプ タテ きい の 9 
親密 な る 友 だ ら し めん 。 ORS A 
38. これ 等 の 友 は 彼 等 を 神 の 道 より 妨げ る も 、 Me 人 CI EE 0 
Ds es apy 
邊 等 は 正しく 導 か れ て いる と 考え る 。 Po 2 
NN 
39. 六 し て 、 か く の 如 き 者 われ ら が 許 に 来る に に の Ge Id 
A Gly 5 し 
及 ん で 、 そ の 友 に 向っ て 芯 わ ん 、「 我 と 液 等 DE 
の 間 に 東 西 程 の 距 り が あら ん こと を !」E。 OT RE A EN 


な ん た る 悪し き 友 な る か な ! ( 注 12) 


し か 
40. 市 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、 「 そ は 、 か の 日 に 2 ” 8 る 1 6 タタ その た 
訟 て は お 前 だ ち に 何 に も 役立つ と ころ な か 


らん 、 お 前 だ ち が 不 義 な り し が 夏 に 。 お 前 i 
だ ち は 刑 同 を と も に 味わう 者 な り ] と 。 aa 


っ ん ば めく ら Re タス 5 アン ター 9 タレ イン 

41. な れ ば 液 は 釣 を 聞こ える よう に し 、 官 や 明 OBO LS ro CSI 
白 な る 迷 誤 の 中 に ある 者 を 導く こと 可能 な ER 
りや ? ( 注 13) Os he は 

42。 た だ と いわ も われ ら 液 を 召し 上 げ る と も 、 わ れ ら プラッタ レン タタ クー タタ タ る ンプ 2 ン エ ン レ 
は 必ず 彼 等 に 報復 せん 。 DON ooo BI 


EN OG EU OCC NN 
われ ら は 浜 に 証明 せん 。 な ん と な れ ば 、 も BI GI Ey 3 


れ ら は 彼 等 を 完全 に 支配 する が 故に 。 


44. され ば 、 液 は 、 啓 示さ る れ だ た る も の を 護持 せ zo お | "A 0 SI 
よ 。 液 正しき 道 を 迎 る が 故に 。 2 
(の うと うる 
ク ら ヘラ ヘー の 
45. げに クル ゲー ン は 液 と を その 民 の だ め に 気品 が 2 i 
、 a の か スッ ンス ュ の ue 
の より どこ ろ な り 。 ( 注 14) 祝 し て 、 ぉ 前 @OE3G の 9320 6 
だ ち は 、 に 関し て 尋ね られ ん 。 
注 11 財産 と 「 地 位 」 の 差異 が 無く な っ て いれ ば 、 人 は 全て 似 通 い 、 人 聞 社 会 は 機能 し な く な っ て いた で あ 
ろう 。 神 は 、 金 製 の 扉 と 階段 の 付い た 銀製 の 家 を 不信 心 者 に 与え だ た 事 で あろ る ろう 。 これ 等 の 物 は 神 の 日 か ら す れ 
ば 価 の 価値 も な いる の で ある か ら 。 
注 12 人 は 、 自 ら の 悪行 の 結果 を 突き 付け られ る 時 、 有 旧友 を 避け 、 知 ら な い 振 り を する 。 
注 13 不信 心 者 が 故意 に 時 と 了 了 を 寒 ぎ 神 の 言葉 を 拒 サ 時 、 彼 等 の 罪 は 深まり 、 遂 に 彼 等 は 完全 に 滅び て し ま 
う の で ある 。 
注 14 ズ ィ ク ル (気品 は 、 高 位 を 意味 する 語 で あり 、 ク ルアー ン を 通し て 、 モ ハッ マ ド 也 言 者 と その 弟 
子 達 が 高位 名声 を 手 に する で あろ う 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 
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46. 


47. 


48. 


49. 


55. 


. する と 、 彼 等 は 云え b、 


ME ファ ラオ は を の 民 に 布告 し て 、 去 


・ 祭 は 、 


. 砂金 の 腕 環 が 何故 に 彼 に 授け ら 


液 以前 に われ ら が 遣わ し た 使徒 た ち に 民 ね 
ょ 、「 わ れ ら は 慈悲 深き 神 以外 に 、 据 め る で 
き 他 の 神々 を 定め だ る か ? 1 と 。 
第 五 項 

われ ら は か つて 、 モ ー ゼ を 、 フ ァ ラ オ と そ を 
の 族長 た ちの と ころ へ われ ら の 神 兆 を 携え 
て 人 遺 わし た り 。 面 し て 、 モ ー ゼ は 云え り 、 
「 我 は 正しく 万 物 の 主 の 使徒 な り 」 と 。 


モー 00 が IM * の と こ 
ろ へ 米 た る も 、 、 彼 等 は 之 を 咽 笑 せ 5 。 


きれ ば われ ら が 示せ る 次 跡 は 、 それ に 先 立 
つっ 奇 跡 よ り は る か に 見 事 な り き 。 古 し て 、 

われ ら は 、 彼 等 を われ ら に 頼ら し ゅ ん が だ 
め に 、 刑 六 を 以 て 彼 等 を 懲らしめ だ た りら 5。 

「 流 妖術 使い よ 、 王 
が 流 と 結び し 約束 に 従っ て 、 我 等 の た め に 
主 に 祈願 せよ 。 も し 主 が 我 等 か ら 褐 を そら 


し 得る な ら 、 を その 時 は 、 我 等 は 必ず 導き に 
従わ ん 」 と 。 
し か 

、 錯 し な が ら 、 わ れ ら が 彼 等 か 6 削 を 取り 除 
くく や 、 見 よ 、 彼 等 は 釣 ち その 契約 を 破る 。 


えり 、「 我 が 民 よ 、 ェ エジプト の 国 寺 並び に 余 
nn 脚下 を 流れ る こ こ 衝 等 の 河川 は 、 挙げ て 余 
の 有 に 非 ぎ る か が か? お 前 だ ち わ か ら ざ る 
か > 7 


この 卑 し く 、 し か も 何 を 云っ て いる 
の か 定か に わか ら な い 者 より は る か に 優れ 
り 。 


られ ざり し 
か 、 ま だ 一 群 の 天使 た もち が 彼 に 付き 添っ て 
同行 せ ぎ ざり し か ? 1 t。 


OR EE 
に 鼓舞 し た れ ば 、 民 は ファ ラオ に 従い 上 
げに 彼 等 は 邪 加 な 人 々 な りき 。 
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ーー 


56. か 〈《 の 如く 《、 役 等 が が われ ら を 急 と ら せ だ れ ば 、 WP っ 9 ラノ クラ て I レン ラン プッ ブッ タン 1 イブ イン 
われ ら は 彼 等 に 報復 し 、 彼 等 の すべ て を 痛 olne ゆ sotec 


死 せ し ゅ だ り 。 
57. か く て われ ら は 、 役 等 を 後世 の 人 々 へ の 見 DET 2 


せしめ と な せり 。 
第 太 項 時 
58、 マ リア の 息子 が 一 例 と し て 挙げ られ る と 、 HA TA 
見 よ 、 液 の 民 は 声 を 上 げ て 笑い た り 。 


アッ る 


>Juoo 


59. 面 し て 、 等 は 云え り 、「 我 等 の 神々 が 優る 2 る じん ンタ 0 ンタ 
きめ 1 G5 
I 彼 等 グー レッ 
が 流 に を 云う は 、 た だ 論争 の た め の み 。 a es 人 A 
然 り 、 彼 等 は 論争 好き な 徳江 な 5。 
と PP) 1s 


60. イエ ス は 、 われ ら ヵ 相本 を 授け な われ ら の 558 も に <24 交 ES 8 ろく DU 
僕 に すぎ ず 。 落し て 、 われ ら 6 は 、 イ エス を ] の 


ち イ 。* ン 
イィ イスラエル の 子孫 へ の 鑑 と な せり 。( 注 Opa 
1 の 


15) 


61. も し われ ら を その 気 に な れ ば 、 地 上 に 診 て 後 ol SIC IE 8 


継 者 と な る べき 天使 等 を お 前 た ちの 間 に 生 


ルル アナ 

じき せる こと も 可 な り 。 ( 注 16) OI 

62。 げに イオ エス は 、 そ の 時 機 の 前 兆 な り 。 きれ SN EE 
“ NT ( 注 17) ゎ の ー ン 

れ に 従え 。 こ れこ そ 正 し い 道 な る を 。 の ez 5 し っ 2 Io 


し か 


63. 面 し て 、 お 前 た も 、 悪魔 に 迷わ し め ら れる OL ys 
な か れ 。 げに 悪魔 は 、 お 前 だ ちの 公然 の 敵 
な り 。 





注 15 メシ ア の 到来 と し は 、 ユ エダ や 民族 が 届 辱 を 受け 、 永 遠 に 預言 者 と し て の 地位 を 春 わ れる 事 を 示す も の で 
あっ た 。「 鑑 」 は 他 に 匹敵 する 物 を 意味 し (6 : 39)、 当 人 節 は 本 文 の 意味 の 他 、 次 の 事 を 示し て いる と も いえ る 。 
イエ ス の 様 な 人 物 が 、 役 等 を 蘇ら せ 、 失 われ た 魂 の 忠 み を 戻す 為 に 彼 等 の 中 か ら 起 こき れる が 、 彼 等 は この 古 
報 を 喜 が どこ ろか 、 怒 号 を 上 上げ る の だ 。 当 節 は 、 こ の 様 に イオ エス の 再来 を 語っ た も の と も 言え る 。 


注 16 天使 は 人 問 の 手 本 と は な ちり 得 な か っ た の で 、 神 は 常に 、 神 の 御 意 志 を 人 聞 に 伝え 人 間 の 模範 と な る 事 
を 、 人 間 自 身 に 託 き れ た だ 。 

注 17 [その 時 機 」 と は モー や の 妊 代 の 終末 を 表す 。 文 中 「 之 ] と いう の は 、 イ エス ある い は クル ナー ン を 
指す 。 当 第 は 、 イ エス の 後 イ スラ エル の 民 は 預言 者 の 職 を 与え を られ な いと 述べ て いる 。 又 、 ク タル アーン の 時 が 
モー で の 時 に 取っ て 変わ る 事 を 示し て いる と も 言え る 。 
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64. 


で 、 罪 人 が その 悪 業 の 結末 を 突き 付け られ だ 時 の 状況 を 鮮やか に 描い て い 


イエ ス は る まさ ざま な る 明 証 を も た らし て 、 
な ぶ え り 、「 我 は お 前 た ち に 知恵 を も た らし 
ぬ 。 面 し て 、 お 前 だ た ち が 意 見 を 異 に する も 
の の い 〈《 つ か を 解明 せん 。 き る れ ば 、 ア ッ ラ ー 
を 呉れ 、 我 に 従え 。 


ンー アン 
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シー 2 アズ 1 ’ 2 
OG EA (の 
じ 』 に 

esl Ao っ 


アデ 2 み CS 4 


Ga 


A 


LE 拓 コ 


アー シン 


デア 。 ゥ デ 女 べ る 


a 5 2 8 


65. げに アッ ラー こそ は 我 が 主 に し て 、 お 前 た 名 TIN ES G2 2 の 52 
うう ば 3 gd51 ら 1 
ちの 主 な り 。 き れ ば 、 彼 を 祭 捧 せよ 。 こ れ ウ の デビ 2 6 
こそ を 正しき 道 な る ぞ 」 と 。 OS 
し a a っ て 。 の 。 ン ン イ を 2 。 ウ ン ピ ACT ノン レッ っ 
66. 然るに 、 諸 派 あ り て 、 意 見 を 媒 に し 、 相 多 or FR OS a a 
いぬ 。 哀れ な る か な 不義 な す 者 ども 、 悲 し 時 
むべ き 日 の その 刑 開 ゆ え に 。 2A BR EE oe 5 
に 2 z 補 左 1~ 2 ピカ 前 放 上 才 ュ FL 6 タン レン ュ タ タッ タレ 
67 . A oH 知 誠 【 か カ か か る 拉 彼 の 3 ES 0 ino os ) 8 
審判 、 を れ 以 外 待 つ で きも の な し 。 
アエル ルル ヶ タ 
O03aH YA 
P - な た 6 R る る ラン I 人生 
68. を の 日 に は 、 義 し い 人 々 を 除い て 、 友 と い 30c Ul odan Doan PE 
AA ( 注 18) CM 
69. 「 わ が 僕 な ちょ 、 こ の 日 お 前 だ たち は 、 何 も で タン る 222 マン ン シン 2 回 
恐れ る こと な し 、 ま た お 前 た ち を 悲し い 日 OO プル うり 
に 適わ せ は せめ ぬ 。 
ぅ タ ! 27 レ ノリ ルッ 。 
70. ゎ れ ら の 神 兆 を 信じ 、 服 従 し た ぉ 前 た ち 、 RNA ATIGAU 
、 生還 リー スス て ュー 2 内 人 ン ッ ルル し APC ダ み 5 の 9 
UN き 楽 園 に 入れ 、 前 だ ち 並 びに その 伴 僧 OO el i da E 2 ほう | 
も 、 克 然 と し て 」 
トト に だ に マー = ン イ UL アデ る に ロ 2 オン と 4 
_ 72. つぎ つぎ と 菓 信 の 鉢 や 械 が 彼 等 に 畑 き れ 、 2325 のち og Ro 
し か も そこ に は 、 欲 し いも の や 目 を 楽し の 90 の 2 の 
サン レ ッ ゅ アデ アラ 
せる も の が すべ て ある べし 。 お 前 た ち 、 と に bo REE GS 
こ に て 永久 に 住ま ん 。 で レラ トイ ン >・ 
OC 
73. 「 こ は 、 お 前 た ち が な せる こと の た だ た め に 、 EAN 2 5 
お 前 ただちに 継が し ゅ な ただ 楽園 な り 5。 の 
注 18 苦境 に お いて 友情 は 忘れ 示 ら れる 。 友 は 互い を 見 放し 、 敵 に 回 る 事 き を え あ る 。 ク ルアー ン は 他 の 箇所 


る 。 (70 11 一 15、80 : 35 一 38) 
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74. そこ に は 、 お 前 だ がち のだめ に 果物 が 豊富 に ンス レッ 。 シ クタ レル レレ 。、 と 
ある な れ ば 、 食 べ る が よい ]」 ORE UEDA CS 


すみ か 


75. 罪 を 犯 せ し 者 は 、 地 獄 の 資 昔 が 永久 の 住居 Ok っ IGG eo 3 
な り 。 の 

76. 刑 前 は 役 等 の た め に 軽減 きれ ず 、 き れ ば 彼 ER 2 ッッ ン 人 ター 
等 は その 中 で 絶望 せん 。 ec | 


77. われ ら が 彼 等 に 不当 な 仕打ち を し た に 非 rj 
] 2 る し 
ず 、 彼 等 自身 が 不義 者 な り 。 Ou E83 2A 3 
78. 彼 等 は 叫ば ん 、「 着 守る きま! 液 の 主 に お 願 @38 2 いっ 
いし て 、 我 等 の 命 を 終ら し め 絵 を 」 と 。 看 uid lS っ 
守 は 寺 わ ん 、「 お 前 た もち ここ に 留まら ね ば な 
ら ぬ 」 と 。 


79. 神 は 云わ ん 、 「 げ に こわ れ ら は お 前 た も に 真 ーッ タレ ュ イ | ある を ンコ 2 の 
を も だ 5 せ 9。 然るに 、 お 肝 た SR DAE I 0 
真理 を 避 避 せり 」 と 。 


80. 役 等 は また も 悪 だ くみ を し 始め ゆたか ? 娠 「 CA UA 
ら ば 、 わ れ ら も ま た 彼 等 の 減 亡 を 決定 せ ws 


8l. 1f 等 は 、 われ ら が 條 等 の 秘密 や 密 索 談 を 聴か お らら っ ? ッ 4 2 2 タマ クン 2 る の to の ラダ ラッ アダ ゥ グ 
か と 考え る か ? 然 ら ず 、 わ れ ら の 使者 > の 


還 中 タク ルウ の ラン イェ ンタ 
だ ち は 彼 等 の そば に あり て 、 一 切 を 記録 す 。 ORNS Ig 2 の つい A 
82. 云え 、「 も し 慈悲 深い 神 に 御子 あり な ば 、 我 Mi RA し る BB 
は 最初 の 栄 拝 者 な り ] と 。 ( 注 19) 
あめ つ ち CP 
83. 聖なる か な アッ ラー、 天地 の 王 、 玉座 の 主 、 1 06 


役 等 が 彼 に 帰す る ぉ の ょ より 弟 絶 し 給 う 。 


V 


te 


84. る きれ ば 、 約 豆 き れ た その 日 に 彼 和 人 等 が 直面 す CN 2 16 ド の ラン 
る まで 、 彼 等 を 無益 な 談 論 と 豆 虚 に ふけ る a | EA 
A 3 mn 2 の みっ タ 
に まかせ よ 。 Osdess 





注 19 当 節 は 次 の 様 に 解釈 きれ る 。(1) も し 寛大 な る 神 が 御子 を 持た れ た の な ら 、 私 が 初め に 彼 ( 神 の 子 ) 
を 崇め た で あろ う 。 私 は 神 の 最も 皿 実 な る 下僕 で あり 、 彼 ( 神 の 子 ) に 対し 義務 を 意 る 事 は な い 。(2) も し 寛 
大 な る 神 が 御 子 を お 持ち に な れ た と する な ら 、 私 こそ 、 そ の 地位 に ふき さわ し い 。 私 は 誰 よ り も 神 を 崇め 、 神 に 
お 仕え し て 米 た の で ある か ら 。( 3) 定 大 な る 神 は 御子 を お 持ち で な い 。 神 の 栄 拝 者 は 証人 で ある か ら 、 私 が 初 
め に この 事実 を 征 罰 する 。(4) 寛大 する 神 は 御子 を お 持ち で は な く 〈、 神 に 御子 が いら っ し ゃ る と いう 主張 を 私 
が 初め て 否定 する 。 
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85. 彼 こ そ は 天 に まし ます 神 に し て 、 ま だ た だ 地 に 


86. 


87. 


88. 


89. 


90. 


注 20 


注 21 
マ ド 畠 言 者 は -- 族 の 拒絶 を 上 款 し な 祭 り 、 


まし ます 神 な 9。 彼 は 賢 折 に し て 、 す べ て 
を 知洋 し 給 う 。 


天地 の 大 権 並 びに その 間 の 方 物 を 花 く 統 ベ 
給 う 御方 を 祝福 せよ 。 最後 の 審判 の 時 の 知 
識 は 彼 の 御 許 に あり 、 お 前 た ち は 必 ず 彼 の 
御 許 へ 連れ 戻さ れん 。 

アッ ラー 以外 に 彼 等 が 折る ぉ の は 、 執 り 成 
し する 力 な し 。 但 し 真理 の 証人 と な る 者 
( 注 20) は 除く 。 彼 等 は この 事 を よく 承知 
す 。 


も し 液 役 等 に [お 前 た ち を 創れ る 者 は 誰 
か ?」 と 問わ ば 、 . 彼 等 は 必ず わ ん 、 | アッ 
ラー な り 」| と 。 然 ら ば 、 彼 等 が 顔 を を そむけ 
て ば か り い る は 何故 ぞ ? 

われ ら は 預言 者 が 再三 再 四 「 主 よ 、 こ れ 等 
は 信 ぜ ぎる 民 な り | と 云う を 見 る 。( 注 
21) 

きれ ば 、 液 は 彼 等 や を よ け て 、[ 平 安 あ れ 」 と 
挨拶 せよ 。 彼 等 $ も や が て 己 が 加 を 思い 知ら 
ん 。 ( 注 22) 


アル ・ ゾ フロ フ 

| の 内 と う 

411 ルル る 13 UY 
FA EAA 

OT る 1 時 ィ ィ と ll 55 
ls SS {4? dr 


5 2 


ER ング IF 


る 


3 


we \ 


み の ク 
と 0 
a | 


で 


CE GTO AEA TE 
ou A al 


ミイ ン アタ ラタン ン ンー っ る ラタン 
と 418) 485 es 


ブン タタ 

OORT 

ッ タ 2 な 1 a nr 
CR or 


So 2 28 タタ ラッ ン Rial & 


W 





モハ ッ マ ド 頂 言 者 。 


モハ ッ マ ド 預 言 者 が 一 族 の 魂 の 平安 を 安 じ て いる 事 は 、 神 の 御 言葉 が 何より の 証し と な っ だ 。 モ ハッ 


人 く 命 を 失う 所 で あっ な だ た 。(18: 7 ) 


注 22 我々 は 今 は 追 害 き れ て いる が 、 問 も な く 敵 は 下北 し 、 イ スラ ム 教 が アラ ビア 全土 に 広まり 平和 が も だ 
ら る れる の だ 、 と モハ ッ マ ドド 預言 者 は 励ま る れ て いる 。 その 時 が 来 だ た れ ば 、 


彼 は 敵 を 許す で あろ う 。 
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アル ・ ド ゥ ハー ン 
(メッ カカ 落 示 ) 


お まね み な ン 12 1 
ES2E 叶い っ ラー の 年 に 0 う 1 
1. 藻 悲 深く 、 上 恵み 遍 く アッ ラー の 御名 に なり Da hed 
Es 由 
で ャ ー ュ 1 
2。 ハー・ ミ ー ム 。( 注 1 ) 4 \ 
ツリ ーッ ゥ ぁ う 9 1 
3。 この 明快 な 経典 に か け て 。 On メッ 


中 > 


ee 人 2 あか 人 に ー さ っ スウェ ンタ (アー ュ ン ンタ プン 。 ア 1 ラン ラン ハン 
・ げ に われ ら は 祝福 され た 夜 に を 硝 示 せり 。 CI A LAA REO 
( 注 2) げに われ ら は 邪悪 に 対し て 絶え ず 


謝 委 = 
早 告 せり 。 


さ J ミル - NH まあ = ブ = る る る タン ラク 
Zz PA 中 3 恵 に UE る ゥ ヶ AA る レロ 
5. その 夜 は 、 す べ て の 物事 が 知恵 $ て 決定 (の た < 8 MG 


ザコ 5 ウ Eu 
れる 、( 注 3) PR 

あぁ 
6. われ ら よ りう 出 づ る 命令 に よっ て 。 げ に わ ゎ れ DRE CR 


ら は 絶え ず 使者 を 遺 わ す 、 
アテ る 


6 * と と 
. 流 の 主 よ り の 慈 詞 し し て 。 ば げに 彼 は すべ て の CGI スタ 
アコ の う ご う 〇 の ジ 
を 開 こ し 召し 、 月 つ す べ て を 知り 、 シッ 

あめ つ ち 上 ゥ ダ の ~~ 。 5 どの 9 
9. 天地 と その 開 の 方 物 の 主 に まし ます 、 も し SOUSS ら OU の 593Nhe5 
ぢ 前 た ち 信 仰 心 を 持ち きえ すれ ば 。 a 
OS 


せい きっ よ だ っ つか さき ど ee ン 
9. 彼 の 外 に 神 な し 。 彼 は 生 導 与 番 の 権 を 司 り タイ トレ ラン 0 レタ ッッ タン ニラ タンク セレ ュ ン 
OR a ATE AE 
給 う 。 彼 は お 前 だ た ちの 主 に し て 、 且 つ お 前 1 了 
た ちの 父祖 の 主 な り 。 OGA 


~} 


か これ き ぎ ン 2 タン の sg? 
10. 然るに 、 彼 等 は 之 を 上 疑 っ て 尋 虎 す 。 Oomsi AE Gas 


けん ぜん * Pa 
11. され ば 、 大 空 が 顕 然 た る 煙 を 生 ぜ ん その 日 OS に フン > ks 
DE Eo Ll IE っ 92 し へ 5) 


を 見 守れ 。 62 





注 1 賞 護 す べき 栄養 の 主 

注 2 クル アー ン の 他 の 箇所 で 、 そ れ は [運命 の 夜 」 と 呼ば れ て いる (97: 2)。 モ ハッ マ ド 預 詩 者 の 確か な 
伝 基 に よれ て は 、「 運 命 の 夜 」 は 通例 ラマ ダー ン の 最後 の 十 夜 に 当 た る 。 クル アー ン は ラマ ダー ン の 第 二 十 四 夜 
に 、 そ の 存在 を 現し 始め た 。 

注 3 運命 の 夜 、 つ まり 俸 大 な 神 の 使者 到来 の 時 は 人 類 の 未来 が 定 ま る 新た な 時 代 、 新た な 秩序 を 子 告 する 。 
クル アー ン が 啓示 きれ だ 時 と は 、 を その後 の 人 類 の 巡 命 の 基礎 が 築 か れ た 時 で あり 、 入 類 に と り 最 高 の 運 命 の 夜 
と な っ た だ 。 
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12. 


13. 


14 . 


15、 


16. 


7 


18. 


19. ぶ え 


20 . 


21. 


22. 


23. 


注 4 


より 利 を 得 た だ 訳 で は な く 、 


注 5 


そ は 人 々 を 頃 い 包ま ん 。 こ は 閣 列 な る 天 凛 
な ちり 。 

その 時 、 人 々 は 叫ん で 云わ ん 、「 我 等 の 主 ょ 、 
この 資 苦 を 我 人 等 か ら 取り 除き 給 を 。 げ に 我 
等 は 信者 な り | t 。 

か つて 使徒 が 彼 等 に 来 た より て 、 も の 事 を 明 
りり よう に 説明 し た 時 、 如 何 に その 警告 は 彼 
等 を 益 し だ りや? 


條 等 は すなわち 、 使徒 か ら 顔 を そり け て 云 
えり 、 「 役 奴 は 狂人 な り 、 越 か れ な だ る 者 な り 」 
と 。 : 


も われ ら が 懲 加 を 帯 し で も 取り 除 か ば 、 お 前 
た だ ち は 必 ず 不 信 に 逆戻り せん 。( 注 4) 
われ ら が 猛攻 撃 で お 前 だ た ちゃ 急 能 する 日 、 
( 注 5) われ ら 5 は 間違い な く 茂 正 に 報復 せ 
A 

われ ら は 彼 等 以前 に 、 フ ァ ラ オ の 民 を 試み 
だ た だり 。 を の 時 、- 一 人 の 立派 な 使徒 が 彼 等 に 
来 た り て 、 


り 、「 ア ッ ラ ー の 僕 等 を 我 に 引き 渡せ 
ば げに 我 は お 前 た ち へ の 選 実 な る 使者 な り 。 
アデ アッ ラー に 人 逆 っ て 微 慢 な る な か れ 。 げに 我 
は 明 白 な る 権能 を 授かり て お 前 た ち に 来 た 
れ り 。 

お 前 た ち が 我 を 右 も て 打 た ぎる よう 、 我 は 、 
我 が 主 に し て お 前 た ちの 主 に 、 加 護 を 請 い 
願う 。 

お 前 た ち も し 我 を 信 ぜ ず ば 、 我 に 近づく な ] 
と 。 

か く てく て 、 モー ゼ は 王 に 祈り 、「[「 こ の 者 ども は 
実に 罪深い 民 な り | と 評 え り 。 


信頼 で きる 伝承 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 折り 、 
モハ ッ マ ド 預 言 考 に 刃 向い 続け だ た 。 


メン 


DLE 8 IO OS US) 


の 9 


Oost NE 6 


うぅ る スゥ タン 9 の 9 アン 85 タタ 7 
OR CS る 1 


レス 4 


の ある ン タッ ン ン 
3 の の 40 うだ と る 
の ア 5 し 
58 の MULE 
OR CE EN 3 の 2 
7 ン ッ タン LI ゥ っ タダ アン て プン ッ ク ク レノ 
dE I BA SR SS 
YG ン 
(の チコ ーー 
DR ン ② ッ 9 ン 


CE 85o 


で ゥ クー 2 


の イグ いて こよ 2 の 
OR SE SYO 


z 


OR I OL 


OE HIRE 当 


この 仙人 角 は 終っ だ 。 し か し クラ イシ ュ は それ に 


「 猛 攻撃 ] ほ と は 、 バ ドル の 戦い に お ける クラ イシ ュ の 敗北 又は メッ カ の 也 沙 を 指す の で あろ う 。 
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し も べ 

24. アッ ラー は 云え り 、「 夜 陰 に 乗じ て わが 僕 oo じ 。。 

2 1 8355 Els 5 
等 を 連れ 去れ 。 な ん と な れ ば 、 前 た ち は タク 
追跡 せら る べし 。 





25. 液 、 割れ だ た 海 を を その まま に うち 捨て 、 行け 。 ンー の タック シッ レレ ラン 5 の 5 ン 
げに 令 等 は 湖 死 すべ き 軍 勢 な 。 0 DOF Nao AAS 
4 は ラウ Vp i レ ノン っ 
26. 導い 炎 に 人 遺し 彼 等 OH Or 
すぅ ゥ っ タグ 
27. 沢山 の 天 や 立派 な 住居 を 1 OS を の う ) 
i A ld 
28. その 中 で 購 り 喜べ る 数 々 の 安楽 を も ! OR CC LS 
し か に こ 月 
29. を は か く の 如 し 。 面 し て われ ら は 、 他 の 民 i 3555 
を し て これ 等 を 継が し ゅ た り 0。 
30、 天 も 地 も 役 等 の た め に 嘆き 悲し まず 、 の み 5 る 2 写る | A A 
な ら ず 彼 等 は 猪子 も 与え を られ ざり き 。( 注 2 
7) EE 
第 二 項 
31. われ ら は イ スラ エル の - チ ら を 屈辱 の 苦痛 よ Gr MO SE 本 
救え り 、 4 
3 ファ ラオ に よっ て 課せ られ だ る 。 彼 フ ァ ラ グッ ラ の 2 し ン アル ンマ タレ ョ ノレ っ 、 っ 
0 ・ ts 31 ‘2 
オ は 、 放 攻 な 者 の 中 で も と び ね ぬけ て 館 慢 な DINE EL RI 
きま 。 
33. われ ら は 承知 の . 上 で て 、 イ スラ エル の - 子 ら を アッ ズ ンク し や 2 
ET AS 
当時 の 諸 民 族 の 上 に 選び た り 。( 注 8) ss EY 
34. 耐 し て 、 彼 等 に 、 そ の 中 に 明白 な る 試練 が ORNL gs レッ ラク 15 の! 
8 Ls EN Pe sl 
合 む 数 々 の 舎 跡 を 与え だ り 。 A SIL tS 
35、 き て 、 こ の 者 ども は 云う 、 ORE LS 38 
36. 「 我 等 に は た だ 一 度 の 死 あ る の み 。 再 び 生 の みる タッ レタ シッ ン る ン 、 
返る 筐 な し 。 OT EIC 8 





注 6 モー ゼ と イス ラ エ ル の 民 が 紅海 の 北端 に 着い た 時 、 潮 が 引き 始め た 。 水 が 後退 し て 、 徐 々 に 秒 了 が 現 
れ 、 海 の 中 に 削 地 が で きだ た 。 その 時 イス ラ エ ル 人 は 渡っ た 。20 : 78 も 参 脱 の 事 。 

注 7 彼 等 は 、 涙 を 流 ぁ れる 事 も 敬 意 を 表 る れる 事 も を そし て 歌 を 歌わ れる 事 ち な く 、 屈辱 の 中 で 減 び た 。 仙 

慢 に も 自ら を 神 と 呼ん だ 不幸 な 干 は 、「 イ スラ エル の 子孫 が 信 ビ る 神 以外 に この 世に 神 は 無い と 私 は 信じ る 」 こ 
の 様 な 注目 すべ き 言 葉 を 残し 、 海 の 中 へ 入っ て 行っ た (10 : 91)。 

注 8 神 は その 御 計画 に お いて 、 神 の 使命 を 果たす に は 当時 の イス ラ エ ル 人 が 最も ふき わし いと 御 気付 き に 
な り 、 彼 等 を 選ば れ た 。 
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37 . 


38. 


39. 


40. 


41. 


42 . 


43. 


44. 


46. 


47. 
48. 


49. 
S0. 


注 9 


お 前 た ちの 言葉 が 事実 な ら 、 我 等 の 父祖 を 


死 よ り 連 れ 戻 せ ] と 。 


彼 等 は トッ バア の 民 や 役 等 以前 の 者 ども よ 
り 優れ る 者 だ ちか ? 彼 等 は 罪 深 き 者 ども 


故に 、 わ れ ら は 之 を 減 ぼ せり 5 。 


われ ら は 天地 及び すべ て を その間 に お ける も 
の を 了 豚 に 創造 し た る に 非 ず 。( 注 9 ) 
われ ら は 之 を 永代 の 真理 の な め に 創れ ど 
も 、 彼 等 の 大 半 は 之 を 理解 し 得 ざ る な り 。 
ば げに 判決 の 日 こ を 、 役 等 の すべ て に 定め ら 
れ だ る 期限 な り 。 ( 注 10) 
その 日 、 友 は その 友 の た め に 少し も 役立た 
ず 、 ま た 彼 等 は 誰か ら 6 も 助け られ ざる で し 、 
助け ら る る は アッ ラー が 落 恵 を 垂れ 給 わ ん 
人 々 の み 。 げ に アッ ラー は 偉 力 者 、 慈 悲 者 
に まし ます 。 

喧 二 項 
ば げに ザッ クー ム の 木 こ を は 、 


. 罪深い 者 の 食物 。 


を は 溶鋼 の 如く 腹の中 で 沸騰 し 、 


愉 も 熱湯 の 謝 え だ ぎる が 如 し 。 

われ ら は 天使 等 に 命ぜ ん 、「 彼 を 捕え 、 燃 え 
5 か る 業火 の 真 只 中 に 良き ずり 込め 。 

店 し て 、 和 熱湯 の 責 苦 を 彼 の 頭 に 浴 せ ょ 。 


と く と 味わえ! 液 は 僅 力 者 、 高 貸 な 者 と 
見 な る され だ りき 。 ( 注 11) 





人生 に は 妥協 の な い 目 的 と 大 いな る 使命 が ある 。 人 人 間 の 優秀 な 能力 と 天性 の 
で は な く 厳 貞 な も の で ある 事 を 示し て いる 。 天地 創 造 が 私 々 の 注意 を 強く 引き つけ る の は 、 


由 で ある 。 
未知 の 秘密 が 全て 明る み に 出 きれ 、 人 の 行為 に 最終 的 判定 の 下さ れる 最後 の 裁き の 日 以外 に も 、 こ の 
いて 全て の 括 言 者 の 時 代 に は 、 上 夏実 が 勝利 を 容 ゆ 、 偽 り が 減 び る 裁決 の 日 が ある 。 


注 10 
世に お 
演 11 


この 言葉 は 反語 法 を 用 いて 述べ られ て いる 。 
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第 四 十 四 音 アル ・ ド ッ ハ ー ン 
51. これ こそ お 前 た ち が 疑 いた り し も の な り ] ン 2 の る 」 っ クッ 5 多 。。 レ 
際 の GS も ACE3S81 


し か た だ は 
然るに 義 し い 人 は 、 安 全 な 場所 に 侍 ら ん 、 


7 デ 


De GRE 








52. 
- わき みず る 2 タク る ーッ ン うと 
53. 花園 と 噴 朱 の 間 て 《 の の みた う に て そ を GB 
96 クッ と ミア オレ 
54. 絹 や 錦 を まとい 、 互 に 相 向 い 合っ て 。 EC BN GE 
ク つか に 3 
55. を は か く の 如 し 。 わ れ ら は 彼 等 に つぶ 6 な yo クタ 7 
つう っ の や うう の 
境 の 郎 し き 峰 女 等 を 実 せん 。 ST 
56. 彼 等 は そこ で 、 如 何 な る 種類 の 果物 で も 安 ッ ン 5 プッ ン ラク ョ クン 
esi 6 OE 
ん じ て 窓 の まま に 得 べし 。 Oa! る WR 
條 人 ) ャ テー ンー" 上 呈 : FT 7 ドル タン ン ョ ルン? る ン うぃ ゝ タタ タン っ 
57. 彼 等 は そこで 、 最 初 の 死 以 外 は 、 再 び 死 を 3<9 59I 3559! こら 3162 89 
味わう こと な か る べし 。 ( 注 12) 神 は 、 燃 5 
える きか る 業火 より 彼 等 を 救 わ ん 、 CRE っ 02.2835 
58 . こ は 液 の 主 よ り の 思 恵 な り 。 ( 注 13) 至上 41 ai de3 22 NLLS 
3 
の 的 意 の 成就 な り 。 OES ES 2 
59. DARTS ED RR DI oe 932 グラ る 
すく 制 定 せり 、 彼 等 を し て 留意 せしめ ん が SS Sr ot Hh ds a CHG 
た め に 
60. され ば 液 、 し ば らく 様子 を 見 よ 。 彼 等 も 様 Oe 
子 を 見 つつ あり 。 
注 12 来世 に お ける 生 は 永遠 で 、 絶 え ず 前 進 し 、 無 為 な も の で は な い 和 事 を 当 節 は 明示 し て いる 。 
注 13 表 い は 神 の 恵み で ある 。 
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アル ・ ジ ャ ー シ ャ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あき ね みみ な 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 


・ ミ ー ム ( 注 1) 


3. こ の 経典 の 砂 示 は 、 偉 大 に し て 覧 白 な る アッ 
ラー より 降る 

4。 げに 天地 に は 、 信 ずる 人 々 へ の 数 々 の 神 光 
あり 。 

5。、 ま だ た 、 お 前 た ち 自 身 の 創造 や 彼 が 地上 に ま 
き 散 らし た 一 切 の 生物 の 中 に 、 信 心 遇 固 な 
人 々 へ の 数 々 の 神 兆 あり 。 


6. 、 夜 と 入 の 交替 に も 、 ア アッラー が 天 か 
し 全う 利 に ょ っ て 死 せ る 大 地 を 時 ら せ 


es 更に 風向 き の 変 化 に も 、 思 席 
ある 人 々 へ の 数 々 の 神 兆 あり 。( 注 2) 


7. これ 等 は 、 われ ら が 真理 に よっ て 液 に 読 語 
する アッ ラー の 神 光 の 数 々 な り 。 然るに 、 
アデ アッ ラー の 言葉 と を の 神 兆 を し り ぞ を け て 、 
彼 等 は 如何 な る 言葉 を 信 ぜ ん と する か ? 


8. 罪 深 き 嘘つき ども に 袖 あ れ 、 


9. アッ ラー の 神 兆 を 千 ん で 閉 か せ て も 、 愉 も 
開か ざる が 如く 依 殺 と し て 叙 埋 に その 不信 
心 を 固執 する 徒 堪 ょ 。 る れ ば 、 そ の よう な 
者 に は 痛 刑 を 告知 せよ 。 


10. 西 し て 、 を その よう な 者 は 、 われ ら の 神 兆 の 
いく つか を 知る と 、 色 ち 逐 を 中 いも の と な 
す 。 か か る 者 に は 恥ず べき 懲 語 あ り 。 


注 1 賞 護 す べき 栄 堂 の 主 。 
注 2 間 の 後 、 光 が 訪れ る 様 に 、 


精神 の 痢 が 地上 を 覆う 時 、 神 は 預言 者 


Os era bie 


Tr 


Me> 
OED OE 


ち し っ クタ a 
ON ET LIS E RG 


る 2 や る 
2 ld る ce 2 2 は 85 
ソン ッ タ 3 る 
Olussn 
シン 外 Ce し 
AozabtJIC う 31202 SCI う 


SES HNL EE SS 8 


9 9 
OR 35 タッ) 
ウレ ョ イス ウン LLP タス 
Ct UM PEE 
8 


ッ = Vw 
人 3 


ク と ? る < 
CEL RES ES 


OU ゲタ 

< の ん っ の 

Ct RE: Neel 
Go ター の る スン ッ タ ィ 

Da oe 


又は 神 の 使者 も いう 新た な 光 を お 作 


り に な り 、 彼 等 を 通し て 御 自 身 を 表 る れる 。 そ し て 雄 の 木 か ら 駿 の 木 へ 風 が 花 欠 を 運び 変 配 きせ る の と 同様 、 


神 の 使者 か ら 6 出 た 精神 的 に 高い 思想 は 、 信 者 の 心 に 根付 き 、 
ー?766 一 


彼 等 に 精神 上 の 変革 を も だ ただ ら す 。 
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人 人 の の 行 て 年 市 想 と を っ タフ ク エン 2 タッ ン の すい 1 で タレ レ う 
彼 等 の 行く 手 に は 、 地獄 ある の み 。 耐 し て 、 CS 2 と の 5 I Ge 2 


彼 等 が 稼い だ も の は 、 彼 等 に 少し も 役立た 
ず 、 アッ ラー 以外 に 役 等 が 守 守護 者 と 信じ た 
も の も また 然 り 。 面 し て 、 彼 等 は 恐ろし い 
向 記 を うけ ん 。 


タン ノ の で 7 ; タン 
SS 33 bal YE 
る > レ 仙 
OA TS 


うど う し る し eS の アレ タン ロン ・ 4W る ァ と 
12.、 こ は 真 の 答 導 な り 。 主 の 神 兆 を 信 ぜ ざる 者 。 oe の と ub) SGD GIA oa 
に は 、 痢 刑 の 資 め 若 あ り 。 a 
第 二 項 ed 2 
13. 海 を お 前 たち に 従わ し ゆめ だ た る は アッ ラー な 7 。 る コッ 
ン | ンー っ て 
り 。 を は アッ ラー の 命令 に よっ て 、 船 舶 を er EHR 
海上 に 走ら し め 、 お 前 た だ ち に アッ ラー の 皿 (OM な 4 2 0 2 ン 
時 sdbes 
恵 を 求め し め 、 以 て お 前 た もち を 感謝 せしめ oS 
ん が だ め な り 。 
14. 彼 は また 、 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 を: る < ッ 
1 onl dG 
を の すべ て を 前 た ち に 従属 きせ り 。( 注 つり 
> べ 時 ーー j。 げに こ ピン 4 人 
3 ) に 結 あ 9 の よう り 出 づ 。 げ に こ 0 NN 3 as 
の 中 に は 、 熟 護 あ る 人 々 へ の きま ざま な る 
神 兆 あ り 。 
15. 信ずる 者 に 、 信 ずる 者 を 師 害 し アッ ラー の 4 の NUKI 靖 
品 ウ WO TO ERAGE 
日 を 恐れ 妨 者 ども を 散 せ 、 と 告げ よ 。 こ は 、 , 
アァ ッ ラ ー が 彼 等 の 稼ぎ に 応じ て 返 報 を 行わ CTR A IE) 
ん が だ め な り 。 
16. 義 し いこ と を する 者 は 己 れ を 利 し 、 悪 いこ 29332 多 18251 45 で と 32 
ほ と を する 者 は 己 れ を 害 す 。 い ずれ に し て も 、 の 
お 前 た ち は み な 主 の 御 許 へ 連れ 戻 き れん 。 ORR NS 
17、 か つて われ ら は 、 イ スラ エル の 子 ら に 経典 222 32 OCG 前 3 1 
と 主権 と 項 言 の 能 力 を 授け た り 。 ま た われ っ a 
ら は 、 き ま ぎ ざま な る 佳 きも の で 彼 等 を 養い 、 ee 
当時 の 諸 民 族 の 上 に 彼 等 を 選び た り 。 
し る し る づつ タン フッ ニー エレ と そう 2 の うし ws みず 
18. また われ ら は 、 こ の 事 に 関し て 明白 な る 微 RIMRSI2 82 302 
を 彼 等 に 与え だり 。 面 し て 、 彼 等 は 、 真 の DC Des 
カン イン る ? プ [クッ ンク タイ ン 
各 嘩 が 伯 学 に 守り て 後 、 互 に 折る 合う まで de Ol a ll oa So 
は 、 意 見 を 異 に する こと な か りき 。( 注 4) 
注 3 Re 人 間 に 成 就 すべ き 偉大 な 使命 が 課せ や られ て いる 事 を 示す 。 
注 4 文頭 の [この 事 」 と は モハ ッ マ ド 頂 言 者 到来 の 事 を 指し 、 当 矯 は 次 の 事 を 示し て いる 。 モ ー ゼ の 律 法 


に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 到来 の 項 言 が 数 多 ( 記 され て お り 、 イ スラ エル 人 が 彼 を 拒 ま な か っ だ の は 、 彼 の 主 羽 を 
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ドコ ーッ ェ PE = +r 1 店 伺う 7 デ 3 ls ” 9 アッ ンー っ 。 ろ プン 
RY 0 As 8 SA を に っ 5 > 史 2 ノッ DIG 
論争 し た こと に 関し て 彼 等 に 審判 を 下す べ で 


し 。 の! こし た とこ 


19、 そこで われ ら は 、 宗 教 の 大 門 を 波 に 委ね た だ 2 3502 の < 分 
3 YS 人 

り 。 さ きれ ば 潜 こ の 道 を 巡 れ 何 も 知 ら ぎ る 2 の se 

者 ども の 護 し い 欲 望 に 従う な か れ 。( 注 5) IR RR Nn 


+ も 
20. げに 彼 等 は 、 ア ッ ラ ー に 逆らっ て は 、 流 の JUNROPI: 生 (7 と 人 和 人 
DG EE bl Ga SES 1 
店 ゆめ に 少し も 役立た だ ざ る べし 。 不義 な す ” の 


湯 は 互 に 他 の 友 な れ ど 、 将 し い 者 の 友 は ORENGD da A 
。 ツ ラー な り 。 


21. この 経典 は 、 人 類 へ の 明 証 で あり 、 央 い 信 の AO 0 US 


仰 を 持つ 人 人々 へ の 御 導 で あ 5 其 悲 な り 。 5 
O38 
22. 悪事 を 働く 者 は 、 わ れ ら が 、 信 じ て 善 行 を OEIC 
積む 者 と 彼 等 を 同等 に 遇 し 、 そ の 生死 を 等 I a 
し か らし むる と 、 考 える か ? 悪し きか な i A 


役 等 の 判断 は 。 に Ge A 


中 三 項 
23. アッ ラー は 真理 に よっ て 天地 を 創造 せり 。 doko 


各 人 は る の 標 ぎ に 応じ て 幸代 き れ 、 何人 も ん ?》 の ラン ン ン 52 名 
決し て 不当 に 過 せ ら る る こと な し 。 ELE Vad の すい お ば 
24. 液 は 、 選 が 空想 に 従っ て 神 を 考え る 者 アッー At 抽 2 RN 
ラー が 故意 に 邪 導 に 導き 、 そ の 耳 と 心 を 周 J a 

じ 、 そ の 日 を 履い た る 者 の こと を 、 ど う 考 0 


える か ? アッ ラー に 見 捨て られ た 後 、 一 ッッ ラン クン 
体 誰が その 者 を 導 か ん ? これ で も まだ お hi CS NS っ の らら の ー の 3 


前 だ ち 訓 』 を 受入 れ ざ る か ? ン 5 る ん ン アン ン 
前 だ ち 訓 戒 を 受 @ ら 25 る 記 


ン ハバ ン ク 2 アプ 
25. 彼 等 は 去 う 、 、「 あ る も の は だ だ この 世 の 生 活 - ふつ ゅ っ し > EC く 六 (ゆら G3 

の み 。 我 等 は そこ で 生き 、 面 し て 死す 。 我 , i 

等 を 滅 ば す も の は 時 間 あ る の みる] 上 。 きれ 20S 
裏付け る 論拠 (預言 ) が あっ た か ら で は な く 、「 互 い に 始 み 合う ] すなわち 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が イヌ タラ エ ル 人 
で は な いと いう 考え を 好ま な か っ だ から で ある 。 
注 5 前 節 に 述べ られ た 「 こ の 事 』. よ は 、 モ ハッ マ ド 頒 苔 者 の 到来 及び クル アー ン の 啓示 を 指す と 当 節 は 示 
し て いる ぁ る 。 
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ど 、 彼 等 は この こと に つい て 如何 な る 知識 ンク ンー る っ 5 る 

BORDEN 44 
も 有 せ ず 。 彼 等 は た だ 供 測 する の み 。( 注 6 ) SI od Og 
上 か L し る し スス よ クン イー の と [シェン (ーー ラ レ ラク トコ 2 タレ 

26. 曽 し て 、 わ れ ら の 明 品 な る 神 光 を 彼 等 に 衣 ek※ っ oOP は て CI EEZ 1 う 
み 半 か せる と 、 彼 等 の 逃げ 上 は 、「 お 前 た A GS 
ちの 言葉 が 本 当 な ら 、 我 等 の 先祖 を 連れ 戻 ⑨ ウ sae ぷ び ざい ! に US NE yl 
せ 」 と 去 う に すぎ ず 。 


ーー ks ee A 、 こ れ デ デ る ” 
: = ロロ P =- 生 全 か * RR > ン ッ > の 5 # 0 が 
27. 云え 、「 お 前 た ち に 生命 を 与え 、 次 いで 之 を お 3 Lk. 


各 し 上 げ 給 う 御 方 、 を は アッ ラー な り 。 面 H 
し て 、 復 少 の 日 、 ア ッ ラ ー は ぉ 前 た ち を 吾 ur 3 i 
oo こ は 疑 2 で べから ざる こと な り 。 き 5 っ マッ 
、 世 人 の 多く は 芝 を 知ら ず 」 と 。 Wo 

あめ つっ つ ち 省 四 項 し か [ミス デ 

28. 天地 の 大 権 は アッ ラー の も の な り 。 和 し て 、 回 2 記 25 っ oO592 ら AE あう 
審判 の 時 来 り な ば 、 虚 誠に 従う 者 は 失敗 者 くれ 
と な らん 。 OA a 


き ざさ 
29. 流 は あら ゆめ る 民 が 跳 牌 する を 見 ん 。 あら ゆ 5 Ts ・ ン 9 2 み 了 プ の a ヶ 2 
1 すい らら A BI 431 あっ 
る 民 は 選 が 記録 の 前 に 百 換 きれ ん 。 ( 注 7) と ぎ \ ペン トク 錠 3 


耐 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、「 今 日 お 前 た ち は 、 ⑲ し 134 し GO 呈 \ 

自分 が な せる こと に 対す る 報い を 受け ん 。 - 
30. これ が われ ら の 帳 息 な り 。( 注 8) こ は お 前 CE RE EY 

た だ たち に 反し て 真実 を 語る 。 わ れ ら は お ぢ 削 だ ンタ フラン 5.2% 

ちの 所 業 を すべ て 残ら ず 記 録 せ り | と 。 し ef 


ゥ タタ レレ リッ タレ 1 ン 5 る エン イッ 

31. き て 、 信 じ て 立 行 を 積み た る 者 、 下 は 役 等 USS ERNE RE 
を その 慈悲 の 中 に 入れ ん 。 こ は 明らか な る 590 

幸福 の 成就 な り 。 OA A GUE 28 て 


32. され ど 、 不信 心 者 と も は 云わ れん 、 [お 前 だ 0 KB の クジ の 

か 加 ] 
ち 、 わ が 神 光 を 読 語 せら れ ぎ り し か ? 然 MS が 1c SG 3 
る に 、 お 前 だ ち は 令 慢 に し て 、 罪 悪 の 民 と Gu Bi ッ タ ッ ンジ シン MR 
な れ り 。 os し が 


注 6 来世 に お いて 、 神 の 前 で 自ら の 行為 の 中 し 開き を し な けれ ば な ら な いと 告げ られ る 時 、 不 信心 者 は 来 

世 の 存 在 容認 を 拒否 する と 、 当 節 は 述べ る 。 む し ろ る 彼 等 は 、 あ る 民族 が 減 び れ ば 他 の 民族 が それ に 取っ て 変わ 

る と 王 張 し 、 こ の 事態 は 、 時 の 移 の いと 共に 全て が 減 び る まで 続 《。 こ れ は 人 入 類 に と り 5 最も 重要 な 事 で 、 こ の 

先 知 何 な る 生命 も 存在 し えな い 。 

注 7 「 あ ら 6 ゆる 民 は 己 が 記録 の 前 に 吾 喚 きれ ん 。」 と いう 言葉 は 、 前 節 に 述べ られ た 「 和 審判 の 時 ] が 、 こ の 

世に お ける 裁き の 時 を 表し て いる こと を 示す 。 そ れ は 、 こ の 世に お いて も 人 は その 行為 で 裁 か れ 、 そ れ に 応じ 

て 前 や ほう び を 与 を た られ る か ら で あ る 。 

注 8 前節 に ある 「 己 が 記録 」 が 当 節 で 「 わ れ ら の 帳簿 ] に 置き 換え られ た の は 、 国 家 及 び 個 人 の 行動 が 神 

に 記憶 きれ 、 を それに 応じ た 裁決 が 神 よ り SS 
ー769 一 























第 四 -[- 皇 斉 アル ・ ジ ャ ー シ ャ 
33. また 、: ア ッ ラ ー の 約 東 は 必ず 恨 行き れる 。 ュー て し (15 
審判 の 到来 は 疑う さく も な し 】 と 云わ れ し や 29 3 8 89 3 
時 、 2 ち 「 我 等 審判 の 何 ん だ る か を 知 ETE EN Gs CS 
ら ず 、 と! は 管 則 に すぎ ず ょ と 思う 。 故に 我 等 5 ラッ ン 
は 納得 せ ず 」 ほ 答え 9」 と 。 BO LE OE CS 
34. かく て 彼 等 は 、 己 が 諸悪 を 目の当たり に せ IS 区 ( る a < < 4 
8 ° ゅ lle tS Sa lS 
ん 。 面 し て 、 彼 等 は 、 日 随 只 笑 せる も の に "2 
包囲 きれ ん 。 OEY 
35. 面 し て 、 彼 等 は 云わ れん 、「 お 前 た ち が か つ RAN 
て 、 お 前 た ちの この 日 を 忘れ だ る 如く 〈、( 注 
9) 今日 は われ ら が お 前 た ち を 忘れ る 番 な 0 
る べし 。 お 前 だ た ちの 落ち 行く 先 は 業火 に し 
て 、 如 何 な る 助け 手 も な か る べし 。 | 
し る る 
36. これ お 前 た ち が ア テッ ラー の 神 兆 を 咽 笑 し 、 363 aS OL 
UO 欺 か れ た が 故 な り 」 と 。 か く Se 
、 彼 等 を こよ り 出 づる を 得 ず 、 ま た 王 。 ふぁ ざっ うし ao を そう 2 MI CON 
2 に 連れ 戻る れ ざ る べし 。 8 SR 
* = に 1 WS cs Rn, \ ンタ ヒ 4 当 
37. され ば 、 語 天 の 主 、 大 地 の 主 、 方 物 の 主 アッ e う の うい つう 21 いう Aa 405 
ラー に 譲 え あれ 。 の 
っ gg 人 
38. 天地 の 尊厳 は 彼 の ぁ もの な り 。 彼 は 俸 大 に し 02232Oo95o 人 63 
て 、 賢 折 に まし ます 。 の 
プ ^ っ 
KO アー と 
注 9 約束 され た 処 嗣 の 日 。 


om 
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アル ・ ア ハク ァ ー フ プ 
(メッ カ 臨 示 ) 


あま ね る み な a 
1. 落 混 控 く 、 恵 み 選 く アッラー の 御名 に お い DN hs 
て 。 IT み デ を は 
で ャ 1 
2. ハー・ ミ ー ム 。( 注 1) OF 
4 ーッ ラー ュ ノ 人 2 
3 3 偉大 に し て 野 哲 な る アッ ラー © I 1 で 
る アデ アー デ アデ し 4 デア 


4. われ ら は 真理 に 基づか ず 、 旦 つ 一定 の 期限 Cm 本 か 
を 定め る こよ な く 、 天 地 並 びに 天地 の 間 の 


ッ タ 。 ア ィ ン ゃ タグ ~ uw 
高 物 を 剣 造 せ ざり き 。 さ れ ど 、 信 ぜ ざ る 者 OE A 
ども は 、 調和 舎 せ られ た る る こと を 己 避 す 。 ( 注 レッ クタ F 
2 ) NN 
5. 彼 等 に 去 え ん 、「 ア ッ ラ ー 以 外 に お 前 た ち が 上 崇 ッ タ ン ンク クタ タン エン う タ ラン レン 
【 
め る も の 、 そ の な ん だ る か を 知る か ? こ BRO OL Id 


の 大 地 に 彼 奴 ら が 剣 れ る も の が ある な ら 、 ょ nc la 2 ( 
見 せ て みよ 。( 注 3) は た また 彼 奴 ら 諸 天 の SMC EK 2 SY Oa 1S 
っ ロ プア 。 フッ グー の 


創造 に 参与 し た と で も いう か ? 前 た ち タタ PA CEOS の 65! 

の 言葉 が 本 当 な ら 5、 こ の クル アー ン よ り 5 以 

前 に 簿 示 る れ た る 経典 か 、 そ の 亜 独 の 遣 れ DIE I E} 
る も の を われ に 示せ 」 と 。( 注 4) 


6. アッ ラー の 代わ りり に 、 屋 後 の 萩 判 の 日 まで タン ささ , うめ の 5 2 タッ タン 2 る も ン ン ラン ノレ 
の の 2401 の 5 っ いう | OS 2 しら (に 3 
応え を ず す 、 上 且つ 彼 等 の 祈願 に 気づか ざる も の デパ ン cr 


を 款 め る 者 ま 6、 こ れ 等 より な 全 深 き 者 Aooee22g し ちり 1 3 


ども 、 を は 何人 か ? ( 注 5) ン 
〇 いら 上 








注 1 賞 計 すべ き 栄 準 の 主 。 
注 2 宇 市 は 証 生 し た が 、 双 終わ り の 時 を 迎え る の で あろ うぅ 。55 音 27、28 師 参照 。 


注 3 侍 拝 を 命じ 、 字 宙 の 創造 主として 我々 の 逝 命 を 左右 きれ る が 故に 崇め ゆら れる の は 、 神 の み で ある 。 そ 
れ に 反し 、 偶 像 崇拝 者 の 常 め ゆる 偽り 9 の 神 は 、 何一つ 造り 出 き な い ば か りか 、 そ れ ね 自生 存 友 し な い ぉ の で あっ た 。 
(25: 4) 


注 4 事実 、 神 の 啓示 書 を 除く 如何 な る 典拠 、 及 び 人 間 の 科学 ・ 理 性 ぉ 信仰 の 臣 非 を 決め 兼ね る 。 


注 5 イス ラム 教 は 、 信 者 の 福 り を 受け 入れ る 事 で その 存在 を 現し 、 苦 玉 に ある 信者 に 感 ゆ の 言葉 を や か ける 
実在 の 神 に 拝 語 き れる (2 : 187) 


po 
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ど 


10. 


11. 


12. 


13. 


{. 


.・ われ ら の 明 申 な る 啓示 が 役人 等 


彼 等 は 人 間 が 復活 きせ られ だ た と き 、 0 
敵 と な り 、 辿 め ら れ だ た る こと を 辻 認 せ 


に 読 褒 せら れ 
だ た る と き 、 信 ぜ ぎ ざる 者 ども は その 真理 に つ 
いて な う 、「 こ は 明らか に 妖術 な り ] と 。 


. また 彼 等 は 云う 、「 彼 、 こ れ を 提 造 せり 」 と 。 


云え 、「 も MD 
の カ で は 、 アッ ラー の 罰 か ら 我 を 護る 

能 わ ず 。 アッ ラー は お 前 だ ちの 、 i 
ン に つい て 語る くだ ら 6 ぬ は な し を 、 よ く 知 
り 給 う 。 我 と お 前 た ちの こと は 、 ア ッ ラ ー 
の 証言 で 充分 な り 。 ア ッ ラ ー は 寛大 に し て 、 
慈悲 深く まし ます 」 と 。 


云え 、「 我 は 新 租 な 使 待 に 非 ず 、 ま だ な だ 自分 に 


何 が 起き 、 お 前 た ち に 何 が 起 る か を 知 | ら ざ 
る 者 な り 。 我 は だ だ 、 A る こと に 
従う の み 。 耐 し て 我 は 、 だ た だ 一 介 の 警告 者 
に すぎ ぬ | と 。 

ム え 、 「 も し この クル アー ン が アッ ラー より 
降 さ れ た る も の な る も 、 お 前 だ ち は : 之 を 信 


ぜ ず 、 面 し て 、 イィ スラ エル の 子 操 の 中 か ら 
も 証人 あり て 、 自分 に 似 た 者 の 到来 を 証言 
し 、 信 ずる も 、 お 前 だ ち が 落 慢 に も 信 ぜ ず 
と は 何事 が ? | と 。 げ に アッ ラー は 、 不 義 
な す 徒 佐 を 導き 給 わ ず 。 
第 二 項 

信 ぜ ざる 者 ども は 、 信 ずる 人 々 に つい て ぶ 
う 、「 も し クル アー ン に 良き こと あり な ば 、 
彼 等 が それ を 我 等 に 先んじ て 得る 理 な し 」 
と 's 耐 し て 、 彼 等 は それ に よっ て 導 か られ 

ざる が 故に 、 か くさく 云わ ん 、「 こ は 古 の 護 言 な 
| t。 
クタ クルアーン 以 前 に も 、 維 居 に し て 且つ 慈悲 
な る モー で の 経典 あり 。 こ の アラ ビア 語 


5 る で ラリ クウ イッ タイ ニタ エク を し すず の 
いら 0 りあ Ei > 
OS I 6 ae つう > うい 


ジウ ON RE 
3 eg 本 3 


OR 
G03 OO 
TCS の は le 
ND Haid gt 

| 


Oo no 
ッッ ンク の ぅ > 。 ン レ en ? タ 
っ dhis ook ol ols 


de ce ER OE SS 


er 


の | tt a 3 1 2 タッ ンジ っ レン 2 5 

Ge OL の っ 
CE OCHATIL RGN IE 
プク ルッ タン ンス ゥ タン 5 ク 。 レ ち クン の 
ORS も Boxes 2 13 CT 
OI SI 


0 
Da GA の 5 33 
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経典 は 、 先 の 講 頂 言 を 実証 し 、 悪 事 を 行う 
徒 輩 に 警告 し 、 並 人 に は 朗報 を 伝え を る も の 
な もり 。 


アル ・ ア ハク テー フ 
レー 
る 2 ンタ ント ラ (を ン レ ゅ の 。 レ タ i 
ORAS Gdos 


DA 





に j ご ッッ ラー だ な ーー いい < 2 タッ タ る る 2 ン え a ta KC テス - し 
14. ザ に 「 我 等 の 主 は アッ ラー な り 」 と 云い 、 の を OAD EONS 
し か も 鋭意 精進 する 者 に は 、 な ん の 怖 れ も 、 の 22 
愛 い ちゃ な か らん 。 ( 注 6) DE RE 
15。 こ れ 等 は 楽 剛 の 住人 に し て 、 玉 久 に 住み 胃 56 る 2 を GE Go EC 
ま ら ん 。 こ は 彼 等 が 所 業 に 対す る 報 党 なり PE 
(の TOT VW 
16. われ ら は 人 間 に 、 父 母 に 幸 養 を つく さん こ ESA in 
と を 命じ たり 。 母 な る も の 、 懐 胎 に 苦し み 、 だ コージ 6 
純 つ 分 既に 昔 し む 。 脱 に 子 を 宿 し て か ら 孔 Na oo 23(374 る | 
離れ る せる まで 、 実に 三 ニカ 月 を 党 す 。 ( 注 IGR ラッ プイ ン ッ 1 ァ る 
7) 商 し て 分 別 盛 り 上 な り 、 生 四 上 に 6 圭 OAI25OSU AN SL 6 
する 頃 と な れ ば 、 「 主 よ 我 に 、 日 分 並び に ダス アン ン ュ っ ん NT 5 アタ シト 2 。 1 セン ン 
必 が 父 に 垂れ た る 流 の 思 者 に 、 研 語 せ し ⑳0G5 め 人 3 ら IPI 
め よ 。 液 を 寄 ば すべ く 、 我 に 善行 を な き し a 1 ン と ッ ン 2 と 
時 RE ol5 09 CV) 
め 給 え 。 箇 し て 我 が た ゆめ に 、 我 が 子 孫 を 装 ひら ひい 
ェ ン os っ 41 219 イ 1 ヤン 
し き 者 た な し 給え 。 我 は 液 に 帰 誠 す 。 げ に eSS GOO の 8 の 2 らら 
我 は 、 液 に 甘 選 悦 服 する 者 の 一 人 な り 」 に De te 
ム う 。 Oo 
17. これ 等 の 者 は 、 わ れ ら その 所 業 の 最 普 な る EC SE EE GNA 
も の を 受け 容れ 、 そ の 諸悪 を 大 月 に 見 る 者 時 の 
た ちな り 。 彼 等 は 楽 岡 の 住人 た な らん 。 こ る 3 ERG の と うう っ 
は 役 等 に な し た る 真実 の 約束 の 履行 な り 。 の っ タン 59 2 タレ ルゥ 5 仙 。 。 5 。 
⑨ 〇 ue be6 (so Suva 
18. 然るに 、 そ の 父 坪 に 向っ て 、「 笑 止 か な 1 スー いる 0 nm 4E を 
Cl も MD JC 13 
父 圭 よ 、 の 交 ら し ゅ られ る と 司 喝 す て ウパ デ kc CU 
ュ り Tf ー あ は 多 HH- ー 4 」 ア あ ン で > し 」 カプ 。 ろ る タプ ラン ン ウタ 
る か 。 匠 が 前 に 幾多 の 世代 海 き て 再び 帰ら うい Pe2 2 IS 02 
ざる に 非 ず や ?」 と 云う 者 あり 。 両 親 は アッ i i 
ラー に 助け を 求め て 、 云 う 、「 流 な きけ な 6 8 RSS 
注 6 。 全 宇 宙 の 神 ア ッ ラ ー に 支持 る れ 、 ゆ る ぎ な い 信 仰 を 持つ 邊 の 信者 は 、 如 何 に 過酷 な 試練 の も と で も 、 


恐れ や 悲し み で 心 の 平安 を 乱 る れる 事 は な い 。 


当 節 で は 、 妊 娠 と 授乳 の 期間 と し て 三 


注 7 31 : 15 で 赤子 の 乳 離 れ に は 二 年 か か る と 述べ られ て いる が 、 
MA 四 ヶ 


月 目 か ら そ う 感 じ 始 上 る か ら で あ る 。 
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や 1 信 ぜ よ 。 ア ッ ラ ー の 約束 は 真実 な り 」 ント る 0 の (て クン る て ク 、 ト エレ タッ タン 
と 。 狼 る に 後 は 云う 、「 を は 往 古 の 物語 に す OL BLINN oa ds 
ぎ ず 」 と 。 
19. こね 等 の 者 は 、 彼 等 以前 に 折り し 妖 填 や 人 Pr ぷ PE 
間 と も と -ー 縮 で 、 天 六 を 衰 まる の が 当 た り 所 っ 5 ス 3 
な 徒 護 な り 。 彼 等 は 紛れ も ない 失 敗者 がり 。 る UN 2 9 
Ds の し 


し か 
20. 面 し て 、 人 は みな その 所 業 に 応じ て 、 位 階 US 352 a 3 し > ws SAR) 
に 導い に あり 。 そ は アッ ラー が 人 の 所 業 に 応 2 な の 
ン う の 
じ て 報 装 せ ん が だ ため な り 。 ま た 価 人 も 決し a あう 
て 不当 に 過 せ せら る る こと な し 。( 注 8) 


し か ご うか AE ゥ タン ター ンタ ン ッ ン ン 

21. 上 信 ぜ ぎる 者 ども が 楽 火 に きら きれ CaN と RR 253 
、 彼 等 は 云わ れん 、 | お 前 だ ち は 現 世に ぁ = 

(2 2 lu 

な ちい て 結構 な も の を 洪 尽 し 、 存 分 に 楽し め tot | CN 3 


り 。 され ば 今日 前 た ち は 、 こ の 世 で 真理 ンタ の SR 2 

: の (oe 

を 無視 し て 人 短 慢 旦 つ 放 垢 な り し こと の た め の et 2 rH ' 
も アッ チ 927 2 


に 、 恥 ず べき 窟 制 を 以 て 報い られ ん ] よ E5828 の oy 
( 注 9) 
は ら か ら 営 二 項 
22. アー ド の 同胞 に つい て 話し て や れ 。 フ ー ド と ょ SL423138 し C1 
づ いら 1 1 5 
が 砂丘 の あ だ り で その 民 に か く 警告 し た 時 2 ン と と 33 0 
“#7? = アン ゥ の 


の こと を 一 登 馬 者 は 彼 以前 に も 以後 に も 83 ら 25AOScS SO301 と ほる 3 


来る a 「 ア 7 ツ ラー 以外 に 何者 も 崇め る な の し 2? < イノ 4 アフ ンマ ンク) る て うら ヶ ウッ ン し 
か れ 。 お 前 た ち が あ の 重大 の 日 に 如何 な 。 で mldg AS あら] 3) bY LS 
前 を や うけ る か >、 我 そ れ を 恐る 」 っ 4。 2 
DL 3 
ァ 


23. 彼 等 は 云え り 「 液 は 我 等 を 、 神 々 か ら 背 か CE es CG FI 


し めん が た だ ため に 来 だ り し ゃ す な ら は ば 、 六 の 


RC 我 等 を 司 喝 する も の BAAN Go 5 は る 


、 い ま 起 し て みよ] ょ 。 








注 8 裁き が 下 き れる 前 に 、 人 の 行為 は 全て 厳密 に 審査 まれ 、 そ の 時 々 状況 が 考 庶 きれ る で あろ う 。 良 い 行 
い に 対す る は ほう び は 、 行 為 自 体 の 何 倍 に も 増やさ れ 、 悪 業 へ の 処 銘 は その 罪 に 応じ た も の で ある 。 神 の 報 醍 の 
法 は 、 こ の 様 に し て 施行 きれ る 。 

注 9 六 き の に 、 自 ら 6 犯 し た 悪 泉 を 突き 付け られ て 、 不 信心 者 達 は 次 の 様 に 言い 渡る れる で あろ う 。 神 が 
披 け られ た 贈り物 を つま ら な い 事 で 沢 吾 し 、 良 い 日 的 の 旋 で は な (、 自 ら の 卑しい 鹿 み を 適 える 事 に 利用 し た 
為 、 彼 等 は 、 そ の 悪事 の 報い し とし て 屈 頑 を 被る で あろ うか ら 、 今 か ら そ の 心 積 り れ を し て お か な けれ ば な ら な い 。 
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第 四 十 六 章 


FP アハ ク ァ ー プ 





フー ェ ド は 云え り 、「 そ の 知識 は 、 アッ ラー の 
み 逐 を 有 す 。 我 は だ だ 、 託 る きれ だ る こと を 
お 前 た ち に 伝え る の み 。 そ れ に し て も お 前 
だ たち 、 な ん だ る 無知 な る 民 ぞ 」 と 。 ( 注 10) 
その 時 黒雲 湧き 起り て 、 彼 等 の いる 谷間 に 
流れ 追 り た り 5。 それ 見 て 彼 等 は 云え り 、「 あ 
雲 、 一 雨 く る ぞ 」 ほ 。[ 然 ら ず 、 こ れ ぉ 前 
だ た ち が 催 促 せ の も の に し て 、 そ れ に 伴う 凌 
風 こ を 恐ろし き 天 員 な り 。 
を は 主 の 命 を 奉じ て 一 切 を 江 減 な ん] 及 朝 、 
彼 等 の 住居 以外 な に も 残ら ぎり き 。 わ れ ら 
か く の 如 く 崖 深い 者 ども を 罰 す 。 


われ ら は お 前 だ ち に 与え ざり し 力 を 彼 等 に 
備え る せ 、 耳 、 目 、 心 を 与え だ り 。 然るに 、 
彼 等 が アッ ラー の 神 兆 を 認め ざり し が 故 
に 、 そ の 耶 と 日 と 心 は 彼 等 の た め に 役立た 
ぎり き 。 面 し て 彼 等 は 、 そ の 嘱 笑 せる も の 
に 包囲 きれ な だ もり 。 


24. 


25. 


26. 


27. 


第 四 項 
28. げに われ ら は 、 お 前 た ちの 周辺 族 都 市 を 減 
ば し だ た り 。 面 し て 、 わ ゎ われ ら は 、 彼 等 を われ 
ら に 頼ら し めん が た だ ため に 、 る ま ざ ま な る 手 


し る し 
段 で 神 兆 を 明示 せり 。 
だ が その 時 、 ア ッ ラ ー に 近づか ん と し て 
アッ ラー の 他 に - 役 等 が 秋 々 祭 め し 神々 は 、 
何故 彼 等 を 助け ぎり し か ? 然 り 、 神々 は 
彼 等 を 見 捨て た 5 。 そ は すべ で て 、 彼 等 の 庶 
言 言 と 提 造 せる も の に すぎ ざり し が 故 な 5 


29. 


SR 
( 注 11) われ ら が 波 の と ころ へ 赴 か し め だ た だ 
時 の こと を 思い 起こ せ 。 彼 等 読 謗 の 場 に 陣 
な や 、 互 に 「 誰 聴 」 も 去 え り 。 そ の 終る や 、 
注 10 閣 悪 に か か わら ず 、 人 が 行動 する 時 の 背 虎 に つい 


れる か 否 か は 神 の みみ が 知 っ て お られ る 。 交 、 
注 11 


処罰 の 時 、 


マ ド 希 言 者 の 言葉 に 


て は 神 御 一 人 が 御存知 で あり 、 
形態 に つい て も 御存知 で ある 。 

当 第 に 湊 か れ な た 盾 選 穫 た ち 」 は 、 ナ シー ビー ン の ユダ ャ 人達 
だ と いう 説 も ある 。 メ ッ カ の 信 々 の 敵意 を 恐れ て 、 彼 等 は 夜 モ ハッ マ ド 預 斉 者 会 
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CS 
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ウリ レア M 29 ょ 。 レノ 2 
OE II 
EE Ee dy 


DoH 
SIS CS 5 


I GN 


EE か 指し 、 又 、 イ ラク の ムー サル か ニニ キネ ペ 
っ だ が 、 ク ルアー ン や モハ ッ 


耳 を 傾け た 後 、 彼 等 は イス ラム 教 に 改 素 し 、 進 ん で イス ラム 教 を 受け 入れ た 人 々 に この 新 
た な お 告げ を 伝え だ 。(Bayan、8 巻 ) 72: 2 も 参照 の 事 。 


PA 


それ 故 、 人 が 処罰 き 
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3l. 


32. 


33. 


34. 


35. 


36 . 


注 12 


破 告 を 伝え ん が だ た だめ に 仲間 の と ころ へ 帰り 
た っ 


彼 等 は 云え り 、 「 仲 間 た ちょ 、 , 救 等 は モー で ゼ 


の 後に 降 き れ た る 経典 を 聴 開 せ り 。 を は 以 
前 の 経典 を 確証 し 、 真 理 ほ 正道 に 導く も の 
な り 。 ( 注 12) 


仲 前 た ちょ 、 ア ッ ラ ー の 召喚 者 に 応 を て 、 

アッ ラー を 信 ぜ よ 。 アッラー は お 前 た ちの 
も ろ も ろ の 罪 を 赦し 、 お 前 だ た ち を 猫 刑 よ り 

救 わ ん 。 

され ど 、 ア ッ ラ ー の 召喚 者 に 応え を ぎる 者 は 、 
SNS 
また アッ ラー の 外 に 如何 な る 守護 者 も も 
ざる で し 。 か か る 者 は 明らか に 邪道 本 
り た り 」 a 

彼 等 は 見 ざる か 、 天 地 を 剣 造 し 、 し か も る 

の こと に 疲れ を 知ら ぬか アッ ラー が 、 和 

難 ら せる 力 ある こと を 2? ( 注 13) 然 り 、 

に アッ ラー は 全能 な り 。 


信 ぜ ぎる 者 ども が 業火 に 晒 き れる 日 、 彼 等 
は 云わ れん 、「 こ れ で も 真実 に 非 ず と いう 5 
か ? | と 。 彼 等 は 答 容 え ん 、[ 容 、 真実 な り 。 
主 の 御名 に か け て 」 と 。 主 は 云わ ん 、 「 然 ら 
ば 不信 に 対す る 徳 削 を 味わえ 」 と 。 
きれ ば 、 諸 使徒 が 毅 氏 ほ と し て 耐え 忍び だ る 
如く 、 液 ぉ 貞 え 巡 で 。 彼 等 に 対す る 稀 削 を 
催促 する な か れ 。 彼 等 その 司 喝 きれ し こ * 
を 日 の 当たり に する 日 、 . 彼 等 は 想わ ん 、 RS 
の 世に 留まり た だ る こと 一 刻 に し か すぎ ず 
と 。 ( 注 14) この 稀 告 は すでに 伝え られ だ 
り 。 減 ぼ き れる 者 は た だ 不 従 央 な も の と ども 


の み 。 
前 説 に 述べ られ だ 「 選 良 た ち 」 は 、 


所 か が ら 、 ユ ダ ヤ 人 だ と 当 節 は 示し て いる 。 
新た な 天地 創造 の 過程 は 、 ま だ 終っ て は いな い 。 そ れ は 確証 な き 主 張 で は な い 。 僅 大 な る 神 の 使者 の 


注 13 
到 米 と 共に 、 語 い 秩 訟 は 有期 れ 、 新た な も の が それ に 取っ て 換わる 。 こ れ は 新た な 天地 の 創造 を 
不信 心 者 に 対す る 神 の 前 は 余り に 蔵 し く 突 然 で あり 、 そ を それに 比べ れ ば 安楽 で あっ た 一 
F 一 刻 に し か すぎ ず 」| と 思え る で あろ う 。 


注 14 
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彼 等 が クル アー ン を 「 モ ー ゼ の 後に 降る きれ た だ た 経典] と 呼ん で いる 


0 


—776— 


、 彼 等 に は 


r ユ 
1 の 


第 四 ・ ト 七 意 ム ハ ン マ ド 





ムハンマド 
(ヌス ディ ナ 啓 示 ) 


あま ね 


1. 落 悲 溢 く 、 恵 ケ所 くく アッ ラー の 御名 に お い A 
て 


タイ グン っ る ン 


2. 信仰 せ ず 、 人 々 を アッ ラー の 道 よ り 彰 か し SEaI SN ol 
むる 者 は 、 ア ッ ラ ー が その 所 業 を 空 無 に 帰 


せしめ ん 。 ( 注 1) aa | 
3。 然 れ ど も 、 信 じ て 義 し き を 行い 、 ム ハン マー る し DS 


ド に 啓示 $ れ た る も の を 主 よ り の 真理 とし の , < ン ョ ョ ン 
の 
て 信ずる 者 は 、 DR の と 5 の 33523 ひき と 
もろ の 罪 を 払拭 きれ 、 過 も や を 改 療 き れ A: 際 
が > る Lao 
i と Zz = イス 
4. を そ は 信 ぜ ざる 者 は 席 妄 に 従い 、 信 ずる 者 は EL LS CGE 
その 主 の 真理 に 従う が 故 な り 。 か く の 如 く 、 , 
タッ ング っ ゅ で タッ a - 
アッ ラー は る ま ぎ ざま な る 比 明 を 以 て 人 々 を AA 


戒め 給 う 。 OC er 


ン ク っ GPC MK 


EO OA ge 


BI 


5. き て 前 た ち 、 不 信心 者 撃 と 合戦 する と き 
は 、 彼 等 の 首 を 斬り 洲 せ 。 大 殺 傷 に より 彼 
等 に 打ち 勝っ た と き は 、 そ の 線 線 を 強 周 に 
せよ 。 し か る 後 、 情 を か け て 放免 する も よ 
し 、 身 の し ろ 金 を 取る も よし 、 戦 い に が その 
荷 を や を なろ すま で 。 こ は 控 な る ぞ 。( 注 2) も 


ーーー 


e\ 


ン よ 


CAAA EAN 





注 1 不信 心 者 は 、 イ スラ ム 才 徒 の 前 進 を 上 旭 も うと する 彼 等 の 試み が 、 何 の 成果 も 上 上げ ず 、 む な し いも の だ 
と 告げ られ て いる 。 
注 2 当 節 に は 、 一 言 で 言え ば 、 eR 
付 了 基 的 に 、 奴 款 制度 に 痛烈 な - 一 繋 を 加え て いる 。 要約 する と 次 の 様 に ヵ 

(1 イス ラム 教徒 が 、 その 信仰 ・ 名 蒼 ・ 生 舎 ・ 財 産 を 守る 正規 の 戦い に る 時 細 到 に 戦う 様 命じ られ て いる 
(8 :13—17)。 (2) 一 L、 戦 が 始ま れ ば 、 平 和 が 確立 きれ 、 自由 が 確保 る れる まで 、 それは 続く さき で ある (8 : 
40)。 (3) 敵 の 皇 膚 を 引き 立て る こと が 許さ る され て いる の は 、 徹 底 的 に 戦う 正規 の 合戦 の と きのみ で ある 。 こ の 様 
に 、 正 規 の 戦い に お いて は 捕 膚 を 捕る 事 が 許さ れる と 明言 きれ て いる が 、 を それ 以外 も 如何 な る 理由 を も っ て し 
て も 、 人 人 か ら 自 由 を 槍 う 事 は で びき ない 。 4d) 戦い が 終 れ ば 捕虜 は 解放 る きれ な けれ ば な ら な い 。 そ の 方 法 と し て は 、 
見 返り を 求め な い 、 身 代金 と 引き 換え 、 互 い の 捕 具 変 換 の 三 通 5 が ある 。 彼 等 を 永遠 に 拘束 し た り 、 奴 款 と し 
て 扱っ て は な ら な い 。 モ ハッ マ ド 損 言 者 は 、 バ ニー・ ム スタ リー ク の 百 家族 を 、 又 ハハ ワー ズ ィ ン の 数 千 人 に 及 
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第 四 -1- 芋 NN 
し アッ ラー 欲し な ば 、 彼 は 自 ら 役 等 を 剖 す Lb ・ ラー > 2 0 8 LL 
> は 4 所 s CN 

こと 可 な り 。 きれ と 人 役 は 、 お 前 だ ちの 或 る の 3 RIS RIE 

者 を 以 て 他 の 者 を 試み ん と 欲す 。 ( 注 3) 褒 a る 2 と (代り 

"CC \ ri Gl AMI 

し て 、 ア ッ ラ ー の 道 に 死 せ る 者 は 、 決 し て OR OS = うら "フク 
0 し くせ ら る る こと な か る ベ 


じ 。 ( 注 4) 

6. アッ ラー は それ 等 の 人 々 を 導き 、 そ の 境 刀 a Rd 
を 改 状 し 、 ~ 
A A a ュー クタ > ペ ッ タ イイ イク ンプ で る ンタ タタ イー 2 し 
0 NN SO 入ら し な で し 。 ( 注 O ア 1 は 1 」 

J 
う アプロ し d 32 ダフ リン > タ 2 イン 
8. 浴 等 信徒 な ちよ 、 も し アッ ラー を 助け な ば 、 A AA PAA FEL 
アッ ラー も また お 前 た ち を 助け 、 そ の 地歩 2 2 
を 堅 園 な らし めん 。 ② 和 21081 で 8 


9. きれ ど 信 ぜ ざ ぎる 者 ども に は 、 た だ 破 減 あ る OA イフ ッッ (2 2 i 
・ aeJ 4292 QJ5 
の み 。 を その 所 業 は 空 無 に 帰 き ん 。( 注 6) の ウ 


10. そ は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 啓示 せる も の を 娠 CA IM WF 
CR ba し 
悪し た る が 故 な り 。 よ っ て アッ ラー は 、 彼 IM 
笛 の 所 業 を 徒労 に 終わ らし め た り 。 


Ce 4 

11. 彼 等 は 国々 を 選 雄 り て 、 彼 等 以前 に 栄え し EE NEN 
人 々 の 末路 が 如何 な る ぁ る も の に な り し か を 見 a 2 人 2 
ざり し か ? アッ ラー は 彼 等 を 撲滅 せり 。 Re Oe NC 

会 ' デイ (ec 
OR RR NS と 起 ら ん 。( 注 IE 1 








ぶ 捕 府 を 、 両 種族 が 戦い で 惨敗 し た 後 解放 し た 。 バ ドル の 戦い の 後 、 捕 府 か ら 賠 償 が 支払 われ だ 。 彼 等 は 金銭 
で 賭 償 で き な か っ た が 、 教 状 あ る 人 々 だ っ た 人 為 、 イ スラ ム 教 徒 に 読み 書き を 教え る 市 で 償 っ た 。 こ の 様 に 、 当 
節 は 奴隷 制度 を 事実 上 根絶 し 、 永 久 に この 世 か ら 取 り 除 いた 。 

注 3 信者 の 短 性 が 表 る きれ 、 不 信心 者 の 悪性 が 最 か れる 様 に と 、 ア ッ ラ ー は 打者 と 後者 上 戦わ ある れ な た 。 敗北 
し た 敵 を 処 退 する 際 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 側 の 道徳 上 の 目 越 は 、 何 に も 増し て 明らか に され だ 。 

注 4 戦死 し た イス ラム 教徒 の 犠牲 的 行為 は 、 無駄 に は る され な いで あろ う 。 事実 、 彼 等 の 科 牲 が あれ ば こそ を 、 
アラ ビア に イス ラム 教 が 向く 根付 いた の で ある 。 

注 5 不信 心 者 は 、 現 世に お いて 、 天 国 の ゆで み を 味 っ て し まっ た 。 つ まり 、 来 世に 約束 8 きれ だ た も の と クル 
アーン に 書か れ て ある 精神 的 電 み を 全て 彼 等 は 物質 的 に 享楽 し て し まっ た の で ある 。 又 、 別 の 解 普 と し て は 、 
クル アー ン に 記 る れ な た 天 園 に つい て の 約束 が この 世 で 成就 きれ る の を その 目 で 確か め た 為 、 不 信心 者 は 「 楽 園 」 
を 精神 的 に 早まっ て 、 味 わっ て し まっ た の で ある 。 

注 6 不信 心 者 の 「 所 業 は 空 無 に 帰 き ん 」 と いう 言葉 は 、 先 述 の 数 節 で 三 度 述 べら れ て いる 。 こ れ は 、 不 信 
心 者 が 、 イ スラ ム 教 の 秀 壊 と いう 彼 等 の 究極 の 目標 を 達成 する 訪 に 、 全 力 を 価 け た 事 を 示し て いる 。 し か し 

イス ラム 教 は 勝利 を 治め た 。 イ スラ ム 教 は 各 栄 し 、 不 信心 者 は を 遂げ られ な か っ だ 。 

注 7 モハ ッ マ ド 預 言 者 を 信じ な い 者 は 、 世 界 中 を 歩い て 、 か っ て の 預言 者 を 拒ん だ 者 が 迎え た 慈 惨 な 最期 
を その 有 目 で 確か め よ と 、 ク タル アー ン に 15 回 も 告げ られ て いる 。 
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13. 
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15. 


16. 


_17. 


注 8 





ム ハ ン マ ド 

そ は アッ ラー が 信ずる 者 の 守護 者 に し て 、 ン ッ MC イッ ンク フォ マイ 
* CM IA Ai) 615U g 

不信 心 者 勤 に は 如何 な る 守護 者 も な き が 故 2 時 

2 タイ トップ と 

な り 。 拓 Cea Js 
ake ーー Se 本 あま ます) 1 ター レン 3 タレ パレ ッ っ ター ぅ さ 

げに デッラ は 、 信じ て 閉 行 を 積 む 者 に は 、 aku 1 2230 RN DI EG 


木陰 に 河川 流 る に 楽園 へ 入 らし め 給 う 。 さ る 
和 れ ど 、 不信 心 者 斐 に は 、 現世 の 生活 を 楽し 
ませ 、 獣 の 如く 食わ し め 、 ( 注 8) し か る 後 


地獄 の 火 を 彼 等 の 住処 と な きん 。 


液 を 追放 せる あの 邑 よ り も は る か に 栄え し 
諸 都市 の 住民 を 、 わ れ ら は 如何 に 多 て 減 ぼ 
し だ か! きれ ど そ を そこ に は 、 誰 一 人 彼 等 を 
助 く る 者 な か りき 。( 注 9) 

その 主 よ り 載 き し 明 ら か な 証拠 の 上 に 立て 
る 者 と 、 自 分 の よ か ら 史 行 い を 番 し と 思い 
て その 患 性 に 従う 者 と 、 こ れ 同 じ な りや ? 


義 し き 者 に 約束 せる 楽園 の 情 款 
ら 、 そ こ に は 腐ら ね 水 の 河川 あり 、 
5 ぬ 乳 の 川 あり 、 いと 和則 き 美酒 の 川 あ り 、 

消 く 浴 め る 密 の 川 あ の 。 彼 等 を こ に て 各種 
の 果物 と 、 主 か ら の 窒 想 を 賜 わ ら ん 。 か か 
る 至福 を 享受 する 者 が 、 水雷 の 業火 の 中 に 
住み 、 煮 えん た ぎる 熱湯 を 飲ま 強め ゆら れ 、 懇 
剛 を 引き 像 か れる 者 と 、 こ れ 同 じ な りゃ や ? 


述べ る な 
味 の 変 


彼 等 の 中 に は 液 に 耳 依 ける 者 ある も 、 液 の 
前 より きれ ば 、 知 識 を 授け られ た る 者 た ち 
に 向っ て 、「 彼 が いま 語り し こと は 何 か ? 」 


0 2 4 が < っ ター ラン tw 
TA GE 2 3 


MM 3 いも CR CC 
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0 NE 
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NS i っ Ea 、 に る 
ER id 。。 ダ レッ ン ン 
ENE A RE IIE ES 
イア ュ ア ンズ kr ュ > ク 
oe も BE テラ 


65158 で の 


3 タン アー 


RE EE 
| ONVMARTIKANRCANUIRIERGNG 


1 


信者 は 神 や 人 間 に 仕え る 為 に 生き よう よし て 食べ る が 、 不 信心 者 は 食べ る 為 に 生き 、 何 等 高 高 な 日 的 


を 持た な い 。 彼 等 は 人 生 を 全て 唯物 論 的 に 揃え て せり 
当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 野 賞 金 を か けら れれ て 愛す る 地 メ ッ カ を 追わ れ 、 メ ディナ へ 向う 途中 啓示 
きれ だ 。 メ ディ ナ は 遠く 、 辺 地 に は 、 役 を 殺す か 生け 捕り に し て 望み の 沙 賞 金 を も 手 に し た いと 願う 山師 が 若 が っ 
て いた 為 、 彼 は 捕まり は し な いか と 絶え ず 条 を て いた 。 モ ハッ マ ド 頂 昔 者 は 安全 な 旅 を 神 よ 5 約束 きれ た だ 。 


注 9 


その 高 味 で 「 獣 | と 変わ ら な い 。 
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と 訳 ね る 者 あり 。 
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21. 


22、 


23. 


24. 


. き 0 


彼 等 は アッ ラー が を その 心 


を 封じ た る 者 に し て 、 た だ 己 が 悪性 に 従う 
の み 。 

され ど 教 を 守る 者 に は 、 主 は 更に 指導 を 
増し 、 豊 協 の 念 * を 高め 給 う 。 


不信 心 者 ども は 、 突 如 衣 う 審判 の 時 を 待つ ば 


か りか 。 を の 前 兆 は すでに 現れ だ 5。( 注 


10) それ が 現実 に 自分 の 身 に 起き て か ら で 


は 、 警 告 を 容れ ん と し て も すでに 遅し 。 


アッ ラー の 外 に 神 な き を 知れ 。 
も も ろ の 赦 罪 を を い 泰 れ 、 前 し て 男 と 女 
の 人 才 の 時 ちの な め に も 、 ア ッ ラ ー は お 前 
た ち の 現世 の 場所 も 、 来世 の 場所 も 知り 給 
2 
第 三 項 

0 「 何 数 神託 が 降ら ざる 
か 6 だ 、 断 回 だ る 神託 が 中 り 、 

聖戦 に や 、 心 の 病 め る 回 は 正 に 死 
性 才 6 る 如く 憎 悦 し て 液 を 見 0。 な ん と 
情け な や ! 


望む ら 4 は 服従 と 時 寛 に か な っ だ 言葉 な 
り 。 面 し て 、 事 - だ び 決 し な ば 、 ア ッ ラ ー 
に 忠誠 な る こと が 彼 等 の た め に 幸い な り 。 
お 前 たち 、 こ の 命令 に 背 い て 地 . 上 に 駆 乱 を 
ひろ る め 、 血 続 の 絆 を 断 た だ たん と ね が う の で は 
ある まい な ? ( 注 11) 


か か る 者 は 、 が ッ ラ ー の 呪 対 に よ その 
耳 は 処 その 目 は 育 と な る 。 


注 10 
注 11 
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前 光 ] と いう 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 環 言 者 の メッ みか ら の 逃亡 を 示し て いる 様 だ 。 


も し 、 不 信心 薔 達 の 勢力 が 哲 き れ て いな けれ ば 、 


癌 沈め 首 呈 を 甘み 


彼 等 は 地上 た に 混乱 を 引き 起こ し 、 あ ら 史 る 血族 を 分 
こじ っ て いた 事 で あろ う 。 それ 故 、 イ スラ ム 教 徒 は 戦 に を 許 き れ た の で あっ だ た だ 。 


0= 
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27. 


. 時 至り 、 


し あん じ 
彼 等 は クル アー ー ン を 因 案 熟考 せん と せ ぎ る 
か 7 それ と も 彼 等 の 心 は 、 鍵 か けら 5 れ た 
る が か ? 


和 導 が 明示 る れ た る 後 、 退 転 す る 者 は 
悪 廃 が 之 を 誕 か し 、 嫌 租 上 を 抱か せ た る 者 な 
り 。 


を は 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー が 降 し 喝 え る も の を 

嫌う 者 ども に 「 事 の 次 第 で は お 前 た ち に 従 

0 が 故 な り 。 き され ど だ 、 ア ッ ラ ー 
彼 等 の 秘密 を 知り 給 う 。 ( 注 12) 


諸 天 使 に 死に 召し 寄せ られ 、 を その 
顔 や 共 を 強打 きれ な ば 、 役 等 如何 に 成り 行 
てく か? 
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29. これ 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー を 怒ら すこ と に 従い 、 ン ノッ 4 A Ut 
悦 ば すこ を うみ 間 けた が 牙 な り ・ され ば 3 2 の 5 
アッ ラー は 、 彼 等 の 所 業 を 効 な か らし め 給 Pa LC 4 199, 
う フ 。 

系 四 項 / の っ 2 

30. 心 に 病 を 宿す 者 は 、 ア ッ ラ ー が 彼 等 の 欠 情 の の RC Cal 

を 明る み に 持 ち 出 し 給 わ ぬ と 想う か ? の 
OO 0! 

31、 わ れ ら も ゃ し 欲し な ば は ば 、 わ れ ら 6 彼 等 を 流 に 示 。 レノ 』 ゅ アタ )。 2222 ググ イン ッ タ イィ いる 所 人 る 
し 、 流 は その 特徴 に よ 9 彼 等 を 知り 得 べし 。 “ ク 
また 流 は 、 彼 等 の 曖昧 な る 表現 に よっ て 必 SE 3 
ず シ を 識別 せん 。 ( 注 13) アッ ラー は な ね 前 
だ ちの な すこ と は すべ て 知り 給 う 。 

32. われ ら は 、 お 前 た ちの うち 護 が 神 の た め に 3 2 SE る いく 1 る 
券 力 し 、 誰 が 耐え 忘 び た る か を 見 極め る ま A 
で 、 お 前 だ ち を 試み ん 。 ま た われ ら は 、 お OS ual 
前 た ちの 行状 を も た し か めん 。 

注 12 。 メディア の 偽 療 者 は 公然 と 不信 心 者 の 味方 を し た 訳 で は な い 。 億 替 者 と いう 者 は 悪 賢く 、 昔 水 の 陣 を 


し い だ り は し な い 。 
偽 療 者 ほ 上 いう 者 は 、 決 し て 真意 を 露 お に は し な い 。 
れ と 時 な る 考え を 述べ 、 常 に 葉 味 な 態度 を 取る 。 この 偽善 者 の 不正 な 言動 に つい て は 、2 


注 13 


彼 は 双方 に 等 し く 顔 を 向け る 。 


いる 。 


彼 は 、 あ る 者 に は ある 考え を 述べ 、 別 の 者 に は そ 
・105 に も 記さ る れ て 
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33. bE 人 々 を アッ ラー の 道 よ 5 り 背 


め 、 稚 『 導 す で に AI れ だ る 後に に 
os 者 、 彼 等 は いる A 
害 き ざる べし 。 る きる れ ど ア ー は 、 彼 等 の 
所 業 を 無 に 帰せ し ゅ ん 。 
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34. 流 等 信徒 な ちょ 、 ブ ナッ ラー に 従い 、 そ の 使 32 a 
徒 に 従い 、 己 が 所 楽 を 空 “し うす る な か れ 。 
OO 
EE br ッッ ラー の ) 据 2 アデ | DU 
区 か し め 、 不 信心 者 と し て 死ぬ る 者 は 、 ア ッ 
| 。 これ > 還 ? 9. し イス る の 9 っ タル 
ラー 断じて 輝 を 落 き ざる べし 。 Mi 
36. され ば 玲 気 を 起す な か れ 、 和 平 を 求め る な さえ 5 中 スタ ッ ン ング とこ 
いう りこ AOI 552 の 98 
か れ 。 お 前 た ち は 必ず 勝利 さん 。 ア ッ ラ ー se や 
は お 前 た ちと 僅 に あり て 、 を の 労 に 対す る ONI 002 2 人 
報奨 を 拒み 給 わ ぬ ね 。 ( 注 13) 
37. 現世 の 暮らし は 、 娯 楽 か 気晴らし に すぎ が 。 9 22 。 1 <! A 0 
円 1 | 
な れ ど 、 信 じ て を そ の 身 義 し か れ ば 、 アッ ラー ドン た 13583 いび MI 
は お 前 ただちに 報奨 を あたえ を 、 お 前 た だ ちの 財 Ki CG: 2 NS 
産 の すべ て を 求め ざる べし 。 ( 注 15) 
ラタン アタ = 
38. も し アッ ラー が 之 を 求め て 強 変 し な ば 、 ぉ 避 RN 
前 た ち は 知 装 と な り 、 まだ た お 前 だ た ち に 恨み 
を 惹起 きせ る に 至ら ん 。 ( 注 16) OA 
0 ン 5 タック ーー ラン ョ ュ ン ウタ ウー ターン タイ 9 5 
39. 見 よ お 前 た ち は 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 費 。 | os BRIO 人 YC 9 
や すこ と を 求め られ た 者 な り 。 然 る に 、 お CE 2 022 の 
前 た ちの 中 に は 、 符 番 な る 者 あり 。 次 書 な dE oR UR 
注 14 戦い が 一 度 始 まれ ば 、 OCS ET oR 
教徒 は 命じ られ て いる 。 彼 等 は 勝利 を 得る か る も な くば 列 教 者 と な る 運命 に ある 。 彼 等 に は 、 他 に 採る べき 首 
は な い 。 
注 15 イメ ラム 教徒 は アッ ラー の 為 に 戦う 様 命ぜ ずら れ て お り 、 戦 の 犠牲 を 払わ ね ば な ら ず 、 双 この 目的 の 旋 


に 人 金銭 の 負担 も 払わ ね ば な ら な いと 、 


当 節 は 示し て いる 。 し か し 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 の 念 銭 を 必要 と は し な い 。 


和合 や 人 金銭 を 捧げ る 様 求 め ら れる の は 、 それ 無し に 勝利 は 得 ら れ な いか ら で あ り 、 そ れ は 彼 等 自身 の 利 と な る 。 


注 16 


この 節 は 、 特 に 偽善 者 に 向け られ だ も の で ある 。 
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真 の 信者 は 、 こ の 崇高 な 教え を 理解 し な けれ ば な 6 な い 。 


第 四 十 七 童 リー テ や ンマ ド 





自分 自身 が 損 を する の み 。 ( 注 17) イップ 所 の と 2 て 2 イン る ぅ る 
HP 1 

アッ ラー は 独り 満ち 足り て まし ます が 、 急 PA Po Wi 

i ちな り 。 面 し て 、 た と え お 前 AG EC 3du 22 


だ た ち が 背 き 去 る と も 、 ア デッラ ー は 他 の 民 を 
以 て お 前 た ち に 代え を ん 。 き すれ ば 彼 等 は 
お 前 だ ちの 如き 者 に 非 ざ る べし 。 ( 注 18) 


定 17 。 けち な 心 は 、 人 を 人 む 致命 的 な 病 い で ある 。 ク グル アー ン は 他 の 箇所 で その 様 な 人 々 を 強く 非 区 し て い 


る 。 (9 : 35) 


注 18 「 他 の 民 を 以 て お 前 た ち に 代え ん 。」 と いう 言葉 は 、 誰 に 向け られ た も の な の か と モハ ッ マ ド 預 言 者 が 


言 ね られ た 時 、 彼 は こ う 答 えた と 記 る れ て いる 。「 も し 、 信仰 が アレ アデ ス に 届く な ら 6、 ペ ルシア の 男 が それ を 
地上 に 戻す で あろ う 。] 
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ue 


KM |- 勝利 アル ・ フ ァ タ ダ 





アル ・ フ ァ ダ タダ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね 


1. 慈 庄 深く 、 恵 み 選 くく アッ ラー の 御名 に お い OF の 
Es 
2. げ に われ ら は 胃 確 な る 勝利 を 液 に 与え だ り 。 OCRE A 


3. を は アッ ラー が 、 液 の 過去 と 将 米 ( 注 1) 2 人 人 セン ER の 22 の 
AE 3 
の 過ち ( 注 2) を 牙 し 、 液 へ の 思 鶴 を 全う 。。 ws» Ns 


ググ 
し 、 液 を 正道 に 攻 き 給 わ ん が だ た だめ な り 。 A WE ED 8 5 
4。 まだ アッ ラー が 力 強 い 授 助 を も っ て 、 液 を 
佑 助 せん が だめ な り 。( 注 3) 


5. 信仰 心 を 更に 増 き し め る た だ ため に 、 信 者 な たち 。 て Ir 
の 心 に 安静 を 降 せる 者 は ア ッ ラ ー な り 。 な 4 6 


アタック ン る 


OPE eb oe 


1 へ” 
ん と な れ ば 、 ア ッ ラ ー は 、 天 地 の 全 軍 を 統 っ らら テ 5 うる い みい st HAIEMK 
夫 も に お べ で を 知り 。 放 招 に まし ます 故に 。 ッ ツレ ッ ン レレ 
ot ts Sy 
た 吉 ろ っ うつ ao 
6. こ は 信 ず る 男 と 信ずる 女 を 癌 川 荒れ る 0 ば > Se に 9 


に 入ら せ 、 を の 中 に 永久 に 住ま し ゅ 、 
i itd の の TG NS OS 


が だ ため な り 。 そ は 、 ア ッ ラ ー の 上 邊 に は 、 大 貞二 


クィ ェ ン クッ ィ ? a 
勝利 な り 。 OM NR, B32 Cl 
7. こ は ア ッ ラ ー が 、 自 分 に 対し て 邪心 を 抱く A > うら ER EE Tl 0 


に せ 信 者 の 男 や 女 ど も 、 並 びに 偶像 教徒 の 





注 1 か っ て モハ ッ マ ド 和 預言 者 は クラ イシ ュ に 非 難 き れ た が 、 今 後 彼 が その 敵 に 非 雌 ほれ 、 追 われ 、 モ ハッ 
マ ド 唐 言 者 の 名 益 は 突 全 に 回 復 る れる で あろ る う 。「 過 去 と 将来 ] は 以上 の 事 を 示し て いる 。 


注 2 香 劣 の 極み に まで 落ち た 人 人 、 全 て の 精神 を 最高 低 に まで 高め た 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 様 な 高い 徳 を 備 
えた だ 人物 が 、 役 を 中 傷 す る 者 が 転 巡 し よう と し た 道徳 上 の 妃 失 で 有罪 に な る は ず が な か っ た 。 無 外気 を 実 す 話 
ザン グ ( 当 節 の 「 過 ち 」) は 、 彼 を 誹謗 する の に 使わ れ た 。 こ の 語 は 、 人 間 の 本 質 で あり 、 数 々 の 刷り を 悠 す 元 
と な る 性 格 の 弱き を 示す も の で ある 。 前節 に 述べ られ た 約束 きれ た 勝利 の 後に 起こ る 悪い 出来 事 か ら 、 神 は モ 
ハッ マ ド 預 言 者 を 守ら れる 。 それ は 、 非 常に 多く の 人 々 が イス ラム 教徒 し な り 、 彼 等 の 宗孝 教育 が 望み の 水池 
に 達し な いか ら で あ る 。 以 上 の 事 を 当 節 は 志 し て いる 。 


注 3 フ ダ イ ビ や 協定 が 結ば れ た 後 、 神 は イス ラム 教 が アラ ビア に 急速 に 広まる 様 に 力 を 添え られ 、 モ ハッ 
マ ド 頂 苫 者 は 独立 国 の 指導 者 に 承認 きれ た 。 
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10. 


11 . 


人 


13. 


注 4 


。 アッ ラー は 天地 の 全 軍 を 統率 し 、 
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男 や 女 ど も を 避 せ ん が だ め な り 。 ア デア ッ ラー 
激怒 し 給 を ば 、 彼 等 の 上 に 必ず 悲惨 な 袖 が 
降り か か らん 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 呪い 、 彼 
等 の ため に 地 和 狼 を 準備 せ り 。 そ は 補 な る 帰 
所 な り 。 


僅 大 に し 
て 、 覧 折 に まし ます 。 


. われ ら が 液 を 証人 と し て 、 NM し 


こ < 警 告 者 と し て 遣わ し だ る は 、 

お 前 た ち に 、 ア デッラ ー を 信じ に 、 と を の 使徒 を 
信じ 、 ム ハン マ ド を 助け 、 尊 散 し 、 以 て 製 
な タタ な アッ ラー を 護 え し めん が な た なめ な り b。 


て で 法 


まこ と に 、 液 に 叫 誠 を 誓う 者 は 、 す な わ ち 
ア ッ ラ ー に 忠誠 を 誓う 者 な り 。 アッラー の 
御手 は 彼 等 の 上 に あり 。 る きれ ば 、 己 が 級 約 
を ( 注 4) 破る 者 は 、 白 分 自身 を 損なう の 


み 。 ミ きれ ど 、 ア ッ ラ ー と の 約束 を 履行 する 
者 は 、 ア ッ ラ ー を その 者 に 素晴らし い 報 手 を 
与え ん 。 

第 二 項 


後に 居 残 る こと を 策 せ し ベ ド ウィ ン ど も 
は 、 次 に ぶ わ ん 、「 我 等 は 財産 や 家族 の こと 
て C4 設 せ られ た り 。 さ れ ば 我 等 の た め に 、 
赦 筑 を 選 え 」 と 。 彼 等 は 心 に 在 ら ぎる こと 
を その 舌 を 以 て 云う 。 去 え 、「 も し アッ ラー 
が お 前 た ち を 審 き ん と 欲し 、 また だ 福 な らし 
めん と 欲し な ば 、 何人 が アッ ラー の 御 意 : 向 
を 阻止 し 得 2 る や ? 然 り 、 アッ ラー は お前 た 
ちの 所 某 を 唱和 計 し 給 う 。 

否 、 お 前 た ちな は 使徒 壮 び に 信者 た ち が 再 び 
家族 の 許 へ 二 ほら ざる べし と 考え 、 そ の 心 に 
を 喜べ り 。 お 前 た ち は 邪 念 を 抱き 。 お 
前 た も は 浴 落 の 民 な る ぞ 」 と 。 


52 Re EE A ED 
LL GIL 


2 gS pe 


ol NE td 


2 アデ br» の 2 
hats IS oy 


5 と 4 


OL 


クミ プク 


る ンク クタ クー トイ クリ ロッ の 
322310 ゅ UW 


プ タラ の ョ ンタ レ SE 


し ます イルマ 
8 ウジ ッ 259 う と 0 5 


み 
員 & 22 PARA Ce NMSI 
を gio Gs 
CI EV tS 


@M 4 テ 1 1 
る 


(< タイ ンス IT a SR 
A i fs の 
NII RRIIIG 
ywp の 2 3 


クラン 1 人 
ea TAT ら 『 


ee 
ンタ ク 。 の すし レン も 1 ます ン | 
eI GA TH Sl sei) 
アナ ん の る > る る ブッ タッ クン 
OR or a 


この 語 は 、 フ ダイ ビ や の 木 の ~ ド で モハ ッ マ ド 預 言 者 に 向け られ た 信者 の 碑 い ^ を 指す 
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14. 7 ッ ラ ー と その 使徒 を 信 ぜ ざる 著 ど も 、 ュー ど ラフ ッ イ インス I Lrs と > る タプ デビ 
DAs day に 
れ 等 不信 心 幹 に は 、 われ ら す で に 燃え 盛る ら こめ LR 
烈火 を 調え お きぬ 。 Ce 0 ? 
4 = 
し か あゆ つ ち も の ve る y ン 1 の 
15. 面 し て 、 天 地 の 大 権 は アッ ラー の 者 な 5。 所 3 の の の 5 の 9 ちら AA 間 う 63 
彼 は 欲す る 者 を 赦し 、 欲 する 者 を 罰 し 給 う 。 ELI GIA ラン 5 tI 
アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 て まし ます 。 OR aS RC 
16. 後に 居残り を 策 し た 者 ども も 、 お 前 た ち が うる る て レタ ッ タン ン 
< 1 AI Se 8 
遇 で 往き て 戦利 品 を 得る や も 知れ と な れつ うう らい ) | \3}0 in : 
ば 、「 折 等 に も 供 き せよ ] と わん 。 彼 等 は 91 の 30 ウ 2 2 し SS は 2 
アッ ラー の 近 を 変え ん と す 。 云え 、「 お 前 た C2 A 
ち は 米 て は な ら ぬ 。 クス 98 の 0 の AS は 6%S Oh BI 
た まえ り 」| と 。 す る と 彼 等 は 云わ ん 、「 そ う 3 の ラク る タン る っ 
で は ある まい 、 お 前 た ち は 我 等 を 生む 」 と 。 dE33 を る GE EN 
き に 非 ず 、 彼 等 は 殆 ん ど 理 解 し 得 ざ る な り 。 NAS タン 3 ノン 52 
< 解 待 さ る は OW A No YS HP 
17. 後に 居残り た る ベト ウィ ン に 云え 、「 お 前 た RC RA LE so 1 4 
ち は い ずれ 、 強 壮 田 臣 な る 民 と 戦う た め に | (oC 
召集 る れん 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ち に 、 敵 が 2 os aks 
降参 する まで 戦わ し めん 。 を の 時 、 も し 命 1 
アン ロク の 2 イタ 2251 な だ 
に 従わ ざ ば 、 ア ッ タ ー は 来 晴らし い 報 英 を p 〇 1 う ゃ < っ (5 KGSTSI 
前 た ち に 与え ん 。 ま きれ ど 以 前 の 如く 命 に 背 ンタ カン ou 22 2 yt 
か ば 、 ア デア ッ ラー は 痛 刑 を 以 て お 前 た ち を 懲 Bk KC ごろ WRC 
ら し めん | と 。 CN 
18. 盲人 や 角 や 病人 は 、 戦 い に 出征 せ ず と も SuAeyS クン EE 
el, を を EN ers 
界 な し 。 何 人 で あれ アッ ラー と を の 使徒 の 0 
命 に 従う 者 は 、 ア ッ ラ ー 之 を 河川 流れ る 楽 3 heb 2 Es i 
園 に 入ら し めん 。 然 れ ど も 、 その 背 を 向け 2 4 du 9 イッ タン 
る 者 は 、 ア ッ ラ ー 尊 刑 を 以 て 之 を 租 ら し め "0 sds 4 の 
ん ル 。 ク 2 ンタ タン クア ラン ンー 9212 ン ッ > 『 
第 三 項 IMGO LM も) OS の る う つの | を 
19. げに 信者 た ち が あ の 樹 の 下 で 流 に 妃 誠 を 匠 て 婦 a A A 
es EZ01 (9 
いし 時 、( 注 5) ア ッ ラ ー は 大 い に 之 を 喜べ の CO 2 の 
り 。 改 に 、 ア ッ ラ ー は 皆 の 心中 を 知り て 、 EAI 8 3 255 ll 
注 5 。 神 が イス ラッ 教徒 に 平安 を 授け られ た 事 の 何より の 証し が ある 。 イ スラ ム 教 徒 は 総勢 わずか 1500 名 、 


選 く 故 貫 を や 離れ 、 寄 る べ 無 く 英 に 取り 囲ま れ 、 要 窪 で 固め られ た 強力 な 敵 と 向い 合 


入れ れず 戦い に 備え だ 。 


っ て いた だ が 、 和 解 案 を 受け 


ー786 一 


第 四 十 入 章 


アル ・ フ ァ タ 





20. 


安静 を 降 し 、 更 に 手近 な 勝利 を 以 て 逐 に 報 
ぃ い だ り 。( 注 6) 

語 し て 信者 た ち は 、 駿 し い ぃ 戦利 品 を 得 た り 。 
アッ ラー は 俺 大 に し て 、 腎 折 に まし ます 。 

注 ?) 


DLS 2 i 
SE 
2 


に 


ドロ 


2z 人 06 





A イイ イン 2% ゅ 9 タン レン ン 
21. アッ ラー は 前 た ち に 著しい 戦利 品 を 手 OO 2 0 
に する こと を 約束 し 、 は や ば や と 逐 を 与え 、 
デザ ゴン っ て 2 
是 つ お お 前 だ ち に 敵対 する 著 ど も の 手 を 抑え っ EG C3 A 
た り 。( 注 8) を は 、 之 を 以 て 信者 た ち へ の 4 の と 32 FS る 
し Ps う 5 グ 2 人 アデ ギコ 上 
徴 た ら し め 、 是 つ お 前 だ ち を 正しい 道 に 閣 (の ュー みる 3 CA 人 | 
か ん が た め な り 。 
22. アッ ラー は 他 に も 、 お 前 た ちがい まだ 手 に GPS 3 5 AS 引っ 
せ ぎ ざる 勝利 を 約 し だ た る が 、( 注 9) を は アッ 
じい 3 る る 中 
ラー が ず で に 囲い 込み た り 。 アッラー は 全 2 Ag 
能 に まし ます 。 
23. も し あの 時 、 不 信心 者 ども が お 前 だ た ちと YR RM MNT 
だ 3 | 1% 2 
戦っ た と し て も 、 彼 等 は 必ず 敗北 せり 。 を 3 AI うう 
の 時 彼 等 に は 、 加 何 な る 守護 者 も 援助 者 も 1 IES OD 
な か り し 故に 。 
24。 こ れ が 、 音 か ら の アッ ラー の 慣例 な 60。 き 23 EE 
れ ば 液 は 、 ア ッ ラ ー の 示例 に いき さか の 変 ロ - 
更 も な きこ と を 知ら ん 4。 OV dE 
25. また 、 メ ッ カ の 谷 に お いて 、 ぉ 前 た ち を 役 2 の D428 00233 
等 に 勝た し め た る 後 、 お 前 た ち も 彼 等 も 抑 ルン ss 
え 、 互 に 手 を 引か が せ だ る は アッ ラー な り 。 net iofos5242 JE 2 
注 6 [手近 な 勝利 は ハイ バル に お ける 勝利 を 示し て いる 。 フ ダイ ビビ か ら の 帰路 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は 、 
フ ダ イ ビ ャ で 彼 と 行動 を 共に し た イス ラム 教 徳 し 共に 、 ハ イ バ ル (ユダ ヤ 人 に よる 陰謀 の 一 大 温床 地 ) の ユダ 
ヤ 人 遠征 を 行っ た 。 
注 7  「 お ぉ び た だ し い 戦利 品 ] と は 、 前 節 に 約束 きれ た 「 手 近 な 勝利 」 の 結果 、 イ スラ ム 数 徒 が 手 に し た し 


大 き な 利 益 を 指す よう だ 。 


年 8 当 節 に 述べ られ た だ 「 了 戦利 品 ] は 、 
た 戦利 品 を 指し て いる よう だ 。 し か し 、 「 は や ば や と これ を 与え 」 ょ いう 


だ 了 戦 利 品 を 指し て いる 。 iu る 者 
平和 の 時 代 の 到来 を 告 


る も の で て で ある 事 を 示し て いる 。 


a eT 


者 ども の 手 を 押え た だり 。]| と いう 語 は 、 フ ダイ ビ ヤ 協 定 が 、 


アラ ビア の 隣国 ヘイ バル で 勝利 を 治め た 後 、 イ スラ ム 教 徒 が 手 に し 


明らか に ハイ バル で 手 に 入れ 
イス ラム 教徒 に 


言葉 は 、 
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アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 の すべ て を みる SI 
な は し 給 う 。 ( 注 10) Oh HL, CV う 


26. 彼 等 は 不信 心 者 に し て 、 お 前 だ ちの 肖 ング | 2 1 ッッ ンク と 3 
語 を 阻 み た る ば か りか 、 i NT CR つう OAIP4 


+eeyU な 6 者 な 9、 フッタ owEi、 ER IN 


り 章 た ち が 知ら あま た の 光信 者 デ っ タッ タッ プン 1 2% to “5 4 
り 。 お 前 たち が そ れ 等 信者 を 踏み に じ っ て 、 、 つ 1 bon OA Ne 
知ら ぬ ね ま に 罪 を 犯す お それ な か り せ ば 、 4 タン ン る っ タク っ う て レ タッ YS ふる に 3 

で みり アデ 
( 注 11) アッ ラー は 前 だ ち に 戦い を 許可 Lc AS Sa の うく 


、 ‘= プン で 2 や ーッ ンコ ュ クッ ン oy が 2 
せり 。 き され ど ア ッ ラ ー は 、 特 分 の 欲す る 首 1 3 3 る で の き 2500so ン 


i お 前 だ ち を 抑 ie 2 
Ac EN テト クス ンク タッ ィ ッ タン ルッ 、 信 [グッ ポン 
を だ た り 。 も し 彼 等 が 明らか に 不信 心 者 ども EE LA 


と 分 れ て 住み だ れ ば 、 われ ら は 彼 等 不信 心 
者 3 輩 を 痛 刑 を 以 て 懲 ら り 。 


27. 不信 心 者 ども が その 心 に 騰 開 を 、 す な わ ち 0 6 の で) DO MI 
無道 時 代 の 慎 需 を 答 せ し 時 、 ア ッ ラ ー は を レレ レッ シン 生 
の 使徒 信者 た ちの 上 に 安静 を 降 し 、 彼 等 EE BIE a 
に 正義 の 原則 を 堅持 せしめ た だ たり 。 を は 役 等 4 3 2 ン ン > ン 
が それ を 愛 け る に 価 し 、 ま た それ に 時 える ! a SS Sods 


が 故 な り 。 ア は 一 も 械 し 合う 。 を ショ ンジ る 1 
は ッ ラ ー 名 を 知 給 う @ 多 を あ 多 6 を 22 (3 
第 四 項 
28. げに アッ ラー は を その 使徒 の た ゆめ に 、| ア ッ 2 ラン ィ に ン ッ タ de 2% 
ラー 欲し な ば 、 お 前 だ ち は 頭 を 剃り 、 ま た AG 7 oe ひい 


タッ リン 。 tg! 


愛 を 短く 刈り て 、 雇 れる こと な く 安 全 に 漠 CA ceal dd 信 es 
威 に 入る を 得 ん 」 と の 夢 や 実現 せり 。( 注 つつ 


ン ン a メ ゅ の 

12) ON 6 ぎ 。 3 ヒ 2 ら と 3 a 2 

る こと を 知る ッ ラ ー は こ の 事 の 外 に も ン うさ 1 ィ ン ン ン CA 4 
みう 2 “er 2 る 電 M 

AR OE と っ うめ で うい ss Ops ywp 








注 9 当 節 は イス ラム 教 待 が ハイ バル で の 勝利 に 次 いで 人 ーー つっ 勝利 を 治め る と 李 言 し て い 

注 10 イス ラム 救 徒 が 当時 置か れ て いた 状況 、 及 び 広 範 に 渡る 成果 を 考 應 すれ ば 、 フ ダイ ビ や 押 定 は 実に 大 
きち な 勝利 で あっ た 。 この 言葉 は 、 イ スラ ム 教 徒 が フ ダ イ ビ ヤ に 米 る 前 、 神 が 彼 等 に 授け られ だ 様々 な 勝利 を 
も 指す と いえ る 。 つ まり 、 バ ドル に お ける 勝利 。 難 局 に あっ た モハ ッ マ ド 言 者 と イス ラム 教徒 が 、 オ ハ ド か 
ら メ ディ ア に 無事 帰 居 し た 事 。“ 堀 の 戦い "で 大 打 束 を 受け 、 イ スラ ム 教 徒 を 衣 境 し よう と する メッ カカ 人 の 附 謗 
が て じ か れ た 事 等 。 あ る 意味 で 、 こ れ 等 は 全て 不信 心 者 に 対す る 信者 の 勝利 で あっ た 。 


注 11 メッ カ は イス ラム 教徒 の 中 心地 で あり 、 も し 逃亡 が 起き て いれ ば 、 イ スラ ム 軍 は 、 知 ら ず に 信 沼 仲間 
を 殺し 、 そ れ に より 彼 等 自身 の 大 僕 を 傷つけ 、 災 を 浴び て いた で あろ う 。 


注 12 当館 は 、 モ ハッ マ ド 和 預言 者 が 仲間 と 共に カー バ の 巡回 を 行なう 自ら の 次 を 見 た 幻 想 に つい て 久 べ て い 
る 。 役 は 小 巡礼 (ウム ラ ) の 為 、 約 1500 の 仲間 ほ と メ ッ カ へ 向っ た 。 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 幻想 は 正実 で あり 、 イ 
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きま DS + rn 
29. アッ ラー こそ は 和 導 半 と 真実 の 教え を 持た SS \ EG て テ Gs 
大 と a 
せ て その 使徒 を 追 し わ し た る 御方 、 こ は す で a 


5 ノレ 1 ラ 
て の 宗教 の 上 に 之 を 勝利 きせ ん が た め な  @⑱A dasa, ; RE 8 
Land Fj ン = 


Ly びら い 


り 。 ( 注 13) アッ ラー は 証人 と し て 、 万全 
な り 。 
30. AN 彼 と 億 Rt bd 0 
に ある 者 た ち は 、 不 信心 者 に 対し て は 容赦 の 
な く 、 信 者 同志 で は 、 優 し く 親切 な り 。( 注 も 62251 CRL 
14) 流 は 、 役 等 が 平 身 低 頭 し 、 ア ジジ グー の ター a 
思 導 と 放 納 と を 求め る を 見 ん 。 彼 等 の 印 は O23 る 分 っ Co ゅ うら タ 


先生 中 お あ り 。 を は 還 頭 の 抱 。 こ は 停 法 て アン ょ っ タタ 
に お ける 役 等 の 描写 な り 。 ま た だ 福 次 に お け AP A 


る 描写 も 、 新 革 が 芽吹き 、 力 を 増し 、 革 天 AOI ld 


レル い 


な 革 に 成長 し 、 種 まく 人 を 夫 ば せる 一 燈 の 
種 の 成育 の 如 し た ある 。 種 まく 人 々 の 専 ぶ esdz OC Can Ge AE GE 


あ りき ま が 、 まだ 不信 心 者 ど も の 債 怒 の 中 2 タン 1 レン ゥ 人 ラン ンク る 
廊 肉 を な らん 。 ア ッ ラ ー は 信じ て 装 行 を 生 SL 605 
むむ 人 々 に 、 震 乱 と 素 時 6 し い 報 差 と を #* り 束 DB.x2 2 の 2 
0 Oda に rd LS 











スラ ム 教 待 は 必ず カー バ に 入り 、 小 選 礼 の 儀式 を 凌 り 行 な う で ある う うと 当 章 に 呈示 きれ て いる に も か か わら ず 、 
モハ ッ マ ド 頂 言 省 は クラ イシ ュ に 、 カ ー バ に 入る 事 を 拒 ま れ た 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 旅 は 、 先述 の 他 の 実質 向 
な 目的 を あか な える だ け で な く 、 僅 大 な 神 の 預言 者 で すら 、 時 に 、 を の 幻想 の 解 息 を 誤る 事 の 重大 な 前 例 と な っ 
7 。 


注 13 当 節 は 、 イ スラ ム 教 が 最終 的 に 他 の 全て の 宗教 に 勝っ た な し は っ きり と 預言 する 。 


注 14 これ は 、 世 に その 足跡 や 残 そ うと する 、 進 歩 的 で 裕福 な 人 の 二 つ の 本 資 で ある 。 ク ルアー ン の 他所 
5 :55) に 、 イ スラ ム 教 徒 は 信者 に 優し く 謙 虚 で あり 、 不 信心 者 に 厳し く 決 然 ほ 振る 舞う と 記 き れ て いる 


ー ツ お りー 


la 
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アル ・ フ ジュ ラー ト 
(メデ ィ ナ 砂 示 ) 


1. 癒 甘 深く 、 恵 み 守 く アッラー の 御名 に お い DN 
て 。 ” 
2. 液 等 信徒 た ちょ 、 ア ッ ラ ー と を の 使徒 の 面 bed RRS I CC 


前 で 勝手 な 振舞 を する な か れ 。( 注 1) ア ッ 
ラー を 裏 れ よ 。 げ に アッ ラー は すべ て を 聴 DE RR hE TR 
き 、 す べ て を 知り 給 う 。 
3. 液 等 信徒 な ちよ 、 お 前 た ち が 互 に 声高 に 喋 323 スス 2 コン 2 PS 
の め lyolgs Yigal 
る 如く 、 お 前 た ちの 声 を 預言 者 の 声 よ り 高 
〈 揚 げ る な か れ 、 お 前 た ちの 所 業 が 知ら i SSS GH Ss 


ま に 無 に 帰せ ぎる だ め に 。( 注 2) ん 3 5 1 の 2 
OK CI5 SaaS 


ン ララ タタ 5 


RS 


4. げに アッ ラー の 使徒 の 前 で その 声 を 低め る BU 太る 
i ッ ラ ー が その 者 の 心 を 正 し レン ルン Ngee つら lo! 


NN り 。 彼 等 に は 央 恩 と 素晴らし い 幸 2 3 EAA TA に | 
奨 あ り 。 
20 ゆみ レ 5 ブー ョ タプ 
の 2 9 8 し BS od 


5. 液 が 室内 に いる 時 、 外 か ら 大 声 で 液 を 呼ぶ Seo 
者 、 を の よう な 者 は 概ね 思 感 な き 者 な り 。 


ン SN 557 
( 注 4 ) OT 


3 ミ “sh Nw ル こ ゴ か アプ アプ タラン ョ ノン 上 ミア ア ィ 2 人 ツア 
6 。 I じっと 待つ な ら 、 を の oe a の SO Ao っ の うう 
が 彼 等 の た め に は る か に 良し 。 き されど アッ 


Gs < の み ラン っ を レア の] 


ラー は 、 守 大 に し て 、 慈 悲 深 (まし ます 。 GOAAe う うと 513 っ の 


い 








注 1 信者 は モハ ッ マ ド 李 斉 者 に 迷 意 を 払い 、 彼 に 全面 的 に 従い 、 彼 の 命令 を 先取 り し たり ロ れ の 鉄 望 を 彼 
の 意志 より も 俊 先 きせ だ り し て は な ら な いと 命ぜ られ て いる 。 

注 2 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 最大 の 艇 意 を 払う 様 に 強調 し て いる 。 イ スラ ム 救 徒 は 、 モ ハッ マ ド 傾 言 
者 の 前 で 大 声 で 話し た り 、 彼 に 声高 く 話 し か け て は な ら な い 。 こ の 様 な 物 阿 は 単に 不作 法 な だ け で な (、 指 導 
者 に 敵意 を 払わ な いと いっ た 相手 の 品位 を 傷付け る 行為 し みな る れる 。 

注 3 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 前 で の 物静か な 語り 品 は 、 彼 へ の 衣 意 や 自分 自身 の 謙虚 き を 表し 、 声 高 な 話し 声 
は 人 徴 慢 を 示す 。 

注 4 モハ ッ マ ド 括 言 者 に 屋外 より 大 声 で 呼び か ける 事 は 、 彼 の 私 生活 に 立ち 入る 事 と な り 、 彼 慢 生 や を の 
貴 軍 な 時 を 尊重 し な い 表 れ で ある 。 唯 不作 法 な 者 の み が 、 その 様 な 恵 か な 振る 舞い を する 。 
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10. 


11. 


. 液 ら 信徒 な ちょ 、 よ こし まな 人 間 が お 前 た 


も に 何 か 情 報 を や も た らし だ な ら 、 そ の 真 偽 
を 充分 に 確か め よ 。 そ は お 前 た ち が 知 ら ず 
に 政 る 民 を 害し 、 後 で 選 が 行為 を 悔やむ こと 
な いよ うに 。( 注 5) 


。 お 前 た ちの 中 に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ある こと 


を 知れ 。 役 ムハンマド も し 多く の 事柄 に お 
いて お 前 た ちの 意思 に 従う な ら ば 、 お 前 だ 
も は 必ず めん どう な 事 に な る 。( 注 6) ア ッ 
ラー は お 前 た ち に 信仰 を 慕 わ せ 、 気 に 入ら 
せ 、 有 日 つ 無 信仰 と 邪悪 と 不 従順 を 憎 ま し む 。 
か くく な す 者 が 正しい 道 を 歩む 者 、 


アッ ラー の 慈 誠 と 恩 稚 に より て 。 アッラー 
は すべ て を 知り 、 4 を 


も し 信者 同志 が 一 派 に 分 れ て 党 わ ば 、 液 、 
彼 等 の 間 に 入 っ て 仲裁 せよ 。 曽 る 後 、 役 等 
の 一 方 が 遠 反 する 場合 は 、 ア ッ ラ ー の 命令 
に た ち 帰 る まで 違反 者 と 戦 を 。 も し 彼 等 が 
00 ら ば 、 公 明正 大 に 両者 の 仲 を 調停 

。( 注 7) げ に アッ ラー は 正しい 行い を 
財 


げに 信者 は みな 上 兄弟 な り 。 る され ば 、 お 前 だ 
ち 慈 圧 に 浴 せ ん が な だめ に 、 見 閉 融 得 し て 
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注 


入れ ず 、 断 固 ほ と イス ラム 教徒 戦い 、 
彼 等 の 権力 ・ 威 信 に 対す る 挑戦 に 気付 いた 。 彼 等 は 、 
この 命令 は 必要 で あっ た 。 戦 争 が 迫り 、 


戦い が 避け られ な いと 考え だ た 。 それ 故 、 
動 が 必要 と る れる 時 で すら 、 戦 時 下 に は び こ る 流言 を 信じ て は な ら な いと 、 
彼 等 は 十分 に 試 き れ 、 彼 等 の 正しき が 確か ゆら れ な けれ ば な ら な か な い 。 
6 モハ ッ マ ド 和 預言 者 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 関す る 諸 問 是 の 助言 を 求め て いる 様 だ が 、 
を の 助言 に 従う 必要 は な い 。 それ は 、 


注 
邊 を 受け る 時 の 様 に 、 
ラム 教徒 は 処 所 に 、 


注 7 イス ラム 国家 の 団結 に と より 大 き な 脅 威 と な る の は 、 イ スラ ム 数 徒 間 に 生じ る 論 争 で ある 。 当 節 は 、 そ 


5 メッ カル 陥 落 後 、 


行動 が 起こ され る 前 に 、 


以上 の 専 を 杜 げ られ て いる 。 


アラ ビア の は ほぼ ば 全域 が イス ラム の 配下 に 下っ た が 、 
無 眉 な 結果 を 迎え た 者 達 ち あっ だ 。 双 、 隣 拉 する ビザ ンチ ン ・ イ ラン 両 


中 に は 未だ この 新しい 秩序 を 受け 


この 挑戦 が アラ ビア で 起こ り 、 イ スラ ム 教 と の 
項 軍 の 動き に 対し 、 機 敏 な 行 
イス ラム 表 徒 は 命じ られ て いる 。 


必ず し ちる 、 神 の 御 捕 
彼 が 最終 的 な 責任 を 負っ て いる か ら で あ る 。 イ ス 


の 様 な 論 和 を 調 措 する 効果 的 な 方 策 が 直る れ て いる 。 それ は 元 来 イス ラム 団体 岡 の 紛争 処理 を 扱っ て だ も の で 


あ 


る が 、 団 察 及び 国際 組織 が 同時 を お 


提示 し て いる 。 


結ぶ 際 の 原則 と も な り 得 る 。 当 和 修 は 、 国 際 平 和 維 持 に 関し 、 適 切な 原則 を 


ーー ザキ ーー 
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アッ ラー を 嘩 れ 散 を え 。( 注 8) 


12. 液 等 信徒 た ちょ 、 他 人 を 再 る な か れ 。 相 手 


13. 


注 8 


の イス ラム 団体 に 争い が 生じ た 時 、 他 の 信者 は 、 
る 。 イ スラ ム の 真 の 強 る は 、 剛 級 ・ 人 人 種 ・ 国 の 違い を 越え た だ 、 


、 人 びと よ 、 


側が 優る か も 知れ ぬ 。 女 の 場合 に も 、 ほ か 
の 女 を 中 る な か れ 。 相 手 側が 優る か も 知れ 
ぬ 。 ま た 、 豆 に 中 傷 す る な か れ 。 代 名 で 呼 
び 合 うな か れ 。 信 仰 を 告白 し た 後 の 悪 詳 は 、 
不 美 な り 。 市 し て 芝 を 悔い 改め ぎる 徒 輩 は 、 
悪人 な り 。 


OT 猪 半 す る な か れ 。 


策 衝 も 場合 に よっ て は 罪 な り 。 ま だ 、 互 に 
探り 合い 、 陰 口 を きく こと な か れ 。 お 前 た 


ちの うち 誰が 死 せる 兄弟 の 肉 を 食す る を 欲 
す や ? お 前 た ち は 必ず 之 を 足 ※ み 嫌う 。 
アッ ラー を 黒 < くれ 教え 。 げに アッ ラー は 幾 た 
びと な く 選 れ み に 翻 り 、 慈悲 深く まし ます 。 


われ ら は 一 ~ 人 の 和男 と 一 人 の 女 か 
ら お 前 だ ち を 創り 、 証し て 乏 を 部 族 と 支族 
と に 分 ち た り 。 こ れ ぢ お 前 た ち を し て 互 に 認 
日 
5 高 店 な る 者 は 、 最も 公 さ 正 な 者 な り 。 げ に 
テッ ー は すべ て を 知 丘 *※ し 、 あ ら ゆ る こと 
WI 


a [前 た ち は 未 だ 信 で ず 。 イ 
スラ ー ム を 受 け 入 れ は し た が 、 真 の 信仰 は 
木 だ を の 心 に 浸 み わた ら ざ る な り | と 。 る 
れ ど お 前 だ た ち 、 ア ッ ラ ー と を の 使徒 に 従う 
な ら ば 、 ア ッ ラ ー は 、 お 前 た ちの 努力 を い 


この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 の 親 変 に つい て 特に 


述べ て いる 。 も し 、 
両者 の 調 佑 の 為 、 操 ち に 行動 せれ ね ば な ら な いと 命じ 
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られ て い 
この 上 兄弟 愛 の 理想 に ある 。 
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アル ュ フジ ュ ラ ー ト 



































きき か も 減じ ざる べし 。 げ に アッ ラー は 容 92 る の タン イレ ョ ンー レッ ィ 
a ) ッ 選 Yu ーッ? 1 
大 に し て 、 慈 悲 深く まし ます 。( 注 9) i 
CU て Wb 財産 と 生命 ーー 6 
ー の 着 の た め に 春闘 する 者 な り 。 か か る 8 る so ss を PE 
i AS の 
タク ちら 
OS 6 2 er 
17. 云え 、「 お 前 た ち は 己 れ の 宗教 を アッ ラー に ン し 4 人 0 PGW RE 
教え ん と する か 、 天 地 問 の 一 切 を 知り 、 あ <, 
ら ゆ る こと に 通 暁 せる 御方 に ?」 と 。 ¢ i NS 
る,。 レ 
os 
18. 彼 等 は イス ラー ム を 信吾 し た こと で 、 決 に 2 人 G6 記 5 A CE 
2 go EAN ee 
因 を 施し た る 如く 思う 。 云え ん 、「 イ スラ ー ム し 8 lol 
を 信 替 し た か ら と いっ て 、 思 に きせ る な が か loo AR 多才 
ft。 お 前 た ち に 思 を 施せ る は 、 む し ろ ア ッ 上 RS 
ー な り 。 お 前 た ち を 真 の 信仰 に 導き た る OSS 
が i も し お 前 た ち が 正 直 な 者 な ら 6」 と 。 
SI と あみ ひ お う 6 ッ ン タイ 
19. M に 7 フ DA アッ 1 UG ok a アッ プン タイ タク は a 
ラー は お 前 だ ちの 所 業 を みそ な は し 給 う 。 。 
Ek 
注 9 イス ラム 教 待 は 全て 、 イ スラ ム 同 胞 王 姜 の 中 心 的 役割 を 果たす 。 イスラム 教 は 、 都 市 部 の 文明 人 に 対 
する と 同じ (、 砂 漢 の 非 文明 入 に 対し て も 同等 の 権利 を 与え を る 。 唯 、 後 者 は 、 イ スラ ム 教 義 を 学び 、 そ れ を 生 


活 に 取り 入れ る 為 に は 、 


一 選 の 努力 を 婁 する 


と 告げ られ て いる 。 


CRN9G 


ネス < 





テージ 
(メッ カカ 啓示 ) 


。 
1. 慈悲 深く 、 恵み 遍 く < アッ ラー の 御名 に お い Oe ep bed 3 
ww と = 

で 。 3 

2. カーフ 。( 注 1) 栄 光 あ る クル アー ン に か け ® ” 1 CS 
て 次 5。 ンド ン GL ウ 

3. 彼 等 は 、 自 分 た ちの 中 か らら 警告 者 が 現れ 来 CN 時 和 攻 ぶ 
た こと に 盤 く 。 不信 心 者 ども は 云う 、「 こ は 8 
寄 怪 な る か な ! OM Ce 1UA 

4 . な ん と な ! 死 し て 土 に 化し た る 後 、 我 等 OR ST ON RA 


時 る べし と な ? そ を はなす 能 わ ざる 漠 可 な 
る 復帰 な り 」 と 。 
クッ レン 2 7 還 計 アア 4 とし Pk し 4 で 
5。 われ ら は 大 地 が どれ ほど 彼 等 の 宇 を 小 6 す Eoz2e28oOoy1oe2C GS 
か を 知る 。 わ れ ら が 許 に すべ て を 記録 す る 


ウ 。 レノ が 1 
帳 薄 あり 。 > Se CS 


これ =. ;9 3 の 
6. 役 等 は 下さ れ た 時 、 そ を 才 み おれ ば 、 | は 25 Aa Gh 0 

いま 混乱 の 状態 に ある な り 。 用 
〇 ひる? の 


アク 


7. 彼 等 は 頭上 の 天 を 促 ぎ 見 て 思わ ぎる か 、 わ LCO の 6523 Cd Dt 


れ ら が 如何 に を れ を 創り 、 飾 り 立 て た か 、 

また を こ に 毛 ほ どの きず も な いこ と を ? LS 5 る 
8. また 大 地 を 、 ゎ れ ら 6 逐 を うち 拡げ て 、 を の Gil2sC302 (63306 0 の 913 

上 に ゆる ぎ な い 山 々 を 据え ん 、 も ろ も ろ の 美 


し き 草 木 を 成長 せ し ゅ たり 、 OWS Ss M0 

。 K ne) a み ング 。 ゥ ンプ 

- の 肖 筐 へ の 政 蒙 並び に p タグ の 0 

9. を は 神 に 頼る すべ て の 僕 等 へ の 啓蒙 並び Dr Gr を うう 5 の と 


訓 戒 と し て 。( 注 2) 


注 1 訪 能 の 主 。 

注 2 ・ 自然 界 の 存在 理由 を 仮定 する 事 は 、 理 に 適っ て いる 。 神 が 万 物 の 天 造 王 で あら れる と の 概念 は 、 起 源 
及び 目的 を 完全 に 解き明かす 。 創造 に 的 が ある と いう こと は 、 死後 に 年 の ある 事 を 流す 。 陵 体 が 減 び れ ば 欧 
8 死 す と いう 概念 は 、 神 の 計画 ・ 英 知 及び 宇宙 創造 に ぢ ける 神 の 目的 に 反する も の だ か ら で あ る 。 
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第 五 十 意 ク テ ー フ 
10. また われ ら は 、 天 より 祝福 を 以 て 水 を 降ら レー ウタ セタ ダン イン レン ロン つる ン 
せ 、 こ れ に より て 果樹 彫 と 稔 り 多 き 帝 物 と WS うう 2 し 20O2 

を 育成 す 。 Ox <4 
すず な 6? 
1 また 1 鈴 生 り の 実 を つけ た 夫 高 き 裏 格子 の 樹 0 ; 5 25 が と) 9 は? 
や ヽ ゝ 
内 2 1 NN ・ 1 ぁ レ レン レン と | 2 ゆ 
12. われ ら が 僕 等 の 科 と し て 。 さ る れ ば われ 5 は GOYG2S SA い CE 本 
死 せ る 大 地 を 生き 返ら し む 。 復活 も また か = 2 
の 如 し 。( 注 3) Tesdt 
13. 彼 人 等 以前 に 、 ノ ア の 民 は 真理 を 拒み な だ り 。 コラ 本 の る 2 2 と っ ク イッ g ッ ン る 
フッ ス の 民 ※ や サム ー ド 族 も まだ 然 り 。 た Te の) NS C9 2B RS 
※ ア ラブ の 古い 部 族 
ゃ か ら ッ ン る の 
14. アー ド 、 フ ァ ラ オ 、 並 びに ロト の 徒 募 も 。 @ あ 8 El oS Ss 
15. 森 の 住人 ども や トッ パ バア の 民 も 。 彼 人 等 は い 42 ノイ ンク 免 みあ る タラ ッ ン レ en タ 1 2 そる 
li いう と Ye 
ずれ も 己 が 使徒 を 拒み た る が 故に 、 わ れ ら の * Er LP SG う つう 
遇 1 お を sz や ンス 
の 成 漁 せる 剛 が その 身 に ふり か か り た だ たり 。 Ns pd 
16. 最初 の 創造 で われ ら 修 み 疲 れ た る や ゃ や? 然 Gg EE PN Ra 
ら ず 、 き れ ど 彼 等 は 新 ら し き 創 造 に つい て 
疑惑 を 抱く 。( 注 4) RE 
一 
17. われ ら は ほか に を 創造 せ る IL A ン OR 
うれ ら 確 久間 | 造 せ り 。 され ば お わ も の ヶ (の ) 5 SL dE 
れ ら は 、 人 間 の 魂 が 彼 に 貴 く こと を 知る 。 6 5 2 と 2 
われ ら は 人 間 の 笑 静 脈 まり も その 人 間 に 近 DHE 2 HO Sul Ed 
し 。 
ご 天使 が 左右 に 蛋 行為 を 記 人 ン ? 1 インク インノ 5 
i 18230 de lo to と or CA か 
@ の る 
19. 役 は -- 言 も 発せ ざる に 、 彼 の 傍 に は すでに 8 ュ ン 25% タン ン の 
ー  ⑨Q35EO の 552 6 の | 放し 
それ を 記録 せん と 準備 を 整え た る 監視 の 大 "の. つめ 2 RO ゆり ゆら 2 
使 あり 。 
注 3 。 神 は 、 天 より 二 を 降ら せ 、 乾 いた 地 を 肥やし 、 新 た な 息吹 き を も た らし 、 地 上 に あら ゆる 種類 の 花 や 
実 お 育て に な る 。 回 様 に 、 神 は 、 死 後 の 人 間 に 新た な 生命 を お 与え を に な る 事 が で き 、 そ うな きる で あろ う 。 
注 4 これ 符 の 節 に ある 「 剣 造 ] は 、 文 字 通 り の 意味 の 他 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 人 々 に も た らし た 魂 の 日 覚 
め を 示す 。 
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20. 


21 . 


23. 


24. 


28. 


29. 


30. 


31. 


注 5 


。 ま の 郊 も 館 を 駆り 、 


、 知 を 阻む 者 、 


し か の 

出し て その うち 、 死 の 人 睡 に 臨む は 必定 な 
D り 。「 こ は お 前 た ち が 常 々 避け ん と 欲し た る 
こと な り 有 」 


や が て て 嘆 史 が 吹き 鳴ら る れん 。[ こ 
日 な 5」 


は 約束 の 


上 且つ 立証 する 天使 に 件 
われ て 米 た り 進 まん 。 

を そこで われ ら は 云わ ん 、「 流 は この 事 を 経 視 
せり 。 きれ ど 今 、 わ れ ら 渋 の 目隠し を は ず 
し た れ ば 、 今 日 波 の 視力 は 鋭 し 」 と 。 


証し て 、 彼 の 同伴 者 の 天使 は 、 云わ ん 、 「 こ 
の 通り 記録 は すでに 整え 5 り 」 と 。 


. われ ら は 彼 の 二 人 の 天使 に 云わ ん 、「 液 等 両 


名 、 真 理 に 敵対 し た すべ て の 忘 
獄 に 投 ぜ よ 、 


皿 の 徒 を 地 


罪 と が を 犯す 者 、 胡 理 に 疑心 
を 抱け る 者 、 


、 並 びに アッ ラー の 他 に 他 神 を 奉 ず る 者 を 。 


湊 等 両 名 に て を の 者 を ば 、 あ の も の 閥 い 資 
苦 の 中 に 投げ 込め | と 。 

彼 の 仲間 の 亜麻 は 云わ ん 、「 ギ よ 、 彼 を 背 か 
し め だ た る は 我 に 非 ず 、 彼 自身 が 勝手 に どこ 
まで も 迷い た り 」 と 。( 注 5) 


神 は 云わ ん 、「 わ が 面前 で 云い 争う な か 和 れ 。 
われ ら は あら か じ め お 前 た ち に 警告 せり 。 


わが 宣言 は 不変 な り 。 面 し て われ は 、 わが 

僕 等 に 決し て 不 公平 な る 者 に 非 ず ] と 。 
第 三 項 

その 日 、 わ れ ら は 地獄 に 問わ ん 、 [充満 せる 


か ? | と 。( 注 6) する と 、 地 獄 は 答え ん 、 


悪 束 を 働く 省 が その 行為 の 結 炒 を 突き 付け られ た 時 、 長 任 を 他人 に 転 辺 し よう と する の は 、 ーー 


グッ ・ タ 」 う セン ント 了 
もう [3 * a 
ld 開 0 


= ia KR ン ン うとい 0 
の AE し Go 


タッ タ 〆 レ CM アン 5 2 
ERIE 


7 ざら この 不信 心 者 の 心 の 有り 様 が 当 節 に 述べ られ て いる 。 役 は 、 ロ れ の 罪 を サタ ン の せい だ と 思う だ ろう 。 


注 6 


この 対話 は 比 除 で ある 。 地獄 は 処 所 で 擬人 化 さ れ 、 


その 曲 を 通し て 自ら の 状況 を 表し て いる が 、 実 際 
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「 ま だ 来る 者 ある か ? | と 。( 注 7) O00 Es 
た だ アブ ノッ プ ニー グッ る る ン 2 2? 
32. 一 方 、 義 し い 者 に は 楽園 が 近く に も た らき る ET RE RC 
れ 、 も は や 遠から ず 。( 注 8) 
LN SS NE し マン ゅ ク テア た < 
33. 面 し て 、 云わ れん 、「 こ は お 前 だ ち に 約束 き CT QoS lou 
Ed 


れ だ る も の な り 。 す な わ ち 、 帝 日 頃 神 に 頼 
、 慎 重 な 行 い を 旨 と し 、 


の タ 7 we デ う 
34 . 密か に 慈悲 な る 神 を 胃 も 悔 佑 の 心 も て の 2、 um る 人 くる う ラン し ER “ss タデ 
‘a シッ グー ル D みう he ョ ww a 
神前 に 出 で だ た る 者 た ちの た め に 。 を ク ~ ン らい | (ee と つっ 
35. 液 箋 補 じ て ここ に 入れ 。 こ は 永遠 の HH なり 1 ©» 6% Ot Al 2 人 3 
と 。 ( 注 9) x 1 
36. 彼 等 は を こ で 、 も ろ も ろ の 欲す る も の を 得 タ 。 ン ビス イ レッ ュ ン ッ TG ッ タ ン 
t CA * タダ 
ん 。 わ れ ら が 許 に は 更に 役 等 へ の 加増 あり 。 © St AEA ムリ 
( 注 10) 


37、 わ れ ら は 役 等 以前 に 、 彼 等 より 強大 な る 如 2 きる 2 の ラロ ラ タ フ ッ ン レシ ショ ン っ 
OS る の きろ 
何 に 多く の 世代 を 減 ぎ せ し て こと か 。 天 六 re 14c ウッ CA 


下る や 、 彼 等 逃れ ん と 努め た り 。 然 れ ど も 、 ⑩ NRC 3 128 タク 
何処 に 避難 所 あり だ る か ? ( 注 11) HG 


し と や 7 プン ェ ン う ン 
38. げに この 中 に は 、 心 ある 者 や 耳 傾 け て 議 柄 , 別 ! 引 3 RING 
する 者 へ の 訓 戒 あり 。 6 i 








に 語っ て いる 訳 で は な い 。 あるいは 、 そ の 事 に 関し て は 話せ る の で ある ぁ る う 3 (擬人 法 は 、4:12 に も 使わ れ て い 
る 。)。 そこ に は 、 天 地 が 進ん で 神 の 法 に 従う と 述べ だ と 記さ れ て いる 。 擬 人 法 は 、 ア ラビ ア 語 の 特色 で あり 美 
点 の 一 つ で ある 。 当 章 57 章 及 び 18 章 78 節 も 参照 の 吾 。 


注 7 言葉 は 、 人 間 に は 氷 限 な く 罪 を 犯す 可能 性 が あり 、 又 現世 の 快楽 に 対す る 飽く な き 鉱 望 を 有する 
Ei る 。 この 為 、 人 人 は 地獄 に 落ち る の で ある 。 


注 8 心 の 病 い を 除く 為 に 、 今 後 増 々 多く の 人 が 地 手 へ 落と る れる と 前 節 で 述べ られ な た が 、 当 節 は 、 天 国 が 
正義 ある 者 ・ 神 を 暴れ る 者 に よく 近く な る と 告げ て いる 


注 9 クル アーン に よれ ば 、 虹 が 如何 に 恐ろし いも の で あろ うと も 、 地 獄 は 一 時 の 色 治 の 場 、 を れ に 引き 換 
え 、 到 国 は 永遠 の 住み 処 、 そ の 祝福 は 終り 無き も の で ある (11: 109)。 


注 10 高 源 な 人 々 は 天国 に お いて 、 そ の 心 を 満た よき れる で あろ う 。 し か し 、 人 人 の 望み は 限ら れ て お なり 、 求 め 
る 以上 の 、 ま な た 値する より 5 衝 か に 多く の も の を 与え を られ る で あろ う 。 


注 11 本 文 の 言葉 は 文字 通り 解釈 すれ ば 、「 身 を 守る 為 に 地下 に 潜っ た 」 よ な る が 、 爆撃 を 避け る 為 の 現代 の 
地下 堪 を 指し て も いる 様 だ 。 
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39. 


40. 


41. 


42. 


43. 


44. 


46. 


注 12 
注 13 


げに われ ら は 、 天地 並び に を の 間 に あ る す 
さて の も の を 六 日 の うち に ( 注 12) 創造 せ 

る も 、 い る る か の 疲労 も 覚え ざり き 。( 注 
13) 

きれ ば 液 、 彼 等 に な ん と いわ れ よ うと も る 耐 
え 妨 び 、 日 の 出前 と 日 没 前 に 主 の 栄光 を 沿 
美 せ よ 。 


また 夜間 に 
護 美 せよ さ 。 
面 し て 了 傾 け よ 、 召集 者 が ( 注 14) 近い と 
ころ か ら ( 注 15) 呼ぶ を の 時 に 。 

その 日 彼 等 は 、 実 際 に 一 声 の く 〈 を 聞か ん 。 
( 注 16) そ は 募 よ り 出 で 来る 日 な り 。 

げに われ ら 6 こそ は 生 を 与え 、 死な し ゆる 者 
な り 。 面 し て われ ら の 許 こ を 、 終 の 帰 所 な 
b 。 


も 、 定 め ゆら れ た 礼拝 の 後に 王 を 


。 彼 等 の 上 で 大 地 が 割れ 裂け る その 日 、 役 等 


は あわ て ふみ ふ だ め き て 、 出 で 米 た らん 。 ( 注 
17) こ は わ れ ら にとり て は いと 易 き 召集 な 
5 。 

われ ら は 役 等 の いう こと を よく 承知 す 。 6 
も あれ 液 は 、 彼 等 - 強 いる 立場 に 非 ず 。 
れ ば 、 わ が 稀 告 を 恐れ る 者 に 、 0 
に よっ て 訓 戒 せよ 。 


グ タテ ァ ー フ 


EC EE eels 
BtoCE SR, 


OE IGE NE EI 


OIE gE 


っ タタ 


ン ョ イン クゥ アス % デ 
の DU ec23 523 


ブー 5 る J 
Or CS oo 


〆 
Zw 7 


2 


クン ゥ ン 2 | 


py ls 


クタ" 


et Rb アア 4 SS 


ぅ > ラン の 

@ 和 っ 306 らら 1 

ンタ タン ン ッッ ラッ ンー タッ の 2 の る ン ン レン 
EC A CE GS 
チノ し る タン エレ イン タッ の 

らら he Gs こ 0 2 
タ ゥ ン リッ タマ ュ ア スィ 

ERIE SS 





41 : 10 一 13 参照 。 


聖書 で 負わ せら れ た だ 存 道 徳 の 汚名 を 、 神 の 高 高 な 預言 者 か がら 取り 欠く だ け で な く 、 
相 矛 盾 する 欠点 を 神 よ り 切 り 離 し て いる の が 、 ク ルアー ン の 特徴 で ある 。 聖 得 に は 、「「 押 は 第 セ 日 日 に 、 


「 召 集 者 ] と は モハ ッ マ ド 預 言 者 の 事 を 指し て いる よう だ 。 次 の 数 人 節 に は 、 彼 の 指図 の まま に 、 


「 近 いと ころ か ら 」 と は 又 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 声 が 荒野 や 遠 員 の 地 に は まだ 届い て いな い が 、 


神 の 章 感 ・ 神 聖 上 
な さっ 


クル アー ン に 、 神 が お 疲れ に な っ だ た と いう 記述 は 何処 


いわ 
この 内 容 は 、 前 記 の 推測 を 


や が 


う 意味 で も ある 。 


て いた 全て の 業 を 休ま れ た だ 」 (創世 記 2 : 2) と ある が 、 

に も な い 。 

注 14 

ば を その 癌 場 より 出 で だ た 人 々 に 、 彼 の 手 で 魂 の 再生 が も だ らき され だ と 和 普 か れ て あり 、 
裏付け て いる 。 

注 15 

て は 受け 入れ られ る 事 を 示し て いる 。 

注 16 「 一 声 」 ほ と は 、 モ ハッ マ ド 預 言 才 に よる 大 き な 声 で 呼び か が け と いう 

注 17 当 次 に 書か れ た 再生 は 、 ク ルアー ン が も だ た らし て いる も の で ある 。 


ー ツ 98 一 


< 


で 






まき 散ら す 風 


た ルッ ポー リヤ ーー ト 
(メッ カ 否 示 ) 


まね な っ る ん うぅ 
1. 慈悲 深 《、 恵 み 記 (アッ ラー の 御名 に お い Oe ie 
て 
ブッ ン 1 ゃ ン 
2. 種 を まき 散ら す 風 に か け て 、( 注 1) OI EH 
2 1 ” ‘ 
3. 荷 を 運ぶ 雲 に か け て 、 OF ed 
2 [< 
4.。 静か に 流れ る 川 に か け て 、 1 et 
これ 。 は ん よ _ ツ クッ クノ レイ バ ザ 2 
5. われ ら の 命 を 失 じ て 之 を 頒布 する 諸 天 使 に ② り aiSAS 
か け て 、( 注 2) 
y の フン ラッ タレ る SCI 
6. げ に お 前 た ち が 約 束 さ きれ る こと は 真実 な 5。 DEL OES 
s 回 ょ る 。/ ww ん 
7. 審判 の 日 は 必ず 起 る べし 。 Osc Hi 
ゝ ャ ン 
8. また 幾 多 の 軌道 を 有 す 天 に か け て 控 う 、( 注 3) OR CS 


9 全く お 前 だ ちの いう こと は 不一致 な り 。( 注 4) う 3 ン 2 * て 5。 ア タク 
OE 











注 1 37 章 2 節 参 照 。 注 2 も 参照 の 事 。 

注 2 2 一 5 委 の 四 節 で は 、 自 然 界 ・ 物 質 界 の 現象 に 対応 する 精神 界 の 現象 に 日 を 向け て いる 。 こ の 対比 は 
非常 に 際立っ て いる 。 四 つの 語 「 ま き 散 ら す 」「 運 ぶ 」「 流 れる 」「 吾 布 する 」 を 自然 現象 に 当て は め て みた 場合 、 
風 を 指す の で あろ うぅ 。 風 は 海 か ら 立 ち 昇 る 水 燕 気 を 四方 へ 散ら し 、 還 実 を 運び 、 租 や か に 吹き 、 干 か ら び た 地 
に 雨 を 除 ら せる 。 そし て その 地 を 、 草 木 ・ 美 し い 花 ・ 甘 い 果 実 の あふ れる 弄 か な も の に 変え る 。 又 、 精 神 面 に 
直 き 換え て みれ ば 、 こ の 画 語 は 高潔 な 人 々 の 一 団 を 表し て いる よう だ 。 彼 等 は 、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 か ら 出 る 殊 
の 泉 で 多く 飲み 、 素 晴らし くそ し て 生気 を な える クル アー ン の 教え を 英 に 付け た 後 、 ア ラブ の 催 地 へ 、 を その後 、 
東 に 遠 際 の 地 へ 赴き 、 役 等 の 視 福 きれ た 荷 を 運び 、 多 神 教徒 や 不道徳 な 人 の 群がる 国々 で 神 の 世 示 を 広め た 。 
彼 等 は 語 や 手 に する 事 な く 、 愛 と 平和 を も っ て 説い て 回 っ た 。 それ は 」 度 、 優 し く 吹 き 、 枯 れれ た 地 に 雨 を も た 
ら す 風 の 様 で あっ た 。 

注 3 幾多 の 軌道 と は 、 天空 に 散ら ば る 惑星 ・ 正 星 ・ 全 星 の 軌道 を 指す 。 こ れ 等 の 天体 は 、 割 り 当て られ た 役 
割 を 十分 違わ ず 昌 た し な が ら 、 各 々 の 軌道 上 を 漂う 。 互 い の 領 域 を 保 す 事 な く 、 全 て が 一 致し て 構造 と 芝 動 の 
素晴らし い 調 利 を 形作る 。 天空 が その 様 な 惑星 ・ 恒 星 の 軌 道 に 満ち て いる と 世に 知ら せ た の は クル アー ン で あ 
り 、 当 時 空 は 固定 し た も の と 信じ られ て いた 。 

生 4 前節 に 示 & れ た 佑 大 な 天文 学 的 事実 は 、 ク ルアー ン が 神 の 啓 示 革 で あり 、 神 の 為 せる 業 に 目的 と 調和 
の -- 黄 性 の ある 事 を 示す も の で ある 。 し か し 、 唯物 論 社 は 無理 な 理論 を 作り 出し 、 根拠 の 薄弱 な 慌 測 に あがき 、 
神 の 件 言葉 や モハ ッ マ ド 預 言 者 を 信じ よう と は し な い 。 
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10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20. 


2l. 


22. 


23. 


注 5 
注 6 


る 。 それ 故 、 
沖 た だ す 事 に な る 。「 助 け を 求め ざり し 者 ] と いう 語 は 、 
(2: 
で は 、 病 弱 等 の 理由 で 働け な い 人 を 指す の に 使わ れ て いる 。 
注 7 


背 き る る べく 定め ゆら 6 れ た だ 者 の み が 、( 注 5) 
真理 か ら 5 背 き 去 る な り 。 

呪 わ れ よ 、 嘘 つき ども 、 

無知 の 深み で 胡 理 を 意 に 2 介 せ 徒 論 ょ 。 


彼 等 は 訳 く 、「 審 判 の 日 は に いつ な る か ?」 と 。 


そ は 彼 等 が 、 火 狭 に お ける 受難 の 日 な り 。 


病 し て 彼 等 は 云わ れん 、「 波 等 、 己 が 頭 基 を 
と く 上 味わえ 。 こ れ お 前 た ち が 慌 促 せ る も 
の な り 5」| と 。 

され ど 閉 し き 人 々 は 花彫 と 泉 の 間 に 住ま 
2 

主 が 彼 等 に 賜 わ ん も の を 拝受 し な が ら 。 現 
世に て 次 行 - を 積み た る が 故に 。 


彼 等 は 日 項 夜 も 余り 眠 ら ず 、 
れい めい 
室 明 に は 赦し を 請 い 求め だ り 。 


彼 等 の 富 は 、 助 け を 求め し 者 と 之 を 求め ざ 
り し 者 に ( 注 6) 頒布 きれ た り 。 

また 地上 に は 、 信 心 深い 者 た ち へ の さま ぎ 
まな 神 兆 あり 。 

お 前 た ち 和 白身 の 中 に も また 鉄 5。 
それ が わか ら ぎ る か ? 

褒 し て 天上 に は 、 お 前 た ちの 糧 と お 前 た ち 
に 約束 せら れ だ る も の あり 。( 注 7) 


お 前 た ち 


テル ・ ザ ー リ ャ ー ト 
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Ys の フッ る 25 と 
DOKI CE CEE 
コル イン 2 の ーッ リウ イン と 。 。。* 
cst 6 ょ の oa oa Pi! 
ろ レ > 55 クィ 1 
(の TO と クッ 。 ン ーッ グ ダレ 
NS 59 

プ の 292。2 ン ッ ン 人 “I 


(OTST EV 


スン 


ke 


2 の ゆ の 中 っ ラー ュ 


DREN 


イン セタ タッ ン ~~ 


3 | 


の ラタン クタ レレ タ ン ン 
OO Clt 3 


© es 


この 言葉 は 、「 己 に 背 を 向け る 人 」 と いう 意味 で も ある 。 


イス ラム 教 に よれ ば 、 寅 裕 か 信者 の 財 は 、 


彼 が 同胞 の 必要 を 満た す 時 、 


それ を 欲し が る 者 に も 
理由 が あれ ば 分 け サ を られ る 。 こ の 様 に イス ラム 救 徒 の 財産 は 、 抽 し き 者 に も 与え られ 
それ は 好意 か ら 出 た 
言 外 の 意味 と し て 


、 そ れ を 言え な いも の 同様 、 正 当 な 
る 手当 を 叶う 義務 が あ 
唯 、 相 手 に 対し て 負っ た 議 務 を 
、 自 尊 臣 恥じ る 心 ・* 施 し を 求め な い 


も の で は な く 、 


274) と いう 吉 に お いて 朗 し い 才 を 指し 、 今 一 つ 、 口 の きけ な い 動物 た いう 芝 味 も ある 。 こ の 言葉 は 此 所 


信者 に 向け られ た 勝利 に 繁栄 の 約束 、 及 び 不 信者 に 対す る 警告 
ー800 一 
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あめ つも は な II 内 2 a 
24. 天地 の 主 に か け て 区 う 、 そ を は 長 実 な り 。 お KIM 5 51 NG ED 
前 た ちの 言葉 が 事実 で ある 如 〈 ( 注 8) “2 a 
a 


3 クー ゃ ラテ 
GO obS 
第 二 項 


25. 流 、 ア プラ ハム の 資 客 の 物語 を 剛 か ぎり し GO る ATds 

カ か? se A yy 
26. を の 客 た ち ア ブラ ハム の 許 に 来 だ たり て 、 云っ る 選 セレ 2 
る 93 Gols CE EE 5 
えり 、「 平 安 あ れ 」 と 。 ア ブラ ハム は 彼 等 が B eo le, や 
四 い な お に る 委 ッ テテ ュ トロ で ン 5 タ の タ 
未知 の 人 々 と 思い な が ら も 、 答 えて 云え り 5、 Dos 2 

「 あ な だ が だ た の 上 に 平安 あれ 」 と 。( 注 9) 


27. ア ブラ ハム は 静か に 立っ て 奥 に 入り 、 肥 え フタ ルン 5 レッ ヤッ ラン < 
た 仔 生 を 持ち 来 た り 、 Cn OR CS detdiels 


28. 客人 の 前 に それ を 置き 、 云 えり 、「 召 し 上 ら DRA RE TR 
ざる か ?」 と 。 CORE EL 


ug レック ン ン 


29 . アブ ラ ハ ム は 彼 等 に 対し て 異 需 の 念 を 抱け クラ うき し IPM てる クン う タタ アン タレ 
k 90 9 CRN 2 2 2? は 

り 。 す る と 彼 等 は 、 芯 えり 、「 怖 れる な か れ 」 0 

と 。 耐 し て 、 覧 い 男 子 が 生ま れる と いう 朗 ON 
LZ 


報 を アプ ラ ハ ム に 伝え た だり 。 ( 注 10) . 
30. す る と を こ へ 、 ア プラ ハム の 妻 出 で 来 た り ノン フッ ンタ シン レニ タン 5 ょ と タン レッ 」 イン イン 
て 叫び 、 ( 注 11) その 顔 を 打ち て 云え た り 、 ご らい の 2932584D2loAS 
「 姜 は 石 女 の 導 疲 な の に !」 と 。 OR 

31. 客人 た ち は 云 えり 、「 た と いそ を う で あろ うと 

2 イン る 6 て ま コ タン る 
5、 こ は 主 の 思 し 吾 し な り 。 げ に は 忠 失 を 123 451SD WS18S 
に し て 、 す べ て を 知り 給 う | と 。 ’ 
EO lalt 


32. アプ ブラ ハム は 云え り 、「 と ころ で 、 法 等 使徒 る 
i On les! AA し 5 
た ちよ ょ よ 、 あ な か 方 の 用 向き や 如何 ん ? 」 と 。 © に J 
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注 8 前 各 に 述べ られ た 出来 事 は 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 の 願望 で も な けれ ば 、 役 の 起 像 の 産物 で も な い 。 それ 
は 、「 お 前 た ちの 言葉 ] が 真実 で ある 様 に 、 紛 れ も な い 事 実 で ある 。 区 、 当 節 は 、 あ な た だ ち が 言 う よ う に クル 
アー ン が 正真正銘 神 の 啓示 壮 で ある と 示し て いる と も いえ る 。 

注 9 11 : 70 一 71 参照 。 

注 10 15:54 同 様 、 当 節 に お いて も 、 約 東 き れ た 忠 子 は 、[ 覧 い 男 子 ] と し て 記 る きれ て いる 。 一 方 37: 102 
で は 寛容 な 息子 と 呼ば れ て いる 。 前節 の 記述 は イサ ク を 、 後 節 は イシ ュ マ エル を 指す も の で ある 。 


福 11 この 節 に ある [叫び] と いう の は 、 最 も 激しい 叫び 、 激 し ぃ い 悲しみ ・ 怒 り ・ 苦 悩 ・ 嫌 量 や 和子 辱 に 顔 醒 
が 引き つる 事 、 引 き 付 け 等 を 意味 する 。 


5101 


第 所 ト に 一刻 


33. 


役 等 は 云え り 、「 我 等 は きる 罪深い 民 の ため 


に 違わ きれ だ り 。 


アル ・ ザ ー リ ヤギ ー ト 
Ooms SR 


34 . 我 等 が 派遣 まれ だ る は 、 その 弄 人 ビビ も を Bhi HLL oO 
飛 林 も て 打ち すえ ん が た め な り 。 

SE eg Gf Tk の 2 。 っ の も の ンク > クレ レン ぁ 
35. 主 自ら を の 者 ども の 不 行 跡 を 印 せ し 飛 障 に GO ES Ng old 
より て 」 と 。 上 

36. われ ら そ こなた 住む 信者 を 救出 せ ん と せ し ORG SC 
5 、 se デア デ の に エコ 
まま で ゥ ンプ 2 フ ノラ クノ 
37、 そ の 記 で 位 項 た り し 者 は た だ の 一 家 あ る に OPA ELIE GCI 
過ぎ FN h き 。 デ ン ws sv 
に 。 上 ち 、 アグ 2 アア ルナ) アニー ク ン っ 
38. され ば われ ら は 、 を こ に 、 天 六 を 乏 れ る 人 人々 OO as に < 
RC 9 の II IO cu 91 RE 
の た だめ に 、 確 か な 跡 を 残し た り 。 
39. われ ら は モー ゼ ぜ に も ぉ ぁ 、 ピ 明白 な る 権威 を 与え タ っ ちり ン | 2 タン 
| a 2 
て ファ ラオ の と ころ へ 遣わ し た 時 、 奇 踊 を | Ne 
授け た D 。 Dn 
グ " ra 
し か TRI の の イジ ャ ン 
40. 然るに ファ ラオ は 、 己 が 成 勢 を 情 圭 す る 余 CR TRS 
り 、 ( 注 12) モー ゼ に 向っ て [妖術 使い か 、 a 
避 い は 狂人 な り 」 と えり 。 
- ン く ウタ トラ ララ ング ビク クタ タン タキ ネン プレ 
41. され ば われ ら は 、 フ ァ ラ オ と を の 軍勢 を うち うろ 1 600 つ 5 or VSG 
ひっ 捕え 、 海中 に 投じ た り 。 そ は みな 身 か 1 
ら 6 出 た 錆 な り 。 OA 
= し か 5 う イィ ? ノ ? 2 ゃ ンプ 
42. アー ド 族 に も また 然 り 。 そ の 時 われ ら は 森 の 
風 を 彼 等 に 吹き つけ だり 。 ” 
43. その 陣 い か か る や 、 何 も の も 残 き ず 、 すべ 022 0 
て を ぼろ ぼろ の 骨 の 如く に な せり 。 
44. サム ー ド 族 に も また 然 り 。 そ の 時 彼 等 は 舎 De ES は 0 315 お 83 
げ ば られ た り 、「 東 の 間 を 楽し むか が よい | と 。 
と ーー っ 0 > タ タタ クタ アン イ 3 レル ルン 4 
45. 然るに 彼 等 は 主 の 命 に 途 ら いた だ り 。 さ れ ば 43 うと 1 OcI5KsS 
和敬 き 見 つめ る 間 に 、 雷 彼 等 を 衣 い た れ ば 、 人 
OO es 
注 12 ここ で の 「 成 勢 ] は 、 到 え 又は 援助 、 権 力 ヒ 抵抗 、 親 族 ・ 仲 間 、 援 助 上 力 を 与え る 人 、 高 員 な 人 等 の 
意味 が ある 。 
注 13 神 は 万 物 を 計 に し て お 作り に な っ だ 。 この 対 は 動物 だ け で な く 、 捕 物 や 無生物 に も 存在 する 。 双 精神 的 


な も の に も 対 は ある 。 


天地 きえ も 対 に な っ て いる 。 
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あ た 
4 生ま ロー) 吾 E 上 を 守ら 5 得 ※ ダレ ン ぅ の 4 し な “4 9 ン 
46. 2 っ 能 わ ず 、 ま だ その 身 を 守り 5 得 ざ ぎり OF eal CA US 
お うこ し か 5 9 和 る る シッ マン 
2: っ キュ が た 人 証人) 直視 に 中 1 7 IP アン 5 ん ¥ 
47. 往 古 の ノア の 民 % まな た だ 然 5 り 。 彼 等 は 不 従順 ORI の の の 523 EN A ir 
な 民 な りき 。 0 
沈 三 項 
48. われ ら は 偉 力 を 以 て 天 を 創り た り 。 げ に わ Bo 人 フォ ッ ン プン る 
RC iy 
れ ら は 広大 な る 力 を 有 す 。 03 。 
49、 わ れ ら は まだ 大 地 を うち 広げ た り 。 そ の な NG 29 
Da らら いら | 
ん だ る 素晴らし きよ 1! ーッ 
50. われ れ ら は また お 前 だ ち に 吹 訂 せ し めん が た の 62 イス ンド 多 え を 『 ク 
め に 、 す べ て の も の を 雌雄 の 番 に 創造 せり 。 FD Ss 
( 注 13) 
に 人 = ” で の > ん の 2 ンプ タッ トタン VL ZL 
51. る れ ば 液 等 、 ア ッ ラ ー に 加護 を 求め ゆめ よ 。 げ O 2 ア い CC tb 
OE ^ 
の 
あぁ だ し が を 。 ほう し 人 め ? 。 ク タッ クン 。Y 1 リュ クリ ーー! タン ズン 
52. アッ ラー 以外 に 他 神 を 奉 調 する な か れ 。 アタ だ 2 41 の PIA NIS 
に 我 は アッ ラー より の 明白 な る 警 9 る の 。 タ 
り 。 © ns 
る し ロロ な し 】 て ィ ン で ン 
53. 彼 等 以前 に 遣わ きれ た だ 使徒 も る 、-- 人 と し て 、 坦 RS 32 GE we 
EN る が アク nn Ur 
「 妖 術 使い し 、 き る も な くば 狂人 」 よ ょ 云わ れ が 
ふさ 有 トラ CM rj ムレ 
ざる 者 は な か りき 。 CIEE 
=4 徳 符 は この 能生 2 衣 束 | か と みる か た I I ET 
34. 彼 等 は この 態度 を 世 々 継 率 し た る ヵ ? 伏 OI TY A olest 
り 、 役 等 は みな 不正 不 且 な 民 な り 。( 注 14) 
つぶ アイ アア アス 
55、 さ れ ば 人 役 等 を 願 み る な 。 液 は 役 等 の 所 楽に ON 
真 任 な し 。 
に ヶ 22 92 ン Ls 
56. た だ 訓 戒 し 続け ょ 。 げ に 訓 戒 は 信ずる 人 々 OS A oil 6S 
の だ め に な る 
アプ ュ ン 
57. われ 、 妖 志 と 人 間 を 信 り し は 、 わ れ を 岩 仙 CRN Pe ECE CS 
せしめ ん が だ め な り 。 ( 注 15) 
注 14 いつ の 世に も 、 神 の 使者 に 向け られ る 草 夏 は 似 双 っ て お 5 、 ある 世代 の 信者 が 、 握 ビ 非難 を 線 り 返 
す 様 に 、 RE 貼 し 送っ て いる の で は と 思わ る れる 程 で ある 。 
注 15 ここ て 妖 常 は 選 良 、 人 間 は 庶民 を 表わし て いる 。「 崇 燥 ] と いう 語 の 第 一 姜 は 、 神 の 戒律 に 従い 、 そ 条 


と 完全 に ・- 体 と な る 


中 で 、 持 て る 力 を 最大 限 に 発 近 し 、 


ー80 


下 し い 宗 教 の 規律 を 従う 事 で ある 。 その 日 的 は 、 神 の 
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か て と 
58. われ は 披 等 に 簡 を 求め ゆず 、 わ れ を 養 わ ん こ ⑳ 2 8 6 っ あッ ク 5 スッ イン 
8 5 の っ うい LE Oo に 
と を 求め ず 。 ( 注 16) > A LD 
59. げに アッ ラー 御 自身 こ を 僅 大 な 養い 手 、 カ a る ある スレ タン | ン 
、 8 Yet SS cl bf 
と 成 力 の 主 な り 。 OS A a 
60. 今 よ か ら ぬ こと を な す 徒 汰 は 、 昔 、 彼 等 の >。!> ィ 1 の CE NANOEE 
eval PI 2 Cp AE GE 
仲間 が な めし 悲運 と 同じ 運命 と 相 成 らん 。 2 dC 
る きれ ば 彼 等 を し て 、 わ れ に 懲罰 を 催促 せ し De 
デー と 1 
むる な か れ 。 
61. 災い な る か な 不信 心 者 考 故 、 を は 彼 等 に 約束 ン う タン 5 タ っ ノッ る 。 の 。 p 
〇 2 と 2002 し めで AU (WW 
せら れ だ た る その 日 が ある が 故に 。 ORG I I うう を 
影 姓 を 受け 、 我 身 に 神 の 必 性 を 表す 事 で ある 。 これ は 、 当 彼 に 述べ られ て いる 通り 5、 信 間 が 作り 出 き れ た 偉大 


に し て 高 9 的 で あり 、 こ れ を 成し遂げ る 事 が 世 の 神 へ の 崇拝 し な る 。 神 を 求め る 様 自ら を 駆り 立て 、 神 の 
御 意志 に 和 完全 に 従い た いと いう 高尚 な 硫 望 を を の 身 に 起こ す 事 の で きる 能力 こそ 、 神 より 授 っ た 力 の 内 最高 
導 な $ の で あり 、 人 間 は 外 拘 内 的 才能 を 駆使 すれ ば 、 こ の 事 を 理解 で きる 。 


注 16 し 魂 の 旅人 が 、 自 ら の 人 人 生 の 高い 日 的 に 向い 忍耐 冶 く 歩み を 進 ゆ る な ら 、 彼 の 行為 は 神 宅 他 の 如何 
i も な く 、 唯 、 彼 自身 に 潤い 、 望 み を 達成 する 事 と な る 。 
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アル ・ ト ッ ゥ ー ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


も まれ ね ン L1 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 包 く ア ッ ラ ー の 御名 と に お おい OP FE Pr 
ye 

: 2 
2. か の 山 に か け て 。( 注 1) BENS 
a MP P] ルル 1 ン 
3. 書か れ た る 経典 に より て ( 注 2) ぐら 5 5 う 
4. うち 広げ られ た る 壮 友 紙 に 。 SG と 8 
> Os B ン 

う 2 サラ ッ ク 

5. 盛況 を きわ ゆめ る 墓 殿 に か け て 。 ( 注 3) ONAN 
て ん が い | NT 0 
6. 高々 と 持ち 上 げ ら れ だ た る 天 著 に か け て 。 OY TE 
リツ ラク レロ し し 
7. 漂 4 海 に か け て 。( 注 4) OI nd ls 

る sh vs アデ 

8. 主 の 懲罰 は 必ず 起こ る 。 55 oe El 
な ん びと 。 これ 5 た - ヴー ョ レラ ュー の る 
9. 何人 も 之 を 遅 け る こと 能 わ ず 。 OE So2 dG 

ie 本 クッ ンタ クタ タン る 
10. その 日 天 は うち 震え 、( 注 5) GR 
と 25 2 ラ 5 る る 
11、 山 々 は で ら で ら と 揺れ 動か ん 。( 注 6 ) の bc OCS あう 








注 1 宮 癌 の 哲学 及び 重要 性 に つい て は 37: 2 を 参照 の 事 。 

注 2 クル デー ン 双 は 、 モ ー ゼ の 律 法 を 指す が 、 お そら く てく グル デー ン の 事 で あろ う 。 

注 3 エル サレ ム の 寺院 、 又は いずれ か の 礼拝 営 、 こ の 言葉 は クル アー ン の 中 で 、 人 人 の 集まる 所 (2 : 126)、 
型 地 (5 1 3)】、 聖 な る 寺院 (17: 2)、 巾 緒 あ る 所 (22・30)、 安 全 な 街 95: 4) と 記さ れ だ た カー バ 神 殿 を 措 
す も の で あろ う 。 

注 4 「 み な ぎる 海 ] ほ と は 、 フ ァ ラ オォ と 彼 の 強力 な 軍 が イス ラム 人 人 を 追跡 中 に 沈ん だ 紅海 、 叉 は クラ イシ ェ ュ 
の 全て の 指導 者 が 殺害 きれ だ 、 ア ル ・ バ ハル ( 海 ) よし て 知ら れ て いる 、 バ ドル の 戦場 を 指し て いる よう だ 。 


注 5 その 日 、 天 の 軍勢 は 揃っ て モハ ッ マ ド 預 言 者 の 原 方 も な る で あろ る ろう 。 そし て 、 バ ドル の 日 に 、 そ れ は 
実現 し た 。 

注 6 神 の 客 判 の 下さ れる 日 、 不 信心 者 の 指導 者 達 は 恐 し い 結末 を 迎え る で あろ う 。 彼 等 は 凪 の 前 の も み 毅 
の 様 に 吹き 飛ば きれ る 。 あ る い は 当 節 は 、 当 時 の 大 帝国 が 衣 壊 する と 述べ て いる と も いえ る 。 当 節 及び 前 節 は 、 
訓 《 芝 落し た 制度 が 一 揺 き れる 前 に 、 新 た な 秩序 が 生ま れる 事 を 暗示 し て いる 。 こ れ ら の 節 は 、 裁 き の 日 を 指 


す と も 受け 取れ る 。 
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演 トー. 各 ゲル ・ ト ゥ ー ル 
ブン 5 "クタ 7。 。 レン る ウッ ンス 
12. を の 日 、 真 理 を 拒否 せる 者 ども に 災い あれ 、 O と と GR 1 0 っ 
>: EN か る プン 59 ン と ーッ ラク or ゥ ク る 
13. くだ ら お 議論 を 事 と せる 徒 溝 よ 。 の らら GA OI 
“る と ん ン 
14. その 彼 等 は 、 地 父 の 火 の 中 に 容赦 な く 突 EEE LR LS 
き 落 る れん 。 ( 注 7 ) 
いっ わり ご うか 
15.「 こ は お ぉ 前 た ち が 、 日 頃 席 偽 な り と せる 業火 ORI Rsd 
な り 。 
16. こ は 妖 術 か 、 そ れ と も お 前 だ た ちこ れ が 見 え で ン ッ タク (2 
ざる か 2 の OS QA 


a これ 
17. 液 等 この 火 で 付か れ よ 。 ち 前 た ち が 之 を 妨 2 9 (は の 69 21 
NSR DE Ve es 3 
時 2 る ん cd WW 
の の たこ 


う 2 そる P rt 


* 


18. げに 閉 し い 者 は 、 花 彫 と 至 括 の 中 に 住み 、 DE SE GRENG 


2 の し っ クロ ラン の 2 タン 2 の 1 1 


19. 主 が 彼 等 に 賜 た る も の を 楽し まん 。 面 し て 28 の るる 8252 る と 85 の 
手 は 、 業火 の 均 昔 か ら 彼 等 を 救 わん 。 


⑨ ぁ asdl の je 
ぶる まい し DE 2 ? 
20.「 こ は お 前 た ちの 行為 に 対す る 報い な れ ば 、 0 の A に MM 
食い か つ 飲 め 、 
21. 並べ られ た る 搬 某 に 身 を 横 た を ん な が 5」 わ っ 入 4 が 23529858 ら ちっち 5 AE OUS2 
れ ら は 役 等 に 、 肌 し き 瞳 も ゆ 処 女 を め あ わ 
ん 。( 注 8) OS 








注 7 当 節 は 、 不 信心 者 の 有罪 が 確定 し 、 悔 恨 の 時 が 過ぎ た 後 の 彼 等 の 状況 を 描い て いる 。 


注 8 ここ で の 「 め あわ せる 」 と いう 語 に 対応 する アラ ビア 語 は 、「 彼 は ある 物 を 別 の 物 と 組み 合わ せ た 。」 
メ は 「 彼 は それ を 同種 の 物 に 結び 付け た 。」 と いう 意味 で ある 。 フール (処女 ) は 白 日 の 部 分 が あく まで 円 く 、 
時 日 が あく まで 黒く 、 身 体 の 他 の 部 分 も $ 非 常に 円 て 美しい 人 を 指す 。 

死後 の 生活 と は 、 現 奉 の 生活 を その まま 表し た に 過ぎ ず 、 来 世に お ける 報酬 や 前 は 、 現 世 の 行 為 の 反映 で あ 
る 。 天国 や 地獄 は 、 別 の 新た な 物質 界 を 意味 する の で は な い 。 知 党 で きる の は 事実 な の で 、 そ うし た けれ ば 、 
それ 等 を 物質 的 な も の と 称し て も 構わ な い が 、 そ れ 等 は 、 現 世に お ける 精神 的 事実 を 具 打 化 し た だ け で ある 。 
この 世 で の 係わり が 米代 に は 足かせ と 号 る で ある う 。 現世 の 妖 始 は 炎上 と な っ て 鮮やか に 見 え 、 信 者 が 神 に 捧げ 

る 愛 は 来世 で ワイ ン 上 な っ て 表わさ きれ る 。 この 様 に 、 天 国 に は 、 庭 ・ 小 川 ・ ミ ルク ・ 上 蜂蜜 ・ 朗 の 肉 ・ ワ イン ・ 
果実 ・ 玉 座 ・ 仲 間 そ を の 他 色 々 な 物 が ある が 、 そ れ 等 は この 世に ある の と 同じ 物 で は な く 、 現 世 の 生 活 に お ける 
精神 面 を 表し だ も の で ある 。 上 記さ れ た 「 め あわ せる 」、[ 処女 」「 暗 ] は 、 天 国 で 、 神 の 高 深 な る 下僕 が 、 顔 が 
まばゆい 程 の 心 の 美しき で 敬 く 清らか な 友 と 浴 せ る よう に な る と 示し て いる 。 又 、 彼 等 は 美しい 婦 、 つ まり 妻 
を 得る と いう 葉 味 で も ある 。 
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ル ・ ト ゥ ー ル 





22 . 


23. 


Z4. 


25. 


26. 


27. 


28, 


29. 


信仰 する 者 、 並び に その 先祖 の 信仰 を 継承 
する 子 探 は 、 われ ら 輝 を 楽園 で 一 緒 に きせ 
ん 。(《( 注 9) ま だ た われ ら は 、 彼 等 の 功労 を い 
さる か も 減ら き ざ る べし 。 人 は みな 己 が な 
せ ぜ せる こと に 対し て 商 め を 負う 。 ( 注 10) 


われ ら は 役 等 に 、 彼 等 の 望む 果物 や 肉 を 与 
えん 。 

i OE 
、 乱 閑 伏 馬 な し 。 

事 子 ら 行き 巡り て 彼 等 に 給仕 せん 、 そ の 

無垢 な る る こと 秘蔵 る され た る 真珠 の 如 し 。 


役 等 相 い 寄り て 、 


に 1 


yy 


ね 合う 。 


彼 等 は 云わ ん 、「 以 前 、 我 等 家族 と 共に あり 


し 時 、 ア ッ ラ ー の 審判 を 恐れ た り 。 
然るに アッ ラー は 我 等 に 慈悲 を 垂れ 、 熱 風 


の 懲罰 より 5 我 等 を 救い た だ り 。 
を は 以前 、 我 等 が アッ ラー を 祈り た れ ば こ 
そ 。 げ に アッ ラー は 恵み 深 《、 情 が 深い 御 


方 に まし ます | ょ 。 


( 注 11) 


RAAT 


アン 
に 本 k 


の の だ 8 iy 
ES 
OR EE 
OE AA 5 
EE OE RE GS 
Js 
902KSS ea 24647 3 


ンタ 


RCT Ss EE 


1 
ッ ク ェ ラッ ンタ ン レ 


の oe 
© 


B 


OCS EK 


4 3 タタ ンク 5 て っ る クン | 
DA ROS G2 & 


O; レル 





死後 の 世に お ける 報 本 や 前 の 本 質 を 理 解 す る に は 、 来 世 が 現世 に 紹 
人 の 発 が 内 体 を 離れ る 新た な 身体 が 投 け られ る 。 それ は 、 身体 無く し て 魂 は 向上 せ ず 、 宇 補 を 受け 
5 れず 、 叉 獲 み を 感ずる 事 も で き な い か ら で あ る 。 新 た な 身体 は 、 
る 。 新しい 身体 の 形 や 特質 は 、 現世 の 我々 の も の と は 全く 則 な る 
の 想像 を 越え を る も の で ある 。 この 事 を クル アー ン は 32 帝 18 節 で 述べ て いる 
は 次 の 様 に 語っ た と きれ る 。 如何 な る 日 も 天 の 恵 を 見 た 事 は な く (、 
如何 な る NS それ を 感ずる 
体 の 快楽 


ら な い 。 


事 は で き な い ( プ ブ ハ リ )。 天 
う も の は な い が 、 


天 因 に は 、 罪 、 軽 率 で 無 意 味 な 会 話 、 
ギ 安 と 押 の 喜び に 満ち て お り 、 


庄 て く も の で ある 事 を 心 に 留め て お か ね ば な 


この 世 の 魂 の ご と (優れ て 美しい る の で あ 
の で 、 来 記 に お ける 報酬 や 懲罰 の 本 質 も 、 我 々 
る (32 : 18)。 又 、 A 者 
如何 な る 耳 も それ を 固い た 事 は な く 、 

の 


この 事 が 、 ク グル アー ン に より 正義 ある 者 に 伝え 、 


約 東 き i 大同 を 光り 5 輝 か せ る の で ある 。32 章 18 節 も 参照 の 事 。 


注 9 


前 節 に お いて 、 高 潔 な る 者 に 結 に し て 美しい 雪が 投 け 6 れる と 述べ られ て いる が 


当 節 で は 、 役 等 


に 子供 が 授け られ 、 そ を それに より 彼 等 の 喜び は 完全 な ちの と な る と 書か れ て い る 。 


注 10 正 問 ある 者 に 係わる 事実 は 、 不信 心 者 に は 全く 当て は ゆめ られ な い 。 自ら の 巻 行 が あっ て こる を 、 天 国 に 
その 場所 を 香る 事 が で きる の で ある 。 
注 11 本 分 の 意味 の 他 、 当 節 は 次 の 様 な 事 も 示し て いる 。 「 敵 に 包囲 され れ ば 、 相 斑 の 月 し が 時 と し て 我々 を 


衝 か す 事 も あろ う 。 し か し 、 今 我 々 は 、 
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ゆる ぎ な い 平 安 を 得 て い る 。] 








第 志 一 斉 ル ・ ト ゥ ー ル 
30. され ば きる と 吉本 の 油井 に より て 、 ⑨XNS 
A 。 皇 の 思 忠 に より て 、 Go Se < スイ ンス > る 
Ke 1 マル っ CI 5 らら 33 
液 は ト 徐 者 に 非 ず 、 ま た 狂人 に 非 ず 。 3 Cs 
31. 彼 等 は 云う 、「 彼 は 詩人 な 5 。 我 等 は 、 時 が っ タン 用 At み タッ タン ン 
© 1 2 
GH Mi t。 Oo SE OE 
32.。 云え 、 1 ら は 潜 党 待つ が よい 。 我 また お 前 アイ.) クン 3 AE っ ぅ タイ ンプ お 
た ちと 共に 待た 央 と 。 ( 注 12) OI a bas 5 
33. 彼 等 に を 命じ た る は 、 己 が 沈 思 記 の な せる 55 2 AN 
1 A FA A 
毅 か 、 は た また 彼 等 は 邪 隅 の 民 か ? ( 注 13) アン K うな 
@ は 
se いい 
ね つや ③ 
34. 彼 等 は 云う 、「 役 を それ を 提 人 造 せ り 」 と 。 然 os OC ンク っ タン ッ ク 
ご ー ビー 上 こ th 内 1 
ず 、 彼 等 は 信仰 心 を も だ ぎる な り 。 Oyu 
まこ と 
35. も し 彼 等 の いう こと が 真 な ら 、 彼 等 を し て 8 RG i Lg 
ee 5 いら 1 ad Ss 
か く の 如 き お 告げ を も た らき る し め よ 。 So BB SS Ls 
36. 彼 等 は 無 意 味 に 創 ら れ だ る か 、 そ れ と も 彼 1 る タッ ン る で シイ 
等 自身 が 創造 者 な る か ? GY EK 
37. 彼 等 は 天地 を 創造 せる か ? 去 、 彼 等 は 剣 タン ッ 22 22 る タク る ン ッ プッ 
0] 3 の 【 
造 者 を 信 ず ず 。 AT 
38. 彼 等 は 主 の 宝 を 所 持 す る か 、 それ と も 、 そ dd TO DA ACs 1 
の 守護 者 な る か ? 
は し ご a 
39、 彼 等 に は 天 に 登る 柳 子 が あり 、 そ れ で 登っ 222 を 22 cas 、 ン ラタン る の が 
Me ワ OR ) 
て 神 の 言葉 を 補 み 聴き し 得る と いう か ? 0 
然 ら ば 、 そ の 聴取 者 に 確か な 証拠 を も た ら 6 Os の じゅ 
る し め よ 。 ( 注 14) の 
40. アッ ラー は 娘 で 、 お 前 だ ち は 足 子 が いる と ュー っ の ン ? 1 ィ ノ レタ 1 ン 2 タイ ラン 
っ ゅ こり 3 Codi 
な ? ( 注 15) の の みっ ds 
注 12 。 不信 心 者 は モハ ッ マ ド 宏 言 者 を 、 未 来 に 関し て 空想 に ふけ る 詩人 、 無 那 気 な 人 の だ まる れ 易 き に つけ 


込む 占い 師 、 あ る い は 大 ば ぼら 吹き と 呼び 、. 


注 13 


彼 等 自 号 に 符 め が ある の だ ろう か 。 
し し C 才 間 の 和 を 知っ て いる な 6、 そ ハッ マ ド 基 が に 作れ た 全 才 で な いま いう 
彼 等 の 主張 を 立証 きせ て みよ う で は な いか 。 
神 が 息 子 を ち 持 もち だ と いう 事 で すら 唯一 神 に 盾 する 上 当 節 は 述べ て いる が 、 不信 心 者 は 大 肥 に も 神 
の 娘 を 存在 する と し て 特定 化す る 。 彼 等 は 、 娘 の 出生 を 、 不 名 準 の 閣 還 と みな し て いる か ら で あ る 。 


注 14 


注 15 


早晩 彼 が 悲惨 な 結末 を 迎え る と 期待 し て いる 。 し か し 役 等 は 最後 の 
器 判 の を 迎え る まで 、 を の 期待 が 無駄 で ある 事 に 気付 か な いで あろ う 。 時 の 流れ の み が 、 
預言 者 の 聞 の 問題 を 解決 し 得る の で ある 


彼 等 ほし モハ ッ マ ド 


。 以上 上 の 事 を 当 節 は 嗜 示し て いる 。 
彼 等 が 道 を 誤っ た り 、 朋 制 を 失い そら 言 に ふけ っ た り 、 神 の 御 言葉 を 拒ん で 全て の 法 に を むい た の は 、 
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ICM の 24 





- 液 が 彼 等 に 報酬 を 求め る あま り 、 彼 等 は を 2 2 42 
の 債務 の 重荷 で 打ち ひし が れ た る か ?( 注 16) EE 


42. 彼 等 等 は 天地 の 秘 儀 に 良く 通じ 、 み を 書き 記 @6 2 2 クス 3230 多 
し 得る 知識 あや 有 す か ? - 

43. 彼 等 は 策謀 せん と する か ? され ど 、 を の の っ 2 ブッ タタ ッッ 0 

Ge OS 

策 に か か る も の は 、 信 せ ぎ る 彼 等 自身 な り 。 BSS dh | 

44. 彼 等 は 、 アッ ラー 以外 に 神 を 奉 ず る 
PR NC pd 
展 給 超 然 た る アッ ラー に 栄光 あお あれ! 


45. 邊 等 は た と い 犬 の 一 角 が 脂 落 する を 見 る と AR US SO (< 53a【 
も 、「 こ は だ だ の 密 寺 なり 」 と 云わ ん 。( 注 17) 


1 うみ 2 や 1 


ORE GS (ゆあ 4 


の 2 の る 
0 
いか ず ち 0 アデ ノッ 
46. され ば 、 雷 に 打 た れる その 日 ま て 彼 等 を す 5 PN 0 まる ミン < 
ee 


て お け 、 
47. 役 等 の 策謀 が すこ し も る 役 等 に 役立た ず 、 是 ペン 5 タン 5 タタ ZS クタ ッ ン 8 2% の 
5 ’ ( 〇 9 Kan 3 HH CE 
AEDR ET © A 


2 2 アデ 百 9 し 
48. 間 事 を 行う 徒 華 に は 、 こ の 外 に ぁ 、 身 あ を 01685 る PE 
り 。 さ きれ ど 、 彼 等 の 大 半 は 之 を 知ら ず 。 (| 2 
Bonsy 


49. きれ ば 激 、 忘 び て 王 の 審判 を 待て 。 流 は まみ 52 も 356 と 2 
る し くわ れ ら の 眼前 に あり 。 了 眠り か ら 醍 め 当 記 シル ルン っ る 
た 時 、 主 の 栄光 を 称揚 し 奉 れ 。 ( 注 18) a 


し か ES 。 < 門 ’ uw レノ Y 
50. 面 し て 夜半 に も 、 ま た 星 落 つる 時 に も 、 液 AM dR SS & 
アッ ラー を 譜 美 し 奏 れ 。 








注 16 当 節 は 不信 心 者 の 良識 に 訴え 、 彼 等 の 道徳 的 ・ 椅 宰 的 幸福 を 心から 願っ て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が * 役 等 
を 正義 の 道 に 招 じ 、 し か も その 労苦 に 何ら 見 返り を 求め な いで いる 時 、 何故 彼 等 は 彼 を 受け 入れ な い RE 全 
いて いる 。 


注 17 不信 心 者 は 、 例 え 自ら の 頭上 に 空 が 落ち て 下る の を 事 突 日 の 当たり に し て も 、 そ れ を 「 容 室 」 の 形 を 
し だ 神 の 恵 と 己 れ に 都合 の 良い 解釈 を する で あろ う 。 それ程 ま で に 不 注意 で 油断 し て いる 彼 等 の 事 だ か ら 、 神 
の 時 機 を 待た 舗 千 を 得る と ころ も な い の で ある 。 


注 18 我々 の 保護 の 下 (5 : 68)。 


ー809 一 


第 事 十 三 章 星 ナジ 





アル ・ ナ ジム 
(メッ カ 成 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 思 み 記 く アッ ラー の 御名 に お い Oa 2 Sal 31 
て 。 て ナ P コ ーー し 
う デア ョ マ うみ 
2. 沈み 行く 時 に か け て 、( 注 1) OC Ri 
3 6 ちの 仲間 は 議 ら ず 、 ま た 牙 う こと な BEL EEC 
( 注 2 ) " 
ちら 2 ッ ント ン 
4. また 思惑 で 語る に 甘 ず 。 OG cbs LS 
5. そ は 神 よ り 啓 示さ れ だ た る お 告げ に 外 な ら ぬ 。 ん タッ ン 
{ 
( ま 3) @ き ぶ )/ テ うう !6 ふ ol 
Y 2 227% 
6. 俸 力 の 主 が 彼 に 教え 授け た り 。( 注 4) DNL 42 
7. そ は 知力 衆 に す で れ た だ る 御方 な り 。 き れれ ば 1 フッ トレ ちょ ンー タタ 
王 は 、 一 切 を 支配 す 。 Os つう っ > 
8. その 時 、 主 は 、 地 平 線 の 高き と ころ に 立ち | 9L 33 
て 、 砂 示せ ぜ せり 。( 注 5) od 
9 . 次 いで 頂 店 者 は アッ ラー の そば 近く 引き 寄 Ss デン ス 35 < る 


せら 和 れ 、 デ ッ ラ ー い よい よ 近 づき て 米 際 し 
だ まい 、( 注 6) 








注 1 アナ ジュ ム は 悦 星 又は 茎 の 無い 植物 た いう 意味 で ある 。 し か し 周 有 名 詞 た し て 用 いら れる 時 は 、 プ ン 
イア デス 星団 を 指す 。 

注 2 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 語る 理 起 や 原理 は 間違っ て お ら ず ( 彼 は これ まで に も 間違い を 犯し た 事 が な い )、 
又 、 彼 は それ 等 の 原理 か ら そ れ だ 事 も な い 。 こ の 様 に 、 彼 の 高 半 な 理想 及び その 実現 方 法 に 関し て 、 彼 は それ 
を 身 も も っ て 表し た 確か な 指導 者 で ある 

注 3 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 省 の 府 ボ が 神 か ら 出 た ちる の で ある と 可 べ て いる が 、 先 の 二 節 で は 、 和 披 の 世 示 
が 、 決 し て 狂っ た 心 に 生じ る 幻影 や 、 人 人 の 欲望 及び 悪意 の り そ そ の か し に よっ て 生じ る 考え で は な いと いう こと 
を 暗示 し て いる 。 

注 4 クル アー ン は 強力 な 啓示 書 で あり 、 そ れ 以 前 の 啓示 書 は 全て タル アー ン を 前 に し て を の 重要 性 は 薄 ら 6 
Sb 

注 5 神 が 、 栄 光 と 尊 成 を ちっ て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 造 わ し た 吐 、 彼 の 精神 は 最高 位 に 達し だ た 。 あるいは 
当 節 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 、 全 世界 を 周 ら す 事 が で きる 様 に 非常 に 高い 所 に 上 上げ られ た と 述べ て いる と も いえ 
る 。10 節 6 参照 の 事 。 

注 6 「 来 臨 」 と いう の は 、[ 彼 、 又 は それ が 降り て 来 た ]、 あ る い は 「 彼 に 近付い た 」 を 意味 する 。 当 節 は 、 
モハ ッ マ ドド 預言 者 が 神 に 近付き 、 神 が 彼 の へ 身 も か が め ら れ だ と 示し て いる 。 又 、 モ ハッ マ ド 傾 言 者 は 神 の 
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第 五 -|- 三 意 、 ナ ジム 
10. その 了 曲 た る こと わずか に 弓 の 弦 二 つ 。 い ぃ や gd 0 53 こ 6 レン 
それ よ り も 近 き ほこ ろ な り 。 7 RH OO 
A その 儀 に 向っ て 、 啓示 a < 

SCs | 
旨 を 降 し 授け た り 。 @ oe dl PE 
j 語 考 の 心 ほ は > らし みのる 
12. atobs 己 れ の 見 た も の を 偽 6 ぎ ざり @e5 し 3 名 3 
( 注 8) 
13、 お 前 た ち は 傾 言 者 が 見 た る こと に つい て 、 a 
彼 と 論争 せん と する か ? 
し か 1 3 ダ 8 |? 2 マレ 
14. 市 し て 、 彼 は 再度 主 を 見 た り 、( 注 9) OR DA 
rg 0 レル ゥ アオ ] 
15.、 病 か な る シド ラ 樹 の を ば 近く に 。( 注 10) ETA Hs Os 
le ゥ クタ プレ ェ エレ と っ 
16. そ は 終 の 住居 の 楽園 の 傍ら な り 5。 Ga as 








ご くち 側 へ 行き 、 宰 の 精神 玖 知 識 の 泉 で 多く 飲ん だ 後 、 そ の 知識 を 人 々 に 伝え る 為 に 降り て 米 た と いう 意味 も 
当 節 に は ある 。 


注 7 アラ プ の 格言 に ある 「 彼 等 は 救 々 に 一 つの 弓 か ら 矢 を 放っ な だ 」 と いう の は 、 彼 等 が 挙 っ て 我々 に 反対 
し た と いう 意味 で ある 。 この 様 に 、 こ の 言葉 は 完全 な る 合 高 を 示し て いる 。[「 弦 」 の 意味 が どの 様 で あっ て る も 、 
「 ほ は 二 つ の 弦 ] は 密接 に あわ る っ た こつ の 弓 の 弦 の よう に 、 二 者 問 の 非常 に 強い 結び 付き を 示す 。 モ ハッ マ ド 
頂 言 者 が 精神 的 な 上 略 を 続け 、 押 の お 側 に 近付き 、 神 と の 陥り が 失せ た 時 、 彼 は いも ちば 「 二 っ の 弓 」 を 合わ せ 
だ 一 つの 「 弦 ] と な っ た の で ある 。 当 節 は この 事 を 表し て いる 。 先述 の 格言 は 、 古 人 氏 ア ラブ の 習慣 を 我々 に 思 
い 起 こき せる 。 その 習慣 に よれ ば 、 一 人 の 人 間 が 固い 友 博 を 杖 う 時 、 二 入 が -- つ で ある 市 を 示す 為 に 互い の 弓 
を 結び 付け 、 そ の 結び 付け られ た だ 弓 か ら 5 一 RE eS 彼 等 が いわ ば 一 人 の 人 間 と な り 、 一 方 へ 
の 攻撃 は も う 一 方 へ の 攻撃 と な る 事 を 示し た 。 も し 「 来 陣 」 と いう 話 が 神 に つい て 使わ れ て いる の な ら 、 モ ハッ 
ー ド 策 計 者 が 神 に 近付き 、 神 は 彼 の 元 へ 降り て 米 6 れ 、 面 考 は 一 人 の 人 人間 の よう に 填 が 付い だ と 、 当 節 は 示す 
事 に な る 。 し か し 、 こ の 言葉 に は 全 一 つの 美しく 神秘 的 な 意味 が ある 。 す な わ ち 、 片 や モハ ッ マ ド 人 頂 言 者 が 神 
に 25E 全 に 吸収 きれ だ 為 、 彼 は 神 の 生き 写し と な り 、 又 ーー 方 で 、 彼 は 人 人 々 の 下 へ 降り て 行き 、 彼 等 へ の 愛 ・ 后 惜 ・ 
心配 に 心 を 占め られ て いた の で 、 神 性 と 人 人 間 性 が 彼 の 中 で 結び 付き 、 彼 は 神 価 ほ 人 間 性 の 二 本 の 弓 の 弦 の 中 心 
点 と な っ だ の で ある 。[ い や それ より 近 き と た ころ 」 と は 、 モ ハッ マ ド 陣 言 者 と 神 の 関係 が 想像 で き な い 程 肖 密 に 
な っ だ 事 を 示し て いる 。 

注 8 。 モハ ッ マ ド 預 言 者 は 実際 に 見 た の で あり 、 そ れ は 事実 で 想像 の 産物 で は な いと 示し て いる 

注 : 9 モハ ッ マ トド ト 医 言 者 の 見 た 幻想 は 、 二 重 の 意味 を 持ち 精神 的 経験 で あっ た 。 


注 10 捕 神 の 高まり の 中 で 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 は 人 の 粗 像 を 上 まわ る 程 に 神 の お 側近 くま で 登っ て 行っ た 。 
メス 、 シ ドラ 樹 は 海 と いう 記 味 の 語根 か ら 派 生 し た も の な の で 、 と の 段 紫 で 、 神 の 知識 の 果て し な い 海 た 水 遠 の 
真実 が 彼 の 前 に 広がっ だ 】 と 、 こ の 節 は 示し て いる の か も しれ な い 。 あるいは 、 当 第 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 薄 に 
授け られ た 神 の 知識 が 、 シ ドラ 樹 の 様 に 、 魂 の 旅人 の 波 れ た 四 踊 に 安らぎ の 場 を 与え る 事 を 、 人 象徴 的 に 示し て 

る と も 言え る 。 喝 に 、 シ ドラ 告 葉 は 死人 の 腐敗 を 防ぐ 効能 が ある の で 、 当 人 節 は 、 モ ハッ マ ド 任 言 者 に 族 示 き 
れ た だ 教 疲 は 、 を それ 自体 に 免疫 が ある だ け で な く 、 人 が 困 落 する の を 防ぐ 力 が ある と も 意味 し て いる の だ る ろう 。 
メ 、 フ ダイ ビ や の 條 戦 協定 の 時 、 モ ハッ マ ド 舞 言 者 の 友 が 上 誠 の 約 い を や 手 に し た の は この 本 の 下 で あっ た と い 
う 哲 言 $ 当 人 節 に は 含ま れ て いる 。 
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五 - 上 三吉 ル ・ ナ ジム 
17. シド ラ 樹 の 葉 か あげ が こん も り と 茂 れる 時 な o 吉 ES, 
5。 ( 注 11) 
ン タン ン ? 
18、 預言 者 の 目 は を こ に すい つけ られ た り 。 ⑫ 直 し 05 に 
ふい ノ * し る し ーー ーー ドレ みう アー 
19. げに 彼 は 圭 の 微 の 下 高 な る も の を 見 た 5。 の a DS 
20. さて 、 ラ ー ト ※ と ウッ ザー※ に つい て 告げ クタ | 
どー | AO 
2 ※ メ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 偶像 。 © 3 
21. また 第 三 番 目 の 女神 マナ ー ト ※ に つい て ® 2 の [や スコ ン ン 
NN 
も 。※ メ ヌメ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 貸 像 。 の の る S503 
1 クン ン 
22。 な ん と な 、 お 前 た ち は 男 の 子 を 持ち な が ら 、 @ る 35 EN 


アッ ラー に は 女の子 と いう か ! 
23. げに こ は 不 公平 な る 分 配 な り 。 Dae I 


24. これ 等 は 、 お 前 た ちや その 父祖 が つけ し 名 RAR TAN a 1 | 
前 に すぎ 内 。 ア ッ ラ ー は 彼 等 に 如何 な る 許 
可 6 降 さき ざり き 。 す で に 主 よ り の 科 導 が 役 ool 2 A 
等 に 吾 れ り と いう に 、 彼 等 は だ だ 己 が 窪 し 。 。 ッ ンー 。 0 
い 憶 測 や 好む と ころ に 従う の み 。 ( 注 12) 2adz6 ALN Hi 


1 サタ ut 
DSL 
ke bo, 
25. 人 間 は 、 そ の 玉 む も の を 得 ら る べき や ? 8 お やじ AG 
。 2 ジレ ンダ 5 ゅ クン 
26. 償 、 来 世 も 現世 も アッ ラー の も の な り 。 CLs 8524 & 


8 
27. 天上 に 如何 に - 多 く の 天 使 あ ? と いえ ども 、 
等 の 閉 り 旋 し は 役立た き る べし 、 ア 
ー が 思 し 台 し 且つ 喜 し た も の に 許可 を 
ょ きる 限り は 。 ( 注 13) 


> タタ る る っ 、 
EES GY ODI NESS 
ッ トン る ウラ プ ww 記し 4 
与 時 の っ 


tt 


Ba” 





注 11 「 こ ん も り と 茂 和 れる] と いう 言葉 は 、 神 の 出現 を 指す 。 

注 12 邊 の 信者 は 、 確 か な 知識 に 共 づ いて いる が 、 偶 像 演 挫 者 は 、 を その他 り の 信仰 及び 教 装 に 論理 的 根拠 も 
世 示 に よる 権 感 も し な い 。 彼 は 推測 や 避 信 と いう 救い の な い 事 態 に 陥り 、 抽 ら の 邊 望 の 奴隷 と な る 。29 節 と 
同じ く 、 当 術 ぉ 叉 、 折 れ た 曹 の 上 に 立つ 偶像 団 拝 者 の 不安 定 な 状況 や 述べ て いる 。 

注 13 本 文中 の 意味 の 他 、 こ の 言葉 は 、「 ア ッ ラ ー の 御 意 志 に 従う 者 と 、 ア ッ ラ ーー 自身 が 認め た 者 を 除い て 」 
と いう 意味 も ある 。 
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第 一 恋 


28. 


29. 


30. 


31. 


32. 


33. 


34. 
35. 


注 14 
対す 
注 15 
いう 喜 味 と な り 、 





米 世 を 信 ぜ ざる 者 ど も は 
名 を 付 て 呼ぶ 。 


鉄 し な が ら 、 彼 等 は この 事 に つい て 何 ん の 
知識 も 有 せ ず 、 だ だ 位 測 に 従う の み 。 憶測 


は 真理 に と っ て 代 る こ Lf ほ わ ず 。 

きれ ば 液 、 われ ら が 訓 戒 に 背 を 向け 、 現 世 
の 生活 の み を 希 う 者 を 、 願 み る な 。 

彼 等 の 知識 の 限界 は 、 現 世 の 内 な り 。 . ず に 


王 は 誰が 正道 を 踏み は ず し 、 誰が 竹 導 に 従 


うか を 最も 長く 〈 知 り 給 う 。 


天 に ある も の 地 に ある も 5 の 、 挙 げ て アッ 
ラー の も の な り 。 故に アッ ラー は 、 悪 事 を 
行え る 者 に は を の な せる こと に 応報 し 、 導 
行 を 積む 者 に は その 最善 な る も の を 以 て 報 


美 し 給 う 。 


重大 な 罪悪 や ふし だ ら な 行 施 を 避け る な ら 
ば 、 僅 に 微 罪 を 犯す と も 、 ( 注 14) 主 の 赦 
し は 宏 大 な り 。 主 は お 前 だ た ち を 土 よ り 創 れ 
る 時 より 、 ま た 母 の 栓 内 に あり し 時 より 、 
お 前 た ち を 良く 知り 給 う 。 き れ ば 、 己 れ の 
純 縮 を なごり た か ぶる な か れ 。 主 は 、 誰 が 
買 の 義 し き き 人 か 、 誰 れ よ り も 良 〈 知 り 給 う 。 


きょう どう 泌 二 項 
波 、 哲 導 か ら 顔 そむけ 、 
施す も の は 僅少 、 そ れる も 不 承 不 承 出 す 者 を 
見 ぎる か ? ( 注 15) 


『「 徴 沸 上 | の 芝 味 に は 、 悪 に 傾き か ける こと 、 


OEY 
rr 2 


EL ER 
2 っ PO の (は C5 
A LA PA 


Ee RY ーッ る タン ER 
1 と 2 の ュ プ 
AD 3 EER 


ウィ アッ タ 


ayano 


アデ 

タ MC NS RC つる og3 タタ 
と 4 

oa 


2 くる | シ 
SS) の る 4 


9 アッ 5 グ 


NT 
TG I NGL 


よ 
一 呈 の 臣 落 、 心 を 過ぎ り 跡 を 残 きぬ 瞬時 の 悪 鞍 、 女 性 に 
る 偶然 の 一 覧 、 等 ある 。 語源 的 に は (アラ ビア 語 で )、 一 時 、 急速 、 不定 期 、 何気ない 行為 と いう 旋 味 が ある 。 


[不了 未 不 承 出す 」 と いう 語 が 鉱物 に つい て 使わ れる 時 、「 ダ イヤ モン ド や 宝石 を 出す の を 拒ん だ 。」 と 


と な る 。 


玉 夫 に 用 いら れる 時 、f 採 掘 の 途中 で 正 い 岩 床 に 出 く ゎ し 、 


彼 は それ 以上 堀 り 進め な か っ た ] 
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36. そう いう 者 は 、 見 え ぜ る も の に つい て 知識 76 | し と 人 
65 いこ て 30 206 トコ | 
を 有 し 、 故 に 見 得る か ? OA 
37. そう いう 者 は モー ゼ の 書 の 中 に ある 話 を 開 a RS 
か る れ だ た こと が な い の か 、 に アー 
UN 5 2 
38. また 、 ア プラ ハム が 命令 を 履行 し た 話 を ? OI CH YS 
1 pe @ し 
39. 重荷 を 負う 者 は 、 決 し て 他人 の 重荷 を 負わ に ぎ 
ちあ 1 
ぎる べし 。 ( 注 16) と うめ 
ひ と の a pl ン 4 9 2 
40. 人 間 は た だ 己 れ が 努力 し た こと の み を 得 べ Cae LYEN CN 85 
し 。 ( 注 17) 
19 I ジン ン 
41. 耐 し て そ その 成果 は 、 や が て 必ず 認め られ ん 。 OS 
ツー トン う クン 32 4 
42. その 時 、 乏 に 対し て 十分 に 報い られ る べし 。 0 ssd の 受 うう 
43. 液 の 主 は 、 万 物 の 帰 趣 な り 。 ( 注 18) RIE 
ra > し マン dS プンタ rd 
44. 人 を 笑わ せ 、 ま た 泣か し むる は 彼 な り 。 Ma 813 
フィ レッ イン ン し 放し 
45. 死な し ゅ 、 生 まし むる 5 彼 な り 。 Sls LA ES 
スジ タイ に の の の の っ 
46. 彼 は 男女 両性 を 創り 給 う 、 CEN Doe es &! 
47. ほ と ば し り 出 た 一 滴 の 精液 より 。 @⑩@S RS Eo 
6 3 5 て くる イン 
48. 二 度 目 の 創造 を 生む の も 、 彼 な り 。 EEN CE 
3 イン に インタ の 52 
49. 人 を 富 ま し め ゅ 且つ 満足 させ る の も 、 彼 な り 。 の た EP 3 
3 < 
50. 彼 こそ は 狼 星 の 主 な り 。 ( 注 19) Dan A 





注 16 。 人 は 費 己 れ の 十字 架 を 背負 い 、 重 荷 に 絶え ね ば な ら な いで ある 3 う 。 
注 17 高い 理想 と 教義 を 伴う 不断 の 努力 の 後に 、 和 人 は その 日 的 を 達成 する 事 が で きる 。 当 節 は 、 人 人 が 額 に 汗 
し て 生計 を 香る べき だ と も 示し て いる 。 


注 18 あら 6 ゆる 因 果 剛 係 は 神 に 帰す る 。 神 は 、 全 て の 原因 の 涼 、 つ まり 造物 王 で あら れる 。 因果 の 自然 の 理 
法 は 全 宇 南 に 広まっ て いる 。 それ 事態 が 始ま り で は な い 原 因 は 全て 他 の 原因 に 起因 し 、 こ 和 れ は 又 別 の も の に 起 
因 し 、 こ の 過程 が 続く の で ある 。 

注 19 アラ ブ 人 は シリ ウス が * 彼 等 の 運命 を 左 圧 する と 考え 、 そ れ を 崇拝 し た 。 
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91. 


92 . 


53. 


54. 


55. 


56. 


57. 


58. 


59. 


60. 
61. 


62 . 


注 20 
当 普 は 、 当 節 よ り 、 こ の 6 
注 21 


お ん まえ 
.・ アッラー の 御前 に ひれ 伏し て 、 


を の 昔 、 ア ー ド を 減 ぼ し 、 ( 注 20) 


まだ サム ー ド を 一 人 だ に 容赦 せ ず 滅ぼし た 
は 、 役 な り 。 


彼 等 以前 の ノア の 氏 を 減 ぼ せる も 、 彼 な り 。 
げに 彼 等 は 醒 送 野 戻 を 極め た り 。 


彼 は 破 境 せ る ロト の 品々 を 転 節 せ り 。 


履 に 抵抗 し 難い 懲罰 が 役人 等 を 覆い だ り 。 


ミ れ ば 主 の 思 恵 の いづ れ に つい て 、 人 は 流 
に 反 双 する か ? ( 注 21) 


この 者 は 、 往 古 の 警告 者 た ちと 同じ 警告 者 
な り 。 
審判 の 日 は 近づけ り 。 ( 注 22) 


アッ ラー に - 非 ず ば 、 何 人 も それ を そら すこ 


と 能 わ ず 。 

お 前 だ ちこ の 言葉 に 系 《 か ? 
笑っ て 、 潤 か が ざる か ? 
いつ まで も 浮か れ 遊 ぶ か ? 


祭 め 替 和 れ 。 
( 注 23) 


NE RS BY 4 a 


@ IN ン ン 1 


ls ym 
っ 直し 2 イワ) 2 くく ッッ 
Bab BA I つう る ジン う 
ツ 1 9 
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で 1 
2 て る る 
es 
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CEE WG 


uu , ン し 4 


OIDING LS 1A め 
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SLIT 


SUC oo 


ON 
ゥ 99 アレ 


VTOL 


2 の 9 タ 9 


sua 
⑯ り 5d BO 





人間 が まだ 取る に 足り な だ い 存 在 で あっ た 始ま り の 頃 か ら 、 
千 題 立証 の 歴史 を 紹介 し 始め て いる 。 

モハ ッ マ ド 頂 言 者 の 主 基 を 支持 し 立 託す る 論拠 や 神 の し る し が 、 数 多く 明 示 き 
友 挫 遂 じ り の 衣 和 れれ み の 曲 調 で 、「 い つま で 真実 を 


考 達 に 哲 げ て いる ゃ る 。 


注 22 。 当 査 は 、 モ ハッ マ ド 希 言 者 の 任期 の ご く 初 期 、 
背 迫 ・ 迫 客 の 中 で 、 イ スラ ム 教 は 重大 な 局面 に 直面 し て いた 。 


する 預言 が な きれ 、 


放 29 イス ラム 教徒 不信 心 者 の 混在 する 前 で 、 モ ハッ マ ド 基 言 者 は 


j 定 し 、 不 信心 の 荒野 を 祖 得 いま 


唯一 神 を 支持 する 論議 が 為 き れ て 来 た が 、 


れ て 来 た だ 後 、 当 節 て は 、 


続け る の か 」 と 、 強 情 な 不信 心 


神 命 が 下 きれ た 五 年 日 に 啓示 きれ だ 。 こ の 時 、 笑 ・ 


その 時 、 こ の 曹 の 中 で 、 ク ライ シュ 族 の 力 を 排 


次 節 に は より 強い 日 調 で を それ が 述べ られ て いる (54 : 46)。 


は 当 章 を 暗 骨 し 終え を 、 従 者 と 共に 地面 に 


ひれ 伏し た の で 、 不 信心 者 達 も 叉 、 神 の 普 茂 と 栄光 の みな ら ず タル アー ン 暗 唱 の 茂 し き に 深 ( 打 た ね れ 、 平 伏し 

だ か も し れ な い 。 以上 の 事 を この 言葉 は 表し て いる 様 ど 。 こ れ は 、 彼 等 が 神 を 至高 者 を そし て 創造 王 ほ と みな し 、 

彼 等 の 神 は 神 へ の 伸介 者 に 過ぎ な いと えな だ 為 と も 言え る 10:19)9。 こ の も っ と も らし くく 思え を る 出来 事 は 、 し 

か し 、20 一 22 遂 で 、 ね つ 造 者 に より 作り ば られ た 根拠 の 無い 言い 伝え と 同じ く 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 中 傷 す 

る 人 々 が 、 を その 出来 事 の 中 に モハ ッ マ ドド 預言 者 の 過 欠 を 見 つけ 出せ る 上 勝手 に 信じ て 米 た も の で ある 。 
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アル ・ ク アマ ル 
(メッ カカ 啓示) 








あま ね 上 な 
1 慈悲 溢 く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い ©» TO IP 
や 
ンス 2 
2. その 時 は 近づけ り 、 月 も 裂け た り 。( 注 1) 920 E 5 
3. され ど 、 第 等 奇跡 を 見 て も 、 顔 を そむけ て うち っ ie 
で EL 
云う 、「 相 変わ ら ず の 妖術 か 」 と 。 スッ 5 Pb 
ンー "ny 
Os 
4、 彼 等 は 真理 を 拒否 し 、 己 れ の 幻想 に 従う 。 シン ンー 
i 神 の 決定 は すべ て 必ず 実現 す 。 の 3 に 3 の AA GI 3 
( 注 2 ) 
注 1 月 の 分 像 が 肉眼 で 見 を る か 本 Le し て も 、 そ れ は あら ゆる 自然 の 法則 に 反する 。 この 出来 事 に 


関し て 確固 だ る 尼 史 土 の 確証 は な いと する 意見 を 柚 定 す る の は 見 し い 。 他方 、 神 の 神 郡 を 全て 推し 測っ だ り 、 
自然 の な ぞ を 完全 に 理解 で きる 者 は な い 。 地球 の か な 5 の 地域 に 影響 を 及ぼ す 様 な 出来 事 が 、 計 界 の 天文 吾 で 
観測 きれ な か っ た り 、 歴 喝 普 に 記 き れ な か っ だ と は 考え られ な い 。 し か し この 出来 事 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 の 
言葉 を 集録 し た 信頼 する に 足る プ ブ ハリ や ムスリム に 記さ れ て お り 、 信 頼 で きる 筋 の 伝 了 示 に 語り が れ 、 イ ブン ・ 
マス ー ド の 様 な モハ ッ マ ド 拍 言 音 の 学 の ある 友人 に 記録 きれ て いる の で 、 並 は ずれ て 重大 な 自然 現象 が 志 つ か 
モハ ッ マ ド 打 言 医 の 時 代 に 起き だ た 事 を 示す $5 の で ある 。 ラ ズィー を 合 む クル アー ン の 注 息 者 達 は 、 こ の 出 0 
は 月 食 だ と し て 難問 を 解決 し よう と 試み た 。 イ マー ム ・ ガ ザー リ 、 シ ャ ー・ ワ リウ ッ ラ ー5 も 、 月 は 実際 に 分 裂 
し だ た の で は な く 、 神 が が 見 物 人 に その 様 に 見 える 様 計ら れ だ た と いう 見 解 あ と っ た 。 イ プン ・ ア バー ス 、 シ ャ ー・ 
アプ トゥ ル ア ズ ィ ー ズ に よれ ば 、 そ れ は ある 種 の 月 食し と な っ て いる 。 し か し クル アー ン に 述べ られ た 罰 強 い 高 
柴 を 才 庫 すれ ば 、 こ の 出来 事 は 単なる 月 食 以 上 の も の の 様 で ある 。 不 信心 者 に 熱 鬼 に 要求 きれ な た 時 、 モ ハッ マ 
ド 頂 言 者 が 素 員 らし い 奇 断 も 行っ て みせ だ の は 事実 だ が ( プ ブ ハ リ ムスリム 参 昭 )。 へ せ に 変っ た 杖 が 呪術 遍 に 向 
けら れ だ モー ゼ の 婦 だ っ だ よう に 、 こ の 出 米 事 は 、 友 人 や 不信 心 者 に 向け られ だ モハ ッ マ ドド 預言 者 の 幻 だ っ た 
よう で ある 。 あ る い は 、 引 き 潮 と 同時 に モー ゼ が 枕 を 使っ て 海水 を 打つ 事 で 、 庁 跡 ほ は 如何 な る も の か を 示し 
た 様 に 、 い ずれ か の 天体 が 月 の 前 に あっ て 、 見 物 人 に は 月 が 割れ た 様 に 兄 え る 時 、 神 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に 月 
を 串 る 奇跡 を 見 せる 様 に お 谷 じ に な っ だ の か も i し か し 深い 宗教 的 意義 を 備え た 最も 説得 カ あ る 解 門 
は 、 太 陽 が ペル シャ 人 の 国 の 象 微 で ある 様 に 、 の の 導入 章 て あり 、 そ の 政治 力 の 象徴 ど と いう 事実 
も ある 。 カイ バル の ユダ マヤ の 指導 者 ホイ ヤ ビ ン クタ ブ の 娘 サ フィ ヤ が 月 が ひざ ぎの 上 に 落ち て 米 る 夢見 た 
と 父親 に 告げ た 時 、 彼 は 、「 お 前 は 、 の と の 結婚 0 と 言い 、 そ の 顔 
を 打っ だ た 。 カ イ バ ル 晒 落 の 後 、 サ フィ ヤ が モハ ッ マ ド 頂 言 者 に 辺 い だ 時 、 彼 女 の 夢 は 実現 し た 。 同じ く 、 ア イ 
シャ は 、 二 つの 月 が 彼女 の 部 屋 に 落ち る 夢見 た が 、 こ れ は 、 モ ハッ マ a 者 、 ア ブー バク ル ・ オ マル が 次 々 
に そこ に 発 ら れ た 時 に 成就 し た 。 カ マル (月) の この 象徴 的 な 高 味 か ら す れ ば 、53: 58 で 不信 心 の アラ ブ 人 人 が 
強迫 に 用 いた その 政治 力 が 、 既 に 衣 壊 の 時 を 迎え て いた と 、 当 人 節 は 示し て いる 事 に な る 。 こ の 場合 の 「 そ の 時 
と いう 語 は 、 ク ライ シュ の 指導 者 の 大 方 が 死に 、 彼 等 の 勢力 撲 滅 の きっ か け と な っ た バト ル の 戦 を 指し て いる 
の だ ろう 。 こ の 様 に 当 節 に は 。 宮 告 後 人 RAO 
RN り れ ば 、「[ 月 $ 裂 け だ り 】 と いう アラ ビア 語 は 、「 そ の 出来 事 は 明らか に な っ だ 」 と 世 味 する の で あ 
る 。 こ の 意味 か が ら す れ ば 、「 ク ライ 2 の の! 夫 壊 の 星 が 米 た 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 真 の 神 の 使者 で ある 事 が 
と な ろう 。】 上 と いう こと を 当 節 を 表し て いる 事 に な る 。 7 : 108 も 参照 の 事 。 
注 2 クラ イシ ュ の 政治 力 毅 半ば 神 に より 命じ られ だ た も の で あり 、 神 の 命 は 実現 する に 遠い な い 。 
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9・ を の 中 に 警告 を 含め る る ま ぎ ざま な 消息 は 、 9 シン タタ ・ ノッ ッッ タン 1315 
NS 
すでに 人 彼 等 に 伝え られ た り 。 Ons リロ グン 
6. そ は 完全 無欠 の 客 恵 な り 。 さ る れ ど 、 そ の 和敬 Re 
告 は 彼 等 を 益 せ ず 。 Os on 
; i と が ラキ <。 プン タック ブ ッ タ ラン ン ン ン 
?7. きれ ば 流 、 彼 等 を 用 みる な 。 本 し て 待て 、 @ ぷ も UR 
宇 喚 者 が 役 等 や いや な と ころ へ 呼び 出す を 
の 日 まで 。 
rt a いい が へ (2 : オル た お AA クッ タ 
8. その 日 彼 等 は 、 項 乗れ 日 を 伏せ 、 虹 の 飛び 2 CO TO dU GE 
散る 如く 匿 よ 5 出 で 、 ( 注 3) ッ うる. る 2 の 6 レ 
OER RE3 
も と か ん な ん し 人 1 っ 2 タン ン Ft し た 用 
9. 召喚 者 の 許 へ 急ぎ 行か ん 。 「 こ は 埋 難 の ロ な 1O ぁ oO528 と JJ あ OL2b45 
り 」 と 嘆き な が ら 。( 注 4) So 
⑨ ーー と の の 
10. 彼 等 昼前 に も 、 ノ ア の 民 が 真理 を 拒否 し た 人 OE 
5。 然 5、 邊 重 は われ ら の 機 を 妨 め ず 、[ 狂 テ アン 
円 ンー 。 92 レプ の 49 う 4 
人 な り 」 と 委 り て 、 排 床 せ り 。 っ 398 
11. 故に 役 は その 主 に 「 我 は 敗れ た り 。 液 、 来 3 ELC ッッ イン ッ 
ko (195 
て 我 や 助け た まえ 」 と 祈り た り 5 li 3 や os 
= っ すず 5 届き た TE E22 
12. 改 に われ ら 5 ただちに 天 の 水 を 開き だ た れ の IGNORE 


、 水 は 溢 の 如く 降り 下り た り 5。 


内 上 ka = a ト 皇 み 区 ME 上 に 22 ンー 2 る う 9 2 
13. わ れ ら また 地上 の いた る と ころ に 突然 泉 を 上 UE GAS AO は 
吐出 きせ だ り 。 る れ ば 二 つ の 水 は 命 ぜ ら れ は 


た 目的 の た め に 合流 せり 。 03 。 
14. われ ら は ノア を 、 板 と 釘 も て 造れ る も の の に 
、 >5 cls 
上 に 乗 す れ ば 、 © 5 で 
15. を の 船 は われ ら の 眼下 に 浮 び だ 9 。 こ は み Ow RAY Zz LS 2 
な か ら 排 到 られ た 者 へ の 報 装 な 5。 OO OL tid 
16. われ ら 之 を 後 の 世 の 人 々 の た めで に 、 ー つ の OR | の i 0 


神 間 と し て 遣 し た れ ど 、 果 た だ し て この 種 の 

警告 を 寸 ん じ て 受 くる 考 あ りや ? 
注 3 此 所 に ある 「 旨 」 は 不信 心 者 の 家 を 指す 。 不 信心 者 は 精神 的 な 生活 を 全く 欠い て いる の で 、 ク ルアー 
ン の 数 筒 所 に お いて 、 役 等 は 死人 に 例え られ て 来 た (27 : 81、35 : 23)。 
注 4 クラ イシ ュ が ほん の ここ ・ 三 年 打 に メッ カカ から 据 放 し 、 そ の 首 に 砂 賞 金 を か けた だ 吾 員 者 (モハ ッ マ ド 項 
言 者 ) を 、 彼 等 の 首都 の 門前 に 見 た 時 、 彼 等 が 和敬 き うろ た えた 様子 を 、 当 節 及 び 前 二 節 は 、 鮮 や か に 描い て い 
る 。 


ー817 一 


ルッ クア ァ アマ ル 
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17、 あ の 時 の わが 懲罰 の も の 凄 き よ 、 わ が 生生 a RR 
の 確か きよ CIIGEEE RS 

18. げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 旦 I 
つ 記 人 憶 し 易い よう に つく り だ り 。 きれ ど 、 DLS de GS 
この 警告 に 留意 する 者 果たし て あり や ? 

19.、 アー ド 族 も 真理 を 拒否 せ り 。 あ の 時 の わが 作物 と 

うい は コ 1 ” 

徳 串 の も の 凄 き よ 、 わ が 丈 告 の 確か きよ ! DIN I BE OE aS Sk 0 て 


20. うち 続く 炎 選 の 日 に 、 わ れ ら 5 は 荒れ 狂う 禁 2 ク 2 の フッ ン 安 の チア ーー 
on Gl | 
風 を 彼 等 に 吹き つけ れ ば 、( 注 5) ク bres の 


a デック 
⑨ め テー“ 

21. 根こそぎ に され た 杉 子 の 幹 の 如く 、 人 々 を 2 
引き 裂け り 。」 ss3 ば う 時 
22.、 あ の 時 の わが 懲 凡 の も の 潜 き よ 、 わ が 警告 の 32 《 


の 確か が か きよ} 
23、 げ に われ 6 は 、 ク ルアー ン を 理解 し 易く 且 kz% HB 
っ 記憶 し 易い よう に つく り た り 。 き れ ど 、 OS ENE 
この 警告 に 留意 する 者 末 た だ し て あり 5 りや? 
第 二 項 


あま > クイ ンマ 
24. サム ー ド も 警告 者 を 拒 め ゆり 。( 注 6 ) @ っ o30 SS 


25. 彼 等 は 法 え 5、「[ 何 ん と 、 我 等 の 中 の 一 人 の 3 2 KT 9 2 22 ん 5 ス 
DEL A oa Ee 

男 に 、 そ れ も だ だ の 人 開 の 云う こと に 従え 2 6 ン 3» 
と な! そ は 明らか な 誤り な り 、 狂 気 の 沙 (OM IS 

潜 な り 。 a 


_26. 我 等 の 中 で 彼 に の み 訓 戒 が 啓示 きれ た と い REE es 
うか ? 否 、 彼 は 大 噛 つ き な り 」 と 。 
OL 


明日 彼 等 誰が 大 嘘 な る か を 和 拓 クン 人 
27. a 八 が 大 嘘つき な る か を 知る VIE a , 


28. われ ら は 彼 等 を 試み ん が だ ため に 北 時 攻 を 送 。 85 45 と 。 る の NAKSS CCP の 4 
らん 。 き れ ば サー リフ よ 、 ビ じっと 堪え て 彼 > 」 
等 を 監視 せよ 。 Baels 


注 5 当 節 は 、 好 夢 ・ 不 夢 と いう 特定 の 叶 が ある と 意味 し て いる の で は な く 、 ア ー ド 族 に と り そ の 日 は 不運 
で あっ た と 示し て いる の で ある 。 

9 全て の 預言 者 は 神 に 任じ られ 、 彼 等 の 繕 示 は 神 よ り 生 じ に 、 類 似 し た 永 着 あの 潤 お 0 電 才 の KG で の 
、 一 人 の 預言 者 を 拒 ゆ ば 、 頂 言 独 全て を 拒絶 する 事 と な る 。 ノ ア の 一 族 ア ー ド 、 ロ ト の 一 族 タ ムー ド は 、 実 
凍ら R 

の 理由 か ら で あ る 。 
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29 


30. 


31. 


32: 


33. 


34. 


36. 


37. 


38. 


39. 


注 7 


し つぶ る れ 、 集 め ら れ だ た 枯木 の 様 に 、 


注 8 


いで 


‘て 、 


面 し て 彼 等 E に 、 水 は 人 間 と 中 馳 で 共 
用 し 、 そ れ ぞ れ 変 替 に 飲め と 告げ ば ょ ] 


通 に 使 


然るに 彼 等 は 仲間 を 呼び よせ た れ ば 、 その 
男 は 刀 を 以 て 路 腕 の 胴 を 切り 之 を 不具 と な 
a 


あの 時 の わ ゎ が 懲 玉 の も の 湊 き ょ 、 わ が 青 告 
の 確か る よ ! 

わ ゎ われ ら 彼 等 に -- 声 の 末 音 を 送れ ば 、 役 等 は 
いけ が き を 作る 枯木 の 如く な り 果 て り 。( 注 7 ) 


げに われ ら は 、 ク グル アーン を 理解 し 易く 、 
且つ 記憶 し 易い よう に つく り だ り 。 さ きれ ど 、 
この 否 告 に 留意 する 者 果して あり や ゃ や? 


ロト の 民 も 警告 者 を 拒 め ゆり 。 


れい みい 
. きれ ば われ ら は 、 彼 等 に 石 の 嵐 を 送り 、 玉 基 


に ロト の 家族 の み を 救い や り ぬ 、 


われ ら が 恩 靖 に より て 。 わ れ ら は か く の 如 


く 、 感 謝 す る 者 に 報 ゆ 。 
彼 は 確か に われ ら の 懲 久 を 彼 等 に 警告 せ 
り 。 る ミ る れ どど 彼 等 は その 警告 を 写り 。 
それ どこ る か 、 彼 等 は 策略 を 用 いて 、 彼 を 
その 有害 客 か らら 引き離さ きん と 謀 り 内 。 る きる ミ れ ば 
われ ら は 、 彼 等 の 月 を つぶ し 、「 わが 懲 争 と 


頑 告 を 、 と く と 味わえ と 告げ た り 。( 注 8) 
面 し て 、 


翌朝 早 く ヽ 
き 懲 前 が 下り だ た り 。 


彼 等 の 上 に や むこ と な 


不信 心 者 は 完全 に 鍋 必 きれ だ 。 あ る い は 、 


生け 后 を あつ て くる 際 、 
彼 侍 は 神 の 目 に は 価値 の 無い ちる の と な っ た 。 


テッ ルレ 


内 ぅ タン? ン アン っ 9 2 ン 
らら し 電 / の 44 を プッ > CGC れ II KS の 
アン ン = 

922 ん 
(es 


a 


A 
@⑥ っ ご う 本 
の ラッ クン うぅ a 
op 
ORE ESI SE 


と る ン 


る 
yi FOS A 3 る る 


x I 
ャ ンス クタ て 3 ノイ ノ 
な 光り 1 eK 


ンク 4 < ! ン レ Ss 
の GO の 8 
Ot IE ン る ィ 9 ウフ LL I 


SMO AU 5 
6 ン 5 ン し ルル ア オチ レア アン 
RL dE OR 9 うう D いる) 


ラク ラック タル 


(の MV う lO 55 ひ 5 


の スン 名 2 タワ フン マン 5 
lde 3 


< の ン 
wr 


(の ーッ 


っ み 2 
w ス 
9 





職人 の 手 で 削り 落と きれ 、 刈 り 株 を 押 


ロト の - - 族 は 彼 の 客 を 捕らえ よう と し た が 、 客 は 隠れ て 見 つけ られ な か っ だ よう だ 。 又は 、 神 の お 計 


ロト ー 族 の 注意 は 彼 符 か ら そ れ な だ と 意味 する 。 
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40. 


41 . 


42 


43. 


44. 


45. 


46. 


47. 


48. 


49. 


[ 液 等 、 わ が 懲罰 と 警告 を 、 と く と 味わえ 」 
げに われ ら は 、 ク ルアー ン を 理解 し 勢 く 、 


0 1 りり だり 。 さ る され ど 、 


第 三 項 
げに 稀 告 者 は 、 い ファラオ の 民 に も 来 だ たれ り 。 


彼 等 は 、 わ れ ら の 神 兆 を すべ て 認め ぎり き 。 
る れ ば われ ら は 、 踊 力 な 全能 の 神 の 懲 ら し 
め 方 で 彼 等 を 襲い た り 。( 注 9) 

お前 た ち 不 信心 者 ども 、 あ の も の ども より 
優れ る と いう か ? それ に 
け は 免除 る れる と 経典 に 
も いう か ? ( 注 10) 


は た まだ 「 我 等 は 常勝 軍 な り 」 と いう か ? 


か い め つ 
いま に 見 て お れ 、 彼 の 軍勢 は 必ず 演 滅 し 、 


敗走 せん 。 ( 注 11) 
包 り 、 和 審判 の H こ を 彼 等 『 の 約束 る れ た 期限 
な り 。 その 時 こそ 侍 列 [を 味わわ ん 。 


げに 罪人 ども は 、 迷 誤 ほ 狂 過 の 中 に あり 。 


その 日 彼 等 は 、 情 き て 業火 へ と 引き ずら れ 、 
[地獄 の 感触 を 味わえ ん 」 と 云わ れん 。 


も 、 お 前 だ ち だ 
記さ る れ て いる と で 


と る るみ 。 え ン フン ッ の 520 レッ ンプ ラン マン し 
⑮》O3O2 ひ の oo 63 


チム 1 


GTS 
CLS 


アフ 5 A I っ の 9! 1 5 


Ey SLU 


> うう rR 
で タタ 


Ow 


@ ン ラク ウッ ンー タッ ン っ 03 1 


⑲⑬/ っ AS な 光ら や っ OY 8 ot 


ン レタ ン タッ 


CUO DT 


タイ ga 


se 9 の 
A 


スー タタ ンー いる タ ょ ンー 255 る 
OI oS Ui G) 
ナタ タ 


イル 5 アァ [る ュー とっ の 9 ン タク タッ ン 
放っ 


うる > に と っ 





注 9 


為 、 モ ー ゼ と アロ ン の 神 ・ 全 能 の 神 の 力 が この 自称 妊 


10 
ー ゼ を 拒ん だ 者 より 、 お 前 た ち は 幾 分 な が り と も まし な の か 」 と 彼 等 に 尋ね て いる 。 
a れ た だ 神 の 約束 を 受 


ファ ラオ は 非常 に 強力 な 夏 主 で あっ だ 。 彼 は 自ら や イ スラ エル 最高 の 君主 上 みな し た 79 : 25)。 そ の 


当 節 は 、 形 を 変え て 偶像 水 挟 加 ク ライ シュ へ の 和 告 を 繰り 返し て いる 。「 ノ ア 、 フ ー ド 、 


け 入 乱 る な ら 、 


いで あろ う 。』 


邊 11 
イス ラム 教徒 は 全 
苦悩 の 中 に 
ム 教 徒 の 小隊 が 全滅 すれ ば 、 


『 皇 に 振る われ 、 


お 前 だ た ち は 、 


彼 は 完全 に 減 ぼ きれ た だ 。 

ロト ある い は 
又は 次 の 様 に 述べ て いる 。 
拒 言 者 モハ ッ マ ド を 拒む 事 で 前 せ られ る 事 は な 


当 節 に 合 ま れる 強い 預言 は 、 メ ッ カ の 軍隊 が バド ル の 戦い で 喫し た 徹 的 な 骸 北 に 関す る も の で ある 。 
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ふく 劣勢 だ っ た だ の で 、 了 戦い が 始ま っ だ ただ 叶 、 頂 言 者 モハ ッ マ ド は 自分 の テン ト の 中 で 、 
、 次 の 様 に 注目 すべ き 言 葉 で 神 に 祈っ だ 。 「 神 よ 、 ど うか 御 約束 が 成就 きれ ます よう に 。 こ の イス ラ 
この 世に 二度と 神 を 美 め る 者 は 生じ ます まい 。] ( グ ハ リ ) 祈り 終え た 後 、 
マ ド 項 言 医 は テン ト か ら 出 、 戦 場 に 河 い て 当 節 を 朗 唱 し た 。 


謙 を ん と 


モハ マッ 


50 . 





げに われ ら は 、 一 切 を 、 限 定 き れ た 規準 の も 2 の 2 
と に 創り た 9。 ( 注 12) @2os Se SR 


ュー ン 
Cf 4 ァ ン ーー 
な 


時 5 ま ば な る 

し か も われ ら の 命令 は だ だ 一 言 に し て 、 暁 デン Ls パク 0 の ジン クイ イン ン 
6 ②) XXayu の uels \ MM 

き の 如 し 。 ( 注 13) Ia ER 50gls YS 


NS rk 
紀 二 四 普 アル ・ ク ァ マ ル 








か ゥ 
52、 げ に われ ら は 、 か っ て お ぢ お 前 た ちと 同じ 従 医 LS 5 23 2 と 1 に く < 126< 
を 減 ぼ げ せ り 。 る れれ ど 、 こ の 警告 に 留意 する の 人 を ld 
者 果して あり や? 
53. 彼 等 の 所 業 は すべ て 帳簿 に 記載 せら る 。 2 タラン ン と 2 る 和み 
OG ss i $s 
《( 注 14) 
トー タッ レン 32 ン ン すこ ん 
54. 大 小 一 切 の こ と 、 節 く 記 載せ 6 る 。 OAS 5 Ao BS 
に 5 人 が ッ どる ョ ン ラン クミ る て 27 の 
55. げに 義 し い 者 は 、 花 園 と 河川 と の 聞 に 住み 、 I GS! 
56 会 能 し 生き 3 タク フッ ー ドラ ーー フッ ン se や 
S6. 全能 の 王者 の 御前 で 永遠 是 つ 栄 准 の 住居 を CES SL Ws Ge Os82 (3 
賜 わ ら ん 。 2 
注 12 何事 に る 断 賠 た る 基準 が ある 。 それに は 定め られ た 時 と 場所 が 含ま れる 。 
注 13 "パドル の 了 戦場 に な ける メッ カ 人 の 敗北 は 青天 の 器 足 で あっ た 為 、 そ れ は 表 し ょ う の な いも の で あっ 


だ た 。 瑞 の 力 は 、 ま た た だ たく 問 に 天 せ た だ 。 


i 14 


人 の 最小 限 の 行 狗 は 、 長 き に つけ 下 し き に つけ 、 央 果 関 係 に よる 不可 避 の 結果 を 生み 出し 、 消 す 事 の 


測 米 な い 印 象 を 跡 に 残す 。 


Se 





アル ・ ラ フ マ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね な Ll 

1. 慈 旧 深く 、 吊 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い > あし > 

て 。 ンー ン ~~ シン 
BR ブフ タッ ンー 
2. を は 慈悲 深き 神 な り 、 Oot 
; p リタ イレ 
3. クル アー ン を 教え た る は 。 OEE 
サン ロン 2 2 Zz 
4. 彼 は 人 間 を 創造 し 、( 注 1) Co ES 
これ ン ノレ 2 イレ 
5. 乏 に 言葉 を 教え た り 。 OTSA 
_ いら 9 タプ クタ レン 2 ぅ 人 る ン 
6. 昌 月 は 一 定 の 計算 に 従い その 軌道 を 走る 。 DI PD all 


ン 
タ ア ンタ 2 る 


みせ ね 1 9 ラブ La 1 
7 部 木 は 神 の 御 皆 に 恭順 す 。( 注 2 ) OO er 


けん こう Ct ン イ ンス ン 
8. 役 琴 を 高く 場 げ 、 権 衡 を 握 え た る は 、( 注 3 ) Dull a a と し | 
9. お 前 た ち が 権 衡 を 不正 に 扱う こと な か らし の od 55 Nf 


めん が だ た だめ な り 。( 注 4) 











10. る ミ れ ば 、 公明 正大 に 計量 し 、 決し て 少 4 主 アル グ 2 LJ 22, 5 の 3 ン 。 トス ルレ ワ 
OL No 2 Ost 

る な か れ 。 OO bs Ss Op Sn 2 
Ze 4 に ツリ * ン ン ラ フン フン 5 マタ ルレ 

11 . 0 その 被 造 物 の た め に 備え を だれ 2 MI 
ば 、 

注 1 「 人 間 」 と いう 語 は 、 一 般 的 な 訪 味 以外 に 、 此 所 で は 完全 な る 人 人 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 を 指す 。 彼 の 身 

に は 、 神 の 属性 が 最も 完全 な 形 で 表 る れ て いる 。 この 様 に 、 人 問 が 了 黄 の 向上 の 項 点 に 達し 、 そ の 身 に 神 の 属性 


を 表す 様 、 神 の 慈悲 で 人 問 を お 作り 5 に な っ た と 、 当 節 は 示し て いる 。 

注 2 前 和 館 ほ と共に 読ま きれ る 当 節 は 、 培 大 の 天体 か ら 最 小 の 茎 の な い 拉 物 に 至る まで 、 万 物 は 一 定 の 法則 に 支 
配 き れ 、 寸 分 加わ も わ ず そ の 役割 を 果たす と 示し て いる 。 無数 に ある 天体 系 の 上 つ 、 巨 大 な 太陽 系 に お いて 、 全 て 
の 天体 は 定め られ た 軌道 を 安全 に 謗 行 し 、 そ こ か ら は ずれ る 事 は 決し て な い 。 

潤 : 3 全 宇 宙 は 一 定 の 法則 に 支配 も れ 、 そ れ を 構成 す る 各部 は 、 構 造 と 動き の みごと な 調和 を 遂げ 一 つ に 結 
び つ いて いる 。 この 異物 間 の 調和 と 均衡 が 少し な り と も 吉 れ れ ば 、 全 宇 市 は ば ら ば ら に な っ て し まう で あろ う 。 
し か し 神 は 、 人 間 の 及ば ぬ 、 唯 一 神 の 支配 の 下 で 、 志 界 を 統制 する 法 、 全 て を 維持 され て 来 ら れ た 。 

注 4 全 宇 宙 に 、 全て を 包括 する 調和 が ある よう に 、 万 物 の 霊長 で ある 人 間 も ま た 、 均 笑 を 保ち 、 す べ て 
の 人 を 公平 に 扱い 、 極端 を 避け 、 創 造 主 へ の 装 務 を 果たし て 中 訂 を 重んじ る 様 命じ られ て いる 。 
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第 五 . 十 五 音 アル ・ ラ フ マ ャ ー ン 











、 se レレ を 
12. そこ に は きま ざま る り 、 茨 か ぶる 4 ラン いる サテン イン (ンタ 
6 “ 茶 物 の M 6 AG SA SS 
赤 都 子 あり 、 の 

13. 殺 か ぶる 殺 物 あり 、 航 都 た る 草木 あり 。 OLN Gd ES 
a 4 
14. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 人 間 妖 乱 ど も 、 主 DRE 

の 思 第 の いずれ を 耕 む か ? ( 注 5) 3 
15. 彼 は 人 間 を 陶器 を 焼く が 如き 粘土 より 創造 る イレ ci230 2 る 
0 GEE GN SE 
16. 妖 忠 を ば 和 突 より 創造 せり 。( 注 7) 5 の SN353 
= ィ ッ ンク タ ン 「 ョ イン 
17. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 眉 態 の いずれ を ⑨ び は 3 id は 
浴 せ か ? - = a 
コキ ャ ーー ュ ー 一 か 3 で る ぁ ン ン ビ タン 
18. 彼 は 二 っ の 東 の 主 、 ーー っ の 西 の 二 な り 。( 注 8) Ow & SS, 1 いつ 
19. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 主 の 因 自 の いずれ を DC TE 
茶 む か ? cL 
注 5 。 「 益 む 」 の 玉 語 は 、 府 民 と 妖 踊 の 両者 び み る が 、 こ の 「 両 者 」 は 、X、 ご 種類 の 人 、 信 者 と 不信 心 者 


王 と 従者 、 密 ゆめ る 者 と 貧し き 者 、 由 人 と 有人 包 人 を 指す の か も し れれ ない 。 (プラ ビア 語 で は この 「 否 む 」 は 、 商 数 
形 と いう 2 つの 主語 を と る 形 で 、 書 か が かれ て お り そ れ は 、 様 々 な 節 に 含ま れる 式 律 の 威 譜 を 示す 為 、 そ れ を 強調 
する の に 用 いら れ だ と も いる を る 。 こ の 様 な 両 数 形 は アラ ビア 語 で よく 使わ れる 。)50:25 も 参照 の 事 。 モ ハッ マ 
ド 名 言 者 は 、 当 節 が 啓示 され る 時 、 居 合わ せ た 信 省 が 次 の 言葉 を 品 に する 事 で 返答 すべ きだ と 述べ だ た と きれ る 。 

.「 斑 ま 、 我 々 は 、 あ な た だ の いか な る 因 吉 も 人 否 わ むこ と な どい だ た し ませ ん 。」| と 。 


注 6 天空 の 會 造 と 太陽 ・ 月 の 配置 、 そ し て 地球 と を そこ に 育つ 杯 物 の 成長 に つい て 語っ た 後 、 当 前 は 、 当 節 
に お いて 、 人 大 間 の 事 に 触れ て いる 。 東 いて 音 の する 上 か ら 人 人 間 が 作ら れ だ た と いう 事 は 、 人 間 が 会 話 の 能力 を 潜 
在 的 に 持つ も の か ら 作 られ だ た と 示し て いる の か も し れ な い 。「 粘 土 ] は 異質 な 物 で 打 た だ たれ だ 時 に の み 音 を 出す の 
で 、 こ の 言葉 は 、 人 間 の 応答 力 に は 神谷 を 受け られ る 事 が 必要 だ と 示す の に 、 ER クル アー 


ン で は 、 人 人 問 の 創造 及び 精神 発達 の 異な る 段階 を 示す の に 、 Rog 使わ れ て 来 た 。 段 有 訂 は 「 ち りか 
ら つ て られ だ 」 (3 :60)、 第 二 遇 階 は 「 粘 土 か ら つ くら 5 れ だ 」 (6 : これ は 、 神 の 言 0 a 人 人 間 


は 識別 旋 を 得 、 こ れ に より 普 ・ 悪 の 判断 が で きる 和 様 に な っ た 上 も の て ある 。 第 三 段 階 は 「 胸 器 】 の 段 
了 護 と 呼ば れ 、 人 人 則 は 試 き れ 、 試 錬 の 突く ぐ で り 抜 ける 様 定め られ て いる の で ある 。 あらゆる 試 錬 に 耐え を 、 薄 の 
成熟 が 完全 の 域 に 立 し て 初め て 、 人 人 は 神 に 受け 入れ られ る の で ある 。 

潤 7 15 : 28 参照 。 

注 8 地 二 - の どの 地点 を 取っ て みて も 、 他 の 地点 と の 関連 で 言え ば 東 と 西 で も る 。 こ の 事 は 、「 二 つの 東 1 と 
「 ご っ の 西 」 よし て 番 か れ て ある 。 又 、 地 球 は 丸い の で 、 東 半球 の 東 は 西 半 請 の 西 で あり 、 OR す な 
わ ち 東 半 球 の 西 で ある 。 こ の 為 、 二 つの 東 と 一 つの 西 が 存在 する の で ある 。 現代 の 政治 用 語 で は 、 二 つの 東 は 
中 近東 と 大 東 や 、 一 つの 西 は ヨー ロッ パ と デメ リカ を 指し て いる 。 全 世界 の 王 は 押 で あ 2 クル アー ン 
の 光 は まず 東 に 広 ま り 、 決 いで 西 を 照ら す 。 こ の 様 に し て 39 意 70 節 に 記 き れ て いる 「 全 地球 が 、 神 の 光 で 政 
ら さ れる で あろ う 」| と いう 換言 が 成就 きれ る 。 
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常 古 正 牽 


“ 


ル ・ ラ フ マ ー ン シン 





20. 彼 は 二 - つ の 海 を 流れ させ り 。 つの 海 は い 
つの 日 か 相 い 見 えん 。 ( 注 9) 

21. いま 二 つ の 海 の 間 に は 隔壁 あり て 、 互 に 浸 
こと を 得 ず 。 


の CN を の と っ 
る の シン プン タン ぅ 
© gs y の うい を ら 


【【】 


22. 然 ら ば お 前 た もち 両者 、 主 の 皿 配 の いずれ を OIC EL 

涯 むか ? 上 上 5 
23. どちら の 海 か ら も 真珠 と 珈 環 出 づ 。( 注 10) A る ty 
24. 鉄 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 思 第 の いずれ を Bg 本 ig 


容 む か ? 


25. 山 の 如 くく 海面 に 獲 え 立つ 船 も 、 ま な た 彼 の 有 高 ーッ 6、 ンタ タン 
を 9。 10 の DIERNG EEL 1 


” uw め シュ る 
26. 然 ら は 前 た ち 両 者 、 主 の 皿 能 の いずれ を GUI CC EG & 
否 む か ? で 
第 二 項 
27. この 世に ある も の は すべ て 消滅 す 。( 注 12) SR Ge 
ひと 
28. 独り 童 茂 か つ 栄 益 の 主 の み 永 遠 に 存在 す 。 の の トン 1 の クン に ンタ の ン 
OR19 Leukju392A2 os 
29. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 主 の 四 亡 の いずれ を る し に 。 や [< 
玉 か か? の goS い ルン GG 








注 9 [ 二 っ の 海 ] と は 、 症 海 と 地中海 、 又 は 大 西洋 も 大平 洋 が 考え られ る が 、 特 に 前 者 を 指し て いる よう 
だ 。 当 人 節 に は 僚 大 な 預言 が 含ま きれ て いる が 、 こ れ は スエ ズ と ノッ パ ナマ で 両 運河 の 建設 に より 成就 きれ だ 。 削 者 は 紅 
海 と 地中海 を 、 後 者 は 大 西洋 た 太 平 洋 を 結び 付け だ 。 世界 は この 六 言 の 成就 を や 見 る 作 に 、 13 志紀 も の 了 韻 待 だ 
ね ば な ら な か っ だ た 。 あ る い は ば は 、[「 2 つの 海 J は 、 自 然 科学 と 精神 科学 や 示し て いる の か も し れ な い 。 又 、 相 友 す 
る と 誤認 きれ た 自然 の 法 と 神 の 啓示 は 、 片 や 神 の 業 で あり 、 他 方 が 神 の 言葉 で ある の で 、 巨 い に 確証 し 合う も 
の で ある 


注 10 不思議 な 事 に 、 真 珠 $ 珈 一 も スエ ズ ・ パ ナマ 両 運 河 に 見 ら 和 れる 。 


潤 11 この 言葉 は 、 則 同じく 海 を 支配 する 、 現 代 の レビ ば 族 の 人 を 指し て いる 様 だ 。 当 章 は 、 禄 易 拡大 に 海 ・ 
路 を 利 持 し て 王 に し た 、 凸 抽 諸 園 の 進歩 と 監 染 に 言及 し て いる の か も し 愉 な い 。 

注 12 全 宇 宙 は 哀 明 と 死 を 遅 ける 事 は で きず 、 い つか は 状 び る 巡 命 に ある 。 神 の み が と ど ま れ る で あろ う 。 
それ は 神 が 狐 自 に 存在 し 、 何 に 頼る こと ぅ ぉ な く 存 続 で きる 存在 だ か 6 で ある 。 

注 13 地球 、 天 体 、 物 質 界 は 全て 無 に 帰す 事 と な っ て いる の で 、 な お きら 大 閉 の 理性 は 不死 身 の 存 在 を 求 泌 
る 。 それ は 、 人 金 宇宙 を 合造 きれ 、 万 物 の 始ま り で あり 、 終 わり で も ある 、 神 で ある 。 当 節 及 び 前 二 節 は 、 同 時 
に 働く 二 っ の 不変 の 法則 を 示し て いる 。 (1) 万 物 は 減 び 死 に 行く 運命 に ある 。 (2) 神 の 法 に 従え ば 、 生 命 の 継続 は 
保証 きれ る 。 
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. あめ っ ち MA ERISS BB ラン クー ラン る トン 2 し フン 。。 に ュー イダ タ ショッ 
30. 天地 に ある す で て の も の は 、 彼 に 訴え 請う 。 Rey た 守 ど と! と 
日 々 彼 は 異な る 状態 で 自ら を 表わす 。 - の 0 
Oo FO 
= 1 ゃ タ * シ シュ イン 
8l、 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 因 窟 の い ずれ を OR CS (GU 
人 むか ? ~ 
A 本 5 で タン アン タッ タッ ン ン 
32、 や が て われ ら は お 前 た ち を 審判 すべ く 時 を ON 3 らち っ 
つく らん 、 人 ! ( 注 14) 
よう = mw ク み の ュ イィ アコ 
33. 然 6 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 思 穏 の いずれ を (ILA 5 し ら うう ぁ 9 Gs 
否 む か ? 


人 


34. 妖 起 と 人 間 の 若 よ 、 天 地 の 限 界 を 越え 得る 。 、 ち f RE Ol る ら 39 じ る 所 2 
な ら ば 、 越 えて みよ 。 に れ ど 主 の 権能 の 助 や 2 の ッ ター レー ラン ラッ レン 1 ン 2 タ タッ ン 
けなし に は 、 前 た ち 之 を 越え る 能 ゎ ず 。 や 55o59D ら めし ET 22 bo55 


CT Pe 


に か 3 に つま > > お ん ちよ う に ュ ッ ン の ジレ | 4 
35. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 主 の 思 艇 の いずれ を DI ES Ni 


否 む か ? 


36、 火 と 深 銅 が お 前 だ ただちに 浴び せら れん 。 お る 2929 A に 2? 
前 E32 る お の SE 
有 晶 た だ たち は 折ら を 守り 得 ざ る べし 。 ( 注 15) の ご ク 








Cure 

97. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 恩 元 の いずれ を Ce 
か ? yr ケ デー デ 

38. 天 が 裂け 割れ て 、 赤 皮 の 如く 涼 く な る と き DIGIC ER A は 6 
あら ん 。 ( 注 16) 2 - 

ょ う wm の タ ャ ント で ン 

39. 然 ら ば お 前 た もち 両 者 、 主 の 皿 A 範 の いずれ を eo? I GL 
否 む か ? a 1 
注 14 二 つ の 重要 な 物 を 芯 味 する 「 二 つの 重荷 ] は 、 本 文 が 示す 通り 、 人 に ジン を 指す と 言え よう 。 双 次 の 


様 な 解釈 も ある 。 ア ラブ 人 と 非 ア ラブ 人 。 現 代 政 治 用 ati つま り 一 方 が 、 ッ ソ連 ・ 中 国 ほ よそ の 
同盟 国 、 も 2 一 方 が アメ リカ 合衆国 と を の 同盟 国 。 資 本 膝 級 と 労働 者 階級 。 こ れ 等 二 大 連合 が 行動 する や り 方 
で は 、 役 等 は 常に 道徳 的 な 争い か ら 抜 け 出る 事 が で きず 、 bn も 渡っ て 積み 上 げ ら れ 
だ 人々 の 業績 を 完全 に 打ち 壊し 、 地 上 の 生命 を ほぼ 絶 減る せ て し まう か も し れ な い 。 当 節 に は 、 こ の 事 へ の 称 
告 が 含ま れ て いる よう だ 。 


注 15 当 節 は 、 二 つの 対立 する 陣営 に ふり か か る 、 最 も 破 講 的 で 甘み し い 久 を 示し て いる 。 全 人 人類 の 六 明 を 
焼き 尽く す 准 れ の ある 、 和 恐ろし い 大 火 に 世界 は 弧 し て いる 様 だ 。 


注 16 。 堆 み し い 玉 を 如何 に あり あり と 描い て いる 事 か 。 
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第 五 -| 五 次 0 ーー 
ジン E コ ュー っ Ge アー 3 
40. その 日 、 人 問 も 妖 膨 も を その 罪 に つい て 問わ II ON EY ^ 
a ロ を 
れる こと な か らん 。 ( 注 17) 
41. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 肖 の いずれ を DL I Fi 
演 む か ? 
A 2 ン う も Ge eS 0 デック タ 220 うと ぅ の 
42. 罪 を 犯 せ し 者 は その 即 で わか り 、 前 具 と 2 の 2 も いと Ao も Os あう 
足 を 捕 え られ ん 。 で プラ ン ッ 
43. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 モ の 恩 菅 の いずれ を oo 
示 む か ? の 
GS う タ ?」 て Fe ・ 
44. こ は 央 を 犯 せ し 者 が 認め ざり し 地獄 な り 。 Os CC 
な る 熱 i フタ ン ン [ブフ タン ン 才 2 タ 
45. 20 は 落 え た ぎる ui 努 の 中 を めで り きま Oa os A gs 
La 
46. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 思 配 の いずれ を oo IS を 
流せ か ? 人 2 ao 
> A こよ ょ を か 泉 で ニュ る ンコ ョ ン ン LL 
47.、 き されど 、 主 の 御前 と を 組 れ る 者 に CGE GE ES 
は 、 二 つの 楽園 あり 。 ( 注 18) 1 
ュー NY ア ! デレ 
48. 然 ら ば お 前 だ ち 両 者 、 主 の 思 穏 の いずれ を の et で 2 30 は 3 
友 か ? デブ ン アシ 
そこ に は 5 5 詩 木 あり 。( 注 1 で [ンス イス ンス 
49. を そこ に は うっ そう と 茂 れ る 樹林 あり 。( 注 19) OLAGS 











注 17 犯罪 者 の 章 事 は 、 彼 等 が を の 行為 を 犯し た か 償 か 聞か れ な いう ち に 、 そ の 顔 に 大 書き る れる で あろ う 。 
クル アー ン の 他所 (41 : 21) で 示 る れ て いる 通り 、 不 信心 者 の 身体 の 諸 器 記 で すら 、 人 彼 等 に 不利 な 証言 を する 
で あろ う 。 


注 18 「 こ っ の 楽園 | と は 次 の 様 の 事 を 意味 。 (1) 美 良 な る 人 生 の もたらす 心 の 平安 。(⑫) 物 綿 快 楽 を 追い 
求め る 入 生 に 生じ る 苦し みか ら の 解放 。 時 わあ 自ら の 鉱 望 を 捨て 去る 事 で あり 、 今一つ は 、 
来世 で 神 の 喜び を 与え られ る 束 で ある 。 胡 の 信者 は 絶え ず 現 陸 に お いて 神 の 恩恵 に 浴 し 、 苦 し み に か る き 乱 れる 
事 も な い 。 こ れ は 地上 上 の 楽園 で あり 、 神 を 異 れ る 者 に 授け られ 、 彼 は 常に を そこ に 住 ほ う の で ある 。 来世 に 約束 
きれ た 天国 と は 、 現 世 の 楽 園 の 喘 像 で し か な く 、 現 財 で その 様 な 人 が 受 する 征 神 的 恵 を 具現 化し た も の で あ 
る 。 ク ルアー ン が 10 : 65 及び 41 : 32 で 述べ て いる の は 、 真 の 信者 の この 楽園 に いる 様 な 状態 で ある 。 「 二 っ の 
楽園 ] は 又 、 二 本 の 川 か ら の 澤 泊 で 土 香 豊 めか な こつ の 谷 、 ジ ャ イハ ー ン と サイ ハー ン を 指し て も いよ う 。 フ ラー 
ト と ナイ ル は 、 ハ デイ ィ イス に よれ ば 天国 の 川 し な っ て いる (ムスリム )。 この 二 つ の 谷 は オマ ル の 時 に イ スラ ム 孝 
徒 の 手 に 含 た 。 


注 19 現世 に お いて 、 真 の 信 省 は 神 の 為 に 様々 な 辛苦 に 耐え ん 、 あ ら ゆ る 右 行 を 行う の で 、 来 世 で 、 そ の 試 錬 
や 療 行 は 、 様 々 な 色 ・ 味 を 持つ 花 や や 時 実に 形 を 秦 る る で あろ う 。 
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50. 然 ら ば ぉ 前 た ち 両 者 、 主 の 皿 欧 の いずれ を OFS tS 
香 む か ? る Ss 
で 1 レル し ゥ ン メ 4 。 
51、 両 園 に は つの 流 泉 あり 。 ( 注 20) の Os ou Ke 
ルン トノ 【1 P ン 4 
52. 然 ら ば p 前 た ち 両 者 、 主 の 四角 の いずれ を OILERS 
佑 む か ? 2 で 
53. そこ に は あら ゆる 種類 の 果物 が 二 種 あり 。 で 13 て オン (Cc DE レー 
( 注 21) Dr 2606 Vas 
54、 振ら ば ぉ 前 た も 両者 、 主 の 思 訪 の いずれ を DI TS 
本 ンプ 
も か * ? = と アァ と 
55. 彼 等 は 、 敷 物 の 上 の 錦 の 裏 つけ た る 喜 得 に OC CC て 2 
身 を 棋 た えん 。 両 園 の 熟れ た 果実 は 手 の 屈 
ッッ る 
〈《 と ころ に あら 64。 ( 注 22) SS EA 
56. 然 ら ば 前 た ち 両 者 主 の 恩人 箇 の いずれ を NN 
* ン 
呑む か ? 
ジー ン ヲイ ゅ タク が ¢ 
57. SN EAA) 人 
ぎり し 嬉 落 の 処女 あら ん 。 ( 注 23) の 
59E 
58. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 主 の 因 遂 の いずれ を us 
害 む か ? i 
ル ビー ンタ 会 に イク 
59. 彼女 ら は 紅玉 や 真珠 の 如 し 。 ( 注 24) LEA 4 
注 20 | つの 流 泉 ] と は 、 ホ ター クッ ラー ( 神 へ の 義務 ) や ホク ー ク ル エ バー ド (イス ラム 教徒 の 同胞 へ 


の 義務 ) の 精神 の 具象 化 で あろ る ろう 。 イ スラ ムッ 教徒 は 現世 で こ MERA DRE SR, この - つ 
の 義務 の 履行 が 、 来世 で 二 つ の 泉 と 形 を も 変え る の で あろ う 。 真 の 信者 は 、 絶え ず こ の 難 務 を 遂行 し 続け る 
泉 は 流れ 続け る も の と し て 描か れ だ た の で ある 。 


注 21 再び 番 か れ て いる 「 二 種 」 は 陰 呈 的 に 信者 の 二 種類 の 普 行 を 表し て いる 様 だ 。(1) 役 等 自身 の 精神 的 ) 合 
上 の 為 の ミ S の 。 (2 ) 彼 誠 等 の 同胞 の 為 に が く す せ や の 。 


注 22 「 二 っ の 楽園 ] は 、 こ の 章 に 三 度 用 いら れ て いる 。 こ れ は 、 来 世 の 楽 園 に お ける 至福 と は 別に 、 信 者 
は 現世 に お いて も 長き 物 を 全て 手 に する と 強調 し て いる の で ある 。 

注 23 「 嬉 差 の 処女 」 と いう の は 、 状 恥 心 の ある 女 攻 を 指し 、 彼 女 等 の 注意 は 全て 神 に 向け られ 、 彼女 等 は 
王 で あり 視 造 証 で あら れる 御方 以外 に 何 物 に も 日 を 缶 け る 事 す ら な いと 示す も の で ある 。 イ スラ ム 教 の 撤 念 
は 、 天 国 の 恵み は 地上 の 生活 に な ける 豆 び と 似 て いる 事 が ここ で 再び 述べ られ て いる 。 天国 に は 、 宮 殿 ・ 庭 ・ 
川 ・ 本 ・ 果 実 ・ 美 ・ 了 ・ 友 ・ 等 が あり 、 唯 こ 員 等 の 性 質 は 、 現 世 の も の の それ と は 位 う の で ある 。 事実 それ 等 
は 、 正 義 あ る 者 が この 世 で 作 す 普 行 の 精神 的 描写 な の で ある 。 

注 24 37 節 に は 、 天国 に お ける 信者 伸 間 の 心 の 済 ら か き が 述べ られ て あっ た が 、 当 節 は 、 彼 等 の 姿 形 の 美 し 
き に 称 れ て いる 。 
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五 十 五 章 アル ・ ラ フ マ ャ ー ン 
60. § 然 ら ば 前 た ち 両 者 主 の 思 科 の いずれ を oe ACE LS 
か ? デー を 
で タ て し 2 る っ 2 テン ン 2 レ 
61. 療 の 報い は 、 閣 に 非 ず し て 何ぞ や ? @oCsylyio に 91 交 =J ゅ 
62. 鉄 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 息 電 の いずれ を DI CLE NGL 
浴 む か ? RR な 
63. これ 等 ニニ っ の 楽園 の 外 に 、 他 の 二 っ の 楽 賠 DNR 


あり 。 ( 注 25) 


64. 然 ら ば お前 だ ち 両 者 、 主 の 恩 菅 の いずれ を OLS GELS 
浴 む か ? 人 
LT 9 
65. を そこ は 緑 し た た る ば か りな り 。 ( 注 26) ⑲tS い ゅ ひろ 
66. 然 ら ば お お 前 た ち 両 者 、 主 の 思 配 の いずれ を WC 
符 む か ? 2 を 4 
67. そこ に も 二 つ の ほ と ば し り 湧き 出る 泉 あ SEL ES 
り 。 ( 注 27) i 2 
ョ の め ン どっ 
68. 然 ら ば 前 た ち 両 者 、 主 の 思 臣 の いずれ を DI 1 は 5 
美 み か 2 テー アデ ~~ の ジジ 
な つめ や し @ 
> 。 に も { - ? ek i し 4 2+ 
69. ぽち ら に も も る まさ ざま な る ぁ 栄 物 あ り 、 理 杉 子 ⑬ I IRE es 
の 実 も 、 柄 森 も あり 。 : 
70. 鈴 ら ば お 前 た も 両者 、 主 の 超級 の いずれ を GO5 Ah 5 別 ! a 
甘 b か ? ンコ 








正 25 節 で 述べ られ だ | つの 江 園 」 は 天国 の 庭 で あり 、 当 節 の 「 ご ご つの 楽園 ] は 現世 の 庭 を 指す よう だ 。 


イス ラム 教徒 は 米 也 の 許 を 約束 きれ て お り 、 こ の 神 の 約束 が 成 競 き れる 証し と し て 、 彼 等 は この 有 H の 庭 を ぅ 約 
東 る きれ だ 。 それ は 、 披 等 が エジプト と イラ ク の 剛 角 な 谷 を 征服 し ただ 叶 、 実 際 に 彼 人 等 の も の と な っ ただ た 。 し か し 、 
47 節 に ある 「 二 っ の 楽 彫 ] の 描写 は 当 節 の も の と は 異な る 。 こ れ は 、 こ の 人 謗 に 二 種 類 の 信者 が 描か れ て いる 事 
を 示し て いる 。47 節 の 楽園 が 約束 $ れ た 信者 は 、 当 節 の 庭 を 約束 きれ た 信者 よ り 、 精神 的 な 位 が 高い よう だ 。 
関連 の 節 を よく 叶 味 し て みれ ば 、 こ の 事 は 明らか に な る 。 こ の 信者 の 二階 級 は 、 次 の 56 次 の 11 節 ・28 節 に を 
れ ぞ れ 述 べら れ て いる 


潤 : 26 移 の 49 節 の 薬 園 に 1 な 木々 が ある と 書か が れ て いる が 、 こ れ は 約束 され た 信者 の 療 行 に 色々 な も 
の が ある 事 を 示し て いる 。- 方 、 当 節 の 沙 園 は 「 紹 し た た る | と 書か が れ て あり 、 こ れ は 、 信 者 の 行い が 非常 に 


、 案 晴らし いこ と を 示す 5 の で ある 。 


注 27 当 第 及び 前 連 の 51 節 に は 、 信 者 に 約束 きれ た 呆 に つい て 、 二 つの 異な る 描写 が な きれ て いる 。51 節 
の 約束 きれ た 泉 は 、 民 か に 絶え ず 流 れる と 書か が れ て いる 。 こ れ は 、 を その 節 の 泉 を 約束 る きれ た 信者 が 、 当 人 節 の 和泉 
を 約 東 きれ た 信者 より 精神 的 に 高位 に ある 事 を 示し て いる 。 それは 、 前 省 が 報 わ れる 事 を 期待 せ すず し て 常に 8 
者 に 善行 を 施す の に 対し 、 後 省 は 自然 の 衝動 か ら 善 行 を 為す が 、 そ の 行為 が 王 に 軸 身 の 事 に 限ら れ て いる 

で ある 。 
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71、 を こ に は 服 し き 美 女 あ また あり 。( 注 28) EL EE 
RC ーー ュ ns > ン 

72. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 恩 稼 の いずれ を Ou i 
ip カ か ? a 

73. 美しい 早い 忠 の 乙女 等 は 、 大 暮 の 奥 に ひき の RA 
こも り て 侍 す 。 ( 注 29) 「 

74. 然 ら ば お 前 た ち 両 者 、 王 の 皿 釣 の いずれ や OAV CLS 
去り か ? アー アデ x デン 

75. 彼女 等 は いま だ 人 間 も 妖 圭 も 手 を 触れ ぎり CR RA 
し 乙女 等 な り 。 NIS 

76. 然 ら ば お 前 た 両者 、 主 の 思 郊 の いずれ を Sg HE 
否 む か ? 

77. 継 の 擬 や 美しい 豚 物 の 上 に 身 を 横 た え る な GCa GE DE AG 

と 
り 。 ( 注 30) 
g レレ ィ イレ 
78. 然 ら ば お 前 たち 両 者 、 モ の 由記 の いずれ を DPI LIEG 


示 か が 2? ( 注 31) 


79. 六 成 に し て 栄光 に みつ る 液 が 主 こ を 祝福 し EI I NE E 


夜 る べき も の な る が か な 。 


1 








注 28 当 節 で 少女 に 関し て 使わ れる 「 廊 し き 美 女 ] と いう 語 は 一 般 的 な 館 味 し か 持ち 合わ き な い が 、 こ れ と 
比べ る と 、59 節 の 「 ル ビー や 真珠 の ご ょ くす く 」 に は 特別 の 意味 が あり 、 特 に 秀 で た 美しき を 表し て いる 。 


注 29 57 節 の 敵 美 の ] は 、 当 節 の 「 天 幕 の 典 に ひき こも 5 り て 」 よ り も 、 明 ら か に 進 か に 上 品 な 様 を 表し て 
いる 。 


注 30 信者 に 関し て 55 和 飾 に 前 述 き れ た 言葉 は 、 彼 等 が 当 節 の 人 々 より 威厳 ・ 散 意 ・ 権 威 を 持つ 事 を 示し て い 
る 。 当 節 と 共に 、 次 の 56 章 に お いて 、 この 二 種類 の 信者 の 比較 が 特に 述べ られ て いる 。「 和 先頭 の 人 々 」 (56 : 11) 、 
「 右 手 の 人 々 」 (56 : 28) 


注 31 当 節 が この 章 で 31 回 に も 渡っ て 用 いら れ て 米 た と いう 事 は 、 意 味 の 無 い 事 で は あい 。 この 昔 で は 特 
に 、 神 が 人 間 に 授 けら れ た 素 暗 ら し い ぃ 恩恵 に つい て 述べ て いる よう だ 。 こ の 多種 多様 な 超 恵 を 考え ん れ ば 、 当 節 
が 繰り 返し 用 いら れ て だ の は と 実に 適切 な 事 に 思え る 。 し か し 同時 に この 章 は 、 も し 人 問 が 悔い 改め 態度 を 変 
ぇ えな けれ ば 、 核 戦 逢 の 様 の 形 で 空前 の 破壊 的 な 神 の 前 が 人 問 に 科せ られ る と 語っ て いる 。 こ の 差し 迫っ た 危機 
の 管 告 も 又 、 次 を 変え た 恩恵 で ある 。 
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アル ・ ワ ー ク イア 
(メッ カ 落 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 る 避 く アッ ラー の 御名 に ちい の っ っ 引導 し > 
て 
うち レニン の タグ る 
2. 不可 避 な る こと 起 る 時 、( 注 1) OS LasSs lst 
ょ ん びと ・ あ た の アラレ レル 
3. 何人 も を の 到来 を 嘘 な り と 云う 能 わ ず 。 LR GT 
すなわち 、』 財 降 きれ 、 あ る 者 は 賞 揚 2 っ 
4. すなわち 、 或 る 者 は 財 降 さき AB Va 
きれ ん 。( 注 2) 
し ん か ん リ ェ クレ ニー タ ョ ン 
5. 大 地 が 激しく 震 拓 する 時 、( 注 3) OE oI 
を シン 9 ン み の タン 
'6. 山々 は こ な ざ な に な り 、 © Se 
・ ん あい の ン クタ ャ ン レレ ッ ノ 
7. 塵 換 の 如く な り て 四散 せん 。 Oka 
革 豆 前 い 、 三 つ の 組み に けら れ oa れる 2 の タン 
8 . 前 た ち は 組み に 分 けら a EI 3 


9. 最初 に 右手 の 人 々 、 彼 等 は な ん と 幸せ な る © cb 2 < ご be 
か な ! ( 注 4) 

10. 次 に 左手 の 人 々 、 彼 等 は な ん と 不幸 な る か OREN CC I ER ts 
な ! ( 注 5) 








注 1 人 1) 万 人 の 復活 (の H)。(2) ア ラビ ア に お ける 偶像 党 捧 の 絶滅 と 偶像 革 拝 間 で ある クタ ライ シュ の 完敗 。3) 
依 大 な る 宗教 改革 著 、 モハ ッ マ ド 務 言 者 の 出現 。 


注 2 2 節 の 「 不 可 避 な る こと | は 、 人 生 に 大 いな る 変革 を も た ら す で あろ う 。 新 だ な 世界 が 生じ る で ある 
う 。 高 位 に し て 権力 ある 者 は 地 に 落ち 、 虐 げ ら れ 踏 み に じ られ た 者 が 高め られ る で あろ う 。 


注 3 ラビ ゼア 全土 は 、 そ の 基 林 ま で 揺らぐ で で あろ う 。 苦い 信 名 、 概 念 、 道 徳 基準 、 習 慣 、 生 活 様式 等 は 根 
Gt RE GR Re gt 
と 共に 、 当 節 は 死後 の 再生 に 当て は まる も の で ある 。 

注 4. 他所 (75: 3) で 、 グ ルアー ンジ は この 不信 心 者 た ち を 表す の に 「 四 豆 の 依 ] と いう 語 を 用 いて いる 。 


注 5 悪 に 向かい 易い 魂 12 :54)。 
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五 十 六 誤 アル ・ ワ ー ク ィ ォ ア 
た だ a 
11. 先頭 の 人 々 は 、 一 番 義 し か り し 信者 た ち 。 8 OE 32 
( 注 6) 
5 43 
12. 彼 等 は 神 の を ば 近く に 席 を 占め ん 。 DOR 
+ 
13. 彼 等 は 至 握 の 楽 彫 に 住ま ん 。 (CIRC うこ (3 
サオ ン ッ スン グッ 
14. を は 初期 の ムスリム に 多く 、 DNIN ES 6 
シテ 9 デリ タッ ン ン 
15. 後世 の 者 は 少く oO る oS 5 
2 と うし よう 3 5 ュ ン 
16. 金 や 重石 を ちり ば め た 撮 閑 の 上 に 、 Os 5 あめ とら 
い プッ は の (イン ン > で を る 
17. 相対 し て 倍 座 す 。 OA SE 
・ 3 の ~* み イン 31 タン 
18、 年 と ら ぬ 少年 た ち が 給 任 に まわ る 、( 注 7) oo に っ 
か つき yy 生 の i の マイ アラレ レン ン クタ レー 
19 高知 や 水差し 流 景 か ら 流 み た て の 在 を る ゅ os3 22 622 の C5 っ 
さげ て 。 ” で 
これ サリ ン 
20. 彼 等 之 を 飲む と も 頭痛 せ ず 、 ま た 泥酔 する OBR IE LISY 
さま 才 で て ~ 
か グン ン ノン 
21. 果物 は お 好み 次 第 、 OR ES 
LI “te クイ 
22. 種々 の 鳥 肉 も 望み の まま 。 EG 5 
攻 > 。 お と の フタ ぅ の ぅ タ し 
23. また 目 も と すず や か な 美しい 処女 ら は 、 ns うめ > う 9 
で ーー 22 ン ター る ンス 
24. 愉 も 秘蔵 の 真珠 の 如 し 。 CCCI G4 
ュー レー 』 し コ っ レ し いる ン ン 
25. こ は 彼 等 の 善行 の 報い な り 。 OR る と 
- 5 な ジッ 2 に こら 2 ラリ ッッ ン 
26. 彼 等 は ふぁ は や 無益 な 話 も 、 罪 つく りな 話 も OC YI RL YK も ) 
聞か ぎる べし 。 
注 6 。 先頭 の 人 々 (この 齋 の 11-27 節 に 速 べら れ た 、 特 に 神 の お 側 に 近付く 恩 忠 を 施 きれ た 好 運 な 信者 如 


に 施 き れれ な た 天国 に お ける 息 恵 は 、55 章 の 47 一 62 節 に 書か れ だ な だ 神 の 贈り 物 と 非常 に 似 て い 
7~ 


ーー で 


62 節 の 信者 達 が 、 


いる 。 


注 7 


は 





る 。 こ れ は 、55 誤 


この 誤 の 先頭 の 人 々 (特に 神 の お 側 に 行く 事 を 許さ れ た 者 ) と 同じ 位 に ある 事 を 示し て 


当 節 は 、 信 者 に 仕え る 召し 使い の 無邪気 る と 変わ る 事 の な い 初 々 し き を 示し て いる 。 


第 打 六 意 デル ・ ワ ー ク イア 


TN 


27. た だ 「 平 安 、 平 安 」 と 云う を 関 く 。 LLL EY 


5 、 ち ) う や 彼 筑 は 7 コー ちち > と 5 ゥ ン て レン ヽ ン ロ ルプ 
28. 右 方 の 人 々 は と いえ ば 、 彼 等 は な ん と 幸せ TO 0 (23 CN 
な る か な 1 0 = 

と ば 3 4 2 2 うさ 

29. 彼 等 は 、 刺 な し の 光 木 の 韻 、 ⑲ っ 2 う CM 3 
ポ ぅ の ゥ て 2 る 

30. 枝 も た わ わ な バナ ナ 、 : 〇 > ゅ oto WE 5 
a か 人 

31. うっ を うだる 樹 疹 、 GE Ta Ch 
1 4 ? る イン る 

32 . 湊 々 た る 清泉 の ほ と り に 住ま ん 。 OL 3 
全開 人生 

33. 豊富 な 果実 は IRS KS 


フッ ン る ツン 212 8 
34. 断 を る こと な く 、( 注 8) Wd se 5 sbi 


は ん けり ょ 5 ッッ タッ ンー 。 タ タン 

35. を の 上 高 資 な 伴 但 を 得 ん 。( 注 9 ) ⑲ Ac HOLS 
36. こ は わ れ ら が 特に 役 等 の た め に 創造 せる る A 
ge A EN OT 


者 、 で 
ツラ クィ クイ る ンス 
37. みな 処女 ば か り 、 LE! aa 


ふじ で (2 フタ 

38. か れん に し て 年 も 頃合 い 、 ( 注 10) っ かつ 1 と 
dt と! 12 ダ 5 『 
39. 右 方 の 人 々 と は 。 Bde bn 
2 ヒル 2 ン 1 

中 - 項 プ レッ スン 3 レン 。 の る る 

40. そ は 初期 の ふ ムスリム に 多く 、 SN C2 3 

p レン 

41. 後世 の 者 も また 多 し 。 NS 653 





注 8 タル アー ン の この 剖 及 び 他 の 誤 で 天国 の 住 入 に 約束 きれ た 思 は 、 次 の 様 な 特質 を 秦 え を て いる 。 1) そる 
れ 等 は あり 余る 程 の も の で あろ う 。(2⑫) 容 易 に 手 に する 事 が で き 、 取 捨 選択 は 信者 に 任 き され て いる 。(3) 厳 る 事 も 
尽き る 上 事 $ も な い 。 (3 不快 感 や 疾病 を 起こ す も の で は な い 。 


注 9 心 の 平安 を 遂げ る 為 に 、 信 者 は 高 寺 な 家柄 で 品位 の 高い 純 源 に し て 美しい 配 偽 省 を 伴 但 と し て 持つ の 
で あろ う 5。 

注 10 美しく 、 貞 波 に し て 信心 深い 考 は 、 夫 と 同じ 人 生 観 を 持ち 、 人 人 が 受け る 事 の で きる 最大 の 神 の 息 恵 
ある 。 天 国 に は 高潔 な 男 手 が い る 様 に 、 駐 、 徳 の 高い 女性 が いる いと 、 ク ルアー ン は 述べ て いる 。 人 生 を 淀 福 
で 完全 な る も の に する の は 、 氏 き 交 わり で ある 。 


| 
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アル ・ ワ ー ク グイ ィ 
し か b ーー 
42. 然るに 左 方 の 人 々 は と に いえ を ば 、 彼 等 は な ん dL Ot ヒビ 3 
と 不平 な る か な ! 2 NZ 
3 2 デア ウェ 
43. 熱風 と 沸 湯 の 間 、 ( 注 11) 上 et か うい 3 
al う 29 
44. 昌 煙 の 松 、 OLGA ひら 5 
と アン 人 
45. 涼 な ら ず 快 な ら ざ る ほこ ろ に 住ま ん 。 On YI LY 
よら 
NO うつ し よ 。 きよ うし ふけ そ を レッ ーー ン 329 リー イッ ンダ レン っ の る 
46. 想 えば 彼 等 は 、 現 世 で 講 矯 に 先 り 、 OO SC 2 
の 2 イン ン ラ ター タタ シン 
47. 大 罪 を 事 と せり 。 Db ck oe ots 
Si る ラグ て ター レレ レラ (スイ タン カッ タン 2 シレ 
48. し か も 常々 か く 云 えり 、「 何 ん と な ! 我 等 36p い SC UM 2 60585 155 う 
死 し て 土 と 骨 と に 化し た る 後 、 再 び 顎 6 し 2 
め あら る と いう か 、 ( 注 12) Do CL GE 
ン の ンダ タン ュ レ ン 
49. 我 等 の 遠い 先祖 も まだ た 然 り と な ?」 と 。 OINCCF 
1 し か ブレ フッ リラ レレ > スィ ンタ 4 
50. 云え ん 、「 然 り 、 昔 の 人 も 、 今 の 人 も Ob oN EL 
51. 定め られ た る 日 の 決め られ た る 時 刻 に 必ず CN Ed 
召集 せら る べし 。 NN 
52. その 時 は 液 等 、 迷 える 者 、 真理 を 拒否 せる 2 
° os COR RAC AO 
ッ 2 タク 2 ウー デス > ンコ 1 ア 
53. 必ず や ザッ クー ム の 木 を 食わ きれ 、 OG ORI OL ELEY 
で と > W う 5 
54. 以 て 満腹 に きせ られ 、 Cok GL ACS 
て 全 ンー う ン アラ ト 1 ス 
55. 更に 熱湯 を 2 LAE OR 
らく だ 上 » 
56. 答 も 湯 き に 喘ぐ 貼 腔 の 如く 飲ま る れん 」 と 。 eg っ は る 4 
( 注 13) a - 
注 11 感情 の 共 と な る 不信 心 者 は 、 あ お あらゆる 悪事 に 身 を 作 せ る 。 感 情 の 激 し る は 、 湯 や 焼け つく よう な 熱い 


彩 を と る で あろ う 。 
復活 や 来世 の 否定 は 、 そ れ が 言葉 に よる も の で あれ 行為 で 表 さ れる も の で あれ 、 電 の あら ゆる 罪 の 根 
源 と な る 。 死後 の 生 に お ける 真 の 信仰 無く し て 、 罪 を 止め 立 行 に 大 む 事 は で き な い 。 

当 節 及び 前 節 は 、 米 世 で 罪人 に 科せ られ る 軸 を 、 現 世に お ける 彼 等 の 因 の 非道 き に 見 合っ た 言葉 で 述 
で て いる 。 彼 等 は 、 他 人 が 額 に 汗 し て 得 た 物 を むる ぼり 、 強 欲 に 取り 震 か れ 、 手 段 を 問わ ず 財 を 著 積 し 、 そ れ 
を 誇り 、 そ し て 神 の 言葉 を 拒ん だ 。 開 と し て 、 彼 等 は ザッ クー ム の 木 を 食用 と し て 宛て が われ る が 、 そ れ は 彼 


注 12 


注 13 
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系 福音 


60. 


61. 


62. 


63. 


64 . 


65 . 


66. 


67 . 


68. 


69. 


70. 


等 の 体内 で 火 を 吹く で ある う 。 更 に 渦 き を 論 す に は 熱湯 し か な さく 、 


も で な し 
こ は 審 判 の の 人 彼 等 へ の 響 応 な り 9。 


われ ら は お 前 た ち を 創造 せり 。 然るに 何故 


真理 を 容認 せ ざ る か 7? 


. 液 等 、 己 れれ の 射精 する も の に つい て 、 何 と 


考え る か ? 

それ を 創れ る は お 前 た ちか 、 
者 は われ ら な る カ か? 

われ ら は お 前 た ち す べ て に 死 を 定め た り 。 
面 し て 之 は 妨げ られ じ 、 

お 前 だ た ち を 換え る に お 前 だ ち 同 類 を 以 て 
し 、 今 お 前 た ち が 知 ら ぎ る も の に お 前 た ち 
を 改造 する こと は 。 ( 注 14) 

お 前 だ た ち に も 最初 の 創造 は わか る 。 然るに 
何故 熟考 せ ざ る か ? 

お 前 た も ち 、 種 蘭 き に つい て 考え た る か 2? 
( 注 15) 

育て る の は お 前 だ ちか 、 
る カ か? 

も し われ ら 欲 し な ば 、 わ れ ら は それ を 枯れ 
だ た 刈 株 な らし むる を 得 べ し 。 その 時 お 前 た 
ち は 嘆 き 悲 し み 続け ん 。 


それ と も 創造 


それ と も われ ら な 


「 我 等 は 負債 者 と なれ り ! 
耕 、 す べ て を 奪わ れ だ り 』 
お 前 だ ち 、 飲 む 水 に つい て 考え ん だ る が か? 


室 か ら そ れ を 降ら 65 す は お 前 た ちか 、 
も われ ら な る が か が? 


それ と 


まで も 滴 だ た され な いで いる だ ろう 。 
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ン うつ ぅ タタ タタ 〆 1 


SLG 


ン ん と 4 
99259 お 設 放 の 


レナ ラン アァ アン 


DE 2 


ン 22 1 う タッ ン イン 995 ン シン 


MM 1z 
A A RS 
ES 
DEREY 
EES STs 


OPC し 』 ok 2 


Ca 


2 タ タッ ンプ ンプ ン 


し EE 5 ンマ 


ッ ン アン ラタン ラン っ タッ ン ン 


ン とう タ し 
OE 


の SA ンス 3 を レン ン CA 


@⑫ 0 ox) (5 
III 


グー 2 タラ う ア 9 デー タダ タラン 


っ る 


ペラ 59 タン ォ タ の 1 


⑨⑬ 〇 ゅ 3 Gl US ょ っ 91 


2 する ッ フ 29 タッ タク タン ッ プ ラダ タタ 
4 円 1 ? ッ タ タラン 
の OM al LNs の の yo の 12 の 
病 ん で 只 の 渦 い た 衝 叉 の 様 に 、 彼 等 は いつ 


唯 、 彩 を 変え た る だ け で ある 。 了 肉体 を 


それ は 成長 発達 し 、 人 が 和 銘 [ る 事 も 又 想 像 すら 出来 な い 形 を 


注 14 人 人 間 の 肉体 の 崩 赤 は 、 合 の 終 洛 を 意味 する ぉ も の で は な い 。 死 は 、 
離れ た 後 、 人 の 魂 は ぁゃ う 一 つの 身体 を 与え ら 和 れる 。 

と る 。 

注 15 64 一 72 節 で は 、 


と は 、 食 物 ・ 水 ・ 


火 で ある 。 


この 世 で 人 の 生命 の 拠り 所 と な る 物 が 、 簡 潔 に 述べ られ て いる 。 そ の 三 つ の 二 要 な 物 
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71. も し われ ら 和 欲し な ば 、 そ の 水 を 普 く な らし GL フイ ント ンタ タラ ョ ッ ン ン FE 6 
む NN 然るに 何故 な 前 た ち は 感謝 OY CC 
せ さ ざる ヵ 

5 ララ 

72. お 前 た ち は 燃 や す 火 に つい て 考え た る か ? ン ラ る っ る 2 ラン 

i DOH RE 


73. 燃やす 木 を 生 ぜ し むる は お 前 だ ちか 、 それ の し RY か Me 


と も われ ら な る が か? ls 


74. われ ら は 逐 を も っ て 証 式 と な し 、 生 つ 砂 漢 a Es te 5c 
の 旅人 の ただ め な らし め た り 。 ( 注 17) : 
75. る れ ば 、 偉 大 な る 主 の 御名 を 護 美 し 奉 れ 。 a > 3 ed 
rr シン ン り シン で 
a 1&; 
第 三 項 9 エル ク A 1 ン 
76. 我 妊 星 の 秒 つ る を 指し て 碧 う 。 プン | 
77、 も し お 前 た ち 知 識 あ ら ば 、 げ に そ は 重大 な 2 の レン CL, し 
る 雑言 な り 。 OE OS ui 3 
ツ タッ ン 。 の > タン と る 
78. こ は 誠 に 章 き クル アー ン な り 、 es ys ELE A 
タ ! ょ 
79. を は 寺 せ て 秘蔵 の 天 の 原 短 の 中 に あ  。 OIE KG 
な た びと これ 
80. 済め られ だ る 者 に 非 ず ば 、 何 人 も 之 に 触れ と 59 る セレ タタ る ダァ タン ン 
1 
る べから ず 。 ( 注 18) [ OAI 
= @ み し 4 
る >2 ン 
81. そ は 柱 物 の 主 よ り の 癌 示 な り 。 OO oS i 
| ンプ 2 タ 22 5 し も 
82. お 前 だ た ち 、 こ の 神 の 講話 を 拒否 する か ? OO A 
83. また 拒否 する こと で 、 日 々 の 生業 と する の oO 5 CL 


か ? ( 注 19) 








注 16 火 は 、 人 人 間 の 生活 の 中 で 、 最 3 重要 な 役割 を 果たす 。 人 多く を 火 に 頼っ て 
いる 。 そ 邊 は 非常 に 有益 な ちの で ある が 、 回 時 に 使い方 を 度 れ ば 破壊 を も た だ た ら す も の で も ある 。 工業 ・ 商 業 ・ 
運輸 某 全 て 、 そ れ 無 し に は 成り 天 た だ ない 。 


注 17 盆 し て 山 え だ 大 々 。 砂漠 の 旅人 、 あ る い は 荒れ 果て た 地 に 隆 り 立っ た 人 人 々 。 


E18 正しい 生活 を 送る 事 で 心 が 輝 め ら れる 好 運 な 人 の み が 、 タ クタ クルアーン の 直 意 を 理 和 解 し 、 不 湊 な 心 を 持つ 
者 が 受入 を 拒む 、 提 の 知識 の 精神 的 神秘 を 明か きれ る 。 加え て 言う な れ ば 、 肉 体 が 掛 れ れ た 者 は 、 ク ルアー ン に 
触れ る 事 も 読む 事 すべ き で は な い 。 


注 19 不信 心 者 は 、 長 実 を 受け 入れ る 事 で 生計 の 手段 を 春 わ れる の で は な いか と 迄 れる 。 それ 故 、 不 正利 得 
の 為 に 、 彼 等 は 神 の 言葉 を や 拒む の で ある 。 又は 、 設 等 は 真実 を 拒 耕す る こと を 生き が い に し て し まっ た と 、 当 
筋 は 意味 し て いる か も し れ な い 。 彼 等 は 、 ど う あ っ て も それ や 受け 入れ な いで あろ う 。 
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84 . 


85. 


86. 


87. 


88. 


89 . 


90. 


9 ま 。 


92 


93. 


94. 


95. 


96. 


97. 


し か サル し の ど 

然 ら ば 、 瀬 死 の 人 の 魂 が 、 そ の 咽 忠 も と ま 
で 上 り 来 る 時 、 

を の 時 お 前 だ ち は 見 守っ て いな が ら 、 
われ ら が お 前 だ た ちよ り も その 人 人 の 近く に い 
る の に 、 お 前 た ち に は それ が 見 え ぎ る な り 。 
も し お 前 た ち が 均 任 を 問わ れ ざ る 身 な れ 
ば 、 

し か a こと ば a 

前 し て お 前 だ ちの 言 が 本 当 な ら 、 何 故 そ の 
魂 を 連れ 戻 し 得 ざ る か ? 

き て 、 そ の 者 が アッ ラー の 側近 くに 召さ きれ 
る で き 人 々 の 一 人 な ら ば 、 

彼 は 安楽 と 幸せ の 芳香 と 至福 の 楽園 と を も ぅ 
の に せん 。 

面 し て 、 そ の 者 が 右 方 の 組 の 一 人 な ら ば 、 


「 流 の 上 に 平安 あれ | と 右 方 の 仲間 か ら 挨 
拶 せ ら れん 。 


され ど 、 真 理 を 拒否 し 、 迷 える 者 な ら ば 、 
Ee So で も て な し 
老 え だ ぎる 款 湯 の 響 応 を 受け 、 


地獄 で 燃 か れん 。 


げに こせ は 間違い な い 事 実 な り 。 


る れ ば 、 僅 大 な る 皇 の 御名 を 護 美 し 幸 れ 。 
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の 2 2 176 
Gaal sb LY HV 
マン ぅ 25 ン 。 


る そ ぅ 2 タッ ン 
⑨ 〇 うら ひっ | 3 


プッ の みる sc し 1 A タッ ン 
oy いら 4 あう OSS 5 


コン? > と ルル イ っ タク ワンス = 
し 


@⑨ ceoae の びら 1 ざ 
ン ゥ タッ タッ タン 。 イン レン ゥ の ニュ ン 
OI ON > 


に A 5」 アイ レン 
DLN CG 


エイ Gl 


ぁ J ン ? W ラー っ U 

Cy の | つう CU に 
リー レッ YT る レッ マン の 5 レ の 
BANLH GII BS 


コ うら っ e クイ クッ 
> O28 LS 


タス 
OA > > lia ©} 


£ + A wu デス Ma 
NI A ES を 


ン 





アル ・ ハ ディ ー ド 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


2 あま ね ご 2 】 ak . ? 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Os あし > 
りー コー リー 円 AS ー 、、 タ 5 っ * i ン る 
2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す べ て は アッ 328 う O222 wn GL dS 
ラー を 讃 美 し 替 る 。 彼 は 停 大 に し て 、 舟 哲 ヶ 2 の 。 し ? 
に まし ます 。( 淫 1) Sd | 
に あの つる ーー テロ N と fe a タ 円 ・ 。2 ン ろう ンタ 29 と 。 
3・ 彼 は 天地 の 大 権 を 学 握 し 給 う 。 彼 は 生 を サケ < タン EI LAL 
え 、 死 を 生 ぜ し む 。 彼 は 萬 事 を 支配 し 給 う 。 ~~ 


a の ラン 7 ツヤ 多 w ン ンタ レ 
( 注 2) OI GE de 3 
4・ 條 は 始 尋 に し て ( 注 3) 最後 がり 、( 注 4) タン で し レバ ンタ (る 作る 
けん 上 いん し か っ こく Ns 1 
頼 な る も の ( 注 5) 障 な る 6 の 、(E6) 市 ダク ピン 0 
SF La 了 = 号 を し 『 
し て 萬 事 を 鷹 知 し 給 う 。 @ ら 2 なめ 
* ッ ト と Sh Te I タ "る 4 し オイ し イ i ・? タ 
大 好 を 大間 で 創造 し 、 然 後 よ 岩合 り Ro8o59BoAS0 GE る 6 分 
給 う だ は 、 彼 な り 。 役 は 地 に 入る も の 、 地 の 2 2 の ンタ 
くだ タブ イン グイ 22 ム こっ ラン クー 3 の ラ ト る 3 「Z ン 
ょ り 出 づる も の を 知り 、 天 より 降る 6 ぁ の 、 る Ao ob gS 41 
大 に 羽 - る ゃ の を 知り 給 う 。 押し て 彼 は 、 ぢ お ン 、 須 。2 ン レラ [レタ 2 タタ タン トレ レー 2 ンー・ 
く 9 2 と WI. 
前 た ち が 何 処 に ある と も 、 常 に お 前 た ちょ 2 入っ っ 5 2 で の やら 5O の 1 
倍 に まし ます 。 き れ ば アッ ラー は お 前 た ち 2 タ イッ タン ン ン タン ェ イ ン >・ 4438 イン る 
5 “ AS 59225 て うと し | 


の 所 業 の すべ て を みそ な は し 給 う 。( 注 7) の タン \ 2 る? る 
タク ーー ンス の うる [ノー クタ ョ ュ ン 2 を 2 を トン 
⑨ の Cia AV 


| 





注 1 子 軍 の 万物 は 、 定 ゆら れ た 役割 を 規則 正しく 実行 し 、 神 より 授け られ た 能力 を 駆使 し て 、 見 事 な 様 式 
で その 創造 の 日 的 を 果たし て いる 。 を の 為 、 宇 宙 の 設計 者 に し て 創造 が 、 真 に 強力 で 覧 明 で あら れる と いう 
粘 論 に 、 人 は 償 応 な く 必 か れる の で ある 。 又 、 全 字 宙 は 集合 的 に 、 剣 造物 は 個々 に 、 そ れ ぞ を れ の 定め られ だ な だ 祝 
洛 に お いて 、 神 の 葉 に は 全く 欠け る 所 が 無い と いう 紛 和 も な い 臣 実 の 証し と な っ て いる 。 以 上 の 事 を 当 委 は 示 
し て いる 。 

注 2 建設 と 破壊 の 過程 は 、 字 宙 の 万 物 に 常時 平行 に 行わ れ て いる 

注 3 神 は 万 物 の 始ま り で ある 。 

注 4 神 は 方 物 の 帰す る 所 で ある 。 

注 5 神 は 何より も 神 の 業 に 御 自身 を 表 き れる 。 

注 6 神 か ら 隠 きれ る 物 は な い 。 又 は 、 神 は 全て を 理解 な きる が 、 押 件 自 身 は 理解 き 和 れ 得 な い 。 

注 7 ある 特定 の 神 の 教義 が ある 人 々 に いつ 必要 と な る か 。 又 そ れ を (1) 天 に 戻す べき か 、 つ まり 廃 す べき か 。 
その 教 著 が 、 授 けら れ だ 人 々 の 魂 の 必要 を 満た き な く な る の は いつ か 。 こ の 事 を 御存知 な の は 神 の み で ある と 
示し て いる 。 そし て 、 神 の み が 、 新 た な 教義 の 啓示 の 時 を 知っ て お いで に な る 。 
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の あめ つ ち 人 = 9 + bn 1 る タタ 26 どる 

6. 彼 は 天地 の 大 権 を 掌握 し 給 う 。 きれ は 高 事 a 5 oe と うう od Eo a 
は アッ ラー に 帰 超す 。 タッ タタ 2 
Do! 


。 彼 は 夜 を 信 に 変 た えき し め 、 馬 を 夜 に 変 


ONO 
3。 


ュ ン る 


と の NL の 209 03 8 
Nt Ri 


8. アッ ラー と その 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー が お es 53315 ッ タン ン a Ra 
前 た ち に 継が し め た る も の の 中 か ら ア ッ と | うら > 中 0 
= 、 さ は 、 < 9 タン) 2 っ 。 2 
ラー の 道 の だ め に 施し を せよ 。 お 前 た ちの 1sssbA3elsx2l Gd A 
うち 信じ て 施し を する 者 は 、 い ずれ 素 晴 ら 

ンタ る ぅ ィ イー ゥ タン 
し い 報 装 を 手 に 入れ ん 。 oh rleed 


9 . 使徒 が 主 を 信ずる よう 勧め て い 


る と いう に 
何故 前 た ち は 信 ぜ ざる か ? も し お 前 だ 
ち が 真 の 信者 な ら 、 主 は すでに ぉ 前 た ちと 
契約 を 結び た り 。( 注 8) 


3V 人 MG ITO Ms 
CC CR AR 








アル 】 みる 
@ ors 
10. お 前 だ ち を 吐 深 よ 0 光明 へ 等 か ん と 衣 M リ 表記 a 1 ZP 1 ンー シロ ンー I op 
Cla ul OO と 1 
な る 神 兆 を 己 が 僕 に 降 せ る は 、 彼 な り 。 の リン アア を dR ” 
ラー は お i な も ち 【 に 親切 且 情 | G9 る ント ^ し 2 〆 ン ロ 
前 だ ち に 実に 、 是 つつ 人 情け 洒 TO いと っ 
さ し ます 。 る アデ 
の ゥ っ 
Cy 
nb i i i 、= 72318 9 タ る リア 
11. 天地 の 相続 権 は アッ ラー の 所 属 だ と いう 283 EL G3 
に 、 和 哲 故 お 前 だ た だ ち ア ッ ラ ー の 道 に 財 を 惜 し 
FE i 3 | 2? る 
むか ? ( 注 9) お 前 だ ちの うち 、 勝 利 の 前 aa i 
に 献金 し 戦っ た 者 は 、 後 か ら そ れ を な し た レレ クン の a 
者 と 同列 に 非 ず 。 彼 等 は 勝利 の 後に 寄与 せ a STS 
る 者 よ り 癌 位 を 占 む 。 ア 2 ラー は ば は 、 ど ち ら アンノ 所 の 1 4 2 タン タン レン 5 る 
に も 、 す べ て の 者 に 善 満 を 約束 せり 。( 注 10) 人 53085 の 2 be 
アッ ラー は お 前 た ちの 熟知 し 給 う と の 2 5 | 
アッ ラー は お 前 た ちの 所 業 を 熟知 し 給 う 。 OREO C。 部 13 sh 
1 
注 8 当 節 の 「 契 約 ] は 、 人 人 間 の 本 質 に 杭 を 付け られ だ 神 へ の 信仰 と 、 神 の お 側 へ 近付き だ いと いう 了 願い や 
表し て いる 。 
注 9 人 は 、 物 質 的 所 有 物 を 全て 、 そ れ は 本 来 神 に 帰す る も の で あわ あり 、 現 世に 残る ね ば な ら な いで ある ろう 。 
注 10 メッ カ 陥 落 、 あ る い は フ ダ イ ビ ヤ 協定 。 
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弟 五 十 七 誤 デア デル ・ ハ ディ イー ド 
第 二 項 6 0 
a ャ ニー : ュ ~~ デリ の ウン レデ se 2 
2 アッ ラー に 立派 な 貸付 を する 者 は 誰 を 7 2 2E ン 2 ある 








アッ ラー は その 者 の た め に それ を 倍加 し 、 9 と クン ッ の シン 
且つ 沢山 の 報 差 を 与え ん 。 G9 oy dsd 
13. その 日 流 は 、 男 や 女 の 信者 の 前 や 右側 に 光 SS GA FS 
が 走る を 見 ん 。 面 し て 彼 等 は か く 云 われ ん 、 EN ん 2295 
[今日 は お 前 だ ち へ 朗報 あり 。 お 前 だ ち は 、 A ERE Se 3 53 
河川 流 る る 楽園 に 、 永 店 操 に 住ま ん 。 を は 大 nd は 9 と 
成功 な り 」 と 。 GE DE aE 
OA 
14、 そ の 月 、 似 非 信者 ども の 男 や 女 は 、 信 者 に 1G dss oo 2 
向っ て 云わ ん 、「 し ば し 待た れ よ 。 我 等 に る た 
あな た 方 の 明り を 貸し て (くださ i を a 
( 注 11) 彼 等 は 云わ れん 、「 引 き 返 明 うぅ 9 A タン や っ タン パン 8 
り を 求め よ 、 も し 可能 な ら ] と 。 i tr ci Ss 
ち ま ち 、 信 者 と 似非 信者 と の 間 に 扉 の 付い 区 く ンス ン 2 る 1 ュー ロタ CG ン (る 
SC25 EK だ NOW 
た 壁 が 立ち は だ か る べし 。 ( 注 12) 麟 の 内 S29 3 
側 は 慈悲 、 外 側 は 懲罰 ある べし 。 BG 
> 1 ン 2 ン ャ タッ シ ッ ク イ 2 
15. 似非 信 者 は 信者 に 向っ て 叫ば ん 、[「 層 等 は か GE 02 る 0 2 
つて あな た 方 と 借 に あら ざる か 0 と 。 信 アン プン ラッ ン 。 ンタ ルアン 2 2 ン ン 
者 た ち は 答え ん 、「 然 り 、 る きれ ど お 前 た ち は 、 人 PA 
自分 を 誘惑 に 陥れ 、 た だ ため らい 、 疑 い 、 己 れ こも 8 CS 
の 竣 想 に 由 さ れ て いる うち に 、 ァ ッ ラー の  ⑲ つ 5 0 びら IO を pl 
大 命 が 降り た り 。 (年 13) 欺 暗 者 が 、 ア ッ 
ラー に つい て お ぢ お 了 表 た ち を 鬼 き ぬ 。 
4 ン ン りう ・ タ の タル ラタン 22 
16. きれ ば お 前 た ち 、 今 と な り て は 最早 その 須 て 2O4G2 う 3 3 刀 si 
を 購 い 得 ぎる べし 。 不 信心 者 も また 然 9b。 pp 5 0 
お 前 た ちの 終 の 住居 は 業火 な り 。 そ は お ぉ 前 SR る EL CY 
だ ちの 仲間 な り 。 ( 注 14) げに を は 悪し き 9 
行き 先々 り 」 と 。 War) 
注 11 「 あ な た 方 の 明り 」 と は 、 綱 人 の 信仰 と 薄 行 の 光 、 又 は 、 神 を 悟り 、 現 世 で 神 の 資 び を 求め る れ を 手 


に で きる 能力 の 光 。 


注 12 
等 の この 行 な は 来世 に 壁 の 形 を 取る で ある 3 。 

注 13 。 神 の 宮 、 天 財 

注 14 「 そ は お 前 た ちの 仲間 な り 。」 こ の 舎 葉 は 反語 的 に 用 いら れ た よう だ 。 


ここ で の 「 壁 ] は 、 イ スラ ム 教 、 又 は クル アー ン の 尉 を 指す 。 不 信心 者 は この 豆 の 外 に 止ま る 為 、 彼 


X、 決 の 事 を 示し て いる の か も 
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1 


18. 


19. 


20. 


21l. 


22 . 


し れ な い 。「 地 拘り の 状 の み が 、 現世 に 不信 心 者 の 犯し た 罪 の 河 れ を 取り 除き 、 


i 5 を 念 
、 降 し 賜わり た る 真 長 理 を 順 奉 する 時 は 、 
6 色 ら ざる か ? 役 等 以前 に 絆 典 を 授け 
て いた だ だき ながら 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 の 授与 
を 卸 期 まれ だ た だめ に 、 そ の 心 が か だ 《 な に 


な り 、 多 く の 者 が 背 逆 者 と なり 果 て り 。 あ 
の 者 ども の 畔 を 踏ま ざら し むる 時 は 、 未 だ 
色 ら ぎる か? 

テッ ラー が 能 く を の 死 せ る 大 地 を 皮 ら し む 


る こと を 知れ 。 わ れ ら は お 前 た ち を 惜 ら し 
めん が た め に 、 き ま ざ ま な る 神 兆 を 明示 せ 
本 。 

喜 捨 を 行う 男女 、 並 びに アッ ラー に 立派 な 
貸付 を する 者 は 、 そ れ を 倍加 きれ 、 有 HL つ 光 
栄 あ る 報奨 を 受け ん 。 


アッ ラー と を その 使徒 を 信ずる 者 、 彼 等 は 誠 
実 者 な り 、 主 の 眼前 に な いて 証人 だ る べき 
者 な 5 り 。 彼 等 は 報 敵 と 光明 と を も の に せん 。 
きれ ど 、 不 信心 者 並 びに われ ら の 神 兆 を 拒 
否 す る 者 、 役 等 は 地獄 の 住人 な り 。 


系 二 項 

現世 の 生活 は 、 た だ の 吉 み 、 色 晴らし 、 冊 
飾 、 己 格 れ 、 富 と 子女 を 殆 や すこ と の 競 争 
に すぎ ぬこ と を 知れ 。 現世 と は 、 潤う れ ば 
慈 了 内 の 如 し 。 作物 は 生 藤 し 、 耕作 者 を 喜ば 
し むせ 。 次 いで それ は 枯れ 、 色 裾 せ 、 終 に は 
草 庁 の 折れ は し と な る を 浜 は 見 ⑰。 面 し て 
来世 で は 、 不義 者 に は アッ ラー の 厳し い 懲 
古 あ り 。 義 し い 者 に は 彼 の 客 息 と 秦 餅 あり 。 
まこ と に 現世 の 生活 は 、 来 の 問 の 詐 の 楽 
し み に す ぎ ず 。 


bp うじ 上 よ あの つつ 
きれ ば 、 主 の 寄 起 と 、 天 地 と 同じ 広 き の あ 
る 楽園 を 求め て 瓦 に 競い 合え 。 そ は アッ 


この 様 に し て 彼 等 の 友 と な る で ある 3。」 


アル * 
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oita edl 5 
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6S eee 
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彼 等 を 魂 の 向上 に 適し た 者 に 
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デル ハデ 4 a ド 





24 . 


26. 


27. 


28. 


5. が が る 


ラー と その 使徒 を 信ずる 人 々 の だ め に 設け 
られ た だ り 。 こ は ア デ ッ ラ ー の 因 区 な り 。 アッ 


ラー は 己 れ の 欲す る 者 に それ を 授け 給 う 。 
アッ ラー は 限り な き 軸 龍 の 主 に まし ます 。 
この 世に 起 る いか な る 災厄 も 、 ま な だ お 前 た 


ちの 身 に 降り か か る 災難 も 、 わ れ ら が る それ 
を 生 ぜ し むる 前 に 、 す で に 経典 の 中 に 記 き 
れ ざ る は な し 。 そ は アッ ラー に は いと 易 き 
こと だ なり 。 


そ は お 前 だ ち を し て 、 失 える が 故に 悲し ま 
ず 、 与 えた られ だ が 故に 大 得意 に する こと な 
か らし めん が だ た め な り 。 アッラー は う ぬ ぼ 
0 2 し 給 わ 。 
いい 徒 足 は 自ら 6 耕 番 に し て 、 他人 に も 
条 i だ と い 謗 が 背 を 向け よう と 
$、 ゲ ッ ラ ー は 自足 者 な り 、 護 美 せ ら る る 
御方 な 9。 
げに われ ら は 、 吸 ら か な 神 兆 を 接 け て 使徒 
を 遣わ し 、 また だ 人 々 が 止 し く 振 狂う た だ ため に 
使徒 と 共に 経典 と 正 邪 の 権 衡 を 降 し た り 。 
われ ら は また 鉄 を 授け た り 。 そ は 猛烈 な る 
カカ あり 、 ま だ 人 間 の だ た め に いろ いろ と 便利 
を 供 す 。 こ は アッ ラー が 密か に 、 御 白 分 と 
その 使徒 を 助け る 者 を 知ら ん が ため な り 。 
げに デッラ ー は 強大 に し て 、 倍 大 な り 。 
系 四 項 
まだ われ ら は 、 ノア と アブ ラ ハ ム を 追わ し 
な たり 。 病 し て 彼 等 の 子孫 の 中 に , 預 斉 者 
経典 と を 授け だ り 。 る れ ば 彼 等 の 中 に は 、 
紋 導 に 従い だ る 者 も あれ ば 、 背 逆 せ る 者 も 
多 か り き 。 


を その後 も われ ら は 次 々 と 使徒 を 遣わ ゎ も し だ 
ho 喝 に われ ら は 、 マリ ア の 子 イ エス を 香 
も し 、 之 に 福音 を 与 を たり 。 面 し て われ ら 
は 、 イ エス を 受け 容れ し 人 々 の 選 に 親切 と 
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生 十 症 


慈悲 と を 宿 ら し め た り 。 きれ ど 、: 禁欲 的 修 
道生 活 は 、 ア ッ ラ ー ー の 燥 拉 を 求め て 役 等 和 
身 が 編み 出せ る も ぉ の 。 を は われ ら が 命じ た 
る も の に 非 ざ る な り 5。 店 も 彼 等 は 之 を 正 し 
遵守 せ ざ りき 。 われ ら は 彼 人 等 の 中 の 信 ぜ 
し 者 に 当然 の 報奨 を 与え た だ たれ ど 、 彼 等 の 多 
く は 背 逆 者 な b。 


29. 注 等 信ずる 者 よ 、 ア ッ ラ ー を 思 れ 薇 い 、 そ 
の 使徒 を 信 ぜ ょ 。 きす れ ば アッ ラー は お 前 
た ち に 、 二 倍 の 慈 窓 を 垂れ 、 足許 を 照ら す 
光明 を 賜 い 、 且 つ 容 怒 せ ん 。 げ に アッ ラー 
は 寛大 に し て 、 慈 悲 深く ま し ます 。 


30. 経典 の 民 は すべ か らく 知る で し 、 役 等 に ぉ 
テッ ラー の 因 範 は いき る か も 左右 し 得 ざる 


『 


こと を 。 その 恩 薄 は た な だ アッ ラー の 御 王 の 
うち に あり て 、 己 が 欲す る 者 に 与え 給 う 。 


アッ ラー は 限り な き 恩 苑 の 主 な り 。( 注 15) 
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注 15 宰 の 患 恵 は キリ スト 教 御 だ け に 与え られ る と いう 彼 等 の 誤り を 正 し 、 今 や 神 は 別 の 人 々 、 イ スラ ム 教 


徒 に を それ を 移 ぉ れ だ と 知ら し め よ 。 
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第 所 十 八 章 a 訴え る 女 EP VC の イク 





アル ・ ム ジャ ー デ ィ ラ 
(メス メディナ 啓示 ) 


あま ね カル な っ っ a 4 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 通 て ア ッ ラ ー の 御名 に ない OT まき 
で 。 

これ 9 < の 3 っ 
2. アッ ラー は 、 夫 に つい て 液 に 訴え 、 な ぉ 之 TOT 0 る 5 
を アデ ッ ラ ラー に 鱗 訴 する 女 の 言 を 聴き た y 。 ン ル クン タビ る タン ッ ン の PP ンー、 
また アッ ラー は 、 お 前 た ち 両 人 の 対話 も 陸 る 3 も PWR 
SM UE テラ ラー さて 60 、 す の 5 2 の の 
べ で て を みそ な は し 給 う 。( 注 1) Or で > 
ンタ まこ の 
3。 お 前 だ ちの 中 に は 塾 を 自分 の 母 と 呼び 、 故 らっし いう 3 あて の うぅ 268x CON 
に その 妻 に 近づか ぬ 者 あり 。 母 と は 自分 を の I ッ ク タ イン プク っ 5。 1 ンタ 


生み た る 者 の み 。 き れ ば 役 等 の 云う こと は 。 うう > の 0291S9L ARe る | OU し Ao 


明らか に 邪悪 且つ 正 し か ら ず 。 さ きれ ど ア ッ ん 4 ¢ 
8 el 0] | 
ラー は 政 免 者 に し て 、 寛 容 者 に まし きす 。 C9 うう oo2 PA ONI oa 


の ラタン GA 

DIAL Ya る (@! 

4. 湊 を 坪 と 呼び 、 後 で その 言 を 撤回 せん と す 5 る 2 の 6 RN Ug 
る 者 は 、( 注 2) 王 に 肌 を 触れ 合う 前 に 、 奴 WN 
隷 を 一 人 開放 せ ね ば な ら ぬ 。 こ は お 前 た も i So SG BE 


へ の 訓 戒 な り 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 レル シン レ 9> 2 を 
を 名 知 し 給 う 。 RR VN Os 
5 。 る れ ど 、 一 人 の 奴 弟 も も だ た ざる 者 は 、 志 を の らい アタ a 2 じ 。 し 3 と タプ る 


触れ 合う 前 に 、 二 ヵ月 継続 し て 断食 せよ 。 





注 ユ デウス ビン サー ミッ ト の 姦 で あり 、 タラ バ の 娘 ハ ウラ は 、 大 が 彼女 を 「 母 ] と 呼ん だ 為 、 彼 か ら 離 き 
れ て し まっ だ 。 正確 に は 、 OC 「 あ な た の 背 は 、 私 に と っ て 母 の 背 の よう だ 。」 (だ か ら 、 も は 
* 触れ る こと は で き な い 。) 古 い ア ラブ の 人 民 習 で は 、 こ の 様 に し て 犬 婦 関 係 は 侍 止 され た 。 この 衰 れ な 女性 は 、 

嬉 する 為 に 離婚 1 NN 婚 問 上 の 権利 を 享受 する 事 $ で きず 、 中 途 半端 な 状態 に お か れ 、 面 倒 を 見 
ゃ もらえ な か っ た だ 。 彼女 は モハ ッッ ド 預 言 者 の ぉ と に 行き 、 彼 女 の 置 か れ た 困っ た 状況 を 後に 珠 え 」 この 事 で 
彼 の 助言 と 助け を 求 ゆ た 。 彼 は 、 可 示 に # NN の 種 の 問 起 に は 決定 を 下さ ない 事 に し て いた の で 、. 
彼女 に 何 か し て あげ る 力 が 自分 に な いと 認め た 。 刻 示 が 下り 、 この 友 可 思 議 な 習慣 は 遠 法 で ある と 言明 きれ た 。 
注 2 「 そ の 言葉 を 撤回 せん] と い 2 の は 、 奏 を 「 母 」 上 呼ぶ 事 で 、 役 等 が 雪 と の 大 女 関 係 を 取り 戻し た い 
と 串 っ て いる 事 を 示し て いる よう だ 。、 一 度 妻 を 「 母 ] と 呼ん だ 後 、 再び 同じ 言葉 を 斉 り 返し た と も と れる 。 
後者 の 意味 に と れ ば 、 そ れ は ふと し た は ずみ の 言葉 で は な く 、 故 意 に 不快 な 言葉 を 繰り 返し た も の で 、 発 言 者 
は それ に より 、 当 節 及 び 次 節 に 定め られ た 剖 を 負わ ね ば な ら な い 。 
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ー1 


注 3 
非常 に 誠 く 、 
注 4 


。 液 は 、 


ジン を 能 く せ ざ る 者 は 、 六 直人 の 貧者 に 食 を 
与え よ 。 こ れ お 前 た ち を し て 、 ア ッ ラ ー と 


を の 使徒 を 天心 よ り 信 ず し ゅ ん が た め な 
り 。 これ 等 は チッ ラー に よっ て 規定 きれ た だ 

控 な り 。 面 し て 不信 心 者 議 に は 導 罰 あり 。 
( 注 3) 


アッ ラー と その 使徒 に 覆う 者 は 、 彼 等 以前 
の 者 が 申し め ら れ だ る 如く 、 必 ず 卑 め ら れ 
ん 。 わ れ ら は すでに 明白 な る 2 種々 の 神 兆 を 
降 せ り 。 き れ ば 不信 心 者 還 は 屈辱 的 な 懲 凡 


を 受け ん 。( 注 4) 
アッ ラー は 、 人 彼 等 を 一 緒 に 皮 ら し めん その 
日 、 役 等 に 告げ ん 、 彼 等 の な せる 所 業 を 。 
彼 等 は それ を すでに 忘れ た れ ど 、 ゲン 
は それ を 記録 せり 。 ア ッ ラ ー は 万 事 を 検証 
し 給 う 。 

第 一 項 
アッ ラー が 天地 の 一 切 を 知る こと を 
見 ざる か ? 三 人 密か に 相 い 語れ ば 、 彼 は 
第 四 者 な り 。 五 人 で 語れ ば 、 第 六 者 な り 。 
それ より 多く と も 少な く と も 、 彼 等 の 在 る 





軽く あし ら う 事 は で き な い 。 
妻 を 「 母 」 と 呼ん え で 、 夫 婦 関係 を あい まい に する 


ある 。 ユダヤ 人 及び 偽 療 省 に よる 区 実 へ の 敵対 と いう 二 題 
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ち ュ 2 タ ノン ュ リタ 時 ン Xi 72 

2 AL の 3 OE ンー ーー ンジ 
る コイ ② タ 、 タ マン ン 2 の し も Ye 

ON OG CO 


CE ool 


AA TC: 
ws OG RS Oe roll 


yr 
の > を の 3 


て 
DCS IE EY 
っ タ 2 タタ レッ ョ ン 
bu CS 
の の っ の 2 ダー ュ ル ちり 529 クレ 本 
Ce 65 本 


Fr EC を 


アブ ュ ン 


5 2 の ウー 、[ ク レー イコ ブー イッ ン 上 
YG A 
3 の STR HE 


ン CR イン 2 ラン 
と ころ に は 何処 に ぅ 役 は 役 等 と 倍 に 浴 し 給 A OE 34 る 2AyI た 
う 。 然 る 後 、 復 活 の 日 に 、 役 は 彼 等 の 所 楽々 し 2 あの ( ン ンタ トッ タン ンプ スン 
3 う ゃ らら Pe INY 
2 和 指 知 せん 。 げに アッ ラー は ば 一 切 を 就 知 し た ンプ 
は A と Y ん < レッ ン 2 の の 
給 う 。 3 2 と CA UEC 2 
の っ コン あう る 
ouE25 
6 a i 5 2 ン っ 29 ン ン っ うる ーッ タ クタ 
。 流 は 見 ざる か 、 密 談 を 桂 ぜ られ た る 徒 募 が RSC GG LEA 
を の 禁 を 犯し 、 病人 BE 違 犯 タン MI 
と 、 不 服従 を 謀議 する を し か ぅ 彼 等 は 、 ゆい SU1 う 0 ET と TI 
流 の 前 に 来 だ たり て 、 6 ッ ラ ー が 次 に 撲 接 せ 65 2 ウジ 
E a RS 
る 言 辞し は 培っ 7 に 言 辞 で 挨拶 し 、 忠 い て 云 ン A a 
これ 等 の 節 に 述べ られ た 厳罰 は 、 振 を 和紀] と 呼ぶ 事 が 大 罪 び だ と ぶす も る の で ある 。 母 と の 結び 侍 き は 


は 神 に 薄く に 等 し く 、 そ の 罪 は 憎む 
Re で 適切 に 導入 きれ て いる 。 


べき も の で 
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ir 


10. 


11. 


12. 


時 


注 5 
0 テー ダマ ヤ の 三 計 OC ィ ナ か ら の 追放 は 、 


注 6 


、 何故 に アッ ラー は 我 等 の 盲 辞 に 対し 
人 EME A? ko FC 
狭 が 適 短 な 9。 1 彼 等 を の 中 に て 燃 か れん 。 
UN ( 注 5) 
洪 等 信徒 な ちょ 、 密 談 を する 時 は 使徒 に 対 
する 罪 や 、 違 邪 や 、 不 服従 を 渡 励 する 謀議 
A 徳行 と 止 義 を 達成 する こと 

こつ いて 相談 し 、 語 し て ア ッ ラ ー を 貴 れ 族 
I 
( 注 6) 
邪悪 を 日 的 と する 密談 は 、 信者 た ち を 恋し 


まし めん と する 悪 度 の 業 な り 。 さ きれ ど ア 
ラー の 許し な し に は 、 ES 


害する 能 わ ず 。 る れ ば 信者 た る 者 、 そ の 信 
を アッ ラー に 託す で し 。 
液 等 信徒 た ちよ 、 集会 の 時 、 [広く 場所 を あ 


け よ 」 と な われ な ば 、 た だ ち に 広く 場所 を 
あり よさ 。 アデ ッ ラ ー は お 前 だ ちの だ た め に 広い 

場所 を 設け ん 。 また 、 「 起 て 」 ほ 云わ れ な ば 、 
た だ ち に 起 て 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 中 の 


信者 並び に 知識 を 接 け られ た る 者 を 、 高い 
位階 に 登ら し め 給 う 。 アッラー ー は お 前 だ ち 


の 所 業 を 熟知 し 給 う 。 


液 等 信徒 な ちょ 、 使 徒 に 私 的 な こと で 相談 
する 時 は 、 それに 先 だ ち 喜 喜 拾 を せよ 。 そ は 
ぢ 前 だ たち のだめ に な り 、 清廉 な り 。、 る ミ る れ ど 


施す も の 持た だ ざる 場合 は 、 ア ッ ラ ー は 穴 大 


に し て 慈悲 深く まし ます 。 
この 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 対す る 


普 信 行為 や や 陰謀 を 繰り 返し た 為 で ある 。 


当 節 及び 次 の 節 で は 、 秘密 の 会 合 が 非難 きれ て いる 


、 ユ ユダヤ 人 及び メデ ィ ナ の 偽 療 者 の 陰 護 に 触れ 、 
彼 等 が イス ラム 教 に 対し て 、 又 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 命 を 狙っ 


アル ・ ム ジャ ー デ ィ ラ 


ン 

が る る > の 
テウ 

ンズ ピン 


に < 


2 タン レッ ヶ 


Gc EE TO 
っ 3 の ズ FI グ 
2 の の めじ 郊 dS 9 


»? | ン ち テン 


の 人 らい いっ 5 


| 人 ACA ge 


EN EL I HIN 239L 
本 ACE 


レア NG 


SR oo CE 
hE oh EI YS 


” 2 る ン ン ロン 
(OO 用: だ に 


12 ES NIE | 7? LC 
TIN ASR と 必 
マー アー ュ ッ ン へ ぅ P 3 と 】 
MAC に FGIH 35 3 


8 贅 信じ 。 多 (うと もち 5 lt RU 
G2 ン 


Te を 


0 の < 9 デレ 
w OS 126 DE し 
1 


7 ン グン ン レ 
に つっ GI 


る “ 


EAL I 


の を の 


彼 符 の 里 事 を 符 め 


が 、 こ の 答 め は 制限 な く 行 われ て いる の で は な い 。 


信者 は 、 正 義 を 推し 進め る 為 に 、 秘 密 の 会 合 を 催す 事 は 許さ きれ て いる 。 
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第 五 十 入 章 


14 . 


16. 


18. 


19. 


20. 


注 7 
注 8 


. 液 は 見 さ 


お 前 だ ち 、 相 談 する に 峡 捨 を 行 うこ と や を 
操る か ? ぉ 前 た ち 之 を な き と も アッ 
ラー が お 前 だ た ち に 寛大 な る 時 は 、 礼 拝 を 遵 
守 し 、 定 め の 喜 拾 を な し 、 ア ッ ラ ー と その 
使徒 に 従え を 。 ア ッ ラ ー は お 前 た ちの 所 業 を 
束 知 し 給 う 。 
第 三 項 

ざる か 、 か の ア > ンー の 怒り に ふれ 
だ た る 者 ども を 友 と する 徒 問 を ? 彼 等 は お 
前 だ ちの 仲間 に 非 ず 、 ま た 彼 等 の 仲間 に 非 
ず 。 彼 等 は を それと 知り つつ 虚 鶴 の 贅 言 を な 
す 。 


アッ ラー は 彼 等 の た め ゐ め に 厳し い 懲 謀 を す で 
に 用 意 せ り 5。 彼 等 が 日 頃 な せる こと は 実に 
邪悪 な 5。 


彼 和 等 は 亜 行 を 孔 る ん が なだめ に 鬼 に を 立て 、 
( 注 7) ア ッ ラ ー の 道 よ は り 人 々 を 背 か し も む 、 
それ 故に 役 等 は 屈 大 的 な 身 信 を 受け ん 。 


CO アッ ラー に 対し て は いる 
し 役に立た ぎる べし し 。 彼 等 は 楽 を 火 の 住 
i 


アッ ラー が 彼 等 を 一 斉 に 召集 する 日 、 役 等 
は 今 お 前 た ち に 誓い を 立 る 如く アッ ラー に 
巡 い を 立て 、 以 て 何事 か を 得 ん と 想わ ん 。 
彼 人 等 こそ は げに 嘘つき ども な り 。( 注 8) 


悪魔 が 彼 等 を 支配 し 、 役 等 に アッ ラー を 人 
すず る こ と を 忘 れき し め だ り 。 彼 等 は いま 
悪 陀 の 仲間 な り 。 悪 訟 の 仲間 こそ は げに 失 
敗者 な り 。 


アル ・ ム ジャ ー デ ィ ラ 


タッ ン プー ン 2 ン タタ ur 1 


Case OCN ip る ひめ Oss 
UR A 
の 20 RB SS INA GNSS WCF 
OR RE 8 & 
RE Id 
OL OR 5 le 
@ ら ぷる 3 
A ERAN 
BONR EY 
di SBS $64 44» ISS うる 81 
2 衝 
ui 
I TC Gk 8 
ERR nh A 
0 る 9 } 8 
測 RI 
Od Ld 


ll 


OR SG 


S 
& 


し 





偽善 者 は 、 宣 響 に より 、 


御前 に あっ て きえ 、 和 無実 を 主 苦 す る で あろ う 。 


その 信男 が 真実 で ある と 大 声 で 言明 し 、 
人 が 常習 的 な うそ つき と な っ た だ 時 、 役 に は その うそ が 真実 に 思え て くる 。 人 協 薩 捉 は 裁き の 日 に 


うと する 。 
、 神 の 


その 偽り 5 の 搭 い を 隠 そ 
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21. アッラー と その 使徒 に 逆らう 者 は 、 最 も 時 。 っ AZ イ ッッ ン レン ン 4 と 5 レタ ンタ る る 
有職 な る 類 い と な らん 。 Gl の とう 40osSoo NEL 
OASY 


22 アッ ラー は 、「 最 後 の 勝利 は われ と 使徒 た ち % 
の も の な り 」 と 定め 給え 5 り 。 げ に アッ ラー 


. 3 x ② > 
は 強力 に し て 、 人 偉大 な り 。( 注 9) ょ うい な 
IE 財 2 タ 2 スエ ラッ ン タイ 。 クン 
NA > Ss OSN 


ラー ト を の 倍 作 に 部 6 鶴 と 仲良 (する 人生 と る 2 
を 見 ぎる べし 。 た と い 相手 が 父 で あり 、 子 2 3253 人 05 に 85 Slo 
で あり 、 上 兄弟 又は 親族 で あろ うと も 。 アッ 4 る 6 
ラー は これ 等 の 人 々 の : い に 真 の 信仰 を 刻み 


うみ 
) 1 リコ 
つけ 、 御 自ら 王寺 を 以 て 之 を 強め た り 。 曽 と 32 I I IE 
し て アッ ラー は 、 彼 等 を 河川 流 る る 楽 共に の ブン Rs 


? ュ ン wu タタ ー i 
入ら し ゅ 給 わ ん 。 彼 等 を こ に 永遠 に 住む べ (26 22 あら 2 
し 。 アッラー は 役 等 に 滴 悦 し 、 彼 等 も アッ 2 クン ン ッ グ 2 ラン 9 グッ ェ ュ | 
ラー に 満悦 す 。 彼 等 こ を アッ ラー の 党 の 者 ろう る る 部 し る 5 25 の ua 
な る か な 1! 本 承 成 就 す る は 、 ア ッ ラ ー の  ? ぁ 1」 ン 5 る Me 
中 3 Leal 
党 の 者 な り 。 ( 注 10) NC 
29,29? と 
osk e 











注 9 是 後 に は 直実 が 偽 普 を 打ち 貨 か すす は 、 膝 更に も 大 書き れ て いる 。 


注 10 信者 不信 心 者 の 間 に 、 胡 の 友情 も 愛情 も 有り 得 な い 事 は 明らか で ある 。 ee 主義 ・ 信 爺 は 
相反 し 、 真 に 親しい 関係 に 不可 欠 な 利益 の 上 共有 が 無為 、 信 者 は 不信 心 才 と 親交 を 結ば な い 様 に 求め られ て い 
る 。 伝 爺 の 絆 は 全て の 結び 付き に 優 り 、 血 線 を も $ も し の で 。 当 節 は 一 RU も の で ある が 、 特 に イス ラ 
ム 教 徒 と 争う 不信 心 才 に 向け られ て いる 。 
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1 . 


アル 


・ ハ ジュ ルレ 


(メデ ィ ナ 落 示 ) 


慈悲 深 ッ ラ ー の 御名 に お い 


n 


て 。 


く S 恵み 遍 く ア 


2. 大 に ある も の 、 地 に ある も の 、 す べ で て は アッ 


アー の 栄光 を 讃え 奉る アッ ラー は 偉 人 に 


て 、 覧 替 に まし ます 。 


OE OE Pr 


IA TLL 


ENGGG LG Ld 


AA 





3 最初 の 追 放 の 時 、 経 典 の 民 の 中 の 不信 心 者 dti! し 
- ls Sl る | 24 
ども を その 住 大 より 追い 出し だ た の は 、 ア ッ AS に 
A 2 の 2926 2 (< 
ラー な り 。 お 前 た ち は 、 彼 等 が 出 て 行く と しみ と | い CN 
は 思わ ざり き 。( 注 1) 彼 等 に て も 、 そ の 8 
じょう さい の 0 いい * Rh A クタ 
城 美 が 能 く アッ ラー の 必 撃 に 対し て 耐え hs ra eG 5 
得 べ し と 四 # い た りり 。 災 る に アッ ラー は 、 FT: タ 0 RR 
ei ろ ょ り 攻 撃 し 、 彼 等 の 心中 REGGAE I EE 9h 
に 恐 岳 を 投 に た り 。 か く て 彼 等 は 信者 た ち あの を A 
GAs oo な る の 
と 共に 、 自 ら の 手 で 己 が 家 を 破壊 せり 。( 注 2 ) 2 i 
メラ 2 
きれ ば 涼 等 眼 あ る 者 よ 、 之 を 教訓 と せよ 。 OF ELE Cl 
4. も し アッ ラー が 彼 等 に 対し て 追放 を 命ぜ ず IRIE NEN 
。 IN? 
ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 等 を 他 の 手段 で 、 必 ず 現 RAN OY 
HE に クタ 2 る 
て し た りき 本 し て 溢 で 6、 彼 守 は SS 1 
必ず 業火 の 前 を 受け ん 。( 注 3) 
5. これ 彼 等 が 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 巡ら う 96229010722 7 
GUS em Td a 5 abl 2 
が 故 な り 。 誰 で あれ アッ ラー に 逆 ら ゎ ば 、 ND di 
アッ ラー の 応報 は 項 棚 な り 。 OR MED 
2 o> 
注 1 メデ ィ イナ の ユダ や 人 の 物 力 及 び 政治 同盟 を 三成 すれ ば 、 両 軍 の 人 命 の 的 牧 無 くし て 、 ユ ダ ヤ 人 が 容易 


に メデ ィ ナ か ら 6 追放 きれ る と は 、 イ スラ ム 雪 徒 に は 考え られ な か っ た 。 


注 2 
壊し た 。 モ ハッ マ ド 相 言 
二 次 世界 大 戦 で ロン ジア 叶 拉 所 し だ 知世 紀 も 前 に 、 
ナ ズ ィ ー ル の メデ ィ ナ 追 衝 は 、 非 常に 軽い 品 で あっ た 。 彼 等 は ちっ と 重い 呈 
いつ の HH み ヵ 成語 に 処 き る れ て いた 事 で ある う 3。 


注 3 
希 で あり 、 


メデ ィ ナ や 離 れる 前 に 、 バ ヌー・ 


バス ヌー・ 


も し 役 等 が 追放 きれ て いな けれ ば 、 
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ナ ズ ィ ー ル は イス ラム 教徒 の 画 前 で 、 
、 思 い 通 り に 物事 の 始末 が で きる 様 に と 、 
メデ ィ ナ の ユダ ヤ 人 が 初め て 信士 政 策 を 採っ な た の で ある 。 


彼 等 の 家 や 動産 を 自ら の で 
彼 等 に 10 日 問 を 与え を だ 。 こ うし て 、 弟 


を 科せ られ て 純 


第 王 過半 アル ・ ハ シュ ル 





な つゆ や し 
6. お 市 だ ち が 彼 等 の 素 格 子 の 本 を 供 採 せる こ a し 22 {2 A 2 タッ レン 
と も 、 ま だ を その 根 の 上 に 立た だ たせ て お い だ こ デ の た ピン ら じ 
と も 、 そ は アッ ラー が 罪 を 犯 せ し 者 を 辱め OE 325 Eo | 


ん と し て 、 ア ッ ラ ー の 許し に よっ て な され 
だ た る こと な り 5。( 注 4) 
7. アッ ラー が を その 使徒 に 彼 等 か ら の 商 械 品 と らら に 人 3 る 8 も ed 85。 8 じじ 2 
し て 与え し も の は 、 セ お 前 た ち が 時 馬 や 膨 蛇 を 
SM 6 の に 非 ざ ぎる な り 。 ア ッ A 


ー は を その 所 す る 者 に 、 使徒 の 権 和 E を 授け 人 7 グ を ある mL 月 7 2 2 ン る A ¢ 
叶う 。 アッ ラー は 一 切 を 支配 し 給 う 。 OL (の Sc SC cade 5 
8. アッ 


ー が その 使徒 に 、 諸 品 の 住民 か ら の DA 
0 と し て 与え し も の は 、 ア ッ ラ ー 並 び a Gd a 


に その 使徒 、 近 親 、 和 孤児 、 代 者 及び 旅人 の Audi2A2 和 前 (ed)3d 名 
も の な り 。 そ は お 前 た ちの 中 の 富める 者 の て し レッ いい al。 
手 に 入ら ざら し ゅ ん が ため な り 。 何で あれ っ Pl 9 で YI : 5 


0 け え る も の は を を 取り 、 使 徒 が 禁ず シュ ンス 4 タン ロリ 
も の は 乏 を 遊 け よ 。 げ に アッ ラー の 応報 PCO の 
PHP GIRL dd 26 4 


ャ アン ン 9? 


9 . 歯 稚 品 は また 所 し い 移住 者 た ちの も の な り 。 の ky iC MN 
彼 等 は アッ ラー の 皿 窟 と 嘉 賞 を 来 め る 余 + AAM 


汰 さ 


IL レラ タン ラン ノッ クレ 

り 、 家 郷 を 追わ れ 財 産 を 央 いた り 。 きれ ど E622 2 の ot tg 
アッ ラー と その 使徒 を 助け た り 。 こ れ 等 の フタ も ラン を 

し 』 | っ I 

者 の 信仰 は 、 誠実 な 。 OH» ta > の dil oan.3 


アン 2 クタ タッ ピオ アル て 2 の AP 
10. 移住 者 以前 に すでに この 到 に 家 を 持ち 、 入 a Ass OEY IN SE ES 


[1 


信 せ る 者 で 、 移 住 者 を 愛し 、 移 住 者 に 分 配  。 982k 2 AE 
きれ る も の に つい て 心 に 如何 な る 欲望 6 抱 つろ 多 2CA の らら る 9 う 469 し な 2 
je 自ら 自 す る 上 も 自分 の こ と よ 2 と タン 8 と る 

5 移住 者 を 気 造 う 者 、 面 し て を の 心から 信 Nl Ce 


欲 を 取り 除く 者 は 、 い ずれ 必ず 成功 せん 。 4 i ど G め の 2 2 ン i 08 


注 4 の ここ に 
いる 。 3 節 に 述べ られ な だ た 通り 5、 バ ヌー・ ナ ズィー ル は 万 楽に 前 も 5、 明 け 濾 す 和 様 に ほ い う モ ハッ マ ド 預 言 者 の 
命令 を 無視 し た 。 名 囲 攻撃 が 数 日 続い た 後 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 彼 等 を 降 肥 きせ る 為 、 役 等 の な つめ や し を 切 
り 倒す 様 命じ た 。 ほ ん の 数 本 が 切ら れ た 後 、 彼 等 は 降 服 し た 。 モ ハッ マ ド 預 言 首 の 命令 は 、 近 人 戦争 の 法 に の 
っ と り 、 非 常に 軽く 寛大 な も の で あっ た 。 
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11. 移住 者 と 援助 者 より 後に 入信 せる 者 は 、( 注 5) 2。% ィ ッ タン ンー レーン 
a Mi 
支え 5、 「 壮 ょ 、 我 等 並び に 我 等 以前 に ED I HIRO HE 0 
入信 せる 兄弟 た ち を 赦し 、 信 者 た ち に 対す ws CC LAS A 

る 如何 な る 委 振 も 我 等 が 心 に 許す こと な か デッラ 


れ 。 主 よ 、 げ に 液 は 隣 曽 に し て 、 慈 悲 深く \ LARA A . 2 


1 や で い 


る 


まじ ます と 。 Pe 4 
A 9 る 
第 二 項 


12. 波 は か の 似非 信者 ども を を 見 ざり し か 7 彼 2 2 じ ンク ッ ア 
GI ORE EC GHEEN 
等 は 経典 の 民 の 中 の 信 ぜ ざる 兄弟 ども に 云 ” yo の 


2 ” 2 の アー の うー 2 タ る 
えり 、「 も し 前 た ち が メ ディ イナ よ り 追 放 き i RO IAG 


れ な ば 、 我 等 $ お 前 だ ち と 共に 去ら ん 。 ま 4 21 024 用 ノノ 22 4 クレ アァ レン 
た 我 等 は 、 ち 前 た ち に 敵対 する 者 は 、 断 固 Kb 0510 EIS 


従わ 。 お ぉ 前 だ ち が 攻 撃 せ ら 4 も な ば 、 我 等 DORE ンプ レア ) ンタ タグ 
は 必ず お 前 だ たち を 援助 せん 」 と 。 き れ ど アッ Ob RA 

ラー は 、 彼 等 が 偽 つ き な る こと を 立証 す 。 

( 注 6) 


13. 彼 等 が 追わ れる と も 、 彼 等 は 共に 去 5 は せ っ 3O0272826 6 用 りら 
9 ぬ 。 攻撃 き れる と も 、 授 助 な ど せ じ 。 だ と 2 I 

い 援助 する と も 、 必 ず 背 を 見 せ て 敗走 せん 。 の 9 CS ON 5 oan 

を の 時 彼 等 は 誰 の 援助 も 得 ざ る べし 。 レッ ング る 
CO 

14. 実は 彼 等 の 心 の 中 は 、 ア ッ ラ ー よ り も お 前 2 は と 0 の 2 ょ 22 タッ を る イタ 6 
た ち を より 一 層 恐 れる な り 。 そ は 彼 等 が な 3 OLAIIEG DS ELIY 

に も わか ら 史 民 な る が 故 な り 。 OO ルプ 


ば うき さい まち 
年 ) 由 ロ ュ ロロ ] 1 コ ゴ ヒ タッ と り ンタ $s 4 っ の ンタ 
15. 彼 等 は 強力 に 防 完 る れ だ 邑 え は 城 党 和 OK wu タク EA < RE 


より な ら て で は 、 一 団 と な っ て 、 お 前 だ ち 

帳 わ ぎる ペ し 。 彼 等 癌 士 の 戦い は 粒 別 な 5。 聞 の 254 
泊 は 彼 等 が 団結 し て いる と 思え ども 、 彼 侍 CAs > ン 
の 心 は 四 分 五 裂 な り 。 を は 役 等 が 思 成 な き OTR た 52 る 2953 と 
民 な る が 故 な り 。( 注 7 ) 


@ 








注 3 この 言葉 は 、 ヌメ ヌ デ ィ ナ に 後 か らら やって来 た 避 難民 、 又は イス ラム 教徒 の 新しい 世代 全体 を 指す よう だ 。 

注 6 偽 並 者 達 は 、 モ ハッ マ ド 需 豆 者 を 拒み 、 必 要 な 時 に 手 が 差 し 伸 ベ べら れる と 偽り の 約束 を し な だ と ょ し て 彼 
ON メデ ィ ナ の ユダ や ヤ 人 を 煽っ た 。 彼 等 の 言葉 を 信じ て 、 ユ ダ ヤ 人 が モハ ッ マ ド 李 言 者 を 拒 
み 、 彼 に 向い 進撃 し た 時 、 彼 等 は ユダ ヤ 人 を 上 兄 捨て た だ 。 

注 7 不信 心 者 、 特 に ユダ ヤ 人 と メデ ィ ナ の 偽善 者 は 、 反 イス ラム で 結び 付い て いる 様 に 見 を る が 、 戦 い の 

共通 の 動機 が 無く 、 利 守 $ 異 な る の で 、 彼 等 の 問 に 真 の 団結 は 有り 得 な いと 、 当 節 は 示し て いる 。 ア デラ ビア に 

は 、 イ スラ ム 国 家 に 対抗 し て 団結 し て いる 様 に 見え る 三 つ の 勢力 、 ユ ダ ヤ 人 、 メ ディ ナ の 僧 差 者 、 メ ッ カ の 偶 
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17. 


18. 


1 且 


20. 


2l. 


22. 


- 彼 等 は 、 彼 等 9 少し 前 の 者 ど も 、 巳 が 所 
楽 故に 悪 果 を 営め る せら れ た 徒 研 と 、 相 い 
仙 た り 5。 面 し て 、 彼 等 に は 導出 あ り 。( 注 8) 


を は 人 に 向っ て 「 信 仰 を 棄て よ 」 と 云 5 宮 
に 似 た り リ 。 そ を の 人 不信 心 者 と な れ ば 、 息 騰 
は ぶ う 、「 我 は 液 と 関わ りな し 。 我 は 万 物 の 
主 ア ッ ラ ー を 明 蔽 し 率 る 」 と 。 
きれ ば 、 彼 等 両者 の 末路 は 業火 の 中 と な り 、 
未 長く そこ に 住み 留まら ん 。 不 義 者 へ の 
応報 は か く の 如 し 。 

第 三 項 
液 等 信徒 な ちょ 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 区 え 。 面 
し て 各 人 に 、 On 
留意 せしめ よ 。 アッ を 明 れ 人 散 を 。 げ に 
I 
ッ ラ ー を 忘れ だ る が 故に 、 ア ッ ラ ー が 彼 
等 に 己 が 魂 を 忘れ せしめ だ る 者 、 か か る 
徒 貴 に な る な か れ 。 邪悪 な る 者 と は 、 彼 等 
な り 。 


業火 の 住人 と 楽園 の それ と は 等 し か ら ず 。 
勝利 者 と は 、 楽 園 の 住人 な り 。 


ID 


nk 


も し われ ら 6 こ の クル アー ン を 山の上 に 降 し 


だ た だ り せ ば 、 液 は 、 山 が 異 まり 、 アッ ラー を 


| RI0 OR た の fO2U CR 

の 1 5 
EE IE kanJgf 
nd bas Gd 


4 タタ RE 8412 る 
SE NN 


1 
ww 


@ 5 


865 2 tt b ち の | Ne 


どん の ぁ タ 1 
OL pd EI 


ンプ マッ ン 


ルビ EUC YY 
EL 


A 


Zz cr デン ! 31 く ンタ クッ プー の 
CI AE 








像 常 拝 省 ク ライ シュ が いる 。 クラ イシ ュ は 、 イ スラ 
偽善 者 傍 (アプ ドッ ゥ ラ ・ ビ ンー オバ イ が その 指導 者 で あっ た ) は メデ ィ ナ の 茎 配 権 を 、 
の 組織 と 民族 の 提 越 を それぞれ 名 か る れる と 考え た 。 共通 の 日 的 が な い の で 、 


邊 を 持た だ ず 、 危 機 に 源 すれ ば 実現 し な いで あろ る ろう 。 


注 8 
罰せ られ だ バス ー・ 
中 で 最初 に メデ ィ ナ より 追放 きれ だ た が 、 


この 言葉 は 、 
カイ ヌカ の こと を 示す よう だ 。 


的 に 彼 等 は シリ ア へ 落ち 着い た 。 


注 9 
り 引き 離す 事 が で きず 、 
に 癌 わ きれ て いた が 、 


イス ラ の 2 の 8 ずれ も 、 


イス ラ ム 教 の 乏 高 な お 告 


が は と ば し る で あろ う 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 


ふる 勢力 の 高まり に 、 


バド ル で 不 名 共 な 敗北 を 喫し た メッ カ の グ クラ イシ ュ あ る 
数 者 は 、 
を それは 役 等 が モハ ッ マ ド 李 言 者 と の 百 約 を 破っ だ から 6 で あっ た 。 最終 


彼 等 の 疲 権 に 対す る 危機 を 読み 取り 、 
そし て ユダ ヤ 人 は 彼 等 


彼 等 の 上 辺 の 団結 は 確固 た る 基 


い は ほ 、 バ ドル の 後 謀 遇 の か ど で 
バド ル の 戦い の 一 ヶ月 後 、 イ スラ エル の 三 部 族 の 


尊 犬 な 畠 教 御 で ある アラ ブ 人 か ら 多 神 教 信 全 及 び 偶 像 雌 拝 行為 を 
役 等 は 硬い 岩 の 様 に さ で ド ゥ ウィ ン の 慣習 に 同封 し 、 隣 投 す る キリ スト 教文 明 の 華やか き 
r げ の 前 に へ りく だ り 5、 


か っ て の か たく な な 心から は 、 知 識 の 泉 
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3. 彼 は アッ ラ 


笛 れ て 粉砕 四散 する を 見 ん 。 わ れ ら が こ これ 
等 の 比内 を 述べ る は 、 人 間 に 反 省 を 促 き ん 
が だ た め な り 。( 注 9) 


ー な り 、 役 の 外 に 神 な し 、 見 え 
ざる も の も 、 上 兄 え る も の も 知 策 し 給 う 。 彼 
は 仁 慈 者 、 落 悲 者 な 5。 


彼 は アッ ラー な り 、 彼 の 外 に 神 な し 、 台 高 
者 な り 、 天 王 な り 、 平安 の 源 な り 、 安全 の 
授与 者 な り 、 守 座 者 な り 、 併 力 者 な り 、 征 
服 者 な り 、 持 尊 者 な り 。 神農 な る か な デ ッ 
ラー、 人 々 が 彼 と 傍 せ 祀る 神々 と は 比較 に 
な ら ぬ 高み に まし ます 御方 。 


彼 は アッ ラー な り 、 創 造 者 な り 、 造 形 者 な 
り 。 最高 の 美 名 は 準 げ て 彼 の 有 な り 。 天 に 
ある も の 、 地 に ある も の 、 挙 げ て 彼 を 譲 美 
し 奉る 。 彼 は 偉大 に し て 、 覧 折 に まし ます 。 
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EAR タ lS g 1 (< 1 
っ Ao 


の 


PI PA 
YO ICE 


SL & 


: 液 等 信 待 た ちよ 、 


。 お 前 だ た ちの だ め に 、 


や イス ラム 教徒 を 追い 払 ! 
な る 近親 益 と の 緑 に 配 褒 し な く と も 良い と いう 事 も 、 
誰 で あれ 、 神 の 敵 で ある 。 


デル ・ ム ムタ ペナ 





アル ・ ム ムダ ヘナ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


あま ね 


慈悲 深く 、 上 恵み 記 く アッ ラー ー の 御名 に お い 


g 


RR 放 


わが 英 に し て 且つ お ぉ 前 た 
ちの 敵 た る 者 を 友 と する な か れ 。 お 前 た ち 
は 、 お 前 だ ち に 降 き れ た る 真理 を 信 ぜ ず 、 
前 か ち が 直 アッ ラー を 信ずる と いう だ け 
の 理由 で 使徒 並び に お 前 た 9 を 家 卿 か ら 追 
い 出 し な る あの 者 ども に 、 友 語 を 示 き ん と 
する か ? だ たい お前 だ ち が わ が た め に 出 で 
稚 戦 し 、 喜 賞 を 得 ん と 欲し て ぅ 、 心 ひ を そ か 
に あの 者 ども に 好意 を 寄せ て いて は 、 わ れ 
は お 前 た ち が 隠 すこ と も 中 すこ と も よく 承 
知 し て いる 故 、 彼 等 を 友 と する な か れ 。 
前 だ ちの うち 議 で あれ を その よう な こと を 
な さば 、 正 し い 道 を 踏み は ず し た こと に な 
ろう ぞ 。( 注 1) 
. も し 彼 等 が お 前 た ちょ より 優位 に 立た ば 、 彼 
等 は 必ず お 前 だ ちの 敵 と な らん 。 面 し て 彼 
等 は 悪意 を 以 て 、 そ の 手 と その 舌 を お 前 た 
ち に 差し 伸 べ 、 お 前 だ た ち が 不 信心 者 に な ら 
ん こと を 熱望 す 。 


Re の 許 も 、 子女 も 、 復活 の 日 に は な ん の 


こも 立 だ ざる で し 。 アッラー は お 前 だ ち 
90 アッ ラー は お 前 た ちの 
所 薬 あ みそ な は し 給 う 。 
アプ ブラ ハム と 彼 に 従い 
だ る 人 々 の よい 手 本 あり 。 役 等 は その 民 に 


この 禁止 令 は 非常 に 厳し し も の で ある 。 イ スラ ム 数 従 は 、 神 の 疫 と 公言 する 者 、 そ の 家庭 か ら 6 預 言 者 
者 と 親 変 を も っ て は な ら な い 。 イス ラム 教 の 妨げ に 
この 禁止 令 に 含 


*・、 イ スラ ム 教 を 減 ぼ そう と する 
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I 
RR ORI A 


アッ タレ 人 ンス | GG 2 
FNL GL go NE 


まれ て いる 。 イス ラム 数 の 上 英 ほ 、 そ れ が 








系 人 べ 十 次 アル ・ ム ムタ ヘナ 
向っ て な えり 、「 我 等 は 、 お 前 た ち 並 びに お 5 RG 4 RI 
.9 la に 
前 た ち が ア ッ ラ ー 以 外 に 崇め る 神々 前 り 
の 関わ り も な し 。 我 等 は お 前 た ち が 9 15335 
神々 の すべ て を 信 ゼ ぜ ず 。 人 22 3 タン レン る 多 
6 Si 2 レン イン 1 アァ アン ン タン ン 
ラー の み を 信ずる に 下る まで 、 我 等 と お 前 2 Culs $l ES 
だ た ちの 間 に は 永久 に 敵意 と 憎悪 が 生じ た 
の 
と 。 介 し 、 ア ブラ ハム は を の 父 に 向っ 0 GES Foes a 
ぶ え り 、[ 我 は 液 の た ゆ に アッ ラー を 説き a の クタ a EL | 
ki E 力 を も た ざれ ど 、 必 ず 流 の た め に a _- 
容 起 を 請 わ ん 」 と 。 彼 等 は 神 に 向っ て 折り OR EI CE EID CS 
て 、 な えり 、「 主 よ 、 我 等 は ひたすら 液 に お 
旨 り し 、 液 に 悔い 改め 、 液 に 帰 越す 。 ( 注 2) 
6. 主 よ 、 我 等 を 以 て 信 ぜ ぎる 者 ども へ の 試練 HAR A っ EC ン ン 
0 面 し て 我 等 を 散 し 給え を 、 主 いり YC 
コ i > の と? ン ン ン ノン 
よ 。 僅 大 に し て 賢 哲 に まし ます は 、 た だ が だ 流 To Gi MC31g FE 
お 独り | と 。 
7. お 前 た ち 、 こ れこ を よい 手 本 に 非 ざ る か 、 < 慌 コク フン も フス っ プイ 3 
4 1 4 
アッ ラー に 拝 詞 す る 最後 の 審判 に 望み を 9 っ い る 
『 や ラン ン プラン ロン グロ 9 ど 
し て いる 者 た ち に と り て は 。 き れ ど たとえ 256166d5 の 62 9 dS A! bi 2 
顔 を を そむけ る 者 ある と も 、 ア ッ ラ ー は 自足 i 9: 
ラ ゲ 
し 給 御方 、 す べ て の 識 美 に 価 す る 御方 な RA a 
5 。 
第 二 頑 
8. アッ ラー は お 前 た だ ちと 、 今 お 前 だ ち が 敵 と っ レ ES る アデ アラ アァ イン ッ ン アタ ーッ 9。 
し lu し 』 
0 ょ の 間 に 、 好 意 の 情 を 生 ぜ せ し Wr Seo YWP 
“gi る Wu 
こと あら ん 。 アッラー に 全能 な り 、 古 OE 0128323 42 
a し ます 。( 注 3) 
9。 アッラー は 、 款 教 上 の こと て お 前 た ちと 戦 Sx GN A の 
わ ぎ り し 者 、 ま た お 前 た ち を 家 卿 より 逐 わ - 
タダ アプ Tw 
ぎり し 者 に お 前 た ち が 親切 公正 を 以 て 交 26 の 20 の を OR 
る こと を 禁じ 給 わ 。 げに アッ ラー は 人 2 8 i 96 
正 な る 者 を 愛 で 給 う 。 DR ER ADO CAIS 
注 2 ある 者 又は 人 々 が 真実 に 敵意 を 持っ て 向い 、 そ れ を 根絶 し よう と する の が 分 か れ ば 、 彼 等 の 親交 は 断 
ち 切 られ る 事 よ な る 。 ア ブラ ハム の 例 は 、 こ の 事 を 強調 する 疫 に 、 処 所 で 述べ られ た 。 
注 3 各 人 は 預言 を 全 む 。 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 仲間 は 、 彼 等 の 信仰 の 敵 が 例え 近親 者 で あれ 、 そ の 者 と の 親 


交 を 断ち 切る 様 命 じ ら れ た が 、 こ の 禁止 令 は ご く 短 命 に 終わ る 運命 だ と 告げ られ だ た 。 か っ て の 敵 が 彼 等 の 愛す 


る 友 と な る 日 は 急速 に 近付き つつ あっ た 。 次 節 が 示す 通り 、 こ の 世 律 は 、 イ スラ ム 教 徒 ほ 戦う 不信 心 者 に 対し 


て の み 適 用 きれ る 。 イ スラ ム 教 徒 で な い 普 通 の 人 々 と の 友好 は 禁じ られ て いる わけ で は な い 。 
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10. 


アッ ラー が お 前 た な ち に 禁ず る は 、 宗 教 上 の 


FIC 





こと で お 前 た ちと 戦い 、 お 前 た ち を その 家 2 2 8 
卿 か ら 逐 い 出し た 者 並び に その 店 腔 に 手 を の 41 2 
a NE ! の みな 。 何人 人 を りう 9 Rr 
PE a 1? A 
で あれ 彼 等 を 友 と する 者 、 を は 罪 穫 な り . CO A 
も と 
11. 信徒 た な ちよ 、 女 性 の 信者 が お 前 た ちの 許 へ i 2% シト レッ > る レタ 
、 いや) CE チャ { { | 
交 げ て 来 だ 時 は 、 ま ず よ 調べ よ 。 テ アッ ラー ンダ ce il 
| イン 2 ッ ク の リン ルン クタ そう ルン 
は 彼女 た 装 MM 3 5 0 Eg EL AM 1 
う 。 市 し て 彼女 な ち が 真 の が わ 
プン] る 2 ゥ の 2 の イク 
か れ ば 、 不 信心 者 の 許 へ 帰す な か れ 。 彼女 es らら 
だ た ち が 不 信心 者 の 厩 た る こと 9 Wie 非 351289 フン ン 2 タ る 
ず 、 ま た 不信 心 者 が 彼女 だ ちの 大 た る こと lepIW ろ ぷち で a 
る 合法 に 非 ず 。 但 し 、 婚 資 と し て 器 せ る 5 は CI ンタ ッッ CI コロ 4 ン 
の は 、 を その 不信 心 者 の 天 に 返還 せ よ 。 曽 し a YAS eC $3 
て 、 お 前 た ち が 彼 女 た ち に 婚 資 を うれ ば 、 P22 に 0 $Y 
彼 女 だ ちと 結婚 する も 罪 に 非 ず 。 不 信心 者 3 中 も 
の 女 と の 絆 を 、 固 持 す る な か れ 。 き れ ど 、 混和 i 紹 A 
お 前 た ち が 器 せる も の の 返 選 を 不信 る ょ シッ ンタ シン 
の ウッ て ンー ヴ タ ルン ン 2 バブ スッ 7 
心 者 に も その 費 せ る も の の 返還 を 求め し め i 
よ 。 こ れ ア ッ ラ ー の 審判 な り 。 ア ッ ラ テー は 
ぢ 前 だ ちゃ 審判 す 。 ア ッ ラ ー は すべ て を 知 
り 、 覧 哲 に まし ます 。( 注 4) 
2, も し お 前 だ ちの 凌 た ちの う ち 、 お 前 た ち を ゅ ク の 2 ブタ テッ グラ る 
| て 
業 て て 不信 心 者 の 主 へ 走り 、 お 前 だ も が 報 ld | は の dt 
復 し て 、 不 信心 者 ど $ か ら 才 獲 品 を 獲 た 場 の < WE 
6 そう | CA ぬう で GANS 5 光 
合 は 、 そ の 中 か ら 雪 に 逃げ られ な た 男 に 、 そ 
注 4 イス ラム 教徒 が 激しく 峰寺 きれ 、 メッ カ を 天 り メデ ィ ナ の イス ラム 社会 に 加わ る も 危う い 時 で は 


あっ た が 、 信 者 の 絶え 間 な い 流 れ は 、 メ ッ カ に 近親 者 を や 残し た まま で 、 


メデ ィ ナ に 殺到 し た 。 こ れ ね 仁 人 詳 苑 民 の 


LE ご 


流れ て 来 た な 女性 は 調査 を 受け 、 
い 事 を 
モハ ッ マ ド 需 言 者 の 苦悩 の 様 が よく 表 き れれ て いる 。 当 第 は 費 に 、 


証 き ね ば な ら な い 。 それ が で き な け 


その 信男 が 恵 実 の も の で あり 、 
+ れ ば 、 如 何 な る 女性 も イス ラム 社会 へ は 受け 入れ られ な い 。 


の の 無 
人 
信者 の 女性 ょ 不信 心 者 の 夫 の 婚 細 関係 は 、 


イス ラム ふ 教 を 受け 入れ た だ 動機 に 不 績 なぁ 


女 が イス ラム 社会 に 加わ る 時 自動 的 に 解消 きれ 、 ある 信者 が 二 つ の 条件 を 満た な せ ば 、 RL OHARo AD を 
る 、 < 述べ て い る 。 1) 彼 は 、 役 女 の 大 が 彼女 の 為 に 使っ た 習 用 を 払い 戻さ ね ば な ら な い 。 (2) 彼 は 彼女 の 婚 資 


用 意 し 、 
翌 な 背 教 痢 の 女性 が 不信 心 者 と 結婚 する な ら 、 
られ る で あろ る ろう 。 当 節 の この 相互 協定 は 、 個 人 問 の 問題 だ け で な く 、 


支払 わな けれ ば な ら な い 。 イ スラ タム 教 徒 と イィ スラ ム 教 を 捨て た 雲 & の 婚 婚 も 同様 に 続か ず 、 も 人 
イス ラム 教徒 が 難民 の 女性 信者 と 結婚 する 時 と 同じ 手続 き が と 


これ 等 の 節 が 特に 取り 上 げ る 戦時 の 慣例 


と し て 国 に より 実施 あき れる も の で ある 。 個 々 の 信者 と 不信 心 者 問 の 社会 的 関係 は 継続 し 得 な いし 、 又 し て は な 


ら な い 。 
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13. 


14. 


注 5 


な る 。 不 信心 者 が 、 


の 者 が 婚 資 に 費 せ る も の と 同額 の も ゃ の を 与 
ぇ よ 。 面 し て 、 お 前 た ち が 信 ずる アッ ラー 
を 輸 敬 せよ 。 ( 注 5) 


項 言 者 よ 、 女性 の 信徒 が 流 に 米 た り て 、 ア テッ 
ラー ょ 備 に 何者 も 俳 せ 写ら ず 、 - 盗 まず 、 女 
通せ ず 、 子女 を 殺 き ず 、 自ら 提 造 せる 嘘 を 
9 ちら きま 農民 に こも に の て 湊 に 夷 
か ず 、 と 誓 わ ば 、 彼女 だ ちの 忠誠 の 鬼 い を 
納 れ て 、 彼 女 た ち の た め に アッ ラー ー の 容 入 

を 請 え を 。 げ に アッ ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 
深く まし ます 。 


汐 等 信徒 た ちよ 、 ア ッ ラ ー の 径 り を 守れ る 
徒 潜 を 友 と する な か れ 。 彼 等 は 、 不 信心 者 
ぼ も が 中 の 者 に 絶望 する 如く 、 来 世に 絶 
軌 す る 者 な り 。( 注 6) 
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も し 、 イ スラ ム 救 徒 の 妻 が 不信 心 才 の も と へ 走り 、 
彼女 が 不信 心 者 着 か ら 逃 れ て イス ラム 社会 へ 加わ る な ら 、 信 者 の 夫 が 逃 記し た 妻 に 
ラム 社会 へ 入っ た 不信 心 者 の 夫 へ 払う 金額 が 同じ 場合 、 
不足 が ある と すれ ば 、 信 者 透 が それ を 捕 う か 、 
役 の も と へ 走っ だ 女性 に を の 夫 が 支払 っ た 婚 次 の 返 本 


要 な も の で あっ た 。 


注 6 
の 怒り を こう 


菩 後 の 文 は 、5 
むれ る | と いう 言 


者 ]」 は 特に や Ei モモ い る まう 3 


信者 の 拓 の 缶 失 は そ れ で 相殺 る 
ある い は 、 他 の 説 に よ 


不信 心 者 の 女性 が イス ラム 教徒 達 に 捕 ら 5 わ 刀 る か 、 


5 媒 深 と 、 雪 が イス 

る 事 よ な る 。 し か し 、 
る い 0 乱 た 抽 に 
を 拒む で あろ うか ら 、 こ の 協定 は 必 


臣 等 は 死 が いつ か 生 に 訪れ る と 信じ な い 粒 に 、 来 世 も 信じ な い 事 を 示し て いる 。[ ア ッ ラ ー 
言葉 が 、 ク ルアー ン の 数 節 で ユダ ヤ 人 に 関し て 使わ れ て いる の で 、 こ 


ーー で 2 の 「 不信 
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アル ・ サ ッ フ プ 
(メデ ィ ナ 啓示) 


あま ね 和み な みみ デ タデ P] 

甘 深 く 、 恵 み 遍 て アッ ラー の 御名 に お い One Se ho 
天 に 打 すこ 7 デッラ ーー. タン る で トメ (クン ーー る ャ ミレ 1 ンマ イレ 
2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 開 て アッ ラ 2 うるう CI3C2oAS 3 し あの で と 
を 講 某 し 楽 る 。 彼 は 僚 大 に し て 、 角 析 に ま の Ms 
し ます 。 Oed ra! 


3. 液 等 信 稚 だ た ちよ ょ 、 何 故に 行わ ざる こと を 口 ッ タ ン 
次 等 信 f 、 殺 行 を REIL RA NE 


に する の か ? ( 注 1) 


行 3 こ を に よ 、 ッッ ラー が 『 2 24 アー レ 2 タン ッッ レ 9 ン の 
4 、 行 わざ ぎる こと を 口 に する の は 、 ア ッ ラ IdHE Rt 2 


最も 憎む べき こと な り 。 


ト に アッ ラー 臣 天 な る 建物 ※ 2 と 9 2 タタ ルル の 
So, け に デッラ ー は 、 了 堅固 な る 建物 の 如く 、 隊 っ 1 ENC | ON 


ょ 一 


仙 を 組ん で アッ ラー の 道 の た め に 戦う 者 を SM りら 2 
愛 で 給 う 。( 注 2 ) a og 
6. 2 ゼ カ か が を その 必 に 回 っ て か で いち る 時 を ラン プク 5 タック うる 。 1 2 
いひ 99(22 う めく J し 2yA Lo So oy ba CY うら 9 


例え 。 「 我 が 民 よ 、 何故 に お 前 た ち は 我 を 中 

傷 す る か ? お 前 た ち 、 我 が お 前 た ち に 遣わ INC 96 8 Ca 
る れ た 使徒 な る こと を 知り な が ら 」 き されど 、 の aR 

彼 等 が 正道 を 逸脱 し た れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 の O23 | 
等 の 心 を 座 き せ た り 、 ア ッ ラ ー は 邪悪 な 

和信 々 を 性 か ざる が 故に 。( 注 3) 





注 1 イス ラム 教皇 の 行い は 発言 と 一 致し て いな けれ ば な ら な い 。 自 慢 や 実質 の 無い 言葉 は 何 の 役 に も 立た 
な い 。 行為 の 伴わ な い 日 先 だ け の 発言 は 、 偽 善 不実 の 色 合 を 帯び る 。 


注 2 イス ラム 教徒 は 、 役 等 が 無休 件 に 従わ ね ば な ら な い 指 導 者 の 指揮 の 下 、 基 の 勢力 に 対し 堅 較 な 前 線 と 
な る 杯 期待 きれ て いる 。 し か し 一 つ に 将 く 結び 付く 社会 を 求め る 人 々 は 、 生活 規準 、 概 念 、 目 的 、 目 的 達成 の 
為 の 宣伝 活動 を 一 つ に し な けれ ば な ら な い 。 


注 3 モー ゼ 程 に 使者 の 手 で 精神 的 苦痛 を 味 あ わ さ れ た 神 の 聞 言 者 は 、 お そら くい まい 。 モー ゼ の 一 族 は 、 
目 の 前 で ファ ラオ の 強力 な 軍隊 が お ぼれ て 行く の を 見 た が 、 彼 等 は 海 を 渡り 切る と た ち ま ち 偶像 党 拓 に 戻 ろう 
と し 、 誰 か が 信 像 を 深め ゆる の を 見 て 、 自 分 達 に も その 様 な 偶像 を や 作る よう に モー ゼ に 頼ん だ (7 139 )。 神 が 彼 
等 に 与え る と 約束 る きれ た だ た 地 カナ ン へ 行く 様 求 め ら れ た だ 時 、 彼 等 は キー ぜ ゼ に 、 モ ー ゼ が それ 程 ま で に 信じ に る 彼 の 
神 と 行け ば 良い で は な いか 、 自 分 達 は 、 落 ち 若 いた この 場所 か ら ー- 十 たり と も 動く つも り は な いと 、 了 本 知ら ず 
に も ば か に し た 様 な 日 調 で 告げ た (5 25)。 この 欄 に 、 モ ー ゼ は 、 彼 が フォ ラオ の 厳し い 東 縛 か ら 解 き 攻 し て や っ 
だ 人 々 か ら 何 度 も 人 矯 辱 きれ 、 彼 等 を 偶像 崇拝 か ら 立 ち 直 ら せ よ う と する 努力 を 踏み に じ ら れ だ た 。 彼 等 は モー ゼ 
を 誹謗 すら し た 。 
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7. まだ マリア の 子 イ エス が か 《 法 い だ る 時 を っ シ ンタ 5 の の あり 
も 1 6 | 
a 我 は お 前 た ち lds LS 1 


に 造 わ さ れ た る 使 午 な り 。 我 は 、 表 以前 に 2 る の の る 
降 き れ た る 律 法 を 確証 し 、 我 が 後に 来る 38 7 0 


人 の 使徒 の 期 報 を 伝え に 米 た 者 。 を の 使徒 es ク 
の 名 は 、 アフ マ ィ ド な る で し 」 然るに 、 イエ “1 タ ェ レン し 2 タ の イイ ぇ ルン ラン の 








We こし ロン し gd タク 9 
ス が 種々 の 明 証 を 携え て 彼 等 に 未 る と 、 彼 MaBBcAMb ee Od 
等 は 云 2 これ 明らか に 妖術 な 8 人 の: 流 あ 
『 は 云え 9 、 「 こ れ 明 ら か に 妖術 な り 」 と oR 
( 注 4) 

E93 ー」 ~ の ? ン レア 

8. 誰が 、 イ スラ に 帰 讐 する こと を 勧め ら CT E TI 
れ な が ら 、 ア ッ ラ ー に i 早 造 する 5 
者 に も まし て 罪 を 犯し 得 よう か ? テ アッ ラー 2512 ひる のり GARI dE 
は 罪人 と 5 を 幅 き 給 i 5) > 
OE 

注 4 堂 の 紀 来 い に 関す る イエ ス の 岳人 言 は 、 ヨ ョ ハネ の 福音 書 12 : 13、14 : 16~17、15 : 26、16 : 7 を 参照 
の 事 。 と の 内 容 が ら は 、 次 の 事 が 推論 され る 。 (1) も 5 し イエ ス が この 世 を 去ら な い 限 り 、 安 ら ぎ を 与え る 、 真 の 
柄 志 は 現れ る は ず が な か っ た 。(2) 彼 は 永 各 に この 世に 止ま り 、 イ エス 自身 が 語れ な か っ た 多く て の 事 を 述べ る は 


ず で あっ た 。 それ は 、 当 時 世界 の 人 々 が それ ね 等 に 、 測 を 得る 能力 を 持ち あわ せ て いな か っ ただ の で 多く は 語ら れ 
な か っ だ 。(3) 彼 は あら ゆる MD ろう と し た 。 (4) 彼 は 自身 の 事 は 語ら な い が 、 有 身 に する 事 は 全て 
話 を そう と し た 。 (5) 役 は イエ ス を 艇 を え を 、 彼 の 真実 を 証 そ うと し た 。 こ の 理 室 に 関す る 記述 は 、 ク ルアー ン に 与え 
られ だ モハ ッ マ 寺地 全 人 と 完全 に 致す る 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 イ エス が この 所 を 去っ だ 後に 
現れ れ な た 。 彼 は 啓示 を 伝え る 最後 の 預言 者 で あり 、 ク ルアー ン は 、 終り の 時 まで 全 人 状 に 向け られ な た 神 の 律 法 を 、 
最後 に 臨 示し た (5 dd。 モ ハッ マ ド 了 言 者 は 自ら の 事 に は 触れ な か っ だ が 、 補 に 理 げ 6 られ た 事 は 全て 話し た (53 
4) 。 級 は イエ ス を 貨 えた (2 254、3 56)。 ヨ ハネ の 福音 普 に ある 上 記 の 預 詩 は 、 ア ハマ ド と いう 名 が パラ ク 
レー ト と な っ て いる 他 は 、 当 節 の 預言 と 酷 伺 し て いる 。 キリスト教徒 の 作家 達 は 、 寺 書 と タル アデ アーン に 一 致す 
0 を 和 舞 視 し て 、 二 っ の 名 の 血 い を 根拠 に 、 タ ルアー ン の 正当 誕 を 難 う 。 事実 、 イ エス は アラ ム 語 、 ヘ プラ 

語 の 両 放 を 話し た だ 。 ア ラム ふ 語 は 彼 の 母 の 言葉 で あり 、 ヘ プライ 語 は 彼 の 和宏 教 用 語 で あっ だ た だ 。 現存 の 環 載 は 、 
アラ 46 プラ 1 語 を ギリ シャ 語 に 翻訳 し た も の で ある 。 翻 訳 で は 、 当 然 、 元 の 内 容 の 美しき を 完全 に 伝 

る 事 は で き な い 。 言語 に は 限り が ある 。 同じ 事 は 、 そ れ を 話す 人 に も 当て は まる 。 彼 等 の 限界 は 、 そ の 作品 

i ギリ シャ 語 に は 、 ア ラビ ア 語 の アハ マ ド に よ て 似 た 意味 の ペリ クル ー ト ス と いう 語 が ある 。 高 名 な 
キリ スト 教 の 神学 者 jack Fingan は 、 そ の 作品 "The Archacology of World Religions' の 中 で 次 の 様 に 述べ で 
いる 。 | ギリシャ 語 で パラ クレ ー ト ス ( 型 震 ) は ペリ クル ー ト ス ( 高 名 な ) と 非常 に 似 て お 5 り 、 後 者 は アハ マ ド 
や ムハマド 上 い う 名 を 意味 する 。] 

当 節 の 聞 言 は そ ハ ッ マ ド 斑 言 者 に 適用 る れる が 、 必 然 的 に 約束 $ き れ た だ 救世主 、 ア ハマ ディ ー ア 協会 の 創始 者 
に も 当て は まる 。 その 理由 は 、 彼 が 神 の 啓示 の 中 で アハ マ ド と 呼ば れ だ か ら で あ り ( バ パラ ヒ ー ン ・ ア ハマ ディ ー 

や )、 そ の 与 に モハ ッ マ ドド 預言 者 の 第 二 の 出 現 又は 再来 が 起き だ た か ら で あ る 。 この モハ ッ マ ド 預 言 者 の 第 二 の 出 
現に 関し て は 、62 意 3 節 が 期 傘 に 述べ て いる 。 モ ハッ マ ド 尊 言 者 に つい て の 預言 は バル ナ バ の 福音 災 に も 了 示 
きれ て いる 9 加え て 述べ られ て いる ぁ 様 だ 。 この 福音 書 は 、 キ リス ト 部 に 、 に せ 物 と し て 扱わ れ て いる が 、 
四 つ の 福音 叶 と 同じ < く 本物 と 認め られ る べき だ と 主張 し て いる 。 
注 5 NO モハ ッ マ ド CMA お 告げ を 発し た が 、 そ れ は 彼 が 招待 主 
で あり 5 り 、 彼 等 が 招待 容 だ っ た だ たから で あ る (20: 109、33: 47)。 又 、 彼 等 は タル アー ン の 中 で 、 神 に 対し 虚偽 を 
NOW と 冶 印 を 押 き れ て いる (6 138、141)。 し か し こ Re ID シヤ に 適用 きれ る と すれ ば 、 
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も が いか に 強く 嫌悪 する と も 、 ア ッ ラ ー は 
その 光明 を 完 う せん 。 
を は その 使徒 に 、 真 の 宗教 


t 
“I イィ クタ 
Or i め 


常 バ 一 音 デル ・ サ ッ フ 
9. 役 等 は 息 を 吹き か け て アッ ラー の 光明 を 吹 ぁ ぁ レ 。 2 し リク ラッ タラ クィ 2 ター ン ラテ 。 
a a hh 
き 消 さん ほす 。( 注 6) き れ ど 、 不 信心 者 と 22 で 92b25 の 1 5 








1 ョ 3 クイ イン ダグ キンタ 
も FI IG do GIS 
海 導 を も た せ て 遣わ し た 御方 な り 。 神 と 共 

$m ーッ 59 レン ンー イク っ ョ イン ルル 2 1 
に 他 神 を 併せ 祀る 徒 誤 が い か に : 鐘 馴 す る OY, dE 0 8 
と も 、 彼 は すべ て の 宗教 の 上 に 貢 真 の 宗教 を 
普及 きせ ん 。( 注 7) 
第 二 項 
法人 等 在 徒 た ヵ月 アァ 3 上 の 人 っ る エンタ イン 
11. 導 等 信 征 た ちよ 、 や 中 だ ちる 痛 前 か ら 救 わ は の et GEE da GE 
る 取引 を 、 わ れ は お 前 た ち に 伝授 し よう > お 2 
か り 7 (3 
7 ( 注 8) OAS 

12。 そ は アッ ラー と 使徒 を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 御 bz が 
: GO 4 りう る 6 > のみ 
為 に a 0 だ と リタ りう 2 の 
り 。 も し お前 た ち 之 を 知ら ば 、 そ は 前 た 2 TE 3 al 2 で 
ちの だ め に 最 普 な 5 。 1200 

MY 

13. され ば アッ ラー は お 前 だ ちの 諾 量 を 丈 し 、 は 4 5 こ 入 大 832% 
お 前 だ ち を 河川 流 る る 楽園 に 入ら し め 、 エ 5 て の 3 
デン の 楽園 の 汚れ な い 楽 し い 家 に 住 ほ しゅ eX 生 は ooo GE 
ん 。 そ は 最高 の 幸福 が 9 。 タ ? タッ ン 3 し] 

A TCR 
14. アッ ラー は まだ た だ 、 お 前 た らち が 好 き な 他 の 忠 の スタ 2% 
EGS Re 9 
を 賜 う べし 。 す な ね わ ち 、 アァ ッ ラー の 佑 助 
日 前 の 勝利 な り 。 さ れ ば 液 、 信 者 た ち に Ce 
この 朗報 を 伝え よ 。 A RS 
「 イ スラ ム へ 招 か れる 」 と いう 言葉 は 次 の 事 を 示す 。 約 束 る きれ た メシ ヤ が 、 い わ ゆ る えせ の イス ラム の 守護 攻 

達 よ り 、 放 い 改め 、 彼 等 の 様 な あい まい な イス ラム 教徒 に な る よう に 、 よ と 所 か れる と いう こと で ある 。 

注 6 モハ ッ マ ド 頂 言 才 は 、 ク ルアー ン の 中 で 、 繰 り 返 し [アッ ラー の 光明 」 と 声 あ あげ た (4 : 5 ・ 

17、64: 9)。 

注 7 クル アーン の は ほとん どの 注 邊 は 、 当 節 が 約束 きれ た メシ ヤ に 適用 きれ る と 認め て いる 。 を その 理由 と し 

て 、 彼 の 時 が 来れ ば 、 全 て の 宗教 が 現れ 、 そ れ 等 に 対し イス ラム 教 の 優位 が 傘 立 きれ る か ら で あ る 。 

注 8 貿易 や 商業 が 栄え 、 琲 常に 有利 な 取引 を 求め て 異常 な 状態 と な る 、 約 束 き れ だ メシ ヤ の 時 代 を 、 当 館 


は 語っ て いる 様 だ 。 
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第 へ ーー 草 アデ アル 由 士 ッ プ 


液 等 信徒 な ちよ 、 ア ッ ラ ー を 助け る 者 だれ 。 タン シン ッ る [る 人 
マリ ア の 子 イエ ス が を その 弟子 た ち に 向っ て dE a OS NS 


「 ア ッ ラ ー の 道 の た め に 我 を 助け る 者 は 誰 ER hd 
か 7 | と 雲 え る 時 、「 我 等 アッ ラー を 助け る 22 

2 スン 2 スーン ッ 
者 だ らん 」 ほ と 第 子 た ち は 答 ぇ だ た り 。 証し て 、 EAS EPS odE i 
イ スラ エル の 子孫 の 一 部 は 信じ し 一 部 は 之 と タレ リアン レチン ンプ イン スン イィ 。 タ レン ン 
を 信 ぜ ざり き 。 さ れ ば われ ら は 信じ た る 者 AU 82 びっ EE 
を 佑 助け て その 敵 に 抗 せ し め 、 勝利 を 得 せ 1 226 TIE A タン NIICRO 5 (は 


し め た り 。 
と Y 





ー ト 


も 


すす 
2 
WM 


E 
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アル ・ ジ ュ ム ア 


あま ね み な 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い Oui 0 1] 
て 。 


2. 天 に ある も の 、 地 に ある も の 、 拳 げ て アッ ーー@MMUSNIG G3 ed る 
ラー を 禁 美 し 夫 る 、 斑 高 な る か な 、 聖 な る 
か な 、 偉 大 な る か な 、 賢 振 な る か な 。( 注 1 ) RT AS 


3. 無知 窒 味 な 民 に 、( 注 2) を の 同族 か ら 使 全 oD CS 3 は 6 る る 知る 
人 し 、 役 等 に きま ざま な る 神 光 を 語 み 聞 


レ LI Tas う ダン 

彼 等 を 浄 め 、 是 つ 経典 と 知恵 を 教え ue We 1 りう 263 ; ge 
9 ん ー な b 。 彼 等 それ まで 明 Fa kT ? ど 

SE NO ef 


迷 計 の 中 に あり し 者 な れ ど 。 ( 注 3) 
OAS 


4. まだ アッ ラー は 、 ま だ 役 等 の 仲間 入り せ ぬ うわ 2053 2 る 2 お 3315 
が 0 | 
人 々 に まで 。 ア ッ ラ ー は 偉大 に し て 、 避 哲 > 


に まし ます 。( 注 4) OL 








注 1 この 四 つ の 神 の 特性 は 、 次 節 に 述べ られ だ モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 四 つ の 使命 に 係る $ の で ある 。 
潤 : 2 3 76、7 158 参照 。 


注 3 モハ ッ マ ド 頂 言 者 に 下る れ た 神 の 使命 は 、 当 節 に 書か れ た 四 つ の 宗教 上 の 義務 を 果たす 事 か ら 成 る 。 

これ は 役 に ゆ だ ね られ だ 僅 大 で 高 商 な 任務 で あっ た 。 そ れ は 、 ア ブラ ハム 預言 者 が 、 息 子 と カー バ の 基盤 を 起 
こし た 数 千年 前 に 祈っ だ 内 容 が 、 無 知 の アラ ブ 人 の 中 か ら モ ハッ マ ド 預 言 者 が 現れ る 事 だ っ た か ら で あ る (2 : 
130)。 事 実 、 吉 何 な る 神 の 使者 も 、 自 5 高尚 で 済 い 手 本 と な り 、 誠 実 で 献身 的 そし て 高潔 な 弟子 送 の 社会 を 準 
備 し な けれ ば 、 を その 使命 る 黄 に 果たす 事 は で き な い の で ある 。 彼 は まず 弟子 達 に 、 お 告げ の 理想 と 教 諸 、 を の 
原理 ! 重要 性 を 教え 、 そ の 後 こ の お 告げ を 他 の 人 々 に 説く 為 に 彼 等 を 海外 へ 送り 出す 。 役 が 弟子 達 に 与え る 訓 
練 は 彼 等 の 知性 を 研 き 、 役 の 教養 の 哲学 が 彼 等 に 信仰 の 確信 を も た らし 、 彼 の 高尚 な 手 本 は 彼 等 の 内 に 心 の 純 
化 を 生じ る せる 。 当 節 が 語る の は 、 宗 数 の この 基本 要素 で ある 


注 4 モハ ッ マ ド 頂 言 者 の お 告げ は 、 彼 が その 中 か ら 立 ち 上 が っ だ アラブ 人 だ け で な く 、 旧 ア ラブ 人 に も 身 
けら れ だ $ も の で あり 、 ヌ 役 と 同時 代 の 人 々 だ け で な く 、 終 り の 時 が 来る まで 競 寺 代 に も 渡っ て 引き 継が れる も 
の で あっ だ た 。 あ る い は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 彼 の 最初 の 弟子 達 に まで 加わ っ て いな い 季 の 人 々 の 中 か ら 立 た 
せる 、 と 当 節 は 示し て いる の か も しれ な い 。 当 人 節 の この 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 有名 な 言葉 に も 出 て 来る 
. も の で 、 後 日 約束 の メシ ヤ の 身 に モハ ッ マ ド 預 言 者 が 再度 現れ る 事 を 示し て いる 。 ア ブー・ フ ライ ラ は 次 の 様 
に 語っ て いる 。「 あ る 日 我々 が モハ ッ マ ド 頂 言 者 と 座っ て いる と 、 ア デル ・ ジ ュ モ ア ( 当 童 ) が 啓示 きれ だ 。 私 は 
モハ ッ マ ド 項 言 者 がら 尋ね られ だ た 「 こ の 言葉 は 誰 に 向け られ て いる の か 。 述べ て みよ ! ペル シア 人 の サル マー 
ン が 我々 の 中 に 居 た 。 私 が 同じ 質問 を 彼 は 繰り 返す と 、 モ ハッ マ ド 括 言 考 は その 手 も を サ ル マ ー ン の 上 に 次 き 、 
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5. これ アッ ラー ー の 恩 区 な り 。 役 は その 移す る る 00 タタ | ニタ ュ ン と 
AS 2 dr 
者 に 之 を 与え 給 う 。 ア ッ ラ ー は 限り な き 皿 CD に RS 


能 の 主 な 9 。 @③ 641 
MR 4 ED 上 うる 。 ラン ン 
6 神 法 の 江 和 の 義務 を 負わ され 、 し か も 之 を 【23L25 33 Il id る 


耐え 忍 さ ざ る 者 は 、 夏 うれ ば 経典 の 重荷 を みみ と の 02 022 
所 ぶ 障 島 の 如 し 。 ア ッ ラ ー の 神 光 を 拒否 す EE 2 WT 


る 徒 峠 も また 災い な る か な 。 ア ッ ラ ー は 不 ュ ン ょ 1 
1 うう 
義 の 徒 華 を 導き 給 わ 。 CYP LT 2 OCA 
DEN i 
- re 
コト 人 トー 考 み な > の 町 大 る LR ンタ イン 
7. 均 え 、「 溢 等 ユダ ヤ 教 徒 よ 、 お 前 た ち は 、 他 MAE a i GE 3 


の すべ て の 民 を 超え て アッ ラー の お 気 に 入 
9 だ 主張 する だら 面 し て を の 堂本 当 Co 2 
ら ば 、 た だ も ち に 死 を 希 え 」 と 。( 注 5) i 

②CASuL ら 


ロア ンコ 


1e ヽ 


8. し か し 役 等 は 、 が 二 が 光 に 送り し こと の 
だ め に 、 決 し て 死 を 希 わ ぎ る る べし 。 ア ッ ラ ー 


は 不義 な す 徒 斐 を 熟知 し 給 う OL 


9. 交え 、「 お 前 た ち が 死 か ら 逃 れん と し て も 、 As プッ える 
| を A | Lt 
死 は 必ず お 前 た も に 追い 付か ん 。 市 し て お の OP GGG LS 


前 た ち は 、 不 可視 な る 世界 も 可視 な る 世界 EG 9165 作 計 
も 知る 主 に 帰ら ん 。 を の 時 主 は 、 前 た ち 0 


プル 2 る ッッ を 
が 日 頃 が せる こと を ちち 前 だ ち に 語り 告げ @⑥ ら 5 し 。 


A と 。 


クー クー タデ 2 プ イブ ィ エレ リッ アッ ア ン 
Bs Eads I SEY 
} 


人 な"- 


第 二 項 
10. 液 等 信徒 な ちよ 、 金 曜日 の 礼拝 に 召 き れる BA GS | ヒム 
Si le! に げ | 
時 は 、 ア ッ ラ ー を 信ずる こと に 急ぎ 、 す べ Ps GN 


語っ た 。『 も し 信仰 が プレ イア デス 星団 に 選 く も の な ら 、 サ ル マ ー ン の 故郷 (ペル シヤ ) の 人 の うち もち 、 だ れ か が 
用 ず そ れ を 取り 戻す で あろ う 。』 こ の モハ ッ マ ド 和 預言 者 の 言葉 は 、 当 人 節 が ペル シヤ 人 の 男 に 向け られ た も の で あ 
る 事 を 示し て いる 。 ア ハマ ディ ー ア 教会 の 創立 者 は 、 ペ ル シ ヤ の 子孫 で あり 、 約 束 き れ た メシ ヤ だ と 和 王 張 し て 
いる 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 別 の 言葉 は メシ ヤ の 到来 を 述べ た も の で 、 そ の 時 、 ク ルアー ン は 残ら な い が を の 言 
薬 が 、 イ スラ ム 教 で は な さく 、 その 名 が 残る の で ある 。 つ まり 、 イ スラ ム 教 義 の 真 の 精神 は 内 われ る の で ある 。 
この 様 に クル アー ン と ハデ ィ ス は 共に 、 当 節 が 約束 きれ た メシ ア の 身 に 起こ る モハ ッ マ ド 和 預言 者 の 再来 に 触れ 
て いる 事 を 認め て いる 。 

注 :5 約束 きれ れ た メシ ア は 、 い わ ゆ る イス ラム 教徒 (偽り の イ スラ ム 教 学者 ) に 挑む が 、 彼 は ム バ ハラ ー の 
妥 求 を 揚 『 で あろ う 。 こ の ム バ ハラ ー は 折り を 競い 合う も の で 、 こ れ に より 、 神 に 対し 虚偽 を 提 造 する 者 に 神 
の の ろ い が か けら れる (3 : 62)。 
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> 


12 . 


注 6 
ダ ヤ 人 達 の 事 が 述べ られ て いる 。 
られ て いる 。 人 人 に は 和 皆 安 中 日 が あり 、 
の 事 を 取り 上 上 げ て いる の で 、 人 金曜 礼 拓 に 対す る 要求 は 、 同 時 に 、 


て の 仕事 を や め ょ 。 お 前 だ ち わ か りき えす 
和 れれ ば 、 そ の 方 が な 前 た ちの た め に は 最良 な 
b。( 注 6) 


礼拝 が 終ら ば 方 々 に 散り 、 ア ッ ラ ー の 恩恵 


ナル ルッ 
2 アグ 2 イン rm eK アア タク 
Sb の 2 56 

OO2A0 A 2731 ” し 宗 


o2 と 93 BPS saLSlecss 


を 求め 、 自 分 た ち が 栄 える よう に 不断 に 1* を 、 2 タン 。 
アッ ラー を 唱 念 せよ 。( 注 7) EE GS LE 
DR LR 

し か 2 に 2 を ャ シン イイ の ゥ アレ ラプ 

然るに 彼 等 は 、 儲 け 唱 や 娯楽 を 見 る と 、 集 3 Ca a ED 
礼 を 解散 し 、 液 独り を 残し て 去る 。 芯 え 、 時 a 
「 ア ッ ラ ー の 許 に ある も の の 方 が 、 娯 楽 や AGS EE 


商売 より は る か に 優る 。 面 し て アッ ラー は 
最上 の 供給 者 な 5 り 」 と 。 





前 数 委 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 拒み 、 
し か し 当 節 で は 、 


っ 


@ の の な 分ら お El を 


ジュ ム ア 





を の 安息 日 を 活用 し 、 ひ いて は 神 の 不 典 を 招く 事 と な っ た ユ 
イス ラム 教徒 は 義務 的 な 金曜 礼拝 に 特に 注意 する よ うぅ 命じ 
イス ラム 教徒 の 安息 日 は 金曜 H で ある 。 こ の 次 は 特に 約束 きれ だ メシ ヤ 


イス ラム 教徒 が 彼 の お 告げ に 耳 を 傾け る よう 


に と 彼 が 、 ら っ ぱ の ご と 呼び か が け て いる 事 を 示し て も いる よう が だ 。 
ME ユダ で ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 の 安 足 日 と は 虹 な り 、 イ スラ ム 敷 徒 の 安息 日 は 休日 で は な い 。 金曜 礼 拝 の 
前 後に 、 イ スラ ム 教 徒 は いつ も 通り に 日 営業 務 に 携 っ て 構わ な い 。「 ア ッ ラ ー の 恩恵 」 と は 、 ー 明 的 に 、「 仕 事 


を し 生計 を 立て る | とい う 意 味 に 解き され て いる 。 
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人 ど 8 が 7 





。 液 、 彼 等 を 見 る 時 、 


アル ・ ム ナー フィ クー 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


TE ウッ ピ 


LO レコ 


あま れれ みな 
米 く 、 恵 み 所 く ア ッ ラ ー の 御名 に おおい 


A 
[<] 


= 


非 信者 ども が 液 に 来 て 云う 、「 我 等 隊 流 
が 真 の アッ ラー の 使徒 な る こと を 証言 す 」 
と 。 き され ど ア デッラ ー は 、 液 が 確か に 使徒 な 
る こと を 知り 、 ま た 似非 信者 は 間違い な く 


嘘つき な る こと を 証言 す 。( 注 1) 


彼 等 は を その 失い を 隠れ み の と な し 、 人 々 を 
アッ ラー の 道 か らら 妨げ る 。 彼 等 の な し た る 
ュー こと ば げに 誹 悪 な り 。 


彼 等 一 旦 は 信じ た れ ど 、 後に 之 を 棄 
SS お し の し PP 
れ 、 そ ぬれ 故に 彼 等 は 理解 し 得 ぎ る 


彼 等 の 風 挫 が 泊 を 感心 
させ る 。 ま た 彼 等 も の 云え ば 、 液 は 彼 等 の 
言葉 に 耳 傾け る 。 彼 等 は 性 も 支え られ て 立 
つっ 材木 の 如 し 。 役 等 は 、 それぞれ の 叫び が 
自分 に 敵対 する も の の 如く 思う 。( 注 3) 役 
等 こ を 敵 な れ ば 用 心 せよ 。 ア ッ ラ ー の 呪 衣 
が 彼 等 の 上 に あれ ! な ん と 役人 等 の 真理 か ら 
離反 せる こと ぞ 「 ゴ 


彼 等 に 向っ て 「 い き 米 れ 、 
が お 前 た ちの た め に 宿 短 を 


デッラ ー の 使徒 
を 請 わ ん 」 と 云え 





注 1 


注 2 


な り 。( 注 2) 


Oks abl 0d 
CE る ンタ RI lg IAA 
EAR TO EE 


を ルレ うみ ン ラ 193 マ 
OHI EN GI 


1 


A CE) 


OSE 学 の 1| 


RE SR 
TH 
98 の 3 ら 22 に 22 お 462D 人 2 
8 yh PCB 
DIA I 
OC 


id? る イッ ン CH 9、 じ 3512 








信仰 を 大 声 で 告 口 し 、 心 中 の 背信 を 尻 を 


ご ま か し や 本 先 だ け の 話し で 、 ア ッ ラ ー や アッ ラー 


達 は 理性 と 分 別 を 全て 失っ て し まっ た よう だ 。 


生 3 


と 示し て いる の か も し れ な い 。 披 
その | 内面 は うつ ろ で て 、 


偽善 者 は 自信 が な い 。 人 彼 は いつ も 頼る 者 を 求め て いる 。 又は 、 当 節 は 、 
は 外 に 向かっ て は 、 理 性 と 威 蔵 が あり 、 
旋 まで 腐っ て いる 。 口先 だ け の 旨 葉 で 人 を 喜ば そう と する が 、 


か る 。 


うと する の が 、 


偽 普 者 の 特性 で ある 。 

の 振 言 名 を だ ませ る と いう 誤解 に あえ ぎ 、 偽 菩 者 
彼 の 内 面 が 外 兄 と 一 致し な い 
誠実 な 人 に 見 える 様 に 振る 舞う が 、 
肛 病 で 、 全 て を 医 っ て か 
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ば 、 彼 等 は わき を 向く 。 液 は 彼 等 が 徴 然 と NG CT WM 


て 背 を 向け る を 見 ゆ 。 


ンタ と タ 旬 
デ 
っ 


こう ウ | イン 2 イッ タン 2 そ ノ 5 
7. 液 、 役 等 の た め に 鶴 憩 を 請う も 請 わ ぎる も 、 3 の 多 鐘 る BLES 


そ は 同じ な り 。 A Re の 

る 2 タ 1 デュ ヵ タ タプ 
窒息 せ ぎ る ベ べし 。 げ に ア ラー は 邪悪 な A Y dl To)! アン EC 
徒 剖 を 導 か ず 。 


OLS 


ER i dE AON 
SN の 5 っ CU る 
れれ 。 彼 等 は いずれ ム ハ ン マ ド を 5 離れ て 四散 クン ン ! : 
する 故に 」 と 流 う 者 は 、 彼 等 な り 。 天地 の て と 
室 は すべ て アッ ラー の 有 な り 。 さ きれ と 似 電 


プラ 9 イッ タン Da! て て し と 
信者 に は それ が わか ら ぬ 。( 注 4 DDR I SGNENS 


タラ タル 


9. 彼 等 は 云う 、「$ し 我 等 メデ ィ ナ に 帰ら ば 、 の EAI 
身分 の 高い 者 が 必ず 晶 し い 者 を 色 か ら 放 館 


せん 」 と 。( 注 5) 然るに 真 の 栄 浴 は 、 ア ッ rsd 3 dR Sb 

ラー に あり 、 そ の 使徒 に ちり 、 信 徳 た ち に の 5 

あり 。 き れ ど と 似非 信者 に は それ が わか ら ⑨ 〇 の ょ し や りく CS RNN に 
第 二 殴 


法人 等 信徒 た な だ 財産 っ 上 イン ンタ 9 タン ルン ッ ャ 1 ンー 
10. 浴 等 信徒 な ちよ 、 な 前 だ ちの 財産 と 子女 に 時 a (の 2 の I の ISC 
気 を と られ て 、 ア ッ ラ ー を 信ずる こと を お oc ME 6 
ろ そ か に する な か れ 。 か て な きん 者 は 、 必 。 ろ る 9 PA ees dS 
アタ プク いと 
ず 失 敗者 と な らん 


Go >al 
お きよ ゃ 日 日 アテ ろ い 意 に 能 う 前 に ンス “(2 2 en る イン 
上 死 が な 前 た ちの 各自 を 不意 に 想う 前 に 、 わ NUE 


れ ら が お 前 だ ち に 賜 え る も の の うち か ら 喜 








注 4 身 信 が 不誠実 な の で 、 偽 善 者 は 他人 も 自分 と 同じ だ と 考え る 。 メ ディ ナ の 僧 善 者 達 は 、 モ ハッ マ ド 項 
言 者 の 仲間 の 目的 の 誠実 き に 対し 全く 皿 か で 誤っ た 評価 を 下 し て いた 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 が 彼 の 周囲 に 
集まる の は 、 物 的 利益 を 求め て の 事 で あり 、 彼 等 の 期待 が か な わな けれ ば 、 そ の 時 彼 等 は 彼 を 見 用 す で びあ ろう 、 
E 偽 普 者 達 は 考え た 。 時 に は 、 彼 等 の 一 人 よがり で むなしい 期待 を 完全 に 裏切っ た 。 


注 5 戦闘 (お を らく 《 く は バス ー・ ム スタ リー ク に 対す る も の ) の 最 中 、 メ ディ ナ の 主 に な り だ いと いう 期待 
が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 到 米 で 挫 か れ て し まっ た 、 メ ディ ナ の 偽 巻 者 達 の 指導 者 アフ リド ゥ ラ ・ ビ ン ・ オ バイ は 、 
メデ ィ ナ に 大 る 途中 次 の 様 に 店 っ た と きれ る 。 住民 の 中 で 「 最 も 高潔 な 者 ] は 彼 自 身 で あり 、 そ れ 故 「 最 も 卑 
し い 者 ] と は モハ ッ マ ドド 本 を 本 下がる アブ ドッ ゥ の 上 号 子 は 、 父 親 の この 不 愉 療 な 自慢 を 耳 に し 、 軍 隊 
が メデ ィ ア に 到着 し た 時 、 剣 や 抜き 、 父 親 こ そ が SG RN モハ ッ マ ド 薩 言 省 が 上 古 も 
高河 で ある と 認め る まで 中 に 人 ら せ な か っ お ご 。 この 様 に し て 、 役 の 自慢 は その 身 に 報い を も た らし た 。 
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葛 六 上 三 音 
持 を せよ 。 そ は 、[ 主 よ 、 臣 し の 猛 子 を お いる 91( 流 87 うら 2 
ぇ くだ きる な ら 、 我 は 境 捨 を 行い 必ず 襲 し I 
〆 


い 人 間 と な らん 」 と 云わ ぎら ん が た め な り 。 Ockka1O2 ら ちち | 5 GAR ご め 


12. きれ と 、 、 定 め ら れ た る 時 至れ ば 、( 注 6) テ ッ A EE A AN 0 


ー は 何人 に も 獲 子 を 与え ざる べし 。 ア ッ IER ツ 
ラー は 境 た ちの 所 楽 を 名 知 し 給 。 TT We 





注 6 良い 目的 の 為 に 働く て と いう 、 神 か ら 与 えら れ た だ 機会 を 逸 する 時 。 
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て 


. 大 に ある も の 、 地 に ある も の 、 


. 昔 の 信 ぜ ぎり し 者 ども の 消息 が 、 


損得 明示 





アル ・ タ ガー プン 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


暫く アッ ラー の 御名 に お い 


挙 て アッ ラー 
を 計 美 し 泰 る 。( 注 1) 大 権 を 学 握 し 、 護 美 
を 一 身 に 集め る 役 は 、 高 事 を 支配 し 給 う 。 


お 前 た ち を 介 造 し た る は 役 な り 。 然 る に お 
前 た ちの 中 に は 、 信 者 も あれ ば 、 不 信者 も 
あり 。( 注 2) ア デッラ ー は お 前 たち の 所 業 を 
みそ な は し 給 う 。 


、 彼 は 真理 に 央 っ て 天地 を 創造 し 、 お 前 た ち 


を 造形 する に あたっ て 美しい 次 次 を ちえ だ 


り 。 面 し て 、 最後 の 帰り ぼ こ ろ は 、 彼 の 許 
な り 。( 生 3) 
・ 彼 は 天 に ある も の 、 地 に ある も 一 切 あ 知 


り 、 お 肝 だ ち が 隠 すこ し 鐘 ら すこ と も 知 
り 給 う 。 ア ッ ラ ー は 人 々 が 胸 に 抱 て こと ま 
で 熟知 し 給 う 。( 注 4) 

お 弄 だ ち 
に 達せ ざり し か ? 彼 等 は 己 が 行状 の 悪 漆 を 
味わい 、 華 罰 を 窒 り だ り 。 


NSN SIL dS 


OLE BEA 

0 31 の 3 タレ: 3 っ る 1 人 
OE Ws 
ERY GE 
aa 0 


の 532 


< も ヘレ イッ 


OI IWS EI AUS 


ヶ ウ の 。 ラダ 


OE A OSL 


A 
OV RE aid 








注 1 


方 物 は 、 定 ゆら れ た 任務 を 規則 正しく 遂行 し 、 


その 創造 の 日 的 を 3 


す 事 で 自ら の 欠点 を 補い 、 自身 


の 主 ・ 創 造 王 ・ 支 配 莉 と な る と 神 に 千 げ る 。 これが 「 護 美 」 02 お > 


注 2 
人 人 沿 の 中 に は そ れ 等 
に 用 い 、 


- 注 3 


袖 は 人 人 間 に ョ ヨ 
を 正しく 用 いる 事 が で きず 、 
神 の 誤 び を 受け る 者 も いる 。 これ が 


ュー テー キー 


補 還 1 


素晴らし い 玉 性 の カカ を 授け られ 、 損 徳 和 的 ・ 精 神 的 進歩 を 遂げ る 機会 を お 与 え に な っ だ が 、 
特に 神 の 思 恵 を 知る の を 拒 上 も いれ ば 、 
[不信 者 」 と 「 信 者 ] の 意味 する 所 て ある 。 


それ 等 を 同 胸 の 答 


一 定 の 自然 法 に 支配 きれ 、 人 間 が 人 福 然 の 冬 牲 し な る 事 は な い 。 む し ろ 、 地 上 に お ける 神 の 代理 


と し て 高位 に 所 えら れ 、 そ れ に ふき る きわ しい 力 を 授け られ て いる 。 人 間 は 神 に 自ら の 行為 の 中 し 開き を し な かけ 衝 
ば な ら な いで あろ う 。 


注 4 


宰 は 宇宙 の 創造 主 に し て 支配 者 で あら れ 、 神 が 御 気付 き に な られ な い 事 は な い 。 それ 故 、 人 間 が 自ら 
の 行為 の 喜作 や 取ら な く と も 良い と 考え る の は 無 意 味 で ある 。 
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ル ・ タ ガー プン 





10. 


11 . 


12 . 


を は 使徒 た ち が 明 ら か な 神 兆 を 携え て 役 等 
に 来る た びに 、 彼 等 は 、「 た だ の 人 間 が 我 等 
を 導 か ん と する か ?」 と 云い 、 信 ぜ ず 、 背 
き し が 故 な り 。 されど アッ ラー は 彼 等 を 必 
要 も せ ぎ りき 。 ア ッ ラ ー は 自足 し て 、 対 美 
きれ る べき 御方 な り 。 


、 不 信心 者 ども は 復活 は あり 得 さ か 6 ず と 断 


言 す 。 云え 、「 詩 に か け て 寺 う 、 そ は あり 。 
お 前 た ち は 必 ず 時 らし め ら る で し 。 そ を の 時 、 
お 前 た ち は そ の な せる こと を 告知 きれ ん 。 
を は アッ ラー に は いと 易 き こと な り 5」| と 。 


きれ ば アッ ラー 並び に その 使徒 と 、 われ ら 
NM る 光明 と を 信 ぜ よ 。 ( 注 5) アッ 
ー は お ぉ 前 た ちの 所 業 を 知生 し 給 う 。 


アッ ラー が お 前 た ち を 集合 日 に 集め 給 う 
時 、 そ は 相互 の 摂 得 明 示 の 日 と な る で し 。 
( 注 6) アッ ラー を 信じ 、 敬 行 を な す 者 だ 
けが 、 そ の 諸々 の 罪 を 浄 め ら 役 、 河 川 流 る 
る 楽園 に 入ら し め ら れ 、 そ の 中 に 永遠 に 住 
まし め ゅ られ ん 。 そ は 最高 の 大 成功 な り 。 


きれ と 、 不信 心 者 に し て われ ら の 神 兆 を 提 
否 す る 者 は 、 業火 の 住人 に し て 、 そ の 中 に 
水 所 に 住み 留まら ん 。 行き 着 《 先 の 災い な 
る か な ! 
第 二 項 
如何 な る 災難 も 、 ア ッ ラ ー の 許し な く 生 ず 
る こと な し 。 ( 注 7) 耐 し て アッ ラー を 信 ず 





注 5 
す 。 
注 6 


者 は 手 に し た 物 を 知り 、 
間 に 対 する 自身 の 装 務 を 如何 に 太っ た か を 后 り 、 


[光明 」 は モハ ッ マ ド 環 言 者 が 特に 賜っ だ 、 器 示 


|「 損 往 明 示 の 日 」 と いう 斉 葉 に は 、 
不信 店 者 は 失っ だ 物 


心 省 の 欠点 は 、 信 仰 より も 不信 仰 を 選ぶ 彼 等 の 無知 に よる 
神 は 一 定 の 法則 に より 宇宙 を 支配 する 。 人 間 が それ 等 の 法 の いずれ か を 犯す 叶 、 彼 は 炎 難 に 巻き 込ま 


注 7 nf 


れる 。 し か し 神 は 全て の 自然 の 法則 の 創造 キ で あり 、 
ー つ に 普 く 為 で あり 、 困 難 は 神 か ら 発 する か 、 


* 知恵 ・ 


次 の 様 な 様々 な 解 秋 が な され る 。 (]) 杏 失 と 獲得 の 
9 に 気付 く 時 。(2) 喪 失 が 示 き れる 日 。 そ の 日 、 不 信心 者 は 、 神 と 人 人 
この 様 に し て 失っ た 物 が 彼 】 
も の だ 信者 が 考え る 日 。 


人 人 間 の 苦 
ある い は 宰 の 認 知 の も と に 生じ る も 5 の で ある 。 


ッ タ タ の Ce PO CH 


DO 人 


ha 


し 


SL 


re 


315 す つう 


レス 
タッ の, II 


x 


ヶ タン る う 
OE GE IGR 
29p ッ クレ 2 タク gt っ 2 
3 ジジ 3 天 ネン GIG っ タグ 7 の 2 
し プン! うり タラ i 
SENSELE ES dS | 
52 と る 
xs dbl 
† リ レセ シッ タンク る 用 ラタン の 
6G gad LG 


rs ンー ン ッ > SL, 
3 | アナ マリ 2 2 


i Es 
12 ン > の 。 ラン wz 4 ~~ 
ag 2 


in 


EIB ON 


CE 


OA Fk OS TS 3 
e2 3 900o5b%1 和 た Le 2 っ の (CI 





魂 の 啓発 ・ 洞 穴 ・ 神 の 知 誠 と 認識 の 光 を 指 


H。 つ まり 、 信 


等 に 示 る れる の で あろ う 。 3 不信 


『 尼 は これ 等 の 法 の いずれ か に 、 ズ は 神 の 特命 の 
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3 
12 を 


第 六 后 幅 藻 


る 者 は 、 彼 その 人 の 心 を 正しく 導く 。 ア ッ 
ラー は 高 事 を 熟知 し 給 う 。 


ル ・ タ ガー プン 


££ レレ 1 ラン? と デコ 1 1 ” 
EL ESR 28 


@% し 2 に 


ゃ を 


の 





13. きれ ば アッ ラー に 従え 、 使 徒 に 従え 。 き れ 人 EN 4 
ド た よい 月 た も が 背 き る も も 、 わ れ ら クワ Bb lsb 
の 使徒 は た だ 明 操 に 神託 を 伝達 する の が 凶 OR Ck 
め な り 。 
14. アッ ラー、 彼 の 外 に 神 な し 。 き され ば 信者 た OP 1 rs , 2 
N 区 
もち を アッ ラー に 頼ら し め ょ 。 2 a RE 52 ah 
タ 2 
15. 液 等 信徒 だ ちよ 、 げ に お 前 た ちの 敵 は 、 る HK 2 ンション ンー 
OG 
の 理 女 や 子女 の 中 に も あり 。 され ば 彼 等 に の ワン ルピー 2 
用 心 せ よ 。 されど お 前 だ たち が 之 を 着 過 し 、 RE OI ADS 2 (1 2 
落 免 し 、 寛 乱す る な ら 、 然 ら ば アッ ラー も み ぅ タン の 
定 大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 I 
“ Ef f 2 タク 
16. お 前 た ちの 財産 や 子女 は 、 た ん な る 試練 に 52 と る IP の CS 
し か 過ぎ ず 。 ア ッ ラ ー の 御 許 に の み 葉 大 な | 
る 報 疾 あり 5。 rd 
II Rss タ る 
17. され ば 全力 を 叶 し て アッ ラー を 異 敢 し 、 聴 "25 生じ 4241083E 
き 、 従 い 、 喜 捨 を せよ 。 そ は お 前 た ちの た で の Pi 
っ も 2 グン > ロラ ッ ン う アン 
め と な らん 。 ま だ 己 れ の 食欲 を 除き 去る 者 、 とめ ざさ ぷる A 
か か る 者 は 必ず 栄 @ べ し 。 A 2 う タ 0 222 9 の ニー ン て 和 を 
18. | し お 前 だ ち ア デッラ ー に 善き 貸付 け を 行 を >? を スパ 3 SYS に SA 1 | 
5 彼 は 之 を 前 た ちの た め に 倍加 し 、 且 プ i a Ol 
っ ち を 容 短 せん 。( 注 8 ) アッ ラー は 8 0 
頒 賞 者 に し て 、 大 度 者 、 
19. 不可 視 な る 世界 と 可視 な る 世界 の ( 注 9) に る 2 9 
| AA 
能 知 者 、 僅 大 に し て 覧 哲 に まし ます 。 AD ゅ Jl 2 ピン 
注 8 提 の 為 に 財 を 費やす 事 は 、 宴 大 で 御 理 解 あ る 神 に いわ ば 貸し を 作る 事 で あり 、 神 は 様々 な 形 で それ を 
払い 戻さ れる 。 
注 り 見 え ぇ ぎる 物 と 見 える 物 。 
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デル ・ タ ラー ク 
(メデ ィ ナ 砂 示 ) 


あま ね 上 な っ デ う ン L 
1. 間 諾 溢 《 、 恵 み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い Ogee bo 


2 樹 才 よ 、 お 友だち が を 際 別 する 場合 、 る 5 移ら IE 
( 注 1) 定め られ た 期間 が 過ぎ て か ら デ を A ーー 


雌 別 し 、 を の 期間 を よく 数 え 、( 注 2) ア ッ lb も 42 る る 3 


ラー を 明 れ 散 を 。 明 ら か に 醒 行 を 犯し た 場 ET 
合 は 別 と し て 、 彼 女 た ち を 家 か ら 追 い 出し ONES I DN り 
た り 、 出 で 行か せ た り する な か れ 。 こ は アッ ノラ る ッッ bt 
ラー に よっ て 課さ る れ た る 控 な り 。 誰 で あれ 2 0122 Cs か 


アッ ラー の 控 を 破る 者 は 、 必 ず 己 れ 自 身 を の ぶり 4 人 5 2 Es i 
そこ な う 。 液 は 知ら ね ども 、 ア ッ ラ ー が 後 


で 何 か 新 し い 事態 を 惹き 起す や も 知れ ぬ 。 RR LL 
3。 電 あら れ た 誠 則 が 過ぎ な ば 、 失 切 を 尽 て 彼 。 ィ 9 る る と 形 2 区 


女 だ ち を 穴 に 憎 め る か 、 離 別 せ ょ 。 所 し て 
ぢ お 有 前 だ ちの 中 か ら 6 二名 の 公正 な 証人 を 立 
そう 直し で 前 革 せ し め よ 。 


くう 9 フン あん で し 4 


2 の C99 EAE 


xsC_ 


cS? 直 cu 

li アッ ラー し 末日 を 信ずる 者 へ の 訓 も kc 0 Re A 
な り 。 耐 し て アッ ラー を 選 れ 散 う 者 に は 、 Fl 2 

アッ ラー は 出口 を 設 ( 注 3) GT? SG EC ok 


A 





注 1 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 向け られ た 様 で いて 実は 信者 に 発せ られ た 言葉 を 含む 、 ク ルアー ン の (数 ) 
節 の 一 つ で ある 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 い ずれ の 妻 と も 離婚 する 事 を 禁じ られ て い だ の で (33 : 53)、 こ の 祭 止 
令 は 明らか に 彼 に 従う 者 に 適用 きれ る 。 


注 2 苑 周 の 官 言 は 二 度 の 月 経 期 間 を 経た 後 な きれ る べき で 、 そ の 半 大 と 節 は 関係 を 持っ て は な ら 6 ない 。 こ 
れ に より 、 離 婚 の 決定 は 怒り や その 他 一 時 の 感情 で 急ぎ な きれ る 事 は な く 、 冷 静 ・ 慎 重 な 思 記 の 後 下 きれ る の 
で ある 。 双 、 離 婚 し た 妻 は イッ ダ (待機 期間 ) が 切れ る まで 、 婚 家 に 留まる 事 に な っ て いる 。 離 婚 の こ の 過程 
は 、 待 機 期 間 中 に 不 和 の 上 原因 が 徐々 に な く な り 、 仲 だ だ いし て いた 夫婦 の 問 に 和解 が 成立 する 素 も ある の で 、 
言い 渡る れ て いる の で ある 。 


注 3 も し 大妻 の 不 和 が 夫 の 党 し き に よる CS RU この 困難 な 状況 を 業 り 切る 誠実 な 
努力 を し て いれ ば 、 神 は 彼 に 思い が け な い 所 か ら 富 を お 与え を に な る で あろ う 。 
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4. 務 期 せ ぎ る よこ ろ よ り 府 義 を 屋 あ らん 。 テ アッ ー 区 2 LC KCVC 守 の ds 


ラー に その 信頼 を 託す 者 は 、 ア ッ ラ ー の み 

で 満ち 足り る 。 アッラー は 必ず その 目的 を SS る 51 95350 る! a 
成し遂げ ん 。 ア ッ ラ ー は すべ て の も の に 眼 0922 
度 を 定め た り 。 OS 0 人 8 


0 の 2 の わ 村 引 還 が 人 AO 
別 せ ん と する 場合 、 も し 前 た ち 疑 心 を 拘 folc 
か ば 、( 注 4) を の 守る べき 期間 は 三 ヵ月 と 


GL Ng 


タ ョ ンタ フル マン 9 


PR る が 4 
年 む 。 未だ 月 経 な き 者 も また 然 5。 ま た 女 ーー ワー ィ 「9 1 i 
が 妊娠 し て いる 場合 は 、 そ の 期間 は 、 胎 の FH SE SGS EY I 
荷 を 産み 落す まで と 定 む 。 誰 で あれ アッ 


ラー を 思 れ 攻 う 者 に は 、 ア ッ ラ ー は その 者 
の 事情 を 容易 な らし む で し 。 

6、 こ は アッ ラー が お 前 だ た ち に 降 せ る 控 な り 。 
耐 し て アッ ラー を 異 れ 毅 う 者 に は 、 ( 注 5) 
アッ ラー を その 罪 を 払拭 し 、 その 報 六 を 加増 


@ じ つっ 1 の 2 0 に る 


PRO 


TE td 


せん 。 
7 . お 前 た ち そ の 資力 に 応じ て 、 離 別 せ る 半 を UDG イィ タッ タ の の ン 
い Ao 5 この らい > 1 
自分 の 家 に 規定 きれ た 期間 佳 まし め よ 。 i OY 
( 注 6) き れ と 彼女 を 窮 追 に 陥 い れ て 、 苦 し め el ‘ GR ot 


る な か れ 。 も し 彼女 が 妊娠 中 な ら ば 、 そ の 
NR ま 
た 、 彼 女 が その子 の た め に 授乳 する 場合 は 、 
彼女 に その 報 醐 を 与え よ 。 MM 
て 商 時 せよ 。 き れ ぼ 話 が まとまら 愉 場 合 
は 、 そ の 子 の 授乳 は 他 の 女 に きせ よ 。 


8. 資産 の 裕福 な 者 に は 、 裕 福 な り に 眉 や きせ 9 


アン レッ タッ イン 


OU る 4 に < ュ ン 5425 た < ン ABE 


GC ルプ ツア テス et ci RR 


ob つの) る ぶ 
3 ンタ 。 ッ タン ルッ タダ "* ラック タッ プン 


SR 


0 | 





ょ 。 生 計 が 苦し い 者 に は 、 ア ッ ラ ー が その NA 

! ゥ ご MI に デ 7 

a アッ レダ 2 2 CN 
ラー は 何人 に も 、 賜 え し も の 以上 の 負担 を 5 I 
雇 し 給 わ ず 。 ア ッ ラ ー は 並 の 後に 必ず 安楽 Nu 
を 与え ん 。 ピ 日 

注 4 「 医 心 を 抱か が ば 」 と いう 言葉 は 、 更 年 期 が 訪れ て も いな い の に 、 子 宮 異 常 か を その他 の 原因 で 閉経 が 起 


きる 事 $ あ り 、 付 け 加 えら れ た 。 

注 5 先 の 五 節 で 不信 者 は 神 を 罰 れ る 様 に と 繰り 返し 命じ られ て いる 。 こ れ は 、 離 婚 の 際 、 一 般 的 に 男性 は 
妻 を 不 公平 に 扱い 、 彼 女 達 の 権利 を 橋 な むう と する 事 を 示し て いる 。 

生 6 能 婚 し た 女性 は 、 婚 家 を 出 、 帳 上山 に 生き 方 を 選べ る 様 に な る まで は 、 夫 の 最 北 の 努 万 に より 
の 主 妃 で あっ た 時 と 全く 同じ 状況 の 下 、 そ の イッ ダ の 問 、 大 に 状 わ れる 事 と な る 。 


、 そ の 家 
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第 六 十 五 章 


— 
9. 神 と その 使徒 の 命 背け る 邑 が どれ ほど あ 52 と 2 ッッ EC 
5 し こ CO Re 


Zz > る 
以 て 清算 し 、 装 みろ し い 刑 前 を 以 て 銘 ら し め MP dost CL ts 


たり 。( 注 7) 
10. きれ ば その 行状 の 悪 果 を 味 い 、 最 後 は 大 (Gs CS KS 
な り き 。 レン >» 
Obes 


ーー Zt ct 誠 移し リア ンプ と の ッ > タイ の! マン ノ 
名 ゲタ ラー は 彼 等 の た め に 評 し AA J 25 い 86 Io る | et alil Ag! 
せり 。 きれ ば アッ ラー を 糸 れ 殴 え 、 液 等 0 2 
片 ある 者 よ 、 信 仰 する 者 ま 。 げに テッ ラー 452 泊 お 生 衝 oN 

は お 前 た ち に 一 つの 注意 を 降 し た り 、 3 


oe 9 


12. を は すなわち 、 信 じ て 善 行 を 積む ひ 人 々 を 吐 > ci li HE ES 
間 か ら 光 明 へ 導 か し めん と 、 デ アッラー の 明 
ら か な 神 兆 を お 前 た ち に 議 み 閉 か す 一 人 の 2 et A 
使徒 な り 。 レン を 信じ 、 和 登 行 を 積む 者 


アタ プン に 2 プント る 
は 、 ア ッ ラ ー を 河川 流れ る 楽 岡 に 入ら し SO 32 し 6528 の うめ 放 ) 
め 、 を の 中 で 永遠 に 住ま し めん 。 アッ ラー brn ン 1 
1 rs 
は その 者 の た め に 素晴らし い 給 養 を 準備 せ ga 1 
t La デジ 
3 ES OE 
13. E 層 の 天 を 創り 、( 注 8) ま た それ に 相似 す 42 生ん 
cA NC IP 
る 地 を 創造 せる は アッ ラー な 5。 神 命 は ウツ で ン 


天地 の 問 に 降る 。 を は お 前 た ち を し て 、 ア ッ oO 
ラー が 萬 物 を 支配 し 、 そ の 知恵 の 中 に 高 物 


生 2 LL IYO の と 2 る レ 
を 包み 込む こと を 知ら し めん が だ め な り 。 


WI NG 2 PMS (タッ @ 








注 7 前 第 に 取り 上 げ ら れ だ 離婚 の 主 上 題 か ら 、 当 第 は 神 の 式 律 に 対す る 挑戦 へ と 移っ て いる 。 それは 、 神 の 
肖 律 に 反抗 する 老 は 神 の 恩恵 か ら 我 生 を 切り 離す 事 に な る か ら で あ る 。 


注 8 「 巧 選 の 地 」 と ょ は 、 ク ルアー ン の 他 の 人 箇所 (23 : 18) に 述べ られ て いる 様 に 、 太 陽 系 の 七 つ の 斑 な 惑 


曲 と その 軌道 を 指す 。 叉 「 七 悦 の 玉 」 の 宗教 的 な 点 味 は 、 人 の 魂 の 七 つ の 発達 段階 で あり 、「 七 層 の 地 」 は 内 体 
の 発達 の 七 段階 を 指す 。 
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(メデ ィ ナ 導 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み く アッ ラー の 御名 に ちい i 
て 。 


せる こ と を 倫 | し て 、 液 の 妻 た ち を 悦 ば き wg 


tis ン の 2 タン アラ フン ン ゥ ッ ン 
ん と する か 2? (51)) アッ ラー は 寛太 に し i 
て 、 慈 悲 深 くま 


3。 アッ ラー は お 前 だ た ち に 、 そ の 誓い を 解消 す で 。 ノ 4 し と s ィ ンタ る シン ラ ンス ウン 
_- a 1 1 し いい | 
る こと を 許し 給え り 。( 注 2) ア ッ ラ ー は お 20 が II を まく PO 


前 た ちの 味方 な り 。 彼 は すべ て を 知り 、 臣 SIL SRS 
哲 に まし ます 。 


4。 据 言 者 が 妻 た ちの 一 人 に 秘 常 を 打ち 明け だ ACG 4 ーッ グ プイ Hy 
| | FR 
る 時 、 彼 女 は 之 を 漏らし た り 。 ア ッ ラ ター CYS 着い りら 


を 問 言 者 に 知ら し ゅ だ たれ ば 、 項 言 者 は 彼女 2 33 る の に 和 (の 85 もら S 
- そ の 一 部 を 告げ 、 他 は 告げ ば ざり き 。 預言 ci の の 
者 が この 事 を 役 女 に 告げ た る 時 、 彼 女 は 間 la EE a LE ol 
2 b 、 「 誰 が その 事 を 液 に 告げ た る 4 る が 7 JE A の レア 5 の オン アナ アナ 

9 fs ン a i | 
( 注 3) 融 言 者 は 答 えり 、[ 深 知 に し て 、 知 和 oo tas は 


する 神 が 之 を 我 に 告げ た り 」 と 。 





注 1 ある 日 モハ ッ マ ド 預 言 者 の の -- 人 が 、 彼 の 好物 らし い 、 蜂 密か ら 作 られ た 飲み 物 を 彼 に 与え を た と 臣 
か れ て いる 。 他 の 妻 の 何人 か は 、 腹 立ち か ら 、 彼 の 息 は マガ フィ ー ル の 異 い が する と 言っ な 。 こ の マガ フィ ー 
ル ん と は 、 里 密 と は 似 て いる が 悪臭 を 放つ 餅 み 物 の 事 で ある 。 モ ハッ マ ド 頂 店 者 は 思い や りあ る 人 だ っ た の で 、 
以後 二度と 喘 演 や 食べ な いと 約 東 し た 。 当 節 は 、… 般 的 に は 、 こ の で き ご と が 述べ られ て いる と 解 し て よい 。 
し か し 、 唯 、 妻 ある い i を 静め る 目的 で 、 タ クル アー ン に 病 に 効く 」 (16: 70)、 と 青 か れ た 正当 な 
物 の 使用 や 、 自 6 に 水 久 に 禁じ る 様 な 思い 切っ た 手段 を モハ ッ マ ド 預 昔 者 が 探る 等 有り 得 な い 。 あ る 伝承 に よ 
れ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 0 ナブ の 家 か ら 蜂 智 を 取っ だ 時 、 ア イシ ャ ハフ サ は 彼 に 前 述 の 約束 を や きせ た だ と 
ある 。 双 別 の 伝承 で は 、 モ ハッ マ ド 基 言 者 は ハフ サ の 家 で 蜂蜜 を 振る 舞 わ れ 、 そ れ に 反対 し た 雪が アイ シャ 、 
ザイ ナブ 、 サ フィ ヤ で あっ た だ 事 に な っ て いる 。 こ の 出来 事 の 語り 手 は 、 幾 つか の 誤認 、 精 神 的 動 括 、 と り わ け 
上 記 の 伝 基 の くい 培い に 苦し ん だ 事 が 示 き れ て いる 。 

注 2 モハ ッ マ ド 折 言 者 は 、 生 活 を 楽し み だ い と いう 妻 達 の 願い に ひど く 菩 し み 、 彼 の 非常 な 苦し み を 示す 
為 、 一 ヶ 月間 彼女 達 か ら 離 れる と 次 っ だ た 。 法 で 認め られ た 所 有 物 は 、 そ れ を 使わ な いと 宮 言 し た だ け で 所 有 首 
の 権限 が 無効 と な る 訳 で は な い 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 こ の 様 な 不慮 の 出来 事 に 際 し て は 、 破れ 7 に 誓い の 僅 
い を する 事 だ けが 求 ゆ られ る の で ある 。 

注 3 当 節 が 述べ る 出 米 事 が 、 事実 如何 に 特異 な る の か を 伝え る の は 難し い 。 文脈 か ら 判 断 す れ ば 、 ア イシ ャ 
自身 が 語っ た 出来 事 を 指す よう で あり 、 内 容 は 次 の 様 な も の で ある 。33: 29 が 族 示 きれ た 時 、 快 楽 を 求め る 実 
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1 
* 


今 も し お 前 た ち 両 名 ( 注 4) 居 い 改め アッ ーー っ e し 6 る の 人 2 5 し 1 じ 洛 に 
ラー に 頼る な ば 、 す な わ ち 一 度 は 心 が 令 き 2 
た eK、 それに 部 し た \ を が る ペレ し ミー 3 の ちる ん 4 る 26086ck 
れ ど 、 互 に 助け 合い 痕 言 者 に 抗 する 場合 は 、、 ンー シン 
ア ッ ラ ー が 預言 者 の 味方 な り 、 ガ ズリ エル RE I Gig A 
や 正義 の 信徒 た ち も ぁ また 然 り 。 更 に 、 他 の 

諸 天 使 も 預言 者 の 味方 な り 。 


6 預言 独 も し お 前 た ち を 離別 し な ば 、 主 は ぉ お 換え 1 て とも そし ・1 9 る ンー ュ ン 
ld oak oo 5 
前 た ちの 代り に は る か に 了 『 を 彼 に 与え 2 


* の 1 放 .4 クウ の 
ん 。 そ は 従順 に し て 、 信 深く 、 赦 諾 に し Oo と ら よ うこ あら 8 らく 5 らい 
て 、 常 々 神 に お 縄 り し 、 i 理念 し 、 断 3 
食 を する 者 に し て 、 既 婚 者 も あれ ば 、 処 女 OVE cS os 
も あら ん 


7、 潜 等 信徒 な ちょ 、 人 間 と 石 を を の 燃料 と す I GE 
る 業火 か ら 、 お 前 たち 自身 と お 前 た ちの 家 AS と 5 
族 を 護 れ 。 業 火 の 上 に は 厳格 に し て 猛烈 な Me AG 5 es 3 


る 諸 天 使 が 番 を し 、 役 等 は アッ ラー の 命 に RC se (< ッ タ クン る タン 。 
背 か ず 、 た だ 命ぜ られ た 通り に 行う 。 © | ODI SS 
に 
② 〇 め る ちら 
8. 洲 等 不信 心 者 ども よ 、 今 日 は 弁解 する な か そい Hb 59625 
れ 。 お 前 だ た ち は を その な せる こと の だ め に 報 人 に A 
いら れる 。 きらら る 35 
第 一 項 4 | プッ > の 2 て レタ で 
9. 液 等 信徒 た ちよ 、 心 か ら 悔 い 改め て アッ ラー E06 RA 


に お 縄 り せよ 。 主 は な 前 た ちの 諸々 の 罪 を Co ッ ィ スズ も へ も 


向 バ 十 六 章 アル ・ タ フリ ー ム 


Ss 














rE TE ET rT 
ょ まず アイ シャ の 一 件 を 切り 出し た ( ブ ハ リ 、 マ ザー リム ・ ワ ル ・ ガ サブ プ 書 )。 モ ハッ マ ド 項 言 者 が この 様 な 手段 
を と っ た の は 、 ア イシ ャ が ハフ サ と 共に 要求 の 晶 火 を 切っ た から で あ り 、 ア イシ ャ が モハ ッ マ ド 問 言 者 の 秘密 
の 話 を ハフ サ に 伝え た 事 が 考え られ る か ら で あ る 。 こ の 件 の 事実 が ぼう で あれ 、 6 二 あな CS の 
制限 きれ た 人 の 義務 を 当 節 は 強調 し て いる 。 特に 当事者 が 夫妻 で 、 秘密 が 家族 内 の 個人 的 な 事 に 関す る 場合 、 
更に 、 神 の 預言 者 と その 弟子 の 一 人 の あい だ に 秘密 が あげ られ る 。 
注 4 「 ぉ 前 た ち 両 名 | と は 、 家 庭 生活 に お ける 世俗 内 快適 を 率先 し て 求め た マイ シャ と ハフ サ を 指し て い 
る よう だ 。 し か し モハ ッ マ ド 預 言 省 の 他 の 妻 達 は 、 彼 の 同僚 の 間 で 最も 尊敬 され る 二 人 、 ア プー バク ル と オマ 
ル それぞれ の 娘 だ っ た 人 為 、 先 導 役 は アイ シャ 、 ハ フサ の 二 人 に 任 し た も の の 、 彼女 達 ぁ も 又 こ の 要求 に 加わ っ た だ 。 
当 節 に 述べ られ た 出来 事 は 非常 に 重大 な も の で は ある が 、 妻 の 家 か ら 蜂蜜 を 取る 事 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 を や 一 ヶ 
月 間 妻 達 め 6 引き 郊 す 程 深刻 な も る の で は な い 。 又 、 ア ッ ラ ー、 ガ ブリ エル 、 及 び 正 義 の 信徒 た な ち が 、 モ ハッ マ 
ド 務 言 者 の 味方 と な る と いう 訳 が この 節 の 終わ り に ある が 、 こ れ も 蜂 蜜 の こと に し て は 重 す ぎる 表現 て あり 、 
その こと を 示す の で は な いと わか る 。 
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払拭 し 、 河 川 流 る る 楽園 に 入ら し めん 。 そ et 2 本 
. GE EG ER 
の H ア ッ ラ ー は 、 頂 言 者 並び に 彼 と 信 外 を i ' 
2 タク 2 ン ン KA a 


共に せ し 人 々 を 燃 し め ざ る べし 。 彼 等 の 光 EN 
明 は る その 前 方 に 屯 を 、 また を の 知 方 に 移せ 1 ン レッ に ア 
ん 。 彼 等 は 云わ ん 、「 主 よ 、 我 等 の た め に lt 3 2 390K 
の 光明 を 完 う し 給え 。( 注 5 ) 到 等 を 秒 し 給 LIE 8 

え 。( 注 6) げ に 液 は 万 物 を 支配 し 給 う 」 と 。 dS ば Ce 3 5 


= 2 し と デイ ャ ルン タイ ンタ イレ し 

10. 言 者 よ 、 不 信心 者 や 似非 信者 と は 断固 戦時 2 に 242 5S Aa GE 

い 、( 注 7) 導 厳し く 之 を 筐 らし め よ 。 彼 等 2 Ne 

の 住居 は 地獄 な り 。 その 行く 着く 先 の 悲 杉 oi EN 
きか な 1! 





1. デッラ ー は 不信 心 者 ども の た め に 、 ノ ア の る 23 マン マッ 3 と 2 る 
。 の 55 も 
求 並び に ロト の 委 の 例 を 示し 給 う 。( 注 8) う @ の の el Go 
彼女 等 は われ ら の 正しき 二 人 の 僕 の も と な Ce GE CR 1 の 介 
り し が 、 を その 両 天 に 背 き た り 。 さ きれ ば 両 天 


は 、 ア ッ ラ ー に 反抗 し て 、 そ の 普 な ちの た 530E い 3 2 LGC kg 


どー 


め に 何 も な し 得 ざ りき 0 [業火 に スー i 
れ 、 液 等 両 名 業火 に 入る 徒 中 と 共に 」 と 去 eg の ER 
われ だり 。 





注 5 「 モ よ 、 我 等 の た め に この 光明 を 完 う し 給え を ] と いう 言葉 に 表 き れる 、 天 還 の 信者 の 完全 を 求め て 上 上 
まな い 有 願い と は 、 天 国 に お ける 生 が 不動 の も の で な い 事 を 示し て いる 。 む し ろ 、 天 国 で の 症 神 的 発 立 は 止ま る 
所 を 知ら な いで あろ う 。 それ は 、 信 者 が ある 段階 の 優秀 な 特質 を 獲得 し て も そこ で 止ま る 事 な く 、 そ の 前 に 更 
に 僕 れ た 段階 が ある の を 兄 て 、 自 分 が 到達 し た 段階 が 最高 位 ど は な い 事 を 知り 、 又 朋 進 を 続け 、 こ の 様 に 終り 
無く 突き 進ん で 行く から で ある 。 


注 6 犬 国 に 入っ た 後 、 信 者 は 「 半 し 」 を 請う 。 彼 等 は 神 の 光 の 中 に 完全 に 浸 き れる 様 に 祈り 統 け 、 さり 5 高 
い 者 と 比べ て 己 れ の 至ら な さ を 知 り 望み の 高 きま で 上 り 続 け 、 よ 5 り 高い 段階 に 到達 し た い が 3 に 、 短 所 の 必 ペ 
い を 神 に 祈る の で ある 。 これが イス ティ グフ ァ ー ル の 真 間 だ が 、 こ の 話 の 文字 通り の 意味 は 「 過 失 の 許し を 請 
う 事 1! で ある 。 


注 7 不信 選 省 や 偽 秋 者 達 が 仕掛 け な け れ ば 、 イ スラ ム 教 徒 が 戦う こと は あり 得 な い 。 当 人 節 は 、 付 随 し て [ 懸 

命 な る 労力 ] と いう 意味 の 語 で ある ジハード (本 文中 で は 「 戦 い 」 と いう 言葉 で 書か れ て いる ) の 真 芝 を 説明 

し て いる 。 OR で CN る 潤い] と いう の は 和 剣 を 変え る と いう 意 で は な い 。 イスラム 教徒 は 、 広 い 意 味 

NN 、 位 嘆 拓 達 に 対す る の で ある 。 又 、 偽 属 者 達 は 、 表 画 上 、 イ スラ ム 教 徒 と みな る れ て いて 、 イ 
ラム 教徒 が ! 偽 普 者 と 剣 で 戦う こ こと は 許さ きれ て いな い 。 


i 8 高 湊 な 人 と の 変わ り は 、 押 の 疾 言 者 と の も の で あっ て も 、 真 実 を 拒 り 悪 に 光 っ た 者 の た め に は な ら な 
いと 示す 目的 で 、 不 信心 者 は クア や ロト の 妻 達 と 比較 きれ て いる 。 罪 か ら 逃 れ だ いと 抄 命 に 凶 い 祈る が 、 フ ァ 
ラオ に 如 徴 され る 悪 の 勢力 と 離れ られ ず 、 自 上 唐 的 に な り 、 時 に 心 が ( じ ける 信者 を 、 ラ ァ ラ オ の 才 (12 第) は 
表し て いる 。 イ エス の 母 マリ ア (13 人 節 ) は 、 罪 の 道断 も 、 神 と 存 解 し た 泡 に 、 神 の 辻 感 を 与え られ た 、 神 の 
正しき 下僕 を 表す 。 
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12. 


13. 


アッ ラー は また 信ずる 人 々 の だ め に 、 フ ァ 
ラオ ォ の 妃 の 例 を 示し 給 う 。 す な わ ち 、 彼 女 
は 云え り 、 「 主 よ 、 楽園 の 中 に 、 液 の お そば 
に 我 が た め に 家 を 建て 給え 。 市 し て 、 我 を 
ファ ラオ と その 所 業 よ 9 救い 給え 。 ま た 不 
義 を 行 5 徒 斐 か ら 救 い 給 ぇ 』 と 。 


まだ た イム ラー ン の 娘 マ リア の 例 を 示し 給 
2 う 。 す な ね わ ち 彼女 は その 貞操 を 守り た れ ば 、 

われ ら は 彼女 に 翠 肖 を 吹き 入れ た だ り 5。 彼女 

半生 
女 は 散 農 な る 僕 の 一 人 な りき 


FBA I NO 
EG EL A Ga ES 


ゥ アッ 


ウー mm の 


アデ 


PO タ の 53 Ke うら うら 2 (ゆう 


アア ラプ に うう プ ッ ィ ダバ プン 2 “ys 
TA ET 


PE 
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の アン ン 

と 5 の うじ A TA 

ンク 2 」 メル 
OG I 8 


GMA 七 帯 大 権 アル ・ ム リク 





アル ・ ム ルク 
(メッ カ 落 示 ) 


あま ね < ョ ラップ & 
1、 慈悲 深く 、 届 み 遍 くく アッラー の 御名 に お い Oe le の し っ う 
て 。 


2. 大 権 を 学 握 し 給 う 御 神 を 放 美 せよ 。 彼 は 万 る I 
の 5 GAIN fe 
物 を 支配 し 給 う 。 Ese ” IPY 
5 
3. 彼 は 前 た ち を 試み ん が た あめ に 、 す な わ ち 、、 。 ルン タレ レニー ュ レン レン 
お 前 だ た ちの うち 誰が 一 番 立 派 な 振 狼 い を す I GE OE Gg 
る か 試さ ん が だめ に 、 生 と 死 し を 創造 せり 。 の と 
1 1 の る 
( 注 1) 彼 は 偉 力 者 、 守 容 者 に まし ます 。 CUP cr 


4 . 調和 する 七 層 の 天 を 創造 せる は 、 彼 な り 。 Bs or er I Gl 
波 は 、 牙 悲 深き 神 の 創造 に いさ る か 0 0 7 
和 も 見 る 態 わ ず 。 改め て 観察 せよ 。 液 、 da SE GE 
ん ら か の 欠陥 を 見 る か ? が 
Orbs CL Gr 


’ と Ye 2 

5. 然 り 、 改 め て と く E 見 な お し て みよ ょ 、 さ きら EE Zi 
に 再び 。 流 の 視力 は 四 治 し 疲れ は て 、 た だ 4 

pr IL ン 

選 れ に 帰る の みな る べし 。( 注 2) 本 


6. 面 し て われ ら は 、 燈 明 を 以 て 最 下 層 の 天 を の 2 ング I Q3 3 
人 秘 5、 を 以 て 悪魔 を 追い * 払 う 流星 と な せ 時 ショ イン 42 
5。 わ れ ら は 役 等 の た め に 火 突 の 刑 を 用 意 OE I 
せり 。 


rd et 





注 1 時 Ra る 。 方 物 は 衰え 死す 事 に な っ て いる 。 死 は 2 :29 及 び 53145 に も 番 か 
れ て いる が 、 当 元 で は 生 の 前 に 述べ られ て いる 。 これ は 、 死 又は 非 突 在 が 生 の 前 段階 で ある 為 の 様 ど が 、 あ る 
EE の SEP に AH 
な も の で 、 死 後 の 永 依 の 生命 を ひか えた 前 段階 で し か な 〈 く 、 死 が 生 よ り 輝 か に 重要 な 意味 を 持つ か ら か も し れ 
な い 。 

注 2 神 の 創造 は まこ と に 素 晴 し いも の で ある 。 小 き な 一 員 に し か 過ぎ な い 我 地球 が 属す る 太陽 系 は 、 広 大 
で 変化 に 豊 み 整 希 と し て いじ る が 、 こ の 太陽 系 も 又 、 何 億 と ある 天体 系 の 一 つ に 過ぎ ず 、 そ の 中 に は 太陽 系 と は 
比較 に な ら な い 程 大 き な も の も ある 。 し か し 無数 の 太陽 や 星 は 、 い た る 所 で 調和 と 美 を か も し 出す 様 に 、 互 い 
に うま く 位 置 付け られ て いる 。 宇宙 に 広がる 秩 座 は 、 闘 通 の 肉眼 で も 明らか で 、 科 学 技術 が 生み 出し た 器具 を 
総動員 し て 観測 で きる 視界 の 途 か か な だ た まで 広がっ て いる 。 
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、 彼 等 と の 中 に 投げ 込ま きれ る や 、 愉 





も 煮え だ 


ぎる が 如き 怒号 を 聴か ん 。 


そ は 慎 怒 の 余り まる に 破 多 せ ん と ょ す 。 不信 


心 者 ど RAN 
者 守 等 は 『 お 毅 た ちの と こる ろ る へ 倍 告 者 が 行 
か ざ ) し か ?| と 役 等 に 問わ ん 。 


る 


の も うえ の EE の る 4 LN 5 
OR a 

すり 959 ン レン っ っ 9 レン イ ン 113 

の SO みっ EN Hy 


ES i oo 2037 


の 2 や っ う 

SSE EDC 

2 じ EN A ヒ CE 
る SaidS 
G メ ず 

CS と 3 678 う 

の Aa 

OR PIER Ct 


ャ っ < x ll 


A “ So TNE 

る タッ レプ と っ クタ ンク と 4 ゥ タ と の 
ご TV 31 ls | 2 

アウ の A 6 りや の yl5 


アッ ラン アン 


SL ンク タン ュ アイ ンー ュ ン 
EE la YI 


~~ 


12225 ’ 


E385 IG ne 


A 2 


に 従っ て いた だ た なら 。 


クル アー ン で は 世界 を 旅 する 様 、 繰 りう 返し 推 め て いる 。 それ は 、 家 を 本 れ 他国 へ 旅行 する 事 が 、 人 人 の 


10. 彼 等 は 答 えん 、「 然 り 、 確 か に 一 の 豆 千 者 

来 だ た れ ど も 、 AO 

アッ ラー は 何 も 啓 示せ ず 。 お 前 た ち は は 
な は だ し き 迷 誤 の 中 に あり 1 と 我 等 は 云え 
り | と 。 

11. 彼 等 は まだ 云わ ん 、「 我 等 $ し 閉 く 耳 や 持 
もち 、 珍 心 に 従い 0 たれ ば 、( 注 3) 我 等 火 獄 の 
住人 ども の 仲間 に 加わ ら ぎ ざり し も の を 」 と 。 

12. か くし て 彼 等 は 、 諸 々 の ロ が 罪 を 認め ん 。 
さる されど 火 獄 の 住人 ども は 、 神 の 容赦 か ら へ 
だ た る こと は る か な り 。 

13. げに 密か に その 王 を 異 れ 敬う 人 々 に は 、 容 
赦 と 素晴らし き 報 奨 あり 。 

14. お 前 た ち 富 か に 云う も 、 ま た 声高 に 語る も 、 
NINEI SR 
ia 

15. 役 、 己 が 創り し も の を 知ら ざら ん や ? 彼 は 
すべ て の 浅 妙 を 知る 者 、 知 舞 者 な り 。 

第 二 項 

16. お 前 た ちの た だ ため に 大 地 を 平坦 な らし め だ る 
は 彼 な り 。 る れ ば お 前 た ち を の 諸 地 域 を 旅 
し 、( 注 4 ) 彼 の 給 養 を 食 せ よ 。 曽 し て 、 彼 

許 に 復活 せら る べし 。 

注 3 も し 我々 が シャ リャ ( 律 法 ) か 良心 の 命令 

注 4 

知識 や 経験 を 増やす 為 、 大 い に 役立つ か ら で あ る 。 


Yo 


系 六 十 七 章 アル ・ ム リク 





17. お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ( 注 5) 2 
大 地 を し て お 前 た ち を 佑 み 込ま し むる こま の 3 し EO 
な し 、 と 安心 し 得る か ? 見 よ 、 そ は 振動 し ッッ セン [< 
呈 。 の の 
18. お 前 た ち 、 天 上 に まし ます 御方 が ぉ 前 た ち EE 用 本 て 
と pal pl 
に 激しい 砂 刷 を 送る こと な し 、 と 安心 し 得 アタ des 
RE A 
19. 彼 等 以前 に も わが 使徒 を 拒否 せる 者 ども あ タグ ラン ンク i I ンタ クッ ンス 
( wo の 商 [ CT 
り 。 あ の 時 の わが 竹久 の 如何 に 小 楼 な 5 し OC RE HI ON S 
こと か が か! ' 
20. 彼 等 は 頭上 に 局 を 拡げ 、 ま だそ 00 二 引 シン ン ルン 2 入 2 
> if 5 
て 鐘 物 に 位 い 降り る 鳥 た ち を 見 ざる か 2? a SS | ES 2 
知 深 き 補 に 非 ず し て 、 護 が 鳥 た も を 空中 に ras tg We eds 5 や し うじ 
保持 し 得 よ う ぞ 。( 注 6) げ に 彼 は すべ て を 
みそ な は し 3 うう 。 


21. 薄井 探 き 神 以外 に 、 誰 が お 前 た も に 味方 し の 3 の E02 Gd 
て 軍兵 た らん ? 不信 心 者 ども は 自己 其 暗 の i ー 
特 牲 者 に す ぎ hr ECI ORI 33 
22. 彼 も し その 給 伏 を 止む れ ば 、 ( 注 7?) お 前 た る 6 は クッ 27 4 
al IAS 31 
ち を 養 う 者 は 果して 誰 ぞ ? 鉄 る に 彼 等 は 、 5 と fo あと ws 


3 タ イン 9 っ 


反抗 & 志 遊 を 岡 執 す 。 ' @ の 3 GN 


0 ョ アッ 


23。 な に 、 そ の 顔 を 備 き な が ら 歩 者 は 、 真 直 ERI EEC ES 
ぐ な 道 を 正直 に 歩く 者 より 良く 導 か れる と 


な ? ( 注 8) @ 人 35 し っ あっ 
24. え 、「 お 豚 た ち を 生み 、 耳 と 目 と 心 と を 伸 6 Os 32 を (5 る 直 23 


れる は 彼 な り 。 然るに お お 前 た ち は 殆 ん ど 感 a ッ ュ ン ジョ の 3 
謀 せ ず 」 よ 。 oN GSS SY 








征 5 当 節 及び 次節 に 神 は 大 に お られ る と 記 る れ て ある の は 、 ク ルアー ン で 一 般 に 抽 は 天 よ り 下 きれ る と 告 
OA 神 は 、 ど こ に で も お わし ます 。 

0 も し 不信 心 者 達 が 神 に 反抗 し 続け る な ら 、 彼 等 は 毅 鮮 、 地 害 、 特に 戦争 に より 減 ぼ きれ 、 空 の 島 速 が 
彼 等 の 死体 を つい ば む で あろ う 。 

注 7 この 言葉 は 、 メ ッ カ を 数 年 間 毅 っ た 芝 あ し い 人 角 健 を 指し て いる 様 だ 。 こ の 角 健 は 、 メ ッ カ 人 が 、 そ の 

苦し みか ら 人 逃れ られ る 様 に 白 っ て くれ と モハ ッ マ ド 預 言 者 に 請う た 時 まで 続い た 。 

注 8 不信 者 は 、 首 を 看 れ 、 攻 い と 不信 の 導 を 計 い つつ 、 胃 の 道 を 歩む 、 他 方 、 信 者 は 信仰 の 確信 の 中 で 、 

頭 を 上 げ 、 神 の 道 を 突き 進ん で 行く 。 こ の 両省 が 平等 で あ 5 得る だ ろう か ? 
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第 バト E 主 アル ・ ム リク 
25. ぶ え 、「 大 地 に お 前 た ち を 繁殖 る きせ た る は 彼 の ン 2 の を バレ シイ ンス っ レア うち 
し か 2 も と I dd! N11 3 
な り 。 面 し て お 前 た ち は 彼 の 許 に 召し 寄せ OD GA 


26. 


2 


28. 


29. 


30. 


3l. 


5 られん] と 。 

彼 等 は 云う 、「 も し お 前 た ちの 言葉 が 事実 な 
ら 、 そ の 約束 は 何時 実現 せん ?」 と 。 

た え 、「 之 を 知る は アッ ラー の み 。 我 は た だ 
一 介 の 警告 者 に すぎ ず 」 と 。 


る れ ど 、 彼 等 その 近づく を 見 る に 及 ん で 、 
不信 心 者 ども ゃ の 閣 は 悲嘆 に く も らん 。( 注 9) 
可 し て 彼 等 は 云わ れん 、『「 こ は 常々 お 前 だ 
ち が 求 めし こと な り 」 と 。 


ぶん 、「 も し アッ ラー が 我 並び に 我 に 従う 者 
を 減 ぼ す に せよ 、 ま た 慈悲 を 垂れ る に せよ 、 
不信 心 者 ども を 猪 刑 か ら 護る は 誰か 、 我 に 
告げ よ ょ 」 と 。 

云え 、 上 彼 は 慈悲 深き 神 な りり 。( 注 10) 我 等 
は 彼 を 信じ 、 彼 に 頼る 。 や が て お 前 た だ ち は 
誰が 明らか に 迷 誤 の 中 に いる か を 知ら ん 」 
上 

云 を 「 も し 水 が す べ て 地上 中 深く 消え 去り な 
ば 、 お 前 た ちの だ た だめ に 水 を 湧き 出 き せ て く 
れる は 誰か 、 我 に 告げ ば ょ 」 と 。 ( 注 11) 


ke CS も)3 80 を る 1 1 
gs す 
Oe 
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注 9 

に 本 
注 10 
だ が 、 
神 の 商 


注 11 


削 が 下る きれ な い 限 り 、 不 信心 者 は 貞 憎 し 、 信 者 に あざ けり や か ら か い の 言 葉 を 投げ 付け る が 、 い ぎ 玉 
折 す る と 、 極 度 の 控 折 感 に 捕われ る 。 これが 不信 心 者 の 特徴 で ある 。 


神 の 特 作 アル ・ ラ フ マ ー ン (慈悲 深き ) は 、 ク ルアー ン 他 所 と 同じ く 、 


それ は 、 そ こ に 書か れ た 神 の 恩恵 全て が 、 人 人 の 際 体 維持 に 係わる か 、 そ の 精神 に 係わる か を 閉 わ ず 、 


深き に よる か ら で あ る 。 


全 生 命 『 は 、 准 体 ・ 和 精神 の 別 無 く 、 水 に 頼っ て いる 。 打者 は 雨水 で あり 、 後 幽 は 神 の 科 示 の 水 で ある 。 
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この 章 で も 絆 り 返 し 述べ られ て 来 


第 六 上 八 剤 律 デル ・ ク アァ ラム 





アル ・ ク テラ ム 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね みな っ 【 1 

1、 意 電 溢 く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Del ahi 

ee 

ギ ポ ギョ Ss に 。 ni リン > 2 ァ ン ウレ 
2. 現 、 筆 並び に 彼 等 が 書く も の に ょ っ て 響 う 。 OBE LI GG 

( 注 1) 

3. 主 の 皿 也 に より て 、 液 は 狂人 に 非 ず 。 ( 注 2 ) の の め s HIRI TG 

、 Et i いい を っ ンク ッ ン フ < 
4 . 液 に は 必ず 尽き せ ぬ 報 苦 あり 。( 注 3) @ い の a Ee EG 


« タ ファ アァ 
5. げに 流 は 、 上 崇高 な る 美徳 を 有 す 。( 注 4) Ob 1 ls 


nr 


す サン ぅ が 22 9 ッ タ ンク 


6. や が て 液 は 見 る べし 、 彼 等 $ ま だ 見 る べし 、 の つら っ うー の 
2 の 92 の 2 タジン 7 
7、 お 麗 だ た ちの いずれ が 狂人 な の か 。( 注 5) oo し 





注 1 当 節 で 、 古 、 藻 、 全 て の 切 記 用 具 は 、 次 の 三節 の 記述 を 実証 する 証拠 と し て 引用 きれ て いる 。 


注 2 モハ ッ マ ド 頂 言 有 の 主張 が 如何 な る 知識 を も っ て 誠 き され だ た し し て も 、 役 は 、 不 信心 者 の 言う 様 に 狂気 
じみ て いる こと は な く 、 最 らち 良 識 と 知恵 の 備 っ た 人 物 だ と 確認 8 ミ れ る で あろ う 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 
双 、 活 第 に は 、 こ の 非難 が 事実 無 想 で ある だ け で な く 、 悪 か で と り と め な いる の だ と いう 事 の 理由 を 挙げ て い 
る 。 


注 3 次 節 と 共に 当 節 は 、 狂 気 の 非 難 の 不 合理 を や 、 非 常に 効果 的 に 枝 外 し て いる 。 狂 人 の 行為 は 不変 で 有益 
な 結 生 を 何 も 生 み 出 き な い が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 押 の 使命 の 目的 を 果たし 、 堕 落し た 人 々 の 生命 に 表 時 し 
い 変 剖 を も た ら す 事 に 成功 し っ つつ ある と 表明 し て いる 。 こ の 変 昔 は 彼 の 死 で 終わ る も の で は な い 。 将 来 彼 の 昔 
子 傍 が 正しい 道 か ら そ れる 事 が あれ ば 、 必ず 神 は 、 彼 等 を 再生 きせ 、 彼 等 に 新た な 生命 を 吹き 込む 神 の 使者 を 、 
彼 等 の 剛 に 起こ きれ る で あろ う 。 そ を し て 、 こ の 過程 は 終り の 時 まで 統 て の で ある 。 


注 4 当 人 第 は 、 超 か 者 と 上 し て モハ ッ マ ド 括 言 者 に あび せら 6 れ た 狂気 の 非 難 に つい て 、 よ 5 雄弁 な 注釈 を 与え 
て いる 。 モ ハッ マ ド 拓 言 省 は 狂人 で は な く 最 も 高潔 な 人 物 で わり 、 あ ら ⑪ る 道徳 」- の 英 点 を 十 二 分 に 備え %、 そ 
れ に より 彼 の 創造 主 の 完全 像 を その 身 に 表わす こと が で きる 、 と 当 節 は 述べ て いる 。 彼 は 人 人 間 が 持ち 得る 全て 
の 道徳 上 の 長所 の 完全 な る 化 号 で ある 。 高尚 な 道徳 的 特質 全て が 彼 の 内 で 完全 に 調和 し て 総体 と を な っ て いる 。 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の 有 能 な 配偶 者 アイ シャ が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 道徳 を 解明 する 様 か つて 求め られ だ 時 、 彼 
女 は こう 答え た 。 「 彼 は 、 神 の 長 の 下僕 の 特質 し し て クル アー ン に 述べ られ た 道徳 上 の 美 点 を 全て 備え て いた 。] 
注 5 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 を 非難 する 者 達 に 対し 形 地 を 一 変 し 、 挑 発 的 な 口調 で 彼 等 に 次 の 事 を 告げ 
て いる 。 狂気 に 苦し む の は モハ ッ マ ド 預 言 者 か を れ と も 彼 等 か 、 神 の 使者 で ある と いう 彼 の 主張 は 尋 奮 か ら 思 
わ ず 出 て 来 だ たち もの な の か 、 役 等 自身 は 時 の し る し を 示す も の を 読み 取れ な い 程 に 、 気 が ふれ て いた の で モハ ッ 
マ ド 季 言 者 を 信じ る 事 を 把 ん だ の か 、 こ れ 等 の 問い に 対す る 答え は 時 が 示す で あろ うぅ 。 
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音 アル ・ ク テア 
げに 主 は 己 が 追 よ り 迷 うう 人 々 を 良く 知り 、 23 に こ EE ッッ タグ 5 1 る 92 お 
また 稚 導 に 従う 人 々 を 良く 知り 給 う 。 i 2! 
OE 

ey ワ 


きれ ば 、 真 理 を 拒否 する 者 ども の 願望 に 応 
ずる な か れ 。 

彼 等 は 液 が 妥協 せん こと を 塵 み 、 き すれ ば 
彼 等 $ 液 と 妥協 せん こと を 望む 。( 注 6) 


アタ クー う タ ン の 7 クッ アッ タル 
〇 の の め ③Ou5 GF 9 1535 


Sg と ば あう 











11. 液 、 理 劣 な 宣誓 者 に 尾 服 する な か れ 、 
12. 陰口 を た た だく 者 、 悪 口 に 狂 弄 する 者 、( 注 7 ) の の 53 a 
13. 癌 事 を 妨げ る 者 、 控 に 背く 時 深い 者 、 OT EE 
14. 不作 法 で し か も 率 性 の いか が わし い 者 に 。 Oa 3 CAC 
こども アップ る ン > ン 
15. こ は を の 者 が 裕福 で 子女 に 恵まれ て いる が CU SIL 
故 な り 。( 注 8) 
16、 そ の よう ヵ われ ら の 神 光 を 詳 み 閉 か す NBL SSE 
と 、 彼 は 法 う 、「 前 人 の 故事 な り 」 と 。 Ia iA 5 
17. われ ら は 必ず その 者 の 鼻 の 上 に 冶 印 を 押 き 4 4 スン 
ん 。( 注 9) P あ 史 ds 3 
18. げに われ ら は 果樹 園 の 持 主 を 試し た 如く 、 RIE < の > 
RC CR CC 
彼 等 や も 試す さ し 。 す な わ ち 、 そ の 時 果樹 負 2 
彫 の 持 主 は 翌朝 軸 す べ て の 尺 実 を 抽 まん と 約 DR 7 
束 せ し が 、( 注 10) 0 
肖 : 6 当 節 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を その 不動 の 日 的 か ら を 6 す 人 為 、 メ ッ カ の クラ イシ ュ が 彼 に し た 申し 出 に 、 


特に 触れ て いる よう だ 。 又 、 
に 峰 きやすい と いう 、 


注 7 当 節 及び 前 三節 は 、 特 に ワリ ー ド ・ 
全て を 語っ た も の と 言え る 。 
注 8 神 に 対す る 罪 ・ 不 徳 ・ 抵 抗 は 全て 、 慢 心から 生じ 、 


を 得 よ うと する 者 の 道徳 上 の 病 
表 さ る れる べ でき で は な い 、 と と 


注 9 


注 10 
採れ る 果実 全て を むき る ば ぼり 食い 、 


真実 は 娠 の ご と 上 く 固 (、 
a - 般 的 な 意味 も 当 第 は 有する 。 


他方 借り は 足場 を 持 な た だ ず 、 圧 力 や 誘惑 に 屈し 、 


病 い で ある 。 あ る い は 、 卑 し き 者 は 、 
当 節 は 意味 し て いる と も いえ よう 。 


常に 記 慢 


ビン ・ モ グイ ー ラ 又は アブ ・ ジ ャ ハル を 、 そ し て 又 偽 り の 指導 者 


いか が わし い 手 段 が 巨万 の 宮 を 連 え 、 諸 大 な 権力 


貴 語 と 権力 を 手 に し た と いう だ け で 敵意 を 


「 県 の 上 に 冶 色 を 押 き ん 」 と は 、 人 に 恥 を か か せる 事 の 比 胃 で ある 。 


て し まう の で ある 。 
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此 所 で は 、 中 し て 強欲 で 思い 上 っ た 不信 心 者 が 、 
それ を 水流 し て 育て な 者 と 分 か ち 合わ も ず 、 


ある 昌樹 園 の 所 有 者 に 例え られ て いる 。 彼 は そこ で 


彼 等 の 某 実 に 対す る 権利 を 人 奉っ 


六 十 入 近 アル ・ ク ァ ラ ム 


19. 「 も し 神 欲 し な ば 」 と 保 前 を つけ 加え ざり 


ッ っ タ ウン レン し 
DL YS 
き 。 ( 注 11) ‘$5 


20. それ 故 彼 等 が 眠れ る 間 に 、 主 の 災い が 果樹 LL uh [2 イン て ロ イン 

° BweE * 

園 を 襲い た り 。 ERR A ISL CEE 

21. きれ ば 朝 に は 、 そ れ は 刈り 取ら れ な だ 如く な の っ の の 
れれ り a と に 2 ES 

22. 彼 等 は 朝 早 く 芳 に 呼び 合い て 、 OL 


cs に a w ッ ニー 9 アラ クィ を と i 。5 の 3 し 4 
23. 云う 、「 収 穫 せ ん よせ ば 、 急 ぎ 州 に 出 で 行け 」 KO に いえ PH ET 
R = アー ンク er ンコ 


い 」 


す アッ タ ン ンプ フゥ I 

24. 道すがら 6、 彼 等 声 を 低 ゆ て 相 い 語り て 、 Oh > ゅ 2168U [3 

25. 云う 、「 今 日 は 一 人 の 代 者 も 我 等 の 果樹 園 に a ot 1 

© 1 し YY . 

入ら せま い ぞ 」 と 。 ( 注 12) > SE 3 wo 

26. 彼 等 か く 決心 し て 早朝 に 家 を 出 た り し が 、 Ge っ JE ES 
( 注 13) 2 

27. 果樹 園 や 見 て 、 寺 え り 、「 我 等 は 道 に 迷い た ンプ 

= Lit 12 ve 

0 ola EE Ci 

28. 否 な 、 き に 非 ず 、 我 等 は 栄 実 を みな 人 巻 われ 90 i 

た だ たり] ょ 。 * 


29. 彼 等 の うち 最も 心掛け の 良い 者 は 云え 5、 9 ンプ シ 先 う 多 ンク リッ クン コン フン 
- CQy に 1 9 1 5 1 = 
「 我 は お 前 だ ちな た 、 何 故 神 を 詩 美 せ ざ る か 、 ENA eto Ss 


と 云わ ざり し か ?」 と 。 


30. そこ で 直ちに 彼 等 は 云え り 、「 我 等 の 主 に 詩 0 2 Ve 
Oe 2 VI 1 1 F 
ぇ あれ 。 ば げに 我 等 は 不義 者 な りき 」 と 。 CA SB うら 
し か 
31 . 箇 し て 彼 等 何 き を か ん え 、 戸 に 詰め 寄り 責め 0 放す ウタ EG 


だ な だり 。 





注 11 この 果樹 周 の 持ち 王 達 は 、 他 入 の 手 で 育て られ た 果実 を 欲 深く 奪い 取り 、 彼 等 と 分 か もち 合う 事 な く 、 
一 人 占め に 食べ た 。 人 彼 等 は 、 自分 達 の 努力 が 実り 、 炎 寄 $ な く 高 い 収 穫 を 確信 し て いた の で 、 神 を 忘れ 、「 も し 、 
神 飲 し な ば 、 と 言葉 に 出し て 神 の 保護 を 求め る 事 も し な か っ た 。 

注 12 この 比 隊 に ある 果樹 園 の 金持ち の 所 有 若 は 、 利 己 的 で 無慈悲 ・ 強 欲 な 者 に 例え られ て いる 。 役 等 は 他 
人 の 労働 を 食い 物 に する 他 、 非 常に け も で 、 折 し い 者 の 必要 を 満た す 為 、 彼 等 が 不正 に 得 た 物 を 使う と は 決 
EL そ も な いい 。 

注 13 他 者 の 労 手 の 控 阪 者 は 、 彼 等 だ け で 一 つの 呆 級 を 成す 。 彼 等 は 、 額 に 汗 し て か せ で 者 が 当然 手 に すべ 
き 利益 か ら 後 者 を 締め 出す 。 彼 等 は 辿 を 部 受 し 、 他 方 を の 濱 し き 同 胞 は 、 彼 等 の 眼前 で 、 汚 れ の 中 を 逢い 進む 
の で ある 。 
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第 六 二 八 童 


5 


ル ・ ク テラ ム 





32. 彼 等 は 云え り 、「 我 等 は 人 秋 い な る か な ! げ に 


我 等 は 背 逆 者 な りき 。 

33. 主 は 之 に 代 る より 良き 園 を 我 等 に 賜 わ る や 
も 知れ ね 。 き され ば 我 等 は 、 謙 上 庶 に 主 に 嘆願 
す 」 と 。 

34. か く の 如 き は 現世 の 前 な り 。 面 し て 来世 の 


前 は 更に 重 し 。 ( 注 14) 役 等 之 を 知ら ば 。 


第 一 項 

た だ 

35. 義 し き 者 に は 、 必 ず 主 と 御 一 緒 で きる 至福 
の 園 あ り 。 

36. われ ら 帰 依 者 を 過す る こと 、 罪 人 人 を 過す る 
如く ある で きか ? 

37. 如何 が し た 2? 液 等 どう 判断 する や ? 

38. お 前 た ち 学 べ き 経 典 を 有 し 、 

39. を その 中 で お 前 た ち が 選 ぶ も の を 必ず 獲 ら れ 
る の か ? 

40. それ と も お 前 だ ち 、 復 活 の 日 まで われ ら を 
拘束 する 奪 約 を われ ら か ら 手 に 入れ た だ と で 
も いう か 、 自 分 が 欲す る も の は 必ず すべ て 
獲 ら れん その 表 約 を ? ( 注 15) 

41. 彼 等 に 問 ぇ 、 彼 等 の うち 之 を 保証 する は 誰 
な る か 、 と 。 

42. それ と も 彼 等 は 、 神 に 仲間 が ある と いう な 
ら 、 そ の 仲間 を 提示 せよ 、 そ の 言葉 が 真実 
な る 証拠 に 。 

あら ね 

43. 齋 実 が 露 に な る 日 、 彼 等 は 看 頭 平伏 せよ と 
要求 め ら れる も 、 ツ を し 得 ぎる し 。( 注 16) 

注 14 遅かれ 早かれ 大 還 が この 搾取 者 に 下 》、 


の 部 悪 な 日 称 を 達成 し な い 。 

注 15 当 節 は 不信 心 者 に 次 の 事 を 尋ね る 。 彼 等 
か ら 人 逃れ られ る と 、 
の 物 全て を 手 に 入れ 、 
か ? 


刻む 事 を 全て 為 し 、 し か も る 
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いずれ か の 啓示 書 に 認め られ て いる の か ? 
その 行為 の 結果 に 苦し む 事 も 無い と 神 か ら 約 東 き れ て いる の 


eb EE CL 

dS RGAE 

OFS 

f SD A RG 
ELS 


シン っ アデ ぐ 27 


DINE I の うこ つと と ENE! 
DTC RI OS! 


TI 2 
6oyA EI 
ッ 5 
883 ぁ 2 aE 
a 9 の デ zz 
eS A EE ON 
a 


を ん 6 の 1 2 


タ ェ ンー っ っ クン を A の アク 
I 
gs 


9 I I 229 アッ プ 

CE © ger マン の の 
ク 

に 


他 者 か ら そ の 労働 に よる 果実 を 答 う と いう 彼 等 の 計略 は 


F は 宝 み 通り の 生き 方 の 選択 が 許さ きれ 、 し か も その 悪 業 の 結果 


ある い は 、 役 等 は 摘 っ て 裁き の 日 まで 、 塵 み 


第 ぶ 十 誤 テル ・ ク テラ ム 





彼 等 は その 日 を 伏せ 、 屈 届 が 彼 等 を 首 わ ん タテ クゥ PL A IL 2 の タ [ ン っ 
a } る の ょ っ 1< 
を は 彼 等 が 無事 な る 時 中頭 平 供 を 座 求 め ら 。 つう? 505 ちっ 2 し Tc 


3 ーッ Pt 2 # wy 
れ し が 、 之 に 従わ ざり し が 夏 な り 。 ODA OR 


9 NN われ ら の 言葉 を 揚 合 する 者 と も お 1 OK タタ プン 2 いう スス 
ば 、 わ れ に 委ね よ 。 彼 等 の わか ら ぎ ざる と こ ラー に いら UF I GI DS 


4 


ご へ 


ゃ 


0 


ろか ら 、 わ れ ら は 彼 等 を 減 む に 近づけ ん 。 GOREI EES 
( 注 17) - 
46. われ は 役 等 に 当分 釘 予 や 与え ん 、 わ が 計画 OCZ ぁ ッ タイ 
OAR CIGS al 
の 確か き 数 に 。 2 ls 
47. 流 、 を の 負担 に 彼 等 が 打ち ひし が れる 程 の の 248 23 
6 6 プ 
報酬 を 彼 等 に 求め る か ? Ca 
48. それ と も ぅ 、 彼 等 不可 視 な る 世界 の 知識 を 持 ocr 0 294 2 る の くだ 4 
つが 故に 、 そ れ を 記録 し 得る か ? 
49. され ば 液 忍耐 し て 、 圭 の 命 が 成 就き れる を ca 26 
待て 。 深 い 悲 し み の 余 り 主 を 叫べ る 魚の 人 = 6 
の 如く な る な か れ 。 OE 
50、 も し 主 の 思 下 が あの 者 に 達せ ざり せ ば 、 あ 2 信 スタ る っ 
時 bo っ 人 6 CA 
の 者 は その 民 に 罪 を 人 錦 わ きれ 、 不 毛 の 荒野 ee = So う 9 
に 追放 きれ な たり 。 ( 注 18) OY 
51. きれ ど 、 主 は あの 者 を 選び て 、 義 し き 人 の OT NG ds 


中 に 加え だ り 。 


52. 不信 心 者 ども は 市 戒 を 聞く だ た びに 、 も の 湊 GH EY 3 Eo 
い 行 相 で 流 を 追い 払う 。 ( 注 19) 面 し て 去 


プ の ッ ア アァ 
う 、「 彼 は 確か に 狂人 な り 」 と 。 @ 〇 1 っ 
53、 否 、 こ の 訓 戒 こ を 、 世 界 中 の 人 々 の 人 節 装 の 2 $$ ¢ 
ょ り ど ころ な り 。 4 >Y154 じ 3 8 








注 16 当 人 節 は 、 復 活 の 日 の 上 茂 し き に 触れ 、 又 、 全 て の 神秘 の ベー ル を は が し 、 裁 き の 昌 の 管 密 を 明る み に 山 
し て いる 。 27 立 48 節 も 委 照 の 事 。 

注 17 神 の 呈 は 徐々 に 不信 者 に 下 $ れ る 人 為 、 彼 等 に は 、 ク ルアー ン の お 告げ を 受け 入れ る 事 で 悔い 改め る 機 
会 が 数 多く ある 。 

注 18 当 節 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 用 の り メ ディナ へ の ヒデ ジラ (移住 ) を 巧み に 暗示 し て いる 。 

注 19 不信 心 者 は 、 能 力 の 無い 者 を 畜 し て その 使命 を 放 茎 きせ る の で は な いか と 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 に 厳し 
い 兄 方 やま する が 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 に は 伝え る べき 神 の お 告げ が あり 、 彼 等 に お び え る こと は な く 《、 お だ て ら 
れ だ り 、 買 収 き れ だ り し て 、 そ の 様 な 圧力 戦術 に 刷 す る こと は 有り 得 な いこ と だ 。 
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デル ・ ハ ー ク アァ 


(メッ カ 啓 示 ) 

1. 慈悲 深 て 、 恵 み 還 てく ア ッ ラ ー の 御 多 に お い Ob し っ 

て .。 

内 上 の 1 
2. 必然 の 運命 。( 注 1) Us 
3. 必然 の 運命 と は 何ぞ や ? OG 
4. 必然 の 運命 の 何たる か を 液 に 知ら し め ゅ る 5 SLI GS 

の は 何 か ? 
5。 サ ムー ド 並 びに アー ド の 手合 い は 、 突 然 相 RGEC 

5 災難 を 虚偽 な り と せり 。 

と な 突風 に より 減 ほ 1 

6. Me ド は 猛烈 な 突風 に より 減 ぼ き OE 
rs | ュ ドド つう 区 X 司 a hi FF う ・ アコ オン 
7. ド も まな た 荒れ 狂う 終 風 に より 滅 ば る れ dE AG CG 


8. 主 は 七夜 信 日 絶え まな く 彼 等 に 吹き つけ 給 >ALS4 a と 3 0 
we be の グ 
えば 、 彼 等 は 愉 も 倒れ た 表 郡 子 樹 の 如く 地 タ 


っ アラ クス デ アテ アス ノ 区 
に 倒れ た り 。 MI El の go 32601o し AM 
6 多 多 さあ 
デー コア アウ コピ イー イグ ョ アス 
9 , 流 見 得る や 、 何 か 彼 等 の 遺物 を ? OTE Ee 


OLIN 2 


10. まだ ファ ラオ 及び ファ ラオ 以前 の 人 々 、 並 名 5 プイ イン 。 5 ン フン 552 に 3 
IPI う 
びに 転覆 せる 品々 の 住民 も 、 帝 に 叶 を 犯し @ 記 I 


2 





注 1 既定 の 避け られ な い 事 柄 。 必 ず や 起こ る 不幸 。 不 信心 者 の 最終 的 打倒 。 
注 2 当 節 は ノア の 大 洪水 に 触れ て いる 。 


注 3 モハ ッ マ ド 預 言 者 の メッ カ へ の 進軍 は 素早 て か つ 突 然 で あっ た 為 、 メ ッ カ 人 達 は 完全 に 意表 を 突 か れ 
だ 。 そ れ は 、 い わ ば 、 彼 等 に と り 青 天 の 釧 避 で あっ た 。 当 人 節 は 又 、 複 活 の 日 に も 当て は まる 様 だ 。 そ の 日 、 ら っ 
ば が 坦 り ひび く と 共に 、 正 し き 者 ・ 悪 し き 者 双方 は 、 神 の 偉大 な る 裁判 席 の 前 に 、 自ら の 行為 の 申し 開き を す 
る ため 立た ね ば な ら な いで あろ う 。 
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デル ・ ハ ー ク アテ 
11. 彼 等 は 主 の 使徒 に 従わ ざれ ば 、 玉 は 彼 等 を は 2 る ッ ン Cd 52%4 
OA 1 as 
厳し く 懲 らし ゅ た り 5 づき りみ AI も 


12. 


げに 洪水 が 起り われ ら が お 前 だ た ち を 
対 に 乗せ た る は 、 ( 注 2) 


tT 








スム テ > ET 4 2 人 トペ シン Cg 
8 を以て お 前 た ち へ の 訓 戒 と な し 、 ま た 劉 PS 320 (6cS! 
意 す る 本 に 之 を 記憶 せしめ ん が た め な り 
き 。 
SI 8 の < 2 
14. 早 史 ひ と た び 鳴 5 ひび き 、( 注 3) oe 5 っ 2008 88 
し か 。 っ アッ 
15. 大 地 ヒ 山々 は 隆起 し 、(※4) 面 し て 粉々 に 8 を i 2 
砕 か れる 時 、 
4 n マー の ラグ ん 
16. その 日 こ を 一 大 事 が 起 る べし 。 ONG A 
ぜ い じ や てく re < 
17. その 日 天 は 脆弱 と な り 、 ば ら ば ら に 割れ oc の A EG es 1 
te 
5 。 し か 3G プス アン フラ アイ ルン の 24 の の 7 の 
18. 天使 た もち は 天 の 境 に 立た ん 。 面 し て その 日 、 ES GE NS 
二 の 玉座 を 頭上 に 捧げ まつ る は 八 天使 な 2 。 て 22 
り 。 と クダ つみ 
19. その 日 ぉ 前 た ち は 、 神 の 御前 に 出 で 拝 語 き EC この 分 ; 22% 
せら れん 。 その 時 隠し 得る も の は 、 一 つも 9 Sra $52 
な か る べし 。( 注 5) 
2 gi EG hoLrr CN Et 920 [Le 
20. その 時 、 己 が 記録 を を の 右手 に 流さ れる 者 906 GO2U6 
は 、 ( 注 6) 云 わん 、「 来 だ がり て 、 我 が 記録 る 2 ノレ 
1 
を 読め 。 ORAS 
21。 げに 我 は 、 必 ず 我 が 清算 に 満足 きせ られ ん ばい さり 
中 ヒコ 4 アア 
と 信じ た だ たり b」 と 。 
or 28 クタ 
22. され ば 役 は 楽し い 生活 を すご きん 、 ELS A 8 
23. 高尚 な 楽園 の 中 で 。 ELK き 
注 4 アラ ビア 全土 は 大 き 〈 播 れ 動 いて いた だ 。 ア ラブ の 貴族 階級 の 指導 者 達 や ー 般 民衆 は 、 イ スラ ム 教 の 年 
服 、 及 び イ スラ ム 教 が 彼 等 の 生活 に も た らし か た 激しい 変化 に 列 い 衝 股 を 感じ た 。「 大 地 」 は 民 梁 を 「 山 々 ] は 人 
の 指導 者 や 、 を れ ぞ れ 指 す 。 
5 本 文 の 文字 通り の 意味 以外 に 、 メ ッ カ 陥落 の 日 に 、 偶 像 染 拝 信仰 の 偽り 及び メッ カ 人 の 行状 が 完全 に 
店 か れる と 当 節 は 示し て いる 。 
注 6 「 己 が 記 然 を を の 右手 に 濾 る れる 者 ] と は 、 試 練 を 無事 くぐり抜け る 者 と いう 意味 の 、 ク タル アー ン の 
比 座 で ある 。 
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24 . 


29。 


26 . 


トウ 
ー コ 1 


28. 


29. 


30. 


Dl 


32. 


33. 


34 . 


35. 


9 . 


を は 鈴なり の 果実 が た や すく 手 の 届 く と こ 
ろ な り 。 
[満悦 し て 食い 且つ 飲め 。 
己 が 善行 の 報い な り 」 


これ 過ぎ し 日 の 


きれ と ど そ の 左手 に 記 が 記録 を 濾 さ る れ た 者 
は 、( 注 7 ) 云わ ん 、「 我 この 記録 を 渡 き れれ 
ぎり せ ば ! 


。 我 が 清算 の 如何 な る も の な る か を 知ら ざり 


き 1 


ご 


死 が すべ て の 終り な り せ ば ! ( 注 8) 


我 が 富 は つい に 役立た ぎり き 。 
我 が 威 府 は 消 を 去り し か 」 と 。 
天使 た も は 命 ぜ ら れん 、「 彼 を 捕え て 緯 り 、 


地獄 に 投 ぜ よ 。 


し か 
然 る 後 七 十 尽 の 鎖 で 彼 を 緯 れ 。 ( 注 9) 
げに 彼 は 宇 尊 者 アッ ラー を 信 ぜ ず 、 
まだ た 進ん で 貧者 を 養 わ ぎり き 


きれ ば 今日 、 彼 は ここ に 如何 な る 友 と て な 





注 7 


i 8 


左手 に 己 が 記録 を 渡 き れ た だ た 者]」 は 、 ク ルアー ン の 専門 用 語 で 、 
メ 神 の 前 で の 旧 ら の 行 旋 の 申し 閉 き を し だ たく は ほな 


不信 心 者 は 、 全 て を 終え る に 当 だ り 、 


い の で 、 死 を 硫 う で あろ う 。 


注 9 
べら れ て 米 た 。 当 節 で は 、 
か れ な だ 鎖 は 、 
鎖 し し て 示 き れる で あろ う 。X、 
期 を 合 め て お よる 
に 浪費 する 。 彼 は 肉欲 の 隷属 か ら 
の 鎖 上 な っ て 表わさ る れる で あろ る う 。 この 鍵 


死後 の 生命 は 新た だ な も の で は な く 、 貴 、 
現世 に お ける 魂 の 苦 
この 世 の 鉱 望 を 表し 
この 世 の 恨 み 
70 年 で ある 。 この 70 年 を 、 
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他 の 生命 も 、 


現世 の 事実 の 象徴 に 過ぎ な い 事 が 、 

『 憎 が 来世 で の 体 量 と し て 表 る れ て いる 。 例え ば 、 
MAE OA 
は 秋 と な っ て 現れ る で あろ う 。 人 の 平均 寿命 は 、 
不 千 な 不信 選者 は 、 恋愛 問題 や 世俗 の 係わり や 肉欲 を 満 だ す 事 
逃れ よう と は し な い 為 、70 年 間 叶 楽し て 来 た こ の 一 連 の 肉欲 は 、 来 世に 70 尺 
{一 つつ は 一 年 を 表し 、 悪 者 は これ に より つなが れる で あろ う 。 
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試 語 に 耐え られ な いじ 者 を 示す 。 


グ 





タル アー ン に 繰り 返し 述 
次 の 回 9 り に 巻 
: 刻 問題 も 足 

幼児 期 ・ 老 齢 


直志 の 窟 


沈 導 十 九 普 
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注 10 
事実 。 すなわち 、 ク 


水 を 混ぜ だ た 血 の 外 に 食物 も な く 、 
を 食す る は た だ 罪人 の み 」 と 。 
第 二 項 

われ は お 前 た ちの 目 に 見 える も の すべ て に 
の CE 、 
まだ お 前 た ちの 日 に 見 え ね も の すべ て に か 
け て 。 ( 注 10) 
そ は 実に 高貴 な 
ご 言葉 な り 。 
そ を は 詩人 の 言葉 に 非 ず 、 されど お 前 だ た ち は 
ほとん と ど そ れ を 信 ゼ ぜ ず 。 
そ は 占い 帥 の 言葉 に も 非 ず 。 る れ ど お 前 た 
ち は ほ と ん ど そ れ を 注意 せ ず 。 
を は 万 物 の 主 よ り の 啓示 な り 。 

も し 使徒 が われ ら 6 に 関し て 虚偽 の 言 を 電 し 
だ た だり と すれ は ば 、 


われ ら は 必ず 使徒 の 右手 を 捕え 、 


る 使徒 に よっ て も だ た らき れ 


面 し て を の 頸 動脈 を 切断 せん 。 

きす れ ば お 前 た ち 誰 一 人 われ ら の 身 還 か ら 
彼 を 守り 得 ぎ る べし ( 注 11) 

げに を は 義 し き 人 々 へ の 訓 戒 な り 。 

われ ら は 知る な り 、 お 前 た ちの うち われ ら 
の 神 兆 を 拒否 する 者 ある こと わ を 。 

げに を は 不信 心 者 ども の 悔恨 の 因 た る 
a 

げに そ は 完全 無欠 な る 真理 な り 。 


きれ ば 玉音 者 た る 光 の 斑 の 御名 を 護 え 奉 
れ 。 


OR LYE 
80 TS 
oa LG 


デラ 5 タ 29 の 


Oa I 


&: 人 
eds 
GMT は 

UT 
SE TES 
ORAL ALLES 
ue 
AP 


ッッ の 人 


SEN 5 E 
i 
ON Gb 
ONG ob as 


0 


我々 が 物質 外 で 作用 する の を 日 員 で きる 物 。 つ まり 、 我 々 の 視界 か ら 隠 き た 生物 ・ 手 物 の 明日 


ルアー ン の 神 の 由来 を 確証 する も の と し て 、39 と 40 節 に 述べ られ だ た 人間 の 理性 と 分 別 。 モ 


ハッ マ ド 預 言 者 の 時 代 に 不信 心 者 が その 日 で 確か ゆめ た だ た 神 の ひし る し と 、 未 だ 成就 を 待ち 受け る イス ラム 教 の 郊 け 
る 林 米 に つい て の 預言 は 、 タ クル アー ン が 、 神 が 神 の 高潔 な 預言 者 モハ ッ マ ド に 表し た 神 御 自身 の 世界 で ある 上 
いう 、 友 論 の 余地 の 無い 主張 と な っ て いる 。 当 節 は この 事 を 示し て いる と も 言え る 。 当 節 が 取り 上 げ て いる の 
は 、 信 生 の 過酷 な 事実 で あり 、 詩 人 の 甘い 夢 で も な けれ ば 、 占 い 師 の 聞 の 徒 個 で $ な い 。 

注 11 。 も し モハ ッ マ ド 預 言 者 が 偽り の 提 人 造 腹 で あ れ ば 、 偽 9 の 預言 者 が た どる 選 命 通り に 、 神 の 力強い 腕 が 
彼 の 喉 を 捕え 、 A で 
三節 は 主張 する 。 当 節 の この 言葉 は 、 表 書 の 申 命 記 18 : 20 を 、 そ の まま 再現 し た も の の 様 で ある 。 
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(メッ カ 啓 示 ) 
あま ね と コ 

1 慈悲 深 (、 上 恵み 暫く アッ ラー の 御名 に お い Og NI こつ 

て 。 
2.。 民 ね る 者 あり て 、( 注 1) 降 りか か る 天 較 に 1 

つい て 問う 、 る マタ 
4 ん びと に 8 < | っ 
きら 不信 心 者 も の 身 に 。 そ は 伯 いも 忌避 す る (OFA dc 

能 わ ず 。 

し よう e クン マッ ュ ン ュ 

4. 天 削 は 登 具 の 主 ア ッ ラ ー よ り 出 づ 。( 注 2) の ho 


ァ アト ン 3 1 9 の の SO 5 る 
5 諸 像 並び に 加 凌 は 、 こ の 世 の 五 高 年 相 OU っ は 03500 の 5 


当 す る 日 で 、( 注 3) 主 の 許 へ 合 り 行く 。 で レン ニン ッ ン ノレ 。 2 ia 

CL CP Pe Cd を LA っ 
6. され ば 流 、 立 派 な 忍耐 を も っ て 妨 耐 せよ 。 eae 
7, 彼 等 は 天 輸 を 悦 吉 と 見 な す が 、 OR 5 2 
8. われ ら は 輝 を 近 し と 見 る 。 RS 029 
9. 著 容 が 溶鋼 の 如く な る 日 、 CNS 
10. 山々 が 儲 毛 の 如く 飛び 散る 日 、 ( 注 4) SIL 
11. 親しい 友 と て 友 の 安 否 を 問わ ぎる べし 、 る し とら りう 











注 1 当 節 の 「 問 ね る 者 ]」 は 、 ナ ザル ・ ビ ン ・ ハ ー リ ス 双 は アブ ・ ジ ャ ハル の 事 を 述べ る 為 に 、 数 人 の 注 殺 
者 が 用 いて いる 。 し か し この 語 は 特定 の 人 物 に 当て は め る 必要 は な て 、 不 信心 者 全て を 指す と 考 た られ る 。 を そ 
れ は 、 彼 等 が 、 そ の 身 に 下る れ る 近しい 軸 を 減じ る 様 、 繰 り 返 し モハ ッ マ ド 預 言 者 に 求め た か 6 で ある (8 : 
33、21 1 39、27 72、32 1 29、34 1 30、36 : 49、67 : 26)。 

注 2 神 ほ 信者 に 高い 地位 を 授け られ る 。 

注 3 当 節 は 、 神 の 御 計画 が 成就 きれ る に は 、 何 千年 と いう 月 HH が か か る 、 と 示し て いる 。 あるいは 、 特 に 
大 き な 変 化 が 起き る と 定め られ た 、 五 方 年 と いう 一 定 の 周期 を 指す と も 言え る 。 それは 、 神 の 預言 が 成 呪 きれ 
る の に 一 定 の 期間 を 要する か ら で あ る 。 

注 4 原水 娠 が 存在 する 現代 は 、 羊 毛 の 様 に 山 が 吹き 飛ぶ 事 は 大 い に 有 5 得る 。 
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12 . 


13. 


14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20 . 


21. 


22. 


2 の 


24. 


25., 


26. 


だ と い 互 に 顔 を 見 合せ だ たと て 。 罪 を 犯 せ し 
者 は 、 此 の 日 の 罰 を 免れ ん が た め に 、 己 が 
子 を 、 

己 が 奏 を 、 己 が 兄弟 を 、 

旗 謗 し て くれ た 親戚 も 、 

更に 地上 の 人 間 す べ て を 拳 出 し て 賭 わん と 
欲す 、 も し を れ で 己 れ を 救い 得 な ば 。 ( 注 5 ) 
され ど 能 わ ず 。 げ に 地獄 の 突 は 、 

体 の 末端 の 皮 ま で 剣 ぎ と る な り 。 


地獄 の 火 は 、 背 を 見 せ て 背 き 


ぶ べ し 、 


LL ここ + 
品 や 貯え 之 を 出し 渋る 者 を 。 


り し 者 を 呼 


人 間 は 性 急 上 且つ 欲張り に 創 ら れ だ た り 。( 注 6) 
災難 に 見 凶 わ れれ ば 嘆き 悲し み 、 

その 身 が 幸せ に な れ ば 人 は 剖 普 と る 。 

きれ ど 礼 拝 す る 人 々 は 釣ら ず 、 
すなわち 常に 礼拝 を 遵守 し 、 
正当 と 認め られ だ る 己 が 財産 すら 、( 注 7 ) 


と どい 求め る 莉 並び に 著 な せ て と わざ る 者 の た 
め に 施す 者 は に ] 





注 5 


し そう する 事 で 自身 が 助かる な ら 、 


8 


注 7 


権利 と し 
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これ 等 の 盆 に 描か れ た 蔵 き の H の 描写 の 、 何 と すき る まじ い 事 で あろ うか 。 人 は 水素 に 直面 し た 時 、 も 


全て を 、 そ し て 最 芝 の 肉親 を すら 切り 捨て る 覚 二 が ある 。 


ER ARIE PT RR OED EI RE A CHR, BS DN SD 


字 宙 の 万 物 は 全 人 類 の 共有 財産 で あり 、 
て 、 和 温め る 者 の 寺 の 分 け 前 を 与え られ る 。 
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誰 $ を その 絶対 の 所 有 権 を 授け られ て は いな い 。 貧し き 者 は 、 


辻 じ 十 意 


2/ . 


28. 


29. 


30. 


3l. 


92 . 


93 、 


34 . 


95. 


36. 


37. 


40. 


注 8 


注 9 


また 審判 の 日 を 周 く 信じ て 疑わ ず 、( 注 8) 
主 の 人 徴 只 を 恐れ る 者 一 

げに 何人 も 主 の 懲罰 を 免れ て 安全 無事 な る 
者 な し 一 

貞 潔 を 守る 者 一 

伯 し 委 並 びに を の 右手 の 所 有する 者 と 倍 な 


る 場合 は 罪 な し 。 


る れ ど これ を 越え て 求め る 者 は 、 円 人 な り 


また 信託 や 約束 に 慎重 な る 者 一 
証言 に 際 し て は 正しく する 者 、 
礼拝 を 左 格 に 避 和 守 す る 者 。 
住ま ん 

第 二天 


不信 心 者 ども が 汐 の 方 へ 急ぎ 馳せ 来る は ど 
うし だ わけ か 、 


. 右 か ら も 左 か ら も 、 き さま ざま に 異な る 集団 


が 7? ( 注 9) 


が 


いね 
9. 彼 等 は 皆 許 福 の 園 に 入る こと を 希 う か ? 


断じて な し 得 ず 。 わ れ ら は 、 彼 等 が 知れ る 
も の に て 役 等 を 創れ り 。 
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に 2 の 2u 多 


る 2 PT アノ 
CP | 
@osuo Ks 4 CE 





米 世 を 真 に 信じ ず し て 、 真 の 義務 感 等 あろ みう は ず が な い 。 こ の 確信 は 、 神 の 存在 に 対す る 信仰 に 次 ぎ 、 
二 番 日 に 重要 な イス ラム 教 の 信仰 で ある 。 
当 節 及び 前 節 は 、 来 た る べき イス ラム 教 の 勝利 の 預言 を 記し て いる 。 その 時 、 ア ラブ の 暴 教 徒 達 は 、 
イス ラッ 教徒 に 加わ り た いと 願い つつ 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 代理 を 待ち 受け る 為 、 全 土 より 急ぎ 集まっ た 。 あ 
る い は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は タラ イシ ュ の 偶像 を 非 苑 す る 説教 を 止め て は どう か と いう 、 役 に 対す る クラ イシ ュ 
の 指導 者 の 誘い に 、 当 節 は 触れ て いる の か も し れ な い 。 し か し 、 さ る 権威 筋 に よれ ば 、 当 節 は 、 形 や 方 向 を 変 
ぇ て 、 敵 対 者 に より モハ ッ マ ドド 預言 者 に 加え られ た 人 危険 な 攻撃 を 指す と 受け 止め られ て いる 。 
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第 二宮 


41. 再 、 わ れ は 、 われ ら が 統 べ 給 う 東西 の 主 に 


か け て 胡 う 、 


42. 彼 等 より 優る も の を 以 て 彼 等 に 代え る こ ほ と 


を 。 硬 し て 、 
な ca ( 注 10) 


われ ら は 逐 を 妨げ られ る こよ 


43. る れ ば 約束 きれ だ る その 日 が 来る まで 、 彼 


等 や むだ 話し に ふけ ら せ し め よ 。 


44. その 日 彼 等 は 、 的 に 向っ て 首 
急ぎ あわ て て を の 葉 究 ょ り 出 で 来 る 


45, その 目 を 備 け 、 恥ず か し くも : 
か く の 如 き が 、 
だ る 日 な り 。 ( 注 11) 
注 10 "モハ ッ マ ド 預 言 者 に 刃 向 う 潮 達 は 、 
に よっ て その 地位 を と っ て 


注 11 


ロ 


完全 に 気落ち も し て モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 所 へ や っ て 来 だ が 、 
だ 


Nk 


黄 れ 入っ て 。 
すなわち 役 等 が 約束 せら 5 れ 
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22 こ シメ 


Oo を 3 


の の 5 ウン トナ a Vis 


OI EE J J IL 


242515 2 レレ ン クゥ クタ 2 クン うっ の ッ ク ク 
2354 ぷと SI 5 
フン 2 アッ 22 っ 
EOI Gf 

1 タタ な と ルレ ェ レ し 人) み ? プ アッ ノン 

Ce bg ce 9 OA 


Ve 


DOI いら) 


UE ih 0 4 ai ds d ase 
GO CN 8 


A 





古い 秩 麻 が 失せ 、 そ こ に 新 だ に より 良い 秩 持 が 生ま れ 、 他 の 人 々 
替え られ る と 語 げ られ て いる 。 


当 委 及び 耳 節 に は 、 メ ッ カ 陥落 後 の ク ライ シュ の 指導 風 達 が 生々 し (描か が かれ て いる 。 そ の 時 、 彼 等 は 
彼 等 は 目 を 伏せ 、 


失望 E 罪 坦 感 が 顔面 に 広がっ て い 





スヌープ 
(メッ カ 砂 示 ) 


1、 慈悲 深く 、 恵み 怖く アァ ッ ラー の 御名 に お い Oo a ee bd 
で 4 
2. われ ら は ノア を その 民 に 遣わ し 、「 導 烈 な る 2es 51O1 4 っ 3 EX 
懲 敵 が 降る 前 に 光 の 民 を 警 め ょ 」 と 命じ た 62 
9 。 OLA NS 
3. ノア は 云え り 、「 我 が 民 よ 、 げ ば に 我 は お 前 た V2 2 
3 231 
ち に 遣わ る れ た る 天白 な る 癌 舎 者 な り 。 OI IG 3 
4. お 前 た ち は ア ブッ ラ ー に 仕え 、 之 を 景 れ 、 我 AT TC 
に 従え 。 ~ 
5 


きす れ ば アッ ラー は お 前 た ちの 路 々 の 時 を C4268 る 
落し 、 定 め の 期 限 ま で お 前 た も を 猪子 せん 。 TN 


Lg 4 ノン リー アレン レン と っ 
げに アッ ラー に よっ て 定め られ だ る 期限 > 2 2 に 512b10S1 SL 
は 、 一 度 到来 すれ ば 、 引 延 すこ と 能 わ ず 。 8 
( 注 1) ぉ 前 た ち 之 を 知る こと こる 望ま し Os 
けれ 」 と 。 
6. ノア は 云え り 、「 王 よ 、 我 は 日 夜 我 が 民 に 喚 2 の 2 9 
it OE IN GI EE GH 
に ざ 1 ず "| うそ モー に 2 に 和 に tb Ek -E. Ge て タッ レプ っ 1 る 
人 時 eo り 人 逃れ 去 OU も ウタ ンコ 
* リ な りう 。 


ッ プ 。 う ク タッ ゥ アア 


9 ノラ と ルー ルイン っ タン ノレ 。 タ っ 
8. A を 喚 び て 、 液 が 彼 等 を 履き ん と 告げ N a lbs っ 9 ceoC5G ら 
ご と に 、 彼 等 は 巳 が 指 を 以 て その 耳 を 寒 


EI VEE 8 
肌 つ を の 心 を 閉じ 、( 注 2 ) 邪 悪 に 加地 ウッ ob の cb 2 
4 る ク と し] 
(| 往 岸 『 不 滞 な りき 。 
ゴト ココ < za コー nr 0 Zl タッ 
9. きれ ば 我 は 声 を 大 に し て 、 彼 等 に 公正 だ れ OS lS 


と 喚 び か けた だ た り 、 





注 1 天命 が 実施 きれ る その 時 に 至っ て は 、 全て ( 後 梅 は 役 に 立 だ な い 。 


注 2 「 指 を 以 て その 耳 を 宗 ぎ ] と いう の は 、 比 史 で 、「 彼 等 は 神 の お 告げ に 耳 を 額 け る の を 拒ん だ ] 事 を 示 
す 。 彼 等 は 神 の お 告げ に 対し 、 全 て ( 心 を 閉じ て し まっ だ の で ある 。 
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第 一 斉 





10. 公然 と 語 
( 注 3) 

1. まだ 我 は 云え り 、『 主 の 赦し を 請 い まつ れ 、 
症 は 寛大 な る 御方 な れ ば 。 

は い 

12. 主 は ぉ お 前 た ちの た め に 滞 然 と 二 を 降ら せ 
Ls 

13. また お 前 た もち に 富 や 子女 に よっ て 奉 力 を 増 
る し め 、 箇 を 与え 、 滞 川 を 流れ し めん 。 


りか け だ 5 密 に 説教 し た り し て 。 


14. お 前 だ ち 何 故に 偉大 さき と 知 識 を アッ ラー ょ よ 
5 鑑 ん と 望 まさ "る か ? 

15. アッ ラー は きる さまざま な る 有形 と 状態 に お 前 た 
ち を 創り 給え 0。 ( 注 4) 

16. お 前 た ち は 見 ぜ る か 、 ア ッ ラ ー が 生 層 の 天 
を 完全 な 調和 を 以 て 創造 せる か を 

17. を こ に 月 を 据え て 明り と な し 、 大 陽 を 摺 え 
て 姫 火 と な し 給 ん えん し こと を ? 


18. まだ アッ ラー は 草木 の 生え る 如く 、 
ち を 上 凸 よ り 生 ぜ し め た だ たり 。 

19. 面 し て 再び 土 に 帰ら し しゅ 、 然 る 後 新た に お 
月 たち を 生 ぜ し めん 。 

20. ま た アッ ラー は お 前 たち の た め に 大 地 を 
広々 と 展 げ 給え を 5 


お ぢ お 前 だ 


21. お 前 た ち に その 広々 と し た 税 を 往来 せしめ 
ん が ため に 用 と 。 
第 二 項 
22. Rs 
aE 9 


か り の 者 に 従え り 。 


1 
マン 9 に の アミ >59 
NE 


人 の 2 タプ アー タラ ョ アッ ョ アレ 


OUI cns 2 IG 
SEE Gs 
Si Tas 
9525 
の 本 を 
Od OLIVNG 
OHS 53 
CFR 


ラン ーー ク ュ みく ュ ッ アァ ンズ イィ テン の 
ご ここ BS 
(LS 


の の ES 
OC GS 3 
GU 26 3 る 2 
と も 1044 は YO 時 2 





注 3 ノア は 、 あ ら ゆ る 手 を 尽 し て 
瑞 た し て それ を 拒ん だ 。 

注 4 神 は 、 人 人 それぞれ に 時 な っ だ 
員 っ て いる 。 神 は 、 形 ・ 状 態 の 異な る 人 々 を お 創り ! 
作ら れ だ た 。 こ の 吾 を 当 節 は 示し て いる 。 
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こ な っ た 。 


能力 を 授け られ 、 人 間 社 会 の 存 締 ・ i この 能力 及び 体調 の 相違 に 


文 は 、 軍 は 段階 に 応じ て 形 や 性 資 の 異な る 人 を 





第 セ 二 一斉 a 
し か くわ Wa ン 
23. 面 し て 彼 等 は 重大 な る 策 護 を 企 だ て た り 5。 OG GS 
24. 彼 等 は な に 云え り 、『 お 前 た ち 、 断 じ て ぉ 前 39850592 2 Y RG, 
た ちの 神 を 棄て る な か れ 。 ワ ッ ド や スワ ー、 2 
クッ スイ の ュ ッ ンプ I I ー zs er 
ヤグ ー ス や ヤ ウ ー ク や ナス ル を 棄て る な か 2295 も 593 IP) 


25, 


26. 


27. 


28. 


29. 


れ 】 と 。 ( 注 5) 


彼 等 は 多く の 人 を 迷わ し め た だ たり 。 きれ ば 悪 
人 ども に は 、 迷 誤 以 外 に 何 $ 加え 給 う な か 
れ | と. 


彼 等 は を そ の 数 々 の 罪 ゆ ぇ に 油 死 さ せら れ 、 
次 いで 業火 に 投 ぜ られ た り 。 証し て 彼 等 は 、 
アッ ラー 以外 に 如何 な る 救援 者 も 見 つけ ぎ 
りき 。 


ノア は 云え り 、「 主 よ 、 地上 に 一 人 の 不信 心 
者 も 残し 給 う 3 な 。 


し 


も し 残 き ば 、 彼 等 は 必ず 液 の 8 
め 、 た だ 罪人 と 不信 心 者 の み を 産ま ん 


主 よ 、 我 を 赦し 給 い 、 我 が 次 < 母 を 落し 給 い 、 
信者 と し て 我が家 に 入る 首 を 散 し 給 い 、 労 
女 の 別 な くす べ て の 信者 を 。 面 し て 悪人 ど 
$ に は 破滅 以外 に 何 も 加 え 給 うな か れれ 」 と 。 
( 注 6) 


アッ を デン フェ ンク アー ンー う ア ンー 
CB も す 35 Re 
レン 提 】 


eA 
7 こじ 2 る る っ oo ス 
5 る 28355 bb 


ルン 放 ツア タグ 

OS RI Ss 2 
2 の ン >2 グ うー カラ 2 ダク し 4 て タタ レイ チイ 
ご lo YT? dss 
LGS 


RL Se Ra I 
@5G の 6 














1 


唱 吐 疾 党 


の 、 


6 
時 こう よ する 信用 が 全て 押 に 6 


いずれ も アラ ブ の 偶像 宰 。 


神 の 寺 言 者 は 、 人 の 化し き に 満ち て いる 。 ノ ア の 祈り は 、 彼 に 対す る 抵 措 が 続き 、 
し 、 彼 に 従う 者 が 増え る 可能 性 は 無く 、 
On OE ER 
一 族 の 省 の 不利 に な る 祈り を 強い られ だ た の で ある 。 同じ 状況 の 下 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 
その 対抗 者 に 対す る 態度 は 、 非 常に 対照 約 で ある 。 オ ハ ド の 戦い 
大 量 に 出血 し だ 
血 だ ら け に し だ た 人々 を 、 し か し 彼 は 神 の も と へ 呼び 寄せ る 。 


長 れ みみ 深い 人 人 が 、 


一 旋 の 者 を 正義 ヘ 
役 に 刃 向う 者 が 彼 や その 弟子 達 を 
ノア の ご と 


で 、 彼 は 二 本 の 歯 を 折り 、 大 怪我 を し 、 


が 、 そ の 時 彼 の 日 を 突い て 出 た 言葉 は 次 の 様 で あっ た 。 「 罪 も 無い 預言 者 を 傷付け 、 そ の 顔面 を 
鳴 々 、 如 何 に すれ ば 彼 等 は 政 わ ゎ れ る の だ ろう か 。 


神 よ 、 我 民 を 救い 賜 え 。 彼 等 は 為す べき 事 を 知ら な い の で す 。」 
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あま ね 
意 悲 深 、 > いい 2 の 1 うる 1 っ 
央 Ro 、 恵 な 遍 く アッ ラー の 御名 に お い OC 


2. 万 え 、 「『「 我 は か さく の 如く 啓示 る れ だ り 。 一 笑 3 ww 9 狗 < っ % * の 
大 圭 た もち が ( 注 1) 耳 を 葵 て て 聴き 入り 、 STI EN Go 5 


うし る レン NL プー ン る 

2 [ 救 等 が 聴け る も の は 、 向 くべ OE 
ジグ フン チー ンジ な の > 

は 直 き 道 に 導く 8 の な < 我 信 ンプ は キッ イン 人 Ez 2 1 名 1 

3. そ は 直 き 道 に 導く も の な り 。 され ば 我 等 は うお の 3 26 uu 

それ を 信じ 、 何 者 を も 我 等 が 主 に 配 せ ぎ る 上 8 

べし 。( 注 2) OG 

くる る て の クレ 


4 . 我 等 は 信 ず 、 崇高 な る モ の 御 稼 威 よ 。 主 は OE ES に 05 人 515 
凌 $ も な けれ ば 、 子 も な し 。 


5 我 人 等 の 中 の 愚か な 者 は 、 ア ッ ラ ー に つい て クス トト 2 アッー ン あう アノン (の マイン 

2 6 @ BE ELE SE OES 

党 々 途方 も ない 嘘 を 云い ふら し お る こと は ds OE SS 
事実 な り 。 

ジ > さき イン ” せっ ナ 仙 ルル を を エッ アア テテ テア 2 

6. 我 等 は 、 一 般 庶民 と 妖 喜 は アッ ラー に つい DI しら sJ PI GM OS MS 

て 決し て 嘘 を 云う まい と 思い た りき 。 サレ 2 

- od 


7。 確か に 、 席 民 の 中 に は 、( 3) 話 中 の 牙 る TIORR BI EILEEN 
者 だ たち に 常々 旗 護 を 求め 、 有 之 が た め に 妖 圭 スーッ タッ タ 
た ち に その 叙 慢 る を 助長 せしめ た り 。 OS 8355 GS 














注 1 46 章 30 節 参照 。 

この 言葉 は 、 ナ スィー ビー ン の ユダ ヤー 族 を 指し て いる 様 だ 。 彼 等 は アラ ブ 人 人 で は な く 、 他 人 人 と いう 意味 の 庄 
「 ジ ン 」 と 呼ば れ た 異邦 人 で あっ た 。 当 節 の 出来 事 は 、40 : 30 一 33 に 述べ られ た 事 と 異な る 様 に 思え る が 、 当 
節 の | 一 群 の 選 良 た ち ] の 言葉 と 、46 : 30 一 33 の 「 選 良 た ち ] の 言葉 が 、 一 見 し た 所 似 て いる の で 、 当 節 は 46 : 
30 一 33 に 言及 し た ぁ る の と 取る 向き も ある 。 

注 2 | 一群 の 選 良 た ち ] は 、 ユ ニテ リア ン 派 の キリ スト 教徒 か 、 彼 等 と 結び 付き の 深い ユダ や ヤ 教徒 、 あ る 
い は 彼 等 の 影響 や 受け て いる 者 、 更 に は キリ スト 教 に 詳し い 者 。 当 節 か ら 、 こ れ 等 の 事 が 推察 きれ る 。 


注 3 リ ジ ャ ー ル (庶民 )} と いう 語 は 人 間 に 関し て の み 使 われ る の で 、 当 節 及び 46 立 の 「 一 群 の 選 良 た ち ] 
は 人 間 以 外 の も の で は な い 、 と 当 節 は 示し て いる 。 此 所 に ある アラ ビア 語 の ジン は 、 地 位 が 高く 有力 な 者 を 指 
し 、 イ ンス は 、 前 者 に 従い を の 保護 を 求め る 事 で 慢心 を 深め る 低い 位 の 卑しい 者 を 表し て いる 。 
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送 


Ca 
評 


アル ・ 
8 . 彼 等 は 、 ぢ 前 た ち が 考 え る 如く 、 ア ッ ラ ー RE 2 HAT 2K15 
は 如何 な る 使徒 $ 中 らし むる こと な し と 思 


り 。( 注 4) 
9、 我 等 は 琴 上 に 達せ ん と 読 る 。 されど 、 強 力 (る gcG25 の 22CSC つ 65 
な 護 術 と 流 征 が 天 に 満 つ る を 兄 だ たり 。( 注 5) クタ 5 と クッ る 
LES SI 


10. 我 等 は 盗み 聴き する だ め に 、 天 上 の 席 に 邊 2 < b dS CG EE 
する を 常 上 せり 。 き され ど 盗 み 聴 きす る 者 は 


今 、( 注 6 ) 役 を 待ち 構え る 流星 ある を 見 ん 。 OT CE GOE EN 
< Ge 0 
11. きれ ば 、 王 が 地上 の 者 ど も に < い を 加え ん の イル 
32uoVI9 99651GOO 13 
と する の か 、 そ れ と も 稚 導 を 授け ん と する 6 2 2 
の か 、 我 等 は 之 を 知ら 6 ぎる な り 。 i 


た だ し か ‘ ン ラダ 
12. 我 等 の 中 に は 義 し き 者 あり 、 ま た 然 ら ざる CAR SRE ES 
者 あり 、 す な わ ち それぞれ 別れ て 違っ た 道 時 
を 赤 ず 。 OLY 


2 ン レ イィ ン ン 
13. 我 等 は 、 地 上 に お いて 、 ア ッ ラ ー の 計画 を UE 
失敗 きせ る こと 能 E わ ず 、 ま た アッ ラー より yn IN 


授 避 する こと 能 わ ぎる を 知る 。 @ じ 2 
14. され ば 我 等 は 、 向 導 の 呼び か け を 聴く や 、 oy oo 
を 信 じ だ 2 。 主 を 信 ず る 者 は 、 所 失 の 心 ファ アン 

NL 4 ウィ 
配 な く 、 他 人 に 不当 に 過 せ られ る こと も な る 3 レジ SE2 5 8 る 
し 。 


15. 我 等 の 中 に は 、 神 に 帰依 する 者 も あれ ば 、 i 4 A A 5 タ 
正道 か ら 逸 脱 せ る 者 も あり 』」 と 。 面 し て 神 


シン アフ ュ ッ デア アプ を し 
に 州 依 す る 者 、 を は 正しい 道 も も と め る 者 OE GU 尼 
な り 。 


ジン 





注 4 ユダ や 人 は 、 後 に 続く 神 の 使徒 が また 現れ な い 、 岳 言 者 ヨセフ の 時 代 に 、 充 に 信仰 を 捨て 去っ た だ (40 : 
35) 。 

注 5 「 天 上 に 達せ ん ] と は 、「 未 知 の 秘密 を 喚 ぎ 取 ろ うと する |] を 意味 する 。 神 の 使徒 が この 世に 真 に 現れ 
よう と する 時 、 生 の 異常 な 動き が 起き る 。 当 節 に 述べ られ て いる の は 、 こ の 予期 せ ム 自然 現象 で ある 。 

注 6 神 の 使徒 が 現れ る 前 に 超自然 現象 を 子 告 す る 者 は 、 そ の いか が わし い 技 で 未知 の 神秘 に 近付け る ふり 
を し 、 そ の 巧み な 詐欺 の 術 を 使っ て 、 民 衆 を だ まそ うと し 、 役 等 の 単純 $ き に うま く 付 け 入 る 。 し か し 神 の 使者 
が 出現 すれ ば 、 彼 等 の うそ は 禁 か れ 、 そ の 未知 に 対す る 偽り の 知識 は 、 占 星 術 の 上 辺 だ け の 不 完全 な も の に 骨 
ぎ な いと 症 きれ る 。「 今 」 と いう 語 は 、 此 所 で は 特に モハ ッ マ ド 預 言 者 の 時 代 に 関し て 用 いら れ て いる が 、 同 
時 に 、 全 て の 佑 大 な 神 の 使徒 の 時 代 を ぉ 示し て いる と 言え る 。37: 7 一 10 も 参照 の 事 。 
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一 年 3 アル ・ ジ ン 
きれ ど 正 造 か ら 逸 用 する 者 ども は 、 地 獄 の Wa Mt 
難し な らん 。 OE SS 


も し 彼 等 が 正道 を 守ら ば 、 わ れ ら は 必ず 彼 遇 MM Bp A 
lu の 
等 に 豊か な 飲料 水 を 供給 し 、 ( 注 7) ’ 


os 
に よっ て 彼 等 を 試 き ん 。 き されど 主 を 念 ず ND oR ES i 
lae bi 


る こと を 願 ふ な い 者 は 、 主 は その 者 を ば 抗 
し 難い 著 酷 な 刑 に 追い や らん 。 











19、 すべ て の 礼拝 堂 は アッ ラー の 有 な り 。 され の イイ EE も ーー1 5 
Oe lab EN A Val 
ば アッ ラー の 外 に 如何 な る 者 も 祈る な か EI bh dg SS 
れ 。 ( 注 8) 
ュ ッ イン 」 の 2 アラ ウッ 1 ルアー 
20. ア ッ ラ ー の 僕 が * 礼 振 の た め に 起 て る 時 、 EC 5 の PUs dt! EEE 
( 注 9) 彼 等 は 僕 に 押し 寄せ て 、 窒息 きせ る の 2 
は どなり き 。 ‘Saat を 
第 二 項 
—. ょ * ー - ュー 〒・ hn 2 GL アア の 
21. ん 、 「 我 は 主 の み を 祈り 、 何者 を ぁ 主 に 配 oe Pel RNIB 3 
せ ず 」 と 。 を 
の ! ~ っ を アァ アア デブ ク の ルン タ ュ ン ンマ ?g 
22. 云え 、「 我 は お 前 た ちる 害し 、 ま だ は 益 する OD TN AY 
Re 
アッ U の ん 
23. 云え 、「 げ に 何人 も アッ ラー に 抗 し て 我 を 護 Cl TE fd 
能 わ ず 、 ま だ 我 は デッラ ー の 外 に 何処 に 2 
9 ニー クン る の 
も i い だ す 能 わ ゎ ず 。 : De 
だ ン ク * 
24. 我 が 南 務 は 、 た だ アッ ラー より 我 に 降る 調 。 3200gSG22 8 a 0 
示 並 びに 神託 を 伝達 する に あり | と 。 ッッ ee 0 
レア ン オ アキ) マン ノノ デア 「 フ っ タッ 
て テッ ラー ト を の 使徒 に 従わ ざる 者 ぼ も MI が 
EA 
毛 ま らん 。 
注 7 水 は 全 生命 の 根源 で あり 、「 忠 か な 飲料 」 と は 、 時 産 や を の 他 物 的 所 有 の 豊富 き を 示し て いる 。 
注 8 抽 飾 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 出現 と 共に 、 遺 一 神 確立 た いう 神 の 御 計 画 が 示 き れ た と 書か れ て いる 。 


当 人 節 は 、 イ スラ ム 教 寺院 (モス ク ) が 以後 中 心 と な り 、 を こ か ら 神 の 交 が 全 世 界 へ 広がる 、 と 述べ て いる 。 


注 9 


「 ア ッ ラ ー の 僕 」 と いう 別称 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 一 段 と 優れ た 神 の 下僕 びあ る 為 に 、 彼 を 示し て 


いる の だ が 、 同 許 に 、 神 の 使徒 全て を 指し て も いる よう だ 。 
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第 七 二 二 意 デル ・ ジ ン 


P3 


25 , 彼 等 は その 約束 きれ だ る も の を 目 の あ た り 7 21 う ン ンス 7 た の 2 イン ン Se 
の 5 NNE 
に する まで 信 ぜ ざる べし 。 面 し て その 時 に O50esbbbD! 
皮 き > アノ ン 2 くう 
及 ん で 、 2 て 弱く 、 し Gh a 
か が も 数 に お いて 少 き は 誰 な る か を 知る ベ 
8 
三 二 p ーー っ ーー る に いさ に ンカ フッ ン rs ら っ クッ っ グゥ っ 4 
26. で え 、 「 お 前 た だ たち に 約束 きれ た る こ と は 、 近 OIE SI 5 
(起き る の か 、 そ れ と も 王 が それ を 遮 い 先 Pb 
の こと に 定め た る か 、 我 は それ を 知ら ず ] @ Isl9 う 
本 
27. 主 は な る る 者 な り 。 さ れ ど タス の EN 、 
7. 主 は 不可 視 な も の を 知 者 な 5 り れ ど OSE LE dE 8 33 6 


主 は 、 そ の 秘密 を 何人 に も 漏らさ きず 、 
28. 己 れ が 選べ る 使徒 の 外 に は 。 面 し て その 場 。 の EC SS 
PN EB I II IY 
合 は 、 使 徒 の 前 後 を 諸 天 使 に 護衛 せ し む 。 co 
( 注 10) DD AA I つっ 


29. そ は 、 使 徒 ち が 主 の お 告げ を 伝え だ か 耕し EC13 65 ET 
か を 知ら ん が だ め な り 。 主 は 使徒 た ちと 共 
に ある すべ て を 取り 閉 み 、 す べ て を 数 ぇ 給 Ez 
う 。 ( 注 11) 





注 10 神 の 使徒 に 座 志 され る 木 知 の 神秘 の 本 質 及 び 領 域 た と 、 他 の 高潔 な 信者 に 示さ れる も の と 上 を 式 別 する 胃 
邊 な 基 塗 が 、 当 人 節 に 含ま れる 。 こ の 差異 は 次 の 様 な も の で ある 。 神 の 使徒 達 は 、 他 の 正しき 人 々 に 示 き れる 未 
知 の 押 秘 より 化 位 に 立つ 。 更 に 、 神 の 使徒 に 授け られ る 刻 示 は 、 神 の 特別 な 保護 の も と に ある の で 、 邪 如 な も 
の が これ に 手 を 付け る 事 は で き な い が 、 他 の 高潔 な 人 々 に 示 き れる 神秘 は 、 必 ず し ちゃ 保護 きれ て は いな い 。 


注 11 宰 の 使徒 へ の 啓示 は 、 不 止 な 十 渉 か が ら 守 られ て いる が 、 そ れ は 、 彼 等 が 成就 すべ き 神 の 俺 大 な 便 命 や 
帯び 、 伝 える べき 神 の 億 大 な お 告げ を 葛 っ て いる か ら で あ る 。 
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第 七 十 三 章 外伝 を まとう 者 テル ・ ム ッ ザ ィ ム ミ ル 





アル ・ ム ッ ザ ム ミ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 串 み 條 てく アッラー の 御名 に お い みつ テリ de 
ES 
5 2 8 フタ ンタ 9 2 
2. 液 外 奏 を まとう 者 よ ょ 、( 注 1) OE 
MO EAN SS 生計 リッ の と イー の を 
3. 蛋 時 の 問 を 除き 、 夜 も 起き て 礼拝 せよ 。 EY Js 
ッ イ 。 < つる 2 シー ンプ ンマ 
4 . 夜 の 半分 か 、 そ れ よ り 僅 か に 減じ る か 、 OE Os 4 55 
5. 束 い は 少し を れ に 加え て 、 ゆ っ くり と よく ORE LI: EY | 
考え な が ら ク ルアー ン を 読 放せ よ 。 
6。 げ に われ ら は 重大 な る 言葉 を ( 注 2) 次 に CU TA 
の や ア 


説 示 せん と す 。 

7. 礼拝 の だ め に 夜 起 きる こと は 、( 注 3) 思 れ 
を 抑制 する 最も 効果 ある 方 法 で あり 、 ま た 
礼 拓 の 言葉 を 最 3 効果 的 に す 。 


ESI A NR EG 





注 1 神 の 天使 が 、 ヒ ラー の 洞 窒 に 、 神 の 啓示 を 携え て モハ ッ マ ド 預 言 者 を 訪ね た 時 、 こ れ は モハ ッ マ ド 預 
言 者 に と り 初 ゆ て の 精神 的 な 体験 で あり 、 そ の 後 彼 は 艇 いて 宗 へ 急ぎ 戻っ た 。 こ の 未 き は 、 そ の 体験 が 見 聞き 
し た 事 の な いも の で あっ た 為 、 ご 当然 で ある 。 モ ハッ マ ド 頂 言 者 は マン ト で 下っ て て れる 様 頼ん だ 。「 材 う 」 
と は 、「 共 に 加わ り 一 つ に な る | と も 意味 する の で 、 当 節 は 次 の 様 な 事 を 示す も の で あろ う 。「 お お 、 一 つの 旅 
の 下 に 世 界 中 の 人 々 が 一 つ に な る 様 命ぜ られ だ 御方 !」 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、「 世 界 の 層 を 一 つ に 結び 付け る 人 ] 
と いう 意味 の 語 ア ル ・ ハ ー シ ル (統率 者 ) と し て 、 ハ ディ イス に 記 き れ て いる ( プ ハ リサ)。 当 節 は 又 次 の 様 な 意味 
も ある 。) モ ハッ マ ド 項 斉 者 が 人 類 を 目 常 ゆ る せ 、 そ の 高度 な 宿命 nh まだ 長い 道のり を 行 
か ね ば な ら ず 、 そ の 人 為 彼 は 急 が な けれ ば な ら な い 。 つ まり 、 可 命 に 、 休 む 事 な てく 、 急 ぎ 事 を 為 き な けれ ば な ら 
な い の で ある 。(2) 彼 は 、 重 荷 、 つ まり 、 神 の お 告げ を 世に 伝え る と いう 重責 折っ た 人 で ある 。 モハ ッ マ ド 預 
言 者 は 、 神 を 皿 れ 従う 者 の 社会 を 落 備 する と いう 邊 黄 に 気付 いて いた だ で あろ る う 。 この 従者 達 は 、 彼 と 同じ 高 菩 
な 理想 を 持ち 、 同 様 の 不断 の 熱 高 に 衝 い 立ち 、 彼 を 助け て イス ラム み 教 の お 告げ を 人 類 に 伝え な けれ ば な らら ない 
の で ある 。 此 所 に 述べ られ て ある の は モハ ッ マ ド 振 言 莉 の この 重責 で あっ て 、 マ ント に 身 を 包む 事 で は な い 。 

注 : 2 「 重 大 な る 言葉 ] は 、「 ク ルアー ン の 教 著 は 最高 の 意味 に 満ち あて いる 。 それ は 余り に 重く 、 動 か す 事 の 
で き な い も の で ある 。] と 示し て いる よう だ 。 ク ルアー ン の - 一 字 一 人 句 た だ たり と も 変え る 事 は で き な い 。 し ば し ば 引 
用 きれ る ハデ ィ ス に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 に 刻 示 が 下 き 8 れ だ 時 は いつ も 、 ど ん な に 察 い 日 で ぅ 大粒 の 汗 が 
人 額 か ら 和 落ち 、 自 身 の 身体 の 重み を 感じ られ る 様 に と 、 彼 は 忘 我 の 境地 に 至り 、 絢 特 の 感覚 に 触れ た の で ある 。 

( プ ハ リ )。 クルアーン の 間 示 は 「 重 大 な る 葉 ] で あり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 発作 は この 感 常に よる も の で あ る 。 
注 3 祈り の 為 に 夜 起き る の は 、 自己 を 抑制 し 、 自身 の 悪 へ 傾き が ちち 性 狩 を 押え る の に 強力 な 手段 で ある 。 

人 夜 の 祈り 程 魂 を 向上 る せる も の は な て 〈、 神 の 高徳 な 人 々 の 全て の 体験 が これ を 証明 し て いる 。 夜 の 尊 寂 と 鬼 独 
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送 
TT 


ii 
* 


10. 


11 . 


12, 


13. 


14. 


15. 


16. 


の 中 で 、 独 特 の 平安 が 支配 する 
彼 が 他人 に 伝え る 





ば に 液 は 、 生 の 間 、 絶 を まな き 用 事 あ り 。 
( 注 4) 

ロコ は を 地 ら 
きれ ば 主 の 御名 を 唱 念 し 、 一 意 専 心 主 に お 


彼 は 東西 の 主 な り 。 彼 の 外 に 神 な し 。 さ きれ 
ば 役 を 液 の 守護 者 と せよ 。 


彼 等 『 が 云う こと は すべ て 耐え 選び 上 品 に 
邊 等 か ら 身 を 人 退け 。 
共 理 を 認め ぎる 高 栓 な 者 ども の こと は われ 


に 任せ 、 暫 〈 彼 等 を 氏子 せ よ 。 
げに われ ら が と ころ に は 重い 足かせ 、 交 え 
盛る 業火 あり 。 


蝶 に つか える 食物 も 、 冶 刑 も あり 。 
すなわち その 日 、 大 地 山 々 も 岩 提 し 、 山 
ば は る な が ら も ろく 崩れ る 砂丘 の 如く な ら 
Ps 


げに われ ら は か つて ファ ラオ に 一 使徒 を 師 


わし た だ 如く 、 お 前 だ ちの 証人 だ る でき 一 人 
の 使徒 を お 前 た だ たち に 遣わ し た り 。( 注 5) 


. きれ ど ファ ラオ が その 使徒 に 従わ ぎる が 故 


に 、 わ 和 れ ら は 彼 を 捕え 、 大 削 に 処せ り 。 
わら べ 

も し ぉ 前 た ち 信 ぜ ず ば 、 章 が 白頭 に 化 き ん 

その 日 、 ( 注 6) 如何 に その 身 を 護る べき 

や # 





注 4 


て い 


注 5 


る 私 の 
注 6 
105、82 2、84 2) は 、 不 幸 な 変化 を 引き 起こ す 最 も 悲 徐 な 出来 事 の 比 座 で ある 。 


デル ・ 

ょ を ュー イン る ・ クン ン 

OD AC EO 

て ES スィ 1 タン ン デン 1 フェ ァ 
On CE EN CAE 


a 


2 1 デーン 


FATA! 


3 5 と 3 


に 
ERS 
ンチ ナナ ナン 


DEE RA ON Ce 


* 


を 


RE 3 人 認 id OK G23 3 
Eos IE ES Y 
@EJIWAc34245EEDS 
dC る 


Cp A 
EG 


あ ャ エル 2P 生 アナ 


Os の と (いら Jt 1 


アン アン 
RG A 


の 
クッ ンタ! き ン ry PF 7 


OI I RS a 


2 1 


laos 


wwC ク 3 プ フッ アラ アック コー レラ タマ て 


2 つっ つ UEC 


補 し > ょ 
め アコ 





当 節 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 機 艇 に 遂行 し 、 


る 。 こ れ が 「 用 事 ] の 意味 する 所 で ある 。 
当 節 は 回 書 の 預言 を 述 べ て いる 。 「 私 は 彼 等 の 同 胸 の 内 か ら 、 彼 等 の 為 に 

こそ う 。 私 は 彼 の 口 に 私 の 言葉 を 授け よ う 。 彼 は 私 が 命じ る 事 を 皆 、 

の 言葉 に 閉 き 従わ な い 者 が あれ ば 、 私 が 彼 に 豆 任 を 問う 。| (中 
当 節 の 「 わ ら べ が 日 頭 に 化 き ん 」、 次 節 の 「 天 は 央 壊 ]、 
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。 方 物 は 訂 ま り 返 り 、 人 は を その 創造 王 と 向き 合 \ 
特別 の 央 の 光 に 肥 ら し 出 きれ る 。 人 が 徳 作 を 癌 め 、 
に この 時 を 置い て は な い 。 雛 業 の 為 の 感銘 を 与え る 演説 と 無限 の 包容 力 が 
求め られ る 二 つ の 不可 欠 な 特質 で ある 。 自ら の 心 上 言葉 を 自制 で き て こそ 
そう する 事 で 大 人 き な 喜 ひ 


、 補 と の 特別 の 対話 を 甘受 し 、 
その 言 言葉 を 思 感 ある も $ の に する に は 、 真 
、 神 の 使者 が その 使命 を 果たす の に 
、 他 人 人 や 支配 で きる 様 に な る 。 

び を 得 た 、 彼 の 多く の 義務 を 述べ 
般 人 の 様 な 一 人 の 福 言 者 を 起 
彼 等 に 告げ る 。 私 の 名 に よっ て 役 が 告げ 
由 命 記 18 : 18 一 19)。 
その 他 ク ルアー ン で 用 いら れ た 同様 の 言葉 (21 ・ 


ムッ ザム ミル 








第 七 十 三間 アル ・ ム ッ ザ ム ミ ル 
19. その 日 、 天 は 崎 圭 し 、 主 の 約束 は 履行 きれ に イン 02 
③* 7 ュ ュ ンタ て 1 
だ た 。 ( 注 7) OYsaas sc Ob $n 
20. げに こ は 訓 式 な り 。 き れれ ば 欲す る 者 に は 皇 2 生生 和 人 る 
; SO SA 
へ の 道 を 錠 ら し め よ 。 OL A IE TL sr I 59 8 
第 二 項 
91 和 モ は 、 ュ イ っ ア ン ee 
. 液 が 夜 の 三 分 の 二 近 く 、 時 に は 半分 ES A IA 
か 三 分 の 一 を 起き て 礼拝 する を 知る 。 ( 注 2 
8) 液 に 従う 人 々 の 一 団 も また 然 5。 ア ッ I VE 8455 
ラー は 夜 集 の 長き を 測定 す 。 アッラー は お 所 6 i 
3 > ws pg ン 
前 だ たち が そ の 時 間 を 正確 に 算定 し 得 ぎ る こ gb OG 
と を 知り て 、 ( 注 9) 慈 顔 を お 前 た もち に 向け | ンマ ンス っ 9 ン アレン 
| 1 [> こい うっ 1 ン ー ア 
た り 。 さ きれ ば クル アー ン を 、 お 前 た ち に 無 > ジー i 
理 に な ら ざ る 程 に 謀 め 。 アッ ラー は 、 用 前 の 3 多 多 > る PHI4 は 
た ちの 中 に は 病人 あり 、 ア ッ ラ ー の 恵 ろ を 。 也 
求め て 処 処方 方 を 旅 す る 者 あり 、 ま た アッ I 2 
ラー の 道 の た め に 戦う 者 ある を 知る 。 き れ タッ レン ン レ ュ ッ タレ a 
ば お 前 た ち に 無理 に な ら ざ る 程 に クル アー 4 も D ら 252( よ とき 2 
ン を 諦 み 、 礼 拝 を 遵守 し 、 定 め の 窒 捨 を な 5 oN (が 
_ 11。5.3 l1 
し 、 ア ッ タ ラー に 立派 な 貸し 付け を せよ 。 BD SSNS 
前 た ち 、 己 が 魂 の た め に 何 か 基 いこ と を BEE OS (8 OY dG CE 
て お け ば 、 ア ッ ラ ー の 御 許 で それ を 見 ん 。 
を は より 良く 、 よ り 立 派 な 報 装 と し て 。 面 た CNS ER 
し て アッ ラー に 赦し を 請 い 奉 れ 。 げ に アッ a ns 
ラー は 寛大 に し て 、 慈 悲 深 くま し ます 。 OE dla も 
注 7 当 節 の 約束 と は 、 メ ッ カ 也 鞭 と 共に 亜 の 勢力 が 填 滅 する 事 で あっ た 。 
注 8 この 章 の 弟 一 節 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 考 は 夜 の 祈り を 続け る 様 命じ られ た だ た 。 そ れ に より 、 間 も な く 彼 に 


店 きれ る 神 の お 告げ の 伝道 と いう 重責 を 果たす に 必要 な 強 き が 、 
彼 の みな ら ず 信者 た ち も 


人 彼 に 備わる で あろ う 。 当館 で 、 役 は 神 の 喜び 
忠実 に 遂行 する 様 、 命 じ ら れ て いる 。 


を 保証 きれ 、 夜 の 祈り に つい て の 神 の 御 命令 を 、 
この 谷 令 は モハ ッ マ ド 人 預言 者 の 弟子 達 に だ け 向 けら れ て いる の で は な く 、 
で あり 、 こ の 意味 か ら も 、 彼 等 は 彼 と 上 いう 手 本 を まね る の で ある 。 


彼 を 踏 馬 し た いし と 職 う 省 金 て が 対象 


注 9 「 ア ッ ラ ー は 夜 丘 の 長き を 測定 す 。] この 言葉 は 、 夜 が 、 時 に は 長 て 、 時 に は 短 か く 、 又 ある 時 は 人 入 と 
同じ 長き に な る 事 を 示し て いる 。「 お 前 た ち が そ の 時 間 を 正確 に 算定 し 得 ざ る 」 と いう 言葉 は 、 全 和 イス ラム 教 徒 
に 向け られ て いる よう だ 。 彼 等 は 、 そ の 全て が 規則 正しく 夜 の 祈り を で きる と E は 言え ない 、 と 告げ られ て いる 。 
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アル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


PP あま ね か な * う 2 ぞ 、 
2% マッ ピ ラー の 和信 H ダ ュー キュ エエ ュ 7 w w 

1 慈悲 深く * 恵み 遍 く ア ンズ の 御名 に お しぃ Og eon の 0 し ター は 
て 。 


2。 液 外 傘 を か ぶる 者 よ 、( 注 1) oR LV 

Ne の 
3. 起 て 、 古 し て 警告 せよ 。 @ っ USW 3 
4. 液 己 が 主 を 讃 美 し 替 れ 。 @ る 288525 
5. 流 己 が 衣 を 潔 め 、( 注 2) ks 5 
6. 不浄 を 避け よ 。( 注 3) 8 525 
7. よ り 多 き 返 礼 を 日 当て に 親切 を 施す な か れ むれ 。 OR GS 
8. 主 の 御 為 に 耐え 忍 べ 。 Oa DS 
9。 貞 唄 が 吹き 鳴ら きれ る 時 、( 注 4) OPE GIP 


Fy と の 2 る ・ 2 語 
10. その 日 は 悲惨 な 日 と な らん 。( 注 5) I LD ひと NES 





注 1 「 邊 礁 を か ぶる 者 ]」 は 、 そ の 語源 め 様々 な 意味 か ら 判 断 し て 、 次 の 様 な 意味 が 考え られ る 。 油 し 去る 
人 人 、 改 良 者 、 又 は 物事 を 整理 する 人 人 。 征服 者 。 馬 に 蹴 び 乗 み うと し て いる 人 。 こ の 語 は 叉 、 神 の 頂 言 者 の 邊 責 
を 授け られ だ 人 と もち も 人 解 寂 で きる 。 史 に は 、 最 人 状 の 生来 の カカ ・ 特 質 ・ 預 言 者 の 高潔 きも 備 っ だ た 人 を も 意味 する 。 
これ 等 の 別称 は 全て 、 モ ハッ マ ド 環 言 省 に を の まま 当て は まる 。 

注 2 モハ ッ マ ド 押 言 者 は 、 その 使命 遂行 に 先駆 け て 、 心 ・ 品 行 ・ 風 評 ぃ ずれ も 洛 れ の 無い 弟子 の 一 団 を 省 
京 せ よ 、 と 命じ られ て いる 。 あ る い は 、 彼 自 号 が 、 散 神 ・ 高 河 ・ 品 行方 正 の 模範 し な る べき だ 、 と 当 節 は 示し 
て いる と も いえ る 。 

注 3 偶像 堂 振 拉 減 の 為 、 労 を いと わな い 様 に と 、 当 節 は モハ ッ マ ド 頂 言 者 に 命じ て いる よう だ 。 

注 4 神 が 人 々 を 御 抽 に 呼ば れる 際 に 用 いら れる 神 の らっぱ で あり 、 当 節 は 、 彼 が 現れ 、 神 の も と へ 行く 様 
人 々 に 呼び か ける 時 を 示し て いる 。 又は 、 モ ハッ マ ド 打 言 者 自身 が - 族 の 者 達 に 呼び か け て いる の か も し れ な 
い 。 

注 5 [悲惨 な HH | と は 、 復 活 の H、 又 は 、 不 信心 者 が 最終 的 な 敗北 を 喫し 、 黄 実 が 完全 に 勝利 を 治め る 日 
を 指す 。 
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第 志士 四 章 ーー デル ムッ ダッ ス イル 





ul に に ょ 容易 HH な I 。 の グッ 
11 . 0 者 ども に と り て は 容易 な ら ぎ ざる 日 な OI IE FN 
人 | の 功 を 、】 に 作 、( 注 3 う 錠 レラ ョ ン っ ・ ッ の 
12. わが 創れ る あの 功 を 、 わ れ に 任せ よ 、( 注 6) OL 6238 
. ey NG as 
13. われ は あの 男 に あり 余る 宮 を 与え 、 es Ya 4 ler 
と も こども ら た の クム ン ッ どる 
14. 僅 に 住む 子女 を 与え ぇ 、 ( 注 7) Olygr rn 
2 
15. 必要 な る すべ て の も の を 授け た り 。 Gldegs a Sige 
し か Fe ッ > アタ プン < 
16. 然るに あの 男 は 更に わが 賜 与 を 望 Ghote る う 
PR し いた さく b 2 ss レア 入っ 
17. 断じて 可 な 6 ず ! OCI CLS 
批 し だ る が 故に 。 
、 吾 基 を 5 の ゥ タン と 』 ゃ 
EN 呆 せ ls っ a 
し Lo 
し か リン イン プン の ン イ と 
19. 見 よ 、 あ の 男 は 肌 語 せ り 、 面 し て 策謀 せり 5。 HIS >5 di 
20. 没落 が あの 男 を 突然 角 う 。 よ くも 策謀 せる O03 G 5 5 と 
こと ちよ 
21. か る ね て 没落 が あの 和男 を 龍 う 。 よ くも 策謀 DOS し る 分 沼 
せる こと よ | ( 注 8) CS 
' イィ 
22、 そ の 時 、 あ の 男 は 己 が 周囲 を 見 まわ し 、 @ お 33 
アン ーッ デ ン る ん 
23. 慎 を ひそ ゆめ 、 顔 を し か め 、( 注 9 ) SLL 








注 6 この 言葉 は 次 の 事 を 意味 する 。 [私 が 作り 出 し た 者 の 事 は 、 私 に 任せ な きい 。」 あ る い は 、「 そ の 大 いな 
る 富 ・ 権 力 ・ 地 位 は 、 神 が 彼 に a 6 か か わら ず 、 彼 は 、 そ れ が 為 、 選 を 同胞 の 及ぶ べく も な い 人 存在 と 考 
えて いる 。 彼 の 処置 は 私 に 任せ な さい 。| と も 解せ る 。 

当 節 及び 前 数 節 は 、 人 徴 慢 で 思い 上 っ た 不信 心 者 全て に 向け られ た も の で ある が 、 中 で も ワリ ー ド ・ ビ ン ・ ふ ム 
ギー ラ を 指し て いる よう だ 。 彼 は クラ イシ ュ の 問 で 目立つ 存在 で 、 「 類 いま れ な る 人 物 ]」 ある い は 「 ク ライ シュ 
の 香気 」 と いっ た 大 げき な 敬称 で 、 当 方 に 知ら れ て いた 。 彼 は 端正 な 容姿 を し 、 を の 優 狼 な 詩 や を その他 の 教養 
で 有名 で あっ た 。 彼 に は 10 才 か ら 13 才 ま で の 息子 が な り 、 非常 ? - 答 福 で あっ た 。 

注 7 A ワリ ー ド の 息子 達 も 叉 、 彼 同じく 人 の 共 毅 を 集め て い * だ こと を 示し て いる 。 彼 の 加わ る 会 
合 で は 、 役 等 $ 又 人 次 貸 席 を 提供 きれ た 。 あ る い は 、 ワ リー ド は 非常 に 下 か で あり 、 彼 の 息子 達 は 常に 彼 と 行動 
を 共に し 、 a どこ に で も つい て 行っ だ 。 

注 8 この 話 は 、 特 に ワリ サード ・ ビ ン ・ ム ギー ラ を 指し て いる 。 彼 の 通っ た 跡 は 破 載 が 付い て 回 っ た 。 彼 の 
乱 子 の 内 、 ワ リー ド 、 カ ー リ ッ ド 、 ヒ シヤ ー ム の 三 人 は イス ラム 教 を 受け 入れ た が 、 他 の 皿 子 達 は 、 彼 の 日 の 
前 で 亡くな っ た 。 後 の 財 産 は 大 幅 に 減り 、 最 後に は 、 彼 は 稚 困 と 不 名 準 の 中 で 死ん だ 。 

注 9 クル アデ アーン が ワリ ー ド に 読み 半 か せら 6 れ た だ 時 、 彼 は 六 大 な 諾 度 で 頭 を し か ゆめ 、 腹 を 立て て 立ち 去っ た 。 
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リン の 。 の イン る 
24. 顔 を そむけ て 軽 茂 し SS 
25. 面 し て 云え り 、「 こ は むか し か ら あ る 才 術 に @ と お Re iad 
外 な ら ず 。 2 
ォ ラ ン シ シン マー 。 
26. こ は 人 間 の 言葉 に すぎ ず 」 と 。 GU が YU あら 
27. われ は あの 男 を 必ず 地獄 の 火 に 投げ 込ま LL 
ん 。 9 
28. 業火 の 何 ん た る か を 液 に 知ら し むる も の は きじ 359 じ 5 
何 か ? 
Rp 
29. を は 何 も の も 余 きず 、 価 も の も 残さ きず 。 Gu SY 
30、 そ は その 顔 を 焼く 。 RE 
31. 業火 の 上 に は 九 の 諸 玉 使 あ ちり 。 ( 注 10) A hd VA 


32. われ ら は 天使 の み を 業火 の 番 人 と せり 。 ゎ の We NE に CA の 
れ ら 6 が その 数 を 限定 し た る は 、 不 信心 者 を 


試み ん が だ ただ め 、 ま た 望 書 を 授け られ な た 人々 RO TE 

に 確信 を 得 せ し めん が た だ ため 、 ま た 信ずる Ez ( 5 
の 2 9 の (0。 29 ン ! | et の i 2% 

人 々 の 信仰 心 を 強め ん が ため な り 。 す な わ B95 ll C 3 タム 2 PD 


も 、 信 ず る 人 々 同様 聖書 を 授け られ だ る 2 グ イッ クス ブリン 2 の 2f 2 
人 々 が 疑心 を 抱く こと が な いよ うに 、 ま た 。 CT SI NS GN 
心 に 病 あ る 者 と 不信 心 者 に [アッ ラー は こ IA 多い | NG スナ * 8 
の 豆 貴 を 以 て 何 を 論 き ん と する か ?」 と 一 

わし めん が な ため な り 。 かく の 如く アッ ラー EIS sda 
は 己 れ の 欲す る 者 を 迷わ し め 、 ま だ た だ 欲す る の 

填 を 導き 給 う 。 請 し て 主 の 軍勢 を 知る 者 は 、 858 


主 御 自身 の 外 に な し 。 こ れ す な ね わ ち 人 類 へ <? に 6 
の 訓 式 に 外 な ら ず 。 Cyr を 
第 二 項 De 
33. 否 、 月 に か け て 、 の こら 導 








注 10 和信 に は 九 つ の 主要 な 感覚 が 授け られ て いる 。 そ れ は 、- 七 つの 外界 感覚 と 、 Na a 
盛 覚 と 人 鍋 え や 渦 き 等 の 感覚 に 関係 する 臓器 か ら 起 こる 内 界 感 覚 で ある 。 制御 感覚 、 つ まり 人 問 の 庄 機 能 を 

する 意志 力 、 を 伴う ル つ の 精神 的 対応 物 と それ ぞ れ 結び つい た これ 等 の 感覚 は 、 地 獄 の 19 a 
ある い は 、19 と いう 数 は 、 経 典 の 民 に 特に 関係 ある 、 偉 大 な 神 の 押 秘 か もち しれ な い 。 こ の 経典 の 民 の 意義 や 本 
資 は 、 神 御 自身 が 望む 時 に 明か され 、 彼 等 に クルアーン の 教義 の 真実 を 知ら せる 事 と な り 、 信 者 の 信仰 の 確信 
を 大 い に 増 す で あ ろう 。 全 て の 神 の 神秘 を 知り た いと あえ て 求め る 者 が いよ うか ? 
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34 . 


35、 


36 . 


37 . 


38. 


39. 


40. 


41.1 


42 . 


43. 


44. 


45. 


46. 


注 11 


し りり ib 


退き 拍 く 購 『 や み に か け て 、 


白 み 来る あけ ば ぼ の に か け て 閣 う 、 ( 注 11) 


げに 地獄 は 最大 の 災い の 一 つ な り 。 

そ は 人 間 へ の 稀 告 な り 、 

お 厨 だ ちの 中 の 前 進 を 望む 者 に ぉ 、 し り 込 
みす る 者 に も 。 


は みな その 所 業 を 符 に 置く 、 ( 注 12) 


但し 右側 の 人 々 は 除く 。 


は 楽園 に 入り 、 互 に 相 い 問わ ん 


つみ ば と 


罪人 ども に つい て 。 
「 お 前 た ち を 地獄 の 業火 に お と し 入れ た る 
も の は 何 ん ぞ ゃ や?」 


彼 等 は 符 え ん 、「 我 等 は 礼 振 を 捧げ ざり し 
者 、 


また 仙 者 を 養 わ ざり き 。 


また 我 等 は 、 ふら ちな 徒 倒 と よら ちな お 喋 
り に 院 り だ たり 。 


し か 
. 生 し て 常々 審判 の 日 を 否認 せり 、 
. 死 が 入 が 身 に 龍 いか か り し その 時 まで 」 と 。 


きれ ば 如何 な る 伸 裁 者 の 執り 成 し も 、 彼 等 


に は 役立つ も の と な ら 5 ぎら ん 。 


、 役 等 いじ いったい 加 何 が し た 、 訓 形 よ り 背 を 向 


ける と は ?2 


「 あ け ぼ の 」 は 又 、 モ ハッ マ ド 人 頂 言 首 の 偉大 な 代理 で ある 、 
逝く 暗 や み ] は 、 メ シヤ の 出 昌 する 
注 12 


約束 き れ だ メシ ヤ を 指し 、 前 節 の 「 退 
前 の 精神 の 韻 夜 を 示 に て やる よう だ 。 


デル ・ ム ッ ダ ッ ス ィ イル 


LS 
SA A 
8 od 


i クッ の 


0 の けい 


OC I I 


2 の 


8 PD デー ゥ プン ン の 24 タタ 


020 


の RI 
ec A 
RN Lr ES 
Mes Ss 
を 寺社 


@ の cp LS 


cty 


魂 は 、 そ れ が 犯し た 罪 の 償い を し な けれ ば な ら な い 。 い つか は 、 間 に 昔 し ん で 罪 を 洗い 流 き を な けれ ば 
な ら な い 。 
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お の の る 【 ッ の 2%4 7? し 2 ン 

51. さながら 6 彼 等 は 恐れ 戦 く 腹 島 の 如 し 、 Oe 
52、 郷 子 より 逃れ る 。 SG 58 
53. 否 、 彼 等 は を れ ぞ れ 、 開 か れ た 砂 示 の 番 が CI GA RLS 
ほれ に 授け 5 れん こ と を 希 う 。 .( 注 13) ッ を ンス く イカ 
Or 

ちる レラ ン 24 し 呈し アナ ヤッ 

54 . 谷 、 彼 等 は 来世 を 恐れ ぎ る な り 。 @829168 人 は Yh 
55. 否 、 こ の クル アー ン は 船 告 と し て 足る べし 。 EY 
56. きれ ば 欲す る 者 を し て 、 肝 に 銘じ せしめ よ 。 ES (7 


2 プレ > 
57. され ど ア ッ ラ ー が 欠 す に 非 ず ば 、 役 等 は 折 (の 82 和 52US OS の SC3 
意 合 下 せ ざる べし 。 ( 注 14) アッ ラー こそ a CS 科 
は 呉れ 多い 御方 、 面 し て 罪 を 容赦 する 御方 Olas & 





注 13 不信 心 者 達 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 が 天国 か ら 神 の 書 を 持っ て 来る の で な けれ ば 、 読 ん だ 内 容 を 信じ な 
い 、 と も 記 か まし 求め た 事 が 、 ク ルアー ン の 他所 に 書か れ て あり 、 本 文 の 言葉 は この 上 事 を 指し て いる よう だ 。 
(17 : 93) 


注 14 導 信 心 者 達 は 、 そ の 高志 を 神 の 御 喜 志 に 添 わ せな い 限 り 、 つ まり 、 押 の 御 意志 を 自ら の 刻 に 優先 き 
せな い 限 り 、 ク ルアー ン の 恩恵 に 浴 す る 事 は な いで あろ る う 76 : 31)。 
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アル ・ ク オォ ヤー マ 
(メッ カカ 啓示 ) 








あま ね [ 
ンコ 十 2 99 る * 
ls 1 恵み 則 く アッ ラー の 御名 に お ぃ の っ ol 
- マオ レー? ゥ ン ち は 人 1 
2 、 否 、 わ れ は 復活 の 日 に か け て 贅 う 。 OK ye oY 
3. 否 、 わ れ は 審判 の 日 が 確実 な る こと を 自 折 移し ん YS 
の 念 に か け て 誓う 。( 注 1) 6 を 
味 を _- ひ ( コ 2 レノ テッ ュ ン ン 
4 人 間 は 、 われ ら が 人 間 の 肖 を 集め 得 ず 、 と OE ん ト の CS る 1 
考え ん る か ? と た 
5 . 然 ら ず 、 われ ら は 人 間 の 指先 の 骨 ま で 復原 CT TT < 
(OL E05 
する 能力 あり 。( 注 2) 29 2 
5 A 2 の うす イメ 
6. 然るに 人 間 は これ か ら も 悪行 を し 続け ん と EA ug は 
欲す 。 
ひび と 
7 人間 は 問う 、「 復 活 の HH は 何等 な る べし 7? OR 5 CK 
+。 
アズ オ 7 る ァ の 
8. 日 が く 6 み 、 Gre 3 > 59 
a 3 くく 
9. 月 が 触 けり 、 SR 
ルル アア オマ 1 る し 誠 
10. 日 月 が 合体 する 時 、( 注 3) Ol pa or 3 
注 | "クル アー ン は 、 人 間 の 現 の 三 つ の 発達 段階 を 述べ て いる 。 第 一 段階 は ナ フ ス ・ ア ンマ ー ラ (抑制 で き 


な い 欧 ) と 呼ば れ 、 咽 性 が 人 を 支配 する 。 第 二 援 誰 は ナ フ ス ・ ラ ッ ケ ヴァ ー マ (自責 の 魂 ) で 、 人 人 の 日 覚め た 良 
心 が 、 悪 行 を 働い だ た 事 で 日 ら を 責め 、 自 己 の 感情 や 欲望 を 規制 する 。 こ の 髪 階 に 玉 れ ば 、 人 問 性 が 人 の 中 で 優 
SE これ が 人 の 道徳 的 再生 の 始ま り で 、 そ れ 故 、 処 所 に 「 審 判 ] の 証拠 上 し て あげ ば られ て いる の で ある 。 

も し 人 に 次 年 が な く 、 死 後 胃 ら の 行為 の 任 を と ら RN な ぜ こ の 様 な 罪 の 高 識 に きい な まれ る の か ? 
第 三 段 階 は 、 人 人 問 の 塊 が 最高 に 発達 し た 段階 ぜ 、 ナ フス ・ ム トゥ ッ マ インナ (静止 し た 魂 ) と 呼ば れる 。 こ の 段 
階 に 皇 る と 、 信 の 魂 は 、 特 に 衰 ち に 対し て 抵抗 力 を 持ち 、 そ の 合造 主 と 共 に 安らか に な る 。 


注 2 物事 の 一 部 が 時 と し て 全体 を 表わす 事 $ も ある の で 、 こ の 語 は 入間 の 身体 全体 を 指す の で あろ う 。 人 間 、 
ある い は 完全 に 死ん だ 状 態 の 人 々 で きえ 、 を の 全 態 力 を 復活 きせ る 力 か 神 に お 有り だ 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
注 3 日 月 が 合体 する 時 ] と いう 言葉 は 、 太 陽 了 系 全体 が 完全 に 崩壊 する と 示し て いる よう だ 。 あるいは 、 
月 は アラ ブ 諸 国 の 、 そ し て 太陽 は イス ラ エ ル 帝 国 の 政 カ 権力 の 象徴 で ある 為 、 当 節 は 両 権力 の 崩壊 や 示し て い 
る の か も しれ な い 。 父 、 こ の 言葉 が 上 矢 常 な 自然 現象 を 表し て いる 導 ハ ディ ス に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 、 約 東 
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ひ と 
11.、 その 日 に 及 ん で 、 信 間 は 云わ ん 、「 何 処 へ の | い は 95 プ 
1 の OUR 
が れる で き や ?7 | と 。 ピル ンス 2 
ち レ ノン デー イレ 
12、 否 、 何 処 に ぉ 逃げ 場 な し ! @ う 59 
13、 を の 日 、 安 息 所 は 、 た だ 湊 の 二話 の みな OA I dS 
9 。 
は と 
14. その 日 、 人 人 間 は 、 自 分 が すでに 前 に 送り し SGS NR td 
I be ラク グー こ 
。( 注 4) 
15、 否 、 実 を 云う と 、 人 時 は 己 れ 自身 に 対し て 8 . CS 
証人 な り 、 
5 と っ 。 デー トキ て 
16. た よい いろ いろ ょ 弁解 し ょ うと も 。 OI HIS 
17. 預言 者 よ 、 ク ルアー ン の 刻 涼 を 催促 する た » dag 
め に 液 の 后 を 動か す な か れ 。 Os so りり 4 EY 
これ し これ a i | クレ イン ラン レン ン ン 
18. 之 を 集め 、 之 を 詩 む は 、 わ れ ら の 仕事 な 5。 GLI a EL OG! 
( 注 5) 
これ < オオ で (513 と 4 
19. きれ ば 、 わ れ ら 之 を 庫 ま ば 、 湾 復 語 せ よ 。 6SU3 AG OPD 
20. 然るに 後 之 を 解き あか すこ と 5$、 わ れ ら の 6 も CE る 1 
仕事 な 5。 Da 








され だ メシ ヤ (マハ ディ ) の 時 に 起こ る 事 に な っ て いた 月 食し 日 食 を 指し て いる と も 言え る 。 不思議 な 事 に 、 
1894 年 の ラマ ダー ン の 月 に 、 日 食 と 月 食 が 同時 に 起こ っ た が 、 こ の 時 、 既に 、 ア ハマ ディ ー ヤ や 連動 の 仙 始 
中 ら が 約束 きれ た 救世主 マ ハデ ィ で ある と 有 断言 し て いた 。 


注 4 この 言葉 は 次 の 束 を 忘 味 す る 。 入 が 、 犯 すべ き で は な い の に 犯し て し まっ た 唱 行 、 を し て 、 為 すべ き 
で あり な が ら 為 き な か っ た 普 行 。 つ まり 、 不 作為 の 鋳 と 作 老 の 罪 。 

注 5 初め ゆめ て クル アー ン の 一 部 が モハ ッ マ ド 畠 言 才 に 啓示 き 和 れ た 時 、 A と 案じ て 、 彼 
は 急い で それ を 復旧 し よう と し た 、 と ブ プ ハ リ は 言っ て いる 。 前 節 で 、 あ ね わ て て 、 線 り 返 る そう と する の は よく な 
いと き 和 て いる 。 神 の 啓示 は 消 を える も の で は な い の で 、 落 ち つ いて 正確 に 受け と 6 れ ね ば な ら な い 。 それ は 、 
後 の 三 第 に 述べ られ て ある 様 に 、 神 の 御 計画 が クル アー ン の 相殺 に 手 が 加 えら れる の を 人 避け る だ け で な く 、 を 
れ が 説 り の な い 聖 晶 で Introduction of the Study of the IHoly Quran' 参 照 ) と し て 集大成 きれ 、 そ の お 告げ が 
全 志 界 へ 伝え られ る の を 確か め ゆめ る 事 に あっ た か ら で あ る (15 : 10)。 又 、 人 不信 心 者 処罰 の 日 に 触れ て いる 
の で 、 モ ハッ マ ド 了 言 者 は 、 約 束 の 罰 に 関す る 啓示 が 間もなく 下さ れる と 、 当 然 案 じ て い た 事 を 、 当 節 は 示し 
て いる よう で も ある 。 い つ 適 切な 啓示 が 下る れ 、 華 が どの 様 な 形 を と i 神 が お 決め に な る 事 で 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 が を の 事 で 案 ず る 必要 は な 《、 又 、 グ ク グル アーン が 集大成 きれ 、 全 世界 の 人 人 々 に 読ま きれ 、 明 ら か に さき 
和 れ な けれ ば な ら な い 、 と モハ ッ マ ドド 預言 者 は 此 所 で 告げ ば られ て いる 。 本文 の 記 味 の 他 、 当 節 は 次 の 解釈 $ も なき 
れる 。「 中 人 の 日 を 通し て クル アー ン の 啓示 を 明らか に する の が 、 我 々 の 任務 だ 。] こ れ は 、 ク グル アー ン に 次 ぎ 、 
モハ ッ マ ド 預 言 者 の スン ナ (行い ) が 、 確 か な 導き 手 と し て 、 犯 すべ で から ぎる も の で あり 、 必 要 不 可 欠 で ある 
と 強調 する も の で ある 。 
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21. 否 、 お 前 た ち は 現 世 を 愛 6 は 事 
22. 来 志 を お ろ そ か に す 。 OF GI; 
お も て _ し 内 “uu みる 
23. を の 日 、 或 る 者 の 面 は 輝き て 、 8 8 4 
ゃ の し so デリ ブ 
24.、 主 を 仰ぎ 見 ん 。( 注 6) @5285 35 
お も で ぅ る し PL ス て タッ タタ ァ 

25. また 或 る 者 の 面 は 陰 に 藝 り て 、 Ou 8 Wf:9 9 

26. 一 大 不 準 が 今にも 隆 り 片 か らん と する を 知 OCC OE 
6。 

27. 然 り 1 ま さ に 死な ん と する 者 の 魂 が 喉 均 ま ELMNeR EF 
で 上 り 来 る 時 、 

28、 云 われ よう 、「 彼 を 救う 呪術 師 は 何処 に あり 8 る 2 
や ?」 と 。( 注 7) 

29. 彼 は 臨終 の 近 き を 悟り 、 6 51853 
30. 苦し み も だ えて 脚 と 脚 と も から み 合 う 。( 注 eS (ty hs 
8) 8 ” 

31. 彼 は その 日 、 主 の 御 許 へ 駆り 立て られ ん 。 6⑥3 に 302 oe 

第 二 項 

32. これ 役 が 真理 を 受入 れず 、 礼 拝 を 捧げ ぎり Seo 
し が 故 な り 。( 注 9) 

933. それ ば か りか 、 彼 は 真理 を 拒否 し 、 そ の 背 ン ン レン イ と 

RY edss | 9 う 

を 向け 、 

34. 面 し て 自分 の 一 族 の と ころ へ 父 然 と そり か OE dS 


えっ て 帰り た 9 。 


注 6 曽 縮 な る 信 省 は 、 そ の 善行 が 報 わ れる 事 を 期待 し て 、 神 の 方 を 向く で あろ う 。 あ る い は 、 彼 等 は 、 神 
を 見 る 特別 な 心 昌 を 訪 えら れる で あろ う 。 神 の 御 次 は 、 現 世 の 衣 を 脱ぎ 捨て た 、 人 の 魂 に 示さ れる 神 の 特別 な 
明示 で ある 。 

注 7 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 1) 死に 行く 者 の 魂 と 共に 昇り 5、 彼 を 天国 へ 連れ て 行く の は 慈悲 の 天使 で あ 
り 、 披 を 地 狭 へ 引き ずり 落と す の は 、 削 の 天使 な の か ? (2) 近 付く 死 を 避け 、 潮 死 の 者 か ら を の 苦し み を 取り 
除く 魔術 師 は ぼ こ に いる の だ ? * 

注 8 ー つ の 苫 が 、 死 に 対す る も う 一 つの 苦悩 に 加え を られ る で ある う 。 近親 者 を 後に 残す 苦し み が 、 死 と 、 
来世 で 不信 心 者 を 待ち 受け る 居 の 苦し み に 加 えら れる で あろ う 。 当 節 は 以上 の 事 を 示し て いる 。 

注 9 当 節 は 、 不 信心 者 の 心身 体 が 共に 神 に 反発 し た 、 と 示し て いる 
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第 セ 二 五 間 


35. 


36. 


37. 


38. 


39. 


40. 


41 . 


「 流 に 炎 い あれ 「! 幾度 も 災い あれ ! 
更に 液 に 災い あれ 「 幾 度 $ 炎 いあ れ !」 
( 注 10) 


人 間 は 、 自 分 が 勝手 放題 に 放任 せら れる と 、 
思う か ? ( 注 11) 


人 間 は も と 、 射 出せ られ た る 一 滴 の 液体 に 
非 ぎ り し か ? 


それ が 血 の 涯 0 と な りな だ る と さき 、 皇 が 之 を 
づくり 、 大 し て 完成 せり 。 


これ 
次 いで 主 は 、 之 を 男女 の 両性 と な せり 。 


新 か る 御方 で も 、 死 者 を 生き 返ら す 能 力 な 
し と 云う か ? ( 注 12) 





注 10 


を 示し て いる 。 又 、 こ の 言葉 は 、 強 調 の 記 味 で 使わ れ て いる 。 


注 11 





デル ・ ク イヤ ー マ 
サ イレ ンプ ュ ッ 
dB8 RAR 
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OE LE IGN LL 


ENS I NA 


Ll 
ヒエ アフ 
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ッ 9 1 


HTC i 


k』 


! 


レン アデ テン ン 42 し | 『 分 


Go5 3 は 53 4 し 


so 


後 5 RE 





「 液 に 災い あれ 」 と いう 言葉 の 繰り 返し は 、 現 肝 及 び 来 世に お ける 箱 神 的 昔 悩 と 肉体 に 科せ られ る 信 


神 は 、 微 々 だ る も の ・ す な わ ち 靖子 か ら 人 を お 作り に 


この 様 に 大 きい 有力: 能力 を 彼 に 授け た な 。 も し 、 そ の 後 、 


だ ら 、 


注 12 


を れ は 神 の 栄 知 と 才 計 する 。 


る 程 に も 小さ きも の か ら 人 人 間 を お 作り に な っ た 抽 は 、 


い 弾 の 向上 の 人 為 、 彼 に 新た な 生命 を 授け る 力 を 持た れる 。 
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彼 が 死に 、 


、 彼 を 神 の 全 創 造物 の か な ゆめ ゆ と す る 為 に 、 
彼 が 食べ ・ 飲 み ・ 楽 し む が まま に し て て お か れ た だ た と し 


砕け た 骨 と ちり に な る 時 、 終 り の 無 


第 - ビ - 「 ハ y 千 人前 デル ・ 2 ル 





アル ・ ダ フル 
(メッ カ 啓 示 ) 


i 2 恵み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い Oe cpa Nebo 
6 2 クッ イラ る 2 上 の し あう 
2. 人 人 間 は 言う に 価 し な い 一 時 期 を 経過 す 。 SAI SE GS 


HI 
3。 われ ら は 人 間 を 試み ん が ため に 、 泥 合せ る に ビワ WW SC NC 加 


一 滴 の 精 溢 さ 5 逐 を 創り た D り 。 故に われ ら 2 ン モ キン 。/ リン ン 
は 、 人 人 間 に も の を 見 、 も の を 聴く 能力 を 援 の Ce くっ 2G 


け だ り 。(《( 注 1) 


4 . 人 間 が その 思 に 感謝 す る か 、 し な いか は と RG EE は 、 Na & 
も か が かく 、 わ れ ら は 人 間 に : 道 を 示し た り 。 


・ げ に われ ら は 不信 心 者 と も の た だ た め に 、 鎖 と 、 EN Gs 24 
物 と 、 燃え盛る 業火 と を 用 意 せ り 。( 注 2) Oise WS! I Cy Sy 


6. きれ ど 半 し い 人 々 は 、 薄 荷 の 香 る 器 を か た RE AN 
むけ ん 、( 注 3) 52 
OT 


eh i ras の 後 等 が 飲 り 泉 で 。 そ は こん こん EA CS タン 2 で じ と 
と 湧き 出 ず る 。( 注 4) 


cn 





注 1 人 問 は 靖子 か ら 作 られ る が 、 柄 子 自 体 は 可 つ か の も の の 混合 体 び も あり 、 こ れ は 、 精 朱 的 操 上 の 考 、 人 人 
間 が 様々 な 力 ・ 能 力 ・ 特 性 を 授け られ た 事 を 示す も の で ある 。 こ の 過程 は 、 人 間 誕 生 の 一 般 原則 の み を 指し て 
いる の で あり 、 他 に は 当て は ゆめ ら れ な い 。 


注 2 人 の 行 江 は 儲 て 、 対 応 す る 神 の 行 旋 に 作 わ れる 。 不信 心 者 の 俗 事 の も つれ は 、 来 世 で 鎖 の 肛 を と ょ る 
現世 の 不安 は 鉄製 の 役 と な り 、 強 欲 ・ 肉 欲 は 地獄 の 央 と な る 。69 草 33 節 ぅ 参照 の 事 。 


注 3 は っ か の 香る 飲み 物 を 飲む こと は 、 和 肉欲 を 静め る 効果 が ある 、 と 当館 は 示し て いる 。 高潔 な 信者 の 心 
か ら は 、 不 純 な 思い は 全て 洗い 流 き れ 、 役 等 は 深い 神 の 知識 に 静め られ る で あろ う 。 

注 - 4 高潔 な 信者 は 、 苦 労 し て 掘り 出し た 衣 で 満た され た 器 を 飲 『 で あろ う 。 役 等 が 現世 で 為 し た 行い は 、 
来世 で 和泉 の 形 と な っ て 現れ る 。 こ れ は 、 精 神 的 発達 の 第 一 段階 で あり 、 信 聞 は 抑制 し を の 悪 の 性 疑 に 歯止め を 


か け な け れ ば 、 魂 を 向上 きせ る 事 が で き な い 人為 、 信 者 は 悪 命 の た ゆま め ぬ 努 力 を 求め られ て いる 。 当 節 の 「 泉 」 
は 、 神 の 芝 と 悟り の 泉 で ある 。 
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第 七 時 六 草 


ーーーーーーー… 


章 : 





8. 彼 等 義 し い 人 々 は 控 い を 果たし 、( 注 5) 炎 
厄 の 広がる 日 を 恐る 。 
し か 

人 愛す る が 故に 、 
賞 し き 者 、 和 孤児 、 伴 成 ! SY 


10. 


「 我 等 は アッ ラー の お 交 び を 願っ て し た ま 
で の こと ょ と 。 あ な だ が た の 報酬 3 感謝 $ ぉ 求め 


ob る 2?% 
クッ = to 。 4 ECE の 2 クィ 2 タン 
CR re だ SD Cs’ 


1 3 


Or 13 
LYE EG 





は せ の 。 OS 
er に て < ミコ ゴー 2 (ダコ (2 クマ ズ ( ン ・ Er 
11. げに 我 等 は 、 王 の 不機嫌 な 厄 災 の 日 が 主 よ の Rp 1 EN 
り も だ ら せ ら れる こと を 恐る ] 
12. きれ ば デア ッ ラ ー は を その 日 の 厄 災 か 6 彼 等 を 2 2 % ke 2 メン て る が すずの ルディ 
ra pga Lodi SS TS hl 24.558 
護り 、 快 活 と 辛 福 と を 彼 等 に 与え ん 。 0 
で クッ 
OL 
13. アッ ラー は まだ 楽園 と 紅 の 衣 と を を以て 、 彼 CA ッッ タン ノ じ 。 ca 
等 の 堅 較 な る 信念 に 報い ん 。 レン 
と うし ょ う 
14. 彼 等 は 楽園 で 揚 称 に ね そ べ り 、 憂 熱 を 知ら GI SN EN Eloi al 
: を べり 、 暑熱 を SO NE 
ず 、 ま た 酷 寒 を 知ら ず 。 の 
OSY 
15.、 そ の 揃 陰 は 濃く CN その 鈴なり の CERI 者 2 を ノ ョ ンク 
果物 は 垂れ て 摘む に 易 OG re Ab 
16. 銀 の 器 や 、 下 騙 の 高座 カ の の KS る 5 2 し AE 2 
きれ ん 。 ey 
マレ ルッ 人 る 
Ss 
は 0 5 2 ュー テ レッ タマ アン = ^ ワッ ア る 
17. 下 璃 の 如く 見 えて 実は 銀 に て 作ら た 5 。 OI DI LI ls 
彼 等 は 自ら の 量 に 合せ て 存 を 満た す 。 ー 
注 5  「 特 いじ を 巣 た し 」 は 、 人 間 の 神 に 対す る 義務 か ら の 解放 も 家 し て いる 。 人 の 同胞 へ の 義務 は 、 次 節 に 


述べ られ て いる 。 


注 6 


当 人 節 は 次 の 事 を 示し て いる 。 1) 高 源 な る 信者 は 神 を 敬愛 し て いる の で 、 
や 捕 亡 を 養う 。(2) 役 等 は 折ら を 向上 きせ る 為 に 、 
ず し て 普 行 を 為す 為 に 、 
金銭 を 費やし 、 
人 般 し き 者 に 、 


彼 等 を 養う 。 
身体 に 


(4) [食物] ( タ 
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貧し き 者 を 養う 。 つ まり 、 彼 等 
負 し き 者 を 養う の で ある 。(3) 彼 等 自身 、 自 分 に 費やす 2 le えて 、 質 し き 者 の 為 に 
ー ム ) は 「 健 康 に 良く 、 
良く を の 好み 通り の 食事 を 提供 し た 事 に な る 。 


RI 
、 と の 行為 の 見 返り を 求め 
好み に 人 


合っ だ 」 と 意味 する の で 、 彼 等 が 、 


第 七 十 六 章 アル ・ ダ フル 


し よう が 
彼 等 は を こ て 年 美 を ほど よく 混ぜ た 存 の も ッ ン ラン 人 ンタ 人 
の 9255 sb EE 
て な し を うけ ん 、 ( 注 7) 3 


19. サル サビ ー ル と 呼ば れる 楽園 の 泉 より 流 ま OL GS ts 
れ し も の 。( 注 8) es 


20. 年 4 洗 た 3 等 内 5 は る の EG SV っ 


le っ る 」 ク し エア 

ば か り 。 の Ob 485 と < 
21. 流 これ を 見 る 時 、 至 福 と 僅 大 な る 神 の 国 を ORI RER 

そこ に 見 ん 。( 注 9) 
22. 彼 等 は 緑 の 紗綾 金 補 の 衣 を 映 に ま と い 、 2 2 る 2 の 32 み 9 2 の A 
nl 9 Aa OA Us ls 
自 銀 の 脆 環 も て 飾ら れん 。 耐 し て 主 お 手 ず GA タタ フック エン 

か ら 導 き 飲物 を 賜 わ ら ん 。 ( 注 10) OE CE EE i A I 


23。 「 こ れ ぞ 前 た ち へ の 報 装 な り 。 お 前 た ちと 2424oo 攻 人 を 66 ぬき 


の 精進 は 認め られ だ な だり | 


第 一 項 
24. ば に われ ら は 、 少 し ずつ 液 に クル アー ン を Ow: SOLE 2 


啓示 せり 。 ( 注 11) 


注 7 。 カフ ー ル (は っ か ) と ザン ジャ ビール (生姜 ) が 述べ られ て いる この 一 節 は 、 二 っ の 段階 へ の 注意 を 
喚起 し て いる 。 感情 の 奴隷 の 低い 地位 か ら 、 人 徳 の 最高 位 へ と 魂 の 向上 を 果たす 人 為 に は 、 信 者 は この 段階 を 経 ね 
ば な ら な い 。 右 害 な 事 が 廃 る れ 、 感 情 の 油 が 静め られ る 第 一 段階 は タフ ラール (はっか) A 
いる 。 それ は 、 は っ か が 感情 の 強い カカ を 抑える 効 万 を 持つ の と 同様 に 、 こ の 段 際 で は 、 礁 ・ 有 有害 な 事 が 抑え ら 
れる だ け だ か ら で あ る 。 し か し 、 ザ ンジ ャ ビー ル (年 落 ) の 段階 と 呼ば れる 第 二 NR あら の る 財 
難 貞 服 に 必要 な 精神 力 が 獲得 きれ る 。 精神 構造 に 強壮 剤 の 効果 が ある 匠 の 生 革 は 、 魂 に 栄 導 を 与え る 神 の 美 と 
栄光 の 現れ で ある 。 こ の 明示 に 力 付け られ た 魂 の 旅人 は 、 そ の 魂 の 旅 の 途上 に 出くわし た 、 荒 波 と し た 砂漠 を 
横切る 事 も ゃ 、 険 し い 山 を 登る 事 も で きる の で ある 。 

注 8 [サル サビ ー ル 」 と いう の は 「 道 を 尋ね る 」 と いう 意味 で ある 。 ザ ンジ ャ ビー ル の 段階 で は 、 殊 の 旅 
人 は 神 の 愛 に 時 いし れる 作 、 神 に お 会 いし だ いと いう 匠 大 な 願い の 中 で 、 神 の 人 中 へ 癌 何 に すれ は ば エ く 近 付け 
る か と 、 あ ちこ ち て で 会 う 人 毎 に 尋ね まわ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 

注 9 高潔 な る 信者 が 米 世 に 約束 きれ だ 魂 の 王国 に 加え を て 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 仲間 達 は 、 現 世 で 、 当 時 の 
大 帝国 の 支配 権 を 与 を られ た 。 

注 10 魂 の 旅 の カフ ー ル の 段階 で 、 神 に 夢中 に な っ た 旅人 は 、 拓 の 愛 の ワウ イン を 飲み た が る と 記さ きれ て いる 
が ( 当 音 6 節 )、 ザ ンジ ど ャ ビー ル の 段階 に な れ ば 、 彼 は 他人 か ら 元 気づけ る 飲み 物 が 与 を られ (8 節 )、 最 後 の 
サル サビ ー ル の 息 際 に 玉 れ ば 、 神 御 自身 が 氷 遠 の 命 の 秘 甘 を 彼 に 授け られ る 。 こ れ は 、 こ の 三種 の 飲料 の 重要 
な 格付 けた な る 。 は っ か は 冷や し 、 生 姜 は 暖め る 効果 が あり 、 サ ル サ ビ ー ル は 自ずと 定め られ た 針路 や 進み 続 
ける 事 を 意味 する 。 第 一 の 飲料 は 、 は っ か で 加減 きれ て お り 、 感 情 を 静め る の に 役立つ 。 生 姜 を 加味 し た 呈 
の 飲料 は 、 正 装 を 求め る 気持 ち を 起こ きせ る 。 そ し て サル サビ ー ル の 抽 階 に 至れ ば 、 信 者 は 自ずと 正義 の 門 を 
行く の で ある 。 

注 11  。 クルアーン は 徐々 に 簿 示 & れ た 。 その 啓示 は 23 年 に も 及 ん だ 。 こ の ゆる や か な 過程 に は こつ の 日 的 が 
あっ た 。 それ は 、 信 者 が クル アー ン を 学び ・ 党 え ・ 自 分 の ぉ の に し 、 を その 教義 に 従い 彼 等 の 生活 を 作り あげ る 
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第 七 十 導 芝 アル ・ ダ フル 





25. きれ ば 厨 え 忍び て 、 主 の 審判 を 待て 。 曽 し 5 し 2585 3935 25 


て 、 罪 人 や 忘 恩 の 徒 織 に 従う な か れ 。 2 
OY 
か SZ 。 (5 ys 2 っ 
26. 面 し て 、 到 な タタ 主 の 御名 を 設え 奉 れ WE KO 952235 
み と っ ン ン ュ ウ アン イイ うり の 2 = 
27. また 、 夜半 に 起き て 、 人 Vi 4546 JO タ 5 


長き 夜 に 主 を 護 美 し 替 れ 。 


っ ^ ン ゥ っ の デン ンー デック テン TT 
6: に る れ 等 の 者 5 は 現世 の くら し を 愛 RC Pe < まり 
、 来 る べき 重大 な 日 を 附 却 
レッ クン ン 2 タデ アン イン っ っ の 2 デラ ィ ン の 
29. 役 等 を 創り 、 そ の 皿 股 五体 を 況 年 な らし ゅ ASSeao1GxAS2 885 55 
だ は 、 わ れ ら な り 。 わ れ ら も し 欲し な ば 、 


2 タイ 3 
いつ で も われ ら は 役 等 に 似 た る 者 を 以 て 、 OR 
彼 等 の 代り と する こと 可 な り 。 ( 注 12) 

30. げに こ は 訓 戒 な り 。 さ れ ば 望む 者 に は 主 へ レッ ンク る ンー コン 
の OB の 95 ae ol 


の 道 を 辿 ら し め よ 。 

され ど ア ッ ラ ー 全 - 非 ず ば 、 お 前 た ち は クン る 2 の 0 て 2 て ッ ン て A 
So る 

その 気 が 起 こる まい が 。 げ に アッ ラー は す “ 

べ て を 知り 、 腎 特に まし ます 。 rs 


32. アッラー は 御 心 に か な う 者 は を の 慈悲 に 浴 。 ペイ ィ LGN EE GS ds 
せしめ 、 不 義 な す 徒 漠 に は 茶 き 短 家 を 用 問 
4 
せり 。 ( 注 13) 8 CN を 
と 





助け と な っ た 。 この 洒 進 的 な 過程 は 又 、 状 況 の 変化 に より 増し て 行く 必要 に 応じ る 為 で あり 、 更 に は 、 を その間 
に 、 初 期 に タル アー ン に 記さ れ た 預言 の 成就 を 目撃 する 機会 が イス ラッ 教徒 に 与 た られ る 為 、 彼 告 の 信仰 が 強 
め ら れる 事 を 高 図 し て いた 。 タル アー ン の この 滞 進 的 な 族 示 は 叉 、 決 の 型 半 の 預言 を 成就 し た 。 

[戒め に 束 め 、 規 間 に 規則 、 こ こ に 少し 、 あ そこ に 少し 』 と 。 誠 に 王 は 、 も つれ た 苦 で 、 外 国 の 言葉 で 、 こ の 
民 に 語ら れる 。( イ ザヤ 和書 28 : 10) 


注 12 伸 は 、 沿 二 し 、 そ の 身 に 神 の 属性 を 表す に 最も 疾 し た 様 に 、 入間 を お 作り に な られ た だ (95: 5)。 それ 
故 、 も し 不信 心 者 が クル アー ン 数 装 の 恩 忠 に 浴 す る 事 を 拒 め ば 、 彼 等 は 他 の 人 々 に 取っ て 代 ら れる で あろ う 。 


注 13 ( ア ) 本 文中 の 意味 の 外 、 当 節 は 次 の 事 を 示す 。(1) 神 の る SM 神 の 恵み も 授け られ だ いと いう 
貴人 方 の 意志 を 実行 に 移す 事 が 、 神 の 御 意 志 で ある 。(2) 8 し 神 の 御 意志 に MM 主人 方 は 神 の も と ょ へ 
向う こと は で き な い 。(3) 半 人 方 の 意志 ょ り 押 の 御 記 志 志 を 優先 きせ る べき だ が 、 昔 人 方 は る それ を し な か っ だ よう 
た 

《 イ ) 宰 の 臣 律 に 従い 、 神 の 思 恵 に 浴 し た いと 自ら 願う 者 に 、 押 は 頑 下 を 投 け られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる 
まだ 
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第 七 十 七 意 “ 遣わ る 選 た る 者 EAA 





アル ・ ム ル サ ラ ー ト 
(メッ カカ 啓示 ) 


まれ ね 人 な 
蓄 非 深 刺 み 家 ッ ラ ー の 御名 に な い っ て 人 02 る は さき 2 
1. 慈悲 深く 、 恵 みな 遍 く アッ ラー の 御名 に お Qs ahs ) 
で 


2 正義 を 広 ゆ ん だ め に 人 造 わ きれ だ る 者 に か け 2 SN 
3 YE 
フィ クン レレ 1 レン 
3. 強く 押す 者 に か け て 、( 注 2) olka ci ls 
4 、 真 理 を 普及 し 、 公 正 を 広め ゆる その 力 に か け EG 
光 で ( 注 3】 wr ンコ 


フク スー ュ < 
5. そ を は 療 融 を 完全 に 区 別 す る 者 。( 注 4) OS ca 


Ft 


あま ね ラッ の テン 
6. 彼 等 は 訓 式 を 軍 く 運ぶ 、 OT WE 


CT 


7. 容赦 の た め 、 ま た は 戒め の た め に 。( 注 5) 人 


うま 、 キ リー タロ T 生 > る エー 必ず アン オア スナ ペア スイ 
8 . Os れ だ る こと は 、 必 ず OSE OES LHI 
起 ら ん 。 


スフレ 17 タク の も ーッ ダ 2 
9. あ まだ の 星 が を の 光り を 消 き る れる 時 、( 注 6) OB rE 


10. 天 が ば ら ば ら に 引き 裂 か れる 時 、( 注 7 ) OS る CI る 





注 1 当 節 及び 次 の 四 節 に 述べ られ て いる 物 は 、 そ の 働き ・ 存 在 の 如何 を 問わ ず 、 風 ・ 天 使 ・ 神 の 使者 ・ を 
の 弟子 を 、 特 に モハ ッ マ ド 聞 店 の 仲間 を 語る 為 に 、 様 々 な 典拠 に より 取上げ 6 られ て 来 だ た 。 モ ハッ マ ド ド 預言 者 の 
仲間 に 関し て 言え ば 、 彼 等 は 初め ゆ 、 ゆ る や か に イス ラム 教義 を 広め ゆる 、 と 当 節 は 示し て いる の だ ろう 。 

注 2 伝 造 に 伴 な う 初 期 の 困難 が 克服 きれ だ 後 、 モ ハッ マ ド 融 言 者 の 促 間 達 は 、 よ りり 速く 歩 や 進め 、 生 力 的 
に イス ラム の お 告げ を 伝え る で あろ う 。 あるいは 、 クル デー ン の 教義 に 支え られ 、 折 れ だ た わら が 硬 に 喘 き 飛ば 
され る 様 に 、 彼 等 は 、 を その 凍 に 立ち は だ か る 偽り や 悪 の 召 力 を 追い 散ら す 、 と 当 節 は 意味 する と E い える 。 

注 3 役 等 は 、 神 の お 震 げ を 和 飼 め 称 え 、 信 か か な だ へ 広め る 。 又は 、 善 の 種子 を 到 る 所 に まく 。 

注 4 クル アー ン の お つげ 普及 に 伴い 、 真 実は 虚 悠 と 、 療 な る 者 は 悪 な る 者 と 区 別 き れる で あろ う 。 

注 5 彼 等 が 伝え 、 託 きれ た 任務 を 十 二 分 に 果たし た 事 を 、 事実 は 証明 する で あろ う 、 と 当 節 は 示し て いる 。 
注 6 当 侯 は 、 様 々 な 災 次 が 人 々 に ふり か か ろう と する 時 を 高 味 す る 。 ア ラブ の 人 々 は 、 量 の 消失 を 、 惨事 
が 差し 迫っ て いる 懲 師 と みな し た 。 

注 7 大 惨事 が 世に 起こ る 叶 。 
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第 上 上 芝 


11 . 


12. 


8 


14. 


15. 


16. 


18. 


19. 


20 . 


21. 


22. 


23. 


24. 


25. 


注 8 


山々 が 座 の 如く 吹き と ば る れる 時 、( 注 8) 


使徒 た ち が 時 を 定め て 台 集 きれ る 時 、( 注 9 ) 


を の 定め の 時 は いつ まで 延期 る きれ る や ? 

判決 の 日 まで な 5。 

判決 の 日 の 何 ん だ たる か を 液 に 知ら し むる も 
の は 何 か ? 

すなわち 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 
その 日 は いな る か な ! 


われ ら は 菩 、 い く た の 民 を 減 ぼ し た に 非 ず 
や ? 


耐 し て 今 、 わ れ ら は 後 の 世 の 民 に 彼 等 の 後 
を 継が し めん 。 

つみ びと 
わ ゎ われ ら は か くく の 如く 罪人 を 裁く 《。 
真理 を 拒 人 否 す る 者 ども に と り て 、 その 日 は 
災い ゝ か る か な 1 
わ ゎ われ ら は ち お 前 た ち を と る に 足ら 史 一 滴 の 液 
体 か ら 名 | り 、 
それ を 安全 な 場所 に 置き し に 非 ず や 、 
定め られ た る 期限 まで ? 
これ みな われ ら の 計ら いな り 。 わ れ ら 6 の 計 
らい の な ん と 見 事 な こ と よ ! ( 注 10) 


真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を その 日 は 
災い な る か な 1 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 


マッ 2 ン みみ 
ee 312 


OE JW 1313 
OIEY 


の 


i 

ed 
NT ょ と る の ゥ ノラ 
i 
ゎぁ し っ の グゥ ウゥ タック ァ 
GY の | 
OY! タタ の みる 分 

アク 2 の クッ ラン 
Pe ) AG 
tu 219 « ンタ っ み 
分 2 めい 


hd 


サリ ゥ ント シス ャ アア アテ 
PP 


っ イイ a 


ORIS 


の 9 かみ キタ 2 ンタ ば (ゲッ ンズ スン 


⑥ い の JAC さも)Aa5 


ン の 
ロ 5 っ 円 2 1 9 
OY, 


ra 





大 変革 が 生じ る 時 、 メ は 、 権 力 ある 者 が 和 失脚 する 時 。 あ る い は 、 


時 。 つ まり 、 腐 履 し た 秩序 が 全て 絶え る 時 。 
委 大 な る 神 の 指導 者 が 、 い わ ば 神 の 使者 達 全て の マン ト を まとう か の 様 に 、 彼 等 の カカ と 精神 を 英 に 付 
け て 現れ る 時 。 
子宮 の 中 で 精子 が 発達 し 、 一 人 の 人 間 へ と 育っ て 行く 、 実 に 創造 の 第 暴 と も 言う ざき 神秘 的 な 過程 を 、 
き 人 及び 前 三節 は 述べ て いる 。 この 創造 の 過程 は 、 復 活 を 支持 する 論拠 上 し て 提示 る れれ て いる 。 それ は 、 芯 親 


注 : 9 


注 10 


の 子 党 が 現世 に お 


存在 する か ら で あ る 。 
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笛 く か ら あ る 制度 が 完全 に 稲 壊 する 


> ける 人 の 生命 に 例え られ 、 人 の 誕生 が 復活 に 例え られ て お りこ の 両者 の 聞 に みごと な 対比 が 


第 七 寸前 テル ・ ム ル サ ラ ー ト 


リウ に Cd 
26. われ ら は 大 地 を 容器 と な る ざり し か 、 6GGGCSSI 多 ( 
27. 生 才 並び に 死者 の た なめ に ? ( 注 1) OG 
28. 面 し て われ ら は 大 地 の 上 に 山々 を 侍 え せ し 包 5 9 っ YO 年 
め 、 ま た 飲む べき 甘泉 を お 前 た ち に 与え た 2 
、 さ クン ル 
5 。 ( 注 12) ob 
29. 長 理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は に 1 仙人 4 
災い な る カカ: な 1 し て の ァ ン ル し 
30. 彼 等 は 命ぜ られ ん 、「 き て お 前 た ち 、 虚偽 な @9%3 KG SE 
り と みな せる も の に 向っ て 行け 。 リン 
31. 然 9、 三 っ 股 に 分 れ た 陰 に 向っ て 行け 。( 注 13) DE a 
32. を そ は 陰 の 役 に は 立た ず 、 始 を 防い で は くれ 2 2 
@ い DC いい 
は せ ぬ 」 と 。 ( 注 14) UO 
33. 米 の 火花 は 巨大 な 城郭 の 各 し 、 ( 注 15) DC GF 
ちく だ 本 br, と イレ 
34. さながら 閥 褐色 の 路 胞 の 如 し 。 ( 注 16) Oso Us や 
us @ っ 
35. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は Co 2 da 


災い な る カ か な ! 








注 11 人 人 は 和 皆 この 世に 生き 、 死 す Lo その 詞 角 は を それぞれ この 世に 残る 。 当 節 は 又 、 鼻 力 の 法則 、 あ に いい 
は 、 了 地球 の 括 転 上 公転 を が し て いる と も 言え る 。 前 節 の 「 容 器 ] と いう 講 は 、 人 人 問 が | 向 体 的 に 必要 と する 
は 全て 、 地 上 で 満た さる れる 、 と 示し て も いる 。 


注 12 山 は 自然 の 口 大 な 連 水 他 と し て 役立つ 。 


注 13 不信 心 省 の 誤っ た 信仰 ・ 最 か な 慣習 は 、 次 節 で 、 三 つ 駐 の 影 の 形 を 取っ て いる 。 あるいは 、 イ ブナ バ 
ス に よれ ば 、 こ れ は キリ スト 教 の 三位一体 説 を 指し て いる 。 又 、 不 信心 者 が 左右 か ら 、 を そし て 上 か ら も 前 せら 
れる 事 を 、 当 節 は 示し て いる と も 言え る 。 更に は 、 徳 育 の 教師 上 送 は 、 人 の 装 務 の 認 滅 を 明 $ う と する 三 つ の 妥 
素 、 感 受 性 の 無き 、 思 庶 の 欠 除 、 判 断 の 無き 、 を 指摘 する 。 同様 に 、 三 つの 要素 は 、 向 上 し た いと 灰 う 道徳 的 
な 衛 動 を 細目 する も の 、 項 れ 、 人 慢 、 内 欲 に も 当て は まる 。 心理 学用品 で は 、 二 つの 要素 は 、 人 を 地獄 へ 送り 
込む 原因 と な る 、 認 識 と 理性 の 誤り 、 性 の 過失 、 意 志 の 羽 $、 を 指す と も 言え る 。 


注 14 56: 43 一 35 参照 。 


注 15 不信 心 者 達 は 安楽 を 求め 、 城 や 常々 た る 建物 を 誇っ た の で 、 彼 等 の 罪 は 、 巨 大 で 城 の 様 に 高く 燃え 上 
る 笑 の 形 を 取る で あろ う 。 


注 16 アラ ブ 人 達 は 、 彼 等 の 富 を 最大 に 生み 出す 自分 達 の 艇 了 を 誇っ た 。 
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第 セ 十 十 章 


アル ・ ム ル サ ラ ー ト 


36. この 日 は 彼 等 も の 云う こと を 許さ れ ざ る 日 SEE 
80 いる 
な り 。 ( 注 17) 6 
37. 弁解 も 許さ きれ ざる べし 。 ( 注 18) SEDI OLY る 
38. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 そ の 日 は CAR RR 
災い な る か な ! 0 
< 平 中 s か * a い で くく っ 2 で い テラ デア ンズ 894 yd る 
39. T は 判決 の 日 な 9 われ ら は お 前 た ちや ey で て 
遠い 昔 の 人 々 を 召集 せり 。 
y 前 た ち に 策 上 1 - っ ちっ る の シタ ラン レン > 人 < 
40. お 前 だ た ち に 策略 あら ば 、 わ れ に 対し て それ Cu Nos 
を 用 い ょ 」 ( 注 19) 200 に 
41. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の 日 は 2 EAR 
災い な る か な ! > MI & 
た だ 系 一 項 
42. 義 し き 人 々 は 木陰 と 泉 の 間 で くら さん 、 OPE I GAN 5 
43. 好き な 種々 の 果物 に 囲ま れ て 。 DOD SS 
3 6 ~ っ 生子 > Im タレ ュ ン っ の 人 る の し 215 
44. 「 楽 し 食い 且つ 飲め 、 こ は お 前 た ちの 所 ER 誠 Pe AN 2 説 
業 に 対す る 報い な り ] 
45. か く の 如 く 、 わ ゎ れ ら は 普 行 を 積む 人 々 を 報 eS A 
奨 す 。 2 で の 
46. 真理 を 拒否 する 者 ど ち もち に と り て 、 そ の 日 は ud Cs 
災い な る か な 1 ッ ン ンク 
47. 「 真 理 を 拒否 する 者 ども よ 、 東 の 間 の 現世 ン 2 6 も PC 
US 
で 食い 上 且つ 楽し め 。 げ に お 前 だ ち は 罪 人 な の の ッ の 2 DNS 3 
9」 
48. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を その 日 は dui ou2 AV 
溢 い ゝ な る か な 1 
49.「 ぬ か ずい て 崇め よ 」 と 告げ られ る も 、 彼 


等 は ぬ ね か ず か ず 。 


eo EG I nt 
le SS 











注 17 36 吾 66 節 参照 。 
注 18 不信 心 者 の 有罪 は 確定 し だ の で 、 最 早 如何 な る 中 し 開き も 許 き 8 れ な いで あろ う 。 


注 19 モハ ッ マ ド 預 言 者 の 敵 共 は 、 彼 に 対し 悪事 の 限り を 尽 し て 挑ん だ 。 
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第 ビ ト 七 斉 
50. 真理 を 拒否 する 者 ども に と り て 、 を の 日 は @6& Ya? 
ペー クア アン ブー デマ 


災い ゝ な る か な 1 
51. な ら ば この 後 、 AM 人 < を ン 4 > に 
rin On Co ひみ を 

ん と する か ? ( 注 20) OO の と 信 や 全 


注 20 この ぬ ぃ 連 な 不 信心 者 達 は 、 ク ルアー ン の 様 な 正しい 悪 典 の 受け 入れ を 拒ん だ の で 、 神 の 御 声 を 二 に す 
る 事 も 、 駐 正しい 道 を 見 い 出 す 事 も な いで あろ う 。 
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系 ピ 入 草 知ら せ アル ・ ナ ババ 





1. 慈悲 深く 、 恵 み 怖く アッ ラー の 御名 に お い Oo de る 
4 
2 も 
アー て アァ 
2. 彼 等 は 互 に 何 に つい て 相 問 うか ? Su 
3. 重大 な る 知ら せな り 、( 注 1) OPEC LE 
4 彼 等 は を れ に つい て 意見 を 異 に す 。( 注 2 ) OAL LI ZA GN 
5. 否 、 を の うち わか る べし 。 OT 
ュ ッ タグ 4 ァ アグ 
6. 容 、 わ れ ら 再び 去 う 、 彼 等 を その うち わか る DO 3 
べし 。 
- by レン と と 4 し ン ッ ン っ アン 
7. われ ら 大 地 を 麗 所 と な し 、 の loes oY Usso a! 
つ ォ レレ ラン 4 ラン 
8. 山々 を 天草 の 綱 を 張る 枕 と な き ぎ ざり し か ? OG led 
つが い タプ タ 
9、 また われ ら は 、 お 前 だ ち を 番 に 剣 9、 DC AU 
a 3( 人 レタ シン ッ ン レッ 
10. 休息 の た め に 睡眠 を 定め 、 の MS Ao 
〆 < 
11. 夜 を 衣 と な し 、 MC 
な りり わい a "の 用 る レン? レン る 
12. 恒 を 生業 の 時 と 定め た り 。 OS SS 
13.、 また われ ら は 、 ぢ 前 た ちの 頭上 に 堅固 な 七 A AA CA Ss 
層 の 天 を 築き 、( 注 3) ; 
2 ンク [る る ウェン レン 
14. 太陽 を 以 て 幸 然 た る 燈 明 と な せり 。 OLS 





年 1 重 天 な る 知ら せ 、 叉 は 出来 事 を 意味 する 語 、 ア ン ナ バ に 、 修 分 語 ア ル ・ ア ズィー ム (力強い ) を 付け 
た と いう 事 は 、 此 所 に 述べ られ た 出来 事 が 非常 に 重 愛 で ある こと を 示し て いる 。 

注 2 不信 心 者 達 は 、 裁 き の 日 の ある 再 を 往 じ な い 。 

注 3 玉 陽 が 中 心 と な る 大 陽 系 の 七 つ の 主要 惑星 。 又は 、 23 童 に 述べ られ だ た 、 人 の 精神 的 発達 の つの 遂 諸 。 
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第 七 二 八 童 


また われ ら は 、 雨 雲 より 浦 然 た る 水 を 降 し 、 


その 日 、 形 筑 が 鳴り ひび く や 、 ぉ 前 た ち 群 


蒸 く 門 と な り 、( 注 6) 
山々 は 移し 赤 ら れ て 、 愉 も 父 気 楼 と 化 き ん 。 


. 彼 等 は を こ に て 涼 を 知ら ず 、 飲 むべ きも の 


。 だ だ 痢 えた ぎる 熱湯 と 悪臭 を 放つ 液体 ある 
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2 8 2S 
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OL EGIL 
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DEE 81 
ee 
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EA 
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ば 





15. 
16. 逐 に よっ て 灯 物 と 草木 を 生 ぜ し め ゅ た り 、 
17. 木々 繁 る 果樹 園 も 。 ( 注 4) 
18. げに 判決 の 是 は 定め られ だ り 。 
19. 
を な し て 入り 来る さい ( 注 5) 
20. 央 ば 開か れ 、 
の 
( 注 7) 
22. げに 地獄 は 待ち 伏せ 場所 に 在り 、 
23. 落 逆 者 の 行先 に し て 、 
24. 彼 等 : 水 効 に その 中 に 住み と ど ま ら ん 。 
25 
も な し 。 
25 
の み 。( 注 8) 
_27. これ すなわち 応報 な り 。 
28. げに 役 等 は 清算 を 恐れ ず 、 
注 4 


が 、 人 の 和 際 体 的 維持 に 適切 な 配慮 を な きれ た 神 が 、 
得 な い 事 だ と 暗示 し て いる 。 
注 5 


注 6 
注 7 
征服 の 突撃 を 前 に し て 、 巨 大 で 強固 な 帝国 は 、 


7 一 7 節 に は 、 人 の 肉体 を 維持 す る 上 で 必要 な 、 





基本 的 な 神 の 恵み の いく つか 取り上げ られ て いる 
ーー 方 で その 精神 維持 に ば 同様 の 進 備 を 門 ら れ だ た 、 と は 有り 


裁き の H、 つ まり メッ カ 陥 落 の 日 に 、 ク タラ イシ ュ は らっぱ の 音 で 呼び 出さ れ た か の 様 に 、 モ ハッ マ ド 
預言 者 の 前 に 集め られ 、 罪 の 許し を 請う た 。 
を の 時 、 正 病 な る 者 を 支持 し 、 悪 な る 者 を 混乱 きせ る 袖 の し る し が 、 数 多く 示 き れ た 。 

当 委 は 次 の 事 を 示す 。 (1 権力 と 地位 の ある 者 は 、 そ の 権威 と 力 を 失う で あろ う 。(2) イ スラ ム 教 に よる 


は 唯 の と 思え る だ ろう 。 
有 徳 者 に 対す る 、 尊 人 徳 者 の 冷淡 て 不法 行為 は 、 熱 湯 と 、 極 め て 浴 た てく 悪 昌 を 放つ 飲料 の 形 を 取る だ ろ 


注 8 
の 
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も ろ い 岩山 の 様 に 其 壊 し 、 完 全 に 消失 する 為 、 そ の 往時 の 存在 
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29. わ れ ら の 神 兆 を 惹く 揚 否 せ 9 。 AL の 
30. われ ら は その すべ て を 帳 筐 に 記載 せり 。( 注 9 ) RS RE 
31. 「 き れ ば 流 等 闘 を 味 わ を 。 わ れ ら は 約 資 以 2828 
外 に 何 も の も お 前 た ち に ふ や き ず 」 
. 第 二 項 
_ AR た が を ビ よ うど ゆ 9 セン ンス: る 
32. げに 義 し い 人 に は 本 願 成就 あり 、 SLES OS る 
33. すなわち 囲ま れ た 果樹 園 や 六 共 庫 、( 注 10) EE GT 
レレ ec 
34. 年 も 頃合 の 乙女 だ ち 、 ( 注 11) IIc cs し 3 
あ よ Zt クィ ン る 
35. 溢れ こ ば る る 酒 恋 な り 。 ( 注 12) aks 
36. そこ で は も は や くだ ら め ぬ 話 や 嘘 じ つわり を RN 
の eS 51535 う 〇 めぐ 
37. こ は 主 より の 報 状 な り 、 彼 等 の 所 業 に 応じ @% し > > を 5 a 322 る 


た 恩賜 な り 、 


あつ ち し 】 デ 
38. 天地 並び に その 間 の 方 物 の 主 に し て 慈 革 深 29 し 6 を Z し 5 o5y IE 
い 神 よ り の 。 彼 等 は 王 と 言葉 を 交 す こと 得  「 E 


ぎる で し 。 es お 。 SY 


39. 型 算 や ( 注 13) 諸 天 使 が 起立 し て 整列 す le E28 IP 3 A 
IN し ルン ルル チー グン ナー 
る 日 に も 、 慈 正 深 い 神 が 許し だ も う 5 者 、 純 es ポス 











注 9 テレ ビ ・ ラ ジオ ・ テ ー プ "レコ ュー ダー 等 の 機器 の 発明 に より 、 人 の 行為 の みな ら ず 言葉 も 保存 ・ 再 生き 
れる 様 に な っ た 。 

注 10 天国 の 恵み の 中 で も 、 プ ドウ の 木 は 、 ク タル アー ン に 幾度 も 記 る きれ て いる 。 こ れ は 、 プ ドウ が 美味 で 重 
縮 な 食物 だ か ら で あ る 。 それ は 長期 保存 が 可能 で あり 、 酔 い を も たらす 。 タ クワ (正義 ) に も 、 こ の 三 っ の 特 
徴 が ある 。 それ 故 、 ブ ドウ の 木 は 、 正 義 あ る 者 に ふる わし い ほ う び で ある 。 


注 11 語 河 な る 者 は 、 初 々 し く 二 気 あ ふれ る 友 や 妻たち を 有 し 、 高 位 を 斉 受 す る で あろ う 。 彼 符 は 高 頁 な 家 
柄 で 、 大 望 に 奮 い 立 つ で びあ ろう 。 クル ブー ン の 他 の 箇所 (56 : 35) で 、 高 泊 な る 信者 の 同胞 は 、 高 貰 な 配偶 省 
と 記さ る れれ て いる 。 天 の 恵 み の 特 質 と 意義 に 関し て は 、52 章 、55 章 、56 剖 を 参照 の 事 。 

注 12 。 心 が 、 あ ふれ ん ば か り に 神 の 愛 で 満 た きれ て いる 、 軍 に 酔い し れる 巡礼 者 は 、 醒 ゆる 事 の な い 精 神 的 
陶 腔 に 加え て 、 当 然 、 器 に 満た され た 飲物 や 与 を られ る で あろ う 。 

注 13 此 身 に ある 「 聖 滞 】」 と は 完全 な る 殊 、 すなわち そ モハ ッ マ ド 預 言 者 を 、 双 [整列 する 日 ]」 と は 、 復 活 

ロ を 表し て いる よう だ 。 
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つ 正 し いこ と の み を 云う 者 を 除い て 、 役 等 人 ン AA 拓く 3 (22 
・ 〇 品 N 
は も の 芯 う こと を 得 ず 。 i ジ の) 
3 
ee 
41. げに われ ら は 懲 還 の 近 か ら 5 ん こと を お 前 た タン ラク A OE 
ち に 警告 せり 。 ( 注 14) を その 日 、 人 は 己 が ジブ 、 os 
手 が 先 に 送れ る も の を 目 の 当 り に 見 て 、 不 KA RG SC 
ド 
Fr 


信心 者 ども は 叫ば ん 、「 願 も く は 我 鹿 瑛 に 
帰せ ん こと を !『」 と 。 


40. その 日 は 必ず 米 る 。 き れ ば 欲す る 者 を し て 、 る る イネ ンタ イラン 
主 に お すがり せしめ よ 。 SEN SA 


- 師 


\ 


[3 








注 14 「 畿 罰 」 ょ は 、 引 世 で 罪深い 不信 心 者 に 下さ きれ る 義 を 指す よう だ 。 タ クル ア ー ン の 他所 (32 : 33) で は 、 
この 六 は より 近い と 記さ きれ て あり 、 一 方 来世 の 還 は ょ り 大 きい 較 と な っ て る 。 
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第 七 十 九 章 


区 5 





き 抜 く 者 アル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 









アル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 忠 み 遥 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い De edhe 
8 
ッッ + し 4 
2. 荒 々 し 〈 く 引き 抜く 者 に か け て 、 OE eS 
タレ pa 
3. その 結び 目 を し っ か り と 結ぶ 者 に か け て 、 OS ら 5S す 
4. 迅速 に 滑空 する 者 に か け て 、 の こら 113 


5 他 を 追い 抜き 、 「 ores 


a Ls 2 
6. 事 を 見 事 に 処理 する 者 に か け て 覆う 。 Oslo5o_5 
り を レー ルン 、、 タッ タレ ッ ン 
7 その 日 、 大 地 は 城 え な の の き 、( 注 1) OE 
i 2 
8. 第 二 の 井 動 が に 続か ん 。( 注 2 ) OV HG 
YY 2 
9. その 日 、 人 々 の 心 は お の の き 、 DA Gags oS 
を つの アコ し レオ 
10. その 目 は 伏 すべ し 。( 注 3) AE 
11. 彼 等 は 去 ? 、「 我 等 は 以前 の 状態 に 復原 せ 6 OO EE RE OL 
れる の か ? 「- 
12. な ん と な 1 我 等 朽 電 と な り 果て り と いう っ 5 UE。 る < 
に 」 と 。 ー- 
し か アァ z 4 \ ン 
13. 彼 等 は また 云う 、「 然 ら ば そ は 失敗 の 帰 環 な 88 テッ は 25 と っ ROE 
り 」 と 。 











注 1 「 岩 を え お の の き 」 は 了 戦争 に 備 を る 、 と いう 意味 で ある 。 前節 に 布告 きれ た 頂 昔 は 、 神 の 正しき 下僕 ょ 
悪 の 勢力 の 問 で 戦い が 起き 、 そ の 結果 後者 が 根絶 きま れる 形 で 成就 きれ る 、 と 当 節 は 示し て いる 。 

注 2 イス ラム 教徒 と 不 信心 者 の 間 に 一 且 戦 い が 始 まれ ば 、 悪 の 勢力 が 次 か 6 次 へ こと 打撃 や 受け 、 徹 底 的 に 
打ち 砕 か れる まで 、 そ れ は 続く で ある う 5。 

注 3 不信 心 者 が 次 々 に 敗北 を 喫し 、 イ スラ ム 教 が 勝ち 続け る の を 目の当たり に する 叶 、 不安 が 彼 箋 を 襲い 、 
" 徴 活 "は ある の で は な いか と いう 恐 需 が 、 そ の 心 を 苦し め 始 め る で あろ う 。 
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第 七 十 九 間 





14. 


15. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20. 


21 . 


人 


23. 


24. 


25. 


26. 


27 . 


28 . 


注 4 
注 5 
その 様 に 広大 な 宇宙 を 無 か ら お 創り に な っ た 押 は 、 
な 生命 を 与え る こと も お | 


だ だ 一 声 の 叫び あら 6 ば 、 

見 よ 、 彼 等 は 地上 に 出 て 来 た ら ん 。 

モー で ゼ の 物語 は すでに 液 に 達し た る か ? 
が 聖なる トゥ ワー の 谷 で モー ゼ に お 言葉 
を か け 、 命 じ だ た り 、 

1 ファ ラオ の 所 へ 行け 。 彼 は 反抗 せり 。 
耐 し て ファ ラオ に 云え 、『 液 その 身 を 浄 め ん 


と 欲す る や ? 


然 ら ば 我 は 、 泊 を し て 主 を 思 れ 薇 わし めん 
が た め に 、 液 を 主 の 許 へ 導 か ん 』 5。 


か くし て モー ゼ は 偉 大 な る 奇 了 中 を ファ ラオ 
に 示し だ 5 り 。 ( 注 4) 

る され ど フ ァ ラ オ は モー ゼ を 拒否 し 、 従 わ ぎ 
りき 。 

耐 し て ファ ラオ は モー ゼ か ら 画 を そむけ 、 
陰謀 を た だ くら め り 。 


ファ ラオ は その 民 を 集め 、 か くく 宣言 せり 。 
「 余 は お 前 た ちの 主 に し て 、 至 高 者 な 5 1 


され ば アッ ラー は ファ ラオ を 捕え ぇ 、 来 世 並 

びに 現世 の 懲罰 を 加え を たり 。 

げに この 中 に は 、 長 散 す る 者 へ の 教訓 あり 。 
第 二 項 


お 前 た ち を 創る こと と 、 天 を 創る こと 、 果 


し て いずれ が 難 事 な る か ? アッ ラー は その 
大 を 創り た 5 り 。 ( 注 5) 





ルナ ー ズ キィ アード 


Zz アッ ズ 


ee 5 の の 6 
OA A 

Oa 2 IS LG 

OE ER SS dE 


で 7 ュ 。 1 1 
の OF La 


te 4 A 


as pr 
oi 
MM リリ ン ン レン ン 
NIT 


ET a sds 
tS 15 0 る フス ン or 
SE ES OE 


OE RI CE I 


「 刊 大 な ぁ る 奇 貴 ] は 、 モ ー ゼ に より 示 る れ だ な だ 他 の 全て の し る し に 先立つ 杖 の し る し で あっ た な た 。 
複 殺 だ が 完全 な 、 太 陽 系 の 創造 は 、 事 実 、 死 後 の 生 を 支持 する 不可 優 な 論 換 と な っ て いる 。 つ まり 、 
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その 中 で ほん の 小 き な 点 に し か 過ぎ な い 人 人 間 に 、 死 後 新た 
出来 に な られ だ た だ 。 これが 当 節 及び 決 の 六 節 の 主旨 で ある 。 


第 上 二 九 間 


29. 


30. 


91 . 


32 . 


33. 


34. 


35. 


36 . 


37 . 


38 、 


39. 


40. 


41. 


これ 
彼 は 高々 と 天 を 挙げ 、 ( 注 6) 次 いで 之 を 


完全 な も る の と な せり 5。 


哲 し て 夜 を 略 く し 、 そ れ よ ょ より 朝 を 生ま し め 
だ り 。 ( 注 7) 


次 いで 大 地 を の で 広げ だ た り 。 ( 注 8) 
彼 は それ より 水 と 牧草 と を 生 ぜ し め 、 
更に 山々 を し っ か と 据え たり 。 


こ は す べ て お 前 だ ちと その 家畜 + の た め の 給 
養 な り 。 


きれ ど 、 大 災厄 来 た る 時 、 


を は 人 人 が その 勢力 せる こと を 想起 する 日 な 
9。 


また 、 地 和弥 が 、 日 ある 者 の 前 に 出現 する 日 
な り 。 


その 時 、 反 抗 し て 、 
この 世 を 選び し 者 、 


を の 住ま い は 地獄 の 業火 た る べし 。 


きれ どの 御前 に 立つ こと を 思 れ 、 そ の 魂 あっ 91. 人 53 65 


を よこ し まな 人 鈴 望 より 守り し 者 、 ( 注 9) 


. その 住ま い は 必ず 楽園 た な る べし 。 


アル ・ ナ ー ズ ィ ア ー ト 


Sb23 シク クッ 9 
SEES ai 
IR RIG 
LL 
eesldts 
OI EE 
0 和幸 
CINIRS 2% 


< 7 タウ これ うる 


KO こす り ア TS に ウツ 


eG 
CFS 
Ei 
Es 2 Gs 
の 94 
BB EA 


4 











注 9 


屋根 、 天 井 、 物 の 高き 、 深 き 、 厚 き を 意味 する 。 


地球 に つき も の の 、 夜 と 慎 の 現象 は 、 我 々 が 芋 ・ 夜 を 持つ の が 太陽 糸 の し くみ に よる も の で ある 事 か 


当 和 で は これ を 天 に 起 央 する も の と し て いる 


本 文中 の 意味 以外 に 、 当 節 は 、 地 球 が より 大 きい 集合 体 か ら 漂 流し て 来 だ 事 を 示す 。 


罪人 の 様 に 、 神 の 前 に 立つ の を 基 れ る 者 。 又は (2) 神 の 尊大 を 恐れ る 者 。 
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第 七 二 志 立 











に 5 に の ン ン ャ ンー アン ョ ンタ 

43. 人 々 は 液 に 、「 を は いつ 起こ る ? 1] ほそ の 時 OG LOIR EN Gb る 
に つい て 記 ね ぬん 。 

ち レ LJ 1 

44. きれ ど 液 は それ に つい て 教え られ る か ? @ る うら oS 

ナッ ーー イン いる 2 タン 1。 

45. それ を 知る は 、 た だ 主 あ る の み 。 Ga G52 

ef 上 し を 店 る る 者 へ の 警告 者 に bs 1 イス 

46 4 それ を 恐る 者 り 閉 者 す @ KJ し cl 

ぎぬ 。 

47. その 日 、 人 は それ を 目の当たり に する 時 、 ルル ーー ンプ て 2 タン の 。 ク レク ラン レン シラ ン 2 タイ ネン 

de SS 区 

ぎ ぎ りき 、 と 思わ ん 。 ( 注 10) oi 

注 10 問題 は 、 処 還 の 時 ・ 場 所 ・ 形 で は な い 。 神 の 虹 が 下 き れる 時 、 そ れ が 作り に ちる 早く 、 突然 で 、 厳 し い 為 、 


不信 心 者 の 四 志 に お ける 繁栄 と 快楽 が 、 つ か の 問 の 、 わ ず か 一 其 夜 の 出来 事 の 様 に 思 ん た る だ ろう 事 を 、 役 等 が 
悟る 事 こ を 、 重 要 な の で ある 。 
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所 が 店 を ひそ め て テア バ サ 


ァ バ サ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 老 甘 深く 、 上 恵み 選 く アッ ラー の 御名 に お い Dg ea hod 
28 
2. ムハンマド は 店 を ひそ め 、 顔 を そむけ だり 、 6 ン ン ン 
( 注 1) 
本 6 1 2? ルル ・ sy 
3. そ は 盲人 来 た り し 故 な り 。 Eas Ys el 
4. きれ ど 光 は 知り 得る か 、 盲 人 が その 身 を 洗 A 
めん と し 、 だ 
5 の アン ン も る ノン 
5. または 豆 千 に 留意 し 、 そ の 訓 戒 が 彼 を 益 す SNES 4 
る か も に らち と を 。 
て る と 
6. 冷淡 で 尊大 な る 者 に は 、 GA Gl 
7 . 液 関心 を 示す 、 OA 
8. た と い 洗 め ら れず と も 液 に 責任 な い 者 に 。 ちょ ルン セク タンク (スン レレ 
いい ロ li A kd 
( 注 2) od els 








注 1 当 人 節 は 、 有 名 な 史実 を 述べ て いる 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 あ る 日 、 数 人 の クラ イシ ュ の 指導 者 と 信仰 
の 員 で 話 を し て いた 時 、 ア ブ ド ゥ ラ ・ イ ブン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ー ム が そこ に や っ て 来 だ 。 彼 は 、 モ ハッ マ ド 
項 言 者 の 真 重 な 時 と 活力 が 、 頑 固 な 不信 心 者 の 指導 の 事 で 沢 費 き れ て いる と 考え ん 、 モ ハッ マ ド 打 言 者 の 注意 を 
引 こ うと し 、 幾 つか の 宗教 問題 の 説明 を 請う ただ 。 モ ハッ マ ド 預 言 省 は 生 渉 を 嫌い 、 ア ブ ド ッ ラ か ら 顔 や そらす 
事 で 、 不 快 を 示し だ た だ 。 モ ハッ マ ド 類 言 者 が クラ イシ ュ の 指導 者 達 と 会 話 を 続け 、 ア プ ド ゥ ラ の 王 渉 に 注 芝 を 払 
わな か っ た 事 は 、 ク ライ シュ の 指導 其 達 の 精神 的 福利 を 、 彼 が 共 っ て いた 事 を 示し 、 同 時 に 、 こ の 出来 事 は 、 
吾 人 の 鋭い 感受 人 性 に 対す る 彼 の 大 いな る 配慮 を 表し て も いる 。 それは 、 役 は 唯 ア プ ブ ド ッ ラ か ら 顔 を そ を 向け だ だ 
け で 、 つ まり 後者 が 官 昌 だ と 行為 で 示し た だ け で 、 後 者 の 時 宜 を 得 な い 、 唐 突 な 中 断 を 答 め る 言葉 は 一 中 も 日 
に せ ず 、 を その 自 筐 心 や 鋭い 感受 性 を 傷付け な い 様 に 、 慎重 に 配慮 を し た から で あ る 。 当 節 は 、 こ の 様 に 、 モ ハッ 
マ ド 謝 言 者 の 高い 徳 性 に 、 あ ふれ ん ば か り の 光 を 投げ か が かけ て いる 。 そし て 、 幾 人 か の 注釈 者 達 が 考え る 様 な 、 
神 の 非 難 の 遇 示 で は な く 、 質 し き 者 、 卑 し き 者 の 鋭い 感受 性 に | 分 配 慮 する 様 に 、 モ ハッ マ ド 預 店 者 に 、 そ し 
て 彼 を 通し て その 弟子 達 に 命じ て いる の で ある 。 


注 2 当 節 は 、 ア ププ ド ゥ ラ ・ イ プン ・ ウ ン メ ・ マ クト ゥ ッ ゥ ー ム に 対す る モハ ッ マ ド 拍 言 者 の 態度 が 正しかっ だ 
と 示し て いる 。 ク ライ シュ の 指導 者 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 話 に 何ら 得る 所 が な か っ だ と し て も 、 そ れ は 彼 の 次 
任 で は な いと 当 節 は 述べ て いる 。 ア ドゥ ラ に 対す る 彼 の 一 喝 冷 演 な 明 度 、 又 、 ク ライ シュ の 指導 者 へ の 散 意 
を 表す る 振る 銀 い は 、 個 人 的 な 利害 を 一 切 麻 し た 所 か ら 6 生じ た も の で あっ た 。 拭 律 で は 、 唯 、 来 訪 者 に 対し て 
親切 に 礼儀 正しく 接し な けれ ば な ら な いと だ け 命 じ ら れ て あっ だ 。 
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を RN 0 [とっさ = サー タイ ント ラ エレ ラン [フフ レ 

9. 然るに 液 は 、 熱 意 を 以 て 液 に 来 だ る 者 を 、 CO つの し きり の 1 
ター 1 ラン 

10. し か も 神 を 異 散 す る 者 を 、 OS くう 


て ョ イン タッ ン ショ イン 
1 軽視 す 。( 注 3) TO 


回 、 = > . る 
12. か く あ る べから ず ! げに そ は 訓 戒 な り 。( 注 4) DR Gk 


= 
され 8 レー ング の と の ッ ア スス 
13. され ば 欲す る 者 を し て 、 之 を 留意 せしめ よ 、 の あう と 9 


14. すなわち 尊 き 原 澄 の 載せ られ た も の を 、( 注 5) OI ER 


コリ ュ ン る し し コ a 
15. 気高く 、 光 きも の を 、 OA 53 


16. 書記 た ちの 手 に な る も の 、 OH an 


2 
に " 吉 ~- 再 -」ー RE さ ユ 6 ・ ぁ ” 1 
17. 高 黄 に し て 高 潜 な 。( 生 6) RS ウ 


リー 人 2 ュ > る 寺 ・ ボド ち / ン ス ンタ イン 4 St (ae 
18. 人 間 に 秋 いあ れ ! を は な ん た る 皿 知 ら 3 の 5 つら CS に に 5 
ょ ! ( 注 7) 


4 GG = w 人 
19. 何 か ら 6 神 に 創 られ し 身 か ? OLE 








注 3 5 一 1 節 は 「 液 が 、 尊 大 で 浴 淡 な 彼 に 配 護 し た ちり 、 神 を 黄 れ 波 の も と へ 急い で 来る 者 を 無視 する 等 、 

ある は ず が な い 。 と 解釈 きれ る 。 し か し 、 こ れ 等 の 節 は タラ イシ ェ ュ の 指導 考 に 向け られ た と も 言え 、 あ る 注釈 
場合 、 こ れ 等 の 節 は 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 に 転 衣 き され た 能 点 に 触れ る 事 な く 、 彼 を 楓 評 す る 者 達 に 彼 等 自身 の 気 
持 を は っ きり 悟ら せる 様 に 、 反 語 的 に 用 いら れ だ と 解き れる 。 

注 4 当 節 は 、 冷 滞 ど と いう 非難 は 間違い だ と 示し て いる 。 ク ルアー ン が 富める 者 に も 賞 し き 省 に も 等 し く 
向け られ て いる の に 、 一 体 、 モ ハッ マ ド 押 言 者 が 、 盲 人 に 閉 険 な 態度 を 取る 事 が ある だ ろう か ? その 様 な 行 
旋 は 、 彼 自身 の 高い 徳 性 と 泌 唇 する の みな ら ず 、 人間 の 理性 に も 反する も の で ある 。 この 特殊 な 場面 で ゆ モ ハッ 
マ ド 預 言 者 の 行為 は 、 事 態 が そう る せな た の で あり 、 彼 の し な た 事 は 正しかっ ただ 。 

注 5 クル アー ン は 、 様 々 な 啓示 革 に 合 き れる 永 天 不滅 の 教 著 全 て を 要約 し た も の な の で 、 い わ ば 、 全 て の 
弄 虹 の 集大成 と 告 を る 。 これが 「 普 き 原 答 の 載せ ら 65 れ だ ちの | の 意味 で ある 。 当 節 は 更に 、 ク ルアー ン が 弄 上 典 
と し て 書か が れ 、 典 め ら れ 、 あ ら 和 ゆる 改 ぎ ん や 和 干渉 か ら 守 られ る で あろ う 、 と 未 べ て いる 。 

注 6 先 の 14 一 15 節 で 述べ られ た クル アー ン の 三 つ の 主要 な 特性 に 対し 、 を の お 告げ の 伝道 者 の 三 つ の 等 し 
て 際立っ た 特質 が 、 当 節 及 び 前 節 に 述べ られ て いる 。 ク タル アデ アーン の お 告げ を 伝え る 者 は 、 高潔 で ある に 加え 、 
並 く 克 も や し て 、 そ 和 れ を 明らか に し 広め る 。 

7 クル アー ン は 、 そ の お 告げ を 受け 入れ る だ け で 、 不 信心 者 が 徳 の 卑 し き か ら 殊 の 重み の 高まり へ と 中 
き 上 上 げ こ れる よう に 啓示 され だ も の で ある 。 し か る に 、 ク ル デ ブー ン の ご と き 僅 大 に し て 高尚 な 聖典 を 拒む 上 は 、 
不信 心 者 は 何と 思 知 ら ず な の だ ろう 。 
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20. 


21. 
と 


23. 


24 . 


25. 
26. 


27. 


28. 


29. 
30. 
31 . 
32 . 
39. 
34 . 
35. 
96 . 


37 . 
注 8 


一 滴 の 結 液 より 。 神 は 人 間 を 創り 、 面 し て 
その 形体 を 整え 、 


次 に 体外 へ の 道 を 容易 な らし め 、 
然 後 之 を 死な し ゅ 、 曽 に 帰し 、 ( 注 8) 
次 いで を の 欲す る 時 に 、 之 を 再び 難 ら し む 。 


否 ! 人 間 は 神 が 命 ぜ し こと を いま だ に 果 き 
ぎる な り 。 


人 間 を し て 己 が 食物 を と く と 見 せしめ よ 。 
われ ら は 注 然 た る 雨 を 降ら せ 、 
次 いで 大 地 を 裂き て 乏 を 着き 、 

に 穀物 を 生 ぜ し む 、 
区 交 や 野菜 、 
概 村 や 東 押 子 の 木 を 。 
囲い ゆで ぐれ る 庭園 は 樹木 茂り 、 
果物 と 牧草 は 、 
お 前 た ちや その 家畜 の だ た め の 食料 な り 。 
きれ ど 、 耳 を 表す る 一 声 と どろ (と き 、 
を の 日 、 人 間 は 己 れ の 兄弟 
巳 れ の 多 世 、 


己 れ の 妻 や 子 を 棄て て 逃げ 去ら ん 。( 注 9) 


肉体 を 離れ だ た 後 、 人 の 魂 は 、 現 世 の 行 状 に 応じ 、 新 た な 身体 を 得る 。 それ こ 


アバ サ 


A Vf (LL hb 


OLRssaile 
@ あい 3 こい 23 


@ eK AS は 2 33C133 


PAE 


gl 4 
Oud GY 
A I RAE 
CA AT CA ET 
CE 
OGs 
363 
EN 
tees 
SI; EI 
aa 
ONE HS 2% 


し の 


Es 421 う 


どら の 


と: と 


ER er う 


WE や 


L4 


3 


1 る る 
3! 5 


A 


そ 、 人 の 長 の 墓 で ある 。 


それ は 、 遺 体 が 肉親 の 手 で 葬 6 れ る 実は な 〈、 魂 の 状態 に 応じ て 幸 但 に も 不 計 に ちな る 住居 で ある 。 


注 9 


裁き の 日 の 何と 対し い 図 で あろ うか 。 
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38. みな る それぞれ 自分 の こと を 心配 し 、 他 人 の の AS の 5 て くら スタ 2 を s( 飛 
5 bl S の he すす 記 | 
こと に は 無関心 。( 注 10) 7 SAGE GH 
39 その 日 或 る 者 背 は 訪 き うみ ノレ 、 2%, ャ 5 る の ぅ タタ 
: = る の 顔 は 輝き ヽ OIG? oa ss re 9 
.@ み ン 
40. 笑い 且つ 喜ば ん 。 の 2 る SUS 
の ほこ 9 う タ レン ea: 9 アン 
41. また 或 る 者 の 顔 は 頑 に まみ れ 、 DEE GE Un 5 た うう 
、 の スン トン タッ ン 
42、 暗黒 が 乏 を 穴 わ ん 。 ⑥85 2 の の 
~ = ーー Aa を タン ン ッ ルイ ルフ ン Lr 1 
43. これ 等 の 者 ども は 不信 心 者 な り 、 悪 人 な り 。 @ ち AU 22 GU 
の a 
注 10 苦し みや 潤し み の 時 、 人 は 近親 者 の こと る え 忘 れ が ちと な る 。 彼 は 余り に も 多く の 問題 を 抱え 入る 


あ 


手 が 開か な い の で ある 。 
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レ し ・ タ クウ ィ ー ル 
(メッ カ 成 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 恵 み 記 て く ア ッ ラ テー の 御名 に お い On | 
て 。 
と て 
2. 太陽 が 包ま れる 時 、( 注 1) DS TE 
RS a I タッ クタ る 
3. 星々 が 落ち る 時 、( 注 2 ) DN 
。 a cu? ルー 1 1 ルン 
4. 山々 が 吹き 飛ぶ 時 、( 注 3 ) DE td 3 
5. 枝 店 十 ヵ 月 目 の 雌 路 陀 が うち 捨て られ る 時 、 ENS 
( 注 4) 
3 0 : た タッ タン ェ ター Y タ 5 RD 
6. も ろ も る の 野獣 が 一 緒 に 集め られ る 時 、( 注 5 ) Dy Ppl isl 
ほう は い Le _ 4 ”y イン 
海洋 が 浅 涯 た る 時 、( 注 6) oF NY 








注 1 この 吾 は 、 我 々 が 知る 様 に 、 自然 の 法則 及び 師 各 が 作用 し な く な る 地 後 の 借 活 を 的 うと 、 ー 般 的 に 言 
われ て いる 。 し か し 、 を その 全体 の 趣 衣 は 、 物 質 界 の 状況 を 明確 に 示す 事 に あり 、 も し 地 後 の 復活 の み を 語る と 
取れ ば 、 Ce RN A ii EN EDEN 
資 界 、 人 間 の 生活 の 中 で 既に 起こ っ た 大 いな る 変 草 に 触れ て いる 。 当 人 節 は 次 の 事 を 才 し て い る の で ある う 。 所 
加 中 を 精神 的 な 問 が 購 う 叶 、 す な わ も 、 縛 神 の 太陽 (モハ ッ マ ド 茸 言 者 ) の 光 が 思 れ 消え る 時 。 あ る い は 、 ぞ 
ハッ マ ド 頂 言 省 の 有名 な 言葉 に よれ ば 、 ラ マダ ー ン の 月 に マハ ディ の 時 に 起き た 、 世 に も まれ な 出来 事 、 す な 
わ ち 、 日 食 と 月 食 を 指し て いる の か も しれ な い 。 この 日 食 上 月 食 は 、 務 言 通り 1894 年 に 起き た 。 

注 2 この 評 味 は モハ ッ マ ド 項 言 者 の 有名 な 言葉 に 裏付け られ て いる 。「 我 友 は 星 の 様 だ 。 次 人 達 が 誰 に 従 刀 
うと も 、 正 し く 導 か れる で あろ う 。| それ 故 、 当 人 節 は 、「 宗 教 の 指導 省 達 が 限 落 し 、 力 を 行使 で き な く な る 時 
を 意味 する 。 こ の 言葉 は 又 、 神 の 指導 首 の 時 に 、 ま れ に 見 る 数 多 ( の 星 が 沙 ち て 米 る 事 や も 指す 様 だ 。 

注 3 山 が ダイ ナマ イト で 吹き 飛ば きれ 、 そ こ に 道 が 通る きれ る 時 。 比 只 了 向 に は 、 統 治 者 の 権 成 が 徐々 に 矢 わ 
れ て 行く 時 。 ジ ャ バル ( 山 ) と いう 語 は 、 人 々 の リー ダー を 意味 する 。 

注 4 雌 の 双 蛇 が アラ ビア 人 に と っ て きえ ぇ 、 価 値 が 無く な る で あろ うこ と を 当 委 は 項 言 す る 。 この 言葉 は 、 

知 能 が 、 よ り 速 い 交通 機関 、 鉄 道 ・ 麻 気 航 ・ 自 動車 ・ 飛 行 機 等 に 取っ て 代わ お られ る 稀 命 に ある 事 を 示し て いる 。 
モハ ッ マ ド 拡 店 者 の 発言 の 中 に 、 路 叉 が 流 の 変 通 機関 に 置き 換え られ る と いう 上 暫 の 、 適切 な 言葉 が ある 。 「 貼 駐 
は 見 捨て られ 、 場 所 か ら 場 所 へ の 移動 に 使わ れ な く な る で あろ う 。| (ムスリム ) 

注 3 [集まる 」 (ホシ ェ ラ ) の 語源 の 様々 な 意味 を 考 庶 すれ ば 、 当 節 は 次 の 事 を 指す と いえ よぅ 。 燃 が 勤 物 
園 に 集め 6 れる 時 。 あ る い は 、 未 章 人 が 組織 化 き れ た 文 了 社会 に 移住 きせ られ る 時 。 ズ ズ 、 役 等 が 生地 を 離れ る 
様 強い られ る 時 。 

注 6 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。 川 の 水 が 漂 洲 を その他 の 是 的 で 抜か れる 時 。 あ る い は 、 海 戦 で 大 型 船 に 火 が 
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民 が 一 緒 に : SS Re の る ? 

8 . の も の の 民 カ 緒 に 連れ て 来 ら れる 時 、 OL rgdl BS 

( 注 7) ; 

いき うめ ラン タ レレ ラノ タス 

9. 生理 に きれ し 女 見 が OAI 

10. 「 如 何 な る 罪 に て 殺 る れ し か ? 」 と 問わ れ OTE EG 

る 時 、( 注 8) 2 6 

Dh RI 

11. 書籍 が 広く 普及 する 時 、( 注 9 ) Or ol sy 

で っ タン ュ ルン る 11 る ルン 

12. 天 が 凍 き 出し に きれ る 時 、( 注 10) の CE CN 

こう か 2 ッ ン 9 の 2 < ダン 

13. 業火 が 燃え 立つ 時 、 ( 注 1) Ban oodl 1313 
ee タン 2 タタ レタ レン 

14. 天国 が 近づく 時 、 ( 注 12) Bea CANS 
£ ン あう 2 うっ レ 

15. それ ぞ れ の 魂 は 己 れ の な せる こと を 知ら ②③ つ / ら と ば 9 らら 


ん 。 ( 注 13) 


16. 否 、 わ れ は 沈み 行く 星々 に 奪う 、 Gurneedy osl DS 

ね ぐら yy る る る アタ 

17. 持 に 急 で 星々 に 。 ( 注 14) @ こ ut | 
3 1 

18。、 わ れ は まな だ た 夜 の 終り に 縦 う 、 Due SLAs 





付き 、 海 が 燃え て いる 様 に 見 える 時 。 又 は 、 大 洋 が 運河 で 結ば れる 時 。 更 に は 、 地 方 の 入口 が 都会 へ 流れ 込み 、 
町 が 住民 で 溢れ る 時 。 

注 7 交通 及び 通信 手段 が 非常 に 発達 すれ ば 、 遠 隔 地 に 住む 人 間 の 往来 が 容易 で 問 繁 に な り 、 彼 等 は -- つ に 
結び 付 ら れる 。 当 節 は 又 、 類 似 し た 社会 観 ・ 政 治 思想 を 持つ 和信 々 が 党派 を な す 、 と も 示し て いる 。 


注 8 少女 を 生き 埋 ゆ に し た り 焼 き 殺 せ ば 、 死 罪 し な る で あろ う 。 


注 り この 言葉 は 、 新 聞 ・ 雑 誌 ・ 革 物 の 普及 、 図 普 館 の 制度 、 読 書 室 ・ そ の 他 の 知識 を 広め る 設備 や 手段 が 、 
後志 に 生じ る と 告げ て いる 様 だ 。 


注 10 当 節 は 、 後 世に 起こ る 宇宙 科学 の 著しい 発達 を 示し て いる 様 だ 。 過 寺 10 年 間 に お ける 科学 の この 分 野 
の 進歩 は 、 世 界 を 向 か せ た 。 


注 11 人 人 の 罪 深く 非 閣 な 行為 が も と で 、 神 の 怒り に 火 が 付き 、 真 の 地獄 が 始 減 釣 な 戦争 の 形 を 取り 、 世 に 放 
だ れる で あろ う 。 


注 12 後世 に 、 四 が 悲 に あふ れ 、 人 は 悪事 と 宮 の 神 へ の 財 捧 に ふけ る 為 、 き さや か な 若 行 で すら 、 を それ を 為 
す 者 は 大 き な は ほう び を 授け られ 、 神 に より 近付く で あろ う 。 


注 13 神 の 特命 が 下さ れ 、 人 の 惑 事 の 罰 は 広範 囲 に 及ぶ 自然 秋 害 の 形 を と る で あろ う 。 


往 14 後世 に お いて 、 イ スラ ム 教 舗 は を の 高位 か ら 落 ち 始め る で あろ う 。 それ は 、 彼 等 が 軽率 に も 自ら 意 区 
し た 計画 を 実行 し よう と 走り 、 あ る い は 失意 の 内 に 前 向き な 努力 を 放 償 す る 為 で ある 。 
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19. 夜明け が 息 づ き 始め る 時 、 ( 注 15) 


20. げに こ は 革 き 使 徒 の 啓示 の 


み まえ 
21. 力 の 所 有 者 、 玉 座 の 主 の 御前 で 高い 地位 を 


占め 、 
22 忠 順 と 称 き れ 、 有 上 且つ その 信託 に 忠実 な る 使 
徒 の 。 ( 注 17) 


23. お 前 た ちの 仲間 は 狂人 に 非 ず 。 


24 ムハンマド は 確か に 明る い 地 平 線上 に が ガブ 
リエ ル を 見 た だ り 。 

25. の 2 の で は 不可 視 な る こと に つい て 告ぐ 
る を 客 む 者 に 非 ず 。 ( 注 18) 


は まな た 拒否 きれ る べき 悪魔 の 言 『 葉 に 非 


26. そ 
すず 。 
し 


27.、 然 ば お 前 た ち 、 何 処 へ 行く か ? 

28. こ は 世界 中 の 人 々 へ の 訓 戒 以外 の 何 も の に 
も 非 ず 、 

29、 お 前 だ た ちの うち 正しい 追 
者 へ の 。 


30、 き されど 方 物 の 主 ア ッ ラ ーー 欲す に 非 ず ば 、 ぢ お 
前 だ も は 逐 を 欲 せ ぎ る べし 。 ( 注 19) 


を 歩 ま ん と 欲す る 





注 15 後世 の 神 の 指導 者 出現 と 共に 、 
か し い 未 来 の 夜明け が 取っ て 代わ る で あろ う 。 


注 16 
る の で は な い 。 


注 17 。 五 つの 特性 、 す な わ ち 高潔 な 神 の 使徒 、 力 ある 者 、 神 の 座 の 前 の 高位 を 革 受 する 者 、 
これ 等 は 全て モハ ッ マ ド 個 言 間 に その まま 当て は まる 。 


た 者 、 神 の 月 に 信和 爺 に 忠実 と 写る 者 、 


注 18 神 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 日 を 通し 


注 19 神 の 御 意志 を 求め 、 自 ら の 意志 に 優先 きせ る 者 の み が 、 
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言葉 な り 、( 注 16) 


「 貰 き 使 徒 」 と は モハ ッ マ ド 摂 言 者 の 事 で 、 一 般 に 誤解 され て い 


アル ・ タ ダク ウィ ー ル 


サ アン る し 4 タク ュー 
Gan ん UM 
の so の si 51 


ュ グ タ 


Oo HAN GI LS I G3 
Os と) うと 52 
GOO 
A GY 


で レ 』 s と 1 ッ ン ? nz ァ み ァ 
@ の らら ! と 9 と 


1 2 る 2 る 


Bg る う 


a ちる 26 


eu っ 

@23 え 人 5 る らら う 

タン 98 た プー スー うる ン 2 タ ト な る グー と 
と Vo Ss 
rn 1° 

CARN 





イス ラム 教徒 の 道徳 的 妃 旗 の 夜 は 大 り 妨 ら 、 イ スラ タム の 僅 大 に し て 尊 


る 様 に 天使 長 が プリ エル を 指し て い 


中 順 を ちえ を られ 


て 、 木 知 の 僅 大 な る 神秘 を 世に お 示し に な られ だ ただ 。 


正義 の 道 に 導 か れる で あろ う 。 


第 偽 十 二 章 9 アル ・ タ クウ ィ ー ル 





アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 
(メッ カカ 落款 ) 


を 


本 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 軍 く アッ ラー の 卸 名 に お い の に UP 3 
て 。 NN 
2、 天 が ば ら ば ら に 割れ る 時 、( 注 1) Ses 
3. 星々 が 追い 散ら きれ る 時 、( 注 2) ら CNS 
9 Ra で う rw を る アダ ォ キン 
4. 諸 方 の 海 が 流れ 出 て 合 一 する 時 、( 注 8) る Jen 
、 ぁ は a タン ょ タク フッタ る 
5. 墳墓 が 発 か れる 時 、( 注 4) ご うこ) 2 
6 その 時 、 を それ ぞ れ の 魂 は 己 れ が 先 に 送り し CD $14 2 


も の と 、 引 き 止 めし も の と を 知ら ん 。( 生 5) 


慈悲 深い 主 に ヽ y > アン ゴア ラオ アス 用 了 
"Maemont, PA な DAI EI 


・ 洲 を 創り 、 形 を 整え 、 曽 し て 正しく 釣り 合 NI LLI SE GN 
せ た る 主 に つい て ? ( 注 6) - 


co 








i 1 この 間 は 、 キ リス ト 教 が 非常 に 尼 勢 で 、 三 位 一 体 、 神 の 子 イ エス 、 聴 四 、 こ の キリ スト 教 の 三 教義 が 
守 高 を 際 め る 時 を や 、 特 に 取り 上げ て いる 。 偽り 9 の キリ スト 教 の 教義 の この 優勢 に 対し 、 ク ルアー ン は 非常 に 誠 
bs 拓 党 や に を 9 次 102 る 折 の 層 SS の が に し の BR の 人 0 
世 を 支配 し 、 そ の 結果 、 神 の 怒り が 下 $ れ 、 天 注 が 様々 な 形 で 世に 追 る 、 と 述べ て いる 


注 2 当 節 は 比 隊 的 に 語り 、 後 世に お いて 、 長 の 魂 の 知識 と 導き を 持つ 者 は 無く な る か 又は 希 と な る 、 と 示 
し て いる 。 


注 3 その 時 大 海 は 夢 河 や 辿 じ て 英 が る だ ろう 。 あ る い は 、 を の 入り 日 は 、 大 船 が 往来 で きる 様 に 、 幅 広く 
堀 り 下げ られ る で あろ う 。 この 言葉 は 、 パ ナマ ・ ス エズ 両 運河 を 指し て いる 様 だ 。 


注 4 後世 に お いて 、 古 代 エ ジ プ ト の 墓 同 欄 に 、 曹 は 掘り 出さ きれ る で あろ う 。 又 、 当 節 は 、 水 中 に 沈み 長い 
問 忘 れ ま られ た 町 や 遺跡 が 発掘 きれ る 、 と 示し て いる の か も し れ な い 。 


注 5 当 節 及び 次 の 二 節 で は 、 偽 の キリ スト 教 教義 の 主唱 者 に 向け て 声明 が 出 き れ て いる 。 役 等 は 、 そ の 
偽り の 教え の 非道 を 司る で ある ろう 。 


注 6 神 は 、 人 人 間 に 、 精 軍 の 最高 尋 へ 登り 詰め る 様 に と 、 朱 晴らし い 力 と 才能 を 授け られ た 。 
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第 入 十 二 帝 アル ・ イ ン フ ィ タ ダ タール 








- デ し) a ネー 
どど デン 人 ラウ タ u 4 
9. 主 は 己 が 欲す る 形 に 流 を 形 造り た り 。 OED EG 
0 う ンタ クッ の アク 
10. 然るに お 前 た ち は 、 審判 を 否定 す 。 ol "スス みよ \ 
i 1 ン 
しか ND a ー Leo | うい 2 2 
11. 然し な が ら 、 お 前 た ちの 上 に は 監視 者 あり 、 OO こと Ol 
2 
12、 吐き 記録 者 に し て 、( 注 7) DIE GY 
ちらし っ ン ラタン タン ンー デ 2 タイ ラン 
13. ぉ 前 た ちの 所 業 を 知 可 す 。 EOS tL uw 
る s5 4 2* イ ンク ング う る 
14. げに 高潔 な 者 は 天国 に 入り 、 ORR HI EN 
党 ヶ 2 タッ イ レン ララ ニー ン 
15. 邪悪 な 者 は 地獄 に 落ち ん 。 De CH EG 
人 どど 
16. 審判 の に は 、 彼 等 は を の 中 で 身 を 焼 か れ 、 Sr LS 
ー ヽ 』 ~ ZL s 、 5 27 ーッ アン 
17、 そ こよ り 逃 れる こと 得 ぎる べし 。 Goo As AA 
5 a タッ ィ ィ ブ スコ クイ ルン 
18、 審判 の 日 の な ん た る か を 液 に 知ら し せる も @y002S eb 5 
の は な ん ぞ や ? 
重 云う 、 箸 理 メ ご こる か を 液 に タラ ョ トク タン イフ ロン ン くん 
19. 重ね て 吉 う 、 前 7 の 4 を 溢 Sd! iG 
知ら し むる も の は な ん ぞ や ? ” 
= 2 : 宙 に が し クッ る ? Miz タダ ッ ク 、 シン ッ ノ 
20. その 日 こそ 、 知 何 な る 魂 も 他 の 魂 の た だ ため に 52915 区 の 2 () 5 LU 5 2 の 
一 事 を も な し 得 ぎ る べし 。 その 日 こそ を 、 す ez 
べ て の 命令 は アッ ラー の 御手 に 握ら れる べ GP ひく 25 まる 
アデ グ と a の 
区 
注 7 人 は 生ま れ な が ら に し て 自由 行為 者 で あり 、 自 ら の 決断 と 行為 に 次 任 を 持つ 。 こ の 事 が [基き 記録 者 」 
の 導 で 記 る れ て いる 。 
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第 人 上 三 章 是 目 を ご まえ か す 和 ーー アル ・ イ ン フ ィ タ ー ル 





デル ・ ム タダ フィ フィ ー ン 
(メッ カ 意 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵み 選 く アッ ラー の 御名 に お い Ogee bed 
168 
rs up, 9 Gg 
ト の や か らら ww 1 デ 
2. 最 目 を ご ま か す 徒 右 に 秋 い あれ 。 Onesh A Ooo 


アデ AL 


3. あの 従 溢 は 、 他 人 に 量 ら せる 時 は 呈 目 を 二  @⑧O99382oGllUEEYWL Go 
分 に きせ 、 


の し ょ う 0 5 EE 2 | 
4 . 自分 が 他人 に 早 り 、 ま だ は 衝 重 す る 時 は 之 OO 2 る おう 5 | 2 る 5 
を 減 ず 。 
や が から A Ps タク 1 
5. か か る 徒 回 は 再び 式 ら し め ら る る こと を 知 OS ES TE y 
ら ざ る か 、 
ye コッ ン 
6、 懲 ろ し ぃ 日 に 、( 注 1) 〇 うと 人 ッッ 
+ な 3 ッッ イズ タラ タタ アン 2 る 
7. 人 みな 万 物 の 主 の 御前 に 立つ を の H の こと ou SU 
を ? 
レブ 
し ee wt 
8. 狂 5 り 、 悪 人 の 記録 は シッ ジー ン の 中 に あり 。 OR CC OY 
9. シッ ジー ン が な ん だ る か を 液 に 知ら し むる DU し 8 "5 
も の は な ん ぞ や ? VS 
6 る ォ 
10. を は 永久 不変 の 書 巡 な り 。( 注 2) 5 の 
か ら ツン ラッ マブ クセ トン 2 る 
11. その 日 を 虚偽 な り と せる 徒 華 に 災い あれ 。 Sch 2 
2 タ 14 と 2 グ 5 2 アラ 
12. 審判 の 日 を 否定 する 徒 療 よ 。 Ch 1 の 65ONS で の 
13. 逐 を 庶 偽 な り と 云う 者 は 車 当たり な 誹 人 な EN 
0 攻 偽 な り と 云う | 当たり な 上 人 な Old YR LN 


注 1 来世 に は 、 人 が 肌 ら の 行為 の 中 し 開き を 主 に 対し し な けれ ば な ら な い 、 裁 き の H ロ が ある 。 し か し 、 人 々 
の 悪行 が 法 を 犯し た 時 、 こ の 裁き の 日 は 現世 に お いて も を の 者 達 に 訪れ 、 彼 等 は それぞれ の 復 し ゅ う の 女 神 と 
出会う の で ある 。 

潤 2 シッ ジー ン と いう 名 は 、 政 悪 な 不信 心 者 に 対す る 還 が 、 識 し く 長 く 続 く 事 を 示し て いる 。 あ るい は 、 
当 飾 は 、 邪 下 な 者 は 大 右 の 中 に 置か れ 、 こ れ は 廃 茎 で き な い 決定 で ある 、 と 意味 する の か も し れ な い 。 
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アル ・ ム タフ ィ フ ィ ー ン 


14. 彼 等 は われ ら の 神 光 を 語 み 聞か きれ る と  @O959I2C(W 人 RES 員 
も 、「 昔 の 物語 よ ] と 云う 者 な り 。 | 
し か ss?7 

15. 断じて 然 ら ず 、 彼 等 は その 稼ぎ し も ゃ の の た 作る の ET し 

め に 、 己 が 心 を 腐食 せり 。 Se y5 GS A 

。 鉄 リー 人 E+ 和 衝 - モ あ 拓 タン 2 タッ タ 2 イン て プン ラン > m る ラン 2 ター イン 

16. 然 り 、 げ に 彼 等 は 、 を の 曲 、 主 を 拝 する を 5622 狼 2 人 さく EE 
禁じ られ ん 。 ( 注 3) ロレ / 

ぁ > ぅ ンタ テ 。 タ ン 2 タ 和 る マン 

17. それ どこ ろか 、 彼 等 は 必ず 地獄 で 焼 か れ 、 Dea ital の 53 


18. あま つる え か く 云わ れん 、「 お 前 た ち が 旦 頃 


ン 5 っ タッ GZ 7 
EN 4 も CG dB 


否認 せる も の は 、 こ れ な り 」 と 。 
ち に 4 as で “> 
19. 然るに 、 義 し い 者 の 記録 は 、 イ ルリ イー Ole RIS EK 


の 中 に あり 。( 注 4) 


20. イ ルリ イ ー ン が な ん だ た る が か を 液 に 知ら し むせ 
る も の は な ん ぞ や 7 ( 注 5) 


ちと 520 レーン スコ 5 ッッ シン 
one LS 


\ の ぅ 2 る し と 4 CM 


21. を は 氷 久 不変 の 書 共 な り 。 oy て くう 
22. 宰 の 條 近く 何 候 す る 天使 ら が を れ を 証明 せ OBES 
Le 
た だ ター の っ いて アン ジッ グラ 
23. げに 義 し き 者 は 至福 に ひ た 6A、 @ AA NG 


と うし ょ 
24. 得 球 に 和牛 し て あたり を 眺め な が ら 。 


ON セン ン ぅ 2 ニン ノレ 
oss by 


ゥ の の ぅ * $ 7 


っ の ら う a ふる あら づい 


レコ 


か が や き 
25. 液 は 彼 等 の 面 上 に 歓喜 の 光輝 を 見 ん 。 





注 3 神 へ の 拝 王 は 、 一 自 
特質 を 確信 する 。 芝 二 段 階 、 
き の 日 に 神 の 憧 り を 与え られ な いま ま に 、 


階 に 分 け て 信者 に 許 き れる 。 第 一 段階 は 、 信 じ る 段階 で あり 、 こ の 時 信者 は 神 の 
つま り よ 5 高い 段階 に な る 上 、 神 の 悟り を 授け られ る 。 罪人 は 、 を の 罪 改 に 、 裁 
神 の お 顔 を 拝 兄 で き な い で ある 3 。 


注 4 イッ リ イ ー ン は 、「 高 か っ だ 」 ある い は 「 高 く な っ だ 」 と いう 意味 の 語 、 派 生 し た も の と 考え る 人 も お 
5 、 庫 潔 な る 信者 が 享受 する 最高 位 を 意味 する 。 ム フラ ダー ト 辞 典 に よれ ば 、 イ ッ リ イー ン 上 いう の は 他 者 よ 
5 精神 的 な 優位 を 亭 有 する の は 、 こ の 様 な 高潔 な 信者 の 高み の こと で ある 。 こ の 言葉 は 又 、 信 省 の 大 いな る 向 
上 と 筐 楽に つい て の 預言 を 含む セク ルアー ン の 箇所 も も 指す 。 イ ブン ・ ア バー ス に よれ ば 、 こ の 語 は 天国 を 意味 
し 一 放 イ マー ム ・ ラ ー ギ ブ は 、 それ は 天国 の 住 和 信 の 名 で ある 上 考え る 。 


注 5 シッ ジー ン が 単数 形 で あり イッ リ イ ー ン が 複数 形 で ある 事 か ら 、 悪 者 の 六 は 動き の 無い ちる の 、 つ まり 


一 箇所 に 浪 め 置か れる も の で 、 他 方 正義 な る 者 の 魂 の 向上 は 、 形 を 変え つつ 、 絶 え ず 続い て 行く 、 と 示し て い 
る 。 投 等 は ー つ の 位 か ら よ り 高 位 へ と 上 っ て 行く で ある う 。 
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26. 彼 等 は 封 還 され た る 酵 酒 を すす すめ 6 れん 
( 注 6) 

27、 を の 封印 は 骨 香 な り 、 さ きれ ば その 酒 が 欲し 
いな ら 、 大 い に 努 め を は ば げ め 。 


28、 を は タス ニー ム の 水 で 割ら れん 、 


29. 神 の 側近 く 価 師 す る 天使 ら が 飲む 衣 の 。 


30. 罪人 きも は 信心 深い 人 々 を 日 頃 形 笑 せ 9 。 
( 注 ?) 

31. 信徒 らち が 彼 等 の そば を 通り すぎ る と 、 互 に 

目 く ば せ し 、 


32. 察 族 の と ころ へ 戻る や 、 員 5 笑い た り 。 
0 こま りら 等 は 信者 を 見 る と 、「 げ に この 者 た 
I 


34. 然 れ ども 彼 等 は 、 信 者 た ちの 監視 人 と し て 
遣わ る きれ だ る に 非 ず 。 

35. きれ ば その 日 、 信 者 た ち は 不 信心 者 ども を 
笑わ ん 、 

36. 楊 床 に 旧 し て あたり を 眺め を が ら 、( 注 8) 


37. 不 信心 者 ぼ も は その 所 業 に 対し て 返 報 き れ 
ざる か ? 


ss 2 る っ 6323 PE プッ うる 2 タ 
NE ンク 99 イィ ン ン ン イン ン いみ 1 
OAI gag: dt 


yy の 


| が 8 レス アフ 


kJ 


eo TC 


\\ 
a 


a 
92 ノア 


A 2 タン ロン ンプ 5 
の 1 に 1 

学 レ > グ 2 タイ ン ? < コッ ン ンタ 」 ン 
TRS A Rb GENS 

rt ヶ A ^1 
の らし NRE 6 3 
イー 
D> Re 3 

サレ タク 1 ノレ IT 
A RN 2 
5 090 る し テン ン ノラ 
ys 


ed 


YO ンタ ン ゆ レ 











注 6 「 酸 酒 ]」 が クル アー ン を 指す と すれ ば 、 タ スニ ー ム は 、 神 の 選民 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 高潔 な る 弟子 
達 に 授け られ る 啓示 と 考え られ る で あろ みう 。 こ の 「 査 酒 」 は 、 精 神 的 飲み も の を 意味 し 、 飲 ん で 酔う 実際 の 酒 


を 意味 し て いな い 。 


注 7 イス ラム 教 が 、 そ の 存続 の 為 に 、 
勝利 の 項 言 を 、 不 信心 者 達 は 内 心 あ ざ 笑 っ た ぁ の だ っ た 。 


ーー 見 負け 戦 を 戦っ て いた 時 に な きれ だ た 、 


イス ラム 教 の 急速 な 普及 と 


注 8 この 言葉 は 次 の 事 を 高 味 す る 。!) 高 位 の 座 に つく の で 、 信 者 達 は 、 作 慢 な 不信 心 者 の 哀れ な 運命 を 日 
撃 す る で あろ うぅ 。 又は 、(⑫) 彼 等 は 権力 の 座 に ある 為 、 人 人 々 を 裁く で あろ う 。 あ る い は 、(3) 彼 等 は 他人 の 要求 に 


十分 配慮 する で あろ うぅ 。 
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アル ・ イ ン シ ク テー ク 
(メッ カ 紗 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 居 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Ox eA a い 
て 。 a 
3 る < 
2、 天 が 粉々 に 破 製 し 、( 注 1) Oe Cl 
oes 
3、 圭 の 命 に 耳 を 傾け る 時 ( 注 2) 一 これ す な CS ふう うう で 331 う 
eS 
ブラ る スク あっ 222 スン 
4. 大 地 が 伸 べ 広げ られ 、( 注 3) Owe SHY 
5. 地 の 中 に ある すべ て を 吐き 出し 、 空 度 と な OE 256 ES 
り 、( 注 4) ” 
玉 の 命 に 耳 を 傾 ギー こ + 大 填 もう る タン ンク 2 タン て 
6 . 2 ps に 耳 を 傾け る 時 れ す な ね わ ち 大 地 GO でき SS 
の 務め な り 一 


7 . 溢 人 間 よ 、 主 へ の 門 を 辿る こと は 実に 辛い sd の do じ CS 
が 、 液 は 必ず 主 に 見 えん 。 0 5 
OVSLS 


8. その 時 、 右 手 に 、 己 が 行状 の 記録 筐 を 渡 き 2 6 の 6G 
れる 者 は 、 9 の? 
@ 人 we ( ク ンタ ニン の > こう 
9. 必ず 楽 な 清算 を 受け 、 Aa CC で > 
喜ん で その 家族 の と ころ へ 帰ら ん 。 8 A 











注 1 天国 の 門 が 開か れ 、 ク タル アー ン を 有 支持 する 央 の お 告げ が 数 多く 現れ 、 高 位 の 人 人 々 が 、 嘱 示さ れ だ た だ 手 本 
に つい て 思索 を 始め る 時 。 当 節 は 、 こ の 時 の 事 を 述べ て いる 。 


注 2 新た に 一 人 の アダ ム ふ が 生 まれ 、 天 国 の 犬 使 達 は 、 彼 の 神 の 使命 推進 及び 伝達 を 助け よう と 、 彼 の 側 に 
立つ で あろ う (69 : 18)。 そ れ は 、 こ の 事 こ そ 、 役 等 が 作り 出 き れ た だ 王 な 日 的 で あり 、 役 等 の 義務 だ か ら で あ る 。 


注 3 地球 は 海 命 が 延 び 、 人 の 罪 故 に 受け る べき 懇 壊 は 引き 延び ば きれ る で あろ う 。 そ し て 、 そ を そこ に 住む 人 々 
の 魂 の 向上 よ の 為 に 、 新 た な 手段 が 与 を た られ る で あろ う 。 当 人 節 は メ 、 天 に 属す る と みえ る 惑 是 の 幾つ か が 、 地 球 
の ある 地域 で 発見 きれ 、 人 が ロケ ッ ト 等 や 使っ て そこ へ 行こ うと する だ ろう 、 と も 示し て いる 。 


注 4 地球 は 隠 る れ た 財宝 を 余り に も 多く 取り 除く 為 、 地 球 自体 が 空虚 」 の 様 に 見 える で あろ う 。 
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iI. 然るに 、 理 後 に 、 己 が 行状 の 記録 筐 を 渡る き nb 42 LS | ッ ン 
れる 者 は 、( 注 5 ) 2 の テウ う dle 
: リク ター タラ ラン ン ラ ンス 
12. いっ る 死 を と 叫び な が ら 6、( 注 6) Ob oro みう 
と うか ち グッ > ゥ グン 
13. 燃え 引 る 業火 に 焼 か れる べし 。 a 
と も ンジ 
Ns に | 人 リー) 944 1 9 て ン ィ ン ア る 
14. げに 彼 は 、 す ぎし 日 々 、 家 族 と 僅 に 楽し く O55 2s la GO ob ai 
暮らし た り 。 
ふみ も と sr 
15. 神 の 御 許 に 帰る こと 決し て ある まじ 、 て と 彼 5 絡 | 
は 思い た り 。 ME 
っ 45 | 5 
16. 然 ら ず 、 主 は 彼 を つぶ き に 有 思 守 せ り 。 Duo も の ら 〇 1 
た さそ が RC 
17. われ は 昔 普 に 終 う Si csi 
と ば * | し 用 
18. 夜 と その 帳 に 、 ee っ 2 
、 ブン 今 ン ? 
19. また 満月 の 月 に 、( 注 7) OS HS 
20. お 前 た ち を 必ず 一 層 か ら 他 飛 へ 通過 せしめ CC 3 
ん こと を 。( 注 8) 
し か レ し デ 
21. 然るに 彼 等 信 ず ざ る は 、 如 何 な る こと か ? Deh Yas 
( 注 9) 
よ Aa み レ a 
22. クルアーン を 彼 等 に 証 み 聞か せる と も 、 彼 0 YE GE 
等 は 叩 頭 服従 せ ず 、 
” ァ ン 
23、 それ ぼ こ ろ か 、 ク ルアー ン を 虚偽 な り と す 。 od 
注 5 クル アー ン を 廃棄 き れ た だ 物 の 様 に 扱う 人 々 。(25: 31) 
注 6 人 は 乾 常 な 苦し み の 中 に ある 時 、 死 が その 生命 を 終わ ら せ る 様 に と 願う 。 
注 7 17 一 19 節 に は 、 イ スラ ム 教 徒 の 一 叶 的 な 追 廃 を 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 偉大 な る 代理 、 約 束 き れ だ メシ 


や ヤ を 通じ て の 復活 に 関す る 打 言 が 合 


まれ て いる 


この 約束 きれ た メシ ヤ は 、 月 の 様 に 、 大 陽 (モハ ッ マ ド 押 言 


者 ) の 郊 け る 光 を 、 完 全 に し て 忠実 に その 身 に 映し 出す 事 と な っ て いた 。 


注 9 
いと あき ら め た の か ? 


イス ラム 教 奉 は 、 和光 の 数 節 に 彰 か れ な だ た あら ゆる 状況 を 体験 する で あろ う う 。 


不 人 者 達 は 、 


満月 の 夜 に 月 が 開 を 追い 払う 為 に 現れ る と は 信じ な い 。 
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この 項 言 の 初め の 二 往 所 が 成 味 る きれ た の を 目撃 し た 後に 、 何 故 三 箇所 目 が 成就 きれ な 
彼 等 は 、 精神 の 開 夜 の 後 、 イ スラ ム 教 の 日 の 出 の 朝焼け を 目 に し た 。 し か し 、 彼 等 は 、 





し TI に し 
RU アル ・ イ ン シ ク テー タク 





24. る れ ど アッ ラー は 彼 等 が 胸中 に 隠す こと を デン ッッ タン が 
熟知 し 給 う 。( 注 10) OLR タレ 401 ぅ 

か ら 3 レ { の ゥ クゥ PD 

25. る きれ ば 、 辛 き 懲 加 の 通知 を 彼 等 に 伝え よ 。 (CO た あり ls っ る > 


っ ア る デー プア ュ う タン 9 
26. さむ ど 信 じ て 善 行 を 積む 人 々 に は 、 つ きる a を aS 
こと な き 報 差 あ り 。 と 





注 10 不信 心 者 達 は 、 神 の 使徒 に 対し て 、 彼 等 が 心中 に 晃 し 持つ 敵 造 を 、 神 は よく 御存知 で ある 、 と 丈 告 き 
れ て いる 。 神 は 又 、 神 の 日 的 を 推し 進め る 為 の 、 神 の 使徒 の 使命 と 努力 を 無 に し よう と する 彼 等 の 陰謀 に も 
気付 いて お られ る 。 


[i 
< 
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アル ・ ブ ルー ジ 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね な 1 
慈悲 深く 、 恵 み 思 て アッ ラー の 御名 に お い > る 1 リラ る > 
1. 慈悲 深く 、 避 み 遅 く ア ッ ラ ー の 御名 に お Og ee dio 
で 
リー 2 ダグ の で インプロ ャ ン 
2. 機 多 の 星座 を 有 す 大 空 に か け て 、 OE ol だ 
op “2 
3. 約束 の 日 に か や け て 、( 注 1) Ososdls 
_ a i a I と 
4. 証人 と 被 証 者 に か け て 誓う 、( 注 2) OE 
か こう や か ら 、、 リー タタ 222 ラー 512 アグ アカ 
5. 火 琉 の 徒 輩 は 呪 わ れ よ 、( 注 3) Ooi 
る 
6. 新 を 燃やせ し 。 OI cs 





注 1 『 約 束 の 日 ] は 、 約 束 き る れ た 赦 世 主 が 、 イ スラ ム 教 復活 を 成 し 送 げ る 為 に 立 む され る 日 を 指し て いる 
よう だ 。 事実 イス ラム 教 の 膝 史 に は 、 約 束 の 日 と 上 呼ば れる 日 が 数 多く あっ た 。 バ ドル の 戦い の 日 、 堀 の 戦い が 
輝かしい 結末 を 迎 を だ 日 、 メ ッ カ 随 落 の 日 、 等 が それ に 当たる 。 し か し 約束 の 日 は その 中 で も 特に 抜き ん 出 て 
お り 、 ヒ ジラ 14 世紀 に 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 再来 が 、 彼 の 代理 の 身 に 起こ っ た 日 を 指す 。 こ の 時 、 イ スラ ム メ 教 
は 新た な 舎 を 得 、 他 の 全て の 宗教 に 勝つ 事 ほ と な っ て いる 。 約束 の は 又 、 正 義 な る 者 が 、 を の 主 と の 出会い と 
いう 至福 を 亭 受 す る HH で も ある よう だ 。 


注 2 全て の 舞 言 者 又は 神 の 指導 者 は 、 彼 等 が 神 の 存在 の 生き 証人 で ある 衝 、 シ ャ ー ヒ ッ ド (証人)、 つ ょ まり? 
証明 する 人 人 と な る 。 又 、 神 が 彼 等 の 手 に し る し や 奇跡 を お 示し に な る 事 で 、 彼 等 の 真実 を 証 き され る だ た め 、 彼 等 
は マシ ュ フ ー ド 披 証 者 で も ある 。 し か し 此 所 で は 、 本 文 の 示す 通り 、「 証 人 」 は 約束 きれ た 救世 主 で あり 、 
「 被 証 者 」 は そ モハ ッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 そ し て 当 節 は 、 約 東 き れ た 救世 主 が 、 説 教 や 普 物 で 、 叉 神 が 彼 の 手 に 
お 示し に な る し る し に より 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 真実 を 証明 する で あろ る ろう 、 と 示し て いる 。 彼 は 又 、 ヒ ジラ 14 
世紀 の 約束 きれ た だ 救世主 お よび マハ ディ の 到来 に 関す る モハ ッ マ ド 振 言 者 の 預言 が 、 そ の 身 に 成就 きれ る と い 
2 意味 に お いて 、 立 証する で あろ う 。 モ ハッ マ ド 預 言 者 自身 が 約束 きれ た 救世 主 を 証明 し た と いう 記 味 で は 、 
彼 も 叉 梓 証 者 で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 及び 約束 きれ た 救世 主 は 、 共 に 証人 (シャ ー ヒ ッ ド ) で あ 
り 、 又 、 被 証 者 (マシ ュ フ ー ド ) で も ある 。 


注 3 ある クル アー ン の 注釈 用 は 、 当 節 が 、 イ エメ ン の イス ラ エ ル の 王 ー・ ヌ ワー ス に よる キリ スト 教徒 
の 火 刑 や 示し て いる 、 と 解 息 し て いる 。 駐 別 の 注釈 者 に よれ ば 、 バ パ バビロン の 主 ネ ブ ガ ド ネ ザ ル が 、 イ スラ エル 
の 指導 者 達 む 、 燃 えき か る 炉 に 投げ 入れ た だ 事 を 指す と 解き され る (ダニ エル 午 3 :19 一 22)。 当 節 は 、 更 に 、 苦 実 
の 敵 に も あて は め ら れる 。 彼 等 は 、 全 て の 神 の 指導 者 の 時 に 、 信 者 に 紋 し 対立 し 、 迫 害する 。 此 所 で は 、 過 
去 の 、 藤 偽 の 程 が 定か で な い 出 来 事 を 述べ よう と し て いる の で は な い 。 クル アーン の どの 箇所 に も 、 軍 が 過去 
の 事実 に より 的 われ だ た 事実 は な く 、 第 三節 で 、 神 は 「 約 束 の 日 ] の 名 の 元 に 証言 きれ て お られ る 。 当 節 及 び 次 
の 数 節 で は 、 約 束 き れ た 救世主 の 弟子 達 は 、 そ の 大 いな る 日 の 到来 を つげ る 旋 に 、 非 常 な 苦し み を 味 ゎ わ ね ぬ ね ば な 
ら な いで あろ る ろう 、 と 暗示 きれ て いる 。 
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7 その 時 彼 等 は 火 抗 の 傍 に 邊 し 、( 注 4) CE 
Pd 

8. 信者 た ち に な せる 己 が 兆 め たり 。 RE ダン 2 2 る 
US な せる 己 が 仕打ち を 眺め た 5 CG 


9、 役 等 が 信者 た ち を 憎み し は 、 信 者 た ち が 全 dS La く が 2 lbs 
能 に し て 説 美 すべ き ア ッ ラ ー を 信じ た る が 


3 う 

故 な り 、( 注 6) a 

あめ っ ち _ タン 1 る 1 負う の と ・ 
10. 天地 の 大 権堂 握 す る アッ ラー を 。 アッ ーー de db PY od lle Ad COS 
ラー は 萬 事 を 有 照 覧 す 。 0 る 
es (" 


11. 男女 の 信者 を 追 害し 、 し か も 後 必 せ ぎる 0 に し の の 3 放電 
0 ii 
徒 江 を に は 、 必ず 地 奏 の 制 あ り 、 火 資 め の 


六 ん タタ イー MM タタ ンプ 3 で 
i 
13. げに 笑 列 な る は 、 浜 の 王 の 急襲 な り b。 eR KS 
14. 信 造 し 、 復 活き る せる 考 は 、 主 な り 。( 注 7) CR I A 8 
15、 面 し て 主 は 、 寛 容 者 に し て 慈愛 者 な り 。 RE 
16. 光栄 ある 玉座 の 主 な 5。 ON EIN 3 
17. 己 が 欲す る こと は 必ず 実行 す 。 ] on J 








注 5 一 9 節 で は 、 臭 実 の 敵 に 触れ て いる 。 彼 等 は 、 い つの 世 で も 、 高 潔 な る 信者 に 対し 迫害 の 火 を 付け 、 
常に を れ や 燃やし 続け る 。 役 等 の 結末 は 11 節 に 拍 言 きれ て いる 。 


注 5 真実 の 山 は 、 彼 等 の 妨害 が 残酷 か つ 不当 な も の で あり 、 彼 等 の 残虐 行為 の 垢 牲 者 が 無実 で ある 事 を 、 
実は 知っ て いる の で ある 。 


注 6 当 節 は 哀 感 に 満ち て いる 。 神 へ の 信仰 は 、 そ れ を 持つ 者 が 残虐 な 師 害 を 受け ね ば な ら な い 程 に 、 極 悪 
非道 な 罪 な の で あろ うか 、 と 問い か け て いる 。 


邊 7 神 は 、 信 者 に 対す る 残酷 で 専制 的 な 迫害 者 を 、 現 世 で 、 ま た 米 革 に お いて も 前 せら れる で あろ う 。 


第 人 十 耳 





18. 


YS 


20. 


21 . 


22 . 


23. 


まな 上 


か の 宣 勢 の 物語 は 液 に : 達せ ぎり し か 、 


ファ ラオ と サム ー ド の ? 
否 、 信 ぜ ざ る 者 ども は 真理 を 耕 説 し 続け る 。 


る れ ば アッ ラー は 、 彼 等 を 前 後 か ら 取 り 凍 
む 。 


舎 、 そ は 光栄 ある クル アー ン な り 5、 


大 事 に 保管 きれ た 療 板 に 銘 記 され た る 。( 注 8 ) 





注 8 


当 委 は 、 ク ルアー ン が あら ゆる 干渉 外 曲 か ら 守 られ る と いう 、 


の 事 。 
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@ っ xt IAS 


ち ン 322 ンー ン ラン 2・ 


oy 5 On 


* と 2 985 CM 


Od or 
ww 4 ? = 
SI 


ON 





預言 を る 述べ て いる 。15 意 10 節 ぅ 参照 


第 八 十 六 剤 朋 け の 明星 アル ・ タ リー ク 





アデル ・ タ ー リ ク 
(メッ カカ 啓示 ) 


あま ね み な ン PP 
1. 慈悲 深 《、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い De ee a 
で 
し に 〆 os 〆 
2. 大 空 と 明け の 明星 に か け て 誓う 。( 注 1) DED LA 
リタ レレ ニョ ダン ヤセ 
3 . 明け の 明 時 の 何たる か を 液 に 知ら し むる も em RS 
の は 何 ん ぞ や ? 
2 。 タタ る 
4. そ は きら めき 輝く 星 な り 。 OTL 
な ん ちの エレ トノ アク レ る 2 て の 
5 何人 も 避 が 守 謎 者 を 持た ざる 者 は な し 。( 注 2 ) @5s ESE 
上 ン っ 7 アア の 
6. きれ ば 人 に 、 己 れれ が 何より 創 ら れ し か を 考 AE 
えき せよ 。 
し 本 [2 > 。 る [2 
7. 人 は 吐出 する 液体 より 創造 せら る 、( 注 3) OSL EL Es 
の 2 9 の (252 
8. 懇 と 胸 電 の 間 か 6 出る と ころ の 。( 注 4) OD LE IL EL で の の 
< の . ちか ら ょ タレ ン っ っ < 
9. げに 主 は 、 人 の 生 合 を 睦 ら せる 能力 を 有 す 、 ③ ふ 5 Ass う k ds 





注 1 当 委 に は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 代理 の 事 が 速 べ られ て いる よう だ 。 明け方 の 星 の ご と き 彼 の 到来 は 、 
イス ラム 教 を 疾 う 精神 の 開 夜 が 過ぎ た 後 、 イ スラ ム 教 の 勝利 と 普及 の 夜明け を 告げ る も の で あっ だ 。 し か し 、 
注釈 者 の 中 に は 、 当 節 は モハ ッ マ ド 預 言 者 自身 を 指す と 解す る 人 も いる 。 彼 等 に よれ ば 、 モ ハッ マ ド 地 言 者 が 
現れ た 時 、 精 神 の 開 夜 が 全 世 界 を 首 い 、 彼 の 到来 地 ア ラビ ア は 閣 に 包ま れ て いた だ た 。 


注 2 神 は 、「 明 け の 明星 」 すなわち モハ ッ マ ド 折 言 者 の 代理 、 そ し て 「 き ら ゆ めき 交 く 星 ]」 すなわち モハ ッ マ 
ドド 預言 者 を 守ら れる で あろ う 。 


注 3 入 の 魂 の 向上 は 、 喧 出 の 後 勢い の 弱まる 精液 の 様 に 、 前 進 と 後退 の 時 期 も 交互 に 繰り 返し が ち で ある 。 


注 4 クル テー ン の 文体 の 特徴 は 、 成 し て そっ け な い 言葉 で は な (、 程 や か な 表現 を 用 いて いる 二 で ある 。 
! 懇 と 胸 涯 の 問 か ら 抽 る と ころ の 」 と いう の は 、 ク ルアー ン に 使 も れる 巡 各 表現 の 一 つ で ある 。 当 節 は 、 入 が 
父親 の 膝 か ら 出 る 水 より 生ま れ 、 廿 の 胸 で 育て られ る と 意味 する よう だ 。 は ほ E ば し り を その 後 勢 い の 弱 まる 液体 
か ら 大 間 が 作り 出 き れ だ と いう 事 は 、 彼 が 急 工 な 進歩 を 遂げ る 大 いな る 力 を 生ま れ な が ら に し て 備わっ た が 、 
同時 に も し この 宙 よ り 授 か っ だ 力 を 適切 に 用 いな けれ ば 貴 落 の 深み へ 落ち る 可能 性 も ある 事 を 示し て いる 。 吐 
出し を の 後 勢い が 弱まる 精液 の 様 に 、 人 の 魂 の 向上 も 前進 と 後退 の 時 期 を 互 に する 、. と 当 節 は 示し て いる 。 


ー948 一 


第 人 上 信 草 アル ・ タ リー ク 

















< に 志和 a voy 2 の 
10. すべ て の 秘密 が 装 忠 きれ る 日 。 Cb! 
内 3 + は け 手 ま か きす スイ ン と イィ ノン 
11. その 時 、 人 は 、 力 も な く 助 け 了 手 も な き 者 だ es 0 
らん 。 
5 ッ と イ ィ テ シン ン 
12. くり 返し て 雨 を 降ら す 愛 に か け て 、 MM 
ュ 上 ゝ う LR し 4 ・ う マラ レレ 
13. また 、 牧 草 が 広がる 大 地 に か け て 問う 。( 注 5) BELA NS 
_ 赤 うる っ ン Br と っ 
14. げに クル アー ン は 決定 的 な 言葉 な り 。 Oas i ds 
も ュ ュ ンタ み の 
15. を は 空論 に 非 ず 。 @J り 361 も 信じ 3 
リン ブッ タッ ンー 22 る る 
16. げた 彼 等 は 策謀 を めぐ ら す 。 INE) - Pe! 
は か り ご と 用 ク 。 グ タッ 2 クン 
17. され ど わ れ も 謀 を 策 す 。 Sas 
と の 0 > ぅ み ? ン 
18. され ば 不信 心 者 ども に 猪子 を 与え よ 。 然 9、 Gl < BR PRN 
彼 等 に 暫く 時 を 与え を よ 。( 注 6) 
注 5 地上 の 草木 に 欠か せな い 二 は 、 空 か ら 降 り 、 そ れ が 止ま れ ば 、 地 上 の 水 は 徐々 に 二 上 が る 。 同様 に 、 
天 の 意 示 が 無けれ ば 、 人 の 理性 は 、 そ の 純粋 き 、 強 さき を 失う 。 当 節 及 び 前 節 で は この 事 を 示し て いる 。 
注 6 不信 心 者 は 、 イ スラ ム 教 や モハ ッ マ ド 括 言 者 に 対し 、 持 て る 力 と 財 を 全て 使っ て 亜 計 を 試み る 獲 子 其 


間 を 与え られ て いる 、 と 当 節 で は 述べ て いる 。 彼 等 の 計略 や その 自慢 の 力 を 持っ て し て も 、 イ スラ ム の 勝利 は 、 
ゆる ぎ な く 、 イ スラ ム 教 が 神 か ら の も の で あり 、 神 の 支持 を 得 て い る 事 を 立証 する で ある 3 う 。 
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アル アー ラー 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま よね 和み な ン 1 
1, 慈悲 深 《、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い Do Me de 
の 
な な 1 s1% 
2. いと 高き 液 の 主 の 御名 を 護 え よ 。 “ kN ES 
ひひ と 4 
3. 彼 は 人 間 を 創り 、 芝 を 整え 給 う BG GE GH 
ひ と これ り の フー ラー 才 
4. 彼 は まだ 人 間 の 能力 を 限定 し 、 是 つ を 導 DG I GS 
き 給 う 。 1 
5. また 彼 は 牧草 を 生み 、 SNH GS 
6 次 いで それ を 古い 刈 り 株 と な す 。 Sak 2 523 
7 。 わ れ ら は 液 に クル アー ン を 教え ん 、 る きれ ば IGE 


液 は 之 を 忘れ ぎ る べし 、( 注 1) 


9 テッ テー の 思 し 召 し に 非 ぐ る 限り は 。( 注 2) 0 プイ タン の を テン レ る 
< dal hl2z に Rb 当 
げに アッ ラー は 現われ た る 5 の と 隠れ た る 。 A ) 135 じき 


も の を 知り 給 う 。 
ュ NN で っ ンマ 学 1 39[ +» フタ ン 
9. われ ら は 流 の た ゆ に すべ て を 容易 な らし め DE の 55 5 


ん 。( 注 3) 








注 1 モハ ッ マ ド 括 言 著 は 人 間 で あり 、 日 常 の 事 に 関す る 限り 、 よ く 物 事 を 忘れ だ た 。 し か し 、 絶 対 に 止 し い 
知恵 を や 備え 6 れ た 神 が よ く 御 準備 な きっ た だ 為 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 に は 学 が な か っ だ に も か か わら ず 、 又 時 に は 
長い 立 が 一 度 に 彼 に 啓示 され る 事 が あっ た に も か か わら ず 、 意 示 は 彼 の 心 に し っ か り と 麟 み 付け られ 、 そ の 啓 
示 き れ だ 部 分 を 暗 則 する 時 、 彼 は 忘れ だ りつ か ぇ ただ り する 事 は 決し て 無かっ た 。 第 2 旗 、 第 3 剤 、 筑 4 剖 、 の 
様 に 非常 に 長い 章 は 少し ずつ 啓示 され 、 啓 示 の 問 語 が 数 年 に $ 及 ん だ が 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 啓 示 き れ た 節 
を 正しい 位置 に 据 ん る の に 、… 明 た り と も 踏 忠 し な か っ た と は 、 実 に 驚く べき 事 だ 。 こ れ は 、 グ ルアー ン を 最 
も 激しく 非難 する 者 で き ぇ 、 反 論 で き な か っ だ 事実 で ある 。 


注 2 [アッラー の 思 し 吾 し に 非 ざ る 限り ] と いう 言葉 は 日 常 の 事 に の み 関 する も の で ある 。 すなわち も 、 
ES OND i AE 
注 3 当 節 は 次 の 事 を 示す 。 0) クル アー ン を 覚え る の は 易しい 。 (2) ク ルアー ン の 教義 は 、 状況 の 変化 に 応じ 、 
気質 の 異な る 入 々 の 必要 に 見 合う 様 そ を れ ぞ れ に 融通 性 を 備え を て いる 。(3) ク ルアー ン の 侍 止 礼 は 独断 的 で は な く 、 
覧 明 で 理 に 適っ た も の で ある 。 以 上 の 要素 が クル アー ン を 学び 易く 、 従 い 易 いち も の に し て いる 。 こ れ 等 は と 5 ぅ 
分 け 、 神 が クル アー ン の 型 句 及 びそ の 意味 を 永遠 に 守 65 れ る よう に 用 意 し た か ら で あ る 。 
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10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


16. 


17. 


18. 


19. 


20. 


され ば 人 々 を 訓 玉 せよ 。 げ に 訓 戒 は 有益 な 
り 。 


思 敬 者 は 之 を 心 に 留め ん 。 
きれ ど 神 に 見 放 き れ た 者 は 之 を 遅 けん 。 


その 者 は 乏 ろ し い 業 火 に 入ら A。 


その 中 で 、 死 兄 も な ら ず 、 生 きる も な ら ざ 


らん 。 


- その 身 を 浄 め る 者 は 成功 疑い な し 、 


主 の 御名 を 念じ て 礼拝 する 者 よ 。 
然るに 前 た ち は この 世 の 生 活 を 好む 、 
来世 の 方 が は る か に 優 り 、 醒 久 な れ ど も 。 
げに この 事 は 古 の 諸 聖 典 に あり 、 


すなわち 、 ア ブラ ハム や モー ゼ の 聖典 に あ 
り 。( 注 4) 


SGN suid Sg 
sera 
eo 6S る 5 る 5 
OCS 
6L23 GS 29 
G2 と 
Rs 
SIAN SED 


| 52 アン ン 2 EN る 


OR GA I リリ re & 





注 4 


全て の 宗教 の 根本 原理 は 基本 的 に は 同じ で ある が 、 
ハム の 書 に も 見 られ る 。 世 に 最後 の 神 の お 谷 げ と 最も 完全 


これ まで の 節 に 述べ さら れ だ な だ 教 痢 は モー ゼ ょ アデ プラ 
る 教義 を も ただ ら す 竹 令 に あっ だ だ 、 人 大 な る 預言 者 


到来 の 預言 が 、 モ ー ゼ の 圭 上 と アブ プラ ハム の 者 に 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て も いる よう だ 。 (中 命 記 18 : 18 一 19、 


33 : 


2 ) 


ーー951— 


AS 





アル ・ ガ ー シ マ ヤ 
(メッ カ 啓 示 ) 


DR 
OE 
EE 
8 陀 


あま ね み な 
を 琴 く 、 恵 み 遍 くく アッ ラー の 御名 に お お い 


トー 


oO 


be ’ タッ ン 
2 庄 倒 的 災難 の 話 は 液 に 達し た る か ?( 注 1) の 4 く 5GJ1 CO 
3. その 日 、 或 る 者 ども の 顔 は うち し お れん 、 
4 労苦 に 疲れ は て 。 


5 彼 等 は 燃え 盛る 業火 に 入れ られ 、 


6. 煮え 湯 の 上 泉水 を 飲ま し め ら れん 。 RIE ES っ まう 
7. 食物 と いえ ば 乾い い 制 環 ば か り 。 Or TE HN 
8. 之 を 食う と も 太ら ず 、 負 を 療 き ず 。 Ce EIS 
9. また 、 そ の 日 、 或 る 人 々 の 顔 は 克 然 と し て 、 su 2 5 
10. 己 が 過 法 の 精進 を 喜び 、( 注 2 ) Sa GS 
11. 吾 高 の 楽園 に あり て 、 SA 
12. 無益 な 話 を 聞か ず 。 CI G2 a 

13. 園内 に は 泉 が 流れ 、( 注 3) 1 
14. 高 柚 ち か れ て 、 EM SAD 


注 1 (1) 明 き の 日 、 又 は 恐ろし い 秋 次 。⑫) モ ハッ マ ド 項 言 者 の 時 代 に 、 お よそ を 7 年間 メッ カ を 襲っ た 深刻 な 
負 委 は 、 タ クルアーン に 「 圧 倒 的 災難 | と し て 記 る れ て いる (44:11, 12)。 


注 2 高潔 な る 信者 は 、 イ スラ ム 教 の 日 的 の 為 に 払っ た 拉 牲 の も た ら す 素 哨 らし い 結 果 に 喜ぶ で あろ う 。 


注 3 湧き 出る 朱 の 様 に 、 彼 等 の 次 行 は 、 絶 え ず 流れ 出る だ ろう 。 
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第 人 上 凡 誤 


アル ・ ガ ー シ ヤ 
ゝ の 2 客 
15. 酒 本 そば に あり 、 BLE LE 
し と ね ッ の レッ ッ プ う ェ エッ ラン ン 
16. 所 は 並べ られ ね 、 (⑦ ペ 5 SA つる (うう いう 5 
ちゆ み ン タタ ニー レ ラン 
17. 風 稚 な る 敷物 広げ 敷く 。 ⑨ や Ao Gb うぅ 


18、 彼 等 は 諸 腔 を 見 ざる か 、 
る か を ? ( 注 4) 

19. また だ 大 空 を 、 そ は 如何 に 高々 と 揚げ られ る 
か を ? 


を は 如何 に 創 5 れ 


20. まだ 山々 を 、 そ は 如何 に 所 えら れる か を ? 


21. まだ 大 地 を 、 そ は 如何 に 広々 と 拡げ られ る 
か を ? ( 注 5) 


22、 され ば 訓 戒 せよ 、 液 は 訓 戒 者 に 外 な ら ず 。 
23. 次 は 彼 等 の 監督 者 に 非 ず 。 

24. され と ど 背 を 向け る 者 や 信 ぜ ぎる 者 は 、 
25. アッ ラー 重 刑 を 以 て 之 を 前 せん 。 

26. 彼 等 が われ 6 が 許 に 帰る は 必定 、 


27. その 時 役 等 に 南 任 を 問う の は われ ら の 務め 
な り 。 


eS GN SLI 


っ み > 


ED GTC DS 
OELS CaJd り 
@ で 5 ちえ の! 


bg 2 8 と ン 
@2 い ご OG 


と っ 9 ノ イノ ラン ュ ン る 
eg に > GU 5 う 


レコ 





注 4 店 能 が 導 
い 夏 漢 を 水 無 し に 何 日 もぉ 進 む 双 の 様 に 、 


att tt 信者 達 は 彼 等 の 指導 者 に 完全 に 従う 。 あ る い は 、 咽 
等 は 試練 の 中 で 無限 の 忍耐 旋 を 持ち 、 不 平 る 


言わ ず に 魂 の 旅 を 続 


ける 。 EC 神 が 全土 を 覆う 現 の 水 で ある クル テー ン の 教 半 


を 広 ゆ られ る で あろ う 、 と 示し て いる の か も し れ な い 。 


注 5 この 四 節 (18 一 21) は 、 AR 


は 人 党 の 様 に 濾 大 で 、(2) 天 の ご と て く 気 高く 、(3) 山 の 様 に 不 尽 の 
ら な い 。 
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、 (3 年 の 様 に 優し く 謙 庶 で な けれ ば な 





\ 





アル ・ フ ァ ジ ル 
(メッ カ 落 示 ) 








あま ね み な | se 『 
1] . 慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ター の 御名 に お い Oe le 
て 。 
あか つき NY ッ ン タ 玉 
2. 瞬 に か け て 、( 注 1) 「 の りう 
ブー 3 タン ン 
3. 十 夜 に か け て 、( 注 2) 81 
zz" 
a 1 る 
4. 偶数 と 奇数 に か け て 、( 注 3) @ と りう ざけ 
き さ 3 4 て 1 
5. 逝 り 行く 夜 に か け て 区 う 。( 注 4) Ss ls 
6. この 中 に は 思 應 ある 者 へ の 碑 言 あら ぎる SECT 
注 1 [ 暁 ]E は 、 メ ッ カ に お ける 迫害 の 始 夜 に 終止 符 を 打つ 事 と な っ た 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の メデ ィ ナ へ 


の 移住 を 指し て いる よう だ 。 又 、 何 世紀 に も 及ぶ イス ラム 教徒 の 牙 沙 の 後 、 彼 等 へ の 希望 と 明る い 未 米 の お 合 
げ ば を も だ た だら す 事 と よ な っ て いた だ 、 約 東 き れ だ メシ ヤ の 到来 を 示し て も いる よう が だ 。 


注 2 上 夜 ] と は 、 イ スラ ム 教 徒 ガ メッ カ で 受け た 厳し い 人 迫害 の 最後 の 10 年 、 あ る い は 、 約 東 き れ だ メシ 
〒 出 現 前 の 、 イ スラ メ ム 教徒 腐敗 の | 世紀 導 を 表し て いる よう だ 。 こ の 約束 きれ だ メシ ヤ 到 米 に より 、 イ スラ ム 
教徒 の 精神 的 、 政 治 的 退廃 の 時 黒 時 代 は 終わ り を 告げ 、 イ スラ ム 教 の 輝け る 未 米 の 夜明け を 告げ る 事 と な っ て 
いた 。 この 【「[ 十 夜 ]] ある い は 、 イ スラ ム 教 明 廃 の 10 世紀 を 示す 箇所 は 、 他 に も クルアーン に 上 兄 ら れる (32: 
6 )。 イ スラ ぁ ム 数 徒 が 道徳 的 に 退廃 し た この 十 世紀 間 (千年 ) は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が イス ラム の 最高 の 三世 編 
間 と 呼ぶ ( プ ハ リ 。 リカ ー ク 並 )、 彼 等 の 名 誉 E 成 蔵 の 全 忠 其 で ある 初期 の 三世 紀 間 の 後に 来 た も の で あっ だ た 。 
イス ラム 教 の 退廃 は ヒジ ラ 三 世紀 灯 に 始ま っ た 。 こ の 時 、 ス ペイ ン の ウマ イ や カリフ は 、 バ クダ ー ド の アッ ズバ 
シー 帝国 に 対し 、 法王 と 相互 援助 条約 を 結び 、 他 方 バク ダー ド の カリ フ は 、 ス ペイ ン の ウマ イヤ カリ フ に 対し 、 
ロー マ の シー ザー と 友好 条約 を 結ん だ 。 


注 3 比 只 を 続け な が ら 、「 偶 数 ] と いう 語 は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 と 、 彼 の か つて の 信心 深い 仲間 アブ ー・ バ 
クル を それ と な く 指 し て いる よう だ 。 ヒ ジラ の 苦 黄 の 叶 に 二 人 だ け で (偶数 で ) 逃れ だ が 、 彼 6 と 共に お 65 れ 
た 神 が そ れ を 奇数 に な きっ た 。 こ の 「 偶 数 と 和 奇数] の 数 に 関し て は 、 9 : 40 に 適切 な 記述 が 見 られ る 。 あ る い 
は 、 モ ハッ マ ド 括 言 者 と 約束 きれ た メシ ヤ は 偶数 を 、 ア ッ ラ ー は 奇数 を 表す 。 叉 「 偶 数 と 語数 ] は 、 モ ハッ マ 
ド 預 言 者 と 約束 きれ た 救世 主 は 別人 で あっ た が 、 後 者 は 前 省 と 同一 化す る 程 に 前 者 に 心 酢 し て いた 事 を 示し て 
いる よう だ 。 

注 4 「 夜 ] は 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 悩み の 種 が 尽き な か っ だ た ヒジ ラ の 最初 の 年 を 表し て いる よう だ 。 メ ディ 
ナ へ の 移住 の 後 、 イ スラム 教 徒 に 吉 が 訪れ た が 、 彼 等 は まだ 完全 に 困難 を 脱し て いた 訳 で は な か っ た 。 彼 等 は 
も う 3 一 晩 苦難 に 耐え ね ば な ら な か っ な だ 。 つ まり 、 更 に 一 年 の 苦 見 を 経て 、 バ ドル の 戦い で クラ イシ ぇ ュ が 完敗 を 
喫し 、 イ ザマ 預言 者 の 頂 言 (21 : 16) は 文字 通り 成就 し た の で ある 。 
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第 入 - 九 奄 





f. 


10. 


11. 


12. 


13. 


14. 


15. 


16. 


7. 


18. 


19. 


20. 


注 5 


それ は 是 身 の 働き と 知恵 の 賜物 で ある と みな し (28: 79)、 


流 は 、 主 が アー ド の 民 を 如何 に 処分 せ し か 
を 見 ざる か ^、 


. すなわち 和 雀 え 立つ 建造 物 の 所 有 者 、 イ ラム 


の 支族 を ? 

これ に 類する も の は 未だ か つて この 地方 で 
造れ る 者 な か り し な り 。 

また だ 渓谷 で 岩切 り 出 し た る サム ー ド 族 
や 、 


大 軍勢 の 支配 者 ファ ラオ を 如何 に 処分 せ し 
か を ? 


彼 等 は その 邑 々 に お いて 不 行 跡 な 行い を な 
Ni 
その 地 に 座 敗 を も たら せり 。 
きれ ば 流 の 主 は 、 
えな だ ちり 。 

む と 
げに 液 の 主 は 常に 油断 な く 人 間 を 監視 す 。 


彼 等 の 上 に 懲 同 の 人 答 を 加 


人 間 と いう も の は 、 王 が 試 る ん と し て 染 差 
ゃ や 息 恵 を 授け る と 、「 王 は 我 を 礼 遇 せり 」 ょ 
云う 。( 注 5) 


王 が 試さ ん と し て その 生活 を 菩 し 
、「 玉 は 我 を 壁 し め た だ たり 」 と 云う 。 


然 ら ず 、 き され ど お 前 た ち は 括 児 を 礼 遇 せ ず 、 
また 互 に 相 い 促し て 筆者 を 養 わ ず 、 


布 し て 他人 の 遺産 を 食 り 食い て 飽く こと を 
知 1 6 ず 。 


アル ・ フ ァ ジ ル 


で 9 の AI 
② ぅ ゆ BYE Os 


CT 


es 。 ン ラッ クー デ 
の US 議 


1| ンタ ィ アナ ルル 
es も SE SI2265 
SIE ES 


a Ts 
EAL G LE Gf 
8 


2 


OFlde bn CE 
2 お ACG 
eo る らち 1 8293 33 


タッ タン ン リ イン 2 リン 2 


529 a GH L332 


妃 恵 は 、 時 に 人 の 気 肥 を 試す 為 に 、 双 ある 時 は その 普 行 に 報い る 為 に 、 人 に 授け られ る 。 同 様 に 、 人 
は 困難 に 巻き 込ま れ 、 そ の 結果 起き れ 、 報 いら れる か ヵ 応 分 の 処罰 を 受け る 事 と な る 。 し か し 、 人 は 豊か な 時 、 


が 常 だ 。 
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逆 に 不幸 に 襲わ れれ ば 、 そ れ は 神 の せい だ と する の 


第 偽 十 九 章 


2 上 


の の 。 


23. 


24. 


25. 


26. 


27. 


28. 


29. 


30. 


31. 


ぉ 前 た ちの 富 へ の 執着 は 異常 な り 。( 注 6) 
断じて 然 ら ず 、 大 地 が 粉々 に 砕 か れる 時 、 


主 は 列 を な す 数 多 の 天使 等 を 従え て 出 御 
し 給 う 。 ( 注 7 ) 

その 日 、 地 獄 は 身近 に 出現 す 。 証 し て 人 章 
は 品 が 所 業 を 想起 せん 。 き れ ど 、 想 起 し た 
と て 、 何 の 益 する と ころ を 。 


人 人間 は 云わ ん 、「 こ の 日 を 知ら ば 、 療 行 を 積 


みた だ り し も の を 「『」 と 。 


を の 日 何人 も 、 下 が 闘 する 如く 肖 し 得る 者 
な | 紅 % 
また 何人 も 、 主 が 細 る 如く 細 り 得る 者 な し 。 
( 注 8) 

お 、 没 魂 よ 、 安 ん じ て 、 


も と 
主 の 許 へ 帰れ 、 和 折ら 満 悦 し 、 上 日 つ 主 に 難 る 
れつ つ 。( 注 9) 


きれ ど 流 、 わ が 選び し 僕 等 の 中 に 入れ 、 


わが 楽園 り 中 に 。 


名 < * 


らく 


アル ・ フ ァ ジ ル 


eS 

ッ リク る ーー タン 5 タン レレ > 
2 寺 0 
2 ン ッ アン ・ 
EE SG 


A 


22226 


た * Sa 
8222eo り っ 4 G3 


コ 


GE ES 


ン 
う の ン ン イ ン クン み 9 ンタ る * ン ッ ン ン 
ひみ ale (つの op さい っ ee 


の Oo 3 も っ 38 り 3 


5 タン レン rt s う の デン 


€: 


IE 


で 


OVS 


EE 
し (る 
es EE 


OT SD & 





注 6 


は 使わ ず 、 


当 節 は 、 富 を 連 え る 省 に 、 蓄 積 の 悪さ ( 理 解る せる 。 人 金銭 に 対す る 極端 な 執 音 は 、 良 い 日 的 の 為 に 


唯 、 ひ だ すら 自分 の 財産 を 増やし だ な いと いう 節度 の な い 鈴 記 を 、 入 の 心 に 生じ ビ き せる 。 それ は 、 財 


摩 般 得 の 人 為 に は 手段 を 選ば な い 様 に 人 変え 、 人 の 意 徳 的 退廃 を も たらす 。 イ スラ ム 教 は 、 個 人 と 同様 、 社 会 
の 道徳 の 健全 き に も 非常 な 配 護 を 示す 。 社 会 が 健全 で ある 人 為 に は 、 物 が 広く 行き 肖 り 、 富 が ゆる や か に 舞 環 す 
る 事 が 必要 で ある 。 


は 前 を 下る れ な い が 、 神 の 前 が 下る 


注 7 夫 使 達 が 随行 する 「 出 御 ] と は 、 ク ルアー ン の 成句 で 、 差 し 迫っ た 破壊 的 な 神 の 前 を 表す 。 
沖 :8 神 の ひき 折 は 、 ゆ っ くり し か し 非常 に 細か く ひ く 。 軍 は 、 す で に 

れる 時 、 そ れ は 最も 破壊 的 な も ぁ も の で ある 。74 章 29 節 も 参照 の 事 。 

注 9 


神 と 一 体 に な り 、 神 無し に 


これ は 、 人 が 神 を 喜び 、 提 が 人 に 満足 な きる 、 精 神 発達 の 最高 の 段階 で ある (58 : 23) 。 天 の 段階 た 呼 
ば れる この 段階 に 至れ ば 、 Nt Ne り 、 独特 の 精神 的 な 強 る で 支え られ る 。 人 は 
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は 存在 し 得 な い 。 こ の 素晴らし い 精 神 的 変化 が 人 に 生じ る の は 、 現 世に お いて で あ 
り 、 来 世 で は な い 。 又 、 天 国 へ 入る 許可 が 与 を られ る の は 、 ど こ で も 


な い 、 こ の 現世 に お いて で ある 。 


第 太 十 斉 に 4 デル ・ バ ラド 





アル ・ バ ラド 
(メッ カ 砂 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に あい I 

て 。 Ci デ レコ 

ょ と ゴーン ンタ 
2. われ は この 邑 に か け て 奪う 、( 注 1) ouLMIA あ る っ 3 
まち デノン 2。 る 1 I 
3. 流 は この 双 に 住む 、 OO 
レア 

4. われ は 父 と 子 に か け て 誓う 、( 注 2) er 
5。 げに われ ら は 、 人 間 を 、 著 難 に 立ち 向かわ EI CE 

せる よう 創り だ り 。( 注 3) 

ひ と な ん びと わ と 5 “i PY 
6 人間 は 、 人 人 も この 自分 を 支配 せ ず 、 と 思 da, SA 

うか ? ( 注 4) 

ひと 5 了 り ョ ラス クレ ぁ シブ ッ ン タッ タン 
7. 人 間 は 云う 、「 我 は 英 大 な る 富 を 費 せ り 」 と 。 ol I Eads 


( 注 5) " 
ひ と な ん が と ゎ し 人 6 2 ン 1 
8 . 人 間 は 、 何 人 も この 自分 を 見 ず 、 上 思う か ? | 


9. われ ら は 人 間 に 、 両 眼 ほ 、 Se 2 ALS 
10. 舌 ほ と 、 上 下 の 奉 と を 与え を た る に 非 ぎ る か ? の CA 2 





注 1 当 節 は 次 の 事 を 意味 する 。「 お 前 達 は イス ラム ふ 教 に 対し て 悪い 企み を 抱い て いる 。 あお 不 人 者 
前 達 が 何 を 心 に 抱い て いる か 私 は 知っ て いる 。 し か し 、 MRE OMA DEE ELT BR 
この 事実 の 証人 、 と し て この 町 を 挙げ る 。] 
注 2 カー バ の 基礎 が 作ら れる 導 に 、 ア ブラ ハム 預言 者 し を の 息子 イ シュ マエ ル は 、 メ ッ カ の 人 々 の 中 か ヵ ' ら 
神 の 使者 を 立た きれ る よう に 、 神 に 祈っ た (2 : 129, 130)。 こ の 様 に 「 父 と 子 ] は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 真 
実 を 証明 する 。 
注 3 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は メッ カ を 追放 きれ 、 勝 利 者 と し て そこ へ 戻り 、 メ ッ カ は 彼 に 屈服 し 、 そ の 住民 は 
イス ラム 教 の 輪 に 加わ る で あろ う 。 上記 の 預言 は 、 モ ハッ マ ド 人 頂 言 医 と その 民 が 非常 な 国難 を く で り 抜 け て 初 
め て 成 主 きれ る で あろ う 。 つ まり 、 彼 等 が 月 標 を 達成 する に は 、 激 し て 続く 戦い が 求め ゆら れる で あろ う 。 
征 4 神 は 不信 心 者 の 悪 の 企 て に 気付 か われ て いる 。 神 は その カカ を 持た れ て な り 、 彼 等 の 計 両 を 無効 に きれ る 
で あろ る う 。 
注 5 イス ラム 教 の 普及 を 阻止 し ょ うと 、 対 抗 者 は あら ゆる 手 を 尽く し 、 多 人 額 の 金 を 使う が 、 そ の まま や り 5 
だ た い 様 に る せな る い 。 彼 等 の 企み は 成功 せ すず 、 イ スラ ム 教 が 、 精 神 的 、 政 治 的 勝利 を 治め 半 け る で あらう 。 当 
節 は この 様 に 述べ て いる 。 
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第 九 十 上 章 アル ・ バ ラド 





11. また われ ら は 、 人 間 に 善 と 悪 の つの 道 を Oc Oo RS 
指摘 せり 。( 注 6 ) 
12. きれ ど 人 間 は 肉 環 な 道 を 採る うと せ じ 。( 注 7) EN 25198 
けん を _ 、 の a ン ン ン ョ アン シン 
13. 嶋 帆 の 何たる か を 液 に 知ら し むる も の は 何 A Sl 
ぞ ゃ ? 
9 リュ ン ン る 
14. そ は 奴隷 を 解き 放す こと な り 。 BAS 5 
きき ん ブサ ルン < ッ ン 7 23 う 
15. 或いは 鍋 婦 の 時に OL GB 
Nn I 2 
16. 近親 の 孤児 や 、 I 


ON っ 
に RU 


17. 地面 に 訳す 賞 者 を 養う こと な り 。( 注 8) 


18. 面 し て 信者 の 仲間 に 入り 、 互 に 忍耐 すべ く EN 1 (2 4 
励ま し 合い 、 且 つ 情 け を すす め 合 うこ と な PU EE ON CO で 


り 。( 注 9) a 
I I TS 
19. これ 等 は すなわち 、 右 側 の 衆 な り 。 RR 
っ ST ミュ に 人 ) セッ レン タン 2 RY ぅ 9 アン ン 
20. され ど わ れ ら の 神 兆 を 信 ぜ お 徒 吾 、 彼 等 は ERE 2 CS IP 
左側 の 衆 な b。 
21. 彼 等 の 周平 に は 業火 が 疲 い か ぶる る べし 。 I ほそ は 
( 注 10) 











注 6 人 が 正しい 追 を 見 い 出 し 、 悪 か ら 正 義 へ 、 偽 りか ら 6 真実 へ と 変わ る 為 の 手段 を 全て 、 神 は 人 に 与え ら 
れ だ た 。 人 人 は 、 登 悪 の 区 別 や つけ る 為 に 精神 的 を し て 肉体 的 に も 日 が 与え を られ 、 導 き を 求め る 為 に 、 知 と 二 枚 の 
生 を 授け られ だ た 。 とりわけ 、 持 て る 力 を 全て 注い で 成 誠 す る 様 に と 、 神 は 人 の 前 に 下 高 の 日 約 を 置か れ た だ 。 


注 7 モハ ッ マ ド 玉 言 省 を 通し て 、 神 は 、 人 人 が 精神 的 、 物 質 的 に 最大 の 進歩 を 遂げ る 為 の 方 法 、 和 手段 を 全て 
が きれ だ が 、 人 人 は この 目的 を 成し遂げ る 人 為 に 、 必 要 な 犠牲 を 払う 事 を 拒ん だ 。 

注 8 14 一 17 節 は 、 人 の 道徳 性 を 向上 上 る きせ る こつ の 方 法 を 人 述べ て いる 。 1) 怒 隷 解 放 。 つ まり 、 社 会 の 押 正 き 
れ た 階層 を この 世 で 同等 の 仲間 に まで 引き 上 げ る 事 。 2) 孤児 や 負 し い 人 々 が 、 自 立 し 、 社 会 に 役立つ 一 員 と な 
れる 様 手 助け する 事 。 

注 9 先 の 数 節 で 述べ られ だ な だ 善行 だ ど だけ で は 、 社 会 全体 が 向上 する に は まだ 不 上 分 で ある 。 道徳 の 正道 に 対す 
る 絶え ざる 忠誠 と 徳 を 他 の 人 々 に 伝え る 行為 が 伴っ た 、 優 れ な た 理想 と 正しい 主義 も 又 、 前 途 の 高い 目的 を 達成 
する 為 に は 欠か せな い の で ある 。 


注 10 四方 か ら 追 る 火 が 最も 破 恒 的 と な る 。 
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アッ シャ ム ス 
(メッ カカ 啓示 ) 


1. 融 悲 深 《、 恵 み 選 てく アッ ラー の 御名 に お い De Nhl 
Ce て 
M ウ 才 
2. 太陽 、( 注 1) を の 朝 の 輝き に か け て 、( 注 2) の 4 計 5 
3. を の 太陽 に 追 階 す る 月 に か け て 、( 注 3) EEL 
LR 上 よう NN 5 ュー よう エレ ポン 1 ン ン る リン 
4. 太陽 が その 壮観 さき を 見 せる 真生 に か け て 、 ORAS 
( 注 4) 
と ぼり マレ タッ ィ 。 10 の 
5 . 太 陽 の 光 の 上 に 雑 を 引く 夜 に か け て 、( 注 5) Sli SS 
これ PT フイ ン レン リアン ン レン 
6. 天 と 之 を う も 建て 給え る 者 に か け て 、 ーー GooC35 
sr イッ ンー 。 ラ ウマ ウン 
7. 大 地 も 芝 を うち 拡げ 給え る 者 に か け て 、 OG DY 


注 1 当 第 の 「 太 上 陽 」 は 精神 界 の 太陽 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 を 指す 。 彼 は 魂 の 光 の 源 で あり 、 終 わり の 時 まで 
世 を 癌 らし 続け る で あろ う 。 








注 2 クル アー ン の 敬い は 、 を の 身 に 深い 意味 を 含む 。 神 の 戒 健 は 神 の 菜 の 二 面 、 明 提 な も の と 推定 に よる 
$ の を 表す 。 訂 者 は 理解 し 易い が 、 後者 の 弄 解 に は 誤り の 可 EE 性 が ある 。 神 は その 宣誓 の 中 で 、 枯 らら か な も の 
0 4 区 の 問い に ある 、 太 陽 と 月 、 呈 と 夜 、 天 と 地 は 明白 な も の 
に 局 し 、 そ の 属性 は 広く 知ら れ て いる 事 、 CA し か し 、 人 の 魂 に 見 られ る この 同 
じ ビ 属 性 は 明 皇 で は な い 。 人 の 絢 に これ 等 の 選任 が 存在 する と いう 推論 導く 放 に 、 神 は 押 の 明白 な る 藤 を 証言 
する 様 命じ られ た だ 。37 章 2 節 も 参照 の 事 。 


注 3 「 有 月 も 又 モ ハッ マ ド 正 言 者 を 指す 。 それ は 彼 が 神 よ り 光 を 授かり 、 そ れ を 精神 の 聞 の 世に 伝え た か 
ら で あ る 。 あ る い は この 言葉 は 、 聖 職 者 や 宗教 の 指導 者 達 、 特 に モハ ッ マ ド 括 言 者 の 偉大 な 代理 で ある 約束 き 
れ だ た メシ ヤ を 指す と も いえ る 。 役 は モハ ッ マ ド 預 言 者 より 不 実 の 光 を 僅 り 受け 、 道 徳 ほ 精神 退廃 の 間 を 払う 為 
に 、 そ れ を 世に 伝え る 事 と な っ て いた 。 


注 4 「 真 征 ] と は 、 イ スラ ム 教 の お 告げ た その 創設 者 の 実在 が 確証 され 、 そ れ を 世に 伝え る 為 に 基 艦 が 委 
か れ だ 時 を 指し て いる よう だ 。 当 節 の この 言葉 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が き ら び や か に 汐 い て いた 、 モ ハッ マ ド 疾 
言 苦 に よっ て 正 し ( 導 か れ だ カリ アツ の 時 代 を 特に 示し て いる の か も し れ な い 。 


注 5 「 夜 」 は 、 イ スラ ム 教 の 光 が 親 い 隠 きれ 、 世 の 人 々 の 日 か ら 見 えな く な っ だ イス ラム 教徒 の 退廃 の 吐 
を 指し て いる よう だ 。 こ の 四 節 (2 一 5) は 、 イ スラ ム 教 の 波乱 に 宮 ん だ 歴史 の 内 の 中 時 期 に 触れ て いる 。(1) 
精神 の 太陽 (モハ ッ マ ド 頂 言 者 ) が 精神 の 空 に 燃え る 様 に 導く 、 モ ハッ マ ド 貧 言 者 自身 の 時 代 。(2) モ ハッ マ ド 
環 言 者 か ら 発する 光 が 凍 の 世に 時 り 映 える 、 約 束 き れ だ メシ ヤ の 時 代 。(3) イ スラ ム 教 の 光 が ま だ 輝い て いた 、 
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第 九 士 一 並 アッ シャ ム ス 
これ 
8. 魂 と 之 を 完成 し 給え る 者 に か け て 、 ok GIs 
9 , ei 何 が 不正 で 何 が 公 止 な ぁ か な 魂 る GS 26 
雄 し 給え る 御方 に か け て 誓う 。( 注 6) 
ry シン テー IN 8 
10. げに 魂 を 清め る 者 は 栄え 、 Or 
11、 稼 を 河 す 者 は 亡 ぶ 。 oC 2 
12. サム ー ド 族 は を の 邪悪 き 故 に 真理 を 揚 み だ OO 
了 りゃ か 0 
13. 彼 等 の 中 で 最も 卑劣 な 者 ども が 起ち 上 5 し る し | I al 
時 、 


14 . ア の ー の 使徒 は 云え り 、[「 ア ッ ラ ー の Ed dS 
0 2 水 飲 む こと を 妨げ る な が かれ] i 


と 。 ( 注 7 ) 
し か めす らく だ ひか が な リン ラー の る ラク タン ッ イフ フン タン グレ 139277 の る 
15. 狼 る に 彼 等 は 使 午 の 言 を 拒み 、 名 閣 旋 の ' 鐘 Gb SS ER DE ROU? SI 3 
2 ほる の 詳 上 p え に 條 時 
村 殺 一 同 ひ と し 人徳 前 せり 。 
は と エレ し ュ タ 〆 ノ 
16. 主 は その 結果 を 顧 成 せ ず 。( 注 8 ) EY 








モハ ッ マ ド 預 言 者 竹 後 の 後継 者 の 時 代 。 (4) イ スラム 教 が 栄光 の 極み に あっ だ 初め の 三世 紀 間 の 後 、 精 神 の 聞 が 
世 を 裂 っ た 時 代 。 


注 6 神 は 人 間 の 本 質 に 善悪 の 感覚 を 植え 付け られ 、 串 を 避け 若 を 選ぶ 事 で 夷 の 完 茂 に 到達 で きる 事 を 、 人 
間 に 示 る れ だ 。 


注 7 サー レ 聞 言 者 は 、 神 の お 舎 げ を 伝え る 為 に 門 の 峯 に また が り 和 各地 へ 結い た 。 徐 了 の 自由 な 動き を 妨 
ば げ ばる 事 は 、 サ ー レ 骨 身 を 妨害 し 、 神 より 彼 に 託 き れ た だ 神聖 な 義務 の 遂行 を 妨げ る に 等 し いこ と で あっ た 。 あ る 
菅 味 で 、 サ ー レ は 、 全 て の 神 の 指導 著 と 同じ く 、 神 の 雌 の 敵 騙 な の で あっ た 。 


注 8 ある 民族 が 神 の 前 を 受け 減 ぼ きれ る 時 、 そ の 破壊 あや 生 き 延 びる 者 に は 、 村 わ れ な い 。 又は 、 宣 は 、 彼 
等 が 如 価 に 潮 惨 な 状況 に 置か れる か に は 留意 きれ な い 事 を 意味 する 。 
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第 九 十 二 章 夜 アル ・ ラ イル 





アル ・ ラ イル 
(メッ カ 臨 示 ) 


1. 間 悲 深く 、 恵 み 運 く ア ッ ラ ー の 御名 に か け Os NN 
て 。 J PP Pi デ 
3 
2. 夜 、 す べ て を 古い 包む 時 に か け て 、( 注 1) OR I LAS 
pl i Pd と 
8. 恒 、 光 9 り 輝く 時 に か け て 、( 池 2) ods LG 
の ァ ム 人 ょ > 四 の で ツ 0 人 る ーー アン ンー レン 
4. また 雄 雌 を 創り 給え を る 者 に か け て 碧 う 。( 注 3) OM ELS 
02 2 の 
5. げ に お 有 前 た ちの 精進 は 種々 様々 な り 。( 注 4) の いみ が ン 〇 ! 
6. されど 、 ア ッ ラ ー の た め に 施し を な し 、 且 DEG EE CE 
っ 公正 な る 者 、 
し か 3 15 みる アイ アン 
7. 面 し て 正義 を 実証 する 者 の た め に 、( 注 5) Oke EE 
8. われ ら は 笠 福 へ の 道 を すべ て 容易 な らし め ぁ っ 7 し (タン タン 
還 Og gs 


ん 。( 注 6) 








注 1 区 の 曹 に お いて 、 主 な 王 題 ば [太陽] つまり 、 あ ら 6 ゆる 光 の 源 で ある モハ ッ マ ド 拓 言 者 で あっ た 。 太 
陽 や が 月 や 夜 よ り 先 に 語ら れる の は 、 こ の 人 為 で ある 。 し か し 当 衣 で は 、 信 省 と 不信 心 者 の 対比 が 始 ゆ られ る 。 
後者 は 一 般 に 人 数 が 多く (、 よ り 大 き な 権 力 を 振 う の で 、 不 信心 者 を 表す 夜 が 、 信 者 を 表す 尽 よ り 前 に 述べ られ 
注 2 先 の 章 の 対応 する 節 に 用 いら 6 られ た だ 「 壮 観る を 見せ る] に 代え を て 、 当 節 で は 「 光 り 交 く 」 と 言う 語 を 使っ 
て いる 事 か ら 、 先 の 草 で は 、 神 の 指導 者 の 高い 精神 の 発達 に 重き を 置か れ た が 、 当 童 で は 、 神 の 教 革 を 学び 吸 
収 す る 為 の 、 弟 子 産 の 素 晴 らし い 能 力 を 強調 し て いる 事 が 示 き れ て いる 。 

注 3 人 の 誕生 は 、 二 個 の 異性 の 結び 付き に よる も の で ある 。 一 方 の 性 (男性 ) の 特質 は 与え る 事 で あり 、 
他方 (女性 ) の それ は 受け る 事 で ある 。 物質 界 同 様 、 精 宰 界 に も 男性 、 す な わ ち 、 教 え 導 く 神 の 偉大 な る 預言 
者 及び 神 の 指導 者 と 、 和 精神 界 の 女性 、 す な わ ち 、 神 の 教義 に 得る と ころ ある 人 彼 等 の 弟子 達 、 が 存在 する 。 当 節 
は 、 完 全 な る 指導 者 、 そ ハッ マ ド 振 言 音 と 、 そ の 最善 の 弟子 達 、 す な わ ち 人 彼 の 仲間 が 力 を 合わ せる 事 に より 、 
新た な 世 が 真 に 生ま れ よ うと し て いる 、 と 脱 示 し て いる 。 

注 4 当 節 は 、 信 者 と 不信 心 者 の 大 きく 上 因 な る 日 桂 、 及 びそ れ ぞ れ の 目標 達成 に 向かう 努力 の 相違 に 、 日 を 
向け て いる 。 信 者 の 奉 力 は 真理 の 普及 に 向け られ 、 他 方 不信 心 者 の それ は 、 真 理 の 普及 を 還 止 する 事 に ある 。 
この 両者 の 努力 の 結果 は 、 当 然 朱 な る に 違い な い 。 

注 5 当 節 及 び 前 節 に は 、 人生 で 成功 を 治め ゆる 人 々 の 三 つ の 特質 が 述べ られ て いる 。 が か いつ まん で 言え ば 、 
彼 等 は 行い 感情 、 思 考 の 正しい 者 で 、 こ れ 等 の 特質 を 信者 は 二分 に 有する 。 

注 6 先 の 二 節 に 述べ られ だ 二 つ の 特質 を 持つ 人 人 は 、 自 ら の 行為 が 嘆 ま し い 結 果 を 生み 出す と 気付 て く で あろ 
う 。 あ る い は 、 普 行 を 為す 事 は この 様 な 人 に は 容易 に な り 、 彼 は 叉 それ を 喜ん で する 、 と 当 節 は 意味 する の か 
も し れ な い 。 
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宅 閉 直 二 音 アル ・ ラ イル 





1 2 RA 


9. きれ ど 強 欲 で 、 間 大 且つ 冷淡 な 者 、 SO2 (51 5 
し か 3 M と ッ ト ! ルン 
10. 面 し て 正義 を 拒む 者 に は 、( 生 7) ob 
ぁ 9 アタ ンス 
11、 わ れ ら は 苦難 へ の 道 を 容易 な らし めん 。( 注 Os SAS 
8 ) 
ちち ーー レ 
12. 大 落 する 時 、 を の 財宝 は を の 者 に 役立た なぎ ゅ ンク タラン ゥ 、 タ タ 
詩 、 そ の 財宝 は その 者 に 役 立 ヵ の うり 人 り 合 し 8 de LS 
1 バン 31 
13. 導く は 、 げ に われ ら の 務め な り .。 @ eu に る 
14. 前 し て 、 来 世 も 現 也 も われ ら の 所 者 な り 。 OLDIE GS 
( 注 9) 
み 
15. きれ ば われ は 、 燃 え 盛 る 業火 を ち 前 た ち に REIE4 香 
束 告 す 。 
し よう わる コリ ラン ン 
16. 最も 性 悪 な 者 を 除い て 、 を の 中 に 入れ られ DU 
ざる で し 、 
es デン 
17. を は 真理 を 拒否 し 、 そ の 背 を 向け し 者 な り 。 ed の 3 る 3 部 
18. され ど 義 し い 者 は 、 業 火 に 近づけ 6 れ ぎ る 8 し 移っ 
ペ し 、 Fr 
せい れん けつ ば く rd ッ ン ン ン / ン ン 2e 2 クタ ぅ る 
19. そ は 清廉 漂白 な らん が な ため に 、 己 が 財産 を dE El 
卿 っ 者 な り 。 
= を R 5 ッ つう タ ュ と と て) ど ノ 2 TTP 。 
20. 誰か に 恩義 が ある た めで な く 、 ま た 恩返し OGRE NV ES SS do 5 
を 当 に する わけ で も な し 。 = 
いな た か oe ジコ ロミ デ テン 2 ら いう 
21.、 た だ ひたすら に 吾 高 き 主 の 喜び を 求め ん が de YRS GY 
だ め に 。 ( 注 10) 
み レッ ゥ ッ プ アラ グイ プレ 
22. きれ ば 主 は 、 か か る 者 を 必ず 只 す べし 。 DoL GS 





往 7 先 の 二 節 (6。 7) に 述べ られ だ 三 つ の 普 を る 特質 と は 対 則 的 に 、 人 の 箱 神 的 破 減 を $ た ら す っ の 
悪 な る 特質 が 、 こ の 二 節 (9, 10) に 述べ られ て いる 。 


注 8 前 節 で 触れ だ た 人 の 行為 は 、 的 を は ず し 、 望 み と は 逆 の 結果 を も る たら す 。 あ る い は 、 こ の よう な 者 に と 
り 、 療 行 を 為す の は 難し V な る 、 と 当 節 は 滋味 し て いる と も いえ る 。 


注 9 邪悪 な 不信 心 者 は 、 現 世 で 敗北 を 喫し 、 来 世 で 呈 を 受け る で あろ う 。 それ は 、 現 陽 、 来 世 共 に 神 の 支 
配下 に ある か ら で あ る 。 当 節 は 又 、 [万物 の 始ま り と 終わ り は われ ら に 属す る 。」 と る 意味 し て いる の だ ろう 。 


注 10 高潔 な る 信者 は 他 の 人 々 に 秋 行 を 施し 、 そ れ に 対す る 見 返り を 受け る 事 無 く 、 唯 、 神 の 剣 造 物 の 役 に 
立ち 、 天 主 の 喜び を 得 た いと 願う の で ある 。 
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アル ・ ド ゥ ハー 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈 悪 深く 、 思 み 軍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い ON GN SY 
pT 
2. 彰 の 薄 き に か け て 、( 注 1) OA ls 
3. 並び に 夜 の 静寂 に か け て 誓う 。( 注 2) 9 oS 
4. 液 の 主 は 流 を 見 楽 て ざり き 、 ま た 液 に 立腹 @ 則 し 5 IM 
( 注 3) 
5 げに 液 の 後 の 状態 は 、 先 の 状態 より も 良し 。 a 3 
( 注 4) 
6. し か も 主 は や が て 液 に 慈悲 を 垂れ 給 わ ば 、 6 あう 8 5 CCC 
汐 は 満足 せん 。 R 
7 孤児 の 液 を 拾う て 旗 議 を 則 い し は 、 主 に 非 Sas 2 ll 
0 ( 注 5) 本 





注 1 「 朝 の 輝き に か け て | は 、 イ スラ ム 教 の 勃 典 を 指す よう だ 。 又 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 が 、 一 万 人 の 念 心 
深い 弄 な る 戦士 か ら な る 軍隊 の 先頭 に 立っ て メッ カ に 入り 、 カ ー バ が 偶像 を 廃 きれ た 特別 の 「 彰 ] を 述べ て も 
いる よう だ 。 


注 2 「 夜 』 は 、 イ スラ ム 教 衣 廃 の 長期 間 を 示し て いる よう だ 。 更に は 、 聞 が 訪れ な た 後 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 
が 宗 を 出 て 、 プ プー・ バ クル エッ ソール 洞穴 に 避難 し た 、 特 別 の 夜 を 指し て も いる よう だ 。 事実 、 モ ハッ マ ド 預 
守 者 が メッ カ を 去っ た 夜 、 を し て 閣 が 訪れ た 日 は 、 モ ハッ マ ド 項 言 者 の 全 生 涯 に お ける 様々 な 浮き 沈み を 、 一 
言 で 表し た も の で ある 。 


注 3 モハ ッ マ ド 和 預 言 者 の 全て の 久 と 夜 、 彼 の 大 いな る 成功 と 一 時 的 な 医 北 、 彼 の 宮 びと 苦難 、 彼 の 夜 の 礼 
捧 と 恒 の 活動 、 こ れ 等 全て は 、 神 が 彼 と 共に あら れる 帯 を 証し て いる 


注 4 モハ ッ マ ド 預 言 莉 の 人 生 の あら @ る 瞬間 は 、 そ れ 以 前 より 更に 良い も の で あっ た だ た 。 


注 5 モハ ッ マ ド 環 言 者 は 、 比 員 の みな ら ず 、 事 実 孤児 で あっ た 。 彼 の 孤児 の 英 の 上 は 、 非 常に 過酷 な ぁゃ の 
で あっ た 。 父親 は 彼 が 生ま れる 前 に 、 母 親 は 彼 が 六 才 に な る か な ら な いか の うち に 亡くな り 、 母親 の 死後 彼 の 
世 語 を し た 宙 移 アブ ドル ・ ム ッ タ リブ は 、 貧 し い 伯父 に 彼 を 託し て 二 年 後に 死ん だ 。 こ の 様 に モハ ッ マ ド 預 言 
者 は 、 幼 て し て 父母 の 保護 と 愛 を 奪わ れ だ 。 し か し 彼 は 、 晶 下 の 者 、 目 上 の 者 か ら 、 役 の 仲間 や 同胞 か ら 、 後 
に は 彼 の 郊 子 達 か め ら 、 一 女性 か ら 生 まれ た 者 誰 も が (人 問 誰 も が )、 こ れ ま で 受け る こと が な か っ た 。 双 今後 
も 受け る 事 が な いで あろ る う 程 の 多く の 愛 や 受け だ の で あっ た 。 
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8 . 主 は 迷 え る 液 を 見 つけ 、 己 が 手許 に 幅 け り 。 oe キン ン る レン の の フーム 
内 DGdas Vie Ee 
( 注 6) 2 
し か の 50 有 上 っ ョ ッ イン と yー 
記し て 、 人 貧乏 ぐら し を 富 栄 え し め 給 いし に DE dR 
非 ず や ? ( 注 7) ” 
ち ラッ ン タグ イン ラウ ン イ ン 
10. きれ ば 拡 児 を 虐げ る な か れ 。 Ge の つの て | 6 
し か ちっ アウ イン デビ アン 
11. また 助け を 請う 者 を 叱る な か れ 。 @xes5 uuU 人 13 
ト と > ョ グン グ 。 ゞ クウ 。 る 
12. 曽 し て 玉 の 恵み 深き を 宮 言 せよ 。( 注 8) Ooo I da ols 








注 6 迷う 」 に は 、 一 般 的 な 意味 し し て 様々 な 意味 が ある 。 道 に 迷う 、 と いう 和 。 進 わか どう か た め ら 6 う 
意 。 ま た だ 、 物 事 の 追求 に 努め て いる 際 の 無 我 夢 中 の 状況 を 示す 意 が ある 。 当 節 は 、 道 に 深 っ た り 、 た め ら っ た 
りす る 意 で は な く 、 あ る も の を 求め て 夢中 に な っ て いる 意 と 、 解 され る 。(1) モ ハッ マ ド 預 言 者 は 神 に 到達 する 
手 投 を 求め て る 迷っ だ が 、 神 は 、 人 彼 を 望み の 日 的 地 へ 導く 戒律 を 彼 に 示 き れ た 。(2) モ ハッ マ ド 拓 言 者 は 、 彼 が 
追求 する も の へ 達する 道 を 、 如 何 に し て 見 つけ た ら 6 良 いか 分 か ら な か っ た が 、 神 が 彼 を を こ へ 各 か れ た 。(3) 彼 
が 心から 一 族 の 人 々 の 事 を 思っ て いた の で 、 神 は 彼 に 、 彼 等 に 対す る 完全 な 手引 き を 与 を られ た 。(3) 役 は 世 の 
人 人 々 の 日 か ら 層 きれ て いた が 、 神 が 彼 を 見 い 出し 、 神 へ 導く 者 と し て の 任務 の 為 に 彼 を 選ば れ だ た 。 この 様 に 、 
迷う 』 と いう 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 拓 言 者 を 非難 する の で は な く 、 賞 め 涯 える 為 に 用 いら れ て いる 。 道 に 迷っ 
だ と いう 記 味 で は 、 こ の 言葉 は モハ ッ マ ド 個 言 省 に 当て は ま ら な い 。 それ は 、 ク グル アーン の 他 の 箇所 (53: 3) 
に よれ ば 、 彼 は 誤り を 犯し た り 、 道 を それ る 記 は な か っ た か ら で あ る 。 更に 、 こ の 交 の 第 6 節 は 、 ある 相続 い 
で 起こ る 出 米 事 を 表し て いる 。 第 7、8、9 節 は 第 10、11、12 節 に それ ぞ れ 対応 し 、 深 く 結 び つ いて いる 。 第 
8 節 。 [迷う 」 は 第 11 節 で 「 請 う ] に 置き 換え られ 、「 神 の 下 へ 導 か れる 様 に と 神 の 助け を 求め た 人 」、 又 は 「 神 
の 手引 を 授け られ る 様 求め た 人 」、 と 後者 は 前 者 の 意味 を 説明 し て いる 。 当 人 節 は 文 、「 神 は 液 が 神 を 求め て いる 
事 に 気付 か れ 、 液 を 神 の 元 へ 導 か れ だ 」 と も 意味 し て いる よう だ 。 


年 7 モハ ッ マ ド 項 言 者 は 、 陣 児 と し て その 人 生 を 始め 、 ア ラビ アブ 全土 の まぎれ も な い 支配 者 上 な り を の 生 
涯 を 閉じ だ な だ 。 


注 8 第 7 、8 節 は 、 そ ハッ マ ド 預 言 者 に 授け られ た 神 の 恩恵 に つい て 語り 、 第 10、11、12 節 で は 、 モ ハッ 


マ ド 屯 言 者 は 、 同 様 の 恩恵 を その 仲間 に 施す 事 で 、 神 へ の 謝意 を も 示す 様 命 ぜ ら れ て いる 。 こ の 戒律 は 彼 の 弟子 
達 べ も 等 し く 向 けら れ だ も の で ある 。 
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ゲル ・ イ ン シ ラ ー ク フ 
(メッ カ 札 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 下 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に ぉ い っ る 11 12 る 1 人 。 
8 Os ea bo 
I Lt I 5 ンプ 
2。 われ ら は 次 の た だ ため に その 心 を 開き 、 oo El i | 
人 店 - P】 
3. 液 よ り 重 荷 を ほり 除け た る に 非 ず や 、 PH EID 
リン ググ ンス ング る 
4 液 の 普 に の し か か れる を の 重荷 を ? ( 注 1) Oab OsS1 Gf 
し か ie コン ンタ 2 
5.。 面 し て われ ら は 、 液 の 名 声 を 高 か ら し め だ oN EB 
り 。( 注 2) 
イク 2 クー タタ リン イイン 
6. げに 苦労 の 後に は 楽 あ り 。( 注 3) の al AS SU 
か タク 2 ター ラ タ 5 ェ デン 
7. 然 0、 げ に 苦労 の 後に は 楽 あ 5 。 にゅ の) 
Je ' ENE 
8. され ば 手際 の と き は 、 和 懸命 に 努力 し 、 〇 ② こ て の つら いら の いう 9 





注 1 モハ ッ マ ド 頂 言 者 は 、 こ れ ま て 誰 も 託さ きれ た だ た 事 の な い 様 な 、 神 経 が すり 減り 忍耐 を 要する 任務 、 す な 
わ ち 、 堕 落し た 和信 々 を 、 人 道徳 的 退廃 の 深み か ら 、 道 徳 的 京 越 の 頂点 て と 引き 上 げ 、 そ の 後 彼 等 を 通し て 、 非 追 
と 無知 と 迷信 の あか に まみ れ だ た 全 人 人 類 を 准 化 する 任務 を 、 課 せら れ て いた 。 これ は 、 事 実 、 彼 や ほとん ど 提 し 
つぶ そう と する 程 に 重い 責任 で あっ た だ が 、 押 は 彼 の 重 条 を 罰 く きれ た 。 


注 2 この 章 は モハ ッ マ ド 舌 言 者 の 由 現 の 二 年 目 又は 三 年 日 に 啓示 る れ だ た 。 こ の 時 は まだ 、 そ モハ ッ マ ドド 預言 
者 は 近隣 以外 で は ほとん ど 知 られ て いな か っ た が 、 間 も な く 彼 は 、 宗 教 の 指導 省 の 中 で 、 没 も 有名 で 、 か つ 愛 
きれ 、 音 散 き され 、 成 功 を 治め る 者 と な っ た 。 宗教 界 に な いて も ぅ も 、 駐 俗 夫 に お いて も 、 モ ハッ マ ド 頂 言 者 程 、 徒 
う 者 の 用 と 意匠 を 集め た 指導 者 は 、 他 に 見 られ な か っ だ 。 


注 3 「 げ に 、 苦 学 の 後に は 楽 あ り ] と いう の は 、 二 度 繰り 返さ きれ て いる 。 これ は 次 の 事 を 示し て いる 。 イ 
スラ ム 教 は 非常 に 昔 し い 時 を 経 ね ば な ら 6 ず 、 二 度 に 渡り その 存在 の 危機 に 直面 する 。…- 度 日 は 、 イ スラ ぁ 教 創 
始 の 数 年 間 、 二 度 日 が 「 末 H]」 で ある 。 こ の どちら の 時 に も 、 イ スラ ム 教 は 苦 黄 の 中 か ら 新 た な 力 を 身 に 付け 
立ち 上 が る で あろ う 。 これ 等 の 節 は 又 、 モ ハマ ッ ド 預言 者 や イス ラム 教徒 が 直面 する 苦難 は 一 時 的 な も の で あ 
る が 、 彼 等 の 成功 は 永 加 に 月 つ 常 に 拡大 きれ る と 示し て も いる 。 
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9. ひたすら 主 に 仕え 座れ 。( 注 4) . ④ こ と う 56 ES 8 
の 内 


注 4 精神 的 発達 の 終わ 9 無き 履 望 が モハ ッ マ ド 預 言 者 の 前 に あり 、 彼 の 行く 道 を 箕 る 困難 を 克服 し た 後 、 
成し遂げ た 成功 に 満足 し て 休む 事 な く 、 一 つの 峰 を 人 堂 り 終 を る と 、 次 の 蜂 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 そ し て 
彼 の 注意 は 全て 、 基 落 し た 人 類 の 再生 へ と 、X、 地 上 に 押 の 王国 を 築く 事 へ と 向け られ る べき で ある 。 以上 の 
事 に 、 モ ハメ ッ ド 拓 言 者 は 犬 信 を 持っ て 従う 。 当 節 は 又 、 次 の 事 も 示し て いる 様 だ 。 モ ハメ ッ ド 聞 言 者 は 、 弟 
子 へ の 説教 や 他 の 俗 事 の 処理 ほし いう 日 々 の 業 を 終え を る と 、 心 を こめ て 神 に 向かわ な けれ ば な ら な い 。 それ は 、 
彼 の 精神 的 な 旅 が 終わ り の な いふ も る の だ か ら 6 で ある 。. 
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ウデ オル ュー 
(メッ カ 啓 示 ) 





あま ね みな | 
慈悲 深く 、 恵 み 記 く アッラー の 御名 に お い 26 > 
1 . 深く 、 恵 み 記 くく アッラー の 御名 OP 3 
も に A ? タップ a 
2 無花果 と 筐 橋 に か け て 、( 注 1) OR NS 
うー クタ 4 rs 
3. シナ イ 山 に か け て 、 OES 
まち ブー ラー グラー アン ラー と ョ ら 
4 また 安全 な る この 邑 に か け て 毅 う 。 OT Wak ia’ 
ーッ ラン ッ ク ク タッ ン ル レレ 2 2 2 アン っ 
5。 げ に われ ら は 、 人 問 を 最上 の 形態 に 創り た DH rt GN CRS 
cr 
り 。 
a RI ウッ イイ タン タキ ッッ ン ィ る 
6. され ビ 、 も し 村 行 を な る ば 、 わ れ ら は 之 を ose dE もう うめ 
最も 東 き 者 に 落と す 、( 注 2) 
注 1 「 無 花 果 ]「 撤 概 (オリ ー プ )」 「 シ ナイ 山 」「 安 全 な る 邑 」 左 記 の 言葉 は 、 モ ハッ マ ド 畠 言 者 は その 使 


命 を や 昌 だ た す 、 と いう 当 剖 OR erence ia Nai 
「 シナ イ 山 」 は モー ゼ を 、「 安 全 な る 邑 」 は モハ ッ マ ド 預 言 者 を る それぞれ 依 徴 し て いる 。 こ の 三 穫 は 共に 、 決 の 
有名 な 聖書 の 言葉 を 示し て いる 。「 主 は シナ イ か ら 来 られ 、 モ イル か ら 彼 等 を 中 らし 、 ノ パラ ン の 山 か ら 光 を 放 た 
れ だ 。] (市 命 記 33 : 2)。 だ が 、 注 釈 者 の 中 に は 、「 無 花 果 」 は 仏教 を 、「 標 橋 」 は キリ スト 教 を 、「 シ ナイ 山 
は ユダ や ヤ 教 や を 、 そ し て 、「 安 全 な る 邑 ] は イス ラム 教 を を それぞれ 指す 、 と 解す る 人 々 も いる 。 し か し 、 こ れ 等 の 
節 で 用 いら れ た 象徴 的 表現 の 最 立 の 解釈 は 次 の も の で ある 。 この 如 つ の 言葉 は 、 人 間 の 精神 発達 史 に お ける 四 
つの 時代 を 表す 。「 無 花 打 」 は アダ ム の 時 代 を 、「 概 橋 」 は クア の 時 代 を 、「 シ ナイ 山 」 は モー ゼ の 時 代 を 、 そ し 
て 「 安 全 な る 6]」 は イス ラム 教 の 時 代 を 象 隊 し て いる 。 こ の 解 科 は 、 型 音 や クル アー ン が 分 に 事 付 てい る. 
アダ ム と イブ が 禁 新 の 実 を 食べ 、 自 分 達 が 裸 で ある 事 に 気付 いた 時 、 彼 等 は いち じ て の 葉 を つづ り 合 わせ て 、 
の 彼 の も と に 
帰っ て 来 た 。 す る と 見 よ 。 む し り 取 っ た な ば か り の オリーブ の 若葉 が を の て も ば し に ある で "は な いか 。 を それで 、 
アプ は 水 が 地 か ら 引い た の を 知っ た 。」 (創世 記 8 :11)。 又 、 モ ー ゼ が シナ イ 出 で 神 の 啓示 を 受け た 事 、 更に は 、 
イス ラム 救 誕生 の 地 メ ッ カ は 、 有 更 以 前 より 「 安 全 な る 邑 ] と 認め られ て 米 た 事 は 、 衆 知 の 事 内 で ある 。 こ の 
町 時 代 は 、 人 が 完全 な 進歩 を 遂げ る まで に 通り 抜け る 四 つ の 時 代 を 表す 。 ア ダム の 時 代 に 人 問 の 文 の 基礎 が 
染 か が れ だ ただ 。 ノ ア は 神 法 の 創始 者 で あっ た 。 モ ー ゼ の 時代 に は 、 律 法 の 詳細 が 大 示 きれ 、 モ ハッ マ ド 字 言 者 の 出 
現 と 共に 、 神 の 許 示 は あら ゆる 面 で 完成 きれ た だ 。 こ うし て 、 人 問 は 、 知 的 、 社 会 的 、 道 徳 釣 、 そ し て 精神 的 に 
完全 な 発達 を 遂げ た の で ある 。「 無 花 果 ] は 叉 、 年 お 「 
この 直 只 は 、「 シ ナイ 山 」「 安 全 な る 避 」 の 語 に 、 よ り 具 体 的 に 表 き れ て いる 。 


注 2 人 人間 は 、 自 ず と 登 行 に 向かう 純粋 な 竹 質 を 持っ て 生ま れ た が 、 同 時 に 、 意 志 と 行動 の 自由 裁量 を 大 辿 


に か えら れ た だ 。 人 間 は 、 究 極 の 道徳 的 発着 を 遂げ 、 神 の 属性 が 写 ii る 為 に 、 
大 いな る 力 と 創造 力も 生 まれ な が ら に し て 授け られ だ 。 し か し 、 も し 人 間 が 神 に 賜っ た 能力 や 特質 を 品 っ て 使 
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第 九 十 五 剖 デル テッ ニッ 


1 神 ド イ 壮 和仁 を た なす = ん に る ) ン 1 
7. に 。 彼 等 に は 人 6 > A lbLE3| 2 6 の GIID 9 
Og 
8. る れ ば この 後 、 審 刊 に つい て 波 に 、 そ は 工作 GG aN 
な り と 云い 得る 者 あり や ? ( 注 3) Sr 
9. アッ ラー は 最も すぐ れ た る 審判 者 に 非 ざ ぎる @c XS yt 区 | AU き 


が ? 











ぇ ば 、 獣 より も 時 し て な り 、 次 節 が 示す 通り 、 悪 魔 の 化 是 と な る の で ある 。 つ まり は 、 人 間 に は 、 行 を も 、 
駐 同 時 に 悪行 を も 為す 可能 任 が ある の で ある 。 


注 3 人 間 は 、 非常 に 高度 な 精神 的 運命 を 遂げ る 為 に 作り 出 き れ 、 こ の 集 大 な 目的 達成 を 生 け る 為 に 、 神 は 、 
アダ ム 、 ノ ア 、 モ ー ゼ 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の ご と き 神 の 使徒 を 送り 出 き れ だ 。 も し 人 人 間 が 生来 の 能力 を 適切 に 
用 い ず 、 軍 の お 告げ を 拒み 、 神 の 使徒 に 丸和 還 か うな ら ば 、 人 人 間 は 前 せら れる 事 と な る 。 こ の 様 な 時 に 、 現世 に 、 
駐米 世に も 裁き の HH が あり 、 最 高 の 審 判 長 で あら れる 神 の 戒律 が 多 を 下さ ざる を 符 ず 、 人 問 の 行為 が 報い 無し 
で は 済ま ない の は 当然 で あり 、 こ れる を も 耕 定 す る 事 な ど 誰 に で きよ うか ? 
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第 九 十 - 六 章 北 血 アル ・ ア ラク 





アル ・ ア ラク 
(メッ カ 洲 示 ) 


あま ね な ! 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い る 
0 i 米 く 退く アッ ラー の 御名 Ogle tls ッ 
み な で プイ フー る アン 2[ 122 
2. 液 、 創 造 者 な る 主 の 御名 に お いて 伝え よ 、 の ee GI AU 13) 


で . イ ン ヶ ン ン 32 ^ グン 

3. 一 北 血 より 人 間 を 創り 給え る 。( 注 1) OH SEI 

ーー と ロ [i 天理 5 完 = リッ ゥ ン ぅ レン ンタ ラン ラン る 

4. 伝え よ 、 主 は 最も 慈悲 深き 者 に まし まし て 、 oT] 
( 注 2) 

は と みさ うま よう サリ イス 5 人生 。 。 で 

5. 人 間 に 筆 の 紗 用 と 、( 注 3) east 2 GO 


6. その 知ら ざる こと を 教え た り 。 EA 


7. 然るに 、 人 間 は 必ず 罪 を 犯す 、 es5i A TD 
8. 他 に 頼ら ず と も 暮らし て ゆ w け る と 思う 故に 。 RE 
9. 帰還 は 必ず 主 の 御 許 な り 。 Sar NS 
10. 液 妨 げ る 者 を 見 た る か 、 oo の 2 の 
11. ゎ われ ら の 一 人 の 僕 が 礼拝 を 捧げ る 時 ? ( 注 4 ) eds 3! ICUg 





うま おど 


注 1 神 の 愛 は 人 の 本 質 に 深 《 し み 込 まさ きれ て お り 、 こ の 生得 の 術 動 に より 神 の 愛 が 現れ る の に 気付 いた 人 
が いなだ と し て も 当然 で あっ た 。 と 当 秋 は 示し て いる 。 こ の 人 こそ 、 を の 創造 主 を 心から 愛し た 、 モ ハッ マ ド 預 
言 者 で あっ た 。 当 節 の 「 人 人 間 ] は 、 本 文中 に 与え られ た 意味 以外 に 、 完全 な る 人 入 、 モ ハッ マ ド 表 言 者 を 指す 。 
注 2 クル アー ン が より 多く 読 まれ 世 に 示さ れる 程 、 神 の 神聖 と 人 間 の 章 厳 は より 恨 〈 理解 され る 。 

注 3 クル デー ン を 書き 記し 、 紛 失 や 至 曲 か ら 守 る 學 に 、「 筆 ] は 非常 に 重要 な 役割 を 果たす で あろ う 、 ほ と の 
項 言 が 当 節 に 含ま れ て いる 様 だ 。 ク タル アーン に 啓示 きれ た 精神 科学 と 神秘 、 ク ルアー ン の 研究 が 刺激 を 与 を る 
目 然 科学 、「 筆 ] は これ 等 の 普及 に 大 い に 資 献 し た 、 と も 当 節 は 述べ て いる 。 敬 意 を 払う で も な く 、 は ほとん ど 使 
用 する 事 $ な い 人 々 の 間 で 啓示 きれ 、 し か も 啓示 され た 人 自身 が 読み 書き も 同 来 な か っ だ こよ いう 、 を その 場 典 の 
中 に 「 筆 ] が 多用 きれ て いる の は 、 非 常に 重要 な 意味 を 持つ 。 


注 4 この 語 は 、 折 り も る き げ る イス ラム 教徒 全て に 、 特 に モハ ッ マ ド 預 言 者 に 向け られ て いる 。 
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策 志 |- 去 立 デル ・ ア ラク 
5 、 も も < &A う E3 9 2092 あら I ジッ ンプ / 
12. も し われ ら の 僕 が 維 導 に 従い 、 DE I CO 
13. 或いは 公正 な る こと を 命じ な ば 、 妨 害 者 の ee 知 も し イプ 
末路 や 如何 に 、 我 に 告げ よ 。 と ピン 
これ 1 
14. も し 箇 害 者 が 真理 を 拒否 し 、 之 に 背 を 向け Et の 1 
久々 析 eit; 
な ば 、 彼 如何 に 暮 6 ら きん と する か を われ に ご 1 rl 
宮 び は 


15. 彼 は アッ ラー が すべ て を 品 監 する こと を 知 rh Sl 
ら ざ る か ? a 


16. 然 り 、 役 も し 止め ず ば 、 は 彼 の 前 髪 LC NZ 
を と i ie at SO 
17. 罪深い 前 髪 を 掴ん で 。 CE 
18. かく て 彼 に を の 仲間 を 呼び 集め る せよ 。 LN LN 
DA CR CN 
20. 断じて 姓 ら ず 、 液 彼 に 従う な か れ 、 平 伏し CE & 
て 神 に 近づけ 。 Wi 
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第 九 十 七 章 定め アル ・ ク ァ ド ゥ ル 





アル ・ グ クア ァ ド ッ ゥ ル 
(スッ カカ 啓示 ) 


あま ね ぶな 1 
1. 慈悲 深く 、 恵 みろ 選 て ア ッ ラ ー の 御名 に お い De ene bho 
モ s - NG 
これ 5 oe くだ 2 アク ー デン っ > 1 9 ッッ ィ イン 
2. げに われ ら は 之 を 定め の 夜 に ( 注 1) 降 し の っ ou Ea (51 
た り 。( 注 2) 7 a 
3. 定め の 夜 の な ん だ た る か を 液 に 知ら し むる も eC 
の は な ん ぞ や ? ( 注 3) - 
4 定め の 夜 と は 、 千 の 月 に も まさ る も の 。( 生 4) DU 知 
、 。 CR i NS 0 * 
諸 天 使 並 びに 也 堆 主 の 合 9 2 MP 
5 その 夜 諸 大 使 詩 びに 型 千 は 、 OR CC a | 
を 奉じ 、 す な わ ち 一 切 の 神 命 を 携え て 降 障 > ィ 2 
し 給 う 。( 注 5) OP 2 





注 1 この 語 は 、 ク ルアー ン が 啓示 る れ た 夜 の 荘重 き 、 重 大 き を 示し て いる 。 


注 2 「 定 め ] と 「 夜 ] の 様々 な 意味 を 考 護 すれ ば 、 当 第 は 次 の 様 に 解釈 きる 。 ク ルアー ン が 落 示 きれ た の 
は 、 介 の 特別 な 力 を 表す 為 に 取っ て お か れ た 夜 で あっ た 。 又は 、 他 の 全て の 夜 が 合わ きっ た の に 等 し い 価値 を 
持つ 夜 で あっ た 。 あ る い は 、 お ご を か な 夜 。 満ち 足り た 夜 、 つ まり 、 クル デー ン は 、 道 徳 的 ・ 精 神 的 な 人 闘 の 
妥 求 を 全て 十分 に 満た す の で ある 。 又 、 神 は 「 定 め の 夜 ] に それ を 副 示 る れ た 、 と も 意味 する 。 つ まり 、 人 の 
巡 命 が 定め られ 、 世 界 の 未来 像 が 決定 る きれ 、 人 類 を 導く 正しい 教義 が 来る べき 時 に 、 向 け て 制定 され た 時 に 、 
タク タル アー ン は 啓示 る きれ だ た 。 あ る 僅 太 な 神 の 指導 者 が 現れ た 時 は 、「 定 め の 夜 」 と も 呼ば れる 。 それ は 、 当 時 罪 と 
非行 が 滴 半 し 、 夢 の 勢力 が は び こ っ て いた か ら で あ っ た 。 双 、 タ ルアー ン が 砂 示 され 始め た ラマ ダー ン の 、 明 
後 の 10 日 間 の 異常 な 夜 の 中 で る 、 際 立っ た 夜 を 指す と も 解せ る 。 あるいは 、 ク ルアー ン が 徐々 に 啓示 きれ つつ 
あっ た 、 モ ハッ マ ド 頂 言 首 の 23 年 の 任期 全て を 指す と も 言え よう 。 


注 3 | 定め の 夜 」 の 恩恵 は 、 計 り 知 れ な いも の で ある 。 


注 4 アラ ビア 語 で 最大 の 数 で ある アル フ ( 千 ) は 、 数 えき れ な い 数 字 を 表し 、 当 節 は 、 了 定め の 夜 ]」 が 無数 
の 月 を 合わ せ だ より も 素晴らし いも の で ある 、 と 示し て いる 。 つま り 、 モ ハッ マ ド 舞 言 者 の 時 代 は 、 他 の 時 代 
全て 合わ せ た も の に 希 か に 勝る の で ある 。 当 人 節 は 、 イ スラ ム 教 徒 が 苦難 の 中 に あっ だ た 時 、 彼 等 の 問 か ら 神 の 指 
導 者 が 現れ だ た 事 を 喧 示 し て いる 。 千 ケ月 は お お よそ … 世 紀 に 当たり 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、 決 の 様 に 語っ た と 
きれ る 。 各 世紀 の 初頭 に 、 イ スラ ム 教 を 璧 ら せ 、 新 た な 生命 と 活力 を 与え る 神 の 指導 者 を 、 神 は モハ ッ マ ド 預 
言 者 の 第 子 達 の 中 か ら 立 だ せ 続 けら れる で あろ う 。 


注 5 「 定 め の 夜 』」 に 、 神 の 天使 胡 が 、 神 の 使徒 又は 神 の 指導 者 が 神 の 目的 を 推し 進め る 手助け を し に 降り 
て 米 る 。 そ し て 、 彼 の 弟子 達 は 、 神 の お 告げ を 広め る 為 に 、 新 た な 命 、 新 た な 目覚 め を も た らき れる の で ある 。 
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第 九 1 七 章 アル ・ ク ァ ド ゥ ル 


6. 数 明 の 光り た ち 芽 る まで ( 注 6) 夜 は 平安 Dl な あう に 
な り 。( 注 7) 


注 6 「 得 明 の 光り た ち 距 る] と は 、 苦 次 の 夜 が 過ぎ 去り 9、 神 の 目的 が 優位 に 立つ 夜明け を 表す 。 


注 7 ある 頂 言 者 又は 、 神 の 指導 者 の 時 代 に 、 困 久 に ある イス ラム 教徒 達 に 、 特 別 の 心 の 平安 が も だ た らき れ 
る 。 その 時 邊 等 を 備 い 立た せる この 天 の 豆 び は 、 あら ゆる 物質 的 、 感 覚 机 な 哀 び に 勝る る の で ある 。 
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第 九 上 信 意 明 証 アル ・ バ イィ ナ 





アル ・ バ イィ イナ 
(メデ ィ ナ 啓示 ) 


慈悲 深く 、 恵 な 遍 く アッ ラー の 御名 に お い Or ES Pr 


o 


。 GnoRotoes sit ocn GES 
祭 拝 者 ども は 、 胃 証 が 役 等 Ny まで は 信 エン 2 シン 


トー 


K うる ン タン ロン ーー アッ アン タタ 
用 せ ぎ ざり き 。( 注 1) LIL ERE 
3. 明 証 と は 、 すなわち 、 アッ ラー の 使徒 が 浄 ッ ン < る (2? SS MM 
き 型 典 を 彼 等 に 請 述 す る こと な り 、 O32 i us 2 
ょ クン ン タタ 

4. 不変 の 控 が その 中 に ある 型 典 を 。( 注 2 ) OA に US 

ビ J + = SLE 5 有 の アス 
5. また 経典 を 授かり し 人 々 は 、 ピ 明 証 が 彼 等 に つの NS GAG os 
玉 る まで は 、 諸 款 派 に 分 れ ざ りき 。 ぁ ぁ レッ 同時 
WW 
6. 第 等 に 命ぜ られ だ る こと は 、 た だ アッ ラー ン ッ っ ほれ 0 いく | 人 


(に 仕え 、 導 泰 の 誠 ゃ つく し に A i I ゅ の に 0 し 
を 衣 守 し 、 是 つ 定 め の 玲 捨 を 納め る こと の 90 | 
み 。 こ れ す な わ ち 真正 の 宗教 な り 。 0 


CH 
や か ら ッ ア 392 1 板 衣 
7。 げに 経典 の 民 の 中 の 信 ぜ ぎる 徒 加 、 並 びに Gulf BS TIE 


ME も は 、 必 ず 地 狂 の 火 の 中 に 落 < 259 0 202 
永 協 に その 中 に 住み と ど ま ら ん 。 第 等 eh らく ③ 


の な に a 
の 被 造物 な り 5 or ef 





注 1 タク タル アー ン は 、 不 信心 者 を 二 種 類 、 キ リス ト 上 教徒 上 価 像 肉 拝 者 (如何 な る 啓示 書 を ぉ 信じ な い 人 人々) 
に 分 け だ 。 


注 2 クル アー ン は 、 を それ 以前 の 啓示 温 の 教義 の 中 で 、 優れ て し か も 永遠 に 残る も の 全て を 要約 し 、 更 に は 、 
それ 等 の 啓示 書 に 欠け 、 し か も 人 の 道徳 的 ・ 精 神 的 向上 に 無く て は な ら な いよ り 多 てく の 教 義 を 備 を て いる 。 永 
遠 に 人 の 役に立つ 、 正 し い 規 範 ・ 法 則 ・ 法 令 ・ 疲 律 全て が 、 そ れ に 合 ま 和 れ る 。 グル アー ン は 、 い わ ば 、 そ れ 等 
の 族 示 革 の 後ろ 立て て と な り 、 し か も それ 等 に み ら れ る 欠 世 や 不純 物 を 避け て 来 た 。 
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第 元 二 八草 
デル ・ バ イィ オナ 








8. げに 信じ て 若 行 を 積む 人 々 ー 彼 等 は 最良 の  ? ON TA IN KA 








被 造 物 な り 。 
EIS 
9. 彼 等 の 報奨 は 主 の 御 許 、 すなわち 河川 流 る こう の CS ご よう う だ 9 され 
る エデン の 園 な り 。 彼 等 は を の 中 に 永 奈 に 2 ング の it 
住ま きん 。 ア ッ ラ ー は 役 等 に 満悦 し 、 彼 等 は 1 の IS ux の IS 
ア レン を 賀 し 夫 る 。 こ は 主 を 思 和 れ 散 う 者 と と 5 スー ラン de 29 ン レン すう の ウン 
へ の 報奨 な り 。( 注 3) WER LA ES 
注 3 ・ 精神 発達 の 最高 の 段階 は 、 人 の 意志 が 神 の 御 芯 志 と 完全 に 一 つ に な る 時 、 達 する 事 の で きる も の で あ 
る 。 
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第 九 十 九 宰 ER アル ・ ズ イィ イル ザ ー ル 





アル ・ ズ ィ ル ザー ル 
(メッ カ 臨 示 ) 


1. 慈悲 深 《、 恵 み 運 て アッ ラー の 御名 に な い DN Ro 
er ン アン ピコ を 
(EEa 
テリ GA LF? 
2 大地 が 激しく 揺れ 動き 、( 注 1) IDDY 
レル ン タン タラ ョ ンタ ン ッ クン 
3. その 中 の 荷 を 吹き 上 げ る 時 、( 注 2) eo と の る 3 
ひ と で て ンズ イト エン タン 2 2 レン ン 
4. 人 間 は 云う 、「 大 地 に 何 が 起り た る か ? 1 と 。 Ok LL IE 
( 注 3) 
5. その 日 こそ 、 大 地 は 諸々 の 消息 を 語ら Dn 
{( 注 4 ) es 
ン ィ OO 
6. 主 が 大 地 に 命じ に た る が 夏 に 。( 注 5) @ の る 


7. その 日 、( 注 6) 人 々 は きま ざま な る 集団 に 6 AE 時 
分 れ て 、( 注 7 ) 過 ぎし 日 の 己 が 所 業 を 見 せ 
られ る た め に 現われ 来 た ら ん 。 








注 1 世界 中 が 、 外 的 の みな ら 6 ず 内 面 向 に も ぁ 、 あ ら ゆ る 激変 を 経験 する で ある う 。 


注 2 は 1) 地球 の 内 部 が 切り 開か れ 、 鈴 物 資源 が 取り 出 き れる で あろ う 。 精 神 科 学 の みな ら ず 、 自 然 科学 、 
特に 地質 学 及 び 考 古 学 に 関し て 、 あ ら ゆ る 種類 の 膨大 な 景 の 知識 が 発表 る れる だ ろう 。 


注 3 変化 が 何 度 も 広範 因 に 及 ん で 起き る で あろ う 。 そし て 余り に も 広大 な 発見 が 為 き れ た 為 、 人 は 乏 き うぅ 
る た え こ う 叫 ぶ 。[ 地 球 に 何 が 起こ っ た の だ ? 。」 


注 4 当 朗 の 意味 を 尋ね られ た 時 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 、[ 密 か に 行なわ れ た 事 は 全て 、 明 る み に 出 きれ る で 
あろ う 。」] と 述べ だ た と 記さ きれ て いる 。 (テルマ ディ ) 


注 5 神 が を そう 命じ られ た だ 為 、 地 球 は その 財宝 を 出す だ ろ うぅ 。 


注 6 「 未 HH] に 人 々 は 、 そ の 政治 的 ・ 社 会 的 ・ 経 済 的 利益 を 守る 為 に 、 政 治 的 ・ 経 済 和 的 な 基盤 の 上 に 、 そ 
れ ぞ れ 集 団 を 形成 する で あろ う 。 そし て 、 強 力 な ギル ド ・ カ ル テ ル ・ シ ンジ ケー AE る の で あろ う 。 


cs 個々 人 が 共同 出資 し 、 集 団 の 勢力 が 個々 の 勢力 に 阪 っ て 代わ る で あろ う 。 それ は 集団 を つく る こと の 
重 表 性 を 感じ それ が 良い 結果 を も だ た ら す と 考え る か ら で あ る 。 
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第 電 - 寺 章 


ケル ・ ズ イル ザー ル 





8. 極 く 僅か で も 生 を 行え 


9. まだ 極 く 倍 か で も 悪 を 行 


見 る ( 注 8) べし 。 


る 者 は を の 和 善 を 見 、 


える 者 は その 悪 を 


レック グン ラン レッ ア ーッ ング 
OE I TE 


EZ Lr ンタ ラー タン < 1 
OA ET CE CS の 5 8 


注 8 人 の 行為 は 、 良 し に つけ 悪し き に つけ 、 無 駄 で は な い 。 そ れ は 、 それなり の 結果 を 生み 出す に 培い な 


て 、 米 、 事 実 そ う で ある 。 
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アル ・ ア デー ディ ヤー ト 
(メッ カ 啓 示 ) 


軍馬 アル ・ ア デー ディ ヤー ト 





1. 慈悲 深く 、 也 み : ー の 御名 に お い 2 < 1 タイ ゃ 2 
1 i 楽 く 遍 く アッ ラー の 御名 に な De PIT \ 
2 . 鼻息 あら く 疾 駆 し て 、 EES LLS 
a 4 トル 22 で レレ 
3. 暗 に 火花 を 散ら し つつ 、( 注 1) OE ED dls 
ツノ 2 の っ 。 の イン 
4 欠 明 に 急襲 し 、( 注 2) の らら 6 
5。 秘 鹿 を まき 揚げ 、( 注 3) @ ほ お あの 36 
ッ 2 プ タグ グズ 
6 . 敵陣 深く 突入 する 軍馬 に か け て 挿 う 。( 注 4) OS と も hs 
ひ と Ox タン ン る 
7 げに 人 間 は 、 を の 主 に 対し て 忘 恩 な り 。 0 
"」ー の D ル [に エー ー AG 人 ズ イ 1 と る 〆 
3. げに 人 間 は 、 そ の 行状 に よっ て 、 そ の こと 3 EE 
を 証明 す 。 
ちる っ 
9. また を の 物欲 は すき まじ い 限 り 。 DRE EL 512 
10. 人 間 は 知ら ぎる か 、 夢 中 の 者 が 生き 返ら き | らく 5 15 361 
ts イガ が Oa を 3 本 ここ さと 1 
れ 、( 注 5) | 
注 1 。 イス ラム 兵 - 上 の 軍 衣 は 余り に も 速く 走る だ め 、 地 面 に ひ づ ゆめ を 打ち 付け る 時 、 火 共 が 生じ る 。 こ の 引 
喉 は 、 宰 の 旋 に 戦う イス ラム 其 士 の 熱意 を 示し て いる 
注 2 哨 敢 な イス ラム 鞭 士 達 は 、 夜 討ち を か け て 敵 の 隙 に 乗じ る 様 な 不法 な 真似 は し な い 。 
注 3 イス ラム 軍 の 猛攻 は すき まじ く 、 彼 等 の 台 の 振 速 い 動 き に 舞い 上 が る 砂 ぼ こり で 、 当 た り 一 面 閣 と な 
る 。 
注 4 イス ラム 兵士 は 、 一 人 人 一 人 を 、 あ る い は 、 層 い 女 ・ 子 供 や 年 寄り を 襲っ だ り は し な い 。 彼 等 は 一 丸 と 


な っ て 、 敵 の 総 戦力 を 攻撃 し 、 敵 軍 の 中 枢 部 へ 深 て 切り 込む 。 


注 5 


不信 心 者 の 中 に 、 生 き 残 っ だ 者 は いな いよ うだ 。 彼 等 は 、 を の 墓場 、 す な わ ち その 家 に 、 死 ん で 横 だ 
わっ て いる 。 し か し 、 す で に 彼 等 は イス ラム 教 に 対す る 敵意 の 中 で 璧 り 、 メ ディ ナ の モハ ッ マ ド 預 言 若 を 攻 撃 
する 為 、 長 い 道 の ゆり を 行軍 する で あろ う 。 
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11. 胸中 に 秘め た る も の も 臣 
( 注 6) 

12. げに その 日 は 、 主 が 人 間 ど も の こと を す で 
て 御 承 知 な る こと を 。( 注 7) 


見 する 時 ある を 、 


注 6 イス ラム 教 の 敵 の 陰謀 は 、 明 る み に 出 る で あろ う 。 


注 7  . 神 は 役 等 の 企み を よく 御存知 で あり 、 そ の 悪 楽 故に 彼 等 
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ONALC 4 


の ッ マ る に 2 る る) ぅ タン る 1 
CAR A LG oler . 


『 


いう 





や 語 [せら れる で あろ る う 。 


3 百 一 意 大 災難 


アル ・ ク アー リア ァ 





アル ・ ク アー リア テア 


(メッ カ 惑 示 ) 


あま ね み な 
。 慈悲 深く 、 恵 み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 
ke 


・ 大 災難 1 


. 大 災難 ほ と は な ん ぞ や 7 ( 注 1) 


Oe MR do 
うみ 。 レレ 5 ン 
oc 

で レレ ェ レン 5 し 
CI 


4. 大 災難 の な ん た る か を 流 に 知ら し むる も の EE NG 
は な ん ぞ や ? ( 注 2) ン 
サ と ルル ミイ ンー タ ( る クタ ネプ レッ ン 
5. その 日 、 人 人間 は 四散 する 炭 の 如く 、 DER ETN 2 
ょ 。 枯 か れれ か た 注 生 下 . PP ょ 5 タン クー っ タレ ン タ レタ タレ 
6. 9 や Ny れ だ 羊毛 の 抜け モモ の 如く な らん 。 OS 6> IF 
注 3 ン 


ょ っ りょう リタ ッッ ン 3 う イ る る ッ ン ン イ 。 
7. 各 硫 重き 者 は 、( 注 4) o も 554 で Soe BG 


らし 2 
8. 楽し い 生活 あり 。 GAAoD ん Sc G8 


グッ ンー TE 
し よう 9 ょ う リタ ッッ フー 2 信 ンー タン (マイク 
9. され ど 衝 温 軽 き 者 は 、 Lo ES A 





注 1 接頭 辞 を っ け て 大 災難 と し て いる こと で この 惨事 を 特殊 化し 、 そ の 尋 み ろ し る を 増し て いる 。 アラ ビア 
語 の 表現 で は より 恋 必 で 破壊 的 な 、 ニ = ニュアンス が 含ま れ て いる 。 


計る 2 この 惨事 は 余り に も 悲惨 で あり 、 そ の 恐ろし き を 栓 像 する 事 も 、 ま し て 中 言葉 に 表す な ど で き る 訳 が 
な い 。 類似 の 効果 を 及ぼ す 同 じ 表 現 が 使わ れ て いる 69: 2 一 5 参照 の 事 。「 大 災難 」 ほ は 、 大 惨事 と いう 世 味 
の 他 に 、 突 然 下 き れる 品 を も 迄 味 す る 。 


注 3 その 惨事 の 夫 ろ し き は 想像 を 絶する も の で ある が 、 を その 恐ろし い 結 果 が 二 ・ 三 述べ も れ て いる 。 当 節 
及び 次 節 で は 、 そ れ の も た ら す 混乱 や 苦悩 の 状況 が 描 わ れ て いる 。 恐ろしく 悲惨 な 出来 事 は 、 ク モ の 子 を 散ら 
す 様 に 人 々 を 四散 きせ 、 彼 ら は 逃げ 場 を 失う で あろ 5 


福 4 「 衝 量 ] は 、 一 個人 に 関し て 使わ れる 叶 は 、 人 の 仕事 を 乏 味 する が 、 一 国 に 関す る 時 は 、 そ の 国 の 物 
的 財 座 を 表す 。 現 代 の 戦争 用 語 で 、 軍 艦 の トン 数 を 表す トン ネ ホッ ジ は 、 国 の 物 的 財産 の 特有 の 表現 の ょ うだ 。 
後者 の 忘 味 に お いて 、 物 的 財産 を 多く 持つ 国 、 又 は 、 汽 船 や 飛行 機 の 積 景 の 重い 国 は 、 相 手 国 に 対し て 優位 に 
立ち 、 こ の 事 が を の 国 の 三信 や 勢力 を 強め 、 ひ いて は 国 の 幸福 に つなが る と 、 当 節 は 意味 する よう だ 。 
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索 百 一 アル ・ ク テー リ テ 
@ ’ 
ちる ¢? 
10. 母 の 脱 内 に 竹 る 如く 地獄 に 宿 ら ん 。( 注 5) o や は 45 
11. され ど 、 地 狂 の な ん た る か を 液 に 知ら し む otal NL 
る も の は な ん ぞ や ? 3 
こう か シン が の Gre ュ 
12. そ は 燃え 盛る 業火 な り 。 @ の 42oC つ ら を 





注 5 罪 深き 入 々 と 地獄 と の 係わり は 、 法 子 と 母親 の 結び 付き に 似 て いる 。 胎児 が 子宮 の 中 で 様々 な 発達 の 
段階 を 経て 、 完 全 な 人 間 の 形 で 生ま れ て 来る 様 に 、 罪 人 は 様々 な 段階 の 苦悩 の 後 、 彼 等 の 殊 は 罪 の 疲 跡 を 完全 
に 洗い 流 き れ 、 役 等 は 新た な 生 も 受け る の で ある 。 この 様 に 、 地 獄 の 還 は 、 彼 等 の 罪 を 必 い 改め ゆき せ 、 彼 等 を 
更生 きせ る 事 を 日 的 し し て いる 。 イ スラ ム 教 の 概念 で は 、 好 獄 は 更生 監 で ある 。 
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第 哲二 意 競い 合い アル ・ タ カー スル 





アル ・ タ カー スル 
(メッ カ 牙 示 ) 


あま ね レア 
1. 慈 昌 深 て 、 恵 み く アッ ラー の 御名 に お い Oo 5 SO 0 
て 。 アグ ン アデ ww デ 
時 に 39 タレ る 
2. お 前 た ち は 財 産 を 殖やす こと を 競い 合う 余 WI 
り 、 遂 に 神 を 失念 す 、( 注 1) 
アプ タ ルル 4 も 
3. 墓 に 入る まで 。 OM 
ゥ の ブラン wr i 
4。 不可 な り 1 お 前 た ちゃ や が て 真実 を 知ら ん 。 tibet 
a ま IE 2 ユン 5 タイ 2 ンー ンタ ンー る 
5. 本 不可 な り 1 お 前 だ ちや が て 知 OS の が 
。( 活 2) 
これ し と アー 
6. 不可 な り 1! お 前 た ち 確 か な 知識 で 之 を 知ら ンク 1 ッ どっ て て 
“i DL ST 
3 、 a ツリ デラ ゥ プン ノノ 
7 . 必ず その 目 で 地獄 を 見 ん 。( 注 3 ) Gr 
8. 然 9、 お 前 た ち 必 ず 確か に その 目 で 地 鍼 を SG 
見 ん 。( 注 4) | ンマ 
9 . 耐 し て を の 日 、 ぉ 前 た ち は 授け られ し 現世 Al と り し っ reletr 0 


の 息 航 に 対し て 恋 明 を 求め られ ん 。 





注 1 物欲 、 つ まり 、 富 ・ 地 位 ・ 名 准 に お いて 他人 を 湊 婦 し た いと いう 、 人 人間 の 法 外 な 久 望 か ら 、 人 は 様々 
な 問題 を 引き 起こ し 、 人 生 の ょ より 耳 概 な 事柄 を 大 記し て し まう 。 世 俗 的 な 物 を 得 た いと いう 感情 に は 限り が な 
く 、 宰 や 来世 の 事 を 思う 時 を 人 か ら 和 奉っ て し まう 。 人 は 死 各 まで これ 等 の 事 に 心 を 奪わ れ 、 死 後に 初め て 、 貴 
重 な 人 生 を 無駄 に 過ごし た と 気付 く て の で ある 。 


注 2 当 節 の 繰り 返し は 、 こ の 草 に 含ま れる 頑 告 を 強調 し 、 よ り 効 果 的 に する 為 の も の で ある 。 あるいは 、 
現世 で 世俗 的 な 物 の 獲得 に ふけ っ た 後 、$ も だ らき れる 因果 応報 を 、 当 難 は 示し て いる の か も し れ な い 。 

注 3 も し 人 人 が 常識 を 働か せれ ば 、 ど ん な に わずか な 知識 し か 持ち 合わ せな いと し て も 、 必 ず 人 は 、 現 世 で 
目 の 了 前 に 大 きく 曲 を 開く 真 の 地獄 を 見 る どろ う 。 つ まり 、 一 時 的 な 否や か る 、 合 々 し さき 、 物 的 優越 を 求め る 事 
に 夢中 に な れ ば 、 追 徳 的 退廃 を 招い て し まう と 、 人 は 悟る で ある ろう 。 

注 4 第 5 一 8 節 は 、 現 世 で 地獄 の よう な 生活 が 始ま る 事 に 甘 い を 碁 し は きま な い 。 来世 の 地 狂 は 現世 で 準 
備 さ きれ て お り 、 そ れ は 人 の 目 か ら 隠 る きれ て は いる が 、 それ を 考え る 首 に は 確信 を 持っ て 認識 さる れる 。 i 
節 に は 、 地 獄 に 関す る 認識 を 確か な も の に する 三 段 階 が 述べ られ て いる 。 イ ルム ル ・ ヤ キー ン (推論 に よる 和 確 
信 )、 ア イナ ル ・ ヤ キー ン ( 提 覚 に よる 確信 )、 ハ ッ ク ル ・ ヤ キー ン (悟り に よる 確信 )、 以 上 の 段 No 悪 
の 本 質 を 表す 省 を 見 れ ば 、 こ の 世 で も 地獄 の 存在 を 推測 で きる が 、 死 後に 、 人 は 自分 の 日 で 地獄 を 確か め る 事 
ょ な る 。 一 方 、 復 活 の 日 に 、 人 は 実際 に 地獄 に 落ち 、 確 信 し て いた 事 は 真実 どっ た と 完全 に 悟る の で ある 。 
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アル ・ ア スル 
(メッ カ 啓 示 ) 











1. 慈悲 深 て 、 恵 み 違 て アッ ラー の 御名 に い Deo he 3 
て 。 
2. いつ し か 過ぎ 行く 時 間 に か け て 挿 う 。 als 
3. 人 間 は 常に 損 を する 、( 注 1) 。 Or IY 
4 信ずる 人 々 や 苦行 を 積む 人 々 、 並び に 真理 ol うる 
ON SA SS 
この 世 で 接 け らち れる 機会 を 有効 に 使わ ず 、 人 間 の 運命 を 左右 する 永遠 の 自然 の 法則 を 拒む 人 又は 国家 


、 必 ず 炎 難 に 出会う と 、 歴 史 は 証明 する 。 こ の 粒 な 父 は 国家 は 、 時 半 に 対し て 敗者 (時 を 経る ご と に 衰退 
I i ND 
る を 得 な い の で ある 。 


注 2 RE RR dS 
NN そう する 事 が 凌 り に 健全 な 環境 を 作る 甚 け た な る 、 と 告げ ば られ た だ 。 彼 等 は 更に 、 そ の 

非常 に 困難 な 年 務 を 遂行 する 際 、 直 面 す る で あろ う 抵 抗 や 迫害 に ひる ん で は な ら ず 、 條 屈 の 精神 で それ に 耐え 
る 様 、 中 し 渡 き れ て いる 。 こ の 様 に 、 当 誤 は 、 短 い 一 節 の 中 で 、 人 は 、 和 幸福 で 、 満 ち 足 も 、 栄 えて 、 し か も 前 
RN TE ea 
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デル ・ フ マ ザ 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深 て 、 患 み 通 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の 〇 々 PC 引 し 3 
て 
2. 災い な る か な 陰口 や 中 傷 を 事 と する 者 、( 注 1) I PS: 
PO , 本 YL を だ 
3. そ は 富 を 著 積 し て ひま る え あ れ ば 銭 勘定 。 He 5 りら で きら 
( 注 2) 
人 ャ Z 3 ーー * さ で 6 ノブ イッ ン グン ど CS アラー 
4. 彼 は を の 宮 が 、 己 れ を 不死 な らし むべ し と es | 


考え る 。( 注 3) 
5. 然 ら ず 「 彼 は 必ず 粉砕 の 凡 の 中 に 投 ぜ られ 
( 注 4) 
6. 粉 律 の 前 の な ん だ る か を 液 に 知ら し むる も 
の は な ん ぞ や ? 


学 ッ レン ^ a NZ 
@ 完 5 きめ i 
アブ の 2 邊 人 
OCEAN CS 


サタン ン 97 


! し 
7. そ は アッ ラー が 燃やし 給 う 火 に し て 、 esuss 中 あけ じ 


8. だ ち ま ち 断 罪 き れ た る 者 ども の 心 を 焼き つ 
人 


アラ マデ 2 


ON EAS 





注 1 「 陰 日 を 事 と する 者 」 は 、 除 で 他人 の 悪口 を 言う 人 を 指し 、「 中 傷 を 事 と する 者 ] は 、 陰 で も 、 又 本 人 
の 目 の 前 で も et Not RE RM es 奈 、 に 対し 、 社 会 


の 平和 と 稀 度 を 根底 か らく つが えす 、 二 つの 入 の 本 資 が 当 章 に 述べ られ て いる 。 


陰口 を きく 事 と 中 傷 を 言い ふ 


ら す 事 、 こ の 二 つ の ギ な 悪 に 、 い わ ゆ る 文明 社会 は 今日 非常 に 被害 を 補っ て いる 


注 2 当 節 は 、 OP 勅 し い 注 邊 を 付け て いる 。 富 


は 、 今 日 の 物質 文明 を 破滅 に 追い や る も の で ある 。 


和正 3 不幸 な 守 銭 丸 は 、 手 段 を 選ば ず 手 や 尽く し て お 金 を 稼ぎ 、 
い 晶 的 の 為 に 使 お うと は し な い 。 そ し て 、 そ れ が 彼 を 不滅 に し 、 
だ た ら す も の だ と 考え る 。 し か し 、 役 は 大 き な 誤 解 に 悩 り の で ある 。 


注 4 入 が 全力 で 戦い 、 力 を 尽く し て つぶ そう と し た の 


に は な は だ し い 尾 辱 感 や 苦悩 を 号 を る る の は 他 に は な い 。 


(物欲 ) の 神 を 崇拝 する こと 


それ を 時 える 。 その 宮 を 誇り 、 し か る ぅ 正 し 
彼 の 名 が 消え 去る の を 防ぎ 、 氷 遠 に 繁栄 を も 


nt Si 人 人 
月 導 者 達 の 日 前 で 、 イ スラ ム 教 の 明々 


OD AEC RN ol 
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第 吾 四 音 i 


i 記 タン ング を 

9、 そ は 彼 等 の 上 に か ぶ き り 、( 注 5) Dio Rie al 
= > ss 4 ング っ * | 
10. 長大 な 火柱 の 如く な る べし 。( 注 6) OV Drs づ を 
Y@ 





注 5 取り 囲ま れ だ た 秋 の 熱 は 、 ど ん どん と 上 っ て 行く 。 


注 6 「 長 大 な 火柱 |] と は 、 不 信心 者 の 人 生 を 有益 な 規 季 に 従わ せな い 、 正 習 を 指す 。 
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os 


ィ ル ・ プ ィ ー ル 


(メッ カ 啓 示 ) 


上 あま ね みな 1 
1. 慈 就 深く 、 恵 みろ 遍 く アッ ラー の 御名 に お い Os ll. aD 
や “= デ 
, 3 SO PT _ 円 9 ST I A I 
2. 次 は 、 主 が あの 象 ( 注 1) の 徒 統 を 如何 に Ol ss 2 2 


処分 せ し か を 見 ぎり し か ? 
た くら 、 | うー っ くう プー の の イ イラ ラン の 
コリ キス 和 Tr 給 ¥ 2 ee ? レ 』 レ 
3, 主 は 彼 等 の 企み を 失敗 せしめ 給 わ ざり し ORLS CG HLS Usao 2 


か ? 
4. 主 は 彼 等 に 対し て 鳥 の 群れ を 遣わ せり 、( 注 2 ) ed も Eee 
し か ば ね つぶ ポ で \ 内 ッ ン 
5. 彼 等 の 戻 を 喰い 、 彼 等 に 飛 磁 を 打ち 当て る の っ あめ っ 26 


その 鳥 の 群れ を 。( 注 3 ) 


6.。 面 し て 彼 等 を 、 喰 い 荒 きれ た 藻 く ず の 如く ed es A 
ヤ や" 


な し 給え り 。 





注 1 アプ ラ ハ ー キ リス ト 教 徒 。 ア ビシ ニア 王国 の イエ メン 総 符 。 エ チオ ピア 皇帝 の 支配 する イエ メン で 、 
国土 の 代理 を 務め る アプ ブ プラハ は 、 西 歴 570 年 、 モ そ ハ ッ マ ド 括 言 者 枯 生 の 年 に 、 カ ー バ 討伐 の 為 、 大 軍 を 率い て 
メッ カ へ 向かっ た 。 彼 は た くる ん の 象 を 連れ て 行っ た 。 天然 瘍 の 自然 発生 が 彼 の 軍 を 壊 減 き せ 、 役 等 の 腐っ た 
死体 は 鳥 の 大 災 に つい ば まれ た だ 。 詳し て は 英 版 参照 の 事 。 


上 2 「 島 の 群れ ] と は 、 を それ ぞ れ に 和 群れ を な す 鳥 、 季 節 ご と に 群れ を な す 為 、 一 羽 ず っ 又は 一 群 ず つ 並 ん 
だ 島 を 指す 。 


注 3 鳥 の 大 魚 は 、 侵 入 者 の 死体 の 肉 二 を 、 石 に 打ち 付け な が ら 食 べた 。 こ れ は 、 動 物 の 死体 の 小 き な 肉片 
を 食べ る 時 に 、 鳥 が よく や る 方 法 で ある 。 
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第 百 六 章 クラ イ シュ 族 アル ・ ク ライ シュ 





デル ・ ク ライ シュ 
(メッ カ 啓 示 ) 


ぁ 演 な っ 相 
1 、 慈悲 深く 、 上 恵み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い OO ここ じたい] 
て 。 
ツ ュ タ ンタ 1 っ 
2. クラ イシ ュ 族 へ の 愛情 の た め に 、( 注 1) の つゆ REY 
才 eR Ga Ji ュー 将 yy で ーッ ン ザン ェ 区 = 
3. アッ ラー は 披 等 クラ イシ ュ 族 に 全身 の 隊 eu うに 測る 6 
商 旅 行 を 定め 給え を えり 。( 注 2) 
TN モー キン で っ ンタ ン 5 ク タッ ン ン 
RN 回 由 の 王 を 捧 す べき の OH a ED bs 
5 負え た る 時 に 彼 等 を 養い 、 が 入 だ る 時 に 彼 » に る 2 2 タダ う ゅ クン ン 
5 e oe も ab | 
等 を 安 じ た る 御方 を ば 。( 注 3) © OS FS eR 








注 1 「 ク ライ シュ |] と いう 語 は 、 そ の 語源 「 カ ラシャ 」 か ら 6 派生 し り ぁ の で ある 。 こ の 「 カ ラシャ 」 は 、 
彼 は を それ を あちこち か ら 集 め だ 、 双 は 、 彼 は 一 部 を 別 の ぉ の に 付け た 、 と いう こと を 記 味 する 。 ク ライ シュ の 
一 族 が そう 呼ば れ だ た の は 、 彼 等 の 祖先 の 一 人 、 ヶ ケラ ター ププ ・ ビ ン ・ ナ ザル が 、 彼 等 が 遊牧 民 と し て 暮らし て いた 
アラ ビア 全土 か ら 、 メ ッ カ へ 移住 し を こ で 定住 する 様 に 説き 伏せ た 為 で あっ だ た だ 。 バ スー・ カ ナー ナ の 内 、 メ ッ 
カ に 定住 し た ナ ズ ル の 子 反 達 だ ば けが 、 役 等 は 小 集 団 で あっ た 人 為 に 、 小 さき な 集団 が あちこち か ら 集 まっ た だ た 、 と い 
うぅ 意味 の クラ イシ ュ と 呼ば れ だ の で あっ た 。 


注 2 当 節 は 、 二 様 に 解釈 が で きる 。 わ か りや すい も の か ら 6 述べ る と 、[「 お お モハ ッ マ ド よ 、 神 が その 心 に 夏 
と 冬 の 旅 へ の 芝 を も だ らき れ だ クラ イシ ュ に 対す る 、 神 の 大 いな る 恩恵 に 、 液 は 向く の か ?」 軍 の 恩 得 は 次 
の 事実 に あっ た 。 冬 に は イエ メン へ 、 真 に は シリ ア や パレ スチ ナ へ 隊商 を 組む こと で 、 ク ライ シュ は メッ カ に 
生活 必需 品 や も た らし だ 。 こ の 商 葉 活動 に より 、 彼 等 は 町 の 往 栄 に 加え て 、 あ る 種 の 信望 を 得 た 。 又 、 ア ラビ 
ア に 僅 大 な 天 言 者 が 現れ る と いう 預言 も 知っ た 。 それは 既に この 預言 を 知っ て いた 、 イ エメ ン の ユダ マヤ 教 徒 や 、 
シリ ア の キリ スト 教徒 上 の 交流 が も だ らし だ た も の で あっ だ 。 ク ライ シュ は を その 地 に 深く 根 侍 き 、 カ ー バ に 非常 
に 恋 着 を 感じ て い だ の で 、 そ の 地 を 例え 片 時 で も 離れ る で らい な ら 人 え 死に を 選ん だ で あろ る う 。 役 等 が この 呼 
が が け に 応じ だ の は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 偉大 な 宛 父 、 ハ ー シ ム の 熱心 な 捧 告 に に る も の で あっ た 。 役 等 は 、 
れ 等 の 旅 に より 利益 を 得 た だ だけ で な く 、 これ 等 の 地 を 旅 す る 事 で 、 問 も な く 到 米 が 期待 きれ る モハ ッ マ ド 聞 

結 者 受け 入れ の 準備 を きせ られ て い だ が 、 こ れこ そ 、 役 等 に 対す る 僚 大 な 神 の 恩恵 で あっ た 。 文脈 に 添っ た 、 
ある い は より 適し な 、 当 節 の も うぅ う 一 つの 解 違 が ある 。 そ れ は 次 の 様 で ある 。「 お お 、 モハ ッ マ ド よ 。 液 の 主 は 
象 の 所 有 者 達 を 減 ぼ きれ た 。 それは 、 彼 等 が 、 冬 と 夏 向 由 に 旅 す る 為 の クラ イシ ュ の 要 所 を 攻撃 し た か ら で あ 
る 。 これが 、 ク ライ シュ に 対す る 俸 大 な 神 の 思 恵 で あっ た だ た 。」] も し アブ ラ ハ が 減 ぼ きれ て いな けれ ば グラ イシ ュ 
は ほ 彼 の 地 へ の 旅 を 好ま な か っ た で あろ うし 、 彼 等 の 旅 は 安全 で は な か っ だ た だ はず で 、 上 記 の 解釈 は も っ と $ ら し 
《 思 を る 。 こ の アグ ラ ハ の 減 亡 は 、 ク ライ シュ の 貿易 路 を 開い た だ け で な く 、 カ ー バ は 、 既 に 聖地 で あっ た だ が 、 
アラ プ 人 の 日 に は 、 よ りー 悦 神 吾 不 可 侵 な も の と な っ だ 。 そし て これ が 又 、 ク ライ シュ の 貿易 に 対し は ずみ を 
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マーー ト > 
弟 百 六 草 アル ・ ク ライ シュ 
ーーーーーーーーーーーーーーーーー ペ ーーー ハハ や mwOhOKObDODb ユ ワ ヤ ⑪ ヤ ゾ t シ つう や や や の べべ 


付け る 事 と な っ た 。「 主 は クラ イシ ュ を まもる 抱 に 、 象 の 所 有 者 達 を 滅 ぎ きれ た 。」 


注 3 クラ イシ ュ は 座 怖 から 守ら れ て いた が 、 彼 等 の 周囲 は 全て 、 黄 柿 と 不安 が 押し 寄せ て いた 。 更 に 、 彼 
等 は 一 年 中 あら ゆる 種類 の 果実 や 食物 に 恵まれ て いた 。 こ れ は 全て 単なる 偶然 で は な く 神 の 御 計 画 の 遂行 で あ 
9 、2500 年 前 に アプ ラ ハ ム 預言 者 が 行っ た 預 苫 の 成就 で あっ た (2 127,130 、14 : 36, 38)。 彼 等 に 停 大 な 和恵 
を 授け 、 人 負え や 恐怖 か ら 彼 等 を お 守り に な っ た 寛大 な る 軍 よ り も 、 木 や 石 で 出来 だ た 神 を 崇め た 忘 思 の 罪 を 、 当 
節 は 不信 選者 の クラ イシ ュ に は っ きり 5 悟ら せる の で ある 。 
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アル ・ マ ー ウ ー ン 
(メッ カ 啓 示 ) 


あま ね 上 な LU 
1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く アッ ラー の 御名 に お い 2 ’ 
4 ョ ンク る レラ アン クン 
2. 波 は か の 審判 を 将 定 する 者 を 何と 思う か ? OF LN GU ED 
( 注 1) 

みな し ご フッ レッ レン ちる タン っ 肝 E 

3 か か る 者 は 、 孤 和 児 を 邪 枯 に 追い 払い 、 ( 注 2 ) Codl iy EH CVS 

b Ed 11 ン し 1 ル ィ の 

4. 錦 者 を 養う こと に 気 乗り うす な り 。 Lk まり 5 

し] に 2 Sa ラン ィ 

5. きれ ば 災い な る か な 、 礼 押す る も 6、( 注 3) ⑨ Co dos 

マン ラク アレ ラー 7 タタ ー ン う 

6. を の 礼拝 を ろ を か に する 者 。 DLR LEN oR rd! 

の の スン タタ 1 ブタ タス ン 

7. 後 等 は 見 られ る こと は 好き な れ ど 、( 注 4) oO に ます YO 
| ンタ タブ 5 ン ン | 
8. 施し は 差し 控え る 。 OI IO や うる 
て 





注 1 神 の 還 を 信じ ず 、 あ る い は 、 全 て の 道徳 の 源 で ある イス ラム 教 を 信じ な いと は 、 彼 は 実に 罪深い 名 だ 。 
注 2 当 節 及び ば 次節 は 、 二 つの は な は だ し い 社 会 的 罪悪 る 述べ て いる 。 こ 和 れ 等 の 罪 は 、 も し 周 型 に 防 が れ な 
けれ ば 、 社 会 を 完全 に 月 玩 す る と 推測 きれ る 。 孤児 に 対す る 適切 な 世話 を 怠 れ ば 、 犠 牲 の 精神 を 人 の 心から 兵 
殺 する 事 ほ と な る 。 又 、 委 し き 者 の 放置 は 、 社 会 の 有益 な 部 門 か ら 、 彼 等 の 運命 や 変え よう と する 意志 や 決断 を 
総 い 取っ て し まう 。 


注 3 祈り と は 、 我 々 が 神 に 負う 義務 を 表す 。 神 の 創造 物 へ の 義務 を 果たさ な い 偽 普 者 の 祈り は 、 魂 の 無い 
肉体 、 中 自 の 無い 殻 で ある 。 


注 4 偽善 的 な 人 々 は 、 魂 の こも ら な い 慈 凌 行 為 を や 示す の み で ある 。 
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アル ・ カ ウサ ル 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 意 起 深 く 、 恵 み 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い cn る 0 1 っ: 
9 で Og ley be 
区 ンプ の クー ン ロ ッ 5 ン 和 ン 
2. げに われ ら は 液 に 潤い を 与え た り 。( 注 1) TO 
Ns as HI 4 内 bz? デア デュ レン ャ ンス 
3. きれ ば 主 に 祈り 、 犠 牲 を 捧げ よ 。 Ob as 
き ア タ ズ (2 っ 
4. 液 を 害する 者 に は 、 子 女 を か る べし 。( 注 2 ) @259(22 95 は る 


& 


ャ ピ 





注 1 カウ サー (人 [潤い 」) は 多量 の 若 を 意味 する 。 双 、 國 か な 徳 を 備え を だ た 入 、 何 度 も 多く の 物 を 与え る 人 、 
を も 意味 する 。 当 将 は 、 神 が 加 か な 徳 を 授け た 人 と し て 、 モ ハッ マ ド 聞 言 者 の 事 を 語っ て いる 。 それは 、 モ ハッ 
マ ド 預 言 者 が 何 も 持 た ず 、 又 与え る 物 を 持た な か っ た だ 時 に 啓示 きれ た だ た 。 彼 は を その 時 非常 に 所 し く 、 振 言 者 だ と 
いう 彼 の 王 張 は 、 軽 べつ を 持っ て 、 ま じ め に 取り 合う 価値 の 無い も の と し て 受け 取ら れ だ 。 こ の 章 が 啓示 る きれ 
た 後 何 年 も の 間 、 彼 は あざ ぎ け られ 、 迫 補 き れ 、 つ い に は 、 を その 首 に 質 金 が が けら れ だ まま 、 半 亡 者 と し て 生地 
か 玉 ら ね ば な ら な か っ た 。 メ ディ ナ で の 数 年 問 も 叉 、 彼 は 絶え ず 危 険 に る ら る れ 、 彼 の 毅 は 、 (人 間 的 見 地 か ら 
すれ ば し ご くも っ と も な 事 だ が ) 悲劇 も や 、 イ スラ ム 教 の 早期 終 吾 を 目 に し ょ うと 待ち 望ん で いた 。 役 の 谷 が 消 
えよ うと し た その 時 、 多 量 の 普 が あら ゆる 彩 を 取り 、 溢 の 様 に 役 に 注 ぎ 始 め だ 。 そ し て 、 こ の 曹 に 含ま れる 約 
束 は 、 上 忠実 に 成就 きれ だ た の で あっ た 。 メ ッ カ か ら の 追放 者 は 、 ア ラビ ア 全 土 の 運命 の 裁定 者 と し なり 、 彼 漢 の 文 
青 の 上 子 は 、 全 人 人 類 に と りり 永遠 の 指導 者 し な っ た の で ある 。 神 は 彼 に 、 以 後 永遠 に 入 類 の 絶対 の 岳 導 書 た と な る 
神 の を 授け られ 、 神 の 属性 を 受け 入れ る 事 で 誰 に で も 可能 な 様 に 、 主 の おぉ 側近 く の 高み に まで 上 っ だ た の で あ 


る 。 彼 は 、 比 類 手 い 皿 誠 を 備え だ た 、 献 身 的 な 弟子 の 一 団 に 恵まれ た 。 この世 を 去れ と いう 主 の お 召し が あっ た 


時 、。 彼 は 、 自 分 に 託 き れ た 型 な る 務め を 十分 に 果たし 終え だ た 事 に 、 満 足し た 。 要約 すれ ば 、 物 資 的 ・ 道 徳 的 な 、 
あら ゆる 種類 の 蘭 が 、 十 二分 に 、 モ ハッ マ ド 了 預言 者 に 授け られ だ た の で あっ だ 。 それ 故 、 彼 は 最も 成功 を 治め だ 
預言 省 と 呼ば れる に ふき わし い 人 人物 で あっ だ (Enc. Brit)。 


注 2 当 節 で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 敵 が 「 子 孫 な き 省 ] (男の子 を 持た な い ) と し て 述べ られ て ある の は 、 非 
常に 重要 な 事 で ある 。 一 方 、 こ の 意 の 啓示 前 後に 相次い で 生ま れ だ モハ ッ マ ド 聞 言 者 の 各 子 は 全て 亡くな けり 、 

役 に は 、 男 の 後継 者 が いな か っ た 事 は 、 事 実 で ある 。 こ れ は 、 処 所 で の 「 後 継ぎ な し ] が 「 い わ も ゆる 貴子 で は 
な く 、 精 神 的 な ぅ の を 奪わ れ た 省 ] と いう 意味 び で し か な い 、 と 示し て いる 。 モ ハッ マ ド 痕 言 者 は 、 終 わり の 時 


まで は 、 い つの 時 代 に も 、 多 く の 息 子 達 の 精神 的 な 父親 で あり 、 こ の 上 臣 子 達 は 、 ど の 父親 の 実子 より も 、 遥 か 


に 軸 実 で ある と 運命 づけ られ て いた の で 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 男 の 後継 者 を 残し て は な ら な いと いう の が 、 事 
実 神 御 自身 の 御 計画 で あっ た 。 こ の 様 に 、 男 の 後継 ぎ を 残る きず 亡 て な っ た の は 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 で は な く 、 
彼 の 敵 の 方 で あっ た 。 彼 等 の 息子 達 は 、 イ スラ ムッ 教徒 の 輪 に 入り 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 の 精神 的 な 息子 と な っ て 、 
実 の 父親 と の 大 の つなが り を 也 じ た だ たから て で ある 。 
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第 百 九 章 不信 心 者 ども アル ・ カ ー フ ィ ル ー ン 





アデル ・ カ ー フ ィ ル ー ン 


(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 恵 ろ 選 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い の oO 
て 。 プー ンー = レコ を 
ゝ レ ろ アン ぅ の 
2. 鞍 え 、( 注 1) 「 法 等 不信 心 者 せ $ よ ! ( 注 2) OE 
リン ぅ の レイ クス 党 
3. 我 は お 前 た ち が 崇 め る も の を 崇め ず 。 OEY 
し あん デラ タ I rr A 
4. ぉ 前 た ち も 我 が 此 め る も の を め ず 。 @Q こ RAL SIL 
5. 且 は また お 前 た ち が 柴 め る も の を 柴 め ず 。 EGE 
6. お 前 た ち も ま た 我 が 消 あめ る も の を 狭め ず 。 NCIL NY 
( 注 3) 
7 お 前 た ち に は お 前 た ちの 生き 方 あり 、 我 に SR 誠 。 8 
は 我 が 生き 方 あり 」 と 。 ( 注 4) SG CS 








注 1 「 云 え 」 と 言う 言葉 で 表 る れ た 神 の 御 命令 は 、 全 て の イス ラム 教徒 に 避け られ だ も の で ある 。 こ の 人 
以外 に も 、 第 72、 112、 113、 114 将 の 始め に この 言葉 が 書か れ 、 ク ルアー ン 全 体 で 306 節 程 使わ れ て いる 。 
この 言葉 は 、 つ か われ る 全て の 箇所 で 、 主 題 の 重要 性 を 強調 する 。 こ の 様 に 、 信 者 は 、 こ の 聞 に 示 き れ だ イス 
ラム の 僅 大 な 教義 を 、 繰 り 返し 声高 く 宮 言 し 、 又 この 教義 を 明確 な 言葉 で 不信 心 者 に 伝え よ 、 と 命じ られ て い 
る 内 ; 


注 2 「 一 ま 」 と いう 言い 方 は 、 当 章 の 主題 へ 注意 を 引き 付け 、 そ の 重要 性 を 強調 する 為 に 用 いら れ て いる 

この 言葉 は 、 上 記 の 目的 で クル アー ン に よく 使わ れ て いる 

注 3 当 鑑 及び 前 三節 は 、 注 釈 者 の 手 で 、 様 々 な 解釈 が 泡 る きれ て いる 。 ある 人 々 は 、 多神教 徒 で ある メッ カル 

人 人 が 二 種 の 表現 を 使っ て 質問 し た の で 、 そ れ に 答え る 時 二 つの 表現 が 用 いら れ だ 、 と 主張 する 。 他 の 人 々 は 、 
この 結 り 返し は 路 胴 の 旋 だ 、 と 言う 。 又 別 の ザジ ャ ー ジ の 様 な 学者 は 、 初 め の 二 文 は 現在 の 崇拝 否定 や 示し 、 
後 の 二 文 は 未来 に ける その 否定 を 指す 、 と みな す 。 こ れ に 対し 、 ず マハ シャ リ の 様 な 学者 は 、 前 者 の 二 文 が 

NO と 述べ る 。 

注 4 信者 の 生き 方 と 不信 選者 の 生き 方 の 問 に 共通 の 土壌 は 全く 無い と 当 節 は 示し て いる 。 両者 は 、 宗 教 の 

基本 理念 の みな ら ず 、 そ の 細か い 部 分 に お いて 、 又 他 の 面 で も 全く 意見 が 合わ な い 為 、 歩 み 寄 り は 不可 能 で あ 

る 。 
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アル ・ ナ スル 


(メッ カ 刻 示 ) 


あま ね み な + 
1. 慈悲 深く 、 軸 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い 2 1 キッ * 
2 
1 の 3< 
2 アッ ラー の 助け と 勝利 が 来 た り て 、( 注 1) Oo tk 
3. 人々 が 続々 た アッ ラー の 教 門 を 叩く の を 見 CSiabiey 86 電 を ES 
る 時 、 ント シン 
4. 波 主 の 栄光 を 讃え を て 、( 注 2) 主 に 夫 妃 を 請 CS 555 6 
* 18 ET 
え 。 げ に 王 は 幾 た びと な く 容 赦し 給 > ぅ (年 5) Oe 





注 1 約束 きれ た 勝利 。 


注 2 モハ ッ マ ド 填 言 者 は 、 神 の 約束 が 成 味 き れ 、 多 く の 人 々 が イス ラム 教 の 輪 に 加わ り 嬉 め ゅ め た の で 、 彼 は 
に 、 約 東 の 成就 を 感謝 し 、 主 の 替 美 を 歌う べき だ 、 と 処 所 に 命じ られ て いる 。 


注 3 モハ ッ マ ド 捉 言 者 は 処 所 で 決 の 様 に 命じ られ て いる 。 勝利 が モハ ッ マ ド 預 言 者 に も たら きれ 、 イ スラ 
ム 教 が この 国 で 地上 で 、 優 位 に 立ち 、 彼 の 人 従来 の 敵 は 彼 の 忠実 な 弟子 と な っ た の で ある か ら 、 過 去 に お いて 彼 
等 が 彼 に 人 為 し た 容易 な ら 器 垢 事 の 数 々 の 許し を 、 彼 等 に 代わ り 彼 が 神 に 請う さき で ある 。 こ れ が 、 補 の 許し を 
求め よ と いう 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 へ の 命令 の 高 味 で ある 様 だ 。 あ る い は 、 次 の 様 な 意味 に も と れる 。 新 た な イ 
スラ ム へ の 回 心 著 は 、 適 切な 訓練 や 教育 を 欠い た が 和孝 に 、 イ スラ ム 社 会 に 道 を 兄 出 し た の で あり 、 彼 等 の 弱き 
や 欠点 を 守っ て 頂け る よう に 、 神 に 祈る 事 を 、 モ ハッ マ ド 預 言 者 は 命じ られ て いる 。 タ クル アー ン の 中 に お ちい て 、 
モハ ッ マ ド 拍 言 者 に も た だ たら る れる 勝利 太 び その 他 の 大 いな る 成功 を 記述 し た 全て の 個所 で 、 彼 が 、 神 の 許し を 
請 い 、 神 の 保護 を 求め よ と 告げ られ て いる の は 、 非 常に 重要 な 事 で ある 。 こ れ は 、 当 節 に お いて も 、 彼 が 、 神 
の 許し を 請 い 、 神 の 保護 を 求め 、 し か も それ は 役 自生 の 為 で は な く 、 他 者 の 為 に を うす る 様 に と 命じ られ た 事 
を 、 は っ きり と 示す も の て ある 。 つ まう 、 彼 の 弟子 達 が イス ラム 教義 か ら そ れる 恐れ の ある 時 は いつ も 、 神 が 
その 様 な 危機 か ら 彼 等 や お 守り 下さ る 様 に と 、 彼 は 祈る 事 を 命じ られ て いる の で ある 。 こ の 様 に 、 モ ハ SR 
正 言 者 が 、 自 身 の 行為 の いずれ れ か に 関し て 許し を 請う た と いう 可能 性 は 、 此 所 に は 全く な い 。 タル アーン に よ 
れ ば 、 役 は 、 正道 か ら そ れ て 道徳 的 退廃 に 陥る 事 の な い 様 、 完全 に 守ら れ て いた の で あっ た 。 40 章 56 節 及 び 48 
次 3 節 3 湖 照 の 事 。 


レー 
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アル ・ ラ ハブ 
(メッ カ 啓 示 ) 





あ よ ね u み な ¥ 
慈悲 深く 、 恵 みろ 全く アッ ラー の 御名 に お い っ で 012 る » 
深く み 遍 くく アッラー の 御名 Os 3 
2. 腐っ て し まえ アプ ブー・ ラ ハブ の 両 の 手 よ 、 1 スン こる っ 
の まつ 
面 し て 彼 も 減 ば ぎん こと を 1! ( 注 1) 
3. その 富 は 後に 役立た ざる べし 、 儲 けし 金 も SG CLI 
3 ( 注 2) 
4. や が て 彼 は 、 必 ず 燃 えさ か る 業火 で 焼 か れ EA EE RE LS 
。( 注 3 ) : 
ヶ UC 
5. 悪口 を 流 い ふら す 彼 の 妻 また 然 5。( 注 4) Sk 140G 
注 1 アプ ー・ ラ ハブ ( 炎 の 父 ) は 、 モ ハッ マ ド 和 言 者 の 伯父 、 彼 の 執念 深い 敵 で あり 追 害 者 で ある 、 ア ブ 


ダル ・ ウ ッ ザ の あだ名 で あっ た 。 彼 が を う 呼 ば れ た の は 、 彼 の 肌 の 色 と 半 が 赤 味 が か っ て いた か ら か 、 ある い 
は 、 そ の 激 し や すい 性 格 の 人 為 で あっ た 。 当 童 は 、 モ ハッ マ ド 背 言 者 の 初期 の 頃 の 説教 の 途中 に 起き た 出来 事 を 、 
思い 起こ る せる 。 親戚 の 者 を 集め て 、 彼 等 に 神 の お 告げ を 伝え よ と の 神 の 命 を 受け 、 モ ハッ マ ド 頂 昔 者 は 、 あ 
る 日 サフ ァ ー 山 に 立ち 、 様 々 だ メッ カ の 部 族 、 I GE AT RRO 
親 者 を 呼び 寄せ た 。 そし て 役 等 に 、 彼 が 神 の 使者 で あり 、 も し 彼 の お 告げ を 受け 入れ な けれ ば 、 彼 等 は 芝 の 道 
か ら 抜 けら れず 、 押 の 削 が 彼 等 に 下る れる で あろ う 、 と 上 十 げ た 。 モ ハッ マ ド 陣 言 者 が 説教 を 終え よう と し た 叶 、 
アプ ブー・ ラ ハブ が 立ち 上 が っ て こう 言っ だ た 。「 な ん て 到 だ 、 こ ん な こと の ため に 呼ん だ の か 。】( ブ ハリ )。 こ の 
1 炎 の 父 ] と いう あだ名 は 、 特 に アプ ブー・ ラ ハブ を 指す が 、 同 時 に 、 イ スラ ム 教 の 短気 な 敵 全 て も を 、 あ る い は 、 
原子 爆弾 中核 爆弾 を 持ち 、 支 配 す る 、 後 世 の 西 側 諸 国 を 指す と 言っ た 方 が 良い か も し れ な い 。 彼 等 の 内 、 あ る 
集団 は 完全 に 神 を 拒絶 し 、 又 別 の 集団 は 唯一 神 を 命 定 し て いる が 、 両 者 共に イス ラム 教 に 対立 し て いる 。 こ の 
意味 で は 、「 両 の 手 ] は この 二 つ の 集団 を 意味 し て お り 、 当 節 は 次 の 事 を 示す 事 と な る 。 イ スラ ム の 敵 、 特 に 西 
側 勢力 の この 二 集 団 と その 衛星 国 に よる 謀略 は 全て 失敗 に 終わ り 、 彼 等 の 邪悪 な 企 て は その 頭上 に は ね 返る で 
ある ろ う 。 人 役 等 は 、 イ スラ ム が 前 進 し 、 彼 等 出身 の 語 と 権力 が 日 の 前 で 消滅 し て 行く の を 日 瑞 し 、 り に 燃え る 
で あろ う 。 


注 2 彼 の 「 富 」 は 、 自 身 の 同 で 生み 出し た 富 を 意味 し 、「 礎 けし 人 金 」 は 、 弱 小国 を 搾取 し 、 そ こ か ら 故 い 取 っ 
た 冨 を 表す 。 | 
注 3 アブ プー・ ラ ハブ と いう 語 は 又 、 火 を 作り 出す 物 を 発明 し た 人 、 あ る い は 、 自 ら 突 に 焼き 尽く きれ る 人 、 
を も 詞 味 する 。 後 者 の 意味 に と る と 、 当 節 は 、 現 代 の 二 大 政治 関 が 、 原 子 爆弾 や 他 の 村 堪 型 の よう な 火 を 遇 て 
自ら の 兵器 に より 、 吉 江 す る 事 を 人 言 し た も の と 、 解 邊 きれ 得る 。 双 、 当 節 は 、 こ れ 等 の 国々 に と り 六 き の 日 
が 速 か ら ず 訪 包 る 、 と も 示し て いる 様 だ 。 


注 4 当 節 の 言葉 は 、 ア デブ プー・ ラ ハブ の 夷 、 ウ ツウ ム ・ ジ ャ ミー ル を 語っ て いる よう だ 。 人 彼女 は モハ ッ マ ド 預 言 
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第 吾 二 一意 デル ・ ラ ハブ 
や し さよ 
6. 彼女 の 頼 に は 格子 の 皮 で 換 ら れ し 縄 か けら @ A uw 2 
f の 雪 に 3 20 に Go Oa 
る べし 。( 注 5) 3 
者 の 通り 道 に たげ を まき 散ら し 、 彼 の 亜 日 を ふれ 回 っ だ 。 当 節 は 又 、 イ スラ ム 教 よび モハ ッ マ ド 預 言 者 に た 
いす る 中 作 や 偽り の 非 雌 を 広め る 人 に も 、 当 て は まる よう だ 。 
注 3 見 用 由 な よう で いて 、 こ れ ら の 国民 は 、 そ れ ぞ れ の 政治 的 1 デオ ロロ ギー や 体制 に 強く 拘束 きれ る の 


で 、 そ れ か ら 人 逃げ られ な いで あろ う 。 ある い は 、 新 を 持ち 去っ た 為 に 絞殺 る れ だ と 伝え られ る ウム ・ ジ ャ ミー 
ル の 様 に これ 等 の 国民 は 、 他 を 滅ぼそ を うと し た 為 に 、 同 じ 方 法 で 減 び る で あろ うぅ 。 
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アル ・ イ フラ ー ス 


(メッ カ 抄 示 ) 


あま ね 


1. 慈悲 深く 、 恵 み 遍 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い I 

て 。 と デ デ ヒス 
2. 云え 、「 彼 こ を は アッ ラー、( 注 1) 独 一 者 i 

に し て 、( 注 2) 

で タン 
3. 自 存 者 、( 注 3) も ろ 人 の 依り 縺 る 御方 な り 。 @0 こ る 部 
| @o!33 

4. 彼 は 産み 給 わ ず 、 ま た 生ま れ 給 わ ず 。 ( 注 4 ) AA5 の 








注 1 「 ア ッ ラ テラー」| は 、 神 に も も いら れる クル アー ン 特 有 の 言葉 で ある 。 ア ラビ ア 語 で は 、 こ の 言葉 は 他 の 
物 に は 一 切 使 われ な い 。 それ は 、 宙 の 実質 的 な 名 で あり 、 属 性 を 表し たり 説明 を 加え る も の で は な い 。 1 章 1 
節 も 参照 の 事 。 


注 2 [ 独 ・ 者 ] は 、 神 の み に 用 いら れる 形容 語句 で あり 、 唯 の 方 、 此 類 無き 方 、 Ri 
か ら も 唯一 の 方 、 そ の 地位 と 属 柱 を 分 か もち 合う 者 の 無い 御方 、 を 意味 する 。「 犯 者 」 は 、 神 の 存在 の 星 一 、 錠 
RN A oO eG 
アッ ラー は 、 我々 が その 御方 の 事 を 思う 時 、 我々 の 心から 他 の 全て が 消 ぇ 去る と いう 意味 に お いて 、 唯一 
の 存在 で あら れる 、 と 示し て いる 。 神 は 全て の 意味 で 唯一 で あら れる 。 神 は 如何 な る 連鎖 の 初 ま り で も な けれ 
ば 終わ り 9 で も な い 。 神 に 代わ る も の は な く (、 又 、 神 は 如何 な る も の と も 似 て お られ な い 。 この 御方 が 、 ク ルアー 
ン に 記 る れ だ た アッ ラー で ある 。 
注 3 「 抽 存 者 】 と は 、 頼 られ る 人 、 従 われ る 人 、 そ の 人 無く し て 何事 も 遂げ られ な い 人 、 そ の 上 に は 如何 
る 人 も 物 も 存在 し な い 人 、 等 を 意味 する 。 神 の 属性 で ある 『『 自 存 者 」 は 、 必 要 の 成 踊 を 求め られ る 天 袖 、 如 
何 な る も の の 影響 も 受け ず 、 し か も 全て の も の が 必要 を 頼る 御方 万 物 が 絶え た 後 永遠 に 存在 きれ る 御方 、 そ の 

に 存在 する も の の 無い 御方 、 を 示す 。 前 節 で は 、 神 が 唯一 で あら れる と の 主 苦 が 狗 きれ だ 。 当 節 は 、 そ の 主 
張 を 立証 する 。 方 物 は 神 に 依存 する が 、 神 御 町 身 は 独自 で あら れ 、 し か も 全て を 求め られ る 方 で ある 。 万 物 は 神 
を 必要 と する が 、 神 は 何 $ も の を も 必要 と さき ない 。 神 は 宇宙 を 剣 造 き れる に 当り 5 り 、 如 何 な る 助け 5 必要 と きれ 
な か っ た 。 事実 、 宇 宙 の 万 物 は ーー つと し て 、 最 小 の 原子 で すら 、 そ れ ね 自体 は 完全 で は な い 。 狐 に 存在 で きる 
も の は 無い 。 方 物 は 、 そ の 生存 の 為 に 他 に 依存 する 。 何 $ の に も る 依存 し な い の は 、 神 御 一 人 で ある 。 神 は 概念 
や 推測 を 越え だ 方 で ある 。 神 の 属性 に は 限り が な い 。 


注 4 神 の 属性 「 自 存 ] は 、 ア ッ ラ ー が 唯一 |] で あら れる と いう 主張 を 立証 する 為 に 、 前 節 で 述べ られ た だ 。 
そし て 、 当 節 で は 、 神 の 属性 「 産 み 給 わ ず 」「 生 まれ 給 わ ず 】 が 、 神 が 『 自 存 」 ( 他 の も の を 必要 と され な い ) 
で あら れる 事 を 示す 為 に 述べ られ て いる 。 それは 、 も し 神 に 必要 が 存在 する と すれ ば 、 そ の 前 提 と し て 、 神 は 
何者 か の 授 助 を 必要 と る れ 、 神 は それ 無く し て 業 を 遂げ られ ず 、 そ の 者 が 彼 の 死後 神 の 業 を 引き 継ぐ 事 ほ と な る 
か ら で あ る 。 万 物 は 、 他 者 が 死に 支配 きれ る が 旋 に 、 継 ぎ 、 継 が れる 者 と な る の で ある 。 アッラー は 座 の 後継 
で も な く 、 叉 誰 に も 後 を 継が れ な い 。 神 は その 全て の 属性 に お いて 完全 で あり 、 永 遠 に し て 、 絶 対 で あら れる 。 
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第 百 十 二 章 





5. 彼 ヒ 比肩 し 得る 者 、 何 処 に も 非 ず 」 と 。( 注 


@ ぃ ci ls4 と っ 


注 5 前 節 の 内 容 に 対し て 起こ り 得 る 疑い を 、 当 節 は 取り 除く 。 仮に アッ ラー が [" 八 一 絶対 で あり 、「[ 自 存 」 


で ある と し て も 、 又 、 仮 に 「 産 み 給 わ ず 」 「 生 まれ 給 わ ず ] だ と し て も 、 ア デッラ ー の 様 に 、 ア ッ ラ ー の 持た だ れる 
全て の 属性 を 備え た 今一つ の 存在 が ある か も し れ な い 。 当 節 は この 疑 可 を 払い の ける 。 ア ッ ラ テー の 様 な 存在 は 
な い 、 と それ は 告げ る 。 人 の 理性 も 又 、 全 宇宙 の 唯一 の 造物 主 で あり 支配 者 を や も と ゆめ て いる 。 そこ に 広がる 完 
全 な る 秩序 は 、 唯 一 一 定 の 法 が それ を 支配 し な けれ ば な ら な いと いう 必然 的 な 結論 に た どり 若き 、 法 と 計画 の 
一 致 は 、 唯 一 の 創造 主 を 立証 する (21 : 23)。 こ の 様 に 、 当 境 は 、 他 の 宗教 に 見 られ る 多 神 信仰 、 二 神 ・ 三 神 あ 
る い は より 多く の 神 へ の 信仰 、 魂 と 物 費 が アッ ラー と 上 革 存する と いう 信仰 、 を 根底 か ら 杉 す 。 これ が 、 ク ルアー 
ン に 与え られ だ 、 神 の 崇高 な 定義 で あり 、 他 の 如何 な る 啓示 書 に ぉ 、 こ の 定圧 の 美 ・ 味 高 ・ 潤 茂 の 局 辺 に すら 
触れ だ た も の は な い 。 
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奈 明 アル ・ フ ァ ラ ク グ 





プル ファ ラク 
(メッ カ 臨 示 ) 


あま れ ね み な | 

1. 落 悲 深 《、 恵 み 運 く ア ッ ラ ー の 御名 に お い EP 

( 太 pi ジア 特 Oa a 
J の る ? タッ タン タタ 
2. 云え 、「 我 は 符 明 の 主 に 総 り 申 す 、( 注 1 ORS 
イイ 2 
3. 主 が 創り 給え る 占 を 逃れ て 、 OL OS 
の アデ イス タン 
4. 独 い 広がる 暗 痢 の 災厄 を 逃れ て 、( 注 2) OL GEE 2 
リー ンタ ? le る ター ン 
5 . 結び 目 に 息吹 きか ける 巫女 の 災厄 を 逃れ て 、 OIG EN S23 

( 注 3) 

ES [$ SL gp * ラーグ 
6. 妹 む 雄 知 者 の 災厄 を 逃れ て 」 と 。 Ou SN SY 








注 1 「 舟 明 ] は 、 夜 明け 、 地 獄 、 刀 物 を 意味 し て いる の で 、 イ スラ ム ぁ 救 徒 は 次 の 市 を 祈る 様 に 告げ られ て 

る 。 1) イスラム 教 や 天 う 開 夜 が きり 、 イ スラ ム の 輝け る 未来 の 勤 が 訪れ る 時 、 イ スラ ム の 太陽 が 真 上 に 来る 
まで 郊 き 続け ます よう に 。(2) 遺 伝 や 伝統 悪い 環境 、 教 育 の 欠如 等 に よる 意 影 響 を 合 み 、 軍 が 創り 5 出 きれ た ちの 
の 、 届 れ た だ 蛋 と 明らか な 悪 より 、 彼 を 守り 給え 。(3) 神 が 、 現 世 及 び 来 世に お いて 、 地 獄 の 茸 し みか ら 彼 を 救い 
出る きれ ます よう に 。 


注 2 当 節 は 、 神 の 光 が 消 きれ 、 蛋 の 間 が 地上 を 回 い 尽 くす 吐 の 悪事 に 触れ て いる 様 ど だ 。 あ る い は 、 人 が 鍵 
国 に 押し つぶ きれ 、 彼 を 開 が 取り 囲み 、 最 後 の 希望 の 光 が 消 えた 時 の 問 事 を 述べ て いる の か も しれ な い 。 


注 3 当館 の この 言葉 は 、 悪 い 考 え を 吹き 込む 者 産 、 や 指し て いる 様 だ 。 彼 等 は 、 重 大 な 契約 や 友情 が 壊れ 
る 様 画策 し 、 茎 成 の 権威 に 対す る 反抗 精神 や 、 貝 誠 の 次 い の 破棄 を 人 々 に 克 き 込む 。 こ の 様 に 、 彼 等 は 、 イ ス 
ラム 社会 に 不 和 が 生じ る の も 望み 、 人 々 の 問 に 分 裂 傾向 を 煽る 。 次 の 章 が 人 人 生 の 精神 面 を 扱う の に 対し 、 当 章 
は その 物 的 側面 に 触れ て いる 。 人 は 、 大 生 に お いて 様々 な 危機 や 国難 に 直面 きせ られ る 。 人 は 非常 に 重要 な 任 
務 に 携わる 時 、 特 に 、 神 の 光 を 広 ゆ る 任 を 負う 時 、 開 の 勢力 が 彼 を 四方 か ら 取 り 囲 む 。 を そし て 、 彼 が 成功 し て 
いる 様 に 見 える 時 、 悪 意 あ る 者 達 が 彼 の 道夫 ぎ 、 彼 に 対し あら ゆる 妨害 を 為す 。 し か し 、 最 後に 彼 に 成功 が 
も だ らき れる 時 、 灯 姉 深い 人 々 は 、 努 力 の 結 品 を 彼 か ら 筐 い 取 ろう と する 。 人 人 生 に お ける これ 等 全て の 妨害 ・ 
困難 ・ 危 機 か ら 身 を 守る 手段 と し て 、 閣 が 駐 う 時 、 そ の 身 を 照ら し 、 中 傷 す る 者 の 悪 企 みや 嫌 類 深い 者 の 陰謀 
か ら 守 っ て 下さ いと 、 球 明 の 主 に 助け を 祈願 する 様 、 信 者 は 告げ られ て いる 。 
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アル ・ ナ ー ス 
(メッ カ 啓 示 ) 


1. 慈悲 深く 、 患 み 記 (アッ ラー の 御名 に お い っ る 1 12 く も 1 > 
_ Rg の 
2. 云え 、「 我 は 人 類 の 主 に お 縄 り も うす 、 OE Se 
9 アコ 
3. 人 類 の 王 に 、 Hosilt ls 
> の 
4. 人 類 の 神 に 、( 注 1) Gor a 
Se [Ee?, YD i 
5. 卑劣 な 私 語 者 の 災 悪 を 逃れ て 、 Go i 
ッ 2 ダダ 9 26 タタ ング の ゥ 2 る 
6. 人 人 の 心 に きき や や きか ける DOI Gr eC 
グーン と も が ら 上 と イェ ブ ラン ぁ ン 1 
7. 妖 喜 と 人 間 の 呈 か ら 逃 れ て 」 と 。( 注 2) IA を 








注 1 当 章 に は 、 神 の 三 っ つの 届 性 、 ラ ッ プ (「 人 類 の キキ )、 マ リク (人 類 の 王 ])、 イ ラー フク 人 人 {[ 人 類 の 神 」) 、 
が 、 前 聞 の ー つ の 属性 、「 束 明 の 主 」 に 対し て 、 呼 び か が けら れ て いる 。 それ は 後者 の 一 つの 属性 が 、 前 者 の 三 つ 
の 属性 を 含む から で あ る 。 一 つの 神 の 属性 、 素 明 の 主 が 、 前 章 で 四 つ の 危害 に 対す る 底 護 を や 求め て 呼び か けら 
れ だ の に 対し 、 当 章 で は 、 三 つの 神 の 属性 が 、 害 悪 、 悪 魔 の る る や き に 対す る 「 底 」 を 求め て 呼び か けら れれ 
て いる 。 こ れ は 、 サ タン の 吐 示 が 考え 得る 限り の 悪 を 含む か ら で あ る 。 こ の 三 つ の 神 の 属性 は 、 人 の 肉体 的 ・ 
精神 的 状態 と 徴 妙 に 結び 付い て いる 。 人 の 身体 的 ・ 道 徳 的 欧 培 は 「 人 類 の 主 】 の 属性 の 元 に 起こ 5、 人 の 思考 ・ 
発言 行為 は 「 人 類 の 王 ] に より 加 せ られ る か ある い は 報 いら れ 、「 人 類 の 神 」 の 属性 は 、 神 が 人 の 愛 と 革 振 の 
対象 で あり 、 信 の 日 標 で ある 事 を 示し て いる 。 こ の 意 で 、 三 つの 神 の 属性 が 罰 べ られ て いる と いう 帯 は 、 あ ら 
ゆる 鋳 が 三 つ の 原因 か ら 生 に る 事 を 時 に 示す も の で ある 。 それ は 決 の 様 な 時 に 起こ る 。 あ る 者 が 、 他 痢 を 彼 の 
半 、 叉 は 神 の 王 と 崇め ゆる 時 、 す な わ ち 、 前 者 が 後者 を 人 生 に お ける 主 な 支援 者 と 上 みな す 時 。 あ る い は 、 後 首 の 
不当 な 権 三 に 卑 局 に 身 を 節 ね る 時 。 又は 、 後 者 を 自ら の 愛 と 崇拝 の 対象 に する 時 。 信 者 は 、 人 生 の 委 の 支援 者 
と し て 神 の み を 貯め 、 宰 の み に 真 実 絶対 の 従順 を 捧げ 、 神 御 一 人 を 真 の 愛 と 紫 拝 の 対象 と た する よう 命じ られ て 
いる 。 あるいは 、 だ まる きれ や すく 単純 な 人 々 を 不当 に 利用 し 、 彼 等 を 非情 に も 搾取 する 、 悪 覧 い 環 職 者 達 や 、 
不正 な 資本 家 、 甘 君 か ら の 保護 を 絶 を と ず 求め る 様 、 こ れ 等 の 人 節 で 信者 は 告げ られ て いる の か も し れ な い 。 


注 2 = サタ ン は 、[ 燃 辻 ] ( 停 い 人 ) や 「 人 間 の 撃 」 (一 般 の 人 、 普 通 の 人 ) の 心 に 悪意 を きる や く が 、 誰 を も 


助け は し な い 。 あ る い は 、 悪 意 を むき さ や く 者 は 、「 妖 害 ] に 5 「 庶 民 の 芋 』」 に も 見 られ る 、 と 当 節 は 示し て いる 
の か ち も むし れ な い 。 
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アテ アプ ドッ ラー イブ ン ウン メ マク トッ ゥ ム (Abd Allah ibn Umme Maktum) 
型 な る 預言 者 80: 2 


アプ ドッ ル ウッ ザ (Abd al-Uzza) 
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位 19:50 ア ブラ ハム 参照 
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党 22:33 典 亡 と 復興 32・6 安全 31:23 重要 性 2 :113 、2 :209、4:126、6:163 鋳 の 回 避 
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自分 3 :34、3:36 


イリ アス (Elias) 
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創造 2 :165 、6 :102 、7 :55、14 33 一 34、21: 31、32・ 5、41:13 琶 壊 46:4、55:27 アッ ラー 
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結果 83 : 226 
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信 は 自分 の 吉 命 の 創造 者 39 : 42、42: 31、45:16 夜 44:4~5、97:2-6 
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解釈 (Interpretation) 
規 昌 3: 8 


カイ バル (Khaibar) 
遠征 48 : 16、48: 19 一 20 


カウ ラー(Khaular) 
ジリ ー ル 58: 2ー6 


賭け ご (Gambling) 
2 ・220 、 5 :91 一 92 


カタ コ ユ コンペ ベ (Cave) 


伸 肖 18 : 10、18 : 12 一 17、 18 : 19 教会 の 建物 18:22 教 18:23 追 害 18:26 状態 18:18 キ リス * 教 
徒 参照 
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カ デ ィ ア ン (Qagian) 
楽園 の 墓地 36 : 27 


ォ ー バ (Ka'bah) 
古き 2:128 、3:97、22:30 アダ ム に よる 建設 22:27 崇拝 の 中 心 2:126 、2:143 、3:98 錠 
回 48:27 一 28 神 環 軸 と く 9:28、22:30 高台 22:27 侵略 105:2-6 不 減 2:126 、2:151 
兆 化 22:27 キ ブ プラ 2:145 再建 2:128 普 厳 5:3、5:98、22:27、29:68、52:8 奉仕 9: 
19 一 22 メッ カ 参 照 


究 尋 (Widows) 
兵 養 2:241 再婚 2 : 235 一 236 


カー ズ プ (Kab) 
(1) アゲ アシュラ タク の 息子 2 :74 (2) マー リク の 息子 9 : 106 


ガブ プリ エル (Gabriel) 


天使 長 2 : 98 
神々 (Godts)) 
坦 便 6 :109 理解 の 段階 2 :113 神 の 昌子 の 理論 2 :117 、19:91~93 アッ ラー 参照 


カー リド (Khahid) 
ワリ ー ド の 息子 イス ラム へ の 参加 


タカ リフ (後継 者 ) (Khilafat) 
協 識 3:160 約束 24:56 


環境 (Enyironment) 
人 間 の 行動 13 : 24 一 25 改善 8 :26 


寛大 (Tolerance) 
イス ラム 2 :115 、2:257 、3 162、9:6 


切通 (Adultery) 
証拠 24:14 禁止 17:33、25169-70、60:13 極悪 24: 4 防止 方 法 24:28-32 時 4:26、24: 3 
その 他 の 不 追 徳 へ の 症 4 : 16 一 17 


き 


奇跡 (Miracles) 
イエ ス 3 :50 モー ゼ 7 108 -109 回 な る 折 言 者 8 : 18、17 : 91 一 94 


偽 普 者 (Hypocrites) 
タプ ブー ク の 戦い 9:45-59 自慢 63:9 状態 9 :74 一 87 矛盾 する 傾向 47:27 告発 4 143 一 144 
不 和 59:15 まぎらわしい 言葉 47:17 邪悪 な 願い 48:13 カイ バル の 遠征 48:16 野ざらし 2:18 
刀 っ た 評価 63: 8 偽り の 約束 59:12 病 の 増大 2 :16 種類 2 ・20 一 21 自信 の 欠如 63:5 うそ を つ 
き 63・2 可 失 9 :67 一 69 陰謀 9: 107-108 聖なる 傾 言 者 に 対す る あ ぎ けり 09:64 六 57: 
14 一 16 反乱 37:8 待 刀 4:64、4:89 オハ ド 3155 、3・:168 


ー1004 一 


キ プ ブラ ー(Qibla) 
変化 2 : 143 一 146 


教育 (Education) 
子ども 17 : 32 


兄弟 党 (Brotherhood) 
真意 を 促す 婦 因 10:88 イス ラム 教 8 :73、8 :76、9 :71 一 72、49:]1ー183、49・15 


協定 (Agreements) 
履行 5:2、9:4、9:7 廃止 8:59 


強制 (Compulsion) 
イス ラム 2 :257 、9 1 6、18:30、25:58 


行政 (Governumnent) 
イス ラム 式 4 :59 一 60、42:39 次 任 20 119-120 


キリ スト 数 徒 (Christians) 
アッ ラー の 集会 5 : 15-16 優越 82:2~-20 覚醒 18:20 一 21 祈り の 競技 へ の 挑戦 3 :62 イエ ス の 
神聖 化 4 :172 、9:30 ゴ グ ダグ と マ ゴ グ 18:11] 良き 人 5:84 勧誘 3:65 陰謀 9:32 物質 的 融 栄 
と 破滅 18: 19、18 : 33、18 : 41 一 43 物質 的 繁栄 の 時 代 20 103ー104 追 寄 18:10 破滅 に 関す る 振 言 
18: 9、19:41 繁栄 5 113 一 115 待ち 構え た 劉 3 197 一 198 、5:116 興亡 18:19、18:33-44 救 
済 2・63 創造 の 秘密 18:110 イス ラム 教徒 に 対す る あ ぎ けり 18:35 2 つの 派閥 18:13 戦争 18: 
54 天 告 18: 5、19:99、20 103 一 108 


桂 撤 (Abstinence) 
夫婦 関係 2 : 188 、 2 :223 食物 参照 


く 

偶像 崇拝 (Idolatry) 
反対 論 2 ・259 、3:152、6 1: 2、6:20、19 : 45、20 1 90、21 : 53、22 1 14、22・19、22・31 一 32、 
22 1 72、22 74 一 75、29 1 42、30 1 36、30・41、31 1 21、37 1 87、37 : 93、37 150、391 4、39 1 30、39 : 
68、43:19、46: 5 一 6、53:24 基本 10:19 散 罪 の 官 言 9:1 一 4 赦し 9 113-114 無力 22:74 
無能 6 :72 イス ラム 教 寺院 9 :17 一 19 プラ ビア に お ける 再現 34:50 聖なる 寺院 9 :28 

苦難 (Calamities) 


予言 17 : 59 神 の 法 6 :132 、7 :95、26:209 


タク タル アー ン (Qur'an) 
縮 約 2・2 廃止 2:107 時 代 錯 誤 3:36 無関心 25・31 整理 17:107 天文 学 的 穫 実 51: 8 一 9 
形 書 2 :36、2:55、2:244 、2 : 248 一 252 、6:75 詩 の 分 類 3:8、11: 2 特徴 87:9 明 須 
6 115、12: 2、54:18 収集 75:18 広範 囲 17:90、21:51、98・4 矛盾 4 :83 批判 12:50 神 の 
特性 112 2 一 5 消 減 17:87 要約 1:1 一 7 優秀 2 :24、8 :32、10: 38 一 40、11 14 賞 将 21 : 25、 
80:14 一 17 神 の お くり も の 55: 3 神 の 保護 18:3 アブラ ハム 19:42 イシ ュ マ エル 19:55 マリ 
ア 19:17 モー ゼ 19:52 聖なる 預言 者 87:7 一 8 構成 に お ける 人 問 の 助け 16 : 104 、26: 212 一 213 
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人 間 の 性 質 20: 3 権 三 の 源 21:25、43:45 知識 15:22 光 29:50 無比 11:14 一 15、17:89 神 の 
慈 臣 29・51-52 召 書 の 母 43: 5 誓い 52: 6 二話 2 :18、13:18、14 : 25 一 28、16 : 76、16 113、17 : 
13、24・41 完全 性 5: 4、6 156、14:25 一 26、15: 2、39:24、39 1: 28、73: 6 クル アー ン に 関す 
る 預言 2 ・42、2 : 90、2 102、26 197 クル アー ン の 中 の 預言 101: 2-9 保護 15:10、15:18 一 19、 
26 194、37 : 11、56 : 79、85:23 読書 の 絶 囲 11:3、27:2 暗唱 16:99 復唱 17:42、46:28 散 盗 
7・205 時 の 啓示 2 :186 言葉 の 性 質 26 194-195 、27:7 断片 的 啓示 25 : 33、76・24 神 の 源 
10 : 38 一 39、17 : 71、42 : 30、42 : 33、52: 34ー35、69 : 4041 運命 の 夜 の 啓示 44:4 一 5 科学 21: 
31 一 32、24 : 25、41:43 その 他 の 聖典 5 :49 重要 性 2:186 精神 的 病 10:58 勝利 13:32 真実 
21 : 11、25:34 理解 56:80 普 扇 性 26:193 、38:30 知恵 4 :167 、6:92-93、10: 2、10:58、 
11: 2、15・ 2、21 1: 51、23 : 63、25: 2、31: 3 一 4、36: 3 


タク レイ シュ (Quraish) 
祖先 106: 2 神 の 恩 懲 106: 3 一 4 


軍隊 (Military) 
戦略 と 集会 8 :59 戦い 方 8 : 16、8 :46 一 49、8 :57 一 58 平和 8 :62 一 63、47:36 準備 3 :201 、 
8 :61 加 16:127 退却 8 :17 正義 8 :66 一 67 国家 機密 60: 2 


け 
経済 (Economy) 
イス ラム 教 59:8 


継承 (Inheritance) 
イス ラム の 法 2 181 一 183 、4 : 8 一 14、33:7 カラ ラー4 (177 


啓示 (Reyvelation) 
澤 統 性 7 149 、35: 28、43:12 降下 2:98 影響 6:100、7:59、10:3 種類 16: 69-70、42 
52 安全 な 法 87:2 開 言 莉 4 164-165 、72:27-29 長 実 36: 5 

契約 (Contract) 
偽善 者 2 :17 書 2:283 預言 者 3 :82、33:8 


月 経 (MTenstruation) 
夫婦 関係 2 : 223 


結婚 (Marriage) 
契約 4 :22 解約 60:11-12 偶像 未 拓 の 人 々 2:222 目的 2 188、4:4 型 書 の 人 々 5:6 哲学 
2 :224 は か な る 4 :25 容 婦 と 処女 24:33 女囚 4:4、24:33 禁じ られ な 階級 の 女性 4 : 23 一 25 


時 (Animals) 
イス ラム 教 の 富 の 分 か ちあ い 51: 20 


権力 (Power) 
一 時 的 40: 5 


権力 (Force) 
利用 2 :257 、7 :89 強制 参照 
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ルコ 
2 


行為 (Actions) 
影響 5:6、35: 9、54:53 信仰 16:98、17:20 記録 45:30、82: 1 一 13 報復 3 : 196 、4 :4l、 
34:3ー6、46:20、47・5 報い 6 :161 、28:85、53:40 重要 視 7:9 


頁 献 (Contributions) 
人 徒 う べき 良き こと 2 :268 、3:93 和敬 染 へ の 導き 2:4~6 増加 2 :246 、2:262 、2:273 
理 3 :182 アッ ラー の 方法 2 : 220 


後悔 (Repentance) 
音 教 3:91 受容 性 4 :18 一 19 許し 4 :111 、5:40、6 :55、25:71ー72 遅延 40:86、71・5 


合議 (Conferences) 
便 理 58:12 巡 の た め に 禁じ られ だ も の 58: 9 一 11 目的 4 :115 


国家 (Nations) 
評価 38: 54 興亡 10:25、11: 102 、14: 22、29 : 21、29 : 25、31 : 30、35 : 10、36 : 69、 70 : 42、90 
14-18 非 イ スラ ム 国 と の 同 民 3 :29-30 首長 3 :160 義務 20 120 


国家 の 進歩 (National progress) 
方 法 2 245 一 246 、2 262、2:270、3:140 法則 3 :27 一 28、21 : 97 


国連 (U.N.O) 
原則 49 : 19 


ゴ グ と マ ゴ グ (Gog and Magog) 
身分 18:95、18:98 一 100 物質 的 栄光 と 減 記 18: 41 一 43、18 : 48 一 49、21 : 97 一 98 陰 護 へ の 祈り 21 : 
113 キリ スト 教徒 参照 


孤児 (Orphans) 
結婚 4:4、4:128 財産 4 :3、 4 7、4 11、17 135 福祉 2 :221 


子供 (Chidren) 
高潔 の 願望 3 :39 両親 に 対し て の 寛大 な 待遇 6 152、17:24、29: 9、31:15、46:16 窟 5 の 居 守 
20:113 殺害 6 :152 、17:32 乳 離 れ 31:15、46:16 ⑳2 :190 、9:36、10: 6(Calendar) 


コラ ー(Korah} 
其 壇 28 77 一 83、29・ 40 


婚 資 (Dowry) 


大 婦 関 係 前 に 離婚 し た 女性 2 237-238 没収 2:230 意味 2:230 支払 と 解決 4:5、4:25 返 
却 4 : 21 一 22 


最後 の 審判 の 日 (Doomsday) 
文 持 の 議論 95: 8 不信 仰 者 の 運命 52 : 10 一 17 救済 2 :255 重要 性 6 :41 一 42 
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財産 (Property) 
取得 2 :189 、4 :30 恩恵 4:6 贈与 4:6-7 所 有 権 16:72 試み 8 :29 


サイ ラス (Cyrus) 
バビ ロン の ユダ ヤ 人 2 :103 エル サレ ム の 再建 2 :260 


ザ カ ー ト (2Zakat) 
施し 参照 


ザ カ リマ ヤ (Zacharia) 
ガリ ヤ の 項 参 昭 


殺人 (Homicide) 
4 :9394 極悪 5 ・33、6 ・152 


サー ビ (Sabians) 
自分 2 : 63、5 :70 


サム ー ド (Thamud) 
文明 15 : 83、26:142 反 絶 首 7 :74 一 80、7 :102 、11 : 62 一 68、15 : 81、 25 : 39、51 : 44 一 46、54 : 
24 一 32 サー レ 26 142 一 159 サー レ 参 昭 


サー ムリ (Samiri) 
身分 20:86 イス ラ エ ル 信 の 呆 落 へ の 導き 20 : 89、20: 97-98 剖 20:96 一 98 


サー レ (Salih) . 
アプ ブラ ハム と 同時 代 7 :74 人 々 15: 81-89、26: 142 一 159 、91:14~15 5 く (だ 7 174、7 178 サ 
ムー ド 11 : 62 一 69 


産児 制限 (Buth-Control) 
催 止 6 :152 、17 : 32 


三 位 - 体 (Trinity) 
非難 4 :172 、5:74 


山脈 (Mountains) 
機能 31:1] 地 寮 16:16 


し 
死 (Death) 
死 の 祝福 26 : 82 不可 避 3: 186、4 179、23:16 重要 性 67:3 一 重 の 生誕 40:12 


詩 預言 (Poetry) 
26 225 一 228 、36:70 
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シア 告発 (Shia) 
9 : 100 


寺院 (モス ク ) (IMosques) 
無礼 2 :115 


シェバ の 女 上 (Shabs Queen of) 
設け られ た 土 座 27 : 39 一 43 アッ ラー へ の 服従 27 : 45 


死刑 (Death-penalty) 
殺 入 の 後悔 17 34 


死者 (Dead) 
再生 21 : 96、23 100-101 灯 神 的 再生 2 :57、6:37 預言 者 の 夏実 の 証明 6 : 112 


ジ ズ ヤヤ ( 税 ) (Jizya) 
徴収 9 :29 


慈 療 (Charity) 
塵 な る 預言 者 と の 話し 合い 以前 58 : 13~14 人 を 人 招 し くし な い 慈 舌 2:269 開放 と 秘密 2 1272 、2: 
275 視野 2!273 、2 1:274 あ ぎ けり と 損傷 2 : 263 一 268 


指導 (Guidance) 
付随 する 法 13: 28 


ジ シナイ 山 (Sinai-Mount) 
イス ラ エ ル 人 2 :64 


ジハード ( 域 ) (Jihad) 
重要 性 22 : 39-40、22:79 ビザ ン テ ィ ウ ム と イラ ン 48:17 戦い の 状況 2 191~194 、4 :76、9:8 
ー13 防戦 の 性 質 22:40 免除 の 認可 9 :91-92 列 教 者 2 :155、3:170 意味 29: 7、29:70、66: 
10 金銭 的 貢献 8 :73 目的 2 252、5:34 一 35 イス ラム の 普及 2 :257 、6:105、8:40、9 :6 
略 八 品 8: 2、8 :42 クル アー ン 25 !: 53 軍隊 参照 


邪悪 (Evil(s) 
理由 4 :18、16:120 結果 2 :82、4:124 不信 心 者 の 固執 7 :29 悪人 27:5 許し 3:32、3: 
136 、4 :111 基本 的 な 友情 16:87 人 間 自 身 の 理由 4 :80 解放 と 秘密 6 :121 、6:152 、7 :34 
前 6 :161 、10:28、28:85 罪 の あ が な い 11 : 115 、13: 23、16:126 普 と 悪 の 報い 28:85 社会 49: 
13 姦通 17:33、25:69 不正 直 4:108 殺人 25:69 斉 畜 4:38 誇り 38:3、40:57 浪費 17・ 
27~28 盗み 5 :39 容 攻 17:37 うそ つき 22:31 むだ 話し 23:4 


ジャ ー ル ー ト (Jalut) 
2 251 一 252 


社会 的 関係 (Social relations) 
促進 4 :149 、5:3、6:109 
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社会 的 変化 (Social change) 
法律 8 : 54 


社会 法 (Social laws) 
抑圧 28: 7 


彰 金 (Loans) 
記録 2 283 一 284 返済 の 延期 2 : 281 


シャ リア (Shari'ah) 
基本 5 : 102 


シュ アイ ブ (Shu'aib) 
身分 7 :86 人 々 7 に 89 一 92、11 : 85 一 96、26 177 一 190 


自由 (Freedom) 
重要 性 13 : 16 


- 習慣 (Customs) 


メッ カ の 不信 仰 者 5 : 104 


十字 架 {Crucifixion) 
イエ ス 4 :158 モー ゼ の 時 代 7 : 125 イエ ス ・ キ リス ト 参 呈 


宿命 ( 子 定説 ) (Pre-destination) 
重要 性 11:102 、23 1: 44、25: 3、26:81、53: 40 


縮 約 , (ムカ ッ タ アー ト ) (Abbreyiations) 
意 昧 2 1:2、7 2、19:2、20: 2、26: 2、27: 2、28: 2 29:2、30:2、31:2.40: 2 


ジュ ディ (al)Judi) 
ノア の 釘 舟 の 上 陸 11:45 


狩猟 (Hunting) 
為 貢 の 訓練 5 : 5 


狗 教 者 GMIartyrs) 
永和 の 生命 2 : 155 、 3 :158 、3 170 一 172 成功 47:6 一 7 


人 刀 礼 (Pilgrimage) 
元祖 22:28 狩猟 5:3、5:9、6-97 種類 2:159 装 務 性 3 :98 目的 5:98 儀式 2 :159、 
2 197 一 201 、2 ・204 、22:29 


商業 (Commerce) 
公正 な 取り 引き 17 : 36 
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証拠 (Evidence) 
不義 24:14 法律 2 :283 、4 :7、4:16、4:136 、 5 107 109 


昇天 (Ascension) 


坊 罪 (Atonement) 
論破 2 :287 、3 1:3、3 1!26、4 1:29、5:75、8:165 、17: 16、53:39 


食物 (Food) 
禁止 と 合法 2 :169 、2 : 173-174 、5:2、5:5 一 6、 5 ・88 一 89、5 :94、6 :119 120 、6 : 
122 、 6 143-147 、7 :33 人 問 の 行動 7 :32、16 116-119 、23!:52 水量 441: 11 


ジョ シュ ア (Joshua) 
5 :24 


女性 (Woman) 
協 性 と の 平等 3 196 、4 :125 、16: 98、33:36 役割 り 2 :188 待遇 4 :20 


叶 物 (Book) 
啓示 や うけ た 者 の 特性 14 1 25~27 


ジョ ン (]ohn) 
バプティスト 3 :40 無比 19:8 人 性質 19:13 一 18 


し る し (Signs) 
否定 6 110 一 111 


進化 (Evolution) 
神 へ の 信仰 1 : 2 


信仰 (Belief) 

来世 へ の 信仰 2: 5、6 :93、27:4、31: 5、70:27 基本 12:109 、25:74 要素 2 :63、2 :286 、 
5 :70、13 1 22 神 と 人 人 間 の 性 質 へ の 信仰 7 : 173 、57: 9 神 の 律 法 の 遵守 10:101 実行 4 :125 、 
30 32、40:41、61:3 一 4 全て の 誠 言 者 2 5、2 :137 、2 :286 、29:47 正しい 行い ょ 報い 2 : 
26 不信 仰 11 : 25、13 : 17、35 : 20 一 23、40: 59、67:23 肉親 9 :23 一 24 隠 攻 40:29 要素 2 :137、 
3・180 、4 :171 、7 :159 増大 3:174 審判 6 117 一 118 軽 そ つ な ほ と りあ つか い 4 :141、6: 
69 し る し 2:4 一 6、2:166 、2 :286 、4 :15] 一 153 徹 加 16:107 、16:111 光 の 源 2 :258 
信仰 者 参 昭 


信仰 者 (Believers) 
分 類 4 : 96、29 : 11、57 : 11 移民 の 状態 4 : 98、 4 :101 アッ ラー の 友人 2 :258 、3:69、45:20 
努力 の 豊か な 実り 4 :125 アッ ラー の 助け 10:104 、40:52、58:22 アッ ラー に よる 名 準 4 :176 、 
30:16 信頼 の 増大 8 : 3、9:124 真実 の し る し 3 :18、3 135-137 、8: 3 一 5、8 :75、21・ 
20 一 21、23: 2 一 12、24 : 38、24 : 52、24 : 63、76: 8 一 11、60: 2 一 5 惑 れ と 悲し み の 皆 無 2:63、 
S・70、6 : 49、10:63、46:14 中 康 の 遵守 55: 9 一 0 報い 2 126、3:134 、3 :199 、4:14、 
4 58、5 :13、5 86、7 :33、7 44、7・47、8 : 75、9 : 20、9 : 89、10: 10、15 : 24、16 : 31 一 32、 
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17 : 10、25 : 16 一 17、29 : 59、30: 46、40: 9、47!16、55 4759、55: 63 一 79、56 : 16 一 41、76: 6 
ー 7 、76 : 12-23 楽園 の 売却 4 : 75、9 11 一 112 、61 : 11 一 12 確か な 知識 の 基礎 6 :58、12:109 閉 
判 29: 3 一 4、39:11 商 志 の 勝利 5 : 57、9:20 アッ ラー の 柴 拝 39: 3 楽園 参照 


真実 (Truth} 
勝利 8 : 8 一 9、13:18 統一 10:77 


神 性 (Divinity) 
試練 10 : 35 一 37 


信頼 (Trusts) 
待 過 2 : 284 


ジン (Jinn) 
神格 化 6 :101 情熱 的 な 気性 15:28 人 境 グ 男性 46:3031、72: 2 一 7 重要 性 6:113 、6:129 


人 類 (Mankind) 
共同 体 233 : 53 


す 


ズ ィ ハ ル (Zihar) 
非難 3 1 5、58: 2 一 6 


ズール タク ルナ イン {Dhul Qarnain} 
身分 と 仕事 18 : 84-99 


救い (Salyation) 
ユダ ヤ 人 と キリ スト 教徒 の 主張 2 :112 、2 :141、3:25 非 イ スラ ム 教 徒 22:18 予言 者 の 出現 以前 
の 人 る 々 20 : 52 一 53 前 提 条 件 2 : 63、44:58 取得 2 :255 


せ 
正義 (Justice) 
人 知 守 4:106 、4 :136、6:153 英 5:9 


成功 (Success) 6 
法律 2 :149 、2 :154 、3:201 、8:30、13:15 


muh Bible) 
クル アー ン に 関し て 異な る 解 息 2:107 アプ ブラ ハム の 父 6:75 アブ プラ ハム の 正直 19:42 アロ ン 
20:91 イエ ス の 邊 死 19:26 禁断 の 木 2 :36、7 :2023 エジプト 人 に よっ て イス ラ エ ル 人 に 与え ら 
れ た 金 20:88 ジャ ルー ト 2 251 一 252 ヨゼフ 12・5 マリ ア 19:17 イス ラ エ ル 人 の 殺し あい 2 : 
55 出 エ エジプト の イス ラ エ ル 人 の 数 2 :244 ファ ラオ 10:93 子 和牛 水 捧 この 町 2 :55 アロ ン の 姉妹 
19:29 タブ ー ト 2 :249 タル ー ト (ギデオン )2 :248 挿入 2 1:76、2 1:80、3:79、4:47、3・ 
42 イス ラム に つい て の 聞 葵 2 :150 、7 1158 、9 1111 、23 1 21、48130、61:7 


ーー ま +012 一 


精神 的 進歩 (Spiritual progress) 
意味 6 :97 一 98、7 176 一 177 、11:115 、36:72 途上 の 剛 害 8 : 25-26、10 : 29、24 : 51、77 : 31 自 
階 5 :94、11: 4、11: 24、16 : 91、16i 129 、231 2 12、24: 45 一 46、35 1 33、51 ・ 17~20 


聖地 (Holy land) 
扶 福 7:138 継 者 21 106~113 イス ラ エ ん ル 人 5:22、7 :130 


: 命 (Life) 
水 へ の 依存 67:31 類似 18:46 一 47 は か な る 46:36 護 栄 心 23 114 一 115 


西洋 (West) 
期 壊 i11 2ー6 


精 志 (Spirit of hoiness) 
2 :88 


ゼ ガ リマ ヤ (Zacharia) 
直子 の 誕生 19: 3 一 12 身分 3 :38 祈り 31!39-42、19:6 一 7 


責任 (Accountability) 
人 人 間 の 思考 と 行為 2 [285 、6 :63、21:48、64: 5、68:40、99:8 一 9 個人 の 性 質 2 :140 、10: 
42、42:16 使者 と 人 々 7 :7 


志 (Good) 
定義 10:5、19:61 アッ ラー か ら 生 じ る 普 と 悪 64:12 癌 と 悪 の 知識 を 与え られ た 人 問 90:11 普 ょ 
草 の 報 い 10: 28 


戦争 の 捕 磨 (Prisoners of war) 
解放 4 : 4、24:34 結婚 24:33 た ら え る 8・68 一 69 待遇 47:5 


専門 7 SS 
款 教 的 訓練 9 : 122 


そ 
装飾 (Adornment) 
認可 7 :33 


創造 (Creation) 
多様 性 16 : 14 地球 41 : 1011 新しい 天地 46:34 対 13: 4、36:37、51:50 過程 16:41 日 向 
64: 4 六 つ の 期間 の 宇宙 の 創造 7 : 55 


相談 (Consultation) 
イス ラム の 基本 的 性 質 3 : 160 、42:39 


ゾロ アス ター 教 (Zoroastrianisr) 
反論 6 : 2 
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ソロ モン (Solomlon) 
宜 先 6 :85 軍隊 27:18 一 28 潜 術 の 発達 21: 83、27 :16 一 18 言語 の 知識 27:17 ユダヤ 人 の 陰謀 
2 :103 政策 21:79-81 シェ バ の 女王 27:23ー45 啓示 4:164 主題 21:83 資 易 21:82 申し 
開き 27:77 知恵 21:80、27:16 


中 


た 
ター ルー ト ( ギ デ ォ ン ) (Talut-Gideon) 
身分 2 :248 ジャ ー ル ー ト の 殺害 2 : 252 


代 謎 (ntercession) 
承認 2 :49 義務 4:86 不信 仰 者 6:52 許可 2:256 、34・24 


多 神 論 (Polytheism) 
非 此 4 :49、4 :117 誤り 6:4 


ダッ ジャ ー ル (Dajjal) 
身分 18 : 111 罰 の 時 22 :48 


ダビ デ (David) 
有害 の 企 て 38 : 22 一 25 神 の 思考 2 :252 、4 :164 イエ ス に 呪 ね われ だ へ プラ イ 人 5 :79 政策 21:79 
権力 と 栄光 21 : 80 一 81、27 : 16、34 : 11 一 12、38 : 18 一 21 ノア の 子孫 6 :85 申し 開き 38:26 


タブ ー ク (Tabuk) 
遠征 9 :38、9: 42 


魂 (Soul) 
人 間 の 魂 参照 


断食 (Fasting) 
承認 2 :186 処方 せん 2 184 一 187 断食 の 月 ウタ ルアー ン の 啓示 2 : 186 


ち 

状 い (Oaths) 
次 任 5 :90 破棄 2:225 央 罪 66:3 神 班 16:93、52: 2 裏切り へ の 罰 2:226 、58:17 一 20 重 
要 性 37:2、91: 2 

地球 (Earthj 
食物 生産 量 41:11 数 65:13 所 有 権 7 :129 

地 狂 (Hett) - 
信仰 者 19 : 72、21 102 一 103 永遠 性 2 :40、11 107-108 、21:48 燃料 2 :25 撤収 容 者 2:168 神 
4 :57 叫び と 怒声 11:107 庵 惨 13:19 

知識 (Knowledge) 


模索 9 :122 予言 者 72:9-13 価値 2 :270 
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中 傷 (Slander) . 
結果 24:22、104 2 前 24:5 一 6、24:20 配偶 者 24: 7 一 9 


手 水 (Ablution) 析 り の 前 の タ ヤ ム ム 4 :44、5:7 


貯蔵 (Hoarding) 
非難 104: 3 一 5 罰 9:34~35 


つ 
H (Months) 
数 2 :190 、9:36 神聖 9:37 


月 (Moon) 
欠け 54: 2 


罪 (Sin) 
理由 41:24、56:48 許し 39:54-56 人 間 の 性 質 7 :43 意味 4 :113 大 き な も の と た 小 き な も の 4・ 
32、53:33 告 臼 と 秘密 6:121 、6:152 多 神 論 4:49、4 117-118 同 避 12:34 


て 
抵当 (MIortgage) 
2 :280 


哲学 (Philosophy) 
真実 36:5 


天 (Heayen) 
拡がり 51:48 機能 2 :23、21:33 一 34 惑星 の 軌道 31:8 創造 の 日 的 16:4 指導 と 生命 の 源 14 
11、40:14 精神 的 25:62 独立 性 13:3 創造 の 時 7 :55、10:4、11:8 


天使 (Angels) 
信心 2 :178 、2 1:286、4:137 閉 務 6 :112 、33:57、35: 2、 38 : 73ー74、39 76、42・6 神 
の 削 の 前 兆 6:9、6:159、15: 9 信仰 者 の 救済 2 : 221 、 3 124~127 、 8 :10、41:31-32 了 地 
父 43:78 無知 2 :31、2:33 精神 の 鎖 の つなぎ 2:99 記録 50:18、50:22 神 の 特質 の 彫 響 2 ・ 
33ー34 アダ ム へ の 追従 2 : 359、 7 : 12、15 : 30、17 : 62、18 : 51、20 : 117 神 の 不変 と 使者 の 真実 
証明 3 : 19、4 :167 


伝道 (Preaching) 


方 法 16 : 126 、20: 45、26 : 215 、29 : 47、41 35、51 : 56 


と 
同棲 (Concubinage) 
非 苑 4:4、4:26 
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統治 (Administratior) 
相互 合議 3 :160 、42:39 正 護 4:59、4:136 


道徳 性 (Morality) 
段階 16 : 12 一 14 


語 (Wealth) 
貧困 の 分 か ちあ い 51: 20 精神 的 発達 34・38、102 2 一 9 


トラ ー(Torah) 
ユダ ヤ 信 の 指導 5 :45、6:155 支持 者 へ の いざ な い 5 : 66 一 67、5 :16、5 :20 イス ラム 示 徒 48: 
30 表 な る 預言 省 に つい て の 拍 言 45:18 一 19 クル アデ アーン 5 :44 一 46 刻 示 3 : 4 


奴隷 凡 度 (Slavery) 
廃止 24:34、47:5 非 黄 4:4 


に 
二元論 (Duajiism) 
反論 4 :79、6: 2 


引 更 (Guckling) 
規則 2 :234 

人 人 間 (Man) 

アッ ラー と の 関係 8 :25 天使 の 助け 7 :12 神 と の 親交 15:27、15:30 大 地 E の つなが けり 7:26 創造 
3 :60、6: 3、7 12 一 33、15 : 27 王 28、21 : 17 一 18、23 : 13 一 15、23: 116 、51 : 57、55 : 15、95 : 
5 一 6 運命 17:16、30:54、39: 42、43 : 39、52 : 22、53: 39 一 42、 87: 3 。 神 の 慈悲 11:111 党 自 
17:71、 19:59 邪悪 7 :20 自由 6:108 、6:150 、7:12 成長 5:94、6:96 女性 に 対す る 保 
護 者 2 :229 、4:35 種類 6 :37 性 質 30:31、30:37、33:68、34: 32、38: 61 一 62、39: 50、40・ 
11 お ご り 41:51~52 論争 好き 16:5、18:55 軽薄 31:7 性 急 21:38 不滅 37:59 一 61 悲惨 
17 : 101 、70:20 一 22 死す べき 運命 21: 35 迷信 31:22 四 知 ら ず 10113、11 : 10-12、17 : 68 権 旋 
33:73、64:3、91:9 上 環 亡 57:23 優越 17:71 縮小 し だ 宇宙 91: 8 決意 41:12 自身 に 対す る 
HH 撃 者 41: 21 一 23 仕事 17 : 14 一 15 


人 問 の 進歩 (Human progress) 
希望 と 座れ と の 結び つき 10: 8 


人 A 問 の 和 性質 (Human nature) 
原則 6 109 一 11 純粋 15:43 


人 聞 の 民 (Human soul) 
創造 32 :10 永遠 性 2?:118 発展 56:61-62、70: 5 不滅 39:43 性 質 10:13 責任 35:19 発展 
の 段階 75: 3、76: 6 一 7、76:18 一 19、76:22、89:2829 野天 39:44 

人間 の 名 人 準 (Human honor) 
尊 藤 、17 : 37 
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人 問 の 理性 (Hurman reason) 
神 の 理解 6 :104 宗教 2 1 171-172 、5:105 、7:180 啓示 16:12、18: 67 


8a 
盗み (Stealing) 
加 5 :39 


ね 
ネ グ ス (Negus) 
イス ラム 教徒 に 与え られ た 避 次 所 5 : 83 一 84 


ネプ カド ネ ザ ー ル (Nebuchadnezzar) 
エル サレ ム の 破壊 2 : 260 、21 : 86 


の 

ノア (Noah) 
その 生 湊 に お ける 型 な る 舞 言 者 へ の 言及 11:50 箱 舟 11:38 一 45 大 洪水 11:41、11 : 49、23:28 子 
人 孫 6 : 86-87、37:76 一 78 神 と の 対話 11:46 一 49 神 の 配慮 29:15 息子 の 湧 死 11 : 43ー44 人 々 
7 :60 王 65、10 : 72 一 74、 11 5: 26 一 49、23 : 24 一 31、54 : 10 一 17 折り 11135-37、71: 27 王 29 地位 3: 
34 


は 
バー ル (Ba) 
偶像 の 名 前 37 : 126 


昔 教 (Apostasy) 
後悔 に より 容赦 3: 90 一 91 教義 の 主義 に は 無害 3 :145 、5:55 前 2 1218 、3 :87、4 :138 、16: 
107 


廃止 (Abrogation) 
杏 典 2 107 グル デーン 2 :181 、5 :98、16 : 102 


ハ ガ ル (Hagar) 
身分 37 : 103 


迫害 (Persecution) 
信仰 者 2 :215 目的 3 :168 、3 :180 、3・:187 


籍 草 (ArE) 
ノア 7: 65、10:74、11 : 38 一 39、23 : 28 
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踊 (Punishment) 
不義 4 :26、24: 3 無秩序 の 創造 5:34 不信 爺 29:41 著しい 不適 切 4:16 殺害 2 179~180 、 
4 :93 一 94 盗み 5:39 中 傷 24:5 一 6 残酷 な 犯罪 4 :17 回 避 10:99 原子 爆弾 36:30、36: 
50 一 51、36 :54 来世 11:104 種類 6 :66、10:14、32:22 性 質 29:56 犯罪 と の つり あい 10・28 
中 断 16:62 遊 難所 8:34 警告 17:16、20:135 、26:209 、28:60 神 11:102 、21:16、26・189 、 
46 24 


ハデ ィ ス (Hadith) 
信頼 性 3 : 65 


バド ル (Badr) 
戦い へ の 信 考 の 嫌悪 8 : 6 敵対 する 傾向 8 :43ー45 イス ラム 教 の 喪失 3 166 第 2 回 加 征 3:173 
重要 性 25:27 信者 の 勝利 2 :211 、3:14、3:124 、8 8 一 13、8:18、32:30 


派閥 主義 (Sectarianisn) 
非 漂 6 : 160 


バラ ム イプ ブン パウ ー ラ (Bal'am ibn Ba'ura) 
威信 の 喪失 7 : 176 一 177 


ハー ルー ト と マー ルー ト (Harut and Marut) 
2 :103 


バル ザク (障害 ) (Barzakh(barrier)) 
前 23:101 、25:54、40:47 


バル ナメ バス (Barnabas) 
叶 音 書 に お ける 型 な る 預言 者 に つい て の 天 言 61: 7 


燃 祭 (Burnt-offertng) 
了 誤る 預言 者 3 : 184 


ひ 
必要 性 (Necessity) 
非 合 法事 の 合法 化 5・4、56・146 


秘 定 (Secrets) 
毅 忠 66: 4 


平等 (Equality) 
全て の 人 間 17 : 71、49:14 男性 上 女性 4 :33 


ふ 
ファ ラオ (Pharaoh) 
ご う 慢 28:39 軍 の 崩壊 10:91、44:30 屈辱 40:38 奇跡 7 108 一 109 モー ゼヒ と 識 術 師 7 
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105~128 人 人々 7 131 一 137 、11 : 98 一 100 死体 の 保存 10:92-93 僧 介 の 身分 28:7 イス ラ エ ル 
人 の 追跡 2 :51 政治 的 権力 の 象徴 40:25 政治 的 手腕 28: 5 


フー ド (Hud) 
拒否 者 の 運命 7 : 66 一 73、11・51 一 61 人々 26 124-140 


夫婦 関係 (MIarital relations) 
緊張 4 129 多 者 4 :130 


福音 書 (Gospel(s}) 
イス ラム 教 に 関す る 記述 48:30 指導 3:4、5:47 一 48 子 言 1360 、7:158 、61: 7 


復讐 (Requital) 
善 と 悪 6 : 181 


服従 (Obedience) 
アッ ラー3 32、3 :133 、3:173 、4:65、4:81 法 的 権威 4 :60 関連 4:70 


負 全 (Debts) 
返済 4 :13 


不信 仰 者 (Disbelieyers) 

攻撃 的 29 : 13-14 導き に 対す る 無関心 41:6 イス ラム へ の 態度 6 :126 到 晶 と 聴覚 障害 11 : 25、 
17:73 向き 39:25、42:23 預言 者 の 身分 の 継続 40:35 目 ょ 耳 の お お い 17:47. 随 落 15:15 一 16 
敗北 12:111 、16:34~35 安全 の 誤っ た 意味 52:45 見 えな い 好 意 41:25 一 26 仕事 の 無 だ 7:9 
ー10、47: 2、47 に 9 一 10 挫折 34:39 信仰 へ の 無害 6 :22 屈辱 16:28-29、16:40 頂 言 者 の 千 人 
10:77 現 な る クル アー ン へ の 類似 の 舞 能 2 : 24、 8 : 32、10 : 39、11 : 14 一 15 獣 と の 類似 11 : 107 、 

47:19 し る し 4 151 一 153 、7 :46 神 の 声 の 忘 鹿 36:53 洞窟 の ある 理 館 10:44 悲観 王 義 10: 3 
偽 兄 36: 9 一 11 罰 6 :4348、7 : 41、 11 : 20、 25 : 12 一 15、 29 : 954 一 55、46:21 真実 の 拒絶 11: 6、 
41:27 情熱 の と りこ 16:76 心 の 状態 50:28 優越 感 23:25 苦痛 17:98 罪 18:58 イス ラム 数 
徒 で あっ だ たら と いう 願望 15: 3 自身 に 対す る 目撃 者 36:66 


フ ダ イ ビ ヤ (Hudaibiyah) 
皿 誠 の 誓い 48:19 協定 48: 2、48:25、48:27 


復活 (Resurrection) 
使者 の 集会 5:110 現実 4 :88 死者 8 :25、50: 4 一 16、56:2ー7、69:14-17 現世 2:57、6: 
37、7 :15、8:25 復活 の 日 の 判断 78: 3 一 5、78:18 一 21 し る し 75: 4 


物質 (IMatter) 
創造 6 : 19 いわ ゆる 水 遠 性 2 :118 


フナ イン (FIunain) 
イス ラム 教 の 勝利 9 :25 


フロ イト (Freud) 
モー ゼ 20: 10 
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~~ 
EE (Peace) 
国際 平和 の 原則 49:10 源 13:29 茶 約 8 :62 一 63 


ヴェ ー ル (veil) (お おい) (Purdah) 
要素 24 : 31 一 32、24: 59 一 61、33: 60 


ヘ へ ジラ {Hijaz) 


準 化 9: 3 


ペスト (Plague} 
預言 27 : 83 


へ プラ イ 人 (Israelites) 


アッ ラー の 理解 2 :56 一 57、4 154 サル と ブタ 2 :66、5:61、7 :167 
自治 的 な 生活 10:88 神 と 預言 者 の 


の 崇 拓 2 : 52、2 194、4:154、7 :149 雲 2 :58、 


根拠 の な い 理 論 20:78 和牛 


の ろ い 5 : 13 一 14、5 :79、17:61 解放 10:86 一 87、28: 6-7 神 の 思 箇 20:81 天 前 5:8O 飲用 
水 2 61、7 :161 - イ シュ マエ ル 旋 へ の 描 悪 5 : 28 約束 の 地 へ の 入 電 2 244 一 245 、5:23、5:25 
戦い 2 : 247 偶像 演 振 7 : 139 一 141 、7:151 いざ な い 2:42 王国 と 頂 言 者 の 地位 5:21 マン 


ナル し サル ワ 2 :58 エジプト か ら の 移住 2 :244 人 道徳 的 導 産 2 ・249 
オォ の 残酷 14:7、28:5 一 7 約束 の 地 26:60 項 言 2 :90 
人 々 2 ・62 紅海 2:51 後悔 7?:150 パレ スチ ナ で の 再 植民 17: 105 


5 :78 荒野 20:81 


は 


法 (Law) 


神 の 言葉 の 誤用 2 :80 ファ ラ 
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この 利行 に あたっ て 、 ご 支援 も ご 尽力 と も いた だ だ いた 多く の 方 々 に 対し て 、 深 謝意 を 表し ます 。 ま た だ た 、 全 
画 的 に 諸費 用 を ご 援助 くだ る れ た シャ ハナ ワー ズ (SIHAHNAWA2) 家 の 皆 様 に 、 満 腔 の 深謝 の 忘 を 表明 する と 
と も に 、 ご 一 同 に アッ ラー の ご 用 質 賜 わ ら ん こと を 祈念 いた し ます 。 

日 本 語 販 クル アー ン 民 行 を 機 に 、-- 人 で も 多く の 人 々 が 、 至 庫 な る 神 ア ッ ラ ー の お 言葉 に 触れ 、 慈悲 に 浴 し 、 
義 し く 導 か れ ま す よ うに 。 「 
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